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の
共
同
仕
事

 
第
２
３
４
話
 
成
⻑
し
た
鴉
天
狗

 
第
２
３
５
話
 
料
理
教
室

 
第
２
３
６
話
 
ま
た
子
孫
は
現
れ
る

 
第
２
３
７
話
 
 
金
銭
感
覚
の
な
い
者



 
第
２
３
８
話
 
久
々
の
守
矢
神
社
 

 
第
２
３
９
話
 
帰
還
と
覚
悟
と

 
第
十
六
章
 
夢
に
来
た
り
し
災
い

 
第
２
４
０
話
 
異
変
は
訪
れ
る

 
第
２
４
１
話
 
再
び
交
わ
る
時

 
第
２
４
２
話
 
あ
の
頃
は
若
か

た

 
第
２
４
３
話
 
全
盛
期
 
理
久
兎
の
策
略
術

 
第
２
４
４
話
 
最
凶
無
双

 
第
２
４
５
話
 

鷺
麿

 
第
２
４
６
話
 
夢
の
世
界
の
宴
会

 
第
２
４
７
話
 
地
上
の
人
間
達



 
第
２
４
８
話
 
良
い
旅
を

 
第
２
４
９
話
 
朝
日
は
昇
る

 
第
２
５
０
話
 
さ
と
り
の
覚
悟

 
第
２
５
１
話
 
空
中
散
歩
へ

 
第
十
七
章
 
地
獄
の
女
神
降
臨

 
第
２
５
２
話
 
旅
の
思
い
出

 
第
２
５
３
話
 
ト

プ
の
視
察

 
第
２
５
４
話
 
ヘ
カ

テ

ア
来
日

 
第
２
５
５
話
 
旧
都
で
の
お
話

 
第
２
５
６
話
 
会
議

 
第
２
５
７
話
 
ま
る
で
料
亭



 
第
２
５
８
話
 
と
り
あ
え
ず
学
べ

 
第
２
５
９
話
 
女
心
は
複
雑

 
第
２
６
０
話
 
視
察
は
終
わ
り
今
度
は
異
変
調
査

 
第
２
６
１
話
 
ま
た
奴
等
か

 
第
２
６
２
話
 
撤
退
命
令

 
第
２
６
３
話
 
や

て
良
い
事
と
悪
い
こ
と

 
第
２
６
４
話
 
理
久
兎
流
の
お
仕
置
き

 
第
２
６
５
話
 
意
外
な

日

 
第
２
６
６
話
 
外
の
世
界
を
ふ
ら
ふ
ら
と

 
第
２
６
７
話
 
読
書
本
の
購
入

 
第
２
６
８
話
 
新
た
な
刀

 
第
２
６
９
話
 
こ
い
し
の
お
友
達



 
第
２
７
０
話
 
昔
懐
か
し
い
お
話

 
第
十
八
章
 
緋
想
す
ら
塗
る
う
わ
積
乱
雲

 
第
２
７
１
話
 
ま
た
ま
た
依
頼
で
す

 
第
２
７
２
話
 
積
乱
雲
が
鳴
り
し
無
縁
塚

 
第
２
７
３
話
 

小
町

 
第
２
７
４
話
 
古
き
友

伊
吹
の
⻤

 
第
２
７
５
話
 
天
界
で
の
対
決
 

萃
香

 
第
２
７
６
話
 
比
那
名
居
邸
潜
入

 
第
２
７
７
話
 
制
裁

 
第
２
７
８
話
 
決
戦
 

比
那
名
居
天
子

 
第
２
７
９
話
 
１
Ｖ
Ｓ
多
数



 
第
２
８
０
話
 
親
子
再
会

 
第
２
８
１
話
 
何
時
も
の
日
常
へ

 
第
２
８
２
話
 
一
刀
最
強

 
第
２
８
３
話
 
共
に
風
呂
へ

 
第
十
九
章
 
高
天

原
に
居
し
は
⺟
と
悪
魔

 
第
２
８
４
話
 
神
々
の
集
い

 
第
２
８
５
話
 
悪
魔
現
る

 
第
２
８
６
話
 
 
余
興

 
第
２
８
７
話
 

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

 
第
２
８
８
話
 
怠
惰
の
ト
リ

ク
の
種

 
第
２
８
９
話
 
宴
も
終
盤
へ



 
第
２
８
９

話
 
過
去
の
お
さ
ら
い

 
第
２
９
０
話
 
帰
還

 
第
２
９
１
話
 
地
底
の
惨
状

 
第
２
９
２
話
 
料
理
と
ち

と
し
た
異
変

 
第
２
９
３
話
 
理
久
兎
流
の
推
理

 
第
二
十
章
 
魔
界
へ
の
冒
険

 
第
２
９
４
話
 
断
罪
神
書
の
秘
密
記
録

 
第
２
９
５
話
 
神
綺
の
伯
⺟

 
第
２
９
６
話
 
黒
の
自
分
探
し

 
第
２
９
７
話
 
再
び
魔
界
へ

 
第
２
９
８
話
 
神
綺
と
侵
入
者



 
第
２
９
９
話
 
魔
界
生
体
録

 
第
３
０
０
話
 
緊
急
救
え
空
飛
ぶ
船

 
第
３
０
１
話
 
魔
獣
決
戦

 
第
３
０
２
話
 
黒
の
激
戦
 
無
数
の
キ
マ
イ
ラ

 
第
３
０
３
話
 
新
た
な
陰
謀

 
第
３
０
４
話
 
魔
界
よ
ま
た
去
ら
ば

 
第
二
十
一
章
 
因
果
と
運
命
に
導
か
れ
て

 
第
３
０
５
話
 
舞
台
の
設
定

 
第
３
０
６
話
 
悪
巧
み
の
準
備

 
第
３
０
７
話
 
黒
の
危
険
な
仕
事

 
第
３
０
８
話
 
舞
台
は
整
う



 
第
３
０
９
話
 
そ
の
前
日

 
第
３
１
０
話
 
暗
夜
の
理
想
郷

 
第
３
１
１
話
 
役
者
達

 
第
３
１
２
話
 
役
者
集
結

 
第
３
１
３
話
 
作
戦
会
議

 
第
３
１
４
話
 
異
変
開
始

 
第
３
１
５
話
 
異
変
だ
よ
全
員
集
合

 
第
３
１
６
話
 
観
戦

 
第
３
１
７
話
 
影
が
動
く

 
第
３
１
８
話
 
闇
に
会
い
に
行
く

 
第
３
１
９
話
 
黒
か
ら
与
え
る
試
練



 
第
３
２
０
話
 
黒
の
消
え
た
追
憶

 
第
３
２
１
話
 
次
の
作
戦

 
第
３
２
２
話
 
従
者
達
は
や
は
り
愉
快

 
第
３
２
３
話
 
不
死
の
狼
兄
妹

 
第
３
２
４
話
 
不
老
不
死
は
諦
め
が
悪
い

 
第
３
２
５
話
 
罪
悪
感

 
第
３
２
６
話
 
⻄
行
妖
は

度
封
印
さ
れ
る

 
第
３
２
７
話
 
晒
す
真
実

 
第
３
２
８
話
 
目
で
見
え
る
も
の
だ
け
が
真
実
で
は
な
い

 
第
３
２
９
話
 
因
縁
の
対
決
蓮
＆
霊
夢
＆
紫

 
第
３
３
０
話
 
や
は
り
恋
人
は
怖
か

た



 
第
３
３
１
話
 
彼
女
の
機
嫌
を
直
す

 
第
３
３
２
話
 
彼
女
は
意
外
に
も
可
愛
か

た

 
第
３
３
３
話
 
宴
の
準
備

 
第
３
３
４
話
 
模
様
替
え

 
第
３
３
５
話
 
皆
は
来
た

 
第
３
３
６
話
 
解
体
シ

は
波
乱
だ
ら
け

 
第
３
３
７
話
 
世
界
規
模
の
親
子
喧
嘩

 
第
３
３
８
話
 
あ
る
意
味
で
の
終
わ
り

 
第
３
３
９
話
 
子
を
思
う
は
⺟
の
心

 
第
二
十
二
章
 
バ
ザ

で
の
お
仕
事

 
第
３
４
０
話
 
交
渉



 
第
３
４
１
話
 
再
び
の
交
渉

 
第
３
４
２
話
 
取
材

 
第
３
４
３
話
 
天
狗

人
の
取
材

 
第
３
４
４
話
 
バ
ザ

の
店

 
第
３
４
５
話
 
店
の
建
設

 
第
３
４
６
話
 
久
し
く
会
う
茨

 
第
３
４
７
話
 
店
の
完
成

 
第
３
４
８
話
 
オ

プ
ン

 
第
３
４
９
話
 
バ
ザ

開
催

 
第
３
５
０
話
 
休
憩
も
大
切

 
第
３
５
１
話
 
カ

プ
ル
登
場



 
第
３
５
２
話
 
カ
フ

奮
闘
劇

 
第
３
５
３
話
 
簡
単
チ
ン
ピ
ラ
撃
退
方
法

 
第
３
５
４
話
 
バ
ザ

日
目
開
始

 
第
３
５
５
話
 
約
２
０
０
０
年
前
の
友

 
第
３
５
６
話
 
珍
客
登
場

 
第
３
５
７
話
 
バ
ザ

最
終
日

 
第
二
十
三
章
 
古
に
眠
り
し
友
の
復
活

 
第
３
５
８
話
 
遥
か
昔
の
約
束

 
第
３
５
９
話
 
太
古
の
約
束

 
第
３
６
０
話
 
よ
う
や
く
や

て
来
た

 
第
３
６
１
話
 
翌
日
は
勝
負



 
第
３
６
２
話
 
神
子
復
活
の
た
め

 
第
３
６
３
話
 
ま
た
こ
い
つ
ら
か

 
第
３
６
４
話
 
目
覚
め
た
友
達

 
第
３
６
５
話
 
奥
へ
と
い
け
ば

 
第
３
６
６
話
 
決
戦

豊
聡
耳
神
子

 
第
３
６
７
話
 
印
象
は
悪
か

た
よ
う
だ

 
第
３
６
８
話
 
佐
渡
の
マ
ミ
ゾ
ウ

 
第
３
６
９
話
 

マ
ミ
ゾ
ウ
＆
ぬ
え

 
第
３
７
０
話
 
宗
教
争
い
の
予
感

 
第
３
７
１
話
 
結
論
女
は
怖
い

 
第
３
７
２
話
 
弟
子
に
会
お
う



 
第
３
７
３
話
 
紫
の
生
活
ぶ
り

 
第
二
十
四
章
 
禍
と
共
に
現
れ
し
凶
変
者
達

 
第
３
７
４
話
 
弟
子
は
成
⻑
し
て
い
く

 
第
３
７
５
話
 
災
禍
は
訪
れ
る

 
第
３
７
６
話
 
狂
神
降
臨

 
第
３
７
７
話
 
戦
火
舞
う
旧
都

 
第
３
７
８
話
 
裁
定
と
い
う
名
の
侵
略

 
第
３
７
９
話
 
弱
者
の
上
に
強
者
立
つ

 
第
３
８
０
話
 
世
界
の
頂
に
座
る
者

 
第
３
８
１
話
 

コ
ロ
シ
ア
イ

親
子
喧
嘩

 
第
３
８
２
話
 
生
き
て
い
た
者



 
第
３
８
３
話
 
囚
わ
れ
し
者
達

 
第
３
８
４
話
 
彼
女
達
の
話

 
第
３
８
５
話
 
強
が
る
者
達

 
第
３
８
６
話
 
淡
く
薄
い
記
憶

 
第
３
８
７
話
 
思
い
出
せ
な
い
名
前
の
数
々

 
第
３
８
８
話
 
復
讐
者
達
は
動
く

 
第
３
８
９
話
 
陰
謀

 
第
３
９
０
話
 
愚
か
な
従
者
達

 
第
３
９
１
話
 
罠
作
り

 
第
３
９
２
話
 
追
憶

 
第
３
９
３
話
 
空
中
要
塞



 
第
３
９
４
話
 
要
塞
の
防
衛
戦

 
第
３
９
５
話
 
敗
北
し
裏
切
る
従
者
達

 
第
３
９
６
話
 
天
使
の
虐
殺

 
第
３
９
７
話
 
玉
座
の
間
に
て

 
第
３
９
８
話
 
侵
入
者
達
と
の
戦
い

 
第
３
９
９
話
 
許
し
な
し

 
第
４
０
０
話
 
希
望
の
光
を
持
つ
者

 
第
４
０
２
話
 
行
い
は
返

て
く
る

 
第
４
０
３
話
 
本
当
の
災
い
を
呼
ぶ
者

 
第
４
０
４
話
 
災
い
降
臨

 
第
４
０
５
話
 
怠
惰
の
魔
王



 
第
４
０
６
話
 
最
悪
な
目
覚
め

 
第
４
０
７
話
 
罪
悪
感
と
申
し
訳
な
さ
と
 

 
第
４
０
８
話
 
耶
狛
復
活

 
第
４
０
９
話
 
退
院
そ
し
て
宴
会

 
第
４
１
０
話
 
お
か
え
り
は
宴
会
と
共
に

 
第
４
１
１
話
 
地
底
は
お
祭
り
騒
ぎ

 
第
４
１
２
話
 
再
戦
試
合
の
提
案

 
第
４
１
３
話
 
再
戦
 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

 
第
４
１
４
話
 
引
き
分
け
で
終
わ
る

 
第
４
１
５
話
 

つ
の
毒
花
の

つ

 
第
４
１
６
話
 
良
い
事
が
あ
れ
ば
悪
い
事
が
あ
る



 
第
４
１
７
話
 
お
ふ
く
ろ
達
の
帰
宅

 
第
４
１
８
話
 
お
叱
り

 
第
４
１
９
話
 
始
末
書
と
い
う
名
の
拷
問

 
第
二
十
五
章
 
耶
狛
の
冒
険
記

 
第
４
２
０
話
 
従
者
立
つ

 
第
４
２
１
話
 
地
上
は
お
祭
り
騒
ぎ
な
ら
ば
行
こ
う

 
第
４
２
２
話
 
現
れ
る
魔
女

子

 
第
４
２
３
話
 
命
蓮
寺
へ
調
査

 
第
４
２
４
話
 

頑
固
親
父
組

 
第
４
２
５
話
 
化
か
し
合
い
は
程
々
に

 
第
４
２
６
話
 
狸
の
大
将



 
第
４
２
７
話
 
丑
三
つ
時
に
何
か
あ
る

 
第
４
２
８
話
 
河
童
の
里
で
の
買
い
物
交
渉

 
第
４
２
９
話
 
値
下
げ
バ
ト
ル
 

河
城
に
と
り

 
第
４
３
０
話
 
食
べ
物
を
探
し
て

 
第
４
３
１
話
 
遭
遇
の
黒
幕
は
無
表
情
娘

 
第
４
３
２
話
 
協
力
対
決
 

秦
こ
こ
ろ

 
第
４
３
３
話
 
神
道
と
仏
教
と
道
教

 
第
４
３
４
話
 
団
体
戦
 

霊
夢
・
聖
・
神
子

 
第
４
３
５
話
 
異
変
終
了
の
お
知
ら
せ

 
第
４
３
６
話
 
深
夜
の
帰
還

 
第
４
３
７
話
 
謹
慎
処
分
に
よ
る

日

 
第
４
３
８
話
 
ま
た
弟
子
が
増
え
た



 
第
４
３
９
話
 
次
の
修
行

 
第
４
４
０
話
 
修
行
失
敗

 
第
４
４
１
話
 
本
格
的
な
修
行
へ

 
第
４
４
２
話
 
従
者
と
弟
子
と
の
組
手

 
第
４
４
３
話
 
技
の
伝
授

 
第
４
４
４
話
 
修
行
は
続
く

 
第
４
４
５
話
 
黒
の
修
行
は
と
い
う
と

 
第
４
４
６
話
 
泥
棒
騒
動

 
第
４
４
７
話
 
そ
し
て
帰
還
し
て
い
く

 
第
４
４
８
話
 
品
作
り

 
第
４
４
９
話
 
事
件
の
匂
い



 
第
４
５
０
話
 
ゴ
エ
テ

ア
の
悪
魔

 
第
４
５
１
話
 
反
撃

 
第
４
５
２
話
 
地
獄
の
門
番
現
る

 
第
４
５
３
話
 
返
信
文

 
第
４
５
４
話
 
義
娘
の
も
と
へ

 
第
４
５
５
話
 
酔

た
お
姫
様
は
大
変

 
第
４
５
６
話
 
魔
女

子
再
び

 
第
４
５
７
話
 
怒
れ
る
地
底

 
第
４
５
８
話
 
加
減
ミ
ス
祭
り

 
第
４
５
９
話
 
暴
徒
と
化
し
た
妖
怪
達

 
第
４
６
０
話
 
旧
都
乱
闘



 
第
４
６
１
話
 
影
と
⻤
の
四
天
王

 
第
４
６
２
話
 
狼
兄
妹
と
義
娘
達

 
第
４
６
３
話
 
狼
兄
妹

義
娘
達

 
第
４
６
４
話
 
立
ち
塞
が

た
者

 
第
４
６
５
話
 

美
寿
々

 
第
４
６
６
話
 
改
め
て
見
る
と
そ
こ
は
瓦
礫
の
山

 
第
４
６
７
話
 
口
は
災
い
の
元

 
４
６
８
話
 
犯
人
の
追
跡
開
始

 
第
４
６
９
話
 
聞
こ
え
る
メ
ロ
デ

 
第
４
７
０
話
 

雷
鼓

 
第
４
７
１
話
 
情
報
収
集



 
第
４
７
２
話
 
天
邪
⻤
と
の
遭
遇

 
第
４
７
３
話
 
天
邪
⻤
の
見
定
め

 
第
４
７
４
話
 
小
悪
党

 
第
４
７
５
話
 
必
要
悪

 
第
４
７
６
話
 
資
金
集
め

 
第
４
７
７
話
 
正
邪
討
伐
依
頼

 
第
４
７
８
話
 
厨
房
掃
除

 
第
４
７
９
話
 
見
物

 
第
４
８
０
話
 
逃
走
援
助

 
第
４
８
１
話
 
必
要
悪
の
可
能
性

 
第
４
８
２
話
 
ま
さ
か
の
来
客



 
第
４
８
３
話
 
悪
魔
と
の
会
談

 
第
４
８
４
話
 
不
可
解
な
原
因

 
第
４
８
５
話
 
灼
熱
地
獄
の
奥
地
に
潜
む
者

 
第
４
８
６
話
 

憤
怒

 
第
４
８
７
話
 
魔
王
の
宿
泊

 
第
４
８
８
話
 
料
理
人
と
し
て

 
第
４
８
９
話
 
更
な
る
案
内

 
第
４
９
０
話
 
旧
都
へ
の
観
光

 
第
４
９
１
話
 
バ
ト
ル
マ
ニ
ア

 
第
４
９
２
話
 
晩
飯
の
時
間

 
第
４
９
３
話
 
起
き
た
ら
事
後



 
第
４
９
４
話
 
見
た
の
は
女
装
狼

 
第
４
９
５
話
 
協
力
食
事
作
り

 
第
４
９
６
話
 
帰
還
の
前
に

 
第
４
９
７
話
 
再
戦
の
火
蓋

 
第
４
９
８
話
 
再
戦
 
憤
怒
の
魔
王

 
第
４
９
９
話
 
終
幕

 
第
５
０
０
話
 
怪
我
の
療
養

 
第
５
０
１
話
 
調
査
派
遣

 
第
５
０
２
話
 
狼
兄
妹
調
査
開
始

 
第
５
０
３
話
 
ぼ

た
く
り
ボ

ル
販
売

 
第
５
０
４
話
 
ネ

シ

と
異
世
界
の
駅



 
第
５
０
５
話
 
兄
も
妹
も
依
存
関
係

 
第
５
０
６
話
 
小
人
現
る

 
第
５
０
７
話
 
緑
の
巨
人
と
絶
す
る
箱

 
第
５
０
８
話
 
妹
を
思
う
兄
心

 
第
５
０
９
話
 
不
死
者
登
場

 
第
５
１
０
話
 
不
死
者
＆
不
死
者

不
死
者

 
第
５
１
１
話
 
目
を
開
け
る
と

 
第
５
１
２
話
 
仏
教
＆
道
教

 
第
５
１
３
話
 

一
輪
＆
布
都

 
第
５
１
４
話
 
宗
教
家
達
の
登
場

 
第
５
１
５
話
 
そ
し
て
火
蓋
は
き
る



 
第
５
１
６
話
 

聖
＆
神
子

 
第
５
１
７
話
 
宗
教
家
達
と
の
戦
い
を
終
え
て

 
第
５
１
８
話
 
狸
の
大
将
の
捜
索

 
第
５
１
９
話
 
協
力
者
現
る

 
第
５
２
０
話
 
元
⻤
組

 
第
５
２
１
話
 

華
扇
＆
マ
ミ
ゾ
ウ

 
第
５
２
２
話
 
狐
の
侍
登
場

 
第
５
２
３
話
 
作
戦
説
明

 
第
５
２
４
話
 
い
ざ
外
界
へ

 
第
５
２
５
話
 
秘
封
倶
楽
部
初
代
会
⻑
 
現
る

 
第
５
２
６
話
 

宇
佐
美
菫
子



 
第
５
２
７
話
 
女
子
高
生
は
幻
想
郷
へ

 
第
５
２
８
話
 
現
代
を
満
喫

 
第
５
２
９
話
 
亜
狛
と
耶
狛
の
帰
還
報
告

 
第
５
３
０
話
 
も
う

つ
の
姿

 
第
５
３
１
話
 
受
け
入
れ
ら
れ
る
喜
び

 
第
５
３
２
話
 
来
た
る
秘
封
倶
楽
部
初
代
会
⻑

 
第
５
３
３
話
 
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
名
の
お
仕
置
き

 
第
５
３
４
話
 
と
り
あ
え
ず
帰
す

 
第
５
３
５
話
 
異
変
の
真
実

 
第
５
３
６
話
 
親
友
の
も
と
へ

 
第
５
３
７
話
 
手
紙
の
書
き
主



 
第
５
３
８
話
 
到
着
す
れ
ば
ま
た
怖
が
ら
れ
る

 
第
５
３
８
話
 
蓮
と
菫
子
の
関
係

 
第
５
３
９
話
 
判
決

 
第
５
４
０
話
 
不
規
則
な
弟
子

 
第
５
４
１
話
 
弟
子
と
の
会
談

 
第
５
４
２
話
 
恐
れ
て
い
た
事
態

 
第
５
４
３
話
 
女
子
高
生
の
お
見
送
り

 
第
５
４
４
話
 
解
決
策

 
第
５
４
５
話
 
旅
立

た
後

 
第
５
４
６
話
 
地
霊
殿
は
大
惨
事

 
第
５
４
７
話
 
植
物
退
治



 
第
５
４
８
話
 
月
で
の
各
々
の
行
動

 
第
５
４
９
話
 
対
立
 
月
影
の
部
隊

 
第
５
５
０
話
 
月
で
の
戯
れ

 
第
５
５
１
話
 
各
々
の
行
動

 
第
５
５
２
話
 
次
に
向
け
て

 
第
５
５
３
話
 
本
心
と
こ
れ
か
ら
の
育
み

 
第
５
５
４
話
 
⻤
の
住
み
か
へ

 
第
５
５
５
話
 
美
寿
々
宅
で
の
依
頼

 
第
５
５
６
話
 
見
積
も
り

 
第
５
５
７
話
 
突
然
の
襲
撃



 第零章 創世の真実

 
第
零
章
 
創
世
の
真
実

 
第

話
 

人
の
少
女

 
皆
様
ど
う
も
こ
ん
に
ち
は

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
こ
ち
ら
は
理
の
神
様
は
何
を
見
る
の
本
編
の
前
章
と
な

て
お
り
ま
す

そ
の
た
め
オ
リ

ナ
ル
と
な

て
お
り
本
編
の

方
の

存
キ

ラ
達
は
出
て
は
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

を
お
願

い
し
ま
す

ま
た
こ
ち
ら
を
読
ま
れ
る
場
合
は
先
に
本
編
の
第

章
を
読
ん
で
か
ら
お
読
み
す

る
事
を
お

め
い
た
し
ま
す

 
そ
し
て
グ
ロ
い

写
が
な
り
に
あ
り
ま
す
が
ご
了

を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
れ
で
は
第
零
章
を
ど
う

 
ま
だ
こ
れ
は

つ
の
惑
星
が
あ

た
時
ま
だ
こ
れ
は
全
能
な
る
神
が
い
た
頃
の
お
話

に



 第 話  人の少女

わ
れ
た
場
所
に

人
少
女
が
い
た

そ
の
少
女
は
紅
く
変

し
て
い
た
空
を
見
上
げ
て
い
た

 
少
女

真

な
お
空

 
と

べ
る
と
後
ろ
の
方
で
少
女
を
呼
ぶ
女
性
の

が
聞
こ
え
た

 

 

オ
ル
ビ
ス

 
そ
う
呼
ば
れ
た
後
ろ
を

り
向
き
そ
の
女
性
に
に
こ
や
か
な

で

 
オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様

 
オ
ル
ビ
ス
と

わ
れ
た
ア
ル
ビ
ノ
の
少
女
は
ウ
リ
エ
ル
ま
で
走

て
い
き
胸
に
飛
び
込
ん
だ

 
ウ
リ

さ

も
う
じ
き
夜
が
来
ま
す
よ
中
に
入
り
ま
し

 
う

 
オ
ル

う
ん

 
そ
う

い
ウ
リ
エ
ル
の
手
を

て
室
内
へ
と
入

て
い

た

こ
こ
は

つ
の
大

の
内

の

つ
ソ
ル
と
呼
ば
れ
る
場
所

ン
ト

ス

マ
レ

イ
グ
ニ
ス

ル
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
大

が
存

し
そ
れ

れ
そ
の
大

に
は

人
の
天
使
と

一
神
が
つ
い
て
い
た

ソ
ル
に
は
ウ

リ
エ
ル
ウ

ン
ト

ス
に
は

ブ
リ
エ
ル
マ
レ
に
は
ラ
フ

エ
ル
イ
グ
ニ
ス
に
は
ミ
カ
エ

ル
そ
し
て
ル
ク
ス
に
は
こ
の
世
界
の

一
神
の
全
能
神
そ
れ
ら
に
よ

て
世
界
は

等
と
な
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て
い
た

で
は
そ
ろ
そ
ろ
よ
た
話
は

め
て
オ
ル
ビ
ス
の
視
点
に
変
え
よ
う

 
オ
ル

の
外
の
世
界

見
て
み
た
い
な

 
オ
ル
ビ
ス
は

の
外
の
世
界
に

れ
を

い
て
い
た

昔
ウ
リ
エ
ル
に
頼
ん
で
外
の
世
界
に
行

き
た
い
と

て
も
聞
き
入
れ
て
は
く
れ
な
か

た

に
そ
れ
は
更
な
る
興
味
を

き
出
す
材

料
へ
と
な

て
し
ま

て
い
た

 
オ
ル

の
外
の
世
界
に
出
て
み
よ
う

あ
そ

 
こ
ま
で
掘

た
ん
だ
も
ん

 
オ
ル
ビ
ス
は
外
の
世
界
へ
の

れ
が
強
か

た
た
め
自
分
で
地
面
を
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
掘

て
い
き
外
へ
と
出
る
こ
と
が
出
来
そ
う
な

を
作

た
の
だ

そ
の
た
め
計
画
を
明
日
に
は
実
行

し
よ
う
と

え
た
か

 
オ
ル

く
明
日
に

う

ん
ト
イ
レ
行
き
た
い
な

 
突
然
の

意
に
オ
ル
ビ
ス
は

ド
か
ら
起
き
上
が
り
部

を
出
て
外
へ
と
出
て
ト
イ
レ
へ
と

向
か
う

そ
し
て

意
を
解
決
さ
せ
オ
ル
ビ
ス
は
ト
イ
レ
か
ら
出
る
と
明
か
り
が

れ
る
部

に
目
を
や
る
と

が
少
し
だ
け
開
い
て
お
り
そ
こ
か
ら

が

か
に
聞
こ
え
て
く
る

 
オ
ル
何
の
話
だ
ろ



 第 話  人の少女

 
オ
ル
ビ
ス
は

か
な

の

間
か
ら

き
見
る

オ
ル
ビ
ス
か
ら
見
る
と
知

て
い
る
天
使
の

ウ
リ
エ
ル
そ
し
て

に

人
ウ
リ
エ
ル
と
同
じ
よ
う
に

を
生
や
し
た
女
性
た
ち
が
い
た

そ

の
女
性
達
と
ウ
リ
エ
ル
は
深

な

を
し
つ
つ
話
を
し
て
い
た

オ
ル
ビ
ス
は
そ
こ
に
聞
き
耳
を

た
て
た
が

か
に
し
か
聞
こ
え
な
か

た

 
ウ
リ

罪
達
は
ど

か
分
か

 
女

さ

分

た

ソ
ル
に
来
て
る

事
は

 

か
と

 
女

に
彼
奴

災

だ
よ

 
女

私

て
都
市

ら
れ

の
よ

 
と
何
を

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か

た

だ
が
オ
ル
ビ
ス
は
こ
れ

上
す
る
と
ウ
リ
エ

ル
に
怒
ら
れ
る
と
感
じ
て
そ
こ
か
ら
去

て
い

た

そ
う
し
て
翌
日

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス
今
日
も
お
外
で
遊
ぶ
の

 
オ
ル

う
ん

ウ
リ
エ
ル
様
心

し
な
く
て
も
大
丈
夫

 
だ
よ

 
ウ
リ

そ
う
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
来
な
さ
い
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オ
ル

う
ん
そ
れ
じ

遊
ん
で
く
る

 
そ
う

い
オ
ル
ビ
ス
は
外
へ
と
出
て
い

た

 
ウ
リ

く
奴
等
を

つ
の
大
罪
達
を
見
つ
け
な
く

 
て
は

 
ウ
リ
エ
ル
は
そ
う

く
と
後
ろ
を

り
返
り
奥
へ
と
歩
い
て
い

た

 
そ
し
て
オ
ル
ビ
ス
は
何

月
も
の

月
で

り
続
け
た
地
面
を
通

て
よ
う
や
く

の
外
へ
と

出
た

 
オ
ル

こ
こ
が

の
外
の
世
界

 
目
の
前
に
は
町
が

り
大
き
な
大
聖

や
家
々
が
立
ち

ん
で
い
た

 
オ
ル

レ

ツ
ゴ

 
オ
ル
ビ
ス
は
希
望
に
胸
を

ら
ま
せ
て

へ
と
向
か

て
い

た

オ
ル
ビ
ス
は

の
入
り
口

を
通

て
最
初
に
思

た
こ
と
そ
れ
は

 
オ
ル

人
が
い
な
い

 

り
に
は
人
は
い
な
い
し
天
使
も
い
な
い

と
い
う
だ
け
あ

て

特

の
活
気
や
元
気
な

も
聞
こ
え
な
い

し
か
も

り
の
家
の

は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
い
て
修

す
ら
さ
れ
て
い
な



 第 話  人の少女

い

本
で
読
ん
だ

と
は
大
違
い
だ

た

 
オ
ル

し
い

 
オ
ル
ビ
ス
は
無
我
無
心
で
更
に
歩
み
を
進
め
て

へ
と
入

て
い
く

そ
し
て
入
る
前
か
ら
気

に
な

て
い
た
大
き
な
建
物
の
大
聖

へ
と
歩
み
を
進
め
て

の
前
ま
で
や

て
来
る
と

 
オ
ル

が
聞
こ
え
る

 
オ
ル
ビ
ス
は

を
開
け
ず
に
裏
へ
と
回

て

物
を
土
台
に
し
て
昇
り

か
ら
中
を

く
と

そ
こ
に
は

せ
こ
け
た
人
が

山
い
た
が
何

か
全
員
黒
ず
く
め
の
宗
教
的
な
服
を
着
て
い
て
そ

の
中
で
も
一
番
前
の
人
物
だ
け
が

い
宗
教
服
を
着
て
い
た

 
オ
ル

何
し
て
ん
だ
ろ

 
オ
ル
ビ
ス
は
そ
こ
を
じ

と
見
て
い
る
と
突
然

い
宗
教
服
を
着
て
い
た
人
物
は

ま
づ
き

り
を

げ
る

そ
れ
に
続
い
て
黒
い
宗
教
服
の
人
物
達
も

ま
づ
き

り
を

げ
た

 
オ
ル

こ
ん
な
事
し
て
意
味
あ
る
の
か
な

 
と

て
い
る
時
だ

た
オ
ル
ビ
ス
の
後
ろ
の
方
で

 
少
年

お
い
お
い

キ
が
こ
ん
な
所
に
い
る

 
少
年

本
当
だ
し
か
も
何
で
こ
い
つ
そ
ん
な
綺

な
服
を



 第零章 創世の真実

 
着
て
ん
だ

 
オ
ル
ビ
ス
の
回
り
に
は
結

な
ぐ
ら
い
に

せ
て
い
る
少
年
達
が
取
り

ん
で
い
た

そ
の
光

は
ま
る
で

に

ま
れ
た
よ
う
な
状
態
に
な

た

 
オ
ル

な

何
よ

方
達

 
少
年

こ
い
つ
の
服

ぎ
取

ち

お
う

 
少
年

成

 
そ
う

う
と
少
年
達
は
餓
え
た
獣
の
よ
う
な
目

き
で
オ
ル
ビ
ス
へ
と
近
づ
い
て
い
く

 
オ
ル

ち

近
づ
か
な
い
で

 
少
年

や
な
こ

た

 
そ
う

い
な
が
ら
少
年
達
は
オ
ル
ビ
ス
の
服
を

み
引

る

 
オ
ル

め
て

た
ら

 
そ
う

た
時
だ

た

少
年
達
の
い
る
更
に
奥
か
ら
何
か
の

が
聞
こ
え
始
め
た

 

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

 
オ
ル
ビ
ス
は
と
も
か
く
と
し
て
少
年
達
も
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は

人
の
男
性
が
い

た

そ
の
男
性
の
目
立
つ
こ
と
と

え
ば
服
は
こ
の

だ
と
見
た
こ
と
の
な
い
服
を
着
て
い
る
が
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そ
れ
よ
り
も
目
立
つ
の
は

中
に

負

て
い
る
大

だ

先
程
の

は
大

に
ま
と
わ
り
つ
い

て
い
る

が
地
面
に

れ
る

だ

た
よ
う
だ

す
る
と
男
性
は
そ
の
死
ん
だ

の
よ
う
な
目

き
で

 
男
性

邪
魔
だ
失
せ
ろ
ク
ソ

キ
共
が

 
そ
れ
は
一

だ

た
が
オ
ル
ビ
ス
の
体
を
一

で

や
し

や

を
流
さ
せ
た

そ
れ
は
目
の

前
に
い
る
少
年
達
も
同
じ
こ
と
だ

た

少
年
達
は
オ
ル
ビ
ス
の
服
を

し
て
そ
そ
く
さ
と
逃
げ

て
い

た

 
男
性

お
い

キ

て
め

も
失
せ
ろ
と

た

だ

 
が

 
オ
ル

キ
じ

な
い

私
に
は
オ
ル
ビ
ス

て
い
う
名
前

 
が
あ
る
の

 
と

う
と
男
性
は
死
ん
だ

の
よ
う
な
目

き
で

ん
で
く
る

 
男
性

け

キ
が
し

し

る
な
イ
ラ
つ
く
か
ら
朝
の

 
起
き
が
キ
ツ
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
の
に
よ

 
殺
る
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そ
の

葉
と
共
に
オ
ル
ビ
ス
は

や

が
流
れ
て
く
る

初
め
て
感
じ
る
恐
怖
そ
の
も
の
だ

だ
が
こ
の
男
は

た

何

な
ら
オ
ル
ビ
ス
は

神
的
に

く
強
い
子
だ

た
た
め
だ

に
彼

女
は
男
性
の

葉
に
く

て
か
か

た

 
オ
ル

う
わ
よ

い
た
い
意
見
は
し

か
り
と

う
の

 
が
私
の
心
情
よ

そ
れ
に

方
の

て
い
る
事
は

 
た
だ
の
八
つ
当
た
り
よ

 
男
性
は
死
ん
だ

の
よ
う
な
目

き
で

む
が

く

打
ち
を
し
て

 
男
性

ち

ク
ソ

キ
が

興
が

い
じ
ま

た

運
が
良

 
い
な
お
い
ク
ソ

キ

 
 

 
オ
ル

何
よ

 
男
性

さ

さ
と
帰
れ
こ
こ
は
お
前
の
居
て
良
い
所
じ

な

 
い
こ
れ
は

告
だ
後
せ
め
て
通
る
な
ら
表
通
り
を
歩

 
け

 
そ
う

う
と
男
性
は
後
ろ
を

り
向
い
て
元
い
た
場
所
へ
と
帰
ろ
う
と
す
る
が

 

シ
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オ
ル
ビ
ス
は

座
に
土
台
か
ら
お
り
て
男
性
の
服
に
し
が
み
つ
い
た

 
男
性

ま
だ
何
か

が
あ
る
の
か

 
オ
ル

子

 
男
性

は

 
オ
ル

だ
か
ら
私

子

何
処
か
ら
来
た
の
か
分
か
ら

 
な
く
な

ち

て

 
オ
ル
ビ
ス
は
無
我
夢
中
で
歩
い
て
き
た
た
め
帰

が
分
か
ら
な
く
な

て
い
た

そ
れ
を
聞
い

た
男
性
は

て
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
が

 
男
性

か
に
聞
け
俺
は

が
終
わ

た
ば
か
り
だ
か
ら

 
帰

て

る

 
そ
う

い
歩
こ
う
と
す
る
が
体
の

を

め
に
し
て
動
き
を

め
よ
う
と
す
る

男
性
は
ず
る

ず
る
と
引
き
ず
ら
れ
歩
く
の
が

く
な
る

そ
う
し
て
数
分
す
る
と
男
性
は
立
ち

ま

て

 
男
性

あ

分
か

た

お
前
は
何
処
の
ゲ

ト
か

 
ら
来
た
ん
だ

ゲ

ト
ま
で
な
ら
送

て
や
る
か
ら

 
い
い
加
減

せ

キ
が
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オ
ル

や

た

 
男
性

だ
か
ら
ま
ず
何
処
の
ゲ

ト
か
ら
来
た
か

て
の

 
を
教
え
ろ

 
オ
ル

え

と

ゲ

ト
か
ら
白
い

が
見
え
る
ゲ

ト
だ

 
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
男
性
は
少
し

え
る
と

 
男
性

そ
う
い
う
こ
と
な
ら
彼
処
か

行
く

 
オ
ル

あ

待

て
よ

 
男
性
は
す
た
す
た
と
歩
い
て
い
く
の
を
オ
ル
ビ
ス
は
そ
れ
に
着
い
て
い

た

し
ば
ら
く
共
に

歩
い
て
い
く
と
オ
ル
ビ
ス
は
男
性
に
つ
い
て
知
り
た
く
な

た
の
で
聞
く
こ
と
に
し
た

 
オ
ル

お
兄
ち

ん
私
は
オ
ル
ビ
ス

て

う
ん
だ

 

名
前
は

 
と

聞
く
と
男
性
は
若

不
機
嫌
な
の
か
ぶ

き
ら
ぼ
う
に

 
男
性

名

る
名
は
な
い

て
ろ
ク
ソ

キ

 
オ
ル

う

ん
な
ら
さ
こ
こ

て
良
い
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オ
ル
ビ
ス
は
こ
の

に
つ
い
て
聞
く
と
男
性
は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
に
そ
の

問
に

え

た 
男
性

は

お
前
か
ら
見
て
こ
こ
が
良
い

な
ん
か
に
見
え

 
る
か

 
オ
ル

え

 
男
性

こ
こ
は

き

ま
り
達
が
集
う
よ
う
な

だ
こ
こ
の

 
大
人
は
カ
ス

し
ま
い
に
は
お
前
を
襲

た

キ

 
共
あ
い
つ
ら
は
よ
た
だ
単
に
食
べ
物
に
餓
え
て
い
る

 
せ
い
で
あ
そ
こ
ま
で
性
格
が

ス

ス
し
て
る
と
き

 
た

 
オ
ル

食
べ
物
が
な
い
の

 
男
性

あ

そ
う
だ
全
部

神
の

物
神
の

物

て

 
し
て
ん
だ

聞
い
て
る
だ
け
で

き
気
が
し
て
く

 
る

 
オ
ル

そ
れ

て
つ
ま
り
自
分
達
の
食
べ
物
を
皆

げ
て
い
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る
の

 
男
性

あ

そ
う
だ

結
果

は

ま
り
今
で
は
そ
こ

 
い
ら
の

キ
共
は
金
品
や
ら
少
な
い
食
べ
物
や
ら
を

 

う
そ
れ
を
俺
ら
が
見
る
と

く
て
ヘ
ド
が
出
る

 
オ
ル
ビ
ス
は

り
を
見
渡
す
と
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
い
や
服
と
も
呼
べ
な
い
よ
う
な
物
を
着
て
な
お

か
つ

り
の
子

達
は
オ
ル
ビ
ス
と
前
を
歩
く
男
性
を

ん
で
い
た

 
オ
ル

大
人
の
人
は

子

な
ら
大
人
が
い
る
よ

  
男
性

お
前
は
ま
だ
分
か
ら

の
か

大
人
が
こ
ん
な
ん

 
だ
か
ら
こ
う
や

て

キ
共
が
盗
み
や
ら
や

て
い

 
る
ん
だ
ろ

こ
こ
の
大
人
達
は
全
員
は
下
ら
な
い

 
信

に
夢
中
に
な

て
子
育
て
を

し

に
あ
い

 
つ
ら

キ
共
に
は
道
徳
心
何
て
も
の
も
教
え
て

 
て
す
ら
な
い
ん
だ
よ

い
い
加
減
覚
え
ろ

 
オ
ル
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オ
ル
ビ
ス
は
そ
れ
を
聞
い
て

て
下
を
う
つ
向
き
な
が
ら
男
性
に
着
い
て
い

た

そ
し

て 
男
性

ら
あ
そ
こ
だ
ろ

 
男
性
は
指

し
た
方
向
に
は
間
違
い
な
く
オ
ル
ビ
ス
の
家
と
い
う
よ
り
か
城
が
見
え
る

の
入

り
口
だ

た

 
オ
ル

あ
り
が
と
う

こ
こ
ま
で
送

て
く
れ
て

 
男
性

ち

さ

さ
と
帰
れ

こ
こ
は
お
前
に
は

な

 
過
ぎ
る
か
ら
よ

 
男
性
は
元
来
た
道
を
伝

て
帰

て
い

た

オ
ル
ビ
ス
は
そ
れ
を
見
送
る
と
走

て
元
来
た

道
を

り
家
へ
と
直
行
し
た

 
少
女

動
中

 
オ
ル
ビ
ス
は
掘

た

を
潜

て

に

り
そ
こ
か
ら
家
へ
と
入
る

 
オ
ル

た
だ
い
ま

 
ウ
リ

お
帰
り
な
さ
い
オ
ル
ビ
ス

さ

ご
飯
が
出
来
て
る

 
わ
よ



 第零章 創世の真実

 
オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様

 
ウ
リ

ど
う
か
し
た

 
ウ
リ
エ
ル
は
自
分
の

を
見
る

し
か
し
こ
の
事
を
内

に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

た 
オ
ル

う

ん

何
で
も
な
い

 
ウ
リ

そ
う

な
ら

く
手

い
う
が
い
を
し
て
ら

し

 
い
な

 
オ
ル
ビ
ス
は
そ
の
指

に
従

て
手

い
う
が
い
を
し
に
行
く
の
だ

た

そ
の
後
の
夕
食
は

そ
ん
な
に
食
べ
な
か

た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

そ
し
て
オ
ル
ビ
ス
は
部

へ
と

る

と 
オ
ル

世
界

て
何
な
ん
だ
ろ
う

 
そ
う

き
つ
つ
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

そ
し
て
そ
の
夜
と
あ
る
一
室
で
は

 
ウ
リ

カ
ブ
リ
エ
ル

つ
の
大
罪
達
の
情
報
は

 

ブ

な
が
ら
あ
い
つ
ら

れ
る
の
は
上
手
い
か
ら

 

情
報
な
し
で
も
こ
の
大

の
何
処
か
に
い
る
事
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は
間
違
い
な
い

 
ミ
カ

ウ
リ
エ
ル
様
す
み
ま
せ
ん

な
が
ら
私
も
そ
う
で

 
す

 
ラ
フ

ご
め
ん
な
さ
い
ウ
リ
エ
ル

 
ウ
リ

そ
う
で
す
か

全
能
神
様
が
殺
さ
れ
て
も
う

年

 
人
間
達
に
は

魔
化
せ
て
は
い
る
け
ど
そ
ろ
そ
ろ

 
界
に
近
い
わ

 
ウ
リ
エ
ル
は
立
ち
上
が
り
暗
く
な

た
夜
空
を
見
上
げ
て

 
ウ
リ

く

の
計
画
へ
と

行
さ
せ
な
い
と

 

ブ

あ
の
子
は
ど
ん
な
感
じ
に
育

て
る
の

 
ウ
リ

え

調
よ

こ
の
ま
ま
行
け
ば

 
白
き

を
持
つ

人
は
計
画
を
再
度

す
る
よ
う
だ

た
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 第 話  つの罪を持つ大罪者達

 
第

話
 

つ
の
罪
を
持
つ
大
罪
者
達

 
ま
だ
こ
れ
は
全
能
神
が
い
た
頃
の
話
神
魔
大
戦
記

正
義
を
名

る
神
と
天
使
の
天

そ
し

て
悪
を
名

る
悪
魔
と
魔
獣
達
の
魔

に
よ
る
数
百
年
に
も

ぶ
戦
争
そ
れ
ら

つ
の

力
は

互
い
に
争
い
合
い

で

れ
れ
ば

で

れ
を

う
そ
の
よ
う
な
大
戦
を
し
続
け
た

だ
が
こ
の

戦
争
は
あ
る
時
を

に
終

を
打
た
れ
る
こ
と
に
な
る

突

悪
魔
達
と
魔
獣
達
が
姿
を
消
し

た
の
だ

結
果
こ
の
戦
争
は
悪
魔
達
の

の
不
戦
勝
と
な
り
天

が
勝

し
世
界
は
全
能
神
と

天
使
達
に
よ

て
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
た

し
か
し
こ
の
時
は
全
能
神
や
天
使
達
は
知
る
よ
し
も

な
か

た

こ
ら
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
魔
光
襲
来
を
少
数

の

服
を
着
た

人
の
魔
王

が
現
れ
る
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な
か

た

こ
こ
マ
レ
の
大
地
に
あ
る
最

要
都
市
内
で
は

  
悪
魔

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

お
ら
お
ら

ど
う
し
た

 
そ
の
程
度
か
雑

が

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
天
使

ア
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そ
の
悪
魔
は
手
に
持
つ
武

は
中
々
お
目
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
武

の

つ
で
あ
る
ノ
コ

リ

を
持
ち

虐
に

い
な
が
ら
天
使
の

を

ぎ

と
し
天
使
の
象

た
る
天
の
輪
を

す
る

 
天
使

彼
奴
を

し
に
は
出
来
な
い
奴
を

め
ろ

 
天

オ
オ

 
天

達
は
そ
の
男
に

る
が

 
悪
魔

ろ

雑
兵
共
が

 
シ

ン

ド

ン

 
そ
の
男
は
ノ
コ

リ

を
地
面
へ
と
指
す
と

め
て
く
る
天

達
の

で
大

発
が
起
こ

る

結
果

め
て
く
る

ど
の
天
使
達
は

し
た

 
天
使

あ

あ

 
天
使
の

人
は

が
す
く
ん
で
思
う
よ
う
に
動
か
な
か

た
が
そ
の
ノ
コ

リ

を
持
つ
男

性
は
近
づ
く
と

 
ザ
シ

 
天
使

あ

あ
が
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天
使
の

体
を
手

し
た

そ
し
て
手

し
た
悪
魔
は

な

み
を
し
な
が
ら

 
悪
魔

死

 
ブ

ザ

 
手

し
た
天
使
は
突

発
し

り
に

の

を
降
ら
せ
る

 
悪
魔

最
高
だ
な

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
の
悪
魔
憤
怒
の
罪
を
持
つ
者

名
を
サ

ン
と

 
天
使

な

何
だ
彼
奴

 
天
使

む
な

手
は
た
か
が

人
だ

 
天

う

 
す
る
と
突
然

が
降
り
だ
す

 
天
使

何
だ

 
そ
の
時
だ

た

人
の
悪
魔
が
近
づ
き
自
身
の
手
に
持
つ
フ

ル
シ
オ

の

で
天
使
達

を
切
り

い
て
い
く

 
天
使

何
だ
こ
い
つ

 
天
使
が
そ
う

ぶ
と
フ

ル
シ
オ
を
持
つ
悪
魔
は
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悪
魔

お
前
ら
が
ウ
ザ
イ

い

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
そ
の
悪
魔
は
フ

ル
シ
オ

の

を

る
い
な
が
ら
天
使
達
を
斬
殺
し
て
い
く

 
悪
魔

お
前
ら
何
か
が
い
る
か
ら

 
悪
魔
は
フ

ル
シ
オ
を
高
く
上
げ
る
と
そ
の
悪
魔
を
中
心
に
天
使
達
を
も

う

ど
の
巨
大
な

魔
方

が
現
れ
る

 
悪
魔

メ
イ
ル
ス
ト
ロ
ム

 
そ
の

葉
と
共
に
巨
大
な

が
天
使
達
を
飲
み
込
み
高
く
高
く
と
打
ち
上
げ
る

い
の
あ

る
水
は

い

に
で
す
ら

を
開
け
る

だ
が
こ
の

は
そ
ん
な
も
の
通
り

す

先
程
ま
で

か

た

は
や
が
て
真

に

ま

て
い
く
と

 

チ
ン

 
ザ

ド
ス

ド
ス

 
指
を
弾
く

が
聞
こ
え
る
と
魔
術
を
使

た
悪
魔
だ
け
は
そ
の
場
に
立

て
お
り
上
か
ら
バ
ラ

バ
ラ
に
な

た
元
天
使
達
の

骸
が

ち
て
く
る

 
悪
魔

そ
の
程
度
な
ら
挑
ま
な
け
れ
ば
い
い
も
の
を
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そ
し
て
こ
の
悪
魔
の
名
を

の
罪
を
持
つ
者
名
を
レ

ア

ン
と

 
天
使

ど

同
志
達
が

 
天
使

嘘
だ
ろ

 
だ
が
こ
の
天

に
も
お

ま
し
き
者
は

る

 
悪
魔

あ
ら

方
達
は
戦
わ
な
い
の
か
し
ら

 
天
使

こ

子

 
天
使

い
や
こ
い
つ
は
裏
切
り
者

 
天
使
達
の

の
目
の
前
に
は
少
女
が
立

て
い
た

そ
の
少
女
は

に

を
見
せ
る
が
そ

れ
も
ま
た
悪
魔
の

人

 
悪
魔

弱
く
む
さ
い

方
達
は
死
に
な
さ
い

 

シ

 
少
女
は

人
の
天
使
へ
と
近
づ
き
い
つ
の
間
に
か
手
に

て
い
た

の
よ
う
な

で

し

殺
す

 
天
使

あ

が
は

 
天
使

て
め
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天
使
達
は
そ
の

女
へ
と
武

を
持

て
襲
い
か
か
る
が

 
天
使

な

い
な
い

 
突
然
と
そ
の
悪
魔
は
姿
を
消
し
た

す
る
と
悪
魔
達
の
頭
上
で
無
数
の
魔
方

が

開
さ
れ

る

そ
の
無
数
の
魔
方

の
中
に
は
先
程
の

女
が

の

を

げ

の
よ
う
な

を
持

て
頭
上
に

げ
る
と
無
数
に

開
さ
れ
て
い
る
魔
方

か
ら

と
い

た
数
十
種

の

武

が
現
れ
る

 
悪
魔

さ

に
死
に
な
さ
い
な

 

ン

ン

ン

ン

ン

 
そ
の

葉
と
共
に
魔
方

か
ら
現
れ
た
無
数
の
武

が

た
れ
て
天

へ
と
襲
い
か
か
る

天

達
は
成
す
す
べ
な
く
そ
れ
ら
の

食
と
な
り
そ
こ
か
ら
か
し
こ
か
ら

飛

と
共
に
断
末
魔
の

鳴
が
あ
が

て
い
く

 
天
使

ぎ

 
天
使

い

い

 
天
使

体
が

手
が

が

 
悪
魔

ど
ん
な
気
分

少
女
に
負
け
る

て
ど
ん
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な
気
持
ち

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
天
使

い

い
や
だ

死
に
た
く
な

 
グ
チ

 
天
使

あ

あ

 
天
使
の
頭
に

が

さ
る

そ
の
結
果
そ
の
場
に
い
た
天
使
達
は
次
々
に

を
絶
や
し
て
い

く

逃
げ
よ
う
と
し
て
も
上
か
ら

の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
数
多
の
武

に

し
殺
さ
れ
て
い

く

や
が
て
天
使
達
は
少
女
の
使

た
魔
法
に
よ
り

を
絶
や
し
骸
へ
と
変
わ
る
を
た
だ

て

見
て
い
た
少
女
は

 
悪
魔

つ
ま
ら
な
い
わ

は

可
愛
い
ロ
リ

子

 
ち

ん
は
何
処
か
に
い
な
い
か
し
ら

 
そ
う

え

心
を
す
る
ば
か
り
だ

た

そ
し
て
こ
の
悪
魔

の
罪
を
持
つ
者
そ
の
名
を

ル
シ
フ

と

だ
が
戦
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

ま
だ

り
来
る
天

の
中
か
ら

い

を

装
着
し

々
し
い
ク
レ
イ
モ
ア
を
持

た

装
備
の
天
使
達
が
や

て
く
る

 
天
使

装
兵
だ

 
天
使

こ
れ
な
ら
対

で
き
る
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だ
が
そ
の
天
使
達
の
目
の
前
に
は

 
悪
魔

ふ

ん

装
備

 
と

い
目
を
し
た
男
性
も
と
い
悪
魔
が

く
り
歩
い
て
や

て
来
る

そ
れ
を
見
て
い
た

天
使
は

 
天
使

は

は

恐
れ
を
な
し
た
か
悪
魔
よ

 
天
使

れ

れ

い
て
逃
げ
る
が
い
い

 
天
使
は

り
高
ぶ
る
と
目
の
前
の
悪
魔
は
深
く
た
め

を
つ
い
て

 
悪
魔

は

別
に

だ

て

装
備
な
ん
て
何
処
に

 
あ
る
の

 

兵

お
前
は
バ
カ
か

こ
こ
に

な

 
よ
う
や
く

装
兵
や
一

天
使
兵
の
そ
れ
ら
は
気
づ
く
各
々
の
武

や

が
消
え
て
い

に
な

て
い
る
こ
と
に

 
悪
魔

ら
の

と
し
物

て
こ
れ

 
悪
魔
が

惑
し
て
い
る
天
使
達
に

を
か
け
る
と
そ
の
悪
魔
の

に
は
先
程

装
兵
や
一

天

使
兵
の
武

や
防

が
山
積
み
に
な

て
い
た
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天
使

様
い
つ
の
間
に

 
悪
魔

つ
い
で
に

 
悪
魔
は
少
し
大
き
な

を
自
分
の

元
に
置
く

だ
が
そ
の

か
ら
は

 
ド
ク
ン

ド
ク
ン

ド
ク
ン

ド
ク
ン

ド
ク
ン

 
と

め
い
て
い
て
気
味
の
悪
い

が
鳴

て
い
た

 
天
使

何
だ
そ
れ
は

 
天
使
は

い

を
し
な
が
ら
聞
く
と
目
の
前
の
悪
魔
は
深
く
そ
れ
を
踏
み

い
た

 
グ
チ

 
そ
の
時
だ

た
そ
の
場
に
い
る
天
使
兵
の
大
半
が

し
み
だ
し
た

 
天
使

う

グ
ハ

 
天
使

あ
が
が
が
が
が
が

が
は

 
天
使
達
は
口
か
ら
は

じ
り
に

し
地
面
へ
と

れ
て
い
く

 
天
使

な

何
だ
い

た
い

何
が

 
悪
魔

次
は

の
命
も
頂
く
よ

 
そ
う

う
と
そ
の
悪
魔
は

か
ら

を

く
が
そ
れ
を

れ
て
い
る
天
使
へ
と

る
う

す
る
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と
そ
の

は

び
て
天
使
の
心

へ
と

く

 
天
使

あ

あ
が

 
天
使
か
ら
心

を

き
取
る
と
そ
の
悪
魔
は
天
使
の
目
の
前
で

 
グ
チ

 
天
使
の
心

を

り
つ
ぶ
す

そ
う
し
て
こ
の
場
の
天
使
達
を
全
員
を

殺
す
る
と
そ
の
悪
魔

は 
悪
魔

う

ん
売
れ
ば
い
い
の
あ
る
か
な

 
盗

た
装
備
品
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
の
だ

た

こ
の
悪
魔
強

の
罪
を
持
ち
そ
の
名
を
マ
モ

ン
と

だ
が
戦
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

天

は
魔
道
二

機

自

思

の
兵

を
天
使

数
十
人
で
運
ん
で

れ
て
く
る

 
天
使

さ

行
く
が
い
い

サ
ン

ル
フ

ン
よ

そ
の

 
力
を
見
せ
ろ

 
サ
ン

ル
フ

ン
と
呼
ば
れ
た
兵

を
地
上
へ
と
投
下
し
地
面
へ
と

が
つ
く
と
サ
ン

ル

フ

ン
は
目
を
光
ら
せ
起
動
す
る
が
突

サ
ン

ル
フ

ン
に
一

が
走
る

そ
の
一

は
サ
ン

ル
フ

ン
の

体
を

き
メ
イ
ン
コ
ア
を

い
や
食
い
散
ら
か
さ
れ
る
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天
使

さ

サ
ン

ル
フ

ン
が

 
天
使

だ

 
一

が

た
れ
た
方
を
天
使
達
は
見
る
と
そ
こ
に
は
バ
イ
ク
に

が
り

手
に

を
持
つ
悪
魔

が
い
た

 
悪
魔

そ
ん
な

の

は

が
食
い

す
か
ら
意
味
な
い

 
の
に

 
天
使

よ
く
も

 
天
使

俺
ら
の
希
望
を

 

い
思
い
を
し
な
が
ら

さ
れ
た
サ
ン

ル
フ

ン
に

を

か
ば
せ
な
が
ら
天
使
達
は

を

い
て
襲
い
か
か
る
が

 
ブ
ル
ン

ブ
ル
ル
ル
ル
ル

 
そ
の
悪
魔
は
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る
と
近
く
に
あ
る

を
飛
び
台
に
し
て
上
空
へ
と
飛
ぶ
と

 
悪
魔

死
に
去
ら
せ

 
ゴ
ン

シ

 
天
使
の

面
に

輪
を
当
て
そ
の
ま
ま
天
使
も
ろ
と
も
着
地
し
天
使
の
頭
を

き
そ
し
て
手
に
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持
つ

で
も
う

人
襲

て
き
た
天
使
の

体
を

く

 
天
使

こ
い
つ

 
天
使

ぶ

殺
し
て
や
る

 
天
使

気
取
り

が

 
天
使
達
は
バ
イ
ク
に

が
る
悪
魔
に

撃
を
し
か
け
る
が
悪
魔
は

の
先

を
巨
大
な
口
へ
と

変
化
さ
せ

 
悪
魔

食
い
散
ら
か
せ
ロ
ン

ス

 
そ
の

葉
と
共
に

の
先

に
現
れ
た
巨
大
な

は
大
き
く
開
き
襲

て
く
る
天
使
達
を
食
い

殺
す

 
天
使

な

ロ
ン

ス
だ
と

様
そ
れ
は
過
去
の
我

 
ら
の

産
だ
と

う
こ
と
を
知

て
使

て
い
る
の

 
か

様

 
悪
魔

あ

知

て
る
と
も
だ
が
こ
の
子
は

を
主
と
選
ん

 
だ
ん
だ
そ
れ
な
ら
使
う
し
か
な
い
だ
ろ

 
ニ

リ
と
そ
の
悪
魔
は

う
と
そ
の
場
に
い
る
全
員
を

那
の

間
で
食
い
殺
す

そ
の
せ
い
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で
そ
の
場
に
死
体
が
出
来
る
こ
と
は
な
か

た

 
悪
魔

さ

て
と
そ
ろ
そ
ろ
突

込
む
か

 
そ
う

い
悪
魔
は
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る

そ
し
て
こ
の
悪
魔
の
名
を
暴
食
の
罪

ル

ブ
ブ

と 
場
所
は
う

て
代
わ
り
こ
こ
マ
レ
の
主
要
都
市
指
令
室
で
は
事
態
の
収
集
の
た
め

乱
し
て
い

た 
指
揮

状

は

 
指
揮
官
が
天
使
に
聞
く
と
天
使
は
今
の
現
状
情
報
を

え
る

 
天
使

は
深

で
す

サ

ン
に
よ
り

虐
や
レ

 
ア

ン
に
よ
る
殺

さ
ら
に
は
明
け
の
明
星
と
呼
ば

 
れ
た
ル
シ
フ

元
先

ま
で
も
が
天
使
達
を

 
指
揮

く

装
備
兵
は
ど
う
し
た

最
終
兵

で
も
あ

 
る
サ
ン

ル
フ

ン
は

 
天
使

装
備
兵
マ
モ
ン
に
よ
り
全

サ
ン

ル
フ

ン
は

 

ル

ブ
ブ
に
よ

て

さ
れ
ま
し
た
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指
揮

う

嘘
だ
ろ

 
と

て
い
る
時
だ

た

突
然
指
令
室
の

が

い
良
く
開
か
れ
そ
こ
に
は

だ
ら
け
で

を

さ
え
る
天
使
が
い
た

 
天
使

し

指
揮
官

奴

ら
が

 
指
揮

お
い

 
そ
の
天
使
は

れ
る
と
指
揮
官
は
そ
の
天
使
の
頭
を

に
の
せ
る

 
指
揮

お
前
達
の
部
隊
は

 
天
使

が
は

全

し

ゲ

 
指
揮

も
う
い
い

る
な

か

療
兵
を
呼
べ

 
天
使

分
か
り
ま
し
た

 
指
揮
官
は

つ
い
た
兵
士
を
そ

と

か
せ
て
様
子
を
見
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 
天
使

う

う
わ

 
先
程

療
兵
を
呼
び
に
行

た
天
使
が

鳴
を
あ
げ
た

 
指
揮

ど
う
し
た

 
指
揮
官
達
は

て
て

の
先
を
見
る
と
そ
こ
に
は

だ
ら
け
と
な
り

れ
る
同

達
そ
の
中
に
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は

を

が
さ
れ

だ
け
と
な

た
者
ま
で
も
が
い
た

 
指
揮

こ
れ
は
い

た
い

 
そ
の
時
だ

た

後
か
ら

 
カ
チ

 
天
使

昔
に

で
余
所
見
を
す
る
な

て

わ
れ
ま
せ
ん
で

 
し
た

け

 
先

ど
の
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
い
た
天
使
が
自
分
の
頭
に

イ
ン
チ
程
の
リ
ボ
ル
バ

式
の

を

え
不
気
味
に

て
た

そ
し
て

 
バ
ン

 

を
零

か
ら
撃
ち
指
揮
官
の
頭
を

に
吹

飛
ば
す

 
天
使

お

お
前
い

た
い
何
し
て
ん
の
か
分
か

て
る
の

 
か

 
と

療
兵
を
呼
び
に
行
こ
う
と
し
た
天
使
が

た
時
だ

た

 
天
使

知
る
か
よ
バ

カ

 
シ

ン

ザ
シ
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天
使

あ

あ

 
そ
の
天
使
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
ス
ロ

イ
ン
グ
ナ
イ
フ
を
投
げ
飛
ば
し
天
使
の

間
に

ト
さ
せ
殺
し
た

そ
し
て

を
持
つ
天
使
は
後
ろ
を
向
い
て
指
令
室
を
見
る
と
そ
こ
に
は
生
き
た

天
使
達
は
も
う

も
い
な
か

た

理
由
は
こ
の

を
持
つ
天
使
が
全
員

も
な
く
殺
し
て
し

ま

た
か
ら
だ

 
天
使

や
れ
や
れ

 
天
使
は

だ
け
と
な

た
天
使
に
近
づ
い
て

で

 
天
使

の

と
て
も
役
に
立

た
よ

 
そ
う

う
と
そ
の
天
使
は
後
ろ
に
手
を
か
け
て

々
に
自
分
の

を

い
で
い
き
や
が
て

の

を

ぎ
体
の

を

ぐ
と
そ
の
姿
は
天
使
で
は
な
く
そ
れ
は
悪
魔
だ

た

 
悪
魔

さ
て
と
仕
事

仕
事

 
そ
う

う
と
そ
の
悪
魔
は
リ
モ
コ
ン
の
よ
う
な
物
を
取
り
出
す
と
そ
の
ス
イ

チ
を

す

す

る
と
何
処
か
で
大

発
が
起
き
た

 
悪
魔

武

は

し
た
か
ら
こ
れ
で
も

え
る
と

 
そ
う
し
て
悪
魔
は
武

の

ス
イ

チ
を

し
て
指
令
室
を
去

て
い
く

そ
し
て
そ
の
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去
り

に

 
悪
魔

さ
て
と

弾
と
ス
ロ

イ
ン
グ
ナ
イ
フ
の

を

 

し
な
い
と
後
リ
ロ

ド
も
し
な
い
と

 
こ
の
悪
魔

の
罪
を
持
つ
者
そ
の
名
を
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
と

そ
し
て
指
揮
官
が
殺
ら
れ
た

事
に
よ
り
戦
場
で
は
指
揮
を
す
る
者
が
い
な
い
た
め
よ
り
一

と
化
し
た

 
天
使

指
揮
官
へ
の

が
つ
な
が
ら
な
い

 
天
使

何
で
だ

 
天
使

が

乱
し
て
い
る
と
突
然

め
い
た

が
聞
こ
え
だ
し
た

 

ラ

ラ

ラ

ラ

 
と

金

が
何
か
で

れ
る

が

 
天
使

な

何
の

だ

 
そ
う

た
時
だ

た

そ
の
天
使
の
頭
は

体
と

れ
地
面
へ
と

ち
る

 
天
使

え

え

 
天
使
は
見
て
し
ま

た

を
斬
り

と
し
た
者
の

を
武

を
そ
の
者
は
大

を
持
ち
そ
の

大

の
持
ち
手
に
は
無
数
の

が

き

い
て
い
た
が
何
よ
り
も
印
象
と
し
て

る
の
は
そ
の
死
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ん
だ

の
よ
う
な
目
だ

た

 
悪
魔

楽
に
死

 
ザ
シ

 
そ
の
悪
魔
は
天
使
の

を
マ
ミ
り
地
面
へ
と

と
す

そ
れ
を
見
て
い
た
天
使
達
は

 
天
使

こ

こ
い
つ

 
そ
う

う
と
天
使
達
は
そ
の
悪
魔
に
斬
り
か
か
る
が

 

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

 
そ
の
悪
魔
は

を
解

し

の
よ
う
に

を

る
い
天
使
達
の

天
の
輪
や

面
等
に
直
撃

さ
せ
部

を
し
て
い
く

 
天
使

が
は

 
天
使

あ
が

 
天
使

く

魔
法
部
隊

 

人
天
使
が
そ
う

ぶ
と
後
ろ
の
方
で

を

え
て
い
た
天
使
達
が
一

に

文
を
詠
唱
し

出
し
そ
れ
と
同
時
に
魔
方

が
作
ら
れ
て
い
く

だ
が
大

を
持
つ
悪
魔
は
そ
い
つ
ら
に
手
を

し
て
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悪
魔

ア
フ

ア

 
そ
う
唱
え
た

間
だ

た

文
を
詠
唱
し
て
い
た
天
使
達
の
詠
唱
が
聞
こ
え
な
く
な
り
魔
方

は
消
え
た

そ
し
て

が
出
せ
な
く
な

た
天
使
達
は

惑
し
た

 
悪
魔

文
な
ど
や
ら
せ
る
と
思
う
な
よ

 
天
使

な

何
だ
よ

お
前
ら

 
悪
魔

お
前
が
知
る
必
要
は
な
い

 
ザ
シ

 
天
使

 
天
使
は
大
絶

を
あ
げ
て
死
ん
で
い
く

そ
し
て
悪
魔
は
手
に
持
つ
大

を

へ
と

ぎ

う

す
る
と

り
一
面
を

撃
波
が
襲
い
か
か
る

 
天
使

う

う
わ

 
天
使

な

何
だ
よ

こ
れ

 
天
使
達
は
吹

飛
ば
さ
れ
地
面
へ
と

ち
る

そ
し
て
悪
魔
は
た
だ
一

 
悪
魔

安
ら
か
に
眠
れ

そ
の
方
が
楽
だ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
天
使
達
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
踏
ん

る

だ
が
天
使
達
は
突
然
の
脱
力
が
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襲
い

々
と
と
や
る
気
が

が
れ
て
い

た

 
天
使

く

や

や
ら
な
け
れ

眠
い

 
天
使

眠
る

な

 

り
一
面
の
天
使
達
は
深
い
深
い
眠
り
へ
と
つ
い
て
い

た

 
悪
魔

安
心
し
ろ
も
う
お
前
ら
は

度
と
目
覚
め
る
事
は
な

 
い
だ
か
ら

く
り
と
眠
る
と
い
い
さ
て
と
こ
い
つ

 
ら
は

ル

ブ
ブ
と
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
に
渡
す
か

 
そ
の
悪
魔
怠
惰
の
罪
を
持
つ
者
そ
の
名
を

ル
フ

ゴ

ル
と

 
そ
し
て

人
の
悪
魔
は
門
の
前
へ
と
集
結
し
た

 
ル
シ

お

れ
さ
ま

 
マ
モ

お

れ

 
サ

暴
れ

り

な

 

ま

ま

 
レ

あ
い
つ
ら
が

い

く
て
た
ま
ら
な
い

 
ア
ス

こ
い
つ
は
ま
だ

て
る
の
か
よ



 第 話  つの罪を持つ大罪者達

 

ル

ル
い

 

人
の

服
を
着
て
い
る
悪
魔
達
そ
れ
ら
を
あ
る
者
は
こ
う
呼
ん
だ

 
ル
シ

さ

行
く
わ
よ

 
レ

ウ
イ

ス

 
サ

え

な

 
マ
モ

は

帰
り
た
い
な

 

読
書
が
し
た
い
な

 
ア
ス

帰

た
ら

の
手
入
れ
も
し
な
い
と
な

 

ル

 
そ
れ
ら
を

つ
の
大
罪
者
と
そ
し
て
こ
の
都
市
は
数
時
間
も
た
た
ぬ
内
に
跡

も
な
く
消
え

去
り
天
使
達
の
生
存
者
は
た

た
の

人

そ
し
て
天
使

外
で
生
存
し
た
の
は
七
つ
の
大
罪

の
み
だ

た
の
だ

た



 第零章 創世の真実

 
第

話
 
課
せ
ら
れ
た
任
務

 
マ
レ
の
大
地
を

さ
せ
て
か
ら
数

月
の
月
日
が
流
れ
る

つ
の
大
罪
達
は
最
後
の
大

地
と
な
る
ソ
ル
へ
と
侵
入
し
そ
こ
に
あ
る

に
拠
点
を

え
て
い
た

 
ア
ス

バ
レ
ル
は
良
し

次
に
シ
リ
ン

を

 
レ
ビ

あ

こ
こ
間
違
え
た

 
ル
シ

は

こ
の
世
界
は
本
当
に

に
な
り
そ
う

 
サ

本
当
に
そ
の
通
り
だ

つ
ま
ら
ん

 
マ
モ

ル

ブ
ブ

そ
れ
気
に
入

て
る
よ

 

ま

な

俺
の

棒
だ
か
ら
な

 

ル

 
と
い

た
感
じ
で
拠
点
で

く
り
と
し
て
い
る
時
だ

た

中

の
テ

ブ
ル
に
設
置
し

て
あ
る
水

に

が
写
り
だ
し
た

そ
の

は
皆
か
ら
見
て
も
わ
か
る
ム
サ
イ
お

さ
ん
だ

 

 

七
つ
の
大
罪
達
よ

 
と

そ
の
口
を
大
き
く
開
い
て

う
と

人
の
悪
魔
は
そ
の
水

を
ち
ら
り
と
見
る
と
ま
た



 第 話 課せられた任務

各
自
の
趣
味
へ
と

頭
し
出
し
た

す
る
と
そ
の
水

に

た

は

間
に
シ

を

せ
な
が

ら 

 

七
つ
の
大
罪
達
よ

 
今
度
は
も
う
少
し
大
き
く

を
出
す
が
全
員
ま
さ
か
の
全
員
無
視
だ

そ
し
て
と
う
と
う

 

 

い
い
加
減
に
聞
け

 
と

大

を
あ
げ
た
時
だ

た

そ
の
場
の

人
は
と
い
う
と

 
サ

死

ク
ソ

 
ル
シ

な
ん
か
よ
り
ロ
リ
出
し
な
さ
い

ロ
リ

 
レ
ビ

お
め

の
せ
い
で
修
正

所
が
ま
た
出
来
た
だ
ろ

 

た
ら
し
い

 
ア
ス

カ
エ
レ

 

ブ

ブ

ブ

ブ

 
マ
モ

う
わ

皆
こ
の
反

だ
よ

 

ル

 
流

の
こ
の
反

の
た
め
か
水

に

る
お

さ
ん
は
イ
ラ
立
を
覚
え
て
も
仕
方
は
な
い



 第零章 創世の真実

 

 

様
ら

こ
れ
で
も
王
だ

 
ア
ス

知
る
か
よ
バ

カ

 
ル
シ

ロ
リ
じ

な
い
な
ら
失

せ

ろ

 
サ

マ

で
帰

て
れ
て
か
死

 

お
前
に
興
味
な
し
や
は
り
し
ロ
リ
だ
な

 
こ
こ
ま
で

わ
れ
る
と
目
の
前
の
お

さ
ん
の

は
も
は
や
決

す
ん

ん
だ

 

 

ぐ
ぐ
ぐ

俺
の
話
を

て
聞
く
の
は
マ
モ
ン

 
と

ル
フ

ゴ

ル

外
で
居
な
い
の
か

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
マ
モ
ン
は
あ
る

葉
が
引

掛
か

た

そ
の

葉
と
は

ル
フ

ゴ

ル
と
い
う

葉
だ

マ
モ
ン
は
よ
く

ル
フ

ゴ

ル
を
見
る
と

 
マ
モ

え

と

ソ
ロ
モ
ン
王

ル
フ

ゴ

ル

そ
の

 

て
ま
す

 
ソ
ロ

何

 
水

に
写
る

も
と
い
ソ
ロ
モ
ン
王
と
今
こ
の
場
に
い
る

人
は

ル
フ

ゴ

ル
を
よ
く

見
る
と



 第 話 課せられた任務

 

ル

 
ま
さ
か
の

だ

目
を

て

想
し
て
い
る
か
と
思
い
き
や

て
い
る
の
だ

す
る
と
ソ

ロ
モ
ン
王
は
更
に
怒
り
を
覚
え
怒

を
あ
げ
て

 
ソ
ロ

起
き
ろ

ル
フ

ゴ

ル

 
バ
チ
ン

 

ル

ち

う

せ

な

 
ソ
ロ
モ
ン
王
の
怒

で

ル
フ

ゴ

ル
が
起
き
た

だ
が

ル
フ

ゴ

ル
の

は
結

イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
た
が

 
マ
モ

え

え

と

ソ
ロ
モ
ン
王
そ
の

件
は

く

 

ま
せ
る
事
を
お

め
し
ま
す
が

 
マ
モ
ン
の

葉
を
聞
い
た
ソ
ロ
モ
ン
王
は

か
に
と
思
う
と
さ

さ
と
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す

る 
ソ
ロ

あ

あ

そ
れ
で
は
ゴ

ン

七
つ
の
大
罪
よ

 
マ
レ
へ
の
侵
略
ご

だ

た
お
前
ら
の
活

で

 

る
大
地
は
こ
こ
ソ
ル
だ
け
と
な

た
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サ

つ

て
も
よ

全
能
神
討
伐
す
る
の
に
だ
い
ぶ
兵

 
を
使

ち
ま

た
か
ら
な

 
ル
シ

最
終
的
に
は
マ
レ

り
か
ら
私
達
だ
け
で
侵
略
す

 
る

目
に
な

た
の
よ

は

 
ソ
ロ

そ
れ
で
だ

ら
の
新
た
な
任
務
は
お
い

ま
さ
か

 

ル
フ

ゴ

ル
ま
た

て
の
る
か

 

ル
フ

ゴ

ル

外
の
七
つ
の
大
罪
と
ソ
ロ
モ
ン
王
は

ル
フ

ゴ

ル
を
見
る
と

 

ル

 
ま
た
も
や

て
い
た

そ
し
て
ソ
ロ
モ
ン
王
は
水

で

は
分
か
ら
な
い
が
あ

ち
で
は

は
真

な
の
は
水

を
通
し
て
で
も
良
く
分
か
る

そ
し
て
そ
の
口
を
開
い
て

 
ソ
ロ

様

起
き
ろ

 
ブ
チ

 
と

ソ
ロ
モ
ン
王
が

た

間

何
か
が
ぶ
ち

レ
た

が
し
た

間
だ

た

 
バ
リ
ン

 

ル
フ

ゴ

ル
は
水

を

手
で

む
と
そ
れ
を

に
向
か

て
ス

キ
ン
グ
も
と
い
思
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い

き
り
投
げ
飛
ば
し
た

論
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
水

は

々
だ

 

ル

う

せ

な
発
情
期

 
の

か
て
め

は
こ
の

こ

ち
は

夜
続

 
き
な
ん
だ
よ

か
せ
が
れ

⻑
年

身
王
の

 
ク
ソ

イ

 

眠
を

さ
れ
た

ル
フ

ゴ

ル
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
た

こ
こ
最
近
は

夜
続
き
が

多
く

る

も
あ
ま
り
無
い
た
め
よ
り
い

そ
う
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た

 
マ
モ

い
や

ル
フ

ゴ

ル

も
う

れ
て
る
か
ら

 
し
か
も
聞
こ
え
て
な
い
か
ら

そ
れ

 
ル
シ

あ
ち

々

 
サ

や
り
や
が

た

彼
奴

 
ア
ス

ハ
ハ
ハ
ハ
や

ち
ま

た
な

 

彼
奴
も
ス
ト
レ
ス
が

ま

て
る
か
ら
な
こ
い
つ
も

 

ま

て
る
け
ど

 
レ
ビ

そ
り
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と

て
い
た
が
ル
シ
フ

が

ル
フ

ゴ

ル
に

 
ル
シ

し

う
が
な
い

ル
フ

ゴ

ル

方
は
食
料
な

 
ど
の
調
達
し
て
き
て

 

ル

は

何
で
だ
よ

 
ル
シ

水

し
た
か
ら

 
流

の

ル
フ

ゴ

ル
も
少
し
や
り
過
ぎ
た
と
反

し
て
い
る
の
か
頭
を

き
な
が
ら

 

ル

ち

分
か

た

行

て
く
る
か
ら
そ
の
間
に
水

 
は
直
し
て
お
い
て
く
れ

 
そ
う

う
と

ル
フ

ゴ

ル
は

服
の
上
着
を
着
て
自
身
の
武

で
あ
る
大

を

負
う
と

を
開
け
て
外
へ
と
出
て
い
く

 

ル

マ

で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
あ
の

が

 

ル
フ

ゴ

ル
は

を
登

て
い
き
や
が
て

地
裏
へ
と
出
る

七
つ
の
大
罪
達
の
今
の

拠
点
は
町
の

地
裏
に
あ
る

れ
家
的
な
地
下
店
だ

そ
こ
は
か
つ
て
は
コ

レ
て
る
喫

店

で
も
や

て
い
た
の
か

機
に
ソ
フ

や
テ

ブ
ル
も

実
し
て
い
た

そ
の
た
め

ド

等
の
代
わ
り
に
も
な
る
の
で
良
い

れ
家
だ

だ
が
少
し
不
満
な
所
も
あ
る

そ
れ
は
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ル

ち

キ
共
も
う
る
せ

な

 
こ
こ
ソ
ル
で
は

が
激
し
い

理
由
は
自
分
達
が

込
め
て
作
り
上
げ
た
食
べ
物
の
内

方
は
全
能
神
の

物
と
し
て

げ
て
い
る

聞
こ
え
は

い
が
実

的
に
は
こ
こ
の
住
人
達
の

ど
は
天
使
達
の
家

み
た
い
な
も
の
だ

何
せ
も
う
全
能
神
は
い
な
い
の
だ
か
ら

天
使
達
は

大
人
達
を
上
手
く

脳
し
て
宗
教
へ
と

頭
さ
せ
子

は

い
泥
の
中
を

い
ず
り
回
り
な
が
ら

生
き
ろ
と
そ
ん
な
感
じ
だ

そ
こ
に
天
使
が
救
い
の
天
使
を

じ
れ
ば
そ
れ
に
感
化
さ
れ
て
ま
た

信
者
が
増
え
る

そ
れ
は
最

悪

と
し
か

い
よ
う
が
な
い

 

ル

薄

だ

 
ド
ス

 
子

ご
め
ん
な
さ
い
そ
れ
じ

 
子

は

ル
フ

ゴ

ル
に
当
た
り
謝
る
と
そ
の
場
か
ら
そ
そ
く
さ
と
逃
げ
る
か
の
よ
う
に
歩

こ
う
と
す
る
と

 

シ

 

ル

お
い

キ
俺
か
ら
盗
み
を
し
よ
う
と
い
い
度
胸
だ

 
な

お
前
の
お
手
て
の

を
全
部

ぐ
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子

の

を
一

で

み
そ
う
発

し
た

え
て

う

本
や
る
気
は
出
さ
な
い
理
由
は

簡
単
で
面

く
さ
い
か
ら
だ

だ
が
自
分
に
降
り
か
か
る
火
の

と
な
る
と
話
は
別
だ

そ

の
火
の

は

り

え

本
を

絶
し
ろ

そ
れ
が
自
分
の
心
情
だ

そ
の
せ
い
か

ル
フ

ゴ

ル
は

だ

た
が
殺
気
を

て
い
た

子

は
そ
ん
な
殺
気
を
感
じ
て

目
に
な

て

い
た

 
子

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う

い

ル
フ

ゴ

ル
か
ら
盗
ん
で
い

た
物
を

と
し
て
去

て
い

た

 

ル

度
胸
も

ク
ソ

キ
が

 

ル
フ

ゴ

ル
は

ち
た
も
の
物
を

い
上
げ
て
そ
れ
を
ポ

ト
に
し
ま
う
と

 

ル

さ
て
何
処
を
物

す
る
か

 
そ
う
し
て

ル
フ

ゴ

ル
は

を
散
策
し
家
へ
と
入
り
食
料
を
持
て
る
だ
け
持

て
い
く

こ
の
世
界
は

方
を

物
と
し

げ
る
た
め
自
分
達
が
食
べ
る
分
と
は
別
に
し
て

理
し
て

い
る

そ
の
た
め
盗
る
の
は
何
ら

し
く
は
な
い

 

ル

や

り

は
少

な

 
本
当
な
ら
大
聖

の
食

を
物

す
れ
ば
も

と

山
盗
れ
る
が
今
日
は

に

回
程
行
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わ
れ
る
礼

の
義
が
あ
る
ら
し
く
人
が
集
ま
り
す
ぎ
て
い
る
た
め

け
て
き
た
の
だ

 

ル

ま

こ
ん
だ
け
あ
り

何
と
か
な
る
か

 
そ
う

う
と

ル
フ

ゴ

ル
は
食

の
入

た

を
持
つ
と
家
か
ら
出
て
す
ぐ
に

地
裏
へ

と
向
か
う

通
る
ル

ト
は
大
聖

の

面
を
歩
い
て
行
く
ル

ト
が

い
た
め
そ
こ
を
通
ろ

う
と
す
る
と

 
少
女

め
て

た
ら

 

ル

ま

た
く
こ
こ
で
も

キ
共
は
よ

 
そ
こ
へ
と
歩
い
て
い
く
と
子

達
は
自
分
の
存

に
気
づ
く
と

憤
を
込
め
て

 

ル

邪
魔
だ
失
せ
ろ
ク
ソ

キ
共
が

 
そ
う

べ
る
と
少
女
を

ん
で
い
た
子

達
は
そ
そ
く
さ
と
逃
げ
て
い

た
が
少
女
だ
け
は
そ

こ
に

て
い
た

面

く
さ
い
と
思
い
な
が
ら

 

ル

お
い

キ

て
め

も
失
せ
ろ
と

た

だ

 
が

 
そ
う

う
と
少
女
は
強
気
に

ル
フ

ゴ

ル
に
も
の
申
し
た

 
少
女

キ
じ

な
い

私
に
は
オ
ル
ビ
ス

て
い
う
名
前
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が
あ
る
の

 

ル
フ

ゴ

ル
か
ら
見
て
そ
の
少
女
も
と
い
オ
ル
ビ
ス
は
中
々
こ
の

じ

見
な
い
度
胸
の

あ
る

キ
だ
と
思

た
が

起
き
が
ま
だ
悪
い
の
か
オ
ル
ビ
ス
を

み

 

ル

け

キ
が
し

し

る
な
イ
ラ
つ
く
か
ら
朝
の

 
起
き
が
キ
ツ
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
の
に
よ
殺
る

  
そ
の

葉
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
オ
ル
ビ
ス
は

や

が
流
れ
一

だ
が
動
き
が

直
し
た
の
が

様
子
を
見
て
分
か

た
が
す
ぐ
に
食

て
掛
か

て
き
た

 
オ
ル

う
わ
よ

い
た
い
意
見
は
し

か
り
と

う
の

 
が
私
の
心
情
よ

そ
れ
に

方
の

て
い
る
事
は

 
た
だ
の
八
つ
当
た
り
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

ル
フ

ゴ

ル
は
反
論
で
き
な
か

た

何
せ
目
の
前
で
オ
ル
ビ
ス
が

た
こ
と
は
全
て
そ
の
通
り
な
の
だ
か
ら

完
敗
だ
と

わ
ん
ば
か
り
に

打
ち
を
し
て
し
ま
う

 

ル

ち

ク
ソ

キ
が

興
が

い
じ
ま

た

運
が
良

 
い
な
お
い
ク
ソ

キ
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オ
ル

何
よ

 
男
性

さ

さ
と
帰
れ
こ
こ
は
お
前
の
居
て
良
い
所
じ

な

 
い
こ
れ
は

告
だ
後
せ
め
て
通
る
な
ら
表
通
り
を
歩

 
け

 

ル
フ

ゴ

ル
は
こ
の
面

な
少
女
と
関
わ
る
と
よ
り
一

面

に
な
る
と
思
い
す
ぐ
に

れ
家
へ
と
帰
ろ
う
と
す
る
と

 

シ

 
そ
の
少
女
は

ル
フ

ゴ

ル
の

服
の
上
着
に

ま

た

ル
フ

ゴ

ル
は
面

く
さ

そ
う
に

 

ル

ま
だ
俺
に
何
か

が
あ
る
の
か

 
オ
ル

子

 

ル

は

 
オ
ル

だ
か
ら
私

子

何
処
か
ら
来
た
の
か
分
か
ら

 
な
く
な

ち

て

 
そ
れ
を
聞
い
た

ル
フ

ゴ

ル
の
内
心
は
た
だ
こ
う
思

て
い
た
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ル
関
わ
る
ん
じ

な
か

た

 
あ
ま
り
に
も
面

く
さ
い

だ
か
ら
こ
そ

ル
フ

ゴ

ル
は

 

ル

か
に
聞
け
俺
は

が
終
わ

た
ば
か
り
だ
か
ら

 
帰

て

る

 
ル
フ
ゴ
ル
は
そ
う
う
と
そ
そ
く
さ
と
歩
い
て
オ
ル
ビ
ス
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
た
が

  
一
向
に
服
を

そ
う
と
し
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
引
き
ず

て
で
も

め
よ
う
と
踏
ん

て

い
た

流

の

ル
フ

ゴ

ル
も
し

う
が
な
く
思
い

 

ル

あ

分
か

た

お
前
は
何
処
の
ゲ

ト
か

 
ら
来
た
ん
だ

ゲ

ト
ま
で
な
ら
送

て
や
る
か
ら

 
い
い
加
減

せ

キ
が

 
そ
れ
を
聞
い
た
少
女
は
服
を

し
て
嬉
し
そ
う
に

び
上
が
り

 
オ
ル

や

た

 

ル
本
当
面

な
の
に
関
わ

ち
ま

た

 

ル
フ

ゴ

ル
は
嫌
々
な
が
ら
も
し

う
が
な
く
道
を
案
内
す
る
こ
と
と
な

た

そ
し
て
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心
の
目
的
地
に
つ
い
て
聞
く

 

ル

だ
か
ら
ま
ず
何
処
の
ゲ

ト
か
ら
来
た
か

て
の
を

 
教
え
ろ

 
オ
ル

え

と

ゲ

ト
か
ら
白
い

が
見
え
る
ゲ

ト
だ

 
よ

 

ル
フ

ゴ

ル
は
そ
こ
を
知

て
い
た

恐
ら
く
自
分
達
の
最
終
目

四
大
天
使
達
が
居

座
る
城
な
の
だ
か
ら

 

ル

そ
う
い
う
こ
と
な
ら
彼
処
か

行
く

 

ル
フ

ゴ

ル
は
後
ろ
を
向
い
て
す
た
す
た
と
歩
い
て

地
裏
へ
と
入

て
い
く

そ
れ

を 
オ
ル

あ

待

て
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
オ
ル
ビ
ス
も
つ
い
て
い
く
の
だ

た

 
オ
ル

お
兄
ち

ん
私
は
オ
ル
ビ
ス

て

う
ん
だ

 

名
前
は

 
名
前
を
聞
か
れ
た

ル
フ

ゴ

ル

だ
が
あ
ま
り
名
前
を

え
る
わ
け
に
も
い
か
な
い

そ
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れ
に
出
会

た
当
初
で
名
前
を
名

る
な
ど
馬
鹿
馬
鹿
し
い
と
し
か

え
て
い
な
い

に

ル

フ

ゴ

ル
は

 

ル

名

る
名
は
な
い

て
ろ
ク
ソ

キ

 
そ
う

う
と
オ
ル
ビ
ス
は
更
に

問
を
し
て
く
る

 
オ
ル

う

ん
な
ら
さ
こ
こ

て
良
い

 
と

あ
ま
り
に
も
バ
カ

出
し
の
発

を
オ
ル
ビ
ス
は
す
る
と

ル
フ

ゴ

ル
は

 

ル
こ
い
つ
ア

か

 
そ
う
内
心
で
思

て
い
た
が
仕
方
な
く

え
る

 

ル

は

お
前
か
ら
見
て
こ
こ
が
良
い

な
ん
か
に
見
え

 
る
か

 
オ
ル

え

 

ル
フ

ゴ

ル
は
今
の
惨
状
を

を
少
女
に

え
た

 

ル

こ
こ
は

き

ま
り
達
が
集
う
よ
う
な

だ
こ
こ
の

 
大
人
は
カ
ス

し
ま
い
に
は
お
前
を
襲

た

キ

 
共
あ
い
つ
ら
は
よ
た
だ
単
に
食
べ
物
に
餓
え
て
い
る
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せ
い
で
あ
そ
こ
ま
で
性
格
が

ス

ス
し
て
る
と
き

 
た

 
オ
ル

食
べ
物
が
な
い
の

 

ル

あ

そ
う
だ
全
部

神
の

物
神
の

物

て

 

て
し
て
ん
だ

聞
い
て
る
だ
け
で

き
気
が
し

 
て
く
る

 
そ
う

う
と
オ
ル
ビ
ス
は
何
と
も

え
な
い
よ
う
な
表
情
を
し
だ
し
た

ど
う
や
ら

当
今
の

話
が
キ
ツ
か

た
の
だ
ろ
う

す
る
と
オ
ル
ビ
ス
は
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
渡
し
て

 
オ
ル

大
人
の
人
は

子

な
ら
大
人
が
い
る
よ

  
オ
ル
ビ
ス
の

葉
を
聞
い
た

ル
フ

ゴ

ル
は
内
心
こ
い
つ
は
本
当
に
バ
カ
だ
な
と
思

い
な
が
ら
話
を
し
だ
し
た

 

ル

お
前
は
ま
だ
分
か
ら

の
か

大
人
が
こ
ん
な
ん

 
だ
か
ら
こ
う
や

て

キ
共
が
盗
み
や
ら
や

て
い

 
る
ん
だ
ろ

こ
こ
の
大
人
達
は
全
員
は
下
ら
な
い
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信

に
夢
中
に
な

て
子
育
て
を

し

に
あ
い

 
つ
ら

キ
共
に
は
道
徳
心
何
て
も
の
も
教
え
て

 
て
す
ら
な
い
ん
だ
よ

い
い
加
減
覚
え
ろ

 
オ
ル

 

ル
フ

ゴ

ル
は
オ
ル
ビ
ス
を
見
る
と

を
う
つ
向
か
せ
て
い
た

 

ル

い
過
ぎ
た
か

ま

こ
の
現
実
を
教
え
る
の
も

年

者
の

め
か

 
そ
う
し
て

ル
フ

ゴ

ル
と
オ
ル
ビ
ス
は
し
ば
ら
く
会
話
を
し
な
い
で
歩
き
続
け
る
と

ル

フ

ゴ

ル
は
立
ち

ま
る
と

 

ル

ら
あ
そ
こ
だ
ろ

 
そ
れ
を
聞
い
た
オ
ル
ビ
ス
は
そ
の
光

を
見
て

が
少
し
だ
が
明
る
く
な

た

 
オ
ル

あ
り
が
と
う

こ
こ
ま
で
送

て
く
れ
て

 
そ
う

わ
れ
た

ル
フ

ゴ

ル
は
あ
の
忌
々
し
い
城
を
見
て
少
し
不
機
嫌
に
な
り

 

ル

ち

さ

さ
と
帰
れ

こ
こ
は
お
前
に
は

な

 
過
ぎ
る
か
ら
よ
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後
ろ
を
向
い
て
歩
き
出
し
た

そ
の
間
に
オ
ル
ビ
ス
が
後
ろ
姿
を
見
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
た

が
ま
た
面

ご
と
が
増
え
る
の
は
ご
め
ん
だ
と
思
い

り
向
か
ず

れ
家
へ
と
帰

た

 
魔
王

動
中

 

ル
フ

ゴ

ル
は
拠
点
へ
と
帰
る
と
そ
れ
を
皆
が
迎
え
る

 
マ
モ

お
帰
り

ル
フ

ゴ

ル

 
サ

帰

た
か

 

お

お
帰
り

 
ア
ス

う

す

 
レ
ビ

お
帰
り

 
ル
シ

あ
ら
お
帰
り
な
さ
い

 

ル

あ

そ
れ
で
水

修
理
で
き
た
か

 

ル
フ

ゴ

ル
は
先
程

起
き
の
怒
り
に
任
せ
て
自
分
で
ス

キ
ン
グ
し
て

し
た
水

に
つ
い
て
聞
く
と

 
ル
シ

え

も
う
終
わ

て
る
わ

マ
モ
ン

げ
て

 
く
れ
な
い
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マ
モ

い
い
で
す
よ

 
そ
う

う
と
マ
モ
ン
は
チ

ン
ネ
ル
を
会
わ
せ
る

す
る
と
そ
こ
に
先
程
の
ム
サ
イ
お

さ
ん

こ
と
ソ
ロ
モ
ン
王
が
水

か
ら

を
出
す

 
ソ
ロ

や

と

が

た
か

ル
フ

ゴ

ル

様

 
と
ソ
ロ
モ
ン
王
が
文
句
を

お
う
と
す
る
と

ル
フ

ゴ

ル
は
食
料
の
入

て
い
る

を

げ
る

 

ル

ら
飯
持

て
き
た
か
ら
持

て
け
よ

 
全
員

わ

い

 

人
は
そ
れ

れ
食
べ
た
い
物
を
持

て
い
こ
う
と
す
る
と

 
ソ
ロ

様
ら

 
ソ
ロ
モ
ン
王
が
ま
た
大

で
怒
鳴
り
散
ら
す

だ
が
や
は
り
そ
れ
に
つ
い
て
文
句
が
飛
ん
で
き

た 

食
事
ぐ
ら
い
静
か
に
し
ろ

 
サ

う

せ

れ
ヘ
ボ
魔
法
使
い
が

 
ソ
ロ

こ

こ
い
つ
ら
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マ
モ

え

え

と

食
べ
な
が
ら
聞
く
ん
で
お
話
を
お

 
願
い
し
ま
す

 
マ
モ
ン
に

さ
れ
た
ソ
ロ
モ
ン
王
は

し
そ
う
に
し
な
が
ら
説
明
を
始
め
た

 
ソ
ロ

く

ま

良
い
で
は

々
あ

て

い
そ
び

 
れ
た
が
今
回
の
任
務
は
あ
る
計
画
を

し
て
四
大

 
天
使
達
を
始
末
し
て

し
い

 
ル
シ

あ
る
計
画

 
ソ
ロ

あ

そ
う
だ
そ
の
計
画
の
名
は
全
能
計
画
だ

 
ア
ス

全
能
計
画

 
七
つ
の
大
罪
達
が
ど
う
い
う
こ
と
か
分
か
ら
な
か

た
が
ソ
ロ
モ
ン
王
は
そ
れ
に
つ
い
て

し

く
説
明
を
し
た

 
ソ
ロ

そ
の
計
画
は
新
た
な
全
能
神
を
誕
生
さ
せ
る
計
画

 
と
で
も

て
お
こ
う

 
サ

お
い
そ
れ
マ

な
話
か

 
ソ
ロ

無
論

そ
し
て
そ
の
内
容
は
全
能
神
の

か
ら
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新
た
な
全
能
神
を
造
り
出
す
こ
と
な
の
だ
が

 
マ
モ

だ
が
何
で
す
か

 
ソ
ロ

最
悪
な
事
に
そ
の
新
た
な
全
能
神
は
誕
生
し
て
し
ま

 

て
い
る

 
ル
シ

そ
う

 
ソ
ロ

だ
が
良
い
こ
と
と

え
ば
ま
だ
そ
の
新
た
な
全
能
神

 
ま
だ

い
そ
の
た
め
七
つ
の
大
罪
達
よ
り
ま
だ
弱
い

 

に
討
伐
は
簡
単
に
可
能
だ
ろ
う

 

は

ん

そ
う
か
い

 
ソ
ロ

あ

こ
の
ま
ま

し
に
さ
せ
れ
ば
奴
等
は
新
た
な

 
全
能
神
を
迎
え
そ
の
力
で
お
前
ら
を

し
自
分
等
の

 
良
い
よ
う
に
世
界
を
作
る
事
だ
ろ
う

さ
す
れ
ば

 
こ
ち
ら
の
世
界
に
ま
で
侵
食
さ
れ
る
の
も
時
間
の
問

 

と
な
る

 
レ
ビ

つ
ま
り
そ
う
な
る
前
に

せ

て
事
だ
よ
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ソ
ロ

そ
の
通
り
だ
そ
こ
で
お
前
ら
に
与
え
る
最
終
任
務
の

 
内
容
は
全
部
で

つ
あ
る

つ
の
任
務
は
四
大

 
天
使
達
を
全
員

殺
し
ろ

つ
目
は
全
能
神
復
活
に

 
使

た
魔
術
道

び
に
そ
の
魔
術
道

の
設
計

 
を

し

消
し
ろ
そ
し
て
最
後
は
新
た
な
全
能
神

 
を
殺
せ

そ
れ
が

殿
ら
に
送
る
最
後
の
任
務
の

 
内
容
だ

 
ソ
ロ
モ
ン
王
か
ら
の
最
後
の
任
務
を
聞
い
た
こ
の
七
つ
の
大
罪
の
隊
⻑
ル
シ
フ

は
代
表
と

し
て
返
事
を
し
た

 
ル
シ

了
解
し
た
わ

 
ソ
ロ

殿
ら
か

ら
れ
る

報
を
期
待
し
よ
う

 
そ
う

う
と
ソ
ロ
モ
ン
王
は
通
信
を
切
断
し
た

 
ル
シ

ま

大
体
は
分
か

た
わ
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
明
日
か
ら

 
情
報
収

し
て
頂
戴

 
ア
ス

了
解
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ル
シ

後
は
こ
こ
の

で
待
機
よ

 
そ
う
し
て
七
つ
の
大
罪
達
は
任
務
を

い
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
動
き
始
め
る
の
だ

た



 第 話 願う平和な世界

 
第

話
 
願
う
平
和
な
世
界

 

ル
フ

ゴ

ル
と
出
会
い
か
ら

日
後
オ
ル
ビ
ス
は
何
時
も
の
よ
う
に
目
覚
め
た

 
オ
ル

う

ん

 
何
時
も
な
ら
気
持
ち
の
よ
う
朝
な
の
だ
が
こ
こ
最
近
の
オ
ル
ビ
ス
は
朝
は
気
持
ち
よ
く
起
き
れ

な
い

理
由
は

の
外
で
見
て
し
ま

た
惨
状
だ

餓
死
す
る
者
や
カ
ル
ト
的
宗
教

に
も
盗
み

や
殺
人
が
起
こ
る

で
想

よ
り
か
け

れ
た

の
せ
い
だ

 
オ
ル

は

 
オ
ル
ビ
ス
は
何
時
も
の
よ
う
に

め

を

い
て

ド
か
ら
出
て
何
時
も
の
よ
う
に
食

へ

と
向
か
う

そ
の
通
り
道
で
自
分
の
⺟
の
よ
う
な
存

で
あ
る
ウ
リ
エ
ル
と
出
会
う

 
ウ
リ

あ
ら
オ
ル
ビ
ス
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
オ
ル

お
は
よ
う
ウ
リ
エ
ル
様

ウ
リ
エ
ル
様

 
ウ
リ

何
で
す
か

 
オ
ル

の
向
こ
う
に
あ
る
世
界

て
皆

せ
に
暮
ら
し
て

 
い
る
の
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と

う

問
を
し
た

普
通
な
ら

せ
な
生
活
な
ど
し
て
い
な
い
と

う
が
ウ
リ
エ
ル
の
返

は
違

た

 
ウ
リ

皆
さ
ん
仲
良
く

せ
に
暮
ら
し
て
ま
す
よ

 
オ
ル

そ
う

な
ん
だ

 
オ
ル
ビ
ス
は
こ
れ

上
の
追

は

め
た

オ
ル
ビ
ス
か
ら
し
て
み
れ
ば
育
て
の
⺟
親
の
よ
う

な
ウ
リ
エ
ル
に
失
礼
と
も

え
た
か
ら
だ

 
オ
ル

そ
れ
じ

朝
ご
は
ん
食
べ
て
く
る

 
ウ
リ

え

行

て
ら

し

い
オ
ル
ビ
ス

 
そ
う
し
て
オ
ル
ビ
ス
は
食

へ
と
向
か

た

そ
の

中
を
ウ
リ
エ
ル
は

て
見
つ
め
て
そ

の
場
を
去

た

そ
し
て
オ
ル
ビ
ス
は
食

へ
と
向
か
う

中
の
事
だ

た

つ
き
あ
た
り
の
過

度
を

が
ろ
う
と
し
た

間

 
ド
ス

 
オ
ル

キ

 

シ

 
天
使

す
い
ま
せ
ん
大
丈
夫
で
す
か
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ぶ
つ
か

て
後
ろ
に

れ
そ
う
に
な

た
時
ぶ
つ
か

た
天
使
が
オ
ル
ビ
ス
の
手
を

み
体
制

を

す

 
オ
ル

ご
め
ん
な
さ
い
余
所
見
し
て
い
て

 
天
使

こ
ち
ら
こ
そ
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
オ
ル

そ
れ
じ

私
ご
は
ん
を
食
べ
に
行
く
か
ら

さ
よ

 
う
な
ら

 
そ
う

い
オ
ル
ビ
ス
は
そ
の
天
使
に

中
を
む
け
て
去

て
い

た

そ
の
時
そ
の
天
使
は

 
天
使

あ
れ
が

ゲ

ト
か

 
そ
う

い
そ
の
天
使
は
そ
の
場
か
ら
去

た

そ
し
て
オ
ル
ビ
ス
は
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
も
う

一
度
あ
の

へ
行
こ
う
と

え
た

あ
の
男
性
に

ル
フ

ゴ

ル
に
会
え
ば
何
か
が
変
わ
る
と

思

た
か
ら
か
だ

視
点
は
変
わ
り
こ
こ
は
ソ
ル
に
あ
る

こ
こ
で
は
常
に
全
能
神
に
人
間
達
は

物
を

げ
て

り
を
し
て
い
る

現
代
か
ら
見
る
と
異

の
よ
う
な

で
あ
ろ
う
そ
こ
に
あ
る

大
聖

の
地
下
で
は

 
ド
ス

 
天
使

ぐ

ふ
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ら
さ

さ
と

け
よ

 

ル

 
大
聖

の
地
下
は
所

拷
問
部

が
備
え
ら
れ
て
い
た

全
能
神
を

す
る
者
や
そ
の
使
い

で
あ
る
天
使
を

す
る
者
を

ら
え
拷
問
す
る
部

だ
が
今
回
は
違

た

そ
こ
に
い
る
の
は

悪
魔
の

体
で
あ
る

ル

ブ
ブ
そ
し
て

ル
フ

ゴ

ル
の

人
が
天
使
を
拷
問
し
て
い
た

 
天
使

き

様
ら

に
話
す
こ
と
な
ど
な
い

 
な
お
こ
の
天
使
は

物
と
し
て

げ
ら
れ
た
食

を
回
収
し
に
来
た
所
を

人
が

し
て

大
聖

の
地
下
に
あ
る
拷
問
部

へ
と

れ
て
き
た
の
だ

 

こ
い
つ
本
当
に
ウ
ザ
い
な
話
す
こ
と
は
話
せ
全
能
計

 
画

あ
れ
を
立
案
し
実
行
へ
と

し
た
奴
そ
し
て

 
造
ら
れ
た
全
能
神
の
事
に
つ
い
て
教
え
ろ

 
天
使

教
え
る
か
バ
カ
が

 

は

こ
の
手
だ
け
は
お
前
ら
で
も
使
い
た
く
は

 
な
か

た
ん
だ

ど
な

 

ル

ブ
ブ
は

め

を

き
つ
つ
後
ろ
を

り
向
い
て
座

て

て
い
る

ル
フ

ゴ

ル
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の

に
手
を
置
い
て

 

ル
フ

ゴ

ル

に
に
バ
ト
ン

チ
す
る
よ

 
そ
う

わ
れ
た

ル
フ

ゴ

ル
は
目
蓋
を
開
け
て

く
り
と
立
ち
上
が
り

束
さ
れ
て
い

る
天
使
へ
と
近
づ
く

 
天
使

様
ら
が
何
を
し
よ
う
が
話
さ
な
い
か
ら
な

ど
ん

 
な

問
や
拷
問
を
し
よ
う
が
俺
は
負
け
る
気
は
な
い

 
の
だ
よ

 

ル

そ
う
か
な
ら
お
前
に
は
こ
の
方
法
で
聞
く
と
し
よ
う

 
か

 

ル
フ

ゴ

ル
は
天
使
の

の
近
く
に
手
を
か
ざ
す
と

 

ル

ア
デ

ク
シ

ン

 
天
使

何
に
も
起
こ
ら
ん

に
何
で
か
体
が
ポ

 
ポ

と
し
て
い
て
気
持
ち
良
い

 
そ
う

い
天
使
が
気
持
ち
よ
く
な

て
い
る
の
は

ん
の

か
数

だ

た
突
然
天
使
は

 
天
使

お
前
の
魔
法
は
失
敗
か

バ

う

ウ
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し
み
始
め
た

束
さ
れ
て
い
る
体
を
必
死
に
動
か
し
な
が
ら

ル
フ

ゴ

ル
に

 
天
使

お

お
願
い
だ

そ
の
魔
法
を
も
う
一
度

も
う

 
一
度

 

ル

な
ら

け
よ

様
が
知

て
い
る
情
報
全
て

 
そ
れ
を

て
い
た

ル

ブ
ブ
は
た
だ

を
少
し

く
し
て

 

中
毒
に
よ
る
依
存

か

流

は
拷
問
官
や
る

 
こ
と
が
え
げ
つ
な
い
な

 
天
使

わ

分
か

た

だ
か
ら

 

ル

先
に
話
せ
よ

 
天
使

お

俺
は
一

下
級
兵
士
だ

知

て
る
の
は
全

 
能
計
画
を
造

た
の
は
が

ブ
リ
エ
ル
様
と
い

 

い
の
は
き

聞
い
た

 

ル

に
は

 
天
使

そ

そ
れ
だ
け
だ

た

頼
む
か
ら

も

も
う
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一
度
そ
の
魔
法
を
を
を
を
を
を
を

 

ル

う

せ

い
い
加
減
に
死

よ

 

チ
ン

 

ル
フ

ゴ

ル
は
指

チ
ン
を
す
る
と
天
使
は
そ
こ
で
盛
大
に
口
か
ら
お
う

し
そ
の
中

に
は
真

な

も

じ

て
い
た

そ
う
し
て
数
分
後
に
は

を
し
な
く
な

た

 

ル

さ
て
と
帰
る
か

ル

ブ
ブ
ど
う
し
た

 

い
や
ロ
ン

ス
の
手
入
れ
を
す
る
か
ら
先
に
帰

 
る

 
そ
う

い

ル

ブ
ブ
は
そ
こ
か
ら

に
立
ち
去

た

そ
の
場
に

人
だ
け
と
な

た

ル
フ

ゴ

ル
は

 

ル

ブ
リ
エ
ル
は
彼
奴
に

て
や
る
か

 
そ
う

い
て

ル
フ

ゴ

ル
も
そ
こ
か
ら
立
ち
去
り

た
の
は
天
使
の
骸
だ
け
と
な

た

そ
う
し
て

ル
フ

ゴ

ル
は
教
会
か
ら
出
て

地
裏
を
歩
こ
う
と
す
る
と

 

シ

 

ル

う
ん
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突
然
後
ろ
の
方
に
体

が
か
か
る
か
の
よ
う
に
歩
く
の
が

く
な
る

ル
フ

ゴ

ル
は
後

ろ
を

り
向
く
と

 
オ
ル

あ
は

 
何

か
オ
ル
ビ
ス
が
い
た

ま
た
面

な
の
に
関
わ

た
と
思
う
と

座
に
歩
こ
う
と
し
た

が  
オ
ル
ビ
ス
が
後
ろ
に
全
体

を
か
け
て

ル
フ

ゴ

ル
を

め
よ
う
と
し
て
く
る

そ
し
て

と
う
と
う

 

ル

あ

な
ん
だ
今
度
は

お
前

日
前
に

 
こ
こ
に
は
来
る
な
と

た
だ
ろ
う
が

 
オ
ル

え

く
な
い

せ

か
く
お
兄
ち

ん
に
会
い

 
に
来
た
の
に

 

ル

は

 
ど
う
い
う
意
味
か

ル
フ

ゴ

ル
に
は
分
か
ら
な
か

た

何

自
分
に
会
い
に
来
た
の

か
そ
れ
が
良
く
分
か
ら
な
い
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オ
ル

お
兄
ち

ん
そ
ろ
そ
ろ
名
前
を
教
え
て
よ

 

ル

名

る
名
は

て

て
ん
だ
ろ

 
オ
ル

な
ら
お
兄
ち

ん
の
あ
だ
名
は
ク
ソ

 

ル

女
の

キ
が
ク
ソ
と
か

う
な

 
流

の

ル
フ

ゴ

ル
も
こ
れ
に
は
ツ

コ
ミ
を
い
れ
た

何
せ
半
ば
十
代
の
少
女
が
そ
ん

な
事
を

え
ば
ツ

コ
ミ
た
く
も
な
る

だ
が
オ
ル
ビ
ス
は

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん
前
よ
り

る

 
な
お
今
回
の

ル
フ

ゴ

ル
は
前
回
の
あ
れ
が
あ

た
た
め
今
回
は
結

⻑
く

て
い
た

に
機
嫌
は
そ
ん
な
悪
く
は
な
い

 

ル

も
う
い
い
そ
れ
よ
り
も
お
前
さ

さ
と

せ
そ
し
て

 
帰
れ
よ

 
オ
ル

い
や
だ

ク
ソ

さ
ん
こ
こ
で
町
を
見
渡
せ
る
場

 
所

て
な
い

 

ル

は

何
で
ま
た

 
な
お

ル
フ

ゴ

ル
は
ツ

コ
ミ
を

し
た

こ
れ

上
ツ

コ
ン
で
も
面

く
さ
い
と
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え
た
か
ら
だ

そ
し
て

ル
フ

ゴ

ル
の

た
こ
と
に
対
し
て
の
返

が
く
る

 
オ
ル

う

ん
上
か
ら
見
て
み
た
い
じ

ん

 

ル

の
全
体
的
な

を
見
せ
れ
ば
解

す
る
ん

 
だ
よ
な

 
オ
ル

う
ん

約
束
す
る
よ

 

ル

ち

し

な

 

ル
フ

ゴ

ル
は

中
に

負

て
い
る
大

を
手
に
持
ち
中

に
な

て
立
つ
と
オ
ル
ビ

ス
に
向
か

て

 

ル

ら

中
に

れ

 
オ
ル

う
ん

 
オ
ル
ビ
ス
は

ル
フ

ゴ

ル
の
指

に
し
た
が

て

中
に

る
と

ル
フ

ゴ

ル
は
お

ん
ぶ
の

で
立
ち
上
が
り

 

ル

し

か
り

ま

て
ろ

 
そ
う

う
と
そ
こ
か
ら

を
し
た

か
ら

を

て
い
く

中
で
お
ん
ぶ
さ
れ
て
い

る
オ
ル
ビ
ス
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
興
奮
し
た
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オ
ル

す
ご

い

 

ル

る
と

を

む

 
そ
う
し
て

ル
フ

ゴ

ル
は

り

を
し
て
い

て
大
聖

の
て

ん
へ
と
た
ど
り

着
く

 

ル

ら
こ
れ
が
こ
の

の

だ

 
オ
ル
ビ
ス
は
お
ん
ぶ
さ
れ
た
状
態
か
ら
こ
の

の
全
体
的
な

を

め
た

の

ン
キ

は
み
な

が
れ

は
修

さ
れ
る
こ
と
な
い
活
気
の
な
い

を

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん

 

ル

何
だ
よ

 
オ
ル

私

み
ん
な
が
可

想
に
見
え
る
生
ま
れ
て
す
ぐ
に

 
こ
ん
な
現
実
が
あ
る
な
ん
て
仕
打
ち
と
し
か

え
な

 
い
よ

 
オ
ル
ビ
ス
は
自
分
の
生
活
を
見
直
し
て
そ
う

え
た

自
分
に
は
ふ
か
ふ
か
の
布
団
や

日

食
の
食
べ
物
そ
れ
ら
全
て
を
と

て
オ
ル
ビ
ス
は

ず
か
し
く
な

た

だ
が
そ
ん
な
事
は

え

な
く
て
も

え
な
い

え
ば
絶
対
に
嫌
わ
れ
る
か
ら

だ
が

ル
フ

ゴ

ル
は
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ル

俺
は
可

想
に
は
見
え
な
い
な
ぶ

ち

け

の
奴

 
が
ど
ん
な
生
き
方
を
し
よ
う
が
ど
ん
な
死
に
方
を
し

 
よ
う
が
俺
に
は
興
味
が
な
い

 
か
つ
て
交
わ
り
と
い
う
も
の
を

え
た

そ
の
時
に

ル
フ

ゴ

ル
の
出
し
た
結
論
は

せ
な
交
わ
り
な
ど
な
い
と
い
う

え
を
出
し
た

理
由
は
い
ず
れ
人
間
は
愛
し
た
人
物
を
裏
切
り

別
の
交
わ
り
に
走

て
い
く

に
は

き
と
い
う

葉
そ
ん
な

だ
け
の

葉
そ
れ
に
す
ら
も

失
望
し
た

に

ル
フ

ゴ

ル
か
ら
す
れ
ば
大

の
事
を
信

し
な
く
な

た

そ
し
て
結

論
を
出
し
交
わ
り
に
対
し
て
失
望
し
興
味
を
も
消
え
失
せ
た

 

ル

に
彼
処
に
い
る
奴
ら
が
ど
う
な
ろ
う
が
知

た
こ

 

ち

な
い

て
話
だ

 
と

ル
フ

ゴ

ル
が

た
時
だ

た

中
で
お
ぶ
ら
れ
て
い
る
オ
ル
ビ
ス
は

 
オ
ル

な
ら
何
で
私
の
願
い
を

え
て
く
れ
る
の

興
味
が

 
な
い
な
ら

方
は
引
き
受
け
な
い
は
ず
よ

 

ル

お
前
が
い
ち
い
ち
俺
に

て
く
る
か
ら
俺

 
は
仕
方
な
く
や

て
る
だ
け
だ
勘
違
い
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オ
ル

い
い
え

方
は
そ
う

う
け
ど
そ
れ
だ

た
ら

方

 
は
さ

さ
と
そ
の

力
で
逃
げ
れ
ば
良
い
と
思
う
も

 
の

だ
か
ら
本
当
の

方
は
生
あ
る
者
に
興
味
が

 
あ
る
ん
だ
と
思
う
ん
だ

私
に
も
生
が
あ
る
か
ら

 

ル
 
 

 
こ
の
時
こ
の
少
女
も
と
い
オ
ル
ビ
ス
は
何
者
だ
と

覚
す
る
ぐ
ら
い
に

い
た

自
分
の
心
を

見

か
し
て
る
そ
ん
な
気
が
起
こ
る
ぐ
ら
い
こ
の
少
女
は
自
分
の
本
当
の
心
理
を
当
て
て
き
た

の
だ

そ
う

か
に
そ
の
時
か
ら
生
に
興
味
す
ら
失
せ
た
が
こ
こ
最
近
は
そ
れ
が
無
く
な

て
い

た

理
由
は

日
前
に
出
会

た
こ
の
少
女
も
と
い
オ
ル
ビ
ス
か
ら
だ

た

最
初
に
出
会

た

日
前
そ
の
時
は
眠
気
と
イ
ラ
つ
き
で
イ
ラ
イ
ラ
は
し
た
が
そ
の
翌
日
に
な

て

え
た

殺

気
を
当
て
て
も
逃
げ
ず
な
お
か
つ
自
分
に
反
論
し
て
き
た
の
は
人
間
で
彼
女
だ
け
だ

た
か
ら
だ

に
興
味
が

い
た
の
だ

 

ル

ク
ク
ク

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
オ
ル

あ

た

 

ル

お
前
が
初
め
て
だ
よ
俺
の
心
を
見

か
し
た
奴
は



 第零章 創世の真実

 
よ

本
当
に
面
白
い
奴
だ
な

 
オ
ル

ふ
ふ

そ
れ
が
私
で
す
か
ら

 
そ
う
し
て

人
は
し
ば
ら
く
大
聖

の
て

ん
で
上
か
ら
の

を

め
る
と

 

ル

そ
ろ
そ
ろ
下
に
降
り
る

 
オ
ル

う
ん

 
そ
う
し
て

ル
フ

ゴ

ル
は
オ
ル
ビ
ス
を

中
に

せ
て
下
へ
と
降
り
て
オ
ル
ビ
ス
を
地
面

へ
と
降
ろ
す

 

ル

さ
て
と

さ

さ
と
帰
ん
な

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん

 

ル

何
だ

 
オ
ル

私
は

皆
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
世
界
が

し
い

 

ル

そ
れ
は
俺
に
は
実
現
は
出
来
な
い
な
だ
が
そ
れ
が
お

 
前
の
夢
な
ら
出
来
る
ん
じ

な
い
の
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
オ
ル
ビ
ス
は

と
な

て

ル
フ

ゴ

ル
に
頭
を
下
げ
て

 
オ
ル

あ
り
が
と
う
ク
ソ

さ
ん

そ
れ
じ

こ
こ
に
⻑
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居
し
た
ら
皆
が
心

す
る
か
ら
帰
る

 
そ
う
し
て
オ
ル
ビ
ス
は
そ
の
場
か
ら
去

て
い

た

た

ル
フ

ゴ

ル
は
オ
ル
ビ
ス

の

中
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見

け
自
分
も

れ
家
へ
と
帰
る

そ
う
し
て

ル
フ

ゴ

ル

は

れ
家
へ
と
帰
る
と

 

ル

た
だ
い
ま

 
ル
シ

あ
ら

ロ
リ
コ
ン
仲
間
の

ル
フ

ゴ

ル
お
帰

 
り

 

ル

は

 
突
然
ル
シ
フ

が
訳
が
分
か
ら
な
い
こ
と
を

い
出
し
た
た
め

ル
フ

ゴ

ル
が
頭
を

ま
せ
る
と

 
マ
モ

ル
フ

ゴ

ル

さ

き
女
の
子
と
話
し

 
て
一

に
大
聖

を
登

て

と
か
見
て
た
よ

  
ど
う
や
ら

の
メ
ン
バ

に
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ

そ
れ
に
対
し
て

ル
フ

ゴ

ル
は
反

論
す
る
気
も
な
い
の
で

定
し
た
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ル

ま

そ
う
だ
な

 
ル
シ

こ
れ
で

方
も
同
志
よ

 

ル

俺
を
ロ
リ
コ
ン

い
す
る
な

て
の

 
と

会
話
を
し
て
い
る
と
奥
で

楽
を

い
て
い
た
サ

ン
が

方
に
や

て
来
る

 
サ

よ

帰

て
た
の
か

 

ル

ま

な

あ
れ

ル

ブ
ブ
と
レ
ビ

ア

ン

 
の

人
は

 
ル
シ

そ
れ
な
ら

レ
ビ

ア

ン
は
あ

ち
で

強

 
し
て

ル

ブ
ブ
は
奥
で
自
分
の

棒
の
手
入
れ

 
を
し
て
る
わ
よ

 
よ
く
見
て
み
る
と

か
に
テ

ブ
ル

で
レ
ビ

ア

ン
は
何
か

強
を
し
て
い
て

ル

ブ

ブ
は
先
程

た
通
り
に
ロ
ン

ス
の
手
入
れ
を
し
て
い
た

だ
が
そ
の
時
だ

た

後
ろ
か

ら

が
開
く

が
し
た

人
が
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は
天
使
が
い
た

 
サ

天
使

じ

よ
な

 
天
使

そ
れ

そ
う
だ
よ
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天
使
は
自
分
の

を
め
く

て
い
く
と

の
中
に
い
た
の
は
情
報
収
集
の
任
務
に
出
て
い
た
ア

ス
モ
デ
ウ
ス
だ

た

 
ア
ス

よ

情
報
を
持

て
き
た

 
ル
シ

ま

人
は

し
そ
う
だ
か
ら
後
で
私
が
伝
え
て

 
お
く
わ

 
ア
ス

ま

別
に

わ
な
い
け
ど

そ
れ
で

わ
れ
て
い
た

 
情
報
は
ま
ず
全
能
計
画
に
使
わ
れ
た
と
さ
れ
る
機

 
お
よ
び
に
設
計

に
つ
い
て
機

は
ま
だ

す
る

 
に
は

い
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
設
計

は

 

し
て
き
た
よ

 
ル
シ

や
る

 
ア
ス

そ
れ
で
次
に
城
の

造
だ
け
ど
ま
さ
し
く

の
城

 
塞
だ
侵
入
す
る
な
ら
門
し
か
な
さ
そ
う
だ
な

 
サ

な
ら
任
せ
ろ
よ

 
ア
ス

そ
し
て
最
後
に
誕
生
し
た
全
能
神
に
つ
い
て
そ
い
つ
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の
名
前
と
容
姿
に
つ
い
て
だ

 
マ
モ

ど
ん
な
感
じ
な
の

 
ア
ス

ま
ず
容
姿
は
ル
シ
フ

や

ル

ブ
ブ
が

き
そ

 
う
な
ロ
リ
だ

た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
ル
シ
フ

は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て

 
ル
シ

何
で
す

て

あ
の
ム
サ

イ
か
ら
ロ
リ
で
す

 
て

そ
れ
を

く

い

 

ル

は
い
は
い

そ
れ
で
名
前
は

 

ル
フ

ゴ

ル
は
ル
シ
フ

を

え
て
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
に
名
前
を
聞
く
と

 
ア
ス

あ

新
た
な
全
能
神
の
名
前
も
と
い
コ

ド
ネ

ム

 
は
オ
ル
ビ
ス
だ
と
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
ル
フ
ゴ
ル
は
キ
ト
ン
と
し
て

た
事
が
分
か
ら
な
か
た
の
か

 

ル

Ｐ

 
ア
ス

だ
か
ら
オ
ル
ビ
ス
だ

て

 

ル
フ

ゴ

ル
の
も
う
一
度

て
く
だ
さ
い
を
聞
い
た
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
は
そ
の
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ゲ

ト
の
名
前
を
再
度

え
る
と

ル
フ

ゴ

ル
は

 

ル

 
ル
シ

ま
さ
か
あ
ん
た
知
り
合
い
じ

 

ル

い
や

い
や
い
や

ま
さ
か
な

 
ル
シ

そ
う

と
り
あ
え
ず
明
日
に
で
も
進
行
す
る
わ
よ

 
そ
ん
で
一
気
に

き

す
わ
あ
の
天
使
達
を

 
そ
れ
を
聞
い
た
こ
の
場
の

ル
フ

ゴ

ル
と
ル
シ
フ

を
除
い
た

人
は

 
サ

お
う

 
ア
ス

了
解

 
マ
モ

さ

て
と
準
備
を
し
な
い
と
な

 
ル
シ

あ
の
外
道
天
使
達
は
ボ
コ
ボ
コ
よ

 
楽
し
そ
う
に

人
は
奥
へ
と
行

た

そ
し
て

た

ル
フ

ゴ

ル
は
た
だ
一

 

ル

マ

か

 
た
だ
そ
う

く
し
か
な
か

た

そ
し
て
一
方
の
オ
ル
ビ
ス
は
と
い
つ
と

 
オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様
何
か
ご

で
す
か
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オ
ル
ビ
ス
は
ウ
リ
エ
ル
に
呼
ば
れ
て
会
議
室
の
よ
う
な
部

に
来
る
と
そ
こ
に
は
ウ
リ
エ
ル
の

に

人
の
天
使
達
が
い
た

 
ウ
リ

す
る
わ

か
ら

ブ
リ
エ
ル

 

ブ

よ
ろ
し
く

 
ウ
リ

次
に
ミ
カ
エ
ル

 
ミ
カ

は
じ
め
ま
し
て
オ
ル
ビ
ス

 
ウ
リ

そ
し
て
ラ
フ

エ
ル

 
ラ
フ

こ
ん
に
ち
は

 
と
ウ
リ
エ
ル
が
自
分

外
の
天
使
を

す
る
と
オ
ル
ビ
ス
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
思
い
ウ

リ
エ
ル
に
聞
く

 
オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様

え

と
そ
れ
よ
り
も
何
で
私
を

 
呼
ん
だ
の

 
ウ
リ

お

と
ご
め
ん
な
さ
い

実
は
こ
こ
に
も
う
少

 
 
し
し
た
ら
私
達
の

が
や

て
来
る
の
よ

 

ブ

そ
れ
で

に
も
戦

て

い
た
く
て
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そ
れ
を
聞
い
た
オ
ル
ビ
ス
は
ウ
リ
エ
ル
に

と
は

な
の
か
聞
く

 
オ
ル

え

と
そ
の

て

な
の

 
ウ
リ

私
達
天
使
や
人
間
達
に
と

て
の

そ
の
名

 
も
悪
魔
で
す

 
オ
ル
ビ
ス
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

た

昔
に
ウ
リ
エ
ル
に
読
ん
で
も
ら

た
本
に
載

て
い
た

天
使
達
最
大
の

対
者
お
そ
ら
く

を
あ
ん
な
状
態
に
し
た
の
も
全
て
悪
魔
の
せ
い
だ
と
こ
の
時

思

た

に
オ
ル
ビ
ス
は

わ
な
か

た

平
和
な
世
界
を
作
る
た
め
に
戦
う
と
決
意
し
た
か

ら
だ

 
オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様
方

私
に
戦
う
力
を
下
さ
い

 
ウ
リ

よ
く

い
い
ま
し
た

 

ブ

な
ら

に
力
を
与
え
て
あ
げ
る
よ

 
ラ
フ

さ

力
を
与
え
ま
し

う

 
ミ
カ

女
に
裁
き
の
力
を

 
そ
う

う
と

人
の
天
使
達
は
オ
ル
ビ
ス
に
手
を

す

す
る
と
オ
ル
ビ
ス
は
体
の
内

か

ら
力
が

れ
て
く
る
の
を
感
じ
た
が
そ
れ
と
童
子
に
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オ
ル

う

う
が

 

み
が
体
を
襲

た

だ
が
オ
ル
ビ
ス
に
は
信

が
あ

た

あ
の
男
性

ル
フ

ゴ

ル
の

た
平
和
な
世
界
の
た
め
に

そ
れ
が
オ
ル
ビ
ス
の

み
を
我

さ
せ
る

 
オ
ル
ク
ソ

さ
ん

私
は
自
分
が
思
い

く
世
界
の

た
め
に
戦
う

 
オ
ル
ビ
ス
は
そ
う
心
で

い
続
け
て
そ
の
力
を
受
け
入
れ
る
の
だ

た
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第

話
 
第
二
次
神
魔
大
戦

 
紅
の
空
が

が
る

と
し
た
世
界

全
能
神
が
い
な
く
な

て
も
人
間
達
は
信

し
続
け
て

家

へ
と

り
そ
れ
を
上
で
楽
し
そ
う
に

め
る
天
使
達
そ
の
世
界
で
は
人
間
達
は
全
能
神
そ
し

て
天
使
達
を
手

く
信

す
る
イ
カ
れ
た
世
界

だ
が
そ
の
世
界
に
今
終

が
打
た
れ
よ
う

と
し
て
い
た

 
ボ

 
人
間

か

火
事
だ

 
人
間

す
ぐ
に
火
を

 
ソ
ル
に
あ
る
こ
の

で
は
大
火
災
が
起
き
て
い
た

火
は
次
か
ら
次
へ
と
家
か
ら
家
へ
と

え

り

け
て
い
く

そ
ん
な
光

を

か
ら

れ
た
高
台
で
見
下
ろ
し
て
い
る
の
は

 
ル
シ

さ

戦
争
の
始
ま
り
よ

 
ル
シ
フ

の

葉
で
そ
の
場
に
い
る

人
は

し
て
い
る

を

げ

を
あ
ら
わ
に
し
だ

す

そ
う
つ
い
に

の
罪
を
持
つ
魔
王
達
が
動
く
の
だ

 
サ

が
う
ず
く
な

お
い
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ア
ス

た
ぎ

て
き
た

 
レ
ビ

底
的
に

す
し
か
な
い

 

待

て
い
て
く
れ
も
う
す
ぐ
お
前
の
無

を

 
晴
ら
せ
る
か
ら

 

ル

 
マ
モ

ル
フ

ゴ

ル

な
ん
か
元
気
な
い
け
ど
ど
う

 
し
た
の

 
マ
モ
ん
に
指

さ
れ
た

ル
フ

ゴ

ル
は

は

と
い
う

を
し
て

 

ル

い
や
何
で
も
な
い

そ
れ
よ
り
も
ル
シ
フ

 
ル
シ

ん

何
か
し
ら

 

ル

作
戦
は

 

ル
フ

ゴ

ル
は
作
戦
に
つ
い
て
聞
く
と
ル
シ
フ

は
ニ

リ
と

て

 
ル
シ

論

ン

ン
い
こ
う

で

 
マ
モ

何
で
ド
ラ

ピ

エ
な
の

 
サ

お

い

何
だ
そ
の
作
戦
は

エ
ス
ト

を
使
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て
回
復
し
つ
つ

々
や
ろ
う

だ
ろ

 
マ
モ

も
う

々
と

ざ
り
す
ぎ
だ
よ

ル
フ

ゴ

ル

 

も
何
か

て
よ

ツ

コ
ミ
が
追
い

か
な

 
い
よ

 

ル

な
ら
マ
モ
ン
は

命
だ
い
じ
に

で
決
定
だ
な

 
マ
モ

ル
フ

ゴ

ル

も

 
な
お
七
つ
の
大
罪
の
ツ

コ
ミ

当
は
マ
モ
ン
と

ル
フ

ゴ

ル
そ
し
て

ル

ブ
ブ
だ
が

ル
フ

ゴ

ル
は
ツ

コ
ミ
を

し
た

 
レ
ビ

ド
ン
マ
イ

マ
モ
ン

 

お
い
そ
ろ
そ
ろ

グ
は
終
わ
り
に
し
よ
う

 
ア
ス

そ
の
意
見
は
ご
も

と
も
だ
な

 
ル
シ

そ
れ
も
そ
う

 

人
は
同
じ
所
を
一
点
に
見
つ
め
る

真

白
い
城
塞

最
後
の
ボ
ス
で
あ
る
四
大
天
使
そ

し
て
新
た
に
誕
生
し
た
全
能
神
コ

ド
ネ

ム
オ
ル
ビ
ス
そ
の

人
を
殺

そ
れ
が
任
務
だ

 
ル
シ

さ

始
め
ま
し

う

を
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そ
の
一

で

人
は
一

に

け
出
し
黒
い

を

ば
た
か
せ
向
か
う

そ
し
て
こ
こ
城
塞

の
正
面
の
門
で
は
目
の
前
に

が
る

が
大
火
災
と
な

て
い
る
の
を
見
て
い
た
天
使
達
は

 
天
使

お

お
い

火
事
に
な

て
る

 
天
使

俺
ら
の

な
食
料
が

 
だ
が
門
番
を
し
て
い
る
天
使
達
は
こ
の
時
は
知
る
よ
し
も
な
か

た

何
せ

 
ド
ゴ

ン

 
突
然
の

発
そ
れ
は
門
番
達
の
守
る
門
が
何
者
か
に
よ

て

さ
れ
た

す
る
と
そ
の

の

中
か
ら

人
の
悪
魔
が
そ
れ

れ
自
身
の
武

を
持

て
現
れ
た
の
だ

 
ル
シ

さ

存
分
に
暴
れ
な
さ
い

 
サ

わ
れ
な
く
て
も
や

て
や
る

 
マ
モ

カ
バ

す
る
よ

 
レ
ビ

マ
モ
ン

手
伝
う
よ

 

人
の
内
の
先

け
隊
の

人
が
城
へ
と
真

先
に
侵
入
し
て
い
く

 
天
使

七
つ
の
大
罪
共
を

絶
や
し
に
し
ろ

 
天
使

お
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そ
れ
を

し
よ
う
と
天
使
達
が

人
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
時
だ

た

 
ア
ス

は

い
注
目

注
目

 
カ
チ

 
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
は
懐
か
ら
取
り
出
し
た
リ
モ
コ
ン
で
ス
イ

チ
を

し
た
そ
の
時
だ

た

 
ド

ン

 
天
使

あ
い
つ
ら
何
時
の
間
に

 
天
使

そ
れ
よ
り
も
こ

ち
も
火
事
だ

 
天
使

し
か
も
場
所
は

彼
奴
ら

 
突
然
城
塞
内
部
で
大

発
が
起
き
る

そ
の
結
果
城
の

を

し
そ
こ
か
ら

が
舞
い
上

が

た

な
お
仕
掛
け
た
場
所
は
全
能
計
画
の
機

が
あ
る
場
所
と

う
の
は

う
ま
で
も
な

い 

お
ま

弾
と
か
え
げ
つ
な
い
だ
ろ

 
ア
ス

や

ち

た

ま

で
も
こ
れ
で
機

は

 

し
た
か
ら

フ

フ

 
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
は
情
報
収
集

外
に
も
ど
う
や
ら
仕
込
み
を
し
て
い
た
よ
う
だ
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ル

と
り
あ
え
ず
俺
ら
は
中
に
入
ろ
う

 
七
つ
の
大
罪
の
作
戦
は
単

に
突
る
奴
等
は
突

て
ヘ
イ
ト
を

ぎ
つ
つ

り
の
メ
ン
バ

は

そ
の
間
に
城
に
入

て
内
部
か
ら

し
て
い
く
戦
法
だ

ル

ブ
ブ
を

頭
に

人
は
自

身
の

を

げ
飛
ん
で

さ
れ
て

れ
た

か
ら
侵
入
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

さ
れ
た

の
所
に

人
短

の
ボ

イ

シ

な
天
使
が
立

て
い
た

 

 

へ

ら
や

て
く
れ
る
よ

 

お
前
は

ブ
リ
エ
ル

 
不

に

う
ボ

イ

シ

の
女
性
も
と
い

ブ
リ
エ
ル
は
口
元
を
ニ

ニ

さ
せ
な
が
天

で

ば
た
い
て

人
を
見
下
だ
す

 

ブ

ハ
ハ

あ

そ
れ
と

だ
け
じ

な
い
よ

 
そ
う

ブ
リ
エ
ル
だ
け
で
は
な
か

た
の
だ

の

人
が
い
る
場
所
で
は

 
ウ
リ

皆
さ
ん

奴
等
に
神

を
下
す
と
き
で
す

 
ミ
カ

奴
等
に
全
能
神
様
の

を

 
ラ
フ

さ

天

よ
我
ら
が
導
き
ま
す

 
ウ
リ
エ
ル
を

頭
に
ミ
カ
エ
ル
ラ
フ

エ
ル
も
が
そ
の
戦
場
に
舞
い
降
り
た
の
だ

そ
の
結
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果

天
使
達
の
士
気
は
格

に
上
が

た

 
天

お

 
天
使
達
は
先
程
と
は
う

て
変
わ

て

を
組
ん
だ

結
果

つ
の
巨
大
な

の
よ
う
に
な

る 
ル
シ

そ

ち
が
そ
う
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
使
う
時

 
ル
シ
フ

は
自
身
の
持
つ

の
武

を
地
面
に
突
き

す

そ
の
時
ル
シ
フ

の

後
で

は
巨
大
な
門
が
現
れ
た

 
ル
シ

我
が

に

え
開
け
異
界
の

よ

 
そ
の

葉
と
共
に
門
が
開
い
て
い
く

す
る
と
そ
こ
か
ら

 
悪
魔

ハ
ハ
ハ
ハ

 
悪
魔

ル
シ
フ

様
な
お
よ
び
だ

 
悪
魔

は

 
無
数
の
悪
魔
達
が
次
々
と
そ
の
門
か
ら
出
て
く
る
の
だ

そ
の
悪
魔
達
が
現
れ
る
と
天
使
達

は 
天
使

く

う

ウ
リ
エ
ル
様
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ウ
リ

い
ま
せ
ん

突
撃
し
て
く
だ
さ
い

 
ウ
リ
エ
ル
の

葉
で
天

は
ル
シ
フ

の
開
い
た
門
へ
と
次
々
に
襲
い
か
か
る

す
る
と
悪

魔
達
は
天
使
達
を
見
る
と
指

も
な
い
ま
ま
天

へ
と
突

込
ん
で
行

た

そ
の
中
で
は

 
サ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

い
い
じ

か

分
派
手

 
だ
な
お
い

 
と
楽
し
そ
う
に
サ

ン
が

べ
た
時
だ

た

サ

ン
の
目
の
前
に
ミ
カ
エ
ル
が
降
り
立
つ

 
ミ
カ

サ

ン

お
前
を

し
に
は
で
き
な
い
こ
こ
で
討

 
た
せ
て
も
ら
う

 
サ

は

真
面
目
な
ク
ソ

キ
だ
な

て
め

な
ん

 

に

し
て
や
る
よ

 
そ
う
し
て
ミ
カ
エ
ル
と
サ

ン
と
の
争
い
が
始
ま
り

 
レ
ビ

の

手
は

が
し
て
あ
げ
る
よ

 
ラ
フ

あ
ら

そ
れ
は

度
良
い
で
す
わ

の
悪
魔

 
レ
ビ

ア

ン
あ
な
た
に
は

人
的
に

み
が
ご
ざ

 
い
ま
す
か
ら
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レ
ビ

ら
が
ウ
ザ
い
し

い

 
レ
ビ

ア

ン
は
ラ
フ

エ
ル
と
の
戦
闘
へ
と
突
入
し
た

そ
し
て
ル
シ
フ

が
開
い
た
門

の
前
で
は

 
マ
モ

ル
シ
フ

は
天
使
達
を

殺
し
て
く
る
よ

 
ル
シ

え

任
せ
る
わ

 
マ
モ
ン
は
自
身
の

を

げ
て
天
使
達
大

に
向
か

て
い

た
が

 
ウ
リ

こ
れ
は
こ
れ
は
裏
切
り
者
の
ル
シ
フ

じ

な
い

 
お
久
々

 
ル
シ

あ
ら
ウ
リ
エ
ル
懐
か
し
い
わ

こ
う
や

て

女
と

 
話
す
の
も

 
ウ
リ

れ

れ
し
い
わ

ち
ぶ
れ
た

天
使
が

 
ル
シ

女
達
の

え
に
つ
い
て
行
け
な
い
か
ら

天
し
た

 

て
の
に
ま
だ
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
お
バ
カ
ち

ん

 
の
脳
ミ
ソ
は

変
わ
ら
ず

本
当
に
ヘ
ド
が
出
る

 
わ



 第零章 創世の真実

 
ウ
リ

て
く
れ
ま
す

裏
切
り
者

方
に
神
の
裁
き

 
を
く
れ
ま
し

う

 
ル
シ

や

て
み
な
さ
い
そ
の
前
に

女
を

し
て
あ
げ

 
る
か
ら

 
ル
シ
フ

と
ウ
リ
エ
ル
の
戦
い
の
火
蓋
も
き

て
お
と
さ
れ
た
の
だ

た

そ
し
て
視
点
を

し
て

 

ブ

や
れ
や
れ
皆
元
気
だ

ら

人
は
ど
う
思

 
う

て
あ
れ

彼
奴
ら
何
時
の
間
に

 

ブ
リ
エ
ル
が
地
上
で
の
戦
い
を
観
戦
し
す
ぎ
て

人
が
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
い
た
の
だ

だ
が

後
で

 

安
心
し
ろ
俺
は
逃
げ
る
気
は
な
い
か
ら
な

 
ロ
ン

ス
を

え
て

ル

ブ
ブ
は
臨
戦
態

を
と
る

だ
が

ブ
リ
エ
ル
は

ル

ブ
ブ

の
持

て
い
る
ロ
ン

ス
に
目
を
や
る
と

 

ブ

あ
れ
れ

そ
れ
私
が
昔
に
魔
改
造
し
た
ロ
ン

ス

 
じ

ん

方
が
ず

と
持

て
ん
だ
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お
前
の
や

た
罪

は
許
さ
な
い

世
界
の
た
め

 
と

し
て
子

達
を
殺
し
た
お
前
だ
け
は
絶
対
に
許

 
さ
な
い

 

ブ

て
さ

事
目
的
の

し
方
な
い

コ
ラ
テ
ラ

 
ル

メ

て

葉
知
ら
な
い

 

も
う
お
前
の
理

に
は
う
ん
ざ
り
だ

 

ル

ブ
ブ
は
目
を
閉
じ
て
た
だ
一

自
身
の
持
つ

ロ
ン

ス
に

く

 

ロ
ン

ス

力
を

し
て
く
れ

お
前
の
無

を

 
共
に

え
よ
う

 

ブ

来
な
よ

手
し
て
あ
げ
る
か
ら

 

お
前
に
殺
さ
れ
た
子

達
に
救

を

 
そ
う
し
て

ル

ブ
ブ
と

ブ
リ
エ
ル
と
の
争
い
が
始
ま

た

一
方
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
と

ル

フ

ゴ

ル
は

 
ア
ス

さ

て
と
俺
ら
は

 

ル

な

ア
ス
モ
デ
ウ
ス
お
前
は
城
内
に
い
る
天
使
達
を
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し
て
き
て
く
れ
な
い
か

 
ア
ス

わ
な
い
け
ど
オ
ル
ビ
ス

て
奴
は

 

ル

俺
が
直
々
に
や
る
か
ら

 
今
回
の

ル
フ

ゴ

ル
は
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
か
ら
見
て
と
て
も

力
が
あ

た

ま
る
で
別
人

の
よ
う
に
も
み
え
た

 
ア
ス

な
ら
俺
は

の
天
使
を

し
て
く
る
よ

 

ル

頼
ん
だ

 
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
は
そ
う

い

ル
フ

ゴ

ル
と
別
々
の
道
を
行
く
そ
し
て

ル
フ

ゴ

ル

は
つ
い
に
王
室
の
前
へ
と
や

て
来
た

 

ル

 

チ

ン

 

ル
フ

ゴ

ル
は
門
を
開
い
て
中
へ
と
入

て
い
く

歩
く
と
同
時
に

中
に

負

て
い

る
大

の

の

が
地
面
に
当
た
り

れ
る

が
鳴
り

く

そ
し
て

ル
フ

ゴ

ル
は
玉

座
に
座
る
者
と
目
を
合
わ
せ
る

 

ル

や

り
お
前
か
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オ
ル

あ
れ

何
で
ク
ソ

さ
ん
が
い
る
の

 
こ
う
し
て

ル
フ

ゴ

ル
と
オ
ル
ビ
ス
は

な
再
会
を
果
た
す
の
だ

た



 第零章 創世の真実

 
第

話
 
神
と
悪
魔
そ
し
て
真
実
と
嘘

 
こ
こ
ソ
ル
の
城
塞
で
は
激
し
い

争
が
続
い
て
い
た

か
つ
て
の
神
と
天
使
に
対
し
て
悪
魔
と

魔
獣
の

な
争
い

か
つ
て
の
神
魔
対
戦
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
戦
い

 
サ

ハ
ハ
ハ
ハ
そ
の
程
度
か

四
大
天
使
様
の
実

 
力
は
よ

 
ミ
カ

り
な
さ
い
こ
の
品
の
な
い
悪
魔
め

 
キ
ン

 
ミ
カ
エ
ル
の

と
サ

ン
の
ノ
コ

リ

が
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
戦
闘
は
そ
こ
だ
け
で
は
な

い 
ラ
フ

み
の
水
よ
悪
魔
を

化
し
な
さ
い

 
レ
ビ

そ
ん
な
薄
い
水
じ

化
な
ん
て
出
来
な
い
よ

 
ラ
フ

エ
ル
が

た
無
数
の
水
の

は
レ
ビ

ア

ン
の
体
へ
と
向
か

て
い
き

こ
う
と

し
た
が
レ
ビ

ア

ン
は
自
分
の
目
の
前
に
水
の

を
作

て

殺
す
る

 
ラ
フ

く
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レ
ビ

お
前
と

と
じ

話
に
な
ら
な
い
な
深
い
深

を

 
味
わ

て
よ

 
そ
し
て
そ
の
近
く
で
も

 
ウ
リ

地
獄
の

火
に

か
れ
な
さ
い

 
ル
シ

そ
ん
な

じ

き

も
出
来
な
い
わ

 
ウ
リ
エ
ル
の
光
の
魔
法
と
全
て
を

き

く
す
か
の
よ
う
な

の
魔
法
そ
れ
ら
を
何
ら
も
の
と

も
せ
ず
ル
シ
フ

は

の

を

げ
て

ば
た
き

撃
を
全
て

な
く
回

す
る

 
ウ
リ

変
わ
ら
ず

女
は
イ
ラ
つ
き
ま
す

そ
の
余

の

 
表
情
が

 
ル
シ

あ
ら

余

で
は
な
い
わ
た
だ
の

心
よ

 
ウ
リ

や
は
り
私
に
と

て

一
の
宿

よ
ル
シ
フ

 

方
は
殺
す
わ

 
更
に
は
城
塞
の
内
部
の
複
製
室
で
は

 

ブ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 

ブ
リ
エ
ル
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
無
数
の
注

を

ル

ブ
ブ
に
投

す
る
が
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キ
ン

 
自
身
の
持

て
い
る
ロ
ン

ス
で

ぎ

う
が
注

に
入

て
い
る

体
は
地
面
に

着

す
る
と

を
あ
げ
て
地
面
が

け
た

 

強

か

 

ブ

う
う
ん

そ
の
更
に

度
が
高
い
代
物
だ
よ

う
と

 

強

 

こ
れ
は
く
ら

た
ら

バ
イ
な

 

ブ

ま
だ
ま
だ
た
ん
ま
り
あ
る
か
ら

く
り
く
ら

 
て
い

て

 
そ
ん
な
危
な
い

に
対
し
て

ル

ブ
ブ
は
戦
う
の
だ

た

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
の
メ

イ
ン
に
視
点
を

そ
う

オ
ル
ビ
ス
と

ル
フ

ゴ

ル
は
お
互
い
に
見
つ
め
あ

て
い
る
と

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん

方
は
何
で
こ
こ
に

 
オ
ル
ビ
ス
か
ら
の

問
に

ル
フ

ゴ

ル
は

 

ル

そ
う
だ
な

な
ら

お
前
は
何
で
こ
こ
に

 

に

問
を
返
し
た

そ
れ
を
聞
い
た
オ
ル
ビ
ス
は
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オ
ル

私
は
こ
の
世
界
の
王
に
な

て

て
ウ
リ
エ
ル
様
に

 

わ
れ
た
か
ら
そ
れ
と
こ
の
世
界
の

悪
な
る
悪
魔

 
達
七
つ
の
大
罪
達
を

殺
す
る
た
め
だ
よ

 

ル

そ
う
か

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん
が
こ
こ
に
い
る

て
こ
と
は
そ

か

 
七
つ
の
大
罪
を

す
の
に
協
力
を
し
て
く
れ
る
ん
だ

 
よ

 
オ
ル
ビ
ス
の
そ
の

葉
を
聞
い
た

ル
フ

ゴ

ル
は
た
だ
た
め

を

つ

い
て

 

ル

は

悪
い
が
俺
が
こ
こ
に
来
た
の
は
協
力
を
し

 
に
き
た
ん
じ

な
い
ん
だ

 
オ
ル

え

 

ル
フ

ゴ

ル
は
自
身
の

中
に
生
え
る
真

黒
の
悪
魔
の

を

ば
た
か
せ
て
オ
ル
ビ
ス

に
見
せ
つ
け
る

そ
し
て

中
に

負
う
大

を

手
に
持
つ
と

 

ル

そ
ろ
そ
ろ
お
前
に
俺
の
本
当
の
名
前
を
教
え
て
や
る

 
俺
は
七
つ
の
大
罪
の
一

に
し
て
怠
惰
の
罪
を

負
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う
者
そ
の
名
を

ル
フ

ゴ

ル
そ
れ
が
俺
の
真
名

 
だ
オ
ル
ビ
ス

 
そ
れ
を
聞
い
た
オ
ル
ビ
ス
は
キ

ト
ン
と
し
た
表
情
と
な

た
が

々
と
我
へ
と
返

て
い
く

と 
オ
ル

嘘

だ
よ

嘘
だ

て

て
よ

 

て
ば

 
オ
ル
ビ
ス
は
玉
座
か
ら
立
ち
上
が
り

ル
フ

ゴ

ル
に
問
い
た
だ
す
が
現
実
と
は

常
に

だ
 

ル

だ
が
俺
の

た
事
は

れ
も
な
い
真
実
だ
お

 
前
の
理
想
と
は
違
う

 
オ
ル

そ
う
だ

方
は
ク
ソ

さ
ん
何
か

 
じ

な
い

方
は
偽
物
そ
う
偽
物
だ
よ

 
オ
ル
ビ
ス
は
自
分
に
た
だ

い
聞
か
せ
る
し
か
な
か

た

も
う
そ
れ
し
か
信
じ
ら
れ
な
か

た
か
ら
だ

そ
し
て
オ
ル
ビ
ス
は
狂

た
か
の
よ
う
な

み
を

か
べ
る
と

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん
の
偽
物

方
に

神
か
ら
の
裁
き
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を
あ
げ
る

 
そ
う

え
た

間
だ

た

オ
ル
ビ
ス
の

中
か
ら
は
天
使
で
も
な
く
は
た
ま
た
悪
魔
や
魔
獣

と
い

た
よ
う
な

で
も
な
い

ま
る
で
⻯

の
よ
う
な
物
が

中
か
ら
現
れ
次
に
は
頭
か
ら
は

分
か
れ
を
し
て
い
る

に
天
に
住
む
者
に
見
ら
れ
る
特

的
な
天
輪
そ
し
て

り
か
は
⻑
い

が
生
え
る

ま
る
で
そ
の
姿
は
⻯
人
の
よ
う
な
見
た
目
だ

た

 
オ
ル

消
し
て
あ
げ
る

ク
ソ

さ
ん
の
名
前
に
姿
や

 

そ
れ
ら
全
て
を
持

て
私
を

め
て

れ
よ
う
と

 
し
た
偽
物
の

方
に

 
ど
う
や
ら

ル
フ

ゴ

ル
の

葉
は
も
う

か
な
さ
そ
う
だ

ル
フ

ゴ

ル
は
今
の
オ

ル
ビ
ス
の
姿
を
見
て

 

ル

か
つ
て
の
全
能
神
そ

く
り
な
姿
や
は
り
死
ん
で
も

 
な
お
そ
の
面
影
を

す
か
は

 

ル
フ

ゴ

ル
は
た
だ
静
か
に
呼

を
す
る
と

 
オ
ル

死
に
な
さ
い
偽
物

 
オ
ル
ビ
ス
は
自
身
の

で

ル
フ

ゴ

ル
に
殴
り
か
か
る

し
か
も

空
に
よ
る
助
走
を
つ
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け
て
だ

だ
が

ル
フ

ゴ

ル
は
何
も
せ
ず
た
だ
じ

と
そ
こ
に
立

て
い
る
だ
け
だ

そ
し

て
オ
ル
ビ
ス
と
の

が

か

メ

ト
ル
に
な

た
時

ル
フ

ゴ

ル
の
体
は
動
か
ず

口
だ
け
が
動
い
た

 

ル

ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン

 
ゴ
ン

 

葉
を
唱
え
た
時
だ

た

突
然

人
の
目
の
前
に
何
か
が
立
ち
ふ
さ
が
り
オ
ル
ビ
ス
の
小

さ
な

か
ら

ル
フ

ゴ

ル
を
守

た

 
オ
ル
 

 
そ
の
何
か
と
は

わ
ず
と
知
れ
ず
の
拷
問
処

の
ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン
と
呼
ば
れ
る

も
の
だ

た

 

ル

ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン
は
た
だ
中
に
入
れ
て
閉
じ
る
そ

 
れ
だ
け
が
使
い
方
じ

な
い

材
と
し
て
は
金

 

の

い

に
固
い
か
ら

の
代
わ
り
に
も
な
る

 
オ
ル

く

 
オ
ル
ビ
ス
は
自
身
の
⻯

を

げ
て
後
ろ
へ
と
下
が
る
と
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ル

そ
し
て

こ
い
つ
の
中
身
は

 

チ
ン

 

ル
フ

ゴ

ル
は

手
で
指

チ
ン
を
す
る
と
閉
じ
て
い
る
ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン
が
開
い

て
い
く

そ
し
て
全
て
開
く
と
そ
こ
か
ら
無
数
に

が
飛
ん
で
い
き
後
ろ
へ
と
下
が

た
オ
ル
ビ

ス
へ
と
襲
い
か
か
る

 
オ
ル

そ
ん
な
も
の

 
自
身
の
力
を

め
て

撃
波
と
し
て
自
分
を
中
心
に
回
り
に

つ

そ
う
す
る
事
に
よ

て

ル
フ

ゴ

ル
が

た

を
全
て
弾
き
飛
ば
す

 

ル

中
々
出
来
る
じ

な
い
か

 
オ
ル

な

 
オ
ル
ビ
ス
の

後
に
は
い
つ
の
間
に
か

ル
フ

ゴ

ル
が
大

を

え
て
立

て
い
た
の

だ

ル
フ

ゴ

ル
は
大

を

る
う
が

 
オ
ル

く

 
オ
ル
ビ
ス
は
自
身
の

を

げ
て
飛
ん
で

撃
を
回

す
る
が

 

ル

逃
げ
て
も
無

だ



 第零章 創世の真実

 
オ
ル

ま
た

 
ま
た
オ
ル
ビ
ス
の

後
に

ル
フ

ゴ

ル
が
い
た
の
だ

今
さ

き
地
上
で

撃
を

け
て

上
空
へ
と
回

し
た

な
の
に
何

自
分
の

後
に
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

だ
が
そ
ん

な

く
り
と
は

え
て
は
ら
れ
な
い

に
オ
ル
ビ
ス
は

撃
を
回

し
続
け
す
ぐ
に
地
上
へ

と
ま
た
降
り
る

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん
の
偽
物

さ

き
か
ら
ど
う
や

 
て
私
の

後
を
と

て
る
の

 
オ
ル
ビ
ス
は

ル
フ

ゴ

ル
の

を

け
つ
つ

う
と

ル
フ

ゴ

ル
は

撃
を
休
め

ず
に
話
し
た

 

ル

俺
は
怠
惰
を

る

怠
惰
と
は
生
物
に
よ
る
な
ま

 
け
る
事
や

を
表
す
つ
ま
り
そ
れ
は
体
感
時
間
だ

 
よ

 
オ
ル

体
感
時
間

 
そ
う

ル
フ

ゴ

ル
の
能
力
は
た
だ
単
に
生
物
で

う
と
本
来
は

時
間
の

だ
が
体
で

は
数
分
だ
と
思

て
勘
違
い
す
る
現
象
体
感
時
間
を

て
い
る
の
だ

ル
フ

ゴ

ル
は
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そ
れ
を

り
数
分
か
か
る

動
や

撃
を
オ
ル
ビ
ス
に

く
見
せ
て
い
る
と
い
う
勘
違
い
を
さ
せ

て
い
た
の
だ

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

ル
フ

ゴ

ル
自
身
も
そ
の
体
感
時
間
に
の
る
事

が
出
来
る

そ
う
す
る
こ
と
で

手
の
動
き
が

く
見
え
更
に
は
数
分
か
か
る
魔
法
詠
唱
も

か

数

で
出
来
た
り
毒
な
ど
の
進
行

度
も

く
す
る
事
も
出
来
る
能
力
な
の
だ

 
オ
ル

こ
こ
ま
で
強
い
な
ん
て

で
も

 
オ
ル
ビ
ス
が

く
と
同
時
に

ル
フ

ゴ

ル
の
大

に
よ
る

ぎ

い
が
オ
ル
ビ
ス
へ
と
襲

い
か
か
る
が

 

シ

 
オ
ル

そ
の
程
度
じ

私
は
や
ら
れ
な
い

 

ル
 

 
何
と
そ
の
小
さ
な
体
で

ル
フ

ゴ

ル
の
大

に
よ
る

ぎ

い
を
防
ぐ
ど
こ
ろ
か

手
で

め
て
い
る
の
だ

そ
れ
に
は
ロ
リ
の
ル
シ
フ

を
見
て
き
て

れ
て
い
た
と
思

た
が
ま
た

別
の
ロ
リ
が
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

い
て
し
ま
う

だ
が
こ
れ
は
戦
闘
だ

ル
フ

ゴ

ル

も
た
だ

て
見
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い

 

ル

い
い
の
か

そ
こ
は
俺
の

撃

だ
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オ
ル

な

何

 
オ
ル
ビ
ス
の

元
に
は
無
数
の

が

き
つ
い
て
い
た

そ
れ
は
オ
ル
ビ
ス
の
動
き
を
制

す

る
か
の
よ
う
に

よ
く
見
る
と
大

の

品
と
し
て
つ
い
て
い
る

が
地
面
に
突
き

さ
り

地
面
か
ら
オ
ル
ビ
ス
の

を

束
し
て
い
る
よ
う
だ

 

ル

そ
し
て
な
小
娘

 
バ
チ

バ
チ

 

手
で
ブ
イ
サ
イ
ン
の

を

ル
フ

ゴ

ル
は
作
る
と
人

し
指
と
中
指
の
間
が
光
る

そ

れ
は
ま
さ
か
の

気
だ

 

ル

金

は

気
を
よ
く
通
す
ん
だ
よ

 
そ
の

葉
と
共
に

ル
フ

ゴ

ル
は

に
つ
い
て
い
る

に

手
を
当
て
る
と
オ
ル
ビ
ス

の

を

束
し
て
い
る

か
ら

撃
が
襲
い
か
か
る

 
オ
ル

ぐ

あ
あ
あ

あ

あ
あ
あ

 
な
お
こ
の

撃
の

は
ざ

と
５
０
０

ボ
ル
ト
に

当
す
る

そ
れ
は
や
ら
れ
る

と
し

て
は
と
て
も

い
が

 
オ
ル

こ
の
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オ
ル
ビ
ス
は

に

が

き

い
た
状
態
で

中
に
生
え
る
⻯

を

ば
た
か
せ
て
上
空
へ
と

飛
び
上
が

た

論
そ
ん
な
事
を
さ
れ
れ
ば

 

ル

こ

こ
い
つ

 

ル
フ

ゴ

ル
も
引

ら
れ
る

し
か
も

手
を

し
て
し
ま
い

撃
も
そ
こ
で

ま

て
し
ま
う
が
飛
び
上
が

た
オ
ル
ビ
ス
は
飛
び
な
が
ら

ル
フ

ゴ

ル
を

に
へ
と

き
つ

け
て
行
く

 
ド
ン

ド
ン

ド
ン

ド
ン

 

ル

ぐ
は

 
何
度
も
や
ら
れ
て

ル
フ

ゴ

ル
は
口
か
ら

を

く
が

ル
フ

ゴ

ル
も
た
だ
殺
ら
れ

る
だ
け
で
は
な
い

何
と
か
体
制
を
立
て
直
し
自
身
の

で

ば
た
く
と

 

ル

お
と
な
し
く
し
や
が
れ

 
ド
ゴ

ン

 
大

を
ご
り

し
で

て
オ
ル
ビ
ス
を
地
面
へ
と

き
つ
け
る
と
同
時
に
オ
ル
ビ
ス
の

を

束
し
て
い
た

も
解
除
さ
れ
る

 

ル

ち

あ
の

キ
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オ
ル

は

は

 

ル
フ

ゴ

ル
と
オ
ル
ビ
ス
は
お
互
い
に

み
合
う

そ
し
て

ル
フ

ゴ

ル
は
オ
ル
ビ

ス
に

 

ル

お
前
中
々
や
る
じ

ん

 
オ
ル

私
は
平
和
な
世
界
の
た
め
に

悪
の

化
で
あ
る

 

方
達
七
つ
の
大
罪
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
い
ん
で

 
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
時
こ
い
つ
は
ま
だ
そ
ん
な
戯
れ

を

う
の
か
と
ブ
チ
キ
レ
た

は
オ
ル
ビ
ス

に
怒
り
を
込
め
て

 

ル

て
め

は
ま
だ
分
か
ら

え
の
か
平
和
が
ど
う
こ
う

 

う
前
に
お
前
は

問
に
思
わ
な
か

た
の
か

 
の
奴
等
は

し
い
食
事
な
の
に
関
わ
ら
ず
て
め

は

 
普
通
に
食
事
が
出
来
た
事
や
あ

ち
は
服
な
ん
て

 
え
る
大

な
物
で
も
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
お
前
は

 
綺

な
服
を
着
て
よ
お
前
は
あ
の

で
何
を
見
て
き
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た
ん
だ

え
て
み
ろ
よ

 
オ
ル

そ

そ
れ
は

 
そ
れ
は
オ
ル
ビ
ス
に
も
分
か

て
い
た

ウ
リ
エ
ル
に

問
し
た

の

え
で
あ
る
平
和
に

暮
ら
し
て
い
る

そ
れ
は
真
実
を
知

て
い
る
オ
ル
ビ
ス
な
ら
間
違
い
だ
と
す
ぐ
に
気
づ
け
る

だ
が
何

そ
こ
ま
で
し
な
い
の
か

簡
単
だ

里
親
で
も
あ
る
ウ
リ
エ
ル
に
何
も
も
の
申
せ
な

い
か
ら
だ

だ
か
ら
こ
そ
オ
ル
ビ
ス
は
所
詮

の
中
に
い
る

に
過
ぎ
な
い
の
だ

 

ル

て
し
ま
え
ば
お
前
ら

の
全
能
神
そ
し
て

 
天
使
達
が
こ
ん
な
世
界
に
し
た
本
当
の
元
凶
だ

 
オ
ル

だ

れ

 

ル

あ

 
オ
ル

れ

ル
フ

ゴ

ル

 
オ
ル
ビ
ス
は
も
う
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な

て
い

た

嘘
だ
と
思
え
る
事
を

う

ル
フ

ゴ

ル
の

う
こ
と
は
真
実

そ
し
て
真
実
だ
と
信
じ
た
い
自
分
の
里
親
で
あ
る

ウ
リ
エ
ル
の

う
こ
と
は
嘘

真
実
と
嘘
の

間
に
オ
ル
ビ
ス
は
立

て
い
る

 
オ
ル

私
は

私
は
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と

オ
ル
ビ
ス
が

う
と
し
た

間
だ

た

 
ビ
キ

ビ
キ
ビ
キ
れ
ビ
キ
ビ
キ

 
突
然
天

に

ビ
が
入

て
い

た

そ
し
て
天

一

に

ビ
が
行
き

く
と

 
ド

ン

 
天

が

れ
瓦
礫
と
な

て

ち
行
く

そ
ん
な
中
オ
ル
ビ
ス
は
と

さ
の
事
で
そ
の
場
か
ら

動
け
ず
自
分
の
目
の
前
に
ま
で
瓦
礫
が

て
き
て
い
た

 
オ
ル

は

 
ト
ス

 
オ
ル
 

 
そ
の
時
だ

た

突
然

ル
フ

ゴ

ル
が
オ
ル
ビ
ス
に
た
い
当
た
り
を
し
て

し
出
し
た
の

だ

そ
の
お
陰
で
瓦
礫
に

も
れ
る
事
は
無
か

た
が

ル
フ

ゴ

ル
は
瓦
礫
の
山
へ
と

も

れ
て
い

た

 
オ
ル

な
ん
で

何
で
私
を

私
は

な
の
に
何
で

 
瓦
礫
の
や
ま
に
向
か

て
そ
う

ん
で
い
る
と
そ
こ
に

つ
の
影
が
飛
来
し
た

人
は
自

身
の
里
親
で
あ
る
ウ
リ
エ
ル
そ
し
て
も
う

人
は
六

を
持
つ
ウ
リ
エ
ル
達
に
近
い
存

で
あ
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る
ル
シ
フ

だ

た

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス
大
丈
夫

 
オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様

 
ウ
リ
エ
ル
は
オ
ル
ビ
ス
へ
と
近
づ
き
そ
う
心

し
て
い
る
と
ウ
リ
エ
ル
と
オ
ル
ビ
ス
の
目
の
前

に
い
る
ル
シ
フ

は

 
ル
シ

あ
ら

可
愛
ら
し
い
女
の
子
じ

な
い

 
オ
ル

え

 
ウ
リ

ル
シ
フ

女
達
七
つ
の
大
罪
は
こ
こ
で
終

 
を
う
つ
で
し

う
今

私
の

に
い
る
新
た
な
る
全

 
能
神

オ
ル
ビ
ス
の
手
に
よ

て

 
ル
シ

あ
ら
あ
ら
そ
の
子
が

ゲ

ト
な
の

て
こ
と
は

 

ル
フ

ゴ

ル
か
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
が
来
て
る
と
思

 

た
け
ど

 
ル
シ
フ

が
そ
う

う
と
オ
ル
ビ
ス
は

で
あ
る
ル
シ
フ

に

 
オ
ル

ル
フ

ゴ

ル
な
ら
あ
そ
こ
の
瓦
礫
の
下
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き
に
な

た
わ

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス

い
わ

も
う

人

し
た
の

 
ウ
リ
エ
ル
は
オ
ル
ビ
ス
を

め
る
が
当
の
本
人
で
あ
る
オ
ル
ビ
ス
は
た
だ

め
ら
れ
た
嬉
し
さ

よ
り
も

ル
フ

ゴ

ル
の
事
が
心

だ

た

だ
が
教
え
ら
れ
た
ル
シ
フ

は

 
ル
シ

は

ル
フ

ゴ

ル

方

ざ
ま

 
と
ル
シ
フ

が
瓦
礫
の
山
に
向
か

て
満
面
の

で

た
時
だ

た

突
然
瓦
礫
の

山
か
ら
何
か
が
飛
び
出
し
た

そ
れ
は
先
程
オ
ル
ビ
ス
が
見
た
ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン
だ

た

そ

し
て
ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン
が
開
か
れ
る
と
そ
こ
に
は

 

 

ル

お
い

が
ざ
ま

だ
こ
の

 

ル
フ

ゴ

ル
が
出
て
き
た

つ
ま
り
生
き
て
い
た
の
だ

し
か
も
ル
シ
フ

の
台

を

聞
い
て
い
た
よ
う
だ

 
ル
シ

い
や

ル
フ

ゴ

ル
な
ら
や

て
く
れ
る
と

 
思

て
た
わ
よ

 

ル

ど
う
だ
か
な
今
の
台

を
聞
い
て
る
と
思

て
も

 

だ
ろ
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だ
が
そ
れ
を
見
て
い
た
ウ
リ
エ
ル
は
よ
り
い

そ
う
不
機
嫌
に
な

た
が
オ
ル
ビ
ス
は
安

し

た 
ウ
リ

し
つ
こ
い
わ

 
と

ウ
リ
エ
ル
が

う
が

ル
フ

ゴ

ル
は
ウ
リ
エ
ル
の

葉
を
無
視
し
て

 

ル

お
い
オ
ル
ビ
ス
も
う
一
度
聞
い
て
み
ろ
よ

お
前
の

 
信
頼
す
る
奴
に
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
オ
ル
ビ
ス
は
深
呼

を
し
て
ウ
リ
エ
ル
に

 
オ
ル

ふ

ウ
リ
エ
ル
様
し
つ
こ
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 

に
い
る
子

達
や
大
人
達
は
平
和
に
暮
ら
し
て
い

 
る
の

 
ウ
リ

え

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
わ
よ

 
と

同
じ

え
が
返

て
く
る
と
オ
ル
ビ
ス
は

信
し
た
表
情
で

 
オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様

私
は

へ
と
行

て
き
ま
し
た

 
そ
し
て
そ
こ
で

の
人
達
の
生
活
を
見
て
き
ま
し
た

 
そ
こ
で
は
皆

し
ん
で
い
る
の
に
ど
う
し
て
私
達
は



 第零章 創世の真実

 
人
間
達
に
救

の
手
を

し
の
べ
な
い
の
で
す
か

 
何

で
す
か

 
ウ
リ

そ
う

人
間
達
は

 
ウ
リ
エ
ル
は

葉
を

め
て
最
後
の

葉
を

べ
た

そ
う
も

と
も

て
は
い
け
な
い
よ

う
な

葉
を

 
ウ
リ

家

下
の
生
き
物
だ
か
ら
よ

 
そ
れ
を
間
近
で
聞
い
て
い
た
オ
ル
ビ
ス
は

や

を

中
で
感
じ
そ
し
て

ル
フ

ゴ

ル
と

ル
シ
フ

は
天
使
の
本
性
を
間
近
で
見
て

 
ル
シ

つ
い
に
本
性
現
し
た
わ

 

ル

お

お

怖
い
怖
い

 
ウ
リ
エ
ル
の

変
ぶ
り
に

さ
を
感
じ
て
い
る
が
ウ
リ
エ
ル
は
ま

た
く
気
に
せ
ず
オ
ル
ビ
ス

に
淡
々
と
語
り
か
け
る

 
ウ
リ

い
い
オ
ル
ビ
ス

私
達
天
使
そ
し
て

一
神
で
あ
る

 

女
は
常
に
見
下
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
よ

 
そ
ん
な
所
詮
人
間
ご
と
き
に
い
ち
い
ち

て
は
い
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ら
れ
な
い
の
分
か

て
く
れ
る
か
し
ら

 
オ
ル

 
ウ
リ

そ
れ
に
し
て
も
私
の
可
愛
い
オ
ル
ビ
ス
に

々
と
よ

 
く
も
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
わ

 
ウ
リ
エ
ル
は

ル
フ

ゴ

ル
の
方
を
向
い
て
そ
う

う
が

ル
フ

ゴ

ル
は

を
向
い

て 

ル

だ
と
よ
謝

た
ら
ル
シ
フ

 
ル
シ

え

私
な
の

 
ウ
リ

方
よ

ル
フ

ゴ

ル

よ
く
も
や

て
く
れ

 
た
わ

さ

オ
ル
ビ
ス
私
と
協
力
し
て
あ
の
悪

 
魔
達
を

 
と

ウ
リ
エ
ル
が

お
う
と
し
た

間
の
事
だ

た

 
グ
シ

 
突
然
ウ
リ
エ
ル
の

体
を
小
さ
な

が

い
た
の
だ

ウ
リ
エ
ル
は
後
ろ
を
見
る
と
オ
ル
ビ

ス
は
真

な
表
情
で
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オ
ル

ウ
リ
エ
ル
様

私
は

女
の

う
こ
と
に

出
来

 
ま
せ
ん
だ
か
ら
こ
れ
ま
で
や

て
き
た
罪
そ
れ
を
私

 
と

い
ま
し

う

 
ウ
リ

お

オ
ル
ビ
ス

あ

女

分
か

て
る
の
私
が

 
消
え
れ
ば

女
は

 
オ
ル

大
丈
夫
で
す
私
も
す
ぐ
に

女
の
後
を
追
う
覚
悟
は

 
あ
り
ま
す
か
ら

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス

私
の
オ
ル

ビ

ス

 
ウ
リ
エ
ル
は
力

き
る
と
同
時
に
頭
に
輝
い
て
い
た
光
輪
は
消
え
て
消

し
て
ウ
リ
エ
ル
は

を
絶
え
た

オ
ル
ビ
ス
は

を

体
か
ら
引
き

く
と

ル
フ

ゴ

ル
の
前
ま
で
近
づ
い
て

 
オ
ル

ク
ソ

さ
ん
い
え

ル
フ

ゴ

ル
さ
ん

方
に

 
お
願
い
が
あ
り
ま
す
私
の

を
し
て
く
れ
ま
せ
ん

 
か

 
そ
れ
を

わ
れ
た

ル
フ

ゴ

ル
は
た
め

じ
り
に

 

ル

は

分
か

た
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ル
シ

ち

と

ル
フ

ゴ

ル

 

ル

良
い
ん
だ
よ
こ
れ
で

 

ル
フ

ゴ

ル
は
大

を
持

て
オ
ル
ビ
ス
へ
と
近
づ
く
と

 

ル

せ
め
て
楽
に
し
て
や
る
よ

 
そ
う

い
オ
ル
ビ
ス
の

の
前
で
手
を
か
ざ
す

 
オ
ル
ウ
リ
エ
ル
様

私
す
ぐ
に
行
き
ま
す

 
オ
ル
ビ
ス
は
こ
の
時
自
分
に
と

て
最
初
で
最
後
の
親
友

ル
フ

ゴ

ル
に

し
て
も
ら

え
る
事
が
嬉
し
か

た

こ
れ
で
心
置
き
な
く
罪
を

え
る
と
そ
う

え
て
い
る
う
ち
に
オ
ル
ビ

ス
の
意

は
遠
退
く
の
だ

た

 

ル

そ
れ
じ

あ
な
オ
ル
ビ
ス

 
そ
う

い

ル
フ

ゴ

ル
は

が
光
る
大

を

え
そ
し
て

 

ル

ま
た
会
お
う

 

キ
ン

 
そ
う

い
オ
ル
ビ
ス
へ
と
大

を
降
り
下
ろ
し
た
の
だ

た
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第

話
 
新
た
な
る
創
造

 
オ
ル

ん

ん
ん

こ
こ

は

 
オ
ル
ビ
ス
は
目
覚
め
る
と
そ
こ
は
何
も
な
い
真

暗
な
世
界
に
い
た

自
分
が
見
て
き
た
紅
の

空
や
住
ま
い
の
城
も
な
い

た
だ
闇
し
か

が
ら
な
い
世
界
に

 
オ
ル

こ
こ
が

死
後
の
世
界

な
の
か
な

当
然

 
だ
よ

知
ら
な
か

た
と
は
い
え
私
は
皆
に

 

い
事
を
し
て
き
た
ん
だ
も
ん

 
知
ら
な
か

た
と
は
い
え
か
つ
て
自
分
が
や

て
き
た

は
生
き
と
し
生
き
る
物
に
地
獄
の
よ

う
な
餓
え
を
与
え
本
当
に
罪
の
あ
る
者
達
を

に

に
し
て
き
た
罪

そ
れ
は
も
う
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
だ

 
オ
ル

ル
フ

ゴ

ル
さ
ん
と
も

と
お
話
を
し
た
か

 

た
な

  
オ
ル
ビ
ス
は
た
だ

そ
う
に
そ
う

い
た
時
だ

た



 第 話 新たなる創造

 

 

お
い

 

後
か
ら
突
然

が
し
だ
し
た

そ
の

は
オ
ル
ビ
ス
に
と

て
知

て
い
る
者
の

だ

た

オ
ル
ビ
ス
は
後
ろ
を

り
向
く

そ
こ
に
い
た
の
は

 

ル

よ

オ
ル
ビ
ス

 
そ
う
先
程
自
分
を

し
た

ル
フ

ゴ

ル
が
そ
こ
に
立

て
い
た
の
だ

 
オ
ル

何
で

何
で

ル
フ

ゴ

ル
さ
ん
が

 
オ
ル
ビ
ス
は
嬉
し
か

た

た
だ
話
せ
る
友
が
目
の
前
に
い
た
こ
と
に
そ
し
て
分
か
ら
な
か

た

何

死
ん
だ
で
あ
ろ
う
自
分
の
目
の
前
に

ル
フ

ゴ

ル
が
い
る
の
か
と

 
オ
ル

こ
こ
は
死
後
の
世
界
な
ん
だ
よ

 
オ
ル
ビ
ス
の

葉
を
聞
い
た

ル
フ

ゴ

ル
は
結

ム
カ
つ
く

を
し
て

 

ル

お
前
は
バ
カ
か

こ
こ
が
死
後
の
世
界
な
訳

 
だ
ろ

 
オ
ル

え

 

ル

話
し
て
や
る
よ
お
前
が
眠

た
後
に
起
き
た
事
を

 
全
部
な
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ル
フ

ゴ

ル
は
オ
ル
ビ
ス
に
語
り
始
め
た

こ
の
状
態
が
起
き
る
前
に
何
が
あ

た
の
か

を 

キ
ン

 

ル
フ

ゴ

ル
は
オ
ル
ビ
ス
へ
と
大

を
降
り
下
ろ
し
た
が
オ
ル
ビ
ス
に
は
そ
の
大

が
当

た
る
こ
と
は
な
か

た

何

な
ら

ル
フ

ゴ

ル
は
わ
ざ
と
外
し
た
の
だ
か
ら
だ

 
ル
シ

あ
ら

ル
フ

ゴ

ル

方
そ
の
子
生
か
す
の

 

ル

ま

な

こ
い
つ
中
々
面
白
し
な

 

ル
フ

ゴ

ル
は
オ
ル
ビ
ス
に
興
味
を

す
対
象
だ

殺
す
な
ど
も

て
の

だ

 
ル
シ

あ
ら
珍
し
い

方
が

う
な
ん
て

 

ル

う

せ

う

 
ル
シ

は

は
い
ビ
ニ

ル

 

ル

す

す
ま
な

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 
ル
シ
フ

か
ら

座
に
ビ
ニ

ル

を

う
と
す
ぐ
に

げ
て
口
か
ら
ゲ
ロ
る

 
ル
シ

ま

た
く
流

は
七
つ
の
大
罪
最
弱
の
体
力
の
持
ち

 
主

あ
れ
ぐ
ら
い
で
ゲ
ロ
る
と
か
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ル

う

せ

う

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 
物

い
ぐ
ら
い
の
弱
点
が
存

す
る

そ
れ
は
持
久
戦
が
あ
ま
り

意
じ

な
い
こ
と
だ

能

力
で
体
の
体
感
時
間
を

く
は
し
て
い
る
が

回
で
も
そ
れ
を
解
け
ば
た
ち
ま
ち
気
持
ち
悪
く

な

て
ゲ
ロ

て
し
ま
う
の
だ

 
ル
シ

気
が

む
ま
で

い
た
か
し
ら

 

ル

あ

何
と
か

 
ル
シ

本
当
に
グ
ロ

キ

に
な

た
わ

 

ル
フ

ゴ

ル
は
瓦
礫
の
中
に
そ

と

物
を

て
る

す
る
と
ル
シ
フ

が
開
け
た
天

の

か
ら
サ

ン

レ
ビ

ア

ン

マ
モ
ン
が
飛
来
す
る

 
サ

よ

て
ま
た

い
た
の
か

 
レ
ビ

あ
ち

 
マ
モ

お
大
事
に

 

ル

う
る
せ

そ
れ
は
余
計
だ

て

そ
れ
で
お
前
ら
の

 
所
は
ど
う
な

た
よ

 

ル
フ

ゴ

ル
は
地
上
で
の
戦
い
に
つ
い
て
聞
く
と
サ

ン
は
楽
し
そ
う
は

で
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サ

お
う
と
も

と
り
あ
え
ず
ミ
カ
エ
ル
の

と
輪
は

 

し
て
悪
魔
共
に

行
さ
せ
た

 
マ
モ

雑

天
使
達
は

方
は
殺
し
て
後
は

に
な

 
た
よ

 
レ
ビ

ラ
フ

エ
ル
も
サ

ン

と
同
じ
よ
う
な
感
じ
か
な

 
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 
ル
シ

と
な
る
と
後
は

ル

ブ
ブ
と
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
だ
け

  
ル
シ
フ

が

人
の
名
前
を

た
時

奥
の

が
開
か
れ
て
そ
こ
か
ら

ル

ブ
ブ
の

を

い
で
る
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
が
や

て
来
た

 
ル
シ

お

れ
さ
ま
ど
う
だ

た

 
ル
シ
フ

の

葉
を
聞
い
た

人
は
成
果
を

え
た

 
ア
ス

俺
は
や
れ
る
こ
と
は
や

た
よ

そ
ん
で
ぶ

れ

 
そ
う
に
な

て
る
こ
い
つ
を
運
ん
で
き
た

 

あ

こ

ち
は
全
て
か
た
を
つ
け
て
き
た
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そ
う

い

ル

ブ
ブ
は

手
に
持

て
い
る
バ

チ
を
見
せ
る

そ
の
バ

チ
は
ま
ご
う
か

た
な
き

ブ
リ
エ
ル
の
物
だ

た

 
ル
シ

な
ら
全
員
無
事

て
こ
と

 

そ
ん
で
よ
彼
奴
は

 

ル

ブ
ブ
は

て
い
る
オ
ル
ビ
ス
に
指
を
指
す
と
ル
シ
フ

が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

 
ル
シ

ル
フ

ゴ

ル
の
彼
女

 
そ
れ
を
聞
い
た

ル
フ

ゴ

ル
は

き
の
表
情
を
す
る
が
何

か
ル
シ
フ

外
の
メ
ン

バ

か
ら
の
視

が

い

 

ル

お
い

 

お

つ
い
に
お
前
も
ロ
リ
コ
ン
同

に

 

ル

な
ら

よ

 
と

い
つ
の
間
に
や
ら
ロ
リ
コ
ン
同

に
加
え
ら
れ
そ
う
だ

た
の
で
反
論
を
す
る
が

 
サ

う
わ

引
く
わ

 
マ
モ

ル
フ

ゴ

ル

て
奴
は

 

ル

お
い
ご
ら
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サ

ン
と
マ
モ
ン
に
は
可

想
な
奴
の
目
で
見
ら
れ

 
ア
ス

よ
し
殴
ら
せ
ろ

 
レ
ビ

見

な

た
よ

 

ル

よ
し
レ
ビ

ア

ン
お
前
は
後
で
ぶ
ん
殴
る

で

 
ぶ
ん
殴
る

 
と
い

た
感
じ
で
ご
ち

ご
ち

と
な

た
が
何
と
か

解
を
解
い
て
話
を

す
事
数
分

後 

ル

と
い
う
訳
で
俺
は
断
じ
て
ロ
リ
コ
ン
で
は
な
い

 
サ

ち

つ
ま
ん

な

 
マ
モ

そ
れ
よ
り
も
愚
王
に

し
よ
う

 
マ
モ
ン
の

葉
を
聞
い
た
ル
シ
フ

は
こ
の
場
に
い
る

人
に

 
ル
シ

な
ら
皆
は
計
画
通
り
に

 
全
員

了
解

 
ル
シ

そ
れ
じ

マ
モ
ン

 
マ
モ

は
い
は
い
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そ
う
し
て
マ
モ
ン
が
水

を
固
定
さ
せ
て
別
の
世
界
に
い
る
ソ
ロ
モ
ン
王
へ
と

げ
た

 
ソ
ロ

お

つ
の
大
罪
よ
良
く

や

た
な

 
ル
シ

方
に

わ
れ
た
通
り
の
事
は
や

た
わ
そ
れ
で
私

 
達
の
願
い
は

え
て
く
れ
る
の
よ

 
ソ
ロ

あ

そ
れ
だ
が
あ
れ
は
嘘
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は

か
な
か

た

普
通
な
ら

く

な
の
に
何

か

か
な
か

た

の
だ

 
ソ
ロ

元
々
お
前
ら
の
要

な
ん

べ
る
ま
で
も
な
い
何

 
が

人
化
の
魔
法
を
く
れ
だ

何
が
平
和
な
世
界
を

 

し
い
だ

そ
ん
な
も
や
る
わ
け
が
な
い
だ
ろ

 
そ
う

か
ら
ソ
ロ
モ
ン
王
は
七
つ
の
大
罪
の
願
い
な
ど

え
る
気
も
な
い
の
だ

に
た
だ

で
釣

た
だ
け
だ

 
ソ
ロ

お
前
ら
に

さ
れ
て
る
の
は
俺
に

を

く
し
て

 
死
ぬ
ま
で

く
か
そ
れ
と
も
こ
こ
で

れ
死
ぬ
し

 
か
な
い
ん
だ
よ
雑

が
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ル
シ

つ
ま
り
私
達
悪
魔
の
中
で
も
最
強
で
あ
る
七
つ
の
大

 
罪
の

約
に

く

そ
れ
で
良
い
の
よ

 
ソ
ロ

は

元
々
何

に

で

て
る
の
に
お
前

 
ら
の
願
い
な
ど
を

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
バ
カ
だ
ろ
い
や
マ

だ
な

 
全
員

く
く

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と
ソ
ロ
モ
ン
王
が

た

間
だ

た

七
つ
の
大
罪
の
全
員
は
一

に

い
だ
し
た
の
だ

 
ソ
ロ

狂

て
る
な

死
を
前
に
し
て
そ
こ
ま
で

え
る
か

 
も
う
そ
の
世
界
に
核
は
無
い
の
だ

に
後
は

す

 
る
だ
け
だ

 
ル
シ

え

知

て
る
わ
よ
そ
れ
に
元
々

方
が

約
に

 
く
こ
と
も

 
ソ
ロ

ル
シ
フ

様
何
処
で
そ
れ
を

 
サ

見
事
な
バ
カ

り
だ

た

 
ソ
ロ

様
ら

我
が
命
ず
れ
ば
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
を
除
い
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た

の
悪
魔
達
が

 
と

た
と
き
ル
シ
フ

は
ポ

ト
か
ら
指
輪
を
見
せ
る

そ
れ
を
見
て
い
た
ソ
ロ
モ

ン
王
は

き
と

り
が
生
ま
れ
た

 
ソ
ロ

な

何

お
前
が
我
の
そ
の
指
輪
を

 
ル
シ

こ

ち
に
だ

て

な
使
い
魔
や
ら
部
下
が
い
る

 
わ

そ
れ
ら
に

分
か

た

 
知

て
い
る
方
な
ら
知

て
い
る
だ
ろ
う
ソ
ロ
モ
ン
王
の
魔
法
の
指
輪
そ
の
指
輪
の
魔
力
は
悪

魔
を
使
役
さ
せ
る
程
の
強
大
な
力
を

す
る

ソ
ロ
モ
ン
王

の
悪
魔
達
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
は

外
そ
し
て

り
の
下
級
悪
魔
達
は
そ
の
力
を
怖
れ
従

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ

だ
が
そ
の

外
が
七
つ
の
大
罪
だ
と

う
こ
と
だ

 

ル

バ

カ

 
マ
モ

で
も
さ

ソ
ロ
モ
ン
王
そ
ん
な
所
で
ふ
ん

り
か
え

 

て
て
い
い
の

 
ソ
ロ

何

 
レ
ビ

今
ご
ろ
指
輪
が
無
く
な

た
と
聞
い
て
悪
魔
達
総
出
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で

方
を
討
ち
に
行
く
と
思
う
ん
だ
け
ど

 
そ
う
た
だ
力
で

て
い
た
悪
魔
達
は
そ
の

制
力
が
無
く
な
れ
ば
ど
う
な
る
か

そ
れ
は

無
法
の
自
由
に
な
る

そ
う
な
れ
ば

制
力
と
な

て
い
た
ソ
ロ
モ
ン
王
が

定
的
に

わ
れ

る 
ソ
ロ

お

お
い

さ

サ

ン
よ

助
け
ろ

助
け
て

 
く
れ
ぬ
の
な
ら
元
の
王
座
に

そ
う

 
サ

も
う
そ
ん
な

子
に
興
味
は

よ

 
ア
ス

地
獄
を
見
て
い
け
よ

上

そ
れ
と
俺

の

 
悪
魔
は
も
う

め
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 

く
た
ば
れ
よ

 
ソ
ロ

ま

待
て

話
を

い
や

約
を

 
と
ソ
ロ
モ
ン
王
が

て
る
最
中

ル
フ

ゴ

ル
は
大

を
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に

え
を
と
り

 

ル

ぶ

飛
ん
で

ル
イ
ン

ン

 
カ
キ
ン
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水

を
思
い

き
り
遠
く
へ
と
飛
ば
す

こ
れ
で
ソ
ロ
モ
ン
王
の

は
聞
こ
え
な
く
な

た

 

ル

さ

て
と
こ
れ
で
喧
し
い
奴
が
消
え
た
な

 
ル
シ

そ
う

後

ル
フ

ゴ

ル

方
に
こ
れ
を

 
あ
げ
る
わ

 
そ
う

い
ル
シ
フ

は

ル
フ

ゴ

ル
に
指
輪
を
投
げ
渡
し
そ
れ
を

る

 

ル

お
い
お
い
こ
ん
な
物
何
に
使
え

て
ん
だ

 
ル
シ

良
い
か
ら
多
分
そ
れ
は
そ
の
子
に
使
え
る

よ
ま

 
彼
奴
の
指
輪
だ
か
ら
ど
う
な
る
か
ら
分
か
ら
な
い
け

 
ど

 

ル

分
か

た
よ

 

ル
フ

ゴ

ル
は
後
ろ
を

り
向
い
て
オ
ル
ビ
ス
の
元
に
向
か
う
と
オ
ル
ビ
ス
を
お
ん
ぶ
し

た 
ル
シ

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
も
う
じ
き
こ
こ
も
持
た
な

 
い
か
ら

 
そ
う
し
て
七
つ
の
大
罪
達
は
ル
シ
フ

の
力
で
こ
の
世
界
を
後
に
し
そ
の
後
世
界
は

び
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た

そ
れ
ら
全
て
を
オ
ル
ビ
ス
へ
と
話
し
た

 

ル

こ
れ
が
全
て
だ

 
オ
ル

そ
う

だ

た
ん
た

な
ら

の
子

達
は

 
そ
れ
に

の

ル
フ

ゴ

ル
さ
ん
の
仲
間
は

 
オ
ル
ビ
ス
の

問
に

ル
フ

ゴ

ル
は

え
て
い
く

 

ル

ま
ず
あ
の
世
界
に
住
ん
で
い
た
子

や
ら
は
皆
俺
ら

 
が
住
ん
で
い
る
世
界
に

れ
て
い

て
今
は
の
び
の

 
び
と
生
活
し
て
い
る
は
ず
だ
そ
し
て
俺
の
仲
間
達
は

 
皆
自
分
の
願
い
を

え
る
た
め
に
自
分
ら
の
や
れ
る

 
こ
と
を
や

て
る
よ

 
オ
ル

そ
う
な
ん
だ

 

ル

だ
が
ま
だ
俺
か
ら
は

て
い
な
い
事
が

つ
程
あ

 
る

 
オ
ル

え

 

ル
フ

ゴ

ル
が
話
し
た
こ
と
に
オ
ル
ビ
ス
は
真

に
聞
き
入
れ
た
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ル

ま
ず

つ
お
前
は
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば

ち

 
果
て
て
最
後
は

と
な

て
死
ぬ

 
オ
ル

ど
う
い
う
こ
と

 

ル

お
前
は
な
全
能
神
の
い
わ
ば

ク
ロ

ン

複
製

な
ん
だ
よ
だ
が

 
複
製

ク
ロ

ン

の
た
め
や
は
り
オ
リ

ナ
ル
と
比
べ
れ
ば

 

が
あ
る

 
オ
ル

 

ル

あ

お
前
の
体
に
は

が
あ
る
そ
れ

に
い
ず
れ

 
体
は

ち
果
て
る

 
そ
う
ソ
ル
の
城
塞
へ
と
入
る
前
に
ア
ス
モ
デ
ウ
ス
か
ら
聞
い
た
情
報
の

つ
全
能
神
に
は

が
あ
り
数
年
す
れ
ば

ち
果
て
て
死
ぬ

だ
が
そ
れ
な
ら
何

に
自
分
は
生
活
で
き
て
い
た
の

か
と

問
に
思
い
始
め
た

 
オ
ル

そ
れ
な
ら
私
は
こ
れ
ま
で
ど
う
や

て

 

ル

簡
単
だ
ウ
リ
エ
ル
の
能
力
さ

 
オ
ル

能
力
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ル

あ

彼
奴
は
時
空
を

る
こ
と
が
出
来
る
そ
れ
で
お

 
前
を
生
か
し
続
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
ん
だ
ろ
う

 
よ

 
ウ
リ
エ
ル
の
能
力
は
時
空
を

る

そ
の
た
め
天
使
達
の
中
だ
と
最
強
を

て
い
た

因
み

に
か
つ
て
ル
同
志
で
あ

た
ル
シ
フ

と
は

遠
ラ
イ
バ
ル
だ

た
が
前
回
を
見
た
通
り
戦
死

し
た

 
オ
ル

な
ら
あ
の
時
死
ん
だ
方
が
楽
な
ん
じ

 

ル

い
い
や
お
前
は
生
き
ら
れ
る

 
オ
ル

え

ど
う
い
う
こ
と

 

ル

俺
は
怠
惰
を

る
前
に
も

た
ろ

 
そ
う

ル
フ

ゴ

ル
の
体
感
時
間
能
力
で
ウ
リ
エ
ル
の
代
わ
り
を
し
よ
う
と

う
こ
と
だ

体
感
時
間
を

く
出
来
る
な
ら
そ
の

に

く
す
る
こ
と
も
可
能
と
い
う
こ
と

こ
れ
は

ル

フ

ゴ

ル
な
ら
で
は
の
や
り
方
だ

 
オ
ル

何
で

ル
フ

ゴ

ル
さ
ん
は
私
に
そ
こ
ま
で
親
切

 
に
し
て
く
れ
る
の
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ル

そ
う
だ
な

お
前
に
興
味
が
出
た
か
ら
だ

 
オ
ル

興
味

 

ル

あ

お
前
は
見
て
て
面
白
い

き
な
い
程
に
な

 
そ
ん
な
奴
を
殺
す
な
ん
て

体
無
い
の
さ

 
オ
ル
ビ
ス
に
は
興
味
を

し
て
い
た

だ
か
ら
こ
そ
殺
す
の
が

し
い
の
だ

 

ル

お
前
は
罪
が
ど
う
こ
う
と
か

て
た
け
ど
よ
生
き

 
て

い
続
け
ろ
俺
ら
と
同
じ
よ
う
に

 
七
つ
の
大
罪
と
は
七
人
全
て
が
何
ら
か
の

し
た
者
達
そ
の
罪
を
ず

と

中
に

負

て
行

き
続
け
て
い
る
の
だ

だ
か
ら
こ
そ
オ
ル
ビ
ス
に
も
の

え
る
の
だ

 
オ
ル

な
ら
私
は

い
続
け
る
絶
対
に
こ
の
命
が

 

る

り

 

ル

そ
れ
で
い
い

 
オ
ル

そ
れ
で

ル
フ

ゴ

ル
さ
ん
も
う

つ

い
た
い

 
こ
と
が
あ
る
ん
で
し

 

ル

あ

そ
れ
だ
が
も
う
俺
は

ル
フ

ゴ

ル
じ

な
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い
今
は
名
無
き
者
だ

 
何

ル
フ

ゴ

ル
と
い
う
名
が
あ

た

な
の
に
今
は
無
く
な

た
の
か
オ
ル
ビ
ス
は

問
に
思
い

 
オ
ル

何
で

ル
フ

ゴ

ル
さ
ん
で
し

 

ル

あ
く
ま
で
そ
れ
は
か
つ
て
の
名
で
あ
り
今
は
亡
者
み

 
た
い
な
も
の

に
俺
は
そ
の
名
は
も
う

て
た
よ
だ

 
か
ら
こ
の
名
前
を
使
う
こ
と
は
愚
行
か
と
い
う
こ
と

 
だ
よ

 
オ
ル

ふ

ん

な
ら
私
が
つ
け
て
良
い

 

ル

何

 
オ
ル
ビ
ス
は

え
る

元

ル
フ

ゴ

ル
だ

た
男
に
つ
け
る
新
た
な
名
前
を
そ
し
て
口
に

出
し
て

え
た

 
オ
ル

怠
惰
を

て
そ
れ
で
ク
ソ

で

悪
魔
だ
か
ら

 
う
ん

決
め
た

方
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
こ
れ
で
決

 
ま
り
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ル

だ
か
ら
女
が
ク
ソ
と
か

は

も
う
ツ

コ
ミ

 
れ
た

 
オ
ル

な
ら
決
ま
り
よ
ろ
し
く

怠
惰
さ
ん

 
よ
ろ
し
く
と

わ
れ
た

ル
フ

ゴ

ル
改
め
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は

 
怠
惰

ち

分
か

た
よ

そ
れ
で
い
い

そ
れ
と
さ
ん

 

け
は

め
ろ
さ
ん

け
と
か
は

き
じ

な
い
ん

 
だ
よ

 
オ
ル

う
ん

後
は
私
も
名
前
を
変
え
る
よ

 
と
ど
う
や
ら
オ
ル
ビ
ス
も
変
え
る
気
の
よ
う
だ

そ
れ
に
つ
い
て
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は
オ
ル

ビ
ス
に
聞
く

 
怠
惰

何
で
だ

 
オ
ル

オ
ル
ビ
ス
と
い
う
少
女
は

ル
フ

ゴ

ル
と
い
う

 
男
に
殺
さ
れ
た

だ
か
ら
私
は
オ
ル
ビ
ス
何
か
じ

 
な
い

た
だ
犯
し
た

を

罪
を

遠
に

う
者

 
怠
惰

な
ら

で
ど
う
だ
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オ
ル

 
怠
惰

あ

本
来
は

古
か
ら

文

取

た
だ
け
だ
が

 
意
味
は

久
や

遠

お
前
が

た

遠
に

 

う

の

遠
か
ら
来
て
い
る
ん
だ
が

 
オ
ル
ビ
ス
は
じ

く
り
と

え
て

く
と

 
オ
ル

な
ら
私
は
オ
ル
ビ
ス
と
い
う
名
前
は

て
新
た
に

 

そ
う
名

る

怠
惰

 
怠
惰

そ
う
か
い
な
ら
も
う
少
し
話
そ
う
か

 

 

う
ん

 
そ
う
し
て
怠
惰
と

は
話
続
け
る

人
で
楽
し
く
⻑
く
て
短
か
く
感
じ
る
時
間
を

そ
う

し
て
そ
れ
か
ら
数
年
後

 

 

ど

ど
う
じ

 
怠
惰

古
風
な

い
方
に

れ
て
き
た

 

は

を
少
し
で
も
出
す
た
め
に
古
風
に

る
よ
う
に
練
習
を
し
続
け
て
そ
の
テ
ス
ト
を
し

て
い
た

論

手
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
だ
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う
む

れ
て
は
き
た

お
陰
で
も
う

と
な

 
た
か
ら
の

 
怠
惰

さ
い
で
す
か

 

 

じ

が
そ
な
た
も
前
よ
り

々
し
く
は
無
く
な

た

 
と
思
う
が

 
怠
惰

俺
は
そ
ん
な
に
感
じ
は
し
な
い

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
に

て
は
あ
の
頃
の
よ
う
な

々
し
さ
は
消
え
て

や
か
な
性
格
ウ
ザ

い
奴
に
な

て
い
た

だ
が
何

が
古
風
な

り
方
を
練
習
し
て
い
た
か
そ
の
理
由
は

 

 

で
は
怠
惰
よ

シ
は
準
備
は
出
来
た

 
怠
惰

そ
う
か
い

や
る
ん
だ

 

 

シ
は
世
界
を
創
造
す
る

ウ
リ
エ
ル
様
達
み
た

 
い
な
奴
等
が
は
び
こ
ら
ぬ
よ
う
な
狂

た
世
界
を
作

 
ら
ぬ
た
め
に
も

 
そ
う
自
身
が
全
能
神
の

ク
ロ

ン

複
製

な
ら
世
界
を
作
れ
る
と

え
て
い
た
か
ら
だ

す
る
と
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
は



 第零章 創世の真実

 
怠
惰

そ
う
か
後
は
こ
れ
を
持

て
い
き
な
よ

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は

に
あ
る
物
を
投
げ
渡
し

は
そ
れ
を
キ

チ
し
た

は
そ
れ
を
見

て
み
る
と
そ
れ
は
指
輪
だ

た

裁
様
の
予
想
通
り
ソ
ロ
モ
ン
王
の
魔
法
の
指
輪
だ

 

 

怠
惰
よ

こ
れ
は

 
怠
惰

そ
れ
は
お
前
を
手
助
け
す
る
ア
イ
テ
ム
だ
と
か
自
身

 
の
能
力
や
ら
も
上
が
る
が
そ
れ
を
使
え
ば
お
前
が
こ

 
れ
か
ら
作
る
子
達
に

を
与
え
そ
し
て
自
我
や
使
命

 
を
授
け
さ
せ
れ
る
物
だ
と
か
聞
い
た

 

 

そ
う
さ
怠
惰
よ

に
き
る

 
怠
惰

良
い

て
事
よ
そ
れ
じ

く
は
さ
よ
な
ら
だ
な

 
あ

そ
れ
か
ら

ち

ん

 

 

何
じ

 
怠
惰

の
種
族

全
能
神
複
製

と
か
だ
と

が
な
い

 
で
し

だ
か
ら
龍
神

て
名

り
な
よ

 

 

う
む

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う



 第 話 新たなる創造

 
怠
惰

そ
ん
じ

俺
は
も
う
話
す
事
は
無
く
な

た
か
ら
行

 
く
よ

 

 

こ
ち
ら
が
終
わ
れ
ば
ま
た
会
お
う

怠
惰

 
怠
惰

あ

そ
れ
じ

あ

 
そ
う
し
て
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は

の
目
の
前
か
ら
消
え
て

は
真

暗
な
世
界
で

人
と
な

た 

 

さ

て
や
る
か
の

 
そ
う
し
て

は
自
分
の
子
を
造
り
始
め
る

だ
が

は
こ
の
時
は
知
ら
な
か

た

後
に
そ
の

子

が
深
常
理
久

が
自
分
と
同
じ
よ
う
な

遇
に
な
る
と
い
う
事
を

 



 第一章 理の神の誕生

 
第
一
章
 
理
の
神
の
誕
生

 
第

話
 
理
の
神
様
の
誕
生

 
何
も
な
き
無
の
空
間
光
は
な
く
そ
こ
は
何
も
な
い
た
だ
の
真

暗
の
空
間
に
俺
は
た
だ

た
だ

い
て
い
た
自
分
が

か
も
わ
か
ら
ず
に
そ
し
て
俺
は
こ
う

え
て
い
た

 

 
こ
こ
は
ど
こ
だ
ろ
う
か

自
分
は

だ
ろ
う
か

 
わ
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い
と

 
そ
の

葉
が
頭
の
中
で
た
だ
よ
ぎ

て
い
る
そ
こ
に

人
の

か
の

が
耳
に

い
て

く
る

 

 

お

き

る

の

じ

 

 
ど
こ
だ
ろ
う
か

そ
し
て
こ
の

は

な
の
か

 

 

お
き

る

の

じ

 

 
何
も
わ
か
ら
な
い
自
分
は

だ
ろ
う
か
そ
の
前
に



 第 話 理の神様の誕生

 
こ
の

は
い

た
い

 
そ
う
自
分
は

え
て
い
る
と

 

 

起
き
ろ

 

 
 
 

 

 

や

と
起
き
た
か
た
わ
け

シ
の

に
耳
を

 
か
た
む
け
ん
か

 
目
を
向
け
る
と
な

か
そ
こ
に
う
る
さ
く
そ
し
て
自
分
よ
り
も
遥
か
に
小
さ
い
子

が
慎
ま
し

い
胸
を

り

手
を

に
当
て
て

々
と
立

て
い
た
の
だ

た

  

 

よ
う
や
く
誕
生
し
た

こ
れ
で

シ
を

め
て

 

人
目
じ

 
そ
の
少
女
は
喜
び
そ
し
て

喜
し
て
い
た

よ
う
や
く
自
分

外
の
生
命
が
誕
生
し
た
こ
と
を

よ
う
や
く
話
せ
る
者
が
出
来
た
と

だ
が
目
の
前
の
男
を
見
続
け
て

 

 

し
か
し

こ
の
た
わ
け
は
い
つ
ま
で
眠

て
い
る

 
の
か
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少
女
は
若

れ
な
が
ら
そ
の
男
に

を
か
け
る

 

 

お

い
起
き
ろ

 

 

 

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
の
よ
う
に

う
と
返
事
が
な
い
た
だ
の

の
よ
う
だ
の
状
態
だ

そ
し
て

少
女
は
諦
め
ず
も
う
一
度

を
か
け
る

 

 

起
き
ろ

 

 

 
だ
が
目
の
前
の
男
は
目
を
覚
ま
す
こ
と
は
無
さ
そ
う
だ

 

 

こ

こ
や
つ
は

彼
奴
じ

た
ら
絶
対
に

 
起
き
る

の
起
こ
し
方
な
ん
じ

が
な

 
深
呼

し
て
大
き
く

を

い
そ
し
て

 

 

起
き
ろ

 

 
 

 
少
女
は
と
う
と
う
起
き
な
い
こ
と
に
怒
り
を
覚
え
て
そ
の
男
性
を
大

で
強
制
的
に

き
起
こ

す



 第 話 理の神様の誕生

 

 

や

と
起
き
た
か
た
わ
け

シ
の

に
耳
を

 
か
た
む
け
ん
か

 
こ
れ
が
こ
の
少
女
の
ち

と
し
た
あ
ら
す
じ
だ
そ
し
て
今
に

り
少
女
と
男
性
は
お
互
い
を

見
つ
め
合

て
い
た

 

 
こ
の
チ
ビ
ス

は

だ
ろ
う
か
俺
は
意
を
決
し
て

 
聞
い
て
見
る
か

 
そ
う

え
た
男
性
は
そ
の
少
女
に

か
と
訪

る

 

 

お
前
は

だ

キ

 
そ
う
男
性
が

う
と
そ
の
少
女
の
頭
か
ら
カ
チ
ン
と
変
な

が
な

た

す
る
と

が
怒
り
の

と
な

て
お
り
今
の
一

で
若
キ
レ
た
よ
う
だ

 

 

は

様
の
⺟
親
に
向
か

て

が

キ
じ

 

て
お
く
が

シ
は

様
よ
り
年
上
じ

 
少
々
わ
き
ま
え
ろ

二

が

 
そ
う
少
女
に

わ
れ
た
男
性
も
カ
チ
ン
と

が
な

た

こ
れ
が
怒
り
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ

か

無
性
に
モ

モ

す
る



 第一章 理の神の誕生

  

 

な
ん
だ
と
こ
の
チ
ビ

て
め

キ
か
と
思

 
た
ら

か
ゴ
ラ

そ
れ
に

が

二

だ

 
俺
か
ら
見
れ
ば
お
前
の
方
が

キ
だ
ろ
う
が
い
や

 
こ
の
見
か
け

し
の
ロ
リ

が

 

 

な

な
ん
じ

と

様

許
さ
ん
許
さ
ん

 
戦
争
じ

様
の

た
そ
の
性

を
今
こ
の
場

 
所
で

き
直
し
て
や
る
わ
ク
ソ

キ

 

 

上
等
だ

て
め

の
そ
の
小
さ
な

を
殴

て

 

げ
て
や
る
よ
こ
の
ロ
リ

 
そ
う
し
て

人
の
男
女
は
出
会

て

々
殴
り
合
い
を
開
始
し
た
の
だ

た

 
ド
ゴ
ン

 

 

ぐ

 

 

ぐ
へ

 
お
互
い
に
ク
ロ
ス
カ
ウ
ン

と
な
る
が
そ
ん
な
事
を
気
に
せ
ず
に
ま
た
暴
れ
だ
す

何
も
な



 第 話 理の神様の誕生

い
真

暗
の
場
所
で

り
な
ど
が
ぶ
つ
か
り
あ
う

が

こ
え
て
く
る
の
で
あ
る

だ
が
こ

れ
は
普
通
の
何
気
な
い
人
間
同
士
の
殴
り
合
い
な
ら
良
い
の
だ
が
今
殴
り
合

て
い
る

人
の

殴
り
合
い
は
い
ま
い
る
闇
の
空
間
宇

を

る
が
す

ど
の
殴
り
合
い
な
の
で
あ
る

一

の
救
い
は

今
こ
の
場
所
に
い
る
の
が
こ
の
殴
り
合

て
い
る

人
だ
け
だ
か
ら
良
い
も
の
の

も
し
こ
の
場
所
に

の
生
命
体
生
物
が
い
れ
ば
そ
れ
は
ま
さ
に

の
地
獄

こ

の

葉
に
つ
き
る

撃
な
の
だ
そ
し
て
そ
の

人
が
殴
り
合
う
こ
と
数
分
後

 

 

は

は

強
い
な
お
前

 

 

ふ

ふ

ふ
ま
だ
ま
だ
じ

な

 

人
は
殴
り
合
い
の
末

体
力
的
に

界
が
来
て
い
た

そ
し
て
男
性
が
少
女
に

を
か
け

る 

 

は

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た
名
前
は

は

は

 

 

あ
ん
た
じ

な
い
わ
い

シ
は
名
は
龍
神
の

 
そ
れ
が
名
で
そ
ち
の
⺟
親
じ

そ
れ
と
少
し
は

 

シ
を
い
た
わ
ら
ん
か

 

 

断
る

だ
が
そ
う
か

と
こ
ろ
で
俺
の
名
前
を



 第一章 理の神の誕生

 
知

て
る
か

 

 

あ

そ
ち
の
名
は

り

く

と

理
久
兎
こ
の
世
界
の

羅

象

 

事

物
のこ

と
わ
り

理
を
作
り
し
者

 
理
の
番
人
じ

 
理
 

そ
う
か

い
い
名
前
だ

な

ふ

 
理
久
兎
と

う
名
を
聞
き
共
に
力
が

け
て

れ
る

ど
う
や
ら
殴
り
合
い
を
し
た
結
果

れ
た
よ
う
だ

 

 

ど
う
や
ら

れ
て

れ
て
し
ま

た
よ
う
じ

の

 
ど
れ

シ
も

る
か
の

お
や
す
み
我
が

子
よ

 
そ
う
し
て

人
の
男
神
が
誕
生
し
た
の
だ

た



 第 話 ⺟との対話

 
第

話
 
⺟
と
の
対
話

 
何
も
な
い
空
間
の
中

人
の
男
が
目
覚
め
る
そ
の
男
は
理
久
兎
と

わ
れ
た
男
だ

 
理
 

う

ん
こ
こ
は

 
理
久
兎
は

り
を
見
渡
し
自
分
が
何
を
し
た
の
か
を
思
い
出
す

  
理
 

そ
う
だ

か
あ
の
ロ
リ

と
殴
り
合

て

 
そ
れ
か
ら
俺
自
身
の
名
前
を
聞
い
て

れ
て

 
気
絶
し
た
の
か

 
こ
こ
ま
で
を
理
久
兎
は
思
い
だ
し
自
身
は

 
理
 

は

情
け
な
い
な

俺

 
理
久
兎
は
自
分
が
情
け
な
く
感
じ
て
い
た

そ
し
て
理
久
兎
は
ふ
と
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す

  
理
 

あ
れ

そ
う
い
え
ば
あ
の
ロ
リ

は
何
処
に

 
行

た



 第一章 理の神の誕生

 
そ
う
前
回
理
久
兎
と
殴
り
合

た
少
女

が
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く

す
る
と
理
久
兎
の

で
 

 

う

ん

ふ
わ

 

が
あ
く
び
を
し
な
が
ら
目
覚
め
る
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

え

え

 
た
だ

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

そ
し
て
そ
ん
な
こ
と
と
は
ど
う
で
も
い
い
の
か
と
い

わ
ん
ば
か
り
に

が
話
し
か
け
て
く
る

 

 

お

お
は
よ
う

よ
く
眠
れ
た
か
理
久
兎
よ

 

は
理
久
兎
に
よ
く
眠
れ
た
か
を
聞
く
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
理
久
兎
は
語
る

 
理
 

あ

良
く
眠
れ
た
よ

 
と

う
が
実

は
気
絶
だ

 

 

そ
う
か
そ
う
か
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
う

い
な
が
ら

う
す
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

て

何
俺
の

で

い

し
て
ん
だ
ロ
リ

 



 第 話 ⺟との対話

 

に
大

で

と

う
と

 

 

あ

今
何
つ

た

 

が
キ
レ
た
そ
し
て

何
つ

た

と
聞
い
た
理
久
兎
も
う

度
今

た
こ
と
を
リ
ピ

ト
し
よ
う
と
す
る
と

 
理
 

は

て

 
そ
の
時
理
久
兎
に
は
見
え
て
し
ま

た
の
だ

の
後
ろ
に
物

く
ド
ス
黒
い
オ

ラ
が

い
て
い
る
の
が

そ
の
時
理
久
兎
の
心
の
中
で
は

 
理
 
こ
れ
は

バ
イ

と

た
ら
前
の
二
の

 
舞
か

 
た
だ
危
険
と

報
を
鳴
ら
し
て
い
た
そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

い

い
や

私
の
可
愛
ら
し
い
お
⺟
様
が
な

 
私
に

い

し
て
い
る
の
か
と
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
理
久
兎
は

を
お
だ
て
つ
つ

を
か
ぶ
る
こ
と
に
し
た

 

 

そ
う
か
そ
う
か
可
愛
ら
し
い
か

 

 
理
 

う
ん
う
ん
可
愛
ら
し
い
で
す
よ

棒



 第一章 理の神の誕生

 
も
う

中
か
ら
棒
読
み
だ

関
わ
る
の
も
面

く
さ
く
感
じ
た

 
理
 

で

な
ん
で
俺
の

で

い

し
て
い
た
ん
だ

 
そ
し
て
も
う
一
度
聞
き
た
か

た
こ
と
を

に
聞
く
と

 

 

い
や

シ
も
そ
ち
と
暴
れ
て

れ
て
の

 

か
ら
案
外
真
面
目

な
回

が
出
て
理
久
兎
は

 
理
 

あ

さ
い
で
す
か

 
キ

ト
ン
と
し
て
し
ま
い
も
う
こ
う

え
る
し
か
な
い

 
そ
し
て
な
ん
や
か
ん
や
あ
り
数
分
後

 
理
 

い
く
つ
か

問
し
て
も
い
い
か

 
理
久
兎
は

に

問
を
し
て
い
い
か
を
聞
く

 

 

な
ん
じ

聞
く
な
ら
一
つ
ず
つ
で
頼
む

 

は
理
久
兎
の

問
に

え
る

え
を
と

た
そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の

葉
に

え
て

問
を

す
る

 
理
 

あ

ま
ず
俺
の
名
前
実

あ
の
名
前
な
の
か

 

 

と
い
う
と



 第 話 ⺟との対話

 
理
 

い
や

な
ん
と

う
か
な

 
理
久
兎
は
自
身
の
名
前
が
ま
さ
か
の

文

と

う
こ
と
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
い

に
聞

い
た
の
だ

す
る
と

は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 

 

ま

実

は
少
し

略
し
た
ん
じ

よ

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
の

名
前
は

略
名
の
よ
う
だ

 
理
 

へ

略
し
な
い
で

う
と

 

 

本
来
の
名
前
は

り
く
と
の
お
お
の
か
み

理
久
兎

大
能
神
じ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎

 
理
 

⻑
い
な

実

聞
く
と
な
る
と

 
た
だ
⻑
い
と
し
か
思
え
な
か

た

 

 

じ

ろ

だ
か
ら

略
し
て
理
久
兎
な
の
じ

 
理
 

ふ
む

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
少
し

え
た

 

 

ど
う
し
た

 
理
 

い
や
な
ん
か

り
な
い
な

な

お
ふ
く
ろ



 第一章 理の神の誕生

 

 

お

お
ふ
く
ろ

ま

と
か
よ
り
は
ま
し
か

 
ど
う
や
ら

の
呼
び
名
は
ロ
リ

か
ら
お
ふ
く
ろ
に
進
化
し
た
よ
う
だ
が
そ
れ
に
つ
い
て

は
少
し
シ

ク
を
受
け
て
い
た

 

 

で

な
ん
じ

 

が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
面
白
い
こ
と
を

べ
る

 
理
 

俺
の
名
前
に
少
し

け

し
て
い
い
か

 
ど
う
や
ら
名
前
に
少
し

し
た
い
よ
う
だ

 

 

う

し
て
何
を

け

す
の
じ

 
ど
う
や
ら

は
名
前
の

け

し
に
つ
い
て
は
反
対
し
な
い
よ
う
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
こ
の

何
も
な
い
真

暗
な
空
間
を
再
度
見
る
そ
し
て
理
久
兎
は
口
を
開
く

 
理
 

う

ん

こ
の
空
間
は
何
処
を
見
て
も
深
い
黒
の

 

そ
し
て
何
も
見
え
な
い
無
常

 
理
 

深

常

 

 
 
・
・

 

 
理
 

し
ん
じ

う

深
常

し
ん
じ

う
り
く
と
の
お
お
の
う
か
み

深
常
理
久
兎

大
能
神



 第 話 ⺟との対話

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
自
身
の

略
名

を

べ
た

 
理
 

ま
た
の
名
を

し
ん
じ

う
り
く
と

深
常
理
久
兎

う
ん
こ
れ
で

 
決
ま
り
だ

 
こ
の
名
前
に

し
た

⻑
さ
も

度
良
い

 

 

そ
う
か
な
か
な
か
良
い
名
に
な

た
の

 
理
 

あ
あ
中
々
良
い
名
前
だ
気
に
い

た

 

 

そ
う
か

 

は
自
身
が
つ
け
た
名
前
を
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
た
そ
し
て
理
久
兎
は
も

う

つ

問
を
す
る

 
理
 

次
に
俺
に
は
何
か
能
力
が
あ
る
の
か

 
理
久
兎
は
気
絶
す
る

に
⺟

が

た
こ
と
が
気
に
な

て
い
た
だ
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て

理
久
兎
は

に
聞
く

 

 

あ

あ
る

そ
ち
の
能
力
も
と
い
力
は

 
こ
と
わ
り
を
つ
か
さ
ど
り
あ
つ
か
う

理
を

り

う
程
度
の
能
力

じ

 
理
 

そ
う
な
の
か



 第一章 理の神の誕生

 
理
久
兎
の
こ
の
リ
ア
ク
シ

ン
を
見
た

は

 

 

な
ん
じ

な
ん
か
つ
ま
ら
ん
反

じ

な

 
意
外
に
つ
ま
ら
な
い
反

で
少
し

カ
リ
し
て
い
た

そ
し
て
当
の
本
人
で
あ
る
理
久
兎

は 
理
 

う

ん
反

に

る
な

・

・

 
た
だ
反

に

て
い
た

 
理
 

ま

う
ん

と
り
あ
え
ず
能
力
の
こ
と
は

 
お
い
て
お
い
て

な

お
ふ
く
ろ

 

 

な
ん
じ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
少
し

葉
を
た
め
て

 
理
 

良
い
名
前
を
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
な

 

に
感
謝
の
礼
を

べ
る
す
る
と

は

を
真

に
し
て

 

 

ふ
ん

そ

そ
ん
な
で
は
デ
レ
ん

 
ど
う
や
ら

く
デ
レ
た
よ
う
だ

そ
し
て

人
は

 

理

フ
フ
フ
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ



 第 話 ⺟との対話

 

い
合

た
そ
し
て

人
の

い

が
ど
こ
ま
で
も
続
く
深
い
無
常
の
黒
の
空
間
内
に

き

渡
る
の
だ

た



 第一章 理の神の誕生

 
第

話
 
⺟
と
の
対
話
物
理

 
今
俺
は
あ
る
状

に
た
た
さ
れ
て
い
る

え

ど
ん
な
状

だ

て

そ
れ
は
悪
い
説
明
不

だ

た

少
し
時
間
を

す

 
数
時
間
前

 
理
 

シ

シ

シ

 

 
今
現

修
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
何

な
ら
最
初
の
お
ふ
く
ろ
と
の
出
会
い
の

に
自
分
は

お
ふ
く
ろ
の

よ
り

て
い
る
と

し
た
か
ら
だ

だ
か
ら
こ
う
し
て
イ
メ

ト
レ

ニ

ン
グ
で

手
が

だ
と
い
う
イ
メ

し
て
戦

て
い
る
の
だ

 

 

せ
い
が
出
る
の

 
理
 

う
る
さ
い

お
ふ
く
ろ

 
理
久
兎
が

り
向
く
と
そ
こ
に
は

ロ
リ

子
も
と
い
ロ
リ

可
愛
ら
し
い
お
ふ
く
ろ
が

立

て
い
た

 

 

の

理
久
兎
そ
の
お
ふ
く
ろ
は
少
し

め
て

 

し
い
の
じ

が
の



 第 話 ⺟との対話 物理

 
理
 

は

な
ん
で
ま
た

 

 

何
か
の

せ
め
て
⺟
上
ま
た
は
お
⺟
様
の
方
が

 
良
い
の
じ

が
な

て

お
い

お
ん
し

 
な
ん
じ

そ
の

は

 
理
 
 

ロ

ノ
ノ
 
 

 
こ
の
時
に
頭
に
過

た

え
は
ど
う
し
た
ん
だ
頭
を
強
く
打

た
の
か

い
や
そ
れ
と
も
年

の
せ
い
で
と
う
と
う
お
か
し
く
な

た
か
と
思

て
し
ま

た

し
か
も
そ
の
時
間
わ
ず
か

で
頭
の
回

と
い
う
回

を
か
け
ぬ
け
た
の
で
あ
る

 
理
 

ど
う
し
た
ん
だ
急
に

頭
に
棒
で
も

さ

た

 
の
か

 

 

そ
う
そ
う
頭
に

さ

て
い
る

て

こ
れ
は

 
品
格
の
あ
る

シ
の

り
の

じ

た
わ
け

 
理
 

ツ

コ
ミ
が
で
き
て
い
る
な
ら
正
常
か

 
お
ふ
く
ろ
は
何
時
も
の
調
子
だ
し
な

 

 

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
じ

ま

良
い
わ
そ
の



 第一章 理の神の誕生

 
何
と

う
か
の
ち

と
し
た
夢
で
の

お
ん
し

 
に
⺟
上
と
か

わ
れ
る
の
が
な

の

じ

か
ら

 

回
ぐ
ら
い
は

て
く
れ
な
い
か
の

 
理
久
兎
の

え
は
す
ぐ
に
出
た

 
理
 

面

だ
か
ら
無
理
だ
な
だ
か
ら
断
る

 
こ
の
時
間
た

た
の

０
０
１

で
あ
る

 

 

く

や
は
り

で
は
い
か
ぬ
か

 

は

え
た

そ
し
て

つ
の

え

も
と
い
う
ま
く
理
久
兎
を
誘
導
す
る
方
法
を
思
い

い
た
の
で
あ
る

 

 

な
ら

つ

シ
と

け
を
せ
ぬ
か

 
理
 

け

 

 

そ
う

け
じ

よ

内
容
は

シ
と
お
ん
し
で

対

 

の
組
み
手
を
す
る
の
じ

本
勝
負
を
し
て
そ
の

 
う
ち
ど
ち
ら
か

本
と

た
ら
そ
の
者
の
勝
ち
じ

 

シ
が
勝
て
ば

日
だ
け

シ
を
⺟
上
と
呼
ぶ
の
が



 第 話 ⺟との対話 物理

 
そ
な
た
の

ゲ

ム
じ

そ
ち
が
勝
て
ば

シ
の

 
こ
と
を

日

等
と
呼
ん
で
も
か
ま
わ
ん

 
ど
う
じ

勝
負
し
な
い
か

 
理
 

 
そ
れ
は
何
と
も
美
味
し
い
お
話
だ

つ
ま
り
勝
て
ば
良
い
と
い
う
事
だ

そ
う
す
れ
ば
お
ふ
く

ろ
を

日
だ
け
だ
が

と
呼
ん
で
も
怒
ら
れ
な
い
の
は
本
当
に
美
味
し
い
話
だ

 

 

ど
う
し
た
殺
ら
な
い
の
か

 
理
 

い
や
お
ふ
く
ろ
の
話
に
の

た
良
い

や

て

 
や
ん
よ

 

 

見
事
に
の

た
の

 
理
 

手
に
不

な
し
あ
の
時
の

り
返
し
て

 
や
る
よ

 

 

で
は

 

人

い
く

 
こ
れ
が
さ

き
ま
で
に
起
き
た
あ
ら
す
じ
だ

理
解
し
た

だ

今
現

の
状

は
俺
が
一



 第一章 理の神の誕生

本

お
ふ
く
ろ
が
一
本
と
引
き
分
け
で
あ
る

で
は
今
現

の
話
に

る

 

 

中
々
や
る
の

え
て
き
た

 
理
 

そ

ち
も
な

 
そ
う

う
と
御
互
い
に

を

え
そ
し
て

 

人

こ
れ
で
終
わ
り
だ
じ

 
ド
ゴ
ン

 

 

ゲ

 
理
 

う
ぐ

 
バ

ン

バ

ン

 
お
互
い
に
殴
り
合
い

に
ク
ロ
ス
カ
ウ
ン

が
決
ま
り
引
き
分
け
に
終
わ
る

に
な

た

 
理
 

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ

 

 

ア
ハ
ハ
ハ

 
そ
し
て
お
互
い

い
合
い

が

い
て
い
た

 

 

は

ま
さ
か
引
き
分
け
る
と
は
の

 
理
 

ど
う
し
た

そ
ん
な
に

ち
込
ん
で



 第 話 ⺟との対話 物理

 

 

し
く
て
の
お
ん
し
に
⺟
上
と

て
も
ら
え

 
な
か

た
か
ら
の

 
理
 

ま

ち
込
む
な
よ
俺
は
良
い

験
に
な

た
よ

 
と

う
が
お
ふ
く
ろ
は

ク
リ
と

れ
て
い
た

こ
れ
で
は

り
合
い
が
な
く
て
つ
ま

ら
な
い
た
め

 
理
 

だ
か
ら
こ
れ
は
お
礼
だ

 

 

ど
う
い
う
こ
と
じ

 
理
 

あ
り
が
と
う
よ
⺟
さ
ん

 
 

 

 

ず
る
い

ま

た
く

 
こ
う
し
て
⺟
と
殴
り
合
い
を
し
て

を
深
め
た
の
だ

た



 第一章 理の神の誕生

 
第

話
 
弟
と
妹
が
出
来
ま
し
た

 
理
久
兎

 
理
 

も
う
か
れ
こ
れ
１
０
０
０
年

か
な

 
こ
の
１
０
０
０
年
の
時
間

々
あ

た
お
ふ
く
ろ
に
会
い

と

て
取

組
み
合
い

に
な
り
自
分
自
身
の
名
前
を
聞
い
て
そ
し
て
強
く
な
る
た
め
に
修
行
を
し
て
と
本
当
に
⻑

か

た

 

 

お

い
理
久
兎

 

 
理
 

ど
う
し
た

お
ふ
く
ろ

 

 

い
い

か
ら
ち

と
来
ん
か
い

 
理
 

な
ん
な
ん
だ

ま
あ

行
く
か

 
呼
ば
れ
て
仕
方
な
く

の
元
へ
と
向
か
う
と

 
理
 

で

ど
う
し
た

 

 

見
る
が
よ
い
ど
う
じ

 

 
理
 

ど
う
と

わ
れ

て

も



 第 話 弟と妹が出来ました

 
理
久
兎
の
目
に

る
光

は
と
て
も
信
じ
が
た
い
者
達
だ

た

そ
し
て
話
は
数
分
前
に

り

は

人
静
か
に

想
を
し
て
い
る
と

 

 

こ
の
感
覚
理
久
兎
の
時
と
同
じ
感
覚
こ
の

 
反

か
ら
し
て
近
い
な

 
ロ
リ
神
様

動
中

 

 

や
は
り

そ
う
じ

た
か

こ
れ
は
理
久
兎
に

 
見
せ
た
ら

く
の

 
そ
う
思

た

は
い
て
も
立

て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
自
身
の

子
を
呼
ぶ
こ
と
に
し
た

 

 

お

い
理
久
兎

 
理
 

ど
う
し
た

お
ふ
く
ろ

 

 

い
い

か
ら
ち

と
来
ん
か
い

 
理
 

で

ど
う
し
た

 

 

見
る
が
よ
い
ど
う
じ

 
理
 

ど
う
と

わ
れ

て

も

 
理
久
兎
の

く

に

は
満
面
の

み
を
す
る
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
理
久
兎
に

り
こ



 第一章 理の神の誕生

の
状

に
整
理
で
き
な
い
で
い
た

 
理
 

な
ん
な
ん
だ

こ
の
状

 
今
理
久
兎
の
目
の
前
に
二
人
の
男
の
子
と
女
の
子
が
い
て
そ
し
て
そ
の
二
人
の
後
ろ
で
ニ

ニ

喜
ん
で
い
る
ロ
リ

も
と
い
お
ふ
く
ろ

ど
う
し
て
こ
う
な

た

 
理
 
 
し
か
も
な
ん
か

人
と
も
こ

ち
を

と
見
て

 
る
し

そ
し
て
男
の
子
の
方
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て

 
見
て
女
の
子
は
若

え
て
る
し

ま
ず
お
ふ
く
ろ

 
に
聞
く
か

 
そ
う
思

た
自
分
は

に

 
理
 

な

お
ふ
く
ろ

 

 

ど
う
し
た
の
じ

 
理
 

ど
こ
か
ら

て
き
た

 

 

え

は

 
と

大

で

び

の
後
ろ
に
い
る
少
年
と
少
女
は
ビ
ク
リ
と

え
て
い
た

 
理
 

い
い
か
ら
元
の
場
所
に
返
し
て
き
な
さ
い



 第 話 弟と妹が出来ました

 

 

い
や

い
や
い
や
い
や
い
や

な

そ
う
な
る

 
の
じ

 
理
 

え

違
う
の

 

 

違
う
わ
い

 
こ
の
怒
り
方
か
ら
し
て
ど
う
や
ら
違
う
み
た
い
だ

で
は
一
体
ど
う
い
う
事
な
の
だ
と
思

て

い
る
と

 

 

は

こ
の

人
は
そ
ち
の

弟
と
妹
じ

 
理
 

へ

そ
う
な
の
か

え

 
一

固
ま
り
そ
し
て
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
を
目
に
し
た
た
め

 
理
 

は

 

と
同
様
に
自
分
も

ん
で
し
ま

た

 

 

い
た
か

 
理
 

い
や

く
よ
そ
れ

 
少
年

あ
の

 
少
女
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人

ん

 
少
年
は
手
を
上
げ
て
何
か
を

い
た
そ
う
だ

そ
し
て
少
女
は
そ
ん
な
少
年
の
手
を

い
で
う

る
う
る
と
見
て
く
る

少
年
は
自
分
達
に

 
少
年

の
名
前
は
何
で
す
か

 
少
女
 
コ
ク
コ
ク

 

 

あ

す
ま
ん
の
も
う

人
の
名
前
は
決
め
て
お
る

 
の
じ

 
理
 

ど
ん
な
名
前
だ

 
ど
ん
な
名
前
か
と
気
に
な
る
と

は
そ
の
名
前
を
発
表
す
る

 

 

ま
ず
男
の
子
の
名
前
は

イ

ザ

ナ

伊
邪
那

そ
し
て
女
の
子
の

 
名
前
は

イ

ザ

ナ

ミ

伊
邪
那
美
こ
れ
が
そ
ち

の
名
前
じ

 
イ

イ
ザ
ナ

 
イ
ミ

イ
ザ
ナ
ミ

 
イ

気
に
入
り
ま
し
た

 
イ
ミ

気
に
い

た



 第 話 弟と妹が出来ました

 
ど
う
や
ら
お
ふ
く
ろ
が
つ
け
た
名
前
は
お
気
に
め
し
た
よ
う
だ

 

 

そ
う
か
そ
う
か
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
イ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
⺟
上

 

 
イ
ミ

あ
り
が
と

お
⺟
さ
ん

 

 

う
お

ん

・

・
つ

・

・

 
理
 

う
わ

な
ん
だ
よ
お
ふ
く
ろ
急
に

 
お
ふ
く
ろ
が
急
に

き
出
し
何
だ
と
思

て
い
る
と

 

 

つ
い
に
わ
ら
わ
を
そ
の
呼
び
名
で
呼
ん
で

 
く
れ
る
子

が

・
つ

・

 
理
 

ま

た
く
大
げ
さ
な

 
大

す
ぎ
て

れ
て
し
ま
う

そ
れ
は
伊
邪
那

も
そ
う
思

た
の
か

い
で
伊
邪
那
美

は
良
く
分
か

て
い
な
い
の
か

問

が

か
ん
で
い
た

 
イ

ア
ハ
ハ

 
イ
ミ
 
・
・

 
理
 

あ

え

と
お

人
さ
ん
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人
 

・

・

 
理
 

俺
の
名
前
は

深
常
理
久
兎

大
能
神

⻑
い
か
ら

 
理
久
兎
で
い
い
よ
ろ
し
く
な

一

人
の
兄
に
な

 
る
の
か
な

 
と

く

を
す
る
と

人
は

と
な

て

 
イ

は
い

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
兄
上

 

 
イ
ミ

よ
ろ
し
く
お
兄
様

 
理
 

あ

よ
ろ
し
く
な

 
と

を
し
て
き
て
く
れ
た

こ
う
し
て
俺
に

人
の
弟
の
イ
ザ
ナ

と
妹
の
イ
ザ
ナ
ミ

が
誕
生
し
た
が

 

 

う
お

ん
・

・
つ

・

・

 
理
 

ま
だ

い
て
ん
の
か
よ
お
ふ
く
ろ
は

 
と

自
分
は

が
ま
だ

い
て
い
る
こ
と
に

れ
る

だ
が
こ
う
し
て

人
の
神
が
誕
生
し

た
の
だ

た



 第 話 惑星作る

 
第

話
 
惑
星
作
る

  
前
回
第

話
俺
に

弟
の
イ
ザ
ナ

と
妹
の
イ
ザ
ナ
ミ
が
誕
生
し
ま
し
た

本
当
に
最
初

は
お
ふ
く
ろ
が
ど

か
ら
か

て
き
た
子

か
と
思
い
ま
し
た
が
普
通
に
誕
生
し
た
と
聞
い

て

チ
で

き
ま
し
た

 
あ
れ
か
ら
さ
ら
に
５
０
０
年

か
な

 
イ
ザ
ナ

と
イ
ザ
ナ
ミ
が
大
き
く
な
り
ま
し
た

 
で
も
な

か
お
ふ
く
ろ
は

い
ま
だ
に
ロ
リ
姿
で
す

 
生
命
の
神
秘
と
い
う
も
ん
じ

な
い
な
こ
れ
は
そ
し
て
さ
ら
に
今
現

お
ふ
く
ろ
で
あ
る

か
ら
あ
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
ま
し
た

 
そ
れ
は

 
理
 

は

ロ

今
な
ん
て
い

た

 

 

い
や
じ

か
ら
何
か

り
つ
け
を
し
よ
う
か
と

 
理
 

ま

か
に
こ
の
ま
ま
と
い
う
の
も
味
気
な
い
な
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じ

か
ら
の

 
そ
う
こ
れ
は
い
わ

る
星
々
惑
星
創
世
の
秘
密
な
の
だ
が
今
回
特
別
に
こ
の
話
を
読
ん
で
い

る
読
者
様
に
教
え
よ
う

神
の
気
ま
ぐ
れ
で
星
が
誕
生
し
た

間
の
日
を

 
イ

ど
う
し
た
ん
で
す
か

⺟
上

兄
上

 
イ
ミ

何
や

て
る
の

 
理
 

お

ち

う
ど
い
い
と
こ
ろ
に
実
は
な

 
理
久
兎
は

の

た
こ
と
全
て
を
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
に
伝
え
る

 
イ

な
る

ど
か
ざ
り
つ
け
で
す
か

 
イ
ミ

む

 
イ

創
る
の
良
い
と
し
て
出
来
る
の
で
す
か

 
イ
ミ

出
来
る
の

お
⺟
様

お
兄
様

 
自
分
と

は
少
し

え
る
と

を
合
わ
せ
て

 
理
 

出
来
る
だ
ろ
何
と
な
く
だ
が

 

 

出
来
る
じ

ろ
何
と
な
く
じ

が
な

 
イ

い
も
の

い
ぐ
ら
い
に
ハ
モ

て
る
て
か
何
と
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な
く
な
ん
で
す
か

 
イ
ミ

ハ
モ

て
て

い
け
ど
何
と
な
く
な
の

 
何
と
な
く
と
い
う

葉
に
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
は
不
安
を
覚
え
る

す
る
と
伊
邪
那

は
何

を
思

た
の
か

 
イ

そ
う
だ

こ
う
い
う
の
は
ど
う
で
し

う
か

 

人
 
 
・
・

 
 

 
イ

人
で

つ

上
の

り
つ
け
を
す
る
ん
で
す
よ

 
一
番
良
く
で
き
た
者
に
は
何
か
願
い
ご
と
を

え

 
る
と
い
う
の
は
 
ど
う
で
し

う
か

 
理
 

そ
れ
は
つ
ま
り

対

対

対

と
い
う
こ
と
か

 
イ

は
い
そ
う
で
す
兄
上

 

 

う

面
白
い
よ
い
じ

ろ
う

 
理
 

か
に
面
白
そ
う
だ
な
そ
れ
は

 
た
ま
に
は
伊
邪
那

も
良
い
事
を

う

こ
れ
は
本
当
に
面
白
そ
う
だ

 
イ
ミ

お
兄
ち

ん

グ

ブ
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イ

あ
り
が
と
う

 
良
い
意
見
な
の
だ
が
自
分
に
は
少
し
思
う
こ
と
が
あ

た

 
理
 

な

お
ふ
く
ろ

 

 

な
ん
じ

 
理
 

さ
す
が
に
よ

俺
ら

人
は
い
い
と
し
て
伊
邪
那

 
と
伊
邪
那
美
は
生
ま
れ
て
ま
だ
５
０
０
年
な
ん
だ
し

 
ハ
ン
デ
を
あ
げ
て
も
良
い
と
思
う
だ
が

 
そ
れ
は

人
が
ま
だ

い
と
い
う
事
だ

そ
れ
な
ら
ハ
ン
デ
を
あ
げ
よ
う
と
思

の
だ

 

 

ふ
む

か
に

な
ら
イ
ザ
ナ

と
イ
ザ
ナ
ミ
よ

 
そ
ち

は

人
で
創
る
が
よ
い

 
理
 

お

い
い
ハ
ン
デ
な
も
ん
で

 
イ

い
い
の
で
す
か

⺟
上

兄
上

 
イ
ミ

い
い
の

 
と

人
は
一

の
た
め
に
聞
い
て
く
る
が
自
分
や

は
対
し
て
問

が
な
い
た
め

 
理
 

俺
は
問

な
い



 第 話 惑星作る

 

 

シ
も
よ
い

 
も
う
こ
の
通
り
で
あ
る

そ
し
て

は
大
き
く
深
呼

を
し
て

 

 

ふ

さ
て
創
る
か
の
そ
ち

よ
準
備
は
よ
い

 
か
の

 
理
 

い
い

 
イ

こ
ち
ら
は
問

あ
り
ま
せ
ん

 
イ
ミ

大
丈
夫

 

 

で
は
創
る
か
の

 
こ
う
し
て
自
分
達
は

り
を
作
る
の
だ

た

そ
し
て
数
日
後

 

 

で
は
皆
し

う
準
備
は
で
き
た
か

 
イ

え
え
大
丈
夫
で
す

⺟
上

 
イ
ミ

う
ん

 

 

理
久
兎
よ
で
き
た
か

 
理
 

あ

な
ん
と
か
な

 
そ
う
い
う
が
実

創
る
の
が
こ
ん
な
に
も
大
変
だ
と
は
思
わ
な
か

た

々
創

て
何



 第一章 理の神の誕生

か

り
に
多
く
の

が
回

て
る
の
と
か
土
星

ス
み
た
い
な
の
が

満
し
て
い
る
の
と
か

星

ま
た
ま
た

く

い
た
や
つ
と
か

火
星

だ
が
や

と
で
き
た
の
が
光
輝
く

り
で

一

だ

月

 

 

で
は

シ
か
ら
か
の

シ
が
創

た
の
は

 
こ
れ
じ

 
理
 

熱

つ
な
ん
だ
こ
れ

 
イ

す
ご

い

 
イ
ミ

熱
い

 

 

ど
う
じ

シ
の
創

た

り
は

 
そ
う
皆
さ
ん
の
思

て
い
る
通
り
こ
れ
は
熱
い
星
で
す

皆
さ
ん
の

葉
で
は
こ
う

う
で

し

う

 
イ
ミ

お
⺟
様
こ
の

り
の

名
は

 

 

こ
の

り
の

名
は

太
陽

じ

シ
の
心
の

 

か
さ
が
感
じ
る
じ

ろ

 
理
 

い
や

し

わ
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イ

⺟
上
の

大
さ
を
感
じ
ま
す
熱
い
け
ど

 
イ
ミ

う
ん

 

 

そ
う
か
そ
う
か
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

し
て
次
は

 

が
発
表
す
る
の
か
の

 
理
 

な
ら
俺
が
出
る

こ
の
ま
ま
い
く
と
イ
ン

ク
ト
が

 

薄
く
な
る
か
ら
な

 
イ
ン

ク
ト
が
薄
く
な
る
と
思
い
自
分
が
先
に
で
て
発
表
す
る

 
理
 

俺
が
創

た

り
は
こ
れ
だ

 

 

お
ん
し

何

創

た
の
じ

 
イ

こ
れ
は
あ
る
意
味
す
ご
い
で
す

 
イ
ミ

か
に

 
そ
う
理
久
兎
は

々
と
失
敗
を

り
返
し

り
返
し
す
る
こ
に
よ

て
何

創

た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
に
近
い

だ
が

一
大
き
く

と
し
て

せ
た
の
は
わ
ず
か

の

り
な
の
で

あ
る

 
理
 

こ
の

り
を
代
表
と
し
て
だ
す
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何
と
も
光
輝
く

り
じ

の

 

 
イ

淡
く
て

し
い
光

 
イ
ミ

し
く
な
い

 
と

感
想
を

べ
て
く
れ
る

そ
し
て
こ
の

り
の
名
前
を

え
た

 
理
 

こ
れ
の

名
は

月

だ
よ

 

 

お
ん
し
に
し
て
は
良
く
で
き
た
の

 
理
 

し
て
は

は
余
計
だ

さ
て
と
最
後
は

人
だ
よ

 
イ

は
い

兄
上

 
イ
ミ

う
ん

 
イ
ミ

行
く
よ
お
兄
ち

ん

 
イ

あ

 
前
に
出
る
と

人
は

を
合
わ
せ
て

 

人

せ

の

こ
れ
で
で
す

 

 

こ
れ
は
何
と
も
美
し
い

り
じ

の

 
理
 

す
げ

こ
れ
を
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
が
創

た
ん
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だ
よ
な

 
そ
の
星
は

く
輝
き
そ
し
て
た
だ

い
の
で
は
な
く
緑

や
は
た
ま
た
白
い

も
あ
り
そ
れ
は

と
て
も
美
し
い
星
な
の
だ

 
こ
こ
で
説
明
だ
か
イ
ザ
ナ

の
能
力
は
天
地
開

を

る
程
度
の
能
力
イ
ザ
ナ
ミ
は

泉
の
力
を

る
程
度
の
能
力

分
か
り
や
す
く

う
と
創
造
と

の
能
力
だ

こ
の

つ
の

力
を
合
わ
せ
て
創
ら
れ
た
こ
の

り
は
生
命
が
始
ま
り
終
わ
る
こ
の
一
生
を
綺

に
美
し
く
果

て
し
な
く
見
え
て
し
ま
う

だ
が
そ
れ

上
に

美
し
い

葉

外
に
思
い

な
い

 

 

の
う
こ
の

り
の

名
は
な
ん

 
理
 

あ

そ
れ
俺
も
気
に
な
る

く
教
え
ろ
よ

 
イ

こ
の

り
の

名
は

 
理
 

名
は

 
イ
ミ

名

は

 

 

何
じ

何
じ

 
と

は
楽
し
み
に
そ
し
て

く
聞
き
た
そ
う
に

う
と

 
イ

地

で
す
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イ
ミ

地

だ
よ

 
と

人
は

え
た

何
と
も
シ
ン
プ
ル
な
名
前
な
の
だ
ろ
う

 

 

地

か

フ
フ

 
理
 

地

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ

 
イ

え

 
イ
ミ

何
で

て
る
の

 
何

う
か

こ
れ
が

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い

 

 

良
い
で
は
な
い
か

の
う
理
久
兎
よ

 
理
 

あ

と
て
も
い
い
じ

ん

こ
れ
は
あ
れ
だ
な

 
お
ふ
く
ろ

 

 

そ
う
じ

な

 
イ

え

 
イ
ミ

な

に

 

 

伊
邪
那

伊
邪
那
美
よ

シ
は
お
ん
し
達
が

 
と
て
も
良
い
と
思
う
の
じ

が
の
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理
 

あ
あ
本
当
だ
な
俺
も

人
の
作
品
に
一

だ

 
そ
う
そ
れ
は
自
分
達
の
作
品
よ
り
も
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
の
作
品
が
一
番
だ
と
思

た
の

だ 

 

と
い
う
こ
と
は

分
か
る
じ

ろ

人
と
も

 
理
 

お
め
で
と
う

人
共

 
イ

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
イ
ミ

や

た

 

 

で
は
約
束
ど
う
り
願
い
を

う
が
良
い

 
理
 

人
の
願
い
を

て
み
な
さ
い

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は
お
互
い
の

を
見
て

き
決
心
し
た

で

 
イ

伊
邪
那
美

 
イ
ミ

う
ん

 
そ
し
て
自
分
達
の
方
に

を
向
け
る
と

 
イ

ま
ず
⺟
上
に
は

が
創

た

り
に
命
を
生
命
の

 
誕
生
を
お

が
い
し
た
い
で
す
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良
か
ろ
う

 
イ
ミ

お
兄
様
に
は

生
物

生
命
が
規

良
く
生
き
ら
れ

 
るこ

と
わ
り

理
を
創

て

し
い

 
理
 

あ
あ
 
い
い

ま
か
せ
ろ

 

 

で
は
や
る
か
理
久
兎
よ

 
理
 

あ

で
も
な
い
弟
と
妹
の
た
め
だ

 
こ
う
し
て
地

に
は

生
物
生
命
が
誕
生
し

そ
し
て
そ
れ
を
守
る
た
め
の
理
が
創
ら
れ
た

 
そ
し
て
後
に
こ
の
創

た

り
の
数
々
は
龍
神

に
よ

て

と
ま
と
め
に

星

惑
星

と
名

け
ら
れ
の
で
あ

た



 第 話 理久兎は自分を知る

 
第

話
 
理
久
兎
は
自
分
を
知
る

 
イ
ザ
ナ

と
イ
ザ
ナ
ミ
の
願
い
を

え
て
約
１
０
０
年

た

た
か
な

今
現

進
行

で

理
久
兎
は
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
を
見
て
い
て
あ
る
こ
と
を

え
て
い
た

 
理
 

う

ん

 
イ

ど
う
し
た
ん
で
す
か
兄
上

 
イ
ミ

か
な
い

し
て

 
理
 

い
や
な

々
あ

て
聞
け
な
か

た
こ
と
が

 
い
く
つ
か
あ

て
な

 
イ

ど
う
い
う
事
な
ん
で
す
か

 
イ
ミ

何
を

 
と

聞
い
て
く
る
と

度
良
い
と
こ
ろ
に

が
や

て
来
た

 

 

な
に
話
し
て
お
る
の
じ

 
理
 

あ

ち

う
ど
い
い
と
こ
ろ
に

 

 

な
ん
じ

理
久
兎
よ
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理
 

実
は

聞
き
た
い
こ
と
が
あ

て
な

 

 

う

し
て
何
を
聞
き
た
い

 
理
 

今
さ
ら
聞
き
そ
れ
た
ん
だ
か

俺
自
身
に
つ
い
て

 
か
な

 
そ
う

問
に
思

て
い
た
の
だ

自
分
自
身
の
事
に

時
が

つ
に
つ
れ
て
伊
邪
那

と
伊
邪

那
美
は
み
る
み
る
と
成
⻑
し
て
い
る
の
に
対
し
て
自
分
は
何
に
も
成
⻑
し
て
い
な
い
こ
と
に

 

 

そ
ち
は

気
づ
い
て
お

た
の
か

寿
命

が

 
あ
る
こ
と
に

 
理
 

や

り
か

 
イ

 

え

 
イ
ミ
 

 

 
 

い
つ
か
ら
気
づ
い
て
お

た
の
じ

 
理
 

何
と
な
く
い
や
前
に
よ
⺟
上
と
か
そ
ん
な
事
を

 

て
た
だ
ろ

そ
の
時
何
で
あ
ん
な
に
も
せ
か
し

 
て
い
た
の
か

て
な

 



 第 話 理久兎は自分を知る

 
そ
の
時
の
事
を

う
と

は

い
た
表
情
に
な
り

 

 

そ
う
か
そ
こ
か
ら
分
か

た

な
ら
ば

シ

 
も

お
う
そ
ち
の
秘
密
を
理
久
兎
よ
そ
ち
は
簡
単

 
に

う
と
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
の
試
作
品
み
た

 
い
な
も
ん
じ

 
理
 

試
作
品

 

 

力
や
身
体
能
力
等
は
イ
ザ
ナ

や
イ
ザ
ナ
ミ
を

 
は
る
か
に

え

シ
と

ぼ
同
等
じ

が
伊
邪

 
那

と
伊
邪
那
美
と
は
違
い

完
全
な
不
老
不

 
死

で
は
な
い

そ
し
て
伊
邪
那

と
伊
邪
那

 
美
は
そ
の
分

力
を

さ
え
る
こ
と
で

完
全

 
な
不
老
不
死

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
じ

 
イ

そ
ん
な

兄
上
が
何
で

 
イ
ミ

ウ
ソ

な
ん
だ
よ

ぐ
す
ウ

ン

 

 

い
や

ウ
ソ
で
は
な
い

な
が
ら
な
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理
 

そ
う
か

 
だ
が
寿
命
が
あ
る
な
ら
後

何
年
生
き
れ
る
の
か
が

問
に
思

た

 
理
 

な
ら
後

俺
は
後
何
年
生
き
ら
れ
る

 

 

後
こ
の
調
子
だ
と
も

て
約
５
０
０
年

 
意
外
に
短
い

す
る
と
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
は

き
な
が
ら

 
イ

ウ
ソ
だ
と
い

て
く
だ
さ
い
⺟
上

 
イ
ミ

嫌
だ

嫌
だ
よ

お
別
れ

し
た
く
な
い
よ

 
と

う
が
自
分
自
身
も
す
ぐ
に
死
ぬ
と
か
勘

し
て

し
い

 
理
 

 

 

お
ん
し
ら
何
か
勘
違
い
し
て
な
い
か

 

人

は

・
・

 
 

 

 

か
に
寿
命
は
あ
る
し
死
ぬ
が
ま
た
蘇
え
る

 
訳
の
分
か
ら
な
い
事
を

い
出
し
て
き
た

 
理
 

ど
う
い
う
こ
と
だ

 

 

た
で
あ
ろ
う

・完
・全
・な
・不
・老
・不
・死

出
な
い
と
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理
 

い
や
だ
か
ら
生
き
ら
れ
な

 
こ
の
時
に
自
分
は
気
づ
い
た

お
ふ
く
ろ
の

う
そ
の

葉
の
意
味

 
を
よ
う
や
く
理
解
し
た

 

 

そ
う
じ

そ
う
い
う
こ
と
じ

理
久
兎
よ

 
イ

そ
う

う
こ
と
で
す
か

⺟
上

 
ど
う
や
ら
伊
邪
那

も
気
づ
い
た
よ
う
だ

 
イ
ミ

え

え

ど
う
い
う
こ
と

 
イ

つ
ま
り
な
イ
ザ
ナ
ミ

兄
上
は

 
理
 

・完
・全
・で
・は
・な
・い
・不
・老
・不
・死

こ
ん
な
と
こ
ろ
か

 

 

そ
の
通
り

 
イ
ミ

分
か
り
や
す
く

説
明
し
て

 
イ

つ
ま
り
な

イ
ザ
ナ
ミ

は

ぼ

久
的
に
活
動

 
で
き
る
け
ど
兄
上
は
そ
の
寿
命
の
分
生
き
た
ら

度

 
死
ん
で
生
命
エ
ネ
ル

を

え
て

ま
た
蘇
え
れ

 
る
ん
だ
よ
そ
し
て
そ
れ
を

り
返
す

そ
う

う
事
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で
す
よ

⺟
上

 

 

良
く
説
明
で
き
た
な
伊
邪
那

よ
ま
さ
に
そ
の

 
通
り
じ

 
つ
ま
り
心

し
て

し
た
と
い
う
こ
と
だ

 
理
 

で

死
ん
で
約
何
年

し
た
ら
蘇
え
る
だ

 

 

そ
れ
は

シ
で
も
わ
か
ら
ぬ
じ

が
そ
ん
な
に

 
⻑
く
は
な
い
は
ず
じ

 
理
 

そ
う
か

力
が
あ
れ
ば
そ
れ

の

が

 
あ
る
か

 
と

手
を
グ

し
て

う
と

は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 

 

す
ま
な
か

た

シ
の

マ
マ
で
そ
ち
を

 
そ
ん
な
体
に
し
て
し
ま

て

 
理
 

い
や
気
に
す
る
な
よ
お
ふ
く
ろ

 
別
に
気
に
し
な
く
て
も
良
い

そ
れ
に

 
理
 

俺
を
創

た
か
ら
イ
ザ
ナ

や
イ
ザ
ナ
ミ
が
元
気



 第 話 理久兎は自分を知る

 
で
い
ら
れ
る
ん
だ
か
ら

 
イ

兄
上

 
イ
ミ

兄
様

 
自
分
の
弟
と
妹
が
そ
ん
な
体
に
な
ら
な
く
て
良
か

た
と
思
え
た
か
ら
だ

 
理
 

そ
れ
が
で
き
た
だ
け
で
も
よ
か

た
よ
そ
れ
と

 

 
 
 

・
・

 
理
 

そ
ん
な
俺
を
自
分
の
子

と
し
て
見
て
く
れ
て

 
俺
は

に
感
謝
し
て
い
ん
る
ん
だ

 

 

理
久
兎

 
理
 

だ
か
ら
あ
り
が
と
う
な
⺟
さ
ん

 

 

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
理
久
兎

 
イ

兄
様

⺟
上

 
イ
ミ

お
⺟
様

お
兄
様

ウ

ン

 

シ

 
理
 

ち

く

く

つ
く
な

て
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フ
フ
フ
フ
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
理
 

や
れ
や
れ

ハ
ハ
ハ

 
神
達
は
こ
う
し
て
ま
た

を
深
め
る
の
だ

た
が
そ
こ
か
ら

日
後
の
事

 
理
 

少
し
い
い
か

人
に

談
し
た
い
事
が
あ
る
ん

 
だ
が

 

 

な
ん
じ

理
久
兎
よ

 
イ

兄
上

 
イ
ミ

 

人
か
ら
見
て
も
理
久
兎
の
表
情
は

真

で
ま

す
ぐ
な
目
を
し
て
い
た

 
理
 

俺
は

々
な
と
こ
ろ
を
見
て
回
り
た
い

 

 

つ
ま
り
冒
険
に
出
た
い
と

 
理
 

あ

そ
う
な
る
な

 

 

行

て
く
る
が
よ
い

 
理
 
 

 

で

え
て
き
た

嬉
し
い
か
ら
良
い
の
だ
が



 第 話 理久兎は自分を知る

 
イ

も

援
し
て
い
ま
す
兄
上
は
大
丈
夫
だ
と

 
イ
ミ

う
ん

兄
様
な
ら
大
丈
夫

 
理
 

あ
り
が
と
う

 

 

し
て
ど
こ
に
旅
立
つ
の
じ

 
理
 

そ
れ
は
決
ま

て
る
さ

 
理
久
兎
は
も
う
旅
立
つ
場
所
で
あ
る

つ
の
星
を
指

し
こ
う
告
げ
た

 
そ
う

そ
の
星
こ
そ
自
分
達

人
で
創
り
あ
げ
た

り

い
や
星

違
う
な

惑
星
と

た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

あ
の
美
し
き

地

さ



 第一章 理の神の誕生

 
第

話
 
初
の
死
そ
れ
は
餓
死

  
理
 

ふ

何
と
か
つ
い
た

ふ
わ

あ

 
そ
う
今
現

進
行

で
理
久
兎
も
と
い
自
分
は
地

に
降
り
立

た

降
り
立

た
場
所
は

綺

で
す
ん
だ

が
流
れ
俺
の
お
ふ
く
ろ
で
あ
る

が
創
世
し
た
命
育
む
者
達
が
住
ん
で
い

る

何
よ
り
も
こ
の

に

ま

た
大
空
そ
の
大
空
に

る
お
ふ
く
ろ
の
心
の
よ
う
な

か

さ
を
表
し
た
太
陽

に
も
説
明
し
き
れ
な
い
物
が
多
々
あ
る

 
理
 

う

ん
い
い

と
り
あ
え
ず
歩
い
て
散
策

 
す
る
か

 
そ
う

き
近
く
か
ら
散
策
を
す
る
の
だ

た

 
理
 

う

ん

た
な

 
理
久
兎
は
今
現

散
策
し
て
い
て
あ
る

み
が
あ
る
そ
う
そ
れ
は
食
料
が
何
も

れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る

食
料
は
要
ら
な
い
ん
じ

な
い
か

て

そ
れ
は
少
し
回
想
シ

ン
を
流

そ
う

こ
れ
は
理
久
兎
が
い
る
地

に
降
り
立
つ
約
数
時
間
前
に

る



 第 話 初の死それは餓死

 

 

理
久
兎
よ

も
う
行
く
の
か

 
理
 

あ
あ
そ
う
だ
な

 

 

そ
う
か

 
理
 

 

 

 
理
 

そ
う
心

す
る
な
お
ふ
く
ろ
ま
た
会
え
る
さ

 

 

そ
う
か

そ
う
じ

な

シ
が
弱
気
に

 
な

て
は
い
か
ぬ
な

 
と

は

で
そ
う

て
く
れ
る

 
理
 

そ
う
そ
う
お
ふ
く
ろ
は
そ
う
で
な
く
ち

な

 

 

理
久
兎
よ

先
に
伝
え
て
お
き
た
い
事
が
あ
る

 
理
 
 
 
・
・

 

 

主
は
こ
れ
ま
で
何
か
食
べ
物
を
食
べ
た
か

 
と

聞
か
れ

え
る

わ
れ
て
み
る
と
何
も
食
べ
て
い
な
い

 
理
 

い
や
食
べ
て
な
い
な
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そ
ち
は
前
に
も

た
と
う
り
伊
邪
那

や
伊
邪

 
那
美
ら
と
違
い
寿
命
が
あ
る

 
理
 

あ

そ
れ
が
ど
う
し
た

 

 

え
て
見
ろ
生
物
は
生
き
る
た
め
に
食
べ
物
を

 
食
べ
る
の
じ

 
理
 

そ
れ
が
ど
う

ま
さ
か

 

 

そ
う

そ
の
ま
さ
か
じ

 
つ
ま
り
餓
死
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
事
だ

で
は
何

俺
は
生
き
て
い
ら
れ
た
ん
だ

 
理
 

じ

何
で
俺
は
こ
れ
ま
で

食
べ
も
飲
み

 
も
せ
ず

生
き
て
い
ら
れ
た
ん
だ

 

 

そ
れ
は

シ
の
能
力
が
関
係
し
て
お
る

 
理
 

か
お
ふ
く
ろ
の

能
力
は

全
の
力
を
持
つ

 
程
度
の
能
力

だ
よ
な

そ
れ
が
ど
う
し
た
ん

 
だ

 

 

シ
は
そ
の
能
力
を
使

て
こ
の
空
間
に
あ
る



 第 話 初の死それは餓死

 
力
を
込
め
た
ん
じ

 
理
 

力

 

 

そ
う

そ
な
た
が
餓
死
し
な
い
よ
う
に
な

 
ど
う
や
ら
餓
死
し
な
い
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
能
力
で

を
し
て
く
れ
て
い
た
ら
し
い

 
理
 

そ
う
な
の
か

 

 

そ
し
て
理
久
兎
よ
こ
こ
か
ら
出
た
ら
そ
ち
は
ど
う

 
な
る
と
思
う

 
理
 

食
料
や
飲
料
水
等
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

 

 

そ
の
と
う
り
じ

い
く
ら
そ
な
た
が
何
度
も

 
蘇
ろ
う
と
も
死
ぬ
の
は

い
も
の
じ

一
番
 

 
楽
な
の
は

し
ま
ず
に
死

た
ら
少
し
は
楽
に
な

 
る
じ

ろ
う
が

じ

が

シ
か
ら
見
れ
ば

し

 
い
の
じ

 
理
 

お
ふ
く
ろ

 

 

だ
か
ら
せ
め
て
も
の
約
束
じ

自
分
自
身
を

し
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ま
せ
る
よ
う
な
死
に
方
だ
け
は
せ
ん
で

し
い

 
と

て
き
た

え
意
見
を
ま
と
め
る
と

 
理
 

俺
は
そ
れ
を
守
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

 

 

 
理
 

だ
け
ど
俺

外
の
人
達
が
俺
を

に
少
し
で
も

 
生
き
ら
れ
る
な
ら
多
少
の

い
死
に
方
も
覚
悟
の

 
う
え
だ

 

 

そ
う
か

 

は
そ

と
理
久
兎
に
近
づ
き

 
カ
バ

 
と

理
久
兎
に

き
つ
き
強
く

き

め
る

 
理
 

お
ふ
く
ろ

 

 

せ
め
て
の
ま
じ
な
い
じ

 
理
 

あ
り
が
と
う

⺟
さ
ん

俺
そ
ろ
そ
ろ

 
行
く
よ



 第 話 初の死それは餓死

 

 

う
む

行

て
来
る
が
よ
い

 
こ
れ
が
数
時
間
前
に
お
ふ
く
ろ
と
話
し
た
回
想
内
容
だ

え

 
回
想
と
か

て
て
メ

い
だ
ろ
う
が
気
に
し
た
ら
負
け
だ

そ
し
て
現

に

り

 
グ

 
理
 

し
か
し

が
へ

た
な

あ

バ
イ
も
う

 
無
理
だ
な

目
の
前
が
真

暗
に

 
バ

ン

 
と

を

て
て
理
久
兎
は

し
み
な
が
ら
も
目
蓋
を
閉
じ
て
い
き
深
い
深
い
眠
り
へ
と

ち

て
い
く
の
だ

た



 第二章  月に願いを込めて

 
第
二
章
 
 
月
に
願
い
を
込
め
て

 
第

話
 
復
活
と
自
身
の
力

  
ザ

ザ

ザ

ザ

ザ

ザ

と

が
降
る

そ
ん
な

の

が
自
分
の

を

で
る

 
理
 

う

ん
は

 

に
気
が
つ
き
自
分
は
飛
び
起
き
た

 
理
 

こ
こ
は

ど
こ
だ

 
理
久
兎
が
目
覚
め
た
時
空
か
ら
水
が

ち
て
き
て
い
た
の
で
あ
る

そ
の
お
か
げ
で
目
を

覚
ま
し
た
の
で
あ
ろ
う

 
理
 

か
俺
は

そ
う
だ

か

が
減

て

 
そ
の
後

餓
死
し
た
の
か

 
と

死
ん
だ
と
き
の
事
を

え
る
が



 第 話 復活と自身の力

 
理
 

あ
れ

今
は

そ
ん
な
に

が
減

て
な
い
な

 
理
久
兎
が
そ
う
口
に
し
て
い
る
と

 
理
 

は

く
し

ん

ル

ル
 
う

い

 
ど
こ
か
に

す
る
か

 
神
様

動
中

 
理
 

お

あ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
い

け
に

 
な
る
と
こ
ろ
が

 
理
久
兎
が
見
つ
け
た
の
は
小
さ
な

で
あ
る
中
の

さ
は
ざ

と

 
人
は

人
ぐ
ら
い
な
ら
収
ま
る

で
高
さ
は

ぐ
ら
い
で
あ
る

 
理
 

ふ

に
か
か
る
と
後
が
大
変
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず

 
そ
こ
い
ら
に
あ
る

を
集
め
て
こ
こ
ら

に

ち
て

 
い
る

の

を
よ
し
で
き
た

後
は
火
を
つ
け
て

 

 
ぼ
ん

 
と

う

が
鳴
り
火
が
点
火
さ
れ
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
服
を

か
し
て
う

ん
こ
れ



 第二章  月に願いを込めて

 
か
ら
ど
う
す
る
か

で
も
な
ん
で
食
料
を

 

出
来
な
い
ん
だ

 
こ
れ
は
死
ぬ
前
の
ち

と
し
た
続
き
で
あ
る

 
理
 

動
物
が
い
な
い
な

お

こ
ん
な
と
こ
に

 

の
実
が

 
理
久
兎
は
た
だ
普
通
に
取
ろ
う
と
し
た
だ
が
し
か
し

 
バ

ン

 
突
然

の
実
が

発
し
た
の
で
あ
る
こ
れ
は

理
久
兎
も
予
想
だ
に
せ
ず

 
理
 

う
わ

な
ん
だ
こ
れ

 
こ
れ
が
次
の

の
実
も
そ
の
ま
た
次
も
こ
れ
ら
が
次
々
に
起
こ
り
結
結
果
餓
死
し
て
し
ま

た
と
い
こ
と
だ

 
理
 

何
が
原
因
何
だ

と
り
あ
え
ず

え
る
か

 
そ
ん
な
こ
と
を

え
て
い
る
と
目
の
前
の

む
ら
が

 

サ

サ

サ

サ

 
と

む
ら
が

れ
て
い
る
の
で
あ
る



 第 話 復活と自身の力

 
理
 
 
・
・

 
注
視
し
て
い
る
と
そ
の

む
ら
か
ら
一

の
怪
物
が

姿
を
現
し
た
の
で
あ
る

 
怪
 

グ
ル
ル
ル
ル
ル

 
理
 

何
だ
あ
れ

 
怪
 

う
ま
そ
う
な

が
あ
る
じ

か

 

な
ど
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る
と

 
理
 

 
怪
 

食
わ
せ
ろ
食
わ
せ
ろ
食
わ
せ
ろ

 
理
 

チ

  
理
久
兎
は
襲

て
く
る
怪
物
の

撃
を

く
い
な
し
た

ど
う
や
ら

と
は
自
分
の
事
の
よ

う
だ

 
理
 
 

こ
ん
な
と
こ
じ

く
て
戦
え
な
い
か

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま

の
降
る
な
か
外
に
飛
び
出
し
た

 
ザ

ザ

 

た
 

た



 第二章  月に願いを込めて

 

の

が
聞
こ
え
そ
し
て
理
久
兎
の

に

の

が
ふ
れ
る
さ
ら
に
目
の
前
に
は
口
か
ら

よ
だ
れ
を
た
ら
し
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
怪
物

こ
の
時
理
久
兎
は
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
が

た
こ
と
を
思
い
出
し
た

 
イ

兄
上
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

 
理
 

ど
う
い
う
意
味
だ

 
イ

今
は
地

に
は

⺟
上
が
創
世
し
た
生
物
の
中
に

 

人
間

と

う
生
命
が
い
ま
す

 
理
 

そ
れ
で

 
イ

そ
し
て

人
間
達
は
自
分
達
の
恐
怖

恐
れ
に
よ

 
て
生
ま
れ
た
あ
る
怪
物
達
が

し
て
い
ま
す

そ
し

 
て
そ
の
怪
物
達
は
自
分
達
の
思
う
が
ま
ま
に
生
き
て

 
い
ま
す

そ
の
中
に
は

な
く
襲
い
か
か

て
来

 
る
奴
も
い
ま
す

な
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

 
ど
う
や
ら
自
分
の
身
を
案
じ
て

て
く
れ
た
よ
う
だ

そ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い

 
イ
ミ

お
兄
様

今
度
は

私
の
番



 第 話 復活と自身の力

 
理
 
 

・

・

 
イ
ミ

今

私
か
ら
見
る
と

お
兄
様
に
は

つ
の
オ

ラ

 
み
た
い
な
の
が
見
え
ま
す

 
理
 

オ

ラ

 
イ
ミ

う
ん

な
ん
と
い
う
か

力
の

み
た
い
な
 

 

も
の

 
理
 

そ
う
な
の
か

 
そ
の
力
の

と
は
良
く
解
ら
な
い
が
何
か
自
分
に
は
力
が
あ
る
よ
う
だ

 
イ
ミ

そ
し
て
今
使
え
る
力
も
あ
る
け
ど

ま
だ
使
え
な
い

 
力
も
あ
る
み
た
い

後

そ
の
力
の
大
き
さ
が

 

め
て

大
き
い
の
多
分

な
生
物
達
は

皆
逃

 
げ
ち

う
か
も

だ
か
ら

地

に
行

た
ら
力
を

 
コ
ン
ト
ロ

ル
す
る

修
行
を
し
た

う
が
い
い
よ

 
理
 

教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
イ
ミ

最
後
に



 第二章  月に願いを込めて

 
ど
う
や
ら
ま
だ
あ
る
み
た
い
だ

 
イ
ミ

お
兄
様
に
は

理
を

り

う
程
度
の
能
力

 
こ
れ
は

わ
か
る
よ

 
理
 

あ
あ

分
か
る

そ
れ
が
ど
う
し
た

 
イ
ミ

多
分

お
兄
様
に
は
も
う

つ
能
力
が
あ
る
み
た
い

 
理
 

マ

で

 
ト
ン
で
も
台

に
そ
ん
な

葉
が
出
て
し
ま

た

 
イ

す
ご
い
で
す
よ
兄
上

 
イ
ミ

で
も
気
を
つ
け
て

 
理
 
 
 
 
・
・

 
イ
ミ

そ
の
能
力
は
何
か

不

と

え
ば
い
い
の
か
な

 
多
分
お
兄
様
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
け
ど
気
を
つ
け

 
て

 
弟
と
妹
は
こ
ん
な
に
も
自
分
の
事
を
思

て
く
れ
る
と
は

こ
れ
に
は
本
当
に
心
か
ら
感
謝
し

た



 第 話 復活と自身の力

 
理
 

あ
り
が
と
う
伊
邪
那

に
伊
邪
那
美

俺
を
気
遣

 

て
く
れ
て

俺
は
本
当
に
良
い
弟
と
妹
そ
し
て

 
⺟
親
を
持
て
た
よ

 
イ

兄
上

 
イ
ミ

お
兄
様

 

 

フ
フ
フ
フ

 
と

伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
が

て
く
れ
た
事
を
思
い
出
す

 
理
 

あ
り
が
と
う
伊
邪
那

に
伊
邪
那
美
そ
し
て

 
⺟
さ
ん

 
怪
 

グ

 
怪
物
は

を
あ
げ
て

な

い
を
つ
け
て
殴
り
か
か

て
く
る

そ
し
て
そ
の

は
理
久

兎
の
頭
上
に

り
か
ざ
さ
れ
た

 

ン

 
怪
 
ニ

 
怪
物
は
勝

を

信
し
た
よ
う
に

て
い
た

だ
が
そ
れ

に
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う



 第二章  月に願いを込めて

惨
状
に
目
を
向
け
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
だ

 

シ

 
そ
う
理
久
兎
は

け
も
せ
ず
真

向
か
ら
怪
物
の

を

手
で
受
け

め
た
の
で
あ
る

 
理
 

も
う

終
わ
り
か

お
い

 
怪
 
 
 

 
ニ

リ
と

い
な
が
ら

む

こ
の
時
に
は
怪
物
の

み
は
消
え
た

そ
う
今
怪
物
に
あ
る
感

情
は

勝

を

信
し
た

高

感

で
も
な
け
れ
ば

嬉
し
い

と
い
う
も
の
で
も
な
い

そ

う
今
こ
の
怪
物
に
あ
る
の
は

り
い
や
も
う
そ
れ
は
も
う
通
り

し
て
い
る

今
の
感
情

は

自
分
が
死
ぬ
と
い
う

恐
怖

と

絶
望

で
あ
る

 
理
 

今
度
は

俺
の
番
だ

 
そ
う

て

手
の

を

り
返
し

怪
物
が
体

が
よ
ろ
け
た
所
に

 
シ

ン

 
理
久
兎
は

に
イ
ザ
ナ
ミ
が

て
い
た

つ
の
力
の
内
の

つ
の
力

も
と
い

霊
力

を

に
ま
と
わ
ら
せ
怪
物
の

に

り
を
い
れ
た

そ
し
て
怪
物
の

は
強
制
的
に
は
ず
さ
れ

た



 第 話 復活と自身の力

 
怪
 

 

の

び
を
あ
げ
る
そ
し
て

 
理
 

発
目

 
シ

バ
ス
ン

 
怪
 

ア

 
今
度
は

に
霊
力
を
ま
と
い

り
を
怪
物
の

に
命
中
さ
せ
そ
し
て
怪
物
の

の

を
へ
し

り
怪
物
が

を
つ
い
た
所
に

 
理
 

発
目

 
ブ

ン

バ
キ
ン

 
怪
 

ウ

 

手
に
霊
力
を
ま
と
わ
せ
先
程
の

り
で
強
制
的
に
は
ず
さ
れ
た

に
ア

カ

ト

を

き
込
み

を

さ
せ

 
理
 

と
ど
め
だ

 
ザ
シ

ブ
シ

 
今
度
は

手
に
霊
力
を
ま
と
わ
せ

手
の

に
手
刀
を

り
出
し

手
の

を
切
断



 第二章  月に願いを込めて

し
た

そ
し
て

手
の
頭
は
体
か
ら

ち
て
そ
し
て

が
あ

た
場
所
か
ら
は

の

水
を

作
り
あ
げ
た

 
も
う
そ
の
怪
物
は

び
も
し
な
い
だ
ろ
う

た
だ

を
切
断
し
た
怪
物
の

に
あ
る
目
は
恐

怖
で
い

い
だ

た
こ
と
が
わ
か
る

 
理
 

こ
れ
が
俺
の
力
な
の
か

 
理
久
兎
は
あ
る
決
心
を
す
る
も
う
一
度
修
行
を
し
直
す
と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
自
分
の
力

を
コ
ン
ト
ロ

ル
し

そ
し
て

何
よ
り
も
自
分
の
力
に

れ
な
い
た
め
に



 第 話 釣りの最中は邪魔するな

 
第

話
 
釣
り
の
最
中
は
邪
魔
す
る
な

 
修
行
を
す
る
と
決
め
５
０
０
年
ぐ
ら
い
が

過
し
た

自
分
は
こ
の
５
０
０
年
の
間
修
行
し
て

い
た

そ
の
か
い
あ

て
何
と
か
力
の
コ
ン
ト
ロ

ル
が
で
き
る
よ
う
に
な

た

そ
し
て
自

分
の
力
の
気

は
リ
ミ

を
能
力
を

し
て

ブ
し
た

そ
し
て

つ
の
力
の
内

つ

霊
力

が
使
え
る
よ
う
に
な

た
が
ま
だ
後

つ
が
な

か
使
え
な
い
で
い
た

そ
し
て

今
現

 
理
 

上
手
に

け
ま
し
た

 
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
あ
る
よ
う
な

を
口
ず
さ
み
な
が
ら

を

い
て
い
た

因
み
に
ど

こ
で
手
に
入
れ
た
か
と
い
う
と

論
狩
り
を
し
た

い
た
い
こ
と
は
た
だ
一
つ

と
狩
り
い

こ
う

 
理
 

う
ま
い

う
ま
す
ぎ
る

 
そ
し
て
絶

サ
バ
イ
バ
ル
満
喫
中
で
あ
る

 
理
 

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

さ

て

日
作

た
こ
の

 
釣
り

で

を
釣
り
あ
げ
る
か



 第二章  月に願いを込めて

 
そ
う

て
釣
り

の
先
に

れ
る

を

に
投
げ
る

だ
が
理
久
兎
は

ま
だ
わ
か
ら
な

か

た

こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
出
会
い
と
別
れ
を

場
所
は
代
わ
り
こ
こ
は

の
中

  

 

ハ

ハ

ハ

 
怪
物

ま
ち
や
が
れ

 
怪
物

飯
だ

飯
だ

 
怪
物

ハ

新

な
女
の

だ

 
女
 

ク

 
そ
の
女
性
は
後
ろ
に

負

て
い
る
矢
を

に
か
け
そ
し
て

る
が

 

 
バ
シ

 
怪
物
に
よ

て

た
矢
を
地
面
に

き
つ
け
ら
れ
る

 
怪
物

チ

さ

き
か
ら
う

な

 
怪
物

兄

後
少
し
で
追
い

き
ま
す

 
怪
物

グ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

 
女
 

本
当
に
つ
い
て
な
い
わ

ま
さ
か
薬
の
材
料

り



 第 話 釣りの最中は邪魔するな

 
に
来
た
だ
け
で
こ
ん
な
⻤
ご

こ
す
る

目
に
な

 
る
な
ん
て

 
女
は
そ
う
思
い
な
が
ら
道
な
き
道
を
走
る

そ
し
て
走
り
な
が
ら

を

き
分
け
て
い
く

を

き
分
け
て
い
る
と

に
出
た

そ
し
て
女
性
の
目
の
前
に
は
そ
の

で
釣
り
を
し
て

い
る
男
性
が
い
た
の
で
あ

た
が
そ
れ
は
理
久
兎
だ

た

 
理
 

う

む
中
々
釣
れ
な
い
な

 
理
久
兎
は
絶

釣
り
に
夢
中
で
あ

た

今
現

の
成
果
は

と
ま
ず
ま
ず
の
成
果

で
あ

た

 

サ

サ

サ

サ

サ

 
女
 

ハ

ハ

ハ

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
人
が

 
何
で

い
や
今
は
そ
ん
な
こ
と
ど
う
で
も
い
い

 
あ
な
た

く
逃
げ
な
さ
い

 
女
は

し
い
こ
と
に

告
を
し
て
く
れ
た

だ
か

告
を
受
け
た
当
の
本
人
で
あ
る
理
久
兎

は 
理
 

よ
し

も
う
い

ち



 第二章  月に願いを込めて

  
全
然

告
を
聞
い
て
い
な
い
模
様

も
う
釣
り

を

に
さ
す
き
満
々
だ

す
る
と

 
怪
物

よ
う
や
く
追
い

い
た

 
女
 

し
ま

た

 
怪
物

覚
悟
し

グ

 
グ
イ

 
理
 

あ
れ

う

何
で

が
前
に
い
か
な
い
ん
だ

 
今
現

理
久
兎
が

に
投
げ
よ
う
と
し
た
釣

の
先
そ
う
釣
り

は
怪
物
の
口
に
引

掛

か

て
い
る

 
理
 

お

せ
い
や

 
怪
物

ぐ
お

 
ブ

ン

ザ
バ
ン

 
理
久
兎
は
無
理
矢
理
に

を
前
に

り
か
ざ
し
た
の
で
あ
る
結
果
釣
り

に
口
を
引

掛
け

ら
れ
て
い
る
怪
物
は
大
き
く

に
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る

そ
し
て
無
様
な
こ
と
に
水
の

底
の

に
頭
を
も
ろ
に
強
打
し
て
気
絶
し
た



 第 話 釣りの最中は邪魔するな

 
後
か
ら
来
た
怪
物

と
女
性
は
た
だ
た
だ

然
す
る

な
い

そ
し
て
引

掛
け
さ
せ
た

当
の
本
人
こ
と
理
久
兎
は

 
理
 

ん

今
な
ん
か
い
た
よ
う
な

ま

い

か

 
こ
れ
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
後
か
ら
来
た
怪
物
も

て
い
る
わ
け
で
は
な
い

 
怪
物

て
め

よ
く
も
兄

を

 
怪
物
は

大
き
く

を
理
久
兎
に

り
お
ろ
し
た

 
女
 

危
な
い

 
こ
れ
が
た
だ
の
人
間
な
ら

か
に
危
な
い
だ
ろ
う
だ
が
今
そ
こ
に
い
る
男
性

理
久
兎

は

人
間
で
は
な
く
絶
対
に
喧
嘩
を
売

て
は
な
ら
な
い
危
険
な
神
様
だ
と
い
う
こ
と
を

 

ン

 
怪
物

や

た
か

 
こ
れ
は
フ
ラ
グ
だ

怪
物
の
手
の
下

き
に
な

た
の
は
理
久
兎
で
は
な
く
理
久
兎
が
頑

て
作

た
釣

で
あ
る

 
理
 

て
め

俺
が
頑

て
作

た
釣

を
よ
く
も

 

は
上
か
ら
聞
こ
え
る
そ
う
理
久
兎
は

も
と
い
大

ン
プ
で

け
た
の
だ

読
者



 第二章  月に願いを込めて

様
は

物
理
は

し
い
だ
ろ
う
か

下
物
は

力
に
と
も
な
い

度
と

下
し
た
時
に
対
象

を

す
る

力
を
あ
げ
る

理
久
兎
は
自
然
に
そ
れ
を
や

て
の
け
た

そ
し
て
そ
れ
を

し
て
上
か
ら

び

り
霊
力
つ
き
を
し
て
怪
物
の
頭
蓋

を

い
た

フ
ラ
グ
は
回
収
さ

れ
た

 
ぐ
ち

 
怪
物

の
頭
蓋

が

れ
そ
の
中
身
が
地
面
に
飛
び
散

た

 
女
 

あ
り
え
な
い
こ
ん
な
こ
と

 
怪

エ

死

 
理
 

う

せ

あ
げ
ん
じ

よ

 
理
久
兎
は
殴
り
か
か

て
く
る
か
か

て
く
る
怪
物
の

を

手
で
い
な
し
そ
し
て
そ
の
力

の
遠
心
力
を

し
て
半
回
転
し

も
ち
ろ
ん
霊
力
つ
き
を

手
の

面
に
強
打
さ
せ

た
の
で
あ
る

そ
の
た
め
怪
物
は
失
神
も
と
い
気
絶

 
今
現

の
怪
物
の
惨
状
は

 

目
の
怪
物
は

に

め
ら
れ
頭
を
強
打
し
て
気
絶

も
う

目
は
理
久
兎
の
怒
り
を

か

た
た
め
頭
蓋

か
ち

ら
れ
頭
の
中
身
を
飛
び
散
ら
さ
れ
て
死
亡

そ
し
て

目
は



 第 話 釣りの最中は邪魔するな

面
強
打
さ
れ
気
絶
と
い
う
結
果
に
な

た

物

い
惨
状
で
あ
る

 
理
 

釣
り
の
最
中
に
邪
魔
す
る
な

て
の

 
そ
う

う
と
そ
れ
を
聞
い
た
女
性
は

 
女
 

え

そ
こ
な
の

 
と

き
の

を
あ
げ
る
が
そ
ん
な
の
は
聞
こ
え
な
い

だ
が
理
久
兎
に
と

て
の

劇
は
釣

が

れ
た
こ
と
だ

製
作
時
間
は

日
か
か

た
の
に
だ

れ
て
あ

け
な
く
終
わ

た

 
理
 

た
な
釣

さ
れ
る
し

三

じ

物

り

 
な
い
し

は

つ
い
て
な
い
な

 
と

て
い
る
と
女
性
は
理
久
兎
の

に
近
づ
い
て

 
女
 

え

と
そ
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お
礼
を

べ
る
が
当
の
本
人
で
あ
る
理
久
兎
は

 
理
 

ん

あ
ん
た

 
理
久
兎
は
ま

た
く
気
に
も
と
め
て
い
な
か

た
模
様
な
の
か

こ
の
女
性
は

み
た
い

な
感
じ
だ

理
久
兎
か
ら
見
て
そ
の
女
性
は
結

大
人
び
た

気
を
ま
と

て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
そ
し
て
お
礼
を

わ
れ
た
こ
と
に
理
久
兎
は



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

何
が

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
女
性
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
話
を
進
め
る

 
女
 

え

と
実
は
私
こ
の
妖
怪
達
か
ら
逃
げ
て
い
た

 
の
よ

 
理
 

妖
怪

こ
の
怪
物
達
の
こ
と

 
女
 

え

つ

 
女
性
は

を

さ
え
る
の
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

大
丈
夫
か

ち

と
来
な

 
そ
う

て
女
性
を

の

陰
に
案
内
さ
せ
て
理
久
兎
が
そ
の

を
見
る
と

に
怪
我
を
し
て

い
た
の
が
分
か

た

お
そ
ら
く
逃
げ
て
い
る
時
に

を

の

で
切

た
の
だ
ろ
う
と
推

を

出
来
た

 
理
 

よ
し

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
よ

 
理
久
兎
は
自
分
の
服
の

を
切
り
そ
の
布
を
水
で

い
怪
我
を
し
て
い
る
部
分
に

の
替

わ
り
と
し
て

き

け
固
定
さ
せ
た

 
女
 

あ
り
が
と
う
何
か
ら
何
ま
で



 第 話 釣りの最中は邪魔するな

 
理
 

助
け
た
つ
も
り
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

所
で
あ
ん
た

 
の
名
前
は

 
女
 

あ
ら
ま
ず
は
自
分
か
ら
な
の
が

よ

 
理
 

お

と
失
礼
俺
の
名
前
は

 
と

お
う
と
し
た
時
自
分
の
本
名
は
ま
だ
あ
ま
り

わ
な
い
方
が
い
い
と

え
た

お

う
も
の
な
ら
気
ま
ず
く
な

て
し
ま
う
し
変
に

さ
れ
る
の
は
一
番
嫌
だ

そ
う

え
自
身
の

名
を
偽

た

 
理
 

し
ん
び

う
り
せ
ん

新

理

そ
れ
が
俺
の
名
前
だ

 
女
 

そ
う
私
の
名
前
は

八
意

よ
ろ
し
く

理

 
 
 

 
理
 

そ
れ
は
こ
ち
ら
も
だ

 
こ
れ
が
理
久
兎
と

と
の
出
会
い
で
あ
り
最
初
の
友
人
と
な
る
の
だ

た



 第二章  月に願いを込めて

 
第

話
 
大
都
市
の
頭
脳

 

き
火
の
火
が
バ
チ
バ
チ
と

を
た
て
釣
れ
た

一

を

く

そ
ん
な
中
理
久
兎
は

を
自
身
の
拠
点

と
い

て
も

だ
が

に
つ
れ
て
来
て
い
た

 
理
 

悪
い

飯
が

で

ら

 

い
い
の
よ

気
に
し
な
く
て
も
で
も
良
い
の

 

方
が
食
べ
な
く
て

 
理
 

気
に
す
る
な
食

て
良
い
よ

 

き
上
が

た

を

に
渡
す

本
当
は
自
分
も
食
い
た
い
が
客
は
も
て
な
す
も
の
の
た

め
我

す
る
こ
と
に
し
た

 

あ
り
が
と
う
理

 
理
 

い
い
さ

 
そ
う
し
て

は
少
し
ず
つ
だ
が
口
に
い
れ
い
く

そ
し
て
数
分
が

過
し

を
食
べ
終
え

る 

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た



 第 話 大都市の頭脳

 
理
 

お

末
様

 
と

い
晩
飯
や
ら
を
ど
う
す
る
か
と

え
て
い
る
と

 

理

 
理
 

な
ん
だ

 

方
が
良
け
れ
ば
私
と
共
に
都
市
に
来
な
い
か
し

 
ら

 
理
 

お
い
お
い

会

た
ば
か
り
の
男
に

う
台

か

 
そ
れ

 

で
も

私
も
た
だ
気
遣
わ
れ
る
の
嫌
だ
し
そ
れ
に

 

度
私
の

衛
が

し
か

た
所
な
の
よ

方

 
見
て
い
て
妖
怪
を
容

く

散
ら
し
て
い
て
強
そ

 
う
だ
し

 
ど
う
や
ら

度

衛
を
探
し
て
い
た
よ
う
だ

そ
れ
と
怪
物
は
妖
怪
と
呼
ば
れ
て
い
る
ら
し

い

だ
が
こ
の
時
に

え
た

自
然
で
の
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
は
楽
し
い
が
食
料
に
関
し
て
は
死
活

問

だ

そ
れ
に

度

々
な
知

を
学
び
た
い
と
思

て
い
た
た
め
良
い
機
会
と
思

た



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

そ
う
な
の
か

余
所
者
行

て
も
邪
魔
に
な
ら
な
い

 
の
か

 

大
丈
夫
よ

 
理
 

ふ
む

ま

良
い
か
こ
こ
に
い
て
も
サ
バ
イ
バ
ル

 
す
る
だ
け
だ
し
な

 

そ
う

な
ら
了

 
理
 

あ

な
ら
さ

さ
と
行
こ
う
か
も
う

だ
夜
に

 
な
る
に
つ
れ
て
怪
物
が
襲
い
か
か

て
来
る
か
ら

 

い
に

し
た
こ
と
は
な
い

 

そ
う

な
ら
い
き
ま
し

う
か

 
理
 

だ
な

 
こ
う
し
て
理
久
兎
は

の
案
内
の
元

都
市
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

頭
脳

動
中

 

何
と
か
こ
こ
ま
で
来
た
わ

 
と
り
あ
え
ず
何
と
か

の
家
に
あ
と
少
し
で
つ
き
そ
う
だ

中
怪
物
改
め
妖
怪
を

散
ら



 第 話 大都市の頭脳

し
な
が
ら
だ
け
ど
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
来
た

 
そ
し
て
自
分
は
今
現

マ

な
話
で
目
を

て
い
る

 
理
 
 
 
 

 

 

 

ど
う
し
た
の

 
理
 

す
ご
く

大
き
い
で
す

 
そ
れ
は
巨
大
な

が
現
れ
た
か
ら
だ

こ
ん
な
デ
カ
イ

が
建

て
い
る
様
は
見
た
こ
と
も

な
い

 

ら
理

行
く
わ
よ

 
理
 

あ

あ

 

は
そ
う

う
と
門
番
の
元
へ
と
向
か
う

自
分
は

の
後
を
着
い
て
い
く

 

お

め
ご

様

 
門
番

こ
れ
は

八
意
様

 

が

す
る
と
そ
の
ま
ま
男
も
と
い
門
番
は

礼
し
た

様
つ
け
し
て
い
る
時
点
で

は
も
し
か
し
た
ら

当

い
人
物
な
の
だ
ろ
う
と

す
る
と
門
番
は
自
分
の
存

に
気
が
つ
い
た

の
か



 第二章  月に願いを込めて

 
門
番

と
こ
ろ
で
そ
こ
の

男
性
は

そ
れ
に
八
意
様

 
ど
う
し
た
ん
で
す
か
そ
の

は

 
門
番
は
自
分
の
事
に
つ
い
て
と

の

の
怪
我
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た

 

え

と

さ

き
妖
怪
に
襲
わ
れ
て
そ
れ
で
逃
げ

 
て
い
る
時
に
彼
に
助
け
ら
れ
た
の
よ

 
門
番

成
る
程
そ
う
で
し
た
か

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

所
で

方
様
の
お
名
前
を
お
教
え

 
下
さ
い
ま
す
か

 
理
 

あ

新

理

だ

よ
ろ
し
く
な

 
門
番

は
い

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
手
を

し
出
す
と
門
番
は
そ
の
手
を

り

手
を
し
て
く
る

 

と
り
あ
え
ず
入

て
い
い
か
し
ら

 
門
番

あ

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
ど
う

お
入
り
下
さ
い

 

行
く
わ
よ
理

 
理
 

了
解
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そ
う
し
て

と
共
に
門
を
通
る

そ
し
て
門
を
通
る
と
そ
こ
に
は
理
久
兎
が
こ
れ
ま
で
見
た

こ
と
の
な
い

が

ら
目
を

た

そ
れ
は
行
き
交
う
多
く
の
人
々

高
く
大
き
い
建
造

物

こ
ん
な
も
の
が
あ
る
と
は

き
だ

た

 
理
 

ス
ゲ

 

理

お
い
て
い
く
わ
よ

 
理
 

あ

待
て

て

 
そ
の
後

の
後
を
着
い
て
い
く
事

数

分
後

 

さ
て
と
着
い
た
わ
こ
こ
よ

 
自
分
の
目
は

く
も
の
ば
か
り

え
更
に

た

目
の
前
の

の
家
は
と
て
も
大
き
す
ぎ

て 
理
 

こ
こ
も
デ
カ
イ

 

 

と
り
あ
え
ず
入
る
わ
よ

 
理
 

あ

は
い

 
そ
し
て
入
る
と
想

ど
う
り

く
装

も
さ
れ
て
い
て
と
て
も
自
分
が
い
る
と

合
わ
な
い

と
思

て
し
ま
う



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

な

 

何
か
し
ら

 
理
 

こ
こ
に

人
で
い
て

ち
着
く
の
か

 

正
直
も
う

れ
た
わ

 
理
 

さ
い
で
す
か

 
ど
う
や
ら

れ
た
よ
う
だ

ま
ず

れ

て
本
当
に
怖
い

 

で
も

れ
な
い
と
こ
こ
が

方
の
家
に
な
る
の
よ

  
理
 

へ

そ
う

え

 

ん

ど
う
し
た
の

 
理
 

あ
れ

お
か
し
い

々
話
が
と
ん
で
い
る

 
よ
う
な

 

あ
ら
そ
う
か
し
ら

 

定
が
ふ

と
ば
さ
れ
て
る

ま
ず

と
同
居
す
る
な
ど
と
聞
い
て
な
い

 
理
 

い
や
そ
う
だ
ろ

今
日
ま
だ
会

て
間
も
な
い
見
ず



 第 話 大都市の頭脳

 
知
ら
ず
の
男
を
普
通
さ
自
分
の
家
に
住
ま
せ
る
の
か

 
よ

 

い
や
だ

て

人
だ
と
こ
の
家
大
き
過
ぎ
る
の
よ

 

更
に
良
い
こ
と
で
部

が
余

て
い
る
し

 
つ
い
で
に
私
の

衛
な
ら
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
で

 
も

け
つ
け
て

し
い
の
よ

 
理
 

嫌

だ
か
ら
と
い

て

も
し
俺
が

襲

た

 
り
し
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ

 

襲
う
気
あ
る

 
と

聞
か
れ
る
が

え
て

お
う

そ
れ
は
ま
ず
な
い
と

 
理
 

い
や
な
い
な

 

で
し

そ
れ
に
も
し
襲
う
の
だ

た
ら
そ
の
時

 
は

方
の
頭
を

で

る
か
も
し
く
は
実
験
台
に

 
な

て

う
か
ら

 
さ
ら
り
と
怖
い
事
を

て
き
た

そ
ん
な
の
は
ご
め
ん
だ



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

は

ま

良
い
や

分
か

た
世
話
に
な
る
よ

  

え
え
よ
ろ
し
く

理

ふ
ふ
ふ

 
こ
う
し
て
理
久
兎
は

の
家
に
住
む
こ
と
と
な

た
の
だ

た



 第 話 理久兎はクスクス

 
第

話
 
理
久
兎
は
ク
ス
ク
ス

 
今
現

の
家
に
来
て
約
数
時
間
が

過
す
る

部

を

意
さ
れ
部

の
布
団
の
感

を

味
わ

て
い
る
と

 
ス

 
と

子
が
開
く

が
聞
こ
え
る

が
し
た
方
向
を
見
る
と

子
を
開
け

が
や

て
来

て
い
た

 

理

 
理
 

な
ん
だ

 
布
団
か
ら
起
き
上
が
り
布
団
の
上
に
座
る
と

 

実
は

方
に
会

て

し
い
人
が
い
る
の

 
理
 

な

俺
が
行
く
ん
だ

 

そ
の
人
は

私
の
友
で
あ
り
そ
し
て
こ
の
都
の

 
主
神
だ
か
ら

し
に
行
く
の
よ

 
理
 

な

今

何
て

た



 第二章  月に願いを込めて

 

だ
か
ら
こ
の
都
の
主
神

 
こ
の

葉
で
理
久
兎
は

行
か
ざ
る
え
な
く
な

た

 
理
 

そ
う
か

う
ん
分
か

た

行
こ
う

 

そ
う

え

と
そ
れ
じ

準
備
が
出
来
た
ら

 
つ
い
て
き
て
頂
戴

 
理
 

あ
い
あ
い

 
理
久
兎
は
内
心
と
て
も

い
た
何

か
簡
単
で
あ
る

神
と

わ
れ
て
い
る
の
は
自
分
を

め
て
⺟
親
で
あ
る

弟
の
イ
ザ
ナ

と
妹
の
イ
ザ
ナ
ミ
こ
の

神
し
か
い
な
い
は
ず
な
の

だ
か
ら
も
し
神
と

い
偽

て
い
る
な
ら
制
裁
を
加
え
る
の
も
年
⻑
者
で
あ
る
真
の
神
様
の

め
と
も
思

て
い
る

そ
し
て

動
を
開
始
す
る

 
神
様

頭
脳

動
中

 
そ
し
て

に
つ
い
て
こ
ら
れ
た
の
は
と
て
も
大
き
い
建
物
で
現
代
風
に

う
と
高

ビ

ル

ぐ
ら
い
の
建
物
の
前
に
来
て
い
た

 
理
 

や

り
デ
カ
イ
な

 

こ

ち
よ
理
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理
 

ち

待
て

て

 

に
よ
り
案
内
さ
れ
た
先
に
向
か
う
と
そ
こ
に
は
真
ん
中
に

が
入

た

の
前
エ

レ

に
案
内
さ
れ

が
ス
イ

チ
を

す
と

 

ン

ウ

ン

ン

ピ

ン

 

と
共
に

が

に
開
い
た

中
は
人
が

人
ぐ
ら
い
入
れ
そ
う
な
箱
み
た
い
な
部

に

大
き
な

が
あ
る
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
理
久
兎
は

 
理
 
 

 
こ
の

で

い
て
い
た

そ
し
て

は
そ
ん
な
理
久
兎
の
表
情
を
見
て

 

ク
ス
ク
ス
ク
ス
ク
ス

 
結

楽
し
そ
う
に

い
を
こ
ら
え
て
い
た

 

ら
入
る
わ
よ

 
理
 

あ

あ

 
内
心
ま
じ
ビ
ビ

て
い
る

初
め
て
こ
ん
な
の
見
れ
ば

で
も

く

だ

そ
し
て
そ
の
箱
み

た
い
な
部

に
入
り

が
ス
イ

チ
を

す
と

が
閉
ま
る

そ
し
て

 

ン
 
ウ

ン
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の

で
エ
レ

が
動
き
出
し
た
そ
し
て
そ
れ
に
初
め
て

た
理
久
兎
は

 
理
 

 
と

が
生
ま
れ
た
て
小
鹿
の
ご
と
く

え
て
い
た

論
そ
の
光

は

に
見
ら
れ
て
し

ま
い

 

プ

ク
ク
ア
ハ
ハ

 
本
気
で

い
を

え
ず
に
楽
し
そ
う
に

て
い
た

こ

ち
は
良
く
分
か
ら
な
い
物
に

せ

ら
れ
て
怖
い
ん
だ
が

 

理

ク
ス
理

ク
ス
大
丈
夫

 
理
 

だ
だ
だ
大
丈
夫
だ

も
も
も
問

な
い

 
ピ

ン

 

 
 

 
そ
し
て
目
的
地
に
つ
い
た
た
め

が
開
か
れ
る

 

着
い
た
わ
よ

ま
さ
か
エ
レ

で
あ
ん
な

 
に
良
い
反

す
る
な
ん
て

 
理
 

う
う

う
る
さ
い
や
い

 
こ
ん
な

態
を
見
ら
れ
て

ず
か
し
い

そ
し
て
そ
こ
か
ら
ま
た
歩
い
て

分
く
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ら
い
だ
ろ
う
か

 

着
い
た
わ
こ
こ
よ

 
そ
の

は
キ
レ
イ
に
装

さ
れ
て
い
て
と
て
も

華
な
部

で
あ
る
こ
と
が
見
た
だ
け
で
も

分
に
分
か
る

 
理
 

さ
て
と

を

む
と
し
ま
す
か

 
そ
う
思
い
な
が
ら

が

を
開
け
入

て
い
く

そ
れ
に
続
き
理
久
兎
も
入

て
い
く

 

失
礼
し
ま
す

ツ
ク

ミ

月
読
様

ら
理

も

 
理
 

お
邪
魔
し
ま

す

 
月
読

あ
ら

そ
れ
と

 
理
 

え

 
理
久
兎
は

い
た
何

か
そ
れ
は
伊
邪
那
美
に
結

に
て
い
る
女
性
が
い
た
か
ら
で
あ
る

し

か
も
月
読
か
ら
は
少
し
だ
が
伊
邪
那

に
気

が

て
い
た

 
理
 

あ

お
初
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
理

と
い
う

 
者
で
す

 
月
読

フ
フ
フ

そ
う

よ
ろ
し
く

理

で
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と
理

は
何
の
ご

か
し
ら

 

え

実
は
彼
が
今
日
か
ら
こ
の
都
に
住
む
の
で

 
そ
の
ご

に
と

 
月
読

そ
う
な
の

な
ら
こ
れ
か
ら
も
よ
ら
し
く

 
理

 
と

と
て
も
親
し
み
や
す
い

だ
が
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
伊
邪
那
美
に
そ

く
り
だ

 
理
 

え

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 

ど
う
し
た
の

 

は
自
分
の

動
な
ど
に
不
信
を
持

た
の
か
聞
い
て
く
る

そ
れ
な
ら
聞
き
た
い
こ
と
を

聞
く
だ
け
だ
が
一

は
主
神
と
い
う
こ
と
な
の
で
遠
回
し
に
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

え

と
失
礼
か
と
思
い
ま
す
が

 
月
読

ん

な

に

 
理
 

私
と
ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
せ
ん
で
し
た
か

 
月
読

フ
フ

私
の
記
憶
だ
と
今
日
が
初
め
て
よ

 
や
は
り
別
人
の
よ
う
だ

こ
こ
で
伊
邪
那
美
だ

た
ら

本
ど
も
る

し
か
も
そ
ん
な
喜
怒
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楽
の
表
情
は
全
然
と
い
う
程
に

に
出
さ
な
い
た
め
分
か
り
に
く
い
が
目
の
前
の
月
読
は
そ
う

い

た
事
を
す
る
た
め
ど
う
や
ら
本
当
に
別
人
の
よ
う
だ

 
理
 

そ
う
で
す
か

す
い
ま
せ
ん
失
礼
な
事
を
聞
い
て

 
し
ま

て

 
月
読

フ
フ
フ
 
良
い
の
よ
そ
う
い
う
の
は
良
く
あ
る

 
わ

 
こ
う
い

た
フ

ロ

も
上
手
い

伊
邪
那
美
で
は

本
こ
ん
な
事
は
で
き
な
い

す
る
と

は
数
歩
前
へ
と
で
て

 

で
は

月
読
様

私
た
ち
は
こ
れ
で

 
月
読

あ
ら
も
う
帰
る
の

な
ら

ま
た
遊
び
に
来
て

 
そ
れ
と
理

 
理
 

な
ん
で
す
か

 
月
読

次
来
た
の
な
ら

方
の
お
話
を
聞
か
せ
て

 
と

自
分
の
話
に
つ
い
て
気
に
な

た
の
か
そ
う

て
く
る

え
は

論

 
理
 

え

ま
た

い
ま
す
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来
た
ら
話
す
と
い
う
約
束
を
す
る

そ
し
て

は
頭
を
下
げ
て

 

で
は

失
礼
し
ま
し
た

 
と

い
自
分
も
そ
れ
に
続
き

 
理
 

同
じ
く
失
礼
し
ま
し
た

 

く
会

す
る

す
る
と
月
読
は
胸
元
で
手
を

て

 
月
読

フ
フ
フ

じ

 
さ
よ
な
ら
と
返
し
て
く
れ
る
の
だ

た

そ
し
て
帰
り
道

 
理
 

な

 

ん

ど
う
し
た
の

 
理
 

月
読
さ
ま
は
い
つ
も
あ
ん
な
感
じ
な
の
か

 

そ
う

い
つ
も
あ
れ

 
理
 

そ
う
か

 
そ
し
て
理
久
兎
は
あ
る
結
論
に

た

そ
れ
は
間
違
い
な
く
月
読
は
自
分
と
同
じ
神
の
部

し
か
伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
の
力
を
少
し
だ
が
感
じ
た
と
い
う
事
だ
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理
 

も
う
少
し
探

て
み
る
か

  
そ
し
て
理
久
兎
と

は
帰
り
道
の
エ
レ

に

る
が
流

に
帰
り
は
生
ま
れ
た
て
の

子
鹿
み
た
く

え
な
か

た
そ
う
だ



 第二章  月に願いを込めて

 
第

話
 
武
道
大
会
へ
の
出
場

 
と
あ
る

時
の
こ
と

こ
こ
月
読
の
住
ま
う
高

ビ
ル
の
頂
上
で
は

 
理
 

本
当
に
そ
ん
な
感
じ
だ

 
月
読

そ
う

フ
フ

 

あ
な
た
意
外
に
サ
バ
イ
バ
ル
知

が
あ
る
わ

 
今
現

自
分
は
月
読
に

待
さ
れ
て

と
一

に
や

て
来
て
い
る

来
た
理
由
は
前
に

約
束
で
自
分
の
話
を
聞
か
せ
る
と
い
う
約
束
を
し
て
い
た
か
ら
だ

自
分
の
過
ご
し
て
き
た
地

で
の

験
談
を
話
し
て
い
る

つ
い
で
に
自
分
自
身
も
一
番
聞
き
た
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
月
読
様

 
月
読

ん

ど
う
か
し
た
の

 
理
 

こ
の
都
市
は
何
時
出
来
た
ん
で
す
か

 
ま
ず
こ
の
都
市
が
何
時
出
来
た
の
か
が
気
に
な
り
聞
く
と

 
月
読

ん

と

今
か
ら
約
９
０
０
年
前
か
な

 
理
 

へ

も
う
そ
ん
な
に

つ
ん
で
す
か
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月
読

え
え
私
が
こ
こ
に
来
た
の
が
本
当
に
９
０
０
年
ぐ
ら

 
い
前
だ
し

 
そ
の
発

か
ら

え
る
と
多
分
自
分
が
蘇
る
の
に
か
か

た
期
間
は
ざ

と
５
０
０
年
く
ら
い

と
推
定
で
き
る

も

と
か
か
る
と
思

た
が
そ
ん
な
事
は
な
か

た

 

も
う
そ
ん
な
に

つ
の

 
月
読

え

本
当
に

 

そ
う
い
え
ば
理

の
親

て
い
る
の

 
そ
の
発

に
ど
う

お
う
か
と

む

私
の
親
は
こ
の
世
で
一
番

い
神
様
の
龍
神
で
す

な
ん
て

て
も
恐
ら
く
信
じ
て
は
く
れ
な
い
が
な
お
か
つ
自
分
が
ま
ず

い
た
く
な
い

仕
方

な
く

 
理
 

い
や
多
分
い
る
ん
で
し

う

 
と

に

え
る
が

 

え

ど
う
い
う
こ
と

 

に
よ

て
更
に
追

さ
れ
る

本
当
に

め
て

し
い

 
理
 

気
づ
い
た
ら

人
だ

た
か
ら
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そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
こ
の
地

で
死
ん
で
蘇

た
ら

人
だ

た
か
ら
と
い
う
意
味
で

え

る

す
る
と

は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 

な
ん
か
悪
い
こ
と
を
聞
い
た
わ

 
理
 

気
に
す
る
な

 

私
も
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
し

 
理
 

そ
う
か

 
と

く
気
ま
ず
い

気
に
な

て
し
ま
う

 
理
 

い
気
ま
ず
い

 
だ
が
そ
ん
な
気
ま
ず
い

気
を
ぶ
ち

す
子
が
い
る
の
を
お

れ
で
は
な
か
ろ
う

 
月
読

も

私
を
の
け
者
に
し
な
い
で
よ

 
そ
う
月
読
だ

も
う
こ
れ
に
は
月
読
に
感
謝
を
込
め
る
し
か
な
い

 
理
 
あ
り
が
と
う
月
読

 
と

聞
こ
え
ぬ
よ
う
に
心
の
中
で
感
謝
す
る

だ
が

つ
ま
り

か
ら

か
に
だ
が

 

あ
り
が
と
う
月
読
様

 
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
き
た

恐
ら
く

も
気
ま
ず
か

た
の
だ
ろ
う

人
の
心
が
合
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わ
さ

た

間
で
あ

た

と
り
あ
え
ず
月
読
の
ご
機
嫌
を
と
る
た
め
と
つ
い
で
に
一
番
聞
き
た

い
こ
と
を
今
度
は
ス
ト
レ

ト
に

う

 
理
 

え

と
月
読
様
の
親
族
は
い
る
の
で
す
か

 
月
読

ん

と

私
の
場
合
は
お
父
さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
が

 
い
る
よ

 
ど
う
や
ら
お
父
さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
は
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

へ

因
み
に
失
礼
で
す
が
お
名
前
は

 

え

嘘
よ

理

方
ま
さ
か
月
読
様
の
親

 
神
を
知
ら
な
い
の

い

名
よ

 
と

が

て
く
る

ど
う
や
ら

は
知

て
い
る
よ
う
だ
が

 
理
 

い
や

そ
の

ゴ
メ
ン
分
か
ら
ん

 

い
た
の

知
ら
な
い
人

 
仕
方
が
な
い

復
活
す
る
ま
で

て
い
た
の
だ
か
ら

す
る
と
ま
た
月
読
は

を

ら
ま
せ

て 
月
読

も

ま
た
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々
見
て
い
る
と
月
読
は
ど
う
も
子

さ
が
あ
る

何

だ
か
お
ふ
く
ろ
を
見
て
い
る
み

た
い
だ

 
理
 

い
や
ゴ
メ
ン
ゴ
メ
ン

 

あ
ら
ご
め
ん
な
さ
い
月
読
様

 
月
読

ま

良
い
や
じ

話
す

え

と
私
の
お
父

 
さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
の
名
前
は

 
理
 

名
前
は

 

が

い
て
き
た
た
め
お

を
飲
む

だ
が
自
分
は
こ
れ
か
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
聞
い
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る

 
月
読

お
父
さ
ん
が

イ

ザ

ナ

伊
邪
那

で
お
⺟
さ
ん
が

 
イ

ザ

ナ

ミ

伊
邪
那
美
だ

た
か
な

 
そ
の
名
前
を
聞
い
た
そ
の

間

 
理
 

ブ

 
飲
ん
で
い
た
お

を
盛
大
に
空
中
へ
吹
き
出
し
た

 

理

方

い
わ
よ
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月
読

う
わ

が
見
え
た

 
ど
う
や
ら

が
見
え
た
模
様
だ
が
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
い
い

 
理
 
 
ゴ

ゴ

ゴ

 

 

ま

た
く
大
丈
夫

 
理
 

あ

あ

す
ま
な
い

 
こ
の
時
月
読
の
こ
と
で

き
が
一

だ

た

ま
さ
か
月
読
が
あ
の

人
の
子

だ

た
と

は
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

と
い
う
か
兄
妹
で
子

を
作

た
と
い
う
こ
と
だ

だ
が
そ
れ
を

え
る
と
自
分
は
月
読
の

父
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
に

き
だ

因
み
に
こ
の
時
間
わ
ず
か

０
０
０
０
１

だ

 

ま

た
く
理

は

 
月
読

綺

だ

た
な

 
だ
が
し
か
し
こ
れ
で

い

た
月
読
が
あ
の

人
に

て
い
る
理
由
も
そ
し
て

気

も

て
い
る
理
由
も
だ

 
月
読

そ
う
い
え
ば

 

何
で
す
か
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月
読

そ
ろ
そ
ろ
あ
れ
じ

な
い

 

そ
う
い
え
ば
そ
う
で
す

 
あ
れ
と
は
何
だ

気
に
な
り

人
に
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

あ
れ

て

 

何
年
か
に
行
わ
れ
る
の
よ
武
道
大
会
が

 
理
 

舞
踏
大
会

あ
の

り
の

 

る
舞
踏
会
か
と
思

て
口
に
出
す
と

 
月
読

え

フ
フ
フ

ア
ハ
ハ
ハ

 

も
う
理

た
ら

ふ
ふ

違
う
わ
戦
う
方

 
の
武
道
大
会
よ

 
月
読

か
に
間
違
え
る
わ
よ

 
理
 

あ

そ

ち
か

 
ど
う
や
ら
戦
う
方
の
武
道
大
会
が
行
わ
れ
る
ら
し
い

だ
が

か
に
間
違
え
て
し
ま
う

 

今
回
は
ど
う
な
る
か
し
ら

 
月
読

本
当
に
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理

も
出
て
み
た
ら
ど
う
か
し
ら

 
月
読

本
当

そ
れ
は
い
い
ん
じ

な
い

 
理
 

い
や
俺
は
遠
慮
す
る
よ

 
誘
い
は
嬉
し
い
が
自
分
が
出
場
し
た
ら
バ
ラ
ン
ス
が

し
て
し
ま
う
し
な
お
か
つ
下
手
す
れ

ば

手
の
頭
が

ン

と
や

て
し
ま
う
た
め
出
場
す
る
気
に
は
な
れ
な
い

そ
の
た
め
断

た

の
だ
が

 

も
う
無
理
よ

 
理
 

え

ロ

 
こ
の
時

の

た
そ
の
発

に
は
嫌
な
予
感
が
通
り
す
ぎ
る

そ
し
て
そ
れ
は
当
た
る

こ
と
と
な
る

 

も
う

加

け
出
し
ち

た

 
月
読

本
当

そ
れ
は
楽
し
み

理

酔
い
戦
い
を

 
期
待
し
て
る

 
ま
ず

と
す
ら

て
い
な
い
の
に
大
会
に
出
場
い
や
強
制
出
場
す
る
事
と
な

て
し
ま

た
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え

と

と
り
あ
え
ず
頑

て

理

 
月
読

頑

れ

 
理
 

マ

マ

か

よ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
武
道
大
会
に
出
る
こ
と
に
な

て
し
ま

た
理
久
兎
で
あ

た



 第 話 舞踏大会ではなく武道大会

 
第

話
 
舞
踏
大
会
で
は
な
く
武
道
大
会

 
都
市
の
中

の
闘
技
場

現

こ
こ
で
は
多
く
の
熱
気
が
あ
り

が
聞
こ
え
て
い
た

 
観
客

 

 

が
聞
こ
え
る

そ
う
今
日
こ
の
日
に
都
市
で
行
わ
れ
る
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
だ

 
月
読

で
は
こ
れ
よ
り
第

回
武
道
大
会
を
開
催
し
ま

 

す

 
観
客

ウ

 
観
客

ツ
ク

ミ
様

 
理
 

へ

も
う

回
も
や

て
る
ん
だ

 

外
に
も

回
も
や

て
い
た
よ
う
だ

こ
れ
に
は
少
し

く

 

出
場
者
の
皆
さ
ん
自
分
達
の
こ
れ
ま
で
の

力

 
を
出
し
き

て
全
力
で
勝
負
し
て
下
さ
い

 
月
読

こ
こ
で
ル

ル
説
明

大
会
は

ブ
ロ

ク

 
で
の
試
合
で
す

各
ブ
ロ

ク
の
代
表
出
場
者
は
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時
間

守
で
守
れ
な
い
場
合
は
失
格
に
な
り
ま
す

 
次
に
出
場
者
方
は
武

等
は
大
会
か
ら

さ
れ

 
た
物
を
使
う
こ
と

そ
し
て
こ
の
戦

て
る

中

 
で
試
合
場
か
ら
外
に
出
た
場
合
は
場
外
と
し
て

 
い
失
格
に
な
り
ま
す
そ
れ
と

論

手
を
殺
し
た

 
場
合
も
失
格
と
な
り
ま
す

 
理
 

う
場
外

 
つ
ま
り

手
を
場
外
に
さ
え
出
来
れ
ば
良
い
と

う
こ
と
だ

そ
れ
を
聞
け
た
だ
け
で
も
と
て

も
楽
に
な

た

も
し
こ
れ
で

た
と

わ
せ
る
ま
で
と
か
そ
ん
な
事
に
な
れ
ば
す
ぐ
に

し
た
い
と
思

て
い
た
か
ら
だ

 
月
読

な
お
試
合
を
待
機
す
る
選
手
は
試
合
時
間
に
間
に

 
合
え
ば
何
を
し
て
い
て
も
も
か
ま
い
ま
せ
ん
た
だ

 
不
正
行

を
し
た
場
合
の
選
手
は
失
格
に
な
る
の

 
で
気
を
つ
け
て
下
さ
い
こ
れ
で
ル

ル
説
明
を
終

 
わ
り
ま
す
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で
は
心
よ
り
ご
期
待
い
た
し
ま
す

 
選
手

ウ

 
理
 

く
帰
り
た
い

 
帰
り
た
い
理
由
は
簡
単
だ

ど
の
選
手
が

手
に
な
ら
な
い

そ
し
て

当
な
手
加
減
を
し

な
い
と
殺
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ

 

判

で
は
選
手
の
皆
さ
ま

え
室
で
お
待
ち
下
さ
い

 
理
 

な

こ
う
な

た
の
だ
ろ
う

 
そ
う
な

こ
う
な

た
の
か
と
思

て
し
ま
う

だ
が
そ
れ
は
簡
単
で
あ
る

が
自
分
の

名
前
で
大
会

加

け
を
出
し
て
し
ま

た
か
ら
で
あ
る

す
る
と

 
門
番

あ

理

さ

ん

 
理
 

ん

 
理

も
と
い
理
久
兎
が

り
向
く

そ
こ
に
は
都
市
の
門
番
を
し
て
い
た
兵
士
が
い
た

 
門
番

理

さ
ん
も

加
す
る
ん
で
す
か

 
理
 

あ

ま

な

 
門
番

そ
う
で
す
か

所
で
ど
う
し
た
ん
で
す
か
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が
悪
い
で
す
よ

 
理
 

い
や
大
丈
夫
だ

も

加
す
る
の
か

 
門
番

え

そ
う
な
ん
で
す
よ

 
す
ご
い
楽
し
そ
う
に
や
る
気
に
道

れ
な
が
ら
こ
の
門
番
は

て
い
る

当
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
が
分
か
る

そ
し
て
こ
の
門
番
の
力

も
か
な
り
あ
る

 
門
番

あ

後

申
し

れ
ま
し
た
が
自
分
は
都
市
の

 
一
等
兵
を
し
て
い
る

い
ち
ど
う
な
か
せ

一

仲

で
す

 
理
 

そ
う
か

改
め
て
よ
ろ
し
く
な
仲

 
仲

は
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
理

さ
ん

あ

 
そ
う
い
え
ば

理

さ
ん
は

ど
こ
の
ブ
ロ

ク

 
で
す
か

 
理
 

俺
は

ブ
ロ

ク
だ
な

 
仲
 

は

ブ
ロ

ク
な
の
で
も
し
か
し
た
ら
戦
え
る

 
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
理
 

あ

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
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仲
 

こ
ち
ら
も
で
す

 
そ
ん
な
話
を
す
る
の
だ
が
遠
く
の
方
で
は

 
兵
あ

な
ん
だ

あ
い
つ

 
兵
い

見
た
こ
と
な
い
で
す

 
兵
う

そ
う
い
え
ば

か

 
兵
あ

な
ん
だ

 
兵
う

八
意
様
が
つ
れ
て
き
た
外
の
人
間
じ

な
い

 
か
な

 
兵
あ

は

あ
い
つ
外
来
人
か

 
兵
う

だ
と

 
兵
い

へ

あ
い
つ
一

と
知
り
合
い
な
ん
だ

 
兵
あ

気
に
入
ら

あ

う
外
来
人
が
意
気
が
る

 
の
が
ま
じ
で
気
に
入
ら

 
兵
い

お
い
お
い

く
な
る
な

て

 
兵
う

で
も
も
し
か
し
た
ら
八
意
様
を

ブ
ら
か
し
て
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こ
こ
に
入

て
き
た
な
ら

ら
も
た
だ

て

 
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
い

 
兵
い

兵
う
ま
で

と
り
あ
え
ず
様
子
を
見
て
み
よ
う
よ

 
だ
け
ど
ど
う
せ
こ
の
大
会
に
出
場
し
て
い
る
な
ら

 
勝
ち
進
め
ば
も
し
か
し
た
ら
え
る
は
ず
だ
よ

か

 
兵
あ
は

ブ
ロ

ク
で

は

ブ
ロ

ク
兵
う
は

 

ブ
ロ

ク
だ
か
ら
多
分
決
勝
い
く
ま
で
に
は

 
兵
あ

ち

 
兵
う

ま

か
に

ま

ど
う
せ
負
け
る
で
し

う

 
何
せ
兵
え
が
い
る
か
ら

 
そ
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
だ
し
て
く
る

恐
ら
く

判
の

だ
ろ
う

 

判

え

と
で
は
こ
れ
よ
り

ブ
ロ

ク
の
試
合
を

 
行
い
ま
す

ブ
ロ

ク
出
場
者
は
準
備
し
て
下

 
さ
い

 
兵
い

俺
の
ブ
ロ

ク
だ
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兵
う

頑

て

 
兵
い

あ

頑

る
よ

 
兵
あ

頑

れ
よ

 
こ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
模
様
だ
が
一
方

理
久
兎
は
と
い
う
と

 
理
 

俺
の
ブ
ロ

ク
か

 
仲

頑

て
く
だ
さ
い
理

さ
ん

 
理
 

ま

頑

る
よ

 
そ
う
し
て

く

つ
と
自
分
の
試
合
時
間
と
な

た
た
め
試
合
場
へ
と
登
る

 

判

で
は
こ
れ
よ
り

ブ
ロ

ク
の
試
合
を
開
催
し
 

 
ま
す

 
観
客

ウ

 

判
の
始
ま
り
の
宣

で
観
客

か
ら
と
て
つ
も
な
い

び
が
聞
こ
え
だ
す

 

判

で
は
選
手
の

だ

都
市

兵
団

 
の
紅
一
点
の
花

兵
士
え
だ

 
観
客

ウ
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観
客

兵
え
ち

ん

頑

れ

 
観
客

愛
し
て
る

 
と
目
の
前
の
少
女
は
深
々
と
観
客

に
向
か

て
お

儀
を
す
る

ど
う
や
ら
こ
の
子
が

手
の
よ
う
だ

 

判

そ
し
て
何
と

今
大
会
が
初
出
場
で
あ
り
そ
し
て

 
現

あ
の
八
意
様
の

衛
へ
と
任
命
さ
れ
た
実
力

 
者
で
あ
り
な
が
ら
外
界
か
ら
来
た
男
だ

そ
の

 
名
を
新

理

 
理
 

仕
方
い
い

ち

や
り
ま
す
か

 

く
体
を

ば
し
な
が
ら
そ
う

う
が

り
観
客
達
か
ら
は

援
で
は
な
く
ざ
わ
め
き
が
聞

こ
え
て
く
る

 
観
客

え

 
観
客

彼
奴
が
八
意
様
の

衛
だ
と

 
観
客

外
の
世
界

 
と
観
客
は
大
騒
ぎ
だ

そ
れ
を
聞
く
と
も
し
か
し
た
ら

の

衛
と
は
と
て
も

い
役
職
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な
の
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

な

の

衛

て
そ
こ
ま
で
騒
ぐ
の
か

 
兵
え

え

ま
さ
か

方
そ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い

 
と

う
ん
で
す
か

 
理
 

え

う

う
ん
そ
う
だ
け
ど

 
兵
士
え
は

い
た
目
で
見
て
く
る

 
兵
え

八
意
様
の

衛
を
務
め
る
そ
れ
す
な
わ
ち
こ
の

 
都
市
の
頭
脳
を
守

す
る
と
い
う
事
で
な
ん
で

 
す
よ

そ
れ
に
も
し
何
か
あ
ろ
う
も
の
な
ら

 
法
会
議
ど
こ
ろ
で
な
い
で
す
よ
す
ぐ
打
ち

獄

 
門
の

が
下
り
ま
す
よ

 
理
 

何
と

し
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う

 
そ
れ
を
聞
き

は
な
い
の
か
と
思

て
し
ま
う

す
る
と

 

判

え

と
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
と

判
が

て
く
る

無

な
話
が
多
す
ぎ
た
よ
う
だ
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理
 

あ

す
ま
ん

そ
れ
と
よ
ろ
し
く

 
も
う
準
備
は
出
来
て
い
る

す
る
と
兵
士
え
は

 
兵
え

方

武

を
持
た
な
い
の
で
す
か

 
理
 

う
ん

ま

 
持
た
な
い
理
由
そ
れ
は
簡
単
で
あ
る
今
自
分
が
武

を
持

て

手
を
し
よ
う
も
の
な
ら
手
加

減
ど
こ
ろ
か
殺
し
か

な
い
か
ら
で
あ
る

手
の
兵
士
え
は
武

に
刀
を
持

て
い
る

 
兵
え

そ
う
で
す
か

で
す
が
手
加
減
は
し
ま
せ
ん
そ
れ

 
に
女
だ
か
ら
と
い

て
手
加
減
と
か
は

め
て
下

 
さ
い

 
理
 

ま

来
な
よ

 
と
は
い
う
が
手
加
減
し
な
い
と
殺
し
て
し
ま
う

そ
の
た
め
本
当
に

で

を
と
る
感
覚
レ

ル
で
や
ろ
う
と

え
る

 

判

で
は
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
兵
え

え

・

・

 
理
 

問

な
い
よ
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判

で
は
行
き
ま
す
よ

初
め

 
ボ

ン

 
巨
大
な
シ
ン
バ
ル
が
鳴
り

き
戦
い
の
合

と
な
る

そ
し
て

手
の
兵
士
え
は
刀
を

え

 
兵
え

い
ざ

る

 
そ
う

い
兵
士
え
は

い
良
く

け
出
し
自
分
に
向
か

て
上

の

え
で
斬
り
か
か

て
来

る

だ
が
理
久
兎
は
常
人
に
は
出
来
な
い
こ
と
を
や
り

げ
た

 

ン

 
兵
え
 

な

刀
が

 
そ
う

手
の
手
に
持
つ
刀
の

の
部
分
の
一
番
下
を

り
上
げ
刀
を

り
投
げ
さ
せ
た

そ
し

て
そ
の
ま
ま
流
れ
に
合
わ
せ
て

り
上
げ
た

を
地
面
に
強
く
踏
み
こ
み
自
分
の

手
に
霊
力
を

わ
せ

手
の

に

底
で

え

 
理
 

余
所
見
を
す
る
な

 
ド
ン

 
兵
え

は

 

撃
波
を
与
え
る

兵
士
え
は
数
先
の
試
合
場
の
外
に
飛
ば
さ
れ
た

観
客
達

判
そ
し



 第二章  月に願いを込めて

て
運

も
と
い
Ｖ

Ｐ

に
座
る

や
月
読
も
こ
れ
に
は

を
お
ぼ
え
た

そ
し
て
数

後
 

判

え

と
場
外
よ

て
兵
士
え
は
脱

 
よ

て
勝
者
は
新

理

 

判
が
そ
う
い

た
と
同
時
に

 
観
客

お

 
と

が
上
が
る

そ
し
て
所
々
か
ら

 
観
客

ス
ゲ

な
ん
だ

あ
の
選
手

 
観
客

兵
士
え
が
や
ら
れ
る
と
か
あ
り
え

 
と
様
々
だ

だ
が
自
分
は
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
良
い

す
ぐ
に
ぶ

飛
ば
し
た
兵
士
え
へ

と
向
か
い

 
兵
え

て
て

 
理
 

大
丈
夫
か

 
投
げ
飛
ば
し
た
刀
を

い

に
し
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
兵
士
え
の

を

み
立
た
せ
る

 
兵
え

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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立
た
せ
る
が
少
し
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
い
た

だ
が
何
と
か
歩
け
そ
う
だ

そ
し
て

 
理
 

こ
こ
で
ア
ド
バ
イ
ス

 
兵
え

え

 
理
 

も
う
少
し

手
の
出
方
を

た
方
が
い
い
よ

 
兵
え

え

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

じ

 
兵
え

は

反

に

る
わ

 
兵
士
え
は
そ
う

く

そ
し
て
理
久
兎
は
兵
士
え
に
そ
う

い

す
と

の
試
合
場
か
ら
退

出
す
る
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
変
わ
り

 
兵
い

マ

か
よ

兵
士
え
が
負
け
る
な
ん
て

 
準
備
室
で
モ
ニ

を
見
て
い
た
選
手
達
は

 
選
手
達

す
げ

 
兵
あ

あ

あ
り
え

 
兵
う

 
仲

す
ご
い
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こ
ん
な
感
じ
で
選
手
達
は
こ
の
男
と
戦
う
の
か
と
恐
怖
す
る
者
も
い
れ
ば

の

を

い

て
い
る
者
も
多
々
い
た

そ
し
て
そ
こ
か
ら
試
合
は
続
い
て
い
き
自
身
は

ブ
ロ

ク
内
の
戦

い
を
勝
ち
進
ん
で
い
き
つ
い
に

ブ
ロ

ク
代
表
戦
へ
と
な
る

 

判

で
は
お
待
た
せ
し
ま
し
た
こ
れ
よ
り

ブ
ロ

ク

 
の
代
表
戦
を
開
催
し
ま
す

 
観
客
 

ウ

 
本
当
に
こ
こ
の
住
⺠
達
は
騒
ぐ
の
が

き
み
た
い
だ

 

判

で
は

選
手
の

人
目
は

今
大
会
を
合
わ
せ
て

 

回
目
の
挑
戦

名
は
兵
士
い
だ

 
兵
い

い

い

援
を
頼
む
よ

 
観
客

ウ

頑

れ
よ

 
兵
あ

頑

れ
よ
兵
士
い

 
兵
う

大
丈
夫
か
な

 
と

観
客

か
ら

が

く

そ
し
て
次
に
自
分
の

が
さ
れ
る

 

判

そ
し
て

人
目
の
選
手
は
今
大
会
初
の
出
場
者
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で
あ
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
戦

た
全
て
の
選
手

 
を

殺
し
た

ク

ス

新

理

 
理
 

は

も
う
楽
し
む
し
か
な
い
か

 
観
客

ウ

行
け

 
仲

頑

て
下
さ
い
理

さ
ん

 
と

観
客
や
仲

も

援
し
て
く
れ
る

す
る
と
兵
士
い
は
自
分
に
手
を

し
出
し
て
き
た

 
兵
い

お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ

よ
ろ
し
く
な

 
そ
う

い
兵
士
い
の
手
を

り

手
か
ら
の

を
交
わ
す

そ
し
て
兵
士
い
の

中
に
は
こ

の
大
会
で
使
う
の
だ
ろ
う

丈
よ
り
も
⻑
い
⻑

が

え
ら
れ
て
い
た

 

判

で
は
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
兵
い

も
ち
ろ
ん
で
す

 
理
 

こ

ち
も
良
い

 

判

で
は

試
合
を
始
め
ま
す

レ
デ

 

判
が

葉
を

ば
す

イ
ミ
ン
グ
で
⻑

を

え
て
く
る

そ
の

え
か
ら
し
て
次
に
行
う
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こ
と
は
突
き

撃
と
予

で
き
た

 

判

フ

イ
ト

 
ボ

ン

 
戦
い
の
合

が
鳴
る

そ
れ
と
同
時
に
こ
ち
ら
に
向
か

て
予

通
り
の
突
き

撃
を
し
て
き

た 
兵
い

ウ

 
サ

サ

サ

 
理
 

ふ
む

 
突
き
の
制
度
か
ら
見
て
自
身
の

意
な

術
の
突
き
を

発
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

し
か
し
そ

ん
な
程
度

 
シ

シ

シ

 
簡
単
に

け
ら
れ
る

そ
れ

前
に
自
分
の
前
だ
と

ま

て
見
え
る

す
る
と
観
客

か
ら

が

い
て
く
る

 
兵
あ

マ

か
よ
あ
い
つ
兵
い
の
突
き
を

彼
奴
の
突
き

 
は

の
中
で
も
飛
び

い
て

い
部

だ
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兵
う

そ
れ
だ
け
じ

な
い

 
兵
あ

ど
う
い
う
こ
と
だ
よ

 
兵
う

あ
の
男

完
全
に
見
切

て
る
し
か
も
最
小

の

 
動
き
で
兵
い
の
突
き
を

け
て
る

 
兵
あ

あ
い
つ
何
者
だ
よ

 
仲

本
当
に
す
ご
い

 
と
お
約
束
レ

ル
で
聞
こ
え
て
き
た

ど
う
や
ら
目
の
前
の
選
手
の

続
突
き
は

当

い

ら
し
い
が
自
分
か
ら
し
て
み
る
と
そ
ん
な

く
も
な
い
と
思

た

 
兵
い

何
で
当
た
ら
な
い
ん
だ

 
そ
う

く
と
一

だ
が

く
な

た

そ
の

イ
ミ
ン
グ
で

 
理
 

な
る

ど
な

 

シ

 
兵
い

な

 

 
兵
い
の

を

に

ん
で
固
定
さ
せ
る

 
兵
い

こ

こ
の
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を

こ
う
と
頑

る
が
ま

た
く

け
出
せ
そ
う
に
も
な
か

た

そ
し
て
次
に
理
久
兎
が

行

た
行
動
は
そ
の
ま
ま
兵
い
の

を

 
バ
キ
ン

 
手
刀
を
し
て
へ
し

た

 
兵
い

嘘
だ
ろ

 
兵
士
い
は
バ
ラ
ン
ス
か

れ
よ
ろ
め
い
て
い
た

そ
し
て
そ
の
よ
ろ
め
い
た

間
で
一
気
に
間

合
い
を

め

手
の

の

面
に

り
を
入
れ
る

 
兵
い

ク

 
兵
い
は

と

さ
に

手
で

ド
し
た
が

 
理
 

い

 
こ
れ
は
理
久
兎
の
策
に
は
ま

た

間
そ
う
フ

イ
ン
ト
で
あ
る

手
の

面
に

た

と
思
わ
せ
て
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に

め
を
し
て
一
気
に
地
面
へ
と

を
踏
み
込
ま
せ
る

そ
し

て

を
向
け
な
が
ら
霊
力
を

中
に

わ
せ
て

 
理
 

こ
う
げ
き撃

 
ド
ン
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兵
い

グ
ハ

 
霊
力
を

わ
せ
た

中
で
兵
士
い
へ
と
体
当
た
り
を
す
る

そ
し
て
兵
士
い
は
吹
き
飛
ば
さ
れ

そ
の
ま
ま
数

ぶ

飛
び
場
外
に
な

た

そ
し
て
ま
た
少
し
の

を
し
た
後

 

判

兵
士
い
は
場
外

よ

て

ブ
ロ

ク
の
勝
者

 
新

理

 
観
客

オ

 
観
客

す
げ

勝
ち
や
が

た

 
観
客

今
の
動
き
は
す
ご
い
だ
ろ

 
と

観
客
達
は
大
騒
ぎ
だ

そ
し
と
こ
こ
Ｖ

Ｐ

で
は

 
月
読

や

り
す
ご
い
わ

理

 

本
当

 
月
読
は
後
ろ

に
座
る

と
理
久
兎
を

め
る
の
だ
が

 

 

し
か
し
あ
の
実
力

八
意
殿

よ
く
も
あ
ん
な

 
何
処
の
馬
の

と
も
分
か
ら
ぬ
人
間
を

れ
て

 
来
ま
し
た
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と

月
読
の

後
ろ
の
座

に
座
る
男
が
そ
う
口
に
す
る

 

私
が
気
に
入

た
か
ら

れ
て
き
た
の
よ

 
九
頭
⻯
王

 
九
頭
⻯
王
と
呼
ば
れ
た
男
は
扇
子
を

げ
試
合
会
場
を

め
る

 
九
頭

ま

方
の
選

が
都
市
に
何
か
し
ら
の
不

 
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
願

て
お
き
ま
す
よ

 

え

そ
う
願

て
い
て
ち

う
だ
い

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
前
の

つ
ま
り
間
に
入
る
月
読
が

 
月
読

ち

と

人
共

喧
嘩
は

メ
だ
よ

 
仲
裁
す
る

だ
が

人
は

 
九
頭

い
え
月
読
様

喧
嘩
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 

え

大
丈
夫
よ

 
と

人
は

い
合
う
と

は
立
ち
上
が
る

 
月
読

あ
ら

ど
こ
に
い
く
の

 

え

彼

頑

て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
ご
飯
を
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ご

走
し
て
あ
げ
よ
う
か
と

 
月
読

そ
う

ふ
ふ

 
そ
う

い

は
部

を
出
る
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
変
わ
り
試
合
場
の
外
つ
ま
り

ち

た
ら
脱

す
る
エ
リ
ア
で
は

 
理
 

彼
奴

大
丈
夫
か
な

 
そ
う
思
い
な
が
ら
ぶ

飛
ば
し
た
兵
士
い
の
元
ま
で
向
か
う

 
兵
い

負
け
ち
ま

た

し
い
な

 
と

大
の

に

な
が
ら
兵
士
い
は

し
が

て
い
た

 
理
 

れ

 
理
久
兎
は
兵
士
い
に
手
を
さ
し
の
べ
る

 
兵
い

あ

あ
り
が
と
う

 
そ
う

う
と
手
を

ん
で
く
る

そ
し
て
引
き
上
げ
立
た
せ
る

 
理
 

よ
し

に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
げ
る

 
兵
い

へ

 
理
 

は
少
し

り
過
ぎ
だ
よ
も
う
少
し

ち
着
い
た
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方
が
い
い

て
の
と
気
持
ち
を
強
く
持
ち
な
よ

 
と

兵
士
い
の
直
す
べ
き
所
を
大
ま
か
に
伝
え
る

 
兵
い

ど

ど
う
も

に
も

て
ま
さ
か

戦

た
人

 
全
員
い

て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

あ

ま

お

と

時
間
だ
な
そ
ん
じ

 
あ
な

さ

て
飯
で
も
食

べ
よ

 
そ
う

き

飯
を
食
べ
る
た
め
に
退
場
す
る
の
だ

た

そ
し
て

た
兵
い
は
思

た

自

分
に
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
人
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
な
か

た

そ
し
て
こ
の
人
は
悪

い
人
で
は
な
い
と
悟

た
の
で
あ
る

そ
し
て
な
に
よ
り
も

々
し
い
負
け
を
知

た

間
で

も
あ

た

す
る
と
仲
間
が

け
つ
け
て
く
る

 
兵
あ

大
丈
夫
か

兵
い

 
兵
い

う

う
ん
負
け
た
け
ど

 
兵
う

あ
の
人
は
ど
う
だ

た

 
兵
い

そ
れ
が
さ

負
け
た
の
に

々
し
い
ん
だ

 
と

今
の
気
持
ち
を
伝
え
た
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兵
あ

な
ん
だ

そ
り

 
兵
う

信

で
き
そ
う
か

 
兵
い

う
ん
多
分
信

で
き
そ
う
だ

 
兵
う

そ
う
か

 
と
こ
の
場
に

る
兵
士
あ
兵
士
う
は
ど
う
い
う
事
か
と

問
に
思
う
の
だ

た

そ
し
て

の
選
手
口

近
で
は

 
仲

か

た
で
す
よ
理

さ
ん

 
と

仲

が
楽
し
そ
う
に
そ
う

て
き
て
く
れ
る

 
理
 

そ
う
か
い

あ
り
が
と
う
な

そ
れ
と
俺
は
飯
を

 
食

て
来
る
よ

 
仲

は
い
わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
仲

と
は
別
れ
る
の
だ

た

そ
し
て
闘
技
場
の
ロ
ビ

ま
で
歩
く
と

 

お

れ
様

理

 
と

い
な
が
ら

が
や

て
来
た

 
理
 

そ
り

ど
う
も
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ふ
ふ

楽
し
め
て
る
か
し
ら

 
理
 

も
う
楽
し
む
し
か
な
い
な

 
も
う
こ
れ
は
楽
し
ん
だ
者
が
勝
つ

そ
れ
な
ら
ば
嫌
で
も
楽
し
む
し
か
あ
る
ま
い

 

 

ふ
ふ

そ
う

そ
う
そ
う

食
お
ご

て
あ
げ

 
る
わ

 
理
 

な
ら
ご
ち
に
な
る
よ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で

食
を

に
お
ご

て
も
ら

た
理
久
兎
で
あ

た



 第 話 決勝戦 前編

 
第

話
 
決
勝
戦
前
編

 

に

飯
を
お
ご

て
も
ら
い
時
間
が
過
ぎ
て

後
の
試
合
の
始
ま
り

ブ
ロ

ク
代
表
選

手

人
が
試
合
場
に
上

て
い
た

 

判

で
は

こ
れ
よ
り
決
勝
進
出
者
に
よ
る

後
の
部

 
予
定
の
決
勝
戦
を
開
催
し
ま
す

 
観
客

ウ

 

判

で
は
ま
ず
選
手
達
の

で
す

ま
ず
は

ブ
ロ

 

ク
代
表
で
今
大
会
の
初
の
出
場
者
で
あ
り
そ
の

 
実
力
は

知
数
な
男

で
あ
る
今
大
会
の

ク

 

ス

新

理

 
理
 

自
分
な
り
に
や
る
と
し
ま
す
か

 

さ
れ
体
を

ば
し
な
が
ら
そ
う

く

だ
が

 
観
客

ウ

 
と
観
客
達
は
騒
が
し
く

ぶ

こ
う
い
う

援
も
聞
き

れ
る
と
心
地
よ
い
も
の
だ

そ
し



 第二章  月に願いを込めて

て
Ｖ

Ｐ

で
は

 
月
読

フ
フ
フ

勝
で
き
そ
う
か
し
ら

 

ふ
ふ

出
来
る
わ
彼
な
ら

 
九
頭

ふ
む

ま

方
が

れ
て
き
た
あ
の
男
が
ど
れ

 
だ
け
出
来
る
か
見
さ
せ
て

い
ま
す
よ
八
意
殿

 

え

そ
う
し
て
く
だ
さ
い

 
と
い
う
会
話
が
行
わ
れ
て
い
が
理
久
兎
達
に
は
知
ら
ぬ
こ
と

そ
し
て
視
点
は
会
場
へ
と
写

り 

判

続
い
て

ブ
ロ

ク
代
表
今
大
会
三
回
目
の
出
場
者

 
そ
し
て
兵
士
の
中
で
も
も

と
も
熱
い
男
で
こ
の
都

 
市
の
大
将
で
あ
る

愛
親
王
の
親
族

兵
士
あ

 
兵
あ

オ

シ

 
観
客

頑

れ
よ

 
観
客

底
力
見
せ
て
や
れ

 
ど
う
や
ら

フ
ロ

ク
の

チ

チ

は
都
市
の
お

い
が
親

に
い
る
よ
う
だ

と
い
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と
も
対
し
て
興
味
な
い
が

 

判

そ
し
て

ブ
ロ

ク
代
表
選
手
は
何
時
も
皆
を

 
見
守

て
く
れ
る

し
き
一
等
兵
士
一

仲

 
仲

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
観
客

頑

れ
仲

 
兵
士

頑

れ
よ

 
と
観
客
や
兵
士
達
か
ら

援
さ
れ
て
い
た

性
格
が
良
い
の
か
や
は
り
友

関
係
は
良
い
み

た
い
だ

 

判

最
後
に

ブ
ロ

ク
代
表
者

女
性
か
ら
の

 
人
気
が
高
い
知
能
派
な
ら
こ
の
人
兵
う
だ

 
観
客

キ

兵
う
様
よ

 
観
客

こ

ち
向
い
て

 
そ
う
聞
こ
え
て
く
る
と
兵
う
は
観
客

に
向
い
て
手
を

て
い
た

 
観
客

私
に
目
を
向
い
て
く
れ
た

 
観
客

い
や
私
よ



 第二章  月に願いを込めて

 
観
客
し
か
も
特
に
女

か
ら
の

持
が
高
か

た

す
る
と

 

判
ち

リ
ア

が

 
理
 

ん

い
や
気
の
せ
い
だ
よ
な
う
ん
気
の
せ
い

 
だ
な

 
と

判
の
小

に
一

ビ

ク
リ
す
る

今
一

だ
が

判
と
し
て

て
は
い
け
な
い
よ

う
な
事
を

た
気
が
し
た
が
気
の
せ
い
だ
と
自
分
に

い
聞
か
せ
る

 

判

そ
れ
で
は

も
終
わ

た
の
で

決
勝
戦

 
第
一
回
戦
目
新

理

兵
う
の
試
合
を
行

 
い
た
い
と
思
い
ま
す
選
手
は
前
へ
そ
れ

外
の

 
方
々
は
待
機
を
し
て
い
て
く
だ
さ
い

 
そ
の

葉
で
自
分
と
対
戦

手
の
兵
士
う

外
は
退
出
す
る

そ
し
て
退
出
が
終
わ
る
と

 

判

そ
れ
で
は

第
一
回
戦
目
を
行
う
理

選
手
と

 
兵
士
う
選
手
は
準
備
し
て
く
だ
さ
い

 
そ
う

わ
れ
自
分
は

を
回
す

そ
し
て
兵
士
う
は
手

を

げ
て

ば
し
て
い
た

す
る

と
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観
客

頑

れ
よ

 
観
客

頑

て
兵
う
さ
ま

 
観
客

き
ま
し
た
わ

 
と

人
何
か
可

し
い
事
を

た
奴
が
い
た
が
気
に
し
な
い
で
お
こ
う

 
兵
い

頑

れ
よ
兵
う

 
先
程
の
兵
士
い
も
兵
士
う
を

援
し
て
い
た

す
る
と
兵
士
う
は
自
分
に
手
を
出
し
て
く
る

 
兵
う

よ
ろ
し
く

 
理
 

あ

こ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
な

 

し
出
さ
れ
た
手
を

り

手
を
す
る

 

判

で
は
よ
ろ
し
い
で
す

 
兵
う

は
い
大
丈
夫
で
す

 
理
 

こ

ち
も
問

な
い

 
そ
う

い
手
を

し
兵
士
う
は

身
の

い
や
突

を
出
し

え
る

自
分
は
何
時
も
と
同
じ

よ
う
の
何
も
せ
ず
に
立
つ

 

判

良
い
で
す

で
は
レ
デ

フ

イ
ト
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ボ

ン

 
戦
い
の
合

が
鳴
り

き
兵
士
う
は
突

を

え
て

 
兵
う

で
は
行
き
ま
す
よ

 
シ

シ

サ

サ

 
兵
う
の
戦
い
方
は
⻑

で
斬
り
そ
し
て
突
き
を
与
え
て
く
る
戦
い
方
を
し
て
き
た

そ
の
戦

い
方
は
⻑

の
戦
い
方
を

知
し
て
い
る
者
の
戦
い
方
だ

た

一
方
理
久
兎
は

 
理
 

よ

 
こ
れ
ま
で
ど
う
り

け
続
け
な
が
ら
観
察
す
る

そ
れ
も
無

の
な
い
小
さ
な

け
で

 
兵
う

こ
の
人

が

く
斬

て
も
突
い
て
も
兵
い
の

 
時
と
同
じ
で
最
小

の
動
き
で

け
ま
す

ま
る

 
で

の
太
刀

を
見
て
い
る
か
の
よ
う
で
す

 
兵
う
は
そ
う

て
く
る

そ
の

て
い
る
こ
と
は
当
た

て
い
る

兵
う
の
動
き
を
見
切

り
そ
し
て
次
の
動
き
を
予

し
て
動
い
て
い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

こ
の
男
の
戦
い
方
的
に

 
兵
う

は



 第 話 決勝戦 前編

 
兵
う
は

く

い
の
な
い
突
き
を
し
て

撃
を
し
て
く
る
が

 
理
 

良
い
動
き
だ

だ
が
な

 
兵
う

な

 
そ
の
突
き
を
一

で

け
そ
し
て
定
番
の
よ
う
に
す
ぐ
に
間
合
い
を

め

 

ス

 

 
兵
う

 
兵
う
が
持

て
い
る
⻑

の
持
ち
手
に

く
手
刀
を
当
て
⻑

を

と
さ
せ
た
の
で
あ
る

 
兵
う

こ
の
一

が
み

見
え
な
い

よ

 
理
 

行
く

 
兵
う

 
ま
ず
兵
う
の

に
向
か

て
自
身
の

で
ロ

キ

ク
を
当
て
て
体
制
を

さ
せ
る

 
兵
う

く

 
こ
れ
に
は
た
ま
ら
な
か

た
の
か
兵
士
う
の
体
制
は

れ
た

そ
し
て

れ
動
け
な
く
な

た

所
に

 
理

を
く
い
し
ば
れ
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ゴ
ン

 
そ
の
ま
ま

半
回
転
し
て

に
霊
力
を
込
め
て
兵
う
の

面
に
当
て
た

 
兵
う

グ
ハ

 
兵
士
う
は
こ
れ
を
も
ろ
に
受
け
そ
し
て
そ
の
ま
ま

ど
の
兵
士
と
同
じ
よ
う
に
ぶ

飛
ば
し
て

場
外
さ
せ
た
の
で
あ
る

 

判

勝
負

り

勝
者

新

理

 
観
客

す
げ

あ
の
男
上
等
兵
レ

ル
の

手
に

 
観
客

そ
ん
な
兵
う
様
が
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
わ

 
観
客

で
も
か

こ
よ
か

た
で
す
わ
よ

 
と

や

り
女

か
ら
の

が
多
か

た

 
理
 

女

か
ら
の

持
が

い
な

 
そ
し
て
定
番
の
よ
う
に
戦

た
兵
士
う
に
近
づ
く

 
兵
う

強
い
な

こ
れ
は
兵
い
が
負
け
る
の
も

け

 
る
よ

 
理
 

大
丈
夫
か
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そ
う

い
手
を

し
出
す

す
る
と
兵
士
う
は

き
な
が
ら

 
兵
う

な

は
変
わ

て
る

 
兵
士
う
は
手
を

む
と
そ
の
ま
ま
引

り
兵
士
う
を
起
き
上
が
ら
せ
る

 
理
 

さ
て
と
こ
れ
ま
で
通
り

に
も
ア
ド
バ
イ
ス

 
兵
う

え

 
理
 

の
戦
い
方
は

を
意

し
す
ぎ
だ
よ
だ
か
ら

 
す
ぐ
に
予

が
出
来
て
し
ま
う
そ
こ
を
直
す
と

 
良
い
か
も
よ

 
兵
う

な

の
戦
い
方
を
こ
の
短
時
間
で

 

フ
フ
フ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
理
 
 
 

 
突
然

い
だ
し
ビ

ク
リ
し
た

す
る
と

い

を
流
し
な
が
ら

 
兵
う

ハ
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
教
え
て
く
れ
て

 
理
 

い
い
よ
気
に
す
る
な

 
兵
う

が

勝
で
き
る
よ
う
に

て
お
く
よ



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

お
前
も
変
わ

て
る
よ

 
兵
う

お
互
い
様
さ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
兵
士
う
と
別
れ
会
場
か
ら
退
出
す
る
の
だ

た

そ
し
て
こ
の
戦
い
を
見

て
い
た
Ｖ

Ｐ

で
は

 
月
読

や

り
す
ご
い

理

 
月
読
は
理
久
兎
の
事
を

め
て
い
た
が

は

て
い
た

  
月
読

ど
う
し
た
の

 

い
え
何
で
も
な
い
で
す
わ

 
九
頭

殿

月
読
様
が
心

し
て
い
ら

し

る
の

 
で
少
し
は
会
話
を
お
願
い

し
ま
す
よ

 
と

薄

ら
い

で
九
頭
⻯
王
は

て
く
る

 

え

す
み
ま
せ
ん

 
月
読

気
に
し
て
な
い
か
ら
大
丈
夫
よ

 
そ
う
月
読
は
返
し
て
く
れ
る
の
だ

た

だ
が
こ
の
時

は
理

は
何
に
も
本
気
を
出
し
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て
い
な
い
と
感
じ
て
い
た

何

な
ら
最
初
に
出
会

た
時
の
妖
怪
達
に
向
け
た
殺
気
を
何
一
つ

感
じ
て
い
な
か

た
か
ら
だ

そ
し
て
も
し
本
気
を
出
し
た
ら
多
分
兵
士
が
束
に
な

て
も
勝
て

な
い
ど
こ
ら
か
負

者
は
出
る
と
感
じ
た

 

ふ
ふ

や

り
面
白
い
わ
理

 

は
少
し
理
久
兎
に
興
味
が
わ
い
た
の
で
あ

た



 第二章  月に願いを込めて

 
第

話
 
決
勝
戦
後
半

 
試
合
の
休
憩
時
間

現

は
仲

と
兵
士
あ
が
戦

て
い
る
時
間

そ
の
少
し
の
休
憩
時
間

で
理
久
兎
は
何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と

 
理
 

お
姉
さ
ん
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
を
く
れ

 
店
員

あ
い
よ

お
会
計
は
８
０
０

だ
け
ど
お
兄
さ
ん

 
中
々
の
イ

メ
ン
だ
し
そ
う
だ

少
し
サ

ビ
ス

 
し
て
５
０
０

で
い
い
よ

 
と

女
性
の
店
員
が

て
く
れ
る

因
み
に

う
が
見
た
目
は

代
ぐ
ら
い
の
店
員
だ

 
理
 

え

そ
れ
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う

い
代
金
の
５
０
０

を

い

品
を

う

買

た
も
の

つ
は

と
い
う
も
の

と
も
う

つ
は

と
い
う
お

子
と
最
後
に
サ
イ

を
買
い

 
理
 

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
店
員

ま
た
来
て
お
く
れ
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
買

た
サ
イ

の
蓋
を
開
け
飲
み
始
め
る
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理
 

く

こ
の
サ
イ

て
や
つ
シ

シ

 

 
し
て
て
不
思
議
な
感
覚
だ
な

 
先
程

に

飯
を
お
ご

て
も
ら

た
が
少
し
出
店
の
お

子
な
ど
が
食
べ
た
く
な
り
今

現

買
い
に
来
た
と

う
の
が
こ
こ
に
い
る
理
由
に
な
る

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
大
会
の

う
に

る
か

 
そ
ろ
そ
ろ
時
間
的
に
大
丈
夫
か
な
と
思
い
試
合
会
場
へ
と

る

そ
し
て
試
合
会
場
で
は
仲

と
兵
士
あ
が
死
力
を

く
し
て
戦

て
い
た

 
理
 

へ

仲

の
奴

頑

る
な

 
と

入
場
口

で
仲

の
戦
い
を
見
て
い
る
と

 
理
 

何
だ

 
後
ろ
か
ら
結

い
気
を
感
じ

り
向
く
と

目
で
体
は

で
が

ち
り
し
て
い
る
男
が
い

た 

 

は

か
初
出
場
の
理

だ

た
な

 
理
 

え

方
は

 

 

我
は

愛
親
王

こ
こ
都
市
で

の
大
将
を

め
さ
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せ
て

て
い
る
も
の
だ

 
大
将
と
は
こ
れ
ま
た
大
物
が
出
た
も
の
だ

そ
れ

前
に
何

自
分
の
所
に
来
る
ん
だ
と

思

た

 
理
 

件
は
何
だ
よ

た
だ

援
し
に
来
た
何
て
な
い

 
だ
ろ
お

い
さ
ん
が
来
る
と
な
れ
ば
何
か
し
ら
の

 

が
な
き

来
な
い
だ
ろ

 

愛

ふ
む

件
は
そ
な
た
八
意
様
に
仕
え
て
い
る
の

 
で
あ
ろ
う

 
理
 

は

仕
え
る

て

 

愛

理

よ
八
意
様
に
仕
え
る
の
は

め
て
九
頭
⻯
王

 
様
に
仕
え
る
気
は
な
い
か

無
論
仕
え
て
く
れ
る

 
と
い
う
の
な
ら
九
頭
⻯
王
様
直
々
に
そ
れ

の

 

美
や
暮
ら
し
を
約
束
し
て
く
れ
る
と

て
い

 
た

 
ど
う
や
ら

誘
を
し
に
来
た
よ
う
だ

だ
が
そ
の
仕
え
る
だ
と
か
を
聞
い
て
少
々
不
機
嫌
に
な
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る
と
同
時
に

い
た
い
こ
と
が
込
み
上
げ
て
き
た

そ
の
た
め
正
直
に

う
こ
と
に
し
た

 
理
 

悪
い
が
興
味
な
い
な
そ
れ
に

て
お
く
が
俺
は

 

力
だ
と
か
は
大
嫌
い
だ
し
そ
う
い
う
の
を
乱

 
し
よ
う
と
す
る
奴
に
仕
え
る
の
は
も

と
御

だ

 
そ
れ
と

は
俺
の
友
人
だ
し
仕
え
て
る
訳
じ

 
な
い

 
伝
え
る
べ
き
事
を
伝
え
る
と

愛
親
王
は

に
生
え
る

を

り
な
が
ら

 

愛

ふ
む

そ
う
か
な
ら
仕
方
が
あ
る
ま
い

誘
が

 
無
理
と
分
か
れ
ば
我
は

の
戦
い
を
観
戦
す
る
と

 
し
よ
う

 
そ
う

い

愛
親
王
は
立
ち
去

て
い

た

 
理
 

何
だ
彼
奴

 
立
ち
去

て
い
く

愛
親
王
を

め
て
い
た
そ
の
時
だ

た

 

判

勝
負

り
勝
者

兵
士
あ

 
観
客

ウ



 第二章  月に願いを込めて

 
と

判
や
観
客
達
か
ら

が
聞
こ
え
る

ど
う
や
ら
仲

は
負
け
た
よ
う
だ

 
理
 

ど
う
や
ら
終
わ

た
み
た
い
だ
な

少
し

ま
し
に

 
い
く
か

 
恐
ら
く
怪
我
を
し
て
い
る
た
め

務
室
に
行

て
い
る

と
思
い
買

た

を
ぼ
り
ぼ
り
と

ん
で
飲
み
込
み

子
を
食
べ
な
が
ら

務
室
へ
と
向
か
う

 
理
 

う

す
仲

い
る
か

 
仲

理

さ
ん

 

を
開
け
る
と

に

を

い
て
治
療
さ
れ
た
仲

が
い
た

 
理
 

大
丈
夫
か

 
仲

え

負
け
て
し
ま

て

し
い
で
す
が

 
こ
の
時

理
久
兎
は
仲

の

ち
込
み

合
で
ど
れ
だ
け

力
し
て
き
た
の
か
が
す
ぐ
に
分

か

た

先
程
よ
り
も
暗
く
な

て
い
た

 
理
 

そ
う
だ

仲

に
良
い
こ
と
を
教
え
て
や
る
よ

 
仲

え

 
理
 

そ
の

し
い
気
持
ち
を

れ
る
な

そ
う
す
れ
ば
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そ
の
気
持
ち
を
踏
み
台
に
も

と
強
く
な
れ
る
か

 
ら
さ

 
か
つ
て
⺟
親
で
あ
る

に
負
け
て
何
度
も

し
い
思
い
を
し
て
き
た
自
分
だ
か
ら
こ
の
こ
と
が

え
る

そ
し
て
そ
の
思
い
を
バ
ネ
に
強
く
な
ろ
う
と
思
え
る
の
だ

 
仲

理

さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

良
い

て
気
に
す
る
な
よ

 
そ
し
て
こ
こ
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

判
の

が
聞
こ
え
出
す

 

判

え

と
決
勝
戦

加
の
兵
士
あ
さ
ん
と
新

理

 
さ
ん
は
準
備
を
整
え
す
ぐ
に
会
場
へ
と
お
願
い
を

 
い
た
し
ま
す

 
そ
う

う
と
プ
ツ
リ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
切
れ
た

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
俺
も
行
く
か

 
仲

理

さ
ん

 
理
 

ん

 
仲

に
呼
び

め
ら
れ
後
ろ
を

り
向
く
と
仲

は
真

な

つ
き
で
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仲

頑

て
下
さ
い

援
し
て
い
ま
す

 
と

て
く
れ
た

そ
こ
ま
で

わ
れ
た
の
な
ら
頑

る
し
か
あ
る
ま
い

 
理
 

あ

あ
り
が
と
な

 
仲

に

を
向
け
自
分
は

務
室
を
出
て
試
合
会
場
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 

判
 

大
変
⻑
ら
く
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た

 
 
こ
れ
よ
り
最
終
決
戦
を
は
じ
め
ま
す

 
試
合
場
に
登
る
と

判
が
す
ぐ
に
対

し
武
道
大
会
の
最
終
決
戦
を
発
表
す
る

 
観
客

ウ

 
そ
し
て
や
は
り

が
大
き
く
上
が
る

 

判

で
は
選
手
の

で
す
ま
ず

人
目
は
今
大
会

 
こ
そ

勝
な
る
の
か

兵
士
あ

 
兵
あ

勝
す
る

 
観
客

ウ

 
観
客

や

ち
ま
え

 
兵
士
あ
の
意
気
込
み
と
共
に

が
更
に
盛
り
上
が
る

し
か
も
デ
カ
イ

体
だ
け
あ

て
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判

そ
し
て

人
目
の
選
手
は
初
の
出
場
で

 
初
の

勝
に
な
る
か

新

理

 

 
理
 

 
観
客

頑

て
こ
い
よ

 
観
客

期
待
し
て
る

 
観
客
が
自
分
を

援
し
て
く
れ
る

そ
れ
な
ら
ば
期
待
に

え
る
し
か
あ
る
ま
い

先
程
の
仲

の
件
も
あ
る
か
ら

す
る
と
目
の
前
の
兵
士
あ
は
楽
し
そ
う
に

 
兵
あ

へ
へ

や

と
会
え
た
な

こ
れ
ま
で
の

手
が

 
皆

雑

す
ぎ
て
つ
ま
ら
な
か

た
所
だ
さ

き

 
の

手
え

と

あ

一

だ

け
か

彼
奴

 
弱
い

に
よ
く
こ
こ
ま
で
上
が

て
き
た
よ
な
本

 
当

え
る
よ
な

 
そ
う
い
え
ば

て
い
な
か

た
事
が
あ

た

そ
れ
は
自
分
が
最
も
嫌
い
な
奴
に
つ
い
て

だ

最
も
自
分
が
嫌
い
な
奴

そ
れ
は

力
を

う
者
だ

 
理
 

あ
ま
り
減
ら
ず
口
を

く
な

弱
く
見
え
る



 第二章  月に願いを込めて

 
兵
あ

あ

ん

 
こ
の
目
の
前
の
兵
士
あ
に
は

く
だ
が
怒
り
を
覚
え
た

そ
の
た
め
挑
発
を
仕
掛
け
た

そ
し

て
兵
士
あ
は

う
の
を

め
て

方
を

み
そ
し
て
目
の
シ

を

せ
た

 

判

者
と
も
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
兵
あ

あ

い
い

 
理
 

大
丈
夫
だ

 

判
が
大
丈
夫
か
と
聞
い
て
き
た
た
め
大
丈
夫
と

え
た

そ
し
て
兵
士
あ
の
武

は
大
き
な

大

だ

た

 

判

で
は

は
じ
め
ま
す

レ
デ

 

判
が

葉
を

ば
す
と
こ
ろ
で
兵
士
あ
は
大
き
な
大

を
下

の

え
で

え
る
と

 

判

フ

イ
ト

 
ボ

ン

 
と

合

が
な
る
と
兵
士
あ
は
怒
り
に
身
を
任
せ
て

 
兵
あ

こ
の

 
ブ

ン
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理
 

よ

と

 

い
を
し
て
き
た

す
ぐ
に

ん
で
兵
士
あ
の
大

を

け
る

と
い
う
か
こ
ん
な
の
を

け
る
な
ん
て
造
作
で
も
な
い

そ
し
て

が
出
来
た
た
め
す
ぐ
に
間
合
い
を

め

 
理
 

せ
い
や

 
次
に
理
久
兎
は
兵
士
あ
に
霊
力
を

わ
せ
た

り
を
当
て
る
が

 
兵
あ

グ
ハ

チ

 
何
と
自
身
の

り
を

え
た
の
で
あ
る

こ
れ
ま
で
の
奴
は

え
き
れ
ず
に
ふ

飛
ん
だ
の
に

え
た

 
理
 

な
る

ど
な

意
外
に

フ
だ
な

お
前

 
兵
あ

今
度
は
こ

ち
か
ら
い
く

 
兵
士
あ
は
大

を
理
久
兎
の
頭
上
に

り
下
げ
る

 
ド

ン

 
だ
が
そ
ん
な

い

撃
は
普
通
に

け

 
理
 

い

 
ド
ン



 第二章  月に願いを込めて

 
兵
あ

が

 
今
度
は
ま
た
霊
力
を

わ
せ
先
程
よ
り
も
強
め
に

底
打
を
兵
士
あ
の
胸
部
へ
と
当
て
た
の
だ

が 
兵
あ

か

 
何
と
ま
た

え
た

す
る
と
大

の
刀
身
を
地
面
に

負
う
と

 
兵
あ

く
た
ば
り
や
が
れ

 

の
よ
う
に
走

て
く
る
と
同
時
に
大

か
ら
火
花
が
散
る

そ
し
て
向
か

て
く
る
と
大

を

り
回
す

 
兵
あ

お
ん
り

 
ブ

ン

 
遠
心
力
を

し
た
強

な
一
撃
が
や

て
く
る

だ
が
そ
れ
は
当
た
れ
ば
の
話
だ

 
理
 

は

 
た
め

を

き

く

ン
プ
し
兵
士
あ
の
大

の
平
に

る

だ
か
ま
兵
士
あ
は
気
づ
い
て

い
な
か

た
自
分
の
視
界
か
ら
理
久
兎
が

然
と
消
え
た
と

し
て
い
た

 
兵
あ

な

ど
こ
に
い

た
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と

探
し
回

て
い
る

と
り
あ
え
ず

を
か
け
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

こ
こ
だ
よ

 
兵
あ

あ
ん

て
嘘
だ
ろ

 
こ
れ
に
は
流

に

く
の
も
無
理
は
な
い

ま
さ
か
自
分
の
大

の
上
に

て
る
な
ん
て
予

想
も
つ
か
な
い
か
ら
だ

 
理
 

も
う
終
わ
り
か

 
兵
あ

こ
の

 
兵
あ
は

ま
た
大

を

り
回
し
て

り

お
う
と
し
て
く
る

だ
が

 
理
 

よ

と

 
ま
た

く

ン
プ
し
て
回

し
て
見
事
に
試
合
場
に
着
地
し
た

 
兵
あ

こ
の

 

り
回
さ
れ
続
け
兵
士
あ
の
怒
り
の

点
は
そ
ろ
そ
ろ

え
そ
う
に
な

て
い
た

だ
が
こ
の

ま
ま
だ
と
良
知
が
明
か
な
い
た
め

あ
る
方
法
を
取
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

は

良
知
が
明
か
な
い
な

仕
方
な
い
少
し
だ
け

 
俺
の
技
を
見
せ
て
や
る
よ
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兵
あ

あ

ん

 
と

ん
で
く
る

自
分
は
小

で
聞
こ
え
ぬ
よ
う
に

く

 
理
 

雷

 
小
さ
な

が

く
よ
う
な

で
唱
え
る
と
一

で
兵
士
あ
か
ら
消
え
そ
し
て
一

で

ぼ
零

に

動
し
た

 
兵
あ

な

い
つ
俺
の
目
の
前
に

 

惑
す
る
兵
あ
の
目
の
前
に
一

で

動
し
た
自
分
は

に

を
作
り

 
理
 

こ
れ
で
終
わ
り
だ

仙
術
十
六
式
内
核

 
ト
ン

 

た
技
か
ら
は
明
ら
か
に

い

が
鳴
る

は

き
り

う
と
と
て
も
弱
々
し
い

が
だ

 
兵
あ

あ
ん

何
だ
こ
れ
は

か

な
ん
だ
よ

 
そ
の

撃
は

あ

ん

マ

メ
に
や

て
ん
の

 
か
ゴ
ラ

 
と

気
盛
ん
に

ぶ

そ
れ
を
聞
き
自
分
は
ニ

リ
と

う

 
理
 

か
に
こ
の
技
は

・外
・部

に
は

メ

は
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な
い

そ
う
あ
く
ま
で

・外
・部

に
は
だ

 
兵
あ

あ

ど
う
い
う

グ
ハ

 
突
然
の
事
だ

た

兵
あ
は
急
に

し
た
の
で
あ
る

 
観
客

な
ん
だ

な
に
が
起
き
て
い
る
ん
だ

 
観
客

何
が
起
き
た
の

 
と
観
客
達
も

惑
し
だ
す

だ
が

惑
し
て
い
る
の
は
観
客
達
だ
け
で
は
な
い

Ｖ

Ｐ

に
座
る

人
と
九
頭
⻯
王
の

後
ろ
に
立
つ

愛
親
王
も

惑
し
て
い
た

 
月
読

何

あ
の
技

 
九
頭

あ

あ
り
え
な
い
何
だ
あ
れ
は

 

愛

な
ん

だ
と

 

や

り
と

て
お
き
を

し
て
い
た
わ

 
と

は
小
さ
く

く
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
が

た
こ
の
技
仙
術
十
六
式
 
内

核

 
こ
の
技
は

手
の
内
部
に
理
久
兎
自
身
の
霊
力
を
送
り
込
む
技
だ

送
り
込
ま
れ
た

霊
力
は

手
の
内
部
で

発
し
て

撃
を
与
え
る
本
来
こ
れ
は

手
の

を

し
殺

す

る
危
険
な
技
だ

だ
が
理
久
兎
は
少
し
だ
け
当
て
る

置
を
ず
ら
し
な
お
か
つ
送
り
込
む
霊
力
も
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最
小

に
し
た
の
で
あ
る

だ
か
ら

論

手
は
死
ぬ
こ
と
は
な
い

の

も
な
い
だ

か
ら
せ
い

い

す
る
ぐ
ら
い
で

む
の
だ

 
兵
あ

グ
フ

オ
エ

 
兵
士
あ
は

し
そ
う
に
何
回
か

を

り
返
す
と

 
バ

ン

 
と

れ
続
行
不
能
と
な
る

そ
の
め
こ
の
勝
負
の
勝
者
は

 

判

兵
士
あ
選
手
戦
闘
不
能

よ

こ
の
第

回
目

 
の

勝
選
手
は
新

理

だ

 

判
の
そ
の

葉
聞
く
と
観
客
達
か
ら
大
き
な

で

が
上
が

た

 
観
客

す
げ

な
ん
だ

今
の
技

 
観
客

カ

コ
い
い

 
観
客

マ

で
す
げ

 
等
々
と

々
と
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と

判
が
こ
ち
ら
に
や

て
来
て

 

判

新

選
手

表

式
に

り
た
い
の
で
す
が

 
と

て
く
る
が
自
分
に
は
や
ら

ば
な
ら
な
い
事
が
あ

た
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理
 

あ

少
し
待

て
も
ら

て
も
い
い
か

 

判

え

何
で
で
す
か

 
理
 

今
か
ら

こ
い
つ
兵
あ
を

務
室
に
運
ぶ
か
ら

 
そ
う
そ
れ
は
戦

た
兵
士
あ
の

務
室
へ
の

送
だ

こ
ん
な
こ
と
に
な

て
し
ま

た
の
は

自
分
の
行
い
の
た
め
し

か
り
と
け
じ
め
を
つ
け
た
か

た
の
だ

 

判

は

は
い

分
か
り
ま
し
た

 

判
が
そ
う

う
と
自
分
は

れ
た
兵
士
あ
へ
と
近
づ
き

 
理
 

れ
行
く

 
理
久
兎
は
兵
士
あ
の

を

つ
ぐ

 
兵
あ

ぐ
へ

て
め

何
で
俺
に
そ
こ
ま
で
す
る

 
理
 

け
じ
め
だ
よ

 
兵
あ

け

 
負
け
た
の
が

立
た
し
い
の
か
兵
士
あ
は
イ
ラ
イ
ラ
と
し
て
い
た

 
理
 

後
そ
れ
と

 
兵
あ

あ
ん



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

の
太
刀

は

ン

ン
す
ぎ
る
も
う
少
し

 
バ
リ
エ

シ

ン
を
増
や
し
た
方
が
も

と

々

 
な
戦
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ

 
兵
あ

な
に

 
と

何
時
も
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
教
え
る
が
理
久
兎
は
更
に

 
理
 

そ
れ
と
勝
ち
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
思
い
や
り
の

 
心
が
な
さ
過
ぎ
る
兵
士
だ
と

う
な
ら

人
で

 
戦
う
訳
じ

な
い
人
を
思
い
や
れ

 
勝
ち
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
て
人
の
事
を
思

て
い
な
い

そ
こ
に
自
分
は
指

し
た

 
兵
あ

あ
ん

悪
い
か

 
理
 

い
や
勝
ち
に
こ
だ
わ
る
の
は

わ
な
い
だ
が
兵
士

 
な
ら
ば
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

れ
る
な
俺
が

え

 
る
こ
と
は
そ
れ
だ
け
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と
兵
士
あ
は

り

む

そ
し
て
先
程
よ
り
も

葉
を
強
く
高

的
に
し
な
い

で
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兵
あ

何
時
か
お
前
を

え
て
や
る

 
理
 

あ

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
兵
士
あ
を

務
室
に
運
び
数
分
後

 

判

で
は
こ
れ
よ
り
表

式
を
始
め
ま
す

勝
選
手

 
新

理

前
へ

 
理
 

は
い
よ

 

判
に

わ
れ
前
へ
と
出
る

前
に
は

判
も
そ
う
だ
が

に
月
読
そ
れ
か
ら
見
た
こ
と
の

な
い
男
が
立

て
い
た
が
そ
い
つ
は
気
に
し
な
い
で
お
く
こ
と
に
し
た

そ
し
て

判
の
前
に
立

つ
と

判
か
ら

 

判

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

状
と
ト
ロ
フ

が
進

さ
れ
た

 
理
 

あ
ん
が
と
さ
ん

 

判
に
そ
う

い

状
と
ト
ロ
フ

を
受
け
と
る

す
る
と

 

チ

チ

チ

チ

 
と

手

が
起
き
る

し
か
も
そ
れ
だ
け
じ

な
い



 第二章  月に願いを込めて

 
観
客

ウ

 
観
客

お
め
で
と
う

 
と

が
上
が
る

更
に
は

 

ふ
ふ

お
め
で
と
う
理

 
月
読

お
め
で
と
う
理

 

人
か
ら
も
祝

を

う

そ
し
て

 
仲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
理

さ
ん

 
と

身
体
中
に

を

い
た
仲

か
ら
も
祝

を

た

本
当
に
嬉
し
い
も
の
だ

 

判

何
か

り
ま
す
か

 
理
 

あ

あ
る
な

 

判
か
ら
そ
う

わ
れ
理
久
兎
は

判
か
ら
マ
イ
ク
を

り
る

そ
し
て
伝
え
た
い
こ
と
を
伝

え
た

 
理
 

今
日
こ
こ
に
来
た
観
客
の
皆
様
そ
し
て
全
力
を

 

く
し
て
戦

た
選
手
達
お

れ
様

そ
し
て

 
俺
の

勝
に

手
や

を
し
て
く
れ
本
当
に
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あ
り
が
と
う
な

 
観
客

ウ

 
理
 

そ
し
て
俺
か
ら

う
こ
と
は
た
だ

つ
だ
け
だ

 
そ
れ
は
な
諦
め
る
な

そ
し
て
今
日
負
け
た

 
だ
か
ら
な
ん
だ

今
日
の
負
け
は

し
い
か
も
し

 
れ
な
い

し
か
し
そ
の
負
け
が
次
に
身
を
結
ぶ
ん

 
だ

力
を

し
む
な

力
し
て
い
る
奴
を

 
う
な

力
は

さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

 
だ
か
ら
何
だ

力
は
必
ず
実
を
結
ぶ
ん
だ
そ
れ

 
を
決
し
て

れ
る
事
な
か
れ

俺
か
ら
は

上
だ

 
一

に

き
合

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
観
客

ウ

 
そ
の

葉
に
今
ま
で
よ
り
も
大
き
な

が
上
が

た

そ
し
て
マ
イ
ク
を

判
へ
と
返
し

た 

判

は
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
で
は
こ
れ
に
て
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第

回
武
道
大
会
を
閉
会
し
ま
す

あ
り
が

 
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
こ
う
し
て
第

回
目
の
武
道
大
会
は
閉
会
し
た

そ
し
て
理
久
兎
は
闘
技
場
の
ロ
ビ

へ
と

歩
い
て
行
く
と

 

 

こ
れ
は
こ
れ
は
理

さ
ん

勝
お
め
で
と
う

 
ご
ざ
い
ま
す

 
と

薄

ら
い

で

人
の
男
が

を
か
け
て
き
た

そ
の
男
は
先
程
に

や
月
読

の

に
い
た
男
だ

た

だ
が
よ
く

り
を
見
渡
し
て
み
る
と
先
程
の

愛
親
王
も
い
た

つ
ま

り
こ
い
つ
は

 
理
 

お
前
が
九
頭
⻯
王
だ
よ
な

 
九
頭

え

当
た

て
い
ま
す
よ

 
や
は
り
九
頭
⻯
王
だ

た

今
度
は
部
下
で
は
な
く
自
身
が
や

て
来
た

 
理
 

そ
ん
で
部
下
じ

な
く
て
今
度
は
お
前
さ
ん
が

 
出
て
き
た

た
そ
の
真
意
は
何
だ
よ

 
九
頭

い
え

た
だ

勝
の
祝

で
す
よ
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と

薄

ら
い

で
そ
う

て
く
る

大
体
こ
う
い
う
奴
に

て
裏
が
あ
る

 
理
 

本
当
は

 
九
頭

お
や

お
見

き
で
す
か

ま

て
し
ま
え
ば

 
私

に
つ
く
気
は
あ
り
ま
せ
ん
か

件
は

愛
親
王

 
か
ら
聞
い
た
通
り
の
報

で
す
が
そ
れ
に
上

せ
を

 
し
ま
し

う
ど
う
で
し

う
か

 
こ
い
つ
も

誘
し
て
き
た

か
に
上

せ
と
聞
け
ば

し
も

う
だ
ろ
う

だ
が

手
は
自

分
も
と
い
金
銭
感
覚
だ
と
か
金
銭
や
そ
う
い

た
物
の

値
が
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
自
分
だ
と
い

う
こ
と
を

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

 
理
 

悪
い
が

ス
だ
な

 
九
頭

お
や
不
満
で
す
か

 
理
 

い
い
や
そ
う
じ

な
い
ん
だ
よ

さ

き
お
前
の

 
部
下
の

愛
親
王
だ

た
か

に
も

た
け
ど
 

 
さ

 
そ
う

い
な
が
ら
九
頭
⻯
王
に

を
近
づ
け
て

な

で
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理
 

力
だ
と
か
金
だ
と
か
そ
ん
な
も
ん
に
は
興
味

 
な
ん
て

し

に
仕
え
て
い
る
だ
と
か
思

 

て

よ
俺
は
友
と
し
て

を

え
た
い

 
と
思

て
い
る
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ

九
頭

 
⻯
王
様
よ

つ
い
で
に
も
う
少
し

う
時
に

 
は
口
を

げ
た
方
が
良
い
嘘

い
が
見
え
見
え

 
だ

 
九
頭

 
そ
う

き

を

す

そ
し
て
ニ
コ
リ
と

て

 
理
 

そ
ん
じ

を
待
た
せ
て
る
か
ら
さ

 
そ
う

き
九
頭
⻯
王
か
ら
遠
ざ
か
る
の
だ

た

そ
し
て

た
九
頭
⻯
王
は

い
な
が
ら

 
九
頭

ふ
ふ

面
白
い
男
だ

本
当
に

し
い
男

 
だ
よ
新

理

 

愛

よ
ろ
し
い
の
で
す
か

 
九
頭

あ

彼
が
そ
ち
ら
に
仕
え
る
の
な
ら
仕
方
の
な
い
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事
だ

 
そ
う

き

人
も
後
に
す
る
の
だ

た

そ
し
て
ロ
ビ

ま
で
来
る
と
手
提
げ

を
持

て

が
待

て
く
れ
て
い
た

 
理
 

悪
い

れ
た

 

れ
た
事
を
謝
る
と

は

を

に

り

で

 

い
い
え
今
来
た
所
よ

そ
し
て
理

改
め
て

 

勝
お
め
で
と
う

 
と

祝

を
く
れ
た

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
祝

に
感
謝
を
込
め
て
お
礼
を

う
と

は
手
提
げ

か
ら
少
し
大
き
め
の
紙

を
出
す

 

こ
れ
は
私
か
ら
の
プ
レ

ン
ト
よ

 
理
 

え

 
受
け
取
る
と
何
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
紙

を
開
け
る
と

い
た

 
理

こ
れ

 
紙

の
中
身
は
新
品
ピ
カ
ピ
カ
の
真

白
コ

ト
だ
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あ
の
時

私
の
怪
我
の
手
当
て
で
服
を

目
に

 
し
ち

た
で
し

だ
か
ら

 
理
 

大
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
う
よ

 
そ
う

い
着
て
み
る
と
真

白
の
コ

ト
は

度
良
い
サ
イ

で
着
心
地
も
良
か

た

 

ふ
ふ

そ
う
そ
う
後
こ
れ
も
飲
ん
で
お
き
な

 
さ
い

 

は
自
身
の
ポ

ト
を
探
る
と
何
か

体
が
入

た
ビ
ン
を
渡
し
て
き
た

 
理
 

こ
れ
は

 

私
が
作

た

養
ド
リ
ン
ク

今
日
の

な
ん

 
か
は
ぶ

飛
ん
で
明
日
に
は
な
く
な
る
わ
よ

 
ど
う
や
ら

養
ド
リ
ン
ク
の
よ
う
だ

そ
れ
は
助
か

い
や
少
し
待
て

 
理
 

な

作

た

 

え

あ

そ
う
い
え
ば

て
な
か

た
わ

 
私
こ
れ
で
も
能
力
が
あ
る
の
よ

 
理
 

え

ど
ん
な
能
力
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の
能
力
が
気
に
な
り
聞
い
て
み
る
と

は
ク
ス
ク
ス
と

い
な
が
ら

 

あ
ら

る
薬
を
作
る
程
度
の
能
力

よ

 
と

と
ん
で
も
な
い
能
力
を

て
き
た

 
理
 

何
気
に

い
な
そ
れ

 

ど
う
し
て

 
ど
う
し
て
か
と
聞
い
て
く
る

そ
の
理
由
は

 
理
 

い
つ
か

・不
・老
・不
・死
・の
・薬

と
か
作
り
そ
う
で
さ

 

ふ
ふ

今
は
作
る
気
は
な
い
わ
よ

 
あ
く
ま
で
作
る
気
は
な
い
と
い

た
だ
け
だ

作
ら
な
い
と
は

て
い
な
い

そ
し
て
何
よ

り
も
今
こ
の

間
フ
ラ
グ
が
立

た

だ
が
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
と
思
い
今
目
の
前
に

い
る

に
感
謝
を
す
る

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 

ふ
ふ

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
最
初
は
何
で
こ
ん
な
目
に
何
て
思

た

だ
が
こ
う
し
て
新
し
い
出
会
い
が
あ

た

そ
し
て

新
し
い
服
が
手
に
入

た

そ
の
た
め
満

し
帰
還
す
る
の
だ

た



 第二章  月に願いを込めて



 第 話 姉妹との対面

 
第

話
 
姉
妹
と
の
対
面

 
武
道
大
会
が
終

て

間
が

過
し
た

現

自
分
は
事
実
で
布
団
に

な
が
ら
読
書
を
し

て
い
た

か
ら
文

の
読
み
書
き
を
教
わ
り
そ
の
練
習
の
意
味
を
込
め
て
読
書
し
て
い
る

つ
い
で
に
し

か
り
と
文

を
読
め
て
理
解
す
れ
ば
新
た
な
教
養
も
つ
く
そ
の
た
め
読
者
を
し
て

い
た

す
る
と

子

し
か
ら

 

理

い
い
か
し
ら

 
と

の

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て

 
理
 

あ

大
丈
夫
だ
よ

 
大
丈
夫
と

い
布
団
か
ら
起
き
上
が
る
と
共
に

が
部

に
入

て
来
た

 
理
 

ど
う
し
た
ん
だ

仕
事
か

 

い
い
え
違
う
わ

 

衛
の
仕
事
か
と
聞
く
と

は

で

を

に

る

ど
う
や
ら
違
う
よ
う
だ

 
理
 

だ
と
し
た
ら
何
だ

 

理

実
を

う
と
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理
 

ん

 

方

武
道
大
会
で

勝
し
た
じ

な
い

 

間
前
の
事
を

て
き
た

当
然
そ
れ
に
は

定
す
る

 
理
 

う
ん
し
た

 

そ
れ
で

方
に
ど
う
し
て
も
会
い
た
い

て
い
う

 
子
が
い
る
よ

 
ど
う
や
ら
い
つ
の
間
に
か
自
分
に
フ

ン
が
出
来
た
よ
う
だ

そ
れ

前
に
何

自
分
な
の

か
と

問
に
思
う

 
理
 

何
で
俺
な
ん
だ

 

え

方
の
戦
い
方
を
見
て
物

く
感
激
し
て
し

 
ま

た
み
た
い
な
の
よ

 
そ
ん
な
感
激
す
る
よ
う
な
勝
ち
方
や
戦
い
方
は
し
て
い
な
い

な
の
だ
が

そ
れ

前
に
ど
の

試
合
も

殺
し
て
し
ま

て
い
た
た
め

に
面
白
く
も
な
い
戦
い
方
の
よ
う
な
気
が
す
る

 
理
 

ふ

ん
そ
う
な
の
か

 

そ
れ
で

方
に
一
度
で
も
お
会
い
し
て

回
程
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戦

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
た
い

て
聞
か
な

 
い
の
よ

 
そ
こ
ま
で
会
い
た
い
と
い
う
な
ら
会
い
に
行
か
な
い
と
そ
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
と
思

て
し
ま
う

自
分
は
布
団
か
ら
立
ち
上
が

て

 
理
 

良
い
よ

な
ら
ぬ

の
頼
み
だ
し

 

く
体
を

ば
し

を

に
向
け
な
が
ら

う
と

も
そ
れ
を
聞
い
て

に
な

た 

あ
り
が
と
う
理

 
理
 

気
に
し
な
く
て
良
い
よ
そ
れ
で
い
つ
行
け
ば
良
い

 
の

 
何
時

行
け
ば
良
い
の
か
と
思
い
聞
く
と

は
何
時
行
く
の
か
を
教
え
て
く
れ
る

 

明
日
そ
の
子
の
家
に
行
く
か
ら
そ
の
時
に
つ
い
て

 
き
て
頂
戴

 
し
か
も
明
日
に
行
く
ら
し
い

行
く
の
は
結

か

た

 
理
 

明
日
か
オ
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え

お
願
い

 
理
 

了
解

 
と

う
と

は

子
を
閉
め
る

そ
し
て

子
は
閉
ま
り
部

に
理
久
兎

人
と
い
う

静
か
な

に

た

 
理
 

さ

て
本
で
も
読
む
か

 
そ
う
し
て
ま
た
布
団
へ
と

転
が
り
本
を
読
む
の
だ

た

そ
し
て
翌
日
と
な
り

 

準
備
は
出
来
た
理

 
理
 

あ

問

な
い
よ

 

 

じ

い
き
ま
し

う
か

 
理
 

ア
イ
ア
イ
サ

 
そ
う
し
て

の
案
内
で
自
分
に
会
い
た
い
と
い
う
子
の
も
と
に
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て

場
所
は
変
わ
り
と
あ
る

い
お

そ
の
中

で
は

 
ス

ス

ス

 

刀
の

り
の

が
聞
こ
え
る

り
に
あ
わ
せ
て

 

は

は

は
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と

後
ろ
に

を
結
ん
だ

人
の
少
女
の
掛
け

が
聞
こ
え
る

 

は

は

よ
し

朝
の

り
３
０
０
０
回

 
終
わ
り

 
そ
の
少
女
は
日
課
で
あ
る

り
を
終
わ
ら
せ
た

 

今
日
は

か
お
師
匠
様
が
来
る
日
だ

た
な

 
準
備
を
し
な
く
て
は

 
と

八
意
様
を
迎
え
る
準
備
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し
た
が

 

依
姫

終
わ

た

ハ
ム
ハ
ム

 
今

私
の
目
の
前
で

が
い

い
の

を
持
ち
そ
し
て
手
に

を
持

て
食
べ
て
い
る
少

女

も
と
い
少
女
の
姉
の
豊
姫
だ

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
も
の
す
ご
い
天
然
だ

 
依
姫

お
姉
様
今
日
が
何
の
日
か
覚
え
て
ま
す
よ

 
豊
姫

ご
く
ん

ん

 
依
姫

は

や

り

 
こ
の
感
じ
は

く
ド

れ
し
て
い
る

 
依
姫

今
日
は

お
師
匠
様
が
お
い
で
に
な
る
日



 第二章  月に願いを込めて

 
で
す

 
豊
姫

あ
ら

そ
れ
は
直
ぐ
に
準
備
し
な
い
と

 
あ

ん

 
と

ま
た

を
食
べ
出
し
た

だ
が
し
か
し
依
姫
は
目
を

く
し
て

 
依
姫

そ
れ
よ
り
お
姉
様

今
日

何

の

を
食
べ
た

 
の
で
す
か

 
豊
姫

う
ん

と

程
か
し
ら

ハ
ム
ハ
ム

 
依
姫

食
べ
過
ぎ
で
す

何
時
も

日

ま
で
と

 

て
い
る
で
し

う

 
豊
姫

依
姫
ち

ん
の

チ

 
依
姫

が

チ
で
す
か

今
日
と
い
う
今
日
こ
そ

 
そ
の

を

収
し
ま
す

 
豊
 

キ

 
依
 

待
ち
な
さ

い

 
こ
う
し
て

人
の
追
い
か
け

こ
が
始
ま
り
約

分
ぐ
ら
い
が

過
し
た

下
を
走
り
回
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り
な
が
ら
豊
姫
は

関
に
向
か

て
い
た

 
依
 

待
ち
な
さ
い
お
姉
様

 
豊
 

と
り
あ
え
ず
外
に

し
よ

 
そ
し
て
豊
姫
は

関
の
ド
ア
を
開
け
て
外
に
出
よ
う
と

関
に
来
た
と
き
突
然
ド
ア
が
開
い

た 

ラ

ラ

 

 

ご
め
ん
く
だ
さ

 
豊
 

え

け
て

 
ド
ン

 
豊
姫
は
突
然
の
事
で

ま
る
こ
と
が
出
来
ず

か
に
ぶ
つ
か
り
そ
の
ま
ま
後
ろ
に

れ
て
い
く

の
だ

た

そ
し
て
少
し

り

の
案
内
で
理
久
兎
は
自
分
に
会
い
た
い
と
い
う
子
が
住
ん
で

い
る
家
に
来
て
い
た

 

着
い
た
わ
こ
こ
よ

 
理
 

こ
こ
か

ま
た
で
か
い
家
だ
な
も
う

れ
た

 
け
ど
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こ
う
し
て
見
る
と

も
と
い
現

の
自
分
の
家
よ
り
か
は
一
回
り
小
さ
い

だ
が
そ
れ
で
も

大
き
な
お

だ

す
る
と
中
か
ら

 
ド

ド

ド

ド

 
と

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と

 

 

ま
ち
な
さ

い

 

 

キ

 
と

中
か
ら

と

が
聞
こ
え
て
く
る

 

あ
の
子
達
ま
た
や

て
る
の

 
理
 

元
気
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で

 

理

方
に
は

わ
れ
た
く
な
い
わ

 
理
 

ん

そ
う
か

 

え

と

て
も

 
そ
ん
な
元
気
な
訳
で
は
な
い
の
だ
が

多
分
妖
怪
や
ら
戦

て
い
る
時
の
事
を

て
い
る
の

だ
ろ
う

あ
れ
は
少
し
で
も
鼓
舞
し
な
い
と
気
分
が

ら
な
い
た
め
だ

だ
が
こ
こ
で
話
続
け
る

訳
に
も
い
か
な
い
の
で
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理
 

ま

こ
こ
で
話
す
の
も
あ
れ
だ
か
ら

関
を
開
け

 
る
よ

 

え

お
願
い
す
る
わ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
う

え
ば
い
い
の
か
な

 
そ
う
し
て

関
の
ド
ア
を
開
け
る

 

ラ

ラ

 
そ
し
て
家
の
何
処
に
い
て
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
き
な

で

 
理
 

ご
め
ん
く
だ
さ

 
と

そ
の
一

を

お
う
と
し
た
そ
の

間

 

 

き

 
ド
ン

 
自
分
の
前
に
女
の
子
が
突
然
出
て
き
て
ぶ
つ
か

て
き
た
の
で
あ
る

そ
し
て
そ
の
女
の
子
が

後
ろ
に

れ
て
い
く
の
で

 

シ

 
そ
の
女
の
子
の

手
を

ん
で
体

を

し
て
立
た
せ
た



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

大
丈
夫
か

 

 

え

何
と
か

あ
れ

方
ど
こ
か
で

 

 

お
姉
様

今
日
と
い
う
今
日
は

え

 
嘘

理

さ
ん
何
で

 
と
ま
た
奥
か
ら
女
の
子
が
出
て
き
た

目
の
前
の
金

の
子
は
お

と
り
と
し
て
い
る
子
だ

が
新
た
に
出
て
き
た
子
は
活
発
そ
う
な
子
だ

た

す
る
と

が
自
分
の
後
ろ
か
ら
前
へ
と
出

て 

ま

た
く

女
達
は
ま
た
や

て
い
る
の
か
し
ら

 
豊
姫

依
姫

 
依
姫

お

お
師
匠
様
ま
で

し
ま

た
時
間
が

 
豊
姫

あ

ご
め
ん
な
さ
い
依
姫

  
活
発
そ
う
な
子
も
と
い
依
姫
と

わ
れ
た
子
は

に
や

て
し
ま

た
と
い
う
の
が

に
出
て

い
る
の
で
分
か
る

そ
し
て
豊
姫
と

わ
れ
た
子
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
し
て
い
た

 

ま

た
く

女
達
は



 第 話 姉妹との対面

 
と

れ
な
が
ら

が

う

だ
が
目
の
前
に
い
る
の
は
子

だ

子

な
ら
そ
の
ぐ
ら
い

お

目
の
方
が
可
愛
ら
し
い

 
理
 

ま

ま

悪
気
が
あ

て
や

た
訳
じ

な
い
ん

 
だ
か
ら
さ

モ
グ
モ
グ

 
と

自
分
は

を
食
べ
な
が
ら

に
そ
う

う

 

フ
フ
フ
そ
う

ん

り

理

 

方
は
何
を
食
べ
て
る
の

 
理
 

ん

か

て
い
う

の
実
だ

け

モ
グ

 
モ
グ

ゴ
ク
ン

今
さ

き

か
ら
取

た
よ

 
先
程
豊
姫
を
助
け
た
時
に

度
美
味
し
そ
う
な

を

い

い
に
持

て
い
た
か
ら

だ
け

く
取

て
食
べ
て
い
た
の
だ

 

い
つ
の
間
に

 
理
 

こ
れ
中
々
い
け
る
な

こ
の
み
ず
み
ず
し
さ
そ
れ

 
に

こ
の

さ
が

ら
な
い

モ
グ
モ
グ

 
豊
姫

で
し

ハ
ム
ハ
ム



 第二章  月に願いを込めて

 
自
分
は
豊
姫
と
共
に

に
か
じ
り
つ
く

 
依
姫

お
師
匠
様

 

え

女
の

い
た
い
こ
と
は
よ
く
分
か
る
わ

 
そ
う
後
に
月
の
頭
脳
と
い
わ
れ
る

に
も
予
想
す
る
事
が
出
来
な
か

た
事
が
今
目
の
前

で
起
き
て
い
る

そ
れ
は

 
依
姫

何
か
お
姉
様
が

人
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は

 
私
だ
け
で
す
か

 

い
え

大
丈
夫
よ

私
も
そ
う
見
え
る
か
ら

 
そ
う
そ
れ
は

ド
が
つ
く

ど
の
天
然
と
天
然
が
出
会

て
し
ま

た

間
で
あ

た
事
だ

 
理
 

モ
グ
モ
グ

 
豊
 

ハ
ム
ハ
ム

 

人
は
自

せ
ず
仲
良
く

を
食
べ
て
い
た
の
で
あ

た



 第 話 指南もといアドバイス

 
第

話
 
指
南
も
と
い
ア
ド
バ
イ
ス

 
先
程
の
出
会
い
か
ら
数
時
間
が

過
し

月
姉
妹
の
家
へ
と
上
が
り
居
間
に
来
て
い
た

 
依
姫

先
程
は
失
礼
し
ま
し
た

 
豊
姫

ご
め
ん
な
さ
い

 
理
 

あ

い
い
よ
い
い
よ
俺
も
自

せ
ず
に

を

 
食
べ
ち

た
し

 

ま

た
く
理

は

 
そ
う
出
会

て
初

な
か
ら
や
ら
か
し
て
し
ま

た
の
で
あ
る

そ
れ
は
つ
ま
み
食
い
な
ど

失
礼
な
事
を
し
て
し
ま

た
事
で
あ
る

そ
れ
に
は
申
し
訳
な
く
思
う

 
依
姫

八
意
様
も
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

大

な

 
お
も
て
な
し
も
出
来
ず

 

良
い
の
よ
気
に
し
な
く
て

 
理
 

あ

え

と

と
り
あ
え
ず
自

す
る
か

 
多
分
最
初
の
方
で
俺
の
名
前
を

て
い
た
か
ら



 第二章  月に願いを込めて

 
分
か
る
と
思
う
け
ど
俺
は
新

理

だ
よ
ろ
し
く

 
依
姫

は

え
え

と
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
わ
わ
私
の
名
前
は

月
依
姫
で
す

で

に
い

 
る
の
が

 
豊
姫

依
姫
の
姉
の

月
豊
姫
で
す

 
理
 

こ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く

 
と

人
は

く

を
交
わ
す

そ
し
て
本

の
自
分
に
会
い
た
い
と
い
う
子
は

か
と

気
に
な
り
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

で

こ
こ
か
ら
本

だ
け
ど
俺
に
会
い
た
い

て

 

て
た
子
は
ど

ち

 
依
姫

私
で
す

私

理

さ
ん
が
大
会
に

勝
し
た

 
時
に

た

葉
に
と
て
も
感
激
し
た
ん
で
す

 
理
 

う

そ
れ
は
そ
れ
は

 
依
姫

力
は

さ
れ
る
も
の
で
も
な
く
て
も
何
時

 
か
は
自
分
に
実
を
結
ぶ

こ
の

葉
が
本
当
に



 第 話 指南もといアドバイス

 
心
を
打
た
れ
た
ん
で
す

 
そ
れ
は

間
前
に
自
分
が

勝
し
た

に

た

葉
だ

そ
れ
が
心
を
打

た
よ
う
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
覚
え
て
く
れ
て
い
て

 
依
姫

そ
れ
で

実
は

そ
の

 
と

依
姫
は
モ

モ

と

ず
か
し
そ
う
に

葉
を

ま
ら
せ
た

 
理
 

ん

ど
う
し
た

 
何
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 
依
 

私
と
お
手
合
わ
せ
願
い
た
い
ん
で
す

 
ど
う
や
ら
一
戦
を
し
た
い
よ
う
だ

そ
れ
に
は
大

成
だ

 
理
 

い
い
よ

 
依
姫

や

り

メ
で
す
よ

え

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ
今
日
は
そ
の
た
め
に
来
た
し

 
そ
う
先
程

か
ら
戦

て
み
た
い
と
い
う
事
を
聞
い
て
い
た
た
め
実

戦
う
と
い
う
の

は
知

て
い
る
の
だ

だ
か
ら
彼
女
の
戦
い
を
見
て
み
た
い
の
だ

 
依
姫

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



 第二章  月に願いを込めて

 
豊
姫

良
か

た
わ

依
姫

 
依
姫

は
い
お
姉
様

 

ふ
ふ

 
依
姫
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ

見
て
い
て

ま
し
い

り
だ

だ
が
自
分
も
彼
女
と
は
戦

て
み
た
い
た
め

 
理
 

じ

動
し
よ
う
か

 
依
姫

は
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と

そ
し
て
依
姫
と
豊
姫
は
場
所
を
変
え
こ
の
家
に
完
備
さ
れ
て
い
る
道

場
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
道
場
へ
と
着
く
と

 
理
 

判

頼
め
る

 

え

良
い
わ
よ

 

に

判
を
し
て
も
ら
う
事
を
お
願
い
し
了

を

る

そ
し
て
あ
る
事
を
思
い

い
た

 
理
 

そ
う

え
ば
依
姫
ち

ん

 
依
姫

は
い

 
理
 

依
姫
ち

ん
は
真

て
使
え
る



 第 話 指南もといアドバイス

 
依
姫

え

え

使
え
ま
す
よ

 
理
 

じ

使

て
も
ら

て
良
い

 
依
姫

え

危
な
い
で
す
よ

 
と
心

し
て

て
く
れ
る

だ
が
真

が
使
え
る
の
な
ら
そ
れ
を
使

て

し
い

そ
れ

に
は
理
由
が
あ
る
か
ら

 
理
 

大
丈
夫
怪
我
し
て
も
俺
の

任
だ
か
ら
そ
れ
に

 
や
る
な
ら
実
戦
を
意

し
た
方
が
い
い
し

 
そ
う
何
時
か
こ
の
子
も
戦
い
を
す
る
時
が
く
る
の
だ

そ
の
た
め
に
も
実

に

が
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
な
い
と
待

て
い
る
の
は
死
だ

 
依
姫

分
か
り
ま
し
た
後

し
な
い
で
下
さ
い
よ

 
そ
う

う
と
道
場
の
奥
に

て
置
い
て
あ
る
刀
を
持
ち
出
し

か
ら
引
き

き
中

の

え

で

え
る

 

お
互
い
に
準
備
で
き
た
か
し
ら

 
理
 

い
い
よ

 
依
姫

問

あ
り
ま
せ
ん



 第二章  月に願いを込めて

 
豊
姫

お
互
い
に
頑

て

 
豊
姫
が

援
を
す
る

そ
れ
と
同
時
に

が
手
を

げ
る

 

で
は

始
め

 
そ
う

い
手
を

り
下
ろ
し
た

そ
れ
と
同
時
に
依
姫
は
斬
り
か
か

て
き
た

 
依
姫

行
き
ま
す

は

 
シ

シ

シ

 
依
姫
は
刀
を

る
う
そ
れ
も

く
そ
し
て
突
き
切
り
上
げ
切
り

い
と
豊

な
技
で

め
て
く
る

そ
れ
を
最
小

の
動
き
で

け
る

 
理
 
成
る
程

は
良
く
で
き
て
い
て
そ
れ
で
い
て

 

に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い

何
よ
り
も
天
武
の

に

 

ま
れ
て
い
る

術
だ

そ
し
て
何
よ
り
も
あ
の

 
手
の

が

れ
た
数

力
を

し
ん
で
な
い
な

 
そ
う
理
久
兎
に
は
見
え
て
い
た

依
姫
の
手
に
は

が

れ
そ
し
て
そ
れ
を

え
て
い
く
こ
と

に
よ

て
固
く
な

た
手
の

を

 
理
 
 
だ
け
ど

ま
だ
そ
ん
な
に
は
実
戦
を

験



 第 話 指南もといアドバイス

 
し
て
な
い
な

 
や
は
り
真

を
あ
ま
り
人
に
向
け
て
使

た
こ
と
は
な
い
た
め
な
の
か
所
々
に

い
が
見
え

た 
依
姫

試
合
の
時
に

見
し
て
い
ま
し
た
が
や
は
り

く

 
そ
し
て
無

が
な
い
動
き
で
す

 
理
 

あ

ま

な

 

や

り
理

の
動
き
は
間
近
で
見
る
と

力
が

 
あ
る
わ

 
豊
姫

す
ご

い

依
姫
ち

ん
の

撃
を
完
全
に

け

 
き

て
る
わ

 
と

豊
姫
は
楽
し
ん
で
い
て
く
れ
て
い
る
の
だ
が

 
理
 

な
る

ど
良
く
わ
か

た
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ら

 
せ
る

 
そ
う

き
理
久
兎
は
依
姫
の

を

け
る
と
依
姫
の
目
の
前
か
ら
一

で
消
え
る

 
依
 

な

ど

ど
こ
に



 第二章  月に願いを込めて

 
依
姫
は

理
久
兎
の
動
き
に
つ
い
て
い
け
ず
一

で
理
久
兎
を
見
失

た

そ
し
て

 
ス

 
依
 

な

 
気
が
つ
い
た
ら
依
姫
は
後
ろ
を
と
ら
れ

に
理
久
兎
の
手
刀
が
自
身
の

に

リ

リ
で

土
め
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

そ
れ
を

は
見
て
ま
た
手
を

げ
る
と

 

そ
こ
ま
で

 
と

試
合
の
終
了
を
宣

し
た

 
依
姫

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
か

 
豊
姫

あ

あ
負
け
ち

た
か

で
も
頑

て

 
た
よ
依
姫
ち

ん

 
と
依
姫
は

ク
リ
と

を

と
す
が
そ
れ
を
豊
姫
が

ま
す

何
と
も
仲
良
い
姉
妹
な
の

だ
ろ
う

 
理
 

と
り
あ
え
ず
依
姫
ち

ん
に

い
た
い
こ
と
が

 
あ
る
か
ら
居
間
に

ろ

か

 
依
姫

は
い

わ
か
り
ま
し
た



 第 話 指南もといアドバイス

 
理
 

と
豊
姫
ち

ん
も
い
い
か
い

 

え

 
豊
姫

は

い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
元
い
た
居
間
へ
と

る
と

 
理
 

じ

依
姫
ち

ん

め
て

し
い
所
と
反

 
点
の
所
が
あ
る
け
ど

ど

ち
か
ら
聞
き
た
い

 
依
姫

で
は
反

点
か
ら
お
願
い
し
ま
す

 
反

点
か
ら
と

わ
れ
理
久
兎
は
反

点
も
と
い
直
す
べ
き
所
を
教
え
た

 
理
 

え

と
ま
ず
は

手
の
動
き
を
予

す
る
所
が

 
ま
だ

い
の
と
後
や

り
実
戦
力
が

り
な
い

 
か
な
そ
れ
が
原
因
で
真

を

い
な
れ
て
な
く
て

 
勝
手
に
体
が
手
加
減
し
て
い
る

だ
か
ら
そ
こ

 
を
直
す
と
良
い
よ

 
依
姫

は
い

 
こ
こ
ま
で

わ
れ
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の
か
依
姫
は
シ

ン
ボ
り
と
し
て
い
た



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

で
も

 
依
姫

え

 
理
 

の
動
き
を
簡
単
に

い
表
す
と
刀
を

る

は

 
良
く
出
来
て
い
る
し
か
と
い

て

に
と
ら
わ
れ

 
過
ぎ
て
い
な
い

能
は

論
あ
る
だ
ろ
う
け

 
ど
何
よ
り

力
し
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
分
か

 
た
よ
そ
れ
に

そ
の
手
を
見
れ
ば
一
目

然
だ
よ

 
良
く
頑

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ

 
依
姫

え

理

さ
ん
こ
の
数
分
間
で
そ
こ
ま
で

 
理
 

だ
か
ら
そ
の

力
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

こ
れ
が

 

め
る
部
分
だ
よ

 

め
る
部
分
を

う
と
依
姫
は
今
さ

き
と
は
打

て
変
わ
り
喜
び
で

を

に
し
て

 
依
姫

は
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
豊
姫

良
か

た

依
姫
ち

ん

 
依
姫

は
い

お
姉
様



 第 話 指南もといアドバイス

 
本
当
に
嬉
し
そ
う
で
良
か

た

す
る
と

は
ニ

ニ

と

い
な
が
ら

 

や

り

方

大
会
で
も
戦

た
選
手
達
に

 
同
じ
こ
と
し
て
た
で
し

 
理
 

あ
れ
バ
レ
た

 

ま

た
く

ふ
ふ

 

は

く
楽
し
そ
う
だ

だ
が

月
姉
妹
は

き
の

を
し
て
い
た

 
豊
姫

え

 
依
姫

そ

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ま

そ
う
だ
な

 

フ
フ
フ
フ
フ

 
今
日
は
理
久
兎
に
と

て
も
と
て
も
楽
し
く

実
し
た
日
に
な

た
の
だ

た

だ
が
こ
の

時
自
分
や

達
も
ま
だ
知
ら
な
か

た

く
遠
く
な
い

来
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
別
れ
が

あ
る
事
を

  



 第二章  月に願いを込めて

 
運
命
の
日
ま
で
後

年

  



 第 話 最強の教官

 
第

話
 
最
強
の
教
官

 

月
姉
妹
訪
問
か
ら
約

年
た

た
今
現

こ
こ
都
市
の

の
訓
練
所
で
は

 
理
 

じ

と
り
あ
え
ず
体
力
作
り
の
た
め
に

 

く
７
０

走
る

 
そ
う
理
久
兎
が

う
と

 
兵
達

イ
エ
ス
サ

 
兵
士
達
は
大
き
く

ん
だ

今
現

理
久
兎
は
兵
士
達
の
教
官
を
し
て
い
た

何

教
官

を
し
て
い
る
か
そ
の

問
は
今
か
ら

間
前
に

る

 
理
 

フ

 
こ
の
時
体
を

え
る
た
め
に
体

ト
レ

ニ
ン
グ
を
し
て
い
た

身
に
つ
け
た
武
術
の
技
な

ど
は

を
し

か
り
整
え
な
い
と
上
手
く
機
能
し
な
い
と
い
う
の
が
理
由
だ
か
ら
だ

年
前

の
武
道
大
会
で
見
せ
た

仙
術
十
六
式
内
核

こ
れ
も
理
久
兎
が
編
み
出
し
た
技
だ

因
に

余
談
だ
が
こ
の
時

理
久
兎
は
す
で
に

の
仙
術
を
編
み
出
し
て
い
た

そ
の
内
の

つ
が
内

核

だ

そ
し
と
時
間
と
な
り



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

よ
し

時
間
体

終
了

 

時
間
を

ト
で
計

時
間
で

ト
ご
と
に

を
変
え
て
体

し
て
い
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
水
を
飲
み
に
行
く
か

 
脱
水

状
に
な
ら
な
い
た
め
に
理
久
兎
は
部

を
出
て
水
を
飲
み
に
行
く

す
る
と

 

あ
ら
理

ト
レ

ニ
ン
グ
は
終
わ
り

 

下
の

を
む
く
と

が
い
た

そ
し
た
ト
レ

ニ
ン
グ
は
終
わ
り
と
聞
い
て
き
た
た
め

そ
れ
に

え
る

 
理
 

あ

今
終
わ

た

よ
そ
れ
で
今
か
ら
水
分

 

を
し
に

 

そ
う

 
そ
し
て
こ
こ
最
近
自
分
は
思
う
こ
と
が
あ

た

そ
れ
は
少
し
情
け
な
い
こ
と
に

は
仕

事
を
し
て
い
る
が
自
分
は

衛
の
仕
事
は
し
て
い
る
が

本

は
実
験
室
に

て
い
る
た

め
外
出
は
な
い

そ
し
て
仕
事
と
い

た
ら
外
に
出
て
薬

取
す
る

の

衛
ま
た
は

に

び
込
む
間
者
を

き
の
め
す
と
い
う
仕
事
だ

つ
ま
り
そ
れ

外
対
し
て
仕
事
が
な
い
と
い
う

事
だ

こ
れ
で
は
ニ

い
や
そ
う
と
は
思
い
た
く
な
い
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理
 

は

な

 

ど
う
し
た
の
理

 
理
 

俺
に
出
来
る
仕
事

て
な
ん
か
な
い

 

ど
う
し
た
の
急
に

 
突
然
の
事
で

は

く

そ
し
て
自
分
の
心

を
告
白
し
た

 
理
 

か
に

の

衛
だ
と
か
侵
入
者
を
ボ
コ
ボ
コ

 
に
し
て
い
る
け
ど
さ

何
か
そ
れ

外
で
活

が

 
出
来
な
く
て
自
分
が
情
け
な
く
て
さ

・

・

 

成
る
程

つ
ま
り
仕
事
が

し
い
と

 
理
 

あ

 
そ
れ
を
聞
い
た

は

に
手
を
当
て
て

え
出
す

そ
し
て

く

つ
と

 

方
に
出
来
そ
う
な
仕
事

そ
う
だ

 
な
ら

の
教
官
を
や

て
み
な
い

 
と

て
き
た

だ
が
こ
の
時
あ
る
問

が
あ

た

そ
れ
は

 
理
 

な

教
官

て
何
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コ

 
思
い

き
り

は

こ
け
た

そ
う
理
久
兎
は
教
官
と
い
う
役
職
を
知
ら
な
か

た
の

だ 

え

そ
こ
か
ら

 
理
 

す
ま
な
い
け
ど
説
明
頼
む
よ

 

い

良
い
わ
よ

そ
う

え

と
教
官
は

 
そ
う
し
て

か
ら
説
明
が
さ
れ
る

教
官
と
は
主
に

々
な
事
を
教
え
る
仕
事
だ
と

そ
し

て
自
分
が
や
る
教
官
の
仕
事
は
主
に

で
戦
う
兵
士
達
に
戦
い
の
技
術
や
知

そ
し
て
体
力
の
向

上
を
目
指
さ
せ
る
た
め
の
仕
事
だ
と

 

と

こ
ん
な
所

分
か

た
理

 
理
 

大
体
は
分
か

た
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
俺
が
や

 
て
き
た
通
り
の
事
を
す
れ
ば
良
い
訳

 

ま

そ
う
い
う
こ
と

 
や

て
き
た
事

戦

た
兵
士
達
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
げ
た
り
し
て
い
た
事
だ

 
理
 

う
ん
そ
の
仕
事
な
ら
出
来
そ
う
だ
し
や
る
よ
そ
の
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教
官
の
仕
事
を

論
だ
け
ど

の

衛
の

 
仕
事
も
や
る
か
ら

 

え

分
か

て
る
わ
よ

と
り
あ
え
ず
こ
の
事
は

 
月
読
に
伝
え
て
お
く
わ

 
理
 

ご
め
ん
な
何
か
ら
何
ま
で

 

い
い
の
よ
気
に
し
な
く
て

 

は
そ
う

み

て
く
れ
る
の
だ

た

そ
し
て
日

は
変
わ
り
翌
日

居
間
で
は

  

理

と
り
あ
え
ず
許
可
が
下
り
た
わ
よ

そ
れ
で

 
シ
フ
ト
は
月

金
の

日
間
の
シ
フ
ト
に
な

 

 
た
わ
そ
れ
か
ら

日
後
か
ら
出

し
て
頂
戴
と
の

 
事
よ

 
わ
ざ
わ
ざ

が
月
読
の
元
ま
で
行

て
許
可
を
と

て
き
て
く
れ
た

こ
れ
に
は
感
謝
せ
ざ

る

な
い

 
理
 

あ
り
が
と
う

頑

て
み
る
よ
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頑

て
来
て

ふ
ふ

 
そ
し
て
そ
の
会
話
か
ら

日
後
こ
こ

の
訓
練
所
で
は

 
兵
あ

お
り

 
兵
い

頑

て
る

兵
士
あ

 
兵
あ

あ

あ
い
つ
に
リ

ン

す
る
た
め
に
な

 
兵
う

頑

り
す
ぎ
て
体
を

さ
な
い
で

 
兵
い

で
も
兵
あ

の
や
つ
最
近
変
わ

た
よ
な

 
兵
う

か
に

前
と
は
変
わ

た
な

何
と
い
う
か

 

く
な

た
よ
な

 
と
兵
士
う
は

く

前
ま
で
は
ト
ゲ
ト
ゲ
し
て
い
た
が
今
で
は

く
な
り
人
と

し
く

せ

れ
る
よ
う
に
な
り
と
て
も
変
化
し
た
の
だ

す
る
と

 
仲

あ

兵
士
あ
さ
ん
に
兵
士
い
さ
ん
そ
れ
か
ら

 
兵
士
う
さ
ん
お

れ
様
で
す

 
そ
う

い
な
が
ら
仲

が
や

て
来
る

 
兵
い

お
つ
か
れ
仲
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兵
う

お

れ
様

 
兵
あ

お
う

お
つ
か
れ

 
と

か
つ
て
は
皆
か
ら
も

ま
れ
て
き
た
仲

も
今
で
は
明
る
く
な
り
皆
の
輪
に
入

て
い

た

だ
が
仲

は
あ
る
事
を
伝
え
た

 
仲

そ
う
い
え
ば
皆
さ
ん
知

て
ま
す
か

 
兵
あ

何
だ

 
兵
い

ん

 
兵
う

何
を
だ
い

 
仲

新
し
く
教
官
が
や

て
来
る
み
た
い
で
す
よ

 
新
し
く
教
官
が
や

て
く
る
と

そ
れ
に
は
こ
の
場
の
全
員
は
興
味
を

し
た

 
兵
あ

マ

か
よ

 
兵
い

そ
う
な
ん
だ

 
兵
う

ど
ん
な
人
な
ん
だ

 
仲

え

え

と

 
と

き
り
な
し
に

問
が
来
る

仲

は
ど
う

え
る
べ
き
か
と

ん
で
い
る
と
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兵
え

な
ん
の
話
し
を
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
仲

兵
え
さ
ん
お

れ
様
で
す

 
今
度
は

一
の
女

人
の
兵
士
え
が
や

て
来
る

 
兵
え

そ
ち
ら
こ
そ
お

れ
様
で
す
そ
れ
で
な
ん
の
話

 
を
し
て
い
る
の

 
兵
う

何
で
も
新
し
く
教
官
が
来
る
み
た
い
何
だ
よ

 
兵
え

あ

そ
の
話

 
仲

知

て
る
ん
で
す
か

 
ど
う
や
ら
兵
士
え
は
知

て
い
る
み
た
い
だ

 
兵
え

え

か
男
性

て
聞
い
た
わ

 
兵
い

へ

 
男
性
か
と
思

て
い
る
と
大
佐
が
歩
い
て
く
る

 
大
佐

全
員
整

 
兵
あ

や
べ

急
ぐ

 
兵
士
あ
も
流

に

法
会
議
に
は
か
け
ら
れ
た
く
な
い
た
め
全
員
は
す
ぐ
さ
ま
整

す
る



 第 話 最強の教官

 
大
佐

今
日
よ
り

様
ら
に
教
官
が

く
こ
と
に
な

た

 
し

か
り

う
こ
と
は
聞
く
よ
う
に

 
兵
隊

イ
エ
ス
サ

 
大
佐

で
は
ど
う

こ
ち
ら
へ

 
大
佐
が

た
そ
の
時
だ

た

 
カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

 
と

の

が

く

そ
れ
に
合
わ
せ
て
教
官
と
な
る

人
の
男
性
が
や

て
来
た

そ
う

兵
士
達
は

く
こ
と
に
な
る

な
に
せ
教
官
を

め
る
の
は

 
理
 

え

と
本
日
か
ら
教
官
を

め
る
こ
と
に
な

た

 
新

理

だ
よ
ろ
し
く
な

 
そ
う
自
分
だ

た
か
ら
だ

そ
し
て

く
自

を
す
る
と
整

し
て
い
る
兵
士
達
か
ら

 
兵
士

ス
ゲ

本
物
だ

 
兵
士

こ
の
人
に
習
う
こ
と
が
で
き
る
の
か

 
と

う

が
聞
こ
え
て
く
る

し
か
も
よ
く
見
て
み
る
と
武
道
大
会
で
戦

た
兵
士
あ
兵

士
い

兵
士
う

兵
士
え
が
い
た
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
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仲
 

理

さ
ん

 
そ
う
仲

も
い
た

こ
れ
に
は

く

人
に
手
を

り
な
が
ら

 
理
 

あ
れ
お
前
ら
こ
こ
に
い
た
ん
だ

ま

よ
ろ
し

 
く
な

 
そ
う

う
と
兵
士
達
全
員
の

を
見
る

そ
し
て

 
理
 

ま

今
み
た
い
に
多
分
俺
を
知

て
い
る
奴
も
い
る

 
と
思
う
け
ど
と
り
あ
え
ず
今
日
か
ら

ら
の
教
官
に

 
な

た
か
ら
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
出
来
る
所
は
出
来
る

 

り
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む

  
兵
達

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
と

元
気
な

が
返

て
く
る

だ
が
こ
ん
な
所
で

ま

て
い
る
の
は

体
な
い
た
め

 
理
 

じ

と
り
あ
え
ず
体
力
作
り
の
た
め
に

 

く
７
０

走
る

 
兵
隊

イ
エ
ス
サ
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と

て
く
れ
る

だ
が
兵
士
達
の

は
絶
望
の

に
変
わ

て
い
た

何
が
理
由
か
は
分

か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず
教
官
と
し
て
や

て
い
く
事
と
な

た

こ
れ
が
回
想
で
あ
る

そ
し

て
現

１

の
コ

ス
を

度

し
た
所
ぐ
ら
い

 
理
 

そ
こ

へ
ば
る
な

 
兵
士

す
す
す
み
ま
せ
ん

 
兵
士
達
は

を
切
ら
し

し
み
な
が
ら
も
何
と
か
走

て
い
た

 
兵
あ

う

 
理
 

兵
あ

く
な
ら

で

け

 
兵
あ

人
の

を

察
す
る
な

う

 
そ
う
し
て
何
人
か
は
ゲ
ロ

た
が
準
備
運
動
の

を
終
え
る

 
兵
士

は

は

 
兵
士

う

 
と
皆
は

し
そ
う
だ
が
そ
れ
で
は
い
ざ
戦
い
に
な

た
時
は
助
か
ら
な
い

そ
の
た
め
更
に

追
い

め
る

 
理
 

次
は
体

ト
レ

ニ
ン
グ

時
間
す
る
出
来
る
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だ
け
そ
の
体
制
の

持
を
や
り
続
け
ろ

 
兵
隊

い
い

イ
エ

サ

 
と

し
そ
う
に
そ
し
て
嫌
そ
う
に
そ
う

ぶ

す
る
と

 
兵
え

り

理

教
官
こ

こ
れ
に
は

ど
う
い
う
こ
と
を

 
目
的
と
し
た
訓
練
な
の
で
す
か

 
兵
士
え
が
そ
ん
な

問
を
し
て
き
た

そ
の

問
に
自
分
は
的

な
真
意
を
も

て

え
た

 
理
 

こ
れ
は
体
の
バ
ラ
ン
ス
つ
ま
り

を

え
る

 
兵
士
え

な
ら
刀
を
使
う
だ
ろ

 
兵
え

は

は
い

 
理
 

も
し

手
の

撃
を
刀
で
い
な
し
た

に
体
の
バ
ラ

 
ン
ス
が
一

だ
が

れ

だ
け
動
け
な
く
な

た

 
の
な
ら
ど
う
な
る
と
思
う
か

え
て
み
て
く
れ

 
兵
士
え
は

え
る

そ
し
て

え
を
見
つ
け
た
の
か
口
を
開
き

 
兵
え

そ
の

に
殺
ら
れ
て
し
ま
う

で
す
か

 
理
 

そ
の
通
り
だ
戦
場
に
お
い
て

の

は
命
取
り
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と
思
え
そ
の

で
自
分
の
生
死
を
分
け
る
か
ら

 
だ
皆
も
覚
え
て
お
け
よ

 
兵
士
達
は

人
事
で
は
な
い
と
思

て
い
る
の
か

て
耳
を

け
て
い
た

だ
が
し
か
し

 
理
 

お

と
こ
ん
な

気

い
話
は
無
し
だ
で
だ
が
俺

 
の
使
う
武
術
は
こ
れ
を

本
と
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
ち
な
み
に
俺
は

時
間
や

て
る

 
仲

す
ご
い

 
兵
い

そ
こ
ま
で
や
る
と
バ

モ
ノ

 
兵
う

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
兵
士
う
は
発
狂
し
出
し
た

こ
ん
な
常

外
な
行
動
は
兵
士
で
す
ら
も
発
狂
す
る
の
だ
ろ
う

 
兵
あ

て
こ
い

兵
う

 
兵
士
あ
は
頑

て
兵
士
う
が
遠
く
へ
と
行
か
ぬ
よ
う
に
頑

る

だ
が
そ
ん
な
事
に

て

い
る
と
時
間
の
無

な
た
め

 
理
 

じ

各
自
開
始

 
こ
う
し
て
ト
レ

ニ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た

理
久
兎
は
そ
の
間
に
兵
士
う
の
頭
を

く
殴

て
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起
こ
し
ト
レ

ニ
ン
グ
に

加
さ
せ
る

そ
し
て
約

時
間
後

 
理
 

は
い
そ
こ
ま
で

 
兵
士

う
が

体
が

い

 
兵
士

か

た

 
と

を
あ
げ
る

だ
が
こ
の
⻤
教
官
は

 
理
 

よ

し
お
前
ら

 
兵
隊

へ

ま

ま
だ
や
る
の
か

 
と

え
て
い
た
が
自
分
も
そ
こ
ま
で
⻤
で
は
な
い
た
め

 
理
 

時
間
休
憩
を

む
よ

 

時
間
の
休
憩
を
許
す
こ
と
に
し
た

そ
れ
を
聞
く
と
兵
士
達
の

に
生
気
が

て
い
き

 
兵
隊

本
当
で
す
か

よ

し

 
と

騒
い
で
喜
ぶ
者
が
続
出
し
た

し
か
し

 
理
 

だ
が
俺
の

撃
を
か
わ
す
受
け
流
す
と
い

た
事

 
を
し
て

の
間

こ
の
部
隊
の

か

人
で

 
も

え
て
い
ら
れ
た
ら
休
憩
を
あ
げ
よ
う
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こ
ん
な
簡
単
な
事
を

う
と
兵
士
達
は
嬉
々
と
し
て

 
兵
隊

ぐ
ら
い

え
て
み
せ
ま
す

 
兵
士

や

て
や
る

 
と

盛
り
上
が
る

だ
が
し
か
し
理
久
兎
と
戦

た

人
と
そ
の
戦
い
を
見
て
い
た
仲

は

を

く
し
な
が
ら

 

人

無
理
だ

こ
の
人
に
は
勝
て
な
い

 

葉
を
ハ
モ
ら
せ
た

そ
し
て

 
理
 

で
は

始
め
る

 
と

理
久
兎
が

た
の
そ
の

間
か
ら
地
獄
が
始
ま

た

 
シ

ン

 
突
然
理
久
兎
が
消
え
た
か
と
思
う
と
突
然

 
兵
士

ぐ
は

 

人
の
兵
士
は

鳴
を
あ
げ
て

れ
た

し
か
し
そ
れ
で
は
終
わ
ら
な
い

 
兵
士

へ
ぶ
し

 
ま
た
兵
士
が

鳴
を
あ
げ
て

れ
る

こ
れ
が
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兵
士

あ

 
兵
士

や

無
理
で
し
た

 
兵
士

あ
り
え
ん

 
と

ど
ん
ど
ん

鳴
を
あ
げ
て

れ
て
い
く

や
が
て
最
後
の
方
に
な

て
く
る
と

 

人
 
 

 

人
近
く
い
た
兵
士
も
今
で
は
た

た
の

人
だ
け
と
な

た

こ
の
時
間
わ
ず
か

だ

そ
し
て
理
久
兎
は

で

 
理
 

さ

て
後
は
お
前
ら
だ
け
だ

 
そ
う

く
の
だ

た

こ
の
後

の
訓
練
所
で
は

  
と

人
の
大
き
な
絶

が
こ
だ
ま
し
た
の
だ

た

そ
し
て

が

過
し
こ
の
場
に
立

て
い
た
の
は
自
分
だ
け
と
な

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く

 
理
 

お
い
お
い

う

ん
や
り
過
ぎ
た
か
も
な

 
こ
れ
は
や
り
過
ぎ
た
と
思

た

何
せ
兵
士
達
全
員
気
絶
し
て
し
ま

て
い
る
の
だ
か
ら

頭

を

き
な
が
ら
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理
 

と
り
あ
え
ず
休
憩
さ
せ
る
か

 
と

い

た
感
じ
で
兵
士
達
は
気
絶
と
い
う
名
の
休

を

て
理
久
兎
も
少
し
休
む
の
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
は
教
官
と
し
て
や

て
い
く
こ
と
に
な

た
の
だ

た

      
運
命
の
日
ま
で
後

 

年



 第二章  月に願いを込めて

 
第

話
 
兵
士
達
と
で
組
手

 
教
官
に
な

て
か
ら
約

間
が

過
し
現

何
を
し
て
い
る
の
か
と

う
と

 
兵
隊

グ
ハ

 
理
 

は

も
う
少
し

手
を
見
よ
う

 
兵
隊

ぐ
べ
ら
ば

 
理
 

は
も
う
少
し
体
力
と
か
つ
け
た
い

 
大
佐

ち
に

 
理
 

大
佐
は

も
う
ち

い

手
の
動
き
の
予

を

 

え
て
く
だ
さ
い

 
今
現

理
久
兎
は
兵
士
達
の
組
手
を
し
て
い
た

組
手
を
す
る
こ
と
で
兵
士
達
の
何
処
を
直

す
べ
き
か
が
分
か
る
か
ら
だ

大
佐
が
ち
に

ら
れ
て
る
だ
ろ

て

気
に
し
た
ら
負
け
だ

だ
が
こ
ん
な
事
し
て
い
る
間
に
も

人
い
や
大
佐
い
れ
て

人
の
兵
士
達
の
内

人
の
組
手
が

終
わ

た

そ
う
し
て

人
は

 
理
 

か



 第 話 兵士達とで組手

 
仲

お
願
い
し
ま
す
理

さ
ん

 
と

仲

は
頭
を
下
げ
る

次
の
組
手
の

手
は
仲

の
よ
う
だ

 
理
 

来
い
よ
仲

 
仲
 

ウ

 
仲

は
自
前
の
ト
ン
フ

を
引
き

き
自
分
め
が
け
て

撃
し
て
き
た

だ
が
そ
の

撃
を
上

手
く
い
な
し
ま
た
は
回

を

り
返
す

 
理
 

オ

分
か

た

 
仲

え

 
と

た
そ
の

間

仲

の
ト
ン
フ

を

む

 
仲

う

動
か
な
い

 
理
 

せ
い

 
ド
ン

 
仲

う
は

 
ト
ン
フ

を

ん
で
一
気
に
こ
ち
ら
へ
と
引
き

せ
る
と
仲

の

に
霊
力
を

わ
せ
た

り

を

き
込
み
仲

を
ふ

飛
ば
し
た

だ
が
と
物

い
手
加
減
を
し
て
い
る
た
め
ぶ

飛
ん
だ



 第二章  月に願いを込めて

は
約

だ

た

 
理
 

仲

は
前
よ
り
動
き
は
良
く
な

た
け
ど
回

 
と
か

手
の
行
動
の
視

だ
と
か
を
視

に
入

 
れ
た
立
ち
回
り
を
し
て
み
る
と
良
い

 
仲

つ
つ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
仲

は
頭
を
下
げ
仲

の
組
手
は
終
わ
る

す
る
と
次
に
自
分
の
前
に
立

た
の
は

 
兵
え

行
き
ま
す

 
大
会
と
同
じ
よ
う
に
刀
を

え
て
兵
士
え
が
立

て
い
た

 
理
 

来
い

 
兵
え
は

刀
す
る
と
下

の

え
を
取

て
理
久
兎
に
向
か

て
斬
り
か
か
る

 
理
 
 
前
と
同
じ
な
ら

 
大
会
と
同
じ
よ
う
に
手
刀
を
し
て
兵
士
え
の
刀
を

と
そ
う
と
す
る
の
だ
が

 

キ

 
理
 

な

 
兵
え

前
と
同
じ
だ
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い



 第 話 兵士達とで組手

 
ま
さ
か
の
フ

イ
ン
ト
だ

兵
え
は
な
ん
と
斬
る

い
を

で
踏
み

め
る
と

え
を

刀
術

に
変
え
て

に

て
自
分
に
斬
り
か
か

た
が

 
理

め
る
な

 
だ
が
そ
ん
な
を
居
合
い
を
イ
ナ
バ
ウ
ア

を
し
て

け
た

 
兵
え

嘘
で
し

 
理
 

動

を
す
る
な

 

ス

 
理
久
兎
は
そ
こ
か
ら

立
後
転
を
し
て
兵
え
の

に
向
か

て
水
平

り
を
し
た

 
兵
え

な

く

 
体
制
が

れ
地
面
に

れ
た
兵
士
え
は
起
き
上
が
ろ
う
と
頑

る
が

 
す
ん

 
く

 
兵
士
え
が
起
き
上
が
ろ
う
と
し
た
そ
の
直
後

も
と
に

リ

リ
の
所
で
踏
み
つ
け
を

め
す
る

こ
れ
で
は

手
は
踏
み
つ
け
ら
れ
る
し
か
な
か

た
た
め
兵
士
え
は
負
け
と
な
り
組
手

は
終
わ

た



 第二章  月に願いを込めて

 
兵
え

負
け
ま
し
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
前
に

た
こ
と
を
実

し
て
く
れ
た

 
事
は

め
る
よ

で
も

手
の
動
き
に
い
ち
い
ち

 
動

し
た
ら

メ
だ
よ

 
兵
え

く

そ
こ
は
見
直
し
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

 
兵
士
え
は

し
そ
う
に

え
よ
う
と
す
る
が
元
気
よ
く

を
し
て
く
れ
た

す
る
と

 
兵
え

そ
う
い
え
ば
私
の
自

は
ま
だ
し
て
い
ま
せ
ん
で

 
し
た

つ
る
ぎ
お
は
な

御
花
で
す

こ
の
前
と
い
い
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 
理
 

あ

頑

て

御
花
ち

ん

 
御
花
は
頭
を
下
げ
る
と
そ
の
場
か
ら
下
が
る

今
度
は
⻑

を

負

た
兵
士
う
が
や

て
き

た

そ
し
て
兵
士
う
は
頭
を
下
げ
て

 
兵
い

て
ん
む
こ
う

天
夢

で
す
お
願
い
し
ま
す

 
と
自
分
の
名
前
を

ぶ
と
⻑

を

え
る

と
り
あ
え
ず

の
前
で
手
を

を
向
け
て
前
後



 第 話 兵士達とで組手

に
動
か
し
て

 
理
 

か
か

て
き
な

 
そ
う

う
と

は
⻑

に
力
を
込
め
て

 

 

行
き
ま
す
は

 

を
積
め
る
と

は
自
身
の

意
な

続
突
き
を
し
て
く
る

だ
が
前
よ
り
正

に
そ
し
て

く

り
出
さ
れ
て
い
て
大
会
と
比
べ
る
と
見
違
え
て
い
た

 
理
 

つ

 
こ
れ
に
は
自
分
自
身
も
そ
の
成
⻑
が
見
え
て
良
く
分
か
る

 

 

は

 

ん

 

は

刀
の
要
領
で
⻑

を

ぎ

う
が
そ
れ
を

ン
プ
し
て

け
る

 
理
 

良
い
動
き
だ
が

 
す
ぐ
に
着
地
し

り
き

て

だ
ら
け
の
と
こ
ろ
に
一

で
間
合
い
を

め

の

面
に
上

り
を

め
し
た

 

 



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

勝
負
あ
り
だ
な

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
前
よ
り

 
正

に
そ
し
て

静
に
な

て
い
た
そ
れ
は
良
い
事

 
だ

だ
け
ど

⻑

を

り
き

た
後
の

を
直

 
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
も
う
少
し
は
い
い

に
い
け
る

 
よ

 

め
る
所
と
直
す
所
を

う
と
上

り
を

め
て
元
の
体
制
に

る

そ
し
て

は
頭
を
下

げ
て

 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
理

教
官

 
と

い
そ
の
場
か
ら
下
が
る

 
理
 

次
は

だ
来
な

 
そ
の

葉
を
聞
く
と
兵
士
う
が
目
の
前
か
ら
歩
い
て
き
て
自
分
の
前
に
立
つ

 
兵
う

次
は

だ

か
る
み
そ
う

火

美

い
く
よ

 
理
 

一
戦
し
て
や
る
来
い

 
そ
う

う
と

え
て
い
る

を

え
る
と
自
身
の
前
へ
と

く

を

め
る

 

 

は

は



 第 話 兵士達とで組手

  

の
戦
い
方
も

前
に
ま
し
て

く
な

て
い
る

前
は

に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
戦
い

方
も
今
は
そ
ん
な
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
技
術
が
上
が

て
い
た

だ
が

は
突
き

た
の
か

 

 

は

 
目
に
見
え
ぬ
程
の
一

の
突
き
を

り
出
し
て
き
た

 
理
 

う

だ
が
な

 
理
久
兎
は
昔
に
も
や

た
通
り

の
力
と
遠
心
力
を

し
た
半
回
転
し
て
受
け
流
し
そ
の
ま

ま

の

に
手
刀
を

土
め
し
た

 
理
 

こ
こ
ま
で
だ
な

 

 

く

 
理
 

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
前
よ
り

に
と
ら
わ
れ
て

 
い
な
い
し
そ
れ
で
い
て

も
し

か
り
し
て
き
て

 
い
る
よ
反

点
と
し
て
は

り
過
ぎ
だ
よ
も
う
少

 
し

静
に



 第二章  月に願いを込めて

 

 

ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
理

教
官

 
と

う
と

は
元
の
場
所
に

て
い

た

す
る
と
今
度
は
自
分
よ
り
も
大
き
な
兵
士
あ

が
大

を
持

て
や

て
来
た

 
兵
あ

俺
だ

教
官

 
理
 

決
勝
戦

来
だ
な

 
兵
あ

あ

俺
は

だ
い
も
ん
じ
り
き

大
門
寺
力
だ

 
自
身
の
名
を

び
大

を

え
る

 
理
 

か
か

て
き
な
よ
力

 
力
 

行
く

お
り

 

ド
ン

グ

ン

 
力
の
大

が
地
面
に

き
つ
け
ら
れ
る

そ
し
て
そ
こ
か
ら
派
生
で

ぎ

て
く
る

 
理
 

け
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
当
た
る
と
大
変
だ
な

 
一

人
は

 
と
り
あ
え
ず
様
子
を
見
な
が
ら
普
通
に

け
る

だ
が
こ
こ
で
変
化
が
起
き
た

 

ン



 第 話 兵士達とで組手

 
な
ん
と
力
は
自
身
の
大

を
地
面
に
さ
し
て
殴
り
か
か

て
き
た

 
力
 

ぶ

と
べ

 
理
 

お
お

と

 
だ
が
お

れ
だ
ろ
う
か
理
久
兎
は
妖
怪
の
全
力
の

を
受
け

め
ら
れ
る
こ
と
を

 

シ

 
力
 

な

嘘
だ
ろ

 
理
 

中
々
い
い
じ

な
い
か

 
自
身
の
体
格
や

力
を

し
た

を

さ
え
ら
れ
力
は

く

し
か
も

ま
れ
た

を
引
き

こ
う
と
す
る
が

 
理
 

れ

れ
ど
う
し
た

 
力
 

う
が

 

は
引
き

け
な
い
で
い
た

だ
が
こ
れ
で
は
良
知
が
明
か
な
い
た
め
受
け

め
た

を
そ
の

ま
ま
つ
か
み
自
分
の

う
に

せ
力
の

も
と
に
手
で
作
り
上
げ
た
突
き
も
と
い

手
を

土
め

し
た

 
力
 

ぐ

ち
く
し

う



 第二章  月に願いを込めて

 
理
 

こ
こ
ま
で
だ
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
前
よ
り
も

 
戦
い
方
が
増
え
て
い
る
し
何
よ
り
そ
の
体
を
生
か

 
し
た
戦
い
方
は

し
よ
う
反

点
と
し
て
は
も

 
う
少
し

手
の
事
を
観
察
す
る
と
い
い
よ

 
そ
う

い
手
を

し
て

手
を

め
る

力
は

し
そ
う
に

 
力
 

あ
ん
が
と
よ
教
官

 
そ
う

い
頭
を
下
げ
た

そ
し
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
の
た
め

 
理
 

と
り
あ
え
ず
今
日
の
訓
練
は
終
了
だ

良
く

て

 
明
日
も
動
け
よ

 
兵
士

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
と

兵
士
達
は

を
す
る

な
お
大
佐
は
ど
う
な

た
の
か
と

う
と
今
だ
に
気
絶
中
だ

そ
し
て
帰
り

度
を
整
え

を

き
な
が
ら
訓
練
上
か
ら
出
る

 
理
 

ふ

 

 
気
持
ち
の
良
い

を
か
い
て
す

き
り
し
て
い
る
と

 

お
つ
か
れ



 第 話 兵士達とで組手

 
と

が
や

て
来
て
い
た

 
理
 

か

仕
事
の
帰
り
か

 

え

で
も
ふ
ふ

教
官
の
仕
事
が

に
つ
い
て
き

 
た
じ

な
い

 
理
 

ま

な

と
り
あ
え
ず
買
い
物
だ
け
し
て
帰
る
か

 

 

え

 
こ
う
し
て
今
日
の
訓
練
を
無
事
に
終
わ
ら
せ
て

と
共
に
買
い
物
を
し
な
が
ら
帰

に
つ
く

の
だ

た

  
運
命
の
日
ま
で
後

 

年



 第二章  月に願いを込めて

 
第

話
 
妖
怪
狩
り

 
理
久
兎
が
教
官
の
仕
事
に
つ
い
て
か
ら
約

年
ぐ
ら
い
の

月
が

過
し
た

こ
こ
都
市
で

は
な
く
都
市
の
外
で
は

 
理
 

御
花
そ

ち
だ

 
御
花

は
い

 
キ

ン

 
妖
怪

リ
リ

 
御
花
は
妖
怪
の
一
撃
を
刀
で

さ
え
る

そ
し
て
別
の
所
で
は

 
力
 

お
り

 
ド

ン

 
妖
怪

グ

 
力
が
大

を

る
い
妖
怪
達
を

ぎ

し

 

 

は

 
シ

バ



 第 話 妖怪狩り

 
妖
怪

 

の
目
に
見
え
ぬ
程
の

を

る

術
で
妖
怪
を

し
な
が
ら
斬
り
つ
け

 

 

そ
れ

 
シ

シ

シ

ン

 
妖
怪

あ
が
が
が

 

は

続
突
き
か
ら
の

ぎ

い
を
し
て
妖
怪
を

し
て
い
き

 
仲

で
り

あ

 
ド
ゴ
ン

 
妖
怪

ぐ
へ
は

 
仲

は
身

な
動
き
で
動
き
ト
ン
フ

で
妖
怪
の

面
を
強
打
し
て
い
た

今
現

怪
物
も

と
い
妖
怪
狩
り
を
し
て
い
る

何

こ
う
な

た
の
か
と
い
う
の
は
月
読
に
呼
ば
れ
た
所
か
ら
始

ま
る

 
理
 

月
読

俺
に
何
の

な
ん
だ

 
月
読
に
呼
ば
れ

の

き

い
の
も
と
月
読
の
部

に
や

て
来
て
い
た

そ
し
て
月
読
は

自
身
の
頭
に
指
を
当
て
て



 第二章  月に願いを込めて

 
月
読

え

と

 
と

え
る

す
る
と
そ
れ
だ
と
良
知
が
明
か
な
い
と
思

た
の
か
月
読
を
無
視
し
て

が

り
だ
す

 

実
は

理

今
現

進
行

で
私
達
は
あ
る
計
画

 
を
建
て
て
い
る
の
よ

 
月
読

も
う

ち

ん
何
で
先
に
い

ち

う
の

 
と

口
を

ら
せ
て
月
読
は

う

だ
が

の

た
計
画
が
気
に
な
る

 
理
 

計
画

 
月
読

そ
う
そ
の
計
画
は
あ
の
月
へ
行
く
事
な
の

 
と
月
読
は
空
に
輝
く
月
を
指

し
て
そ
う

ぶ

ど
う
や
ら
計
画
と
は
昔
に
自
分
が
作

た

月
に

し
よ
う
と
い
う
事
ら
し
い

 
理
 

そ
れ
は

ま
た
大
そ
れ
た
計
画
だ
な

 
で
も
な
ん
で
ま
た

 

今
現

こ
こ
は
ま
だ
安
全
だ
け
ど

の
場
所
は

 
妖
怪
達
に
よ

て
侵
食
さ
れ
て
き
て
い
る
の
よ



 第 話 妖怪狩り

 
月
読

そ
こ
で
皆
で
ロ

ト
に

て
月
に

 
し
よ
う

と
い
う
計
画
な
の
よ

 
つ
ま
り
妖
怪
達
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
月
に
行
く
と
い
う
の
は
よ
く
分
か

た

 
理
 

成
る
程

大
体
は
分
か

た
よ

で

そ
れ
と

 
俺
が
ど
う
関
係
し
て
い
る
ん
だ

 

理

に
は
と
り
あ
え
ず
近
く
に
い
る
妖
怪
を

 
し
て

し
い
の
よ

 
理
 

そ
の
理
由
は

 

計
画
に
邪
魔
な
存

な
の
よ

だ
か
ら

 
理

に
頼
も
う
か
と

 
つ
ま
り

が
こ
う
し
て
自
分
に
頼
む
と
い
う
事
は
そ
れ

ど
危
機
的
な
状

で
あ
り
な
お
か

つ
自
分
を
信

し
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う

論
そ
れ
に
は

 
理
 

分
か

た

引
き
受
け
よ
う

 

に
は
自
分
に
知

を
く
れ
た

が
あ
る

そ
の

の
た
め
に
戦
お
う
と
決
心
し
た

 
月
読

で
も

人
だ
と
何
か
あ

た
時
に
危
な
い
か
ら



 第二章  月に願いを込めて

 
皆

入

て
き
て

 
月
読
が
そ
う

う
と
同
時
だ

た

 

チ

 
と

が
開
く

と
共
に
入

て
く
る

人
の
男
女

そ
れ
は

 
仲

こ
ん
に
ち
は
理

さ
ん

 
御
花

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 

 

よ
ろ
し
く
理

教
官

 

 

よ
ろ
し
く

す

 
力
 

よ
お
教
官

 
と

ま
さ
か
の
こ
の

人
だ

こ
れ
に
は
自
分
自
身

目
が
点
と
な

た

 
理
 

何
で
お
前
ら
が
こ
こ
に

 
因
に
だ
が
皆
の

級
は
こ
こ

年
で
大
き
く
昇
進
し
た

御
花
は

⻑

は

⻑

は

力
は
少

最
後
に
仲

が
中

皆
は
そ
れ

ど
成
⻑
が

め
ら
れ
そ
し
て
そ
れ

の
仕
事
を
し
た
た
て

級
が
上
が

た
の
だ

な
お
一

的
な
普
通
で
は
こ
ん
な
に

く
の

級

の
昇
格
は
無
理
だ
と

て
お
こ
う
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月
読

ふ
ふ

 

こ
の
子
達
に
こ
の
こ
と
を
話
た
ら
自
分
達
か
ら

 

部
隊
に
希
望
し
た
の
よ

 
ど
う
や
ら
了

は

て
の

部
隊
に
入
隊
し
た
よ
う
だ

こ
れ
に
は
少
な
か
ら
ず
だ
が
自
分

は
感
激
を
し
た

 
月
読

と
り
あ
え
ず
理

に
は
こ
の
小
隊
の
 

 
隊
⻑
を
や

て

し
い
の
よ

 
理
 

ふ

ん
小
隊

フ
フ
フ

ア
ハ
ハ
ハ

 
突
然
自
分
が

い
だ
し
た
め
な
の
か

り
に
い
る
全
員
は

き
皆
は

は

き
つ
ら
せ
て
ビ

ビ

て
い
た

そ
し
て

人
に

 
理
 

そ
う
か

つ
い
て
く
る
の
は

わ
な
い
け
ど
死
ぬ

 
か
も
し
れ
な
い
し
五
体
満

で
帰
れ
な
い
か
も
し
れ

 
な
い

そ
れ
で
も
来
る
か

 

人
の
覚
悟
を
見
る
た
め
に
聞
く
た
め
に

え
て

し
く

う

す
る
と

人
は
覚
悟
を
決

め
た
か
の
よ
う
に



 第二章  月に願いを込めて

 
力
 

上
等
だ

 
御
花

問

は
な
い
で
す

 

 

大
丈
夫

す

 

 

こ
れ
で
も

方
と
い
う
⻤
教
官
に

え
ら
れ
ま
し

 
た
か
ら

 
仲

も
大
丈
夫
で
す

 
と

皆
は
そ
の

え
を
覚
悟
を
見
せ
て
く
れ
た

 
理
 

そ
う
か

覚
悟
は
あ
る
み
た
い
だ

 
隊
員
達
が
真

な

で

い
た
の
を

し
た

自
分
は
後
ろ
を

り
向
き
月
読
と

の

人
に

を
向
け
て

 
理
 

な

人
と
も

 
月
読

ど
う
し
た
の

 

理

 
理
 

こ
の
部
隊
の
名
前
は
あ
る
か

 
部
隊
の
名
前
を
聞
く

す
る
と
月
読
と

を

に

り



 第 話 妖怪狩り

 
月
読

え
て
な
い
わ

 

え

 
理
 

な
ら
名
前
を
つ
け
て

て
良
い
か

 
と

名
前
を
つ
け
て

し
い
と
頼
む
と

人
は

え
出
す

 
月
読

そ
う

 
月
読
は
思
い

か
な
い
の
か
更
に
深
く

え
込
む
と

の
口
が
開
き

 

月
光
の
も
と
に
集
い
し
者
達

月
影

月
影
の

 
部
隊

て
の
は
ど
う
か
し
ら

 
と

部
隊
の
名
前
を
出
す

そ
の
名
前
は
と
て
も
良
い
と
思

た

 
理
 

ふ
ふ

ア
ハ
ハ

い
い
部
隊
名
だ
気
に
入

た

 
聞
い
た
か

今
よ
り
俺
ら
部
隊
の
名
は
月
影
の

 
部
隊
だ

 
隊
員

お

 

人
は
掛
け

を
あ
げ
る

そ
し
て
最
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
真

な

つ
き
で
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理
 

そ
し
て

お
前
ら
に
守

て

し
い
約
束
が
あ
る

 
隊
員

約
束

 
そ
し
て
自
分
は

つ
の
約
束
を
伝
え
た

 
理
 

一
つ
生
き
て
帰
れ

一
つ
や
ば
く
な

た
ら
逃

 
げ
ろ

一
つ
そ
し
て

れ
ろ

一
つ

が
で
き

 
た
ら
ぶ

殺
せ

そ
し
て
全
員
生
き
て
帰
る
良

 
い
か

 
隊
員

お

 
そ
う
し
て
で
き
た
の
が
月
影
の
部
隊
だ

な
お
約
束
が

つ
だ
ろ
と
い
う
ツ

コ
ミ
は
無
し

だ

そ
し
て
結
成
か
ら

間
が
過
ぎ
た
現

 
理
 

終
わ

た
な

 
先
程
ま
で
数

程
い
た
妖
怪
達
は
自
分
達
に
よ

て

さ
れ
そ
の
場
に
は
妖
怪
の

死
体
達
と
自
分
達
し
か
い
な
か

た

 
仲

帰
投
で
す

 
御
花

索

完
了

影
は
な
し
直
ち
に
帰
還
し
ま
し

う



 第 話 妖怪狩り

 
力
 

お
う
よ

 

 

は

れ
た

 

 

そ
う
い
え
ば
理

隊
⻑

 
理
 

な
ん
だ

 

に
呼
ば
れ

の

を
み
る
と

 

 

ど
う
や
ら
明
後
日
に
計
画
を
実
行
す
る
み
た
い

 
で
す
よ

 
理
 

そ
う
か

い
も
の
だ
な

 
か
つ
て
自
分
の
力
で
創

た
月
を
見
上
げ
る

美
し
く

し
く
淡
い
白
い
光
を

つ
月
を

 
理
 

ま
さ
か
俺
が
創

た
星
に

る
と
は
な

 
だ
が
自
分
は

達
と
月
へ
と
行

た
ら
ま
た
地

に

ろ
う
か
と

え
て
い
た

地

に
来

た
く
て
来
た
の
に

れ
る
事
に
な
る
の
は
嫌
だ

た
か
ら
だ

だ
が
そ
の

や

え
は

に
も
聞

こ
え
る
こ
と
も
な
く

え
も
察
知
さ
れ
る
事
は
な
か

た
の
だ

た

  
運
命
の
日
ま
で
後

日



 第二章  月に願いを込めて



 第 話 計画始動

 
第

話
 
計
画
始
動

 
今
日
は
明
日
の
月
へ
と
行
く
た
め
の
作
戦
も
と
い
ミ

テ

ン
グ
だ

俺
を

め
て
大

ク

ラ
ス
の
人
達
が
わ
ん
さ
か
と
出

し
た

中
に
は
あ
の

愛
親
王
も
い
た

 

で
は
明
日
の
大
規
模
防
衛
戦
フ
ラ
イ
ミ

ト

 
ザ
ム

ン
の
作
戦
会
議
を
行
う
わ

 
月
読

で
は
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
兵
達

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
と
兵
士
達
は
一
度
立
ち
上
が
り
頭
を
下
げ
て

へ
と
座
る
を
す
る

無
論
自
分
も
す
る

す

る
と

が
作
戦
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

 

本
作
戦
は
こ
の
都
市
に
い
る
約

人
の

人

 
達
を
総
動
員
し
て
行
い
ま
す
そ
し
て
こ
の
作
戦

 
内
容
は
ま
ず
こ
の
都
市
に
い
る
約

人
の
⺠

 
間
人
を
先
に
ロ

ト
に

さ
せ
打
ち
上
げ

 
ま
す
そ
の
間
に

人
達
で
妖
怪
達
の
進
行
を
食



 第二章  月に願いを込めて

 
い

め
ま
す
そ
う
し
て
大
方
の
⺠
間
人
達
の

 

が
で
き
し
だ
い

人
達
も
後
退
し
て
い
き
ロ

 

ト
の
方
ま
で

し
地

か
ら
脱
出
し
て

 
月
に
向
か
う
こ
れ
が
本
作
戦
の
大
ま
か
な
流
れ

 
と
な
り
ま
す

 
理
 

成
る
程
な

つ
ま
り
力
を
持
た
な
い
者
か
ら

 
逃
が
し
て
い
き
最
後
に
自
分
達
と
い
う
事
か

 

ら
し
い

え
だ
と
思
う

も
し
自
分
が

の
立
場
だ

た
の
な
ら
自
分
も
そ
の
作
戦
を

思
い

く
だ
ろ
う

だ
が
ま
だ
説
明
は
終
わ

て
は
い
な
い

 

そ
し
て
防
衛
は

⻄
南
北
こ
の

つ
の
グ
ル

 
プ
に
別
れ
て
防
衛
す
る
わ
今
現

察

の
情

 
報
で
は
妖
怪
達
は
⻄
か
ら
大

で
進
行
中
と
の

 
情
報
が
あ
る
わ

 
兵
達

マ

か
よ

 
兵
達

お
い
お
い



 第 話 計画始動

 
と

兵
士
達
は

れ
る

つ
ま
り
一
番
の
激
戦
地

は
⻄

と
い
う
事
に
な
り
そ
う
だ

 

が

そ
し
て
そ
の

⻄
南
北
に

人
ず
つ
指
揮
官
を

 
 
お
こ
う
と
思
う
の
ま
ず

人
目
は

愛
親
王
様

 
 
お
願
い
で
き
ま
す
か

 

愛

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と

愛
親
王
は
立
ち
上
が
り

コ
リ
と
頭
を
下
げ
る

大
将
ク
ラ
ス
が
出
て
き
た
と

い
う
事
は

チ
な
話
な
の
だ
ろ
う

 

中
将

さ
ん
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
中

了
解
し
ま
し
た

 
そ
う

い
大
佐
が

人
立
ち
上
が
る

因
み
に
こ
の
中
将
は
昔
に
大
佐
だ

た
時
よ
く
自
分

と
戦

て
ち
に

ら
れ
て
い
た
男
だ

 

次
は
中
将

さ
ん

 
中

ご
期
待
に
そ
え
ま
し

う

 
今
度
は
⻑
い
白

じ
り
の

を

ば
す
中
将
格
の
男
が
立
ち
上
が
り
頭
を
下
げ
た

そ
し
て
最

後
は



 第二章  月に願いを込めて

 

そ
し
て
最
後
の
指
揮
官
は
新

理

よ

 
理
 

あ
い
よ

 
名
前
を
呼
ば
れ
立
ち
上
が
る

そ
し
て

く
会

す
る

 

上

こ
の

名
が
今
回
の
防
衛
戦
の
指
揮
官
よ

 
そ
し
て
次
に

が
ど
こ
を
守
る
か
な
ん
だ
け
ど

 
何
処
を
守
る
の
か
と
決
め
よ
う
と
し
た
時

真

先
に
自
分
は
手
を

げ
て

 
理
 

俺
が
⻄

に
行
こ
う

 
一
番
の
激
戦

に
な
る
で
あ
ろ
う
⻄

を
選

し
た

そ
れ
に
は

り
の
兵
士
達
も

 
兵
達

マ

か
よ
理

さ
ん
が

 
兵
達

ま

理

さ
ん
が
指
揮
官
や
る
と
生
存

が
物

 

い
く
ら
い
に
高
く
な
る
か
ら
な

 
そ
ん
な
に
高
く
な

て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た

た
だ
単
に
生
き
て
帰
れ
と
し
か

て
い

な
い

な
の
だ
が

 

分
か

た
わ

そ
れ
じ

後
は

 
そ
う
し
て
皆
の
守
備

置
の
場
所
が
決
ま

た

自
分
は
⻄

愛
親
王
が

で
中
将

が



 第 話 計画始動

北
で
中
将

が
南
を
守
る
こ
と
と
な

た

 

 

最
後
に

全
員
の

が
完
了
次
第
こ
の
場
所
に

 
原
子

弾
を

と
す
わ

そ
れ
が
私
達
に
出
来
る

 
少
し
の

い
よ

 
兵
達

お

 

こ
れ
で
作
戦
会
議
を
終
え
る
わ

 
月
読

皆

気
合
い
を
い
れ
ま
し

う

 
そ
し
て
そ
こ
か
ら
数
分
の
説
明
を
聞
き
説
明
会
が
終
わ
る

と
り
あ
え
ず

が
待
つ
ロ
ビ

に
行
こ
う
と
す
る
と

然

愛
親
王
が
近
く
に
い
た

 
理
 

よ

愛
親
王

 

愛

こ
れ
は
理

殿

 
と

愛
親
王
は

う
と
手
を

し
出
し
て

 
理
 

今
回
は
探
り
合
い
だ
と
か
間
者
だ
と
か
は
無
し
に

 
し
て
お
互
い
に
協
力
を
し
よ
う
な

 
そ
れ
を
聞
く
と

愛
親
王
の

間
は
ピ
ク
リ
と
動
く

そ
し
て
手
を

り



 第二章  月に願いを込めて

 

愛

え

お
互
い
に

み

こ
を
無
し
に
し
ま
し

う

 
そ
う
し
て
手
を

す
と

愛
親
王
に

コ
リ
と
一
礼
し
て

の
元
ま
で
向
か
う

 
理
 

ふ

 
深
呼

を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と

 

理

 
と

の

が
聞
こ
え
た
た
め

り
向
く
と
す
こ
に
は

が
い
た

 
理
 

ん

ど
う
し
た

 

大
丈
夫
よ

 
理
 

気
に
す
る
な

皆
死
な
せ
な
い
よ
う
に

 
す
る
さ

 

違
う
わ

方
の
事
を

て
い
る
の

方
は

 
自
分
を

に
し
て
で
も
仲
間
を
助
け
よ
う
と
す

 
る
で
し

 
と

は

を
あ
げ
る

そ
れ
程
ま
で
に
自
分
の
こ
と
が
心

な
よ
う
だ

 
理
 

俺
は
大
丈
夫
だ
よ

必
ず
生
き
る
約
束
だ



 第 話 計画始動

 

必
ず
生
き
て

理

 
理
 

あ

約
束
だ

 
俺
は

と
生
き
る
た
め
に
約
束
交
わ
す
の
だ

た

そ
し
て
翌
日

 

こ
れ
よ
り
作
戦
フ
ラ
イ
ミ

ト

ザ
ム

ン

 
計
画
を
実
行
し
ま
す

各
員
持
ち
場
へ

 
こ
の
伝
令
と
共
に
各
員
が
持
ち
場
へ
つ
く
俺
の
⻄

の

隊
数
は

 
ざ

と
見
て
約

人
も
の
兵
士
達
が
い
た

そ
の
中
に
は
月
影
の
部
隊
の
メ
ン
バ

も
入

て
い
る

そ
ん
な
兵
士
達
に
激

の

葉
を
与
え
た

 
理
 

お
前
ら
に

て
お
く

 
兵
士
達
 
 
・
・

 
理
 

全
員
生
き
て
月
に
行
け
こ
れ
は
命
令
だ

 
一

だ
が
何
だ
と
い
う
表
情
の
兵
士
達
が
理
久
兎
の
激

に
よ

て
そ
の

を
真

な

に
し

て 
兵
士
達

オ

 
と

び
を
あ
げ
た

す
る
と
ト
ラ
ン
シ

バ

か
ら

が
聞
こ
え
る



 第二章  月に願いを込めて

 

送

⻄

に
告
ぎ
ま
す

部
隊
の
反

あ
り
そ
の
数

 
ざ

と

体
程
で
す

 
理
 

了
解

や
か
に
迎
撃
す
る

全
員
か
か
れ

 
兵
達

オ

 
こ
う
し
て
次
の
⺠
達
の
全
て
を
か
け
た
戦
い
が
始
ま

た

  
運
命
の
日
ま
で
後

数
時
間



 第 話 出会いがあるから別れがある

 
第

話
 
出
会
い
が
あ
る
か
ら
別
れ
が
あ
る

 
都
市
の
⻄

暗
雲
と
な
り

一
の
光
は
月
だ
け
と
い
う
暗
い
夜

だ
が
今
回
の
夜
は
何
時
も

と
は
違

た

 
兵
達

オ

 

ン

ン

 
兵
士
達
の
戦
い
の
か
け

や

び

金

等
が
ぶ
つ
か
り
合
う

等
が

々
と
聞
こ
え
静
か
な

夜
は
う
る
さ
く
な

て
い
た

 
理
 

ご
ら

 
ド
ゴ
ン

 
妖
怪

ぐ
ば
あ

 
目
の
前
の
妖
怪
は

に

底
打
を
く
ら
い

が

し
て

れ
る

理
久
兎
は
後
ろ
で
た
だ
ふ

ん

り
返
る
わ
け
で
は
な
く
前
衛
で
兵
士
達
と
共
に
戦
い
を

り

げ
て
い
た

 
兵
士

は

 

バ



 第二章  月に願いを込めて

 
兵
士
達
も
戦
闘
を

り
返
し
て
い
た

 
妖
怪

グ

 
兵
士

ど
う
だ

 
妖
怪

ロ
グ

 
兵
士

う
わ

 
妖
怪
が
兵
士
に
そ
の

な

で

こ
う
と
し
た

間

 

キ
ン

 
御
花

く
後
退
し
て
く
だ
さ
い

 
御
花
が

て
入

て

を
刀
で
を
受
け

め
る

 
兵
士

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う

て
兵
士
が
後
退
す
る
と
同
時
に

か
が
御
花
の
方
に
向
か

て
走

て
く
る

 
仲

チ

ス
ト

 
妖
怪

グ
ハ

 
御
花
が
対

し
て
い
た
妖
怪
を
中

が
ト
ン
フ

で
殴
り
御
花
の
助
太
刀
を
す
る

 
仲

大
丈
夫
か
御
花



 第 話 出会いがあるから別れがある

 
御
花

は
い

問

あ
り
ま
せ
ん

 
そ
し
て
別
の
所
で
は

 
力
 

お
り

 
力
の
無
双
が
始
ま

て
い
た

自
身
の
手
に
持
つ
大

を
ぶ
ん
ま
わ
し
て
妖
怪
達
を

き
切

て
い
た

 
ブ

ン

バ

 
妖
怪

ア

 
妖
怪
を

き
斬
り
ぶ

飛
ば
し
て
い
る
と

後
か
ら

 
妖
怪

ど
こ
を
み
て
い
る

 
妖
怪
に
ス
キ
を
つ
か
れ
て

撃
さ
れ
る

 
力
 

な

し
ま

た

 
力
は
ブ
ロ

ク
す
る
体
制
に
入
ろ
う
と
す
る
が
そ
の
前
に

 

 

は

 

シ

 
妖
 

ぶ
ふ
う



 第二章  月に願いを込めて

 

の
突

が
妖
怪
の
心

を

い
た

そ
し
て
妖
怪
は
地
に

せ
た

 

 

気
を

け
て

力

 
力
 

あ
ん
が
と
よ

 

 

は
は

い
い
よ

は
い
つ
か
返
し
て

 
そ
し
て
ま
た
別
の
所
で
は

 

 

お
り

り

り

 
シ

ン

シ

ン

シ

ン

シ

ン

 
そ
し
て

は
持
ち
前
の

術
で

を

し
て
い
た

 
妖
怪

イ

 
そ
し
て

は
隊
⻑
で
あ
る
自
分
に

う

 

 

き
り
が
な
い
よ
隊
⻑

 
理
 

そ

ち
は
ど
う
な

た

 
理
久
兎
は
ト
ラ
ン
シ

バ

に

を
か
け
る

す
る
と
そ
の

え
が
返

て
く
る

 

送

こ
ち
ら
の

⻄

外
の
兵
士
達
は

 

急
に
ロ

ト
へ

を

⻄

の
兵
士
達



 第 話 出会いがあるから別れがある

 
は
後

少
し

し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

了
解
し
た

お
前
ら
後
少
し
の

だ

ふ
ん

 
ば
れ
よ

 
兵
士
達

オ

 
守
る
べ
き
者
が
あ
る
か
ら
こ
そ
彼
ら
も
戦
う
の
だ

そ
し
て
理
久
兎
の
一

で
更
に
士
気
は
上

が
る

す
る
と

 
妖
怪

死

雑

が

 
妖
怪
が
自
分
の

後
を

て
襲
い
か
か

て
く
る

だ
が

 
理
 

雑

は
お
前
だ

 
ド
ゴ
ン

 
理
久
兎
は

を
上
手
く
使
い
裏

を
し
て
妖
怪
の
頭
蓋

を

き

る

そ
し
て
妖
怪
は

れ

動
か
な
く
な
る

そ
ん
な
事
が
数
分
と
続
く
と

 
中

こ
ち
ら
北
門

完
了

 
と

ト
ラ
ン
シ

バ

か
ら
中
将

の

が
聞
こ
え
出
す

そ
れ
に
続
き

 

愛

門

完
了
だ



 第二章  月に願いを込めて

 
中
将

南
門

で
き
ま
し
た

 
と

愛
親
王
そ
し
て
中
将

も

が
完
了
し
た
よ
う
だ

 

送

の
門
の

完
了

⻄
門

急
ぎ
直
ち
に

 
後
退
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

了
解
し
た

お
前
ら
全
員
後
退
し
ろ

 
兵
達

わ
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
の

葉
で
兵
士
達
は
後
退
を
始
め
る

そ
し
て
近
く
に
い
た
仲

に

 
理
 

仲

 
仲

何
で
す
か
理

さ
ん

 
理
 

全
員
門
に
入

た
ら
信

弾
で
合

を
し
ろ

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
門
も
閉
め
ろ

 
仲

わ
か
り
ま
し
た

 
御
花

隊
⻑
は
ど
う
す
る
の
で
す
か

 
と

自
分
は
ど
う
す
る
の
か
と
聞
か
れ
る

自
分
は
何
を
す
る
か
そ
れ
は

 
理
 

少
し
奴
等
を

め
す
る

行
け



 第 話 出会いがあるから別れがある

 
御
花

す
ぐ
に
来
て
く
だ
さ
い

 
そ
う

い
兵
士
達
は
後
ろ
へ
と
後
退
し
て
い
く

し
か
し
妖
怪
達
が
逃
げ
て
い
る
兵
士
達
を
追

い
か
け
よ
う
と
す
る
が

 
理
 

こ
こ
か
ら
は
先
は
一
方
通
行
だ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
妖
怪
達
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る

 
妖
 

グ

 

を
あ
げ
な
が
ら
妖
怪
が
襲

て
く
る

自
分
は

を
前
に
出
し
あ
る

え
を
と
る

そ

し
て

 
理
 

仙
術
 
六
式
 

は
ざ
ん斬

 
後
ろ
の

を
前
へ
と
大
き
く

り
あ
げ
た

そ
の
結
果

つ
の

撃
波
の
よ
う
な
も
の
が

か
ら

た
れ
妖
怪
達
を
切
り

く

 
シ

ン
 

バ

バ

バ

 
な
ん
と
妖
怪
の
内
何

か
の
妖
怪
は
無
惨
に
斬
殺
さ
れ
た

仙
術
六
式

斬
こ
れ
は

に

霊
力
を
一
点
に
た
め
そ
し
て
そ
れ
を

ち

手
を
切
り

く
技
で

一
の
遠

技
で
も
あ
る

そ
し
て
理
久
兎
は
時
間

ぎ
を
し
て
い
る
と

く
打
ち
上
げ
ら
れ
た
信

弾
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て



 第二章  月に願いを込めて

い
た

 
理
 

信

弾
か

 
理
久
兎
が
見
上
げ
る
と
信

弾
が
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
気
づ
く
だ
が
そ
の

を

て

 
妖
 

ハ
ハ
ハ

 
ブ
ン

 
妖
怪
が
殴
り
か
か

て
く
る
が

 
理
 

ク
ソ
が

 

シ

 
ブ
ン

 

ド
ン

 
妖
怪
の

撃
を
受
け

め
そ
し
て
理
久
兎
に
お
も
い

き
り

に
投
げ
飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て

い

と
共
に

の
妖
怪
達
を

き
込
み
着
地
し
た

だ
が
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
今
問

な
の
は
自
分
が
間
に
合
う
か
ど
う
か
だ

 
理
 

間
に
合
う
か

い
や

間
に
合
わ
せ
る

 
ふ

は

 
理
久
兎
は

そ
の

葉
を
い
う
と
大
き
く
深
呼

を
し
て



 第 話 出会いがあるから別れがある

 
理
 

仙
術
 
十
八
式
 

し

ん
ら
い雷

 
そ
う

う
と

に
力
を
感
じ
た

そ
し
て
一
気
に
門
ま
で
走
る

そ
の

度
は
雷
光
の

度
と

同
じ
ぐ
ら
い
に

そ
し
て
こ
の
技
は
武
道
大
会
で
も
使

し
た
高

動
技
だ

そ
し
て
こ
こ
⻄

門
で
は

々
に
門
が
閉
ま

て
い
く
が
理
久
兎
は
ま
だ
来
て
い
な
い

 
仲

理

さ
ん

 
仲

は
理
久
兎
の
こ
と
を
心

し
て
い
た
が

 
シ

ン

 
仲

う

な
ん
だ
こ
の
風

 
突
然
の
風
が
仲

を
襲
う
そ
し
て
そ
の
風
が

む
と
後
ろ
か
ら
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ

え
だ
し
た

 
理
 

大
丈
夫
か
仲

 
そ
う
理
久
兎
の

だ

仲

は
そ
の

を
聞
い
て
後
ろ
を

り
向
く

 
仲
 

理

さ
ん

 
そ
し
て
仲

が
理
久
兎
の
名
前
を

う
と
同
時
に

 

ン



 第二章  月に願いを込めて

 
と

が

き
門
が
閉
ま

た

 
兵
達

隊
⻑
お

れ
様
で
す

 
と

兵
士
達
が
理
久
兎
に

礼
を
す
る

 
理
 

良
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
お
前
ら

く
ロ

ト

 
ま
で
行
け

 
兵
士
達

了
解

 
理
久
兎
の
一

で
兵
士
達
は
大
急
ぎ
で

動
を
開
始
し
た

 
神
様
 
兵
士
達

動
中

 

理

 

は
理
久
兎
が
来
る
ま
で
待

て
い
た

す
る
と
無
数
の
走
る

が
聞
こ
え
だ
し
た

そ

れ
を
聞
い
て

は
そ
の
方
向
を
見
る
と

 

あ
れ
は

⻄
門
の
兵
士
達

て
こ
と
は

 
⻄
門
部
隊
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
走

て
く
る
そ
し
て

は

人
の
男
を
注
目
す
る
そ
の

男
は

 
理
 

急
げ



 第 話 出会いがあるから別れがある

 
理
久
兎
だ

た

こ
れ
に
は

も

ん
で
し
ま
う

 

ふ
ふ

変
わ
ら
な
い
わ

 
そ
う
し
て
兵
士
達
は
ロ

ト
に
入

て
い
く

 
理
 

誘
導
お

れ

 
そ
う

い
な
が
ら

に
近
づ
く
と

は
ク
ス
ク
ス
と

い
な
が
ら

 

ふ
ふ

方
も

そ
れ
じ

私
達
も

 
入
り
ま
し

う
か

 
理
 

そ
う
だ
な

 
こ
こ
で
普
通
な
ら
ハ

ピ

エ
ン
ド
な
の
だ
が
現
実
は

く
は
な
い

そ
う
運
命
の
日
が
来

て
し
ま

た
の
で
あ
る

突
然
の
事
だ

た

 

ン

ン

ン

ン

 

が

さ
れ
妖
怪
達
が

ろ

ろ
と
入

て
来
た
の
だ

 
妖
怪

グ
ヘ
ヘ
ヘ

 

な

も
う
こ
こ
ま
で
来
て

 
そ
の
数
は
約
数
十

し
か
も
大
き
さ
か
ら
し
て

当
の

さ
が
あ
る

も
し
こ
い
つ
ら
全
員



 第二章  月に願いを込めて

が
ロ

ト
に
し
が
み
つ
こ
う
も
の
な
ら
ロ

ト
は

オ

バ

で
打
ち
上
が
ら
な
い
と

思

た

そ
の
た
め

 
理
 
約
束
を

る
け
ど
し

う
が
な
い
か

 
こ
の
時

自
分
は
あ
る
決
心
し
た

友
人
を

一
の
友
を
救
う
た
め
に

 
理
 

 

え

理

な

え

 
ド
ン

 
そ
う
理
久
兎
は

を
ロ

ト
の
中
に
強
く
突
き
飛
ば
し
て

 
バ
キ
ン

 
外
か
ら
ロ

ト
の
開
閉
ド
ア
の
ス
イ

チ
を

し

し
た

結
果
ロ

ト
の
ド
ア
は
閉

ま

た

そ
う
理
久
兎
は
自
分
の
命
を

に
し
て
都
市
の
仲
間
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る

そ
し
て
閉
ま

た

か
ら

を

く

が
聞
こ
え
だ
し
た

 
ド
ン

ド
ン

ド
ン

 

が
ド
ア
を

い
て
い
る
の
だ

そ
し
て
ド
ア
の

く

と
共
に

の

が
聞
こ
え
て
く

る



 第 話 出会いがあるから別れがある

 

理

何
を

え
て
い
る
の

こ
こ
を
開
け
て

 
開
け
な
さ
い

 

は
強
く

う
が
理
久
兎
も
決
心
を
し
て
い
た

 
理
 

悪
い

お
前
と
の
約
束

守
れ
そ
う
も
な
い

 
な

だ
か
ら
お
前
ら
だ
け
で
も
行
け

 

ふ
ざ
け
な
い
で

私
と
の
約
束
を

る
の

 
後
で
高
く
つ
く
わ
よ

 
理
 

お

恐
い
恐
い
で
も
こ
れ
な
ら
俺
も
守
れ
る

 
理
久
兎
は
間
を
少
し
開
け
そ
し
て

で

 
理
 

俺
が
も
し
生
ま
れ
変
わ

て
も
し
ま
た
会
え
た
ら

 
酒
を
一

に
飲
も
う

ノ

 
最
後
の
別
れ
に
な
る
の
な
ら
せ
め
て
満
面
の

で
送
る
と
決
め
た
の
で
あ
る

 

嫌
よ

こ
こ
を
開
け
て

 
だ
が
ロ

ト
は
も
う
発

準
備
を
終
え
て
後

で
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
た

そ
し
て

そ
れ
を
知
ら
せ
る
か
の
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
か
ら
カ
ウ
ン
ト

ウ
ン
の

が
聞
こ
え
だ
す



 第二章  月に願いを込めて

  

嫌

理

 

発

し
ま
す

 
ブ
ウ

ゴ

 
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
一

で
ロ

ト
は
飛
び
立

て
行
く

 
理
 

じ

あ
な

 
ロ

ト
を
見
送
ろ
う
と
す
る
と

 
妖
怪

逃
が
す
か

 
そ
う

て
妖
怪
が
ロ

ト
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る
が

 
理
 

お
前
は
お
呼
び
じ

 
ド
ス
ン

 
妖
怪
に
理
久
兎
の

り
が
決
ま
り
弾
き
飛
ば
さ
れ
る

こ
こ
か
ら
理
久
兎
の

の
戦
い
が
始

ま
る
の
だ

た

そ
し
て
ロ

ト
内
部
で
は

 

ぐ
す

 

は

い
て
い
た

自
分
の
友
を

人
失

た
こ
と
が
た
だ

し
か

た
の
だ



 第 話 出会いがあるから別れがある

 

理

ぐ
す

 
そ
し
て

は

れ
て
い
く
地

に
向
か

て

 

あ
り
が
と
う

 
こ
の
一

を

い
た
の
だ

た

そ
し
て

は
こ
の
日
出
会
い
が
あ
る
か
ら
別
れ
が
あ
る
と

う
こ
と
を
知

た
の
だ

た



 第二章  月に願いを込めて

 
第

話
 
力
の
覚
醒
そ
し
て
新
た
な
能
力

 
無
と
な

た
都
市

い
や
も
う
ゴ

ス
ト

ウ
ン
と

た
方
が
良
い
の
か
そ
ん
な
無
人
と

な

た
都
市
で

 
理
 

死
に
去
ら
せ

 

ス

 
妖
怪

ア

 
今
現

理
久
兎
は

達
を
逃
が
し

人
で

の
戦
い
を
し
て
い
た

 
理
 

は

は

は

数
が
多
す
ぎ
る

て
の

 
妖
怪

グ
ヘ
ヘ
ヘ

 
ま
だ
理
久
兎
の

り
に
は
ま
だ
何

何

の
妖
怪
達
が
わ
ん
さ
か
い
る

こ
の
状

は
絶
望
そ

の
も
の
だ

そ
し
て

の
妖
怪
が
理
久
兎
の

後
か
ら

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

 
妖
怪

ぎ

は

 
ド
ン

 
理
 

が
は



 第 話 力の覚醒そして新たな能力

 
珍
し
く
理
久
兎
は

手
の

撃
を
く
ら

た
の
で
あ
る

そ
れ
も
そ
の

だ

何
せ

人
で

何
時
間
と
戦
い
続
け
れ
ば

も
た
ま

て
く
る
だ
ろ
う

 
理
 

ち
き

う
し

う
が

俺
は
負
け
る
の
か

 
理
久
兎
は
死
を
覚
悟
し
て
い
た
何
せ
死
ん
で
も
蘇
る
の
だ
か
ら
そ
の

葉
が
頭
の
中
く
ど

く
ど
と

い
て
く
る

も
う
諦
め
ろ
と

て
い
る
よ
う
に

 
理
 

俺
は
死
ぬ
の
か

死
ん
で
も
ま
た
蘇
る
し
な

 
し
か
し
理
久
兎
は
あ
る

人
の
た

た
一

の

葉
を
思
い
出
し
た

自
分
が

し
む
よ
う

な
死
に
か
た
は
す
る
な
そ
れ
は
自
分
の
⺟
親
で
あ
る

の
一

で
あ
り
も

と
も
理
久
兎
の

中
で
は
最
も

い
一

の

葉
だ

 
理
 

た
く

お
ふ
く
ろ
に
は

る

 
そ
の

葉
は
理
久
兎
が
立
ち
上
が
ら
せ
る

葉
に
は

分
だ

た

 
理
 

ま
だ
だ

ま
だ
負
け
る
わ
け
に
は
い
か

ん
だ

 

キ
ン

 
そ
の
時
だ

た

自
分
の
中
に
あ
る
何
か
を

て
い
た

が

れ
る

が
聞
こ
え
た

そ
し

て
強

な

気
が

り
を

う

そ
し
て
自
身
の

り
に
黒
い
力
が

れ
て
き
た
の
で
あ
る
こ
れ



 第二章  月に願いを込めて

は

霊
力

と
は

の
性

の
力

そ
う
こ
れ
は

 
妖
怪

何
で
人
間
が

妖
力

を
使
え
る
ん
だ
よ

 
妖
怪
が

た
通
り
こ
れ
は

妖
力

だ

そ
し
て
理
久
兎
は
妖
力
を

い

 
理
 

知
る
か

 
ザ
シ

 
妖
 

グ

 
理
久
兎
は
妖
怪
を
引
き

い
た

だ
が
こ
こ
で
突
然

 
ポ

ポ

ザ

 
急
に

が
降
り
始
め
そ
れ
は

と
な
る

だ
が
こ
れ
は
た
だ
の

で
は
な
い

 
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ロ
ロ

ビ
カ

 
強
い
雷

だ

そ
し
て
そ
の
雷

は

雷
と
し
て

ち
て
く
る

 
妖
怪

イ

 
そ
し
て
更
に
あ
り
え
な
い
こ
と
に

 
グ
ラ
ラ
ラ
ラ

 
妖
怪

動
け



 第 話 力の覚醒そして新たな能力

 
巨
大
地

ま
で
も
が
発
生
し
て
妖
怪
達
は
動
く
こ
と
が
で
き
な
く
な

て
い
る
の
で
あ
る

 
理
 

何
だ

こ
れ
は

 
理
久
兎
は
今
の
現
状
が
理
解
で
き
て
い
な
か

た

そ
し
て
突
然
頭

が
し
だ
し
理
久
兎
の

頭
の
中
に
不
思
議
な
文

が
見
え
始
め
た

そ
の
文

は
こ
う
書
か
れ
て
い
た

 
理
 

災

を

る
程
度
の
能
力

 
そ
う
こ
の
力
こ
そ
か
つ
て
伊
邪
那
美
が

て
い
た
不

の
力
だ

読
者
様
も
解
る
だ
ろ
う

が
こ
こ
で

て
お
く
災

そ
れ
は
災
い
で
あ
る

そ
し
て
災
い
と
は
絶
望
で
も
あ
る

え
る
と
自
然
災

な
ど
の
自
然
的
災
い

な
ど
の
感

そ
れ
が
災

で
あ
る

つ
ま
り
そ

の
災
い
を
自
由
に

れ
る
よ
う
に
な

た
の
で
あ
る

 
理
 

こ
れ
が
俺
の

つ
目
の
能
力

 
理
久
兎
に
妖
力
が
覚
醒
し
た
と
同
時
に
能
力
ま
で
覚
醒
し
た

ま
さ
に

跡
だ

た

今
も
な

お
妖
怪
達
は
雷
に
打
た
れ
地

に
よ

て
出
来
た
地

れ
で

ち
て
い

て
い
る
者
こ
の
光

は

さ
な
が
ら
地
獄

だ

た

だ
が
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た

 
シ

ン

 
今
度
は
何
と
大
き
な
巨
大

弾
が

ち
て
く
る
の
で
あ
る
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理
 

あ
れ
は
俺
の
能
力
と
は
関
係
な
い
何
な
ん
だ

 
一
体

い
や
ま
さ
か

 

達
と
し
た
作
戦
会
議
の
内
容
を
思
い
出
し
た

最
後
の

い
と
し
て

と
し
た
原
子

弾

だ

そ
し
て
自
分
の
直
感
は
こ
う
告
げ
て
い
た

す
べ
て
を
無
に
還
す
光
の

が
く
る
と

 
理
 

こ
の

じ

け
る
の
も
無
理
だ
な

 
そ
し
て
原
子

弾
は
地
面
に

下
し
て
大

発
を
お
こ
し
た

 
グ
ウ

ン

 
光
の

は
全
て
を
飲
み
込
ん
で
い
き

へ
と
変
え
そ
の

を
も
消

さ
せ
る

 
妖
怪

ア

 
妖
怪

イ

 
妖
怪
達
も
消

し
て
い
く

そ
し
て
自
分
は
逃
げ
ず
そ
の
場
で

手
を

げ

 
理
 

く
く
ハ
ハ
ハ

俺
は
妖
怪
達
に
負
け
な
か

た

 
⺟
さ
ん

そ
れ
か
ら
俺
の
初
め
て
の
友

よ

 

で
そ
の

葉
と
共
に
妖
怪
達
共
々
理
久
兎
も
光
の

に

き
込
ま
れ
体
は

つ
た
り

と
も

す
こ
と
は
無
く
消

し
た
の
だ

た



 第 話 力の覚醒そして新たな能力



 第三章 小さき土着神の思い

 
第
三
章
 
小
さ
き
土
着
神
の
思
い

 
第

話
 
世
界
創
造

俺
は
専
門
外
だ

 
こ
こ
は
何
も
な
く
た
だ
の
原

だ

動
物
は
い
な
い
し
ま
し
て
や
植
物
も
雑

し
か
生
え
て

い
な
い
本
当
に
何
も
な
い
原

な
の
だ
が

 

サ

サ

 
い
や
何
か
い
る

土
の
中
か
ら
何
か

 
バ
サ
ン

 
理
 

ふ

死
ぬ
か
と
思

た

・

・

 
と

う
が
理
久
兎
は
死
ん
で
い
た
が
蘇

た

そ
う
前
回
理
久
兎
は
原
子

弾
を
も
ろ
に

く
ら

て
も
体
は
完
全
消

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
普
通
に
復
活
し
て
い
る
の
だ

マ

な
話
で
化

け
物
を
通
り

し
て
い
る

 
理
 

や
れ
や
れ
服
に
土

と
か
が
つ
い
て
る
し
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バ
サ
バ
サ
バ
サ
 

ン

ン

 
そ
し
て

を

い
な
が
ら
思

た
こ
と
を
口
に
し
た

 
理
 

達
は

無
事
に
月
に
行
く
こ
と
が
出
来
た
の

 
か
な

ま

ま
た
そ
の
う
ち
会
え
る
だ
ろ
う

 
理
久
兎
は
そ
う

い
つ
つ
歩
き
だ
し
た

そ
う
何
も
な
い
道
な
き
道
を
た
だ
歩
き
だ
し
た
の

だ

た

 
理
 

さ
て
昔
み
た
い
に
レ

ツ
サ
バ
イ
バ
ル
レ

ツ

 
修
行

 
そ
う

き
修
行
す
る
メ
ニ

を

え
る

理
由
は
新
た
な
力
で
あ
る
妖
力
の
修
行
と
新
た
に

目
覚
め
た
災

を

る
程
度
の
能
力
こ
れ
ら
の
修
行
を
し
て
霊
力
み
た
い
に
使
い
こ
な
す
た

め
で
あ
る

そ
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
間
に
何
時
の
間
に
か
１
０
０
０
年
近
く
生
き
て
い

た 
理
 

よ
し

ま
だ
ま
だ
何
と
か
か
な

 
と
り
あ
え
ず
は
こ
の
１
０
０
０
年
で
妖
力
は
コ
ン
ト
ロ

ル
で
き
る
よ
う
に
な
り

つ
目
の

能
力
は

ま
だ
修
行
中
だ
が

々
と
制
御
は
出
来
る
よ
う
に
な

て
き
て
い
た

そ
し
て

つ
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目
の
能
力

理
を

り

う
程
度
の
能
力

で
昔
に
創

た

 
自
分
の

霊
力

を
自
身
の
最
大
値
の
１
０
０

分
の

し
か

え
な
い

と
い
う
ル

ル

を
改

し
て

霊
力

妖
力
を
自
身
の
最
大
値
の
１
０
０
０

分
の

し
か

え
な
い
と

い
う
ル

ル
に
改

し
た

因
み
に
そ
の
ル

ル
を
作
る
た
め
に
失

た

は
自
分
の

の

数
本
だ

そ
し
て
自
分
は
霊
力
と
妖
力
こ
の

つ
の
力
は
切
り
替
え
る
こ
と
が
出
来
る
み
た
い

だ

え
ば
霊
力
を
使
い
た
い
時
は
霊
力
に
す
れ
ば
良
い
し
そ
の

に
妖
力
を
使
い
た
い
場
合
も

そ
う
だ

更
に

こ
の

つ
の
力
を
同
時
に
使
う
こ
と
も
出
来
る
み
た
い
だ

だ
が
自
分
の
場

合
仙
術
の
一
部
の
技
は
霊
力
オ
ン
リ

で
し
か
使
え
な
い
事
が
分
か

た
が

そ
し
て
今
自
分

は
あ
る
こ
と
で

ん
で
い
た

 

 

私
神
様
に
な
り
た
い
ん
で
す

そ
し
て
世
界
創
造

 
し
て
下
さ
い

 
理
 

は

 
と

少
女
に

わ
れ
た

本
当
に
思
う
何

こ
う
な

た
と

そ
れ
は

ん
の
数
分
前
に

る

こ
こ
は

大
の
自
然
に

ま
れ

あ
り

あ
り
の
自
然
豊
か
な
場
所
だ

そ
し
て

い
よ

く
流
れ
る

も
あ
る
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ド
バ

 
理
 

 
こ
の
時
自
分
は
今

行
し
て
い
る
所
だ

た

理
由
は
霊
力
と
妖
力
の
制
御
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
そ
し
て

を
あ
げ
る
た
め
に
だ

 
理
 

ふ

こ
こ
ま
で
に
す
る
か

 
そ
う

い

に
上
が

て

れ
た
体
を

い
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
飯
を
食
う
か
で
も
食
材
な
い
し
な

 
し

う
が
な
い

と
狩
い
く
か

 
そ
う

て
狩
り
に
出
掛
け
よ
う
と
し
た
時

 
ツ
ン
ツ
ン

 
と

か
が
後
ろ
か
ら
突

つ
い
て
き
た

 
理
 

ん

 
そ
の
方
向
に
目
を
や
る
と
小
さ
な
女
の
子
が
俺
に
向
か

て
一

 

 

私
神
様
に
な
り
た
い
ん
で
す

そ
し
て
世
界
創
造

 
し
て
く
だ
さ
い
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理
 

は

 
こ
こ
ま
で
が
回
想
だ

と
り
あ
え
ず
理
久
兎
は
目
の
前
の
少
女
の
名
前
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

ん

ま
ず

の
名
前
は

 

 

私

私
は
神
綺
て

い
う
の

 
少
女
は
物

い
ぐ
ら
い
に
ド

で
名

た

 
理
 

ご

に
ど
う
も
俺
は

 
神
綺

知

て
る
よ

 
理
 

は

 
神
綺

深
常
理
久
兎

大
能
神
で
し

 
理
 

お
前

何
で
俺
の
名
前

 
自
分
の
神
名
を

て
き
た

こ
れ
に
は
も
う

く
こ
と
し
か
出
来
な
い

 
神
綺

私
に
不
可
能
な
ど
な
い
の
だ

 
理
 

あ

そ
な
ら

あ
た
れ

 
神
綺

え

な
ん
で
よ

 
何
で
か
そ
ん
な
も
ん
簡
単
だ

そ
れ
は
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理
 

俺
は

世
界
創
造
と
か
は
専
門
外
だ
俺
の
専
門
は

 
ル

ル
作
り
だ

 
そ
う
自
分
の

意
分

は
あ
く
ま
で
と
秩
序
を
創
る
だ
と
か

す
だ
と
か
だ

そ
れ

外
の
創

造
は
か
ら
き
し
で

メ
だ

 
神
綺

お
願
い
し
ま
す
せ
め
て
手
伝

て
よ

ノ

 
こ
こ
ま
で
く
る
と
正
直
こ
う
思

て
し
ま

た

こ
い
つ
面

く
さ
い
と

も
う
こ
こ
ま
で
し

つ
こ
い
と
仕
方
な
く

 
理
 

な
ら
せ
め
て
そ
れ
な
り
の
対

が
あ
れ
ば
な

 
対

と
聞
く
と
神
綺
は
満
面
の

で

 
神
綺

な
ら
私
が
魔
法
を
教
え
て
あ
げ
る

 
と

て
き
た

と
い
う
か
魔
法
と
は
な
ん
だ

 
理
 

魔
法

な
に
そ
れ

 
神
綺

魔
法
と

う
の
は

魔
力

て
い
う
力
を
使

 
て
使
う
の
こ
ん
な
風
に

楽

 
神
綺
の
手
か
ら
紫

の
光
が

れ
出
す

霊
力

や

妖
力

と
は
ま
た
違

た
美
し
さ
を
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持

て
い
た

今
現

自
分
が
も

と
も

す
る
の
は
知

だ

こ
れ
な
ら
対

に

分
見
合

う 
理
 

う

な
ら
対

は
そ
れ
で
い
い

し
く

 
御
教
授
頼
む
よ

 
神
綺

い
い
わ
よ

 
そ
う

て
神
綺
は
理
久
兎
に
魔
法
の
こ
と
や
魔
力
の
こ
と
に
つ
し
て
教
え
て
い

た
の

だ

た

 
少
女
 
神
様
に
説
明
中

 
神
綺

て
な
訳
よ

わ
か

た

 
数
時
間
に
お
よ
ん
だ
が
神
綺
の
説
明
は
終
わ

た

大
体
の
事
は
分
か

た

 
理
 

成
る
程
こ
う
い
う
感
じ
か
な

 
理
久
兎
が
手
を
か
ざ
す
と
そ
の
手
か
ら
淡
い
紫

の
光
が
で
て
き
た
ま
だ
神
綺
に
比
べ
る
と
ま

だ
少
し
弱
々
し
い
が
で
も
そ
れ
は

魔
力

だ

 
神
綺

い

少
し
教
え
た
だ
け
で

 
理
 

御
教
授
あ
り
が
と
う
な

さ
て
と
次
は

の
番



 第 話 世界創造…俺は専門外だ……

 
だ
な
と
り
あ
え
ず
ど
う
す
る
か

 
本
当
に
こ
れ
は

む
自
分
自
身
世
界
を
創
造
す
る
と
い
う
の
は
は

き
り

う
と

し
い

の
が
現
状
だ

月
だ
と
か
を
創
造
す
る
前
に
も
何
度
も
ミ
ス

て
星
に
な

て
も
い
る
か
ら
だ

 
神
綺

も
う
場
所
は
決
め
て
あ
る
の

 
理
 

そ
う
か
な
ら
そ
の
場
所
ま
で
案
内
し
て
く
れ

 
神
綺

う
ん

な
ら
つ
い
て
き
て
よ

 
理
 

わ
か

た
よ

 
理
久
兎
は
神
綺
に
つ
い
て
い
く
の
だ

た

 
神
様
 
少
女

動
中

 
神
綺
の
案
内
で

に

り
着
い
た
目
の
前
の
大
き
な

け
目
が
無
け
れ
ば
何
も
な
い
た
だ
の

な
の
だ
が

 
神
綺

こ
の

け
目
の
中
に
つ
く
る
の
よ

 
理
 

入

た
の
か

 
神
綺

う
ん

理
久
兎
さ
ん
も

く
行
こ
う

 
理
 

ヘ
イ
ヘ
イ
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そ
し
て
理
久
兎
と
神
綺
は
そ
の

け
目
に
入

て
い

た

そ
の

け
目
の
中
は
何
も
な
く
た

だ

い
だ
け
本
当
に

葉
で
表
す
な
ら
無
こ
の

葉
が
し

く
り
く
る
だ
ろ
う

た
だ
分
か

る
こ
と
は
時
間
や
空
間
な
ど
が

じ
れ
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
だ

 
神
綺

さ
て
と
理
久
兎
さ
ん
お

が
い
し
ま
す

 
理
 

分
か

た

だ
が
せ
め
て
協
力
は
し
て
れ
よ

 
神
綺

論
よ

 
そ
う
し
て
世
界
創
造
が
始
ま
り
こ
の

け
目
の
中
で
数
日
後

 
理
 

と
り
あ
え
ず
出
来
た
な

 
神
綺

何
と
か

 
と
り
あ
え
ず
創

た
の
は

盤
で
あ
る
大
地
や
水
だ

創
造
関
係
に
つ
い
て
は
本
来
俺
は
専

門
外
な
ん
だ
が
何
と
か
作
れ
た

つ
目
の
能
力
は
本
当
に

だ

た

ど
う

か
と

う

と
ま
ず

つ
目
の
能
力
で

を

火
さ
せ
て
そ
こ
に
大

を
降
ら
せ
ば
大
地
の

盤
と

や

の
出
来
上
が
り

て
訳
だ

そ
し
て
そ
の
最
中
に
神
綺
が
魔
力
を
注
い
で
い
け
ば
魔
力
が

れ
る

場
所
に
も
な
る
と
い
う
わ
け
だ

後
は
種
な
ど
を
持

て
く
れ
ば
も
う
そ
れ
で
世
界
の
完
成
だ

 
理
 

後
は
神
綺
ち

ん
が
ど
う
す
る
か
に
よ

て
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変
わ
る
と
思
う
よ

 
神
綺

あ
り
が
と
う
理
久
兎

 
理
 

い
い
よ
じ

俺
は
帰
る
よ

 
神
綺

う
ん

あ

そ
う
そ
う
こ
の
本
を
あ
げ
る

 
そ
う

て
神
綺
は

の
本
を

し
出
し
た

そ
の
本
の
表
紙
に
は

が

を

え
て

い
た

 
理
 

何
こ
れ

 
受
け
取
り
ま
じ
ま
じ
と
そ
の
本
を

め
る
と

 
神
綺

そ
れ
は
魔
道
書
よ

 
と

神
綺
は

た

 
理
 

何
に
使
う
ん
だ

 
神
綺

そ
れ
に

方
が

え
た
魔
法
な
ど
を
書
い
て
お
く

 
と
少
し

く
そ
の
魔
法
を

開
で
き
る
よ
う
に
な

 
る
の

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
わ
ざ
わ
ざ

と
こ
ろ
で
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こ
の
魔
道
書
の
名
前
は
な
ん
か
あ
る
の

 
神
 

え

と

か

断
罪
神
書
て
書
か
れ
て
い
た

 
気
が
す
る
わ

後
そ
の
魔
道
書
特

な
力
が

 
あ

て

物
を
持
ち
運
ぶ
時
に
す
ご
い

 

な
の

た
と
え
ば
こ
の

を

 
神
綺
が
そ
こ
い
ら
に
あ
る

を

い
そ
れ
を
そ
の
魔
道
書
の

に
突

込
ん
だ
そ
し
た

ら

な
ん
と

が
手
か
ら
消
え
て
そ
の

が

の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ

 
理
 

ど
う
い
う
原
理
だ

 
神
綺

分
か
ん
な
い

そ
れ
で
取
り
出
し
た
い
時
は
こ
の

 

の
中
に
手
を
突

込
め
ば

ら

 
な
ん
と
神
綺
の
手
に
は
そ
の

が

ら
れ
て
い
て
そ
の

は
真

白
に

て
い
た

 
神
綺

で

更
に

こ
の
本
は
大
き
さ
も
変
え
ら
れ
て

 
こ
ん
な
風
に
手

み
た
い
な
大
き
さ
に
も
な
る

 
か
ら
持
ち
運
び
楽
々
だ
よ

 
そ
う

う
と
本
当
に
小
さ
く
手

サ
イ

ま
で

小
し
た

本
当
に

す
ぎ
る
魔
道
書
だ
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理
 

良
い
の
か

そ
ん
な
お

ま
で

 
神
綺

良
い
の

正
直

方
が
い
な
か

た
ら
こ
の

 
世
界
は
作
れ
な
か

た
し

後
そ
の
魔
道
書

 
を
使
う
な
ら

約
し
な
い
と
使
え
な
い
わ
よ

 
約
の
仕
方
は

の

目
に

方
の

 

を
つ
け
れ
ば

約
成
立
だ
よ

元
の
持
ち

 
主
は
私
だ
け
ど
も
う

約
は
切

た
か
ら
問

 
な
い
よ

 
理
 

本
当
に
あ
り
が
と
う
な

 
神
綺

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
理
 

は
は

あ
り
が
と
う
な
じ

ま
た
な

 
神
綺

ま
た

理
久
兎
さ
ん
何
時
か
遊
び
に
来
て

 
理
 

あ

何
時
か
行
く
よ

 
そ
し
て
理
久
兎
は
こ
の
世
界
を
後
に
す
る
の
だ

た

後
に
神
綺
は
こ
の
世
界
を
魔
道
を
使
う

者
達
が
集
う
場
所
と
し
て
魔
界
と
名

け
魔
界
の
神
と

わ
れ
る

そ
し
て
ま
た
こ
れ
か
ら
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先
に

々
と
事
件
が
起
こ
る
が
そ
れ
は
ま
た
別
の
お
話
し
だ

そ
し
て
現
世
へ
と
理
久
兎
は
帰
る

と 
理
 

ふ

し
か
し
良
い
も
の

た
な

ま
ず

 

約
す
る
か

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
自
分
の
指
先
を

で
切

て
そ
こ
か
ら

み
出
る

を
断
罪
神
書

の

目
に

印
し
た

す
る
と

 
ピ
カ

ン

 
突
然
断
罪
神
書
が
光
だ
し
た

 
理
 

し
い
な

 
そ
し
て
数

後
に
光
が
消
え
て
そ
の

を
見
る
と

約
者
深
常
理
久
兎

大
能
神
と
書

か
れ
て
い
た

 
理
 

約
者
深
常
理
久
兎

大
能
神

こ
れ
で

約
は

 
成
立
か
な

と
り
あ
え
ず
は
こ
の
本
と
新
し
く
身

 
に

い
た
魔
力
を
使

て
修
行
を
し
て
み
る
か

 
そ
の
決
心
を
し
て
ま
た
理
久
兎
は

歩
き
出
す

何
も
な
い
道
な
き
道
を
た
だ
真

直
ぐ
と
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第

話
 
自
身
の
愛
刀

 
と
あ
る

下
が
り

 
理
 

い
な

 
現

の
理
久
兎
の
状

は
神
綺
の
頼
み
で
世
界
創
造
し
た
後

約
１
０
０
回
ぐ
ら
い
死
ん
だ
の

だ
ろ
う
か

死
ん
で
い
く
内
に
気
づ
い
た
ん
だ
か
ど
う
や
ら
自
分
の
寿
命
は
約
２
０
０
０
年
程

だ

た

し
か
も
２
０
０
０
年
生
き
る
と
死
ん
で
も

年
で
蘇
る
み
た
い
だ

も
し
２
０
０
０

年
生
き
な
い
で
死
ぬ
と

葉
で

い
表
せ
な
い
か
ら
計

で
表
す
が

え
る
と
２
０
０
０

１
５
０
０

５
０
０
こ
の
１
５
０
０
は
自
分
が
生
き
た
年
数
で
５
０
０
が
俺
が
眠
る
期
間
つ
ま

り
２
０
０
０
年
生
き
る
は
ず
な
の
に
１
５
０
０
年
で
死
ん
で
し
ま

た
か
ら
本
来
生
き
る
５
０

０
年
は
眠

て
下
さ
い
そ
し
た
ら
蘇
れ
ま
す

と
い
こ
と
だ

し
く
て
ご
め
ん
な

そ
れ
で
話

の
続
き
に

る
が
も
う
か
れ
こ
れ
約
一

年
は
生
き
て
い
る
み
た
い
だ

自
分
自
身
も
修
行
し
な

お
し
た
か
ら
前
よ
り
強
く
な

た

そ
し
て
今
自
分
は
何
を
や

て
い
る
か
と
い
う
と

 
理
 

う

ん
こ
の

は
使
え
る
か
な

 
現

理
久
兎
は

を

取
し
て
い
る

し
か
も
そ
の
場
所
は
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理
 

に
し
て
も
熱
い
な

お
ふ
く
ろ
が
創

た
太
陽

 
よ
り
か
は
ま
し
だ
け
ど

 
そ
う
太
陽
の
次
ぐ
ら
い
に

い
所
そ
れ
は
火
山
だ

そ
の
火
口
に
現

い
る

そ
し
て
現
代
で

い
う

士
の
山
だ

 
理
 

う

ん

と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
で
い
い
か
な

 

と
ん
ど
感
で
感
知
し
て
と

た
け
ど

 
勘
で
取

た

を
見
て
い
く

取
し
た

は
黒

イ

モ
ン
ド

白
金

金

オ
リ
ハ
ル
コ
ン
等
々
だ

オ
リ
ハ
ル
コ
ン
と
か
は
な
い
だ
ろ
う

て
気
に

し
た
ら
負
け
だ

 
理
 

さ
て
と

自
分
愛

の
刀
を
作

て
み
ま
す
か

  
そ
う
し
た
取

て
き
た

を
勘
を
頼
り
に
選
ん
で
い
き

 
理
 

こ
こ
に
あ
る
資

は

活

し
よ
う

と

 

等
の
自
然
的
な
資

は

活

を
し
て
作
り
た
い
刀
の
イ
メ

を

ら
ま
せ
て

 
理
 

ま
ず
は

を

か
し
て
そ
れ
か
ら
俺
の
妖
力
を
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加
え
て
後
は

 
と

た

合
に
刀
を
作

て
い
く

そ
う
し
て
打

て
は
や
り
直
し
打

て
は
熱
を
加
え

て
を

り
返
す
こ
と
数
日
が

過
す
る

 
理
 

う

ん

と
し
て
は
想

通
り
か
な

 
眠
気
に

え
つ
つ
そ
し
て

さ
で
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も

続
で

夜
を

し
て
刀
製
作
を
し
た
お
か
げ
で
よ
う
や
く
自
分

み
の
刀
が

つ
出
来
た

火
山
の

近

に
い
る
せ
い
で
理
久
兎
の

や
体
は

で
び

し

り
だ

な
お
水
分

は
大
丈
夫
な
の
か
と

う
と
少
し
外
に
出
れ
ば

の

さ
と
な
る
た
め

が
積
も
る

そ
の
降
り
積
も

た

を

か
し
て
水
に
し
て
飲
ん
で

く
な
れ
ば

ん
で
い
た
た
め
熱
中

や
そ
の
派
生
の
脱
水

状
は
何

と
か
防
げ
た

 
理
 

反
り
良
し
美
し
さ
良
し

 
そ
し
て

心
の
刀
は

つ
は
刀
身
が

ザ

ザ
し
て
い
て
ま
る
で
ノ
コ

リ
と
思
わ
せ
る
よ

う
な
刀

つ
目
の
刀
は
普
通
の
刀
よ
り
刀
身
が

く
そ
し
て

黒
の
黒
刀
で
持

て
み
て
の

特

は
何
よ
り
も

い
事
が
分
か
る

 
理
 

俺
の
頭
の
設
計

だ
と
こ
の
刀
は



 第三章 小さき土着神の思い

 
理
久
兎
は

つ
目
の

ザ

サ
の
刀
を
持

て
刀
身
を

に
あ
て
る
そ
し
て
少
し
自
分
自

ら
の

を

く
斬
る

無
論
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

は
出
る

だ
が

心
な
の
は

を
出
す
事

で
は
な
い

 
理
 

後
は
こ
れ
を
空
気
に

れ
さ
せ
れ
ば

 
そ
う

て
理
久
兎
は
刀
を

る

た

す
る
と

 
ブ
ハ

 
理
 

よ
し
成

だ

 

く
こ
と
に
そ
の
刀
身
か
ら

が

出
し
た

も
う
こ
れ
は
る

ピ

う
に

心
の
志

ピ

真
ピ

の
無

の
よ
う
だ

 
理
 

固
さ
は

 

キ
ン

 
近
く
の

を
切

た
そ
の
結
果
は
切
り
口
は
少
々

い
が
真

二
つ
に
は
出
来
た

 
理
 

う
ん

刀
身
は

れ
て
な
い
し

こ
ぼ
れ
も
な
い

 
こ
れ
は
成

だ
な

 
普
通
だ
と
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
刀
が
ポ
キ

と

れ
る
の
だ
が

れ
る
所
か
そ
の
刀
は

こ
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ぼ
れ
す
ら
し
て
い
な
い

 
理
 

次
の
刀
は

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
真

黒
な
刀
身
を
持
つ

本
目
の
黒
刀
を
持
つ
と
そ
れ
を

る

て
み
る

 
シ

ン

シ

ン

シ

ン

 
理
 

い
な
ま
る
で

の

の
よ
う
だ
次
は
固
さ

 
だ
な

 
そ
う

て
近
く
の
大

の
前
に
立

て
居
合
い
の

え
を
と
る

そ
し
て

 
理
 

ハ

 
シ

キ
ン

 
近
く
の
大

は
綺

に
真

二
つ
に
な

た

そ
し
て

心
の

こ
ぼ
れ
に
つ
い
て
は

つ

た
り
と
も
し
て
い
な
か

た

 
理
 

う
ん

こ
れ
も
合
格

 
そ
し
て
理
久
兎
は
こ
の

本
の
刀
の
切
れ
味
と
性
能
を
見
て
合
格
と
判
断
し
た

 
理
 

そ
し
て
た
ら
こ
の

つ
の
刀
に
名
前
を
つ
け
な
い
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と
な

 
刀
の
名
前
を
ど
う
す
る
か
と

え
る

そ
し
て

分
程
頭
を

ま
せ
て

 
理
 

よ
し
決
め
た

 
良
い
名
前
が
思
い

い
た

そ
し
て
刀
に

々
を
す
る

 
理
 

ま
ず

つ
目
の

ザ

ザ
し
て
い
る
刀
は

む
げ
ん
じ
ん
カ
ラ
ク
レ
ナ
イ

無

 
空
紅

そ
し
て

つ
目
の
黒
く
て

い

 
刀
は

え
ん
と
う
く
ろ
つ
ば
き

飛

刀
 
黒

う
ん
こ
れ
で
決
ま
り

 
そ
う
し
て
理
久
兎
の
愛
刀
が
出
来
上
が

た

だ
が
理
久
兎
は
ふ
と
近
く
に
大

に
積
ま
れ
て

い
た

も
と
い
刀
の
あ
ま
り
の
材
料
を
見
て

 
理
 

材
が
結

な
程
に
余

た
な
も
う
ち

い
何
か

 
作

て
み
る
か

 

だ
か
ら
こ
の

材
も

活

す
る
こ
と
に
し
た

そ
う
し
て
更
に

日
が

過
す
る

自
身
の
の

体
無
い

神
で
出
来
た
物
が

 
理
 

よ
し

に

そ
れ
に

の
完
成

 
そ
う
調
理

を
作

て
い
た

の
元
で
は

か
に

学
も
し
て
い
た

だ
が
そ
れ

外
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に
も
趣
味
の

内
で
料
理
の

強
も
し
て
い
た
の
だ

な
ら
ば
や
ら
な
け
れ
ば
成
⻑
等
出
来

る

も
な
い
た
め
調
理

を
余
り
の

材
で
作

た
の
だ

 
理
 

さ
て
さ
て
切
れ
味
は

 
カ
キ
ン

カ
キ
ン

 
理
 

う
ん
大
丈
夫
か
な

 
近
く
の
大

を

く

に
お
ろ
せ
た

 
理
 

我
な
が
ら
に
し
て
は
良
い
も
の
が
出
来
た
な

 
自
身
専

の
調
理

を
作
れ
て
と
て
も
満

だ

だ
が

い
た
い

 
理
 

本
当
に
熱
い
も
う
こ
こ
か
ら
も
う
こ
こ
を
出
よ
う

 
と
り
あ
え
ず
作

た
物
は
断
罪
神
書
に
し
ま

て

 
お
く
か

 
理
久
兎
は
そ
う

き
作

た
物
を
断
罪
神
書
に
入
れ
て
火
山
の
火
口
か
ら
出
て
い

た
の
だ

た
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第

話
 
風
祝
の
登
場

 
正

の
時
間

こ
の
時
間

は
と
て
も

に
も

て
こ
い
と
い
う
時
間

だ

 
理
 

う

ん
あ

い
い

場
所
は
な
い
か
な

 
今
自
分
は
⻑
い
⻑
い
旅

を
歩
い
て
き
た

時
に
は
自
然
に
ふ
れ
あ
い
時
に
は
そ
の
自
然
の
力

を

し
て
修
行
し
た
り
と
⻑
い
旅

を
歩
い
て
い
る

お
か
げ
で
今
何
回
死
ん
だ
か
な
ん
て
も

う
覚
え
て
な
い
の
が
現
状
だ

だ
が
⻑
い
年
月
の

練
の
お
か
げ
で
よ
う
や
く

つ
目
の
能
力

を
制
御
で
き
る
よ
う
に
な

た
の
は
大
き
な
進
歩
だ

そ
し
て
旅
の

中
で
は

々
な
物
も
見
つ

け
て
も
い
る

金

や
ら

々
の
金

は
た
ま
た

ラ
ク

み
た
い
な
も
の
ま
で
何
で
も
ご
ざ
れ

よ
の
状
態
だ

そ
し
て
今
現

に
話
を

す

今
日
は
と
て
も
良
い
天
気
で

日
和
の
日

し
が
出
て
い
る
そ
こ
で
理
久
兎
は
良
い

場
所
を
探
し
て
い
た

す
る
と

 
理
 

お

こ
ん
な
と
こ
に
い
い

が
あ
る
じ

な
い

 
か

 
 
 

 
見
つ
け
た
の
は
見
る
か
ら
に
頑
丈
な

だ

た

そ
し
て
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
の
決
断
は

か

た
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理
 

場
所
は
こ
こ
で
決
ま
り
だ
な

 
シ

 
そ
う

い

を
し
て

に
登
り

で
き
そ
う
な

に
座
る
と

 
理
 

フ

 
ご
つ
ご
つ
が
い
い
感
じ
に

中
を

激
す
る

あ
ま
り
の
気
持
ち
良
さ
に

て
し
ま

た
の

だ

た

だ
が
現
実
は
そ
う
上
手
く
は
い
か
な
い
も
の
だ

理
久
兎
が

て
数
十
分
後

 
男
 

く

来
る
な

 
少
女

い
や

 
妖
怪

グ

 
人
間
の
男
と
少
女
が
妖
怪
に
襲
わ
れ
追
い
か
け
ら
れ
て
い
た

そ
し
て
と
あ
る

の
前
に
来
る

と
妖
怪
は
少
女
に
向
か

て
襲
い
か
か
る
が

 
男
 

危
な
い

 
少
女

き

 
そ
う

て
男
は
少
女
を
わ
ざ
と
転
ば
せ
少
女
の
体
制
を

く
さ
せ
る

そ
し
て
妖
怪
の

撃

は
体
制
が

く
な

た
少
女
に
当
た
ら
ず
妖
怪
は
頭
か
ら

に

イ
レ
ク
ト
ア

ク
を
し
た
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ド
ス
ン

 
妖
怪

キ

イ
ン

 
だ
が
妖
怪
は

に
頭
を
も
ろ
に
ぶ
つ
け
て
も
立
ち
上
が
り

 
妖
怪

グ
ル
ル
ル

 
人
間
の
男
と
少
女
を

み

け
る
ど
う
や
ら
今
の
で
さ
ら
に
怒
ら
せ
た
よ
う
だ

 
男
 

も
う
だ
め
な
の
か

 
少
女

そ

そ
ん
な

 
こ
の
時

人
の
人
間
は
も
う

メ
だ
と
思

た
だ
ろ
う

だ
が
救
い
の
神
と
い
う
の
は
本
当

に
現
れ
る
も
の
だ

 
バ
サ

サ

ド
ス
ン

 
突
然

の
上
か
ら
こ
の

で
は
見
た
こ
と
な
い
服
を
着
た
男
が

ち
て
き
た
の
だ

 
男
 

な

な
ん
だ

 
少
々

へ

 
そ
し
て
こ
の
光

を
見
た
男
と
少
女
は
突
然
の
こ
と
だ

た
た
め
何
が
起
こ

た
の
か
が
分
か

ら
な
か

た

で
は
こ
こ
で

ち
て
き
た
男
に
つ
い
て

お
う
読
者
様
な
ら
分
か
る
通
り

ち
て
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き
た
の
は

 
理
 

て

な
ん
な
ん
だ
い

た
い

 
そ
う
理
久
兎
も
と
い
救
い
の
神
い
や
キ

ピ

神
様
だ

妖
怪
が

イ
レ
ク
ト
ア

ク
を
し
た

の
上
で
は
理
久
兎
が
気
持
ち
よ
く

て
い
た
の
だ

だ
が
妖
怪
は

ち
て
き
た
理
久
兎
関
係
な
し

に 
妖
怪

グ
ル
ル
ル

 

意
を

に
す
る
ど
う
や
ら
理
久
兎
も

ゲ

ト
に
さ
れ
た
み
た
い
だ

だ
が
理
久
兎
は
そ

ん
な
の
は
関
係
な
し
に
妖
怪
に
文
句
を

う

 
理
 

て
め

か

俺
の
眠
り
を

げ
た
奴
は

 
理
久
兎
の
文
句
と
は
お

い
な
し
に
妖
怪
は
理
久
兎
に
襲
い
か
か

て
来
る

 
妖
 

グ
ア

 
だ
が
妖
怪
は
あ
る
間
違
い
を
お
か
し
て
い
た
の
だ
こ
の
妖
怪
か
ら
し
て
み
れ
ば
理
久
兎
自
身
よ

り
も
は
弱
い
と

し
て
い
た

だ
が
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
だ
本
当
に
強
い
の
は

 
理
 

死
に
去
ら
せ
こ
の

妖
怪
が

 
ド
ゴ
ン
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妖
怪

キ

イ
ン

 
本
当
に
強
か

た
の
は
理
久
兎
だ

た
と

妖
怪
は
殴
ら
れ
て
初
め
て
気
づ
い
た
の
だ

だ
が

も
う

か

た

 
バ
サ
ン

 
理
久
兎
の
怒
り
の
一
撃
も
と
い
グ

ン
チ
霊
力

き
を
も
ろ
に
う
け
た
妖
怪
は

鳴
を

あ
げ
て
吹

飛
ば
さ
れ
そ
の
ま
ま
無
様
に
着
地
し

を
あ
げ
る
こ
と
は
愚
か
動
く
こ
と
は
も
う

度
と
な
か

た

 
理
 

あ

ク
ソ
が

の
時
と
い
い
何
で
何
時
も

 
こ
う
な
る
ん
だ

せ

か
く
の
眠
気
も
覚
め
ち
ま

 
た
よ

ち

 
理
久
兎
は
ま
だ
文
句
を
良
い
続
け
て
い
る
と

人
の
人
間
が
理
久
兎
に
近
づ
い
て
て
き
て

 
男
 

危
な
い
と
こ
ろ
を
助
け
て
頂
き
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
少
女

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
突
然
自
分
に
頭
を
下
げ
て
お
礼
を

た
の
だ

そ
れ
を
見
た

何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
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か

た

 
理
 

は
い

 
突
然
だ

た
た
め
に
こ
れ
し
か

え
な
い

す
る
と
人
間
の
男
は
訳
を
話
始
め
た

 
男
 

い
え

私
達
親
子
は
そ
の
妖
怪
に
追
い
か
け
ら
れ
て

 
い
て

そ
れ
で

方
に
助
け
て
も
ら

た
と
い
う

 
訳
で
す

 
少
女
 
 
コ
ク
コ
ク

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

と
の
出
会
い
を
思
い
出
し
そ
し
て

い
て
し
ま

た

 
理
 

な
ん
か

い
デ

ブ
を
感
じ
る

 
そ
ん
な
デ

ブ
を
感
じ
て
い
る
と

 
グ
ウ

 
自
身
の

が
鳴
る

も
う
か
れ
こ
れ

は
過
ぎ
て
い
る

 
理
 

そ
う
い
え
ば

が
減

た
な

 
そ
の

き
を
聞
く
と
男
性
は

 
男
 

よ
け
れ
ば
家
に
来
て
食
事
を
し
ま
せ
ん
か
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男
は
自
身
に
食
事
の
誘
い
を
し
て
き
た
の
だ

だ
が
流

に
救

た
と
い
う
気
持
ち
も
な
い
理

久
兎
は
あ
ま
り
頂
く
に
は

び
な
い
と
思
い

 
理
 

い
や
そ
こ
ま
で

 
流

に
と
思
い
断
ろ
う
と
す
る
が

 
少
女

い
い
の
一

に
食
べ
よ
う

 
少
女
も
理
久
兎
に
食
事
を
し
よ
う
と
し
か
も

を
引

て
誘

て
く
る

こ
れ
は
自
分
も

れ
た

 
理
 

じ

お

葉
に

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

 
食
事
を
ご
ち
そ
う
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
だ

た

 
男
 

で
は
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
い

 
少
女

こ

ち
だ
よ

 
理
 

ア
ハ
ハ

わ
か
り
ま
し
た

 
神
様

人
間

動
中

 
男
性
と
少
女
の
案
内
の
も
と
理
久
兎
は
そ
れ
な
り
に
大
き
な
国
の
門
の
前
に
来
て
い
た

 
男
 

こ
こ
で
す
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少
女

こ
こ
な
の

 
理
 

な
か
な
か
大
き
な
国
じ

な
い
か

 
理
久
兎
が
見
た
光

は
中
々
大
き
い
国
だ

た

だ
が
自
分
か
ら
し
て
み
る
と
古
代
都
市
の
方

が
断
然
的
に

す
ぎ
て
こ
の
国
が
小
さ
く
見
え
る
し
し
か
も
原
始
的
に
見
え
た

す
る
と
こ
の
国

の
門
番
が
話
し
か
け
て
く
る

 
門
番

お
や

お
帰
り
な
さ
い

 
男
 

た
だ
い
ま

り
ま
し
た

 
少
女

た
だ
い
ま
な
の

 
そ
う

て
い
る
と
門
番
は
理
久
兎
の
存

に
気
づ
き
男
に
理
久
兎
の
事
に
つ
い
て
聞
い
て
く

る 
門
番

そ
こ
の
人
は

 
男
 

こ
の
人
は

私
と
娘
を
助
け
て
く
れ
た
人
で
す

 
お

が
す
い
た
と
の
こ
と
で
私
の
家
で
お
礼
の

 
ご

走
を
し
よ
う
か
と

 
少
女

す
る
の
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そ
れ
を
聞
い
た
門
番
は
理
久
兎
も
も
う
一
度
見
て

 
門
番

そ
う
で
す
か

な
ら
お
入
り
く
だ
さ
い

 
入
る
許
可
を
く
れ
た

 
理
 

あ
ん
が
と
さ
ん

 
男
 

で
は
こ
ち
ら
で
す

 
少
女

こ

ち

こ

ち

 
理
 

本
当
に
デ

ブ
だ
な

 

き
つ
つ
も
男
性
と
少
女
に
着
い
て
い
く

そ
う
し
て
着
い
て
い
く
と

 
男
 

こ
こ
が
私
達
の
家
で
す

 
少
女

家
な
の

 
理
 

へ

こ
こ
が

 
そ
の
家
は
昔
な
が
ら
の
家

と
い
う
感
じ
だ

居
心
地
は
と
て
も
良
さ
そ
う
な
家
だ

 
理
 

風
情
を
感
じ
る
家
で
す

 
男
 

お
や
そ
れ
は
嬉
し
い
で
す

 
理
久
兎
と
そ
の
男
と
で
会
話
を
し
て
い
る
と
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あ
ら
こ
ん
に
ち
は

 

人
の
女
性
が
近
づ
い
て
く
る

こ
の

人
達
と
比
べ
る
と
市
⺠
と
い
う
よ
り
は
何
か
特
別

な

気
を
漂
わ
せ
て
い
る
女
性
だ

そ
し
て
男
と
少
女
そ
の
女
性
に

を
す
る

 
男
 

こ
ん
に
ち
は
祝

様

 
少
女

こ
ん
に
ち
わ
な
の

 
ど
う
や
ら
祝

と
い
う
ら
し
い

し
か
も
様
つ
け
と
い
う
事
は

当
な
地

の
者
だ
ろ
う

そ

し
て
祝

と

わ
れ
た
女
性
は
理
久
兎
を
見
て

人
に
訪

る

 
祝

そ
ち
ら
の
方
は

 
男
 

こ
ち
ら
の
方
に
娘
共
々
助
け
て

た
ん
で
す
よ

 
少
女

う
ん

命
の

人

 
そ
れ
を
聞
い
た
祝

は

き
自
分
に
頭
を
下
げ
て
き
た

 
祝

そ
う
で
し
た
か

私
達
の
国
の
⺠
を
救

て
下
さ
り

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
申
し

れ
ま
し
た
私
こ
こ

 
諏
訪
子
の
国
の
風
祝

こ
ち
や
し

く

風

祝

と
申
し
ま
す

 
と
元
気
よ
く
自

を
し
て
く
る

そ
し
て
自
分
も
自

を
し
よ
う
か
と
す
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る
が

 
理
 
 
少
し
ま
た
名
前
を
変
え
る
か

 
 
 

 
も
う
理

と
い
う
名
前
も
少
々
無
理
が
き
て
い
る

そ
の
た
め
名
前
を
変
え
る
こ
と
に
し
た

そ
し
て
変
え
た
名
前
は

 
理
 

俺
は

し
ん
び

う
り
な
み

新

理
波
だ
よ
ろ
し
く
祝

ち

ん

 
祝

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
理
波
さ
ん
そ
し
て

 
本
当
に
⺠
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
そ
し
て
も
う
一
度
頭
を
下
げ
る

 
理
 

い
や
ま

う
ん

然
な
ん
だ
け
ど

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
祝

は

 
祝

い
え
⺠
を
助
け
て
も
ら

た
こ
と
に
は
変
わ
り

 
あ
り
ま
せ
ん
の
で

 
自
分
の
事
で
は
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
こ
う
や

て
お
礼
を
し
て
く
る
祝

を
見
て
と
て
も
感

心
し
た
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理
 

立
派
だ

 
祝
 

え

そ

そ
う
で
す
か

 
理
 

う
ん

普
通
は
自
分

外
の
事
な
ん
て
ど
う
で
も

 
良
い

て
い
う
人
間
達
も
少
な
く
な
い
の
に
そ
う

 
や

て
人
の
こ
と
も
心

し
て

え
る
の
は
真

 
出
来
な
い
し
と
て
も
立
派
な
こ
と
だ
と
俺
は
思
う

 
よ

 
そ
う

わ
れ
た
祝

は

を

く
し
て

 
祝
 

そ

そ
う
で
す
か

 
と

ず
か
し
そ
う
に

い
た

 
祝
 

あ

私
こ
の
先
の
洩
矢
神
社
と
い
う
所
に
住
ん
で

 
い
ま
す

何
か
あ
れ
ば
お
立
ち

り
下
さ
い

 
自
分
が
住
ん
で
い
る
所
を

し
て
く
る

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た
少
女
は

 
少
女

後

あ
そ
こ
の
神
社
に
は

神
様
が
住
ん
で
い
る

 
ん
だ
よ
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そ
れ
を
聞
い
て
興
味
を
持

た

自
分
達

外
に
も
ま
だ
神
が
い
た
ら
し
い

そ
れ
は

と

も
見
て
み
た
い
と
思

た

 
理
 

そ
う
な
の
か

な
ら
少
し

を

み
に
い

て
も

 

わ
な
い
か
な

 
祝

と
男
性
そ
し
て
少
女
に
理
久
兎
は
聞
く
す
る
と

 
祝

え

論

諏
訪
子
様
も
お
喜
び
に
な
り
ま
す
よ

 そ
れ
に
私
も
大
喜
び
で
す

 
理
 

あ
れ

何
か

た

 
祝

え

な

何
も

て
ま
せ
ん
よ

 
ど
う
や
ら
空
耳
の
よ
う
だ

す
る
と
男
性
も

 
男
 

こ
ち
ら
も

い
ま
せ
ん
よ
先
に
諏
訪
子
様
に

 

を
す
る
の
も
礼
儀
で
す
し

 
と

た

祝

や
こ
の
男
性
の
い
う
諏
訪
子
と
い
う
の
が
こ
こ
の
神
な
の
だ
ろ
う

そ
し

て
少
女
は

で

 
少
女

う
ん
い

て
ら

し

い
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手
を

て
見
送

て
く
れ
る

 
理
 

ア
ハ
ハ
で
は
行

て
き
ま
す

 
男
 

は
い
行

て
ら

し

い

 
そ
し
て
話
が
ま
と
ま
る
と
理
久
兎
は
祝

に

 
理
 

え

と
案
内
し
て
も
ら

て
も
い
い
か

 
お
願
い
を
す
る
と
祝

は

で

 
祝

は
い
良
い
で
す
よ

 
と

い
祝

の
案
内
で
理
久
兎
は
洩
矢
神
社
に
行
く
こ
と
に
な

た
の
だ

た
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第

話
 
ロ
リ
神
様
の
降
臨

 
今
現

理
久
兎
は
祝

の
案
内
の
も
と
洩
矢
神
社
へ
と

を
運
ん
で
い
た

 
祝

こ
こ
が
洩
矢
神
社
で
す

 
理
 

へ

立
派
な
神
社
だ

 
綺

で
華
や
か
な
装

が
さ
れ
て
い
る
神
社
を
見
て
と
て
も
立
派
な
神
社
だ
と
思

て
い
る

と 

 

祝

お
か
え
り

 
と

か
が
近
づ
い
て
き
た

そ
の

を
聞
く
と
祝

は

で
そ
の

の
主
へ
と

り
返
り

 
祝

諏
訪
子
様
た
だ
い
ま

り
ま
し
た

 
と

た

祝

が

し
た
人
物
は
頭
に
目
が
つ
い
た

子
を

て
お
ふ
く
ろ
に
負
け

な
い
程
の
小
さ
な
ロ
リ

子
だ

た

 
洩
矢

あ
れ

そ
の
男
の
人

 
祝
 

え

と
こ
ち
ら
の
方
は
新

理
波
さ
ん
で
す

 
祝

に

さ
れ
た
理
久
兎
は
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理
 

ど
う
も

 
と

を
す
る
と
諏
訪
子
は
ニ

ニ

と

い
な
が
ら
祝

に
近
づ
い
て

 
洩
矢

あ

祝

の
こ
れ
か

 
諏
訪
子
は
な

か
小
指
を
出
し
て
祝

に
見
せ
る
と

 
祝

ブ

・

 
祝

は
盛
大
に
吹
い
た

な
お
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 
 
 
・
・

 
何
の
こ
と
か
よ
く
分
か
ら
な
か

た

そ
し
て
祝

は

を
真

に
し
て

り
な
が
ら

 
祝

ち

ち
ち
ち
違
い
ま
す
よ

 
そ
う

て
あ
た
ふ
た
と
し
だ
し
た

 
理
 

な
ん
で
祝

ち

ん

が
真

な
の

 
と

問
す
る
そ
れ
を
聞
い
た
祝

は

ず
か
し
そ
う
に

 
祝

う
う
う

ノ

 
う
め
き

を

い
な
が
ら
う
ず
く
ま

て
し
ま

た

そ
れ
を
見
た
諏
訪
子
は
楽
し
そ
う
に
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
た
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洩
矢

や

り
い
い
反

す
る
な
祝

は

 
楽
し
そ
う
に
そ
れ
を
見
な
が
ら

て
い
る

そ
し
て
理
久
兎
は
祝

に
彼
女
に
つ
い
て
の
聞

く 
理
 

え

と
祝

ち

ん
こ
の
ロ
リ
様

 
見
た
こ
と
を

直
に
聞
く
と
ロ
リ
様
も
と
い
諏
訪
子
は
そ
れ
つ
い
て
反
論
を

う

 
洩
矢

ろ

ロ
リ
様

て

上
に
失
礼
だ
よ

 
と
諏
訪
子
は

う
が
実

は
諏
訪
子
よ
り
理
久
兎
の
方
が
年
上
な
の
を
知
ら
な
い

そ
し
て

理
久
兎
も
彼
女
が
年
下
の
こ
と
を
知

て
い
る
の
か

 
理
 

え

い
や
い
か
に
も
子

だ
ろ

 
洩
矢

い
や
い
や
子

じ

な
い
よ

 
理
 

い
や
子

だ
ろ

 
諏
訪

は
子

じ

な
い
と

う
が
自
分
よ
り

当
下
な
の
に
よ
く

え
る
な
と
思

て
し
ま

う

そ
し
て
そ
の
や
り
取
り
が
無

と
知

た
諏
訪
子
は

 
諏
 

あ

う

祝

助
け
て

 
祝

に
助
け
を
呼
ぶ

そ
し
て
祝

は

々
そ
れ
に

え
る
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祝

え

と
理
波
さ
ん
こ
の
人
が
こ
の
国
の
守

神

 
で

洩
矢
諏
訪
子
様
で
す

 
諏
訪
子
を

す
る
と
理
久
兎
は

き
な
が
ら

 
理
 

え

こ
の
子
が

 
や

と
理
解
し
た
ど
う
や
ら
こ
の
子
が
守

神
ら
し
い

 
洩
矢

だ
か
ら
さ

き
か
ら

て
る
じ

ん

 
少
し
怒
り
な
が
ら
諏
訪
子
が

う
と
理
久
兎
は
頭
を

き
な
が
ら

 
理
 

い
や
悪
か

た

な
ん
か
イ
メ

が
大
分
違

 
て
て

 
そ
れ
を
聞
い
た
祝

は
頭
に

問

を

か
べ
た

そ
し
て

の
た
め
に
な
の
か
そ
の
イ
メ

が
ど
ん
な
の
か
を
聞
い
て
き
た

 
祝
 

ど
ん
な
イ
メ

だ
と
思

た
ん
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
か
れ
る
と
自
分
は
そ
の
イ
メ

し
た
神
の
人
物

を

え
る

 
理
 

⻤

の
よ
う
な
神
様

 
祝

予
想
外
な
イ
メ
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洩
矢

予
想
外
な
イ
メ

 

人
の

葉
は
見
事
に
ハ
モ

た

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は
少
し

れ
る

 
理
 

い
や

れ
る
な

 

れ
る
と

う
と
そ
れ
を
聞
い
て
見
て
い
た

人
は

 
祝

め
て
な
い
で
す

 
洩
矢

め
て
な
い
よ

 

人
は
理
久
兎
に

ぶ
の
だ

た

そ
し
て
数
分
後

祝

は
晩
御
飯
の

度
を
し
始
め
理

久
兎
は
諏
訪
子
に

々
と
聞
い
て
い
た

 
理
 

へ

ミ
シ

グ

様

 

り
神
と

わ
れ
て
い
る
ミ
シ

ク

様
に
つ
い
て
諏
訪
子
か
ら
聞
い
て
い
た

ど
う
や
ら
現

の
神
様
の
中
に
は
ニ

イ
プ
が
い
る
ら
し
い

自
分
と
同
じ
神
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
意

外
に
も

く

そ
し
て
理
久
兎
の
心
の

に
関
係
な
く
諏
訪
子
は
さ
ら
に

る

 
洩
矢

そ
の
力
を
制
御
す
る
の
も
私
の
役
目

て
わ
け

 
諏
訪
子
は
結

自

気
に

う
が
理
久
兎
の
反

は

 
理
 

へ

ふ

お

が
お
い
し
い
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そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
の
か
と

わ
ん
ば
か
り
お

を
飲
ん
で
い
た

 
洩
矢

話
を
聞
い
て
る
の
か
な

そ
う
い
え
ば
理
波

 
諏
訪
子
は
改
ま

て
理
久
兎
の
名
前
を
呼
ぶ

 
理
 

な
ん
だ
い

 
と

て
諏
訪
子
を
見
る

そ
し
て
諏
訪
子
は
理
久
兎
に
気
に
な
る
こ
と
を

問
す
る

 
洩
矢

理
波

て
何
か
能
力
は
あ
る
の

 
能
力
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
諏
訪
子
は
理
久
兎
に

問
し
て
き
た
の
だ
が
理
久
兎
は
先
に
諏
訪

子
の
能
力
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

諏
訪
子
ち

ん
は

 

わ
れ
た
諏
訪
子
は
自
分
の
能
力
に
つ
い
て
語
り
出
す

 
洩
矢

私
は

を
創
造
す
る
程
度
の
能
力

簡
単
に

う

 
い
う
と
大
地
の
力
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
こ

 
れ
は
私
が
土
着
神
と
い
う
神
様
だ
か
ら
こ
そ
使
う
事

 
の
出
来
る
能
力
だ

次
は
理
波
の
番
だ
よ

 
諏
訪
子
は
自
分
の
能
力
の

が
終
わ
る
と
今
度
は
自
分
の
能
力
に
つ
い
て
再
度

問
を
す
る
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そ
れ
を

わ
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 
こ
れ
は

つ
目
の
能
力
は

わ
な
い
方
が
い
い
か

 
自
身
の
正
体
が
バ
レ
る
こ
と
を
怖
れ
て
理
久
兎
は

つ
目
の
能
力
に
つ
い
て

る
こ
と
に
し

た 
理
 

俺
の
能
力
は

災

を

る
程
度
の
能
力

だ
な

 
洩
矢

え

 
理
 

ど
う
し
た

そ
ん
な
に

い
て

 
洩
矢

い
や
な
ん
か
と
ん
で
も
能
力
だ
な
と

 
無
理
も
な
い
そ
の
能
力
は
下
手
を
す
れ
ば
国

つ

ぼ
せ
る
か
ら
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
そ

の
能
力
に
つ
い
て
説
明
を
す
る

 
理
 

説
明
す
る
と
こ
の
能
力
は
あ
り
と
あ
ら

る
災

 

を

る
こ
と
が
で
き
る

え
ば
休
火
山

 
を

火
さ
せ
た
り
大

を
起
こ
し
て
生
物
を

 
し
め
た
り
は
た
ま
た

を
ば
ら
ま
い
た
り
と

 
い
わ

る
負
の
能
力
か
な
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こ
の
時

諏
訪
子
は
た
だ
こ
う
思

た

 
洩
矢

バ
イ
理
波
を
怒
ら
せ
た
ら
こ
の
国
は

び
る
か
も

 
し
れ
な
い

 
理
久
兎
は

そ
の
諏
訪
子
の
心
を
読
ん
だ
の
か

 
理
 

諏
訪
子
ち

ん
大
丈
夫
だ
よ
俺
は
バ
カ
み
た
い
に

 
能
力
を
悪

は
し
な
い
か
ら

 
そ
し
て
心
を
読
ま
れ
た
諏
訪
子
は

 
洩
矢

何

こ
の
ニ

イ
プ

 
も
う
こ
れ
し
か

え
な
か

た

そ
し
て
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
理
久
兎

は 
理
 

あ

そ
う
だ

俺
そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ
飯
を
お
ご

て

 
も
ら
う
こ
と
に
な

て
い
た
の
を
す

か
り

れ

 
て
た
よ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
縁

か
ら
立
ち
上
が
る

 
洩
矢

そ
う
な
の

理
波
は
ま
だ
こ
こ
の
国
に
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い
る
の

 
諏
訪
子
は
理
久
兎
が
ま
だ
こ
の
国
に
い
る
の
か
を

る
そ
れ
に
つ
い
て
理
久
兎
は
こ
う
語

た 
理
 

と
り
あ
え
ず
は
ま
だ
い
る
か
な

 
そ
う

わ
れ
た
諏
訪
子
は

 
洩
矢

そ

か
な
ら
こ
の
国
を
楽
し
ん
で

理
波

 
理
 

あ
り
が
と
う
諏
訪
子
じ

ま
た
明
日

 
洩
矢

じ

理
波

 
そ
し
て
そ
う

て
い
る
と
祝

が
歩
い
て
く
る
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は
彼
女
に
近
づ
い
て

 
理
 

あ
り
が
と
う

祝

ち

ん

 
お
礼
の

葉
を

う
そ
し
て
祝

は

 
祝

あ

帰
る
ん
で
す
か

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

 
理
 

ま

 
理
久
兎
は
祝

が

た
こ
と
に

え
る
そ
し
て
祝

は
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祝
 

そ
う
で
す
か

ま
た
明
日
も
こ
こ
に

 
来
ま
す
か

来
て

し
い
な

 
と

理
久
兎
は
聞
こ
え
ぬ

小

で
そ
ん
な
事
を

い
な
が
ら
理
久
兎
に
訪

る
と

 
理
 

う
ん

明
日
も
よ
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
祝

は

 
祝
 

そ

そ
う
で
す
か
で
は
明
日
も
お
待
ち
し
て
 
 
 

 
ま
す

 

で
そ
れ
を

た
が
心
の
中
で
は

 
祝
 
や

た

 
と
て
も
大
喜
び
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
そ
れ
じ

 
ま
た
明
日

 
そ
う

い
な
が
ら
祝

に

中
を
向
け
て
男
と
少
女
の
家
に
向
か

た

 
祝
 

や

り
か

こ
い
い
な

 
祝

は
密
か
に
そ
う
思
い
続
け
る
の
だ

た
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 第 話 今日お邪魔するのは洩矢神社

 
第

話
 
今
日
お
邪
魔
す
る
の
は
洩
矢
神
社

 
翌
日

晴
れ
と
な
り
晴
天
の
日

し
が
当
た
る

 
理
 

す
い
ま
せ
ん
飯
ど
こ
ろ
か
わ
ざ
わ
ざ
泊
め
て

 
さ
せ
て
も
ら

て

 
前
回
こ
の
人
達
を
助
け
て
飯
を
ご

走
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
わ
ざ
わ
ざ
布
団
ま
で

意
し
て

宿
泊
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ

 
男
 

い
え
い
え
こ
ち
ら
も
助
か
り
ま
し
た
し

 
少
女

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

 
男
 

そ
う
い
え
ば
こ
れ
か
ら
ど
こ
か
に
行
く
ん
で

 
す
か

 
男
は
そ
う

問
を
し
て
く
る

そ
れ
に
つ
い
て
も
理
久
兎
は

 
理
 

そ
こ
は
ま
だ

え
て
な
い
で
す

で
も

く

 
は
こ
の
国
に
居
て
も
い
い
か
な
と

 
少
女

本
当
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男
 

そ
う
で
す
か
そ
れ
な
ら
ご

く
り

 
理
 

ま

ま
だ

る
と
こ
ろ
も
決
ま

て
な
い

 
で
す
け
ど

 
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
と

 
祝

み
な
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
理
波
さ
ん

 や

り
こ
こ
に
い
た
ん
で
す

 
と

祝

が
や

て
来
て

を
す
る
と
男
と
少
女
は

 
男
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
祝

さ
ま

 
少
女

お
は
よ
う
祝

様

 

を
か
え
し
た
の
で
理
久
兎
も

 
理
 

お
は
よ
う
さ
ん

 

を
か
え
す

そ
う
す
る
と
祝

は
少
し

葉
を
た
め
て

 
祝

え

と
そ
の
理
波
さ
ん

 
理
 

な
に

 
祝

今
日
も

そ
の

神
社
に
来
て
く
れ
ま
す
か
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祝

は
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
神
社
に
理
久
兎
を
誘
う

 
理
 

お

行
く
行
く

今
か
ら
行

て
も

 
と

り
気
で
行
く
と

う
と
祝

は

を

に
し
て

 
祝

え

い
ま
せ
ん
よ今

日
も
家
に
来
て
も
ら
え
る

 
祝

は
心
に

し
込
め
な
か

た
の
か
も
う
大
ハ

ス
ル
状
態
だ

祝

は
そ
う

い
て
い
る

一
方
で

男
と
少
女
の
方
に
向
き
直
り

 
理
 

ま

そ
ん
な
わ
け
で
あ
り
が
と
う
な

 
理
久
兎
は
一
晩
の
宿
と
食
事
に
つ
い
て
お
礼
を

う

 
男
 

い
え
い
え

 
少
女

ま
た
き
て

 
理
 

お
う
と
も
さ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
祝

の
方
を
再
度
向
い
て

 
理
 

そ
れ
じ

行
こ
う
か
祝

ち

ん

 
祝

は
い

 
大
き
な
返
事
を
返
し
て
洩
矢
神
社
に
向
か
う
の
だ

た
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神
様
 
少
女

動
中

 
理
久
兎
と
祝

は
矢
守
神
社
に
つ
く
と
祝

は
た
だ
い
ま
を
理
久
兎
は
お
邪
魔
し
ま
す

を

う

 
祝

た
だ
い
ま

り
ま
し
た

 
理
 

お
邪
魔
し
ま

す

 
そ
れ
を

う
と
小
さ
な
神
様
も
と
い
諏
訪
子
が

を
出
す

 
洩
矢

お
帰
り
祝

そ
し
て
ま
た
来
た
ん
だ
理
波

 
そ
う

わ
れ
理
久
兎
は

 
理
 

ま
た
来
た
よ
諏
訪
子
ち

ん

 
そ
う
返
す

す
る
と
諏
訪
子
は
祝

の

を
ニ

ニ

し
な
が
ら
見
て

 
洩
矢

良
か

た

祝

 
祝

い
や
い
や
私
は
お
客
様
と
し
て

 

を

く
し
な
が
ら
反
論
す
る
が
諏
訪
子
か
ら
見
る
と
も
う
バ
レ
バ
レ
だ

こ
ん
な
の
一

人

で
も
分
か
る
が

 
理
 

と
り
あ
え
ず

人
で
お
話
し
よ
う
か
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こ
の

年
神
に
は
通

し
な
か

た

 
洩
矢

そ
う
し
よ
う
か

 
祝
 

は

 
諏
訪
子
は
少
し

な
気
持
ち
に
な
り
祝

は
た
め

を

く
の
だ

た

そ
こ
か
ら
は
理
久

兎
は
数
時
間
で
自
身
の
体
験
し
た
こ
と
を
話
し
た

も
ち
ろ
ん

達
の
こ
と
は

て
な
い
よ

う
だ
が

 
洩
矢

な
ん
か

風
来

て
感
じ
だ

 
祝

や

り
理
波
さ
ん
は
お
強
い
ん
で
す
か

 
理
 

さ

自
分
自
身
強
い
と
は
思

た
こ
と

 
な
い
か
ら
良
く
分
か
ら
な
い

 
洩
矢

い
や
で
も

て
た
ら
妖
怪
に

き
起
こ
さ
れ
て

 
そ
れ
で
キ
レ
て
殴
り
飛
ば
し
た

て
こ
れ
ま
で

 
聞
い
た
こ
と
な
い
よ

 
祝

か
に

 
理
 

え

普
通
じ

な
い
の
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こ
の
時
諏
訪
子
そ
し
て
祝

に
は
あ
る
こ
と
が
分
か

た
そ
う
理
久
兎
に
は
常

と

う

葉
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と

う
こ
と
に

そ
し
て
諏
訪
子
と
祝

は

 
洩
矢

普
通
じ

な
い

 
祝

普
通
じ

あ
り
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
か

 
洩
矢

そ
う
だ
よ

 
祝

そ
う
で
す

 
理
 

解
せ
ぬ

 

人
の
見
事
な
ハ
モ
り
見
せ
た

そ
う
し
て
こ
ん
な
や
り
と
り
を

く
し
た
の
だ

た

そ

し
て
夕
暮
れ
時
に
な
り

 
カ

カ

カ

 
理
 

カ
ラ
ス
が
鳴
き
始
め
た
か

 
洩
矢

理
波
今
日

ま
る
と
こ
あ
る
の

 
今
日
の
宿
泊
先
に
つ
い
て
聞
い
て
く
る

自
分
は

で

 
理
 

い
や
決
め
て
な
い
か
ら

宿
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も
う
自
分
は

宿
す
る
気
満
々
だ

 
祝

た
く
ま
し
い
な
理
波
さ
ん

 
そ
れ
を
聞
い
た
諏
訪
子
は
ニ

リ
と

う
と

 
洩
矢

な
ら
泊
ま

て
く

 
諏
訪
子
が
泊
ま
ら
せ
て
く
れ
る
み
た
い
だ
が
自
分
は
心

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る

 
理
 

良
い
の
か
祝

ち

ん
も
い
る
の
に

 
そ
う
こ
の
家
も
と
い
洩
矢
神
社
に
は
諏
訪
子

外
に
も
祝

も
住
ん
で
い
る

流

に
諏
訪
子

が
良
く
て
も
祝

は
い
い
の
か

と
思
い
そ
れ
に
つ
い
て
も
諏
訪
子
に
聞
く

 
洩
矢

大
丈
夫
だ
よ
そ
れ
に
祝

も
ま
ん
ざ
ら
で
も

 
な
い
み
た
い
だ
し

 
諏
訪
子
は
ま
た
ニ

ニ

し
な
が
ら
祝

を
見
る
と

 
祝

ブ

す

諏
訪
子
様

・

 
祝

は
盛
大
に
吹
き
出
し
た
そ
れ
を
見
た
諏
訪
子
は

て

 
洩
矢

ア
ハ
ハ
祝

は
本
当
に
い
い
反

す
る

 
そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の
祝

を
見
て
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理
 

で

祝

ち

ん
は
い
い
の

嫌
な
ら
嫌
と

 

て
く
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ

 
理
久
兎
は
再
度

の
た
め
に
祝

に
聞
く
と

 
祝

大
丈
夫
で
す

む
し
ろ

迎
し
ま
す

 
い
え
大

迎
い
や
ウ

ル
カ
ム
で
す

 

く
最
高

に
な

て
い
た

こ
の
気

に
は
自
分
も
少
し

い
た

 
理
 

そ

そ
う
か
な
ら
じ

じ

お
邪
魔
す
る
よ

 
祝

は
い

で
は
よ
う
こ
そ
我
が
家
へ

 
洩
矢

迎
す
る
よ
理
波

 
理
 

ハ
ハ
ハ

あ

今
日
は
頼
ん
だ
よ

 
そ
う
な

て
今
日
は
洩
矢
神
社
に
や

か
い
に
な
る
こ
と
に
な

た
俺
だ

そ
し
て
皆
で
楽
し

く
夕
食
を
楽
し
ん
だ
の
だ
明
日
に
来
る
手
紙
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
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第

話
 
お
礼
と
宣
戦
布
告

 
日
も
ま
だ
出
て
い
な
い

朝
方

 
理
 

ふ

良
く

た

 

日
も
と
い
前
回
自
分
は
洩
矢
神
社
で
お
世
話
に
な

た

因
み
に
晩
御
飯
は
祝

ち

ん

手
作
り
の
ご
は
ん
味

の

物

だ

中
々

華
で
味
も
と
て
も
良
か

た

将

来
祝

ち

ん
に
い
い

那
さ
ん
が
も
て
る
よ
う
に

て
お
く
こ
と
に
し
た

そ
し
て
今
の

自
分
の
視
点
に

る

 
理
 

ま
だ
み
ん
な

て
る
ん
だ

 
今
は
現
代
の
時
間
で
表
す
と

前

時

そ
れ
は
ま
だ
皆

て
い
る

だ

 
洩
矢

く
が

 
祝

ス

ス

 

論
こ
ん
な
に
も

い
時

に
目
覚
め
れ
ば
諏
訪
子
も
祝

も
起
き
て
は
い
な
い

 
理
 
さ

て
と
運
動
が
て
ら
食
材
と
り
に
行
く
か

 
た
だ
ご

走
に
な
る
の
も

然
と
し
な
い
し
な



 第三章 小さき土着神の思い

 
と

頭
の
中
で

え
て
こ

そ
り
と
守
矢
神
社
か
ら

け
出
し
て

に
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

に

動
中

 
そ
し
て
こ
こ
は
諏
訪
子
の
国
か
ら
も

と
も
近
い
近

の

に
理
久
兎
は

動
し
て
食
材
調

達
を
し
て
い
た

 
理
 

お

こ
れ
は
食
え
る
な

山

の
つ
く
し

 
そ
れ
に
キ
ノ
コ

の
サ

ツ
バ

か

 

の
季

の
た
め

々
な
山

や

が
多
く
取
れ
る

そ
し
て
山

を

た
後
だ

た

 
理
 

見

け

 
そ
う

て

を
追
い
か
け
回
し
数
分
か
け
て

を
ハ
ン
ト
す
る

次
に

へ
と
潜
り

 
理
 

た
ど

 
と

に

潜
り
を
し
て

を

手
で

ま
え
た
り
と
た
く
ま
し
い
神
様
は
無
双
を
し
続
け

る
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

ふ

こ
れ
だ
け
と
れ
れ
ば
良
い
か

 
Ｇ

し
た
物
は

の
山

は
つ
く
し
ふ
き
の
と
う
等

や

の
マ
ス
等
キ
ノ

コ

は

や
サ

ツ
バ

等
だ

自
身
の
の
サ
バ
イ
バ
ル
知

と

か
ら
教
え
て

た
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知

を
フ
ル
活

し
て
ゲ

ト
し
た
も
の
ば
か
り
だ

そ
し
て
今
の
時

は

前

時

朝
日

が
見
え
始
め
て
い
た

そ
れ
ら
を
断
罪
神
書
に
入
れ
て

 
理
 

く
帰

て
朝
食
作
る
か

 

も
い
な
い

り

を

べ
て
帰
宅
す
る
こ
と
に
し
た

 
神
様
帰
宅
中

 
洩
矢
神
社
に

る
と

関
の

元
に
手
紙
が

ち
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た

 
理
 

何
だ
こ
れ

ま

後
で
諏
訪

ち

ん
達
に

 
渡
す
か

 
そ
し
て
理
久
兎
は
祝

ち

ん
の
城
で
あ
る
厨
房
に
入
り

 
理
 

さ

て
朝
食
を
作
る
か

 
自
前
の
料
理

を
出
し
て
料
理
す
る
こ
と
に
し
た

そ
し
て
理
久
兎
が
調
理
を
開
始
し
て
数

時
間
後

 
祝

ふ
わ

 
祝

が
目
覚
め
日
課
の
よ
う
に
厨
房
に
行

て
朝
食
を
作
り
に
行
こ
う
と
す
る
と

 

ン

ン

ン
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が
食
材
を
切
る

が
聞
こ
え
祝

は

厨
房
を

く

 
理
 

 
そ
こ
に
は
理
久
兎
が
厨
房
で

を

で
な
が
ら
何
か
を
作

て
い
る
の
を
目
撃
し
た

 
祝

え

り

理
波
さ
ん

何
し
て

 
い
る
ん
で
す
か

 
祝

は

い
て
い
理
久
兎
に
何
を
し
て
い
る
の
か
を
聞
く
い
て
き
た

 
理
 

あ

お
は
よ
う
祝

ち

ん

後

何
を
し
て
い
る

 
か
と

う
と

朝
飯
作
り
だ
け
ど

 
そ
う

う
と
祝

は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
祝
 

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
だ
け
な
く
て
も

 
祝

が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

い
い
の

泊
め
て
く
れ
た
お
礼
だ
よ
出
来
る

 
ま
で

く
り
し
て
て
よ

 
そ
う

う
と
祝

は

 
祝

え

え

と
わ
か
り
ま
し
た
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そ
う

て
厨
房
を
出
て
居
間
に

動
し
て
い

た

す
る
と
諏
訪
子
が
い
た

ど
う
や
ら
諏

訪
子
も
起
き
た
よ
う
だ

た

そ
し
て
祝

の

を
見
た
諏
訪
子
は
祝

に

を
か
け
る

 
洩
矢

ど
う
し
た
の
祝

 
祝

諏
訪
子
様
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
え

と
で
す

 
祝

は
諏
訪
子
に
事
情
を
説
明
し
た

 
洩
矢

な
る

ど

 
祝

な
ん
か
申
し
訳
な
い
気
が
し
て

 
洩
矢

良
い
ん
じ

な
い

祝

も
楽
し
み
に
待

て

 
よ
う
よ

 
諏
訪
子
に
そ
う

わ
れ
た
祝

は
一

 
祝

そ
う
で
す

 
と

て
理
久
兎
の
作
る
朝
飯
を
待
つ
の
だ

た

そ
し
て
待
ち
続
け
る
こ
と
数
十
分
後

 
理
 

で
き
た

 
理
久
兎
が
そ
う

い
な
が
ら
居
間
に
着
く
と
共
に

を
つ
く
良
い
香
り
が

満
し
た

そ
し
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て
そ
れ
を

い
だ
諏
訪
子
は

 
諏
 

美
味
し
そ
う
な
匂
い
が

 
と

コ
メ
ン
ト
し
た

そ
し
て
理
久
兎
の
作

た
料
理
を
見
た
祝

は

 
祝
 

す
ご
い

 

い
の
一

だ

何
よ
り
も

人
は
匂
い
と
見
た
目
に

と
目
を
と
ら
れ
る

な
お
作

た

料
理
は

の
ロ

ス
ト

の
山

の
あ
え
物

の

き
サ

ツ
バ

の

め

ご
は
ん
味

そ
う
い

た
物
だ

朝
飯
と
は
思
え
な
い

華
さ
だ

そ
れ
を
見
た
諏
訪
子

は 
洩
矢

理
波
は
何
時
も
こ
ん
な

華
な
料
理
を
食
べ

 
て
る
の

 
理
 

い
や
今
回
は
人
数
も
い
る
し
そ
れ
で
い
て
何
時

 
も
は
調
味
料
も
使

て
な
い
ん
だ
よ

 
祝

え

こ
れ
に
も
使

て
な
い
ん
で
す
か

 
祝

は
そ
う

わ
れ
る
が
そ
れ
に

定
す
る

 
理
 

い
や
今
回
は
こ
こ
に
あ

た
の
を
使
わ
せ
て
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た
か
ら
問

な
い
け
ど

 
洩
矢

ど

 
理
 

何
時
も
と
は
違
う
味

け
に
な

た
か
ら
味

 
の

が
出
来
な
い
ん
だ
よ

 
そ
う

う
と
諏
訪
子
は

を
持

て

 
洩
矢

な
ら

査
も

め
て
ど
れ
ど
れ

ク

 
諏
訪
子
は
口
に
理
久
兎
の
料
理
を
運
び
食
す
と

き
の

を
す
る

 
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

や

不
味
い
か

 
理
久
兎
が
そ
う
聞
く
と
諏
訪
子
は

で
ブ
ン
ブ
ン
と

を

て

 
諏
 

い
や
上
手
い
よ

 
諏
訪
子
の
一

を
聞
い
た
祝

も
理
久
兎
の
料
理
を
食
べ
る
と

 
祝

美
味
し

 

人
の
美
味
し
そ
う
な

を
見
れ
た

も
う
こ
れ
に
は
自
分
も
大
満

だ

 
理
 

そ
れ
は
良
か

た
よ
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人
は
こ
う
し
て
食
事
を
取
る
こ
と
数
時
間
後

 
洩
矢

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
祝

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
さ
ん

 
自
分
の
作

た
朝
食
を
全
て
食
べ
終
え
た

 
洩
矢

朝
か
ら
す
ご
い
満

こ
れ
は
祝

先
に

を

 
つ
け
と
か
な
い
と

 
諏
訪
子
が
そ
う

う
と
祝

は

を
真

に
し
た

 
祝

す

す

諏
訪
子
様

 
そ
ん
な
様
子
を
見
て
諏
訪
子
は

 
洩
矢

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
楽
し
そ
う
に

て
い
た
が

 
理
 

何
や

て
ん
だ

こ
の

人
は

 
何
を
や

て
い
る
か
が
分
か
ら
な
い

や
は
り
理
久
兎
は

神
だ

そ
こ
は
ぶ
れ
な
か

た

そ
し
て
理
久
兎
は

手
紙
の
事
を
思
い
だ
し
諏
訪
子
に
話
し
か
け
る
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理
 

あ

そ
う
そ
う
諏
訪
子
ち

ん

 
洩
矢

な
ん
だ
い

 
理
 

さ

き
こ
ん
な
も
の
が
あ

た
ん
だ
け
ど

 
そ
う

て

関
に

ち
て
い
た

の
手
紙
を
諏
訪
子
に
渡
し
た

 
諏
 

手
紙
だ

ど
れ
ど
れ

 
手
紙
を
諏
訪
子
の

は
み
る
み
る
と

く
な

て
い

た

 
洩
矢

そ
ん
な

こ
ん
な
の

て

あ

う

 

ど
う
し
よ
う

 
理
 

ど
う
し
た
少
し
見
せ
て
く
れ
な
い
か

 
内
容
が
気
に
な
り
諏
訪
子
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り
中
身
を
見
て
み
た

そ
し
て
内
容
は

 
諏
訪
子
の
国
の
守

神
洩
矢
諏
訪
子
に
つ
ぐ

そ
な
た
ら
の
信

を
我
ら
に
渡
せ

さ
も
な

く
ば
戦
争
に
な
る
だ
ろ
う

す
ぐ
に
国

り
を
す
る
よ
う
に

 
大
和

合
よ
り
 
 
 
大
和
印
 
 
 
 
 
 
 

 
と

一
方
的
な

状
だ
が
こ
れ
を
見
て
自
分
が

た
事
は

 
理
 

な
に
こ
れ
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そ
う
こ
れ
が
何
か
分
か
ら
な
い
の
だ

 
祝

知
ら
な
い
ん
で
す
か

 
理
 

う
ん
知
ら
な
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
祝

は
自
分
に
説
明
を
始
め
る

 
祝

説
明
す
る
と
今
神
界
で
は
よ
り
多
く
の
信

を

 

る
た
め
に
神
達
が
戦
争
を
し
た
り
し
て
信

 
を

よ
う
と
す
る
こ
と
な
ん
で
す
そ
う
し
て
行

 
く
う
ち
に
で
き
た
神
の

合
そ
れ
が
大
和

合

 
で
す

 
祝

の
説
明
を
聞
き
大
体
は
分
か

た

だ
が
何

信

な
の
か
が
気
に
な

た

 
理
 

し
た

で
も
何

信

を

 
洩
矢

そ
れ
は

理
波

私
達
は
信

が
な
い
と

 
生
き
る
こ
と
も
力
を
使
う
こ
と
も
で
き
な
い

 
か
ら
だ
よ

 
諏
訪
子
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は

つ

問
が
生
じ
た
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理
 
 
じ

俺
は
何
で
生
き
て
い
ら
れ
る
ん
だ

 
い
や
今
は
そ
ん
な
の
は

え
な
い
で

 
な
ら
何

自
分
は
信

な
ど
な
い

な
の
に
生
き
て
い
ら
れ
る
の
か
と

そ
れ
を

え
た
が
今

は
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

た
た
め
理
久
兎
は
そ
れ
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

大
和

合

て
ど
こ
が
拠
点
な
の

 
祝

え

と

か
こ
こ
か
ら
ず

と

で
す

 
そ
れ
を
聞
き
と
り
あ
え
ず
行
動
を

す
こ
と
に
し
た

 
理
 

少
し
散
歩
し
て

え
を
整
理
し
て
く
る
な

 
そ
う

て
手
紙
を
胸
ポ

ト
に
入
れ
て
は
洩
矢
神
社
か
ら
出
て
行
く

 
祝
 

理
波
さ
ん

 
祝

は

問
に
思
い
理
久
兎
に
話
し
か
け
る
が
理
久
兎
は
も
う
外
に
出
て
い

て
し
ま

た

そ
し
て
諏
訪
子
の
国
か
ら
少
し
遠
い
と
こ
ろ
で
は

 
理
 

や
れ
や
れ
こ
れ
は
使
い
た
く
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
で
も
こ
れ
や
ら
な
い
と
飛
べ
な
い
か
ら
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は

え
を
と
る
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理
 

仙
術
 
一
式
 

り

う
が
て
ん
し

う

龍
我
天
昇

  
そ
う

う
と
理
久
兎
の
体
は

々
に
変
わ

て
い

た

が
生
え

が
現
れ

が

び

る

ま
る
で
神
話
に
出
て
く
る
ド
ラ
ゴ
ン
の
姿
だ

で
も
こ
の
姿
は
⺟
で
あ
る

に
と
て
も

て

い
た

も
と
も
と
龍
神
の

に
最
も
近
い
存

で
あ
る
理
久
兎
だ
け
が
使
え
る
秘
技
だ

 
理
 

い
く
か

 
 

 
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
空
を
飛
ぶ
方
法
を

え
な
が
ら
そ
う

て
理
久
兎
は
そ
の

で
飛
び
立

た
ど
こ
ま
で
も

い
大
空
を
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第

話
 
辻
斬
り
だ
け
ど
峰
打
ち

 
理
久
兎
は
今
大
空
の
中
を
自
身
の
龍

で

ば
た
い
て
飛
ん
で
い
た

 
理
 

さ

て
ど
こ
に
あ
る
か
な

あ
れ
か

 
理
久
兎
は
探
し
て
い
た
大
和

合
の
拠
点
を
見
つ
け
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
降
り
る
か

 
そ
う

う
と

空
し
て
地
上
に
着
地
し
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
の
姿
だ
と
目
立
つ
か
ら
解
除
し
て

 

に
し
て
も
⻑
い

だ
な

 
そ
う

い
つ
つ

を
登

て
い

た

登
る
こ
と
数
分
後

 
理
 

意
外
に
大
き
な
門
だ
な

 
理
久
兎
は
門
の
近
く
ま
で
歩
い
て
く
る
に
つ
れ
て
そ
う
思

て
い
る
と

 
門

様

何
者
だ

 
理
 

ま

た
門
番
か

 
そ
う
思
う
の
も
無
理
は
な
い

大
体
い
つ
も
門
番
が
い
る
か
ら
だ
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門

こ
こ
が
ど
こ
か
知

て
て
入

て
い
る
な
ら

 

殺

す
る

 
門
番
の

人
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

は

い
知

て
て
入
り
ま
し
た

 
門

ふ
ざ
け
る
の
も
大

に
し
ろ

 
そ
う

て
門
番
が
刀
を
も

て
理
久
兎
に
斬
り
か
か
る
だ
が

 

キ
ン

 
門

な
ん
だ
と

 
 
 

 
す
ぐ
さ
ま
断
罪
神
書
か
ら
自
分
で
作

た
飛

刀
黒

を

座
に
出
し
て
門
番
の

撃
を
受
け

め
た

 
理
 

あ
め

よ

 

キ
ン

 
門

う
わ

 
そ
し
て

門
番
は
刀
で
弾
か
れ
そ
し
て

 
シ

ン

 

シ
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理
久
兎
は
門
番
を

座
に
斬

た

 
門

あ
が

 
門
番

は
理
久
兎
に
斬
ら
れ
て
地
に

せ
る
と
そ
れ
を
見
て
い
た
門
番

は
自
分
を

と

し
た

 
門

様

 
門
番

も
理
久
兎
に
斬
り
か
か
る
が

 
理
 

い

 

シ

 
門

ぐ
は

 
目
に
も

ま
ら
ぬ
一

を

て
門
番

を
斬
る
と
門
番

と
同
じ
よ
う
に
地
に

せ
た

そ
し
て
理
久
兎
は

れ
た
門
番
達
に

 
理
 

安
心
し
て

峰
打
ち
だ
か
ら

 
無

な
殺
生
は
し
た
く
な
い
が
た
め
に
峰
打
ち
で
門
番
達
を
斬

た
こ
と
を
明
か
す

だ
が
門

番
達
は
気
絶
し
て
い
る
た
め
話
を
聞
い
て
は
い
な
い

そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

 
兵
隊

こ

ち
で

鳴
が
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兵
隊

な

こ
れ
は

 
兵
隊

全
員
か
ま
え
ろ

 
チ

キ

チ

キ

チ

キ

チ

キ

 
大
和

合
の
拠
点
か
ら
兵
隊
達
が

ろ

ろ
と
や

て
来
て
臨
戦
態

を
と

た

 
理
 

は

し

う
が
な
い
い

ち

辻
斬
り

 

イ
ム
だ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

断
罪
神
書
か
ら
も
う

刀
の

無

空
紅

を
出
し
二
刀
流
に

な

て
兵
士
達
に
斬
り
か
か
る
の
だ

た

 
一
方
大
和

合
の
内
部
で
は

 

 

大
変
で
す

お
姉
さ
ま

 

 

ど
う
し
た
の
月
読

 
お
姉
様
と
い
う
人
が

た
名
前
の
月
読

か
つ
て
理
久
兎
に
よ

て
今
の
月
⺠
達
と
共
に
救

わ
れ
た
神
の

人
だ

そ
の
月
読
が
お
姉
様
と

た
人
物
に
内
容
を
説
明
す
る

 
月
読

場
内
に
侵
入
者
が
入

て
来
て
い
る
み

 
た
い
で
す
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な
ん
で
す

て

 
月
読

そ
れ
で

兵
士
達
が
今
戦

て
い
る
よ
う
で
す

 
な
の
で

し
て

し
い
と

 

 
ツ
ク

ミ
が
そ
う

う
と
お
姉
様
と

わ
れ
た
人
物
も
と
い
神
は

 

 

こ
こ
は
兵
士
達
に
任
せ
ま
し

う

に
侵
入
者

 
が
来
て
も
私
達
神
総
出
で
そ
の
侵
入
者
を

せ

 
ば
問

あ
り
ま
せ
ん

 
お
姉
様
と

わ
れ
た
神
は
後
ろ
を

り
向
い
て

 

 

場
所
に
い
き
ま
す
よ
ツ
ク

ミ

 
月
読

わ
か
り
ま
し
た
お
姉
様

 
月
読
が
お
姉
様
の
意
見
に

定
す
る
と
お
姉
様
と

わ
れ
た
神
は

 

 
ス

サ

ノ

オ

須
佐
能

 
須
佐

な
ん
だ
姉

 
近
く
に
い
た
神
そ
の
お
姉
様
と

わ
れ
た
人
物
の
弟
須
佐
能

に

 

 

も
し
こ
こ
に
侵
入
者
が
来
た
ら
分
か

て
ま
す
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須
佐

了
解
だ

お
前
も
頼
む

八

神
奈
子

 
ス
サ
ノ
オ
の
後
ろ
に
い
た
八

神
奈
子
は

 
八

分
か

た
わ

 
そ
う

て
そ
の
お
姉
様
と

わ
れ
た
神
と
ツ
ク

ミ
そ
し
て
ス
サ
ノ
オ
と
い
う
神
と
八

神
奈
子
達
は
最
深
部
で
待
ち

え
る
こ
と
に
し
た

 
理
久
兎
に
視
点
を

す

今
現

理
久
兎
は

を

い
な
が
ら

 
理
 

フ
ン
フ
ン
フ

ン

 
ザ
シ

 
兵
士

が
は

 
理
 

フ
ン

フ

ン

 
ザ
シ

 
兵
士

ぎ

は

 
理
 

フ
ン
フ
ン
フ
ン

 
兵
士

ぐ
は
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理
 

フ
ン
フ
ン
フ
ン

 
兵
士

ぎ
あ

 
理
 

フ
ン
フ
ン
フ
ン

 
ザ
シ

 
理
 

せ
い
や

 
ブ

 
兵
士

刀
が

 
理
久
兎
は

を

い
な
が
ら
兵
士
達
を
斬

て
い
た

論
峰
打
ち
で
殺
さ
な
い
よ
う
に

手
加
減
し
て
い
る
が
兵
士
達
が
持

て
い
た
武

は
邪
魔
だ
と
思
い
黒

で
斬
る
か
空
紅
で

や

し
て

か
す

そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
と

 
理
 

こ
こ
か

 
何
人
か
の
兵
士
達
を

ウ
ン
さ
せ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
自
分
の
前
に
は
大
き
な

が
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
た

そ
し
て

の

り
は
綺

に
装

さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る

お
そ
ら
く
こ
の

先
に
こ
こ
の
ボ
ス
が
い
る
ん
だ
と
理
久
兎
は

信
し
た

 
理
 

ど
う
し
よ
う
か
な
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理
久
兎
が
ど
う
す
る
か

え
て
い
る
一
方
そ
の

の
内
部
で
は

 
須
佐

お
い
お
い
兵
士
達
の

鳴
が
近
く
な

て
る

 

 

兵
士
達
の

鳴
が

 
月
読

大
丈
夫
で
す
よ

お
姉
さ
ま

 
ツ
ク

ミ
が
不
安
が

て
い
る
と
姉
で
あ
る
神
は

 

 

大
丈
夫
で
す
こ
ち
ら
に
は
何
人
も
の
神
も
い
ま
す

 
何
よ
り
戦
神
の
須
佐
能

や
八

神
奈
子
も
い
ま

 
す
だ
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ

 
須
佐

あ

だ
か
ら
大
丈
夫
だ

姉
ち

ん

 
八

ご
安
心
を

 
神
達

大
丈
夫
で
す
よ
月
読
様

 
皆
か
ら

ま
さ
れ
た
月
読
は

 
月
読

う
ん

あ
り
が
と
う
み
ん
な

 
少
し
き
が
楽
に
な

た
が
神
奈
子
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 
須
佐

で
す
が

兵
士
達
の

が
な
く
な
り
ま
し
た
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そ
し
て
そ
れ
に
続
い
て
ス
サ
ノ
オ
と

う
神
も

 
須
佐

な
ん
か

し
な
い
か

 
あ
る

が
聞
こ
え
た
そ
の

は

 
カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

 

 

 
カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

 
と

が
聞
こ
え
て
し
か
も
そ
の

は
こ
ち
ら
に

々
に
近
づ
い
て
来
て
い
る
の
だ

 
月
読

近
づ
い
て
来
て
る

 
そ
し
て
急
に

が

ま

た

 
八

ま

た

 
す
る
と
突
然

が
光
だ
す
と

 

ド

ン

 
神
達
 
 

 
予
想
外
な
こ
と
に
突
然

が
大

発
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る

そ
し
て
そ
の

発
の
中
か
ら
人

影
が
現
れ
る
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理
 

ど
う
も

諏
訪
の
国
の
使
者
で

す

 
と

本
の
刀
を
手
に
持

た
理
久
兎
が
現
れ
た
の
で
あ

た



 第 話 ゲームをしよう

 
第

話
 
ゲ

ム
を
し
よ
う

 
理
久
兎
が

を

す
数
分
前
に

る

 
理
 

う

ん
ど
う
し
よ
う
か

 
理
久
兎
は
ど
う
入
ろ
う
か

え
て
い
た

だ
が

々
と
い
ち
い
ち

え
る
の
が
面

に
な

た

そ
の
理
久
兎
が
と

た
行
動
は

 
理
 

あ

も
う
面

く
せ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

飛

刀
黒

を
地
面
に

し
無

空
紅
を

本
持

て
一
刀
流

に
し
て

 
理
 

無

空
紅
の
全
発
火
能
力
を
解

 
シ

ン

 
グ
ウ

ン

 
そ
の

葉
と
共
に
空
紅
の
刀
身
を
地
面
に

し
た
黒

の
刀
身
に

り

け

に
よ

て
発

火
さ
せ
空
紅
は

を

う

 
理
 

終
の
秘

カ
グ

チ

 

ド

ン
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一
気
に

へ
と

き
つ
け
た

こ
の
技
は

葉
の
と
う
り
全
発
火
能
力
を
解

し
て
温
度
３

０
０
０
度
を

え
る

を
出
し
て

一
気
に

手
を

き
斬
り
殺
す
技
だ

そ
し
て

に

よ

て
目
の
前
の

を
見
事

に
吹

飛
ば
し
た
の
だ

た

 
理
 

こ
の
手
に

る
な

と
り
あ
え
ず
入
る
か

 
そ
う

て
地
面
に

し
た
黒

を

手
で
引
き

き

し
た
ド
ア
の
中
に
入
り
一

 
理
 

ど
う
も

諏
訪
の
国
の
使
者
で

す

 
こ
れ
が
前
回
に

を

す
前
の
理
久
兎
の
回
想
だ

そ
し
て
今
現

を

し
た
後
月
読
が

理
久
兎
を
見
て

い
て
い
た

そ
れ

前
に
目
が
合
い
自
分
も

い
た

 
月
読

嘘

理

 
理
 
げ

月
読
も
い
る
の
か
よ

魔
化
す
か

 
理
久
兎
は
ツ
ク

ミ
を

魔
化
す
た
め
に

 
理
 

人
違
い
じ

な
い
で
す
か

 
棒
読
み
で
そ
う

う
と
ツ
ク

ミ
は
改
ま

て

え
出
す

 
月
読

え

あ

あ
れ
か
ら
も
う
何
年
も

て
る
し

 
そ
れ
に
あ
れ
じ

死
ん
で
る
か

え

と
な
ら
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方
の
名
前
は

 
月
読
に
聞
か
れ
今
の
偽
名
を

え
る

 
理
 

新

理
波
で

す

 

魔
化
す
た
め
に
チ

ラ
そ
う
に

う
と
ツ
ク

ミ
は
一

 
月
読

そ
う

理

ち

ん
の
子
孫
か
な

 
と

い
た

ど
う
や
ら
ツ
ク

ミ
は

魔
化
せ
た
み
た
い
だ

す
る
と
今
度
は
い
か
に
も
私

は

い
と
い
う
神
が
理
久
兎
に
対
し
て

 

 

方
い

た
い
何
な
ん
で
す
か

 
と

理
久
兎
に

え
て
く
る

そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
少
し
カ
チ
ン
と
き
た

 
理
 

は

 
今
の
で

く
だ
が
怒
り
を
覚
え
て
い
る
と
今
度
は
男
神
の
須
佐
能

が
怒
鳴

て
き
た

 
須
佐

俺
ら
の
領
地
に
不
法
侵
入
し
て
あ
げ
く
の
は
て

 
に
兵
士
達
を
殺
し
て
ん
じ

か

 
須
佐
能

命
は
理
久
兎
に
今
自
分
自
身
の
思

た
こ
と
を

う

こ
れ
に
は
あ
ま
り
に
も
面
白

く
て

て
し
ま

た
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理
 

ク
ス

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
神
達
 

 
神
達
も
急
に

い
だ
し
た
理
久
兎
に
恐
怖
を
覚
え
た

そ
し
て

う
の
を

め
て
話
始
め
る

 
理
 

安
心
し
な
よ
兵
士
達
は
死
ん
で
な
い
よ
全
員
峰

 
打
ち
で

ウ
ン
さ
せ
た
だ
け
だ
よ

 
神
達

な

ロ

 
そ
れ
を
聞
い
た
神
達
は
ま
た

い
た

理
久
兎
に
立
ち
向
か

た
兵
士
達
は
皆
峰
打
ち
で

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
た
だ

く
し
か
な
か

た

だ
が
理
久
兎
の
話
は
ま
だ
続
い
た

 
理
 

そ
し
て
何
な
の

俺
ら
の
所
が
何
な
ん

 
だ
よ

お
い

 
理
久
兎
は
そ
の
発

つ

つ
に
ド
ス
を
交
え
つ
つ
殺
気
を

出
し
た

そ
の
殺
気
や
ド
ス

の
交
え
た

葉
を
聞
い
た

力
の
な
い
者
達
が
聞
き
そ
の
殺
気
に
当
て
ら
れ
た
場
合
は

 
須
佐

な

何
だ
こ
の
殺
気

 
八

あ

が
ふ
る
え
て
る

 
神
達

気
持
ち

悪
い

ウ
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な
に

こ
ん
な
殺
気
を

つ
人
間
な
ん
て
み

 
見
た
こ
と
な
い

 
月
読

り

理
波
ち

ん

 
そ
の
殺
気
は

に
危
険
な
殺
気
そ
の
も
の
だ

こ
れ
は

度
の

験
を
積
ん
で
き
た
理
久
兎

だ
か
ら
こ
そ
使
え
る
も
の
だ

た

す
る
と
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

お

と
悪
か

た
な
こ
ん
な
に
殺
気
を
出
し
て

 
ち

何
も
で
き
な
い
よ

 
ド
ス
の
か
か

た

は

め
て
元
の
口
調
に

し
自
身
の
殺
気
を
し
ま
い
こ
ん
だ

そ
し
て
殺

気
に
当
て
ら
れ
続
け
た
者
達
は

 
神
達

た

助
か

た

 
皆
安

の

を
心
の
中
で

ら
し
た

そ
し
て
こ
こ
に
来
た
理
由
で
あ
る
手
紙
の
送
り
主
を

聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

さ
て
本

に
入
る
け
ど

諏
訪
の
国
に
こ
ん
な

 

状
ま
が
い
の
手
紙
出
し
た
奴
は
ど
こ
の

だ

 
正
直
に

え
ば

分
の

殺
し
で
許
し
て
や
る
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知
ら
な
い
わ
よ

て
か
そ
れ
も
う
御
亡
く
な
り

 
に
な

て
る
わ
よ

第
一
に
そ
の
手
紙
は
本
当

 
に
こ
こ
大
和
か
ら
送
ら
れ
た
の
か
し
ら

 
い
か
に
も

い
と
思
え
る
神
様
は
理
久
兎
に
そ
う
告
げ
る

の
た
め
に
胸
ポ

ト
か
ら

手
紙
を
出
す
と

 
理
 

な
ら
こ
れ
が
証
拠
の
手
紙
だ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
証
拠
の
手
紙
を
投
げ
る

 
シ

ン

グ
サ

 
八

て

手
紙
が

さ

た

ロ

 
理
久
兎
の
投
げ
た
手
紙
が

に

さ

た

そ
し
て
投
げ
ら
れ
た
手
紙
を
引
き

き
そ
の

い

神
様
は
手
紙
を

す
る

ど
れ
ど
れ

 
そ
の
神
の

は

の

へ
と
変
わ

た

 
須
佐

ど
う
な
ん
だ
姉

 

 

間
違
い
な
く
こ
ち
ら
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
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そ
の
神
の
い

た
一

で
神
達
全
員
は
騒
然
と
し
た

 
月
読

本
当
な
の

お
姉
さ
ま

 
須
佐

神
奈
子
は
分
か
る
か

 
八

な
が
ら
心
当
た
り
が
あ
り
ま
せ
ん

 
理
 
ん

姉

お
姉
様

待
て
よ
て
こ
と
は
こ
い

 
つ
ら
俺
の

子
と
姪

子
か
よ

 
そ
う
目
の
前
に
い
る

人
が
理
久
兎
の

子
と
姪

子
だ
と
気
づ
い
た
の
だ

 

 

で
も

が

 
そ
の
神
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
頭
を

き
な
が
ら

 
理
 

あ

う
ん

な
ん
か
悪
か

た
な

 
急
に
理
久
兎
が
謝
り
だ
す
と
そ
の
神
は

 

 

ど

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
と

わ
れ
る

ま
さ
か

子
と
姪

子
に
殺
気
を
向
け
て
し
ま

た
事
に

じ
て
申
し
訳

な
く
思
い
謝

た
の
だ

 
理
 

い
や
な
ん
か
や
り
過
ぎ
た
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更
に

子
と
姪

子
に
対
し
て
少
し
や
り
過
ぎ
た
と
思
い
始
め
理
久
兎
は
と
り
あ
え
ず
謝

る

す
る
と
目
の
前
の

い
神
様
は

 

 

こ
ち
ら
こ
そ

こ
ん
な
手
紙
が
な
け
れ
ば

 
須
佐

す
ま
な
か

た

 
月
読

ご
め
ん
な
さ
い

理
波
ち

ん

 
や
は
り

が

が

て
い
る
だ
け
あ
り
性
格
も
少
し
同
じ
よ
う
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
彼
女
達

の
名
前
を

る

 
理
 

え

と
所
で
あ
ん
た
ら
名
前
は

 

 

私
の
名
前
は

ア
マ
テ
ラ
ス

天

と
申
し
ま
す

 
ス
 

俺
は

ス
サ
ノ
オ

須
佐
男
だ

 
ツ
 

私
は

ツ
ク

ミ

月
読
よ

 
理
 
 
い
や
月
読
は
知

て
る
け
ど

ま

い

か

 
そ
し
て
天

は
諏
訪
子

に

い
た
手
紙
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て

 
天
 

に
し
て
も

が

こ
ん
な
手
紙
を

 
天

が

え
て
い
る
と
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ゴ
ソ

 
と

人
気
に
な
る

級
の
神
が
い
た

 
理
 
な
る

ど

あ
い
つ
か

 
理
久
兎
に
は
見
え
て
い
た

少
し

て
動

し
た
神
が
い
た
の
を

だ
が
あ
え
て
理
久
兎

は
そ
い
つ
を

断
さ
せ
る
た
め
に
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
天

に
提
案
を
持
ち
か
け
る

 
理
 

な

天

さ
ん
よ

 
天

な
ん
で
す
か

 
理
 

こ
こ
は

つ
ゲ

ム
を
し
な
い
か

 
と

ゲ

ム
を
し
な
い
か
と
持
ち
掛
け
た

 
須
佐

ゲ

ム
だ

 
月
読

わ

い

ゲ

ム

ゲ

ム

 
天

こ
の
子
は

頭
が

い

 
須
佐

姉
ち

ん

 
昔
か
ら
思

て
い
た
が
や
は
り
月
読
は
ど
こ
か
頭
の
ネ

が

け
て
い
る
よ
う
だ

 
天

と
こ
ろ
で
ゲ

ム
と
は
い

た
い
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理
 

今
回
の
件
は

そ
ち
ら
に
も

ち
度
が
あ

た
し

 
俺
も
正
直
や
り
過
ぎ
た

だ
か
ら
こ
こ
は

つ

 
ゲ

ム
を
し
よ
う
と

 
理
久
兎
の
提
案
に
対
し
天

は

 
天
 

内
容
は

・
・

 
天

は
少
し
興
味
が
あ

た
の
か
理
久
兎
に
内
容
を
聞
く

 
理
 

こ
ち
ら
と
そ
ち
ら
で

人
代
表
を
決
め
て
試
合

 
を
す
る
ん
だ
よ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
ス
サ
ノ
オ
は
テ
ン
シ

ン
を
上
げ
て

 
須
佐

面
白
そ
う
じ

か

 
そ
う

う
と
天

は
怒
り
な
が
ら

 
天
 

須
佐
能

お
座
り

 
須
佐

ご
め
ん
姉

 
ス
サ
ノ
オ
は
突
然
大

を
上
げ
て
天

に
怒
ら
れ
る
と
須
佐
能

は
し

ぼ

ん
と
し
て

み

た
く
座
る
ど
う
や
ら
須
佐
能

は
天

に
は
頭
が
上
が
ら
な
い
よ
う
だ

だ
が
そ
ん
な
の
は
気
に



 第 話 ゲームをしよう

せ
ず
話
を
続
け
る

 
理
 

そ
れ
で
そ
ち
ら
が
勝
て
ば
諏
訪
の
国
の
信

は

 
そ
ち
ら
の
も
の
で
い
い
だ
ろ

 
月
読

も
し
も
私
達
が
負
け
た
ら

 
理
 

そ
の
時
は

今
後
諏
訪
の
国
に
宣
戦
布
告
等
の

 
事
を
し
な
い
と
い
う
の
が

件
で
ど
う
よ

 
須
佐

う

 
理
 

で

最
後
に
試
合
ま
で
ど
ち
ら
の
国
も
お
互
い

 
に
手
を
出
し
会
わ
な
い
の
も

件
だ

 
理
久
兎
が

え
た
ゲ

ム
の
内
容
を
聞
い
た
天

は
少
し

え
る

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
彼
女

は
そ
の
ゲ

ム
を
受
け
ざ
る

な
い

何
せ
元
々
の

ち
度
は
そ
ち
ら
に
あ
る

そ
れ
に
こ
の
話

に
は
い
や
今
は

め
て
お
こ
う

そ
し
て
天

は

 
天

ふ
む

分
か
り
ま
し
た
そ
の
ゲ

ム
受
け
ま

 
し

う

 
理
 

分
か

た
よ

方
の
主
神
に
も
伝
え
て
お
く
よ
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理
久
兎
の

え
た
ゲ

ム
を
受
け
る
こ
と
に
し
た

そ
し
て

で

 
理
 

あ

そ
れ
と
安
心
し
て
い
い
よ

 
天

何
が
で
す
か

 
理
 

俺
は
試
合
に
は
出
な
い
か
ら

 
元
々
あ
く
ま
で
代
理
と
し
て
来
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
し
自
分
は
諏
訪
の
国
の
⺠
な
ん
か
で
は
な

い

そ
こ
は
キ

チ
リ
と
諏
訪
子
が
方
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
い
の
だ
か
ら

だ
が
自
分
が
そ
う

う
と
須
佐
能

は

そ
う
に

 
須
佐

な
ん
だ
よ
出
な
い
の
か
よ

 
そ
の

き
を
月
読
に
聞
か
れ
た
の
か
今
度
は
月
読
が

で

 
月
読

ス

ち

ん

 
須
佐

す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
と

で
怒

た

姉
の
天

ど
こ
ろ
か
月
読
に
も
頭
が
上
が
ら
な
い
よ
う
だ

だ
が
と
り

あ
え
ず
は
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
終
え
た

 
理
 

じ

と
り
あ
え
ず
は
ま

こ
れ
で
話
は
ま
と

 
ま

た



 第 話 ゲームをしよう

 
天

そ
う
で
す

 
理
 

ゲ

ム
の
開
催
日
は

今
か
ら

間
後
で
諏
訪

 
の
国
の
近
く
に
あ
る
平
原
で
良
い
か

 
そ
う

る
と
天

は

を

に

て

 
天

い
ま
せ
ん

 
天

の
そ
の

葉
を
聞
き
理
久
兎
も

し
た

だ
が

 
理
 

じ

俺
は
帰
る
よ

あ

後

 
神
達
 
 
 
・
・

 
そ
う

う
と
神
達
は
今
度
は
何
だ
と

問

を

か
べ
た

を
す
る

 
そ
し
て
理
久
兎
は
話
を
続
け
る

 
理
 

も
し
も
今

た
こ
と
を
守
れ
ず

め
て
来
て

 
み
ろ
よ

そ
の
時
は

 
そ
う

う
と
先
程
よ
り
も
ド
ス
を
か
け
そ
し
て
殺
気
も
約

に
し
な
が
ら
神
達
を

み

け
て

 
理
 

全
員
五
体
満

で
帰
れ
る
と
思
う
な
よ
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神
達
 
 
 

 
今
の
そ
の
発

に
神
達
は
た
だ

え
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

そ
れ
を
見
て
こ
れ
な
ら
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
殺
気
も
し
ま
い
込
ん
で
口
調
と

を
元
の

に

し
て

 
理
 

じ

ふ
ん

ふ
ん

ふ
ん

 
そ
う

て

を

い
な
が
ら
帰
る
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
が
帰

て
約
数
時
間
後

 
八

須
佐
能

様

 
須
佐

ど
う
し
た
神
奈
子

 
神
奈
子
は
改
ま

て
須
佐
能

命
に

 
八

私
が
諏
訪
子
の
国
の
試
合
に
出
て
も
よ
ろ
し
い

 
で
す
か

 
そ
う
お
願
い
を
す
る

 
須
佐

ど
う
し
た
ん
だ
急
に

 
八

こ
の
戦
い
は
私
が
出
て
み
た
い
ん
で
す

 
神
奈
子
の
そ
の
発

に
須
佐
能

は

う

そ
し
て
満
面
の

で

 
須
佐

ク

ア
ハ
ハ

良
い

俺
は
あ
の
理
波

て
奴



 第 話 ゲームをしよう

 
に
し
か
興
味
な
い
か
ら
よ
出
る
か
ら
に
は
勝
て
よ

 
神
奈
子

 
奈
 

は
い

 
そ
う
し
て
大
和

合
の
代
表
は
八

神
奈
子
に
決
ま

た
の
だ

た
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第

話
 
教
官
再
び

 

い
空
は
夕

け
空
の

へ
と
代
わ
る

理
久
兎
は
ま
た
空
を
飛
ん
で
洩
矢
神
社
ま
で
帰

て
き
た

 
理
 

た
だ
い
ま

 

を
開
け
て
聞
こ
え
る
よ
う
に

う
と
祝

が
ド

ド

と
走

て
来
た

 
祝

理
波
さ
ん

今
ま
で
何
処
に

 
理
 

あ

ち

と
散
歩
に
な

 
そ
う

い
な
が
ら
居
間
へ
と
行
く

す
る
と
理
久
兎
は
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

 
理
 

あ
れ
諏
訪
子
は

 
諏
訪
子
の
姿
が
見
当
た
ら
な
い
の
だ

す
る
と
祝

は
少
し

惑
い
な
が
ら

 
祝

諏
訪
子
様
は

そ
の

 
と

て
い
る
と

 
洩
矢

あ

う

 

室
か
ら

が
し
た
の
で
理
久
兎
は

が
し
た

室
を
見
る
と
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理
 

何
や

て
ん
の

 
布
団
に
く
る
ま
り
な
が
ら
び
く
び
く
し
て
い
る
諏
訪
子
を
見
て
し
ま

た

そ
の
姿
か
ら
は
神

様
の

が
ま

た
く
感
じ
ら
れ
な
い

そ
し
て
祝

が
何

こ
う
な

た
の
か
を
話
す

 
祝

恐
怖
に
怖
じ
気
づ
い
て
あ
ん
な
お
姿
に

 
そ
れ
を
き
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

情
け

 
も
う
そ
れ
し
か

え
な
か

た
が
こ
の
ま
ま
と
い
う
の
も
い
か
な
い
の
で
理
久
兎
は
意
を
決
し

て
諏
訪
子

話
し
か
け
る

 
理
 

諏
訪
子

 
理
久
兎
が
呼
び
掛
け
る
と

 
諏
 

あ

う

 
こ
の
一

し
か

わ
ず
理
久
兎
は
も
う
一
度

 
理
 

お

い
諏
訪
子
ち

ん

 
と

呼
び
掛
け
る
が

 
諏
 

あ

う
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同
じ
こ
と
し
か

わ
な
い
諏
訪
子
に
少
し
キ
レ
た

最
初
の
お
ふ
く
ろ
の
気
持
ち
が
だ
い
ぶ
分

か

た
き
が
し
た

 
理
 

お
い
ゴ
ラ

ロ
リ
神
起
き
ろ

 
そ
う

て
諏
訪
子
を
布
団
か
ら
強
制
的
に
追
い
出
し
た

 
洩
矢

は

私
は
何
を

 
理
 

や

と
起
き
た
か

 
ど
う
や
ら
諏
訪
子
は
元
に

た
よ
う
だ

す
る
と
諏
訪
子
は
理
久
兎
の
存

に
気
づ
く

と 
洩
矢

あ
れ

理
波
帰

て
た
の

 
理
 

あ

だ
が
帰

て
来
た
ら
お
前
の
情
け
な
い
姿
も

 
見
ち
ま

た
け
ど
な

 
洩
矢

あ

う

そ
れ
は
ご
め
ん

 
理
 

と
り
あ
え
ず
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
祝

も

 
聞
い
て
い
て
く
れ

 
洩
矢

え



 第 話 教官 再び

 
祝

何
で
す
か

 

人
は
そ
の
場
に
座
る

そ
し
て
伝
え
る
べ
き
事
を
話
し
た

 
理
 

話
を
始
め
る
が
ま
ず
大
事
な
事
そ
れ
を

う
と

 
大
和

合
と
の
戦
争
は
な
い

 
洩
矢

え

で
も
手
紙
に
は

 
理
 

だ
が
そ
の
か
わ
り

間
後
に
国
の
代
表
を

人

 
選
ん
で

対

の
試
合
を
す
る
こ
と
に
な

た

 
そ
れ
を
聞
き
諏
訪
子
と
祝

の

は

と
明
る
く
な

た

 
祝

な
ら
理
波
さ
ん
が
出
れ
ば

 
ど
う
や
ら
今
の

葉
で
自
分
を
出
そ
う
と
し
た
よ
う
だ
か
そ
う
い
う
訳
に
は
い
か
な
い

 
理
 

何
を

て
い
る
ん
だ
祝

 
祝

へ

 
理
 

俺
は
こ
こ
の
国
の
人
間
じ

な
い

 
そ
う
自
分
は
こ
の
諏
訪
の
国
の
⺠
で
は
な
い

た
だ
の

者
だ

 
洩
矢

え

と
じ

が
出
る
の
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理
 

て
俺
の
目
の
前
の
神
様
だ
よ

 

み
な
が
ら
諏
訪
子
を
見
て
つ
い
で
に
人

し
指
を
向
け
る

 
洩
矢

え

え

 
祝

ふ

 
そ
こ
ま
で

く
事
は
な
い
だ
ろ
う

何

そ
こ
ま
で

く
の
や
ら

 
洩
矢

そ
れ
ど
う
い
う
こ
と
な
の
理
波

 
理
 

だ

て
こ
の
国
で
戦
え
る
の
は
諏
訪
子
ち

ん

 
し
か
い
な
い
し

頑

れ
守

神

 
洩
矢

私
に
は
無
理
だ
よ

あ

う

 
諏
訪
子
が
そ
ん
な
弱

を

い
た

正
直
こ
れ
は
自
分
も
悪
い
所
は
あ

た
が

手
が
自
分
自

身
の

や
姪
の
た
め

せ
ざ
る
も

な
か

た
の
だ

だ
か
ら
何
と
し
て
も
諏
訪
子
に
戦

て

も
ら
う
し
か
こ
の
諏
訪
の
国
を
守
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ

そ
の
た
め
仕
方
な
く

 
理
 

そ
う
か

・な
・ら
・神
・様
・や
・め
・ち
・ま
・え
・よ

 
洩
矢

え

 
祝
 

理
波
さ
ん

い
く
ら
な
ん
で
も
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理
 

だ

て
そ
う
だ
ろ

神
様
て
の
は
人
々
を
導
く

 
も
の
だ
人
々
に
希
望
を
与
え
る
も
の
だ
ど
ん
な

 
に
弱
く
て
も
必
死
に

力
す
れ
ば
そ
の
者
達
の

 
お
手
本
に
も
な
れ
る

だ
け
ど
今
の
諏
訪
子

 
ち

ん
は
そ
ん
な

力
し
よ
う
と
も
し
な
い
で

 
た
だ

え
て
い
る
だ
け
だ

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
た
諏
訪
子
は

 
諏
 

う
ぐ

 
ム
カ
つ
く

葉
に
怒
り
を
覚
え

が

え
て
い
た

だ
が
ま
だ
話
は
終
わ
ら
な
い

 
理
 

そ
ん
な
お
じ
け
つ
い
た
奴
に
神
が

ま
る
と
思
う

 
な
ら
神
様
を

め
ち
ま

て
大
和

合
の
神
に
信

 
を
渡
し
た
方
が
な
ん
ぼ
か
ま
し
だ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
祝

は

に

を

か
ば
せ
な
が
ら

 
祝

理
波
さ
ん

す
ぎ
ま
す

 
も
う

め
て
く
れ
と

わ
ん
ば
か
り
に
そ
う

て
き
た

す
る
と
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諏
 

だ

れ

 
諏
訪
子
が
小

で
何
か
を

た

理
久
兎
は
何
を

た
の
か
が
分
か
ら
ず

 
理
 

あ

 
そ
う

う
と
諏
訪
子
は
大

を
あ
げ
て

 
洩
矢

れ

 
そ
う

う
と
諏
訪
子
の
神
力
が
一
気
に

あ
が
る

 
洩
矢

お
前
に
何
が
分
か
る

私
の
気
持
ち
が

 
諏
訪
子
は
怒
り
の
あ
ま
り
に
理
久
兎
を
問
い

め
る

そ
し
て
そ
れ
を
間
近
で
見
て
い
た
祝

は 
祝

あ
わ
わ
わ

 
祝

は
た
だ

え
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
が
自
分
は
諏
訪
子
を

み

け

 
理
 

知
る
か

だ
が
こ
れ
だ
け
は

え
る

何
時

 
ま
で
も
う
じ
う
じ
と
逃
げ
て
な
い
で
戦

て
み

 
ろ

洩
矢
諏
訪
子

 
洩
矢
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自
分
は

え
る

り
で

た

す
る
と
諏
訪
子
は
自
身
の
愚
か
さ
に
気
づ
い
た
諏
訪
子
は

出
し
た
神
力
を

え
て

 
諏
 

ご
め
ん
理
波

怒
鳴

た
り
し
て
私

目
が

 
覚
め
た
よ
そ
れ
で
決
め
た
よ
逃
げ
な
い

て

 
諏
訪
子
は
謝
り
自
身
の
決
心
と
覚
悟
を

し
て

て
く
る

 
理
 

そ
う
か

気
に
し
な
く
て
良
い
よ

 
そ
う

う
と
諏
訪
子
は
改
ま

て
真

な

で

 
洩
矢

理
波

私
は
戦
い
方
に
関
し
て
ま

た
く
知

が

 
な
い
だ
か
ら
戦
い
方
を
教
え
て

し
い

 
そ
の
一

は
諏
訪
子
が
心
か
ら
決
心
し
た
こ
と
が
分
か

た

こ
の

を
見
れ
て
自
身
は

み
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ

い
い
面

え
に
な

た
な
諏
訪
子

 
良
い

教
え
て
や
る
よ
俺
が
知

て
る

り
な

 
洩
矢

あ
り
が
と
う
理
波

 
祝

諏
訪
子
様
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理
 

な
ら
今
日
は
休
め
明
日
か
ら
修
行
を
開
始
す
る
よ

 
洩
矢

分
か

た

 
理
 

は

あ

祝

ち

ん
今
日
も
泊
ま

て

 
も
い
い
か
な

 
怒
気
を

ま
ず
何
時
も
の

に

し
て

う
と
祝

は

く
が
ニ
コ
リ
と

み

で

 
祝

論
で
す

今
か
ら
晩
ご
飯
の

度
を
し
て
き

 
ま
す

 
そ
う

う
と
祝

は
晩
飯
を
作
る
た
め
に
厨
房
に
向
か
う

な
お
理
久
兎
の
内
心
は

 
理
 
も
う
道
化
師
の
役
目
も

れ
る
な

 
諏
訪
子
を
や
る
気
に
さ
せ
る
た
め
に
あ
え
て
自
分
が
悪
役
に
な

た
理
久
兎
は
案
外
に
も

れ

た

や
は
り

れ
な
い
こ
と
を
す
る
も
ん
じ

な
い
と
思

た

そ
し
て
そ
れ
を

所
に
理
久
兎

は 
理
 
ま
ず
は
ど
ん
な
メ
ニ

で
練
習
さ
せ
る
か

 
と
明
日
の
修
行
の
メ
ニ

を

え
る
の
だ

た

そ
し
て
翌
朝
諏
訪
子
を

れ
て
近
く

の

に

を
運
ん
だ
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理
 

よ
し
じ

ま
ず
は

行
か
ら
や
る

 

行
と
聞
い
た
諏
訪
子
は
頭
に

問

を

か
べ

 
洩
矢

こ
の
修
行
の
目
的
は

 
理
 

ま
ず
諏
訪
子
ち

ん
の
神
力
を
上
げ
る

 
洩
矢

な
る

ど

 
諏
訪
子
は

を
し
た

そ
し
て
そ
の
や
り
方
に
つ
い
て
理
久
兎
は
諏
訪
子
に
教
え
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
ま
ず

分
間

に
打
た
れ
な
が
ら

 
神
力
を

出
し
続
け
ろ

 
洩
矢

う
ん
分
か

た

 
そ
う
し
て
諏
訪
子
が

行
す
る
こ
と

分
後

 
洩
矢

は

は

中
々

れ
る

 
理
 

ま
だ

分
だ
け
ど
こ
れ
を
少
し
で
も

ば
し
て

 
い
け
れ
ば
諏
訪
子
ち

ん
の
神
力
の
最
大
値
を
底

 
上
げ
出
来
る
よ

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
た
諏
訪
子
は
や
る
気
を
出
し
て



 第三章 小さき土着神の思い

 
洩
矢

頑

て
み
る
よ

 
そ
う

べ
る

理
久
兎
は

オ
ル
を

し
出
し
て

 
理
 

と
り
あ
え
ず
体
を

き
な
よ

 
そ
う

て
諏
訪

に
体
を

か
せ
て
次
の
修

に

た

 
理
 

次
の
特
訓
は
ゲ

ム
感
覚
で
的
当
て
を
す
る
よ

 
洩
矢

的
当
て

 
理
 

そ

諏
訪
子
ち

ん
の
武

は

輪
だ
ろ

 
洩
矢

う

う
ん

そ
れ
が
ど
う
か
し
た

 
理
 

輪
は
近

撃
は

論
だ
け
ど
投

武

 
と
し
て
も
使
え
る
ん
だ
よ

 
そ
う

う
と
諏
訪
子
は

輪
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て

 
洩
矢

い
や
そ
れ
は
知

て
る
よ

 
と

う
と
そ
の
修

の
目
的
を
理
久
兎
は

う

 
理
 

で

そ
の
投

の

度
を
上
げ
る
の
が
こ
の
修
行

 
の
目
的

て
わ
け
だ



 第 話 教官 再び

 
洩
矢

な
る

ど

 
理
 

で
だ

的
に
す
る
の
は

 
そ
う

て
理
久
兎
は

紫
の
小
さ
な
火
の
玉
を
出
し
た

 
理
 

こ
の
火
の
玉
を
的
に
す
る
よ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
諏
訪
子
は

い
て

 
諏
 

待

て

が

え
な
い

 
こ
こ
は

た
通
り

の
中
だ

下
手
に
火
を
使
え
ば

が
火
事
に
な
る
の
だ
が
こ
れ
は
大
丈

夫
だ

 
理
 

大
丈
夫
こ
れ
は
俺
の
力
の

魔
力
で
作

た

 
火
の
玉
だ
か
ら

え
る
こ
と
は
な
い
よ

 
と

こ
の
火
の
玉
が
大
丈
夫
だ
と

う
と
諏
訪
子
は
安
心
し
て
い
た

 
洩
矢

そ
う
な
ん
だ
良
か

た
よ

 
理
 

じ

始
め
る
よ

 
修

を
始
め
る
こ
と
を

う
と
諏
訪
子
は
真

な
目
で

 
諏
 

来
な
よ
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と

諏
訪
子
も
そ
れ
に

え
る
の
だ

た

 
数
時
間
後

 
洩
矢

火
の
玉
が
あ
と
か
ら

く
な

て
い

て
当
て

 
る
の
が

し
い
よ
理
波

 

々
に
と

く
な

て
い
き
当
て
る
の
が

し
い
と

て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
の
対
処
法

を
諏
訪
子
に
教
え
る

 
理
 

そ
う
い
う
の
は
先
を
予

す
る
ん
だ
よ

 
諏
 

成
る
程

 
ま
た

つ
戦
い
か
た
を
覚
え
て
い
く
の
だ

た

諏
訪
子
の
修
行
は
ま
だ
始
ま

た
ば
か
り

間
と
い
う
時
間
を
う
ま
く
使
え
れ
ば
諏
訪
子
は
も
の
す
ご
く

び
る
と
理
久
兎
は
信
じ
そ
う

思
う
の
で
あ

た

 



 第 話 試合が始まるまで

 
第

話
 
試
合
が
始
ま
る
ま
で

 
諏
訪
子
の
修
行
は

調
に
進
ん
だ
神
力
も

前
と
は
比

に
な
ら
な
い

ど
上
が
り
体
力
や

能
力
の
コ
ン
ト
ロ

ル
等
も
上
が

た

 
洩
矢

は

 
ド
バ

ド
バ

 
諏
訪
子
の
能
力
に
よ
り
土
が
固
ま

て

の
よ
う
な

に
な
り
理
久
兎
に
襲
い
か
か
る

 
理
 

中
々
い
い
じ

な
い
か

 
出
て
き
た
土
の

と

と
の
わ
ず
か
間
に
入

て

リ

リ
で
諏
訪
子
の

撃
を

け
る

 
洩
矢

ク

や

り
理
波
は
強
い
な

 
理
 

な
ら
諏
訪
子
こ
れ
は

け
れ
る
か
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は

無
数
の
火
の
玉
魔
力
を
作

て
諏
訪
子
に
発

す
る

 
洩
矢

こ
の
数
は

け
る
こ
と
が
で
き
な
い

 
な
ら

け
な
け
れ
ば
い
い

そ
り

 
土
を
固
め
て
自
分
の
前
に

開
す
る

い
わ

る

だ
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ン

ン

ン

 
諏
訪
子
の

え
と
判
断
は
正
し
か

た

だ
が
そ
れ
を
理
久
兎
が

え
な
い
は
ず
が
な
い

 
洩
矢

あ
れ

理
波
は

 
そ
う
諏
訪
子
は
土
の

を
大
き
く
作

た
た
め
に
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

た

結
果

理
久
兎
を
見
失

た

す
る
と

 
理
 

こ
こ
だ
よ

 
洩
矢

え

 
気
づ
い
た
ら

後
を
と
ら
れ
て

も
と
に
手
刀
を

め
さ
れ
て
い
た

 
理
 

俺
の
勝
ち
だ
な

 
洩
矢

あ

う

 
理
 

で
も
中
々
い
い
動
き
だ

た
よ

 
最
後
の

の

開
は

正
し
い
判
断
だ
よ

 
で
も
そ
の
せ
い
で
前
が
見
え
て
な
か

た
か
ら

 
そ
れ
を

う
た
め
に
予

を
す
る
ん
だ
よ

 
洩
矢

な
る

ど



 第 話 試合が始まるまで

 
理
 

と
り
あ
え
ず
今
日
は
こ
こ
で
終
わ
ら
せ
て

 
明
日
の
試
合
に
望
も
う

 
洩
矢

そ
う
だ

じ

帰
ろ
う
か

 
そ
う
し
て
最
後
の
修
行
を
終
え
自
分
と
諏
訪
子
は
洩
矢
神
社
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
洩
矢

た
だ
い
ま
祝

 
諏
訪
子
が
祝

に
た
だ
い
ま
を

う
と
祝

は
嬉
し
そ
う
に

 
祝

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
諏
訪
子
様

 
諏
訪

に
お
帰
り
を

う
と
次
に
理
久
兎
が
や

て
来
る

 
祝

理
波
さ
ん
も
お

れ
さ
ま
で
す

 
理
 

あ

あ

た
だ
い
ま

 
や
け
に
元
気
な
祝

に
お

れ
様
と

わ
れ
理
久
兎
は
少
々
た
め
ら

た
が

を
返
す

そ

し
て
祝

は
自
分
と
諏
訪
子
に

 
祝

夕
飯
は
で
き
て
い
る
の
で
先
に
食
べ
ま
し

う

 
と

提
案
を
出
す
と
諏
訪
子
は

せ
そ
う
な

を
し
な
が
ら

 
洩
矢

う
ん
そ
う
し
よ
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祝

の
提
案
に

定
を
す
る

そ
し
て
理
久
兎
も
反
対
す
る
理
由
も
無
い
の
で

 
理
 

そ
う
だ
な

な
ら
頂
く
と
す
る
よ

 
そ
う
し
て
居
間
へ
と
向
か
う
の
だ
が

人
台
所
へ
と
向
か
う
祝

は

 
祝

理
波
さ
ん
の
料
理
に
は
勝
て
な
く
て
も

方
を

 
満

さ
せ
て
み
せ
ま
す
よ

 
祝

は

に

き

り
切
る

だ
が
そ
れ
は

然
に
も
諏
訪
子
に
聞
か
れ
て
い
た
た
め

 
洩
矢

祝

が
ん
ば

 
と
諏
訪
子
は

そ
り
と
祝

を

援
す
る
の
だ

た

そ
し
て
食
事
が
終
わ
り
自
分
と
諏

訪
子
は
縁

に
座
り
夜
空
を

め
な
が
ら

 
理
 

な

諏
訪
子

 
洩
矢

ん

な

に
理
波

 
理
 

明
日
の
試
合
の

手
は
大
方
予
想
で
き
た
よ

 
理
久
兎
の
発

に
諏
訪
子
は

き
の

を
し
な
が
ら

 
洩
矢

本
当
か
い

 
理
 

あ

多
分

手
は
戦
神
の

人
だ
な



 第 話 試合が始まるまで

 
洩
矢

や

り

 
ど
う
や
ら
諏
訪
子
も
戦
神
が
出
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
た
よ
う
だ

 
理
 

お
そ
ら
く
俺
の

え
で
は
須
佐
能

も
し
く
は

 
八

神
奈
子
の
ど
ち
ら
か
だ
な

 
理
久
兎
の

葉
を
聞
い
た
諏
訪

は
頭
を

さ
え
な
が
ら

 
諏
 

ど

ち
も
強

だ
よ

 
と

少
し
絶
望
に

た
が
そ
こ
に
理
久
兎
と

う
救
い
の

葉
が
さ
し
の
べ
ら
れ
る

 
理
 

諏
訪
子
自
分
の
力
を
信
じ
ろ

お
前
の

力

 
は
絶
対
に
無

に
は
な
ら
な
い
さ

 
そ
う

わ
れ
た
諏
訪
子
は
頭
を

さ
え
る
の
を

め
て
自
分
の
方
を
向
い
て

 
洩
矢

う
ん
も
ち
ろ
ん
頑

て
み
る
よ

 
理
 

そ
の
意
気
だ

 
と

楽
し
そ
う
に

う

だ
が
心
の
中
で
は

 
理
 
さ
て
俺
も
準
備
し
て
お
く
か
俺
の
見
立
て
だ
と

 
恐
ら
く
侵
略
し
て
く
る
だ
ろ
う
し
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手
紙
を
出
し
た
奴
は
も
う
後
が
な
い

そ
れ
な
ら
ば
い

そ
の
こ
と
で
侵
略
し
て
く
る
だ
ろ
う

と

え
た

す
る
と

 
祝

理
波
さ
ん

諏
訪
子
様
そ
ろ
そ
ろ

な
い
と

 
明
日
に

き
ま
す
よ

 
祝

に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
と
諏
訪
子
は

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
だ
な

よ
う
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
祝

が

意
し
て
く
れ
た
布
団
に
行
く
の
だ

た

そ
し
て
居
間
に
は
諏

訪
子
と
祝

だ
け
と
な
り
諏
訪
子
の

気
な
い
悪
戯
が
始
ま

た

 
洩
矢

祝

は
理
波
の

で

い

し
な
く
て
良
い
の

 
諏
訪
子
は
ニ

ニ

し
な
が
ら
そ
う

う
と
祝

は

を
真

に
さ
せ
て

 
祝

す

す
す
諏
訪
子
様

へ

変
な
こ
と
を

 

わ
な
い
で
下
さ
い

 
洩
矢

ふ
ふ

で
も
祝

の
い
つ
も

葉
を
聞
い
て
少
し

 
安
心
し
た
よ
あ
り
が
と
う

 
祝

諏
訪
子
様

頑

て
く
だ
さ
い
必
ず
勝
て



 第 話 試合が始まるまで

 
ま
す

 
諏
 

う
ん
頑

る
よ
祝

 
と

会
話
を
し
て
い
る
と

 
理
 

人
共

く

な
い
と
明
日
に

く

 

室
の
布
団
に
向
か

た
は
ず
の
理
久
兎
が
部

に

て
き
た

会
話
を
し
て
い
る
祝

と

諏
訪
子
に

う
と

 
祝

り

理
波
さ
ん
さ

さ

き
の
話
ま
さ
か

 
聞
い
て

 
祝

が

ず
か
し
が
り
な
が
ら
聞
く
と
理
久
兎
は

 
理
 

え

何
が

 
真

で
祝

に

う

と
い
う
か
話
と
は
と
思

て
い
た

そ
れ
を
聞
い
た
祝

は
少
し
が

か
り
し
な
が
ら

 
祝

え

な
ら
い
い
で
す

く

ま
し

う

 
理
波
さ
ん

 
そ
う

い
祝

は
ち

と
怒
り
な
が
ら

室
に
向
か
う
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理
 

え

え

と

諏
訪
子

俺
は
何
か
し
た

 
諏
訪
子
に
自
身
が
何
を
し
た
か
を
聞
く
と

 
洩
矢

ん

何
に
も
し
て
な
い
よ
理
波
は

も
う
少
し
女
心
を
知

た
方

 が
い
い
か
な

 
理
 

え

何
か

気
の
せ
い
か
ま

そ
れ
な
ら

 
良
い
ん
だ
が

と
り
あ
え
ず
さ

さ
と

る
よ

 
洩
矢

そ
う
だ

理
波

 
そ
う
し
て
今
日
と
い
う

日
は
過
ぎ
翌
日
の
試
合
当
日

 
神
様
達
が
お
酒
や
つ
ま
み
な
ど
を
食
べ
て
こ
れ
か
ら
お
こ
る
試
合
を
観
戦
し
よ
う
し
て
い
る

理
久
兎
は
あ
る
神
達
を
見
つ
け
た
の
で
近
づ
い
て

を
か
け
る

 
理
 

よ

三

神
様
方

 
天

こ
ん
に
ち
は
理
波
さ
ん

 
月
読

こ
ん
に
ち
は

 
須
佐

お

す
理
波

 
理
久
兎
が
話
か
け
た
の
は
自
身
の

子
や
姪

子
に
あ
た
る
三

の
天

月
読
須
佐



 第 話 試合が始まるまで

能

の

人
だ

 
理
 

須
佐
能

が
い
る

て
こ
と
は
や

り
八

 
神
奈
子
が
出
場
か

 
理
久
兎
は
自
身
の
推
理
を

う
と
天

達
は

い
て

 
天

よ
く
わ
か
り
ま
し
た

 
須
佐

お
い
お
い
教
え
た
覚
え
な
い
ん
だ
が
な

 
月
読

す
ご

い

 
三

は

く

そ
し
て

要
な
事
を
聞
き
た
い
た
め
三

神
に
聞
く

 
理
 

所
で

の
件
ど
う
な

た

 
天

で
す
が
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん

 
須
佐

ま

見
つ
け
次
第
そ
い
つ
に
は
後
で
き

ち
り

 
お

を
す
え
て
や
る
さ

 
月
読

や
る
の

 
理
 

そ
う
か

お

そ
ろ
そ
ろ
み
た
い
だ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
三

達
も
試
合
を
観
る
こ
と
に
し
た
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判

で
は
諏
訪
子
の
国
の
信

を

け
て
の
試
合

 
を
始
め
ま
す

ま
ず
諏
訪

の
国
の
代
表
は

 
洩
矢
諏
訪
子

 
洩
矢

頑

る
ん
だ

そ
の
た
め
に

力
し
た
ん
だ

 
緊

し
て
い
る
の
か
諏
訪
子
は
少
し

を
固
く
し
て
出
て
き
た

 

判

そ
し
て
対
す
る
我
ら
が
大
和

合
代
表
は

 
八

神
奈
子
様
だ

 
八

や
ら
せ
て
も
ら
う
わ
よ

 
洩
矢

当
た

て
る

 
諏
訪
子
は
理
久
兎
の
予
想
が
当
た

た
こ
と
に
少
し

き
つ
つ
も
目
の
前
に
立
つ

手
の
神
奈

子
を
見
る

 
八

う
中
々
い
い
面

え
だ

 
洩
矢

そ
れ
は
あ
り
が
と
う

 

判

で
は

よ
ろ
し
い
で
す

 

判
が
諏
訪
子
と
神
奈
子
に
聞
く
と



 第 話 試合が始まるまで

 
八

あ

問

な
い
よ

 
洩
矢

こ

ち
も
問

な
い

 

判

で
は

試
合
開
始

 
洩
矢

行
く
よ

八

神
奈
子

 
八

来
い

洩
矢
諏
訪
子

 
ド
ゴ

ン

 
そ
の
合

と
共
に

神
が
激
突
す
る

こ
う
し
て
表
と
裏
と
の
ゲ

ム
の
始
ま

た
の
だ

た
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第

話
 
諏
訪
大
戦
そ
し
て
陰
謀

 
何
時
も
は
静
か
な
心
地
よ
い
風
が

く
こ
こ
平
原
で
は

 
洩
矢

は

 
ド
ン

ド
ン

ド
ン

 
諏
訪
子
の
能
力
で
作
ら
れ
た
土
の

が
神
奈
子
に
襲
い
か
か
る
が

 
八

そ
り

 
だ
が
神
奈
子
は
ど
こ
か
ら
出
し
た
の
か
分
か
ら
な
い

で

ド
す
る

 
理
 

よ
く
戦
え
て
い
る
じ

な
い
か

 
そ
う

い
つ
つ
チ
ラ
チ
ラ
と
犯
人
で
あ
ろ
う
神
を
見
て
い
た

そ
し
て
よ
う
や
く
だ

た

 
理
 
 
動
き
だ
し
た
か

 
マ

ク
し
て
い
た
モ
ブ
神
が

か
ら
立
ち
上
が
り
せ
か
せ
か
と

を
ど
こ
か
に
運
ば
せ
て
行

た

そ
し
て
理
久
兎
が
違
う
方
を
向
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
天

は

 
天

ど
う
し
た
の
で
す
か

理
波
さ
ん

 
天

は
ど
う
し
た
の
か
と
聞
か
れ
理
久
兎
は



 第 話 諏訪大戦そして陰謀

 
理
 

あ

に
行

て
く
る
よ

 
そ
う

う
と
天

は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
天
 

あ

そ
う
で
し
た
か
行

て
ら

し

い
ま
せ

 
理
 

あ

 
天

に

た
通
り

行
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
犯
人
で
あ
ろ
う
モ
ブ
神
を
追
跡
を
開

始
し
た
が
そ
の
理
久
兎
を
見
て
い
た
須
佐
能

は

 
須
佐

 

て
理
久
兎
を
見
つ
め
て
い
た
の
だ

た

そ
し
て
犯
人
で
あ
ろ
う
モ
ブ
神
は

 
モ
神

ク
ソ

あ
の
忌
々
し
い
使
者
め

お
陰
様
で
俺
の

 
計
画
が
だ
い
な
し
だ

本
当
だ

た
ら
今
頃
は
信

 

は
俺
の
も
の
だ

た
の
に

だ
が
せ
め
て
も

 
仕
返
し
と
し
て
諏
訪
の
国
を

し
て
や
る

 
兵
士

準
備
大
丈
夫
で
す

 
モ
神

そ
う
か
ク
ク
ク

 
理
 

う

何
が
ク
ク
ク
だ
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そ
の

に
気
が
つ
い
た
モ
ブ
神
は

の
し
た
方
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は
先
程
忌
々
し
い
と

た
理
久
兎
が
た

て
い
た

 
モ
神

な

様
い
つ
の
間
に

 
理
 

よ
う
や
く
化
け
の

が
し
た
か

 
モ
神

何
時
か
ら
気
づ
い
て
い
た

 
モ
ブ
神
が
理
久
兎
に
そ
う
聞
く
と
理
久
兎
は
ど
う
し
て
気
が
つ
い
た
の
か
を
教
え
た

 
理
 

あ
の
時

天

達
が
手
紙
を
見
て
い
る
時
に
明
ら

 
か
に
お
前
だ
け
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
か
ら
な

 
嫌
で
も
気
づ
く
ん
だ
よ

 
そ
う
指

さ
れ
た
モ
ブ
神
は

し
そ
な
表
情
を
す
る
が
す
ぐ
に

静
と
な

て
兵
士
達
に
指

を
出
す

 
モ
神

ク

様
さ
え
い
な
け
れ
ば

や
れ
者
共
よ

 

 
奴
を
殺
せ

 
兵
士

 
だ
が
兵
士
達
は

を
出
す
ど
こ
ろ
か
行
動
に
も

さ
な
い
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モ
神

お
い

ど
う
し
た

 
バ

ン

バ

ン

バ

ン

 
す
る
と
突
然
モ
ブ
兵
士
達
が

れ
だ
し
た
の
で
あ
る

 
モ
神

な

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
須
佐

成
る
程
な

お
前
か

俺
ら
の

に
泥
を
塗

 
た
ク

は

 
モ
神

す

須
佐
能

様

 
と
須
佐
能

が
乱
入
し
て
き
た

ど
う
や
ら
モ
ブ
兵
士
達
は
須
佐
能

に
よ

て

さ
れ
た

よ
う
だ

 
理
 

や
る

一

で
全
員

ウ
ン
か

 
須
佐

す
ま
な
か

た
な
こ
れ
は
完
全
に
俺
ら
の

 
ミ
ス
だ

 
理
 

気
に
す
る
な
と
り
あ
え
ず
こ
の
雑

の

 

け
を
し
な
い
と
な

 
須
佐

あ

そ
の
通
り
だ
な

様
に
は
た

り
と
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お

を
す
え
て
や
る

覚
悟
し
ろ
よ

 

人
の

は

て
い
た
が
そ
の

は

人
か
ら
見
た
ら
ま
じ
で
ビ
ビ
る
怖
さ
だ

 
コ
キ
コ
キ

コ
キ

ン

 

人
の
神
は
指
を
鳴
ら
し
な
が
ら
そ
の
モ
ブ
神
に
近
づ
い
て
い
く

 
モ
神

 
モ
ブ
神
の
断
末
魔
が
聞
こ
え
る
と
い
く
つ
か
の
殴
る

が

り
の

い
た
の
だ

た

モ
ブ
神

を
シ
バ
き
始
め
て
か
ら
数
分
後

 
モ
神

あ

が

 
モ
ブ
神
の

は
ボ
コ
ボ
コ
に
な

て

れ

ア
ザ
が
出
来
て
お
り
目
は

目
に
な

て
い
た

 
須
佐

や
れ
や
れ
本
当
に
面

か
け
や
が

て

 
理
 

た
く
諏
訪
子
の
戦
い
を
見
逃
し
ち

た
よ

 
理
久
兎
と
ス
サ
ノ
オ
は
少
し
ば
か
し
愚

て
る
と
須
佐
能

は

て
し
ま

た

 
須
佐

 
理
 

ど
う
し
た

 
急
に
須
佐
能

命
が

り
出
し
た
の
で
理
由
を
聞
く
と
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須
佐

実
は
な

俺
は

お
前
と
戦

て
み
た
か

た
ん

 
だ
よ
な

 
理
 

ど
う
し
て

 
須
佐

あ
そ
こ
ま
で
強
い
殺
気
を

て
る
奴
は
探
し
て
も

 
到
底
い
な
い
ん
だ
よ

 
理
 

 
須
佐

だ
か
ら
本
当
は
お
前
と
戦
い
た
か

た

て
い
う
の
が

 
本

だ
な

 
須
佐
能

の
本

を
聞
い
て
あ
ま
り
に
も
嬉
し
く
て
そ
し
て
面
白
く
て

て
し
ま

た

 
理
 

ク
ス

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
須
佐

大
丈
夫
か

 
理
 

あ

問

な
い
よ

な
ら
さ
須
佐
能

 
諏
訪
子
ち

ん
達
の
戦
い
終
わ

た
ら
俺
と

 
一
戦
殺
る
か

 
須
佐

な

良
い
の
か
よ
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理
 

あ

わ
ん
よ
俺
も
戦
神
と
試
合
出
来
る
機
会

 
な
ん
て
ま
ず
中
々
な
い
か
ら
な
俺
か
ら
も
お
願

 
い
し
た
い
ぐ
ら
い
だ
よ

 
須
佐

そ
う
か

な
ら
や
る
か

お

し

え
て

 
き
た

 
理
久
兎
と
戦
え
る
と
い
う
喜
び
で
須
佐
能

は
闘
志
に
火
が
つ
き
始
め
た

そ
ん
な
須
佐
能

を
見
て

 
理
 

嫌
い
じ

な
い
よ
お
前
み
た
い
な
奴
は

 
理
久
兎
は
自
分
の
正
体
を
明
か
せ
な
い

で
も

子
が
こ
こ
ま
で
熱
心
な
ん
だ

父
と

し
て

一
出
来
る
事
が
戦
い
と
い
う
な
ら
せ
め
て
全
身
全
力
で
戦
お
う
と
理
久
兎
は
決
心
し
た
の

だ

そ
し
て
理
久
兎
は
須
佐
能

に
提
案
を
す
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
帰
ろ
う
か

お
前
の
御
姉
ち

ん
に

 
怒
ら
れ
る
前
に

な

 
須
佐

は

そ
う
だ
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
須
佐
能

は
試
合
会
場
ま
で
帰
る
こ
と
に
し
た
の
だ

た



 第 話 諏訪大戦そして陰謀
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第

話
 
理
の
神

戦
の
神

 
モ
ブ
神
を
殴
り
飛
ば
し
て

を
し
た
後
理
久
兎
と
須
佐
能

は
急
い
で
天

達
の
い
る
観

客

へ
と

る

そ
し
て
天

は

 
天

い
で
す
よ
お

人
共

 
月
読

本
当
に
も
う

 
須
佐

悪
い
な
姉

そ
れ
に
姉
ち

ん

 
理
 

い
や

須
佐
能

と

で
話
し
て
た
ら
だ
い
ぶ

 
時
間
が

ち

て
た
よ

 
理
久
兎
と
須
佐
能

命
は
モ
ブ
神
を
シ
バ
い
た
事
を
内

に
話
し
た

モ
ブ
神
は
ど
う
し
た

か

て

き
つ
い
お

を
す
え
た
後
に
兵
士
共
々

で

に
ぐ
る
ぐ
る

き
で

て
お
い

た
よ

 
そ
し
て
理
久
兎
は
今
の
状

に
つ
い
て

人
に
聞
く

 
理
 

今
ど
う
い
う
状

 
月
読

う

と

諏
訪
子
ち

ん
だ

け

が
神
奈
子
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ち

ん
に
今

さ
れ
て
る

 
理
久
兎
の

問
に
月
読
が

え
る
と

 
神
達

ウ

 
と

神
達
が

を
あ
げ
る

試
合
場
を
見
て
み
る
と

 
洩
矢

は

は

 
八

こ
れ
で
終
わ
り
だ
御

 
シ

ン

 
ド
ス
ン

 
洩
矢

が
は

 
神
奈
子
か
ら

た
れ
た
御

が
諏
訪
子
へ
と
直
撃
し
た

 
洩
矢

あ

う

 
そ
し
て
諏
訪
子
は

れ
た

そ
し
て
こ
の
勝
負
の
結
果
は

 

判

勝
負
あ
り

勝
者
は
八

神
奈
子

 
全
員
 

は

 
神
達
の

び
を
上
げ
る
な
か
理
久
兎
は
リ
ン
グ
に
上
が
り

 
理
 

お

れ
様

諏
訪
子
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そ
う

い
理
久
兎
は
諏
訪
子
を
お
ん
ぶ
す
る

 
洩
矢

あ

う

ご
め
ん
理
波

私

 
負
け
て

し
か

た
の
か
諏
訪
子
は

き
そ
う
だ

た

 
理
 

気
に
す
る
な
よ
諏
訪
子

今
日
の
負
け
は
次
に

げ

 
て

に
す
れ
ば
い
い
そ
の
気
持
ち
を

れ
る
な

 
洩
矢

理
波

 
そ
ん
な
こ
と
を

い
な
が
ら
諏
訪
子
を

負

て
観
客

の
方
に
つ
れ
て
い

た

 
諏
 

所
で
理
波

何
で
観
客

の
方
に

れ
て
行
く

 
の

 
諏
訪
子
が

問
に
思

た
の
か

問
し
て
く
る

そ
れ
と
同
時
だ

た

 
須
佐

よ
し

理
波
や
る
か

 
そ
う

て
須
佐
能

は
試
合
場
へ
と
出
て
き
た

そ
し
て
須
佐
能

に
呼
ば
れ
た
自
分
も

 
理
 

良
い

や
ろ
う
か

 
理
久
兎
は
諏
訪
子
を
観
客

に
お
い
て
試
合
場
へ
と
上
が
り
須
佐
能

の
前
に
立

た

先
程

ま
で
の

気
が
台
無
し
だ
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神
達

え

は

 
そ
し
て
何
も
知
ら
な
い
観
客
の
神
達
は

問
の

だ

 
天

方
達
は
何
し
て
る
の

 
月
読

え

 
八

須
佐
能

様

 
試
合
場
に
上
が

て
い
る
神
奈
子
が
須
佐
能

に

を
か
け
よ
う
と
す
る
と

 
須
佐

神
奈
子

観
客

に
さ
が

て
ろ

 
そ
う

わ
れ
た
神
奈
子
は

し
て

 
八

あ

は
い

 
そ
う

い
神
奈
子
は
観
客

に
下
が

て
い
く

見
た
所
一

は
須
佐
能

の
方
が

い
の

か
立
場
的
に

ら
え
ず
と
い

た
感
じ
だ

た

 
祝

理
波
さ
ん

 
洩
矢

え

え

 

人
も
何
が
何
だ
か
分
か
ら
ず

惑
し
て
い
た

 
須
佐

お
い

判



 第三章 小さき土着神の思い

 
須
佐
能

は
試
合
場
に
い
る

判
に

を
か
け
る

 

判

は

は
い
何
で
し

う
か

 
ス
 

今
か
ら
俺
は

こ
い
つ

い
や
新

理
波
と

 
戦
う

 
そ
の

葉
に
理
久
兎
と
須
佐
能

命
を
除
い
た
神
や
人
間
は

 
全
員
 

は

 
今
の
一

で
そ
の
場
の
全
員
が

い
た

 
天

正
気
で
す
か

人
共

 
正
気
か
と
聞
か
れ
た
自
分
と
須
佐
能

は
真

な

で

 
理
 

安
心
し
ろ
後

も
し
て
い
な
い
し

 

 
須
佐

反

も
し
て
い
な
い

 

人
の

葉
は
見
事
に

が

た

 
月
読

す
ご

い

が

た

 
天

こ
の
お
馬
鹿
共

 
八

ど
う
し
て

こ
う
な

た
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洩
矢

あ

う

 
祝

常

に
と
ら
わ
れ
ち

メ
だ

常

に
と
ら

 
わ
れ
ち

メ
だ

 
ど
う
や
ら
祝

は
突
然
の
こ
と
過
ぎ
て

れ
た
み
た
い
だ

だ
が
そ
れ
は
さ
て
お
き

く
の
は

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

何
せ
戦
神
に
戦
い
を
挑
む
な
ん
て
前
代

聞
そ
れ
も
戦
神
と
し
て
名
を
知

ら
し
め
た
ス
須
佐
能

に
だ

だ
が
し
か
し

ど
の
神
や
人
間
達
は
知
ら
な
い

理
久
兎
の
本
当

の
正
体
と
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
事
を

そ
の
引
き
金
を
引
い
た
の
が

 
理
 

な

須
佐
能

 
須
佐

ど
う
し
た

 
理
 

お
前
は
愛

の
武

は
使
わ
な
い
の

 
そ
う
こ
の
一

で
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
の
引
き
金
と
な
る

そ
し
て
理
久
兎
に
武

の
事
を

わ
れ
た
須
佐
能

は

き
な
が
ら

 
須
佐

な

お
前
ど
こ
で

 
理
 

だ

て
そ
の
手
は
武

を
も

て
戦

て
い
る

 
奴
の
手
だ
よ

俺
に
は
わ
か
る
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そ
う

わ
れ
た
須
佐
能

は

い
だ
し
た

 
須
佐

ク
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
し
て
満
面
の

で
自
分
を
見
る
と

 
須
佐

良
い

な
ら
お

い
な
し
に
使
わ
せ
て
も
ら

 
う

 
須
佐

こ
い

あ
ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

天

の

 
そ
う

て
須
佐
能

は

け
目
を
作
り
出
し
そ
こ
か
ら

本
の

華
な
装

が
さ
れ
た
刀

を
取
り
出
し
た

 
須
佐

な
ら
大
サ

ビ
ス
で
俺
の
能
力
を
教
え
て
や
る
よ
 

 
俺
の
能
力
は

あ
ら

る
物
を
を
断
つ
程
度
の
能

 
力

だ

 
須
佐
能

は
バ
カ

出
し
で
自
身
の
能
力
を

え
る

だ
が
教
え
て
く
れ
た
の
な
ら
自
分
も
教

え
る
べ
き
た

そ
う
で
な
け
れ
ば
フ

ア
じ

な
い

 
理
 

そ
い
つ
は
ス
ゲ

な

な
ら
俺
も
教
え
て
や
る
よ

 
俺
の
能
力
は

災

を

る
程
度
の
能
力

だ



 第 話 理の神 戦の神

 
と

正
々

々
を
心
掛
け
る
た
め
に
自
身
の
能
力
を

え
る

 
須
佐

お
前
こ
そ
ス
ゲ

じ

な
え
か

 
そ
し
て

判
は
理
久
兎
達
の
前
に
手
を

し
て

 

判

で
は

お

人
と
も
よ
ろ
し
い
で
す

 
理
 

問

な
い

 
須
佐

同
じ
く

 

判

で
は

試
合
開
始

 

判
の
一

に
よ

て

 

キ
ン

キ
ン

 
ブ

ン

 

人
は
刀
と
刀
で
ぶ
つ
か
り
合
う

 
須
佐

そ
れ
は
あ
の
時
の
刀
か

 
理
久
兎
は
須
佐
能

が
斬
り
か
か
る
一

で
断
罪
神
書
か
ら

本
の
自
身
の
愛
刀

空
紅
と

黒

を
取
り
出
し
須
佐
能

の

を
受
け

め
た

 
理
 

良
い

そ
の
一
太
刀

い
が
な
く
て
な

 

人
は

て
い
た
そ
の

は
強

に
会
え
た
嬉
し
さ
に
よ
る
も
の
だ

だ
が
観
客

は
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理
久
兎
と
須
佐
能

に
よ

て
作
ら
れ
た

撃
波
で

が
出
て
い
た

 
洩
矢

う
ぐ

あ

 
し
か
も

撃
で
諏
訪
子
が
空
に
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う

 
神
達

う
わ

 
天

撃
が

 
月
読

強
い
風

 

ど
の
神
が
こ
の

撃
を

え
る
の
に

一

だ

 
八

な
ん
て

撃
だ

 
神
奈
子
は
自
分
の
御

を
地
面
に

し
て

ま
り
そ
れ
に

え
る

す
る
と

 
洩
矢

う
わ

 
八

な

 

シ

 

撃
で
吹

飛
ば
さ
れ
て
い
る
諏
訪
子
を
神
奈
子
が

み
こ
れ

上
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
力

強
く

る

 
洩
矢

あ
り
が
と
う
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八

気
に
す
る
な

 
祝
 

キ

 
祝

に

て
は
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
近
く
に
生
え
て
い
た

に
し
が
み
つ
い
て
い
る
始
末

だ

だ
が
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に

 
理
 

吹
き

れ
ろ

 
ビ

ン

 
理
久
兎
は

そ
う

う
と

り
の
風
が
集
ま
り
も
の
す
ご
い

に
な

た
の
だ
が

 
須
佐

お
ら

 

キ
ン

 
須
佐
能

は
自
身
が
起
こ
し
た

を
一
斬
で
断
ち
斬

た
の
だ

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は

で

 
理
 

や
る
じ

ん

 
須
佐
能

を

め
と
須
佐
能

も

で

 
須
佐

お
前
も
な

 
と

須
佐
能

命
は
自
分
も

め
た

だ
が
観
客

の

う
は
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神
達
 
 

 
天

方
達

め
な
さ

い

 
月
読

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

い

い

 
月
読
に

て
は
も
う
こ
の
戦
い
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
が

 
祝

も
う
い
や
だ

 
八

し

か
り

ま
れ

洩
矢
諏
訪
子

 
洩
矢

あ
り
が
と
う
神
奈
子

 
諏
訪
子
は
必
死
に
神
奈
子
の
手
を

み
神
奈
子
も

す
も
の
か
と
必
死
に
諏
訪
子
の
手
を

み

続
け
る

な
お
祝

は
死
に
た
く
な
い
が
た
め
に
必
死
に

に
引

い
て
い
た

だ
が
そ
こ
に

更
な
る
追
い
討
ち
が
く
る

 
須
佐

お
り

 
今
度
は
須
佐
能

が
斬
撃
を
飛
ば
し
て
く
る
が

 
理
 

え
さ
か
れ
空
紅

 

ン

 
ス
サ
ノ
オ
の
斬
激
を
理
久
兎
は
空
紅
の

を

出
し
て

殺
し
た
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だ
が
こ
の

の
せ
い
で
上
昇
気
流
が
地
上
で
発
生
し
た

そ
の
結
果

 
神
達

も
う
や
め
て
く
れ

 
祝

今
度
は
空
に
引

ら
れ
る

 
も
う
こ
の
場
は

と
化
し
て
い
た

 
月
読

ど

ち
も
頑

れ

 
洩
矢

嫌
だ
死
に
た
く
な
い

 
八

ク
ソ

ど
う
す
れ
ば

 
天

方
達

本
当
に
い
い
加
減
に
し
な
さ

い

 
理
 

も

と
暴
れ
よ
う

須
佐
能

 
須
佐

お
う
よ

 

人
い
や

神
と
い

た

う
が

い
か

そ
の
戦
い
は
も
は
や
天
地
が

れ
る
大
激
闘
だ

だ
が
こ
の
戦
い
は
あ
る
者
に
よ

て
終

が
う
た
れ
る
が
そ
れ
は
ま
た
次
回
の
話
だ
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第

話
 
馬
鹿
達
は
そ
の
後

 
今
現

自
分
と
須
佐
能

は
日
本
の
作
法
の

つ
で
あ
る

Ｓ

を
さ
せ
ら
れ
て

い
る

 
天

こ
の
大
馬
鹿
達
は

 

神
 

正

座

中

 
何

か
と
い
う
と
理
久
兎
と
須
佐
能

が
戦

て
い
る
時
に
天

が
突
然
乱
入
し
て
き
て
自
分

達

人
ま
と
め
て
げ
ん
こ
つ
さ
れ
た
か
ら
だ

も
ち
ろ
ん
試
合
も
中

と
な

て
し
ま

た

 
天

方
達
は
大
人
し
く
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
ん

 
で
す
か

 
天

に
そ
う

わ
れ
た
馬
鹿
神

名
は
同
じ

え
と
同
じ
意
見
と
な
り

葉
が

な

た

 

神

だ
が
断
る

 
ブ
チ

 
今
の

葉
を

た
と
同
時
に
何
か
が
ブ
チ
切
れ
る

が
す
る

ど
う
や
ら
こ
の
場
に
い
る
全

員
ぶ
ち

レ
た
よ
う
だ
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天

こ
の
馬
鹿
共
が

 
バ
シ
ン

バ
シ
ン

 
須
佐

て

 
理
 

い

意
外
に

い
な

 
天

が
何
処
か
ら
と
も
な
く
出
し
た
ハ
リ

ン
で
理
久
兎
と
須
佐
能

の
頭
は

か
れ
た

そ

し
て
こ
の
光

は

か
ら
見
る
と
す
ご
い
シ

ル
な

面
だ

理
由
は
姪

子
に
説
教
さ
れ
る

父

て
ど
う
思
い
か
だ

そ
の

な
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
こ
れ
は
流

に
あ
り

な
い
で

し

う

だ
が
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か

た

 
祝

理

波

さ

ん

 
洩
矢

理

波

 
理
 

う
ん

う
ん

 
理
久
兎
の
後
ろ
で
物

い

の

人

祝

と
諏
訪
子
が
立

て
い
た

そ
の

は
ま
る

で
⻤

の
よ
う
な

だ

更
に
昔
何
処
か
で
見
た
事
の
あ
る
よ
う
な
ド
ス
黒
い
殺
気
を

て
い
た

だ
が
何

そ
の

人
が
そ
の
よ
う
に
し
て
理
久
兎
の
名
前
呼
ぶ
の
か
が
理
久
兎
に
分

か
ら
な
か

た
が



 第三章 小さき土着神の思い

 
祝

あ

ち
で

 
を
し

う
か

 
洩
矢

論
だ
け
ど

な
ん
て
な
い
か
ら

 

人
に
そ
う

わ
れ
る
が
ま
ま

を

ま
れ
て

の

の
方
に
引
き
ず
ら
れ
な
が
ら

れ

て
い
か
れ
る

そ
し
て
よ
う
や
く

い
理
久
兎
に
も
分
か

て
し
ま

た

 
理
 

あ

こ
れ

メ
な
や
つ
だ

 
理
久
兎
の

は
も
う
何
か
を
諦
め
た

だ

た

そ
し
て
須
佐
能

の
方
も

 
八

天

様

 
天

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
八

須
佐
能

様
に
御

を

と
す
許
可
を

 
神
奈
子
こ
と
検
察
官
に
処

宣
告
を
さ
れ
た

告
こ
と
ス
サ
ノ
オ
は

 
須
佐

え

ロ

 
突
然
の
こ
と
過
ぎ
て

い
て
い
る
と
天

も
と
い
裁
判
⻑
は
嬉
し
そ
う
な

で

 
天

許
可
し
ま
す

 
須
佐

お

お
い

じ

談
だ
よ
な
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天

せ

か
く
だ
か
ら
私
も
日
頃
の

憤
を
晴
ら
す

 
た
め
に
フ
ル

で
ぶ
ん
殴
り
ま
す
か

 
天

こ
と
裁
判
⻑
も
須
佐
能

の
せ
い
で

ま

て
し
ま

た

憤
そ
し
て
ス
ト
レ
ス
を
ぶ
ん

殴

て
解
消
す
る
気
の
よ
う
だ

こ
れ
が
本
当
の

罪

ナ

ク
ル
だ

 
コ
キ

コ
キ

 
須
佐

姉
ち

ん

 
告
こ
と
ス
サ
ノ
オ
は
月
読
に
助
け
を
め
る

だ
が
ま
た
を

士
に
助
け
を
め
る
が

 
須
佐

ス

ち

ん
御

様

 
月
読
も
最

す
る
気
は
更
々
な
い
よ
う
だ

そ
し
て

 

神

 
馬
鹿
神

名
の

を
受
け
た
者
達
の
制
裁
に
よ

て
馬
鹿
神

名
の

鳴
が
こ
だ
ま
し
た

の
だ

た

こ
れ

自

自

と
い
う
も
の
だ

 
天

反

し
ま
し
た
か

 
天

に
そ
う

わ
れ
た
馬
鹿
神
達
は
頭
の
コ
ブ
か
ら

を
だ
し

や
体
が
さ

き
よ
り
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な

た
状
態
で
正
座
し
て
い
た

そ
し
て

神
は
こ
の
場
に
い
る
全
員
に
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理
 

す
ん
ま
せ
ん
で
し
た

 
須
佐

調
子
に
の
り
ま
し
た

 
謝
る
が

神
そ
の
姿
は
本
当
に

惨
だ

 
洩
矢

理
波

反

し
た

 
理
 

し
ま
し
た
本
当
に
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
祝

も
う

理
波
さ
ん
は

ち

と
や
り
過
ぎ
た
か
な

 
理
久
兎
は
祝

と
諏
訪
子
に
そ
う

わ
れ
正
座
で
謝
罪
し
須
佐
能

の
方
は

 
月
読

大
丈
夫

ス

ち

ん

 
天

も
う
少
し
自

す
る
よ
う
に

 
須
佐

本
当
に
悪
か

た

 
八

次
ま
た
や
ら
す
よ
う
な
ら

く
し
な
だ

め姫
に

い
つ

 
け
る
よ

 
そ
う

わ
れ
た
須
佐
能

は

を
真

に
な

た

 
須
佐

や
め
ろ
神
奈
子

そ
れ
だ
け
は

 
八

わ
か

た
な
ら
次
は
気
を
つ
け
な
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須
佐

す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
と
須
佐
能

の
対
決
は
中

に
な

た

げ
句
の
果
て
に
は
理
久
兎

よ
り
も
年
下
姪

子
に
説
教
さ
れ
そ
し
て
最
後
は
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
の
だ

た

そ
し
て

天

が
理
久
兎
と
須
佐
能

に
更
に
説
教
を
す
る
の
に
夢
中
だ

た
た
め
か
須
佐
能

が
こ

そ

り
と
話
し
か
け
る

 
須
佐

で
も
よ
な
ん
で
俺
の
能
力
が
お
前
に

 
通

し
な
か

た
ん
だ

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
須
佐
能

命
か
ら
の

問
の
返

を
は
ぐ
ら
か
し
な
が
ら

え
る

 
理
 

さ

 
と

い
う
一
方
で
心
の
中
で
は

 
理
 
ま

俺
の
能
力
で
消
し
た
ん
だ
け
ど

 
と

い
た

因
み
に
理
久
兎
は
自
身
に
理
を
追
加
し
て
い
た
そ
の
理
は

手
が
自
身
に

渉
す
る
能
力
を

殺
す
る
と
い
う
理
を
追
加
し
て
い
た
ち
な
み
に
こ
れ
を
創
る
の
に
使

し
た
対

は
自
分
自
身
の

約

リ

ト
ル
だ

お
か
げ
で
理
久
兎
は
し
ば
ら
く

に
な

た

だ

が
結
果
的
に
理
久
兎
自
身
は
普
通
に
斬
ら
れ
る

メ

は
あ
る
も
の
の
断
ち
切
る
と
い
う
須
佐



 第三章 小さき土着神の思い

能

の
能
力
を
封
じ
た
の
だ

そ
れ
は
自
身
の

本
の
刀
に
も
影

さ
れ
て
い
た

理
由
は
理

久
兎
は
日
本
の
刀
を
作
る
さ
い
に
自
身
の
妖
力
や

を
込
め
て
作

た
の
だ

そ
れ
は
い
わ

る
理
久
兎
の
分
身
で
も
あ
る
つ
ま
り
理
久
兎
が
作

た
理
の
対
象
に
な

た
の
だ
そ
の
お
陰
で

刀
も

ら
れ
ず
に

ん
だ
の
だ

こ
れ
は
理
久
兎

外

に
も
分
か
ら
な
い
な

で
も
あ

た

 
須
佐

う

ん

出
来

け
ど

え
る
の
は

 

め
て
お
く
か

 
理
 

明
な
判
断
だ
よ

 
そ
う

て
い
る
と
天

は
説
教
を
聞
い
て
い
な
い
だ
ろ
う
理
久
兎
と
須
佐
能

に

 
天

方
達

話
を
聞
い
て
ま
す
か

 
理
 

聞
い
て
ま
す

 
須
佐

何
時
に
な

た
ら
解

さ
れ
る
ん
だ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
戦
い
は
幕
を
と
じ
た
の
で
あ

た
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第

話
 
諏
訪
の
国
行
く
末

 
夕
暮
れ
の

時

先
程
ま
で
暴
風
や

が
舞

た
諏
訪
の
国
の
近
く
の
平
原
は
静
け
さ
を
取

り

し
つ
つ
あ

た

 
天

と
り
あ
え
ず
こ
の
馬
鹿

名
は
し
ば
き
ま
し
た

 

神
 

 
理
久
兎
と
須
佐
能

は
皆
か
ら
説
教
と

を
さ
れ
て
体
も
心
も
ボ
ロ
ボ
ロ
な
状
態
だ

 
月
読

と
こ
ろ
で
お
姉
ち

ん

 
天

ど
う
し
た
の
月
読

 
月
読

何
か

れ
て
な
い

 
月
読
に
そ
う

わ
れ
た
天

は

に
手
を
置
い
て

え
込
み

 
天

あ

そ
う
だ

 
月
読

思
い
出
し
た

 
天

帰

て
書

作
ら
な
き

 

コ
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天

の

葉
に
月
読
は
盛
大
に
ず

こ
け
る

そ
し
て
月
読
が

れ
な
が
ら

 
月
読

も
う

違

う

け
で
私
達
が
勝

た

 
で
し

 
天

あ

そ

ち
で
す
か

 
頭
の
ネ

が
ぶ

飛
ん
で
る
月
読
に

わ
れ
て
思
い
出
す
天

も
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
く
天
然

だ

そ
し
て
天

に
話
し
て
い
る
と
神
奈
子
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
八

諏
訪
の
国
の
信

は
私
達
の
も
の
だ
よ
な

 
神
奈
子
に
そ
う

わ
れ
た
諏
訪
子
は

て
下
を
向
い
た

 
洩
矢

 
祝

諏
訪
子
様

 
そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は
最
後
の
切
り

い
や
秘
策
を
使
う
こ
と
に
し
た

 
理
 

あ

ち

と
い
い
か

 
天

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
天

が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
理
 

え

と
諏
訪
の
国
の
信

に
つ
い
て
何
だ
が
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多
分
無
理
だ

 
と

今
更
感
が
漂
う
ぶ

ち

け
発

を
す
る

 
全
員

は

 
全
員
こ
ん
な

し
か
あ
げ
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

そ
し
て
理
久
兎
は
諏
訪
子
に

 
理
 

諏
訪
子
お
前

前
に

た
よ
な

 
洩
矢

え

何
を

 
主
語
を
つ
け
て
い
な
か

た
た
め
理
久
兎
に
何
を

と
聞
く
と
そ
れ
に
つ
い
て

う

 
理
 

こ
の
国
は
一

は
諏
訪
子
が
治
め
て
い
る
訳

 
だ
ろ

 
洩
矢

う
ん
そ
う
だ

 
理
 

で
も
実

の
信

対
象
は

 
洩
矢

ミ
シ

グ

様
だ
よ

 
理
 

ミ
シ

グ

様
は
何
の
神
様
だ

 
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て

問
を
す
る
と
祝

は

え
て

 
祝

か
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洩
矢

り
神
様
だ
よ
そ
れ
が
ど
う
し
た
の

 
祝

が

う
前
に
諏
訪
子
が

え
る

そ
う

り
神
だ

 
理
 

そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
簡
単
に

う
と

 
そ
う

う
が

り
の
神
達
や
人
間
達
は

 
全
員
 
・
・

 
頭
の
中
が
こ
ん
が
ら
が

て
い
た

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は

し
さ
を
持

て

 
理
 

説
明

し
い

 
説
明
が

し
い
か
を
聞
く
と
天

は
頭
を

く
下
げ
て

 
天
 

お
願
い
い
た
し
ま
す

 
と

儀
に
お
願
い
し
て
き
た

理
久
兎
は
若

罪
悪
感
を

き
つ
つ
要
約
し
た
簡
単
な
説
明

を
す
る

 
理
 

簡
単
に
説
明
す
る
と
こ
の
国
の
信

対
象
は

 
ミ
シ

グ

様
ま
た
を

り
神
だ

人
間
達

 
は
こ
の

り
を
恐
れ
て
い
る
つ
ま
り
こ
の

 
り
が
怖
く
て
よ
そ
か
ら
来
た
神
様
を
信

す
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る
こ
と
が
出
来
な
い
ん
だ
よ
な

 
簡
単
す
ぎ
る
説
明
を
聞
い
た

り
の
神
達
は

 
洩
矢

え

と
つ
ま
り

 
月
読

私
達
が
や

た
こ
と
は

 
八

全
て

 
祝

無

な
こ
と
だ

た

 
天

そ
ん
な

 
須
佐

マ

か
よ

 
そ
う
思
う
の
は
当
然
だ

自
分
達
は
何
の
た
め
に
こ
こ
ま
で
来
て
戦
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
と

え
て
し
ま
う
か
ら
だ

だ
が
こ
れ
こ
そ
理
久
兎
の
策
だ

理
久
兎
は
こ
れ
を
知

て

い
た
が

え
て
諏
訪
子
に

わ
な
か

た
の
は
こ
の
事
を

う
と
更
に
自

に
な
る
と

え
た

た
め
こ
の
よ
う
な
処
置
を
と

た

だ
が

子
や
姪

子
の

そ
う
な

を
見
て
し
ま

た

父
の
理
久
兎
も
こ
れ
に
は
罪
悪
感
を
ま
た

い
た
た
め

 
理
 

で
も
信

も

す
る
方
法
は
あ
る
よ

 
全
員
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そ
れ
を
聞
い
た
神
達
は

き
の
表
情
へ
と
変
わ
る

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の
方
法
を
教
え
る

 
理
 

簡
単
だ
よ
二
神
制
に
す
れ
ば
い
い

 
全
員

二
神
制

 
理
 

そ

ま
ず
そ

ち
の
大
和
の
神
を

人
こ

ち
に

 
住
ま
せ
る
で

表
向
き
は
そ
の
神
様
が
や

て
裏

 
の
事
務
仕
事
な
ん
か
は
諏
訪
子
ち

ん
が
や
れ
ば

 
良
い
そ
う
す
れ
ば
あ
ら
不
思
議

て

 
天

な
る

ど

か
に
そ
れ
は
名
案
で
す

 
月
読

で
も

が
い
い
か
な

 
月
読
が
そ
う

う
と
須
佐
能

は
胸
を
は

て

 
須
佐

俺
は
八

神
奈
子
を
推

す
る

 
八

え

 
神
奈
子
を
推

し
た

そ
れ
を
聞
い
た
神
奈
子
は

き
の

を
あ
げ
て
須
佐
能

に

め

る 
八

須
佐
能

様
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月
読

か
に
い
い
か
も

さ

き
何
て
諏
訪
の
神

 
様
を
助
け
て
た
し

 
月
読
に
も

わ
れ
た
神
奈
子
は
覚
悟
を
決
め
た

を
し
て

 
八

分
か
り
ま
し
た

慎
ん
で
お
受
け
い
た
し

 
ま
す

 
神
奈
子
が
そ
う

う
と
諏
訪
子
と
祝

は
神
奈
子
へ
と

け

る

 
洩
矢

え

と
じ

よ
ろ
し
く

神
奈
子

 
祝

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
八

よ
ろ
し
く
な
諏
訪
子
と
祝

だ

け

 
祝

あ

て
ま
す
よ
神
奈
子
様

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
諏
訪
大
戦
は
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ

た

そ
の
後
諏
訪
の
国
に
侵
略
し
よ

う
と
し
た
神
達
は
須
佐
能

に

れ
て
い
か
れ
た

そ
し
て

間
後

 
洩
矢

あ

神
奈
子

そ
れ
私
の

 
八

だ
が

い
者
勝
ち
だ

 
祝

御
二
人
と
も

も
う
少
し
仲
良
く
食
べ
て
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下
さ
い

 

神

だ

て
こ
い
つ
が

 
理
 

や
れ
や
れ

 
と

い
つ
も
の
日
常
に
神
奈
子
が
加
わ

た

そ
し
て
理
久
兎
は
意
を
決
し
て

人
に
話
を

す
る

 
理
 

ち

と
い
い
か

 
祝

理
波
さ
ん

 
洩
矢

ど
う
し
た
の

 
八

ど
う
し
た
ん
だ
い

 
理
 

俺

明
日
こ
こ
を
発
つ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
こ
の
場
の
全
員
は

 
洩
矢

え

 
祝

 
八

そ
う
か

 
諏
訪
子
は

き
祝

は

し
そ
う
な

で
下
を
向
き
神
奈
子
は

し
そ
う
だ

た

そ
し
て
諏



 第 話 諏訪の国行く末

訪
子
は
理
久
兎
に
提
案
を
す
る

 
洩
矢

理
波
こ
こ
に
住
ま
な
い

 
諏
訪
子
は
住
ま
な
い
か
と
提
案
を
さ
れ
た

だ
が

 
理
 

い
や

俺
は
所
詮
流
れ
者
さ

後

り
の
生
は

 

々
な

を
見
て
い
こ
う
と

 
そ
う

い
そ
の
提
案
を

を
す
る

 
洩
矢

そ

か

じ

今
日
は
送
別
会

て
こ
と
で

 

と
や
る
か

 
八

だ
な

 
祝

そ
う
で
す

 
皆
は
理
久
兎
が
居
な
く
な
る

し
さ
を

れ
る
た
め
に
飲
ん
で

魔
化
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
理
久
兎
も
礼
を

い
酒
を
飲
む
こ
と
に
し
た

 
そ
し
て

翌
日

 
洩
矢

い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
理
波
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八

々
と
な

 
理
 

気
に
す
る
な

あ
れ
祝

は

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

り
を
見
渡
す

 
洩
矢

そ
う
い
え
ば

 
諏
訪
子
も

り
を
見
渡
す
と

 
祝

理
波
さ
ん

 
祝

が

物
を

え
て
理
久
兎
の
も
と
ま
で
走

て
く
る

 
理
 

ど
う
し
た
の
祝

 
祝

こ
れ
を
持

て
て
く
だ
さ
い

 
そ
う

い
祝

は
理
久
兎
に
あ
る
も
の
を
渡
す

そ
の
中
身
を
見
て
み
る
と

  
理
 

こ
れ
は

 
理
久
兎
が
受
け
取

た
の
は
祝

が

た
で
あ
ろ
う
お
に
ぎ
り
だ

 
祝

お

に
食
べ
て
下
さ
い

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
祝
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そ
う

て
祝

の
頭
に
手
を
置
い
て

で
た

 
祝

理
波
さ
ん

 
そ
し
て

で
る
と
頭
か
ら
手
を

し
て

 
理
 

じ

そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ
も
う
会
う
こ
と
も
無
い

 
だ
ろ
う
け
ど
元
気
で
な

 
洩
矢

じ

理
波

 
八

達
者
で
な

 
祝

 
そ
う

て
理
久
兎
は
去

て
行
く
の
だ

た

そ
し
て
祝

は
気
づ
か
ぬ
ま
に

 
洩
矢

祝

何
で

い
て
る
の

 
そ
う
祝

は
目
か
ら

を
流
し
て
い
た
の
だ

そ
れ

ど
ま
で
に
理
久
兎
の
事
が
大

き
だ

た
事
が
物
語
れ
る

 
祝

あ
れ

何
で
で
し

う
か

 
祝

は
そ
う

う
と

で

を

う

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
神
奈
子
は
気
を
つ
か

て

か
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八

家
に
入

て
酒
で
も
飲
も
う
か

人
共

 
そ
う

う
と
諏
訪
子
は

で

 
諏
 

う
ん

 
諏
訪
子
は
そ
う

え
て
祝

も

 
祝
 

そ
う
で
す

さ
よ
な
ら
理
波
さ
ん

 
そ
う

い

人
は
神
社
の
中
へ
と
入

て
い
く

そ
し
て
祝

は

く
の
間

太
陽
が
昇
る

晴
天
の
空
を
見
続
け
た
の
だ

た

後
に
洩
矢
神
社
は
二
神
制
と
な

た
た
め
お
か
し
い
と
い
う

事
に
な
り
名
を
洩
矢
神
社
改
め
守
矢
神
社
と
名
前
を
変
え
る

そ
し
て
遠
い

来
に
風
祝
の
子
孫

と
守
矢
の

神
達
が
騒
動
を

き
起
こ
す
が
ま
た
そ
れ
は
別
の
お
話
だ
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第

話
 
久
々
の
再
会

 
理
久
兎
は
祝

か
ら

た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
大
空
を
飛
ん
で
あ
る
場
所
へ
と
向
か

て
い
た

 
理
 

お
に
ぎ
り

い
な

 
そ
の
場
所
は
何
処
か
と
い
う
と
数
時
間
後

 
理
 

や

と
つ
い
た

 
理
久
兎
が
向
か

て
い
た
場
所
そ
こ
は

 
須
佐

あ
れ

理
波
じ

か

 
理
 

間
ぶ
り
だ

須
佐
能

 
そ
う
理
久
兎
が
向
か

て
い
た
場
所
は
大
和

合
だ

 
須
佐

ど
う
し
た
ん
だ

 
理
 

実
は

 
理
久
兎
は
何
し
に
来
た
の
か
を
須
佐
能

に
伝
え
る

す
る
と
須
佐
能

は

き
の

を
す

る
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須
佐

マ

か
よ

そ
れ
は
姉

に
聞
か
な
い
と
な

 
須
佐
能

が
そ
う

て
い
る
と

度
よ
い

イ
ミ
ン
グ
で

 
天

私
が
ど
う
し
た
ん
で
す
か
須
佐
能

 
須
佐

姉

ち

う
ど
良
か

た

 
天

え

 
須
佐
能

は
理
久
兎
か
ら
聞
い
た
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る

 
ス
 

て

う
こ
と
な
ん
だ
よ

 
全
部
聞
い
た
天

は
理
久
兎
に

 
天
 

少
し
待

て
い
て
下
さ
い
理
波
さ
ん

 
そ
う

い
本
殿
へ
向
か
お
う
と
す
る
天

に

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
ア
マ
テ
ラ
ス

 
天

何
で
す
か

 
理
 

彼
に
こ
う
伝
え
て
よ
理
が
会
い
に
き
た

て

 
天

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
天

は

の
た
め
本
殿
に
入

て
い

た

そ
し
て
須
佐
能

は
理
久
兎
に
何
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そ
の
理
由
で
来
た
の
か
を
聞
い
て
き
た

 
須
佐

し
か
し
何
で
ま
た

 
理
 

ま

々
と

 
理
久
兎
が
説
明
を
は
ぐ
ら
か
す
と
本
殿
へ
と
行

た
天

が
帰

て
く
る

 
天

と
れ
ま
し
た
よ
理
波
さ
ん
ど
う

中
へ

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
本
殿
の
中
へ
入

て
い

た

 
そ
し
て
そ
こ
に
取
り

さ
れ
た
天

と
須
佐
能

は

 
須
佐

な

姉

 
天

ど
う
か
し
ま
し
た
か
須
佐
能

 
須
佐

理
波

て
何
者
だ
よ

 
天

か
に
お
父
様
に

の

葉
を

た
ら

 
を
変
え
て
通
せ

て

わ
れ
た
の
よ

 
そ
う
理
久
兎
が
会
い
に
来
た
の
は

実
の
弟
で
あ
る
伊
邪
那

に
会
い
に
来
た
の
だ

 
理
 

こ
こ
か
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理
久
兎
は
案
内
さ
れ
た

の
前
ま
で
来
る
と

を
ノ

ク
す
る
こ
と
に
す
る

 
ト
ン

ト
ン

ト
ン

 
三
回
ノ

ク
す
る
と
中
か
ら

 
イ

ど
う

 
と

伊
邪
那

の

が
聞
こ
え
た

そ
し
て
理
久
兎
は

 

チ

 

を
開
け
て
伊
邪
那

に

を
す
る

 
理
 

よ

久
し
い
な

伊
邪
那

 
と

う
と
イ
ザ
ナ

伊
邪
那

も
理
久
兎
の

を
見
て
嬉
し
そ
う
に

 
イ

兄
上

お
久
々
で
す

 
久
々
に
伊
邪
那

の

を
見
る
と
昔
と
は
変
わ

た
と
こ
ろ
が
何

所
も
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

く 
理
 

し
か
し
俺
が
見
て
な
い
間
に

々
し
く
な

た

 
な

 
イ

兄
上
こ
そ

前
よ
り
強
く
な
ら
れ
て
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理
 

そ
う
い
え
ば
伊
邪
那

お
前
子

い
た
ん
だ
な

 
最
初

い
た

 
イ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
う
で
し
た
か

 
と
伊
邪
那

は

れ
く
さ
そ
う
に
そ
う

え
る
と
理
久
兎
は
伊
邪
那
美
の
事
に
つ
い
て
も
聞

く
こ
と
に
す
る

 
理
 

で

伊
邪
那
美
は

 
イ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
伊
邪
那

は
先
程
よ
り
も

が
暗
く
な
る

 
理
 

ど
う
し
た

 
イ

実
は
で
す

 
理
 
 
・
・

 
弟

兄
に
説
明
中

 
イ

そ
う

う
こ
と
な
ん
で
す

 
理
 

お
前
な

そ
れ
は
キ
レ
ら
れ
て
当
た
り
前
だ

 
イ

反

し
て
い
ま
す
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そ
う
読
者
様
は
知

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
伊
邪
那

は
伊
邪
那
美
と

泉
の
国
で

ン
カ

別
れ
し
て
い
る
の
だ

 
理
 

そ
う
そ
う
伊
邪
那

に
聞
き
た
い
こ
と
が

 
あ
る
ん
だ
よ

 
イ

な
ん
で
す
か

 
理
 

お
前
ら
は
新
し
く
神
力
を
使
え
る
だ
ろ

 
イ

は
い
そ
う
で
す

 
理
 

俺
は
使
え
る
の
か

 
理
久
兎
は
自
身
に
も
神
力
が
使
え
る
の
か
を
イ
ザ
ナ

伊
邪
那

に
聞
く
と

 
イ

使
え
る
は
ず
で
す
が

件
が
あ
り
ま
す

 
理
 

件
は

 
イ

ま
ず
神
力
は
人
々
等
の
信

に
よ

て
そ
の
力
を

 
使
え
そ
し
て
信

の
大
き
さ
に
よ

て
そ
の
力
の

 
大
き
さ
も
上
が

て
い
き
ま
す

 
理
 

つ
ま
り
信

し
て
く
れ
る
奴
が
多
け
れ
ば
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多
い

ど
力
が
上
が
る

て
こ
と
か

 
イ

そ
の
と
う
り
で
す
兄
上

 
理
 

な
る

ど

か
お
前
ら

て
信

が
な
い

 
と
生
き
ら
れ
な
い
ん
だ
よ

 
理
久
兎
が
ま
た

問
を
す
る
と
イ
ザ
ナ

は
伊
邪
那

を

に
ふ

て

 
イ

い
え
実

は
こ
の
世
界
に
お
い
て
存

を

て

 
な
く
な
る
ん
で
す

だ
か
ら
み
ん
な
信

を

 
絶
え
な
く
す
る
た
め
に
頑

て
い
る
ん
で
す

 
理
 

そ
う
か

 
理
久
兎
は
そ
う

い
う
と
視

の
先
を
見
る
と
立
派
な

ラ
ス

ス
の
中
に
入

て
い
る

を
見
つ
け
た

 
理
 

伊
邪
那

こ
れ
は

 
イ

そ
れ
は

あ
め
の
ぬ
ぼ
こ

天

で
す

私
達
が
神
産
み

 
な
ど
を
し
た
さ
い
に

い
た
も
の
で
す

 
理
 

伊
邪
那

こ
れ

て
お
前
し
か
も
て
な
い
の
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理
久
兎
が
そ
う
聞
く
と
伊
邪
那

は
そ
れ
に
つ
い
て
も
し

か
り
説
明
を
す
る

 
イ

そ
う
で
す

多
分

私

外
の
者
が
持
て
ば

 
力
に

え
ら
れ
な
く
て

発
し
て
し
ま
い
ま
す

  
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
天

に
興
味
を
持

た

に

 
理
 

ふ

ん

え
い

 

リ
ン

 
イ

 

ロ

 
理
久
兎
は
予
想
外
の
こ
と
を
し
で
か
し
た

な
ん
と
天

が
入

て
い
る

ラ
ス

ス

を
殴

て

し
そ
の
手
に
は
天

が

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 
イ

兄
上

何
や

て
ん
で
す
か

 
イ
ザ
ナ

が
理
久
兎
に
文
句
を

う
が
そ
ん
な
の
を
お

い
な
し
に

 
ブ
ン

ブ
ン

ブ
ン

ブ
ン

 
シ

ン

 
理
久
兎
は

そ
の

を

り
回
し
た

そ
し
て
理
久
兎
は
あ
る
事
が
分
か

た

そ
う
不

思
議
な
力
が

き
上
が

て
く
る
の
で
あ
る
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イ

兄
上
か
ら
神
力
が

で
も
何

 
そ
う
理
久
兎
か
ら
は
神
力
が
み
な
ぎ

て
い
た

な

か
わ
か
ら
な
い
が
こ
れ
は

れ
も
な
く

神
力
だ

 
イ

か
兄
上
は

⺟
上
に
も

と
も
近
い
存

 
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
で
⺟
上
と
神
力
を
共

し
て

 
い
る
の
か

 
と

伊
邪
那

が

え
て
い
る
と
理
久
兎
は
更
に
自

せ
ず

 
理
 

伊
邪
那

こ
れ
持

て

て
い
い

 
理
久
兎
が
自

せ
ず
に
そ
う
聞
く
と

 
イ

メ
で
す
い
く
ら
兄
上
で
も

 
イ
ザ
ナ

は
反
対
す
る
が
理
久
兎
は
も
う
一
度

 
理
 

メ
か

伊
邪
那

 
イ

メ
で
す

 
ま
た

下
さ
れ
た
理
久
兎
は
秘
策
を
出
す

 
理
 

そ
ん
な
事
を

て
い
い
の
か
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イ

え

何
だ
こ

こ
の

の
兄
上
の

え
は
ま
と
も

 
じ

な
い

 
今
の
理
久
兎
の

は
ニ

ニ

て
い
る
ゲ
ス
の

そ
の
も
の
だ

 
理
 

イ
ザ
ナ
ミ
と
別
れ
る

に
使

し
た
こ
の
世
と

 

泉
を
塞
ぐ

界

を

す
よ

そ
し
た
ら
ど

 
う
な
る
か
な

 
イ

な

 
理
 

伊
邪
那

を
掘

た

 
イ

く

兄
上

口

ノ

 
そ
う

界

と
は
こ
の
世
と

泉
を

ぐ
道
を
封
じ
て
い
る

だ

こ
れ
が
な
く
な
る
と
伊
邪

那
美
が
ブ
チ
切
れ
て
伊
邪
那

を
殺
し
に
か
か
る
の
で
あ
る

も
し
も
そ
う
な

た
場
合
の
回
想

シ

ン
が
こ
ち
ら
で
す

  
イ
ミ

お
兄
ち

ん

フ
フ
フ
フ

 
伊
邪
那
美
は
物

く
怖
い

と
そ
の
手
に
は

に
塗
ら
れ
た

を
持
つ

刀
が

ら
れ
て
い



 第 話 久々の再会

る 
イ

お

ち
着
け

伊
邪
那
美

 
イ
ミ

ふ
ふ
ふ

よ
く
も
あ
の
時

私
を

い
と

 

て
く
れ
た
わ

お
兄
ち

ん

 
イ

あ

兄
上

助
け
て
く
だ
さ
い

 
伊
邪
那

は
座

て
こ
れ
を
観
戦
し
て
い
る
理
久
兎
に
助
け
を

め
る
が

 
理
 

頑

て

伊
邪
那
美

 
無

な
事
に
理
久
兎
は
伊
邪
那

を
助
け
る
訳
で
は
な
く
伊
邪
那
美
を

援
し
て
い
た

 
イ
ミ

お
兄
様
の
心
遣
い
に
感
謝
し
ま
す
フ
フ

 
イ

兄
上

 
イ
ミ

じ

フ
フ

 
グ
ザ

 
伊
邪
那
美
は
そ
の
手
に

ら
れ
て
い
る

刀
で
伊
邪
那

の

を
か

さ
ば
い
た

 
イ

 
 

 
こ
こ
か
ら
は
あ
ま
り
に
も
回
想
す
る
の
が

し
い
た
め
シ

ン
は
終
了
だ

こ
れ
を
想

し
た
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伊
邪
那

は

を
真

に
し
て

え
て
い
た

 
イ

 
 

 
理
久
兎
の
や

て
い
る
行

は
い
か
に
も

お
よ
び
強
盗
で
す

読
者
様
は
絶
対
に
真

し

な
い
で
く
だ
さ
い

そ
し
て
伊
邪
那

は
そ
れ
に
ビ
ビ

て

 
イ

わ
か
り
ま
し
た

持

て
い

て

い
ま
せ
ん

 
理
 

あ
り
が
と
う

伊
邪
那

 
イ

 
真

黒
だ
本
当
に

 
イ
ザ
ナ

は
改
め
て
自
身
の
兄
の
心
が
真

黒
だ
と
再

す
る
の
だ

た

そ
し
て
イ
ザ
ナ

伊
邪
那

と
話
す
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

神
界
序

 
イ

は
い
今
兄
上
は

そ
の
神
界
の
中
で
も

 

番
目
の
強
さ
で
す

 
理
 

ふ

ん

番
は
聞
か
な
く
て
も
あ
れ
だ
ろ

 
イ

え

ま

 
理
 

は

や
れ
や
れ
お
ふ
く
ろ
は
本
当
に

違
い
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だ
よ

 
イ

兄
上
が

い
ま
す
か

 
理
久
兎
は

そ
の

番
で
あ
る

に
何
度
も
戦
い
を
挑
ん
だ
の
は

う
ま
で
も
な
い

因
み

に
序

ま
で

う
と

 

 

 
理
久
兎
 

 
伊
邪
那
美
 

 

伊
邪
那

 

 
天

 
理
 

と
こ
ろ
で
月
に
行

た
皆
は
大
丈
夫
だ

た

 
月
へ
と
行

た

達
の
事
を
心

し
て
そ
れ
を
聞
く
と

 
イ

あ

八
意

ピ

さ
ん
達
で
す
か

 
理
 

え

八
意

じ

な
く
て

 
イ

え

と
八
意
さ
ん
は
多
分
で
す
が
自
分
の
名
前

 
を
兄
上
と
同
じ
で

せ
て
い
る
の
か
と

 
理
 

ふ

ん
そ
う
だ

た
ん
だ

 
イ

え

何

だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

お

と

 
話
が

れ
ま
し
た

彼
女
達
は
今
も
元
気

 
で
す
よ

兄
上
が
彼
女
達
を
救

た
の
で
す
よ
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理
 

ま

今
思
い
出
す
と
懐
か
し
い

 
イ

彼
女
達
は
兄
上
の
こ
と
を
本
当
に

し
て
 

 
い
ま
し
た
よ

で
も
良
か

た
の
で
す
か

 
彼
女
達
を
追
わ
な
く
て
も

 
理
 

何
時
か
会
え
る
と
俺
は
思

て
る
さ

 
イ

そ
う
で
す
か
所
で
兄
上

 
理
 

な
ん
だ

 
イ

兄
上
に
は
神
使
は
い
る
の
で
す
か

 
伊
邪
那

は
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
い
て
き
た
の
で
理
久
兎
は

 
理
 

何

神
使

て

 
イ

あ

え

と
で
す

 
知
ら
な
い
理
久
兎
に
伊
邪
那

は
説
明
を
始
め
る
の
だ

た

 
弟

兄
に
説
明
中

 
主
に
説
明
さ
れ
た
の
は
神
使
の

し
い
説
明
だ
神
使
を

う
方
法
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
注
意
ど



 第 話 久々の再会

う
い
う
仕
事
を
す
る
の
か
だ

 
イ

と

う
も
の
で
す
ち
な
み
に
私
の
娘
の

 
天

は
ご
存
じ
で
す
よ

 
理
 

論
だ
よ

 
イ

彼
女
も
神
使
を

て
い
る
の
で
す
よ

 
天

が
神
使
を

て
い
る
こ
と
に
理
久
兎
は

 
理
 

へ

あ
の
子
が

 
く
だ
が
い
て
は
い
た

そ
し
て
伊
邪
那
は
そ
の
神
使
に
つ
い
て
の
特
を
べ
る

 
イ

ち
な
み
に
三
本

の
カ
ラ
ス
で
す

 
理
 

ニ

ク
だ

バ
ラ
ン
ス
が
悪
そ
う
だ
け
ど

 
イ

カ
ラ
ス
達
は
頭
が
い
い
の
で

 
理
 

と
こ
ろ
で
さ
俺
の
種
族

て
神
で
い
い
の

 
理
久
兎
は
改
め
て
伊
邪
那

に
自
身
の
種
族
に
つ
い
て

問
す
る
と

 
イ

う

ん
わ
か
り
ま
せ
ん

事
実
来
る
の
に

 
⺟
上
と
同
じ
よ
う
な
姿
に
な

て
こ
こ
ま
で
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来
た
の
で
す
か
ら

龍
神
な
の
か
神
な

 
の
か

 
理
 

う

ん
本
当
に
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
な

 
と

分
か
ら
こ
と
と
あ

た
が

神
の
兄
弟
の
話
は
無

な
く
進
ん
だ

そ
し
て
太
陽
が

き
夕
暮
れ
時
と
な
り

 
理
 

お

と

か
そ
ろ
そ
ろ
俺
は
行
く
よ

 
イ

そ
う
で
す
か

 
理
 

伊
邪
那

 
イ

は
い

 
理
 

元
気
で
な

 
イ

え

兄
上
こ
そ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
ま
だ
大
空
へ
と
龍

を

ば
た
い
て
帰
旅
立

て
行
く

夕
暮
れ
に

ま
り
し
空
を
見
続
け
な
が
ら

そ
し
て
神
力
も
使

て
み
よ
う
か
な
と
思
う
理
久
兎
で
あ

た
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第

話
 
魔
法
開
発

 
理
 

う

ん
ど
う
し
た
も
ん
か

 
あ
る
日
の
こ
と
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を

め
な
が
ら

え
て
い
た

 
理
 

ど
う
し
た
ら
魔
法
が
使
え
る
ん
だ

 
今
理
久
兎
は
魔
法
開
発
を
し
よ
う
と

え
て
い
た

 
理
 

前
に
諏
訪
子
の
特
訓
で
使

た
魔
力
弾
は

 
あ
く
ま
で

当
に

え
て
使

た
か
ら
な

 
後
の
弾
幕
ご

こ
の
弾
幕
で
す

怠
惰

 
理
 

と
り
あ
え
ず
神
綺
の

葉
を
思
い
出
す
か

 
神
綺
の

葉

 
神
綺

理
久
兎
さ
ん
魔
法
の
開
発
の
仕
方
は
ま
ず

 
イ
メ

を
し

か
り

え
て
く
だ
さ
い

 
ど
ん
な
魔
法
な
の
か

撃
的
な
魔
法
か

 
そ
れ
と
も

な
魔
法
な
の
か

そ
れ
に
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よ

て
魔
法
は

か
わ
り
ま
す

 
自
分
自
身
が

え
る
魔
法
は
こ
の
世
に

つ
と

 
な
い
魔
法
で
す

え
同
じ
魔
法
で
も

う
人
に

 
よ

て
変
わ

て
い
き
ま
す

そ
こ
の

え
方
は

 
あ
な
た
次
第
で
す

  
理
 

だ

た
か
な

ま
ず
は
イ
メ

を

 

え
る
か

イ
メ

は
そ
う
だ
な

 
ま
ず
は
飛
ぶ
こ
と
を

え
る
か
ど
の
よ
う
に

 
飛
ぶ
か

に
風
を

う
イ
メ

で

 
フ

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
理
久
兎
の

に
小
さ
な
文

が

か
び
上
が
る
と
風
が

て
い
る
の

で
あ
る
そ
し
て

ふ
ん
わ
り
と
飛
ん
で
い
る

 
理
 

お

成

だ

後
は

動
は

 
理
久
兎
は

イ
メ

を
頭
の
中
で

え
る
そ
う
す
る
と
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理
 

す
ご
い
な
こ
れ
は

だ

 

の

動
も
完

だ
も
う
自
由
に
空
を
飛
ん
で
い
る

 
理
 

ふ

 
ト
ン

 
理
久
兎
が
着
地
を
イ
メ

し
て
着
地
す
る
と
同
時
に

に
つ
い
て
い
た
文

も
消
え
た

す

る
と

 
理
 

い
や

こ
れ
は

に
な
る
な

ん

断
罪
神
書

 
が
光

た

 
理
久
兎
は
光

た
断
罪
神
書
の

を
見
る
と
そ
こ
に
は
自
分
の
使

た
魔
法
が
記
載
さ

れ
て
い
た

 
そ
し
て

そ
の
記
載
さ
れ
て
い
る
魔
法
の
文

は

 
自
分
自
身
初
め
て
見
る
文

な
の
だ
が
な

か
そ
の
文

が
わ
か
る
の
だ

そ
し
て
頭
の
中

に
こ
の
文

の
名
前
が
出
て
く
る

 
理
 

ル

ン
文

 
よ
く
わ
か
ら
な
い
な

 
で
も
す
ご
い
な
こ
の
本

自
分
が

え
た
魔
法
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を
自
動
で
記
載
し
て
く
れ
る
の
か

こ
の
魔
法
の

 
名
前
は

く
う
ま

う

飛
空
魔
法
エ
ア

中
々
い
い
名
前
だ
な

 
次
の
魔
法
は
ど
う
す
る
か

 

え
た
理
久
兎
は
昔
見
て
感
じ
た

の

た
さ
を
思
い
出
し
た

 
理
 

そ
う
だ

今
度
は

の
魔
法
で
も

え
る
か

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

た
い
と

た
キ

ド
を
頭
に
思
い

か
べ
つ
つ

 
理
 

イ
メ

は

撃

た
い

白
く
て

い

 
シ
ン
ン

シ
ン

 
そ
の
ま
ま
イ
メ

は
実
現
し
た
手
に
古
代
魔
法
文

の
ル

ン
文

の
魔
方

が

開
さ

れ
る
そ
こ
か
ら

の
小
さ
な

が
打
ち
出
さ
れ
た

 
理
 

お
も
し
れ

な
こ
れ
も
 
で

断
罪
神
書
は
と

 
な
に
な
に

う
せ
つ
ま

う

魔
法
ア
イ
シ
ク
ル

 
ふ

ん
そ
う
い
え
ば
神
綺
は
こ
ん
な
こ
と
も
い

て

 
た
な

 
神
綺

理
久
兎
さ
ん
魔
法
は
自
由
で
す

そ
し
て
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作

た
魔
法
な
ど
は

自
分
自
身
の
カ
ス

 
マ
イ

な
ど
も
で
き
ま
す
し
魔
法
は
使
い
続
け

 
れ
ば
進
化
し
て
い
き
ま
す

こ
れ
も
覚
え
て

 
お
く
と
べ
ん
り
で
す
よ

 
理
 

な

ん
て
こ
と

て
た
な

そ
う
だ
な

 
し
ば
ら
く
は
魔
法
の
開
発
を
し
て
い
く
か

 
そ
う
し
て

作
る
こ
と
約

時
間
後

 
理
 

々
で
き
た
な

 
で
き
た
魔
法
は
火
の
魔
法
の

え
ん
ま

う

魔
法
フ
レ
イ
ム
シ

ド
こ
れ
は
い
わ

る
火
種
だ

き
火

す
る
に
は

だ

次
の
魔
法
は

こ
う
ま

う

光
魔
法
ラ
イ
ト
暗
い
と
こ
ろ

で

う
と

内
を

ら

す
の
に
使
え
る

そ
の
次
は

や
み
ま

う

闇
魔
法

ク
こ
れ
は

手
の
視
界
を
し
ば
ら
く

う
魔
法
だ

に
も

き

う
い
ん
ま

う

引
魔
法
ス
ナ

チ

手
武

や
遠
く
に
あ
る
自
分
の
武

と
か
を
こ

ち
に

引
き

せ
る
魔
法
だ
最
後
に

げ
ん
え
い
ま

う

幻
影
魔
法
ミ
ラ

こ
の
魔
法
は

手
に
幻
覚
を
見
せ
る
魔
法

だ 
理
 

最
初
は
ど
れ
も

だ
け
ど
使
い
続
け
る
こ
と
が
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大
切
だ

 
と
り
あ
え
ず
俺
は
こ
の
作

た
魔
法
を
練
習
し
よ
う
と

え
た
そ
う

え
て
い
る
と

  
理
 

ん

な
ん
だ

 
理
久
兎
は
何
か
を

飛
ば
し
た
ら
し
く
下
を
見
る
と

 
理
 

こ
れ
は
な
ん
だ

 
理
久
兎
が

た
も
の
は
現
代
で

う
ヘ

ド
フ

ン
だ

だ
が
理
久
兎
は

 
理
 

何
に
使
う
ん
だ

 
理
久
兎
は
分
か
ら
な
か

た

だ
け
ど

 
理
 

か
ら
し
て
頭
に

る
の
か

 

 
そ
う
そ
れ
は
頭
に
着
け
る
よ
う
な

だ

 
理
 

ま

て
お
こ
う

 
そ
う

て
理
久
兎
は
そ
れ
を
断
罪
神
書
に
入
れ
た

 
理
 

う

ん
そ
ろ
そ
ろ
晩
飯
を
食
う
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は
ま
た

の
中
に
入

て
い
く
の
だ

た



 第 話 魔法開発
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第
四
章
 
都
の
聖
徳
太
子

 
第

話
 
 

奈
良
の
都

 
人
の

わ
う
都
の
あ
る
団
子

の

掛
け
で
理
久
兎
は
一

つ
い
て
い
た

 
理
 

お
ば
ち

ん

み
た
ら
し
団
子
追
加

 
お
ば

あ
い
よ

 
理
 

し
か
し
こ
こ
は

わ

て
る
な

 
理
久
兎
が
こ
の
都
に
関
し
て
の
感
想
を

て
い
る
と
団
子

の
店
主
が
追
加
注
文
の
団
子
を

持

て
く
る

 
お
ば

あ
い
お
ま
ち

 
理
 

ど
う
も

 
理
久
兎
は
修
行
な
ど
を
し
て
い
て
そ
れ
を

返
し
で
旅
を
し
て
い
る
と
大
き
な
町
が
で
き
て

い
た
の
で
少
し
こ
の
町
に
お
邪
魔
し
て
い
る
の
が
現
状
だ

そ
し
て
追
加
と
共
に
サ

ビ
ス
の



 第 話   奈良の都

お

を
す
す
る

 
理
 

ふ

お

が
お
い
し
い

 
で
も
い
つ
ぶ
り
か
な

お

を
飲
む
な
ん
て

 

か

祝

ち

ん
の
お

を
飲
ん
だ
の
が
最
後

 
か
な

 
こ
こ
だ
け
の
話
俺
は

こ
こ
に
来
る
間
に

回
死
ん
だ

そ
し
て

そ
の
後
旅
を
し
て

年

ぐ
ら
い
気
づ
く
と
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
少
し
た
ち
よ

た
と
い
う
の
が
正
し
い

ち
な

み
に
祝

ち

ん
と
の
出
会
い
か
ら
も
う
５
０
０
年
近
く
た

て
い
る

 
理
 

お

と
こ
ん
な
思
い
出
話
に
ふ
け

て
い
る

 
ん
じ

俺
も
年
を
と

た
な

 
お
ば
ち

ん

ご
ち
そ
う
さ
ん

 
お
ば

あ
い
よ

 
そ
う

て
俺
は

布
か
ら
金
を
出
そ
う
と
し
た
時
事
件
が
起
き
る

 

 

待
つ
の
じ

 

 

待
ち
や
が
れ
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待
ち
な
さ
い

 

 

来
る
ん
じ

よ

 
理
 

な
ん
だ

 
男
を
追

か
け
て
来
て
い
る
少
女

人
が
目
に
入

た
の
だ

た

視
点
は
変
わ
り
と
あ
る

一
室
の
少
女
へ
と
変
わ
る

 

 

ふ

ど
う
し
た
も
の
で
す
か

 
私
は
こ
の
国
の
先
を

え
て
い
た

道
教
者
に
と

て

々
と
住
み
に
く
い
世
の
中
に
な

て

き
た

こ
れ
も
あ
れ
も
仏
教
の
せ
い
だ

 

 

太
子
様

 

 

お
や
ど
う
し
た
の
で
す
か
布
都

 
そ
し
て
太
子
様
と
呼
ば
れ
た
少
女
は
豊
聡
耳
神
子
と

い
布
都
達
か
ら
は
太
子
様
と
呼
ば
れ
て

い
る

 
布
都

ど
う
じ

ろ
う
か

太
子
様
少
し
都
を

ら
ぬ
か

 

 

布
都

太
子
様
も

惑
し
て
い
る
だ
ろ

 
と

布
都
に
注
意
し
て
い
る
少
女
そ
の
名
を
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布
都

自
古

何
を
い

て
お
る
の
じ

 
蘇
我

自
古
と
い
い
豊
聡
耳
神
子
を

え
る
者
の

人
だ

 
蘇
我

惑
し
て
い
る
か
ら

て
る
ん
だ
ろ

 
布
都

な
ら
表
で
ど

ち
が
正
し
い
決
着
つ
け
る
か

 
蘇
我

い
い

や

て
や
ん
よ

 
こ
の

人
は
豊
聡
耳
神
子
の
従
者
の

人
は
外
へ
行
こ
う
と
提
案
し
て
き
た
物
部
布
都
そ
し

て
も
う

人
の
注
意
し
て
き
た
少
女
は
蘇
我

自
古
だ

そ
し
て

人
の

い
合
い
を
見
て

い
た
神
子
は

 
神
子

人
と
も
い
い
加
減
に
し
な
さ
い

 

い
合
い
に
終

を
打
つ
と

人
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 

人

ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う

う
と
神
子
は
少
し

え
て

 
神
子

で
も

か
に

布
都
の

て
い
る
こ
と
も

 
一
理
あ
り
ま
す

た
ま
に
は
外
に
出
て
み

 
ま
し

う
か



 第四章 都の聖徳太子

 
布
都

そ
う
か

な
ら
行
こ
う
太
子
様

 
蘇
我

だ
か
ら
太
子
様
を
引

る
な
布
都

 
神
子

フ
フ
フ

 
神
子
は

人
の
そ
ん
な
や
り
取
り
を
見
て

う
の
だ

た

 
少
女
達
外
出
中

 

人
は
都
の

エ
リ
ア
へ
と
散
歩
で

を
運
ん
だ

そ
こ
は

々
な

売
で

わ
う
所
だ

 
神
子

た
ま
に
は
外
を
ま
わ
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

 
ま
せ
ん

 
布
都

じ

ろ

 
蘇
我

や
れ
や
れ

 
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
と
突
然
だ

た

 
店
員

食
い
逃
げ
だ

 
店
か
ら
突
然
人
が
で
て
き
た
の
だ

 
食
逃

あ
ば
よ

 
食
い
逃
げ
犯
は

シ

で
逃
げ
て
い
く

そ
し
て
そ
れ
を
見
た
神
子
達
の
と

た
行
動
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は 
神
子

な

追
い
か
け
ま
す
よ

布
都

自
古

 
布
都

分
か

た
の
じ

 
蘇
我

な
ら
追
い
か
け
る

 
神
子
達

人
は
食
い
逃
げ
追

か
け
る

 
布
 

ま
つ
の
じ

 

 

ま
ち
や
が
れ

 
豊
 

待
ち
な
さ
い

 
食
逃

来
る
ん
じ

よ

 
神
子
達
が
食
い
逃
げ
を
追
い
か
け
て
い
る
と
目
の
前
に
何
か
を
手
に
持

て
い
る
男
性
が
立

て
い
た
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
理
久
兎
へ
と

る

突
然
の
事
で
理
久
兎
が
何
か
と

問
を

い
て
い
る
と

 
神
子

そ
の
人
を

ま
え
て
く
だ
さ
い

 
神
子
が
そ
う

ぶ
と
理
久
兎
は

 
理
 

ど
う
や
ら
訳
あ
り
み
た
い
だ
な
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そ
う

き
動
け
る
よ
う
に
心

え
を
す
る

そ
し
て
食
い
逃
げ
犯
は
目
の
前
に
立
つ
自
分
に

 
食
逃

ど
け

 
そ
う

て
食
い
逃
げ
犯
は
殴
り
か
か
る

だ
が

手
は
読
者
様
が
知

て
の
と
う
り
の
男

だ

ま
ず

布
が
邪
魔
だ
か
ら

布
を
上
に

り
投
げ
る

そ
し
て

手
の

を
い
な
し
て

 
理
 

い

 

シ

ン

 
そ
の
ま
ま

負
い
投
げ
の
り

う
よ
う
で
投
げ
て

 
理
 

と
り
あ
え
ず
無
力
化
だ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
投
げ
飛
ば
し

に

し
た
食
い
逃
げ
犯
の

を
結

手
加
減
を
し
て

る
 
食
逃

グ
ハ

ぐ
へ

 
あ
ま
り
の

み
に
食
い
逃
げ
犯
は
食
べ
た
物
を

き
出
し
気
絶
し
た

そ
し
て
無
力
化
さ
せ

る
と

れ
て

人
が

を
き
ら
し
な
が
ら
や

て
来
る

 
神
子

ハ

ハ

 
布
都

へ

へ
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蘇
我

 
そ
し
て

人
は
理
久
兎
に
お
礼
を

う

 
神
子

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
蘇
我

あ
り
が
と
う

 
布
都

あ
り
が
と
う
な
の
じ

 
お
礼
を

わ
れ
た
理
久
兎
は
何
時
も
の
よ
う
に

 
理
 

気
に
す
る
な

あ

そ
う
そ
う
お
ば
ち

ん

 
お
勘
定

え

と

あ
れ

 
そ
う

い
お
勘
定
を

う
た
め
に

布
を
出
そ
う
と
す
る
と
そ
の
時
事
件
は
起
き
た

 
お
ば

ど
う
か
し
た
の
か
い

 
理
 

布
が

 
読
者
様
お
気
づ
き
だ
ろ
う
か
そ
う
理
久
兎
は
さ

き
の
食
い
逃
げ
犯
を

ま
え
る
の
に
自
分
の

布
を
空
に

り
投
げ
た
の
を

 

 

か

か

 
理
久
兎
の

布
は
カ
ラ
ス
の
く
ち
ば
し
に
く
わ
え
ら
れ
そ
の
ま
ま
ど
こ
か
へ
消
え
て
し
ま
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た

理
久
兎
は
そ
れ
を
た
だ
た
だ
見
つ
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
か

た

ス
ナ

チ
使
え

無

理
だ
な
も
う

程

外
だ

 
理
 

お
金
が

え
な
い

 
こ
の
日
初
め
て
現
実
の

し
さ
を
知

た



 第 話 救いの神は現れた

 
第

話
 
救
い
の
神
は
現
れ
た

 
理
 

ど
う
し
よ
う

 
今
自
分
は
人
生
の

を
歩
い
て
い
る

そ
う

布
を
失

て
し
ま
い
食
べ
た
団
子
の
料

金
を

え
な
い
の
だ

 
神
子

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
そ
う

い
理
久
兎
に
神
子
が
近
づ
く
と

 
理
 

い
や

布
を
カ
ラ
ス
に
持

て
か
れ
て
お
勘
定
が

 

え
な
く
な

た

・

・

 

人

 
そ
ん
な
理
久
兎
を

れ
ん
だ
の
か
神
子
が
提
案
を
し
て
き
た

 
神
子

え
と

私
が

い
ま
す
よ

・

・

 
理
 

い
や
悪
い

て

 
見
ず
知
ら
ず
の

人
に

わ
せ
る
の
も
あ
れ
だ
と
思
い
理
久
兎
は
断
る
が

 
神
子

い
え
こ
の
食
い
逃
げ
犯
を

ま
え
て
く
れ
た
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の
で
そ
の
報

と
い
う
こ
と
で

え
と
い
く
ら

 
で
す
か

 
つ
い
で
に
前
回
こ
の
食
い
逃
げ
犯
は
理
久
兎
の

負
い
投
げ
を
受
け
そ
し
て

に
思
い

き
り

り
を
入
れ
ら
れ
気
絶
し
て
い
る

 
店
員

え

と
６
４
６

だ

 
神
子

じ

こ
れ
で

 
店
員

ち

う
ど
だ

ま
い
ど

 
理
 

な
ん
か
す
ま
ん

 
理
久
兎
は
少
女
に
お
礼
を

う
と

 
神
子

気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
布
都

太
子
様
に
感
謝
す
る
の
じ

 
蘇
我

ま

た
く
布
都
は

 
感
謝
と

わ
れ
理
久
兎
は
あ
る
事
を
思
い
つ
い
た

と
り
あ
え
ず

を
つ
く

人
は

問

を

か
べ
る

 
神
子
 
・
・
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な
ん
だ

 
布
 
 

・

 

問

を

か
べ
て
い
る

人
特
に
神
子
に
向
か

て

 
理
 

オ

神
よ

そ
の

に
感
謝
い
た
し
ま
す

 
と
大
き
く

い

ぶ

な
お
こ
の
世
界
だ
と
理
久
兎
が
神
様
で
立
場
的
に
は
理
久
兎
の
方
が

何

も

い

 
神
子

ち

こ
ん
な
と
こ
ろ
で

め
て
く
だ
さ
い

 
一

ソ

ソ

ソ

ソ

 
因
み
に
こ
こ
は

道
だ

そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
目
に
つ
い
て
し
ま
う

町
の
一

人
は

ソ

ソ
と

方
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
な
が
ら
こ
そ
こ
そ
と
話
を
始
め
た

 
布
都

う

太
子
様
を

め
る
と
は

そ
の
心
意
気

 
気
に
入

た

我
も
負
け
て
は
お
ら
れ
ぬ

 
そ
し
て

布
都
自
身
も

ま
ず
い
て

 
布
都

太
子
様

い
つ
も
あ
り
が
と
う
な
の
じ

 
自
分
と
同
じ
よ
う
に
神
子
を

め
始
め
た
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神
子

布
都
も
や
め
て
く
だ
さ
い

 
蘇
我

な
ん
で
だ
ろ

布
都
が

人
に
見
え
る

 
そ
ん
な
感
じ
で

く
神
子
を

る
こ
と
数
分
後

 
神
子

は

ず
か
し
か

た

 
神
子
は

ず
か
し
か

た
の
か

が
ま
だ
紅
か

た

 
理
 

に
し
て
は
楽
し
そ
う
だ

た
け
ど
な

 
神
子

楽
し
く
な
い
で
す

 

た
こ
と
に
少
し
だ
が

定
を
さ
れ
る

 
布
都

シ
は
楽
し
か

た

 
な
お
布
都
は
結

楽
し
か

た
模
様

 
蘇
我

や
れ
や
れ

 
そ
し
て
理
久
兎
は
今
の
や
り
取
り
を
し
て
い
て
ま
だ
自

を
し
て
い
な
か

た
事
に
気
が

つ
き
自

を
す
る

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば

ま
だ
名

て
な
か

た

 
俺
の
名
前
は
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こ
の
時
も
う
時
代
的
に
自
分
の
名
前
を
知

て
い
る
奴
は
対
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

略
名
で

え
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

深
常
理
久
兎
だ
よ
ろ
し
く

 
神
子

ご

に
ど
う
も

私
は
豊
聡
耳
神
子
で
す

 
で

こ
ち
ら
の

人
が

 
布
都

物
部
布
都
じ

 
蘇
我

蘇
我

自
古
だ

 
理
 

よ
ろ
し
く
え
と
神
子
ち

ん
に
布
都
ち

ん
に

 

自
古
ち

ん

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
布
都
は
自
分
に

 
布
都

ち
が
う
神
子
ち

ん
で
は
な
い

太
子
様
じ

 
注
意
さ
れ
た

ど
う
や
ら
呼
び
名
に
は
そ
れ
な
り
に
気
を
つ
か

て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

あ

は
い

 
何
を

え
ば

い
の
か
分
か
ら
ず
そ
う

て
し
ま
う

そ
し
て
布
都
の

動
を
聞
い
て
神
子

は
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豊
 

こ
ら
布
都

失
礼
で
す
よ

 
と

う

そ
し
て
理
久
兎
は
あ
る
事
が

問
に
思
い

人
に
聞
く
こ
と
に
す
る

 
理
 

そ
う
い
え
ば
さ

き
報

と
か

て
た
け
ど

 
ま
さ
か

い
人

 
理
久
兎
の

葉
を
聞
い
て

自
古
と
布
都
は

き
の

を
し
て

 
蘇
我

お
前

知
ら
な
い
の
か

 
理
 

う
ん
分
か
ら
ん

 
理
久
兎
は

々
し
い
ぐ
ら
い
に
知
ら
な
い
と

い

る
と

 
蘇
我

そ
こ
ま
で
き

り

い
切
る
と
は

 

 
布
都

な
ら
ば
聞
く
の
じ

こ
の
方
こ
そ
こ
の
都
の
王

 
聖
徳
太
子
様
じ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

王
様
だ

た
ん
だ
こ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
王
様
だ

た
よ
う
だ

聖
徳
太
子

だ
か
ら
太
子
様
か
と
よ
う
や
く
分
か

た

 
神
子

い
え
お
気
に
な
さ
ら
ず

そ
う
だ
理
久
兎
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さ
ん
よ
け
れ
ば
私
達
の
と
こ
ろ
に
来
ま
せ
ん

 
か

 
突
然
は
神
子
は
自
分
の
家
に
来
な
い
か
と
提
案
を
し
て
く
る

そ
れ
を
聞
い
て
理
久
兎
も
何

か
分
か
ら
な
か

た

 
理
 

え

何
で

 
神
子

だ

て
今

方
は
お
金
な
い
で
し

そ
れ
に

 
お
金
が
無
け
れ
ば
宿
も
泊
ま
れ
ま
せ
ん
か
ら

 
な
の
で
こ
れ
も
何
か
の
縁
で
良
け
れ
ば
と
い
う
事

 
で
す

 
神
子
の

葉
を
聞
い
て
理
久
兎
は
感
謝
と
い
う

葉
が
久
々
に
出
た
か
も
し
れ
な
い

と
り

あ
え
ず
ま
た

ま
ず
い
て

 
理
 

こ
こ
に
女
神
様
が

オ

神
よ

 
神
子

そ
の
ネ

は
も
う
い
い
で
す

 
蘇
我

や

り
こ
い
つ
も
布
都
と
同
じ
感
じ
が
す
る

 
布
都

理
久
兎
よ

女
神
で
は
な
く
太
子
様
じ



 第四章 都の聖徳太子

 
布
都
は
も
う
一
度
理
久
兎
に
注
意
す
る
と
理
久
兎
は
あ
る
こ
と
を
思
い

い
た

そ
の

み
は

も
は
や
ゲ
ス
だ

そ
し
て
ゲ
ス
の

を
向
け
て

 
理
 

な
ら
布
都
ち

ん
お
手
本
み
せ
て

 
そ
う

わ
れ
た
布
都
は
ま
ん
ま
と
理
久
兎
の
口

に
の

て
し
ま
う

 
布
都

お
手
本
は
こ
う
じ

 
理
久
兎
の
口

に

て
し
ま

た
布
都
は

ま
た

ま
ず
い
て

 
布
都

太
子
様

私
は
い
つ
ま
で
も
太
子
様
と
共
に

 
神
子

布
都
も
い
い
加
減
に
し
て
く
だ
さ
い

 
そ
し
て
そ
の
光

を
見
た
一

の
人
達
は
ま
た
耳
に
手
を
置
い
て

そ

そ
と
話
し
始
め
る

 
一

 

ソ

ソ

ソ

ソ

 
蘇
我

ま
さ
か
も
う
布
都
を
う
ま
く
誘
導
し
て
い
る
だ

 
と

で
も
太
子
様
も
楽
し
そ
う
だ
し
い

か

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
カ
ラ
ス
に

布
を
と
ら
れ
た
理
久
兎
は
し
ば
ら
く
神
子
ち

ん
の
家
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
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第

話
 
夕
食
作
り

 
前
回
理
久
兎
は

布
を
カ
ラ
ス
に
と
ら
れ
団
子
の
お
勘
定
が

え
ず

た
時
に
神
子
が
お
勘

定
を

た

そ
し
て

宿
だ
と
か
わ
い
そ
う
と
い
う
こ
と
で
神
子
達
の
家
に
宿
泊
す
る
こ
と
に

な

た

 
神
子

つ
き
ま
し
た
よ

 
理
 

こ
れ
ま
た
立
派
な
家
だ
な

 
布
都

そ
う
じ

ろ

ド

 
蘇
我

布
都

ド

る
の
や
め
な

 
理
久
兎
か
ら
見
る
と
久
々
に
見
る
大
き
な
家
だ

 
神
子

ど
う

こ
ち
ら
へ

 
理
 

じ

お
じ

ま
し
ま

す

 
そ
う

て
理
久
兎
は
豊
聡
耳
神
子
の
家
に
入

て
い

た

そ
し
て
理
久
兎
が
中
に
入

て
真

先
に

べ
た
こ
と
は

 
理
 

中
も

華
だ
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ど
の
く
ら
い

華
か
と
い
う
と

い

下
や
い
く
つ
も
の
部

そ
し
て
置
物
な
ど

々
な
物
が

あ

た

昔
に
住
ん
で
い
た

の
家
よ
り
は

だ
が

 
神
子

私
は

り
の
仕
事
を

け
ま
す
の
で
ま
た
夕

 
飯
時
に

布
都

自
古
 
理
久
兎
さ
ん
の

 
使
う
部

に
案
内
を
し
て
あ
げ
な
さ
い

 
布
都

わ
か

た
の
じ

 
蘇
我

つ
い
て
き
な

 
理
 

あ
い
さ

 
理
久
兎
は
布
都
と

自
古
に
案
内
さ
れ
る
事
と
な
る
の
だ

た

 
蘇
我

と
り
あ
え
ず
こ
こ
を
使

て
く
れ

 
理
 

あ
り
が
と
う

自
古
ち

ん

 
布
都

布
団
な
ど
は
そ
こ
の

じ

 
理
 

布
都
ち

ん
も
あ
り
が
と
う

や

と
久
々
に

 
布
団
で

れ
る
よ

 
案
内
さ
れ
た
部

は

六

の
部

だ
し
な
お
か
つ
今
日
は
久
々
の
布
団
で

れ
る
事
に
感
激
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す
る

だ
が

 
理
 

あ

あ
の
お
お
お
面
は
き
き
気
に
し
な
い

 
で

く
く
く

 

し
入
れ
の

の
上
に
は
何
か
わ
か
ら
な
い
お
面
が

て
あ

た
そ
れ
を
見
る
と
少
し

い

た
く
な

た
が
理
久
兎
は

た
ら
失
礼
と
思
い

う
の
を
我

し
た

 
理
 

布
団
で

る
の
は
約
５
０
０
年
ぶ
り
だ
な

 
あ
の
お
面
は

そ

と
し
て
お
こ
う

 
理
久
兎
は
伝
家
の

刀
そ

と
し
て
お
こ
う
を
選
び
お
面
の
事
に
つ
い
て

え
る
の
を

め
た

そ
し
て

自
古
が
理
久
兎
に
話
し
か
け
て
く
る

 
蘇
我

聞
き
た
い
の
だ
が

 
理
 

ん

ど
う
し
た

 
蘇
我

そ
な
た
は
旅
人
だ
よ
な

 
そ
う
聞
か
れ
た

理
久
兎
は

自
古
が

て
き
た
事
に

 
理
 

そ
う
だ

ま

者
だ

 
蘇
我

な
ら
後
で
旅
話
を
し
て
く
れ
な
い
か

良
い
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気
分
転

に
も
な
る
し
そ
れ
に
そ
う
い

た

 
話
な
ら
喜
ぶ
だ
ろ
う
し

 
布
都

我
も
聞
き
た
い

そ
れ
に
太
子
様
に
も
聞
か

 
せ
て
や
り
た
い

 

自
古
が
そ
う

た
理
由
は
こ
こ
最
近
神
子
が

れ
て
き
て
い
る
と
思
い
少
し
気
分
転

に
な
る
と
思
い
自
分
に
お
願
い
し
た

そ
し
て

自
古
の
頼
み
を
は

し
た

 
理
 

い
い
よ
俺
の
旅
話
で
よ
け
れ
ば

 
蘇
我

感
謝
す
る

 
布
都

楽
し
み
じ

の
う

 
神
子
を
思

て
い
る
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る

旅
話
を
す
る
分
に
は

わ
な
い
が
そ
れ
だ
け
で

は
少
々

り
な
い
と
思
い

 
理
 

そ
う
か

人
共

 
布
都

な
ん
じ

 
蘇
我

ど
う
し
た

 
理
 

厨
房

し
て
く
れ
な
い
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突
然
厨
房
を

し
て

し
い
と

わ
れ
た
た
め

自
古
は
何

か
と

る

 
蘇
我

ど
う
し
た
ん
だ

 
理
 

せ

か
く
だ
か
ら
俺
の
料
理
を

る
舞
お
う
と

  
布
都

本
当
か

自
古

し
て
は
ど
う
じ

 
蘇
我

は

分
か

た

使

て

わ
ん

 
理
 

感
謝
す
る
よ

 
蘇
我

な
ら
つ
い
て
来
い

 

自
古
は
そ
う

い
も
う
一
度
理
久
兎
を
案
内
す
る

 
蘇
我

こ
こ
だ
材
料
等
は

き
に
使

て
く
れ
て

わ
ん

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
布
都

理
久
兎
よ
期
待
し
て
お
る

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
期
待
し
て
い
る
布
都
に

 
理
 

ハ
ハ
ハ

ま

味
が
口
に
合
う
か
わ
か
ら
な
い
け
ど

 
作
ら
せ
て
も
ら
う
よ
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蘇
我

で
は

私
達
は

り
ま
す
よ

 
理
 

あ
い
あ
い

 
蘇
我

い
く

布
都

 
布
都

期
待
し
て
お
る
か
ら
の

 
そ
う

て

人
は

て
い

た

 
理
 

そ
ん
じ

作
り
ま
す
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
料
理
を
作
り
始
め
る
の
だ

た

一
方
神
子
は

 
神
子

や

り
雑

が

は

 
神
子
は
こ
こ
最
近
の
雑

に

ま
さ
れ
て
い
た

人
よ
り
も
耳
が
良
い
た
め
に
雑

と
し
て
耳

に
入

て
く
る
た
め

し
か

た

 
蘇
我

失
礼
し
ま
す

 
布
都

失
礼
す
る
の
じ

 
そ
う

い

自
古
と
布
都
は
神
子
の
い
る
部

へ
と
入
る

 
神
子

お

れ
様

 
神
子
の

れ
は
て
て
る
姿
を
見
た

自
古
は
神
子
に
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蘇
我

や

り
雑

が
聞
こ
え
ま
す
か

 
布
都

太
子
様

 
神
子

い
や
大
丈
夫
で
す

 
神
子
も

人
の
事
を
心

さ
せ
な
い
た
め
に
そ
う

う
が
実

は

て
い
た

そ
し
て

神
子
は
理
久
兎
の
事
に
つ
い
て

人
に
聞
く

 
神
子

と
こ
ろ
で
理
久
兎
さ
ん
は

 
蘇
我

え
と

 

自
古
は
何
処
か
ら
話
そ
う
か

ん
で
い
る
と

 
布
都

今
料
理
を
し
て
お
る
の
じ

 
と

布
都
が
そ
う

い

え
る
意
味
が
な
く
な

た

 
神
子

は
い

え

と

 

自
古
は
こ
こ
ま
で
の

を
神
子
に
話
す

 
少
女
達
説
明
中

 
神
子

そ
う

う
こ
と
で
す
か

な
ら
楽
し
み
に
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し
て
お
き
ま
し

う
か

 
蘇
我

そ
う
で
す

 

 
布
都

楽
し
み
じ

 
そ
し
て
料
理
を
待
つ
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

お

い
で
き
た

 
理
久
兎
が
料
理
が
出
来
た
と
大

を
あ
げ
る

 
神
子

出
来
た
み
た
い
で
す

 
布
都

運
ぶ
の
を
手
伝

て
く
る
の
じ

 
布
都
は
待
ち
き
れ
な
か

た
の
か
理
久
兎
の
手
伝
い
を
し
に
行
く

 
蘇
我

当
楽
し
み
だ

た
ん
だ
な

 
そ
し
て

布
都
が
運
ぶ
の
を
手
伝
い
食
事
が

べ
ら
れ
た

 
神
子

良
い
香
り
で
す

 
蘇
我

か
に

 
布
都

く
食
べ
た
い
の
じ

 
理
 

は
い
は
い
そ
れ
じ
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人

い
た
だ
き
ま
す

 
理
久
兎
が
作

た
料
理
は

き
込
み
ご
飯

の
つ
み
れ
団
子

の

火

き

し
そ
し
て

の

子

き
と
少
し

華
だ

 
布
都

う
ま
い

 
布
都
は

を
進
め
な
が
ら
そ
う

べ
る

そ
し
て

自
古
は

問
に
思

て
い
た
事
が
あ
り
そ

れ
を

う

 
蘇
我

し
か
し

な
ど
は

食
材
に
な
か

た

 
は
ず
だ
が

 
そ
う

は
食
料
の
中
に
は
な
か

た

な
の
だ
が
料
理
に
出
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
だ

た

そ
れ
を
聞
い
た
神
子
は

い
た

 
豊
 

え

 
理
久
兎
は
変
な

解
を

か
な
い
た
め
に

人
に

 
理
 

そ
れ
は
俺
の
持
ち
物
で
あ

て

 
と

実

は
断
罪
神
書
か
ら
出
し
た
が

い
変
な

解
を
生
ま
な
い
よ
う
に
し
た

 
神
子

そ
う
で
す
か
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そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
晩
飯
を
楽
し
ん
だ
の
だ

た
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第

話
 
旅
話
と
能
力

 
夜
も
更
け
外
は
闇
に

ま
れ
る

そ
ん
な
中

夕
食
を
食
べ
終
え
た

 

人

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
さ
ま

 
と

い
理
久
兎
は
各
自
の

を
ま
と
め
る

 
布
都

美
味
し
か

た
の
じ

 
蘇
我

本
当
だ
な

 
神
子

ふ
ふ

 
神
子
は
喜
ぶ
布
都
と

自
古
の

を
見
て

て
い
た

 
理
 

気
に
入

て
く
れ
た
な
ら

い
だ
な

 
蘇
我

理
久
兎

旅
話
を
し
て
く
れ
な
い
か

 

自
古
に

わ
れ
た
理
久
兎
は
旅
話
を
す
る
の
を
思
い
出
し
た

 
理
 

あ

そ
う
だ
な

 
実

の
所

旅
話
を
す
る
の
を

く

れ
か
け
て
い
た

流

に

れ
て
た
な
ん
て

え
な
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い

す
ぐ
さ
ま
や

て
き
た
を
事
を
思
い
出
す

 
神
子

面
白
い
話
を
期
待
し
ま
す
よ

 
布
都

ク

ク

 
理
 

い
や
面
白
い
話

て
い
わ
れ
て
も
な

俺
の

 

験
談
で
よ
け
れ
ば

そ
う
だ
な

 
理
久
兎
は

復
活
し
て
か
ら
の

年
の
話
を
し
た

 
時
に
は
修
行
し
た
話
や
自
分
に
が
ど
う
生
き
て
い
る
の
か

そ
し
て
こ
こ
に
来
る
ま
で
の

定

な
ど
も

め
て
出
来
る
だ
け
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に

力
を
し
な
が
ら
話
を
し
た

 
理
 

こ
ん
な
感
じ
か
な

 
理
久
兎
が
話
を
終
え
て
神
子
達
を
改
め
て
見
る
と

人
は

て
い
た

 

人

 
理
 

や

り
面
白
く
な
い
か
な

 
理
久
兎
は
面
白
く
な
か

た
か
と
聞
く
と
神
子
が

て
い
た
口
を
開
い
て

 
神
子

い
や
た
だ
気
に
な

た
こ
と
が
あ
り
ま
す

 
理
 

気
に
な
る
こ
と
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神
子

は
い
え

と
理
久
兎
さ
ん
年

い
く
つ
で
す
か

 
神
子
ち

ん
か
ら

問
が
く
る

理
久
兎
に
と

て
こ
の

問
は
意
外
だ

た
の
だ

何

か

と
い
う
と
今
ま
で
聞
か
れ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
だ

そ
の
た
め
頭
の
中
で
は

 
理
 
ど
う
こ
た
え
る
か

実

の
年

と
か

う

 
訳
に
も
い
か
な
い
し
な

俺
が
復
活
し
て

 
か
ら
た

た
年
を

え
ば
い
い
か

 
そ
う

え
た
理
久
兎
は
復
活
し
て
か
ら

過
し
た
年
を

え
る

 
理
 

多
分

ぐ
ら
い

 
だ
が
そ
れ
は

果
と
な
る

理
由
は
簡
単
で
見
た
目
と
年

が
合
わ
な
い
か
ら
だ

 

人

は

 
理
 

ど
う
し
た

 
蘇
我

い
や
お
か
し
い
だ
ろ

 

自
古
が
そ
う

て
い
る

で
は
神
子
は
口
を
開
け

然
と
し
て
い
て
恐
ら
く
常

と
い
う

物
が

し
て
い
た

 
神
子
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布
都

だ

て
我
ら
か
ら
見
て
も
理
久
兎
は
二
十

 
ぐ
ら
い
じ

 
そ
う
読
者
様
も
思
う
と
う
り
理
久
兎
の
見
た
目
は
ざ

と
二
十

ぐ
ら
い
の

年
だ

し

か
も
イ

メ
ン
の
部

で
も
あ
る

流

の
自
分
も

バ
イ
と
思
い

 
理
 

さ

俺
も
よ
く
わ
か
ん
な
い
ん
だ
よ

 
と

い

え
を
は
ぐ
ら
か
す

 
神
子

妖
怪
だ
と
し
て
も
妖
力
も
感
じ
ま
せ
ん
し

 
理
 

ま

気
づ
い
た
ら
そ
ん
な
に

て
た
か
ら

 
心
の
中
で
は
も
う

え
と
思

て
る
と
神
子
は

は

と

き
そ
し
て

 
神
子

ま
さ
か

理
久
兎
さ
ん
あ
な
た
は
仙
人
で
す
か

 
と

聞
い
て
き
た

と
い
う
か
仙
人
な
ん
か
で
は
な
い
し
そ
れ

前
に
仙
人

て

だ

 
理
 

い
や
多
分
違
う
な

 
神
子

違
い
ま
す
か

 
理
 

実
は
俺
か
ら
も
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん

 
だ
け
ど
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人
 
・
・

 
理
 

ら
能
力
持
ち

 
そ
う

う
と

人
は

い
た

を
し
た

ど
う
や
ら
ビ
ン
ゴ
の
よ
う
だ

 
神
子

何

分
か
る
の
で
す
か

 
理
 

だ

て
さ
神
子
ち

ん
さ

き
か
ら
耳
を
意

 
し
て
る
し

そ
れ
に
結

そ
う
な
の
を
見

 
て
い
る
と
少
し

な
能
力
と
推

で
き
る

 
そ
し
て
神
子
ち

ん

外
の

人
は
神
子
ち

 
ん
を

衛
す
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら

当
な
手
練

 
れ
も
し
く
は
能
力
持
ち
と
推

で
き
る
ん
だ
よ
 

  
蘇
我

こ
の
一

で
私
達
の
こ
と
や

 
布
 

太
子
様
の
能
力
ま
で

 
布
都
や

自
古
も
感
服
せ
ざ
る
え
な
か

た

そ
し
て
神
子
達
は
自
身
の
能
力
を
語
る

 
神
子

な
か
な
か

い

察
力
で
す

か
に
私
は
能
力
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持
ち
で
す
私
の
能
力
は

十
人
の
話
を
同
時
に

 
聞
く
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
能
力

で
す

 
蘇
我

私
の
能
力
は

雷
を
起
こ
す
程
度
の
能
力

だ

 
布
都

我
の
能
力
は

風
水
を

る
程
度
の
能
力

 
じ

な

 

人
が
自
身
の
能
力
を

い
終
え
る
と
神
子
は

 
神
子

理
久
兎
さ
ん

方
も
能
力
が
あ
る
の
で
し

 

 
う

 
と

自
身
の
能
力
に
つ
い
て
聞
い
て
く
る

論

人
が
話
し
て
く
れ
た
の
だ
か
ら

わ

な
け
れ
ば
平
等
と
は

え
な
い

だ
か
ら
何
時
も
の
よ
う
に

つ
目
の
本
命
の
能
力
は
名

ら

ず
に

え
る

 
理
 

い
い
よ
教
え
て
あ
げ
る
よ
俺
の
能
力
は
ど
ち
ら

 
か
と

う
と

自
古
ち

ん
に
近
い
能
力
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た

自
古
は
興
味
あ
り
げ
に

 
蘇
我

ど
ん
な
能
力
だ
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理
 

俺
は

災

を

る
程
度
の
能
力

 
だ
よ

 
そ
う

え
る
と

自
古
は

く

 
蘇
我

私
よ
り

バ
イ
じ

な
い
か

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
よ
く

わ
れ
る
よ

で
も

 
聞
い
た
感
じ
だ
と
神
子
ち

ん
の
能
力
は

 
で
不

だ

多
分
ノ
イ

 
い
わ

る
雑

が

 
聞
こ
え
る
ん
だ
よ

 
理
久
兎
が
そ
う
聞
く
と
神
子
は

を

く
し
て

 
神
子

そ
う
な
ん
で
す
よ

年
か
ら
雑

が

 

く
て

 
表
情
か
ら
見
る
と
結

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

 
布
都

の
う
理
久
兎
よ

太
子
様
の

み
を
解
決

 
す
る
方
法
は
な
い
か

 
蘇
我

流

に
そ
こ
ま
で
は
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自
古
が
そ
う

う
が
ふ
と
前
に

た
耳
当
て
を
思
い
出
す

自
分
の
胸
ポ

ト
を
あ
さ

り
手

の
大
き
さ
に
な

て
い
る
断
罪
神
書
を
取
り
出
す

 
豊
 

手

 
蘇
我

何
だ

 
布
都

何
に
使
う
ん
じ

 

人
は

問

を

か
べ
る

そ
し
て
手

も
と
い

小
し
た
断
罪
神
書
を

 
ポ
イ

 
上
に

り
投
げ
た

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
小
さ
な
手

は
や
が
て
大
き
な
本
に
な

た

 

シ

 
理
久
兎
は
そ
れ
を
キ

チ
し
た
こ
れ
を
目
の
前
で
見
た

人
は
目
を

た

 
豊
 

手

が
書
物
に
な

た

 
布
都

自
古
よ
我
の

を
つ

て
く
れ

 
蘇
我

私
も
頼
む

 
そ
う

う
と

人
は

を
つ

あ

た

 
布
都

い

自
古
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蘇
我

夢
で
は
な
い
な

 
だ
が
理
久
兎
は
そ
ん
な
こ
と
は
無
視
し
て

 
理
 

え

と

か

 

ラ

ラ

ラ

ラ

 
理
久
兎
は
本
の

を
め
く

て
い
る
と

 
理
 

あ

た

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
本
の

を
め
く
る
の
を

め
て
開
い
た

の
中
に
突
然
手
を

突

込
ん
だ

ま
た
そ
れ
を
見
て
し
ま

た

人
は

 
神
子

嘘

 
布
都

術
じ

 
蘇
我

そ
ん
な
レ

ル
じ

え
よ

 
も
う
常

が
通

し
な
い
こ
と
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
か

む
し
か
な
か

た

そ
し
て
本

か
ら
手
を

き
出
す

 
理
 

こ
れ
こ
れ

 
本
の

か
ら
取
り
出
し
た
の
は
昔
に

た
ヘ

ド
フ

ン
だ
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理
 

神
子
ち

ん

れ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
手
に
持

て
い
る
ヘ

ド
フ

ン
を
神
子
に
投
げ
る

 
神
子

お

と

こ
れ
は

 
理
 

頭
に
つ
け
て
み
て

 
神
子

え

え

 
そ
う

わ
れ
た
神
子
は
頭
に
着
け
た

つ
け
心
地
よ
く
ち

う
ど
耳
に
フ

ト
し
た
の
か
ず

れ
て
は
い
な
さ
そ
う
だ

 
理
 

大
き
さ
は
調
度
い
い
か
い

 
神
子

え

問

は

あ
れ

雑

が
聞
こ
え
な
く

 
な

た

 
な
ん
と

く
べ
き
事
に
ヘ

ド
フ

ン
を
着
け
た
ら

が
聞
こ
え
な
く
な

た
と
い
う
の
だ

そ
れ
を
聞
い
た
布
都
や

自
古
は

喜
し
た

 
蘇
我

な

本
当
で
す
か
太
子
様

 
布
都

太
子
様

良
か

た
の
じ

 
理
 

そ
れ
は
あ
げ
る
よ
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神
子

え

い
い
ん
で
す
か

 
理
久
兎
は
神
子
に
ヘ

ド
フ

ン
を
プ
レ

ン
ト
し
た

 
理
 

う
ん
泊
め
て
く
れ
た
お
礼
だ
よ

 
神
子

泊
め
た
だ
け
で
は

に
は
あ
い
ま
せ
ん

 
そ
う

わ
れ
は
少
し

む

正
直
な
話
で

し
い
も
の
は
あ
ま
り
な
い
の
だ
が
と

な
ら
ば

 
理
 

う

ん
な
ら
さ

も
う
し
ば
ら
く
泊
め
て
く
れ

 
な
い

そ
れ
な
ら

度
い
い
対

に
な
る
よ

 
神
子

そ
れ
で
良
け
れ
ば
喜
ん
で

 
布
都

我
も

成
な
の
じ

 
蘇
我

異
議
な
し
だ

 
理
 

な
ら
も
う
少
し
世
話
に
な
る
よ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
ま
だ
し
ば
ら
く
理
久
兎
は
こ
の
家
で
居
候
す
る
こ
と
に
な

た



 第 話 神子達が決める道

 
第

話
 
神
子
達
が
決
め
る
道

 
俺
が
神
子
ち

ん
の
家
で
お
世
話
に
な

て
約

間

 
理
 

神
子
ち

ん
そ
こ
は
こ
う
す
れ
ば

 
神
子

か
に
こ
れ
な
ら
上
手
く
い
き
ま
す

 
今
自
分
は
神
子
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

と
い

て
も
少
し
だ
け
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
だ

け
だ
け
だ
が

そ
う
し
て
い
る
と

 
布
都

太
子
様

た
だ
い
ま
な
の
じ

 
蘇
我

た
だ
い
ま
帰

た

 
そ
う

い
な
が
ら
布
都
と

自
古
が
お
使
い
か
ら
帰

て
く
る

 
神
子

あ
り
が
と
う
布
都

自
古

 
理
 

お
使
い
あ
り
が
と
う

 
布
都

こ
れ
ぐ
ら
い
朝
飯
前
じ

 
蘇
我

ま

た
く
布
都
は

 

自
古
は
そ
う

て
は
い
る
が
実

は

て
い
た



 第四章 都の聖徳太子

 
理
 

と
り
あ
え
ず
お

持

て
く
る

 
そ
う

い
理
久
兎
は
お

を
皆
に
い
れ
て
数
分
後
よ
う
や
く
神
子
の
仕
事
が
終
わ
る

 
神
子

ふ

こ
れ
で
大
方
は

い
た

 
理
 

お

れ
さ
ま

人
も
あ
り
が
と

 
布
都

気
に
す
る
で
な
い

理
久
兎
よ

 
蘇
我

か
に
な

 
理
 

は
は
は

と
り
あ
え
ず
せ

か
く
材
料
を

 
買

て
来
て
く
れ
た
し
夕
飯
作

て
く
る

 
理
久
兎
が
料
理
を
作
る
と
い
う
と
布
都
は
嬉
し
そ
う
に

 
布
都

楽
し
み
に
し
て
る

 
蘇
我

布
都
は
し
た
な
い

 
豊
 

ふ
ふ

 
神
子
は
そ
ん
な

人
の
会
話
を
見
て

て
い
た
が
何
時
も
と
は
違
い
何
か

み
が
あ
る
よ

う
な

を
す
る
と

 
布
都

ど
う
し
た
の
じ

太
子
様
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神
子

い
え
布
都

自
古
後
で
話
が
あ
り
ま
す

 
神
子
は
そ
う

う
と

人
は

 
布
都

わ
か

た
の
じ

 
蘇
我

わ
か

た

 
神
子

理
久
兎
さ
ん
は
な
ん
て

う
の
か
な

 
神
子
は
自
分
が

え
て
い
る
事
を
理
久
兎
に
ど
う

お
う
か
と

え
る
の
だ

た

そ
ん
な
こ

ん
な
で
自
分
は
厨
房
に
向
か

た

 
理
 

さ

て
何
を
作
る
か
な

 
そ
う

い

を
手
に
持

た
理
久
兎
だ

た
が
突
然
た
め

を
つ
い
て

 
理
 

は

そ
こ
に
い
る
奴
コ
ソ
コ
ソ
し
て
な
い
で

 
出
て
き
た
ら
ど
う
だ

こ
こ
に
は
俺
と
お
前
し
か

 
い
な
い

 
と

理
久
兎
は

も
い
な
い
は
ず
の
厨
房
に

を
か
け
た

す
る
と
突
然

 

 

あ
ら
あ
ら
い
つ
か
ら
気
づ
い
た
の

 
理
 

さ

も
う
覚
え
て
な
い
や
で
も
俺
と
同

の
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い
だ
か
ら
嫌
で
も
気
づ
く
ん
だ
よ
な

 

 

ふ
ふ

そ
う

 
そ
う

い
な
が
ら
突
然

に

が
開
く
と
そ
こ
か
ら

人
の
女
性
が

を
出
し
て
き
た

 

 

始
め
し
て
私

仙
人
を
し
て
い
る

と
申

 
し
ま
す

後
お
見
知
り
お
き
を

 
女
性
こ
と
を

は

を
す
る
と

 
理
 

こ
れ
は
ご

に
ど
う
も
俺
は
深
常
理
久
兎
だ

 
と

理
久
兎
も

を
交
わ
す

 

よ
ろ
し
く

で
も
な
か
な
か
良
い
男

 

は
理
久
兎
を
見
て
そ
う

う

自
分
は
そ
ん
な
良
い
男
で
は
な
い
と
思
う
が
気
に
し
な
い

で
お
く

 
理
 

そ
り

ど
う
も
で
何
の

か
な

 
理
久
兎
は
そ
ん
な
の
は
無
視
し
て

件
に
つ
い
て
聞
く
と

は
単
刀
直
入
に
話
を
す
る

 

単
刀
直
入
に

う
わ

方

仙
人
に
な
ら

 
な
い
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ど
う
や
ら
仙
人
の

誘
の
よ
う
だ

ま
る
で
何
処
か
の
魔
法
少
女
の

誘
の
よ
う
だ

だ
が

 
理
 

い
や

め
て
お
く
よ

 
そ
う

い
仙
人
の

誘
を
断
る

 

そ
う

 
理
 

は
そ
れ
だ
け
か

 
理
久
兎
は
更
に
何
か
あ
る
の
か
と
聞
く
と

 

う

ん

方
に
話
し
て
あ
げ
る
わ

 
理
 

何
を

 

方
の
友
達
の
太
子
様
の
こ
と

 
理
 

神
子
が
何
だ
よ

 

実
は

彼
女
も
し
か
し
た
ら
仙
人
に
な

て

 
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
よ

 
と

は
と
ん
で
も
な
い
事
を
ぶ

ち

け
る
が
理
久
兎
の
反

は

 
理
 

そ
う
な
の
か
ぶ

ち

け
る

 
そ
ん
な
に
は

い
て
い
な
か

た
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え

方
は
ま
ど
ろ

こ
し
い
の
は
嫌
い
そ
う

 
に
見
え
た
の
よ

そ
の
前
に

方
あ
ま
り

 

か
な
い
の

 
理
 

ま

で
も
俺
は
神
子
ち

ん
達
の
事
に

 
つ
い
て
は
反
対
は
し
な
い
よ

 

あ
ら

方
な
ら
反
対
す
る
と
思

た
の
に

 
理
 

い
や
彼
女
が
決
め
た
道
に
わ
ざ
わ
ざ
反
対
な
ん
て

 
し
な
い
よ

に
俺
は

援
す
る
さ

 
理
久
兎
は
人
の
生
き
ざ
ま
ま
で
強
制
は
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ

た

だ
か
ら
こ
そ
そ

う

た
の
だ

 

変
わ

て
い
る
の

方

 
理
 

よ
く

わ
れ
る
よ

件
は
そ
れ
だ
け

 

 

え

じ

私
は
ま
た
様
子
を
見
る
わ

 
バ
イ
バ
イ

 
そ
う

い

は
も
う
一
度
加
部
の
中
に
入
ろ
う
と
す
る
と
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理
 

あ

そ
う
そ
う

 

 
・
・

 
理
 

ち

ん

葉
の

正
を
し
た
方
が
い
い
よ

 
突
然
理
久
兎
は
わ
け
の
分
か
ら
な
い
事
を

い
出
し
た

 

ど
う
い
う
こ
と
か
し
ら

 
理
 

ち

ん
仙
人
て

た
け
ど
実

は

 
仙
人
じ

な
く
て
邪
仙
だ
よ

 

あ
ら

そ
こ
ま
で
見

る
と
は

 
理
 

俺
か
ら
は
そ
れ
だ
け

 

そ
う
そ
れ
じ

今
度
こ
そ
バ
イ
バ
イ

 
そ
う

う
と

は

に
入
り
込
ん
で
消
え
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
飯
作
る
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は

れ
た
分
を
取
り

す
た
め
に
大
急
ぎ
で
晩
飯
を
作
り
始
め
た

数
時

間
後

 
理
 

は
い
よ
お
待
ち
ど
う
さ
ん



 第四章 都の聖徳太子

 
ち
な
み
に
今
日
の
晩
飯
は
温
か
い

だ
布
都
達
に

を
買

て
き
て
も
ら

て
後
は

か
ら
自
分
で
作

た

 
布
都

い
つ
も
美
味
し
い
そ
う
じ

 
蘇
我

で
は
い
た
だ
く
か

 
神
子

 
何
も

わ
ず

て
い
る
神
子
を
見
て

 
理
 

神
子
ち

ん

 
神
子

あ

美
味
し
そ
う
で
す

 
理
 
 
少
し
た
め
ら

て
る
の
か
な

 
と
様
子
か
ら
見
て
そ
う
見
え
た
が
理
久
兎
は
そ
の
事
に
つ
い
て

れ
る
べ
き
で
は
な
い
神
子

自
身
の
口
か
ら

う
ま
で
待
と
う
と

え
た
の
だ

 
理
 

え

と
そ
れ
じ

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
晩
飯
を
食
す
こ
と
数
時
間
後

 

人

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
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理
 

お

末
さ
ま
で
し
た

 
理
久
兎
達
は
食
事
を
し
終
わ
る

そ
の
時
だ

た

 
豊
 

皆
さ
ん
聞
い
て
く
だ
さ
い

 
と

神
子
は
こ
の
場
の
全
員
に
そ
う

い
静
か
に
さ
せ
る

 
布
都

何
じ

 
蘇
我

ど
う
し
た
ん
だ
神
子

 
そ
れ
を
見
て
理
久
兎
は

 
理
 
 
あ

成
る
程

決
断
が
つ
い
た
ん
だ

 
と

心
の
中
で
そ
う
思

た

そ
し
て
こ
れ
か
ら

う
こ
と
も
全
て
が
予

つ
く

 
豊
 

私

豊
聡
耳
神
子
は
仙
人
に
な
り
ま
す

 
そ
の
一

は
布
都
と

自
古
を

か
せ
た

 
蘇
我

え

 
布
都

仙
人

 
理
 

 
豊
 

今
こ
の
時
代
は
我
等
の
道
教
は
仏
教
に
よ

て
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退
の
一

を
た
ど

て
い
ま
す

だ
か
ら
一

 
度

私
は

度
死
ん
で
眠
り
に
つ
き
ま
た
時
が

 
来
た
と
き
に
我
等
の
道
教
を

め
よ
う
と

え

 
て
い
ま
す

そ
し
て

方
達
は
自
分
達
の
道
が

 
あ
り
ま
す
自
分
の
意
思
に
こ
れ
か
ら
先
し
た
が

 

て
く
だ
さ
い

 
神
子
は
そ
う

う
と
布
都
と

自
古
は

程

え
る
と

 
布
都

我
は
太
子
様
に
つ
い
て
い
く

そ
れ
が
我
の

 
道
じ

 
蘇
我

私
も
つ
い
て
い
く

死
ぬ
の
が
な
ん
ぼ

 
の
も
ん
だ

や

て
や
ん
よ

 
神
子

方
達

 
と

布
都
と

自
古
も
神
子
に
つ
い
て
い
く
と
覚
悟
を
し
た

人
は
そ
れ

れ
の
道
を
行

く
と
決
心
し
た

間
だ

た

だ
か
ら

 

チ

チ

チ

チ
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手
を
し
だ

こ
の

人
の
覚
悟
に
決
心
を

え
て

 
理
 

よ
く

え
た

神
子
ち

ん

の
進
む
道
は

 
し
か
と
聞
い
た
よ

 
神
子

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
出
て
き
た
ら
ど
う
だ

 
理
久
兎
が
そ
う
呼
ぶ
名
を
聞
い
て
布
都
と

自
古
は

問

を

か
べ
た

 
布
都

じ

 
蘇
我

 
と

い

た
感
じ
だ
が
表
情
を
す
る
が
神
子
だ
け
は

 
神
子

ど
う
し
て
理
久
兎
さ
ん
が
そ
の
名
前
を

 

か
に

 
そ
の

と
共
に

が

か
ら
現
れ
た

そ
れ
を
見
た
布
都
と

自
古
は

い
た

 
布
都

じ

 
蘇
我

こ
れ
が

 

豊
聡
耳
様
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と

は

か
ら
出
た
上
半
身
で
手
を

る

 
神
子

な

理
久
兎
さ
ん
が
彼
女
の
名
前
を

 
何

知

て
い
た
の
か
と
聞
か
れ
る

知

て
い
る
理
由
は

 
理
 

さ

き
厨
房
で
会

た

 

い
た
わ

私
の
こ
と
す
ぐ
に
見

ち

ん

 
だ
も
の

方
や

り
仙
人
に
な
る
気

 
は
な
い

 

は

り
ず
に
理
久
兎
を
も
う
一
度

誘
す
る
が

 
理
 

遠
慮
す
る
よ
俺
は
今
の
人
生
を
生
き
れ
れ
ば

 
良
い
し

  
神
子

理
久
兎
さ
ん
は

今
の
道
を
歩
む
の
で
す

 
理
 

そ
の
つ
も
り
だ
よ

 
神
子

そ
う
で
す
か

 
神
子
は
少
し

し
そ
う
に

く

理
久
兎
は

え
て
い
た

ま
た
運
が
良
け
れ
ば
ま
た
会
え
る
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と

蘇
る
事
に
成

す
れ
ば
会
え
る
と
だ
か
ら
口
を
開
い
て

 
理
 

人
と
も

 

人
 
・
・

 
理
 

ら
が
蘇

て
そ
し
て
俺
も
生
ま
れ
変
わ

た

 
な
ら
い
つ
か
み
ん
な
で
酒
を
飲
も
う

 
約
束
そ
れ
が
一

し
な

て
蘇

て
く
れ
る
と
信
じ
た

だ
か
ら
理
久
兎
は
そ
の

葉
を

べ

た 
神
子

理
久
兎
さ
ん

絶
対
蘇

て
み
せ
ま
す

 
布
都

我
も
そ
の
約
束
は

れ
ぬ

 
蘇
我

そ
の
約
束
必
ず
守
る

 
理
 

ら
の
こ
れ
か
ら
に

祝

あ
ら
ん
こ
と
を

 

ふ
ふ

 
そ
し
て

理
久
兎
達
は
皆
で
酒
を
飲
み
あ

た

そ
し
て

間
後

彼
女
達

人
が
半

眠
と
い
う
眠
り
に
つ
き
彼
女
達
の
葬
儀
が
始
ま

た

 
理
 



 第四章 都の聖徳太子

 

ど
う
し
た
の

 
何
も

わ
ず

て
い
る
自
分
に

が
話
か
け
て
来
る
と

 
理
 

い
や

ち

ん

 

何
か
し
ら

 
理
 

せ
め
て
彼
女
達
が

わ
な
い
よ
う
に
道
を

し
て

 
や

て
く
れ
よ

 
ま
た
元
気
な
姿
で
会
え
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
頼
む

そ
れ
に

は

で

え
た

 

論
よ

 
そ
の

葉
が
聞
け
た
だ
け
で
満

だ

た

後
ろ
を

り
向
き

 
理
 

じ

俺
は
も
う
行
く
よ

も
し
何
か
手
伝
う
手
が

 

し
い
な
ら
俺
を
頼
れ
よ

 

え

で
は
ま
た
会
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
わ

  
そ
う

て

も

に
入
り
込
ん
で
消
え
た

 
理
 

ま
た
会
え
た
ら
な



 第 話 神子達が決める道

 
そ
う

い
上
を
向
い
て

 
理
 

じ

あ
な

神
子
ち

ん
布
都
ち

ん

自
古

 
ち

ん
次
会
う
と
き
は
何
時
か
は
分
か
ら
な
い
け

 
ど

 
そ
う

て
理
久
兎
も
歩
き
始
め
も
と
の
生
活
に

て
い
く

ま
た
い
つ
か
彼
女
達
に
会
え

る
と
信
じ
て

そ
し
て
こ
の
出
来
事
か
ら
約
１
０
０
年
後

   

 

は

は

は

 
少
女
は
走

て
い
た

自
分
を
追
い
か
け
て
く
る
追

手
を

う
た
め
に

 
妖
怪

待
ち
や
が
れ

 
妖
怪

あ
の

キ
が

 

 

逃
げ
な
き

も
う
あ
ん
な
生
活
は
嫌
だ

 
そ
の
思
い
を
胸
に

め
て
そ
の
少
女
は
走
り
続
け
た
の
だ

た
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第

話
 
動
き
出
す
運
命

 
こ
こ
は
あ
る

の
中
い
つ
も
は
静
か
な
の
だ
が
そ
こ
に
全
力

走
し
て
い
る
少
女
が
い
た

 

 

は

は

そ
こ
に

れ
よ
う

 
少
女
は

み
の
中
に
身
を

し

を
潜
め
る

 
妖
怪

ど
こ
い

た

あ
の

キ

 
妖
怪

く
見
つ
け
な
い
と
親
方
が
う
る
さ
い

 
妖
怪

あ

ち
の
方
か

 
そ
う

い
妖
怪
の

は
そ
の
少
女
の

れ
て
い
る

み
へ
と
近
づ
い
て
い
く

 

 
こ
の
ま
ま
だ
と
見
つ
か
る

 
行
き
を
殺
し
な
が
ら
少
女
は
こ
の
ま
ま
だ
と
自
分
の

来
そ
の
も
の
が
終
わ
る
と
感
じ
と
い
う

絶
望
を
味
わ
う

だ
が
突
然

 

サ

 
と

自
分
の
い
る

置
と
は
反
対
の

む
ら
が

を
た
て
た

 
妖
怪

そ

ち
か



 第 話 動き出す運命

 
妖
怪

手
間
取
ら
せ
や
が

て

 
そ
う

う
と
妖
怪
達
は
反
対

の
方
に
走

て
い

た

 

 

運
が
良
か

た

そ
れ
よ
り

く
逃
げ
な

 
そ
し
て
少
女
は
走
ろ
う
と
し
た

間
体
に

が
た
ま

た
の
が

と
な
り
体
か
ら
力
が

け

て
い

た

 

 

も

う
無

理

 
バ

ン

 
そ
し
て
少
女
は

れ
た

と
す
る
意

の
中
で
少
女
に
近
づ
い
て
く
る
男
性
が
見
え
る

 

 

私
の
命
も
こ
こ
ま
で

 
そ
う

え
て
意

を
手

し
た
の
だ

た

視
点
は
変
わ
り
現

の
理
久
兎
の
状

へ
と

る

神
子
ち

ん
達
と
別
れ
て
約
１
０
０
年
ち

い
が

過
し
た

理
久
兎
は

の
中
で
修
行
し

続
け
そ
の
お
か
げ
か
魔
法
も
前
よ
り

え
れ
る
よ
う
に
な

て
い
た

そ
し
て
神
力
も
何

か
前

よ
り
格

に
上
が

て
い
た

そ
し
て
理
久
兎
は
歩
い
て
い
る
と
運
が
良
か

た
の
か
小
さ
な
家

を
見
つ
け
た

家
の
中
に
は

も
住
ん
で
な
く
本
当
に
も
の
け
の
空
だ

た
よ
う
で
今
理
久
兎
は

そ
こ
を
拠
点
に
し
て
い
た
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理
 

ど
う
す
る
か
な
晩
飯

 
今
日
の
晩
飯
を

え
て
い
た

す
る
と
外
を
見
る
と
無
数
の

が
生
え
て
い
た
の
で

 
理
 

そ
う
だ

今
日
の
晩
飯
は

の

け
に
し

 
よ
う

 
そ
う

え
て
外
に
出
る
の
だ
が
突
然
だ

た

 

 

ど
こ
い

た

あ
の

キ

 

 

く
見
つ
け
な
い
と
親
方
が
う
る
さ
い

 
理
 

な
ん
だ

と
り
あ
え
ず
様
子
を
み
て
み
る
か

 
と
り
あ
え
ず

上
に
登

て
様
子
を
み
る
こ
と
に
し
た

す
る
と

 
理
 

あ
の
子
か

 
理
久
兎
が
上
か
ら

く
と
小
さ
な
女
の
子
が

む
ら
に

れ
て
い
た

そ
し
て
そ
れ
を
探
す
よ

う
に
妖
怪
達
が

り
を
探

て
い
る

し
か
も
妖
怪
達
は
こ
ん
棒
な
ど
の
武

を
常
備
し
て
い

た

そ
れ
ど
こ
ろ
か
妖
怪
達
が
女
の
子

れ
て
い
る

む
ら
に
近
づ
い
て
来
て
い
た

こ
の
ま
ま

で
は
見
つ
か

て
し
ま
う

 
理
 

し

う
が
な
い
助
け
て
や
る
か



 第 話 動き出す運命

 
理
久
兎
は

そ
う

て
断
罪
神
書
か
ら
昔
作

た
刀
の
材
料
の
余
り

の

材
を
妖

怪
達
が
向
い
て
い
る
方
と
は
後
ろ
の
方
に
投
げ
つ
け
た

そ
う
す
る
と
妖
怪
達
の
後
ろ
の

む
ら

が

サ

と

を
た
て
た

 
妖
怪

そ

ち
か

 
妖
怪

手
間
と
ら
せ
や
が

て

 
そ
う

う
と
妖
怪
達
は
女
の
子
が

れ
て
い
る

む
ら
か
ら
遠
ざ
か

て
い

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
回
収
し
よ
う

 
そ
う

て

か
ら
降
り
て
下
に
着
地
し
少
女
の
も
と
に
歩
い
て
い
く
と
そ
の
少
女
は
見
た
感

じ

の
せ
い
か

れ
て
い
た

 
理
 

こ
の
子
か
ら
は
弱
い
け
ど
妖
力
を
感
じ
る
な

 
妖
怪
か

い
や
今
は
関
係
な
い
な
回
収

 
し
て
小

に

れ
て
帰
る
か

 
状

を
分

し
て
そ
の
女
の
子
を
お
ん
ぶ
し
た

だ
が
お
ん
ぶ
し
て

更
気
づ
い
た

 
理
 

何
だ
こ
の
子

過
ぎ
る
見
た
感
じ

も

ま

 

て
い
る
し

も

い

し

う
が
な
い
か



 第四章 都の聖徳太子

 
ら
晩
飯
の
メ
ニ

を
変
え
て
お
か

で
も
作
る

 
か
後
こ
の
子
の

の
手
当
て
も
し
な
い
と

 
そ
ん
な
こ
と
を

い
な
が
ら
そ
の
女
の
子
を

れ
て
帰
宅
す
る
こ
と
に
し
た



 第 話 少女の名前

 
第

話
 
少
女
の
名
前

 
理
 

う
ん

こ
れ
な
ら
い
い
か

 
今
現

理
久
兎
は
お

を
作

て
い
る
数
時
間
前
に
妖
怪
に
追
わ
れ
て
い
た
妖
怪
の
少
女
の

た
め
に
消
化
の
良
い
食
べ
物
を
作
ろ
う
と
思

た
か
ら
だ

こ
の
子
は
見
た
感
じ
珍
し
い

を
し

て
い
た

は
薄
い

で

も
こ
の

じ

見
な
い

だ

本
当
に
珍
し
い

だ
が
こ
の
子
の

服
は
な
ん
と
い
う
か
み
す
ぼ
ら
し
い

こ
の
服
を
見
る
と
私
は

と
い
う

気
だ

た

そ

れ
に
少
し
手
当
し
て
気
に
な

た
の
は
ミ
ミ

れ
が

く
そ
れ
が
何

所
か
あ

た
事
そ
し
て

あ
ま
り
に
も

せ

て
い
た

当
過

な
思
い
を
し
て
き
た
事
が
容

に
分
か
る

 

 

う

ん

 
と

少
女
の

を
聞
い
き
気
づ
い
た

 
理
 

お
や
も
う
起
き
そ
う
か
な

 
そ
う

い
少
女
が

て
い
る
部

に
行
く
と

 

 

こ
こ
は

ど
こ

 
少
女
は

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と

く
眠
た
そ
う
な
目
で
見
て
い
た
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理
 

お
は
よ
う
よ
く
眠
れ
た

 
理
久
兎
は
少
女
に
話
し
か
け
る
と
少
女
は

り
こ
む

 

 

え

え
え

 
と

少
女
の
目
に
自
分
が

り
数

が

た
そ
の
時

 

 

キ

 
と

大

を
出
し
た

そ
れ
を
間
近
で
聞
い
て
見
た
自
分
も

い
た

 
理
 

ど
う
し
た

 

 

こ

ち
来
な
い
で

 
そ
う

う
と
少
女
は

て

の

へ
と

動
す
る

 
理
 

ち
着
け

 

 

方
も
私
に
乱
暴
す
る
ん
で
し

官
能
小
説

 
み
た
い
に

 
と

ど
こ
で
覚
え
た
か
分
か
ら
な
い
ネ

を

て
き
た

だ
が
そ
ん
な
断
じ
て
し
な
い

 
理
 

し

よ

と
り
あ
え
ず

ち
着
け

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
は
少
女
を

ち
着
か
せ
る
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
何
と
か



 第 話 少女の名前

な
だ
め
さ
せ
て

ち
着
か
せ
る

 

 

ご
め
ん
な
さ
い
助
け
て
く
れ
た
の
に
乱
暴
者

い

 
し
て

 
理
 

気
に
し
て
な
い
よ

ら
食
い
な
よ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
少
女
に
お

を
食
べ
さ
せ
た

 

 

あ
り
が
と
う

美
味
し
い

グ
ス

 
少
女
は
理
久
兎
の
お

を
食
べ
る
と
突
然

き
出
し
た

 
理
 

そ
う
か
で
も

く
程
で
も

 

 

こ
ん
な

ま
と
も
な
食
事
を
と

て
な
く
て

 
理
 

そ
う
か

今
は
よ
く
食
べ
て
ま
た
眠
り
な
さ
い

 
夜
は
ま
だ
深
く
な
る
か
ら

 

 

あ
り
が
と
う

 
そ
し
て
少
女
は
飯
を
食
べ
終
わ
る
と
す
ぐ
に
ま
た
眠

て
し
ま

た

ま
だ

れ
が

け
て
な

い
み
た
い
だ

 

 

ス

ス
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理
 

に
し
て
も
こ
の
子
よ
く
食
べ
た
な

 
理
久
兎
が
作

た
お

は
自
分
は
何
も
食
し
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
完
食
さ
れ
て
い
た

当
お

が
空
い
て
い
た
の
が
分
か
る

そ
し
て
理
久
兎
は
少
女
の

を
見
て

 
理
 

良
い

を
し
て

て
る
な

 
可
愛
ら
し
い

を
見
な
が
ら

い
て
い
る
と
理
久
兎
は
直
感
的
に
何
か
を
察
知
し
た

 
理
 

か
来
る
な

 
危
機
察
知
が

い
た
次
の

間

 
ド
ン

ド
ン

 
と

を

く

が
聞
こ
え
た

理
久
兎
の
感
は
一

で
当
た

た

 
理
 

だ

こ
ん
な
夜
更
け
に

 
そ
う

て
妖
力
を

か
に

出
し
て
ド
ア
を
開
け
る

そ
こ
に
は

に
こ
ん
棒
を
装
備
し
た

の
妖
怪
が
い
た

 
妖
怪

お
前
は

妖
怪
か

 
妖
怪

す
ま
ん
が
こ
こ
に
少
女
は
来
な
か

た
か

 
妖
怪
に
少
女
の
事
を
聞
か
れ
た
理
久
兎
は



 第 話 少女の名前

 
理
 

あ

知

て
る

 
妖
怪

何

そ
れ
は
本
当
か

 
理
 

お
前
ら
が
来
る
少
し
前
に
こ
こ
ら
近

を
歩
い
て

 
そ
の
ま
ま
北
の
方
に
向
か

て

た
よ

 
妖
怪

あ
の

キ

 
妖
怪

散
々
手
こ
ず
ら
せ
や
が

て

 
妖
怪

い
く

 
妖
怪

分
か

て
る

 
そ
う

て
妖
怪
達
は
去

て
い

た
理
久
兎
は

を
閉
め
て
元
の
部

に

た

 
理
 

ま

た
く
騒
が
し
い
奴
等
だ

 
と

愚

て
い
る
と

 

 

方
何
で
私
の
こ
と

わ
な
い
の

 
理
 

な
ん
だ
起
き
て
た
の
か

 
ど
う
や
ら
少
女
は
さ

き
の
妖
怪
達
の
せ
い
で
起
き
て
し
ま

た
よ
う
だ

そ
し
て
少
女
の

問
に

え
た
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理
 

何
で

う

ん
だ

て
あ
い
つ
ら
少
女
と
し
か

 

た
ん
だ
よ

少
女
と

わ
れ
て
も

か
わ
か
ら

 
な
い
も
ん

そ
れ
に

し
い

を

べ
て
く
れ
な

 
か

た
し

 

 

方
変
わ

て
る
わ

 
理
 

よ
く

わ
れ
て

れ
た

そ
う
い
え
ば

の
名
前

 
は
あ
る
の

 
理
久
兎
は
少
女
の
名
前
が
気
に
な
り

る
と

 

 

私

名
前
が
な
い
の
よ

名
前
な
ん
て

も
つ
け

 
て
く
れ
な
か

た
し

 
名
無
し
の

か
さ
ん
ら
し
い

そ
れ
は
不

だ
と
思

た

 
理
 

そ
う
か

な
ら
俺
が
つ
け
て
良
い
か

 

 

ど
う
し
て

 
理
 

だ

て

と
か
お
前
と
か
じ

味
気
な
い
じ

ん

 
せ

か
く
将
来
期
待
で
き
そ
う
な

な
の
に



 第 話 少女の名前

 
そ
れ
を

わ
れ
た
少
女
は

を

く
さ
せ
て

き

惑
い
な
が
ら
も

 

い
い
良
い
わ
よ

名
前
を
つ
け
て
く
れ
て
も

 
と

わ
れ
た
理
久
兎
は

え
た

そ
し
て
こ
の
暗
い

気
を
少
し
で
も

減
し
よ
う
と

思

て
少
し
ふ
ざ
け
て
み
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

ゲ
ロ
し

ぶ
か
フ

ミ
ン
だ
な

 

 

ど

ち
も
嫌
よ

 
理
 

談
だ
よ

 
ど
う
や
ら
自
分
の
意
見
は
し

か
り
と
主

出
来
る
よ
う
で
安
心
し
た

そ
し
て
今
度
こ
そ
真

面
目
に

え
な
が
ら
空
を
見
る
と

 
理
 

今
日
の
夜
空
は
雲
が
何

に
も

な

て
る
な

 
性
は

八
雲

 

 

八
雲

 
理
 

そ
れ
か
ら

だ
か
ら

の
そ
の
目
の

か
ら

 
と

て
紫

だ
か
ら
紫
の
も
う

つ
の
読
み
方

 
そ
れ
は

か
り

だ
か
ら

の
名
前

八
雲
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紫

こ
れ
で
良
い
か
な

 

 

ふ
ふ

気
に
入

た
わ
な
ら
私
は
こ
れ
か
ら

 
八
雲
紫
と
名

ら
せ
て
も
ら
わ

え

え

と

 

方
の
名
前
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 
理
 

俺
の
名
前
は

 
も
う
こ
れ
か
ら
こ
の
名
前
で
い
い
か

 
そ
う

え
た
理
久
兎
は
自
身
の

略
名
を

え
る

 
理
 

深
常
理
久
兎
だ

よ
ろ
し
く

 
紫
 

な
ら
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

よ
ろ
し
く
な
紫

後
も
う
少
し

て
い
な
さ
い

 
ま
だ

れ
て
る
だ
ろ

 
紫
 

そ
う

そ
う
す
る

お
や
す
み
な
さ
い

 
そ
う

て
紫
は
ま
た

て
し
ま

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
俺
も

る
か



 第 話 少女の名前

 
そ
う

て
理
久
兎
は

に
な
ら
な
い
で
座

て

た

こ
う
し
て
理
久
兎
は
紫
の
名

け
親

に
な

た
の
だ

た
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第

話
 
都
へ

 
理
久
兎
が
紫
を
助
け
て
か
ら
翌
日
の
朝

 
カ

ン

カ

ン

 
理
 

ふ

を
切
る
の
も

れ
る
な

 
台
所
の
火
を
起
こ
す
た
め
に

を

て
い
た

す
る
と

 
紫
 

フ

何
の

 
あ
く
び
を
し
な
が
ら
紫
が

方
を

い
て
き
た

 
理
 

ふ

ん

何
見
て
る
ん
だ
紫

 

方
を
見
て
い
る
紫
に
聞
く
と
紫
は

方
を
見
な
が
ら

 
紫
 

あ
の
理
久
兎
さ
ん

は
使
わ
な
い
ん

 
で
す
か

 
と
聞
い
て
き
た

元
々
修
行
の
一

と
し
て
手
刀
で
行

て
き
た
た
め

な
ど
必
要
は
な
く

な

て
い
た
の
だ

そ
し
た
紫
は
自
分
に

常

的
な
事
を

て
く
る
と

 
理
 

い
や
何
時
も
使

て
な
い
よ
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理
久
兎
は

常

的
な
事
を

べ
る

そ
れ
を
聞
い
た
紫
は

て
し
ま
う

 
紫
 

 
理
 

と
り
あ
え
ず
飯
を
作
る
か
ら
待

て
て

 
紫
 

は
い

 
紫
の

が
あ
り
え
な
い
と
い
う

に
な

た
の
は

う
ま
で
も
な
い

そ
し
て

た

を
回

収
し
て
小

へ
と
入
る

数
時
間
後
に
は
温
か
い
朝
食
が
出
来
上
が
る

 
理
 

い
た
だ
き
ま
す

 
紫
 

い

い
た
だ
き
ま
す

 
今
日
の
朝
食
は
御
飯
に

の

き
そ
し
て

う
れ
ん

の
お

た
し
と
い

た
シ
ン
プ

ル
な
朝
食
だ

 
紫
 

本
当
に
理
久
兎
さ
ん
は
料
理
上
手
で
す

 
理
 

そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と

て
く
れ
る

 
そ
ん
な
会
話
し
な
が
ら
朝
食
を
食
べ
た

 
紫
 

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
さ
ま
で
し
た
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紫
 

で
も
本
当
に
こ
ん
な
に
お

一

に
食
べ
れ
る

 
の
は
本
当
に

せ
で
す

 
こ
の
時
紫
の
見
に
何
が
起
き
た
の
か
と
聞
き
た
く
な

た

だ
が
彼
女
の
心
の

を
無
意

に

る
程

自
分
も
⻤
で
は
な
い

だ
か
ら
聞
か
な
い
こ
と
に
し
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
か

な

紫
ち

ん

 
紫
 

何
で
す
か

 
理
 

少
し
外
出
す
る
か
ら
準
備
し
て
く
れ
る

 
紫
 

え

 
何

理
久
兎
が
外
出
す
る
の
か
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る

主
に
調
味
料
の
買
い
出
し

・等
だ

だ
が
紫
は

 
紫
 

で
も
理
久
兎
さ
ん
が

人
で
行
け
ば

 
と

う
が
ど
う
し
て
も
紫
を

れ
て
い
か

ば
な
ら
な
い
秘
密
の
理
由
が
あ
る
た
め
は
ぐ
ら

か
し
な
が
ら

 
理
 

も
し
が
あ
る
か
ら

つ
い
で
に
紫
ち

ん

 
に
も
関
係
し
て
い
る
の
も
あ
る
か
ら
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と

う
と
紫
は
若

い
な
が
ら
も

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

 

す
る
の
だ

た

そ
う
し
て
そ
ん
な
こ
ん
な
で
準
備
し
終
わ
り

 
理
 

じ

行
く
よ

 
紫
 

は
い

 
そ
理
久
兎
と
紫
は
出
発
し
た

 
神
様
 
少
女

動
中

 
そ
し
て
理
久
兎
と
紫
は
目
的
地
に

り
着
い
た

 
紫
 

理
久
兎
さ
ん
ま
さ
か
こ
こ
で
す
か

 
理
 

う
ん
そ
う
だ
よ

 
理
久
兎
が

向
か

た
の
は
な
ん
と

 
紫
 

絶
対
ア
ウ
ト
で
す
よ

こ
こ
は
都
で
す
よ

 
そ
う
都
だ

し
か
も
一
番
妖
怪
達
に
と

て
は
手

し
く

備
の

し
い
場
所
で
も
あ
る

妖
怪
達
も
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
何

か

今
現

妖
怪
狩
り
専
門
の

中
も
い
る
か
ら
だ

も

と
分
か
り
や
す
く
書
け
ば
現
代
で
い
う
陰
陽
師
み
た
い
な

中
だ
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理
 

大
丈
夫
だ
よ

紫
ち

ん
お
で
こ
だ
し
て

 
紫
 

え

は
い

 
そ
う

う
と
紫
は
お
で
こ
を
出
し
た

 
理
 

今
か
ら
お
ま
じ
な
い
を
か
け
て
あ
げ
る
か
ら

 
理
久
兎
は
そ
う

て
紫
の
お
で
こ
に
指
を

代
わ
り
に
し
て
ル

ン
文

で
お
ま
じ
な
い

を
書
く

 
理
 

こ
れ
で
大
丈
夫

 
紫
 

不
安
し
か
な
い
ん
で
す
け
ど

 
理
 

問

な
い
か
ら
行
く
よ

 
理
久
兎
が
や

た
の
は
魔
道
の

つ
ル

ン
文

を
紫
ち

ん
の
お
で
こ
に
書
い
た

そ
の

魔
法
の
内
容
は

ミ
ラ

プ
ロ
テ
ク
ト

簡
単
に
い
う
と
外
部
か
ら
の
力
の
サ

チ

果
を

ミ
ン
グ
す
る
魔
法
だ

こ
れ
を
使
え
ば
妖
怪
達
の
妖
力
も

せ
る
か
ら
意
外
に

な
の
だ

論
少
し
の
魔
力
だ
か
ら
紫
に
も
気
づ
か
れ
て
も
い
な
い

お
手

な
魔
法
だ

 
理
 

俺
も
こ
う
し
て

と

 
理
久
兎
は
妖
力
か
ら
霊
力
に
変

し
た
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紫
 

あ
れ

理
久
兎
さ
ん
の
力
の

が
変
わ

た

 
理
 

俺
は
少
し
特
異
体

で

霊
力
と
妖
力
を

 
ど

ち
も
使
え
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
紫
は
少
し

い
た
表
情
を
し
た

 
紫
 

い
で
す

 
理
 

じ

行
く
よ

大
丈
夫
信
じ
ろ

て

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

 
紫
は
不
安
を

き
つ
つ
も
そ
う

い

人
は
都
に
入

た

そ
し
て
紫
は
こ
れ
ま
で
都
に
来

た
こ
と
が
な
い
か
ら
か

々
と
初
め
て
見
る
も
の
も
多
か

た

 
紫
 

い

 
理
 

紫
ち

ん
こ

ち
に
お
い
で

 
紫
 

は
い

 
紫
は
返
事
を
し
て
理
久
兎
に
つ
い
て
い
く

ま
ず
紫
を

れ
て
行

た
場
所
は

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ

 
紫
 

え

と
何
の
お
店
で
す
か
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紫
が
理
久
兎
に

る
と

 
理
 

こ
こ
は
服

だ
よ

 
そ
う
理
久
兎
が
何

紫
を

れ
て
き
た
か
と
い
う
と
ま
ず
そ
の
服
を
変
え
よ
う
と
思

た
か

ら
だ

理
由
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
だ
と
目
立
つ
し
み
す
ぼ
ら
し
く
て
可

想
に
見
え
て
く
る
か
ら

だ 
店
 

何
を
お
探
し
で
す
か

 
理
 

こ
の
子
に
合
う
服
を
頼
む

 
紫
 

え

 
突
然
の
理
久
兎
の
発

に
紫
は

い
た

 
店
員

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
理
 

紫

自
分
が

き
な
服
を
選
び
な
さ
い

 
理
久
兎
が
紫
に
服
を
選
ぶ
よ
う
に

う
と

 
紫
 

良
い
ん
で
す
か

 
理
 

わ
な
い
よ

行

て
ら

し

い

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た
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そ
う

て
紫
は
服
を
選
び
に
行

た

 
理
 

ク
ス
ク
ス

 
理
久
兎
か
ら
見
て
紫
ち

ん
は
楽
し
そ
う
に
服
を
選
ん
で
い
た
そ
こ
は
と
て
も
女
の
子
ら
し
い

と
こ
ろ
だ

た

紫
が
服
を
選
ぶ
こ
と
数
分
後

 
紫
 

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
が
い
い
で
す

 
紫
ち

ん
が
持

て
き
た
の
は
紫

で
フ
リ
ル
の
つ
い
た
こ
の

で
は
見
な
い
珍
し
い
服
だ

 
理
 

珍
し
い
服
だ

 
店
員

は
い

こ
こ
最
近

異
国
の
方
で
見
ら
れ
た
服

 
な
ん
で
す
よ

 
理
 

紫
ち

ん
そ
れ
で
良
い
の

 
紫
 

は
い

 
と

大
き
な
返
事
を
し
て
く
れ
た

布
を
出
す
と

 
理
 

お
値

は

 
店
の
人
に
服
の
お
値

を
聞
く
と

 
店
 

え

と

で
す
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と

結

お
値

が

る
服
だ

た

買
え
な
い
こ
と
も
な
い
が

 
理
 

結

な
お
値

だ

じ

こ
れ
で

 
そ
う

い
理
久
兎
は

布
か
ら
二

を
出
す
と

 
店
 

度
で
す

度
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
後
お
客
さ
ん

お
高
め
の
服
を
買

て
く
れ
た
の
で

 
少
し
サ

ビ
ス
し
て
こ
の

子
も
あ
げ
ま
す
よ

 
店
の
人
か
ら
渡
さ
れ
た
の
は
ド
ア
の
キ

プ
み
た
い
な

子
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う

後
こ
こ
で
着
替
え
て
も

 
大
丈
夫

 
そ
う
聞
く
と
店
の
人
は
大
喜
び
で

 
店
 

問

ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ

 
と

う
の
で
理
久
兎
は
お

葉
に

え
て

 
理
 

せ

か
く
だ
か
ら
着
替
え
て
来
な
よ

 
紫
 

あ
り
が
と
う
理
久
兎
さ
ん

 
更
に
数
分
後
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紫
 

ど
う
で
す
か

 
紫
は
モ

モ

し
な
が
ら
理
久
兎
に
感
想
を
聞
く
と

 
理
 

よ
く

合

て
る
よ

 

さ
は
あ
る

だ
が
そ
れ
で
も
少
し
大
人
び
た
感
じ
に
ま
と
ま
り
な
お
か
つ
先
程
の
ボ
ロ
切
れ

の
服
よ
り
は
と
て
も
マ
シ
だ

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

じ

あ
り
が
と
う

 
店
 

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
店
を
出
て

の
調
味
料
な
ど
を
買

て
帰

に
つ
い
た

し
か
も

度
よ
く

紫
ち

ん
に
か
け
た
魔
法
も

果
切
れ
だ

 
紫
 

理
久
兎
さ
ん

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
理
 

良
い
よ
気
に
す
る
な

 
紫
 

で
も
気
に
な

た
ん
で
す
け
ど

 
理
 

ん
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紫
 

理
久
兎
さ
ん
あ
の
お
金

て
ど
こ
か
ら

 
紫
に
お
金
の
事
を
聞
か
れ
た

そ
れ
は
少
し
説
明
に

て
し
ま
う

 
理
 

あ

あ
れ

 
何
て

う
か
と

ん
で
い
る
と

 
山
賊

お
い
そ
こ
の
奴
ら
金
と
そ
の

服
お
い
て

 
い
き
な

 
山
賊

 
山
賊

お
い
て
け

お
い
て
け

 
武

を
持

た
明
ら
か
に
も

モ
ブ
と
い
う
山
賊
が
出
て
き
た

つ
い
で
に
見
た
目
が

サ
い
し

が
数

り
を
ブ
ン
ブ
ン
と
飛
ん
で
い
た

 
紫
 

山
賊

 
理
 

そ
う
だ
紫
ち

ん
少
し
見
て
て

仙
術
十
八
式

 

雷

 
仙
術
を
唱
え
る

そ
の
次
の

間

 
シ

ン
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紫
 

え

消
え
た

 
突
然
紫
の
目
の
前
か
ら
理
久
兎
の
姿
が
消
え
た

 
山
賊

さ

お
い

フ

 
何
が
起
こ

た
の
か
山
賊
の

名
が
い
き
な
り

さ
れ
た

 
山
賊

何
が
起
こ

ア

シ

 
ま
た

人

れ

 
山
賊

何
が
ど
う
な

て

ア

ン

 
そ
し
て
最
後
の

名
も

れ
た

そ
ん
な
光

を
間
近
で
見
た
紫
は

い
て
い
た

 
紫
 
 

 
シ

ン

 
そ
し
て
姿
を
消
し
た
理
久
兎
が
突

現
れ
た

 
理
 

よ

し
こ
い
つ
ら
か
ら

ぎ
取
る
か

 
理
久
兎
は
山
賊
達
か
ら

布
と
服
な
ど
を

ぎ
取

た

な
お
ふ
ん
ど
し
は

し
て
あ
げ
た

流

に
男
と
し
て
可
愛
そ
う
に
な

た
た
め

 
理
 

意
外
に
入

て
る
な
多
分
俺
ら
の
前
に

か
ら
か
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金
を

ぎ
取

た
な

ま

ち

と
余
分
に

 
ゲ

ト
出
来
た
か
ら
良
し
と
す
る
か

 
紫
 

ま
さ
か
殺
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

い
や
殺
し
て
な
い
よ

こ
い
つ
ら
な
ん
て

 
殺
し
て
も
何
の

も
な
い
し

 
理
久
兎
が
や

た
の
は
あ
く
ま
で

手
を
気
絶
さ
せ
る
程
度
の

撃
グ

ン
手
加
減
だ

殺

的
な
技
は
使

て
い
な
い

 
紫
 

そ
う
で
す
か

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
話
の
続
き
だ
け
ど
お
金
の

ぎ

 
方
は
今
み
た
い
な
感
じ
だ
よ

 
紫
 

何
時
も
こ
ん
な
こ
と
を

 
紫
が
理
久
兎
に
聞
く
と

 
理
 

は

き
り

う
と
こ
い
つ
ら
か
ら
挑
ま
れ
た
ら

 
勝
負
し
て
い
る
だ
け
だ
よ

つ
い
で
に
人
か
ら

 
盗
み
を

い
て
い
る
か
ら

こ
う
い
う
奴
ら
の
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こ
の
結
果
は
自

自

な
ん
だ
よ

 
紫
 

そ
う
で
す
か

 
理
 

だ
か
ら
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
よ

 
紫
 

そ
う
で
す

理
久
兎
さ
ん
み
た
い
に
強
く
な
り
た

 
い
な

 
紫
は
理
久
兎
の

的
な
強
さ
を
初
め
て
見
て
そ
の
強
さ
に

れ
た

間
だ

た
が

 
理
 

何
か

た

 
紫
 

い

い
え

 
理
 

ま

い

か
紫
ち

ん

く
帰

て
御
飯
を
食
べ

 
よ
う
か

 
紫
 

は
い

理
久
兎
さ
ん
に
頼
ん
で
み
よ
う
か
な

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
と
紫
は
小

へ
と
帰

て
行

た
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第
五
章
 
運
命
は
動
き
出
す

 
第

話
 
弟
子
が
出
来
ま
し
た

 
山
賊
達
の
襲
撃
か
ら
翌
朝
の
事

 
理
 

う
ん

良
い
出

だ

 
味
見
を
し
つ
つ
そ
う

く

因
み
に
味

を
作

て
い
る
が

材
は
シ
ン
プ
ル
に

の
つ
み

れ
団
子
だ

 
紫
 

良
い
香
り
で
す

 
理
 

お
は
よ
う
紫
ち

ん

 
紫
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

も
う
す
ぐ
出
来
る
か
ら
待

て
て

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
の

葉
を
聞
い
た
紫
は

を
か
き

る
理
久
兎
を

と
居
間
か
ら
見
続
け
て
い



 第 話 弟子が出来ました

た

そ
し
て
数
分
後

 
理
 

は
い
お
待
ち
ど
う
さ
ま

 
紫
 

今
日
も
美
味
し
そ
う

 
メ
ニ

御
飯

味

目
玉

き

の
花
の
お

た
し

で
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
だ

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
紫
 

理
久
兎
さ
ん
後
で
お
話
し
し
た
い
こ
と
が

 
あ
る
ん
で
す
が

 
理
 
 

ん

 
紫
 

食
べ
終
わ

た
ら
で
良
い
の
で
聞
い
て
く
れ

 
ま
せ
ん
か

 
理
 

い
い
よ

 
と

う
と
紫
は
真

な

に
な

て
朝
食
を
食
べ
始
め
る
の
を

し
何
か
あ
る
な
と
悟

た

そ
し
て
食
べ
終
わ
り

 
紫
 

ご

走
さ
ま
で
し
た
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理
 

お

末
さ
ま

で

話
は

 
紫
 

実
は

そ
の

 
理
 

う
ん

・
・

 
紫
 

々
し
い
と
は
思
い
ま
す
で
も

わ
せ
て
く
だ

 
さ
い

 
理
 

だ
か
ら
何
が

 
紫
 

私
を
理
久
兎
さ
ん
の
弟
子
に
し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

え

は

 
理
久
兎
は

突
す
ぎ
て
本
気
で

い
た

だ
か
ら
こ
そ
弟
子
に
な
り
た
い
理
由
を
聞
か
ず
る

な
か

た

 
理
 

な
ん
で
ま
た

 
紫
 

私
は

日
の
理
久
兎
さ
ん
の
戦
い
を
見
ま
し
た

 
そ
れ
で
私
も
あ
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
く
て
も

 
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
れ
る
こ
と
は
出
来
る

 
よ
う
に
な
り
た
い
ん
で
す

だ
か
ら
弟
子
に



 第 話 弟子が出来ました

 
し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

う
む

 
理
久
兎
は

え
た

か
に
自
分
の
戦
い
方
を
見
て
そ
れ
で
弟
子
に
な
り
た
い
そ
れ
は
良
い

だ

け
ど
弟
子
を
と

た
こ
と
が

度
も
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
女
に
対
し
て
し

か
り
教
え
ら
れ

る
か

任
は
と
れ
る
の
か
な
ど
を

え
た

 
紫
 

お
願
い
い
た
し
ま
す

 
紫
は
座

て
頭
を
下
げ
た

 
理
 

お
い
お
い
紫
ち

ん
お
願
い
だ
か
ら
頭
を

 
あ
げ
て
く
れ

 
紫
 

お
願
い
い
た
し
ま
す

 
紫
の
決
死
の
願
い
が

い
た
の
か
理
久
兎
は
紫
に

 
理
 

紫
ち

ん

つ

わ
せ
て

し
い

 
紫
 
 
・
・

 
理
 

俺
は

こ
れ
ま
で
弟
子
を
取

た
こ
と
は

 

度
も
な
い

そ
れ
で
も
良
い
の
か



 第五章 運命は動き出す

 
理
久
兎
は

の
た
め
に
自
分
は
弟
子
を

回
も
取

た
こ
と
が
な
い
と

う
と
紫
は

 
紫
 

も
ち
ろ
ん
で
す

な
ら
私
と
学
び
ま
し

う

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

紫
ち

ん
に
は
負
け
た
よ

い
い
よ
弟
子
に

 
な

て

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 
い
え
御
師
匠
様

 
理
 

無
理
す
る
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
紫
ち

ん

 
急
に

い
方
を
変
え
る
な
ん
て
の
は

し
い
た
め
無
理
の
な
い

で
い
う
が
紫
は

 
紫
 

い
え
大
丈
夫
で
す

 
と

強
く
い

た

 
理
 

そ
う
か

ま

良
い
か
と
り
あ
え
ず
本
格
的
な

 
修
行
の
方
は
明
日
か
ら

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

そ
う
だ
な

な
ら
紫
ち

ん



 第 話 弟子が出来ました

 
紫
 

は
い

 
理
 

紫
ち

ん
文

と
か
読
み
書
き
は
分
か
る

 
紫
に
文

の
読
み
書
き
が
出
来
る
か
を

る
と
紫
は

を

に

り

 
紫
 

い
え
分
か
り
ま
せ
ん

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

な
ら
今
日
は
修
行
の
代
わ
り
に
文

や
読
み

 
書
き
を
少
し
教
え
て
あ
げ
る
よ

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
御
師
匠
様

 
理
 

じ

そ
う
だ
な

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
紫
ち

ん
に
文

や
読
み
書
き
を
教
え
て
今
日
は
終
わ

た

 
翌
日

理
久
兎
と
紫
は

の
あ
る

の
中
に
来
て
い
た

 
理
 

紫
ち

ん
ま
ず

行
か
ら
始
め
よ
う
か

 
紫
 

何
が
目
的
で
す
か

 
理
 

紫
ち

ん
の
力
の

は
妖
怪
だ
か
ら
妖
力
な
の

 
は
分
か
る
よ
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紫
 

そ
れ
は
分
か
り
ま
す

 
理
 

そ
の
妖
力
を
で
き
る
だ
け

界
ま
で
出
し
続
け
て

 
そ
れ
を

持
す
る
ん
だ
よ

そ
う
す
る
と
や
が
て

 
は
妖
力
を
今
よ
り
も

と
コ
ン
ト
ロ

ル
で
き
る

 
し
自
分
が
使
え
る
妖
力
の

も
増
え
る
こ
い
う
事

 
な
ん
だ
よ

 
紫
 

つ
ま
り

に
打
た
れ
な
が
ら
心
を
無
に
し
て
妖

 
力
を
出
し
続
け
れ
ば
い
い
と

う
こ
と
で
す

 
理
 

そ
う
だ

こ
れ
を
ま
ず
数
時
間
し
て
み
よ
う
か

 
紫

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

 
紫
の
返
事
を
聞
く
と
理
久
兎
は
あ
る
事
を
思
い
つ
き
紫
に
提
案
す
る

 
理
 

あ

少
し
俺
は
こ
こ
を
空
け
る
よ

 
紫
 
 
・
・

 
理
 

こ
の
場
所
で
取
れ
る
山

や
動
物
を

シ



 第 話 弟子が出来ました

 
で
狩
り
に
行
く
か
ら
紫
ち

ん
が
終
わ
る
頃
に

 
は
帰
る
よ

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
は

そ
う

て
こ
の
場
所
か
ら
少
し

れ
た

 
紫
 

さ

て
頑

る

 
だ
が
理
久
兎
は
本
当
は

れ
る
べ
き
で
は
な
か

た
の
だ

 
妖
怪

見
つ
け
た

小
娘

 
紫
 

え

 

 

ン

 
紫
は
突
然
後
ろ
か
ら
後
頭
部
に

で
殴
ら
れ
不
意
討
ち
を
仕
掛
け
ら
れ
た

 
紫
 

う

 
バ

ン

 
突
然
だ

た
そ
れ
に
対

で
き
ず
紫
は
気
絶
し
て
し
ま

た
そ
し
て
そ
の

子
で

子
も

ち

た 
妖
怪

散
々
手
こ
ず
ら
せ
や
が

て



 第五章 運命は動き出す

 
妖
怪

行
こ
う

親
方
が
待

て
る

 
妖
怪

て
か
よ

俺
の
こ
ん
棒
今
の
で

れ
ち
ま

た
よ

 
妖
怪

も
う
だ
い
ぶ
使

て
た
し
な

 
妖
怪

と
り
あ
え
ず
よ
こ
い
つ
運
ぶ
か

 
妖
怪

そ
れ
さ

き
俺
が

も

い
い
や

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
妖
怪
は
紫
を

い
で
彼
ら
の
拠
点
に
帰

て
い

た

そ
こ
か
ら
数

分
後

 
理
 

お

い
紫
ち

ん

 
紫
を
呼
ぶ
の
だ
が
紫
ど
こ
ろ
か

も
返
事
を
し
な
い

 
理
 

あ
れ

 
不
信
に
思
い
す
ぐ
に
紫
ち

ん
が
い
た
場
所
に

け
つ
け
た

 
理
 

こ
れ
は

 
理
久
兎
が
見
つ
け
た
の
は
紫
が
着
け
て
い
た
ド
ア
キ

プ
み
た
い
な

子
に
そ
し
て
更
に
紫

ち

ん
の
手
掛
か
り
に
な
り
そ
う
な
物
を
見
つ
け
る

 
理
 

こ
の

れ
た
こ
ん
棒
は



 第 話 弟子が出来ました

 
そ
う
こ
の

れ
た
こ
ん
棒
を
理
久
兎
は
脳
裏
を
過
り
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
あ

た

そ
れ
は
紫

を
追

て
い
た
妖
怪
が
持

て
い
た
武

と
同
じ
物
だ

た

つ
ま
り
紫
は
ま
た

ら
れ
た
と

い
う
の
が
分
か

た

 
理
 

良
い
度
胸
し
て
い
る
じ

え
か

 
こ
の
せ
い
で

も
ぶ
ち

レ
を
通
り
こ
し
た

殺
気
を
制
御
す
る
の
を

れ
て
殺
気
は

々

れ
し
か
も
そ
の
せ
い
な
の
か

 

 

 
動
物

キ

ン

キ

ン

 

の
動
物
達
も
そ
の
感
で
危
機
を
察
知
し
て
逃
げ
て
い
る

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
ゴ

ン
ゴ
ロ
ゴ
ロ

 
理
久
兎
の
能
力
の
せ
い
で
天
気
も
急
に
悪
く
な
り
始
め
し
ま
い
に
は
雷
が
鳴
り
後
少
し
で

も

降
り
そ
う
だ

 
理
 

俺
の
身
内
に
手
を
出
し
た
こ
と
後

さ
せ
て
や

 
る
よ

あ
の
ゴ
ミ

共
が

 
そ
う

て
理
久
兎
は
走
り
出
す
紫
ち

ん
い
や
自
分
の
弟
子
を
見
つ
け
る
た
め
に



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
弟
子
が
ピ
ン
チ
で
す

 
ザ

ザ

ザ

ザ

ザ

ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ

 
雷
鳴
が

く

も
強
い

 
今
俺
が
お
か
れ
て
い
る
状

は

常
に
ま
ず
い
紫
ち

ん
を
捜
す
の
は
い
い
だ
が
情
報
が
無
さ

す
ぎ
る
何
処
か
に
情
報
は

あ
れ
は

 
妖
怪

や
れ
や
れ
見
回
り
と
か
め
ん
ど
く
さ
い
な

 
妖
怪

全
く
だ

し
か
も
天
気
が
い
き
な
り
こ
れ
だ

 
し
な

 
妖
怪
達
が
ど
う
や
ら
見
回
り
を
し
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
あ
い
つ
ら
か
ら
情
報
を
え
る
か

 
そ
う

き
と

た
行
動
は
飛

刀
黒

を
断
罪
神
書
か
ら
取
り
出
し
て

 
理
 

死

 
ザ
シ

 
妖
怪

な
ん
で
俺
ら

グ
ハ



 第 話 弟子がピンチです

 
妖
怪

な

大
丈
夫
か

 
突
然

妖
怪
は
理
久
兎
の
不
意
打
ち
よ

て

を
斬
ら
れ
斬
殺
さ
れ
た

 
妖
怪

て
め

 
チ

キ

 
妖
怪

 
理
久
兎
は
も
う

の
妖
怪
の

も
と
に
刀
を
突
き
立
て
た

 
理
 

少
し
話
し
て

し
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
良
い
か
な

 
妖
怪

た

助
け
て
く
れ

 
理
 

い
い
か
ら
話
せ

お
前
ら
の
所
に
薄
い

の

 

を
し
て
て
こ
の

だ
と
珍
し
い
女
の
子
を
知
ら

 
な
い

 
妖
怪

そ

そ
れ
な
ら
俺
ら
の
住
み
か
に
い

る

 
理
 

場
所
は

 
妖
怪

こ
こ
か
ら
南
の

だ

話
す
こ
と
は
話
し
た



 第五章 運命は動き出す

 
約
束
だ
ろ

だ
か
ら
頼
む
助
け
て
く
れ

 
理
 

な
に

て
る
の

 
妖
怪

え

 
理
 

見
逃
す
約
束
な
ん
て
し
て
な
い
よ

 
理
久
兎
の
そ
の
一

の
後

 
ザ
シ

 
妖
怪

が
は

 
妖
怪
は
一

で

を
斬
ら
れ
て
斬
殺
さ
れ
た

 
理
 

さ
て
情
報
は
手
に
入
れ
た
か
ら
紫
ち

ん
を
助
け

 
に
行
く
か

後
つ
い
で
だ
か
ら

の
ゴ
ミ

の

 
掃
除
も
平
行
し
て
や

て
お
く
か

 
そ
う
し
て
南
の
住
み
か
向
か

て
に
走
り
だ
し
た
の
だ

た

視
点
は
変
わ
り
じ
め
じ
め
と
し

た
暗
い

 
紫
 

う

こ
こ
は

 

チ



 第 話 弟子がピンチです

 
紫
 

な
に

手

に

 
紫
の

に
は

手

が
つ
い
て
い
た

 
親
妖

お
や
お
や
お
目
覚
め
か
い

 
紫
 

嘘

 
そ
う
こ
の
子

の

さ
を
持
つ
妖
怪
こ
そ
紫
ち

ん
の
体
に
ミ
ミ

れ
の

や
紫
を

神
的

に
追
い

め
た
妖
怪
だ

た

 
親
妖

な
に

い
て
る
の
ア
ハ
ハ

 
紫
 

来
な
い
で

 
親
妖

後
で

に
は
こ
こ
か
ら
逃
げ
だ
分
と
俺
の

憤

 
を

め
た
分
を

く
り
と
楽
し
む
か
ら

 
紫
 

い
や

助
け
て
御
師
匠
様

 
親
妖

で
も

ど
う
や
ら

当
な
馬
鹿
に
助
け
ら
れ
た

 
後
で
そ
い
つ
に
も
地
獄
を
見
せ
な
き

ア
ハ

 
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
う

て
妖
怪
の
親
方
は

か
ら
出
て
い

た



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

や

と
自
分
自
身
が
望
む
生
活
が
出
来
る
と

 
思

た
の
に
グ
ス

御
師
匠
様

 
紫
の

そ
し
て

き
を
聞
く
も
の
は

も
居
な
か

た

視
点
は
ま
た

り
外
は

と
雷
で

天
気
は
最
悪
な
事
に
な

て
い
た

 
ザ

ザ

ザ

ゴ
ロ
ゴ
ロ

 
と

と
雷
が
鳴
る

そ
ん
な
中

か
に
だ
が
光
が

れ
る

を
見
つ
け
た

 
理
 

こ
こ
か

 
理
久
兎
は
や

と
住
み
か
に
た
ど
り
着
い
た
見

り
の
妖
怪
達
全
員
を
斬
殺
し
て
い
た
ら
少
し

時
間
が
か
か

て
し
ま

た

そ
し
て
今
自
分
の
手
元
に
は
空
紅
と
黒

が
あ
る
二
刀
流
の
状

態
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
あ
の
住
み
か
の
入
り
口
を
見

 

て
る
奴
を
先
に
殺
る
か

 

い
た
理
久
兎
は
夜
の
闇
に
消
え
て

く
無

な
く
動
く

 
妖
怪

い
き
な
り
天
気
が
悪
く
な

た
な

 
妖
怪

ん
と
だ
な



 第 話 弟子がピンチです

 
妖
怪
達
が

て
い
る
通
り
今
の
天
気
は
月
明
か
り
が
見
え
ず
そ
れ
ど
こ
ろ
か
雷
が
鳴

て
い

た
そ
れ
に

も
ど
し

降
り
だ

 
妖
怪

な

あ
の

キ
後
で
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
こ
と
を
妖
怪
が

い
仲
間
の
妖
怪
に

り
向
い
た
そ
の
時
だ

た

 
妖
怪

グ
ボ

 
仲
間
の
妖
怪
が

を

い
て

れ
た

そ
の

れ
た
妖
怪
の

中
か
ら
心

に
か
け
て
黒
い
刀

が

さ

て
い
た

 
妖
怪

お
い
大
丈
夫
か

だ

 
理
 

よ

 
妖
怪

お
前
は
あ
の
時
の
小

の

 
妖
怪
が

い
き
る
前
に
直
ぐ
様

間
合
い
へ
と

め

 
理
 

死

 
ブ

 
妖
怪

あ
が

は

 
理
久
兎
は
一

で
近
づ
き
妖
怪
の

を
空
紅
で

き
斬

た

妖
怪
は

鳴
を
上
げ
ず
静
か



 第五章 運命は動き出す

に
死
ん
だ

そ
し
て
妖
怪
の

中
に

さ

た
黒

を

い
て

 
理
 

こ
の
奥
か

少
し
口

で
も
吹
く
か
そ
う
す
れ
ば

 
少
し
は
気
も

れ
る
し
何
よ
り
彼
奴
ら
の
方
か
ら

 

て
く
る
だ
ろ
う
し

 
つ
ま
り
わ
ざ
と
近
づ
け
さ
せ
て
ま
ん
ま
と
や

て
来
た
奴
か
ら
始
末
し
て
い
く
と
い
う
作
戦

だ 
理
 

 
理
久
兎
は

口

を
を

で
な
が
ら
そ
の
住
み
か
に
入

て
い

た

そ
し
妖
怪
の
親
分
は

 
親
妖

ふ

た

さ
て
さ
て
あ
の

キ
を
虐
め
よ

 
う
か
な

久
々
で
楽
し
み
だ
な

 
バ
チ
ん

 
妖
怪
の
親
分
は

ど
う
や
ら
飯
を
食

て
い
た
よ
う
だ

飯
を
食
べ
終
わ
る
と

に

て

あ

た
ム
チ
を
取

た

ど
う
や
ら
紫
に
ム
チ
を
打
ち
に
行
く
よ
う
だ

 
親
妖

あ
の

キ
が

に

え
る

見
る
の
が

 
と
て
も
楽
し
ん
だ
よ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ



 第 話 弟子がピンチです

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

  
親
妖
 

何
だ
こ
の
口

は

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

 

ロ
ン

コ
ロ
コ
ロ

 
何
か
が
転
が

て
く
る

 
親
妖

な

な
ん
だ
よ
こ
れ

 
妖
怪
の
親
分
は

く
そ
う
転
が

て
き
た
の
は
自
分
自
身
の
部
下
の
生

だ

た
か
ら
だ

そ

し
て
そ
れ
と
同
時
に
二
刀
を
持

た
理
久
兎
も

を
出
し
た

 
理
 

お
や

こ
こ
は
少
し

い

 

い

か
ら
う

て
変
わ
り
少
し

い
場
所
に
出
た

し
か
も
そ
の
奥
に
は

を
持

た
妖

怪
が
い
た

 
親
妖

お
前

俺
の
部
下
に
何
を
し
た

 
理
 

の
部
下

て
こ
と
は

が
親
玉

 
ど
う
や
ら
こ
い
つ
が
紫
を

い
目
に
遭
わ
せ
て
い
た
奴
み
た
い
だ

こ
い
つ
は

し
み
を
与
え



 第五章 運命は動き出す

て
か
ら
殺
す
と

え
た

 
親
妖

聞
い
て
ん
の
は
こ

ち
だ

 
理
 

殺
し
た
ん
だ
よ

見
て
分
か
ら
な
い

あ

 

の
小
さ
い
脳
じ

分
か
ら
な
い
か

 
親
妖

こ
い
つ

共

出
て
こ
い

 
だ
が

も
来
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
返
事
も
な
い

 
親
妖

お
前
ら

 
理
 

無

だ
よ

 
親
妖

な
に

 
理
 

だ

て
全
員
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
か
ら

 
何
よ
り
そ
の

が
証
拠
だ
よ

 
そ
う
外
の
見

り
そ
し
て
こ
の

の
中
に
い
る
妖
怪
達
は
こ
の
親
玉
除
い
て
全
員

し
た
の

だ

何
よ
り
も
彼
ら
は

鳴
を
あ
げ
る
こ
と
も
出
来
な
い
死
に
方
と
外
の
大

と
雷
が

き
う
る

さ
い
の
も
あ
り
気
づ
く
は
ず
も
な
い

 
親
妖

嘘
だ

嘘
だ



 第 話 弟子がピンチです

 
理
 

嘘
じ

な
い
現
実
だ
よ

 
親
妖

お
前
は
何
が
目
的
だ

 
何
が
目
的
か

そ
ん
な
は
決
ま

て
い
る

 
理
 

が
お
気
に
入
り
の
女
の
子
だ
よ

 
親
妖

な

ま
さ
か
お
前
が
あ
の

キ
を
助
け
た
奴
か

 
理
 

そ
う
だ
よ

さ
て
と
ゴ
ミ

の
戯
れ

 
は
も
う
聞
き
あ
き
た
ん
だ
よ

 
理
久
兎
は

殺
気
を

つ

な

ぎ

ま
さ
れ
た
殺
気
を

 
親
妖

 
妖
怪
の
親
分
は

を
つ
い
て
後
ろ
に
下
が
る

だ
が
歩
き
な
が
ら

を

め
て
近
づ
い
て

い
く

そ
し
て
妖
怪
の
親
分
が

に

中
が
あ
た
る
も
う
後
ろ
に
下
が
れ
な
い

そ
し
て
妖
怪
の

親
分
は
口
を
開
け
る

 
親
妖

分
か

た

あ
の

キ
に
は
も
う
二
度
手
を

 
出
さ
な
い

な
ん
な
ら
こ
こ
の
金
も
全
部

 
や
る

だ
か
ら
助
け
て
く
れ



 第五章 運命は動き出す

 
紫
は
助
か
る
の
は
良
い

だ
が
金
で

ま
せ
よ
う
と
い
う
奴
は
本
当
に
嫌
い
だ

そ
し
て
こ
い

つ
は
絶
対
に
生
か
し
て
は
お
か
な
い
と
決
め
た
い
た

だ
か
ら
始
末
す
る

そ
れ
は

る
ぐ
事
は

な
い

 
理
 

本
当
に

み
た
い
だ
な
お
前

楽
に
死

る
何
て

 
思

て
な
い
よ
な

 
親
妖

く

来
る
な

 
理
 

紫
ち

ん
が
受
け
た

そ
し
て

み
そ
れ
を
も

 

え
す
ぐ
死
に
た
い
と
思
わ
せ
る
殺
し
方
を
し
て

 
や
る
よ

 
理
久
兎
は
た
だ

た

そ
れ
も

な

で

憤
怒
に
ま
み
れ
た
殺
気
を

ち
続
け
な
が

ら 
紫
 
 

グ
ス

グ
ス

 
紫
は

い
て
い
た

 
カ
ツ
ン
カ
ツ
ン

 
と

の
通

の
せ
い
か

が
聞
こ
え
て
く
る

し
か
も
こ

ち
に
近
づ
い
て
く
る



 第 話 弟子がピンチです

 
紫
 

ま
た
前
み
た
い
に
ム
チ
を
打
た
れ
る
ん
だ

 
怖
い
打
た
れ
た
く
な
い
助
け
て
御
師
匠
様

 
だ
が
紫
の
予
想
は
外
れ
た
ム
チ
の

で
は
な
く

 

キ
ン

ン

ン

 

格
子
が
切
れ
て
そ
れ
が
地
面
に

下
し
た

が
だ

た

 
紫
 

え

 
紫
が
目
を
開
け
る
と
そ
こ
に
写

て
い
た
の
は
こ
こ
に
は
い
な
い
は
ず
の
あ
り

な
い
人
物
だ

か
ら
だ

 
理
 

大
丈
夫
か
い
紫
ち

ん

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

待

て
て

 

キ
ン

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

黒

で
手

を
切
断
し
た

 

 
紫
 

御
師
匠
様
う
わ

ん
怖
か

た
よ

 

バ



 第五章 運命は動き出す

 
紫
が
理
久
兎
に

き
つ
い
た

 
理
 

お

と

と

怪
我
は

大
丈
夫
そ
う
だ

 
帰
ろ

か

紫
ち

ん

後
こ
れ

れ
物

 
そ
う

て
頭
に
ド
ア
ノ
ブ
み
た
い
な

子
を
紫
ち

ん
の
頭
に

せ
た

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
御
師
匠
様

あ

 
で
も
こ
こ
の
妖
怪
達
は

 
理
 

あ

大
丈
夫
だ
よ

し

か
り
話
し
合
い
物
理

 
し
た
か
ら

 
紫
 

そ
う
で
す
か

あ
れ

力
が

 
ど
う
や
ら
安
心
し
た
の
か
力
が
う
ま
く
入
ら
な
い
よ
う
だ

 
理
 

お

と
大
丈
夫
か
い

 
紫
 

す
み
ま
せ
ん
力
が

 
理
 

な
ら
お
ん
ぶ
し
て
あ
げ
る
よ

そ
の
前
に

 
刀
を
し
ま
わ
な
い
と

 
理
久
兎
は

そ
う

い
刀
を
断
罪
神
書
に

め
る

そ
し
て
紫
を
お
ん
ぶ
し
た



 第 話 弟子がピンチです

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

行
こ
う
か

 
紫
 

は
い

で
も
今
の
本
は

 
そ
う

て
理
久
兎
達
は

出
口
に
歩
き
だ
す

 
一
方
妖
怪
の
親
分
は

 
親
妖
 

助

け
て

く
れ

殺
し

て
く

れ

 
理
久
兎
の

に

れ
た
妖
怪
の
親
分
は
十

に

げ
ら
れ
た
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に

に

の

で

手

を

か
れ

は
り
つ
け
に
さ
れ
て
い
た

そ
し
て
体
に
は

本
ぐ
ら

い
の

の

が
体
に

さ

て
い
た
そ
こ
か
ら
は

が
少
し
づ
つ
少
し
づ
つ
と

れ
て
い
た

 
親
妖
 

か

俺
を
殺
し

て
く

れ

 
理
久
兎
が
今
知

て
い
る
最
も

な
殺
し
方
だ

み
の
中
で
出

多

で

く
り
と

死
ん
で
い
く
方
法
だ

し
か
も

し
い
か
ら
と

て
自
分
で
自
分
を
殺
す
こ
と
も
で
き
な
い
な

か

手

に

の

が
打
ち
込
ま
れ
て
身
動
き
が
と
れ
な
い
か
ら
だ

そ
し
て

も
助
け
に

は
来
な
い

な

か
理
久
兎
が
こ
の
親
分
の
部
下
の
仲
間
も
殺
し
た
か
ら

妖
怪
の
親
分
の

は

に
も

か
ず

空
の
闇
に
消
え
て
い

た

帰

に
つ
い
た

人
は
と
い
う
と



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
御
師
匠
様

 
理
 

い
い
ん
だ
よ
俺
も

れ
た
の
は
悪
か

た
し

 
と
り
あ
え
ず
明
日
か
ら
修
行
に
入
ろ
う
か

 
紫
 

は
い

 
そ
う
し
て
俺
ら
は
帰

に
つ
い
た
の
だ

た
そ
し
て
雷
鳴
が

き
強
い

が
降

て
い
た
空

は
今
は
綺

な
星
と
月
が
輝
い
て
い
た
の
だ

た



 第 話 紫の修行

 
第

話
 
紫
の
修
行

 
紫
ち

ん
を
救
出
し
て
か
ら
翌
日

 
理
 

日
は
散
々
な
こ
と
が
あ

て
で
き
な
か

た

 
修
行
す
る
よ

 
紫
 

お
願
い
し
ま
す
御
師
匠
様

 
理
 

日

た

行
か
ら
や

て
み
よ
う
か

 
紫
 

は
い

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で

行
す
る
こ
と
に
な

た

 
ド
バ

 
理
 

気
持
ち
を

ち
着
け
る
ん
だ
力
を
だ
す
こ
と
に

 
集
中
し
て

 
紫
 
 

 
理
 

フ
ム

 
紫
を
観
察
し
な
が
ら
今
の
状
態
を

察
す
る



 第五章 運命は動き出す

 
理
 
妖
力
は

ま
だ
本
当
に
こ
れ

ち
し
か
な
い
か

 
で
も
紫
ち

ん
の

力
次
第
で
結

変
わ
る
か
ら
な

 
そ
う

察
し
て

分
後

 
紫
 

は

は

は

 
理
 

お

れ
様
ま
だ

れ
て
な
い
か
ら
き
つ

 
か

た

 
明
ら
か
に

を
切
ら
し
て
い
る
紫
に
大
丈
夫
か
と
訪

る

だ
が
元
気
よ
く

 
紫
 

大
丈
夫
で
す

 
と

て
き
た

と
て
も
頑

り

だ

 
理
 

は
は

そ
う
か
な
ら
次
は
イ
メ

ト
レ

 
二
ン
グ
を
し
よ
う
か

 
紫
 

イ
メ

ト
レ

ニ
ン
グ

 
理
 

そ
う
簡
単
に
体
で
説
明
す
る
と

 
理
久
兎
は
自
身
の
妖
力
を
使

て
黒
の

い
玉
を
作

た

 
理
 

こ
う
い
う
風
に
ま
ず

を

え
て
み
て



 第 話 紫の修行

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

ム
ム
ム

 
だ
け
ど
紫
ち

ん
が
ど
ん
な
に
頑

て
も
玉
に
な
ら
な
い

 
理
 

イ
メ

を
す
る
ん
だ

い
玉
の
イ
メ

を

 
頭
で
し

か
り
思
い

か
べ
る
ん
だ
よ

 
紫
 

ふ

分
か
る

ハ

 
す
る
と
ポ
ン
と
い
う

が
す
る

す
る
と
紫
の
手
に
は

 
紫
 

出
来
ま
し
た
よ

御
師
匠
様

 
理
 

や
れ
ば
で
き
る
じ

な
い
か

 
ま
だ
自
分
に
比
べ
れ
ば
小
さ
い
し
直
ぐ
に
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
薄
く
黒
い
光
だ

で
も
良
く

出
来
た

初
め
て
に
し
て
は
上
出
来
だ

た

 
紫
 

ハ

 
だ
が

れ
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
た
め
か
紫
は
座
り
込
ん
で
し
ま

た

 
理
 

ク
ス
ク
ス

お

れ
様
お

に
し
よ
う
か

 
紫
 

そ
う
で
す

 
理
久
兎
と
紫
は

を
散
策
す
る
こ
と
に
し

へ
と
入
る
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
神
様
 
少
女
 

動
中

 
そ
し
て
こ
こ

の
中
で
は

 
理
 

ゲ

ト

 
紫
 

変
わ
ら
ず

い
で
す

 
紫
 

あ

御
師
匠
様
こ
れ
は
食
べ
ら
れ
ま
す
か

 
理
 

そ
れ
は

だ

食
べ
れ
る
よ

少
し
食
べ
て

 
み
た
ら

 
紫
 

で
は
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

う
と
紫
は

を

口
に
入
れ
た

 
紫
 

意
外
に

い
け
ど
美
味
し
い
で
す

 
理
 

そ
う
か

 
紫
 

御
師
匠
様
こ
の
キ
ノ
コ
は
食
べ
ら
れ

 
ま
す
か

 
今
度
は
キ
ノ
コ
を
手
に
取

て
聞
い
て
き
た

だ
が
そ
の
キ
ノ
コ
は

 
理
 

そ
れ
は
毒
キ
ノ
コ
の
ツ
キ

だ

食
べ
た



 第 話 紫の修行

 
ら

毒
で
コ
ロ

と
死
ぬ
よ

 
紫
 

え

 
紫
は

そ
れ
を
聞
き
直
ぐ
に

て
た

 
紫
 

危
う
く
食
べ
る
と
こ
ろ
で
し
た

 
理
 

キ
ノ
コ
は
気
を

け
て

 
紫
 

は
い

じ

あ
こ
れ
も
で
す

 
ま
た

を
取
る

だ
が
そ
の
キ
ノ
コ
は

 
理
 

お

と

こ
れ
は
大
丈
夫
だ
よ

 
理
久
兎
は

そ
う

て

つ
か
の
キ
ノ
コ
を
手
に
取

た

 
紫
 

え

で
も
毒
キ
ノ
コ
な
ん
じ

 
理
 

こ
れ
は
シ
イ

だ
よ

々
な
料
理
に
使
え
る
ん

 
だ
よ

 
紫
 

御
師
匠
様

し
い
で
す

 
理
 

ま

々
と
見
て
る
か
ら

 
因
み
に
あ
ま
り

え
な
い
が
ぶ

ち

け
こ
の
ツ
キ

を
昔
に
食

て
い
ち
こ
ろ
で
死
ん



 第五章 運命は動き出す

だ
事
が
あ
る

そ
の
た
め
キ
ノ
コ
の
見

め
は
そ
の
後

の
元
で
学
び
今
の
キ
ノ
コ
の
見
分

け
が
出
来
る
よ
う
に
な

た
の
だ

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
お

御
飯
に
し
よ
う
か

 
紫
 

は
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
の
調
理
が
始
ま

た
の
だ

た

 
神
様
調
理
中

 
理
 

悪
い
け
ど
こ
の

品
で
勘

 
理
久
兎
が
作

た
料
理
は

キ
ノ
コ

だ

材
は

の

 
シ
イ

そ
し
て
調
味
料
と

し
て
持

て
き
た

に
味

最
後
に
出

の

に

の

も
使

た

だ

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て

人
は
食
事
に
あ
り
つ
く

 
紫
 

お

が
と
ろ
と
ろ
で
美
味
し
い
で
す

 
理
 

そ
う
か

 
紫
の

せ
そ
う
な

が
見
れ
て
と
て
も
良
か

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で

飯
を
食
べ
終
わ
る

 
紫
 

ご

走
さ
ま
で
し
た



 第 話 紫の修行

 
理
 

お

末
さ
ん

さ
て
お

も

ん
だ
し

 
も
う

と
頑

り
し
ま
す
か

 
紫
 

は
い

 
理
 

と
り
あ
え
ず
ま
ず
は

か
ら
だ
か
ら
も
う
一
回

 
さ

き
の
を
や
る
よ

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
そ
の
後
も
修
行
が
続
き
初
日
の
修
行
は
終
わ

た

 
理
 

今
日
は
こ
こ
ま
で

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
も
う

と
い
う
の
も
あ
り
日
は

く

ん
で
い
た

そ
の
た
め
も
う
真

暗
だ

 
紫
 

も
う
す

か
り
夜
で
す

 
理
 

紫
ち

ん
あ

ち
を
向
い
て
み
て
よ

 
そ
う

い
そ
の
方
向
に
指
を
指
す

そ
し
て
紫
が
そ
の
方
向
を
向
く
と

 
紫
 

綺

 
と

た

そ
の
綺

と

た
物
は

の
中
が
綺

な
緑
の
淡
い
光
で

れ
て
い
る
幻
想



 第五章 運命は動き出す

的
な

の
事
だ

 
理
 

あ
れ
は

ツ
キ

だ
よ

 
紫
 

え

さ

き
の
毒
キ
ノ
コ
の

 
理
 

そ

食

で
は
な
い
け
ど
観

す
る
な
ら

 
綺

な
キ
ノ
コ
な
ん
だ
よ

 
紫
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
理
 

帰
ろ

か

明
日
に

く
し

 
紫
 

そ
う
で
す

 

人
は

そ
の
光
に
当
て
ら
れ
な
が
ら
帰

て
い
く

人
が

ん
だ
姿
を
見
る
と
父
と
娘
み

た
い
だ
だ
け
ど

人
は
知
ら
な
い
明
日

人
が

く
こ
と
が
起
き
る
こ
と
に



 第 話 紫の能力

 
第

話
 
紫
の
能
力

 
紫
ち

ん
の
初
修
行
を
終
え
て
翌
日

 
紫
 

フ

ム
ニ

ム
ニ

ん

 
紫
は
目
覚
め
る
と
目
の
前
に
見
た
こ
と
も
な
い
不
思
議
な
物
が
あ

た

そ
れ
は
空
間
を
引
き

い
た
よ
う
な

み
た
い
な
物
だ

そ
し
て
中
か
ら
は
無
数
の
目
が

つ
も
あ
り
そ
し
て
そ
の

の

に
は
リ
ボ
ン
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
た

 
紫
 

何
か
し
ら

御
師
匠
様
が
置
い
た
の
か
な

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

 
理
 

お
は
よ
う
紫
ち

ん

所
で
何
そ
れ

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
は

朝
食
を
作
り
終
え
て
紫
ち

ん
を
起
こ
し
に
来
た
よ
う
だ

 
紫
 

え

御
師
匠
様
が
置
い
た
ん
じ

な
い
ん
 

 
で
す
か

 
理
 

ん

俺
は
知
ら
ん

俺
が
起
き
た
と
き
に
は

 
無
か

た
し



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

え

じ

が

 
理
 

ま
さ
か
怪
談
時
空
ト
ン
ネ
ル

 

談

じ
り
に

う
と
紫
は

い

を
し
な
が
ら

を

げ
る

 
紫
 

い
や
違
う
気
が

ま
ず
何
で
す
か
そ
れ

 
理
 

ん

当
だ
よ

 
紫
 

だ
と
思
い
ま
し
た

 
ま
だ

日
ぐ
ら
い
し
か

て
い
な
い
が
も
う
自
分
の
こ
う
い

た
性
格
を
学
習
し
た
よ
う

だ

だ
が
そ
の
不
思
議
な
物
は
興
味
が
あ
る
た
め

 
理
 

少
し
調
べ
て
み
る
か

紫
ち

ん
先
に
御
飯

 
食
べ
て
て
良
い
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

て
紫
は
朝
食
を
食
べ
に
行

た

 
理
 

フ
ム

 
そ
し
て
自
分
は
こ
の
目
の
前
の
物
体
と
に
ら
め

こ
を
す
る

そ
う
し
て
数
分
後

 
紫
 

御
師
匠
様
ご

走
さ
ま
で
し
た



 第 話 紫の能力

 
理
 

御

末
さ
ま

 
紫
は
食

を

け
自
分
の
元
へ
と

て
く
る

 
紫
 

何
か
分
か
り
ま
し
た
か

 
理
 

う

ん
と
り
あ
え
ず
は

 
紫
 
 
・
・

 
理
 

少
し
説
明
す
る

 
紫
 

お
願
い
し
ま
す

 
と
り
あ
え
ず
だ
が
分
か

た
事
を
説
明
す
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

簡
単
に
説
明
す
る
と

 
紫
 
 
・
・

 
理
 

見
た
感
じ
そ
し
て
感
じ
た
こ
と
は
紫
ち

ん
の

 
妖
力
を
若

感
じ
る
ん
だ
よ

こ
れ
は
恐

 
ら
く
紫
ち

ん

の
能
力
に
よ
る
も
の
だ

 
そ
う
こ
れ
は
紫
が
無
意

の
内
に
使

て
し
ま

た
能
力
の

産
物
と
い
う
こ
と
だ

 
紫
 

能
力



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

そ

特
定
の
人
物
や
妖
怪
は
た
ま
た
神
様
等
が

 
持
つ
も
の
だ

 
紫
 

そ
れ
で
私
の
能
力
は

 
理
 

う

ん
な
ん
と

う
か
多
分
な
ん
だ
け
ど

 
紫
 
 
・
・

 
理
 

紫
ち

ん
の
能
力
は

界
を

る
程
度
の
能
力

 
だ

 
そ
う
こ
こ
か
ら
見
え
る
世
界
そ
れ
は
あ
ら

る
も
の
の
中

の
世
界
と
い

て
も

い
世
界

だ

紫
は
そ
ん
な
と
ん
で
も
能
力
を

て
し
ま

た
と
い
う
こ
と
だ

 
紫
 

界
を

る
程
度
の
能
力

 
理
 

そ

空
間
の

界
を

い
て
出
来
て
い
る
か
ら

 

こ
れ

 
紫
 
 

 
理
 

お
そ
ら
く

界
と
名
の
つ
く
も
の
な
ら
大

は

 

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
よ



 第 話 紫の能力

 
紫
 

そ
れ
が
私
の
能
力

 
紫
は
自
身
の
手
を
グ

す
る

ま
だ
あ
ま
り
実
感
が

い
て
い
な
い
よ
う
だ

だ
が
能
力

が
開
花
す
る
の
は
と
て
も
珍
し
い
し
新
た
な
世
界
へ
と
踏
み
い
る
事
の
出
来
る

歩
だ

 
理
 

お
め
で
と
う
紫
ち

ん

 
紫
 

御
師
匠
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
 

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
の
能
力
を
い
れ
た
修
行
メ
ニ

 
も

え
な
い
と
な

 
こ
の

界
を
見
な
が
ら
出
す
消
す
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
特
訓
が
必
要
だ
な
と

え

る

す
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様
も
能
力
は

あ
る
ん
で
す
か

 

 
と

自
分
の
能
力
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

論

え
は

 
理
 

あ
る
よ
紫
ち

ん

 
あ
る
と

え
る

そ
う

え
れ
ば
必
ず
し
も
こ
の
こ
の
返

が
返

て
く
る

 
紫
 

失
礼
で
す
が
能
力
の
名
前
は

 
そ
う
能
力
の
名
前
だ

何
時
も
の
よ
う
に

つ
目
の
能
力
だ
け
を

う
事
に
し
た



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

俺
の
能
力
は

災

を

る
程
度
の
能
力

だ
よ

 
紫
 

待

て
く
だ
さ
い

そ
れ
下
手
し
た
ら
都

 
な
ど
も

ぼ
せ
る
ん
じ

 
理
 

出
来
る
と
は
思
う
け
ど

多
な
こ
と

外
だ
と

  
紫
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
し
な
い
と
は
い

て
い
な
い

本
当
に
自
分
の

に

れ
た
国
が
あ

た
時
は
容

な
く

す

そ
れ
は
変
わ
ら
な
い

 
理
 

で
も
紫
ち

ん
の
能
力
は
使
い
方
を
し

か
り

 
覚
え
れ
ば
下
手
し
た
ら
大
妖
怪
は

え
る

 
紫
 

本
当
で
す
か

 
理
 

う
ん
で
も
紫
ち

ん
の

力
も
必
要
だ
よ

 
紫
 

力
し
て
能
力
を
使
い
こ
な
し
て
み
せ
ま
す

  
真

直
ぐ
な
目
を
光
ら
せ
て

え
た

学
ぶ
と
い
う
事
に
と
て
も
意

的
な
子
だ



 第 話 紫の能力

 
理
 

そ
の
意
気

そ
の
意
気

 
紫
 

御
師
匠
様

修
行
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

は
い
は
い
そ
ん
じ

行
き
ま
す
か

で
も
能
力
の

 
修
行
は
今
回
の
メ
ニ

で

え
て
な
い
か
ら
明

 
日

 
紫
 

は
い

 
理
 

じ

あ
行
く
か

 
そ
し
て
今
日
も
理
久
兎
と
紫
は
修
行
の
た
め
に
歩
き
出
し
た
の
だ

た

そ
の
後
部

に
出

さ
れ
た

界
は
練
習
が
て
ら
で
紫
に
消
さ
せ
た
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
お
互
い
が
望
む
夢

 
俺
の
元
に
紫
が
弟
子
入
り
し
て
か
ら

約
２
０
０
年
が

た

 
紫
 

 
理
 
 
う
ん
二
百
年
で
こ
こ
ま
で
い
く
と
は

紫
ち

ん
は

 
天
武
の

を
持

て
る
妖
怪
だ
よ

 
紫
の
成
⻑
に
つ
い
つ
い

ん
で
し
ま
う

２
０
０
年
前
は
ミ
カ
ン
と
同
じ
ぐ
ら
い
小
さ
く
て

薄
い
黒
の
妖
力
の
玉
も
今
で
は
⻄

と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
だ
し
か
も
妖
力
の

も
上
が

て
黒
紫
の

に
な

た

更
に
は

界
を

る
程
度
の
能
力
の

産
物

で
も
あ
る
あ
の

け
目
い
や
今
は
ス
キ
マ
と
い

た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か

そ
れ
も
自

に

て
る
し
で
本
当
に

こ
の
子
は

能
が
あ
る

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
も
な
く
彼
女
の

力
は
自
分
の
想

を
遥
か
に

え
て
い
た

修
行
が
終
わ

て
夜
に

た
と
思

た
ら
こ

そ
り
起
き
て
外
で
ス
キ
マ
の
練
習
も

し
て
い
た
り
修
行
の
復
習
ま
で
も
行

て
い
た

自
分
は
知
ら
な
い

り
を
し
て
い
た
が
本
当
は

め
た
か

た
の
が
事
実
だ

そ
れ
で
い
て
学
問
に
も
積

的
に
取
り
組
ん
で
覚
え
る
の
が
本
当

に
楽
し
そ
う
だ

た

そ
の
せ
い
な
の
か
読
み
書
き
も

ぼ
教
え
る
こ
と
が
無
く
な

て
し
ま



 第 話 お互いが望む夢

た

自
分
か
ら
す
る
と
自

の
弟
子
い
や
娘
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

そ
こ
ま
で

 
紫
 

は

は

 
理
 

う
ん
本
当
に
成
⻑
し
た
な

紫

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
御
師
匠
様

 
今
で
は
妖
力
を
出
し
続
け
て
も

時
間
近
く
妖
力
を
出
し
続
け
れ
る
よ
う
に

た

 
理
 

こ
こ
ま
で
来
る
と
教
え
る
こ
と
が
何
も
な
い
な

 
紫
 

そ
う
で
す
か

 
理
 

う
ん
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

多
分
今
の
紫
ち

ん
な
ら

 
中

妖
怪
ぐ
ら
い
な
ら
楽
勝
か
も

 
紫
 

ご

談
を

ふ
ふ

 
い
や

談
な
ん
か
じ

な
い

事
実
を
し

か
り
と

べ
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
小

に
帰
る
か

 
紫
 

は
い

じ

ス
キ
マ
を
開
き
ま
す

 
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く
と
理
久
兎
と
紫
と
で
ス
キ
マ
へ
と
入
る
の
だ

た

そ
し
て
い
つ
の
間
に



 第五章 運命は動き出す

か
自
分
達
の
住
処
へ
と
帰
還
し
た

 
理
 

本
当
に

だ

そ
れ
は

 
上
記
の
と
う
り
紫
は
今
で
は
ス
キ
マ
を
使

て
の

動
も
で
き
る
よ
う
に
な

た

動
に
は

本
当
に

だ

 
紫
 

御
師
匠
様
が
教
え
て
く
れ
な
か

た
ら
今
ご
ろ
は

 
使
え
ま
せ
ん
よ

 
理
 

お
だ
て
る
の
が
上
手
く
な

た

 
紫
 

い
え
い
え

 
い
や
本
当
に

葉
使
い
も
良
く
な

た

そ
れ
に
出
会

た
ば
か
り
の
昔
の
弱
々
し
い
紫
と
比

べ
る
と
今
は

リ

リ
で
は
な
く
な
り

的
で
良
い

体
と
な
り
気
持
ち
胸
も
少
し
大
き
く

な

た
よ
う
な
気
が
す
る

そ
し
て

度
良
い
こ
と
に
夕
飯
時
の
た
め

 
理
 

飯
に
し
よ
う
か

 
紫
 

そ
う
で
す

 
理
 

と
り
あ
え
ず
外
の
縁

で
待

て
て

 
紫
 

は

分
か
り
ま
し
た



 第 話 お互いが望む夢

 
紫
に
指

を
出
し
て
自
分
は
台
所
へ
と
向
か
い
あ
る
物
を
取
り
に
行
く
の
だ

た

そ
し
て
あ

る
物
を
取

て
縁

へ
と
出
る
と

 
理
 

や

り

は

い

 
紫
 

そ
う
で
す
が
月
明
か
り
が
綺

で
す
よ
所
で

 
御
師
匠
様
そ
れ
は

 
理
 

こ
れ
は
七
輪
だ
よ

 
あ
る
物
と
は
七
輪
だ

の

の
夜

よ
り
も

し
い
た
め
外
で
も
外
で
料
理
を
食
べ
よ

う
と
い
う
こ
と
だ

 
紫
 

そ
れ
で
何
に
使
う
ん
で
す
か

 
理
 

こ
う
や

て

火
で
味

を
つ
け
た
お
に

 
ぎ
り
を

け
ば

 
そ
う

い
な
が
ら
味

を
着
け
た
お
に
ぎ
り
を
七
輪
の

に

せ
る

く
す
る
と
味

が

か
れ
香
ば
し
い
匂
い
が
出
て
く
る

 
紫
 

ば
し
く
て
い
い
香
り
で
す

 
理
 

い
俺
特
製
の

お
に
ぎ
り

熱
い
か
ら



 第五章 運命は動き出す

 
気
を

け
て

 
紫
 

い
た
だ
き
ま
す

ハ
フ
ハ
フ
熱
い
け
ど

 
美
味
し
い
で
す

 
理
 

そ
う
か

 

せ
そ
う
に
食
べ
る
紫
の

を
見
な
が
ら
自
分
は
満

す
る
の
だ

た

く
料
理
を
食
べ
る

と 
紫
 

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
理
 

御

末
様

 
料
理
を
食
べ
終
え
自
分
は
七
輪
の

火
を
消
す

す
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

う
ん

ど
う
し
た

真

な

を
し
て

 
紫
は
真

な

を
し
て
き
た

何
事
か
と
思

て
い
る
と

 
紫
 

私
の
過
去
を
少
し
話
し
ま
す

御
師
匠
様
が

 
知

て
の
と
う
り
私
が

い
生
活
だ

た
の
は

 
知

て
い
ま
す



 第 話 お互いが望む夢

 
理
 

あ

知

て
る
よ

 
紫
 

実
は
私
は
そ
の
前
に
生
ま
れ
て
間
も
な
い
時

 
あ
る
人
間
達
に
出
会

て

々
な
こ
と
を
し

 
て
く
れ
ま
し
た

御
飯
を

た
り

を

 
聞
い
た
り
と
で
す
が
直
ぐ
に
あ
の
妖
怪
達
が

 
現
れ
て
そ
の
人
達
を
殺
し
て
そ
の
ま
ま

 
に
さ
れ
ま
し
た

 
理
 

 
紫
 

そ
し
て
そ
の
後
は
知

て
の
と
う
り

ま

て

 

憤
を
晴
ら
す
た
め
に
ム
チ
打
ち
や
掃
除
等
や

 
ら
さ
れ
御
飯
は
ろ
く
に
食
べ
れ
ず
そ
し
て
妖
怪

 
の
親
分
が
私
が
成
⻑
し
た
ら
に
こ
い
つ
を
俺
の

 

に
し
て
俺
が
死
ぬ
ま
で
楽
し
む
と
そ
れ
が
嫌

 
で
命

々
で
逃
げ
出
し
て
そ
し
て

然
御
師
匠

 
様
に
出
合
い
本
当
に

せ
で
し
た



 第五章 運命は動き出す

 
や
は
り
聞
い
て
い
る
と

惨
な
生
き
方
を
し
て
い
る

自
分
よ
り
も
何

も
の
過

な
生
活
に

つ
い
つ
い
心
を
打
た
れ
て
し
ま
う

 
理
 
 

そ
う
か

 
紫
 

で
も

ま
る
前
に
出
会

た
人
間
達
や
あ
の
時

 
の
御
師
匠
様
が
私
を
つ
れ
て

て
く
れ
た
都
の

 
人
間
達
の
や
り
取
り
を
み
て
い
る
と
思

た
ん

 
で
す

人
間
と
妖
怪
が
共
存
で
き
る
世
界
が

 
実
現
で
き
た
ら
と

 
理
 

共
存

 
紫
 

変
で
す
よ

て
く
れ
て
も
い
い
ん
で
す
よ

 
妖
怪
が
こ
ん
な
イ
カ
れ
た

う
の
は
可

し
い
の

 
は
知

て
ま
す
か
ら

 
と

紫
は

う
が
自
分
が
そ
ん
な
事
で
馬
鹿
に
し
た
か
の
よ
う
に

う

が
な
い

む
し
ろ

 
理
 

い
や

な
夢
だ
と
俺
は
思
う
よ

 
紫
 

御
師
匠
様



 第 話 お互いが望む夢

 
そ
の
夢
を

援
す
る

よ
り
も
紫
の
そ
の
夢
を

援
し
た
い

 
理
 

俺
は
そ
の
人
の
夢
や

力
を

わ
な
い
そ
れ
に

 
向
か

て
行
け
る
の
は

大

の

力
で
は
出

 
来
な
い
か
ら
だ
よ

 
紫
 

 
理
 

そ
の
夢
を
心
に

き
続
け
な
さ
い
紫

 
紫
 

御
師
匠
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
紫
は
頭
を
下
げ
た

だ
が
こ
れ
は
紫
の
夢
で
あ
り

え
た
い
と
い
う
願
望
だ
と
感
じ
た

そ
し

て
そ
れ
ら
の

件
は

た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ

な
ら
紫

 
紫
 

な
ん
で
す
か

 
縁

か
ら
立
ち
上
が
り
紫
の
前
に
立
つ
と

 
理
 

俺
と
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
て
み
な
い
か

 
紫
 

え

御
師
匠
様

 
理
 

妖
怪
達
は
そ
ん
な
簡
単
に
ま
と
ま
ら
な
い
の
は



 第五章 運命は動き出す

 
分
か
る
よ
な

 
紫
 

は
い

 
理
 

だ
か
ら
俺
が
そ
の
妖
怪
達
を
ま
と
め
よ
う

 
紫
 

え

 
願
い
を
持
つ
の
は

し
も
人
間
だ
け
と
は
思
わ
な
い
方
が
良
い

動
物
や
妖
怪
は
た
ま
た
自
分

だ

て
時
々
あ
る

そ
し
て
何
よ
り
も
紫
の
そ
の
夢
は
自
分
が
興
味
を
持
ち
そ
し
て

え
た
い
と

い
う
意
思
を
感
じ
た

な
ら
ば
神
と
し
て
そ
の
願
い
を

え
る
後

し
が
し
た
い
と
そ
う
思

た 
理
 

簡
単
な
話
だ
よ
俺
が
妖
怪
の
頂
点
に
立
て
ば
い
い

 
そ
う
す
れ
ば
俺
を
元
に
妖
怪
達
が
集
ま
る

 
紫
 

か
に

 
理
 

そ
れ
に

俺
と
紫
の
夢
を
共
感
出
来
る
奴
を

 
探
す
の
も
楽
だ
し

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

だ
か
ら
紫

に
頼
み
た
い



 第 話 お互いが望む夢

 
紫
 

え

 
理
 

俺
と
紫

の
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

 
共
に
行
か
な
い
か

 
理
久
兎
は
紫
に
手
を
さ
し
だ
す

紫
の

え
は
も
う
決
ま

て
い
た

 
紫
 

共
に
そ
の
夢
を

え
ま
し

う
御
師
匠
様

 
紫
は
そ
の
手
を

い
だ

 
理
 

あ
あ

今
日
は
こ
の
門
出
を
祝
お
う

 
紫
 

は
い
御
師
匠
様

 
こ
う
し
て
俺
と
紫
の
夢
を
実
現
す
る
戦
い
が
始
ま

た
の
だ

た

  



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
仲
間
作
り
も
と
い
不
法
侵
入

 
紫
ち

ん
と
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
今
俺
は
山
に
来
て
い
た

 
理
 

紫
ち

ん
の
情
報
だ
と
こ
こ
か

 
紫
は
情
報
を
集
め
る
た
め
に
自
分
と
別
々
行
動
し
て
い
る

こ
こ
で
少
し
回
想
が
入
り
こ
れ
は

夢
を

え
よ
う
と

た
そ
の
翌
日
だ

 
理
 

紫
ち

ん

 
紫
 

何
で
す
か
御
師
匠
様

 
理
 

ま
ず
は
ど
の
妖
怪
を
仲
間
に
す
る

 
紫
 

そ
う
で
す

な
ら
妖
怪
の
山
に
住
む

 
天
狗
達
な
ん
て
ど
う
で
す
か

 
と

紫
は

て
く
れ
る

だ
が

心
な
事
が
あ
る

そ
れ
は

 
理
 

天
狗

て
ど
う
い
う
妖
怪

 

コ

 
天
狗
と
い
う
妖
怪
は
何
だ
と
い
う
事

元
々
妖
怪
と
い

て
も
紫
は
別
だ
が
自
分
か
ら
す
れ
ば



 第 話 仲間作りもとい不法侵入

全
部
同
じ
と
し
か
思

て
い
な
い
た
め
天
狗
と

わ
れ
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い

 
紫
 

御
師
匠
様

知
ら
な
い
ん
で
す
か

 
理
 

う
ん
知
ら
ん

・

・

 
紫
 

そ
ん
な
胸
を

て

わ
な
い
で
下
さ
い
よ

 
え

と
説
明
す
る
と
妖
怪
達
の
中
で
も

一
で

 
空
を
飛
べ
て
な
お
か
つ
妖
怪
達
の
中
で
は
一
番

 

り
意

の
強
い
妖
怪
で
す

 
理
 

う
わ

面

く
さ
い

イ
プ
だ

 

り
を
意

が
強
い
と
い
う
事
は
大

の
場
合
は
仲
間
意

も
強
い

向
が
多
い
と
い
う
こ

と
だ

に
面

く
さ
い
の
だ

 
紫
 

で
す
が
仲
間
に
し
た
ら
彼
ら
の
ス
ピ

ド
や

 
制
空

を
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
よ

 
理
 

制
空

は
分
か
る
け
ど
そ
ん
な
に

い
の

 
紫
 

は
い

カ
ラ
ス
天
狗
な
ど
の

い
部

も

山

 
い
ま
す
し



 第五章 運命は動き出す

 
そ
ん
な
に

い
と
い
う
の
な
ら
そ
の
ス
ピ

ド
を
見
て
み
た
い

 
理
 

成
る
程
そ
の
ス
ピ

ド
な
ら
俺
に
対
し
て
の

 

も
流
し
て
く
れ
そ
う
だ

決
め
た

 
な
ら
そ
こ
か
ら
行
く
か

 
紫
 

大
丈
夫
で
す
か

御
師
匠
様

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ
後

紫
ち

ん
に
頼
み
た
い
こ
と
が

 
あ
る
ん
だ
け
ど
い
い
か
な

 
紫
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
と
伝
え
る

そ
れ
を
聞
き
紫
は

問

を

か
べ
る

 
紫
 

何
で
す
か

 
理
 

紫
ち

ん
に
は
少
し
妖
怪
の
情
報
等
を
集
め

 
て
き
て

し
い

 
紫
 

な

情
報
を

 
理
 

俺
は
妖
怪
に
対
し
て
の
情
報
は

い
だ
か
ら

 
そ
れ
を
知
る
た
め
に
も

て
い
う
の
と
情
報

 
は
戦
い
を

す
る
か
ら
だ
よ



 第 話 仲間作りもとい不法侵入

 
自
分
は
妖
怪
に
対
し
て
の
情
報
は

だ
に

い

こ
れ
が
何
の
妖
怪
や
弱
点
な
ん
て
の
も
良
く

分
か

て
い
な
い

だ
か
ら
そ
れ
を
探
ら
せ
る
た
め
に
紫
に
調
査
さ
せ
た
い
の
だ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

御
師
匠
様
と
の
夢
の

 
た
め
に
情
報
を
集
め
て
き
ま
す

 
理
 

頼
む
よ

で
も
無
理
は
す
る
な
よ

 
紫
 

は
い

 
理
 

後

俺
は
修
行
し
な
が
ら
行
く
か
ら
こ
こ
で

 
お
別
れ
に
な
る
け
ど
何
か
あ

た
ら
直
ぐ
に

 
俺
の
と
こ
ろ
に
来
な
よ

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た

 
こ
う
し
て
理
久
兎
と
紫
は
計
画
を
実
行
に

し
た

こ
れ
が
回
想
だ

因
み
に
そ
の
話
か
ら
も

う

月
も

過
し
て
い
る

く
り
し
過
ぎ
た

そ
し
て
現

の
理
久
兎
は

 
理
 

さ
て
と
山
に
突
撃
し
ま
す
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は

山
の
中
に

を
踏
み
入
れ
た

く
歩
い
て
い
る
と

 

 

ま
れ

そ
こ
の
男
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の
よ
う
な
妖
怪
の
男
に

め
ら
れ
た

理
久
兎
は
そ
の

み
た
い
な
男
性
に
親
し
み
を
こ
め

て
口
を
開
く

 
理
 

何
で
す
か

な
ら
あ

ち
で
す
よ

 
こ
れ
は
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
の
だ
ろ
う
と
思
い

に
向
か

て
指
を
向
け
る

 

 

あ

こ
れ
は
ご

に

て

違
う

 
そ
し
て
俺
は
マ

キ
ン
グ
等
し
な
い

 
良
い
ノ
リ
ツ

コ
ミ
だ

ツ

コ
ミ
に
キ
レ
が
あ
る

 
理
 

ど
う
し
た

に
花
を

か
せ
て
い
こ
う

 
と
す
る

年
の
よ
う
な

び
を
あ
げ
て

 

 

こ
の
先
は
天
狗
の

り
の
妖
怪
の
山
だ

 
と

ん
で
く
る

だ
が
自
分
に
は

く
こ
う
聞
こ
え
た

 
理
 

え

妖
怪
の
山

さ
ん

 

 

ふ
ざ
け
る
な

 
理
 

ふ
ざ
け
て
な
い

遊
ん
で
る
ん
だ

 
こ
の
妖
怪
で
遊
ん
で
い
る
だ
け
だ

ふ
ざ
け
て
な
ど
い
な
い

と
い
う
か
妖
怪
の
山

て
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だ
よ

 

 

こ

こ
い
つ
我
ら
白
狼
天
狗
を
こ
こ
ま
で
バ
カ
に

 
し
や
が

て

 
理
 

え

狼
な
の

じ

な
く
て

 

 

違
う

 
理
 

ど
う
見
て
も

に
し
か
み
え
な
い

 
そ
れ
を
聞
い
て
こ
ん
な
に
う
る
さ
い
と

し
か
見
え
な
い

そ
こ
ま
で
狼
と

い
き
る
の
な
ら

狼
な
ら
や
ら
な
さ
そ
う
な
こ
と
し
て
み
た
く
な

た

そ
の
た
め
男
の
す
ぐ
近
く
に
来
る
と

 
理
 

お
手

 

 

フ

は

 
理
 

や

じ

ん

ま
で

ち

て

 

を

と

て
い
た

だ
が
こ
の
白
狼
天
狗
は
と
う
と
う
キ
レ
た

 

 

ぶ

殺
し
て
や
る

 
シ

ン

 
そ
う

て
白
狼
天
狗
は
刀
を

刀
し
て
自
分
に
向
け
て
切
り
か
か

た
が
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理
 

い

 
だ
が
彼
よ
り
実

を

験
し
て
い
る
理
久
兎
に
は
そ
ん
な

撃
た
い
し
た
こ
と
で
も
な
い

 

シ

 
理
久
兎
は
普
通
に
刀
を

手
で

ん
だ

 
白
狼

な

 
理
 

少
し

て
て

 
ド
ス

 
そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の
白
狼
天
狗
の

を
思
い

き
り
殴

た

 
白
狼

フ

う

走
狼

一
生
の
不
覚

 
バ

ン

 
そ
し
て
狼

は
気
絶
し
た

 
理
 

い
や

楽
し
か

た
さ

て
そ
ん
じ

入
る
か

 
そ
う

た
が
い
つ
も
の
お
約
束
だ

 
白
狼

さ

き
こ
こ
で
大
き
な
ツ

コ
ミ
が

 
白
狼

こ
れ
は

隊
⻑
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と
狼

の
ツ

コ
ミ
を
聞
い
て
妖
怪
達
が

け
つ
け
て
き
た

そ
れ

前
に
こ
い
つ
が
隊
⻑

だ

た
み
た
い
だ

 
理
 

こ
い
つ
が
隊
⻑
か
よ

 
白
狼

様

た
だ
で
帰
れ
る
と
思
う
な

 
白
狼

隊
⻑
の

 
理
 

殺
し
て

よ

 
そ
し
て

い
つ
も
の
よ
う
に
殴
り
あ
い
が
始
ま

た

そ
し
て

む
ら
の
中
で
は

 

 

あ
や
や
や
た

大
変

急
い
で
天
魔
様
に

 
伝
え
な
い
と

 
こ
の
光

を
見
て
い
た
一
人
の
小
さ
な
少
女
の
影
は
消
え
た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
天
狗
達
と
の
戯
れ

 
と
あ
る

の
中

人
の
少
女
は
全
力
で
そ
の
小
さ
な
黒
い

を
動
か
し
て
い
た

 

 

く

く
伝
え
な
き

 
彼
女
は

無
我
夢
中
で
飛
ん
で

り
に
気
を

る
の
を

れ
て
い
た

そ
の
た
め

 

 

ち

 

 

う
わ

 
そ
し
て

然
目
の
前
に
い
た
少
女
に
ぶ
つ
か

た

 

 

て
て
何
よ

て
文

ど
う
し
た
の

 
文
 

て
て

は
た
て

 
こ
の
今
さ

き
ま
で
飛
ん
で
い
た
天
狗
の
名
は

命

文

そ
し
て
今
ぶ
つ
か

た
の
は
文

の
友
達

姫
海

は
た
て
だ

 
文
 

大
変
で
す
よ
は
た
て

 
は
た

だ
か
ら
ど
う
し
た
の
よ

 
文
 

侵
入
者
で
す
よ



 第 話 天狗達との戯れ

 
は
た

へ

は

 
文
 

急
い
で
天
魔
様
に
伝
え
な
い
と

 
は
た

待

て
文

私
も
い
く

 
そ
う

て

人
の
少
女
は
飛
び
だ

た

 
一
方
理
久
兎
は

 
理
 

無

な
ん
だ
よ

 
白
狼

グ
ハ

 

手
で
殴

て
い
る
模
様

今
現

の
状

で
は
主
人

が
進
み
そ
う
も
な
い
の
で
先
程
の
天

狗
の
少
女
へ
と
視
点
を
変
え
よ
う

 
文
 

天
魔
様

 
は
た

大
変
よ

 

人
は
天
魔
の
も
と
に
た
ど
り
着
い
た

そ
し
て

の
天
狗
達
が
恐
れ
る
天
魔
の
正
体
は

 
天
魔

ん

ど
う
し
た
文
に
は
た
て

人
し
て

 
バ
リ

バ
リ

 
せ
ん
べ
い
を
か
じ
り
な
が

転
が

て
い
る

メ
な
中
学
女
子
見
た
い
な
子
だ



 第五章 運命は動き出す

 
文
 

侵
入
者
で
す

 
天
魔

ま
た
ま
た

こ
ん
な
山
に
入
る
奴
な
ん
て
い
る

 
の
か
文

あ
の
御
方
達
除
い
て

 
文
 

で
す
が
白
狼
天
狗
達
が
一

で
や
ら
れ
て

 
い
ま
す

 
天
魔
 

嘘
で
は
な
い
な

 
文
 
 
コ
ク
リ

 
文
が

て
い
る
を
久
々
に
見
た
天
魔
は
す
ぐ
に
真
面
目
な

つ
き
に
な
り
起
き
上
が
る

 
天
魔

は
た
て

急

の
天
狗
達
に
伝
達

そ
し
て

 
侵
入
者
を

ら
え
よ
と
伝
え
ろ

 
は
た

わ
か
り
ま
し
た

 
天
魔

文

ご

だ

た

 
文
 

い
え

な
ん
か
急
に
真
面
目
な

つ
き
に
な

て

 
も

が
な

 
な
お
天
魔
の

は
ど
う
や
ら
無
い
に
等
し
い
ら
し
い



 第 話 天狗達との戯れ

 
天
魔

く
何
と
し
て
も

ま
え
な
け
れ
ば
も
し
こ
れ
が

 
あ
の
御
方
達
に
バ
レ
る
と

々
面

だ
か
ら
な

 
天
魔
は
そ
う

き
侵
入
者
に
対
し
て
の

を
強
め
る
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
視
点

は
ま
た
ま
た

り
理
久
兎
は

 
理
 

ま

た
く
数
が
面

だ
な

 
気
絶
し
て
い
る
白
天
狗
達
に
そ
ん
な
こ
と
を
ぼ
や
い
て
い
る
と
多
数
の
気

を
感
じ
る

 
理
 

う
ん

 
向
い
た
先
に
は

 
天
狗

い
た

 
天
狗

ま
え
ろ

 
と

今
度
は

が
生
え
た
妖
怪
も
と
い
天
狗
達
多
数
が
や

て
来
た

 
理
 

ま
た
増
え
た

 
天
狗

や

ち
ま
え

 
天
狗

お

 
し
か
も
無
数
に
い
る
天
狗
達
は
理
久
兎
へ
と

空
し
な
が
ら
襲
い
掛
か
る



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

面

だ
な
仕
方
な
い
あ
れ
を
使
う
か

 
理
久
兎
は
あ
る

え
を
と
る

す
る
と

 
天
狗

ま
え
た

 
天
狗

お

だ

よ

 
と

を

を

む

だ
が
彼
ら
は

か

た

 
理
 

仙
術
 
ニ
式
 

こ

う

 
そ
う

ぶ
と
更
に
大
き
く

を

い

い

い
に
空
気
を

う
と

 
理
 

グ

 
理
久
兎
が
使

た
技
仙
術
ニ
式

こ
れ
は
自
分
を
中
心
と
し
半

１
０

の

で
大

の

び
を
あ
げ
る
技
だ

見
た
感
じ
は
シ
ン
プ
ル
な
技
だ
が

る
事
な
か
れ

近

の

手
は
こ
れ
を
食
ら
う
と
何
か
は
ぶ

飛
ぶ

さ
ら
に

外
で
も

手
の
耳
に

イ
レ
ク
ト
に

メ

を
与
え
る

こ
の

は
さ
な
が
ら
何
処

の
ハ
ン
テ

ン
グ
ゲ

ム
の

⻯
の
よ
う

だ

そ
し
て
こ
れ
を
く
ら

た
天
狗
達
は

 
天
狗

ぎ

ふ
ん

 
天
狗

ラ

テ

ク



 第 話 天狗達との戯れ

 
等

び
な
が
ら
吹

飛
ん
だ

そ
し
て
遠
く
に
い
る
者
達
は

 
天
狗

ぐ
わ

耳
が

 
天
狗

 
耳
を
塞
ぎ
必
死
に

え
る
者
も
い
れ
ば
気
絶
し
た
者
も
出
て
き
て
い
た

そ
の
た
め
向
か

て

き
た
天
狗
達
は
全

し
た

 
理
 

あ
ま
り
使
い
た
く
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
あ

後
結

手
加
減
し
て
る
か
ら
皆
鼓

は

 

れ
て
な
い
は
ず
だ
よ

さ
て
と
さ

き
の

 
増
援
が
来
た

置
を

え
る
と
拠
点
は
あ

 
ち
か

 
そ
う

い
な
が
ら
ま
た
歩
き
出
し
た

ま
た
視
点
は
変
わ
り
天
狗
達
の
い
る
本
殿
で
は

 
文
 

天
魔
様
報
告
い
た
し
ま
す

 
天
魔

ま
え
た
か

 
と

聞
く
が
現
実
は

く
は
な
か

た

文
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
文
 

侵
入
者
を

ま
え
に
い

た
天
狗
達
全
員
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や
ら
れ
ま
し
た

 
天
魔

ブ

嘘
だ
ろ

 
文
 

嘘
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
は
た

あ
り
え
な
い

 
こ
れ
に
は
天
狗
達
も

く
し
か
な
か

た

ま
さ
か

人
に
こ
こ
ま
で
戦
力
が

ら
れ
る
と

は
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

す
る
と

 
天
狗

侵
入
者
が
来
た

天
魔
様
の
家
の
門
を

 
閉
め
ろ

 
天
狗

な

分
か

た

 

イ

ン

チ

ン

 
そ
う

う
と

が
閉
ま
り
内

か
ら

が
掛
か

た

ど
う
や
ら
侵
入
者
が
も
う
目
前
に

て
い
る
よ
う
だ

 
文
 

も
う
こ
こ
ま
で

 
は
 

文

い
ざ
と
な

た
ら
分
か
る
よ

 
文
 

論
で
す

め
ま
し

う



 第 話 天狗達との戯れ

 
天
魔

我
が
天
魔
に
な

て
か
ら

々
と
不

が
続
く
な

 
と

 
天
魔
は
静
か
に

く
の
だ

た

そ
し
て
現

の
理
久
兎
は

 
理
 

つ
い
た
か

 
理
久
兎
は
天
狗
達
の
住
み
か
に
つ
い
た
模
様

だ
が

 
天
狗

侵
入
者
よ
こ
れ

上
は

き
に
は
さ
せ
ぬ

 
理
 

ま
た
お
前
ら
か

 
ま
た
天
狗
達
が
出
て
く
る

こ
れ
に
は

々
と

れ
て
く
る

 
天
狗

は

 
そ
し
て
天
狗
達
は
真
正
面
か
ら
一

に
襲
い
か
か

て
来
る

も
う

々
面

く
さ
く
な

て

き
た
が
仕
方
な
く
さ

き
と
は
違
う

え
を
と
る

 
理
 

仙
術
 
十
三
式
 

く
う
へ
き

空

 
カ
キ
ン

 
天
狗
 

何
だ

こ
れ
は

 
仙
術
十
三
式
空

こ
れ
は
理
久
兎
の
霊
力
な
ど
で

り
に
あ
る
空
気
を
固
め
て

明
の

を
作



 第五章 運命は動き出す

る
防
御
技
だ
で
も
こ
の
技
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い

 
理
 

 
ド

ン

 
天
狗

あ
ぎ

 
天
狗

何
だ
よ

こ
の
技
は
ク
ソ

 
読
者
様
は
分
か
る
だ
ろ
う
か

現
代
で

う
と
こ
ろ
の
風
船
だ

霊
力
な
ど
で
作

た
風
船
と

い
う
容

の
中
に
空
気
を
入
れ
る
こ
れ
が
こ
の
技
の
正
体
だ

そ
し
て
風
船
が

れ
る
と
そ
の

し
た
空
気
の

撃
が
お
こ
り

発
物
と
同
じ

い
に
な
る
の
だ

つ
ま
る
こ
の
技
は
防
御
と

撃
こ
の

つ
を
合
わ
せ
た
技
だ

な
お
防
御
力
は
そ
こ
そ
こ
で
あ
る
の
で

物
も
通
さ
な
い

そ
し
て
吹

飛
ば
さ
れ
た
天
狗
達
は
全
員
気
絶
し
た

 
理
 

よ
し

い
た
な

と
り
あ
え
ず
予
想
だ
と

 
あ
の
大
き
な
家
だ
よ
な

 
理
久
兎
は
天
魔
達
が
い
る
建
物
の
手
前
ま
で
来
て
い
た

そ
し
て
中
で
は

 
ド

ン

 
文
 

え



 第 話 天狗達との戯れ

 
は
 

今
の

は
何

 
文
 

ま
さ
か
皆
負
け
て
し
ま

た
の
で
す
か

 
天
魔

こ
う
な
れ
ば
殺
る
し
か
な
い
の
か

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

 
文
 

ん

 
は
 

ど
う
し
た
の
文

 
文
 

い
や

今
一

が
聞
こ
え
た
よ
う
な

 
そ
し
て
文
が
そ
れ
を
い

た
直
後

 
バ

ン

 

が
無
惨
に

さ
れ
た

そ
し
て
土

が
上
が
る
中
か
ら

 
理
 

お
邪
魔
し
ま

す

 
満
面
の

の
理
久
兎
が
現
れ
た
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
頂
点
だ
と
思

た
が
違

た

 
こ
れ
は
理
久
兎
が

を

す
数
分
前
で
あ
る

 
理
 

さ

て
こ
こ
か

 
理
久
兎
の
前
に
は
い
か
に
も
私
は

い

と
い
う
建
物
が
あ
る

 
理
 

ど
う
開
け
よ
う
か
な

前
と
同
じ
で

い
や
待
て

 
よ

 
理
久
兎
は
あ
る
想

を
し
た

そ
れ
は

 
理
 

終
の
秘

カ
グ

チ

 
ド

ン

 
天
狗

火
が

に

え

た

 
天
狗

消
火
を
急
げ

 
天
狗

無
理
で
す

火
の

い
が

 
妖
怪
の
山
が
大
火
事
に
な

た

 
理
 

や

ち
ま

た



 第 話 頂点だと思ったが違った

 
想

シ

ン
終
了

つ
ま
り

々
が
あ
る
山
で
は
火
の

い
は

心
の
注
意
が
い
る
と
い
う
事

だ 
理
 

こ
う
な
る
と
絶
対
仲
間
に
な

て
く
れ
そ
う
も

 
な
い
所
か
話
す
ら
し
て
く
れ
な
い
よ
な

 
し
か
も
力
で

と
か
一
番
や

た
ら

メ
な

 
や
つ
だ
わ

 
な
お
こ
れ
は
当
た
り
前
で
あ
る

 
理
 

ど
う
す
る
か

一
か
八
か
や

て
み
る
か

 
そ
う

い
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

え
に
入

た

 
理
 

仙
術
 
四
式
 

き

 
バ

ン

 
仙
術
四
式

き
こ
の
技
は
名
前
の
と
う
り

手
の

や
固
い

に
向
か

て

霊
力

き
を
ぶ
つ
け
て
そ
の

や

と
も
ど
も

す
る
技
だ
い
わ

る
部

と

う
や
つ

だ

こ
れ
を
受
け
る
と
も
ち
ろ
ん

や

を

で
き
る
そ
の

に
も
結
界
だ
と
か
も

発
で

で
き
る
で
も
こ
れ
を
生
身
の

体
で
使
う
と
普
通
に

手
は
死
ぬ
恐
れ
が
あ
る
の
で
使



 第五章 運命は動き出す

に
は
い
つ
も

心
の
注
意
を
し
て
い
る

そ
し
て
こ
れ
を
改
良
し
て
作
ら
れ
た
の
が
仙
術
十

六
式
内
核

だ

 
理
 
 
と
り
あ
え
ず
こ
う

え
ば
い
い
か
な

 
理
久
兎
は
中
に
入
る
と
一

 
理
 

お
邪
魔
し
ま

す

 
こ
れ
が
こ
こ
ま
で
の
回
想
で
あ
る

中
に
入
る
と
そ
こ
に
ま
た
天
狗
が
立

て
お
り
そ
の
奥
に

は
ま
だ

い
子

の
天
狗
が

人
そ
し
て
そ
の
奥
に
は
若
く
そ
し
て
立
派
な

を
持
つ
天
狗
が

座

て
い
た

あ
れ
が
ボ
ス
な
の
だ
ろ
う

 
天
魔

こ
い
つ
が

侵
入
者

 
文
 

が

 
は
 

あ
り
え
な
い

 
理
 

こ
こ
の
リ

は

お
前

 
と

た
そ
の
時
だ

た

 
文
 

は
た
て

 
は
た

分
か

て
る



 第 話 頂点だと思ったが違った

 
突
然

人
の
天
狗
の
少
女
が

ス
ピ

ド
で
理
久
兎
に
突
撃
し
て
き
た

 
文
 

い

け

 
は
た

く
た
ば
れ

侵
入
者

 
理
 

何
だ

・
・

 
だ
が
そ
の
突
撃
は
空
し
く
理
久
兎
は
普
通
に
回

し
た

 
文
 

嘘
で
し

 
は
 

あ
の
ス
ピ

ド
を
回

し
た

 
だ
け
ど

人
は
気
づ
い
て
い
な
い

 
バ

ン

 
こ
こ
は
室
内
だ

論
全

力
で
飛
べ
ば

に
当
た
る
だ
ろ
う

 
文
 

 
は
 

て
て

 

人
は

も
の
の
見
事
に

に
激
突
し
た

 
理
 

 
天
魔



 第五章 運命は動き出す

 
こ
れ
を
見
て
い
た

人
は
何
も

え
な
い

 
理
 

え

と
ボ
ス
は

か

 
天
魔

あ

そ
う
だ

 

人
は
無
視
し
て
気
に
し
な
い
こ
と
に
し
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず

を

せ
ば
こ
こ
の
ボ
ス
は
俺
か

 
天
魔

い
や

だ
が
違
う
な

 
ど
う
や
ら
違
う
よ
う
だ

こ
う
な
る
と
戦
う
意
味
が
な
い
と
思

て
し
ま
う

 
理
 

な
ん
だ
違
う
ん
だ

 
天
魔

何
だ

そ
の
男
の
テ
ン
シ

ン
は

 
理
 

今
の
こ
こ
の
ボ
ス
は

じ

な
い

て
こ
と
は

 

か
に
ボ
ス
の
座
を
と
ら
れ
た
の

 
天
魔

そ
う
な
る
な

 
ど
う
や
ら
ボ
ス
の
座
は

か
に
盗
ら
れ
た
よ
う
だ

す
る
と

 
は
た

ち

と

私
達
を
少
し
は
気
に
し
て
よ

 
文
 

あ
や
や
や



 第 話 頂点だと思ったが違った

 
と

に
激
突
し
た

人
は
文
句
を

て
く
る

そ
ん
な
の
は
気
に
し
な
い
で

 
理
 

じ

そ
の
ボ
ス
は

 
文
 

無
視
で
す
か

 
は
 

え

無
視

無
視
な
の

 
も
う
無
視
し
た
方
が
い
い

こ

ち
は
先
程
か
ら
手

い

迎
で

れ
て
い
る
ん
だ
か
ら

 
天
魔

そ
れ
は

 
と

天
魔
が

お
う
と
た
そ
の
時
だ

た

 

 

私
ら
だ
よ

 
理
 

ん

 
天
魔

げ

 
文
 

何
で
こ
の
人
達
が

 
は
 

 
理
久
兎
が

し
た
門
か
ら

人
の
女
性
と

人
の
子

が
入

て
き
た

し
か
も
特

と
し

て
は

人
と
も
頭
に

が
生
え
て
い
る

 
理
 

達
は



 第五章 運命は動き出す

 

 

お

と
悪
い

私
は
こ
こ
妖
怪
の
山
の
ボ
ス

 
⻤
子
⺟
神
の
不
動
⻤

み

す

ず

美
寿
々

て
も
ん
だ

 
そ
う

て
中

に
立
つ

人
の
女
性
が

え
た
の
だ

た



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
第

話
 
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
い
う
真
の
ラ
ス
ボ
ス

 
理
久
兎
に
向
か
て
自

を
し
た
女
性
彼
女
が
今
の
妖
怪
の
山
の
ボ
ス
み
た
い
だ

 
理
 

へ

あ
ん
た
が
ボ
ス
か

 
美
 

お
う
よ

で

に
い
る
の
が

 

 

伊
吹
萃
香
だ
よ

 
と

ち
び

こ
の
⻤

が

え

 

 

そ
ん
で
私
が
星

勇
儀
だ

 
い
か
に
も
姉
御
的
な
女
性
の
⻤

が

え
た

だ
が
ふ
と
思

た

 
理
 

つ

し
て
い
い
か

 
美
 

な
ん
だ
い

 
理
 

ら

て
姉
妹
か

 
つ
い
つ
い

人
が

び
な
お
か
つ

が
生
え
て
い
る
た
め
そ
う
思

て
し
ま
う

し
か
も

度

萃
香
が
い
る
た
め
特
に
そ
う
思

て
し
ま
う

 
勇
儀

プ

ち

因
み
に



 第五章 運命は動き出す

 
理
久
兎
は
指
を
さ
し
て

 
理
 

⻑
女
美
寿
々
次
女
勇
儀
末

子
萃
香

 
と

番
に
指
を
指
し
て
い

た

こ
れ
に
は
美
須
々
と
勇

は
大

だ

 

人

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
萃
香

何
で
私
は
末

子

 
萃
香
は

を
真

に
さ
せ
て

ん
だ

 
勇
儀

や

り
そ
う
思
わ
れ
る

て

 
美
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
理
 

え

違
う
の

 
萃
香

違
う

て

 

ず
か
し
い
の
か

を
真

に
さ
せ
て

ぶ

こ
の
光

を
見
て
い
る
天
狗
達
は

然
と
し

て
い
た

 
天
魔

⻤
を

手
に

々
と
し
て
る
な

 
文
 

い

命
知
ら
ず
も
良
い
所
だ
わ

 
は
た

あ
れ
絶
対
に
殺
さ
れ
る



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
と

き
が
聞
こ
え
て
く
る

自
分
は
そ
ん
な
簡
単
に
死
ぬ
程

で
は
な
い
の
だ
が

す
る

と 
美
 

お

と
本

を

れ
る
と
こ
ろ
だ

た

 
理
 

ん

本

て

 
美
 

本

は

私
ら
の
領
地
で
ま

散
々
や

て

 
く
れ
た

若
造

 
ど
う
や
ら

め
に
来
た
事
に
美
寿
々
は
少
し
お
怒
り
の
よ
う
だ

天
狗

人
は
び
く
び
く

え
て
い
た

 

人
 

 
 

 
理
 

い
や

悪
か

た
普
通
に
入

た
ら
い
き
な
り

 
戦
い
挑
ま
れ
ち

て

て
へ

 
美
 

う
我
ら
⻤
に
い
い
態
度
だ

だ
が
今
の
お
前

 
の

葉
か
ら
は
嘘
の
匂
い
が
し
な
い

 
理
 

嫌
だ
な

俺
は
嘘
が
大
嫌
い
な
ん
だ
よ

 
美
 

う



 第五章 運命は動き出す

 
こ
の
場
に

積
め
た
空
気
が
漂
う

後
ろ
に
い
る
萃
香
と
勇
儀
も
不
安
に
思

た
の
か

 
萃
香

ち

と
や
ば
く
な
い
勇
儀

 
勇
儀

あ

久
々
だ
よ
こ
ん
な
空
気
は

 
と

聞
こ
え
て
く
る

そ
ん
な
空
気
で
は
な
い
と
自
分
は
思
う
が

り
は
そ
う
な
の
だ
ろ
う

そ
し
て
自
分
と
美
寿
々
の
少
し
の

が
続
い
た
後

 
美
 

フ
フ
フ

 
と

い
だ
し
た

そ
れ
に
負
け
じ
と

 
理
 

ク
ク
ク

 
自
分
も

う

そ
し
て

 

人

は
は
は
は
は
は
は

 
自
分
と
美
須
々
は

て
し
ま

た

そ
れ
に
は
こ
の
場
の
全
員
は

い
て
い
た

 
萃
香

な

何

 
勇
儀

ど
う
し
た
ん
だ
い

人
は

 
文
 

も

も
う
無
理

 
は
た

私
も



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
天
魔

お

お
い

 

い

人
は

れ
て
気
絶
し
て
し
ま
う

こ
の

積
め
緊

し
た
空
気
か
ら

け
出
せ
た
こ

と
に
安
心
し
た
の
か
力
が

け
て
し
ま

た
よ
う
だ

す
る
と

 
美
 

気
に
入

た
よ
若
造

 
と
美
須
々
が

て
き
た

だ
が

え
る
の
は
も
う
自
分
は
若
造
の
年

で
は
な
い

そ
れ

前
に
美
須
々
よ
り
年
上
だ

 
理
 

若
造
じ

な
く
て
深
常
理
久
兎
だ
よ

 
美
 

お

と
悪
い

そ
れ
は

 
ど
う
や
ら
何
か
が
通
じ
た
よ
う
だ

そ
の
た
め
か
美
須
々
は
ニ
コ
ニ
コ
と

方
を
見
て
い
る
と

手
を

し
出
し
て
く
る

自
分
は
そ
の
手
を

る

 

シ

 
そ
し
て
お
互
い
に

手
を
交
わ
し
た

 
天
魔
 

ど
う
し
て
こ
う
な

た

 
萃
香

何
か
通
じ
あ

た

 
勇
儀

み
た
い
だ
な



 第五章 運命は動き出す

 

う
通
り
何
か
心
か
ら
通
じ
会
え
た

そ
れ
は

か
だ

 
美
 

で

理
久
兎
な

こ
の
山
に
踏
み
い

た

 
理
 

こ
の
山
の
頂
点
に
な
る
の
が
目
的
か
な

 
間
違

て
は
い
な
い

と
り
あ
え
ず
今
の
目

は
山
の
頂
点
だ

 
美
 

な

そ
の
よ
う
な
こ
と
を

 
理
 

う

ん
俺
ら
の
夢
を

え
る
た
め
か
な

 
美
 

夢

 
理
 

そ

う

ん
と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
呼
ぶ
か

 
美
 

何
だ

 
萃
香

呼
ぶ

 
勇
儀

理
久
兎
の
仲
間
か

 
天
魔

ま
た

人
増
え
る
の
か

 
天
魔
は
頭
を

さ
え
た

な
お
文
と
は
た
て
は
ま
だ
気
絶
し
て
い
る

と
り
あ
え
ず
大
き
く

を

て

 
理
 

紫
ち

ん
カ
モ

ン



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
そ
う

ぶ

す
る
と
自
分
の

で
ス
キ
マ
が
開
く

 
紫
 

何
で
す
か

 
ス
キ
マ
か
ら
紫
が

を
出
し
た

理
久
兎
と
紫

外
の
反

は

 
全
員

そ
こ
か
ら
か

 
と

皆
ま
さ
か
こ
の

で
出
て
く
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
か
目
を
点
に
し
て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様

天
狗
は
仲
間
に

え

 
美
須
々
達
を
紫
は
固
ま

た

 
理
 

ど
う
し
た
紫

 
紫
 

何
で
⻤
が
い
る
ん
で
す
か

 
と

き
な
が
ら

ん
だ

自
分
は
今
の
状

を
話
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

紫
こ
こ
の

下
は
天
狗
じ

な
く
て
⻤

 
だ

た
よ

 
紫
 

嘘

 
ま
さ
か
⻤
の

下
に
な

て
い
る
と
は
予
想
出
来
な
か

た
の
だ
ろ
う

す
る
と
こ
の
光

を
見
て
い
た
メ
ン
バ

は



 第五章 運命は動き出す

 
萃
香

え

と
理
久
兎
だ

け

 
理
 

あ

て
る
よ
で
何
チ
ビ
ち

ん

 
萃
香

チ
ビ
じ

な
く
て
伊
吹
萃
香

 
ま
だ
名
前
を
覚
え
き

て
い
な
い
た
め
チ
ビ
と
呼
ん
だ
ら
怒
ら
れ
た

無
理
も
な
い
が

 
勇
儀

と
り
あ
え
ず
そ
の
子
は

だ
い

 
萃
香

ち

勇
儀
そ
れ
私
の

リ
フ

 

 
萃
香
が
あ
ま
り
に
も

く
話
し
て
い
た
た
め
勇
儀
が
聞
い
て
く
る

 
紫
 

あ

え

と
私
は

 
紫
が
自
分
の
こ
と
を

お
う
と
し
た
時

 
理
 

俺
の

人
娘

 
理
久
兎
の
悪
ふ
ざ
け
が
始
ま

た

 
萃
香

へ

そ
う

は

 
紫
 

え

 
勇
儀

嘘
だ
ろ

 
天
魔

は
い



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
美
 

 
全
員

は

 
全
員
は

き

ん
だ

ま
さ
か
こ
こ
ま
で

う
と
は
思
わ
な
か

た

 
萃
香

り

理
久
兎

子

い
た
の

 
勇
儀

そ
の
見
た
目
で
あ
り
え
な
い

 
美
 

そ
う
か
お
前
の
娘
か

 
天
魔

あ
は
は
は
は
は

 
天

は
発
狂
し
な
が
ら

て
い
た

こ
う
思
わ
れ
る
の
は
無
理
も
な
い

何

か

か
ら
見

る
と
何
で
こ
の

年
に
子

が
い
る
の

と

い
と
き
に
何
か
や
ら
か
し
て
し
ま

た
の

み
た
い
な
感
じ
に
見
え
て
し
ま
う
の
だ

 
文
 

え

何
事
で
す
か

 
ど
う
や
ら
気
絶
し
た
者
も
起
き
た
よ
う
だ

 
は
た

私
は
い

た
い

何
こ
の
状

 
ま
さ
に
カ
オ
ス
な
光

だ

 
紫
 

ち

御
師
匠
様



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

う
ん
何

 
紫
 

娘

て
何
で
す
か

 
理
 

え

違
う
の

 
紫
 

い
や

あ
の

そ
の

 

を

ら
め

く

ど
う
や
ら
内
心
嬉
し
い
よ
う
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
彼
女
達
を

ち
着
か
せ
る
か

 
紫
 

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
数
分
か
け
て
理
久
兎
と
紫
は
実

の
事
を
話
し
皆
を
な
だ
め
る
の
だ

た

 
萃
香

何
だ

師
弟
関
係
か

 
勇
儀

ビ

ク
リ
し
た
な

 
天
魔

本
当
に

め
て
く
れ

 
文
 

何
話
し
て
た
ん
だ
ろ

 
は
 

気
に
な
る
な

 
天
魔

お
前
た
ち
に
は
少
し

い
な

 
ど
う
や
ら
天
魔
は
復
帰
し
た
よ
う
だ



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
美
 

で
も
娘
み
た
い
な
も
ん
だ
ろ

 
理
 

ま

 
紫
 

も
う

御
師
匠
様
は

 
ま
た

ず
か
し
が

て
も
じ
も
じ
と
す
る

 
理
 

所
で
何
で
⻤
が
い
て

い
た
の

 
紫
 

え

と
で
す

⻤
を
仲
間
に
す
る
の
は
天
狗
達

 
の
後
に
や
ろ
う
と
思

た
か
ら
で
す

 
理
 

そ
う
な
の

 
紫
 

は
い
本
当
は
天
狗
達
を
仲
間
に
し
て
そ
し
て

 
⻤
達
に
私
達
の
こ
と
を
知
ら
し
め
れ
ば
興
味

 
を
も

て
や

て
来
た
と
こ
ろ
で
仲
間
に
し

 
よ
う
と

え
て
ま
し
た

 
理
 

う
良
く

え
れ
て
た
じ

ん
か

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
の
頭
を

で
た

 
紫
 

ち

御
師
匠
様

ず
か
し
い
で
す



 第五章 運命は動き出す

 
萃
香

師
弟
関
係
と
い
う
よ
り
は

 
勇
儀

本
当
に
親
子
み
た
い
だ
な

 
美
 

で
も
私
ら
と
戦
う
と
は

 
紫
の
予
定
と
は
大
き
く
変
わ

た

今

え
て
い
る
事
は

 
理
 
と
り
あ
え
ず
⻤
達
も
一
気
に
仲
間
に
す
る
か

 

々
と
計
画
が
ぶ

飛
ん
で
い
た
た
め
理
久
兎
は

え
て
あ
る
策
に
で
た

 
理
 

な
ら
俺
と

け
を
し
な
い
か

 
美
 

け

 
理
 

そ
う

け
さ

 
萃
香

ど
う
い

た

け
を
す
る
の

 
ど
う
い

た

け
を
す
る
の
か
と
聞
い
て
き
た
た
め
お
互
い
が

す
る
ゲ

ム
を
す
る
こ
と

に
し
た

 
理
 

ら
⻤
と
そ
し
て
俺
と
で
勝
負
す
る
ん
だ
よ

 
美
 

う
中
々
面
白
そ
う
じ

な
い
か

 
理
 

ル

ル
は
そ
う
だ

度

ら
の

人

俺



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
で
や
る
の
は
ど
う
か
な

 
美
 

理
久
兎
は
そ
れ
で
勝
て
る
の
か

 
勝
て
る
の
か
と
聞
か
れ
る

ぶ

ち

け
正
直
分
か
ら
な
い

 
理
 

分
か
ら
な
い

で
も
俺
は
少
な
く
て
も

ら

 
と
は
戦

て
は
み
た
い

そ
れ
に
い
く
ら

 
不
可

力
と
は
い
え
ど
喧
嘩
を
吹

掛
け
た

 
の
事
実
だ
か
ら

 
美
 

は
は
は
は
良
い

気
に
入

た
よ
そ
の
戦
い

 
を
受
け
よ
う

 
美
須
々
は
そ
う

い
ゲ

ム
す
る
こ
と
は
決
ま

た

 
萃
香

で

け
の
内
容
は

 
そ
し
て
萃
香
の

た
通
り
次
は

け
る
物
だ

論
自
分
が
要

す
る
物
は
決
ま

て
い

た 
理
 

俺
が
全
勝
す
れ
ば
こ
こ
の
ボ
ス
の
座
を

う
よ

 
美
 

良
い
よ
私
ら
は

で

そ

ち
が
負
け
た
ら



 第五章 運命は動き出す

 
何
を
よ
こ
す

頂
点
の
座
を
や
る
ん
だ
そ
れ

 

の
物
じ

な
い
と

 

論
そ
こ
は
フ

ア
に
や
る

だ
か
ら
そ
れ

の
物
を

け
る

 
理
 

俺
の
心

を
く
れ
て
や
る
よ

 
勇
儀

な

 
萃
香

え

 
紫
 

嘘

 
美
 

お
前
は
正
気
か

 
正
気
か
と
聞
か
れ
る

そ
ん
な
自
分
は
狂

て
は
い
な
い

 
理
 

そ
れ
ぐ
ら
い
の
覚
悟
が
あ
る

て
事
さ

 
美
 

そ
の
覚
悟
気
に
入

た
よ
勝
負
の
日
程
は

 
理
 

明
後
日
で
頼
め
る

 
美
 

良
い
よ

後
あ
た
し
ら
が
あ
ん
た
を
迎
え
に

 
行
く
か
ら
そ
う
だ
な

朝
の

時
く
ら
い

 
に
こ
こ
に
い
ろ
よ



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
理
 

あ
い
よ

 
美
 

逃
げ
る
な
よ

 
逃
げ
る
な
よ
と

わ
れ
て
も
ま
ず
こ
の
喧
嘩
を
吹

掛
け
た
の
は
自
分
だ

逃
げ
る

が
な

い 
理
 

こ

ち
か
ら
戦
い
を
挑
ん
だ
ん
だ
逃
げ
る
な
ん
て

 
更
々
な
い

 
美
 

そ
う
か
い

行
く
よ
お
前
達

 
萃
香

わ
か
り
ま
し
た

 
勇
儀

あ
い
よ

 
そ
う

て
⻤
娘
達
は
帰

て
い

た

 
紫
 

御
師
匠
様

い
く
ら
な
ん
で
も

 
理
 

安
心
し
ろ
紫
俺
は
負
け

よ

 
負
け
る
気
は
更
々
な
い

た
だ
勝
て
る
と
信
じ
る
だ
け
だ

 
紫
 

な
ら
絶
対
勝

て
く
だ
さ
い
御
師
匠
様

 
理
 

な
ら
約
束
し
よ
う
か



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

約
束

 
理
 

う
ん
絶
対
に
勝
つ
こ
れ
が
約
束
だ
よ

 
小
指
を
立
て
て

で

う

の
時
に
は
約
束
は
守
れ
な
か

た

だ
が
今
度
こ
そ
は

守

て
み
せ
る
と
心
に

た

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
絶
対
に
守

て
く
だ
さ
い

 
絶
対
で
す
よ

 
そ
う

い
紫
も
小
指
を
出
し
て
お
互
い
の
小
指
を

め

 

人

指
切
り
げ
ん
ま
ん

嘘

た
ら

本
飲

 
ま
す

指
切

た

 

人
は
指
切
り
し
た

絶
対
に
約
束
を
守
る
た
め
に

 
天
魔

え

と
所
で
あ
ん
た
ら
明
後
日
ま
で
ど
う
す

 
る
ん
だ

 
理
 

宿
か
な

 
紫
 

調
べ
も
の
で
す

 
天
魔

そ

そ
う
か

な

お
前
は
こ
の
里
で
泊
ま



 第 話 ＲＰＧでいう真のラスボス

 
て
き
な

 
は
た

正
気
で
す
か
風

さ
ん

 
文
 

あ
や
や
や
や

 
天
魔

正
気
だ
後

本
名
で
呼
ぶ
な

 
は
た

す
い
ま
せ
ん
昔
の

で

 

 
天
魔
の
名
前
は
風

と
い
う
ら
し
い

普
通
に
良
い
名
前
だ

 
理
 

い
い
の
か
い

 
風

あ

気
に
す
る
な

 
理
 

そ
う
か

な
ら
世
話
に
な
る
よ

 
風
 

と
り
あ
え
ず
は
た
て

 
は
た

は
い

 
風
 

天
狗
全
員
起
こ
し
て
こ
こ
に
呼
び
な

 
は
た

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
は
た
て
は
外
に
飛
び
出
て
い

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
勝
負
の
日
ま
で
世
話
に

な
る
こ
と
に
な

た

そ
し
て
理
久
兎
は
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す



 第五章 運命は動き出す

 
理
 
 
あ

⻤
に
説
明
す
る
の

れ
て
た

 
そ
う
理
久
兎
の
悪
ふ
ざ
け
等
で
自
分
達
の
本
当
の
目
的
を
説
明
す
る
の
を

れ
て
い
た
の
だ

た



 第 話 天狗の里にて

 
第

話
 
天
狗
の
里
に
て

 
⻤
に
宣
戦
布
告
を
し
て
数
分
後
こ
こ
天
狗
達
の
住
む
本
殿
で
は
数
多
の
天
狗
達
が
終
結
し
て

い
た

 
風

え

と
て
な
わ
け
で
明
後
日
ま
で
こ
こ
で
世
話

 
す
る
こ
と
に
な

た

 
理
 

よ
ろ
し
く

 
紫
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
天
狗

ど
う
し
て
こ
う
な

た
ん
だ

 
天
狗

さ

 
天
狗

し
か
し
天
魔
様
が

う
な
ら
な

 
白
狼

だ
な

 
天
狗
達
は
風

の

う
こ
と
な
ら
仕
方
な
い
と
い

た
感
じ
だ

た

そ
ん
な
光

を
見
て
い

る
と

 
理
 

あ

は
あ
の
時
の
わ
ん
わ
ん
お



 第五章 運命は動き出す

 
と

人
の
白
狼
天
狗
に
近
づ
く
と
そ
の
白
狼
天
狗
は
怒
り
な
が
ら

 
狼

違
う

走
狼

だ

 
白
狼

隊
⻑

ち
着
い
て
く
だ
さ
い

 
ど
う
や
ら
ま
だ

ら
れ
た
事
を

に
も

て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

い
や

悪
か

た
な

 
狼

お
い
ご
ら

て
謝
る
な

 
理
 

お
座
り

 
狼
 

ン

は

 
理
久
兎
の
掛
け

と
共
に
狼

は
お
座
り
し
た

や

り

だ

 
白
狼

隊
⻑
が

 
白
狼

に

 
後
ろ
の
白
狼
天
狗
達
は

ソ

ソ
と
話
し
始
め
た

 
狼

様

ま
た
や
り
や
が

た
な

 
紫
 

御
師
匠
様

悪
戯
は
程
々
に

 
理
 

悪
い

だ



 第 話 天狗の里にて

 
狼

こ
の
や
ろ
う

 
狼

は

り

さ
れ
る

目
か
ら
は

く

を
流
し
て
い
た

本
当
に

り

の
あ
る
白
狼

天
狗
だ

 
風

え

と
い
い
か

 
理
 

あ

悪
い
悪
い
じ

な
狼

 
紫
 

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
紫
は

コ
リ
と
頭
を
下
げ
る

そ
れ
を
見
た
狼

は
仕
方
な
く
怒
る
の
を

め
た

 
狼

ま

た
く

 
風

と
り
あ
え
ず

ら
は
私
の
家
で

て
く
れ

 
理
 

あ
い
よ

 
紫
 

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
御
師
匠
様
が
ご

惑
を

 
風

あ

気
に
す
る
な
も
う

れ
た
よ

 

れ
た

そ
の

葉
は
ど
う
や

た
ら
こ
ん
な
台

が

え
る
の
か
が
気
に
な
る

と
い
う
か

絶
対
に
風

は

し
て
る

 
理
 
 

そ
う
か
頑

れ
風



 第五章 運命は動き出す

 
と
小

で

援
し
た

そ
れ
も
そ
の

風

が
天
魔
に

任
し
た
と
た
ん
に
⻤
に

め

と
さ
れ
更
に
は
理
久
兎

人
に

め

と
さ
れ
た
の
だ

そ
れ
は
小

で

 
風

と
り
あ
え
ず
飯
を
食

て
今
日
は

よ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
晩
飯
を
食
べ
て

日
が
終
わ

た

翌
日

紫
は
も
う
少
し
情
報
を
集
め

る
た
め
に
ま
た
ス
キ
マ
に
入

て
い

た

明
日
の
試
合
に
は

援
に
行
く
そ
う
だ

そ
し
て
自

分
は

 
理
 

な

天
魔
さ
ん
よ

 
風

ど
う
し
た
ん
だ

 
理
 

少
し
こ
の
里
を
観
光
し
て
い
い
か

 
や
る
こ
と
が
対
し
て
な
い
の
で
観
光
し
よ
う
と

え
た

 
風

わ
な
い
が

で
も
も
し
が
あ
る
か
ら
な

 
理
 

え
ば

 
風

子
と
か

 
理
 

あ
り
そ
う

 
実

ま
だ
そ
ん
な
に
は
山
を
歩
い
て
い
な
い
た
め
マ

プ
が
頭
に
出
来
て
い
な
い

も
し

子



 第 話 天狗の里にて

に
な

た
ら
ア
ウ
ト
だ

そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
と

 
文
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
天
魔
様

 
と

日
の

い
天
狗
が
現
れ
た

 
風

お

文
か

度
い
い
と
こ
ろ
に

 
ど
う
や
ら
名
前
は
文
と
い
う
ら
し
い

文
は
訳
が
分
か

て
い
な
い
の
か

 
文
 
 
・
・

 

問

を
出
し
て

惑
し
て
い
る
よ
う
だ

 
風

文
よ
こ
の
者
に
こ
の
里
の
案
内
を
し
て
や

て

 
く
れ

 
文
 

え

 
風

何
な
ら
彼
か
ら
外
の
話
を
聞
く
の
も
文

の

 
力
に
な
る
か
も
知
れ
ん

 
文
 

か
に

わ
か
り
ま
し
た

 
と

何
か
は
分
か
ら
な
い
が
文
は

し
た
よ
う
だ

 
風

彼
女
の
話
に

き
合

て
く
れ
ん
か



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

あ

良
い
よ

 

々
と
文

を

げ
て
い
き
た
い
た
め
了

を
す
る

 
文
 

で
は

行
き
ま
し

う

 
理
 

頼
む
よ

あ

そ
う
そ
う
俺
の
名
前
は
深
常

 
理
久
兎
だ
一

は
聞
く
け
ど

の
名
前
は

 
文
 

私
の
名
前
は

命

文
で
す

 
理
 

よ
ろ
し
く

文
ち

ん

 
文
 

こ
ち
ら
こ
そ

で
は

ま
ず
こ

ち
で
す

 
と
簡
単
な
自

と

を

ま
せ
て
文
に

々
な
所
に

れ
て
い
か
れ
た

天
狗
の
里

は
意
外
に
も
少
し

く
自
然
に
も

ま
れ
て
い
る

 
文
 

こ
ん
な
も
ん
で
す
か

 
理
 

な
る

ど

あ
り
が
と
う
案
内
し
て
く
れ
て

 
文
 

い
え
と
こ
ろ
で
理
久
兎
さ
ん
の
外
の
話
を
聞
か

 
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 
理
 

良
い
よ

そ
う
だ
な

何
か
ら
話
す
か



 第 話 天狗の里にて

 
そ
し
て

俺
も
文
に

々
な
こ
と
を
話
し
た
い
つ
も
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か

紫

ち

ん
と
ど
の
よ
う
に
修
行
し
た
の
か
等
だ

こ
こ
だ
け
の
話
自
分
の
出
生
の
秘
密
や
能
力
そ

し
て
古
代
都
市
に
諏
訪
の
国
の
こ
と
と
神
子
ち

ん
達
の
こ
と
そ
し
て
紫
ち

ん
の
過
去
の
話
は

し
て
な
い

 
文
 

成
る
程

意
外
に
た
く
ま
し
い
で
す

 
理
 

で
も
俺
の
話
な
ん
て
聞
い
て
ど
う
す
る
の

 
文
 

え

と
で
す

私

新
聞
を
作
ろ
う
と
思

て

 
い
る
ん
で
す

 
と

ま
た
わ
け
の
分
か
ら
な
い
単
語
が
出
て
き
た

新
聞
と
は
何
だ

と
い
う

問
だ

 
理
 

新
聞

て
何

 
文
 

え

知
ら
な
い
ん
で
す
か

 
理
 

う
ん
分
か
ら
ん

 
文
 

あ
や
や
や

な
ら
教
え
ま
す

 
文
は
自
分
に
新
聞
と
い
う
物
を
教
え
て
く
れ
る
の
だ

た

 
文
 

と
い
う
も
の
な
ん
で
す



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

成
る
程

つ
ま
り
情
報
を
伝
達
す
る
紙
な
ん

 
だ

 
文
 

そ
う
で
す

後

は
た
て
も
作
ろ
う
と

 
し
て
い
る
ん
で
す
よ

 
理
 

は
た
て

あ

一

に
い
た

を

つ

 
に
結
ん
で
い
る
子

 
ど
う
や
ら

つ
に

を
結
ん
で
い
る

い
天
狗
少
女
の
名
前
は
は
た
て
と
い
う
ら
し
い

と

て
も
仲
が
良
い
よ
う
だ

 
理
 

仲
が
い
い
ん
だ

 
文
 

そ
れ
な
り
に
で
す

 
理
 

そ
う

あ

そ
れ
と
何
時
か
新
聞
が
出
来
た
ら

 
見
せ
て
く
れ
よ
気
に
な
る
か
ら
さ

 
文
 

え

い
ま
せ
ん
よ

 
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
う
ち
に
夕
暮
れ
時
に
な

て
い

た

 
文
 

お
や
そ
ろ
そ
ろ
帰
り
ま
し

う
か



 第 話 天狗の里にて

 
理
 

そ
う
だ

 
そ
う

て
文
は
理
久
兎
を
天
魔
の
家
ま
で
案
内
し
た
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
⻤
の
お
迎
え

 
時
間
は
夜

つ
ま
り
お
迎
え
の
前
日

そ
の
時
間

で
は
現

風

の
家
で
夕
飯
を
ご

走

し
て

て
い
た

 
理
 

ふ

明
日
が
楽
し
み
だ
な

 
風

そ
ん
な
に
楽
し
み
か

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
ん

 
だ

 
理
 

ま

の
機
会
だ
か
ら

 
そ
う

べ
る
と
風

は

い
目
を
し
て

方
を

と
見
て
く
る

そ
ん
な
可

し
な
事
は

て
い
な
い

な
の
だ
が

そ
し
て
こ
こ
で
あ
る
事
を
思
い
出
し
た

れ
て
は
な
ら
な
い
事

を 
理
 

そ
う
だ

風

ち

ん

 
風

 
・
・

 
理
 

⻤
達
と
の
勝
負
に
勝

た
ら

ら
も
俺
ら
の

 
夢
を

え
る
た
め
に
一

に
来
な
い
か



 第 話 ⻤のお迎え

 
そ
う
自
分
達
人
間
と
妖
怪
と
い

た
修
羅
神
仏
達
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
楽

を
作
ろ
う
と
す

る
計
画

そ
の
計
画
に
加
わ
ら
な
い
か
と
誘
う
事
だ

 
風

そ
う

え
ば
あ
の
時
お
前
が
ふ
ざ
け
た
か
ら

 
聞
け
な
か

た
な
お
前
ら
の
夢
と
は

 
理
 

そ
う
だ

妖
怪
や
人
間

神
様
が
な
ど
が

 
共
存
す
る
世
界
を
創
る
こ
と
か
な

 
そ
れ
を
聞
く
と

度

味

を
飲
も
う
と
し
て
い
た
風

は
盛
大
に
吹
き
出
し
た

 
風

ぶ

あ

つ

正
気
か

 
理
 

う
ん

論
さ

 
風

ど
ん
な
世
界
に
す
る
ん
だ

 
理
 

そ
う
だ

 
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て
語

た

内
容
は
力
の
弱
い
人
間
達
は
妖
怪
や
神
達
に
対
等
に
戦

い
を
挑
む
こ
と
が
出
来
て
そ
し
て
最
後
は
仲
良
く
酒
を
飲
ん
だ
り
楽
し
く
手
を
と
り
あ
え
る
世
界

い
や
楽

を

理
久
兎
は
そ
ん
な
夢
を
語

た

 
風

成

す
る
可
能
性
は



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

半
々
か
な

 
風

そ
う
か

今
は
も
う
少
し

え
た
い

 
理
 

う
ん

わ
な
い
よ

も
し
加
わ
る
な
ら
出
来
る

 
だ
け

く
来
て

し
い
な

 
風

あ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
今
日
は
過
ぎ
た

翌
日

戦
い
の
日
と
な
る

 
理
 

ふ
わ

良
く

た

 
理
久
兎
が
起
き
た
時
間
約

前

時

時
間

前

時

お
お
よ
そ

時
間
の

眠
を

取

た

 
理
 

さ

て
準
備
運
動
し
て
お
く
か

 
と
り
あ
え
ず

立
て
や

等
の
ス
ト
レ

チ
を
５
０
０
の

ト
そ
し
て
そ
の

後
に
体

ト
レ

ニ
ン
グ

時
間
し
た

 
理
 

準
備
運
動
終
わ
り
と
い
る
ん
だ
ろ
紫

 
そ
の

葉
と
共
に
ス
キ
マ
が
開
き
紫
ち

ん
が

を
出
し
た

 
紫
 

さ
す
が
御
師
匠
様
気
づ
い
た
の
は
何
時
か
ら



 第 話 ⻤のお迎え

 
で
す
か

 
理
 

準
備
運
動
を
始
め
た
と
き
か
ら

 
紫
 

そ
れ
も
う
最
初
か
ら
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

件
は

 
紫
 

今
回
戦
う
⻤
達
の
情
報
で
す

 
ど
う
や
ら
戦
う
萃
香

勇
儀

美
須
々
の
情
報
を
持

て
き
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
理
 

う

 
紫
 

え

と
ま
ず
は
伊
吹
萃
香
さ
ん
ま
た
の
名
を

 
酒

童
子

能
力
持
ち
で
す

 
理
 

あ
の
ロ
リ

子
か

 
萃
香
は
そ
の
容
姿
で
思
い
出
す

一
方
こ
こ
⻤
の
拠
点
で
は

 
萃
香

ハ

ク
シ

ン

風
邪
か
な

 
と

萃
香
は
く
し

み
を
し
た
が
そ
ん
な
事
は
自
分
達
か
ら
し
た
ら
知

た
こ
と
で
は
な
い

 
理
 

能
力
は

 
紫
 

密
と

を

る
程
度
の
能
力

で
す
私
か
ら



 第五章 運命は動き出す

 
す
る
と

い
イ
ン
チ
キ
で
す

 

え
て

い
た
い

紫
の
能
力
の
方
が
と
ん
で
も
イ
ン
チ
キ
能
力
だ
と

 
理
 

成
る
程

つ
ま
り
密
を
高
め
れ
ば
高
温
の
体
温

 
で

り
を
熱
く
す
る
こ
と
も
出
来
る
し

に
密

 
を
下
げ
れ
ば

に
な

て

撃
を
回

で
き
る

 

て
訳
か

 
紫
 

い
で
す

ま
ん
ま
そ
の
通
り
で
す

え
と

 
そ
れ
じ

次
は
星

勇
儀
さ
ん
ま
た
の
名
を
星

 
童
子
で
す

 
理
 

あ

い
か
に
も
姉

て
感
じ
の
女
性

 
そ
し
て

ま
た

 
勇
儀

ブ
エ

ク
シ

ン

 
萃
香

勇
儀
も
ま
さ
か
風
邪

 
勇
儀

い
や
多
分
違
う
だ
ろ

 
と

彼
方
で
は
く
し

み
を
し
た
が
自
分
達
に
は
関
係
の
な
い
事
だ



 第 話 ⻤のお迎え

 
紫
 

彼
女
も
能
力
持
ち
で
す

 
理
 

そ
の
能
力
は

 
紫
 

怪
力
乱
神
の
力
を
持
つ
程
度
の
能
力

で
す

 
理
 

何
か
物
理
技

ら

た
ら
大
変
そ
う

 
紫
 

そ
う
で
す

⻤
達
は
力
が
皆
強
い
で
す
が
勇
儀
さ
ん

 
の
怪
力
は
⻤
の
中
で
も
一
番
の
強
さ
を

り
ま
す

 
理
 

お

恐
い
な

 
力
比
べ
を
し
た
ら
大
変
な
事
に
な
り
そ
う
だ
な
と
思

て
し
ま
う

 
紫
 

最
後
に
こ
の
⻤
達
を

し
て
い
る
⻤
子
⺟
神
の

 
不
動
⻤
美
須
々
さ
ん
で
す

 
理
 

あ

意
外
に
も
頼
れ
そ
う
な
リ

的
な

 
⻤

 
そ
し
て
ま
た
ま
た

 
美
 

ヘ

ク
シ

風
邪
か

 
萃
香

大
丈
夫
で
す
か
⻤
子
⺟
神
さ
ま



 第五章 運命は動き出す

 
勇
儀
 
・
・

 
美
 

あ

大
丈
夫
さ

後
も
う
少
し
し
た
ら
彼
女
が

 
奴
を
つ
れ
て
く
る

そ
れ
ま
で
に
準
備
は

に

 
し
ろ
よ

 
萃
香

あ
い
さ

 
勇
儀

お
う
よ

 
と

彼
女
達
は
準
備
を
始
め
る
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
の
視
点
に

る

 
理
 

や

り
能
力
持
ち

 
紫
 

は
い
能
力
は
チ

ト
能
力
で
す

そ
の
能
力
は

 

物

を

す
る
程
度
の
能
力

で
す

 
理
 

⻤
達

て
皆

々
と
恐
い
能
力
ば

か
だ
な

 
で
も
大
体
は
分
か

た
よ
情
報
を
あ
り
が
と
う

 
そ
う

う
と
紫
の
頭
に
手
を
置
き
頭
を

で
た

 
紫
 
 

 
す
る
と

子
が
開
き
風

が

を
出
し
た



 第 話 ⻤のお迎え

 
風

理
久
兎
よ
迎
え
が
来
た

 
理
 

そ
う
か
俺
は
行
く
よ
紫

 
紫
 

は
い

私
は
先
に
ス
キ
マ
で
会
場
に
行

て

 
ま
す

 
理
 

分
か

た

 
そ
う

う
と
紫
は
ス
キ
マ
の
中
に
入

て
い

た
理
久
兎
は
外
に
で
た

外
に
出
る
と

の

を
し
た
女
性
が
立

て
い
た

 

 

方
が
理
久
兎
さ
ん
で
す

 
理
 

あ

あ

て
る
よ

は

 

 

申
し

れ
ま
し
た
私
は
萃
香
や
勇
儀
と
同
じ
四
天

 
王
が

人
茨

童
子
ま
た
の
名
を
茨

華
扇
で
す

 
彼
女
は
そ
う

う
と
お

儀
を
し
た

 
理
 

そ
う
か

よ
ろ
し
く

茨

ち

ん

 
華
扇

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
こ
の
時

華
扇
を
見
て
思

た



 第五章 運命は動き出す

 
理
 
何
か

い
な

 
と

動
作

つ

つ
は

な
の
だ
が
少
々

い

が

ま
り
そ
う
だ

 
華
扇

で
は
案
内
し
ま
す
着
い
て
き
て
く
だ
さ
い

 
理
 

了
解

 
風

私
ら
も
後
か
ら
行
く

 
理
 

あ
い
よ

 
文
 

頑

て
く
だ
さ
い

 
は
 

頑

て

 
理
 

や
れ
る
こ
と
は
や
る
よ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
茨

華
扇
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
⻤
の
住
み
か
に
向
か
う
の
で
あ

た

 
 



 第 話 戦いの始まりまで

 
第

話
 
戦
い
の
始
ま
り
ま
で

 
現

⻤
の
住
処
へ
と
茨

童
子
に
よ

て
案
内
さ
れ
て
い
た

 
理
 

な

華
扇
ち

ん
だ

け

 
華
扇

合

て
ま
す
よ
ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

か

も
四
天
王
だ
ろ

 
華
扇

そ
う
で
す

 
理
 

最
後
の

人
は

 
萃
香
と
勇
義
そ
し
て
目
の
前
の
茨

華
扇
の

人
し
か
見
て
い
な
い

な
ら
最
後
の

人
は

と
気
に
な

た
の
だ

す
る
と
華
扇
は
暗
い

を
し
て

 
華
扇

え

と
実
の
話
な
ん
で
す
が
を
そ
の
も
う

人

 
は
現

行
方
不
明
な
ん
で
す
よ

 
理
 

そ
う
な
ん
だ

え

と
な
ん
か
ご
め
ん
な

 
華
扇

い
え

 
聞
い
て
は
不
味
い
こ
と
を
聞
い
た
な
と
思
う
の
だ

た

そ
ん
な
会
話
等
を
し
て
る
と
や

と



 第五章 運命は動き出す

⻤
達
の
住
み
処
の
入
り
口
で
あ
ろ
う

の
前
に
た
ど
り
着
く

 
華
扇

こ
こ
で
す

 
理
 

う
こ
の

か
や

と
つ
い
た
⻑
か

た

 
な

心
で
こ
ん
な
に
嬉
し
い
の
か
と
い
う
と
四
天
王
の
会
話
の
後
か
ら
会
話
が
全
然
な
か

た

か
ら
だ

話
か
け
て
も
華
扇
は
そ
う
で
す
か
の
一

で
終
わ

て
し
ま
う
そ
の
た
め
会
話
が

続
か
ず

り
で
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ

 
華
扇

こ
ち
ら
へ
ど
う

 
理
 

了
解

 
そ
し
て

ま
た
理
久
兎
と
華
扇
は

の
中
へ
と
入

て
ま
た
歩
く

 
理
 
 
会
話
が
な
く
て

し
い
な

 
そ
ん
な
こ
と
を

え
な
が
ら
歩
い
て
い
る

何
よ
り
も
気
ま
ず
い

す
る
と
目
の
前
に
救
世
主

の
よ
う
に
見
え
る
萃
香
が
歩
い
て
き
た

 
萃
香

お

や

と
来
た

理
久
兎

華
扇
も
お

れ

 
様

 
茨
 

い
え
大
丈
夫
で
す



 第 話 戦いの始まりまで

 
理
 

萃
香

久
々

 
萃
 

お
久

人
が
心

だ
か
ら
見
に
来
た
よ

 
話
が
続
か
な
く
て

て
い
た
た
め
萃
香
が
来
て
く
れ
る
と
本
当
に
助
か

た

 
理
 

そ
う
か

 
萃
香

う
ん

 
華
扇

い
仲
良
く
な

て
る

 
萃
香
と
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
華
扇
は
少
し

い
て
い
た

そ
し
て
萃
香
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら 
萃
香

じ

行
こ
う
か
理
久
兎
に
華
扇

 
華
扇

あ

は
い

 
理
 

い

い

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
少
し
の
道
だ
が
萃
香
の
お
か
げ
で
会
話
が
少
し
成
り
立

た

そ
し
て
天

が
大
き
く

い

場
み
た
い
な
場
所
に
つ
い
た

 
萃
香

な
か
な
か

い
で
し

 
理
 

か
に
な

だ
が
⻤
達
は
陽
気
だ
な



 第五章 運命は動き出す

 
萃
香

ア
ハ
ハ
ハ

そ
れ
が
⻤
達
の
本
能
だ
か
ら

 
そ
の
光

は
⻤
達
が
酒
を
大

に
飲
み
な
が
ら
意
気

々
と

て
い
る
だ

だ
が
一
番
目
立

つ
の
は
目
の
前
に
写
る
大
き
な
⻤
の

だ
大
き
さ
は
ざ

と

メ

ト
ル
ぐ
ら
い
あ
る

そ

れ
は
そ
れ
は
大
き
な

だ

 
理
 

で
も
一
番

い
た
の
は
あ
の

だ

 
萃
香

あ
れ
は
美
須
々
様
が
造

た

だ

こ
こ
の

 
シ
ン
ボ
ル
だ
よ

 
華
扇

あ
れ
は
本
当
に

い
た
わ

ま
さ
か
た

た
の

 

日
で
造
る
と
は

も
予
想
出
来
な
か

た
か
ら

 
理
 

バ
イ
だ
ろ
そ
れ

 
萃
香

美
須
々
は
常

を

す
よ
う
な
お
方
だ
か
ら

 
常

を

す
所
か
ど
う
や

て
あ
れ
を
組
み
立
て
た
の
か
が

に
知
り
た
く
な

て
く
る

だ

が
理
久
兎
は
試
合
の
事
を
思
い
出
し
た

 
理
 

と
こ
ろ
で
俺
と
先
に
戦
う
の
は

 
萃
香

理
久
兎
と
先
に
戦
う
の
は



 第 話 戦いの始まりまで

 
勇
儀

私
だ
よ

 
と

が
聞
こ
え
そ
の
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は

を

手
に
歩
い
て
く
る
女
性
星

勇
儀

だ

た

 
理
 

お

勇
儀
お

さ

 
勇
儀

お
う

 
華
扇

こ
の
人
い
つ
の
間
に
み
ん
な
と
仲
良
く

 
そ
の
時
住
み
か
で
お

守
番
し
て
い
た
華
扇
だ
け
は
仲
間
外
れ
だ

た
た
め
い
つ
の
間
に
か
親

の
輪
を

め
て
い
る
理
久
兎
に

く
ば
か
り
だ

 
勇
儀

じ

あ
そ
こ
の
舞
台
に
行
こ
う
か

 
理
 

了
解
じ

萃
香

戦
え
た
ら
会
お
う

 
萃
香

し

か
り
勝

て

 
勇
儀

そ
れ
つ
ま
り
負
け
ろ

て
か

 
と

そ
ん
な
会
話
と
な

て
い
く

華
扇
の
方
に

を
向
け
る
と

 
理
 

華
扇
ち

ん
も
案
内
あ
り
が
と
う

 
華
扇

あ

は
い



 第五章 運命は動き出す

 
そ
う

う
と
理
久
兎
と
勇
義
は
戦
い
の
舞
台
に
上
が

て
い

た

そ
し
て

た
華
扇
は
萃

香
に

 
華
扇

萃
香

 
萃
香

ん

ど
う
し
た
の

 
華
扇

あ
の
人
え

と

 
萃
香

理
久
兎
の
こ
と

 
華
扇

そ
う
で
す
よ
彼
は
大
丈
夫
で
す
か

手
は
勇
儀

 
だ
け
ど

 
華
扇
は
少
な
か
ら
ず
心

を
し
て
い
た

何
せ

手
は
自
分
と
同
じ
四
天
王
の
勇
儀
だ
か
ら

だ 
萃
香

う

ん
分
か
ら
な
い

で
も

 
華
扇

で
も

 
萃
香

⻤
子
⺟
神
様
の
す
ご
み
を
受
け
て
も
普
通
に
対

 
し
て
る
ん
だ
よ

そ
れ
所
か
普
通
に
ふ
ざ
け
な
が

 
ら
遊
ん
で
た
し



 第 話 戦いの始まりまで

 
華
扇

本
当
に
何
者
で
す
か

普
通
に
⻤
子
⺟
神
様

 
の
す
ご
み
を
も
の
と
し
な
い
そ
れ
所
か
ふ
ざ
け

 
る

ど
の
余

が
あ
る
何
て
普
通
な
ら
ビ
ビ

 
て
も
可

し
く
な
い

な
の
に

 
美
須
々
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
実
力
が
あ
る
た
め
恐
れ
ら
れ
て
い
る

だ
が
そ
れ
を
平
然
と
対

す

る
理
久
兎
に
少
な
か
ら
ず

い
て
い
た

 
萃
香

本
当
だ
よ

と
り
あ
え
ず
私
ら
は

 

 
 
理
久
兎
の
戦
い
を
見
学
し
よ
う
か

 
華
扇

そ
う
で
す

 
そ
ん
な
こ
と
を

て

人
が

に
行
こ
う
と
す
る
と

 
風

間
に
合

た

 
文
 

な
ん
と
か

 
は
た

人
と
も

い

て

 
風

に
文
そ
し
て
は
た
て
が
飛
来
し
た

 
萃
香

お

天
狗
達
じ

ん



 第五章 運命は動き出す

 
華
扇

そ
う

え
ば

方
達
も
見
る
ん
で
し
た

け

 
華
仙
が

を
と
る
と
風

と
文
は

定
し
た

 
風

そ
う
で
す

 
文
 

妖
怪
の
山
の
こ
れ
か
ら
が
掛
か

て
る
戦
い
で
す

 
か
ら

 
は
 

く
布
団
に
こ
も
り
た
い

 
は
た
て
に

て
は

く
帰

て
布
団
に
く
る
ま
り
た
い
ら
し
い
が

 
文
 

そ
う

わ
な
い
の
は
た
て

 
は
 

は

 
風

や
れ
や
れ
え

と
と
り
あ
え
ず
私
達
も
観
戦

 
出
来
る
所
を
探
さ
な
い
と
な

 
と

風

が

く

そ
れ
を
聞
い
た
萃
香
は
陽
気
に

い
な
が
ら

 
萃
香

ん

な
ら
皆
で
見
な
い
か
い

 
風

え

い
い
ん
で
す
か

 
萃
香

良
い
よ
皆
で
見
た
方
が
楽
し
い
か
ら



 第 話 戦いの始まりまで

 
風

で
は
ご
一

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
彼
女
達
は
観
客

に
向
か
う

そ
し
て
理
久
兎
と
勇
儀
が
舞
台
の
方
に
行

く
と
美
須
々
が
目
の
前
に
立

て
い
た

理
久
兎
は

い
な
が
ら
手
を
上
げ
て

 
理
 

美
須
々

 
美
 

よ
う
理
久
兎

ま
さ
か
逃
げ
な
い
と
は
本
当
に

 
た
い
し
た
も
ん
だ
よ

 
理
 

だ
か
ら

た
だ
ろ
俺
は
逃
げ
な
い
よ

そ
れ
に
今
は

 
楽
し
み
で

 
そ
う
理
久
兎
は
こ
の
戦
い
が
楽
し
み
で
も
あ
る
の
だ

月
の
都
で
の
武
道
大
会
で
は
は
手
加
減

す
る
し
か
な
か

た
の
だ
が
よ
う
や
く
少
し
は
本
気
で
戦
え
そ
う
な

手
を
み
つ
け
た
の
だ
か

ら 
美
 

う

あ
ん
た
と
は
本
当
に
話
が
合
う
よ

 
理
 

ち
な
み
に
一
番

き
な
戦
い
は

 
美
 

や

り

 
理
 

や

り
か
ク
ス
ク
ス



 第五章 運命は動き出す

 
そ
う

う
と
理
久
兎
と
美
須
々
は

を
ハ
モ
ら
せ
て

 

人

対

の

イ
マ
ン
し
か
も
無
制

の
部

 

り
の
な

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と

見
事
に
シ
ン
ク
ロ
し
た

 
勇
 

こ

こ
こ
ま
で

⻤
子
⺟
神
様
と
意
見
が
合
う

 
な
ん
て

き
だ
よ

 
こ
れ
に
は
勇
儀
も

く

な
か

た

そ
し
て
理
久
兎
と
美
須
々
は

い
終
わ
る
と

 
美
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
舞
台
に
上
が
り
な

 
理
 

あ
い
よ

 
勇
儀

分
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
と
勇
儀
が
舞
台
に
上
が
る
と

 
美
 

者
共
よ

聞
こ
え
て
お
る
か

 
⻤
達

オ
オ

 
美
 

今
日
こ
の
日
我
ら
に
戦
い
を
挑
ん
だ
勇

な

 
者
が
現
れ
た

し
か
も
我
を
入
れ
て
勇
儀



 第 話 戦いの始まりまで

 
そ
れ
に
萃
香
と
も
戦
う

 
⻤
達

マ

か
よ

あ
り
え

 
理
 

ノ
リ
が
い
い
な

 
⻤
達
の
ノ
リ
の
良
さ
が
結

す
ご
す
ぎ
て
理
久
兎
も

然
と
し
て
し
ま
う

 
美
 

そ
の
者
の
名
は

深
常
理
久
兎
だ

 
⻤
達

頑

れ
よ

楽
し
み
だ

 
美
 

な
お
今
回
の
戦
い
で
私
ら

人
が
負
け
れ
ば

 
こ
の
理
久
兎
が
妖
怪
の
山
の
頂
点

つ
ま
り

 
ボ
ス
に
な
る

 
⻤
達

マ

か
よ

お
も
し
れ

な

 
美
 

だ
が
理
久
兎
が
私
ら

人
の
内

人
で
も

 
負
け
れ
ば
理
久
兎
は

自
ら
の
心

を

 
し
出
す
そ
う
だ

 
⻤
達

正
気
じ

 
狂

て
る
な

 
理
 

が
狂

て
る

て



 第五章 運命は動き出す

 
そ
こ
ま
で
理
久
兎
は
狂

て
い
な
い

勝
て
る
見
込
み
が
な
い
な
ら
こ
ん
な
勝
負
は
絶
対
に
し

な
い

 
美
 

で
は
こ
れ
よ
り
第

回
戦

勇
儀

理
久
兎

 
の
戦
い
を
始
め
る

 
勇
儀

手
加
減
は
し
な
い
よ

 
理
 

も
ち
ろ
ん
だ
お
互
い
全
力
で
殺
ろ
う

 
美
 

で
は

試
合
開
始

 
美
須
々
の
合

と
共
に
戦
い
の
火
蓋
が
き

て
お
と
さ
れ
た
の
だ

た



 第 話 理久兎 勇儀

 
第

話
 
理
久
兎

勇
儀

 
⻤
の
住
み
か
の
試
合
場

そ
こ
で
戦
い
の
火
蓋
が
き

て
お
と
さ
れ
て
い
た

 
勇
儀

い
く
よ

 
理
 

か
か

て
き
な

 
勇
儀
が

の

で
殴
り
か
か
る
そ
の
力
を

し
て

手
で
受
け
流
す

 
シ

ン

 
理
 

あ
ぶ

 
だ
が
勇
儀
の

撃
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
勇
儀

お
り

 
理
 

ク
ソ

 

シ

 
勇
儀
の

撃
は
受
け
流
さ
れ
た
が
そ
の
ま
ま

で
踏
ん

り
体
制
を

持
し
た

で
裏

を
当
て
て
き
た
た

自
分
は
そ
れ
を

手
で

ん
で

ド
し
た

も
し
こ
ん
な
の
が
当
た
れ
ば

が

れ
る
ぐ
ら
い
で
は

ま
さ
れ
な
い



 第五章 運命は動き出す

 
勇
儀

や
る
じ

な
い
か

 
理
 

そ
ち
ら
も

今
度
は
俺
だ

 
勇
儀
の

を

ん
だ
ま
ま
で
勇
儀
の

を

で
引

け
て
体
制
を

し
た

 
勇
儀

ど
わ

 
理
 

が
ら
空
き
だ

よ

 
所
に
理
久
兎
が
も

の
手
で

を
作

て
殴
り
か
か
る

だ
が
勇
儀
は
そ
れ
を

 
勇
 

ふ
ん

 

シ

 
体
制
を

さ
れ
な
が
ら
も
自
身
の
強
い

で
体
制
が
悪
い
な
が
ら
も

え

手
で

を
受
け

め
た

 
理
 

や
る

 
勇
儀

お
互
い
に
な

 
バ
シ

 
お
互
い
に
少
し

ん
だ
後
に
手
を

し
後
退
し
て
元
の
体
制
に
直
す

一
方
観
客

で
は

 
紫
 

御
師
匠
様
頑

て
く
だ
さ
い



 第 話 理久兎 勇儀

 
紫
も

け
つ
け
て

援
を
し
て
く
れ
い
た

そ
の

に
も

 
⻤
達

行
け

そ
こ
だ

 
萃
香

い

理
久
兎
は

 
風

 
あ
ん
な
奴
と
戦
え
ば
そ
れ
は
天
狗
達
も
負
け
る
か

 
ち
な
み
に

の
天
狗
達
は
山
の

備
を
し
て
い
る

そ
こ
た
め
代
表
と
し
て
風

文
は
た

て
の

人
が
見
に
来
て
い
る

 
華
扇

あ
そ
こ
ま
で
勇
儀
と
戦
え
る
と
は

 
美
 

良
い

く
戦
い
た
い
も
ん
だ
よ

 
と
そ
れ

れ
の
思
い
を

い
な
が
ら
も

援
を
し
て
い
た

そ
し
て
試
合
場
へ
と

り
そ
の

後
も
理
久
兎
と
勇
儀
は
殴
り
合

て
い
た

 
勇
儀

や
る

本
当
に

こ
ん
な
戦
い
を

験
し
た
の
は

 
久
々
だ

 
理
 

俺
も
だ
い
つ
も
力
を

ブ
し
て
る
か
ら

度
良
い

 
ス
ト
レ
ス
解
消
だ
よ

 

ン



 第五章 運命は動き出す

 
ま
た
理
久
兎
と
勇
儀
の

と

が
合
わ
さ
る

そ
の

撃
で
少
し
地
面
が

れ
た

そ
し
て
手

を
引
い
て

 
理
 

そ
り

 
勇
 

い

 

ン

 
そ
の
ま
ま
理
久
兎
が
上

り
を

つ

そ
れ
を
勇
儀
は

で
ブ
ロ

ク
し
た

 
勇
儀

い
い

本
当
に
楽
し
い
よ

 
理
 

ア
ハ
ハ
気
持
ち
は
お
互
い
様
だ

 
ま
た
ま
た
観
客

は

 
⻤
達

や

ち
ま
え

お
互
い
に
頑

れ
よ

 
萃
 

ク
頑

れ
よ

勇
儀

 
萃
香
は
も
う
酒
を
飲
ん
で
見
て
い
る
よ
う
だ

 
風

も
う
飲
ん
で
る
よ

 
文
 

こ
れ
は
い
い
記
事
を
書
く
練
習
に
な
り
そ
う

 
で
す



 第 話 理久兎 勇儀

 
は
た

今

え
る
と
あ
の
人
に
突
進
し
た
ん
だ

 
と

は
た
て
は
若

恐
怖
を
覚
え
て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様
頑

て
く
だ
さ
い

 
華
扇

あ
れ

そ
う
い
え
ば
あ
の
子

 
華
扇
は
紫
の
存

に
気
が
つ
く

す
る
と
美
須
々
が
説
明
を
始
め
た

 
美
 

あ

理
久
兎
の
娘
だ
よ

 
華
扇

そ
う
で
す

は
い

 
萃
香

⻤
子
⺟
神
様

華
扇
が

乱
し
て
る
よ

 
華
扇
 

 
華
扇
は
信
じ
ら
れ
な
い
の
か
目
を
グ
ル
グ
ル
と
回
し
て

乱
し
て
い
た

 
萃
香

華
扇
あ
れ
は
理
久
兎
の
弟
子
だ
よ

 
華
扇

へ

あ

そ
う
で
す
よ

 
美
 

で
も
あ
い
つ
は

娘
み
た
い
な
者
と

て

 
お

た
し
な

 
茨
 

そ
う
な
ん
で
す
か



 第五章 運命は動き出す

 
華
扇
は
紫
を
見
る

紫
の

援
は
⻤
達
の

で

ら
れ
る

だ
が
そ
れ
で
も

援
し
続
け
た

そ
し
て
勇
義
と
理
久
兎
の
戦
い
は

撃
と
防
御
を

り
返
し
て
い
く

す
る
と

 
勇
儀

さ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
理
 

奥
の
手
か

 
勇
義
は
奥
の
手
を
使
う
た
め
に

え
を
と

た

 
勇
儀

四
天
王
秘
技

三
歩
必
殺

 
そ
う
唱
え
る
と
勇
儀
は

を
地
面
に

き
つ
け
た

 
勇
儀

一
歩

 
ド
ス
ン

 
次
の

間

 
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ
グ
ラ

 
理
 

な

地

 
大
き
な
地

が
起
こ
る

こ
れ
に
は
さ
す
が
の
理
久
兎
も

き

が
す
く
ん
で
動
け
な
く
な

る 
勇
儀

二
歩



 第 話 理久兎 勇儀

 
今
度
は
勇
儀
自
身
の
妖
力
が
格

に
上
が
る

そ
れ
を
勇
義
は
一
点
に

の

に

わ
せ
る

 
理
 

や
べ

動
け

 
地

の
せ
い
で
み
ぶ
る
い
し
て
動
け
な
い

 
勇
儀

三
歩

 
そ
し
て
勇
儀
は
一

で
理
久
兎
に

め
よ

た

 
勇
儀

う

り

 

ツ
ン

 
バ
キ
ン

 
そ
し
て

が
つ
く
程
の
一
撃
で
自
分
の

面
を
ぶ
ん
殴

た

 
理
 

グ
ハ

 
シ

ン

ド

ン

 
そ
れ
を
ま
と
も
に
受
け
た
理
久
兎
は

ヘ
ド
を

い
て

に
吹

飛
ば
さ
れ
激
突
し
た

そ

し
て

が

け
る
よ
う
な

が
し
た

 
勇
 

手

え
は
あ

た
な
中
々
楽
し
か

た
よ

 
ま
た
ま
た
観
客

は

 
紫
 

そ
ん
な

御
師
匠
様



 第五章 運命は動き出す

 
⻤
達

あ
の
挑
戦
者
い
い

い

た
の
に
な

 
風

あ
の
男
も
こ
こ
ま
で
か

 
萃
香

勝
負
あ

た
か
な

 
文
 

理
久
兎
さ
ん
負
け
ち

た
ん
で
す
か

 
は
た

や

り
⻤
に
は
勝
て
な
い
よ

 
茨
 

あ
の
男

無

す
る
か
ら

 
美
 

な
ん
だ
こ
の
程
度
か

 
と
皆
は
理
久
兎
は
死
ん
だ
と
思
い
込
ん
だ

こ
れ
が
そ
こ
い
ら
の
一

の

級
の
妖
怪
や
神

に
人
間
な
ら
こ
れ
を
受
け
れ
ば

か
に
必
殺
だ

だ
が
読
者
様
も
分
か
る
通
り
理
久
兎
は

 
理
 

う

て

 

れ
た

か
ら

び
な
が
ら
理
久
兎
は
出
て
く
る

こ
れ
に
は

 
全
員
 

 
全
員
は

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

だ
が
一
番

く
の
は

 
勇
儀

嘘
だ
ろ

か
に
手

え
は
あ

た
の
に

 
勇
儀
だ

こ
れ
ま
で
こ
の
技
を
受
け
て
立

た
奴
は
大
し
て
い
な
か

た

い
て
も
美
須
々
ぐ



 第 話 理久兎 勇儀

ら
い
だ

そ
れ
を
受
け
て
ま
さ
か
理
久
兎
が
立
つ
と
は
予
想
だ
に
し
な
か

た
の
だ

 
萃
 
 

 
こ
れ
に
は
萃
香
の
酔
い
も
覚
め
た
よ
う
だ

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
風

フ

ロ

ノ
ノ

 
文
 

お

理
久
兎
さ
ん

フ
で
す

 
は
た

な
ん
な
の
よ
あ
の
男

 
華
扇

あ
り
え
な
い

 
と

ど
の
者
は

く

 
美
 

う

勇
儀
の
三
歩
必
殺
を

え
た
か

 
紫
 

御
師
匠
様

 
中
に
は

喜
す
る
も
の
い
た

と
い
う
か
自
分
を
勝
手
に
殺
さ
な
い
で

し
い

 
理
 

た
く
よ

お
前
ら
勝
手
に
俺
を
殺
す
な

 
コ
キ
コ
キ

 
そ
う

い
な
が
ら

に

突
し
た
さ
い

撃
で

れ
た
と
思

た
ら

れ
て
な
く
外
れ
て
し

ま

た

の
関

を

し
な
が
ら
ま
た
試
合
場
に
上
が
る



 第五章 運命は動き出す

 
勇
儀

理
久
兎

お
前
何
者
だ
よ

三
歩
必
殺
を
受
け
て

 
立
ち
上
が

た
奴
な
ん
て
美
須
々
様

外
で
見
た

 
こ
と
な
い
よ

 
理
 

さ

で
も
次
は
俺
も
技
を
打
た
せ
て
も
ら
う

 
と
す
る
よ

 
理
久
兎
も
あ
る

え
に
入
る
そ
う
か
つ
て
古
代
都
市
で
力
を
た

た
の
一
発
で

め
た
あ
の
技

の

え
だ

 
勇
儀

さ
せ
る
か

 
技
を

め
る
た
め
に
勇
儀
は
殴
り
か
か

た
だ
が
も
う

い

今
度
は
理
久
兎
が
一
気
に
こ
の

技
が
当
た
る

置
ま
で
勇
儀
と
の
間
合
い
を
つ
め
る

 
シ

ン

 
勇
儀

な

 
理
 

仙
術
 
十
六
式
 
内
核

 
ス
ト
ン

 
技
を

つ

そ
う
か
つ
て
理
久
兎
が
使

た
技
内
核

だ

し
か
も
今
回
は

す
る
部
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の
部
分
は

ず
ら
し
た
が
力
は
本
来
こ
め
る
分
の
約
１
０
０
分
の

だ

つ
ま
り

は

し
な
い
け
ど

く

い

 
勇
儀

な
ん
だ

今
の
技

 
理
 

今
に
分
か
る
よ

 
そ
う
告
げ
た

勇
儀
は
ま
だ
分
か
ら
な
か

た

こ
の
技
が
ど
れ
だ
け
の

み
か
を
そ
し
て
時

は
き
た

 
勇
 

ブ

ハ

ア

ア
ア

 
突
然

勇
儀
は

を

き
だ
し
た

 
全
員
 

ロ

ノ
ノ

 
勇
儀

ふ

な

ふ

ん
だ

よ
今
の

技

ふ

は

 
口
か
ら

う

う
と
鳴
る

呼

も

そ
う
だ

 
理
 

内
部
に

メ

を
与
え
る
技
だ
よ

 
勇
儀

ゴ
フ

 
理
 

安
心
し
な
よ
急
所
は
外
し
た
か
ら

 
勇
 

負
け

た

の
は

私

だ

た
か
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バ

ン

 
勇
儀
は
そ
の
ま
ま
ぶ

れ
た

て
お
く
が
死
ん
で
は
い
な
い

そ
し
て
こ
の
場
の
全
員

が

い
た

何
せ
⻤
の
中
で
も
最
強
の
部

に
入
る
四
天
王
が

れ
た
の
だ
か
ら

そ
の
光

を

見
て
最
初
に
口
を
開
い
た
の
は

 
美
 

勝
者

深
常
理
久
兎

 
⻤
子
⺟
神
の
美
須
々
だ

そ
れ
続
き

が
聞
こ
え
出
す

 
⻤
達

あ
り
え

勇
儀
姉
さ
ん
が
負
け
る

て

 
紫
 

御
師
匠
様

 
風

⻤
を

し
た
だ
と

 
萃
香

勇
儀
が
負
け
る

て

 
文
 

す
ご
い

過
ぎ
ま
す
よ

 
は
た

あ
り

な
す
ぎ
る

て

 
華
扇

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
勇
儀
を

 
と

華
扇
が

う
前
に

 
理
 

ら
大
丈
夫
か
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勇
儀
の

を

い
だ

 
勇
儀

が
は

お
前

な
に

え

て

る
ん

だ

 
理
 

せ

か
く
話
が
合
う
奴
が
い
る
ん
だ
そ
れ
に

 
こ
こ
で
死
な
す
の
は
も

た
い
な
く
て

 
勇
儀

そ
う

か

い

 
理
 

勇
儀
を
観
客

で
休
ま
せ
て
や

て
く
れ

 
⻤
達

あ

分
か

た

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
勇
儀
を
観
客

に

さ
せ
た

 
理
 

ふ

あ
れ
は
マ

で
や
ば
か

た
な
結

 

か

た

 
受
け
た

に
手
を
当
て
る

脳
み
そ
も

れ
そ
し
て

は

れ
た
が
勝
て
た
か
ら
良
か

た

 
紫
 

御
師
匠
様
無
理
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
理
 

安
心
し
ろ
俺
は
簡
単
に
は
死
な
な
い
よ

 
風

で
も
こ
ん
な
戦
い
初
め
て
見
た
な

 
美
 

理
久
兎
お
前
は
何
者
な
ん
だ
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何
者
か
と
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て

 
理
 

さ

分
か
ら
ん
な

 
と

え
た

 
文
 

こ
れ
は
大
ス
ク

プ
に
な
り
ま
す
よ

 
は
た

本
当
に
な
ん
な
よ
こ
の
人

 
華
扇

常

は
ず
れ
も
良
い
所
で
す
本
当
に

 
美
 

ハ
ハ
ハ
こ
れ
は
ど
う
な
る
か

 
萃
香

次
の

手
頼
む
よ

理
久
兎

 
そ
の
一

を
萃
香
が

う
と

 
理
 

あ

も
ち
ろ
ん
だ

 
そ
う
返
事
を
し
た
後
理
久
兎
は
立
ち
上
が
り
萃
香
と
試
合
場
に
上
が

て
い
く
の
だ

た
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第

話
 
理
久
兎

萃
香

 
勇
儀
と
の
試
合
が
終
わ
り
次
は
萃
香
と
の
試
合

お
互
い
に

を
向
け
合
う

 
美
 

で
は

人
共
準
備
は
で
き
た
か

 
理
 

問

な
い
よ

 
萃
香

同
じ
く

 
美
 

そ
う
か
な
ら
こ
れ
よ
り
第
二
回
戦

理
久
兎

 
萃
香
の
戦
い
を
と
り
お
こ
な
う

 
⻤
達

頑

て
く
だ
さ
い

萃
香
さ
ん

 
勇
儀

頑

れ
よ

萃
香

 
ど
う
や
ら
勇
儀
も
こ
の
試
合
を
見
て
い
る
よ
う
だ
⻤
の

フ
さ
に
は
本
当
に

く

 
華
扇

頑

れ

萃
香

 
風

ど
ち
ら
も
頑

れ

 
と

⻤
の

は
萃
香
を

援
を
す
る

萃
香
は
理
久
兎
に

 
萃
香

私
ら
も
負
け
ら
れ
な
い
ん
で
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目
の
前
に
い
る
自
分
に

う

方
も
負
け
ら
れ
な
い

 
紫
 

御
師
匠
様
頑

て
く
だ
さ
い

 
文
 

頑

て
く
だ
さ
い

理
久
兎
さ
ん

 
は
た

負
け
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
自
分
を

援
す
る

を
聞
い
た

理
久
兎
も
萃
香
に

 
理
 

そ
れ
は
お
互
い
様
だ
よ

で
も
追
い
込
ま
れ
る

 

ど
楽
し
く
な

て
く
る
よ

 
理
久
兎
は
萃
香
に

い
な
が
ら

う
と
萃
香
も

い
な
が
ら

 
萃
香

ハ
ハ
ハ
違
い
な
い

 
美
 

で
は

人
共

 
美
須
々
が

う
と
お
互
い
に

り

え
る

そ
し
て

 
美
 

試
合
始
め

 
美
須
々
の
一

で
戦
い
が
幕
を
開
け
る

 
萃
香

と
り
あ
え
ず
勇
儀
の

は
と
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
そ
う

う
と
萃
香
は

を
作
り
自
分
に
は
向
か

て
襲
い
か
か
る
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理
 

し

ら
く
さ
い

 

を
上
げ
て
萃
香
の

を
受
け

め
た

そ
し
て
一
気
に
そ
の

を
弾
き
そ
の
ま
ま

で
回
し

り
を
お
こ
な
う

 
理
 

そ
こ

 
萃
 

い
よ

理
久
兎

 
そ
う

う
と
萃
香
は
自
身
の
能
力
を
使

て

に
な

た

結
果
理
久
兎
の

り
は
空

り

し
た

 
理
 

ち

萃
香
の
能
力
か

面

だ
な

 
そ
う
萃
香
の
能
力
は
密
と

を

る
こ
と
が
で
き
る

そ
れ
を
使

て
密
を
下
げ
て
自
身
を
気

体
に
し
て

撃
を
回

し
た

見
て
い
る
と
と
ん
で
も
チ

ト
能
力
だ

そ
し
て

に
な

た
萃

香
は

 
萃
 

行
く
よ

 
シ

 
萃
香
は
そ
う

ぶ
と
も
と
の
状
態
に

り
理
久
兎
に
再
度

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

 
理
 

い



 第五章 運命は動き出す

 
そ
の

撃
を
理
久
兎
は
回

し
た

そ
し
て
今
度
は
理
久
兎
も
反
撃
に
出
る
が

 
萃
香

無

だ
よ

 
シ

ン

 
ま
た
空

り
す
る
こ
と
に
な

た

心
の
な
か
で
は

 
理
 
マ

で
ど
う
す
る
か

 
そ
う

え
な
が
ら
萃
香
の

撃
を

け
続
け
る

本
当
に

に
な

て
し
ま
う
と

撃
が
当

た
ら
な
い
か
ら
良
知
が
明
か
な
い

そ
し
て
観
客

か
ら
は

 
⻤
達

萃
香
さ
ん

そ
こ
で
す

 
華
扇

萃
香

頑

り
な
さ
い

 
⻤
達
は
萃
香
を

援
す
る

し
か
し
勇
儀
は

 
勇
儀

こ
う
見
て
み
る
と
理
久
兎
の
奴
ど
う

け
て
ん

 
だ

 
と

い
た

 
美
 

理
久
兎
の
奴

最
小

の
動
き
で
萃
香
の

撃
を

 

け
て
い
る

い
や
予

し
て
い
る
の
か
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本
当
に
面
白
い
奴
だ

く
戦

て
み
た
い

 
美
須
々
が

た
事
は
合

て
い
る

手
の
動
き
を
予

し
て
受
け
を
し
て
い
る
の
だ
か

ら 
風

こ
う
見
る
と
防
戦
一
方
な
戦
い
だ
な

 
紫
 

御
師
匠
様
負
け
な
い
で
下
さ
い

 
文
 

理
久
兎
さ
ん

そ
こ
で
す

 
は
た

ど

ち
が
勝
つ
ん
だ
ろ

 
と
皆
は
ど
ち
ら
が
勝
つ
の
か
が
分
か
ら
な
い
状
態
だ

そ
し
て
萃
香
は
自
分
の

撃
を
何
度

も

け
ら
れ
て

々
と
ム
カ
つ
き
始
め
て
い
た

 
萃
香

さ

き
か
ら
ち

こ
ま
か
と

 
萃
香
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
も

 
理
 

そ
れ
は
お
互
い
様
だ

 
萃
香

な
ら
こ
れ
な
ら
ど
う
か
な

 
そ
う

う
と
萃
香
の
体
が
み
る
み
る
と
大
き
く
な
る
今
の
大
き
さ
は

の
天

ま
で
到
達
し

も
う
少
し
で
頭
を
ぶ
つ
け
そ
う
な

ま
で
大
き
く
な
る

そ
れ
を
見
た
理
久
兎
の
反

は
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理
 

デ
カ
過
ぎ
る
だ
ろ

 
あ
ま
り
に
も
大
き
く
な
り
す
ぎ
て

い
て
し
ま
う

そ
し
て
萃
香
は

を
作
る
と

 
萃
香

お
ら

 
巨
体
に
な

た
萃
香
の

が
理
久
兎
に

て
く
る

 
理
 

ち

 

ド

ン

 
リ
ン
グ
に
萃
香
の
巨
大
な

が

ち
て
理
久
兎
を

し

す

 
⻤
達

お

萃
香
さ
ん
の
一
発
が
入

た

 
紫
 

御
師
匠
様

 
勇
儀

お

お

あ
り

生
き
て
る
か

 
美
 

さ

で
も
ど
う
せ
彼
奴
の
事
だ
か
ら
生
き
て

 
る
だ
ろ
さ

 
華
扇

な
ん
で
す
か

そ
の
自
信

 
茨

が
美
須
々
に

く
と
美
須
々
は
若

れ
な
が
ら

 
美
 

彼
奴
が
あ
ん
な
ん
で
殺
ら
れ
て
る
な
ら
今
頃
は
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勇
儀
の
三
歩
必
殺
で
死
ん
で
る
さ

 
華
扇

か
に

 
そ
う
美
須
々
の

て
い
る
こ
と
は
合

て
る

こ
の
ぐ
ら
い
で
は
理
久
兎
は
や
ら
れ
な
い

 
⻤
達

お
い
あ
れ
見
ろ

 
萃
香

ん

 
理
 

グ

 
そ
こ
に
は

手
を
頭
上
で
ク
ロ
ス
さ
せ
て
萃
香
の

撃
を
防
ぎ

に
力
を
入
れ
て
踏
ん

て
い
る
理
久
兎
の
姿
が
あ

た

 
理
 

ど
り

 
そ
の

び
と
共
に
萃
香
の

を
弾
い
た

 
萃
香

う
わ

 
シ

ン

 
結
果
危
な
い
と
思

た
萃
香
は
す
ぐ
に
気
体
に
な
る

 
理
 

あ
ぶ

 
シ

ん
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萃
香

理
久
兎

本
当
に
化
け
物
か
何
か
で
し

 
そ
し
て
萃
香
は
も
と
の
大
き
さ
に

た

 
理
 

ど
う
だ
ろ
う

ん

 
こ
の
時

自
分
は
萃
香
の
気
体
か
ら
固
体
に

る
姿
を
見
て
思

た

 
理
 
ま
て
よ
気
体
に
な
る
な
ら
気
体
に
さ
せ
な
け
れ
ば

 
い
い
の
か

 
萃
香

次
で
終
わ
ら
せ
る

  
そ
う

う
と
萃
香
は

理
久
兎
に
特

を
仕
掛
け
て
き
た

自
分
は

を

く
り
と

く

 
理
 

ふ

こ
れ
だ
け
は
使
い
た
く
な
か

た

 
け
ど

 
理
久
兎
が
頭
の
中
で
そ
う

え
る
と
突
然
理
久
兎
を
中
心
と
し
た
回
り
に

突
風
が
吹
き

れ

る
や
が
て
そ
れ
は
試
合
場
全
体
を

ん
だ

 
萃
香

な
ん
だ

こ
れ

 
リ
ン
グ
の
中
に
い
る
萃
香
は
特

を
や
め
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
の
を
必
死
に
こ
ら
え
る

そ
う
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こ
れ
は
理
久
兎
の
能
力
だ

昔
ス
サ
ノ
オ
と
勝
負
し
た

に
使

た
大

は

が
大
き
い
が
そ

れ
を
改
良
し
こ
の
技
を
作
り
出
し
た

台
風
の
目
と
い
う
名
の
技
と
し
て

 
風

な
ん
だ

あ
れ
は

 
⻤
達

中
が
見
れ

 
文
 

あ
の
風

ま
る
で
分

い

 
外
か
ら
見
る
と
そ
の
光

は
風
で
出
来
た
分

い

の
よ
う
に
見
え
て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様
の
能
力
で
す

 
美
 

な
に

 
勇
儀

理
久
兎
も
能
力
持
ち
か

 
ど
う
や
ら
皆
は
理
久
兎
が
能
力
を
持

て
い
る
事
を
知
ら
な
か

た
よ
う
だ

 
華
扇

に
し
て
も
な
に
こ
の
風

 
は
た

見
た
こ
と
な
い
わ
よ
あ
ん
な
の

 
勇
儀

能
力
は
な
ん
だ

 
勇
義
に
聞
か
れ
た
紫
は
理
久
兎
の
能
力
を

え
る

 
紫
 

御
師
匠
様
の
能
力
は
災

を

る
程
度
の
能
力



 第五章 運命は動き出す

 
で
す

 
美
 

な

 
美
須
々
は

い
た

今

自
分
達
が

手
に
し
て
い
る
の
は
災

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
と

思

た
か
ら
だ

そ
し
て
風
の
中
で
は

 
萃
香

こ
れ
じ

に
な
れ
な
い

 
こ
の
中
で
は

突
風
が
吹
い
て
い
る

そ
の
た
め

に
な
れ
ば
た
ち
ま
ち
飛
ば
さ
れ
る
と
萃
香

は

え
気
体
に
な
れ
な
い
で
い
た

す
る
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

じ

萃
香
ち

ん
こ
れ
で
終
わ
り

 

チ
ン

 
そ
う

て
理
久
兎
が
指
を
な
ら
す
と
風
か
ら
雷
が
発
生
し
萃
香
に
襲
い
か
か
る

 
萃
香

こ
の
風
の
中
だ
と
身
動
き
が
と
れ
な
い

 

バ
イ

こ
の
ま
ま
だ
と

 
ビ
イ
カ

ン

ゴ
オ
ン

 
萃

ア

 
大
き
な
雷
が
萃
香
に
直
撃
し
た

そ
し
て
雷
の

が
や
む
と
静
か
に
こ
の
風
も

ん
だ



 第 話 理久兎 萃香

 
理
 

お

と
や

べ

や
り
過
ぎ
た

 
萃
香
 

 
萃
香
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
真

黒
に
な

て
気
絶
し
て
い
た

 
⻤
 

お
い
あ
れ
見
ろ

 
⻤
 

萃
香
さ
ん

 
観
客

か
ら
真

黒
の
気
絶
し
た
萃
香
が

れ
て
い
た
の
を

し
た

そ
し
て
そ
れ
を
見
て

美
須
々
は

 
美
 

勝
負
あ
り

勝
者
は
深
常
理
久
兎

 
美
須
々
は
自
身
の
名
を

ん
だ

 
⻤
 

マ

か
よ

萃
香
さ
ん
ま
で

 
⻤
 

嘘
だ

 
華
扇

私
た
ち
四
天
王
が
こ
う
も
あ

さ
り
と

 
⻤
達
は
大

て
で

い
て
い
た

ま
さ
か
四
天
王
が

人
も
や
ら
れ
る
と
は
思

て
も
み
な

か

た
か
ら
だ

 
風

な
ん
か
理
久
兎
が

バ
イ
奴
に
見
え
て
き
た



 第五章 運命は動き出す

 
文
 

で
も
こ
れ
で

る
は

人
で
す
か

 
は
た

で
も
あ
れ
は
チ

ト
で
し

 
と

チ

ト
と
い
う
が

い
た
い

完
全
に
萃
香
の
方
が
チ

ト
だ
と

 
紫
 

や

り
御
師
匠
様
は
強
い
な

 
紫
は
理
久
兎
の
強
さ
に

れ
を

く
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
は

れ
て
い
る
萃
香
に
近
づ

く
と

 
理
 

ら
大
丈
夫
か

 
理
久
兎
は
萃
香
を
お
ん
ぶ
し
て
リ
ン
グ
か
ら
降
り
て
い
く

因
み
に
お
ん
ぶ
す
る
理
由
は
身
⻑

が
合
わ
な
い
か
ら
だ

 
萃
香

ま

た
く
体
が
ま
だ
ビ
リ
ビ
リ
す
る

 
理
 

す
ま
ん
正
直
や
り
過
ぎ
た

 
萃
香

で
も
ま
だ
上
に
は
上
が
い
る
こ
と
が
良
く

 
分
か

た
よ

 
理
 

そ
う
か

 
萃
香
を
勇
儀
と
同
じ
感
じ
で
観
客

に

け
た



 第 話 理久兎 萃香

 
紫
 

お

れ
さ
ま
で
す
御
師
匠
様

 
理
 

援
あ
り
が
と

紫

 
美
 

次
は
私
か

 
そ
う

い
美
須
々
は
指
を
ポ
キ
ポ
キ
と
鳴
ら
す

し
か
も
楽
し
そ
う
だ

 
勇
儀

に
⻤
子
⺟
神
様
が
動
く
の
か

 
華
扇

次
が
ど
う
な
る
か
予
想
が
出
来
な
い

 
風

次
の
戦
い
で
こ
の
山
の
ボ
ス
が
決
ま
る
文
そ
し
て

 
は
た
て

 
文
 

な
ん
で
す
か

 
は
た
 
・
・

 
風

次
の
戦
い
は
し

か
り
目
に

き

け
ろ

 
文
 

は

わ
か
り
ま
し
た

 
は
た

は
い

 
と

う

そ
し
て
風

は

く

 
風

次
の
戦
い
は

れ
る



 第五章 運命は動き出す

 

れ
る
と

現
山
の
頂
点
に

臨
す
る
⻤
子
⺟
神
と
そ
の
部
下
で
あ
る
四
天
王
を

々
と

し

て
き
た
男
理
久
兎
が
ぶ
つ
か
り
合
え
ば
次
の
戦
い
は

れ
る

風

は
そ
う

え

い
た

そ

し
て
理
久
兎
は
美
須
々
に

 
理
 

よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
な

 
美
 

楽
し
み
だ
よ
あ
ん
た
と
や
り
あ
え
る
の
が

 
美
須
々
は
理
久
兎
と
戦
え
る
の
が
楽
し
み
だ
と
う
い
う
の
が

葉
を
通
じ
て
良
く
分
か
る
そ

し
て
理
久
兎
は
紫
に
指

を
出
す

 
理
 

ハ
ハ
ハ
紫
ち

ん
し

か
り
見
て
お
き
な
さ
い

 
紫
 

何
で
で
す
か

 
紫
が
理
久
兎
に
聞
く
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

こ
の
戦
い
は

来
が
決
ま
る
戦
い
だ
か
ら
だ
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

 
紫
の
返
事
を
聞
い
た
自
分
は
美
須
々
の

を
見
る
と

 
理
 

行
こ
う
か

 
美
 

あ



 第 話 理久兎 萃香

 
そ
う

て

人
は
試
合
場
に
向
か

た

こ
の
山
の
頂
点
を
決
め
る
戦
い
を
し
に
そ
し
て

来
を
決
め
る
た
め
に



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
理
久
兎

美
須
々

 
試
合
場

今

現

の
自
分
は
美
須
々
と
対

し
て
い
た

 
美
 

さ

て
理
久
兎

準
備
は
出
来
た
か

 
理
 

バ

チ
こ

い

 
自
分
の
テ
ン
シ

ン
は
最
高
に
ハ
イ
な
状
態
だ

よ
う
や
く
本
命
の
ボ
ス
と
戦
え
る
の
だ
か

ら 
美
 

で
も
ま
さ
か
勇
儀
や
萃
香
を

る
と
は
な
正
直
 

 

い
た
よ

で
も
娘
ら
の

も
と
ら
に

い

 
か
ん
の
で

こ
の
勝
負
は
勝
た
せ
て
も
ら
う

 
理
久
兎
い
や
深
常
理
久
兎

 
理
 

ア
ハ
ハ
い
い

俺
も
負
け
る
わ
け
に
は
い
か

 
な
い
ん
だ
よ

俺
ら
の
夢
を

え
る
の
た
め

 
に

⻤
子
⺟
神
美
須
々

 
華
扇

今
回
は
私
が
こ
の
勝
負
の
開
始
の
合

を
さ
せ



 第 話 理久兎 美須々

 
て
い
た
だ
き
ま
す

 
美
 

頼
ん
だ
よ
華
扇

 
華
扇

で
は
こ
れ
よ
り
最
終
戦
理
久
兎

美
須
々
様

 
の
戦
い
を
行
い
ま
す

 
華
仙
の

葉
で
会
場
は
大
き
く
盛
り
上
が

た

 
⻤
達

う

 
⻤
 

⻤
子
⺟
神
様

 
⻤
 

行
け

 
⻤
達
の

援
の
熱
気
が

い

そ
こ
に
入
り
交
じ
る
よ
う
に

 
紫
 

御
師
匠
様
フ

イ
ト

 
と

紫
の

援
が
聞
こ
え
て
く
る

 
風

こ
れ
で
こ
の
山
の
主
導

は
決
ま
る

 
は
た

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

 

人
は
心

す
る

ど
ち
ら
が
山
の
頂
点
に
な
る
の
か
を

 
文
 

い
熱
で
す

⻤
の
皆
さ
ん
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勇
儀

そ
り

⻤
子
⺟
神
様
が
戦

て
る
姿
を
見
れ
る

 
な
ん
て

多
に
な
い
か
ら

 

 
萃
香

う

ま
だ
体
が

れ
る

 
勇
儀

萃
香
お
前
は

て
な

 
萃
香

や
だ
よ

せ

か
く
⻤
子
⺟
神
様
の
戦
い
が

 
見
れ
る
の
に
お
ち
お
ち

て
な
ん
て
い
ら
れ

 
れ
な
い
よ

 
勇
儀
と
い
い
萃
香
と
い
い
と
ん
で
も
な
く

フ
だ
で
も

そ
れ

前
に

人
や

の
⻤
達
も

テ
ン
シ

ン
は

だ

何
せ
⻤
子
⺟
神
様
の
戦
い
が
見
れ
る
の
だ
か
ら
だ

 
華
扇

者
と
も
準
備
は

 
美
 

あ

大
丈
夫
だ

 
理
 

同
じ
く
問

な
し

 
自
分
と
美
須
々
は

え
る

そ
し
て

 
華
扇

で
は

試
合
開
始

 
茨
城
の
試
合
の
開
始
の
合

と
共
に
理
久
兎
と
美
須
々
は
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理
美
 

は

 

ン

 
お
互
い
の

と

を
ぶ
つ
け
合

た

 
美
 

い
い

そ
う
こ
な
こ
な
く

ち

 
美
須
々
は
ラ

シ

を
仕
掛
け
る
だ
が
理
久
兎
も

 
理
 

ア
ハ
ハ

無

だ

 
受
け
流
し
そ
し
て
反
撃
へ
と

り
返
す

人
は
そ
れ
を

り
返
し
て
続
け
た

 

ン

 
理
 

ぐ

 
美
 

へ
ぶ

 
お
互
い
の

が

面
に
当
た
り
ク
ロ
ス
カ
ウ
ン

に
な
る

そ
の
ま
ま
吹

飛
ぶ
が
お
た
が

い
受
け
身
を
と
り
ま
た
向
き
合
う

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
い
い

最
高
だ

 
美
 

私
も
こ
ん
な
勝
負
は
久
々
だ
よ

 
そ
し
て

ま
た

人
は

殴
り
あ
い

り
を

く
ら
わ
せ
あ
い
な
が
ら

た

そ
し
て
美



 第五章 運命は動き出す

須
々
は

問
に

か
ん
で
い
た

な

能
力
が
通

し
な
い
の
か
と

そ
の
理
由
は
簡
単
で
理
久

兎
が
能
力
に
よ
る

渉
を
受
け
な
い
と
い
う
理
を
昔
に
作

た
か
ら
だ

 
⻤
達

⻤
子
⺟
神
様
の
戦
い
は
本
当
に
久
々
に
み
た

 
で
も
あ
の
ラ

シ

を
正
面
か
ら
迎
え
撃
つ

 
て

マ

で
化
け
物
か
あ
の
男
は

 
萃
香

勇
儀

 
勇
 

な
ん
だ

 
萃
香

勇
儀

か
理
久
兎
に
三
歩
必
殺
を
当
て
た

 
よ

 
勇
儀

あ

当
て
た
な

お
前
も
あ
の
巨
体
の

を

 
当
て
た
ろ

 
萃
香

う
ん
当
て
た

 
そ
う
い
う
と

人
は

問

を
出
し
て

 

人

じ

あ
何
で
理
久
兎
は

普
通
に
動
け
る
の

 
だ
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萃
香
と
勇
儀
は
理
久
兎
に
本
当
に

か
さ
れ
続
け
て
い
る

か
に
本
来
な
ら
動
け
な
く
な
る

レ

ル
だ

い
く
ら
生
命
力
が
強
い
⻤
も
こ
こ
ま
で
い
く
と
本
当
に

く

 
紫
 

御
師
匠
様
大
丈
夫
か
な

 
紫
は
理
久
兎
を
心

す
る
こ
と
と

援
す
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
が
こ
の
戦
い
を
目
に

き

け
よ
う
と
し
て
い
た

 
風

い
よ
な
本
当
に

 
は
た

も
う
何
で
も
あ
り

あ
の
男

 
文
 

あ
そ
こ
ま
で
強
い
と
な
ん
と
も

え
ま
せ
ん

 
と

人
は

べ
る

だ
が
華
扇
は
美
須
々
と
同
じ

問
を
持

た
い
た

 
華
扇

な
ん
で
美
須
々
様
の
能
力
が
発
動
し
て
い
な
い

 
の
か
し
ら

 
そ
ん
な
こ
と
を
観
客

で
話
し
て
い
た
よ
う
だ
が
理
久
兎
と
美
須
々
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い

そ
し
て
こ
ち
ら
は
も
う

チ
に
な
り
つ
つ
あ

た

 
美
 

さ
て
私
も
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
い
く
よ

 
そ
う

う
と
美
須
々
か
ら
も
の
す
ご
い

の
妖
力
が

れ
出
す



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

お

す
げ

 
美
 

理
久
兎
そ
な
た
の
願
い
今
こ
こ
で

し
て

 
や
ろ
う

 
理
 

悪
い
け
ど
そ
ん
な
こ
と
は
さ
せ
な
い
よ

 
自
身
も
今
出
せ
る

で
妖
力
と
霊
力
を
出
し
て
対

す
る

 
美
 

い
な

だ
が
理
久
兎
お
前
霊
力
も
使
え
る

 
ん
だ
な

 
理
 

ま

何
時
の
ま
に
か
使
え
て
た
か
ら

 
美
 

そ
う
か
だ
が
も
う
関
係
の
な
い
話
だ

 
そ
う

う
と
美
須
々
は

で
地
面
を

し
た

 
ド

ン

 
理
 

ち

 

さ
れ
た
地
面
か
ら
無
数
の

が

に

い
た
と
思
う
と
理
久
兎
に
襲
い
か
か
る
だ

が
理
久
兎
も
負
け
て
は
い
な
い

霊
力
を

出
し
て
あ
る

え
に
は
い
る
そ
の

え
は
ま
る
で
合

の

え
だ
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理
 

仙
術
 
十
二
式
 

せ
ん
じ

か
ん
の
ん

手
観

 

ン

 
理
久
兎
が

え
か
ら
手
を

く
と
理
久
兎
の

後
か
ら
無
数
の
手
が

に
向
か

て
い
く
そ
し

て

そ
の

を

 

ン

ン

ン

ン

ン

 
全
て
迎
え
撃
ち

す
る

仙
術
十
二
式

手
観

こ
の
技
は
理
久
兎
の
霊
力
に
手
の

を
与

え
て
そ
れ
を

的
に
向
け
て

つ
技
だ
そ
の
無
数
の
手
の
数
は
そ
の
名
前
の
と
う
り
１
０
０
０
の

だ
 
⻤
達

ス
ゲ

あ
ん
な
技
は
見
た
こ
と

え

 
美
 

う

さ

き
と
い
い
ま
だ

し
持

て
た
か

 
理
 

ハ
ハ
ハ

使
う
な
ら
最
後
に
こ
う
い
う
の
は

 
と

て
お
く
ん
で

 
美
 

な
ら
ば
我
も
出
し

し
み
は
無
し
だ

こ
れ
で

 
本
当
に
終
わ
り
に
し
て
や
る

 
美
須
々
は

え
に
入
る
そ
し
て



 第五章 運命は動き出す

 
美
 

⻤
神
秘
奥
義
 
完
全

 
グ

ン

 

に
妖
力
を

わ
せ
そ
れ
を
特
大
の

体
の

に
し
た
そ
の
大
き
さ
は
萃
香
の
巨
大
化
よ

り
は
小
さ
い
が
そ
の

体
に
は
美
須
々
の
妖
力
が
ぎ

し
り
と
つ
ま

て
い
る
い
わ

る

さ

れ
た
特
大
の

弾
だ

 
美
 

消
え
失
せ
ろ
深
常
理
久
兎

 
そ
の

弾
を
理
久
兎
に
投
げ
飛
ば
す

 
理
 

は
ん

簡
単
に
は
死
な

え
よ
⻤
子
⺟
神

 
理
久
兎
は

を

げ
た

え
に
入
り
技
を

つ

 
理
 

仙
術
 
十
五
式
 

だ
ん
が
い
れ
つ
ざ
ん

断

斬

 

ン

 
そ
う
唱
え
る
と
理
久
兎
の
手
に

さ
れ
た
霊
力
を

わ
せ
る
そ
れ
が
大
き
な

の

に
な
り

そ
し
て
そ
れ
を
地
面
に

き
つ
け
る
そ
こ
か
ら
特
大
の

撃
波
が
お
こ
る

仙
術
十
五
式
断

斬

理
久
兎
の
手
に
霊
力
を

わ
せ
て
そ
れ
を
巨
大
な

の

に
し
て
か
ら

手
に
向
か

て

地
面
ご
と

き
つ
け
て

つ
特
大
の
一
撃
を

つ
技
だ

そ
の
一
撃
は
山
一
つ
切
断
す
る

そ
ん
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な
危
険
な
技
を

つ
理
久
兎
と
美
須
々
の

撃
波
が
お
互
い
に
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 

ド

ン

 
そ
こ
か
ら

発
と
そ
れ
に
よ

て
生
じ
る

撃
波
に
襲
わ
れ
る

観
客

も

 
⻤
達

あ
の
男
こ
こ
ま
で
や
る
と
は

 
風

く

何
て

撃
だ

 
は
た

飛
ば
さ
れ
そ
う

 
文
 

う
わ

 
萃
香

理
久
兎
の
奴

⻤
子
⺟
神
様
に
あ
の
技
を
使
わ
せ
る

 
な
ん
て

 
勇
儀

そ
れ
所
か
彼
奴
⻤
子
⺟
神
様
と
互

だ

 
華
扇

ぐ

こ
こ
ま
で
強
い
な
ん
て

 
紫
 

何
て

撃

で
も
御
師
匠
様
も
そ
こ
ま
で

 
私
の
夢
を

援
し
て
く
れ
て
る
ん
だ

こ
れ
ぐ

 
ら
い
の

撃
波
ぐ
ら
い
た
え
て
み
せ
る

 

人
が

た

撃
波
の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
よ
る
立
ち
込
め
た

が
あ
が
る

そ
こ
に
立



 第五章 運命は動き出す

て
い
た
人
物
が
い
た

そ
の
人
物
は

 
華
扇

あ
れ
は

⻤
子
⺟
神
様

 
自
分
達
が
良
く
知
る

中

美
須
々
の

中
だ

 
萃
香

て
こ
と
は
私
達
が
勝

た
の

 
勇
儀

さ
す
が
だ

 
⻤
達

う

 
紫
 

御
師
匠
様
が

負
け
た

そ
ん
な

 
風
 

奴
も
頑

た
ん
だ

 
風

は
紫
を
な
ぐ
さ
め
る

 
紫
 

御
師
匠
様

う

グ
ス

 
は
た

あ
れ

 
文
 

美
須
々
様
が
そ
れ
に
あ
の
奥
に
ま
だ
影
が

 
と

文
が

た
そ
の
時
だ

た

 
バ

ン

 
立

て
い
た
⻤
子
⺟
神
こ
と
美
須
々
が
ふ
ら
ふ
ら
と
し
た
と
思
う
と
急
に

れ
出
し
た

そ
し



 第 話 理久兎 美須々

て

が
消
え
る

そ
こ
に
い
た
人
物
こ
そ
こ
の
戦
い
の
本
当
の
勝
者
だ

そ
れ
は

 
理
 

本
当
に
強
か

た
よ
美
須
々
そ
れ
と
と
て
も

 
楽
し
か

た
よ

 
紫
 

お

御
師
匠
様

 
服
な
ど
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り

か
ら

を
流
す
理
久
兎
が
最
後
ま
で
立

て
い
た
の
だ

 
⻤
達

⻤
子
⺟
神
様
が
負
け
た
だ
と

あ
り

 
華
扇

嘘

美
須
々
様

 
萃
香

そ
ん
な

美
須
々
様
が

 
勇
儀

マ

か

理
久
兎
の
奴
最
後
ま
で

り
や
が

た

 
風

て
こ
と
は
理
久
兎
が
こ
の
山
の
頂
点

 
は
た

⻤
を

し
ち

た

 
文
 

本
当
に
勝

ち

た

 
全
員
は

然
す
る

美
須
々
が
敗
れ
た
こ
と
を

こ
こ
で
華
扇
に
よ
る
こ
の
試
合
最
後
の
終
了

の

葉
が
で
る

 
華
扇

勝
者
は
深
常
理
久
兎



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

御
師
匠
様

 
風

文

は
た
て

 
文
 

は

 
は
た

件
は
や
は
り

 
風

あ

す
ぐ
に
こ
の
山
に
住
む
全
て
の
者
に
こ
の

 
事
を
伝
え
よ

 
文
 

わ
か
り
ま
し
た

 
は
 

は
い

 
そ
う

て

人
の
天
狗
は
外
に
出
て
い

た

一
方
理
久
兎
は

 
理
 

大
丈
夫
か
美
須
々

 
美
須
々
の

を

い
で
リ
ン
グ
か
ら
降
り
て
い
く

 
美
 

ま
さ
か
私
が
負
け
る
と
は

い
や

完
敗
だ

 
理
 

で
も
久
々
に
良
い
試
合
だ

た
よ

 
美
 

そ
れ
は
同
意
見
だ

そ
う
だ
理
久
兎

 
理
 

ん

ど
う
し
た



 第 話 理久兎 美須々

 
美
 

こ
の
後
新
た
な
山
の
主
の
記

と
し
て
共
に
酒
を

 
飲
ま
ぬ
か

 
酒
を
飲
ま
な
い
か
と
誘

て
く
る

そ
れ
に
は

論

自
分
は

加
す
る

 
理
 

い
い

な
ら
ど
ち
ら
が

く
酔
い

れ
る
か

 
勝
負
す
る
か

 
美
 

上
等
だ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
が

け

て
き
て
自
分
の

に

き
つ
い
て
き
た

 
理
 

お

と
と

勝

て
き
た

 
紫
 

お

れ
さ
ま
で
す

 
理
 

後

 
紫
 

へ

 
理
 

援
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 

援
を
し
て
し
て
く
れ
た
事
に
お
礼
を

う

紫
は

を

く
し
た



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

と
り
あ
え
ず
行
く
か
美
須
々
も

い
だ
ろ
う
し

 
紫
 

あ

す
い
ま
せ
ん

 
美
 

私
は
気
に
し
な
く
て
も
良
い
さ

ア
ハ
ハ

 
ハ
ハ
ハ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
こ
の
戦
い
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た



 第 話 酒飲み対決

 
第

話
 
酒
飲
み
対
決

 
美
須
々
達
と
の
戦
い
の
後
新
し
く
山
の
ボ
ス
に
な

た
自
分
が
一

を

う
こ
と
に
な

た

し
か
も
い
つ
の
間
に
か
天
狗
達
が

山
来
て
い
た
が
気
に
し
な
い
で
お
こ
う

そ
し
て
美
須
々
が

こ
の
場
に
い
る
者
達
に

ん
だ

 
美
 

皆
の
者
よ
く
聞
け

 
⻤
達
 
・
・

 
美
 

今
日
よ
り
こ
の
山
の
大
将
で
あ
り
我
ら
⻤
や

 
天
狗
達
の
新
た
な
ボ
ス
と
な

た
男
そ
の
名

 
を
深
常
理
久
兎
だ

 
⻤
達

オ
オ

 
理
 

ど
う
も

 
美
 

で
は
彼
か
ら
一

い
た
だ
こ
う
と
思
う
理
久
兎

 
よ
頼
め
る
か

 
理
 

論
だ
俺
も

い
た
い
こ
と
が
あ

た
し



 第五章 運命は動き出す

 
理
久
兎
は

上
に
上
が
り
皆
が
見
渡
せ
る

置
に
つ
い
た

 
理
 

ご

ん

え

と
美
須
々
か
ら
ご

を

 
か

た
通
り
俺
が
こ
の
山
の
ボ
ス
に
な

た

 
全
員

 
全
員
は
無

だ

少
し
気
ま
ず
い
が
気
に
し
な
い
で
話
す

 
理
 

あ

と
皆
ん
な
も
そ
ん
な
に
緊

し
な
く
て
も

 
大
丈
夫
だ
よ
そ
う
だ
な

俺
か
ら

い
た
い
こ

 
と
は
皆
は
俺
の
仲
間
だ

だ
か
ら
俺
を
信

し
て
 

 
く
れ
て

わ
な
い

で
も
今
か
ら
信

し
よ
う
と
 

 
す
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
だ
か
ら
信

で
き
る
と

 
思

た
ら
俺
を
信

し
て
く
れ

 
⻤
 

ア
ハ
ハ
新
ボ
ス
さ
ん
よ

あ
な
ど

た
ら

 
る

俺
ら
は
美
須
々
さ
ん
達
の
戦
い
を
見
た

 
ん
だ
あ
ん
な
に
楽
し
そ
う
に
戦

て
た
ん
だ

 
だ
か
ら
俺
ら
⻤
は
あ
ん
た
を
信
じ
る
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⻤
 

俺
も
だ

 
萃
香

私
も
信

す
る

 
勇
儀

私
も
だ

理
久
兎
か
ら
は
嘘
の
匂
い
が
し
な
く

 
て

 
華
扇

私
は
そ
ん
な
に

い
ま
せ
ん

 
と

モ
ブ
⻤
達
や
戦

た
萃
香
や
勇
儀
そ
し
て

援
し
て
い
た
華
扇
等
も

同
し
て
く
れ
た

 
理
 

そ
う
か

 
狼

俺
ら
天
狗
達
も
そ
う
だ

か
に
先
日
は
お
前

 
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た

だ
が
天
魔
様
が
お

 
前
を
俺
ら
の
里
で
宿
泊
さ
せ
た
ん
だ
な
ら
俺
ら

 
も
信

す
る
し
か

だ
ろ

 
白
狼

か
に
狼

隊
⻑
の

う
通
り
だ

 
天
狗

白
狼
の
隊
⻑
の
発

に
一
理
あ
り
だ

 
天
狗

あ

天
魔
様
が
お
前
を
宿
泊
さ
せ
た
ん
な
ら
そ
れ
は

 
信

で
き
る
な
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天
狗
達
が
騒
ぎ
だ
し
た

だ
が
後
ろ
で
は
小

で
こ
ん
な

が
聞
こ
え
て
き
た

 
風

い
や
ち

と
待
て

あ
れ
は

私
の
親
切

 
で
あ

て

宿
が
少
し
可
愛
そ
う
だ
ら
泊
め
た

 
の
に

解
さ
れ
た

 
と

い

た

だ

や
は
り
風

は

し
か

た

 
文
 

あ
や
や
や

い
勘
違
い

 
は
た

な
ん
か

く
収
ま

た

 
風

の

え
は
何
か
勘
違
い
さ
れ
た
が
た
め
に
天
狗
達
の
結
束
は
固
ま

た

 
理
 

そ
う
か
な
ら
今
日
の
快

の
た
め
に
美
須
々

 
か
ら
の
意
見
で
皆
で
酒
を
飲
も
う
じ

え

 
か

 
⻤
達

お

 
⻤
達
は
楽
し
そ
う
に

ん
だ

だ
が
天
狗
達
は

 
天
狗
達
 
 

 
何

か
知
ら
な
い
が

い

を
し
て
い
た

そ
し
て
後
ろ
か
ら
ま
た
ま
た

が
聞
こ
え
て
く
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る 
風

何
か
も
う
ど
う
で
も
よ
く
な

て
き
た

 
自
分
の
気
持
ち
と
は
違

た
方
向
に
進
ん
で
し
ま

た
風

は
半
分

れ
て
い
た

す
る
と
紫

は
宴
会
が
楽
し
そ
う
な
の
か

 
紫
 

楽
し
み
で
す

 

 
と

く

し
か
し
風

は

い

を
し
て

 
風

そ
う

て
ら
れ
る
の
も
今
の
う
ち
だ
よ

 
紫
 
 

 
と

く

紫
は
こ
の
時
に
嫌
な
予
感
が
し
た
の
だ

た

 
理
 

さ

て
飲
む

 
⻤
達

お

 
天
狗

頭

く
な

て
き
た

 
天
狗

同
感
だ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
皆
で
酒
を
飲
む
こ
と
に
な

た
で
も
何

か
天
狗
達
が

り
気
じ

な
い
よ

う
な
気
が
す
る
が
気
の
せ
い
だ
と
思

た

そ
し
て
理
久
兎
や
美
須
々
達
に
よ
る
酒
飲
み
合
戦
が
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始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た

 
美
 

よ

し
理
久
兎
酒
飲
み
対
決
し
よ
う

 
理
 

よ

し

や
る
か

 
萃
香

私
ら
も

加
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
勇
儀

良
い

い
く
よ
華
扇

 
華
扇

え

私
も

 
と

若

名
は
分
か
ら
な
い
が
萃
香
と
勇
儀
は

加
が
決
定
す
る

 
美
 

お

い
天
魔
お
前
も
来
い

 
風

げ

 
文
 

頑

て
く
だ
さ
い
天
魔
様

 
は
た

頑

て

 

人
は
少
し
あ
わ
れ
ん
で
風

を

援
す
る

だ
が
風

の

は
何
か
を
思
い

い
た
の
か

ゲ
ス

と
な
る

そ
し
て

 
風

す
い
ま
せ
ん
美
須
々
さ
ん

 
美
 

ど
う
し
た
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風

彼
女
達
に
も
酒
の
楽
し
さ
を
教
え
た
い
ん
で

 

加
さ
せ
て
も
ら

て
も
い
い
で
す
か

 
文
 

は
い

 
は
た

え

ち

と

 
美
 

お

良
い

来
い
よ

人
も

 
理
 

酒
を
飲
む
な
ら
多
い
に
こ
し
た
こ
と
な
い
か
ら

  
文
 

ち

と
天
魔
様

 
は
 

え

ち

 
風
 

ハ
ハ
ハ
死
ぬ
と
き
は
道

れ
だ

 
ど
う
や
ら
風

は

人
を
道

れ
に
し
た
よ
う
だ

何
て
奴
だ

そ
し
て
そ
の
光

を
見
て

い
た
紫
は
危
険
と
感
じ
た

 
紫
 

な
ん
か

バ
イ

気

逃
げ
よ
う

 
紫
は
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と

 
理
 

紫

お
前
も
来
い
よ



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

そ
ん
な

 
自
分
の
師
匠
に
通
せ
ん
ぼ
も
と
い

待
を
さ
れ
て
紫
は
逃
げ
ら
れ
な
か

た

 
狼

あ

ち
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
な
い
と

 
理
 

お

わ
ん
わ
ん
お

お
前
も
来
い
よ

 
狼

だ
か
ら
わ
ん
わ
ん
お
じ

え

 
風

い
い
と
こ
ろ
に

 
ゲ
ス

と
な

た
風

は
狼

を
見
て
ゲ
ス
の

み
を
す
る

 
狼

し
ま

た

 
狼

も
逃
げ
ら
れ
な
か

た
の
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
を

め
た

人
で
酒
飲

み
対
決
が
始
ま

た

人
で

ぐ
ら
い
は
余

み
た
い
だ

た
が

 

ぐ
ら
い

を
空
け
る
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

 
文
 

う

う
う

 
は
た

気
持
ち
悪
い

 
文
と
は
た
て
が

ウ
ン
し
た

そ
し
て
更
に
時
間
が
進
み

を

ぐ
ら
い
開
け
る
頃
に
は

 
紫
 

う
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狼

こ

こ
の
異
常
者
共
め

 
紫
に
わ
ん
わ
ん
お
が

ウ
ン
し
た

ま
た

を

開
け
る
頃
に
は

 
風

あ
そ
こ
に
父
上
が

 
と
う
と
う
風

も

ウ
ン
し
た

因
み
に

の
大
き
さ
は
約
７
２

ぐ
ら
い
は
入
る
大
き
な

だ

そ
し
て
今
理
久
兎
が
空
け
た

の
数
は
ち

う

ぐ
ら
い
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
た

つ

い
で
に
こ
の
勝
負
を
見
て
い
た
⻤
達
や
天
狗
達
も
結

ウ
ン
し
て
き
た

自
分
を

め
て
ま
だ

酔
い
つ
ぶ
れ
て
な
い
メ
ン
バ

は

 
理
 
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
萃
香

く

 
勇
儀

や

り
酒
は
う
ま
い

 
華
扇

も
う

人
に

 
美
 

だ
ら
し
な
い

今
の
若
者
は

 
若
者
達
は
皆
酔
い
つ
ぶ
れ
て
気
絶
し
て
い
る

こ
ん
な

り
様
だ

そ
し
て
さ
ら
に
時
が
進

む

今
の
メ
ン
バ

で
飲
み
続
け
た

こ
れ
ま
で
の
合
わ
せ
た
合
計
で

を

ぐ
ら
い
空
け
た

時
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か



 第五章 運命は動き出す

 
華
扇

も
う
無
理

 
バ

ン

 
華
扇
が
酔
い

れ
て
し
ま
い
脱

し
た

 
萃
香

あ
は
は
は
は
も
う
華
扇
が

れ
た

 
理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な

 
勇
儀

く

 
美
 

こ
こ
ま
で
来
る
と
は

理
久
兎

 
理
 

少
し

け
を
す
る

 
美
 

け
と
は

 
理
 

り
こ
の

人
の
内
最
後
ま
で
生
き

た
奴

 
は

の

人
に
い
た
ず
ら
で
き
る

て
の
は

 
美
 

負
け
る
気
が
し
な
い

 
萃
香

あ
は
は
は
は
は

 
勇
儀

や

て
や
る
よ

 
ど
う
や
ら

人
と
も
酔
い
が
回

て
き
た
よ
う
だ

そ
ん
な
こ
ん
な
で

人
で
こ
れ
ま
で
の
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を
合
わ
せ
て
１
５
０
開
け
る
頃

 
勇
 

う

気
持
ち
悪
い

 
バ

ン

 
萃
 

あ
れ

酒

が
お
空
を

 
バ

ン

 

に

人
が
酔
い
つ
ぶ
れ
た

も
う

て
い
る
の
は
自
分
と
美
須
々
だ
け
だ

 
理
 

お
い
お
い
そ
ん
な
も
ん
か
よ

 
美
 

こ
こ
ま
で
や
る
か

ク
ス

 

人

あ
は
は
は
は
ハ
ハ
ハ
は

 
お
互
い
に

い
合
う

理
久
兎
と
美
須
々
で

を
こ
れ
ま
で
の
も
合
わ
せ
て
２
０
０
近
く
開
け

る

無
我
夢
中
で
酒
を
飲
ん
で
い
た

そ
し
て
気
が
つ
い
た
ら

 
美
 

ク

 
美
須
々
も
酔
い

れ
て
い
た

そ
れ
を

す
る
と
手
に
持
つ
容

に
入

て
い
る
酒
を
飲
み

す
 
理
 

ゴ
ク
ゴ
ク
フ

も
う
終
わ
り
か

く



 第五章 運命は動き出す

 
理
久
兎

外
は
全
員
酔
い
つ
ぶ
れ
た
み
た
い
だ

な
お
理
久
兎
だ
か
ら
こ
こ
ま
で
酒
を
飲
め
ま

す
の
で
読
者
様
は
注
意
し
て
お
酒
を
お
飲
み
く
だ
さ
い

 
理
 

さ

て

け
で
勝

し
た
し

悪
戯
す
る
か

 

ク

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
は
悪
戯
を
し
た
の
だ

た

悪
戯
の
内
容
は
次
回
に
持
ち

し
だ

 
理
 

こ
ん
な
感
じ
で
い
い
か
そ
ろ
そ
ろ

よ

と

 
そ
う
し
て
理
久
兎
も
眠
り
に
つ
く
の
で
あ

た



 第 話 理久兎の悪戯

 
第

話
 
理
久
兎
の
悪
戯

 

晩
理
久
兎
達
は
酒
飲
み
対
決
を
し
た

そ
の
結
果
は
や
は
り
最
後
ま
で

た
の
は
理
久

兎
だ
け
だ

た

そ
し
て
現

理
久
兎
は
何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と

 
理
 

う

頭
が

い
な

 
現

進
行

で
二
日
酔
い
で
正
直
気
持
ち
悪
い

つ
い
で
に

日
酒
を
飲
ん
で
萃
香
と
勇
義
そ

れ
か
ら
美
須
々
と
共
に
最
後
ま
で
酒
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
は
覚
え
て
い
る
け
ど
そ
こ
か
ら
先
の
記
憶

が

だ

そ
し
て
自
分

外
の
メ
ン
バ

は

 
美
 

ク

 
萃
香

む
に

む
に

 
勇
儀

グ

ス

グ

ス

 
華
扇

も
う
無
理
で
す

 
紫
 

ス

ス

 
文
 

ス

あ
ん
な
と
こ
に

ネ

が

 
は
た

う

ん
も
う
少
し
部

で



 第五章 運命は動き出す

 
風

う

ん

 
狼

わ
ん
わ
ん
お
で
は
な
い

 
こ
ん
な
感
じ
で
皆
ま
だ

て
い
る

今
の
時

は

時
ぶ

ち

け
自
分

外
ま
だ

も
起

き
て
い
な
い

で
も
自
分
は
今

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

 
理
 

何
で
あ
の

の

に
下
着
が
あ
る
ん
だ

 
そ
う
理
久
兎
が
起
き
て
気
づ
い
た
の
は
こ
の

の
内
部
で
も

と
も
目
立
つ
大
き
な
⻤
の

も
と
い
美
須
々
が

日
で
作
り
上
げ
た
⻤
の

に
女
性
の
下
着
が

つ
あ

た

 
理
 

の

ま

い

か

外
の
空
気
を

 

て
こ
よ

あ

頭

 
俺
は
そ
う
し
て
外
の
空
気
を

い
に
行

た

し
ば
ら
く
す
る
と

 
萃
香

フ

よ
く

た

う

で
も
少
し
気
持
ち

 
悪
い
な

 
萃
香
が
起
き
だ
す

だ
が
ま
だ

も
起
き
て
い
な
か

た

し
か
し
萃
香
は
気
づ
い
て
し
ま

う 
萃
香

ん

な
ん
か
下
が
ス

ス



 第 話 理久兎の悪戯

 
萃
香
は
自
分
に
起
き
て
い
る
異
変
に
気
づ
く

 
勇
儀

う

あ

お
は
よ
う
萃
香

 
勇
儀
が
起
き
出
し
た

 
萃
香

え

あ

勇
儀
お
は
よ
う

 
勇
儀

お
う

ん

な
ん
か
下
が

は

 
勇
儀
も
自
分
に
起
き
た
異
変
に
気
づ
く

 
美
 

お
前
ら
ど
う
し
た

ふ

 
萃
香

あ

美
須
々
様

 
勇
儀

あ

そ
の
あ
の

 
美
 

ん

あ
り

な
ん
か
下
が

 
そ
し
た
美
須
々
も
気
づ
く

人
に
起
き
た
そ
の
異
変
そ
れ
は
自
分
達
の
下
着
が
無
く
な

て
い
る
の
だ

日
は
し

か
り
と
着
け
て
い
た

の
下
着
が
だ

 
萃
香

え

と
ま
さ
か
勇
儀
や
⻤
⺟
神
様
も

 
勇
儀

み
た
い
だ
な

 
美
 

で
も
何
で
だ

お
前
た
ち
は
何
か
知
ら
ん
か



 第五章 運命は動き出す

 
勇
儀

い
え
私
の
記
憶
に
は

 
萃
香

だ
け
ど
私
も

 

人
は

え
る
が
ま

た
く
も

て
思
い

か
な
い

 
美
 

で
も

も
し
私
ら
の
下
着
や
私
ら
が
ノ

ン
だ
と

 

か
に
見
ら
れ
聞
か
れ
よ
う
も
の
な
ら

 
勇
儀

ず
か
し
い
で
は

 
萃
香

す
ま
さ
れ
な
い

 
そ
う
彼
女
達
も

が
あ
る

こ
れ
を

か
に
見
ら
れ
る
の
は

常
に

ず
か
し
い
の
で
あ

る

そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
と

 
理
 

お
前
ら
何
し
て
る
の

 
外
の
空
気
を

い
に
行

て
い
た
理
久
兎
が
帰

て
き
た

 

人
不
味
い

よ
り
に
よ

て
こ
い
つ
か

 
理
 

え

 
突
然

小

で

わ
れ
て
何
だ
と
思

て
し
ま
う

 
萃
香

い

嫌

り

理
久
兎
は
な

何
を
し
て
る
の



 第 話 理久兎の悪戯

 
理
 

え

あ

あ

二
日
酔
い
か
な

そ
れ
で

少
し

 
外
の
空
気
を

い
に
行

た
帰
り
だ
よ

 
勇
儀

そ

そ
う
な
の
か

 
理
 

う
ん

 
何

だ

人
が
よ
そ
よ
そ
し
い
気
が
す
る

 
美
 

な

な

理
久
兎

 
理
 

ど
う
か
し
た

 
美
 

え

と
だ
な
そ
の

 

人
に
と

て
こ
れ
は

い
づ
ら
い

何
せ
理
久
兎
は
男

女
性
の
下
着
が
無
く
な

た

う
に
も

ず
か
し
過
ぎ
る

で
も
読
者
様
は
お

れ
だ
ろ
う
か
こ
の
男
は
と
て
も
恋
愛
感
情

外

で
の

察
力
が
高
い
の
を

 
理
 

所
で
さ

き
か
ら
何
で
下
を
気
に
し
て
る
の

 

人
 
 

ク

 

人
が
あ
た
ふ
た
と
し
始
め
る

理
久
兎
は
起
き
た
時
を
思
い
出
し
て
聞
い
て
み
た

 
理
 

ま
さ
か
下
着
を
は
い
て
な
い
わ
け
な
よ



 第五章 運命は動き出す

 
美
 

何
を
い

て
る
ん
だ

下
着
ぐ
ら
い
は
い
て

 
る
さ

な

勇
儀

萃
香

 
萃
香

も

も
ち
ろ
ん
だ
よ

勇
儀

 
勇
儀

あ

そ

そ
う
だ
な

 
と

う
が
実

の

人
の
心
情
は
と
い
う
と

 

人

え

下
着
を

い
て
な
い
な
ん
て

 
口
が

け
て
も

え

 

ず
か
し
す
ぎ
て

え
な
い

す
る
と

 
理
 

だ
よ

い
や

さ

き

あ
の

の

に

 

か
の
下
着
が
あ

て

ま
さ
か
と
思

た

 
け
ど
違
う
よ

 

人

え

 

人
は
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
見
て
み
る
と

 

人
 

ロ

 
そ
の

に
掛
け
ら
れ
て
た
の
は
自
分
達
の
下
着
だ

た

そ
の
反

を
見
た
自
分
は
少
し



 第 話 理久兎の悪戯

れ 
理
 

や

り

ら
の
か

 
美
 

す
ま
ん

 
萃
香

こ
れ
は

い
た
く
て
も

え
な
か

た
ん
だ
よ

 
勇
儀

す
ま

理
久
兎
嘘
つ
い
ち
ま

て

 
理
 

気
に
し
て
な
い
よ
ま

か
に
女
性
が
こ
れ
を

 

う
の
は

ず
か
し
い
か
ら

く
取

て
き

 
な
よ

て
て
あ
げ
る
か
ら

 
美
 

に
着
る

 
萃
香

あ
り
が
と
う

 
勇
儀

あ
り
が
と
う
な

 
そ
の
ま
ま

人
は
下
着
を
取
り
に
行

た

だ
が

問
に
思
う

 
理
 

で
も
何
で
下
着
が

 
と
そ
う

え
て
も
頭
に
思
い

か
ば
ず
も
う

と
く
こ
と
に
し
た
理
久
兎
で
あ

た

な

お
こ
れ
を
や

た
の
は
読
者
様
の
予

通
り
酔

た
理
久
兎
だ



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
そ
し
て
語
る

 
美
須
々
達
の
一
件
か
ら
数
分
後

人
は
自
分
に
お
礼
を

て
き
た

 
美
 

あ
り
が
と
う
な
理
久
兎

 
勇
儀

本
当
に
助
か

た

 
萃
香

も
う

メ
か
と
思

た
よ

 
理
 

ま

気
に
す
る
な

 
理
久
兎
達
が
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と

 
紫
 

ふ
わ

う

頭
が

 
理
 

お
は
よ
う
紫
ち

ん

 
紫
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
御
師
匠

 
紫
が
起
き
て
き
た

そ
の

に
も

 
風

う

気
持
ち
悪
い

 
は
た

あ
れ

私
部

で

て
る
ん
じ

 
文
 

う
う

夢
で
し
た
か



 第 話 そして語る

 
狼

わ
ん
わ
ん
お
で
は

あ
れ

こ
こ
は

 
ど
う
や
ら
天
狗
達
も
起
き
は
じ
め
て
き
た

そ
れ
も
皆

二
日
酔
い
気
味
で

 
華
扇

あ
れ

人
共
そ
こ
で
何
を

 
起
き
て
き
た
華
扇
は
自
分
達
に
問
う

そ
れ
に
対
し
て
の
返

は

 
理
 

う
ん

世
間
話
だ
よ

 
美
 

あ

そ
う
だ
な

 
萃
香

う
ん
う
ん
そ
う
だ
よ

 
勇
儀

間
違
い
な
い

 
華
扇

あ

あ

そ
う
で
す
か

 
華
扇
は

し
た
よ
う
だ

そ
し
て
ま
た

れ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
た

 
理
 
そ
う
だ
あ
の
事
を
風

に
聞
き
に
行
く
か
そ
れ

 
と
紫
も

れ
て
い
く
か

 
そ
う

え
紫
の
元
に
向
か
う

 
紫
を
つ
れ
て
風

に
話
し
か
け
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

紫

少
し
つ
い
て
き
て
も
ら

て
良
い



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

へ

え

い
ま
せ
ん
が
御
師
匠
様
ど
ち
ら
へ

 
行
く
の
で
す
か

 
理
 

行
け
ば
わ
か
る
よ

 
紫
 

は

 
そ
う
し
て
紫
を

れ
て
次
に
起
き
出
し
た
風

の
元
へ
と
向
か
う

 
理
 

あ

風

 
風

ん

ど
う
し
た
ん
だ

お
前
達

 
理
 

あ
の
話
ど
う
な

た

 
そ
れ
を
聞
き
紫
の

は

き
の

と
な

た

恐
ら
く
そ
の
表
情
か
ら
話
を
つ
け
て
く
れ
た
の

か
と
思

て
い
る
よ
う
だ

 
風

あ

あ
れ
か

私
は
お
前
達
の
夢
に

同

 
し
よ
う
と
思
う

 
理
 

本
当
か

 
風

う
お

頭
に

く
か
ら
静
か
に
頼
む

 
理
 

お

と
す
ま
な
い



 第 話 そして語る

 
二
日
酔
い
の
た
め
か
頭
に

く
ら
し
い

そ
の
た
め
も
う
少
し
静
か
に
話
す
こ
と
に
す
る

 
風

あ

本
当
だ
実
は
も
う

の
天
狗
達
に
も
話
し

 
て
は
お
い
た

 
理
 

何
時

話
し
た
ん
だ
よ

 
風

お
前
が
華
扇
様
に
案
内
さ
れ
て
い
る
間
だ

 
話
の
続
き
に

る
が

の
天
狗
達
も

同

 
し
て
く
れ
た
よ

実

は
理
久
兎
が
勝
た
な

 
き

こ
の
話
も
無
し
に
な
る
所
だ

た
け
ど

 
ど
う
や
ら
自
分
が
負
け
て
い
た
ら
こ
の
話
は
無
し
に
な

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と

う
こ
と

だ

勝

て
良
か

た

話
を

し
て

 
理
 

つ
ま
り

 
風

私
ら
天
狗
達
も
お
前
ら
の
力
に
な
ろ
う

 
ま
ず
天
狗
達
は
協
力
し
て
く
れ
る
事
が
決
定
し
た

 
理
 

だ
と
さ
紫

 
紫
 

風

さ
ん
今
回
の
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
と
う



 第五章 運命は動き出す

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
風

気
に
す
る
な

私
ら
は
理
久
兎
と

う
男
の

 
大
き
な

中
に
引
か
れ
た

た
だ
そ
れ
だ
け
だ

 
大
き
な

中
に
引
か
れ
た
と

う
が
自
分
は
そ
こ
ま
で
大
き
く
は
な
い

て
普
通
の

中

だ

す
る
と

 
美
 

う
天
狗
達
は
理
久
兎
達
の
夢
に

加
す
る

 
の
か

 
理
 

お
や

美
須
々

 
風

美
須
々
様

 
美
 

理
久
兎
お
前
ら
の
夢
と
や
ら
説
明
し
て
く
れ

 
美
須
々
は
真

な
面
持
ち
で
聞
い
て
き
た

自
分
は
そ
の
夢
の
説
明
を
し
よ
う
と
す
る
の
だ

が 
理
 

え

と

 
何
処
か
ら
話
す
か

む

そ
こ
に
紫
の
フ

ロ

が
入

た

 
紫
 

私
が
説
明
し
ま
す
御
師
匠
様



 第 話 そして語る

 
理
 

あ

頼
ん
だ

 
紫
 

え

と
で
す

 
そ
う
し
て
紫
が
美
須
々
に
説
明
し
た

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た
美
須
々
は
興
味
深
そ
う
に

 
美
 

成
る
程

ま
さ
か
理
久
兎
と
紫
の
夢
が
人
間

 
達
や
修
羅
神
仏
達
そ
し
て
妖
怪
な
ど
の
共
存
が
出

 
来
る
世
界
の
創
造
と
は

正
直
夢
が
で
か
い

 
理
 

夢
が
大
き
い

ど

え
た
と
き
の
達
成
感
あ
る

 
で
し

 
美
 

ち
げ

あ
は
は
は
は
は

 
美
須
々
は
楽
し
そ
う
に

う

そ
し
て

 
美
 

そ
し
て
私
も
そ
の
船
に

船
さ
せ
て

う
よ

 
理
久
兎
そ
れ
に
紫

 
美
寿
々
も
自
分
達
の
夢
に

て
く
れ
た

 
理
 

そ
う
か
あ
り
が
と
う
な
美
須
々

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
美
須
々
さ
ん



 第五章 運命は動き出す

 
美
 

ハ
ハ
ハ

良
い

て
こ
と
よ

 
そ
し
て

人
が

る
こ
と
が
分
か
り

人
に
頼
む
こ
と
に
し
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
美
須
々
そ
し
て
風

 
美
 

ん

ど
う
し
た

大
将

 
風

何
だ

理
久
兎
殿

 
理
 

大
将
そ
れ
に
殿

て

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず

 
⻤
や
天
狗
達
を
集
め
て
く
れ
る
か

 
と

集
め
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
を
す
る

 
風

お
前
ら
の
夢
を
話
す
の
か

 
理
 

う
ん
そ
れ
も

め
て
こ
れ
か
ら
の
事
を

 
美
 

知
し
た

少
し
待

て
な

 
風

こ

ち
も
集
め
て
お
く
よ

 
そ
う

う
と

人
は
全
員
を
集
合
さ
れ
る
た
め
に

れ
た

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

紫

の

え
を
皆
に
発
表
し
て

し
い



 第 話 そして語る

 
紫
 

え

 
理
 

そ
れ
ま
で
ど
う
説
明
す
る
か
頭
で

え
て
く
れ
よ

 

謀

 
紫
 

え

謀
て

お

御
師
匠
様

 
紫
は
た
だ

惑
す
る
の
で
あ

た

そ
し
て
そ
ん
な
こ
ん
な
で
天
狗
達
や
⻤
達
が
総
動
員
で
集

ま

た

 
⻤
 

新
大
将
が
何
の
話
を
す
る
ん
だ

 
⻤
 

さ

 
⻤
達
は
何
な
の
か
と
思

て
い
る
一
方
で

 
狼

あ
の
話
を
す
る
の
か

 
文
 

あ
の
話
で
す

 
は
た

み
た
い

 
天
狗
達
は
大
方
の
流
れ
が
分
か
る
た
め
そ
う

く

そ
し
て
そ
の

き
を
聞
い
て

 
萃
香

あ
れ

天
狗
達
は
知

て
る
の

 
勇
儀

何
の
話
を
す
る
ん
だ



 第五章 運命は動き出す

 
華
扇

何
を
話
す
ん
で
す
か

 
と

萃
香
に
勇
儀
そ
し
て
華
扇
が
聞
い
て
く
る

 
文
 

あ

萃
香
さ
ん
そ
れ
に
勇
儀
さ
ん
に
華
扇
さ
ん
も

 
は
た

え

と
多
分
理
久
兎
達
の
最
終
的
な
目

か
と

 
華
扇

目

 
文
 

え

 
は
た

多
分
聞
い
て
れ
ば
分
か
り
ま
す
よ

 
萃
香

な
ら
聞
く
と
し
ま
す
か

 
勇
儀

そ
う
す
る
か

 
華
扇

何
の
話
な
ん
だ
ろ

よ

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と
理
久
兎
が

上
に
上
が

た

 
理
 

あ

皆
さ
ん

日
は
楽
し
め
た
か
な

 
⻤
 

そ
れ
な
り
に
な

新
大
将

 
⻤
 

あ
ん
た

良
い
飲
み

り
だ

た

 
と
⻤
達
は
皆
で

め
て
く
れ
る

だ
が
天
狗
達
は

い

を
し
て
い
た

も
う
散
々
だ

た



 第 話 そして語る

と

う

を

天
狗
達
が
こ
う
思

て
い
る
理
由
は
⻤
達
に
酒
を
飲
め
飲
め
と
強
要
さ
れ
た
か
ら

で
あ

た
た
め
で
あ
る

 
理
 

そ
う
か
ま

で
は
今
か
ら
真
面
目
な
話
を
す
る

 
心
し
て
聞
い
て
く
れ

 
⻤
 

何
の
話
な
ん
だ

 
⻤
 

何
だ
何
だ

 
理
 

天
狗
達
は
天
魔
を
通
し
て
聞
い
て
い
る
だ
ろ
う

 
が
再

と

う
こ
と
で
聞
い
て

し
い
で
は

 
話
そ
う

こ
れ
は
俺
ら
の
最
終
的
な
目

だ

 
⻤
達

目

 
理
 

そ
れ
は
人
間
達
や
妖
怪
修
羅
神
仏
達
と
の
共
存

 
す
る
世
界
の
創
造
だ

 
⻤
達

マ

か
よ

 
勇
儀

な

 
萃
香

嘘
で
し



 第五章 運命は動き出す

 
華
扇

ま
さ
か

こ
れ
を

え
る
妖
怪
が
い
た
な
ん
て

 
理
 

ま

く
の
も
無
理
は
な
い
正
直
こ
ん
な
事
を

 

え
る
奴
は
頭
は
大
丈
夫
か

と

わ
れ
て
も
何

 
ら
お
か
し
く
は
な
い
だ
が
俺
は
こ
れ
を
心
か
ら

 

て
い
る
無
論

嘘
偽
り
は
な
い

 
⻤
達

 
理
 

も
し
俺
ら
の
こ
の
最
終
的
な
目

が
気
に
入

 
ら
な
い
奴
が
い
れ
ば
そ
れ
も

わ
な
い
で
も

 
ど
う
か

 
そ
う

い
な
が
ら
頭
を
下
げ
る

 
紫
 

御
師
匠
様

 
全
員

大
将
自
ら
頭
を
下
げ
る
だ
と

 
理
 

頼
む

 
心
か
ら
願
う

す
る
と

 
⻤
達
 

ク
ハ
ハ
ハ
ハ



 第 話 そして語る

 
と

⻤
達
か
ら

い

が
聞
こ
え
て
く
る

頭
を
あ
げ
る
と

 
⻤
 

や
め
て
く
だ
さ
い
よ
大
将

 
⻤
 

俺
ら
も
あ
ん
た
の
夢
を
見
た
く
な
り
ま
し
た
よ

 
そ
の
夢
の
た
め
に
萃
香
さ
ん
や
勇
儀
さ
ん
そ
し
て

 
⻤
子
⺟
神
様
と
も
戦

た
ん
だ
そ
の
夢
と
や
ら
俺

 
ら
に
も
見
せ
て
く
れ
よ
大
将

 
と

⻤
達
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
勇
儀

私
も

成
だ

こ
い
つ
は
戦

た
私
ら
に
も

 
手
を
さ
し
の
べ
る
奴
だ

だ
か
ら
こ
い
つ
な
ら

 
私
ら
に
も
そ
の
夢
を
見
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ

 
萃
香

勇
儀
の
意
見
に
は
私
も

成
だ
よ

普
通
に
戦

 

た

手
に
手
を

し
出
せ
る
ん
だ

そ
れ
に

 
こ
い
つ
に
は
少
し

り
が
で
き
た
か
ら

 
華
扇

私
も

成
で
す

彼
な
ら
私
達
を
任
せ
れ
ま
す

 
彼
の
夢
を
私
も
見
て
み
た
い
で
す



 第五章 運命は動き出す

 
と

人
は

て
く
れ
る

だ
が
萃
香
の

り
と
は
下
着
の
事
だ
ろ
う
が

て
お
く
こ

と
に
し
た

 
理
 

お
前
ら

 
美
 

だ

そ
う
だ

大
将

 
理
 

く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
う
か

あ
り
が
と
う

 
な

じ

こ
れ
か
ら
の
事
を
紫
が
ま
と
め
て
お

 
い
て
く
れ
た
か
ら
そ
れ
を
聞
い
て
く
れ

そ
ん

 
じ

頼
む
よ
紫

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
紫
に
バ
ト
ン

チ
し
た

 
紫
 

頑

ら
な
き

こ
こ
ま
で
御
師
匠
様
が

 

い
で
く
れ
た
ん
だ

 
そ
う
決
心
し
て
紫
は
理
久
兎
が
い
た

置
に
立
つ

 
紫
 

す

は

 
紫
は
少
し
深
呼

を
し
た

そ
し
て
話
し
出
す

 
紫
 

で
は

皆
さ
ん

こ
れ
か
ら
の
事
に
つ
い
て



 第 話 そして語る

 
話
し
ま
す

今
の
こ
の
山
の
大
将
に
な

た

 
深
常
理
久
兎
さ
ん
は
こ
の
山
の
大
将
で
あ

 
た
美
須
々
さ
ん
を
撃

し
ま
し
た

 
全
員

そ
れ
は
そ
う
だ
な

 
紫
 

そ
し
て
こ
こ
か
ら
で
す

理
久
兎
と
い
う
総

 
大
将
を

頭
に
今
の
⻤
達
や
天
狗
達
を
複
合

 
し
て
妖
怪
達
の
一
代

力
を

き
つ
つ
あ
り

 
ま
す

 
全
員

う
ん
そ
れ
は
わ
か
る
な

 
ま
た
全
員
か
ら
一

に

葉
が
出
る

そ
れ
で
も
紫
は
話
し
続
け
た

 
紫
 

そ
う
な
る
と
こ
の
事
を
聞
き

け
て
あ
る
事
が

 
起
き
ま
す

 
全
員

あ
る
こ
と

 
紫
 

一
つ
目

と
し
て
は
ま
ず
妖
怪
達
が
こ
れ
か
ら
先

 
理
久
兎
の
も
と
に
集
う
事
に
な
り
ま
す
そ
れ

ち



 第五章 運命は動き出す

 
今
よ
り
も

仲
間
が
多
く
な
り
私
達
の
こ
の
目

 
を
共
に
成

さ
せ
よ
う
と
す
る
同
士
が
増
え
ま
す

 
全
員

な
る

ど

 
紫
 

そ
し
て
二
つ
目
こ
こ
は
少
し

に
な
り
ま
す

 
こ
の
目

を
気
に
入
ら
な
い
妖
怪
も

論
い
ま

 
す
し
そ
れ
も
増
え
て
き
ま
す
そ
の

手
が
妖
怪

 
は
た
ま
た
人
間
も

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
そ
れ

 
ら
が
も
し
襲

て
き
た
ら

殿
方
⻤
達
や
天
狗

 
達
そ
し
て
理
久
兎
さ
ん
達
で

す
と
い
う
訳
で

 
す

 
全
員

つ
ま
り
い
ざ
と
な
れ
ば
戦
う
と
い
く
と
か

 
紫
 

こ
れ
が
私
が

え
た
こ
と
で
す

 
全
員

う
ん
実
に
シ
ン
プ
ル
だ

 
紫
の
説
明
に
皆
は
シ
ン
プ
ル
と

え
た

自
分
も
そ
う
思
う
が

に

て
い
な
い
た
め
分
か

り
や
す
い



 第 話 そして語る

 
紫
 

も
し

し
く
聞
き
た
い
な
ら
私
の
も
と
に
来
て

 
下
さ
い
そ
し
た
ら
説
明
を
し
ま
す

 
全
員

説
明
を
あ
り
が
と
う
な

 
紫
 

え
と
じ

御
師
匠
様
に
代
わ
り
ま
す
御
師
匠

 
様

 
理
 

お

れ
様

紫

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
紫
に
代
わ
り
ま
た
自
分
が
前
に
出
る

そ
し
て
皆
に

ぶ

 
理
 

聞
い
た
通
り
だ
こ
れ
か
ら
先
少
し

し
く

 
な
る

で
も

ら
が
や

て
い
た
事
は
こ
れ

 
か
ら
も
続
け
て
く
れ

俺
が
ど
う
こ
う

う

 

合
い
は
な
い
か
ら

で
は
こ
こ
ま
で

今

 
回
は
あ
り
が
と
う
な

じ

解
散

 
全
員

お

れ
様
で
し
た

 
こ
ん
な
感
じ
で
こ
の
話
も
終
わ

た
そ
し
て
現

は
夜
と
な
り
⻤
達
の
住
み
か
で
ま
た
ち
び



 第五章 運命は動き出す

ち
び
と
酒
を
飲
む

 
萃
香

い
や

ま
さ
か
理
久
兎
達
の
夢
が
あ
ん
な
ん

 
と
は

 
勇
儀

正
直

い
た
よ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
だ
ろ
う

 

か
れ
る
の
は
当
た
り
前
だ

こ
ん
な
事
を

う
の
は
本
当
に
前
代

聞
レ

ル
だ

 
紫
 

で
も
こ
れ
か
ら
が

し
い
で
す

 
理
 

あ

そ
う
だ

 
美
 

で
も
戦
い
な
ら
私
ら
を
呼
ん
で
く
れ
よ

 
理
 

頼
も
し
い

 
風

ど

ど
に
な
理
久
兎
殿

 
理
 

わ
か

て
る
よ

 
こ
う
し
て
見
る
と
美
寿
々
や
風

が
本
当
に
頼
も
し
い
事
こ
の
上
な
い

 
紫
 

で
も
妖
怪
の
種
族
関
係
な
く
こ
の
場
に
ま
と

 
ま

て
い
る
と
す
ご
い
光

で
す



 第 話 そして語る

 
華
扇

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
と
紫
さ
ん
の

 
種
族
は
な
ん
で
す
か

 
と

自
分
達
の
種
族
に
つ
い
て
聞
か
れ
る

そ
れ
に
は
正
直

む

 
理
 
そ
う

わ
れ
る
と
俺
は
神
な
の
だ
ろ
う
か
そ
れ
と
も

 
お
ふ
く
ろ
同
様
に
龍
神
か

 
華
扇
に

わ
れ
た

問
に
結

な
程
に

ん
で
い
る
と

 
華
扇

理
久
兎
さ
ん

 
華
扇
が
ま
た
話
し
か
け
て
き
た

そ
の
た
め
仕
方
な
く

 
理
 

う
ん

あ

分
か
ら
な
い
な
紫
ち

ん

 
は
あ
る
の

 
紫
 

私
で
す
か

う

ん

 
美
 

私
ら
も

々
な
奴
と
戦

た
り
見
た
り
し
た

 
が
あ
ん
た
ら
は
初
め
て
だ
よ

 
萃
香

で
も
美
須
々
様
も
知
ら
な
い
と
私
ら
も
分
か
ら

 
な
い
し



 第五章 運命は動き出す

 
勇
儀

そ
う
な
ん
だ
よ
な

 
と

わ
れ
る

も
う

え
る
の
も
面

く
さ
く
な

て
し
ま

た
た
め

 
理
 

も
う
い

そ
の
こ
と
俺
ら
で
決
め
る
か

 
紫
 

そ
う
な
り
ま
す

 
理
 

な
ん
か
な
い

 
風

私
達
に
話
を
無
理
矢
理

ス
し
た
よ
こ
の
人

 
仕
方
が
な
い

自
分
は
だ
け
で
は
ど
う
つ
け
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら

 
美
 

う

ん
紫
は

か
私
ら
と
会

た
時
に

 
使

た
あ
れ
は
な
ん
だ
い

 
理
 

あ
れ
は
ス
キ
マ

て
い
う
紫
ち

ん
の

 
能
力
を
使

て
出
来
た
も
の
だ
よ

 
美
 

な
ら
ス
キ
マ
妖
怪
で
良
く

 
風
 

す
ご
い
バ

サ
リ

 

か
に
ば

さ
り
と
だ
が
結

し

く
り
と
く
る

 
理
 

結

し

く
り
く
る



 第 話 そして語る

 
紫
 

か
に
そ
れ
は
意
外
に
し

く
り
き
ま
す

  
理
 

そ
れ
じ

そ
れ
で
良
い

 
紫
 

は
い

い
ま
せ
ん
よ

 
と
り
あ
え
す
紫
は
決
ま

た

次
に
自
分
だ

 
紫
 

え

と
最
後
は
御
師
匠
様
で
す

 
理
 

な
ん
か
あ
る

 
全
員

 
全
員

る

ど
う
や
ら
理
久
兎
に
思
い
つ
き
そ
う
な
妖
怪
種
族
名
は
中
々
思
い
つ
か
な
い
よ
う

だ

す
る
と
紫
が
そ
の
時
に
口
を
開
け
た

 
紫
 

妖
怪
達
の
先
頭
に
立
ち
続
け
皆
を
先
導
す
る

 
最
強
の
妖
怪
そ
し
て

百
⻤
夜
行
の
主

 

ぬ
ら
り

ん

 
理
 

う

ん

ぬ
ら
り

ん

 
ど
う
す
る
べ
き
か
と

ん
で
い
る
と

り
か
ら



 第五章 運命は動き出す

 
風

中
々
あ

て
る

 
美
 

私
ら
も
し

く
り
く
る

 
萃
香

私
も
し

く
り
す
る
よ

 
勇
儀

い
い
じ

ん
か

 
華
扇

本
当
に
違
和
感
が
な
い
わ

 
と

り
か
ら
の
反

が
良
か

た

な
ら
も
う
こ
れ
で
良
い
や

 
理
 

皆
が
そ
う

う
な
ら
俺
の
妖
怪
種
族
名
は

 
ぬ
ら
り

ん
で
い
い
か
な

 
あ
り
が

 
と
う

紫
ち

ん

 
紫
 

こ
ち
ら
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
自
分
の
妖
怪
種
族
は
決
ま

た

 
美
 

で
も
こ
れ
か
ら

々
な
妖
怪
達
が
仲
間
に

 
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
か

 
理
 

そ
う
だ

 
紫
 

そ
う
な
る
と
百
⻤
夜
行
は
本
当
に
で
き
そ
う



 第 話 そして語る

 
で
す

 
理
 

そ
う
だ

こ
れ
が
俺
達
の

の

さ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
俺
と
紫
の
ま
ず
一
つ
目
の
課

天
狗
そ
し
て
⻤
を
仲
間
に
す
る
こ
と
が
出

来
て
紫
と
自
分
の
妖
怪
種
族
名
が
決
ま

た
の
で
あ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
や
は
り
自
由

 
理
 

う

ん

 
理
久
兎
は

え
て
い
た

ち
な
み
に
今
理
久
兎
が
い
る
場
所
は
天
狗
達
の
里
の
近
く
の

小

の
外
家
の

関
の
前
だ

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
紫
ち

ん
に
し
ば
ら
く
こ
こ
を

 
任
せ
て
も
大
丈
夫
か
な

 
自
分
は
あ
る
こ
と
を

え
て
い
た

そ
れ
は
紫
に
を
少
し
の
間
こ
こ
を

け
よ
う
か
と
だ

何

か
と
い
う
と
そ
れ
は
自
身
の
寿
命
だ

も
う
か
れ
こ
れ
何
百
と
生
き
て
い
る
ま
た
い
つ
死
ぬ
か

も
解
ら
な
い

だ
か
ら
も
し
自
分
が

中
で
死
ん
だ
ら
紫
に
全
て
を

け
よ
う
か
と
も

え
て
い

る

彼
女
に
な
ら
こ
れ
を
引
き

い
で
く
れ
る
と
思

て
い
る
か
ら
だ

そ
の
た
め
に
少
し
で
も

れ
さ
せ
お
こ
う
と
思

て
い
た

 
理
 

そ
れ
に
し
て
も
や

り
時
が

つ
の
は

 

い
な



 第 話 やはり自由

 
そ
も
う
⻤
達
と
の
戦
い
は
今
か
ら
か
れ
こ
れ
約

年
ぐ
ら
い
前
に
な
る

本
当
に

々
あ

た

家
が
な
い
か
ら
と
代
わ
り
に
こ
の
小

を
天
狗
が

し
て
く
れ
た
り
ま
た
自
分
の
も
と
に

集

て
来
た
妖
怪
達
は
自
分
達
が

え
る
夢
を
話
し
て
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
の

も
受
け
仲

間
が
増
え
た
り
そ
の
う
ち
仲
間
に
な

た
種
族
は
河
童
な
ど
が
そ
う
だ

あ
の
子
達
は
人
間
と

仲
良
く
し
た
い
と
思

て
い
る
か
ら
本
当
に
お
互
い
の
話
を
共
感
出
来
た

に
は
戦
い
を
挑
ん

で
く
る
妖
怪
も
い
た
が
全
員
返
り
討
ち
に
し
て
や

た
り
も
し
た

と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
話
を

そ
う

 
理
 

ふ

む

 
と

ど
う
す
る
べ
き
か
と

ん
で
い
る
と

 

 

お
や
総
大
将
何

え
て
い
る
ん
だ

 
理
 

お
や
ゲ
ン

イ
ど
う
し
た
ん
だ

こ
こ
は

 
じ

な
い

 
ゲ
ン

い
や
総
大
将
が
何
か

え
て
い
る
よ
う
で
し
て

 

後
こ
こ
に
来
た
の
は

の
お
す
そ
分
け

 
で
す



 第五章 運命は動き出す

 
彼
の
名
前
は
河
城
ゲ
ン

イ
上
記
の
河
童
達
の
総
ま
と
め
役
の
男
で
自
分
達
に
協
力
し
て
く
れ

る
妖
怪
の

人
だ

 
理
 

そ
う
か

そ
ん
な

に
見
え
た
か

の

う
通
り

 
少
し

え
事
を

後

あ
り
が
と
う

 
ゲ
ン

そ
う
で
す
か

そ
れ
と
ま
た

の
お
す
そ

 
わ
け
し
ま
す

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
ゲ
ン

い
え
い
え

 
理
 

ゲ
ン

イ

も

め
て
美
須
々
そ
れ
か
ら

 
天
魔
に
こ
こ
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で

 
く
れ
る
か

 
ゲ
ン

了
解

 
そ
う

て
ゲ
ン

イ
は

人
を
呼
び
に
行

た

 
理
 

紫
い
る
か

 
理
久
兎
は

も
い
な
い
こ
の
場
で

ぶ



 第 話 やはり自由

 
紫
 

な
ん
で
し

う
御
師
匠
様

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
が
ス
キ
マ
か
ら

を
だ
す

 
理
 

紫
に
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
紫
 

な
ん
で
し

う

 
理
 

え

と

 
紫
に
現

い
た
い
こ
と
を
話
そ
う
と
し
た
時

 
美
 

う
す

理
久
兎
い
る
か

 
風

こ
ん
に
ち
は
理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

呼
ん
で
き
ま
し
た
よ
総
大
将

 
理
 

い
な

お
い

 
こ
こ
ま
で

い
と
は
予
想
値
に
し
な
か

た

ま
だ

分
も

て
い
な
い

 
ゲ
ン

た
ま
た
ま
近
く
に
い
た
も
ん
で

 
美
 

遊
び
に
行
こ
う
と
思

て
な

 
風

私
は
美
須
々
さ
ん
に

れ
ら
れ
て

 
各
々
で
理
由
は
あ
る
よ
う
だ



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

そ
う
か

な
ら
ち

う
ど
良
い
機
会
だ

紫
も

 

め
て

ら

人
に
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん

 
だ
よ

外
も
あ
れ
だ
か
ら
中
へ
ど
う

 

人

お
じ

ま
し
ま
す

 
そ
う

い
な
が
ら

人
は

問

を

か
べ
な
が
ら
中
へ
入

て
い

た

そ
し
て

 
紫
 

で

話
と
は

 
紫
が
聞
い
て
き
た

だ
か
ら
あ
り
の
ま
ま
を
話
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

あ

俺

明
日
か
ら
少
し
旅
に
出
る

 
紫
 

そ
う
で
す
か
い

て
ら

し

え

 

く

人
は
固
ま
る

そ
し
て

 

人

は

 

人
の

は
物

く
こ
だ
ま
し
た

 
紫
 

ち

御
師
匠
様
急
す
ぎ
ま
す

 
美
 

お
い
お
い
急
に
ど
う
し
た

 
風

何
こ
の

天



 第 話 やはり自由

 
ゲ
ン

で
聞
い
て
い
た
け
ど
こ
こ
ま
で
と
は

 
理
 

う

ん
紫
ち

ん
俺
が
急
な
の
は
昔
か
ら
だ
よ

 
紫
 

も
う
そ
れ
は
分
か

て
ま
す
よ

 
流

は
⻑
い

き
合
い
な
だ
け
あ

て
そ
こ
の
所
は
理
解
し
て
く
れ
て
い
た

 
理
 

何
て

う
か

く
自
分
に
つ
い
て
の
修
行
を

 
怠

て
き
た
と
実
感
し
て

そ
れ
で
し
ば
ら
く

 
修
行
を
し
直
そ
う
と
思

て
な

 
紫
 

そ
れ
な
ら
ば
私
も
行
き
ま
す

 
理
 

そ
れ
は

メ
だ

 
こ
れ
に
紫
を

れ
て
い
く
事
は
出
来
な
い

そ
の
理
由
が
あ
る

 
紫
 

ど
う
し
て
で
す
か

 
理
 

紫
ち

ん
に
は
俺
が
い
な
い
間
こ
こ
を
任
せ
よ
う

 
と
思

て

 
紫
 

え

 
理
 

こ
れ
ま
で
俺
は
紫
ち

ん
に

々
な
こ
と
を



 第五章 運命は動き出す

 
教
え
て
き
た
よ

 
紫
 

は
い

 
理
 

そ
の
中
に
は
俺
が

験
し
て
き
た
事
が
入

て

 
い
る

皆
を
導
く
こ
と
も

め
て

 
こ
れ
ま
で
紫
に
は
数
々
の
事
を
教
え
て
き
た

そ
し
て
こ
の
夢
を
唱
え
た
の
は

れ
も
な
い
紫

だ

そ
れ
な
ら
ば
紫
自
身
も
そ
の
理
想
を

え
る
た
め
に

力
を
し
て

う
し
か
な
い
の
だ

 
紫
 

え

 
理
 

紫
に
し
か
頼
め
な
い
か
ら

て
い
る
ん
だ
よ

 
紫
 

 
こ
れ
に
は
紫
は

て
し
ま
う

す
る
と
美
須
々
が

を
唱
え
る
よ
う
に

 
美
 

そ
れ
な
ら
私
が
ま
と
め
れ
ば

 
理
 

美
須
々

か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
美
 

な
ら
よ

 
理
 

で
も
紫
ち

ん
に
は

々
な

験
を
さ
せ
た
い

 
か
ら

て
も
い
る
ん
だ
よ



 第 話 やはり自由

 
風

し
か
し
理
久
兎
殿

 
と

も
う
皆
は
大
反
発
だ

ど
う
し
た
も
の
か
と

え
て
い
る
と

 
紫
 

大
丈
夫
で
す
皆
さ
ん

 

人

へ

 
紫
が

を
あ
げ
た

そ
し
て
自
分
が

て

し
い
事
を

て
く
れ
た

 
理
 

 
紫
 

私
が
御
師
匠
様

い
え
総
大
将
の
代
わ
り
に

 
こ
こ
に
い
る
妖
怪
達
を
導
い
て
み
せ
ま
す

 
と

そ
の

葉
こ
そ
自
分
が
聞
き
た
か

た

葉
だ

 
理
 

そ
う
か

 
美
 

う

 
風

大
丈
夫
か
な

 
ゲ
ン
 

 
 

 
紫
の
覚
悟
に
皆
は

る

そ
し
て
自
分
に
聞
い
て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様
い
つ

る
の
で
す
か



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

普
通
で

年

く
て
１
０
０
年
だ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
ま
で
私
が
代
理
と
し
て

 
皆
を
導
き
ま
す

 
理
 

そ
う
か
立
派
に
な

た
な
紫

 
立
派
に
な

た
紫
に
そ
う

い
て
し
ま
う

し
か
も
嬉
し
く
て
つ
い
つ
い

を
出
し
そ
う
に
な

る
が
頑

て

え
た

 
紫
 

御
師
匠
様
の
そ
う
い
う
所
は

れ
ま
し
た
よ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
う
か

 
美
 

ま

紫
が
そ
う

う
な
ら
私
は
何
も

わ
な
い

 
よ

 
風

私
か
ら
も
何
も

い
ま
せ
ん

 
ゲ
ン

自
分
か
ら
も
何
も
な
い
で
す

 
理
 

そ
う
か

そ
う
だ
後

人
に
も
頼
み
た
い
事
が

 
あ
る
ん
だ
よ

 
こ
の
時
に
思

た
の
は

人
に
あ
る
手
伝
い
を
し
て

し
か

た
の
だ



 第 話 やはり自由

 
美
 

何
を
だ
い

 
理
 

人
に
は

紫
を
手
伝

て

し
い
ん
だ
よ

 
風

体
的
に
は

 
理
 

紫
ち

ん
に
と

て
今
回
は

々
と

惑
う

 
こ
と
も
あ
る
か
ら

 
ゲ
ン

な
る

ど
そ
れ
で
自
分
達
を

 
美
 

か
に
私
ら
は
⻤
達
を
ま
と
め
た
り

 
風

天
狗
達
を
ま
と
め
も
し
た
り

 
ゲ
ン

自
分
は
河
童
達
を
ま
と
め
た
り
し
て
ま
す

 
か
ら

 

人
に
は
共
通
す
る
所
が
あ
る

そ
れ
は
ま
と
め
役
と
い
う
事
だ

そ
の
た
め
紫
を
手
助
け

す
る
に
は
そ
う
い

た

験
が
あ
る
奴
が
い
る
の
が
本
当
に
助
か
る
の
だ

 
理
 

そ
う
い
こ
と
だ
よ

だ
か
ら
手
伝

て
も
ら
い

 
た
い
と
い
う
事
な
ん
だ
よ

 
美
 

は

分
か

た
よ
あ
ん
た
の
頼
み
だ



 第五章 運命は動き出す

 
風

そ
の
頼
み
慎
ん
で
お
受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

自
分
等
も

知
し
ま
し
た

 

人
は

し
て
く
れ
た

本
当
に
助
か
る

 
理
 

す
ま
な
い

無
理

て

 
風

理
久
兎
の
規
格
外
に
は
も
う

れ
た
よ

 
美
 

ま
あ
私
ら
は
あ
ん
た
の
そ
う
い
う
所
を

め
て

 
つ
い
て
き
た
し

 
ゲ
ン

自
分
等
も
総
大
将
達
の
夢
に

か
れ
ま
し
た
し

  
と

い

た
感
じ
で
協
力
は

る
こ
と
が
で
き
た

 
理
 

そ
う
か
こ
れ
な
ら
紫
も
心

し
な
く
て
も

 
大
丈
夫
だ
な

 
紫
 

え

 
理
 

こ
の
場
に
い
る
の
は
皆
仲
間
だ

み
が
あ

た
り



 第 話 やはり自由

 
し
た
ら

人
で

え
ず
に
皆
に

談
な
り
し
な
さ

 
い
そ
れ
が
一
番
だ
か
ら

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
御
師
匠
様

お
ま
か
せ
下
さ
い

 
そ
し
て
皆
さ
ん

々
と

惑
を
か
け
る
か
も
し

 
れ
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
美
 

任
せ
と
け

 
風
 

問

は

あ
り
ま
せ
ん

 
ゲ
 

自
分
で
よ
け
れ
ば

 
と

紫
の

葉
に
皆
は

を
返
し
て
く
れ
る
の
だ

た

 
理
 

ハ
ハ
ハ

期
待
し
て
い
る
よ

 
紫
 

御
師
匠
様
も
お
気
を
つ
け
て

 
理
 

安
心
し
な
簡
単
に
は
死
な
な
い
よ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
は
旅
に
出
る
こ
と
に
な

た
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
襲
撃
者
現
る

 
理
 

ふ

久
々
だ
な
こ
う

人
で
旅
を
す
る
の
も

  
自
分
は
今
旅
に
出
て
い
る

紫
達
に
こ
の
事
を
話
し
た
次
の
日
に

の
皆
に
発
表
し
た
ら
全
員

総
大
将

と
い
う
発

を
し
た

あ
れ
は
見
て
て
中
々
面
白
か

た

だ
が
本
来
の
目
的
は

紫
に
皆
を
任
せ
る
の
が
目
的
だ

今
は
ま
だ
自
分
が
い
る

だ
が
ま
た
自
分
は
死
ぬ

そ
う
し
た

ら
彼
女
に
は
自
分
の
代
わ
り
に
皆
を
引

て
い

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
自
分
の

え
と
美

須
々
や
風

な
ど
の
友
達
を
持

て
お
け
ば

の
者
に
も
頼
る
こ
と
も
身
に

け
れ
る
と
い
う

え
が
あ

た

紫
に
は
無

さ
せ
て
い
る
と
思
う
が
頑

て

し
い

少
し
話
が
そ
れ
た

今

の
自
分
の
話
に

る

 
理
 

紫
ち

ん
は
大
丈
夫
か
な

 
少
し
ば
か
し
は
心

だ
け
ど
多
分
紫
ち

ん
な
ら
大
丈
夫
と
俺
は
思

て
い
た
り
す
る

そ
し

て
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
る
と

 
理
 

ん

あ
れ
は
団
子

か



 第 話 襲撃者現る

 
理
久
兎
が
歩
い
て
い
る
と
近
く
に
団
子

が
見
え
た

 
理
 

入

て
み
る
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は
団
子

に
入

て
い

た

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ

 
二
十

ぐ
ら
い
の
若
い
女
性
店
員
が
来
た

 
理
 

え

と

人

 
店
員

こ
ち
ら
へ
ど
う

 
そ
う
い
わ
れ

に
案
内
さ
れ
た

 
店
員

ご
注
文
は

 
理
 

え

と
み
た
ら
し
に
あ
ん
こ

そ
れ
と
お
持
ち

 
帰
り
で
お

り
で
き
る

 
店
員

え

で
き
ま
す
よ

で
よ
け
れ
ば
で
す
が

 
理
 

じ

お

り
持
ち
帰
り
で

つ
お
願
い

 
店
員

み
た
ら
し
に
あ
ん
こ
後
お
持
ち
帰
り
で

お

り

 

つ
で
す

か
し
こ
ま
り
ま
し
た



 第五章 運命は動き出す

 
そ
う

い

て
店
の
人
は
厨
房
に
入

て
い

た

 
理
 

の
ど
か
だ
な

 
そ
ん
な
こ
と
を
ぼ
や
い
て
数
分
待
つ

 
店
員

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
店
の
人
が
注
文
の
品
を
持

て
き
て
く
れ
る

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
み
た
ら
し
団
子
と
あ
ん
こ
の
団
子
そ
し
て
お
持
ち
帰
り
の

お

り

つ
が

い
た

 
店
員

所
で
お
客
さ
ん

方
は
旅
の
方
で
す
か

 
理
 

え

し
が
な
い
流

人
で
す

 
店
員

や

り
そ
う
で
し
た
か

 
と

て
く
る
が
自
分
が
旅
人

外
に
何
に
見
え
る
だ
と
思
う
が
気
に
し
な
い
で
お
く

だ

が
何

そ
の
よ
う
な
事
を
聞
い
た
の
か
が

問
に
思

た

 
理
 

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 
店
員

え

実
は
こ
こ
最
近
こ
の

に
獣
が
出
る
み
た
い

 
な
ん
で
す
よ



 第 話 襲撃者現る

 
理
 

獣

 
店
員

え

多
分
妖
怪
だ
と
思
う
で
す
け
ど

 
ど
う
や
ら
獣
が
出

す
る
ら
し
い

だ
が
店
員
の
話
通
り
大
方
は
妖
怪
だ
ろ
う
と
推

し
た

 
理
 

そ
れ
が
何
か
し
た
の
か
い

 
店
員

え

何
で
も
旅
の
人
を
襲

て
は
食
べ
物
な
ど
を

 
盗

て
い
く
み
た
い
み
た
い
な
ん
で
す
よ

 
で
も
怪
我
は
し
た
も
の
の
命
は
皆
あ

た
み
た
い

 
で
す
け
ど

 
理
 

ふ

ん
 

モ
グ
モ
グ

 
ど
う
や
ら
食
べ
物
を
持

て
い
く
ら
し
い

し
か
も
命
は
助
か

て
い
る
み
た
い
だ

 
店
員

な
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

流

人
さ
ん

 
理
 

御

告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

後
お
勘
定

 
店
員

は
い

え

と

の
ふ
の

て

お
客
さ
ん

 
少
し
多
い
で
す
よ

 
理
 

つ
り
は
入
ら
な
い
よ



 第五章 運命は動き出す

 
団
子
を
飲
み
込
み

か
ら
立
ち
上
が
る

 
店
員

い
え
し
か
し

 
理
 

こ
れ
は
こ
の
情
報
を
教
え
て
く
れ
た
お
礼
だ
と

 
思

て
よ

後

ご
ち
そ
う
さ
ん

 
店
員

は

わ
か
り
ま
し
た

 
理
 

ん
じ

俺
は
行
き
ま
す

 
店
員

え

と
ま
い
ど
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
は
店
を
出
て
ま
た
歩
く
の
を
続
け
た

そ
し
て

々
と
日
が

ち
て

い
き
夕
暮
れ
時
に
な

た
そ
団
子

で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
た

の
お

り
を
食
べ
な
り
な
が
ら

 
理
 
う

む
そ
ろ
そ
ろ

る
と
こ

え
る
か

 
食
べ
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を

え
て
い
る
と
そ
の
時
だ

た

 
理
 

に
気

あ
り
し
か
も
殺
気
を

し
て
い
る

 

ゲ

ト
は
俺
か

 
理
久
兎
が
気

を
察
知
し
た
次
の

間

 

 

が

う



 第 話 襲撃者現る

 
突
然
一

の

生
の
動
物

が
何
処
か
ら
と
も
な
く
自
分
に
襲
い
か
か
る

理
久
兎
は
そ
れ

を 
シ

ン

 
反

神

と
勘
を
使

て
う
ま
く

け
る

 
ザ

 

生
の
動
物

は

け
ら
れ
た
た
め
地
面
に

を
引
き
ず
る
よ
う
に
し
て
着
々
し
た

 

 

ル
ル
ル
ル
ル

 
理
久
兎
は

け
て
そ
の
獣
に
体
を
向
け
る

そ
れ
と
同
時
に
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
て
そ
の

生
の
動
物

の
正
体
が
分
か
る

 
理
 

あ
れ
は

か

 
紫
達
と
出
会
う
前
に

で
聞
い
た
こ
と
が
あ

た

山
に
住
み

部
の
人
間
達
か
ら
は
神
の

使
い
と

わ
れ
る
食
物

の
中
で
も
最
強
の
部

に
い
る
獣
そ
れ
は

 
理
 

狼

 
そ
う
狼
だ

ま
た
の
名
を
日
本
狼

今
の
読
者
様
が
い
る
現
代
の
日
本
で
は
絶

し
た
と
い
わ

れ
る
伝
説
の
狼
だ
が



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

い
や

あ
れ
は
そ
の
子

か

 
理
久
兎
が
聞
い
た
話
だ
と
小
さ
い
の
は
知

て
い
た
が
そ
れ
よ
り
も
少
し
小
さ
い
こ
と
が
わ
か

る
そ
れ
は

れ
も
な
く
ま
だ

い
証
だ

 
狼
 

ン

 
狼
が
月
に
向
か
い

え
る
そ
れ
は
ま
る
で
戦
い
の
合

を
告
げ
る
か
よ
よ
う
に

 
理
 

上
等
だ

来
な

 
そ
し
て
理
久
兎
と
狼
の
子

は
対

す
る
の
で
あ

た



 第 話 狼の秘密

 
第

話
 
狼
の
秘
密

 
満
月
が
輝
き
光
は

に
も
か
か
る

そ
ん
な
夜
の

で
は

 
狼
 

ウ

 
と

狼
が

を
上
げ
て
自
分
に
襲
い
か
か

て
く
る

 
理
 

よ

と

 
だ
が
そ
の
飛
び
か
か
り
を
最
小

の
動
き
で

け
る

そ
し
て
ま
た
着
地
す
る
と
狼
は
こ
ち
ら

に
う
な
り

を
あ
げ
て
く
る

 
狼
 

ル
ル
ル
ル
ル

 
理
 
 
で
も

だ
な

 
こ
の
時

理
久
兎
は
こ
の
狼
の
子

は
少
し
お
か
し
い
と
感
じ
て
い
た

そ
の
理
由
は

 
理
 
普
通
の
狼
達
は

か

れ
で
行
動
し
て
い
る

 
と
聞
い
た
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う
理
久
兎
の
目
の
前
の
狼
は
た

た
の

だ

そ
れ
も
子

の
狼
だ

そ
れ
に
つ
い
て

問
が

い
て
い
た

だ
が
そ
の

を
つ
い
て
き
た
の
か
狼
が
再
び
理
久
兎
に
飛
び
か
か

て



 第五章 運命は動き出す

く
る

 
狼
 

 

 
理
 
 
少
し

ま
せ
る
か

 
そ
う

え
て
今
出
せ
る
力
の
１
０
０

分
の

の
力
で

く

撃
を
だ
し
た

 
理
 

ふ
ん

 
バ
ン

 
狼
 

フ

 
そ
れ
を
受
け
て
狼
の
子

は
吹

飛
ぶ
が

 
ザ

 
狼
 

ル
ル
ル
ル
ル

 
 

 
土

を
あ
げ
な
が
ら

時
に
着
地
し
理
久
兎
に

撃
の
体
制
を
と
る

 
理
 

あ
れ
を
受
け
て
ま
だ
立
つ
か

 
と

く
と
突
然
だ

た

そ
の
狼
は

 
狼
 

 
理
 

な



 第 話 狼の秘密

 
狼
は
な
ん
と
あ
り
え
な
い
こ
と
を
し
た
の
だ
突
然
ス
キ
マ
に
結

近
い
よ
う
な

け
目
が
出
現

し
た
か
と
思
う
と
そ
れ
に
狼
が
飛
び
込
ん
だ
の
だ

そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
そ
の

け
目
も
消
え

狼
の
姿
も
見
え
な
く
な
る

 
理
 

ど
こ
に

 
す
る
と
突
然
理
久
兎
の

後
に
さ

き
の
狼
が
出
し
た

け
目
が
出
現
す
る
と
そ
の
中
か
ら

 
狼
 

ウ

 
理
 

ま
ず
い

 
カ
ブ

 
理
 

く

 
理
久
兎
は
そ
れ
に
と

さ
に
気

き
な
ん
と
か

で
狼
の

み
つ
き
を
防
ぐ
だ
が
理
久
兎
は

を
狼
に

み
つ
か
れ
て
し
ま

た

そ
こ
か
ら

が

れ
出
て
く
る

 
理
 

ど
け

 
狼
 

フ

 
理
久
兎
は

み
つ
か
れ
て
い
る

を
思
い

き
り

て
狼
を

り

と
し
た
そ
し
て
狼
は

り

と
さ
れ
て
も
ま
た
体
制
を
立
て
直
す



 第五章 運命は動き出す

 
狼
 

グ
ル
ル

 
狼
は

だ
に

意
を

し
て
く
る

 
理
 

断
し
た
た
か
が
獣
と

た

 

断
さ
え
し
な
け
れ
ば

を
負
わ
な
く
て
も

ん
だ
と
思

た

だ
が
そ
う

え
な
が
ら
も
ま

だ
臨
戦
態

だ

だ
が
突
然
狼
が

 
狼
 

オ

ン

 

え
る
と
ま
た

け
目
が
表
れ
て
ま
た
そ
の
中
に
飛
び
込
ん
だ

 
理
 

来
る
か

 
だ
が
理
久
兎
の
予
想
と
は
裏
原
に
数

待

て
も
狼
が
現
れ
な
か

た

 
理
 

居
な
く
な

た
の
か

 
理
久
兎
は
こ
こ
で

体
制
を
解
く

そ
し
て
さ

き
か
ら
頭
に

い
て
い
る

問
を

え

る 
理
 
 
あ
の
狼
何
か
あ
る
な

 
理
久
兎
は
そ
う

え
る
そ
の
理
由
な
ど
は
ま
ず
本
来

れ
で
行
動
す
る
狼
が
な

で
理

久
兎
を
襲

た
の
か

な

子

な
の
に
近
く
に
親
の
姿
が
な
か

た
の
か

そ
し
て
な

あ
れ



 第 話 狼の秘密

に
教
わ
れ
た
旅
人
達
の
命
を
と
ら
な
か

た
の
か

問
が
増
え
て
い
く
ば
か
り
だ

 
理
 
ま
ず

の
治
療
を
す
る
か

 
ビ
リ

 
理
久
兎
は
自
身
の
服
の

を

い
て

変
わ
り
に
ま
い
た

 
理
 

こ
れ
で
よ
し

さ
て
あ
の
狼
を
探
す
か
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は

先
の
狼
の
子

を
探
す
こ
と
に
し
た

 
理
 
と
り
あ
え
ず
さ

き
の
で
気

は
つ
か
ん
だ
 

 
か
ら
後
は

う
ま
く
見
つ
け
ら
れ
れ
ば

 
そ
う

え
な
が
ら
理
久
兎
は

狼
の
子

を
探
し
約

分
捜
し

り
よ
う
や
く

 
理
 

こ
こ
ら

に
さ

き
の
狼
の
気

が
す
る
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は

み
の
奥
に
と

を
踏
み
入
れ
る

 

サ

サ

サ

サ

 
自
分
の
体
が

み
の
と
ぶ
つ
か
り
合
い

を
だ
す

 
理
 

こ
こ
は

 
理
久
兎
は

歩
き
よ
う
や
く
あ
る
場
所
に
た
ど
り
着
く
そ
こ
は



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

寺

 
暗
い
夜
の
闇
に
月
明
か
り
に
が

ら
さ
れ
古
び
た

寺
が
写
り
出
さ
れ
る

も
う

も
使
わ
な

く
な

た
古
い

寺
だ

寺
の

材
で
あ
る

材
な
ど
が
老

化
し
て

て
い
る
の
が
見
て
分

か
る

だ
が
そ
の

寺
か
ら

 

 

ク

ン

 
何
か
動
物
の
鳴
き

が
聞
こ
え
る

そ
の
鳴
き

は
弱
々
し
く
今
に
も
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な

風
前
の

火
だ

 
理
 
少
し
様
子
を
見
て
み
る
か

 
そ
う

え
た
理
久
兎
は
夜
の
闇
に

れ
寺
に
近
づ
く

そ
の
寺
で
見
た
の
は

 
理
 
 
あ
れ
は
さ

き
見
た
狼
の
子

い
や

 
も
う

い
る
な

 
そ
う
さ

き
理
久
兎
に
襲
い
か
か

た
勇

な
狼
の
子

が
い
た

だ
が
も
う

狼
の
子

の
姿
が
見
え
た
の
だ

た

 
狼

 

ク

ン

 
狼

 

ク

ン



 第 話 狼の秘密

 
狼

は
弱

て
い
る
狼

に

を

り

け
て
い
る

 
理
 
 

な
る

ど

あ
の
子
を
助
け
る
た
め
に
か

 
 

面
白
い

 
そ
う

き
理
久
兎
は
狼
達
に
近
づ
い
て
い
く
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
狼
の
意
志

 
こ
こ
は

れ
果
て
た

寺

今
は
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
て
明
る
く
な

て
い
る

そ
こ
に

の
子
狼
が
い
た

 
狼

ク
ソ

さ

き
の
男
何
者
だ
よ

 
そ
う
こ
の
狼

は
理
久
兎
に
襲
い
か

た
強
襲
者
で
あ
り
勇
者
だ

だ
が
狼

は

し
か

た
あ
の
男
に
退

し
な
け
れ
ば
い
け
な
か

た
こ
と
が

だ
が
今
こ
の
狼

が

え
て
い
る
深

な
問

あ

た

 
狼

お
兄
ち

ん
大
丈
夫

 
狼

あ

大
丈
夫
だ
よ

 
そ
う
こ
の
狼
に
は
妹
が
い
た
で
も
妹
は

 
狼

ゴ

ゴ

 
そ
う

に
侵
さ
れ
て
い
た

 
狼

お
い
大
丈
夫
か

お
い

 
狼

お
兄
ち

ん
私
も
う

メ
み
た
い

も
う

れ



 第 話 狼の意志

 
た
よ

 
狼

諦
め
る
な

 
狼
の
子

は
こ
う
語

て
い
た
だ
が
そ
こ
に
気

を
狼

が
察
知
し
た

 
狼

だ

 
狼

が

え
る
す
る
と
そ
こ
に
現
れ
た
の
は

 
理
 

や
あ
ま
た
あ

た

 
狼

こ
い
つ
さ

き
の

 
そ
う
狼

の
前
に
現
れ
た
の
は
先
程
対

し
た
こ
の
作
品
の
主
人

こ
と
理
久
兎
だ

た
か

ら
だ

視
点
は
理
久
兎
へ
と
変
わ
る

狼
達
に

で
近
づ
く

 
理
 

や

ま
た
あ

た

 
狼

ル
ル
ル

 
だ
が
自
分
を
見
た
狼

は
う
な
り

を
あ
げ
な
が
ら
戦
闘
体
制
を
と

た

 
理
 

嫌
わ
れ
た
も
ん
だ

俺
も

 
狼

グ
ル
ル
ル

 
狼

ク

ン



 第五章 運命は動き出す

 
狼

は
狼

を
守
る
よ
う
に
前
に
出
る

 
理
 

な
る

ど

が
食

を
強

し
た
理
由
は

 
そ
こ
の
子
の
た
め
か

 
狼

に
指
を
向
け
る

 
狼

バ
ウ

 
狼

は

そ
れ
が
ど
う
し
た

と

て
い
る
み
た
い
に

え
た

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

い

俺
の

葉
を
理
解

 
し
て

え
て
る
な
ん
て

 
狼

ル

 
狼

は

バ
カ
に
し
て
る
の
か

と

べ
て
い
る
よ
う
に

え
た

当

い
事
が
分
か

る 
理
 

な
ら
良
い
こ
と
教
え
て
あ
げ
る
よ

そ
の
子
は

 
も
う
少
し
し
た
ら
死
ぬ
よ

 
狼

バ
ウ

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
狼

が

り
向
く
と



 第 話 狼の意志

 
狼

ク

 
狼

も
う
生
き
絶
え
よ
う
と
し
て
い
た

 
狼

バ
ウ

 
狼

は
狼

に
か
け
よ
り

 
狼

ク

ン

 
狼

ク

 

ま
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

見
て
い
て
本
当
に
面
白
い

 
理
 
 
こ
の
子
達
は
面
白
い
な

決
め
た

 
あ
る
事
を
思
い
出
し
た

そ
し
て
す
ぐ
に

え
は

決
し
狼

に
話
し
か
け
る

 
理
 

え

 
狼

ル
ル
ル
ル
ル

 
ま
だ
狼

は
ま
だ
自
分
に

意
を

き
出
し
に
し
て
く
る

一
体
自
分
が
何
を
し
た
と
い
う

の
や
ら

 
理
 

そ
の
子
助
け
た
い

 
狼

 



 第五章 運命は動き出す

 
狼

は
今
の
理
久
兎
の

葉
に
動

し
た

 
理
 

と
そ
の
子
の
命
を
俺
が
助
け
て
あ
げ
る
で
も

 

件
が
あ
る
け
ど

 
狼

 

・

 
狼

る
の
を

め
て
は

を
か
し
げ
た

ど
う
や
ら
聞
く
み
た
い
だ

 
理
 

ま
ず

達

は
種
族
の

を

え
る
こ
と
に
な
る

 
簡
単
に
い
う
と
狼
と
い
う
種
族
で
は
な
く
な
る

 
狼

 
理
 

そ
し
て

生
物
と
い
う

か
ら
解

さ
れ
て
俺
の

 
使
い
と
な

て
⻑
寿
の
命
を
手
に
い
れ
る
事
に
な

 
る
そ
れ
が

件
だ
よ

 
そ
う
理
久
兎
は
神
使
の

約
と

う
選

を
提

し
た
の
だ

神
使
そ
れ
は
神
の
使
い
だ

現
代
風
に

う
と
式
神
使
い
魔
な
ど
だ

そ
し
て
神
の
代
行
者
で
も
あ
る

神
使
を
と
る
神
も

多
々
い
る

で

え
ば
大
黒
天
は

を
シ

は

を
ニ

ル
様
は
シ

ン

ク

等
が

そ
の

に
当
て
は
ま
る

日
本
だ
と
八

鴉
な
ど
も
そ
う
だ
元
々
こ
れ
は
イ
ザ
ナ

と
話
し
た
時



 第 話 狼の意志

に
聞
い
た
方
法
な
の
だ
が
実

す
る
の
は
始
め
て
で
し
か
も
こ
れ
を
使
う
に
は
そ
れ
に
見
合

た

力
が
無
け
れ
ば
い
け
な
い

理
由
は
自
身
の
力
を
神
使
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ

だ
が
理
久
兎
に
は
問

な
い

そ
の

き
を
理
由
は
自
身
の
力
を
能
力
ま
で
使

て
制
御
す
る
ぐ

ら
い
あ
る
の
だ
か
ら

体
い
て
も
な
ん
ら
問

な
い
の
で
あ
る

す
る
と
狼

は
風
前
の

火
の
狼

と

談
を
し
て
い
る
よ
う
だ
そ
し
て
決
断
し
た
の
か

は

 
狼

バ
ウ

 
狼

ン

 

と
も

し
た
よ
う
だ

 
理
久
兎
は

の
す
ぐ
そ
ば
に
近
づ
い
て
座
り
込
み

 
理
 

そ
う
か

な
ら

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と
神
力
と
妖
力
を
自
身
の

手
と

手
に

わ
せ
て
手
の

を

み

切

た

そ
こ
か
ら

が
流
れ
出
る

更
に
そ
の

に
手
に

わ
せ
て
い
る
妖
力
と
神
力
を

合
わ
せ
る

 
理
 

覚
悟
が
で
き
た
ら
俺
の

を
飲
み
な
さ
い

 
狼

バ
ウ



 第五章 運命は動き出す

 
狼

ン

 
そ
の

と

え
と
共
に
狼

と
狼

は

理
久
兎
の

神
力
と
妖
力
の
ブ
レ
ン
ド
を

め

そ
し
て
そ
の

を
飲
み
こ
む

 
狼

 
狼

 
し
か
し
何
ら
変
化
が
な
い

 
理
 

何
も
起
こ
ら
な
い
な

 
こ
の
時

自
分
の
頭
の
中
で
は

 
理
 

バ

ま
さ
か
の
失
敗

や

り
妖
力
を
ブ
レ
ン
ド

 
し
た
の
は
不
味
か

た
か
な

 
そ
ん
な
こ
と
を

え
て
い
る
と
突
然
こ
の
暗
闇
に

合
わ
な
い

し
い
光
が
理
久
兎
と
狼

を

み
込
む
の
だ

た



 第 話  理の神使達……

 
第

話
 
 
理
の
神
使
達

 
理
 

う

し
い
な

 

の
狼
達
に
自
分
の

を
飲
ま
せ
た
で
も
何
も
起
き
な
い
と
思

た
ら
急
に

が
光
だ

し
た
の
で
あ
る

 

ン

 

の
狼
が
夜
空
に
向
か

て

び
を
あ
げ
る

そ
し
て
光
が

む
と

 

 

う

何
が

 

 

お
兄
ち

ん
大
丈
夫

 

 

あ

大
丈

夫

 

 

ど
う
し
た
の

て
お
兄
ち

ん

 
理
 

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
変
わ
る
と
は

こ
れ
を

 
や

た
自
分
自
身
も
ビ

ク
リ
だ
よ

 
理
久
兎
の
目
の
前
に
は
先
程
い
た

の
狼
の
姿
は
な
く
変
わ
り
に
白
狼
天
狗
み
た
い
に

耳
と

が
あ
る
全

の
少
年
少
女
が
い
た



 第五章 運命は動き出す

 
狼
男

な
ん
じ

こ
り

 
狼
女

な
ん
な
の
こ
れ

 
狼
男

お
い
ゴ
ラ

て
め

何
だ
よ
こ
れ

 
理
 

い
や
さ

き
い

た
と
う
り
種
族
の

を

え

 
た
ん
だ
よ

 

心
暗
⻤
に

え
る

だ
が
狼
女
は
自
身
の
手

を
見
て

き
喜
ぶ

 
狼
女

で
も

い
よ
こ
れ

 
狼
男

い
や

か
に
そ
う
だ
け
ど

て

お
い

 

気
は
大
丈
夫
か

 
狼
女

う

ん
な
ん
と
も
な
い
か
な
さ

き
よ
り
も

 
全
然

く
な
い
よ
お
兄
ち

ん

 
ど
う
や
ら

気
も
無
く
な

た
よ
う
だ

す
る
と
狼
男
は

き
な
が
ら

れ
る

 
狼
男

そ
う
か
な
ら
良
か

た
本
当
に
良
か

た

 
狼
女

あ
り
が
と
う
お
兄
ち

ん
で
も

い

人
間

 
み
た
い
な
姿
に



 第 話  理の神使達……

 
狼
男

あ

な

あ
ん
た
い

た
い
何
者
な
ん
だ
よ

 
と

狼
男
が
聞
い
て
く
る

 
理
 

俺
か

 
狼
女

う
ん

 
理
 

俺
は
深
常
理
久
兎
ま
た
の
名
を
神
界
序

第
二

 
深
常
理
久
兎

大
能
神
つ
ま
る
と
こ
ろ

達
の
主

 
人
さ
ま

⻑
い
か
ら
理
久
兎
で
良
い
よ

 
自
身
の
本
当
の
神
名
を

え
る

だ
が
そ
れ
よ
り
も

 
狼
女

神
界

 
狼
男

序

 
と

そ

ち
に
話
が

て
い
た

こ
れ
は
少
し

い
過
ぎ
た
と
思

た

 
理
 

う

ん
簡
単
に

う
と
神
様
だ
よ

 
狼
女

へ

え

 
狼
男

今
お
前

神

様

て

 
理
 

う
ん
俺
の
使
い
達
に
は

真
実
を
打
ち
明
け
よ
う



 第五章 運命は動き出す

 
と

だ
か
ら

ら
に
俺
の
記
憶
を
少
し
見
せ
て

 
あ
げ
る
よ

 
そ
う

て

人
の
頭
に
手
を
置
い
て
自
身
の
記
憶
を
見
せ
る
こ
と
に
し
た

 
狼
男

な
ん
だ
よ
こ
れ

 
狼
女

記
憶
が
流
れ
て
く
る

 
記
憶
を
見
せ
る
こ
と
数
分
後

 
理
 

う
ん
こ
ん
な
も
の
か
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は

人
か
ら
手
を

す

 
狼
男

大
体
は
は
理
解
し
た

 
狼
女

本
当
に
神
様
だ

た
ん
だ

 
理
 

そ
う

て
る
だ
ろ
大
体
さ
俺
は
嘘
が
嫌
い

 
な
ん
だ
よ

 
狼
男

ふ

ん

 
狼
の
兄
は
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
の
か

心
暗
⻤
で

め
て
く
る

 
狼
女

で

今
の
私
達
は
あ
な
た
の
神
使
で
合

て
い



 第 話  理の神使達……

 
る
ん
だ
よ

 
理
 

合

て
る

だ
よ
俺
の

を
飲
ま
せ
た
か
ら

 
狼
男

そ
う
か

な

え

と
マ
ス

 
と

突
然
マ
ス

と

い
出
し
た
た
め
自
分
も
訳
が
分
か
ら
ず

 
理
 

ど
う
し
た
急
に
マ
ス

な
ん
て

 
何
て

え
る
と
狼
男
は

ず
か
し
が
り
な
が
ら

 
狼
男

い
や

俺
ら
の
主
人
だ
か
ら
な
こ
れ
か
ら
俺
は

 
こ
う
呼
ぶ
よ

 
狼
女

あ

な
ら
私
も
そ
う
呼
ぶ

 
理
 

分
か

た
で

ど
う
し
た
の

 
聞
い
て
き
た
事
に

問
を
す
る
と
突
然
狼
の
兄
は

目
に
な

て

 
狼
男

え

と
だ
な

妹
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が

 
と
う
な

 
し
か
も

水
を

な
が
ら
そ
う

て
き
た

妹
が
助
か

て
本
当
に
嬉
し
い
の
だ
ろ
う

 
狼
女

お
兄
ち

ん



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

ハ
ハ
ハ

俺
は

の
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
気
に

 
入

た
か
ら
神
使
に
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
よ

 
自
分
が

め
る
神
使
そ
れ
は

し
も
そ
う
だ
が
何
よ
り
も
自
分
に
挑
ん
で
く
る
奴
が
一
番

良
い

そ
れ
で
い
て
思
い
や
り
の
心
が
あ
れ
ば
最
高
だ

 
狼
男

そ
う
な
の
か

 
狼
女

良
か

た

お
兄
ち

ん

 
狼
男

俺
は
お
前
が
生
き
て
い
れ
ば
そ
れ
で

 
と

和
気

合
も
良
い
の
だ
が
理
久
兎
は

え
な
が
ら

 
理
 

う

ん
で
も
そ
ろ
そ
ろ
名
前
を
つ
け
な
い
と

 
狼
男

名
前

 
理
 

う
ん
せ

か
く
だ
し

 
狼
女

名
前

 
兄
妹
共
に
自
分
達
の
名
前
を
ど
う
す
る
か
と

ま
せ
る

す
る
と
理
久
兎
は
あ
る
物
に
気
が
つ

い
た

 
理
 

良
い
名
前
は

ん

何
こ
れ



 第 話  理の神使達……

 

ち
て
い
た
の
は

の

だ
が
何
か
書
か
れ
て
い
た

 
理
 

亜
耶
狛
寺

 
理
久
兎
が

た
の
は
こ
の
寺
の

だ

た
こ
の
寺
が
昔
使
わ
れ
て
い
た
時
の
名
前
で
あ
ろ

う

が

ま
れ
て
い
た

 
理
 

決
め
た

 

人
 

・

 
理
 

ま
ず

が
亜
狛

 
狼
男

俺
か

 
理
 

で

が
耶
狛

 
狼
女

私
の
名
前

 
理
 

う
ん

人
共
こ
れ
で
い
い
か
い

 
た
だ
単
に
そ
の
寺
の
名
前
を
も
じ

た
だ
け
だ
が
そ
れ
で
も

分
な
名
前
と
な

た

そ
れ
に

対
し
て

人
は

 
亜
狛

い
い
で
す
よ

今
か
ら
俺
は
亜
狛
と
名

ら
せ
て

 
も
ら
し
ま
す
マ
ス



 第五章 運命は動き出す

 
耶
狛

私
も
異
論
は
な
い
よ

マ
ス

 
理
 

そ
う
か
な
ら
よ
ろ
し
く
な
亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

に

人
は
お

儀
を
し
た

何
と

な
の
だ
ろ
う

 
理
 

そ
し
た
ら
次
は
服
を
探
さ
な
い
と

 
亜
狛

わ
れ
て
み
る
と
俺
ら
人
間
の
所
で
い
う
全

 
な
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

な
ら
服
を
探
し
に
レ

ツ
ゴ

 
亜
狛

い
や
そ
ん
な
簡
単
に

ち
て
る
物
じ

な
い

 
耶
狛

 
亜
狛
の
正
論
に
理
久
兎
は
反
論
し
た

 
理
 

何
を

て
る
の
亜
狛

 
亜
狛

う
ん

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
理
 

服
は

山
賊
達
か
ら
頂
戴
す
る
も
の
だ
よ



 第 話  理の神使達……

 
山
賊
が
現
れ
た

よ
し

ぎ
取
ろ
う

と
い
う

え
だ

ど

ち
が
山
賊
だ
か
分
か

た
も

ん
じ

な
い

 
亜
狛

え

 
耶
狛

な
ら
そ
う
し
よ
う

 
亜
狛

つ

つ
い
て
い
け
る
か
な

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
に
神
使
が
で
き
た
の
で
あ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
 
神
使
の
能
力

 
亜
狛
と
耶
狛
が
神
使
に
な

て
か
ら

日
が
過
ぎ
て

時
の
事

 
亜
狛

ツ

ツ

ツ

ツ

ツ

ツ

 
耶
狛

ム
シ

ム
シ

ム
シ

ム
シ

 

人
は
食
事
に
が

つ
い
て
い
た

 
理
 

い
か

 
亜
狛

ま
じ
で
う
め

よ
マ
ス

 
耶
狛

日
も
食
べ
た
け
ど

き
な
い
よ

 
今
は
見
て
分
か
る
通
り

飯
を
食
べ
て
る
所
だ

人
が
俺
の
神
使
に
な

て

日
目
に
な

る

日
は
運
が
良
く
山
賊
が
通

た
の
た
め
服
を

つ
頂
戴
し
た
今
回
ふ
ん
ど
し
は

て
そ
い
つ
は
も
ろ
だ
し
に
な

た

そ
し
て
今
現

人
が
お

が
す
い
た
と
の
こ
と
で
こ

う
や

て

飯
を
食
べ
て
る
と
こ
ろ
だ

は
鹿
か
ら
と

た
鹿

を

名
な
ハ
ン
テ

ン
グ
ゲ

ム
の
よ
う
に

い
て
食
べ
て
い
る

を
回
し
て
い
る
時
に

名
な

を

で
た
く
な
る

そ

し
て
数
分
後
に
は



 第 話  神使の能力

 
亜
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
マ
ス

 
耶
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま
マ
ス

 
理
 

お

末
様
で
も
食
う
の

い
な
本
当
に

 
食
事
の
時
間
が

か

分

と
て
も

い
い
や

す
ぎ
る

 
耶
狛

マ
ス

の
ご
飯
が
お
い
し
い
か
ら
だ
よ

 
亜
狛

そ
れ
は

成
だ
な
耶
狛

 
理
 

ハ
ハ
ハ

作

て
る
本
人
か
ら
す
る
と
嬉
し
い

 
事
を

う

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で

理
久
兎
達
は
食
事
を
終
え
て
一

つ
い
て
い
る
と

 
亜
狛

と
こ
ろ
で
マ
ス

 
理
 

な
に

 
亜
狛

マ
ス

は
ど
こ
へ
向
か

て
い
る
ん
だ

 
と

何
処
に
向
か

て
い
る
の
か
と
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
つ
い
て
の
返

は

 
理
 

そ
う
だ
な

目
指
す
は
遥
か
⻄
の

て
ん
じ

く

天

だ

 
耶
狛

て
ん
じ

く

天

だ
よ
お
兄
ち

ん



 第五章 運命は動き出す

 
亜
狛

マ
ス

あ
ん
た
は
ど
こ
の

さ
ん
だ

そ
し
て

 
耶
狛
お
前
も
の
る
な

 
な
お
決

し
て
⻄

ピ

記
で
も
な
け
れ
ば
珍

ピ

記
そ
し
て
最

ピ

記
で
も
あ
り
ま
せ
ん

 
理
 

ハ
ハ
ハ

ま

で
も
遥
か
遠
い
地
を
目
指
し
て

 
い
る
の
は
間
違
い
な
い
よ

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ

 
亜
狛

ふ

ん
で
ど
こ
ま
で
歩
く
ん
だ

 
今
度
は
何
処
ま
で
歩
く
の
か
と
聞
い
て
く
る
と

 
理
 

こ
こ
は
大
和
の
国
と
い
う
の
は
分
か
る
よ

 
亜
狛

あ

そ
れ
は
分
か
る

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

俺
が
目
指
す
の
は
大
和
を

け
た
先
さ

 
彼
方
の
方
向
へ
と
指

し
て
理
久
兎
は

え
る
と

 
亜
狛

て
こ
と
は
海
を

え
る
の
か

 
耶
狛

ま
さ
か



 第 話  神使の能力

 
理
 

え
る
よ

論

 

え
な
け
れ
ば
遠
く
の
地
へ
と
は
行
け
な
い

そ
れ
は
常

だ

 
亜
狛

な
ら
俺
ら
の
能
力
が
使
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
理
 

そ
う
い
え
ば
亜
狛
能
力
も
ち
だ

た

 
亜
 

あ

そ
う
だ
よ
マ
ス

 
耶
 

 

人
は

く
気
ま
ず
そ
う
な
暗
い

気
に
な
る

そ
れ
を
感
じ
た
理
久
兎
は

 
理
 

何
か
訳
あ
り
か

 
亜
狛

あ

ま

な

実
は
な
俺
ら
兄
妹
は
あ
る
時
を

 
に
能
力
が
あ
る

て
分
か

た
ん
だ
よ
そ
れ
を
使
う

 
の
が
楽
し
く
て
な

 
耶
狛

で
も

そ
れ
を

れ
の
皆
に
見
せ
た
ら

 
亜
狛

俺
ら
は

れ
か
ら
追

さ
れ
た



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

 
こ
の
よ
う
な
話
は
人
間
の
世
界
で
も
よ
く
あ
る

自
分
達
と
何
か
が
違
え
ば
そ
れ
は
怖
い
と
い

う
感
情
が

す
る

そ
し
て
そ
れ
を

除
し
よ
う
と
す
る

そ
の
習
性
で
狼
の

れ
を
追
い
出

さ
れ
た
の
だ
ろ
う

 
耶
狛

そ
し
て
私
達
は

頭
に

た
の

 
亜
狛

そ
ん
で
何
と
か
あ
の
時
の
寺
に
着
い
て
な
そ
こ
を

 
拠
点
に
し
た
ん
だ
が

 
耶
狛

そ
の
後

私
が

気
に
な

て

 
亜
狛

俺
は
そ
れ
を
見
て
ど
う
し
て
も
妹
を
助
け
た
か

 
た

そ
ん
で
旅
人
達
が
あ
の

を
通
る
時
に
襲
 

 

て
食

を

し
て
い
た

そ
れ
が

間
続

 
い
た

 
理
 

で

そ
の
時
に
俺
が

然
通
り
か
か

て
今
に

る

 
と

 
亜
狛

そ
う
な
る
な



 第 話  神使の能力

 
そ
の
話
し
は

す
ぎ
る

そ
の
た
め
話

を

ら
そ
う
か
と

え
た

 
理
 

成
る
程

そ
の

ら
の
能
力
は

 
亜
狛

俺
の
能
力
は

空
間
を

え
る
程
度
の
能
力

 
理
 

な
る

ど

そ
れ
を
使

て
あ
の
時
あ
の

 
短

の

プ
を
し
た
の
か

 
亜
狛

ま

そ
う
で
す

 
そ
れ
で
い
き
な
り
襲
い
か
か

て
き
た
よ
う
だ

も
し
あ
れ
が
自
分
で
な
け
れ
ば
も
れ
な
く

食
だ

 
耶
狛

そ
れ
で
私
が

大

小
さ
せ
る
程
度
の
能
力

 
理
 

々
と
大
き
く
で
き
る
ん
だ

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ
よ

 
こ
う
聞
い
て
い
る
と

人
の
能
力
は
実
に

ニ

ク
な
能
力
だ

上
手
く
使
え
ば
と
て
も
使

え
る
能
力
だ
と
理
久
兎
は
思

た

 
理
 

人
と
も
中
々

ニ

ク
な
能
力
だ

つ
ま
り

 
亜
狛
の
能
力
で

プ
す
る
と



 第五章 運命は動き出す

 
い
う
こ
と
か
な

 
亜
狛

あ

だ
が
な
マ
ス

プ
す
る
と
な
る
と

 
そ
れ
は
俺
し
か

プ
が
出
来
な
い
ん
だ
よ

 
理
 

ど
う
い
こ
と
だ

 
よ
く
分
か
ら
な
い
た
め
理
久
兎
は
亜
狛
に
説
明
を

め
る
と

 
亜
狛

俺
の
能
力
は
俺

外
の
者
に
使
う
と
俺
が

プ

 
出
来
な
い
つ
ま
り
 

プ
で
き
る
の
は
最
大
で

 
も

人
だ
け
そ
れ

上
は
容

オ

バ

 
理
 

え

じ

ど
う
や

て

プ
す
る
の

 
耶
狛

マ
ス

そ
こ
で
私
の
能
力
を
使
う
の
で
す
よ

 
理
 

ど
う
い
こ
と
だ

 
亜
狛
と
同
様
に
耶
狛
に
も
聞
い
て
み
る
と

 
耶
狛

簡
単
に

う
と

私
の
能
力
で
お
兄
ち

ん
の

 
能
力
の

界
容

を

大
さ
せ
る
ん
だ
よ

 
理
 

な
る

ど

容

を

大
す
る
の
か



 第 話  神使の能力

 
理
久
兎
は
思

た
こ
の

人
が

た
ら
な
ん
で
も
で
き
そ
う
だ
な
と
そ
し
て
理
久
兎
は

人
に
頼
む

 
理
 

じ

人
と
も
は
る
か
⻄
ま
で
頼
め
る
か

 
亜
狛

あ
い
よ
マ
ス

 
耶
 

イ
エ
ス
マ
ス

 
そ
し
て
亜
狛
が
何
か

み
た
い
な
も
の
を
作
る

そ
の

は
人
が

人
入
れ
る
か
な
ぐ
ら
い

の

だ

そ
こ
に
耶
狛
が
亜
狛
の

に

れ
る

す
る
と

が
さ

き
よ
り
も

大
し
て

の

中
に
そ
の

が
見
え
る

 
亜
狛

こ
こ
で
い
い
か
マ
ス

 
理
 

問

無
い
よ

 
耶
狛

じ

あ
こ
こ
に

い
で

 
亜
狛

あ
い
よ

 
そ
う

う
と

が

が

た

 
亜
狛

こ
れ
で
あ

ち
に
行
け
る
よ
マ
ス

 
耶
狛

で
も

い
く
ら
能
力
で

げ
て
も
こ
の

に



 第五章 運命は動き出す

 

回
入
る
と
そ
の

は

れ
て
し
ま
う
の

 
理
 

つ
ま
り

道
か

 
亜
狛

そ
う

う
こ
と
で
す
で
は
マ
ス

 
行
き
ま
し

う

 
耶
狛

行
こ
う
よ
マ
ス

 
理
 

だ
な

 
そ
ん
な
感
じ
で
俺
ら
は
そ
の

に
入

て
い
く
の
だ

た



 第 話 レッツ海外

 
第

話
 
レ

ツ
海
外

 

き
通
る
海

白
い
カ
モ
メ
が
飛
ぶ

い
空

大
和
と
は
ま

た
く
違
う
土
地
に
理
久
兎
達
は

降
り
立

た

 
理
 

い
い

大
和
と
は
違
う
感
覚
だ

 
耶
狛

人
が
多
い

お
兄
ち

ん

マ
ス

 
亜
狛

そ
う
だ
な
耶
狛

 
耶
狛
は
大
は
し

ぎ
だ

し
か
し

 
理
 

う

ん

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
マ
ス

 
亜
狛

ど
う
し
た
ん
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
さ

人
と
も
服
を
ど
う
に
か
し

 
な
い
と

 
亜
狛

ど
う
い
こ
と
だ
マ
ス

 
理
 

人
と
も
服
が
着
物
だ
と
目
立
つ
か
ら
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そ
う
こ
こ
は
大
和
と
は
違
い
⻄

の
国
だ
は

き
り

う
と
山
賊
か
ら

ぎ
取

た
服
は
結

目
立
つ
の
が

点
な
の
だ

自
分
は
昔
に

か
ら
も
ら

た
コ

ト
と
今
現

の
服
を
来
て
い

れ
ば
そ
ん
な
に
は
目
立
た
な
い
が

人
は
明
ら
か
に
目
立
つ

 
亜
狛

ど
う
す
る
か

 
耶
狛

う

ん

 
理
 

ど
う
に
か
し
て
服
を
探
さ
な
い
と

 

人
が

ん
で
い
る
と

 
亜
 

マ
ス

こ
れ
は

 
亜
狛
が
突
然
指
を
さ
し
た

 
理
 

何
が

 
耶
狛

あ
れ
は

 
亜
狛
が
指
を
さ
し
た
方
向
に

を
向
け
る

そ
こ
に
あ

た
の
は

 
理
 

物
か

 
耶
狛

物
だ

 
そ
こ
に
は

度
良
い
事
に
男
女
の

物
が

し
て
あ

た

見
た
感
じ
服
は
も
う

い
て
い



 第 話 レッツ海外

る
さ

 
理
 

な

お
前
ら

 
ゲ
ス

を
し
て
理
久
兎
は
あ
る
事
を

え
た

 
亜
狛

な

な
ん

で
す
か

 
耶
狛

な
に

 
理
 

物
は
風
で
飛
ん
で
い

た
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

え

マ
ス

何
を

 
と
ん
で
も
な
い
事
を

た
理
久
兎
に
ツ

コ
ミ
を
入
れ
る
が

 
耶
狛

飛
ん
で
い

た

マ
ス

 
亜
狛

耶
狛
お
前
も
な
に

て
る
ん
だ

 
耶
狛
ま
で
と
ん
で
も
な
い
事
を

い
出
し
た

 
理
 

飛
ん
で
い

ち

た
ら

と
し
主
は
判
ら

 
な
い
よ

 
耶
狛

な
ら

ち

い
ま
し

う

 
亜
狛

マ
ス

は
と
も
か
く
耶
狛
ま
で



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

と
り
あ
え
亜
狛
も
着
て
お
け

 
亜
狛

も
う
何
も

う
ま
い

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
神
様
と
神
使

名
は

服
を

着
を

盗た
し
た

 
亜
狛

ど
う
し
て
こ
う
な

た

 
耶
狛

わ

い

綺

な
お

服
だ

 
嬉
し
さ
に
耶
狛
は
ニ
コ
ニ
コ
と

だ

 
理
 

後
は

語
か

 
亜
狛

ど
う
い
こ
と
だ
マ
ス

 
耶
狛

ど
う
し
た
の

 
理
 

い
や
な
こ
こ
に
来
た
と
き
か
ら
ず

と
表
の
方
は

 
俺
の
知
ら
な
い

語
な
ん
だ
よ
な

 
よ
く
聞
い
て
み
る
と
聞
い
た
こ
と
の
な
い

葉
が
聞
こ
え
て
く
る

 
亜
狛

わ
れ
て
み
る
と

 
耶
狛

か
に

 
理
 

次
に

語
を
何
と
か
す
る
か

カ
モ
ン
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断
罪
神
書

 
そ
の

葉
と
共
に
理
久
兎

胸
ポ

ト
か
ら
手

の
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
て
上
へ
投

げ
る
そ
し
て
空
中
で
大
き
く
な

て
普
通
の
分

い
本
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
な
る
と
下
に

ち
て

く
る

そ
れ
を

 

シ

 
そ
れ
を
キ

チ
し
て
何
か
く
わ
ぬ

で

を
め
く
る

 

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

 
亜
狛

記
憶
で
見
た
け
ど

い
な

 
耶
狛

ス
ゴ

イ

不
思
議

 

ラ

 
理
久
兎
は
探
し
て
い
る

を
見
つ
け
る
と

を
め
く
る
の
を
や
め
て
そ
の

を
見
る

 
理
 

こ
れ
こ
れ

え

と

文
は

 
亜
狛

何
が
始
ま
る
ん
だ

 
耶
狛

ク

ク

ク

ク
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人
は
期
待
に
胸
を

ら
ま
せ
る

そ
し
て
そ
れ
は
唱
え
ら
れ
た

 
理
 

 
訳
の
分
か
ら
な
い
発

で

文
を
詠
唱
す
る

し
か
も

語
は
ル

ン

語
な
た
め
訳
も
解
ら

な
い

一

人
な
ら
下
手
し
た
ら

ピ
プ

ポ
と
し
か

え
な
く
な
る
ぐ
ら
い
ま
で
発
狂
す
る
レ

ル
だ

 
亜
狛

何

て
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い

 
耶
狛

頭
が

乱
し
て
き
た
よ
お
兄
ち

ん

 
そ
し
て
突
然
理
久
兎
が

え
に
は
い
る

し
か
も
人
さ
し
指
の
先
に

い
魔
方

が
出
て
き

て
そ
れ
が
淡
く
光
る

 
理
 

 
そ
し
て

文
を
唱
え
終
わ

た
の
か
急
に
亜
狛
と
耶
狛
の

に
人
さ
し
指
で

く
突
い
た

 

チ

チ

 
亜
狛

あ
た

 
耶
狛

あ
う

 

人
は
つ
つ
か
れ
た

を
さ
す
る
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理
 

よ

と

 

チ

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
理
久
兎
自
身
の

に
も
同
じ
こ
と
を
し
た

 
亜
狛

何
し
た
ん
だ
マ
ス

 
耶
狛

よ
く
分
か
ら
な
い
な

 
理
 

行
け
ば
分
か
る
よ

 
亜
 

そ
う
で
す
か

 
耶
 

ま

マ
ス

な
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
じ

を
ぶ
ら
つ
く
か

 
耶
 

お

 
そ
ん
な
感
じ
で

を
ぶ
ら
つ
く
こ
と
に
し
た

自
分
達

人
は
さ

き
ま
で
分
か
ら
ら
な
か

た

の

語
が
分
か
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
い
た
の
で
あ

た

そ
し
て
数
分
後

 
耶
狛

マ
ス

あ
れ
は
何

 
理
 

あ
れ
は
市
場
だ
よ
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亜
狛

ス
ゲ

 

人
は
ぶ
ら
つ
い
て
い
た
ら

然
市
場
に
た
ど
り
着
い
た

 
店
員

よ

て
ら

し

い

 
店
員

安
い
よ

お
い
し
い
よ

 
店
の
人
達
が
客

せ
を
し
て
い
る
の
が
分
か
る

 
亜
 

す
ご
い
熱
気
だ
な

 
耶
狛

あ

良
い
香
り
が

 
理
 

か
に
い
い
香
り
が
す
る

い
け
ど

 
そ
ろ
そ
ろ
晩
飯
に
す
る

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛

良
い
で
す
よ
マ
ス

 
理
 

じ

飯
を
食
う
か

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
初
の

食
を
食
べ
る
こ
と
に
な

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
も
ん
で
い
い
か
な

 
理
久
兎
が
買

て
き
た
物
は

ン

い
た

イ
ン

果
物
と
い

た
海
外
ら
し
い
メ
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ニ

だ

 
理
 

そ
ん
じ

食
べ
る
か

 
亜
狛

お
う

 
耶
狛

う
ん

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
ん
な
感
じ
で

人
は
初
の
海
外
の
料
理
を
食
べ
る
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
で
飲
ん
だ

イ
ン
が
美
味
し
か

た
た
め
⻤
達
と

の
妖
怪
メ
ン
バ

の
土
産
に
し
よ
う
と

え
た

 
理
 

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
亜
狛

ご

走
さ
ま

 
耶
狛

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
理
久
兎
達

人
は
食
事
を
終
え
た

 
理
 

さ
て
と
も
う
少
し
ぶ
ら
つ
く
か

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

う
ん

レ

ツ
ゴ

 
理
 

耶
狛
元
気
だ
な
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そ
ん
な

気
な
こ
と
を

て
い
る
と

 
店
員

盗
だ

か

そ
い
つ
を

ま
え
て
く
れ

 
と

が

い
て
く
る

 
理
 

な
ん
だ

 
耶
狛

盗

 
亜
狛

げ

ま
さ
か
服
を
盗
ん
だ
の
が
バ
レ
た

 
亜
狛
は
服
が
盗
ま
れ
た
か
と
思

た
が

 
理
 

い
や
ど
う
や
ら
違
う
み
た
い
だ

 
そ
う

く

自
分
の
視

の
先
に
は

 
盗
人

へ
へ

お

だ

 
巨

の
男
が
全
力

走
で
走

て
来
て
い
た

何
よ
り
目
に
つ
く
の
は

に

え
込
ま
れ
て
い

る
大

の
装

品
だ

予
想
で
は
装

店
か
ら
盗
ん
で
来
た
の
だ
ろ
う

 
理
 

ま

た
く
世
知

い
世
の
中
だ
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は
立
ち
上
が
り
そ
し
て
そ
の
男
の
走

て
い
る
道
の
前
に
立
ち
と
お
せ
ん

ぼ
す
る
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盗
人

お
い

そ
こ
を
ど
け

ど
か
な
い
な
ら
吹

 
飛
ば
す

 
盗
人
は
そ
う

い
走
り
な
が
ら
ア
メ
フ
ト
選
手
の
よ
う
な

ク
ル
に
姿

を
変
え
て
突
進
し

て
く
る

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

危
な
い
よ
マ
ス

 
理
 

良
い
機
会
だ
亜
狛

耶
狛

見
て
お
け
こ
れ
が

 
お
前
ら
の
主
人
の
実
力
だ

 
盗
人

ど
け

 
盗
人
は

い
を
殺
さ
ず
理
久
兎
に
突
進
す
る
だ
が

 
理
 

せ
い

 
シ

ン

ス

 
理
久
兎
は
巨

の
盗
人
の

ク
ル
を

け
そ
し
て

け
た

間
に

手
の

に
向
か

て
水

平

り
を
し
て

い
を
し
た

 
盗
人

な
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盗
人
も
こ
う
な
る
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か

た
の
か

を
あ
げ
そ
し
て

 
ド

ザ

 
見
事
に
転
ん
で

に

え
込
ま
れ
て
い
た
装

品
も
散
ら
ば
る

 
盗
人

て

て
め

 
盗
人
は
理
久
兎
を
殴
る
た
め
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が

 
理
 

は
い

  
理
久
兎
は
巨

の
男
に
組
み

き

を
固
め
る

 
盗
人

し
や
が
れ

 
そ
う

て
理
久
兎
を

り

う
た
め
に
自

の
怪
力
を

る
う
が

 
理
 

ま

た
く
少
し
お
と
な
し
く
し
て
ろ

 

ン

 
理
久
兎
は

手
の
頭
を
そ
の
ま
ま
地
面
に

き
つ
け
る
こ
れ
に
は
巨

の
盗
人
も

 
盗
人

あ
が

 

か
ら

を
流
し
て
気
絶
し
た
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理
 

は
い
終
わ
り
と

 
こ
れ
を
見
て
い
た
道
を
歩
く
人
達
は

 
道
人

ス
ゲ

 
道
人

あ
の
盗
人
を

殺
か
よ

 
理
久
兎
の
こ
と
を

め
る

 
亜
狛

す
げ

 
耶
狛

カ

コ
い
い
よ

マ
ス

 

人
は
理
久
兎
に
対
し
て

の

を

く

 
理
 

ハ
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
耶
狛
と
り
あ
え
ず

 
散
ら
ば

た
装

品
を
集
め
る
よ

人
共

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
散
ら
ば

た
装

品
を
集
め
て
い
る
と

 
店
員

は

は

お

追
い

い
た

 

を
切
ら
し
な
が
ら
男
の
店
員
も
送
れ
て
や

て
来
る



 第五章 運命は動き出す

 
店
員

あ
り
が
と
う
お
か
げ
で
助
か

た
よ
何
か

 
お
礼
を
し
な
い
と

 
理
 

い
え
い
え
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
店
員

い
や
そ
う
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
よ

こ

ち
も

 

人
の

く
れ
だ
何
か
お
礼
を
さ
せ
て
く
れ

 
理
 

い
や
そ
う
い
う
訳
に
は

 
店
人

そ
う
だ

な
ら
こ
の
盗
人
が
盗
ん
だ
装

品
の
 
 
 
 

 
う
ち
ど
れ
か

き
な
も
の
を
あ
げ
よ
う

 
理
 

嫌
で
も

う
ん
な
ん
だ
こ
れ

 
そ
う

て
理
久
兎
は

元
に
あ
る
小
さ
な
わ

か
み
た
い
な
物
を

う

 
店
員

そ
れ
は
指
輪
だ

 
理
 

指
輪

 
店
員

あ

そ
う
だ
お
守
り
や

々
な

に

 
使
え
る
装

品
だ

 
理
 

お
守
り

な
ら
こ
れ
を

う
よ
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店
員

ま
い
ど

な
ら
こ
れ
ら
も
あ
げ
よ
う

 
店
の
人
は
い
く
つ
か
の
指
輪
を
理
久
兎
に
渡
し
て
く
る

 
理
 

え

こ
ん
な
に

 
店
員

ハ
ハ
ハ

気
に
す
る
な
こ
い
つ
が
盗
ん
だ
の
は

 
そ
の
指
輪
よ
り
も
遥
か
に

値
が
高
い
物
ば
か

 
り
だ
か
ら
な
そ
の
ぐ
ら
い
安
い
物
さ

 
理
 

す
い
ま
せ
ん
な
ら
あ
り
が
た
く

い
ま
す

 
店
員

本
当
に
あ
り
が
と
う
な

 
と

れ
る
つ
く

く
せ
り
だ

そ
し
て
気
に
な
る
事
を
聞
く

 
理
 

所
で
こ
の
男
は

 
店
員

あ

そ
れ
な
ら
も
う
ち

い
し
た
ら

兵
団
が

 
来
る
だ
ろ
そ
し
た
ら
こ
い
つ
も

に
入
れ
ら
れ

 
る
だ
ろ
う
よ

 
理
 

そ
う
で
す
か

 
店
員

あ

さ
て
と
お
れ
も
店
が
あ
る
か
ら
行
く
よ
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理
 

え

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
店
員

い
や
お
礼
を

い
た
い
の
は
こ

ち
の
方
だ
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
れ
で
は

 
店
員

あ

お
お
き
に
な

 
そ
う

て
散
ら
ば

た
装

品
を
回
収
し
て
店
の
人
は
帰

て
い

た

 
亜
狛

マ
ス

話
し
は
終
わ

た
見
た
い
で
す

 
耶
狛

マ
ス

意
外
に
も

だ

 
理
 

い
や

て
訳
で
も
な
い
か
ら

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
も
う
少
し
こ
の

を
ぶ
ら
つ
く

 
続
き
を
し
ま
し

う
か

 
耶
狛

行
こ
う
よ
マ
ス

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
だ
な
行
く
か

 
そ
う

て
理
久
兎
達
は
ま
た
市
場
を
ブ
ラ
つ
く
の
だ

た
そ
し
て
盗
人
の
巨

の
男
は

兵

団
に
よ

て

さ
れ
た
と
さ



 第 話  人の特訓と新魔法

 
第

話
 

人
の
特
訓
と
新
魔
法

 

か
い
日

し
が

ら
す
と
あ
る

下
が
り

 
理
 

ら

ら
お
前
ら
ど
う
し
た

 
亜
狛

く
そ

 
耶
狛

う
ぐ
ぐ
ぐ

 
今
俺
ら
は
何
し
て
い
る
か
と
い
う
と

 
理
 

も
う
少
し
イ
メ

を
し
て
み
ろ

 
亜
狛

そ
う

わ
れ
て
も

 
耶
狛

し
い

 
理
久
兎
が
や

て
い
る
の
は

人
の
妖
力
と
神
力
の
特
訓
だ

何

こ
の
よ
う
か
な
こ
と
を

や

て
い
る
か
と
い
う
と

日
前
に

人
か
ら
頼
ん
で
き
た
の
だ

か
に
自
分
自
身
も

人

を
特
訓
さ
せ
よ
う
と

え
て
い
た
か
ら

度
良
か

た

そ
の
た
め
特
訓
中
だ

 
理
 

う

ん
と
り
あ
え
ず
前
に
も

た
け
ど

と

 
ま
ず
頭
の
中
で

体
を
作
る
ん
だ
よ
そ
れ
を
現



 第五章 運命は動き出す

 
実
に

現
化
す
る
感
覚
で

 
亜
狛

う

ん

 
耶
狛

う
ぐ
ぐ
ぐ

 
そ
う
す
る
と

人
の
手
か
ら
黒
い
よ
う
な

体
が
出
現
し
た

 
理
 

良
い

そ
の
調
子
だ

 
亜
狛

 
耶
狛

は

は

は

 
理
 

そ
れ
を
後

分
ぐ
ら
い

持
し
続
け
て

 
亜
狛

了

解

 
耶
狛

あ

い

さ

 
そ
う
し
て

分
後

自
分
は
手
を

い
て

 
理
 

い
い
よ

 
亜
狛

あ

れ
る

 
耶
狛

何
と
か
出
来
た

 
理
 

さ
て
と
今
日
は
終
わ
り
だ
よ
お

れ
さ
ん



 第 話  人の特訓と新魔法

 
も
う
か
れ
こ
れ
こ
の
特
訓
も
合
わ
せ
る
と
約

時
間
ぐ
ら
い
し
て
い
る

こ
の

に
も
体
力

を

え
上
げ
る
た
め
に
フ
リ

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
１
０

走

た
り

神
力
を

え
上
げ
る
た
め

に

行
さ
せ
た
り
と

に
も

々
と
や

て
い
る

 
亜
狛

本
当
に
マ
ス

の
修
行
は
き
つ
い

 
耶
狛

ア
ハ
ハ

か
に

 
理
 

そ
う
か

 

え
て

い
た
い

こ
れ
は
ま
だ
序
ノ
口
だ
と

す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
頭
を

コ
リ
と
下
げ

て 
亜
狛

じ

マ
ス

先
に
失
礼
し
ま
す

 
耶
狛

失
礼
す
る

 
と

て
く
る

そ
し
て
思
い
出
し
た

 
理
 

あ

そ
う
だ
帰

た
ら

物
し
ま

て
お
い
て

 
亜
 

了
解
し
ま
し
た

 
耶
 

は
い
な

 

物
を
し
ま

て
お
い
て
と
頼
み

人
は
今
の
住
み
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
帰

て
い



 第五章 運命は動き出す

た 
理
 

さ
て
俺
も
少
し
魔
法
開
発
す
る
か

 
そ
う

う
と
前
回
の
よ
う
に

 

い

 
手

の
断
罪
神
書
を
上
へ

り
投
げ
て
手

か
ら
本
の

に
大
き
く
な

て
下
に

下
し

て
く
る
所
で

 

シ

 
キ

チ
し
て

を
開
く

 
理
 

え

と
ど
ん
な
魔
法
を
作
ろ
う
か
な

 
理
久
兎
は

え
て
い
た

そ
し
て
ふ
と
あ
る

が
気
に
な

た

 
理
 

ん

な
ん
だ
ろ
う

い
気
に
な
る
な

 
そ
う
思
う
と
す
ぐ
に
そ
の

を
開
く
そ
の

に
書
か
れ
て
い
た
の
は

 
理
 

断
罪
魔
法

 
そ
う
こ
れ
ま
で
理
久
兎
は

々
な
魔
法
を
作
り
魔
力
も
け
た
違
い
に
高
い
た
め
か

に
こ
の

魔
道
書
の
最
上
級
魔
法
で
あ
る
断
罪
魔
法
が
使
え
る
よ
う
に
な

た
の
だ

論
だ
が
そ
の
文



 第 話  人の特訓と新魔法

は
一

人
は
読
む
こ
と
は
出
来
な
い
ま
し
て
や
読
め
た
と
し
て
も
Ｓ

値
が
大
変
な
こ
と
に
な

る
文

だ

 
理
 

え

と
魔
法
の
名
前
は

 
理
久
兎
は
恐
る
恐
る
魔
法
名
を
見
て
み
る
と

 
理
 

え

と
拷
問

獄

輪

に
は

 
ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン

の
処
女

後
は

コ
キ

ト
ス

獄
の
部

  
な

か
名
前
か
ら
し
て

チ
で

バ
イ
名
前
中
二

い
の
も
の
ば
か
り
だ

だ
が
当
の

理
久
兎
は

 
理
 

ど
う
い
う
魔
法
だ

 

ん

ん
理
解
で
き
て
い
な
か

た

 
理
 

も
の
は
試
し

や

て
み
る
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は
断
罪
神
書
の
魔
法
名
を
唱
え
る

 
理
 

試
し
に

の
処
女

 
そ
う
唱
え
る
す
る
と
魔
力
が
消

さ
れ
た
の
を
感
じ
た
後

理
久
兎
の
目
の
前
に
人
が

人



 第五章 運命は動き出す

入
れ
そ
う
な
大
き
な

の
物
体
が
現
れ
る

 
理
 

こ
れ
が

の
処
女

 
理
久
兎
は
恐
る
べ
恐
る

ろ
う
と
す
る

す
る
と

 

キ
ン

 
理
 

う
わ

 
突
然

の
処
女
が

を
開
け
た

 
理
 

う
わ

が
い

い
だ
な

 
理
久
兎
が

く
と
そ
こ
は
無
数
の

だ
ら
け
だ

入

た
ら

実
に
死

る

 
理
 

成
る
程
こ
の
中
に
人
を
入
れ
て

て
事
か

 
理
久
兎
が
こ
れ
の
本
来
の
使
い
方
を
知

た

間
だ

た

 

 

カ

カ

 
理
 

う
ん

 
気
づ
く
と
も
う
夕
方
だ
カ
ラ
ス
が
鳴
い
て
い
る

 
理
 

お

と
い
け
な

く
帰
ら
な
い
と

そ
の
前
に

 
こ
れ
を
し
ま
わ
な
い
と



 第 話  人の特訓と新魔法

 
そ
う

て
理
久
兎
は
目
の
前
の

の
処
女
の
魔
方

を
消
す

す
る
と

の
処
女
の

も
消

え
る

 
理
 

こ
れ
で

さ

て
晩
飯
何
に
し
よ
う
か
な

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
は
新
た
に
覚
え
た
魔
法
の
こ
と
と
夕
飯
の
メ
ニ

を

え
な
が

ら
住
み
か
に
帰

て
い

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
大
和
へ
の
帰
還

 
時
は
過
ぎ
て
人
々
か
行
き
交
う
と
あ
る
町

 
理
 

お

い

人
と
も
準
備
は

 
亜
狛

こ

ち
は
問

無
い
で
す
マ
ス

 
耶
狛

こ
ち
ら
も
何
の
問

ナ

シ
ン
グ

 
理
 

そ
う
か
お
土
産
物
も
買

た
し
問

な
い

 
今
俺
ら
は
こ
れ
か
ら
大
和
の
国
日
本
に
帰
る
所
だ

も
う
か
れ
こ
れ

年

あ
れ
か
ら

た
し
帰
ろ
う
と
し
て
い
た

因
み
に
理
久
兎
達
は
何
処
に
い
る
か
と

う
と

 
店
員

ア
イ

 
店
員

ま
た
来
る
よ
ろ
し

 
理
 

ン
キ

 

と
い
う
国
に
来
て
い
た

そ
れ
良
い
と
し
て
前
回

今
か
ら

年
ぐ
ら
い
前
だ

た
か
な

に
自
分
が
新
し
く
魔
法
を
覚
え
た

後
は

々
な
修
行
を
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
の

人
と
一

に

や

た

最
後
に
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
理
久
兎
は
修
行
等
も

か
に
や

て
い
た
が
飯
を
食
う
の



 第 話 大和への帰還

に

々
な
店
に
行

て
料
理
の

を
し
て
い
た

料
理
は
理
久
兎
に
と

て
趣
味
な
の
だ
が
結

作

て
る
と
は
ま
る

て
し
ま

て
い
た
の
だ

そ
の
お
か
げ
か

々
な
国
の
料
理
も
大
方
は

作
れ
る
よ
う
に
な

た

そ
し
て
ま
た
修
行
し
た
ら
力
が
上
が

て
生
活
に
不

だ
か
ら
ル

ル

を
改

し

霊
力

妖
力

魔
力

神
力

を

分
の

し
か
使
え
な
い
に
改

し

た

昔
と
違

て
こ
れ
ら
を
ル

ル
を
つ
け
な
く
て
も
こ
れ
ら
を
自
力
で

さ
え
る
こ
と
は
出
来

る
よ
う
に
は
な

た
の
だ
が
や
は
り
不

過
ぎ
る

し
か
も

さ
え
ら
れ
る

も
度
を

え
て

体
か
ら

れ
て
く
る
の
だ

だ
か
ら
ル

ル
を
改

し
た

ま
ず
そ
う
し
な
い
と

ン
が
霊
力
だ

と
か
の

力
に
負
け
て

た
だ
け
で
ぶ

れ
る
の
だ

そ
し
て
視
点
を

す

 
理
 

と
り
あ
え
ず
亜
狛

耶
狛
行
く

 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

お

 

人
は

地
裏
の
方
に

動
し
た

 
理
 

お
し
亜
狛

耶
狛

門
を
開
け

 
亜
狛

イ
エ
ス
マ
ス

 
耶
狛

了

解



 第五章 運命は動き出す

 
そ
し
て
何
時
も
の

で
空
間
の

け
目
を
作
り
出
し
た

そ
の
中
か
ら
は

の
季

と
な

て
い
る
懐
か
し
の
大
和
の

が

て
い
た

 
理
 

じ

行
く

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
 

お

 
そ
し
て

人
は
そ
の

け
目
に
入
る
と
同
時
に
そ
の

け
目
は
無
く
な

た
の
だ

た

そ

し
て
理
久
兎
達
は

け
目
を

け
て
大
和
の
大
地
に
立

た

 
理
 

大
和
よ

私
は
帰

て
き
た

 
耶
狛

帰

て
き
た
よ

 
亜
狛

マ
ス

あ
ん
た
は
ど
こ
の

イ
ロ

ト
だ

 
も
う
耶
狛
は

と
こ

 
耶
狛

ど

い
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛
と
耶
狛
が
作

た

け
目
か
ら
出
て
来
る
と
同
時
に

け
目
は
消
え
失
せ
た

そ
し
て
こ

こ
に
居
て
感
じ
た
こ
と
は

 
理
 

で
も

い
な



 第 話 大和への帰還

 
亜
狛

今
は
も
う

で
す

 
耶
狛

う
ん
ん

い

 
そ
う
今
の
大
和
の
国
日
本
は
上
記
で

べ
た
通
り
現

は

だ

ぶ

ち

け

の
方
が

ま
だ
温
か
か

た

 
理
 

で
も
よ
こ
こ
は
何
処
だ

 
亜
狛

見
た
と
こ
ろ

で
す

 
耶
狛

だ

 
理
久
兎
達
に
見
え
る
の
は

だ

も
う

も
住
ん
で
い
な
い

そ
し
て

れ
て
い
る
場
所

だ 
理
 

う

ん
と
り
あ
え
ず
さ

人
と
も
新
し
い
服
を

 
見
つ
け
な
い
と

 
亜
狛

あ

か
に

 
耶
狛

目
立
つ

 
今

亜
狛
と
耶
狛
が
来
て
い
る
服
は
中
華
服
だ

こ
こ
だ
と
メ
チ

ク
チ

目
立
つ

 
理
 

つ
い
で
に

人
に
合

た
武

な
ど
も
探
そ
う



 第五章 運命は動き出す

 
か

 
亜
狛

武

か

で
も
マ
ス

俺
は

手
で
す
よ

 
理
 

な
ら
手

を
着
け
る
と
い
い
か
も

 
亜
狛

あ

か
に

 
耶
狛

私
は

何
が
い
い
か
な

 
理
 

耶
狛
は

棒
の
よ
う
な
武

だ

こ
れ
ま
で
を

 
見
る
と

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
多
分
今
の
亜
狛
と
耶
狛
は
下
手
す
る
と
紫
ち

ん
や
美
須
々
も
し
く
は

風

等
と
は
互

に
戦
え
る
か
も
し
れ
な
い

自
分
の
妖
力
と
神
力
を
彼
ら
に
注
入
し
た
か
ら
な

の
か
分
か
ら
な
か

た
が

年
で
そ
の
ぐ
ら
い
ま
で

び
て
い
る

人
の
戦
い
方
い
や
簡
単

に

う
と
戦
闘
ス

イ
ル
は
亜
狛
は

手
で
の
戦
闘
耶
狛
は
⻑
い
棒
の
よ
う
な
武

を
使
う

と
良
い
戦
い
を
見
せ
た

だ
か
ら
自
分
は
そ
れ
を
チ

イ
ス
し
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
の

を

る
よ

 
耶
狛

了

解

マ
ス

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た



 第 話 大和への帰還

 
そ
ん
な
感
じ
で
大
和
の
国
に
帰

て
最
初
に
し
た
の
が

の

サ
入
れ
だ

た

し
か
し

 

 

あ
の
人
達
こ
こ
に
な
に
し
に
来
た
の

 
そ
れ
を
見
つ
め
る

の
目
が
理
久
兎
達
を
見
て
い
た
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
目
撃
者
の
正
体

 

降
り
積
も
る

で
は
理
久
兎
達
に
よ
る

サ
入
れ
が
始
ま

て
い
た

 

サ

サ

サ

サ

 
理
 

う

ん
何
か
良
い
物
は
な
い
か
な

 
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
と

れ
て

の
一

家
の
中
を

サ
入
れ
し
て
い
た

 
理
 

使
え
る
物
が
何
に
も
な
い
な

方
は
外
れ
か

 
ハ

ク
シ

ン

 
理
久
兎
は
何
も
見
つ
か
ら
な
か

た
そ
れ
ど
こ
ろ
か
何

か
く
し

み
を
し
た

 
理
 

風
邪

じ

な
い
な

ん

何
だ
あ
れ

 
理
久
兎
は

関
の
外
を
見
る
と
さ

き
ま
で
な
か

た
物
が
あ

た
の
だ

た

こ
こ
で
亜

狛
の
視
点
に

そ
う

 
亜
 
狛
何
に
も
見
つ
か
ら
な
い
な

 
理
久
兎
が
一

家
を
探
索
し
て
い
る
同
時

亜
狛
が
探
し
て
い
る
の
は
理
久
兎
が
探
索
し

て
い
る
よ
り
も
ち

と
大
き
な
家
だ



 第 話 目撃者の正体

 
亜
狛

う

ん
何
か
な
い
か

 
亜
狛
は
何
を
思

た
の
か
ふ
と
後
ろ
を

り
向
く
と

 
亜
狛

ん

こ
れ
は

 
そ
こ
に
あ

た
の
は
自
分
に
合
い
そ
う
な
物
だ

た

 
亜
狛

こ
れ
は
手

 
そ
う
亜
狛
が
探
し
て
い
た
手

が

ら
れ
て
い
た

 
亜
狛

俺
は
マ
ス

や
耶
狛
と
は
違

て
盗
み
を
自
ら

 

い
て
い
な
い
こ
れ
は
探
索
だ

そ
う
探
索
な
ん

 
だ

だ
か
ら
持

て
い

て
も
大
丈
夫
だ

 
亜
狛
は
自
分
に
そ
う

い
聞
か
せ
た

こ
の
時
が

度
理
久
兎
が
く
し

み
を
し
た
時
間
だ

 
亜
狛

よ
し

持

て
い
こ
う

 
亜
狛
は

わ
ず
そ
の
手

を
持

て
い
く

 
亜
狛

耶
狛
は
何
か
見
つ
け
た
か
な

と
り
あ
え
ず

 
合
流
し
よ
う

 
そ
う

て
耶
狛
が
い
る
で
あ
ろ
う

神
社
に
向
か
う
の
で
あ

た

そ
し
て
視
点
は
耶
狛
へ



 第五章 運命は動き出す

と
変
わ
る

 
耶
狛

探
索

探
索

 
耶
狛
は

人

神
社
の
中
を
探
索
を
し
て
い
た

 
耶
狛

何
か

ハ

ク
シ

ン

う

ん

 

い

 
こ
の
時
に
亜
狛
が

人
の
こ
と
を
愚

た
の
と
同
時

だ

 
耶
狛

う

ん
何
か
な
い
か
な

 
耶
狛
は
探
し
続
け
て
い
た

す
る
と

 
耶
狛

何
に
も

あ
れ
は

 
耶
狛
は

し
入
れ
ら
し
き
も
の
を
見
つ
け
る

 
耶
狛

あ
の
中
か
ら
は
良
い
物
が
出
そ
う
な
予
感
が
ビ
ン

 
ビ
ン
す
る

 
耶
狛
は

わ
ず
そ
の

し
入
れ
に
近
づ
き

 
耶
狛

そ

い

 

ン



 第 話 目撃者の正体

 

を

い
よ
く
開
け
る

そ
こ
に
あ

た
の
は

 
耶
狛

こ
れ
は

な
ん
だ
ろ

 
耶
狛
が
見
つ
け
た
の
は

み
た
い
な

で
先
が

く
な

て
い
て
そ
の

に
ま
た

が

く

つ
い
て
い
た

そ
れ
は

し

く
じ

う

だ

た

 

ラ
ン

ラ
ン

 
と

を
た
て
る

 
耶
狛

面
白
い
か
ら
持

て
い
こ
う

後
は

 
耶
狛
が
更
に

し
入
れ
を
探
し
て
み
る
と

 
耶
狛

お

箱
だ

 
箱
が
あ

た

そ
れ
を

 
耶
狛

ゴ
マ
だ
れ

 
と

い
な
が
ら
開
け
た

そ
し
て
そ
の
中
身
は

 
耶
狛

こ
れ
可
愛
い

 
耶
狛
が
見
つ
け
た
の
は

女
服
だ

え
て

て
お
く
が
こ
れ
の
原
作
の

カ
ラ

の

女
様
と

カ
ラ

の

女
様
の
服
と
も
違
う
普
通
の

女
服
だ

は

と
白

を
中



 第五章 運命は動き出す

心
と
し
た
物
だ

た

 
耶
狛

う

ん
で
も
少
し

が
空
い
て
る
な

 
何
年
か

置
さ
れ

食
い
に
よ

て

な
ど
が
空
い
て
い
た

 
耶
狛

そ
う
だ

マ
ス

に
直
し
て
も
ら
お

 
直
し
て
も
ら
お
う
と
決
心
し
て

く

そ
ん
な
こ
と
を

い
て
い
る
と

 
亜
狛

お

い

耶
狛

 
耶
狛

あ

お
兄
ち

ん

 
亜
狛
が
能
力
を
使

て
耶
狛
の
も
と
ま
で
や

て
来
た

 
亜
狛

い
た
い
た

そ
ろ
そ
ろ
マ
ス

と
合
流
す
る

 
耶
 

あ

も
う
そ
ん
な
時
間
か

お
兄
ち

ん

 
こ
の
服
持

て

 
亜
 

ん

そ
の
服
か
い
い

 
そ
う

て
亜
狛
は
耶
狛
に
頼
ま
れ
た
服
を
持

た

 
亜
 

ん
じ

行
く

 
耶
 

分
か

た



 第 話 目撃者の正体

 
そ
う

て

人
は

お
互
い
の
能
力
を
使

て
マ
ス

も
と
い
理
久
兎
の
も
と
に
向
か

う
の
で
あ

た

そ
し
て
理
久
兎
の
視
点
に
ま
た

る
理
久
兎
が

関
の
外
で
見
つ
け
た
の
は

 
理
 

か
あ
れ
は
地

 
地

だ
そ
れ
も
さ

き
ま
で
何
も
な
い
は
ず
の

関
の
外
の
前
に
だ

そ
し
て
突
然

 
地

方
は
何
を
し
に
来
た
の
で
す
か

 
理
 

あ
れ

し

べ

た

 
そ
う
地

が

た
の
で
あ
る

ど
う
し
て
分
か
る
の
か
そ
れ
は
こ
こ
に
は
理
久
兎

外
に

も
居
な
い
し
そ
れ
で
い
て
地

の
方
か
ら

が
聞
こ
え
る
く
る
か
ら
だ

 
地

良
い
か
ら

え
な
さ
い
何
を
し
に
こ
こ
に
来
た

 
の
で
す
か

 
こ
こ
で
嘘
を
つ
い
て
も
ば
れ
な
い
だ
ろ
う
が
理
久
兎
は
嘘
を
つ
く
の
は
あ
ま
り

き
で
は
な

い

そ
の
た
め
正
直
に

え
た

 
理
 

こ
の

の

サ
入
れ
を
し
に
来
た

 
地

方
そ
れ
は
泥
棒
で
す

 
理
 

え

だ

て
こ
こ

も
住
ん
で
な
い
よ



 第五章 運命は動き出す

 
地

そ
れ
で
も
犯
罪
で
す

 
理
 

ふ

ん
じ

何
で
俺
が
犯
罪
者

て

い
き
れ

 
る
の

 
と

い
き
れ
る
の
か
と
聞
く
と
地

は
た
だ
つ
ぶ
や
く

 
地

私
に
は
黒
か
白
か
が
分
か
り
ま
す

方
が
黒
か

 
白
か
も

外
で
は
な
く
と
も
で
す

 
理
 

そ
ん
な
に
自
信

り
げ
に

う
な
ら
俺
は

 
地

方
は

白
で
す

え

 
理
 

白
な
ら
良
く
な
い

 
地

い
え
だ

て

え

 
そ
う
理
久
兎
は
昔
に
制
定
し
た
理
が
あ
る

そ
れ
が

る

り

手
か
ら
の
能
力
の

渉
は
受

け
な
い

し
か
も
そ
う
い
う
サ

チ

の
能
力
は
最
悪
の
場
合

誘
導
を
引
き
起
こ
す

 
地

何

で
す
か

 
そ
ん
な
事
を
地

が

い
て
い
る
と

 
ド
ス
ン



 第 話 目撃者の正体

 
地

フ

 
耶
狛

も
う
お
兄
ち

ん
座

が
ず
れ
て
る
よ

 
亜
狛

悪
い

手
が
服
で
封
じ
ら
れ
て
て
力
の
加
減
を

 
ミ
ス

た

 
突
然

け
目
が
出
来
た
か
と
思
う
と
亜
狛
と
耶
狛
が
上
か
ら

イ
ブ
し
て
き
て
地

を
下

き
に
し
て
着
地
し
た

 
亜
狛

あ

マ
ス

 
耶
狛

た
だ
い
ま
ん
す

 
と

元
気
良
く

て
く
れ
る
の
は
良
い
の
だ
が

 
理
 

お

い

人
共

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

ど
う
し
た
の

 
理
 

下
見
ろ
下
を

 
亜
狛

ん

下

 
耶
狛

な
ん
だ
ろ



 第五章 運命は動き出す

 
と

亜
狛
と
耶
狛
は
聞
く
こ
と
と
な
る

 
地

ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に

 
地

が

く

を

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

し
た
地

を
起
き
上
が
ら
せ
そ
こ
か
ら
数
分

後 
地

ぐ

つ

 
地

は

だ
に

い
て
い
た

 
亜
 

い
や
本
当
に
悪
か

た

 
耶
 

ご
め
ん

下

き
に
し
ち

て

 
地

か
ら

は
出
て
い
な
い
が
聞
い
て
い
る
と
結

い
て
い
た

 
理
 

い
や
本
当
に
俺
の
神
使
が

惑
を
か
け
た

 
す
ま
な
か

た
な

 
地

ぐ

神
使

え

方
神
様

 
理
 

ん

あ

俺
の
名
前
は
深
常
理
久
兎
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と
地

は

り
み
る
み
る
と

を

り
上
げ
て
い
く

 
地

理
久
兎

ま
さ
か

深
常
理
久
兎

大
能



 第 話 目撃者の正体

 
神
様

 
理
 

あ

や

り
知

て
た
か

 
地

そ
れ
は
も
う

名
で
す
か
ら

ま
さ
か
太
古
の

 
神
に
出
会
え
る
な
ん
て

 
ど
う
や
ら
神
達
の
中
だ
と
自
分
の
存

は
知
ら
れ
て
い
る
ら
し
い

し
か
も
地

に
ま
で
知
ら

れ
て
い
た

諏
訪
の
国
で
偽
名
を
使

て
本
当
に
良
か

た
と
思
え
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
神
使
が

惑
を
か
け
た
か
ら

 
だ
か
ら
こ
れ
で
チ

ラ
に
し
て
く
れ
よ

 
地

え

な

何
を

 
理
 

せ
い
や

 
地

の

に

面
に
向
か

て
霊
力
を

わ
せ
た

で
殴

て

く
吹

飛
ば
す

 
地

ぐ
ふ

 
そ
し
て
地

は

に
激
突
し
地
面
に
着
地
し
た

す
る
と
突
然
光
だ
し
て

 
バ

ン

 
地

が

発
し
た

こ
の
光

に
は
亜
狛
と
耶
狛
も

が
真

に
な

た



 第五章 運命は動き出す

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

う

そ

 
も
う

い
て
い
た

だ
が
心

は
な
い

 
理
 

大
丈
夫
さ
よ
く
見
て
て
み
な
よ

 
と

た
と
同
時
に

発
し
た
と
同
時
に
出
た

か
ら

 
地

て
て

何
す
る
ん
で
す
か

 
亜
耶
 
 

 
亜
狛
と
耶
狛
は
目
が
飛
び
出
て
く
る
ぐ
ら
い
び

く
り
し
て
い
た

そ
の
理
由
は

 
地

あ
れ

体
が

手
が

そ
れ
に

も

 
理
 

ハ
ハ
ハ

計
画
通
り

い
や
少
し

た

 

人
の
目
の
前
に
は
緑

の
小
さ
い
女
の
子
が
い
た
の
だ

そ
れ
は

れ
も
な
く
先
程
の
地

だ

だ
が
失
敗
し
た
と
思
い
正
直

た
が
気
に
し
な
い
で
お
く

 
理
 

に
は
お

び
に
そ
の
体
を
あ
げ
る
よ

 
地

い

良
い
の
で
す
か

 
理
 

良
い
よ
気
に
す
る
な



 第 話 目撃者の正体

 
地

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
元
地

は
頭
を

度
に
下
げ
る

そ
こ
ま
で
す
る
必
要
は
な
い
と
思

た

だ
が
こ
の
元
地

の
能
力
を
思
い
出
し
あ
る
事
を
思
い

く

 
理
 

そ
う
だ

地
獄
に
行

て
み
た
ら

 
地

何

で
す
か

 
理
 

地
獄
な
ら

の
能
力
が
と
て
も
役
に
た
つ

だ
よ

 
そ
れ
に
こ
こ
に
居
て
も
何
に
も
な
い
か
ら

 
地

そ
う

で
す

 
元
地

は
少
し

し
そ
う
だ

恐
ら
く
こ
の

で
何
か
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
が

え
て
聞
か

な
い
で
お
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

あ

そ
う
だ

少
し
待

て
て

 
地

え

わ
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
を
見
る
と

 
理
 

亜
狛

ン
あ
る

 
亜
狛

い
や
な
い
で
す



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

な
ら
ば
耶
狛

 
耶
狛

持

て
な
い
よ
マ
ス

 
理
 

し

う
が
な
い
か

 
そ
う

て
自
分
は
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
そ
の

を

て

ン
と
紙
を
出
し
た

こ

れ
を
見
た

人
か
ら
は
何

か

と

ま
れ
る

恐
ら
く
心
の
中
で
は

な
ら
聞
く
な

と

人
の

葉
が

な

て
い
る
だ
ろ
う
と
予

し
た

だ
が
そ
ん
な
事
は
気
に
せ
ず

ン
で

紙
に
書
き
そ
し
て

 
プ
チ

 
自
身
の
人

し
指
を

ン
で

す
す
る
と
そ
こ
か
ら

が
あ
ふ
れ
で
て
そ
し
て
そ
の

を
紙

に

し

け
そ
れ
を

す
と
自
身
の

印
が

さ
れ
た
何
か
が
出
来
る

 
理
 

は
い
こ
れ
持

て
い

て

 
理
久
兎
は
そ
れ
を
元
地

に
渡
す

 
地

こ
れ
は

 
理
 

俺
か
ら
推

状

そ
れ
を
持

て
い
け
ば
す
ぐ
に

 
試
験
を
受
け
れ
る
よ



 第 話 目撃者の正体

 
そ
う
渡
し
た
の
は
閻
魔
の
推

状
だ

大
方
こ
れ
を
見
せ
れ
ば
す
ぐ
に
受
け
れ
る
だ
ろ
う

何

せ
自
分
の

印
が

し
て
あ
る
の
だ
か
ら

 
地

本
当
に
何
か
ら
何
ま
で

 
理
 

ハ
ハ

亜
狛
ゲ

ト
を
開
い
て

 
亜
 

行
き
先
は
聞
く
ま
で
も
な
い
で
す
よ

 
そ
う

う
と

け
目
が
開
く

 
理
 

お
入
り
な
さ
い
な

 
地

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
理
久
兎
様

 
そ
う

う
と
元
地

は

け
目
の
中
に
入

て
い

た

そ
し
て
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に

 
理
 

と
り
あ
え
ず
お
前
ら
も
次
は
気
を
つ
け
ろ
よ

 
と

注
意
す
る

そ
れ
に
対
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

面
目
な
い

 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い

 
と

謝
罪
を
し
た
の
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で

の

サ
入
れ
は
終
わ

た
の
だ

た

だ
が
心
で
思

た



 第五章 運命は動き出す

 
理
 
次
か
ら
は
神
使
じ

な
く
て
式
神
と
か
で
通
そ

と

 
い
や

葉
は

し
い
な

 
次
か
ら
は
そ
ん
な
失
敗
が
な
い
よ
う
に
と
理
久
兎
は
心
に
思
い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
と
共
に
歩

き
出
す
の
だ

た



 第 話 神使は試合を吹っ掛ける

 
第

話
 
神
使
は
試
合
を
吹

掛
け
る

 

の
日

し
が

の

さ
を
和
ら
げ
る

そ
ん
な
中

 
耶
狛

フ
ン

フ
ン

フ
ン

ノ

 
理
 

耶
狛
は
ご
機
嫌
だ
な

 
亜
狛

そ
り

も
う

 
理
久
兎
達
は

の

サ
入
れ
し
て
地

の
説
教
を
回

し
た

そ
の
中
で
亜
狛
と
耶
狛
は
お

を
見
つ
け
た
み
た
い
だ

そ
の
た
め
か
耶
狛
が
自
分
に

女
服
の
手
直
し
を
頼
ん
で
き
た

論
全
て

食
い
だ
と
か
を
直
し
て
し
か
も
元
の
状
態
の
よ
う
に
綺

に
し
た

そ
し
て
そ
れ
を
耶

狛
が
今
着
て
い
る

 
耶
狛

い
え

い

 
新
し
い
服
を
着
れ
て
耶
狛
は
と
て
も
大
喜
び
だ

直
し
た

が
あ

た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
直
し
た

が
あ

た
よ

 
亜
狛

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
マ
ス

 
理
 

な

に
気
に
す
る
な



 第五章 運命は動き出す

 
そ
ん
な
感
じ
で
歩
い
て
い
る
と
理
久
兎
は
懐
か
し
い
場
所
を
見
つ
け
た

 
理
 

お

こ
こ
は
懐
か
し
い

 
亜
狛

な
ん
で
す
か

 
耶
狛

こ
こ
は

 
・
・

 
そ
う
理
久
兎
が
見
つ
け
た
の
は
昔
亜
狛
と
耶
狛
が
出
会
う
数
時
間
前
に

た
団
子

だ

た 
理
 

団
子

だ
よ
昔
こ
こ
に
来
た
ん
だ
よ

 
亜
狛

何
時
で
す
か

 
理
 

俺
が
お
前
ら
と
出
会
う
数
時
間
前
に

 
耶
狛

も
う

年
前
の
店
な
ん
だ

 
と
耶
狛
は

い
て
い
た

だ
が

度
理
久
兎
は
小

が
空
い
て
き
て
い
た

そ
の
た
め

ろ
う
と

え
た

 
理
 

て
く
か

 
耶
狛

行
く

行
く

 
亜
狛

え

と
で
は
私
も



 第 話 神使は試合を吹っ掛ける

 
理
 

了
解

 
そ
う
会
話
を
し
な
が
ら

人
は
店
に
入

た

 
店
員

い
ら

し

い

 
す
る
と

代
ぐ
ら
い
の
女
性
店
員
が

を
か
け
て
来
た

 
理
 

人

 
店
員

あ
い

こ
ち
ら
へ
ど
う

 
そ
う

わ
れ

へ
案
内
さ
れ
た

そ
し
て
お

を

う
と

 
店
員

ご
注
文
は
何
に
し
ま
す
か

 
理
 

み
た
ら
し
と
あ
ん
こ

後

そ
う
だ

お

り

 
を

つ

え
る
か
い

 
そ
れ
を
聞
く
と
店
員
は

い
た
か
の
よ
う
に
口
を
開
け
た

 
店
員
 

 
理
 

ど
う
か
し
ま
し
た

 
店
員

い
や
昔
に
あ
ん
た
み
た
い
な
男
前
さ
ん
も
同
じ

 
事
を

た
か
ら

え

と

お

り
で



 第五章 運命は動き出す

 
き
ま
す
よ

 
理
 

じ

お
願
い

 
店
員

え

と

り
ま
し
た

 
そ
う

て
店
の
人
は
奥
の
厨
房
に
向
か

た

す
る
と
亜
狛
が
話
し
か
け
て
き
た

 
亜
狛

所
で
マ
ス

 
理
 

ど
う
し
た

 
亜
狛

マ
ス

の
拠
点
に
向
か

て
い
る
ん
で
す

 
よ

 
理
 

う
ん
そ
う
だ
よ

 
亜
狛
の

問
に

定
す
る

す
る
と

で

 
亜
狛

記
憶
で
見
た

り
い
い

で
す

 
理
 

あ

と
て
も
い
い
所
だ
よ
水
は
綺

だ
し

々

 
は
生
い

て
る
し

 
と

自
分
の
住
み
か
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
と

 
グ



 第 話 神使は試合を吹っ掛ける

 
そ
れ
を
ぶ
ち

す

が
な
る

 
耶
狛

お

が
す
い
た
よ

 
理
 

待

て
ろ
す
ぐ
出
来
る
か
ら

 
と
耶
狛
に

い
聞
か
せ
る

い
物
と

う
の
は
時
間
が
掛
か
る
も
の
だ

そ
う
し
て
待
つ

事

約

分
が

過
す
る

 
店
員

お
待
ち
ど
う
さ
ま

 
み
た
ら
し
あ
ん
こ
の
団
子
が

つ
ず
つ
と

お

り
が

つ

い
た

 
店
員

ご
注
文
は
よ
ろ
し
い
で
す

 
理
 

え

あ

て
ま
す
よ

 
店
員

ご

く
り
ど
う

 
そ
う

う
と
店
の
人
は
奥
に
向
か

た

そ
し
て

 
耶
狛

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
団
子
を
食
べ
始
め
た

 
亜
 

ち

俺
の
分
は
渡
さ
な
い

耶
狛

 
負
け
じ
と
亜
狛
も
団
子
を
食
べ
始
め
た

こ
の
時

理
久
兎
は

人
を
見
て



 第五章 運命は動き出す

 
理
 
う

ん

人
に
少
し
挑
戦
を
さ
せ
る
か

 
あ
る
こ
と
を

え
な
が
ら
団
子
を
食
す
の
だ

た

そ
し
て
数
分
後

 
耶
狛

お

い

い

 
亜
狛

か
に

 
お

が
満

に
な

た

人
に
あ
る
提
案
を
持
ち
か
け
る

 
理
 

な

お
前
達

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

何
か
す
る
の

 
理
 

あ

そ
う
だ

お
前
ら
さ
紫
ち

ん
達
に

ン
カ

 
吹

掛
け
て
き
な
よ

 
と

然
り
気
無
く
結

怖
い
こ
と
を

う
と

 
亜
狛

ち

マ
ス

吹

掛
け
る

て

 
耶
狛

マ
ス

そ
の
紫
ち

ん

て
強
い
の

 
強
い
の
か
と
聞
か
れ
る

実

く
強
い

だ

 
理
 

あ

紫
ち

ん
は
強
い
よ

今
の
紫
ち

ん
な
ら



 第 話 神使は試合を吹っ掛ける

 
そ
こ
い
ら
に
い
る
上
級
妖
怪
ぐ
ら
い

殺
出
来
る

 
実
力
は
持

て
い
る
と
思
う
よ

 
亜
狛

因
み
に
そ
れ

て
マ
ス

の
記
憶
に
あ

た

 
あ
の
女
性
で
す
か

 
理
 

そ
う
だ
よ

 
耶
狛

何
で
喧
嘩
を
吹

掛
け
る
の

 
今
度
は
何

喧
嘩
を
吹

掛
け
る
の
か
と
聞
い
て
く
る

そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
話
し
た

 
理
 

理
由
は
単

さ

今
の
百
⻤
夜
行
の
実
力

定

 
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
今
ど
れ
だ
け
の
成
⻑
を

 
し
て
い
る
か
を
見

め
る
た
め
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は

し
た
の
か

 
亜
狛

そ
う
で
し
た
か

わ
か
り
ま
し
た

そ
の
喧
嘩

 
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
耶
狛

私
も
や
る

 
と

了

を
し
た



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

分
か

た
も
し

人
か
紫
ち

ん
達
の
ど
ち
ら

 
か
が
危
な
く
な

た
ら
俺
が

め
る
か
ら
そ
の

 
つ
も
り
で

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

了
解

 
こ
れ
は
楽
し
く
な
り
そ
う
だ
と
理
久
兎
は
思

た

 
理
 

話
し
は
決
ま

た
な
店
員
さ
ん
お
勘
定

 
店
員
を
呼
ぶ
と
手
を

き
な
が
ら
や

て
来
る

 
店
員

ま
い
ど
あ
り
が
と
う

８
０
０

 
理
 

は
い
よ

 
そ
う

わ
れ
て
お
勘
定
を

う

う
の
だ
が

 
店
員

あ
ら

お
客
さ
ん
多
い
よ

 
お
釣
り
が
多
い
と

て
く
る

だ
が
そ
れ
を
昔
み
た
い
に

で

 
理
 

つ
り
は
い
ら
な
い
よ

そ
れ
に
大
騒
ぎ
し
た

 

惑
料
さ



 第 話 神使は試合を吹っ掛ける

 
店
員

あ
ら

ふ
ふ

本
当
に
昔
に
来
た
男
前

 
さ
ん
に
そ

く
り

 
理
 

ハ
ハ
ハ

あ
り
が
と
う

後
お
元
気
で

 
亜
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
耶
狛

お
団
子
と

お

り
あ
り
が
と
う

 
店
員
に
そ
う

て
理
久
兎
達
は
店
か
ら
出
て
い
く

 
店
員

ク
ス
ク
ス
や

り
あ
の
男
前
さ
ん
か

 
店
員
は
そ
う

く
が
そ
の

は

に
も
聞
こ
え
な
か

た
の
だ

た

そ
し
て
外
へ
と
出
た
理

久
兎
達
は

 
理
 

と
り
あ
え
ず
お
前
達
の
装
備
を
整
え
て
行
く

 
亜
狛

了
解
マ
ス

 
耶
狛

イ
エ
ス
サ

 
そ
ん
な
感
じ
で
理
久
兎
達
は
は
妖
怪
の
山
に
向
か
う
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 

人
神
使
の
挑
戦

 
こ
こ
は
天
狗
達
の
拠
点
そ
こ
に
あ
る
天
魔
の
家
で
は

 
紫
 

は

も
う

年
近
く

つ
の

 
と

紫
は
た
め

を

き
な
が
ら
天

を

め
る

 
美
 

も
し
か
し
た
ら
帰

て
く
る
か

総
大
将
は

 
風

ま

た
く
全
部

た
ら
か
し
で
今
ご
ろ
の
ら
り

 
く
ら
り
と
冒
険
か

 
ゲ
ン

ハ
ハ
総
大
将
は
そ
う
で
な
い
と

で
も
結

 
度
が
過
ぎ
る
け
ど

 
紫
 

あ
れ
か
ら

々
と
大
変
だ

た
わ

 
紫
は
理
久
兎
が
い
な
い
間

性
豊
か
な

性
が
強
い
妖
怪
達
を
ま
と
め
た
り
総
大
将
代

理
を
務
め
少
し
で
も

を
だ
す
た
め
に
と

葉
づ
か
い
を
変
え
た
り
こ
れ
か
ら
の
計
画
を
練

た
り
と

々
と
し
て
い
た

そ
の
た
め
か
前
よ
り
か
は
成
⻑
を
し
て
い
た

 
紫
 

は

御
師
匠
様

く
帰

て
こ
な
い
か
し
ら



 第 話  人神使の挑戦

 
そ
ん
な
こ
と
を
を

て
い
る
と

 
天
狗

大
変
で
す
天
魔
様

 
と

人
の
天
狗
が
流
れ
込
ん
で
き
た

 
風

ど
う
し
た
ん
だ

 
天
狗

侵
入
者
で
す

 
ど
う
や
ら
侵
入
者
ら
し
い

だ
が
そ
れ
を
聞
い
た
紫
の
反

は

 
紫
 

久
々
の
侵
入
者

 
と

気
に

え
た

 
風

お
い
お
い

気
だ
な
紫
殿
は

 
美
 

ア

ハ

ハ

総
大
将
代
理
が

に
つ
い
て
き

 
た

紫

 
ゲ
ン

天
魔
さ
ん
侵
入
者
の
こ
と
に
つ
い
て

 
聞
か
な
い
と

 
風

お

と
そ
う
だ

た

は
何
人
だ

 
天
狗

え

と

の
数
は



 第五章 運命は動き出す

 
そ
れ
を
天
狗
が

べ
よ
う
と
し
た
次
の

間
だ

た

 
バ
キ
ン

 
全
員
 
 

 
何
か
が

れ
る

が
し
た

そ
の
方
向
を
見
る
と
そ
こ
の
空
間
が

ん
で
い
た

 
紫
 

空
間
が

ん
で
る
わ

 
そ
の

葉
と
同
時
に

け
目
が
開
き
そ
こ
か
ら

体
の
影
が
現
れ
た

 

 

こ
こ
が
天
狗
達
の
拠
点
か

 

 

無
事
に
つ
き
ま
し
た

 
そ
こ
か
ら
現
れ
た
の
は

人
の
男
女
だ

し
か
も
共
通
し
て
い
る
の
は
耳
と

が
明
ら
か

に

の
特

を
持

て
い
る
と
い
う
事

見
た
感
じ
白
狼
に
近
い
が
明
ら
か
に
違
う

そ
し
て

服
の
特

は
男
性
は
上
着
の
着
物
の
部
分
を
を
着

し
た
感
じ
の
服
そ
し
て
女
性
は
何

か

女
服
だ

そ
う
読
者
様
の
ご
想

ど
う
り

 
紫
 

方
達
は
何
者

 

 

お

と
失
礼
し
た
私
は
亜
狛
と
い
う
も
の
で
す

 

 

私
は
耶
狛
だ
よ



 第 話  人神使の挑戦

 
こ
の
コ
ン
ビ
だ
少
し
回
想
を

め
て
今
か
ら
数
時
間
前
に

る

山
に
入
る
一
歩
手
前
で
は

 
理
 

準
備

 
亜
狛
と
耶
狛
に
聞
く
と
亜
狛
は

き
な
が
ら
そ
し
て
耶
狛
は
楽
し
そ
う
に

 
耶
狛

い

い

 
亜
狛

問

な
い
で
す
マ
ス

 
と

え
た

一

は
大
丈
夫
そ
う
だ

 
理
 

じ

と
り
あ
え
ず
数
分
間
は
こ
の
山
に
い
る

 
天
狗
達
を
使

て
修
行
し
て
く
れ

論
殺
す

 
な
よ

 
耶
狛

数
分
後
は

 
理
 

人
の
能
力
を
使

て
天
魔
の
家
に

動
を
開
始

 
そ
し
て
天
魔
と
美
須
々
が
い
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
の

 

人
と
戦
え
も
し

人
に
勝
て
た
ら
そ
の
ま
ま
紫

 
と
戦
闘
開
始
だ

 
亜
狛

了
解
し
た
マ
ス



 第五章 運命は動き出す

 
耶
狛

マ
ス

は
ど
こ
で
戦
闘
を
見
る
の

 
そ
れ
を
聞
か
れ
ど
う
し
よ
う
か
と

え
な
が
ら
キ

ロ
キ

ロ
と
見
渡
し
て

 
理
 

と
り
あ
え
ず
そ
こ
い
ら
の

の
上
と
か
か
ら
観
戦

 
さ
せ
て

う
よ

も
し
お
前
達
か
紫
ち

ん
が
危

 
な
く
な

た
ら
前
回

た
通
り
俺
が

め
る
か

 
ら
安
心
し
て
戦

て
く
れ

後

殺
す
気
で
や

 
て
も
良
い
け
ど
や
り
過
ぎ
る
な
よ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た
耶
狛
が
や
り
す
ぎ
な
き

い
い
が

 
耶
狛

う

す

 
理
 

そ
ん
じ

山
に
侵
入
開
始

 

人

Ｓ
マ
ス

 
そ
ん
な
感
じ
で

人
は
山
に
侵
入
し
た

そ
し
て
も
う
定
番
の
よ
う
に

 
狼

様
ら
こ
こ
か
ら
先
は
天
狗
達
の
領
地
だ
関
係

 
者

外
立
ち
入
り
を
禁
ず
る

 
定
番
の
白
狼
隊
⻑
の

走
狼

隊
⻑
さ
ん
が
と
お
せ
ん
ぼ
を
し
て
く
る



 第 話  人神使の挑戦

 
耶
狛

私
達
の
仲
間
だ
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

か
に
意
外
に
共
通
点
が

 
共
通
点
は
耳
の
感
じ

の
も
ふ
も
ふ
感
そ
う

て
し
ま
う
の
も
無
理
は
な
い

 
狼

我
ら
を

様
ら
を
一

に
す
る
な

 
亜
狛

そ
う
そ
う
私
共
は
無
理
矢
理
入
る
の
で

 
耶
狛

め
て
も
無

だ
よ

 
狼

様
ら

 
そ
う

い
な
が
ら
刀
を
持

て
斬
り
か
か
る
が

 
亜
狛

そ
い

 
狼

グ
フ

 
亜
狛
は

け
目
を
作

て
そ
の
な
か
に

を
い
れ
て
さ
ら
に
狼

の

に

け
目
が
出
来
る
と

そ
こ
か
ら
亜
狛
の

が
現
れ
狼

の

に
直
撃
し
た

 
亜
狛

中
々

作
が
で
き
る
よ
う
に
な

た
な

 
亜
狛
は
手
を
グ

し
な
が
ら

う

す
る
と

 
狼

グ

様
ら



 第五章 運命は動き出す

 
ま
た
狼

は
斬
り
か
か

て
く
る

 
耶
狛

次
は
私
の

ン

 
耶
狛
は

を

げ
無
数
の
妖
力
の
玉
を
作
り
出
す

 
耶
狛

い
け

狼
の

れ
よ

 
唱
え

を

る
と
無
数
の
玉
が
狼
の

の

に
な
り
狼

に
襲
い
か
か
る

 
狼

く
そ

 
そ
う

う
と
狼

は

上
へ

ン
プ
す
る

ン
し
て
回

し
よ
う
と
す
る
が

 
耶
狛

を

小

 
狼

な

 
耶
狛
は
狼

の

ン
プ
の

を

小
し
た
本
当
な
ら
１
０

ン
プ
出
来
る
の

に
た

た
の

し
か

ン
プ
が
出
来
な
く
な

た

結
果

 
狼
玉

グ
ア

 
ピ
チ

ン

 
全
弾
命
中
し
て
ピ
チ

た

一
方
理
久
兎
は

 
理
 

あ
り

り

わ
ん
わ
ん
お

は
負
け
ち

た



 第 話  人神使の挑戦

 
の
か

で
も

人
共
能
力
は
使
い
こ
な
せ
て
い

 
る
み
た
い
だ

 
理
久
兎
は

人
を

の
上
か
ら
見
ま
も

て
い
た
の
だ

た

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
の
視
点

に

す

 
耶
狛

い
い
感
じ

マ
ス

の
修
行
の
お
陰
だ

 
亜
狛

違
い
な
い
な

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

 
白
狼

今
隊
⻑
の

が

 
白
狼

隊
⻑

様
ら
か

 
白
狼

全
員
か
か
れ

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
ら

け
る

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
天
狗
達
を

手
に
無
双
を
す
る
の
だ

た

そ
し
て
数
分
後

 
亜
狛

い
た
な

 
耶
狛

ふ

マ
ス

の
修
行
よ
り
は
楽
だ



 第五章 運命は動き出す

 

人
に
挑
ん
だ
白
狼
天
狗
達
は
全
員
気
絶
し
て
い
た

や
は
り
白
狼
天
狗
よ
り
実
力
は
上
の

よ
う
だ

だ
が
耶
狛
の

葉
は
自
分
に
聞
こ
え
て
い
た

 
理
 
 

う
俺
よ
り
楽
か

 
理
久
兎
の

が
亜
狛
と
耶
狛
の
脳
内
に

く

 
亜
狛

な

直

脳
内
に

 
耶
狛

い
え
い
え

マ
ス

の
修
行
の
方
が
私
達
の

 

メ
に
な
り
ま
す
か
ら

 
亜
狛

や
れ
や
れ

 
と
必
死
の

解
を
聞
く
が
別
に
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
良
か

た

と
り
あ
え
ず
次
の
計
画

に

ら
せ
る
こ
と
に
し
た

 
理
 
ま

良
い
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 

人
共
作
戦
通
り
行

て
き
な
さ
い

 
亜
狛

了
解

い
く
よ
耶
狛

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

 
そ
し
て

け
目
を
作

て

動
し
て
今
現

に

る



 第 話  人神使の挑戦

 
紫
 

方
達
は
何
が
目
的

 
亜
狛
と
耶
狛
は
何
も

え
ず
理
久
兎
の
や
り
た
い
事
を
自
分
達
の

葉
で
表
現
し
た

 
亜
狛

私
共
の
目
的
は
紫
そ
し
て
⻤
子
⺟
神
最
後
に
天
魔

 

女
達
に
戦
い
を
挑
む
こ
と
で
す

 
耶
狛

な
の
だ

 

人
が
そ
う

う
と
美
寿
々
と
風

は
ニ

リ
と

う

 
美
 

う

い
い
度
胸
だ

 
風

私
達
に
戦
い
を
挑
む
か
面
白
い

 
ゲ
ン

俺
は
仲
間
外
れ

 
な
お
ゲ
ン

イ
は
仲
間
は
ず
れ
に
な

た

そ
れ

前
に
河
童
は
戦
い
に
お
い
て
は
あ
ま
り
強

く
な
い
た
め
戦
わ
せ
る
意
味
が
な
い
と
理
久
兎
は
判
断
し
た
か
ら
だ

し
か
し
紫
は

て

え

る 
紫
 

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
⻤
子
⺟
神
と
天
魔
さ
ん
を
ま
ず

 

す
こ
と
を

先
し
た
い
の
で



 第五章 運命は動き出す

 
耶
狛

対

で
お
願
い
す
る
の

 
と

お
願
い
す
る

す
る
と
美
寿
々
は

い
な
が
ら

 
美
 

ハ
ハ
ハ

良
い

手
に
な

て
や
る
よ
行

 
く
よ
天
魔

 
風

分
か
り
ま
し
た
こ
こ
に
戦
い
を
挑
ん
だ
事
を

 
後

さ
せ
ま
し

う

 
そ
う

い
な
が
ら

人
は
外
に
出
た

だ
が
紫
は
た
だ

え
て
い
た

 
紫
 
彼
ら
の
本
当
の
目
的
は
い

た
い

 
亜
狛
と
耶
狛
の
本
来
の
目
的
が
ま

た
く
も

て
分
か
ら
な
か

た
か
ら
だ

す
る
と

 
ゲ
ン

紫
殿
は

人
の
戦
い
を
見
ま
す
か

 
紫
 

え

そ
う

そ
う
す
る
わ

 
ゲ
ン

イ
の
提
案
に
よ
り

人
も
外
に
出
る
の
で
あ

た
そ
し
て
こ
れ
を
仕
組
ん
だ
黒
幕
は

 
理
 

ア
ハ
ハ
楽
し
み
だ

 
理
久
兎
は
そ
う
思
い
な
が
ら

の
上
で
戦
い
が
始
ま
る
の
を
待
つ
の
だ

た
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第

話
 
理
の
神
使

⻤
＆
天
狗

 
現

天
魔
宅
前
の
大

場
で
は
現

天
狗
達
が
騒
い
で
い
る

 
文
 

あ
や
や
や
何
ご
と
で
す
か

 
は
た

何
が
起
こ

て
る
の
よ
こ
れ

 
文
と
は
た
て
も
こ
の
騒
ぎ
を
聞
き

け
て
や

て
来
た

 
天
狗

あ

文
ち

ん
に
は
た
て
ち

ん
実
は

 
こ
こ
に
戦
い
を
仕
掛
け
た
妖
怪
が
こ
れ
か
ら

 
天
魔
様
と
⻤
子
⺟
神
様
と
で

グ
を
組
ん

 
で
侵
入
者
を

す
み
た
い
な
ん
だ
よ

 
と

天
狗
は

た

グ
戦
の
よ
う
だ

 
文
 

何
で
そ
ん
な
ま
ど
ろ

こ
し
い
の
で
す
か

 
は
た

何
か
目
的
が
あ
る
の
か
し
ら

 
文
 

で
も
こ
の
時
に

て

 
は
た

そ
う
な
の
よ



 第五章 運命は動き出す

 
そ
う

う
と

人
は

葉
を
合
わ
せ
て

 

人

な
ん
で
総
大
将
が
居
な
い
の
よ
ん
で
す
か

 
そ
の
頃

の
総
大
将
は
と
い
う
と

 
理
 

ブ

ク
シ

ン

・

 

の
上
で
く
し

み
を
し
て
い
た

 
天
狗

か
に
な

お

と
ど
う
や
ら
始
ま
る
み

 
た
い
だ
な

 
そ
の

葉
と
共
に

人
は

場
中

を
見
る
の
だ

た

そ
し
て

場
中

で
は

 
美
 

や
れ
や
れ
理
久
兎
が
居
な
い
時
に
何
で
こ
う

度

 

度
侵
入
者
が
来
る
の
か

 
コ
キ

コ
キ

 
美
寿
々
は
指
を
鳴
ら
し
な
が
ら

く
理
久
兎
に
対
し
て

れ
る

 
風

ま

た
く
で
す

 

キ
ン

 
天
魔
は
自
身
の
愛
武

で
あ
る
方
天
画

を

え
る
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耶
狛

お
兄
ち

ん
は
美
須
々
さ
ん
を
お
願
い

 
亜
狛

分
か

た
な
ら
耶
狛
は
風

さ
ん
を
頼
む
よ

 
耶
狛

了
解
お
兄
ち

ん

 
と

的
を
簡
単
に
決
め
る

だ
が
こ
の
時
美
寿
々
と
風

は

問
に
思

て
い
た

何

こ
の

人
が
自
分
達
の
事
や
紫
の
事
を
知

て
い
た
の
か
と

 
亜
狛

そ
ち
ら
は
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
耶
狛

準
備

 
美
 

問

な
い

 
風

私
も
大
丈
夫
だ

 
美
寿
々
は
今
は
集
中
し
よ
う
と
思
う

そ
し
て
風

は
後
で

問
し
よ
う
と

え
た

そ
し
て

そ
の
発

と
共
に
亜
狛
が
ポ

ト
か
ら
何
か
を
取
り
出
し
た

 
風

そ
れ
は

 
亜
狛

戦
い
の
合

で
す
よ
こ
の
コ
イ
ン
が
地
面
に

ち
た

 
ら
勝
負
開
始
と
し
ま
し

う

 
美
 

う

て
る

私
は
普
通
に
掛
か

て
く
る
か
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と
思

た
ん
だ
が

 
耶
狛

フ

ア

対
等

神
な
の

 
と

耶
狛
が

う
と
美
寿
々
と
風

は
楽
し
く
て

て
し
ま
う

 
美
 

そ
う
か
い
中
々
面
白
い
所
あ
る

知
り
合
い
に
そ

 
く
り
だ
よ
あ
ん
た
ら

 
風

か
に
そ
う
で
す

ク
ス
ク
ス

 

人
が

う
一
方
で
亜
狛
と
耶
狛
は
と
い
う
と

 
亜
狛
知
り
合
い
も
何
も
そ
の
人
の
も
と
で
修
行
し
た
ん

だ
け
ど
な

 
知
り
合
い
つ
ま
り
理
久
兎
の
元
で
自
分
は

え
ら
れ
た

そ
の
た
め
ツ

コ
ミ
た
く
な
る
が
我

し
た

そ
し
て
耶
狛
は

 
耶
狛
知
り
合
い

て

だ
ろ

 
と

知
り
合
い
は

と
思
う
の
だ

た

一
方
そ
し
て
紫
と
ゲ
ン

イ
の
方
は
と
い
う
と

紫
は

に
手
を
置
い
て

え
て
い
た

 
紫
 
 

フ

ア

対
等

神

ま
さ
か
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こ
れ
を

て
た
者
の
正
体
が
分
か

た
の
か
も
し
れ
な
い
と
紫
は
思

た

す
る
と
そ
ん
な

え
込
ん
で
い
る
姿
が
心

な
の
か

 
ゲ
ン

ど
う
し
た
ん
だ
い
紫
さ
ん

 
ゲ
ン

イ
が
心

し
て
聞
い
て
く
る

紫
は
心

さ
せ
な
い
た
め
に
も

 
紫
 

大
丈
夫
よ

 
と

う
が
頭
の
中
で
は

 
紫
 
で
も
こ
れ
を
や

て

は
あ
る
の
か

な
の
よ

 
何
を

え
て
い
る
の
か
し
ら

 
紫
は
更
に
思

を

り

ら
せ
る

そ
し
て
も
う
一
度
視
点
を
中

に

す

方
で
は
も

う
戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
始
め
よ
う

 
亜
狛

そ
う
だ
な
始
め
る
か

で
は
い
い
で
す
か

 
美
 

い
い
よ
私
は

 
風

私
も
問

な
い

 
亜
狛

で
は
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ン

 
亜
狛
は
コ
イ
ン
を
上
へ
投
げ
る

そ
れ
と
同
時
に

人
は
臨
戦
態

に
入
る

そ
し
て

 
チ

リ
ン

 
と

コ
イ
ン
が
地
に

ち
る
と
同
時
に

 

キ
ン

キ
ン

 
手

と

と

刀
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
美
 

う
作
戦
ど
う
り
あ
ん
た
が

手
か

 
亜
狛

え

最
愛
の
妹
の
頼
み
な
ん
で

 
亜
狛
は
美
須
々
を
作
戦
ど
う
り
に
対

し
そ
し
て

 
風

今
の
一

を
受
け

め
る
か

 
耶
狛

え
ら
れ
て
る
か
ら

 
風
 

そ
う
か

 
耶
狛
は
風

と
対

し
た

 
亜
狛

お
り

り

り

り

 
亜
狛
は
ラ

シ

を
仕
掛
け
る

そ
れ
を
美
須
々
は
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美
 

い

小

 

ン

ン

ン

ン

 
全
部
迎
え
撃
ち

で
受
け

め
る

 
風

そ
ら

 
シ

ン

 
風

の

刀
の

ぎ

い
が
耶
狛
に
襲
い
か
か
る
が

 
耶
狛

⻑
さ
を

小

 
耶
狛
が
手
を
か
ざ
す
と
風

の

刀
が

小
し
た
結
果

 
風
 

な

 
邪
狛
に
は
当
た
ら
ず
空
を
斬

て
空

り
し
た
そ
れ
と
同
時
に

刀
が
元
に

る

 
風

お
前
も
能
力
も
ち
か

 
耶
狛

い
く
よ

 
今
度
は
耶
狛
が

撃
を
仕
掛
け
る

そ
れ
に
対
し
て

 
風

ち

 
シ

バ
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風

は
天
狗
の

を

げ
て
バ

ク
ス
テ

プ
を
と
る

だ
が

 
耶
狛

⻑
さ
を

大

 
突
然

の
⻑
さ
が
⻑
く
な
り
リ

チ
が

び
る

そ
し
て
そ
の
⻑
さ
は
風

に
あ
た
る

だ 
耶
狛

 
そ
し
て
⻑
さ
を

大
し
た

を
風

に
向
か

て

ぎ
は
ら
う
が

 
風

ま
だ
だ
な

 
天
魔
は

を

げ

力
の

を
無
視
し
た
か
の
よ
う
に
飛
び
上
が
る

 
耶
狛

飛
ん
だ
な
ら
飛
行

を

小

 
だ
が
し
か
し
耶
狛
の

小
は
風

に
は

か
な
か

た

 
耶
狛

何
で

 
風

無

だ
私
は
飛
ん
で
い
る
わ
け
で
は

 
な
い
か
ら
な

 
耶
狛

な
ら
何
で
飛
ん
で
ら
れ
る
の
よ

 
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
な
か

た
風

の
能
力
は

力
を

る
程
度
の
能
力

だ

こ
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れ
を

し
自
身
の

力
を
無

力
に
し
て
体
を

か
せ
た
の
だ

そ
し
て
耶
狛
は
こ
の
能
力
を

理
解
し
て
な
く
た
だ
単
に

で
飛
ん
だ
と
思

て
い
た

そ
の
せ
い
で

小
も

大
も
出
来
な
い

と
い
う
こ
と
だ

こ
れ
が

遊

を

小
な
ら
こ
れ
が

い
た
だ
ろ
う

な
ら
何

理
久
兎
の

記
憶
を
見
た

な
の
に
分
か
ら
な
か

た
か
そ
れ
は

 
理
 

へ

あ
れ
が
風

の
能
力
か

 
理
久
兎
も
分
か

て
い
な
い
か
ら
だ

そ
れ
も
そ
の
は
ず
天
魔
が
戦

て
い
る
姿
を
見
る
の
は

理
久
兎
も
今
回
が
初
め
て
な
の
だ

理
由
は
天
狗
の
仕
事
は
主
に
情
報
収
集
な
ど
を
任
せ
て
い
る

た
め
だ

そ
し
て
戦
闘
の
方
は
⻤
と
共
に
突

す
る
か
ら
と
い
う
の
が
理
由
だ

 
風

や
は
り
ま
だ
ま
だ
だ
な

 
耶
狛

ム

 
そ
し
て
今
度
は
亜
狛
へ
と
変
わ
る

 
亜
狛

お
り

 
美
 

ハ
ハ
ハ

 

ン

 
亜
狛
と
美
須
々
の

が
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
う



 第五章 運命は動き出す

 
亜
狛

や

り
力
が
あ
る
な

 
美
 

お
い
お
い
こ
れ
じ

満

出
来
な
い
ん
だ
が

 
亜
狛

な
ら
こ
れ
な
ら

 
ス
ン

 
亜
狛
は
美
須
々
の

面
に
向
か

て
上

り
を
い
れ
る
が

 
バ
シ
ン

 
美
 

か
な
い

 
美
須
々
は

で
亜
狛
の

り
を
ブ
ロ

ク
し
た

そ
し
て

 
美
 

も
う
少
し

え
な
小

 
バ
シ
ン

 
そ
の
ま
ま
ブ
ロ

ク
し
た

を
無
理
矢
理

げ
て
亜
狛
を
弾
き
飛
ば
し
た

 
亜
 

ク

 
そ
し
て
亜
狛
も
受
け
身
を
と

て
す
ぐ
に
態

を
整
え
る

 
亜
狛

な
ら
こ
れ
は
見
切
れ
る
か

 
そ
う

う
と
亜
狛
は
小
さ
い

け
目
を
作
り
出
し
た
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美
 

あ
れ
は

か
さ

き
彼
奴
等
が
こ
こ
に
来
る

 
時
に
見
か
け
た

け
目

 
亜
狛

は

 
そ
し
て
亜
狛
は
そ
の

け
目
に

を
突

込
ん
だ

す
る
と

 
ス
ン

 
美
 

な

 
突
然
美
須
々
の
前
に

け
目
が
現
れ
た
と
思
う
と
そ
こ
か
ら
亜
狛
の

が
飛
ん
で
き
た

だ

が 

シ
ン

 
美
 

中
々
面
白
い
術

い
や
能
力
だ
な

 
そ
れ
を
何
な
く

で
受
け

め
た

 
亜
狛

ち

 
亜
狛
は
す
ぐ
に

を
引

込
め
る

 
美
 

ら
ど
う
し
た

 
亜
狛

も
う
少
し
数
を
増
や
し
ま
し

う
か
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す
る
と
無
数
の

け
目
が
現
れ
る

 
美
 

成
る
程
こ
う
す
る
と
ど
こ
か
ら
来
る
か
分
か
ら

 
な
い

 
そ
う
い
わ

る

乱
だ

ど
こ
か
ら
来
る
か
分
か
ら
な
い

そ
し
て
亜
狛
は
自
分
の
近
く
に

け
目
を
作
り
出
し

 
亜
 

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

 
そ
の

け
目
に
向
か

て
ラ

シ

を
仕
掛
け
る
す
る
と
無
数
の

け
目
か
ら

 
ス
ン

ス
ン

ス
ン

ス
ン

ス
ン

ス
ン

 
無
数
の

が
降
り
注
ぐ

が

こ
ま
る
と

け
目
が
消
え
る
が
ま
た
亜
狛
が
作
り
出
す
の

作

を
し
つ
つ
殴
り
続
け
る
そ
れ
が
美
須
々
に
襲
い
か
か
る
だ
が
美
須
々
も
予
想
外
の
こ
と
を
す

る 
美
 

だ
が
な
小

お
前
と
は
年
季
が
違
ん
だ
よ

 

ン

ン

 
な
ん
と
地
面
を
殴
り

し
て

を
作
り
出
す
と
い
う
暴

に
出
た
の
だ

そ
の
せ
い
で

で

ま
れ
た
た
め
に
美
須
々
に

撃
を
当
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
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亜
狛

や
り
ま
す

 
美
 

ハ
ハ
ハ
小

に
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
か
ら

 
と

戦
闘
を

り

げ
て
い
る
と

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

そ

ち
も

戦
か

 
耶
狛
が
亜
狛
の
近
く
に
や

て
来
る

そ
し
て
あ

ち
も

 
風

ふ

 
天
魔
は
美
寿
々
の

に
立
つ

 
美
 

天
魔
ど
う
だ
い
あ
の

ち

ん
は

 
風

中
々
の
戦
い
ぶ
り
で
す

正
直
手
加
減
し
て

 
い
る
い
と
は

え
こ
こ
ま
で
戦
え
て
い
ま
す

 
耶
狛

も

撃
が
お
互
い
に
決
定
だ
が
な
い
ん
だ
も
ん

 
亜
狛

そ
う
か

な
ら
耶
狛
次
で
一
気
に
決
め
る

 
マ
ス

か
ら
は
殺
す
気
で
や

て
も
良
い
と
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わ
れ
て
い
る
か
ら
な

 
耶
狛

了
解
お
兄
ち

ん

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
今
出
せ
る
妖
力
を

界
に

出
す
る

 
美
 

な
ら
私
ら
も
お
前
達
に
実
力
の

を
教
え
て

 
や
ろ
う

 
風

こ
こ
に
戦
い
を
挑
ん
だ
こ
と
を
後

し
ろ

 
美
寿
々
と
風

も
妖
力
を

出
す
る

そ
し
て

人
は
そ
れ

れ
の
奥
義
を

つ
体
制
を
と

る 
耶
狛

行

け

百
狼
の

れ
よ

 
風

天
を

て
方
天
画

 
美
 

⻤
神
奥
義
完
全

 
亜
狛

神
狼
の

殺

 
手
加
減
も

え
た

つ
の
奥
義
が
ぶ
つ
か
り
合
う
そ
う
な
れ
ば

も
と
ん
で
も
な
い
こ
と

に
な
る

 
紫
 

な

不
味
い
わ
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ゲ
ン

 
文
 
 

 
は
た

ど
う
し
よ

ど
う
し
よ

 
天
狗

あ
れ
は
ま
ず
い

 
天
狗

く
そ
帰
れ
た
ら
あ
の
本
を
読
み
た
か

た

 
そ
う

も
が
も
う

メ
だ
と
そ
う
思

た
だ
ろ

だ
が
そ
の

発
は
起
こ
る
こ
と
は
な
か

た

何

な
ら
ば

 

 

は
い

そ
こ
ま
で

 
バ

ン

 

か
の
掛
け

と
共
に

人
の
大
技
と
妖
力
が
す
べ
て
淡
い
光
の
玉
の

に
な
り
上
空
に

散
し
な
が
ら
飛
ん
で
い

た
か
ら
だ

 
亜
狛

な

 
耶
狛

私
の
技
が

 
風

こ
れ
は
い

た
い

 
美
 

ん

今
の

て
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天
狗

助
か

た

の
か

 
文
 

危
な
か

た

 
は
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

 
皆
は
助
か

た
事
に

い
て
い
た

そ
し
て
は
た
て
は
安
心
し
た
せ
い
か

て
い
た

 
ゲ
ン

こ
れ
は
い

た
い

が

 
紫
 

ど
う
や
ら
や

と
姿
を
表
し
た
み
た
い

 
と

紫
が

う

そ
う
こ
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を

め
た
人
物
は
読
者
様
も
分
か
る
通
り

 
紫
 

出
て
き
た
ら
ど
う
で
す
か
御
師
匠
様

 
全
員

え

 
理
 

や

り
紫
ち

ん
に
は
お
見
通
し
か

 
そ
の

葉
と
共
に
無
数
の
淡
い
光
の
玉
の
中
か
ら
現
れ
た
の
は
現

進
行

で
旅
に
出
て
い
て

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
に
こ
の
山
に
戦
う
よ
う
に
け
し
か
け
た
神

そ
う
現
妖
怪
総
大
将
の
理
久
兎

だ

た



 第 話 帰還せし理の神

 
第

話
 
帰
還
せ
し
理
の
神

 
こ
の
場
の
全
員
は
今
目
の
前
で
起
き
た
事

そ
し
て
理
久
兎
が
帰

て
き
た
事
に
目
を

て

い
た

そ
し
て
そ
の
中
で
先
に
紫
が
理
久
兎
に

を
掛
け
る

 
紫
 

や

と
出
て
き
ま
し
た
か
御
師
匠
様
そ
し
て
こ
れ

 
は
何
の
真

か
し
ら

 
全
員

へ

 
ど
う
や
ら
紫
の
発

に
全
員
が

い
て
い
る
よ
う
だ

 
美
 

紫
ど
う
い
う
こ
と
だ

 
風

し
く
教
え
て
下
さ
い

 
ゲ
ン

え

え

 
紫
 

そ
こ
の

人
は
御
師
匠
様
の
使
い
魔
も
し
く
は

 
式
神
の

い
で
す
よ
わ
よ

 
と

う
が
実

は
神
使
だ
が
そ
こ
は

え
て

わ
な
い
で
式
神
で
合
わ
せ
よ
う
と
思

た

だ
が
紫
の

葉
を
聞
き
場
は
騒
然
だ



 第五章 運命は動き出す

 
美
 

な

ど
う
い
う
こ
と
だ
理
久
兎

 
風

何

理
久
兎
殿
が

 
ゲ
ン

総
大
将
説
明
し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

ハ
ハ
ハ

因
み
に
紫
そ
の
理
由
は

 

い
な
が
ら
理
由
を
聞
く

そ
れ
に
つ
い
て
紫
は
話
し
た

 
紫
 

簡
単
で
す
ま
ず
こ
の

人
が

た

葉
フ

ア

対
等

 

神

こ
れ
は
御
師
匠
様
が

番
に

え
る
事

 
そ
し
て
何
よ
り
も

と
も
な
証
拠
と
し
て
は
こ
の

 

人
か
ら
若

に
で
す
が
御
師
匠
様
の
妖
力
を
感

 
じ
ま
し
た

に
こ
の

人
は
御
師
匠
様
の
使
い
魔

 
も
し
く
式
神
の

い
と
予
想
し
ま
し
た
わ

 
紫
は
聞
い
た
こ
と
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が

出
し
て
い
る
力
も
見

た
の
だ

こ
れ
に
は
も

う

う
し
か
な
い

 
理
 

ハ
ハ
ハ

流

だ
よ
ま

た
く
そ
の
通
り
だ

 
美
 

な
ん

だ
と
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風

ど
う
り
で
戦
い
方
も
少
し

て
い
る
の
か

 
紫
 

で
も
気
が
か
り
な
の
は
こ
の

人
を
ぶ
つ
け
て

 
御
師
匠
様
は
何
が
ど
う

に
感
じ
る
の
か
が
私

 
に
は
分
か
ら
な
い
で
す
わ

だ
か
ら
教
え
て

 
も
ら
え
ま
す

 
聞
い
て
い
る
と
昔
と
だ
い
ぶ
口
調
が
変
わ

た
な
と
思
い
つ
つ
も
そ
の
理
由
を
話
し
た

  
理
 

良
い
よ
教
え
よ
う
理
由
は

て
シ
ン
プ
ル
だ

 
約

年
の
月
日
の
中
で

ら
が
ど
れ
だ
け
成
⻑

 
出
来
た
の
か
を
見
る
た
め
と
こ
の
子
達
の
実
力
を

 

る
た
め
だ
よ

 
美
 

つ
ま
り
私
達
の
実
力

定
と
い

た
所

て
事
で

 
良
い
ん
だ
よ
な

 
理
 

そ
の
通
り
さ

 
風

ま
た
ま
ど
ろ

こ
し
い
で
す



 第五章 運命は動き出す

 
そ
う

う
が

度
良
い
ぐ
ら
い
に

定
が
し
や
す
い

そ
の
た
め
挑
ま
せ
た
の
だ

 
ゲ
ン

何
だ
一

総
大
将
が

に
な

た
か
と
思

ち

 

た
よ

 
理
 

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
さ
ゲ
ン

イ

 

な

え
に

む

 
紫
 

理
由
は
わ
か

た
わ

 
理
 

幻

し
た
か

 
目
を

り
な
が
ら
そ
う

え
る
紫

そ
れ
を
見
て
自
分
も
し
か
し
た
ら
幻

さ
れ
た
と
思
い
聞

い
て
み
る
と
紫
は
楽
し
そ
う
に

 
紫
 

い
え
そ
の

に
御
師
匠
様
ら
し
く
て

ふ
ふ

 
お
帰
り
な
さ
い
御
師
匠
様

 
理
 

そ
う
か

た
だ
い
ま
紫

お

と
そ
う
だ

た

 
こ
の
子
達
の

す
る
な
亜
狛

耶
狛

 
そ
う

う
と

人
は
理
久
兎
の
そ
ば
ま
で
一

で
近
づ
く

 
亜
狛

先
程
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
私
は
さ

き



 第 話 帰還せし理の神

 
も
名

た
通
り
亜
狛
で
す

 
耶
狛

で

私
が
妹
の
耶
狛
だ
よ

 
美
 

そ
う
か
よ
ろ
し
く
な

そ
れ
か
ら
理
久
兎
次
は

 
し

か
り
説
明
を
く
れ
よ

 
理
 

い
や

悪
か

た

 
こ
れ
に
は
も
う

い
し
か
出
来
な
い

 
美
 

そ
れ
と
中
々
良
い

だ
こ
れ
か
ら
も

進
し
ろ

 
よ

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
美
須
々
さ
ん

 
風

や
れ
や
れ
理
久
兎
殿
は
本
当
に
度
が
過
ぎ
る

 
ま

た
く
そ
れ
と
先
程
は
私
も
悪
か

た

 
そ
の
す
ま
な
か

た
な

 
耶
狛

気
に
し
な
い
で
私
達
も
説
明
も
少
な
い
の
に

 
戦

ち

た
か
ら

 
風

そ
れ
は
助
か
る



 第五章 運命は動き出す

 
と

風

と
耶
狛
は
仲
直
り

を
し
た

 
紫
 

フ
フ
よ
ろ
し
く

人
共
八
雲
紫
よ

 
亜
狛

え

知

て
ま
す
よ

 
耶
狛

マ
ス

か
ら
聞
い
て
る
か
ら

 
ゲ
ン

で

俺
が
河
童
の
河
城
ゲ
ン

イ
だ
よ
ろ
し
く

 
亜
狛

こ
ち
ら
こ
そ

 
耶
狛

う
ん

 
と
こ
う
し
て
大
ま
か
な

が
終
わ
る

そ
し
て
何
時
も
の
定
番
の
事
を
し
よ
う
と
思

た

 
理
 

さ
て
と
お
土
産
買

て
き
た
か
ら
そ
れ
で
皆
で

 
宴
と
し

れ
こ
も
う
か

 
美
 

理
久
兎

酒
は
あ
る
か

 
理
 

あ
る
よ

論

し
か
も
こ
の

じ

見
な
い

 
酒
を
土
産
で
買

て
き
た
よ

 
美
 

よ

し

 
こ
れ
に
は
美
寿
々
は
大
喜
び
だ

そ
し
て
文
と
は
た
て
が
飛
び
出
て
き
て
風

の
元
に
来
る



 第 話 帰還せし理の神

と 
文
 

風

天
魔
様

私
は
萃
香
さ
ん
達
に
知
ら
せ
て

 
き
ま
す

 
風

う
ん
頼
ん
む

文

 
そ
う

う
と
文
は

と
飛
び
立

た

 
は
た

私
は
と
り
あ
え
ず
下
の
天
狗
を
起
こ
し
て
き
ま

 
す

 
風

あ

そ
う
し
て
や

て
く
れ
は
た
て

 
は
た
て
も
ま
た

と
飛
び
立

た

 
理
 

さ
て
と
紫
ち

ん
酒
を
飲
む
か

 
紫
 

え

 
と

で

う
が
ふ
と
気
に
な
る
こ
と
が
ず

と
あ

た
た
め
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

所
で
口
調
変
わ

た

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

こ
の
方
が

が
あ
る
の
で

 
ふ
ふ



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

そ
う

な
の
か

 
紫
 

お
か
し
い
で
す
か

 
理
 

い
や
良
い
と
思
う
よ

 
紫
 

そ
う
あ
り
が
と
う
御
師
匠
様

 
紫
の

を
見
な
が
ら
天
魔
の

へ
と
上
が
る

か
く
し
て
理
の
神
使
の
戦
い
は
幕
を
閉
じ

た
の
だ

た



 第 話 宴会の準備

 
第

話
 
宴
会
の
準
備

 
現

天
魔
の

で
は

 
美
 

な

な

理
久
兎

酒
を

 
理
 

ま
だ
待

て
ろ

て

 
今
理
久
兎
達
は
萃
香
達
を
待

て
い
る

そ
し
て
美
須
々
は

く
理
久
兎
が
買

て
き
た
お
土

産
の
酒
を
飲
み
た
い
ら
し
く
子

の
よ
う
な
目
で
見
て
く
る

 
美
 

大
和
の
国

外
の
酒
を
飲
め
る
な
ん
て

 

ル
リ

く
飲
み
て

 
よ
だ
れ
を
た
ら
し
て
ま
で
も
飲
み
た
い
ら
し
い

こ
れ
に
は
風

も
半
分
程

れ
て
い
た

 
風

あ

こ
の
美
須
々
様
は
何
を

て
も
無

 
だ
な

 
ゲ
ン

ま

で
も

か
に
自
分
も
少
し
気
に
な
る

 
紫
 

フ
フ
フ
楽
し
み

 
亜
狛

美
須
々
さ
ん
そ
の
酒

中
々
美
味
で
す
よ



 第五章 運命は動き出す

 
耶
狛

私
も
飲
ん
だ
け
ど
フ
ル

テ

だ
よ

 
美
 

マ

か
よ

マ

で
気
に
な
る

 
理
 

だ
か
ら

待

て
ろ

て

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
美
寿
々
を

え
て
い
る
と

 
バ

ン

 
と

が

い
よ
く
開
き
そ
こ
か
ら
懐
か
し
き
メ
ン
バ

が
や

て
来
た

 
萃
香

理
久
兎
が
帰

て
き
た

た

て
本
当

 
勇
儀

そ
の
理
久
兎
は
ど
こ
だ

 
華
扇

み
ん
な

い
わ

 
狼

あ
の
ク
ソ
大
将

ま
た
俺
ら
を
は
め
や
が

た

 
な

ぶ
ん
殴

て
や
る

 
は
た

ち
着
い
て
狼

さ
ん

 
は
た
て
は
狼

を

ル
ド
し
な
が
ら

ぶ

 
文
 

あ
や
や
や
白
狼
天
狗
が
総
大
将
を
殴
る

 
こ
れ
は
い
い
記
事
書
け
そ
う
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こ
う
し
て

ん
な

性
豊
か
な
メ
ン
バ

が
集
ま

た

 
理
 

よ

皆
元
気
そ
う
だ
な

 
萃
 

あ

理
久
兎
も
変
わ
ら
な
い

 
理
 

俺
は
変
わ

た
と
こ
ろ
は
な
い
よ
萃
香
は
全
然
変
わ

 
ら
な
い
な
身
⻑
が

 
萃
香

な
ん
か
悪
口

わ
な
か

た

 

と

方
を
見
て
く
る

別
に
悪
口
で

た
訳
で
は
な
い

 
理
 

い

や
何
に
も
い

て
な
い
よ

 
と

た
そ
の
時

ル
ド
さ
れ
て
い
た
狼

が

ル
ド
を

け
て

方
へ
と
や

て

来
た

 
狼

お
い
ゴ
ラ
大
将

頭
出
せ

 
理
 

い
や

悪
か

た
わ
ん
わ
ん
お

 
亜
狛

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い

ン
ち

ん

 
亜
狛
は
し

か
り
謝
る
が
理
久
兎
と
耶
狛
は

い
な
が
ら
謝
る



 第五章 運命は動き出す

 
狼

お
前
ら
特
に
そ
こ
の

人
は
反

し
て

 
だ
ろ

 
理
 

反

は
し
て
い
る
が
後

は
し
て
な
い

 
耶
狛

て
へ

ろ

 
亜
 

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
狼

反

し
て
い
る
の
は
こ
の
子
だ
け
か
よ

 
も
う
狼

さ
ん
は

目
で
あ
る

 
理
 

い
や
悪
か

た
ふ
ざ
け
す
ぎ
た

 
耶
 

か
な
い
で
よ
狼

さ
ん

 
亜
 

す
み
ま
せ
ん
本
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
狼
 

ぐ

次
か
ら
気
を
つ
け
ろ
よ

 
意
外
に
も

し
い
狼

さ
ん

し

か
り
と
謝
る
と
許
し
て
く
れ
る

す
る
と
華
扇
が

問
し

て
き
た

 
華
扇

と
こ
ろ
で
そ
の
子
達
は

 
亜
狛

申
し

れ
ま
し
た
私
理
久
兎
様
の
使
い
魔
の
よ
う
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な
も
の
を
し
て
い
る
亜
狛
と

い
ま
す
お
見
知
り

 
お
き
を
で
こ
ち
ら
が
私
の
妹
の

 
耶
狛

同
じ
く
使
い
魔
的
な
耶
狛
で

す

よ
ろ
し
く

 
と

人
は
自

を
す
る

 
華
扇

こ
れ
は
ご

に
ど
う
も

私
は

 
耶
狛

華
扇
ち

ん
だ
よ

 
華
扇

な

ま
だ
名
前
を

て
な
い
の
に
ど
う

 
し
て

 
理
 

そ
れ
は
俺
が
教
え
て
る
か
ら

 
と
は

う
が
実

は
記
憶
を
見
せ
た
だ
け
だ

一

そ
の
説
明
を
す
る
と
華
扇
は

れ
な
が
ら

 
華
扇

ま

そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
よ

 
そ
う
し
て
い
る
と
勇
儀
は
ま
じ
ま
じ
と
亜
狛
を
見
て

 
勇
儀

に
し
て
も
お
前
強
そ
う
だ
な

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

 
美
 

勇
義
こ
い
つ
は
中
々
の

材
だ

戦

て
私



 第五章 運命は動き出す

 
が
感
じ
た
ら
か
ら
な

 
勇
儀

本
当
か
い

な
ら
も
う

戦
や
ろ
う
か

 
亜
狛

い
や
今
日
は
も
う
無
理
で
す

 
勇
儀

そ
う
か
い

 
勇
儀
は
し

ぼ

ん
と
す
る
の
だ

た

一
方
耶
狛
の
方
は
と
い
う
と

 
耶
狛

風

ち

ん

 
風

ち

ち

ん

せ
め
て
ち

ん

け
は

 
耶
狛

え

や
だ
よ

風

ち

ん
で
決
定

 
風

な

だ

 
ち

ん
つ
け
を
決
定
さ
れ
風

は

を

く
さ
せ
る

そ
れ
を
見
て
い
た
文
と
は
た
て
は

い

そ
う
に
な

て
い
た

 
文
 

プ

ク
ク
ク

風

ち

ん

 
は
た

ク

ク
ク
ク
風

ち

ん

ク

ク
ク
ク

 
風

文

は
た
て

 
こ
れ
に
は
も
う
風

は
お
怒
り
だ
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文
 

な

な
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん

 
は
た

て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
か
ら

 
耶
狛

あ
れ

何
で

人
は
謝

て
る
の
か
な

 
だ
が
耶
狛
に
は
怒
ら
れ
て
い
る
理
由
が
よ
く
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

そ
ん
な
光

を

め
て
い

る
と

 
勇
狛

所
で
理
久
兎

土
産
は
あ
る
か

 
土
産
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

そ
れ
は

論
あ
る

 
理
 

論
あ
る
よ
ち

ん
と

で
も

の
皆
に
は

 
内

で

処
に
い
る
メ
ン
バ

の
分
は

別
で

 
買

て
き
て
あ
る
ん
だ
よ

 
そ
う

い
断
罪
神
書
を
開
い
て

々
な
土
産
を
取
り
出
し
た
結
果
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
こ
れ

を
見
た

こ
の
場
に
い
る
亜
狛
と
耶
狛

外
の
反

は

 
全
員

ど
れ
だ
け
あ
る
ん
だ
よ
の
よ

 
と

い
た
く
な
る
ぐ
ら
い
多
か

た

も
う
土
産
が
積
み

な

て
山
に
な

て
い
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
今
い
る
メ
ン
バ

は
こ
の
中
か
ら



 第五章 運命は動き出す

 

き
な
の

つ
選
ん
で

て

 
紫
 

え

と

つ
ま
り

き
な
物
を
選
ん
で
良
い
と

 
理
 

う
ん

こ
の
メ
ン
バ

は
特
に
世
話
に
な

て

 
い
る
し

後
こ
の
事
は
さ

き

た
け
ど

 
の
皆
に
は
内

だ
よ

 
紫
 

そ
う

そ
れ
な
ら
皆
さ
ん
御
師
匠
様
が
そ
う

 

て
い
る
こ
と
だ
し
内

で
選
ば
せ
て

い

 
ま
し

う

 
紫
の

葉
に
皆
は

く

す
る
と
美
寿
々
は
心

し
て
な
の
か

 
美
 

な

理
久
兎
こ
れ
を
選
ん
だ
ら
酒
が
選
べ
な
く

 
な
る
何
て
な
い
よ
な

 
理
 

安
心
し
て
く
れ
酒
は
全
員
に

る
か
ら

 
そ
こ
ま
で
し
た
ら
流

に
⻤

生
だ

そ
こ
ま
で
ド

チ
で
は
な
い

 
美
 

そ
う
か

な
ら
皆
選
ぶ

 
萃
香

お



 第 話 宴会の準備

 
勇
儀

私
が
気
に
入
り
そ
う
な
物
は
あ
る
か

 
華
扇

え

と

な
ら
お

葉
に

え
て

 
風

な
ら
我
も
選
ば
せ
て
も
ら
う
と
す
る
か
行
く

 
文

は
た
て

狼

 
文
 

わ

か
り
ま
し
た

 
は
た

何
に
し
よ
う

 
狼

ま

然
と
し
な
い
が
悪
い
気
も
し
な
い
な

 
ゲ
ン

で
は
総
大
将
選
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
紫
 

フ
フ

御
師
匠
様
私
も
選
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
理
 

い

て
き
な
さ
い

 
そ
う
し
て
こ
の
場
の
皆
は
土
産
の
山
か
ら
選
ぶ
の
だ

た

だ
が
そ
れ
を
見
た
耶
狛
は

 
耶
狛

マ
ス

私
達
も

 
と

う
が
そ
れ
で
は
お
土
産
で
は
な
い

 
理
 

お
前
ら
が

た
ら
お
土
産
じ

な
い
だ
ろ

 
亜
狛

ま

か
に

諦
め
ろ
耶
狛



 第五章 運命は動き出す

 
耶
狛
 

 
耶
狛
は
し

ぼ

ん
と
し
て
し
ま
う
の
だ

た

こ
う
し
て
こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ

は
理
久

兎
か
ら
の
お
土
産
を

た
因
み
に
皆
は
何
を

た
か
と
い
う
と

紫
扇
子

美
須
々

の

に
着
け
る
ア
ク

サ
リ

風

何
か
の
設
計

萃
香

と

の
リ
ボ
ン

勇
義

動
き
や
す
い
服
後
の
体

服

華
扇

の
ア
ク

サ
リ

文

年

は
た
て
ア

ロ
マ
オ
イ
ル

狼

か
ん
ざ
し

ゲ
ン

イ
不
思
議
な

と
各
々
は

う

 
理
 

皆

た

 
紫
 

そ
の
よ
う
で
す
わ

 
文
 

と
こ
ろ
で
理
久
兎
さ
ん
そ
の

は

 
と

文
が
聞
い
て
く
る
が
そ
れ
を
見
た
美
寿
々
は

で

く
嬉
し
そ
う
に

 
美
 

お

と
そ
う
だ

た
喜
べ

理
久
兎
が
外
の

 
酒
を
買

て
き
て
く
れ
た

 
華
扇

い
喜
び
よ
う

美
須
々
様

 
子

の
よ
う
に
は
し

ぐ
美
寿
々
に

い
を
し
な
が
ら
華
扇
は

く

 
は
た

で
も
外
の
酒
か



 第 話 宴会の準備

 
文
 

う
ん
気
に
な
る
わ

 
萃
香

く
飲
も
う
よ

 
勇
儀

だ
な

 
も
う
皆
は
飲
む
気
満
々
だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば

の
妖
怪
達
は

 
文
 

も
う
み
ん
な
外
で
待

て
ま
す
よ

 
理
 

え

そ
う
な
の

な
ら
い
く
か

 
そ
う
い

て
理
久
兎
は
達
は
外
に
出
る

す
る
と

 
⻤
 

大
将

お
帰
り

 
⻤
 

お
帰
り
大
将
あ
ん
た
の
帰
還
ま

て
た

 
天
狗

や

と
帰

て
き
た
か

 
天
狗

ア
ハ
ハ
風
来

が
帰

て
き
た

 
河
童

大
将
お
帰
り

 
河
童

あ
ん
た
が
い
な
い
間
俺
ら
は
元
気
に
や

て

 
た



 第五章 運命は動き出す

 
妖
怪

お

あ
れ
が

の
大
将
か

 
妖
怪

や
だ

結

イ

メ
ン

 

々
な
妖
怪
達
に
お
帰
り
と
祝

さ
れ
て
た
り
見
た
こ
と
の
な
い
妖
怪
達
に

々
と

わ
れ

た

し
か
し
懐
か
し
い
空
気
だ

 
理
 

あ

お
前
ら
た
だ
い
ま

さ
て
と
皆
で
酒
を

 
飲
む

 
全
員

オ

 
今
夜
は
活
気
に

れ
そ
し
て
皆
理
久
兎
の
持

て
き
た
酒
を
お
お
い
に
楽
し
む
こ
と
に
し
た
の

だ

た



 第 話 理久兎が語る昔話

 
第

話
 
理
久
兎
が
語
る
昔
話

 
今
現

天
狗
の
里
で
は

々
な
妖
怪
達
で

わ

て
い
る
そ
れ
も
そ
の
は
ず
理
久
兎
が
帰

て

き
た
こ
と
に
よ
る
宴
が
開
か
れ
て
い
た

 
⻤
 

ハ
ハ
ハ
ハ

 
⻤
 

う
め

 
天
狗

ア
ハ
ハ
ハ

 
天
狗

楽
し
い
な

よ

 
河
童

で
す

 
河
童

も

と
ぐ
び
ぐ
び
行
こ
う

 
等
々

々
な
妖
怪
達
が
騒
い
で
い
る
中
で

 
美
 

ゴ
ク

ゴ
ク

ゴ
ク

プ
ハ

 
う
ま
い

 
萃
香

こ
れ
は
飲
ん
だ
こ
と
の
な
い
酒
だ
よ

 
勇
儀

も
い
い
が
こ
れ
も
い
い
な



 第五章 運命は動き出す

 
⻤
達
は
楽
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
る
が
特
に
こ
の

人
が
一
番
楽
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
た

 
理
 

お
い
お
い
も

と
大
事
に
飲
め
よ

 
風

で
も
聞
い
た
と
う
り
フ
ル

テ

だ
な

 
紫
 

珍
し
い
お
酒
で
す
わ

 
ゲ
ン

果
実
の
味
が
す
る

 
ち
な
み
に
今
自
分
達
が
飲
ん
で
い
る
の
は

イ
ン
だ

本
当
に
現
代
で
い
う
イ

リ
ア
か
ら

買

て
き
た
代
物
だ

因
み
に
買

た

の
合
計
数
は
ざ

と
１
０
０
０

近
く
だ

そ
れ
を

う
お
金
が
少
し

り
な
く
な
り
し

う
が
な
く

山
に
行

て
金
を
発
掘
し
て
き
た
の
は
良
い
思

い
出
だ

 
文
 

中
々
美
味
な
味
で
す

 
は
た

本
当

 
耶
狛

プ
ハ

た
ま
ら
ん

 
亜
狛

耶
狛
程
々
に
な

 
亜
狛
が
耶
狛
に
注
意
し
て
い
る
一
方
で
理
久
兎
は
自
分
達
の
上
で
輝
く
満
月
を
見
て
い
た

 
理
 

今
日
は
満
月
か



 第 話 理久兎が語る昔話

 
紫
 

ど
う
し
た
の
で
す
か
御
師
匠
様

 
理
 

ん

あ

月
が
綺

だ
な
と

 
紫
 

は

 
理
 

そ
う
だ
み
ん
な
に
ち

と
し
た
お
話
を
し
て
や
る

 
よ

今
日
は
特
別
だ
か
ら

 
そ
う

う
と
理
久
兎
の

り
で
酒
を
飲
ん
で
い
た
皆
は

 
美
 

ど
ん
な
話
だ

 
風

 
・
・

 
ゲ
ン

何
を
話
し
て
く
れ
る
ん
だ
い
総
大
将

 
萃
香

お

大
将
が
自
ら
ど
ん
な
話
を
し
て
く
れ
る
の

 
か
な

 
勇
儀

面
白
い
の
を
頼
む
よ
理
久
兎

 
華
扇

ど
ん
な
話

 

り
に
い
る
全
員
は
自
分
の
話
に
聞
き
耳
を
た
て
る
と
自
分
は
話
し
出
し
た

 
理
 

俺
ら
の
上
に
輝
く
月
は
分
か
る
よ



 第五章 運命は動き出す

 
美
 

ま

な

 
風

え

そ
れ
は
分
か
り
ま
す
よ

 
ゲ
ン

そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ
い

 
理
 

あ
の
月
に
人
が
住
ん
で
い
る

と

た
ら

 
ど
う
思
う

 
理
久
兎
が
聞
く
と
皆
の
反

は
楽
し
そ
う
に

え
る
者
も
い
れ
ば

を
し
か
め
る
者
も
出
て
く

る 
紫
 

そ
れ
は
幻
想
的
な
話

 
美
 

か
に
な

 
風

う

ん
な
ん
と
も

え
な
い
な

 
ゲ
ン

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん

 
萃
香

か
に

 
勇
儀

に
住
ん
で
い
る
と
し
て
そ
れ
が
ど
う
か
し
た

 
の
か

 
華
扇

そ
う
よ

・
・



 第 話 理久兎が語る昔話

 
ど
う
か
し
た
の
か
と

わ
れ
更
に
話
を
続
け
て
い
く

 
理
 

な

に
昔
聞
い
た
話
だ
よ
あ
の
月
に
は
古
代
人
が

 
住
ん
で
い
て
そ
し
て
そ
の
者
達
は
高
度
な
技
術
と

 
不
死
に
近
い
生
を
持

て
い
る
か
ら
何

と
生
き

 
て
い
る

て

 
今
の
話
を
聞
い
た
全
員
は

く
だ
が

い
た

 
美
 

て

 
風

あ
り
え
な
い
な

 
紫
 

本
当

 
理
 

で

今
か
ら
話
す
の
が
そ
の
時
に
い
た
月
の

 
住
人
達
を
救

た
と
さ
れ
る
男
の
話
だ
よ

 
と
昔
の
自
分
の
活

を
昔
話

く
話
そ
う
と
思

た

だ
か
ら
上
記
の
事
は
そ
の
前
ぶ
り

だ 
萃
香

中
々
面
白
そ
う
だ

 
勇
儀

う

く
聞
か
せ
ろ
よ



 第五章 運命は動き出す

 
文
 

記
事
の
材
料
に
な
る
か
も

 
は
た

ま

た
く
文
は

 
理
 

じ

話
す
な

昔
々

 
理
久
兎
は
自
身
の
体
験
し
た
話
を
昔
話
風
に
そ
し
て
自
身
の
こ
と
を

し
く
は
語
ら
ず
あ
る
男

が
い
た
そ
の
男
が
月
の
⺠
を
救

た
と
結

簡

に
語

た

 
理
 

そ
し
て
そ
の
男
は
そ
の
女
性
と
の
約
束
を

り

 

人
こ
の
地

に

て
妖
怪
達
と
戦

た
と

 
さ
れ
て
い
る

 
紫
 

御
師
匠
様

そ
の
後
妖
怪
達
と
戦

た
そ
の

 
男
性
は
ど
う
な

た
の
か
し
ら

 
理
 

か

そ
の
月
の
住
人
達
の
高
度
な
技
術
で

 
作

た
全
て
を
無
に
返
す
光
の

に

き
こ
ま

 
れ
て
死
ん
だ
と
さ
れ
い
る

だ
よ

 
あ
の
原
子

弾
の

い
思
い
出
を
語
る

実

に
原

投
下
で
本
当
に

回
理
久
兎
は
死
ん

で
い
る
た
め
バ
カ
に
出
来
な
い
火
力
だ



 第 話 理久兎が語る昔話

 
美
 

な
ん
と
も
ま

幻
想
的
な
話
だ
な

 
風

で
も
そ
の
男
が
生
き
て
い
た
ら
い

た
い
年

 
は
い
く
つ
な
ん
だ
の
話
だ
な

 
華
扇

本
当

 
と

て
い
る
中

心
で
は

 
理
 
も
う

回
ぐ
ら
い
死
ん
で
か
ら
は
数
え
て
な

 
い
よ
風

え
な
の
は
分
か
る
け
ど
さ

 
自
分
は
心
で

く

今
の
現
状
で
年

が

つ
か
何
て

な
が
ら
も
う
分
か
ら
な
い
が

定

で

え
な
の
は
間
違
い
な
い

 
ゲ
ン

高
度
な
技
術
か

自
分
と
し
て
は

と
も

 
見
た
い
も
の
な
ん
だ
が
な

 
理
 

で
も

聞
い
た
話
だ
と
そ
の
月
の
住
人
達
は
昔
に

 
比
べ
る
と
そ
の
す
ご
い
技
術
を
更
に
進
化
さ
せ
て

 
い
る

だ

に
挑
ん
で
も
負
け
る
と
思
う
よ

 
て
か
そ
れ

前
に
ま
ず
月
へ
の
進
行
は
俺
が
断
固



 第五章 運命は動き出す

 
と
し
て
許
さ
な
い
け
ど

 
紫
 

ど
う
し
て
で
す
か

 
理
 

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
敗
北

定
だ
か
ら

 
自
分
は
そ
う
い
う
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
建
前
だ

本
当
は
昔
に
世
話
に
な

た
事
な
に
よ
り

も
月
読
が

治
す
る
国
の
た
め
伯
父
と
し
て

惑
は
か
け
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本
心
だ

 
美
 

私
ら
や
理
久
兎
が
い
て
も
勝
て
な
い
の
か

 
理
 

う
ん
無
理
だ

 
風

ど
ん
な
強
さ
な
ん
だ

 
ま
ず
自
分
は
絶
対
に
月
へ
の
戦
い
に
は

加
し
な
い

そ
の
た
め

定
で
妖
怪
組
が
負
け
る
だ

ろ
う

自
分
が
い
た
ら
ま
だ
分
か
ら
な
い
が

 
理
 

と
り
あ
え
ず
話
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
か
な
て

 

て
る
し

 
亜
狛
と
耶
狛
を
見
る
と

 
亜
 

グ

グ

 
耶
 

ス

ス

ス



 第 話 理久兎が語る昔話

 

人
は
酔
い
つ
ぶ
れ
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

て
い
た

そ
し
て

の
妖
怪
達
も

 
⻤
達

グ

グ

 
天
狗

ス

ス

 
河
童

む
に

む
に

 
全
員

れ
た
の
か
そ
れ
と
も
酔
い
つ
ぶ
れ
た
の
か
理
由
は
そ
れ

れ
だ
ろ
う
が
皆
眠

て
い

た

す
る
と
美
須
々
が
突
然
騒
ぎ
だ
し
た

 
美
 

何
て
こ

た

気
づ
い
た
ら
酒
が
も
う

 
美
須
々
は
空
に
な

た
酒

の
中
身
を
見
て
絶
望
し
た

 
風

あ

本
当
で
す

 
風

も

の
た
め
に
中
を

く
と
酒
が
す

か
ら
か
ん
に
な

て
い
た

そ
し
て
そ
の

報

を
聞
い
て

 
萃
香

そ
ん
な

 
勇
儀

話
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
た

生

 
萃
香
と
勇
義
は

ク
リ
と

を
つ
い
て

し
そ
う
に

く

そ
れ
を
見
て
い
た
⻤
の
中
で
も

常

人
の
茨

は
頭
を

さ
え
て



 第五章 運命は動き出す

 
華
扇

良
い
話
だ

た
の
に
こ
の

人
の
せ
い
で
も
う

 
台
無
し

 
華
扇
の

う
通
り
だ

自
分
も

人
を
見
て

れ
返

て
い
る
と

の
皆
も

 
ゲ
ン

話
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
た
な

 
文
 

あ
や
や
や

 
は
 
た
美
味
し
か

た
の
に
な

 
と
ち

と
ば
か
り
か

だ
と
思

て
い
た

だ
か
ら
仕
方
な
く

の
た
め
に
と

し
て

お
い
た
酒
を
出
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ

 
全
員
 
・
・

 
そ
う

い
断
罪
神
書
か
ら
ま
た
い
く
つ
か
の
酒

イ
ン
を
取
り
出
し
た

 
理
 

俺
の
話
に

き
合

て
く
れ
た
ん
だ
お
礼
は

 
す
る
よ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
全
員
主
に
大
酒
飲
み
の

人
は

に
な

た

 
美
 

理
久
兎

気
が
き
く
な



 第 話 理久兎が語る昔話

 
萃
香

あ
り
が
と
う
理
久
兎

 
勇
儀

よ

し

ま
た
飲
め
る

 
そ
う

て
い
る
と
風

は
自
分
の
本
を
改
め
て
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と

 
風

本
当
に

だ
な

そ
の
本

 
風

の

葉
に
紫
が
更
に
話
を

け

す

 
紫
 

御
師
匠
様
の
刀
も
そ
の
中
に
あ
る
の
よ

 
理
 

ま

そ
う
だ

 
華
扇

理
久
兎
さ
ん

て
武

持

て
た
ん
だ
何
時
も

 

手
で
戦

て
い
る
姿
し
か
見
た
こ
と
が
な
か

 

た
け
ど

 
理
 

あ

持

て
る
よ
一

 

然
だ
が
華
扇
が
戦

て
い
る
時
に
空
紅
や
黒

を
使

て
い
な
か

た
の
だ

そ
れ
な
ら
知

ら
な
く
て
当
然
だ

因
み
に
自
分
の
仲
間
の
妖
怪
達
は
全
員
こ
の
本
の
こ
と
は
知

て
い
る
だ
が

昔
イ
ザ
ナ

の
所
か
ら

し
た
天

は

も
持

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い

そ
の
理
由
は

下
手
に
使
い
す
ぎ
る
と
正
体
が
バ
レ
る
か
ら
だ
す
る
と
新
た
に
酒
を
飲
め
る
と
聞
い
て
意
気
込



 第五章 運命は動き出す

ん
で
い
る
大
酒
飲
み
の

人
も
と
い
美
須
々

萃
香

勇
義
は

 
美
 

そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い

 
萃
香

要
な
こ
と
じ

な
い

 
勇
儀

今
は
た
だ
一
心
不
乱
に
酒
を
飲
む

 
も
う
酒
の
事
し
か
頭
に
無
い
こ
と
が
分
か
る

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た

の
皆
は

く

れ

て
し
ま
う

 
風

ア
ハ
ハ

ま
ら

 
ゲ
ン

い
つ
も
規
格
外
の

人
だ
な

 
は
た

な
ん
と

う
か

 
文
 

⻤
ら
し
い
で
す

 
そ
う
い

て
い
る
最
中
で
華
扇
は
ま
た

を

手
で

さ
え
る

 
華
扇

あ
の

人
は

 
華
扇
に

て
は
も
う
完

に

れ
て
い
た

そ
し
て
紫
が
理
久
兎
に
提
案
を
す
る

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
飲
み
直
し
ま
し

う
か

 
理
 

そ
う
だ
な
飲
み
直
す
か



 第 話 理久兎が語る昔話

 
そ
う
し
て
理
久
兎
も
加
わ
り
ま
た
酒
を
飲
む
の
だ

た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
皆
で
酒
を
飲
み
直

し
た

そ
し
て

り
の
酒

を
飲
み

し
て
宴
会
は
お
開
き
に
な
る
と
皆
は
全
員
外
で
い
び
き
を

か
き
な
が
ら

る
の
だ

た



 第五章 運命は動き出す

 
第

話
 
い
つ
の
間
に
か

 
季

は

さ
が
特
に
身
に

み
る
朝

 
理
 

う

ん
よ
く

た

 
現

理
久
兎
の
い
る
場
所
自
宅
の
キ

チ
ン
で
布
団
な
し
で

て
い
た

そ
れ

前
に
布
団
無

し
は
キ
ツ
イ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
彼
奴
等
は
起
き
た
か
な

 
そ
う
思
い
理
久
兎
は
家
の
中
を
見
て
み
る
と

 
亜
狛

グ

グ

 
耶
狛

ス

ス

 
理
 

ま

た
く
飲
む
だ
け
飲
ん
で
す
ぐ

や
が

て

 
し
か
も
ま
だ
起
き

し

 
あ
の
後
美
須
々
達
と
酒
を
全
部
飲
ん
で
そ
の
後
亜
狛
と
耶
狛
を

い
で
久
々
の
我
が
拠
点
に

帰
還
し
た

だ
が
ぶ

ち

け

人
な
ら
い
い
ん
だ

そ
う

人
な
ら
だ

亜
狛
は

で

に

耶
狛
が

て
い
る

そ
し
て
そ
の

に
は



 第 話 いつの間にか

 
紫
 

む
に

む
に

 
紫
も
俺
の
家
で

泊
ま
り
し
て
い
る
の
だ

前
か
ら
一

に

て
た
り
し
て
い
た

だ
が
気
づ

か
な
い
う
ち
に
心
身
共
に
大
き
く
な

た
の
が
よ
く
分
か
る

何

分
か
る
の
か

い
だ
の
が

人
だ
か
ら
だ

酔
い
つ
ぶ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
紫
を

い
で
家
に
帰

て
そ
の
ま
ま
布
団

い
て

人
を

か
せ
自
分
の
分
の
布
団
が
無
か

た
た
め
キ

チ
ン
で

る
結
果
に
な

た

の
だ

う
の
は
失
礼
か
も
し
れ
な
い
が
家
が

い
の
が
悪
い

 
理
 

は

飯
で
も
作
る
か

 

え
る
の
を

め
て
朝
飯
を
作
る
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
調
理
を
初
め
て
約

分

程
が

過
す
る

 
紫
 

ふ
わ

 
紫
は
眠
り
か
ら
覚
め
る

そ
し
て
耳
を

ま
せ
る
と

 

ン

ン

ン

ン

ン

 
と

ま
な

に

が
リ

ミ
カ
ル
に
当
た
る

が

き
渡
る

 
紫
 

こ
の

は

な
つ
か
し
い

 
そ
う
理
久
兎
が

を
使

て
い
る

だ

約

年

妖
怪
に
は
短
い
感
覚
だ
が
紫
に
と

て



 第五章 運命は動き出す

は
⻑
い
時
間
だ

た

紫
も
こ
の

を
聞
く
の
は
本
当
に
久
々
な
の
だ

そ
し
て
理
久
兎
が
帰

て
き
た
こ
と
は
夢
で
は
な
い
と
実
感
で
き
る

だ

す
る
と
理
久
兎
が

方
を

り
向
く
と

 
理
 

起
き
た
か
紫

そ
こ
の

人
も
起
こ
し
て

 
く
れ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

え

と
亜
狛
と
耶
狛

 
紫
が
呼
び
掛
け

す
り
な
が
ら

人
を
起
こ
す

す
る
と

 

バ

 
と

突
然

人
が
起
き
出
す

こ
れ
に
は
紫
も

 
紫
 

へ

 

い
て
し
ま
う

そ
し
て
起
き
出
し
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

盗
み

メ
絶
対

 
耶
狛

そ
の
飯
は
私
の
だ
よ

 
意
味
不
明
な
事
を

い
出
し
た

こ
れ
に
は
紫
も

て
し
ま
う

 
紫
 

何
な
の
こ
の

人

 
理
 

何
時
も
の
こ
と
だ
よ



 第 話 いつの間にか

 
と
料
理
を
作
り
終
え
た
理
久
兎
も
と
い
自
分
が
そ
う

う

紫
は

き
す
ぎ
て
目
が
見
開
い

て
い
た

 
理
 

お
は
よ
う

人
共
目
は
さ
め
た

 
亜
狛

あ
れ

夢
か

 
耶
狛

あ

お
は
よ
う
マ
ス

 

人
は
ど
ん
な
夢
を
見
て
い
た
の
か
は
ご
想

に
お
任
せ
す
る
事
に
す
る

と
り
あ
え
ず
起

き
た
の
な
ら
食
事
を
運
ぶ
手
伝
い
を
し
て

し
い
と
思
い

 
理
 

と
り
あ
え
ず
朝
飯
出
来
た
か
ら
さ

さ
と

 
運
ん
で
く
れ
よ

 
亜
狛

あ

運
び
ま
す
マ
ス

 
耶
狛

私
も
運
ぶ
お
兄
ち

ん

 
そ
う

て

人
は
料
理
を
運
ぶ
た
め
に
キ

チ
ン
に
行

た

 
紫
 

あ
の

人

い
わ

々
と

 
理
 

ん

何
処
が

 
紫
 

い
や

こ

ち
の
話
よ



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

そ
う
な
の
か

よ
く
分
か
ら
ん
が

 
何
処
が

い
の
か
と
思

て
い
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が
料
理
を
運
ん
で
く
る

 
亜
狛

持

て
き
ま
し
た
よ
マ
ス

 
耶
狛

く
食
べ
よ
う
よ

 
紫
 

見
た
こ
と
の
な
い
料
理

 
因
み
に
に
朝
食
の
メ
ニ

は
ラ
イ

の

ン
と
海
外
の

か
ら
買

た

を
使

た

あ

さ
り
と
し
た
味
わ
い
の
ス

プ
そ
し
て

の
加

の
仕
方
を
習

た
の
で
そ
れ
を

し
て

ハ
ム
を
作
り

と

い
た

コ
ン
エ

グ
だ

 
理
 

海
外
で
料
理
の

し
た
か
ら

 
紫
 

ま
さ
か
修
行
て

料
理
修
行

 
理
 

い
や
違
う

て

こ
れ
ま
で
趣
味
で
料
理
作

て
て

 
海
外
の
料
理
食
べ
て
少
し

し
た
ん
だ
よ
自
分
を

 
見
つ
め
直
す
修
行
も
し

か
り
し
た
か
ら

 
紫
 

そ
う
で
す
か
そ
れ
を
聞
い
て

と
し
ま
し
た

 
こ
の
流
れ
で
料
理
修
行
し
て
き
た
何
て

お
う
も
の
な
ら
流

の
紫
に
も

れ
ら
れ
て
し
ま



 第 話 いつの間にか

う

実

は
本
当
に
料
理
修
行
で
は
な
く
自
分
の
見
つ
め
直
す
修
行

そ
れ
は
し

か
り
し
て
き

て
い
る

あ
く
ま
で
料
理
は
サ
ブ
だ

 
理
 

ま

た
く

さ
て
飯
食
う
か

 
紫
 

え

 
亜
狛

い
た
だ
き
ま
し

う

 
耶
狛

く
食
べ
よ

 

人
は
テ

ブ
ル
を

む
と

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
と

い

人
は
朝
飯
を
食
べ
始
め
た

そ
う
し
て
数
分
も
す
る
と

 

人

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
様

 

人
は
す
ぐ
に
食
べ
終
わ

た

自
分
は
ま
だ
ス

プ
が

て
い
る
た
め
ち
び
ち
び
と
飲

む 
紫
 

御
師
匠
様
ま
た
料
理
の

が
あ
が
り
ま
し
た

 
理
 

ハ
ハ

嬉
し
い
こ
と
を

う

そ
う
い
え
ば



 第五章 運命は動き出す

 
紫

 
紫
 

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

俺
が
い
な
い
間
に
何
か
あ

た
か

 
気
に
な
り
聞
い
て
み
る
と

 
紫
 

そ
う

 
と

う
と
紫
の
説
明
が
始
ま

た

紫
か
ら
聞
い
た
こ
と
は
今
の
大
和
の
国
は

族
と
呼
び

れ
る
人
達
が
都
そ
し
て
人
間
達
の
生
活
い
わ

る
行

治
を

理
し
て
い
る
こ
と

そ
し

て
妖
怪
を

す
る
機
関
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
事

次
に
そ
の
機
関
に
物

い

能
を
も
つ
若
手
の

人
間
が
居
る
こ
と
を
知

た

 
理
 

成
る
程

俺
が
い
な
い
間
に
す
ご
い
事
に

 
な

て
い
る

 
ス

プ
を
飲
み

し
テ

ブ
ル
に
置
く

 
亜
狛

人
間

て
気

し
い
種
族
だ
な

 
耶
狛

本
当
だ

 
理
 

ま

全
員
が
そ
う
じ

な
い
か
ら
な



 第 話 いつの間にか

 
人
間
は
そ
う
い

た
気

し
い

中
ば
か
り
で
は
な
い
事
を
知

て
い
る

そ
の
た
め

け

し
た

 
紫
 

そ
れ
に
そ
の
機
関
が
時
々
私
達
の
百
⻤
夜
行
に

 
戦
い
を
吹

掛
け
に
き
た
り
し
て

惑
に
も
程

 
が
あ
る
の
よ

 
亜
狛

そ
れ
で
そ
の
襲

て
き
た
人
間
達
は

 
紫
 

ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
ス
キ
マ
で
ど

か
に

て
て

 
い
る
わ

最
悪
の
場
合
は
殺
す
け
ど

 
耶
狛

そ
れ
で
も
挑
ん
で
く
る
と
か
無
謀
だ

 

か
に
無
謀
過
ぎ
る

勇
者
と
愚
か
者
は
同
じ
こ
と
だ

だ
が
自
分
の
命
を

え
る
者
こ
そ
勇

者
だ

そ
れ
を

え
な
い
で
挑
む
者
は
愚
か
者
だ

だ
が
紫
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
興
味
が

い

た 
理
 

う

興
味
が
で
た
そ
の
都
に
潜
入
す
る
か

 
紫
 

正
気
で
す
か

 
理
 

う
ん
そ
れ
で

族
だ

け

あ
れ
に
な

て
少
し



 第五章 運命は動き出す

 
人
間
を
観
察
す
る
よ

 
紫
 

御
師
匠
様

そ
の
都
で
は
御
師
匠
様
は
指
名
手

 
犯
み
た
い
な
も
の
で
す
よ

 
そ
う
現

の
都
い
や
今
は
平
安
京
と
で
も

て
お
く
が
平
安
京
で
は
理
久
兎
の
存

は

危
険
要
注
意
妖
怪
と
し
て
名
前
が
し
れ
わ
た

て
い
る

最
悪
正
体
が
ば
れ
れ
ば

せ
ら

れ
る

だ
が
そ
れ
は

知
の
上
で
更
に

せ
れ
る
も
の
な
ら
来
い
と
思

た

 
理
 

で
も

は
見
ら
れ
て
な
い
よ

 
紫
 

で
も
妖
力
が

 
理
 

こ
れ
で
問

な
い
よ

 
理
久
兎
は
霊
力
に
切
り
替
え
る

紫
は
頭
を

さ
え
て

 
紫
 

は

何
を

て
も
無

み
た
い
で
す

 
理
 

よ
く
分
か

て
る
じ

ん

後
安
心
し
な
よ
俺
ら

 
と
紫
達
と
の

は
そ
ん
な
に
遠
く
じ

な
い
し

 
そ
れ
に
都
で
拠
点
を

え
た
ら
結
界
を

て
妖

 
力
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ



 第 話 いつの間にか

 
し

 
紫
 

で
も
人
間
に
バ
レ
た
ら

 
理
 

状

に
も
よ
る
け
ど
ま

最
悪
口
封
じ
は
す
る
よ

 
た
だ

ヘ
ブ
ン

天
国
に
送
る
け
ど

 
ヘ
ブ
ン
つ
ま
り
は
さ
よ
う
な
ら
人
間
道
と
い
う
意
味
だ

 
紫
 

そ
れ
死
ん
で
る
わ
よ

そ
の
前
に
失
敗
前
提

 
理
 

ま

バ
レ
な
き

い
い
だ
け
の
話
だ
し

あ
く
ま

 
で
最
悪
の
場
合
だ
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
で
も
皆
に
ま
た
し

か
り
説
明

 
し
て
頂
戴

御
師
匠
様

 
理
 

ハ
ハ

分
か

た
よ

 
亜
 

大
丈
夫
で
す
よ
紫
さ
ん
無

な
こ
と
は
で
き
る
 
 
 

 
だ
け
さ
せ
ま
せ
ん
か
ら
多
分

め
が

か
な
い
け
ど

 
紫
 

お
願
い
し
ま
す

 
耶
狛

そ
う
と
決
ま
れ
ば

造
り
し
て
く
る



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

い
な

 
紫
 

い
わ

 
亜
狛

楽
し
み
な
ん
だ
ろ
う
な

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
都
に
潜
入
す
る
こ
と
に
な

た
の
だ

た



 第 話 総大将は気まぐれ

 
第

話
 
総
大
将
は
気
ま
ぐ
れ

 
紫
に
平
安
京
に
行
く
と
行

た
数
時
間
後

 
理
 

美
須
々
達
に
も

わ
な
い
と
な

 
紫
 

は

日
帰

て
き
て
ま
た
居
な
く
な
る

 
と
は

 
こ
れ
に
は
紫
も
頭
を

え
る
無
理
も
な
い
だ
ろ
う

総
大
将
が
理
久
兎
の
時
点
で
だ

 
理
 

よ
し
紫

皆
を
集
め
て
お
い
て
く
れ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た

 
紫
は
若

だ
な

れ
ぎ
み
に
ス
キ
マ
に
入

て
い

た

 
亜
狛

で
も
良
か

た
ん
で
す
か

 
亜
狛
は
自
分
に
紫
と
同
様
に
若

れ
な
が
ら

て
く
る

 
理
 

何
が

 
亜
狛

紫
さ
ん
が

た
と
う
り

日
帰

て
き
て
の

 
こ
れ
で
す
よ



 第五章 運命は動き出す

 
耶
狛

 
耶
狛
は

ま
じ
り
に

造
り
を
す
る
が
そ
ん
な
の
は
無
視
だ

 
理
 

か
に
そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

一

今
の
都
に
い
る

 

中
の
動
向
調
査
も
視

に
は
い
れ
て
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
に
紫
達
に
戦
い
を
挑
ん
だ
人
間
達
を
少
し
見
て

 
み
よ
う
と

 
耶
狛

 
亜
狛

ま

マ
ス

が
何
し
よ
う
が
俺
ら
は
マ
ス

 
に

い
て
行
く
だ
け
何
で
す
け
ど

た
だ

い
は

 

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

 
自
分
の
事
を
思

て

て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

良
い
従
者
を
持
て
た
と
実
感
で
き
る

 
理
 

論
だ
出
来
る
だ
け

惑
は
か
け
な
い
よ

 
と

良
い
感
じ
の

気
だ

た
の
だ
が

 
耶
狛

準
備
完
了

 
亜
狛

さ

き
か
ら

を

い
な
が
ら
何
や

て
ん
だ



 第 話 総大将は気まぐれ

 
耶
狛

 
耶
狛

何

て

造
り
だ
よ

 
亜
狛

い
や
だ
か
ら

い

て

 
耶
狛
の
せ
い
で
台
無
し
だ

そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様

皆
を
集
め
て
き
ま
し
た
わ

 
紫
が
ス
キ
マ
か
ら
出
て
き
た

 
理
 

お

あ
り
が
と
う
な
紫

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
の
頭
を

で
た

昔
と
変
わ
ら
ず
良
い

り
心
地
だ

 
紫
 

ち

御
師
匠
様
も
う
そ
ん
な
年

で
は

 
理
 

何
を

て
る
ん
だ

俺
か
ら
見
れ
ば

な
ん
て

 
関
係
な
い

 
紫
 

御
師
匠
様

 
亜
狛

嬉
し
そ
う
だ
な
紫
さ
ん

 
耶
狛

そ
う
だ

 

ず
か
し
そ
う
だ
が
紫
は
何
処
か
嬉
し
そ
う
だ



 第五章 運命は動き出す

 
理
 

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か

 
紫
 

で
は
こ
の
ス
キ
マ
の
中
に
お
入
り
下
さ
い

 
理
 

分
か

た
お
前
達
も
来
い
よ

 
亜
狛

論
で
す

 
耶
狛

了
解

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
紫
の
作

た
ス
キ
マ
へ
と

イ
ブ
し
た
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
は
天

狗
の
里
大

場
こ
こ
に
は
紫
か
ら
呼
ば
れ
無
数
の
妖
怪
達
が
集
ま

て
い
た

そ
ん
な
中
の
一

で
は

 
美
 

理
久
兎
の
奴
は
私
ら
を
集
め
て
何
の
よ
う
だ

 
華
扇

今
度
は
な
に
か
し
ら

 
萃
香

何
だ
ろ
う

 
勇
 

理
久
兎
の
事
だ
か
ら
な

 

人
は
ま
た
何
か
す
る
ん
じ

な
い
か
と
予

す
る

 
風
 

理
久
兎
殿
は
い

た
い
全
体
今
度
は
何
を
し
よ
う

 
と

う
の
だ
か



 第 話 総大将は気まぐれ

 
は
た

な
ん
か

年
前
と
同
じ
よ
う
な

 
文
 

や

り
は
た
て
も
そ
う
思
い
ま
す

 
狼

こ
れ
が
本
当
の
デ

ブ

て
や
つ
か

 
天
狗
達
に

て
は
も
う
デ

ブ
と

い
き

た

 
ゲ
ン

総
大
将
は
今
度
は
何
を
す
る
ん
だ
か
な

 
河
童

本
当
で
す

 
と
ま
た
何
か
す
る
の
か
と
ゲ
ン

イ
も

く

ど
の
妖
怪
が
そ
う
い
う
会
話
を
し
て
い
る

と
上
空
に
ス
キ
マ
が
現
れ
る

 
美
 

来
た
か

 
風

来
ま
し
た

 
ゲ
ン

何
を
話
す
の
や
ら

 
そ
し
て
ス
キ
マ
か
ら

人
の
男
女
が
ス
キ
マ
の
中
か
ら
姿
を
現
わ
し
地
面
に
着
地
す
る

 
理
 

よ
し
つ
い
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
の
空
間

動
よ
り

安
定

 
亜
狛

そ
れ
を

う
な
耶
狛



 第五章 運命は動き出す

 
紫
 

ま

ま

 
ど
う
や
ら
耶
狛
の

葉
に
意
外
と
シ

ク
を
受
け
た
よ
う
だ

紫
に

ま
さ
れ
て
い
た

す

る
と
美
寿
々
の

が

い
て
く
る

 
美
 

理
久
兎

私
ら
を
集
め
た
理
由
は

 
風

か
に
そ
れ
を
聞
き
た
い

 
ゲ
ン

そ
う
で
す
よ
本

を
話
し
て
く
だ
さ
い
総
大
将

 
と

本

を
話
せ
と

て
く
る

そ
こ
ま
で

う
な
ら
本

を
話
し
て
や
ろ
う
と
思

た

 
理
 

ア
ハ
ハ

そ
う
だ

じ

回
り
く
ど
い

い

 
方
は
嫌
い
だ
か
ら
ぶ

ち

け
る

 
こ
の
場
に
い
る
妖
怪
達
紫
と
亜
狛
と
耶
狛

外
は
理
久
兎
の
一

と
共
に
静
か
に
な
り

を
飲
む

そ
し
て

 
理
 

我

深
常
理
久
兎
は
平
安
京
に
潜
入
す
る

 
全
員

え

は

 
理
久
兎
の
発

で
こ
の
場
に
い
る
美
須
々

風

ゲ
ン

イ

紫

亜
狛

耶
狛
を
除
い
全

員
が
あ
ま
り
に
も
急
な
こ
と
過
ぎ
て

び
を
あ
げ
る

そ
し
て

び
を
あ
げ
な
か

た
美
須
々



 第 話 総大将は気まぐれ

風

ゲ
ン

イ
が
口
を
開
い
て

 
美
 

そ
う
か
い
気
を
つ
け
ろ
よ

 
風

そ
う
で
す
か
気
を

け
て
下
さ
い

 
ゲ
ン

何
だ
そ
ん
な
こ
と
か

 
理
久
兎
の
ぶ

飛
び
発

を
し
て
も
こ
の
反

だ

 
華
扇
 

⻤
子
⺟
神
様

 
勇
儀

何
か
反

が
薄
い
よ

 
萃
 

理
久
兎
が

れ
た
ん
だ
よ
⻤
子
⺟
神
様

 
美
 

い
や
何
時
も
の
事
だ
ろ

 
理
 

お
い
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ

 
美
須
々
の

葉
に
流

の
理
久
兎
も
ツ

コ
ミ
を
い
れ
る

 
文
 

と
う
と
う
理
久
兎
さ
ん
所
か
美
須
々
様
も

 
ぶ

れ
た
ん
で
す
か

 
狼

そ
れ
よ
り
も
天
魔
様
の
反

も
薄
い

 
は
た

天
魔
様
な
ん
で
そ
ん
な
に
反

が
薄
過
ぎ
る
の



 第五章 運命は動き出す

 
よ

ま
さ
か
天
魔
様
も

れ
た
の

 
風

れ
て
な
い
か
ら
な

 

の
天
狗
達
か
ら
も
こ
の

い
だ

 
河
童

ゲ
ン

イ
さ
ん
も
な
ん
で
そ
ん
な
に
反

が

 
薄
い
ん
で
す
か

一
大
事
で
す
よ

 
河
童

そ
う
で
す
よ

 
ゲ
ン

い
や
そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

 
河
童
達
が
ゲ
ン

イ
に
も
の
申
す
が
ゲ
ン

イ
の
反

も
薄
い
そ
し
て
美
須
々
風

ゲ
ン

イ
は

葉
を

え
て

 
美
 

ぶ

ち

け
な

 
風

一

で
い
う
と
さ

 
ゲ
ン

な
ん
と
い
う
か

 
そ
う

て

人
は
も
う
一
度
口
を

え
る
と

 

人

理
久
兎
の
ぶ

飛
び
発

に
も
う

れ
た

 
見
事
に
ハ
モ

た
そ
し
て

人
は
理
久
兎
の
行
動
に
と
う
と
う

れ
た
よ
う
だ



 第 話 総大将は気まぐれ

 
全
員
 
 

 
こ
れ
に
は
こ
の
場
に
い
る
全
員
は
嘘
だ
ろ

あ
り
え
な
い
と
思

て
い
る
無
理
も
な
い

 
紫
 

ま

私
は
も
う
と

く
に

れ
た
け
ど

 
理
 

そ
れ
は
喜
ん
で
い
い
の
か

 
自
分
か
ら
し
た
ら
も
う
複
雑
な
心

だ

 
美
 

で

理
久
兎

都
に
行

て
何
す
る
ん
だ

 
理
 

簡
単
だ
よ
そ
こ
に
い
る
人
間
達
の
動
向
を

 
少
し
探
ろ
う
と

 
風
 

あ

あ
の
陰
陽
師
と
か

う
奴
等
か

 
ど
う
や
ら
機
関
と
は
陰
陽
師
と
呼
ぶ
ら
し
い

覚
え
て
お
こ
う
と
思

た

 
理
 

そ
う
い
う
の
も
そ
う
だ

 
ゲ
ン

で
も
大
丈
夫
か
い
総
大
将

バ
レ
た
ら

 

さ
れ
る
よ

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ
バ
レ
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら

 
紫
 

所
で
御
師
匠
様
は
何
時
か
ら
都
に
行
か
れ
る



 第五章 運命は動き出す

 
の
か
し
ら

 
何
時
か
ら
行
く
の
か
と

わ
れ

え
て

 
理
 

う

ん
そ
う
だ
な

間
後
か
な

 
全
員

 
理
 

俺
か
ら
は
伝
え
た
い
こ
と
は

上
だ
け
ど

 

に

問
は
あ
る

 
美
 

あ

最
後
に

つ
い
い
か

 
そ
し
て
美
須
々
が
も
う
一
度

問
を
す
る

 
理
 

な
ん
だ
美
須
々

 
美
 

も
う
会
え
な
い
訳
じ

な
い
ん
だ
よ
な

 
ど
う
や
ら
反

は
薄
か

た
が
美
須
々
も
理
久
兎
の
こ
と
を
心

は
し
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

論
だ

何
な
ら
あ

ち
で
拠
点
を

え
て

ち

 
着
い
た
ら

す
る
か
ら
そ
の
時
に
は
遊
び
に
来

 
な
よ

 
美
 

そ
う
か
い

な
ら
行
か
せ
て
も
ら
う
よ



 第 話 総大将は気まぐれ

 
理
 

に
何
か
あ
る

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
今
度
は
風

が

問
を
す
る

 
風

な
ら
私
か
ら
も
総
大
将
の
代
理
は

前
通
り

 
紫
殿
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か

 
理
 

論
変
わ
ら
ず
に

 
紫
 

知
し
ま
し
た
御
師
匠
様

 
後
ろ
に
立
つ
紫
が
自
分
に
頭
を
下
げ
た

別
に
下
げ
な
く
て
も
良
い
の
だ
が

 
風

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

に
何
か
あ
る

 
そ
し
て
風

の

問
に
も

え
た
理
久
兎
は
も
う
一
度
聞
く

 
全
員

 
理
久
兎
か
ら
見
た
感
じ

も

う
こ
と
が
無
さ
そ
う
だ

た

 
理
 

無
い
な
ら
こ
れ
で
終
わ
り

ん
じ

解
散

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
正
式
に
都
に
潜
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
だ

た



 第六章【前章】平安京の陰陽師

 
第
六
章

前
章

平
安
京
の
陰
陽
師

 
第

話
 
 
今
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

 
と
あ
る
朝
の
事

 
理
 

お

い
亜
狛
そ
の
書

を
持

て
き
て
く
れ

 
亜
狛

は
い
は
い

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
こ
の
書

れ
て
る
よ

 
亜
狛

悪
い
な
耶
狛

 
今
現

自
分
達
は
何
処
に
い
る
の
か
と

う
と

 
理
 

ふ

書

整
理
終
わ
り

い
や

族
の
暮
ら
し
は

 
本
当
に
不
思
議
だ

何
で
こ
ん
な
面

な
事
す
る

 
か

今
思
う
と

の
気
持
ち
が
分
か
る
よ

 
亜
狛

そ
う
い
わ
ず
に

後
お

で
す



 第 話  今の暮らしについて

 
理
 

お

あ
り
が
と
う
な
亜
狛

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
私
も

 
亜
 

は
い
は
い

 
そ
う
今
自
分
達
は
平
安
京
を
拠
点
に

族
に
な

た

ど
う
や

て

族
に
な

た
の
か
そ
れ

は
試
験
を
合
格
し
て
仕
事
の

な
ど
が

め
ら
れ
た
か
ら
だ

結
果

族
と
し
て
は
最
年
少

族
な
ん
て

わ
れ
た
り

と
か

わ
れ
て
る
け
ど
俺
の
場
合
は
年
の

と
か
昔
か
ら
読
み
書
き

な
ど
も
し
て
た
し
何
よ
り
も
見
た
目
は
あ
れ
だ
が
年

的
に
最
年
少
は
な
い
だ
ろ

そ
し
て
亜
狛

と
耶
狛
は
一

の

状
は
自
分
の
家
来

使

人
と
い
う
こ
と
に
な

て
い
る

つ
い
で
に

人

の

と
耳
そ
れ
と
妖
力
は

し
て
る
か
ら
問

な
い

 
理
 

で
も
さ

人
共
俺
は
思
う
ん
だ
よ

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛
 
・
・

 
理
 

急
に
家
が
大
き
く
な

て

ち
着
か

 
て
か

と
か
絶
対
要
ら

よ

 
本
当
に
家
が
一

で
大
き
く
な
り

ち
着
か
な
い
が
現
状
だ

理
久
兎
達
妖
怪
の
山
の
家
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は
部

な
ど
も
小
さ
く
ぎ

う
ぎ

う

め
だ

た
の
が
平
安
京
に
来
て

族
の

が
七

に
な

り
家
が
ま
と
も
な
大
き
さ
に
な

て
も
の
す
ご
く

喜
を
起
こ
し
た

そ
し
て
そ
れ
を
祝
い
に
紫

や
美
須
々
そ
れ
に
風

や
ゲ
ン

イ
な
ど
も
祝
い
に
来
て
く
れ
て
と
て
も
い
い
仲
間
を
持

た

と
思

た

だ
が
三

に
な

た
と
た
ん
に
家
が
で
か
く
な
り
過
ぎ
て
し
か
も
そ
の
で
か
い
家
に

人
で
住
ん
で
い
る
た
め
で
か
す
ぎ

す
ぎ
で

ち
着
か
な
い
の
が
現
状
な
の
だ

の
メ
ン

バ

が
居
れ
ば
そ
う
で
も
な
が
皆
は
今
現

妖
怪
の
山
で
日
々
仲
間
を
集
め
た
り
し
て
い
る

仕

事
を

し

け
た
紫
に
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
と
思
う
と
き
も
あ
る

因
み
に
何

三

ぐ
ら

い
ま
で
上
り

め
た
か
は

一
部
の
上
流

級

族
の
悪

を
暴
い
た
り
し
た
ら
こ
う
な

た

こ
う
な
る
ま
で
か
か

た
時
間
は

か

年
と
あ
り

な
い
時
間
で
の
ス
ピ

ド
出
世
で
理

久
兎
も
か
な
り

い
て
た

な
お
ま
ず
普
通
で
は
あ
り

な
い

 
亜
狛

そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
く
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
が

 
耶
狛

お

き
い
家
は

き
だ
け
ど
こ
の
大
き
さ
は

 
ち

と

 
理
 

に
頼
ん
で
家
を
小
さ
く
し
て

お
う
か
な



 第 話  今の暮らしについて

 
そ
ん
な
感
じ
で
理
久
兎
達
が
愚

て
数
時
間
が

ち
時
間
は
正

を

た

 
理
 

も
う

か

 
亜
狛

そ
う
で
す

マ
ス

 
耶
狛

お

す
い
た
な

 
理
 

な
ら
久
々
に
そ
ば
で
も
食
い
に
い
く
か

 
提
案
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は

を

に
大
き
く

て

 
耶
 

お

行
く

行
く

 
亜
狛

た
ま
に
は
い
い
で
す

 
理
 

良
し

そ
う
と
決
ま
れ
ば
準
備
だ

と
り
あ
え
ず

 
あ
れ
は
着
け
て
い
け
よ

 

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

ラ

 
あ
れ
と
は
簡
単
に
い
う
と
指
輪
だ

昔
海
外
に
行

た
時
に
盗
人
を
成
敗
し
た
ら

人
の
人
が

い
く
つ
か

た
指
輪
を
加

し
て
指
輪
の
裏
に
ル

ン
文

に
よ
る
魔
法
を

い
た

そ
の
魔

法
は
い
わ

る
幻
覚
の
魔
法
の

種
で
あ
る

ト
ラ
ン
ス

と
い
う
魔
法
だ

こ
の
魔
法
は
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手
か
ら
見
る
自
分
の
姿
を
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
魔
法
だ

こ
れ
を
使
え
ば
獣
耳
そ
し
て

を

持
つ

人
も
そ
れ
ら
を

す
こ
と
が
で
き
る
簡
単
に
い
う
と
人
間
の
姿
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

ち

と
特

な
魔
法
だ

正
直
ル

ン
文

を
指
輪
に

む
の
手
間
が
か
か
る
消
え
な
い
よ
う

に

ら
な
き

い
け
な
い
し
そ
れ
で
い
て

る
対
象
も
小
さ
い
そ
れ
に
ル

ン
文

は

つ
ミ

ス
る
と
や
り
直
し
を

り
返
す
こ
と
に
な
る
の
で
も
の

く
神

も
使
う
か
ら
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す

い
人
は
す
ぐ
に

め
た
が
る

 
理
 

準
備
は
出
来
た

 
亜
狛

指
輪
も
は
め
ま
し
た

 
耶
狛

私
も

 
理
 

な
ら
行
こ
う
か
後

妖
力
を

し
と
け
よ

 
亜
狛

論
で
す

 
耶
狛

当
た
り
前
だ
よ

 
そ
ん
な
感
じ
で
俺
ら
は
そ
ば
を
食
い
に
行
く
こ
と
に
な

た

な
お
今
の
理
久
兎
の
服
装
は

族
ら
し
い
服
装
亜
狛
は
ど
こ

の

天

侍
の
よ
う
に
着
物
を
着
て
上
の
部
分
を
着

し

た
格

で
耶
狛
は
お

み
の

女
服
だ



 第 話  今の暮らしについて

 
市
⺠

こ
ん
に
ち
は
八

理

様

 
理
 

ど
う
も

 
こ
こ
だ
け
の
話
理
久
兎
は
定
番
の
よ
う
に
名
前
を
偽

て
い
る

理
久
兎
と
い
う
名
前
だ
と

す
ぐ
ば
れ
る

そ
の
た
め
今
現

理
久
兎
が
使

て
い
る
偽
り
の
名
前
は

は
ち
げ
ん
り
ろ
う

八

理
桜
と
名

て

い
る

だ
が
亜
狛
と
耶
狛
は
に
関
し
て
は
名
前
を
偽

て
は
い
な
い
そ
の
前
に
偽
る
必
要
が
な
い

か
ら
だ

 
子

あ

理

様
が
い
る
よ
お
⺟
さ
ん

 
市
⺠

こ
ら

指
を
指
す
な

 
子

に
ま
で
名
前
を
知
ら
れ
て
た
り
す
る

 
理
 

こ
ん
に
ち
は
元
気
が
い
い
で
す

 
市
⺠

す
み
ま
せ
ん
う
ち
の
子
が

 
理
 

気
に
し
て
ま
せ
ん
よ
そ
れ
に
子

は
元
気
に

 

り
ま
す
か
ら

 
市
⺠

す
み
ま
せ
ん

 
子

耶
狛
お
姉
ち

ん

ま
た
遊
ん
で
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耶
狛

お
う
ま
か
せ
ろ

 

 
市
⺠

こ
れ
は
亜
狛
さ
ん
良
け
れ
ば
ま
た
う
ち
の

 

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

 
亜
狛

こ
れ
は
お
じ
い
さ
ん

と
も
行
か
せ
て
頂
き

 
ま
す

そ
の
時
に
は
お
酒
も
持

て
い
き
ま
す

 
よ

 
市
⺠

い
や

す
ん
ま
せ
ん

 
実
の
と
こ
ろ
理
久
兎
達
は
身
分
の

や

級
な
ど
関
係
な
く

⺠
や

人
達
と
も
仲
が
良
い
の

だ

そ
の
せ
い
か
現
代
の
近
所

き
合
い
の
よ
う
な
感
覚
に
な

て
い
る

だ
が
一
部
の

族
達

は
そ
れ
を
良
し
と
し
な
い
せ
い
の
か

ど
の

族
に
は
少
し

嫌
さ
れ
て
い
る
が

 

族

お
い
理

の
奴
が
来
た

 

族

け

い
ま
い
ま
し
い
奴
だ

 
こ
ん
な
感
じ
に

族
モ
ブ
は
陰
口
を

て
い
た

こ
ん
な
に
も
ス
ピ

ド
出
世
や
ら
し

て
い
る
た
め
忌
々
し
く
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
亜
狛

マ
ス

彼
奴
ら
を

け
ま
し

う
か



 第 話  今の暮らしについて

 
耶
狛

や
る
な
ら

定
だ
け
ど

 
理
 

と
け
所
詮
は
口
だ
け
の
奴
等
な
ん
だ
か
ら
さ

 
そ
れ
よ
り
そ
ば
を
食
お
う

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

う
ん

 
理
久
兎
か
ら
見
る
と
所
詮
は
三
下
の
雑

が
陰
口
を
い

て
る
だ
け
に
し
か
聞
こ
え
な
い
の

だ

そ
し
て
行
き
つ
け
の

の
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と

 

 

お
金
が
な
い

ま
さ
か
盗
ら
れ
た

 
店
員

あ
ん
た

ま
さ
か

食
い
か

 

 

違
い
ま
す

 
こ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る

の
店
員
と
不
思
議
な
格

を
し
た
女
性
が
い
た
の
だ

た
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第

話
 
少
女
を
助
け
ま
し
た

 
自
分
達
の
目
の
前
の

で
は
店
員
と
少
女
が

い
争

て
い
た

 
理
 

な
に
や

て
ん
だ

 
亜
狛

ど
う
や
ら

食
い
ら
し
い
で
す

 
耶
狛

世
知

い
世
の
中
だ

 
理
 

お
前
ら
少
し

て
入
る
よ

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

 
俺
達
が
見
た
と
こ
ろ
何
や
ら

い
合
い
に
な
り
そ
う
な

気
だ

た
の
で
俺
ら
が
仲
裁
の
意

味
も
込
め
て
話
に
わ

て
は
い
る
こ
と
に
し
た

 
亜
狛

ど
う
も
店
⻑
さ
ん

 
耶
狛

ど
う
も
な
の

 
理
 

何
や

て
ん
の

 
理
久
兎
達
は
店
⻑
達
に
話
し
か
け
る

す
る
と
自
分
を
見
た
店
⻑
は

き
な
が
ら



 第 話 少女を助けました

 
店
⻑

お

理
桜
さ
ん
そ
れ
に
亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん

 
実
は

食
い
の
奴
が
居
て
な

 

 

だ
か
ら

食
い
な
ん
て
し
て
な
い

て
ば

 
と
店
⻑
の

葉
に
対
し
て
少
女
は

定
を
す
る
が

 
店
⻑

な
ら
お
勘
定
を

え
る
の
か

 

 

う

そ
れ
は

 
店
⻑
の

葉
に
反
論
が
出
来
な
い
よ
う
だ

仕
方
が
な
い
の
で
助
け
船
が
出
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

な
ら
店
⻑
俺
が
そ
の
子
の
分
も

う
よ

 

 

え

 
そ
の
発

は
予
想
値
に
し
な
か

た
の
か

人
は
目
を
見
開
い
た

 
店
⻑

い
や
理
桜
さ
ん
達
か
ら

え
な
い
よ

 

 

私
も

て

う
気
な
ん
て
更
々
な
い
で
す

 

人
は
そ
う

う
が
理
久
兎
達

人
は

 
理
 

良
い
よ
気
に
す
る
な

 
耶
狛

そ
う
だ
よ
気
に
し
な
い
で
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亜
狛

気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
と
親
切
に

う

目
の
前
の
少
女
は

に

は
変
え
ら
れ
な
い
と
思

た
の
か

 

 

そ
の
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

 
理
 

ハ
ハ
ハ

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と

ら

ら
と

が
そ
の
少
女
の

に

ま
る

 

 

え

す
い
ま
せ
ん
え

と
私
は
少
し

 
急
ぐ
の
で
お

び
は
後
日
に

で
は

 
そ
う

う
と
そ
の
少
女
は
走
り
去

て
い

た

 
耶
狛

ま

た

 
亜
狛

あ
の
子

い
な

 
等
と

て
い
る
と
も
う
少
女
の
後
ろ
姿
は
見
え
な
く
な

た

 
店
⻑

え

と
理
桜
さ
ん
良
い
の
で
す
か

 
理
 

う
ん
大
丈
夫
だ
よ
店
⻑

 
店
⻑

理
桜
さ
ん
が
そ
う

う
な
ら

あ

そ
う
だ

 
理
桜
さ
ん
亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
に
新
し
く
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し
た
い
お
品
書
き
が
あ
る
ん
で
す
よ

 
理
 

お

ど
ん
な
の

 
店
⻑

新
し
く
と
ろ
ろ

を
始
め
ま
し
た

 
ど
う
や
ら
と
ろ
ろ

を
始
め
た
よ
う
だ

そ
れ
は
楽
し
み
だ

 
亜
狛

く
美
味
し
そ
う
で
す

 
耶
狛

楽
し
み

 
理
 

え

と

人
共
そ
れ
で
い
い
か

 
亜
狛

え

そ
れ
で

 
耶
狛

私
も
お
兄
ち

ん
と
一

で

 

人
も
と
ろ
ろ

を
頼
ん
だ

な
ら
自
分
も

め
て
頼
む

販
店

つ
だ

 
理
 

は
い
は
い
え

と
店
⻑
そ
れ
を

つ

 
店
⻑

あ
い
よ

と
り
あ
え
ず
こ
こ
じ

食
べ
れ

 
な
い
か
ら
中
へ
ど
う

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
だ

中
へ
入
ろ
う
か

人
共

 
亜
 

そ
う
で
す
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邪
 

そ
う
だ

 
そ
ん
な
感
じ
で
俺
ら

人
は
と
ろ
ろ

を
食
べ
る
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
数
分

後 
理
 

ふ

食

た
中
々
美
味
だ

た

 
亜
狛

本
当
で
す

こ
の
と
ろ
ろ
が
ま
た
食

 
を
そ
そ
り
ま
す

 
耶
狛

美
味
し
か

た

 
中
々
美
味
で
も
う
満

だ

自
分

外
の
亜
狛
と
耶
狛
も
満

し
た
の
か

が

こ
ろ
ん
で
い

た 
理
 

と
り
あ
え
ず
店
⻑
さ

き
の
子
の
も
合
わ
せ
て

 
お
勘
定
を
お
願
い

 
店
⻑

何
時
も
あ
り
が
と
う
な
理
桜
さ
ん
え

と
お
勘

 
定
は

さ

き
の
子
も
合
わ
せ
て
１
６
０
０

  
理
 

は
い
じ

ち

う
ど



 第 話 少女を助けました

 
店
⻑

え

と
１
６
０
０

度

ま
い
ど

 
理
桜
さ
ん
達
ま
た
来
て
く
れ
よ

 
理
 

も
ち
ろ
ん
ま
た
よ
ら
せ
て

う
よ

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
狛

ま
た

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
達
は
外
に
出
た

 
理
 

う

ん
食

た
食

た

 
耶
狛

こ
こ
の

い
つ
食
べ
て
も
美
味
し
い
よ

 
亜
狛

そ
う
だ
な
耶
狛

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
時
だ

た

自
分
達
の
元
に

人
の
男
が
近

て
き
た

 

 

お
や

理
桜

達
じ

な
い
か

 
理
 

こ
れ
は
不
比
等
様
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
亜
狛

不
比
等
様
こ
ん
に
ち
は

 
耶
狛

ど
う
も
不
比
等
様

 
こ
の
人
は
藤
原
不
比
等
さ
ん

族
の
中
で

一
自
分
を

嫌
い
し
て
い
な
い

族
だ

に
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自
分
を

嫌
い
し
て
い
な
い
の
は
あ
ま
り
思
い

か
な
い

 
藤
原

達
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
は

 

飯
を
食
べ
た
と
こ
ろ
か
な

 
理
 

え

そ
の
と
う
り
で
す

 
藤
原

お

そ
う
か
そ
う
か
こ
こ
の

は

 
そ
ん
な
に
美
味
し
い
の
か

 
理
 

少
な
く
と
も
私
は
気
に
入

て
ま
す

 
藤
原

と
こ
ろ
で
理
桜

 
理
 

な
ん
で
し

う
か

 
藤
原

ま
た
家
に
来
な
さ
い
そ
し
て
ま
た
共
に

 
酒
を
飲
も
う
じ

な
い
か

 
理
 

え

そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
藤
原

お

と
私
は
急
ぐ
の
で
な

で
は
ま
た
な

 
藤
原
さ
ん
は
上
機
嫌
に
帰

て
い

た

 
理
 

さ
て
俺
ら
も
帰
り
ま
す
か



 第 話 少女を助けました

 
亜
狛

了
解
マ
ス

 
耶
狛

了
解
で

す

 
そ
ん
な
感
じ
で
理
久
兎
達
は
た
だ

い
だ
け
の
家
に
帰

て
い

た
の
だ

た

そ
し
て
一
方

で 

 

す
ま
な
か

た
急
に
呼
び
出
し
た
り
し
て

 

 

い
え

問

あ
り
ま
せ
ん

 
⻑
い

を
走
り

れ
た
が
自
分
よ
り
も
遥
か
に

が
高
い

手
の
た
め

に
出
さ
ず
に

え

る 

 

晴
明
よ
そ
な
た
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ

て

 
呼
ん
だ
の
だ

 
晴
明

何
で
ご
ざ
い
ま
し

う
かみ

か
ど様

 
そ
う
こ
の
女
性
は
さ

き

で
理
久
兎
に
飯
を
お
ご

て
も
ら

た
少
女
も
と
い
真
名
は

安

晴
明
だ

そ
し
て
そ
の
晴
明
が
頭
を
下
げ
て
い
る

手
こ
そ
こ
の
京
の
都
の
王
の

だ

 

 

日
前
に
百
⻤
夜
行
の
総
大
将
深
常
理
久
兎

 
と
そ
の
仲
間
達
が
暴
れ
ま
わ

て

を

つ
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し
た
よ
う
だ

 
晴
明

な
ん

で
す

て

そ
れ
は
何
時
の
話

 
で
す
か

そ
し
て
生
存
者
は

 
天

今
か
ら
約

日
前
だ

生
存
者
は
見
た
所
で

 
数
名
そ
れ
も
妖
怪
共
の
奴

と
し
て
生
存
し
て

 
い
る
そ
う
だ

調
査
隊
の
話
で
は
理
久
兎
達

 
百
⻤
夜
行
は
今
は
そ
こ
を
拠
点
に
し
て
い
る

 
 

 
晴
明

そ
ん
な

 

 

そ
こ
で
晴
明
よ
そ
な
た
に
は
深
常
理
久
兎

 
と
そ
の
仲
間
達
の
討
伐
を
願
い
た
い

 
つ
ま
り
自
分
に
そ
の
人
な
ら
ざ
る
者
達
を
退
治
す
る
そ
れ
が
仕
事
の
よ
う
だ

 
晴
明

様
そ
の
理
久
兎
の
仲
間
達
の
数
は
ど
の

 
く
ら
い
な
ん
で
し

う
か

 

 

で
は
約

の
単

を

え
る
程
と
は
聞
い

 
て
お
る



 第 話 少女を助けました

 
そ
れ
を
聞
き
自
分
は
頭
の
中
で
物
事
を
整
理
す
る

 
晴
明
深
常
理
久
兎

ま
た
の
名
を
を
ぬ
ら
り

ん

 
か
つ
て
⻤
と
天
狗
の

団
を

人
で
ま
と
め
あ
げ

 
た
と
さ
れ
そ
の
男
に

れ
ら
れ
今
も
妖
怪
が
集
結

 
し
て
き
て
い
る

の
妖
怪

団
の
元

め
目
的
も

 
不
明
そ
し
て

も
不
明
と

の
多
い
妖
怪

知

 
れ
て
い
る
の
は
男
だ
と

う
事
だ
け
だ
が
恐
ら
く

 
妖
怪
の
頂
点
に

臨
す
る
者

 
と

え
込
ん
で
い
る
と

 

 

大
丈
夫
か

晴
明
よ

 
晴
明

え

い
え
大
丈
夫
で
す
明
日
に
出
発
し
ま
す

 

 

そ
う
か

も
し
兵
隊
が
必
要
な
ら

 
晴
明

い
え
要
り
ま
せ
ん

多
分

者
が
増
え
る

 
だ
け
で
す

な
の
で
私
だ
け
で
行
き
ま
す

 
妖
怪
ぐ
ら
い
な
ら
自
分
で
も
何
と
か
出
来
る
と
思
い
そ
う

う
と
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何
と
ま
こ
と
か

 
晴
明

問

あ
り
ま
せ
ん

 

 

ふ
む
分
か

た

無
理
は
す
る
の
で
は
な
い

 
晴
明

論
で
ご
ざ
い
ま
す

最
後
に

様

 

 

ど
う
し
た
晴
明
よ

 
今
自
分
が
ど
う
し
て
も
会
い
た
い
男
八

理
桜
の
事
を
思
い
だ
し

に
住
所
を
訪

る
こ

と
に
し
た

 
晴
明

理
桜
と
呼
ば
れ
る

族
は
ご
存
知
で
す
か

 

 

お

あ
の
男
か

 

の
反

か
ら

い

名
な
よ
う
だ

 
晴
明

何
者
で
す
か

 

 

あ
の

男
は
一
部
の
悪

を

い
た

族
を

 
暴
き
更
に
は
ま
だ
あ
の
年

で
名
を

に

 
名
を

た
だ
け
で
な
く
満
点
に
よ
る
合
格

 
そ
し
て

学

と
本
当
に
聡
明
な
者
だ



 第 話 少女を助けました

 
晴
明

そ
う
何
で
す
か

 
ま
さ
か
そ
ん
な
人
物
だ

た
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

た

 

 

あ

そ
の
男
が
ど
う
か
し
た
の
か

 
晴
明

い
え
そ
の
理
桜
さ
ん
の
家
を
知
り
た
く
て

 

 

ど
う
し
て
ま
た

 
晴
明

先
程
に
彼
に
助
け
ら
れ
ま
し
て

 

 

そ
う
か
そ
う
か

か
彼
の
家
は

 

番
地
だ

 
晴
明

お
教
え
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す

 

 

よ
い
よ
い

お
礼
は

め
に

ま
す
の

 
で
あ
る

 
晴
明

論
で
す

で
は
私
は
こ
こ
で

 

 

う
む
頼
む

晴
明
よ

 
晴
明

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う

て
晴
明
は
立
ち
去
る
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晴
 
待

て
い
ろ
深
常
理
久
兎
こ
の
私
が

 
直
々
に

し
て
や
る

 
そ
う
心
に

み
晴
明
は

殿
を
後
に
し
た

 

 

こ
れ
は
一
大
事

す
ぐ
に
御
師
匠
様
に

 
伝
え
な
い
と

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
の
は
人
間
の

に
妖
怪
が

人

じ

て
い
た
の
を
知
る
も
の
は

人
と
知
ら
な
か

た
の
だ

た

 



 第 話 海賊版がいるそうです

 
第

話
 
海
賊
版
が
い
る
そ
う
で
す

 
日
も
陰
り
部

を

台
が

ら
し
外
の
縁

近
は

が

ら
す

そ
ん
な
中
理
久
兎
は

と
い
う
と

 
理
 

ふ

後
の
仕
事
も
終
わ

た
し
の
ん
び
り

 
の
ん
び
り

 
今
現

で

飯
を

ま
せ
て
今
の
家
に
帰
還
し
て

り
の
書

を

け
た
終
え

た

そ
の
結
果
時
間
も
夜
の

時
と
な

た

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
と
い
う
と

 
耶
狛

行
く
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

来
い

邪
狛

 
今

亜
狛
と
邪
狛
は

族
の
間
で
流
行
り
の
遊
び
で
あ
る

け
ま
り

を
プ
レ
イ
し
て
い
る

そ
の
ル

ル
は

と

の
間
に

の
玉
が
に
入

た
ら
負
け
と
実
に
シ
ン
プ
ル
な
遊
び

だ 
耶
狛

い

け

 
バ

ン
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耶
狛
は
ボ

ル
を

り
亜
狛
へ
と

り
飛
ば
し
た

 
亜
狛

そ
ん
な
も
の
俺
の

ン
チ
ン
グ
で

 
耶
狛

大

 
そ
う
唱
え
る
と
ボ

ル
の
大
き
さ
が
大
き
く
な
る

そ
れ
も
１
０

ぐ
ら
い
に
だ

 
亜
 

ち

ま

ア

 
バ

ン

 
亜
狛

グ
ヘ

 
耶
狛

や

た

 
突
然
の
事
だ

た
の
か
亜
狛
も
対

で
き
ず
し
か
も

ン
チ
ン
グ
で
も

さ
え
き
れ
な
い

ど

に
大
き
く
な
り
し
ま
い
に
は
邪
狛
の

り
の

発
も
強
か

た
た
め
亜
狛
は

ン
チ
ン
グ
を
す

る
こ
と
は
お
ろ
か
何
も
で
き
ず
吹

飛
び

が
ゴ

ル
イ
ン
し
た

 
理
 
絶
対

じ

な
い
よ
な
こ
れ

 
自
分
は
密
か
に
そ
う
思

て
い
た
な
お
実

の

と
は
ま

た
く
違

て
い
て
こ
れ
は
も
は

や
サ

カ

の

だ

 
亜
狛

て
て
て

邪
狛

そ
れ
は
反
則
だ
ろ



 第 話 海賊版がいるそうです

 
耶
狛

勝
て
ば
よ
い
の
だ
よ
お
兄
ち

ん

 
耶
狛
は
亜
狛
に
ド

を
す
る
と
亜
狛
は

し
そ
う
に
し
て

 
亜
狛

く

な
ら
も
う

回
だ

 
耶
狛

望
む
所
だ
よ

近
所
の
子

達
と
遊
ん
で

え
た

 

り
を
も
う
一
度
見
せ
て
あ
げ
る
お
兄
ち

ん

 

人
は
ど
う
や
ら
も
う

回
戦
や
る
み
た
い
だ

 
理
 

そ
う
だ
酒
の
つ
ま
み
を
作
る
か

 
こ
の

人
の

勝
負
を
酒
と
つ
ま
み
を
食
べ
な
が
ら
観
戦
し
よ
う
と

え
つ
ま
み
を
作

る
こ
と
に
し
た

そ
し
て
数
分
後
に
は

 
理
 

う
ん
こ
れ
で
い
い
か
な

 
今
日
の
晩
御
飯

酒
の
つ
ま
み
は
ア

の

き

と
う
も
ろ
こ
し
だ

 
理
 

さ

て
試
合
を
観
戦
す
る
か
な

 
そ
う
思

人
の
所
に

る
と

 
耶
狛

ず
る
い

さ

き
か
ら

て
も

て
も

 

け
目
を
作

て
別
の
場
所
に

動
さ
せ
る
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何
て
ず
る
い
よ

 
亜
 

ハ
ハ
ハ

勝
て
ば
良
い
の
だ
ろ

 
今
度
は
亜
狛
が
耶
狛
に
向
か

て
ド

な
ら
ぬ
ゲ
ス

を
し
た

 
耶
 

ぐ
ぬ
ぬ

口

ノ

 
な
お
ど
う
や
ら
ま
だ

戦
で
決
着
が
つ
か
な
い
よ
う
だ

 
理
 

さ

て
ど

ち
が
勝
つ
か
な

 
そ
ん
な
こ
と
を

え
な
が
ら
座
る
と
突
然
自
分
の

に
ス
キ
マ
が
開
き
そ
こ
か
ら
久
々
に

紫
が
出
て
き
た

 
紫
 

御
師
匠
様
少
し
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

お

紫
ち

ん
久
々
だ

何
年
ぶ
り

 
紫
 

間
前
に
来
ま
し
た
わ
よ

私

 

静
な
ツ

コ
ミ
を
さ
れ
る

こ
れ
に
は
も
う

い
し
か
出
来
な
い

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ

談
だ
よ
後

立

て
る
の
も
な
ん

 
だ
か
ら
座
り
な
よ

 
紫
 

そ
れ
で
は
失
礼
し
ま
す
わ
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そ
う

て
紫
は
座
ル
と
自
分
は
持

て
き
た
お
ち

こ
を
紫
に

し
出
す

 
理
 

ど
う
だ

飲
む
か

 
紫
 

で
は
い
た
だ
き
ま
す
御
師
匠

 
そ
う

て
紫
は
お
ち

こ
を
受
け
取
と
る
と
酒
を
注
ぐ

 
理
 

こ
こ
に
来
た

て
事
は
報
告
か

 
紫
 

え

そ
う
で
す

 
理
 

内
容
は

 
紫
 

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が

つ
は
計
画
が

調
に

 
進
ん
で
い
る
わ
御
師
匠
様

 
紫
は
嬉
し
そ
う
に
報
告
を
す
る

自
分
も
そ
れ
を
見
て
聞
き
嬉
し
く
な
る

 
理
 

そ
い
つ
は

だ

 
紫
 

え

で
す
が
次
に
話
す
こ
と
が
少
々

な

 
内
容
で
し
て

 
理
 

ど
ん
な
内
容
だ

 
紫
 

ど
う
や
ら
御
師
匠
様
達
の
名
を
語

て
い
る
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偽
物
が
現
れ
た
の
み
た
い
な
の
よ

 
理
 

へ

は

偽
物
だ
と

 
紫
の

て
い
る
偽
物
の
意
味
が
ま

た
く
も

て
分
か
ら
な
か

た

何

に
自
分
の
偽
物

が
現
れ
る
の
や
ら

 
紫
 

え

そ
の
妖
怪
は
自
分
の
こ
と
を
百
⻤
夜
行

 
の
主

深
常
理
久
兎
と
嘘
を
語

て
い
る
そ
う

 
な
の
よ

 
理
 

ふ

ん

紫
ち

ん
そ
い
つ
は
何
か
し
た

 
紫
 

日
前
に
人
間
の

を

さ
せ
た
わ

 
ど
う
や
ら
自
分
の
海
賊
版
は

き
勝
手
に
暴
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

そ
う
か

れ
だ
な

 
紫
 

そ
し
て
そ
の
偽
物
が
悪
事
を

い
て
い
る
せ
い
で

 
今
現

に
お
い
て
朝

か
ら
の

は
人
間
達
の

 

悪
と
ま
で

さ
れ
て
い
る

よ
御
師
匠
様

 
理
 

と
ん
だ
と
ば

ち
り
だ
ろ
そ
れ



 第 話 海賊版がいるそうです

 
要
注
意
危
険
妖
怪
と
し
て

知
さ
れ
て
い
る
の
は
知

て
は
い
る
が
ま
さ
か

悪
と
ま
で

わ

れ
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た

本
当
に
と
ば

ち
は
勘

し
て

し
い
も
の
だ

 
紫
 

え

し
か
も
つ
い
先
程
に
朝

の

が
御
師
匠

 
を
討
伐
す
る
よ
う
に
安

晴
明
に
指
令
を
送

て

 
い
ま
し
た
わ

 
理
 

お
い
お
い

て
こ
と
は
そ
の
妖
怪
達
が
い
る
事
で

 
俺
達
の
夢
へ
の

に

が
る
の
か

 
紫
 

恐
ら
く
こ
の
ま
ま

し
に
す
れ
ば

 
理
 

る
な

所
で
さ

き
御
師
匠
様
達
と
い

た

 
が
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ

 
先
程
に
紫
が

た
達
と
い
う

葉
に
引

掛
か

た

自
分

人
な
ら
そ
れ
は

わ
な
い

だ

そ
れ
す
な
わ
ち

 
紫
 

葉
の
と
お
り
風

さ
ん
や
美
須
々
様
の
名
も

 
語

て
い
る
そ
う
よ

 
理
 

命
知
ら
ず
の
奴
も
い
た
ん
だ
な

風

達
何
か
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は
プ
ラ
イ
ド
が
特
に
高
い
種
族
だ
ろ

そ
れ
に
美

 
須
々
も
嘘
つ
き
は
殴
る

の
性
格
だ
か
ら
な

 
紫
 

本
当
よ

私
も
ビ

ク
リ
し
て
い
る
わ

 
理
 

こ
の
事
は
美
須
々
や
風

そ
れ
に
ゲ
ン

イ

 
達
に
は
伝
え
た
の
か

 
紫
 

い
え

こ
れ
か
ら
伝
え
に
い
く
と
こ
ろ
よ

 
こ
れ
は
一
騒
動
が
起
き
そ
う
だ
と
予

す
る

と
り
あ
え
ず
は
伝
え
る
こ
と
が
先
な
た
め

 
理
 

そ
う
か
な
ら
と
り
あ
え
ず
美
須
々
達
の
意
見
も

 
聞
き
た
い

話
す
こ
と
話
し
た
ら
明
日
の
晩
に

 
俺
の
も
と
に

人
を

れ
て
き
て
く
れ
紫

 
紫
 

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
御
師
匠
様

 
そ
う

て
い
る
と
ピ
ク
リ
と
自
身
の

脳
が
反

す
る

 
理
 
結
界
に
反

あ
り

人
間
か

 
紫
 

ど
う
か
し
ま
し
た
か
御
師
匠
様

 
理
 

ど
う
や
ら
人
間
の
客
人
み
た
い
だ
な



 第 話 海賊版がいるそうです

 
そ
れ
を
聞
く
と
紫
は

く

 
紫
 

あ
ら

な
ら
私
は
こ
れ
で

 
理
 

悪
い
な
と
り
あ
え
ず
頼
ん
だ
よ

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
は
ス
キ
マ
を
作

て
そ
の
中
に
入
る
と
同
時
に
そ
の
ス
キ
マ
も
消
え
失
せ

た

因
に
だ
が
神

し
の
主
犯
と
し
て
自
分
同
様
に
指
名
手

妖
怪
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は

内

だ

 
理
 

お

い
亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

は

は

何

で
す
か

マ
ス

 
耶
狛

は

は

ど
う
か

し
た
の

マ
ス

 
ど
う
や
ら

人
は
紫
と
話
し
て
い
る
間
も
必
死
に
勝
負
を

り
返
し
て
い
た
よ
う
だ

た
の

か

れ
て
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な

て
い
た

 
理
 

人
間
の
客
人
だ
耳
と

を

せ

 
亜
狛

了
解

し
ま
し
た

マ
ス

 
耶
狛

了
解

な
の
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そ
う

う
と

人
は
指
輪
を
着
け
て
体
の

ツ
を

し
た

 
理
 

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
か
な

 

 

す
み
ま
せ
ん
こ
こ
は
理
桜
さ
ん
の
お
宅
で
す
か

 
そ
の

と
共
に
見
た
こ
と
の
あ
る

人
の
少
女
が
現
れ
る
の
だ

た



 第 話 少女が来ました

 
第

話
 
少
女
が
来
ま
し
た

 
こ
れ
は
紫
と
理
久
兎
が
話
す
数
分
前
に

る

 
晴
明

え

と

は

  
今
現

晴
明
は

間
に
理
久
兎
に

を

て

た
た
め
食
べ
た
分
の
お
金
を
理
久
兎
に

返
し
に
来
て
い
た

 
晴
明

う

ん

こ
の

り
の

な
ん
だ
け
ど
な

 
妖
怪
の
反

も
な
し
か

 
晴
明
は
理
久
兎
の
家
の
探
し
な
が
ら
今
日
の
よ
る
の

回
も
し
て
い
る

彼
女
は
陰
陽
師
だ
都

に
妖
怪
の

い
を
見
つ
け
れ
ば

す
る
の
も
彼
女
達
陰
陽
師
の
仕
事
で
も
あ
る

 
晴
明

呼
ば
れ
た
後
か
ら
ず

と
見
回
り
ば
か
り
そ
れ

 
で
い
て
酒
等
も
飲
め
な
い
飯
も
食
う

も
な
い

 
あ
げ
く
に
は
お
金
を
す
ら
れ

今
日
は
本
当

 
に
つ
い
て
な
い
な
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晴
明
は
本
当
に
朝
飯
と

飯
し
か
食
べ
て
お
ら
ず
ち

う
ど
晩
飯
の
時
間

だ
い
つ
も
こ
の
時

間

に
は
も
う
飯
と
酒
を
楽
し
ん
で
い
る

だ
が
不
運
が

な
り
食
事
す
ら
も
取
れ
て
い
な
い
の

だ 
晴
明

し
か
も
家
が
何
処
か
も
分
か
ら
な
い
こ
れ
も

 
あ
れ
も
何
も
か
ん
も
全
部
が
理
久
兎
の
せ
い

 
だ

こ
の

 
理
不

な
怒

を
あ
げ
て
晴
明
は
暗
い
夜
道
を
見
渡
す

す
る
と

 
晴
明

あ
れ

こ
れ

て

 
晴
明
は
あ
る
家
の

を
見
つ
け
た

そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
の
は

 
晴
 

八

理
桜

こ
こ
だ

 
ど
う
や
ら
な
ん
と
か
見
つ
け
れ
た
よ
う
だ

 
晴
 

で
も
見

り
が
い
な
い

ど
う
し
よ
う
入

て

 
も
大
丈
夫
か
な

 
そ
う
思
い
な
が
ら

に
手
を

れ
る
と

 



 第 話 少女が来ました

 

が
開
い
た

ど
う
や
ら

は
か
か

て
い
な
い
よ
う
だ

 
晴
 

は
空
い
て
る

中
に
い
る
か
な

 
そ
う

え
た
晴
明
は
中
に
入

て
い

た

 
晴
明

が
綺

だ
な

 
そ
う
思
い
な
が
ら

の
光
に

ら
さ
れ
な
が
ら

の
方
に
歩
く
と

人
の
人
影
が
見
え
た

 
晴
 
こ
う

う
と
き
は
こ
う

わ
な
き

 
そ
う
晴
明
は
頭
で

え
る
と

 
晴
明

す
い
ま
せ
ん
こ
こ
は
理
桜
さ
ん
の
家
で
す
か

 
晴
明
は
そ
う

た
の
で
あ

た

視
点
は
変
わ
り
理
久
兎
達
へ
と
変
わ
る

 
亜
狛

お
客
と
は
あ
の
少
女
で
す
か

 
耶
狛

あ
れ

あ
の
子

 
理
 

お
や

は
あ
の
時
の

 
目
の
前
に
現
れ
た
の
は

時
に
知
り
合

た
少
女
だ

た

 
晴
明

理
桜
さ
ん

良
か

た

 
理
 

ど
う
し
た
の
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晴
明

あ

え

と

食
代
を

い
に
来
ま
し
た

 
理
 

そ
う
な
の
か

別
に
良
か

た
の
に

 
晴
明

い
え

り
た
分
は
き

ち
り

い
ま
す

 
そ
う

う
と
晴
明
は
理
久
兎
に
４
０
０

を

た

と
て
も
し

か
り
し
て
い
る

 
晴
明

こ
れ
で

し

り
チ

ラ
で
す

 
理
 

儀
だ

 
彼
女
の

儀
さ
に
は

い
て
い
た

わ
ざ
わ
ざ
こ
の
夜
道
を
歩
い
て

い
に
来
て
く
れ
た
の
だ

か
ら

 
晴
明

と
り
あ
え
ず
お
金
は
返
し
た
の
で
こ
れ
で

 
そ
う

い
晴
明
は
立
ち
去
ろ
う
と
す
る

だ
が
こ
の
ま
ま
返
す
の
も
失
礼
と
思
い

 
理
 

あ

そ
う
だ

さ
良
か

た
ら
晩
飯
を
食
べ
て

 
い
か
な
い

 
晴
明

え

 
晴
明
に
は
突
然
の
提
案
だ

た
の
で
思
わ
ず

を
あ
げ
て
し
ま
う

 
理
 

い
や

飯
を
作

た
の
は
い
い
け
ど
少
し
作
り



 第 話 少女が来ました

 
過
ぎ
て

良
け
れ
ば
の
話
な
ん
だ
け
ど

 
晴
明

う

ん
で
も
私
は
仕
事
し
な
き

行
け
な
い
ん

 
で
す
よ

 
理
 

な
ら
せ
め
て
酒
の

ぐ
ら
い
良
い
で
し

 
今
日
は
少
し

え
る
か
ら

 
晴
明
 
ゴ
ク
リ

 
そ
れ
を
聞
い
た
晴
明
は

を
な
ら
す

お
酒
と
い
う

葉
の
誘
惑
に
負
け
た
の
か

 
晴
 

し

し

う
が
な
い
で
す

少
し

き
合
い

 
ま
し

う

 

い
方
は
あ
れ
だ
が
ど
う
や
ら
内
心
物

く
嬉
し
い
よ
う
だ
が
誘
惑
に
は
勝
て
な
か

た
よ
う

だ 
理
 

亜
狛

耶
狛
お
前
ら
も
そ
ろ
そ
ろ
食
べ
な
さ
い

 
亜
狛

あ

そ
う
い
え
ば
晩
飯
ま
だ
で
し
た

 
耶
狛

今
思
う
と
お

減

た
な

 

人
は

を
し
て
い
た
せ
い
で
晩
飯
の
こ
と
を
す

か
り

れ
て
い
た
よ
う
だ
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理
 

あ

ち
に
作

て
お
い
た
か
ら
取
り
に
行

て

 
お
い
で

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

わ

い

 

人
は
ご
飯
を
取
り
に
行

た

す
る
と
自
分
の

た
発

に
晴
明
は

 
晴
明

作

た

て

や
け
に

⺠
的
と
い
う
か

族

 
に

合
わ
な
い
と
い
う
か

 
そ
れ
は
仕
方
が
な
い

昔
か
ら
料
理
を
作

て
い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

よ
く

わ
れ
た
よ

れ

お
ち

こ

 
晴
明

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ゴ
ク
ゴ
ク

 
お
酒
を

た
晴
明
は
美
味
し
そ
う
に
お
酒
を
ぐ
び
ぐ
び
と
飲
ん
で
い
く

良
い
飲
み

り

だ 
晴
明

は

美
味
し
い

 
そ
ん
な
晴
明
を
面
白
い
と
理
久
兎
は
思

て
い
る
と

 
亜
狛

マ
ス

ご
飯
を
持

て
き
ま
し
た
よ



 第 話 少女が来ました

 
耶
狛

あ
な
た
の
分
も
あ
る
よ

 
亜
狛
と
耶
狛
が
晴
明
の
分
も
持

て
き
た

 
晴
明

え

い
え

そ
ん
な
料
理
ま
で

 
理
 

気
に
し
な
い
で
食
べ
て
い
き
な
さ
い

そ
れ
に

 
さ

き
か
ら
食
べ
た
い

て
表
情
し
て
る
よ

 
晴
 

え

 
ど
う
や
ら
本
心
を
当
て
ら
れ
た
よ
う
で

い
て
し
ま

た
よ
う
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
食

て
け

 
晴
 

す
み
ま
せ
ん
お

葉
に

え
ま
す

 
晴
明
の
晩
飯
は
こ
こ
で
食
べ
る
こ
と
が
決
定
し
た

亜
狛
と
邪
狛
そ
し
て
晴
明
と
晩
飯
を
食
べ

る
こ
と
に
な

た

 
理
 

い
た
だ
き
ま
す

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
し
て
理
久
兎
を
除
い
た

人
は
そ
れ
を
合

に
い

せ
い
に
食
べ
始
め
る

 
晴
 

美
味
し
い

久
し
ぶ
り
に
美
味
し
い
料
理



 第六章【前章】平安京の陰陽師

 
ご
く
ご
く
プ
ハ

お
酒
に
合
い
ま
す

 
理
 

く
り
食
べ
な
さ
い
じ

な
い
と

が

 

に

さ
る
よ

 
亜
狛

ふ

運
動
し
た
後
の
ご
飯
は
美
味
し
い

 
で
す

 
耶
狛

刀

が
美
味
し
い
よ
お
兄
ち

ん

 
そ
ん
な
感
じ
で
晩
飯
を
食
べ
終
わ
る
と

 
晴
明

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
亜
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
す
マ
ス

 
耶
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま
な
の

 
理
 

お

末
様

と
こ
ろ
で

は
仕
事
し
な
く
て

 
い
い
の

 
晴
明

あ

し
ま

た

 
本
来
の
仕
事
を
思
い
出
し
た
晴
明
は
立
ち
上
が
り
直
ぐ
に
門
の
所
に
向
か
お
う
と
す
る
が
一

だ
が
立
ち

ま
り
晴
明
は
後
ろ
を

り
返
り
自
分
達
を
見
る
と



 第 話 少女が来ました

 
晴
 

え

と
理
桜
さ
ん
今
日
は
何
度
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

で
は
急
ぐ
の
で
こ
れ
に
て

 
そ
う

て
晴
明
は
急
い
で
外
に
出
て
い

た

 
理
 

あ
の
子

大
丈
夫
か
な

 
亜
狛

ま
る
で

の
よ
う
に
去

て
い
き
ま
し
た

 
耶
狛

い

 
理
久
兎
達

人
は
晴
明
と
い
う

が
帰

て
い
く
の
を
た
だ
見
続
け
て
い
た

そ
し
て
理
久

兎
達
の

を

け
た
晴
明
は

  
晴
 
 
ま
い

た

お
金
を
返
す
つ
も
り
が
ご
飯
ま
で

 
ご

走
に
な

て
し
ま

た
で
も
理
桜
さ
ん
本
当
に

 
良
い
人
だ
な

お

と
帰

て
準
備
し
な
き

 
ま
た

者
が
出
る
前
に

く
理
久
兎

さ
な
け

 
れ
ば

 
そ
う
心
に

め
な
が
ら
暗
い
夜
道
を
た
だ

た
す
ら
に
走
る
の
だ

た
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 第 話 戦の準備

 
第

話
 
戦
の
準
備

 
晴
明
が
家
に
来
た
翌
日
の

頃

 
理
 

ま

た
く
お
前
ら
は

 
自
分
は
今
現

と
て
も

れ
て
し
ま

て
い
た

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん

マ
ス

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
も
こ
う

て
る
こ
と
だ
し

 
許
し
て
よ
マ
ス

 
亜
狛

耶
狛

特
に
お
前
だ
よ

 
耶
狛

談
だ
よ

 
理
 

て
ご
ま
か
す
な

 
邪
狛

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
な

亜
狛
と
邪
狛
が
理
久
兎
に
謝

て
い
る
の
か
そ
の
理
由
は

 
理
 

ど
う
説
明
す
る
ん
だ
よ
こ
の

を

 
そ
う
今
現

第

拠
点
平
安
京
の
で
あ
る
理
久
兎
の
家
を

む

の
一
部
が
見
事
な
大

が
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空
い
て
い
た

な

こ
う
な

た
か

亜
狛
と
耶
狛
が

も
と
い
現
代
の
サ

カ

の

戦
を
し
て
い
る
と

人
共
手
加
減
を

れ
て
亜
狛
の

ン
チ
ン
グ
を
し
て
弾
い
た

を
耶
狛

が
そ
れ
を

で

イ
レ
ク
ト
に

り
返
し
た
の
だ
が

道
が
ず
れ
て

の

に

が
激
突
し
た

結
果
さ

き
も

た
と
う
り

に
は

が
空
い
て

は
み
る
も
無
惨
に

し
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
美
須
々
達
に
頼
ん
で
修
理
し
て

 
も
ら
う
か
後
お
前
ら
は

間

禁

だ

 
亜
狛

反

し
て
ま
す

 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い
マ
ス

 

人
は
頭
を
下
げ
て
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
謝
罪
を
す
る

 
理
 

ま

た
く

後

今
日
紫
や
美
須
々
そ
れ
に
風

 
最
後
に
ゲ
ン

イ
と
か
も
来
る
と
思
う
か
ら
準
備

 
は
し
て
お
け
よ

 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

わ
か

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
俺
は

り
の
書

を

け
る
か
ら
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お
前
達
は

と
掃
除
を
い
つ
も
の
よ
う
に
や

 
て
お
い
て
く
れ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た
頑

て
く
だ
さ
い

 
耶
狛

や

て
お
く

 
理
 

そ
ん
じ

頼
む
よ

 
そ
う

て
俺
は
書

を

け
る
た
め
に
部

に
室
内
に

る
の
だ
た

 
亜
狛

け
る
か

 
耶
狛

そ
う
だ

お
兄
ち

ん

 

人
は
理
久
兎
に

わ
れ
た
こ
と
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
数
時
間
後

 
理
 

ふ

書

整
理
終
わ
り

 
理
久
兎
は
今
日
の
課

で
あ
る
書

整
理
が
や

と
終
わ

た

 
亜
狛

マ
ス

終
わ
り
ま
し
た
か

 
理
 

あ

な
ん
と
か

邪
狛
は

 
亜
狛

え

と
そ
ろ
そ
ろ
来
る
と

 
耶
狛

ふ

終
わ
り
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亜
狛

お

れ
様

耶
狛

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
も
お

れ
様

 
理
 

と
り
あ
え
ず

人
も
終
わ

た
み
た
い
だ

 
な
ら
来
る
ま
で
少
し

く
り
し
て
る
か

 
亜
狛

そ
う
で
す

ち

う
ど
綺

な
夕

け
空
で

 
す
よ

 
耶
狛

本
当
だ

お
兄
ち

ん

 
夕

け
空
を
見
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
も
つ
か
の
間
だ

た

 
紫
 

御
師
匠
様

今
は
大
丈
夫
で
す
か

 
そ
う
ス
キ
マ
か
ら
自
分
の
弟
子
で
あ
る
紫
が
現
れ
た
の
だ

 
理
 

お

ち

う
ど
終
わ

て
一

し
て
い
る

 
所
だ

た
よ

そ
れ
で
紫
ち

ん
メ
ン
バ

は

 
集
ま

た

 
紫
 

え

れ
て
き
ま
し
た
よ

 

チ
ン
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そ
う

た
と
思
う
と
指

チ
ン
を
し
て
ス
キ
マ
を

開
さ
せ
た
す
る
と
そ
こ
か
ら

 
美
 

う

や
け
に

い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
る

 
理
久
兎

 
風

私
の
家
よ
り

い
で
す

 
ゲ
ン

総
大
将
良
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
る

 

人
の
妖
怪
も
と
い
美
須
々

風

ゲ
ン

イ
の

人
が
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
た

 
理
 

よ

お
前
ら
久
々
だ

 
美
 

ハ
ハ
ハ
ま

か
に
な
何
十
年
ぶ
り
だ

 
風

い
や
美
須
々
さ
ん

月
ぶ
り
で
す
よ

 
美
 

よ
く
そ
ん
な
小
さ
な
こ
と
覚
え
て
ら
れ
る
よ
な

 
天
魔

 
ゲ
ン

前
の
家
よ
り
だ
い
ぶ

く
な

た
よ

 
そ
ん
な
皆
の
発

に

り
な
が
ら

 
理
 

ま

た
だ

い
だ
け
の
家
だ
よ

現
に
こ
こ
に

 
住
ん
で
い
る
の
は
俺
と
亜
狛
と
耶
狛
だ
け
だ
か
ら
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ち
着
か
な
い
の
が
現
状
な
ん
だ
よ

 
亜
 

掃
除
も
大
変
で
す
し

 
邪
 

い
け
ど
不

も
多
い
よ

 
ゲ
ン

そ

そ
う
な
ん
だ

 
そ
ん
な
不

と
は
分
か
ら
な
か

た
の
か
ゲ
ン

イ
は

き
の

だ

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
本

に
入
り
ま
し

う
か
御
師
匠

 
様

 
理
 

お

と
そ
う
だ

た
な

お
前
ら
は
ど
こ
ま
で

 
偽
物
の
こ
と
を
知

て
る

 
美
 

と
ん
ど
だ

理
久
兎

 
風

私
も
紫
殿
か
ら
大
体
聞
い
た

 
ゲ
ン

俺
ら
河
童
も
で
す
総
大
将

 
こ
の
話
を
し
た

間

人
は
結

不
機
嫌
に
な

た

し
か
も
今
に
も

の

が
ぶ
ち

レ

前
と
い
う
の
が

で
分
か
る
こ
れ
は

バ
イ

 
紫
 

私
も
今
回
は
少
し
キ
レ
て
い
る
ん
で
す
わ
よ
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御
師
匠
様

 
紫
も
キ
レ
て
る
の
が

で
分
か
る

だ
が
少
し
と
い
う
か
も
う

チ

レ

前
だ
ろ
う

 
理
 
あ

み
ん
な
結

キ
レ
て
る
な

 
そ
れ
そ
う
で
あ
ろ
う

美
須
々
は
今
い
る
メ
ン
バ

の
中
で
も

番
嘘
を
嫌
う
こ
ん
な
大
嘘

つ
き

は
殴
ら
な
い
と
気
が
収
ま
ら
な
い
の
だ

更
に
天
魔
は
自
分
達
の
プ
ラ
イ
ド
を
土

で

踏
み
に
じ
ら
れ
た
こ
と
に
と
て
も
頭
に
き
て
い
た
ゲ
ン

イ
は
自
分
達
河
童
を
救

て
く
れ
た

自
分
を
愚

す
る

が
い
る
の
に
キ
レ
て
い
た

紫
は
自
分
と
作
ろ
う
と
し
て
い
る
夢

さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
そ
し
て
紫
に
と

て

け
が
え
の
な
い
た
だ

人
の
父
を
バ
カ
に
さ
れ
て

キ
レ
て
い
る
と
い

た
感
じ
だ
ろ
う

 
理
 

と
り
あ
え
ず

ら
の
意
見
を
聞
こ
う
か

 
と
頭
を
か
き
な
が
ら

人
に
意
見
を

め
た
そ
し
て

人
の
意
見
は
も
う
決
ま

て
い
た

 
美
 

私
の
意
見
は
大
嘘

ラ
吹
き

を
ぶ
ん
殴

て

 

度
と
こ
ん
な
事
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て

 
や
ら
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
な
理
久
兎

 
風

我
も
美
須
々
殿
と
同
意
見
だ

奴
ら
を
こ
れ

上
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は

置
で
き
な
い
理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

俺
も
で
す
総
大
将

 
紫
 

私
も
今
回
は
我

で
き
な
い
わ
よ
御
師
匠
様

 

人
の
意
見
は
も
の
の
見
事
に

な

た

 
亜
狛

偽
物

ぶ
ん
殴
る

 
耶
狛

何
の
話
な
の
か
な

 
紫
の
報
告
し
て
い
る
最
中

人
は

戦
や

て
い
た
の
で
知
ら
な
い
の
と
自
分
も
伝
え

れ

て
い
た

後
で
伝
え
よ
う
と

え
た

だ
が
ま
ず
は

方
を
指

す
る
の
が
先
だ

 
理
 

分
か

た

人
い
や
全
体
の
準
備
す
る
の
に

 
何
時
間
か
か
る

 
美
 

私
ら
は
す
ぐ
行
け
る
よ
理
久
兎

 
風

我
ら
天
狗
達
も
大
丈
夫
で
す
理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

俺
ら
河
童
達
も
問

な
い
総
大
将

 
紫
 

私
や
全
員
は
御
師
匠
様
の

葉

つ
で

 

葉

つ
で
進

で
き
る
と
な
る
と
本
当
に

い
も
の
だ



 第 話 戦の準備

 
理
 

成
る
程

分
か

た

出
撃
は
今
日
の

時
か
ら

 
始
め
る
そ
れ
ま
で
に
各
自
で
コ
ン
デ

シ

ン
を

 
整
え
て
お
け

後
そ
れ
か
ら

に
た
め
に
山
の

 

備
部
隊
編
成
し
て
何
人
か

し
て
お
け
よ

 
美
 

分
か

た
理
久
兎

 
風

了
解
し
た
理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

分
か
り
ま
し
た
総
大
将

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
す
ぐ
に
行
け
る
よ
う
だ
な
各
自
で
そ
う
い

た

か
い
事
を
す
る
の
も
必
要
だ

そ
の
た
め

時
に
設
定
し
た

そ
し
て
美
寿
々
を
見
て
あ
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た

 
理
 

な
ら
時
間
ま
で
解
散
だ

あ

そ
う
そ
う
美
須
々

 
美
 

な
ん
だ
理
久
兎

 
理
 

こ
の
戦
い
が
終
わ

た
ら
で
い
い
ん
だ
け
ど

 
あ
そ
こ
の

の

修
理
し
て
く
れ
な
い

 
亜
狛
と
耶
狛
が

し
た

の

を
指

す

そ
れ
を
見
た
美
寿
々
は
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美
 

お

あ
の

か
な
ら
今
ち

う
ど
良
い
か
ら

 
や

て
お
く
よ

 
気
前
よ
く
そ
う

て
く
れ
た

本
当
に
助
か
る

 
理
 

悪
い

手
伝
い
と
し
て
亜
狛
と
耶
狛
を

す

 
か
ら

お
い
お
前
ら

 
亜
狛

あ

は
い

な
ん
で
し

う
マ
ス

 
耶
狛

何
マ
ス

 
理
 

お
前
ら
が

し
た
ん
だ
か
ら
し

か
り
美
須
々

 
を
手
伝
う
よ
う
に

 
亜
狛

も
ち
ろ
ん
で
す
マ
ス

 
耶
狛

う
ん
し

か
り
手
伝
う
よ
マ
ス

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
亜
狛
と
邪
狛
は

の
修
理
を
す
る
た
め
に
手
伝
う
こ
と
と
な
り
そ
の
後
美

須
々
が

の
修
理
を
終
え
る
と
紫
は
皆
を

れ
て
帰

て
い

た
そ
し
て
理
久
兎
に
い
た

て

は
夜
の
仕
事
が
ま
た

つ
増
え
た
の
だ

た

そ
し
て
亜
狛
と
邪
狛
が

を

す
更
に
前
の
時

間
に

る

朝
方
の
事
だ
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晴
明

ふ

準
備
完
了

 
晴
明
は
理
久
兎
を

す
た
め
に

時
間
近
く
準
備
を
し
て
い
た

 
晴
明

御

は

よ
し
式
神
の

も
よ
し

れ
物
は

 
な
い
わ

 
晴
明
は
最
後
の

を
し
た
そ
し
て
晴
明
は

の

を

げ
る
と

 
晴
明

来
た
れ

 
そ
の

葉
を

い

た
次
の

間

 

キ

 
そ
の

か
ら
紅
く
大
き
な

ま
た
の
名
を

が
現
れ
る

 
晴
 

私
が
い
き
た
い
場
所
ま
で

 
運
ん
で

 

キ

 

は
体

を

く
し
て
晴
明
に

れ
と
指

し
て
い
る
よ
う
だ

 
晴
明

あ
り
が
と
う
さ

行
く
わ
よ

 
そ
う

て
晴
明
は

の

中
に

る
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晴
 

レ

ツ
ゴ

 

キ

ル
ル
ル

 
晴
明
が
そ
う

ぶ
と
同
時
に

も
そ
れ
に

え
て
か
そ
う

ぶ
と

は
飛
び
立
つ

 

キ

エ
エ

 
晴
明

待

て
い
な
さ
い

深
常
理
久
兎

 
そ
の

に

り
晴
明
は
理
久
兎
が
い
る
と
い
う

し
た

ま
で
向
か
う
の
で
あ

た
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第

話
 
百
⻤
夜
行
 
集
結

 
三
日
月
の
光
が

ら
す

前

時

人
は
も
う
眠
り
に

ち
静
か
な
こ
の
夜
に

 
理
 

準
備
は
出
来
た

 
亜
狛

も
ち
ろ
ん
で
す
マ
ス

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
問

な
い

・

・

 
亜
狛

そ
の
台

は
問

し
か
な
い
だ
ろ
耶
狛

 
亜
狛
の

う
通
り
問

し
か
感
じ
な
い

だ
が
そ
ん
な
の
は
気
に
し
て
は
い
け
な
い

 
理
 

な
ら
行
く

亜
狛

耶
狛

妖
怪
の
山
ま
で

 

げ
ろ

 
亜
狛

了
解

マ
ス

 
耶
狛

イ
エ
ス
マ
ス

 
そ
う

て

人
は
力
を
合
わ
せ
て

け
目
を
作
り
出
す

 
亜
狛

座

地
点
問

な
し

 
耶
狛

こ

ち
も
問

な
い
よ
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理
 

な
ら
行
く
よ

人
共

 
亜
狛

了
解

 
耶
狛

イ
エ

サ

 
そ
う

う
と

人
は

け
目
に
飛
び
込
む
の
だ

た

そ
し
て
場
所
は
変
わ

て
妖
怪
の
山

天
狗
の
大

場
に

る

 
紫
 

皆
さ
ん
は
準
備
は
大
丈
夫
か
し
ら

 
美
 

私
ら
⻤
は
大
丈
夫
だ

 
萃
香

私
も
大
丈
夫

 
勇
儀

さ

て
美
須
々
様
達
に
悪

を
も
た
ら
し
た
嘘

 
つ
き

共
を
ぶ
ん
殴
ら

と
な

 
華
扇

偽
物
達
に

は
な
い
で
す

 
⻤
達
は
も
う
殺
る
気
満
々
だ

 
風

我
ら
天
狗
も
問

な
い
そ
し
て
紫
殿
こ
こ
に

 

る
天
狗
達
も
編
成
し
て
お
い
た

 
紫
 

あ
り
が
と
う
天
魔
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風

礼
に
は

ば
な
い

 
理
久
兎
に

わ
れ
た
山
に

る
メ
ン
バ

も
編
成
し
終
え
た
と
伝
え
る
と

 
ゲ
ン

俺
ら
河
童
も
準
備
は
で
き
ま
し
た
後
そ
れ
か
ら

 
天
魔
様
こ
れ
を

 
ゲ
ン

イ
は
そ
う

う
と
風

に
あ
る
も
の
を
渡
し
た

 
風

つ
い
に
で
き
た
の
か

 
ゲ
ン

え

な
ん
と
か
今
日
中
に
出
来
ま
し
た

 
美
 

そ
れ
な
ん
だ
天
魔

 
風

こ
れ
は
⻄

の
方
で
見
ら
れ
た

と

う
物

 
で
す
よ
美
須
々
様

 
ゲ
ン

イ
が
風

に
渡
し
た
の
は

ま
た
を
火

改
造
版
だ

今
か
ら
五
年
前
に
理
久

兎
が
土
産
で
持

て
き
た
物
の

つ
そ
れ
は
火

の
設
計

だ

然
に
理
久
兎
は
あ
る

で
そ
の
設
計

を
見
つ
け
興
味
が
出
た
の
で
金

と
交

し
て
も
ら
い
そ
れ
を
風

が
土
産
選
び
で
見
つ
け
て
風

は
興
味
を

し
理
久
兎
か
ら
そ
れ
を
土
産
と
し
て

た
の
だ

だ
が
設
計

だ
け
で
は
意
味
が
な
い
の
で
河
童
達
主
に
ゲ
ン

イ
に
頼
ん
で
作

て
も
ら
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た

し
か
も
従
来
の
火

と
は
違
い
ゲ
ン

イ
が

自
に
改
造
を

さ
れ
た
の
で
現
代
で

う

マ
ス

ト

の
よ
う
に
な

て
い
る

 
ゲ
ン

後

天
魔
様
そ
の

の
弾
な
の
で
す
が

 
風

弾
が
ど
う
し
た

 
ゲ
ン

そ
の

の
弾
は
天
魔
様
自
身
の
妖
力
を
使

て

 
弾
を
自
動
で
生
成
し
ま
す
の
で
妖
力
切
れ
に
は

 
気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
風

成
る
程
何
か
ら
何
ま
で
あ
り
が
と
う
な

 
ゲ
ン

い
え
い
え

最
後
に
そ
れ
は
ま
だ
試
作
品
な
の
で

 

い
に
は
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い

 
風

分
か

た

 
美
 

私
は
そ
ん
な
火

よ
り
殴
る
方
が

き
だ

 
風

ま

妖
怪
も
そ
れ

れ
で
す
か
ら

 
美
須
々
や
風

ゲ
ン

イ
が
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
て
数
分
の
時
が

つ

す
る
と
紫
は

何
か
に
気
が
つ
い
た
の
か
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紫
 

あ
ら
ふ
ふ

ど
う
や
ら
来
た
み
た
い
よ

 
紫
の

葉
と
共
に

け
目
が
現
れ
る
そ
し
て
そ
の

け
目
か
ら

人
の
男
女
が
現
れ
る

 
理
 

着
い
た
か

 
亜
狛

え

マ
ス

 
耶
狛

到
着

 
そ
う
理
久
兎
達
が
妖
怪
の
山
に
到
着
し
た
の
だ

 
紫
 

は
る
ば
る
御

様
で
す
御
師
匠
様

 
理
 

お
う

所
で
準
備
で
き
た

 
紫
 

え

ご

の
と
う
り

 
紫
に

わ
れ
て

り
を
見
渡
す
と
無
数
の
妖
怪
達
が
い
た

そ
し
て
理
久
兎
の
視

に
気
づ
い

た
の
か
妖
怪
達
は

 
妖
怪
 

お

 

 
妖
怪
 

総
大
将

 
全
員

ル
気
満
々
に
大

を
あ
げ
た

ど
う
や
ら
皆
準
備
で
き
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

に
し
て
も
す
ご
い
熱
気
だ
な
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紫
 

え

 
紫
と
話
し
て
い
る
と
亜
狛
が
提
案
を
し
て
き
た

 
亜
 

マ
ス

こ
こ
は

つ

み
の

葉
を

 

て
み
て
は
ど
う
で
し

う

 
耶
 

お
兄
ち

ん
良
い

え

 
そ
の
提
案
に

成
す
る
よ
う
に
耶
狛
も

て
く
る

 
理
 

俺
が
か

分
か

た

だ
が
こ
う

う
の
は

 
あ
ん
ま
り

じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

 
そ
う

き
な
が
ら
自
分
は
皆
の
前
に
立
つ

そ
し
て
全
員
は

を
飲
む
と

 
理
 

ふ

皆
よ
良
く
集
ま

て
く
れ
た

皆
は
知

て

 
い
る
か
と
思
う
が
俺
ら
の
偽
者
共
を
今

狩
る

 
奴
等
に

は
要
ら
な
い

全
員

し
て
や
れ

 
全
員

お

 
と

り
切

て

を
出
す
の
だ
が

 
理
 

最
後
に

い

れ
た
け
ど
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全
員

な
ん
だ

な
ん
だ

 
少
し

に
な

た
が
理
久
兎
の
最
後
の

み
の

葉
を
唱
え
た

 
理
 

や
る
な
ら
派
手
に
や
れ

 
妖
怪

そ
う
こ
な
く

ち

な

 
妖
怪

や

て
や
る

 
理
 

上
で
話
は
終
わ
り
だ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
下
が

た

す
る
と
紫
が

で
楽
し
そ
う
に

 
紫
 

お

れ
様
で
す
御
師
匠
様

 
と

楽
し
そ
う
に
い

て
き
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
こ
ん
な
感
じ
で
良
い
か
な

 
自
分
が
上
手
く
出
来
た
の
か
紫
達
に

を

め
る
と

 
耶
狛

良
い
感
じ
だ
よ

 
亜
狛

え

良
い
と
思
い
ま
す

 
理
 

な
ら
良
か

た

紫

皆
の
指
揮
は
頼
む
よ

 
紫
狛

え

も
ち
ろ
ん
で
す
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そ
し
て
今
度
は
紫
が
妖
怪
達
の
前
に
立
つ

 
紫
 

で
は
皆
さ
ん
今
か
ら
ス
キ
マ
を
開
き
ま
す
わ

 

チ
ン

 
紫
が
指

チ
ン
を
す
る
と

界
を

て
大
き
な
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
る

 
紫
 

準
備
が
出
来
た
者
か
ら
入

て
頂
戴

 
美
 

お
め

ら
行
く

 
全
員

お

 
萃
香

よ

し

 
勇
儀

行
く

華
扇

 
華
扇

あ

ち

ま

て
勇
儀

 
美
須
々
の

掛
け

と
共
に
妖
怪
達
特
に
⻤
達
が
ど
ん
ど
ん
ス
キ
マ
に
入
て
い
く

 
狼

天
魔
様
ど
う
か
お
気
を

け
て

 
風

少
し
の
間

お
前
達
に
こ
こ
を

け
る
頼
む

 
文
 

任
せ
て
く
だ
さ
い

 
は
た

が
来
て
も
死
守
し
ま
す
よ
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風

頼
も
し
い
な

で
は
我
も
行
く

 
そ
う

う
と
風

は

備
の

の
者
達
に

中
を
向
け
て
ス
キ
マ
の
方
に
向
か

て
歩
い
て

い

た

備

を
除
い
て
理
久
兎
と
亜
狛

邪
狛
そ
し
て
紫
が
今

て
い
る
状
態
だ

 
理
 

亜
狛

耶
狛

俺
達
も
ス
キ
マ
か
ら
行
く
よ

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

分
か

た
よ
マ
ス

 
理
 

紫

行
こ
う
か

 
紫
 

は
い

御
師
匠
様

 
そ
う

て
理
久
兎
と
紫
も
ス
キ
マ
に
入
る
と
同
時
に
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
た
の
だ

た

そ

し
て
こ
れ
は
理
久
兎
達
が
妖
怪
の
山
に
着
く

く
前
に

る

 
晴
明

や

と
つ
い
た

あ
り
が
と
う

て

 

門

キ

ル
ル

 
晴
明
が
そ
う

う
と

は
式
神

に

る

 
晴
明

さ
て
と
理
久
兎
に
こ
れ
ま
で
の
行
い
全
て
に

 
任
を
と
ら
せ
な
い
と

待

て
な
さ
い
よ
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そ
う

て
晴
明
は
理
久
兎
が
住
ま
う
と

わ
れ
る

に
向
か
う
の
で
あ

た
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第

話
 
晴
明
の
怒
り

 
夜
の

時
頃

も
う
じ
き

日
が
終
わ
ろ
う
と
し
よ
う
と
す
る
時
間

 
晴
明

こ
の

 
晴
明
は
理
久
兎
が
今
現

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
と

わ
れ
る

に
た
ど
り
着
い
て
い
た

 
晴
明

う
わ

妖
怪
共
が
う
じ

う
じ

い
る

 
そ
う
晴
明
か
ら
見
て
も
分
か
る
と
う
り
妖
怪
達
は
無
数
に
い
る
の
は
容

に
分
か
る

 
晴
明

う

ん
で
も
問

は
理
久
兎
が
ど
こ
に
い
る
か

 
な
の
よ

 
あ
く
ま
で
目
的
は
こ
の
妖
怪
達
の
親
玉
で
あ
る

理
久
兎
と
そ
の

部
格
で
あ
る
⻤
子
⺟
神
そ

し
て
天
魔
の
討
伐
だ

こ
い
つ
ら
を

せ
れ
ば

の
妖
怪
達
も
自
然
に
解
体
さ
せ
れ
て
い
く
の
と

て
ま
だ

お
う
と
す
る
妖
怪
の

党
は
す
ぐ
に

け
ら
れ
る
と
も

え
て
い
た

 
晴
明

ん

あ
れ
は

 
晴
明
が

き
こ
む
と
そ
こ
に
は
妖
怪
達
が
頭
を
た
れ
て
い
る
そ
の
中
心
に
は
男
の
妖
怪
と
⻤
と

天
狗
ら
し
き
妖
怪
も
い
た
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晴
明

あ
い
つ

 
そ
う
そ
の
妖
怪
達
こ
そ
理
久
兎
達
偽
物
だ

 
晴
明

あ
い
つ
ら
あ
そ
こ
の
山
に
入

て
行

て
る

 
わ

 
そ
の
理
久
兎
達
偽
物
は
そ
の

の
北

に
あ
る

の
中
に
入

て
い

た

そ
し
て
そ

い
つ
ら
が

に
入
る
と
妖
怪
達
も
頭
を
あ
げ
た

 
晴
 

バ
レ
ず
に
い
く
か
な
く
ち

 
そ
う

て
晴
明
は
現
代
で
い
う
伝
説
の

兵
の
よ
う
な
ス
ニ

キ
ン
グ
を
開
始
し
た

 
晴
明
と
り
あ
え
ず
聞
き
耳
を
た
て
る
か

 
そ
う
思
い
晴
明
は
聞
き
耳
を
た
て
た
す
る
と

 
妖
怪

い
や

本
当
に
あ
の
御
方
の
所
に
つ
け
れ
る
何

 
て

 
妖
怪

本
当
だ
な

人
間
達
を
襲
い
ま
く

て
金
や
ら

 
人
間
の
女
や
ら
何
で
も
手
に
は
い
る
し
人
間
が

 
う
ざ
い
と
思

た
ら
理
久
兎
様
に

え
ば
す
ぐ
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に
殺
す
許
可
を
く
れ
る
し
な

 
妖
怪

最
高
だ
な
こ
こ
は

 
妖
怪

あ

こ
の
拠
点
手
に
い
れ
る
に
い
た

て
は

ら
う

 
男
達
は
殺
し
て
さ
女
共
は
遊
ぶ
だ
け
遊
ん
で
殺
し
て

 
楽
し
く
人

イ
ム
も
味
わ
え
る
最
高
だ
よ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ

 
晴
明
彼
奴
ら

こ
れ
も
理
久
兎
の
せ
い
だ

 
晴
明
は
心
か
ら
理
久
兎
に
怒
り
を
覚
え
た
し
か
も

か
ら

が

れ
て
い
る
そ
れ

ど
ま
で
の

悪
を

い
た
の
だ

 
晴
明
今
は

え
る
ん
だ
理
久
兎
を

す
る
ま
で
は

 
そ
う
心
に

み
晴
明
は
ス
ニ

キ
ン
グ
を
再
開
し
理
久
兎
が
向
か

た

に
向
か
う

そ
し

て
見
つ
か
り
そ
う
な
る
と

れ
ま
た

れ
を

り
返
す
こ
と
数
時
間
後

 
晴
明

な
ん
と
か
た
ど
り
着
い
た

 
晴
明
は
何
と
か
理
久
兎
が
向
か

た

に
た
ど
り
着
い
た

妖
怪
が
多
す
ぎ
る
の
は
問

だ

と
感
じ
た
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晴
明

入
る
か

 
そ
し
て
晴
明
は
そ
の

に
入

て
い
く

そ
ん
な
時
だ

た

  
と

何
処
か
で

発
し
た
か
の
よ
う
な

が

い
た

 
晴
明
暗
い
な

ん

今
何
か
外
で

が
聞
こ
え
た

 
よ
う
な

い
や
今
は
こ

ち
に
集
中
し
よ
う

 
何
か
聞
こ
え
た
が
晴
明
は
先
に
進
ん
で
い
く
そ
し
て

の
最
新
部
に

り
着
く

 
晴
 

こ
こ
は

 
そ
の

深
部
は
美
須
々
達
の
住
処
の

よ
り
ち

と

く
見
る
と
大

間
に
な

て
い

る

そ
し
て

り
を
見
渡
す
と

格
子
も
見
え
た

そ
の
中
に
は
子

達
や
女
性
が
何
人
か
収
容

さ
れ
て
い
る
し
か
も
遠
目
で
見
て
も
わ
か
る
の
が
か
な
り

弱
し
て
い
る

 
晴
明

い

こ
こ
ま
で

い
な
ん
て

 
そ
し
て
晴
明
は
あ
る
大

間
に
い
る
妖
怪
に
気
が
つ
く

 
晴
明
あ
れ
は
理
久
兎
だ

 
そ
う
こ
の
妖
怪
達
の
グ
ル

プ
ボ
ス
理
久
兎
偽
物
が
そ
こ
に
い
た
の
だ
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晴
明

こ
の

の
人
達
そ
し
て
理
久
兎
達
が
襲

た

 

人
の
無

を
私
が
は
ら
す

 
そ
う

て
晴
明
は
怒
り
に
身
を
ま
か
せ
て
物
陰
か
ら
飛
び
出
し
た

 
晴
明

そ
こ
ま
で
だ
深
常
理
久
兎

 
理
偽

あ

な
ん
だ
て
め

は

 
大
き
な
巨
体
を
持
つ
理
久
兎
の
海
賊
版
が

方
を

り
向
く

そ
の
姿
は

明
け
そ
の
も
の

だ 
晴
明

私
は
陰
陽
師
の
安

晴
明
お
前
を
 
 

 

す
る
も
の
だ

 
理
偽

俺
を

す
る
か

ク
ク
ク
ハ
ハ
ハ

 
晴
 

何
が
可

し
い

 
理
偽

ハ
ハ
ハ
て
め

み
た
い
な
ク
ソ

キ
が
陰
陽
師

 
と
は
世
も
末
だ
な

 
ち
な
み
に
晴
明
の
年

は
十
六

だ

前
に
お
酒
を
飲
ん
で
い
た
と
思
う
が
お
酒
は
二
十

か

ら
だ
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晴
明

様

 
シ

ン

シ

ン

シ

ン

 
そ
う

て
晴
明
は
御

を
飛
ば
す
が

 
理
偽

お
う
ら
よ

 
ブ

ン

シ

シ

シ

 
理
久
兎
偽
は
近
く
に
あ
る
こ
ん
棒
を
手
に
持
ち

ぎ

て
御

を
弾
き
飛
ば
す

 
理
偽

な
ん
だ

今
の
は

撃
か

か
と
ん
ぼ
と

 
変
わ
ら
ん

 
晴
明

く

な
ら
こ
れ
な
ら

 
そ
う

て
晴
明
は
式
神
の

を
手
に
す
る

 
晴
 

行
け
白

 
そ
う
唱
え
る
と
そ
の

か
ら
式
神
白

が
現
れ
る

 
白

グ

 
理
偽

こ
い
つ

式
神
が
使
え
る
の
か

 
晴
明

行

て
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白

 
晴
明
が
そ
う

う
と
白

は
理
久
兎
偽
に
襲
い
か
か
る

 
理
偽

あ
の
小
娘
が

 

ン

 
白

の

と
理
久
兎
偽
の
こ
ん
棒
と
で
つ
ば

り
合
い
に
な
る

 
晴
明

そ
の
ま
ま

し

せ

 
白
 

ウ

 
理
偽

こ
の

 
こ
の
ま
ま
白

が

し

せ
ば
勝
て
そ
う
だ

だ
が
そ
こ
ま
で
は
上
手
く
い

た
の
だ

そ
う

そ
こ
ま
で
は
だ

 

シ

チ

キ

 
晴
明

な

 
一

で
天
狗
の
妖
怪

恐
ら
く
天
魔
だ
ろ
う

そ
い
つ
に
晴
明
は
組
み

か
れ
そ
し
て
天
魔

偽
の
短
刀
を
晴
明
の

も
と
に
当
て
ら
れ
て
し
ま
う
そ
う
自
分
が
人

に
な

て
し
ま

た
の

だ
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天
偽

お
い
そ
こ
の

 
白

 
白

も
突
然
の
こ
と
で
ビ

ク
リ
し
て
い
る

 
天
偽

す
ぐ
に
大
将
か
ら

れ
ろ

 
白

が
ル
ル
ル
ル

 
天
偽

動
い
て
も
い
い
が
お
前
の
主
人
は
死
ぬ

 
チ

キ

 
晴
 

う
こ
と
を
聞
い
て
は

メ
白

 
天
偽

う
る
せ

  
晴
 

ぐ

 
天
魔
偽
は
晴
明
の

も
と
の
刀
を
更
に

し

け
る
そ
こ
か
ら

が

れ
る

 
天
偽

う
こ
と
を
聞
け
よ

 
白

グ
ル
ル
ル

 
さ
す
が
の
白

も
主
人
の
命
に
は
代
え
ら
れ
な
い
の
か
理
久
兎
偽
か
ら
手
を

す
す
る
と
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⻤
偽

と

と
と
退
け
よ

が

 

ン

 
白

グ

 
⻤
子
⺟
神
偽
が
突
然
現
れ
白

は

を
殴
ら
れ
る

し
か
も

り
を
見
渡
す
と

内
い

る
妖
怪
達
が
集
ま

て
い
た

 
⻤
偽

チ

お
い

共

大
将
に

を
向
け
た

 
こ
の
ク
ソ

を
や

ち
ま
え

 
妖
怪

や

ち
ま
う

 
妖
怪

こ
の

大
将
に

を
向
け
や
が

て

 

ン

ン

ン

ン

ド
ン

 
白

は
妖
怪
達
に
殴
ら
れ
そ
し
て

ら
れ
て
集
団
リ
ン
チ
を
受
け
て
し
ま
う

 
晴
 

や
め
て

白

を

つ
け
な
い
で

 
晴
明
は
必
死
に

え
る
が

 
理
偽

う
る
せ

ん
だ
よ
メ
ス
た

キ
が

 

ン
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晴
 

グ
フ
う

 
晴
明
は
理
久
兎
偽
の

を

に
受
け
晴
明
は
口

し
そ
う
な
る
が
何
と
か

え
る

 
理
偽

良
い
反

だ
な
ら
今
度
は

も
味
わ
お
う
か

 
そ
う

て
理
久
兎
偽
者
は
晴
明
の
着
て
い
る
服
を

み

 
ビ
リ

 
無
惨
に
力
ず
く
で

り

て
た

 
晴
明

な

見
な
い
で

 

り
ま
す

て
ら
れ
た
晴
明
の

は
と
て
も

く
て
白
い
綺

な

だ

 
理
偽

良
い

だ

だ
が

は

な

 
晴
明

様

絶
対
に
殺
し
て
や
る

 

し
く
て

ず
か
し
く
格

に
な
る
が
こ
の
理
久
兎
偽
は
殺
し
て
や
り
た
い
と
強
く
願

た 
理
偽

そ
の
状
態
で
か

お
い
天
魔
そ
い
つ

れ
て

 
こ

ち
に
来
い

 
天
偽

ど
う
す
る
の
だ
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理
偽

そ
い
つ
を
可
愛
が
る
か
ら
よ

 
天
偽

了
解
し
た

ら
さ

さ
と
歩
け

 
そ
う

う
と
天
魔
偽
は
晴
明
を

れ
て
い
く

 
晴
明

生

生

 
晴
明
の
敗
因
は
怒
り
に
身
を
任
せ
す
ぎ
た
結
果
自
身
の

り
を
見
る
こ
と
も
出
来
な
か

た
そ

れ
が
敗
因
だ

 
白

 
晴
明
白

ご
め
ん

私
が
不

な
い
ば
か
り
に

 
ご
め
ん

 
晴
明
は
絶
望
し
た
自
分
の
弱
さ
に

 
妖
怪

さ

て
こ
れ
で
し
ま
い
だ

 
妖
怪
が
こ
ん
棒
を
白

に
降
り
下
ろ
す

 
晴
明

や
め
て

 
晴
明
は

の

び
を
あ
げ
る
す
る
と
白

に

め
を
さ
そ
う
と
し
た
妖
怪
に
あ
る
こ
と
が
起

き
た
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バ

ン

 
と

が
鳴
り

く

す
る
と

 
妖
怪

あ
が

 
バ

ン

 
突
然
の
こ
と
だ

た
白

に

め
を

そ
う
と
し
た
妖
怪
が
何
か
に
頭
を
ぶ
ち

か
れ
た
の
か

頭
に

が
空
き
そ
こ
か
ら

き
が
と
び
だ
し

れ
た

さ

き
ま
さ
で
の

に
ま
み
れ
た

は
急
に
静
ま
る

 
妖
怪

な
ん
だ

お
い
大
丈
夫
か

 
妖
怪
が

れ
そ
の
妖
怪
に
向
か
う
だ
が

 
バ

ン

 
妖
怪

 
バ

ン

 
近
づ
い
た
妖
怪
も
頭
か
ら

を
吹
き
出
し
て

れ
た

 
理
偽

な

気
を

け
ろ
な
に
か
が
い
る

 
天
偽

ク
ソ

な
ん
だ
い

た
い
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⻤
偽

何
処
に
い
や
が
る

 
す
る
と
晴
明
が
入

て
き
た
入
り
口
か
ら

が
聞
こ
え
て
く
る
そ
れ
も
無
数
の

が

 
妖
怪

な
ん
だ
い

た
い
な
ん
な
ん
だ
よ

 
晴
明

何
が
起
こ

て
い
る
の

 
そ
し
て
そ
の
入
り
口
か
ら

人
の
男
を

頭
に
そ
の
集
団
が
姿
を
現
す

だ
が
そ
の
者
達
は

人
間
で
は
な
い
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
る

理
由
は

が
生
え
て
い
る
者
も
い
れ
ば
は
た
ま
た

が

生
え
て
い
る
者
も
い
る
か
ら
だ
そ
の
集
団
達
は
一
目
見
た
だ
け
で
妖
怪
の
集
団
だ
と
分
か
る

そ

し
て

 

 

お
前
が
ボ
ス
か

 
理
偽

だ
か
ら
何
だ
よ
お
前
ら
は
一
体
何
な
ん
だ
よ

 

 

お

と
悪
い

な
ら
俺
も
名

る
よ
俺
は

 
幻
想
百
⻤
夜
行
の
総
大
将
ぬ
ら
り

ん
ま
た

 
の
名
前
を

 
晴
明

嘘

 
晴
明
は

く

そ
の
男
は
自
分
に
と

て
知
人
と
な

た
男
だ

た
か
ら
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理
 

深
常
理
久
兎
だ
よ
ろ
し
く

偽
者

 
そ
う
そ
こ
か
ら
現
れ
た
の
は
正
真
正

本
物
の
百
⻤
夜
行
と
そ
の
主
で
あ
る
本
物
の
深
常
理
久

兎
だ

た



 第 話 百⻤夜行の進撃

 
第

話
 
百
⻤
夜
行
の
進
撃

 
前
回
晴
明
が

の
中
に
侵
入
し
て
ス
ニ

キ
ン
グ
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
間

り
に

る

ス
キ
マ
の
中
で
は

 
理
 

や

り
こ
の
ス
キ
マ
の
内
部
は
何
と
も

え

 
な
い

 
紫
 

ふ
ふ

そ
う
か
し
ら

 
不
思
議
な
光

な
の
は
良
い

だ
が
問

は

 
美
 

私
は
何
時
も

れ
な
い
な

 
風

す
ま
ん
が
我
も
だ

 
ゲ
ン

俺
も
で
す

う

 
こ
の
通
り
皆
は

き
気
を

え
て
い
た

最
初
は
自
分
も

き
気
が
出
て
い
た
が
今
で
は
も
う

れ
た
も
の
だ

 
耶
狛

す
ご

い
目
が
い

い

 
亜
狛

は
し

ぐ
な
よ
邪
狛
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萃
香

お
酒
お
酒

 
勇
儀

お

萃
香
私
に
も
分
け
て
く
れ
よ

 
華
扇

こ
の

人
は
何
時
も
と
変
わ
ら
な
い
わ

 
う

気
持
ち
悪
い

 
こ
の

人
の

の
座
り
方
は

い
も
の
だ

に
感
心
し
て
し
ま
う

だ
が
結

だ

 
理
 

待
ち
時
間
の
間

俺
ら
は
ど
う
す
る

 
紫
 

な
ら
作
戦
会
議
を
し
ま
す

 
理
 

作
戦

 
紫
に
作
戦
会
議
と

わ
れ

え
る
と

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
の
作
戦
を
思
い

く

 
理
 

な
ら

ン

ン
い
こ
う

で

 
美
 

そ
の
作
戦
で
い
こ
う

 

談
の
つ
も
り
で

た
の
だ
が
そ
の
作
戦
に
美
須
々
は
の

た
模
様

 
風

え

 
ゲ
ン

ち

と
そ
れ
は

 
耶
狛

オ

実
に
シ
ン
プ
ル
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亜
狛

お
い
お
い
マ
ス

 
紫
 

御
師
匠
様
も
う
少
し
真
面
目
に

 
結
果
的
に
皆
か
ら
の
不

が
多
か

た

無
理
も
な
い
だ
ろ
う
無

す
ぎ
る
の
だ
か
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ

談
だ

地
理
的
に
は
ど
ん
な
感
じ

 
理
久
兎
は
そ
の
場
所
の
地
理
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
紫
が
教
え
て
く
れ
る

 
紫
 

私
が
見
た
と
こ
ろ
こ
の

に
は
⻄

南
の

置
に

 
そ
れ

れ
門
が
あ
る
わ
そ
し
て
北
の
方
の

に

 
御
師
匠
様
の
偽
者
が
住
ん
で
い
る

て
感
じ
で
す

 
わ

 
理
 

成
る
程

な
ら
ま
ず
何
処
の
門
か
ら

め
る
か

 
亜
狛
お
前
な
ら
何
処
か
ら

め
る

 
亜
狛
に
話
を
ふ
る
と
亜
狛
は
目
を
見
開
い
て

く

を
ふ
ら
れ
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
亜
狛

俺
で
す
か

 
耶
狛

ど
う
す
る

お
兄
ち

ん



 第六章【前章】平安京の陰陽師

 
亜
狛

そ
う
で
す

な
ら
南
か
ら
で

 
亜
狛
は
何
と
な
く
に
南
を
提

し
た

そ
れ
を
元
に
戦
略
を
立
て
る
こ
と
に
す
る

 
理
 

分
か

た
な
ら
亜
狛
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
作
戦
を

 

う
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
理
 

で
だ
そ
の

体
的
な
作
戦
は

 
理
久
兎
は

え
た

体
的
な
作
戦
を
数
十
分
程
か
け
て
紫
達
に

べ
る
の
だ

た

 
美
 

う

い
い

 
風

ふ
む

悪
く
な
い
話
で
す

 
ゲ
ン

俺
ら
は
大
い
に
お
願
い
し
た
い
で
す

 
紫
 

私
も
反
論
は
な
い
わ

 
理
 

な
ら
決
ま

た
ら
皆
に
伝
え
て
き
て

え
る

 
か
い

 
美
 

あ
い
よ

 
風

わ
か
り
ま
し
た
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ゲ
ン

了
解
総
大
将

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
理
久
兎
の

え
た
作
戦
は
全
員
に
伝
え
ら
れ
た
の
だ

た
こ
こ
で
理
久
兎
が

え
た

作
戦
を
書
き
ま
す

 
理
久
兎
が

え
た
作
戦
は
南
の
門
を
美
須
々
と
⻤
達

の
妖
怪
達
が

し

手
を
陽
動
し

つ
つ
そ
の
ま
ま
進
撃
を
開
始
し
風

達
天
狗
は
上
空
か
ら

を

襲
し
南
門
の
⻤
達
を
援

し
つ

つ

を

乱
さ
せ
て
い
き
最
終
的
に
は

場
で
理
久
兎
と
合
流
す
る

 
次
に
ゲ
ン

イ
と
河
童
達
は

産
に
成

し
た
火

を
使

て
⻄
門
の
方
か
ら
ス
キ
マ
を

使

て
侵
入
そ
し
て
⻄
門

近
の
妖
怪
達
を
一

打

に
し
な
が
ら

場
ま
で

動

 
理
久
兎
と
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
紫
と
で

場
の
方
に
ス
キ
マ
で

動
し
た
後
そ
の
ま
ま
内
部

か
ら
妖
怪
達
を

し
て

し
て
い
く

そ
し
て
あ
る
程
度
の
雑

を

け
た
後
は
萃
香
に
指

揮
を
さ
せ
て

り
の
雑

を

け
つ
つ
俺
と
亜
狛
耶
狛
そ
し
て
紫
に
美
須
々
と
風

ゲ

ン

イ
そ
し
て
何
名
か
の
河
童
を
引
き

れ
て
俺
の
偽
者
共
を

す
る
そ
れ
が
今
回
の
作
戦

だ 
美
 

偽
者
共
を

す
か
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風

本
当
で
す

プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
の
で

 
ゲ
ン

さ

て
河
童
の
火

の
力
を
特
と

 
見
せ
な
い
と

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

 
そ
の

葉
を
聞
き
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
空
紅
と
黒

を
取
り
出
し
て
皆
に
最
後
の

告
を

う
 
理
 

も
う
一
度
全
員
に

う
奴
等
全
員
を

す

 
こ
れ
に
は

フ

ア

対
等

神
は
関
係
な
い
こ
れ
は

 

除
だ

を
か
け
る
な

危
な
く
な

た
ら

 

座
に
後
退
し
ろ

こ
ん
な
こ
と
で
命
を

て

 
る
な

 
全
員

お

  
理
 

じ

出
撃

 
そ
の

葉
と
共
に
ス
キ
マ
が
開
き
外
の

が

が
る
の
で
あ

た

こ
こ
は
理
久
兎
偽
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の
拠
点
の
南
門

 
妖
偽

い
や

か
戦
い
に
挑
み
に
来
な
い
か

 
妖
偽

ハ
ハ
ハ

何
を

て
る
ん
だ

俺
ら
は
天
下

 
の
百
⻤
夜
行
だ

戦
い
に
挑
み
に
来
る
奴
が

 
い
る
の
か
よ

 
妖
偽

そ
れ
も
そ
う
だ
な

ハ
ハ
ハ

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
る

 
妖
偽

な
ん
だ
こ
れ
は

 
妖
偽

お
い
な
ん
だ
あ
れ

 
そ
の
ス
キ
マ
か
ら
無
数
の
の
妖
怪
達
が

れ
出
て
く
る

 
妖
偽

な

を
な
ら
せ

 
妖
偽

わ
か

た

 
カ
ラ
ン

カ
ラ
ン

カ
ラ
ン

 
妖
偽

な
ん
だ
こ
の

は

 
妖
偽

こ
れ
は

襲
だ
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場
の

う
が
騒
然
と
し
て
い
く

そ
し
て
無
数
の
妖
怪
達
の
中
か
ら

人
の
⻤
の
女
性
が

前
に
出
る
そ
う
美
須
々
だ

 
美
 

さ
て
と

お
り

 
ド

ン

 
美
須
々

南
門
を
殴

て

し
た
こ
れ
が
本
当
の
ド
ア
ノ

ク

だ

 
美
 

い
く

お
前
ら

全
員

き

せ

 
全
員

お

 
⻤
達

美
須
々
様
に
続
け

 
妖
怪

殺
る

 
妖
怪

偽
者
共
を
殺
せ

 
美
寿
々
の
指
揮
で

の
妖
怪
達
の
指
揮
が
上
が
る

 
萃
香

さ

て
楽
し
む
か

 
勇
儀

と
暴
れ
い
く
か

 
華
扇

偽
者
共
は
全
員

め
る

 

論
こ
の

人
も
美
寿
々
と
共
に

へ
と

り
込
む

そ
し
て
上
空
で
は
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風

い
く

皆
の
も
の
よ

 
天
狗

天
魔
様
の
名
を
語

た
不

き
な
奴
等
は
全
員

 
皆
殺
し
だ

 
天
狗

お

 
天
魔
の
指
揮
の
元
で
天
狗
達
が

へ
と

り
込
む

こ
う
し
て
南
門
の
戦
い
は
幕
を
あ
け

た

一
方
⻄
門

で
は
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
火

を

し
た
河
童
達
が
出
て
く
る

 
ゲ
 

い
く

総
大
将
に

な
す
奴
は
全
員
を

 
打
つ

 
河
童

お

 
妖
偽

お
い

こ

ち
に
も
い
る

 
妖
偽

殺
せ

 
妖
怪
偽
達
が
ゲ
ン

イ
達
に
向
か

て
襲
い
か
か
る
が
ゲ
ン

イ
は
河
童
達
に
指

を
出

す 
ゲ
ン

を
な
し
て
撃
ち
方

意

 

チ

チ
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ゲ
ン

イ
の

葉
と
共
に
河
童
達
の
一

が
火

を
を

え
た

 
妖
偽

な
ん
だ
あ
り

い
や
気
に
す
る
な

 
や

ち
ま
う

 
だ
が
妖
怪
偽
達
は
そ
れ
で
も
挑
み
か
か
る

だ
が
彼
ら
は
知
ら
な
い
そ
の

の

異
を

 
ゲ
ン

撃
て

 

ン

ン

ン

ン

 
ゲ
ン

イ
の

葉
と
共
に
火

か
ら
無
数
の

弾
が

た
れ
火
薬
の
匂
い
が

り
を
満
た
す

そ
し
て

弾
は

手

ど

弾
す
る

 
妖
偽

ア

 
妖
偽

む
な

奴
等
を
殺
す

 
ゲ
ン

第

撃
ち
方

意

 
そ
う

う
と
火

を
撃

た
河
童
達
は
後
ろ
に
下
が
り
そ
の
後
ろ
か
ら
火

を
持

た
河

童
達
が
前
に
出
る

 
妖
偽

嘘
だ
ろ

 
ゲ
ン

撃
て
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ン

ン

ン

ン

 
そ
し
て
ま
た

弾
が

た
れ
る

 
妖
偽

 
こ
の
戦
法
は
三

え

後
の
戦
国
時
代
に
お
い
て

信
⻑
が
⻑

の
戦
い
で
本
当
に
使

た
戦
法
だ

 
妖
偽

撤
退
だ

 
ゲ
ン

三

撃
ち
方

意

奴
等
を
逃
が
す
な

 
そ
う
し
て
ゲ
ン

イ
達
は
⻄

の
門
の
妖
怪
偽
を
制

し
て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
撤

退
し
た
と
こ
ろ
で
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
は

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ

次
に

場
へ
と
視

点
を

す

 
妖
偽

う

理
久
兎
様
に

 
そ
う
い
う
前
に
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
そ
こ
か
ら

 
理
 

呼
ん
だ

 
グ
ザ

 
妖
偽

げ
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理
久
兎
が
現
れ
妖
怪
偽
を
黒

で
斬

た

斬
ら
れ
妖
怪
偽
は
一

で
斬
殺
さ
れ
て
し

ま

た

 
妖
偽

な

 
理
 

な
ん
と
か
つ
い
た
な

 
亜
狛

え

な
ん
と
か

 
耶
狛

う
ん
着
い
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
紫
ち

ん

 
紫
 

い
え
い
え

 
何
て

の
ぼ
の
し
た
会
話
を
し
て
い
る
と

 
妖
偽

こ
い
つ
ら

や

ち
ま
う

 
妖
偽

俺
ら
に
挑
ん
だ
こ
と
後

し
ろ
や

 
妖
怪
偽
達
は
自
分
達
へ
と
襲
い
か
か

て
き
た

そ
れ
な
ら
ば
や
る
事
は

つ
だ

 
理
 

亜
狛

耶
狛

殺
れ

 
亜
狛

論
で
す

 
耶
狛

マ
ス

の
名
前
を
語

た

だ
よ
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紫
 

耶
狛
の
意
見
に
は
私
も

成
で
す
わ
御
師
匠
様

 
の
名
を
語

た
不

き
な
妖
怪
共
よ
こ
の
地
で

 

に
死
に
な
さ
い

 
亜
狛

い
く

耶
狛

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 
亜
狛
の

手
と
耶
狛
の

が
妖
怪
偽
達
の
頭
を
殴
り
飛
ば
す

 
亜
狛

マ
ス

に
と

て

様
ら
は

物
だ

 
妖
偽

あ
ぎ

ふ

 
妖
偽

で
ぶ

 
耶
狛

マ
ス

を
愚

し
た
罪
は
死

 

ン

 
妖
偽

グ
ヘ

 
妖
偽

う
が

 
と

次
々
に
殺
ら
れ
て
い
く

そ
し
て
今
度
は
自
分
の

後
か
ら
襲
い
か
か

て
く
る

 
妖
偽

こ
の
や
ろ
う
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だ
が
後
ろ
か
ら
来
た
所
で
意
味
な
ど
な
い

 
理
 

お
前
の
太
刀

見
え
見
え
だ

 
ザ
ン

ザ
ン

ザ
ン

ザ
ン

 
理
久
兎
も
黒

を
使

て
目
に
も
見
え
ぬ

さ
で

を
斬
る

 
妖
偽

あ
が

 
理
 

弱
い
な

達

 
妖
偽

ク
ソ
が

 
妖
偽

死

が

 
妖
怪
偽
達
が
理
久
兎
に
向
か

て
特

を
仕
掛
け
る
が

 
紫
 

さ
せ
な
い
わ

 
紫
が
ス
キ
マ
を

開
さ
せ
そ
こ
か
ら
無
数
の
⻑

が
妖
怪
偽
達
に
向
か

て
飛
ん
で
い
く

 

ン

ン

ン

 
妖
偽

な
ん
だ
こ
れ
は

 
妖
偽

が
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妖
偽

あ

ご
ふ

 
紫
 

御
師
匠
様
に
指
一
本

れ
さ
せ
な
い
わ

 
理
 
本
当
に
紫
ち

ん
も
成
⻑
し
た
な

 
理
久
兎
は
紫
の
成
⻑
を
見
て
心
の
中
で
と
て
も
喜
ん
だ

そ
う
し
て

方
の
所
も
戦
い
が
始

ま

た
の
だ

た

そ
し
て
美
須
々
達
の
所
に

す

 
美
 

お
ら
ど
け

 

ン

ン

 
妖
偽

ぐ
ふ

 
妖
偽

あ

 
美
須
々
の
グ

ン
チ
と

り
で
妖
怪
偽
は
ど
ん
ど
ん

ん
で
い
く

 
萃
香

ハ
ハ
ハ
ハ

ど
う
し
た

も

と
来
な
よ

 

ン

ン

ン

 
萃
香
の

と
そ
こ
か
ら
派
生
と
し
て

に
つ
い
て
い
る
⻑
い

を
ム
チ
の
よ
う
に
し
て
妖
怪

偽
に
当
て
て
い
く

 
妖
偽

あ
が
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妖
偽

ハ

 
そ
し
て
妖
怪
偽
は
萃
香
の

撃
を
く
ら

て
思
い

き
り
吹

飛
ぶ

を
し
な
く
な
る

 
勇
儀

お
ら

お
ら

お
ら

お
ら

 

ン

ド
ン

 
妖
偽

う
が

 
妖
偽

ば
ら

 
勇
義
は
そ
の
怪
力
を
生
か
し
殴
り
や

り
を
し
て
妖
怪
偽
の

を

き

を
え
ぐ
る

 
華
扇

死
に
な
さ
い

 
バ
キ
ン

 
妖
偽

が

 
茨

の
一
撃
で
妖
怪
偽
は
頭
蓋

が
わ
れ
た

 
美
 

ハ
ハ
ハ

良
い

も

と
や
ろ
う

 
美
須
々
が
こ
の
戦
い
に

喜
を

て
い
る
と

 
妖
偽

仲
間
の

だ

 
美
須
々
の

中
に
妖
怪
偽
が
襲
い
か
か
る
だ
が
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風

仲
間
だ
と

わ
せ
る
な

 
ザ
キ
ン

 
妖
偽
 

ハ

 
風

が

と
空
中
か
ら
現
れ
美
須
々
を
助
け
る

 
美
 

あ
り
が
と
う
な
天
魔

 
風

い
え

と
り
あ
え
ず

け
ま
す
よ

 
妖
偽

お
い

何
時
に
な

た
ら
大
将
が
来
る
ん
だ

 
妖
偽

分
か
り
ま
せ
ん

 
妖
怪
偽
は
こ
う

て
い
る
が
実

に
は
来
な
い
何

か

場
が
現

進
行
で
理
久
兎

達
に
よ

て
制

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

 
妖
偽

生
が

 
風

行
け

天
狗
達
よ

 
天
狗

お

 
妖
怪

や

て
や
る

 
美
 

お
め

ら
負
け
る
な
よ
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⻤
 

天
狗
に
負
け
て
ら
れ

 
萃
香

よ

し

 
勇
儀

ら
掛
か

て
き
な
偽
者
共

 
華
扇

全
員

絶
や
し
に
し
て
あ
げ
ま
す

 
妖
偽
達

 
妖
偽

負
け
る
な

 
妖
偽

我
ら
の
底
力
み
せ
て
や
る

 
だ
が
兵
力
の

作
戦
に
お
い
て
彼
ら
偽
者
達
は
な
す
す
べ
な
く
負
け
る

と
な

た
の

だ
結
果
美
須
々
風

の
グ
ル

プ
は
南
門

を
数
時
間
も
し
な
い
う
ち
に
制

し
た
の
だ

た 
美
 

天
魔

理
久
兎
の
所
に
向
か
う

 
風

わ
か
り
ま
し
た

 
美
 

お
前
ら
も
い
く

 
萃
香

了
解

美
須
々
様

 
華
扇

わ
か
り
ま
し
た
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勇
儀

了
解
し
た

 
そ
う
し
て
南
門

の
制

を
終
え
た
メ
ン
バ

は

場
の
方
に
向
か
う
の
で
あ

た

そ
し
て

⻄
門
の
方
で
も

 
河
童

ゲ
ン

イ
様

大
方
は

き
ま
し
た

 
ゲ
ン

了
解
だ

こ
れ
か
ら
総
大
将
の
待
つ

場
の
方
に

 
向
か
う

 
河
童

了
解
し
ま
し
た

 
河
童

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
河
童
達
⻄
門

も
制

を
終
え
て

場
の
方
に
向
か
う

そ
し
て

心
の

場
は
と

い
う
と

 
理
 

ラ
ス
ト

 
ザ
キ
ン

 
妖
偽

あ

 
バ

ン

 
理
 

亜
狛

場
の
制

度
は
ど
の
く
ら
い
だ
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亜
狛

見
た
と
こ
ろ

も
い
ま
せ
ん

 
耶
狛

ふ

終
わ

た

 
見
た
感
じ
は

い
た

し
か
し
こ
こ
の
妖
怪
達
は

合
の

な
の
か
弱
す
ぎ
て
つ
ま
ら
な

い 
理
 

ま
だ

い

本

は
あ
の

の
中
だ

 
そ
う
あ
く
ま
で
も
理
久
兎
達
が
制

し
た
の
は
こ
の

の
と
こ
ろ
だ
け
だ
実

は

の
中
に

理
久
兎
偽
が
い
る

 
亜
狛

後
は
美
須
々
さ
ん
達
を
待
つ
だ
け
で
す

 
耶
狛

ゲ
ン

イ
さ
ん
も

 
理
 

そ
の
必
要
は
無
さ
そ
う
だ
な

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

 
美
 

理
久
兎
こ

ち
は
終
わ

た

 
風

な
ん
と
か
終
わ
り
ま
し
た

 
理
 

お

れ
様

 
美
須
々
達
が
理
久
兎
達
と
合
流
を
果
た
す

ど
う
や
ら
終
わ
ら
せ
た
よ
う
だ



 第 話 百⻤夜行の進撃

 
萃
香

理
久
兎
そ

ち
も
終
わ

た
の

 
理
 

論
だ
後
は
ゲ
ン

イ
の
所
だ
け
か

 
そ
う

て
い
る
と

 
ゲ
ン

総
大
将

 
ゲ
ン

イ
達
も
理
久
兎
達
に
合
流
を
は
た
し
た

 
理
 

ゲ
ン

イ
そ

ち
も
終
わ

た
か

 
ゲ
ン

え

終
わ
り
ま
し
た

 
理
 

な
ら
作
戦
通
り
に
い
く

 
全
員

わ
か

た

 
妖
怪
達
は

く
と
共
に
返
事
を
し
た

 
美
 

萃
香

作
戦
通
り
後
は
任
せ
る
よ

 
萃
香

任
さ
れ
た
よ
美
須
々
様
み
ん
な
い
く
よ

 

党
狩
り
だ

 
勇
儀

お
う
よ

 
華
扇

わ
か
り
ま
し
た
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妖
怪

お

 
そ
う

う
と
萃
香
を

頭
に
勇
義
や
華
扇
な
ど
の
妖
怪
達
は

け
て
い

た

 
理
 

な
ら
俺
ら
も
い
く
よ

 
全
員

了
解

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
も
理
久
兎
達
偽
者
が
い
る

内
に
向
か
う

 
理
 

こ
こ
か
紫

 
紫
 

え

こ
の
中

 
美
 

あ
れ

理
久
兎
こ
の

跡
ま
だ
新
し
い

 
風

跡

 

 
理
 

こ
れ

の
跡
だ

 
そ
の

跡
を
見
る
と

か
が
通

た

跡
だ
し
か
も
ま
だ
新
し
い

そ
れ
で
い
て
理
久
兎
は
都

で
よ
く
こ
の

跡
を
見
か
け
て
い
た
の
で
そ
れ
は
は

の
よ
う
な

跡
だ
と
推

で
き
た

 
紫
 

も
し
か
し
た
ら
人
間
が
い
る
の
か
し
ら

 
理
 

入

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
な
今
は
前
進
あ
る

 
の
み
行
く
よ
皆



 第 話 百⻤夜行の進撃

 
美
 

わ
か

た

 
風

わ
か
り
ま
し
た

 
紫
 

わ
か

た
わ

 
亜
狛

了
解
マ
ス

 
耶
狛

レ

ツ
ゴ

 
ゲ
ン

お
前
達
も
つ
い
て
こ
い
よ

 
河
童

了
解
ゲ
ン

イ
さ
ん

 
河
童

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て

跡
を
頼
り
に
暗
く

い

を
進
ん
で
行
く
と

 

 

や
め
て

白

を

つ
け
な
い
で

 

 

う
る
せ

ん
だ
よ

キ
が

 

 

グ
フ

 
と

か
の

と

鳴
が
聞
こ
え
る

そ
れ
も
何
か

し
そ
う
な

が
だ

 
紫
 

今
の

て

 
美
 

お
い

し
か
も

常
じ

な
い
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理
 

お
前
ら
戦
闘
体
制
を
と
れ
後

風

ゲ
ン

イ

 
風

な
ん
だ

理
久
兎
殿

 
ゲ
ン
 
・
・

 
理
 

を

え
ろ
こ
の
通

だ
と

人
が

界
だ

 
だ
か
ら

人
は
も
し
が
あ

た
ら
俺
が
合

 
す
る
か
ら
そ
の
時
は

わ
ず
撃
て

 
指

を
聞
い
た
風

と
ゲ
ン

イ
は

く

 
風

了
解
し
た

 
ゲ
ン
 
コ
ク
リ

 
理
 

進
む

 
そ
う
し
て
進
ん
で
い
く
と

 
大

場
が
み
え
る
そ
し
て
こ
こ
か
ら
だ
と
分
か
ら
な
い
が
女
の
妖
怪
に
組
み

か
れ
て
い
る
全

の
少
女
と
中

で
白
い

が
妖
怪
偽
達
に
リ
ン
チ
さ
れ
て
い
た
そ
し
て
そ
の

は
一

の

妖
怪
偽
に
こ
ん
棒
で

め
を

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

 
理
 

風

準
備
し
ろ
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風

分
か

た

 
風

は

を

え
る

す
る
と

 

 

や
め
て

 
妖
偽

さ

て
こ
れ
で
し
ま
い
だ

 
少
女
の

鳴
と
共
に
妖
怪
が
こ
ん
棒
を

り
下
ろ
す
そ
の
時
に
合

を
出
す

 
理
 

今
だ
撃
て

 
バ

ン

 
理
久
兎
の
合

と
共
に
風

の
妖
力
で
作
ら
れ
た
弾

が
撃
た
れ
た

 
妖
偽

あ
が

 
結
果
そ
の
妖
怪
は
頭
蓋

に

弾
し
て
頭
か
ら

を
出
し
て

れ
た

 
妖
偽
 

な
ん
だ

お
い
大
丈
夫
か

 
今
の
で
妖
怪
偽
が
撃
た
れ
た
妖
怪
偽
に

け

る

 
理
 

ゲ
ン

イ
奴
を
撃
て

 
ゲ
ン

了
解
総
大
将

 
ゲ
ン

イ
も

え
て
そ
し
て
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バ

ン

 
妖
偽

 
火

を
発

し
そ
れ
が

弾
し

け

た
妖
怪
偽
も

鳴
を
上
げ
て

れ
た

 

 

な

気
を

け
ろ

何
か
い
る

 

 

ク
ソ

な
ん
だ
い

た
い

 

 

何
処
に
い
や
が
る

 
妖
偽

な
ん
な
ん
だ
よ
い

た
い

 

 

何
が
お
こ

て
い
る
の

 
ど
う
や
ら

り
を
見
渡
し
て
い
る
よ
う
だ

も
う
前
受
け
は

分
だ
ろ
う

 
理
 

行
く
よ

 
紫
 

分
か

た
わ
御
師
匠
様

 
美
 

お
う

 
風

わ
か
り
ま
し
た

 
亜
狛

行
く
よ
耶
狛

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん
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ゲ
ン

了
解
し
た
総
大
将

行
く

お
前
ら

 
河
童

了
解
し
ま
し
た

 
そ
う
し
て
理
久
兎
を
先
頭
に
全
員
が

場
に
歩
い
て
い
き
そ
し
て
理
久
兎
は
口
を
開
く

 
理
 

お
前
が
ボ
ス
か

 

 

だ
か
ら
な
ん
だ
よ
お
前
ら
い

た
い

 
何
な
ん
だ
よ

 
理
 

お

と
悪
い

な
ら
俺
も
名

る
よ
俺
は
百
⻤
夜
行

 
の
総
大
将
ま
た
の
名
を

 
そ
し
て
そ
こ
ま
で
い

て
理
久
兎
は
自
分
の
名
を
名

る

 
理
 

深
常
理
久
兎
だ
よ
ろ
し
く

偽
者

 
そ
し
て
理
久
兎
は
今
の
惨
状
を
見
て
こ
の
偽
者
共
に
怒
り
覚
え
た
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第

話
 
晴
明
救
出

 
現

時

は

前

時
の
丑
三
時

 
晴
明

理
桜
さ
ん
が

理
久
兎

 
晴
明
は

い
て
い
た
自
分
が
思

て
い
た
姿
と
は
違
い
ま
し
て
や
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
人
が

討
伐

ゲ

ト
だ

た
と

う
こ
と
に

 
理
 

あ
れ

な
ん
で
こ
ん
な
所
に
い
る
の

 
耶
狛

あ
れ

て

儀
な
子
だ

 
亜
狛

ど
う
し
て
い
る
ん
で
す
か
そ
の
前
に
何
で

 

な
ん
で
す
か

 
晴
明

え

み

見
な
い
で

 
亜
狛
の
発

に
自
身
が

だ

た
の
を
気

き
大
き
な

で

ぶ

 
紫
 

御
師
匠
様
達
ま
さ
か
あ
の
子
と
知
り
合
い

 
な
ん
で
す
か

 
理
 

え

そ
う
だ
け
ど

紫
は
知

て
る
の
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紫
 

あ
の
少
女
が
御
師
匠
様
を

す
る
た
め
に

 
動
い
て
い
る
陰
陽
師
の
安

晴
明
で
す
よ

 
理
 

安

晴
明

ま
さ
か

あ
の

 
理
久
兎
は
思
い
出
し
た
最
年
少
陰
陽
師
の
名
と
自
分
を

す
る
た
め
に
動
い
て
い
る
こ
と
を
だ

が
今
の
晴
明
の
姿
を
見
て

 
晴
明

こ

ち
見
な
い
で

 
少
し

な
気
持
ち
に
な

て
い
た

 
理
 
あ
の
姿
を
見
ち

う
と
な

 
何
て
ち

と
が

か
り
し
て
い
る
と

 
理
偽

て
め

ら

何
か

て
に
話
進
め
て
ん
だ

 
だ
が
こ
い
つ
の
せ
い
で
ま
た
話
が
も
と
に

る

 
理
偽

て
か
て
め

が
深
常
理
久
兎
だ

何
を

 

て
や
が
る

俺
が
深
常
理
久
兎
だ

 
⻤
偽

そ
う
だ
こ
の
方
こ
そ
理
久
兎
様
だ

 
天
偽

て
め

ら
頭
が
高
い
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理
久
兎
偽
が

て
い
る
こ
と
に
理
久
兎
達
は
だ
ん
だ
ん
イ
ラ
つ
い
た

そ
し
て

中
で

話
を

ら
れ
少
し
イ
ラ
つ
き
自
分
が
口
を
開
く

 
理
 

あ
の
さ

ど
う
で
も
い
い
け
ど
さ

さ
と

 
お
前
ら
死
ん
で
く
れ
な
い

は

き
り

う

 
と
さ
マ

で
う
ざ
い
ん
だ
け
ど

つ
い
で
に

 
そ
の
子

せ
よ

 

 
理
偽

あ
ん
だ
と

ゴ
ラ

 

 
紫
 

御
師
匠
様
の

う
と
お
り
で
す

そ
の
子
は

 
ど
う
で
も
い
い
で
す
け
ど

 
晴
明

ち

と

 
風

本
当
に
お
前
ら
み
た
い
な

が
い
る
と
我
ら
も

 

惑
だ
な

 
ゲ
ン

天
魔
様
の
一

に
一
理
あ
り
ま
す

 
美
 

お
い
ゴ
ラ

死
ぬ
覚
悟
は
出
来
て
る
よ
な

 
亜
狛

偽
者
共
に

を
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耶
狛

惨
た
ら
し
く
死
ん
で

 
理
久
兎
達
全
員
は
物

い
殺
気
と

み
を

つ
だ
が
理
久
兎
偽
は

な
こ
と
を

え

い

た
の
か
晴
明
を

方
へ
と
持

て
く
る

 
理
偽

こ
の

キ
が
ど
う
な

て
も
い
い
の
か

 
そ
う

う
と
理
久
兎
偽
が
強
引
に
晴
明
の
華

な

を

め
上
げ
る

 
晴
明

う
ぐ

 
美
 

こ
い
つ
ら

 
ゲ
ン

あ
の
偽
物
が

 
風

本
当
に

だ
な

 
河
童

き
た

 
理
偽

う
る
せ

て
め

ら
マ

で
こ
い
つ
を
殺
す

  
理
久
兎
偽
は
怒
り
が

頂
天
だ

だ
が
本
物
の
自
分
は

静
に
対
処
を
す
る

 
理
 

紫
や
れ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
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チ
ン

 
そ
う

う
と
紫
は
晴
明
と
理
久
兎
偽
の

元
の

界
を
い
じ

て
ス
キ
マ
を

開
さ
せ
る

 
理
偽

な

あ

 
晴
明

キ

 

人
は
も
の
の
見
事
に
ス
キ
マ
に

ち
て
い

た

そ
し
て

ち
た
と
同
時
に
ス
キ
マ
が
閉

ま
る
こ
れ
を
見
て
い
た
偽
者
達
は

 
⻤
偽

大
将
が

ち
た

 
天
偽
 

 
妖
偽

大
将

 
こ
の
反

な
の
も
仕
方
な
い

こ
ん
な
強
引
な
や
り
方
を
み
れ
ば

 
紫
 

御
師
匠
様

偽
者
は
ど
う
し
ま
す

 
理
 

あ

晴
明
と
切
り

し
て
こ
の

内
に

て

 
て
く
れ
俺
が
直
々
に
始
末
す
る
か
ら

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 

チ
ン
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そ
し
て
も
う
一
度
紫
が
指

チ
ン
を
し
て
ス
キ
マ
を

開
さ
せ
る
す
る
と

 
理
偽

あ

 
ド
ス
ン

 
理
久
兎
偽
は
無
様
に
着
地
を
し
た

 
⻤
偽

大
将

大
丈
夫
か

 
天
偽

大
将
の
も
と
に
急
ぐ

 
妖
偽

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
妖
怪
偽
達
は
理
久
兎
偽
の
も
と
へ
と
向
か
う

 
妖
偽

大
将

 
そ
う

て
理
久
兎
偽
を
起
こ
そ
う
と
す
る
が

 
理
偽

ど
け

 
妖
偽

が
ふ

 
妖
怪
偽
は
理
久
兎
の
八
つ
当
た
り
の
た
め
に
か
殴
り
飛
ば
さ
れ
る

 
妖
偽
 

 
こ
れ
に
は

の
妖
怪
偽
も

然
す
る
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理
偽

あ
の

絶
対
に
許
さ

 
一
方
晴
明
は
と
い
う
と

 
晴
明

キ

 
晴
明
が
自
分
の
上
に
ス
キ
マ
が

開
さ
れ

ち
て
き
て
い
た

 
理
 

お

と

 

ス
ン

 
理
久
兎
は

ち
て
く
る
晴
明
を
見
事
に
お
姫
様
だ

こ
で
キ

チ
す
る

 
晴
明

ビ

ク
リ
し
た

 
理
 

大
丈
夫
か

 
と

何
時
も
の

で
そ
う
問
い
か
け
る
と
晴
明
は
少
し

を

く
し
小

で

 
晴
明

え

 
と

う

恐
ら
く
本
来
は

で
あ
る
妖
怪
に
助
け
ら
れ
て
複
雑
な
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う

 
理
 

そ
う
か

と
り
あ
え
ず
俺
の
服
を
着
と
け

 
全

も
あ
れ
だ
か
ら

 
そ
う

て
理
久
兎
は
晴
明
を
地
面
に
下
ろ
し
て
コ

ト
を
晴
明
に
着
さ
せ
る
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晴
明

あ
り
が
と
う

 
理
 

亜
狛

邪
狛
お
前
ら
は
晴
明
と
そ
の

の

を

 
任
せ
る

 
亜
狛

了
解
だ
マ
ス

 
耶
狛

か
し
こ
ま
り

 
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
に
晴
明
と
ぐ

た
り

れ
込
ん
で
い
る

を
任
せ
自
分
は
偽
者
の
い
る
方

へ
と
体
を
向
け
る
と

 
理
 

さ
て
と
俺
達
も
あ
の

共
を

す
る

 
美
 

や

と
出
番
か

 
ゴ
キ

ゴ
キ

 
風

よ
う
や
く
あ
の

共
を
殺
れ
る

 
チ

キ
ン

 
ゲ
ン

あ
の
偽
者
共

友
に
よ
く
も

 
河
童

絶
対
に
許
せ

 

チ

チ



 第六章【前章】平安京の陰陽師

 
美
須
々
は
手
の
指
を
鳴
ら
し
風

は
方
天
画

を

り
ゲ
ン

イ
達
河
童
は
火

を

え

る 
理
 

紫
は
あ
そ
こ
の

に
入

て
い
る

を
頼
む
よ

 
紫
 

え

わ
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
紫
に
そ
う
頼
ん
で
い
る
偽
者
達
は

 
理
偽

ク
ソ

共
奴
等
を
殺
せ

 
理
久
兎
偽
が
妖
怪
偽
達
に
命
令
を
下
す

そ
し
て
そ
れ
に

え
る
の
よ
う
に

 
妖
偽
達

う

 
自
身
達
を
奮
い
立
た
せ
て

び
を
あ
げ
た

 
理
 
所
詮
は
力
に
よ
る

か

 
理
久
兎
は
そ
れ
を
見
て
い
て
少
し

し
く
な

た

力
や
恐
怖
そ
し
て

光
で
は
所
詮
は

と
変
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら

だ
が
偽
者
共
を

し
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
理
 

皆

頼
む

 
理
久
兎
は
百
⻤
夜
行
の
メ
ン
バ

達
に
頼
む

そ
し
て
メ
ン
バ

が

え
る

 
美
 

あ
い
よ

私
の
偽
者
は
任
せ
な
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風

我
も
自
身
偽
者
を
殺
る
理
久
兎
殿
も
殺
ら
れ

 
る
な
よ

 
亜
狛

マ
ス

晴
明
さ
ん
は
任
せ
て
く
だ
さ
い

 
耶
狛

任
せ
る
の

 
ゲ
ン

俺
ら
は
雑

を
一
掃
し
ま
す
総
大
将

 
行
く

皆

 
河
童

お

 
紫
 

御
師
匠
様
頑

て
下
さ
い

 
理
 

あ

は
は

そ
う
か

な
ら
い
く

 
そ
し
て
本
物
の
百
⻤
夜
行
と
偽
物
の
百
⻤
夜
行
に
よ
る
戦
い
が
幕
を
あ
け
た
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第

話
 
本
物

偽
物

 
こ
の

の

で

つ
の

び
が

く

 
理
 

い
く

皆

 
全
員

お

 
理
偽

せ

共

 
全
員

う

 

つ
の

が

内
に

き
わ
た
る
本
物
と
偽
者
が
つ
い
に
戦
い
を
始
め
た
の
だ

 
妖
偽

死

イ
ン
チ
キ
妖
怪
共
が

 
ゲ
ン

イ
ン
チ
キ
は
お
前
ら
だ

を
な
し
て
一

撃

 
ち
方
を

意

 

チ

チ

チ

 
妖
偽

な
ん
だ
あ
り

 
妖
偽

あ
ん
な
お
も
ち

で
俺
ら
に
勝
て
る
と
思
う
な

 
そ
う

い
な
が
ら
火

の

食
に
な
る
た
め
に
妖
怪
偽
が
襲
い
掛
か
る

そ
し
て



 第 話 本物 偽物

 
ゲ
ン

撃
て

 

ン

ン

ン

 
ゲ
ン

イ
の

令
と
共
に
河
童
達
が
火

を
一

に
発

す
る

火

を

く
見
て
い
た

妖
怪
偽
達
は

 
妖
偽

が

 
妖
偽

な
ん
だ
よ
こ
れ
お
も
ち

の
一
発
じ

な
い

 
ゲ
ン

二

撃
ち
方

意

 
そ
う

う
と
一

目
が
後
ろ
に

り
二

目
が
前
に
出
て
火

を

え
る

 
妖
偽

 
ゲ
ン

総
大
将
達
を
バ
カ
に
し
た
罪
だ
撃
て

 
そ
し
て
ゲ
ン

イ
の
合

に
よ
り
ま
た
発

さ
れ
た
雑

妖
怪
偽
達
を

す
る
の
も
時

間
の
問

だ
ろ
う

そ
し
て
風

は
と
い
う
と

 
風

偽
物
が

 
風
偽

私
が
天
魔
だ

 
風

や
れ
や
れ
だ
な
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自
分
を
天
魔
と
偽
る
こ
の
は
ぐ
れ
天
狗
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た

 
風
偽

こ
こ
で

ち
果
て
ろ

 
風

偽
が
自
前
の
短
刀
で
風

に
斬
り
か
か
る
が

 

キ
ン

 
風

も
方
天
画

で
迎
え
撃
つ

 
風

う

中
々

い
で
は
な
い
か

 
風
偽

今
の
を
迎
え
撃
つ
だ
と

な
ら
ば

 
そ
し
て
天
魔
偽
は
後
ろ
へ
と
下
が
る
と

風

を

す
る
よ
う
に
飛
び
回
り
始
め
る

 
風
偽

こ
れ
な
ら
み
き
れ
な
ま
い

 
風

所
詮
は
偽
者
が

え
る
こ
と
か

 
風

は
そ
う
思
い
方
天
画

を

え
る

そ
し
て
と
あ
る
場
所
に
も
う
ス
ピ

ド
で
一
気
に
飛

ん
で
突

込
ん
だ

 
風

そ
こ

 
ザ
ン

 
風
偽

フ

な

な
ん
で
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風

は
天
魔
偽
の
次
に

動
す
る
場
所
を
予

し
て
そ
こ
に
向
か

て
一
気
に
投

し
た

の
だ

こ
れ
に
は
天
魔
偽
も
予
想
し
て
い
な
か

た
た
め

な
方
天
画

の
一
撃
を
受
け

て
し
ま

た

 
風
偽

ま
だ
だ

ま
だ

く

 
風
 

そ
う
か
な
ら
こ
れ
で
も

く

動
出
来
る
か

 
風

は
方
天
画

が
突
き

さ

て
い
る
天
魔
偽
に
一

で
近
づ
く

 
風
偽

は

い

 
だ
が
近
づ
い
た
だ
け
で
は
終
わ
り
で
は
な
い

 
風

動
で
き
る
も
の
な
ら
や

て
み
ろ

 
そ
の
一

を

う
と
突
然
の

力
が
天
魔
偽
に
襲
い
か
か
る

 
風
偽

い

い

 
天
魔
偽
が
地
面
に
め
り
込
ん
で
い
く

風

の
能
力

力
を

る
程
度
の
能
力

を
使

い
自
身
の

り
の

力
を

く
し
て

力
空
間
に
し
た
の
だ

 
風

こ
れ
で
は
動
け
ま
い

そ
ろ
そ
ろ
楽
に
し
て

 
や
る
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そ
う

て
風

は

中
に

負

て
い
る

を

力
で

さ
れ
て
い
る
天
魔
偽
に
頭
に

口
を
突
き
つ
け
る

 
風
偽

嫌
だ

死
に
た
く

な
い

 
風

終
わ
り
だ

 
バ

ン

 
風

は
そ
の

葉
と
共
に
引
き
金
を
引
き
風

偽
の
頭
蓋

に

弾
を
発

し
て

め
を

さ
し
た
も
う
こ
れ
で
風

偽
は
何
も

わ
な
い
だ
ろ
う

 
風
 

せ
め
て
我
ら
の
名
を
語
ら
な
け
れ
ば

 
良
い
も
の
を

 
た
だ
風

は

い
た

こ
の
勝
負
は
風

が
勝

を

た
の
だ

た

次
に
紫
は
と
い
う

と 
紫
 

さ
て
私
も
御
師
匠
様
に

わ
れ
た
こ
と
を
し
な
い

 
と

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
は

に
近
づ
き

 
紫
 

ふ
ふ

で
は
外
ま
で
ご
案
内



 第 話 本物 偽物

 
紫
は
ス
キ
マ
を

開
し
て

に
入

て
い
る
人
間
も
と
い

を
ス
キ
マ
の
中
に
入
れ
た

 
紫
 

さ
て
と
後

り
も
や

ち

わ
な
い
と

 
そ
う
し
て
紫
は
ま
た
別
の

に
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
晴
明
は

 
晴
明

嘘

人
間
達
が

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す
よ
外
に
送

た
だ
け
で
す
か
ら

 
耶
狛

う
ん

大
丈
夫
だ
よ
晴
明
ち

ん

 
晴
明

な
ん
で
妖
怪
が
人
間
を
助
け
る
の
よ

 
晴
明
は
も
う
分
か
ら
な
か

た

何

自
分
達
の

が
自
分
達
を
人
間
を
助
け
る
の
か
を

一

方
で
美
須
々
は

 
美
 

お
い
偽
者
死
ぬ
覚
悟
は
あ
る
よ
な

 
ゴ
キ

ゴ
キ

 
美
偽
 

 
美
須
々
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

ど
殺
気
を

つ
こ
れ
に
は
美
須
々
偽
も

い
て
い
て
る

 
美
 

お
ら

こ
い
よ

 
美
偽

く

殺

て
や
る
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美
須
々
偽
は
美
須
々
に
殴
り
か
か
る
だ
が

 
美
 

い

な
ん
だ
そ
の

は

 

ン

キ
ン

 
美
偽

ア

あ

あ

 
美
須
々
は
自
分
に
向
か

て
来
る
美
須
々
偽
の

を
受
け
る
前
に
美
須
々
が
強

な

り
を

美
須
々
偽
の

に
当
て

る

す
る
と

た

とあ
ば
らの

が
数
本

れ
る

も
し
た

こ

れ
を
く
ら

た
美
須
々
偽
は

そ
う
に

を

え
て
い
る

 
美
 

お
い
お
い
こ
れ
な
ら
私
の

子
や
娘
達
の

 
方
が
明
ら
か
に
強
い

 
美
偽

く

あ

あ

 
美
 

な
ん
と
か

え
よ
嘘
つ
き

 

ン

 
美
偽

ア

 
次
に
美
須
々
は
美
須
々
偽
の

面
主
に

を
ぶ
ん
殴
る
こ
れ
も
美
須
々
偽
に
と

て

は
強

な
一
撃
だ

で

を
も
う

方
で

を

さ
え
て
い
る
状
態
だ



 第 話 本物 偽物

 
美
 

こ
ん
ど
は

が
お

守
だ

 
バ
キ
ン

 
美
偽

が

私
の

が

 
美
須
々
は
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
美
須
々
偽
の

に
向
か

て
ロ

キ

ク
を
当

て
て
美
須
々
偽
の

を
へ
し

る

 
美
 

う
そ
ん
な
に

い
か

な
ら
も
う
楽
に
し
て

 
や
る
よ

 

シ

 
美
偽

あ

あ

な

何
を

 
そ
う

て
美
須
々
は

手
で
美
須
々
偽
の
頭
を

み
ア
イ
ン
ア
ン
ク
ロ

を
し
て
そ

の
ま
ま

を

げ
て
い
く

だ
が
あ
ま
り
に
も
強
い

力
に

 
ミ
シ

ミ
シ

ミ
シ

ミ
シ

 
と

頭
蓋

か
ら
聞
こ
え
て
は
い
け
な
い

が

く

 
美
偽

い

い

い

い

 
美
 

安
心
し
ろ

い
の
一

だ
今
お
前
の
頭
を
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し
て
や
る

 
美
偽

へ

 
美
須
々
偽
は
最
悪
な
想

が
頭
を
過

た
の
だ

自
分
の

を
簡
単
に

い
た

力
で
頭

を

さ
れ
る
想

を

 
美
偽

嫌

嫌
だ

ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
な

 
さ
い

死
に
た
く
な
い

 
美
 

な

 
美
偽

え

 
美
 

謝
る
な
ら
最
初
か
ら
や
る
な

 
美
偽

え

え

 
ゴ
キ

 
美
須
々
は
美
須
々
偽
の
頭
蓋

を

し
て

め
を
さ
し
た

だ
が
結
果
的
に
美
須
々
は

返
り

を

び
た

 
美
 

た
く
よ

私
の
名
を
使
お
う
な
ん
ざ
一

年

 

い
ん
だ
よ
死
ん
で
出
直
せ



 第 話 本物 偽物

 
こ
の
勝
負
は
美
須
々
が
勝

し
た

す
る
と
天
魔
が
美
須
々
の
も
と
に

け

る

 
風

美
須
々
殿
も
終
わ

た
の
で
す
か

 
美
 

お

天
魔
お
前
も
か

 
風

は
い
で
す
が

分
派
手
に
や
り
ま
し
た

 
美
 

ハ
ハ
ハ
お
か
げ
で
返
り

び
ち
ま

た
わ

 
風

本
当
に
真

で
す

 
美
 

ま

な

 
と

会
話
を
し
て
い
る
と
ゲ
ン

イ
も

け

て
く
る

 
ゲ
ン

御
二
方
も
終
わ

た
の
で
す
か

 
風

お
や
ゲ
ン

イ
殿

 
美
 

河
童
じ

え
か
そ

ち
は
終
わ
ら
せ
た
の
か

 
ゲ
ン

え

こ
ち
ら
も

き
ま
し
た

の
河
童
達
は

 
紫
様
の
手
伝
い
に

 
美
 

そ
う
か
な
ら
理
久
兎
の
所
に
向
か
う

お
前
ら

 
風

そ
う
で
す
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ゲ
ン

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て

人
は
理
久
兎
の
所
に
向
か
う
の
で
あ

た

そ
し
て

心
の
理
久
兎
の
方
で
は

 
理
偽

て
め

さ
え
居
な
け
れ
ば

 
理
 

ま

た
く
さ

き
か
ら
自
分
勝
手
で
う
る
さ
い

 
奴
だ
な

 
理
偽

て
め

を

し
て
俺
が
正
真
正

の
理
久
兎

 
と

め
さ
せ
て
や
る

 
理
 

お
前

自
分
が
偽
者

て

て
る
じ

ん

 
や
は
り
偽
者
と
い
う
自
覚
は
あ
る
よ
う
だ

 
理
偽

あ

れ

れ

 
理
 

は

本
当
に
面

だ
な
お
前

 
理
偽

こ
の
も
や
し

 
理
久
兎
偽
が
こ
ん
棒
を

り
上
げ
て
自
分
に

り
下
ろ
し
て
く
る

 
晴
明

理
桜

理
久
兎
さ
ん
危
な
い

 
心

し
て
い
る
の
か
晴
明
の

も
聞
こ
え
て
き
た
が



 第 話 本物 偽物

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す
よ
晴
明
さ
ん

 
耶
狛

大
丈
夫

大
丈
夫

 
晴
明

え

 
亜
狛

あ
の
ぐ
ら
い
の
一
撃
で

れ
る
な
ら
マ
ス

は

 
総
大
将
な
ん
て
や

て
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

う
ん

そ
れ
に

え
ら
れ
な
か

た
ら
今
ご
ろ

 
マ
ス

死
ん
で
る
し

 
 

 
と

人
の
従
者
か
ら
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
く
る

 
理
 

簡
単
に

い
や
が

て

 
だ
が
亜
狛
と
耶
狛
の

た
こ
と
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

こ
ん
な
一
撃
で
殺
ら
れ
る
な
ら
今

ご
ろ
勇
義
の
三
歩
必
殺
や
萃
香
の
巨
大
化

は
た
ま
た
美
須
々
の
一
撃
を
を
く
ら

て
死
ん
で

い
る

 

キ
ン

 
そ
う
理
久
兎
か
ら
し
て
み
れ
ば

子
の
手
を

る
よ
う
な
レ

ル
だ

 
晴
明

な

嘘
で
し
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理
偽

な
ん
だ
と
俺
の
こ
ん
棒
が

 
理
久
兎
は
こ
ん
棒
を

り
お
ろ
す

間
黒

の
目
に
も
見
え
ぬ
一
太
刀
を
し
て
こ
ん
棒
を
切

た
の
だ

 
理
 

こ
れ
ぐ
ら
い
で

く
な
よ

 
理
偽

こ
の
化
け
物
め

 
理
 

ア
ハ
ハ

が
そ
う
思
う
な
ら
そ
う
何
だ
ろ
う

 
お
前
ん
の
中
で
は
な

 
晴
明

い
や

方
は
化
け
物
を

え
て
る
わ
よ

 
そ
ん
な
化
け
物
な
ん
か
で
は
な
い
し
そ
れ
に
そ
ん
な
自
分
が
強
い
と
思

た
こ
と
は
な
い

す

る
と
理
久
兎
偽
が

を

え
る

 
理
偽

こ
ん
棒
が
な
い
な
ら
殴
り
殺
す

 
理
 

お

お

脳

脳

 
理
偽

こ

こ
の

 
そ
う

て
理
久
兎
偽
は

え
た
そ
の

を

る
う
が

 

ン



 第 話 本物 偽物

 
理
久
兎
偽
の

は
空
を
き
り
理
久
兎
は
普
通
に

け
る

 
理
 

へ

ぼ

お

と
失
礼
無
礼
だ

た

 
理
偽

こ
の

 
理
久
兎
偽
は
怒
り
で
ま
と
も
な

え
も
出
来
な
さ
そ
う
だ

だ
が
こ
れ
が
理
久
兎
の

え

た
策
で
も
あ

た

 
理
偽

て
め

の
頭
か
ち

て
や
る

 
そ
う

て
理
久
兎
偽
は
も
う
一
度
理
久
兎
に
怒
り
を
こ
め
た

を

る
う
が
理
久
兎

は
今
度
は

け
る
動
作
を
し
よ
う
と
し
な
い

そ
う
あ
く
ま
で

・

・け
・る
・動
・作

は
だ

 
晴
明

け
て

 
理
偽

当
た

た

 
理
久
兎
偽
は
そ
う
思

た
だ
が
次
の

間
に
気

く

 
理
偽

あ
れ

何
で
当
た
ら

ん
だ
よ

 
そ
う
殴

て
理
久
兎
に
当
て
よ
う
し
て
い
る

だ
が
理
久
兎
に
は
当
た
ら
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か

理
久
兎
は

け
る
動
作
す
ら
し
て
い
な
い

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
い
い

れ
た
け
ど
こ
れ
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と
し
た
物
だ
よ

 
そ
う

て
自
分
の
偽
者
に
あ
る
も
の
を

元
に
投
げ

て
て
渡
す

そ
れ
は

 
理
偽

嘘

だ

ろ

 
晴
明
い
つ
の
ま
に

 
そ
う
そ
れ
は
理
久
兎
偽
自
分
自
身
の

だ

た
の
だ

そ
れ
を

し
た
理
久
兎
偽

は
自
分
の

を
恐
る
恐
る
見
る

だ
が
現
実
は

し
か

た

 
理
偽

う
が

俺
の

が

 

飛

を
上
げ

ぶ

理
久
兎
は

け
て
は
い
な
い
た
だ
黒

を
使

て
目
に
見
え
ぬ
一

で

理
久
兎
偽

を
切
り

と
し
た
だ
け
な
の
だ

理
久
兎
偽
は
怒
り
に
身
を
任
せ
た
ば
か
り

に

り
を
見
え
て
は
い
な
か

た

そ
れ
が

を
失
う
結
果
に
な

た
の
だ

 
理
偽

て
め

よ
く
も
俺
の

を

 
理
久
兎
偽
は
も
う
一
度
理
久
兎
を

撃
し
よ
う
と
し
た
が

 
理
 

だ
け
ど
も
う

の
番
は
二
度
と
な
い
よ

 
そ
の
一

と
共
に
理
久
兎
は
黒

で
一

で

を
切
り

と
す

 
理
偽

ア



 第 話 本物 偽物

 
理
 

そ
う
い
え
ば

こ
こ

に
住
ん
で
い
る
人
間
達
に
も

 
そ
う
い
う
こ
と
し
た
ん
で
し

 
理
偽

そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
だ
よ

グ

 
理
 

な
ら
自

自

だ
よ

自
分
が
や

た
事
や
報
い

 
は
そ
れ
ら
は
自
分
に
必
ず
返

て
く
る
良
い
事
も

 
悪
い
こ
と
も
み
ん
な
平
等
に

そ
れ
が
こ
の

 
世
の
理
だ
よ

 
理
偽

何
が

い
た
い
ん
だ
よ

 
理
 

だ
か
ら

が
ど
ん
な
に
惨
た
ら
し
く
死
ん
で
も

 

も

し
ま
な
い
よ

 
理
偽

ま
さ
か

嫌
だ

来
る
な

 
偽
者
は
死
を
恐
れ

い

を
す
る

そ
ん
な
偽
者
を
見
た
理
久
兎
は
人
間
か
ら
の
意
見
を
聞
き

た
く
な

た

 
理
 

晴
明
ち

ん

 
晴
明

な

何
で
す
か
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理
 

な
ら
コ
イ
ツ
ど
う
す
る

 
理
偽

女
さ

き
悪
か

た

だ
か
ら
頼
む

 
理
久
兎
偽
は
晴
明
に
死
に
た
く
は
な
い
が
た
め
に
必
死
に
謝
罪
を
す
る
が

 
晴
明

そ
ん
な
奴
死
ん
で
も

も

ま
な
い
わ

 
理
偽

そ

そ
ん
な

 
理
 

ら

そ
れ
に

り
も
見
て
み
な
よ

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
理
久
兎
偽
は

り
を
見
る
そ
こ
に
は
自
分
の
部
下
達
が
無
惨
に
殺

さ
れ
死
体
が

つ
も
転
が

て
い
た

 
理
偽

あ

あ

 
理
 

の
我

で
死
ん
だ
人
間
達
の
気
持
ち
や
妖
怪

 
達
の
気
持
ち
が
分
か
る

ど
れ

ど

し
か

 
た
か

 
理
偽

嫌
だ

死
に
た
く
な
い

 
理
 

だ
か
ら

の
我

で
死
ん
で
い

た
人
間
達
の

 

し
み
を
少
し
で
も
味
わ
い
な
が
ら
惨
た
ら
し



 第 話 本物 偽物

 
く
死

 
そ
う

て
理
久
兎
は
空
紅
に
手
を
か
け
る

 
理
偽

め
ろ

め
て
く
れ

 
理
 

や
し

く
せ
空
紅

 
ザ
ス

 
グ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
空
紅
で
理
久
兎
偽
の
心

に
突
き

す
そ
れ
と
同
時
に
空
紅
の

火
が
理
久
兎
偽
を

み
込
む

 
理
偽

ア

熱
い

熱
い

ア

 
そ
し
て
理
久
兎
偽
の

鳴
は
き
え
た
と
同
時
に
真

黒
の

が

た

こ
れ
に
よ
り
こ

の
戦
い
の
勝
者
は
理
久
兎
と
な

た

 
理
 

終
わ

た
な

 
そ
う

き
な
が
ら
目
を
閉
じ
て
心
の
中
で
自
分
は

く

 
理
 
こ
の
妖
怪
に
殺
さ
れ
た
人
間
達
そ
し
て
恐
怖
に

 
従

た
妖
怪
達

は
俺
が
と

た
だ
か
ら
せ
め

 
て
安
ら
か
に
眠

て
く
れ
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こ
の
偽
者
の
せ
い
で
死
ん
で
い

た
人
間
や
妖
怪
達
に
聞
こ
え
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

心
の
中
で
語
り
か
け
た

そ
れ
が

一
出
来
る

養
だ
と
思

た
か
ら

す
る
と

 
美
 

お

い
理
久
兎

 
美
寿
々
の

が
聞
こ
え
目
を
開
け
る

 
理
 

ん

お

お
前
ら
も
終
わ

た
ん
だ

 
風

え

ど
う
や
ら
理
久
兎
殿
も
終
わ

た
よ
う

 
で
す

 
理
 

ま

な

 
ゲ
ン

て
こ
と
は

手
の
大
将
を
討
ち
取

た
な
ら

 
美
 

あ

こ
の
戦
い
は
私
ら
の
勝

だ

 
風

や
は
り
嬉
し
い
も
の
だ
な

 
理
 

ま

 
紫
 

御
師
匠
様
お

れ
様
で
す
わ

 
そ
し
て
紫
も
自
分
に
近
づ
い
て
来
た

 
理
 

紫
ち

ん
も
お

れ
様
と
こ
ろ
で

は
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紫
 

え

全
員

し
ま
し
た
よ

今
は
河
童
達
が

 

急
手
当
を
し
て
い
る

で
す
わ

 

と
な

て
い
た
人
間
達
も
こ
れ
な
ら
心

は
無
さ
そ
う
だ

 
理
 

な
ら
良
か

た

 
美
 

と
り
あ
え
ず
大
将

宴
し
よ
う

 
理
 

分
か

た
か
ら

ち
着
け

て

 
風

ア
ハ
ハ
美
須
々
様
は

 
ゲ
ン

い
つ
も
の
こ
と
だ

 
紫
 

ふ
ふ

 
理
久
兎
達
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
一
方
で
晴
明
達
は

 
晴
明

大
丈
夫
白

 
白

ウ

 
散
々
と
リ
ン
チ
さ
れ
た
白

に
近
づ
く

 
晴
明

ご
め
ん

私
が
不

な
い
ば
か
り
に

 
白

が
ル
ル
ル
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晴
明

あ
り
が
と
う

て
い
い
よ

 
白

ウ

 
そ
う

て
白

は
元
の

に

し
た

す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が

け

て
き
た

 
亜
狛

今
の
が
式
神
で
す
か

 
晴
 

え

そ
う

後

あ
り
が
と
う

 
と

自
分
を
守

て
く
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
に
お
礼
を

う

 
亜
狛

い
え

気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
耶
狛

う
ん

所
で
さ

な
ん
で

人
共
そ
ん
な

 

気

い
の

 
晴
明

い
え
そ
う
い
う
つ
も
り
は

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
晴
明
さ
ん
あ

ち
に
行
き
ま
し

 
う
か

 
耶
狛

行
こ
う
よ

晴
明
ち

ん

 
晴
明

あ

ち

と
引

ら
な
い
で

 
こ
う
し
て
本
物
と
偽
物
の
戦
い
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た



 第 話 百⻤の宴

 
第

話
 
百
⻤
の
宴

 
今
の
時

は

前

時

自
分
達
の
名
を
語

て
い
た
偽
物
達
を
討
伐
し
今
は
何
を
や

て

い
る
の
か
と
い
う
と

 
妖
怪

ハ
ハ
ハ

 
妖
怪

も

と
飲
も
う

 
と

妖
怪
達
の
陽
気
な

が
聞
こ
え
る

そ
ん
な
中
で

 
理
 

ゴ
ク

ゴ
ク

ゴ
ク

プ
ハ

 
美
 

お

良
い
飲
み

り
だ

理
久
兎

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま

な

 
自
分
は
勝

の
美
酒
の
飲
ん
で
い
た

美
酒
と

て
も
日
本
酒
だ
が

 
紫
 

あ
ま
り
飲
み
過
ぎ
る
と
今
日
の
仕
事
に

し

え

 
ま
す
わ
よ
御
師
匠
様

 
理
 

大
丈
夫
だ

今
日
は

と

た
か
ら

 
ゲ
ン

と
れ
る
ん
だ
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自
分
の
職
場
は

が
取
れ
る
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
が
実

は
勝
手
に
休
む
と
い
う
置
き
手

紙
を
亜
狛
に
頼
ん
で
役
所
に
置
い
て
き
た
だ
け
だ

そ
の
た
め
恐
ら
く
明
後
日
に
文
句
は

わ
れ

る
だ
ろ
う

 
理
 

ま

な

 
と

て
い
る
一
方
で
風

は
文
達
に

ま
れ
て
会
話
を
し
て
い
た

 
風

ふ

 
文
 

お

れ
様
で
す
天
魔
様

 
は
た

お

れ
様
で
す

 
狼
 

ご

様
で
す
天
魔
様

 
風

あ

今
日
は
あ
り
が
と
う
な

 
風

は

て

を
し
て
く
れ
た
事
そ
し
て
宴
会
の
準
備
を
し
て
く
れ
た
事
に
礼
を

べ

た 
文
 

私
達
と
し
て
は
な
に
も
出
来
な
か

た
の
で

 
は
た

だ
か
ら
せ
め
て
宴
会
の
準
備
ぐ
ら
い
は

 
風

あ
り
が
と
う
な
文

は
た
て

そ
れ
に
白
狼
よ
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狼

天
魔
様
食
べ
た
い
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
申
し

 

け
下
さ
い

 
風

あ

そ
の
時
は
頼
む

 
と

狼

が

た
の
を
自
分
は
聞
き
逃
さ
な
か

た

 
理
 

あ

な
ら
わ
ん
わ
ん
お
そ
こ
の

身
と

 
て

 
狼

だ
か
ら
わ
ん
わ
ん
お
で
は
な
い

そ
の
前
に

 
自
分
で
取
り
に
い
け

 
狼

に
断
ら
れ
て
し
ま

た

ち

と

し
い

 
理
 

い
い
な

風

だ
け

・

・

 
風

理
久
兎
殿
は

変
わ
ら
ず
だ
な

 
理
 

そ
れ
が
俺
だ
か
ら
な

 
何
て
楽
し
く
会
話
を
す
る

そ
し
て
ま
た
少
し

れ
た
所
で
は

 
萃
香

ゴ
ク

ゴ
ク

ク

 
勇
儀

い
や

暴
れ
た
後
の
酒
は
う
ま
い
な
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華
扇

は

本
当
に

方
達
は
変
わ
ら
な
い
わ

 
と

人
は
酒
を
の
み
交
わ
す

そ
し
て
ま
た
少
し
近
く
で
は

 
亜
狛

ら
耶
狛

持

て
き
た

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
お
兄
ち

ん
晴
明
ち

ん
も

 
一

に
食
べ
よ
う
よ

 
と

耶
狛
は
こ
の
中
で

一
の
人
間
で
あ
る
晴
明
に

う
が

 
晴
明

 
晴
明
は

心
状
態
だ

た

 
耶
狛

晴
明
ち

ん

 
晴
明

え

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
亜
狛

ど
う
し
た
ん
で
す
か
上
の
空
状
態
で
し
た
よ

 
晴
明

え

い
や
何
で
も
な
い
で
す

 
耶
狛

と
り
あ
え
ず
一

に
食
べ
よ
う
よ

 
晴
明

え

そ
う

 
と

晴
明
は
亜
狛
と
耶
狛
と
共
に
酒
と
料
理
を
食
べ
る
の
だ
が
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晴
明
ど
う
し
て
こ
う
な

た
ん
だ
ろ
う
し
か
も
あ
ん
な

 

態
を
さ
ら
す
な
て

 
そ
う
ど
う
し
て
こ
う
な

た
か
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
理
久
兎
達
が
偽
物
を

し
た
所
ま
で

少
し
時
間
を

る

 
亜
狛

マ
ス

お

れ
様
で
す

 
耶
狛

お

れ
様
マ
ス

 
理
久
兎
の
所
に
亜
狛
と
耶
狛
が
や

て
く
る
そ
し
て

人
の

に
耶
狛
に
引

ら
れ
て
来

た
の
か

を

ま
れ
た
晴
明
が
い
た

 
理
 

お
う
そ

ち
は

大
丈
夫
み
た
い
だ
な

 
晴
明

え

お
陰
さ
ま
で

 
理
 

そ
う
か

さ
て
と
皆
そ
ろ
そ
ろ
外
に
行
こ
う
か

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
美
 

お
う
よ
理
久
兎

 
風

我
も

成
で
す

 
ゲ
ン

了
解
で
す
総
大
将
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亜
狛

分
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

う
ん

一

に
行
こ
う
晴
明
ち

ん

 
晴
狛

え

ち

を
引

ら
な
い
で

て

 
理
久
兎
は
耶
狛
に
友
達
が
出
来
た
こ
と
に
少
し
喜
ん
だ

そ
し
て
理
久
兎
達
が

を

け
て

外
に
出
る
と

 
妖
怪

オ

 
妖
怪

総
大
将
だ

偽
物
達
を

し
た
ん
だ

 
萃

美
須
々
様
達
は
や
り

げ
た
み
た
い
だ

 
勇
儀

ハ
ハ
ハ
流

は
私
ら
の
⺟
様
だ

 
華
扇

ま

美
須
々
様
な
ら
当
然

 
天
狗

天
魔
様
も
出
て
こ
ら
れ
た

 
天
狗

天
魔
様

 
河
童

ゲ
ン

イ
さ
ん
も
お

れ
様

 
河
童

り
切

た
か
い
が
あ
り
ま
し
た

 
妖
怪
達
が
自
分
達
に
活

を
あ
げ
て
い
た

こ
れ
に
は
自
分
達
も
嬉
し
く
な
る
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美
 

ハ
ハ
ハ

い
な

 
風

フ
フ
た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
悪
く
は
な
い
な

 
ゲ
ン

い
い

こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
も
ら
う
の
も

 
理
 

や
れ
や
れ

そ
ん
な
こ
と
し
な
く
て
も
い
い
の
に

 
紫
 

フ
フ
フ

御
師
匠
様
皆
か
ら
の
信
頼
さ
れ
て
ま
す

 
理
 

ア
ハ
ハ
そ
う
な
の

か
な

 
耶
狛

い

お
兄
ち

ん
晴
明
ち

ん

 
晴
明

こ
れ
が
理
久
兎
の
仲
間
の
数

 
晴
明
か
ら
見
て
そ
の
数
は
ざ

と
数
百
種

上
数
は
見
た
と
こ
ろ
二
百

上
の
大
規
模
な

妖
怪
の
数
だ
こ
れ
は
晴
明
も

く

 
亜
狛

か
に
な
耶
狛

そ
う
だ
マ
ス

何
か
一

 

た
ら
ど
う
で
す
か

 
理
 

は
い

 
先
程
の
作
戦
の
仕
返
し
な
の
だ
ろ
う
か

自
分
に
と
ん
で
も
要

を
し
て
き
た

 
紫
 

そ
れ
は
い
い

え

亜
狛
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美
 

面
白
そ
う
だ

行

て
き
な
理
久
兎

 
風

私
的
に
は
面
白
い
こ
と
を

て

し
い
で
す

 

理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

が
ん
ば

て
く
だ
さ
い
総
大
将

 
耶
狛

頑

て

マ
ス

 
亜
狛

頼
み
ま
す
マ
ス

 
理
 

は

わ
か

た
よ

 
そ
う

て
仕
方
な
く
下
の
妖
怪
達
が
も

と
も
見
え
る

置
に
立
つ
と

 
理
 

あ

皆

今

の
夜
戦
は
お

れ
様

 
全
員

オ

 
理
 

ア
ハ
ハ

皆
元
気
だ

後

皆
分
か

て
い
る
と

 
思
う
け
ど
偽
物
達
は
皆
撃
ち
取

た
こ
れ
で
俺
ら

 
の
名
前
を
語
り
偽
る
奴
等
は
消
え
た

 
妖
怪

流

は
総
大
将
だ

 
妖
怪

そ
う
こ
な
く

ち

な
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理
 

そ
し
て
皆
は
頑

て
く
れ
た
か
ら

り
の
夜

 
は
皆
で
宴
を
開
こ
う
じ

な
い
か

 
妖
怪

い
い
じ

か

 
妖
怪

最
高
だ

 
と
妖
怪
達
は
こ
の
後
の
宴
が
楽
し
み
で
し
か
た
が
な
い
よ
う
だ

だ
が
自
分
は
ど
う
し
て
も

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ

た

 
理
 

そ
し
て
最
後
に
一

だ
け

わ
せ
て
く
れ

 
そ
の

葉
で
全
員
は
静
か
に
な
る

そ
し
て
自
分
は
感
謝
を
込
め
て

 
理
 

皆

協
力
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
協
力
し
て
く
れ
た
事
に
感
謝
を
込
め
て
伝
え
た

す
る
と

 
妖
怪

み
ず
く
さ
い

大
将

 
妖
怪

俺
ら
は
あ
ん
た
に
つ
い
て
い
く

 
理
 

そ
う
か
な
ら
皆
で
帰
ろ
う

 
全
員

オ

 

説
が
終
わ
り
自
分
は
後
ろ
へ
と
下
が
る

そ
し
て
紫
に

を
向
け
て
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理
 

紫

頼
ん
だ
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
そ
う

て
紫
は

界
を

り
巨
大
な
ス
キ
マ
を

開
さ
せ
る

 
理
 

そ
れ
じ

行
く

 
全
員

オ

 
と

ぶ
と
皆
は
一

に
ス
キ
マ
へ
と
入

て
い
く

 
美
 

よ

し

帰

て
酒
だ

お
前
ら
も

き

 
合

て
お
く
れ
よ

 
萃
香

論
で
す

美
須
々
様

 
勇
儀

私
も

き
合
う

 
⻤
 

今
日
こ
そ
は
萃
香
姉
さ
ん
や
勇
義
姉
さ
ん
に

 
勝
つ

 
⻤
 

お

し

 
華
扇

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
わ

 
何
時
も
と
変
わ
ら
な
い
と
華
扇
は

き
少
し

れ
な
が
ら
⻤
達
は
入

て
い
く
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風

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

文
達
に
頼
ん
で
宴
会
の
準
備
を

 
さ
せ
る
か

 
風

は
文
達
に
宴
会
の
準
備
を
任
せ
よ
う
と

え
ス
キ
マ
へ
と
入
る

 
ゲ
ン

皆
で
酒
を
楽
し
む

 
河
童

論
で
す
よ

ゲ
ン

イ
さ
ん

 
そ
し
て
河
童
達
も
ス
キ
マ
へ
と
入
る

 
紫
 

で
は
私
達
も
行
き
ま
し

う
か
御
師
匠
様

 
理
 

そ
う
だ

 
自
分
達
も
ス
キ
マ
へ
と
入
ろ
う
と
し
た
そ
の
時

 
耶
狛

マ
ス

 
理
 

う
ん
ど
う
か
し
た
か
耶
狛

 
耶
狛
が
突
然

を
か
け
て
き
た

そ
し
て

件
を

え
た

 
耶
狛

晴
明
ち

ん
も

れ
て

て
い
い

 
晴
明

え

 
そ
れ
は
晴
明
も
宴
に

加
さ
せ
て
良
い
か
と
聞
い
て
き
た

そ
れ
に
は
晴
明
も

い
て
も
無
理
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は
な
い
だ
ろ
う

 
亜
狛

耶
狛
そ
れ
は
流

に

 
理
 

別
に
い
い
で
し

人

人
ぐ
ら
い
人
間
が

 
い
て
も
大
し
て
変
わ
ら
な
い
よ

 
紫
 

か
に
そ
う

 
実

自
分
達
の
目
的
は
人
間
や
多
種
多
様
な
生
物
達
と
の
共
存
だ

そ
れ
な
ら
妖
怪
達
に
も

れ
さ
せ
る
と
共
に
人
間
達
に
少
し
で
も
良
い
印
象
を
与
え
た
い
と
思

た
の
だ

 
晴
明

え

で
も
私
は
ま
だ
行
く
な
ん
て

 
耶
狛

晴
明
ち

ん
一

に
行
こ
う

 
耶
狛
が

て
ら
れ
た

の
よ
う
な

し
で
晴
明
を
見
つ
め
る
さ
す
が
の
晴
明
も
こ
の

し

に
は
と
て
も
弱
い

 
晴
狛

う

し

し

う
が
な
い
で
す

 
一

に
行
き
ま
す
よ

 
耶
狛

や

た

ノ

 
晴
明

か

勘
違
い
し
な
い
で
下
さ
い

私
は
あ
く
ま
で
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百
⻤
夜
行
の
事
を
調
べ
る
た
め
に

そ
う

そ
の

 
た
め
に
行
く
ん
で
す
か
ら

 
こ
の
時

理
久
兎
や
紫
そ
し
て
亜
狛
は
皆
で
同
じ
こ
と
を
思

た

 

人
ツ
ン
デ
レ

 
そ
う
そ
れ
は
ツ
ン
デ
レ
だ

た
と
い
う
事
に
意
外
す
ぎ
て
心
で

い
て
し
ま

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
行
こ
う
か

 
紫
 

そ
う

 
亜
 

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
か

 

人
は
さ

き
の
こ
と
は
心
の
中
に
し
ま
う
こ
と
に
し
た

 
耶
狛

じ

行
こ
う
よ
晴
明

 
晴
明

あ

だ
か
ら
引

ら

 
晴
明
が
そ
う

お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

バ
サ

 
晴
 
 

ロ

 
突
然
の
風
が
吹
き
晴
明
が
着
て
い
る
理
久
兎
の
コ

ト
が
舞
い
上
が
る
そ
の
中
は
前
々
回
を
見
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た
読
者
様
な
ら
分
か
る
と
お
り
晴
明
が
産
ま
れ
た
ま
ま
の
姿
に

の
手
当
て
の
た
め
の

急
処
置

の

が

に

か
れ
て
い
る
だ
け
だ

し
か
も
耶
狛
に

手
を
引

ら
れ
て
い
る
か
ら

手

で
は

そ
う
に
も

し
き
れ
な
い

 
理
 

 
紫
 

あ
ら

 
亜
狛

ふ

 
耶
 
 
・
・

 
し
か
も

劇
的
な
こ
と
に
理
久
兎
と
紫
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
そ
れ
を
見
て
し
ま

た

た
だ

運
が
良
い
の
は

ど
の
妖
怪
達
が
ス
キ
マ
に
入

て
い
る
最
中
な
た
め
こ
の

人
に
し
か
見
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

 
晴
明

 
理
 
 
・
・

 
紫
 
 

・

・

 
亜
狛

ご
ふ

 
ど
う
や
ら
亜
狛
に
は

激
が
強
す
ぎ
た
み
た
い
な
の
か

が
で
て
い
た
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耶
狛

ど
う
し
た
の
晴
明
ち

ん

 
晴
 

キ

 

り
に

ニ

ク
と
な

て

ち
着
か
な
い
晴
明
の

鳴
が

き
渡

た
の
だ

た

そ
し
て

数
分
後

 
晴
明

も
う

お

に
行
け
な
い

 
理
久
兎
達
は
晴
明
を

ち
着
か
せ
る
こ
と
に
何
と
か
成

し
た

た
だ
そ
ん
な
訳
の
分
か
ら
な

い
事
を

い
て
い
た

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
紫

晴
明
を
家
に
送

て

 
あ
げ
て
く
れ

 
紫
 

え

え

 
先
程
ま
で
晴
明
に
対
し
て

た
か

た
紫
の

動
は
少
し

か
く
な

た
と
感
じ
た

 
耶
狛

え

そ
れ
じ

一

に
宴
会
で
き
な
い
よ

 
マ
ス

 
理
 

だ
か
ら
晴
明
と
一

に
亜
狛
と
耶
狛
も
行

て

 
く
れ
ば
い
い
だ
け
だ
よ
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耶
狛

成
る
程

頭
い
い

マ
ス

 
理
 

そ
れ
は
あ
り
が
と
う
な

 
そ
う
耶
狛
に

わ
れ
る
の
だ
が
心
の
中
で
は

 
理
 
な
ん
で
だ
ろ
う

耶
狛
か
ら

わ
れ
て
も

 

め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
い

 

な
耶
狛
か
ら

わ
れ
て
も

め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
な
か

た

 
耶
狛

じ

あ

お
兄
ち

ん

お
兄
ち

ん

 
亜
狛
 

 
亜
狛
は
動
か
な
い

し
か
も

か
ら
は

が

れ
て
い
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
起
き
て

 
亜
狛
 

 
返
事
が
な
い
た
だ
の
気
絶
し
た
エ
ロ
狼
の
よ
う
だ

 
耶
 

起
き
て

お
兄
ち

ん

 
バ
チ
ン

 
耶
狛
の
平
手
打
ち
が
亜
狛
に

す
る
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亜
 

て

 
ど
う
や
ら

て
来
た
よ
う
だ

 
亜
狛

あ
れ

耶
狛
俺
は
何
を

 
耶
狛

や

と
起
き
た

晴
明
ち

ん
の

 
送
り
迎
え
す
る
か
ら
手
伝

て

 
亜
 

え

あ

あ

う
ん
わ
か

た
け
ど
何
が

 
あ

た
ん
だ

て
か
な
ん
で

が

 
理
 

と
り
あ
え
ず
行
こ
う
か

皆
を
待
た
せ
る
の

 
も
あ
れ
だ
か
ら

 
紫
 

そ
う
で
す

 
亜
狛

あ

は
い

本
当
に
何
が
あ

た
ん
だ

 
耶
狛

行
こ
う
晴
明
ち

ん

 
晴
明

う
ん

 
そ
う
し
て
俺
ら
は
妖
怪
の
山
に
帰
還
し
た
後
救
出
し
た

達
は
す
ぐ
に
天
狗
の
里
の

務

室
に
運
ば
れ
俺
ら
は
天
狗
達
と
宴
会
の
準
備
を
し
て
晴
明
は
一
度
自
宅
に

て

服
を
整
え
て
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亜
狛
と
耶
狛
の
力
を
か
り
て
妖
怪
の
山
に
や

て
来
て
今
の
宴
会
に

る
こ
れ
が
こ
こ
ま
で
の
回

想
だ

そ
し
て
自
分
は
晴
明
に
近

る
と

 
理
 

で

ど
う
よ

百
⻤
夜
行
は

 
晴
明

え

 
理
 

あ
れ

さ

き
百
⻤
夜
行
を
調
べ
る
と
か

 

て
た
か
ら
さ

 
晴
明

あ

あ

そ
れ

な
ん
か
こ
う
見
て
み
る
と

 
人
間
達
よ
り
自
由
に
生
き
て
る
な

な
ん
て

 
理
 

そ
う
か

 
と
あ
り
の
ま
ま
の
本
心
を

て
き
た

す
る
と
晴
明
は

問
に
思

た
事
を

て
き
た

 
晴
明

理
ろ

い
え
理
久
兎
さ
ん
何
で
百
⻤
夜
行

 
の
総
大
将
の

方
が
人
間
達
の
住
む
都
に
い
る
ん

 
で
す
か

し
か
も
自

に
人
間
達
か
ら
の
信
頼

 
い
し

 
理
 

う

ん
何
て

う
か
さ
最
初
は
人
間
達
が

ど
う
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生
活
し
て
い
る
の
か
と
か
陰
陽
師
達
の
生
態
と
か

 
を
観
察
し
よ
う
と
思

た
ん
だ
け
ど

 
晴
 

 
理
 

で
も

て
い
る
人
達
を
助
け
た
り
し
て
い
た
ら

 
何
時
の
間
に
か
皆
か
ら

と
か
を
か
け
て
も
ら

 
て
い
た
ん
だ
よ

 
こ
れ
ま
で
の

を
簡
単
に
伝
え
る

す
る
と
晴
明
は

 
晴
明

く
く

 
理
 

ん

ど
う
し
た

 
晴
明

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と

突
然

い
だ
し
た

 
理
 

大
丈
夫
か

 
晴
明

え

ま
さ
か
助
け
る

て
私
が
想

し
て
妖
怪

 
と

分
違
う
な

て

 
理
 

ま

ら
の
イ
メ

は
人
食
い
と
か
の
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イ
メ

が
強
い
か
ら

 
と
は

う
が
自
分
は
妖
怪
で
は
な
く
神
だ

だ
が
そ
こ
は

え
て
は

わ
な
い
が

 
晴
 

か
に

で
も
私
が

方
の
家
に
訪

た
時
は

 
ア

の

き
と
か
や
け
に
人
間

い
食
べ
物

 
を
食
べ
て
た
し
案
外
そ
う
で
な
い
か
も
し
れ
な

 
い
わ

 
理
 

そ
う
い
う
の
は
一
部
の
妖
怪
だ
け
だ
よ

ど
の

 
妖
怪
の
主
食
は
人

だ
し

 
か
つ
て
紫
が
死
ん
だ
人
間
の
人

を
食
べ
て
い
た
事
を
思
い
だ
し
伝
え
る

 
晴
明

そ
う
な
ら
そ
こ
は

に
め
い
じ
て
お
く
わ

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
れ
で
い
い
さ

 
晴
明

後

 
理
 

う
ん

 
何
か
を
伝
え
た
い
の
か
晴
明
は
少
し

を

く
し
て
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晴
明

然
だ

た
と
は
い
え
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が

 
と
う
妖
怪
に
助
け
ら
れ
た
の
は

然
と
し
な
い

 
け
ど

 
理
 

ハ
ハ
ハ

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 

人
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様
こ

ち
来
て
一

に
飲
み
ま
し

う

 
耶
明

晴
明
ち

ん
も
お
い
で
よ

 
理
 

お

と
お
呼
ば
れ
か

行
こ
う
か

 
晴
 

そ
う

 
こ
う
し
て
宴
会
は
朝
の

時
ま
で
続
き
皆
起
き
た
の
が
ま
さ
か
の

後

時
と
い
う
時
間
ま

で

続
け
た
と
さ
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第

話
 
お
誘
い

 
あ
る

下
が
り
の

後
の
事

 
理
 

ふ

仕
事
も
終
わ

た

 
理
久
兎
は
何
時
も
の
日
課
に
な

て
い
る
仕
事
を
終
わ
ら
せ
た
役
人
の
仕
事
は
も
う

年
近

く
続
け
て
い
る
と
や
は
り
嫌
で
も
な
れ
る

そ
し
て
偽
者
達
を

し
て
ま
だ

間
し
か

て
い
な
い

 
亜
狛

マ
ス

た
だ
い
ま
帰
り
ま
し
た

 
耶
狛

大

を
買

て
き
た
か
ら
一

に
食
べ
よ
う

 
 

 
理
 

お

お
帰
り
亜
狛
帰

て
き
て

々
悪
い
け
ど

 
お

頼
む
よ

 
そ
う

う
と
亜
狛
は
返
事
を
す
る

 
亜
 

了
解
し
ま
し
た

 
そ
う

い
亜
狛
は
お

を
い
れ
に
台
所
へ
と
向
か
う

そ
し
て
耶
狛
は

 
耶
狛

マ
ス

く
大

食
べ
よ
う
よ
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理
 

そ
う
急
か
す
な

て

 

く
大

が
食
べ
た
い
の
か
耶
狛
が
急
か
し
な
が
ら

て
い
る
と

 
亜
狛

マ
ス

お

を
お
持
ち
し
ま
し
た

 
亜
狛
が
お

を
持

て
き
て
く
れ
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
亜
狛

 
亜
狛

い
え

と
り
あ
え
ず

く
大

食
べ
ま
せ
ん
か

 

く
食
べ
た
い
と
耶
狛
が
う
る
さ
く
て

 
耶
狛

大

食
べ
た
い
よ

 
バ

バ

バ

 
耶
狛
は
今
に
も
す
ぐ
に
食
べ
た
い
の
か
子

の
よ
う
に

々
を
こ

て
い
る

そ
れ
を
見
た
理

久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
だ

食
べ
よ
う
か

 
耶
狛

や

た

 
耶
狛
は
飛
び
起
き
て
も
う
そ
れ
は
大
喜
び
だ

 
亜
狛

ま

た
く
耶
狛
は
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人
が
そ
う
話
し
な
が
ら
大

を
食
べ
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

頼
も

 
理
 

な
ん
だ

 
亜
狛

お
客
さ
ん
か
な

 
お
客
が
来
た
み
た
い
だ

だ
が
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は
ど
す
黒
い
殺
気
を

つ

 
耶
狛

マ
ス

お
客
を
ぶ
ち
の
め
し
に
行

て
い
い

 
耶
狛
は
大

を
お

け
さ
れ
て
キ
レ
始
め
て
い
る

こ
う
な
る
と
本
当
に
危
険
な
状
態
だ

 
理
 

物
騒
な
こ
と

う
な
よ
亜
狛

耶
狛

お
前
ら
で

 
先
に
食
べ
て
て
い
い

 
耶
狛

本
当

わ

い

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
マ
ス

も
お

れ
な
の
に

 
理
 

気
に
す
る
な
耶
狛
に
お
あ
ず
け
し
す
ぎ
る
と

 
ま
た

者
が
出
か

な
い
か
ら
な

 
な
お
昔
に

者
が
出
た
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
亜
狛

本
当
に
す
い
ま
せ
ん
妹
が
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耶
狛

お
兄
ち

ん

く
食
べ
よ
う
よ

 
耶
狛
は
亜
狛
を
呼
ぶ
そ
れ
を
聞
く
と

 
理
 

食
べ
て
き
な
さ
い
亜
狛

 
と

亜
狛
に
行
く
よ
う
に
指

を
す
る

 
亜
 

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

て
亜
狛
と
耶
狛
は
大

を
食
べ
始
め
た

 
理
 

さ
て
と

だ
ろ
う

 
理
久
兎
は
そ
う
思
い
門
の
と
こ
ろ
に
向
か
い
門
を
開
け
る

  

が
開
け
る
と
男
が
立

て
い
た
そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

ど
ち
ら
さ
ま

 
と

う
と
男
は

り
始
め
る

 

 

あ

こ
こ
に
八

理
桜
様
は
お
ら

し

い

 
ま
す
か

 
理
 

俺
が
そ
う
だ
よ
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あ

そ
れ
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
と

頭
を
下
げ
て

て
く
る

 
理
 

い
や
気
に
す
る
な
所
で
で

は

 
不
使

あ

す
い
ま
せ
ん
私

藤
原
不
比
等
様
の

 
使
い
の
者
で
す

 
ど
う
や
ら
不
比
等
の
使
い
の
よ
う
だ

 
理
 

え

不
比
等
の
使
い

そ
れ
が
俺
に
何
の

 
よ
う
だ
よ

 
何
か
し
た
の
か
と

え
る

恐
ら
く

間
前
の
勝
手
な
休

け
に
怒

て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
う
と

 
不
使

え

と
で
す

不
比
等
様
が
今
晩
わ
が
家
で

 
共
に
飲
ま
な
い
か
と

 
理
 

あ

お
誘
い

そ
う
だ

な
ら
今
晩

 
そ
ち
ら
に

う
と
伝
え
て
く
れ

 
ど
う
や
ら
お
誘
い
の
よ
う
だ

そ
れ
な
ら
良
か

た
と
思
え
た



 第 話 お誘い

 
不
使

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
ら
私
共
か
ら
は
伝
え
る

 
こ
と
は
無
い
の
で
こ
れ
に
て

 
そ
う

て
不
比
等
の
使
い
は
走

て
い

た

 
理
 

ふ

な
ら
今
晩
の
晩
飯
は
作
ら
な
い
で
良
い
か

 

な
ら
も
う
先
に
掃
除
と

も
し
な
い
と
な

 

え
方
が
ま
る
で
主
夫
だ

 
理
 

そ
う
と
決
ま
れ
ば
亜
狛
と
耶
狛
に
も

 
手
伝
わ
せ
る
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は
門
を
閉
め
て
家
の
中
に
入

て
い

た
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
変

わ
り
と
あ
る
古
い
家
で

 

 

は

退

 
少
女
は

を
し
て
い
た

理
由
は
何
も
す
る
こ
と
が
無
い
か
ら
だ

 

 

私
の
所
に
来
る
男
達
は

ど
が

だ
し
月

 
と
大

変
わ
り
は
な
い
わ

 
そ
し
て
少
女
の
も
と
に
は
男
達
が
常
に
日
頃
か
ら

を

め
そ
し
て

ぎ
物
を

き
な
い
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ど
に
持

て
く
る

だ
が
少
女
は
そ
れ
が
嫌
だ

た

 

 

く

来
な
い
か
し
ら

 
自
分
の
従
者
を
た
だ
待
ち
続
け
る
の
だ

た



 第 話 お誘い
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第
六
章

中
章

輝
夜
姫
の
願
い

 
第

話
 
藤
原
不
比
等
邸
に
て

 
夕
方
の
空
が
輝
き
始
め
て
く
る

後

時
頃

 
理
 

人
共
準
備
は
出
来
た

 
亜
狛

こ
ち
ら
は
大
丈
夫
で
す

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
よ
マ
ス

 
理
 

そ
ん
じ

ま

行
き
ま
す
か

 
そ
う

て
理
久
兎
達
は
藤
原
不
比
等
邸
に
向
か
う
理
由
は
今
か
ら
数
時
間
前
に
不
比
等
さ
ん

に
酒
を
飲
ま
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
か
ら
だ

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
理
久
兎
達
は
藤
原
邸
に
は
何
度

も
お
邪
魔
し
て
い
た
り
し
て
い
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
お
土
産
は
こ
れ
で
い
い
か
な

 
亜
狛

多
分
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
が
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耶
狛

不
比
等
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
る
か
な

 
理
久
兎
達
が
持

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
お
土
産
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ゴ

と
い

た

の

ば
か
り
だ

 
理
 

ま

大
丈
夫
だ
と
思
う
よ
不
比
等
さ
ん
だ
し

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

よ

し
レ

ツ
ゴ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
そ
う
だ

行
こ
う
か

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
達
は
藤
原
邸
に
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

神
使

動
中

 
理
 

着
い
た
着
い
た

 
亜
狛

時
間
は
大
丈
夫
そ
う
で
す

 
耶
狛

夕
日
が
綺

 
理
久
兎
達
は
な
ん
と
か
藤
原
不
比
等
邸
に
着
い
た

そ
し
て
門
に
立

て
い
る
不
比
等
さ
ん
の

使
い
の
人
に
話
し
か
け
る

 
理
 

あ
の
す
い
ま
せ
ん
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不
使

殿
方
は

で
す
か

 
理
 

お

と
藤
原
不
比
等
さ
ん
に
ご

待
さ
れ
た

 
八

理
桜
一
行
で
す
が

 
不
使

こ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た

不
比
等
様
か
ら
お
申

 
し
使

て
お
り
ま
す
ど
う

お
入
り
下
さ
い

 
そ
う

う
と
門
番
は
門
の

に
よ
る

 
理
 

お
務
め
ご

様

行
く
よ

人
共

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

イ
エ

サ

 

人
は
藤
原
邸
に
入
る

そ
し
て
室
内
へ
と
入
る
と

 
不
 

お

理
桜

達
来
て
く
れ
た
の
だ

 
そ
う

い

み
な
が
ら
不
比
等
が
お
出
迎
え
し
て
く
れ
た

 
理
 

え

方
か
ら
の
飲
み
会
の
お
誘
い
を

 
断

た
こ
と
あ
り
ま
し
た

 
不
 

ハ
ハ
ハ

無
い
な

ま

こ
こ
で
は
あ
れ
だ



 第 話 藤原不比等邸にて

 
中
に
入
り
な
さ
い

 
理
 

そ
れ
は
ど
う
も
後

不
比
等
さ
ん

 
不
 

ん

ど
う
し
た
の
か

 
理
 

つ
ま
ら
な
い
も
の
で
す
が
お
土
産
を
持

て

 
き
ま
し
た

亜
狛

 
亜
狛

は
い

不
比
等
様
こ
れ
を

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
は
理
久
兎
に
指

さ
れ
た
か
ご
一

の

の

を
渡
し
た

 
不
 

こ
れ
は

い
い
の
か

理
桜

 
理
 

え

問

は
あ
り
ま
せ
ん
受
け
取

て
く
だ
さ
い

 
と

う
が
心
の
中
で
は

 
理
 
ま

断
罪
神
書
の
な
か
を

れ
ば
ま
だ

る

ど

 
あ
る
し

 
理
久
兎
が
思

て
い
る
と
う
り
断
罪
神
書
を

れ
ば
ま
だ

は

山
入

て
い
る

に
も

ま
だ

山
の
食
材
が

さ
れ
て
い
る
の
で
た
い
し
て
問

で
は
な
い

 
不
 

こ
れ
だ
け
あ
る
な
ら
ば
今
日
の
酒
と
共
に
頂
こ
う
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で
は
な
い
か

 
理
 

そ
う
で
す

 
不
 

お

と

話
が
そ
れ
た
な
で
は
中
に
入
ろ
う
か

 
理
 

え

亜
狛

耶
狛
行
く
よ

 
亜
狛

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解

 
そ
う

て
不
比
等
に
案
内
さ
れ
理
久
兎
達
は
中
に
入

て
い
く
そ
し
て

く
歩
く
と

人

の
女
の
子
が
近
づ
い
て
く
る

 

 

あ
れ

お
父
様
何
し
て
る
の

 
不
 

こ
ら
こ
ら
妹
紅

私
よ
り
先
に

う
こ
と
が

 
あ
る
人
達
が
い
る
だ
ろ
う

 
妹
紅

え

あ

 
そ
う

わ
れ
た
妹
紅
と
い
う
少
女
は
自
分
達
の
こ
と
に
気
が
つ
く

 
妹
紅

理
桜
さ
ん

そ
れ
に
亜
狛
さ
ん
に
耶
狛
さ
ん

 
も



 第 話 藤原不比等邸にて

 
理
 

こ
ん
ば
ん
わ
モ
コ
ち

ん

 
亜
狛

こ
ん
ば
ん
わ
妹
紅
さ
ん

 
耶
狛

モ
コ
た
ん

 
と

す
る

因
に
だ
が
モ
コ
た
ん
や
モ
コ
ち

ん
は
自
分
達
が
勝
手
に
つ
け
た
愛

だ

 
妹
紅

だ
か
ら
理
桜
さ
ん
も
耶
狛
さ
ん
も

モ
コ
ち

ん

 
モ
コ
た
ん

わ
な
い
で
下
さ
い

 
理
 

ア
ハ
ハ

そ
う
怒
る
な

て

 
耶
狛

可
愛
い
な

モ
コ
た
ん
は

 
亜
狛

マ
ス

耶
狛
そ
れ
ぐ
ら
い
に

 
と

て
い
る
と
不
比
等
は
口
に

を
当
て
て

を
す
る

 
不
 

オ

ン

妹
紅
よ
自
分
の
部

に

て

 
な
さ
い
こ
れ
か
ら
理
桜

達
と

々
と
話
を

 
す
る
の
で
な

 
妹
 

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

て
妹
紅
は
部

に

て
い

た
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亜
狛

す
み
ま
せ
ん
う
ち
の
主
人
と
妹
が

 
不
 

ハ
ハ
ハ
か
ま
わ
ん
よ

あ
の
子
も
本
当
は
嬉
し
い

 
の
だ
よ

そ
れ
に
何
時
も
理
桜

達
に
会
い
た
い

 
と

て
お
る
し
な

 
そ
れ
が
本
当
だ
と
実
に
嬉
し
い
こ
と
だ

 
理
 

そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
を

て
く
れ
ま
す

 
不
 

と
り
あ
え
ず
理
久
兎

く
酒
と
共
に
こ
の

 

を
食
べ
よ
う

 
理
 

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
と
不
比
等
は
い
つ
も
の
場
所
に
向
か
う
の
だ

た



 第 話 縁談は御遠慮します

 
第

話
 
縁
談
は
御
遠
慮
し
ま
す

 
理
久
兎
達
は
不
比
等
に

れ
ら
れ
い
つ
も
の
場
所
も
と
い
不
比
等
家
の

の
御
座
に
案
内
さ
れ

た
そ
こ
は
紫
陽
花
が

き

て
い
る
美
し
い
所
だ

 
理
 

い
や

に
近
づ
く
と
紫
陽
花
が

え
ま
す

 
不
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
で
あ
ろ
う

さ
さ
理
桜

 
共
に
飲
も
う

 
そ
う

い
な
が
と

く
り
を
だ
し
理
久
兎
達
の
前
に
置
い
て
あ
る

を
持

て
こ
ち
ら
に
と
い

う

ス
チ

を
す
る

 
理
 

え

い
た
だ
き
ま
す

 
理
久
兎
は
そ
う

て

を
だ
し
不
比
等
に
酒
を
注
い
で
も
ら
う

 
不
 

亜
狛

と
耶
狛
さ
ん
も
ど
う
だ

 
亜
狛

え

良
い
の
で
す
か

 
理
 

せ

か
く
不
比
等
さ
ん
が
お
誘
い
し
て
い
る
ん

 
だ

て
お
け
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耶
狛

あ
り
が
と
う

不
比
等
さ
ま

 
そ
う

い
な
が
ら
耶
狛
は
遠
慮
せ
ず
不
比
等
に
酒
を
注
い
で
も
ら
う

 
亜
狛

ち

耶
狛

 
不
 

ハ

ハ

ら
亜
狛

も

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
で
は
私
も
失
礼
し
ま
す

 
亜
狛
も
酒
を
注
い
で
も
ら
う

 
不
 

人
共
酒
は
あ
る
か

 
理
 

え

あ
り
ま
す
よ

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す

 
耶
狛

う
ん

 
そ
れ
を

す
る
と
不
比
等
は

を

げ
て

 
不
 

で
は

 
と

頭
を
と
る

そ
れ
に
続
き
自
分
と
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
も

を

げ
て

 
理
 

 
亜
狛

で
す



 第 話 縁談は御遠慮します

 
耶
狛

 
そ
う

て
互
い
に

を
下
ろ
し
て

ど
う
し
を

く
当
て
る

 
不
 

ふ

中
々
い
け
る
酒
だ
な

 
理
 

え

か
に

 
そ
ん
な
酒
の
感
想
を
の
べ
て
い
る
と

 
不
使

不
比
等
様

酒
の

を
お
持
ち
し
ま
し
た

 
そ
う

て
使
い
の
人
は
理
久
兎
が
持

て
き
た

を

い
て
持

て
き
て
く
れ
た

 
不
 

お

い
い
香
り
だ

ど
れ
お
味
は

 
不
比
等
は
理
久
兎
が
持

て
き
た

子

を

と
く
ち
食
べ
た

 
不
 

う
む

こ
の

味

口
の
中
に
も

が
り

 
と
て
も
美
味
だ

 
理
 

そ
れ
は
良
か

た

持

て
き
た

が

 
あ
り
ま
す
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
自
分
達
も
食
す

 
亜
狛

本
当
で
す
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耶
狛

う

ん
美
味
し
い

 
と

人
は

う

だ
が
自
分
は

い
な
が
ら

 
理
 

ど
れ
俺
も
頂
く
と
す
る
か
亜
狛
も
食
わ
な
い
と

 
耶
狛
に
皆
食
わ
れ
る

 
亜
狛

そ
う
な
る
前
に
食
べ
な
い
と

 
そ
ん
な
感
じ
で
俺
ら
は
酒
と

を
楽
し
ん
だ

そ
し
て
数
時
間
近
く

た
頃

 
耶
狛

う

ん

に
行
き
た
く
な

ち

た
よ

 
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

人
で
行

て
こ
い

 
耶
狛

え

お
兄
ち

ん
も
い
こ
う
よ

 
亜
 

は

な
ら
つ
い
で
に
俺
も

に
行

て
く
る
か

 
マ
ス

 
そ
れ
を
察
し
た
理
久
兎
は
亜
狛
に

 
理
 

行

て
ら

し

い

 
と

う
と
亜
狛
は
耶
狛
に



 第 話 縁談は御遠慮します

 
亜
狛

い
く

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う

て

人
は

に
行
く
た
め
に

を
立

た

 
不
 

ハ
ハ
ハ

理
桜

の
従
者
は
面
白
い
な

 
理
 

そ
れ
は

そ
れ
は

 
自
分
の
従
者
を

め
て
く
れ
る
の
は
主
人
と
し
て

が
高
く
な
る
も
の
だ

 
不
 

所
で
話
は
変
わ
る
の
だ
が
理
桜

 
理
 

な
ん
で
す
か

 
不
 

理
桜

は
恋
人
や
愛
人
等
は
い
る
の
か

 
不
比
等
は
何

か
急
に
変
な
話
を
持
ち
出
し
た

そ
れ
を
聞
い
た
自
分
の
返

は

 
理
 

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

 
不
 

い
や
何

理
桜

な
ら
愛
人
や
ら

室
等

 
は
居
る
の
か
と

 
理
 

い
え

い
ま
せ
ん
よ

 
あ
り
の
ま
ま
の
事
を

る
と
不
比
等
は
真

な

つ
き
で
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不
 

そ
う
か
な
ら
私
の
娘

妹
紅
を
愛
人
と
し
て

 
迎
え
て
は
く
れ
な
い
か

 
理
 

へ

 
急
な
こ
と
で
流

の
理
久
兎
も

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

 
不
 

理
桜

な
ら
信

で
き
る
と
私
は
そ
う
思

て

 
い
る
の
だ
が

 
不
比
等
は
そ
う

た

だ
が
理
久
兎
の

え
は
す
ぐ
に
出
た

 
理
 

不
比
等
さ
ん
そ
れ
に
つ
い
て
は
お
断
り
さ
せ
て

 
い
た
だ
き
ま
す

 
理
久
兎
の

え
は
お
断
り
の

え
だ

 
不
 

何

だ

 
理
 

私
と
し
て
も
こ
ち

ん
の
意
見
を

さ
せ

 
た
い
と

そ
し
て
自
分
自
身
も
結

と
い
う

 
の
は
更
々
興
味
も
な
い
も
の
で

 
理
久
兎
は
そ
う

た
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
表
向
き
は
だ

裏
の
方
は
と
い
う
と



 第 話 縁談は御遠慮します

 
理
 
俺
と
結

し
た
ら
多
分
も
こ
ち

ん
転

不

 
人
生
真

さ
ま
だ
し
な

 
そ
れ
は
そ
う
だ

た
だ
で
さ
え
寿
命
や
生
き
る
世
界
が
違
う
の
だ

そ
の
よ
う
な
自
分
と
結

な
ん
て
し
た
ら

に

し
ま
せ
る
だ
け
と
理
久
兎
は

え
た
の
だ

 
不
 

そ
う
か

少
し

だ
な

 
理
 

で
も
ま
た
ど
う
し
て
そ
の
話
を

 
不
 

い
や

そ
の

何
と
い
う
か

 
不
比
等
は

を

く
し
て
少
し

惑

て
い
る
そ
し
て

こ
こ
で
理
久
兎
の

い
勘
が

く

 
理
 

も
し
か
し
た
ら
そ
う

う
不
比
等
さ
ん
こ
そ

 

か
と
結

し
た
い
と
か

・

・

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
不
比
等
は

め

を
つ
い
た

 
不
 

は

い

理
桜

は

 
理
 

え

そ
う
な
ん
で
す
か

 
不
 

あ

実
は
今

れ
た
女
性
が
い
て

 
ど
う
や
ら
恋
の
話
は
不
比
等
の
方
だ

た
よ
う
だ
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理
 

因
み
に
お
返
事
は

 
不
 

フ
フ

聞
い
て

け

 
理
 
・
・

 
不
 

そ
の
女
性
の

候

の

人
の

人
と
し
て

 
我
が

た
の
だ
よ

 
理
 

な
る

ど
そ
れ
で
気
分
が
良
い
か
ら
私
達
と
共

 
に
飲
も
う
と

 
と

う
が
自
分
は
候

が
多
い
と
思

た

そ
れ
程
ま
で
に

力
的
な
女
性
な
の
だ
ろ
う

 
不
 

ハ
ハ
ハ

本
当
に

い
な

 
理
 

不
比
等
さ
ん
私
か
ら
祝
い
の

葉
と
し
て

 
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

 
不
 

な
ん
だ

 
理
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
不
 

ハ
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
理
桜

 
友
人
と
し
て
自
分
は
不
比
等
を
祝

す
る



 第 話 縁談は御遠慮します

 
理
 

で

そ
の
女
性
と
の
結

の

件
み
た
い
な
物
は

 
あ
る
の
で
す
か

 
不
 

あ

そ
れ
な
ら
明
日
の
朝
彼
女
の
家
に
行
き
そ
の

 

件
を
聞
き
に
い
く
の
だ
よ

 
理
 

そ
う
な
ん
で
す
か

不
比
等
さ
ん
そ
こ
に
私
も

 

れ

て
行

て
も
ら

て
も
よ
ろ
し
い
で
し

 
う
か

 
不
 

ど
う
し
て
だ

縁
談
は
興
味
が
な
い
の
だ
ろ
う

 

か
に
縁
談
に
は
興
味
な
ど
更
々
な
い

だ
が
そ
の
女
性
か
ら
知

が

し
い
と
思

た
の

だ 
理
 

い
え
そ
の
女
性
か
ら
少
し
知

を
授
け
て
も
ら

 
お
う
か
と

 
不
 

ハ
ハ
ハ

変
わ

て
い
る
な
理
桜

は
良
い

 
な
ら
今
日
は
泊
ま

て
い
き
な
さ
い
明
日
の
朝
に

 
こ
こ
を
た
つ
の
で
な
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理
 

で
は
ご
遠
慮
な
く
そ
れ
に
従
わ
せ
て
頂
き
ま
す

 
そ
ん
な
話
を
理
久
兎
と
不
比
等
と
で
し
て
い
る
と

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
マ
ス

く
な
り
ま
し
た

 
耶
狛

ご
め
ん

マ
ス

 
亜
狛
と
耶
狛
が
帰

て
き
た

 
理
 

お

度
良
い
所
に

俺
ら
今
日
は
こ
こ
に

 
泊
ま
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

 
亜
狛

そ
う
で
す
か
分
か
り

え

 
耶
狛

お
泊
ま
り

や

た

 
不
 

な
ら
今
晩
も
酒
を
飲
も
う
で
は
な
い
か

 
理
 

程
々
に
で
す
か

 
こ
う
し
て
俺
ら
は
今
晩
は
不
比
等
邸
に
泊
ま
る
こ
と
に
な

た
の
だ

た



 第 話 輝夜姫

 
第

話
 
輝
夜
姫

 
理
 

い
や

に

て
の
ん
び
り
行
く
の
も

 
楽
し
い
も
の
で
す

 
不
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
で
あ
ろ
う

こ
の

く
り
と

 
く
つ
ろ
げ
る
の
が
ま
た

お
つ
な
の
だ
よ

 
自
分
は
今
現

に
不
比
等
さ
ん
と

て
い
る
理
由
は
不
比
等
が
一
目

れ
し
た
と
い
う

女
性
に
会
い
に
行
く
か
ら
だ

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
ど
こ
か

て

人
な
ら
家
に
帰
ら
せ

た
大
人
数
で
そ
の
家
に
行
く
の
も
ど
う
か
と
思

た
た
め
に
だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば

晩
そ
の
女
性
の
名
前
を
聞
き

 
そ
び
れ
た
の
で
す
が
そ
の
名
前
は

 
不
 

お

と

い
や

日
は
盛
り
上
が
り
す
ぎ
て

 

い
そ
び
れ
て
し
ま

た
よ
そ
の
女
性
の
名
前

 
は

 
理
 

名
前
は
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不
 

輝
夜
姫
と

え
ば
分
か
る
か

 
と

わ
れ
て
も
ま
ず

い
た
い

そ
い
つ
と

 
理
 

え

と
す
み
ま
せ
ん
分
か
ら
な
い
で
す

 
不
 

何
と

知
ら
ぬ
者
も
い
る
の
だ
な

 
理
 

す
み
ま
せ
ん
が
そ
の
女
性
に
つ
い
て
お
話
を

 
お
願
い
し
ま
す

 
不
 

う
む
よ
か
ろ
う

 
そ
う

て
不
比
等
さ
ん
は
そ
の
女
性
に
つ
い
て
知

て
い
る

り
の
こ
と
を
話
し
た

か

ら
出
て
き
た
こ
と
そ
し
て
今
現

に
お
い
て
都

番
に
美
し
い
事
な
ど
様
々
な
事
を
聞
い
た

 
理
 

な
る

ど
何
と
も
ま

幻
想
的
な
話
で
す

 
そ
う

う
が
頭
の
中
で
は

々
と

え
て
い
た

 
理
 
俺
ら
神
と
同

か
い
や
ま
た
は

 
不
 

理
桜

 
理
 
で
も
気
に
な
る
の
は
月
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
だ

 
ま
さ
か
古
代
人
か

そ
う
な
る
と
後
が
面

だ



 第 話 輝夜姫

 
不
 

理
桜

 
と

不
比
等
に

ば
れ
る

こ
れ
に
は
理
久
兎
も
流

に
気
づ
く

 
理
 

え

当
は
い
り
ま
せ
ん
よ

 
不
 

違
う
そ
れ
よ
り
何
だ

当
と
は

本
当
に

 
大
丈
夫
か

 
理
 

え

論
大
丈
夫
で
す
よ

 
不
 

そ

そ
う
か

な
ら
良
い
の
だ
が

 
不
比
等
は
自
分
を
心

し
て
く
れ
て

て
く
れ
た
事
は
あ
り
が
た
い
が
今
は
そ
れ
よ
り
も
輝

夜
姫
に
つ
い
て
だ

 
理
 
で
も
ま
さ
か
こ
こ
で
月
の
⺠
か

あ
の
昔
話
 

 
が
フ
ラ
グ
に
な

た
か

 
等
と
メ

い
事
を

え
つ
つ
も
不
比
等
と
会
話
を
し
て
約
数
時
間
が

過
し
た

 
不
使

不
比
等
様
か
ぐ
や
姫
様
の
家
に
着
き
ま
し
た

 
不
 

そ
う
か

で
は
行
こ
う
か
理
桜

 
理
 

え

行
き
ま
し

う
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理
久
兎
は
ど
ん
な

な
ん
だ
と
思
い
な
が
ら
不
比
等
と
共
に
か
ぐ
や
姫
の

に
入

て
い

た

そ
し
て
そ
の
中
に
は

に

人
の

族
達
が
い
た

 
不
 

で
は
理
桜

少
し
待
と
う
か

 
理
 

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎

め
た

人
の
男
が
待
つ
こ
と
数
分
後

人
の
老

も
と
ち

が
現
れ
る

 

 

こ

ん

で
は
皆
様
大
変
お
待
ち
し
ま
し
た

 
輝
夜

入

て
ら

し

い

 

が
そ
う

う
と

人
の
女
性
が
入

て
き
た

そ
れ
が
ど
う
や
ら
輝
夜
姫
な
の
だ
ろ
う

 
輝
夜

ど
う
も
皆
様

輝
夜
で
す

あ
ら

か

 

人
だ
と
お
話
は

て
い
た
の
で
す
が

 
理
 

お

と
失
礼
私
は

女
か
ら
少
し
ば
か
し
知

 
を
教
わ
ろ
う
か
と

 
輝
夜

あ
ら
そ
う

か
ま
わ
な
い
わ
で
も

方
も

 
私
か
ら
の

に
ク
リ
ア
で
き
た
ら
教
え

 
ま
し

う
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理
 

え

い
ま
せ
ん
よ

 
輝
夜

な
ら

番
に

を
出
し
ま
す

 
そ
う

て
輝
夜
は

人

つ

を
出
し
た

 
輝
夜

で
は
不
比
等
さ
ん
は
蓬
莱
の

を
お
願
い

し

 
ま
す
わ

 
不
 

え

分
か
り
ま
し
た

 
不
比
等
へ
の

を

い
終
わ
り
最
後
に
イ
レ

ラ

で
あ
る
自
分
に
も

が
課
せ
ら
れ

た 
輝
夜

方
の
お
名
前
は

 
理
 

こ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た
私
は
八

理
桜
と

 
い
い
ま
す

 
輝
夜

そ
う
な
ら
理
桜
さ
ん
に
は
花
妖
怪
の
花
畑
に

 

い
て
い
る
大
き
く
て

い
花
の
種
を

 
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

え

い
い
で
す
よ

と
こ
ろ
で
期

は
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輝
夜

あ
ら
そ
れ
は

い

れ
た
は

期

は

間

 
待
ち
ま
す
そ
れ
ま
で
に
持

て
き
て
私
に
見
せ
て

 
下
さ
い

そ
し
て
見
事
本
物
を
持

て
き
た
ら

 
そ
の
者
と

約
し
ま
し

う

 
輝
夜
の
一

そ
の

葉
に
つ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
一
目

れ
し
た
男
達
不
比
等
さ
ん
い
れ
て

は 
男
達

お

 
と

ん
だ

こ
れ
で
あ
る
そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 
 

 
た
だ
ニ
コ
ニ
コ
と
作
り

い
し
た

そ
し
て
皆
は
物

い
テ
ン
シ

ン
で
家
か
ら
飛
び
出
て

行

た

 
不
 

理
桜

行
か
な
い
か

 
理
 

あ

不
比
等
さ
ん
は
先
に
お
帰
り
く
だ
さ
い

 
私
よ
り
も
や
る
こ
と
が
あ
る
で
し

う

 
不
 

む

そ
う
だ
な
す
ま
な
い
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そ
う

て
不
比
等
も
立
ち
去

た

そ
し
て
今
こ
の
部

に
い
る
の
は
理
久
兎
と
輝
夜
だ
け

に
な

た

 
輝
夜

あ
ら

理
桜
さ
ん
は
行
か
な
い
の

 
輝
夜
は
そ
う

う
が
そ
ろ
そ
ろ
良
い
子
ち

ん
ぶ
る
の
も

き
た
の
で

を
出
す
こ
と
に
し

た 
理
 

は

い
い
加
減
に
そ
の

語
や
め
た
ら

 
聞
い
て
る
と
無
理
が
あ
る
よ

 
と

理
久
兎
が

う
と
若

輝
夜
姫
は

き
そ
の
口
調
を
変
え
た
の
だ

 
輝
夜

ふ

ん

方
見
か
け
に
よ
ら
ず

い
わ

 
正
直

れ
る
の
よ

 
理
 

そ
う
か
い

 
輝
夜

で
も

方
知

が
ど
う
の

て
何
を
知
り
た
い

 
の

 
輝
夜
姫
は
自
分
に
そ
れ
を
聞
く
が

 
理
 

お

と
そ
れ
は

が
終
わ

た
ら
聞
き
ま
す
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の
で

 
理
久
兎
は
輝
夜
姫
の

問
に
対
し
て
は
ぐ
ら
か
し
た

 
輝
夜

ち

そ
れ
私
が
気
に
な
る
じ

な
い

 
理
 

ま

俺
が
無
事
に
帰

て
く
る
こ
と
を

 
願

て
て
下
さ
い

 
輝
夜

中
々
面
白
い
こ
と

う
わ

 
理
 

で
は
俺
も
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
ん
で

 
そ
う

い
理
久
兎
は
立
ち
上
が
る

 
輝
夜

そ
う

 
輝
夜
姫
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
最
後
に

 
輝
夜

何
か
し
ら

 
輝
夜
姫
が
何
か
と
聞
く
と
理
久
兎
は

な
く

 
理
 

あ
ま
り
月
で
の
ゴ

ゴ

を

方
に
持
ち

 
込
ま
な
い
で

月
の
住
人
さ
ん



 第 話 輝夜姫

 
と

何
に
も

ド
を

う
と
そ
れ
を
聞
い
た
輝
夜
姫
は

 
輝
夜

え

方
い

た
い

 
た
だ

く
し
か
な
か

た
何
せ
自
分
の
正
体
を
知

て
い
る
な
ん
て
こ
の
地

で
は
あ
り

な

い
こ
と
だ

た
か
ら
だ

 
理
 

で
は
ま
た
お
会
い
で
き
た
ら
そ
の
時
ま
で

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
部

か
ら
出
て
い

た

そ
し
て
輝
夜
姫
は

 
輝
夜

ち

と

 
そ
う

て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が

  
輝
夜

あ

が

れ
た

 
輝
夜
は
正
座
の
し
す
ぎ
で

が

れ
て
し
ま
い
動
け
な
か

た

そ
し
て
理
久
兎
が
輝
夜
姫
の

家
か
ら
出
る

 
理
 

ふ

さ
て
い

た
ん
家
に
帰
る
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は
家
に
帰

て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
輝
夜
さ
ん
は
そ
の
日
の
夜
は
理

久
兎
の

た
こ
と
が
気
に
な
り
す
ぎ
て
眠
れ
な
ず
翌
朝

と

が
輝
夜
姫
の

を
見
る
と
く
ま
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が
で
き
そ
し
て
む
く
で
い
た
そ
う
だ

そ
し
て
ま
た
視
点
は
代
わ
る

 

 

フ
フ
今
日
も
花
が
綺

 

人
の
日

を
指
し
た
女
性
が

み
太
陽
の
よ
う
な
大
き
な

い
花
を
見
な
が
ら
そ
う

て
い
る

普
通
に
み
た
ら
そ
れ
は
可

こ
の

葉
が

合
う
だ
ろ
う

だ
が
そ
の
女
性
の

後
に
は

 
妖
怪

助

け
て

く
れ

 
妖
怪

死
に

た
く

な

い

 

の
妖
怪
が
頭

み
ど
ろ
で

た
わ

て
い
た

 

 

あ
ら

う
る
さ
い
ゴ
ミ
が
何
か

た
か
し
ら

 
そ
う
女
性
が
い

た
次
の

間

 
グ
シ

 

目
の
妖
怪
の
頭
を
そ
の
女
性
が
踏
み
ぬ
き
頭
が

に
な

て
そ
の
頭
の
中
身

が
飛
び
出
て
く
る

 
妖
怪

 

 

フ
フ
大
丈
夫

こ
こ
で
死
ん
で
も
花
達
の
養
分
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に
な
る
だ
け
だ
か
ら

 
妖
怪

嫌
だ

死
に
た
く
な
い
何
と
か
あ
の
妖
怪
か
ら

 
逃
げ
て
き
た
の
に
こ
ん
な
あ
ん
ま
り
だ

 

 

こ
こ
に
入

て
く
る
の

方
達
が
い
け
な
い
の

 
よ

 
妖
怪

助
け

あ

ア

 
グ
シ

 
そ
し
て
そ
の
妖
怪
も
頭
を
踏
み

か
れ
頭
を

さ
れ
る

 

 

ま

た
く

さ
て
と
お
花
に
水
を
ま
か
な
い

 
と
あ
ら

じ

う
ろ
を

れ
て
き
ち

た

 
取
り
に
行
か
な
い
と

 
そ
う

て
女
性
は
じ

う
ろ
を
取
り
に

る
の
だ

た
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第

話
 
ボ
ス
級
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い

 
理
 

や

り
遠
い
な

こ
こ
か
ら
あ
そ
こ
ま
で
は

 
理
久
兎
は
輝
夜
姫
の
家
か
ら
出
て
そ
の
ま
ま
真

直
ぐ
自
分
の
拠
点
に
帰

て
き
た
所
だ
そ
し

て
今
は
も
う

だ

 
理
 

さ

て
ま
ず
ど
う
し
よ
う
か
な

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
門
の

を
開
け
る
と

 
耶
狛

晴
明
ち

ん

ス

ス

 
亜
狛

や
ら
せ
な
い

 
晴
明

こ
ん
な
の

じ

な

い

 
紫
 

フ
フ
フ

頑

れ

 
こ
ん
な
感
じ
の

が

の
方
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

 
理
 

あ
い
つ
ら

 
数

間
前
に
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に

禁

と

た
の
だ
が

て
ま
た

を
し
て

い
る
よ
う
だ



 第 話 ボス級からは逃げられない

 
理
 

少
し
制
裁
を
加
え
る
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は

の
方
へ
歩
き
出
し
た

 
耶
狛

晴
明
ち

ん

こ

ち

 
晴
明

も
う
ど
う
に
で
も
な
れ

 
バ
ン

 
そ
う

て
晴
明
は
耶
狛
に

ボ

ル
を

ス
す
る

 
亜
狛

こ
こ
ま
で
来
た
な
ら

め
る
ま
で

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
に

め
れ
る
か
な

 
そ
う

て
耶
狛
は
晴
明
か
ら

ス
さ
れ
た

ボ

ル
を
キ

チ
し
て
ボ

ル
の
植
え
に

を
置
く

 
亜
狛

こ
い
耶
狛

お
前
の
シ

ト
を

め
て

 
み
せ
る

 
耶
狛

そ
う
こ
な
く

ち

い
く
よ

 
耶
狛
は
妖
力
を

に
こ
め
る

 
耶
狛

い
け

狼
達
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掛
け

と
共
に
ボ

ル
を
亜
狛
の
ゴ

ル
に
向
か

て
シ

ト
す
る
そ
し
て
耶
狛
が

た

ボ

ル
に
狼
の

れ
み
た
い
な
も
の
も
現
れ
る

 
亜
狛

め
る
ん
だ
俺

う

空
間
殺
法

 
亜
狛
が
そ
う

び
自
身
の

り
に
箱

の

が
引
か
れ
る
そ
し
て
手
の

を
手
刀
の

に
し
て

そ
の
ま
ま
一

す
る
そ
う
す
る
と
そ
の
空
間
内
だ
け
無
数
の
斬
撃
が
現
れ
る
そ
れ
は
ま
る
で
全
て

を
切
り

く

の
よ
う
だ
そ
こ
に
耶
狛
の
シ

ト
し
た
ボ

ル
が
入

て
い
く
そ
し
て
そ
の

斬
撃
と
狼
の

れ
と
で
つ
ば

り
合
い
が
起
こ

た

 
耶
狛

い

け

 
亜
狛

ま
れ

 
晴
諦
め

何

こ
の
戦
い

 
紫
 

フ
フ
す
ご
い
戦
い

 
そ
し
て

つ
ば

り
合
い
の
勝
者
は

 

ス
ン

 
亜
狛

め
た

 
耶
狛

く

負
け
た
か



 第 話 ボス級からは逃げられない

 
亜
狛
が
何
と
か
ボ

ル
を
弾
い
て
シ

ト
を

れ
た
だ
が
ボ

ル
の

い
は
ま
だ

ま

て

い
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ゴ

ル
と
は
別
の

置
に
向
か

て
い
る

 
晴
明

ち

と

人
共
ボ

ル
が

 
亜
狛

不
味
い

も
し
こ
れ
で

に

を
開
け
た
ら

 
耶
狛

お
仕
置
き
さ
れ
る

 
紫
 

あ
ら

か
来
て

不
味
い
わ

ボ

ル
が

 
当
た
る
わ

 
晴
明

け
て

 
だ
が
こ
の

人
は
知
ら
な
い
入

て
来
た
の
が

 

シ

 
こ
こ
の
主
人
だ
と
い
う
こ
と
を

 
理
 

か

亜
狛

耶
狛

 
そ
う
理
久
兎
だ

は

だ
が
目
は

て
い
な
か

た
そ
し
て
飛
ん
で
き
た
ボ

ル
の

い

は
手
で

た
だ
け
で
一

で
消
え
た
そ
し
て
そ
れ
を
感
じ
取

た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
紫
と
晴

明
は
体
が

え
た
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亜
狛

ま

マ
ス

 
耶
狛

お
お

お
帰
り
な
さ
い

 
晴
狛

お

お
邪
魔
し
て
い
る
わ

 
紫
 

御
師
匠
様
が
怖
い

 
理
 

お
前
ら

た
よ
な

間
は

禁

 

て

 
理
久
兎
が

で
亜
狛
と
耶
狛
に

う
と

生
の
勘
が

い
た
の
か

 
亜
狛

や

バ
イ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
逃
げ
る
よ

 
そ
の
ま
ま

人
は
逃
げ
出
し
た

だ
が
そ
れ
を
た
だ

て
見
て
い
る
理
久
兎
で
は
な
い

 
理
 

仙
術
十
八
式

雷

 
理
久
兎
は

雷
を
唱
え
る
と
い

き
に

人
と
の

を

め
る

 

シ

シ

 
亜
狛

え

 
耶
狛

嘘
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人
は
そ
の
ま
ま
頭
を

ま
れ
た
の
だ

そ
の
時
間

か

ら
ず
だ

 
理
 

俺
か
ら
逃
げ
れ
る
と
思
う
な
よ

 

人

ぎ

 
そ
う

う
と

人
の
絶

が
こ
だ
ま
し
た
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
の

制
裁
を
受
け

た

人
は
頭
に
コ
ブ
が
出
来
そ
こ
か
ら

を
出
し
て
い
た
が
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず

き

に
さ
れ

に

る
さ
れ
た
の
だ

た

こ
れ
を
Ｒ
Ｐ
Ｇ
風
に

う
と

ボ
ス
級

か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い

に
な

た

そ
し
て

人
の

制
裁
を
し
た
理
久
兎
は

で
紫

と
晴
明
の
も
と
に
行
く

 
理
 

い
や

待
た
せ
た

 
晴
明

い

い
え
待

て
な
ん
て
い
ま
せ
ん
よ

 
紫
 

え

待

て
な
ん
か
い
な
い
わ

 

人
は
今
の
光

を
目
の
当
た
り
に
し
て
若

い
た
よ
う
だ

 
理
 

そ
う

て
く
れ
る
と
助
か
る
よ

 
晴
明

所
で
理
久
兎
さ
ん
あ
の

人
は
何
で

 
理
 

あ

そ
れ
は
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理
久
兎
は

人
に
亜
狛
と
耶
狛
が

を

し
て

禁

の
こ
と
を
説
明
を
し
た

そ
れ

に
は
晴
明
は

い
を
し
て
紫
は
ク
ス
ク
ス
と

て
い
た

 
晴
明

そ
う
い
う
こ
と
だ

た
の

 
紫
 

ふ
ふ

や
ん
ち

 
と

そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
晴
明
は
何
を
思

た
の
か

 
晴
明

所
で
理
久
兎
さ
ん
と
紫
さ
ん
に
聞
き
た
い

 
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど

 
晴
明
が

間
前
の

人
達
に
つ
て

問
を
し
て
き
た

ど
う
や
ら
前
に
理
久
兎
偽
が

禁
し
て
い
た
人
間
達
の
そ
の
後
が
気
に
な
る
よ
う
だ
そ
れ
に
つ
い
て
紫
は
話
す

 
紫
 

全
員
あ
の

に
帰
し
た
わ
そ
れ
と
妖
怪
の

 
骸
も
掃
除
し
た
か
ら
大
丈
夫
よ

 
ど
う
や
ら
現

は
普
通
に
生
活
を
し
て
い
る
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
い
た
晴
明
は

と
し
て

い
た

 
晴
明

良
か

た

前
か
ら
気
に
な

て
て
て

 
理
 

し
い
な
晴
明
は
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晴
明
に
そ
う

う
と
晴
明
は
キ

ト
ン
と
し
た

を
し
て

 
晴
明

私
よ
り
理
久
兎
さ
ん
の
方
が

し
い
で
す
よ

 
紫
 

晴
明
は
兎
も

御
師
匠
様
は

し
い
わ

 
理
 

し

い
か

 
理
久
兎
は
昔
か
ら
今
に
か
け
て

り
返

て
き
た
自
分
が
や

て
き
た
の
は

し
さ
な
ん
か
で

は
な
く
自
分
自
身
の
自

満

で
は
な
い
か
と
最
近
に
な

て

え
て
い
た

す
る
と
そ
れ
を
見

て
い
た
紫
は
自
分
に
話
し
か
け
て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

ん

あ

悪
い
な
そ
う
だ
俺
も

人
に

 
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど

 

人
に
あ
る
こ
と
が
聞
き
た
か

た
の
で
そ
れ
を
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た

 
紫
 

な
ん
で
し

う
か

 
晴
 

何
を

 

人
は
そ
れ
に

え
て
く
れ
る
よ
う
な
の
で
理
久
兎
は
聞
き
た
い
こ
と
そ
れ
は
花
妖
怪
に
つ

い
て
聞
く
こ
と
に
し
た
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理
 

花
妖
怪

て
知

て
る

 
そ
れ
を
聞
い
た
晴
明
は
と
て
も

き
紫
は
真

な
面
持
ち
と
な

た

 
晴
 

 
紫
 

御
師
匠
様
ど
こ
で
そ
れ
を

 
理
 

ん

な
ら
今
ど
ん
な
状

か
説
明
す
る
よ

 
理
久
兎
は
再
び
現

の
状
態
に
つ
い
て
説
明
を
し
た

 
紫
 

な
る

ど

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
な
ら
せ
め
て

告
さ
せ
て

 
頂
き
ま
す

 
理
 
 
・
・

 
晴
 

彼
女
は
と
て
も
危
険
い
え
最
悪
レ

ル
で
す

 
紫
 

え

妖
怪
達
の
中
で
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
わ

 
ど
う
や
ら
花
妖
怪
は
少
し
ど
こ
ろ
か

バ
イ
み
た
い
だ

 
理
 

お
い
お
い
輝
夜
姫
も
こ
ん
な

イ
に
無
理

 

を
お
し
つ
け
る
よ



 第 話 ボス級からは逃げられない

 
晴
 

い
や

理
久
兎
さ
ん
ま
だ
若
い
わ
よ

 
紫
 

え

ま
だ
生
き
生
き
と
し
て
い
て
若
い
で
す
よ

 
ど
う
や
ら
ま
だ
若
々
し
く
見
え
る
み
た
い
だ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

嬉
し
い
こ
と
を

て
く
れ
る

 
そ
う

て
は
い
る
が
内
心
は

 
理
 
 
俺
の
年

く

え
な
の
に
な

 
そ
う
思

て
い
た

な
の
で
全
然
若
く
は
な
い

 
紫
 

い
つ
向
か
う
の
で
す
か

 
向
か
う
日
に
ち
を
聞
い
て
く
る
と
理
久
兎
は
そ
れ
に

え
る

 
理
 

明
日
に
で
も
向
か
お
う
か
と

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
今
度
は
晴
明
が

り
出
す

 
晴
明

そ
う

な
ら
も
う

と
つ

て
お
く
わ

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

な
ん
だ
い

 
そ
れ
に
つ
い
て
晴
明
に
聞
く
と
そ
れ
に
つ
い
て

り
始
め
る



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
晴
明

そ
の
花
妖
怪
の
花
畑

近
で
ま
た
不

な
妖
怪

 
が
い
る
の
そ
れ
に
も
気
を
つ
け
て

 
紫
 

か
そ
の
妖
怪
こ
の

じ

見
な
い
姿
を
し
て

 
い
る

て
聞
い
た
わ

そ
れ
で

然
生
き

 
た
妖
怪
は

か
こ
う

た
わ

 
理
 

な
ん
て

 
紫
 

闇
が
襲

て
く
る
だ

た
か
し
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
花
妖
怪
と
そ
の
闇
の
食
人
妖
怪
に
つ
い
て
心
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と

に
し
そ
れ
を
話
し
て
く
れ
た
紫
と
晴
明
に
お
礼
を

う

 
理
 

な
る

ど
ご

告
を
あ
り
が
と
う

に
命

 
じ
て
お
く
よ

人
共
そ
う
だ

人
共
せ

か
く

 
こ
こ
に
い
る
ん
だ
飯
食

て
き
な
よ

 
紫
 

あ
ら

久
々
に
御
師
匠
様
の
料
理
が

 
食
べ
れ
る
わ

 
晴
明

お
酒
も
お
願
い



 第 話 ボス級からは逃げられない

 
理
 

は
い
は
い
わ
か

た
よ

 
こ
う
し
て
今
日

日
は
過
ぎ
た
の
で
あ

た

そ
し
て

に

き
に
さ
れ

る
さ
れ
た
亜

狛
と
耶
狛
が
解

さ
れ
た
の
は
数
時
間
後
の
夕
方
頃
だ

た
そ
う
だ
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第
１
０
０
話
 
花
畑
の
危
険
な
女
性

 
翌
日
俺
達
は

花
妖
怪
が
住
む
と

わ
れ
る
場
所
に
降
り
立

た

 
亜
狛

マ
ス

こ
こ
が

の
場
所
で
す
か

 
理
 

あ

こ
こ
で
あ

て
る
よ

 
耶
狛

う

ん

心
地
よ
い

々
の
香
り

 
今
俺
自
分
達
は
輝
夜
姫
の

の

つ
で
あ
る
花
妖
怪
の
所
に
行

て
種
を
取

て
こ
い
と

い
う

を
し
て
い
た

は
た
か
ら
見
る
と
簡
単
に
見
え
る
だ
ろ
が
だ
け
ど
す
ご
い
大
変
だ

 
理
 

人
共
行
く
よ

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

わ
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
そ
う

て
理
久
兎
達
は
先
に
進
む
の
だ

た

 
神
様

神
使

動
中

 
理
久
兎
達
は

を
歩
き

け
る
と
美
し
く
派
手
や
か
な

が
見
え
た

 
理
 

花
畑
は
こ
こ
か
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亜
狛

絶

で
す

 
耶
狛

お

き
い
お
花
が
こ
ん
な
に

 
理
久
兎
達
か
ら
見
て
そ
の
花
の
数
は
と
て
も
多
く
ま
る
で
花
の
国
と

わ
ん
ば
か
り
に

き

て
い
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
花
妖
怪
に
会
い
に
行
か
な
い
と

 
耶
狛

花

て

く
ぐ
ら
い
だ
か
ら
き

と
綺

な
人

 
な
ん
だ
ろ
う

 
亜
狛

そ
こ
は
会

て
み
な
い
と
な

 
理
 

さ
て
何
処
に
い
る
か
な

 
理
久
兎
達
が

て
い
る
と

人
の
日

を
さ
し
た
緑

の
⻑

の
女
性
が
近

て
く
る

 

 

あ
ら

方
達
は
こ
こ
で
何
し
て
い
る
の

 
か
し
ら

 
理
久
兎
達
は
そ
の
女
性
に
呼
び
か
け
ら
れ
る

 
理
 

う
ん

 
亜
狛

え
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耶
狛
・
・

 
だ
が
理
久
兎
達
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
人
が
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
か

た
が
彼
女
は

話
を
続
け
る

 

 

こ
こ
は
怖
い
妖
怪
が
い
る
か
ら
近

た
ら

 
危
な
い
わ
よ

 
ど
う
や
ら
注
意
を
し
て
く
れ
て
い
る
み
た
い
だ

だ
が
自
分
は
そ
の
妖
怪
に
会
い
に
来
た
の

だ 
理
 

え

そ
れ
は
知

て
ま
す
よ
私
達
は
そ
の

 
妖
怪
に
会
い
に
来
た
の
で
す
か
ら

 
と

う
と
女
性
は
に
こ
や
か
に

い
な
が
ら

 

 

へ

な
ら

方
達
は
こ
こ
に
入

て
来
た

 

入
者

て
こ
と
で
い
い
の
よ

 
そ
う

て
そ
の
女
性
は

を
た
た
む

す
る
と

を
た
た
ん
だ
次
の

間
自
分
に
目
掛
け

て

を
使

た
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で
殴
り
か
か

て
き
た

 
亜
狛

な

マ
ス

危
な
い
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耶
狛

マ
ス

 

人
は

ぶ
が
等
の
本
人
で
あ
る
理
久
兎
は

 

シ

 
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で
殴
り
か
か

て
く
る
女
性
の

を

手
で

む

 
理
 

や
れ
や
れ
不
意
打
ち

て

 

シ
ン

 
理
久
兎
は
そ
う

て

ん
で
い
る

を
弾
き
飛
ば
す

 

 

へ

中
々
で
き
る
み
た
い

 
理
 

で
も
殴
り
掛
か

て
き
た

て
こ
と
は

が

 
そ
の
花
妖
怪
か
い

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
花
妖
怪

は

い
な
が
ら

え
る

 

 

ふ
ふ

え

あ

て
る
わ

 
ど
う
や
ら
こ
の
女
性
が
花
妖
怪
の
よ
う
だ

 
亜
狛

こ
の
人
が
花
妖
怪

 
耶
狛

綺

な
人

て
の
は
的
中
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亜
狛

耶
狛
そ
れ
を

て
い
る
場
合
か

 
理
 

人
共
下
が

て
て
危
な
い
か
ら

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解
頑

て

マ
ス

 
理
久
兎
は
そ
う

て

人
に
下
が
る
よ
う
指
事
を
す
る

理
由
は
簡
単
下
手
を
す
る
と

き
込
ま
れ
る
か
ら
だ

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
花
妖
怪
は

 

 

あ
ら

方

人
で
私
と
戦
う
の
か
し
ら

 
ど
う
や
ら

人
で
戦
う
こ
と
に

問
を
も

た
よ
う
だ

 
理
 

も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
だ
よ

 
と

う
が
内
心
で
は

 
理
 
 
下
手
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
に

が
で
る
か
ら
な

 
た
だ
単
に
自
分
の
戦
闘
に

き
込
ま
せ
な
い
た
め
に
下
が
ら
せ
た
の
だ

 

 

ふ

ん
ま

い
い
わ

方
を

し
た
ら
後
で

 
そ
こ
の

人
と
遊
ぶ
か
ら

 
理
久
兎
に
勝
つ
気
満
々
に
そ
う

う
が
理
久
兎
は
そ
れ
に
返

を
す
る
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理
 

ま

俺
に
勝
て
た
ら

 

 

た
い
し
た
自
信

そ
の
自
信
が
い
ず
れ

方
を

 

ぼ
す
か
も
よ

 
戦
う

手
に

告
し
て
く
れ
の
は
理
久
兎
か
ら
し
て
み
れ
ば
初
め
て
だ

た

そ
の

告
を
聞

い
た
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ

に
命
じ
て
お
く
よ

 
と

う
と
花
妖
怪
も

い
な
が
ら
話
を
続
け
る

 

 

ふ
ふ

中
々
面
白
い
わ

な
ら
冥
土
の
土
産
に

 
私
の
名
前
教
え
て
あ
げ
る
私
の
名
前
は
風
見
幽
香

 
こ
こ
の
お
花
畑
を

り
に
し
て
い
る
妖
怪
よ

 
よ
ろ
し
く
侵
入
者
さ
ん

 
花
妖
怪
も
と
い
風
見
幽
香
は
自

を
交
え
て

を
し
て
く
る
そ
し
て
理
久
兎
も

 
理
 

ハ
ハ

ま
だ
俺
は
死
な
な
い
よ

で
も

 
名
前
を
名

て
く
れ
た
し
俺
も

う
よ
俺

 
の
名
前
は
八

理
桜
よ
ろ
し
く
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と

自

偽
名
と

を
返
す

 
幽
香

フ
フ

や

り
変
わ

て
る
わ

方

 
理
 

い
つ
も

わ
れ
る
か
ら
も
う

れ
た
よ

 
幽
香
な
ん
か

り
も

し
て
そ
う

 
理
 

じ

そ
ろ
そ
ろ
殺
ろ
う
か

も
さ

き
か
ら

 
体
が
ウ

ウ

し
て
る
み
た
い
だ
し

 

 

え

始
め
ま
し

う

 
そ
う
し
て

人
は
対

す
る
の
で
あ

た

そ
し
て
視
点
は
変
わ
る

理
久
兎
達
が
幽
香
と

出
会

て
戦
い
を
吹

掛
け
ら
れ
て
る
そ
の
一
方
で

 
グ
チ

グ
チ

ル
ル
ル
ル

 

の
は
ず
な
の
に
何

か
真

暗
に
な

て
い
る

の
一
部

で
も
何
か
が
潜
み
そ
し
て
何

か
を
食
べ
て
い
る
の
か

め
い
た
グ
ロ
い

が
聞
こ
え
て
く
る

 

 

フ
フ

も

と
食
べ
た
い
な

 
妖
怪

何
も
見
え

よ

こ
こ
は
ど
こ
だ
よ

 
し
か
も
何
な
ん
だ
よ

こ
の

は
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そ
こ
に

い
こ
ん
だ
妖
怪
は
視
覚
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
闇
の
空
間
で

覚
が
も
の
す

ご
く

感
に
な

て
い
る
せ
い
か
そ
の

が
余
計
に
よ
く
聞
こ
え
る
そ
し
て
そ
の
妖
怪
は
こ
れ
か

ら
起
こ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
ま
だ
楽
か
も
し
れ
な
か

た
だ
ろ
う

だ
が
知

て
し
ま

た

そ
の
者
の

と
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
に

 

 

方
も
食
べ
て
い
い
の
か
し
ら

 
妖
怪

 
バ
キ
ン

 
そ
う
し
て
ま
た

人
妖
怪
が
死
ん
で
い
く
の
だ

た
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第
１
０
１
話
 

幽
香

 
日
の
光
り
が

ら
し
そ
し
て
そ
れ
を

び
る
か
の
よ
う
に
太
陽
の
よ
う
な
花
が

き
乱
れ
て
い

る

で
は

 
幽
香

準
備
は
い
い
か
し
ら

 
そ
う

て
い
る
と
幽
香
は

を
理
久
兎
に
向
け
る

 
理
 

幽
香
は
そ
の

で
戦
う
の
か

 
理
久
兎
は
幽
香
に
聞
く
と
幽
香
は

で

 
幽
香

え

そ
う
だ
け
ど

 
と

え
て
く
れ
る

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
幽
香
に

 
理
 

な
ら
俺
も
何
か
使

て
い
い
か

 
幽
香

お

き
に
ど
う

 

で

え
て
く
れ
る
と
理
久
兎
も

で
返
し
な
が
ら

 
理
 

そ
う
か
す
ま
な
い

 
そ
う

て
断
罪
神
書
を
取
り
出
す
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理
 

来
い

黒

 
そ
う

て
理
久
兎
は
黒

だ
け
取
り
出
し
た

黒

だ
け
出
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る

そ

れ
は

簡
単
で
空
紅
を
使
う
と
こ
の

が
火
の
海
に
な
る
か
ら
だ
か
ら
だ

そ
し
て
そ
れ
を
間

近
で
見
て
い
た
幽
香
は

て

 
幽
香

フ
フ

方
た
だ
の
人
間
じ

無
さ
そ
う

 
と

う
と
そ
れ
に

え
る
よ
う
に
理
久
兎
も

い
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ

も
し
か
し
た
ら
人
間
じ

な
く
化
物

 
か
も
よ

 
幽
香

化
物

な
ら

く

除
し
な
い
と

 
理
 

そ
う
は
い
か
な
い
な

 
そ
う

う
と

と
な

た

 
幽
香

 
理
 

 
そ
し
て

人
は
お
互
い
を
見
合
う
と

 

キ
ン
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理
久
兎
と
幽
香
は
一

で
近
づ
き
幽
香
の

と
理
久
兎
の
黒

が
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
し
て
幽

香
は
少
し

い
て
い
た

 
幽
香

あ
ら

私
の
一
発
を
受
け
て
も
そ
の
刀
は

え

 
る
の

 
そ
う
自
身
の
一
撃
を
受
け
て
も
黒

は

れ
な
か

た
こ
と
に
だ

そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は

 
理
 

ま

そ
れ
は
俺
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
だ
か
ら
な

 
キ
ン

 
黒

で
幽
香
の

を
弾
き
飛
ば
し
理
久
兎
と
幽
香
は
お
互
い
に

を
と
る
と
幽
香
は
さ

き

よ
り
も
楽
し
そ
う
に

 
幽
香

フ
フ
フ

ハ
ハ
ハ

い
い
わ

久
々
に
楽
し

 
め
そ
う
だ
わ

 
理
 

そ
れ
は
良
か

た
よ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
幽
香
の
も
と
に
走
り
黒

を

る
う
が
そ
れ
に
負
け
じ
と
幽
香
も

を
使

て
迎
え
撃
つ

 

キ
ン

キ
ン

キ
ン
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理
久
兎
が
幽
香
に
刀
を

る
う
と
幽
香
は
そ
の

で
弾
き
幽
香
が
理
久
兎
の
心

め
が
け
て

を
突
く
と
理
久
兎
は
そ
れ
を
い
な
し
た
り
と
お
互
い
に
決
定
だ
が
な
い

 
幽
香

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
幽
香
は
理
久
兎
に

を
降
り
下
ろ
す
が

こ
の
戦
い
で
何
度
も
見
て
き
た
理
久
兎
は

 
理
 
何
度
で
も
い
な
す
だ
け
だ

 
キ
ン

 
そ
う

え
て
理
久
兎
は
幽
香
の

の
降
り
下
ろ
し
を
う
ま
く
い
な
す

だ
が
幽
香
も
そ
ん
な
に

単

で
は
な
い

 
幽
香

い
わ
よ

 
理
 

な

 
ゴ
ン

 
理
 

意
外
に

い
な

 
幽
香
は

を

る

た
後
に
コ
ン
ボ
を

げ
て
そ
の
ま
ま
回
し

り
を
す
る
が
理
久
兎
は
何
と

か

で
ブ
ロ

ク
し
た
が

い

が

く

そ
し
て

り
を
ブ
ロ

ク
し
た

か
ら
は

が

流
れ
て
い
た
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幽
香

結

本
気
で

た
け
ど
ま
さ
か

を

ら
す

 
ぐ
ら
い
で

む
な
ん
て

方
本
当
に
人
間

 
普
通
な
ら

す
る
け
ど

 
幽
香
は

の
た
め
に
も
う
一
度
聞
い
て
く
る

そ
し
て
理
久
兎
は
も
う
一
度

 
理
 

だ
か
ら

て
る
だ
ろ
化
物
か
も
よ

て

 
同
じ

え
を
出
す
だ
け

た

 
幽
香

フ
フ
フ

か
に
こ
れ
を

め
ら
れ
る
ん
じ

 

方
は
化
物

 
理
 

て
か
さ

こ
の
体
制

い
ん
だ
よ

  
そ
う

て
理
久
兎
は
幽
香
の

が
当
た

て
い
る

を
強
引
に

り

う

 
幽
香

と

方
中
々
力
あ
る
わ

 
理
 

そ
れ
り

ど
う
も

 
そ
う

う
と
幽
香
は
あ
る
提
案
を
す
る

 
幽
香

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
や
ら
な
い
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か
し
ら

 
理
 

そ
う
だ

準
備
運
動
は
こ
の
ぐ
ら
い
で

 
い
い
よ

 
こ
こ
だ
け
の
話
こ
の

人
全
然
本
気
を
出
し
て
い
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
準
備
運
動
と
し
か

思

て
い
な
い
よ
う
だ

 
幽
香

フ
フ

ア
ハ
ハ

方
を
今
こ
の
場
で

 

ボ
ロ
の
布
切
れ
に
し
て
あ
げ
る
わ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

や

て
み
な
よ

で
き
る
な
ら

 
そ
の

葉
と
共
に

人
か
ら
妖
力
が

れ
だ
す
ど
う
や
ら
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
の
よ
う

だ

そ
し
て
理
久
兎
か
ら

れ
出
る
妖
力
を
幽
香
は

す
る
と

 
幽
香

方
や

り
妖
怪
だ

た
の

 
理
 

さ

き
か
ら

て
る
だ
ろ
俺
は
化
物
だ
と

 
幽
香

か
に

ま

そ
ん
な
の
は
関
係
な
い
わ

 
そ
う

う
と
幽
香
は

を

え
そ
し
て
走

て
く
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ

良
い

久
々
に

え
て
き
た
よ
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そ
し
て
理
久
兎
も
黒

を

え
走
り
出
す

 

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
理
久
兎
と
幽
香
の
一
撃
と
一
撃
が
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
し
て

人
の

は
な
高

感
を
思
い

立
た
せ
る
よ
う
な

だ

 
幽
香

良
い
わ

こ
れ
な
ら
ど
う
か
し
ら

 
そ
う

う
と
幽
香
は
何
と
予
想
を
遥
か
に
上
回
る
こ
と
を
し
た

 
理
 

な

人
だ
と

 
そ
う
分
身
だ
理
久
兎
の
目
の
前
に
は
幽
香
が

人
い
る
の
だ

そ
し
て

人
の
幽
香
が

撃

を
仕
掛
け
て
く
る

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
幽

ア
ハ
ハ
ど
う
か
し
た

さ

き
よ
り

ス

 
が

ち
て
る
わ
よ

 
幽

い
わ

も

と

度
を
あ
げ
た
ら

 
理
 

人

て

く
に
も
手
間
が
か
か
る
な

 
そ
う

人
に
な

て
理
久
兎
も

少
し
動

し
て
い
る
の
だ
そ
し
て

人
は

座
に
後
ろ
に
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下
が
る

 
幽

さ

 
幽

散
り
な
さ
い

 
そ
う

て

人
の
幽
香
が

を

え
る
す
る
と
そ
の

の
先

か
ら

さ
れ
た
光
の
玉

が
現
れ
る

そ
し
て
そ
れ
は

太
レ

ザ

と
な

て
襲
い
か
か
る

 
理
 
あ
の
一
発
ど
う

え
る
か

そ
う
だ
そ
の
た
め
に

 
あ
の
技
を
作

た
ん
じ

な
い
か

 

か

０
０
１

で
何
を
す
る
か

え
る
と
黒

を
地
面
に
さ
す

そ
し
て
霊
力
に
切
り

え
て

え
を
と
る
と

 
理
 

仙
術
 
八
式
 
脱
気

 
そ
れ
を
唱
え
た
と
同
時
に
幽
香
か
ら

た
れ
た

太
レ

ザ

は
理
久
兎
に
当
た
る
先

の
所

か
ら
光
の

子
と
な

て
上
空
に

散
し
て
飛
ん
で
い
く
の
だ

た

仙
術
八
式
脱
気
こ
の
技
は

手
の
霊
力
妖
力
魔
力
神
力
等
を

子
に
し
て
上
空
へ

散
さ
せ
る

こ
れ
を

手
の
体

の
一
部
に

て
使
え
ば

手
の
体
内
に
あ
る
霊
力
等
を
強
制
的
に
上
空
へ

散
さ
せ
る
こ
と

も
可
能

な
お
こ
れ
を
や
ら
れ
た
ら

手
は
力
切
れ
を
お
こ
す

そ
し
て
後
々
の
弾
幕
等
も
上
空
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へ
と

散
さ
せ
る
の
だ
が
は

き
り

う
と
結

な
チ

ト
技
だ

そ
し
て
か
つ
て
美
須
々
風

亜
狛

耶
狛
の

人
の
技
を
完
封
し
た
技
の
正
体
で
も
あ
る

 
幽

嘘

私
の
技
を

 
幽

ま
さ
か

る
な
ん
て

 

人
の
幽
香
が
そ
う

て
い
る
と

 
理
 

ど
こ
を
見
て
い
る
ん
だ

 
シ

ン

 
幽

ぐ

 
理
久
兎
の

り
を
受
け
て
幽
香

は
消

し
本
物
が

る

 
幽
香

い
つ
の
間
に

 
そ
う

て
幽
香
は

を

る
う
が

 
理
 

い
な

 
と

く
と
幽
香
の
目
の
前
か
ら
消
え
た

 
幽
香

な

ど
こ
に

 
そ
う

て
幽
香
は

り
を
探
す
の
だ
が
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チ

キ

 
幽
香
の

も
と
に
黒
い
刀
が

え
ら
れ
て
い
た

 
幽
香

く

 
理
 

勝
負
あ

た

幽
香
さ
ん

 
幽
香

は

負
け
た
わ

 
そ
し
て
こ
の
勝
負
は
理
久
兎
が
制
し
た
の
だ

た



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
第
１
０
２
話
 
お
つ
か
い
と
食
人

 
日

し
が
当
た
る
花
畑

そ
こ
で
は

 
幽
香

つ
い
い
か
し
ら

 
理
 

な
ん
だ
い

 
今

理
久
兎
は
幽
香
と
の
戦
い
に
勝

し
お
互
い
に
武

は

刀
し
て
い
る
状
態
だ

 
幽
香

方
い

た
い
何
物
の
か
し
ら

普
通
に
妖
力
や

 
霊
力
を
使
い

れ
て
い
た
し
こ
れ
で
人
間
な
ん
て
 
 

 

た
ら

に
な
ら
な
い
わ
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
だ

ま

ら
に
は
近
い
存

 
か
な

 
幽
香

や

り

 
理
久
兎
と
幽
香
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
先
に
は

 
耶
狛

々
だ

待
て

待
て

 
亜
狛

お
い
耶
狛
ち

と
待
て

て
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観
戦
し
終
え
て
耶
狛
は
花
畑
に
い
る

々
を
追
い
か
け
回
し
亜
狛
は
そ
ん
な
耶
狛
を

め
よ
う

と
耶
狛
を
追
い
か
け
て
い
た

 
幽
香

な
ん
か

方
の
従
者

気

 
理
 

ま

そ
こ
が
良
い
所
な
ん
だ
よ

き

と

 
幽
香

あ

そ
う
だ

所
で

方
達
は
何
し
に
こ
こ
ま
で

 
来
た
の
か
し
ら

 
理
 

あ

そ
う
だ

た
実
は
幽
香
に
少
し
お
願
い

 
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
い
い
か

 
幽
香

な
に
か
し
ら

 
理
 

そ
こ
に

い
て
い
る
花
の
種
が

し
い
ん
だ
け
ど

 
理
久
兎
は

い
花
現
代
で

う
と
向
日

を
さ
し
た

 
幽
香

あ

あ
の
花

良
い
わ
よ
久
々
に
い
い
戦
い
が

 
出
来
た
か
ら
そ
の
お
礼
に
あ
げ
る
わ
少
し
待

 
て
い
て
頂
戴

 
そ
う

う
と
幽
香
は
種
を
取
り
に

て
い

た
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理
 

よ
う
や
く
お
使
い
が
完
了
か
な

 
や

と
こ
れ
で
お
使
い
が
終
わ

た

だ
が
内
心
で
は

 
理
 
で
も
多
分
輝
夜
姫
の
と
こ
ろ
で
近
い
う
ち
何
か

 
が
起
こ
る
な

に
は

を
い
れ
て
お
く
か

 
そ
う
先
の
先
を

え
た
理
久
兎
は
行
動
に

す
こ
と
に
し
た

 
理
 

亜
狛

耶
狛

 
亜
狛
と
耶
狛
を
呼
び
出
す

 
亜
狛

う
ん

マ
ス

何
で
す
か

 
耶
狛

何

マ
ス

 
理
 

ら
に
少
し
お
つ
か
い
を
出
す
よ

 
亜
狛

お
つ
か
い
の
内
容
は

 
お
つ
か
い
の
内
容
を
聞
か
れ
手
を

に
置
く
と

 
理
 

そ
う
だ
な

ど
こ
か
視
界
が
悪
く
て
身
を

す

 
に
は
う

て
つ
け
の
場
所
を
探
し
て
き
て
く
れ

 
耶
狛

何
で

・
・
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理
 

少
し

に
は

を
い
れ
よ
う
と

 
亜
狛

は

は

 
理
 

で

見
つ
け
し
だ
い
俺
に
そ
こ
の
場
所
を
伝
え

 
て
く
れ

 
そ
こ
で
普

は
意
見
が
思
い

か
な
い
耶
狛
が

問
に
思
う
こ
と
が
あ

た
そ
れ
は

 
耶
 

あ
れ

マ
ス

は
ど
う
や

て
帰
る
の

 
そ
う

人
が
居
な
く
て
ど
う
や

て
帰
る
の
か
が
分
か
ら
な
か

た
の
で
理
久
兎
に
聞
く
と

 
亜
狛

わ
れ
て
み
れ
ば
私
共
が
い
な
い
と
マ
ス

 
都
ま
で
ど
う
帰
る
の
で
す
か

 
理
 

う
ん

そ
れ
は
飛
ん
で
帰
る
予
定
で
い
る
よ

 
こ
こ
か
ら
帰
ろ
う
と
す
れ
ば
帰
れ
な
い

で
は
な
い

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

わ
か
り
ま
し
た
マ
ス

の

 
そ
の

令
を
謹
ん
で
お
受
け
い
た
し
ま
す

 
耶
狛

了
解
だ
よ
マ
ス

 
理
 

じ

頼
ん
だ
よ
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亜
狛

で
は
私
共
は
先
に
失
礼
し
ま
す

 
耶
狛

行

て
く
る

マ
ス

 
そ
う

て
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
開
け
て
そ
こ
に
飛
び
込
む
と

け
目
は
消
え
た

 
理
 

さ
て
幽
香
は
い
つ
来
る
か
な

 
そ
う

て
数
分
後

 
幽
香

ご
め
ん
な
さ
い

待
た
せ
て
し
ま

て

 
そ
う

て
幽
香
さ
ん
が
や

て
来
る

 
理
 

い
や
大
丈
夫
だ
よ

 
幽
香

そ
う

あ
ら

方
の
従
者
は

 
幽
香
が

り
を
見
渡
す
と
先
程
ま
で
い
た
従
者
が
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く

 
理
 

あ

あ
の

人
は
少
し

暮

で

を
外
し
た

 
よ

 
幽
香

そ
う

後
こ
れ
を
渡
す
前
に
聞
き
た
い
事
が

 
あ
る
わ

 
理
 

何
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聞
き
た
い
事
と
は
何
だ
と
思

て
い
る
と

 
幽
香

方
本
当
に
何
物
な
の

 
理
 

ア
ハ
ハ
そ
う
だ

な
ら
俺
の
本
名
を

う
よ

 
俺
の
本
名
は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
だ
よ
ろ

 
し
く
な

 
理
久
兎
が
自
身
の

略
名
を

べ
る
と
幽
香
は
も
し
や
と
思
い
理
久
兎
に
ま
た

問
を
し
て
き

た 
幽
香

理
久
兎

ま
さ
か
あ
の
理
久
兎

 
理
 

多
分
そ
れ
で
あ

て
る
よ

 
幽
香

で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
わ

か
妖
怪
総
大
将

 
深
常
理
久
兎

⻤
や
天
狗
そ
し
て
河
童
な
ど

 

々
な
妖
怪
達
が
集
ま
る
百
⻤
夜
行
を
作

た

 
妖
怪
だ

た
わ
よ

 
理
 

合

て
る

 
幽
香

ま
さ
か
そ
の
妖
怪
に
出
会
え
る
な
ん
て

通
り
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で
強
い
訳

あ
れ

で
も

か
百
⻤
夜
行

 

て

々
と
悪
事
を

い
て
今
か
ら

間
前

 
に
陰
陽
師
に

さ
れ
な
か

た
か
し
ら

 
幽
香
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
理
 

あ

あ
れ

あ
れ
は
俺
ら
の
偽
物
達
だ
よ

 

そ
れ
を
俺
ら
が
完

な
き
ま
で
に

し
て

 
陰
陽
師
に
手

を
あ
げ
た
ん
だ
よ

 
幽
香

あ
ら

そ
う
だ

た
の

 
理
 

ハ
ハ
ハ

ち

う
よ

 
幽
香

な
ん
か
御

様

 
と

フ

ロ

ま
で
く
れ
た

意
外
に
も
幽
香
は

し
い
と
思

た

 
理
 

う
ん

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
俺
も
行
く
よ

 
幽
香

あ
ら

も
う
行

ち

う
の

 
理
 

ま

そ
う
だ
い
つ
か
遊
び
に
お
い
で
よ

 
そ
の
時
は

子
と
お

ぐ
ら
い
は
出
す
よ
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幽
香

あ
ら
そ
れ
は
嬉
し
い
わ

場
所
は

 
理
 

今
の
俺
の
住
み
か
は
都
の

 
だ
よ

 
自
身
の
現

の
住
所
を
教
え
る

 
幽
香

フ
フ
フ

そ
う

ま

な
時
に
行
か
せ
て

 
も
ら
う
わ

 
理
 

そ
う
か

何
時
で
も
ど
う

 
幽
香

え

そ
の
時
は
お
願
い

後
こ
れ
も

 
そ
う

て
幽
香
は
理
久
兎
に
種
を
渡
す

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
幽
香

フ
フ
フ

気
に
し
な
い
で

 
理
 

ハ
ハ

じ

俺
は
そ
ろ
そ
ろ

 
幽
香

え

さ
よ
う
な
ら

 
そ
う

て
理
久
兎
は
向
日

畑
か
ら
立
ち
去
り
ま
た
静
か
に
な

た

 
幽
香
フ
フ
フ

面
白
い
妖
怪
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幽
香
は
そ
う
思

て
花
畑
を
歩
き
だ
し
た

そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

さ
て
輝
夜
姫
の
お
つ
か
い
も
終
わ

た
し
都
に

 
向
か
う
か
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は
歩
き
出
す
の
だ
が

 
理
 

う
ん

り
が
暗
く
な

た

 
そ
う
自
分
の

り
が
急
に
暗
く
な

た
の
だ

ま
だ

で
明
る
い

な
の
に
だ

薄
暗
い

で

も
少
し
は
日
の
光
が
当
た
る
か
ら
ま
だ
明
る
い

な
の
に
日
の
光
り
も
感
じ
な
い
の
だ

ま
る
で

夜
の
闇
の
よ
う
だ
し
か
も
視
界
が
悪
す
ぎ
る
や

と
前
が
見
れ
る
ぐ
ら
い
だ

 
理
 
待
て
よ

か
晴
明
と
紫
が

て
た
な
こ
こ
最
近

 
食
人
妖
怪
が
出

す
る

て

な
る

ど
次
の

 

的
は
俺

て
わ
け
か

 
そ
う
理
久
兎
の

え
た
こ
と
は
あ

て
い
る

そ
の
食
人
妖
怪
が
次
に

た

的
は
理
久
兎

な
の
だ

そ
し
て
そ
の
食
人
妖
怪
が
姿
を
現
し
た

 

 

方
は
食
べ
て
い
い
人
種
か
し
ら

 
そ
の
妖
怪
は
紫
よ
り
も

が

で
服
は
真

黒
な
服
を
着
て
い
る
何
よ
り
も
目
立
つ
の
は
そ
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の
頭
の
上
に
あ
る
黒
輪
と
そ
の
真

黒
い

だ

 
理
 

そ
う
だ

俺
を
食
べ
た
い
な
ら
俺
を
殺
せ

 
た
ら

 

 

そ
う

な
ら
存
分
に
殺
し
て
あ
げ
る
わ

 
そ
う

て
食
人
妖
怪
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
黒
い

を
出
し
て
理
久
兎
に
斬
り
か
か
る
の

だ

た
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第
１
０
３
話
 

闇
の
食
人
妖
怪

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
食
人
妖
怪
は
自
分
に
向
か

て

黒
の

で
斬
り
か
か

て
来
る

 
ス
ン

 
理
 

あ
ぶ
な
い
な

 
そ
れ
を

前
の
所
で

リ
回

を
す
る

 

 

あ
ら

け
な
い
で
く
れ
な
い

殺
せ
な
い

 
じ

な
い

 
理
 

そ
れ
は
無
理
な

談
だ
な

 
そ
う

う
と
自
身
の
能
力

災

を

る
程
度
の
能
力

の
使

を
解

す
る

 
理
 

雷

 
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ピ
カ

 
そ
う
唱
え
る
と
雷
鳴
が

き
目
の
前
の
食
人
妖
怪
に
向
か

て
雷
が

ち
る
の
だ
が

 

 

へ

方
も
能
力
持
ち
な
の

で
も
そ
ん
な
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も
の
は
当
た
ら
な
い
わ

 
そ
う

う
と

ラ
リ

ラ
リ
と
雷
を

け
続
け
る

 
理
 

ち

こ
の
闇
の
せ
い
で

い
が
定
ま
ら

 
闇
の
せ
い
で
視
界
が
悪
い
め

い
が
定
ま
ら
な
い

だ
が
食
人
妖
怪
に

は
な
い

 

 

ア
ハ
ハ
そ
ん
な
程
度

な
ら
今
度
は
こ

ち
か
ら

 
行
く
わ

 
食
人
妖
怪
は
ま
た

黒
の

を

え
て
斬
り
か
か
る
が

 
理
 

 
上
手
く
勘
を
頼
り
に

け
る

け
な
が
ら
頭
の
中
で
は

 
理
 
不
味
い
視
界
が
悪
す
ぎ
て
不

だ

 
今
の
状
態
は
な
ん
と
か
近
く
の
物
は
見
え
る
が
遠
く
の
物
は
ま
る
で
見
え
な
い
状
態
だ

遠
く

か
ら
い

き
に

を

め
ら
れ
て
斬
り
か
か
ら
れ
る
と

け
る
の
に

い

覚
と
感
と
運
が
必

要
に
な
る

し
か
も

手
は
や
け
に
殺
気
を

す
の
が
上
手
い
探
す
の
も
大
変
だ

そ
れ
所
か
断

罪
神
書
か
ら
武

を
取
り
出
す

も
与
え
て
は
く
れ
な
い
本
当
に
不
味
い
状

だ

 

 

ア
ハ
ハ
死
ん
で
私
の
食
料
に
な
り
な
さ
い
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そ
う

て
食
人
妖
怪
は
何
度
も
何
度
も
再
び
斬
り
か
か

て
来
る

 
理
 

ク
ソ

 
シ

ン

シ

ン

 
だ
が
そ
れ
を
何
と
か
回

を
し
続
け
る

 

 

さ

き
か
ら
ち

こ
ま
か
と

 
理
 
ど
う
す
る
か
こ
の
闇
を
な
ん
と
か

り

わ

 
な
い
と
こ
の
ま
ま
い
け
ば
俺
が
不

だ

 
理
久
兎
は

え
た

え
て
い
た

読
者
様
は

問
に
思
う
方
は
い
る
か
と
思
う
何

理
久
兎
に

能
力
が
通

し
て
い
る
の
か

簡
単
な
こ
と
だ
こ
れ
は
理
久
兎
が

か
な
い
能
力
は
あ
く
ま
で
自

身
に
影

の
あ
る
能
力
を
シ

ト
ア
ウ
ト
す
る
だ
け
だ

こ
の
食
人
妖
怪
は
理
久
兎
に
向
か

て
能
力
を
使

し
た
の
で
は
な
く
こ
の

全
体
に
能
力
を
使

て

ん
で
い
る
の
だ

そ
れ
だ

と
結
果
的
に
理
久
兎
は
視
界
が
見
え
な
い
の
だ

だ
が
理
久
兎
も
諦
め
て
は
い
な
い
ど
う
や

て

打
開
策
を
見
つ
け
る
か
を

え
て
い
た
が
食
人
妖
怪
は
イ
ラ
イ
ラ
し
だ
し
て
い
た

 

 

う
ざ

た
い
わ

 
そ
う

う
と
食
人
妖
怪
は
暗
い
空
に
飛
び
上
が
り

え
に
は
い
る
と
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ナ
イ
ト
バ

ド

 
そ
う
唱
え
る
と
無
数
の
妖
力
の
玉
が
自
身
に
向
か

て

た
れ
た

 
理
 

バ
イ

た
だ
で
さ
え
視
界
が
悪
い
状
態
で

 
あ
れ
を
回

す
る
の
は

し
す
ぎ
る

 

 

さ

に
な
り
な
さ
い

 
そ
う

て
食
人
妖
怪
は
そ
の
妖
力
の
玉
と
共
に
特

を
仕
掛
け
て
来
る

 
理
 
ど
う
す
る

こ
う
な
れ
ば
一
か
八
か
だ

 
一

で

え

手
を

え
る

 

 

死

 
シ

ン

 
食
人
妖
怪
は
理
久
兎
の
頭
か
ら
そ
の

黒
の

を
降
り
下
ろ
す

そ
こ
で
行
動
を
お
こ
し
た

 
理
 

ラ
イ
ト

 
理
久
兎
は
食
人
妖
怪
の

に

手
を

げ
そ
う
唱
え
る
と
そ
の

手
が

し
く
光
だ
す

そ
れ

を

近

で
食
ら

た
食
人
妖
怪
は

し
み
だ
す

 

 

目
が

目
が
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ザ
キ
ン

 
理
 

グ

 
食
人
妖
怪
に
は
ど
う
や
ら
光
が

な
の
は
分
か

た
が
理
久
兎
も

目
に
食
人
妖
怪
の

が

か
す

た
の
か

目
か
ら

が

れ
て
い
た
だ
が
食
人
妖
怪
の

撃
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い

食

人
妖
怪
が

た
妖
力
の
玉
が
理
久
兎
に
向
か

て
飛
ん
で
き
て
い
た

 
理
 

不
味
い

 
す
ぐ
に
後
退
し
て
下
が
り
回

す
る

す
る
と
自
分
の
い
た

置
に

 

ン

ン

ン

ン

 
と

を
た
て
て
地
面
に
ク
レ

が
出
来
上
が

た

 
理
 

チ

こ
こ
ま
で
や
る
と
は

 
そ
う

て
い
る
と
食
人
妖
怪
は
自
分
を

み
な
が
ら

 

 

許
さ
な
い

許
さ
な
い

に
殺
し
て

 
惨
た
ら
し
い

に
し
て
食

て
や
る

 
ど
う
や
ら
今
の
ラ
イ
ト
を
く
ら

て
ブ
チ

レ
た
よ
う
だ

 
理
 
ど
う
す
る
か
こ
れ
で
ま
た

り
出
し
に

た
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た
い
し
て
状

が
変
わ
る
ど
こ
ろ
か

に
食
人
妖
怪
が
ブ
チ

レ
た

だ
け
だ
今
も
理
久
兎
が

不

な
の
は
変
わ
ら
な
い

 

 

そ
の
ま
ま

に
な
れ

 
そ
う

い
う
と
一

で
間
合
い
を

め
近
づ
く

そ
し
て

黒
の

で
理
久
兎
に
斬
り
か
か

る 
シ

ン

シ

ン

シ

ン

シ

ン

シ

ン

シ

ン

 
理
 

な
ん
の

 
シ

シ

シ

シ

シ

 
理
久
兎
は
持
ち
前
の

察
力
と
勘
を
フ
ル
発
揮
し
て
斬
激
を
回

す
る
が

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
理
 

て

 
理
久
兎
も
何
と
か
回

す
し
続
け
る
が

普
通
よ
り
も

け

い
斬
激
を
体
に
く
ら
い
続
け
体

に

が
出
来
そ
こ
か
ら

が

れ
て
く
る

 

 

こ
い
つ

 
理
 

マ

で
今
回
は

バ
イ
か
も
し
れ
な
い
な
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さ

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
あ
げ
る

 
そ
う

う
と
食
人
妖
怪
は
持

て
い
る

黒
の

を

げ
る
す
る
と
そ
の
黒
い

が

黒
く
光

だ
す

 

 

死
に
な
さ
い

 
す
る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の
斬
激
波
を
飛
ば
し
て
く
る
が
理
久
兎
も
た
だ
そ
れ
を
く
ら
う
だ
け
で

は
な
い

 
理
 

仙
術
十
八
式

雷

 
シ

ン

 
そ
う
唱
え
る
と
理
久
兎
の
姿
は
消
え
る
そ
し
て
理
久
兎
に
向
か

て

た
れ
た
無
数
の
斬
激
波

は
空

り
し
た

 

 

は

は

や

た
か
し
ら

 
食
人
妖
怪
は
理
久
兎
月
い
た
場
所
に
近
づ
く
と

 

 

い
や
ま
だ
生
き
て
る
わ

 
理
久
兎
の
死
体
が
な
い
代
わ
り
に
そ
こ
に
は

の

い
が

満
し
て
い
た

そ
し
て
理
久
兎
は

何
と
か
逃
げ
て

の

に

中
を
着
け
て

え
て
い
た
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理
 
マ

で

バ
イ
ど
う
す
る
こ
の
状

 
ど
う
す
る
か

ん
で
い
た

ま
ず
ど
う
に
か
し
て
こ
の
闇
を

り

う
こ
と
が

要
だ
こ
の
闇

の
せ
い
で
彼
女
が
ど
こ
に
い
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
そ
れ
所
か
気

も

し
て
い
る
せ
い
で
気

を
頼
り
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

 
理
 
闇
な
ら
光
だ

だ
が
ラ
イ
ト
だ
と

近

 
じ

な
い
と
光
が

か
な
い

能
力
を
使

て

 
も

い
が
定
ま
ら
な
す
ぎ
る
し
雷
の
だ
と
弱
す

 
ぎ
る
し
で
更
に

が
大
き
く
な
る
し
だ
し

 
ま
い

た
こ
れ
な
ら
も
う
少
し
光
の
魔
法
を
成

 
⻑
さ
せ
て
お
く
べ
き
だ

た

う
ん

成
⻑

 

進

こ
れ
だ

 
こ
の
状

を
い
や

を

転
さ
せ
る
方
法
を
思
い

い
た

 
理
 
そ
う
と
決
ま
れ
ば
あ
れ
を
出
す
だ
け
だ

 
そ
う

え
が
ま
と
ま

た
時
だ

 

 

の

い
が
す
る
わ
そ
こ
に
い
る
の
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ど
う
や
ら

の

い
で

置
が
ば
れ
た
よ
う
だ
が
も
う
今
の
自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ

た 
理
 

断
罪
神
書

 
そ
う

う
と
断
罪
神
書
が

を
開
き
だ
す
そ
し
て
理
久
兎
は
食
人
妖
怪
に
向
か

て
走
り

出
す

 

 

た
の
か
し
ら

 
シ

ン

 
食
人
妖
怪
は
持

て
い
る

黒
の

を
走

て
く
る
理
久
兎
に
向
か

て
降
り
下
ろ
す

 
理
 

こ
い
天

そ
し
て
ス
ナ

チ

 
理
久
兎
が
そ
う

じ
る
と
断
罪
神
書
か
ら

本
の

が
飛
び
出
し
ス
ナ

チ
で
自
分
の

手

に
引
き

せ

 

シ

ン

 
降
り
下
ろ
さ
れ
る

黒
の

を
天

で
受
け

め
た

 

 

な

 
理
 

さ
て
と

も
う
一
発

ら

て
お
き
な



 第１０３話  闇の食人妖怪

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
も
う
一
度
食
人
妖
怪
の

に

手
で
ラ
イ
ト
を
ま
と
わ
せ
て

ら
が
食

人
妖
怪
も
同
じ
手
を
何
度
も
く
ら
う
よ
う
な
バ
カ
じ

な
い

 

 
そ
ん
な
も
の
目
を
つ
ぶ
れ
ば
恐
く
な
い
わ

 
そ
う
食
人
妖
怪
は
目
を

て
回

し
た

だ
が
こ
れ
は
理
久
兎
か
ら
し
て
み
れ
ば
想
定
内
の

こ
と
だ

 
理
 

か
か

た
な

 

 

え

 
キ
ン

シ

ン

 

 

あ
が

 
理
久
兎
は
つ
ば

り
合
い
状
態
か
ら
い
強
引
に
食
人
妖
怪
の

を
は
じ
き
飛
ば
し
そ
し
て
よ
ろ

け
た
と
こ
ろ
に
回
し

り
を
当
て
た

流

の
食
人
妖
怪
も
こ
れ
に
は
吹

飛
ん
だ

 

 

様

 
食
人
妖
怪
は
そ
の

を
使

て
空
中
で
体
制
を
建
て
直
す
が
口
か
ら
は

が

き
出
さ
れ
て

い
た

 
理
 

さ

て
と
こ
れ
で

転
だ
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は

何
を
い

て
い
る
の

こ
の
闇
が
あ
る

 

り

方
に
勝
機
は
な
い
わ

 
理
 

か
に

で
も
そ
の
闇
を

う
と

た
ら

 
ど
う
対
処
す
る

 

 

ま
さ
か

そ
ん
な
こ
と
さ
せ
な
い
わ

  
食
人
妖
怪
は
理
久
兎
に
特

を
仕
掛
け
る
が
も
う

い

 
理
 

ラ
イ
ト

そ
し
て
我
が
イ
ザ
ナ

の

よ

 
こ
の
闇
を
打
ち

え

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
ラ
イ
ト
を
天

に
宿
し
そ
れ
を
地
面
に
突
き

す
そ
る
と
そ
こ
か
ら

光
が

れ
だ
し
た

 

 

ま

し
い

 
天

か
つ
て
イ
ザ
ナ

と
イ
ザ
ナ
ミ
が
神
産
み
を
す
る
さ
い
に
使

し
た
伝
説
の

イ
ザ
ナ

ミ
の
お

に
い
る
神
の
子
達
を
一

で
出
産
に
ま
で
成
⻑
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
作
品
内

で
の
設
定
で
す
つ
ま
り
こ
の

に
は
能
力
が
あ
る
そ
の
能
力
は

進
さ
せ
る
程
度
の
能
力
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こ
れ
を
理
久
兎
が
使
う
ラ
イ
ト
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
今
い
る
闇
を

う
光
に
な
る
と
理
久
兎
は

え
た
の
だ

 
理
 

グ

し
い

 
そ
し
て
そ
の
光
が

む
と

り
一
面
の
闇
が
打
ち

わ
れ
先
程
ま
で
な
か

た
日
の
光
が

ら

さ
れ
て
い
た

 
理
 

よ
し
上
手
く
い

た

 
理
久
兎
の
策
は
な
ん
と
う
ま
く
い

た

そ
し
て
食
人
妖
怪
は

 

 

う
ぐ

日
の
光
が

 
常
に
日
頃
か
ら
闇
に
こ
も

て
い
る
食
人
妖
怪
に
は
結

き
つ
い
よ
う
だ

 
理
 

こ
れ
で
終
わ
り
だ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
食
人
妖
怪
に
向
か

て

け
出
す

 

 

く

ま
だ
だ

 
そ
う

て
食
人
妖
怪
も

黒
の

を

え
る

 
理
 

う

 
理
久
兎
は
天

で

劇
を
仕
掛
け
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キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
そ
し
て
食
人
妖
怪
の

黒
の

を
弾
い
て

て
さ
せ
る

 

 

な

が

 
理
 

チ

ス
ト

 

 

不
味
い

け
ら
れ
な

 

ン

 

 

フ

 
理
久
兎
の

り
を

に
く
ら

て
ま
た
吹

飛
ば
さ
れ
て
地
面
に
着
地
し
た

 

 

グ

ま
だ

ま

だ

 
食
人
妖
怪
は
ま
だ
諦
め
て
い
な
い
の
か
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が

 
バ

ン

 
食
人
妖
怪
の
願
い

し
く
食
人
妖
怪
は

れ
こ
の
戦
い
の
勝
者
は
理
久
兎
に
決
ま

た
の
だ

た



 第１０４話 始末する気が失せました

 
第
１
０
４
話
 
始
末
す
る
気
が
失
せ
ま
し
た

 
理
 

が

れ
て
く
る
な

し

う
が
な
い

 
そ
う

て
理
久
兎
は
自
分
が
着
て
い
る
着
物
の

を

い
て

と
の
代
わ
り
に
し
て

き

な
が
ら
食
人
妖
怪
に
近
づ
く

理
由
は
単

明

で
始
末
す
る
た
め
だ

 
理
 

さ
て

は
死
ぬ
覚
悟
で
き
て
る

 
理
久
兎
は
天

を

り
上
げ
る

 
チ

キ
ン

 

 

う
ぐ

 
食
人
妖
怪
は
立
と
う
に
も
立
つ
気
力
が
な
く
逃
げ
る
こ
と
も
反
撃
す
る
こ
と
も
出
来
な
い

 
理
 

そ
う
だ
最
後
に

い
た
い
こ
と
は
あ
る

 
最
後
の

葉
は
あ
る
か
と

る
と

 

 

な
い
わ

さ

さ
と
殺
せ
ば

 
理
 

そ
う
か
な
ら
お
望
み
と
う
り
に

 
食
人
妖
怪
は
目
を

る
そ
し
て
食
人
妖
怪
が
こ
れ
ま
で
行

て
き
た
走
馬

が
見
え
て
い
た
の
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か
目
を

る
と
先
程
と
は
変
わ
り

し
い

に
な
る
が
そ
ん
な
の
は
お

い
な
し
に
理
久
兎
の
天

が
降
り
下
ろ
さ
れ
よ
う
と
す
る

間

 
グ

 
と

突
然
食
人
妖
怪
か
ら

が
な
る

が
し
た

こ
れ
に
は
理
久
兎
も

 
理
 

な
ん
だ
お
前

減

て
る
の
か

 
理
久
兎
は
食
人
妖
怪
に
問
い
か
け
る
そ
し
て
そ
の
問
い
か
け
に
食
人
妖
怪
は

し
い

か
ら

真

に
さ
せ
て

 

 

違
う
わ

こ
れ
は

あ
の

そ
の

て

 
さ

さ
と
私
を
殺
し
な
さ
い

も
う
私
は
覚
悟

 
が
出
来
て
る
の
よ

 
食
人
妖
怪
は
覚
悟
は
も
う
で
き
て
い
る
よ
う
だ
が
も
う
今
の

の
せ
い
で
台
無
し
だ

 
理
 

は

や
め
だ
や
め
だ
今
の

の

で
殺
す

 
気
が
失
せ
た

 
そ
う

て
理
久
兎
は
天

を
断
罪
神
書
の
中
に

め
た

 

 

な

私
に
情
け
を
か
け
る
気



 第１０４話 始末する気が失せました

 
理
 

違
う
よ
殺
す
気
が
失
せ
た
だ
け
だ
よ

 

 

そ
れ
を
情
け

て
い
う
の
よ

 
理
 

て
か

さ

そ
ん
な
に
死
に
た
が
ら
な
く
て
も

 
良
く
な
い

殺
す
気
が
失
せ
た
の
に
さ

 

 

そ
れ
を
死
ぬ
覚
悟
が
で
き
た
者
に

う

 
理
 

は

の
命
な
ん
だ
か
ら
さ
も
う
少
し

 

に
使

た
ら

 

 

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
食
人
妖
怪
は

て
し
ま

た

そ
ん
な
食
人
妖
怪
に

 
理
 

と
り
あ
え
ず

も
う
少
し
飯
は
待
て
る

 

 

え

 
理
 

だ
か
ら
も
う
少
し
飯
は
待
て
る
か

て
聞
い
て

 
い
る
ん
だ

 

 

待
て
る
わ

 
理
 

そ
う
か
な
ら
失
礼
し
て
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そ
う

て
食
人
妖
怪
を
お
ん
ぶ
す
る

 

 

ち

ど
こ
に

れ
て
い
く
の
よ

 
理
 

少
し
遠
い
け
ど
我

し
て

 

 

ど
う
い
う
こ
と
よ

 
理
 

エ
ア
ビ
デ

 
そ
う
唱
え
る
と
理
久
兎
の
体
が

く
り
と

遊
し
て
い
く

 

 

え

方
飛
べ
る
の

 
理
 

ま

な

し

か
り

ま

て
ろ
じ

な
い
と

 

ち
る
よ

 

 

お

れ
か
し
ら
私
飛
べ
る
の
よ

 
理
 

今
の
そ
の
状
態
で
か

 
そ
れ
を

わ
れ
た
食
人
妖
怪
は

を

み

し
た
よ
う
な

で

し
そ
う
に

ん
で
く
る

 

 

方

本
当
に

た
ら
し
い
わ

 
理
久
兎
に
そ
う

う

 
理
 

ハ
ハ

嫌
わ
れ
る
の
は

れ

こ
だ
よ

さ



 第１０４話 始末する気が失せました

 
行
く
よ

 

 

ち

ま
だ
準
備
キ

 
理
久
兎
は
食
人
妖
怪
を
お
ぶ

た
状
態
で

度
で
自
分
の
拠
点
で
あ
る
都
に
向
か
う
の
だ

た 
数
時
間
後

 
理
 

お

都
が
見
え
て
き
た

 

 

あ
れ
が
都

 
そ
し
て
理
久
兎
は
会
話
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
食
人
妖
怪
と
会
話
を
続
け
る
が
理
久
兎
は
食
人

妖
怪
に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

た
の
で
そ
れ
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

聞
き

れ
た
け
ど
人
間

て
美
味
し
い
の

 
過
去
に
紫
と
か
も
時
々
食
べ
た
り
し
て
の
で
気
に
な
り

問
す
る
と

 

 

あ
ん
ま
り
か
し
ら

 
理
 

ふ

ん

 

 

何
よ
そ
の
反

は

 
理
 

い
や
所
で
人
間
達
が
食
べ
て
る
飯
を
食

た
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事
は
あ
る

 
次
に
人
間
達
が
普

食
べ
て
い
る
物
を
食
べ
た
こ
と
は
あ
る
か
を
聞
く

こ
れ
は
後
に
必
要
な

事
だ
か
ら
だ

 

 

昔
に
ち

い
ち

い

て
所
か
し
ら

 
理
 

そ
う
か

か

た
か

 

 

え

人
間
よ
り
は
美
味
し
い
か
し
ら

 
理
 

な
ら
良
か

た

 

 

え

ど
う
し
て

 
理
 

今
か
ら
俺
が

に
食
べ
さ
せ
る
の
は
そ
の
人
間

 
の
飯
だ
か
ら

 

 
そ
う

こ
れ
か
ら
こ
の

コ
食
人
妖
怪
に
飯
を
食
べ
さ
せ
る
た
め
に

れ
て
き
た
の
だ

 

 

そ
う
な
の

も
う
な
ん
で
も
い
い
わ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

少
し
は
期
待
は
し
て
く
れ
よ

 

 

そ
こ
ま
で

う
な
ら
期
待
は
し
て
お
く
わ

 
理
 

そ
う
か
い

お

と
俺
の
家
の
上
空
に
着
い
た
な
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着

す
る
よ

ま

て
て

 

 

え

 
理
久
兎
は
そ
う

て
自
分
の
家
の

に
着

す
る

 

 

こ
こ
が

方
の
家

 
理
 

ま

す
ぎ
る
だ
ろ

 

 

え

と

て
も

 

人
し
か
住
ん
で
い
な
い

を
見
て
食
人
妖
怪
は

く

 
理
 

と
り
あ
え
ず
中
に
入
り
な
よ
も
う
歩
け
る

 
だ
ろ

 

 

え

 
そ
う

て
理
久
兎
と
食
人
妖
怪
は
家
の
中
に
入
り
食
人
妖
怪
を

が
見
え
る
部

に
案
内
す

る 
理
 

こ
こ
で
待

て
て
今
飯
の
仕
度
す
る
か
ら

 

 

わ
か

た
わ

 
そ
う
し
て

日
の

り
物
が
あ
る
た
め
そ
れ
を
温
め
直
す
こ
と
数
分
後
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理
 

こ
れ
で
い
い
か

 
理
久
兎
が
出
し
た
品
は

御
飯

味

き

南

の

物
と

的
な
食
事
だ

 

 

人
間

て
こ
ん
な
の
を
食
べ
る
の

 
理
 

ハ
ハ

お
か
わ
り
も
あ
る
か
ら
よ
く

ん

 
で

 

 

え

と
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

て
食
人
妖
怪
が
出
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
る
と

 

 

 
食
人
妖
怪
は

き
の

を
す
る

 
理
 

気
に
入

た
か

 

 

え

と
て
も

 
食
人
妖
怪
は
理
久
兎
の
料
理
が
気
に
入

た
よ
う
だ

 
理
 

な
ら
良
か

た
俺
は
少
し
こ
こ
を
あ
け
る
よ

 

 

あ
ら

ど
こ
に
い
く
の

 
理
 

の
手
当
て
だ
よ



 第１０４話 始末する気が失せました

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と
食
人
妖
怪
は

 

 

な
ん
か
ご
め
ん

 
理
久
兎
に
謝
罪
を
す
る

 
理
 

気
に
す
る
な
あ

そ
う
い
え
ば

名
前
は

 
理
久
兎
は

要
な
こ
と
で
あ
る
名
前
を
聞
き

れ
て
い
た
の
で
食
人
妖
怪
に
訪

る
と

 

 

私
の
名
前
は
ル

ミ
ア
よ

方
は

 
彼
女
も
と
い
食
人
妖
怪
は
ル

ミ
ア
と
名

た

そ
し
て
自
分
の
名
前
を
聞
か
れ
た
か
ら
に

は
自
分
も

え
た

 
理
 

俺
は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
よ
ろ
し
く
な

 
ル

ミ
ア

 

 

こ
ち
ら
こ
そ

と
こ
ろ
で
行
か
な
く
て

 
い
い
の
か
し
ら

 
理
 

お

と
そ
う
だ

じ

俺
は
行
く
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

の
手
当
て
を
す
る
た
め
に
部

か
ら
出
て
い
く
そ
し
て
ル

ミ
ア
は
理

久
兎
が
出
し
た
料
理
を
も
う
一
度
口
に

む
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フ
フ

美
味
し
い

 
そ
し
て
食
人
妖
怪
は
理
久
兎
の
出
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
続
け
た
の
だ

た



 第１０５話 後で話す

 
第
１
０
５
話
 
後
で
話
す

 
理
 

俺
に
し
て
は
珍
し
く
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
な

 
理
久
兎
は
ル

ミ
ア
と
戦

て
珍
し
く
体
を
に

を
お

た

そ
し
て
今
は

急
処
置
と
し
て

い
て
い
た
服
の
切
れ

を
外
し
て

を

い
て
い
る
所
だ

 
理
 

体
は
何
と
か

せ
る
け
ど

は
ど
う

そ
う

 
か
な

 
今
回
受
け
た
無
数
の

の
う
ち
体
に
お

た
切
り

は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
を
変
え
て

を

せ
ば

問

は
な
い
の
だ
が

は

そ
う
に
も

し
き
れ
な
い

 
理
 

し

う
が
な
い

あ
り
の
ま
ま
お
こ

た
事
を

 
し

べ
る
か

 
理
久
兎
は

に
関
し
て
は
諦
め
て
正
直
に

う
こ
と
に
し

の
で
き
た

目
に
布
を
当
て
そ
こ

に

で
固
定
す
る
そ
し
て
理
久
兎
は

を
見
て
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

 
理
 

の
下
が
白
く
な
り
始
め
て
る
な

後
何
年

 
生
き
れ
る
か
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そ
う
理
久
兎
も
だ
ん
だ
ん
と
寿
命
が
近
づ
い
て
い
る
の
だ
読
者
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
語
ら
れ
な

か

た
理
久
兎
が
寿
命
死
に
つ
い
て
語
ろ
う

理
久
兎
は
寿
命
が
近
づ
く
に
つ
れ
て

の
下

が

だ
ん
だ
ん
と

お
し
ろ
い

白

を
塗

た
か
の
よ
う
に
白
く
な

て
い
き
最
終
的
に

全
部
白
く
な

て
い
く

の
だ

こ
う
な

て
い
く
と
全
身
が

し
て
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な
く
な
り
そ
し
て
最
後

は

が
出
来
な
く
な
り
約

年

上
の
眠
り
に
つ
く
こ
れ
が
理
久
兎
の
寿
命
死
だ

 
理
 
い
や
こ
ん
な
こ
と
を

え
る
の
は
よ
そ
う

 
も
う
少
し
ポ

テ

ブ
に

え
な
い
と

 
心
に

い
聞
か
せ
て
い
る
と
部

の

が
開
き

 
ル
 

お
か
わ
り
は
何
処
に
あ
る
の
か
し
ら

 
ル

ミ
ア
は

を
持

て
理
久
兎
に

て
来
る

 
理
 

あ

悪
い

今
い
く
よ

 
理
久
兎
は
立
ち
上
が
り
ル

ミ
ア
と
共
に
厨
房
に
向
か
う

 
理
 

ル

ミ
ア
悪
い
が
こ
れ
で
終
わ
り
だ

 

の
飯
を

に
も
そ

て
ル

ミ
ア
に
渡
し
て
告
げ
る

 
ル
 

あ
ら

も
う
終
わ
り
な
の



 第１０５話 後で話す

 
理
 

あ

も
う

も
味

も

い
た
し

 
ル

ミ
ア
の
お
か
げ
で

日
の

り
物
が
い

き
に
か
た
づ
い
た

 
ル
 

も
う
少
し
食
べ
た
か

た
な

 
理
 

今
は

う

ん
日
の

き
を
見
る
と

後

時

 
ぐ
ら
い
か
な

し

う
が
な
い
飯
の
仕
度
す
る
か

 
ル
 

あ
ら

御
飯
作
る
の

 
理
 

そ
う
だ
よ
さ
て
と
仕
込
み
を
し
な
い
と

 
ル
 

何
か
手
伝
い
ま
し

う
か

 
理
 

い
や
お
客
さ
ん
に
そ
ん
な
こ
と
は
さ
せ
ら
れ

 
な
い
よ
元
の
部

で
御
飯
を
食
べ
な
が
ら
待

 

て
て

 
ル
 

そ
う

わ
か

た
わ

 
ル

ミ
ア
は
そ
う

べ
て
部

に

て
行

た

 
理
 

さ

て
仕
込
み

仕
込
み

今
日
は
何
を

 
作
る
か

た
ま
に
は
中
華
で
い
く
か
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意
気
込
む
と
仕
込
み
に
と
り
か
か
る
の
だ

た

 
ル
 

人
間
の
料
理

て
こ
ん
な
に
も

 
美
味
し
い
の

 
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
か
ら
お
か
わ
り
を
も
ら
い
そ
の
お
か
わ
り
の

つ
で
あ
る
味

を
す

す

て
い
た

 
ル
 
理
久
兎

だ

た
け

そ
れ
の
料
理
は
お
い
し
い
わ

 
ル

ミ
ア
は
料
理
の
結

満

し
て
い
た

そ
う
し
て
食
べ
続
け
る
こ
と
数
時
間
後

 
ル
 

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
ル

ミ
ア
は
お
か
わ
り
も
合
わ
せ
て
全
て
完
食
し
た
そ
し
て
ル

ミ
ア
が

か
ら
見
え
る
外
の

を
見
る
と

  
ル
 

何
か
し
ら

 

人
の
女
の
子
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
走

て
く
る

そ
し
て

の
前
に
立
つ
と

 

 

マ
ス

の
お
客
さ
ん

 
ル
 

え



 第１０５話 後で話す

 
走

て
き
た

人
の
少
女
に
問
い
か
け
ら
れ
た
の
だ

た

視
点
は
変
わ
り
物
置
小

で

け
目
が
現
れ
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
が
現
れ
る

 
耶
狛

う

ん
着
い
た

 
亜
狛

マ
ス

が
気
に
入
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど

 
下
見
も
す
ん
だ
し
後
は
こ
れ
を
報
告
だ
な

 

人
は
お
つ
か
い
で

わ
れ
た
物
件
を
見
つ
け
れ
た

後
は
理
久
兎
に
報
告
す
る
だ
け
だ

 
耶
狛

そ
う
だ

お
兄
ち

ん

マ
ス

無
事
に

 
帰

て
来
て
る
か
な

 
亜
狛

あ
の
人
に

て
そ
こ
い
ら
で
死
ぬ
た
ま

 
じ

な
い

て
心

す
る
な
耶
狛

 
耶
狛

そ
う
だ

お
兄
ち

ん

 
亜

か
い

と
り
あ
え
ず
中
に
入
ろ
う
暗
く
な

て
き
た
し

 
と

う
の
だ
が
耶
狛
は
何
を
思

た
の
か

 
耶
狛

な
ら

で
勝
負
し
よ
う
よ

 
亜
狛

耶
狛

お
前
は

日
の
今
日
で

り
な
い
な
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耶
狛

や

り

め
と
く

次
は
多
分

日
よ
り

 

く
な
り
そ
う
な
結
末
を
想

し
ち

た

 
亜
狛

明
な
判
断
だ
よ

 
お
仕
置
き
が
怖
く
な
り

を
す
る
の
を
諦
め
て
亜
狛
と
耶
狛
が
会
話
を
し
な
が
ら
家
の
中
に

入
る
た
め

関
に
向
か
お
う
と
す
る
と

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
あ
の
子

だ
ろ

 
亜
狛

は

 
耶
狛
が
指
を
さ
し
た
方
向
を
向
く
と
金

の
少
女
が
料
理
を
食
べ
て
い
た
の
だ

 
亜
狛

だ

 
耶
狛

ま
さ
か

不
法
侵
入

 
亜
狛

い
や
結
界
が

て
あ
る
ん
だ

人
間
な
ら

 
ま
だ
し
も
マ
ス

が

め
た
妖
怪
し
か
こ
こ

 
に
は
入
れ
な
い
よ
う
に
な

て
い
る

だ
多
分

 
マ
ス

の
お
客
さ
ん
だ
ろ

 
耶

か
い

う

ん
な
ら
あ
の
子
に
直

聞
こ
う



 第１０５話 後で話す

 
耶
狛
は
そ
の
子
の
い
る
部

に
向
か

て

と
走
り
出
し
た

 
亜
狛

ち

耶
狛

 
そ
う

い
亜
狛
も
耶
狛
の
追

か
け
で
走
り
出
す

そ
し
て
耶
狛
が
走

て
い
く
と
そ
の
子
が

り
向
き
自
分
に
気
づ
い
た
の
で
耶
狛
は

問
を
す
る

 
耶
狛

マ
ス

の
お
客
さ
ん

 
耶
狛
が

問
を
す
る

こ
こ
が
先
程
ま
で
の
流
れ
だ

そ
し
て
突
然
の
事
に
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

え

 
で
ビ

ク
リ
し
て
い
た

 
亜
狛

耶
狛
そ
ん
な
だ
と

え
に
く
い

て

 
ル
 

え

と

方
達
は

か
し
ら

そ
れ
に

 
マ
ス

 
亜
狛

あ

申
し

れ
ま
し
た
私
共
は
深
常
理
久
兎
様
の

 
従
者
を
し
て
い
る
亜
狛
と
申
し
ま
す

 
耶
狛

同
じ
く
従
者
の
耶
狛
だ
よ

 

人
は

く

も
交
え
て

す
る

そ
れ
に
対
し
て
ル

ミ
ア
は
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ル
 

え

と
つ
ま
り
理
久
兎
の
仲
間

 
亜
狛

そ
れ
で
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

で

は

マ
ス

の
お
客
さ
ん
な
の

 
ル
 

え

え

あ

て
る
の
か
し
ら

 
ル

ミ
ア
は
少
し

惑
し
て
い
る
無
理
も
な
い

突
然

れ
て
こ
ら
れ
て
飯
を
食
べ
さ
せ
て
も

ら

て
い
る
ん
だ

こ
れ
に
は
少
し

惑
し
て
も
仕
方
な
い

 
耶
狛

や

り

 
亜
狛

女
が
い
る

て
こ
と
は
マ
ス

も

て

 
い
る

て
こ
と
で
す
よ

 
ル
 

え

い
る
わ
仕
込
み
が
ど
う
の

て

て

 
た
け
ど

 
こ
の
時
亜
狛
と
耶
狛
は
こ
う
思

た

 

人

し
な
く
て
よ
か

た

 

人
は
安

し
た
な

か
数

間
前
に
理
久
兎
に
よ
る

制
裁
を
受
け
た
か
ら
だ

 
ル
 

大
丈
夫

人
共
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亜
狛

え

大
丈
夫
で
す

 
耶
狛

う
ん
大
丈
夫
や
ら
な
く
て
良
か

た
よ

 
ル
 

え

何
が

 
亜
狛

あ

こ

ち
の
話
で
す

 
ル
 

そ

そ
う

 
と

人
が
そ
ん
な
話
し
て
い
る
と
部

の

子
が
開
く

そ
こ
か
ら

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
の

が
聞
こ
え
た
け
ど
帰

て

 
き
て
る
の
か

 
理
久
兎
こ
と
自
分
が
部

に
入

て
く
る

 
亜
狛

あ

マ
ス

た
だ
い

て

ど
う
し
た
ん

 
で
す
か

そ
の

は

 
耶
狛

マ
ス

ま
さ
か
イ
メ
チ

ン

 

え
て

お
う

こ
ん
な
イ
メ
チ

ン
が
あ
る
か

何
処
の
厨
ニ

者
だ
と

 
理
 

あ

う
ん
後
で
話
す
よ
そ
れ
と
耶
狛

イ
メ

 
チ

ン
じ

な
い
か
ら
な
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耶
狛

テ
ヘ

 
亜
狛

え

と
分
か
り
ま
し
た

で
は
後
で
話
し
て

 
く
だ
さ
い

 
耶
狛

説
明
お
願
い

マ
ス

 
理
 

わ
か

て
る
よ

 
理
久
兎
達
が
そ
う

て
い
る
と
今
度
は
ス
キ
マ
が
開
き
そ
こ
か
ら
定
番
の
紫
が

で
出
て

き
た

 
紫
 

御
師
匠
様
は
い
ら

し

い
ま
す
か

 
理
 

あ

い
る
よ

 
紫
 

い
ら
し
た
の
で
す
か
御
師
さ

ど
う
し
た

 
の
で
す
か

御
師
匠
様
そ
の

の

は

 
紫
も
亜
狛
と
同
じ
こ
と

て
た

と
り
あ
え
ず
は
ま
と
め
て
話
し
た
い
た
め
に

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
に
も

た
け
ど
後
で
話
す

 
そ
れ
ま
で
待

て
て

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
ち

ん
と

て



 第１０５話 後で話す

 
く
だ
さ
い

 
理
 

了
解
だ

亜
狛

耶
狛

も
う
少
し
で

 
晩
飯
が
で
き
る
か
ら
手
伝
え

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

わ
か

た
よ

 
理
 

紫
と
ル

ミ
ア
は
こ
の
部

で

く
り
し

 
て
て
く
れ
俺
ら
は
最
後
の
仕
上
げ
す
る
か
ら

 
行
く
よ

人
共

 
亜
 

了
解
マ
ス

 
耶
 

イ
エ

サ

 

人
を

れ
て
厨
房
に
向
か
う

そ
し
て
こ
こ
に

た
紫
と
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

と
り
あ
え
ず
待
た
な
い

 
ル

ミ
ア
が
そ
う

い
お

を
す
す
る
と
紫
は

み
な
が
ら
ル

ミ
ア
を
見
る
と

 
紫
 

え

そ
う

と
こ
ろ
で
御
師
匠
様
の

の

 

女
の
せ
い
よ
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ル
 

そ
れ
は
後
で
理
久
兎
が
話
す
で
し

そ
れ
と

 
一

に
話
す
わ

 
紫
 

そ
う

嘘
を

た
ら
た
だ
じ

す
ま
な
い

 
わ
よ

 
紫
は
ル

ミ
ア
を

し
つ
つ
そ
う

う

 
ル
 

安
心
な
さ
い
し

か
り
話
す
か
ら

 
お
互
い
ピ
リ
ピ
リ
し
た
空
気
が
こ
の
部

を

み
込
ん
だ
の
は

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

理

久
兎
が
来
る
ま
で
こ
の
空
気
が
続
く
の
だ

た

 



 第１０６話 修羅場の空気

 
第
１
０
６
話
 
修
羅
場
の
空
気

 
理
 

よ
し
こ
ん
な
も
ん
か
な

 
亜
 

そ
れ
に
し
て
も
マ
ス

 
耶
 

こ
れ
は
作
り
す
ぎ
じ

な
い

 
理
 

い
や

ル

ミ
ア
が
よ
く
食
う
も
の
で

 
理
久
兎
が
作

た
品
は

飯

子
チ
ン

オ
ロ

ス

龍

と
い

た
中
華
料
理
の
数
々
だ

こ
ん
な
短
時
間
で
ど
う
や

て
作

た
の
か
そ
れ
は
メ

い
話
だ
が
多

分
後
々
に
語
ら
れ
る
は
ず
だ

 
理
 

亜
狛

耶
狛
運
ぶ

 
亜
狛

こ
の

を
で
す
か

 
耶
狛

人
じ

多
い
よ
マ
ス

 
理
 

俺
も
運
ぶ
か
ら
心

す
る
な

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

よ

し

運
ぼ
う
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理
久
兎
達

人
は
料
理
を
紫
と
ル

ミ
ア
の
い
る
部

ま
で
運
び

子
を
開
け
る

 
理
 

お

い
飯
が
で
き
た

 
紫
 
 

 
バ
チ

バ
チ

バ
チ

バ
チ

バ
チ

 
ル
 
 

 

子
を
開
い
た
そ
の
先
の
光

は
紫
と
ル

ミ
ア
が
正
面
を
向
か
い
合
い
な
が
ら
座

て
い
が

お
互
い
の
目
か
ら
火
花
が
飛
び
散

て
い
る

何
よ
り
も
理
久
兎
が
察
知
し
た
の
は
こ
の
部

の

空
気
が
と
て
も

い
こ
と
だ

 
理
 
何

こ
の
空
気

 
と

思

て
い
る
と
亜
狛
と
耶
狛
も
部

を

く

 
亜
狛

こ
れ
が

女
の
戦
い

な
の
か

 
耶
狛

紫
ち

ん
に
お
客
さ
ん
何
や

て
る
の

 
理
久
兎
と
亜
狛
に
は
こ
の
空
気
が
伝
わ

た
が
耶
狛
に
は
伝
わ
ら
な
い
よ
う
だ

 
紫
 

あ
ら

御
師
匠
様
来
て
い
ら
し
た
の
で
す
わ

 
ル
 

理
久
兎
そ
れ
は
晩
御
飯
か
し
ら
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紫
 

あ
ら

女
の
分
が
あ
る
と
思
い
か
し
ら

 
ル
 

無
く
て
も

女
の
分
を
と
る
か
ら
大
丈
夫
よ

 
紫
 

と
ら
せ
る
と
思
う

 
ル
 

何

殺
る
の

 
紫
 

な
ら
跡

も
な
く
消
し
て
あ
げ
ま
す
わ

 
ル
 

良
い
わ
外
に
行
き
ま
し

う

 
紫
 

え

 
そ
う

て

人
は
立
ち
上
が
る

こ
こ
で

座
に
料
理
を
テ

ブ
ル
に
置
く
と

 
理
 

お
前
ら
い
い
加
減
に
し
ろ

 
バ
ス

バ
ス

 
紫
 

い
で
す
わ

 
ル
 

何
す
る
の
よ

 

人
の
頭
に

く
チ

プ
を
す
る
と

人
は
頭
を
手
で

さ
え
た

手
加
減
し
た
と
は
い

え
結

い
よ
う
だ

 
理
 

俺
が
少
し

け
た
だ
け
で
こ
の

り
様
だ
よ
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と
り
あ
え
ず
飯
食

て

ち
着
け

そ
れ
で

 
飯
食
い
な
が
ら
こ
こ
ま
で
の

を
教
え
て

 
や
る
か
ら

 
紫
 

す
み
ま
せ
ん
御
師
匠
様

 
ル
 

分
か

た
わ
よ
理
久
兎

 

人
は

み
合
い
な
が
ら
も

に
座
る

 
理
 

亜
狛

耶
狛
飯
を

べ
て
く
れ

 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

じ

べ
る

 
そ
う

う
と

人
が
手
に
持
つ
中
華
料
理
が

べ
ら
れ
て
い
く

 
紫
 

御
師
匠
様
今
回
は
中
華
か
し
ら

 
理
 

あ

そ
う
だ
よ

 
ル
 

見
た
こ
と
な
い
料
理

 
理
 

大
和
だ
と
見
か
け
な
い
の
は
無
理
も
な
い
か
な

 
ル
 

で
も
い
い
香
り
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そ
ん
な
感
想
を

べ
て
い
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
料
理
を

べ
終
え
る

 
亜
狛

べ
終
わ
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

終
わ

た
よ
マ
ス

 
理
 

そ
う
か
な
ら

人
も

に
つ
き
な
さ
い

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う

う
と

人
は
座
る

そ
れ
を

す
る
と

 
理
 

に
座

た

じ

い
た
だ
き
ま
す

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
理
久
兎
が
い
た
だ
き
ま
す
の

頭
を
と
る
と
亜
狛
耶
狛
紫
ル

ミ
ア
も
い
た
だ
き
ま
す

を

て
料
理
に
手
を
つ
け
た

 
紫
 

そ
れ
で
御
師
匠
様
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か

 
そ
の
怪
我
と
こ
の
妖
怪
に
つ
い
て

 
ル
 

 
理
 

ま

約
束
だ
し
良
い
よ
教
え
る
ど
う
し
て
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こ
う
な

た
の
か
を

 
理
久
兎
は
あ
ら
い
ざ
ら
い
話
し
た

花
妖
怪
風
見
幽
香
と
の
戦
闘
の
結
果
そ
し
て
戦
闘
後
に
亜

狛
と
耶
狛
と
は
別
行
動
を
と

た
後
ル

ミ
ア
と
出
会
い
そ
の
時
に
怪
我
を
し
た
事
を
あ
ら
い
ざ

ら
い

た

だ
が
天

に
関
し
て
は
秘
密
に
し
た
が
そ
れ

外
は
話
し
た

 
亜
狛

然

て

な
る
も
の
な
ん
で
す

 
耶
狛

世
の
中

て
せ
ま
い

 
紫
 

や

り

女
の
せ
い
な
の

た
だ
で

 
帰
れ
る
と
思

て
い
な
い
で
す
わ
よ

闇

 
の
食
人
妖
怪
さ
ん

 

キ

キ

キ

キ

 
紫
は
ル

ミ
ア
の

り
に
ス
キ
マ
を

開
し
そ
の
中
か
ら
無
数
の

や
刀
が
現
れ
ル

ミ
ア
に

リ

リ
当
た
る
と
こ
ろ
で

ま
る

だ
が
こ
こ
は
食
事
の
場
で
あ

て
殺
し
合
い
の
場
所
で
は

な
い

紫
の

を

む
と

 
理
 

紫
そ
れ
を
し
ま
い
な
さ
い

 
紫
 

す
み
ま
せ
ん
御
師
匠
様
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理
久
兎
に
注
意
さ
れ
紫
は
武

を
し
ま
い
込
ん
で
ス
キ
マ
を
閉
じ
た

 
理
 

で

ル

ミ
ア
は
何
か

い
た
い
こ
と
は

 
あ
る
か

 
理
久
兎
が
ル

ミ
ア
に

る
と
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

私
も
悪
か

た
わ
よ
ご
め
ん
な
さ
い
襲
い
か
か

 

て

 
理
久
兎
に
謝
罪
し
た

そ
れ
に
対
し
て
の
返

は

 
理
 

い
い
よ
別
に
気
に
し
て
な
い
か
ら

 
気
に
し
て
は
い
な
い
と
本
心
で

う
と
紫
は
怒
り
な
が
ら

 
紫
 

御
師
匠
様
は
お
人

し
過
ぎ
な
の
よ

 
理
 

今
回
は

然
と

然
が
運
悪
く

な

た
だ
け

 
だ

だ
か
ら
対
し
て
気
に
も
す
る
必
要
が
な

 
い
の
さ

 
自
分
を
心

し
て
そ
う

て
く
れ
た
の
は
正
直
嬉
し
い

だ
が
紫
は
頭
を

さ
え
て

 
紫
 

は

分
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様
が
そ
う
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う
の
で
あ
る
な
ら
ば
も
う
こ
の
事
に
つ
い
て
は

 
私
か
ら

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
わ

た
だ

 
も
し
次

御
師
匠
様
を
襲
う
な
ら
御
師
匠
様
が

 
な
ん
と

う
と

女
を
殺
す
わ
よ

 
ル
 

安
心
し
な
さ
い
も
う
襲
わ
な
い
わ
よ
そ
れ
に
次

 
は

実
に
殺
さ
れ
る
も
の

 
紫
 

そ
う

 
理
 

分
か

て
ら

し

る
事
で
と
り
あ
え
ず
こ
の

 
話
し
は
も
う
終
わ
り
だ

ら
食
事
の
続
き
を
し

 
よ
う

 
紫
 

そ
う

 
ル
 

私
も
そ
の
方
が
い
い
わ

 
耶
狛

よ

し
食
事
の
続
き
だ

 
亜
狛

耶
狛

て
て
食
う
な

て

 
理
久
兎
が
そ
う

て
皆
は
ま
た
食
事
を
再
度
開
始
し
た

そ
し
て
皆
は



 第１０６話 修羅場の空気

 
紫
 

や

り
御
師
匠
様
の
料
理
は
お
い
し
い
わ

 
ル
 

お
い
し
い

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

を
盛

て

 
亜
狛

わ
か

た
よ

 
理
 
や

り
俺
は
こ
の
光

が

番

き
だ
な

 
理
久
兎
は

人
が
楽
し
く
食
事
を
し
て
い
る
光

を
見
て
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す
る
の

だ

た



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
第
１
０
７
話
 
居
候
が
出
来
ま
し
た

 
も
う
時

は
夜
へ
と
変
わ
る

日
は

ち
て

り
は
暗
闇
と
な
る
と

 
紫
 

ご
ち
そ
う
さ
ま
御
師
匠
様

 
ル
 

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
理
久
兎

 
耶
狛

マ
ス

ご
ち
そ
う
さ
ま

 
亜
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
マ
ス

 
理
 

お

末
様

 
俺
達

人
は
何
と
か
食
事
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ

そ
し
て
自
分
は
お
つ
か
い
の
結
果
が
気
に

な

た

 
理
 

そ
う
だ
亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

な

に

マ
ス

 
理
 

の
件
は
ど
う
だ

た

 
そ
れ
に
つ
い
て

人
は

で

え
る
た



 第１０７話 居候が出来ました

 
亜
狛

え

い
い
場
所
を
見
つ
け
ま
し
た
よ

 
耶
狛

結

し
そ
う
な
場
所
だ
よ

 
理
 

う
そ
れ
は
明
日
俺
も
見
て
み
よ
う
か
な

 
理
久
兎
達
の
会
話
を
聞
い
た
紫
と
ル

ミ
ア
は
そ
れ
が
気
に
な

た
の
か

 
紫
 

御
師
匠
様

の
件
と
は

 
ル
 
・
・

 
理
 

ま

簡
単
に

う
と

の
た
め
の

険
さ

 
紫
 

険

 
理
 

そ
う

険

ま

そ
れ
も
時
が
来
れ
ば
話
す

 
よ

 
そ
う

う
と
紫
は

問

を
出
し
な
が
ら

 
紫
 

は

は

 
少
し

み
な
が
ら

え
た

そ
し
て
今
度
は
耶
狛
が
楽
し
そ
う
に

 
耶
 

そ
う
い
え
ば
ル

ミ
ア
ち

ん
は
何
処
に

 
住
ん
で
る
の
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と

ル

ミ
ア
に

問
す
る
と
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

私
は

な
し

だ
か
ら
何
処
に
も
住
ん
で

 
な
い
わ

 
亜
狛

へ

そ
う
な
ん
で
す
か

 
ル
 

え

い
つ
も
食
料
を

め
て
日
夜
さ
ま
よ

て

 
い
る
の
よ

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ

マ
ス

 
耶
狛
は
理
久
兎
に
話
を
ふ
る

そ
し
て
耶
狛
に
話
し
か
け
ら
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 

ど
う
し
た
耶
狛

 
耶
狛
に
ど
う
し
た
の
か
を
聞
く
と
意
外
な

問
が
来
る

 
耶
狛

ル

ミ
ア
ち

ん
を

々
に
住
ま
わ
し
て

 
も
い
い

 
ル
 

え

 
紫
 

耶
狛

 
亜
狛

耶
狛

々
し
い
に
も
程
が
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だ
が

人
は
絶
対
無
理
だ
ろ
う
思

て
は
い
た
が
そ
う
思

て
い
た
よ
り
も
理
久
兎
は

 
理
 

別
に
い
い
よ

 
案
外

か

た

そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は
嬉
し
そ
う
に
よ
ろ
こ
ぶ

 
耶
 

や

た

ノ

 
ル
 
 

 
ル

ミ
ア
は
思
い
が
け
な
い
返

に
口
が
空
い
て
い
た

そ
し
て
今
の
発

で
亜
狛
と
紫
か

ら 
亜
 

い
い
ん
で
す
か
マ
ス

 
紫
 

御
師
匠
様
い
く
ら
ん
な
ん
で
も
お
人

し
の
度
が

 
す
ぎ
る
わ

御
師
匠
様
の
命
を
取
ろ
う
と
し
た
子

 
よ

 
理
 

ア
ハ
ハ

ま

か
に

で
も
も
う
襲
う
気
が
な

 
い
の
な
ら
俺
は

わ
な
い
よ
そ
れ
に
次
襲
い
に
来

 
た
ら

実
に
殺
る
か
ら

 
理
久
兎
は

い
な
が
ら
に

な
事
を

う
が
紫
は
悟

た
の
だ

次
襲
い
に
来
る
な
ら

実
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に
始
末
す
る
と
そ
れ
を
見

え
た
紫
は

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様
が
そ
う

 

う
の
な
ら

 
紫
は

し
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
も

わ
な
い
こ
と
に
し
た

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
妹
が

 
亜
狛
が
紫
に
謝

て
い
る
最
中
に

 
耶
狛

ル

ミ
ア
ち

ん
一

に
住
ま
な
い

 
耶
狛
は
ル

ミ
ア
に
聞
く
そ
し
て
ル

ミ
ア
は
口
を
開
く

 
ル
 

い
い
の
本
当
に

 
理
 

嘘
偽
り
の

葉
は
な
い
よ

 
理
久
兎
の
嘘
い
つ
わ
り
な
い
と

う

を
見
た
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

な
ら
お
世
話
に
な
る
わ

 
耶
狛
の
誘
い
を
受
け
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

そ
う
か

じ

よ
う
こ
そ
我
が
家
へ
こ
れ
か
ら

 
は
お
客
さ
ん
じ

な
く
居
候
だ
か
ら
し

か
り
家



 第１０７話 居候が出来ました

 
事
を
し
て
も
ら
う
か
ら

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

い
い
わ
や

て
や
ろ
う
じ

な
い

 
と

り
切

て

を
出
し
た

 
理
 

明
日
か
ら
家
事
の
方
は
や

て
も
ら
う
よ
亜
狛

 
耶
狛

明
日
ル

ミ
ア
に
家
事
の
仕
方
を
教
え

 
て
あ
げ
な
さ
い

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

も

ち
ろ

ん

 
そ
う

え
る

そ
し
て
紫
は

 
紫
 

御
師
匠
様
も
し
何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
私
を

 
呼
ん
で
下
さ
い
そ
の
時
は
す
ぐ
に

け

け

 
ま
す
わ

 
理
久
兎
を
心

し
て
か
紫
は
そ
う

う
と
理
久
兎
は

で
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理
 

ハ
ハ
ハ

紫
は
心

性
だ

そ
う
だ
な
何
か

 
あ

た
ら
頼
む
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
の
頭
に
手
を
お
い
て

で
る

 
紫
 

お

御
師
匠
様

 
こ
の
光

を
見
て
い
た

の

人
は

 
ル
 

あ
の

人

て
ど
う
い
う
関
係

 
亜
狛

師
匠
と
弟
子
の
関
係
で
す
け
ど

 
耶
狛

私
達
か
ら
見
る
と
父
と
娘
の
ス
キ
ン
シ

プ

 
ル
 

ふ

ん
そ
う
な
ん
だ

 
理
久
兎
に
久
々
に

で
ら
れ
て
紫
は
と
て
も
嬉
し
か

た
そ
う
だ



 第１０８話 神使の仕事

 
第
１
０
８
話
 
神
使
の
仕
事

 
前
回
も
と
い

日
は
ル

ミ
ア
が
居
候
す
る
こ
と
に
な

た
そ
し
て
今
現

俺
は
何
を
し
て
い

る
か
と

う
と

 
理
 

後
少
し
で
い
い
感
じ
に
で
き
そ
う
だ
な

 
俺
は
指
輪

を
し
て
い
る

し
か
も

目
は
ま
だ

を

い
て
い
る
か
ら
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
因
に
仕
事
を
し
ろ
と

わ
れ
そ
う
だ
が
そ
れ
は
大
丈
夫
だ

も
う
終
わ
ら
せ
て
い
る
た
め

だ

あ
の
頃
と
は
違
う
そ
う
ニ

ト
を
自
宅

備
員
と

た
あ
の
頃
と
は

 
理
 

は

り
は
明
日
か
な

 
コ
キ

コ
キ

 
理
久
兎
は

を
回
し
な
が
ら

び
を
し
て
い
る
と

 
ル
 

も
う
勘

し
て

 
ル

ミ
ア
の

鳴
が
聞
こ
え
て
く
る

 
耶
狛

ル

ミ
ア
ち

ん
ま
だ

の
掃
除
が

て

 
る
よ
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亜
狛

そ
れ
に
外
の
掃
除
も
あ
り
ま
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
理
久
兎
は
心
の
中
で

く

 
理
 
い
や
外
の
掃
除
は
勘

し
て
や
れ
よ

 
こ
う
思

て
い
る
理
由
は
彼
女
は
闇
の
中
で
生
活
し
て
い
る
よ
う
な
妖
怪
だ

今
現

の
時

は
正

だ
は

き
り

て
ル

ミ
ア
に
は

す
ぎ
る
と

え
た
か
ら
だ

 
理
 

し

う
が
な
い

外
の
掃
除
は
勘

さ
せ
て

 
や
る
か

 
理
久
兎
は

り

を

て
立
ち
上
が
り
ル

ミ
ア
の

鳴
が
聞
こ
え
た
場
所
に

動
す
る

 
理
 

お

い
ル

ミ
ア
大
丈
夫
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は

を

か
せ
る
と

 
ル
 

理
久
兎
助
け
て

 

バ

 
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
に
し
が
み
つ
く

 
耶
狛

ル

ミ
ア
ち

ん
ま
だ
掃
除
あ
る
か
ら

 
亜
狛

く
し
な
い
と
予
定
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
よ



 第１０８話 神使の仕事

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
も
出
て
く
る
そ
し
て
理
久
兎
に
気
づ
い
た

人
は

 
亜
狛

マ
ス

ど
う
し
た
の
で
す
か

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
マ
ス

 

人
は
自
分
に

問
を
し
て
き
た

 
理
 

あ

ル

ミ
ア
の

鳴
が
聞
こ
え
て
な

 
で

何
や
ら
せ
た
ん
だ

 
亜
狛

え

何
時
も
や

て
い
る
こ
と
で
す
よ

 
耶
狛

う
ん
何
時
も
と
変
わ
ら
な
い
仕
事
だ
よ

 
ル
 

嘘
よ

普
通
こ
ん
な
に
や
ら
な
い
で
し

 
因
み
に
亜
狛
と
耶
狛
が
何
時
も
し
て
い
る
仕
事
リ
ス
ト
は
と
い
う
と

家
の
掃
除
昔
の
大
き

い
平
安

族
の
家

関
の
掃
除

外
の
掃
除

理
久
兎
の
秘
書
仕
事

伝

風
呂

掃
除
等
々
だ

こ
れ
を
た

た
の

人
で
や

て
い
る
の
だ

だ
が
掃
除

風
呂
掃
除

外
は

間
に

回
で
行

て
い
る
流

に

日
は
き
つ
い
た
め
だ

つ
い
で
な
の
で
理
久

兎
の
仕
事
リ
ス
ト
は
役
人
の
仕
事
料
理
と

い
紫
か
ら
の
報
告
を
聞
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
予

の
計

服
の
修

人
間
の
動
向
観
察
等
だ

は

き
り

う
と
亜
狛
と
耶
狛
よ
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り
仕
事
が
少
な
い

 
理
 

な
ん
だ
何
時
も
の
か

 
ル
 

何
時
も

あ
れ
の
ど
こ
が
何
時
も
な
の
よ

 
理
 

い
や
何
時
も

人
は
こ
の
仕
事
を
こ
な
し
て

 
い
る

 
ル
 

嘘

で
し

 
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

た

を
ル

ミ
ア
は
し
た

 
理
 

嘘
じ

な
い
よ

あ

そ
れ
と
亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

何
で
す
か
マ
ス

 
耶
狛

な

に

 
理
 

ル

ミ
ア
に
は
外
の
掃
除
は
さ
せ
な
い
で

 
く
れ
よ

 
と

う
と
案
の
定
の

え
が
帰

て
き
た

 
亜
狛

何
で
で
す
か

 
耶
狛

何
で
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そ
れ
は
理
由
だ

そ
の
理
由
を
自
分
は

え
た

 
理
 

彼
女
は
日
光
に
結

弱
い
か
ら
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
な
ん
で
す
か

な
ら
し

う
が
な
い

 
で
す

 
亜
狛
は

々
諦
め
て
耶
狛
に

 
亜
狛

耶
狛

外
の
掃
除
は
俺
が

け
て
お
く

 
か
ら
引
き
続
き
ル

ミ
ア
さ
ん
の
指
導
を

 
任
せ
る
よ

 
耶
狛

わ
か

た
よ
お
兄
ち

ん

 
そ
う

い
い
亜
狛
は
外
に
出
て
い
く

す
る
と
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

あ
り
が
と
う
理
久
兎

 
理
 

い
や

だ

て
ル

ミ
ア
日
光
に
弱
い
か
ら
な

 
せ
め
て
も
だ

 
ル
 

そ
れ
だ
け
で
も
お
お
い
に
感
謝
よ

 
ど
う
や
ら
キ
ツ
イ
仕
事
が

つ
減

た
だ
け
で
も
嬉
し
い
よ
う
だ

も
う
こ
れ
に
は

い
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し
か
で
き
な
い

 
理
 

ハ
ハ

と
こ
ろ
で
耶
狛

り
の
仕
事
は

 
耶
狛

外
の
掃
除
が
で
き
な
い
か
ら

り
の

 
ル

ミ
ア
ち

ん
が
で
き
る
仕
事
は

 
風
呂
掃
除
か
な

 
理
 

分
か

た
な
ら
そ
れ
が
終
わ

た
ら
亜
狛
と

 
一

に
俺
の
部

に
来
て
く
れ

 
耶
狛

何
で

 
理
 

人
が
見
つ
け
た
そ
の
場
所
を
一
目
見
よ
う
と

 

人
が
見
つ
け
た

れ
家
を
見
て
み
た
く
な

た

ど
ん
な

造
な
の
か
等
を

め
て
だ

 
耶
狛

な
る

ど

わ

か
り
ま
し
た

 
理
 

ん
じ

俺
は

る
よ

り
も
頑

て

 
耶
狛

は

い

最
後
の
一
仕
事
や
ろ

か

 
ル

ミ
ア
ち

ん

 
ル
 

そ
う
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な
お
こ
の
仕
事
を
終
え
た
後

飯
を
食
べ
た
が
ル

ミ
ア
は
食
事
を
し
た
後

界
に
達
し
た

の
か
す
ぐ
に
布
団
に
こ
も

た
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第
１
０
９
話
 
物
件
の
下
見

 

度
お

ぐ
ら
い
の
時

と
な
る

 
理
 

ん
じ

行
く
よ

人
共

 
理
久
兎
達
は

食
を
終
え
て
今
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
が
見
つ
け
た
場
所
の
下
見
に
行
く
と
こ
ろ

だ 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

あ
れ

お
兄
ち

ん
ル

ミ
ア
ち

ん
は

 
亜
狛

そ
う

え
ば
い
な
い
な

 
亜
狛
と
耶
狛
が
ル

ミ
ア
が
居
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く

ル

ミ
ア
が
い
な
い
理
由
を
話
す

 
理
 

あ

ル

ミ
ア
な
ら
飯
食

て
布
団
に

 
入

た
よ

 
亜
狛

え

こ
の
時
間
か
ら

て
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

え

ル

ミ
ア
ち

ん
来
な
い
の

 
理
 

ま

普

や

て
い
な
い
こ
と
を
し
た



 第１０９話 物件の下見

 
か
ら

れ
た
ん
だ
ろ

 

た
と
お
り
ル

ミ
ア
は
普

は
し
な
い
掃
除
な
ど
を
や

た
の
だ

し
か
も
大

に
そ
れ

は

れ
て
当
た
り
前
だ

 
理
 

ま

守
番
は
ル

ミ
ア
に
任
せ
て
俺
ら
は

 
下
見
に
行
く
よ

 
耶
狛

は

ル

ミ
ア
ち

ん
と
も

と
お
話

 
し
た
か

た
な

 
亜
狛

耶
狛
帰

た
ら
話
せ
ば
い
い
だ
ろ
今
は

 
仕
事
に
集
中
だ

 
耶
狛

わ
か

た
よ
お
兄
ち

ん

 
理
 

ハ
ハ

そ
う
し

げ
る
な
耶
狛

 
し

げ
て
る
耶
狛
を
と
り
あ
え
ず
は
元
気
づ
け
る

大
体
は
す
ぐ
に
機
嫌
は
治

て
し
ま
う

 
耶
狛

う
ん

そ
う
だ
よ

マ
ス

 
理
 

そ
ん
じ

人
共
そ
の
場
所
に

げ
て
く
れ

 
亜
狛

了
解
マ
ス



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
耶
狛

う
ん

 

人
は
力
を
合
わ
せ
て
空
間
に

け
目
を
作
る

す
る
と
そ
の

け
目
に
写
る

は
大
和

ら
し
い

が

が

た

 
理
 

う

か

 
そ
う
読
者
様
の
大
半
が
予
想
し
た
で
あ
ろ
う

だ

 
亜
狛

空
間
は

げ
ま
し
た

 
耶
狛

も
う
通
れ
る
よ
マ
ス

 
理
 

よ
し
じ

行
く
よ

 
そ
う

て
理
久
兎
達
は
そ
の
空
間
の

け
目
に
入

て
行
く
の
だ

た

 
神
様

神
使

動
中

 

の
中
で
空
間
に

け
目
が
で
き
そ
こ
か
ら

人
の
男
女
も
と
い
理
久
兎
達
が
降
り
立
つ

 
理
 

着
い
た
な

 
亜
狛

え

着
き
ま
し
た

 
耶
狛

ど
こ
を
見
て
も

ば

か
り
だ

 
理
 

そ
り

ま

だ
か
ら
な
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そ
う
会
話
を
し
て
い
る
と
耶
狛
は
楽
し
そ
う
に

け
出
す

そ
し
て
後
ろ
を

り
向
く

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
マ
ス

こ

ち
だ
よ

 
亜
狛

あ

そ
れ
も
そ
う
だ
な
マ
ス

こ

ち
に

 
来
て
く
だ
さ
い

 
理
 

う
ん

な
ん
だ

 
亜
狛
と
耶
狛
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
理
久
兎
は

を
歩
く
の
だ

た

そ
し
て
そ
こ
ら
数
分

後 
亜
 

マ
ス

に
見
せ
た
い
の
は
こ
れ
な
ん

 
で
す
が

 
耶
 

マ
ス

ど
う

 
理
 

お

こ
こ

ま
で
建

て
る
ん
だ

 
古
く
ボ
ロ
ボ
ロ
で
少
し

的
な
感
じ
を
か
も
し
だ
し
て
い
る

だ

都
に
あ
る
理
久
兎
の

よ
り
は
小
さ
い
が
そ
れ
で
も
中
々
立
派
な

だ

こ
れ
を
見
た

え
は

 
理
 

合
格
だ

人
共

 
亜
狛

本
当
で
す
か
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耶
狛

マ
ス

何
で
こ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の
に
合
格

 
な
の
か
そ
の
理
由
を
お
願
い
で
き
る

 
耶
狛
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
合
格
の
理
由
を
語
り
始
め
る

 
理
 

理
由
と
し
て
は

つ
あ
る

つ
は
ま
ず
こ
こ
は

 
都
よ
り
こ
の
大
分

れ
て
い
る
し
な
に
よ
り

 

は

手
の
視
界
を

る
の
に

し
て
い
る
か

 
ら

 

つ
目
と
し
て
は

居
す
る
に
当
た

て
は

件
だ

た
と

う
こ
と
だ

そ
こ
は
お
願

い
し
た
通
り
だ

 
亜
狛

え

そ
こ
は
マ
ス

の

わ
れ
た

件
を

 
頼
り
に
探
し
ま
し
た
か
ら

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

次
に

つ
目
は

は
こ
の

の
葉
で
日
光
を

 
少
し

断
で
き
る
か
ら

と
比
べ
る
と

し
い

 
そ
し
て

と
は
違

て

い
か
ら
風
通
し
や
ら
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も
と
て
も
良
い
そ
れ
で
い
て

は

を
伐

て

 

の
代
わ
り
と
し
て

や
せ
ば

を
と
る
事
も

 
可
能
と
い
う
こ
と
だ

 

つ
目
と
し
て
は
居
心
地
が
と
て
も
良
い
と
い
う
事

こ
こ
で
な
ら
何
年
後
で
も
生
活
が
出

来
そ
う
だ

 
亜
狛

わ
れ
て
み
る
と
少
し

し
い
で
す

 
耶
狛

そ
う
だ

お
兄
ち

ん

 
 
 

 
理
 

そ
し
て
最
後
の

つ
目
は
も
う
住
ん
で
下
さ
い
と

 

わ
ん
ば
か
り
に
家
が
建

て
い
る
か
ら
建

 
が

く

こ
れ
が
俺
の
理
由
だ

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
自
身
の
家
は
元
の
悪

を

こ
う
と
し
た
者
と
そ
の
家
族
が
住
ん
で
い
た

場
所
だ

そ
の
た
め
建

は

い
て
い
る
し
な
お
か
つ
お
金
が
か
か
ら
な
い
の
は
本
当
に

力

的
な
の
だ

 
亜
狛

ま

マ
ス

さ

き
か
ら

く

く
語
り

 
ま
す
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耶
狛

う
ん

し
か
も
最
後
の
方
は
特
に

 
理
久
兎
が
こ
う
語
る
理
由
は
妖
怪
の
山
に
あ
る
自
分
の
家
は

チ
を
つ
け
る
の
で
は
な
い
が

い

い

い
の
三

子
だ

そ
の
せ
い
か
家
の
こ
と
は
意
外
に
う
る
さ
い
の
だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば

人
共
中
に
家

は
あ
る
の

 
亜
狛

え

い
や

そ
こ
ま
で
は
見
て
ま
せ
ん

 
耶
狛

私
も
見
て
な
い
よ
マ
ス

 
理
 

そ
う
か

ど
れ
少
し
中
を

し
て
く
る
か

 
そ
う

い
な
が
ら
家

が
な
い
か
と
思
い

の
中
に
侵
入
し
た

 
亜
狛

ち

マ
ス

待

て
く
だ
さ
い

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

マ
ス

待

て

 
そ
の
後
を
追

て
亜
狛
と
耶
狛
も
家
に
侵
入
し
た

す
る
と
理
久
兎
達
か
ら
若

れ
て
い
る

場
所
で
は

 

 

彼
奴

ウ
サ

 
理
久
兎
達
が

の
中
に
入

て
行
く
の
を
見
て
い
た
何

か
の
生
物
達
が
い
た
の
を
理
久
兎

達
は
知
る
よ
し
も
し
な
か

た



 第１１０話 別荘ならありかもしれない

 
第
１
１
０
話
 
別
荘
な
ら
あ
り
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

家

も
し

か
り

て
る
し
掃
除
を
す
れ
ば

 
ま
だ
使
え
る
な

 
理
久
兎
は

内
を
物

し
て
使
え
そ
う
な
家

が

て
い
る
の
を
知

た

 
理
 

本
当
に

人
共
良
い
仕
事
し
た
よ

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

 
耶
狛

マ
ス

に

め
ら
れ
た

 

め
ら
れ
た
耶
狛
の
気
分
は
も
う
絶

調
だ

 
理
 

本
当
に
良
い
場
所
だ
よ

も
し

険
の
意
味
が

 
無
く
な

た
ら
妖
怪
の
山
か
ら
こ
こ
に
引

 
そ
う
か
な

 
亜
狛

え

何
で
で
す
か

 
理
 

だ

て

さ
も

度
良
い

は

し
い

は

 

を

の
代
わ
り
に
す
れ
ば

か
い
そ
れ
で
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い
て
家

は

て
い
る
か
ら
掃
除
を

底

 
す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
も
可
能
本
当
に
こ
こ
に

 
住
み
た
い
ぐ
ら
い
だ
よ

 
も
う
こ
こ
が
気
に
入

た

本
当
に

険
の
意
味
が
な
く
な

た
ら
住
み
た
い
と
ま
で

え

た 
耶
狛

う

ん
で
も
私
は
今
の
家
で
も
い
い
か
な

 
理
 

ん

ど
う
し
て
だ

 
そ
う
聞
く
と
耶
狛
は
そ
れ
に

え
る

 
耶
狛

だ

て
私
は
お
兄
ち

ん
と

を

べ
な
が
ら

 
く

つ
い
て
布
団
で

た
い
な

そ
れ
に
あ
の

 

⺠
的
な
感
じ
の
家
が

ち
着
く
し

 
亜
狛

や

耶
狛

 
こ
こ
で

報
だ

耶
狛
の
ブ
ラ
コ
ン
は
現

も
悪
化
中
だ

 
理
 

う

ま

か
に
あ
そ
こ
は
あ
そ
こ
で

 
良
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か

居
間
か
ら
厨
房
に



 第１１０話 別荘ならありかもしれない

 
近
い
し

 
今
の
耶
狛
の
意
見
に
は

し
て
し
ま
う
し
か
な
い

最
初
は
気
に
入
ら
な
く
て
も
住
め
ば
都

だ 
理
 

ま

そ
れ
に
紫
ち

ん
達
に
何
か
あ

た

 
時
に
は
す
ぐ
に
行
け
る
し
な
あ
そ
こ
な
ら

 
亜
狛

そ
れ
も
そ
う
で
す

 
耶
狛

う
ん

そ
う
だ
よ
マ
ス

 
理
 

や
れ
や
れ
今
回
は
耶
狛
に
負
け
た
な

 
亜
狛

マ
ス

時
間
は
大
丈
夫
で
す
か

 
耶
狛

あ

も
う
夕
方
だ
よ
マ
ス

 
理
 

え

 
そ
う

わ
れ
理
久
兎
は
縁

に
出
て
外
に

を

か
せ
る
と
綺

な
夕
日
が

の

と
合
わ

さ
り
見
事
な

が

が

て
い
た

 
理
 

あ
り

ま

な
ら
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
ル

ミ
ア

 
も
何
し
で
か
す
か
分
か
ら
ん
し
亜
狛

耶
狛
あ
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ち
に

い
で
く
れ

 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

了
解
だ
よ

マ
ス

 
そ
う

て

人
は

け
目
を
作
り
出
す

そ
の
最
中
だ
が
頭
の
中
で
は

 
理
 
家
に
は
し
な
い
け
ど
別
荘
な
ら
あ
り
か
な

 
と

え
る

や
は
り
ま
だ
諦
め
て
き
れ
な
い

 
亜
狛

マ
ス

ぎ
ま
し
た

 
耶
狛

こ

ち
も
大
丈
夫
だ
よ

 
理
 

よ
し
帰
る
か

 
亜
狛

え

帰
り
ま
し

う

 
耶
狛

な
ら
飛
び
込
め

 
そ
う

て

人
は
亜
狛
と
耶
狛
の
力
で
出
来
た

け
目
に
入

て
い

た

そ
し
て
理
久

兎
達
が
帰

た
す
ぐ
後

 

 

あ
れ

か

こ
こ
に
さ

き
の
男
達
が
き
た

 
よ
う
な
気
が
す
る
の
に
な

も
う
少
し
探
し
て



 第１１０話 別荘ならありかもしれない

 
み
よ

行
く
よ
み
ん
な

 
そ
う

て

人
の
少
女
と
無
数
に
い
る
小
さ
い
生
物
達
は
消
え
た
理
久
兎
達
を
探
す
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
達
の
視
点
に

す

 
亜
狛
の
能
力
で
出
来
た

け
目
が
現
れ
そ
こ
か
ら
理
久
兎
達
が
現
れ
る

 
理
 

う

ん
や

り
こ
こ
は
少
し

い

 
亜
狛

ま

あ

ち
は
日
陰
が
多
い
で
す
し

 
狛
 

あ

マ
ス

今
日
の
晩
御
飯
は

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば

え
て
な
い
な

 
何
に
し
よ
う
か
な

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
達
が
歩
い
て
い
く
と

 
ル
 

は

は

は

 

黒
の

を

え
た
ル

ミ
ア

中
を
向
け
て

を
き
ら
し
な
が
ら
立

て
い
た

 
理
 

あ
れ

何
で
ル

ミ
ア
が
こ
の
時
間
に
外
に

 
出
て
る
ん
だ

 
理
久
兎
が

問
に
思

た
理
由
は

々
に
住
ま
わ
せ
る
代
わ
り
に
能
力
を
使
う
な
と
い

て
あ



 第六章【中章】輝夜姫の願い

る
は
ず
の
ル

ミ
ア
が
こ
の
時
間

に
外
に
出
て
い
る
の
は
お
か
し
い
か
ら
だ

 
亜
狛

何
で
ル

ミ
ア
さ
ん
が

 
理
久
兎
と
亜
狛
が

え
て
い
る
と

 
耶
 

ル

ミ
ア
ち

ん

何
し
て
る
の

 
耶
狛
が
大

で
ル

ミ
ア
に

く
よ
う
に

を
か
け
る

す
る
と
ル

ミ
ア
は
大
き
な

で

ぶ 
ル
 

来
ち

メ

 
亜
狛

う
ん

何
で

メ
な
ん
で
し

う
か

 
耶
狛

メ
と

わ
れ
る
と

 
理
 

く
気
に
な
る
な
行
く
よ

 
耶
狛

お

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
と
耶
狛
は
ル

ミ
ア
の
も
と
に
走
り
出
す

 
亜
狛

マ
ス

耶
狛

 
亜
狛
は
そ
ん
な
常

は
ず
れ
な

人
を
追
い
か
け
る

 
理
 

ル

ミ
ア
な
に
や

て



 第１１０話 別荘ならありかもしれない

 
亜
狛

嘘
だ
ろ

 
耶
狛

な

大
丈
夫
ル

ミ
ア
ち

ん

 
理
久
兎
は
ル

ミ
ア
の

か
ら

が

れ
て
い
る
の
と
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る
の
に
気

づ
く

そ
れ
所
か

り
の

や

も

れ

だ

 
理
 

お
い
ル

ミ
ア
そ
の

は

 
理
久
兎
が
心

し
て
い
る
と

 

 

あ
ら

理
久
兎

何
し
て
い
る
の

 
理
 

あ
れ

こ
の

ど
こ
か
で

 
理
久
兎
が
そ
の

を
聞
い
て

を
あ
げ
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は

 
幽
香

や

り
理
久
兎
じ

な
い
そ
れ
に
そ
の

 
ど
う
し
た
の

 
目
の
前
に
い
た
の
は
ル

ミ
ア
と
同
じ
く
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
風
見
幽
香
だ

た



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
第
１
１
１
話
 
ど
う
し
て
こ
う
な
る

 
理
 

幽
香

て
か
お
前
ら
な
に
や

て
る
ん
だ

 
亜
 

が

 
耶
 

私
達
が

し
た
後
よ
り

い
こ
と
に
な

て
る

 
理
久
兎
は
幽
香
が
い
る
こ
と
に
若

く
が
亜
狛
と
耶
狛
は
こ
の
家
の

が

的
な
こ
と
に

な

て
い
る
の
に

い
て
い
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
家
に
も
若

が
と
ど
い
て
い
て
一
部
が

し
て
い
る

 
ル
 

理
久
兎

そ
い
つ
は
侵
入
者
よ

 
幽
香

だ
か
ら

待
さ
れ
た

て

て
る
で
し

 
ル
 

ち

と
理
久
兎

何
と
か

て
よ

 
そ
う

い
ル

ミ
ア
が
自
分
を
問
い
た
だ
す
と
こ
れ
に
は
自
分
も

る

 
理
 

い
や
マ

で
遊
び
に
来
て

て

た
ん

 
だ
よ

そ
れ
も

日

 
ル
 

え



 第１１１話 どうしてこうなる

 
幽
香

ら
見
な
さ
い

 

 
本
当
に

日

遊
び
に
来
な
よ
と
は

た
が
ま
さ
か

日
の
今
日
で
来
る
と
は
予
想
外
だ

た 
理
 

い
や
幽
香
も
ま
さ
か

日
の
今
日
で
遊
び
に

 
来
る
と
は
予
想
外
す
ぎ
だ
よ

 
幽
香

あ
ら

そ
う
か
し
ら

 
理
 

い
や
普
通
そ
う
だ
ろ

そ
の
前
に
ま
ず
お
前
ら

 
家
に
入
り
な
よ
そ
れ
で

の
手
当
て
と
ど
う
し
て

 
こ
う
な

た
の
か
の

を
説
明
し
て

し
い

 
幽
香

い
い
わ

 
ル
 

わ
か

た
わ
よ

 

人
は
そ
の

葉
を
聞
き
了

を
し
て
く
れ
る

そ
し
て
自
分
が
事
情

を
し
て
い
る
間

に
亜
狛
と
耶
狛
に
は
少
し
掃
除
を
し
て

お
う
と

え
た

 
理
 

亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

な
ん
で
す
か
マ
ス



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
耶
狛

何
マ
ス

 
理
 

く
で
い
い
か
ら
さ
こ
こ
の
掃
除
し
て
お
い
て

 
く
れ
な
い

 
亜
 

ら
さ
れ
た

な
ど
は

 
耶
 

そ
れ
と

し
て
い
る
家
の
一
部
は

 
理
 

あ

の
方
は
ま

俺
が
何
と
か
す
る
よ

 
家
の
方
は

ま
た
美
須
々
達
に
頼
む
か

 
俺
ら

人
じ

何
も
出
来
な
い
し

 
亜
 

わ
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
 

わ
か

た
よ

 
そ
う

い

人
は

掃
除

を
取
り
に
行
く

 
理
 

や
れ
や
れ
俺
ら
は
家
に
入
る
よ

 
ル
 

え

 
幽
香

わ
か

た
わ

 
そ
う

て
理
久
兎
達
は
家
の
中
に
入

て
い

た



 第１１１話 どうしてこうなる

 
数
分
後

 
理
 

ら
救
急
箱

人
で
仲
良
く
使

て
く
れ

 
幽
香

大
丈
夫
よ
今
は
争
う
理
由
も
な
い
し

 
ル
 

え

問

な
い
わ

 
そ
う

い
ル

ミ
ア
と
幽
香
は
救
急
箱
か
ら

や
ら
何
や
ら
を

に

く

 
理
 

の
治
療
中
で
悪
い
が
ど
う
し
て
こ
う

 
な

た
の
か
を
説
明
し
て
く
れ

 
幽
香

い
い
わ
な
ら
話
す
わ

 
ル
 

私
も
話
す
わ

 
そ
う

て

人
は
お
互
い
に
語
り
だ
し
た

 
こ
れ
は
理
久
兎
達
が

に
下
見
に
出
掛
け
て
約
数
分
後
向
日

の
花
畑
で
は

 
幽
香

う

ん

 
幽
香
は

だ

た
こ
こ
最
近
は
妖
怪
達
が
侵
入
し
て
き
て
そ
れ
を
始
末
す
る
こ
と
ば
か
り
し
て

い
た

そ
の
せ
い
か
久
々
の

が
つ
ま
ら
な
か

た

な
お
妖
怪
達
が
侵
入
し
て
き
た
理
由
は
主
に
ル

ミ
ア
か
ら
逃
げ
て
来
た
け
ど
最
終
的
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に
花
畑
を

ら
し
た
結
果

幽
香
に
始
末
さ
れ
て
い
ま
し
た

 
幽
香

は

ど
う
し
よ
う
か
し
ら

何
か

 
面
白
い
こ
と
は

 
幽
香
は

え
に

え
て

 
幽
香

そ
う
だ

日
理
久
兎
に

待
し
て
も
ら

た
し

 
理
久
兎
の
家
に
行

て
み
よ
う
か
し
ら

 
こ
の
結
論
に

た

 
幽
香

そ
う
と
決
め
た
ら

行
き
ま
し

う

 
そ
う

て
幽
香
は
体
を

か
せ
空
に
飛
び
立

た

 
少
女

動
中

  
幽
香

こ
こ
が
都

 
幽
香
が
都
に

り
着
く
と
も
う
夕
方
だ

 
幽
香
人
間
達
が
や

り
多
い
わ

い
や

 
今
は
理
久
兎
の
家
を
探
さ
な
い
と



 第１１１話 どうしてこうなる

 
そ
う

え
て
幽
香
は

わ
れ
た
場
所
を
探
す
と

 
幽
香

結
界
が

ら
れ
て
い
る
わ

て
こ
と
は

 
こ
こ

 
幽
香
は
結
界
を
見

り
そ
し
て
そ
の
家
の

に
降
り
て
い

た

 
幽
香

へ

結

い
わ

 
幽
香
が
そ
う

て
い
る
と

 

 

お

減

た
な

 
幽
香

ん

何
か
し
ら

 
幽
香
が

の
し
た
方
向
を
見
る
と

 
幽
香

妖
怪

 
そ
の
目
の
前
に
は

日
見
た
従
者
達
亜
狛
耶
狛
で
は
な
く
金

の
女
性
の
妖
怪
だ

た

 

 

方

 
幽
香

 
ル

ミ
ア

 
理
久
兎
達
が

へ
下
見
に
行

て
約
数
時
間
後
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ル
 

フ

よ
く

た

 
ル

ミ
ア
は

か
ら
起

し
た

 
ル
 

あ
れ

理
久
兎
達
の

が
聞
こ
え
な
い
わ

 
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
達
の

が
聞
こ
え
な
い
の
に
気
づ
く

 
ル
 

あ

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
に

 
下
見
が
ど
う
の

て

て
た
わ

 
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
達
が

て
い
た
会
話
を
思
い
出
し
て
い
る
と

 
グ

 
ル

ミ
ア
か
ら

の

が
聞
こ
え
だ
す

 
ル
 
う

ん
何
か
食
べ
れ
る
物
は
な
い
か
厨
房
を

 
見
て
み
よ
う

 
そ
う

え
て
ル

ミ
ア
は
布
団
か
ら
出
て
厨
房
に
向
か
う
そ
し
て
ル

ミ
ア
が
厨
房
に
着
く
と

 
ル
 

う

ん
あ
れ

お
か
し
い
な

理
久
兎
の

 
こ
と
だ
か
ら
食
材
が
あ
る
は
ず
な
の
に

 
ル

ミ
ア
は
厨
房
を

サ
入
れ
し
て
い
る
そ
の
姿
は
ま
る
で
親
に

て
こ

そ
り
と
お
や



 第１１１話 どうしてこうなる

つ
を
探
す
子

の
よ
う
だ

 
ル
 

あ
れ

何
で
見
つ
か
ら
な
い
ん
だ

 
ル

ミ
ア
が
厨
房
を
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
理
由
は
簡
単
だ
昔
は
食
材
を

す
る
す
べ
が

少
な
く
す
ぐ
に

て
し
ま
う
の
だ

だ
か
ら

 
昔
の
人
達
は
食
材
を
買

た
ら
す
ぐ
に
食
べ
る
が
主
流
だ
だ
が
読
者
様
は
わ
か
る
か
も
し
れ

な
い
が
理
久
兎
に
は
奥
様
必
見
の
ア
イ
テ
ム
断
罪
神
書
が
あ
る

本
は
そ
の
中
に
食
材
を
い
れ

て
い
る
た
め
厨
房
に
は
食
材
が
な
い
の
だ

 
ル
 

は

し

う
が
な
い
部

に

ろ
う

 
ル

ミ
ア
は
食
べ
物
が
無
く
て

カ
リ
し
な
が
ら
自
分
の
部

に

て
い
く

 
ル
 

お

減

た
な

 
ル

ミ
ア
が
縁

を
歩
い
て
い
る
と

 
幽
香

妖
怪

 
と

を
か
け
ら
れ
そ
の
方
を
向
く
と

 
ル
 

方

 
こ
こ
ま
で
が
ル

ミ
ア
の
あ
ら
す
じ
だ
そ
し
て

人
が
出
会

て
し
ま

て
か
ら
の
会
話
に



 第六章【中章】輝夜姫の願い

る
 
ル
 

女
も
し
か
し
て
侵
入
者

 
幽
香

い
え
違
う
わ
私
は
理
久
兎
に

待
さ
れ
て

 
こ
こ
に
来
た
の
だ
け
ど

 
ル
 

怪
し
い
わ

人
間
な
ら
ま
だ
し
も

女
も

 
妖
怪
よ

 
幽
香

え

そ
う

う

女
こ
そ

 
ル
 

そ
し
て

女
か
ら
は

分
と

生

い

い
が

 
ま
と
わ
り
つ
い
て
る
わ

何
人
の
人
や

 
妖
怪
を
殺
し
た
の

 
幽
香

フ
フ

無

な
こ
と
を

う
の

そ
う

う

 

女
こ
そ
食
べ
た
妖
怪
の
数
は
数
え
て
い
る

 
の
か
し
ら

 

人
は

は
ポ

カ

フ

イ
ス
を
装

て
い
る
が
内
心
は

 
幽
香
恐
ら
く
あ
れ
は

分
の
手
練
れ
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ル
 
あ
の
妖
怪

見
た
た
感
じ
化
け
物
の
部

 
そ
し
て
つ
い
に

人
は

 
ル
 

や

り

女
を

し
に
は
出
来
な
い
わ

 
そ
う

て
ル

ミ
ア
は
手
に
闇
を
宿
す
か
と
思
う
と
そ
こ
か
ら
黒
い

を

製
し

え
る

 
幽
香

な
ら

女
を

し
て
理
久
兎
を
待
た
せ
て

 
も
ら
う
わ

 
幽
香
も
そ
う

い
お
気
に
入
り
の

を

え
そ
し
て

 

キ
ン

 
御
互
い
が
ぶ
つ
か
り
合

た
結
果
的
に
そ
れ
が
続
き
に
続
き
家
の
一
部
が

も
と
い

そ

し
て

が

れ

の
結
果
に
な

た
の
は

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

   
理
 

で

今
の
状
態
に
な

た
と

 
幽
香

そ
う

話
す
こ
と
は
話
し
た
わ

 
理
久
兎
も
こ
れ
に
は
絶
対
怒
る
わ
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ル
 

理
久
兎
ま
さ
か
怒

て
る

 
や

ち

た
な

 
ル

ミ
ア
と
幽
香
は
正
直
や
り
過
ぎ
た
と
心
か
ら
思

て
い
る
だ
か
ら
怒
ら
れ
て
し

う
が
な

い
と
思

て
い
た
の
だ
が

 
理
 

い
や
怒

て
は
い
な
い
よ

 
ル
 

え

だ

て

と
か
家
が

 
幽
香

普
通
は
こ
れ
に
は
怒

て

度
と

を

 
見
た
く
な
い

と
か

う
と
思

た
の

 
だ
け
ど

 
理
 

い
や
今
回
は
俺
の

ち
度
と
不
運
と
不
運
が

 

然

な

て
お
き
た
こ
と
だ

だ
か
ら

 
俺
は
怒
り
は
し
な
い
よ

て
か
今
は

 
そ
れ
よ
り
さ

 
幽
香

ん

 
ル
 

そ
れ
よ
り
何
よ



 第１１１話 どうしてこうなる

 
理
 

ど
う
や

て
こ
の
惨
状
を
人
間
達
か
ら

 

い
す
る
か
で
頭
を

ま
せ
て
る

 

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

 
幽
香

フ
フ
ア
ハ
ハ

 
ル
 

フ
フ
ハ
ハ
ハ

 
突
然

人
は

い
だ
し
た

 
理
 

ど
う
し
た
お
前
ら

 
幽
香

い
え
や

り

方
面
白
い
わ

 
ル
 

本
当

 
理
 

そ
う
か

 
幽
香

え

と

て
も

後

の
修
復
の
件
だ
け
ど

 
私
も
協
力
す
る
わ

 
理
 

え

 
幽
香

フ
フ

こ
れ
の
原
因
は
私
に
も
あ
る
の
だ
し

 
し

か
り
修
復
の
手
伝
い
は
す
る
わ
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ル
 

私
も
協
力
す
る
わ
よ

理
久
兎
こ
う
な

た

 
の
も
私
も
入
る
ん
だ
し
や
ら
せ
て
も
ら
う
わ

 
理
 

つ

て
も
ル

ミ
ア
お
前

大
丈
夫
か

 
ル
 

そ
ん
な
の
我

す
る
わ

 
幽
香

女
意
外
に
す
る
こ
と
は
す
る
の

 
ル
 

え

そ
れ
は
一

居
候
だ
し

 
幽
香

そ
う

 
理
 

そ
う
か

な

幽
香

 
幽
香

何
か
し
ら

 
理
 

も
う
日
も

い
し
今
日
は
泊
ま

て
い
き
な

 
幽
香

あ
ら
い
い
の
か
し
ら

 
理
 

あ

部

と
か
布
団
と
か
ク
ソ
み
た
い
に

 
あ
る
し
な

後

飯
だ
け
ど
簡
単
な
も
の
で

 
今
日
は
許
し
て
く
れ
よ

も
う
作
る
気
力

 
が
無
く
て
な



 第１１１話 どうしてこうなる

 
主
に
こ
の
惨
状
の
せ
い
で

 
幽
香

え

わ
な
い
わ

 
ル
 

私
も
良
い
わ
よ

 
理
 

そ
う

て
く
れ
る
と
助
か
る
よ

な
ら

 
俺
は
飯
を
作

て
く
る
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は
厨
房
に
向
か

た

 
ル
 

 
幽
香

何

 
ル
 

さ

き
は
悪
か

た
わ

 
幽
香

い
い
の
よ
私
も
悪
か

た
わ

 
ル
 

そ
う
い
え
ば
自

し
て
な
か

た
わ

 
私
は
ル

ミ
ア
よ

 
幽
香

ご

に
ど
う
も
私
は
風
見
幽
香
よ
ろ
し
く

 
ル
 

え

よ
ろ
し
く

 
こ
う
し
て

人
は
仲
直
り
し
た
の
で
あ

た

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
仕
事
を
終
わ
ら
せ



 第六章【中章】輝夜姫の願い

る
頃
に
は
晩
飯
ご
飯
と
味

と

の

き
も
出
来
上
が
り
そ
れ
を
皆
で
食
べ
て
今
日
は

た
そ
う
だ



 第１１２話 久々のメンバー

 
第
１
１
２
話
 
久
々
の
メ
ン
バ

 
あ
の
惨
状
が
あ

た
翌
日
理
久
兎
は
紫
に
頼
み
美
須
々
達
を

れ
て
き
て
も
ら
い
家
の
修
理
を

頼
ん
だ
の
だ

た

 
理
 

じ

頼
ん
だ
よ
美
須
々

 
美
 

あ
い
よ
理
久
兎
そ
れ
に
し
て
も

 
勇
儀

こ
れ
は

い
惨
状
だ
な

 
萃
香

理
久
兎
ど
う
し
て
こ
う
な

た
ん

 
だ
い

 
華
扇

本
当
に
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
よ

 
と

皆
か
ら

わ
れ
た
理
久
兎
は
若

れ
な
が
ら

 
理
 

ど
う
し
て
か

て

不
運
と
不
運
が

然

 

な

て
こ
う
な

た
ん
だ

 
そ
う
説
明
す
る

美
須
々
は
頭
を

き
な
が
ら

 
美
 

私
が
前
に
修

し
た
ば

か
な
の
に
な
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理
 

ア
ハ
ハ

お

ず
か
し
い

り
で

 
理
久
兎
が

い
を

か
べ
る
と
紫
が
理
久
兎
に
怒
り
だ
し
た

 
紫
 

だ
か
ら
私
は
あ
の
子
を

処
に
置
く
こ
と
を

 
反
対
し
た
の
よ
御
師
匠
様

 
そ
し
て
紫
も
こ
の
惨
状
を
見
て
結

大
騒
ぎ
に
な

た
が
何
と
か

ち
着
か
せ
れ
た
の
だ
が
今

も
こ
の
調
子
だ

 
理
 

ま

そ
う

う
な

て

跡
が
悪
い
方
に
進
ん
だ

 
だ
け
な
ん
だ
か
ら
さ

 
美
 

所
で
理
久
兎
さ

き
か
ら
気
に
な

て
た
ん

 
だ
が

 
理
 

ん

 
美
 

お
前
の
従
者
と
一

に
い
る
緑

の
女
性
は

 

だ

 
美
須
々
は
理
久
兎
に
幽
香
の
こ
と
を

る
な
お
幽
香
と
ル

ミ
ア
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

の
修
復
作

を
行

て
い
て

の
⻤
達
は
今
も
せ

せ
と
家
の
修
復
作

を
行

て
い
る
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理
 

あ

幽
香
の
こ
と

 
美
 

へ

幽
香

て

う
の
か

あ
の
妖
怪
は

 
強
い
の
か

 
美
須
々
が
そ
う
聞
い
て
く
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

強
い
よ
と

て
も

正
直
俺
も

戦
し
た

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
全
員
は

 
全
員
あ

も
う
殺
り
合

た
ん
だ

 
も
う
そ
れ
し
か

え
ら
れ
な
か

た

 
萃
 

へ

そ
ん
な
に
強
い
ん
だ

 
紫
 

な
ら
皆
さ
ん
に
教
え
て
お
き
ま
す
け
ど

 
あ
の
妖
怪
は

の
花
畑
の
妖
怪
よ

 
紫
が
説
明
す
る
と
華
仙
は

い
た

 
茨
 

花
畑

て
あ
の
花
畑
の

 
勇
 

知

て
る
の
か
華
扇

 
華
扇

え

結

な

に
な

て
る
わ
何
で
も
花
畑
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を

ら
す
妖
怪
は
全
員
皆
殺
し
に
す
る
と
か

 
生
き
て
は
帰
さ
な
い
と
か

 
理
 

合

て
る
よ
そ
し
て
家
を

し
た

人

  
家
が

さ
れ
て
テ
ン
シ

ン
が
物

く
下
が

て

え
て
い
た

そ
れ
を
見
て
い
た
⻤
達
は
話

を
変
え
る
こ
と
に
し
た

 
萃
香

え

と
じ

あ
の
金

の
子
は

 
萃
香
は
ル

ミ
ア
の
こ
と
に
対
し
て
理
久
兎
に

問
す
る

 
理
 

あ
の
子
は
ル

ミ
ア

今
現

こ
の
家
に
居
候

 
し
て
い
る
子
だ
よ

そ
し
て
家
を

し
た
子
の

 
も
う

人

 
紫
 

そ
し
て
御
師
匠
様
の

に

を
つ
け
た
子
よ

 
紫
が
理
久
兎
の
説
明
に
つ
け

し
を
す
る

し
か
も
何

だ
が
分
か
ら
な
い
が

 
理
 

お
い
お
い
紫

な
ん
か
今
日
は
ご
機
嫌

 
な
な
め
だ
な

 



 第１１２話 久々のメンバー

 
紫
 

別
に
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
わ

 
結

ご
機
嫌
な
な
め
だ

そ
し
て
紫
の
つ
け

し
を
説
明
を
聞
い
た
美
須
々
は

 
美
 

な
る

ど
な
紫
が

て
い
た
妖
怪
か

 
勇
儀

最
初
は
私
ら
も

い
た
が

 
華
扇

理
久
兎
の

を
見
た
ら
本
当
の
こ
と
な
の

 
萃
香

や

り
強
い

 
萃
香
が
強
い
か
を

て
く
る
⻤
達
は
本
当
に
戦
闘

き
な
者
が
多
い
と
思
い
つ
つ
理
久
兎
は

戦

た
感
想
を

べ
る

 
理
 

ま

強
い
よ

は

き
り

て

 
俺
も

断
し
た
し

 
勇
 

う

よ
し

戦
申
し
込
む
か

 
萃
香

私
も
行
く
か

 
と

人
は
仕
事
そ

ち
の
け
で
暴
れ
る
気
満
々
だ

そ
れ
を
見
た
理
久
兎
も
流

に
注
意

を
す
る

 
理
 

お

い

達

仕
事
を
し
て
く
れ
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美
 

本
当
だ
仕
事
し
ろ

そ
の
前
に
こ
こ
で
や
る
な

 
紫
 

こ
こ
で
や

た
ら
大
惨
事

 
理
由
こ
こ
は
都
だ
か
ら
だ
下
手
を
す
る
と
陰
陽
師
達
が
襲

て
く
る

日
の
ル

ミ
ア

幽

香
の
時
は
何
で
大
暴
れ
し
た
の
に
来
な
か

た
の
か
あ
れ
は
妖
力
や
能
力
を
あ
ま
り
出
さ
ず
そ
の

ま
ま
物
理
で
殴

た
り
し
た
か
ら
だ

後
は

に
も
理
由
が
あ
る
が
そ
れ
は
後
日
語
ら
れ
る
だ
ろ

う 
勇
 

す
み
ま
せ
ん
美
須
々
様

 
萃
香

つ
い
テ
ン
シ

ン
が
上
が

ち

て

 
華
扇

ま

た
く
美
須
々
様
私
達
も

の
⻤
の
手
伝
い

 
を
し
て
き
ま
す

 
美
 

あ

任
せ
る
よ
茨

こ
の

人
を

と
く
と

 
何
し
で
か
す
か
分
か
ら
な
い
か
ら
な

 
華
扇

分
か
り
ま
し
た

ら
行
く
わ
よ

人
共

 
萃
香

分
か

た
よ

 
勇
儀

分
か

た
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そ
う

い

て

人
は

の
⻤
達
の
加

に
向
か

た

 
美
 

す
ま
な
い

理
久
兎

 
理
 

い
や
俺
か
ら
頼
ん
だ
し

所
で
こ
の

 
修
復
作

は
い
つ
終
わ
る

 
美
 

そ
う
だ

れ
て
い
る
の
が
こ
の
一
部
で

 
そ
れ
で
い
て
私
ら
⻤
達
を
総
動
員
で
や

て
る

 
か
ら

今
日
の
夕
方
に
は
終
わ
る
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
の
テ
ン
シ

ン
は
少
し
上
が

た

 
理
 

そ
れ
は
助
か
る
よ

な
ら
今
日
の
お
礼
に

 

つ
か
酒
を

す
よ

 
理
久
兎
が
酒
を

す
と

た
こ
と
で
美
須
々
の
テ
ン
シ

ン
は
物

く
上
が

た

 
美
 

お

そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
を
聞
い
た

 
理
 

ま

そ
ん
な
に
期
待
は
す
る
な
よ

 
美
 

い
や
期
待
さ
せ
て
も
ら
う
さ
理
久
兎
が
持

て

 
く
る
酒
は
ど
れ
も
こ
れ
も

上
の
も
の
ば
か
り
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だ
か
ら

お

し

私
も
加
わ

て
さ

 
さ
と
終
わ
ら
せ
る
か

 
そ
う

て
ハ
イ
テ
ン
シ

ン
に
な

た
美
須
々
は

シ

で
修
復
作

に
入

て
い

た 
理
 

美
須
々
は
本
当
に
変
わ
ら
な
い
な

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

ど
う
し
た
紫

 
紫
が
改
ま

た
表
情
で
理
久
兎
に
話
し
か
け
て
来
る

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
の
目
は
も
う
見
え
な
い
の
で
す
か

 
理
 

何
で
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
ん
だ

 
紫
が
そ
の
事
を
聞
く
理
由
が
分
か
ら
ず
聞
く
と

 
紫
 

だ

て

日
目
も

を
し
て
い
る
か
ら

 
も
し
か
し
た
ら
と
思

て

 
紫
は
自
分
の
斬
ら
れ
た
目
の

が
気
に
な
る
よ
う
だ

そ
れ
に
対
し
て
の
返

を
紫
に

え

た
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理
 

ハ
ハ
ハ

安
心
し
な
よ
も
う
明
日
に
は

を

 
外
せ
る
か
ら
さ
そ
れ
に
目
も
見
え
て
い
る
か
ら

 
大
丈
夫
だ
よ

 
紫
 

そ
う
で
す
か
そ
れ
を
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た

 
紫
は
そ
れ
を
聞
い
て
内
心

と
し
て
い
た

 
理
 

本
当
に
心

性
だ
な

 
紫
 

そ
れ
は
心

も
し
ま
す

私
に
と

て
御
師

 
匠
様
と
い
う
存

は
家
族
で
も
あ
り
私
か
ら

 
す
れ
ば
父
親
な
ん
で
す
わ

 
そ
れ
を
聞
き
と
て
も
嬉
し
く
な

た

 
理
 

う
父
親

 
紫
 

ウ
グ

い
や
こ
れ
は

そ
の
物
の

え
と

 

う
か

そ
の

 
紫
は
自
分
か
ら

て
い
て

ず
か
し
く
な

た
よ
う
だ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

俺
は
い
い
娘
を
も
て
た
な
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紫
 

御
師
匠
様

 
理
久
兎
達
が
会
話
を
し
て
い
る
と

 
耶
狛

マ
ス

こ

ち
も
手
伝

て
よ

 
亜
狛

マ
ス

お
願
い
し
ま
す

 
亜
狛
と
耶
狛
に
手
伝

て
く
れ
と
お
呼
び
が
掛
か
る

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
俺
も
手
伝
う
か
な

 
紫
 

御
師
匠
様

私
も
手
伝
い
ま
す
よ

 
理
 

そ
う
か
な
ら
行
こ
う
か

 
紫
 

え

 
そ
う

い
い
理
久
兎
と
紫
も
復
旧
作

を
手
伝
う
の
だ

た
そ
し
て
手
伝

て
く
れ
た
皆
の
お

陰
で

と
一
部
が

れ
た

も
夕
方
に
は
元
に

た
そ
う
だ



 第１１３話 少し静になりました

 
第
１
１
３
話
 
少
し
静
に
な
り
ま
し
た

 
家
の
修
復
が
終
わ

て
か
ら

間
が

過
し
た

家
と

の
修
復
作

が
終
わ

た
後
⻤

達
は
自
分
が
あ
げ
た
お
土
産
の
酒
を
持

て
ご
機
嫌
に
ス
キ
マ
で
帰

て
い

た

そ
し
て
そ
の

翌
日
に
は
体
と

に

い
て
い
た

を
外
し
た

の

は
一
文

に
な

た
が
目
は
見
え

て
い
る
か
ら
問

な
い

そ
し
て
今
現

の
時

前

時
で
俺
は
何
を
し
て
い
る
か
と
い
う

と 
理
 

ふ

は

 
カ

ン

 
久
々
の

り
を
し
て
い
る
懐
か
し
の
手
刀
を
し
て

 
理
 

こ
れ
で
３
０
０

 
こ
こ
最
近
は
仕
事
を
し
て
い
る
せ
い
か
修
行
を
ま
た
怠

た
と
感
じ
こ
う
い
う
風
に
体
を
朝

く
の

か
ら
や
り
始
め
た
の
だ
ぶ

ち

け
ル

ミ
ア
の
あ
れ
は
正
直
目
の
戦
い
方
に
と
ら

わ
れ
す
ぎ
た

だ
か
ら

人
的
に
は
目

し
を
し
て
心

の
修
行
を
し
た
い
と
思

て
い
る
ん
だ

が
や
る

が
な
い
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理
 
こ
れ
で
風
呂
に
使
う

は

し
た
か
ら
後
は

 
そ
う

え
て
い
る
と

 
幽
香

あ
ら

理
久
兎
起
き
て
た
の

 
何

か
わ
か
は
な
い
が
幽
香
が
俺
に
向
か

て
歩
い
て
く
る

 
理
 

う
ん

あ

い
つ
も
こ
の
時
間
に
は
起
き
て
る
よ

 
そ
れ
よ
り
幽
香
は
な

こ
の
時
間
に

 
幽
香

と
り
あ
え
ず

間

ど
お
世
話
に
な

た

 
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
身

度
を

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
幽
香
は

泊

日
で
俺
の
家
に
泊
ま

て
い
た
の
だ

つ
ま
り
そ
ろ
そ

ろ
帰
ろ
う
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
理
 

う
そ
う
か

ど
う
だ

た

 
幽
香

何
が

 
理
 

俺
達
の
暮
ら
し
と
い
う
か
な
ん
と
い
う
か

 
理
久
兎
は
幽
香
に
自
分
達
の
生
活
を
見
て
の
感
想
を
聞
い
て
み
る

 
幽
香

そ
う

な
ん
と
い
う
か
人
間

い
妖
怪



 第１１３話 少し静になりました

 

方
は

 
幽
香
は
そ
う
い
う
が
理
久
兎
の
内
心
は

 
理
 
い
や
俺
妖
怪
じ

な
く
て
神
の
部

 
な
ん
だ
け
ど

 
神
だ
が
そ
れ
は

わ
な
い
よ
う
に
心
に

し
込
む

 
幽
香

そ
れ
か
ら

方
の
従
者
た
ち
中
々
面
白
い
わ

 
理
 

そ
う
か

俺
は
よ
く
分
か
ら
ん
が

 
幽
香

フ
フ

方
は
良
い
従
者
を
持

た
わ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ま

あ
の

人
は
俺
が
気
に

 
入

た
か
ら
従
者
に
し
た
し

 
幽
香

そ
う

 
理
 

飯
は
食

て
か
な
く
て
い
い
の
か

 
と

理
久
兎
が
聞
く
と
幽
香
は

で
そ
れ
に

え
る

 
幽
香

大
丈
夫
よ

 
理
 

そ
う
か
い
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幽
香

さ
て
私
も
そ
ろ
そ
ろ
行
く
わ

 
理
 

あ

そ
れ
と
幽
香

 
幽
香

ん

何
か
し
ら

 
理
 

虐
殺
す
る
の
も
程
々
に
な

 
つ
ま
り
や
り
過
ぎ
る
の
は
注
意
と

う
と
幽
香
も

 
幽
香

御

告
あ
り
が
と
う

そ
う
い
う

方
も

 
こ
れ

わ
ず
に
情
け
を
掛
け
す
ぎ
て
死
な
な

 
い
よ
う
に

死
ん
だ
ら
私
の
楽
し
み
が
な

 
く
な

て
し
ま
う
か
ら

 
理
 

ハ
ハ

心
に

ん
で
お
く
よ

 
幽
香

フ
フ

お

と
日
が
出
始
め
て
き
た
わ

私
は

 
も
う
行
く
わ

方
の
従
者
達
に
よ
ろ
し
く

 
理
 

あ

ま
た
遊
び
に
来
な
よ

 
幽
香

え

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ
そ
れ
じ

 
そ
う

て
幽
香
は
空
に
向
か

て
飛
ん
で
い

た
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理
 

さ
て
俺
も
朝
飯
を
作
る
か

そ
の
前
に
こ
の

 

を
ま
と
め
て
お
く
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は

を
簡
単
に
ま
と
め
て
か
ら
厨
房
に
向
か
い
朝
食
を
作
り
始
め
た

数

時
間
後

亜
狛

耶
狛

ル

ミ
ア
が

て
い
る
部

で
は

 
チ

ン
チ

ン
チ

ン
チ

ン

 

の

が
さ
え
ず
る

が
聞
こ
え
る
そ
れ
に

え
る
よ
う
に

 
亜
狛

う

ん
は

 
ま
ず
先
に
亜
狛
が
起
き
出
し
た

 
亜
狛

も
う
朝
か

お

い
耶
狛
起
き
ろ
朝
だ

 
そ
う

て
何
時
も
の
よ
う
に
自
分
の
布
団
に
潜
り
込
ん
で
一

に

て
く
る
耶
狛
を
起
こ

す 
耶
狛

う

ん
も
う
朝

 
そ
し
て
耶
狛
も
目
を

り
な
が
ら
起
き
出
す

 
亜
狛

ル

ミ
ア
さ
ん
も
起
き
て
く
だ
さ
い

 
ル
 

ふ

も
う
少
し
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亜
狛

メ
で
す

ら
行
き
ま
す
よ

 
ル
 

わ
か

た
わ
よ

 
そ
う

て
ル

ミ
ア
は
布
団
か
ら
出
る

 
亜
狛

ら
耶
狛
も
起
き
る

 
耶
狛

う
ん

わ
か

た
よ
お
兄
ち

ん

 
耶
狛
も
眠
た
そ
う
に
布
団
か
ら
出
る

 
亜
狛

さ
て
マ
ス

が
朝
飯
を
作

て
く
れ
て
い
る

 
は
ず
だ
か
ら
行
く
よ

 
耶
狛

お

 
ル
 

な
ら
行
き
ま
し

う

 

人
は
何
時
も
の
よ
う
に
理
久
兎
の
も
と
に
向
か

た

 
亜
狛

マ
ス

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
耶
狛

お
は
よ
う
マ
ス

 
ル
 

お
は
よ
う
理
久
兎

 
そ
う

て
厨
房
に
い
る
理
久
兎
に

を
す
る



 第１１３話 少し静になりました

 
理
 

お
は
よ
う

人
共

と
り
あ
え
ず
飯
が

 
出
来
た
か
ら
運
ん
で
く
れ

 
そ
し
て
今
日
の
メ
ニ

は
御
飯

味

き

物

物
と
普
通
の
朝
食
だ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

あ
れ

人
少
な
く

 
な
い
で
す
か

 
耶
狛

あ
れ

本
当
だ

 
ル
 

作
り
間
違
え
た
の
理
久
兎

 
流

の

人
だ

す
ぐ
に
数
が
な
い
事
に
気
が
つ
い
た

 
理
 

い
や
幽
香
が
家
に
帰

て
い

た
か
ら

 

人
分
少
な
い
ん
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
で
す

え

 
耶
狛

え

幽
香
ち

ん
帰

ち

た
の

 
ル
 

私
達
に
何
も

わ
ず
に
帰

た
の

 
理
 

後

人
に
よ
ろ
し
く
だ

て

 
ル

ミ
ア
の

葉
に

正
す
る
よ
う
に
伝
え
る

そ
し
て

人
は
ち

と

そ
う
に
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亜
狛

そ
う
で
す
か
幽
香
さ
ん
も
マ
ス

と

 
同
じ
で
自
由
で
す

 
耶
狛

本
当
だ

 
ル
 

そ
ろ
そ
ろ
運
ば
な
い

 
ル

ミ
ア
が
亜
狛
と
耶
狛
に
提
案
す
る

 
亜
狛

あ

そ
う
で
す

く
食
べ
て
今
日
の

 
仕
事
を
し
な
い
と

 
耶
狛

そ
う
だ

た

急
が
な
い
と

ル

ミ
ア
ち

ん

 

く

 
ル
 

ち

と
待

て
よ

 

人
は
そ
う

て
テ

ブ
ル
の
あ
る
部

に
食
事
を
持

て

動
し
た

 
理
 

ま

た
く
せ
か
せ
か
し
ち

て

 
そ
う

て
理
久
兎
も

動
し
て
朝
食
を
食
べ
始
め
た



 第１１４話 あの子は

 
第
１
１
４
話
 
あ
の
子
は

 
幽
香
が
家
に
帰

て
い

て

時
間
後

 
理
 

お
前
ら
も
お

れ
さ
ん

 
亜
狛

お

れ
さ
ま
で
す
マ
ス

 
耶
狛

お

れ
さ
ま
ん
す

 
ル
 

だ
ん
だ
ん

れ
て
き
た
わ

 
ル

ミ
ア
は

間
の
間
で
見
違
え
る
よ
う
に
変
わ

た

最
初
は
掃
除
な
ど
が
出
来
な
か

た
が
今
で
は
普
通
に
掃
除
を
し
て
い
る

そ
し
て

番

い
た
の
は

の
時
間

に
外
に
出
る

の
は

か
と
思

た
が
案
外
そ
う
で
も
な
く
最
初
の
日
の
光
が
弱
か

た
の
は
ず

と
闇
の
中

に
い
て
目
が

れ
て
い
な
か

た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
自
分
は
こ
こ
最
近
常
々
思

て
い

た
り
す
る

 
亜
狛

マ
ス

今
日
の
晩
飯
は

 
理
 

今
日
は

き

で
い
こ
う
か
な
と

 
耶
狛

因
み
に
マ
ス

き

は
何
の
味

け
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理
 

う

ん

た
れ
味
と

の

方
で
や
る
予
定
だ
よ

 
定
番
の
味

け
を

え
る

す
る
と
ル

ミ
ア
は

き

と
い
う
物
を
知
ら
な
い
の
か

 
ル
 

そ
の

て

美
味
し
い
の

 
理
 

あ

い
よ
酒
と
飲
む
も
良
し

と
合
わ
せ
て

 
食
う
も
良
し
と
最
高
の
料
理
だ
よ

 
ル
 

へ

そ
う
な
の

 
理
 

さ
て
と
俺
は
買
い
出
し
に
行

て
来
る
か
ら

 

守
番
は
頼
む
よ

人
共

 
立
ち
上
が
り
体
を

ば
す
と

 
亜
狛

え

マ
ス

が
買
い
出
し
に

 
行
く
ん
で
す
か

 
理
 

う
ん

そ
の
つ
も
り
だ
が
悪
い
か

 
耶
狛

い
や
な
ん
と
い
う
か
何
時
も
は
大
体
私
達

 
に
任
せ
て
る
か
ら

 

人
は
そ
う

う
が
実

人
に
は
ま
だ
仕
事
が

て
い
る

そ
の
た
め
自
分
が



 第１１４話 あの子は

 
理
 

あ

だ

て
お
前
ら
ま
だ

り
の
仕
事
を
終

 
え
て
な
い
だ
ろ
そ
れ
に
散
歩
も
か

て

 
亜
狛

そ

そ
う
で
す
か

え

と
所
で
マ
ス

 
仕
事
は

 
仕
事
に
つ
い
て
聞
か
れ
る

だ
が
そ
の

え
は
と
う
に
出
て
い
る

 
理
 

安
心
し
ろ
も
う
終
わ
ら
せ
た

・

・

 
耶
狛

お

い

 
亜
狛

今
回
は
お

い
よ
う
で

 
ル
 

行
か
な
く
て
良
い
の
理
久
兎

 
今
の
会
話
で

分
過
ぎ
た
模
様

 
理
 

お

と

な
ら
俺
は
行
く
よ
そ
れ
と

 
亜
狛

ん

 
耶
狛
・
・

 
ル
 

何
か
し
ら

 
理
 

も
う
期
間
は
過
ぎ
た
し

や

て
良
い
よ
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も
う
か
れ
こ
れ

間

を
禁

し
た
か
ら
も
う
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
自
分
は

を
解
禁
し
た

で
も
自
分
は
あ
れ
を

と
思

た
こ
と
は

度
も
な
い
が

 
亜
狛

本
当
で
す
か

オ

シ

 
耶
狛

や

た

 

人
に
と

て
の

楽
が
解

さ
れ
て
盛
大
に
喜
ん
だ

 
ル
 

何

こ
の
喜
び
よ
う

 
な
お
ル

ミ
ア
は
知
ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い

 
理
 

で
も
次
も
何
か
ま
た

し
て
み
ろ
よ
そ
の
時
は

 

間
禁

と
か
前
み
た
く

制
裁
と

 
き
程
度
の

置
じ

ま
せ
な
い
か
ら
な

 
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に

く

し
を
掛
け
る

 
亜
狛

さ

流

に
次
は
き

気
を
つ
け
ま
す

 
耶
狛

う

う
ん

 
結
果

人
の
記
憶
に

ま
れ
た
恐
怖
が

り

人
は

は

ざ
め
て
い
た

 
ル
 

え

こ
の

人
が
こ
ん
な
に
ビ
ビ
る

て



 第１１４話 あの子は

 
い

た
い
何
を
し
た
の

 
理
 

ル

ミ
ア

 
ル
 

え

な

何
よ

 
理
久
兎
は
ル

ミ
ア
に
そ

と
近
づ
い
て

に
手
を
お
い
て

で

 
理
 

世
の
中
に
は
知
ら
な
い
方
が

せ
な
こ
と
も

 
あ
る
ん
だ
よ

 
ル
 

は

は
い

ロ

 
ル

ミ
ア
は
こ
れ

上
模
索
す
る
の
は

め
た

 
理
 

じ

今
度
こ
そ
行
く

 
そ
う

て
理
久
兎
は
買
い
出
し
に
出
掛
け
た
の
だ

た

た

人
は

 
亜
狛

え

と
耶
狛

ル

ミ
ア
仕
事
を
お
わ
ら

 
せ
る
か

 
耶
狛

そ

そ
う
だ

終
わ

た
ら

を
し
よ

 
亜
狛

そ
う
だ
な

 
耶
狛

行
こ
う
ル

ミ
ア
ち

ん
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ル
 

そ

そ
う

 
こ
う
し
て

人
は
仕
事
に
取
り
か
か
る
の
だ

た

そ
し
て
外
出
中
の
理
久
兎
は

 
理
 

少
し
や
り
す
ぎ
た
か

ま

い

か

 
こ
の
調
子
で
市
場
の
方
に
向
か

た

 
神
様

動
中

 
理
 

さ
て
と
ま
ず
は
ど
れ
か
ら
手
を

け
て

 
い
こ
う
か

 
そ
う

い
な
が
ら
歩
い
て
い
る

り
を
見
回
し
て
い
る
と

 
理
 
あ
れ

て
も
こ
ち

ん

 
理
久
兎
が

然
見
た
先
に
は
市
場
の
店
の

で

を

え
な
が
ら
座

て
い
る
妹
紅
の
姿
が

あ

た
そ
し
て
そ
の
様
子
を
見
て
分
か
る
事
は

テ
ン
シ

ン
が

い

こ
れ
は
何
か

あ

た
の
か
が
す
ぐ
に
分
か
る

 
理
 

何
で

人
で
い
る
ん
だ

と
り
あ
え
ず

を

 
掛
け
て
み
る
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
妹
紅
の
も
と
に
近
づ
き



 第１１４話 あの子は

 
理
 

も
こ
ち

ん

 
妹
紅
に

を
掛
け
る
す
る
と
妹
紅
は

を
あ
げ
て
自
分
を
見
る
と

 
妹
紅

り

理
桜
さ
ん

う

グ

 
理
久
兎
の

を
見
て
何

か

き
出
し

 
理
 

え

も
こ
ち

ん

 
妹
紅

ウ

ン
理
桜
さ

ん

 
そ
し
て
大

を
し
た
の
だ

た
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第
１
１
５
話
 
遊
び
に
来
な
よ

 
妹
紅

ウ

 
理
 

え

ち

も
こ
ち

ん

 
理
久
兎
も
突
然
の
こ
と
過
ぎ
て
ど
う
対
処
す
れ
ば
良
い
か
直
ぐ
に

え
も
で
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ

か
こ
れ
を
見
た
市
⺠
達
は

 
市
⺠

え

女
の
子
が

い
て
る

 
市
⺠

あ
の
男
が

か
せ
た
の

 
市
⺠

あ
れ
は
理
桜
さ
ん
じ

な
い
か

 
市
⺠

何
で
理
桜
さ
ん
が
女
の
子
を

か
せ

 
て
る
ん
だ

 
市
⺠

て
か
あ
の
子

て

か
に
不
比
等
さ
ん

 
の
娘
さ
ん
じ

 
と

り
の
人
間
達
か
ら

異
の
目
で
見
ら
れ
て
い
た

そ
れ
を
感
じ
た
理
久
兎
も

 
理
 
ど

ど
う
す
る
こ
こ
じ

目
立
つ
し
な



 第１１５話 遊びに来なよ

 
仕
方
な
い

 
そ
う

え
た
理
久
兎
が
と

た
行
動
は
ま
ず
妹
紅
に
提
案
を
し
た

 
理
 

と

と
り
あ
え
ず
も
こ
ち

ん

こ
こ
じ

 
目
立
つ
し
少
し
場
所
を

動
し
よ
う

な

 
理
久
兎
の
提
案
を
聞
い
て
妹
紅
は

き
な
が
ら

 
妹
紅

グ

う
ん

 
そ
の
返
事
を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

な
ら

動
し
よ
う

よ
し
そ
う
し
よ
う

 
そ
う

い
理
久
兎
と
妹
紅
は
場
所
を

す
こ
と
に
し
た

 
神
様

少
女

動
中

 
理
 

こ
こ
で
良
い
か

 
理
久
兎
が
選
ん
だ
ら
場
所
は

 
妹
紅

こ
こ
は

 
理
 

俺
の
行
き
つ
け
の

か
ん
み
ど
こ
ろ

味
処
さ

 

味
処
そ
れ
は
現
代
で
分
か
り
や
す
く

う
と
和
の
ス
イ

ツ
店
だ
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理
 

入
ろ
う
か

 
妹
紅

う

う
ん

 
そ
う

い

人
は
店
の
中
に
入
る
と
妹
紅
よ
り
ち

い
年
上
の
女
性
店
員

娘
が
話
し

か
け
て
く
る

 
女
店

い
ら

し

あ
ら

理
桜
さ
ん

 
理
 

よ

 
店
員

珍
し
い
何
時
も
は
亜
狛
さ
ん
と
耶
狛
ち

ん

 

れ
て
る
の
に

お

人

 
理
 

い
い
や

こ
の
子
も
頼
む
よ

 
妹
紅

ど

ど
う
も

 
店
員

あ
ら
そ
う
な
の

お

人
さ
ん

奥
の
座

 
が
空
い
て
い
る
け
ど

 
理
 

そ
こ
で
い
い
よ

 
店
員

分
か
り
ま
し
た
奥
へ
ど
う

 
そ
う

い
女
性
の
店
員
は
理
久
兎
と
妹
紅
を
奥
の
座

に
案
内
さ
せ
る



 第１１５話 遊びに来なよ

 
女
店

は
い
こ
れ
お
品
書
き

ん
じ

私
は
元
の

 
持
ち
場
に

る
わ

 
そ
し
て
お
品
書
き
メ
ニ

を
理
久
兎
達
に
渡
し
て
女
性
の
店
員
は
自
分
の
持
ち
場
に

た 
理
 

さ

て
何
を
食
べ
よ
う
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
お
品
書
き
を
見
て
い
る
と

 
妹
紅

理
桜
さ
ん

 
理
 

ど
う
し
た
の
も
こ
ち

ん

 
妹
紅

こ
こ
の
メ
ニ

で
ど
れ
が
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い

 
の
だ
け
ど

 
ど
れ
を
頼
め
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

そ
れ
な
ら
お
す
す
め
を

え
た

 
理
 

う

ん
そ
う
だ

な
ら

ん
ざ
い
は

 
妹
紅

ん
ざ
い

 
理
 

そ

こ
こ
の

ん
ざ
い
は

回
は
食
べ
て

 
お
く
べ
き
だ
よ
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妹
紅

そ

そ
う

な
ら
そ
れ
で

 
理
 

了
解

な
ら
俺
も
何
時
も
の
よ
う
に

ん
ざ
い

 
に
す
る
か
な

お

い
注
文
頼
む
よ

 
理
久
兎
達
は
何
を
頼
む
か
を
決
め
て
さ

き
の
女
性
の
店
員
を
呼
び
出
す

 
店
員

は

い
理
桜
さ
ん
ご
注
文
は

 
理
 

い
つ
も
の

つ
で

 
女
店

は
い
か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う

い
女
性
の
店
員
は
厨
房
に
い
る
で
あ
ろ
う
父
親
に
メ
ニ

を
伝
え
に
い

た

 
妹
妹

と
こ
ろ
で
理
桜
さ
ん

 
理
 

ど
う
し
た

 
妹
紅

そ
の

は

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
の

に
あ
る

目
の

が
気
に
な
る
よ
う
だ

 
理
 

あ

こ
れ

少
し
ド

て

 
と

う
が
心
の
中
で
は

 
理
 

妖

怪

ル

ミ
ア
に
殺
ら
れ
た
な
ん
て
い
え
な
い



 第１１５話 遊びに来なよ

 
そ
う
思

た

妖
怪
に
や
ら
れ
た
何
て

え
ば
大
惨
事
だ

 
妹
紅

そ

そ
う
な
ん
だ

 
理
 

そ
う

う
妹
紅
ち

ん
は
ど
う
し
て
あ
ん
な

 
所
に

し
か
も
急
に

き
つ
い
て

 
理
久
兎
は
ド
直

に
妹
紅
に
何

い
て
い
た
の
か
を
聞
く
と

 
妹
紅

 
下
を
向
い
て

て
し
ま

た

 
理
 

ま

語
り
た
く
な
い
な
ら

わ
な
い
よ

 
と
流

の
理
久
兎
も
そ
の
空
気
に
や

と
気
づ
い
て
無
理
に
と
は
と

う
と
妹
紅
は
も
う
一

度
理
久
兎
の
方
を
向
い
て

 
妹
紅

い
や

話
す
よ

何
で
私
が
彼
処
に
居
た
の
か

 
を
こ
れ
は
父
の
友
で
あ
る
理
桜
さ
ん
に
も
聞
い

 
て

し
い
か
ら

 
理
 

そ
う
か

な
ら

話
し
て
ご
ら
ん

 
そ
う

う
妹
紅
は
淡
々
と
語
り
だ
し
た

自
分
の
父
で
あ
る
藤
原
不
比
等
の
変
わ
り
よ
う
を
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つ
い
こ
の
間
ま
で
は
妹
紅
の
こ
と
を
愛
し
て
く
れ
て
い
た
父
が
妹
紅
の
こ
と
を
見
て
く
れ
な
く

な

た
こ
と
明
る
か

た
父
が
や
さ
ぐ
れ
た
こ
と
全
て
を
理
久
兎
に
話
し
た

 
理
 

本
当
か
よ
あ
の
不
比
等
さ
ん
が
か

 
妹
紅

う
ん

そ
れ
所
か
お
父
さ
ん

日

術
の

 
よ
う
に

輝
夜
姫

輝
夜
姫

て
今
ま
で

 
お
父
さ
ん
を
見
て
き
た
け
ど
あ
ん
な
の
は
私
の

 
知

て
い
る
お
父
さ
ん
じ

な
い

 
こ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
心
の
中
で

い
た

 
理
 
う
わ

そ
れ
は
さ
す
が
の
俺
も
少
し
引
く

 
若

引
い
た

そ
れ
も
そ
う
だ

間
ち

い
前
ま
で
は
不
比
等
は
理
久
兎
と
も
ま
と
も
に

会
話
で
き
て
い
た
し

な
に
よ
り
妹
紅
の
こ
と
も
気
に
か
け
て
い
た

そ
れ
が

間
で
こ
こ

ま
で
変
わ

た
こ
と
に
理
久
兎
は
少
し
ば
か
し
だ
が
恐
怖
を
覚
え
た

 
妹
紅

あ
ん
な
お
父
さ
ん
を
見
る
も

え
れ
な
く
て

 
そ
れ
で
家
を
飛
び
出
し
て
そ
し
た
ら

子
に

 
な

た
と
こ
ろ
に
理
桜
さ
ん
が



 第１１５話 遊びに来なよ

 
理
 

そ

そ
う
だ

の
か

ま

そ
れ
り

心

い

 
よ

 
理
久
兎
と
妹
紅
が
そ
う
話
し
て
い
る
と

 
店
員

お
待
ち
ど
う
さ
ま

ん
ざ
い

つ

 
女
性
の
店
員
が
こ
の
店
の

メ
ニ

ん
ざ
い
を

つ
持

て
き
た

 
理
 

お

あ
り
が
と
う

 
店
員

え

ご

く
り

 
そ
う

い

て
女
性
の
店
員
は
ま
た
自
分
の
持
ち
場
に

る

 
理
 

じ

頂
こ
う
か

め
ち

う
し

 
妹
紅

う

う
ん

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

い

人
は
食
べ
始
め
る

 
妹
紅

お

美
味
し
い

 
理
 

い
け
る
だ
ろ

 
妹
紅

と

て
も
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そ
う

い
な
が
ら
会
話
を
し
て

ん
ざ
い
を
食
べ
終
え
る

 

人

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

な

妹
紅
ち

ん

 
妹
紅

な
に

理
桜
さ
ん

 
理
 

妹
紅
ち

ん
は
何
時
家
に
帰
る
の

 
妹
紅

 
妹
紅
は
話
さ
な
い

結

惑

て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

な
ら
さ
俺
の
家
に
来
る
か
い

 
妹
紅

え

 
理
 

ハ
ハ
ハ

帰
り
た
く
な
い
な
ら
少
し
の
間

 
俺
の
家
で
遊
ん
で
い
け
ば
い
い
よ

 
妹
紅

で
も

惑
じ

 

惑
だ
ろ
う
と
思

て
な
の
か
遠
慮
し
て
い
る

い

 
理
 

惑
な
ん
て
あ
る
訳
が
な
い
よ

亜
狛
と
耶
狛

 

に
も

ル

ミ
ア

居
候
が
今
俺
の
家
に
住
ん
で
る
け
ど



 第１１５話 遊びに来なよ

 
人
や

人
増
え
た
所
で
変
わ
ら
な
い
し

 
そ
れ
に

 
妹
紅
・
・

 
理
 

不
比
等
さ
ん
を
少
し
心

さ
せ
て
あ
げ
な
さ
い

 
妹
紅

え

 
理
 

自
分
の
娘
の
面

も
見
れ
な
い
何
て
の
は
俺
か
ら

 
見
れ
ば
そ
ん
な
奴
は
親
と
は
い
え
な
い
そ
ん
な
親

 
を
少
し
は
心

さ
せ
る
の
も
子

の
特

だ
よ

 
理
久
兎
は
義
理
と
は
い
え
娘
で
あ
る
紫
を
男
手

つ
で
育
て
上
げ
た
の
だ

そ
う
い
う
父
親

の
視
点
で

え
て
理
久
兎
は
妹
紅
に
提
案
し
た
の
だ

 
妹
紅

な
ら
行

て
も
い
い

 
理
 

迎
す
る
よ
も
こ
ち

ん

 
妹
紅

あ
り
が
と
う

理
桜
さ
ん

 
理
 

ハ
ハ

そ
う
と
決
ま
れ
ば
さ

さ
と
行
く
か

 
お
勘
定
テ

ブ
ル
に
置
い
て
お
く
よ
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そ
う

い
勘
定
を
テ

ブ
ル
に
置
く
と
店
員
が

で

 
店
員

ま
い
ど

ま
た
来
て

理
桜
さ
ん

 
理
 

お
う

 
妹
紅

あ
り
が
と
う

美
味
し
か

た
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
と
妹
紅
は

味
処
を
出
る

 
理
 

も
こ
ち

ん

 
妹
紅

ど
う
し
た
の

 
理
 

お
つ
か
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど
少
し

き
合

て

 
も
ら
え
る
か
い

 
妹
紅

い
い
よ
行
こ
う

 
理
 

ハ
ハ

悪
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
妹
紅
は
お
つ
か
い
を
す
る
の
で
あ

た



 第１１６話 やらかしました

 
第
１
１
６
話
 
や
ら
か
し
ま
し
た

 
妹
紅

理
桜
さ
ん

て

族
だ
よ

 
理
 

う
ん

そ
う
だ

 
妹
紅

な
ら
な
ん
で
使
い
の
人
達
に
こ
う
い
う
仕
事

 
さ
せ
な
い
の

 
今
現

の
状

は
買
い
物
が
終
わ
り
自
分
の
拠
点
に
向
か

て
い
る
と
こ
ろ
だ

そ
し
て
何
で

妹
紅
が
そ
う

う
こ
と
を

う
か
と
い
う
と
今
の
理
久
兎
の
姿
は

族
の
服
を
着
た
状
態
で

負
い
カ
ゴ
を

負
い
な
お
か
つ
い

い
の

が
積
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ

こ
う
見
る
と

族

の
感
覚
だ

 
妹
紅

亜
狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
が
い
る
の
に

 
理
 

え

と
だ

あ
の

人
は
仕
事
が
あ

て

 
そ
れ
を

け
て
る
か
ら
手
が
空
い
て
い
な
く

 
て

そ
れ
で
運
動
が
て
ら
俺
が
買
い
物
を
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妹
紅

そ

そ
う
な
ん
だ

あ
れ

亜
狛
さ
ん
と

 
耶
狛
さ
ん
の

に
従
者
や
小
間
使
い
は
い
な

 
い
の

 
理
 

い
な
い

い
て
も
居
候
だ
け
ど
あ
の
子
は

 
あ
の
子
で
外
に
出
す
と
何
か
を
や
ら
か
し
か

 
な
い
か
ら
家
で
家
事
を
や
ら
せ
て
る
し

 
妹
紅

理
桜
さ
ん
の
家

て
ま
さ
か
魔

 
妹
紅
の
ツ

コ
ミ
が
入
る

実

は
人
外
魔

と
い
う
の
あ
り

て
い
る
事
は
正
し
い

 
理
 

ま

合

て
る
か
な

 
妹
紅

え

 
理
 

お

と
見
え
て
き
た

 
妹
紅

え

と

あ
の
家

 
妹
紅
は
自
分
の
家
を
見
て

む

妹
紅
の
家
と
対
し
て
変
わ
ら
な
い

な
の
だ
が
そ
こ
は
気
に

す
る
の
は

め
た

 
理
 

も
こ
ち

ん
お
い
で
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理
久
兎
は
門
を
開
け
て
妹
紅
を
呼
ぶ

 
妹
 

え

う

う
ん

こ
の
家
で
理
桜
さ
ん

 
合
わ
せ
て

人
な
ん
だ

 
こ
う
し
て
理
久
兎
と
妹
紅
は
門
を
通

て

関
の
方
に
向
か

て
歩
く

 
理
 

ふ

買
い
物
を
終
わ

た
し
飯
を
作
る
か

 
妹
紅

え

り

理
桜
さ
ん
が
何
時
も
ご
飯
の

 

度
を
し
て
い
る
の

 
理
 

そ
う
だ
よ

 
こ
れ
を
聞
い
た
妹
紅
は
あ
り

な
い
と
い

た

を
し
て
い
た

恐
ら
く
本
当
に

族
な
の
か

と
思

て
い
る
よ
う
だ

そ
し
て
妹
紅
が

え
て
い
る
と
亜
狛
と
耶
狛
そ
れ
に
ル

ミ
ア
が
近

い
て
く
る
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 
し
ま

た

亜
狛
と
耶
狛
そ
れ
に
ル

ミ
ア
に

 
伝
え
る
の

れ
て
た

何
と
か
し
な
い
と

 
そ
う
理
久
兎
は
前
み
た
く
亜
狛
と
耶
狛
の
脳
内
で
会
話
す
る
の
を

れ
て
帰

て
き
て
し
ま

た
の
だ
そ
う
な
る
と
こ
の
式
が
成
り
立
つ
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妹
紅
が
来
る
こ
と
を
伝
え
て
い
な
い

ト
ラ
ン
ス
の
指
輪
で
姿
を
人
間
の
姿
に
し
て
い
な
い
か

ら
獣
耳
と

が
目
立
つ

妖
怪
だ
と
か
と
思
わ
れ
そ
の
情
報
が
外
に
流
出

陰
陽
師
達
が
襲

て
く
る

 
の
結
果
に
な
り
か

な
い
そ
う

え
た
理
久
兎
の
行
動
は
簡
単
だ

た

  
亜
狛

あ

マ
ス

お
か
え

 

シ

 
耶
狛

マ
ス

 

シ

 
理
久
兎
が
し
た
こ
と
は
単

だ

シ

で
妹
紅
に
気
づ
か
れ
る
前
に
亜
狛
と
耶
狛
の

に
ア

イ
ア
ン
ク
ロ

で

を

み
に
し
亜
狛
と
耶
狛
を
室
内
に

シ

で

れ
て
い
く

こ
れ
が

理
久
兎
の

え
た
策
だ
そ
し
て
こ
れ
を
見
た
ル

ミ
ア
と
妹
紅
は

 
ル
 

は

 
妹
 

え

 
た
だ

乱
す
る
し
か
な
い



 第１１６話 やらかしました

 
理
 

ル

ミ
ア

妹
紅
を
客
室
に
案
内
し
て
く
れ

 
変
な
こ
と
を
し
た
ら
飯

き
だ
か
ら
な

 
亜
狛

な
に
す
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

助
け
て

ル

ミ
ア
ち

ん

 
そ
う

い
理
久
兎
は

シ

で
亜
狛
と
耶
狛
を
室
内
に

れ
て
い

た

 
ル
 

え

と

お
客
よ

と
り
あ
え
ず
こ
ち
ら
へ

 
て
い
う
か
カ
ゴ

て
る
し

し

う
が

 
な
い
わ

つ
い
で
に
運
ん
で
し
ま
お
う

 
妹
 

あ

あ

う
ん

 
ル

ミ
ア
は
妹
を
客
室
に
案
内
す
る
の
で
あ

た
そ
し
て
理
久
兎
達
の
方
は

 
理
 

あ

危
な
か

た

 
亜
狛

ま

マ
ス

何
す
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

本
当
だ
よ

 
理
 

悪
い

チ
で
謝
る

本
当
に
悪
か

た

 
今
回
は
自
分
が
悪
い
た
め
し

か
り
と
謝
罪
す
る
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亜
狛

い
や
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
何
が
ど
う
し
て

 
耶
狛

こ
う
な

た
の

 
理
 

あ

突
然
の
来
客
で
も
こ
ち

ん
が
今
来
て
な

 
妹
紅
が
来
た
こ
と
を
伝
え
る

そ
れ
を
聞
き
亜
狛
と
耶
狛
は
お
ど
ろ
く

 
耶
狛

え

も
こ
た
ん
が

 
亜
狛

そ
れ
と
こ
れ
に
は
ど
う
い
う
理
由
が

 
理
 

ま
ず
お
前
ら
の
見
た
目

 
見
た
目
に
つ
い
て

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
自
分
達
の
耳
と

を
見
て

 
亜
狛

あ

そ
う
か

ト
ラ
ン
ス
の
こ
と
か

 
耶
狛

あ
ち

バ
レ
て
た
ら
大
変
な
こ
と
に

 
理
 

そ
ん
で
お
前
ら
に
脳
内
会
話
で
伝
え
る
の
を

 

れ
て
こ
う
な

た

 
申
し
訳
な
く

う

亜
狛
と
耶
狛
は
少
し

れ
な
が
ら

 
亜
狛

マ
ス

し

か
り
し
て
く
だ
さ
い
よ

 
耶
狛

も



 第１１６話 やらかしました

 
理
 

悪
い

明
日

ん
ざ
い
お
ご
る
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
目
が
輝
き
だ
す

 
耶
狛

な
ら
ば

で
許
す
よ

 
亜
狛

あ

俺
は
そ
れ
に
あ
ん
み
つ
も

 
理
 

い
い
だ
ろ
う

 
今
回
は
自
分
が
悪
い
た
め
そ
こ
ぐ
ら
い
の

件
は

ん
で
も
良
い
だ
ろ
う
と

え
た

 
亜
狛

オ

シ

ナ
イ
ス
だ
耶
狛

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
お
兄
ち

ん

 
理
 

と
り
あ
え
ず
指
輪
を
着
け
た
ら
妹
紅
と

 
遊
ん
で
て
く
れ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た
マ
ス

は
ど
う
す
る

 
の
で
す
か

 
理
 

俺
は
晩
飯
を
作

て
く
る
よ

 
耶
狛

了
解

あ

あ
と
マ
ス

 
理
 

な
ん
だ
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耶
 

お

の
方
は
私
と
お
兄
ち

ん
と
で

意
し
た

 
よ

 
ど
う
や
ら

小

か
ら
持

て
き
た
よ
う
だ

新

な
お

な
ら

更
美
味
し
い
も
の
だ

 
理
 

お

あ
り
が
と
う
な

 
耶
狛

え
へ
へ
へ

 
亜
狛

ハ
ハ
ハ

お

と
仕
事
し
な
い
と
耶
狛

 
耶
狛

あ

う
ん

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は
妹
紅
の
い
る
客
室
に
行
く

 
理
 

ふ

さ
て
俺
は
飯
を
作
る
か

 
ル
 

理
久
兎

 
理
 

お
や

ル

ミ
ア

 
ル

ミ
ア
に
呼
ば
れ

り
向
く
と

が

ま

た

負
い
カ
ゴ
を

負

て
ル

ミ
ア
が

や

て
来
た

 
ル
 

理
久
兎
こ
れ

れ
て

た
で
し

う

 
理
 

お

と
い
け

れ
て
た
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ル
 

ま

た
く

厨
房
ま
で
運
ぶ
わ

 
理
 

そ
れ
は
助
か
る
よ

 
ル
 

後
お
客
さ
ん
し

か
り
客
室
に
案
内
し
た
か
ら

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
ル

ミ
ア

 
ル
 

は

さ

さ
と
行
く
わ
よ

 
理
 

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
ル

ミ
ア
は
厨
房
に
向
か
い
そ
し
て

物
を
置
い
た
ル

ミ
ア
も
理
久
兎

に
頼
ま
れ
妹
紅
の
遊
び
に

手
と
し
て
客
室
に
向
か
う
の
で
あ

た
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第
１
１
７
話
 
変
わ

て
し
ま

た
友

 
妹
紅
を
客
室
に
案
内
し
て
数
時
間
後
の
客
室
の
方
で
は

 
亜
狛

い
の
し
か
ち

う

鹿

リ

チ

 
亜
狛

う
ぐ

 
耶
狛

ど

ち
も
頑

れ

 
ル
 

耶
狛

 
耶
狛

な

に
ル

ミ
ア
ち

ん

・

・

 
ル
 

こ
れ
な
ん
て
遊
び

 
耶
狛

こ
れ
は

花

の
こ
い
こ
い
だ
よ

 
そ
う
今
現

は
花

を
し
て
い
た

理
由
は
妹
紅
に
あ
の

を
見
せ
た
ら

々
と
大
変
な
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
の
が
理
由
だ

ち
な
み
に
こ
れ
を
提
案
し
た
の
は
亜
狛
だ

そ
し

て
こ
れ
に
は
妹
紅
は
頭
の
中
で
思

を

り

ら
せ
る

 
妹
狛
不
味
い

今
私
の
手

に
あ
る
の
は

の
下

と

 
ぼ
う
ず
の
カ
ス
だ

の
下

を

て
て

の
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カ
ス
が
出
れ
ば
カ
ス

い
ち
も
ん

一
文
で
私
が
勝
つ
こ
と

 
が
出
来
る
け
ど
で
な
け
れ
ば
次
の
亜
狛
さ
ん
の

 
番
で

の

を
出
さ
れ
れ
ば
負
け
る
そ
れ
所
 

 
か
親
は
亜
狛
さ
ん
だ
か
ら
最
悪
で
な
く
て
も
親

 

で
勝

さ
れ
る

で
も

に
下

を
出
し
て

 
も
亜
狛
さ
ん
の
場
に
は
五
光

の
桜
と
満
月
が

 
あ
る

下
手
を
す
る
と
花
見
と
月
見
で
負
け
て

 
し
ま
う

 
亜
狛

さ
て
と
妹
紅
さ
ん
ど
う
し
ま
す
か

 
今
の
亜
狛
の

は
最

勝

を

信
し
た

だ

 
妹
 

ぐ

私
は
こ
れ
で
勝

を

け
る

 
そ
う

う
と

の
下

を
場
に

て
た

 
亜
狛

う
む

で
は
山
を
め
く

て
運
命
を
決
め
ま

 
し

う

 
妹
紅

で
ろ
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そ
う

び
妹
紅
は
山

の
上
か
ら

を

表
へ

く
り
返
す
そ
の
結
果
は

 
亜
狛

な

の

カ
ス

だ
と

 
妹
紅

勝
て
た

ウ

シ

 
そ
う
こ
れ
で
妹
紅
の
持
ち
場
に
あ
る
カ
ス
の

が
合
わ
せ
て

そ
れ
に
下

が
カ
ス
の
代

が
出
来
る
の
で

こ
れ
で
一
文
勝
ち
だ

 
亜
狛

く

負
け
た

い
や
ま
だ
だ

妹
紅
さ
ん

 
こ
い
で
す
よ

 
妹
紅

だ
け
ど
逃
げ
で

 
亜
狛

う
わ

負
け
た

 
妹
紅

や

と

勝
出
来
た

 
ぶ

ち

け
る
と
今
の
勝
負
で

戦
目

比

で
い
う
と
妹
紅
が
一
勝
四
敗
で
亜
狛
が
四
勝

一
敗
の
結
果
だ

そ
し
て

亜
狛
の
勝
ち
分
の
今
の
勝
負
も
合
わ
さ
る
と
合
計
は
十
六
文
勝

ち
ま
だ
亜
狛
が

だ

 
妹
紅
で
も
ま
だ
亜
狛
さ
ん
が

か

 
耶
狛

負
け
ち

た
か

お
兄
ち

ん
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亜
狛

く

も
う
少
し
で
五

勝
だ

た
の
に

 
ル
 

見
て
た
け
ど
何
が
何
だ
か

 
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と

 
理
 

お

い
晩
飯
が
出
来
た
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
も
と
い
自
分
は
お
ぼ
ん
に
大

の

き

を

せ
て
部

に
や

て

来
る

 
妹
紅

本
当
に
理
桜
さ
ん
が
作

た
ん
だ

 
耶
狛

あ

ご
飯
だ

 
ル
 

や

と
出
来
た
の

 
亜
狛

も
う
そ
ん
な
時
間
で
す
か

 
理
 

と
り
あ
え
ず
亜
狛
は
そ
の

を

け
て
耶
狛

 
と
ル

ミ
ア
は
こ
の

き

を
テ

ブ
ル
に

 
べ
て
く
れ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

り

か

い



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
ル
 

分
か

た
わ

 
そ
し
て
食
事
の
準
備
が
整
う
と

に
つ
い
て

 

人

い
た
だ
き
ま
す

 
晩
飯
に
あ
り
つ
く
の
だ

た

 
妹
紅

ど
ん
な
味
か
な

 
妹
紅
は

き

の
定
番
の
も
も
た
れ
を
食
べ
る
と

 
妹
紅

お

美
味
し
い

 
そ
う

た
か
と
思
う
と
ご
飯
に

を
す
す
め
始
め
る

 
理
 

ハ
ハ

く
り
と
食
べ
な
よ

 
理
久
兎
は
そ
う

い
な
が
ら

を
飲
む

 
ル
 

理
久

じ

な
く
て
理
桜
お
か
わ
り

 
耶
狛

マ
ス

お
か
わ
り
ち

う
だ
い

 
亜
狛

マ
ス

お
か
わ
り
を
頂
け
ま
す
か

 
理
 

お
い
お
い

て
す
ぐ
こ
れ
か
よ

 
理
久
兎
は

か
ら
ご
飯
の
お
か
わ
り

を
も
そ
り
そ
れ

れ
に
渡
す

す
る
と
妹
紅
も
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ず
か
し
そ
う
に

を

し
出
す
と

 
妹
紅

理
桜
さ
ん

そ
の

お
か
わ
り

 
理
 

ハ
ハ
ハ

別
に
気
を
使
わ
な
く
て
い
い
よ

 
こ
の
光

を
見
れ
て
満

し
な
が
ら
ま
た
ご
飯
を
も
そ
る
の
だ

た

そ
し
て
数
分
の
時
間
が

過
ぎ
て

 

人

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
様

 
と

い

け
を

え
て
い
る
と

 
妹
 

理
桜
さ
ん

 
妹
紅
は
何
か
を
決
心
し
た

で
話
し
か
け
て
き
た

 
理
 

ん

ど
う
し
た
の
も
こ
ち

ん

 
妹
紅

私
や

り
家
に
帰
る

 
ど
う
や
ら
帰
る
み
た
い
だ

 
耶
狛

え

モ
コ
た
ん
家
に
泊
ま

て
い
き
な
よ

 
亜
狛

耶
狛

無
理
を

う
な
こ
れ
は
妹
紅
さ
ん
が
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決
め
た
こ
と
だ

 
ル
 

え

そ
う

 
耶
狛

む

仕
方
な
い
か

 
耶
狛
は
少
し

そ
う
だ

 
妹
紅

ご
め
ん
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

い
い
よ
で
も
ま
た
遊
ぼ
う

 
妹
紅

う
ん

 
と
返
事
を
す
る
と
自
分
は
外
を
見
る
と
も
う
真

暗
に
な

て
い
る
事
に
気
が
つ
く

こ
の

夜
道
で
少
女

人
で
歩
こ
う
等
と
は

常

も
良
い
所
だ

な
の
で
送
ろ
う
と
思

た

 
理
 

話
は
ま
と
ま

た
な

な
ら
送

て
く
よ

 
妹
紅

え

 
理
 

俺
が
つ
い
て
い
け
ば
こ
ん
な
時
間
に
な

て
も

 
帰

て
こ
な
か

た
理
由
に
な
る
し

 
妹
紅

理
桜
さ
ん

あ
り
が
と
う

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
表
向
き
は
だ

実

は
上
記
の
通
り
だ



 第１１７話 変わってしまった友

 
理
 

気
に
す
る
な

さ

て
と
行
く
か
そ
れ
か
ら

 
亜
狛

耶
狛
そ
れ
に
ル

ミ
ア

 

人
 
 
・
・

 
理
 

す
ま
な
い
が

い
し
て
お
い
て
く
れ
そ
れ
が

 
終
わ

た
ら
風
呂
に
入

て
も
う

て
て
く
れ

 
て
も

わ
な
い
か
ら

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た
や

て
お
き
ま
す

 
耶
狛

ど

ん
と
任
せ
て
よ

 
ル
 

ま

や

て
お
く
わ

 

人
は

い
を

し
て
く
れ
た

そ
れ
な
ら
ば
後
は
妹
紅
を
送

て
い
く
だ
け
だ

 
理
 

す
ま
な
い
け
ど
頼
ん
だ
よ

じ

あ
行
こ
う
か

 
も
こ
ち

ん

 
妹
紅

う
ん
行
こ
う
理
桜
さ
ん

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
妹
紅
を
家
ま
で
送

て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
妹
紅
宅
ま
で
の
帰
り

道
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理
 

も
こ
ち

ん

 
妹
紅

ん

ど
う
し
た
の
理
桜
さ
ん

 
理
 

も
し
何
か
ま
た

に
も

談
で
き
な
い
よ
う
な

 
事
や

た
事
が
あ

た
ら
ま
た
家
に
お
い
で

 
よ

そ
の
時
は
ま
た

談
に

る
よ

 
妹
紅

理
桜
さ
ん

あ
り
が
と
う

 
理
 

お

見
え
て
き
た
よ

 
理
久
兎
が
見
る
と
そ
こ
に
は
門
番
を
し
て
い
る
武
士
が
い
た

す
る
と
門
番
は
自
分
達
の
存

に
気
が
つ
く

 
門
番

方
は
理
桜
さ
ん
そ
れ
に
妹
紅
様

 
妹
紅

た
だ
い
ま

 
門
番

探
し
た
の
で
す
よ

 
妹
紅

ご
め
ん
な
さ
い

 
頭
を

コ
リ
と
下
げ
て
謝
る

こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
妹
紅
だ
け
で
は
な
い
の
で
自
分

も
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
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理
 

い
や

悪
い

俺
の
家
で
楽
し
く

て
た
ら

 
い
つ
の
ま
に
か

 
門
番

ま

理
桜
さ
ん
な
ら
不
比
等
様
も
何
も

わ

 
な
い
で
し

う

で
す
が
次
は
一

く
だ

 
さ
い

 
理
 

い
や

本
当
に
す
ま
な
い

 
頭
を

き
つ
つ

い
し
な
が
ら

う

 
門
番

で
は
妹
紅
さ
ま
家
に
お
入
り
く
だ
さ
い

 
妹
紅

あ

う
ん

理
桜
さ
ん
今
日
は
あ
り
が
と
う

 
理
 

い
い
よ
ま
た

 
妹
 

さ
よ
う
な
ら

 
そ
う

い
な
が
ら
妹
紅
は
奥
に
入

て
い

た

そ
し
て
気
に
な
る
事
を
訪

る
こ
と
に
し

た 
理
 

な

所
で
さ

 
門
番

な
ん
で
し

う
か
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理
 

不
比
等
さ
ん
は
変
わ

ち
ま

た
の
か

 
不
比
等
に
つ
い
て
訪

る
と
門
番
は

し
そ
う
に

 
門
番

え

こ
れ
ま
で
の
不
比
等
様
が
嘘
の
よ
う
に

 
変
わ

て
し
ま
い
ま
し
た

間
前
は
妹
紅

 
さ
ま
も
気
に
と
め
て
い
た
の
に
最
近
で
は

 
輝
夜
姫
と

晩
の
よ
う
に

 
理
 

そ
う
か

す
ま
な
い
な
嫌
な
こ
と
を
聞
い
て

 
門
番

い
え

 
理
 

ん
じ

俺
は
帰
る
よ
仕
事
頑

て
な

 
門
番

理
桜
さ
ん
も
お
気
を

け
て

 
理
 

あ

そ
れ
じ

あ
な

 
理
久
兎
は
帰

て
い
く
人
間
で

う
い
つ
友
が
変
わ

て
し
ま

た
と
い
う
現
実
を
受
け

め

な
が
ら
自
宅
に
帰

て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
翌
日

理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に

ん
ざ
い

つ
と
あ
ん
み
つ

つ
を

ら
さ
せ
ら
れ
た
の
だ

た
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第
１
１
８
話
 
晴
明
と
の
再
開

 
輝
夜
姫
か
ら
の

を
申
し

け
ら
れ
か
れ
こ
れ

間
が

過
し
約
束
の
日
と
な

た

 
理
 

亜
狛

耶
狛

げ
て
く
れ
そ
れ
と
バ
レ
な
い

 
場
所
で
頼
む
よ

 
亜
狛

は
い
マ
ス

 
耶
狛

う
い

す

 
今
回
は

人
で
輝
夜
姫
宅
ま
で
行
く
こ
と
に
な

た

と

て
も
主
に
自
分
が
出
て
亜
狛

と
耶
狛
に
は
近
く
で
こ

そ
り
と
待
機
し
て
も
ら
う
と
い

た
感
じ
だ
が

す
る
と
ル

ミ
ア
は

を

け
て

 
ル
 

あ
れ

私
は
お

守
番

 

守
番
か
と
聞
い
て
く
る

実

そ
う
い
う
事
だ

 
理
 

あ

そ
う
な
る
よ

 
ル
 

は

結

な
の
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

だ
け
ど
ル

ミ
ア
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ル
 

ん

ど
う
し
た
の
理
久
兎

 
理
 

多
分
な
ん
だ
け
ど
ル

ミ
ア
の
出
番
は

 
あ
る
か
も
よ

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
最
悪
な
場
合
は
だ

だ
が
こ
れ
は

実
に
起
こ
る
と
思

た

 
ル
 

え

そ
れ

て
ど
う
い
う
意
味

 
理
 

葉
と
お
り
だ
よ

 
ル
 
・
・

 
亜
狛

マ
ス

準
備
で
き
ま
し
た

 
耶
狛

こ

ち
も
問

ナ

シ
ン
グ

 
理
 

オ

ラ
イ
な
ら
い
く
か

 
理
久
兎
は
そ
れ
を

た
と
同
時
に
飛
び
込
み
そ
れ
に
続
い
て
亜
狛
と
耶
狛
も
そ
の

け
目
に

入
る
と

け
目
は
消
え
て
な
く
な
る

た
ル

ミ
ア
は

問

を

か
べ
て

 
ル
 

い

た
い
な
ん
な
の
か
し
ら

 
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
の

た
意
味
が
分
か
ら
ず

え
る
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
輝
夜
姫
宅

の
近
く
の
人
気
が
無
い
と
こ
ろ
に

け
目
が
出
来
る
そ
こ
か
ら

度
の
よ
う
に

人
が
出
て
く



 第１１８話 晴明との再開

る 
理
 

人
は
い
な
い
な

 

り
を
見
渡
し
た
感
じ
で
は
見
た
と
こ
ろ
人
は

も
い
な
い

 
亜
狛

で
は
マ
ス

 
耶
狛

私
た
ち
は

れ
て
る

 
理
 

了
解
し
た
俺
が
呼
ぶ
ま
で

れ
て
ろ
よ

 
耶
狛

オ
フ
コ

ス

 
亜
狛

え

も
ち
ろ
ん
で
す

 
そ
う

て
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
か
ら

れ
て
身
を

し
た

 
理
 

さ
て
と
輝
夜
姫
の
と
こ
ろ
に
向
か
う
か

 
理
久
兎
達
亜
狛
と
耶
狛
は

行
は

り
の

を
徒
歩
で
輝
夜
姫
宅
に
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

神
使

動
中

 
理
 

着
い
た
か

 
理
久
兎
が
着
い
て
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
は

 
理
 

あ
れ

前
よ
り

備
が

に
な

て
る
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理
久
兎
が
見
た
と
こ
ろ
輝
夜
姫
の
家
を
多
く
の
陰
陽
師
や
武
士
が

を
し
て
い
る
の
が
見
て

わ
か

た
す
る
と
理
久
兎
の
も
と
に
見
知

た

が
歩
い
て
く
る
そ
の
人
物
は

 
晴
明

あ
れ
理
久

じ

な
く
て
理
桜
さ
ん

 
久
々
の
登
場
の
安

晴
明
だ

 
理
 

お
や
晴
明
何
で
こ
こ
に

 
晴
明

何
で

て
私
こ
こ
を

し
て
る
ん
で
す
よ

 
晴
明
は
輝
夜
姫
の
家
を

備
し
て
い
る
陰
陽
師
や
武
士
の
メ
ン
バ

の
一
人
だ

た

  
晴
明

あ
れ

い

て
ま
せ
ん
で
し
た

け

現

の

 
都
の
陰
陽
師
と
武
士
の

は
こ
こ
の

備
を

 
し
て
い
る
ん
で
す
よ

 
理
 

え

そ
う
な
の

 
晴
明

そ
う
な
ん
で
す
よ

所
で
理
久

じ

な
く

て

 
理
桜
さ
ん
そ
の
目
の

は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

う
ん

く
し
く
じ

た
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晴
明

し
く
じ

た

 
理
由
を
話
し
た
い
が

り
に
い
る
陰
陽
師
達
や
武
士
達
が
邪
魔
な
た
め
話
し
づ
ら
い
の
で

 
理
 

こ
こ
じ

あ
れ
だ
か
ら
少
し
場
所
を
変
え
よ
う

 
人
前
だ
と

え
な
い
か
ら

 
晴
明

そ
う
で
す

そ
れ
に
あ
の
男
に
見
つ
か
る
と

々

 
面

だ
し

 
理
 

ん

あ
の
男

 
晴
明

い
え
こ

ち
の
話
で
す

く
行
き
ま
し

う

 
理
 

は
い
は
い

 
そ
う

い
理
久
兎
と
晴
明
は
場
所
を

す
こ
と
に
し
た

 
晴
明

で

し
く
じ

た

と
は

 
理
 

あ

お
前
ら
が

て
た
食
人
妖
怪
と
出
く
わ
し

 
て
こ
う
な

た

 
晴
明

え

と
つ
ま
り
食
人
妖
怪
に
や
ら
れ
た
と

 
理
 

う
ん
そ
う
だ
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そ
れ
を
聞
い
た
晴
明
は
同
情
の
よ
う
な

し
を
し
て

 
晴
明

女
も
不
運
と
い
う
か

そ
れ
で
そ
の

 
食
人
妖
怪
は
退
治
し
た
の

 
理
 

ま

結

ボ
コ
ボ
コ
に
は
し
た
よ

 
晴
明

ま
さ
か
ま
だ
生
き
て
る
ん
で
す
か

 
理
 

う
ん
今
は
俺
の
家
で
居
候
し
て
る
よ

 
晴
明

い

居
候

て

 
流

に
こ
れ
に
は
晴
明
も
ビ

ク
リ
し
て
い
た

 
晴
明

紫
さ
ん
は
何
か

わ
な
か

た
の

 
理
 

何

か
反
対
さ
れ
た

 
晴
明

そ
れ
は
反
対
し
ま
す
よ

 
晴
明
は
結

れ
な
が
ら
そ
う

う

 
理
 

ま

何
と
か
無
理

て

し
て
も
ら

た

 
け
ど

 
晴
明

や
れ
や
れ
理
久
兎
さ
ん
ら
し
い
で
す
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理
 

そ
う
い
う
晴
明
は
こ
こ
最
近
家
に
来
な
く

た
と

 
思

た
ら
何
し
て
る
ん
だ

 
理
久
兎
は
晴
明
が
こ
こ
最
近
家
に
食
事
を
た
か
り
に
来
な
く
な

た
こ
と
に

問
が
生
じ
た
の

で
聞
く
と

 
晴
明

私
は
一

こ
こ
の

任
者
な
ん
で
す
よ

 
理
 

え

あ
ん
な

態
さ
ら
し
て

 
晴
明

う

そ

そ
れ
は
そ
の

そ
の
通
り
で
す
が

 
今
か
ら

間
ぐ
ら
い
前
に
理
久
兎
と
そ
の
仲
間
の
妖
怪
達
に
助
け
ら
れ
そ
し
て
理
久
兎
達

の
前
で

ず
か
し
い
姿
を
晒
し
た
の
は
事
実
の
た
め
晴
明
は
何
も

え
な
い

 
理
 

ま

能
は

め
て
あ
げ
る
よ
四
神
獣
の
白

を

 
使
え
て
た
し
な

 
晴
明

え

 
理
 

た
だ
は

き
り

う
と

能
に
自

れ
す
ぎ
だ

 
そ
れ
を
更
に

く

力
を
し
な
い
と

の
持
ち

 

れ
だ

晴
明
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晴
明
に
は
陰
陽
師
と
し
て
の

能
は
あ
る

だ
が
し
か
し
そ
の

能
を

ば
し
き
れ
て
い
な
い

そ
こ
を
注
意
し
た

 
晴
明

す
み
ま
せ
ん

力
し
ま
す

 
理
 

よ
ろ
し
い

ま

頑

て

 
晴
明

は
い

 
理
久
兎
が

て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
何
も
も
間
違

た
事
は

て
は
い
な
い
の
で
反
論

も
で
き
な
い
そ
し
て
ふ
と
空
を
見
て
気
が
つ
く

 
理
 

あ

そ
う
だ

た
輝
夜
姫
に
会
い
に
行
く
ん

 
だ

た

 
晴
明

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
も
輝
夜
姫
か
ら

を

 
申
し

け
ら
れ
た
の
よ

 
理
 

そ
う
な
ん
だ
よ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら

 
俺
は
行
く
よ

 
晴
明

わ
か
り
ま
し
た

理
桜
さ
ん

 
理
 

じ

行

て
く
る



 第１１８話 晴明との再開

 
そ
う
し
て
晴
明
と
別
れ
て
理
久
兎
は
輝
夜
姫
の
家
に
入

て
行
く
の
だ

た
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第
１
１
９
話
 
品
定
め
回
強
制
退
場
あ
り

 
晴
明
と
話
し
て
い
て
時
間
が
危
う
く
な

た
の
で
す
ぐ
に
輝
夜
姫
宅
に
向
か
う
と

人
の
老

人
も
と
い

が

関
に
い
た

そ
し
て

さ
ん
が
話
し
か
け
て
き
た

 

 

こ
れ
は
こ
れ
は
理
桜
さ
ま
お
待
ち
し
て

 
お
り
ま
し
た

 
理
 

い
や

れ
て
申
し
訳
な
い

 

 

い
え
い
え
で
は

方
へ
ど
う

 
そ
う

わ
れ
て
理
久
兎
は
前
に
来
た
部

に
案
内
し
て
も
ら
う
そ
こ
に
は
輝
夜
姫
に

を
申

し
込
ん
だ

族
の

人
は
来
て
い
た
が

人
姿
が
見
え
な
い

 
理
 

あ
れ

り
の

人
は

 
理
久
兎
が

問
す
る
と

は

え
る

 

 

あ

大

さ
ま
は
輝
夜
姫
の

を

 

退
す
る
と
い

て
お

め
に
な

て
中

 

さ
ま
は

そ
の
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は

い
に
く
い
の
か

て
い
る

 
理
 

無
理
は
し
な
く
て
い
い
よ

 

 

す
み
ま
せ
ん

 
そ
う

て

は

う
の
を

め
た

 
理
 
に
し
て
も
怖
い
な

こ
ん
な
こ
と
の
た
め
に

 
命
を

る
な
ん
て

 
あ
の
反

か
ら
す
る
と
中

は
も
う
亡
く
な

た

い

理
久
兎
は
そ
う

え
る
そ
し
て

ふ
と
今
い
る

人
の

族
の

人
を
見
つ
め
た
そ
の
見
つ
め
た
人
物
は
理
久
兎
に
と

て
人
間

で
の
数
少
な
い
友
で
あ
る
不
比
等
だ

 
理
 
不
比
等
さ
ん

 
理
久
兎
が
不
比
等
の
方
を
向
く
と
不
比
等
は
そ
わ
そ
わ
し
て
い
て

も
悪
い

す
る
と
理
久

兎
の
後
ろ
の

が
開
い
て
輝
夜
姫
が
姿
を
現
す

 
輝
夜

あ
ら
理
桜
さ
ん
ど
う

座

て
く
だ
さ
い

 
輝
夜
姫
が
理
久
兎
に
そ
う

う
と

 
理
 

お
や
こ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た
す
ぐ
に
座
ら
せ
て
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も
ら
う
よ

 
そ
う

て
理
久
兎
も
座
布
団
に
座

た

 
輝
 

で
は

人
ず
つ
見
せ
て
下
さ
い

 
そ
の
一

で
輝
夜
姫
の

の
品
定
め
が
開
始
さ
れ
た

 

で
は
私
か
ら

 
そ
う

い

者
の

人

作

子
は
命
じ
ら
れ
た

も
と
い
仏
の
御

の

を
輝
夜

姫
に

上
す
る

 

こ
れ
を
持

て
く
る
の
に

し
ま
し
た

 
そ
う

い
な
が
ら
そ
の
品
を
見
せ
る
が

 
輝
夜

偽
物

本
物
な
ら
光

て
る
わ
よ

 

い
え
い
え

方
の
神
々
し
い
オ

ラ
の
前
で
は

 
光
り
ま
せ
ん
よ

 
と

た
こ
と
を

う
が

 
輝
夜

あ
ら
嬉
し
い
わ

で
も
偽
物
よ

 

は
い
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輝
夜
姫
に
は

た
こ
と
は
通
じ
な
い
よ
う
だ

 
輝
夜

で
は

作

子
さ
ん
は
不
合
格
で
す

 

も

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
そ
う

て

作

子
は
部

か
ら
大
急
ぎ
で
出
て
い

た

 

安

ま

た
く
バ
カ
な
奴
め

で
は
輝
夜
姫
次
は
私
の

 
番
で
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う

て

大

部
御
主
人
は
火

の

を
輝
夜
姫
に

上
す
る

 
輝
 

つ
提
案
が
あ
る
の
だ
け
ど
い
い

 
輝
夜
姫
は

大

部
御
主
人
に
提
案
を
す
る

 

安

な
ん
で
し

う
か

 
輝
 

こ
れ
が
本
物
か
ど
う
か

や
し
て
い
い

 
輝
夜
姫
の
提
案
は

く
べ
き
事
に
火

の

を

や
す
と

い
出
し
た
の
だ

火

の

な
ら
ば

や
し
て
も

え
な
い

だ

そ
し
て
そ
の
提
案
に
理
久
兎
も

 
理
 

か
に

や
せ
ば
わ
か
り
ま
す

 
と

輝
夜
姫
の
意
見
に

す
る
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安

い

い
い
で
し

う

 
輝
 

な
ら

さ
ん
こ
れ
を

や
し
て
も
ら
え
ま
す
か

 

 

な
ら
皆
様
そ
の
目
で

す
る
た
め
に
厨
房
ま
で

 
ど
う

 
そ
う

て
こ
こ
に
い
る
全
員
は
立
ち
上
が
り

さ
ん
に
厨
房
ま
で
案
内
さ
せ
て
も
ら
う

 

 

で
は
こ
の
か
ま
ど
の
中
に
い
れ
ま
す
よ

 
そ
う

い

は
火

の

を

い
な
く
か
火
の
つ
い
た
か
ま
ど
に

り
込
ん
だ
す
る
と

 
ボ

 

が

え
上
が
り
火

の

は
一

で
真

黒
い

と
な

た

 
理
 

オ

・

・

 
輝
夜

偽
物

 

安

そ

そ
ん
な

 

大

部
御
主
人
は
今
の
光

を
見
て
力
が

け
て
地
面
に
へ
た
り
こ
ん
だ

 
輝
夜

こ
の
結
果
か
ら

大

部
御
主
人
様
は

 
不
合
格
で
す
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安

ち

ち
き
し

う

 

大

部
御
主
人
は

ん
で
輝
夜
姫
宅
か
ら
出
て
い

た

 
不
 

な
ら
ば
次
は
私
が
い
こ
う

 
そ
う

て
不
比
等
さ
ん
が
名

り
を
あ
げ
る
が

 
理
 

不
比
等
さ
ん

め
た
方
が

 
理
久
兎
は
不
比
等
を

め
よ
う
と
す
る
だ
が

 
不
 

め
る
な
理
桜

 
不
比
等
は
理
久
兎
の

葉
を
無
視
し
て
怒

を
あ
げ
た

 
輝
夜

わ
か
り
ま
し
た
で
は
も
と
の
部

に

 

り
ま
し

う

 
輝
夜
姫
が
そ
う

う
不
比
等
と
輝
夜
姫
そ
し
て

は
も
と
の
部

に

る

 
理
 

不
比
等
さ
ん

本
当
に
変
わ

ち
ま

た
ん

 
だ
な

 
理
久
兎
は
今
の
不
比
等
の
姿
を
見
て
心
で

し
み
な
が
ら
輝
夜
姫
達
の
後
を
追
い
も
と
の
部

に

る



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
輝
夜

で
は

持

子
様
見
せ
て
下
さ
い

 
不
 

わ
か
り
ま
し
た

 
輝
夜
姫
が
そ
う

う
と
不
比
等
は

の

つ
蓬
来
の

を
輝
夜
姫
に

上
し
た

 
理
 
や

り
偽
物
だ
な

 
理
久
兎
は
一

で
偽
物
と
見
分
け
が
つ
い
た
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
人
間
が
手
を
加
え
た
よ

う
な
後
が
あ

た
か
ら
だ

そ
れ
を

お
う
と
し
た
が
せ
め
て
の
情
け
と
思
い
何
も

わ
ず

る

こ
と
に
し
た

だ
が

 
輝
夜

で
す
が
偽
物
で
す
よ

持

子

 
不
 

に

偽
物
と

う
理
由
は

 
輝
夜

明
ら
か
に
人
間
が
手
を
加
え
た
後
が
あ
り
ま
す
よ

 
不
 

ぐ

お
見
事
で
す

 
輝
夜

で
は

持

子
さ
ん

方
も
不
合
格
で
す

 

 
理
 

不
比
等
さ
ん

 
不
 

 
そ
う

い
わ
れ
た
不
比
等
は
立
ち
上
が
り
無

の
ま
ま
立
ち
去

た

こ
う
し
て

た
の
は
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自
分
だ
け
に
な

た

 
輝
 

さ
ん

 

 

ど
う
し
た
輝
夜

 
輝
夜

理
桜
さ
ん
と

人
に
し
て
も
ら
え
な
い

 

 

わ
か

た
で
は
理
桜
さ
ん
任
せ
ま
し
た
よ

 
そ
う

て

も
立
ち
去
り
こ
こ
に
い
る
の
は
理
久
兎
と
輝
夜
姫
だ
け
と
な

た

 
輝
夜

さ
て
と

方
に
は
聞
き
た
い
こ
と
が
山

ど

 
あ
る
の
よ

理
桜
さ
ん

 
輝
夜
姫
の

は

だ
が
内
心
は
こ
の
男

断
で
き
な
い
と
い

た
感
じ
だ
ろ
う

そ
の

た
め
か
輝
夜
は
自
分
を

を
す
る
目
を
し
て
い
た

 
理
 

そ
の
前
に
こ
れ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
小
さ
な

を
輝
夜
姫
に
投
げ
渡
し
輝
夜
姫
は
そ
れ
を
キ

チ
す
る

 
輝
夜

と

と
こ
れ
は

 
理
 

あ
ん
た
が

た

の

つ
だ

 
理
久
兎
が
投
げ
た
の
は

わ
れ
た

の

つ
幽
香
か
ら

た
花
の
種
だ
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輝
夜

で
は
中
を

見

 
輝
夜
姫
は
理
久
兎
か
ら
も
ら

た

の
中
を
見
る
そ
し
て

 
輝
夜

本
物

 
理
 

俺
は
あ
の
人
達
み
た
い
に
偽
物
は

わ
な
い
よ

 
輝
夜

そ
う

理
桜
さ
ん

つ
か
聞
き
く
前
に

 
そ
の
目
は
ど
う
し
た
の

 
輝
夜
姫
は
理
久
兎
の
目
に
つ
い
て

問
を
し
て
き
た

 
理
 

そ
う
だ

な
ら
少
し
散
歩
し
な
い

 
輝
夜

散
歩

 
理
 

そ

こ
こ
じ

あ
れ
だ
か
ら

 
提
案
し
た
理
由
は
と
て
も
簡
単
だ

外
の
陰
陽
師
達
や
武
士
に
聞
か
れ
そ
し
て
そ
の
中
に
変
に

勘
が
強
い
奴
が
い
る
と
理
久
兎
の
正
体
が
バ
レ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ

 
輝
夜

い
い
わ
行
き
ま
し

う

 
こ
う
し
て
理
久
兎
と
輝
夜
姫
は
散
歩
に
出
掛
け
る
の
だ

た
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第
１
２
０
話
 
輝
夜
姫
の
願
い

 
今
現

理
久
兎
は
輝
夜
と
散
歩
を
し
て
い
る
そ
の
理
由
は
簡
単
だ
下
手
に
あ
そ
こ
で

う
と

外
を
歩
い
て
い
る
武
士
や
ら
陰
陽
師
晴
明

外
に
外
か
ら
聞
き
耳
を
た
た
れ
て
バ
レ
る
と

る
か
ら
だ

そ
し
て
人
気
の
な
い
と
こ
ろ

り
に
行
き
輝
夜
姫
が
口
を
開
く

 
輝
夜

さ
て

方
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
た
い
の

 
だ
け
ど

 
理
 

そ
う
だ

何
か
ら
聞
き
た
い

 
理
久
兎
は
輝
夜
が
思

て
い
る
事
そ
し
て
聞
き
た
い
事
を
出
来
る

り

え
る
こ
と
で

え
よ

う
と
思

て
い
た

そ
し
て
輝
夜
か
ら
の
最
初
の

問
は

 
輝
夜

そ
う

ま
ず
そ
の
目
は
ど
う
し
た
の

 
皆
か
ら

わ
れ
た
定
番
の

そ
の
目
は
ど
う
し
た

だ

そ
れ
を
輝
夜
は

目
に

が
出

来
て
い
る
理
久
兎
に

問
す
る

 
理
 

こ
れ
は
今
居
候
し
て
い
る
同
居
人
に
や
ら
れ
た

 
理
久
兎
は
何
も

え
ず
こ
の

問
に

で

え
る
の
だ

た

そ
し
て
一
方
理
久
兎
宅
で
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は 
ル
 

へ
く
ち

・

・

 
縁

に

そ
べ

て
い
た
ル

ミ
ア
は
く
し

み
を
し
て
い
た

 
こ
ち
ら
の
視
点
に

す

理
久
兎
の
そ
の
発

で
輝
夜
は

き
な
が
ら

 
輝
夜

え

同
居
人
に
や
ら
れ
た

て

ど
う

 
し
て
そ
う
な

た
の
よ

 
輝
夜
は
で
理
久
兎
に
そ
れ
を
問
い

め
る
と

 
理
 

さ

て

ま

た
だ
単
に
俺
が

断
し
た

 
だ
け
な
ん
だ
け
ど

 
理
久
兎
は
こ
の

問
を

く
は
ぐ
ら
か
す
こ
と
に
し
た

 
輝
夜

そ

そ
う

じ

次
の

問
い
い

 
輝
夜
は
そ
の

問
を
諦
め
て
次
の

問
を
希
望
す
る
と
理
久
兎
は
先
程
と
同
じ

で

 
理
 

い
い
よ

 
と

え
る

そ
し
て
輝
夜
の

目
の

問
は

 
輝
夜

方
い

た
い
何
者
な
の
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理
 

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
な

 
理
久
兎
に
そ
う
聞
か
れ
た
輝
夜
は

し
い

を
し
な
が
ら

 
輝
 

あ
の
花
の
種
は
普
通
じ

手
に
入
ら
な
い
代
物

 
よ

そ
れ
所
か
あ
の
妖
怪
か
ら
ど
う
や

て

 
取

て
き
た
の

て

う
話
よ
普
通
じ

無
理

 
な
話
よ

 
そ
の
輝
夜
姫
の

問
に
理
久
兎
は
頭
を

き
な
が
ら

 
理
 

い
や

普
通
に
も
ら

た
ん
だ
け
ど

 
輝
夜

は
い

 
さ
す
が
の
輝
夜
も
こ
の
返

に
は

い
た
よ
う
だ

そ
し
て
ど
う
い
う

で

た
か
を
簡

に
理
久
兎
は
語
り
だ
す

 
理
 

然
そ
の
妖
怪
に
出
会

て
そ
れ
か
ら
ゲ

ム

 
戦
闘
し
て
そ
れ
で
俺
が
買

た
か
ら
そ
の
掛

 
け
金
と
し
て
そ
の
花
の
種
を
も
ら

た
ん
だ

 
け
ど
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今
の
理
久
兎
の
話
を
聞
い
て
輝
夜
は
口
を
開
け
て

 
輝
夜

し

信
じ
ら
れ
な
い

 
理
久
兎
の
話
を
信
じ
よ
う
に
も
信
じ
ら
れ
な
か

た
が
そ
れ
を
信
じ
さ
せ
る
た
め
に
理
久
兎

は 
理
 

嘘
だ

た
ら
そ
の
種
は
偽
物
の
は
ず
だ
よ

 
そ
の
一

で
信
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

先
程
に
輝
夜
は
理
久
兎
の
持

て
き
た
幽
香
の
種

を
本
物
と
見

い
た
の
だ

そ
れ
が
信
じ
る

つ
の
種
と
な
る

そ
し
て
輝
夜
姫
も
理
久
兎
の

た
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
に
し
た

 
輝
夜

そ
れ
も
そ
う
よ

な
ら
最
後
に
聞
き
た
い

 
の
だ
け
ど

 
そ
し
て
輝
夜
姫
か
ら
最
後

の

問
を
要

さ
れ
た

 
理
 

ん

 
輝
夜

何
で

方
が
私
達
月
の
⺠
に
つ
い
て

 
知

て
い
た
の
か
し
ら

 
今
現

に
お
い
て
輝
夜
は
今

番
聞
き
た
い
こ
と
を

問
す
る

あ
の
時
に

た
発

の
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せ
い
で
夜
も
眠
れ
な
か

た
こ
と
を

に
持

て
い
た
か
ら
だ

 
理
 

あ

そ
れ

そ
れ
は
昔
あ
る
老
人
か
ら

 
聞
い
た
ん
だ
よ

 
理
久
兎
は
自
身
の

性
を

す
た
め
に
少
し
だ
け
話
を
盛
る
こ
と
に
し
た

 
輝
夜

老
人

 
理
 

そ

老
人

か
名
前
は

理

て

 

た
か
な

 
理
久
兎
の
そ
の

葉
に
輝
夜
は
物

い
反

を

し
た

 
輝
夜

り

理

で
す

て

 
理
 

え

知
り
合
い

 

 
過
去
に
理
久
兎
は
輝
夜
と
は
会

た
事
は
な
い

な
の
だ
が
と

え
て
い
る
と
自
分
の

た
こ
と
に
輝
夜
姫
が

え
る

 
輝
夜

違
う
わ

⺠
の
守

者
と

わ
れ
た
伝
説
の

 
大

勇
よ
ま
さ
か
生
き
て
い
た
な
ん
て

 
理
 
俺

て
そ
ん
な
こ
と
に
な

て
た
ん
だ
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さ
す
が
の
理
久
兎
も
過
去
に
や

た

が

め
ら
れ
て
大

勇
に
な

た
事
は
少
々

い
た

が
そ
ん
な
事
は
お

い
な
し
に
輝
夜
姫
は

 
輝
夜

理

は
今
ど
こ
に
い
る
の

 
輝
夜
に
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

ど
う

え
る
か
を

い
な
が
ら

 
理
 

さ

今
は
ど
こ
に
い
る
の
か

 
実

は
自
分
の
話
だ
が
話
を
盛

て
し
ま

た
が
た
め
に
嘘
の
居
場
所
を

う
と
自
分
が
怪
し

ま
れ
る
た
め

あ
え
て
ど
こ
か
に
消
え
た
と
教
え
る

 
輝
夜

そ
う

こ
れ
を

た
ら

ビ

ク
リ

 
す
る
わ

 
輝
夜
姫
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
を

た

そ
の
一

は
理
久
兎
を

か
せ
る
に
は

分
だ

た 
理
 

 
と

く
と
同
時
に
心
の
中
で
は

 
理
 
何
で

が
出
て
く
る
ん
だ

 
理
久
兎
が

と

う
と
輝
夜
姫
は

に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た
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輝
 

あ

そ
れ
は

私
の
教
育
係
の
人
の
名
前
よ
昔

 
そ
の
人
の
家
で
理

が
住
ん
で
た
ん
で
す

て

 
そ
れ
で
そ
の

に
と

て
理

は
親
友

て

 

て
た
の
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
表
情
に
は
だ
さ
ず
に

 
理
 

そ
う
な
ん
だ

 
と

う
が
心
の
中
で
は

く
と
同
時
に
嬉
し
く
な

た

 
理
 
て
か
こ
の
子

の
教
え
子
か
よ

だ
け
ど
親
友

嬉
し
い
こ
と

う
な

も

 
そ
し
て

て
い
る
理
久
兎
に
輝
夜
は

 
輝
夜

ど
う
し
た
の

 

を
か
け
る
と
理
久
兎
は

え
る
の
を

め
て
輝
夜
の

を
向
い
て

 
理
 

い
や
何
で
も
な
い
よ

 
輝
夜

そ
う

そ
う

え
ば

方
何
で
私
が
月
の
⺠
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て
わ
か

た
の

 
輝
夜
の
先
程
の
最
後
の

問
は
最
後
で
は
無
か

た
ら
し
い

だ
が
理
久
兎
も
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
理
 

は

問
ば

か
り
だ

ま

え
る
け
ど

 
理
由
は
簡
単

は
満
月
の
夜
に
現
れ
た
と
い
う
 
 

 
キ

ド
と
昔
そ
の
理

俺
か
ら
聞
い
た
話

 
を
結
び
合
わ
せ
て
あ
の
時

を
少
し

ら
し
て
み

 
た
ん
だ

そ
れ
が
ま
さ
か
本
当
に
そ
う
だ

た
と

 
は

 
ま
た
話
を
少
し
盛
り
な
が
ら
理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
語
る
と
輝
夜
は

 
輝
夜

て
こ
と
は

私
は
ま
ん
ま
ん
と
誘
導
さ
れ
た
と

 

う
こ
と

 
自
身
が
や

た
事
に
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
の
だ

そ
し
て
そ
ん
な
輝
夜
の
表
情
を
見
な
が
ら

理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に

 
理
 

そ
う
な
る
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輝
夜

解
せ
な
い
わ

 

め
ら
れ
た
輝
夜
は
最

そ
う

う
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
そ
し
て

の
た
め
に

問
は
終

わ
り
か
と
聞
く

 
理
 

で

聞
き
た
い
こ
と
は
終
わ
り

 
輝
夜

え

こ
れ
で
終
わ
り

あ

そ
う

え
ば

 

方
は
私
か
ら
知

を

い
た
い
の
よ

 
輝
夜
姫
は
理
久
兎
が
前
に

た
望
み
を

う
と

 
理
 

あ

そ
れ

も
う
い
い
よ

 
輝
夜

ど
う
し
て

 
輝
夜
は
い
ら
な
い
理
由
を

る
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

々
と
面
白
い
こ
と
を
知

た
し
対

と
し
て
は

 

分
だ

た
よ

 
そ
う

べ
た

な
お
理
久
兎
が
面
白
い
と
思

た
と
こ
ろ

に
つ
い
て
輝
夜
の

く

等
々
だ

 
輝
夜

そ
う
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理
 

で
も
俺
も

つ
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
け
ど

 
今
度
は
理
久
兎
が
輝
夜
に

問
を
す
る

 
輝
夜

何
が
聞
き
た
い
の

 
理
 

の
迎
え
は
来
る
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
輝
夜
姫
は
少
し

げ
に
夜
と
な

た
空
を
見
上
げ
な
が
ら

 
輝
夜

来
る
わ

今
日
を
い
れ
て

間
後
に

 
輝
夜
の
そ
の

葉
を
聞
い
た
理
久
兎
は
更
に
問
う

 
理
 

ふ

ん
帰
り
た
い

 
輝
夜

い
え
帰
り
た
く
な
い
わ
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
て
も

 
つ
ま
ら
な
い
も
の

 
輝
夜
は
自
分
の
住
ん
で
い
た
月
が
つ
ま
ら
な
い
と
語

た
の
だ

 
理
 

そ
う
か

 
輝
夜

方
達
が

ま
し
い
わ

 

ま
し
い
と

わ
れ
た
理
久
兎
は
輝
夜
に

 
理
 

ど
う
し
て
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と

聞
く
と
輝
夜
姫
は

げ
な
表
情
か
ら

し
み
の
表
情
で

 
輝
夜

こ
ん
な

な
場
所
に
い
ら
れ
て

方
達
は

 

せ
者
よ

 
こ
の
時

理
久
兎
は
輝
夜
に
同
情
を
し
た

 
理
 
こ
の
子
も
俺
と
同
じ
で
こ
の
地

に

れ
た
口

な
ん
だ
な

 
理
久
兎
は
か
つ
て
若
か

た
自
分
と
輝
夜
姫
を

合
わ
せ
て
見
て
い
た
の
だ

々
な
事
に

興
味
を
も

た
あ
の

き
自
分
自
身
に
だ

理
久
兎
は

し
げ
な
表
情
を
し
て
い
る
輝
夜
に

 
理
 

が
よ
け
れ
ば
こ
の
地

に
い
た
ら

 
輝
夜

え

 
理
 

少
し

が
あ

て

も
し
か
し
た
ら
こ
こ
に

 

れ
る
か
も
よ

ま

結

式
な
や
り

 
方
だ
け
ど

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
た
輝
夜
姫
は
決
心
す
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か

た

 
輝
夜

り
た
い

こ
こ
に

り
た
い
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輝
夜
の
そ
の
真
に
強
い

葉
を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

そ
う
か

な
ら
当
日
俺
の
仲
間
と
共
に

を

 
迎
え
に
行
く
後
は
流
れ
に
身
を
任
せ
そ
し
て

 
俺
を
い
や
俺
た
ち
を
信
じ
る
だ
け
だ
よ

 
と

く
ど
う
行
動
す
る
か
を
説
明
す
る

 
輝
夜

わ
か

た
わ

 
理
 

話
は
決
ま

た

な
ら
お
開
き
に
す
る
か
俺
 

 
も
計
画
を
た
て
な
き

い
け
な
く
て

 
輝
夜

そ
う

わ
か

た
わ
当
日
は
お
願
い

 
理
 

了
解
だ

あ

後

送

て
く
よ

 
そ
う
理
久
兎
が
提
案
し
た
が
輝
夜
は
先
程
の

し
み
の
表
情
と
う

て
変
わ

た

で

 
輝
夜

い
え
大
丈
夫
よ

こ
こ
か
ら
近
い
し
そ
れ
に

 

方
に
は

く
計
画
を
立
て
て

い
た
い
し

  
そ
う

い
輝
夜
姫
は
理
久
兎
の
誘
い
を
断

た
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理
 

そ
う
か

な
ら
気
を

け
て
な

 
輝
夜

え

そ
れ
じ

当
日
に

 
そ
う

て
輝
夜
は
帰

て
い

た
そ
し
て
輝
夜
が
見
え
な
く
な

た
の
を

す
る
と
理
久

兎
は

 
理
 

亜
狛

耶
狛

 
亜
狛
と
耶
狛
を
呼
ぶ

す
る
と

 
亜
狛

お
呼
び
で
し

う
か
マ
ス

 
耶
狛

何
マ
ス

 
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

人
が
一

で
現
れ
る

 
理
 

話
は
聞
い
て
い
た
な

 
亜
狛

え

も
ち
ろ
ん
で
す

 
耶
狛

も

ち
ろ

ん

 
理
 

な
ら
す
ぐ
に
帰
る

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

オ



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
大
急
ぎ
て
帰

て
い

た
の
だ

た
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第
１
２
１
話
 
謝
罪
と
交
流

 
今
現

理
久
兎
達
と
輝
夜
姫
が
話
し
て
い
る
時

理
久
兎
宅
都
の
縁

で
は

 
ル
 

 
ル

ミ
ア
は
今
日
の
仕
事
が
終
わ
り

の
あ
ま
り
縁

で

そ
べ

て
い
た
だ
が
そ
こ
に

け
目
も
と
い
ス
キ
マ
が
現
れ
そ
こ
か
ら
来
客
が
到
来
し
て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様
い
ま
す
か

 
理
久
兎
の
弟
子
も
と
い
娘
の
紫
が
ス
キ
マ
か
ら
そ
の

を
出
す

 
ル
 

な
に
し
に
来
た
の

 
縁

で

そ
べ

て
い
た
ル

ミ
ア
が
紫
に
何
し
に
来
た
の
か
を
聞
く
と

 
紫
 

あ
ら

ル

ミ
ア

女
は
何
し
て
る
の

 
紫
は
ル

ミ
ア
が
い
た
こ
と
に
気
が
つ
き
縁

で

そ
べ

て
い
る
ル

ミ
ア
に
何
を
し
て
い

る
の
か
を

る
と

 
ル
 

今
日
の
仕
事
を
終
え
た
か
ら

し
て
た
の
よ

 
と

ル

ミ
ア
は
眠
た
そ
う
な

で
紫
の

問
に

え
る
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紫
 

あ
ら
そ
う

あ

そ
う
そ
う
御
師
匠
様
い
る

 
か
し
ら

 
紫
が
理
久
兎
の
所

を

問
す
る
と
ル

ミ
ア
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
ル
 

理
久
兎
な
ら
い
な
い
わ
よ
今
ご
ろ
輝
夜
姫
の
家

 
に
い
る
も
の

 
そ
う
ル

ミ
ア
は

え
る
と
紫
は
ハ

と
し
た
表
情
し
だ
す

ど
う
や
ら
輝
夜
姫
の
所
に
訪
問

し
て
い
る
こ
と
を

れ
て
い
た
よ
う
だ

 
紫
 

あ
ら
そ
れ

て
今
日
だ

た
の

 
ル
 

そ
う
よ

 
ル

ミ
ア
は
や
る
気
の
無
さ
そ
う
な

で

え
る
と
紫
は

 
紫
 

居
な
い
な
ら
待
た
せ
て
も
ら

て
も
い
い

 
理
久
兎
が
帰

て
来
る
ま
で
家
に
い
て
良
い
か
を
聞
く
と
ル

ミ
ア
は
紫
の

た
こ
と
を
受

け
入
れ
た

 
ル
 

わ
な
い
わ
客
室
の
場
所
は
わ
か
る
で
し

 
ル

ミ
ア
が
そ
う
聞
く
と
紫
は
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紫
 

わ
か
る
け
ど
こ
こ
で
待
つ
わ

 
ル
 

そ
う
勝
手
に
ど
う

 
そ
う

て
ル

ミ
ア
は

よ
う
と
す
る
紫
は
縁

に
座
り
今
に
も

そ
う
な
ル

ミ
ア
に
話

し
か
け
る

 
紫
 

ル

ミ
ア

 
ル
 

何
よ

 
ル

ミ
ア
は
目
を
閉
じ
な
が
ら
紫
に
返
事
を
す
る
と
ル

ミ
ア
は
目
を

て
い
た
た
め
表

情
は
分
か
ら
な
い
が

紫
は
真

な

で

 
紫
 

今
更
あ
れ
だ
け
ど
悪
か

た
わ

 
と
と
つ

ん
ル

ミ
ア
に
謝
罪
を
し
だ
し
た
の
だ

そ
れ
を
聞
い
た
ル

ミ
ア
も
え

と

思

た
の
か
起
き
上
が
り
紫
の

を
見
て

 
ル
 

ど
う
し
た
の
急
に

 
そ
う
聞
く
と
紫
は
何

謝
罪
し
た
の
か
の

を
話
始
め
る

 
紫
 

御
師
匠
様
の
あ
の
目
や
体
の

を
見
て
最
初
は

 

女
を
許
せ
な
い

て
思

た

け
ど
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ル
 

け
ど

 
紫
 

御
師
匠
様
が

 
今
か
ら

間

家
と

の
修

作

の
休
憩
時
間
の
こ
と
紫
は
ル

ミ
ア
は

し
て
い

た
そ
こ
に
理
久
兎
が
紫
に

を
か
け
る

 
理
 

紫

 
紫
 

何
で
す
か
御
師
匠
様

 
紫
は
急
に
ど
う
し
た
の
か
と
思

て
い
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

ル

ミ
ア
を
許
し
て
や

て
く
れ
あ
の
子
も

 
あ
れ
で
不

な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら

 
理
久
兎
は
紫
の
と

て
い
た
行
動
を
見

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
ま
た
前
み
た
い
に
こ
と
に

て

ン
カ
を
通
り

し
て
殺
し
合
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
呼
び
掛
け
た
の
だ

そ
し
て
理
久
兎
に

そ
う

わ
れ
た
紫
は

 
紫
 

私
は

許
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

御
師
匠
様

 
の

や
体
に

を
つ
け
た
あ
の
妖
怪
を

 
そ
の
時
の
紫
は
ま
だ
ル

ミ
ア
を
許
す
こ
と
が
出
来
な
か

た
が
理
久
兎
は
昔
自
分
が
体
験
し
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て
き
た
話
を
話
始
め
る

 
理
 

で
も
さ

今
か
ら
昔
に
美
須
々
達
と
戦

た

 
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
て
よ

 
紫
 

 
紫
は
そ
う

わ
れ
て
昔
美
須
々
達
と
戦
い
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
理
久
兎
の
姿
を
思
い
出
し
た

 
理
 

時
に
は
殴
り
あ

て

生
え
る
友
情
も
あ
る

 

か
に
ル

ミ
ア
の
時
は
不
意
打
ち
だ

た

 
だ
け
ど

紫

 
紫
 
・
・

 
理
 

そ
れ
で
も
今
こ
う
し
て
友
情
が

生
え
て
い
る

 
こ
れ
は
事
実
な
ん
だ
よ

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
紫
は

 
紫
 

御
師
匠
様
が
そ
う

う
な
ら

え
て
み
ま
す

 
紫
は
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
て
今
こ
う
し
て
ル

ミ
ア
と
改
め
て
話
し
て
い
る
の
が
現
状
な
の

だ
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ル
 

そ
う
理
久
兎
が

 
紫
 

だ
か
ら
も
う
一
度
改
め
て

う
わ

ご
め
ん

 
な
さ
い

 
紫
は
ル

ミ
ア
に
謝
る
そ
の
紫
を
見
て
ル

ミ
ア
も

 
ル
 

私
こ
そ
ご
め
ん
な
さ
い

然
だ

た
と
い
え
ど

 

女
の
大
切
な
人
を

つ
け
て
し
ま

て

 
謝
れ
た
ル

ミ
ア
も
紫
に
謝
る

す
る
と
紫
と
ル

ミ
ア
は

て

 
紫
 

ふ
ふ

御
互
い
様

 
ル
 

そ
う

フ
フ

 

人
の
関
係
は
い
い
方
向
に
進
ん
だ
よ
う
だ
す
る
と
空
間
に

け
目
が
出
来
る
そ
し
て
そ
こ

か
ら

人
の
男
女
も
と
い
理
久
兎

亜
狛

耶
狛
が
そ
の

け
目
か
ら
現
れ
る

 
理
 

何
と
か
帰

て
き
た
な

あ
れ

紫
に

 
ル

ミ
ア
ま
さ
か
ま
た
喧
嘩
か

 
亜
狛

え

ち

そ
れ
は

め
な
い
と

 
耶
狛

え

紫
ち

ん
と
ル

ミ
ア
ち

ん
が
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何
な
の

 
理
久
兎
達
は
前
に
起
き
て
し
ま

た
紫
と
ル

ミ
ア
の

い
争
い
を
思
い
だ
し
そ
れ
が
今
度
は

第
二
次

い
争
い
と
な
ら
な
い
た
め
に
と
思
い

人
の
も
と
へ
急
ぐ
と
紫
と
ル

ミ
ア
は

い

な
が
ら

 
紫
 

大
丈
夫
よ
御
師
匠
様

 
ル
 

え

問

な
い
わ

 

人
は
何

か

だ

た
こ
れ
を
見
た
理
久
兎
達
が

人
は

 
亜
狛

え

か
前
は
あ
ん
な
に
い
が
み
合

て

 
い
た
の
に

 
耶
狛

な
ん
か
前
よ
り
も
仲
が
良
い
み
た
い

 
と

く
が
理
久
兎
は
心
の
中
で
今
の
光

を
見
て

 
理
 
成
る
程

ど
う
や
ら
い
い
方
向
に
進
ん
だ

 
み
た
い
だ

 
理
久
兎
達
は
紫
と
ル

ミ
ア
の
関
係
が
良
く
な

た
こ
と
に
嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
た
が
紫

が
理
久
兎
に
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紫
 

そ
う

え
ば
御
師
匠
様
輝
夜
姫
の
所
に
は

 
行

て
き
た
の
で
す
か

 
紫
は
理
久
兎
に
改
め
て
そ
う
訪

る

そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

あ

そ
れ
に
つ
い
て

人
に
協
力
し
て

し
い

 
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
い
い
か
い

 
理
久
兎
は

人
に
協
力
を

め
る
と

 
ル
 

そ
れ

て
さ

き

た
出
番
が
ど
う
の

て
 
 

 
や
つ

 
理
 

う
ん
そ
れ
だ

し
い
こ
と
は
中
で
話
す

 
か
ら
協
力
し
て
く
れ
る
か
い

 
も
う
一
度
理
久
兎
は

人
に
聞
く

そ
し
て

人
は

 
紫
 

い
ま
せ
ん
よ
御
師
匠
様

 
ル
 

私
も
い
い
わ
よ

 

え
は
イ
エ
ス
だ

た

 
理
 

な
ら
な
か
に

動
し
よ
う
亜
狛

耶
狛
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人
も
つ
い
て
き
て

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

あ

そ
れ
な
ら

 
お

を
お
持
ち
し
ま
す

 
耶
狛

私
も
手
伝
う
よ

 
理
 

そ
う
か
な
ら
頼
む
よ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

了
解
だ
よ
マ
ス

 

人
は
お

を

意
す
る
た
め
台
所
に
向
か

た

 
理
 

話
が
そ
れ
た
け
ど
行
こ
う
か

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
ル
 

分
か

た
わ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
皆
に
こ
の
事
を
伝
え
て
作
戦
会
議
を
す
る
の
だ

た

 



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
第
１
２
２
話
 
御
迎
え

 
今
現

の
時

は

時

分

そ
し
て
あ
の
約
束
か
ら
も
う

間
は

て
い
る

そ
し

て
現

は

の

に
て
輝
夜
が
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
理
由
は

ま
で
も
が
輝
夜
姫
を
気
に
入

て
し
ま

た
か
ら
だ

ま
ず

達
の
視
点
で
お
見
せ
し
よ
う

 

 

大
丈
夫
か
輝
夜
姫
よ

 

は
輝
夜
に
近
よ
り
そ
う
語
り
か
け
る
と

 
輝
夜

え

で
も
御

な
さ
い
こ
ん
な
こ
と
に

 
な

て
し
ま

て

 

 

い
や
い
い
の
だ
よ

こ
れ
も
そ
な
た
の

を

 
見
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ

 
と

は
胸
を
は

て
そ
う

え
る

そ
れ
を
聞
い
た
輝
夜
姫
は

 
輝
夜

あ
り
が
と
う

 
そ
う

え
る
と

人
の
少
女
も
と
い
安

晴
明
が

達
に
近
づ
く

 
晴
明

さ
ま
陰
陽
師
達
も

全
で
ご
ざ
い
ま
す



 第１２２話 御迎え

 
晴
明
が
頭
を
た
れ
て
そ
う

え
る
と

は

で

 

 

そ
な
た
の
活

を
に
も
期
待
し
て
お
る

 
晴
明

あ
り
が
た
き
お

葉
で
ご
ざ
い
ま
す

 
表
向
き
は
そ
う

う
が

 
晴
明

く
帰

て
お
酒
飲
み
た
い
な

 
晴
明
は

葉
と
は

の
こ
と
を

え
て
い
た

 
兵
⻑

皆
の
者
集
ま
れ

こ
れ
か
ら
作
戦
を
会
議
を

 
す
る

 
陰
陽

陰
陽
師
達
も
だ

 
と

て
い
る
と
兵
⻑
が
武
士
を
達
を
集
め
る
そ
し
て
陰
陽
師
達
も
集
め
ら
れ
る
ど
う
や
ら
作

戦
会
議
を
す
る
こ
と
に
な
り
晴
明
は

 
晴
明

で
は
私
は
行
き
ま
す
の
で

 

 

行

て
く
る
が
よ
い

 
そ
う

て
晴
明
は
走

て
い

た

 

 

何
と
し
て
も
輝
夜
姫
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
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は

に
座
る
輝
夜
姫
を
見
つ
め
な
が
ら
心
に

う
の
だ

た

そ
し
て

心
の
理
久
兎
の
視

点
に

す

現

理
久
兎
は
ど
う
し
た
か
と
い
う
と

 
理
 

ま

た
く

も
余
計
な
こ
と
を

 
理
久
兎
は

の

の

に
登

て
下
を
観
察
し
て
い
た
そ
し
て
後
ろ
か
ら
紫
の

が
聞
こ

え
る

 
紫
 

御
師
匠
様
作
戦
は
分
か

て
い
ま
す
よ

 
紫
は

の
た
め
に
理
久
兎
に

を
と
ら
せ
て
い
た
そ
し
て
理
久
兎
は
そ
う

わ
れ
て

 
理
 

わ
か

て
る
よ

か
計
画
は

 
理
久
兎
は
頭
で
思
い

か
べ
な
が
ら
紫
に
話
す

紫
達
と
作
戦
会
議
を
し
た
こ
と
の
内
容
を

 
理
 

て
こ
と
な
ん
だ
よ

 
理
久
兎
は
紫
達
に
こ
の
事
を
伝
え
る
と

紫
は
少
し

い
た
表
情
で

 
紫
 

ま
さ
か
御
師
匠
様
が

た
昔
話
の
月
の
⺠

 
が
本
当
に
い
る
な
ん
て
思
わ
な
か

た
わ

 
ル
 

私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

 
亜
狛

つ
ま
り
輝
夜
姫
の
迎
え
の
人
達
を
撃
退
す
る



 第１２２話 御迎え

 

て
こ
と
で
す
か

 
耶
狛

こ
と
な
の
マ
ス

 
理
 

い
や
撃
退
は
し
な
い

下
手
に
撃
退
す
る
と

 
か
え

て
増
援
を
呼
ば
れ
て
も
面

だ
そ
こ
で

 
証
拠
を

す
る
意
味
も
込
め
て
こ
こ
で
天
国

 
に
行

て
も
ら
う

 
と
は

う
が
心
の
中
で
は

 
理
 
月
読
達
に
は
悪
い
け
ど

 
と
理
久
兎
は
少
し
だ
け
ツ
ク

ミ
に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
そ
う

う
と
紫
が
理
久
兎
に

問

を
す
る

 
紫
 

て

に
で
も

め
る
の
で
す
か

 
理
 

う

ん
そ
こ
は

え
中
か
な

 
理
久
兎
が

み
な
が
ら
そ
う

え
る
と
ル

ミ
ア
が
口
を
開
い
て

 
ル
 

理
久
兎

 
理
 

な
ん
だ
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ル
 

証
拠
を

す
る
な
ら
そ
い
つ
ら
食
べ
て
い
い

 
月
の
兵
士
を
食
す
気
満
々
の
表
情
で

う
と

 
亜
狛

正
気
で
す
か
ル

ミ
ア
さ
ん

 
ル
 

え

私
は
い
た

て
正
気
よ

 
ル

ミ
ア
は

え
る
と
理
久
兎
は
ル

ミ
ア
に

 
理
 

わ
な
い
よ
そ
の
か
わ
り

し
て
も
俺
は

 

任
は
と
ら
な
い
よ

 
と

注
意
を
し
つ
つ
食
べ
て
よ
い
と
聞
い
た
ル

ミ
ア
は
先
程
よ
り
も
さ
ら
に

で

 
ル
 

わ
な
い
わ
よ

 
と

え
る

表
情
か
ら

チ
で
月
の
兵
士
を
食
す
ら
し
い

そ
ん
な
ル

ミ
ア
の
会
話
を
聞

い
た
紫
は
若

れ
な
が
ら

 
紫
 

本
当
に
変
わ

て
る
わ
流

の
私
で
も
月
の
⺠
は

 
食
べ
る
気
に
な
ら
な
い
わ

 
ル
 

ふ
ふ

食
べ
ら
れ
る

て
最
高

 
ル

ミ
ア
が

い
な
が
ら

う
と
理
久
兎
は
話
を

す



 第１２２話 御迎え

 
理
 

で
だ

話
を

す
が
ま
ず
紫
と
ル

ミ
ア
は
ス
キ
マ

 
の
中
で
待
機
し
て
く
れ
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

の

 

険
と
し
て

意
し
た
場
所
で
待
機
だ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

わ
か

た
よ

 
ル
 

何
で
待
機
す
る
の

 
ル

ミ
ア
が
理
久
兎
に

問
す
る
と
理
久
兎
は
め
ん
ど
く
さ
い
表
情
を
し
な
が
ら

 
理
 

陰
陽
師
達
も
い
る
か
ら
下
手
を
す
る
と
バ
レ
る
ん

 
だ
よ

 
ル
 

な

成
る
程

 
実

こ
こ
ま
で
正
体
を

し
て
戦
う
こ
と
に
め
ん
ど
く
さ
さ
を
覚
え
る
が
そ
れ
を
お
い
て
理
久

兎
は
話
を
進
め
る

 
理
 

そ
れ
で
あ
そ
こ
か
ら

れ
出
す
と
な
る
と
迎
え
の

 
奴
等
と
で
の
戦
闘
で
ご
た
つ
く
そ
こ
で
そ
の

乱
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に

じ
て
俺
が
合

し
た
ら
紫
は
ス
キ
マ
を
使

 
て
ル

ミ
ア
を

そ
こ
で
ル

ミ
ア
の
能
力
を

 
使

て
一
気
に

り
全
て
を
闇
で

む

 
ル
 

そ
れ
で

 
理
 

そ
し
て
闇
で
何
も
見
え
な
く
な

た
ら
紫
の
能
力
で

 
人
間
達
を
そ
の
ま
ま
ス
キ
マ
に
ボ

シ

ト
し
て

 
ど
こ
か
の
ど
ぶ

に
で
も

て
て
く
れ

 
紫
 

お
任
せ
く
だ
さ
い

 
理
 

で

人
間
達
が
消
え
た
ら
俺
と
ル

ミ
ア
で
大
暴
れ

 
し
て
注
意
を
そ
ら
す
か
ら
そ
の
間
に
紫
は
輝
夜
を

 
の
場
所
に
送
り

け
て
く
れ
そ
し
て
た
ら

の

 

に
待
機
し
て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
が
輝
夜
達
を
受
け

 
取

て
そ
の
ま
ま
あ
の

に
案
内
し
て
く
れ

 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

了
解
で
す
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ル
 

久
々
に
動
け
れ
る
の
は
い
い
わ

 
紫
 

そ
れ
で
御
師
匠
様
輝
夜
姫
を
送
り

け
た
後
は

 
理
 

送
り

け
た
ら
人
間
達
が
来
な
い
か
を

 
し
て
い
て
く
れ

も
し
も
バ

ク
ア

プ
が

 
必
要
な
ら
合

す
る
か
ら

 
そ
う

う
と
紫
は

で

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た

 
紫
の
返
事
を
聞
い
た
理
久
兎
は
更
に
更
に
と
話
を
進
め
て
い
く

 
理
 

そ
し
て
ル

ミ
ア
と
俺
が
迎
え
を
全
員
始
末
が

 
終
わ
り
し
だ
い
そ
の
死
体
と
ル

ミ
ア
そ
し
て

 
月
の
⺠
の

り
物
を
俺
の

に
運
ん
で
く
れ

 
そ
し
た
ら
ル

ミ
ア
は

に
死
体
を
運
ん
だ

 
そ
の
ま
ま
後
始
末
を
頼
む
よ

 
ル
 

い
い
わ
よ

 
ル

ミ
ア
の
仕
事
が
戦
う
食
べ
る
と
い
う
簡
単
か
つ
楽
し
い
仕
事
の
た
め
か

葉
に
や
る
気
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が
あ
る

 
理
 

そ
ん
で
俺
と
紫
は
輝
夜
の
も
と
に
向
か
う

 
紫
 

こ
れ
が
作
戦

 
理
 

ま

あ
く
ま
で
も
そ
の
状

に
よ

て
変
わ
る

 
時
は
変
わ
る
か
ら
ま

大
方
の
目
安
と
し
て

 
ル
 

と
こ
ろ
で
理
久
兎

 
理
 

ど
う
し
た

 
ル
 

り
物
は
ど
う
す
る
の

 
ル

ミ
ア
が
月
の
兵
士
達
が

て
く
る
だ
ろ
う

り
物
に
つ
い
て
聞
く
と

 
理
 

う

ん

て
お
い
て

 
ル
 

わ
か

た
わ

 
と

う
が
後
で
バ
ラ
し
て

て
よ
う
と

え
る
の
だ

た

そ
し
て
必
要
な
事
を

え
る
と

理
久
兎
は
紫

ル

ミ
ア

亜
狛

耶
狛
に
対
し
て

 
理
 

に

問
は
な
い

 

に

問
が
な
い
か
を

る
と

人
は
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紫
 

無
い
で
す
わ

 
亜
狛

無
い
で
す

 
ル
 

無
い
わ
理
久
兎

 
耶
狛

ナ

シ
ン
グ

 
そ
の
返
事
を
聞
い
た
理
久
兎
は
士
気
を
あ
げ
る
た
め
に

を
は

て

 
理
 

な
ら

日
後
頼
む
よ

 
紫
 

ふ
ふ

え

御
師
匠
様

 
ル
 

楽
し
ま
せ
て
も
ら
う
わ

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

了
解
だ
よ
マ
ス

 
こ
う
し
て
作
戦
会
議
を
終
え
た

こ
れ
が
理
久
兎
が

え
た
作
戦
回
想
だ

そ
の
後

舞

台
が
輝
夜
姫
の
家
か
と
思

た
ら

の

に
輝
夜
姫
が

動
し
て
舞
台
は

の

に
な
り

備
も

と
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

て
た
り
し
て
い
る

な
お
当
の
本
人
で
あ
る
輝
夜
は
仲

良
く

と
話
し
て
い
る
俺
は

の
上
で
か
れ
こ
れ

時
間
待
機
し
て
い
る
と
い
う
の
に
も
だ

 
理
 

お

と
こ
ん
な
話
を
し
て
い
た
ら
時
間
も
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あ

と
い
う
間
だ

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

 
そ
し
て
今
の
時

は

時

満
月
が
輝
く
夜
だ

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
だ
な

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
満
月
の
中

か
ら
何
か
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
来
る
そ
れ
は
ま
る
で

の
よ
う
だ

 
理
 

さ
て
と
来
た
み
た
い
だ
な

紫
そ
ろ
そ
ろ

 
準
備
し
て
く
れ
よ

 
と
理
久
兎
は
後
ろ
で

開
さ
れ
て
い
る
ス
キ
マ
に
向
か

て

う
と

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
紫
の

が
ス
キ
マ
を
通
し
て
伝
わ

て
き
た

 
理
 

始
め
る
か

生

い
戦
い
を

 
そ
う

て
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
黒

を
出
し
て
様
子
を

う
の
だ

た

そ
し
て

宇

船
は
人
間
達
の

で
見
え
る

ど
ま
で
近
づ
く
と
上
空
で

ま

た

 
武
士

な

来
た



 第１２２話 御迎え

 
武
士

刀
を

け

 
陰
陽

我
ら
も

意
す
る

 
陰
陽

式
神
を

意
し
な
く
て
は

 
晴
 

あ
れ
が
迎
え

 
そ
う
し
て

た
だ
し
く
な

て
い
る
と
そ
の

の

が
開
き

が
真

白
い

を

か
せ
な

が
ら
女
性
が
出
て
く
る
理
久
兎
は
こ
の
女
性
を
見
た
こ
と
が
あ
り

れ
ら
れ
な
い
人
物
の

人

だ

た

 
理
 
嘘

だ
ろ

 
そ
う

の

が
変
わ

て
も
理
久
兎
に
は
わ
か
る
か
つ
て
自
分
を
居
候
さ
せ
て
く
れ
て
さ
ら

に
は

知

を
く
れ
た

人
で
あ
り
こ
の
地

に
来
て
の
初
め
て
の
友
人
だ

た
か
ら
だ

 

輝
夜
姫
さ
ま

御
迎
え
に
上
が
り
ま
し
た

 
そ
の
名
を
八
意

そ
の
人
だ

た
の
だ
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第
１
２
３
話
 
大
脱
出
劇
の
開
幕

 
今
理
久
兎
は
と
て
も

い
て
い
た

お
迎
え
の
人
の
中
に

人
で
あ
り
こ
の
地

に
来
て
初

め
て
の
友
人
で
あ
る

が
い
た
か
ら
だ

 

輝
夜
姫
様
さ

共
に
月
に
帰
り
ま
し

う

 

は
そ
う

う
が

 
輝
夜

嫌
よ

私
は
こ
こ
が
気
に
入

た
の

も
お

 
あ
ん
な

力
争
い
だ
と
か
う
ん
ざ
り
な
の
よ

 
輝
夜
姫
は
胸
に
秘
め
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
暴

し
た

そ
れ
を
聞
い
た

は

 

覚
悟
は
お
あ
り
な
の
で
す

 
真

な

し
で
輝
夜
姫
を
見
る
そ
れ
に

え
る
よ
う
に
輝
夜
も

 
輝
夜

も
ち
ろ
ん
よ

 
輝
夜
姫
は
決
意
を
込
め
て

う
そ
の
決
心
を
見
た

は
た
だ

て
目
を

る

 

そ
う
で
す
か

 

達
が
会
話
し
て
い
る
と

と
共
に
の

て
来
た
月
の
兵
士
達
は
不
満
を

に
出
し
て
文
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句
を
い
う

 
月
兵

何
を
や

て
い
る
の
で
す
か
八
意
様

 
月
兵

す
ぐ
に
あ
の
罪
人
を
こ
ち
ら
に

れ
て
こ
な
い
と

 
い
け
な
い
ん
で
す
よ

 
月
兵

八
意
様
が
何
も
し
な
い
な
ら
我
ら
が
行
き
ま
す

 
そ
う

て
待
つ
の
が
嫌
に
な

た
月
の
兵
士
が
降
り
よ
う
と
し
た
だ
が
次
の

間

 

ン

グ
サ

 
全
員

な

 
晴
明

何
で

 
こ
の
場
の
全
員
が

い
た
の
だ

 
月
兵

な
ん

の
真

で
す
か

八
意

様

 
そ
れ
は

が
降
り
よ
う
と
し
た
月
の
兵
士
を
自
身
が
持

て
い
る
そ
の

で

た
の
だ

そ
し
て

ら
れ
た
月
の
兵
士
は
力
が

け
た
の
か
地
上
に

ち
て
い
き

中
か
ら
着
地
し
た
が

い
と

わ
な
い
ど
こ
ら
か
口
か
ら

を

ら
し
て
動
か
な
く
な

た

 
月
兵

な

お
い
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月
兵

八
意
様

い
や

八
意

様

 
月
兵

我
ら
を
裏
切
る
気
か

 

も
と
よ
り
私
は
輝
夜
姫
様
の
使
い
よ

方
達
の

 

り
人

じ

な
い
わ

 
そ
う

て

は
そ
の

か
ら
飛
び
降
り
て
地
上
に

が
つ
く
と
同
時
に
輝
夜
姫
が

に
近
づ
き

 
輝
夜

 
輝
夜
は

に

き
つ
い
た

 

輝
夜
姫
様
ご
心

を
お
か
け
し
ま
し
た

 
輝
夜

大
丈
夫
よ
そ
れ
よ
り

は
い
い
の

 

私
は
姫
様
の
従
者
で
す
姫
様
と
共
に
あ
り
ま
す

 
輝
夜

 
感
動
の
再
開
を
は
た
し
た
が
状

は
変
わ
ら
な
い

 
月
兵

お
前
ら
裏
切
り
者
の
八
意
と
罪
人
の
輝
夜
姫
を

 

し
ろ
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月
兵

お

 
月
兵

八
意
逃
げ
ら
れ
る
と
思
う
な
よ

 

お
下
が
り
く
だ
さ
い
姫
様

 
そ
う

て

は

を

え
輝
夜
姫
は
後
ろ
に
下
が
る
そ
し
て
そ
れ
を
見
た

に
武
士
や
陰

陽
師
は

 

 

武
士
達
よ
彼
女
に

け
を
と
る
な

 
武
士

そ
う
だ

武
士
の
意
地
を
見
せ
て
や
れ

 
陰
陽

我
ら
も

れ
て
は

る

 
と
無
数
の
数
の
人
間
達
が

に
加

を
す
る

 

地
上
の
人
間
が
ど
れ
だ
け
束
に
な

て
も
勝
て
な
い

 
た
だ
の
時
間

ぎ
に
し
か

 
輝
夜

理
桜
は
何
を
し
て
る
の
よ

 

人
の
心
の
中
は
不
安
で
い

い
だ

た
そ
し
て
輝
夜
姫
が
文
句
を
込
め
て

た
人
物

で
あ
る
理
久
兎
は

 
理
 
友
の
た
め
に
国
を

に
ま
わ
す
か

ハ
ハ
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ら
し
い
や

 
昔
と
変
わ
ら
な
い

と
し
た

を
見
て
昔
を
懐
か
し
む

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
ろ
そ
ろ
か
と

 
理
 

あ

か
に
頃
合
い
だ
な
紫

作
戦
を
開
始
す
る
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
そ
う

て
紫
は
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る

そ
し
て
出
て
き
た
の
は
紫
だ
け
で
は
な
い
次
に
そ
の

中
か
ら

 
ル
 

出
番
か
し
ら

 
そ
う

い
な
が
ら
ス
キ
マ
か
ら
ル

ミ
ア
が
現
れ
る

 
理
 

あ

頼
ん
だ
よ

 
ル
 

分
か

た
わ
よ

 
そ
う

て
ル

ミ
ア
は
能
力
闇
を

る
程
度
の
能
力
を
使

す
る

す
る
と

の

の

全
体
が
突
然
闇
に

ま
れ
て
暗
く
な
る

 

 

な
ん
だ
こ
れ
は

 
武
士

前
が
見
え
な
い
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陰
陽

こ
れ
は
ま
さ
か
妖
怪
か

 
晴
明

ま
さ
か
ま
た
彼
奴
ら
の
仕

 
月
兵

な
ん
だ
こ
れ

前
が
見
え
な
い

 
月
兵

ど
う
し
た
ん
だ
急
に

 

い

た
い
こ
れ
は

は

姫
様

 
輝
夜

い
る
わ

こ
こ
に

 
と
い

た
感
じ
で
ル

ミ
ア
の
能
力
で
下
は
大

乱
状
態
だ

 
理
 

計
画
ど
お
り

紫
ス
キ
マ
で
人
間
達
だ
け

 
ボ

シ

ト
し
ち

て

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
そ
う

て
紫
は
ス
キ
マ
を
人
間
達
の

下
に

開
す
る
と

 

 

こ
れ
も
あ
い
つ
ら
の
力

 
武
士

な

急
に
地
面
が

 
武
士

う
わ

 
陰
陽

お

ち
る
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陰
陽

ク
ソ

 
晴
 

何
で
私
ま
で

 
と

い
な
が
ら
皆
ス
キ
マ
に

と
さ
れ
て
い

た
そ
し
て
人
間
達
の

が
聞
こ
え
な
く
な
る

と 
理
 

紫
も
う
い
い
よ

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た
わ

 
理
久
兎
そ
う

て
ス
キ
マ
を
閉
じ
さ
せ
た
そ
し
て
ス
キ
マ
で

ち
て
い
く
人
間
達
の

鳴

を
聞
い
て
い
た

達
は

 

今
の
は
い

た
い

 
輝
夜

人
間
達
の

が
聞
こ
え
な
く
な

た

 
月
兵

ク
ソ

な
ん
だ
こ
の
闇
は

 
月
兵

前
が
見
え
な
さ
す
ぎ
だ

 
月
兵

そ
れ
よ
り
さ

き
の

鳴
は

 
下

で

達
や
月
の
兵
士
達
が
騒
い
で
い
る
と

 
理
 

ル

ミ
ア
も
う
解
い
て
い
い
よ
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ル
 

わ
か

た
わ
よ

 
そ
う

て
ル

ミ
ア
は
能
力
で
作

た
闇
を
解
い
た
す
る
と
月
明
か
り
に
ま
た

ら
さ
れ
始

め
る
す
る
と

と
輝
夜
姫
そ
し
て
月
の
兵
士
達
は
と
て
も

い
た

 

嘘

さ

き
ま
で
い
た
人
間
達
は

 
輝
夜

全
員
消
え
た

 
突
然
人
間
達
が
姿
を
消
し
た
の
で

人
は

い
て
い
た

だ
が
こ
れ
を

機
と
見
た
月
の
兵

士
達
は

 
月
兵

何
か
は
わ
か
ら
な
い
が

機
だ

裏
切
り
者
と

 
罪
人
を

す
る

 
月
兵

さ

観

し
ろ

 
月
兵

我
ら
へ
の
反

行

た
だ
で
は
終
わ
ら
ぬ

 
と

と
輝
夜
姫
の
も
と
に

め

る

 

 

ど
う
す
れ
ば

 
輝
 

か
助
け
て

 
と
輝
夜
姫
が

ぶ
す
る
と

め

て
く
る
月
の
兵
士
達
の

下
に
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ザ
キ
ン

 
と

を
た
て
て
地
面
に
黒
い
刀
が

さ

た
の
だ

 
月
兵

な

な
ん
だ
こ
れ
は

 
月
兵

今
度
は
な
ん
な
ん
だ
よ

 
と
月
の
兵
士
達
は

い
て
い
る
そ
し
て

達
は

 
輝
夜

何
で
刀
が

 

 

黒
い
刀

ど
こ
か
ら

 

達
は

り
を
見
渡
し
刀
が
飛
ん
で
来
た
方
向
を
見
る
と

に

人
の
男
女
が
い
た
そ

の
内
の

人
は
輝
夜
姫
も
知

て
い
る
人
物
い
や
神
が
い
た

 
理
 

や

輝
夜
ち

ん
約
束
を
果
た
し
に
来
た
よ

 
と

理
久
兎
達
が

て
入
る
の
だ

た
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第
１
２
４
話
 
昔
懐
か
し
き
友

 
理
久
兎
と
ル

ミ
ア
そ
し
て
紫
は

の
上
か
ら
月
の
兵
士
達
や
輝
夜
姫

を
見
下
ろ
し

て
い
た
そ
し
て
理
久
兎
を
見
て
輝
夜
は
口
を
開
く

 
輝
夜

理
桜
さ
ん

 
輝
夜
は
嬉
し
そ
う
に
理
久
兎
の
偽
名
を

ぶ
が

は
理
久
兎
を
見
て

し
て
い
た

 

嘘

何
で

理

が
生
き
て
る
の

 
輝
夜

え

 

は
理
久
兎
に
向
か

て
い
う
だ
が
理
久
兎
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
返

は
も
う

え
て
い

た 
理
 

は
て

俺
は
理

と
い
う
者
じ

な
い
け
ど

 

だ

て

二
つ
の

 
理
 

も
う
一
度

う
け
ど
俺
は
理

じ

な
い
よ

 
多
分
そ
れ
は
別
人
じ

な
い
か

こ
の
世
に
は

 
同
じ

の
人
物
は

人
い
る
と
も

う
か
ら
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と

知
ら
な
い
フ
リ
を
す
る
が
内
心
で
は

 
理
 
ご
め
ん
な

今
は
俺
の
正
体
に
つ
い
て

い

た
く
な
い
ん
だ

 
も
う
謝
罪
の
気
持
ち
で
い

い
だ

た

 

そ
う

よ

 
輝
夜

ど
う
い
う
こ
と

 
理
久
兎
達
が
会
話
を
し
て
い
る
と

か
ら

々
を
い
れ
る
よ
う
に

 
月
兵

様
ら
我
ら
を
無
視
す
る
気
か

 
月
兵

死
に
値
す
る

 
月
兵

我
ら
月
の
兵
士
を

手
に
ど
う
戦
う
と
い
の
だ

 
地
上
の
人
間
よ

 
と
月
の
兵
士
は

う
が
月
の
兵
士
達
は
や

て
は
い
け
な
い
過
ち
を
犯
し
て
い
る

目
の
前

に
い
る
の
は
人
間
で
は
な
い

神
と
妖
怪
だ
と
い
う
こ
と
を
そ
し
て
理
久
兎
は
頭
に
来
て
い
た

自
分
達
の
都
合
を

達
に

し

け
た
こ
と
や
友
達
と
の
会
話
を
文
句
で

め
ら
れ
た
こ
と

に



 第１２４話 昔懐かしき友

 
理
 

人
が
話
し
て
い
る
時
に
邪
魔
す
る
な

て

 

わ
れ
な
か

た
の
か

 
こ
こ
ま
で
は
普
通
に

て
そ
の
次
に

う

葉
に
は
今
出
せ
る
自
身
の
妖
力
を

視
で
き
る

程
ま
で
に

出
し
ド
ス
の
か
か

た

で

 
理
 

に
ま
み
れ
た

物
が

 
殺
気
を
込
め
す
ご
み
と

を
し
な
が
ら
月
の
兵
士
達

手
に

い

た

こ
の
大

に

出
さ
れ
た
妖
力
を
感
じ
た
月
の
兵
士
達
は

 
月
兵

こ

こ
い
つ
妖
怪
か

 
月
兵

こ
い
つ
た
だ
者
じ

な
い

 
月
兵

な
ん
て
妖
力
な
ん
だ

 
輝
夜

理
桜
さ
ん
が

妖
怪
で
す

て

そ
れ
よ
り
も

 
う

気
持
ち
悪
い

な
に

こ
れ

 

や

り
違
う
の
よ

そ
れ
に
し
て
も
こ
の

 
妖
力

た
だ
者
じ

な
い

 
月
の
兵
士
達
は
完
全
に
チ
キ
ン
状
態
だ

し
ま
い
に
は

が

え
て
い
る
の
だ
が
理
久
兎
の
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や

た
こ
と
は

り
に
も
影

を
与
え
て
い
た

 
紫
 

お

御
師
匠
様
お

め
く
だ
さ
い

 
ル
 

ち
着
い
て

理
久
兎

 
理
久
兎
の
近
く
に
い
る

人
は
こ
れ
を
直
で
感
じ
る
の
だ

こ
れ
を
続
け
ら
れ
た
ら
紫
達
も

危
な
い
と
思

た
の
だ
ろ
う

紫
達
に

め
ら
れ
た
理
久
兎
は
我
に
返
り

 
理
 

あ

悪
い

紫

ル

ミ
ア
や
り
過
ぎ
た

 
理
久
兎
は
怒
り
を
静
め
て
妖
力
の

出
を

め
る
妖
力
の

出
が

ま
り
紫
達
は

 
紫
 

な
ん
と
か
な

た

 
ル
 

本
当

 

人
は
安

の

を

ら
す

そ
し
て
理
久
兎
は

紫
に
指

を
出
す

 
理
 

紫

彼
女
達
を

の
場
所
に
ス
キ
マ
で
頼
む
よ

 
理
久
兎
は
紫
に
作
戦
で
伝
え
た

の
場
所
に

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頼
む

 
紫
 

は

い
で
は

名
様
ご
案
内
し
ま
す
わ

 
そ
う

て
紫
は

達
の

下
に

界
を

て
ス
キ
マ
を

開
し
た

 
輝
夜

え

ち

キ
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何
よ
こ
れ

 

人
は
ス
キ
マ

と
し
を
さ
れ
て

の
場
所
に

動
さ
れ
た
こ
れ
を
見
た
月
の
兵
士
達
は

 
月
兵

様
ら
あ
の
罪
人
達
を
ど
こ
に
や

た

 
月
兵

あ
の
者
達
に
関
し
て
は
我
ら
の
問

だ

 

様
ら
は
関
係
の
な
い
は
ず
だ

 
月
兵

な
の
に
何

様
ら
は
あ
の
罪
人
の
手
助
け
を
 
 

 
す
る

 
と

て
き
た
そ
し
て
そ
れ
に

え
る
よ
う
に
理
久
兎
達
は
返

を
す
る

 
紫
 

御
師
匠
様
に
頼
ま
れ
た
か
ら
で
す
わ

 
ル
 

理
久
兎
に
頼
ま
れ
た
か
ら
よ

 
理
 

輝
夜
姫
と
約
束
を
し
た
か
ら
だ

 
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で

つ
だ

実

は

つ
あ
り
も
う

つ
は

 
理
 
そ
れ
と
過
去
に
受
け
た

を
返
す
た
め
だ

 
か
つ
て

か
ら
受
け
た

を
返
す
た
め
だ

そ
し
て
理
久
兎
達
が
そ
う

う
と
月
の
兵
士
達

は
キ
レ
だ
し
た
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月
兵

様
ら

 
月
兵

こ
こ
ま
で
愚

し
や
が

て

 
月
兵

様
ら
を

け
て
じ

く
り
と
罪
人
を

 
探
さ
せ
て
も
ら
お
う

 
そ
う

て
月
の
兵
士
達
は
武

を

え
る

 
理
 

紫

 
紫
 

な
ん
で
す
か

 
理
 

お
前
も

加
し
て
い
い

こ
う
す
れ
ば
ち

う
ど

 
３
Ｖ
Ｓ
３
で
出
来
る
し

 
紫
 

な
ら
お

葉
に

え
る
わ

 
そ
う

て
紫
も
戦
闘
体
制
を
と
る

 
理
 

ル

ミ
ア
も

て

う
の
は
も
う

い
か

 
ル
 

ア
ハ
ハ

 
ル

ミ
ア
の

り
に
闇
が

み
込
む
そ
し
て
そ
の
闇
が
晴
れ
る
と
ル

ミ
ア
の
頭
に
は
か
つ
て

理
久
兎
が
戦

た
時
の
よ
う
に
黒
輪
が
頭
に

か
び
黒
い

が

中
か
ら
生
え
そ
れ
を

か
せ
そ
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し
て

手
に
は
黒
い

を
装
備
し
て
い
た

 
ル
 

さ

始
め
ま
し

う

 
紫
 

フ
フ

い
ら

し

い

 
理
 

月
に
住
ま
う

な
る
者
達
よ
こ
こ
が

様
ら

 
の

場
と
知
れ

 
こ
う
し
て
理
久
兎
達
は
戦
い
を
始
め
た
の
だ

た

そ
し
て

の
場
所
に
い
る
亜
狛
と
耶
狛

は 
耶
狛

い
つ
に
な

た
ら
来
る
か
な
お
兄
ち

ん

 
耶
狛
は
亜
狛
に
聞
く
と
亜
狛
は
満
天
の
星
空
を
見
上
げ
な
が
ら

 
亜
狛

さ

な

た
だ
マ
ス

に
と

て
は
お
客

 
様
だ
か
ら

の
無
い
よ
う
に
な

 
そ
う
亜
狛
と
耶
狛
は

と
輝
夜
姫
が
来
る
の
を
待

て
い
た

 
耶
狛

は

い

に
し
て
も
お

へ

た

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
兎
の
匂
い
が
す
る
な

 
耶
狛

お

減

た
な

と
狩
り
し
な
い
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亜
狛

お
い
お
い

俺
ら
に
は
マ
ス

か
ら
の
指

 
が
あ
る
だ
ろ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
は

に
新
た
な
気

を
感
じ
た

 
亜
狛

気

を
感
じ
た
な

行
く

耶
狛

 
耶
狛

オ

 
そ
う
し
て
亜
子
と
耶
狛
は

と
輝
夜
姫
を
迎
え
に
行
く
の
だ

た
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第
１
２
５
話
 
所
詮
は
モ
ブ

 
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
る

の

内

そ
こ
で
は
こ
れ
か
ら
惨
劇
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い

た 
月
兵

我
ら
の
底
力
見
せ
て
や
る

 
月
兵

気
を
つ
け
ろ
特
に
あ
の
男
に
は

 
月
兵

わ
か

て
る

 
今
の
俺
は
月
の
兵
士
達
と
対

し
て
い
た
が

 
理
 

紫
は

の
兵
士
を
ル

ミ
ア
は

を
任
せ
る
よ

 
紫
 

で
も
名
も
な
い
兵
士

て

 
ル
 

大
々
一

で
死
ぬ
よ

 
等
と
メ
メ

イ
発

を
し
て
い
る

事
実
大
体
は
そ
う
な
の
だ
が

 
理
 

こ
ら
メ
メ

イ
話
は
そ
こ
ま
で
だ
そ
ん
な
事

 
よ
り
目
の
前
の
戦
い
に
集
中
し
ろ

 
紫
 

そ
う
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ル
 

で
も
何
と
も

え
な
い
わ

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と
兵
士
達
は
も
う

が

き
出
る

ど
怒

て
い
た

 
月
兵

が
一

で
死
ぬ
だ
と

 
月
兵

ふ
ざ
け
る
な

 
月
兵

死
ぬ
の
は
お
前
ら
だ

 
そ
う

い

て
月
の
兵
士
達
は
刀
を

え
な
が
ら
理
久
兎
達
に
斬
り
か
か

て
く
る
が

手
が

悪
過
ぎ
だ

何
せ
こ
の

人
は

人
は
神

し
の
主
犯
と
呼
ば
れ
る
八
雲
紫

そ
し
て

人
は

全
て
を
飲
み
込
む
闇
の
妖
怪
ル

ミ
ア

そ
し
て
最
後
は
最
凶
の
神
な
の
だ
か
ら

ま
ず
ル

ミ

ア
の
場
合
は
と
い
う
と

 
ル
 

ア
ハ
ハ

方
は
死
ぬ
よ

 
キ
ン

シ

ン

ザ
シ

 
ル

ミ
ア
は

黒
の

で
月
の
兵
士
の
刀
を
弾
く

刀
を
弾
き
飛
ば
さ
れ
た
月
の
兵
士
の
懐
は

ラ
空
き
に
な

た

そ
こ
を
見
逃
す
わ
け
も
な
く
を
弾
く
の
に
使

た

黒
の

で

手
の
心

に
黒
い

を
突
き

し
た

 
月
兵

フ
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月
の
兵
士
は
口
か
ら

を

き
出
し
意

が

と
す
る
な
か
で
ル

ミ
ア
が

い
な
が
ら

 
ル
 

大
丈
夫

後
で
私
が

方
を
食
べ
る
か
ら
無

 
に
は
な
ら
な
い
わ

 
ル

ミ
ア
の
そ
の
一

を
聞
い
た
月
の
兵
士
は

を
し
な
く
な

た
の
だ

た

 
ル
 

夜
食
ゲ

ト

 
と

ル

ミ
ア
は
楽
し
そ
う
だ

そ
し
て
一
方
で
紫
の
方
は

 
月
兵

死

 
月
の
兵
士
が
紫
の
心

め
が
け
て
刀
で
突
き
を
し
て
く
る
が

 
紫
 

そ
れ
じ

ン

ン
過
ぎ
る
わ

 
紫
の
心

に
刀
が

こ
う
と
し
た

間
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
刀
の
刀
身
は
ス
キ
マ
の
中
に
入

て
い

た

 
月
兵

こ
い
つ
能
力
持
ち
か

 
紫
 

今
更
気
づ
い
て
も

も
う

い
わ
よ

 
月
兵

あ

ん

そ
れ
ど
う
い
う

ハ

 
月
の
兵
士
は
胸
に

み
を
感
じ
そ
の
原
因
は
何
か
と
思
い
自
分
の

胸
を
見
る
と
刀
が

胸
を
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い
て
い
た
の
だ

 
月
 

な

何
で

 
月
の
兵
士
は
後
ろ
を
見
て
み
る
と
後
ろ
に
も
前
と
同
じ
ス
キ
マ
が
あ

た

そ
し
て
そ
の
ス
キ

マ
か
ら
刀
が
出
て
い
た
の
だ

簡
単
に
説
明
を
す
る
と
月
の
兵
士
の
前
に
あ
る
ス
キ
マ
と
後
ろ
に

あ
る
ス
キ
マ
は

が

て
い
る
の
だ

前
の
ス
キ
マ
に
刀
を

せ
ば
後
ろ
の
ス
キ
マ
か
ら
刀
が
出

て
く
る
と
い
う
の
が
こ
の
仕
掛
け
だ
月
の
兵
士
が
や

た
の
は
い
わ

る
自

だ

 
紫
 

だ
け
ど
私
の
勝
ち
で
す
わ

 
月
兵

ち
き

し

う

 
こ
う
し
て
紫
の
勝

が

定
し
た

そ
し
て
最
後
に
理
久
兎
に
斬
り
か
か

た
兵
士
の
方
は

 
月
兵

覚
悟

 
そ
う

い
な
が
ら
月
の
兵
士
は
理
久
兎
に
斬
り
か
か
る
が
理
久
兎
は

座
に
地
面
に

し
た
黒

を
引
き

い
て
目
に
も

ま
ら
ぬ

さ
で

 

キ
ン

 

手
の
刀
の
刀
身
を
真

二
つ
に
し
て

し
た

 
月
兵

嘘
だ
ろ
何
で
俺
の
刀
が

普
通
そ
の
刀
が
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れ
る
だ
ろ

 
月
の
兵
士
は

い
て
い
る
普
通
な
ら
刀
身
は
る
か
に

い
黒

が

れ
る

な
の
に
自
分
の
刀

が

に

さ
れ
た
か
ら
だ

 
理
 

悪
い
が
こ
の
刀
は
少
し
特

で

ど
ん
な
事
を

 
し
て
も

れ
な
い
ん
だ
よ

 
月
兵

お
前
ら
本
当
に
何
な
ん
だ
よ

 
理
 

そ
う
だ
な

た
だ
の
し
が
な
い

 
そ
う

い
な
が
ら

座
に
刀
を

刀
の
よ
う
に

え

手
の
懐
に
入
る

 
月
兵

な

 
月
の
兵
士
は
と

さ
の
こ
と
過
ぎ
て
体
が
動
か
な
い

だ
が
理
久
兎
の
手
は

ま
る
こ
と
は
な

か

た

 
理
 

妖
怪
だ
よ

 
ザ
シ

グ
サ

 
そ
し
て

手
の

を

回
斬

て
そ
こ
か
ら
派
生
で

手
の
心

を
刀
で

い
た

 
月
兵

こ
ん
な
事
が

申
し
訳
あ
り
ま

せ

ん
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最
後
の
台

を

し
て
月
の
兵
士
は

を
し
な
く
な

た

こ
う
し
て
理
久
兎
達
の
勝

と

な

た

 
理
 

終
わ

た
な

紫

ル

ミ
ア

そ

ち
は

 
終
わ

た
か

 
理
久
兎
は
紫
と
ル

ミ
ア
に
聞
く

 
紫
 

え

終
わ

た
わ
御
師
匠
様

 
ル
 

も
ち
ろ
ん

 
理
 

な
ら
紫
こ
こ
に
転
が

て
る
全
部
の
死
体
と

 
あ
の
船
を

く
俺
の
家
ま
で
運
ん
で
く
れ

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た
わ

 
そ
う
し
て
こ
の
死
体
達
と
宇

船
は
ス
キ
マ
を
通
じ
て
理
久
兎
の
家
に
運
ば
れ
た
の
だ

た

 
紫
 

終
わ
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
理
 

な
ら
俺
ら
も
手

通
り

動
す
る
よ

く
し
な
い
と

 
人
間
達
が

て
く
る
か
ら
な

 
紫
 

そ
う

な
ら

く
い
き
ま
し

う
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ル
 

私
も
送

て
よ

 
紫
 

わ
か

て
ま
す
わ
な
ら
先
に

女
を
送
る
わ

 
そ
う

い

て
紫
は
ル

ミ
ア
の

下
に
ス
キ
マ
を

開
し
た

 
ル
 

え

キ

 
そ
し
て
ル

ミ
ア
は
見
事
に
ス
キ
マ

と
し
を
さ
れ
た
の
だ

た

 
理
 

そ
ん
じ

俺
ら
も
行
く
よ

 
紫
 

も
ち
ろ
ん
わ
か

て
い
ま
す
わ

 
そ
し
て
理
久
兎
達
も

の

か
ら
姿
を
消
し
た
の
だ

た
そ
し
て
夜
の
静
け
さ
へ
と
変
わ

た
の
だ

た
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第
１
２
６
話
 
神
使
の
案
内

 
理
久
兎
が

達
を
ス
キ
マ

と
し
し
た

り
に

り
こ
こ
は

の
中
そ
こ
に
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
そ
こ
か
ら

人
の
女
性
が

ち
て
る
く
る

 
ド
ス

ド
ス

 
輝
夜

た
た

大
丈
夫

 

え

姫
様
こ
そ
大
丈
夫
で
す
か

 
輝
夜

え

私
も
大
丈
夫
よ

 
ス
キ
マ
か
ら

ち
て
き
た
の
は
輝
夜
姫
と
八
意

の

人
だ

そ
し
て

人
が

ち
た
と

同
時
に
ス
キ
マ
も
閉
じ
ら
れ
た

 
輝
夜

理
桜

た
ら
何
て
こ
と
を
す
る
の
よ

  
輝
夜

 

え

え

そ
う
で
す

 
輝
夜

所
で
理
桜
が
あ
の
理

に

て
い
る

て



 第１２６話 神使の案内

 

て
た
け
ど

 

え

と
て
も

て
い
ま
し
た
よ

別
人

 
と
は
思
え
な
い
ぐ
ら
い
に

 
と

う
が
理
桜
も
理

も
理
久
兎
で
す

 
輝
夜

で
も

か
理
桜
さ
ん
が
理

に
会

た

て

 

て
い
た
わ

 
輝
夜
姫
の

葉
を
聞
い
て

は

き
の

を
し
た

 

本
当
で
す
か
姫
様

 
輝
夜

え

何
で
も
も
う
お

ち

ん
み
た
い
に

 
な

て
い
た
と
か

 

や

り
生
き
て
い
る
の

そ
れ
で

 
理

は

 
輝
夜

何
で
も
す
ぐ
に
ふ
ら

と
消
え
て
し
ま

た

 
ら
し
い
わ

 

そ
う

で
す
か
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輝
夜
姫
の

葉
を
聞
い
て
少
し

ち
込
ん
で
い
だ

 
輝
夜

理

の
事
ど
う
思

て
た
の

 

そ
う
で
す

親
友
で
す
か

 
輝
夜

き
と
か
そ
う
い
う
の
は

 

あ
り
ま
せ
ん

た
だ

と
け
な
い

 
危
な

か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
け
ど

 
輝
夜

そ
う

 
輝
夜
姫
達
が
話
し
て
い
る
と
近
く
の

が

れ
た

 

姫
様
私
の
後
ろ
に

 
輝
夜

わ
か

た
わ

 
そ
う

て
輝
美
姫
は

の
後
ろ
に
ま
わ
り

は

を

え
る
そ
し
て

れ
る

の
中

か
ら

人
の
男
女
が
現
れ
る
だ
が
そ
の
男
女
は
人
間
で
は
な
い
の
が
容

に
わ
か
る
頭
に
獣
の

耳
が
あ
り

が
あ
る
か
ら
だ
そ
の
男
女
は
読
者
様
が
わ
か
る
通
り

 
亜
狛

あ
の
す
み
ま
せ
ん
が

を
下
ろ
し
て

 
も
ら
え
ま
せ
ん
か
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耶
狛

下
ろ
し
て
も
ら

て
い
い
か
な

 
そ
う
理
久
兎
の
従
者
も
と
い
神
使
の
亜
狛
と
耶
狛
だ

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
出
し
た
提
案
を

は

 

無
理

 

下
し
た

そ
し
て
亜
狛
は

大
な
こ
と
に
気
が
つ
く
そ
れ
は

 
亜
狛

お

と
失
礼

先
に
名
前
を

う
の
を

れ

 
て
い
ま
し
た

 
自

を

れ
て
い
た

こ
れ
で
は
さ

き
の
よ
う
な
会
話
に
な

て
し
ま
う
も
無
理
は
な

い

そ
し
て
亜
狛
は
自
身
の
自

を
す
る

 
亜
狛

私
は
八

理
桜
様
の
従
者
の
亜
狛
と
申
し
ま
す

 
そ
し
て

に
い
る
の
が
私
の
妹
の

 
耶
狛

同
じ
く
従
者
の
耶
狛
で

す

 

人
は

と
自

を
し
た
そ
し
て
理
桜
の
従
者
と
知
る
と
輝
夜
は

の

を
下
ろ

さ
せ
る

 
輝
夜

理
桜
さ
ん
の
従
者
な
ら
失
礼
よ
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す
み
ま
せ
ん
そ
れ
と
そ
う

う
の
は
先
に

て

 

し
い
わ

 
と

い
な
が
ら

を
下
ろ
し
た

 
亜
狛

失
礼
し
ま
し
た
そ
れ
と
マ
ス

か
ら

わ
れ

 
て
い
ま
す
さ

こ
ち
ら
へ
案
内
し
ま
す

 
耶
狛

案
内
す
る
よ

 
亜
狛
と
耶
狛
の

葉
を
聞
い
た

人
は

 
輝
夜

 

行
き
ま
し

う
姫
様

 
輝
夜

わ
か

た
わ

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
理
久
兎
が
別
荘
に
し
よ
う
と
し
て
い
た

も
と

い
後
の

夜
邸
に
案
内
さ
れ
た

 
亜
狛

こ
こ
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い

 
耶
狛

待

て
て

 

意
外
に
綺

な
場
所
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輝
夜

本
当

 

人
は
こ
の

を
外
か
ら
見
て
み
る
と
少
し
ボ
ロ
く
見
え
た
が
中
は
と
て
も
綺

だ

た

 
亜
狛

ハ
ハ
そ
う
で
す
か

 
耶
狛

い
や

れ
る
な

 
因
み
に
計
画
を

わ
れ
た

日
後
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
の
手
に
よ

て
綺

に
掃
除
さ
れ
て
い

た
の
だ

 
輝
夜

何
で

女
が

れ
る
の

 
亜
狛

こ

ん

 
耶
狛

あ

ご
め
ん
ご
め
ん

・

・

 
亜
狛
に

目
で
見
ら
れ
た
耶
狛
は
す
ぐ
亜
狛
に
謝
る

 
亜
狛

耶
狛

俺
は
お

を
容
れ
て
く
る
か
ら

く

 
頼
む
よ
後

変
な
こ
と
は

る
な
よ

 
耶
狛

了
解
だ
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

そ
れ
で
は
お

を
い
れ
て
き
ま
す

 
そ
う

て
亜
狛
は
立
ち
上
が
り
お

を
い
れ
に
向
か

た

だ
が
そ
こ
に

の
空
気
が
流
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れ
て
き
た
が
そ
の
空
気
を
打
開
し
た
の
は

 
輝
夜

え

え

と
耶
狛
さ
ん
で
い
い
の
よ

 
輝
夜
だ

た
そ
し
て
耶
狛
は
今
の
発

を
聞
い
て

 
耶
狛

ん

嫌
だ
な

そ
ん
な
固
く
な
く
て
い
い
よ

 
輝
 

え

 
耶
狛

普
通
に
耶
狛
と
か
耶
狛
ち

ん
と
か
で
い
い
よ

 
耶
狛
は
ち

ん

け
も
し
く
は
呼
び

て
を
提
案
し
た

輝
夜
は
流

に
ち

ん
は
失
礼
と
思

い
呼
び

て
で

て
き
た

 
輝
夜

え

と

そ
れ
じ

耶
狛

 
耶
狛

ん

な

に
て
る輝

ち

ん

 
輝
夜

て

輝
ち

ん

 
ま
さ
か
の
呼
び
名
に
輝
夜
は

い
て
し
ま
う
し
少
し

ず
か
し
く
な

て
し
ま
う

そ
れ
を
輝

夜
の

で
聞
い
て
い
た

は

 

く
く
く

 

は
輝
夜
の

で

い
を

え
て
い
た

す
る
と

が
開
い
て
お

を
お
ぼ
ん
に

せ
た
亜
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狛
が
入

て
く
る

 
亜
狛

ど
う

で
す
が

後

妹
が
何
か
し
ま

 
し
た
か

 
亜
狛
は
お

を

り
な
が
ら
輝
夜
姫
と

に
耶
狛
の
こ
と
を
聞
く

 

だ

大
丈
夫
よ

 

は

を
受
け
取
り
な
が
ら
亜
狛
の

問
の

え
を

い
を

え
て
返
す

 
輝
夜

え

え

何
に
も
な
い
わ

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

 
亜
狛
は
輝
夜
姫
の

を
よ
く
観
察
し
て
い
た

そ
し
て
輝
夜
姫
は
理
久
兎
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
理
久
兎
の
安

を
心

す
る

 
輝
夜

で
も
理
桜
さ
ん
大
丈
夫
か
し
ら

 
と
輝
夜
姫
は
心

し
て

う
が

 
耶
狛

問

な
い
よ
輝
ち

ん

 
輝
 

ど
う

う
こ
と

 
亜
狛

マ
ス

は
何
が
何
で
も
生
き
て
い
ま
す
か
ら
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耶
狛

う
ん
生
命
力
は
ゴ
キ
ブ
リ

み
に
す
ご
い
か
ら

 
マ
ス

は

 
輝
夜

そ
う

そ
れ

め
て
る
の
よ
の

 
耶
狛

め
て
る
よ

 

人
共
理
桜
の
こ
と
を
信
じ
て
る
の

 
で
も
悪
口
に
し
か
聞
こ
え
な
い

 

は
亜
狛
と
耶
狛
が
ど
れ
だ
け
理
久
兎
を
信

し
て
い
る
の
か
が
わ
か

た
が
同
時
に

め

て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
か

た

す
る
と

 
亜
狛

ど
う
や
ら
生
き
て
こ
こ
に
来
た
み
た
い

 
で
す
よ

 
輝
夜

え

 
耶
狛

あ

紫
ち

ん
の
ス
キ
マ
だ

 
耶
狛
は
部

の

に
あ
る
ス
キ
マ
に
指
を
さ
す

そ
し
て
そ
の
ス
キ
マ
の
中
か
ら

 
理
 

お

れ
様

人
共
そ
れ
に
紫

 
紫
 

ふ
ふ

御
師
匠
様
も
お

れ
様
で
す
わ
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そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
理
久
兎
と
紫
が
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
た
の
だ

た



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
第
１
２
７
話
 
約
束
の
果
て
に

 
亜
 

マ
ス

紫
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い
ま
せ

 
耶
 

お
帰
り
マ
ス

紫
ち

ん

 
理
 

お
う
帰

た
き
た

 
紫
 

え

 
理
久
兎
達
は
無
事
に
帰
還
し
た
そ
し
て
そ
れ
を
見
た
輝
夜
姫
と

は

 
輝
 

り

理
桜
さ
ん

 

 
や

り
理

に
と
て
も

て
い
る

 
理
 

く
な

た

紫
も
座
り
な
よ

 
紫
 

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
う

て
紫
も

に
つ
く

 
理
 

亜
狛

紫
に
お

を
頼
む
よ

 
亜
 

了
解
で
す
マ
ス

 
そ
う

て
亜
狛
は
も
う
一
度
お

を
い
れ
に
部

か
ら
出
る



 第１２７話 約束の果てに

 
理
 

さ
て
と

改
め
て
自

を
す
る
よ

 
輝
 

八

理
桜
で
し

私
も
何
度
も

わ
れ
な
く
て
も

 
わ
か
る
わ

 

 

私
も
姫
様
か
ら
だ
い
た
い
の
こ
と
は
聞
き
ま
し
た

 
の
で

 

人
は
そ
う

う
が

 
理
 

い
や
八

理
桜
は
あ
く
ま
で
偽
名
だ
よ

 
理
久
兎
は

人
に
偽
名
の
こ
と
を

う
と

 
輝
 

え

偽
名

 

 

で
は

方
の
名
前
は

 

達
は
理
久
兎
に
問
う
そ
れ
に

え
る
よ
う
に
理
久
兎
は
自
身
の
名
前
を

う

 
理
 

俺
の
名
前
は
深
常
理
久
兎
そ
れ
が
本
来
の

 
名
前
だ

 
と

理
久
兎
は

う
が
内
心
は

 
理
 

い
余

て
本
名
の

略
を

ち
ま

た



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
け
ど

に
気
づ
か
れ
な
き

い
い
ん
だ
が
な

 
理
久
兎
は
自
身
の
名
前
を

う
と
同
時
に
結

ん
だ
そ
し
て

人
は

 
輝
 

理
久
兎

わ
か

た
わ
こ
れ
か
ら
は

 
そ
う

う
わ

 
輝
夜
姫
は
そ
う

う
が

は

 

 

理
久
兎

何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
が

 
あ
る
よ
う
な

 

は
こ
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
み
た
い
だ
が
思
い
出
せ
な
い
よ
う
だ
そ
れ
に

け

込
ん
で
理
久
兎
は
も

と
分
か
ら
な
く
さ
せ
る
た
め
に

 
理
 

ハ
ハ
ハ

同
じ
名
前
や

の
人
な
ん
て
こ
の
世
に

 
何
人
も
い
る
か
ら

も
し
か
し
た
ら

々
何
処
か

 
に
同
じ
名
前
の
人
が
い
た
の
か
も
よ

 
理
久
兎
は
自
身
の
正
体
を
悟
ら
せ
な
い
よ
う
に

乱
さ
せ
る

 

 

そ
れ
も
そ
う

 

は
名
前
に
つ
い
て
は

え
る
の
を

め
た

そ
し
て
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

が
開



 第１２７話 約束の果てに

き
亜
狛
が
出
て
来
る

 
亜
 

ど
う

紫
さ
ん

 
そ
う

い
亜
狛
は
紫
に

を

し
出
す

 
紫
 

あ
ら
あ
り
が
と
う
亜
狛

 
理
 

亜
狛

も
座
り
な
さ
い

 
亜
 

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

て
亜
狛
も
座
る

 
輝
 

問
い
い
か
し
ら

 
理
 

い
い
よ

 
理
久
兎
に
了

を

て
輝
夜
姫
が
今
気
に
な
る
こ
と
を
理
久
兎
に

問
を
す
る

 
輝
 

理
ろ

じ

な
く
て
理
久
兎
さ
ん

方
は

 
や

り
妖
怪
な
の

 
輝
夜
姫
は
理
久
兎
が
妖
怪
な
の
か
ど
う
か
が
気
に
な
り
そ
れ
に
対
し
て

問
を
す
る

 
理
 

う

ん
ま

イ
エ
ス
が

当
だ

 
輝
 

そ

そ
う
な
の

所
で
理
久
兎
さ
ん



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
理
 

な
ん
だ
い

 
輝
 

あ
の
月
の
兵
士
達
は
ど
う
な

た
の

 

 

そ
れ
は
私
も
気
に
な

て
い
た
ん
で
す
が
ま
さ
か

 
逃
げ
ら
れ
ま
し
た
か

 
輝
夜
姫
と

は
そ
れ
が
気
に
な
る
よ
う
だ
無
理
も
な
い
逃
が
せ
ば
追

手
を
ま
た

し
向
け

ら
れ
る
か
ら
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の

問
に
つ
い
て
の

え
を
い
う

 
理
 

い
や

全
員
お
星
さ
ま
に
な

た
よ

 
理
久
兎
は
天

を
見
な
が
ら

う

 

 

そ
う

な
ら
や

り

方
は
強
い
の

 
今
度
は

が

問
を
す
る

 
理
 

俺
は

 
理
久
兎
が

問
を
す
る
前
に
紫
が

え
る

 
紫
 

え

御
師
匠
様
は
強
い
わ
よ

 
理
 

お
い
お
い
紫

 

 

な
ら
ど
の
く
ら
い
強
い
か
し
ら



 第１２７話 約束の果てに

 
紫
 

そ
う

妖
怪
達
の
頂
点
に

臨
し
て
る
わ
よ

 
紫
は
自

気
に

う
す
る
と
輝
夜
姫
は

え
る

 
輝
 

妖
怪
の
頂
点

あ

思
い
出
し
た

 
輝
夜
姫
の
そ
の
発

を
聞
い
て
理
久
兎
は

 
理
 
げ

不
味
い
俺
の
正
体
が
バ
レ
る

 

は
ポ

カ

フ

イ
ス
で
偽

て
い
る
が
内
心
は
本
当
に

し
て
い
る
の
だ

 
輝
 

深
常
理
久
兎

妖
怪
総
大
将
ぬ
ら
り

ん

 
輝
夜
姫
の
発

を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 
な

な
ん
だ
そ

ち
か
ビ
ビ

て

し
た

 
心
の
中
で
安

し
た

そ
し
て

が
輝
夜
姫
に
聞
く

 

 

ぬ
ら
り

ん

そ
れ
は
何
で
す
か

 
輝
 

私
も

し
く
ら
は
知
ら
な
い
け
ど
何
で
も
何
百
の

 
何

の
妖
怪
達
を

い
て
い
る
妖
怪

て
陰
陽
師
の

 
人
達
ら
聞
い
た
の
よ
そ
れ
で
安

晴
明
が

か

 
理
久
兎
を
討
ち
取

た

て

あ
れ



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
そ
れ
な
ら
何
で
理
久
兎
が
生
き
て
る
の

 
結
果
そ
こ
に

り
着
い
た
そ
し
て
紫
が
説
明
を
す
る

 
紫
 

晴
明
が
討
ち
取

た
の
は
御
師
匠
様
の
名

 
を
語

た
偽
者
よ

そ
し
て
今

方
達
の

 
目
の
前
に
い
る
の
が
本
物
の
深
常
理
久
兎

 
私
の
御
師
匠
様
よ

 
輝
 

そ

そ
う
な
の

 

 

な
る

ど

そ
う
な
る
と
や

り
強
い
の

 
理
 

い
や
俺
は
弱
い
よ

昔
守
れ
な
か

た
約
束
や

 
お
こ
な
い
が
い
く
つ
も
あ
る
し

 
理
久
兎
は
自
身
の
し
て
き
た
お
こ
な
い
を

り
返
る

と
の
約
束
を

り

人
地
上
に

た
り
自
身
の
身
内
と
は
知
ら
ず
殴
り
込
み
に
行

た
り
⺟
と
の
約
束
を

て

し
い
死
に
方
を

し
た
り
紫
を

人
お
い
て
修
行
さ
せ
た
結
果

ら
れ
た
り
と

々
と
や
ら
か
し
た
こ
と
に
対

し
て
理
久
兎
は
そ
れ
を

え
て
自
身
は
弱
い
と

た
の
だ

 

 

約
束



 第１２７話 約束の果てに

 

も
か
つ
て
理

理
久
兎
を

人

し
て
月
に
行

た
こ
と
や
友
を
失

た
こ
と
を
い

ま
だ
に

み
続
け
て
い
た

 
理
 
や

り
ま
だ
昔
の
こ
と
を

ん
で
る
ん
だ
な

 
そ
う
思
い
理
久
兎
は

に
対
し
て
自
身
の

え
を

う

 
理
 

で
も

や

て
し
ま

た
過
去
は
変
え
ら
れ

 
な
い
け
ど
そ
れ
を
次
ど
う

い
か
そ
う
か

 
て
の
は

え
ら
れ
る
だ
か
ら
俺
は
そ
れ
を
何
時

 
も

え
て
る
よ

 
理
久
兎
は

の
約
束
と
聞
い
て
せ
め
て
も
と
思
い

に
今
の
こ
と
を

う

 

 

そ
う

あ
り
が
と
う
理
久
兎
さ
ん

方
の

 
お
か
げ
で
少
し
吹

切
れ
た
わ

 
理
 

そ
れ
は
ど
う
も

 
昔
の
こ
と
は

れ
て
今
を
生
き
て

し
い
な

 
理
久
兎
達
が
そ
う

て
い
る
と
縁

の
方
で

 

 

あ

い
た



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
理
 

な
ん
だ

 
理
久
兎
が
向
く
と
そ
こ
に
は
無
数
の
可
愛
ら
し
い
生
物
達
と

人
の
少
女
が
立

て
い
る
の

だ

た

 



 第１２８話 兎という目撃者

 
第
１
２
８
話
 
兎
と
い
う
目
撃
者

 

 

お
い
そ
こ
の
男

 

人
の
ウ
サ
ミ
ミ

の
少
女
は
理
久
兎
を
指

す

 
紫
 

御
師
匠
様
の
こ
と
じ

な
い
か
し
ら

 
理
 

俺

 
自
分
の
こ
と
か
と
聞
く
す
る
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
返
事
が
飛
ん
で
く
る

 

 

そ
う

 
と

ウ
サ
ミ
ミ
の
少
女
は

う

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
紫
に
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
は

 
亜
狛

マ
ス

今
度
は
何
を
や
ら
か
し
た
ん
だ

 
耶
狛

お

が
す
い
た
な

 
紫
 

今
度
は
何
し
た
の

御
師
匠
様

 

い

わ
れ
よ
う
だ

亜
狛
と
紫
は
理
久
兎
が
ま
た
や
ら
か
し
た
の
か
と

い
耶
狛
は
兎
達
を

見
て
お

が
す
い
た
み
た
い
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
兎
の
少
女
に
問
う

 
理
 

俺
に
何
の
よ
う
か
な



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
理
久
兎
が
ウ
サ
ミ
ミ
の
少
女
に

う
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
返
し
が
返

て
く
る

 

 

お
前

間
ぐ
ら
い
前
に
こ
こ
に
来
た
ろ

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
達
の
こ
と
を
見
て
い
た
よ
う
だ

 
理
 

間
前

あ

か
に
来
た

で
も

ら
と

 
は
会

て
な
い
よ

 
記
憶
を
読
み
返
し
て
も
彼
女
達
と
は
会

て
い
な
い
の
は
物

れ
が
多
く
な

た
今
の
理
久
兎

で
も
よ
く
わ
か
る

 

 

か
に
会

て
は
い
な
い
け
ど

行
し
た

 
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
は
自

気
に

行
と

う
と

 
理
 

行
し
た
ん
だ

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば

か
に
兎
の
匂
い
が
し
た
な

 
耶
狛

か
に
し
た

 
紫
 

な
ら
ど
う
し
て
そ
の
時

御
師
匠
様
に

わ
な

 
か

た
の

 
紫
が
そ
う

る
と

人
は



 第１２８話 兎という目撃者

 
亜
狛

い
や
ま

所
詮
は
兎
で
す
か
ら

 
耶
狛

兎
は
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
だ
よ

 

人
は
元
は
狼
だ

た
た
め
に
兎
な
ど
は
食
料
と
し
か

え
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 

 

え

た

食
べ
て
も
美
味
し
く
は
な
い

 
か
ら
な

 
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
は

え
な
が
ら
そ
う

う
そ
し
て
理
久
兎
は

行
し
た
理
由
が
気
に
な

た
の

で
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
に
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

で

何
で

行
し
た
ん
だ

 

 

そ
り

何
か
悪
さ
を
し
に
来
た
の
か
と

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
達
の
こ
と
を
悪
人
と
勘
違
い
し
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

い
や
悪
さ
を
し
に
来
た
ん
じ

な
く
て
家
を

 
探
し
て
た
ら

度
良
い
所
を
見
つ
け
て

 

 

家
探
し

 
理
 

そ
う
そ
れ
で
こ
こ
の
家
が

度
良
く
て

 

 

そ

そ
う
な
ん
だ



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
紫
 

御
師
匠
様

 
す
る
と
紫
が
話
し
か
け
て
く
る

 
理
 

ど
う
か
し
た

 
紫
 

家
探
し

て
何
で
ま
た

 
紫
が
家
探
し
の
理
由
を
聞
く
と
理
久
兎
は
そ
れ
に

え
る

 
理
 

い
や
多
分
何
か
が
起
き
て
家
が
一

必
要
に
な
る

 
か
な

て
思

て
探
し
て
た
ん
だ
け
ど
ま
さ
か
の

 
大
当
た
り
で

 
そ
れ
を
聞
い
た
輝
夜
は
も
し
や
と
思
い
家
に
つ
い
て
聞
く
と

 
輝
夜

え

と

つ
ま
り
こ
の
家

て

 
理
 

ら
の
家

 
ま
さ
か
自
分
達
の
家
を
提

し
て
く
れ
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た
の
か

い
て
い
た
が

は
そ
れ
を
怪
し
ん
だ

 

準
備
が
良
す
ぎ
る
わ

に
怪
し
す
ぎ
る

 
理
 

嫌
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど



 第１２８話 兎という目撃者

 

い
え
嫌
と
は

て
は
い
ま
せ
ん
姫
様
を

宿
さ

 
せ
る
に
も

び
な
い
で
す
し
そ
れ
に

に
行
く

 
も
な
い
で
す
し
理
久
兎
さ
ん
こ
こ
は

方
の
手
の

 
上
で

て
あ
げ
る
わ

 
理
 

い

わ
れ
よ
う
だ
な

ま

別
に
良
い
け
ど
さ

 

は
と
も
か
く
輝
夜
の
事
を
思
い
こ
の
家
に
住
む
こ
と
を
決
心
し
た
よ
う
だ

そ
し
て
当
の

本
人
の
輝
夜
は

 
輝
夜

私
は
こ
こ
が
気
に
入

た
わ
理
久
兎
を
さ
ん

 
輝
夜
は
こ
こ
が
気
に
入

た
よ
う
だ

 
理
 

そ
れ
は
良
か

た
よ

 
理
久
兎
達
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 

 

て

私
を
無
視
し
な
い
で
よ

 
先
程
か
ら
話
に

加
し
て
こ
な
い
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
は
理
久
兎
に

う
と

 
理
 

分
か

て
る

て

も
話
は
聞
い
て
い
た
よ

 

 

ま

聞
い
た
け
ど
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理
 

な
ら
こ
の
人
達
を
こ
こ
に
住
ま
わ
し
て
く
れ
な

 
い

 
理
久
兎
は

と
輝
夜
姫
を
住
ま
わ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
に
頼
む

す
る
と

 

 

ま

い
い
よ
ど
の
道
そ
こ
の
家
に
は

も
住
ん

 
で
な
い
し

 
理
 

そ
れ
は
助
か
る
よ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
は

 

 

た
だ
し

件
が
あ
る

 

件
を
提

し
て
き
た
の
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の

件
の
内
容
を
聞
く
こ
と
に
す
る

 
理
 

ど
ん
な

件

 

 

実
は
こ
の
子
達
に
知

を
授
け
て

し
い
ん
だ
よ

 
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
は
後
ろ
に
い
る
兎
達
に
知

を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
よ
う
だ

そ
れ
を
聞
い
た

理
久
兎
は

で

 
理
 

そ
れ
な
ら

任
が
こ
こ
に
い
る
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は

の
方
を
向
く
と



 第１２８話 兎という目撃者

 

私

 

も
突
然
の
事
で

い
た

 
理
 

う
ん
輝
夜
姫
か
ら
家

教
師
を
し
て
る

て
聞
い
た

 
け
ど

 
と

輝
夜
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま

べ
る
が

 
理
 
そ
れ
に
俺
の
居
候
時
代
か
ら
頭
は
良
い
し
な

 
か
つ
て
共
に
住
ん
で
い
た
時
自
分
に
知

を
く
れ
た
の
は

れ
も
な
い
目
の
前
に
い
る

だ

が
い
な
か

た
ら
今
頃
は
大
し
た
知

も
な
か

た
だ
ろ
う

そ
し
て

は

し

え
る
と

 

わ
な
い
わ
こ
こ
に
住
め
る
な
ら

 

は
こ
の

件
を
の
む
こ
と
に
し
た

 
理
 

だ

て
良
か

た

ウ
サ
ミ
ミ
少
女

 

 

ウ
サ
ミ
ミ
少
女
じ

な
い
よ

私
の
名
前
は

 
因

て

だ
よ

 
ウ
サ
ミ
ミ
少
女
も
と
い
因

て

は
自

を
す
る



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 

そ
う

よ
ろ
し
く
て

 
輝
夜

よ
ろ
し
く

 
理
 

な
ら
こ
れ
で
話
は
ま
と
ま

た

そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
も
あ
れ
だ
か
ら
俺
ら
は
お

指
せ
て
頂
こ
う

 
か
な

 
紫
 

そ
う

な
ら
ス
キ
マ
を
開
き
ま
す
わ

 
紫
は

界
を
い
じ
り
ス
キ
マ
を
開
く

 
亜
狛

で
は
帰
り
ま
す
か

 
耶
狛

そ
う
だ

 
輝
夜

理
久
兎
さ
ん
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ
気
に
す
る
な
よ
そ
れ
と

さ
ん

 

 

何
か
し
ら

 
理
 

過
去
に
は
囚
わ
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

 
理
久
兎
は
か
つ
て

に
向
け
た

で
そ
う

う

も
う
昔
の
事
は
本
当
に

れ
て
今
を
楽

し
く
生
き
て

い
た
い
と
思

た

す
る
と

は
理

と
理
久
兎
の
面
影
が

な

た
の
か
目



 第１２８話 兎という目撃者

が
点
と
な

て

い
て
い
た

  
理
 

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ

 
理
久
兎
は
そ
う

い
な
が
ら
ス
キ
マ
に

イ
ブ
し
た

そ
れ
に
つ
い
て
い
く
よ
う
に
亜
狛
と
耶

狛

紫
も
ス
キ
マ
に
入
り
ス
キ
マ
は
閉
じ
た

 
輝

 
輝
夜
姫
は

に
近
づ
く
と

 

フ
フ

何
で
か
し
ら

こ
ん
な
に
も

 

々
し
い
気
分
に
な

た
の
は

 

は
何

何

ぶ
り
に
こ
ん
な
に
も

々
し
た
気
分
に
な

た

か
つ
て
理

理
久
兎

を
置
い
て
月
へ
と
行

た
こ
と
を
後

し
て
い
た

だ
が
今
の
理
久
兎
の

葉
で
自
分
が
許
さ
れ

た
気
分
に
な

た
の
だ

た

 

姫
様
今
日
は
お

れ
で
し

う

ま
し

う
か

 
で
な
い
と
明
日
に

き
ま
す
よ

 
輝
夜

そ
う

方
達
も
い
ら

し

い



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
輝
夜
は
そ
う

い
な
が
ら
て

達
を
手

き
す
る
と

 
て

な
ら
お
邪
魔
す
る
ウ
サ
よ

 
て

は
そ
う

い

へ
と
お
邪
魔
し
た
の
だ

た

そ
う
し
て
輝
夜
姫
逃
走
劇
は
幕
を
閉
じ

た
の
だ

た

後
に
理
久
兎
が
提

し
た
こ
こ
の

の
名
前
は

遠
亭
と
名

け
ら
れ
た
の
は

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う



 第１２９話 食べ過ぎだろ

 
第
１
２
９
話
 
食
べ
過
ぎ
だ
ろ

 
都
に
あ
る
理
久
兎
宅
に
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
る
と
そ
こ
か
ら

人
の
男
女
も
と
い
理
久
兎
亜

狛

耶
狛

紫
が
現
れ
る

 
理
 

こ
れ
で

と

着
つ
い
た

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
紫
 

で
も
終
わ
り
ま
し
た
わ

 
耶
狛

そ
う
い
え
ば

マ
ス

 
理
 

ど
う
し
た

 
耶
狛

ル

ミ
ア
ち

ん
は

も
う
帰

て
き
て
る

 
で
し

 
耶
狛
は
ル

ミ
ア
の
こ
と
に
つ
い
て
理
久
兎
に
聞
い
て
く
る
そ
し
て
耶
狛
の

問
に
対
し
て
理

久
兎
は

え
る

 
理
 

帰

て
き
て
る
は
ず
だ
け
ど

紫

ル

ミ
ア

 
を
ち

ん
と
送
り

け
た
ろ



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
紫
 

え

家
に
送

た
は
ず

 
そ
う

て
い
る
と
夜
の
闇
に

れ
て

 
ゲ
プ

 
と

か
が
ゲ

プ
が
聞
こ
え
た

正
直
な
話
だ
が
マ
ナ

が
な

て
な
い

 
理
 

あ

ち
か
ら
だ
な
行
く
よ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

紫
ち

ん
も
行
こ
う
よ

 
紫
 

え

え

 
そ
う
し
て

人
が
歩
い
て
い
く
と
あ
る

跡
を
見
つ
け
る

 
理
 

こ
れ
は

の

 
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
て
い
る
道
を
歩
い
て
い
く
と

に

の
後
が
こ
び
り
つ
い
て
い

た

し
か
も
ま
だ

き
き

て
な
い
真

な

な
た
め
比

的

新
し
い

 
亜
狛

し
か
も
引
き
ず

て
ま
す

 
耶
狛

あ

ち
の
方
に

が

て
る
よ

 
紫
 

本
当



 第１２９話 食べ過ぎだろ

 
理
 

も
う
少
し
行

て
み
よ
う
多
分
ル

ミ
ア
だ
け
ど

 
様
子
見
も
合
わ
せ
て

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

 
亜
狛

い
く

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は

の

を

て
歩
き
出
す

す
る
と

の
方
に

り
着
こ
う
と
す
る
と

月
明
か
り
に

ら
さ
れ
無
数
の

が
散
乱
し
て
い
て
た

 
理
 

う
わ

こ
ん
な
に
散
ら
か
し
や
が

て

 

け
る
の
は
亜
狛
と
耶
狛
な
た
め

人
の
仕
事
が
増
え
る
な
と
思
い
そ
う

た
と
き

か
の

が
聞
こ
え
て
き
た

 

 

あ
れ

も
し
か
し
て
理
久
兎

 
理
 

ん

こ
の

は

 
紫
 

も
し
か
し
て

 
理
久
兎
達
は

の
し
た
方
向
を
見
る
と

 
ル
 

や

り
理
久
兎
だ

ゲ
プ



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 

の
主
は

向
け
に

な
が
ら

を
こ
ち
ら
に
向
け
た
ル

ミ
ア
だ

た

し
か
も
ル

ミ
ア

の
お

は

く
り
と

の
よ
う
に

れ
て
い
た

 
理
 

ル

ミ
ア
ま
さ
か
お
前
全
部
食
べ
た
の
か

 
ル
 

え

お
か
げ
で
と
て
も

し
い
わ

 
こ
れ
を
見
た
理
久
兎
と
ル

ミ
ア
を
除
い
た

人
は

然
し
た

 
亜
狛

と
ん
で
も
な
い
食

で
す

・
・

 
耶
狛

本
当
だ

・

・

 
紫
 

私
の
友
達
と
い
い
勝
負

で
も
な
さ
そ
う

 
ル

ミ
ア
の

の
大
き
さ
に
は

く
ば
か
り
だ

そ
し
て
ル

ミ
ア
が
語
り
か
け
て
く
る

 
ル
 

理
久
兎

 
理
 

ど
う
し
た

 
ル
 

家
ま
で
運
ん
で
く
れ
な
い

し
く
て

 
う

動
け
な
い

 
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
に
家
ま
で
運
ん
で

し
い
と

た
く
な

た
体
を

ら
す
し
な
が
ら
お
願

い
を
す
る
が



 第１２９話 食べ過ぎだろ

 
理
 

し

う
が
な
い
な

紫

ル

ミ
ア
を
家
の

 
客
間
に
送

て
く
れ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
ル
 

え

そ
こ
は
お
ん
ぶ
で
し

 
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
に
ツ

コ
ミ
を
い
れ
る
が
そ
れ
に
対
し
て
真
面
目
に

え
る

 
理
 

い
や

だ

て

に
お
ん
ぶ
を
し
た
ら
俺
の

中
が

 
ル

ミ
ア
の

を

し
た
結
果
口
か
ら
リ
バ

ス

 
さ
れ
て
も

る
し

 
ル
 

う

反
論
で
き
な
い

 
理
 

て
な
わ
け
で
紫
ま
か
せ
た

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
御
師
匠
様

 
そ
う

て
紫
は
ル

ミ
ア
の
い
る
地
面
に
ス
キ
マ
を
開
け
る

 
ル
 

キ

 
そ
う

び
を
あ
げ
な
が
ら
ル

ミ
ア
は
ス
キ
マ
の
中
に

ち
て
い
き
そ
し
て
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら

れ
た



 第六章【中章】輝夜姫の願い

 
理
 

す
ま
ん
な
今
日
は

々
と

 
紫
 

い
い
の
よ
御
師
匠
様
の
頼
み
で
す
も
の

 
理
 

そ
う
か

紫

今
日
は
泊
ま

て
き
な
も
う

 

い
か
ら

 
理
久
兎
は
紫
に
提
案
す
る
と
紫
は

い
て

 
紫
 

ふ
ふ

な
ら
お

葉
に

え
ま
す
わ

 
紫
が

成
す
る
と
今
度
は
亜
狛
と
耶
狛
に
頼
み
事
を
す
る

 
理
 

亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

何
で
し

う
か

 
耶
狛

何
マ
ス

 
理
 

こ
の

を
今
集
め
る
こ
と
は
出
来
る
か

 
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
散
乱
し
て
い
る

を
回
収
出
来
る
か
と
聞
く
と

 
亜
狛

え

可
能
で
す
よ
今
な
ら
ま
だ

い
が

て

 
ま
す
し

 
耶
狛

も
ち
ろ
ん
出
来
る
よ



 第１２９話 食べ過ぎだろ

 
理
 

な
ら
頼
め
る
か

も
し
か
し
た
ら
明
日
客
人
が

 
来
る
か
も
し
れ
な
く
て
な

 

が
来
る
の
か

主
に
お

ウ

マ
ン
の
彼
奴
が
文
句
を

い
に
恐
ら
く
明
日
に
来
そ
う
な

た
め
だ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
で
は
集
め
て
お
き
ま
す

 
耶
狛

な
ら
こ
の

は
ど
こ
に
入
れ
る

 
耶
狛
に
何
処
に
容
れ
る
か
と
聞
か
れ
る
少
し

え
る
と
物
置
に
あ
る
多
き
な

の
事
を
思
い
出

し
た

 
理
 

そ
れ
な
ら
物
置
に
大
き
な

が
あ

た
ろ
そ
れ
に

 
入
れ
て
お
い
て
く
れ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん
わ
か

た
よ

 
そ
う

て

人
は
物
置
に
走

て
い

た

 
理
 

そ
れ
と
紫

ス
キ
マ
に
入
れ
て
あ
る
月
の
兵
士
達

 
の
船
だ
け
ど
明
日
分
解
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
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紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
明
日
ス
キ
マ
か
ら
出
し
ま
す

 
わ

 
理
 

頼
ん
だ
よ

さ
て

こ
こ
は

人
に
任
せ
て
俺
ら
は

 
家
に
入
る
よ
そ
し
た
ら
紫
は
ル

ミ
ア
の
布
団

い

 
て
や

て
く
れ
俺
は
夜
食
を
作
る
か
ら

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
理
 

な
ら
行
こ
う
か

 
紫
 

え

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
家
に
入

て
す
ぐ
に
夜
食
を

意
し
ル

ミ
ア
は
紫
に
布
団
を

い
て
も

ら
い
す
ぐ
に

た

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
の
仕
事
が
終
わ

た
と
同
時
に
夜
食
を
食
べ
て
今
日
の

日
は
過
ぎ
た
の
だ

た



 第１２９話 食べ過ぎだろ



 第六章【後章】別れそして後に後世へ

 
第
六
章

後
章

別
れ
そ
し
て
後
に
後
世
へ

 
第
１
３
０
話
 
文
句
と
い
う
名
の
私
情

 
現

の

の
真

の
中
で
俺
は

日
の
月
の
⺠
達
の
証
拠
を

す
る
た
め
に
彼
ら
が

て

き
た
船
を
分
解
し
て
い
た

  
理
 

ふ

こ
の
真

の
中
で
の
分
解
作

は
本
当
に

 

れ
る
な

く
亜
狛
と
耶
狛
が
お
つ
か
い
か
ら

 
帰

て
く
る
前
に

け
な
い
と
な

 
そ
う

て

を

て
ま
た
作

を
し
よ
う
と
す
る
と
自
分
の
作

を
見
て
い
た
紫
が

を

か
け
て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

ど
う
し
た
紫



 第１３０話 文句という名の私情

 
紫
 

わ
ざ
わ
ざ
そ
う
や

て
地
道
に
分
解
せ
ず
と
も

 
私
が
火
山
の
火
口
中
な
ど
に

て
れ
ば

 
紫
に
指

さ
れ
た

そ
し
て
た
だ
一

 
理
 

そ
の
手
が
あ

た
の
を
今
さ
ら
気
づ
い
た

 
ど
う
や
ら
火
山
に

て
る
と
い
う

か
つ
シ
ン
プ
ル
な
方
法
を
理
久
兎
は
今
や

と
気
づ
い

た
み
た
い
だ

 
紫
 

え

と

て
る
の
か
し
ら

 
理
 

頼
む

 
自
身
の

え
よ
り
良
い

え
を
出
し
た
紫
に
流

の
自
分
も
感
服
せ
ざ
る

な
か

た

 
紫
 

そ
れ
じ

や
り
ま
す
わ

 
そ
う

て
紫
は
ス
キ
マ
を

開
す
る
と
そ
の
宇

船

く
分
解

み
は
ス
キ
マ
の
中
に

ん
で
い

た

 
紫
 

こ
れ
で
終
わ

た
わ
よ

 
理
 

俺
の
さ

き
ま
で
の

時
間
を
返
せ
よ

 
と

理
久
兎
が
愚

て
い
る
と



 第六章【後章】別れそして後に後世へ

 
理
 

お
客
様
だ
な

 
紫
 

あ
ら

な
ら
私
は

れ
た
方
が

 
そ
う

い
紫
は
ス
キ
マ
を
開
い
て
そ
の
中
に
入
ろ
う
と
す
る
所
を

め
る

 
理
 

い
や
問

な
い
よ
あ
の
子
だ
か
ら

 
紫
 

あ
の
子

て

 
そ
う

て
い
る
と
奥
の
方
か
ら

 
晴
明

理

久

兎
さ

ん

 

や

か
ら
し
て
メ
チ

ク
チ

キ
レ
て
い
る
晴
明
が
現
れ
た

そ
の

は

若
の
よ
う
な

だ 
理
 

お
や
晴
明
ど
う
し
た

 
晴
明

よ
く
も

日
は
や

て
く
れ
ま
し
た

 
晴
明
は
理
久
兎
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ん
で
そ
う
怒
り
狂
う

そ
ん
な
晴
明
を
見
て
理
久
兎
は
と
り

あ
え
ず
と
ぼ
け
る
事
に
し
た

 
理
 

は
て

何
の
こ
と
か
な

・
・

 
晴
明

と
ぼ
け
る
な
い
て
く
だ
さ
い

日

様
の
家
で



 第１３０話 文句という名の私情

 
の
騒
ぎ
あ
れ
を
仕
組
ん
だ
の
は
理
久
兎
さ
ん
達
で

 
す
よ

 

日
の
件
に
つ
い
て
理
久
兎
に
問
い
た
だ
す

も
う

す
の
も
面

な
の
で
し

う
が
な
い
と

思
い

 
理
 

や
れ
や
れ
そ
こ
ま
で

わ
れ
る
と

ま

か

 
に
あ
れ
を
や

た
の
は
俺
達
だ
よ

 
晴
明

や

り

理
久
兎
さ
ん
達
の
せ
い
で
陰
陽

 
師
達
の
面
目

れ
な
ん
で
す
よ

 
理
 

そ
う

う
け
ど
俺
ら
の
こ
と
を
察
知
で
き
な
い
の

 
が
そ
も
そ
も
悪
い
ん
じ

な
い
の

 
晴
明

う

 
今
の
一

は
晴
明
が
こ
れ

上
文
句
を

う
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
所

王
手
の
一

だ

た

さ
す
が
の
晴
明
も
胸
ぐ
ら
を

む
の
を

め
る

 
理
 

そ
れ
に
俺
ら
が
や

た
て

う
け
ど
表
向
き
は

 
違
う
ん
だ
ろ
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晴
明

え

こ
こ
だ
け
の
話

妖
怪
達
の
仕

と
知

て

 
い
る
の
は
私

め
た
陰
陽
師
の
人
達
だ
け
で
す

 
様
や
武
士
達
は
月
の
者
達
に
よ
る

作
と
し

 
か

え
て
い
ま
せ
ん

 
理
 

ま

そ
こ
は

計
画
通
り
に
進
ん
だ

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

 
晴
明

は

本
当
に

方
達
に
は
し
て
や
ら
れ
ま
し
た

 
な
の
で

 
そ
う

い
晴
明
は
少
し

葉
を

め
て

 
晴
明

し
ま
す

も

も

ら
ぬ
よ
う
に

 
そ
う

い
晴
明
は

手
に
お

手
に
式
神

を

え
る

 
理
 

お

お
い

ち
着
け
自

に
な
る
な

て

 
紫
 

な
ん
で
こ
う
な
る
の
か
し
ら

 
晴
 

方
達
の
せ
い
で

で

れ
た
服
を

う

 
手
間
や
し
ま
い
に
は

料
は

実
に
指
し
引
き
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な
ん
で
す
よ

全
部
の

任
を
こ
こ
で

え

 
晴
明
は
陰
陽
師
ら
し
く
も
な
い
発

を

ぶ

最

自
身
の

や
私
情
に

実
に
動
い
て
い

た 
理
 

て

お
い
ま
て

と
ん
ど
お
前
の
私
情
だ
ろ

 
紫
 

の

に

実

女

 
晴
明

う
る
さ
い

 
そ
う

い
晴
明
は
理
久
兎
達
に
襲
い
か
か

て
く
る
が
現
実
と
は

常
に

で
あ
る

 
紫
 

は

た
子

 
そ
う

い
紫
は
晴
明
の
走

て
く
る
場
所
に
合
わ
せ
て
ス
キ
マ
を

開
す
る
と

 
晴
 

え

ま
た

 
そ
う

い
な
が
ら
晴
明
は
ス
キ
マ
に

ち
て
い

た

 
紫
 

ま

た
く

御
師
匠
様

彼
女
ど
う
し
ま
す

 
紫
は
ス
キ
マ
を
閉
じ
て
晴
明
の
こ
と
に
つ
て
ど
う
す
る
か
を
聞
い
て
く
る

正
直
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
や
ら
と
思

て
い
る
と
紫
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を

い
出
し
た

 
紫
 

何
な
ら

い

士
の
山
に

て
ま
す

そ
れ
な
ら
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少
し
は
頭
が

え
る
と
思
い
ま
す
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
す
が
の
理
久
兎
も
晴
明
の
命
が
危
険
と
感
じ
た

今
の
紫
は

談

き
で
殺

り
か

な
い

 
理
 

い
や
そ
う
な
る
前
に

死
す
る
か
ら

と
り

 
あ
え
ず
少
し
ス
キ
マ
の
中
に
入
れ
て
お
い
て
く

 
れ
や

 
紫
 

わ
か
り
ま
し
た
わ

 
理
 

で
も
頭
が

え
る

そ
う
だ

あ
れ
を
作
る
か

 

度
良
い

さ
対
策
に
な
る
し

 
紫
 

あ
れ

と
は

 
理
 

見
て
の
お
楽
し
み
だ
よ

そ
う
と
決
ま
れ
ば
紫

 
少
し
待

て
て
く
れ
美
味
し
い
物
を
作

て
く

 
る
か
ら

 
紫
 

え

え

 
そ
う

い
理
久
兎
は

シ

で
厨
房
に
向
か

た
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紫
 

わ
れ
た
通
り
待
と
う
か
し
ら

 
そ
う
し
て
紫
は
縁

に
座
り
理
久
兎
の
作
る
美
味
し
い
物
を
を
待
つ
の
だ

た

そ
し
て
そ

う
す
る
こ
と
数
分
後

 
紫
 

い
わ

 
紫
は
日
陰
に
は
い
る
が
こ
の

さ
は
結

え
る
よ
う
だ

す
る
と
縁

に
向
か

て
亜
狛
と

耶
狛
が
近
づ
い
て
く
る
ど
う
や
ら
お
使
い
は
終
わ

て
帰

て
き
た
み
た
い
だ

 
亜
狛

あ
れ

紫
さ
ん
マ
ス

は

 
耶
狛

本
当
だ
マ
ス

は
ど
う
し
た
の

 
紫
 

今
厨
房
に
い
る
わ
よ
美
味
し
い
物
を
作
る
と
か
で

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

 
紫
 

と
こ
ろ
で

日
の
あ
の

は
ど
う
し
た
の
か
し

 
ら

 
紫
は

晩
ル

ミ
ア
が
食
い
散
ら
か
し
た
月
人
の

の
こ
と
を
聞
く
と
そ
れ
に
つ
い
て
話
を
続

け
る

 
耶
狛

あ
れ
な
ら
全
部
回
収
し
て
マ
ス

に

け
た
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よ

 
亜
 

マ
ス

は
あ
れ
を
何
に
使
う
ん
で
し

う

 
か

 
紫
 

そ
う

 
ど
う
や
ら

の
こ
と
に
つ
い
て
知

て
い
る
の
は
こ
こ
ま
で
み
た
い
だ
す
る
と
今
度
は

 
ル
 

フ

 
あ
く
び
を
し
な
が
ら
ル

ミ
ア
が
歩
い
て
く
る

 
ル
 

あ
れ

人
共
お
は
よ
う

 
紫
 

お
は
よ
う
じ

な
く
て
も
う
こ
ん
に
ち
わ
よ

 
ル
 

も
う
そ
ん
な
時
間

 
紫
 

い
つ
ま
で

て
る
の
や
ら

 
亜
狛

ア
ハ
ハ

 
耶
狛

で
も

い

 
そ
う

い
耶
狛
が

て
い
る
と
紫
は
そ
ん
な

人
を
手

き
し
て

 
紫
 

あ
ら

方
達
も
こ
こ
に
い
ら

し

い
少
し
は
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し
い
わ
よ

 
亜
狛

で
は
お

葉
に

え
て

 
耶
狛

う
は

し
い

 
ル
 

私
も
お
邪
魔
す
る
わ

 

人
は
縁

の
日
陰
が
あ
る
場
所
に
座

た
り
ご
ろ

を
開
始
し
た

 
紫
 

そ
う
い
え
ば
晴
明
は
大
丈
夫
か
し
ら

 
流

に
頭
が
少
し

え
た
の
か
紫
も
晴
明
を
心

し
て
い
る
と
お
ぼ
ん
に
見
た
こ
と
の
な
い
食

べ
物
を
の
せ
て
理
久
兎
が

て
き
た

 
理
 

あ
れ

人
も
帰

て
た
ん
だ
そ
れ
に
ル

ミ
ア
も

 
起
き
た
だ

な
ら
作

た
の
を
出
す
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
お
ぼ
ん
を
縁

に
の
せ
て
断
罪
神
書
を
開
き
そ
こ
の
あ
る

か
ら
お

ぼ
ん
に
の

て
い
る
の
と
同
じ
も
の
を
取
り
出
し
た

 
紫
 

マ
ス

こ
れ
は
な
ん
で
す
か

 
理
 

俺
特
製
の
か
き

も
と
い
宇
治
時

だ
よ

 
亜
狛

か
き
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耶
狛

宇
治

な
に

 
ル
 

私
も
わ
か
ら
な
い
わ

 
紫
 

見
た
感
じ
あ
ん
こ
と

 
理
 

ま

食
べ
て
の
お
楽
し
み
だ
よ

さ
て
と
紫

 
晴
明
を
出
し
て
や

て
く
れ

 
紫
 

え

わ
か

た
わ

 
そ
う

い
紫
の

り
の
高
さ
に
ス
キ
マ
を

開
す
る
と
そ
こ
か
ら

人
の
少
女
も
と
い
晴

明
が

下
し
て
く
る

 
ド
ス
ン

 
晴
明

た

あ
れ
こ

こ
こ
は

帰

て
こ
れ
た

 
良
か

た

 
ど
う
や
ら
ス
キ
マ
の
中
を
さ
ま
よ

て
い
た
み
た
い
だ

 
理
 

お

い
晴
明

 
晴
明

え

 
晴
明
は
理
久
兎
に
呼
ば
れ
て
彼
の
方
を
向
く
と
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理
 

一

に
食
べ
よ
う

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
宇
治
時

を
晴
明
に
見
せ
る

そ
れ
を
見
た
晴
明
は

 
晴
 

ゴ
ク
ン

う

い
い
で
し

う

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
か
き

宇
治
時

を
食
べ
る
の
だ

た

 
晴
明

で
も

な
ん
て
よ
く
取

て
き
ま
す
よ

 
理
 

ま

々
と
面
白
い
物
は

山
あ
る
か
ら

 
理
久
兎
と
晴
明
が
そ
う

て
い
る

で
は

 
耶
狛

あ

頭
が

 
亜
狛

う

俺
も
き
た

 
ル
 

美
味
し
い
け
ど
頭
が
キ

ン
と
す
る

 
紫
 

ま

た
く

く
り
食
べ
な
い
と

い
わ
よ

 

な
か
き

の
定
番
の
ネ

を
や

て
い
る
と
理
久
兎
は
晴
明
に

 
理
 

と
り
あ
え
ず
服
の
件
と
か
は
こ
れ
で
チ

ラ

 
晴
明

え

ル
い
で
す
よ

 
理
 

あ
れ
れ
良
い
の
か
な

妖
怪
の
所
に
飯
を
た
か
り
に
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来
る
陰
陽
師

な
ん
て
い
る
の
か
な

 
と

分
か
り
や
す
く
白
々
し
く

う

す
る
と
晴
明
は
一

し
そ
う
に
し
た
が

 
晴
 

わ

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
こ
れ

上
そ
の
件
に
つ
い
て
の
文
句
を

う
の
は

め
た
そ
し
て
晴
明
は
理
久

兎
に

つ

問
を
す
る

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ど
う
し
た

 
晴
明

輝
夜
姫
は
月
に
帰

た
の
で
す
か

 
晴
明
は
輝
夜
姫
の
こ
と
を
理
久
兎
に
聞
く
と
理
久
兎
は
晴
明
に

の
た
め
に

 
理
 

の
奴
に
は
話
さ
な
い
か

 
理
久
兎
は

の
た
め
に
と
晴
明
に

件
を
提

す
る

 
晴
明

絶
対
に
話
し
ま
せ
ん

 
晴
明
は
理
久
兎
の

件
を
の
ん
だ

 
理
 

な
ら
話
そ
う
彼
女
達
は
ま
だ
こ
の
大
和
に
い
る
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
晴
明
は
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晴
 

え

で
も
月
の
お
迎
え
が
来
た
の
に
ま
だ

 
こ
こ
大
和
に
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

あ

彼
等
に
は
輝
夜
姫
は
渡
す
こ
と
は
出
来
な
い

 
と
俺
が
判
断
し
た
か
ら

だ
か
ら
彼
ら
に
は

 
俺
が
説

殺

を
し
て
星
あ
の
世
に
帰

て

 

た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
晴
明
は

い
て
い
た

 
晴
明

あ
ん
な
殺
る
気
満
々
の
お
迎
え
を
帰
す
な
ん
て

 
と

う
が
心
の
中
で
は

 
理
 
ま

殺
し
て
今
は

に
入

て
る
け
ど

そ
う
だ

 

つ
晴
明
に
聞
い
て
み
る
か

 
そ
し
て
今
度
は
理
久
兎
が
晴
明
に

問
を
す
る

 
理
 

な

晴
明

 
晴
明

何
で
す
か

 
理
 

で
聞
い
た
ん
だ
が
輝
夜
姫
が

し
た
薬
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そ
れ
は
ど
う
な

た

 
そ
う
前
に

で
輝
夜
姫
が

そ
し
て

と

の
養
父
⺟
に
不
老
不
死
に
な
る
薬
を
渡
し
と
聞
い

た
の
で
そ
れ
に
つ
い
て
の

が
本
当
か
ど
う
か
を

か
め
る
た
め
に
晴
明
に
聞
い
た
の
だ

す
る

と
晴
明
は
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
出
す

 
晴
明

で
は
話
し
ま
す

薬

ま
た
の
名
を
蓬
莱
の
薬

 
輝
夜
姫
様
は
そ
れ
を

様
と
養
父
⺟
の

さ
ん
と

 

さ
ん
に
そ
れ

れ

し
ま
し
た
が

 
理
 
 
・
・

 
晴
 

皆
飲
む
の
を

退
し
ま
し
た

 
理
 

は

 
理
久
兎
か
ら
し
て
み
れ
ば
そ
れ
は
と
て
も

い
た

普
通
人
間
は
不
老
不
死
に

れ
る
も
の

だ

か
つ
て
旅
を
し
た
場
所
の
中
に
は
不
老
不
死
に
な
り
た
い
が
た
め
に
死
ん
で
い

た
人
物
も

い
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら
だ

 
理
 

い
た
な
ま
さ
か
不
老
不
死
に
な
ろ
う
と
も
し
な

 
い
人
間
が
い
る
と
は

そ
れ
で
そ
の
薬
は
処
分
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し
た
の
か

 
 

 
理
久
兎
は
そ
の
薬
の
行
方
に
つ
い
て
晴
明
に
聞
く
そ
し
て
晴
明
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
晴
明

い
え

様
と
養
父
⺟
様
方
の
意
見
で
も
し
が
あ
る

 
と
い
う
こ
と
で
明
日
そ
の
薬
を
積
ん
だ

を
出

 
し
て

 
そ
う

い
い
な
が
ら
晴
明
は

士
の
山
に
向
か

て
指
を
指
し

 
晴
明

あ
の

士
の
山
の
火
口
に

て
る
ん
で
す

 
と

た

そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

な
る

ど

ま

分
か
ら
な
く
は
な
い
よ

 
晴
明

え

ど
う
し
て
で
す
か

 
晴
明
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

り
出
す

 
理
 

そ
の
薬
は
死
を
与
え
な
い
代
わ
り
に
死
を
選
ぶ

 
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
ん
だ
よ
そ
れ
は
人
間
達

 
か
ら
し
て
み
れ
ば

か
に

れ
る
か
も
し
れ
な

 
い
け
ど
蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
だ
者
は

遠
に
人
の
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死
を
見
送
る

に
な

て
し
ま
う

愛
す
る

 
人
が
死
ん
で
も
信
頼
で
き
る
友
が
死
ん
で
も
自

 
分
だ
け
は
死

な
い

そ
の
よ
う
な

し
み

 
を

負
わ
せ
な
い
た
め
の
処
置
な
ん
だ
ろ
う

 
晴
明

か
に
改
め
て
聞
い
て
み
る
と

な
話
で
す

 
晴
明
は
理
久
兎
の

葉
を
聞
い
て
不
老
不
死
の
恐
怖
と

し
み
を
知

た

 
理
 

ま

そ
れ
も
人
そ
れ

れ
だ
け
ど

お

と

 
せ

か
く
の
楽
し
い

の
時
間
な
の
に
こ
ん

 
な

気

い
話
は

め
に
し
よ
う

 
晴
明

そ
う
で
す

 
と

て
い
る
と
理
久
兎
と
晴
明
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

 
理
 

ん

手
が

た

バ

が

け
始
め

 
て
る

 
晴
明

え

私
も

 
理
 

急
い
で
食
べ
る
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晴
明

え

 
そ
う
し
て

人
は
急
い
で
宇
治
時

を
食
べ
る
と

 

人

う

頭
が

 

人
の
そ
ん
な
光

を
見
た
紫
と
亜
狛

耶
狛
そ
し
て
ル

ミ
ア
は

し
て
共
に

い
合

う
の
だ

た
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第
１
３
１
話
 
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

 
晴
明
の
来
襲
か
ら
一
夜
明
け
た
今
日

理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
と
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て
い

た

な
お
ル

ミ
ア
は
現

お

中
だ

 
理
 

と

う
こ
と
だ

人
共
頼
め
る
か

 

人
に
あ
る
お
つ
か
い
を
頼
む

す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が
そ
の
話
に

問
を
し

う
じ
た
の

か
そ
れ
つ
い
て
聞
い
て
く
る

 
亜
狛

で
も
マ
ス

何

そ
の
よ
う
な
こ
と
を

 
耶
狛

う
ん

だ

て
あ
れ

て
最
終
的
に

 
理
 

か
に
な

だ
け
ど
人
間
と
い
う
の
は
強

だ

 
恐
ら
く
あ
れ
を

て
ず
に
飲
も
う
と
す
る

が

 
い
る

だ
そ
の
対
策
と
し
て
だ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
耶
狛

わ
か

た
よ
マ
ス

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は

し
た
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理
 

後
こ
れ
を
持

て
い
け

 
そ
う

た
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら

つ
の

を
取
り
出
す

 
亜
 

そ
れ
は
何
で
す
か

 
耶
狛
 
・
・

 
理
 

運

し
て
い
る
兵
士
達
が
眠

た
ら
こ
れ
と

の

 
物
を
す
り
替
え
ろ

 
耶
狛

ち
な
み
に
マ
ス

そ
の
中
身

て

 
耶
狛
は
理
久
兎
に

の
中
身
を
聞
く
と
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
理
 

こ
の

の
中
身
は
水

だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
は

き
耶
狛
は
よ
く
分
か

て
い
な
い

を
し
た

 
亜
狛

ま

マ
ス

何
で
そ
ん
な
危
な
い
物
を

 
持

て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

あ

そ
れ
は
昔
実
験
と
か
で
使

た
ん
だ
が

 
無
闇
に

て
ら
れ
な
く
て
な

 
因
み
に
下
手
に

て
る
と
今
の
現
代
で
は
現
実
的
に
昔
に
起
き
た
水

の
よ
う
な

悪
が
あ
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る
た
め
理
久
兎
も

て
ら
れ
な
か

た
が
火
山
に
持

て
い
て

て
て
く
れ
る
な
ら
と
思
い
つ
い

で
だ
か
ら

意
し
た
の
だ

す
る
と
耶
狛
は

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
水

て
何

・

・

 
ど
う
や
ら
耶
狛
は
知
ら
な
い
よ
う
な
の
で
亜
狛
は
お

さ
ら
い

復
習
の
意
味
も
込
め
て
耶
狛
に
説
明
を
す

る 
亜
狛

水

て
の
は
い
わ

る

金

の

で

 
て

大
丈
夫
か
耶
狛

 
耶
狛
 

 
耶
狛
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
か

が
思

中
で
す
と

た

だ
そ
れ
を
見
た
理
久
兎

は 
理
 

ま

簡
単
に

う
と
生
物
が
そ
れ
を
体
に
取
り

 
込
ん
だ
り
直
に

た
り
す
る
と

悪
下
手
す

 
る
と
死
ぬ
毒
だ
と
思

て
く
れ

 
簡
単
に

し
て
理
久
兎
が
耶
狛
に
説
明
す
る
そ
し
て
亜
狛
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
妹
が
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理
 

気
に
す
る
な
亜
狛

 
そ
う
理
久
兎
と
亜
狛
が

て
い
る
と
耶
狛
は
今
の
説
明
で

し
た
よ
う
だ

 
耶
狛

成
る
程

つ
ま
り
飲
ん
だ
り
直
に

た
り

 
し
た
ら

メ

て
こ
と
で
い
い
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
理
解

し
た
み
た
い
だ

 
理
 

そ
う
そ
う

だ
か
ら
絶
対
に
飲
ん
だ
り
直
に

る

 
な
よ

 
理
久
兎
が
も
う
一
度

の
た
め
に
と
耶
狛
に

う
と

 
耶
 

も
ち
ろ
ん
死
に
た
く
な
い
も
ん

 
と

返
事
を
し
た

 
理
 

お

と
そ
う
だ
話
を

す
よ
そ
れ
で

つ
あ
る
か
ら

 

つ
と
も
回
収
し
て
く
れ
よ

 
亜
狛

で
も
水

入
り
の

と
入
れ

え
る

て

 
耶
狛

意
味
は
あ
る
の

 

人
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て
も
説
明
を
す
る
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理
 

簡
単
に
分
け
る
と

つ
の
理
由
が
あ
る

 
そ
う

て
理
久
兎
は
そ
の
理
由
を
説
明
し
だ
し
た

 
理
 

つ
目
の
理
由
は
そ
の
薬
に
手
を
出
し
た
愚
か

 
者
に

を
与
え
る
た
め
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
の
心
の
中
で
は

 
亜
狛
⻤
だ
な

ど
こ
ろ
か
拷
問
を

え
て
処

 
だ
よ

 
耶
 
マ
ス

が
キ

ピ

イ
だ
よ

 
と

理
久
兎
の
こ
と
を
そ
う
思

て
い
た

思

て
い
る
通
り
で
⻤

生
だ

 
理
 

つ
目
は
断
罪
神
書
の
整
理
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

え

つ
目
の
理
由
は
⻤
の
よ
う
な
理
由

 
な
の
に

つ
目
は
何
で
そ
ん
な

気
な
い
ん

 
で
す
か

 
耶
狛

本
当
に



 第１３１話 本当に大丈夫なのか

 
理
 

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ

ま

良
い
や
こ
こ

 
だ
け
の
話

断
罪
神
書
の

数
は
ざ

と

 
５
０
０

ぐ
ら
い
あ
る
ん
だ
け
ど

 
亜
狛

ど

 
理
 

そ
の
う
ち
約
２
０
０

は
魔
法
を

存
す
る

 
所
な
ん
だ
よ

 
耶
狛

え

で
も
そ
れ
だ
と
ま
だ

り
の
３
０
０

 

が
あ
る
よ

 

か
に
そ
う
だ

そ
う
な
の
だ
が
頭
を

き
な
が
ら

 
理
 

そ
れ
が
な

そ
ろ
そ
ろ
収

が
３
０
０

 

分
行
き
そ
う
で
も
う
要
領
オ

バ

 
す
れ
す
れ
何
だ
よ
な

 
亜
狛

え

も
う
い
き
そ
う
な
ん
で
す
か

 
耶
狛

い

マ
ス

 
因
み
に
理
久
兎
の
断
罪
神
書
の
中
に
入

て
い
る
物
の

合
は
収
集
品
約

食
材
約

そ
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の

武

や
調
理
道

な
ど
約

白
紙
の

約

の

合
と
な

て
い
る
そ
し
て

理
久
兎
は
ま
た
話
が
そ
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
く

 
理
 

お

と
ま
た
話
が
そ
れ
た
な

で
は

人
に

 
指
令
を
下
す
蓬
莱
の
薬
を
盗
ん
で
き
な
さ
い

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解
だ
よ

 
そ
う

て
亜
狛
と
耶
狛
は
す
り

え

の

水

入
り
を
持

て
外
に
出
て
行
く
の
だ

た
そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

 
理
 

あ

が
そ
ろ
そ
ろ
き
れ
そ
う
だ

た
ん
だ

 

人
共
い
な
い
し
な

し

う
が
な
い
俺
が
行
く

 
し
か
な
い
か

 
そ
う

い
な
が
ら
身

度
を
整
え
家
の

地
の
外
に
出
る
と
見
知
ら
ぬ
男
が
立

て
い
た

そ

し
て
そ
の
男
は
自
分
が
門
か
ら
出
た
こ
と
に
気
が
つ
く
と
近
づ
い
て
来
る

 

 

方
は
八

理
桜
様

で
あ

て
い
ま
す

 
そ
の
男
は
ど
う
や
ら
自
分
に

が
あ

て
き
た
み
た
い
だ
そ
し
て
そ
の
問
い
に

え
る
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理
 

え

合

て
い
る
ま
す
が
そ
の
前
に
ま
ず

方
の

 
名
前
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
か
い

 
そ
う

う
と
男
は
失
礼
と
思

た

で
自
身
の
名
を

え
る

 

 

失
礼

私

陰
陽
師
の

道
満
と

う
者

 
と

そ
の
男
は
そ
う

え
る
の
だ

た
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第
１
３
２
話
 
も
う

人
の
陰
陽
師

 

道
満
と
い
う
男
は
自

を
す
る
と
自
分
を
見
て
こ
う
告
げ
た

 
道
満

そ
う
い
え
ば
理
桜
さ
ん

方
は
晴
明
と
友
人
で
し

 
た
よ

 
道
満
は
自
分
に
そ
う

問
を
す
る

こ
れ
に
対
し
て
は
特
に

定
す
る
こ
と
も
な
い
の
で

 
理
 

ま

そ
う
で
す

 
と
は

う
が
内
心
は
友
達
と
い
う
よ
り
は
悪
友
に
近
い
も
の
だ
と
思
う

だ
が

え
る
と
そ
れ

を
聞
い
た
道
満
は
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

 
道
満

成
る
程
や
は
り
そ
う
で
し
た
か
な
ら

方
に

つ

 
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
よ
い
だ
ろ
う
か

 
理
 

遠
慮
な
く
ど
う

 
ま

今
の
所
は
ど
う
こ
う
い
う
の
も
な
い
し
ど
う

と

え
る
と
道
満
は
遠
慮
な
く

り
始
め

た 
道
満

な
ら

う
が
晴
明
と
仲
良
く
な
る
の
は

め
た
方
が
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身
の
た
め
だ

 
理
 

ど
う
し
て
だ
い

 
道
満

理
桜
さ
ん

方
は
晴
明
の
実
力
を
知

て
お
ら
れ
る

 
か

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 

あ

知

て
る
実

こ
の
目
で
見
た
か
ら
主
に

 
な
部
分
を

だ
け
ど

 
道
満

な
ら
話
は

い
な
晴
明
は
生
ま
れ
が
良
か

た
だ
け

 
だ

そ
れ
が
原
因
で
こ
の
都
の

名
陰
陽
師
と
い
う

 

書
き
を
持

て
い
て
い
る
だ
け
ま
し
て
や
修
行
な

 
ど
は
生
半
可
に
や

て
き
た
た
め
 
は

き
り

う

 
と
邪
魔
な
お

物
だ

 
理
 

 
邪
魔

ま

ま
だ
下
ら
な
い

説
も
終
わ

て
な
い
み
た
い
だ
し
た
だ

て
道
満

の
意
味
の
な
い
話
を
聞
き
続
け
る
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道
満

か
に
晴
明
は

能
が
あ
る
か
も
し
れ
ん
だ
が
そ
れ

 
を
生
か
す
こ
と
な
く
た
だ
怠
惰
の
ま
ま
に
怠
り
続
け

 
た
結
果
が
あ
れ
だ

 
理
 

そ
れ
で
何
が

い
た
い

 
聞
く
の
に
も
時
間
が
か
か
る
た
め
手
短
に
伝
え
た
い
こ
と
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

て

し
い

と
道
満
に
伝
え
る
と

 
道
満

お

と
失
礼
し
た
私
が

い
た
い
の
は
あ
の
小
娘
よ

 
り
私
と
手
を
組
ん
だ
方
が
理
桜
さ
ん

方
は
も

と

 
上
の

に
行
け
る

大

だ

て
夢
じ

な
い

 
そ
れ
に

力
も
使
い
た
い

だ

だ
か
ら
我
と
手

 
を
組
ま
ぬ
か

 
そ
う

て
道
満
は
手
を
理
久
兎
の
前
に

し
出
す

 
道
満

さ

我
と
上
を
見
よ
う
で
は
な
い
か

 
と

て
き
た

ぶ

ち

け
て
話
し
て
く
れ
た
の
で
自
分
も
ぶ

ち

け
て
話
す
か

 
理
 

な

道
満
さ
ん
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道
満

な
ん
だ

 
理
 

俺
も
は

き
り
と

わ
せ
て
も
ら
う
よ
ま
ず

つ
俺

 
が

と
ど
う
仲
良
く
な
ろ
う
が
そ
れ
は
俺
の
勝
手
だ

 

人
に
ど
う
こ
う
と

わ
れ
る

合
い
は
な
い
よ

 
道
満

な

 
道
満
は
そ
れ
を
聞
い
て

く
が
そ
ん
な
の
お

い
な
し
に
さ
ら
に
語
り
続
け
る

 
理
 

つ
目
は

か
に
晴
明
は
弱
い

あ
れ
で
よ
く
陰
陽

 
師
と

え
る
の
か
が
俺
も
不
思
議
な
く
ら
い
だ

 
だ

て
本
当
に
雑

と
い
う
か

下
と
い
う
か
本
当
に
弱
く
て
最
初
は
ビ

ク
リ
し
た
ぐ

ら
い
だ

そ
れ
を
本
気
か
つ
真

で
そ
う

う

 
道
満

な

な
ら
ば
我
と

 
道
満
は

や

を
か
き
な
が
ら

誘
話
の
続
き
を

う
前
に

座
に

ら
す
た
め
に

り
だ

す 
理
 

だ
が

か
に
道
満
さ
ん
の

て
い
る
通
り
彼
女
は

 

能
は
あ
る
そ
れ
に
道
満
さ
ん

方
に
は
無
い
物
を
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彼
女
は
持

て
い
る
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
道
満
は
ム

と
し
た

を
し

 
道
満

な

何
が
あ
る
と
い
う
の
だ

 
理
 

そ
れ
は
信
頼
で
き
る
友
や
仲
間
だ
道
満
さ
ん

方
は

 

方
を

え
て
く
れ
る
友
や
仲
間
は
い
ま
す
か

 
そ
う

わ
れ
た
道
満
は

り
高
ぶ

て
胸
を

て

て
く
る

 
道
満

ふ
ん

論
い
る
と
も
我
に
だ

て
持

て
い
る

  
理
 

い
や
道
満
さ
ん

方
に
友
や
仲
間
は
居
な
い
な

 
道
満

な

 
ま
ず

技
が
下
手
く
そ
す
ぎ
る

に
す
ぐ
に
見

け
る
し
行
動
事
態
で
す
ぐ
に
分
か
る

だ

が
そ
れ
を
見

か
れ
道
満
は
た
だ

く
し
か
な
か

た
の
か

ま
で
あ
げ
て
い
た

 
理
 

ま
ず
友
が
い
る
な
ら
俺
の
所
に
は
こ
な
い
だ
ろ
そ
れ

 
に
い
た
と
し
て
も
そ
れ
は
道
満
さ
ん
か
ら
見
れ
ば
信

 

に
値
し
な
い

て
所
だ
ろ
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今
の

い
推
理
で
道
満
は
数
歩
後
ろ
へ
と
下
が
る

見
る
か
ら
に

々
と
追
い
つ
ま
れ
て
い

て
る
な

こ
れ
に
は
道
満
も
平
常
心
を

つ
た
め
に

を

き
つ
ら
せ
る

こ
の
表
情
か
ら

て
い
る
と
す
ぐ
に
推

で
き
る

 
理
 

そ
れ
に
比
べ
晴
明
は
心
を

ぐ
友
達
を
持

て
い
る

 
道
満
さ
ん
達

陰
陽
師
か
ら
見
れ
ば
た
だ
の
道

で

 
あ
る
式
神
を
彼
女
は
信
頼
で
き
る
友
や
仲
間
と
思

 
て
い
る
よ

 
道
満

な

何
が

い
た
い

 
道
満
が
自
分
に
問
い
て
く
る

そ
れ
に
つ
い
て
更
に

え
る

 
理
 

い
つ
か
彼
女
は

の
犯
し
た
罪
を

い
改
め
て
今
よ

 
り
も

と
成
⻑
す
る
し
か
も

人
だ
け
で
は
な
く
彼

 
女
の
式
達
も
彼
女
に

え
て
強
く
な
る
だ
ろ
う
い
つ

 
か
道
満
さ
ん

方
を

え
る
者
と
な
る
だ
ろ
う
さ

 
道
満

な

何
だ
と

 
こ
の

葉
に
は
道
満
も

く
し
か
な
か

た
感
じ
だ
な

だ
が
そ
ん
な
事
は
無
視
し
更
に

大
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な
最
後
の
話
を
す
る

 
理
 

そ
し
て
最
後
に

つ
目

 
そ
う

い
は
道
満
の

ま
で

を
近
づ
け

を
一
変
さ
せ
て

な

み
で
語
り
始
め
る

そ

の

み
は

り
で
見
て
い
る
者
が
い
れ
ば
そ
の
者
で
す
ら

り
つ
く
よ
う
な

み
だ

そ
れ
を
間

近
で
見
て
い
る
道
満
は
体
が
金

り
に
あ

た
か
の
よ
う
な

覚
を
思
わ
せ
て
い
た
の
か
ピ
ク
ピ

ク
と
体
が

え
て
い
た

 
理
 

俺
は

力
だ
と
か
地

だ
と
か
に
興
味
が
な
い

 
ハ

キ
リ
と

う
が
俺
は
今
の
ま
ま
で
良
い
と
思

 
て
い
る
ん
だ

そ
れ
に
実

は
道
満
さ
ん
本
当
は
裏

 
で
俺
を

る
気
満
々
だ

た
ろ

 
そ
の
真
実
を

わ
れ
道
満
は

え
な
が
ら
に

 
道
満

嘘

だ
ろ

 
本
来
の
目
的
も
全
て
バ
レ
た
道
満
は

を

く
さ
せ
る

道
満
か
ら
し
て
み
れ
ば
自
分
と
い
う

存

は

く
良
い

だ
ろ
う

か

年
で
三

の

を
手
に
入
れ
か
つ

か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
る
か
ら
な

そ
ん
な
俺
を

す
れ
ば
朝

に
取
り
入
ら
せ

大

に
さ
せ
て
そ
の
ま
ま
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自
身
の
思
う
通
り
に
動
か
せ
ば
平
安
京

の
陰
陽
師
い
や
平
安
京
を
い
の
ま
ま
に
動
か
せ
れ
る

と
思

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

だ
が
道
満
は

手
を
見

た
何
せ

手
は
百
⻤
夜
行
を

い
る

総
大
将
で
あ
り
神
だ
と
い
う
こ
と
を
彼
は
知
ら
な
か

た

そ
れ
が

一
の
敗
因
だ

 
理
 

お
前
の
敗
因
は

手
が
俺
だ

た
こ
と
だ
次
は
見

 
る
な
よ
若
造

 

な

み
で
そ
う

わ
れ
道
満
は

 
道
満

う

 
バ
サ

 
何
と
か
体
を
動
か
し
着
物
を

か
せ
な
が
ら
後
ろ
を

り
向
き
そ
し
て

を
も
う
一
度
理
久
兎

に
向
け
て

 

 

八

理
桜

我
を
こ
こ
ま
で

し
た
そ
の
罪

後

 
に
後

す
る
こ
と
に
な
る

 
道
満
は

て
台

を

て
走

て
い

た

実

は
強
が

て
は
い
た
が

く
こ
の
場
か
ら

去
り
た
か

た
の
だ
ろ
う

手
が
自
分
よ
り
も
上
と
知

て
し
ま

た
か
ら

そ
し
て
去

て

い
く
と
道
満
を
見
な
が
ら
心
の
な
か
で
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理
 
少
し
や
り
過
ぎ
た
か
な

そ
れ
に
し
て
も

道
満

中
々
出
来
る
な

俺
も
手
加
減
し
た
と
は
い
え
あ

の

み
を

え
る
と
は

 
あ
の

み
を

え
れ
た
こ
と
に
は

だ

す
る
と

 
晴
明

理
久
兎

 
晴
明
が
現
れ
理
久
兎
の
名
を
呼
ぶ

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

晴
明

お
前
ど
こ
か
ら
聞
い
て
た

 
そ
れ
を

わ
れ
た
晴
明
は

 
晴
明

道
満
が
お

物
と

た

り
か
ら

 
つ
ま
り
最
初
ぐ
ら
い
か
ら
だ

そ
れ
を
聞
い
て
あ
ち

と
し
た
表
情
に
な

た

 
理
 

ぼ
最
初
か
ら
か

 
晴
明

理
久
兎
い
え
理
久
兎
さ
ん
あ
り
が
と
う

グ
ス

 
晴
明
は
そ
う

う
と
突
然
に

き
出
し
た

 
理
 

お

お
い
大
丈
夫
か

 
晴
明

大
丈
夫

理
久
兎
さ
ん
私
は

方
が

た
み
た
い
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に
強
く
な
れ
る
か
な

 
晴
明
は
理
久
兎
に
聞
く
と
理
久
兎
は
そ
れ
に
対
し
て
の

え
る

 
理
 

晴
明

お
前
が
そ
う
思
い
続
け
ら
れ
る
な
ら
お
前
の

 

能
と
式
い
や
仲
間
を
信
じ
ろ

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

私

強
く
な
り
ま
す

も
う
お

物

 
な
ん
て

わ
れ
な
い
た
め
に

 
そ
う
し
て
晴
明
は
決
心
す
る
の
だ

た

自
身
が
強
く
な
る
た
め
に
そ
し
て
信
じ
て
く
れ
る

人
い
や
神
が
い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

そ
う
か
い
な
ら
晴
明

明
日
か
ら
頑

れ
る
よ

 
う
に

い
物
を
食
べ
よ
う
か

 
晴
明

そ
う

で
す

い
や
そ
う
し
ま
し

う

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
晴
明
に

味
処
で

ん
ざ
い
を

り
そ
し
て
そ
こ
で
晴
明
と
別
れ
理
久

兎
は
買
い
物
を

ま
せ
て
帰
る
の
だ

た

こ
れ
も
亜
狛
と
耶
狛
に
よ
る
夜
の
お
使
い
の
結
果
を

待
つ
た
め
に
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第
１
３
３
話
 
蓬
莱
の
薬
を
盗
む
従
者
達

 
満
月
か
ら
半
月
に
な
り
つ
つ
あ
る
夜
空

理
久
兎
は

人
の
帰
り
を
待
ち
続
け
て
い
た

 
理
 

い
な

 
ル
 

理
久
兎

ご
飯
に
し
よ
う
よ

 
な
お
流

に
ル

ミ
ア
も
起
き
て
い
た

 
理
 

ま
だ
待

て
ろ

 
ル
 
 

 
ル

ミ
ア
も
さ

き
ら
飯
を
食
い
た
い
飯
を
食
い
た
い
と
本
当
に
五
月

い
の
だ

そ
れ
を
何

度
も
聞
い
た
理
久
兎
も
心
が

れ
た
の
か

 
理
 

し

う
が
な
い
ル

ミ
ア
お
前
は
先
に
食
べ
て

 
く
れ

 
ル
 

え

 
理
 

流

に
お
前
も
待
ち
く
た
び
れ
た
ろ

な
ら

 
先
に
食
べ
て
て
く
れ
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そ
れ
を
聞
い
た
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

理
久
兎
は
ど
う
す
る
の

 
理
久
兎
は
ど
う
す
る
の
か
を
聞
く

 
理
 

俺
は

人
が
帰

て
き
た
ら
一

に
食
べ
る
よ

 
そ
う

う
と
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

は

仕
方
な
い
も
う
少
し
我

す
る
わ

 
と

め

を
つ
き
な
が
ら
も
う
少
し
待
つ
と

う
の
だ

 
理
 

無
理
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ

 
ル
 

大
丈
夫
よ

 
理
 

無
理
な
ら

え
よ

無
理
は
良
く
な
い
か
ら
な

 
ル
 

え

そ
の
時
に
な

た
ら

う
わ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
ル

ミ
ア
は
も
う
少
し
待
つ
の
だ

た

そ
し
て
こ
れ
は
理
久
兎
が

道
満
と
会
話
を
し
て
い
る

り
に
時
間
を

き

す

そ
の
こ
ろ
亜
狛
と
耶
狛
は

士
の

海
に
い
た

 
亜
狛

耶
狛

く
目
的
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
行
く
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耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 

人
は

の

か
ら

へ
と

を
し
て

び

り
な
が
ら

動
し
て
い
た
読
者
様
は
こ
こ

で
思
う
だ
ろ
う
何

夜
に
行
か
な
い
の
か

何

能
力
を
使
わ
な
い
の
か
簡
単
だ

そ
の
薬
は

つ
あ
る
だ
け
で
も
戦
争
を
起
こ
し
か

な
い
薬
だ
か
ら
だ

も
し
今
に
も
取
り
合
い
に
な

て

最
終
的
に
そ
の
薬
を
飲
ま
れ
れ
ば
亜
狛
と
耶
狛
の
使
令
も
失
敗
と
な
る
し
か
も
そ
の
薬
を

さ

れ
た
り
し
て
も
失
敗
と
な
る

次
に
能
力
を
使
わ
な
い
理
由
は
上
手
く
盗
ん
で
す
り
替
え
た
と
し

て
も

に
は
蓬
莱
の
薬
を
常
に
見
て
い
る
武
士
が
い
る
そ
こ
か
ら
盗
む
の
は
容

で
は
な
い
か

ら
だ

に
盗
め
ば
そ
こ
で
大
騒
ぎ
だ
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
夜
の
作
戦
実
行
ま
で
そ
の
薬
を

見
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

理
久
兎
が

た
使
令
は
あ
く
ま
で

・薬
・を
・盗
・め

だ

そ
し
て

人
の
視
点
に

す
亜
狛
は
何
か
を
察
知
し
た
の
か

に

び

る
の
を

め
て

 
亜
狛

耶
狛
と
ま
れ

 
と

耶
狛
に
指

を
す
る

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
お
兄
ち

ん

 
耶
狛
は
亜
狛
に
ど
う
し
た
の
か
を
聞
く
と
亜
狛
は
あ
る
方
向
を
指

し
て

 
亜
狛

あ
そ
こ
を
見
ろ
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耶
狛

え

 
亜
狛
に
再
度
指

を
さ
れ
た
耶
狛
は
亜
狛
が
指

し
た
方
向
を
見
る
と

 
耶
狛

あ
れ

て

 
亜
狛

あ

そ
う
だ
都
の
武
士
達
だ
ど
う
や
ら
ポ
イ
ン
ト

 
に
着
い
た
み
た
い
だ
な

 
亜
狛
と
耶
狛
が
目
に
し
た
光

に
は

人
近
い
武
士
達
が
い
て
そ
の
武
士
達
の
中

に
は

 
亜
狛

そ
し
て
あ
れ
が
お
そ
ら
く
蓬
莱
の
薬
だ

 
そ
う
そ
の
中

に
あ
る

に

せ
ら
れ
た

つ
の
小
さ
な

が
蓬
莱
の
薬
が
あ
り
そ
れ
を

見

る
よ
う
に
武
士
が

に

て
い
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
ど
う
す
る
の

 
亜
狛

く
は
様
子
を
見
る
下
手
に

激
を
し
て
薬
を

 

さ
れ
て
も
た
ま
ら
ん

 
耶
 

う
ん
わ
か

た

 
そ
う
し
て

人
は

く
り

く
り
と

動
し
つ
つ
薬
を
見
守
り
続
け
た

そ
し
て
夕
方

頃
に
な
る
と
武
士
達
が

き
火
の
準
備
を
し
始
め
た

ど
う
や
ら
こ
こ
で

宿
を
す
る
よ
う
だ
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そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

み
の
奥
で
見

り
続
け
て
い
た

 
耶
狛

は

あ

つ
い

 
亜
狛

か
に
な
こ
の
気
候
は
き
つ
い
な

 
今
は
真

に
近
い

は

き
り

い
う

い

下
手
す
る
と
熱
中

に
な
り
そ
う
だ

 
亜
狛

あ
と
少
し

え
る

 
耶
 

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は

え
続
け
な
ん
と
か
夜
に
な

た
だ
が
ま
だ

い
の
は
変
わ
り
は
な
い
が

少
し
は
ま
し
に
な

た
の
レ

ル
だ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
武
士
の
人
達
が
交
代
で
見

る

 
よ
う
に
な

た
よ

 
亜
狛

や

と
か

耶
狛
作
戦
は
わ
か
る
な

 
そ
う

わ
れ
た
耶
狛
は

 
耶
狛

も

ち
ろ

ん

 
と

え
る
す
る
と
亜
狛
は

の
た
め
に
と
耶
狛
に

内
容
に
つ
い
て
問
う
と

 
亜
 

因
み
に
内
容
は
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す
る
と
亜
狛
が

え
て
い
た

え
が
返

て
き
た

 
耶
狛

え

と
お
兄
ち

ん
と
私
で

と
つ突

て
薬
を
強

 
で
し

 
耶
狛
は
作
戦
の
内
容
を

え
る
と
亜
狛
は

 
亜
狛

こ
の
や
ろ
う

 

ス

 
耶
狛
に

く
チ

プ
を
す
る
と
耶
狛
の
頭
か
ら
い
い

が
す
る
と
耶
狛
は
頭
を

え
る

 
耶
狛

た

何
す
る
の

 
亜
狛

何
で

密
作
戦
が

ン

ン
い
こ
う

 
に
変
わ

て
る
ん
だ

 
ど
う
や
ら
耶
狛
の
作
戦
は
違
う
よ
う
だ

 
耶
狛

あ
れ

違

た

 
亜
狛

は

わ
か

た
も
う
一
度

う

俺
と

 
耶
狛
で
薬
を
見

て
い
る
武
士
に
こ

そ
り

 
近
づ
い
て

後
か
ら
強

な
一
撃
を
打

て
眠
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ら
せ
る

 
耶
狛

え

で
も
薬
は
中

に
あ
る
ん
だ
よ

 
亜
狛

あ

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
夜
の
闇
を

す
る

 
武
士
達
が
見
え
る

は

き
火
で

ら
し

 
て
い
る

り
だ
け
だ
そ
こ
か
ら
先
つ
ま
り
火
が

 

ら
し
て
い
な
い
場
所
は
見
え
に
く
い
つ
ま
り

 
耶
狛

暗
い
場
所
を
出
来
る
だ
け

動
す
る

て
事

 
亜
狛

そ
の
通
り
だ

そ
れ
で
武
士
達
を
眠
ら
せ
て

 
俺
ら
の
手
元
に
あ
る

水

入
り
と
す
り
替

 
え
た
ら
俺
と
耶
狛
の
能
力
を
使

て
さ

さ
と

 
ト
ン

ラ
す
る

わ
か

た
か

 
亜
狛
の
お
復
習
が
終
わ

て
耶
狛
は

 
耶
狛

わ
か

た
よ
お
兄
ち

ん

 
と

う
が
亜
狛
の
内
心
は

 
亜
狛
本
当
に
大
丈
夫
か
な
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も
う
妹
の
天
然
ぶ
り
が
心

で
い

い
だ

た

 
耶
狛

よ
し
お
兄
ち

ん

レ

ツ
ゴ

 
亜
狛

は

わ
か

た
よ
行
こ
う

 
そ
う
し
て

人
は
闇
に

れ
な
が
ら
作
戦
を
実
行
す
る
の
だ

た

そ
し
て

人
は
今
現

ふ
く
前
進
し
つ
つ

動
中
だ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

な
ん
だ

 
今
度
は
耶
狛
に
小

で
呼
び

め
ら
れ
る
と

 
耶
狛

人
が
近
づ
い
て
き
て
る
よ

 
亜
狛

な

 
耶
狛
に
そ
う

わ
れ
亜
狛
は
そ
の
方
向
を
見
る
と

 
武

や
れ
や
れ

く
帰
り
た
い
な

 
武

本
当
だ

 
そ
ん
な
愚

を

い
な
が
ら
武
士

人
が
近
づ
い
て
く
る

そ
ん
な
中
亜
狛
は

 
亜
狛

な
ら
ば
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そ
う

て
亜
狛
は
近
く
に

ち
て
い
る

を

て
亜
狛
達
か
ら
見
て

の
暗
い
場
所
に

を
投
げ
る

 

サ

 

が

ち
た
の
か

む
ら
か
ら

が
聞
こ
え
た
す
る
と
そ
れ
に
気
づ
い
た
武
士
達
は

 
武

だ

 
武

様
子
を
見
に
行
く

 
武

わ
か

た

 
そ
う

て

人
の
武
士
は
亜
狛
が
投
げ
た

の
方
向
に
注
意
を
し
つ
つ
歩
い
て
い

た

そ

れ
を
見
て

し
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

行
く

耶
狛

 
耶
狛

了
解
だ
よ

 
と
小

で
そ
う

て

動
を
開
始
し
た

そ
う
し
て
ど
こ
か
の

兵
の
よ
う
に

ふ
く
前

進
し
武
士
達
を

な
ど
を
使

て
誘
導
し
つ
つ
目
的
地
に

り
着
く

 
亜
狛

耶
狛

見

り
の
様
子
は

 
耶
狛

見
た
と
こ
ろ
い
な
い
よ
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亜
狛

何

普
通
は
見

り
が
い
る
は
ず
だ
が

 
こ
こ
で
亜
狛
は

え
て
い
た

何

心
な
薬
の
見

り
が
い
な
い
の
か
と

だ
が
罠
か
も
知

れ
な
く
て
も
行
く
し
か
な
い
と
決
意
し
た
亜
狛
は

 
亜
狛

耶
狛

行
く

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は
薬
の
あ
る
場
所
に

動
し
た
そ
し
て

り
を
見
て
も
や
は
り
薬
を
じ

と

見
て
い
た
武
士
達
が
い
な
い

 
亜
狛

や
は
り
い
な
い

の
か

 
い
な
い
こ
と
に
不

を

き
な
が
ら
亜
狛
が

え
て
い
る
と

 
耶
狛

薬
あ

た
よ

 
耶
狛
が
薬
を
発
見
し
た

 
亜
狛

で
か
し
た

な
ら
薬
を
す
り
替
え

 
亜
狛
は
薬
の
数
を
見
て
あ
る
こ
と
に
気

い
て
し
ま
う

 
耶
狛

 
亜
狛

耶
狛

薬

て

つ
だ

た
か
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耶
狛

え

か

つ
だ

た
と
思
う
け
ど

 
流

の
耶
狛
も
数
は
分
か
る
よ
う
だ

だ
が
そ
れ
を

信
し
亜
狛
は

 
亜
狛

か
に

つ
盗
ま
れ
て
る

 
耶
狛

嘘
で
し

 
亜
狛

い
や
や
は
り
盗
ら
れ
て
る

 
亜
狛
達
が
そ
う

て
い
る
と

 
武

な

何
で
わ
ざ
わ
ざ
こ

ち
に
来
る
ん
だ

 
武

い
や
俺
は

を

る
か
ら
な

 
そ
ん
な
こ
と
を

い
つ
つ
武
士
が
近
づ
い
て
く
る
の
が
亜
狛
と
耶
狛
に
は
分
か
る

 
亜
狛

武
士
が
近
づ
い
て
き
て
る
仕
方
な
い
耶
狛

 

く
薬
を
す
り
替
え
ろ

 
耶
狛

も
う
終
わ

た
よ

 
亜
 

よ
し
な
ら

く
空
間
を

げ
る

 
そ
う

て
亜
狛
は
す
ぐ
に
空
間
を

げ
る
そ
し
て
耶
狛
も

 
耶
狛

な
ら
私
も
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そ
う

い
耶
狛
も
亜
狛
の
能
力
の

界
容

を

大
さ
せ
て

 
亜
狛

行
く

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は
薬
を
す
り
替
え
て
す
ぐ
に

け
目
に
入
る

る
と
開
い
た

け
目
は
閉
じ

ら
れ
そ
こ
に
は
す
り
替
え
ら
れ
た
薬

外

も
い
な
く
な
る

そ
し
て
数

後
そ
こ
に

 
武

薬
は

あ
る
な

 
武

だ
か
ら

た
ろ

 
武

あ

だ
け
ど
見

り
は
ど
こ
に

 
武

ど
う
せ
し

ん
べ
ん
と
か
だ
ろ

 
武

そ
う
か
も
な

や
れ
や
れ
仕
方
な
い
や
つ
ら
だ

 
そ
う

い
武
士
の

人
は
元
の
持
ち
場
に

る

だ
が
彼
ら
や
亜
狛
と
耶
狛
は
知
ら
な
か

た
見

り
の
武
士
は
ち

と
外
れ
た
場
所
で

 
見

 
見

あ

が

 
全
員
気
絶
を
し
て
い
た
の
を

そ
し
て
今
は

も
知
ら
な
か

た

人
の
少
女
が
復
讐
の
た



 第六章【後章】別れそして後に後世へ

め
に
薬
を
盗
ん
だ
こ
と
を

 

 

は

は

追

て
は

来
て
な
い
か

 
こ
れ
で
復
讐
が
出
来
る

父
を
あ
ん
な
風
に

 
し
た
輝
夜
姫
に

 
 

 
そ
の
少
女
の
復
讐
の

び
は

に
も
聞
こ
え
る
こ
と
は
な
く
た
だ
闇
に
消
え
て
い

た
の
だ

た



 第１３４話 不老⻑寿から不老不死へ

 
第
１
３
４
話
 
不
老
⻑
寿
か
ら
不
老
不
死
へ

 
今
の
時

は

後

時
理
久
兎
達
は

 
ル
 

 
ル

ミ
ア
は
待
ち
く
た
び
れ
た
の
か
テ

ブ
ル
に
突

し
て

て
し
ま

て
い
た

 
理
 

 
た
だ

て
縁

に
立

て
夜
空
を
見
て
い
た

だ
が
内
心
で
は

 
理
 
い
つ
に
な

た
ら
帰

て
く
る
ん
だ
か

 
何
だ
か
ん
だ
で

人
を
心

し
て
い
た

そ
し
て
テ

ブ
ル
に
突

し
て

て
い
る
ル

ミ
ア
を
見
て

 
理
 

は

仕
方
な
い
ル

ミ
ア
に
飯
を
食
わ
せ
る

 
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は
後
ろ
を

り
向
い
て
部

に

ろ
う
と
す
る
と

 
ピ
シ

 
と
そ
ん
な

が

後
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
そ
れ
を
聞
い
た
聞
い
た
理
久
兎
は
後
ろ
を

り
向
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く 
理
 

あ
れ
は

亜
狛
の

け
目

 
も
う
見

れ
て
い
る
亜
狛
の
能
力
に
よ

て
出
来
た

け
目
だ

た
そ
し
て
そ
こ
か
ら
も
う
定

番
に
な
り
つ
つ
あ
る

人
が
現
れ
る

 
亜
狛

何
と
か
帰

て
こ
れ
た

 
耶
狛

危
な
か

た

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

本
当
だ
な

 
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
の
は
亜
狛
と
耶
狛
だ
そ
れ
を
見
て
縁

へ
と
出
る
と

 
理
 

お
帰
り

人
共

 
亜
狛

ま

マ
ス

た
だ
い
ま

り
ま
し
た

 
耶
狛

た
だ
い
ま
マ
ス

 

人
は
少
し
元
気
が
な
か

た
と
思

た

そ
し
て
ふ
と
亜
狛
と
耶
狛
の

え
て
い
る
も
の

を
見
て
理
久
兎
は
元
気
が
な
い
理
由
を
わ
か

て
し
ま

た

 
理
 

成
る
程

そ
の
手
持
ち
を
見
る
に

か
に
や
ら

 
れ
た
後
か
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自
分
が

え
た
推
理
は
亜
狛
と
耶
狛
を

か
せ
る

 
亜
狛

え

 
耶
狛

す
ご

い
大
正
解

 
ど
う
や
ら
正
解
の
よ
う
だ

た

 
理
 

ど
う
や
ら
正
解
み
た
い
だ

 
と

少
し

だ
と
思
う
と
亜
狛
は
頭
を
下
げ
て

 
亜
狛

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
耶
狛

お

お
兄
ち

ん

 
耶
狛
が

そ
れ
に

い
て
い
る
と
亜
狛
は

 
亜
狛

耶
狛
お
前
も
頭
を
下
げ
ろ

 
と

た

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
も
頭
を
下
げ
て

 
耶
狛

え

と
マ
ス

何
か
ご
め
ん
な
さ
い

 
耶
狛
も
謝

た

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
聞
い
て
い
た
自
分
は
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら

 
理
 

人
共
頭
を
あ
げ
な
さ
い

 
そ
う

う
と

人
は
頭
を
上
げ
る

そ
し
て

人
が
頭
を
上
げ
た
の
を

す
る
と
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理
 

人
共
ご

様

 
と

人
に

い
の

葉
を
か
け
た

そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
目
を
点
に
し
た

 
亜
狛

え

私
達
は
失
敗
し
た
ん
で
す
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛
と
耶
狛
は
何

自
分
が

の

葉
を

た
の
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
表
情
す
る
と

理
久
兎
は
そ
れ
に
対
し
て

え
る

 
理
 

ま

か
に
目

の

つ
は
ロ
ス
ト
し
た
よ

 
亜
狛

 
耶
狛
 
 
・
・

 
理
 

だ
け
ど

そ
れ

上
に

人
は
し

か
り
仕
事
を

 
こ
な
し
て
き
た
そ
の
結
果
が
今

人
の
手
元
に

 
あ
る

つ
の
薬
だ
と
思
う
ん
だ
よ

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛
 
・
・

 

え
は
た
だ
単

だ

た

仕
事
の
結
果
を
見
れ
ば

か
に
失
敗
だ

だ
が
そ
れ

上
に
理
久
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兎
は
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
は

し
て
い
た

そ
れ
は
盗
ま
れ
た
蓬
莱
の
薬

外
の
薬
を
し

か
り

回
収
し
て
き
た
こ
と

自
身
の
失
敗
を
し

か
り
謝

て
い
る
こ
と
も

め
て

人
に

い
の

葉
を
か
け
た
の
だ

 
理
 

だ
か
ら
そ
ん
な
に
思
い

め
る
な

な

 
亜
狛

マ
ス

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
耶
狛

良
か

た

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

そ
う
だ
な

 
ど
う
や
ら
今
の

葉
で
亜
狛
は
思
い

め
た
の
を

め
た
の
を

す
る
と

 
理
 

さ

て
そ
ろ
そ
ろ
飯
を
食
う
か

 
と

理
久
兎
は
そ
う

て
後
ろ
を

り
向
い
て
部

に

ろ
う
と
す
る
が

 
亜
狛

マ
ス

 
亜
狛
が
理
久
兎
を
呼
び

め
る

そ
し
て
呼
び

め
ら
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 

ど
う
し
た

 
そ
う

て
も
う
一
度
亜
狛
と
耶
狛
の
方
に

り
向
く
そ
し
て
亜
狛
は

い
た
い
こ
と
を

り

始
め
る
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亜
狛

こ
の
蓬
莱
の
薬

何
に
使
う
の
で
す
か

 
ま
ず
聞
き
た
か

た
の
は
蓬
莱
の
薬
に
つ
い
て
だ

何

理
久
兎
は

し
ろ
で
は
な
く
盗

め
と

た
の
か
が

問
に
思

た
か
ら
だ

 
そ
し
て

理
久
兎
は
何
に
使
う
か
を
語
る

 
理
 

い
や
使
い
道
は

え
て
な
い
な

 
自
身
も
と
り
あ
え
ず
出
回
る
の
は
危
険
と

え
て
回
収
し
た
た
め
使
い
道
は
そ
ん
な
に

え
て

は
い
な
か

た

そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
は
さ
ら
に

問
を
す
る

 
亜
狛

で
は
マ
ス

話
は
変
わ
る
の
で
す
が

 
理
 

ん

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

マ
ス

昔

俺
ら
と
出
会

た
こ
と
覚
え
て

 
ま
す
か

 
亜
狛
は
理
久
兎
に
そ
れ
を
聞
く
と
理
久
兎
は

 
理
 

あ

今
も

明
に
覚
え
て
い
る
が

そ
れ
が

 
ど
う
し
た
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理
久
兎
が

そ
う

う
と
亜
狛
は

 
亜
狛

で
は

あ
の
時
マ
ス

こ
う

い
ま
し
た

 
よ

 
耶
狛

ん

何

た
ん
だ

け

 
耶
狛
は
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
の
か
理
久
兎
も
亜
狛
を
見
て
を

り
返
し
て
い
た
が
そ
ん
な

の
は
お

い
な
し
に
理
久
兎
と
亜
狛
は
話
を
進
め
て
い
く

 
亜
狛

⻑
寿
の
命
に
な
る

て

 
理
狛

か
に

た
が
そ
れ
が
ど
う
し
た

 
亜
狛

そ
れ
が
合

て
い
る
な
ら
俺
と
耶
狛
は
最
終
的

 
に
は
死
ぬ

て
こ
と
で
す
よ

 
耶
狛

え

 
そ
う
か
つ
て
理
久
兎
は
⻑
寿
の
命
を
手
に
入
れ
る
と

た

つ
ま
り
そ
れ
は

不
死

と
い
う
意
味
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ

 
理
 

亜
狛
の

て
い
る
こ
と
は
合

て
る

 

か
に

人
は
不
老
不
死
で
は
な
い
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耶
狛

そ
れ

て
何
時
か
は

 
理
 

死
ぬ
定
め
だ

で
も
何

こ
の
時
に

た
ん

 
だ
亜
狛

 
亜
狛

俺
は
今
日
こ
の
蓬
莱
の
薬
を
盗
む
に
あ
た

て

 

え
て
い
ま
し
た

 
理
 

う

ど
ん
な
こ
と
を

え
て
い
た
ん
だ

 
亜
狛
の

た
こ
と
に
興
味
が

い
た
の
で
聞
く
と
そ
れ
に
つ
い
て
亜
狛
は
語

た

 
亜
狛

こ
の
薬
を
飲
め
ば
俺
達
は
不
死
に
な
れ
る

 
の
で
は
な
い
か
と

 
理
 

亜
狛

何

お
前
は
不
死
に
な
り
た
い
ん
だ

 
理
久
兎
は
何

不
死
に
な
り
た
い
の
か
を
聞
く
と
亜
狛
は
そ
れ
つ
い
て

え
る

 
亜
狛

俺
は
い
え
私
は

マ
ス

に
一
生
仕
え
た
い

 
と
思

て
い
る
か
ら
で
す

 
そ
う
亜
狛
が
不
死
に
な
り
た
い
理
由
は
た
だ
理
久
兎
に

た
が
仕
え
た
い
と
思

て
い
る
か

ら
だ

す
る
と
今
度
は
耶
狛
が

り
始
め
る
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耶
狛

マ
ス

私
も
マ
ス

に
一
生
仕
え
た
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
は
と
て
も

い
た
自
分
と
同
じ
よ
う
に
主
人
で
あ
る
理
久
兎
に
仕
え
た
い

と
思

て
い
た
か
ら
だ

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

そ
れ
に
お
兄
ち

ん
が
不
死
に
な
る
な
ら
私
も

 
不
死
に
な
る

人
で

く
の
は
嫌
な
の

 
亜
狛

耶
狛
お
前

 
耶
狛

お
願
い
マ
ス

私
達
は
マ
ス

に
仕
え
る

 
た
め
に
神
使
に
な

た
の

だ
か
ら
マ
ス

私

 
と
お
兄
ち

ん
を
不
死
に
さ
せ
て

 
耶
狛
は
思

て
い
る
こ
と
を
全
て
を
打
ち
明
け
て
頼
み
込
む
と
亜
狛
も

 
亜
狛

俺
か
ら
も
頼
む

い
や
お
願
い
し
ま
す

 

人
は
そ
う

て
頭
を
下
げ
る
そ
れ
を
見
て
聞
い
て
い
た
自
分
は

人
に
対
し
て

 
理
 

は

自
分
達
の

い
た
い
こ
と
を

う
だ
け

 

ち

て

ど
う
せ
あ
れ
だ
ろ

俺
が
許
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可
し
な
く
て
も
飲
ん
だ
だ
ろ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

え

は
な
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
し
た

 
耶
狛

私
は
お
兄
ち

ん
が
や
る
な
ら
や

た

 
ど
う
や
ら
許
可
し
な
く
て
も
飲
む
気
満
々
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は
心
の
中
で

 
理
 
こ
の

人
は

や
れ
や
れ

 
も
う

定
は
出
来
な
い
と

え
た

そ
う
思
う
と
亜
狛
と
耶
狛
と
は

の
方
向
に
体
を
後
ろ
を

向
け
て

 
理
 

な

亜
狛

耶
狛

蓬
莱
の
薬
は

か
に

 
飲
ま
れ
ち
ま

た
な

 
亜
狛

え

 
耶
狛

 
 
 

 
理
久
兎
の

て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
か

た
の
か

人
は

を
頭
か
ら

山
出
し
た
が

理
久
兎
は
ま
だ
語
り
続
け
る

 
理
 

や
れ
や
れ
置
い
て
お
い
て

か
に
飲
ま
れ
た
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な
ら
犯
人
も
探
し
よ
う
が
無
い
な

亜
狛

 
耶
狛

た
そ
の

は

て
て
置
い
て

 
く
れ

俺
は
飯
の

度
を
す
る
か
ら

 
そ
う

て
理
久
兎
は
部

に
入

て
い

た

そ
し
て
そ
の
一

の
流
れ
を
見
て
亜
狛
と
耶

狛
は

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
ど
う
い
う
こ
と

 
耶
狛
は
分
か
ら
な
か

た
の
か
亜
狛
に
聞
く
と
亜
狛
は

 
亜
狛

マ
ス

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

つ
ま
り
飲
ん
で
よ
し

て
こ
と
だ
よ

 
耶
 

そ
れ

て
マ
ス

は

め
た

て
こ
と

 
耶
狛
が

て
い
る
通
り
理
久
兎
は

人
が
不
老
不
死
に
な
る
こ
と
を

め
た
の
だ

だ
が

直
に
良
い
よ
と

え
な
い
の
か
少
し
遠
回
し
に
な

て
し
ま

た
が

 
耶
狛

な
ら
お
兄
ち

ん

く
飲
も
う

 
亜
狛

あ

そ
う
だ
な

そ
れ
と
耶
狛
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そ
し
て
亜
狛
は
改
ま

て
耶
狛
に

を
か
け
る
と
耶
狛
は

 
耶
狛

何
お
兄
ち

ん

 
と

葉
を
か
え
す

そ
し
て
亜
狛
は

 
亜
狛

耶
狛

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

う
ん

 
そ
お
し
て
理
の
神
使
達
は
そ
の
日
か
ら
不
老
⻑
寿
で
は
な
く
不
老
不
死
に
な

た
の
だ

た



 第１３５話 何てこったい

 
第
１
３
５
話
 
何
て
こ

た
い

 
亜
狛
と
耶
狛
が
不
老
⻑
寿
か
ら
不
老
不
死
に
な

た
次
の
日
の

 
俺
は
面

く
さ
い
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た

 
理
 

お

い
亜
狛
お

を
く
れ

 
そ
う

う
と
亜
狛
が
や

て
来
る

 
亜
狛

は
い
は
い
お
持
ち
し
ま
た
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
お

を
テ

ブ
ル
に
置
く
と
理
久
兎
は
亜
狛
に
話
し
か
け
る

 
理
 

亜
狛

や

り
そ
の

の

は

 
亜
狛

え

思
い

き
り
変

し
ま
し
た

 
亜
狛
は
蓬
莱
の
薬
の

作

に
よ

て

の

が
前
ま
で
は
真

黒
だ

た
の
が

今
で
は

真

白
の
白

に
変
わ
り
目
の

は
真

に
な

て
し
ま

て
い
た
の
だ

 
理
 

そ
れ
だ
と
表
を
歩
け
る
か

 
理
久
兎
が
そ
れ
を
聞
く
と
亜
狛
は
若

い
な
が
ら

べ
る

 
亜
狛

わ
か
り
ま
せ
ん

で
す
が
多
分
人
間
達
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か
ら
は

異
の
目
で
見
ら
れ
る
か
と

 
理
 

後

し
て
る
か

蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
だ
こ
と

 
心

し
て
亜
狛
に
聞
く
と
亜
狛
は

い
を
し
な
が
ら

 
亜
狛

ハ
ハ
い
え

む
し
ろ
そ
の

で
す
よ

 
亜
狛
は
後

を
し
て
は
い
な
い
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
は
喜
ん
で
い
た
の
だ

 
理
 

そ
う
か

な
ら
良
か

た
よ

 
そ
う

て
い
る
と

が
開
き

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
遊
ぼ
う
よ

 
と
耶
狛
が
入

て
く
る
が
や
は
り

の

が
違

て
い
た

耶
狛
は
亜
狛
と
は
違
い

の

は
白

だ

た
の
だ
が
今
は
薄
い

が

じ

た

の

に
変

し
て
い
て
目
の

は
亜
狛
と

同
じ
で

に
な

て
い
た

 
亜
狛

マ
ス

 
そ
う
亜
狛
が
耶
狛
と
遊
ぶ
こ
と
を
理
久
兎
に

お
う
と
す
る
と
理
久
兎
は
そ
れ
に
気
づ
い
て

 
理
 

亜
狛

遊
ん
で
き
て
良
い
よ

後
そ
れ
と

 
指
輪
は
着
け
て
お
け
よ
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理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
は
頭
を
提
げ
て

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
で
は
失
礼
し
ま
す

 
そ
う

う
と
亜
狛
は

耶
狛
を

れ
て
外
の

に
向
か

た

す
る
と

 
ル
 

理
久
兎

 
理
 

ど
う
し
た

 
ル

ミ
ア
が
理
久
兎
の
も
と
に
や

て
来
て
理
久
兎
を
呼
ぶ

そ
し
て
そ
れ
に

え
る
よ
う

に 
理
 

ど
う
し
た

 
ル
 

亜
狛
と
耶
狛
に
何
か
あ

た
の

前
と
は
違
う

 

の

を
し
て
た
け
ど

 
ど
う
や
ら
亜
狛
と
耶
狛
の
変
化
し
た

の

が
気
な
る
よ
う
で

理
久
兎
に
聞
い
て
き
た
の

だ

だ
が
理
久
兎
も
い
ま
の
と
こ
ろ

問
を
ど
う

え
る
か
を

て
い
た

 
理
 
ど
う
す
る
か
な

仕
方
な
い

 
そ
う

え
て
理
久
兎
は

ル

ミ
ア
の

た

問
に

え
る

 
理
 

ル

ミ
ア

亜
狛
と
耶
狛
は
イ
メ
チ

ン
し
た
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だ
け
だ
よ

 
そ
う

う
が
間
違

て
は
い
な
い

実

イ
メ
チ

ン
し
た
よ
う
な

の

に
な

て
い
る
か

ら
だ

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

そ

そ
う
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら

し
た
よ
う
だ

 
理
 
何
と
か

魔
化
せ
た
な

 
理
久
兎
が
そ
う

え
て
い
る
と

 
耶
狛

マ
ス

大
変

大
変

 
と

い
な
が
ら
耶
狛
は
理
久
兎
の
も
と
ま
で
走

て
き
た

 
理
 

何
が
あ

た
ん
だ
耶
狛

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
お

い
な
し
に
自
分
の
手
を
引

る

 
耶
狛

い
い
か
ら
行
く
よ

 
理
 

え

ち

 
耶
狛
は

理
久
兎
の
手
を
引

り
走
り
出
し
た

そ
れ
を
見
て
い
た
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

耶
狛
は
元
気
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と

い
つ
つ
理
久
兎
が
飲
も
う
と
し
て
い
た
お

を
飲
み
な
が
ら
待
つ
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
耶
狛
に
引

り
出
さ
れ
た
理
久
兎
は
家
の
門
の
所
に
引

ら
れ

れ
て
こ
ら

れ
て
い
た

 
理
 

い

た
い
何
な
ん
だ
よ

 
理
久
兎
が
そ
う

て
い
る
と
理
久
兎
の
目
の
前
に
亜
狛
が
い
た

そ
し
て
亜
狛
は
理
久
兎

と
耶
狛
が
来
る
の
を
見
る
と

 
亜
狛

マ
ス

く

 
理
 

お
い
お
い

そ
う
急
か
す
な
よ

 
耶
狛

い
い
か
ら

 
そ
う
し
て
亜
狛
の
も
と
に
着
く
と
耶
狛
は
引

る
の
を

め
る

そ
し
て
目
の
前
を
見
る

 
理
 

い

た
い
ど
う
し
た
ん

だ

 
理
久
兎
が

前
を
見
る
と
妹
紅
が
立

て
い
た
の
だ
が

 
妹
紅

理
久
兎

さ
ん

 
理
 

も
こ
ち

ん

い

た
い
ど
う
し
た
ん
だ

 
そ
の

と
目
は
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日
前
に
見
た
妹
紅
と
は

全
く
も

て
容
姿
が
変
わ

て
い
た
黒
々
と
し
た

は
白

に

な
り
目
の

も
前
は
黒
か

た
の
が
今
は
紅
い

そ
の

は
ま
る
で
白
兎
の
よ
う
な
目
の

だ

す
る
と
そ
の
紅
い
目
か
ら

が

れ
て
く
る
と

 
妹
紅

理
久
兎

さ
ん

ウ

ン

 
妹
紅
は

き
出
し
た
の
だ

た

 
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

も
こ
ち

ん

 
妹
紅

ご

ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
な
さ
い

 
妹
紅
は
た
だ
何
か
に
謝
り
続
け
る
だ
け
だ

 
理
 

あ

い
い
加
減

く
な

 
妹
紅

え

 
理
久
兎
は
こ
の
ま
ま
だ
と
良
知
が
明
か
な
い
の
で
大

を
あ
げ
て
妹
紅
を
静
め
る

 
理
 

ち
着
い
た
か

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
妹
紅
は

 
妹
紅

ち
着
い
た
よ

ご
め
ん
理
桜
さ
ん
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妹
紅
は
何
と
か

ち
着
い
た
よ
う
だ

そ
れ
を

し
妹
紅
に
何
が
あ

た
の
か
を
聞
く
こ

と
に
し
た

 
理
 

も
こ
ち

ん
何
が
あ

た
ん
だ

 
理
久
兎
が
そ
う
聞
く
と
妹
紅
は
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
始
め
る

 
妹
紅

理
久
兎
さ
ん
は
輝
夜
姫
の

は
わ
か
る

 
よ

 
理
 

論

俺
も
そ
れ
は
受
け
た
か
ら
な

 
妹
紅

そ
れ
で

お
父
さ
ん
が
そ
の

に

ち
た

 
の
は
知

て
る
よ

 
そ
れ
を

わ
れ
不
比
等
の
こ
と
を
思
い
出
す

変
わ

て
し
ま

た
数
少
な
い
人
間
で
の

一

の
友
を

 
理
 

あ

知

て
る
俺
は
そ
れ
を
間
近
で
見
た

 
か
ら
な

 
妹
紅

そ
れ
で

そ
の
後

私
の
生
活
は
変
わ

て

 
し
ま

た
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理
 

因
み
に
ど
の
く
ら
い

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
妹
紅
は
よ
り
い

そ
う

を

ま
せ
て
話
続
け
る

 
妹
紅

お
父
さ
ん
は

の
前
み
た
い
に
輝
夜
姫
の
名

 
を

わ
な
か

た

け
ど

今
で
は
前
よ
り
も

 

心
状
態
が
続
い
て
蓬
莱
の

の
模
造
品
を
作

 
る
の
に

大
な

金
を

負

て
家
の
私

は

 
全
部

し

さ
え
ら
そ
れ
で
私
は
輝
夜
姫
に
復

 
讐
す
る
た
め
に
蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
だ

 
ど
う
や
ら
大
変
な
事
に
な

て
い
る
よ
う
だ
が
妹
紅
の
話
を
聞
い
た

人
は
あ
る
単
語
に
引

掛
か

た

 

人

え

 
も
う
蓬
莱
の
薬
と
い
う
単
語
に
は

く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

妹
紅
の

た
最
後
の
一

に

人
は

い
て

を
出
し
た

  
理
 

今

何
て

た
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妹
紅
に
も
う
一
度
聞
く
と

 
妹
紅

だ
か
ら
蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
だ

 
そ
れ
を
聞
き
現

の
妹
紅
の
姿
を
ま
じ
ま
じ
と

め

 
理
 

わ
れ
て
み
れ
ば
亜
狛
と
耶
狛
と

状
が

 
そ

く
り
だ

 
亜
狛
ま
さ
か
妹
紅
さ
ん
が
飲
ん
だ
の
か

 

 
耶
狛
盗

た
の
は
も
こ
た
ん
だ

た
ん
だ

 
理
久
兎
は
今
の
妹
紅
の
姿
を
見
て

し
亜
狛
と
耶
狛
は
最
後
の

つ
を
盗

た
の
は
妹
紅

だ
と

し
た
が
妹
紅
は
ま
だ
話
を
続
け
る

 
妹
紅

そ
れ
で
何
と
か
盗
み
出
し
て
蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
 

 
で
家
に
帰

て
み
る
と
お
父
さ
ん
や
従
者
の
人

 
達
に
化
物

い
さ
れ
た
ん
だ

そ
れ
で

も
う

 
頼
れ
る
の
は
理
桜
さ
ん
達
だ
け
だ
と
思

て
来

 
た
ん
だ

 

人
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妹
紅
の
話
に

人
は
た
だ

て
聞
く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

 
妹
紅

ハ
ハ
ハ

可

し
い
よ

復
讐
に

ら
わ
れ

 
て
こ
ん
な

い
化
け
物
み
た
い
な
姿
に
な

て

 
理
桜
さ
ん
達
も

て
い
い
ん
だ
よ

 
妹
紅
は

て
い
た
が

目
は

て
い
る
ど
こ
ろ
な

が

れ
て
い
た

 
妹
紅

あ
れ

可

し
い
な

が

 
理
 

も
こ
ち

ん

 
妹
紅

あ

そ
う
だ
こ
ん
な
化
物
な
ん
か
が
居
て
も

 

惑
だ
よ

も
う
私
こ
こ
か
ら
消
え

 
る
か
ら

だ
か
ら

 
妹
紅
は
そ
う

お
う
と
す
る
と

  
バ
チ
ン

 
妹
紅

え

 
亜
狛

ち

マ
ス
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耶
狛

あ
ち

 
妹
紅
は
自
分
の

に

み
を
感
じ
た
目
の
前
に
は
い
つ
の
間
に
か

動
し
た
理
久
兎
が
立

て
い
た

た
た
自
分
や

た
こ
と
は

手
で
妹
紅
の

を
ビ
ン

し
た

 
理
 

い
い
加
減
に
自
分
を

す
る
の
は

め
ろ

 
妹
紅

え

え

 
妹
紅
は
何
が
起
き
た
の
か
が
分
か
ら
な
い

だ
が
目
の
前
に
は
い
る
理
久
兎
は
怒

て
い
た
そ

れ
だ
け
は
わ
か

た

 
理
 

こ
れ

上
自
分
を
嫌
い
に
な
る
な

現
実
を

 
見
ろ

 
妹
紅

で
も
私
は
人
間
じ

な
い
も
う
化
物

 
妹
紅
は
自
分
が
嫌
い
に
な
り
そ
う
だ

た
化
物
に
な

て
し
ま

た
自
分
を
受
け
入
れ
た
く
は

な
か

た

 
理
 

化
物
が
何
だ

そ
れ
だ

た
ら
俺
ら
の
方
が

 
妹
紅
よ
り
化
物
だ

 
妹
紅

理
桜
さ
ん
そ
れ

て
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理
 

亜
狛

耶
狛
指
輪
を
外
し
て
見
せ
て
や
れ

 
理
久
兎
が

そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

お

け

 

の
一

と
共
に
指
輪
を
外
す
と

人
の
頭
に

の
耳
が
生
え

下
半
身
か
ら
は

が
生
え
る

そ
れ
を
見
た
妹
紅
は

 
妹
紅

亜
狛
さ
ん

耶
狛

 
理
 

こ
の

人
は
人
間
で
は
な
い
俺
も

め
て
な

 

ら
の

葉
だ
と
妖
怪

が
正
し
い
か
な

 
ま

実

は
違
う
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
妹
紅
は
目
を
見
開
い
て

 
妹
紅

嘘

亜
狛
さ
ん
も
耶
狛
も
そ
れ
に
理
桜
さ
ん
も

 
妖
怪

 
理
 

あ

そ
う
だ

だ
か
ら
俺
ら
か
ら
見
た
ら

 
も
こ
ち

ん
は
化
物
じ

な
い
よ
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そ
う

わ
れ
た
妹
紅
は

ま
た
目
か
ら

が

れ
て
く
る

 
妹
紅

り

理
桜
さ
ん

ウ
グ

グ

 
う

ん

 
そ
し
て
妹
紅
は
た
だ

い
た

理
久
兎
の

か
い

し
さ
に
化
物
と

わ
れ
た
自
分
を
こ
こ

ま
で
思

て

て
く
れ
た
こ
と
に

 
そ
う
し
て
数
分
が

過
し
た

 
理
 

ち
着
い
た

 
妹
紅

あ
り
が
と
う
理
桜
さ
ん

 
亜
狛

で
も
妹
紅
さ
ん

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん

 
で
す
か

 
亜
狛
に

わ
れ
た
妹
紅
は

え
て

 
妹
紅

私
は
都
か
ら
出
て
生
き
る
目
的
を
探
そ
う
と

 
思

て
る

 
耶
狛

も
こ
た
ん
生
き
る
目
的
は
見
つ
か
り
そ
う

 
耶
狛
に

わ
れ
た
妹
紅
は

で

え
る
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妹
紅

私
に
も
分
か
ら
な
い

け
ど
今
の
私
は

遠

 
の
命
が
あ
る

だ
か
ら
そ
ん
な
に
は

し
く
は

 
な
い
か
な

 
こ
の

を
見
る
と
心

な
い
と
理
久
兎
は
思
い

の
た
め
に
と
妹
紅
に

問
を
す
る

 
理
 

そ
う
か

も
こ
ち

ん

は
ま
だ
輝
夜
姫

 
に
復
讐
し
た
い
か

 
理
久
兎
が
今
気
に
な

て
い
る
こ
と
の

つ
は

輝
夜
姫
と
の
戦
争
だ

恐
ら
く

と

が

流
れ
る
戦
い
を
予
想
し
た
か
ら
だ

そ
し
て
妹
紅
は
今
の

問
に
対
し

え
を
だ
す

 
妹
紅

理
桜
さ
ん
私
は
復
讐
を
諦
め
た
訳
で
は
な
い

 
私
が
不
老
不
死
に
な

た
の
も
輝
夜
姫
に
復
讐

 
す
る
た
め
だ

 
理
 

そ
う
か

 
妹
紅

だ
け
ど

今
は

め
て
お
く

 
理
 

ど
う
し
て

 
妹
紅

今
の
私
じ

ま
だ
勝
て
な
い

だ
か
ら
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も

と
強
く
な

て
輝
夜
と
殺
し
合
い
を

 
す
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ

不
老
不
死
が
不
老
不
死
に
戦
い
を

 
挑
む
か

面
白
そ
う
だ

な
ら

亜
狛

 
ゲ

ト
を

げ
ろ

 
亜
狛

え

 
理
 

せ
め
て
の
サ

ビ
ス
だ

も
こ
ち

ん
が

 
行
き
た
い
所
に
送

て
あ
げ
る
よ

 
そ
う

わ
れ
た
妹
紅
は

に
行
き
た
い
場
所
は
決
ま

て
い
た

そ
の
場
所
と
は

 
妹
紅

輝
夜
の
近
く
に
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

お
や

戦
い
は
ま
だ
挑
ま
な
い
ん
じ

 
な
い
の

 
と

理
久
兎
が

う
と
妹
紅
は

 
妹
 

か
に
ま
だ
挑
ま
な
い

け
ど
直
ぐ
に
行
け
れ

 
ば

く
殺
し
合
い
が
出
来
る
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妹
紅
が
そ
う

え
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

そ
う
か

わ
か

た
亜
狛

そ
の
場
所
に

 

げ
て
や

て
く
れ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
は
理
久
兎
に

 
亜
狛

よ
ろ
し
い
ん
で
す
か

 
と

う
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

わ
な
い
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

て
亜
狛
は
目
を
見
開
い
て
閉
じ
て
場
所
を
想
い

き
な
が
ら
そ
の
風

を
頭
に
写
し

て

け
目
を
開
く

そ
の
中
に

が

て
い
る
の
は

だ

 
理
 

さ
て

で
お
別
れ
だ

 
妹
紅

理
桜
さ
ん

今
ま
で
あ
り
が
と
う

 
理
 

良
い
よ
気
に
す
る
な

く
お
行
き

 
そ
う
理
久
兎
が

う
と
妹
紅
は
歩
き
出
し
て

け
目
の
前
ま
で
来
る
と

 
妹
紅

皆

あ
り
が
と
う
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そ
う

て
妹
紅
は

け
目
に
入
る
と

け
目
は
消
え
て
な
く
な

た

そ
れ
を
見
た
理
久
兎

達
は

 
理
 

こ
れ
で
ま
た

人
都
か
ら
消
え
た

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

し
い
な

 
そ
う

し
い
と
思

て
い
る
と
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
指

を
出
す

 
理
 

亜
狛

不
比
等
さ
ん
の
家
に

げ
て
く
れ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
亜
狛
は
不
比
等
邸
に

け
目
を

げ
る

 
理
 

さ
て
と
俺
は
し
ば
ら
く
不
比
等
さ
ん
の
家
に

 
行

て
く
る
か
ら

守
番
は
頼
ん
だ
よ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

気
を

け
て

 
そ
う

い
理
久
兎
は
不
比
等
邸
へ
と
向
か

た

 
神
様

動
中
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こ
こ
不
比
等
邸
で
は
家

や
ら
何
や
ら
の

し

さ
え
が
さ
れ
て
い
て
家
来
達
は
全
員

表
を

出
し
て

め
て
い
き
今
こ
こ
に

て
い
る
の
は
縁

で
ポ
ツ
リ
と
座

て
い
る
不
比
等
だ
け

だ

た

 
不
 

は

我
は
実
の
娘
に
何
と
い
う
仕
打
ち

 
を
し
て
し
ま

た
の
だ

ど
こ
で
我
は

れ
て

 
し
ま

た
の
だ

そ
し
て
親
友
で
あ
る
理
桜
に

 
何

怒
鳴

て
し
ま

た
の
だ

 
不
比
等
は
娘
で
あ
る
妹
紅
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

た
事
や
理
久
兎
に
怒
鳴

て
し

ま

た
事
を
後

し
て
い
た

す
る
と
上
空
か
ら

 
ス

 

か
が

ち
て
き
て
見
事
に
地
面
へ
と
着
地
し
た
の
を
見
た
不
比
等
は

い
た

そ
の
着
地
し

た
人
物
は

 
理
 

や

不
比
等
さ
ん

 
自
分
も
も
と
い
理
久
兎
だ

た
か
ら
だ

そ
し
て
そ
れ
を
見
た
不
比
等
は

 
不
 

理
桜
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不
比
等
は
申
し
訳
な
さ
の
せ
い
か

が

か

た

そ
ん
な
不
比
等
に
近
づ
き

 
理
 

不
比
等
さ
ん
良
け
れ
ば
一

だ
け
酒
を
飲
み

 
ま
せ
ん
か

 
そ
ん
な
提
案
す
る
と
不
比
等
は
た
め

を
つ
い
て

 
不
 

す
ま
ん
な

全
て

し

さ
え
ら
れ
て
し
ま

て

 
不
比
等
か
ら
し
て
み
れ
ば
そ
れ
は
良
か

た
と

て
も
い
い

友
を

つ
け
て
し
ま

た
自

分
は
ど
の
面
下
げ
て
酒
を
飲
む
の
だ
と

え
て
い
た
か
ら
だ

す
る
と
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら

と

く
り
と
お
ち

く
を
取
り
出
し
て

 
理
 

こ
れ
で
飲
め
ま
す

 
と

う
と
不
比
等
は

い
た

書
物
に
手
を
突

込
ん
で
そ
こ
か
ら
物
を
取
り
出
し
た
の

だ

そ
れ
は

く
し
か
な
か

た

そ
し
て
不
比
等
は
理
久
兎
に

 
不
 

理
桜

は
ま
さ
か

 
不
比
等
が
そ
う

お
う
と
す
る
と

 
理
 

さ

飲
み
ま
し

う

 
そ
う

い
お
ち

こ
に
酒
を
注
ぎ
不
比
等
へ
と
渡
す
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不
 

な

理
桜

は
妖
怪
な
の
か

 
不
比
等
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

 
理
 

そ
う
で
す

多
分
そ
う
じ

な
い
で
す
か

 
不
 

そ
う
か

理
桜

私
は

が
妖
怪
で
も
人
間

 
で
も
ど
ち
ら
で
も

わ
な
い

た
だ

つ

 
す
ま
な
か

た

を

つ
け
る
発

を
し
て

 
し
ま

て

 
不
比
等
は
お
ち

こ
を
置
い
て
頭
を
縁

に
つ
け
て
謝
る

そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

頭
を
上
げ
て
く
だ
さ
い

気
に
し
て
ま
せ
ん
よ

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と
不
比
等
は
頭
を
上
げ
て

 
不
 

そ
れ
は
助
か
る
な

 
そ
う

い
不
比
等
は
再
度
お
ち

こ
を
手
に
持
つ

そ
し
て
理
久
兎
は
不
比
等
に

 
理
 

不
比
等
さ
ん

も
こ
ち

ん
が
家
に
来
ま
し
た
よ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
不
比
等
は
理
久
兎
に

 
不
 

そ
れ
は

あ
の
状
態
で
か
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蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
だ
状
態
か
と
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

き

 
理
 

え

そ
の
状
態
で
し
た

そ
し
て
彼
女

 
今
は
都
か
ら

れ
ま
し
た
よ

 
不
 

そ
う
か

親
子
で
す
ま
な
い
な

 
理
 

い
え

で
も
何

不
比
等
さ
ん
も
こ
ち

ん
を
 

 
化
物

い
し
た
ん
で
す
か

 
理
久
兎
は
聞
き
た
い
事
を

る
と
不
比
等
は
う
つ
向
き
な
が
ら

 
不
 

怖
か

た
の
だ
よ

我
は
知

て
の
通
り

 
輝
夜
姫
の

に
な

て
し
ま
い
妹
紅
を

 
た
ら
か
し
に
し
て
し
ま

た

そ
れ
を
怨
ん

 
で
化
け
て
出
た
の
か
と
そ
う
思

て
し
ま

 
て
な

 
不
比
等
の

つ

つ
の

葉
に
は
謝
罪
の
気
持
ち
を
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た

 
理
 

も
こ
ち

ん

し
ん
で
ま
し
た
よ

そ
し
て

 
不
比
等
さ
ん

方
の
事
を
多
分
一
番
心
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し
て
い
ま
し
た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
不
比
等
は
理
久
兎
に

 
不
 

理
桜

が
も
し
ま
た
妹
紅
に
出
会

た
ら

 
伝
え
て
く
れ

す
ま
な
か

た
と

 
そ
う

い
不
比
等
は
お
ち

こ
に
入

て
い
る
酒
を
飲
み

す

 
理
 

え

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
理
久
兎
も
酒
を
飲
み

す
飲
み

し
た

す
る
と
不
比
等
は
立
ち
上
が

て

 
不
 

理
桜

我
も
そ
ろ
そ
ろ
都
を
出
る
よ
そ
こ
で

 

か
ら
や
り
直
す

 
そ
う
聞
い
た
理
久
兎
は

で

 
理
 

そ
う
で
す
か

不
比
等
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の

 
人
生
に

あ
ら
ん
こ
と
を

 
不
 

あ
り
が
と
う

 
そ
う

い
不
比
等
は
元
不
比
等
邸
か
ら
出
て
い

た

そ
し
て
理
久
兎
も

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
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そ
う

き
理
久
兎
も
家
に
帰
る
の
だ

た

そ
う
し
て

人
の
少
女
が
救
わ
れ

人
男
が
再

出
発
を
す
る
の
だ

た
が
理
久
兎
は
ま
だ
こ
の
時
は
わ
か
ら
な
か

た

 

 

ク
ク
ク
聞
い
た

八

理
桜

様
が
妖
怪
と

 

う
こ
と
を
な

 
あ
る

人
の
男
の
せ
い
で
都
と
の
別
れ
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
に
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第
１
３
６
話
 
正
体
バ
レ
ま
し
た

 
因
果

そ
れ
は
行
い
は
結
果
と
し
て
帰

て
く
る

そ
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

自
分

は
こ
れ
ま
で
人
間
も
妖
怪
も
神
も
全
て
に
対
し
て
地

も
名

も
関
係
な
く
平
等
に

し
て
き

た

だ
が
何
処
で
狂

た
の
だ
ろ
う
か

 
ル
 

こ
れ
外
し
な
さ
い
よ

 
耶
狛

く
こ
の

を
外
し
て
よ

 
耶
狛
と
ル

ミ
ア
は

を

げ
て

う
が

 
武
士

れ

人
に

な
す
妖
怪
共

 
亜
狛

マ
ス

ど
う
す
る
ん
で
す
か

 

 

理
桜

本
当
に

は
妖
怪
な
の
か

 

に
そ
う

わ
れ
自
分
は

束
さ
れ
な
が
ら

を
向
け
る
が

 
理
 
 

 
も
う
こ
ん
な

し
か
出
来
な
か

た

そ
し
て
こ
れ
を
引
き
起
こ
し
た

本
人
が

を
だ
す

 
道
満

様

こ
の
者

八

理
桜
そ
し
て
今
こ
の
場
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に
い
る
理
桜
の
従
者
達
は
妖
怪
で
こ
ざ
い
ま
す

 
こ
ん
な
状

に
な

た
の
も
全
て
は
こ
い
つ

道
満
の
せ
い
で
あ
る

こ
と
の
発

は
今
か

ら
数
時
間
前
に

る

 
理
 

ふ

も
こ
ち

ん
元
気
で
や

て
る
か
な

 
妹
紅
が
都
か
ら

れ
て

か

日
の
月
日
が
た

た

こ
の

日
間
は
何
事
も
な
く
と
て
も

平
和
に
過
ご
せ
た

 
亜
狛

マ
ス

お

を
お
持
ち
し
ま
し
た

 
そ
う

い
い
亜
狛
は
自
分
の
前
に
お

を
置
く

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
亜
狛

平
和
で
す

 
理
 

あ

こ
こ
最
近
は

々
と

し
か

た
か
ら
た
ま

 
に
は
良
い
と
思
う
け
ど

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
そ
う

て
い
る
と

 
理
 

客
人
だ
な
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亜
狛

え

本
当
で
す
か

ま
い

た
な
ま
だ

 
仕
事
が

 
理
 

あ

な
ら
耶
狛
に
行
か
せ
る
か
耶
狛

 
耶
狛
を
呼
ぶ

す
る
と
数

も

た
ず
に
耶
狛
が

を
開
け
て
現
れ
る

 
耶
狛

な

に
マ
ス

 
理
 

客
が
来
た
か
ら
こ
こ
ま
で
案
内
し
て
く
れ

 
耶
狛

は

い

 
理
 

後

指
輪
を
着
け
て
け
よ

 
耶
狛

も

ち
ろ

ん

 
そ
う

て
耶
狛
は
客
を
迎
え
に
行

た

す
る
と

 
ル
 

あ
れ

理
久
兎

耶
狛
は

 
そ
う

い
な
が
ら
ル

ミ
ア
が
理
久
兎
の
部

に
来
る

 
理
 

お
客
が
来
た
か
ら
案
内
し
に
行

た
よ

 
ル
 

そ
う

 
そ
う

い
な
が
ら

た
お

を
飲
も
う
か
と
口
に
運
ん
だ
と
同
時
だ

た
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耶
狛

何
す
る
の

め
て
よ

 
亜
狛

な
ん
だ

 
ル
 

え

な
に

 
理
 

あ

つ

 
耶
狛
の
大

で
全
員
が

い
た

し
か
も
突
然
で
熱
々
の
お

が

に

れ
て
し
ま
い
と
て
も

熱
い

 
理
 

つ
つ

今
の

は

 
亜
狛

耶
狛
に
何
か
が

 
そ
う
い

て
い
る

の
方
か
ら
男
が
や

て
来
る

 

 

や

理
桜
さ
ん

 
そ
の
男
は
自
分
の
偽
名
を
呼
ぶ

し
か
も
自
分
は
そ
の
男
を
知

て
い
た

そ
う
そ
の
男
は

 
理
 

お
前
は

 
亜
狛

マ
ス

知
り
合
い
で
す
か

 
ル
 

な
の

 
亜
狛
と
ル

ミ
ア
に

わ
れ
た
理
久
兎
は
こ
の
男
の
名
前
を

う
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理
 

 
道
満

違
う

道
満
だ

 
あ
え
て

お
う

中
に
入

て
い
な
か

た
た
め
名
前
す
ら

れ
て
い
た

 
亜
狛

で
も

で
も
ど
う
で
も
い
い

妹
を

 
ど
う
し
た

 
ル
 

本
当
よ

た

耶
狛
を
ど
う
し
た
の

 
道
満

き

様
ら

 
理
久
兎
達
に
よ

て

々
と
道
満
の
名
前
は
降
格
し
て
い

て
い
た

す
る
と
道
満
は

立
つ

の
を

め
て
平
静
に
な
る
と

 
道
満

様
の
妹

て
の
は
こ
の
女
か

 
そ
う

う
と
武
士
が
手

を
つ
け
ら
れ
た
耶
狛
を

れ
て
く
る

そ
し
て
そ
の
手

に
は

が

つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
対
妖
怪
よ
う
の
手

と
い
う
の
が
分
か
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
助
け
て

 
亜
狛

て
め

妹
に
何
し
て
や
が
る

 
亜
狛
は
耶
狛
の
今
の
状
態
に
ぶ
ち

レ
て
殴
り
か
か
ろ
う
と
す
る
が
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武
士

ど
こ
を
見
て
い
る
ん
だ

 

ン

 
亜
狛

あ
が

 
殴
り
か
か
ろ
う
と
し
た
直
後

面
か
ら
武
士
に
よ

て
殴
ら
れ
て

 
武
士

取
り

さ
え
ろ

 
亜
狛

せ

 

チ

 
亜
狛
は

気
な
く
取
り

さ
え
ら
れ
手

を
つ
け
ら
れ
た

流

の
自
分
も
こ
れ
を

て
見

る
こ
と
は
出
来
る

が
な
い

 
理
 

お
前
ら

 
理
久
兎
が

近
づ
こ
う
と
す
る
と

 
道
満

お

と
動
く
な
よ

動
け
ば
こ
い
つ
ら
の

 
体
に

が
増
え
る

 
理
 
な
ん
て

て
る
け
ど
亜
狛
と
耶
狛
は
問

 
な
い
ん
だ
け
ど
な

不
老
不
死
だ
か
ら
な
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所
が
亜
狛
と
耶
狛
は
前
み
た
い
に
不
老
⻑
寿
で
は
な
く
今
は
不
老
不
死
だ

だ
か
ら
彼
ら
に

を
つ
け
る
の
は
不
可
能
な
の
だ

そ
う
思

て
近
づ
こ
う
と
す
る
と

 
ル
 

何
す
ん
の
よ

 
理
 

ル

ミ
ア

 
理
久
兎
ル

ミ
ア
の
方
を
向
く
と
ル

ミ
ア
の
回
り
に
は
結
界
が

ら
れ
て
い
た

 
道
満

こ
こ
に
い
る
従
者
全
員
は
こ
れ
で

え
た

 
そ
う

い
い
な
が
ら
道
満
は
理
久
兎
に
指
を

し
て
勝
ち

り
な
が
ら

 
道
満

後
は
お
前
だ
け
だ

八

 
ど
う
や
ら
前
に
誘
い
を
断

た
こ
と
や
名
前
ミ
ス
で
等
を
結

に
持

て
い
る
よ
う
だ

 
理
 
ど
う
す
る
か
ル

ミ
ア
は
不
死
身
じ

な
い
し
な

 
そ
う

え
た
理
久
兎
は

手
を

げ
て
一

 
理
 

降

だ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
亜
狛
耶
狛
ル

ミ
ア
は
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

手
を

で

束
さ
れ

の
前
ま
で

れ
て
い
か
れ
る

だ
が
し
か
し
そ
の
光

を
見
て
い
た
妖
怪
が

人
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紫
 

御
師
匠
様
を
助
け
な
い
と

 
そ
う
紫
が
そ
の
光

を

い
て
い
た
の
だ

た

で
は
今
の
視
点
に

そ
う

現

は
無
数
の

武
士
に
陰
陽
師
が
い
る
朝

で
は

が
自
分
達
を
見
下
ろ
し
て
い
た

そ
の

に
は
晴
明
は

論

だ
が

に
も

々
な
陰
陽
師
達
が
立

て
い
る

す
る
と
道
満
が
口
を
開
き

 
道
満

様
こ
の
男
は
こ
の
都
の
⺠
達
を

き
そ
し
て

 

様
も

い
た
男
で
す

 
と
自
分
達
を
指
し
て

て
く
る

自
分
は
面

な
奴
だ
と
思

て
い
る
な
か
晴
明
は

み
を
し
て
い
た

そ
れ
を
見
た
の
か
道
満
は

 
道
満

そ
し
て
晴
明

様
も
理
桜
の
仲
間
だ
よ
な

 

 

な

 
武
士

な

お
い
お
い
マ

か
よ

 
陰
陽

い
い
様
だ
な

 
そ
れ
を
た
だ
聞
い
て
い
た
自
分
は
晴
明
は
関
係
な
い
た
め
に

反
発
す
る

 
理
 

い
や
彼
女
は
た
だ
俺
の
従
者
達
と
遊
ん
で
く
れ

 
て
い
た
娘
だ

仲
間
で
は
な
い
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道
満

れ

こ
の
不

き
者
め

 
道
満
は
自
分
に
向
か

て
怒
鳴

て
く
る

仕
方
が
な
い
た
め

り
策
を
練
る

 
理
 
ま
い

た
な

何
か
良
い
策
は

 
そ
う

え
て
い
る
と
あ
る
物
を
見
つ
け
た

そ
れ
は

 
理
 
あ
れ
は
ス
キ
マ

て
こ
と
は

 
そ
う

え
て
い
る
と
そ
の
ス
キ
マ
か
ら
紫
が

を
出
し
て

で

サ
イ
ン
を
し
て
く
る

ど

う
や
ら
助
け
に
来
て
く
れ
た
よ
う
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
少
し

束
さ
れ
て
い
る

を
動
か
し
て

こ

ち
に
来
い
と

ス
チ

を
す
る
と

 
紫
 
コ
ク
リ

 
ス
キ
マ
か
ら
除
か
せ
て
い
る

で

く
と
ス
キ
マ
が
消
え
る

す
る
と
後
ろ
に
ス
キ
マ
が
開
い

た
ら
感
じ
が
し
た

そ
し
て
理
久
兎
は
手
に
文

を

い
て
作
戦
を
伝
え
る

 
理
 
紫

俺
の
こ
の
文

が
な
ん
て

い
て
あ
る
か

 
分
か
る
か

分
か
る
な
ら

手
の
人
指
し
指
を

 

れ

 
そ
う

く
と
紫
は

人
指
を

て
く
る
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理
 
な
ら

俺
が
合

し
た
ら
俺
ら
の

元
に
ス
キ
マ

 
を

開
し
て
く
れ
大
丈
夫
な
ら
中
指
を
無
理
な
ら

 
人

し
指
を

れ

 
そ
し
て
紫
は

中
指
を

る
ど
う
や
ら
大
丈
夫
み
た
い
だ

 
理
 
頼
む

紫

 
そ
う

く
と

後
の
紫
の
ス
キ
マ
が
消
え
る
よ
う
な
感
覚
が
し
た

 
理
 
さ
て

あ
の
男
に
少
し
地
獄
を
見
せ
る
か
神
だ
け

 
れ
ど
も
仏
の

も
三
度
ま
で
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

 
や
る

 
そ
う

え
た
理
久
兎
は
今
も
し

べ
り
続
け
て
い
る
道
満
に

 
理
 

ク
ク

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
全
員

 
た
だ

い
だ
し
た

な

で

こ
れ
を
見
て
い
た

り
の
人
間
そ
し
て
一

に

ま

て
い
る

亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
ル

ミ
ア
は
突
然
の
事
で

い
て
い
た

 
道
満

様
何
を

て
い
る
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道
満
が

ら
せ
よ
う
と
理
久
兎
の
近
く
に
来
る
と

 
理
 

 
ピ
チ

 
道
満
の

面
に

の

じ

た

が
命
中
す
る

そ
れ
を
間
近
で
見
て
い
た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し

て
ル

ミ
ア
は

 
亜
狛
 

 
耶
狛
 

 
ル
 
 

 
こ
ん
な

を
し
な
が
ら
心
の
中
で
は
恐
ら
く
何
し
て
ん
だ

と
思

て
い
る
だ
ろ
う

た
だ
で
さ
え
今
は
危
機
的
な
状

な
の
に
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

り
の
者
を
こ
う
思

て
も
仕

方
な
い

そ
し
て
や
ら
れ
た
道
満
は

 
道
満

き

様

俺
を
愚

す
る
か

 
今
の
行

で
道
満
は
さ
ら
に
キ
レ
だ
し
た

そ
こ
に

ラ

ラ

な

で

い
な
が
ら

 
理
 

愚

は
バ
カ
な
の

ア

な
の

頭
は
死
ん

 
で
る
の

て
か
頭
ご
と

発
四
散
し
て
死

よ
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更
に
理
久
兎
は
道
満
を

る
と

 
道
満

こ

こ
い
つ
が

 
道
満
は

を

ま
せ
る

ど
の
怒

て
い
た

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
俺
は
妖
怪
か

て
話

 
そ
う
だ
よ

俺
は
妖
怪
だ
よ

だ
か
ら
何

 
そ
れ
を
聞
い
た
人
間
達
は
ざ
わ
め
き
始
め
た

 
陰
陽

や
は
り
そ
う
か

 
武
士

様

直
ぐ
に
こ
の
者
を
打
つ
許
可
を

 

 

そ
う
か

そ
れ
は
本
当
な
の
だ

 
理
桜

 
理
 

え

で
す
が

 
バ
キ
ン

 
全
員
 
 

 
何
と
か
理
久
兎
は

に
着
い
て
い
る

を

し
て
立
ち
上
が

て
数
歩
前
に
出
て

 
理
 

俺
の
名
前
が
間
違
え
て
ま
す
俺
の
名
前
は
理
桜
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な
ん
か
じ

な
い

俺
の
本
当
の
名
前
は

 
深
常
理
久
兎
そ
れ
が
俺
の
名
前
だ

 
理
久
兎
は
自
身
の
名
を
語
る
と
こ
の
場
の
全
員
が

き
騒
ぎ
始
め
る

無
論
だ
が
晴
明
も
目
を

点
に
し
て

い
て
い
た

 
道
満

な

何
だ
と

 

 

バ
カ
な

か
に
理
久
兎
の

は

 
因
み
に

が

て
い
る
の
は
理
久
兎
偽
者
の

の
事
だ

そ
れ
に
つ
い
て
も
挑
発
を
し

な
が
ら

え
る

 
理
 

い
や
あ
れ
は
偽
者
に
は
決
ま

て
る
じ

な
い

 
で
す
か

そ
ん
な
こ
と
も
分
か
ら
な
い
な
ん
て

 
人
間
の
バ
カ
さ
加
減
に
は
う
ん
ざ
り
し
ま
す

 
あ

因
み
に
そ
の
理
久
兎
の

は
俺
ら
と

対

 
し
て
た
妖
怪
の

だ
か
ら
そ
こ
は
雑
兵
レ

ル

 
の
人
間
た
ち
に
も
感
謝
し
な
い
と
な

 
理
久
兎
は
こ
こ
に
い
る
人
間
達
に

を
あ
び
さ
せ
る
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
人
間
達
は

々
と
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怒
り
始
め
て
き
て
い
た

 
道
満

な
ら
ば

様
は
本
物
の
理
久
兎
で
い
い
の
だ
な

 
理
 

論
さ

ら
来
い
よ
雑

 
お

や
ら
陰
陽
術
な
ん
か

て
て
殴
り
か
か

 

て
来
い
よ

 

 

様

ぶ

こ
ろ
し
て
や
る

様

こ
の
者
を

 
す
ぐ
に

理
久
兎
を

す
る
許
可
を

 
道
満
が
そ
う

う
と

は

 

 

許
そ
う

そ
の
罪
人

深
常
理
久
兎
を
直
ち
に

 

せ
よ

 
そ
う

う
と
大

の
武
士
達
が
理
久
兎
達
を
取
り

む

陰
陽
師
達
晴
明
を
除
い
た
は
そ

の
後
ろ
で
陰
陽
術
を
唱
え
始
め
る

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

ど
う
し
よ

 
ル
 

何
か

え
が
あ
る
の
か
し
ら
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亜
狛
と
耶
狛
は
自
分
が

れ
た
と
思
い

び
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
が
単

に
あ
ん
な
バ
カ
な
こ

と
は
し
な
い
と
思
い

て
見
て
い
た
が
こ
れ
に
は

ん
で
自
分
の
名
前
を
呼
ぶ

す
る
と

が

理
久
兎
に

 

 

理
桜

い
や
理
久
兎

に
は

々
と
世
話

 
に
な

た

せ
め
て
も
だ
最
後
に
何
か

い
た

 
い
事
は

 

は
自
分
に
そ
う

て
く
る

は
本
当
に
良
い
人
だ
と
思

た
が
自
分
は
少
し
心
を
⻤
に

し
て

 
理
 

な
ら

つ

ど
良
い
で
す
か

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と

は

 

 

よ
い

道
満
よ
少
し
待

て
や
れ

 

 

わ
か
り
ま
し
た

 
道
満
は
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら

を

さ
ぶ
り
始
め
る

 

 

晴
明
も
よ
い
な

 
晴
明

え
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晴
明
は
何
も
せ
ず
た
だ

て
話
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 

 

で
は

話
し
て
み
よ

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は

で
語
り
出
し
た

 
理
 

で
は

つ
目
は
こ
こ
の

と
ん
ど
の

族
達
や

 
そ
こ
の

は
本
当
に
ク

下
で
し
た

 
道
満
に
指
を

し
て
理
久
兎
は
ヘ
ラ
ヘ
ラ
と

い
な
が
ら

う
と

 
道
満

後
で
惨
た
ら
し
く
ぶ

殺
し
て
や
る

 
道
満
は
そ
う

ぶ

ど
う
や
ら
更
に
怒
り
が

し
て
き
て
い
る
よ
う
だ

見
て
い
て
愉
快

だ

だ
が
ま
だ
自
分
の
話
し
は
続
く

 
理
 

つ
目
は
こ
の
場
の
人
間
達
全
員
に

う
け
ど

 
こ
こ
に
い
る
妖
怪
は
俺
も
入
れ
て
全
部
で

人

 
だ

 
理
久
兎
は
こ
の
場
に
い
る
人
間
達
に
少
し
種
を
明
か
す

 

 

な

ど
う
い
う
事
だ

 
道
満

何
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晴
明

ま
さ
か

 

達
は
最
悪
の

え
が
頭
に
思
い

か
ん
だ
だ
ろ
う

そ
し
て
晴
明
は
恐
ら
く
紫
が
い
る
事
に

感
ず
い
た
み
た
い
だ

 
理
 

そ
し
て
最
後
の

つ
目
は
深
常
理
久
兎
と
愉
快

 
な
仲
間
達
を
無
様
に
取
り
逃
が
し
た
記

日
に

 

手
を

て
な

 
理
久
兎
の
最
後
の

葉

の

つ
目
を

い
終
わ
る
と
道
満
が
大

で
武
士
や
陰
陽
師
に
命

令
す
る

 
道
満

武
士
達

す
ぐ
取
り

さ
え
ろ

陰
陽
師
達
も

 

に
奴
を

せ
よ

 
道
満
が
そ
う

う
が
も
う

い

方
が

い

 
理
 

紫

頼
ん
だ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

空
の
彼
方
か
ら

 
紫
 

は
い
は

い

 
と
紫
が
返
事
を
す
る

す
る
と
理
久
兎
達
の

元
に
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
る

そ
し
て
ス
キ
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マ
が

開
さ
れ
た
真
上
に
い
た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
ル

ミ
ア
は

 
亜
狛

う
わ

 
耶
狛

 
ル
 

ま
た
こ
れ

 

人
が
ス
キ
マ
に

ち
て
い
く

達
は
突
然
の
事
で
動
き
か

ま

て
い
た

そ
し
て
人

間
達
に
一
礼
を
し
て

で

 
理
 

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
御
機
嫌
よ

 
そ
う

う
と
バ

ク
ス
テ

プ
を
と

て
ス
キ
マ
に
入
る
と
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
た

そ
し
て

一
歩

れ
た
武
士
達
は
理
久
兎
達
を

ら
え
る
こ
と
に
失
敗
し
た

 
武
士

様

理
久
兎
達
に
逃
げ
ら
れ
ま
し
た

 

 

直
ぐ
に

ら
え
よ

 
道
満

お
の
れ

深
常
理
久
兎

 

 

陰
陽
師
達
は
何
を
し
て
い
る

く
捜
索
し
ろ

 
陰
陽

か

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 

 

道
満

様
も
行
け
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道
満

わ

分
か
り
ま
し
た

 

 

晴
明
そ
な
た
も

晴
明
ど
う
し
た

 

が

り
を
見
渡
す
と
晴
明
が
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く

す
る
と

人
の
陰
陽
師
が

に

申
し
上
げ
た

 
陰
陽

晴
明
な
ら
走

て
外
に
い
れ
ま
し
た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

は
晴
明
に
感
心
し
な
が
ら

を

に

る

 

 

あ
や
つ
は
仕
事
が

い
な

そ
れ
に
比
べ
て

 
こ
の
男
は
な

 

 
そ
う

い
な
が
ら

は
道
満
を

目
で
見
る

そ
れ
に
気
づ
い
た
道
満
は
少
し

り
な
が
ら

 
道
満

う

お

お
前
ら
理
久
兎
を
探
す

 
そ
う
し
て
都
の
武
士
達
や
陰
陽
師
達
に
よ
る
大
捜
索
が
行
わ
れ
る
事
に
な

た

一
方
紫
の

ス
キ
マ
で

動
し
た
理
久
兎
達
は
都
に
あ
る
自
身
の

住
ま
い
に
来
て
い
た

 
理
 

サ
ン
キ

紫

 
紫
 

え

い
ま
せ
ん
よ

 
亜
狛

し

死
ぬ
か
と
思

た
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耶
狛

 

て
お
く
亜
狛
と
耶
狛
は
も
う
死

ま
せ
ん
と

 
耶
狛

で
も
楽
し
か

た

 
ル
 

ど
こ
が
よ

そ
の
前
に
こ
れ
を

く
取
ら
な
い

 
と

て
か
取

て
よ

 
な
お
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
ル

ミ
ア
は
ま
だ

束
さ
れ
た
状
態
だ

 
理
 

は
い
は
い
す
ぐ
取

て
や
る
か
ら

 
そ
う

て
理
久
兎
は

 
バ
キ
ン

バ
キ
ン

バ
キ
ン

 

人
の

の

束
道

を
全
て
手
刀
で

す
る

 
亜
狛

何
と
か
自
由
に
な
れ
た

 
耶
狛

う

ん
は

が

い

 
ル
 

人
間
達
も
バ
カ
に
出
来
な
い
わ

 

人
が
そ
う

て
い
る
と
紫
は

 
紫
 

し
か
し
良
か

た
の
で
す
か

自
分
か
ら
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正
体
を
明
か
し
て

 
理
 

あ

も
う
い
い
よ

そ
ろ
そ
ろ
山
に
帰
ろ
う

 
か
と
思

て
い
た
と
こ
ろ
だ

た
し

 
紫
 

そ
う
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
き
紫
は
何

か
少
し
嬉
し
そ
う
だ

だ
が
そ
ん
な
事
を
今
は

え
て
い
る

は
な

い 
理
 

さ
て
と

亜
狛

耶
狛

ル

ミ
ア

 
理
久
兎
は

人
を
呼
ぶ

人
は
何
だ
と
い
う
表
情
で

 
亜
狛

な
ん
で
す
か

 
耶
狛

な

に
マ
ス

 
ル
 

何

理
久
兎

 
理
 

人
は

物
の
整
理
を
し
て
く
れ
こ
こ
の

 
に
入

て
い
る
物
も
あ
る
か
ら

 
そ
う
指

を
出
す
と
亜
狛
が
理
久
兎
に

問
す
る

 
亜
狛

そ
れ
は
良
い
で
す
け
ど
マ
ス

は
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何
か
す
る
ん
で
す
か

 
理
 

俺
は

 
こ
の
時
に
感
じ
た

結
界
を

渉
し
て
空
か
ら

か
が
来
る
の
を

 
理
 

俺
は
少
し
客
人
を

手
し
な
い
と
い
け
な
く

 
な

て
な

 
耶
狛

え

マ
ス

そ
れ

て

 

 

キ

 
ル
 

何

こ
の
鳴
き

 
理
 

ど
つ
や
ら
お
い
で
な
さ

た
な

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
上
空
か
ら

か
が

ち
て
き
て
見
事
に
着
地
を
し
た

 

ン

 
華

に
着
地
を
し
た
人
間
は
自
分
を
見
る

そ
の
人
物
は
理
久
兎
も
亜
狛
も
耶
狛
も
紫
も
知

て
い
る
人
物

そ
の
名
を

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
晴
明
だ

理
久
兎
が
ス
キ
マ
で
逃
げ
た
後
晴
明
は

を
使

て
こ
こ
ま
で
追
い
か
け
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て
来
た
み
た
い
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
晴
明
に

問
を
す
る

 
理
 

晴
明

お
前
が
こ
こ
に
来
た

て
こ
と
は

 
晴
明

無
論

深
常
理
久
兎

方
を

す
る
た
め

 
で
す

 
晴
明
が
こ
こ
に
来
た
理
由
は
理
久
兎
を
自
分

す
る
た
め
だ

そ
れ
を
聞
い
た
紫
は

 
紫
 

方

今
更
な
ん
で

 
紫
が
そ
う

う
と
晴
明
は
目
を

わ
せ
る

そ
う

く
の
を
我

し
て
い
る
の
だ

 
晴
明

私
だ

て
理
久
兎
さ
ん
を

し
た
く
な
い

 
で
も

様
に
は

が
あ
る

だ
か
ら

 
そ
う

う
と
晴
明
は
式
神

と
御

を

え
る

 
晴
明

私
は
友
で
あ
る

方
を

し
ま
す

 
晴
明
は
来
る

中
で
覚
悟
を
決
め
て
い
た
み
た
い
だ

も
う

で
は
な
く
友
と

え
る
よ
う
な

理
久
兎
と
戦
う
こ
と
を

そ
れ
を
察
し
た
理
久
兎
は
晴
明
を
除
い
た
全
員
に
指

を
出
す

 
理
 

亜
狛

耶
狛

ル

ミ
ア

お
前
ら
は
手

 
通
り

物
を
ま
と
め
ろ
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耶
狛

マ
ス

 
耶
狛
が
そ
う

う
と
す
る
と
亜
狛
が
耶
狛
の

り
に
手
を
か
ざ
し
て
静

さ
せ
る

 
亜
狛

耶
狛

俺
ら
は
マ
ス

の

わ
れ
た
事
を

 
す
る
だ
け
だ

 
耶
狛

分
か

た
よ
お
兄
ち

ん
行
こ
う

 
ル

ミ
ア
ち

ん
も

 
ル
 

分
か

た
わ

 
そ
う

て

人
は
物
置
の
方
に
向
か

て
い

た

そ
し
て
今
度
は
紫
が

問
し
て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様

私
は

 
理
 

紫
に
は

の

中
が
手
出
し
で
き
な
い
よ
う
に

 
し
て

し
い
俺
は
晴
明
と
一

討
ち
が
し
た
い

 
そ
う
頼
む
と
紫
は

つ

を
し
て
き
た

 
紫
 

陰
陽
師
達
や
武
士
達
は
殺
し
て
も

 
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
そ
れ
の

え
を

う

 
理
 

殺
す
も
生
か
す
も
紫
の

え
に
任
せ
る
よ
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紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

気
を

け
て
下
さ
い

 
御
師
匠
様

 
そ
う

う
と
紫
は
ス
キ
マ
に
入

て
い

た

 
理
 

さ
て

晴
明

覚
悟
は
あ
る
な

 
理
久
兎
が
晴
明
に
聞
く
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
返
事
が
来
る

 
晴
明

論
で
す

 
晴
明
の
目
は
覚
悟
を
決
め
た
者
の
目
で
そ
う

え
る

 
理
 

そ
う
か

な
ら
ば

 
理
久
兎
は

葉
一
つ
一
つ
に
力
を
込
め
て
晴
明
に
向
か

て

う

 
理
 

が
覚
悟
を
し
か
と
受
け

め
た

来
る
が

 
よ
い
人
の
子
よ

殿
の
勇
気

力

知
力

 
そ
の
全
て
を
持

て
し
て
我
に
挑
め

我
は

 
妖
怪
の
総
大
将
深
常
理
久
兎

殿
の
友
で

 
あ
り

殿
に
試
練
を
与
え
る
者
だ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
と
空
紅
と
黒

を
出
し
て
晴
明
に
刀
を
向
け
る

そ
し
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て
晴
明
も
そ
れ
に

え
る
よ
う
に

 
晴
 

私
は
安

晴
明

妖
怪
を

す
る
者
で
あ
り

 
深
常
理
久
兎

友
で
あ
る

方
を

す
る
者

 
の
名
よ

 
こ
う
し
て
理
久
兎
と
晴
明
の
戦
い
は
火
蓋
を
切

た
の
だ

た



 第六章【後章】別れそして後に後世へ

 
第
１
３
７
話
 

晴
明

 
理
久
兎
と
晴
明

こ
れ
を
表
す
な
ら
対

の
陰
と
陽

今
ま
さ
に
こ
の

つ
が
対
立
し
て
い

た 
晴
明

行

て

白

 
白

ゴ

 
晴
明
が
白

の
式
神

を

げ
る
と
白
い

で
あ
り
⻄
を
守

す
る
者
白

を

す
る
と
白

が
現
れ

を
あ
げ
な
が
ら
自
分
に

て
く
る

 
理
 

神
の

⻄
の
守

者

白

か

 
そ
う
思

て
い
る
と
白

が
自
分
の
も
と
に
近
づ
き
そ
の
前

を
あ
げ
て

撃
し
て
く
る

 
白

 
ド

ン

 
白

ウ

 
白

の
前

の
一
撃
は
理
久
兎
の
い
た
大
地
を

た

だ
が
白

が

た
一
撃
の
場
所
に

は
理
久
兎
の
死
体
は
お
ろ
か

つ
た
り
と
も

ち
て
は
い
な
か

た

そ
れ
に
気
づ
い
た
晴
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明
は
白

に
指

を
出
す

 
晴
明

気
を

け
て
白

理
久
兎
は
簡
単
に
殺
ら

 
れ
る
魂
じ

な
い
わ

 
晴
明
は
そ
う

て
い
る
と
白

の
い
る
上
空
か
ら

 
理
 

い
い
判
断
だ
が

お
前
じ

無
理
だ

 
理
久
兎
が
し
た
の
は
簡
単
に

を
し
て
回

し
た
だ
け
だ
が
昔
か
ら
こ
の
小
説
を
読
ん
で
く

れ
て
い
る
読
者
様
な
ら
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
お
復
習
と
し
て

わ
せ
て
も
ら
う

下
エ
ネ

ル

に
よ

て
対
象
を

す
る
力
は
格

に
上
が
る

理
久
兎
は
昔
や

た
こ
と
を
ま
た
実

現
さ
せ
た
の
だ

地
面
に
着
地
す
る
前
に
黒

を
口
で

ん
で

を
手
を
空
け
る

 

シ

 
そ
し
て
白

の
頭
を

手
で

み

 
白

が

 
理
 

少
し

て
ろ

 
そ
う

て
理
久
兎
は
着
地
す
る
と
同
時
に
白

の
頭
を

 
ド

ン
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地
面
に

き
つ
け
る
と
白

の
頭
は
地
面
に

め
ら
動
か
な
く
な

た

 
晴
明

白

 
今
の
光

を
見
た
晴
明
は

ぶ
し
か
な
か

た

 
理
 

や
れ
や
れ

や
は
り
ま
だ
ま
だ

か

 
晴
明

私
は
諦
め
ま
せ
ん

 
そ
こ
ま
で

う
の
か
ら
や

て
み
ろ
と
思

た

そ
の
た
め
に
黒

を

え
て

 
理
 

次
は
俺
の
番
だ

  
そ
う

て

け
出
し
て
黒

の
峰
を
使

て
晴
明
へ
と
斬
り
か
か
る

 
晴
明

そ
う
来
る
の
な
ら
ば
来
て

 
シ

ン

キ
ン

 
理
 

な

 
理
久
兎
が
晴
明
を
黒

で
斬
り
か
か
る

間
に
突
然

が
出
現
し
黒

を
弾
い
た
の
だ

あ
り

と
あ
ら
や
る
物
を
切
り

て
る

と
が
可
能
な
黒

を
弾
い
て
き
た
の
だ

 
理
 

な
ん
だ
こ
の

は
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そ
し
て
そ
の

は
自
分
の
方
向
に
向
か

て

れ
て
く
る

 
理
 

く

 
理
久
兎
は
そ
こ
に
い
る
と
危
な
い
と
直
感
で
感
じ
バ

ク
ス
テ

プ
で
そ
の

を
回

す
る

 
ド

ン

 
そ
の

が

れ
る
と
土

が
上
が
り
そ
の

の
正
体
が

に
な
る

 
理
 
な
ん
だ
あ
れ
は

羅

 
理
久
兎
か
ら
見
て
そ
れ
は

羅
だ

た

た
だ
の

羅
で
は
な
い

体
⻑
は
約

は
あ
る

羅
だ

 
晴
明

武

理
久
兎
に
体
を
回
し
な
が
ら
体
当
た
り

 
を
し
な
さ
い

 
晴
明
が
そ
う

う
と

武
は
理
久
兎
に
向
か

て
ス
ピ
ン
し
つ
つ
体
当
た
り
を
し
て
く
る

だ

が

く
の
は
白

だ
け
で
な
く

武
を
式
と
し
て

で
き
る
そ
の

養
に
は

く
ば
か
り
だ

 
理
 

く

も
う
一
度
へ
行
く
だ
け
だ

 
シ

ン

 
も
う
一
度
理
久
兎
は
上
空
に

ん
で

し
よ
う
と
す
る
が
晴
明
は
今
の
理
久
兎
の
行
動
を
予
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想
し
た
か
の
よ
う
に

武
に
指

を
出
す

 
晴
明

い
わ

武

理
久
兎
を
地
面
に

き

と
し

 
な
さ
い

 
晴
明
が
そ
う

う
と

武
の
ス
ピ
ン
が

ま
り

羅
か
ら
頭
と

が
に

き

と
出
て
く

る

そ
し
て

武
は
自
分
の
い
る
空
を
向
い
て

 

武

グ
エ

 

武
が

ぶ
と

武
の
頭
の

に
あ
る

の

か
ら

 

 

キ
シ

 

く
こ
と
に
本
来
は

が
あ
る
は
ず
の
後
ろ
か
ら
白

が
現
れ
自
分
に

を
向
い
て
襲
い
か

か

て
く
る
の
だ

 
理
 
な

そ
う
だ

武
は

か
前
の

と

の

 

と
で
一
対
だ
と

う
こ
と
を

れ
て
た

 
遥
か
昔
に
そ
ん
な
文

を
読
ん
だ
の
を
思
い
出
し
た
の
も
つ
か
の
間

武
白

が
上
空

に
い
る
自
分
に

み
つ
か
れ
そ
う
に
な
る
が

 
理
 

エ
ア
ビ
デ
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チ
ン

 
理
久
兎
は
そ
う
唱
え
る
と

に
風
を

い
体
を

か
せ
て
白

の

み
つ
き

撃
を

け
る

そ
し
て
白

は
空
を

む

 

キ
シ

 

武
の

は

し
そ
う
に
自
分
を
見
て
く
る

 
晴
明

な

理
久
兎
さ
ん
が
飛
べ
る
と
は

 
理
 

お
れ
も
空
ぐ
ら
い
は
飛
べ
る
さ

 
と
は
い
う
が
魔
法
を
使
う

も
し
く
は
常
に
日
頃
か
ら

し
て
い
る

を

げ
る
か
し
な
い
と

飛
べ
な
い
が
そ
こ
は
気
に
し
て
は

メ
だ

 
晴
明

な
ら

武

て

 
そ
う

う
と

武
と
そ
の

の
白

は
式
神

に

る
と
晴
明
は
ま
た
別
の
式
神

を
出
し

て 
晴
明

来
た
れ

 
晴
明
が

ぶ
と
南
の
守

者
こ
と

が
現
れ
る

 

キ
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晴
 

お
願
い

 
晴
明
が
そ
う

て

の

中
に

り

 

キ

 

の
そ
の
一

と
共
に
飛
び
立
ち
理
久
兎
の
数
メ

ト
ル
先
で
前
で

ま
る

 
理
 

か

晴
明
お
前
は
い

た
い
何
体

 
の
式
と

約
し
た
ん
だ

 
理
久
兎
は
晴
明
が

約
し
て
い
る
式
神
の
数
を
聞
く
と

 
晴
明

そ
う
で
す

数
体
と

て
お
き
ま
し

う

 
理
 

な
る

ど

で
も
白

や

武
そ
れ
に

 
四
神
の

体
が
出
て
き
た

て
事
は

龍

 
も
い
る
の
か

 
四
神
は

⻄
南
北
に

置
す
る
四
体
の
神
で
あ
る
る

出
て
き
た
の
は
⻄
の
白

北
の

武

南
の

そ
う
な
る
と
最
後
は

の

龍
だ
け
だ

そ
の
た
め
に

龍
が
い
る
か
と
聞
く

と
晴
明
は

え
る

 
晴
 

え

で
す
が
今
の
私
で
は
本
来
の

龍
を
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使
い
こ
な
す
ど
こ
ろ
か
こ
こ
の
場
所
に
本
来

 
の

を
と
ど
め
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
な
の
か

 
晴
明

え

あ
く
ま
で
本
来
の

は
で
す
け
ど

 
そ
う

う
と
晴
明
は
式
神

を

え

 
晴
明

龍

 

龍
の
名
を
呼
ぶ
と
そ
の
式
神

は

つ
の
武

へ
と
変
わ
る

 
晴
明

せ
い
り

う
え
ん
げ
つ
と
う

龍

月
刀

 
理
 

な
る

ど

そ
う
意
味
か

 
今
の
晴
明
で
は
本
来
の

を
出
す
こ
と
は
出
来
な
い

だ
か
ら
こ
そ
晴
明
は

龍
と
い
う
大
き

さ
を
小
さ
く
し
武

と
し
て
使
う
と
い
う
事
だ
ろ
う

そ
し
て
晴
明
は

龍

月
刀
を
理
久
兎
に

向
け
て

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
私
は

方
を

し
ま
す

 

キ

 
晴
明
達
が
そ
う

う
と

わ
ず
の
真

な

で
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理
 

い
い
だ
ろ
う

お
前
の
本
気
を
見
せ
て
く
れ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を
取
り
出
し

を
開
い
て
そ
の
中
に

し
て
い
る
空

紅
を
取
り
出
し
二
刀
流
に
な
る

 
理
 

さ

フ

イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド
と
い
こ
う
か

 
晴
明

望
む
と
こ
ろ
で
す

 

キ

ル
ル

 
晴
明

は
理
久
兎
に
突
撃
を
す
る

そ
し
て
自
分
も
晴
明
達
に
向
か

て
突
撃
す
る

 
キ
ン

 
晴
明
の

龍

月
刀
と
理
久
兎
の
黒

空
紅
が
ぶ
つ
か
り
合
い
金

を

か
せ
る

 
キ
ン

 
そ
し
て
お
互
い
の
武

が
弾
き
晴
明
は

の
上
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
理
久
兎
は
近
く
の
⺠
家

の

で
着
地
を
す
る

だ
が
そ
こ
に
晴
明
の
追
撃
が
続
く

 
晴
 

 

キ

 
晴
明
が

に
指

を
す
る
と

は

を
大
き
く

げ
そ
し
て
そ
の

を
思
い

き
り
閉
じ
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る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の

が
理
久
兎
に
向
か

て
飛
ん
で
く
る

 
理
 

ち

こ
ざ
い

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
理
久
兎
は

の

飛
ば
し

撃
を
黒

と
空
紅
を
使

て
全
て
弾
く
が

 
晴
 

 

き

 
晴
明
が
ま
た

に
指

を
出
す
と

は
大
き
く

を

て

 

キ

エ

 
理
 

な
ん
だ

ま
さ
か

 
自
身
の
直
感
で

か
ら

へ
と
走
り
出
し
た

こ
の
時
自
分
の
直
感
は

晴
ら
し
か

た
と
感
じ
た

何

な
ら
弾
き
飛
ば
し
た

は

 
バ
ン

バ
ン

バ
ン

バ
ン

バ
ン

バ
ン

 
全
て
小

発
を
起
こ
し
て
い
た
の
だ

 
理
 

や

り
か

 
晴
明

ぬ

な
ら
ば
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そ
う

う
と
晴
明
は
懐
か
ら
御

を
大

に
出
し
て
理
久
兎
に
向
か

て
投
げ
つ
け
る

 
理
 

そ
ん
な
も
の

 
理
久
兎
は
常
人
に
は
出
来
な
い
こ
と
を
や

て
の
け
た

黒

を

手
で

ン
回
し
の
感
覚
で

回
し
て
御

を
全
て
防
御
し
た

 
晴
明

そ

そ
ん
な
こ
と
ま
で

 
流

の
晴
明
も
こ
ん
な
大
道

を
見
せ
ら
れ
て

く

な
か

た

だ
が
た
だ
で
や
ら
れ
る
理

久
兎
で
は
な
い

 
理
 

仙
術
十
八
式

雷

 
理
久
兎
は
そ
れ
を
唱
え
る
と
一

で
姿
を
消
し
た

 
晴
明

な

ど
こ
に

 

キ

ル

キ

ル

 
晴
明
と

は

り
を
見
渡
し
て
も
理
久
兎
が
い
な
い
の
だ
が
す
る
と

 

キ

ル
ル

 
晴
明

あ
れ
は

理
久
兎

 
理
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晴
明
達
の
目
の
前
に
理
久
兎
が
立

て
い
た

 
晴
 

そ
の
ま
ま
突

込
ん
で

 

キ

ル

 
そ
し
て
晴
明
は

わ
ず
そ
の
理
久
兎
に
突

込
み

 
晴
明

さ
よ
う
な
ら

理
久
兎

 

龍

月
刀
で
理
久
兎
を
切
り

く
が

 
晴
 

手

え
が
な
い

 
そ
の
理
久
兎
は
手

え
が
な
か

た
の
だ

す
る
と
そ
の
理
久
兎
は

の
よ
う
に
な

て
消
え

る 
晴
明

な

ま
さ
か
偽
物

 
晴
明
は
今
や

と
そ
の
理
久
兎
が

ミ偽
物
と
気
づ
い
た
が
も
う

か

た

 

エ

 
突
撃

が
暴
れ
だ
す
と
同
時
に

か
ら
霊
力
が
無
く
な
る
の
を
感
じ
た

 
晴
 

ち
着
い
て

 
だ
が
晴
明
の

葉

し
く
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キ

キ

 

リ
ン

 

は
元
の
式
神

に

て
し
ま

た

そ
し
て

の
上
に

て
い
た
晴
明
は
空
か
ら

地
面
に

ち
て
行
く

 
晴
 

い

た
い
何
が

 
そ
う

い
つ
つ

ち
て
行
き
地
面
が
見
え
る
と
こ
ろ
で
晴
明
は
空
中
で
一
回
転
し
て
う
ま
く
着

地
を
し
た

 
晴
 

何
で

が

 
そ
う

て
い
る
と

 
チ

キ

 
黒
い
刀
が
晴
明
の

に

え
ら
れ
て
い
た

そ
し
て
後
ろ
か
ら

が
聞
こ
え
て
き
た

晴
明

に
と

て
友
と

え
る
存

の

を

 
理
 

俺
の
勝
ち
だ
な

晴
明

や
は
り

め
が

い

 
そ
う
理
久
兎
だ

た

あ
の
時
理
久
兎
は

雷
で
消
え
そ
し
て
晴
明
が
自
分
を
探
し
回

て

い
る
と
き
に
自
身
の

ミ

を
魔
法
の
ミ
ラ

で
作
り
そ
れ
を
設
置
し
晴
明
が
そ
れ
を
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し
た
と
同
時
に
理
久
兎
は

の
下
に
ま
わ

て
仙
術
脱
気
を
し
た

そ
の
た
め
に

の
霊
力

を
体
か
ら
強
制
的
に

出
さ
せ
て

の
体
を
消
し
た
の
だ

 
晴
明

や

り
勝
て
な
か

た

方
を

す
覚
悟

 
も
決
め
て
戦
い
た
く
な
い
の
に
戦

て
私
は
一
体

 
な
ん
な
ん
だ
ろ

 
今
の
晴
明
は
自
分
を
見
失
い
か
け
て
い
た

覚
悟
に
決
意
そ
れ
ら
を
決
め
て
友
で
あ
る
理
久
兎

と
死
闘
を
し
て
そ
れ
で
も
自
分
が
勝
て
な
か

た
こ
と
が
分
か
ら
な
か

た

そ
し
て
負
け
た

し
さ
と
友
で
あ
る
理
久
兎
に

を
向
け
た

し
み
の
あ
ま
り

 
ポ

 
晴
明
は
必
死
に
我

し
て

え
て
い
た
が
目
か
ら
は

が
こ
ぼ
れ

ち
て
い
た

 
理
 

晴
明

俺
は
今
日
ま
で
の
こ
と
は

れ
な
い

え

 
俺
が
死
ん
で
生
き
返

た
と
し
て
も
俺
は

れ
な

 
い

数
少
な
い
人
間
の
友
の
こ
と
を
絶
対
に

れ

 
る
こ
と
は
な
い

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
晴
明
の

も
と
に
置
い
て
い
た
刀
黒

と
空
紅
を
断
罪
神
書
に
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め
る

そ
し
て
晴
明
は

く
り
と
理
久
兎
の
方
を
向
く
と
晴
明
の

は

と

水
と

か
ら
体

が
流
れ
で
て
い
た

 
晴
明

り

理
久
兎
ざ

ん

グ

行
か
な
い

 
で

 
理
 

だ
が
も
う
無
理
だ

 
晴
明

な
ら
私
も

 
晴
明
が
そ
う

お
う
と
す
る
と

 
理
 

晴
明

お
前
の
役
目
は
こ
の
都
を
守
る
事
だ
ろ

 
そ
れ
に
俺
達
と
は
生
き
る
世
界
が
違
う

 
晴
明

嫌
だ

な
は
れ
だ
く
な
い

 
晴
明
は

き
続
け
た

自
分
自
身
も

た
な
と
思

て
い
る
と

 
亜
狛

マ
ス

終
わ
り
ま
し
た

 
耶
狛

終
わ

た
よ

 
ル
 

て

い

 

物

の
整
理
が
終

た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
ル

ミ
ア
が
現
れ
ル

ミ
ア
は
晴
明
の

く
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ん
だ

を
見
て
若

引
い
た

そ
れ
と
同
時
に

 
紫
 

御
師
匠
様

こ
れ

上
は

乱
で
き
ま
せ
ん

 
紫
も
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る

聞
い
て
い
る

り
だ
と
無
闇
な
殺
生
は
し
て
い
な
か

た
よ
う

だ 
理
 

そ
う
か

晴
明
ど
う
や
ら
別
れ
の
時
間
だ
な

 
紫
ス
キ
マ
を
開
い
て
く
れ

 
紫
 

分
か

た
わ

 
晴
明

嫌
だ

行
か
な
い
で

 
晴
明
は
理
久
兎
に
必
死
に

き
つ
い
て

そ
う
と
し
な
い

 
理
 

晴
明
よ
く
聞
け

 
晴
明

え

 
理
 

俺
と
お
前
は
本
来
は
交
わ
る
こ
と
は
な
か

た

 
だ
が
そ
れ
は
運
命
に
よ

て
変
わ

た

 
晴
明

 
理
 

そ
れ
を
心
に

め

そ
し
て
お
前
も

れ
る
な
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そ
し
て
理
久
兎
は

葉
を
た
め
て
語
る

 
理
 

こ
の
妖
怪
総
大
将
の
深
常
理
久
兎
が

め
た

 
陰
陽
師
は
こ
の
大
和
で
お
前
だ
け
だ

 
晴
明

 
自
分
が
そ
う

う
と
紫
達
は

て
な
が
ら

 
紫
 

御
師
匠
様

 
亜
狛

マ
ス

く

 
耶
狛

マ
ス

 
ル
 

理
久
兎

 

人
は
ス
キ
マ
の
中
に
飛
び
込
む
準
備

だ

 
理
 

晴
明

ま
た
い
つ
か
会
お
う

 

バ

 
晴
明

な

理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
晴
明
を

り

い
ス
キ
マ
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
よ

う
に
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亜
狛

晴
明
さ
ん

こ
の
日
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

 
い
ま
し
た

 
亜
狛
は
一
礼
す
る
と
ス
キ
マ
に
入
る
と
今
度
は
耶
狛
が

 
耶
狛

晴
明
ち

ん
お
友
達
に
な

て
く
れ
て
あ
り
が

 
と
う

絶
対
に
晴
明
ち

ん
の
事
は

れ
な
い

 
よ

 
耶
狛
も
ス
キ
マ
の
中
に
飛
び
込
ん
だ

 
紫
 

フ
フ

御
師
匠
様
が
お
世
話
に
な

た
わ
で
も

 
妖
怪
達
の

で
あ
る

女
に

え
る
の
は

 
変
な
死
に
方
は

め
て

御
師
匠
様
が

し

 
む
か
ら

 
ル
 

私
は

女
に

う
こ
と
は
な
い
け
ど
た
だ

 
理
久
兎
達
も
す
ご
く
楽
し
そ
う
だ

た
わ
よ

 
そ
う

う
と
紫
と
ル

ミ
ア
も
ス
キ
マ
に
入
る
と
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
こ
の
場
に
晴
明
だ
け
が

た

そ
し
て
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道
満

理
久
兎
は
ど
こ
だ

 
そ
う

い
な
が
ら
道
満
と
陰
陽
師
達
が
流
れ
込
ん
で
く
る

 
陰
陽

あ
れ
は
晴
明

 
陰
陽

晴
明
さ
ん
理
久
兎
は

 
陰
陽
師
の

人
が
晴
明
に
理
久
兎
が
い
た
の
か

と
聞
く
と
晴
明
は

と

水
を

き
そ
し

て
い
つ
も
の
よ
う
な

り
を
す
る
よ
う
に
気
を

け
な
が
ら

 
晴
狛

逃
げ
ら
れ
た
わ

こ
と
こ
ど
く

 
道
満

こ
の
無
能
が

 
道
満
が

て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
晴
明
は

 
晴
明

無
能
な
の
は

方
で
し

こ
こ
に
来
る

 
ま
で
に
そ
う
と
う
手
間
取

た
よ
う
で

 
 
 

 

 

う
ぐ

あ
れ
は
あ
の
女
紫
が

 
晴
明

い
訳
は
無

よ

方
は
理
久
兎
の
も
と

 
に
す
ら
着
け
な
か

た
に
も
関
わ
ら
ず
文
句

 
を
い
う
な
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道
満

お
の
れ

覚
え
て
い
ろ
晴
明

 
そ
う

い
な
が
ら
道
満
は
そ
そ
く
さ
と
逃
げ
て
い

た

そ
し
て
晴
明
は
果
て
し
な
い
大
空
を

見
な
が
ら

 
晴
明

理
久
兎

い
え
理
久
兎
さ
ん

方
の
こ
と
は

 
絶
対
に

れ
な
い
わ

 
そ
う

て
晴
明
も
そ
の
場
所
か
ら
去

た
の
だ

た

後
に
晴
明
は
こ
の
都
に
お
い
て

指
の
陰
陽
師
と
な
り
そ
の
名
を
都
中
に

か
せ
た

そ
し
て
理
久
兎
を
こ
の
都
か
ら
追

ま
で
追

い
込
ん
だ

道
満
の

望
を
打
ち
平
安
の
都
に
正
義
を

し
そ
の
名
は
後
の
後
世
に
も
知
ら
れ

た
と
い
う
の
は

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

最
後
に
晴
明
は
死
ぬ

前
に
自
分
自
身
の

子
や

娘
達
に
こ
う
語

た
と
さ
れ
て
い
た

最
後
に
あ
の
人

妖
怪
に
会
い
た
か

た

こ
の

葉
を

べ
て
安
ら
か
に
眠

た
と
さ
れ
た

そ
し
て
理
久
兎
も
と
い
八

理
桜
が
い
た
こ

と
そ
し
て
そ
の
理
久
兎
に
逃
げ
ら
れ
た
こ
と
は
都
の
面
子
に
関
わ
る
た
め
に
そ
の
記
録
は
都
の

闇
に
葬
ら
れ
た
の
だ

た
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第
七
章
 
死
の
香
り
漂
い
し
冥
界
の
桜

 
第
１
３
８
話
 
職
を
失

た
男

 
理
久
兎
達
が
都
を
騒
が
せ
て
か
ら
か
れ
こ
れ

間
が

過
し
た

理
久
兎
達
が
帰

て
く

る
と
⻤
や
天
狗
河
童
そ
し
て
そ
の

の
妖
怪
達
が
盛
大
に
祝

た

皆
自
分
達
が
帰

て
き

た
こ
と
に
と
て
も
喜
ん
だ
の
だ
ろ
う

亜
狛
や
耶
狛
達
は

の

の

を
聞
か
れ
イ
メ
チ

ン
と

え
楽
し
く
飲
み
交
わ
し
ル

ミ
ア
は
自
分
に
怪
我
を
負
わ
せ
た
と
し
て

名
に
な

て
い
た
せ

い
か
美
須
々
に
喧
嘩
を
挑
ま
れ
た
り
と
皆
は
楽
し
く
飲
み
飲
み
交
わ
し
た
が
理
久
兎
だ
け
は
違

て
そ
の
宴
で

を
見
せ
る
こ
と
は
な
か

た

で
は
今
現

の
視
点
に

ろ
う
今
は
ま
だ

の

し
い
朝

理
久
兎
は
何
時
も
の
よ
う
に
朝
食
を
作

て
い
る
と

 
理
 

そ
う
だ
仕
事

あ

も
う
仕
事
し
な
く
て
も

 
い
い
ん
だ

た
な

 
何
時
も
の

で
仕
事
を

え
て
し
ま

て
い
た
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亜
 

マ
ス

大
部
ま
い

て
る
な

 
耶
 

本
当
だ

 
こ
の

年
間

仕
事
を
こ
な
し
続
け
て
い
た
が
そ
れ
が

と
な

て
今
は
定
年
退
職
を
し
た

仕
事
が
生
き

社

の
人
間
の
よ
う
に
な

て
い
た

 
ル
 

こ
れ
ま
で
が
あ
れ
だ

た
か
ら

 
娘
 

御
師
匠
様
が
あ
そ
こ
ま
で
深

だ
と
は

 
ル

ミ
ア
や
紫
も
家
に
来
て
い
た

因
み
に
ル

ミ
ア
は
理
久
兎
の
家
だ
と

す
ぎ
る
の
で
風

の
家
で
お
世
話
に
な

て
い
る

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
紫
と
ル

ミ
ア
は

を
組
ん
で

作
戦
会
議
を
し
始
め
る

 
亜
狛

ま
ず
何
と
か
し
て
マ
ス

の
無
意

に
仕
事

 
を
す
る

を
直
さ
な
い
と

 
耶
狛

う
ん

こ
の
ま
ま
だ
と
マ
ス

が

れ
ち

 
う
よ
も
う

れ
て
る
け
ど

 
ル
 

何
と
か
し
な
い
と

紫

何
か
方
法
な
い

 
ル

ミ
ア
は
紫
に
聞
く
と
紫
は

え
て
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紫
 

そ
う
だ
わ

実
は
御
師
匠
様
に

し
た
い
子

 
が
い
る
の
よ

 
亜
狛

な
ら
そ
の
策
で
い
き
ま
し

う

 
紫
の
意
見
を
亜
狛
が

す
る

 
耶
狛

え

ど
う
い
う
こ
と

 
亜
 

マ
ス

に
そ
の
子
を

さ
せ
る
た
め
に
は

 
外
出
は
し
ま
す
よ

 
紫
 

え

こ
こ
か
ら
だ
と
私
の
能
力
が
な
い
と
無
理

  
亜
狛

そ
う
そ
こ
で
マ
ス

を
外
出
さ
せ
れ
ば
気
分

 
転

に
な
る
と

え
ま
し
た

 
耶
狛

な
る

ど

 
ル
 

で
も
亜
狛

理
久
兎
が
そ
の
子
に
会
い
に
行
く

 
と
思
う

 
ル

ミ
ア
が

問
に
思
う
と
亜
狛
は
そ
こ
に
つ
い
て
も

信
を
持

て

う
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亜
狛

マ
ス

は
絶
対
に
行
き
ま
す
よ

 
ル
 

え

ど
う
し
て
そ
う
思
う
の

 
ル

ミ
ア
が
ど
う
し
て
そ
う
思
う
の
か
を
聞
く
と
亜
狛
は
説
明
を
始
め
る

 
亜
狛

マ
ス

に
と

て
紫
さ
ん
は
弟
子
で
あ
り
娘

 
み
た
い
な
も
の
で
す

そ
の
紫
さ
ん
が
友
達
を

 

す
る
と

た
ら
ど
う
で
す
か

 
耶
狛

多
分
マ
ス

絶
対
に
行
く

 
ル
 

本
当
に
行
く
か
し
ら

 
ル

ミ
ア
は
大
丈
夫
か
と
聞
く
と
亜
狛
は
自
信
あ
り
げ
に

 
亜
狛

ま

任
せ
て
下
さ
い
そ
れ
で
紫
さ
ん
は
大
丈
夫

 
で
す
か

 
紫
 

問

な
い
わ

そ
の
娘
も
御
師
匠
様
に
会

て

 
み
た
い

て

て
い
た
も
の

 
亜
狛

な
ら
作
戦
実
行
で
す

 
亜
狛
達
の
作
戦
会
議
が
進
ん
で
い
る
と
理
久
兎
も
と
い
自
分
が

を

か
せ
て
亜
狛
と
耶
狛
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に 
理
 

お
前
ら
飯
出
来
た
か
ら
運
ん
で
く
れ

 
亜
 

分
か
り
ま
し
た

 
耶
 

了
解
で

す

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
厨
房
に
向
か

て
い

た

 
ル
 

う
ま
く
い
く
か
し
ら

 
紫
 

や
れ
る
こ
と
は
や
り
ま
し

う

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
理
久
兎
の
作

た
料
理
を
運
ん
で
く
る
今
回
の
メ
ニ

は

の
お

け
と

け
物
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
朝
食
だ

 
亜
狛

は
い
ル

ミ
ア
さ
ん

 
ル
 

あ
り
が
と
う

 
耶
狛

紫
ち

ん
も

 
紫
 

あ
り
が
と
う
耶
狛

 
各
自
が
自
分
の
分
を
受
け
取
る
の
を

ふ
る
と
手
を
合
わ
せ
て

 
理
 

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す
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全
員

い
た
だ
き
ま
す

 
こ
う
し
て
自
分
達
は
朝
食
を
食
べ
始
め
る
の
だ

た

そ
し
て
数
分
後
に
は
皆
は
食
事
を
終
え

る 
全
員

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
様

 
食
事
を
終
え
る
と
理
久
兎

外
の
こ
の
場
に
い
る
者
達
に
よ
る
作
戦
が
実
行
さ
れ
た

 
紫
 

御
師
匠
様
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

ど
う
し
た

 
理
久
兎
が
そ
う
返

を
す
る
と
紫
は
作
戦
通
り
に
理
久
兎
を
誘
う
事
に
す
る

 
紫
 

実
は
御
師
匠
様
に

し
た
い
私
の
友
達
が
い
る

 
の
だ
け
ど

 
そ
の

葉
は
自
分
を

か
せ
る
に
は

分
だ

た

 
理
 

フ

 
こ
れ
に
は
盛
大
に

い
た

し
か
も
目
を

り
な
が
ら
紫
を
見
て

 
理
 

い

い
い
今

と

友
達

て

た
か
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に
動

し
て
し
ま

ま

そ
れ
を
見
て
い
た
紫
は
そ
こ
ま
で

く
か
と
い
う
表
情

で 
紫
 

お

御
師
匠
様

そ
こ
ま
で

き
ま
す

 
理
 

だ

て
あ
の
紫
が
友
達

て

え
る
よ
う
な
子

 
が
い
る
な
ん
て

い
ち
ま

て

 
紫
 

え

と
も
し
か
し
て
友
達
作

て
は

メ
な
ん

 
で
し

う
か

 
紫
が
そ
う

う
と
自
分
は
そ
れ
に
対
し
て

を

に

り
な
が
ら

定
す
る

 
理
 

い
や
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

む
し
ろ
ど
ん
ど
ん

 
作

て

し
い
ぐ
ら
い
だ

そ
れ
で
そ
の
子
に

 
俺
を

し
た
い
ん
だ

け

 
紫
 

え

も
し
間
が
空
い
て
い
た
ら
な
ん
で
す
が

 
理
 

い
や
俺
は
い
つ
で
も
大
丈
夫
だ

そ
れ
で

 
そ
の
子
と
い
つ
会
え
る
ん
だ

 
紫
の
友
達
に

く
興
味
が

い
た

ど
ん
な
子
な
の
か
想

す
る
だ
け
で
楽
し
い



 第１３８話 職を失った男

 
紫
 

え

と
今
日
そ
の
子
に
会
い
に
行
き
ま
す
が

 
紫
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
さ

と
立
ち
上
が

て

 
理
 

お
い
お
い
そ
れ
を

く

て

し
い
な

直
ぐ

 
に
お
土
産
を

意
し
な
い
と

 
そ
う
し
て
お
土
産
を
作
る
が
た
め
に
厨
房
へ
と
向
か
い
お
土
産
の
製
作
を
始
め
る

そ
れ
を
見

て
い
た
紫

外
の

人
は

 
亜
狛

た
と
お
り
に
な

た
で
し

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

い

 
ル
 

や

り

き
合
い
が
⻑
い
と
違
う
わ

 
紫
 

あ
り
が
と
う
亜
狛

 
亜
狛
に
お
礼
を

う
と
亜
狛
は
紫
に

 
亜
狛

い
え
い
え
自
分
も
あ
ん
な
マ
ス

は
見
た
く

 
無
い
も
の
で

 
耶
狛

私
も
だ
よ
お
兄
ち

ん
紫
ち

ん

 
ル
 

そ
れ
は
私
も
同
感
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紫
 

ふ
ふ

あ
り
が
と
う
皆

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
紫
の
友
達
に
会
い
に
行
く
こ
と
が
決
定
し
た
の
だ

た

一
方
視
点
は
変

わ
り

の
日

し
が

ら
し
巨
体
な
桜
が
た
た
ず
む
こ
こ
冥
界
で
は

 

 

ふ

ん
紫

来
な
い
わ

 

人
の
女
性
が
縁

に
座
り

び
を
し
な
が
ら
友
で
あ
り
親
友
で
あ
る
紫
を
待

て
い
た

 

 

く
来
な
い
か
な

 
そ
の
女
性
は
桜
を
見
物
し
な
が
ら
紫
が
来
る
の
を
待
ち
続
け
る
の
だ

た



 第１３９話 紫の友達

 
第
１
３
９
話
 
紫
の
友
達

 
お
土
産
の
準
備
を
終
え
理
久
兎
と
紫
は
伊

の

関
前
に
立

て
い
た

 
理
 

よ

し
行
こ
う
か

 
紫
の
友
達
へ
の
お
土
産
を
持
ち
な
が
ら
紫
に

う

 
紫
 

御
師
匠
様

そ
の
お
土
産
の
中
身
は

 
紫
は
自
分
が
持

て
い
る
お
土
産
の
中
身
を
聞
い
て
く
る

そ
の

問
に

え
る

 
理
 

え

と
カ
ス
テ
ラ
だ

 
紫
 

か

カ
ス

テ
ラ

 
紫
は
カ
ス
テ
ラ
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
感
じ
だ

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

何
せ
大
和
で

は
見
た
こ
と
の
な
い
食
べ
物
な
の
だ
か
ら

 
理
 

あ

う
ん
ま

⻄

の

味
だ

 
紫
 

は

 
と
簡
単
に
説
明
を
す
る
が

だ
に
よ
く
分
か
ら
な
い
の
か

な
返
事
で
返
し
て
く
る

そ

ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
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理
 

あ

亜
狛

耶
狛

ル

ミ
ア
お
前
ら
も

 
行
く
か

 
亜
狛
と
耶
狛
と
ル

ミ
ア
を
誘
う
と

人
は

 
亜
狛

い
え
私
と
耶
狛
は
家
で
待

て
い
ま
す

 
耶
狛

待

て
る
よ

マ
ス

 
ル
狛

私
も

ス

 

人
は
ど
う
や
ら
行
か
な
い
よ
う
だ

 
理
 

お

そ
う
か

な
ら
亜
狛
に
耶
狛

人
共
遊
ん
で

 
て
い
い
よ

ル

ミ
ア
は

お

き
に
ど
う

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
満
面
の

で
亜
狛
の
服
の

を
引

り
な
が
ら

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

一

に
遊
ぼ

 
亜
狛

わ
か

た
わ
か

た

 
ル
 

な
ら
私
も

人
に
つ
い
て
行
こ
う
か
し
ら

 
理
 

で
も

惑
は
か
け
る
な
よ

 
遊
ぶ
気
満
々
な
の
は

わ
な
い
が

惑
だ
け
は
か
け
る
な
と

告
す
る
と
耶
狛
は
何
を
思

た
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の
か

 
耶
狛

走

狼

ン
ち

ん
に
は

 
耶
狛
が
狼

に

惑
か
け
て
い
い
か
を
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
つ
い
て
は

決
で

え
た

 
理
 

惑
か
け
て
良
し

 
理
久
兎
達
が
そ
う

て
い
る
一
方
で

 
狼
 

ブ

ク
シ

ン

・

 
白
狼

狼

隊
⻑

風
邪
で
す
か

 
狼

な
ん
か
嫌
な
予
感
が
す
る
よ
う
な

い
や

 
体
調
が
変
な
の
か
も
な

 
白
狼

な
ら
少
し
休
ん
で
て
く
だ
さ
い

 
狼

す

す
ま
な
い
な

 
白
狼

ふ
ふ

 
そ
う

わ
れ
た
狼

は

の

陰
に
行
き
な
が
ら

 
狼

い
つ
渡
す
か

 
白
狼
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と
狼

は
理
久
兎
が
買

て
き
た
土
産
の
か
ん
ざ
し
と
先
程
話
し
て
い
た
白
狼
の
娘
を
少
し

見
て

の
陰
で
休
む
こ
と
に
し
た

な
お

年

上
か
ん
ざ
し
を
持
ち
歩
い
て
い
て
い
て

だ

に
渡
せ
て
い
な
い
よ
う
だ

つ
ま
り
ヘ

レ
で
あ
る

で
は
理
久
兎
達
の
視
点
に

る

 
紫
 

御
師
匠
様

流

に
そ
れ
は
⻤

で
す
わ

 
理
 

う

ん
し

う
が
な
い
狼

に
も

惑
は

 
か
け
る
な
よ

 
紫
に
そ
こ
ま
で

わ
れ
た
ら

惑
を
か
け
る
の
は

め
よ
う
と
思
う

 
耶
狛

は

い

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
せ
ん

 
理
 

お

と
そ
う
だ

な
ら
行
こ
う
か

 
紫
 

ス
キ
マ
を
開
き
ま
す
わ

 
そ
う

う
と
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く
と

 
理
 

さ
て
と
そ
ん
じ

俺
は
行

て
く
る
か
ら
さ

 
き
も

た
と
お
り
に

惑
は
か
け
る
な
よ

 
理
久
兎
そ
う

て
は
ス
キ
マ
に
飛
び
込
ん
だ
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紫
 

行

て
き
ま
す
わ

 
そ
う

う
と
紫
も
ス
キ
マ
に
入
る
と
ス
キ
マ
は
消
え
て
な
く
な

た

 
亜
狛

さ
て
と
耶
狛
遊
ぶ

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

 
ル
 

私
も
い
る
の
を

れ
な
い
で
よ

 
そ
う
し
て

人
は
何
を
し
て
遊
ぶ
か
を

え
る
の
だ

た

ま
た
視
点
を
も
う
一
度
代
え
紫

の
友
達
で
あ
る
少
女
は
縁

に
座
り

そ
う
に

を
バ

つ
か
せ
る

 

 

紫

た
ら

い
な

 
少
女
は
つ
ま
ん
な
そ
う
に
愚

て
い
る
と

 
紫
 

あ
ら

そ
ん
な
に
待

て
て
く
れ
た
の
か
し
ら

 
幽
々
子

 
そ
の
少
女
も
と
い
幽
々
子
の
後
ろ
に
ス
キ
マ
が
開
き
紫
が
話
し
か
け
て
く
る

そ
し
て
幽
々
子

は

で
後
ろ
を
向
い
て

 
幽
 

紫
た

た
ら

か

た
じ

な
い

 
と

幽
々
子
が

て
い
る
と

人
の
老
人
が
近
づ
い
て
来
た
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幽
々
子
様

の
手
入
れ
が
終
わ
り

お
や

 
こ
れ
は
こ
れ
は
紫
殿
ご
無

し
て
お
り
ま

 
す

 
紫
 

こ
ん
に
ち
は
妖
忌
さ
ん

 
そ
の
老
人
は
妖
忌
と
い
う
ら
し
い

妖
忌
は
楽
し
そ
う
に

い
な
が
ら

 
妖
忌

さ
ん

け
は
要
ら
な
い
と

 

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

 
幽
 

所
で
紫
な
ん
で
来
る
の
が

か

た
の

 
幽
々
子
は
紫
に
聞
く
と
紫
は
嬉
し
そ
う
に
し
な
が
ら

 
紫
 

実
は
幽
々
子
と
妖
忌
に

し
た
い
人
が

 
い
る
の
よ

 
紫
が
そ
う

て
い
る
と

 
理
 

紫

そ
ろ
そ
ろ
い
い
か

 
と

ま
だ
か
と
思
い
聞
く
と
紫
は

て
な
が
ら

 
紫
 

あ

ご
め
ん
な
さ
い
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そ
う

い
紫
は
ス
キ
マ
を
大
き
く
し
て
人
が

人
通
れ
る
ぐ
ら
い
に
開
い
て
く
れ
る

自
分

は
そ
こ
か
ら
外
へ
と
出
る

 
理
 

い
や

悪
い
な

 
土
産
を
持

て
出
て
く
る
と
そ
れ
を
見
た
幽
々
子
は

 
幽
 

紫
そ
の
人
は

 
理
 

お

と
こ
れ
は
す
み
ま
せ
ん

私
は
紫
の
父

 
の
深
常
理
久
兎
と

い
ま
す
い
つ
も
娘
と
仲
良

 
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
と
理
久
兎
は
ま
た
少
し
悪
ふ
ざ
け
を
し
な
が
ら
自

を
す
る
と
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
紫

は

を
真

に
し
幽
々
子
と
妖
忌
は

 
幽
忌
 
 

 

人
し
て
こ
の

だ

た

 
紫
 

幽
々
子

違
う
わ

お

お
父
さ
ん
じ

 
じ

な
く
て

私
の
お

御
師
匠
様
で
す
わ

 
紫
が
幽
々
子
と
妖
忌
に
そ
う

う
と

人
は
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幽
 

え

と
理
久
兎

て
紫
が
前
か
ら
話
し
て
い
た

 
あ
の

 
紫
 

そ

そ
う
そ
れ
よ

 
妖
忌

な
る

ど
紫
殿
の
師
の
理
久
兎
殿
で
し
た
か

 

人
は
自
分
の
事
を
知

て
い
た
よ
う
だ

大
方
は
紫
が
話
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

 
理
 

あ
り

り

も
う
少
し
い
い
反

を
期
待
し
た

 
の
に
な

 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
は

ず
か
し
な
が
ら
怒

て
く
る

そ
ん
な
怒
ら
な
く
て
も
良
い
の
に

 
理
 

ハ
ハ
ハ
紫
は
そ
う
で
な
い
と

 
幽
 

そ
の
箱
の
中
身
は
な

に

 
幽
々
子
が
自
分
の
持

て
い
る
カ
ス
テ
ラ
が
入

て
い
る
箱
に
つ
い
て
聞
い
て
く
る

渡
す
の

を

れ
て
し
ま

た
思
い
な
が
ら

 
理
 

す
み
ま
せ
ん
こ
ち
ら
は
こ
こ
へ
の
お
土
産
で
す

 
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
す
が
受
け
取

て
下
さ
い
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そ
う

い
理
久
兎
は
そ
の
お
土
産
カ
ス
テ
ラ
を

し
出
す
と
妖
忌
が
そ
れ
を
受
け
と
る

 
妖
忌

こ
れ
は
こ
れ
は
か
た
じ
け
な
い

 
幽
 

で
も
そ
の
箱
の
中
か
ら

い
香
り
が

 
妖
忌

理
久
兎
殿
こ
の
箱
の
中
身
は

 
妖
忌
が
そ
れ
を
聞
く
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

大
和
の
国
で
は
見
ら
れ
な
い

味
と
だ
け

 

て
お
き
ま
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
幽
々
子
は

 
幽
 

え

食
べ
物
し
か
も
珍
し
い

 
目
を
輝
か
せ
口
か
ら
は

だ
が

が
出
て
い
た

そ
し
て
幽
々
子
は
す
ぐ
妖
忌
に
指

を
出

す 
幽
 

妖
忌
す
ぐ
に
お

の

意

 
妖
忌

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う

い
妖
忌
は
お

の

意
を

意
を
す
る
た
め
に
厨
房
へ
む
か
う

 
幽
 

こ
こ
じ

あ
れ
だ
か
ら
こ
ち
ら
へ
ど
う
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幽
々
子
は
そ
う

う
と
理
久
兎
達
を
案
内
を
し
て
く
れ
る
の
だ

た



 第１４０話 土産の感想

 
第
１
４
０
話
 
土
産
の
感
想

 
理
久
兎
と
紫
は
幽
々
子
に
客
間
ま
で
案
内
さ
れ
そ
こ
の
部

の
座
布
団
に
座

て
い
た

 
幽
 

く
来
な
い
か
し
ら

 
紫
 

ま

た
く

幽
々
子

女
太
る
わ
よ

 
幽
 

太

た
ら
太

た
ら
で
そ
の
時
に

え
れ
ば

 
良
い
の
よ

 
紫
 

女
の
場
合
み
ん
な
胸
に
い

て
る
の
よ

 
紫
達
が
話
し
て
い
る

で
理
久
兎
は

に

く
巨
大
は
桜
を

め
な
が
ら
違
和
感
を
感
じ
て
い

た 
理
 
あ
の
桜
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
桜
と
は
全
然
違
う

 

な
ん
か
引

掛
か
る
な

 
と
思

て
い
る
と

が
開
く
と
幽
々
子
の
従
者
妖
忌
が
お

と
理
久
兎
の
持

て
き
た
カ

ス
テ
ラ
を
お

に
の
せ
て
運
ん
で
く
る

 
妖
忌

で
す
が
ど
う
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そ
う

い
理
久
兎
と
紫
そ
し
て
幽
々
子
の
前
に
お

と
カ
ス
テ
ラ
を
置
く

そ
し
て
妖
忌
が
お

を
置
く
時
に
理
久
兎
は
妖
忌
の
手
を
見
る

 
理
 
な
る

ど

 
そ
し
て
妖
忌
が
お

と
カ
ス
テ
ラ
を
各
自
の
前
に
置
き
終
わ
る
と
幽
々
子
の
ち

と
後
ろ
に

座
る

そ
し
て
理
久
兎
は
幽
々
子
の

に

た
カ
ス
テ
ラ
を
見
て
思

た

 
理
 
お
土
産
で
あ
げ
た
か
ら
良
い
け
ど
大
き
い
な

 
幽
々
子
の
分
が

常
に
大
き
い
こ
と
に

く

い
た
が

 
理
 
ま

い
い
か

 
理
久
兎
は
そ
れ

上

え
な
い
こ
と
に
し
た

 
幽
 

さ
て
と
妖
忌
も
来
た
こ
と
だ
し
改
め
て
自

 
を
す
る
わ

紫
が
さ

き

た
と
思
う
け
ど

 
私
は
こ
こ
の
家
の
主
⻄
行
寺
幽
々
子
よ

そ
れ
で

 
今
さ

き
か
ら
い
る
の
が
私
の
従
者
の

 
幽
々
子
が
そ
こ
ま
で

う
と
次
に
妖
忌
が
語
り
出
す

 
妖
忌

⻄
行
寺
家
の

師

魂

妖
忌
と
申
し
ま
す
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と

人
は
自

を
改
め
て
し
て
き
て
く
れ
た
の
で
理
久
兎
も

 
理
 

ご

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
で
は
私
も
改
め

 
ま
し
て
先
程
申
し
た
と
お
り
紫
の
師
を

め
て
る

 
深
常
理
久
兎
と
申
し
ま
す
何
時
も
我
が
愛
弟
子
が

 
お
世
話
に
な

て
お
り
ま
す

 
そ
う

い
理
久
兎
は
手
を

に
つ
け
て
幽
々
子
と
妖
忌
に
向
か

て
頭
を
下
げ
る

そ
れ
を
見

て
い
た

人
は

 
紫
 
こ
う
改
ま

た
御
師
匠
様
は
違
和
感
し
か
感
じ

 
な
い
わ

 
妖
忌
先
程
と
は
大
違
い
で
す
な

 
と
小

だ
が
聞
こ
え
て
く
る

妖
忌
は
初
対
面
だ
か
ら
仕
方
な
い
が
紫
に

て
は
失
礼
だ

な
と
思

て
し
ま
う

 
幽
 

そ
ん
な
に

ま
ら
れ
な
い
で
い
い
わ
よ

 
理
 

い
や
は

お
二
方
が
真
面
目
に
自

を
し
て

 
下
さ

て
い
た
の
で
私
も
と
思
い
ま
し
て
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ま
じ
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
そ
う
な

気
だ

た
ら

て
み
た
が
も
う
少
し

く
て
も

良
さ
そ
う
だ

 
幽
 

ふ
ふ

紫
の
御
師
匠
様

て
面
白
い
わ

 
紫
 

え

私
の
自

 
理
 

お
い
お
い
俺
な
ん
か
自

に
な
ら
ん

 
紫
 

い
え
御
師
匠
様
は
私
の
自

で
す
わ

 
理
 

そ

そ
う
か

 
少
々

ず
か
し
い
な

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
幽
々
子
は
大
事
な
こ
と
を
思
い
出
し
た
の

か 
幽
 

あ

そ
う
そ
う

く
食
べ
ま
し

う

 
思
い
出
し
た
の
は
カ
ス
テ
ラ
と
い
う
存

だ

た

 
理
 

あ

失
礼
ど
う

お
食
べ
く
だ
さ
い

 
幽
 

じ

い
た
だ
い
ま

す

 
妖
忌

で
は
私
も

 
紫
 

御
師
匠
様
い
た
だ
き
ま
す
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そ
う

う
と

人
は
カ
ス
テ
ラ
を
食
べ
出
し
た

す
る
と
幽
々
子
は

せ
そ
う
な

で

 
幽
 

美
味
し

 
美
味
し
い
の
一

を
あ
げ
た

 
妖
忌

ふ
む

理
久
兎
殿
こ
れ
は
ど
こ
で
買

た

 
の
で
す
か

 
妖
忌
に
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

で

 
理
 

手
作
り
で
す

 
買

た
の
で
は
な
く
手
作
り
と
聞
い
た
妖
忌
は

き
の

を
し
て

 
妖
忌

な
ん
と

理
久
兎
殿
こ
れ
の
材
料
は

 
妖
忌
さ
ら
に
理
久
兎
に
材
料
に
つ
い
て
聞
く
と
理
久
兎
は

す
こ
と
も
な
く

え
る

 
理
 

材
料
は
簡
単
で
水

や

そ
れ
に
小

を

 
使
う
だ
け
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
妖
忌
更
に
は

い
た

 
妖
忌

こ

こ
ん
な
に
美
味
し
い
物
が
そ
ん
な
簡
単
に

 
作
れ
る
と
は
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材
料
で

い
て
い
る
妖
忌
に
更
に
話
を
は
話
を
続
け
る

 
理
 

で
す
が
使
う

が
少
々
特

で
引
き

と
い
う

 

を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ

 
妖
忌

理
久
兎
殿
そ
れ
な
ら
こ
こ
の
厨
房
に
も

 
あ
り
ま
す
よ

 
理
 

い
で
す

今
の
大
和
だ
と
中
々
お
目
に

 
か
け
れ
な
い
の
に

 
妖
忌

い
や
は
や

し
ま
し
た
よ

 
理
 

な
ら
今
度
来
た
と
き
に
レ
シ
ピ
を
渡
し
ま
す

 
妖
忌

お

そ
れ
は
か
た
じ
け
な
い

 
料
理
人
達
の
話
が
進
ん
で
い
る

で
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
紫
と
幽
々
子
は

 
紫
 

な

何
の
こ
と
か
さ

り

 
幽
 

本
当

こ
ん
な
妖
忌
は
久
々
に
見
た
わ

 
紫
は
そ
う

い
つ
つ
幽
々
子
の
カ
ス
テ
ラ
が

て
い
た

を
チ
ラ
リ
と
見
る
と

 
紫
 

幽
々
子
も
う
食
べ
た
の
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幽
 

で
も
ま
だ

り
な
い
わ

 
紫
 

こ
の
中
で
一
番
大
き
い

な
ん
だ
け
ど

 
幽
々
子
の

葉
を
聞
き
自
分
の
前
に
あ
る
カ
ス
テ
ラ
の

を
幽
々
子
に
渡
す

 
理
 

良
け
れ
ば
ど
う

 
幽
 

い
い
の

 
理
 

え

い
ま
せ
ん
よ

 
そ
う

わ
れ
た
幽
々
子
は

で
そ
れ
を
受
け
と
り

 
幽
 

あ
り
が
と
う
理
久
兎
さ
ん

 
お
礼
を

て
ま
た
カ
ス
テ
ラ
を
食
べ
始
め
た

そ
し
て
妖
忌
が
話
か
け
て
く
る

 
妖
忌

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
殿
は
刀

を

わ
れ
る

 
そ
う
で

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は

定
を
せ
ず
に

 
理
 

え

む
程
度
で
す
が

 
紫
 

あ
れ
の
ど
こ
が

む
程
度
な
の
か
し
ら

 
理
 

い
や
い
や

む
程
度
だ
よ



 第七章 死の香り漂いし冥界の桜

 
こ
れ
ま
で
の
理
久
兎
の
刀

の

い
を
見
て
き
た
紫
は
で
ツ

コ
ミ
を
入
れ
る

そ
れ
も
そ
う

だ
ろ
う

ぼ

術
の
修
行
を
し
て
い
な
い
奴
が
刀

を

え
る
の
だ
か
ら

 
妖
忌

そ
う
で
す
か

な
ら
理
久
兎
殿
も
し
良

 
け
れ
ば
少
し
手
合
わ
せ
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す

 
が

 
理
 

え

い
ま
せ
ん
よ

実
は
自
分
も
そ
う
思

て

 
い
た
の
で

 
妖
忌

ど
う
し
て
私
が
戦
え
る
と

 
理
 

妖
忌
さ
ん
が
お

を

る
時
に
そ
の
手
を

 
見
た
ん
で
す
よ

 
妖
忌
は
自
分
の
手
を
ま
じ
ま
じ
と
見
な
が
ら

 
妖
忌

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
な

 
理
 

妖
忌
さ
ん
の
そ
の
手
の

れ
て

く
な

た
マ
メ

 
そ
れ
は
刀
を

る
と
い
う
積
み

な
る

力
を
し

 
た
者
だ
け
が
持
つ
手
の
マ
メ
だ
か
ら
で
す
よ
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か
つ
て

人
達
の
手
や
依
姫
の
手
を
見
て
い
た
り
し
て
い
る
か
ら
分
か
る

度

な
る

力
を

し
た
者
だ
け
が
持
つ

章
だ
と

 
妖
忌

し
か
し
そ
れ
で
は
私
が
戦
え
る
と
い
う
事
は

 
分
か
ら
な
い
の
で
は

 
理
 

次
に

つ
目
は
妖
忌
さ
ん
の
目
で
す

 
妖
忌
 
・
・

 
理
 

そ
の
目
は
真

直
ぐ
で
主
の
こ
と
を
常
に

え

 
て
い
る
目
で
あ
り
何
時
も
主
を
守
ろ
う
と
す
る

 
目
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
よ

 

に
も
打
ち
込
む

が
見
当
た
ら
な
い
だ
と
か

気
的
に
た
だ
者
で
は
な
い
だ
と
か
そ
う

い

た
の
も
感
じ
た
が

え
て
は

わ
な
い
で
お
く
事
に
し
た

 
妖
忌

そ
う
で
す
か

よ
く
見
て
い
ま
す

 
理
 

生

目
だ
け
は
良
い
も
の
で

 
妖
忌

で
は
挑
戦
は

 
理
 

論
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
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妖
忌

な
ら
ば
先
に
そ
の

へ
出
て
い
て
く
だ
さ
い

 
直
ぐ
に
愛
刀
を
持

て
き
ま
す
の
で

 
妖
忌
は
立
ち
上
が
り
刀
を
と
り
に
自
室
へ

り
理
久
兎
も

に
出
る

 
そ
し
て
紫
と
幽
々
子
も
立
ち
上
が
り
縁

に
出
る

 
幽
 

妖
忌
と
紫
の
御
師
匠
様
ど
ち
ら
が
強
い
か
し
ら

  
紫
 

ふ
ふ

そ
れ
は

論
で
御
師
匠
様
で
す
わ

 
幽
 

な
ら
私
は
妖
忌
が
勝
つ
に

 
と

幽
々
子
と
話
な
が
ら
も
紫
は
信
じ
て
い
た
理
久
兎
が
勝
つ
こ
と
に
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第
１
４
１
話
 

妖
忌

 
理
 

う

う

は

 
理
久
兎
は
準
備
体

程
度
で
体
を

ば
し
て
い
た
理
由
は

 
妖
忌

お
待
た
せ
し
ま
し
た

 
目
の
前
に
い
る
こ
こ
冥
界
⻄
行
寺
家
の

師

魂

妖
忌
と
試
合
す
る
た
め
に
だ

 
理
 

へ

妖
忌
さ
ん
二
刀
流
か
い

 
妖
忌
の
持

て
い
る

本
の
刀
を
見
て
そ
れ
を
聞
く
と

 
妖
忌

え

そ
う
で
す
私
の
愛
刀
の
桜
観

と
白
桜

 
で
す

所
で
理
久
兎
殿
の
刀
は

 
理
久
兎
は
妖
忌
に
そ
う
指

さ
れ
て
気
づ
く

 
理
 

お

と
出
し

れ
て
た
な

 
ポ
イ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
メ
モ

レ

ル
ま
で
小
さ
く
な

て
い
る
断
罪
神
書
を
上
空
に
投
げ
る

と
メ
モ

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
か
ら
大
き
な
本
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
と
な

て
理
久
兎
の

り
で
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き
な
が
ら
静

す
る

そ
れ
を
見
て
い
た
妖
忌
は

 
妖
忌

ふ
む

中
々
面
妖
な
書
物
で
す
な

 
理
 

ま

そ
う
で
す

 
そ
う

い
つ
つ
断
罪
神
書
が
開
き
理
久
兎
は
そ
こ
か
ら

本
の
刀
の
黒
々
と
し
て
い
て
美
し

い
刀
の
黒

を
出
す

 
妖
忌

そ
れ
が
理
久
兎
殿
の
刀
で
す
か

 
理
 

え

俺
の

高
の

品
の

つ
で
す

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

ラ
リ

も
と
い
縁

に
座
る
紫
が

 
紫
 

御
師
匠
様
も
二
刀
流
に
な
ら
な
い
の
か
し
ら

 
妖
忌

な
ん
と

理
久
兎
殿
も
二
刀
流
使
い
で
す
か

 
妖
忌
の

は
二
刀
流
で
戦

て
く
れ
と
い
う

を
し
て
い
た
が

い
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
そ

れ
に
つ
い
て
説
明
を
す
る

 
理
 

え

で
す
が
も
う

本
の
刀
は
少
々
危
険
で

 
そ
う

て
い
る

中
で
妖
忌
は

 
妖
忌

大
丈
夫
で
す
理
久
兎
殿

な
の
で
二
刀
流
で
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理
久
兎
の
話
を

る
が
本
当
に
危
険
な
た
め
そ
れ
を
無
視
し
て
話
を
続
け
る

 
理
 

い
や

最
悪
の
場
合
こ
の

ど
こ
ろ
か
幽
々
子

 
さ
ん
の
家
ま
で

え
て
全

し
ま
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
妖
忌
は

を

く
し
て

し
方
な
い
と
い

た
感
じ
で

 
妖
忌

刀
で
お
願
い
い
た
し
ま
す

・

・

 
口
調
的
に
ど
う
や
ら
空
紅
の
恐
怖
を
分
か

て
も
ら
え
た
み
た
い
だ

 
理
 

さ
て
と
話
も
分
か

て
も
ら
え
た
し
そ
ろ
そ
ろ

 
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
妖
忌

そ
う
で
す
な

 
シ

キ

シ

キ

 
妖
忌
は
桜
観

と
白
桜

を

刀
し

え

理
久
兎
も
黒

を

え
る

す
る
と
幽
々
子
が

 
幽
 

そ
れ
じ

私
が

判
を
す
る
わ

 
と

縁

に
座
る
幽
々
子
が

う

 
妖
忌

お
願
い
い
た
し
ま
す
幽
々
子
様

 
理
 

頼
み
ま
す
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理
久
兎
と
妖
忌
が
そ
う

う
と
紫
は

 
紫
 

幽
々
子

制

時
間
も
つ
け
て
頂
戴

 
幽
 

何
で

 
紫
 

御
師
匠
様
の
事
だ
か
ら
時
間
を

れ
る
の
よ

 
紫
が
そ
う

う
と
幽
々
子
は

で

 
幽
 

分
か

た
わ

な
ら
制

時
間
は

分

 
妖
忌

わ
か
り
ま
し
た

 
理
 

了
解

 

人
の
そ
の

葉
を
聞
い
た
幽
々
子
は
自
身
の

葉
を
た
め
て
試
合
開
始
の
一

を

う

 
幽
 

そ
れ
じ

試
合
開
始

 
そ
の

葉
に
よ

て

 

キ
ン

 
理
久
兎
と
妖
忌
の
試
合
が
始
ま

た

 
妖
忌

流

理
久
兎
殿
で
ご
ざ
い
ま
す
な

 
理
 

い
や
い
や
妖
忌
さ
ん
も
あ
の
一

で
斬
り
か
か
れ
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る
な
ん
て

い
で
す
よ

 
キ
ン

 
理
久
兎
は
そ
う

い
つ
つ
妖
忌
を

し
返
す

 
妖
忌

な
ら
ば

  
妖
忌
は
理
久
兎
に
向
か

て
走
り
だ
し
そ
の

本
の
刀
で
再
度
斬
り
か
か
る

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
理
久
兎
の
黒

と
妖
忌
の
桜
観

と
白
桜

の
ぶ
つ
か
る
金

が

り
を

み
込
む

 
理
 
予
想
は
し
て
た
が
本
当
に
達
人
ク
ラ
ス
だ
な

 
妖
忌

や
は
り
紫
様
の
師
匠
と
だ
け
あ

て
中
々
の

前

 
で
す
な

 
そ
し
て

ラ
リ

の
縁

で
は

 
幽
 

い
わ

紫
の
御
師
匠
様
あ
の
妖
忌
と
互

 
な
ん
て

 
紫
 

え

な
に
せ
私
の
自

の

つ
だ
も
の
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紫
と
幽
々
子
は

人
の
試
合
を
た
だ

め
続
け
て
い
た

 
キ
ン

 
理
 

や

り
強
い
な
妖
忌
さ
ん
は

 
妖
忌

理
久
兎
殿
も
中
々
も
の
で
す

 
妖
忌
は
多
少

り
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ

大
方
は
何
度
も

る
う
刀
を
簡
単
に
い
な
し
続
け

更
に
は

切
れ
も
し
て
い
な
い
た
め

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
理
 

ど
う
し
た
ん
で
す
か
妖
忌
さ
ん

 
理
久
兎
は
刀
を
妖
忌
に
向
け
て
聞
く
と

 
妖
忌

い
や
少
々
理
久
兎
殿
を

す

を

 
ま
た
妖
忌
は
自
分
に
向
け
て
斬
り
か
か
る

 
理
 
何
度
も
同
じ

で
な
な
い
か
な

 
理
久
兎
は
知

て
い
た

大
体
い
つ
も
同
じ
方
法
だ
と
思
う
と
別
の

撃
方
法
と

場
が
決

ま

て
い
た
が

 
キ
ン

 
理
久
兎
の
予
想
は
外
れ
妖
忌
は
同
じ
よ
う
に
桜
観

で
斬
り
か
か

て
き
た
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理
 

お

と
危
な
い
危
な
い

 
妖
忌

理
久
兎
殿
こ
そ
ど
う
か
い
た
し
ま
し
た
か

 
刀
と
刀
に
よ
る
つ
ば

り
合
い
状
態
で
妖
忌
は
理
久
兎
に
語
り
か
こ
る

 
理
 

い
や
何
で
も
な
い
で
す
よ

 
だ
が
そ
の
時

理
久
兎
は
見
て
し
ま

た
の
だ

 
理
 

あ
れ
妖
忌
さ
ん
も
う

本
の
刀
は

 
そ
う
妖
忌
が
持

て
い
た

の
刀
が
無
か

た
こ
と
に

妖
忌
の

は
ニ

リ
と

て
い

た

そ
し
て
理
久
兎
は
後
ろ
に
気

を
感
じ
後
ろ
を
見
る
と

 
理
 

な

 
妖
魂

  
後
ろ
か
ら
白
桜

を
持

て
こ
ち
ら
に
斬
り
か
か
り
に
来
る
も
う

人
の
白
い
妖
忌
の
姿
を

そ
れ
を
見
た
次
の
行
動
は

か

た

 
理
 

ち

 
ド
ス
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理
久
兎
は
つ
ば

り
合
い
の
状
態
で
妖
忌
の

に
自
身
の

で

り
を

き
込
む

突
然
の

こ
と
だ

た
た
め
に
妖
忌
は
そ
れ
を
ま
と
も
に
く
ら
い

 
妖
忌

う
ぐ

 

を

え
後
ろ
に
引
く
そ
し
て
理
久
兎
は
常
人
で
は
出
来
な
い
行
動
を
と

た

 
キ
ン

 
そ
の
ま
ま
の
体
制
を

持
し
つ
つ
黒

の
峰
を
自
身
の

中
に
つ
け
て
も
う

人
の
妖
忌
の

撃
を
防
い
だ

 
理
 
妖
忌
さ
ん
も
幽
香
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
す
る
と
は

 
キ
ン

 
力
づ
く
で
黒

を
持

て
い
る

手
を
上
に
あ
げ
て
そ
の
状
態
か
ら
脱
す
る
と
も
う

人
の

妖
忌
は

み
で

を

え
て
い
る
妖
忌
の

に
つ
く

 
理
 

さ
て
と
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
か

 
妖
忌

ま
だ
負
け
で
わ
な
い
で
す
よ
理
久
兎
殿

 
妖
魂

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
黒

で
ま
だ

を

え
て
い
る
妖
忌
と
少
し
白
い
も
う

人
の
妖
忌



 第１４１話  妖忌

に
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
と

 
幽
 

そ
こ
ま
で
よ

 
幽
々
子
の
一

に
よ

て
試
合
が
終
了
し
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た

 
理
 

あ
り

り

も
う

分

過
か

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
黒

を
断
罪
神
書
に

め
る

 
妖
忌

理
久
兎
殿
が
こ
こ
ま
で
や
る
と
は

 
そ
う

い
妖
忌
は
刀
を

め
も
う

人
の
白
い
妖
忌
も

に
刀
を

刀
し
元
の
半
霊
に

る

す
る
と

 
妖
忌

う

 

き

を
あ
げ
て
妖
忌
は

を
地
面
に
つ
き
そ
し
て

手
は
理
久
兎
が

た

を

え
て

い
た

 
理
 
あ
れ

て
あ
の
白
い
玉

み
た
い
な
物
だ

た
の
か

 
い
や
今
は
そ
ん
な
こ
と
よ
り

 
理
久
兎
は
妖
忌
に
近
づ
い
て
妖
忌
の

を

ぐ

 
妖
忌

理
久
兎
殿
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理
 

強
く

た
か
ら
立
つ
の
も

し
ま
す
よ

 
妖
忌

か
た
じ
け
な
い

 
そ
う
し
て
妖
忌
は
理
久
兎
に

を

が
れ
な
が
ら
幽
々
子
達
の
い
る
縁

に

て
行
く
の

だ

た



 第１４２話 白玉桜で料理

 
第
１
４
２
話
 
白
玉
桜
で
料
理

 
理
 

本
当
に
大
丈
夫
か

 
妖
忌

え

こ
の
と
お
り
治
療
は
し
た
の
で

 
自
分
と
妖
忌
と
の
試
合
は
時
間
切
れ
と
い
う

で
引
き
分
け
で
終
わ

た

そ
の
後
妖
忌
の

を

い
で
部

ま
で
送
り
妖
忌
の
治
療
を
手
伝

て
い
た

 
幽
 

大
丈
夫

妖
忌

 
妖
忌

は
い
問

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
幽
々
子
様

 
紫
 

御
師
匠
様
は

怪
我
し
て
な
い
わ

 
紫
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
理
 

い
や
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
妖
忌
さ
ん

 
妖
忌

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
理
久
兎
殿
そ
れ

 
が
し
も
楽
し
か

た
の
で

 
実

は
本
当
に
じ

れ
つ
く
程
度
で
の
試
合
だ

た
が
怪
我
さ
せ
た
の
は
申
し
訳
な
い

し
か

し
会
話
を
し
て
い
る
と
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グ

 

か
の

が
な
る

が
聞
こ
え
て
く
る

 
理
 
ま
さ
か
ル

ミ
ア
が

 
理
久
兎
は
今
の

の

を
聞
い
て
ル

ミ
ア
が
こ
こ
に
来
て
い
る
の
か
と
思
い

り
を
見
渡

す

す
る
と

の

を
鳴
ら
し
た
本
人
こ
と

 
幽
 

お

減

た
わ

 
幽
々
子
が
そ
う

べ
る

幽
々
子
の
そ
の
一

は
理
久
兎
を
さ
ら
に

か
せ
た

 
理
 
あ

あ
の
デ
カ
イ
の
を
食
べ
て
ま
だ
食
う
の

 
か
よ

 
約

の
⻑
さ
の
カ
ス
テ
ラ

理
久
兎
の
分

の
カ
ス
テ
ラ
を
食
べ
て
も
ま
た

が

減

た
と

え
ば
流

の
理
久
兎
と

い
た

そ
し
て

い
て
い
る
理
久
兎
を

所
に
紫
は
若

れ
な
が
ら

 
紫
 

幽
々
子
は
本
当
に
食
べ
る
こ
と
ば
か
り

 
幽
 

ふ
ふ

食
べ
れ
る

て
こ
と
は

せ
な
こ
と

 
な
の
よ
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紫
 

い
や

度
が
あ
る
で
し

 
そ
し
て
そ
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
妖
忌
は
立
ち
上
が
り
幽
々
子
に
頭
を
下
げ
て

 
妖
忌

幽
々
子
様
お
食
事
の

意
を
し
て

り
ま
す

 
そ
う

い
妖
忌
は
厨
房
に
向
か
お
う
と
す
る
が

 
理
 

待

た

 
妖
忌
に

待

た

発

を
す
る
と
妖
忌
は
立
ち

ま
り
自
分
の

を
見
て

 
妖
忌

何

し
ま
し
た
か
理
久
兎
殿

 
紫
 

ど
う
し
た
の
御
師
匠
様

 
幽
 

ど
う
し
た
の
か
し
ら

 

人
が
待

た
発

の
理
由
を
聞
く
と

 
理
 

妖
忌
さ
ん
は
今
さ

き

に
怪
我
を
し
ま
し
た
よ

  
妖
忌

そ
れ
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

そ
の
体
で
無
理
し
す
ぎ
で
は

 
妖
忌
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自
分
の

た
こ
と
は
合

て
い
た
の
か

た

実

妖
忌
は

受
け
て
治
療
等
は
し
た

が
あ
く
ま
で
も
治
療
だ

ま
だ

み
も

て
い
て
何
と
か
立

て
い
る
状
態
は

だ

何
せ
実

の
戦
い
で
使
う
よ
う
な

り
を

た
の
だ
か
ら

 
幽
 

か
に

妖
忌

方
ま
さ
か
無
理
し
て
な
い

 
妖
忌

 
幽
々
子
に
指

さ
れ
た
妖
忌
は
自
分
の
発

と
同
じ
よ
う
に

て
い
た

そ
の
た
め
無
理
さ

せ
て
体
を
更
に

さ
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
た
め

 
理
 

そ
こ
で
提
案
何
で
す
が

 
幽
 

何
か
し
ら

・
・

 
理
 

私
が
料
理
を
作
り
ま
し

う
か

 
せ
め
て

く
り
と
休
ん
で
も
ら
い
た
い
た
め
そ
う

う
と
幽
々
子
は
意
外
そ
う
な

で

 
幽
 

あ
ら

か
に
面
白
そ
う

 
妖
忌

幽
々
子
様

理
久
兎
殿

私
は
大
丈
夫
で
ご
ざ
い

 
ま
す
よ

 
そ
う

う
が
妖
忌
の
体
は

鳴
を
あ
げ
て
い
る

だ

証
拠
に

が
ピ
ク
ピ
ク
と

え
て
い
る
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の
が

ご
し
で
も
自
分
は
分
か
る

だ
が
妖
忌
に
も
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
が
あ

た
た
め
に
無
理
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

厨
房
は
料
理
人
に
と

て
自
分
の
城
と
同
じ
な
の
だ
か
ら

 
理
 

う

ん
妖
忌
さ
ん
が
そ
こ
ま
で

う
な
ら
せ
め
て

 
手
伝
う
の
は

メ
で
す
か

な
の
で
私
と
し

 
て
は
妖
忌
さ
ん
の

前
を
見
て
み
た
い
の
で
す
よ

  
手
伝
う
の
な
ら
良
い
だ
ろ
う

お

物
に
な
ら
な
い
よ
う
に

慮
は
さ
せ
て
も
ら
う

す
る
と

幽
々
子
は
自
分
が

た
事
と
妖
忌
の
プ
ラ
イ
ド
を

さ
せ
て
く
れ
た
の
か

 
幽
 

妖
忌

こ
れ
は
命
令
で
す

理
久
兎
さ
ん
を

 
ア
シ
ス

ン
ト
と
し
て
入
れ
な
さ
い

 
幽
々
子
も
妖
忌
に
無
理
さ
せ
た
く
は
な
い
の
か
そ
う

う
と
妖
忌
は
頭
を
下
げ
て

 
妖
忌

分
か
り
ま
し
た

で
は
理
久
兎
殿
こ
ち
ら
へ

 
理
 

あ
い
よ
シ

フ

 
そ
う

い
理
久
兎
を
厨
房
に
案
内
す
る
の
だ

た

 
神
様

師

動
中
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妖
忌
に
案
内
さ
れ
理
久
兎
は
白
玉
桜
の
厨
房
に
案
内
さ
れ
た

 
理
 

い
俺
の
家
よ
り
設
備
が
整

て
る

 
妖
忌
の
使

て
る
厨
房
を
ま
じ
ま
じ
と
見
な
が
ら
目
を
輝
か
せ
る

自
宅
に
は
な
い
設
備
が
そ

れ

に
整

て
い
た
し
台
所
も
年
季
を
感
じ
さ
せ
な
い
ぐ
ら
い
に
掃
除
が
行
き

い
て
い
た

 
理
 
こ
の
設
備
で
し
か
も
掃
除
ま
で
整

て
る
と
妖
忌

 
さ
ん
の
真
面
目
さ
が
本
当
に
分
か
る

 
こ
ん
な
厨
房
だ

た
り
設
備
だ

た
り

し
い
な
と
思

て
い
る
と

 
妖
忌

理
久
兎
殿

申
し
訳
な
い

 
妖
忌
は
突
然
自
分
に
謝
罪
を
し
て
き
た

 
理
 

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
妖
忌

客
人
で
あ
る
理
久
兎
殿
に
手
伝
わ
せ
る
事
に
な

 

て
し
ま

て

 
理
 

い
や
こ
ち
ら
こ
そ

さ

き
の

り
で
こ
う
な

 
て
し
ま

た
ん
で
す
か
ら

は
こ
ち
ら
に
あ
り
ま

 
す
よ
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妖
忌

そ
う

て
頂
け
る
と
助
か
り
ま
す

 
理
 

で
も
と
り
あ
え
ず
は
料
理
を
作
り
ま
し

う

 
妖
忌

そ
う
で
す
な

 
理
 

因
み
に
何
人
前
で
す
か

 
大
方
は

人
前
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
が

の
た
め
に
と
妖
忌
に
聞
く
と
ま
さ
か
の

き
の

え
が
返

て
き
た

 
妖
忌

人
前
ぐ
ら
い
で
す
か
な

 
理
 

人
前
で
す

分
か
り

え

 
あ
ま
り
の

に
理
久
兎
は

き
の

を
あ
げ
て
し
ま

た

妖
忌

外
に
も
何
人
か
従
者
が

い
る
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

え

え

と

合

て

 
そ
う

る
と
妖
忌
は
人
数
の

合
を

え
て
く
れ
る

 
妖
忌

理
久
兎
殿
に
紫
殿
そ
し
て
私
が

人
前
そ
し
て

 
幽
々
子
様
が

り
の

で
す

 
幽
々
子
が
ま
さ
か
の
大
食

だ
と
こ
の
時
に
よ
う
や
く
分
か

た

だ
が
そ
れ
を
聞
い
て
流
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の
理
久
兎
も

然
し
た

 
理
 
 

 
ル

ミ
ア
で
す
ら
食
べ
て
も

人
前

だ
と
い
う
の
に
幽
々
子
の
場
合
は
そ
れ
の
約

も
の

を
食
べ
る
と
聞
け
ば

然
も
す
る
だ
ろ
う

そ
し
て
自
分
の

然
し
た

を
見
た
の
か

妖
忌
は

 
妖
忌

き
ま
し
た
か
な

 
理
 

え

と
て
も

き
ま
し
た

妖
忌
さ
ん
は

 
い
つ
も
こ
の

を

 
妖
忌

は
い
何
時
も
作

て
お
り
ま
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
理
久
兎
は
心
の
中
で
妖
忌
の
事
を

し
て
し
ま
う

 
妖
忌

さ
て
と
で
は
作
り
ま
す
か
な
理
久
兎
殿

 
妖
忌
は
そ
う

い
つ
つ

を
手
に
取
る
と

 
理
 

あ

そ
う
だ

こ
ん
な
時
に
こ
そ

 
妖
忌

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
あ
る
事
が

き

に
出
す
と
妖
忌
は
ど
う
し
た
の
か
を
聞
い
て
き
た
が
す
ぐ
に
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理
 

仙
術
十
四
式

ろ
く
め
ん
じ
ん
そ
う

六
面
神
造

 
妖
忌

な
ん
と

 
妖
忌
は
そ
れ
を
見
て

き
の

を
あ
げ
て
し
ま

た

そ
の
妖
忌
が
見
た
も
の
と
は

 
理

さ
て
始
め
ま
し

う
か

 
理

人
前
と
か
き
つ
い
な

 
理

ま
ず
は
何
か
ら
始
め
る
か
な

 
理

う

ん
メ
ニ

は

 
理

調
理

を
出
さ
な
い
と

 
理

妖
忌
さ
ん
ど
こ
か
ら
や
り
ま
す
か

 
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
目
の
前
に
理
久
兎
が

人
い
る

こ
の
技

仙
術
十

四
式
六
面
神
造
は
簡
単
に

う
と
今
使
え
る
理
久
兎
の
霊
力
妖
力
魔
力
神
力
を

等
分

に
し
て
分

す
る
技
だ

ハ

キ
リ

う
と
今
の
理
久
兎
で
は
自
身
が
弱
体
化
す
る
だ
け
だ
が
自

身
を

て
い
るこ

と
わ
り

理
を

す
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る

で

う
と

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
の
ド

ラ
ピ

エ

で

え
る
と
レ

ル

の
ゴ

ト
ハ
ン
ド
を

人

手
に
す
る
よ
う
な
も
の
だ

 
妖
忌

り

理
久
兎
殿

ま
た

い
妖
術
を
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理

ま

う
ん
そ
う
で
す

 
理

と
り
あ
え
ず
シ

フ
指

を
頼
む
よ

 
理

お
願
い
し
ま
す
妖
忌
さ
ん

 
理

さ
て
と
メ
ニ

は
和

中

ど
れ

 
理

こ

ち
の
調
理

は
全
部
出
し
た
よ

 
理

さ
て
と
ど
こ
か
ら
や
れ
ば
い
い
で
す
か

 
妖
忌

お

と
失
礼

で
は
指

を
出
し
ま
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
そ
の
場
に
い
る
自
分
達
は

 
理
 

ウ

シ

フ

 
と
返
事
と
共
に
妖
忌
の
指

の
も
と
料
理
が
作
ら
れ
る
の
だ

た

そ
う
し
て
数
時
間
が

過
す
る

 
幽
 

楽
し
み

紫
の
御
師
匠
様
の
料
理

 
紫
 

期
待
し
て
て
良
い
で
す
わ
よ

く
程
美
味
し
い

 
か
ら

 
紫
と
幽
々
子
は
楽
し
く
会
話
を
し
て
い
る
と

が
開
き
妖
忌
が
手
と

を
つ
け
て
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妖
忌

幽
々
子
様

食
の
準
備
が
整
い
ま
し
た

 
幽
 

あ
ら

今
回
は

い
わ

 
紫
 

御
師
匠
様

人
が
い
た
だ
け
で
そ
ん
な
に
変
わ

 
る
か
し
ら

 
紫
と
幽
々
子
が
そ
う

う
と
妖
忌
は
少
し

え
て

た

で

 
妖
忌

え

え

と

と
て
も
は
か
ど
り
ま
し
た

 
幽
 

何
で
そ
ん
な
に

た

な
の
か
し
ら

 
紫
 

何
か
や

り
ま
し
た
わ

御
師
匠
様

 
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
理
 

妖
忌
さ
ん
も
う
運
ん
で
い
い
か
い

 
運
ん
で
良
い
か
と
聞
く
と

 
妖
忌

い
ま
せ
ん

理
久
兎
殿

 
妖
忌
が
そ
う

う
と

り
に

を
つ
く
良
い
香
り
が

が
る

 
幽
 

く
良
い
香
り

 
紫
 

本
当
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妖
忌
幽
々
子
様
も
絶
対
に

き
に
な
る

 
そ
し
て
理
久
兎
が
料
理
を
運
ん
で
来
く
る
が

 
理

は
い
よ
お
待
ち
ど
お
さ
ん

 
理

ど
ん
ど
ん
食
べ
て

 
理

お

い

り
も

く
持

て
こ
い

 
理

分
か

て
る

て

 
理

く
行
け
よ

 
理

し
か
し
こ
ん
だ
け
作
る
こ
と
に
な
る
と
は
な

 
理
久
兎

人
が
料
理
を
運
ん
で
来
る
と
そ
れ
を
見
た
紫
と
幽
々
子
は

 
幽
 

え

え

 
紫
 

お

御
師
匠
様
が

い

い

い

 
妖
忌

や
は
り

き
に
な
ら
れ
ま
し
た
か

 
こ
れ
を
見
た
紫
と
幽
々
子
は
あ
ま
り
の
光

に
目
を

た
何
せ
さ

き
ま
で

人
だ

た

の
が
今
で
は

人
に
増
え
て
い
る
か
ら
だ

 
理

ど
う
し
た
そ
ん
な

し
て
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理

多
分
こ
れ
見
て

い
て
る
な

 
理

あ
ち

 
理

な

と
り
あ
え
ず

ら
な
い

 
理

意
義
な
し

 
理

成
だ
な

 
理
久
兎
達
が
そ
う

う
と

人
の
理
久
兎
が
一
点
に
集
ま
り

つ
の
理
久
兎
と
な
る

 
理
 

こ
れ
で
問

は
な
い
か
な

 
紫
 

御
師
匠
様

今
の

て

 
幽
 

い
妖
術

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま

と
り
あ
え
ず
食
べ
な
い

 
幽
 

そ

そ
れ
も
そ
う

食
べ
ま
し

う

 
紫
 

ま
た

々
と
料
理
を
作

て
来
ま
し
た

 
妖
忌

私
も

き
ま
し
た
こ
こ
ま
で

に
料
理
が

 
出
来
る
と
は

 
今

べ
ら
れ
て
い
る
料
理
は
妖
忌
さ
ん
の
希
望
に
よ

て
和
食
と
な

た
が
数
が
多
い
た
め
語
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る
の
が

し
い

 
理
 

さ
て
と
じ

い
た
だ
こ
う
か

 
紫
 

そ
う

い
た
だ
き
ま
す

 
幽
 

い

た
だ

き
ま

す

 
妖
忌

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
全
員
で

食
を
と
る
と

 
幽
 

美
味
し
い

 
幽
々
子
が
美
味
し
い
の
一

を
上
げ
た

 
紫
 

が
増
え
て
も
御
師
匠
様
の
料
理
は

 
美
味
し
い
わ

 
妖
忌

理
久
兎
殿
は
中
々
の

の
持
ち
主
の
よ
う
で

 
理
 

い
や
い
や
妖
忌
さ
ん
の
チ

ク
が

 

し
い
か
ら
こ
そ
で
す
よ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
食
事
会
す
る
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

あ
ん
だ
け
の

を

人
で
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幽
々
子
の
前
に
置
か
れ
て
い
る

の
数
を
見
て
理
久
兎
は
た
だ

く
し
か
な
か

た

 
す
る
と
幽
々
子
は

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん
美
味
し
い
料
理
を
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
満

し
た

で
理
久
兎
に
お
礼
を

う

 
理
 

い
や

あ
れ
だ
け
食
べ
て
く
れ
る
と

 
作

た
俺
と
し
て
も
嬉
し
い

 
幽
 

フ
フ

 
そ
う
し
て
更
に
会
話
を
す
る
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

紫

今
何
時

 
紫
に
時
間
に
つ
い
て
聞
く
と
紫
は
今
の
時

を

え
る

 
紫
 

え

と

時

 
そ
れ
を
聞
き
も
う
す
ぐ
夕
飯
で
亜
狛
と
耶
狛
に
晩
飯
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
た
め
帰
る
こ
と

を

え
た

 
理
 

マ

か
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
お

か
な
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幽
 

あ
ら
も
う
帰
る
の

 
理
 

え

従
者
に
晩
飯
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
も
で

 
妖
忌

主
が
従
者
に
料
理
を

る
舞
う
と
は

 
そ
れ
を
聞
い
た
妖
忌
は

い
た

従
者
が
料
理
を
主
に

る
舞
う
と
い
う
の
が
普
通
な
の
だ
が

理
久
兎
の
場
合
は
そ
の

だ

た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
だ

 
理
 

え

い
つ
も
作

て
ま
す
の
で

 
幽
 

フ
フ

や

り
紫
の
御
師
匠
様
は

 
面
白
い
わ

 
理
 

で
は
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す

 
紫
ス
キ
マ
を
頼
む
よ

 
紫
 

分
か

た
わ

 
そ
う

わ
れ
た
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く

 
理
 

そ
れ
で
は
ま
た
会
い
ま
し

う

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
ス
キ
マ
に
入

て
い

た

 
紫
 

そ
れ
じ

あ

幽
々
子
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そ
う

い
な
が
ら
紫
は
手
を

る

 
幽
 

え

ま
た
い
つ
か

 
幽
々
子
が
そ
う

う
と
紫
も
ス
キ
マ
に
入
り
ス
キ
マ
は
消

し
た

 
妖
忌

さ
て
と

を

い
ま
す
か
な

 
幽
 

大
丈
夫

妖
忌

 
幽
々
子
に
そ
う

わ
れ
た
妖
忌
は

 
妖
忌

え

問

ご
ざ
い
ま
せ
ん
大
分
楽
に

 
な
り
ま
し
た
の
で

で
は

 
そ
う

い
妖
忌
は

を

け
始
め
る

 
幽
 

フ
フ

楽
し
か

た

 
そ
う
し
て
幽
々
子
達
も
元
の
生
活
に

て
い

た

そ
し
め
ス
キ
マ
か
ら
帰

て
き
た
理
久

兎
は
直
ぐ
に
晩
飯
の

度
に
取
り
か
か
る
の
だ

た
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第
１
４
３
話
 
死
へ
の
前
兆

 
理
久
兎
が
白
玉
桜
か
ら
帰

て
き
て
か
ら

月
が
過
ぎ
理
久
兎
は
平
和
な
生
活
を
過
ご
し

て
い
た

今
そ
の
理
久
兎
は
風
呂
に
の
ん
び
り
と

か

て
い
た

 
チ

ポ
ン

 
理
 

ふ

平
和
だ
な

 

船
に

か
り
な
が
ら

た
り
と

い
で
い
る
と

 
亜
狛

マ
ス

加
減
は
大
丈
夫
で
す
か

 
と

亜
狛
の

が
聞
こ
え
て
く
る

ど
う
や
ら
お

の
調
整
を
し
に
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

亜
狛
も
う
少
し
熱
く
し
て
く
れ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
は

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
亜
狛
は

を

し
て
く
れ
た
の
か
お

が
ど
ん
ど
ん

く
な

て
い

た

因
み

に
温
度
は
約

と
高
温
だ

 
亜
狛

マ
ス

こ
の
ぐ
ら
い
で
す
か
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理
 

あ

あ
り
が
と
う

 
亜
狛

で
は
私
は
元
の
仕
事
に

り
ま
す

 
そ
う

う
と
亜
狛
の
気

が
そ
こ
か
ら
消
え
た

 
理
 

う

楽

楽

 
心
地
の
良
い

か
さ
に

ま
れ
な
が
ら

い
と
い

て
も
も
う

だ
が
そ
う

い
て
い
る

と 
紫
 

御
師
匠
様

 
突
然

自
分
の
目
の
前
に
ス
キ
マ
が
開
き
紫
が
飛
び
出
し
て
く
る

 
理
 

う

ど
う
し
た

紫

 
紫
 

御
師
匠

様

 
今
の
自
分

だ

そ
れ
を
見
た
紫
は

 
紫
 

し

し
し
し
失
礼
し
ま
し
た

 
そ
う

う
と
紫
は
ス
キ
マ
に

て
姿
を
現
さ
な
い

 
理
 

あ
れ

何
で
あ
ん
な
に

く
ん
だ

昔
は
よ
く

 
一

に
入

て
た
の
に
な
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そ
う

う
が
一
向
に
姿
を
出
さ
な
い

 
理
 

紫

何
が
あ

た
ん
だ

 
紫
 

お

御
師
匠
様

服
を
着
て
く
だ
さ
い
せ
め
て

 
下
だ
け
で
も
い
い
で
す
か
ら

 
紫
 

や
れ
や
れ
し

う
が
な
い
な

 
紫
も
年
頃
な
の
か
服
を
着
ろ
と

て
き
た

 

ン

 

か

て
い
た
風
呂
か
ら
出
て
紫
に

わ
れ
た
と
お
り
下
の
部
分
に

オ
ル
を

く

 
理
 

お

い
紫

オ
ル
を

い
た
か
ら
出
て
き
て

 
い
い

 
紫
 

し

失
礼
し
ま
す

 
そ
う

い
つ
つ
紫
は
ス
キ
マ
か
ら

を
出
す

 
理
 

そ
れ
で
ど
う
し
た
ん
だ

 

オ
ル
を
下
に

い
た
理
久
兎
は
も
う
一

の

オ
ル
で
体
を

き
な
が
ら
聞
く
と

 
紫
 

そ
う
大
変
な
の
よ
幽
々
子
が



 第１４３話 死への前兆

 
理
 

お
い
お
い
と
り
あ
え
ず

ち
着
け

 
紫
 

は

は
い

 
理
 

亜
狛

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
外
か
ら
亜
狛
の

が
聞
こ
え
出
す

 
亜
狛

今
度
は
何
で
す
か

 
理
 

急
に
耶
狛
を
部

に
呼
べ

 
亜
狛

わ

分
か
り
ま
し
た

 

の

的
に
何
か
異
変
と
亜
狛
は
察
知
し
た
の
か
走

て
耶
狛
を
呼
び
に
向
か

た

 
理
 

こ
こ
じ

あ
れ
だ
か
ら
部

に
行
く

 
紫
 

え

え

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は

と
体
を

き
服
を
着
て
紫
と
部

に
行
く
の
だ

た

 
神
様

少
女

動
中

 
理
久
兎
が
部

に
着
く
と
も
う

に
亜
狛
と
耶
狛
が
い
た

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
マ
ス

 
亜
狛

急
に
呼
べ
何
て
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理
 

紫

何
が
あ

た
か
を
教
え
て
く
れ

 
何
が
あ

た
の
か
紫
に
説
明
を

め
る
こ
と

 
紫
 

幽
々
子
が
怪
我
を
し
た
の
よ

 
理
 

え

と

そ
れ
だ
け

 
怪
我
ぐ
ら
い
で
風
呂
か
ら
出
て
き
て

か
さ
れ
た
の
で
は
た
ま

た
も
の
で
は
な
い

 
紫
 

ご
め
ん
な
さ
い
説
明
不

で
し
た
わ

幽
々
子

 
が
自
分
で
自
分
を

で

つ
け
た
の
よ

 
理
 

お
い
そ
れ
は
本
当
か

 

月
前
に
会

た
時
は
あ
ん
な
に

の
ぼ
の
と
し
て
い
た
印
象
が
あ

た
子
が
自
分
で
自

分
を

つ
け
た
こ
と
に
理
久
兎
は

く
し
か
な
か

た

完
全
に
自
殺
を
し
よ
う
と
し
た
み
た
い

な
感
じ
だ
が
あ
の

気
的
に
あ
の
子
が
自
殺
す
る
と
は
思
え
な
い

 
理
 

紫

幽
々
子
の
所
に
行
か
せ
て
く
れ
そ
こ
で

 
何
が
あ

た
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
そ
う

う
と
紫
は
ス
キ
マ
を
開
く
準
備
を
す
る

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
推
理
を
し
て
い
た
の
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か 
亜
狛

で
も
自
分
で
自
分
を

す
な
ん
て
そ
れ

て
家

 

が
悪
い
と
か
ス
ト
レ
ス
を

え
て
い
た

 
と
か

 
耶
狛

う

ん
自
分
で
自
分
を

そ
れ

て
自
殺

 
亜
狛
と
耶
狛
が
そ
う
推
理
に
つ
い
て
自
分
は

を

に

て

定
す
る

 
理
 

い
や
あ
の
娘
に

て
そ
れ
は
ま
ず
無
い

な
ん

 
だ
が
家

の

は
見
た
感
じ
良
か

た
し
ス
ト

 
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
か

た

 
だ
か
ら
自
殺
す
る
理
由
に
も
な
ら
な
い
ん
だ
け
ど

 
な

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

 
耶
狛

や

り
調
べ
る
し
か
な
い
か

 
そ
う

て
い
る
と
紫
が
理
久
兎
達
に
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紫
 

御
師
匠
様

準
備
が
出
来
た
わ

直
ぐ
に
行
き
ま

 
し

う

 
理
 

亜
狛

耶
狛

今
回
は

人
に
も
手
伝

て

し

 
い
俺
か
ら
見
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も

 
し
れ
な
い
が

人
な
ら
何
か
気
づ
く
か
も
知
れ
な

 
い
し
な

 

人
は
元
は
狼
と

う

性
動
物
な
た
め
何
か
し
ら
の
危
険
を
す
ぐ
さ
ま
察
知
で
き
る
と
感

じ

人
に
同
行
し
て

し
い
と
頼
む

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

論

紫
ち

ん
の
友
達
の
た
め
だ
も
ん

 

人
は
理
久
兎
の

た
こ
と
に

を
し
た

 
理
 

よ
し
紫

亜
狛

耶
狛

行
く

 
亜
狛

了
解

 
耶
狛

う
ん

 
紫
 

行
き
ま
し

う
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そ
う
し
て

人
は
ス
キ
マ
に
入

て
い

た

 
そ
し
て
こ
こ
白
玉
桜
で
は

 
妖
忌

幽
々
子
様

 
幽
 

 
布
団
で

て
い
る
幽
々
子
を

し
な
が
ら
妖
忌
は
主
人
で
あ
る
幽
々
子
の
名
前
を
呼
ぶ

す

る
と
妖
忌
の
前
に
ス
キ
マ
が
開
く

 
妖
忌

あ
れ
は
紫
殿
の
ス
キ
マ

 
そ
し
て
そ
の
中
か
ら

 
理
 

妖
忌
さ
ん
幽
々
子
さ
ん
は

 
亜
狛

こ
こ
が
マ
ス

の

て
い
た
白
玉
桜

 
耶
狛

の
良
い
香
り

 
紫
 

妖
忌

幽
々
子
は

 
理
久
兎

紫

亜
狛

耶
狛
が
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る

 
そ
し
て
妖
忌
は

 
妖
忌

理
久
兎
殿

そ
れ
に
紫
殿
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そ
う

う
と
妖
忌
は
下
を
見
る

 
理
久
兎
達
も
下
を
み
る
と
布
団
で

て
い
る
幽
々
子
が
い
た

 
紫
 

幽
々
子

 
亜
狛

こ
れ
が
紫
さ
ん
の
友
達
の
幽
々
子
さ
ん

 
耶
狛

お
姫
様
み
た
い
な
娘
だ

 
理
 

妖
忌
さ
ん
何
が
あ

た
か
を
説
明
し
て
く
れ

 
妖
忌

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
妖
忌
は
説
明
を
し
て
く
れ
た

紫
と
幽
々
子
そ
し
て
妖
忌
と
で
楽
し
く
目
の
前
の
桜

を
見
な
が
ら
会
話
を
し
て
い
る
と
幽
々
子
が
何
を
思

た
の
か
少
し

を
外
し
紫
と
妖
忌
は

だ

ろ
と
思

て
い
る
と
幽
々
子
が
帰

て
く
る
と
そ
の
手
に

が

ら
れ
て
い
た
こ
と
そ
し
て
妖

忌
が
何

を
持

て
き
た
の
か
を
問
い
た
だ
す
と
突
然
幽
々
子
が
自
身
の
胸
を
そ
の

で

こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
妖
忌
が

め
て
自
分
の

を

し
た
こ
と
を

べ
た

 
紫
 

御
師
匠
様
何
か
わ
か
り
ま
し
た
か

 
紫
に
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 

す
ま
な
い
が
よ
く
分
か
ら
な
い
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亜
狛

う

ん
や
は
り
わ
か
り
ま
せ
ん

 
耶
狛

私
も
よ
く
分
か
ら
な
い

 
妖
忌

 
そ
し
て
理
久
兎
は
少
し

え
て
あ
る
こ
と
を
聞
く

 
理
 

妖
忌
さ
ん
そ
う
い
え
ば
幽
々
子
さ
ん
の
親
や

 

の
従
者
の
方
々
は

 
理
久
兎
は
幽
々
子
の
親
に
つ
い
て
聞
く
と
妖
忌
は

を
う
つ
む
か
せ
な
が
ら

 
妖
忌

皆

死
に
ま
し
た

 
そ
う

い
な
が
ら
妖
忌
は

く
り
と
今
に
も

き
そ
う
な
桜
を
指

し
て

 
妖
忌

あ
の
桜

⻄
行
桜
の
前
で

 
理
 

そ
れ

て

 
そ
し
て
妖
忌
は
更
に
話
を
続
け
る

 
妖
忌

か
つ
て
先
代
の
⻄
行
寺
家
の
当
主
聖

様
ま
た
を

 
幽
々
子
様
の
父
上
様
は
こ
よ
な
く
桜
を
愛
し
て
お

 
り
ま
し
た

そ
し
て
聖

様
は
⻄
行
桜
で
生

を
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終
わ
り
た
い
と

い
⻄
行
桜
の
前
で
生

を
閉
じ

 
ま
し
た

 
亜
狛

で
も
そ
れ
だ
け
じ

 
耶
狛

な
い

よ

 
亜
狛
と
耶
狛
が

う
と
妖
忌
は

き
話
を
続
け
る

 
妖
忌

そ
し
て
そ
の
聖

様
が
死
ん
だ
後
そ
れ
を
追
う

 
か
の
よ
う
に
次
々
と
⻄
行
桜
の
前
で
従
者
達
は

 
自
殺
を
し
ま
し
た

そ
れ
が
原
因
な
の
か
幽
々

 
子
様
の
能
力
は
変
わ

て
し
ま
い
ま
し
た

 
理
 

能
力

因
み
に
そ
の
能
力
は

 
理
久
兎
が
そ
れ
を
聞
く
と
妖
忌
は
そ
れ
に
つ
い
て
も
話
始
め
る

 
妖
忌

幽
々
子
様
の
本
来
の
能
力
は

死
霊
を

る
程
度

 
の
能
力

で
し
た
が

 
妖
忌
が
そ
う

い
う
と
今
度
は
紫
が
話
す

 
紫
 

幽
々
子
の
能
力
は

死
を

る
程
度
の
能
力

に
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な

た
の
よ

 
理
 

な
る

ど

亜
狛

耶
狛
あ
の
桜
で
感
じ
る

 
こ
と
は

 
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
に
聞
く
と

 
亜
狛

は

き
り

い
ま
す
と
あ
の
桜
は

 
耶
狛

に
違
和
感
を
感
じ
る
よ
何
て

う
か

 
近
づ
き
た
く
な
い

 
理
久
兎
は

人
の
勘
を
信
じ
て
い
た

人
は
本
来
は
狼
だ
つ
ま
り

生
の
勘
が

い
た
よ

う
だ

 
理
 

そ
う
か
な

最
後
に
そ
の
従
者
達
や
幽
々
子

 
の
お
父
さ
ん
が
死
ん
だ
時

て
あ
の
桜
が
満
開

 
の
時
か

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
妖
忌
は

い
て

 
妖
忌

よ
く
わ
か
り
ま
し
た

理
久
兎
殿
ま

た
く

 
そ
の
と
お
り
で
す
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理
久
兎
は
今
の
妖
忌
の
こ
と
を
聞
い
て

信
し
た

恐
ら
く
幽
々
子
が
自
殺
し
よ
う
し
た
こ
と

は
前
兆
に
過
ぎ
な
い
こ
と

あ
の
桜
が
満
開
に
成
れ
ば
ど
う
な
る
か
理
久
兎
は
嫌
な
想

を
し
て

し
ま

た

こ
の
場
の
自
分
と
亜
狛
と
耶
狛

外
の
紫
や
妖
忌
そ
し
て
幽
々
子
が
死
ん
で
し
ま

た
姿
を

 
理
 

妖
忌
さ
ん
あ
の
桜
が
満
開
に
な
れ
ば

 
恐
ら
く
幽
々
子
さ
ん
は

実
に
死
に
ま
す

 
そ
う

う
と
妖
忌
と
紫
は

い
て
理
久
兎
に
理
由
を

て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
れ

て

 
妖
忌

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
理
久
兎
殿

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
は
狼
の
妖
怪
神
使
で
す
狼
等
の

 
動
物
は
勘
が
物

く

き
ま
す
そ
の

人
が
近

 
づ
き
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は

そ
れ
は
危
険

 
を
察
知
し
た
か
ら
で
す

 
紫
 

だ
か
ら

て
死
ぬ
な
ん
て

 
紫
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
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理
 

い
や
恐
ら
く
あ
れ
は
死
ん
で
い

た
従
者
達
の

 

気
な
ど
を
大

に

て
る
と

え
る
と
あ

 
の
桜
は
満
開
に
な
り
た
い
が
た
め
に
ま
た

気

 
を

い

く
し
て
こ
こ
に
い
る
者
達
を

実
に

 
殺
す

い
わ
ば

悪
の
一
種
だ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
紫
と
妖
忌
は

を
真

に
す
る

 
紫
 

な
ら
ど
う
す
る
の
で
す
か

 
紫
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

 
理
 

妖
忌
さ
ん
あ
の
桜
が
満
開
に
な
る
の
に

り

 
何
日
ぐ
ら
い
で
す
か

 
妖
忌
に
聞
く
と
妖
忌
は
あ
の
桜
を
ま
じ
ま
じ
と
見
な
が
ら

 
妖
忌

恐
ら
く

り

間
か
と

 
妖
忌
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
自
身
の

え
た
結
論
を

え
る

 
理
 

な
ら
あ
れ
を
封
印
す
れ
ば
い
い

 
紫
 

ふ

封
印
で
す
か
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理
 

あ

直
ぐ
あ
れ
を
封
印
す
る
術
式
を

え
て

 
作
ら
な
い
と
恐
ら
く
幽
々
子
は
死
ぬ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
妖
忌
も
幽
々
子
を
死
な
せ
な
い
が
た
め
に
理
久
兎
に
協
力
す
る
事
を
決

意
す
る

 
妖
忌

な
ら
ば
理
久
兎
殿
こ
こ
白
玉
桜
で
泊
ま

て

 
い

て
く
だ
さ
い
そ
う
す
れ
ば
時
間
が
短

 
で
き
ま
す

 
理
 

あ
り
が
と
う
妖
忌
さ
ん
亜
狛
に
耶
狛
そ
れ
か
ら

 
紫

術
式
を
作
る
の
に

人
の
力
を

し
て

 
く
れ
な
い
か

 
亜
狛

論
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
耶
狛

私
も
や
る

 
紫
 

幽
々
子
を
助
け
る
た
め
な
ら

 

人
は
了

を
し
て
く
れ
る

な
ら
ば
後
は
作
る
だ
け
だ

 
理
 

な
ら
作
る
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そ
う
し
て
理
久
兎
は
直
ぐ
に
部

へ
と

り
術
式
製
作
を
始
め
る
の
だ

た



 第七章 死の香り漂いし冥界の桜

 
第
１
４
４
話
 
秩
序
の
意
味

 
幽
々
子
を
助
け
る
べ
く
理
久
兎
達
は
⻄
行
妖
を
封
印
す
る
準
備
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い

た 
理
 

紫

先
に

て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る

 
紫
 

何
か
し
ら
御
師
匠
様

 
理
 

今
回
の
⻄
行
妖
の
封
印
す
る
に
あ
た

て
は

 
紫
の
存

が

と
な
る

 
紫
 

私
の
存

が

 
理
 

あ

俺
と
亜
狛
に
耶
狛
そ
し
て
最
後
に
妖
忌
さ
ん

 
と
で

す
る
⻄
行
妖
を

え
る
そ
の
間
に
紫
は

 
俺
が
作
る
封
印
の
術
を
使

て
⻄
行
妖
を
封
印
し

 
て

し
い

 
紫
 

で
も
私
よ
り
御
師
匠
様
が

任
で
は

 
紫
が
そ
う

う
が
⻄
行
妖
が
ど
の
よ
う
な

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
の
か
も
ま
た

が
多
く
も
し
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の
事
で
詠
唱
が
中
断
し
て
し
ま
う
も
ま
た
最
初
か
ら
や
り
直
し
と
な

て
し
ま
う

そ
う
な
る
と

自
分
は
前

に
出
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
と

え
た

 
理
 

か
に
俺
が
や

て
も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
が
俺
よ
り
も
紫
の
方
が

妖
術
に
は
⻑
け
て
い

 
る
俺
は
そ
こ
を
見
て

え
た
ん
だ
が
な

 
紫
は
不
安
を

い
て
い
る
の
か
少
し
う
つ
向
い
て
い
た

 
紫
 

私
で
い
い
の
か
し
ら

 
理
 

心

す
る
な
幽
々
子
を
救
い
た
い
と
心
か
ら

 
願
え
ば
成

す
る
し
俺
は
信
じ
て
る
よ

 
不
安
を

い
て
い
る
紫
を

ま
す

だ
が
自
分
は
信
じ
て
い
る

紫
な
ら
ば
や

て
く
れ
る
と

彼
女
は
不
安
な

か
ら

に
な
る

 
紫
 

ふ
ふ

あ
り
が
と
う
御
師
匠
様
気
持
ち
が

く

 
な
り
ま
し
た
わ

 
そ
う

う
と
紫
の
頭
に
手
を
置
い
て

い
な
が
ら

 
理
 

そ
れ
で
良
い
よ

の
力
を
脱
い
て
リ
ラ

ク
ス
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し
な
い
と
こ

ち
が

れ
る
か
ら
な

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

さ

て
と
い

ち

作
り
ま
す
か

 
紫
も
今
出
来
る
こ
と
を
し
な
さ
い

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
紫
の
頭
か
ら
手
を

し
てす

ず
りと

を

意
し
始
め
る

 
紫
 
こ
の
ま
ま
い
る
と
御
師
匠
様
の
邪
魔
か
し
ら

 
あ
り
が
と
う
御
師
匠
様

 
そ
う
思

た
紫
は
理
久
兎
の
邪
魔
に
な
る
と

え
て
部

か
ら
そ

と
出
て
い

た

 
理
 

行

た
な

 
紫
が
い
な
く
な
る
の
を

し
断
罪
神
書
か
ら
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
て

手

に
そ
の
ナ
イ
フ

を

し
当
て
て

 
ザ

 
理
 

て

 
自
身
の

手

を

く
斬
る
と
そ
こ
か
ら

が

れ
出
て
く
る

 
理
 

こ
れ
を

に
入
れ
な
い
と
後
は
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理
久
兎
は

を

に
流
し
込
み
自
身
の
能
力

理
を

る
程
度
の
能
力

を
発
動
さ
せ
て

 
理
 

ル

ル理
を
制
定
す
る
我
が

で
書
か
れ
た
文

は
邪

 
を
撃
つ
力
を

る

 
そ
う
唱
え
る
と
理
久
兎
が

に
流
し
込
ん
だ

と
今
も
理
久
兎
の
手

か
ら
流
れ
て
い
る

が

一

光
る
と
ま
た
元
の

の

に

る

そ
れ
を

の
半
分

ど
入
れ
る
と
今
度
は

手
の
人

し
指
を
か
ざ
し
て

 
理
 

フ
レ
イ
ム
シ

ド

 
魔
法
を
唱
え
る
と
人

し
指
に
小
さ
な
火
の
玉
が
出
来
る

そ
し
て
そ
の
火
の
玉
を

  
理
 

う

ぐ

 
先
程
斬

た
自
身
の

手

に

し
当
て
て

を
す
る

 
理
 

は

は

結

い
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は

を
整
え
て

 
理
 

後
は

と
合
わ
せ
て

 
そ
う
し
て
水
の
代
わ
り
に
自
身
の

で

を

き
そ
し
て

に
そ
の
特
製
の

を

け
て
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理
 

や
る
か

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
術
式
を
書
き
始
め
る
の
だ

た

そ
し
て
術
式
を
書
く
こ
と
数
時
間
後
夕

日
が
空
を
紅
く

め
上
げ
る
夕
方
の
時
間

に
な
り
始
め
る

す
る
と

 
亜
狛

マ
ス

⻄
行
妖
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん

 
耶
狛

こ

ち
も
異
常
無
し
だ
よ

 
と

い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
が
理
久
兎
の
部

に
や

て
来
て
状

を
報
告
し
に
や

て
く

る

さ

き
ま
で
亜
狛
と
耶
狛
が
い
な
い
こ
と
に

何
で
だ

と

問
に
思

た
読
者
様
の

た
め
に

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
⻄
行
妖
の
見

り
を
し
て
い
る

命

る
も
の
が
近

く
と
危
険

な
⻄
行
妖
だ
が
今
の
亜
狛
と
耶
狛
は
不
老
不
死

気
を

い
取
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
命
も
取
ら

れ
な
い
こ
と
を
見

し
て
理
久
兎
は

人
に
⻄
行
妖
を
見

る
こ
と
を
命
じ
た
の
だ

 
理
 

そ
う
か

な
ら
良
か

た

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
の
方
を
向
く
と
亜
狛
と
耶
狛
は

き
の

を

し

た 
亜
狛

ま

マ
ス

大
丈
夫
で
す
か

 
耶
狛

い

だ
よ
マ
ス
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理
 

そ
う

か

 
自
身
の

を
何

か
失

て

に
な
り
つ
つ
も
文

を
書
き
続
け
た
結
果

が

く

む
く
ん
で
真

に
な

て
い
る
の
だ
ろ
う

 
亜
狛

マ
ス

少
し
休
ん
で
下
さ
い

 
耶
狛

じ

な
い
と
死
ん
じ

う
よ

 

人
が

め
よ
う
と
手
を

に
置
く
が
そ
の
手
を

り

い

 
理
 

め
る
な

今
は
書
き
続
け
る
し
か
な
い
ん
だ

 

に
い
れ
た

が
固
ま
る
と

が

ん
で
し
ま
う
た
め
完
成
ま
で
は
書
き
続
け
る
し
か
な
い
の

だ 
亜
狛

何
で
で
す

て
マ
ス

そ
の

手

は

 
耶
狛

え

マ
ス

そ
の
火

の

は
何

 
理
 
や
べ

 

人
に
リ
ス
ト
カ

ト
し
た

を
見
ら
れ
て
理
久
兎
は
そ
れ
を

手
で

す

さ
ら
に
亜
狛

と
耶
狛
は

 
亜
 

ん

か
に

の

い
が
し
ま
す
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耶
 

し
か
も
そ
の

か
ら

マ
ス

ま
さ
か

 
亜
狛
と
耶
狛
は

か
ら
出
て
い
る

の

い
を

ぎ
と
り
理
久
兎
に

め

る

そ
し
て

魔

化
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
感
じ
て

 
理
 

紫
達
に
は

う
な
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
術
式
を
書
き
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の

を
説
明
し
た

 
亜
狛

マ
ス

方

て
人
は

 
耶
狛

何
で
そ
こ
ま
で
す
る
の

 
亜
狛
と
耶
狛
は
自
分
達
の
主
人
が
そ
こ
ま
で
や
る
理
由
が
分
か
ら
な
か

た
の
か

う
が

 
理
 

自
分
の
弟
子

義
娘
の
た
め
に
命
を

る
の
は

 
当
然
だ
昔
に
そ
う
覚
悟
は
し
た
か
ら
な

 
弟
子
を
持
つ
と
い
う
事
は
育
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
だ
け
の
愛
情

は
注
ぎ
た
い
の
だ

 
亜
狛

だ
か
ら

て

 
耶
狛

マ
ス

自
分
の
事
も

え
な
い
と

 
理
 

こ
の
世
に
生
と
死
が
あ
る
の
は
知

て
る
よ
な
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人
に
そ
う
聞
く
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

論
で
す

そ
し
て
そ
れ
を
作

た
の
は

 
耶
狛

マ
ス

の
弟
ち

ん
と
妹
ち

ん
だ
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ

だ
が
本
来
そ
れ
は

が
る
こ
と

 
は
な
か

た
ん
だ

 
亜
狛

え

 
耶
狛

て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
よ

 

人
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
更
に
話
を
続
け
る

 
理
 

本
来
は
イ
ザ
ナ

の
生
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
は
こ
の

 
世
に
あ

て
も
実
現
は
出
来
な
か

た
の
が
現
状

 
だ

た

だ
が
そ
れ
を
俺
は
自
身
の
能
力

理

 
を

る
程
度
の
能
力

を
使

て
生
と
死
を

げ

 
て
実
現
し
た
ん
だ

 
亜
狛

待

て
く
だ
さ
い
そ
れ

て

 
耶
狛

マ
ス

が
そ
れ
を

げ
た
か
ら
こ
の
世
に
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生
と
死
の
理
が
誕
生
し
た

て
こ
と

 
理
 

そ
う
だ

 
つ
ま
り
も

と

く

え
ば
月
の
⺠
達
が
嫌
が
る

れ
と
い
う

を
生
ん
だ
の
は
自
分
で
あ

る 
亜
狛

そ
う
な
る
と
妹

耶
狛
が
死
に
そ
う
に
な

た
原

 
因
も

今
こ
う
し
て
幽
々
子
さ
ん
が
死
に
そ
う
な

 
の
も

 
耶
狛

マ
ス

の
理

の
せ
い
な
の

 
理
狛

そ
う
な
る
な

 
理
久
兎
は
術
式
を
書
く

を

め
る

亜
狛
と
耶
狛
の

て
い
る
こ
と
は
間
違

て
は
い
な

い

本
的
な
理
由
と
し
て
は
全
て
自
分
が
創

た
理
の
せ
い
な
の
だ
か
ら

理
を

じ

げ
て

生
か
す
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い

だ
が

人
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
は
出
来
な
い

自
身
の
能

力
は
全
て
の
⺠
が
死
ぬ
ま
で
の
間
を

一

生
き
る
た
め
に
あ
る
の
だ
か
ら

す
る
と
亜
狛
は

 
亜
狛

マ
ス

つ

て
お
き
ま
す

 
理
 

何
だ
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亜
狛

マ
ス

が
そ
れ
に

任
を
と
う
こ
と
は
無
い
ん

 
で
す
よ

 
理
 

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
亜
狛

か
に
マ
ス

が
創

た
理
を
死
を
私
は
一
時
期

 

み
ま
し
た

で
す
が
そ
の
お
か
げ
で
今
こ
う
し

 
て
マ
ス

の
従
者
に
な

た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

 
て
い
る
の
も
事
実
な
ん
で
す
よ

 
理
 

亜
狛

 
亜
狛
が
そ
う

う
と
今
度
は
耶
狛
が
胸
を

り
な
が
ら

 
耶
狛

そ
う
だ
よ
マ
ス

か
に
そ
の
理
は
生
あ
る

 
者
達
か
ら
す
れ
ば

む
か
も
し
れ
な
い

だ
け
ど

 
マ
ス

の
創

た
理
が
無
か

た
ら
今
ご
ろ
世

 
界
は
無
秩
序
だ
よ

だ
か
ら
気
に

む
こ
と
は
無

 
い
ん
だ
よ

 
理
 

耶
狛
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亜
狛

だ
か
ら
マ
ス

そ
う
思
い

め
な
い
で
下
さ
い

 
耶
狛

そ
う
だ
よ
マ
ス

 

人
の
従
者
に
そ
う

わ
れ
た
主
人
こ
と
理
久
兎
は

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま
さ
か
従
者
に
そ
こ
ま
で

わ
れ
る

 
と
は
な

 
そ
う

わ
れ
自
分
は

を
置
く
と

 
理
 

な
ら
少
し
だ
け
休
む
よ

 
亜
狛

そ
れ
が
一
番
で
す

耶
狛

等
の
治
療
道

 
を
妖
忌
さ
ん
か
ら

て
き
て
く
れ

 
耶
狛

わ
か

た
よ

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
妖
忌
か
ら

等
を

う
た
め
に
部

か
ら
出
て
い

た

 
理
 

亜
狛

少
し
だ
け

眠
を
と
る
か
ら

分
た

 
た
ら
起
こ
し
て
く
れ

 
そ
う

う
と

に

り
か
か

て
楽
な
体
制
に
な
る
と

 
理
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く

眠
を
取
る
こ
と
に
し
た

そ
し
て
す
ぐ
に

た
理
久
兎
に

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
理
久
兎
の

わ
れ
た
こ
と
に
返
事
を
す
る
の
だ

た

そ
し
て

耶
狛
が
妖
忌
か
ら

を

て
き
て
そ
れ
を
理
久
兎
の
リ
ス
ト
カ

ト
し
た

に

き

け
て
治
療
を
し
し
ば
ら
く
理

久
兎
を

か
せ

分
後
に
は
理
久
兎
に

わ
れ
た
と
お
り
亜
狛
は
理
久
兎
を
起
こ
し
て
理
久

兎
は
術
式
の
作
成
の
仕
事
に
再
度
取
り
か
か
る
の
だ

た

来
た
る
べ
き
の
戦
い
に
備
え
て
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第
１
４
５
話
 
弟
子
と
師
匠

 
理
 

な

何
と
か
書
き

終
わ

た

 
よ
う
や
く
封
印
術
式
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
成

さ
せ
た

作
る
に
あ
た

て
は

に
な
り

従
者
に

め

ら
れ
た
り
と

々
あ

た
が
何
と
か
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
た

そ
し
て
⻄
行
妖

が
満
開
に
な
る
ま
で

り

日
と
な

て
い
た

 
理
 

あ

バ
イ

目
が
ク
ラ
ク
ラ
す
る

 
も
う
理
久
兎
の
体
力
も

の

も

界
に
達
し
て
い
る
の
か
ふ
ら
ふ
ら
す
る
し
目
も
回

て

き
た

す
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様

入

て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
部

の
外
か
ら
紫
の

が
聞
こ
え
て
く
る

 
理
 

あ

い
い

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

が
開
か
れ
紫
の

が
現
れ
る

 
紫
 

御
師
匠
様

夕
食
が

御
師
匠
様

 
紫
が
理
久
兎
の

を
見
る
と
亜
狛
と
耶
狛
の
よ
う
に

き
の
反

を

し
た

そ
れ
も
そ
の
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今
の
自
分
の

は

 
理
 

お

お

す

 
死
人
の
よ
う
に
真

に
な

て
い
る
の
だ
か
ら

約

日
間
部

に

り

き
り
で
特
製

入
り
の

が
無
く
な
る
度
に
自
身
の

を
斬

て
は

斬

て
は

を

り
返
し

て

が
切
り

と
火

だ
ら
け
と
見
て
い
て

い

と
な
り
更
に
そ
れ
を

す
た
め
に

を

く
か
ら

は
も
や
は
怪
我
人
の

に
な

て
い
た

も
う

は
結

な

を
失

て
も
は

な
や

の
度
を

え
て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様

大
丈
夫
で
す
か

 
そ
う

て
紫
は
自
分
に

け

る

弟
子
を
心

さ
せ
た
く
は
な
い
が
た
め

 
理
 

あ

大
丈
夫
だ

問

な
い

 
紫
 

問

な
く
は
な
い
わ

す
ぐ
に

に
な

て

 
理
 

い
や
だ
か
ら
大
丈

 
紫
 

い
い
か
ら

に
な
り
な
さ
い

 
理
 

わ
か

た
よ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

い
て
あ
る
布
団
に
入
り

に
な
る
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紫
 

御
師
匠
様

教
え
て
下
さ
い
一
体
ど
う
し
て

 
こ
ん
な
こ
と
に

 
理
 

紫

そ
の

に
あ
る
物
を
取
り
な
さ
い

 
紫
 

 
紫
は

て

わ
れ
た

を
見
る
と

り

ま
れ
た

の
紙
が
そ
こ
に
は
置
い
て
あ
る
の

を

し
た

そ
し
て
そ
れ
を
手
に
取
り

 
紫
 

御
師
匠
様
こ
れ
は

 
理
 

そ
れ
は
対
⻄
行
妖

の
封
印
術
式
を
閉
じ
た

 
紙
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
紫
は

い
た
の
か
目
が
点
に
な

て
い
た

こ
れ
で
幽
々
子
を
救
え
る
と
い
う

喜
び
も
あ

た
の
だ
ろ
う
が
自
分
に
無
理
を
さ
せ
て
し
ま

た
い
う
罪
悪
感
も

か
ら
出
て
い

た 
紫
 

御
師
匠
様

そ
ん
な
無
理
を
し
て
ま
で

 
理
 

ア
ハ
ハ

紫
に
と

て
幽
々
子
ち

ん
は

 
友
達
な
ん
で
し
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紫
 

え

友
達
と
い
う
よ
り
親
友
か
し
ら

 
親
友
か

ま
さ
か
弟
子
か
ら
そ
ん
な

葉
が
聞
け
る
時
が
来
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

 
理
 

そ
う
か

紫

俺
は
な

紫
に
友
達
が
出
来

 
た

て
聞
い
た
時
す
ご
く
嬉
し
か

た
よ

 
紫
 

え

 
理
 

今
ま
で
は
俺
が
殴
り
合

た
り
し
て
出
来
た
友

 
や
夢
を
共

し
合

て
出
来
た
友
達
と
友
達
に

 
な

て
ば
か
り
だ

た
け
ど

自
分
自
身
か

 
ら
胸
を
は

て
友
達
が
出
来
た
と

わ
れ
た
時

 
は
本
当
に
嬉
し
か

た
ん
だ
よ

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

だ
か
ら
紫
に
と

て
自
分
自
身
か
ら
歩
ん
で
出
来

 
た
初
の
友

親
友
で
あ
る
幽
々
子
ち

ん
を
ど
う

 
し
て
も
救
い
た
か
た

ん
だ
よ

 
紫
 

御
師
匠

様
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そ
れ
を
聞
い
て
紫
の
目
か
ら
は

が

れ

ち
自
分
の
服
に

ん
で
い
く

本
当
に
昔
か
ら

き

な
ん
だ
か
ら

 
理
 

く
な
よ

 
何
と
か
若

動
く

手
で
紫
の

し
く
を

る
と
そ
の
手
を

て

 
紫
 

御
師
匠
様

も
う
無
理
す
る
の
は

め
て

 
下
さ
い

 
理
 

そ
う

だ
な

え
て
は
お
く
よ

 
妖
忌

理
久
兎
殿

 
突
然

が
し
た
た
め
そ
の
方
向
を
向
く
と
妖
忌
が

を
出
し
て
き
た

 
理
 

妖
忌
さ
ん

い
て
ま
し
た

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
紫
の

を

れ
る
の
を

め
て
布
団
に

を
入
れ
な
が
ら
聞
く
と

妖
忌
は

き
話
を
進
め
る

 
妖
忌

幽
々
子
様
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
し
て
い
た
だ
い

 
て
本
当
に
か
た
じ
け
な
い

 
理
 

気
に
し
な
く
て
い
い
よ

俺
の
自

満

だ
し
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妖
忌

い
や
そ
う

う
わ
け
に
は

 
紫
 

妖
忌
さ
ん

夕
食
を

御
師
匠
様
の
夕
食
を

 
こ
こ
に
持

て
き
て

え
る
か
し
ら

 
理
 

紫

 
妖
忌

論
で
す
と
も

 
そ
う

う
と
妖
忌
は
厨
房
に
向
か

て
行

た

 
紫
 

御
師
匠
様
せ
め
て
今
は

く
り
休
ん
で
下
さ
い

 
理
 

あ

そ
う
す
る
よ

 
妖
忌

紫
殿

持

て

り
ま
し
た

 
そ
う

い
な
が
ら
妖
忌
は
夕
食
を
理
久
兎
の
近
く
に
置
く

妖
忌
の
作

た
メ
ニ

は

き
込
み
ご
飯

味

イ

ナ
の

き

 

の
花
の

げ
と
意
外
に
も

ら
し
い
料
理
だ

た

 
紫
 

あ
り
が
と
う
妖
忌
さ
ん

も
う
行

て
い
い
わ

 
妖
忌

す
み
ま
せ
ん

で
は
こ
れ
に
て

 
妖
忌
は
頭
を
下
げ
て
部

か
ら
出
て
い

た
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紫
 

さ
て
と
御
師
匠
様

お
口
を
開
け
て
く
だ
さ
い

 
紫
は

で

き
込
み
ご
飯
を
持

て
理
久
兎
の
口
に
近
づ
け
る

 
理
 

い
や
い
や

何

そ
う
な
る

 
紫
 

い
い
か
ら
食
べ
な
さ
い

 
理
 

え
と
そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
紫
に
食
べ
物
を
口
に
運
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
夕
食
を
終
え
た

 
紫
 

御
師
匠
様

そ
の

の
わ
り
に
は
よ
く
食
べ

 
た
わ

 
理
 

す
の
も
悪
い
か
ら
な

 
理
久
兎
は
妖
忌
が
作

た
料
理
を
見
事
完
食
を
し
た

そ
れ
に
こ
ん
な
状
態
に
な

た
か
ら
に

は
少
し
で
も
多
く
食
べ
て
体
力
を
回
復
さ
せ
た
い

 
紫
 

御
師
匠
様

私
は
こ
れ
を

け
に
行

て

 
き
ま
す
わ

 
そ
う

う
と
紫
は
理
久
兎
の
食
べ
た
食

な
ど
を

け
て
そ
れ
を
持

て
外
に
出
よ
う
と
す

る
と
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理
 

紫

俺
は
大
丈
夫
だ
か
ら
幽
々
子
の
所
に
行

て

 
あ
げ
な
さ
い

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
紫
は

 
紫
 

そ
れ
は
出
来
な
い
わ
今
の
御
師
匠
様
を

て

 
お
い
た
ら
ま
た
無
理
す
る
も
の

 
理
 

い
や
大
丈
夫
だ
よ

く
は
俺
も
動
け
な
い
し

 
紫
 

い
え
や

り
ま
た
来
る
わ

 
そ
う

う
と
紫
は
食

を
持

て
部

か
ら
出
て
い

た

 
理
 

や
れ
や
れ
強
情
な
子
だ
な

に

た
ん
だ
が

 

き
な
が
ら
天

の

み
を
数
え
つ
つ

 
理
 

本
当
に
強
情
な
子
だ
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
ま
た

眠
を
取
る
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
翌
朝

 
理
 

う

う

ん

 
意

が
覚
醒
し
出
す
と
体
が

い
こ
と
に
気
づ
き
自
分
の
体
を
見
て
み
る
と

 
紫
 

ス

ス
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紫
が
自
分
の
布
団
の
上
に
突

し
て

て
い
た

 
理
 
ま

た
く

起
こ
さ
な
い
よ
う
に

 
理
久
兎
は
紫
が
起
き
な
い
よ
う
に
そ

と
布
団
か
ら
出
る

 
理
 

断
罪
神
書
の

か

こ
こ
だ
な

 
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を

げ
て
自
身
の
上
着
も
と
い

か
ら

た
コ

ト
を

て
い
る
紫

に

布
が
わ
り
に
か
け
る

 
紫
 

う

う

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
そ
う

て
紫
の
頭
を

で
て
理
久
兎
は
久
々
に
部

の
外
に
出
る

 
理
 

そ
う
だ
幽
々
子
ち

ん
を
見
て
く
る
か

 
気
力
を

り

て

だ
に

て
い
る
だ
ろ
う
幽
々
子
を

き
に
行
く
事
に
し
た

 
理
 
幽
々
子
ち

ん
は
大
丈
夫
か
な

 
そ
う

え
て
理
久
兎
は
幽
々
子
の
い
る
部

を

く
と

 
理
 

あ
れ

も
い
な
い

 
そ
こ
に
は
幽
々
子
は
お
ろ
か

も
い
な
か

た

幽
々
子
が

て
い
た
で
あ
ろ
う
布
団
を

る
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と

か

た

 
理
 

ま
だ

か
い

ま
さ
か

 
カ

ン

 
す
ぐ
さ
ま

子
を
開
け
て
外
を
見
る
と
そ
こ
に
は

 
亜
狛

う

ん

 
耶
狛

う

ん

う

ん

 
亜
狛
と
耶
狛
が
地
面
か
ら

び
る
植
物
の

の
様
な
も
の
で
体
と
口
を
を

束
さ
れ
た
亜
狛
と

耶
狛
の
姿
と

 
妖
忌

う

 
桜
観

と
白
桜

を
地
面
に

し
て

れ

し
て
い
る
妖
忌
そ
し
て

 
幽
 

 
チ

キ

 
ナ
イ
フ
を
自
分
に

そ
う
と
す
る
幽
々
子
の
姿
が
あ

た

 
理
 

な

せ

 
理
久
兎
は
仙
術

雷
で
幽
々
子
に
近
づ
く
が
時
は

に

く
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ザ
ク

 
幽
々
子
は
自
分
の
胸
に
ナ
イ
フ
を

し
た
の
だ

た



 第１４６話 決戦 妖怪組 ⻄行妖

 
第
１
４
６
話
 
決
戦
 
妖
怪
組

⻄
行
妖

 
決
死
の

雷
も

し
く
幽
々
子
は
自

を
し
自
分
の

で
ど
ん
ど
ん

た
く
な

て
い

た

 
理
 

ぐ

 
幽
々
子
を

き

え
て
す
ぐ
さ
ま
後
退
し
胸
に
ナ
イ
フ
が

さ

た
幽
々
子
を

さ
ぶ
り
な
が

ら 
理
 

幽
々
子

幽
々
子

起
き
ろ
死
ぬ
な

 
だ
が
理
久
兎
の
決
死
の

び
は

し
く
幽
々
子
は
死
ん
だ
こ
と
を
告
げ
る
か
の
よ
う
に
体
が

た
く
な
り
も
う
動
く
気

は
な
い

 
亜
狛

う

ん

 
耶
狛

う
う
う
う

ん

 
そ
し
て

束
さ
れ
て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
は
⻄
行
妖
か
ら
の
び
て
い
る

か
ら
逃
れ
よ
う
と
必
死

に
も
が
く
が

が

ど
け
る
こ
と
は
な
く
理
久
兎
の
元
に
も
行
く
こ
と
も
出
来
な
い

す
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様
い

た
い
ど
う
し
た
の

 
と

い
な
が
ら
紫
が
走

て
や

て
来
る

理
久
兎
は

し
み
の

で
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理
 

紫

す
ま
ん

守
れ
な
か

た

お
前
の

 
友
達
を

親
友
を

 
紫
 

そ

そ
ん
な

幽
々
子

 
紫
は
幽
々
子
の
手
を

る
が
も
う
生
き
て
い
る
人
の
手
の
温
度
で
は
な
か

た
事
を
実
感
し
た

み
た
い
だ

 
理
 

す
ま
ん

紫

本
当
に
す
ま
な
い

 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
に
謝
り
続
け
て
い
る
と
突
然

 

 

 
聞
い
て
い
る
だ
け
で
不
快
感
を
表
す
よ
う
な

の

び
が

き
渡
る

 
紫
 

何

こ
の

び

 
理
 

 
理
久
兎
達
が

び
が
聞
こ
え
た
所
を
見
る
と
⻄
行
妖
が
満
開
と
な
り
そ
の

の

か
ら
は

を
表
す
よ
う
な

が
現
れ
て
い
た

そ
れ
と
同
時
に
亜
狛
と
耶
狛
を

束
し
て
い
る

は
更
に

め
上
げ
て
い

て
い
る
の
か
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亜
狛

む
ぐ

 
耶
狛

ん
ん

ん

 
亜
狛
と
耶
狛
も

し
み
始
め
る

人
は
不
老
不
死
だ
が

覚
は

て
い
る

お
そ
ら
く

び
て
い
る

の

が
さ
ら
に
き
つ
く
な
り

人
を

め
上
げ
て
い
る
こ
と
が
容

に
わ
か
る

か
の
よ
う
な

び
を
あ
げ
る

 
紫
 

御
師
匠
様

く
亜
狛
と
耶
狛
を
助
け
な
い
と

 
理
 

さ

ん

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

許
さ
ん

様
だ
け
は
何
が
あ

て
も
許
さ
ぬ

 
⻄
行
妖

 
理
久
兎
の
そ
の
一

と
共
に
大

の
霊
力
妖
力
が
あ
ふ
れ
で
て
く
る

こ
れ
に
は
最
高
神
の

理
久
兎
で
す
ら
も

の

も
ぶ
ち

レ
先
程
の
感
じ
て
い
た
脱
力
も
消
え
失
せ
た

た
だ

幽
々
子
を
殺
し
た
⻄
行
桜
を
へ
し

り
た
い
と
思

た

 
紫
 

お

御
師
匠

様
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幽
々
子
の
骸
を
そ

と

か
せ

び
を
あ
げ
る
⻄
行
妖
の
方
向
を
向
き
な
が
ら
立
ち
上
が
り
紫

に
指

を
出
す

 
理
 

紫

俺
が
や

た
紙
の
文

を

に
術
式
を

 
組
み
上
げ
ろ

 
紫
 

御
師
匠
様
は

 
理
 

俺
は
あ
の

⻄
行
妖

雑

を

り
取
る

 
そ
う

い
う
と
理
久
兎
は
⻄
行
妖
に
向
か

て

け
出
し
た

 
紫
 

御
師
匠
様

わ
か

た
わ

 
そ
し
て
紫
も
理
久
兎
に

わ
れ
た
通
り
理
久
兎
が
作
り
上
げ
た
術
式
を
読
み
始
め
術
式
を

開

さ
せ
て
い
く

 
⻄
桜

 
⻄
行
妖
は
向
か

て
来
る
理
久
兎
に
地
面
か
ら

を
出
し
て
の

撃
と
無
数
の

で

撃
を
仕

掛
け
て
く
る

 
理
 

断
罪
神
書

そ
し
て
来
い
黒

空
紅

 

け
出
し
な
が
ら
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら

本
の
刀

黒

と
空
紅
を
出
し
て
自
身
に
向
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か

て
来
る
⻄
行
妖
の

と

を

 
ザ
シ

ザ
シ

ブ

 

と

を
全
て
切
り

み
そ
れ
と
同
時
に
空
紅
の

の
追
加

撃
を
与
え
て

に
す
る

 
⻄
桜

 
理
 

ま
ず
は
俺
の
従
者
達
を
返
し
て
も
ら
う

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

を
し
て
亜
狛
と
耶
狛
の
近
く
に
ま
で
行
く
と

 
ザ
シ

ザ
シ

 
黒

で
亜
狛
と
耶
狛
を

束
し
て
い
た
⻄
行
妖
の

を
切
り

と
す

 
⻄
桜

ア

 
そ
し
て
解

さ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は
自
身
ら
を

束
し
て
い
た
⻄
行
妖
の

を

り

ど
き

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
マ
ス

 
耶
狛

助
か

た
よ

 
と

理
久
兎
に

う
と
理
久
兎
は

人
に
も
指

を
だ
し
た

 
理
 

亜
狛

耶
狛

お
前
ら
に
指

を
出
す

ま
ず
は

 
彼
処
に

れ
て
い
る
妖
忌
さ
ん
を

れ
て
後
退
し
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ろ

そ
れ
が
終
わ
り
次
第
紫
を
守
れ

 
亜
狛

マ
ス

は

 
理
 

俺
は
あ
の
雑

に
や
ら
れ
た
分
だ
け
取
ら
れ
た
分

 
だ
け
や
り
返
す

 
耶
狛

わ
か

た
よ

行
こ
う
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

 
そ
う
し
て
助
け
出
さ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は
妖
忌
の
救
出
に
向
か
う

 
だ
が
⻄
行
妖
も

ら
え
て
い
た

人
を
た
だ
逃
す

ど
バ
カ
で
は
な
い

 
⻄
桜

 
⻄
行
妖
は
妖
忌
の
い
る
方
に
向
か

て

を

ば
し
て
救
出
し
よ
う
と
す
る
妖
忌
を

う

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 
亜
狛
は
空
間
の

け
目
を
作
り
出
し
て
そ
こ
に

 
亜
 

シ

ト

 
が
ス
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地
面
に

ち
て
い
る

を

け
目
に

り
飛
ば
す
す
る
と
妖
忌
の
目
の
前
に
亜
狛
が

た

が
現
れ
る
と

 
耶
狛

大

 

ス
ン

 
耶
狛
の
能
力
で

大
化
し
巨
大
と
な

た

が

と
な
り
妖
忌
を
守
る

 
亜
狛

妖
忌
さ
ん

 
そ
う

う
と
亜
狛
は
妖
忌
の

を
持
ち

手
に
白
桜

を
持

て

 
耶
狛

私
も
運
ぶ
よ

 
そ
し
て
耶
狛
も
妖
忌
の

を
持
ち
桜
観

を
持

て
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
に
後
退
す
る
が

 

ン

シ

ル

シ

ル

シ

 
⻄
行
妖
は
亜
狛
と
耶
狛
が
作

た

の

を

し
そ
の

で
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て

を
持

て
い
る
妖
忌
の

人
に
襲
い
か
か
る
が

 
理
 

仙
術
六
式

斬

 
そ
う

い
理
久
兎
は
霊
力
と
妖
力
を
込
め
た

り
の
斬
撃

を

人
に
向
か

て
来
る
⻄
行

妖
の

に
当
て
る
と
そ
の

は
無
惨
に
切
り

か
れ
る
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亜
狛

助
か
り
ま
す
マ
ス

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

 
理
 

い
い
か
ら
行
け

 
理
久
兎
が
そ
う

い
⻄
行
妖
の
方
を
向
く
と

 
⻄
桜

 
⻄
行
妖
は
自
身
の
思
い
通
り
に
い
か
ず

々
と
キ
レ
始
め
て
い
た

 
理
 

俺
の
従
者
と
友
を

う
と
は
い
い
度
胸
だ
な
雑

 
風
情
が

た
だ
で
は
封
印
は
さ
せ

え

様

 
が
二
度
と
復
活
で
き
な
い
よ
う
に
無
惨
に
切
り

 
み

や
し
て

に
し
て
や
る
よ

 
⻄
桜

 
⻄
行
妖
は
理
久
兎
に
も
う
一
度
そ
の
無
数
の

で

撃
を
仕
掛
け
て
来
る
が

 
理
 

妖
忌
さ
ん

え
た
ら
悪
い
が
や
ら
せ
て
も
ら
う

  
理
久
兎
は
空
紅
を
黒

の
刀
身
に
置
き
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理
 

空
紅
の
全
発
火
能
力
を
解

 
そ
う

い
空
紅
を
ノ
コ

リ
と
同
じ
よ
う
に
引
く
と
空
紅
の
刀
身
に
３
０
０
０
度

上
の

火

を

わ
せ
る

 
理
 

終
の
秘

カ
ク

チ

 
空
紅
を
一

で
切
り

き
そ
の
約
３
０
０
０

上
の

火
で
理
久
兎
に
向
か

て
襲
い
か
か

る
⻄
行
妖
の

を
全
て

や
し
つ
く
す

そ
し
て
そ
の

火
は

か
ら

へ
と
伝
わ
り

 
⻄
桜

ア

 
⻄
行
妖
は
そ
の

火
に
よ

て

し
み
始
め
る

だ
が
そ
れ
で
も
⻄
行
妖
の
桜
は

と
な
る
ど

こ
ろ
か

だ
に

き
続
け
て
い
た

次
に
理
久
兎
の
と

た
行
動
は
⻄
行
妖
の

の

り
に
つ
い

て
い
る

に

シ

で
近
づ
き

 
理
 

こ
れ
は
幽
々
子
の

だ

 
グ
ザ

ブ

 
そ
の

に
空
紅
を
突
き

さ
す

そ
し
て
突
き

す
と
同
時
に
空
紅
の

火
の
追
撃
を
内
部
に

直

的
に

メ

を
与
え
る

 
⻄
桜

ア
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⻄
行
妖
は
そ
の

火
が

か
れ
理
久
兎
に
空
紅
を
突
き

さ
れ

し
そ
う
に
更
に

え
暴
れ
始

め
る

 

ン

ン

ン

シ

 
そ
し
て
そ
の

の
何
本
か
が
紫
に
当
た
ろ
う
と
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
紫
の
前
に
出
て

 
亜
狛

空
間
殺
法

 
耶
狛

行

て
狼
達

 
亜
狛
の
空
間
殺
法
と
耶
狛
の
妖
力
で
作
り
上
げ
た
狼
の

れ
が
紫
に
当
た
ろ
う
と
し
て
い
た

を
切
り

と
し
ま
た
は

し
て
紫
を
守
る

 
そ
し
て

に
術
を
唱
え
て
い
た
紫
も

 
紫
 

悪
し
き
そ
の
桜
を
封
じ
よ

 
理
久
兎
が
自
身
の

で
作
り
上
げ
た
⻄
行
妖

の
封
印
結
界
を
紫
が
読
み
あ
げ
る
と
そ
の
紙

か
ら
理
久
兎
が

し
て
書
き
続
け
た
文

が

か
び
上
が
り
そ
の
一
文

一
文

は
⻄
行
妖
を

取
り

む

 
⻄
桜

ア

 
⻄
行
妖
は
そ
の
文

に
向
か

て
自
身
の

で
弾
き
飛
ば
そ
う
と
す
る
が
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シ

ン

バ
チ

 

が

れ
た

間
そ
こ
か
ら

撃
が

と
ば
し
る

理
久
兎
の
理
に
よ

て
創
ら
れ
た
そ
の
文

は
邪
を
撃
つ
力
を

邪
の
力
を
持

て
い
る
た
め
⻄
行
妖
が
そ
の
文

に

れ
た
時
に

撃
が

と
ば
し

た

そ
し
て
⻄
行
妖
を
取
り

ん
で
い
る
そ
の
文

は

々
と
⻄
行
妖
に

く
り

と

め
上
げ
て
い
く

⻄
行
妖
も
そ
れ
を
不
味
い
と
思

た
の
か

 
⻄
桜

 
バ
チ

バ
チ

バ
チ

バ
チ

バ
チ

 
自
身
の

を
何
度
も
何
度
も
そ
の
文

に

き
つ
け
る
が
そ
の
度
に

撃
が

と
ば
し
り
⻄
行

妖
の

は

は

げ
て
い

た

そ
し
て
そ
の
文

全
て
が
⻄
行
妖
の

等
そ
れ

れ

に
そ
の
文

が
つ
く
と

 
バ
チ
バ
チ
バ
チ
バ
チ
バ
チ
ビ
カ

ン

 
そ
こ
か
ら
強

な

撃
が
⻄
行
妖
に
襲
い
か
か
る

 
⻄
桜

ア

ア

 
⻄
行
妖
は
更
に

し
み
だ
す
が
封
印
ま
で
は
ま
だ
行

て
い
な
い

育
成
ゲ

ム
の
ポ

ピ

モ

ン
で

え
る
と

が
弱

て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
モ
ン

ピ

ボ

ル
を
投
げ
て

ま
え
よ
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う
と
す
る
こ
と
と
変
わ
ら
な
い

だ
が
理
久
兎
は
そ
れ
を
計

し
て
そ
の
術
式
を
組
ん
だ
の
だ

理
久
兎
も
⻄
行
妖
が
簡
単
に
封
印
さ
れ
る
と
は
思

て
は
い
な
か

た

だ
か
ら
こ
そ
も
し
の
場

合
は
理
久
兎
が
作

た
秘
技
で
封
印
し
よ
う
と

え
て
い
た
の
だ

空
紅
を
突
き

し
た
ま
ま

理
久
兎
は
霊
力
を
空
紅
に
込
め
て

 
理
 

仙
術
十
式
 

ふ
う
じ
ん
え
ん
ぶ

封
神

武

 
理
久
兎
は
仙
術
を
唱
え
る
と
空
紅
を
伝

て
自
身
の
霊
力
を
⻄
行
妖
に
送
り
込
む

す
る
と
⻄

行
妖
の
自

と
も
い
え
る
満
開
と
な

た
桜
は
散
り
始
め
た
の
だ

そ
し
て
桜
は
全
て
散
る
と

⻄
行
妖
は
動
か
な
く
な
り
紫
が

た
そ
の
文

は
⻄
行
妖
の
中
に
入

て
い

た

 
仙
術
十
式
封
神

武
こ
の
技
は
仙
術
八
式
脱
気
の
上

互

に

当
す
る
技

脱
気
は

手
の

力
を

散
さ
せ
る
技
だ
が
封
神

武
は

に
理
久
兎
の
霊
力
と
⻄
行
妖
の
妖
力
を
合
わ
せ
て
内

部
で
結

化
さ
せ
て

手
を
封
印
さ
せ
る
技
だ

だ
が
こ
れ
に
は

々
な
デ
メ
リ

ト
が
あ
る

た
め
理
久
兎
自
身
も
こ
れ
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
そ
の
内
の

つ
の
デ
メ
リ

ト

は 
理
 

終
わ

た

ご
め
ん
な
空
紅
も
う
お
前
と
は

 
居
ら
れ
そ
う
に
な
い

今
ま
で
あ
り
が
と
う
な
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そ
の
デ
メ
リ

ト
の

つ
は
封
印
す
る
の
に

が
必

と
な
る
こ
と
だ

今
現

の
⻄

行
妖
の
内
部
で
は
⻄
行
妖
の
妖
力
と
理
久
兎
の
霊
力
が

じ
り
合
い
そ
れ
が
固
ま

て
結

と

な

て
⻄
行
妖
を
封
印
し
て
い
る

だ
が
空
紅
を
引
き

け
ば
そ
の
結

は

け
も
う
一
度
⻄

行
妖
が
暴
れ
始
め
る

そ
れ
が
理
由
で
空
紅
を
引
き

く
こ
と
が
出
来
な
く
な

た
の
だ

そ
し

て
も
う

つ
の
デ
メ
リ

ト
は

 
理
 

う

 
体
に
違
和
感
を
感
じ
て
自
身
の

り
を
見
る
と
理
久
兎
の
寿
命
を
表
す

も
と
が
さ
ら
に
白

く
な
り
ま
る
で
白

を
塗

た
か
の
よ
う
な
白
さ
に
な

て
い
た

も
う

つ
の
デ
メ
リ

ト
は
自
身
の
理
久
兎
の
寿
命
を

る

る

は
約
５
０
０

７
０
０
年
を

る
と
い
う
理
由

が
あ
り
あ
ま
り
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ

す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
紫
が
理
久
兎
に

け

て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様
大
丈
夫
で
す
か

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

終
わ

た
の
マ
ス

 

人
は
理
久
兎
の
元
に

け

て
く
る
と
理
久
兎
は
平
常
心
を
装

て
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理
 

あ

終
わ

た

々
な

が

た
が

 
理
久
兎
の
発

で
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
マ
ス

俺
達
が
も

と

 
し

か
り
し
て
い
れ
ば
幽
々
子
さ
ん
は

 
耶
狛

こ
ん
な
結
果

私
は
嫌
だ
よ

ご
め
ん

 
マ
ス

 

人
は
理
久
兎
の

い
つ
け
を
守
れ
ず
幽
々
子
を
見
殺
し
に
し
て
し
ま

た
こ
と
妖
忌
に
怪

我
を
さ
せ
て
し
ま

た
こ
と
そ
の
全
て
の
謝
罪
を
し
た

 
理
 

い
や

お
前
ら
が
悪
い
訳
じ

な
い

俺
も

 
も
う
少
し

く
こ
の
術
式
を
作
れ
れ
ば
幽
々
子
を

 
助
け
る
こ
と
が
出
来
た
か
も
し
れ
な
か

た
ん
だ

 
紫
 

御
師
匠
様

 
自
分
達
が

や
ん
で
い
る
と

 
妖
忌

う

理
久
兎
殿

 
妖
忌
は
何
と
か
気
力
で
起
き
上
が
り
桜
観

の

を

に
し
て
自
分
達
の
元
に
来
る
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理
 

妖
忌
さ
ん
す
ま
な
い
幽
々
子
を

妖
忌
さ
ん
の

 
主
を
守
れ
な
か

た

 
亜
狛

ご
め
ん
な
さ
い
妖
忌
さ
ん

 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い

 
理
久
兎
が
謝
る
と
亜
狛
と
耶
狛
も
謝

た

 
妖
忌

理
久
兎
殿

亜
狛
殿
そ
し
て
耶
狛
殿

良
い
の

 
で
す
よ

理
久
兎
殿
達
は
幽
々
子
様
を
助
け
る

 
た
め
に
無

を
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か

 
そ
れ
が
し
の
心
は
そ
れ
だ
け
で
も

分
で
す

 
理
 

妖
忌
さ
ん

 
妖
忌

き

と
幽
々
子
様
も
分
か

て
く
れ
る

で
す

 
理
 

妖
忌
さ
ん

方
に
こ
ん
な
こ
と
を

う
の
は

 
悪
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

 
妖
忌

何
で
す
か
な

 
理
 

幽
々
子
さ
ん
の
体
を
使

て
⻄
行
妖
に
封
印
を
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し
た
い

 
理
久
兎
が
そ
う

い
と
紫
は

い
た

 
紫
 

え

で
も
御
師
匠
様

⻄
行
妖
は
封
印
し
た
ん

 
じ

 
理
 

い
や
何

に
も
か
け
て
あ
の
桜
を
封
印
し
た
い

 
こ
ん
な

劇
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に

 
も
う
こ
ん
な

劇
は

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
と
理
の
神
と
し
て
生
と
死

を

げ
た
者
の

任
を
持

て

う
と

 
妖
忌

い
ま
せ
ん

そ
れ
で
幽
々
子
様
達
の
よ
う
な

 

劇
が
起
き
な
い
の
で
あ
れ
ば

 
紫
 

妖
忌
さ
ん

 
理
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
妖
忌
さ
ん

亜
狛

 
耶
狛

⻄
行
桜
の
地
面
を
掘

て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん
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人
は
そ
う

て
⻄
行
妖
の
地
面
を
掘

て
い
く

 
理
 

そ
れ
で
は
妖
忌
さ
ん
幽
々
子
ち

ん
の

 
体

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
妖
忌

え

ど
う

 
理
久
兎
は
幽
々
子
の
死
体
に
近
づ
き
そ
し
て
幽
々
子
の
死
体
の
お
で
こ
に
魔
力
を
使

て
ル

ン
文

を

く

 
亜
狛

マ
ス

終
わ
り
ま
し
た

 
耶
狛

終
わ

た
よ
マ
ス

 
理
 

こ

ち
も
終
わ

た

 
そ
う

て
理
久
兎
は
幽
々
子
の
死
体
を

き

え
亜
狛
と
耶
狛
が
掘

た

の
中
に
そ

と

置
く

 
理
 

紫

妖
忌
さ
ん

最
後
に
一

あ
り
ま
す
か

 
理
久
兎
は
せ
め
て
と
思

て
紫
と
妖
忌
に
聞
く
と

人
は

の
前
ま
で
来
て

 
妖
忌

幽
々
子
様

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
紫
 

幽
々
子

あ
り
が
と
う
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理
 

幽
々
子
ち

ん
守
れ
な
く
て
ご
め
ん
な

 
亜
狛

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

 
耶
狛

も
し
ま
た
会
え
た
ら
今
度
は
お
友
達
に

 
な

て

 

人
は
そ
う

う
と
幽
々
子
の
死
体
に
土
を
そ

と
か
け
て
い
き
幽
々
子
の
死
体
を

め
た

 
理
 

終
わ

た
な

 
紫
 

幽
々
子

う

 
理
 

紫

 

バ

 
紫
が

れ
そ
う
に
な

た
と
こ
ろ
に
理
久
兎
が
紫
を

え
る

ど
う
や
ら
力
を
使
い
き

て

れ
が
現
れ
た
よ
う
だ

 
理
 

頑

た
よ
紫
は

妖
忌
さ
ん
も
無
理
し
て

 
い
る
の
で
は

 
理
久
兎
が
聞
く
と
妖
忌
は
少
し
う
つ
む
い
て

 
妖
忌

そ
う
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
な
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理
 

そ
う
で
す
か

亜
狛

耶
狛

妖
忌
さ
ん
の

 

を
持

て
や
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解
マ
ス

 
そ
う

て

人
は
妖
忌
の

を
持
つ

 
妖
忌

か
た
じ
け
な
い

 
理
 

と
り
あ
え
ず
紫
と
妖
忌
さ
ん
を
運
ぶ

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

わ
か

た
よ
マ
ス

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
紫
を
亜
狛
と
耶
狛
は
妖
忌
を
白
玉
桜
に
運
び

人
を
布
団
に

か
せ

を
す
る
の
だ

た
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第
１
４
７
話
 
復
活
の
亡
霊
姫

 
⻄
行
妖
と
の
戦
い
か
ら

日
の
時
が
過
ぎ
紫
が
気
絶
し
て
ま
だ
目
覚
め
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ

か
妖
忌
も
そ
の
後

を

め
て
部

か
ら
出
れ
な
い
の
で
亜
狛
と
耶
狛
と
で

し
て
も
ら

て

い
る

そ
し
て
理
久
兎
は

 

ン

ン

ン

ン

 
理
 

後
は

で
出

を
と

て
と

 
理
久
兎
は
白
玉
桜
の
厨
房
を

り
て
朝
飯
を
作

て
い
た

理
由
と
し
て
は
動
け
る
の
が
今
現

で
理
久
兎
と
亜
狛
と
耶
狛
だ
け
だ
が

人
共
料
理
が
あ
ま
り
で
き
な
い
と
い
う
の
が
理
由
の

た
め
何
時
も
の
よ
う
に
理
久
兎
が
厨
房
に
立

て
い
た

 
理
 

う
む
良
い
出

だ

 
理
久
兎
が
そ
う

て
い
る
と

 

ン

 

が
思
い

き
り
開
き
耶
狛
が

を
き
ら
し
な
が
ら
現
れ
る

 
耶
狛

ボ
ス

大
変
だ
よ
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と

意
味
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

わ
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 

へ

な
ん
だ
ボ
ス

て

 
耶
狛

あ

ご
め
ん
マ
ス

て
そ
ん
な
事
よ
り

 
耶
狛
は
ボ
ス
か
ら
い
つ
も
の
よ
う
に
マ
ス

へ
と

正
す
る

 
理
 

で

ど
う
し
た
ん
だ

亜
狛
が
妖
忌
さ
ん
の

 
し
て
い
る
官
能
小
説
で
も
見
つ
け
て
気
絶
し
た

 
の
か

 
と
耶
狛
に

談

じ
り
に
ど
う
し
た
の
か
を
聞
く
と
自
分
が
飛
ん
で
行
く
よ
う
な
こ
と
を
知

ら
せ
た

 
耶
狛

紫
ち

ん
が
目
覚
め
た
ん
だ
よ

 
理
 

 
紫
が
目
覚
め
た
と
聞
い
た
理
久
兎
の
行
動
は

か

た

  
紫
の

て
い
る
部

ま
で

シ

で
向
か

た

 
耶
狛

あ

マ
ス

待

て
よ
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耶
狛
も
理
久
兎
を
追
い
か
け
る

だ
が
理
久
兎
達
は
知
ら
な
か

た
理
久
兎
達
が
厨
房
か
ら
出

て
い
く
と

 

 

良
い
香
り

 
と

い
な
が
ら

人
の
女
性
が
厨
房
に
侵
入
し
た
の
を

そ
し
て

シ

で
紫
の
い
る

部

の
前
に
着
く
と
紫
の
い
る
部

の

を

い
よ
く
開
け
る

 

ン

 
理
 

は

は

 
理
久
兎
が
紫
の

て
い
る
布
団
を
見
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様

 
布
団
の
上
に
座

て
い
る
紫
が
い
た
そ
れ
を
見
て
安
心
し
た

 
理
 

良
か

た
よ
う
や
く
目
が
覚
め
た
ん
だ
な

 
紫
 

御
師
匠
様

私
あ
れ
か
ら
い

た
い

 
紫
が
気
絶
し
た
後
ど
う
な

た
の
か
を
聞
く
と
そ
れ
に

え
る

 
理
 

あ
の
後
に
紫
が
気
絶
し
て
俺
と
亜
狛
と
耶
狛
と

 
で
紫
と
弱

て
い
る
妖
忌
さ
ん
を
運
ん
だ
ん
だ
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よ

そ
ん
で
紫
が
気
絶
し
た
の
が
今
日
を
入

 
れ
て

日
前
だ

 
紫
 

え

て
こ
と
は
私

日
も

て
た
の

 
理
 

あ

中
々
起
き
な
い
か
ら
心

し
た

 
紫
 

そ
う

ご
め
ん
な
さ
い
手
間
を
と
ら
せ
て

 
理
 

い
や
気
に
す
る
な

そ
う
だ

減

て
な
い

 
か

 
紫
に
聞
く
と
若

ず
か
し
そ
う
に

 
紫
 

え

と

少
し
だ
け
で
す
が

 
理
 

ハ
ハ
ハ
あ
い
よ
少
し
待

て
て
く
れ
よ
今
特
製

 
お
じ
や
を
作

て
く
る
か
ら
な

 
そ
う

て
理
久
兎
が
立
ち
上
が
る
と

 
耶
狛

マ
ス

い
よ

 
よ
う
や
く
耶
狛
が
到
着
し
た

 
理
 

耶
狛

し
ば
ら
く
紫
の

手
を
し
て
て
く
れ
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耶
狛

マ
ス

 
理
 

頼
ん
だ
よ

 
理
久
兎
は
耶
狛
に
頼
む
と
紫
の
部

か
ら
出
て
い
き
お
じ
や
を
作
る
た
め
に
厨
房
に
向
か
う
た

め
に

下
を
歩
い
て
い
く
と

 
亜
狛

マ
ス

ど
う
な
さ

た
の
で
す
か

や
け

 
に
上
機
嫌
で

 
亜
狛
に
遭
遇
し
理
久
兎
が
何

上
機
嫌
か
と
聞
い
て
く
る

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
れ
に

え

る 
理
 

あ

や

と
紫
が
目
覚
め
て
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
も
嬉
し
そ
う
に

 
亜
狛

そ
う
で
し
た
か

 
理
 

そ
れ
で
今
か
ら
厨
房
に
向
か

て
お
じ
や
を

 
作
ろ
う
と
な

 
亜
狛

な
る

ど

 
理
 

と
こ
ろ
で
妖
忌
さ
ん
の
調
子
は
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妖
忌
の
調
子
を
聞
く
と
亜
狛
は

え
る

 
亜
狛

え

大
分
楽
に
は
な

て
き
て
ま
す
よ

 
理
 

そ
う
か
そ
う
か
な
ら
良
か

た
よ

そ
う
だ

 
そ
ろ
そ
ろ
妖
忌
さ
ん
に
薬
を
渡
す
時
間
か

 
亜
狛

あ

そ
う
だ

た
私
も
そ
う
思

て
取
り
に

 
来
た
ん
で
す
よ

 
理
 

そ
う
か
あ

亜
狛

妖
忌
さ
ん
の
薬
を
取

た
ら

 
厨
房
に
来
て
く
れ
妖
忌
さ
ん
の
分
の
料
理
と

 
を
渡
す
か
ら

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て

人
は

下
を
歩
い
て
い
き
亜
狛
は
薬
を
取
り
に
別
の
部

へ
向
か
い
理
久
兎
は

厨
房
に
着
く

 
理
 

さ
て
と
お
じ
や
を
作
る
か
な

 
そ
う

て
理
久
兎
は
厨
房
に
入
る
と

 

 
バ
リ

バ
リ

バ
リ

バ
リ
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と

快
な

を
立
て
て

を
か
じ

て
い
る
少
女
も
と
い
死
ん
だ
は
ず
の
幽
々
子
を
見
て

し
ま
う

 
理
 

 

て
厨
房
か
ら
出
て
目
に
手
を
置
い
て

 
理
 

あ
れ

俺
も
年
か
な

幻
覚
が
見
え
初
め
て

 
き
た

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
も
う
一
度
厨
房
に
入
る
と

 
幽

 
ゴ
ク

ゴ
ク

ゴ
ク

ゴ
ク

 
今
度
は
幽
々
子

が
自
分
が

込
め
て

か
ら

出
し
た
熱
々
の
出

を

ご
と
い

き
飲
み
を
し
て
い
た

そ
れ
を
見
て
し
ま
い

 
理
 

 

て
ま
た
厨
房
か
ら
出
て

 
理
 

あ
れ
れ

お

か
し
い
な

こ
れ
ま
で
寿
命
が

 
近
づ
い
て
来
て
も
幻
覚
は
見
た
こ
と
無
か

た

 
の
に
な
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可

し
い

つ
い
に
自
分
の
目
は
可

し
く
な

て
い
た

こ
う
な
る
と
次
は
小

の
切
れ
が

悪
く
な
る
の
か
と
思

て
い
る
と

 
亜
狛

マ
ス

や

て
来
ま
し
た
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
が
厨
房
に
や

て
来
る
と
亜
狛
に

 
理
 

亜
狛
ち

と
厨
房

い
て
見
て
く
れ
な
い
か

 
理
久
兎
は
自
分

人
だ
け
が
幽
々
子
を
見
て
し
ま

た
な
ら
幻
覚
だ
と

え
る

な
ら
亜
狛

達
に
も
見
せ
れ
ば
幻
覚
で
は
な
い
と

え
ら
れ
る
の
で
亜
狛
に
そ
う
頼
ん
だ

 
亜
狛

は

 
ど
う
し
た
ん
だ
と
い

た
表
情
で
亜
狛
が
厨
房
を

く
と

 
幽

 
モ
グ
モ
グ
モ
グ
モ
グ

 
今
度
は
厨
房
に

し
あ
る
妖
忌
の
お
や
つ
で
あ
ろ
う
大

を
食
べ
て
い
る
幽
々
子
を
見
て
し

ま

た
亜
狛
は

 
亜
狛

 
理
久
兎
と
同
じ
よ
う
に

て
は
い
た
が
開
い
た
口
が
閉
ま
ら
な
い
ま
ま
厨
房
の
外
に
出
る

 
理
 

何
を
見
た
亜
狛
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理
久
兎
は
亜
狛
に
聞
く
と
亜
狛
は
正
直
に

え
る

 
亜
狛

幽
々
子
さ
ん
が
台
所
で
大

を
食
べ
て

 
ま
し
た

 
理
 

そ
う
か

 
亜
狛

 
理
 

 
自
分
と
亜
狛
と
で

く
の

が
続
く

そ
し
て

 

人

ち

と
待
て

 
亜
狛
と
で
大

を
あ
げ
て
厨
房
に
突
撃
す
る

 
幽

ん

方
達
は
だ

 

シ

 
幽
々
子

が
何
か
を

う
前
に

を

む
と

 
理
 

亜
狛

妖
忌
さ
ん
に
知
ら
せ
ろ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
亜
狛
は
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
い
ち

く
妖
忌
の
部

へ
と
向
か
い
理
久
兎
は
幽
々
子

の



 第１４７話 復活の亡霊姫

を

み
紫
達
の
い
る
部

へ
と

シ

を
す
る

 
幽

ち

キ

 
理
久
兎
の
走
り
で
幽
々
子
の
体
は

に

き
な
が
ら
引

ら
れ
た

そ
し
て
理
久
兎
と
引

ら
れ
て
い
る
幽
々
子

が
紫
と
耶
狛
の
い
る
部

に
着
く
と

 
ド
ス
ン

 
理
久
兎
は

を

り

て
紫
達
の
い
る
部

へ
と
入

た

 
紫
 

え

御
師
匠
様
な
ん
で
す
か
い

た
い

 
耶
狛

マ
ス

い

た
い
ど
う
し
た
の

 
突
然
の
こ
と
過
ぎ
て
紫
も
耶
狛
も

乱
し
て
い
た
が

 
理
 

た

大
変
だ
紫

幽
々
子
が

 
そ
う

い
わ
れ
紫
は
理
久
兎
の
手
に
引

ら
れ
て
い
る
自
分
の
親
友
で
あ
り
死
ん
だ
は
ず

の
幽
々
子
を
見
る
と

 
紫
 

幽
々
子

 
耶
 

え

幽
々
子
ち

ん

 
紫
も
布
団
か
ら
す
ぐ
に
起
き
上
が
り
理
久
兎
に
引

ら
れ
て
き
た
幽
々
子

を
見
る
と
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幽

 
 

 
幽
々
子

は
目
を
回
し
て
い
た

そ
し
て
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

や

べ

 
理
久
兎
も

き
す
ぎ
て
幽
々
子

の
手
を
強
引
に
引

て
し
ま

た
こ
と
に
や
り
過
ぎ

た
と
感
じ
た

す
る
と

 
妖
忌

幽
々
子
様
が
い
る
と

う
の
は

で
す
か

 
そ
う

い
な
が
ら
妖
忌
が

び
な
が
ら
走

て
き
た

 
亜
狛

妖
忌
さ
ん
無

は

メ
で
す

て

 
亜
狛
も
妖
忌
の
後
ろ
か
ら
現
れ
る

そ
し
て
妖
忌
は
幽
々
子

を
見
る
と

 
妖
忌

幽
々
子
様

 
そ
う

い
な
が
ら
妖
忌
は
目
を
回
し
て
い
る
幽
々
子

の

を

ん
で

さ
ぶ
る
と

 
幽

あ
れ

こ
こ
は

 
幽
々
子

が
起
き
出
す
と
妖
忌
は

 
妖
忌

う

幽
々
子
様

 
と

喜
の

を
流
し
て

ぶ
の
だ
が
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幽

方
達
は

か
し
ら

 
幽
々
子

の
そ
の
一

に
よ

て
こ
の
場
の
全
員
は

 
全
員

え

 

い
て
固
ま

て
し
ま

た

そ
し
て

々
と
話
を
ま
と
め
る
た
め
に
数
分
後
が

過
す
る

 
理
 

つ
ま
り

幽
々
子
ち

ん
が
覚
え
て
い
る

 
の
は
自
分
の
名
前
だ
け

て
こ
と

 
理
久
兎
が
そ
う

る
と
幽
々
子
は

で

 
幽
 

そ
う

何
を
や

て
い
た
の
か
も
覚
え
て

 
な
い
の
よ

 
理
 

俺
や
紫
も
し
く
妖
忌
さ
ん
で
す
ら
分
か
ら
な
い

 
の
か

 
理
久
兎
は
も
う
一
度
聞
く
と

 
幽
 

ご
め
ん
な
さ
い

方
達
の
こ
と
も
分
か
ら

 
な
い
わ

 
こ
れ
に
よ

て
理
久
兎
は
わ
か

て
し
ま

た
幽
々
子
が
記
憶

失
だ
と
い
う
こ
と
に
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理
 

紫

幽
々
子
ち

ん
の
記
憶
や

り
無
い

 
い
な

ご
め
ん
な
妖
忌
さ
ん
も
期
待
さ
せ
ち

 

て

 
紫
 

そ
う

 
妖
忌

い
や
む
し
ろ
良
か

た
の
で
す
よ

 
紫
 

そ
う

 
紫
や
妖
忌
は
思

て
い
た

過
去
の
幽
々
子
は
自
身
の
父
親
や

の
従
者
達
が
死
ん
で

し
み

に
心
が
侵
食
さ
れ
た

に
そ
こ
を
⻄
行
妖
に
と
り
入
ら
れ
た
の
だ
と

だ
か
ら
こ
そ
今
の
幽
々
子

は

せ
に
な
れ
る
と
紫
と
妖
忌
は

信
し
て
い
た

そ
し
て
紫
は
幽
々
子
に
近
づ
き

 
紫
 

私
は
八
雲
紫
よ

よ
ろ
し
く

幽
々
子

 
ま
た
改
め
て
自

を
す
る
と
幽
々
子
は

で

 
幽
 

よ
ろ
し
く

紫

 
紫
が
自

を
す
る
と
今
度
は
妖
忌
が
幽
々
子
の
前
に
座
り

 
妖
忌

魂

妖
忌

幽
々
子
様
の
従
者
で
御
座
い
ま
す

 
妖
忌
も
ま
た
自

を
す
る
と
幽
々
子
は
紫
に
も
見
せ
た

で
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幽
 

私

て
従
者
が
い
た
の

 
そ
し
て

今
度
は
亜
狛
と
耶
狛
が
幽
々
子
の
前
に
来
る
と

 
耶
狛

私
は
耶
狛

よ
ろ
し
く

幽
々
子
ち

ん

 
亜
狛

耶
狛
の
兄
の
亜
狛
で
す
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

 
し
ま
す
幽
々
子
さ
ん

 
亜
狛
と
耶
狛
も
初
の
自

を
す
る
と

 
幽
 

フ
フ

耶
狛
ち

ん
に
そ
の
お
兄
さ
ん
の

 
亜
狛
く
ん

よ
ろ
し
く

 
そ
し
て

心
の
こ
の
作
品
の
主
人

理
久
兎
も
幽
々
子
に
近
づ
い
て

 
理
 

俺
は
深
常
理
久
兎

紫
の
師
匠
で
亜
狛
と
耶
狛

 
の
主
人
だ

後
さ

き
は
悪
か

た
な

 
理
久
兎
は
自

を
合
わ
せ
て
幽
々
子
に
謝
る

 
幽
 

フ
フ

気
に
し
な
い
で
そ
れ
と
よ
ろ
し
く

 
と

こ
の
場
に
い
る
全
員
が
自

を
終
え
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

そ
う
だ
飯
を
作
ら
な
い
と
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妖
忌

理
久
兎
殿
お
手
伝
い
し
ま
す

 
理
 

妖
忌
さ
ん

は

 
妖
忌

こ
ん
な
も
の
幽
々
子
様
を

 
ま
た
見
る
こ
と
が
出
来
て
直

て
し
ま
い

 
ま
し
た
よ

 
理
 

そ
う
で
す
か
な
ら
お
願
い
し
ま
す

シ

フ

 
妖
忌

分
か
り
ま
し
た
理
久
兎
殿

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
復
活
し
た
妖
忌
は
料
理
を
作
り
直
す
の
だ

た

な
お
料
理
の

は
約

に
増
え
た
の
だ

た

そ
し
て
そ
の

日
後

 
妖
忌

理
久
兎
殿

紫
殿
そ
れ
に
亜
狛
殿

耶
狛
殿

 
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 
幽
 

あ
り
が
と
う
紫

理
久
兎
さ
ん

亜
狛
く
ん
に

 
耶
狛
ち

ん

 
そ
う

い
幽
々
子
と
妖
忌
は
お
礼
を

う

そ
う
今
日
こ
の
日
や

と
理
久
兎
達
は
現
世
に
帰

る
の
だ
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理
 

い
え
い
え

方
も
妖
忌
さ
ん
の

を
見
ら
れ
た

 
の
で
満

で
す
よ

 
紫
 

え

ま
た
い
つ
か
会
い
に
来
る
わ
幽
々
子

 
耶
狛

私
も
ま
た
会
い
に
行
く
よ

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

そ
う
だ
な

 
理
 

さ
て
と
紫

ス
キ
マ
を
開
い
て
く
れ

 
紫
 

え

論
よ

 
そ
う

い
紫
は

界
を

り
ス
キ
マ
を
開
く
す
る
と
妖
忌
が
理
久
兎
の

に
近
づ
く
と
幽
々

子
や
紫
達
に
は
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
そ

と
話
を
す
る

 
妖
忌

理
久
兎
殿

 
理
 

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
妖
忌

そ
れ
が
し
は

し
ば
ら
く
旅
に
出
ま
す

 
理
 

え

 
妖
忌

な
の
で
幽
々
子
様
を
時
々
は
見
て
や

て
く
だ
さ
い

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
妖
忌
に
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理
 

大
丈
夫
で
す
よ
俺
の
愛
弟
子
が
見
に
来
ま
す

 
妖
忌

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
な

 
そ
う

ソ

ソ
話
を
し
て
い
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
ろ
そ
ろ
良
い
で
す
か

 
理
 

あ

そ
う
だ

あ
り
が
と
う
妖
忌
さ
ん

 
そ
の
方
法
い
つ
か
試
し
て
見
ま
す

 
妖
忌

そ
う
で
す
か

 
か
た
じ
け
な
い
理
久
兎
殿

 
そ
う

う
と
妖
忌
は
幽
々
子
の

に

る

 
紫
 

何
を
話
し
て
い
た
の
で
す
か

 
理
 

料
理
の
方
法
だ
よ

 
紫
 

そ
う

な
ら
行
き
ま
し

う
御
師
匠
様

 
理
 

そ
う
だ

あ
り
が
と
う
幽
々
子
ち

ん

 
妖
忌
さ
ん

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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耶
狛

バ
イ
バ
イ

 
理
久
兎
と
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
は
も
う
一
度
お
礼
を

て
紫
の
ス
キ
マ
へ
と

イ
ブ
し
た

 
紫
 

そ
れ
じ

あ

幽
々
子

妖
忌
さ
ん

 
そ
し
て
紫
も
ス
キ
マ
へ
と
入
り
ス
キ
マ
は
閉
じ
る

 
幽
 

ま
た
会
い
ま
し

う
紫

理
久
兎
さ
ん

 
妖
忌
本
当
に
か
た
じ
け
な
い
理
久
兎
殿

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
も
元
の
生
活
に

る
の
だ

た
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第
八
章
 
第
一
次
月
面
戦
争

 
第
１
４
８
話
 
近
づ
く
寿
命

 
白
玉
桜
か
ら
帰

て
き
て
も
う

年
と
い
う
人
間
達
か
ら
し
て
み
れ
ば

く
妖
怪
達
か
ら
し

て
み
れ
ば
あ

と
い
う
間
の
時
間
が
過
ぎ
た

 
理
 

マ

で

バ
イ
手
が
動
か
な
く
な

て
き
た

 

年
前
に
使

た
仙
術
の
せ
い
で
寿
命
を

め
て
し
ま

た
こ
と
に

り
を
感
じ
て
い
た

も

う
白

は

も
と
の

ど
を
白
く
し
手
や
体
は

れ
を
感
じ
て
い
て

年
前
ま
で
出
来
て

い
た

か
な
作

の
裁

だ

た
り

で
文

を
書
く
こ
と
が
出
来
な
く
な

て
い
た

 
理
 

こ
れ
は
紫
の
作

た
出
来
た
て
の
世
界
を
見

 
る
前
に
死
ぬ
か
な

 
せ
め
て
そ
の
世
界
が
出
来
る
の
を
目
に
は
し
た
い
と
思

た

だ
が
も
う
無
理
か
も
し
れ
な

い

せ
め
て
後
１
０
０
年
あ
れ
ば
見
せ
そ
う
な
の
に

す
る
と

関
の
門
が
開
き
亜
狛
と
耶
狛
が
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入

て
き
た

 
亜
狛

マ
ス

わ
れ
た
仕
事
は
終
わ
り
ま
し
た

 
耶
狛

終
わ

た
よ
マ
ス

 
今
の
自
分
で
は
も
う
出
来
な
い
よ
う
な
作

は
現

人
に
や

て
も
ら

て
い
る

今
の

自
分
よ
り
も
遥
か
に

が
良
い
た
め
だ

だ
が
こ
の
時
に
思

た
今
な
ら

人
に
あ
る
事
を

伝
え
ら
れ
る
と

 
理
 

紫
の
気

は
な
い
か
な

な
ら

度
良
い
の

 
か
も
な

亜
狛

耶
狛
こ

ち
に
来
て
く
れ

 
亜
狛

何
で
す
か
マ
ス

 
耶
狛

マ
ス

ど
う
し
た
の

 

人
に
聞
か
れ
自
分
は
改
ま
り
な
が
ら

人
の

を
見
て

 
理
 

今
か
ら

人
に
話
す
こ
と
は
口
外
に
は
話
す
な

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

分
か

た
よ

 
も
う
一
度
回
り
を
見
て
様
子
を

い
つ
つ

人
に
小

で
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理
 

ま
ず
こ
の

も
と
が
白
い
理
由
を
話
す
こ
れ
は

 
俺
の
寿
命
を
表
し
て
い
る

 
亜
狛

え

 
耶
狛

マ
ス

死
ん
じ

う
の

 
こ
れ
ま
で
伝
え
て
な
か

た
事
を
伝
え
た
た
め

人
は

い
て
い
た

だ
が
た
だ
死
ぬ
わ
け

で
は
な
い

 
理
 

い
や
死
ん
で
も
蘇
る
が
何
年
か
先
に
な
る

 
耶
狛

な
ん
だ

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

で
す
が
マ
ス

が

い
た
い

 
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
無
い
で
す
よ

 
理
 

い
や

人
に
は
俺
が
死
ん
だ
後
や

て

い

 
た
い
こ
と
が
あ
る

 
自
分
が
い
な
く
な
れ
ば
恐
ら
く

人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
思
い
あ
る
計

画
を

て
て
い
た
の
だ

 
亜
狛

や

て

い
た
い
事
で
す
か
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耶
狛

ど
ん
な
こ
と

 
理
 

あ

そ
う
だ
や

て

い
た
い
こ
と
だ
亜
狛
に

 
耶
狛
俺
が
死
ん
だ
ら
そ
こ
の
引
き
出
し
の
上
か

 
ら

番
目
を
開
け
ろ
す
る
と
そ
こ
は

底
に

 
な

て
い
る
か
ら

を
ど
か
す
と
そ
こ
に

 
俺
が
死
ん
だ
後
や

て

い
た
い
こ
と
が
書
か

 
れ
て
い
る
紙
が
あ
る
そ
れ
を
頼
り
に
し
ば
ら
く

 
は
行
動
し
て

い
た
い

 
死
ん
だ
後
の
こ
と
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
結

な
真

で

 
亜
狛

や
け
に

意

到
で
す

 
耶
狛

う
ん
私
も

く
ぐ
ら
い
に

 
理
 

そ
れ
を
見
ら
れ
る
と
俺
の
正
体
が
バ
レ
る
恐
れ
が

 
あ
る
か
ら
な

 
自
分
の
出
来
る
だ
け

し
通
し
た
い

嘘
を
つ
く

に
な

た
と
し
て
も
そ
れ
は
明
か
し
た
は

な
い
事
な
の
だ
か
ら
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亜
狛

で
も
マ
ス

何
で
正
体
を

す
の
で
す
か

 
耶
狛

あ

私
も
そ
れ
気
に
な

て
た
よ
お
兄
ち

ん

 

す
事
に
対
し
て
気
に
は
な

て
い
た
み
た
い
だ

口
を
開
き
そ
れ
に
つ
い
て
も

え
る
こ
と

に
し
た

 
理
 

そ
う
だ
な

人
に
は
前
に
生
と
死
を

げ

 
た

て
の
は
話
し
た
よ
な

 
亜
狛

え

そ
う
で
す

 
耶
狛

う
ん
マ
ス

は
そ
う
話
し
た
よ

 
理
 

そ
れ
に
よ

て
生
き
る
者
に
は
大
き
く
分
け
て

 
二

存

す
る

 
亜
狛

二

で
す
か

 
理
 

あ

そ
う
だ

つ
は
そ
れ
を
良
し
と
思
い
必
死

 
に
生
き
る
者
達

そ
し
て
も
う

つ
は
そ
の

 
理
を
良
し
と
思
わ
な
い
者
達
だ

 
耶
狛

良
し
と
し
な
い
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を
見
た
感
じ
ま
だ
分
か
ら
な
い
と
い

た

問

を

か
べ
て
い
た
の
で
も
う
少
し

し
く

話
そ
う
と
思
い

え
な
が
ら
口
を
開
き

 
理
 

そ
う
良
し
と
し
な
い
者
達
だ

前
の
亜
狛
が

 

た
こ
と
そ
の
ま
ま
だ

 
亜
狛

前
に

た
こ
と

て

ん
だ
と
か
の
事
で
す

 
よ

 
理
 

そ
う
そ
れ
だ

大
事
な
人
が
死
ん
だ
ら
皆
は
死

 
と
そ
の
理
を

む
の
は
当
た
り
前
だ

 

し
も
死
と
い
う
の
は

し
い
も
の

に

ま
れ
る

別
れ
を
し
た
く
は
な
い
が
た
め
に

 
亜
狛

し
か
し

ま
れ
た
か
ら
と
い

て

 
耶
狛

正
体
を

す
程
じ

 

人
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
更
に
話
を
進
め
る

 
理
 

も
し
大
事
な
人
の
葬
式
で
そ
の
理
を
創

た
奴

 
が
目
の
前
に
い
て
み
ろ

皆
は
必
ず
人
殺
し

 
死

を
見
せ
る
な

そ
ん
な

を

び
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せ
て
く
る
し
か
も
下
手
を
す
る
と
殺
し
に
か
か

 

て
く
る

 
そ
れ
を

わ
れ
た

人
は
ハ

と
す
る

ど
う
や
ら
よ
う
や
く
分
か

た
み
た
い
だ

人

の
主
人
で
あ
る
自
分
は
常
に

殺

対

象

ゲ

ト
に
な
り
う
る
と

 
理
 

ま

に
も

々
と
理
由
は
あ
る
が
一
番
の
理

 
由
は
そ
れ
か
な

 
亜
狛

な
ん
か

す
み
ま
せ
ん

 
耶
狛

ご
め
ん

マ
ス

嫌
な
こ
と
聞
い
て

 

人
が
謝

て
く
る
が
理
久
兎
は

で

 
理
 

い
や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
か
な
い
と

目
だ

 
か
ら
な

お
前
ら
は
悪
く
な
い
よ
そ
れ
に

 
ま
れ
る
の
は
も
う

れ
て
る
し

 
だ
が
そ
れ
は
ま
た
少
し
の
嘘
で
あ
る

れ
て
は
い
る
と
い
う
の
は
本
当
だ
が
気
持
ち
の
良
い

も
の
で
は
決
し
て
な
い

出
来
る
も
の
な
ら

ま
れ
た
く
は
な
い
も
の
だ

 
理
 

お

と
話
が
そ
れ
た
な

と
り
あ
え
ず
説
明
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し
た
通
り

人
共
お
願
い
す
る
よ

 
亜
狛
と
耶
狛
に
お
願
い
を
す
る
と

人
は

で

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
て
自
分
は
あ
る
事
を
思

た

 
理
 

そ
う
い
え
ば
紫

全
然
来
な
い
な

亜
狛

 
紫
の
気

は
感
じ
る
か

 
亜
狛

い
え
空
間
の

界
は

ら
れ
て
は
い
な
い
の
で

 
ま
だ
来
て
な
い
だ
け
か
と

 
理
 

う

ん
だ
い
た
い
こ
の
時
間

り
に
は

御
師
匠

 
様
ご
飯
を
食
べ
に
き
ま
し
た
わ

な
ん
て

い

 
な
が
ら
来
る
の
に
な

 
耶
狛

わ
れ
て
見
る
と
そ
う
だ

 
亜
狛

何
を
し
て
い
る
の
で
し

う
か



 第八章 第一次月面戦争

 
自
分
達
が
不
思
議
に
思

て
い
る
一
方
で
紫
達
は
と
い
う
と

 
美
 

紫

本
当
に
や
る
の
か

 
風

私
共

天
狗
達
は

い
ま
せ
ん
が

 
ゲ
ン

大
丈
夫
で
す
か
い
紫
さ
ん

 
幽
 

本
当
に
や
る
の
紫

 

人
に
聞
か
れ
た
紫
は
空
を
見
つ
め
な
が
ら

え
る

 
紫
 

え

私
は
こ
れ
ま
で
御
師
匠
様
に

々
な

 
事
を
教
え
て
も
ら
い

々
な
物
を

い
ま
し
た

 
わ
だ
け
ど

私
は
ま
だ

つ
も
返
す
こ
と
が

 
出
来
て
い
な
い

 
紫
は

ん
で
い
た

自
分
に

々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い

々
な
物
を
く
れ
た
理
久
兎
に

返
し
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
に
だ
か
ら
紫
は
決
心
し
た

理
久
兎
も
無
理
だ
と

う
こ
と
に
チ

レ
ン

を
し
て
自
分
が
こ
こ
ま
で
成
⻑
し
た
と

わ
せ
る
た
め
に
見
せ
る
た
め
に

 
紫
 

だ
か
ら
お
願
い
協
力
を
し
て
ち

う
だ
い

 
紫
は
こ
の
場
に
い
る
美
須
々
風

ゲ
ン

イ
幽
々
子
に
頭
を
下
げ
る

す
る
と
頭
を
下
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げ
た
紫

外
の
全
員
は

 
美
 

私
は

成
だ

た
ま
に
は
理
久
兎
に

フ
ン

 
と

わ
せ
た
い
か
ら

 
風

我
も
問

は
あ
り
ま
せ
ん
天
狗
達
の
底
力
を
見
せ

 
ま
し

う

 
ゲ
ン

俺
ら
も

力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
ま
す

 
幽
 

私
も
良
い
わ
よ
友
達
の
頼
み
だ
も
ん

 
そ
し
て
こ
の
場
の
全
員
は

成
を
し
て
く
れ
た

 
紫
 

あ
り
が
と
う

な
ら
時
間
は
今
日
の
夜
開
始
す
る
わ

 
美
 

し
か
し
紫
よ
何
で
今
日
な
ん
だ

 
紫
 

あ
そ
こ
に
行
く
に
は
満
月
じ

な
い
と
意
味

 
無
い
か
ら
よ

そ
う
月
の
都
へ
行
く
に
は

 
紫
達
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
の
は
月
へ
侵
略
だ

か
つ
て
理
久
兎
が

め
ろ
と

た
こ
と
を

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ

 
紫
 

そ
れ
と

論
だ
け
ど
御
師
匠
様
に
は
内

で
お
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願
い
し
ま
す
わ

 
紫
に

わ
れ
た
こ
の
場
の
全
員
は

 
美
 

分
か

て
る
よ

な
ら
私
は
行
く
と
す
る
よ

 
メ
ン
バ

を
集
め
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

 
ゲ
ン

俺
ら
の
方
も
集
め
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
失
礼

 
し
ま
す
よ
後

論

い
ま
せ
ん
よ

 
そ
う

て
美
須
々
と
ゲ
ン

イ
は
部

か
ら
出
て
い
く

 
風

我
も
仲
間
を
集
め
て
く
る
紫
殿
と
幽
々
子
殿
は

 
こ
こ
に
い
て
く
れ

 
そ
う

て
風

も
部

か
ら
出
て
い

た

 
幽
 

や
れ
る
か
ら
し
ら

紫

 
紫
 

多
分

い
え
絶
対
に
や
る
わ

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
は
ま
だ

間
の
薄
い
月
を

め
る
の
だ

た



 第１４９話 胸騒ぎ

 
第
１
４
９
話
 
胸
騒
ぎ

 
理
久
兎
達
は
紫
が
来
る
か
と
思

た
が
結

来
な
か

た
の
で
飯
を

ま
せ
て
今
日
は
も
う

る
こ
と
に
し
た
の
だ
が

 
理
 

う

ん

 
亜
狛

マ
ス

ど
う
か
し
た
の
で
す
か

 
耶
狛

紫
ち

ん
が
来
な
か

た
こ
と
が
心

な
の

 
耶
狛
に
思

て
い
る
こ
と
を

わ

き

 
理
 

あ

あ
の
紫
が
飯
を
食
い
に
来
な
い
の
が

 
ど
う
も
不
思
議
で
な

 
理
久
兎
達
が
平
安
京
に
い
た
時
は

間

回
か

回
程
よ
く
話
を
す
る
つ
い
で
に
飯
を

食

て
い

て
い
た
の
だ
が
今
は
常
に
妖
怪
の
山
に
い
る

そ
う
い
う
の
も
あ

て
紫
は
よ
く

に
来
て
い
た
の
だ

そ
の
せ
い
も
あ

て
不
思
議
で
し

う
が
な
か

た
の
だ

 
理
 

う

ん

に
胸
騒
ぎ
が
す
る
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

マ
ス

気
に
し
す
ぎ
で
は
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耶
狛

で
も
マ
ス

の
勘

て
結

な

で
当

 
た
る
よ

 
理
 

う
む

ま

え
て
も
し

う
が
な
い
何
か

 
や
ら
か
す
よ
う
な
ら

め
れ
ば
良
い
し
と
り
あ

 
え
ず

よ
う
か

 
こ
の
胸
騒
ぎ
を
後
に
ま
わ
し
て

る
こ
と
を
提
案
し
た

 
亜
狛

そ
う
で
す

お
休
み
な
さ
い
マ
ス

 
耶
狛

う
ん

お
休
み
な
さ
い

 
そ
う

い

人
は
布
団
に
入
る
と

 
亜
狛

グ

グ

 
耶
狛

ス

ス

 

人
は
す
ぐ
に

て
し
ま

た

そ
れ
を
何
度
も
見
て
い
る
と
こ
う
思

て
し
ま
う

 
理
 
い
つ
も
思
う
け
ど

る
の

く
な
い

 
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に
頼
ま
れ
た
仕
事
を
い
つ
も
こ
な
し
そ
し
て
夜
は
ぐ

す
り
眠
る

そ

れ
が
亜
狛
と
耶
狛
の
生
活
リ

ム
だ

恐
ら
く
動
物
と
し
て
の
リ

ム
が

だ
に

け
な
い
の
だ
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ろ
う

 
理
 

え
る
の
は
よ
し
て
も
う

る
か

 
自
分
も
亜
狛
と
耶
狛
と
同
じ
よ
う
に
布
団
に
入
り

を
つ
ぶ

て
眠
る
の
だ

た

一
方
で
紫

達
は
河
童
達
の

ま
り
場
の
大

に
集
ま

て
い
た

 
紫
 

皆

準
備
は
出
来
た
か
し
ら

 
紫
の
一

を
聞
い
た
妖
怪
達
は

 
妖
怪

オ

 
大

で

ぶ

妖
怪
の
中
に
は
⻤
や
天
狗
達
は

論
の
こ
と
河
童
や

に
も

山
の
妖
怪
達
が

終
結
し
て
い
た

 
美
 

紫

私
ら
⻤
は
大
丈
夫
だ

 
萃
香

さ

て
と
い

ち

暴
れ
る
よ

か

 
勇
儀

あ

が
ん
が
ん
暴
れ
て
や
る

 
美
 

し
か
し
華
扇

お
前
は
本
当
に
行
か
な
い
の
か

 
美
須
々
に
そ
う

わ
れ
た
華
扇
は

き

れ
な
が
ら

 
華
扇

え

生

暴
れ
る
気
は
起
き
て
な
い
の
よ
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萃
香

ま

お
土
産
を
期
待
し
て
よ

 
勇
儀

お
前
の
分
も
勝

を
味
わ

て
く
る

華
扇

 
華
扇

ハ
イ
ハ
イ
お

き
に
ど
う

上
手
く
い
く
な
ら

 
華
扇
は
い
か
な
い
理
由
は
理
久
兎
の
昔
話
か
ら
だ

あ
の
理
久
兎
が

す
る
と
い
う
こ
と
は

何
か
あ
る
と
華
扇
は
そ
う

え
て
い
た
か
ら
だ

そ
し
て
天
狗
達
は

 
風

こ
ち
ら
も
編
成
は
し
た

狼

達
こ
こ
は
任

 
せ
る

 
風

が
そ
う

う
と
狼

達
は

 
狼

わ
か

て
お
り
ま
す
天
魔
様

 
文
 

私
も
行
き
た
か

た
な

 
は
た

ま

た
く
文
は

 
文
 

だ

て

 
文
が
若

不
満
そ
う
に
し
て
い
る
と
風

は
文
に
近

て
頭
に
手
を
置
き

 
風

ハ
ハ
ハ

文
は

変
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
な

 
文
 

だ

て

く
気
に
な
り
ま
す
も
ん
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風

だ
が
ま
だ
は
た
て
や
文
は
若
い
そ
れ
を
分
か

 
て
く
れ

 
彼
女
達
は
ま
だ
若
い

に
こ
の
戦
い
で
命
を

と
さ
れ
て
も
た
ま

た
も
の
で
は
な
い
そ
の

た
め
お

守
番
だ

そ
し
て
文
は
諦
め
た
の
か

 
文
 

な
ら
お
土
産
話
を
期
待
し
て
ま
す

 
風

あ

任
せ
て
お
け

 
は
た

行

て
ら

し

い
天
魔
様

 
風

あ

行

て
く
る
よ

 
天
狗
達
の
会
話
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
河
童
達
は

 
ゲ
ン

さ

て
と
月
の
⺠
達
の
技
術
を

い
ま
す

 
か

 
河
童

ゲ
ン

イ
さ
ん
楽
し
み
で
す

 
ゲ
ン

あ

こ
れ
で
夢
の
光
学

彩
に

り
着
け
れ
ば

 
良
い
ん
だ
け
ど
な

 
ゲ
ン

イ
は
月
の
⺠
達
の
技
術
を
見
る
こ
と
が
楽
し
み
の
よ
う
だ
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幽
 

紫

そ
ろ
そ
ろ
よ
く
な
い
か
ら
し
ら

 
紫
 

そ
れ
も
そ
う

 
幽
々
子
に

わ
れ
た
紫
は
手
を
か
ざ
す
と
水

に
こ
れ
ま
で
よ
り
も
大
き
な
ス
キ
マ
を

開
さ

せ
る

 
紫
 

そ
れ
と
こ
こ
に

る
者
達
は
く
れ
ぐ
れ
も
こ
の

 
事
は
御
師
匠
様
達
に
は

わ
な
い
で
お
い
て
頂

 
戴

 
狼

分
か

た
ま

わ
な
い
で
お
く

 
文
 

ま

私
も

う
気
は
あ
り
ま
せ
ん

 
は
た

私
も

わ
な
い
か
ら

 
華
扇

 
天
狗
達
が
そ
う

て
い
る
中
で
も
華
扇
は

り
続
け
て
い
た

 
紫
 

さ

月
へ
侵

を
開
始
し
ま
す
わ

 
妖
怪

オ

 
妖
怪

楽
し
み
だ
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そ
の
一

と
共
に
妖
怪
達
は

に
出
来
た
ス
キ
マ
に
飛
び
込
ん
で
い
き

ど
の
妖
怪
達
が
ス
キ

マ
に
入
る
と

 
紫
 

そ
れ
じ

私
達
も
行
く
か
し
ら

 
幽
 

え

 
紫
と
幽
々
子
も
ス
キ
マ
に
入
る

そ
し
て

人
が
入

た
と
同
時
に
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
た

の
だ

た

そ
し
て

た
者
達
は

 
狼
 

見
送
り
も
終
わ

た
し
帰
る
と
す
る
か

 
文
 

さ
て
と

今
か
ら
記
事
を
作
り
ま
す
か

 
は
た

に
気
合
い
入

て
る
わ

文

 
文
 

え

本
当
は
こ
の
河
童
に
作

て

た
カ
メ
ラ

 
で
戦
い
を
記
録
し
た
か

た
ん
で
す
け
ど

 
は
た

え

で
も
ど
う
や

て
記
事
を
作
る
の

 
文
 

勝
つ
ん
で
す
か
ら
今
の
う
ち
に

 
は
た

は

本
当
に
ず
る

い
わ

 
そ
う

い
な
が
ら
文
と
は
た
て
達
の
天
狗
達
も
天
狗
達
の
住
処
へ
と
帰

て
い
く

だ
が
紫
達
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や

の
妖
怪
達
は
知
ら
な
か

た

い
や

人
だ
け
知

て
い
た
と
い
う
の
が
正
し
い
華
扇
は

も
居
な
く
な

た
場
所
で

り

い
や

か
と
話
し
始
め
た

 
華
扇

そ
う
い
え
ば

女
は
行
か
な
か

た
の

 

 

私
も
そ
こ
ま
で
馬
鹿
じ

な
い
わ

所
で

 
ど
う
す
る
の

女
は

 
華
扇

何
が
か
し
ら

 

 

理
久
兎
達
に
こ
の
事
を

う
の

 
夜
の
と
ば
り
に

れ
て

う

の
主
は
理
久
兎
達
に
こ
の
事
を
伝
え
る
の
か
を
華
仙
に
聞
く

と 
華
扇

私
は
無
理

美
須
々
様
に
も

う
な

て

 
口

め
さ
れ
た
も
の

 

 

そ
う

 
華
扇

だ
か
ら

女
が
い
え
ば

事
解
決
だ
と
思
う
け

 
ど
闇
の
食
人
妖
怪
さ
ん

 
そ
う
さ

き
か
ら
華
仙
が
話
し
て
い
た
の
は
闇
の
食
人
妖
怪
こ
と
ル

ミ
ア
だ
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ル
 

そ
う

ま

伝
え
る
だ
け
は
伝
え
て
お
く

 
わ
よ

 
華
扇

な
ら
覚
悟
し
て
伝
え
な
さ
い

 
ル
 

ど
う
し
て

 
ル

ミ
ア
が
聞
く
と
華
仙
は

 
華
扇

理
久
兎
の
こ
と
だ
か
ら
物

い

に
な

て

 
紫
達
の
後
を
追
う
か
ら

 
ル
 

ま

覚
悟
は
し
て
お
く
わ

 
ル

ミ
ア
は
そ
う

て
夜
の
と
ば
り
に
闇
に

れ
て
こ
の
場
か
ら
い
な
く
な
る
の
を
感
じ
た

華
仙
は

 
華
扇

実
に

れ
る
こ
と
に
な
る
わ

 
そ
う

て
華
仙
も
夜
に
輝
く
満
月
を

に
し
て
自
身
の
住
処
へ
と
帰

て
い

た



 第八章 第一次月面戦争

 
第
１
５
０
話
 
戦
争
開
始

 
目
覚
め
の
よ
い
朝
と
な
り

の

ず
り

と
共
に
理
久
兎
は
起

し
た

 
理
 

う

ん
飯
を
作
ら
な
い
と
な
に
し
て
も
紫
は

 
ど
う
し
た
の
や
ら

風

り
に
で
も
聞

 
き
に
行
く
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
布
団
か
ら

け
出
し
厨
房
へ
と
向
か
い
朝
飯
を
作
る
こ
と
に
し
た

そ
し

て
数
分
後

 
理
 

お

い
亜
狛

耶
狛
そ
ろ
そ
ろ
起
き
ろ
よ

 
厨
房
に
い
る
理
久
兎
に
呼
び
掛
け
ら
れ
亜
狛
と
耶
狛
も

 
亜
狛

や
め
て
く
れ
耶
狛

 
耶
狛

ど
う
し
た
な
お
兄
ち

ん
フ

 
と
亜
狛
は
訳
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を

い
な
が
ら
起

し
耶
狛
は
突
然
の
亜
狛
の

び
を
聞

い
て
あ
く
び
を
し
つ
つ
起
き
出
す

 
亜
狛

夢
か



 第１５０話 戦争開始

 
耶
狛

だ
か
ら
ど
う
し
た
の

 
亜
狛

い
や
悪
い
な
耶
狛

夢
で

ん
じ

た

 
耶
狛

も
う

か
さ
な
い
で
よ

 
理
 

お

い

人
共
さ

さ
と
起
き
て
運
ん
で
く
れ

 
料
理
を
運
ん
で
く
れ
と

い
亜
狛
と
耶
狛
は
す
ぐ
に
布
団
か
ら
出
て

 
亜
狛

あ

す
み
ま
せ
ん
行
く

耶
狛

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
も
起
き
出
し
理
久
兎
の
作

た
料
理
を
運
ぶ

 
理
 

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
亜
狛

い
た
だ
き
ま
す

 
耶
狛

い

た
だ

き
ま

す

 
作

た
料
理
を
食
べ
始
め
る

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
料
理
を
食
べ
進
め
る
と

人
は

を

し
か
め
て

 
亜
狛

マ
ス

や

り
前
よ
り
味
が

ち
ま
し
た
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味

を
飲
ん
だ
亜
狛
は
そ
う

い
耶
狛
は

で
つ
く
し
を
持
ち
上
げ
て

 
耶
狛

う
ん

切
り
方
も
昔
よ
り
大
雑

だ
よ

 
と

人
に

わ
れ
た

結

気
に
し
て
い
る
の
だ
が
仕
方
な
く
謝
罪
す
る

 
理
 

悪
い
な

こ
こ
最
近
手
が
前
よ
り
動
か
な
く
な

 
て
い
て
な

 
理
久
兎
の
手
は
昔
に
比
べ
る
と
動
き
が

く
な

て
い
た

そ
の
せ
い
で

で
食
材
を

に
切
る
こ
と
も

火
の
調
整
も

し
く
な

て
い
た

 
亜
狛

し
か
た
な
し
で
す
か

 
耶
狛

し

う
が
な
い
よ

 
理
 

本
当
に
す
ま
な
い
な

 
本
当
は
何
時
も
の
よ
う
に
料
理
を
作
り
た
い
が
作
れ
な
い
た
め
少
し
自
分
で
も
が

か
り
し
て

し
ま
う

だ
が
そ
れ
で
も
理
久
兎
達
は
食
事
を
し
て
い
き
終
え

人
に
今
日
す
る
事
を
伝
え
る

 
理
 

亜
狛

耶
狛
今
か
ら
風

の
家
に
向
か
う
よ

 
亜
狛

な
ん
で
風

さ
ん
の
家
な
ん
で
す
か

 
耶
狛

急
に
ど
う
し
た
の



 第１５０話 戦争開始

 
理
由
も
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
理
 

だ
い
た
い
紫
は
そ
こ
に
い
る
か
ら
風

達
な
ら

 
知

て
る
と
思

て
な

 

日
の
晩
飯
を
食
い
に
来
な
か

た
紫
の
事
が
気
掛
か
り
だ

た

だ
か
ら
風

達
な
ら
知

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と

え
た

 
亜
狛

ふ
む
分
か
り
ま
し
た
行
き
ま
し

う

 
耶
狛

そ
れ
じ

げ
な
い
と

 
そ
う

う
と

人
は
立
ち
上
が
り
風

の
家
の
近
く
に
空
間
を

げ
る

 
理
 

行
け
る
か

 
亜
狛

行
け
ま
す
よ
マ
ス

 
耶
狛

問

な
い
よ

 
理
 

そ
れ
な
ら
行
く
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は

け
目
へ
と
入

て
い

た

そ
し
て
こ
こ
天
狗
の
住
み
か
の
近
く
で

は 
狼

ふ

天
魔
様
達
は
今
頃
ど
う
な

て
い
る
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も
の
か

 
白
狼

フ
フ

狼

さ
ん
い
え
狼

隊
⻑
大
丈
夫
よ

 
だ

て
あ
の
天
魔
様
よ

 
狼

あ

あ

そ
う
だ
な

 
因
み
に
狼

は

願
か
な

て
今
目
の
前
に
い
る
白
狼
に
か
ん
ざ
し
あ
げ
て
告
白
し

を

え
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ

そ
し
て
そ
の

手
の
白
狼
の
名
は

 
狼

な

な

静
華

 
静
華

何
で
す
か

 
ど
う
や
ら
静
華
と
い
う
ら
し
い
狼

も
よ
く
こ
こ
ま
で
発

し
た
も
の
だ

 
狼

お

俺
と

 
静
華

俺
と

 
狼

け

け

 
狼

が
次
の

葉
が

え
ず
に

え
て
い
る
と
狼

の

上
に

け
目
が
出
現
す
る
と
そ
の

け
目
か
ら

度
お

み
の

人
が

ち
て
く
る

そ
し
て
そ
の

け
目
は
狼

の
い
る

置
の
ま
さ
し
く
上
だ

結
果
は
お
察
し
の
通
り



 第１５０話 戦争開始

 
ド
ス

 
狼

げ

ご
ん

 
静
華

キ

 
理
 

あ
れ

な
ん
か
踏
ん
だ
か
な

 
上
空
か
ら

ち
て
き
た
の
は
理
久
兎
だ

し
か
も
突
然
の
こ
と
で
狼

の
彼
女
で
あ
る
静
華
も

く

そ
し
て
更
に
上
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
も

ち
て
く
る

 
理
 

お

と

け
る
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
狼

の
上
か
ら
降
り
る

そ
し
て
降
り
る
と
今
度
は
亜
狛
と
耶
狛
が

 
ド
ス

ド
ス

 
狼

ア

ル
フ

 
耶
狛

あ
れ

お
兄
ち

ん
な
ん
か
踏
ん
だ
か
な

 
亜
狛

え

あ

耶
狛
す
ぐ
降
り
ろ

 
亜
狛
は
自
分
達
の
下

き
と
な

て
い
る
狼

を
見
て
し
ま
い
す
ぐ
に
耶
狛
と
狼

か
ら
降
り

る

そ
し
て
下

き
と
な

た
狼

は
す
ぐ
立
ち
上
が
り

 
狼

て
め

何
で
何
時
も
何
時
も
俺
の
邪
魔
し
て
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く
る
ん
だ

 
と

理
久
兎
達
に
文
句
を

う
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

い
や

悪
い
な
今
回
は
わ
ざ
と
じ

な
い
ん
だ
よ

 
わ
ん
わ
ん
お

 
狼

て
め

絶
対
に
反

し
て
な
い
だ
ろ

今
度
こ
そ

 
殴
り
飛
ば
し
て
や
る

 
静
華

ち
着
い
て
狼

さ
ん

 
静
華
は
今
に
も
理
久
兎
に
殴
り
掛
か
り
に
行

て
し
ま
い
そ
う
な
狼

を

さ
え
込
む

そ
し

て
そ
ん
な
怒
り
全
快
な
狼

に
聞
き
た
い
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
紫
ち

ん
は
そ

ち
に
い
る

 
そ
う
白
狼
天
狗
の
彼
ら
な
ら
何
か
知

て
い
る
か
と
思
い
聞
い
て
み
る
と

 
狼

い
や
俺
は
知
ら
ん

 
静
華

わ

私
も
知
ら
な
い

 
と

て
い
る
が
理
久
兎
は
彼
ら
が
目
を
そ
ら
し
て

て
い
た
の
を
見
逃
し
て
な
か

た

し
か
も
先
程
ま
で
の
怒
り
が
一

で
消
え
て
い
て
す
ぐ
に
分
か
る



 第１５０話 戦争開始

 
理
 

お
前
ら
何
か
知

て
る
だ
ろ

 
理
久
兎
が
狼

と
静
華
に

め

る
と

人
が
と

た
行
動
は

 
狼

我
は
本
当
に
知
ら
な
い
の
だ

 
静
華

う
ん

三

 
理
 
怪
し
い

 
亜
狛
分

か
り
や
す
い
な
狼

さ
ん
の
彼
女
さ
ん

 
耶
狛

う

ん
分
か
ら
な
い
の
か
な

 
と

や
は
り
分
か
ら
な
い
の
か
と
思

て
い
る
と

 
ル
 

あ
れ

理
久
兎
ど
う
し
た
の

 
そ
う

い
な
が
ら
ル

ミ
ア
が
現
れ
て

方
へ
と
歩
い
て
く
る

 
理
 

あ

そ
う
だ
ル

ミ
ア
に
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど

 
紫
が
ど
こ
に
行

た
の
か
知
ら
な
い
か

 
と

う
と
小

で

 
狼

フ
フ

馬
鹿
め
こ
の
プ
ロ

ク
ト
に

・

・加
・し
・て

 
い
る
妖
怪
達
全
員
は
口

め
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
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ら
な
い
の

だ

た
な

 
理
 

何
か

た
か

 
狼

い
い
や
何
も

 
と

し
ら
を
切

て
い
る
と
ル

ミ
ア
が
口
を
開
き

 
ル
 

え

知

て
る
わ
よ

か
月
に
行
く

て

 
て
い
た
わ
よ

 
ル

ミ
ア
は

で
そ
う

え
て
く
れ
た

す
る
と
狼

と
静
華
は

 
狼

お
い
馬
鹿

 
静
華

な
ん
で
そ
れ
を

ち

う
ん
で
す
か

 
と

う
と
ル

ミ
ア
は
ド

の
よ
う
な

で

 
ル
 

え

だ

て
私
そ
の
プ
ロ

ク
ト
に

・

・加
・し
・て

 
な
い
か
ら

 
狼

こ

こ
い
つ

 
狼

が
そ
う

い
ル

ミ
ア
に
怒
ろ
う
と
す
る
中
自
分
は
整
理
を
つ
け
て
い
た

つ
ま
り
紫

は
散
々
行
く
な
と

い
続
け
た
月
に
向
か

た
そ
れ
つ
ま
り
兵
力
と
力
の

に
よ
る
死
を
意
味
す



 第１５０話 戦争開始

る

だ
が
更
に
そ
ん
な
大
切
な
事
を
内

に
し
て
向
か

た
こ
と
に
怒
り
を
覚
え
た

 
理
 

お
い

こ
ろ

 
狼

あ

ん

ん
だ

よ

 

こ
ろ
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
狼

は
文
句
を

お
う
と

を
向
け
る
た
所
に

な
殺
気
を

出
し
て

み

け
る

そ
し
て
殺
気
を
間
近
で
感
じ
た
狼

は

み
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

不
味
い

耶
狛

ル

ミ
ア
さ
ん

静
華
さ
ん

 
す
ぐ
に
こ

ち
へ

 
耶
狛

う

う
ん

静
華
ち

ん

く

 
静
華

え

え

 
ル
 

華
扇
が

た
通
り
に
な

た
わ

 
亜
狛
と
耶
狛
に
指

さ
れ
狼

外
の
メ
ン
バ

は
下
が
る

 
狼

な

な
ん
だ
よ

 
理
 

て
め

何
で
そ
れ
を

し
た

 
理
久
兎
は
狼

に
怒

を

び
せ
る
と
狼

は

を
つ
い
て
目
の
前
に
い
る
恐
怖
を
感
じ
て

し
ま
う
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狼

て

て
て
天
魔
様
達
に
も
口

め
さ

さ
れ
た

 
か
ら
だ

 
理
 

ち

あ
い
つ
ら
も
グ
ル
か

ル

ミ
ア
お
前

 
の
知

て
い
る
こ
と
全
て
話
せ

 
ル
 

え

話
す
わ

そ
の
前
に
そ
の
殺
気
を
し
ま

 

て
頂
戴

こ

ち
も
神

を
使
う
か
ら

 
理
 

分
か

た

 
そ
う

い
平
常
心
を

と
う
と

え
殺
気
を

さ
え
る

殺
気
が
少
な
か
ら
ず

え
ら
れ
る

と 
ル
 

そ
れ
じ

話
す
わ

 
そ
う

い
ル

ミ
ア
は
こ
の
作
戦
を
伝
え
る

そ
の
作
戦
内
容
は
月
へ
の
侵
略
そ
の
ま
ま
だ

た 
理
 

つ
ま
り
お
前
の
聞
い
た
こ
と
は
月
へ
の
侵
略

て

 
こ
と
で
い
い
ん
だ
な

 
ル
 

私
が
聞
い
た
こ
と
は



 第１５０話 戦争開始

 
ル

ミ
ア
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
狼

と
静
華
を
も
う
一
度

で

み

け

 
理
 

お
前
ら
は

に
知

て
い
る
こ
と
は

 
理
久
兎
に
そ
う
聞
か
れ
た
狼

と
静
華
は

を

に

て

 
狼

俺
と
静
華
が
聞
い
た
の
は
そ
の
食
人
妖
怪
が

 

た
こ
と
そ
の
ま
ま
だ

 
静
華

え

私
も
狼

さ
ん
も
そ
れ
し
か
聞
い
て
な

 
い
わ

 

人
は
真

に
理
久
兎
を
見
て
そ
う
話
す
と
理
久
兎
は

 
理
 

嘘
は
つ
い
て
い
な
い
な

し
か
し
人
が

 
年
前
に
月
に
は
行
く
な
と
あ
れ

ど

た
の

 
に
も
関
わ
ら
ず
行
く
と
は
な

ハ
ハ
ハ

え

 

よ
あ
の
馬
鹿
弟
子
が

亜
狛

耶
狛

 
座

に

げ
ろ

 
亜
狛

え

月
で
は
な
な
い
ん
で
す
か

 
耶
狛

何
で
な
の
マ
ス
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理
 

い
い
か
ら
急
げ

理
由
は
あ

ち
で
話
す

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
マ
ス

 
耶
狛

了
解
だ
よ
マ
ス

 
そ
う

わ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
の
指

を
聞
い
て
そ
の
地
点
に
空
間
を

げ
る

 
理
 

お
前
ら
は
す
ぐ
に
怪
我
し
た
妖
怪
達
の
救

 
準
備
で
も
手

し
て
ろ

 
狼

ど
う
い
う
こ
と
だ
よ

 
狼

は

問
し
て
く
る
が
今
は
一

を
争
う

狼

を

ん
で

 
理
 

く
や
れ

 
と

う
と
狼

は
怖
じ
気
づ
い
た
の
か
す
ぐ
に
行
動
に

す

 
狼

わ

わ
か

た
行
く

静
華

 
静
華

え

え

 
そ
う

い

人
は
す
ぐ
に
天
狗
の
里
へ
と
向
か
う

 
ル
 

私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

 
ル

ミ
ア
に
聞
か
れ
た
理
久
兎
は



 第１５０話 戦争開始

 
理
 

ル

ミ
ア
お
前
も
狼

の
と
こ
ろ
に
行

て
こ
い

 
少
し
数
が
い
る
か
ら
な

そ
れ
と
も
し
文
句
を

 

わ
れ
た
ら
俺
の

と
で
も

て
お
け

 
ル
 

分
か

た
わ

 
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が
理
久
兎
に

 
亜
狛

マ
ス

準
備
完
了
で
す

 
耶
狛

行
け
る
よ

 
準
備
が
出
来
た
こ
と
を
伝
え
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

分
か

た
行
く

人
共

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は
亜
狛
と
耶
狛
が
作
り
出
し
た

け
目
へ
と
入

て
い
く

 
理
 

待

て
い
ろ
よ
紫

 
理
久
兎
は
紫
の
こ
と
を
心

し
な
が
ら
そ
の
目
的
地
へ
と

を
運
ぶ
の
だ

た

一
方
そ
の
こ

ろ
紫
達
は
と
い
う
と

 
紫
 

フ
フ

こ
こ
が
月
の
裏

 
幽
 

き
れ
い
な
場
所
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美
 

な

紫

私
ら
は
と
り
あ
え
ず
暴
れ
て
れ
ば

 
良
い
ん
だ
よ
な

 
紫
 

え

作
戦
は
夕
方
の
頃
に

た
通
り
に

方
向

 
へ
と
進

し
て
も
ら
う
わ
そ
の
間
に
私
と
幽
々
子

 
と
で
防
御
結
界
を

る
わ

 
風

知
し
た
し
て
我
ら
は

か
ら

め

 
美
 

私
ら
は
前
を
突

込
む

あ
れ

そ
れ
だ
と

 

は

が
や
る
ん
だ

 
ゲ
ン

そ
れ
は
俺
が

当

す
よ
美
須
々
様

 
美
 

お
い
お
い
河
童
で
大
丈
夫
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
紫
は

で

え
る

 
紫
 

え

ゲ
ン

イ
も
河
童
達
の
指
揮
を
と

て
い
る
 
 
 
 

 
も
の
問

は
な
い
わ

 
美
 

ま

紫
が
そ
う

う
な
ら
問

な
い
か

 
紫
 

ふ
ふ

さ
て
と
そ
れ
じ

進

開
始
で
す
わ
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全
員

オ

 
紫
の
激

と
共
に
妖
怪
達
は
進

を
開
始
し
た

だ
が
月
の
都
の
⺠
も
た
だ

て
み
て
い
る

だ
け
で
は
な
い

 
ビ

カ
ン

 
妖
怪

お
い

襲
だ

 
美
 

う

あ
れ
が
理
久
兎
の

て
い
た
月
の
⺠

 
共
か

 
そ
う

撃
の
よ
う
な
エ
フ

ク
ト
と
共
に
月
の
都
の
兵
士
達
が
現
れ
た
の
だ

そ
の
数
は
ざ

と
数
百
人
程
度
だ

 
風

中
々

が

れ
そ
う
で
す

 
萃
香

い
や

数
は
こ

ち
の
方
が

 
勇
儀

あ

萃
香
の

う
通
り
だ

 
ゲ
ン

美
須
々
様
そ
ろ
そ
ろ
手

通
り
に
い
き
ま
し

う

 
美
 

あ

全
員
手

通
り

方
向
に
別
れ
ろ

 
妖
怪

オ
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美
須
々
の

令
に
よ

て
妖
怪
達
は

方
向
へ
と
別
れ
る

因
み
に
分
か
れ
方
と
し
て
は

 

に
は
風

達
の
天
狗
を

頭
と
し

の
妖
怪
達
も
い
る
妖
怪

団

に
は
ゲ
ン

イ

達
河
童
を
主
力
と
し
て

成
さ
れ

論

の
妖
怪
達
も
い
る

団

最
後
の
真
中
は
美
須
々
達
の

⻤
を

頭
と
し
た

つ
の

団
の
中
で
も
主
力
中
の
主
力
の

団
こ
の

つ
と
な

た

そ
し

て
何

真
ん
中
に
⻤
達
を
主
力
に
し
た
か
と
い
う
理
由
は
真
ん
中
は
大
体
が
激
戦

と
い
う
の
が

場
だ
か
ら
だ

そ
し
て

方
向
に
分
か
れ
る
と
そ
れ
を
見
て
判
断
し
た
の
か
月
の
兵
士
達
も

方
向
へ
と
分
か
れ
こ
ち
ら
に
武

を

え
て
向
か

て
く
る

真
ん
中
の
⻤
達
の
所
は

 
美
 

お
前
ら

奴
等
を

き

す

 
⻤
達

オ

 
妖
怪

了
解
で
す

美
須
々
様

 
妖
怪

楽
し
く
な

て
き
た

 
萃
香

お
う
と
も
さ

 
勇
儀

い
い

し
て
や
る
よ

 
そ
し
て

の
天
狗
達
は

 
風

真
ん
中
の
⻤
達
に
負
け
る
な



 第１５０話 戦争開始

 
天
狗

う

 
天

山
に

し
て
き
た
者
達
の
分
も
殺

て
や
る

 
妖
怪

ハ
ハ

 
妖
怪

殺

て
や
る

 
最
後
に

の
河
童
達
は

 
ゲ
ン

さ

我
ら
の
技
術
力
の
た
め
に
高
度
な

 
技
術
を
い
た
だ
く
よ

 
河
童

河
童
の
発
明
は
世
界
一
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

 
や
る

 
河
童

俺
様
の

が
火
を
吹
く

 
妖
怪

河
童
達
に
使
わ
れ
る
の

然
と
し

が

 
月
の
⺠
は
皆
殺
し
だ

 
妖
怪

我
ら
が
百
⻤
夜
行
の
実
力
し
か
と
見
や
が
れ

 
そ
う
し
て
百
⻤
夜
行
と
月
の
⺠
達
と
の
戦
争
ま
た
そ
の
名
を
第
一
次
月
面
戦
争
が
開
始
さ
れ

た
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美
 

死

 
月
兵

う
が

 
美
須
々
は
向
か

て
く
る
月
の
兵
士
達
を

手
に
自
身
の

で

撃
し
て
い
く

 
美
 

お
い
お
い
も

と
強
い
の
は
い
な
い
の
か

 
萃
香

き

て
感
じ
だ

 
勇
儀

こ
れ
じ

楽
し
め

 

人
が
そ
う

て
い
る
と
大

を

負

た
結

ご
つ
い
男
と
⻑

を
持

た
男
が
近
づ

い
て
く
る

 

 

な
ら
俺
ら
が

手
し
て
や
ろ
う
か

 
美
 

う
若
造
共
が

手
か

 

 

け

俺
は
若
造
じ

よ
俺
は

だ
い
も
ん
じ
 
り
き

大
文

力

て

 
ん
だ

 
そ
う
近
づ
い
て
き
た
の
は
か
つ
て
理
久
兎
と
共
に
戦
場
を

け

け
た
戦
士
の
力
と

 

 

お
い
お
い
力

普
通

手
に
名
前

う

 
力
 

う

せ
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の

人
が
美
須
々
達
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が

た
の
だ

そ
し
て
そ
の

人
の
や
り
取
り
を

見
て
い
た
美
須
々
は

な

み
を

か
べ
て

 
美
 

面
白
そ
う
だ

決
め
た

そ
の
大

を
持

て

 
い
る
奴
は
私
の

物
だ

 
勇
儀

分
か
り
ま
し
た
よ

美
寿
々
様
と
い
う
事
だ
萃

 

萃
香

 
勇
義
は
萃
香
の
方
を
見
る
と
萃
香
は

 
萃
香

お
り

 

 

ふ
ん

 

ン

 
い
つ
の
間
に
か
美
須
々
が

手
し
よ
う
と
し
て
い
る
力
よ
り
も
ご
つ
く

を
着
込
ん
で
い
る
男

も
と
い

愛
親
王
と
戦

て
い
た

 
勇
儀

あ
い
つ
は

い

な
ら
そ
こ
の

 

 

え

俺

 
勇
儀

お
前
し
か
い
な
い
だ
ろ

手
し
て
や
る
よ
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な
ら
ば

手
し
ま
し

う

 
そ
う
し
て
⻤
達
は
遊
び

手
と

わ
ん
ば
か
り
に
月
の
兵
士
の
隊
⻑
格
達
と
戦
う
の
だ

た

そ
し
て

の
天
狗
達
の
方
は

 
バ
ン

バ
ン

バ
ン

 
月
兵

が

 
月
兵

ぎ

 
月
兵

が

 
風

ふ

手
に
な
ら
ん
な

 
風

は
河
童
式
火

で
月
の
兵
士
達
を
撃
ち

い
て
い
た

だ
が
風

の
目
の
前
に
刀
を

え
た
女
性
が
立
ち

え
た

 
風

が

 
バ
ン

 
風

は
そ
の
手
に

る

で
そ
の
女
性
を
撃
つ
と

 
キ
ン

 
女
性
は
そ
の
刀
で

弾
を
斬

て
風

の

撃
か
ら
身
を
守
る

そ
れ
を
見
て
い
た
風

は
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信
し
た

 
風

こ
い
つ

た
だ
者
じ

な
い
な

 
そ
う
心
の
中
で
も

く
と
刀
を

え
た
女
性
は
風

が
撃
ち

い
た
兵
士
達
を
見
て

 

 

女
よ
く
も
私
達
の
同

を

 
風
 

ふ
ん

私
に
挑
む
の
が
悪
い

違
う
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
女
性
は
風

を

み

け

 

 

許
せ
ま
せ
ん

女
は
私
の
手
で
切
り

て
ま
す

 

御
花
い
ざ

り
ま
す

 
風

い
い
だ
ろ
う
天
魔
の
実
力
を
教
え
て
や
ろ
う

 
そ
う
御
花
だ

力
や

と
同
じ
で
理
久
兎
と
共
に
戦

て
き
た
戦
士
の

人
で
も
あ
る

そ

し
て
御
花
も
力
達
と
同
じ
よ
う
に
風

の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
風

と
死
闘
を
す
る
の
だ

た

そ
し
て

の
河
童

は

 
ゲ
ン

奴
等
に

撃
す
る

を
与
え
る
な

 
河
童

了
解
で
す
ゲ
ン

イ
さ
ん

 
バ
ン

バ
ン
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月
兵

ぐ
ふ

 
月
兵

何
な
ん
だ

あ
い
つ
ら
の
武

は

 
河
童
達
は
か
つ
て
見
せ
た
三

え
の
方
法
で
月
の
兵
士
達
を

し
て
い
く
が

 

 

全

の
者
達
を
前
に
し

の
者
達
は
後
ろ

 
に
ま
わ

て
進

せ
よ

 
月
の
兵
士
達
の

令

で
あ
ろ
う
そ
の
男
は
月
の
兵
士
達
に
指

を
出
す
と
月
の
兵
士
達
は
そ

の
指

に
し
た
が
い

を
持
つ
者
が
前
に
そ
の

の
者
が
後
ろ
に
ま
わ
り
進

を
開
始
す
る

す

る
と

 
カ
ン

カ
ン

カ
ン

 
先
程
ま
で
の

弾
が
す
べ
て

で
弾
か
れ
る

そ
れ
を
見
て
い
た
ゲ
ン

イ
も

く

 
ゲ
ン

な

俺
ら
の

弾
が

か
な
い
だ
と

 
河
童

ゲ
ン

イ
さ
ん
ど
う
し
ま
す
か

 
ゲ
ン

く

手
が
向
か

て
く
る
な
ら
俺
ら
も
向
か

 
て
行
く
だ
け
だ

全

突
撃

 
妖
怪

お



 第１５０話 戦争開始

 
ゲ
ン

イ
の
指

に
よ
り
妖
怪
達
は
月
の
兵
士
達
目
掛
け
て
突
撃
す
る
が

 

 

全

は
立
ち

ま
れ

 
そ
の
指

が
出
る
と
月
の
兵
士
達
は
立
ち

ま
る

 
妖
怪

わ
ざ
わ
ざ
食
い
殺
さ
れ
る
た
め
に
待

て

 
く
れ
る

て
か

 
そ
う

い
な
が
ら
妖
怪
達
は
月
の
兵
士
達
に
襲
い
か
か
る
と

 

 

兵

の
間
か
ら

を

て

 
そ
の
指

に
よ

て
前

の

の
兵
士
達
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
妖
怪
達
は

 
ザ
グ

ザ
ク

ザ
グ

 
妖
怪

あ
が

 
妖
怪

が

あ
が

 
妖
怪

な
ん
だ

と

 
皆

に
よ

て
体
を

か
れ
て

を
絶
え
た

 
月
兵

ス
ゲ

流

は

師

様
だ

 
月
兵

あ
の
人
た
だ
の
キ
ザ
だ
と
思

て
た
俺
が
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ず
か
し
い

 
先
程
ま
で
の
指

を
全
て
出
し
て
い
た
の
は
力
達
と
同
じ
理
久
兎
と
戦

て
き
た
火

美

だ

た

 

 

さ

行
く

兵
士
達
よ

 
月
兵

お

 
ゲ
ン

く

ど
う
打
ち

る

 
こ
れ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
ゲ
ン

イ
は

み
し
な
が
ら
た
だ

し
が

た

そ
し
て
紫
達

は 
幽
 

紫
そ

ち
は
大
丈
夫

 
紫
 

え

大
丈
夫
よ

 

人
は
防
御
結
界
を
解
除
す
る
の
に
手
間
取

て
い
た

そ
し
て
月
の
戦
場
の
あ
る
場
所
で

は 

 

依
姫
様

豊
姫
様

防
御
結
界
に
何
者
か
の

 

入
が
見
ら
れ
ま
し
た

 
と

に

本
の
ト
ン
フ

を
か
け
て
い
る
男
性
が
依
姫
と
豊
姫
に
知
ら
せ
る
と
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豊
姫

あ
ら

な
ら
そ
れ
を
撃
た
な
い
と

 
依
姫

場
所
は
分
か
り
ま
す
か
仲

大
佐

 
そ
う
仲

だ

理
久
兎
達
と
闘

た
最
後
の

人

そ
の
仲

は
依
姫
の

問
に

え
る

 
仲

恐
ら
く
海
の
方

か
と

 
そ
れ
を
聞
い
た
依
姫
と
豊
姫
は

 
依
姫

御
姉
様
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
豊
姫

え

大
丈
夫
よ

仲

さ
ん

方
は
行
け
ま
す
か

 
そ
う
聞
か
れ
た
仲

は
そ
れ
に

え
る

 
仲

論
で
ご
ざ
い
ま
す

 
依
姫

そ
う
で
す
か

な
ら
ば
行
き
ま
し

う

 
こ
の
元
凶
に
制
裁
を
与
え
る
た
め
に

 
豊
姫

ふ
ふ

真
面
目

な
ら
行
き
ま
し

う

 
仲

は

 
そ
う
し
て
紫
達
を

す
た
め
に
依
姫
と
豊
姫
最
後
に
仲

が
動
く
の
だ

た
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第
１
５
１
話
 
骸
の
宴

 
さ

そ
く
で
す
み
ま
せ
ん
が
読
者
様
は

里
の
⻑
城
は
ご
存
知
で
あ
ろ
う
か

そ
う
中
国
の

始

が
作

た
と
さ
れ
る
中
国
の
観
光
地
で
も
あ
る

名
場
所

そ
し
て
こ
ん
な

は
ご
存

知
で
あ
ろ
う
か

里
の
⻑
城
の
下
に
は

里
の
⻑
城
を
作

た
と
さ
れ
る

者
や
奴

の

死
体
が

ま

て
い
る
と
い
う
裏
の

を

そ
し
て
現

理
久
兎
は
今
亜
狛
と
耶
狛
の
能
力
を

使

て
そ
の
一
部
の
場
所
に
来
て
い
た

 
理
 

着
い
た
な

 
亜
狛

で
も
マ
ス

何
で

の
国
で
す
か

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

す
ぐ
に
紫
ち

ん
を
助
け
な
い
と

 
い
け
な
い
じ

ん

 
そ
う
今
現

進
行

で
理
久
兎
の
弟
子
で
あ
る
紫
が
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
の
だ

だ
が
そ
ん

な
情

で
何

理
久
兎
が

里
の
⻑
城
に
来
た
の
か

 
理
 

お
前
ら
は
月
の
⺠
達
の
兵
力
を
見
た
こ
と
は

 
あ
る
か



 第１５１話 骸の宴

 
理
久
兎
に
聞
か
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

い
え
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

 
耶
狛

私
も
無
い
よ
マ
ス

 

人
が
そ
う

え
る
が
そ
れ
は
当
た
り
前
だ

何
せ
今
か
ら
遥
か
昔
な
た
め
見
れ
る
わ
け
で

は
な
い

 
理
 

月
の
⺠
の
一

兵
士
は

人
い
れ
ば
下
級
妖
怪

 

り
な
ら

程
必
要
だ

た

 
亜
狛

だ

た

 
亜
狛
が
理
久
兎
の

た
こ
と
に

問
を
持
ち
そ
れ
を
聞
く

 
理
 

あ

今
の
彼
ら
は
月
の
⺠
達
は

れ
の
無
き
世

 
界
月
に
住
ん
で
い
る
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は

 
亜
狛

不
老
不
死
に
近
い
生
命
力

で
す
よ

 
理
 

そ
の
と
お
り
だ

そ
し
て
本
来
な
ら
俺

人
で

 
紫
達
を
助
け
れ
る

だ

た

 
耶
狛

そ
れ

て
マ
ス

の
寿
命
が
近
づ
い
て
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来
て
い
る
か
ら

 
理
 

あ

そ
う
だ
今
の
俺
だ
と
殺
ら
れ
て
し
ま
う
か
も

 
し
れ
な
い
だ
か
ら
こ
そ
こ
こ
に
来
た
ん
だ

 
耶
狛

え

マ
ス

そ
れ

て

 
耶
狛
が
そ
う

う
と
自
分
は

ん
で
手
を
地
面
に

け
る

そ
し
て
自
身
を
霊
力
を

出
し

 
理
 

仙
術
十
七
式

む
く
ろ
の
う
た

骸
ノ

 
そ
う

い

出
し
て
い
る
霊
力
を
地
面
に
送
り
込
む

 
亜
狛

マ
ス

今
の

て

 
耶
狛

い

た
い
何
を
し
た
の

 

人
が
理
久
兎
に
聞
く
と
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て

で

え
る

 
理
 

人
で
無
理
な
ら
大

で

て
こ
と
だ
よ

 
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
に
そ
う
伝
え
る
と
彼
方

方
の
地
面
が
盛
り
上
が

て
い
く

そ
し
て

そ
の
地
面
か
ら

 
ザ
バ

ザ
バ

 

 

ア

ウ
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ウ

 

 

ウ

ウ

 
と

無
数
の
人
間

が

山
現
れ
る

た
が
そ
の
人
間
達
は
明
ら
か
に
お
か
し
す
ぎ
て
い
た

そ
の
人
間
達
の

ど
こ
ろ
か

は

て
い
て
中
に
は
体
の
一
部
が

け
て
い
る
者
や

が
無

い
者
も
い
る
そ
し
て
更
に

り
い
ち
め
ん
が

乱

に

ま
れ
る

そ
し
て
そ
の
人
間

達
は

も
悪
く

も
生
き
て
い
る
人
間
の
よ
う
な

で
は
な
い
現
代
で

う
と
こ
い
つ
ら
は
わ

 
亜
狛

な

ゾ

ン

ビ

動
く
死
体

 
耶
狛

お

が

が
り
し

う

く
ち

い
よ

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
に
説
明
し
て
お
く
よ
こ
い
つ
ら
に

 
は
俺
の
神
霊
を
神
降
ろ
し
さ
せ
た
そ
し
て
こ
い

 
つ
ら
の
特

は

 
そ
う
現
代
で

う
と
動
く
死
体
ま
た
の
名
を
ゾ
ン
ビ
だ

理
久
兎
の
し
た
こ
と
は
死
者
へ
の

冒

と
も

て
も
い
い
技
だ

そ
の
名
を
仙
術
十
七
式
骸
ノ

こ
の
技
は
動
か
な
く
な

て

し
ま

た
死
体
に
理
久
兎
の
神
霊
を

依
い
や
む
し
ろ
強
制
的
に
神
降
ろ
し
状
態
に
さ
せ
る
技

だ

神
霊
は
神
の
分
身
と

て
も
過

で
は
な
い
が
神
降
ろ
し
す
る
に
は
そ
れ
を
住
ま
わ
せ
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る

が
必
要
だ

た
り
と

々
と

件
は
面

だ
が
こ
れ
を
う
ま
く
使
え
れ
ば
ど
う
な
る
か

 
理
 

も
う
死
ん
で
い
る

て
こ
と
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
い
う
こ
と
か

 
耶
狛

ど
う
い
う
こ
と
な
に

お
兄
ち

ん

 
耶
狛
は

乱

の
あ
ま
り
の

さ
に

を

ま
み
な
が
ら
聞
く
と

 
亜
狛

つ
ま
り
今
い
る
動
く
死
体
達
は
も
う
死
ん
で
い

 
る
ん
だ
だ
か
ら
も
う
こ
れ

上
は
死
な
な
い

 
て
こ
と
だ
よ

か
に
こ
れ
な
ら
不
死
に
近

 
い
生
命
力
を
持

た
月
の
⺠
達
に
最

て
事

 
で
す

 
理
 

そ
う

う
こ
と
だ

 
そ
う
こ
の
死
体
達
は
も
う
死
ん
で
い
る

だ
か
ら
こ
れ

上
は
死
ぬ
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と

だ

も

と
分
か
り
や
す
く
い
う
と

シ

テ

ン
グ

ラ

ゲ

ム
の
バ

ピ

オ
ハ

ピ

ド

で

え
る
と
頭
に
ヘ

ド
シ

ト
の

死

撃
で
撃
ち

い
て

し
た

な
の
に
そ
れ
で
も
死

な
な
い
ゾ
ン
ビ
と
い

た
と
こ
ろ
だ
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理
 

亜
狛

耶
狛

す
ぐ
に
月
へ

げ
ろ

 
亜
狛

大
き
さ
は

う
ま
で
も
な
い
で
す
よ

 
耶
狛

く
ち

い
か
ら
嫌
な
の
に
な

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
は
月
へ
と
空
間
を

げ
る

 
理
 

そ
う
だ
正
体
を

す
た
め
に

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
狐
の
お
面
を
取
り
出
し
て
そ
れ
を

に
着
け
る

月
の
⺠
達
に
正
体
を
ば
ら
し
た
く
な
い
か
ら
だ

 
亜
狛

マ
ス

も
う
行
け
ま
す

 
耶
狛

こ

ち
も
大
丈
夫
だ
よ

 
理
 

な
ら
行
く

あ
の
バ
カ
弟
子
を
救
い
に

 
死
体

オ

 
死
体

ウ

 
死
体

ア

 
理
久
兎
の

葉
と
共
に
亜
狛
と
耶
狛
と
で

開
し
た
巨
大
な

け
目
に
死
体
達
自
ら
入

て
い

く

そ
ん
な
光

を
見
て
い
た
理
久
兎
達
の
感
想
は
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理
 

こ
う
見
る
と
シ

ル
な
光

だ
な

 
よ
ろ
よ
ろ
と

く
り
入

て
い
く
た
め
本
当
に
シ

ル
過
ぎ
て

る

 
亜
狛

本
当
で
す

 
耶
狛

く
ち

い
よ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
理
久
兎
達
は
月
へ
と
向
か
う
の
だ

た

一
方
月
で
は
あ
の
後
の
戦
い
か
ら

数
時
間
が

過
し
た

 
力
 

お
り

 
シ

ン

 
力
は
美
須
々
へ
と
大

を

り
か
ざ
す
が
美
須
々
は
そ
の
大

を

 
美
 

い

小

 

ン

 
美
須
々
は
自
身
の

に
着
い
て
い
る

の

を
使
い
そ
の
大

の
降
り
下
ろ
す

撃
を
防
ぐ

が 
力
 

い
の
は
お
前
の
方
だ

 
美
 

な
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力
は
防
が
れ
た
大

の

を

座
に

し
て
美
須
々
へ
と

近
し
自
身
の
そ
の

を
美
須
々
の

へ
と
当
て
る

そ
の

は
美
須
々
の
あ
ば
ら

を

り
そ
し
て

 
ゴ
キ

ゴ
キ

 
美
 

う
ぐ

 
そ
の
あ
ば
ら

を

て
い
く
が
美
須
々
も
た
だ
殺
ら
れ
る
訳
で
は
な
い

 
美
 

こ
い
つ
が

 
そ
う

い
い
美
須
々
は
そ
の
大

を
弾
き
飛
ば
し
力
へ
と

は

る
う
が

 
力
 

け

昔
や
ら
れ
た
こ
と
が
こ
う
や

て
役
に

 
立
つ
と
は
な

 

ス

 
美
 

が
は

 
力
が
何
を
し
た
の
か
は
美
須
々
の

の

関

に

り
を
入
れ
て
美
須
々
の
体

を
狂
わ
せ
て

撃
を
外
さ
せ
た

 
美
 

ち
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美
須
々
も
流

に
不
味
い
と
思

た
の
か
後
ろ
へ
と
バ

ク
ス
テ

プ
を
と

て
下
が
る

 
美
 

中
々
や
る
な

 
力
 

お
い
お
い
大
丈
夫
か

お
前
の

て
る

 
美
 

余

を
こ
け
る
の
も
今
の
う
ち
と
い
う
こ
と
を

 
教
え
て
や
ろ
う
小

 
そ
う

い
美
須
々
は
力
を
解

し
よ
う
と
す
る
が

 
萃
香

う
が

 
美
 

な

萃
香

 
萃
香
の

び
が
聞
こ
え
美
須
々
は
萃
香
を
見
る
と
力
よ
り
も
大
き
な
大
男
が
そ
の
刀
で

を

さ
え

ま
づ
い
て
い
る
萃
香
の

を

と
そ
う
と
し
て
い
た

 
美
 

く

萃
香

 
美
須
々
は
今
あ
る
体
力
を

り

て
萃
香
に
向
か

て
体
当
た
り
を
し
の
萃
香
を
そ
の
大
男

か
ら
の

撃
か
ら
守
る
が

 
ザ
グ

 
美
 

が
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代
わ
り
に
美
須
々
が
そ
の

撃
を
く
ら
い

に
そ
の
刀
を
受
け
る

 

 

う

代
わ
り
に
受
け
る
か

 
ザ
シ

 
そ
う

う
と
大
男
は
美
須
々
の

か
ら

を
引
き

く

 
美
 

グ

 
そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
力
は
美
須
々
に
少
し
感
心
し
な
が
ら

 
力
 

お
い
お
い

愛
親
王
の
お

さ
ん
の
一
撃
を
受
け

 
に
行
く
と
か
と
ん
だ
命
知
ら
ず
だ
な

 
そ
う

い
な
が
ら
力
は
美
須
々
に
よ

て
弾
か
れ
た
大

を

て
美
須
々
へ
と
近

る

 
力
 

よ

お

さ
ん
そ

ち
は

い
た
か

 

愛

ふ
ん

そ

ち
は
終
わ

た
の
か

 
力
 

あ

後
は
こ
の

れ
に

め
を
さ
せ
ば
大
丈
夫

 
だ
な

 

愛

そ
う
か
な
ら
ば
我
は

の

れ
を
狩
る
こ
こ
は

 
任
せ
る
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そ
う

い

愛
親
王
は
そ
こ
か
ら

れ

の
妖
怪
を
狩
り
に
行
く

 
美
 

ぐ

力
が
入
ら

 
萃
香

ご
め

ん

美
須
々
様

 
力
 

そ
ん
じ

あ
ば
よ

 
そ
う

て
力
は
美
須
々
に
大

を
降
り
下
ろ
そ
う
と
す
る
と

 

 

う
わ

 
ド
ン

 
力
 

が
ふ

 
力
に
向
か

て

が
飛
ん
で
き
た
の
だ

そ
し
て
力
に

を
投
げ
た
人
物
が
現
れ

 
勇
儀

萃
香

美
須
々
様

 
そ
う

い
勇
義
は
す
ぐ
に
美
須
々
と
萃
香
を
持
ち
上
げ
て

シ

で
そ
の
場
か
ら
後
退
す

る 
力
 

や
ろ
う

お
い

 

 

悪
い

あ
の

女
い
き
な
し
俺
を
つ
か
ん
で

 
投
げ
飛
ば
し
や
が
る
も
ん
だ
か
ら
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力
 

そ
ん
な
こ
と
よ
り
追
う

 

 

わ
か

て
る
よ

 
そ
う
し
て

人
は
美
須
々
と
萃
香
を
運
ん
で
い
る
勇
義
を
追
い
か
け
る

そ
し
て
風

の
方

は 
風
 

そ
こ

 
バ
ン

バ
ン

バ
ン

 
風

は
飛
び
な
が
ら
持
ち
前
の

撃
術
で
御
花
を

う
が

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
御
花

そ
ん
な
も
の
当
た
り
ま
せ
ん

 
御
花
は
そ
の
持
ち
前
の

察
力
で
風

の
撃

た
弾

の

置
を

し
そ
れ
を
全
て
刀
で
弾

い
た

 
風

全
て
弾
く
か
な
ら
ば

 
そ
う

い
風

は
も
う

方
で
持

て
い
る
方
天
画

で
御
花
に
向
か

て
突
進
を
す
る
が

 
御
花

す

ふ

 
御
花
は
静
か
に
目
を
閉
じ
深
呼

を
し
つ
つ
刀
を

に
収
め
て

え
る
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風

挑
ま
ぬ
な
ら
我
が
行
く

 
風

は

わ
ず
御
花
に
突
進
を
す
る

そ
し
て
風

が
後
少
し
の

ま
で
来
る
と
同
時
に

 
御
花

は

 
御
花
は
刀
を

か
ら
引
き

い
て
自
分
へ
と
突
撃
す
る
風

に

刀
術
の

つ
で
あ
る
居
合

斬
り
を
当
て
る
が

 
風

ぐ

 
バ
キ
ン

 
風

は
何
と
か
も
う

方
の
手
で
持

て
い
る
河
童
式
改
造
火

で
御
花
の
居
合
斬
り
を
防

ぐ
が

は
そ
の
一
撃
に
は

え
ら
れ
ず

れ
て
し
ま
う

 
御
花

撃
を
防
が
れ
た

 
だ
が
風

も
今
の
で

道
を
反
ら
さ
れ
た
た
め
に
御
花
へ
の

撃
に
失
敗
し
月
の
地
面
へ
と
着

地
を
す
る

 
風

ま
さ
か

が

さ
れ
る
と
は

 
そ
う

い
な
が
ら
お
互
い
目
と
目
で
向
き
合
う
と

 
勇
儀

し
つ
こ
い
奴
等
だ
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逃
が
す
か

 
力
 

待
ち
や
が
れ

 
風

あ
れ
は
勇
義
殿

そ
れ
に
勇
義
殿
が

い
で
い
る

 
の
は

美
須
々
殿

そ
れ
に
萃
香
殿

ま
さ
か

 
美
須
々
殿
が
や
ら
れ
た
の
か

 
御
花

女

私
を
無
視
し
な
い
で
く
れ
ま
す
か

 
御
花
は
余
所
見
を
し
て
い
る
風

に
斬
り
か
か
る
が

 
キ
ン

 
御
花

刀
が

 
風

は
方
天
画

で
一

し
御
花
の
刀
を
弾
き
飛
ば
す

 
風

悪
い
が
娘

我
は

事
が
出
来
た
の
で
な

 
そ
う

い
風

は
勇
義
が
走

て
い

た
方

に
向
か

て
飛
び
出
し
た

 
御
花

あ
の

女

 
そ
う

う
と
御
花
は
弾
か
れ
月
の
地
面
に

さ

た
刀
を
引
き

い
て
風

を
追
い
か
け
る

 
風

勇
義
殿

ま
さ
か
美
須
々
殿
が
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勇
儀

い
や

ま
だ
生
き
て
る

だ
が
後
ろ
の
追

手
が

 
し
つ
こ
い
ん
だ

て
か
何
で
増
え
る
ん
だ

 
そ
し
て
追

手
の

人
は

 
力
 

御
花

何
で
て
め

が
こ
こ
に

 
御
花

私
は
あ
の

女
に

が
あ
る
の
よ

 

 

わ
れ
て
見
る
と
増
え
て
る
し

 
と

い
な
が
ら

人
は
風

達
を
追

て
き
て
い
る

 
風

な
ら
ば

 
そ
う

い
風

は
力
達
の
方
を
向
き
手
を

す
と

 
風

そ
ら

 
風

が
か
ざ
し
た
手
を

て
閉
じ
た
そ
の

間

 
力
 

な

体
が
急
に

 

 

お

い

 
御
花

あ
の
妖
怪
能
力
持
ち

 
風

こ
れ
で
少
し
は

げ
る
勇
義
殿

美
須
々
殿
を



 第１５１話 骸の宴

 
こ
ち
ら
に

 
勇
儀

す
ま
な
い

 
そ
う

い
勇
義
は
美
須
々
を
風

に
渡
し
風

は
美
須
々
を

負
う

 
風

く
い
き
ま
し

う

 
勇
儀

あ

 
そ
う
し
て
勇
義
達
は
紫
達
の
い
る
方
ま
で
後
退
す
る
そ
し
て
別
の
場
所
の
ゲ
ン

イ
達
の
と
こ

ろ
で
は

 
ゲ
ン

さ

皆
よ

後
少
し
だ

あ
の
月
の
兵
士
達
を

 

す
よ

 
妖
怪

行
け
行
け

 
妖
怪

り

し
て
や
る
よ

 
そ
し
て
も
う
一
方
の
月
の
兵
士
達
の
大
将
の

は

静
に
対
処
を
し
て
い
た

 

 

皆

が
ん
ば

て
く
れ

我
ら
が
都
を
守
る

 
た
め
に

 
月
兵

そ
う
だ

俺
ら
の
都
を
守
る
ん
だ
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月
兵

負
け
て
ら
れ
る
か

 
こ
ち
ら
は
総
力
戦
と
な

て
い
て
妖
怪

が

に
た

て
は
い
た

す
る
と
ゲ
ン

イ
の
耳

元
に

人
の
河
童
が
現
れ

 
河
童

ゲ
ン

イ
さ
ん
大
変
で
す

美
須
々
様
と
萃
香
様

 
が
や
ら
れ
ま
し
た

 
ゲ
ン

な

嘘
だ
ろ

あ
の
お
方
達
が
や
ら
れ
る
わ
け

 
ゲ
ン

イ
達
の
そ
の
会
話
を
聞
い
て
い
た
妖
怪
達
は
ざ
わ
め
き

め
た

 
妖
怪

嘘
だ
ろ
美
須
々
様
が
や
れ
た
だ
と

 
妖
怪

あ
の
美
須
々
さ
ま
に

て

 
と
そ
ん
な
会
話
が

が

て
い
き
妖
怪
達
は
動

を

し
き
れ
な
か

た

そ
し
て

は
そ

ん
な
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
妖
怪
達
を
見
逃
さ
な
か

た

 

 

何
か
分
か
ら
な
い
け
ど
こ
れ
は

機
だ
皆

 

め
る
な
ら
今
だ

し
き
れ

 
月
兵

オ

 
月
兵

今
度
は
俺
ら
の
戦
い
だ
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の
そ
の

葉
で
月
の
兵
士
達
の
士
気
が
上
が
り
妖
怪
達
は

さ
れ
て
い
く

 
ゲ
ン

む
な

し
き
れ

 
ゲ
ン

イ
は
そ
う

う
が
つ
い
に

界
が
来
て
し
ま

た

 
妖
怪

も
う
無
理
だ

 
妖
怪

こ
こ
か
ら
退
く

 
そ
う

い
妖
怪
達
は
次
々
と
後
退
し
て
い
く

 
ゲ
ン

く

仕
方
な
い
撤
退
だ

 
そ
の
一

に
よ

て
妖
怪
達
は
撤
退
し
て
い
く

 

 

逃
が
す
な

れ
を
こ
こ
で

絶
す
る
ん
だ

 
月
兵

や

て
や
る

 
月
兵

全
て
は
我
ら
が
⺠
の
た
め
に

 
そ
う
し
て
月
の
兵
士
達
は
妖
怪
達
を
追
い
か
け
て
い
く
の
だ

た

 
そ
し
て
紫
と
幽
々
子
の

人
は

 
紫
 

よ
う
や
く
結
界
が
解
除
で
き
た
わ

 
幽
 

後
は

め
る
の
み
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そ
う
会
話
を
し
て
い
る
と
勇
儀
に
風

そ
し
て
ゲ
ン

イ
が
大
急
ぎ
で
来
る
と

 
勇
儀

ぐ

紫

美
須
々
様
と
萃
香
が
や
ら
れ
た

 
風

こ
ち
ら
も
無
理
だ

 
ゲ
ン

紫
さ
ん

こ

ち
も
美
須
々
様
に
萃
香
様
が

 
や
ら
れ
た
こ
と
で
士
気
が
下
が

て
皆
恐
怖

 
の
あ
ま
り
に
退
い
て
い
ま
す

 
紫
 

何
で
す

て

 
そ
う

わ
れ
た
紫
は

り
を
見
渡
す
と
妖
怪
達
が
次
々
に
退
い
て
い
た

指
揮
を
す
る
妖
怪
達

で
あ
る
美
須
々

風

ゲ
ン

イ
の

人
が

け
た
こ
と
に
よ

て
皆

力
を
な
く
し

逃
げ
て
い
た

 
幽
 

紫

こ
れ
は
不
味
い
ん
じ

 
紫
 

仕
方
な
い
わ

 
そ
う

い
紫
は
後
ろ
を
向
い
て
こ
こ
に
来
る
時
に
使

た
ス
キ
マ
を
開
く

 
紫
 

こ
れ
で
皆

で
き
る
わ
す
ぐ
に

 
そ
う

て
い
る
と
紫
の
開
い
た
ス
キ
マ
が
ど
ん
ど
ん
閉
じ
て
い
く



 第１５１話 骸の宴

 
紫
 

な

く

 
紫
は
自
身
の
妖
力
を
更
に
使

て
何
と
か
ス
キ
マ
を

げ
よ
う
と
す
る
が
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ

た 
紫
 

な

ス
キ
マ
が

 
す
る
と
今
度
は
紫
達
の
目
の
前
に

人
の
男
女
が
現
れ
る

そ
の
内
の
男
性
が
話
し
出
す

 
仲

愚
か
な
る

れ
共
よ

お
前
ら
た
だ
で
帰
れ
る
と

 
思

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
な

 
と

う
と
今
度
は

子
を

た
女
性
も
と
い
豊
姫
は

い
な
が
ら
紫
達
に
扇
子
を
向
け
て

 
豊
姫

フ
フ

だ
け
ど

女
が
使

た
そ
の
方
法
は

 
閉
じ
さ
せ
て

た
わ

 
紫
 

嘘
で
し

 
紫
は
絶
望
し
た

自
分
達
は
月
の
兵
士
達
を

く
み
す
ぎ
て
い
た
こ
と
に
理
久
兎
が
昔
に

話
し
た
通
り
月
に
戦
い
を
挑
ま
な
け
れ
ば
よ
か

た
と
心
の
底
か
ら
後

を
し
た

そ
し
て
今
度

は

を
後
ろ
に
結
ん
だ
女
性
の
依
姫
は
そ
の
手
に
持
つ
刀
を

げ
て

 
依
姫

れ
し
者
共
よ

こ
こ
で
無
惨
に
消
え
て
無
く
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な
り
な
さ
い

 
幽
 

紫

ど
う
し
ま
し

う

 
紫
 

こ
れ
が
本
当
の
危
機
と

う
こ
と

 
風

帰
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
か

 
勇
儀

く
帰
ら
な
い
と
美
須
々
様
が

 
ゲ
ン

紫
さ
ん

の
月
の
兵
士
達
が

 
ゲ
ン

イ
に
そ
う

わ
れ
た
紫
達
妖
怪
の

り
に
は
月
の
兵
士
達
が
集
ま
り
妖
怪
達
を
追
い

め
て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
紫
は
絶
望
し

を
つ
い
て
戦
意
す
ら
感
じ
な
く
な
り
満
身
創

と
な

て
し
ま

た

 
依

め

さ

こ
こ
で
死
に
な
さ
い

 
そ
う

い
依
姫
は
は
そ
の
刀
で
紫
へ
と
斬
り
か
か
る

 
紫
 

あ

私
の
命
も
こ
こ
ま
で
な
の

御
師
匠
様
に

 
会
い
た
い
な

 
紫
は
も
う
諦
め
か
け
た
そ
の
時
だ

た
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キ
ン

 
金

と
金

が
ぶ
つ
か
る

が
し
紫
は

た
目
を
再
度
開
く

そ
こ
に
は
自
分
が
い
つ
も
見

て
き
た

中
で
あ
り
こ
こ
に
い
る

の
な
い

中
が
写

た

 
依
姫

様

何
者
だ

 
理
 

悪
い
が

馬
鹿
弟
子
を
こ
こ
で
死
な
せ
る

 
訳
に
は
行
か
な
い
ん
で

 
そ
う
そ
の
目
の
前
に
い
た
の
は
自
分
の
師
匠
で
あ
る
理
久
兎
だ

た
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第
１
５
２
話
 
妖
怪
の
総
大
将

 
紫
も

め
て
全
て
の
妖
怪
達
は

い
て
い
る
を
見
る

こ
の
計
画
を
話
て
は
い
な
い

な
の
に

自
分
が
こ
こ
に
い
た
事
に

い
て
い
る
み
た
い
だ

 
依
姫

様
は
何
者
だ

 
刀
と
刀
と
で
つ
ば

り
合
い
状
態
で
依
姫
は
聞
い
て
く
る

昔
よ
り
も

々
し
く
な

た
な
と

思
う
が
紫
を
叱
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
事
を
思
い
だ
し
な
が
ら

を

げ
て

 
理
 

俺
は
こ
い
つ
ら
の
親
玉
だ

 
キ
ン

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
依
姫
の
刀
を
弾
い
て

 
理
 

亜
狛

耶
狛

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
が

け
目
を

由
し
て
現
れ
る

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

お
待
た
せ

 
紫
 

亜
狛

耶
狛
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理
 

奴
等
を
出
せ

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

は

に
な
り
そ
う

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を

開
す
る
と

 
死
体

オ

 
死
体

ア

 
死
体

カ

 
何
を

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
無
数
の
動
く
死
体
達
が
そ
の

け
目
か
ら
現
れ
る

こ
れ
を

目
前
と
し
た
皆
は
目
を
点
に
す
る

 
紫
 

な
に

あ
れ

 
風

人
間
で
は
な
い

 
ゲ
ン

見
た
こ
と

よ

 
勇
儀

あ
れ
は
い

た
い
何
な
ん
だ
よ

 
幽
 

動
く
死
体
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と

妖
怪
達
が

い
て
い
た
が
そ
ん
な
の
を
無
視
し
て
動
く
死
体
達
に
指

を
出
す

 
理
 

全

突
撃
せ
よ

死
ぬ
気
で
や
れ

 
動
く
死
体
達
に
命
令
を
下
す

す
る
と
動
く
死
体
達
は

を

げ
な
が
ら

 
死
体

ウ

 
死
体

グ

 
死
体

ラ
カ

 
最

断
末
魔
の

鳴
に
近
い

び
を
上
げ
て
月
の
兵
士
達
に
向
か

て
走
り
出
し
た

そ
し

て
そ
れ
に
対

で
き
て
い
な
い
月
の
兵
士
達
は

 
月
兵

な

何
な
ん
だ
よ

 
月
兵

こ
の
や
ろ
う

 
ザ
シ

 
月
の
兵
士
が
動
く
死
体
の
心

に
向
か

て
刀
を
突
き

す
が

 
死
体

う
が

 
そ
ん
な
の
を
関
係
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
再
度
襲
い
掛
か
る

 
月
兵

ア



 第１５２話 妖怪の総大将

 
月
兵

く

来
る
な

 
あ
ま
り
に
も
恐
ろ
し
い
見
た
目
な
の
か
そ
れ
と
も

乱

の
せ
い
か
月
の
兵
士
達
は
皆
逃
げ

惑

て
い
た

 
依
姫

な

御
姉
様
す
ぐ
に
対
処
し
な
い
と

 
豊
姫

仕
方
な
い
わ

仲

さ
ん
も
来
て
く
だ
さ
い

 
仲
せ

わ
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い

人
は
理
久
兎
が

た
動
く
死
体
達
の
対
処
へ
と
向
か
う

 
そ
れ
を
見
た
紫
は

 
紫
 

い
で
さ
わ
こ
れ
な
ら
月
の
兵
士
達
も

 
こ
の
バ
カ
弟
子
は
ま
だ
反

で
き
て
い
な
い
よ
う
だ

そ
こ
か
ら
先
を

お
う
と
す
る
前
に
紫

の

の
前
へ
と
近
づ
き

 
バ
チ
ン

 
全
員

な

 
紫
 

へ

御
師
匠

様

 
紫
の

に
ビ
ン

を
し
た

そ
し
て
お
面
で
自
分
の

は
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
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理
 

こ
の
大
馬
鹿
者
が

紫
お
前
に
も

た

だ

 
月
の
兵
士
達
だ
け
は
戦
い
を
挑
む
な
と

 
紫
 

え

そ
れ
は

そ
の

 
理
 

お
前
が
何
し
た
の
か

り
を
見
て
み
ろ

 
そ
う

わ
れ
た
紫
は

り
を
見
渡
し
状

を
見
る

し
き

た
者
怪
我
で

し
ん
で
い

る
者

仲
間
を
失

た
者
そ
こ
に
は
そ
れ
だ
け
の
妖
怪
達
が
い
た

 
紫
 

 
理
 

お
前
ら
妖
怪
達
は
地
上
に
帰
れ

こ
れ
は

 
命
令
だ

 
紫
 

し
か
し
私
の
能
力
は

 
そ
う

い
わ
れ
大
方
紫
の
能
力
を

し
て
き
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
ば
と
思
い
亜
狛
と
耶
狛

に
指

を
出
す

 
理
 

亜
狛

耶
狛

今
の
う
ち
に
こ
こ
に
い
る
妖
怪

 
達
全
員
を
す
ぐ
に
地
上
へ
送
れ

 
亜
狛

了
解
で
す
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耶
狛

わ

か
り
ま
し
た

 
そ
の
一

と
共
に
動
く
死
体
達
が
や

て
来
た

け
目
は
閉
じ
ら
れ
代
わ
り
に
紫
達
の
前
に
巨

大
な

け
目
が

開
さ
れ
た

そ
し
て
そ
の

け
目
の

は
地
上
の

だ

 
理
 

て
め

ら
は
さ

さ
と
帰
れ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
妖
怪
達
は

 
勇
儀

全
員

す
ぐ
に
入
れ

 
風

も
た
も
た
す
る
な

 
ゲ
ン

総
大
将
達
の
ご
意
向
に
従
え

 
そ
の
一

に
よ

て
妖
怪
達
は
ざ
わ
め
き
そ
し
て

 
妖
怪

逃
げ
る

 
妖
怪

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
た
ら
死
ん
じ
ま
う

 
⻤
 

く
帰

て
美
須
々
様
達
の
手
当
て
を

 
天
狗

急
げ

 
河
童

く

そ
う

 
妖
怪
達
は
続
々
と

け
目
へ
と
入

て
い
く
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理
 

紫

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

お
前
も

め
て
こ
れ
に
関
与
し
た

謀
者
を
全
員

 
天
狗
の

場
に
集
め
さ
せ
ろ

そ
こ
で
お
前
ら

 
に

を
与
え
る

 
そ
う

わ
れ
た
紫
は
う
つ
む
き
な
が
ら

し
そ
う
に

 
紫
 

わ
か

た
わ

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
が
作

た

け
目
へ
と
入

て
い

た

だ
が
そ
れ
を
よ
し
と
し
な
い

中
が
い
る
の
を

れ
て
は
い
け
な
い

 
依
姫

く

こ
の
死
体
達

し
て
も

し
て
も
蘇

て

 
く
る

 
仲

何
な
ん
だ
こ
い
つ
ら

 
依
姫
と
仲

が

て
い
る
と
豊
姫
は
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
か

 
豊
 

で
も
さ

き
か
ら
あ
の
死
体
達

兵
士
達
や

 
私
達
に

・危
・

を
加
え
て
な
い
わ
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そ
の
豊
姫
の
発

に
依
姫
達
は
気
づ
い
て
し
ま

た

そ
う
こ
れ
は
理
久
兎
の

意
中
の
策
の

つ
の
陽
動
だ
と
い
う
こ
と
に

 
依
姫

ま
さ
か

 
依
姫
が
妖
怪
達
の
方
を
向
く
と
妖
怪
達
全
員
が

け
目
へ
と
入

て
い
る
こ
と
目
撃
し
て
し

ま
う

 
依
姫

や
ら
れ
た
わ
こ
れ
は
陽
動
よ

 
仲

陽
動

 
依
姫

証
拠
に

 
依
姫
は

を
月
の
大
地
に

し
て
た
だ
立
つ
と
目
の
前
に
い
る
動
く
死
体
は

 
死
体

あ

あ

 
格

の

物
な
の
に
襲
い
も
し
な
い
の
だ
か
ら

 
豊
姫

て
こ
と
は
じ

 
仲

こ
れ
は

無
視
す
る
べ
き
も
の

 
依
姫

御
姉
様

す
ぐ
に
あ
の

け
目
を
消
せ
ま
す
か

 
豊
姫

ま

て

あ
ら

何
で
か
し
ら

作
出
来
な
い
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わ

 
依
姫

な

御
姉
様
に
で
も
で
き
な
い
な
ん
て

 
依
姫
が
そ
う

て
い
る
中
で

 
死
体

グ

 
月
兵

く

来
る
な

 
動
く
死
体
達
が

だ
に
月
の
兵
士
達
を
追
い
か
け
回
し
て
さ
れ
て
い
て

乱
し
て
い
た

 
依
姫

こ
れ
は
こ

ち
を

先
す
べ
き

御
姉
様

 
す
ぐ
に
で
も
こ
の
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い

 
そ
う

わ
れ
た
豊
姫
は

い
て
そ
の
場
か
ら
一

で
消
え
る

 
依
姫

仲

さ
ん
私
達
は
す
ぐ
に
あ
の
場
所
へ

 
仲

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
依
姫
と
仲

は

シ

で
理
久
兎
達
の
い
る
方
へ

て
い
く

だ
が
依
姫
達

は
ミ
ス
を
し
た

目
の
前
に
動
く
死
体
や

の
死
体
達
を

め
て
理
久
兎
の
神
霊
が

依
し
て
い

る
こ
と
に
依
姫
達
の
会
話
は
全
て
理
久
兎
に
つ
つ
ぬ
け
だ

た

 
理
 

バ
レ
た
か

流

は
依
姫
ち

ん



 第１５２話 妖怪の総大将

 
理
久
兎
も
す
ぐ
に
は
バ
レ
な
い
だ
ろ
う
と

え
て
い
た
が
依
姫
の
頭
の
回
転

度
に
少
し
ば
か

り
だ
が
感
心
を
し
た

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛

今
の
状
態
は

 
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
今
の
状
態
を
聞
く
と

 
亜
狛

後

り
は

程
度
で
す

 
耶
狛

そ
れ
が
ど
う
し
た
の
マ
ス

 
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
ど
ん
な
状

か
を
話
す

 
理
 

陽
動
が
バ
レ
た
す
ぐ
に
で
も
襲

て
く
る

 
亜
狛

な
ら
急
が
な
い
と

 
耶
狛

皆

死
に
た
く
な
い
な
ら
急
い
で

 
妖
怪

わ
か

て
る

て

 
妖
怪

嫌
だ

死
に
た
く

 
妖
怪
達
も
死
に
た
く
な
い
の
が
必
死
な
ぐ
ら
い
に

て

け
目
へ
と
入

て
い
る

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛

俺
は
し
ば
ら
く
奴
等
を

め

 
す
る
そ
の
間
に
お
前
ら
も

を
完
了
さ
せ
ろ
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亜
狛

ち

マ
ス

そ
の
体
で
何
が
出
来
る

て

 
い
ん
で
す
か

 
耶
狛

本
当
だ
よ
死
ん
じ

う

て

 
と

亜
狛
と
耶
狛
が

め
る
が
理
久
兎
は

 
理
 

安
心
し
ろ
俺
は
か
な
ら
ず
そ

ち
に
帰
る
さ

 
そ
う

て
亜
狛
と
耶
狛
に

を
向
け
て
走
り
出
し
た

 
耶
狛

マ
ス

 
亜
狛

耶
狛

安
心
し
ろ
マ
ス

は
必
ず
帰
る

 
い
つ
も
そ
う
だ
ろ

 

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

う
ん

 
亜
狛

マ
ス

が
時
間
を

い
で
い
る
間
に
俺
ら
は

 

さ
せ
る

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛
と
耶
狛
は

活
動
に
専

す
る
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
代
わ
り
理
久
兎
へ
と

る



 第１５２話 妖怪の総大将

 
理
 

さ
て

ど
う
し
た
も
の
か
な

 
そ
う

え
て

き
な
が
ら
走

て
い
る
と
目
の
前
に
知

て
い
る

が

て
き
て
い
た

 
理
 
あ
れ
は

依
姫
に
仲

か

な
る

ど

し
に

 
来
た

て
か

な
ら

め
る
し
か
無
い
よ
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
そ
こ
で
立
ち

ま
る

そ
し
て
依
姫
達
の
方
も
自
分
を

し
た
の
か

 
依
姫

あ
の
お
面
は

 
仲

依
姫
様
い
か
が
い
た
し
ま
す
か

 
依
姫

私
が
あ
の
お
面
を

め
し
ま
す

そ
の
間
に

 
仲

さ
ん
は
逃
亡
を

し
て
下
さ
い

 
仲

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
依
姫
は
自
分
の
目
の
前
で
走
る
の
を

め
て
立
ち

ま
り
仲

は
理
久
兎
を
無
視

し
て
走
り

け
よ
う
と
す
る
が
そ
う
は
問

が
お
ろ
さ
な
い

 

チ
ン

 
指
を
鳴
ら
し
合

を
す
る

そ
う
し
て

も

た
ぬ
内
に

 
死
体

ウ
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死
体

ブ

 
無
数
の
死
体
達
が
カ
バ
デ

を
し
な
が
ら

と
な

て
仲

を
と
お
せ
ん
ぼ
を
す
る

 
仲

こ
い
つ
ら

 
理
 

通
り
た
か

た
ら
俺
を

し
て
か
ら
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は

手
で
黒

を

え
依
姫
達
に

う

 
依
姫

そ
う
で
す
か

な
ら

方
を

し
て
か
ら
通
り

 
ま
し

う

仲

さ
ん
は
そ

ち
の
死
体
達
を
お

 
願
い
し
ま
す

 
仲

知
し
ま
し
た

 
仲

は
返
事
を
す
る
と
死
体
達
に
向
か

て
突
撃
し
て
い
く
が
自
分
は
依
姫
の
目
を
見
て

 
理
 

さ

つ

い
た
い
だ
け
ど
い
い
か

 
依
姫

何
が

い
た
い
ん
で
す
か

 
依
姫
は

わ
せ
て
く
れ
る
み
た
い
だ

頭
を
下
げ
て
依
姫
達
に
対
し
て
謝
罪
を
す
る

 
理
 

今
回
の
こ
と
は
す
ま
な
か

た
と

い
た
い

 
依
姫

何

謝
る
ん
で
す
か



 第１５２話 妖怪の総大将

 
理
 

本
来
は
俺
が
こ
の
事
に
気
づ
い
て
い
れ
ば
起
き

 
な
か

た
事
だ

た

 
依
姫

待

て
く
だ
さ
い

か

方
は
妖
怪
達
の
親
玉

 
で
し
た
よ

な
ら
こ
の
戦
争
は

方
が
引
き

 
起
こ
し
た

で
す
よ

 
依
姫
に
そ
う

わ
れ
る
が

を

に

り

 
理
 

俺
は
こ
こ
に

め
る
こ
と
に
反
対
派
だ

 
依
姫

つ
ま
り

方
は
戦
う
意
思
は
な
い
と

 
理
 

あ

本
当
は
な

 
そ
う

い
黒

を

に
置
く

だ
が
依
姫
は
そ
れ
に

し
な
か

た
の
か

 
依
姫

で
す
が

方
達
に
や
ら
れ
ら
た
我
が
同

達
の

 
意
思
が
あ
る
の
で
す

方
が
何
と

お
う

 
が
帰
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

 
そ
う

う
と
依
姫
は
刀
の
切

先
を
向
け
る

 
依
姫

さ

覚
悟
し
て
く
だ
さ
い

さ

き
の

り



 第八章 第一次月面戦争

 
を
こ
こ
で
返
し
て
あ
げ
ま
す

 
そ
う

べ
る

こ
こ
は
も
う
戦
う
し
か
な
い
み
た
い
だ

 
理
 

そ
う
か

戦
う
し
か
な
い
か

 
理
久
兎
も
そ
う

い

中
に
置
い
た
黒

を
再
度

手
で

え
て
理
久
兎
は
戦
い
の
お
決
ま
り

の

葉
を

う

 
理
 

い
ざ
じ
ん
じ

う
に

 
そ
こ
ま
で

う
と
今
度
は
依
姫
が

 
依
姫

勝
負

 
と

最
後
の
一

と
共
に
自
分
と
依
姫
は

け
出
し

 

キ
ン

 
再
度
刀
と
刀
を
ぶ
つ
け
合
う
の
だ

た



 第１５３話 神と神降ろし使い

 
第
１
５
３
話
 
神
と
神
降
ろ
し
使
い

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
理
久
兎
と
依
姫
は
自
分
達
の
願
い
が
た
め
に
戦

て
い
た

理
久
兎
は
妖
怪
達
を
地
上
へ
と
逃

が
す
た
め
に
依
姫
は
妖
怪
達
を

す
る
た
め
に
お
互
い
の

と

を
交
じ
り
合
わ
せ
る

 
理
 

う

中
々
出
来
る
じ

な
い
か

 

キ
ン

 
依
姫

私
は

方
達
妖
怪
に
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

 
い
ん
で
す

あ
の
人
を

た
妖
怪
達
に
は

 
キ
ン

 
理
 
し
か
し

昔
に
比
べ
る
と
成
⻑
し
て
い
る
な

 
か
つ
て
古
代
都
市
に
い
た
時
に
依
姫
に

古
を
つ
け
た
こ
と
が
あ

た
が
そ
の
時
と
は
う

て

変
わ

て
真

を
つ
か
う
こ
と
に

い
が
な
く
な

て
い
る
と
感
じ
た

そ
し
て
チ
ラ
リ
と
だ
が

妖
怪
達
の
方
を
見
る
と
も
う

ど
い
な
く
な

て
い
た

 
理
 
亜
狛

耶
狛

今
の
状

は
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再
度

亜
狛
と
耶
狛
に
脳
内
会
話
で
状

を
聞
く
と
返

が
聞
こ
え
て
く
る

 
亜
狛
マ
ス

こ
ち
ら
は
終
わ
り
ま
し
た

 
耶
狛
終
わ

た
よ
マ
ス

 
ど
う
や
ら

が
完
了
さ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
だ
が

 
理
 

ん

あ
れ
は

 
脳
内
会
話
を
し
つ
つ
依
姫
と
打
ち
合
い
を
続
け
て
い
る
そ
の
先
で
は
無
数
の
兵
士
達
が
動
く
死

体
達
を
無
視
し
つ
つ
進

し
て
き
て
い
た

 
理
 
亜
狛

耶
狛

さ

き
も

た
が
す
ぐ
に
地
上

 
へ
行
け
そ
れ
か
ら
紫
達
に

間
後
と
伝
え
ろ

 
亜
狛
分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛
待

て
い
る
か
ら

 
脳
内
会
話
を
し
続
け
て
い
る
依
姫
は
語
り
か
け
て
く
る

 
依
姫

方
は
さ

き
か
ら
何
処
を
見
て
い
る
ん
で
す

 
か

方
の

手
は
私
で
す

 

キ
ン

 



 第１５３話 神と神降ろし使い

 
ど
う
や
ら

手
が
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず

え
事
を
し
て
い
る
自
分
に
対
し
て
怒
り
を
覚
え
た

よ
う
だ

 
理
 

お

と
悪
い

か
に
俺
の

手
は
目
の
前

 
に
い
る

モ
ノ
ノ
フ

武
士
だ

で
も

 
キ
ン

 
依
姫
の
刀
を
弾
き

面
で
見
え
な
い
だ
ろ
う
が
口
を

き
つ
ら
せ
る
程
の

で

 
理
 

も
う

イ
ム
オ

バ

だ
よ

 
依
姫

ど
う
い
う

な

ま
さ
か

 

た
こ
と
に

き
妖
怪
達
が
入

て
い
た

け
目
を
見
る

妖
怪
達
の
姿
は
な
く

け
目
は

ど
ん
ど
ん
閉
じ
て
い

て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
み
た
い
だ

 
依
姫

方

一
体
何
を

え
て
い
る
ん
で
す
か

 
そ
う
聞
か
れ
た

面
で

の
表
情
は
は
分
か
ら
な
い
が

で

え
て
い
る
こ
と
を
話
す

 
理
 

あ

本
来
は
俺
も
一

に
帰
る
は
ず
だ

た
が

 
ら
が
動
く
死
体
達
の
こ
と
に
気
が
つ
い
ち

た

 
か
ら
な
そ
れ
の
時
間

ぎ
と
思

た
ん
だ
が
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依
姫

 
理
 

気
が
変
わ

た

お
前
ら
の
実
力
を
見
る
の
も

 
面
白
そ
う
だ
と
思

て
な

 
そ
う

て
依
姫
に
再
度
斬
り
か
か
る

そ
し
て
依
姫
も

 

ン

 
理
久
兎
の

撃
を
刀
で
防
ぎ
お
互
い

み
合
う

 
依
姫

方
は
愚
か
で
す

人
で
私
達
月
の
⺠

 
に
勝
て
る
と
思

て
い
る
ん
で
す
か

 
キ
ン

 
依
姫
は

撃
を
弾
く
と
刀
身
を
地
面
に

し

 
依
姫

様

 
そ
う

べ
る
と
自
分
を

う
よ
う
に
無
数
の
刀
身
が
地
面
か
ら
現
れ
自
分
の
動
き
を
封
じ
閉
じ

込
め
る

 
理
 

う

成
る
程
そ
の
刀

の

か

 
依
姫
に
そ
う

る
と
依
姫
は

に

み
を

か
べ
な
が
ら

え
る
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依
姫

え

そ
う
で
す

私
は
神
を
降
ろ
す
こ
と
が

 
出
来
る
ん
で
す
よ

 
依
姫
は
結

自

げ
に
そ
う

え
る

 
依
姫

さ
て
と

方
達
妖
怪
が
何

こ
こ
に
来
た
か
話

 
し
て
も
ら
い
ま
す
よ

 
と
は

わ
れ
る
が
ど
う
し
て
来
た
の
か
何
て
知

た
こ

ち

な
い

何
せ
紫
達
が
自
分
に
内

で
勝
手
に
立
案
し
た
の
だ
か
ら

依
姫
が
そ
う

て
い
る
と

 
豊
姫

依
姫

 
仲
姫

依
姫
様

 
と

豊
姫
と
仲

が
依
姫
の
も
と
へ
と
か
け
つ
け
る

 
豊
姫

あ
ら

そ
の
お
面
の
妖
怪

て
さ

き
依
姫
の

 

撃
を
防
い
だ
妖
怪
よ

 
仲

様
の
力
が

い
て
い
る

て
こ
と
は

 

し
た
の
で
す

お
見
事
で
す

 
仲

は
依
姫
に
頭
を
下
げ

意
を
現
し
て
い
た

し
か
し
自
分
が
い
な
い
間
に
皆
さ
ん
出
世
し
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た
み
た
い
だ

 
依
姫

フ
フ
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
で
す
よ
意
外
に

 

気
無
さ
過
ぎ
て

 
豊
姫

だ
け
ど

気
無
さ
過
ぎ
る

 
豊
姫
は

様
に

束
さ
れ
て
い
る
理
久
兎
を
見
る
と

 
理
 

ク
ク

 
依
姫

何
を

て
る
い
る
の
か
し
ら

 

く
だ
が

て
し
ま

た

こ
ん
な
ち

ち
な

束
で
自
分
を

し
た
な
ど

だ
し
い
に

も
程
が
あ
り
す
ぎ
る

出
世
し
た
と
同
時
に
恐
怖
も

れ
て
し
ま

た
み
た
い
で

し
い
こ
と

だ 
理
 

と
や
ら

級
の
神
の
分

で
俺
を

束
す
る
の
か

 
わ
せ
る
な
よ

 
そ
う
理
久
兎
は
ド
ス
の
か
か

た
小

を
お
面
の
中
で

た
そ
の

間

 
シ

ン

 

て
い
た
刀
身
は
地
面
へ
と

た

ど
う
や
ら
自
分
の
身
の
程
を
知

た
み
た
い
だ



 第１５３話 神と神降ろし使い

 
依
姫

な

何
で

 
依
姫
は
刀
を

き
ま
た

束
し
よ
う
と
地
面
に

す
が
先
程
の
よ
う
に
無
数
の

は
出
て
こ
な

い 
依
姫

方
い

た
い
何
を
し
た
の

 
豊
姫

依
姫
の
能
力
が

か
な
い
で
す

て

 
仲

い

た
い
あ
の
妖
怪
は

 

月
依
姫
は

か
に
強
い

そ
れ
は
自
分
で
も
思
う

だ
が

手
が
自
分
つ
ま
り
最
高
神
と
な

る
と
話
し
は
別
だ

依
姫
が
降
ろ
す
こ
と
の
出
来
る
神
達
つ
ま
り
大
和
の
神
達
に
と

て
自
分
は

絶
対
強
者
と
い

て
も
い
い

ま
た
会
社
で
分
か
り
や
す
く

え
る
な
ら
平
社
員
が
社
⻑
に
戦
い

を
挑
む
み
た
い
な
も
の
だ

 
理
 

そ
の
程
度
か
お
前
の
実
力
と
は

 
そ
し
て
今
の
依
姫
の
神
降
ろ
し
を
見
て
興
味
が

い
た

だ
が
や

て
い
る
こ
と
が
最

魔
王

そ
の
も
の
で
あ
る

 
豊
姫

依
姫
に
仲

さ
ん
下
が

て

 
依
姫

く
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仲

分
か
り
ま
し
た

 
豊
姫
は
依
姫
の
能
力
を
打
ち
消
し
た
理
久
兎
を

し
て
後
ろ
に
下
が
る

 
理
 

う
下
が
る
か

 
豊
姫

依
姫

仲

さ
ん
私
達
で
協
力
す
れ
ば
勝
機

 
は
あ
る
わ
私
の
こ
の
扇
子
で

 
そ
う

い
豊
姫
は

つ
の
扇
子
を
懐
か
ら
取
り
出
す
と
下
が

た

人
は

を

く
す
る

 
仲

そ
れ
は
不
味
い
で
す
豊
姫
様

 
依
姫

御
姉
様
そ
れ
は

メ
で
す

 
と

人
か
ら

メ
出
し
さ
れ
た
豊
姫
は

 
豊
姫
 

 

メ
出
し
さ
れ
た
豊
姫
は

そ
う
に
扇
子
を
し
ま

た

こ
ん
な

番
劇
を
見
せ
て
く
る
の

な
ら

く
帰
ら
せ
て

し
い

 
理
 

お

い
そ
ろ
そ
ろ
い
い
か

 
仲

俺
が
前
に
い
き
ま
す

 
仲

は

に
つ
け
て
い
る
ト
ン
フ

を

に

え
て
突
撃
し
て
く
る
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理
 

お
前
が

手
か
仲

 
仲

の

撃
を
黒

を
使

て
防
ぐ

 
キ
ン

 
だ
が
そ
こ
に
仲

の
持

て
い
る
も
う

つ
の
ト
ン
フ

で
殴
り
か
か
る

 
理
 

い

仲

 

シ

 
そ
の
ト
ン
フ

を
理
久
兎
は

で
受
け

め
る
が
そ
こ
は
内
出

し

ざ
め
て
い
く

 
理
 
や

し
体
が

く
な

て
や
が
る
な

 
体
は
寿
命
が
近
づ
く
と
共
に

く
な

て
い
る
こ
と
に
戦
い
を
通
し
て
気
づ
い
て
く

本
当
に

勘

し
て

し
い

 
理
 

ど
け

 
仲
 

ぐ

 
理
久
兎
の

り
を
食
ら

た
仲

は
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
仲

は
一

で
そ
の
場
か
ら
消
え

る 
理
 

消
え
た
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り
を
見
渡
す
と
突
然
雷

が
降
り
注
ぐ

上
を
見
る
と

の
龍
が

方
を
見
下
ろ
し
て
い

た 
依
姫

火
雷
神
よ
七

の
兄
弟
と
共
に
あ
の
者
を
撃
て

 
七
体
の
龍
の
よ
う
な
火
の

は
自
分
め
が
け
て
一

に
襲
い
か
か
る

だ
が
こ
れ
も
依
姫
が
神

を
下
ろ
し
た
と
な
れ
ば
や
る
こ
と
は

つ
だ

 
理
 

去
れ

様
達
に

は
な
い

 
ド
ス
の
か
か

た

で

と
同
じ
よ
う
に
再
度
そ
う

べ
る
と
火
雷
神
は
自
分
に
当
た
る
直

前
で

ま
る
と

 
シ

ン

 

の
よ
う
に
消
え
去
り
雷

も
晴
れ
る

 
依
姫

く

や

り
通

し
な
い

 
豊
姫

い

た
い
何
者
あ
の
お
面

 
仲

て
て

し
か
し
豊
姫
様
の
能
力

本
当
に

 
で
す

 
ど
う
や
ら
仲

は

り
飛
ば
さ
れ
た
時

豊
姫
に
よ

て

間

動
さ
せ
ら
れ
た
み
た
い
だ
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す
る
と

 
力
 

仲

 
御
花

仲

隊
⻑

 

 

仲

 

 

仲

 
と
元
月
影
の
白
兎
部
隊
が
増
援
と
し
て
集
結
す
る

こ
う
し
て
見
る
と
見
た
目
は
あ
ま
り
変

わ

た
感
は
何
に
も
な
い

 
仲

皆

そ

ち
は

 
力
 

何
と
か
あ
の

力
か
ら

け
出
せ
た

 
御
花

と
こ
ろ
で

の
妖
怪
達
は

 
御
花
が
仲

に
聞
く
と

 
依
姫

御
花
さ
ん

今
は
そ
れ
よ
り
も
あ
の

面
を

 

す
こ
と
に
集
中
し
て
く
だ
さ
い

 
依
姫
に
そ
う

わ
れ
た
全
員
は
理
久
兎
の
方
を
向
く

 
力
 

な
ん
だ

あ
の
面
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仲

あ
れ
は
い

た
い

 
仲

皆
気
を

け
て
く
れ
あ
の
お
面
は

当
強
い

 

 

依
姫
様
や
豊
姫
様
そ
れ
に
仲

が

戦

 
す
る
な
ら

当
な
実
力
者

 
御
花

関
係
あ
り
ま
せ
ん

れ
は

う
の
み

 
月
影
の
白
兎
と

月
姉
妹
は
再
度
臨
戦
態

を
と
る

み
な
た
め
だ
け
に
正
直
戦
い
は

た
く
は
な
い

 
理
 

や
れ
や
れ

 

り
を
見
渡
す
と
兵
士
達
が
月
影
の
白
兎
達
と

月
姉
妹
の
後
ろ
に
集
結
し
て
い
た

ど
う
や

ら
死
体
達
は
も
う
見
向
き
も
さ
れ
な
い
み
た
い
だ

す
る
と
そ
の
中
か
ら

人

を
ま
と

て
い
る
大
男
も
と
い
久
し
ぶ
り
レ

ル
の

愛
親
王
が
近
づ
い
て
く
る

 

愛

殿
達
よ
く
や

た

後
は
私
に

 
と

お
う
と
し
た

間
に
自
分
は
あ
ま
り
の
面
白
さ
に

 
理
 

ク
ク

ア

ハ
ハ
ハ
ハ

 
も
う

て
し
ま

た
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愛

何
が
可

し
い

妖
怪
よ

 

愛
親
王
は

間
に
シ

を
よ
せ
て
聞
い
て
く
る

う
の
を

め
て

面
の
中
で
ニ

リ
と

み
な
が
ら

 
理
 

い
や

ら
さ

恐
怖
を

れ
て
な
い

 
依
姫

何
が

い
た
い

 
理
 

い
や
だ

て
昔
に
比
べ
る
と

分

け
に
な

た

 
と

 
そ
う

う
と
今
出
せ
る
自
身
の
霊
力

妖
力

魔
力
の

つ
を

出
す
る

 
豊
姫

何

手
が

え
て
る

 
依
姫

こ
い
つ

 
理
 

さ
て
と
依
姫
ち

ん

 
依
姫

何

私
の
名
前
を

 
そ
れ
は
知

て
い
て
当
た
り
前
だ

昔
か
ら
知

て
る
ん
だ
か
ら

だ
が
こ
こ
で
そ
れ
を

う

と
後
々
が
面

な
事
に
な
り
そ
う
な
た
め

 
理
 

だ

て
さ

き
か
ら
豊
姫
ち

ん
や
仲

が



 第八章 第一次月面戦争

 

て
い
た
か
ら

 
依
姫

う

そ
ん
な
こ
と
よ
り
何
で
す
か

 
理
 

は
神
を
降
ろ
せ
れ
る
ん
だ
よ

 
依
姫

そ
れ
が
何
だ
と

 
お
面
の
中
で

な

み
を

か
べ
な
が
ら

 
理
 

な
ら
俺
が
神
降
ろ
し
の
手
本
を
見
せ
て
や
る
よ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
月
の
大
地
に
黒

を

す

 
理
 

仙
術
十
九
式
 
理
久
兎

大
能
神

 
そ
う
唱
え
る

す
る
と
そ
こ
ま
で
兵
士
達
を
追
い
か
け
ま
わ
し
て
い
た
死
体
達
が
立
ち

ま
り

口
か
ら
白
い
も
の
が
飛
び
出
す
す
る
と
死
体
達
は

ち
果
て
て
動
か
な
く
な
る

そ
し
て
飛
び

出
た
白
い
も
の
は
自
身
の
元
へ
と
集
ま
る
と
そ
れ
を
集
合
さ
せ
自
身
の

出
さ
せ
る
霊
力
と
妖
力

そ
し
て
魔
力
が
合
わ
さ
せ
異
様
な

の

で

束
さ
れ
た
巨
大
な
龍
を
出
現
さ
せ
る
の
だ

た
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第
１
５
４
話
 
理
の
龍
王

 
理
久
兎
が
唱
え
た
仙
術
十
九
式
に
月
の
⺠
達
は

惑
し
て
い
た

 
依
姫

理
久
兎

大
能
神

で
す

て

 
豊
姫

か
そ
れ

て

 
依
姫

太
古
の
神
に
し
て
月
読
様
や
天

様
の
伯
父
に

 
あ
た
る
神
に
し
て
災

の
神

 
神
を
降
ろ
す
こ
と
の
出
来
る
依
姫
や
そ
の
姉
の
豊
姫
は

い
て
い
た

 
太
古
か
ら
存

す
る
神
の
理
久
兎

大
能
神
を
神
降
ろ
し
を
し
た
か
ら
だ

そ
し
て

の
者
達

か
ら
見
て
も
そ
れ
は
絶
望
の
一

し
か

か
ば
な
い

そ
れ

ど
ま
で
に
危
険
な
存

だ
と
い
う

こ
と
だ
が

 
理
 

そ
ん
な
絶
望
す
る
程
か
こ
れ

 
こ
の
程
度
で
絶
望
す
る
の
か
と

問
に
思

た

仙
術
十
九
式
理
久
兎

大
能
神
自
身
の
分

霊
を
神
降
ろ
し
作
り
上
げ
た
集
合
体
に
す
ぎ
な
い

そ
の
場
に
存

す
る
人
も
そ
の
巨
大
な
龍
も

理
久
兎
と
い
う
存

な
の
だ
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依
姫

御
姉
様

す
ぐ
に

め
な
い
と
月
の
都
が

 
豊
姫

何
と
か
し
て
あ
の
お
面
を
追
い
出
さ
な
い
と

 
力
 

仲

兵
士
達
を

さ
せ
な
い
か

 
仲

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
仲

は

り
の
兵
士
達
を
見
る
と
皆

手
が

え

が

え

は
見
る
か
ら
に
絶
望
し

中
に
は

が

け
て
地
面
に
へ
た
り
こ
ん
で
い
る
者
は
恐
怖
と
い
う
感
情
に

め
ら
れ
た

と

な

て
い
た

 
仲

愛
親
王
様
兵
士
達
を

さ
せ
た
い
と
思
い

 
ま
す

 
仲

は

愛
親
王
に

う
と
す
ぐ
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
指

が
出
さ
れ
る

 

愛

許
そ
う

す
ぐ
に

さ
せ
よ

 
豊
姫

な
ら
私
が

 
そ
の
一

に
よ

て
豊
姫
は
自
身
の
海
と
山
を

ぐ
能
力
を
使
い
兵
士
達
を
そ
の
場
か
は
退

さ
せ
る

 
理
 

う
良
い
判
断
だ

無

に
命
を
使
わ
せ
な
い
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そ
の
心
意
気
は
良
し
だ

に
そ
ん
な
状
態
で
戦
わ

 
せ
よ
う
も
の
な
ら
俺
は
お
前
ら
か
ら
始
末
し
て
い

 
た
か
も
な

 
と

談

じ
り
に

う
が

の
者
達
は

談
に
聞
こ
え
て
い
な
か

た
の
か

 
御
花

何
怖
い

何
で

た
だ
怖
い

 

 

て

手
が

ふ

え
て

 

 

な

何
な
ん
だ
い

た
い

 
月
影
の
白
兎
達

人
は
理
久
兎
の

み
に

さ
れ
感
情
に
は
出
て
は
い
な
い
が
体
に
そ
の

恐
怖
が

ま
れ

神
を

ん
で
い

て
い
る
み
た
い
だ

つ
ま
り
皆
か
ら
す
れ
ば
絶
対
的
存

過

ぎ
て

え
る
み
た
い
だ

 
仲

皆

俺
ら
が
頑

ん
な
い
で

が
⺠
を

る

 
あ
の
人
が
俺
ら
に

し
て
く
れ
た
願
い
が
あ
る

 
だ
ろ

 
力
 

そ
う
だ

あ
の

れ
隊
⻑
が

し
た
仲
間
を

 
守
る
ん
だ

だ
か
ら
怖
じ
気
つ
く
な
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そ
し
て
そ
の

れ
隊
⻑
と

わ
れ
た
元
月
影
の
白
兎
隊
⻑
で
あ
る
自
分
は
心
の
中
で

 
理
 
力
の

が

れ
隊
⻑
だ

 
心
の
中
で
力
に
対
し
て
ツ

コ
ミ
を
い
れ
る

つ
い
で
に
思
う
が
そ
こ
ま
で

て
は
い
な

い

だ
が

人
の

葉
に
よ

て

人
は
決
心
し
た
の
か

つ
き
が
変
わ
る

 

 

そ
う
だ

理

隊
⻑
が

し
て
く
れ
た
俺
達
の

 
仲
間
を
守
る
ん
だ

 
御
花

こ
ん
な
お
面
ご
と
き
に
や
ら
せ
は
し
な
い

 

 

絶
対
に
皆
を
死
な
せ
は
し
な
い

 
月
影
の
白
兎
達
は
理
久
兎
に
そ
れ

れ
の
武

を
向
け
て

え
る

 
依
姫

私
も

一

に
戦
う

 
豊
姫

サ
ポ

ト
は
す
る
わ

 

愛

殿
の

場
は
こ
こ
だ

 

人
は
理
久
兎
に
向
か
い
武

を

え
て
そ
う

う

恐
怖
を

れ
よ
う
と
必
死
な
の
は
分

か
る
が
そ
れ
で
は
意
味
な
ど
な
い

 
理
 

そ
う
か
そ
の

が
ど
こ
ま
で
続
く
か
な
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黒

を
頭
上
に
上
げ
て
能
力
を
解

す
る

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
戦
の
間

手

人
に

 
つ
き
力
を
百
開

す
る

 
理
久
兎
の
そ
の
一

に
よ

て

後
に
い
る
龍
に
変
化
が
訪
れ
る

 

キ
ン

 
龍
を
取
り

く

が
何
本
か
が
ぶ
ち
ぎ
れ
る

 
理
龍

グ

 
そ
の
龍
は

を
上
げ
依
姫
達
を

む
わ

龍
を
取
り

く
そ
の

は
こ
れ
ま
で
理
久
兎
が

制
し
て
い
る
力
を
現
す

今
現

は

分
の

し
か
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
は

そ
の

の

数
は
ざ

と

９
９
９
９

９
９
９
９
本
の

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

そ
の
内
理
久
兎
は

８
０
０
し
か
開

し
て
な
い

だ
が
そ
れ
で
も

手
か
ら
し
て
み
れ
ば
恐
怖
そ
の
も
の
だ

だ
が
そ
れ
よ
り
も

い
の
は
理
久
兎
が
力
を
開

し
た
せ
い
で

り
に
力
の

が
生
じ
た

 

愛

が

 
仲

う

動
か
な
い

 
力
 

何
だ

こ
れ
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御
花

う
ぐ

 

 

あ
が

 

 

こ
ん
な

の
あ
り

か

 
豊
姫

い

立

て
ら
れ
な
い

 
依
姫

こ
れ
が
理

大
能
神
の
力

 

人
は
こ
の
力
の
前
で
立
ち
上
が
る
こ
と
も

し
く
な

た
の
か
自
分
の
目
の
前
で

く

そ

し
て
今
い
る
場
所
が
新
し
く
ク
レ

と
な
る
ぐ
ら
い
ま
で
の

が
生
じ
た

こ
の
場
の
依
姫

達
は
こ
れ
で
分
か

た
は
ず
だ

自
分
と
い
う
絶
対
的
な
実
力
者
が
い
る
と
い
う
事
を

だ
が
あ

く
ま
で
自
分
が
や
る
事
は
恐
怖
を
与
え
る
事
で
は
な
い

恐

ま
が
い
か
も
し
れ
な
い
が
無
事
紫

達
の
元
に

る
こ
と
だ

 
理
 

な

達
今
こ
の
場
で
は

つ
の
選

が
あ

 
る
け
ど
ど

ち
を
選
ぶ

 
依
姫

ぐ

妖
怪
の
提
案
な
ど
に

る
も
の
か

 
依
姫
は
強
情
を
は

て
い
る
が
昔
か
ら
こ
ん
な
感
じ
な
た
め

わ
ず
に
話
を
続
け
る

 
理
 

そ
の
動
け
な
い
状
態
で

を
晒
す
の
か
そ
れ
と
も
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俺
を

て
見
逃
す
か
の
ど
ち
ら
か
だ
け
ど

 
ど

ち
が
い
い

 
豊
姫

依
姫
の
話
し
は
無
視

 
豊
姫
は
依
姫
の
話
を
無
視
し
た
事
に
ツ

コ
ミ
を
い
れ
る
が
そ
ん
な
の
関
係
な
く
更
に
話
を

進
め
る

 
理
 

そ
れ
で
ど
う
す
る

人
的
に
は
さ

さ
と
帰

 
て
馬
鹿
弟
子
と
こ
れ
に
加

し
た
奴
等
に
説
教
を

 
し
た
い
ん
だ
け
ど

 
俺
も
さ

さ
と
帰

て
紫
達
に
説
教
し
た
い

も
う
こ
ん
な
愚
か
な
事
を
さ
せ
な
い
た
め
に

も 

愛

聞
い
て
な
る
も
の
か

我
ら
は

り
高
き
月
の

 
兵
だ

妖
怪
の

し
に
は

せ
ん

 
と

愛
親
王
よ
く
も
こ
ん
な
状

下
で

え
た
も
の
だ

 
理
 

ふ

ん
ま

良
い
け
ど

で
も
さ

 
そ
こ
ま
で

う
と
今
ま
で
の

し
た

葉
か
ら
一

一

に
力
を
込
め
て
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理
 

ら
の
そ
ん
な
下
ら
な
い

り
の
せ
い
で
月
の

 
⺠
が
死
ぬ

て

た
ら
ど
う
す
る

 
仲

ど

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

 
理
 

簡
単
だ
よ

ら
も
見
え
て
い
る
こ
の

こ
れ
は

 
理
久
兎

大
能
神
の
力
を

制
す
る
た
め
の
物

 

て

た
ら
ど
う
思
う

 
依
姫

そ
れ

て

ま
さ
か

 
依
姫
は
今
の
状
態
で
も
説
明
で
気
づ
い
て
し
ま

た
よ
う
だ

今
置
か
れ
て
い
る
危
機
的
な
状

に
 
理
 

御
察
し
の
通
り
今
の
状
態
で

は
約

本

 
あ
る
内
の
た

た
の
８
０
０
本
し
か
開

し
て

 
い
な
い

 
力
 

こ
れ
で
８
０
０
だ
と

 

 

ば

馬
鹿
げ
て
る
だ
ろ

 

 

で
も

こ
れ
が

伝
説
の
神
の
力
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愛

む
終
え
ん

そ
こ
の
お
面

 

愛
親
王
は
つ
い
に

れ
た
の
か
先
程
よ
り
も

葉
は
強
く
は
な
か

た

 
理
 

ん

ど
う
し
た
の

 

愛

不
本
意
だ
が

殿
を

見
逃
そ
う

 

愛
親
王
の
そ
の
一

に
よ

て

り
の
依
姫
達
も

く

 
依
姫

な

 
豊
姫

本
気

み
た
い
で
す

 
仲

生

妖
怪
に
負
け
る
な
ん
て

 
御
花

あ
の
人
が
消
え
た
日
か
ら

た
の
に

 
力
 

負
け
て
な
る
も
の
か

て
よ

 

 

そ
れ
を
こ
ん
な
ふ
ざ
け
た
お
面
ご
と
き
に

 

 

く

 
そ
ん
な
光

を
見
て
い
て
た
だ
思

た

 
理
 
う
わ

昔
の
俺
の
こ
と
を

当
引
き
ず

て
る
よ

 
何
だ
か

し
く
な

て
く
る
な
せ
め
て

少
し
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だ
け
で
も
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
な

 
こ
れ
に
は
流

の
自
分
も
同
情
を
覚
え
そ
う
に
な

た

だ
か
ら
せ
め
て
も
と
思
い

 
理
 

ら
の
選

は
と
て
も

い
選

だ
よ
こ
れ
で

 

り
を

先
す
る
な
ら

実
に

ぼ
し
て
た
か

 
も
な

 
全
員

 

し
さ
の
せ
い
か
全
員
無
口
だ

心
の
中
で
は
さ

さ
と
消
え
ろ
と

て
い
る
に
違
い
な

い

だ
が
そ
ん
な
の
計

内
だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば

か

さ
ん
が

て
た
な

 

の
名
を

う
と
そ
の
場
の
全
員
が
反

す
る

 
依
姫

方

御
師
匠
様
を
知

て
い
る
の
で
す
か

 
理
 

あ

度
お
会
い
し
た
か
ら

そ
れ
で
話
を

す

 
け
ど

さ
ん
が

か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
自
身
が
着
け
て
い
る
面
を
外
し

を
見
せ
る

 
す
る
と
そ
の
場
の
全
員
が

き
の

を
し
た
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理
 

ら
の
元
隊
⻑
と

が

二
つ

て
聞
い
た
ん

 
だ
よ

 
お
面
に

れ
た
そ
の

の

を
見
せ
る
が

は
同
じ
な
の
は
当
た
り
前
だ

だ

て
理

も
自
分
な
の
だ
か
ら

 
仲

二
つ
過
ぎ
る
の

 
力
 

そ

く
り
じ

か

 
依
姫

嘘

理

さ
ん

 
豊
姫

そ

く
り
ま
る
で

本
物
み
た
い

 

 

で
も

目
の

と
か
が
や

り
違
う

 

 

だ
け
ど
そ
れ
を
除
い
て
も
本
物
み
た
い
だ

 

愛

何

我
ら
に
そ
の

見
せ
た
の
だ

 

愛
親
王
は
何

を
見
せ
た
の
が
分
か
ら
な
い
の
か

問
し
て
く
る

 
理
 

そ
れ
は
逃
が
し
て
く
れ
る
せ
め
て
も
の
お
礼
に

 
と
思

て

ら
が
一
番
会
い
た
い
人
に

 
近
い
こ
の

を
見
せ
た
ん
だ
よ
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を
見
せ
な
が
ら
そ
う
語
る

見
た
感
じ
は
も
う
戦
意

失
は
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

戦
い
は
終
了
だ

 
そ
の
一

と
共
に
理
久
兎
の

後
に
い
る
巨
龍
は
ま
た

に

が
れ
そ
の
姿
が
消
え
る
と
共
に

そ
の
場
に
か
か

て
い
た

も
消
え
て
依
姫
達
は
立
ち
上
が
る

 
理
 

さ
て
と

エ
ア
ビ
デ

 
そ
う

い
エ
ア
ビ
デ
で
体
を

か
せ
る

 
理
 

そ
ん
じ

俺
は
帰
る

そ
れ
と

度
の
戦
い
を

 
計
画
し
た
馬
鹿
弟
子
達
に
は
し

か
り
と
説
教
を

 
与
え
る
か
ら
御
安
心
を
そ
れ
じ

 
理
久
兎
は
そ
う

い

し
地

ま
で
飛
び
立
つ
の
だ

た

 
依
姫

く

妖
怪
を
逃
が
し
た
の
は

で
す
が

 
あ
の
妖
怪
の

を
見
た
ら
ど
う
で
も
よ
く
な
り

 
ま
し
た

御
姉
様

 
豊
姫

本
当

い
ま
も
生
き
て
い
た
ら
あ
ん
な

 

を
見
せ
な
が
ら

古
を
つ
け
て
く
れ
た
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か
し
ら

 
力
 

あ
の

の
訓
練

嫌
い
じ

な
か

た

 
け
ど
な

 
仲

そ
う
だ

あ
の
人
の
お
陰
で

達
は
こ
う
し
て

 
胸
を

れ
る
も
ん
な

 
御
花

ま
た

会
い
た
い
で
す

 

 

会
う
と
し
た
ら
俺
ら
が
死
ん
だ
ら
か
な

 

 

い
や

ら
は
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ

 

愛

お
前
達
帰
る

度
の
戦
い
の
こ
と
を

 
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
な

 

愛
親
王
の
一

に
依
姫
達
は

 
依
姫

わ
か
り
ま
し
た

 
豊
姫

そ
れ
で
は
行
き
ま
し

う

 
力
 

あ
い
よ
お

さ
ん

 
仲

力
さ
ん

い
く
ら
親

だ
か
ら

て
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御
花

力
ら
し
く
て
い
い
ん
じ

な
い

 

 

ハ
ハ
ハ

か
に

 

 

く
い
こ
う
よ
皆

 
こ
う
し
て
月
の
兵
士
達
と
妖
怪
達
に
よ
る
第
一
次
月
面
戦
争
は

あ
る

人
の
お
面
の
妖
怪

に
よ

て
終
結
さ
れ
た
の
だ

た

一
方
理
久
兎
は

 
理
 

は

彼
ら
前
は
よ
り
か
は
強
く
な

て
る
の
か

 
そ
れ
と
も
俺
が
そ
ろ
そ
ろ
死
ぬ
か
ら
か
弱
く
な

 
て
い
る
の
か

い
や
彼
ら
は
強
く
な

た
の
か
な

 
昔
の
友
の
多
く
が
強
く
な

た
こ
と
に
感
心
を

す
と
共
に
自
身
が
も
う
じ
き
死
ぬ
こ
と
を
覚

悟
し
て
い
た

 
理
 

い
や
と
り
あ
え
ず
は
紫
達
に
説
教
を
す
る
の
が

 
先
か
な

 
そ
う

り

を

べ
エ
ア
ビ
デ
を

め
て

 
理
 

仙
術
一
式
龍
我
天
昇

 
そ
う
唱
え
る
と
自
身
の
体
か
ら

が
生
え

が

び
体
の
一
部
一
部
に
は

が
生
え
頭
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に
は
龍
の
象

で
あ
る

が

び
る

 
理
 

さ
て
と
さ

さ
と
帰
り
ま
す
か

 
理
久
兎
は
そ
の

を

ば
た
い
て
エ
ア
ビ
デ
を

え
る

度
で
地

へ
と
帰
る
の
だ

た
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第
１
５
５
話
 
流
れ
星
に
願
い
を
込
め
て

 
桜
も
散
り
葉
が
緑
に

ま

て
き
て
い
た
夜
の
こ
と
紫
は
掛
け
て
い
く
満
月
の
夜
空
を

め

て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様

 
そ
う

い
な
が
ら
紫
は
理
久
兎
に
よ

て
ビ
ン

さ
れ
た
自
身
の

に
手
を
当
て
な
が
ら

そ
う

く

す
る
と
そ
ん
な
紫
を
心

し
て
か
親
友
の
幽
々
子
が
紫
に
よ
り
そ
う

 
幽
 

紫

大
丈
夫
よ

方
の
御
師
匠
様
で
し

 
紫
 

で
も
も
う
今
日
が
約
束
の

間
よ

も
し
御

 
師
匠
様
が
帰

て
来
な
か

た
ら
私

 
そ
う
今
日
が
そ
の
理
久
兎
が
帰

て
く
る
と

た
約
束
の
日

そ
し
て
紫
は
自
身
が
犯
し
た

過
ち
を

い
て
い
た

理
久
兎
に
自
分
が
成
⻑
し
た
と
こ
ろ
を

び
た
と
こ
ろ
を
自

す
る
つ
も

り
が
返

て
理
久
兎
を

し
め
る
結
果
に
な

て
し
ま

た
こ
と
に

 
幽
 

紫
が
し

か
り
し
な
い
と
紫
の
御
師
匠
様
が
帰

 
て
き
た
時
に

し
む
わ
よ
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紫
 

幽
々
子

 
幽
々
子
が
そ
う

て
い
る
と
掛
け
て
い
く
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
た
金

が

く
少
女

ル

ミ
ア
が
紫
と
幽
々
子
の
前
に
現
れ
る

 
ル
 

や
れ
や
れ

そ
ん
な

だ
と
返

て
理
久
兎
を

 
し
ま
せ
る
わ

方
は

じ

な
い
と

 
と

ル

ミ
ア
が

う
と
幽
々
子
も
そ
れ
に

し
て

 
幽
 

そ
う
よ

よ

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

あ
り
が
と
う
ル

ミ
ア
に
幽
々

 
子

所
で

の
を
怪
我
し
た
妖
怪
達
は

 
紫
は
怪
我
を
し
た
妖
怪
達
の
状
態
を
聞
く
と
ル

ミ
ア
は

を

か
べ
て

 
ル
 

問

な
い
わ
よ
皆
ま
だ
多
少
は
怪
我
は
し
て
い
る

 
け
ど
意

も
あ
る
し
中
に
は
も
う
喧
嘩
し
た
い

 
な

ん
て

て
い
る
妖
怪
も
い
る
か
ら

 
な
お
そ
の
妖
怪
は

わ
な
く
て
も
わ
か
る
通
り
美
須
々
を

め
た
⻤
達
だ

ど
う
や
ら
⻤
達
は

も
う
や
る
気
が

り
余

て
い
る
よ
う
だ

そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と
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美
 

い
い
加
減
に
し
ろ

 
美
須
々
の
怒

が
聞
こ
え
始
め
て
く
る

そ
れ
を
聞
い
た
紫
達
は

 
紫
 

何
か
し
ら

 
幽
 

様
子
を
見
に
行

た
方
が
い
い
か
も

 
ル
 

い

た
い
何
な
の
よ

 
紫
達
は
様
子
を
見
る
た
め
に
外
へ
と

動
す
る
と

 
亜
狛

で
す
か
ら

動
は
出
来
ま
せ
ん

 
耶
狛

お
願
い
だ
か
ら
諦
め
て
よ

 
亜
狛
と
耶
狛
そ
れ
に
美
須
々
を
入
れ
た
⻤
達
風

や
天
狗
達
ゲ
ン

イ
の
河
童
達
そ
の

に
も

々
な
妖
怪
達
な
ど
が
何
か

い
合
い
を
し
て
い
た

そ
れ
を
見
て
い
た
紫
達
は
そ
の
話

の
中
へ
と

て
は
い
る
こ
と
に
し
た

 
紫
 

何
を
騒
い
で
い
る
の

 
紫
が
そ
う

う
と
美
須
々
は
亜
狛
と
耶
狛
達
に
指
を
さ
し
て

 
美
 

お

紫

こ
い
つ
ら
に
理
久
兎
の
い
る
場
所
ま
で

 
送
れ

て

て
い
る
の
に
送
ら
な
い
所
か
反
対
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し
て
る
ん
だ
よ

 
風

く
理
久
兎
殿
を
助
け
に
行
か
な
い
と

 
ゲ
ン

じ

と
殺
さ
れ
ち
ま
い
ま
す
よ

 
ど
う
や
ら
妖
怪
達
は
理
久
兎
を
助
け
に
行
き
た
い
よ
う
だ
が
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

で
す
か
ら
何
度
も

て
い
る
で
は
な
い
で
す

 
か

動
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

 
耶
狛

お
願
い
だ
か
ら

動
す
る
の
は
本
当
に
諦
め
て

 
亜
狛
と
耶
狛
は

動
さ
せ
な
い
た
め
に
妖
怪
達
を

め
て
い
る
よ
う
だ

た

す
る
と
美
須
々

達
は

 
美
 

お
い
紫

お
前
か
ら
も
何
と
か

て
く
れ
よ

 
美
須
々
の
そ
の
一

で

り
に
い
る
妖
怪
達
は
紫
へ
と
注
目
を

び
る

 
幽
 

紫

 
ル
 

ど
う
す
る
の

 
幽
々
子
や
ル

ミ
ア
は
紫
を
心

し
て
い
た
が
紫
は
目
を

て

 
紫
 

す

は
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深
い
深
呼

を
す
る
と
目
を
開
い
て
結
論
を
出
す

 
紫
 

こ
こ
で
待
ち
ま
し

う

 
紫
が
出
し
た
結
論
は
こ
こ
で
待
つ

つ
ま
り
理
久
兎
を
助
け
に
は
行
か
ず
こ
こ
で
待
機
と
い
う

こ
と
だ

だ
が
そ
れ
を
聞
い
た

の
妖
怪
達
は

 
美
 

正
気
な
の
か

お
前
の
師
匠
を
見
殺
し
に
す
る
気

 
な
の
か

 
萃
香

ふ
ざ
け
ん
な
紫

私
は
理
久
兎
を
助
け
に
行
く
か

 
ら
な

 
⻤
 

俺
ら
も
協
力
し
ま
す

萃
香
姉
さ
ん

 
⻤
 

や
ら
れ
た
分
は
や
り
返
す

 
華
扇

や
め
な
さ
い

て
萃
香

そ
れ
に

方
達
も

め

 
な
さ
い

 
華
仙
は
今
に
も
殴
り
か
か
り
に
行
き
そ
う
な
萃
香
を

ル
ド
し
て

さ
え
込
み
な
が
ら
皆
に

呼
び
掛
け
る

 
萃
香

し
て
華
扇

勇
義
も
何
か

て
よ
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萃
香
は
勇
義
に
そ
う
い
う
が
当
の
勇
義
は

 
勇
儀

 
勇
義
は
何
も

わ
ず
た
だ

て
目
を

て
い
た

 
風

紫
殿

 
風

は
紫
の
気
持
ち
を
感
じ
取

て
い
た

本
当
は
一
番
真

先
に
助
け
に
行
き
た
い

の
紫

が
こ
の
場
で
待
つ
こ
の
一

を

た
こ
と
が
ど
れ
だ
け
の

い
の
か
を
感
じ
何
も

え
な

か

た

 
狼

あ
い
つ

皆
に
こ
れ
だ
け
心

さ
せ
や
が

て

 
天
狗

天
魔
様

私
共
も

議
し
ま
し

う

 
天
狗

本
当
だ

大
将
を
救
い
に
行
か
な
い
と

 
文
 

ど
う
な

ち

う
の

 
は
た

こ
ん
な
に
も

れ
る
な
ん
て

 

の
天
狗
達
は
紫
達
に

議
し
よ
う
と

い
文
と
は
た
て
は
こ
の
状

が

と
し
て
い
た

と
感
じ
て
い
た

そ
し
て
そ
れ
は
河
童
達
も
そ
う
だ

 
ゲ
ン

紫
さ
ん

俺
ら
河
童
達
は
総
大
将
に

が
あ
る
ん



 第八章 第一次月面戦争

 
で
す

め
な
い
で
下
さ
い

 
河
童

本
当
だ

 
河
童

め
な
い
で
下
さ
い
よ

 
河
童
達
も
紫
の
発

に
対
し
て
大
騒
ぎ
と
な

て
い
た

だ
が
そ
れ
を

ら
せ
る
事
が
起
き
た

の
だ
そ
れ
は

 
亜
狛

て
め

ら

い
い
加
減
に
し
ろ
よ

 
い
つ
も
は
大
人
し
い
亜
狛
が
キ
レ
だ
し
そ
の
怒

を

り
に

び
せ
る

そ
れ
を
聞
い
た
妖
怪

達
は
皆

て
し
ま
う

 
亜
 

皆
さ
ん
は
マ
ス

が
信

出
来
な
い
ん
で
す

 
か

親
友
が
親
友
を
信

し
な
い
で
何
が
親
友

 
 
な
ん
で
す
か

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
の

う
通
り
だ
よ

皆
は
こ
れ
ま
で

 
マ
ス

を
信

し
て
き
た
ん
で
し

な
ら
無

 
事
に
帰

て
こ
れ
る
と
信

し
な
き

メ
な
ん

 
だ
か
ら
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亜
狛
と
耶
狛
に
そ
う
指

さ
れ
た
妖
怪
達
は
た
だ

る
し
か
な
か

た

そ
し
て
そ
の
う
ち
の

人
美
須
々
が
口
を
開
け
た

 
美
 

す
ま

少
し
や
り
過
ぎ
た

か
に
私
ら

 
が
理
久
兎
を
信

し
な
い
で
ど
う
す
る

て
話
だ

 
よ
な

 
美
須
々
は

ず
か
し
そ
う
に
そ
う

べ
る
と
そ
れ
に
続
い
て
皆
口
を
開
き
始
め
る

 
風

我
も
す
ま
な
か

た
本
当
は
紫
殿
が
一
番
助
け
に

 
行
き
た
い

な
の
に
そ
れ
を
必
死
に
こ
ら
え
て
我

 
ら
を

め
て
く
れ
て

 
萃
香

ご
め
ん

私
も
悪
か

た
よ

 
華
扇

や

と

ち
着
い
た
わ

 
萃
香
の
力
が

ん
だ
の
を
感
じ
た
華
仙
は
萃
香
を

す

 
ゲ
ン

俺
達
も
悪
か

た

本
当
に
す
ま
な
い

 
ゲ
ン

イ
は
そ
う

い
頭
を
下
げ
る
と

の
河
童
達
も

 
河
童

ご
め
ん
な
さ
い
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河
童

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
共
に
頭
を
下
げ
た

す
る
と
先
程
ま
で
目
を

て

て
い
た
勇
義
は
夜
空
を

め
な
が

ら 
勇
儀

流
れ
星
か

 
ル
 

ん

流
れ
星

 
そ
う

い
ル

ミ
ア
も
上
を
向
き
だ
す
と
流
れ
星
が

ち
て
い
た

そ
し
て
ル

ミ
ア
と
勇
義

の
行
動
を
見
て
い
た
そ
の
場
の
全
員
が
夜
空
の
流
れ
星
を
見
始
め
る

そ
の
時
先
程
と
打

て
変

わ

て
何
時
も
の
よ
う
な

な

葉
に

た
亜
狛
が

く

 
亜
狛

か
マ
ス

が

て
た
な

流
れ
星
に
願
い

 
を

す
と

う

て

 
耶
狛

そ
う
い
え
ば

て
た

 
こ
れ
ま
で
旅
を
共
に
し
て
き
た
亜
狛
と
耶
狛
の

き
を
聞
い
た
そ
の
場
に
い
る
妖
怪
達
は

 
紫
 

そ
う

な
ら
お
願
い
し
ま
し

う

 
御
師
匠
様
が
帰

て
く
る
と
願

て

 
幽
 

そ
う
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ル
 

私
達
も
お
願
い
し
ま
し

う
か

 
美
 

そ
う
だ
な

 
萃
香

神
頼
み
と
か
は
信

し
な
い
け
ど
今
は
仕
方

 
な
い
か

 
勇
儀

ま

願
い
事
だ
か
ら
な

 
華
扇

で
も
良
い
じ

な
い

こ
の
時
ぐ
ら
い
は

 
風

華
仙
殿
の
い
う
通
り
だ
な

 
文
 

な
ら
お
願
い
し
ま
し

う

 
は
た

そ
う
よ

 
狼

ま

願
う
だ
け
だ
が
な

 
ゲ
ン

狼

さ
ん
そ
ん
な

い
こ
と
を

て
ち

 
負
け
で
す
よ

 
耶
狛

そ
う
だ
よ
わ
ん
わ
ん
お

 
亜
狛

狼

さ
ん
す
み
ま
せ
ん
妹
が

 
妖
怪
達

は
そ
の
夜
空
に
光
る
流
れ
星
に
願
い
を

す

そ
の
願
い
の
内
容
は
読
者
様
達
も
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分
か
る
通
り
理
久
兎
が
帰

て
く
る
よ
う
に
こ
の
願
い
は
皆
に
と

て
の
希
望
な
の
だ
か
ら

だ
が
妖
怪
達
の
う
ち
何
名
か
は
不
自
然
な
事
に
気
が
つ
い
た

 
幽
 

紫

あ
の
流
れ
星
お
か
し
く
な
い

 
紫
 

ど
う
い
う
こ
と
幽
々
子

 
紫
は
幽
々
子
に
そ
う
指

さ
れ
そ
の
流
れ
星
を
じ

と
観
察
す
る
と

 
紫
 

そ
う
い
え
ば
流
れ
星

て
通
り
す
ぎ
る
わ
よ

 
そ
う
普
通
は
そ
の
流
れ
星
は

単

で
通
り
過
ぎ
る

だ
が
そ
の
流
れ
星
は
通
り
過
ぎ
ず
に

ず

と
そ
の
場
に

ま

て
い
る
の
だ

だ
が
更
に
妖
怪
達
は
気
が
つ
く

 
美
 

で
も
よ

な
ん
か
あ
の
流
れ
星

こ

ち
に
近
づ

 
い
て
来
て
な
い
か

 
華
華

わ
れ
て
み
る
と
さ

き
よ
り
大
き
く

 
萃
香

い
や

大
き
く
な

て
る
よ

 
勇
儀

お

お
い
あ
の
流
れ
星

ち
て
く
る

 
風

何
と

 
狼

全
員



 第１５５話 流れ星に願いを込めて

 
文
 

お

ス
ク

プ
の
匂
い

 
は
た

文

今
は
す
ぐ
に

す
る
わ
よ

 
そ
う

い
カ
メ
ラ
を

え
た
文
を
は
た
て
が
引

り

さ
せ
る

 
ゲ
ン

し
て
く
れ

 
美
 

お
前
ら
も

し
ろ

 
妖
怪
達
は
流
れ
星
が
こ
の
場
所
に

ち
て
く
る
こ
と
と
な
り
大
騒
ぎ
と
な
り
皆
を

さ
せ
て

い
る

だ
が

の
メ
ン
バ

で
あ
る
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

あ
れ

て
ま
さ
か

 
耶
狛

そ
の
ま
さ
か
だ
よ

お
兄
ち

ん

 

人
は

信
し
て
い
た

こ
の
流
れ
星
が

の
仕

な
の
か
を
だ
が
こ
こ
に
い
た
ら
危
険
と

え
た
亜
狛
は

 
亜
狛

耶
狛

す
ぐ
に

す
る

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

 
そ
う

い

人
も

座
に

す
る

そ
し
て
皆
が

し
た
数
分
後
の
事
だ

 
ゴ

ン
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流
れ
星
は
天
狗
の

場
に
土

を
あ
げ
て

ち
た

そ
し
て
そ
の
内
の
何
名
か
の
妖
怪
は
見
え

て
し
ま

た

そ
の
土

に
う

す
ら
と
だ
が
シ
ル
エ

ト
が
写

た
の
だ
⻤
の
よ
う
な
⻑
い

を

本
生
や
し

天
狗
と
は
違
う

を

中
に
生
や
し

の
妖
怪
達
と
は
違
う
よ
う
な

を
生
や
し
た
何
か
を
見
た
が
そ
れ
は
一

で
消
え
て
シ
ル
エ

ト
は
人
の

と
な
る

そ
し
て

そ
の
土

が
や
む
と

人
の
男
い
や
こ
の
場
の
全
員
が
会
い
た
い
と
願

た
男
が
立

て
い
た

 
紫
 

お

御
師
匠
様

 
そ
う
理
久
兎
だ

た
が

 
理
 

 
理
久
兎
の
表
情
は

り
を

り
つ
か
せ
る
よ
う
な
⻤
の
よ
う
な
戦

を
味
わ
せ
る
そ
ん
な

だ

た



 第１５６話 説教会

 
第
１
５
６
話
 
説
教
会

 
流
れ
星
が

ち
て
き
た
場
所
か
ら
理
久
兎
が
現
れ
た
が

心
の
理
久
兎
の
表
情
は
怒
気
に
ま
み

れ

り
を

し

り
つ
か
せ
る
よ
う
な

だ

た

 
理
 

 
そ
ん
な
自
分
を
見
て
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
の
も
と
へ
と
近
づ
き
頭
を
た
れ
て

 
亜
狛

マ
ス

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ

 
耶
狛

お
帰
り
マ
ス

 
お
帰
り
と

う
と
理
久
兎
は
そ
の
怒
り
の

で
口
を
開
く

 
理
 

あ

た
だ
い
ま

亜
狛
に
耶
狛

た
こ
と
は

 
や

た
だ
ろ
う
な

 
月
で
の
件
の
事
に
つ
い
て
亜
狛
と
耶
狛
は

え
る

 
亜
狛

は
い
問

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
皆
こ
こ
に
集
ま

て

 
い
ま
す

 
耶
狛

集
ま

て
る
よ
マ
ス



 第八章 第一次月面戦争

 
亜
狛
と
耶
狛
が
そ
う

う
と
自
分
は
皆
の
方
へ
と

を
向
け
口
を
大
き
く
開
き

 
理
 

今
回
の
件
に
つ
い
て
の

謀
者
お
よ
び
加

者

 
共
は
俺
の
前
に
出
ろ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
今
回
の
件
の

謀
者
で
あ
る
紫
を
中
心
に
亡
霊
の
幽
々
子
や
美
須
々

達
⻤
に
風

達
天
狗
そ
し
て
ゲ
ン

イ
達
河
童
そ
の

に
も
多
く
の
妖
怪
達
が
理
久
兎
の
前
に

立
つ

な
お
ル

ミ
ア
は

の
上
で
見
て
い
る

そ
し
て
前
に
集
ま

た
妖
怪
達
を
見
て
前
に
出

た
妖
怪
達
に
対
し

 
理
 

座
れ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
の
前
に
立

た
全
員
は
正
座
を
し
て
座
る

 
理
 

亜
狛

耶
狛
お
前
達
は
も
し
が
あ

た
ら
頼
む

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
頭
を
上
げ
て

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

わ
か

た
よ

 
亜
狛
と
耶
狛
は
そ
う

い
下
が
る

 
理
 

さ
て
ま
ず
ど
こ
か
ら
聞
く
か

紫

度
の
事



 第１５６話 説教会

 
に
つ
い
て
何
か

う
こ
と
は
あ
る
か

 
理
久
兎
が
す
ご
み
を

ち
な
が
ら
紫
に
聞
く
と

 
美
 

ち

と
待

て
く
れ
理
久
兎

紫
は

 
美
須
々
が
紫
に
代
わ

て

え
よ
う
と
す
る
と
理
久
兎
は
美
須
々
を

み
ド
ス
の
か
か

た

で
 
理
 

俺
は
紫
に
聞
い
て
い
る
ん
だ

そ
れ

外
の

 
者
は

て
ろ

 
美
 

う

 
何
も

え
ず

て
し
ま
う

そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は
も
う
一
度
紫
に
す
ご
み
を
か
け
て

 
理
 

ど
う
し
て
こ
ん
な
事
を
し
た
の
か

え
ろ
紫

 
紫
 

 

た
ま
ま
何
も

わ
な
い

正
直
に

え
れ
ば
良
い
の
に
何

な
に
も

わ
な
い

こ
れ
に

は

々
に
怒
り
を
覚
え
て
い
く

 
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ

 
先
程
ま
で
は
星
空
や
月
が
輝
い
て
い
た
夜
空
が
雷
雲
に

わ
れ
見
え
な
く
な

て
い
く
雷
鳴
が
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鳴
り

い
て
い
た

 
理
 

紫

え
ろ
よ

 
紫
 

御
師
匠
様

私
は

そ
の

 
そ
う

い
う

中
で
紫
は
ま
た

て
し
ま
う

い
い
加
減
に

え
と
い
う
思
い
が

な
り
つ

い
に

の

は
キ
レ
た

 
理
 

え
ろ

て

て
い
る
だ
ろ
う
が

 
ビ
イ
カ

ン

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
共
に
雷

が
紫
達
の
近
く
に

ち
る

こ
の

雷
や
雷
雲
は
自
然
に
発

生
し
た
わ
け
で
は
な
い

こ
れ
は
理
久
兎
の
能
力
災

を

る
程
度
の
能
力
に
よ

て
生
じ

た
も
の
だ

理
久
兎
の
怒
り
が
ピ

ク
を
達
す
る
と
意
思
と
は
関
係
な
く
雷
や
雷

暴
風
な
ど

と
い

た
災

が
起
こ

て
し
ま
う
た
め
出
来
る
だ
け
怒
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
が
今
回

の
事
は
流

怒
り
を
覚
え
て
い
た

そ
の
光

を
見
て
い
た
妖
怪
達
は

 
妖
怪

ら

雷
が

 
妖
怪

総
大
将
お

か

 
こ
の
恐
怖
に
必
死
に

え
る
事
し
か
術
が
な
か

た



 第１５６話 説教会

 
理
 

紫

え
ろ

何

月
へ
進
行
し
た
の
か
を

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
紫
は
つ
い
に
そ
の

い
口
を
開
け
た

 
紫
 

私
は

見
せ
た
か

た
の
よ

 
理
 

何
を
見
せ
た
か

た
ん
だ

 
何
を
見
せ
た
か

た
の
だ
と
気
に
な
り
聞
く
と
紫
は
話
を
進
め
る

 
紫
 

私
が
ど
れ
だ
け
成
⻑
し
て
き
た
か
を
見
せ
た
か

 
た
の
で
す
わ
御
師
匠
様
は
私
に
こ
れ
ま
で

々
な

 
物
を
私
に
く
れ
た
ま
し
た
わ
服
や
食
べ
物
に

学

 
や
力
の
使
い
方

私
は
た
だ
御
師
匠
様
に

返

 
し
が
し
た
か

た

 
紫
は

き
出
し
そ
う
な

で
今
の
事
を
語

た

つ
ま
り
こ
の
事
件
は
し

か
り
と
紫
を
見
て

や
れ
な
か

た
自
分
に
も

が
あ
る
と
感
じ
だ

紫
の
前
へ
と
近
づ
い
て

を
つ
い
て

 
理
 

こ
の
バ
カ
が

俺
は
お
前
に
死
な
れ
て
も

る
ん

 
だ
よ

ル

ミ
ア
が
あ
の
時
こ
の
事
を

わ
な
か

 

た
ら
今
頃
お
前
達
は
殺
さ
れ
て
た
か
も
し
れ
な
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い
ん
だ

 
紫
は
理
久
兎
の
話
を
う
つ
向
き
な
が
ら

て
聞
い
て
い
た

 
そ
し
て

葉
を
先
程
の
ド
ス

の
か
か

た

か
ら
何
時
も
の

か
み
の
あ
る

葉
へ
と

て
い
き

 
理
 

ま

た
く

別
に

返
し
と
か
し
な
く
て
も
良
い

 
ん
だ
よ

 
紫
 

え

 
理
 

俺
か
ら
し
て
み
れ
ば
お
前
が
成
⻑
し
て
い
る
姿
を

 
こ
の
目
で
見
れ
れ
ば

分
だ

だ
か
ら
も
う
無

 

は
す
る
な
良
い
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
紫
の
頭
に
手
を
の
せ
て
そ
う

う
と
紫
は

 
紫
 

御
師
匠
様

ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
な
さ
い

 
紫
が
そ
う

い
始
め
る
と
理
久
兎
は
立
ち
上
が
り

 
理
 

の
者
達
に
も
伝
え
て
お
く

も
う
こ
ん
な

 
下
ら
な
い
こ
と
は
二
度
と
す
る
な

 
こ
こ
に
い
る
お
前
ら
は
運
が
良
か

た



 第１５６話 説教会

 
た
だ
そ
れ
だ
け
だ

 
理
久
兎
の
そ
の
問
い
か
け
に
妖
怪
達
は
皆

く
の
だ

た

 
理
 

な
ら
よ
し

ま

後
は
紫
に

し
た
ん
だ
ろ

 
次
か
ら
は
気
を

け

ゴ

ゴ

 

葉
を
続
け
よ
う
と
し
た

間
突
然

き
込
ん
だ

普
通
の

な
ら
す
ぐ
に
収
ま
る

だ
が
今

回
は
違

た

 
理
 

ゴ

ゴ

ゴ

ゴ

ゴ

 
と

し
ば
ら
く

が
収
ま
る
気

が
な
い

そ
し
て
数

後
に
は

が

ま
る

 
理
 

は

は

 
理
久
兎
は
呼

を
整
え
な
が
ら
自
身
が

を
す
る
時
に

え
た
手
を
見
て
み
る
と
そ
の
手
に
は

大

の

が

着
し
て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
の
手
は

 
理
 

な
ん
で

こ
の
時
に

 
バ

ン

 
力
が

け
地
面
へ
と

れ
た

そ
れ
を
見
た
そ
の
場
に
い
る
紫
に
幽
々
子
そ
し
て
ル

ミ
ア
や
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美
須
々
風

に
ゲ
ン

イ
そ
れ
に
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て

の
者
妖
怪
達
と
い

た
メ
ン
バ

達

は
自
分
へ
と
近
づ
い
て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様

起
き
て
く
だ
さ
い

起
き
て

 
紫
は

れ
た
理
久
兎
を
必
死
に

さ
ぶ
る
も
起
き
る
気

が
な
い

 
美
 

す
ぐ
に
理
久
兎
を
運
べ

 
風

こ
ち
ら
へ

 
ゲ
ン

総
大
将

総
大
将

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

マ
ス

も
う

 
寿
命
な
ん
だ
よ

 
そ
う
も
う
寿
命
が
も
う
無
く
な
り
そ
う
な
の
だ

こ
れ
ま
で

を
大

に
失
い
⻄
行
桜
を
封

印
す
る
た
め
に
寿
命
を

り
月
の
⺠
達

手
に

り
の
力
を
無
理
し
て

り

た
結
果
体
が

つ
い
て
い
け
ず
と
う
と
う

れ
て
し
ま

た
の
だ

れ
た
理
久
兎
は
紫
を

め
た
妖
怪
達
に

よ

て
天
魔
の
家
の
部

へ
と
運
ば
れ
る
の
だ

た



 第１５７話 短い命

 
第
１
５
７
話
 
短
い
命

 
理
久
兎
が
紫
達
の
元
へ
と
帰

て
き
た
と
同
時
に
口
か
ら

し

れ
た
め
理
久
兎
は
天
魔
の

家
の
空
き
部

へ
と

れ
て
い
か
れ
た

そ
し
て
今
は

て
い
る
理
久
兎
の

り
に
は
友
達
で
あ

る
妖
怪
達
が
集

た

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん

 
ル
 

帰

て
き
て
そ
う
そ
う
こ
れ
な
ん
て

 
美
 

理
久
兎

 
風

理
久
兎
殿

い

た
い

 
ゲ
ン

総
大
将
の
事
だ
か
ら
ま
た
起
き
ま
す

て

 
幽
々
子

ル

ミ
ア

美
須
々

風

ゲ
ン

イ
は
そ
ん
な
理
久
兎
を
見
つ
め
て
い
る
と

 
紫
 

れ
て
き
ま
し
た
わ

 
そ
う

い
紫
は
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る
と
紫
と
共
に

と

が

合
し
た
服
を
着
て
い
る

人

の
女
性
も
と
い
八
意

が
現
れ
る

 

方
達
の
総
大
将
を
見
せ
て
ち

う
だ
い
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そ
う

い

は
理
久
兎
の

察
の
準
備
を
始
め
る
と

 

方
達
は
こ
こ
に
い
た
ら

や
心

の

が

 
聞
き
取
れ
な
い
か
ら
外
に
出
て
い
て
頂
戴

 
そ
う

わ
れ
た
紫
幽
々
子
ル

ミ
ア
風

美
須
々
ゲ
ン

イ
の

人
は
何
も

わ

ず
に
外
へ
と
出
る

 

さ

見
せ
て
聞
か
せ
て
ち

う
だ
い

 
そ
う

い

は
理
久
兎
の

を

る
の
だ

た

そ
し
て
部

の
外
で
は

 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
は
無
事
に
起
き
出
す
こ
と
を
願
い
な
が
ら
そ
う

く

 
幽
 

大
丈
夫
よ
紫

 
幽
々
子
は
先
程
よ
り
も

ち
込
ん
で
い
る
紫
の

に
手
を
置
い
て
紫
に
そ
う

う

そ
し
て

そ
れ
を
見
て
い
た
美
須
々
達
は

 
全
員

 
何
も

え
な
か

た

だ
が
ル

ミ
ア
や
美
須
々
風

に
ゲ
ン

イ
も
紫
に
対
し
て
か
け
る

葉
が
見
つ
か
ら
な
か

た
の
に
関
わ
ら
ず
紫
に

を
か
け
て
い
る
幽
々
子
を
見
て
本
当
の
親
友



 第１５７話 短い命

な
ん
だ
と

え
る
の
だ

た

そ
し
て
そ
う
す
る
こ
と
数
分
後

が
開
き

が
部

か
ら
出

て
く
る
と
紫
は

に

め

る

 
紫
 

御
師
匠
様
は
無
事
な
の
よ

 
紫
が
そ
う
聞
く
と

は
目
を

て

を

に

た

 

正
直
に

う
わ
総
大
将
え

と

か
理
久
兎
だ

 
た
わ
よ

お
そ
ら
く
⻑
く
は
な
い
わ

 

が
そ
う

う
と
紫
は

の
力
が

け
て

れ
る

 
紫
 

そ
ん
な

嘘
よ

嘘

て

て
頂
戴
よ

 
美
 

お
い

理
久
兎
は
本
当
に
⻑
く
な
い
の
か

 

え

え
て
る
よ
り
も
事
態
は
深

今
は
何
と

 
か

や

は
収
ま

た
け
ど
い
つ

を

え
て

 
も
お
か
し
く
な
い
状
態

 
ゲ
ン

総
大
将
は
妖
怪
だ

簡
単
に
死
ぬ
わ
け

 
ゲ
ン

イ
が
そ
う

い
か
け
る
と

は
更
に

葉
を

け

す

 

あ
く
ま
で
私
の
推

だ
け
ど
お
そ
ら
く
彼
は
妖
怪



 第八章 第一次月面戦争

 
と
人
間
と
の
ハ

フ

て
感
じ

 
風

妖
怪
と
人
間
の
ハ

フ
だ
と

 

 

え

彼
の
体
の

造
は
妖
怪
よ
り
人
間
に
と

 
て
も
近
い
わ
そ
れ
に

方
達
は
感
じ
な
か

た
か

 
し
ら

妖
怪
に
も
関
わ
ら
ず
霊
力
が
使
え
た

て

 
事
に

 

に
そ
う

わ
れ
た

り
の
全
員
は

は

と
い
う
表
情
を
出
し
た

⻤
達
と
の
対

戦
の
時
や

々
な
場
面
で
理
久
兎
が
霊
力
を
使

て
い
た
こ
と
に
本
来
霊
力
は
人
間
だ
け
し
か
使

え
な
い

な
の
だ
が
理
久
兎
が
使
え
て
い
た
こ
と
に

 
ル
 

わ
れ
て
み
る
と
理
久
兎

て
霊
力
が
使
え
る

 
わ

 
風

前
か
ら
気
に
は
な

て
は
い
た
ん
だ
が
な

 
幽
 

紫
は
何
か
知
ら
な
い
の

 
幽
々
子
に
聞
か
れ
た
紫
は
力
を
無
く
し
た
表
情
で

 
紫
 

私
も
知
ら
な
い
わ



 第１５７話 短い命

 
そ
う

え
る
と
美
須
々
が
紫
の
元
へ
と
近
づ
き

 
美
 

紫

現
実
を
受
け

め
ろ

 
紫
 

 
そ
れ
を

わ
れ
て
も
受
け

め
た
く
は
な
い

た
ま
ま
何
も

わ
な
い
で
う
つ
向
い
て
し

ま
う

 

多
分
だ
け
ど
生
き
れ
た
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
先
は

 
布
団
で

た
き
り
か
し
ら

 
風

理
久
兎
殿
は
も
う
歩
く
こ
と
す
ら
出
来
な
い
の
か

 

者
よ

 
風

が
そ
う
聞
く
と

は

を

に

て

 

分
か
ら
な
い
わ

で
も
今

え
る
事
に
つ
い
て

 
は
出
来
る
だ
け
安
静
に
す
る
こ
れ
は

定
よ

 
紫
 

そ
う

あ
り
が
と
う

御
師
匠
様
を
見
て
く
れ
て

 
紫
が
礼
を

べ
る
と

は
遠
い
目
を
し
な
が
ら

 

良
い
わ
よ

方
達
の
総
大
将
に
は

々
と
助
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け
て

た
か
ら

 
紫
 

送

て
い
く
わ

 
そ
う

う
と
紫
は

の
前
に
ス
キ
マ
を

開
さ
せ
る

 

あ
り
が
と
う

 
そ
う

い

が
ス
キ
マ
へ
と
入
る
と
紫
は
ス
キ
マ
を
閉
じ
る

 
紫
 

 
幽
 

紫

 
幽
々
子
は
紫
の

へ
と
行
こ
う
と
す
る
が
紫
は
近
づ
く
幽
々
子
の

を
見
て

 
紫
 

私

御
師
匠
様
の

を
し
て
る
わ

 
そ
う

い
紫
は
理
久
兎
が

て
い
る
部

へ
と
静
か
に
入

て
い

た

こ
ん
な
状
態
の
紫
を

見
て
幽
々
子
は
不
安
な

に
な
る

 
幽
 

 
幽
々
子
は
い
つ
も
の
よ
う
な
調
子
で
は
な
い
紫
に
何
を

え
ば
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま

た

 
美
 

な

幽
々
子

今
は
そ

と
し
て
お
い
て
や
れ
や



 第１５７話 短い命

 
風

あ

紫
殿
に
も
気
持
ち
の
整
理
が
必
要
だ
ろ
う

 
ゲ
ン

だ
か
ら
し
ば
ら
く
は

 

人
に
そ
う

わ
れ
た
幽
々
子
は

て

き

 
幽
 

な
ら
し
ば
ら
く
は

人
に
さ
せ
る
わ

 
ル
 

正
し
い
選

 
そ
う

い
幽
々
子
達
は
理
久
兎
の

て
い
る
部

の
前
か
ら

動
す
る
の
だ

た

そ
し
て
理

久
兎
が

て
い
る
部

で
は

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

 
理
久
兎
は
い
ま
だ
に

て
い
て
起
き
る
気

が
な
い

 
紫
 

 
紫
は
た
だ
た
だ
無

で
理
久
兎
の

ら
に
座
り

て
い
る
理
久
兎
を

す
る
の
だ

た
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第
１
５
８
話
 
少
な
い
時
を

 
紫
は
真

暗
な
道
を
た
だ

た
す
ら
に
歩
い
て
い
た

す
る
と
目
の
前
に
い
つ
も
自
分
の

み

や

え
を
真

に
聞
い
て
そ
助

を
し
て
く
れ
て
い
た
理
久
兎
が
立

て
い
た

 
紫
 

御
師
匠
様

 
そ
う

い
紫
は
走
り
出
す
が

 
理
 

 
理
久
兎
は
何
も

わ
ず

中
を
向
け
て
紫
の
前
を
歩
き
だ
し
た

 
紫
 

待

て

 
そ
う

い
紫
は
理
久
兎
に
向
か

て
走
り
出
す
が

 
紫
 

ど
う
し
て

ど
う
し
て
追
い

け
な
い
の

 
ど
う
し
て
手
が

か
な
い
の

 
紫
は
理
久
兎
に

ろ
う
と
手
を
出
す
が
理
久
兎
に

れ
る
事
は
愚
か
追
い

く
事
さ
え
出
来
な

い 
紫
 

御
師
匠
様

御
師
匠
様



 第１５８話 少ない時を

 
紫
が
そ
う

を
出
す
が
理
久
兎
は
何
も
を

わ
ず
紫
の

す
ら
見
よ
う
と
せ
ず
歩
き
を

め
な

い 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
が
そ
う

ぶ
と
紫
は
目
を
覚
ま
し
た

 
紫
 

は

あ
ら

こ
こ
は

 
紫
は
眠
り
か
ら
目
覚
め
り
を
見
渡
す

ど
う
や
ら
紫
が
見
て
い
た
の
は
悪
夢
の
よ
う
だ

そ
し
て
理
久
兎
の

を
し
て
そ
の
ま
ま

て
し
ま

た
事
を
思
い
出
す

そ
れ
を

し
た
紫

は
安

の

を
す
る

 
紫
 

は

夢
で
良
か

た

で
も

 
そ
う

い
紫
は

だ
に

て
い
る
理
久
兎
を
見
る

理
久
兎
は
ま
だ
目
を

た
ま
ま
だ

 
紫
 

御
師
匠
様

 
そ
う

い
紫
は
理
久
兎
の

た
いに

手
を
置
く
と

 
理
 

が
は

こ
こ
は

 

を
し
て
理
久
兎
が
目
覚
め
た
の
だ

そ
れ
を
見
て
い
た
紫
は
不
安
な
表
情
か
ら
一
転
し
て
喜

び
の
表
情
へ
と
変
わ
る
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紫
 

御
師
匠
様

 
紫
が
そ
う
呼
び
掛
け
る
と

て
い
る
理
久
兎
に

き
つ
く
が

 
理
 

紫

ブ

ブ

 

き
つ
い
て
く
る
紫
の

を

く

い
て

し
そ
う
に
す
る
と
紫
は

静
に
な
り
す
ぐ
に

れ

元
の
体
制
に

る

 
理
 

は

は

死
ぬ
か
と
思

た

 
紫
 

ご
め
ん
な
さ
い
御
師
匠
様

そ
の
体
に
無
理
さ
せ
て

 
理
 

い
や

気
に
す
る

な

所
で
俺
が
こ
う
し
て
る

 
て
事
は

 
そ
う

う
と
紫
は

き
こ
れ
ま
で
の
事
全
て
を
自
分
に
打
ち
明
け
る

 
理
 

そ
う
か

も
う
間
近
な
の
か

 
紫
 

御
師
匠
様
は
死
な
な
い
わ
よ

 
紫
は
そ
う

う
が
理
久
兎
は

を

に

く
り
と

て

 
理
 

い
や
俺
に
だ

て
分
か
る
も
う
じ
き

く
事
が

 
紫
 

そ
ん
な



 第１５８話 少ない時を

 
理
 

紫

皆
と
話
が
し
た
い

呼
ん
で
く
れ
る
か

 
理
久
兎
の
願
い
を
聞
い
た
紫
は

い
て

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
呼
ん
で
き
ま
す

 
そ
う

い
紫
は
ス
キ
マ
を
開
い
て
そ
の
中
へ
と
入

て
い
く

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛

居
る
ん
だ
ろ

 
理
久
兎
が
そ
う
呼
び
掛
け
る
と
紫
の
ス
キ
マ
と
は
違

た

け
目
が
現
れ
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶

狛
が
表
れ
る

 
亜
狛

ご

件
は
何
で
し

う
か

 
耶
狛

件
は
な
に
マ
ス

 
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

人
に

問
を
す
る

 
理
 

お
前
ら

の

の

し
紙
は
見
た
か

 
と

理
久
兎
が
聞
く
と

人
は

い
て
そ
れ
に
つ
い
て
の
話
を
す
る

 
亜
狛

え

見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

 
耶
狛

見
た
よ
マ
ス

 
理
 

な
ら
紙
は
し

か
り
処
分
し
た
よ
な
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そ
う

う
と

人
は
も
う
一
度

い
て

 
亜
狛

は
い
し

か
り
と

や
し
て

に
し

 
耶
狛

土
の
中
に

め
た
よ

 
ど
う
や
ら
証
拠
の

も
終
わ

た
よ
う
だ

こ
れ
で
紫
達
に
悟
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う 
理
 

そ
う
か

そ
れ
な
ら
こ
の
後
か
ら
す
る
事
は

 
分
か
る
よ
な

 
亜
狛

お
任
せ
あ
れ

 
耶
狛

も
う
計
画
は

え
て
あ
る
か
ら
心

し
な
い
で

 
と

亜
狛
と
耶
狛
は
そ
う

う
と
自
分
は

に

み
を

か
べ
る

 
理
 

そ
う
か

す
ま
ん
な
今
の
俺
が
こ
れ
だ
と
不

 
だ
ろ

 
亜
狛

い
え

ず

と
マ
ス

に

え
て
食
べ
物
を
狩

 

を
し
て
い
な
か

た
の
で
久
々
に
兄
妹
共
々
に

 
良
い

験
に
な
り
ま
し
た
よ



 第１５８話 少ない時を

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

そ
う
か

 
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
と
で
会
話
が
弾
ん
で
い
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様

れ
て
き
た
わ

 
そ
う

い
紫
は
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る
と
同
時
に
ス
キ
マ
か
ら

 
美
 

理
久
兎

 
風

理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

総
大
将
大
丈
夫
で
す
か

 
ル
 

起
き
た
の
よ

理
久
兎

 
幽
 

こ
ん
に
ち
は
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

い
な
が
ら
自
身
の
友
で
あ
る
美
須
々
や
風

そ
れ
に
ゲ
ン

イ
や
ル

ミ
ア
そ
し
て

幽
々
子
が
そ
の
場
に
訪
れ
た

 
理
 

ハ
ハ

み
ん
な
来
た
ん
だ

 
美
 

チ
だ
ろ
私
ら
は

 
風

呼
ば
れ
れ
ば
い
く
ら
で
も
行
く
さ
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ル
 

私
も

同

 
ゲ
ン

総
大
将
の
た
め
と
あ
ら
ば

 
こ
い
つ
ら
は
嬉
し
い
事
を

て
く
れ
る
じ

な
い
か

こ
の
メ
ン
バ

と
友
と
な
れ
て
自
分

も

ら
し
く
思
え
た

 
幽
 

フ
フ

良
か

た
わ

紫

 
紫
 

え

そ
う

そ
れ
よ
り
も
亜
狛
と
耶
狛
も

 
来
て
い
た
の

 
亜
狛

え

マ
ス

の
見
舞
い
を
す
る
の
も
従
者
の

 

め
で
す
よ

 
耶
狛

う
ん

 
と

そ
う

て
い
る
と
美
須
々
が
話
を
き
り
だ
す

 
美
 

理
久
兎
私
ら
に
話

て
な
ん
だ
い

 
理
 

話
と
い
の
は

で
も
な
い

も
う
じ
き
俺
が
死
ぬ

 
事
に
つ
い
て
さ

 
そ
の
話
を
す
る
と
全
員
は
理
久
兎
が
起
き
た
喜
び
の
表
情
か
ら
暗
い
表
情
へ
と
変
わ

た



 第１５８話 少ない時を

 
理
 

も
う
俺
は

く
は
な
い

だ
か
ら
皆
に
頼
み
た
い

 
全
員

 
理
 

俺
の
予
感
だ
と
妖
怪
達
や
神
の
そ
れ
ら
は
何
時
か

 
人
々
か
ら

れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
そ
う
な

 
れ
ば
妖
怪
達
は
消

す
る
か
も
し
れ
な
い

 
こ
の
先
の

来
で
必
ず
人
々
は
妖
怪
を
恐
れ
な
く
な
り
や
が
て
は
記
憶
か
ら
薄
れ
て
い
く
だ
ろ

う

そ
れ
を
前
々
か
ら
危

し
て
い
た

 
風

な

 
ル
 

そ
ん
な

 
理
 

だ
か
ら
こ
そ

俺
達
が
創
ろ
う
と
し
て
い
る
楽

 
を
作

て
い
る

 
幽
 

 
ゲ
ン

そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
よ

総
大
将
達
が
創
る

 
楽

は
妖
怪
達
の

ラ

イ
ス

て

 
理
 

ゲ
ン

イ
の

う
通
り
だ

だ
が
恐
ら
く
俺
は
そ
れ
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に
関
わ
る
こ
と
は
愚
か
出
来
立
て
そ
れ
を
見
る
こ
と

 
す
ら
も

わ
な
い
だ
ろ
う
だ
か
ら
お
前
ら
に
頼
み
た

 
い
事
そ
れ
は

絶
対
に
そ
の
楽

を
作
れ

で
な
い

 
と
妖
怪
達
は
消

す
る

来
が
訪
れ
る
だ
ろ
う

 
遠
く
な
い

来
の
予

を

い
頼
む

皆
が
消
え
な
い
た
め
に
も
す
る
と
ま
ず
紫
が
口
を
開

く 
紫
 

御
師
匠
様

そ
の
願
い
聞
き
入
れ
ま
し
た

 
そ
れ
に
続
き
皆
が
口
々
を
開
い
て
い
く

 
美
 

お
前
の
願
い
は
私
ら
の
胸
に

め
る
さ

 
風

あ

そ
う
だ
な

 
ゲ
ン

総
大
将
の
頼
み
と
あ
ら
ば

 
ル
 

フ
フ

任
せ
な
さ
い

 
幽
 

私
も
協
力
を
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
皆
の
そ
の

葉
を
聞
い
て
理
久
兎
は
内
心

と
す
る

 
理
 

そ
う
か

あ
り
が
と
う
な



 第１５８話 少ない時を

 
そ
う

い
理
久
兎
は
も
う
一
度
外
を

め
る

す
る
と

 
風

そ
う
だ

美
須
々

 
美
 

ん

 
風

に
耳
を
こ
ち
ら
に
と
い
う

ス
チ

を
も
ら

た
美
須
々
は
小
さ
な

で
風

と
話

す
と

 
美
 

な

理
久
兎

お
前
外
に
出
た
い
か

 
理
 

そ
う
だ
な

行
き
た
い
の
は
や
ま
や
ま
だ
け
ど

 

が

れ
て
て
な

 
風

な
ら
ば
紫
殿

理
久
兎
殿
を
外
に

れ
出
し
て
 
 

 
や

て
は
ど
う
だ

 
そ
う

わ
れ
た
紫
は

え
込
ん
で
理
久
兎
に

 
紫
 

私
で
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
と

紫
が
理
久
兎
に
聞
く
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

頼
む
よ

 
紫
 

な
ら
行
き
ま
し

う
か
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そ
う
し
て
理
久
兎
は
紫
に

を

し
て
も
ら
い
な
が
ら
外
へ
と
踏
み
出
す
の
だ

た
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第
１
５
９
話
 
写
真
撮
影

 
静
か
な

々
に

ま
れ
流
水
の

が
聞
こ
え
て
き
て
い
る

妖
怪
の
山
の
と
あ
る
場
所

 
理
 

紫

く
は
な
い
か

 
紫
に

を

し
て
も
ら
い
な
が
ら

く
り

く
り
と
歩
き
な
が
ら
紫
に
そ
う
聞
く
と
紫

は

で

え
る

 
紫
 

え

大
丈
夫
で
す
わ
御
師
匠
様

 
理
 

悪
い
な
こ
う
や

て
し
て
も
ら
わ
な
い
と
ろ
く
に

 
歩
け
そ
う
も
な
く
て
な

 
紫
 

で
も
懐
か
し
い
わ

 
理
 

ん

ど
こ
が
だ

 
理
久
兎
が
聞
く
と
紫
は
昔
を
懐
か
し
む
よ
う
な
表
情
で

 
紫
 

前
は
こ
う
や

て

人
で
修
行
し
て
よ
く
怪
我

 
し
た
時
な
ん
か
は
い
つ
も
お
ん
ぶ
し
て
く
れ
て

 
い
た
な

て
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そ
れ
を
聞
き
自
分
も

い
な
が
ら
昔
の
話
を
し
始
め
る

 
理
 

そ
う
い
ば
あ

た
な

ま
だ
ス
キ
マ
が
な
く

 
て
修
行
場
所
へ
の
行
き
来
を
歩
い
て
い
る
時
だ

 

た
な

昔
紫
が
す

こ
ろ
ん
で

り
む
い

 
た
時
と
が
そ
う
だ

た
よ
な

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
紫
は

を
真

に
し
て

 
紫
 

ち

と

め
て
く
だ
さ
い
今
思
う
と
そ
の

 
話
は
結

ず
か
し
い
の
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
悪
い
悪
い

で
も
な

 
紫
 
・
・

 
理
 

こ
ん
な
風
に
歩
く
の
も
楽
し
い
な

 
紫
 

御
師
匠
様

 
何

か
紫
の

は

し
げ
だ

恐
ら
く
自
分
が
死
ぬ
こ
と
が
嫌
な
の
だ
ろ
う
と
思

た

 
理
 

そ
う
だ
紫

 
紫
 

何
で
す
し

う
か
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理
久
兎
は
先
程
ま
で
と
は
違
い
真

な
表
情
で
紫
に
話
を
す
る

 
理
 

俺
の
家
の

は
分
か
る
よ
な

 
紫
 

え

わ
か
り
ま
す
け
ど
そ
れ
が

 
紫
は
理
久
兎
が
何
が

い
た
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
た
め
理
久
兎
の

葉
の
意
味
を
聞
く
と

 
理
 

そ
の

の
上
か
ら
二

目
の

だ

 
紫
 

え

 
理
 

俺
は

た
か
ら
な

 
紫
 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

 
と
紫
が
そ
の

問
の
意
味
を
更
に
聞
こ
う
と
す
る
が
紫
で
は

し
く
な
る
こ
と
な
た
め
今

え
な
い

そ
の
た
め
に
と
思
い

 
理
 

え
ば
お
前
は

し
む
こ
と
だ

だ
か
ら
そ
れ

 

上
の
事
は
今
は
聞
く
な

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
理
 

ご
め
ん
な

さ
て
と
後
少
し
だ
け

き
合

て

 
く
れ
る
か
な
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理
久
兎
は

を
絶
や
さ
ず
に
紫
の

を
見
て
そ
う

う
と

 
紫
 

ふ
ふ

え

よ
ろ
こ
ん
で

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
紫
に

を

し
て
も
ら
い
な
が
ら
散
歩
を
楽
し
ん
だ

そ
し
て
夕
暮
れ
が

近
づ
い
て
き
た
た
め
理
久
兎
と
紫
は
天
狗
の
里
へ
と
帰
る

そ
し
て
天
狗
の
里
の
門
に
つ
く
と

 
美
 

お

帰

て
き
た
か

 
理
 

あ

て
か
何
で
ま
だ
美
須
々
が
い
る
ん
だ

 
美
須
々
が

を
か
け
て
き
た

何

い
る
の
か
と
美
須
々
に
聞
く
と
美
須
々
の
後
ろ
か
ら
い
つ

も
の
よ
う
な
メ
ン
バ

が

て
自
分
め
が
け
て
向
か

て
や

て
来
る

 
萃
香

お

す

理
久
兎

 
勇
儀

大
丈
夫
か
理
久
兎

 
萃
香
と
勇
義
が
や

て
来
て
理
久
兎
に
元
気
な

で
そ
う

う
と
理
久
兎
は
少
し
不

そ
う

に 
理
 

あ

大
丈
夫
じ

な
い
な

こ
う
や

て

を

 
持

て
く
れ
な
い
と
歩
け
そ
う
も
な
い
よ

 
勇
儀

何
か
悪
い
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理
 

い
や
気
に
す
る
な
て
か
そ
の
前
に
何
で
い
る
ん

 
だ
よ

 
理
久
兎
は
何

ま
だ
天
狗
の
里
に
い
る
の
か
を
聞
く
と
美
須
々
は
理
久
兎
の
も
う
一
方
の

を

い
で

 
美
 

お
い
紫

理
久
兎
を

れ
て
く

 
紫
 

え

分
か

た
わ

 
そ
う

う
と
紫
と
美
須
々
に

を
引
き
ず
ら
れ
な
が
ら
引

ら
れ
て

れ
て
行
か
れ
る

そ

れ
に
萃
香
と
勇
義
も
つ
い
て
い
く

 
理
 

お
い
一
体
な
に
す
る
だ

 
萃
儀

大
丈
夫
だ
よ
怪
我
す
る
こ
と
じ

な
い
か
ら

 
勇
 

あ

問

な
い
よ

 
と

う
が
理
久
兎
か
ら
し
て
み
れ
ば
こ
の

人
や
美
須
々
が

う
と
問

し
か
な
か

た

事
を
思
い
出
す
そ
の
た
め
本
当
に
何
を
す
る
の
か
と
怖
く
な

て
く
る

 
理
 

お
前
ら
の
そ
れ
が
一
番
怖
い
わ

ゴ

 
そ
う

う
が
そ
ん
な
事
は
無
視
さ
れ
て

れ
て
い
か
れ
た

そ
う
し
て

れ
て
か
れ
た
場
所
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は 
文
 

あ

来
ま
し
た

理
久
兎
さ
ん
達

 
文
が
手
を

り
な
が
ら
理
久
兎
に

を
す
る

 
理
 

あ
れ
文

お
前
も
こ
こ
で
何
し
て
ん
だ

 
美
須
々
と
紫
に

を

が
れ
た
状
態
の
理
久
兎
が
文
に
そ
う
聞
く
と

 
文
 

何

て
こ
れ
で
す
よ

こ
れ

 
そ
う

い
な
が
ら
文
は
手
に
持

て
い
る
黒
い
小
さ
な
箱
の
よ
う
な
物
を
理
久
兎
に
見
せ
な
が

ら
そ
う

う
と
理
久
兎
に
は
そ
の
箱
に
つ
い
て

問
を
す
る

 
理
 

文
そ
れ

て
な
ん
だ

 
文
 

こ
れ
は

カ

メ

ラ

写
真
機

て
い
う
物
何
で
す
よ

 
文
は
ま
だ

い
そ
の
胸
を
は

て

え
る
と
理
久
兎
は
写
真
機
に
つ
い
て
説
明
を

め
る

 
理
 

そ
れ

て
何
す
る
も
の
な
ん
だ

 
文
 

そ
う
で
す

え
ば
こ
こ
の

を

 
そ
う

い
か
け
る
と
文
は
ポ

ト
か
ら
小
さ
な
紙
を
取
り
出
し

 
文
 

こ
の
紙
に
そ
の
ま
ま
写
す
事
が
で
き
る

て
い
う
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ア
イ
テ
ム
な
ん
で
す
よ

 
理
 

う

そ
れ
と
こ
れ
に
は
ど
ん
な
関
係
が

 
あ
る
と
い
う
ん
だ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
文
の
後
ろ
か
ら
は
た
て
や
風

に
ゲ
ン

イ
狼

そ
の

に
も
華
仙
に

ル

ミ
ア
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
も
現
れ
る

 
風
が

簡
単
な
話
だ
理
久
兎
殿

 
は
た

そ
れ
を
使

て
記

と
し
て

す
の
よ

 
華
扇

美
須
々
様
か
ら
話
は
聞
い
た
の
よ

方
の

 
命
は

り
少
な
い

て

 
ゲ
ン

だ
か
ら
こ
そ
総
大
将
の

を
こ
れ
で

し
た
い

 
と
思
い
ま
し
て

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
も
こ
の
事
は
聞
い
た
の
か

 
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
も
写
真
撮
影
の
事
を
聞
く
と

人
は

れ
く
さ
そ
う
に

 
亜
狛

え

ま

マ
ス

が
出
掛
け
た
後
に

 
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
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耶
狛

う
ん
風

ち

ん
か
ら

 
文
 

で
も
私
も
ま
さ
か
天
魔
様
に
そ
う
い
う
頼
ま
れ

 
ご
と
さ
れ
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た
で
す

 
け
ど

 
狼

本
当
だ
な
俺
も
聞
い
た
時
は

い
た
も
の
だ

 
風

ふ
ん

と
け

 
風

は

れ
く
さ
そ
う
に
そ
う

て
い
て
い
る
事
か
ら
理
久
兎
の
事
を
心

し
て
い
る
の
だ

ろ
う

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
皆

 
美
 

と
り
あ
え
ず
お
前
ら

べ
紫
も
理
久
兎
を

れ
て

 

て
く
れ

 
紫
 

え

分
か

た
わ

 
美
須
々
が
そ
う

う
と
今
い
る
メ
ン
バ

は
自
分
が
真
ん
中
に
来
る
よ
う
に

ぶ

な
お
立
つ

の
が

な
事
を
知

て
い
る
の
か

の

子
に
座
ら
さ
れ
る

そ
し
て
あ
る
こ
と
を
思

た
た

め
皆
に
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理
 

所
で

が
撮
る
ん
だ

 
文
 

も
ち
ろ
ん
私
が

 
そ
う

い
か
け
る
と
風

は
文
に

 
風

文

お
前
も
写
れ

 
文
 

え

そ
れ
だ
と

が
撮
る
ん
で
す
か

 
ゲ
ン

ご
安
心
を
そ
ん
な
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
て

 
ゲ
ン

イ
は
近
く
に
い
た
河
童
の
少
女
を
手

き
し
こ

ち
に
来
さ
せ
る

 
ゲ
ン

撮

て
も
ら
え
る
か
い

 
そ
う

う
と
河
童
の
少
女
は

を
紅
く
し
な
が
ら
う
な
ず
く

 
ゲ
 
ン

そ
れ
じ

撮
り
ま
し

う

 
文
 

え

と
カ
メ
ラ
の
使
い
方
は
分
か
り
ま
す
よ

 
河
童

論
で
す

 
そ
う

い
河
童
の
少
女
は
カ
メ
ラ
を

り
る
と
文
は

ん
で
い
る
メ
ン
バ

の
も
と
へ
と
向
か

い

に

ぶ

そ
し
て
河
童
の
少
女
は
小
指
と
親
指
を

り

つ
の
指
を
立
て
る
と

 
河
童

そ
れ
じ

つ
数
え
た
ら
と
り
ま
す
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理
 

あ

頼
ん
だ
よ

 
河
童

で
は

 

シ

 
河
童
の
少
女
が
数
を

い
終
わ
る
と
カ
メ
ラ
の
シ

が
き
ら
れ
写
真
が
撮
ら
れ
る

シ

が
き
ら
れ
る

間
皆
は

で
写
真
が
撮
ら
れ
る
の
だ

た

 
河
童

お

れ
さ
ま
で
す

 
そ
う

い
河
童
は
文
に
カ
メ
ラ
を
返
す

 
文
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
ろ
そ
ろ

た

う
が

 
理
 

あ

そ
う
だ
な

皆
先
に
眠
る
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
紫
に

れ
ら
れ
て
今
の

室
へ
と
帰

て
い
く
の
だ

た

だ
が
理
久
兎

は
後
数
日
後
に
死
ぬ
と
は
こ
の
時
は
ま
だ
わ
か
ら
な
か

た



 第１６０話 さらば総大将

 
第
１
６
０
話
 
さ
ら
ば
総
大
将

 
写
真
を
撮
影
し
て

日
後
の
夜
の
事
だ

た

そ
の
日

理
久
兎
の
容
態
は
急
激
に
悪
化
し

た 
理
 

ゴ

ブ
フ

 

を
す
る
と
同
時
に

し
そ
の

が
布
団
を

し
真

白
な
布
団
が
真

に

さ
れ

て
い

た

 
風

く

替
え
の
布
を

 
天
狗

急
げ

 
美
 

お
い

く

い
た
布
を
回
収
し
な

 
⻤
 

分
か

て
ま
す
美
須
々
さ
ん

 
ゲ
ン

紫
さ
ん
は
ま
だ
か

 
そ
う

い
な
が
ら
風

や
美
須
々
そ
し
て
ゲ
ン

イ
は
布
で
理
久
兎
か
ら

し
た

を

く
が

い
て
も

い
て
も
口
か
ら

す
る
た
め
意
味
が
な
い

す
る
と
ス
キ
マ
が
開
い
て
そ
こ

か
ら
紫
と

そ
し
て
輝
夜
姫
と
幽
々
子
が
飛
び
出
し
て
く
る
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こ
れ
は

 
輝
夜

い

こ
れ
が
理
久
兎
な
の

 
幽
 

こ
こ
ま
で

い
な
ん
て

 
紫
 

御
師
匠
様
は
助
か
る
の
よ

 
紫
は

に
問
い
た
だ
す
と

は

を

に

て

 

今
の
私
だ
と
無
理
よ

そ
れ
に
私
の

験
上
で

 
こ
ん
な

状
見
た
こ
と
が
な
い
わ
そ
れ
に
恐
ら
く

 
だ
け
ど

を
や
ら
れ
て
る
わ

 
八
意

で
も
理
久
兎
の

状
は
見
た
こ
と
が
な
か

た

全
身
が
真

白
と
な

て
い
き
体

が

れ
動
か
な
く
な
り
こ
の

の

を
す
る

を

は
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い

に
理
久
兎
の
治
療
は
完
全
不
可
能
と
い
う
こ
と
だ

 
紫
 

そ
ん
な

て
こ
と
は
ま
さ
か

 

今
の
私
じ

助
け
ら
れ
な
い

 

が
そ
う

う
と
美
須
々
は

の
も
と
ま
で
近
づ
き

の
胸
ぐ
ら
を

み

 
美
 

て
め

私
ら
が
こ
こ
で
諦
め
ら
れ
る
と
思
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て
い
る
の
か

 
と

う
と

に
い
る
輝
姫
は
理
久
兎
の
も
と
ま
で
近
づ
き

 

あ
く
ま
で
今
の

・私
・だ
・と

と

う
こ
と
よ

 
美
 

何

 
輝
夜

私
の
能
力
で
何
と
か
な
れ
ば

 
そ
う

い
理
久
兎
の

に
座
り

し
む
理
久
兎
の
上
に
手
を
か
ざ
す

 
風

何
を
し
て
い
る
ん
だ

 

姫
様
も
能
力
持
ち
よ

姫
様
の
能
力
は

遠
と

 
須

を

る
程
度
の
能
力

分
か
り
や
す
く

え

 
ば
物
や
人
の
時
間
を

め
る
こ
と
が
出
来
る

 
紫
 

そ
れ

て
つ
ま
り

 

 

え

方
の
御
師
匠
様
の
時
間
を

め
て
こ
れ

 
上
の
悪
化
を

え
て
薬
が
出
来
る
ま
で
現
状

持

 
を
さ
せ
る
わ

 
つ
ま
り
理
久
兎
の

状
を

め
て
薬
が
出
来
る
ま
で
⻑
生
き
さ
せ
よ
う
と
い
う
方
法
だ

か
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に
今
の
打
開
策
と
し
て
良
い
案
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

 
理
 

が

は

ゴ

フ

ゴ

フ

 
美
 

お
い

変
わ
ら

え

 
美
須
々
は
そ
う

い

の
胸
ぐ
ら
を

し
輝
姫
に
近
づ
く
と

 
輝
 

嘘
よ

理
久
兎
に
能
力
が
通
じ
な
い

 
そ
う
輝
姫
の
能
力
が
通

し
な
い
の
だ

か
つ
て
理
久
兎
が
創

た
理

手
か
ら
の
能
力

に
よ
る

渉
は

殺
す
る
と
い
う
理
が
創
ら
れ
て
い
る

そ
れ
に
よ
り
輝
夜
姫
の
能
力
は
理
久

兎
に
通

し
な
い

つ
ま
り
こ
の
状
態
は
何
も
変
わ

て
い
な
い

 

何
で
す

て

 
美
 

嘘
だ
ろ

お
い

ど
う
す
る
ん
だ

 
美
須
々
は

達
に
怒
鳴
る
と

 
理
 

み

美
須々

や

め

ろ

が
は

 
理
久
兎
は
今
の
会
話
を
聞
い
て
何
と
か
力
を

り

り
美
須
々
を

め
る

今
の
理
久
兎
の

は

れ
て

も
悪
く
と
て
も

く

い

だ
が
美
須
々
を

め
る
の
に
は

分
だ

た

 
美
 

な

理
久
兎

お
い
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い

こ
の
状
態
で
話
す
な
ん
て

 
理
 

が
は

か

輝

夜

姫

お
前
も

も
うや

めろ

 
輝
夜

方
は
助
け
る
わ

何
が
あ

て
も

 
と

う
が

葉
だ
け
で
は
理
久
兎
は
助
か
ら
な
い

そ
し
て
こ
の
時
紫
と

は
意
を
決
し

え
を
出
し
た

 
紫
 

皆

も
う
御
師
匠
様
を
楽
に
し
て
あ
げ
て

 

姫
様
も
う
い
い
の
よ

 
美
 

な

紫

何
で
だ
よ

 
風

何

だ
紫
殿

 
輝
夜

 
紫
 

こ
れ

上

御
師
匠
様
の

し
む
姿
を
見
た
く

 
な
い

の

よ

 
紫
の
目
か
ら
は

が

れ

が
ぐ
ち

ぐ
ち

に
な
る

前
だ

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
ル

ミ

ア
も

を
見
せ
る

 
ル
 

紫

私
も
そ
れ
が
良
い
わ
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紫
 

ル

ミ
ア

 

私
も

理

に

て
い
る
せ
い
か

彼
が

し
ん

 
で
い
る
姿
を
見
る
と
心
が

し
い
の
よ

 

は
目
を
反
ら
し
て
い
る
事
か
ら
も
う
見
た
く
な
い
と
い
う
の
が
分
か
る

そ
し
て
理
久
兎

は
そ
の

れ
て

く

い

で

 
理
 

お

俺
が
は

も
も

む

無理

だ

 
美
 

理
久
兎

 
自
分
が

え
る
こ
と
を
た
だ
今
伝
え
た
い

 
理
 

い

ま
ま

で

最

高
ゴ

だ

た

 
風

理
久
兎
殿

 

え

が

れ

が
出
な
く
て
も

 
理
 

俺
はし

せ
も

も
の
だ

 
ゲ
ン

総
大
将

 
伝
え
た
い

こ
の
胸
に
秘
め
続
け
た
思
い
を

 
理
 

と

友
や
や

仲間

た
達
と
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ル
 

 

く
聞
い
て
い
て
不
快
に
思
う

で
あ

た
と
し
て
も

 
理
 

わ

い

あ

あ
え
た

事

が

 
輝
夜

理
久
兎
さ
ん

 
ど
う
し
て
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
理
 

ここ

んな

に
も

楽
し
し

め
た

 

理
久
兎

 
ま
た
何
時
会
え
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
か
ら

 
理
 

み

皆

あ

あ

あ
りが

と
う

 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
は
必
死
に
話
そ
う
と
し
て
い
る
理
久
兎
の

に
座
り
手
を

る

 
理
 

紫

が
は

お
お
前

を

人

 
の
の

し

て

く

こ
と
ゴ

を

 

許

し
て
て

く
れ

 
理
久
兎
は
今
出
来
る
最
大
の
力
を

り

り
そ
う

べ
る
と
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紫
 

大
丈
夫
よ
御
師
匠
様

私
に
も
親
友
や
友
達

 
が

山
い
る
も
の

し
く
は
な
い
わ

だ
か
ら

 
も
う
無
理
し
な
い
で

 
紫
が

で
そ
う

べ
る

今
の
事
を
聞
け
て
自
分
は

せ
だ

で

 
理
 

あ

り

が
と

う

紫

じ

あ

な

 
み

み

ん
な

 
そ
う
告
げ
自
分
の
目
を

く
り
と
閉
じ
て
い
き
先
程
ま
で
力
が
入

て
い
た
手
に
も
力
が
入

る
こ
と
は
な
く
な
り
と
て
も

く
な

た

目
を

た
先
で
は
紫
や
皆
が

を
流
す

 
紫
 

ぐ
す

私
こ
そ
あ
り
が
と
う

御
師
匠
様

 
紫
は
最
後
ま
で
理
久
兎
に

を
向
け
る
た
め
に

を

り

る
が
目
か
ら
は

が

れ

ち
服
に
水

の
よ
う
に
つ
い
て
い
く

 
美
 

ち
き
し

う

ち
き
し
よ
う

 
風
学
生

理
久
兎
殿

ぐ

 
ゲ
ン

総
大
将

 
ル
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輝
夜

そ
ん
な
理
久
兎
さ
ん

 

く
り
と
眠

て
理
久
兎

 
こ
の
日
妖
怪
達
の

と

え
ら
れ
た
妖
怪
総
大
将
ぬ
ら
り

ん
こ
と
深
常
理
久
兎
は
皆
に

見
送
ら
れ
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
た
の
だ

た
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第
１
６
１
話
 
葬
式

 
理
久
兎
が
眠
り
に
つ
い
た
次
の
日
の
こ
と
理
久
兎
の
知
人
や
数
々
の
妖
怪
達
が
集
結
し
理
久

兎
の
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
た

 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
は

に
入

て
安
ら
か
に
眠

て
い
る
理
久
兎
の

た
く
な

た

を
手
で

で
る

 
幽
 

紫

 
紫
 

御
師
匠
様
の
最
後
は
あ

け
な
い
も
の

 
紫
は
強
が

て
そ
う

て
い
る
が

か
ら
は

が
に
じ
み
出
て
い
た

 
幽
 

紫

無
理
し
な
く
て
い
い
の
よ

 
そ
う

い
幽
々
子
は
今
に
も

き
そ
う
な
紫
を
後
ろ
か
ら

き
つ
く

 
紫
 

ぐ
す

あ

あ
り
が
と
う

 
萃
香

紫

い
い
か
い

 
そ
う

わ
れ
た
紫
が

り
向
く
と
花
を

本
ず
つ
持

た
妖
怪
達
が

を
作

て
い
た

な

お
花
を
出
資
し
た
の
は
風
見
幽
香
だ
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紫
 

え

そ
れ
じ

人
ず
つ
お
願
い

 
紫
は
そ
う

い
理
久
兎
の
眠
る

の

に
立
つ

 
萃
香

そ
れ
じ

私
か
ら

 
そ
う

い
萃
香
は
理
久
兎
の
眠
る

の
中
に
花
を
い
れ
る

そ
し
て
そ
れ
に
続
い
て
美
須
々

勇
義

華
仙
は

つ
ず
つ
花
を

め
る

 
萃
香

妖
怪
達
の
一
生
だ
と
短
か

た
け
ど
楽
し

 
か

た
よ
理
久
兎

 
勇
義

あ

し
い
男
を
亡
く
し
た
よ

 
華
仙

せ
め
て

安
ら
か
に
眠

て

 
美
 

本
当
に

し
い
マ
ブ

チ
だ

た

 
そ
う

い
美
須
々
達
は
そ
の

か
ら
外
れ

の
⻤
達
も
同
様
に

葉
と
共
に
花
を

め
て
い
き

次
に
花
を

め
る
の
は

 
風

ま

た
く

何
で
理
久
兎
殿
は

い
つ
も

 
勝
手
に
い
な
く
な
る
の
だ

し
い
で
は

 
な
い
か
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文
 

心

り
は
私
が
こ
れ
か
ら
作
る
新
聞
を
読
ん
で

 

し
か

た
な

 
は
 

私
の
も
読
ん
で
感
想
が

し
か

た

 
狼

忌
々
し
い
奴
だ

た
が

そ
ん
な
に
も

 

め
な
い
奴
だ

た
よ
お
前
は

 
静
香

狼

さ
ん

た
ら

 
そ
し
て

人
と

の
天
狗
達
も
花
を

め
る
と

か
ら
外
れ
る

そ
の
次
に
花
を

め
に
来

た
の
は
金

の
少
女
の
ル

ミ
ア
と
今
回
花
を
出
資
し
た
妖
怪
の
風
見
幽
香
だ

 
ル
 

理
久
兎

あ
の
時

方
が
私
を
居
候
と
し
て

 
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
事

決
し
て

れ
な
い
わ

 
幽
香

方

た
ら
は
出
会

て
そ
ん
な
に

て
い
な

 
い
の
に
死
ん
じ

う
な
ん
て

リ

ン

を
挑
め

 
な
い
じ

な
い

本
当
に
勝
ち
逃
げ
去
れ
た
わ

 
で
も
楽
し
か

た
わ
理
久
兎

 

人
も
花
を
理
久
兎
の
眠
る

に
花
を

め
る
と

か
ら
外
れ
る

そ
し
て
次
に
来
た
の
は
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い
服
を
着
て
い
る
河
童
達
だ

 
ゲ
 

総
大
将

あ
の
時
の
御

を
私
達
河
童
は

 

と
時
も

れ
た
事
は
御
座
い
ま
せ
ん

 
も
し
俺
が

く
な
ら
そ
の
時
に
会
い
ま
し

う

 
そ
う

て
ゲ
ン

イ
も
花
を

め
る
と

の
河
童
達
も
花
を

め
る

そ
う
し
て

の
妖
怪

達
も
そ
れ
を

り
返
し
て
い
き
理
久
兎
の
眠
る

は
花
の

ト
と
な

て
い
た

そ
し
て

に

ん
で
い
る
妖
怪
達
が
全
員
花
を

め
る
と
今
度
は
妖
怪
で
は
な
く

 

ご
め
ん
な
さ
い

人
の
い
え
妖
怪
の

方

 
を
助
け
れ
な
く
て

 
輝
夜

理
久
兎
さ
ん
あ
り
が
と
う

 
妹
紅

理
久
兎
さ
ん

私
が

ん
だ
り

し
ん
だ
時
に

 
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
そ
う

う
と
彼
女
達
も
花
を

め
る

達
も
妖
怪
達
と
同
じ
よ
う
に

か
ら
外
れ
る

そ

し
て

に

ん
で
い
た
妖
怪
達
が
い
な
く
な
る
と
紫
は
再
度
理
久
兎
の
眠
る

の
前
に
立
つ

そ

の
と
な
り
に
は
紫
の
親
友
で
あ
る
幽
々
子
も
一

だ
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幽
 

理
久
兎
さ
ん
私
と
紫
を
出
会
わ
せ
て
く
れ
て
あ

 
り
が
と
う

方
の
事
は
絶
対
に

れ
な
い

 
し
冥
界
に
来
た
ら
必
ず
転
生
さ
せ
る
わ

 
幽
々
子
は
花
を

め
る
と

歩
後
ろ
に
下
が
る

そ
し
て
紫
は

 
紫
 

御
師
匠
様

お
父
さ
ん

あ
り
が
と
う

 
せ
め
て
も
と
思
い

で
こ
れ
ま
で

い
た
く
て
も

え
な
か

た

葉
で
あ
る
理
久
兎
に
対

し
て
お
父
さ
ん
と

え
た

間
だ

た

 
そ
し
て
紫
も
花
を

め
る
と

美
須
々
が

の
蓋
を
持

て
紫
に
話
し
か
け
る

 
美
 

紫

蓋
を
閉
め
る
が

も
う
い
い
の
か

 
美
須
々
が
そ
う

う
と
紫
は

 
紫
 

え

 
そ
う

い
紫
は
幽
々
子
や
美
須
々

風

ゲ
ン

イ
達
と
共
に

に
蓋
を
閉
め

 
カ
ン

カ
ン

カ
ン

カ
ン

カ
ン

 
理
久
兎
の

に

を
打
ち
蓋
が
外
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る

そ
し
て
そ
の

を

 
萃
香

理
久
兎
を

め
る

に
入
れ
よ
う
か
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華
仙

そ
う

 
勇
義

く
り
な

 
⻤
達
は
力
を
込
め

く
り
と
理
久
兎
の
入

て
い
る

を

に
置
く
と
今
度
は
そ
の
上
か
ら

妖
怪
達
全
員
で
理
久
兎
の

の
上
に
土
を

し
く
か
け
て
い
く

そ
し
て
そ
れ
が
終
わ
る
と
妖
怪

達

は
皆

を
し
て
皆
こ
の
場
か
ら

れ
て
い
く
の
だ

た

だ
が

人
だ
け

た
妖

怪
が
い
た

そ
う
紫
だ

 
紫
 

御
師
匠
様

そ
う
だ

か

 
こ
の
時

紫
は
体
が
弱

た
理
久
兎
を
散
歩
し
た
時
に

た
事
を
思
い

き
思
い
出
し
た

紫
は
そ
の

葉
の
真
意
を

か
め
る
た
め
に
理
久
兎
が
住
ん
で
い
た
住
居
へ
と
向
か
う

 
紫
 

こ
こ
よ

 
紫
は

わ
れ
た

を
開
け
る
と
そ
こ
に
は
封

が
入

て
い
た

紫
は
そ
れ
を

わ
ず
に
開
け

て
中
を

す
る
と
中
に
は

の
紙
と
指
輪
が
入

て
い
た

そ
の
内
の
紙
は

つ
は
理

久
兎
が
書
い
た
手
紙
も
う

つ
は
何
か
の
術
式
が
記
さ
れ
て
い
る
紙
だ

紫
は
ま
ず
理
久
兎
が

記
し
た
で
あ
ろ
う
手
紙
を
読
む

 
紫

お
前
が
こ
れ
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
恐
ら
く
俺
に
何
か
あ

た
後
だ
ろ
う
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だ
か
ら
こ
れ
か
ら
紫
が
や
る
べ
き
事
を
記
し
て
お
く

や
る
も
や
ら
な
い
も
紫

の
自
由
だ

 
ま
ず

つ
は
紫
が
創

て
い
た
楽

そ
れ
に
つ
い
て
だ

恐
ら
く
妖
怪
達
は
人
間
達

信

と
し
て

除
さ
れ

れ
去
ら
れ
る

そ
う
な
れ
ば
妖
怪
は
存

が
無
く
な

て
し
ま
う
だ
ろ
う

だ
か
ら
紫

に
は
そ
れ
を
ま
ず
ど
う
に
か
す
る
事
が
最

先
だ

そ
れ
は
紫
の
能
力
を
使
え
ば

何
と
か
な
る

だ

 
そ
し
て

目
の
紙
に
術
式
を
記
し
た
紙
が
あ
る

だ

 
紫
は
そ
れ
を
見
て

目
の
紙
を

す
る
と
術
式
が
複
雑
に

み

ん
で
い
た

紫
は
も

う
一
度
理
久
兎
の
手
紙
を
再
度
読
む

 
そ
れ
は
強
力
な
結
界
の
術
式
だ

果
は
常

と

常

こ
の

つ
の
理
か
ら
成
り

立
つ

俺
ら
の
楽

の
常

を
外
の

常

に
楽

の

常

を
外
の
常

へ
と
成
り
立
た
せ
る

所

自
分
達
の
身
を
守
る
た
め
の
結
界
で
も
あ
り
楽

と
い
う
外
の
世
界

と
の

別
も
意
味
し
て
い
る

そ
れ
が
楽

を
造
る
に
あ
た

て
の
最
後
の

つ
と
な
る

だ

だ
が
そ
れ
を
創
る
に
は
妖
怪
達
と
対
立
す
る
力
で
あ
る
霊
力
が
必
要
だ

本
来
は
俺
と
紫
と

で
こ
の
結
界
を
創
る

だ

た

だ
が
こ
れ
を
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
俺
は
創
る
事
に

加

で
き
な
い

そ
こ
で
代
わ
り
と
な
る
人
間
と
協
力
し
な
さ
い

そ
う
す
れ
ば
出
来
る

だ
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紫
 

御
師
匠
様

 
紫
は
理
久
兎
の
書
い
た
手
紙
を
読
み
続
け
る

 
次
に
指
輪
に
つ
い
て
だ

そ
れ
は
お
前
達
を
思

て
の
お
守
り
だ

お
前
達
の
身
に
何
か
あ
れ

ば
そ
れ
が
必
ず
守

て
く
れ
る

だ

要
ら
な
い
と
い
う
な
ら

て
て
く
れ
て
も

わ
な
い

 
紫
 

て
る
わ
け
な
い
わ
よ

 
紫
の
目
か
ら
先
程
流
し
て
も
う
流
れ
な
い
と
思

て
い
た

が

れ
て
き
て
い
た

そ
し
て

り

の
手
紙
を
読
む

 
最
後
に
俺
は
お
前
達
の
事
が
大

き
だ

た

お
前
達
を
置
い
て
旅
に
出
た
時
も
ず

と
皆
の

事
を

え
て
い
た

な
に
よ
り
も
紫
お
前
の
事
が
心

だ

た

だ
が
お
前
は

々
な
妖
怪
達

と
見
聞
を

め
成
⻑
し
て
い
た
事

心
身
と
も
に
成
⻑
し
た
こ
と
に
心
か
ら
嬉
し
か

た

 
だ
か
ら
最
後
に
い
わ
せ
て

し
い

俺
の
弟
子
に
な

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

そ
し
て
も
う

書
く
事
は
こ
れ
で
な
く
な

た

だ
か
ら
こ
の
手
紙
を
終
え
る
よ

読
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

我
が
娘
の
紫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深
常
理
久
兎
よ
り

 
紫
は
そ
の
文

を
見
て

が

れ

ち
て
手
紙
に

の
跡
が

い
て
い
く

紫
は
手
紙
を

り
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め
 
紫
 

御
師
匠

様

 
そ
の
日
一
番
の

を
あ
げ
て

く

だ
が
そ
の

は

も
い
な
い
家
に
は

く
が

り
に
は

も
い
な
い

に
そ
の

は

に
も
聞
こ
え
な
か

た

そ
し
て
紫
は
そ
の
日

き
続
け
た
の

だ

た

 
だ
が
紫
や

の
者
達
は
知
ら
な
か

た
い
や
存

を

れ
て
い
た
と
い
う
の
が
正
し
い
の
か
も

し
れ
な
い

紫
達
が
そ
の
場
か
ら
消
え
た
そ
の
日
の
夜
の
事

 
亜
狛

耶
狛

や
る

 
亜
狛
が
そ
う

う
と
妹
の
耶
狛
は

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
あ
る
場
所
に
手
を
か
ざ
し
能
力
を
発
動
さ
せ
る
と

け
目
が
現
れ

る
と
そ
の

け
目
か
ら

 
ド
ゴ
ン

 
土

を
あ
げ
な
が
ら
何
か
が

け
目
か
ら

下
し
て
き
た
の
だ

そ
の

下
し
て
き
た
物
は

だ

た

そ
う
亜
狛
と
耶
狛
が
や

て
い
る
の
は
理
久
兎
の
死
体
回
収
だ

こ
れ
は
理
久
兎
の
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指

で
も
あ

た

そ
の
指

は
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
に

て
た
手
紙
だ

内
容
は

 

つ
紫
達
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
内
密
に
動
け

 

つ
全
員
が

静
ま

た
後
俺
の

を
俺
ご
と
回
収
し
そ
の
場
か
ら

脱

 

つ
俺
が
目
覚
め
る
ま
で
お
前
達
は
各
自
の
訓
練
を

守
し
ろ

 

つ
こ
の
手
紙
を
読
み
終
え
暗
記
し
だ
い
こ
れ
を

や
し
て
証
拠
を

し
ろ

 
こ
れ
が
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
に
送

た
手
紙
も
と
い
指
令
だ

そ
し
て

人
は
そ
の
指

を

行
す
る
た
め
に
動
い
て
い
た

 
亜
狛

よ
し

す
ぐ
に

脱
す
る

 
耶
狛

了
解
だ
よ

お
兄
ち

ん

 
そ
う

い

人
は
も
う
一
度

け
目
を
開
け
て

理
久
兎
入
り
を
中
に
い
れ
て

人
も
そ

の
中
へ
と
入
り
こ
の
場
か
ら
姿
を
消
し
た

 
そ
し
て
こ
の
日

亜
狛
と
耶
狛
は
紫
達
の
前
か
ら
姿
を
消
し
た
の
だ

た



 第八章 第一次月面戦争

 
第
１
６
２
話
 
真

白
な
世
界
と
親
子
喧
嘩

 
こ
こ
は
何
も
な
い
真

白
な
世
界
本
当
に
ク
リ

ン
な
真

白
さ
だ

人
の
心
で

え
る
な
ら

で

れ
を
知
ら
な
い
人
間
と

た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
世
界
に
自
分
は

立

て
い
た

 
理
 

こ
こ
は

か
俺

死
ん
だ
ん

だ
よ
な

 

や
全
身

に
呼

と
な

て
死
ん
だ

の
自
分
が
そ
こ
に
い
た

 
理
 

あ
れ

今
ま
で
こ
ん
な
事
な
か

た
の
に
な

 
こ
れ
ま
で
死
ん
で
気
づ
い
た
ら
現
世
に
い
た
み
た
い
な
事
を

り
返
し
て
い
た
た
め
こ
ん
な

験
は
初
め
て
だ

た

そ
ん
な
中
理
久
兎
に
対
し
て

を
掛
け
て
く
る
者
が
い
た

そ
の

は

理
久
兎
に
と

て
と
て
も
懐
か
し
い

だ

た

 

 

よ
う
や
く
来
た
か

理
久
兎
よ

 
そ
の

の
し
た
方
を
理
久
兎
は
向
く

そ
の

の
正
体
は
小
さ
な
ロ
リ

い
や
全
を

る
神
と

い

た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
読
者
様
も
わ
か
る
通
り
そ
の
ロ
リ
の
正
体
は

 
理
 

何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ

お
ふ
く
ろ
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そ
う
⺟
親
で
あ
り
か
つ
て
理
久
兎
と
殴
り
合
い
を
し
た
少
女

の

だ

た

 

 

に
し
て
も

い

こ
こ
に
来
る
の
が

 
そ
う

い

は
若

だ
が
不

れ
気
味
に

わ
れ
る
が
知

た
こ

ち

な
い

 
理
 

い
や

知
ら

よ

て
か
何
し
に
来
た
ん
だ

 
お
ふ
く
ろ

 

 

何

て

子
の

を
見
に
来
て
は
い
け
な
い

 
の
か

 
理
 

い
や

そ
れ
は

ま

そ
の

て

違
う

 
お
ふ
く
ろ
の
事
だ
か
ら
何
か

ん
で
る
だ
ろ

 

 

い
や
ソ
ナ

に

し
事
を
し
て
も
し

う
が

 
な
か
ろ
う

 
と

て
い
る
が
何
か
を

し
て
い
る
の
は
明
白
だ

明
ら
か
に
今
の

葉
だ
け
ト

ン
が

違
い
す
ぎ
る

様
子
を

い
な
が
ら

 
理
 

た
く
よ

で

件
は
何
だ

 

 

ま

ま

れ
こ
れ
を
見
れ
ば
わ
か
る
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そ
う

い

は

で
薄
い
書
物
を
渡
し
て
く
る

な
お
こ
れ
は
定
番
ネ

の
薄
い
本
で
は
な

い 
理
 

な
ん
だ
こ
れ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
そ
の
本
を

げ
て
中
を

く
と

や
か
な
服
を
着
て
い
る
女
性
の
写
真
が

ず
ら
り
と

ん
で
い
た

恐
ら
く
は
大
和
に
住
む
女
神
達
だ
ろ
う

中
に
は
何

か
分
か
ら
な
い

が
神
奈
来
の
写
真
も
あ

た

 
理
 

お
ふ
く
ろ

こ
れ

て
何
だ
よ

 

問
に
思
い

に
聞
く
と

 

 

何

て

見
合
い
写
真
じ

が

 
理
 

 
何
て
物
を

意
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う

恐
ら
く
だ
が
今
の
発

で
自
分
の

に

が

き

出
た
か
も
し
れ
な
い

 

 

い
や

本
当
に

し
た

身
の
女
神
を

 
捜
す
の

グ
ヘ

 

が
話
し
て
い
る

中
で
理
久
兎
は
手
に
持

て
い
た
見
合
い
写
真
を

の

に
向
か

て
ス
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キ
ン
グ
し
た

や
ら
れ
た

は
キ

と

み
な
が
ら

 

 

理
久
兎
よ
何
す
る
の
じ

 
理
 

ざ
け
ん
な

が
見
合
い
な
ど
す
る
か

 
と

に

う
と

は
理
久
兎
に
向
か

て

 

 

理
久
兎

シ
は
そ
な
た
の
子

の

が
見
た
い

 
の
じ

 
こ
の
ロ
リ
は
何
を

い
出
す
か
と
思
え
ば
子

が
み
た
い
と

ざ
き
始
め
た

 
理
 

そ
れ
な
ら
イ
ザ
ナ

と
イ
ザ
ナ
ミ
の

子
や

 
娘
達
で

分
だ
ろ

 

 

か
に
あ
の

人
の

子
や
娘
達
も
可
愛
い

 
じ

が

シ
は
理
久
兎

そ
な
た
の
子
が

 
ど
う
し
て
も
見
た
い
の
じ

一
番
思
い

 
入
れ
の
あ
る

子
の
子
が

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は

に
対
し
て

 
理
 

あ
の
さ
そ
れ
が
大
き
な
間
違
い
だ
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な
ん
じ

と

 
理
 

俺
か
ら
し
て
み
れ
ば
お
互
い
が
同
意
の
上
で
の

 
結

そ
れ
は
大
い
に
結

だ
け
ど

 
愛
が
な
い
結

な
ど
結

で
は
な
い

 
と

正
論

を

わ
れ
た

は
先
程
と
は
打

て
変
わ
り

ち
着
い
た

で

 

 

ぐ

か
に
そ
う
じ

な

す
ま
な
か

た

 
理
久
兎

少
し

り
す
ぎ
た

 
理
 

お
ふ
く
ろ

 

 

じ

が
な
理
久
兎
よ

そ
な
た
に
身
を
固
め
て

 

し
い
の
は
事
実
な
の
じ

そ
れ
だ
け
は

 
分
か

て

し
い
の
じ

 
理
 

て
お
く
が
お
ふ
く
ろ

俺
は
多
分
結

 
す
る
気
は

頭
な
い
そ
れ
だ
け

て
お
く

 
そ
う

わ
れ
た

は

し
そ
う
に

 

 

そ
う
か

じ

な
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は

げ
に
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
で
そ
う

う

 
理
 

ま

た
く

お
ふ
く
ろ

そ
ん
な
ん
で
気
に

 
や

グ
ヘ

 
突
然
理
久
兎
は

を
殴
ら
れ
る
い
や
殴
り
飛
ば
さ
れ
る
が
正
し
い

論
殴

た
の
は

 

 

ハ

ハ

理
久
兎
よ
少
し

け
た
の
う

 
⺟
の

だ

た

先
程
の

し
そ
う
な

は
ど
う
や
ら

技
だ

た
よ
う
だ

こ
れ
に
は

理
久
兎
も
キ
レ
る
の
に
は

分
だ

た

 
理
 

こ
の

ク
ソ

や
り
や
が

た
な

 

 

が
ク
ソ

じ

様

口
を
直
せ
と

 

て
お
ろ
う
が

そ
れ
に
先
の
仕
返
し

 
じ

 
理
 

う

せ

や

り
こ
こ
で
白
黒
つ
け
て

 
や
る
よ
ク
ソ

 
ゴ
キ

ゴ
キ

 
理
久
兎
は

を
鳴
ら
し
な
が
ら
戦
闘
体
制
を
と
る

な
お
こ
の
場
に
断
罪
神
書
は
あ
る
わ
け
が
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な
い
た
め

手
の
み
で
戦
う
し
か
な
い

 

 

う
よ
う
に
な

た
の

バ
カ

子

 
そ
う

う
と

は
手
で
何
か
を
合

す
る
と

の

後
に

本
の
刀

が

き
従
う

飛

と
呼
ば
れ
る
物
だ

 
理
 

オ
イ
ゴ
ラ

い

 

 

ハ
ハ
ハ
理
久
兎
よ

そ
の

で
来
る
が
よ
い

 

シ
は
こ
の
飛

で

手
し
や
ろ
う

 
さ
す
が

い
と

わ
ん
ば
か
り
で
あ
る

 
理
 

い
い
だ
ろ
な
ら
そ
の
刀
ご
と
へ
し

て

 
や
る
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

に
向
か

て
特

を
仕
掛
け

に
殴
り
か
か
る
が

 
キ
ン

 

が
手
で
飛
空

を

作
し
理
久
兎
の

を
防
ぐ

 

 

れ

れ
ど
う
し
た

 
理
 

こ
の
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理
久
兎
は
防
い
で
い
る

の

間
に

を
い
れ
て

を

ろ
う
と
す
る
が

 

シ

 

は
そ
の

り
を

手
で

な
く
受
け

め
る

 

 

つ
ま
ら
ぬ

理
久
兎
よ

 

シ

 

 

は
そ
う

う
と
理
久
兎
の

り
を

し
返
す

 
理
 

ち

や

し
不

だ
な

 

 

ま
だ
ま
だ

よ
の
う

 

は
勝
ち

て
そ
う

う
と
あ
る
決
心
を
す
る

 
理
 

い
い
だ
ろ
う
マ

で
や

て
や
ら

 
そ
う

い
理
久
兎
は

災

を

る
程
度
の
能
力

を
解

す
る

す
る
と
今
ま
で
何
も
な

か

た
真

白
な
世
界
に
雷
雲
が
出
来
始
め
暴
風
が
吹
き

れ
る

 

 

理
久
兎
の
能
力
か

 
理
 

う

ら

 
理
久
兎
は
そ
の
能
力
を
フ
ル
に
使

て

に
暴
風
と

雷
を
ぶ
つ
け
る

こ
の
時
理
久
兎
の
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予
想
で
は

は

け
る
と
思

て
い
た
が
子
が
子
な
ら
親
も
親
だ

が
と

た
行
動
は

 

 

そ
ん
な
も
の

 

は
飛
空

を

作
し
て
散
会
さ
せ
る

そ
し
て

ち
る
雷
は
全
て

に
は
当
た
ら
ず

が

し
た

へ
と
雷
が

ち
て
い
く

雷

と
い
う
知

で

は
雷
を

け
た
の
だ

こ
れ
を
見
た

自
分
も
感
服
せ
ざ
る
え
な
い

次
に
暴
風
が

へ
と
襲
い
か
か
る
が

は
自
身
の
神
力
を
引
き
出

し
て
暴
風
へ
と
当
て
る
と
暴
風
は

殺
さ
れ
る

 
理
 

な

お
ふ
く
ろ

や
り
や
が
る

 

 

ふ
ん

伊
達
に
怠
惰
の
教

書
を
た
だ
見
て
い
る

 
だ
け
で
は
な
い
わ

 
ど
う
や
ら

は
怠
惰
と
呼
ば
れ
る
人
物
の
教

書
か
ら
習

た
よ
う
だ

 
理
 

怠
惰

か
は
分
か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず
一
回

 
地
面
な
め
ろ

 

 

ざ
け

な
ら
ば
そ
な
た
は

の
水
で
も
飲
む
が

 
よ
い

 
理
久
兎
と

の
戦
い
は
続
き
か
れ
こ
れ
数
時
間
弱
の
時
が
過
ぎ
る
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理
 

は

は

 

 

ふ

ハ
ハ

ま
だ
ま
だ
じ

な

 
理
久
兎
と

は
ま
だ
戦

て
い
た

本
当
に
こ
い
つ
ら
い
つ
ま
で
や
る
ん
だ

と

い
た

く
な
る
ぐ
ら
い
ま
で
勝
負
し
て
い
た
の
だ

 
理
 

い
い
加
減
負
け
を

め
ろ
ク
ソ

 

 

だ
か
ら

が
ク
ソ

じ

 
こ
の

神

当
な
負
け
ず
嫌
い
な
の
は
知

て
い
る
だ
ろ
う

理
久
兎
は
⺟
に
は
負
け
た
く

な
い
と
い
う
思
い
そ
し
て

に
と

て
は

子
に
は
負
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
交

し
て
こ

こ
ま
で
の
時
間
戦

て
い
た
の
だ

 
理
 

い
い
加
減
降

し
ろ
や

 
理
久
兎
は
手
を
合
わ
せ
合

の

え
を
と
る
と

 
理
 

仙
術
十
ニ
式

手
観

 
そ
の

葉
と
共
に
理
久
兎
か
ら
無
数
の
手
が

に
向
か

て
襲
い
か
か
る
が

 

 

少
し
は

葉
を
わ
き
ま
え
ろ

二

が

 
そ
う

う
と

の
体
は
先
程
ま
で
の
人
の

か
ら
か
け

れ
白
龍
と
な
る
と
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イ

 
そ
の
一

を
あ
げ
る
と

の
口
か
ら
光
が

れ
だ
す

そ
し
て
そ
の
光
を
口
い

い
に

め

て
そ
れ
を
理
久
兎
の

手
観

に
向
か

て

出
し
た

そ
う
龍
の

意
技
の

つ
ブ
レ
ス
だ

そ
し
て
そ
の

つ
が
激
突
す
る
と
理
久
兎
の

手
観

が

さ
れ
て
い
く

 
理
 

お
ふ
く
ろ
が
そ
れ
を
使
う
な
ら

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

手
観

の

え
を
や
め
る
と

 
理
 

仙
術
一
式
龍
我
天
昇

 
そ
う
唱
え
る
と
理
久
兎
の
体
か
ら

龍

が
生
え
て
先
程
の

と
同
じ
姿
へ
と
変
わ
る

と

の
ブ
レ
ス
を

リ

リ
回

し

へ
と
突
撃
す
る

そ
れ
を
見
た

も
ブ
レ
ス
を

め
て
そ

の
巨
大
な

で
理
久
兎
へ
と
突
撃
す
る

 
理
 

く
た
ば
れ

ク
ソ

 

 

イ

 

人
が
ぶ
つ
か
り
合
う
と
そ
こ
か
ら

発
と

撃
波
が
生
ま
れ
全
て
を

る
が
す
が

跡

的
な
事
に
こ
こ
は
何
も
な
い
世
界
だ

も
し
何
か
あ
れ
ば

実
に

さ
れ
る
だ
ろ
う

そ
し
て

発
が
収
ま
る
と
そ
の
場
に
い
た
の
は
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理
 

ち

変
わ
ら
ず
し
ぶ
と
い
な

 
龍
人
の
姿
か
ら
も
と
の
姿
に

り
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
理
久
兎
と

 

 

う
る
さ
い
わ

そ
ち
こ
そ
し
ぶ
い
と
い
で

 
あ
ろ
う
が

 
白
龍
か
ら
ロ
リ
へ
と

り
服
が
少
し
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た

だ

た

つ
ま
り
こ
の
勝
負
は
決

着
が
つ
か
な
か

た
の
だ

 

 

ら

来
る
が
よ
い

 
そ
う

い

は
理
久
兎
に

か
か

て
こ
い

と

わ
ん
ば
か
り
に
手
を
動
か
す
が
理
久

兎
は

 
理
 

も
う
や
め
だ

か
た
が
つ
か
な
い

 
そ
う

い
理
久
兎
は
戦
闘
体
制
を
解
く
と

も

 

 

そ
う
じ

な

こ
ん
な
事
馬
鹿
馬
鹿
し
く
思
え

 
て
き
た
わ

 

も
戦
闘
体
制
を
解
い
て
こ
の
戦
い
は
終
了
と
な

た

 
理
 

は

れ
た

変
に
体
力
を
使

ち
ま

た
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そ
れ
は
こ

ち
の
台

じ

 
お
互
い
に
愚

を

う
あ
う
と

人
は

 
理
 

ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と

い
だ
し
た

理
久
兎
は
ず

と
手
加
減
を
し
つ
つ
戦

て
き
て
い
た
た
め
久
々
に
全
力

で
戦
え
た
事
が
嬉
し
く

は
日
頃
か
ら
怠
惰
を
し
ば
い
て
い
る
が
手
加
減
し
な
が
ら
し
ば
い
て

い
る
た
め
全
力
で
理
久
兎
と
ぶ
つ
か
り
合
い
が
楽
し
く
な

た
よ
う
だ

そ
し
て

い
あ
う
こ
と

数
分
後

 
理
 

な

お
ふ
く
ろ

 
理
久
兎
は
先
程
の

々
し
さ
と
は
う

て
変
わ

て

静
な

で

に

を
か
け
る

 

 

な
ん
じ

 
理
 

大
和
の
国
の
地

の
少
し
が
消
え
る
か
も
し
れ
な

 
い
け
ど

わ
な
い
か

 

 

ど
う

う
こ
と
じ

 
理
 

理
由
は
だ
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そ
ん
な
遠
く
な
い

来
に
妖
怪
達
は

れ
去
ら
れ
消
え
る
と

え
て
い
た
理
久
兎
の
計
画
の

つ
妖
怪
達
の
楽

の
事
を

に
話
し
た

 

 

成
る
程

そ
れ
で
楽

を
作
る
に
あ
た

て
土

 
地
が
い
る
と

う
こ
と
か

 
理
 

あ

許
し
て
く
れ
る
か

 
理
久
兎
の
願
い
に

は
少
し

え
て
そ
の
口
を
開
い
て

 

 

わ
ぬ

大
和
の
土
地
の
少
し
ぐ
ら
い
な
ら

程

 
問

は
な
か
ろ
う

 

は
理
久
兎
の
願
い
を
聞
き
入
れ
た

そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
少
し
だ
が

み
を
こ
ぼ
し

た 
理
 

そ
う
か

あ
り
が
と
う
な

 

 

シ
の

子
が
珍
し
く
頼
み
込
ん
で
き
た
の
じ

 
そ
れ
ぐ
ら
い
は
せ
ん
と
な

 
理
 

そ
う
か
い

な

お
ふ
く
ろ
何
時
に
な

た
ら

 
俺
は
外
に
帰
れ
る
ん
だ
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理
久
兎
は
今

問
に
思

て
い
る
何
時
に
な

た
ら

れ
る
か
を

に
聞
く
と

は

 

 

そ
う
じ

た
な

す

か
り

れ
て
お

た
わ

 
い

 
理
 

お
い
お
い

 

 

な
ら
そ
ろ
そ
ろ
帰
そ
う
か
の

 
理
 

頼
む

お
ふ
く
ろ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

は
理
久
兎
の
前
で
手
を

げ
る
が

 

 

じ

が

つ

て
お
く
こ
と
が
あ
る

 
理
 

何
だ

 

 

そ
な
た
が
目
覚
め
る
の
は
約
２
０
０
年
後
じ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
自
身
の
使

た
仙
術
十
式
封
神

武
の
代

を
思
い
出
し

 
理
 

そ
う
か

や

り
代

は

 

 

そ
な
た
の
仙
術
じ

な

 
理
 

や

り

 

 

本
来
な
ら
ば
５
０
０
年
は
眠
る
所
を
２
０
０
年
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に
お
ま
け
し
て
や

た
ん
じ

感
謝
し
ろ
よ

 
理
 

お
い

そ
れ
な
ら

年
に
し
ろ
よ

 

 

な
ら
ぬ

そ
な
た
は
少
し
休
め

シ
か
ら

 
の

じ

 
理
 

な

お
ふ
く
ろ

 

 

で
は
さ
ら
ば
じ

理
久
兎

 

が
そ
う

い

げ
た
手
を

る
と
理
久
兎
は
そ
の
世
界
か
ら
姿
を
消
し
た

 

 

ま

た
く

シ
を
心

さ
せ
お

て

あ
の

 
バ
カ

子
は

じ

が

 
そ
の

葉
と
共
に
真

白
な
世
界
の
空
を
見
て

 

 

あ
や
つ
は
変
わ
り
な
く
元
気
で
お

て
良
か

 
た

理
久
兎

 

は

も
い
な
い
真

白
な
世
界
で
そ
う

う
と

も
そ
の
世
界
か
ら
姿
を
消
す
の
だ

た
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第
九
章
 
魔
界
に
再
臨
せ
し
影
の
暴
虐

 
第
１
６
３
話
 
主
を
待
つ
従
者
達

 
理
久
兎
が
死
ん
で
か
ら

日

た
時
間
に

る

亜
狛
と
耶
狛
は
紫
達
の
目
を

く
た
め

に
彼
女
達
か
ら
絶
対
ば
れ
な
い
領

に
あ
る
寺
に
逃
げ
て
い
た

 
ド
ゴ
ン

 
亜
狛

ふ

何
と
か
逃
げ
れ
た
な

 
亜
狛
は
理
久
兎
が
眠

て
い
る

を
寺
の
真
ん
中
に
置
い
て
そ
の
上
に
座
り
そ
う

く
と

 
耶
狛

は

あ

も
う
紫
ち

ん
や
ル

ミ
ア
ち

ん
達

 
に
は
も
う
会
え
な
い
よ

 
耶
狛
は
自
分
の
友
達
で
あ
る
妖
怪
達
に
会
え
な
い
事
を
し

げ
て
い
る

そ
ん
な
耶
狛
を
元
気

づ
け
る
た
め
に
亜
狛
は

を
か
け
る

 
亜
狛

そ
う
気
に

む
な

な



 第１６３話 主を待つ従者達

 
そ
う

い
亜
狛
は

ち
込
む
耶
狛
の

に
手
を
置
い
て

う
と
耶
狛
は

で

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

こ
ん
な
ん
で
く
よ
く
よ
し
て
も

 
し

う
が
な
い
よ

 
そ
う

い
耶
狛
は
気
に

む
の
を

め
て
明
る
く

る
舞
う

 
亜
狛

そ
う
だ

そ
の
い
き
だ

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

 
耶
狛
が
元
気
に
な
る
と
亜
狛
は
自
身
の
主
人
で
あ
る
理
久
兎
の
指

を
思
い
出
す

 
亜
狛

そ
う
だ

な

耶
狛
一

に
修
行
を
し
な
い
か

 
耶
狛

ど
う
し
て

 
ど
う
や
は
耶
狛
は
理
久
兎
の
指

を

れ
て
い
る
よ
う
だ

 
亜
狛

い
や
マ
ス

の
指

が
あ
る
だ
ろ

 
耶
狛

あ

そ
う
だ

た

う

か
り
だ

た
よ

 
亜
狛

し

か
り
し
て
く
れ
よ
耶
狛

 
耶
狛

そ
れ
で

ど
ん
な
修
行
を
す
る
の

 
耶
狛
に
そ
う
聞
か
れ
た
亜
狛
は
理
久
兎
が
提

し
た
修
行
メ
ニ

表
の
紙
を

げ
て
見
る
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を
し

心
を

げ
自
身
の
力
を
解

し
ろ

 

日
の
体
修
行
を
し
体
を

え
ろ

 

の
技
力
を
上
げ
る
べ
し

 

知

を
使
い
食
料
や
自
主
的
修
行
に

む
べ
し

 

能
力
の
開
花
と
改
良
を
加
え
る
べ
し

 

死
ぬ
気
で

界
を

え
ろ

 

休
み
も
必
要
と

え
る
な
ら
そ
れ
も
良
し

 

我

蘇
り
し
時

人
の

力
を
見
る

 
内
容
を
見
て
み
る
と

ふ
ざ
け
る
な

と

い
た
く
な
る
よ
う
な
物
ば
か
り
だ
が

そ

れ
を
見
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

マ
ス

あ
ん
た

こ
れ
を
ど
う
理
解
し
ろ

 
と

 
耶
狛

え

と
お
兄
ち

ん
つ
ま
り
こ
れ
全
部

め
て

 

に

当
す
る
気
が
す
る
よ

 
そ
う

わ
れ
た
亜
狛
は

の

知

を
使
い
食
料
や
自
主
的
修
行
に

む
べ
し

を
見
て
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亜
狛

成
る
程

つ
ま
り
も
う
修
行
は
始
ま

て
る

 
と
い
う
事
か

 
耶
狛

そ
う
だ
よ
お
兄
ち

ん
だ
か
ら
修
行
し
よ
う

 
亜
狛

よ
し

な
ら
行
く

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は
修
行
を
す
る
た
め
に
外
へ
と
出
る

所
で
読
者
様
は
気
に
な

た
で

あ
ろ
う

紫
達
に
絶
対
に
気
づ
か
れ
な
い
場
所
と
い
う

葉
に
な
ら
ば
お

え
し
よ
う

今
亜
狛

と
耶
狛
そ
し
て
眠

て
い
る
理
久
兎
が
い
る
場
所
は

 
亜
狛

ふ

空
気
が

き
通

て
る
な

 
耶
狛

流

地
上
で
も

と
も

れ
が
少
な
い
場
所

 
だ

 
亜
狛

あ

神
様
さ
ま
さ
ま
だ
な

 
耶
狛

う
ん

神
様
領

に
感
謝

感
謝

 
神
の
領

に

す
る
場
所
つ
ま
り
大
和
の
神
達
の
領

内
に
い
る
の
だ

そ
こ
は
大
和
の
神
達

の
本
殿
か
ら
は
大
き
く
か
け

れ
た
場
所
に

置
す
る
が
そ
れ
で
も
神
達
が

す
る
領

だ
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そ
ん
な
所
に
紫
達
妖
怪
達
が
来
る

も
な
い
の
だ

も
し
探
そ
う
と
し
て
も
月
に

め
て
失
敗
し

て
い
る
た
め
ま
た
命
が
危
な
く
な
る

そ
う
い
う
の
も
あ
り
探
そ
う
に
も
探
せ
な
い
場
所
な
の

だ 
亜
狛

さ

耶
狛

共
に
行
こ
う

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

 

人
は
そ
の
掛
け

と
共
に
走

て
い
く

自
身
の
主
の
指

を
実
行
す
る
そ
れ
は
本
当
に

実
そ
の

葉
が

合
う

人
だ

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に

わ
れ
た
修
行
を
こ
な

し
続
け
た

時
に
は
自
分
達
の
妖
力
神
力
を
使
い
き

て
へ
ば
り
そ
ん
な
中
を
走
り
体
を

え

亜
狛
と
耶
狛
と
で
対
決
し

の
技
力
を
上
げ
続
け
た

そ
し
て
そ
れ
を

り
返
し
約
２
０
０
年
近

く
の
月
日
が
流
れ
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

マ
ス

目
覚
め
な
い

 
亜
狛
と
耶
狛
は
不
老
不
死
の
た
め
見
た
目
は
そ
ん
な
に
は
変
わ
ら
な
い
が
心
と

神
は
か
つ
て

の

さ
を
少
し

し
な
が
ら
も
成
⻑
し
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る

 
亜
狛

そ
う
だ
な

マ
ス

ま
さ
か
こ
の
ま
ま
目
覚

 
め
な
い
何
て
な
い
よ
な
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亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
が
復
活
す
る
の
は
初
め
て
だ

た
た
め
若

惑

て
い
た

そ
し
て

こ
の
時
理
久
兎
の
体
に
異
変
が
訪
れ
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

マ
ス

の
体

な
ん
か

げ

 

く
な
い

 
亜
狛

ん

フ
ン
フ
ン

か
に

げ

い
な

 
普
通
は

い
が
し
て
も

乱

だ
が
そ
れ
が

げ

い
と

う
の
だ

す
る
と
理
久
兎
の
体

は 
ボ

 
亜
狛

な

え
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

逃
げ
よ
う

火
事
に
な
る
前
に

 
亜
狛

あ

あ

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
の
元
か
ら

し
遠
く
か
ら

え
て
い
る
理
久
兎
を
観
察
す

る

そ
し
て
理
久
兎
の

に
違
和
感
を
覚
え
た

 
亜
狛

あ
れ

あ
の

が
違
う

 
そ
の

の

は
真

な

で
も
な
け
れ
ば

い

で
も
な
い

こ
の

の

は
白
と
黒
そ
し
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て
金
に
紫
が

合
し
た

な
の
だ

 
耶
狛

し
か
も
お
兄
ち

ん

寺
が

え
て
な
い
よ

 
耶
狛
の

て
い
る
と
お
り
寺
が

え
て
も
い
な
い

そ
の
時
亜
狛
は
悟

た

こ
れ
は
主

人
の
帰
還
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

 
亜
狛

耶
狛

マ
ス

が
目
覚
め
る

 
耶
狛

そ
れ

て
本
当

 
亜
狛

あ

行
く

 
耶
狛

う
ん

お
兄
ち

ん

 
そ
う

い

人
は

え
て
い
る
理
久
兎
に
も
う
一
度
近
づ
く

 
亜
狛

熱
い
け
ど

 
耶
狛

え
ら
れ
る

 
そ
う

て
い
る
と
理
久
兎
を
取
り

む

が
消
え
る

そ
し
て
そ
の
時
亜
狛
と
耶
狛
は
気

が
つ
い
た

 
亜
狛

マ
ス

の
目
の

が

 
耶
狛

無
く
な

て
る
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か
つ
て
ル

ミ
ア
に
斬
ら
れ
た
理
久
兎
の
目
の

が
無
く
な

て
い
る
の
に
注
目
し
て
い
る
と

つ
い
に
そ
の
時
は
来
た
の
だ

 
理
 

う

ん

こ
こ
は

 
そ
う

い
理
久
兎
が
目
覚
め
起
き
上
が
る
と

 
亜
＆
耶

マ
ス

 
そ
う

い

人
は
目
覚
め
た
理
久
兎
に

き
つ
く
の
だ

た
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第
１
６
４
話
 
目
覚
め
と
試
験

  

バ

 
理
久
兎
が
目
覚
め
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に

き
つ
く

も
と
い

イ
レ
ク
ト
ア

ク

を
し
て
く
る

 
理
 

う
お

お
い
亜
狛
に
耶
狛

何
だ

 
亜
狛

良
か

た

本
当
に

 
耶
狛

よ
う
や
く
マ
ス

と
会
え
た
よ

 
会
う
の
が
久
し
い
せ
い
か

人
は
喜
び
の
あ
ま
り

ま
で

て
い
た

 
理
 

あ

も
う

い
い
加
減

れ
ろ

て

 
亜
狛

あ

す
い
ま
せ
ん

 
耶
狛

ご
め
ん
マ
ス

 
そ
う

い

人
は
理
久
兎
か
ら

れ
る

 
理
 

や
れ
や
れ

な

人
共

こ
こ
何
処
だ



 第１６４話 目覚めと試験

 
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
に
聞
く
と

人
は

え
る

 
亜
狛

大
和
の
神
達
が
治
め
る
地

で
す

 
耶
狛

神
様
領

だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
頭
を

え
て

 
理
 

チ

だ
か
ら
お
ふ
く
ろ
に
会

た
の
か

 
ど
う
や
ら

と
出
会

た
理
由
は

が
住
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
大
和
の
神
達
の
本
殿
に
近
か

た
事
だ
か
ら
だ
ろ
う
と

え
た

 
理
 

亜
狛

耶
狛
今
か
ら
大
和
の
神
達
の
本
殿
に
戦
争

 
を
仕
掛
け
る

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

え

 
そ
う

い
理
久
兎
は
立
ち
上
が
り
断
罪
神
書
か
ら
黒

を
取
り
出
し
大
和
の
神
達
が
い
る
本
殿

に
刀
を
向
け
て

 
理
 

三
下
の

級
神
の

に
は
興
味
な
し

目
指
す
は

 
お
ふ
く
ろ
の

た
だ

つ
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ど
う
や
ら
理
久
兎
は
約

年
で
復
活
で
き
る

な
の
に
２
０
０
年
眠
ら
さ
れ
た
事
と

に
負

け
た
の
を
結

に

に
持

て
い
た
よ
う
だ

そ
ん
な
主
人
を
見
て
ボ

と
見
て
い
た
亜
狛
と

耶
狛
は
我
に
返
り
理
久
兎
を

人
で

ル
ド
し
て

 
亜
狛

マ
ス

ち
着
い
て
く
だ
さ
い

 
耶
狛

ち
着
い
て

て
マ
ス

 
理
 

せ
亜
狛

耶
狛

今
か
ら
あ
の

れ

 
の

を
へ
し

て
や
る

 
理
久
兎
の
こ
ん
な
姿
を
見
た

人
は

 
亜
狛

本
当
こ
れ
マ
ス

か

前
ま
で
の
物

の

 

ら
か
さ
と
か
が
消
え
て
る

 
耶
狛

こ
ん
な
の
マ
ス

じ

な

い

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
を

ち
着
か
せ
る
こ
と
数
分
後

 
理
 

い
や

悪
い
な

人
共

少
し
頭
が
カ

と

 
し
て
た
わ

 
亜
狛

マ
ス

な
ん
か
前
と
変
わ
り
ま
し
た



 第１６４話 目覚めと試験

 
耶
狛

う
ん

前
よ
り
チ

ラ
く
な

て
る

 
そ
う

わ
れ

た
な
と
い

た

合
に
頭
を

い
て

 
理
 

い
や
な

か
に
総
合
年

は

え
だ
よ

 
だ
け
ど
な
こ
う
蘇
る
だ
ろ

 
亜
狛

ま
さ
か
そ
れ

て

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
ど
う
い
う
こ
と

 
耶
狛
に
聞
か
れ
た
亜
狛
は
そ
れ
に
つ
い
て
話
を
す
る

 
亜
狛

今
の
マ
ス

の

神
年

は
推
定
で
若
者

 
の

神
年

と
い
う
こ
だ

 
亜
狛
の
話
を
ま
と
め
る
と
自
分
の
総
合
年

は

え
な
の
だ
が
死
ん
で
ま
た
蘇

た

人

間
で

え
る
な
ら

ん

か
ら
老
人
と
な

て
一
生
を
終
え
る
そ
れ
は
自
然
の
理
だ

理
久
兎
は

そ
れ
に
と
て
も
近
い
の
だ

老
人
は
死
ん
で
ま
た

ん

か
ら
や
り
直
す

そ
れ
を

り
返
す

そ
れ
が
自
分
に
も
若

だ
が

さ
れ
て
い
る
の
だ

 
耶
狛

え

と

つ
ま
り
マ
ス

は

 
亜
狛

現

進
行

絶

時
代

て
こ
と
だ
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理
 

ザ

ツ
ラ
イ
ト
流

亜
狛
だ
分
か

て
る

 
耶
狛

つ
ま
り
マ
ス

は
ま
た
年
を
と
れ
ば

 
亜
狛

前
の
よ
う
な
性
格
に

る
よ
多
分

 
亜
狛
と
耶
狛
が
そ
う

て
い
る
と

神
若
返
り

こ
と
自
分
は

人
に
話
し
か
け
る

 
理
 

所
で

人
共
俺
の
修
行
出
来
た

 
亜
狛

自
分
達
な
り
に
は
出
来
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 

人
の
そ
の

葉
を
聞
い
た
理
久
兎
は

て

 
理
 

お

し

な
ら
試
験
す
る
か
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
も
う
一
度
立
ち
上
が
り

 
理
 

人
共
来
な
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
外
へ
と
出
る

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
も

 
亜
狛

あ

待

て
く
だ
さ
い

マ
ス

 
耶
狛

待

て
よ
お
兄
ち

ん

マ
ス

 
そ
う

い
な
が
ら

人
も
外
へ
と
出
る



 第１６４話 目覚めと試験

 
神
様

神
使

動
中

 
理
久
兎
と
亜
狛
と
耶
狛
が
来
た
場
所
は
先
程
の
寺
か
ら
少
し

れ
た

の
中
か
つ
て
亜
狛
と

耶
狛
も
修
行
の
た
め
に
使

た

や

な
ど
も
流
れ
て
い
る
場
所
だ

 
理
 

ル

ル
は
簡
単
俺
の

か
ら

を
出
さ
せ
る

 
事
が
出
来
た
ら
勝
ち
だ
よ

 
そ
う

い
武

を

え
ず

手
で

え
る

人
の
試
験
に
武

な
ど
は
必
要
な
い
と

え

た
た
め
だ

 
亜
狛

耶
狛
や
る

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 
そ
う

い
亜
狛
は
手

を
着
け
耶
狛
は

を

え
る

 
理
 

レ

ツ

デ

フ

ゴ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
向
か

て
殴
り
か
か
る

と
亜
狛
が
耶
狛
の
前
に
立
ち

 
亜
狛

そ
ら

 

ン

 
理
久
兎
の

を
亜
狛
の

の
手

で
防
ぐ
と
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耶
狛

ち

い

 
亜
狛
と
の
コ
ン
ボ
で
耶
狛
は

か
ら
の

び

り
で
理
久
兎
に

撃
す
る
が

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

シ
ン

シ

 
亜
狛
の

を
弾
き
飛
ば
し

手
で
耶
狛
の

を

み

 
理
 

お
ら
ど
う
し
た

 
耶
狛

キ

 
ブ

ン

ス

 
理
久
兎
は

ん
だ
ま
ま
半
回
転
し
て
耶
狛
を
投
げ
飛
ば
す

そ
し
て
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
耶
狛
の

先
に

け
目
が
現
れ
耶
狛
は
そ
の
中
へ
と
入

て
い
く

再
度
亜
狛
を
見
る
と

の

け
目
か
ら

耶
狛
が
現
れ
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
マ
ス

ま

た
く
手
加
減
し
て

 
な
い
よ

 
亜
狛

さ
て
は
マ
ス

神
が
若
返

た
と
同
時
に

 
手
加
減
を

れ
て
る
な



 第１６４話 目覚めと試験

 
亜
狛
が

て
い
る
事
は
実

間
違

て
は
い
な
い

昔
の
理
久
兎
は
は

き
り
い
う
と
戦

い
に
関
し
て
手
加
減
を
全
く
し
な
い

し
か
も
そ
れ
ど
こ
ろ
か

 
理
 

最
高
に
ハ
イ

て
や
つ
だ

 
も
う
バ
ト
ル

ン
キ

戦
闘
狂
な
気
分
だ

今
な
ら
何
で
も
出
来
そ
う
な
気
が
し
て
き

た 
亜
狛

耶
狛

バ

ク
ア

プ
は
頼
む

 
そ
う

い
亜
狛
は
理
久
兎
に
向
か

て
殴
り
か
か
る

 
耶
狛

な
ら

 
耶
狛
は

を

え
て
自
身
の
神
力
を
解
き

ち

 
耶
狛

オ
ル
ト
ロ
ス

 
耶
狛
が
そ
う

ぶ
と
二
頭
の
頭
を
持
つ
狼
よ
う
な
怪
物
が
現
れ
る

 
オ
ル

が

 
耶
狛

行

て

 
そ
う

う
と
オ
ル
ト
ロ
ス
と
呼
ば
れ
た
怪
物
は
理
久
兎
に
目
掛
け
て
襲
い
か
か
り
に
行
く

そ

し
て
そ
の
前
に
理
久
兎
に
殴
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
亜
狛
は
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亜
狛

マ
ス

ご
覚
悟

 
そ
う

い
亜
狛
は
理
久
兎
に
そ
の

を
ぶ
つ
け
る
が

 

シ

 
理
久
兎
に

で

な
く

ま
れ
て
し
ま
う

 
理
 

亜
狛

そ
ん
な

撃
が
当
た
る
と
思
う
か

 
だ
が
こ
れ
は
亜
狛
に
と

て
計

内
に
入

て
い
た

亜
狛
は
そ
の
時
ニ

リ
と

た
の

だ 
理
 

ん

お
前
な
に

え
て

 

ン

 
理
久
兎
が
そ
う

て
い
る
と
突
然
亜
狛
が

手
で

撃
を
し
て
き
た

だ
が
そ
れ
は

で
は

な
く

 
理
 

亜
狛
が
暗

を
使
う

だ
と

 
そ
う
亜
狛
が
使

た
の
は
暗

の

つ
の
ク
ナ
イ
だ

そ
れ
で
理
久
兎
を
斬
る
が
空
を
斬

て
し
ま
う

だ
が
そ
れ
に

い
た
た
め
に
亜
狛
の

を

し
て
し
ま

た

亜
狛
は

を
し
て

上
空
へ
と
行
く
と



 第１６４話 目覚めと試験

 
オ
ル

が

 
そ
う

び
な
が
ら
オ
ル
ト
ロ
ス
が
理
久
兎
に
向
か

て
襲
い
か
か
る

 
理
 

邪
魔
だ

 

シ

 
オ
ル
ト
ロ
ス
の

を

手
で

み
オ
ル
ト
ロ
ス
と
つ
ば

り
合
い
と
な
る

す
る
と

 
亜
狛

お
ま
け
で
す
よ
マ
ス

 
上
空
へ
と

し
た
亜
狛
は
無
数
の
暗

の
ク
ナ
イ
を
手
に
持
つ
と
そ
れ
を
理
久
兎
目
掛
け
て

投
げ
飛
ば
す

だ
が
理
久
兎
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
だ
し
た

 
理
 

お

 
理
久
兎
は
オ
ル
ト
ロ
ス
の

を
持

た
ま
ま
オ
ル
ト
ロ
ス
を
力
任
せ
に
持
ち
上
げ
そ
し
て

イ
ア
ン
ス
イ
ン
グ
を
し
た

結
果
亜
狛
か
ら

た
れ
た
暗

全
て
を
オ
ル
ト
ロ
ス
で
弾
き

と

す

さ
す
が
の
亜
狛
と
耶
狛
も
こ
れ
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か

た

 
亜
狛

嘘
だ
ろ

 
耶
狛

ま
る
で
萃
香
ち

ん
や
勇
義
ち

ん
み
た
い

 
そ
う

て
い
る
と
遠
心
力
を
つ
け
た
理
久
兎
の

イ
ア
ン
ス
イ
ン
グ
は
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理
 

ぶ

飛
べ
亜
狛

 
そ
う

い
亜
狛
目
掛
け
て
オ
ル
ト
ロ
ス
を
投
げ
つ
け
る

普
通
な
ら
ば
上
空
に
い
る
亜
狛
は
逃

げ
道
が
な
い
の
だ
が

 
理
 

ち

亜
狛
が
い
な
い

 
そ
う
亜
狛
が
い
な
い
の
だ

す
る
と
理
久
兎
の

後
に

け
目
が
現
れ
そ
こ
か
ら
亜
狛
が
現
れ

ク
ナ
イ
を
持

て
斬
り
か
か
る

 
理
 

あ
ぶ
な

 
理
久
兎
は
ス
テ

プ
を
踏
み
何
と
か
亜
狛
の
暗

を

け
る
が

 
耶
狛

次
は
私

 
そ
う

い
今
度
は
耶
狛
が

で
殴
り
か
か
る
が
理
久
兎
は
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

を
つ
き
出

す
が

 
理
 

小

 
そ
う
唱
え
る

が

ん
だ
の
だ

こ
れ
は
耶
狛
の
フ

イ
ン
ト

撃
だ

た

 
理
 

お
前
い

た
い
何
を

 
そ
う

お
う
と
し
た

間
だ

た



 第１６４話 目覚めと試験

 
オ
ル

が
あ

 
先
程
投
げ
飛
ば
し
た
オ
ル
ト
ロ
ス
が
耶
狛
を

び

え
て
理
久
兎
め
が
け
て
襲
い
か
か

て
く

る 
理
 

 

ド
ス
ン

 
理
久
兎
は
何
と
か
オ
ル
ト
ロ
ス
の

撃
を

け
る
と

 
亜
狛

マ
ス

 
サ

 
亜
狛
は
ク
ナ
イ
を
理
久
兎
に
投
げ
飛
ば
す
と
理
久
兎
の

を
か
す
め
る

耶
狛
が
何

小
し

た
の
か
理
由
は
理
久
兎
の
注
意
を

に
向
け
る
事
だ

今
の
理
久
兎
は
年
を
と

て
い
る
よ
り

も

ち
着
き
が
な
く

静
で
は
な
い
と
耶
狛
は
推

し
た

そ
れ
を

し
て
理
久
兎
を

か

せ
て
注
意
を
向
け
た
の
だ

そ
し
て
亜
狛
が
ク
ナ
イ
で
か
す
め
た
理
久
兎
の

か
ら

が

り

始
め
る

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の

の
出
た

を

る
と
指
に

が
つ
く
の
を

し
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま
さ
か
お
前
ら
が
こ
こ
ま
で
強
く
な

て
る

 
と
は
な

人
共
合
格
だ
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そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
地
面
に
へ
た
り
こ
む

 
亜
狛

よ
か

た

 
耶
狛

や

た

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

 
オ
ル

ク

ン

 
オ
ル
ト
ロ
ス
は
戦
闘
が
終
了
し
た
の
を

す
る
と
消

す
る

す
る
と
地
面
に
へ
た
り
こ
ん

で
い
る

人
に
理
久
兎
は

で

手
を
し
な
が
ら

 
理
 

お
め
で
と
う

亜
狛

耶
狛

 
そ
の

葉
を
か
け
る
と
亜
狛
と
耶
狛
も

で

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
マ
ス

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
マ
ス

 
そ
う
返
し
て
く
る

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
ん
な

人
が

く
こ
と
を

う

 
理
 

ら
は
見
事
試
験
に
合
格
し
た
か
ら
深
常
の

 

を
名

る
こ
と
を
許
す
よ

 
理
久
兎
の
そ
の
一

は
亜
狛
と
耶
狛
を
喜
ば
せ
る
に
は

分
だ

た



 第１６４話 目覚めと試験

 
亜
狛

本
当
で
す
か

 
耶
狛

や

た

 

人
は
喜
ぶ
姿
を
見
な
が
ら
理
久
兎
は

 
理
 

そ
れ
じ

お
祝
い
の
御

走
を
作
る
か

 
手
伝

て
く
れ
る
か
深
常
亜
狛

深
常
耶
狛

 
理
久
兎
が

で
そ
う

う
と

人
も

で

 
亜
狛

論
で
す
マ
ス

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

ハ
ハ
ハ
な
ら
行
こ
う

 
こ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

に
深
常
の

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

た
の
だ

た
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第
１
６
５
話
 
そ
う
だ
魔
界
に
行
こ
う

 
亜
狛
と
耶
狛
が
深
常
の

を

て

間
後

理
久
兎
は
退

し
て
い
た

 
理
 

亜
狛

耶
狛

だ

 
か
つ
て
総
大
将
と

わ
れ

わ
れ

さ
れ
た
男
が
グ
デ

と
し
た
体
制
で
自
身
の
従
者
に
そ

う

く

も
う
か
つ
て
の
総
大
将
と
い
う
面
影
が
完
全
に
無
く
な

て
い
る

 
亜
狛

マ
ス

も
う
少
し
し

ん
と
し
て
く
だ
さ

 
い
よ

 
耶
狛

で
も

だ
よ

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

ま

な

 
実

は
亜
狛
と
耶
狛
も
退

し
て
い
た

そ
ん
な
打
開
策
を
理
久
兎
は
グ
デ
状
態
で

え
る

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
マ
ス

の
知
り
合
い

て
妖
怪

 

外
に
い
な
い
ん
で
す
か

 
亜
狛
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
更
に

え
る

 
理
 

知
り
合
い

う

ん
諏
訪
子
に
神
奈
子
そ
れ
に



 第１６５話 そうだ魔界に行こう

 
祝

晴
明

後
は

月
の
⺠
達
だ

 
耶
狛

全
部
会
え
な
い
よ

 
理
 

そ
う
だ
な

は

神
綺

そ
う
だ

 
神
綺
が
い
た

 
理
久
兎
は
よ
う
や
く
こ
の
打
開
策
を
見
つ
け
た

 
亜
狛

え

神
綺
さ
ん

て

か
マ
ス

の

 
断
罪
神
書
の
元
持
ち
主
で
す
よ

 
亜
狛
に
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

い
て

 
理
 

そ
う

そ
う

そ
の
神
綺
ち

ん

 
耶
狛

そ
れ
で
マ
ス

魔
界
に
行
く

て
事

 
理
 

そ
の
通
り
だ

こ
の
打
開
策
は
も
は
や
そ
れ
し
か

 
な
い

 
そ
う
心
か
ら
決
心
し
た
理
久
兎
は
グ
デ
状
態
か
ら
さ

と
立
ち
上
が
り

 
理
 

亜
狛

耶
狛

す
ぐ
に

動

意

 
そ
の
一

で
亜
狛
と
耶
狛
も
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亜
狛

な
ら
行
き
ま
し

う
か

 
耶
狛

レ

ツ
ゴ

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
と
で

け
目
を
作
り
理
久
兎
達
は
そ
の
中
へ
と
入
り
魔
界
へ
と
行
く
の

だ

た

 
神
様

神
使

動
中

 
空
は
夕
暮
れ
の
よ
う
な
少
し
ば
か
し

し
い

を
し
地
上
で
は
ビ
ル
が
立
ち

ん
で
い
る
こ
こ

は
魔
界

そ
の
魔
界
の
一

に
理
久
兎
達
は
舞
い
降
り
た

 
亜
狛

こ
こ
が
魔
界

 
耶
狛

す
ご

い

 
理
 

へ

神
綺
ち

ん
こ
こ
ま
で
発

さ
せ
た
ん
だ

 
か
つ
て
神
綺
と
別
れ
た

に
は
ま
だ
大
地
と

し
か
な
か

た
こ
の
場
所
は
今
で
は
か
つ
て
理

久
兎
が
訪
れ
た
古
代
都
市
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
ビ
ル
に
お
お
わ
れ
て
い
た

 
理
 

さ
て
と

人
共
行
く
よ

 
亜
狛

え

マ
ス

歩
き
で
す
か

 
亜
狛
が
そ
う
聞
く
と
理
久
兎
は

で

い
て
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理
 

あ

せ

か
く
来
た
ん
だ

く
り
と
歩
い
て

 
観
光
し
よ
う

 
耶
狛

マ
ス

に

成

 
亜
狛

は

わ
か
り
ま
し
た
行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
神
綺
の
住
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
都
市
を
目
指
す
の
だ

た

 
神
様

神
使
再
度

動
中

 
理
久
兎
達
は

の

界
を
通
り
何
と
か
魔
界
の
都
市
に

り
つ
い
て
い
た

 
理
 

い
や

ま
さ
か
あ
そ
こ
ま
で

い
と
は
な

 
耶
狛

か

た

 
亜
狛

で

え
て
も
キ
ツ
か

た

 
理
久
兎
達
は
予
想
外
に

か

た

界
に
対
し
て
の
感
想
を

い
な
が
ら
魔
界
都
市
の

道
を

歩
く
と
理
久
兎
は
あ
る
事
が
気
に
な

た

 
理
 

ん

魔
界
人
達
が
少
な
い

 
理
久
兎
か
ら
見
て
魔
界
の

道
を
歩
く
魔
界
人
が

に
少
な
い

ビ
ル
の
大
き
さ
や
そ
の

に
み
あ

て
い
な
い
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亜
狛

ど
う
か
し
ま
し
た

 
耶
狛

ど
う
し
た
の

 
亜
狛
と
耶
狛
が
そ
ん
な

え
を
し
て
い
る
理
久
兎
に
話
し
か
け
る
と
理
久
兎
は
こ
の
思

た
こ

と
を
話
始
め
た

 
理
 

い
や
何
か
住
人
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
な

 
亜
狛

か
に

わ
れ
て
み
る
と

 
耶
狛

し
か
も
皆
そ
わ
そ
わ
し
て
る

 
耶
狛
の

う
通
り
歩
い
て
い
る

か
の
魔
界
の
住
人
も
そ
わ
そ
わ
と
し
て
い
て

ち
着
き
が
な

い 
理
 

ま
ず
は
神
綺
に
会
う
こ
と
を

先
し
よ
う

 
そ
れ
で
ど
う
い
う
状

か
を
聞
く
と
し
よ
う

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

で
も
何
処
に
い
る
か
わ
か
る
の

 
耶
狛
に
そ
う
指

さ
れ
た
理
久
兎
は
ク
ス
ク
ス
と

い
な
が
ら

 
理
 

ク
ク

神
綺
の
事
だ

恐
ら
く
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そ
う

い
理
久
兎
は
こ
の
都
市
の
中
で
も
巨
大
な
ビ
ル
を
指

し
て

 
理
 

あ
そ
こ
だ

 
と

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
何

彼
処
か
と
理
由
を

る

 
亜
狛

理
由
は

 
耶
狛

ど
う
し
て
あ
そ
こ
な
の

 
理
 

簡
単
だ

い
奴
は
大
体

華
な
所
に
い
る
の
が

 

場
だ

 
何
と
も

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な

リ
フ
を

う
と
亜
狛
は
若

れ
耶
狛

は

と
し
た
よ
う
な

で
聞
い
て
い
た

そ
し
て

れ
な
が
ら
聞
い
て
い
た
亜
狛
は

 
亜
狛

い
や
マ
ス

ら
な
ん
で
も

 
と

お
う
と
し
た
が
理
久
兎
は

 
理
 

よ
し
行
く

人
共

 
そ
う

い
亜
狛
の
話
を
聞
か
な
い
で
ビ
ル
へ
と
向
か
う

 
亜
狛

は

耶
狛
お
前
は

 
耶
狛
に
意
見
を

め
よ
う
と
し
た
が

心
な
耶
狛
は
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耶
狛

お
兄
ち

ん
置
い
て
く
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
の
後
を
つ
い
て
い

て
い
た

 
亜
狛

俺
も
行
く
か

 
そ
う
し
て
亜
狛
も

々
理
久
兎
の
後
を
つ
い
て
い
く
の
だ

た

 
神
様

神
使
ま
た
ま
た

動
中

 
理
久
兎
達
は
神
綺
が
住
む

で
あ
ろ
う
巨
大
な
ビ
ル
へ

り
着
い
た

 
亜
狛

し
か
し
我
な
が
ら

 
耶
狛

お

き
い

 

人
が
そ
ん
な
感
想
を

べ
て
い
る
中
理
久
兎
は
正
面

関
に
入

て
い

た

そ
ん
な
理

久
兎
を
亜
狛
と
耶
狛
は
追
い
か
け
る

 
そ
し
て
中
へ
入
る
と
頭
に
コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
な
黒
い
小
さ
な

を
頭
に
着
け
た
受

の
魔
界
人

の
女
性
が
カ
ウ
ン

に
座

て
い
た

そ
の
魔
族
の
女
性
に
理
久
兎
は
話
し
掛
け
る

 
理
 

よ

神
綺
ち

ん
こ
こ
に
住
ん
で
る

 
と

理
久
兎
が
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
か
け
る
と
受

の
人
は

静
に

 
魔
人

よ
う
こ
そ

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
の
神
殿
へ
え

と
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神
綺
様
で
す
よ

す
い
ま
せ
ん
が
ア
ポ
は
と

 

て
い
ま
す
か

 
と

女
性
が
聞
い
て
き
た
た
め
理
久
兎
は

で

 
理
 

ア
ポ

あ

皆
大

き
な
果
物
の
あ
れ

 
か

た
り
緑
だ

た
り
す
る
や
つ
で
し

 
魔
人

い
や
そ
れ
は
ア

プ
ル
で
す
私
が

て
い
る

 
の
は
ア
ポ
で
す

 
理
 

ア
ポ

 
魔
人

だ
か
ら
ア

プ
ル
じ

よ
ア
ポ
だ
よ
お
話

 
通
じ
て
ま
す
か

 
理
久
兎
の
う
ざ
さ
に

々
と
受

は
怒
り
を
覚
え
て
き
て
い
た
の
か

動
が

く
な

て
い

く

そ
れ
を
見
て
い
た
亜
狛
は
不
味
い
と
思

た
の
か

 
亜
狛

耶
狛

す
ぐ
に
マ
ス

を

 
耶
狛

え

う

う
ん

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
の

を

さ
え
て
外
へ
と

れ
出
す
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理
 

亜
狛

耶
狛

い

た
い
何
な
ん
だ

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
よ

て
外
へ
と

れ
出
さ
れ
て
し
ま

た

 
魔
人

私
こ
の
仕
事
や
め
て

書
だ
と
か
の
使
い
魔
に
な

 
ろ
う
か
な
そ
の
方
が
い
い
気
が
し
て
き
た

 
と

い
そ
の
女
性
は

も
い
な
く
な

た
こ
の
ロ
ビ

で

く
の
だ

た

 
こ
こ
で
視
点
を
代
え
よ
う

理
久
兎
が
そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
時
間
か
ら
約

分
後
こ
の
ビ

ル
の
最
上

の
あ
る
一
室
で
は

 
神
綺

は

ど
う
し
よ
う
か
し
ら

 
神
綺
は

ん
で
い
た

こ
の
事
態
が
と
て
つ
も
な
い

に
深

だ
か
ら
だ

そ
ん
な

ん
で

い
る
神
綺
の
後
ろ

に
い
た
メ
イ
ド
服
を
着
て
い
る
金

の
女
性
が
神
綺
の
た
め
に
紅

を
注

ぐ 
神
綺

夢
子
何
か
良
い
案
は
な
い
か
し
ら

 
そ
う

い
紅

を
注
い
で
い
る
女
性

夢
子
に
話
し
掛
け
る

 
夢
子

そ
う
で
す

あ
の
暴

が
復
活
し
た
と
な
る

 
と

が
昔
よ
り

く
な
り
そ
う
で
す
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そ
う

い
夢
子
は
紅

を
神
綺
の
前
に
置
く

 
神
綺

は

昔
は
ビ
ル
と
か
が
無
か

た
か
ら
フ
ル

 

で
暴
れ
て
も
よ
か

た
の
に
な

 
そ
ん
な
神
綺
の
目
の
前
で
は
本
を

え
た
少
女
が

じ
り
に
神
綺
に
謝
罪
を
し
て
い
た

 

 

ご
め
ん
な
さ
い

私
が

あ
そ
こ
に
興
味
を
持

 

ち

た
か
ら

 
神
綺

い
い
の
よ
ア
リ
ス
ち

ん
私
も
あ
れ
に
つ
い
て
は

 
教
え
て
無
か

た
ん
で
す
も
の

私
に
も

任
は

 
あ
る
わ

 
ア
リ
ス
と

わ
れ
た
少
女
は

か
な
い
よ
う
に

力
を
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が

が

れ
て
い

た 
夢
子

ア
リ
ス
様

そ
ん
な

し
な
い
で
下
さ
い

  
と

夢
子
は
ア
リ
ス
を

ま
す
と
ア
リ
ス
は

 
ア
リ

あ
り
が
と
う
夢
子
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そ
う

い
ア
リ
ス
は

を
手
で

き
取
る

だ
が
そ
ん
な
事
で
は
今
の
現
状
解
決
に
は

て

い
な
い

 
神
綺

は

せ
め
て
理
久
兎
さ
ん
が
い
た
ら
な

 
神
綺
の
理
久
兎
と
い
う

葉
に
夢
子
と
ア
リ
ス
は
引

掛
か

た

 
夢
子

理
久
兎

ど
ち
ら
様
で
す
か

 
ア
リ

神
綺
様

そ
の
人

 
神
綺

あ
ら

て
な
か

た
か
し
ら

 
ど
う
や
ら
神
綺
は
理
久
兎
の
事
を

人
に
は
話
し
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
神
綺

そ
の
理
久
兎

て
人
い
え
神
と

た
方
が
い
い

 
か
し
ら

 
夢
子

神

 
神
綺

え

そ
の
神
様
と
私
で
こ
の
魔
界
を
作

た
の
よ

 
懐
か
し
い
わ

 
ア
リ

へ

そ
の
神
様
に
会

て
み
た
い
な

 
神
綺

フ
フ
も
し
か
し
た
ら
こ
ん
な
事
を

て
い
る
か
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ら
フ
ラ
グ
回
収
で
現
れ
た
り
し
て

 
と

て
い
る
と
神
綺
の

後
の

ラ
ス
に
黒
い
影
が

る

そ
れ
を
見
た
夢
子
と
ア
リ
ス

は 
夢
子

神
綺
様

け
て
く
だ
さ
い

 
ア
リ

け
て

 
神
綺

え

 

人
の
そ
の

葉
を
聞
い
て
神
綺
は
す
ぐ
に
対
処
が
で
き
た

そ
の
お
か
け
で

 
バ
リ
ン

 

ラ
ス
を
ぶ
ち

て
き
た
何
か
を

け
る
こ
と
が
出
来
た

そ
し
て
夢
子
は

意
武

の
ナ

イ
フ
を
持
ち
ア
リ
ス
は
本
も
と
い
魔
道
書
を
開
き
自
身
の

り
の
人

達
に
戦
闘
体
制
を
と
ら
せ

る

そ
し
て
神
綺
は

 
神
綺

え

嘘

 
侵
入
し
て
き
た
黒
い
影
を
見
て

い
た

そ
の
黒
い
影
の
正
体
は

 
理
 

お

神
綺
ち

ん
や

と
会
え
た
よ

 
そ
う

い
食
べ
か
け
の
リ
ン
ゴ
を

げ
て
神
綺
に
理
久
兎
は

を
す
る
の
だ

た
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第
１
６
６
話
 
ア
ポ
は
大
切

 
理
久
兎
が
神
綺
の
家
に
デ
ス

レ

ト
お
邪
魔
し
ま
す
を
す
る

分
ぐ
ら
い
前
に

る

亜

狛
と
耶
狛
に
ビ
ル
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 

ン
プ
リ

 
と

理
久
兎
は

を
売

て
い
た

ン

ン

の
魔
界
人

に

う
と

 
魔
人

え

と

だ
と

ス

 
そ
う

い
手
を
理
久
兎
の
前
に
か
ざ
す

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の
手
に
お
金
の
１
０
０

を
置

い
て

 
理
 

つ
り
は
い
ら
な
い
と

と
き
な

・

・

 
そ
う

い

を
受
け
取

て
理
久
兎
は
出
店
を
出
る

 
魔
人

気
前
が
良
い

ス

 
と

ン

ン

魔
界
人
が

う
が
理
久
兎
は
店
か
ら
出
て
い
る
た
め
目
の
前
に
い
な
か

た

理
久
兎
は

を
か
じ
り
な
が
ら

 
理
 

な

人
共

ゴ
リ

ア
ポ

ゴ
リ

は
買
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た
か
ら
ゴ
ク
ン
も
う
一
回
挑
戦
す
る

 
亜
狛
と
耶
狛
に

う
と
亜
狛
は

め

を
つ
い
て

 
亜
狛

い
や
マ
ス

そ
ろ
そ
ろ
ふ
ざ
け
る
の
を

 

め
て
真
面
目
に
な
り
ま
し

う

 
耶
狛

う
ん

今
は
神
綺
ち

ん
に
会
う
の
が
先
決
だ

 
よ

 
流

の
ボ

当
の
耶
狛
も
今
回
は
若

れ
真
面
目
に

え
て
い
た

そ
う

わ
れ
た
理
久

兎
は

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
の
ビ
ル
の
上
を
向
い
て

 
理
 

う

ん

な
ら
も
う
面

だ
し

 
バ
ン

 
そ
う

い
そ
の
ま
ま
神
綺
が
住
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
ビ
ル
の

ラ
ス
へ
と

し
そ
の
ま
ま

走
り
を
し
な
が
ら
上
へ
と
走

て
い

た

そ
ん
な
主
人
を
見
て
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

マ
ス

が

い
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

感
心
し
て
る
場
合
か

す
ぐ
に
追
う
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そ
う

い

人
は

け
目
へ
と
入

て
い

た

そ
し
て
絶

走
り
も
と
い

ラ
ス

走

り
を
し
て
い
る
理
久
兎
は

 
理
 
何
時
に
な

た
ら
最
上

か
な

 
そ
う

え
な
が
ら
走

て
い
る
と
最
上

ら
し
い

華
な
部

が
ち
ら
り
と
見
え
る
と
そ
の

ラ
ス
を

く

て
い
き
お
い
を
つ
け
て

 
理
 

デ
ス

レ
ド
お
邪
魔
し
ま
す

 
そ
う

い

を

手
に
持
ち
な
が
ら

 
バ
リ
ン

 

ラ
ス
を

か
ら
の
飛
び

り
で

を
突
き

て
中
へ
と
侵
入
し
た

そ
し
て
後
ろ
を

り
向
こ
う
と
す
る
と

 
神
綺

嘘

 
と
聞
き
覚
え
の
あ
る

が
聞
こ
え
た
ら
理
久
兎
は

り
向
こ
う
と
神
綺
が
い
た
の
で
食
べ
か

け
の
リ
ン
ゴ
を

げ
て

 
理
 

お

や

と
会
え
た
よ
神
綺
ち

ん

 
こ
れ
が
前
回
の
話
を
通
し
て
の
理
久
兎
の
行
動
の
回
想
だ

そ
し
て
今
の
現

の
状

に

そ
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う 
夢
子

様
は
何
者
だ

 
そ
う

い
夢
子
は
ナ
イ
フ
を
持

て
理
久
兎
を

し
て
い
る
と
神
綺
が
夢
子
と
ア
リ
ス
を
な

だ
め
る

 
神
綺

夢
子
ち

ん
ア
リ
ス
ち

ん
武

と
魔
道
書
を

 
下
ろ
し
な
さ
い

 
ア
リ

で
も

 
ア
リ
ス
は
神
綺
の
意
見
に
に
反
発
し
よ
う
と
し
た
が

 
神
綺

大
丈
夫
彼
が
さ

き

て
た
神
様
だ
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
夢
子
と
ア
リ
ス
は

 
ア
リ

嘘

 
夢
子

こ

こ
の
人
が

理
久
兎

様

 
ど
う
や
ら
想

し
て
い
た
人
物
と
か
け

れ
て
い
た
た
め

人
は

い
て
い
た

す
る
と
理

久
兎
の

で

け
目
が
開
き
中
か
ら

 
亜
狛

マ
ス

方
い

た
い
何
し
て
る
ん
で
す
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か

 
耶
狛

見
事
に

ラ
ス
が

々

 

人
に
ツ

コ
ミ
を
食
ら

た
理
久
兎
は
頭
を

き
な
が
ら

 
理
 

悪
い
な
つ
い
つ
い
突
き

ち

た

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
神
綺
は
ク
ス
ク
ス
と

い
な
が
ら

 

チ
ン

 
指

チ
ン
を
す
る
と
理
久
兎
が
突
き

て

々
と
な

た

ラ
ス
は
何
も
な
か

た
か
の

よ
う
に
元
に

た

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
達
は

 
亜
狛

ラ
ス
が
元
に

 
耶
狛

ス
ゴ

イ

 
理
 

神
綺
そ
れ
も
魔
法
か

 
神
綺

え

そ
う
よ

 
と
楽
し
く
話
し
て
い
る
の
見
て
い
た
ア
リ
ス
と
夢
子
は
大
丈
夫
だ
と
判
断
し
た
の
か
武

と

魔
道
書
を
下
ろ
す

そ
し
て
神
綺
が
理
久
兎
に
ど
う
し
て

を
突
き

て
き
た
の
か
理
由
を

る
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神
綺

ど
う
し
て
理
久
兎
さ
ん
は

を
突
き

て

 
来
た
の

 
ア
リ

そ
の
前
に
こ
こ
何

だ
と
思

て
る
の

 
神
綺
の
一

に

け

し
て
ア
リ
ス
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

え

と
受

に
ア
ポ
を
取
り
ま
し
た
か

と

 
聞
か
れ
た
か
ら

ら

 
そ
う

い
理
久
兎
は
ま
た

を

げ
て

 
理
 

ア
ポ

 
亜
狛

だ
か
ら
そ
れ
は
ア

プ
ル
で
す

 
ア
リ

そ
の
前
に
ど
う
や

て
来
た
の
よ

 
理
 

ん

走

て
き
た
よ

 
ア
リ

嘘
で
し

 
そ
う

い
ア
リ
ス
は

の
外
の
自
分
達
が
い
る
ビ
ル
の

を
目
を

ら
し
て
み
る
と

か
の

の
跡
が
写

て
い
た

 
ア
リ

あ

あ
り

な
い
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ア
リ
ス
は
常

で
は

え
ら
れ
な
い
身
体
能
力
を

さ
れ
た
光

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

る
と

 
神
綺

で
も
ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
な
ん
て

 
思

て
も
み
な
か

た
わ

夢
子
ち

ん

お

 
と
お

子
を
理
久
兎
さ
ん
達
に

 
神
綺
が

う
と
夢
子
は
頭
を
下
げ
て

 
夢
子

知

し
ま
し
た

 
そ
う

て
夢
子
は
理
達
の
部

か
ら
出
て
い

た

そ
し
て
神
綺
は
も
う
一
度
自
分
が
座

て
い
た

子
に
座
り

 
神
綺

理
久
兎
さ
ん
実
は

方
に

つ
助

が

し
い

 
の
よ

 
と
神
綺
は

う
と
理
久
兎
は
そ
の
前
に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

た
た
め
そ
れ
に
つ
い
て
神
綺

に

問
を
す
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

そ
の
前
に
神
綺
に

つ
聞
き
た
い
ん
だ
が
ど
う

 
し
て
歩
い
て
い
る
魔
界
人
達
が
少
な
い
ん
だ
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そ
の

問
を
す
る
と
近
く
に
い
た
ア
リ
ス
は

を
う
つ
む
か
せ
る

そ
し
て
神
綺
は

 
神
綺

そ
れ
の
理
由
は
今
私
が
話
そ
う
と
し
て
い
る
事

 
に

が

て
る
わ

 
亜
狛

そ
れ

て
い

た
い

 
亜
狛
が
そ
う

い
か
け
る
と

が
開
き

の
キ

チ
ン

ゴ
ン
を
運
ん
で
く
る
女
性
も
と
い
夢

子
が
現
れ
る

 
神
綺

あ
ら
ご
め
ん
な
さ
い

 
そ
う
神
綺
が

う
と
突
然
テ

ブ
ル
と

子
が
現
れ
る

 
神
綺

ど
う

お
掛
け
に
な

て

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
達
は
神
綺
の
出
し
た

子
に
座
り
食
べ
か
け
の
リ
ン
ゴ
は
テ

ブ
ル
に

置
く

そ
し
て
夢
子
は
キ

チ
ン

ゴ
ン
に

せ
て
い
た
お

子
の
シ
フ

ン

キ
と
紅

を
理
久
兎
達
の
前
に
そ
れ

れ
置
い
て

コ
リ
と
お

儀
を
し
た

 
理
 

御

に
ど
う
も

 
亜
狛

美
味
し
そ
う
だ
な
耶
狛

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん
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理
 

人
共
先
に
食
べ
て
て
良
い
よ

 
理
久
兎
が
の
そ
の

葉
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
フ

ク
と
ナ
イ
フ
で
シ
フ

ン

キ

を
食
べ
始
め
る

 
理
 

な

神
綺

の
そ
の
話
の
前
に

々
と
初
の

 

が
集
ま

て
る
こ
と
だ
し
そ
の

も

め
て

 
自

し
な
い
か

 
理
久
兎
が
提
案
を
持
ち
か
け
る
と
神
綺
は
そ
の
提
案
に

じ
る

 
神
綺

え

良
い
わ
よ

 
理
 

な
ら
客
人
の
俺
ら
か
ら
だ
な
俺
は
深
常
理
久
兎

 
本
来
は
深
常
理
久
兎

大
能
神
だ
け
ど
⻑

た
ら

 
し
い
か
ら
理
久
兎
で
全
然

わ
な
い
よ

そ
れ
で

 

で

キ
を
食

て
る
の
が

 
亜
狛

あ

す
い
ま
せ
ん
従
者
の
深
常
亜
狛
で
す
そ
れ
で

 
も
う

人
の

キ
を
食
べ
て
る
の
が

 
耶
狛

私
は
深
常
耶
狛

さ

き
の
は
私
の
お
兄
ち

ん
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だ
よ

 
と

自

を
終
え
る
と
今
度
は
神
綺
達
が
自

を
始
め
る

 
神
綺

な
ら
次
は
私
達

私
は
多
分
理
久
兎
さ
ん
か
ら

 
聞
い
て
い
る
と
思
う
け
ど
神
綺
よ

そ
れ
で

に

 
い
る
メ
イ
ド
と
女
の
子
は

 
夢
子

神
綺
様
の
元
で
メ
イ
ド
を

め
て
い
る
夢
子
で
す

 
ア
リ

ア
リ
ス

ア
リ
ス
・
マ

ト
ロ
イ
ド

 
そ
う

う
と
ア
リ
ス
は
神
綺
と
夢
子
の
後
ろ
へ
向
か
う

 
神
綺

ご
め
ん
な
さ
い

ア
リ
ス
ち

ん
少
し
シ

イ

 
な
の
よ

 
神
綺
が
そ
う

う
と
ア
リ
ス
は

を
紅
く
し
な
が
ら

 
ア
リ

シ

イ
じ

な
い
も
ん

 
と

解
す
る

そ
ん
な
や
り
取
り
を
見
て
い
た
理
久
兎
は

 
理
 
こ
う
見
る
と
紫
の
事
を
思
い
出
す
な

 
神
綺
と
ア
リ
ス
の
会
話
を
聞
き
そ
し
て
見
て
い
て
か
つ
て
紫
と
の
思
い
出
を
思
い
出
し
て
い
た
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が 
理
 

お

と

え

と
神
綺
ち

ん
自

は
終
わ

 

た
な
ら
話
し
て

え
る
か
い

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
神
綺
は

 
神
綺

あ
ら
ご
め
ん
な
さ
い

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
の

 

問
と
私
が

い
た
い
こ
と
の

が
り
は

 
理
 

が
り
は

 
神
綺

実
は

少
し

な
事
に
な

て
る
の
よ

 
理
 

な
こ
と

 
理
久
兎
が
再
度
そ
う

う
と

 
神
綺

え

魔
界
に
と

て
も

悪
級
の

悪
で

 
あ
る
影
の
暴
虐
が
解
き

た
れ
た
の
よ

 
そ
う

い
神
綺
は
理
久
兎
に
影
の
暴
虐
に
つ
い
て
話
を
す
る
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
は
理
久

兎
達
が
通

て
き
た

界
と
は
違
い
ル
ビ
ン

の

の
大
地
の
世
界
そ
の
名
も
法
界
で

の

異

の
者
が
真

黒
に
輝
く
そ
の

で

ば
た
か
せ
な
が
ら
飛
ん
で
い
た
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こ
こ
は
何
処
な
ん
だ

そ
し
て
あ
の
女
の
名
が

 
分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い
何

だ

何

 
何
も
思
い
出
せ
な
い
ん
だ

そ
し
て
何

あ
の

 
少
女
は
我
を
起
こ
し
た

何

だ

何

だ

 
そ
う

み

え
た
そ
の
異

の
者
は

 

 

 
そ
の
異

の
者
は
全
て
を

す
る
か
の
よ
う
な
暴
虐

悪
の

を
あ
げ
て
そ
の

の

で
前
進
す
る

 

 
そ
う
だ

す
れ
ば
思
い
出
す
か
も
し
れ
ん

 
我
は

の

化
だ

そ
う
す
れ
ば
思
い
出
せ
る

 
つ
い
で
に
我
を
封
印
し
た
あ
の
ア

を
始
末
し
て

 
や
る

 
そ
う

え
た
異

な
る
者
の
目
的
地
は
理
久
兎
達
や
神
綺
達
魔
界
人
達
が
多
く
住
む
魔
界
都
市

の
一

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
を
目
指
し
て
飛
行
す
る
の
だ

た



 第九章 魔界に再臨せし影の暴虐

 
第
１
６
７
話
 
影
の
暴
虐

 
理
久
兎
達
は
神
綺
か
ら
影
の
暴
虐
に
つ
い
て
聞
い
て
い
た

 
理
 

影
の
暴
虐

 
理
久
兎
は
紅

を

手
に
神
綺
の
話
を
聞
い
て
い
た

 
神
綺

え

そ
の
影
の
暴
虐
に
よ

て
今

告
が

 
出
さ
れ
て
皆
外
出
は
出
来
る
だ
け

え
て
る
の

 
理
 

そ
い
つ
は
い

た
い
何
者
な
ん
だ

 
理
久
兎
は
影
の
暴
虐
が
何
者
か
を
聞
く
と

 
神
綺

遥
か
昔
に
私
と
理
久
兎
さ
ん
と
で
こ
の
魔
界
の

 

を
作

た
の
は
覚
え
て
い
ま
す
よ

 
理
 

あ

神
綺
ち

ん
が
必
死
に
頼
み
込
ん
で

 
き
た
よ

正
直
面

だ

た
記
憶
が
あ
る
け
ど

 
と
神
綺
に
魔
界
造
り
を
手
伝

た
時
の
面

だ

た
と
い
う
記
憶
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
と

神
綺
は

目
に
し
て
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神
綺

な
に
か

た

 
理
 

い
い
や
何
で
も
な
い

そ
れ
が
ど
う
し
た

 
こ
れ

上
や
る
と
面

だ
と

え
た
理
久
兎
は
話
を
先
に
進
め
て
く
れ
る
よ
う
に
誘
導
す
る

 
神
綺

ま

い

か

そ
れ
で
あ
の
後
理
久
兎
さ
ん

 
が
外
の
世
界
に
帰
還
し
た
後
私
な
り
に

々
な

 
魔
界
人
を
造

た
の
よ

 
理
 

う

う
そ
れ
で

モ
グ
モ
グ

 
な
お
理
久
兎
は
今
度
は
シ
フ

ン

キ
を
食
べ
な
が
ら
聞
い
て
い
た

そ
し
て

に
い
る
亜

狛
と
耶
狛
は
シ
フ

ン

キ
を
食
べ
終
え
て
紅

を
飲
み
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
た

 
神
綺

そ
れ
で
約
何
年

か
し
ら

あ
る
時
に

 
そ
の
影
の
暴
虐
は
突
然
現
れ
た
の
よ

 
理
 

お
前
が
造

た
ん
じ

な
い
の
か

 
神
綺

い
い
え

私
は
造

て
は
無
い
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

に
手
を
置
い
て

 
理
 
神
綺
が
造

て
な
い
存

が
ど
う
し
て
誕
生
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し
た
ん
だ

 
理
久
兎
は
そ
う

え
て
い
る
が
神
綺
は
話
を
続
け
る

 
神
綺

そ
れ
で
そ
の
影
の
暴
虐
は

い
こ
と
に
私
が

 
頑

て
造

た
魔
界
人
達
を
次
々
に
殺

 
し
ち

た
の
よ

そ
れ
で
流

の
私
も

 
我

の

界
で
戦

た
の
よ

 
理
 

へ

 
亜
狛

と
こ
ろ
で

い
に
く
い
と
は
思
い
ま
す
が

 
そ
の
影
の
暴
虐
が
や

た
殺

て

 
神
綺

そ
れ
は

 
亜
狛
が
そ
れ
を
聞
く
と
神
綺
で
は

だ
と

え
た
夢
子
が
ど
う
い
う
殺

の
仕
方
か
を
教
え

る 
夢
子

そ
の
殺
さ
れ
た
同

は

し
に
さ
れ
全
身
を

 

か
れ
た
者

体
を
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
た
者

 
中
に
は
恐
怖
を

む
だ
け

み
つ
け
て
頭
を
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か
れ
た
者
も

 
夢
子
は

し
そ
う
に
そ
う
告
げ
る
と
亜
狛
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
頭
を
下
げ
て
謝
罪
す
る

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん

嫌
な
事
を
聞
い
て

 
神
綺

話
を

す
わ

そ
の
影
の
暴
虐
と
私
と
で
死
闘

 
を
し
て
何
と
か

し
た
の
よ

そ
れ
で

 
影
の
暴
虐
は
私
が
封
印
し
た
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

問
に
思
う
こ
と
が
あ

た
の
で
神
綺
に
聞
く

 
理
 

待

た

何
で
そ
い
つ
を
封
印
し
た
ん
だ

 
普
通
は
殺
す
だ
ろ

 
そ
う
こ
の
よ
う
な
事
を
す
れ
ば
殺
し
て
も
問

は
無
い

だ

な
の
に
何

そ
い
つ
を
封
印
し

た
の
か
が

問
に
思

た
の
だ

そ
し
て
神
綺
は
何

封
印
し
た
の
か
を
話
す

 
神
綺

そ
れ
は
彼
の
能
力
に
関
係
が
あ
る
わ

 
耶
狛

能
力

私
達
と
同
じ
で
あ
る
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
神
綺
は

き
影
の
暴
虐
の
能
力
に
つ
い
て
語
る

 
神
綺

影
の
暴
虐
の
能
力
は

影
を
作

す
る
程
度
の
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能
力

 
耶
狛

え

で
も
そ
れ
と
封
印
に
ど
う
関
係
す
る
の

 
耶
狛
が
更
に
そ
れ
に
つ
い
て
の

問
を
す
る
と

 
神
綺

彼
は

そ
の
能
力
の
せ
い
で
不
死
身
に
近
い

 
の
よ

い
こ
と
に

 
理
 

不
死
身

 
神
綺

え

え
ば
頭
と

体
を
切
断
す
る
で
し

 
そ
う
す
れ
ば
普
通
は
死
ぬ
じ

な
い

 
理
 

ま

そ
り

 
つ

て
も
そ
れ
で
も
死
な
な
い
の
が

に
い
る

 
け
ど

 
神
綺

だ
け
ど
彼
の
場
合
は
そ
れ
で
斬

た
と
し
て
も
ま
た

 
斬
り

し
た

体
と
頭
が
く

つ
い
て
ま
た
動
き

 
だ
す
の
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
マ

か
と
反

し
理
久
兎
は

察
し
た
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理
 

お
そ
ら
く
原
理
は
表
裏
一
体

て
事
か

 
耶
狛

ど
う
い
う
こ
と

 
理
 

物

と
影
は
表
裏
一
体

簡
単
に

う
と
箱
が

 
あ
る
と
す
る
だ
ろ

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

そ
の
箱
を

せ
ば

々

論
影
も
箱
の

で
は

 
無
く
な
る

 
亜
狛

そ
れ
は
そ
う
で
す

 
理
 

だ
が
も
し
箱
の

の
影
が

て
い
た
ら

々
に

 
な

た
物

で
あ
る
元
箱
と
影
の
箱
に
は

が

 
生
ま
れ
る

必
ず
ど
ち
ら
も
同
じ
に
な
ら
な
け
れ

 
ば
な
ら
な
い

つ
ま
り
影
の
暴
虐
は
そ
れ
を

 
原
理
に
影
を

て
い
る

て
事
か

 
理
久
兎
は
神
綺
に
聞
く
と
神
綺
は

 
神
綺

え

黒
き
暴
虐
の
影
の

い
方
の

つ
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そ
の

に
も

手
の
影
の

を
斬
り

と
せ
ば

 
本
体
の

体
の

が
切
断
さ
れ
た
り

に
も

 
自
身
の
影
を

の
よ
う
に
し
て

手
に

撃

 
さ
せ
る
事
も
で
き
る
わ

 
理
 

何
で
も
あ
り
だ
な

で
も
何
で
ま
た
封
印
が

 
解
け
た
ん
だ

 

 
今
度
は
封
印
が
解
け
た
理
由
を
聞
く
と
ア
リ
ス
が
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
謝
罪
す
る

 
ア
リ

ご
め
ん
な
さ
い

私
が

て
解
い
ち

た

 
の
よ

 
ア
リ
ス
の
発

に
理
久
兎
は
何

解
い
た
の
か
を
聞
く

 
理
 

何
で
解
い
た
ん
だ

 
ア
リ

前
に
本
で
こ
の
魔
界
に
は
全

の
魔
道
書
が

 
あ
る

て
聞
い
て
そ
れ
で

々
と
探
し
て
た

 
ら

封
印
さ
れ
て
る
部

が
あ

て
そ
こ
が

 
怪
し
い
と
思

て
そ
の
術
式
を
解
い
た
ら
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理
 

今
の
結
果
と
い
う
事
か

 
ア
リ

ご
め
ん
な
さ
い

 
と

ア
リ
ス
は
理
久
兎
に
謝
る
と

 
理
 

い
や
謝
ら
な
く
て
い
い
よ
と
り
あ
え
ず
方
法
を

 

え
よ
う

何
か
策
は
な
い
か

 
理
久
兎
は
策
を

え
る
と
耶
狛
が
提
案
す
る

 
耶
狛

な
ら
夜
に
そ
の
暴
虐
に
襲
撃
す
れ
ば

 
そ
う
す
れ
ば
影
も
無
い
し

 
耶
狛
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

 
理
 

い
や
無
理
だ

ま
ず
こ
こ
に
夜
と
い
う

は

 
無
く
は
な
い
が
神
綺
の
事
だ
夜
も
少
し
明
る
い

 
だ
ろ

 
理
久
兎
が
そ
う
聞
く
と
神
綺
は
た
め

を
つ
い
て

 
神
綺

え

方
達
で

う
月
と
同
じ
よ
う
な
物
が

 
こ
こ
魔
界
で

ら
し
続
け
る
わ
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亜
狛

つ
ま
り

こ
の
魔
界
で
の
勝
負
は

 
耶
狛

勝
ち
目
な
し

 
亜
狛
と
耶
狛
は
も
は
や
絶
望
し
か
な
い
と
感
じ
て
い
た

 
理
 

ふ
む

ど
う
し
た
も
の
か

だ
が
こ
こ
で

 

め
な
い
と
お
そ
ら
く
影
の
暴
虐
は
俺
ら
の

 
世
界
に
入

て
く
る
か
も
し
れ
ん
し
な

 
亜
狛

そ
し
た
ら
も
う
大

乱
で
す
よ

 
耶
狛

皆
死
ん
じ

う
よ

 
と
亜
狛
と
耶
狛
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
か

た
が
ふ
と
理
久
兎
は
あ
る
こ
と
を

思
い
出
し
神
綺
に

 
理
 

な

神
綺

界

て

か
住
ん
で
る
か

 
理
久
兎
は

界
に

か
住
ん
で
い
る
か
を

る
と
神
綺
は

に

て

 
神
綺

多
分

も
住
ん
で
な
い

だ
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
何
か
を
覚
悟
し
た
か
の
よ
う
な
表
情
を
と
る
と

 
理
 

な
ら
決
定
だ
な
神
綺

俺
ら
で
そ
の

悪
を



 第１６７話 影の暴虐

 

し
て
や
る
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
夢
子
は

 
夢
子

方

い
く
ら
神
で
も
あ
れ
に
は

 
そ
う

い
か
け
る
と
神
綺
は
夢
子
の
話
を

り

 
神
綺

な
ら
お
願
い
し
よ
う
か
し
ら

で
も
理
久
兎
さ
ん

 
は
と
も
か
く

そ
こ
の

人
は
大
丈
夫

 
下
手
し
た
ら
死
ぬ
わ
よ

 
神
綺
が
そ
う

告
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

え

と
大
丈
夫
で
す
よ

 
耶
狛

う
ん

ま
ず
死
な
な
い
か
ら

 

人
が

で
そ
う

え
る
と
ア
リ
ス
は

 
ア
リ

方
達
可

し
い
わ
よ

何
で
命
を

て
る

 
よ
う
な
事
を

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

マ
ス

が
行
く
と

た
場
所
な
ら
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耶
狛

え
地
獄
や

の
中

水
の
中
や
女
風
呂
だ

て

 
何
処
に
で
も
お

す
る
よ

 
そ
れ
を

う
と
理
久
兎
は
頭
を

え
な
が
ら

 
理
 

い
や
女
風
呂
に
は
行
か
な
い
け
ど
な

 
と

耶
狛
の
発

に

正
を
加
え
る

 
ア
リ

で
も

 
更
に
発

を
し
よ
う
と
す
る
ア
リ
ス
を
神
綺
は
夢
子
と
同
じ
よ
う
に

り

 
神
綺

ア
リ
ス
ち

ん
大
丈
夫
よ

 
ア
リ

え

 
神
綺

理
久
兎
さ
ん

方
の
従
者
達
は
絶
対
に
死
に

 
ま
せ
ん
よ

 
神
綺
は
理
久
兎
に
そ
う
聞
く
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

論
死
ぬ
わ
け
が
な
い
も
し
死
ん
だ
な
ら
全

で

 

の

界
の

の
中
に

イ
ブ
し
な
が
ら

 
ハ
ラ
シ

て
大

で

ん
で
や
る
よ
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そ
う
告
げ
る
と
神
綺
は
嬉
し
そ
う
に

 
神
綺

な
ら
お
願
い
す
る
わ

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

任
さ
れ
た

 
そ
う
し
て
話
が
ま
と
ま

た
が

 

 

 
突
然
何
者
か
が
大

を
あ
げ
る

そ
の

は
ま
る
で
死
神
が
来
た
こ
と
を
告
げ
る
か
の
よ

う
な

だ

た

理
久
兎
達
は
立
ち
上
が
り

ラ
ス

し
に
そ
の

の
主
を
見
る
と

 
理
 

あ
れ
か

影
の
暴
虐

て
の
は

 
神
綺
に
そ
う
聞
く
と
神
綺
は

い
て

 
神
綺

え

あ
れ
よ

 
理
久
兎
か
ら
見
て
そ
の
怪
物

い
や
そ
れ
は
黒
⻯
と

た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

巨
大
な

の
⻯

を

ば
た
か
せ
一

の

を
持
ち

は
命
を
何
と
も
思

て
い
な
い
よ

う
な

な

し
を
し

々
し
く
も
全
て
を

怖
さ
せ
る
よ
う
な
存

だ

た

そ
し
て

そ
の
⻯
は

ラ
ス

し
の
理
久
兎
と
目
が
合
う
と

 
暴
虐
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そ
の
口
か
ら
再
度

を

か
せ
る
の
だ

た



 第１６８話 化け物と化け物達

 
第
１
６
８
話
 
化
け
物
と
化
け
物
達

 
暴
虐

グ

 
黒
⻯
は

を
あ
げ
る

こ
れ
は
正
直
な
話
で
危
険
と
感
じ
た

 
理
 

神
綺

の
た
め
に
魔
界
人
達
を

さ
せ
ろ

 
亜
狛

耶
狛

行
く

 
理
久
兎
に
指

を
さ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は

き
そ
れ

れ
の
武

を

え

 
亜
狛

了
解
で
す
マ
ス

 
耶
狛

イ
エ

サ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

 
バ
リ
ン

 
ま
た

ラ
ス
を
突
き

て
外
へ
と
飛
び
出
し

 
理
 

エ
ア
ビ
デ

 
そ
う

ぶ
と
理
久
兎
の
体
は

遊
し
そ
の
状
態
で
影
の
暴
虐
へ
と
向
か

て
行

た

そ
し
て

亜
狛
と
耶
狛
は
や
れ
や
れ
と
し
た
表
情
を
す
る
と

け
目
へ
と
入

て
い
き
そ
の
場
に
は
神
綺
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と
夢
子
そ
し
て
ア
リ
ス
だ
け
が

た

 
ア
リ

ま
た

を

て

た

 
神
綺

夢
子
す
ぐ
に

誘
導
を
し
て
ち

う
だ
い

 
夢
子

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て

誘
導
を
開
始
す
る
準
備
へ
と
と
り
か
か

た

そ
し
て

を
突
き

り
影
の
暴

虐
へ
と
向
か
う
理
久
兎
は

 
理
 

さ

俺
と

ろ
う
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
影
の
暴
虐
の

間
に
向
か

て

で
殴
り
か
か
る
が

 
暴
虐

 
影
の
暴
虐
は
自
身
の
そ
の

で
理
久
兎
の

を
迎
え
撃
ち

 

ン

 

と

の

撃
波
が

り
に

く

す
る
と

り
に
あ
る
ビ
ル
の

ラ
ス
が
全
て

れ

が
飛
び
散
る

 
バ
リ
ン

バ
リ
ン

バ
リ
ン

バ
リ
ン

 
理
 

チ

こ
こ
だ
と

が
大
き
く
な
り
そ
う
だ
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そ
う

い
理
久
兎
は
影
の
暴
虐
の

を
弾
こ
う
と
す
る
が

 

リ

リ

リ

リ

 
影
の
暴
虐
も
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
ま

た
く
と

て
い
い

ど
に
そ
の

を
弾
け
な
い

 
理
 

こ
い
つ
な
ん
ち

う
力
だ

 
そ
う

て
い
る
と
理
久
兎
の
頭
上
に

け
目
が
現
れ
る

 
亜
狛

マ
ス

今
行
き
ま
す

 
耶
狛

行

く
よ

 
そ
う

い
亜
狛
は
大

の
ク
ナ
イ
を
影
の
暴
虐
に
投
げ
つ
け
る
た
め
に
準
備
し
耶
狛
は
小
さ

な
妖
力
で
作

た
玉
と
神
力
で
作

た
玉
を

出
す
る

だ
が
影
の
暴
虐
は
亜
狛
と
耶
狛
を
じ
ろ

り
と

み

け
る
と

 
暴
虐

グ

 
自
身
の
影
を

い
て
無
数
の
影
の

を

製
し
亜
狛
と
耶
狛
を

こ
う
が
た
め
に

出
す
る

そ
れ
を
見
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

分
か

て
る

て
お
兄
ち

ん
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そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は

下
し
つ
つ
影
の
暴
虐
の
影

を
回

し
続
け
る

そ
し
て
影
の
暴

虐
が
亜
狛
と
耶
狛
に
気
を

て
い
る
と

 
理
 

余
所
見
す
る
と

 
そ
う

い
理
久
兎
は

に
込
め
て
る
力
を

き

を

け
が
ら
空
き
に
な

た
影
の
暴
虐
に

 
理
 

危
な
い

て
知
ら
な
い
の
か

雷

 
そ
う

い
理
久
兎
は

雷
を
し
て
黒
き
暴
虐
の

に
ま
で
来
る
と

 
理
 

仙
術
十
六
式
内
核

 
そ
う

い
理
久
兎
は
そ
の

を
黒
き
暴
虐
に
当
て
る

そ
し
て

 
ブ

 
暴
虐

グ

ア

 
そ
の
黒
き
暴
虐
の

は
見
事
に

が
空
い
て
内
部
か
ら
は

が

り
で
て

の

鳴
を
あ

げ
る
が
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
が
ご
と
く

 
亜
狛

こ
れ
で
ど
う
だ

 

ン

ン

ン

ン

ン

 
亜
狛
は
準
備
し
た
ク
ナ
イ
を
投
げ
つ
け
耶
狛
は
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耶
狛

綺

な
花
火
を

か
せ
て

大

 

ラ
ン

 
ピ
チ

ピ
チ

ピ
チ

 
と

を
鳴
ら
す
と
先
程

た
妖
力
の
玉
と
神
力
の
玉
は

大
し
黒
き
暴
虐
に
全
弾
命
中

さ
せ
る

 
暴
虐

 
追
撃
を
も
ろ
に
く
ら

た
影
の
暴
虐
は
更
に
そ
の

鳴
を
あ
げ
る

そ
し
て
黒
き
暴
虐
は
そ
の

体
で
地
面
へ
と

す
る
が
ビ
ル
に
何
と
か
手
を
置
き

れ
な
い
よ
う
に

え
る

そ
し
て
理
久

兎
達
も
地
面
へ
と
着
地
す
る

 
亜
狛

マ
ス

大
丈
夫
で
す
か

 
耶
狛

大
丈
夫

 
理
 

あ

そ
れ
よ
り
も
ま
だ
あ
い
つ
殺
る
気
だ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
影
の
暴
虐
の
影
の

が
違

て
い
た

理
久
兎
が
開
け
た

は
光
が
通

り
普
通
な
ら
影
に

が
空
い
た
状
態
で

し
出
さ
せ
れ
る
が
影
の
暴
虐
の
影
は

が

つ
空
い

て
い
な
い

す
る
と
影
の
暴
虐
の
体
に
変
化
が
訪
れ
た

 
亜
狛

お
い

嘘
だ
ろ
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耶
狛

マ
ス

が
開
け
た

が
塞
が

て
い
く

 
な
ん
と
影
の
暴
虐
の

に
空
い
た

が
ど
ん
ど
ん
塞
が

て
い
き
や
が
て
元
の

が
空
く
前
の

状
態
に

る

そ
し
て
影
の
暴
虐
は
再
度
そ
の

で

ば
た
き
空
を
飛
ぶ

 
暴
虐

 
理
 

お
い
お
い
何
で
も
あ
り
か
よ

 
面

だ
が
プ
ラ
ン

で
行
く
か

 
理
久
兎
が
そ
う

え
る
と
突
然
の
出
来
事
だ

た

影
の
暴
虐
は

 
暴
虐

 
フ

ン

 
そ
の

を

げ
理
久
兎
の
前
で
降
り
下
ろ
す
が

的
に

い
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
降

り
下
ろ
す

の
行

を
し
た

 
す
る
と
突
然
後
ろ
の
方
で
神
綺
が
大

で

 
神
綺

理
久
兎
さ
ん

け
て

 
理
 

え

 
理
久
兎
は
突
然
何
だ
と
後
ろ
を

り
向
く
と
気
づ
い
て
し
ま

た



 第１６８話 化け物と化け物達

 
亜
狛
と
耶
狛
の
影
が
一
刀

断
さ
れ
て
半
分
に
な

て
い
た
事
を

 
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
の
体
に
も
異
変
が
起
き
た

 
亜
狛

ハ

 
耶
狛

う
ぐ

 
亜
狛
と
耶
狛
が
一
刀

断
さ
れ
た
の
だ

そ
う
こ
れ
こ
そ
影
の
暴
虐
の
能
力
に
よ
る
真

頂

の

つ

影
に
よ
る

撃
だ

た
の
だ

 
そ
し
て
一
刀

断
さ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は
体
を
真

二
つ
に
さ
れ
て
地
面
に

ち
る

 
ド
サ

ド
サ

ド
サ

ド
サ

 
斬
ら
れ
た
断
面
か
ら
は

が
飛
び
散
て
そ
の
場
に
は
い
水
ま
り
を
作
り
上
げ
た

そ
し
て
そ
の
後

を
見
て
い
た
影
の
暴
虐
は
そ
の
口
元
に

み
を

か
べ
て
い
た
が
同
時
に
影
の

暴
虐
は
少
し

て
も
い
た
の
だ

理
由
は

 
理
 

 
理
久
兎
が
切
断
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ

そ
ん
な
後

を
見
て
い
た
神
綺
達
は

 
ア
リ

嘘

死
な
な
い

て

た
の
に

嘘
だ

 
た
の
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夢
子

く

 
夢
子
は
そ
の
光

を
見
て
目
を
反
ら
し
ア
リ
ス
は
こ
の
惨
状
を
起
こ
し
た
事
に
罪
悪
感
を

い

た

だ
が
神
綺
は

 
神
綺

 
何

か

て
い
た

そ
し
て

か
な

で

 
神
綺

お
そ
ら
く
理
久
兎
さ
ん
の
事
だ
か
ら
何
か
カ
ラ
ク
リ

 
が
あ
り
そ
う

 
神
綺
は
理
久
兎
の

て
い
た
死
な
な
い
か
ら

の
陽
気
す
ぎ
る

葉
に
違
和
感
を

い

て
い
た
の
だ

そ
れ
は
理
久
兎
は
命
に
対
す
る

は
絶
対
に
し
な
い
と
知

て
い
た
か
ら
だ

す
る
と
影
の
暴
虐
の

み
は
突
然
消
え
た

そ
の
消
え
た
理
由
は

 
理
 

ク
ク
ク

ア

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
突
然
理
久
兎
が

い
だ
し
た
の
だ

こ
の
時
こ
の
光

を
見
た
ア
リ
ス
や
夢
子
達
魔
界
人
達
は

理
久
兎
に
対
し
て
イ
カ
れ
て
る
キ
チ

イ
と
そ
れ

れ
が
思

た

そ
し
て
理
久
兎
は

う
の
を
や
め
て

 
理
 

い
や
い
や

の
勝
ち

た

が
中
々

作
で
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つ
い
つ
い

ち

た
よ

 
暴
虐

 
黒
き
暴
虐
は
こ
の
時
理
久
兎
に
怒
り
を
覚
え
た

こ
の
男
は

実
に

す
る
と
そ
う
思

て
い
た

だ
が
そ
ん
な
こ
と
は
無
視
し
て
理
久
兎
は
話
続
け
る

 
理
 

や
れ
や
れ

そ
ろ
そ
ろ
起
き
た
ら
ど
う
だ

 
亜
狛

耶
狛

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

一
刀

断
さ
れ
た

人
の
体
の
飛
び
出
し
た
内

は
元
に

て
い
き
そ
し
て
半
分
に
な

た
断
面

と
断
面

が
く

つ
き
元
の

へ
と

り

 
亜
狛

ま

た
く
獣
使
い
が

い
ん
で
す
か
ら

 
耶
狛

あ

か

た

 
そ
う

い

人
は
ま
た
立
ち
上
が

た

そ
れ
を
見
た
こ
の
場
の
全
員
が

い
た

 
ア
リ

嘘
生
き
て

 
夢
子

そ
れ
に
し
て
も
あ
れ
は

 
神
綺

フ
フ

思

た
通
り

さ

皆

く
逃
げ
て

 
神
綺
達
は
い
ま
も

活
動
を
し
て
い
た

そ
し
て
影
の
暴
虐
は
た
だ

く
し
か
な
か
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た

こ
れ
ま
で
自
身
の
能
力
で
殺
し
て
き
た
者
達
は
何

と
い
た
が
そ
の
内
殺
せ
な
か

た
の
は

神
綺
ぐ
ら
い
だ

た
か
ら
だ

だ
が
目
の
前
に
殺
せ
な
い
と
感
じ
た

人
を
見
て

 
理
 

さ

第

ラ
ウ
ン
ド
と
い
こ
う
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
黒

と
天

を
持
ち

 
理
 

亜
狛

耶
狛
あ
い
つ
を

界
に
誘
い
出
す

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

き

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解
だ
よ

 
理
 

さ

や
る

 
理
久
兎
達
は
そ
の
一

で
影
の
暴
虐
に
再
度
挑
み
か
か
る

 
暴
虐

 
影
の
暴
虐
も
再
度

を
あ
げ
て
理
久
兎
に
そ
の

を
降
り
下
ろ
す
が

 
キ
ン

 
理
久
兎
は
天

と
黒

を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
そ
の
降
り
下
ろ
し

ド
す
る
と

 
耶
狛

狼
の
宴
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耶
狛
が
そ
う

い

を
鳴
ら
す
と
無
数
の
神
力
で
作

た
狼
達
が
理
久
兎
が

え
て
い
る
黒

き
暴
虐
の

へ
と

み
つ
き

 
亜
狛

秘
技
白
狼

想

術

 
そ
う

い
亜
狛
は
ク
ナ
イ
を
投
げ
る
と
そ
の
ク
ナ
イ

つ

つ
は
白
狼
と
な

て
耶
狛
の
作

り
上
げ
た
狼
の
近
く
に
よ
る
と

 
バ
ン

バ
ン

バ
ン

バ
ン

バ
ン

バ
ン

 
中
規
模
な

発
と
な
り
黒
き
暴
虐
の

を

に
す
る

そ
れ
を
受
け
と
め
て
い
た
理

久
兎
は
そ
の

と
い
う
名
の

か
ら
外
れ
黒
き
暴
虐
の

元
に
近
づ
き

 
理
 

こ
れ
で
ど
う
だ

 
グ
チ

 
ザ
シ

 
天

で
黒
き
暴
虐
の

を

き
そ
し
て
黒

で
黒
き
暴
虐
の

を
切
断
す
る

こ
の

撃
に

影
の
暴
虐
は

 
暴
虐

 
ま
た
そ
の

鳴
を
あ
げ
る
が
影
を

作
し
て
も
う
一
度
自
身
の
体
へ
と

に
さ
れ
た

と
切
断
さ
れ
た

を
元
に

す

そ
し
て
理
久
兎
達
の
方
を
見
る
と
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理
 

こ

ち
だ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
走

て
い
る
の
を
見
た
影
の
暴
虐
は

 
暴
虐

グ

 
そ
の

を
あ
げ
て
理
久
兎
達
を
追
い
か
け
る
の
だ

た
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第
１
６
９
話
 
最
終
戦
 

影
の
暴
虐

 
理
 

⻤
さ
ん
こ
ち
ら

 
暴
虐

グ

 
影
の
暴
虐
は
今
も
な
お
理
久
兎
を
追
い
か
け
て
い
た

そ
し
て
今
こ
こ
は

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
か

ら

れ
町
の
市

地
で
の
追
い
か
け

こ
だ

住
⺠
は

さ
れ
て
は
い
る
が

り
か
ら
し
て
み

れ
ば

惑
に
も

ど
が
あ
る

 
暴
虐

 
黒
き
暴
虐
は
自
身
の
口
か
ら
巨
大
な
魔
力

を
理
久
兎
に

出
す
る
が

 
理
 

い

て
の

斬

 
そ
う

い
後
ろ
を

り
向
い
て

り
上
げ
て
飛
ぶ
斬
撃
を
飛
ば
す
と
魔
力

は
見
事
に
一
刀

断
さ
れ
て
い
き
魔
力

は
二
分

さ
れ
て
い
き
な
が
ら

 
ザ
シ

 
影
の
暴
虐
を
一
刀

断
す
る
が

 
暴
虐

が

が
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ま
た
そ
の

鳴
を
あ
げ
る
と
影
の
暴
虐
は
体
を
く

つ
け
て
再
生
さ
せ
る

 
理
 

や

果
無
し
か

 
今
の
理
久
兎
の

撃
は

て
し
ま
え
ば
悪

き
み
た
い
な
物
だ

な
に
せ
影
の
暴
虐
に

は

果
が
な
い
か
ら
だ

そ
れ
ど
こ
ろ
か

 
暴
虐

 
更
に
怒
ら
せ
る
事
に
な

て
し
ま
う
の
だ

 
理
 

あ

ク

ソ

も
う
こ
な
れ
ば
や
け
く
そ
で

 
走
り
き
る
だ
け
だ

て
か
あ
い
つ
の
せ
い
で

 
⺠
家
が
ぶ

れ
て
る
じ

な
い
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
影
の
暴
虐
に
追
い
か
け
ら
れ
な
が
ら

界
を
目
指
す
の
だ

た

な
お

更
に

す
き

か
け
と
な

た
の
は
理
久
兎
が

斬
し
た
た
め
に
二
分

さ
れ
た
魔
力

が
各
地

の
⺠
家
に
あ
た
り
大
惨
事
と
な

た
の
は

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ

 
神
様
逃
走
中

 
そ
し
て
理
久
兎
は
影
の
暴
虐
を
引
き

け
な
が
ら
何
と
か

界
へ
と
た
ど
り
着
い
た
が
ま
だ
絶

追
い
か
け

こ
中
な
の
は
変
わ
ら
な
い
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理
 

何
と
か
着
い
た
が

こ
い
つ
本
当
に
ウ
ザ
い
な

 
暴
虐

グ

 
こ
こ
ま
で
の
道
中
で
理
久
兎
と
影
の
暴
虐
が
通

た
後
に
は
⺠
家
や
ビ
ル
は
見
事
に
瓦
礫
の
山

と
な

て
い
た

そ
れ
を
現
代
金

で
表
し
て

金

は
総
合
で
約
数
百

当
と
な

て

い
た

そ
ん
な
こ
と
は

え
ず
理
久
兎
が
走

て
い
く
と

 
耶
狛

そ

れ

レ

ツ
ゴ

 
耶
狛
の

が

く
と
無
数
の
狼
達
が
影
の
暴
虐
に
ま
と
わ
り
つ
く

し
ま
い
に
は

 
オ
ル

が

 
オ
ル
ト
ロ
ス
ま
で
も
が
黒
き
暴
虐
の

に

み
つ
い
て
い
る

そ
し
て
狼
達
が
飛
ん
で
い

た

置
を
見
る
と
耶
狛
が

を
鳴
ら
し
な
が
ら
理
久
兎
に
こ
こ
に
い
る
と
合

を
す
る

 
理
 

サ
ン
キ

耶
狛

 
理
久
兎
は
親
指
を
立
て
て
そ
う

ぶ
と

け
目
が
現
れ
そ
こ
か
ら
亜
狛
が

を

か
せ
て

 
亜
狛

マ
ス

く

方
へ

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は

い
て

け
目
へ
と
入
る
と
つ
い
た
場
所
は
そ
ん
な
遠
く
も
な
く
先

程
手
を
突

込
ん
で

て
い
た
耶
狛
の
地
点
に
着
い
た



 第九章 魔界に再臨せし影の暴虐

 
耶
狛

マ
ス

策

て
な

に

 
耶
狛
に
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

で

 
理
 

ま

見
て
れ
ば
わ
か
る
よ

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
達
か
ら

歩
前
へ
と
出
て

 
理
 

能
力
を
解

舞
え

よ

吹
き

れ
ろ

 
理
久
兎
が
そ
う

い
手
を

げ
る
と
先
程
ま
で
何
も
無
か

た

の
空
が
突
然
真

黒
な
雲

に
侵
食
さ
れ
る
と

が
降
り
だ
し
た
が
更
に
そ
こ
に
強
風
が
吹
き

れ
そ
れ
が
合
わ
さ
り
吹

と

な
る

 
亜
狛

う
ぐ

 
理
 

え
る
し
か
な
い

亜
狛

 
耶
狛

マ
ス

こ
れ
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

 
耶
狛
に
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
影
の
暴
虐
を
指
さ
し

 
理
 

彼
奴
の
下
を
よ
く
見
て
み
ろ

 
そ
う

わ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は

い
た

理
由
は
影
が
無
か

た
か
ら
だ

理
久
兎
が

界
へ

と
影
の
暴
虐
を
お
び
き

せ
た
理
由
は
単

に
魔
界
人
が
居
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
が
こ
こ
な
ら
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が
無
い
と
感
じ
た
か
ら
だ

と
い
う
の
は
影
の
暴
虐
の
も
あ
る
が
そ
れ
は
約

程
度

り
の

は
理
久
兎
の
能
力
に
よ
る

が
あ
る
た
め
こ
こ
に

れ
て
き
た
の
だ

 
理
 

さ

最
終
ラ
ウ
ン
ド
と
行
こ
う
か

い
で
よ

 
断
罪
の

よ

 
理
久
兎
の
一

で
断
罪
神
書
が

を
開
く

す
る
と
影
の
暴
虐
の

下
か
ら
無
数
の

が

現
れ
影
の
暴
虐
の

下
を

め

束
す
る

 
暴
虐

 
そ
れ
を

し
よ
う
と
何
度
も

を
引

る
が
そ
の

は
外
れ
る
こ
と
は
な
い

 
理
 

さ

め
る

 
そ
う

い
理
久
兎
は
手
に
持
つ
黒

と
天

を
持

て
影
の
暴
虐
へ
と
走

て
い

た

 
亜
狛

耶
狛
い
く

 
耶
狛

ウ
イ

ス

 
そ
う

い

人
は

け
目
へ
と
入
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ
こ
こ
が
お
前
の

場
だ

 
理
久
兎
は
天

で
影
の
暴
虐
へ
と
突

込
む
と
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暴
虐

グ

 
影
の
暴
虐
は
自
身
の

や

に

み
つ
い
て
い
る
狼
達
を

り

い
向
か

て
く
る
理
久
兎
に

当
て
よ
う
と
す
る
が

 
理
 

そ
ん
な
も
の
踏
み
台
だ
な

 
そ
う

い

ン
プ
し
て
飛
ん
で
く
る
狼
達
を
踏
み
台
に
し
な
が
ら
影
の
暴
虐
の
頭
部
へ
と
近

づ
き
天

で

こ
う
と
す
る
と

 
暴
虐

 

を
あ
げ
て
理
久
兎
を
弾
き
飛
ば
す

そ
し
て
飛
ば
さ
れ
た
理
久
兎
は
受
け
身
を
と
り
体
制

を
立
て
直
す

 
理
 

う
る
せ

奴
だ
な

 
そ
し
て
次
に
亜
狛
と
耶
狛
が

け
目
か
ら
現
れ
る
と

 
耶
狛

さ

じ

ん
じ

ん
暴
れ
よ
う

 
亜
狛

程
々
に
し
ろ
よ
耶
狛

 
そ
う

い
亜
狛
は
影
の
暴
虐
の

の
飛
び

り
自
身
の
持
つ
ク
ナ
イ
を

に
突
き

し
そ
の
ま

ま
頭
へ
と
走
る

す
る
と

を
引
き

い
て

本
の
⻑
い
切
り

が
出
来
上
が
る
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暴
虐

グ

 
影
の
暴
虐
は
そ
の
行
い
を
す
る
亜
狛
を
ふ
る
い

と
そ
う
と
す
る
が
今
度
は
耶
狛
が

撃
を
仕

掛
け
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
の
サ
ポ

ト

イ
ム

 
そ
う

い
耶
狛
は

を
鳴
ら
し
て
無
数
の
妖
力
の
玉
と
神
力
の
玉
を

出
し

 
耶
狛

輪
花
火

は
い

大

 
そ
う

ぶ
と

た
神
力
の
玉
と
妖
力
の
玉
は

大
し
て

発
し
そ
の
中
か
ら
更
に
小

の
玉

が

散
し
追
加
の

メ

を
与
え
る

 
ボ
ン

ピ
チ

ピ
チ

ピ
チ

ピ
チ

 
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
た
影
の
暴
虐
は
亜
狛
の
引
き

き

撃
と
耶
狛
の
サ
ポ

ト

撃
で
更
に

鳴
を
上
げ
る

 
暴
虐

グ

 
だ
が
影
の
暴
虐
は
再
生
を
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
な
い
事
に
気
が
つ
く

そ
う
そ
れ
は
理
久
兎

に
よ

て
天
候
を
吹

へ
と
変
化
さ
れ
た
た
め
影
を

る
ど
こ
ろ
か
何
も
出
来
な
い
状
態
だ

だ

が
影
の
暴
虐
は
亜
狛
と
耶
狛
に
注
意
を
向
け
す
ぎ
悪
天
候
に
よ

て
前
が
見
に
く
い
と
お
う
の
も
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あ
り
気
づ
か
な
か

た

理
久
兎
が
天

の
持
ち
方
を
変
え
た
の
を

 
理
 

天

よ

影
の
暴
虐
を

て

 
そ
う

ぶ
と
天

が
更
に
金

に
輝
き
を

つ
と
理
久
兎
は
天

の

を
投

し
た

投

し
た
金

に
輝
く
天

は
理
久
兎
の

雷
と
同
等

み
の

度
を

こ

た
そ
れ
は
影
の
暴
虐

の
心

を

く
に
は

分
だ

た

 
暴
虐

ハ

 
影
の
暴
虐
は

か
れ

の
空
い
た
心

を
再
生
さ
せ
よ
う
と
能
力
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
が
影

を
封
じ
ら
れ
何
も
出
来
な
い
結
果

の
⻯

は

ば
た
く
の
を
や
め
て
影
の
暴
虐
は

界

の
地
に

れ
た

 
暴
虐

ア

 
影
の
暴
虐
は
何
も
出
来
ず
そ
の
場
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
に

し
さ
が
あ

た
が
最
後
に
理
久

兎
達
と
戦
え
た
事
に
喜
び
を
感
じ
て
目
を
閉
じ
る
の
だ

た

 
亜
狛

終
わ

た
な

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

本
当
に
強
か

た

 
最
後
の

気
な
さ
に
亜
狛
と
耶
狛
は
気
が

ん
で
い
る
と
理
久
兎
は

れ
た
影
の
暴
虐
の
口
元
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へ

を
運
ぶ

そ
れ
を
見
て
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

何
す
る
の

 
と
理
久
兎
に
聞
く
と
理
久
兎
は
自
身
の
手
を

み
き
り

を
出
す
と
そ
れ
を
影
の
暴
虐
の
口

元
へ
と

す

 
そ
れ
を
見
て
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に

 
亜
狛

マ
ス

何
し
て
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

ま
さ
か

そ
の
子
を

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

人
に

で

 
理
 

い
い
か
ら
見
て
ろ

 
そ
う

う
と
影
の
暴
虐
の
体
は
突
然
光
出
す

そ
の
光
は
か
つ
て
亜
狛
と
耶
狛
の
神
使
の

約

を
し
た
時
と
同
じ

い
光
だ

た

理
久
兎
が
し
た
の
は
神
使
の

約
だ

た
の
だ

光
が

む

と

人
の
黒

の
男
性
が

に

を

束
さ
れ
て

れ
て
い
た
の
だ

た
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第
１
７
０
話
 
新
た
な
従
者

 
あ
る

人
の
男
は
夢
を
見
て
い
た

か
つ
て
自
分
が
封
印
さ
れ
眠

て
い
た
時
と
同
じ
夢

を 
男
 

お
前
は

だ

 
そ
の
男
は
名
も
分
か
ら
な
い
女
性
に
そ
う
聞
く
と
そ
の
女
性
は

 
女
 

私
は

と
い
う
者
で
す
そ
れ
に
し
て
も

 
何
で

方
が
こ
こ
に
来
れ
た
の
で
し

う
か

 
何

か
分
か
ら
な
い
が
女
性
の
名
前
は
ノ
イ

の
よ
う
な
も
の
が
走

て
い
て
聞
き
取
れ
な

か

た

男
は
女
性
に

わ
れ
た
事
に
つ
い
て

 
男
 

分
か
る

が

だ
ろ

 
女
 

は

そ
う
い
え
ば

方
の
名
前
は

 
女
性
は
そ
の
男
の
名
前
を

る
と
男
は

た
表
情
を
し
て
そ
の
女
性
に

え
る

 
男
 

知
ら

俺
に
名
前
は
な
い

 
そ
の

え
を
出
す
と
女
性
は

に
手
を
置
い
て

ん
だ

を
し
て
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女
 

そ
う

な
ら
私
が
つ
け
て
い
い
か
し
ら

 
男
 

勝
手
に
し
ろ

 
男
が

え
る
と
女
性
は
そ
の
男
性
に
こ
れ
ま
で
の
行
い
に
つ
い
て

る

 
女
 

方
は
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
き
た
の

 
か
し
ら

 
男
は
自
分
が
殺

て
き
た
こ
れ
ま
で
の

に

れ
た
体
験
を
話
始
め
る

 
男
 

俺
は
数
々
の
魔
界
人
達
を
殺
し
て
殺
し
て
殺
し

 
ま
わ

た

そ
し
た
ら
ア

の
女
と
勝
負

 
し
て
負
け
た
そ
れ
し
か
記
憶
が
な
い

 
男
は
自
身
の

を
ぶ

き
ら
ぼ
う
に

え
る
と
女
性
は

 
女
 

ど
う
し
て

方
は
殺
し
ま
わ

た
の
で
す
か

 
共
存
も
出
来
た
の
で
は
な
い
で
す
か

 
と

何

か
説
教

い
事
を

て
き
た

そ
し
て
男
は

 
男
 

知
る
か

俺
は
奴
等
が
気
に
く
わ
な
い
だ
け
だ

 
そ
う

え
る
と
女
性
は
自
身
の

を

り
し
め
て
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女
 

南
無
三

 
男
 

グ
フ

 
男
は
何

か
女
性
に
グ

ン
チ
ぶ

飛
ば
さ
れ
て
そ
の
場
に

れ
る

 
男
 

こ
の
ク
ソ
女

何
し
や
が
る

 
男
は
キ
レ
て
そ
う

え
る
と
女
性
は

 
女
 

方
は
命
と
い
う
の
を
知
り
な
さ
い

 
男
 

は

何

て
や
が
る
ん
だ

 
女
 

い
い
で
す
か

方
は
命
を

く
見
す
ぎ
て
い
ま
す

 

方
の
自

中
心
的
な

え
は
私
か
ら
見
て
も

 
い
も
の
で
す

 
男
 

あ

ん

 
こ
の
女
よ
く
も
そ
ん
な
戯
れ

が

え
た
も
の
だ

だ
が
そ
う
思

て
も
女
の
更
に
口
を
動
か

す 
女
 

お
そ
ら
く
そ
の

え

に

方
は
封
印
さ
れ
た
の

 
で
し

う

そ
れ
で
私
の
も
と
に
来
た
の
か
と
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思
い
ま
す

 
男
 

そ
れ
は
ど
う
い
う
事

て
何
だ
よ
こ
れ

 
男
は
自
身
の
手
を
見
て
み
る
と
光
輝
く
手
と
な

て
お
り
自
身
の

や
一

が
な
い
こ
と
に
も

気
が
つ
い
た

こ
の
時
自
分
が
封
印
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

た
と
同
時
に
無
力
と
知

た

 
女
 

今
の

方
は
た
だ
の
生
霊
と
変
わ
ら
な
い
で
し

 
う
体
は
封
印
さ
れ
魂
は
こ
こ
に
あ
る

そ
ん
な

 
感
じ
で
し

う
か

 
男
 

俺
は

生

 
男
は
自
身
が
無
力
で

も
出
来
な
い
こ
の
退

と
な
り
え
る
日
常
を

む
し
か
な
か

た

だ
が
先
程
の
女
性
は
そ
の
男
に
手
を
出
し
て

 
女
 

方
は
ま
だ
変
わ
れ
ま
す

だ
か
ら
変
わ
り
ま

 
し

う
手
伝

て
あ
げ
ま
す
か
ら

 
そ
う

え
る
と
男
は
そ
の
手
に
手
を
置
い
て

 
男
 

な
ら
退

は
さ
せ
る
な
そ
れ
が

件
だ

 
女
 

ふ
ふ
ふ

あ

そ
う
だ

た

方
の
名
前
は
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そ
う

う
と
し
た
だ

た

急
に
そ
の
場
の
空
間
が

み
そ
の
男
は

 
男
 

は

こ
こ
は

 
そ
の
男
は

て
い
て
夢
を
見
て
い
た
よ
う
だ

た

す
る
と

 

チ

 
そ
の
男
に

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
に
気
が
つ
い
た

ト
で

か
さ
れ
て
は
い
た
よ
う
だ

が
手
に
は

と

で
そ
の
場
か
ら

れ
る
事
は
出
来
そ
う
に
な
い

そ
し
て
そ
の
男
は
そ
れ
を
力

任
せ
に

そ
う
と
す
る
が

 

チ

チ

チ

 
男
 

外
れ

力
が
で

何
で
だ

 
男
は
力
が
出
な
い
の
に
気
が
つ
く
と
そ
の
時

が
開
い
て

人
の
男
が
部

に
入

て
き
た

 
理
 

や

よ
う
や
く
起
き
た
ん
だ

影
の
暴
虐

 
そ
の
男
は
影
の
暴
虐
を
ボ
コ
ボ
コ
に
し
た
理
久
兎
だ

た

そ
し
て
時
間
は
少
し
だ
け

り
数

分
前
こ
れ
は
理
久
兎
が
黒
き
暴
虐
の
部

に
入
る
前
の
こ
と
理
久
兎
は
神
綺
か
ら

書

の

を

り
て
本
を

て
い
た

 
理
 
う

ん
た
い
し
て
面
白
そ
う
な
本
も
な
い
か
な
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理
久
兎
が
そ
う
思

て
い
る
と

人
の
女
性
が
理
久
兎
の
元
に
や

て
来
る

ア

が
目

立
つ
神
綺
だ

 
神
綺

ど
う

面
白
そ
う
な
本
は
あ

た

 
神
綺
に
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
少
し

な

で

 
理
 

何
に
も
な
い
か
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
出
し
た
本
を

に

す
と

の
本
が
気
に
な
り
手
に
と

て

名
を
見

る 
理
 

こ
れ
は

神
魔
対
戦
記

 
理
久
兎
が
そ
う

名
を

う
と
神
綺
は
そ
の
本
に
つ
い
て
説
明
を
す
る

 
神
綺

そ
れ
は
理
久
兎
さ
ん

方
の
お
⺟
さ
ん
の
話
よ

 
理
 

え

あ
の

の

 
理
久
兎
は
そ
う
聞
い
て
若

引
い
た
が
神
綺
は
そ
ん
な
事
を
気
に
せ
ず
話
を
続
け
る

 
神
綺

え

昔
ま
だ
理
久
兎
さ
ん
が
生
ま
れ
る
前
に

 
龍
神
様
と
七
つ
の
罪
を

負

た

人
の
魔
王

 
と
の
闘
い
の
話
よ
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理
 

う
わ

因
み
に
作
者
は

 
そ
う

い
理
久
兎
は
作
者
名
を
見
る
が
名
前
が
書
い
て
い
な
か

た

 
理
 

 
神
綺

そ
れ

し
い
な
ら
あ
げ
ま
す
け
ど

 
神
綺
は
理
久
兎
に
そ
う

う
と
理
久
兎
は
そ
の
本
を
そ

と

に

し
て

 
理
 

そ

と
し
て
お
く

 
そ
う

い

か
ら

れ
る

そ
れ
を
見
て
い
た
神
綺
は

 
神
綺

え

と

い
ら
な
い

で
す
か

 
理
 

あ

お
ふ
く
ろ
の
話
に
興
味
が
な
い

 
神
綺

そ
う
で
す
か

 
理
 

あ

そ
れ
と
神
綺
お
前
に
謝
ん
な
い
と
い
け
な

 
い
事
が
あ
る
ん
だ
が

そ
の
前
に
さ

 
理
久
兎
が
そ
う

い
神
綺
に
頭
を
下
げ
て

 
理
 

影
の
暴
虐
を

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
理
久
兎
が
感
謝
の

葉
を

う
と
神
綺
は

で
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神
綺

ふ
ふ

い
い
の
よ
理
久
兎
さ
ん

で
も
ま
さ
か

 
理
久
兎
さ
ん
あ
の
子
を
従
者
に
す
る
な
ん
て
正
直

 

き
ま
し
た
け
ど

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
た
め

を
つ
い
て
神
綺
に
従
者
に
し
た
理
由
を
話
す

 
理
 

は

ま

話
し
て
や
る
よ
こ
の
事
に
つ
い
て

 
は
俺
に
も

任
が
あ

た
か
ら
な

 
神
綺

と

う
と

ビ
ル
と
か
⺠
家
の

な
ら
全

 
然
文
句
は
無
い
か
ら
大
丈
夫
よ

 
聞
い
た
話
だ
が
神
綺
が

せ
ば
魔
界
の
彼
方

方
か
ら
文
句
が
殺
到
す
る
だ
ろ
う
が
自
分
が

す
分
に
は
文
句
は

え
な
い
と
の
事
ら
し
い

ど
れ
だ
け
神
綺
が
信

さ
れ
て
い
な
い
の
か
少
し

分
か

て
し
ま

た
が
今
は
そ
れ
所
じ

な
い

口
を
開
き

 
理
 

い
や
そ
れ
じ

な
い

影
の
暴
虐
が
生
ま
れ
た

 
要
因
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
神
綺
は
理
久
兎
に

 
神
綺

し
く
話
し
て
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理
 

あ

論
だ

奴
が
生
ま
れ
た
理
由
は
お
そ
ら
く

 
俺
の
能
力
と
神
綺
の
魔
力
の
せ
い
だ
ろ
う

 
神
綺

そ
れ

て
ど
う
い
う
こ
と

 
神
綺
が
更
に

し
く
説
明
を

め
て
き
た
た
め

し
く
説
明
を
開
始
す
る

 
理
 

こ
の
魔
界
を
創
る
に
あ
た

て
大
地
と
水
そ
れ
ら

 
は
俺
の
能
力
に
よ

て
創

た
事
は
覚
え
て
い
る

 
よ
な

 
神
綺

え

理
久
兎
が
さ
ん
が

か
に
そ
の
能
力
で
創
り

 
ま
し
た

 
理
 

そ
し
て
そ
れ
に
災
い
が

ま
れ
て
い
た
と
推

が

 
出
来
る

 
神
綺

災
い

 
理
 

あ

そ
う
だ

俺
の
能
力
は
所

災
い
の

化

 
み
た
い
な
も
の
だ
そ
れ
が
土
地
に
ど
う
影

す
る

 
か
分
か
ら
な
い
が
多
分
神
綺
は
こ
の
大
地
に
魔
力
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を
注
い
だ
そ
れ
に
俺
の
能
力
の

作

が
加
わ

 
て
黒
き
暴
虐
が
誕
生
し
た
と

え
ら
れ
る

 
神
綺

つ
ま
り
誕
生
し
た
の
は

 
理
 

俺
ら
が
原
因
だ
な

 
理
久
兎
の
話
を
聞
い
た
神
綺
は
ど
う
反

す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

た

だ

そ
し

て
時
計
を
見
る
と
も
う
夕

の
時
間
と
な

て
い
た

 
理
 

お

そ
う
だ

そ
ろ
そ
ろ
奴
の
様
子
を
見
 

 
て
く
る
な

 
神
綺

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
理
久
兎
は

を
神
綺
に
渡
し
て
部

を
出
て
黒
き
暴
虐
の
部

へ
と
向
か

た

こ

こ
ま
で
が
回
想
だ

そ
し
て
理
久
兎
が
部

に
入
り
近
く
に
あ

た

子
に
座

た

 
理
 

さ
て
と

こ
れ
か
ら
俺
と
共
に
行
か
な
い
か

 
そ
う

う
と
黒
き
暴
虐
は
理
久
兎
に

 
黒
⻯

け

何
で
俺
が
お
前
と
な
ん
か
ん
と

 
黒
き
暴
虐
は
そ
う

い
理
久
兎
か
ら

を
反
ら
す
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理
 

や
れ
や
れ

な
ら
良
い
こ
と
を
教
え
て
や
る
よ

 
黒
⻯

何
だ
よ

 
黒
き
暴
虐
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
聞
く
と
理
久
兎
は
話
し
出
し
た

 
理
 

今
の
お
前
は
俺
の
能
力
で
力
や
能
力
を
封
じ
て
い

 
る
状
態
だ
は

き
り

て
今
の
お
前
は
た
だ
の

 
無
力
な
雑

そ
の

葉
が

合
う
奴
に
な

て
る

 
黒
⻯

何
だ
と

て
め

 

チ

チ

 
黒
き
暴
虐
は
理
久
兎
に
殴
り
か
か
ろ
う
と
す
る
が
手
と

に

が
れ
て
い
る

で
体
を
動
か
せ

な
い

 
理
 

そ
れ
に
あ
ま
り

い
た
く
は
な
い
が
下
手
す
る
と

 
お
前
は
処
分
さ
れ
る

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
黒
き
暴
虐
は

を
真

に
さ
せ
る

今
の
自
分
の
状
態
だ
と
処
分
さ

れ
れ
ば

実
に
死
ぬ

そ
う
な
れ
ば

た
記
憶
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
だ

 
黒
⻯

つ
ま
り

お
前
に
着
い
て
い
か
な
い
と
俺
は
死
ぬ
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て
事
か

 
理
 

あ

実
に
な

お
前
を

む
奴
は
こ
の
魔
界

 
に
わ
ん
さ
か
い
る

実
に
処

は
さ
せ
る

 
黒
き
暴
虐
は
数
分
間

し
た
結
果
そ
の
口
を
開
い
て

 
黒
⻯

な

お
前
に
着
い
て
い

て
退

は
し
な
い

 
か

 
黒
き
暴
虐
は
そ
う
聞
く
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

さ

分
か
ら
な
い
な

だ
け
ど
楽
し
い
こ
と
は

 
自
分
で
見
つ
け
る
も
の
だ
と
思
う
よ

殺
し

外

 
で
な

 
黒
⻯

は

分
か

た

お
前
に
着
い
て
い
く
所
で

 
お
前
の
名
は

  
名
前
を
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
自
身
の
名
前
を

え
る

 
理
 

深
常
理
久
兎
ま
だ
本
来
の
神
名
は
深
常
理
久
兎
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大
能
神
な
ん
だ
が
⻑
い
か
ら
理
久
兎
で
良
い
よ
ろ

 
し
く
な

所
で
そ

ち
こ
そ
名
前
は
あ
る
の

 
理
久
兎
が
聞
く
と
黒
き
暴
虐
は
自
身
の
名
を
名

る

か
つ
て
女
性
に
よ

て

け
ら
れ
た
名

前
を

 
黒
⻯

俺
は

黒

か
つ
て

か
が

け
た
名
前
だ

 
理
 

ふ

ん
そ
う
か

よ
ろ
し
く
な
黒

 
黒
 

た

く

分
か

た
よ

 
こ
う
し
て
理
久
兎
の
元
に
新
た
な
従
者
が
誕
生
し
た
の
だ

た

す
る
と

の
先
か
ら

  
と

が
聞
こ
え
だ
す

そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
た
め

を
つ
き
な
が
ら

 
理
 

い
る
ん
だ
ろ
亜
狛

耶
狛

入

て
こ
い
よ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う

の
先
に
い
る
人
物
達
は

を
開
け
て

 
亜
狛

耶
狛

た
て
る
な

て

た
ろ

 
耶
狛

ご
め
ん
お
兄
ち

ん

 
理
久
兎
が

た
通
り
亜
狛
と
耶
狛
だ

た

そ
し
て
そ
の
姿
を
見
た
黒
は

人
の
事
を
思
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い
出
す

 
黒
 

て
め

ら
あ
の
時
の

 
亜
狛

え

と
新
し
く
マ
ス

の
従
者
に
な

た
ん

 
で
す
よ

 
亜
狛
が
そ
う

う
と
黒
は
ぶ

き
ら
ぼ
う
に

 
黒
 

あ

そ
う
だ

お
前
ら
こ
い
つ
の
従
者
か

 
黒
が

問
す
る
と
耶
狛
は

で

え
る

 
耶
狛

う
ん
そ
う
だ
よ

黒

は
私
達
の
後

だ
よ

 
黒
 

こ

後

て
こ
と
は

人
は
先

て

 
事
な
の
か

 
黒
は
理
久
兎
の
法
を
向
い
て
そ
う

う
と
理
久
兎
は

い
て

 
理
 

あ

そ
う
だ
な

そ
れ
と

人
は

 
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
の
事
を

し
よ
う
と
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

私
共
で
自

し
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん
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と

う
と
理
久
兎
は

て

人
の

を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
亜
狛

で
は
改
め
て
自
分
は
深
常
亜
狛
で
す
そ
し
て

 

に
い
る
の
が
私
の
妹
の

 
耶
狛

同
じ
く
深
常
耶
狛
で

す

 
と

自

を
す
る
と
黒
も
自
身
の
名
前
に
つ
い
て

う

 
黒
 

俺
は
黒

か
に
つ
け
ら
れ
た
名
だ

 
理
 

な

そ
の

か

て

だ

 
黒
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

か
が
気
に
な

た
の
で
聞
く
と

 
黒
 

俺
に
は
記
憶
が

ん
だ
よ
封
印
さ
れ
て
い
た
間

 
の
記
憶
が

 
理
 

そ
れ

て
普
通
じ

な
い
か

 
黒
 

何

 
理
 

お
前
が

て
い
る
事
は
夢
だ
ろ

 
と

現
実
的
な
事
を

う
と
黒
は
真

な
表
情
を
し
て

 
黒
 

か
も
し
れ
な
い

だ
が
俺
は
夢
だ
と
は
思

て
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は
い

あ
れ
は
現
実
だ
と
思

て
る

 
黒
は

空
の
彼
方
を
見
る
よ
う
な
目
を
し
て

う
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

そ
う
か

お
前
の
記
憶
見
つ
か
る
と
い
い
な

 
黒
 

ふ

ま

た
く
だ
な

 
カ

ン

カ

ン

カ

ン

 
理
久
兎
達
の
会
話
が
進
ん
で
い
る
と
時
計
の

が
鳴
り

く

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な

亜
狛

耶
狛

人
共

 
部

に
帰
れ
よ

 
と

う
と

人
は
元
気
よ
く

 
亜
狛

え

そ
う
し
ま
す

そ
れ
で
は
黒
さ
ん
ま
た

 
明
日

 
耶
狛

バ
イ
バ

イ
黒

 
そ
う

て

人
は
部

か
ら
出
る
と
理
久
兎
は
黒
に

 
理
 

と
り
あ
え
ず
俺
ら
は
明
日
こ
こ
魔
界
を
旅
立
つ

 
気
で
い
る

そ
こ
は
覚
え
て
お
い
て
く
れ
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理
久
兎
も

を
立
ち
上
が
り

へ
と
向
か
う
と
す
る
と
黒
は
理
久

を
呼
び

め
る

 
黒
 

な

お
前
の
事

主

て

て
い
い
か

 
理
 

ど
う
し
て
だ
い

 
黒
 

お
前
の
事
を
従
者
達
マ
ス

て

て
る

 
だ
ろ
な
ら
俺
も
と
思

て
な

 
理
 

そ
う
か

き
に
し
て
い
い
よ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
黒
は

そ
の

葉
を
使

て

 
黒
 

そ
れ
じ

明
日
な

主
よ

 
理
 

お
や
す
み
な
黒

 
そ
う

い
理
久
兎
も
部

を
出
て
自
分
の

室
に
向
か
あ
の
だ

た

そ
し
て
今
だ

と

に

が
れ
て
部

に
い
る
黒
は

 
黒
 

ふ

し
な
さ
そ
う
だ
な

 
そ
う

い
黒
も
眠
り
に
つ
く
の
だ

た
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第
１
７
１
話
 
新
た
な
旅
立
ち
と
仲
間

 
影
の
暴
虐
も
と
い
黒
を

し
て
数
日
後
よ
う
や
く
黒
は

と

か
ら
解

さ
れ
た

そ
し

て
こ
こ

装
部

で
は

 
黒
 

な

主
よ

 
黒
は
理
久
兎
に

た
い
の
と
が
あ

た
た
め
に
聞
く

 
理
 

ど
う
し
た
黒

 
黒
 

こ
の
服

動
き
に
く
い
ん
だ
が

 
そ
う

い
執
事
服
を
着
て
い
る
黒
は
異
議
を
申
し
上
げ
る
と

 
理
 

お
前
の
場
合
⻯
モ

ド
だ
と

惑
が
か
か
る
か
と

 
い

て
今
の
状
態
で
服
を
着
な
い
と
な
る
と

出

 
狂
と
か

わ
れ
て
も
俺
が

る

 
黒
 

い
や
せ
め
て
別
の
服
を

 
理
 

だ
が
な
い

 
理
久
兎
は

々
と
断

し
た

そ
れ
を
聞
い
た
黒
は

協
せ
ざ
る
し
か
な
か

た

な
お
本
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当
は

に
も

た
が
黒
に
執
事
服
を
着
せ
た
の
は
理
久
兎
が

合
う
と
思

た
か
ら
と
い
う
の

が
真

だ

そ
し
て

が
開
き
亜
狛
と
耶
狛
が

を

か
せ
る

 
亜
狛

マ
ス

黒
さ
ん
準
備
終
わ
り
ま
し
た

 
耶
狛

終
わ

た
の

人
共

 
理
 

あ

ど
う
よ

 
そ
う

い
黒
の
執
事
服
を
見
せ
る

す
る
と

人
は
執
事
服
に
つ
い
て
の
感
想
を

う

 
亜
狛

合

て
ま
す

黒
さ
ん

 
耶
狛

う
ん

大
丈
夫

合

て
る
か
ら

 

人
に
い
い

の
感
想
を

わ
れ
た
黒
は
少
し

れ
な
が
ら

 
黒
 

お

お
う

そ
の

あ
り
が
と
う
な

 
黒
は
小

で
感
謝
の

葉
を

う
と
理
久
兎
と
耶
狛
は
調
子
に

り
出
し
て

 

人

な

に

聞
こ
え
ん
な

 
と

黒
を

し
立
て
る
と
更
に

を

く
し
た
黒
は
そ

を
向
い
て

 
黒
 

う

う
る
せ

い
い
か
ら
行
く

 
そ
う

い
部

か
ら
出
て
い
く
と
理
久
兎
と
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
は

う
の
だ

た

そ
し
て
部
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に
い
る
理
久
兎
達
も
部

か
ら
出
て
神
綺
の
元
へ
と
向
か
う

 
神
様
 
神
使
達

動
中

 
理
久
兎
達
は
神
綺
の
部

ま
で

り
着
く
と
ノ

ク
を

回
す
る
と
中
か
ら

 
神
綺

ど
う

 
そ
の

が
聞
こ
え
た
の
で
理
久
兎
達
は

を
開
け
て
中
へ
と
入
る

 
神
綺

フ
フ

あ
ら

あ
の
影
の
暴
虐
が
執
事
服
を
着
る

 
な
ん
て
こ
ん
な

来
が
あ
る
な
ん
て
思

て
も

 
み
な
か

た
わ

 
神
綺
が
そ
う

う
と
黒
は
若

イ
ラ
つ
き
な
が
ら
神
綺
の
近
く
に

め

り

 
黒
 

う

せ

ア

女

い
つ
か
お
前
に
リ

ン

 
し
て
や
る
か
ら
な

 
そ
う

て
る
と
理
久
兎
は
黒
に

 
理
 

黒

お
座
り

 
理
久
兎
の
そ
の

葉
に
よ

て
黒
は
強
制
的
に
座
ら
せ
ら
れ
る

 
黒
 

ぐ
わ

主
よ

め
て
く
だ
さ
い

て
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な
お
黒
へ
の
命
令

は
理
久
兎
に
あ
る
が

に
お
座
り
の
一

で
す
ぐ
に
座

て
し
ま
う

な

お
亜
狛
と
耶
狛
に
も
出
来
る
が

本
は
使
わ
な
い
模
様

 
理
 

い
や

本
当
に
悪
い
な
神
綺
無
理

ち

て

 
後
そ
れ
か
ら
黒
は
し

か
り
と
教
育
さ
せ
る
ん
で

 
次
会
う
と
き
に
は
変
わ

て
る
か
も
よ

 
神
綺

そ
う
黒
へ
の
教
育
頑

て

楽
し
み
に
し
て

 
い
る
か
ら

 
黒
 

ち

亜
狛

耶
狛

マ

で
助
け
ろ

 
強
制
お
座
り
状
態
の
黒
は
亜
狛
と
耶
狛
に
助
け
を

め
る
が

人
は

し
手
を
合
わ
せ
て

合

の
ポ

を
と
り
黒
に
向
か

て

る

 

人
 

人

 

助
け
ら
れ
な
い

ご
め
ん

と

う
こ
と
だ

 
黒
 

お
い

 
黒
が

バ
イ
と
思

て
い
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

な

黒
も
う
少
し
静
か
に
頼
む
よ
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と

黒
に

う
と
等
々
観

し
た
の
か
黒
は
気
力
を
失

た

で

 
黒
 

あ
い

 
も
う
そ
れ
し
か

え
な
か

た

す
る
と
理
久
兎
達
が
通

た

か
ら
神
綺
の
メ
イ
ド
の
夢
子

が
現
れ
る

 
夢
子

神
綺
様
が
申
さ
れ
た
物
を
お
持
ち
し
ま
し
た

 
そ
う

い
夢
子
は
あ
る

の
本
を
神
綺
に
渡
す

そ
し
て
そ
の
本
を
神
綺
は
理
久
兎
に
渡

す 
神
綺

理
久
兎
さ
ん

方
の
断
罪
神
書
の
追
加
デ

 
で
す
そ
れ
を
使
え
ば
更
に
断
罪
神
書
に
新
た
な

 
魔
道
の
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
よ

 
理
 

な
ら

 
そ
う
説
明
を
さ
れ
た
理
久
兎
は
そ
れ
を

自
身
の
断
罪
神
書
へ
と
入
れ
る
と
断
罪
神
書
は
光

だ
し
数

し
て
光
が
や
む

 
理
 

へ

追
加
デ

の
内
容
は

 
理
久
兎
が
神
綺
に
聞
く
と
神
綺
は

で
ど
ん
な
魔
法
か
を

く
説
明
し
て
く
れ
る
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神
綺

簡
単
に

え
ば
こ
の
魔
界
の
都
市
み
た
い
な

 
世
界
を
作
れ
る
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
楽
し
そ
う
な
表
情
で

 
理
 

面
白
そ
う
だ
な

 
神
綺

に
も

え
ば
亜
狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん

 
神
綺
に
突
然
名
前
を

わ
れ
た
亜
狛
と
耶
狛
は

い
て

 
亜
狛

え

で
す
か

 
耶
狛

私
も

 
と

自
身
に
指
を

す
と
神
綺
は
う
ん
う
ん
と

き
な
が
ら

 
神
綺

そ
う

方
達
の
能
力
を

し
て
エ
リ
ア
全
体
を

 
常
に
更
新
し
続
け
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
マ

プ

 
と
か
も
作
れ
る
わ

 
理
 

こ
れ
は
ま
た

な
魔
法
だ

 
神
綺

え

そ
の
本
の
本
来
の
使
い
道
は
簡

的
な

 
な
の
よ

そ
れ
で
い
て

撃
的
な
魔
法
を
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覚
え
る

が
多
い
魔
道
書
だ
か
ら
せ
め
て
も
と

 
思

て
追
加
の
デ

で
は

の
魔
法
を

 
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に

夫
し
た

て
わ
け

 
理
 

へ

あ
り
が
と
う
な
神
綺

夢
子

 
理
久
兎
は

人
に
お
礼
を

う
と
ま
た

が
開
き
そ
こ
か
ら
ア
リ
ス
が
現
れ
る

 
ア
リ

理
久
兎
さ
ん
に
こ
れ
あ
げ
る
わ

 
そ
う

い
ハ

ト
の

を
し
た
物
を

つ

う

す
る
と
ア
リ
ス
は
そ
れ
に
つ
い
て
も
説
明

を
す
る

 
ア
リ

そ
れ
は
人

の
心
と
い
う
魔
法
道

よ
そ
れ
を

 
人

に
組
み
込
ん
で
術
式
を

け
ば
私
の
人

 
み
た
い
な
子
が
作
れ
る
わ
よ

 
そ
う

う
と
ア
リ
ス
の

り
に
い
る
人

が

コ
リ
と

を
す
る

 
そ
れ
を
見
て
い
た
耶
狛
は

 
耶
狛

皆
可
愛
い
よ
お
兄
ち

ん

 
耶
狛
は
そ
れ
を
興
味

々
に
見
て
テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
い
た
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亜
狛

そ
う
だ
な

 
亜
狛
は
人

の

し
悪
し
が
分
か
ら
な
い
た
め
に
耶
狛
の

葉
を
流
す

 
理
 

あ
り
が
と
う
ア
リ
ス
ち

ん

 
ア
リ

う
ん

 
理
久
兎
が
お
礼
を

う
と
ア
リ
ス
は
若

だ
が

が
紅
く
な
る
ど
う
や
ら
お
礼
を

わ
れ
て

れ
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

さ
て
と
亜
狛

耶
狛

そ
ろ
そ
ろ
現
世
に
帰
る

 
よ

 
理
久
兎
の
一

で
亜
狛
と
耶
狛
は

い
て

け
目
を
作
る

 
理
 

そ
れ
じ

神
綺
ち

ん

夢
子
ち

ん

 
ア
リ
ス
ち

ん

 
亜
狛

そ
れ
で
は

 
耶
狛

バ
イ
バ

イ

 
黒
 

い
つ
か
強
く
な

て
必
ず
リ

ン

す
る
か
ら
な

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は
現
世
へ
と
帰

て
い

た
の
だ

た
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神
綺

フ
フ

理
久
兎
さ
ん
達
来
る
の
も
帰
る
の
も

 
突
然

 
夢
子

し
か
し
影
の
暴
虐
が

た
女
性
と
は

 
ア
リ

分
か
る
神
綺
さ
ま

 

人
に
そ
う

わ
れ
た
神
綺
は

を

に

て

 
神
綺

分
か
ら
な
い
わ

 
そ
う

う
と
神
綺
は
法
界
の
方

を
見

め
る
の
だ

た

そ
し
て
神
綺
達
の
い
る

ン
デ

モ
ニ
ウ
ム
か
ら

れ
た
ル
ビ
ン

の
模
様
が

か
れ
た
魔
界
の
一

法
界
で
は

 
女
性

フ
フ

黒
さ
ん

無
事
に
帰
れ
た
か
し
ら

 
女
性
は
そ
の
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で

き
な
が
ら
黒
と
の
約
束
を
思
い
出
す

影
の
暴
虐
の
封
印

が
解
か
れ
た
時

 
黒
 

な

体
が
消
え
て

 
女
性

黒
さ
ん
ど
う
や
ら
お
別
れ
み
た
い
で
す

 
黒
 

そ
う
か

な

聖
あ
ん
た
は
こ
こ
か
ら
出
た
い

 
か



 第九章 魔界に再臨せし影の暴虐

 
黒
が
そ
う
聞
く
と
女
性
も
と
い
聖
は

き

 
聖
 

出
れ
る
な
ら
出
た
い
わ

皆
が
心

で
す
も
の

 
聖
に
は
仲
間
と
い
え
る
同
志
達
が
い
た

聖
は
そ
れ
を
心

し
て
い
た
の
を
黒
は
知

て
い

た

だ
か
ら
こ
そ
黒
は
消
え
る

前
で

 
黒
 

も
し
覚
え
て
い
た
ら
あ
ん
た
を
見
つ
け
て
や
る

 
せ
め
て
の
礼
だ

 
そ
う

わ
れ
た
聖
は
少
し

い
た
が

で
黒
に

 
聖
 

ふ
ふ

な
ら
待

て
る
わ

黒
さ
ん

 
黒
 

あ

ち

時
間
だ
な

じ

あ
な

聖
白
蓮

 
ま
た
会
お
う
そ
し
て
俺
を
変
え
て
く
れ
て
あ
り

 
が
と
う
な

 
聖
 

え

ま
た
会
い
ま
し

う
黒
さ
ん

 
そ
う
し
て
黒
は
法
界
か
ら
姿
を
消
し
た
の
だ

た

そ
の
記
憶
を
思
い
起
こ
し
そ
の
聖
は
た
だ

一 
聖
 

ま
た
会
い
た
い
わ



 第１７１話 新たな旅立ちと仲間

 
そ
う

き
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
の
真

白
な
天

を
た
だ
見
つ
め
る
だ

た
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第
１
７
２
話
 
仙
術
の
指
南

 
魔
界
か
ら
帰
り
新
た
な
仲
間
で
あ
る
黒
を

め
理
久
兎
達
一
行
は
神

の

寺
に
帰

て
き
て

い
た

そ
ん
な
あ
る
日

亜
狛
と
耶
狛
は
自
分
に
頭
を
下
げ
て

 
亜
狛

マ
ス

仙
術
の
指
南
し
て
く
だ
さ
い

 
耶
狛

お
願
い
マ
ス

 
と

た
感
じ
で

の

度
で
頭
を
下
げ
て
い
る

し
か
し
何

に
ま
た
仙
術
の
指
南

な
の
だ
ろ
う

 
理
 

え

と

何
で
ま
た

 
亜
狛

え

も
マ
ス

の
仙
術
を
真

て
み
よ
う
に
も

 
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
な
ら
ば
マ
ス

直
々
に

 
指
南
し
て
く
れ
れ
ば

い
と
思
い
ま
し
て

 
耶
狛

だ

て
マ
ス

の
仙
術
か

こ
い
い
も
ん

 

人
が

て
い
る
と
も
う

人
の
新
メ
ン
バ

こ
と
黒
は

 
黒
 

仙
術

そ
れ

て

か
俺
の

を
吹

飛
ば



 第１７２話 仙術の指南

 
し
た
り
真

二
つ
に
し
た
あ
れ
か

 
黒
は

を

く
し
て

う
と
理
久
兎
は
そ
う
だ
と

え
る

 
理
 

あ

あ

て
る
よ

 
黒
 

お
い
あ
れ
マ

で

い
ん
だ

 
と

何

か
内
核

と

斬
の
感
想
を

え
る

 
理
 

い
や

知
ら
ん
が
な

そ
の
前
に
黒
お
前

覚

 
あ
る
の

 
黒
に
聞
く
と
ふ
ざ
け
ん
な
み
た
い
な
表
情
を
し
て

 
黒
 

主
よ
流

の
俺
に
も

覚
は
あ
る
か
ら
な

あ
の

 
時
は

み
の
あ
ま
り
飛
ぶ
の

め
て
地
面
に

 
け
だ

 
理
 

で
も
黒

影
が
あ
れ
ば
自

再
生
出
来
る
だ
ろ

 
理
久
兎
が

う
と
黒
は
自
身
の
再
生
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
る

 
黒
 

主
よ

か
に
切
断
等
の

は
す
ぐ
に
再
生
す
る

 
が

メ

は
入
る
ん
だ
か
ら
な

し
ま
い
に
は
体
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に

メ

は

積
さ
れ
る
か
ら
な

て
か
本
当
に

 
主
の
一
撃
は

チ
で

い
ん
だ
か
ら
な

 
黒
は

い
を
強
調
さ
せ
て

う
と
理
久
兎
は

 
理
 

い
や
悪
い
な

 
と

謝

て
い
る
と

亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

い
や
マ
ス

話
が
そ
れ
て
ま
す

 
耶
狛

マ
ス

技
を
教
え
て
く
れ
る
の

 
く
れ
な
い
の

 
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に

め

る
と
理
久
兎
は
た
め

を
つ
き
な
が
ら

 
理
 

は

い
い
よ
教
え
て
や
る
よ

 
そ
う

う
と

人
は
喜
ぶ
が

 
理
 

た
だ
し
仙
術
に
は

大
な
負

が
か
か
る

 
亜
狛

そ
ん
な
も
の
俺
と
耶
狛
な
ら

 
耶
狛

う
ん
行
け
る
よ

 
と

う
が
理
久
兎
は
話
を
続
け
る
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理
 

い
や

か
に
体
は
す
ぐ
に
再
生
す
る
が

 
こ
れ
は
下
手
を
す
れ
ば
魂
が
消
え
る

 
黒
 

魂
が
消
え
る

 
理
 

あ

仙
術
は
心
技
体
で

成
す
る
技
だ

 
強
い

体

密
な
技
術

全
な
る
魂

 
そ
れ
ら
が
必
要
と
な
る

 
亜
狛

強
い
魂
を
持
た
な
い
者
が
使
う
と

 
亜
狛
が

問
す
る
と
理
久
兎
は

え
る

 
理
 

魂
を

り
減
ら
し
て
最
終
的
に
は
生
き
た
人

状
態

 

て
所
に
な
る
か
も
な

 
耶
狛

な
ら
技
術
を
持
た
な
い
者
が
使
う
と

 
今
度
は
耶
狛
が

問
し
て
く
る
が
理
久
兎
は
そ
れ
に
も

え
る

 
理
 

体
に
も

え
る
こ
と
だ
が

で

え
ば
内
核

 
こ
れ
で
表
す
と
間
違
い
な
く

が

に

 

発
す
る
な
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亜
狛

え

で
も
当
て
る
だ
け
で
す
よ

 
理
 

い
や
当
て
方
だ
変
な

で
殴
り
変
に
場
所
を
そ
ら

 
せ
ば
ド
カ

ン
と
お
互
い
大
変
な
事
に
な
る

 
黒
 

な

な
ら
体
な
ら
ど
う
な
る
ん
だ

 
予
想
通
り
黒
が

問
し
て
く
る
と
そ
れ
に
つ
い
て
も

え
る

  
理
 

で

う
と

雷
だ
な

あ
れ
は
霊
力
を

に
ま
と

 
わ
せ
て
そ
れ
を

発
さ
せ
る
事
に
よ

て
あ
の
ス
ピ

 

ド
を
出
せ
る
が
体
が
弱
い
と

発
し
て

が
綺

 
に
吹

飛
ぶ

 
そ
れ
ら
を
聞
い
た

人
は

 
亜
狛

と
ん
ど

 
耶
狛

の

 
黒
 

ど
れ
も
意
外
に
怖
い
技
だ
な

 
と

仙
術
の
真
実
を
知

て
し
ま

た

人
は
恐
怖
し
て
い
る
の
か

が

く
な

て
い
た
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理
 

そ
れ
で
も
や
る
か

 
理
久
兎
は
最
後
の

と
し
て

人
に
聞
く
と

 
亜
狛

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
問

な
い

 
黒
 

耶
狛
の

葉
に
は
不
安
し
か
な
い
な

 
と

人
は

う
と
理
久
兎
は

 
理
 

な
ら
今
か
ら
始
め
る
か

そ
し
て
黒
お
前
に
は

 
魔
法
の
特
訓
を
し
て
や
る

 
黒
 

え

俺
も
か
主
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ

行
く
よ

人
共

 
そ
う

い
理
久
兎
は
外
へ
と
出
て
い
き
そ
れ
に
続
い
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
も
外
へ
と
出

る 
理
 

そ
れ
じ

亜
狛
に
は

き
を
耶
狛
に
は
空

を

 
教
え
て
や
る
よ

そ
れ
と
黒
は

に
う
た
れ
な
が

 
ら
魔
力
を

出
し
続
け
ろ
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黒
 

何
で
魔
力
を
あ
げ
る
ん
だ

 
理
 

今
の
お
前
は
俺
と
同
じ
よ
う
に
制

を
か
け
て
る

 
だ
か
ら
魔
力
は
本
来
の

分
の

し
か
使
え
な

 
い

だ
そ
う
な
る
と
使
え
る
魔
力
が
少
な
い
と
い

 
う
わ
け
だ

 
黒
 

や

り
弱
体
化
か

ま

良
い
や

て
や
る
よ

 
そ
う

い
黒
は
近
く
に
あ
る

へ
と
向
か
う

そ
し
て
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に

 
理
 

さ
て
と

人
に
ま
ず
教
え
る
の
は
霊
力
の
代

と

 
し
て
神
力
を
使
う
そ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
く

 
れ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

ま
ず
亜
狛

に
神
力
を

わ
せ
ろ

 
理
久
兎
の
一

で
亜
狛
は
自
身
の

に
神
力
を

わ
せ
る

 
理
 

そ
の
状
態
で
あ
の

を
殴

て
み
ろ
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そ
う

わ
れ
た
亜
狛
は
そ
れ
で
巨
大
な

を
殴
る
が

 

ン

 
亜
狛

い

て

 
当
然
の
ご
と
く

に
殴
れ
ば

い

そ
れ
も
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た

な
ら

更
だ

 
理
 

き
の
真

は
物

の
も

と
も

い
部
分
に

 
目
掛
け
て

を
打
ち

ち

ご
と

さ
せ
る
イ

 
メ

だ
分
か

た
か

 
亜
狛

マ
ス

お
手
本
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

 
亜
狛
に

わ
れ
た
理
久
兎
は

き

 
理
 

い
い
だ
ろ
う

 
そ
う

い
先
程
亜
狛
が
殴

た

の
前
に
立
つ
と

 
理
 

仙
術
四
式

き

 
ゴ
ン

ピ
キ

ピ
キ

ピ
キ

ド
ゴ

ン

 
そ
う

べ
て
そ
の

を
殴
る
と
そ
こ
か
ら

ビ
が
入

て
い
き
や
が
て
そ
の

は

さ
れ

た
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理
 

分
か

た
か

 
理
久
兎
は
再
度
亜
狛
に
聞
く
と

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う

い
頭
を
下
げ
る

そ
し
て
次
に
耶
狛
の
指
南
を
す
る

 
理
 

耶
狛

神
力
を
使

て
紙
風
船
の
よ
う
な

を

 
作

て
み
ろ

 
耶
狛

わ
か

た
よ
マ
ス

 
理
久
兎
に
そ
う

わ
れ
た
耶
狛
は
神
力
を

い
て

明
な

を
造
り
出
す

 
理
 

さ
て
強
度
は

 
そ
う

い
そ
れ
を
殴
る
と

 
バ
リ
ン

 
一

で
そ
の

は

さ
れ
る

 
理
 

ふ
む

耶
狛
お
前
に
も
手
本
を
見
せ
る
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

え
を
と
り

 
理
 

仙
術
十
三
式
空
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そ
う

う
と
理
久
兎
の
前
に

明
な

が
出
現
す
る
と
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に

 
理
 

人
共
そ
の

を
殴

た
り
し
て
み
な

 
亜
狛

お

葉
に

え
て

 
耶
狛

や

ち

う
よ

 
そ
う

い
亜
狛
は
殴
り
耶
狛
は

で

く
が
先
程
の
耶
狛
の

よ
り
弾
力
性
が
あ
り

す
こ

と
が
出
来
な
い

 
亜
狛

れ
な
い

 
耶
狛

弾
力
が
す
ご
い

 
と

て
い
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

そ
し
て
こ
れ
の
も
う

つ
の
使
い
方
は

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
開
い
て
い
る
手
を

り

 
理
 

 
バ
ン

 
亜
狛

う
わ

 
耶
狛

キ
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理
久
兎
の
合

と
共
に
空

は

し
て
中
で

し
た
空
気
が
亜
狛
と
耶
狛
に
襲
い
か
か
り

人
は
吹

飛
ば
さ
れ
た

 
理
 

と
ま

こ
ん
な
感
じ
だ
防
御
か
ら
の
カ
ウ
ン

 
が

え
る
と
い
う
の
が
特

だ
な

 
亜
狛

て
て

 
耶
狛

で
も
面
白
い
技
だ

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
は
立
ち
上
が
り
理
久
兎
へ
と
近
づ
く

 
理
 

そ
し
て
こ
れ
の
や
り
方
は
空
気
を

み
込
む
よ
う

 
に
神
力
で
風
船
を
作
り

手
の

撃
を

ド
す

 
る
が
上
手
く
結
界
を
作
ら
な
い
と
一
発
ア
ウ
ト
だ

 
耶
狛

う

ん

し
そ
う
だ
け
ど
や

て
み
る
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま

頑

れ
よ

人
は
共

 
亜
狛

お

 
耶
狛

頑

り
ま

す

 
こ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
仙
術
を
習
う
の
だ

た



 第１７３話 ⻯と龍

 
第
１
７
３
話
 
⻯
と
龍

 
神
の
流

そ
こ
は
自
然
の

理
そ
の
も
の
で
あ
り
四
季
が
よ
り
美
し
く
神
秘
的
に
見
え
る

こ

の
場
所
の

が
流
れ
る

流
で
は

 
ザ

 
黒
 

 
黒
は
た
だ

て
そ
の
場
で

に
打
た
れ
な
が
ら
修
行
を
し
て
い
た

の

が
聞
こ
え
る

外
こ
こ
は
静

だ
が

 

 

お
や

先
客
が
お

た
か

 
そ
う

い
な
が
ら

人
の
少
女

が
黒
の
も
と
に
近
づ
く

す
る
と
そ
の
少
女
に
気
が
つ
い

た
黒
は

行
を

め
て
そ
の
少
女
に
話
を
す
る

 
黒
 

子

何

お
前
が
こ
こ
に
い
る

 
黒
が
そ
う

る
と
少
女
は
ム
ス

と
し
た
表
情
と
な
り

 

 

た
わ
け
が

シ
は
こ
れ
で
も
神
な
ん
じ

が

 
黒
 

神

我
が
主
と
同
じ
部

か
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と

黒
が

う
と
そ
の
神
と

た
少
女

は

を
ニ

つ
か
せ
て

 

 

さ

の

と
こ
ろ
で
そ
な
た
は
何

こ
こ
で

 

人
修
行
を
し
て
お

た
の
じ

 
黒
 

魔
力
の

界
値
を
上
げ
る
た
め
だ

 

 

う
成
る
程
の

 
そ
う

い
少
女

は
ま
じ
ま
じ
と
黒
の
体
を
見
回
す
と

 
黒
 

あ
ん
た
は
強
い
の
か

 
黒
が
突
然
少
女

に
聞
く
と
少
女

は

い
な
が
ら

 

 

ハ

ハ

ハ

ハ

ど
う
じ

ろ
う
な

ま

 

シ
の
バ
カ

子
に
は
一
度
も
負
け
た
こ
と
は

 
な
い
が
の

 
黒
 

そ
う
か

 
そ
の
少
女

の
一

で
黒
は
今
自
身
が
使
え
る
魔
力
を

出
し
て

す
る

大

の
人

間
や
ら

級

中
級
妖
怪
な
ら
ビ
ビ
る
が
そ
の
少
女

は
ビ
ビ
る
ど
こ
ろ
か
い
ま
だ
に

て

い
た
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こ
れ
こ
れ
若
造

あ
ま
り
年

者
を

す
も
の
じ

 
な
い

 
黒
 
こ
い
つ

ビ
ビ
る
ど
こ
ろ
か

向
か

て
来
て

 
や
が
る

 

 

や
れ
や
れ

そ
の
力
を
し
ま
わ
ん
か

 
少
女

に

わ
れ
た
黒
は

出
し
て
い
た
魔
力
を

え
る

黒
は
分
か

て
し
ま

た
の
だ

力
の
制
御
を
解
い
て
も
こ
の
少
女

に
は
絶
対
に
勝
て
な
い
と

 
黒
 

あ
ん
た

何
者
だ
よ

 
も
う
一
度
黒
が
聞
く
と
少
女

は

 

 

ハ
ハ
ハ

て
お
ろ
う

シ
は
神
じ

と

 
黒
 

修
行
す
る
ん
だ
ろ

俺
は

く
退
く

 
そ
う

い
黒
は
寺
に

ろ
う
と
す
る
と

 

 

よ
い
よ
い

そ
ち
が
使
う
と
良
か
ろ
う

 
黒
 

で
も
あ
ん
た
修
行
を
し
に
来
た
ん
じ

 

 

そ
な
た
は
面
白
い
の

な
ら
ば
そ
う
じ

な
そ
の
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ご

意
に

つ
そ
な
た
に
礼
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

 
し
て
や
ろ
う

 
黒
 

ア
ド
バ
イ
ス

 

 

う
む

そ
う
じ

な

え
ば

こ
れ
を

れ

 
そ
う

い
少
女

は
近
く
に
あ

た

を

い
上
げ
て
黒
に
向
か

て

ス
を
す
る
と
黒
は

そ
れ
を
キ

チ
す
る

 
黒
 

 

 

そ
れ
の
影
を
い
じ

て
棒
に
し
て
み
ろ

 
少
女

が
そ
う

う
と
黒
は

わ
れ
た
通
り

の
影
を
棒
に
す
る
と

く
べ
き
事
に

い
棒

が
出
来
上
が
る
が

 
ポ
キ

 
黒
 

れ
ち
ま

た
な

 
物

が
合
わ
な
い
の
か

は
簡
単
に

れ
て
し
ま

た
が
少
女

は
そ
れ
を
見
て
い
た
黒

に 

 

今
度
は
そ
な
た
の

で
や

て
る
の
じ
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と

わ
れ
た
黒
は
自
身
の

を

が
し
て
そ
れ
の
影
を
棒
に
す
る
と
先
程
の

の
棒

と
は
違
い
頑
丈
な
棒
へ
と

変
わ
り
し
た

 
黒
 

ま
さ
か
俺
の
能
力
に
こ
ん
な
使
い
方
が
あ
る
と
は

 
な

 
黒
が
そ
う

て
い
る
と
少
女

は

て

 

 

ど
う
じ

そ
な
た
の
能
力
に
は
こ
の
よ
う
な
使

 
い
方
が
あ
る
の
じ

 
黒
 

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と
は

昔
の
俺
だ

た
ら
絶

 
対
に
思
い

か
な
い
な

 

 

う

所
で
そ
な
た
の
主
と
や
ら
は
そ
な
た
に

 
新
し
く
生
き
る
希
望
を
見
出
だ
し
た
の
か

 
少
女

が
そ
う

う
と
黒
は
真

な
表
情
で
そ
れ
に

え
る

 
黒
 

あ

昔
の
俺
は

と
殺

を

り
返
し
て

 
そ
れ
を
楽
し
み
快
楽
に

た
だ
が
な
そ
ん
な
俺

 
に
主
は
手
を

し
の
べ
た
ん
だ

だ
か
ら
俺
は
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主
の

と
な
り

と
な
る
事
を

た
ん
だ

 
そ
う

い
黒
は
自
身
の
能
力
で
作
り
上
げ
た
棒
を
見
な
が
ら

え
る
と
少
女

は

で

 

 

余
程
良
い
主
に
出
会
え
た
の
じ

な

 
黒
 

あ

そ
う
だ
な

 

 

そ
う
か

お

と

シ
は
そ
ろ
そ
ろ
行
く

 
黒
 

あ
ん
た
修
行
は

 

 

も
う
よ
い

あ

そ
う
じ

 
そ
う

い
少
女

は
帰
ろ
う
と
す
る
と
立
ち

ま
り
黒
の
方
へ
と
体
を

り
向
か
せ

 

 

最
後
に
そ
な
た
の
主
を
し

か
り
守
り
裏
切
る

 
の
で
は
な
い

で
な
は
い
と

 
そ
う

い
少
女

は
先
程
の
黒
の

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
の
自
身
の

大
の

の
神
力
を

出
し
ド
ス
の
か
か

た

で
黒
に

告
を
す
る

 

 

様
が
再
生
す
る

を
与
え
ず

遠
の

し
み
を

 
与
え
な
が
ら
殺
す
か
ら
の

 
黒
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こ
れ
に
は
流

の
黒
も

い
た
よ
う
だ

そ
し
て
少
女

は
自
身
の
神
力
を

え
先
程
の
ド

ス
の
か
か

た

を

め
て
黒
に
先
程
と
同
じ
よ
う
な

を
向
け
て

 

 

で
は
去
ら
ば
じ

 
そ
う

い
少
女

は

の
中
へ
と
消
え
た

そ
し
て

た
黒
は

 
黒
 

な

何
な
ん
だ

あ
の
少
女

 
黒
の
手
は
先
程
の
少
女
の
す
ご
み
に
よ

て

え
て

中
に
は

が
流
れ
て
い
た

こ
れ
は
黒

に
と

て
初
め
て
の

験
で
も
あ
る
一
方
的
な
恐
怖
だ

た

す
る
と

み
か
ら

が
す
る
と

 
理
 

あ
れ
黒

休
憩
か

 
黒
の
様
子
を
見
に
来
た
理
久
兎
が
現
れ
る
と

 
黒
 

あ

あ

そ

そ
う
だ
主
よ

 
そ
し
て
黒
は
こ
の
時
初
め
て
気
が
つ
い
た

そ
れ
は
自
身
の
能
力
に
つ
い
て
語

て
い
な
い
と

う
事
に

 
黒
 
あ
の
少
女
い

た
い
何
者
だ

た
ん
だ

 
そ
う
黒
が

え
て
い
る
と
理
久
兎
は
黒
に
近
づ
い
て

に
手
を
置
い
て

 
理
 

大
丈
夫
か
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黒
 

え

あ

大
丈
夫
だ

そ
ろ
そ
ろ
修
行
を
再
会

 
す
る

 
黒
は
再
度

へ
と
入
り

神

一
を
始
め
る

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は
黒
に
感
心
し
て

 
理
 

頑

れ
よ

 
そ
う

援
の

葉
を
か
け
る
の
だ

た



 第１７４話 修行の成果

 
第
１
７
４
話
 
修
行
の
成
果

 
亜
狛
と
耶
狛
が
仙
術
を
学
び
た
い
と

て
約

年
の

月
が

過
し
た

 
亜
狛

仙
術
四
式

き

 
亜
狛
が
そ
の

葉
と
共
に
巨
大
な

を
殴
る
と
そ
の

に

ビ
が
入

て
い
き
や
が
て
瓦
礫
の

よ
う
に

れ
て
い
く

こ
の

年
の

月
で
亜
狛
は
つ
い
に

き
を
習

し
た
の
だ

だ
が

そ
れ
は
亜
狛
だ
け
で
は
な
い

亜
狛
が

し
た
瓦
礫
が
亜
狛
に
当
た
ろ
う
と
す
る
と

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
さ

と
耶
狛
は
亜
狛
の
元
に

け
つ
け
て
習

し
た
仙
術
十
三
式
空

を
す
る
と

明
な

の

よ
う
な
結
界
が
現
れ
る
と
そ
の
瓦
礫
は
亜
狛
に
当
た
る
事
な
く
結
界
で
静

す
る
と

 
耶
狛

 
そ
う

い

げ
て
い
る
手
を

る
と
空
気
の

発
が
起
こ
り
結
界
で
静

し
た

は
全
て

々

に
な
る

亜
狛
の

に
も
耶
狛
は
空

を
習

し
た
の
だ

 
耶
狛

う
ん
上
出
来
だ

 
亜
狛

あ

そ
う
だ
な
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亜
狛
と
耶
狛
が
そ
う

て
い
る
向
こ
う
で
は

次
々
と
黒
に
向
か

て
く
る
火
の
玉
を
的

と
し
て
黒
は
修
行
を
し
て
い
た

 
黒
 

 
黒
の

葉
で
手
に
持

て
い
る
自
身
の

を

に
す
る
と

 
シ

ン

シ

ン

 
黒
は
そ
れ
を
斬
る
が
ま
だ
火
の
玉
は
黒
に
向
か

て
襲
い
か
か
る
が
黒
は
そ
の

と
な

た
影

を

作
し
て

 
黒
 

刀

 

バ

 
そ
う

い
な
が
ら

刀
と
な

た

で

ぎ

い
火
の
玉
を

す
る
が

り
の
火
の
玉
が
黒

に
向
か

て
く
る
と

 
黒
 

影

 
そ
う

い

刀
の

を
地
面
に
さ
し
そ
う

う
と
黒
の
影
が
火
の
玉
に
せ
ま
り
そ
の
影
か
ら
無

数
の

が
現
れ
る
と

り
の
火
の
玉
を
全
て

き

す
る
と

刀
を
引
き

き

り
を

し

て



 第１７４話 修行の成果

 
黒
 

修
行
終
了
だ
な

 
黒
は
自
身
の
手
に
持

て
い
る

刀
の
影
を

り
元
の

へ
と

し
自
身
の
主
人
の
元
へ
と
帰

ろ
う
と
す
る
と

 
亜
狛

黒
さ
ん
も
修
行
終
わ
り
で
す
か

 
耶
狛

黒

も
終
わ
り

 
帰
ろ
う
と
す
る
黒
に
亜
狛
と
耶
狛
は

を
か
け
る
と
黒
は

い
て

 
黒
 

あ

そ
う
だ
な

 
亜
狛

そ
う
で
す
か
な
ら
マ
ス

の
元
へ
帰
り
ま
し

 
う
か

 
耶
狛

う
ん
帰
ろ
う
お
兄
ち

ん

黒

 
黒
 

あ
い
よ

 
そ
う

い

人
が
理
久
兎
の
い
る

寺
に
入
る
と

 
理
 

お
や

お
帰
り
修
行
は
終
わ

た
の
か

 
と

理
久
兎
は
修
行
を
終
え
た
だ
ろ
う

人
に
聞
く
と

人
は
嬉
し
そ
う
な

を
し
て

 
亜
狛

え

き
マ
ス

し
ま
し
た
よ
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耶
狛

は
い

は
い

私
も
空

を
覚
え
た
よ

 
黒
 

俺
も
主
に
は
ま
だ

か
な
い
が
武

の

い
方
そ
れ

 
か
ら
こ
の
体
に
も

れ
て
き
た
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

で

 
理
 

そ
う
な
ら
良
か

た
よ

 
こ
の

年
の

月
で
理
久
兎
の
性
格
も

々
と

化
し
て
い
き
亜
狛
や
耶
狛
が
知

て
い
る

か
つ
て
の
理
久
兎
の
面
影
を
取
り

し
て
き
て
い
た

 
理
 

な
ら
そ
ろ
そ
ろ

 
亜
狛

そ
ろ
そ
ろ

 
理
 

お
ふ
く
ろ
の

を
取
り
に
行
く
か

 
本
当
に
性
格
が

化
し
て
い
る
の
か
は

だ
が

 
耶
狛

マ
ス

ま
だ
諦
め
て
な
い
の

 
理
 

論
だ
耶
狛
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す

返
し
だ

 
黒
 

マ
ス

の
お
ふ
く
ろ

て
い

た
い
ど
う

 
い
う
神
な
ん
だ
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黒
は
気
に
な

た
の
か
理
久
兎
の
⺟
に
つ
い
て
聞
く
と

 
耶
狛

そ
う

え
ば
私
達
も
聞
い
た
こ
と
な
い
よ

お
兄

 
ち

ん

 
亜
狛

わ
れ
て
み
る
と

か
に
そ
う
だ
な
記
憶
を
さ
ら

 

と
し
か
見
せ
て

て
な
い
か
ら
な

 

人
は
理
久
兎
の
方
を
一

に
向
く
と
理
久
兎
に

め
よ

て

 
耶
狛

マ
ス

の
お
⺟
さ
ん

て
ど
ん
な
神
様

 
亜
狛

性
格

て
マ
ス

に

て
い
る
ん
で
す
か

 
黒
 

な

主
の
お
ふ
く
ろ

て
強
い
の
か

 
も
う
こ
の
状
態
だ

そ
れ
に
は
流

の
性
格
が

ち
着
い
た
自
分
も
少
し
イ
ラ
つ
く

 
理
 

い
い
加
減

れ
ろ
よ

 
と

う
と

人
は
数
歩
だ
が
下
が
る
が

の
事
が
気
に
な
る
よ
う
だ

 
理
 

は

分
か

た
教
え
て
や
る
よ

お
ふ
く
ろ
の

 
事
を

 
そ
う

い
自
身
の
⺟
親
で
あ
る

の
事
を
話
し
出
し
た

年
に

合
わ
な
い
体
格
や
年
に
合
わ
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な
い
無
邪
気
な
所
や
ち

し
た

し
さ
も
あ
る
所
を

め
て
話
せ
る
事
は
大

は
話
し
た

 
理
 

と

ま

こ
ん
な
感
じ
だ
な

 
黒
 

主
の
お
ふ
く
ろ

て
結

ぶ

飛
ん
で
ん
な

 
亜
狛

い
や
黒
さ
ん
そ
れ
は
マ
ス

に
も

え
る
事
で

 
す
よ

 
耶
狛

で
も
一

に
遊
ん
で
く
れ
そ
う

 
理
 

そ
う
か
も
な

 
理
久
兎
は
遠
い
目
で

う
と
そ
こ
に
き
て
ム

ド
を

す

が
聞
こ
え
て
く
る

 
グ

 
耶
狛

あ

ご
め
ん
お

が
減

ち

て

 
理
 

そ
う

え
ば
飯
ま
だ
だ

た
な

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
て

を
め
く

て
あ
る

で
め
く
る

の
を

め
て
そ
の

に

を
突

込
み
そ
の
中
か
ら

を
取
り
出
す

 
理
 

今
日
の
飯
は

に
し
よ
う
か

 
耶
狛

成
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亜
狛

何

で
す
か

 
亜
狛
に
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
若

み

 
理
 

う

ん

せ

で

 
黒
 

め
は
う
ど
ん
で
頼
む

 
黒
が
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
が
異
議
あ
り
の
よ
う
に
立
ち
上
が
り

 
耶
狛

い
や
黒

そ
こ
は
雑

だ
よ

 
亜
狛

何
い

て
る
ん
だ

だ
ろ

 

人
が

う
と
黒
も
自
身
の
意
見
を
通
す
た
め
に

 
黒
 

い
や
う
ど
ん
だ

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
も

 
耶
狛

雑

 
亜
狛

だ

て

 
こ
れ
だ
と
何
時
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
理
久
兎
は

 
理
 

お
前
ら
い
い
加
減
に
し
ろ

今
回
は

も

も

 
う
ど
ん
も
切
れ
て
る
か
ら
無
し
だ
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そ
れ
を
聞
い
た

人
の

は
今
ま
で
の
口
論
は
何
だ

た
ん
だ
と

わ
ん
ば
か
り
に

 

人
 
 

 
し

ぼ

ん
と
し
て
い
た

 
理
 

さ
て
と
俺
は
仕
込
み
を
す
る
か
ら

人
は
待

て

 
て
く
れ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
土
間
ま
で
行
き
調
理
を
開
始
す
る
の
だ

た

調
理
を
す
る
事
数
時
間

後 
理
 

ら
出
来
た

 
そ
の

葉
と
共
に

き
に

を
置
い
て
そ
の
蓋
を
開
け
る
と

り
が

気
で

満
し
そ
れ
と

同
時
に
食

を
そ
そ
る
香
り
が
漂
い
始
め
る

 
理
 

そ
れ
じ

 
全
員

い
た
だ
き
ま
す

 
こ
の
一

と
共
に

せ

を

人
は
あ
り
つ
く
の
だ

た

 

人

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

は
い
は
い
お

末
様
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そ
う

い
理
久
兎
が

い
物
を
し
に
土
間
へ
と
向
か
う
と

 
黒
 

く

う
ど
ん
が

し
か

た

 
亜
狛

自
分
は

が
よ
か

た
な

 
耶
狛

雑

で
食
べ
た
か

た
な

 
と

て
い
る
こ
と
数
分
後
に
理
久
兎
は

い
物
を
終
え
て

人
の
い
る
部

へ
と
向
か

い 
理
 

な

人
と
も

そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
か
ら
出
る

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と

人
は

き

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す
か
マ
ス

 
耶
狛

も
う
マ
ス

は
死
ん
で
る
事
に
な

て
る
ん

 
だ
よ

 
黒
 

俺
も
話
か
ら
聞
い
て
は
い
た
が
大
丈
夫
か
主
か

 

人
は
理
久
兎
を
心

し
て
か
そ
う
聞
く
と

 
理
 

大
丈
夫
さ

俺
ら
は
い
つ
も
そ
ん
な
こ
ん
な
で

 
や

て
来
て
る
だ
ろ



 第九章 魔界に再臨せし影の暴虐

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

か
に

 
黒
 

俺
は
初
だ
が
面
白
そ
う
な
ら
手
を

す

 

人
は
理
久
兎
の
提
案
に

し
た

そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

な
ら
明
日
こ
こ
を
出
る
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解

 
黒
 

わ
か

た

主

 
こ
う
し
て

年
の

居
生
活

と
お
別
れ
す
る
の
だ

た



 第１７４話 修行の成果



 第十章 旧都開拓記

 
第
十
章
 
旧
都
開
拓
記

 
第
１
７
５
話
 
地
獄
に
殴
り
込
も
う

 
理
久
兎
達
は
大
和
の
神
達
の

領

か
ら

れ
今
は

の
中
で

ス
キ

ン
プ
を
建
て
て

ど
う
す
る
か
を
話
し
合

て
い
た

 
理
 

さ
て
こ
れ
か
ら
第

回

れ
家
を
決
め
よ
う
の
話

 
し
合
い
を
す
る
訳
だ
が
案
の
あ
る
や
つ
い
る
か

 
い
た
ら

手

 
そ
う

い
理
久
兎
は
話
し
合
い
に

加
し
て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に

う
が

人
は

り
こ
ん
で

え
て
い
た

 

人

 
理
 

ま
じ
で
何
か
無
い

 
も
う
一
度

聞
く
と
亜
狛
が
手
を
あ
げ
る

そ
れ
を
見
て
亜
狛
を
指
す
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理
 

は
い
亜
狛

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
自
分
達
が
す
る
こ
と
は
紫
さ
ん
達

 
や
皆
に
バ
レ
な
い
こ
と
が

件
で
す
よ

 
理
 

あ

そ
の
通
り
だ

 
亜
狛

な
ら
ば
ま
ず
身
を

す
服
を
作
る
の
は

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

い
て

 
理
 

そ
れ
は

し
よ
う

そ
れ
だ
け
か

 
亜
狛

は
い

上
で
す

 
理
 

よ
し

人
は
何
か
あ
る
か

 
理
久
兎
は
耶
狛
と
黒
に
聞
く
と
今
度
は
黒
が
手
を
あ
げ
る

 
理
 

黒
の
意
見
は

 
黒
 

主
よ
大
和
の
国
か
ら
出
る

て
い
う

え
は

 
あ
る
か

 
理
 

あ

 
亜
狛

海
外

チ
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耶
狛

海
外
は

ス
だ
よ

 
そ
れ
を

わ
れ
た
理
久
兎
と
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
は
少
し
不
機
嫌
と
な

た
が
黒
に
あ
た
る
の

メ
だ
と

え

静
に
な
り

 
理
 

お

と
悪
い
な
黒
そ
れ
と
海
外
の
話
は
無
し
に
し

 
て
お
い
て
く
れ

 
そ
れ
を

わ
れ
た
黒
は

 
黒
 

え

あ

あ

す
ま
ん

 
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
な
と
思
い
つ
つ
今
度
は
耶
狛
に
聞
く

 
理
 

耶
狛
何
か
あ
る
か

 
耶
狛

マ
ス

れ
家
に
す
る
な
ら
何
だ
け
ど
地
獄
は

 
ど
う
か
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
理
由
を

め
る

 
理
 

理
由
は

 
耶
狛

う

ん
と
妖
怪
達

て
怨
霊
に
弱
い
よ

 
理
 

ま

そ
う
だ
な
人
間
も
そ
う
だ
が
妖
怪
に
と

て
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悪
だ
か
ら
な
あ
れ
い
ら
は

 
耶
狛

そ
こ
で
怨
霊
達
が
住
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
地
獄
な

 
ら
と

え
た
の
で
す

 
そ
う

い
な
が
ら
耶
狛
は
立
ち
上
が
り
ド

で

う
と
理
久
兎
は

え

 
理
 

か
に
そ
れ
な
ら

ン
チ

ン
あ
り
だ
な
そ
う
と

 
決
め
た
な
ら
地
獄
に
殴
り
込
み
す
る
か

 
亜
狛

い
や

殴
り
込
ん
じ

メ
で
し

 
耶
狛

殴
り
込
み
だ

 
黒
 

が
騒
ぐ
な

 
亜
狛
の
意
見

し
く
理
久
兎
の
一

で
耶
狛
と
黒
の
闘
争
本
能
に
火
が
つ
い
て
し
ま
い

え
が

き
そ
う
に
も
な
い

 
亜
狛

頑

て

め
な
い
と
な

 
亜
狛
は
静
か
に
そ
う

く
の
だ

た

 
理
 

よ
し
な
ら

物
を

め
て
い
く

 
耶
狛

イ
エ

サ
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黒
 

さ

と
暴
れ
だ

 
亜
狛

黒
さ
ん
暴
れ
な
い
で
下
さ
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
地
獄
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

神
使
達
空
間

動
中

 
彼

花
が

き

り
河
が
流
れ
て
い
る
場
所
彼

と
現
世
の

界
で
あ
る
三

の

そ
こ
に

を

に
し
て

こ
け
て
い
る
女
性
が
い
た

 

 

 

こ
け
て
い
て
中
々
起
き
そ
う
に
も
な
い

す
る
と
そ
の
女
性
の

て
い
る
近
く
に

け
目
が

現
れ
る

そ
こ
か
ら

人
の
男
女
が
現
れ
る

 
理
 

着
い
た
な

 
亜
狛

彼

花
が
多
い
で
す

 
耶
狛

河
が
あ
る
よ
お
兄
ち

ん

 
黒
 

何
か

気

い
な

 
そ
う
い
つ
も
の
定
番
の
理
久
兎
達
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
ふ
と
見
渡
す
と
先
程
か
ら

こ
け
て

い
る
女
性
を
目
に
す
る

そ
の
女
性
の
近
く
に
は
大

が
あ
る
事
か
ら
は
す
ぐ
に
推

で
き
た
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理
 

死
神
か

 
黒
 

呼
ん
だ
か
マ
ス

 
な
お
黒
は
影
の
暴
虐
と
も

わ
れ
た
が
死
神
と
も

わ
れ
て
い
た
た
め
反

し
て
し
ま

た
み

た
い
だ

黒
の
返

に
理
久
兎
は

 
理
 

お
前
じ

な
い
よ
黒

 
と

て
黒
に

葉
を
返
す
と
理
久
兎
は

て
い
る
女
性
に
近
づ
き

 
理
 

お

い

 
理
久
兎
は

て
い
る
女
性
に

を
か
け
る
が
起
き
そ
う
に
も
な
い
こ
の
時
に
あ
る

え
が
過

た 
理
 

こ
い
つ
サ
ボ

て
や
が
る
な

 
サ
ボ

て
い
る
と

え
た
理
久
兎
は
亜
狛

耶
狛

黒
を
呼
ぶ

 
理
 

亜
狛

耶
狛

黒

 
亜
狛

ど
う
し
ま
し
た

 
耶
狛

何
マ
ス

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か
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人
が
呼
ば
れ
た
理
由
を
聞
く
と
理
久
兎
は
真

で

 
理
 

こ
の
サ
ボ
リ
死
神
を

り
上
げ
と
け

 
耶
狛

ア
イ
ア
イ
サ

 
そ
う

う
と
耶
狛
は

て
い
る
死
神
を

り
上
げ
て
い
く

 
亜
狛

い
や
何

に

る

 
黒
 

こ
の
死
神
だ

た
か

を
ど
う
す
る
ん
だ

 
理
 

あ
そ
こ
に
あ
る
死
神
の
船
で
閻
魔
の
所
に
行
く
ん

 
だ
が
案
内
係
が
い
る
だ
ろ

 

て
い
る
死
神
を
案
内
係
に
す
る
事
を
思
い

い
た
た
め
そ
う

う
と

 
耶
狛

り
終
え
た
よ

 
な
お

て
い
る
最
中
も
死
神
は

て
い
て
ま

た
く

わ
ん
ば
か
り
に
起
き
る
気

が
な

い 
理
 

船
さ
せ
ろ

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
雑
に
そ
の
死
神
を
船
に

せ
る
と

 
死
神

く
が

ん

あ
れ
体
が

て

ら
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れ
て
る

 
そ
う

い
死
神
は

を

ど
こ
う
と
す
る
が
ま

た
く

ど
け
な
い

 
理
 

よ

起
き
た
か

 
理
久
兎
は
先
程
ま
で

て
い
た
死
神
に

を
す
る
と

 
死
神

あ
た
い
を
ど
う
す
る
気
だ
い

 
そ
う

い
死
神
は
体
を
ば
た
つ
か
せ
る
が
何
も
起
き
ず
た
だ
船
が

れ
る
だ
け
だ

 
亜
狛

マ
ス

ど
い
た
ら
ど
う
で
す
か

 
理
 

い
や
こ
の
ま
ま
で
い
い
だ
ろ
と
り
あ
え
ず
出

だ

 

り
込
め

 
死
神

良
く
な
い
よ

 
死
神
の

葉
は
無
視
さ
れ
理
久
兎
は

り
込
む

 
耶
狛

わ

い

 
黒
 

飛
ん
だ

う
が

い
気
も
す
る
が
悪
く
は
な
い
な

 
亜
狛

や
れ
や
れ

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
も
船
に

り
込
む
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理
 

さ
て
と
閻
魔
の
い
る
所
ま
で
案
内
し
て
よ

 
死
神

が
あ
ん
た
ら
を
案
内
す
る
て

ん
だ

 
そ
う

い
な
が
ら
死
神
は
頑

て

を
と
こ
う
と
も
が
く

 
理
 

は

し

う
が
な
い
な

真

直
ぐ
で
い
い
か

 
そ
う

い
な
が
ら
船
を

を

い
で
出
向
さ
せ
た

 
死
神

ち

勝
手
に
船
を
出
す
な

て

 
耶
狛

わ

い
船
だ

船
だ

 
耶
狛
は
船
頭
に

を

せ
て
風
を
感
じ
亜
狛
は

 
亜
狛

あ
の
本
当
に
す
い
ま
せ
ん
マ
ス

が

 
と

ら
れ
て
い
る
死
神
に
謝
罪
を
し
黒
は

 
黒
 

う
わ

河
の
底
に
無
数
の
手
が
あ

て
気
持

 
ち
悪
い
な

 

底
の
手
を
見
て
気
味
悪
が

て
い
た

そ
し
て
死
神
は
謝

て
き
た
亜
狛
に

 
死
神

い
や

な
ら
解
い
て
く
ん
な
い

 
死
神
は

を
解
い
て
く
れ
と

て
く
る
と
亜
狛
は
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亜
狛

す
い
ま
せ
ん
が
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
ご
め
ん
な

 
さ
い

 
死
神

な
ん
で
か

ら
れ
た
気
分

 
ま
る
で
告
白
を

る
か
の
よ
う
に

う
と
船
を

い
で
る
理
久
兎
は

 
理
 

亜
狛
そ
こ
ま
で
い
い
か
ら
な

 
死
神

そ
れ
ど
う
い
う
意
味
だ
い

 
死
神
は
理
久
兎
に
そ
の
理
由
を

め
て
く
る
と

 
理
 

サ
ボ

て

て
い
た
の
が
悪
い

 
死
神

う
ぐ

 
こ
れ
に
は
死
神
も
反
論
は
出
来
な
い

そ
し
て
理
久
兎
は
更
に
話
を
進
め
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず

は
閻
魔
の
前
に
引

立
て
る

 
死
神

え

そ
れ
だ
け
は
勘

し
て
く
れ
よ

 
死
神
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

 
理
 

そ
れ
だ
け
は

ま
さ
か

こ
れ
が
一
回

て

 
わ
け
じ
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理
久
兎
の

葉
で
死
神
は
目
を
泳
が
せ
て

 
死
神

さ

さ

あ
た
い
は
分
か
ら
な
い
な

ア
ハ
ハ

 
こ
の
反

に
耶
狛
を
除
い
た
理
久
兎
達

人
は
た
だ
思

た

分
か
り
や
す
く

魔
化
し
た

な
と

 
理
 

え

と

や

う
わ

 
死
神

勘

し
て

て

姫
様
の
説
教
は
こ
り
ご
り

 
何
だ
か
ら

 
理
 

い
や
説
教
さ
れ
て
る
な
ら
直
せ
よ

 
流

の
理
久
兎
も
こ
れ
に
は
ツ

コ
ミ
を
入
れ
る

そ
し
て
死
神
は

 
死
神

い
や

だ

て

は
中
々
直
ら
な
い

て
も
ん

 
だ
よ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
た
め

を
つ
い
て

 
理
 

は

説
教
さ
れ
て
る

て
事
は
気
に
か
け
て
く

 
れ
て
る

て
事
だ

そ
れ
で
説
教
さ
れ
な
く
な

 

た
ら
も
う
気
に
か
け
ら
れ
な
く
な

て
終
わ
り
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だ

 
と

う
と
死
神
は

い
を
し
な
が
ら

 
死
神

ご
も

と
だ
よ

 
理
 

ま

こ
れ
に

り
た
ら
サ
ボ
ら
な
い
こ
と
だ

 
死
神

て
こ
と
は
閻
魔
様
に
は

 
理
 

論

う
よ

 
死
神

そ
ん
な

 
あ
れ
は
あ
れ
こ
れ
は
こ
れ
だ

そ
ん
な
感
じ
死
神
が

鳴
を
あ
げ
て
い
る
と
耶
狛
が

 
耶
狛

マ
ス

全
然
つ
か
な
い

 
理
 

わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ
な

 
と

て
い
る
と
死
神
は
う

す
ら
と
気
づ
か
れ
る
こ
と
な
く

を
見
せ
る
が
水
面
に
そ

れ
が
写
る
の
を
見
て
し
ま

た

大
方
こ
の
死
神
の
能
力
だ
ろ
う
と
予

し
た
自
分
は

 
理
 

耶
狛
ど
う
せ
真

直
ぐ
だ
か
ら

を

め
て

 
死
神

え

 
耶
狛

小
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耶
狛
が
そ
う

う
と
一

で
先
程
と
は
違
う

の
場
所
に

り
着
く

そ
こ
は
地
獄
の
裁
判

所
だ

こ
れ
に
は
気
づ
か
れ
ず
に

て
い
た
死
神
も
口
を
ポ
カ
ン
と
開
け
て
い
た

 
死
神
 

 
理
 

さ

て
と
着
い
た
か
ら

ら
立
て

 
そ
う

い
理
久
兎
は
死
神
を
立
た
せ
る
と

 
理
 

耶
狛

彼
女
を
任
せ
る
よ

 
耶
狛

了
解

ら
キ
リ
キ
リ
歩
い
て

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
黒
 

普
通
は
耶
狛
と

だ
よ
な

 
理
久
兎
達
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

の
小
さ
い
少
女
が
や

て
来
る

理
久
兎
と
亜
狛

そ
し
て
耶
狛
は
知

て
い
た
子
だ

 

 

小
町

ま
た
サ
ボ

て
ま
し
た

 
こ
の
死
神
は
小
町
と
い
う
ら
し
い
事
に
理
久
兎
達
は
思
う
と
小
町
は

 
小
町

姫
様
助
け
て
く
だ
さ
い

 
と

半
分

き

で

う
と
よ
う
や
く

姫
は
理
久
兎
達
の
存

に
気
が
つ
い
た
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理
 

あ
れ

て
あ
の
時
の
お
地

様
だ

 

姫

り

理
久
兎
様

 
理
久
兎
は
昔
出
会

た
地

に
ま
た
地
獄
で

り
会

た
の
だ

た
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第
１
７
６
話
 
地
獄
の
閻
魔
様

 
理
久
兎
や
亜
狛
に
耶
狛
は

い
て
い
た

か
つ
て
出
会

た
地

が
現
れ
た
か
ら
で
あ
る

 
理
 

が
い
る

て
事
は
閻
魔
に
な
れ
た
ん
だ

 

姫

え

そ
の

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う

い
な
が
ら

姫
は
深
々
と
頭
を
下
げ
る

そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た

ら
れ
て

い
る
死
神
こ
と
小
町
は
こ
の
光

に

い
て
い
た

 
小
町

え

姫
様
が
あ

頭
下
げ
た

 
黒
は
亜
狛
と
耶
狛
に
頭
を
下
げ
て
い
る
少
女
も
と
い

姫
の
事
に
つ
い
て
聞
く

 
黒
 

な

な

亜
狛
に
耶
狛
こ
の
ち

こ
い
の
と
は
知

 
り
合
い
か

 
亜
狛

え

ま
だ
彼
女
が
地
獄
に
来
る
前
に
マ
ス

に

 
出
会

て
る
ん
で
す
よ

 
耶
狛

そ
れ
で
マ
ス

が
閻
魔
に
な
る
推

状
を
書
い

 
た

て
わ
け
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黒
 

そ
う
な
の
か

 
理
久
兎
は
頭
を
下
げ
る
下
げ
て
い
る

姫
に

 
理
 

そ
こ
ま
で
頭
ま
で
下
げ
な
く
て
も
い
い
よ
お
互

 
い
に
フ
レ
ン
ド
リ

に
い
こ
う
よ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た

姫
は
頭
を
あ
げ
て

ら
れ
て
い
る
小
町
を
見
て

 

姫

所
で
何
で
小
町
は

ら
れ
て
る
の
で
す
か

 
小
町

助
け
て
く
だ
さ
い

姫
様

 
小
町
が
助
け
を

め
る
が
そ
れ
に
つ
い
て
理
久
兎
は
説
明
を
す
る

 
理
 

彼
女
仕
事
を
サ
ボ

て
た
か
ら

そ
れ
な
ら
地

 
獄
を
案
内
し
て
も
ら
お
う
と
思

て

 
小
町

な
ら

ら
な
く
て
も
よ
く
な
い

 
理
 

だ

て

逃
げ
る
だ
ろ

 
小
町

そ
う
だ
け
ど

 
理
久
兎
と
小
町
が
会
話
し
て
い
る
と
そ
の
話
を
聞
い
て
い
た

姫
は

 

姫

小
町

サ
ボ
ら
な
い
よ
う
に
と
あ
れ

ど

い
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ま
し
た
よ

・

・

 
小
町

お

お
説
教
は
勘

し
て

 
そ
う

い
逃
げ
よ
う
と
す
る
が

ら
れ
て
い
る
た
め
逃
げ
ら
れ
な
い

小
町
は
も
う

メ
か
と

思

た
み
た
い
な
の
か

目
だ

仕
方
な
い
の
で
こ
こ
は
特
別
に

を
あ
げ
よ
う
と
思

た

 
理
 

ま

ま

ち
着
き
な

て

今
回
は

め
で

 
許
し
て
や

て
く
れ
よ
俺
に

じ
て

 

姫

り

理
久
兎
様
が
そ
こ
ま
で

う
な
ら
今
回
は

 
見
逃
し
ま
す

 
そ
し
て
先
程
か
ら
様
つ
け
を
し
て
い
る

姫
に
小
町
は

問
す
る

 
小
町

あ
の
す
み
ま
せ
ん

姫
様
そ
の
人

て

で
す

 
か

 
小
町
が

問
を
す
る
と

姫
は

 

姫

小
町

そ
の
御
方
は
龍
神
様
の
い
え

様
の

子

 
の
深
常
理
久
兎

大
能
神
様
で
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
小
町
は
何
度
も
自
分
の

を
見
る
と
み
る
み
る
と

を
真

に
さ
せ
て

ら
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れ
て
い
る
状
態
で
頭
を
下
げ
て

 
小
町

先
程
の
数
々
の
御
無
礼
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

 
し
た

 
ま
さ
か
の
最
高
神
の

で
あ
る
と
は
思
わ
な
か

た
た
め
先
程
の

葉
全
て
に
謝
罪
を
す

る

す
る
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

は

は

は
問

な
い
よ
え

と

名
前
は

 
頭
を
下
げ
た
小
町
に
名
前
を

る
と
小
町
は
頭
を
下
げ
な
が
ら

え
る

 
小
町

お

小

塚
小
町

て

い
ま
す

 
理
 

小
町

う
ん
覚
え
て
お
く
よ
耶
狛

小
町

 
を
解

し
て
あ
げ
て
く
れ

 
耶
狛

は

い

 
耶
狛
は
返
事
を
す
る
と
小
町
を

か
ら
解

す
る

 
小
町

や

と
動
け
る
よ

 
理
 

悪
か

た

々
と

 
小
町

い
や

体
無
い
お

葉
で
す
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自
分
と
の
上
下
関
係
が
分
か

て
し
ま

た
た
め
に
先
程
と
は
打

て
代
わ

て

コ

コ
し

て
い
た

 
理
 

ま

そ
ん
な

に
力
を
い
れ
な
い
で
お
互
い
に

 
仲
良
く
や
ろ
う
よ

 
理
久
兎
は
小
町
と

手
を
す
る
た
め
に
手
を
出
す

 
小
町

え

え

と
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う

て
小
町
は
理
久
兎
と

手
を
交
わ
す

 

姫

さ
て
と

小
町
は
仕
事
し
て
き
な
さ
い

 
小
町

わ

わ
か
り
ま
し
た

 
小
町
は
そ
う

う
と
急
い
で
仕
事

を
し
に
行

た

 

姫

す
い
ま
せ
ん
小
町
が

々
と
ご
無
礼
を

 

姫
は
理
久
兎
達
に
謝
る
が
理
久
兎

外
の

人
は
こ
う
思

て
い
た

 
亜
狛
い
や
完
全
に
マ
ス

が
悪
い
よ
な

 
耶
狛
な
ん
で
か
謝
ら
れ
て
る
何
で
だ
ろ
う
不

思
議

 
黒
 
上
下
関
係

て
怖
い
な
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と

常

的
な
事
を
思

て
い
た

な
お

人
の

え
が
正
し
い
の
は
明
ら
か
だ

謝
ら
れ

た
理
久
兎
も

 
理
 

い
や
俺
ら
が
悪
い
か
ら
小
町
ち

ん
は
悪
く
な
い

 
よ

 

姫

そ
う
で
す
か

で
も
ま
さ
か
理
久
兎
様
達
に
ま

 
た
お
会
い
で
き
る
と
は
思

て
も
み
ま
せ
ん
で
し

 
た

 
理
 

か
に

そ
う
い
え
ば

も
名
前
聞
い
て

 
な
か

た

教
え
て
も
ら
え
る
か
い

 
理
久
兎
が

姫
に
名
前
に
つ
い
て
聞
く
と

姫
は
ハ

と
し
た
表
情
と
な
り
自

を

す
る

 

姫

失
礼
し
ま
し
た
私
は
四
季

姫
と
申
し
ま
す

 
理
 

姫

い
い
名
前
だ

 

姫

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

そ
ん
な

ま
ん
な
く
て
も
い
い
よ
も

と
楽
に
い
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こ
う
よ

そ
れ
に
様
つ
け
し
な
く
て
も
良
い
か
ら

 

姫

 

姫

そ

そ
う
で
す
か

な
ら
理
久
兎
さ
ん
で
良
い

 
で
し

い
え
良
い
で
す
か

 
ま
だ
固
い
が
先
程
よ
り
か
は
マ
シ
に
な

た

自
分
は

で

を

か
せ
て

 
理
 

う
ん
そ
れ
で

わ
な
い
よ

そ
れ
と
俺
は
ま

知

 

て
る
だ
ろ
う
け
ど

後
ろ
の
神
使
の

だ

 

人
共
よ
ろ
し
く

 
理
久
兎
が
亜
狛
達

う
と

人
は
そ
れ

れ
自

を
始
め
る

 
亜
狛

私
は
深
常
亜
狛
と
い
い
ま
す
そ
し
て

の
子
は

 
耶
狛

は

い
深
常
耶
狛
だ
よ

そ
れ
と
私
達
に
対
し
て

 
も
マ
ス

と
同
じ
で
い
い
か
ら

 
黒
 

俺
は
黒
よ
ろ
し
く
な

 

人
は
自

を
終
え
る
と

姫
は

の
た
め
そ
れ

れ
の
名
前
を

う

 

姫

亜
狛
さ
ん
に
耶
狛
さ
ん
に
そ
れ
か
ら
黒
さ
ん
で
す
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亜
狛

合

て
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん

姫
ち

ん

 

姫

ち

ち

ん

 
黒
 

耶
狛

ち

ん

け
は

め
ろ

て

 

姫

え

と
こ
こ
で
立
ち
話
も
あ
れ
な
の
で

方
へ
ど
う

  
理
 

そ
れ
じ

行
こ
う
か

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 
黒
 

あ

分
か

た

 

姫
は
理
久
兎
達
を
裁
判
所
へ
と
案
内
す
る
の
だ

た

 
神
様

神
使
達

閻
魔

動
中

 
理
久
兎
達
は

姫
に
案
内
さ
れ
て

姫
の
使

て
い
る
部

に
案
内
さ
れ
た

部

は
綺

な

こ
と
か
ら
綺

き
だ
と
予
想
さ
れ
る
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理
 

へ

い
い
部

じ

ん

 
耶
狛

わ

い
ソ
フ

だ

 
亜
狛

は
し

ぐ
な
よ
耶
狛

 
黒
 

亜
狛

あ
ん
た
に
は
同
情
す
る

 
理
久
兎
達
は
部

に
つ
い
て
の
感
想
を

て
い
る
と

姫
は

 

姫

ど
う

か
け
て
く
だ
さ
い

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
達
は
遠
慮
な
く
ソ
フ

に
座
り

姫
も
理
久
兎
達
と
向
か
い
合
う
よ

う
に

子
に
座
る

そ
し
て

姫
に
向
か

て
口
を
開
き

 
理
 

で
も
本
当
に
閻
魔
に
な
れ
た
ん
だ

お
め
で
と
う

 
祝

を
送
る
と

姫
は

を

ま
せ
る

 

姫

は
い

こ
れ
も
あ
れ
も
理
久
兎
さ
ん
達
の
お
か
げ

 
で
す

 
理
 

い
や
い
や

そ
れ
で
ど
う

閻
魔
に
な

て
の
感

 
想
は

 
閻
魔
に
な

て
の
感
想
を

る
と

姫
は
そ
れ
に

え
る



 第１７６話 地獄の閻魔様

 

姫

正
直
つ
ら
い
仕
事
で
す

書

な
ど
の
整
理
も
そ

 
う
で
す
が
罪
人
達
の
白
黒
つ
け
る
の
も

 
理
 

後

は
し
て
い
る
か

 

姫

い
え
後

は
し
て
い
ま
せ
ん
む
し
ろ
こ
ん
な

 
に

れ
る
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

 
理
 

そ
う
か

そ
れ
な
ら
良
か

た
よ

 

姫

は
い

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
達
は
ど
う
し
て
地
獄

 
に

 
そ
れ
を
聞
か
れ
た
理
久
兎
達
は
地
獄
に
来
て
い
た
本
当
の
意
味
を
思
い
出
し
た

 
理
 

あ

そ
う
だ

た

な

姫

つ
聞
き
た
い
事

 
が
あ
る
ん
だ
が

 

姫

何
で
し

う
か

 
理
 

地
獄
で
ど
こ
か
空
い
て
る
土
地

て
な
い

 
空
い
て
る
土
地
に
つ
い
て
聞
く
と

姫
は

に
手
を
置
い
て

え
て

 

姫

あ
る
に
は
あ
り
ま
す
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亜
狛

本
当
で
す
か

 

姫

え

実
は
地
獄
の

小
計
画
と

う
の
が
持
ち

 
上
が
り
ま
し
て
今
現

一
部
使
わ
れ
て
い
な
い
部

 
分
が
あ
り
ま
す
そ
こ
は
旧
都
と
い
う
場
所
な
ん
で

 
す
が
そ
こ
で
よ
ろ
し
け
れ
ば

 
理
 

一
向
に

わ
な
い
よ

 

姫

そ
う
で
す
か
な
ら
後
で
そ
こ
に
申

を
出
し
て
お

 
き
ま
す

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

姫
ち

ん

 
黒
 

な

姫
だ

た
か

そ
の
旧
都
と
や
ら
は

 
ど
こ
に
あ
る
ん
だ

 
黒
が

る
と

姫
は
そ
れ
に

え
る
が

 

姫

場
所
を
話
す
前
に
理
久
兎
さ
ん
達
は
幻
想
郷

 
と
い
う
場
所
は
ご
存
じ
で
す
か

 
幻
想
郷
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
た
理
久
兎
達
は

を

に

て
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理
 

い
や
分
か
ら
な
い
な

 
亜
狛

初
め
て
の
聞
き
ま
し
た

 
耶
狛

知
ら
な
い
か
な

 
黒
 

主
達
が
知
ら
な
い
な
ら
分
か
ら
な
い
な

 
理
久
兎
達
が
知
ら
な
い
と

う
と

姫
は
幻
想
郷
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
る

 

姫

幻
想
郷

実
は
私
そ
こ
の
地
獄
が
つ
い
こ
の
間

 

に
な

た
ん
で
す
よ

 
理
 

う

う

 

姫

そ
の
幻
想
郷
の
創
始
者

か
妖
怪
の

者
八
雲
紫

 
と
い
う
妖
怪
に
頼
ま
れ
た
ん
で
す

 

姫
の
そ
の

葉
を
聞
き
自
分
は

き
の
あ
ま
り
動

し
た

 
理
 

姫
い

今

八
雲
紫

て

た
か

 

姫

は
い

知
り
合
い
で
す
か

 
耶
狛

え

と

紫
ち

ん
は
マ
ス

の
弟
子
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
き
た

姫
は

い
た

そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
そ
の
妖
怪
の
師
匠
が
ま
さ
か
の
最
高
神
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だ

た
か
ら
だ

 

姫

理
久
兎
さ
ん
弟
子
が
い
た
ん
で
す
か
そ
れ
も
ま
さ

 
か
妖
怪
の

 
理
 

い
や

姫
ち

ん
そ
れ
は

見
の
違
い
さ
俺
ら
は

 
人
間
や
妖
怪
そ
れ
に
神
や
魔
族
そ
れ
ら
全
て
に
お

 
い
て
平
等
だ

別
は
一
切
無
し
だ
よ

 

姫

す

す
い
ま
せ
ん

 
理
 

話
が
そ
れ
ち

た

続
き
を
い
い
か
い

 

姫

あ

失
礼
し
ま
し
た

そ
れ
で
そ
の
八
雲
紫
の
頼

 
み
で
私
は
幻
想
郷
の
閻
魔
に
な

た
ん
で
す

 
黒
 

な

そ
れ
と
場
所
の
話

何
処
に

が
り
が
あ

 
る
ん
だ

 
黒
が
聞
く
と
そ
れ
つ
い
て
理
久
兎
が

え
る

 
理
 

恐
ら
く
そ
の
旧
都
が
あ
る

て
所
は
幻
想
郷

て

 
事
だ
ろ
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姫

そ
の
通
り
で
す

 
黒
 

な
る

ど

件
じ

な
い
か
主
よ

 
亜
狛

か
に
紫
さ
ん
達
の
活

を
観
察
す
る
事
も
出
来

 
ま
す
し

 
耶
狛

私
も
そ
こ
が
い
い
よ
マ
ス

 
従
者

人
の
意
見
を
聞
い
た
が
理
久
兎
の

え
て
は
も
う
決
ま

て
い
た

 
理
 

姫
俺
ら
を
そ
の
旧
都
と
や
ら
に

れ
て

て
く

 
れ
な
い
か

 

姫

え

理
久
兎
さ
ん
の
頼
み
と
あ
ら
ば

い
ま
せ
ん

 
よ

そ
れ
に
転

で
幻
想
郷
の
地
獄
に
行
く
の
で

 
そ
の
道
す
が
ら
で
送
り
ま
す

 
理
 

ハ
ハ
ハ
そ
う
か
あ
り
が
と
う

 
こ
う
し
て
理
久
兎
達
は
旧
都
へ
と

く
事
と
な

た
の
だ

た
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第
１
７
７
話
 
旧
地
獄
と
呼
ば
れ
る
場
所

 
彼

花
が

い
て
る
土
地
を

め
な
が
ら
三

の

を
渡

て
い
る
船
が

あ

た

そ

の
船
に
は
男
女
合
わ
せ
て

人

て
い
た

す
る
と
そ
の
船
を

い
で
い
る
死
神
こ
と
小

塚
小
町
は
同

し
て
い
る
閻
魔
こ
と

姫
に

る

 
小
町

え

え

と

姫
様
何

理
久
兎
様
達
が
私

 
達
の
船
に

て
い
る
ん
で
す
か

 

問
さ
れ
た

姫
は
あ
き
れ
つ
つ
そ
れ
に

え
る

 

姫

理
久
兎
さ
ん
達
は
旧
都
の

理
を
し
て
く
れ
る
と

 

て
く
れ
た
の
で
そ
れ
で

て
い
る
ん
で
す

 
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
小
町
は

い
て
い
た

小
町
に
申
し
訳
な
い
な
と
思
い

 
理
 

ご
め
ん
な
俺
ら
が
い
る
と
気
ま
ず
い
だ
ろ

 
小
町

そ

そ
ん
な
事
は
な

あ
り
ま
せ
ん

 
な
お

だ
に
小
町
は
自
分
対
し
て

コ

コ
し
て
い
た
が
あ
ま
り
上
下
関
係
と
い
う
の
が

き
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で
は
な
い
た
め
出
来
る
の
な
ら
も
う
少
し
気
楽
に
話
し
か
け
て

し
い
も
の
だ

 
理
 

小
町
ち

ん
様
つ
け
と
か

語
と
か

し
い

 

葉
は

き
で
い
こ
う
よ

俺
は
上
下
関
係
と
か

 
が
嫌
い
だ
か
ら
さ

 
亜
狛

そ
う
で
す
よ
小
町
さ
ん

 
耶
狛

お
互
い
に
フ
レ
ン
ド
リ

に
い
こ
う
よ

 
黒
 

俺
も
問

は
な
い
な

 
自
分
達
は
そ
う

う
と
小
町
は
少
し

れ

そ
う
だ

た

そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
ゴ

ル

地
点
の

が
見
え
て
く
る

 
理
 

よ
う
や
く
ゴ

ル
か

 
亜
狛

着
き
ま
し
た

 
耶
狛

到
着

 
黒
 

や

と
体
を

ば
せ
る
な

 
も
う
じ
き
ゴ

ル
と
い
う
こ
と
を
知

て
各
々
到
着
す
る
と
い
う
喜
び
に

た

た

 

姫

理
久
兎
さ
ん
着
い
た
ら
先
に
旧
都
の
方
に
案
内
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し
ま
す

 
理
 

す
ま
な
い

 
そ
う
し
て
何
と
か

に
着
き
理
久
兎
達
は
船
か
ら
降
り
て
亜
狛
と
耶
狛
更
に
黒
は
体
を

ば
し

理
久
兎
は

り
を
見
回
す

 
理
 

地
獄
の

て
大
し
て
変
わ
ら
な
い

 

姫

え

ま

そ
れ
で
は
理
久
兎
さ
ん
案
内
し
ま
す

 

小
町

女
も
着
い
て
き
な
さ
い

 
小
町

わ
か
り
ま
し
た

 
理
 

お

い
お
前
ら
行
く

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

レ

ツ
ゴ

 
黒
 

分
か

た
主
よ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は

姫
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
旧
都
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

神
使
達

閻
魔

死
神

動
中

 

姫
に
案
内
さ
れ
理
久
兎
達
は
よ
う
や
く
旧
都
へ
と

り
着
い
た

そ
こ
は
怨
霊
が
大

に
い
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て
人
間
や
妖
怪
が
住
め
な
い
よ
う
な
場
所
だ

た

 
理
 

う
わ

怨
霊
が
大

 

姫

は
い
旧
地
獄
が
地
獄
と
し
て
機
能
し
て
い
た
時
は
亡

 
者
達
を
⻤
神
や
地
獄
に
元
か
ら
住
ん
で
い
た
⻤
達
と

 
で
裁
い
て
い
ま
し
た

 
亜
狛

で
も
今
は

 

姫

は
い

か
つ
て
の

設
も
今
は
な
く
今
は
亡
者
達

 
の
怨

が
固
ま

た
怨
霊
も
こ
の
地
に

置
さ
れ
て

 
い
た
の
で
こ
の

に
な

た
の
か
と

 
小
町

こ
り

が

れ
そ
う
だ

 
そ
う

い
小
町
は
そ
の
手
に
持

て
い
る

を

え
る

ど
う
や
ら
掃
除
を
手
伝

て
く
る
よ

う
だ
が
そ
ん
な
必
要
は
な
い

 
理
 

あ

い
い
よ
小
町
ち

ん
こ
こ
い
ら
の
掃
除
は
俺
達

 
が
す
る
か
ら
さ

 
小
町

え

こ
の

だ
け
ど
終
わ
る
か
い



 第十章 旧都開拓記

 

姫

大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

ハ
ハ

問

な
い
さ

亜
狛

耶
狛

黒

 
亜
狛
に
耶
狛
そ
し
て
黒
を
呼
び
出
す
と

人
は

を
か
し
げ
な
が
ら

方
を
向
く

 
亜
狛

ど
う
し
ま
し
た

 
耶
狛

何

 
黒
 

ど
う
し
た
主
よ

 

人
が

件
を

て
く
る
と
自
分
は

で

件
を

え
る

 
理
 

怨
霊
達
の
掃
除
を
す
る
よ

 
亜
狛

こ
の

を
で
す
か

 
理
 

そ
う
だ
よ

 
耶
狛

何
だ

あ
の

邸
の
掃
除
よ
り
か
は
楽
勝
だ

 
ど
う
や
ら
平
安
時
代
の

の
掃
除
よ
り
か
は
楽
み
た
い
だ

と
い
う
か
そ
ん
な
に
大
変
だ

た
の
か
と
今
更
だ
が
思

た

 
黒
 

ふ
む

出
来
な
く
は
な
い
な

 
亜
狛

こ
ら
こ
ら

で
は
も
う
初
め
て
も
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亜
狛
が
初
め
て
い
い
か
と
聞
い
て
く
る
と
自
分
は

き

 
理
 

い
い
よ

も
う
や

て
く
れ
て
も
そ
れ
と
黒

 
黒
 

何
だ

 
理
 

今
回
か
ら
少
し
だ
け
力
を
解

し
て
あ
げ
る
よ

 
黒
 

本
当
か

 
理
 

あ

存
分
に

る
と
い
い

 
そ
う

い
理
久
兎
は
黒
の
前
で
手
を
か
ざ
し
て
力
の

を
外
す

す
る
と
黒
か
ら
魔
力
が
先
程

よ
り
も

れ
て
く
る

 
黒
 

良
い

久
々
の
感
覚
だ

 
理
 

さ

掃
除
の
開
始
だ

 
亜
狛

イ
エ
ス
マ
ス

 
耶
狛

物
は
消
毒
だ

 
黒
 

暴
れ
て
や
る

 
そ
う

い
な
が
ら

人
は
雑

を

て
い
く
感
覚
で
怨
霊
達
を
狩

て
い
く

そ
し
て

た
自
分
は

姫
と
小
町
に
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理
 

と
り
あ
え
ず
俺
ら
は

め
て
よ
う
か

こ
れ
が
終
わ

 

た
ら
元
の
場
所
に
は
送
る
か
ら

 
小
町

そ
う
か
い
な
ら
見
物
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 

姫

ふ
む

の
理
久
兎
さ
ん
の
神
使
の
実
力
を
見
る
機
会

 
と
し
て
は

度
よ
い
で
す

 
そ
う
し
て

人
の
活

を
見
つ
つ
休

を
と
り

人
が
怨
霊
を
狩
る
こ
と
約

分
後

 
耶
狛

綺

に
な
り
ま
し
た

 
亜
狛

チ

チ

し
て
い
た
の
が
静
か
に
な

た
な

 
黒
 

い
や

久
々
に
暴
れ
ら
れ
て
い
い
気
分
だ

 

人
が
怨
霊
を
狩
り

く
し
大

に
い
た
怨
霊
達
消
え
て
先
程
と
は
う

て
変
わ
り

の
空

ら
し
い

に

る

そ
ん
な

人
は
晴
々
と
し
た
表
情
と
な

て
理
久
兎
達
の
元
に

て
く
る

そ
し
て

姫
と
小
町
は

か

分
で
怨
霊
を

さ
せ
た
こ
と
に

い
た

 

姫

す

い

 
小
町

あ
れ
だ
け
の
怨
霊
が

 
理
 

こ
れ
が
俺
の
従
者
達
の
実
力
だ
よ
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と

姫
達
に

て
い
る
と
亜
狛
は
理
久
兎
に

 
亜
狛

所
で
マ
ス

俺
ら
の

て

 

に
つ
い
て
聞
か
れ
て

え
て
し
ま
う

り
を
見
る
と

と
な

た
建
物
が

つ
か
存

す
る
た
め

 
理
 

そ
う
だ
な

そ
こ
い
ら
の

で

る
か

 
耶
狛

マ
ス

 
黒
 

ま

宿
よ
り
か
は
ま
し
だ
な

 
こ
ん
な
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
て

姫
や
小
町
は
何
を
思

た
の
か

 
小
町

姫
様

理
久
兎
さ
ん

て
本
当
に
最
高
神
で

 
す
か
い

 

姫

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
よ

多
分

 
理
久
兎
は
本
当
に
神
様
か

と
聞
こ
え
て
く
る

そ
の
問
い
に
対
し
て
は
無
論
神
で
あ
る
が

力
だ
と
か
地

だ
と
か
が
嫌
い
な
だ
け
な

て
普
通
の
神
様
だ

そ
し
て
ふ
と

分
前
の

会
話
を
思
い
出
す

 
理
 

あ

そ
う
だ

た
亜
狛
に
耶
狛

姫
ち

ん
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と
小
町
を
さ

き
の
船
の
場
所
ま
で
送

て
あ
げ

 
な
さ
い

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

論
だ
よ

 
亜
狛
と
耶
狛
の
能
力
で

け
目
が
現
れ
る
と
先
程
ま
で
い
た
彼

花
の

が
写
る

 
理
 

姫
ち

ん
そ
れ
に
小
町
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と

 
う
な

 
耶
狛

い
い
場
所
を
提

し
て
く
れ
あ
り
が
と
う

 
亜
狛

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 
黒
 

暴
れ
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
理
久
兎
達
は

姫
と
小
町
に
お
礼
を

う
と

 

姫

い
え

方
も
旧
地
獄
を
任
せ
て
も
ら
え
る
ん
で
す
か

 
ら
そ
ん
な

 
小
町

姫
様
さ

き

し
い
の
は
無
し

て

て
た

 
じ

な
い
で
す
か
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小
町
に
指

さ
れ
た

姫
は

て

 

姫

ふ
ふ

そ
う
で
ふ

理
久
兎
さ
ん
お
礼
に
は

び

 
ま
せ
ん
よ

 
小
町

ま
た
何
か
あ
れ
ば
頼

て
き
て
よ

 
小
町
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
も

で

 
理
 

あ

そ
の
時
は
頼
む
よ

 

姫

ふ
ふ

な
ら
行
き
ま
し

う
か
小
町

 
小
町

分
か
り
ま
し
た

姫
様

 
そ
う

い

人
は

け
目
へ
と
入
る
と

け
目
が
消

し
た

そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

さ
て
と

ス
キ

ン
プ
地
を
決
め
て
こ
れ
か
ら
の

 
事
を

え
る
か

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

え
よ

 
黒
 

だ
な

 
こ
う
し
て
理
久
兎
達
の
住
み
か
件

れ
家
が
出
来
た
の
だ

た
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第
１
７
８
話
 
探
検
隊

 
理
久
兎
達
が
旧
地
獄
に
来
て
翌
日
の
こ
と

 
理
 

う

は

眠
い

 

り
は

本
真

暗
な
た
め
普

明
か
り
を
着
け
ず
に

て
い
る
理
久
兎
に
と

て
は
居
心
地

は
良
か

た

だ
が
朝
の
日

し
を

び
れ
な
い
せ
い
な
の
か
目
覚
め
が
悪
い

そ
し
て

り
を

見
回
す
と

 
亜
狛

彼
奴
は
大
切
な
物
を
盗
ん
で
行
き
ま
し
た

 
耶
狛

そ
れ
は
私
の

頭
で
す

 
亜
狛
と
耶
狛
は
本
当
に

か

と

い
た
く
な
る
よ
う
な

を

い
な
が
ら

て
い
た

が
黒
の
姿
が
見
当
た
ら
な
い

 
理
 

黒
の
奴
何
処
に
行

た
ん
だ

 
そ
う

り

を

い
な
が
ら
理
久
兎
は
起
き
上
が
り

の
外
へ
と
出
る
と

 
黒
 

し

は

 

人
で
ま
た

き
出
た
怨
霊
達

手
に
修
行
を
し
て
い
た

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は
黒
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に
近
づ
き

を
か
け
る

 
理
 

よ

黒

人
で
修
行
か

 
黒
 

主
か

起
こ
し
た
か

 
理
 

い
い
や
自
分
の
体
内
時
計
で
起
き
た
だ
け
だ

 
黒
 

そ
う
か

 

本
戦
闘

外
で
は
物
静
か
な
黒
に
理
久
兎
は
提
案
を
す
る

 
理
 

な

黒
少
し
探
索
し
な
い
か

 
黒
 

探
索

 
理
 

あ

そ
う
だ
今
は

も
住
ん
で
い
な
い
こ
の
旧
地
獄

 
の
こ
の

だ
け
だ
け
ど
良
い
気
分
転

に

 
理
久
兎
が
そ
の
提
案
を
持
ち
か
け
る
と
黒
は

 
黒
 

い
や
俺
よ
り
も
亜
狛
や
耶
狛
と
行

た
方
が
い
い
だ

 
ろ

俺
は

守
番
す
る
か
ら
よ

 
そ
う

い

の

に
帰
ろ
う
と
す
る
が
理
久
兎
は
黒
の
後
ろ
の

を

み

 
理
 

い
い
か
ら
行
く
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黒
 

な

主

ま

て
く
れ

て

 
そ
う

わ
れ
な
が
ら
も
黒
を
引

り
探
検
す
る
の
だ

た

 
神
様

神
使
探
索
中

 
理
 

し
か
し
何
に
も
無
い
な

 
理
久
兎
が
見
渡
す

り

と
も
は
や

し
か
な
い

著
し
く
目
立

つ
も
の
も
こ
れ
と
い

て
も
良
い
ぐ
ら
い
に
無
い

 
理
 

黒

何
か
見
つ
け
た
か

 
黒
に
何
か
見
つ
け
た
か
を
聞
く
と
理
久
兎
と
同
じ
く

り
を
見
渡
し
て
い
る
黒
は
更
に
奥
深
く

に
続
く
だ
ろ
う

を
見
つ
け
る
と

理
久
兎
に
大

で
報
告
す
る

 
黒
 

主
よ

こ
の
先
に
続
き
そ
う
な

が
あ

た

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

を
し
て
黒
の
も
と
に

け
つ
け
て
黒
の
見
つ
け
た

を
見
る

と 
理
 

な
ら
少
し
だ
け
探
索
し
よ

か

 
黒
 

な

亜
狛
と
耶
狛
は

れ
て
い
か
な
く
て
も
い
い
の

 
か
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理
 

う

ん

か
に
な

亜
狛
は
と
も
か
く
耶
狛
の
事

 
だ
か
ら
絶
体

人
だ
け
で

ル
い

と
か

わ

 
れ
る
し
な
し

う
が
な
い
亜
狛
と
耶
狛
を

れ
て
探

 
索
し
よ
う
か

 
黒
 

そ
う
か

な
ら
行
こ
う
主
よ

 
理
 

あ
い
あ
い
そ
う
だ
な

 
理
久
兎
と
黒
は

に
入
る
の
を

め
て
亜
狛
と
耶
狛
が

て
い
る

へ
と
帰
還
し
た

 
理
 

さ

て
と
亜
狛
と
耶
狛
は
起
き
て
る
か

 
黒
 

流

に
起
き
て
は
い
る
だ
ろ

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
が

て
い
る
部

に
行
く
と

 
亜
狛

ま

て
耶
狛

 
耶
狛

じ

お
兄
ち

ん

 
ま
だ
そ
ん
な

を

い
つ
つ
ぐ

す
り
と
眠

て
い
た

お
前
ら
は
ど
こ
の
怪
盗
と

部
だ

と
ツ

コ
ミ
を
い
れ
た
く
な

て
く
る
が
理
久
兎
も
流

に
亜
狛
と
耶
狛
を
起
こ
す

 
理
 

人
共
そ
ろ
そ
ろ
起
き
ろ
よ
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亜
狛

は

あ
れ

の

は

 
黒
 

い
や
亜
狛

の

て
何
だ
よ

 
耶
狛

私
の
お

を
返
せ

ブ

 

ぼ
け
た
耶
狛
は
黒
の

に

み
つ
く
と
黒
は
目
に

を

か
ば
せ
て

 
黒
 

お
い
耶
狛
お
前
俺
の

を

む
な

 
そ
う

い
耶
狛
を

か
ら
引
き

が
す
と
耶
狛
も
目
を
覚
ま
す

 
耶
狛

あ
れ

黒

何
で

い
て
る
の

 
黒
 

お
前
が
が

ん
だ
か
ら
だ

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
亜
狛
と
耶
狛
も
起

し
た

そ
し
て
理
久
兎
は
断
罪
神
書
に
入

て
い
る
作

り
お
き
の

常
食
の
お
に
ぎ
り
を
全
員
に

つ
ず
つ

る

 
理
 

す
ま
な
い
が
今
回
は
作
り
お
き
で
我

な

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す
よ
マ
ス

 
耶
狛

私
も
問

ナ

シ
ン
グ

 
黒
 

俺
も
文
句
は
無
し
だ

 
そ
う

い

人
は
お
に
ぎ
り
を
受
け
取
り
そ
れ

れ
い
た
だ
き
ま
す
を
し
て
お
に
ぎ
り
に
あ
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り
つ
く

 
理
 

や

り
作
り
お
き
は
大
切
だ
な

 
耶
狛

大
切
だ

 
亜
狛

や

り
作
り
お
き
で
も
マ
ス

の
飯
は
最
高
で

 
す
よ

 
黒
 

い
な

 
そ
う
し
て
お
に
ぎ
り
を
食
べ
終
え
る
と

 
全
員

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
と

う
と
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
先
程
の

の
事
を
話
す

 
理
 

亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

ど
う
し
た
の

 
理
 

さ

き
黒
が

を
見
つ
け
た
ん
だ
が
一

に
冒
険

 
し
よ
う

 
理
久
兎
が
そ
れ
を
話
す
と
亜
狛
は

き
耶
狛
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
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亜
狛

論

い
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

探
索
だ

探
索
だ

 
黒
 

耶
狛
は
元
気
だ
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
黒
は
亜
狛
と
耶
狛
を
引
き

れ
て
先
程
の

ま
で
向
か
う

 
理
 

こ
こ
な
ん
だ
が
何
か
感
じ
る
か

 
何
か
感
じ
る
か
を
聞
く
と
耶
狛
は
理
久
兎
に

 
耶
狛

何
か
少
し

げ

い
か
な

 
亜
狛

う

ん
俺
は
何
に
も

て
感
じ
だ
な

 
理
 

そ
う
か

で
見
て
み
よ
う
か

 
黒
 

あ

そ
う
だ
な

 
亜
狛

で
は
行
き
ま
し

う
か

 
耶
狛

探
索
開
始

 
理
久
兎
達
は
そ
の

の
奥
深
く
へ
と
入

て
い
く

そ
し
て
進
む
に
つ
れ
て
理
久
兎
は

 
理
 

何
か

い
な

 
耶
狛

マ
ス

上
着
脱
い
で
い
い
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理
 

別
に

わ
ん

胸
に
さ
ら
し
は

い
て
る
だ
ろ

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛

俺
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
か
な

黒
さ
ん
は

 
黒
 

俺
も
上
着
だ
け
脱
ぐ

 
そ
う
し
て
耶
狛
は

女
服
の
上
着
を
脱
ぎ
黒
は
執
事
服
の

ト
を
脱
ぎ
理
久
兎
は
服
を

脱
い
で
上

と
な
る

 
理
 

さ

先
に
進
む

 
黒
 

わ
か

た

 
耶
狛

は

い

 
亜
狛

こ
う
見
る
と
変
態
の
集
ま
り
だ
な

 

人
は
更
に
奥
へ
と
進
む
と

の
先
が
明
る
い
こ
と
に
気
が
つ
く

 
理
 

ゴ

ル
か
な

 
耶
狛

一
番

り

 
亜
狛

あ

待
て

て

 
黒
 

耶
狛

危
な
い
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理
 

俺
も
走
る
か
な

 

人
は
ゴ

ル
ま
で
た
ど
り
着
く
と
そ
こ
で
立
ち

ま

て
し
ま
う

そ
の
理
由
は

 
亜
狛

マ
ス

こ
こ

て

 
理
 

あ

灼
熱
地
獄
だ
な

 
理
久
兎
達
が
歩
い
て
き
た

の
道
は
灼
熱
地
獄
へ
と

が

て
い
た

そ
の
光

は
地
獄
と

う
に

し
く
真

に

え
上
が
る
火

と
流
れ
る
マ
グ
マ
見
て
い
る
だ
け
で
熱

し
さ

を
感
じ
て
し
ま
う

ど
だ
が
理
久
兎
達
は
そ
の
マ
グ
マ
の
近
く
に
い
る

に

が

ま
ら
な

い 
理
 

な

人
共

帰
る
か

 
亜
狛

マ
ス

の
意
見
に

定
し
ま
す

 
耶
狛

意
義
無
し
だ

 
黒
 

俺
も
帰
り
た
い

 

人
は
意
見
が
ま
と
ま
る
と
回
れ

を
し
て
帰

に
つ
い
た

 
理
 

ま
さ
か
灼
熱
地
獄
に

が

て
る
と
は
な

 
黒
 

す
ま
ん

亜
狛

耶
狛

主
よ
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亜
狛

い
や
結
果
オ

ラ
イ
で
す
よ

 
耶
狛

う
ん
間
違

て
も
彼
処
に
は
も
う
行
か
な
い
と

 
思
う
し

 
そ
う

て
い
る
と
理
久
兎
は
黒
に
提
案
し
た
よ
う
に
今
度
は
黒
も

め
て
亜
狛
と
耶
狛
の

人
に

 
理
 

な

こ
の
ま
ま

を
探
索
す
る
か

 
と

聞
く
と

人
は
少
し

え
て

 
亜
狛

そ
う
で
す

な
ら
行
き
ま
し

う
か
い
ざ
と

 
な
れ
ば
帰
れ
ま
す
し

 
耶
狛

う
ん

探
索
し
ち

お
う
よ

 
黒
 

主
よ
俺
も

き
合
う

 

人
は
更
に
探
索
す
る
と

い
理
久
兎
の
提
案
を

し
た

そ
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

な
ら
行
こ
う
か

 
や
る
気
を
出
す
た
め
に
掛
け

を
す
る
と

人
も

 
黒
 

お
う
よ
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耶
狛

探
険
隊
出
動
だ
よ

 
亜
狛

ハ
ハ
ハ
だ
な

探
険
隊
だ
な

 
こ
う
し
て
そ
の
日
は
理
久
兎
達
は
旧
地
獄
を
探
険
し
た
の
だ

た
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第
１
７
９
話
 
マ

ピ
ン
グ
と
服
作
り

 
旧
地
獄
の
探
険
を
続
け
て
約

間
理
久
兎
達
は
大
方
の
道
は
覚
え
る
と
こ
ま
で
成

し
た

 
理
 

な

亜
狛

耶
狛

黒

 
亜
狛

ど
う
し
ま
し
た

 
耶
狛

ど
う
し
た
の

 
黒
 

ど
う
し
た
主
よ

 
理
久
兎
の
呼
び
掛
け
に

人
何
事
か
と

る
と

 
理
 

お
前
ら
服

し
い
な
ら
ど
ん
な
服
が

し
い

 
理
久
兎
は
前
に
亜
狛
が

て
い
た
正
体
を

す
服
を
作
る
上
で
ど
ん
な
服
が
い
い
か
分
か
ら

な
い
た
め
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
聞
く
と

ま
ず
耶
狛
が
服
に
つ
い
て
要

を
す
る

 
耶
狛

う

ん
私
は

う
ん

こ
の

女
服
を
改
造
し
て

 
し
い
な

 
理
 

な
る

ど
改
造

ど
ん
な
感
じ
に

 
耶
狛

そ
う
だ

の
部
分
が
時
々
地
面
に

り
つ
い
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て
泥
だ
ら
け
に
な

た
り
水

ま
り
に

踏
み
込
ん

 
で
下
が

れ
る
ん
だ
よ

 
理
 

な
る

ど
な
ら
そ
こ
を
改
良
し
よ
う
か

 
耶
狛

後
は

お
面
が

し
い
か
な

を

し
た
い
か
ら

 
理
 

わ
か

た
そ
の

も
何
と
か
し
よ
う

そ
れ
だ
け

 
か

 
理
久
兎
が
最
後
の

で
聞
く
と

で

く

 
耶
狛

う
ん

後
可
愛
い
く

 
理
 

分
か

た
そ
ん
で

人
は
何
か
あ
る
か

 
次
に
亜
狛
と
黒
に
服
に
つ
い
て
聞
く
と
黒
は

を

に

る

そ
し
て
服
が
い
ら
な
い
理
由
を

う
 
黒
 

い
や
俺
は
こ
の
服
で

分
だ

そ
れ
に
俺
は
身
を

 

す
必
要
も
な
い
か
ら
な

 
そ
う

わ
れ
る
が

作
る
の
だ
か
ら
つ
い
で
に
何
か
を
作
ろ
う
と
思

た
た
め

 
理
 

そ
う
か
な
ら
黒
に
は
せ
め
て
何
か
小
物
を
作

て
あ
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げ
る
よ

 
黒
 

あ

そ
れ
で

分
だ

 
そ
う
し
て
黒
へ
の
作
成
服
は
な
し
と
な
り

り
は
亜
狛
と
な

た

 
理
 

亜
狛

し
い
服
は
あ
る
か

 
そ
う
聞
か
れ
た
亜
狛
は
若

み
よ
う
や
く
口
を
開
い
て

 
亜
狛

マ
ス

俺
は
い
ち
か
ら
服
を
作

て

う
こ
と
に

 
な
り
ま
す
が
良
い
で
す
か

 
理
 

あ

問

な
い
よ

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
亜
狛
は

体
的
な

想
を
教
え
る

 
亜
狛

実
は
マ
ス

が
眠

て
い
る
間
で
俺
と
耶
狛
は

 
然
で
し
た
が
Ｓ

と

わ
れ
る
人
達
と
出

 
会

た
ん
で
す
よ

 
耶
狛

か
に
見
た

 
何

か

の
部
分
が

語
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
が
理
久
兎
は
無
視
し
て
話
を
聞
く

 
亜
狛

そ
れ
で
そ
の
人
達
の
着
て
い
る
Ｓ

服
が
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気
に
入

て
し
ま

て

 
理
 

成
る
程

だ
か
ら
暗

を
使
う
よ
う
に
な

た
ん
だ

 
亜
狛

え

ま

お

ず
か
し
い

り
で
す
が
え

と
作

 

て
も
ら
え
ま
す
か

 
亜
狛
が
Ｓ

に

れ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
た
理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に

で

 
理
 

論

葉
に

は
無
し
だ
そ
の

服
作

て
や
る

 
よ

 
な
お
理
久
兎
は

語
で
は
な
く
普
通
に

と
い
う
模
様
だ

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
マ
ス

 
耶
狛

良
か

た

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

 
そ
し
て
先
程
か
ら
Ｓ

や
ら
な
ん
や
ら
と
聞
い
て
い
た
黒
は
訳
が
わ
か
ら
な
か

た 
黒
 

な

て
何
だ
よ

 
黒
は
理
久
兎
達
に

と
は
何
だ
と
問
う
と
理
久
兎
と
亜
狛
は
そ
れ
に

え
る
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理
 

ま

簡
単
に

う
と
だ

 
理
久
兎
が

い
か
け
る
と
亜
狛
が

て
入
り
黒
に
説
明
を
始
め
る

 
亜
狛

と
は
こ

そ
り
と

の
情
報
を
入
手
し
て
そ
れ
を

 
主
で
あ
る
マ
ス

に
教
え
た
り

に
も
そ
う
で
す

 

前
に
黒
さ
ん
に
使

た
こ
れ
は
覚
え
て
い
ま

 
す
か

 
そ
う

い
亜
狛
は
自
身
の

の
中
か
ら

本
ク
ナ
イ
を
出
し
て
見
せ
る

 
黒
 

そ
れ
俺
の

を
切

た
武

だ
ろ

 
亜
狛

は
い
そ
う
で
す

こ
う
い
う
道

を
使
う
こ
と
も

 
の
特

で
す
が

に
も

術
や
体
術
に

れ
て
い
る

 
の
も

者
の
特

で
す
そ
れ
か
ら

 
亜
狛
に
し
て
は
珍
し
く
熱
く
語

て
い
た
た
め
理
久
兎
も
若

い
て
い
た

 
理
 

な

な

耶
狛

亜
狛
の
奴
何
が
ど
う
し
て

き

 
に
な

た
ん
だ

 
こ
れ
ま
で
一
番
亜
狛
の
近
く
に
い
た
妹
の
耶
狛
に
聞
く
と
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
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耶
狛

え

と
マ
ス

が

て
い
る
時
に
お
兄
ち

ん

 
の

か

い

伊

て
人
達
に
会

て

術
に

 
つ
い
て
教
え
て
も
ら

た
ん
だ
よ

そ
し
た
ら
も
う

 
お
兄
ち

ん
興
味

々
で

 
理
 

な

成
る
程
な

 
大
体
の
話
が
理
解
さ
れ
る
と
理
久
兎
は

だ
に
熱
く
語

て
い
る
亜
狛
に

 
理
 

お

い
亜
狛
そ
ろ
そ
ろ
黒
が
オ

バ

ト
す
る

 
か
ら

め
て
や
れ

 
亜
狛

え

は

す
い
ま
せ
ん
黒
さ
ん

 
黒
 
 

 
も
う
黒
の

は
思

も
何
も
か
も
が

し
た
よ
う
な

だ

た

 
理
 

お

い
黒

大
丈
夫
か

 
黒
 

は

あ

大
丈
夫
だ
問

な
い

 
何
と
か
黒
が
帰

て
き
た

ン
ク
し
な
く
て
良
か

た

 
理
 

さ
て
と
こ
れ
で
作
る
も
の
を
決
ま

た
し
材
料
を
小
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町
ち

ん
達
が
持

て
く
る
ま
で
待
と
う
か

 
耶
狛

で
も
そ
の
間
で
何
す
る
の

 
耶
狛
の

わ
れ
た
通
り
今
こ
こ
で
出
来
る
の
は
怨
霊
を
掃
除
す
る
こ
と
し
か
無
く
な

て
し

ま

て
い
る
の
は
事
実
だ

 
理
 

そ
う
だ
な

そ
う
だ

魔
法
で
地

で
も
作
る
か

 
亜
狛

地

で
す
か

 
理
 

あ

そ
う
だ

こ
れ
に
は
亜
狛

耶
狛

黒

人

 
の
力
が
必
要
だ

 
亜
狛

私
共
の
力
で
す
か

 
耶
狛

面
白
そ
う
だ
か
ら
や
る

 
黒
 

主
の
頼
み
な
ら

 

人
も
こ
の
作

に

加
し
て
く
れ
る
事
を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

な
ら
始
め
よ
う
か

 
そ
う
し
て
こ
の
旧
地
獄
の
魔
法
マ

プ
を
作
る
の
だ

た

 
理
 

黒
そ
こ
は
も
う
少
し
四
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黒
 

あ
い
よ

 
亜
狛

耶
狛
も
う
少
し

大
し
て
く
れ

 
耶
狛

分
か

た
よ
お
兄
ち

ん

 
作
る
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

地

が
出
来
た

 
こ
う
し
て
理
久
兎
達
の

力
で
魔
法
の
地

が
出
来
上
が

た

 
亜
狛

や
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
ま
す

 
耶
狛

見
て
み
よ
う
よ

 
黒
 

俺
も
見
る
か
な

 
そ
う

い
い
理
久
兎
達
は
地

を
見
る
と
自
分
達
の
後
ろ
に
人
の

が
写
る

そ
れ
を
見
た
理

久
兎
達
は
後
ろ
を

り
向
く
と

 
小
町

や

理
久
兎
さ
ん

わ
れ
た
品
物
を
持

て

 
来
た
よ

 

で
小
町
が

方
に
向
か

て
き
て
い
た
の
だ

結
果
地

作
成
は
成

と
な

た

 
理
 

う
ん
上
出
来
だ
な
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小
町

お
や

何
の
話
を
し
て
る
ん
だ
い

 
理
 

い
や

方
の
話
さ

そ
れ
よ
り
も
ち

ん
と
品
物

 
は

て
る
か

 
そ
れ
を

わ
れ
た
小
町
は

い
な
が
ら

 
小
町

嫌
だ
な

理
久
兎
さ
ん
に
は

は
し
ま
せ
ん

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
も

い
な
が
ら

 
理
 

な
ら
結

そ
う
だ
小
町
帰
り
は
歩
き
か

 
帰
り
に
つ
い
て
聞
く
と
小
町
は
頭
に
手
を
置
い
て

 
小
町

そ
う
だ

ま
た
来
た
道
を
帰
る

 
理
 

な
ら
亜
狛
送

て
あ
げ
な
さ
い

 
亜
狛
は
理
久
兎
の
指

に
従
い

け
目
を
開
い
て

 
亜
狛

ど
う

小
町
さ
ん

 
小
町

こ
り

す
ま
な
い

そ
れ
じ

理
久
兎
さ
ん
楽
し
い

 

居
生
活
を

 
そ
う

い
小
町
は

け
目
へ
と
入
る
と

け
目
は
閉
じ
る

そ
し
て

い
た

物
を

し
な
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が
ら

 
理
 

さ

て
と
服
を
作
り
ま
す
か

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

や

と
こ
の

と
も
お
別
れ
だ
よ

 
黒
 

主
は
ど
ん
な
物
を
作
る
の
か

 
従
者
達
は
理
久
兎
の
作
り
改
良
す
る
服
と
小
物
に
期
待
を

ら
ま
せ
楽
し
み
な
が
ら
完
成
を
待

つ
の
だ

た

そ
う
し
て
ま
た
数
時
間
後

 
理
 

よ
し

出
来
た

 
そ
う

ぶ
と
真

先
に
亜
狛
が
や

て
来
る

 
亜
狛

マ
ス

完
成
し
た
服
は

 
理
 

ら
こ
れ
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
完
成

の

服
を
亜
狛
に
渡
す
と
亜
狛
は
大
喜
び
で
着
替
え
す
る

た
め
に
部

を
出
る

す
る
と
次
に
耶
狛
が
や

て
来
る

 
耶
狛

マ
ス

女
服
の
改
良
後
は
ど
う
な

た
の

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は

み
な
が
ら
改
良
後
の

女
服
の
狐
の
お
面
を
見
せ
る
と
耶
狛
は
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喜
し
た

 
耶
狛

可
愛
い

 
理
 

を
改
良
し
て
少
し
⻑
め
の
ス
カ

ト
に
作
り
変
え

 
更
に
そ
れ
に
合
う
よ
う
に
ち

ろ
ち

ろ
と
装

を

 
あ
し
ら

た
よ

 
耶
狛

私
こ
れ
す
ぐ
着
て
く
る

 
そ
う

う
と
耶
狛
も
服
を
持

て
部

を
出
て
い
く

 
理
 

ハ
ハ
ハ

み
ん
な
元
気
だ
な

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
最
後
の
従
者
の
黒
が
入

て
く
る

 
黒
 

そ
れ
で
主
よ
俺
に
渡
す
小
物

て

 
黒
に

わ
れ
た
理
久
兎
は
そ
の
小
物
を
黒
に
手
渡
す

そ
し
て
黒
に
渡
し
た
小
物
と
は

 
黒
 

何
だ

こ
れ
は

 
理
 

だ
よ

黒
は
目
力
が
強
い
か
ら
そ
れ
を
着
け
れ

 
ば
少
し
は
変
わ
る
と
思

て
な

 
黒
 

そ
う
か

あ
り
が
と
う
な
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そ
う

い
黒
は
そ
の

を
着
け
る
と
目
が
小
さ
く
な
り
目
力
で

い
目
が
少
し
ま
し
に
な

た 
理
 

合

て
る
よ

 
黒
 

ふ
ん

 
黒
が

れ

し
を
し
て
い
る
と
先
程
部

か
ら
出
て
い

た
亜
狛
と
耶
狛
が
現
れ
る

し
か
も

理
久
兎
が
作

た
服
を
着
て
だ

 
亜
狛

合
い
ま
す
か

 
理
 

あ

合

て
る
よ

 
耶
狛

マ
ス

私
は

 
理
 

耶
狛
も

合

て
る
よ

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
マ
ス

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
主
は
何
を
作

た
ん
だ

 
そ
れ
を
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
自
分
が
作

た
も
の
を
見
せ
る

 
理
 

こ
れ
だ
よ

 
理
久
兎
が
作

た
の
は
フ

ド
の

い
た
丈
の
⻑
い
コ

ト
だ

フ

ド
を
着
け
れ
ば

も
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せ
そ
う
だ

見
た
目
と
し
て
は

間
の
コ

ト
で
す

 
理
 

ま

こ
れ
で
正
体
も

せ
る
し
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
そ
の
コ

ト
を
着
る
と
正
体
を
知
ら
な
い
奴
か
ら
見
れ
ば

実
に
正
体
を

せ
る
コ

ト
だ

 
亜
狛

こ
れ
ま
た
面
白
い
も
の
を
作
り
ま
し
た

 
耶
狛

本
当
だ

 
黒
 

本
当
に
主
だ
と
分
か
ら
な
い

 
理
 

は

は

は

な
ら
大
成

だ
な

 
こ
う
し
て
理
久
兎
達
は
新
し
く
服
を
新
調
し
た
の
だ

た
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第
１
８
０
話
 

人
の
外
出

 
理
久
兎
は
自
身
の
身
を

す
服
を
作
り
そ
れ
を
着
て
地
上
の
人
里
の
方
に
ま
で
来
て
い
た

理

由
は
そ
ろ
そ
ろ

き
て
し
ま
う
食
料
の
買
い
出
し
だ

亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は
ま
た

れ
か

え

て
来
そ
う
な
怨
霊
達
の
掃
除
を
す
る
事
と
な
り
そ
の
間
に
食
料
の
買
い
出
し
を
し
よ
う
と

え
た
か
ら
だ

 
理
 
い
や

久
々
の
外
は
い
い
も
ん
だ

 
理
久
兎
は
そ
う
思

て
い
る
が
人
里
の
人
間
達
か
ら
は
注
目
の
的
と
な

て
い
た

そ
れ
も
そ

の

真

黒
な
ロ
ン
グ
コ

ト
で
フ

ド
を
着
け
て
大

の
中
を
歩
け
ば
目
立
つ
の
は
当
た
り
前

だ 
理
 

え

と
ま
ず

は

お

彼
処
か
な

 
理
久
兎
は
さ
さ

と

を
売

て
い
る
八
百

に
着
く
と
店
主
が
怪
し
ん
だ
表
情
で
見
て
く

る 
店
主

へ
い

ら

し

い

 
と

か
ら
し
て
怪
し
み
な
が
ら

う
が
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
せ
ず
店
に

ぶ

品
を

め
て



 第１８０話  人の外出

 
理
 
ふ
む

こ
こ
の
品
は
良
い
も
の
ば
か
り
だ
な

 
店
主

お

お
客
さ
ん

 
店
主
も
い
つ
も

葉
の

や
か
し
な
ら
帰
れ
が
出
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
理
久
兎
の
見

た
目
に
ビ
ビ

て

え
な
い
で
い
た

す
る
と
理
久
兎
は

い

で

 
理
 

こ
こ
の

全
部
買
い
た
い
が
い
く
ら
だ

 
そ
の

葉
を
聞
い
て
店
主
は
若

固
ま

た
が
す
ぐ
に
元
に

て

 
店
主

え

え

と

ふ

み

の

お
お
よ
そ
で

 
１
０
６
０
７
５

だ

 
理
 

ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
ポ

ト
か
ら
大

の
金
が
入

た

を
渡
す

そ
の
中
身
を
見
た

店
主
は
目
が
点
に
な

た

 
店
主
 
 
 

 

 
理
 

つ
り
は
要
ら
な
い

と

と
き
な

 
そ
う

う
と
店
主
は
大
喜
び
と
な

て
ゴ
マ
を
す
り
な
が
ら

を

か
べ
る

 
店
主

ま

度
あ
り

お
客
さ
ん

に
積
み
ま
す
ん
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で

く
お
待
ち
く
だ
さ
い

 
そ
う

い
店
主
は

を
運
び
に
向
か
お
う
と
す
る
と

 
理
 

な

く

の
店

る
か
ら
後
で

物
取
り
に
い
く

 
か
ら
頼
む
な

 
店
主

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
店
主
は
今
度
こ
そ

を
取
り
に
向
か
う
の

し
ま
た
人
里
の
店
を

て
行
き

今
度
は

に
着
く
と

 

へ
い
そ
こ
の

え

と

不
思
議
な
人

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
人

し
指
で
自
分
を
指
す
と

の
店
主
は

で

 

そ
う
そ
う
あ
ん
た
だ
よ

あ
ん
た

良
け
れ
ば
何
か

 
買

て

て
く
れ
る
か
い

ど
れ
も
取
れ
た
て
新

 
で

せ

 
そ
う

わ
れ

品
の

を
見
る

か
に
店
主
の

う
と
お
り
取
れ
立
て
な
の
が
分
か
る
と

 
理
 

な
ら
こ
こ
の

全
部

う
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

は

で
定
番
の
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度
あ
り

お
値

は
ざ

と
１
０
０
０
０
０

 
て
所
だ
が
大
丈
夫
か
い

 
理
 

れ

 
そ
う

い
な
が
ら
先
程
と
同
じ
よ
う
に
金
の
入

た
小

を
渡
す
と

の
店
主
は
大
喜
び
な

と
な
る

 

度

な

あ
ん
た
運
ぶ
の
大
変
だ
ろ

を

 
持

て
く
る

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
指

を
出
す

 
理
 

そ
れ
な
ら
彼
処
の
八
百

の
前
に

が
あ
る
だ
ろ

 
そ
こ
に
皆
入
れ
て
お
い
て
く
れ

 

了
解
し
た

 
そ
う

い

は
せ

せ

と

を
運
び
出
す

 
理
 

後

ど
こ

ろ
う

か
な

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
更
に
お
店
を
物

す
る
こ
と
数
時
間
後

 
理
 
我
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
買

た
な
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買

た
も
の
を
リ
ス
ト
ア

プ
す
る
と

各
種

各
種

各
種
酒
各
種
調
味
料
各

種

大

各
種

の
種
等
々
余
り
に
も
大

に
購
入
し
た
た
め

が

船
の
よ
う
に

な

て
い
た

つ
い
で
に

は
現
代

格
で
約
数
１
０
０

近
く
の
買
い
物
と
な

た

 
理
 

さ
て
と
こ
れ
を
引

て
い
き
ま
す
か

 
そ
う

い
て
理
久
兎
は

を
引

る

な
お

の

さ
は
数

キ
ロ
は

え
て
い
た
が

そ
れ
を

な
く
引

り
人
里
か
ら

れ
て
い
き
近
く
の

へ
と

し
て
い
く
と
そ
の
近
く

で 

お
姉
ち

ん
あ
の
人
食
べ
物
を

山
運
ん
で
る
よ

 

そ
う

食
料
を

い
ま
し

う

 

う
ん

く
ご
飯
食
べ
た
い
な

 

そ
う

 
特

な
会
話
を
し
な
が
ら
空

の
少
女
達
は

を
運
ん
で
い
る
理
久
兎
を
襲
う
た
め
に

行

し
た

そ
し
て

く
歩
い
て
理
久
兎
が

に
着
く
と

 
理
 

ふ

と
り
ま
全
部
収

と

 
そ
う

い
て
理
久
兎
は
い
つ
も
の
定
番
装
備
の
断
罪
神
書
を
胸
ポ

ト
か
ら
取
り
出
し
て



 第１８０話  人の外出

ご
と
収

す
る

 
理
 

さ
て
と
帰
ろ
う
か

 
そ
う

い
て
帰
ろ
う
と
す
る
が
理
久
兎
は
立
ち

ま

て

を

か
せ
る
よ
う
に

 
理
 

お
い
そ
こ
に
い
る
の
は
分
か

て
る
姿
を
見
せ
ろ

 
こ
の
小
さ
な

で
そ
う

う
と

か
ら

 

サ

サ

サ

サ

 

を
た
て
る
と
そ
こ
か
ら

人
の
少
女
い
や
見
て
目
的
に
は

女
と

た
方
が
い
い
の
か

も
し
れ
な
い
そ
の

人
は

の
棒
を
手
に
持

て
現
れ
た

 
理
 

な

達
俺
に
何
の
よ
う
だ
い

ナ
ン

は
勘

 
し
て
く
れ
よ

 
出
て
き
た

女
達
に
そ
う
聞
く
と

人
は
お
互
い
に

を
見
合
わ
せ
て

 

方
の
食
べ
物
を

い
に
来
た
ん
だ
よ

  

人
の
緑

の
少
女
は
そ
う

く
が
も
う

人
の

女
は

た
ま
ま

方
を
見
続
け
て
い

た
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理
 

ふ

ん

そ
れ
で

 

そ
れ
で

て
私
達
は
妖
怪
だ
よ

怖
い
ん
だ
よ

 
と

し
を
か
け
て
く
る
が
全
然
怖
く
な
い
所
か

に
可
愛
ら
し
い
ぐ
ら
い
だ

 
理
 

い
や
あ
の
全
然
怖
く
な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う

て
い
る
先
で
は

女
妖
怪

名
は
お
互
い
に

を
見
合
わ
せ
特

な
意
思

通
を

る
 

あ
の
人
心
が
読
め
な
い
よ
お
姉
ち

ん

 

気
を

け
て

多
分

者
じ

な
い

 
と

人
が
会
話
を
し
て
い
る
中
だ
が

く
帰

て
料
理
の
下
ご
し
ら
え
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め

く
帰
り
た
い
と
理
久
兎
は
思

て
い
た

 
理
 

な

引
き

め
る
理
由
が
な
い
な
ら
帰

て
い
い

 
俺
も

じ

な
い
ん
だ
け
ど

 
そ
う

う
と

女
妖
怪
の

は
怒
り
出
し
て
棒
を

え
て

 

逃
が
さ
な
い
か
ら

 
そ
う

い

の
棒
で
理
久
兎
に
殴
り
か
か

て
く
る
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理
 

い

 
ス

 
自
分
は

女
達
の
前
か
ら

然
と
姿
を
消
し
た

こ
れ
に
は

女
妖
怪
達
も

い
た

 

あ
れ

何
処
に
行

た
の

 
そ
う

い
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
渡
し
て
い
る
最
中
で
自
分
は

後
へ
と
一

で

動
す

る

そ
れ
を

女
妖
怪

は
見
て
い
た
の
か

 

け
て

 

え

 

女
妖
怪
は
突
然
の
事
で
反

で
き
な
か

た
み
た
い
な
の
か
反

が

て
い
た

 
理
 

ま
ず

人

 
ト
ン

 

つ

 
バ

ン

 

女
妖
怪
の
後
ろ

に
手
刀
を
し
て

女
妖
怪

を
気
絶
さ
せ
る

 

そ
ん
な

こ
い
し
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そ
う

い

女
妖
怪

に
近
づ
こ
う
と
す
る
が
先
程
と
同
様
に

女
妖
怪

の

後
へ
と
一

で

動
す
る

 
理
 

手
が
悪
か

た
な

 
ト
ン

 

う

そ
ん

な

 
バ

ン

 

女
妖
怪

の
後
ろ

に
手
刀
を
し
て

女
妖
怪

と
同
じ
よ
う
に
気
絶
さ
せ
た

も
は
や

か
ら
見
れ
ば
理
久
兎
は
完

に
犯
罪
者
に
し
か
見
え
な
い

 
理
 

さ
て
と

い
た
し

さ

さ
と
帰
ろ
う

 
そ
う

い
て
帰
ろ
う
と
す
る
と

 
グ

 
か
つ
て
ル

ミ
ア
と
同
じ
よ
う
な

が
な
る

が
聞
こ
え
る

無
論
自
分
で
は
な
い

の

鳴

た
の
は
気
絶
し
た

女
妖
怪

か
ら
だ

た

先
程
の
襲

て
き
た
理
由
か
ら
空

な
の

だ
ろ
う

 
理
 

は

ち

後
味
悪
い
な



 第１８０話  人の外出

 
頭
を

き
な
が
ら

女
妖
怪
達
に
近
づ
い
て

人
を

い
で

 
理
 

や
れ
や
れ
何
で
こ
う
な
る
ん
だ
か

 
そ
う

き
つ
つ
従
者
達
が
い
る
旧
地
獄
へ
と
理
久
兎
は
向
か
う
の
だ

た



 第十章 旧都開拓記

 
第
１
８
１
話
 
勘
違
い

 

人
の

女
達
を

い
で
理
久
兎
は
旧
地
獄
の

拠
点
に
帰
還
し
た

ま
だ

拠
点
に
亜
狛

耶
狛

黒
の
姿
が
見
え
な
い
事
か
ら
ま
だ
帰

て
き
て
い
な
い
の
が
分
か
る

 
理
 

さ
て
と

人
を
布
団
で

か
せ
る
か

 

い
で
い
る

女
達
を

ぎ
自
分
達
の

室
へ
と
運
ぶ

ド
と

う
に
は
簡

的
な

の

布
団
へ
と
運
び
彼
女
た
ち
を

か
せ
る

 
理
 

ま

布
団
の

は
悪
い
け
ど
許
し
て

 
そ
う

い

の
台
所
へ
と
向
か

て

を
空
か
せ
て
い
る
少
女
達
の
た
め
に
料
理
を
し
よ
う
と

す
る
と

 
理
 

あ

そ
う
だ
そ
ろ
そ
ろ

を

が
な
い
と

 
そ
う

て

の

で
す
ら
切
断
可
能
な

と
特

合
金
で
作

た

を
取
り
出
し
て

を
数
時
間
か
け
て

す
る
の
だ

た

視
点
を
変
え
て
数
時
間
後
理
久
兎
が

か
せ
た

女
達
へ
と
視
点
は

る

 

う

ん

こ
こ
は



 第１８１話 勘違い

 
そ
う

い
な
が
ら

女
の
妖
怪
は
目
を
覚
ま
し
て

り
を
見
回
す

す
る
と

で

て
い
る
自

身
の
姉
を
見
つ
け
る
と

 

お
姉
ち

ん

お
姉
ち

ん

 
妖
怪
の
少
女
は

て
い
る
も
と
い
気
絶
し
て
い
る
自
身
の
姉
を

さ
ぶ

て
起
こ
そ
う
と
す
る

と 

う

う

こ
い
し

 
そ
う

い
な
が
ら
も
う

人
の
妖
怪
の
少
女
が
起
き
る
と
こ
い
し
と

わ
れ
た
妖
怪
の
少
女

は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り

き
つ
い
た

 
こ
い
お
姉
ち

ん

 
そ
う
心
で
会
話
し
て
こ
い
し
は
姉
で
あ
る
さ
と
り
の
胸
の
中
で

を
う
ず
く
ま
せ
る

 
さ
と

こ
い
し

こ
こ

て
何
処

 
そ
れ
を

わ
れ
た
こ
い
し
は

り
を
見
渡
し
て

 
こ
い
分
か
ら
な
い

起
き
た
ら
こ
こ
に
い
た
か
ら

 
さ
と

か
が
私
達
を
運
ん
だ

て
事
よ

 
さ
と
り
と
こ
い
し
は
話
し
合

て
い
る
と

の
向
こ
う
か
ら
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キ

キ

キ

キ

キ

キ

 
と

何
か
が

り
会
う

が
聞
こ
え
て
く
る

 
こ
い
お
姉
ち

ん
怖
い
よ

 
さ
と

少
し

い
て
み
ま
し

う

 
そ
う

い

人
は

ま
で
近
づ
き
そ

と

を
少
し
開
け
て

の
部

を

す
る
と
そ
こ

は
土
間
だ

た

そ
し
て
そ
こ
に
は

で

を

ぎ
な
が
ら

を

て
い
る

年
も
と

い
理
久
兎
が
い
た

 
理
 

 
そ
し
て
理
久
兎
は

ぐ
の
を

め
て

い
だ

を

め
て

 
理
 

う
ん

合
格
だ

 
と

べ
て
断
罪
神
書
か
ら
食
材
を
取
り
出
し

は
中
に
し
ま

て
料
理
を
作
り
始
め
た

 
さ
と
こ
い
し
あ
の
人
の
心
の

は
聞
こ
え
る

 
こ
い
う
う
ん
分
か
ら
な
い

 
な
お

人
に
は
理
久
兎
の
心
の

が
聞
こ
え
な
い
よ
う
だ

す
る
と
理
久
兎
は
料
理
を
作
り

な
が
ら

で
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理
 

で
も
今
日
は
良
い
食
材
が
手
に
入

た
な

あ
そ
こ

 
で
あ
ん
な
に
良
い
物
が
手
に
入
る
な
ん
て
な

 
そ
れ
を
聞
い
て
見
て
い
た
い
た
さ
と
り
と
こ
い
し
は

を
真

に
さ
せ
て

 
こ
い
お

お
姉
ち

ん

ま
さ
か
そ
の
食
材

て
私
と
お

 
姉
ち

ん
じ

な
い
よ

 
さ
と
な

何
を

て
い
る
の
ま
さ
か
そ
ん
な
事
は

 
そ
う
会
話
を
し
て
い
る
矢
先
で

 
理
 

ま
さ
か

も
手
に
入
る
な
ん
て
な

 
な
お
理
久
兎
は
手
に
入
れ
た
大
き
な

の

を
見
な
が
ら

て
い
る
が

ま
な

に
に

せ
ら
れ
た

の
事
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
さ
と
り
と
こ
い
し
は

 
こ
い
や

り
私
達
を
食
べ
る
気
だ
よ

後
で
あ
の

の

中
か
ら
こ
に

に

ち
は

て
な

ち

う
よ

 
さ
と
そ

そ
ん
な

で
も
妖
怪
の
中
に
は
あ
え
て
妖
怪
を

食
べ
る

食
妖
怪
が
い
る
と
は
聞
い
た
事
が
あ
る
け

ど
よ
り
に
も
よ

て
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こ
い
お
姉
ち

ん
あ
そ
こ
に
も

が
あ
る
よ

 
さ
と
な

な
ら
あ
そ
こ
か
ら
逃
げ
ま
し

う

 
そ
う
心
で

て

人
は
も
う
一
方
の

を
開
け
る
と
と
ん
で
も
な
い
も
の
を
見
て
し
ま

た

そ
れ
は
通

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
た
だ
の

し
入
れ
だ

た
が
中
に
入

て
い
た
も
の

が 
こ
い
お

お
姉
ち

ん

 
さ
と
そ

そ
ん
な

 

人
が
見
て
し
ま

た
の
は
数
々
の
拷
問

が
収

さ
れ
て
い
た

三

馬
か
ら

や

ら
中
に
は

の
つ
い
た

ぎ

や
コ
ウ
ノ
ト
リ
等
々
明
ら
か
に

バ
イ
物
が
わ
ん
さ
か
と
収

さ
れ
て
い
た

心
が
妹
よ
り
も
強
い
と
自
負
で
き
る
さ
と
り
で
す
ら
真

に
な
る

だ
が
そ

れ

上
に
も
こ
い
し
が

え
て
い
た

 
こ
い
い

嫌
だ
よ

死
に
た
く
な
い
よ

 
さ
と
こ
い
し
大
丈
夫
よ
私
が
守
る
か
ら

 
こ
い
お
姉
ち

ん

 
さ
と
だ
か
ら
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え
手

を
斬
ら
れ
食
材
に
な
ろ
う
と
も
妹
だ
け
は
絶
対
に
守
る
と
決
意
を
固
め
こ
い
し
へ
と

近
づ
こ
う
と
し
た
時

 
コ
ン

 
近
く
に
あ

た
小

を

く

飛
ば
し
そ
れ
が
収

さ
れ
て
い
た
拷
問

に
当
た

て

が
鳴
り

い
し
て
し
ま

た

 
さ
と
な

 
こ
い
お

お
姉
ち

ん

 
理
 

ん

今
の

は

起
き
た
の
か

 

覚
等
の
感
覚
が

れ
て
い
る
そ
う

い
理
久
兎
は
そ
の

に
す
ぐ
に
気

き
さ
と
り
と
こ
い

し
の
部

に
近
づ
い
て
く

人
は
す
ぐ
さ
ま

し
入
れ
の

を
閉
め
て
狸

入
り
す
る
と
同

時
に
理
久
兎
が

を
開
け
狸

入
り
し
て
い
た

人
を
見
て

 
理
 

て
る
よ

 
そ
う

い
ま
た
理
久
兎
は

を
閉
め
て
土
間
へ
と

り
調
理
を
再
開
す
る

そ
れ
を

し
た

さ
と
り
と
こ
い
し
は

 
さ
と

良
か

た
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こ
い
も
う

よ
何
で
こ
ん
な
こ
と
に
な

ち

た
ん

だ
ろ

お
願
い
だ
か
ら
帰
し
て
よ

 
も
う
こ
い
し
は
恐
怖
で

き
出
し
そ
う
だ

た

 
さ
と
こ
い
し

 
す
る
と
ま
た

の
部

か
ら

が
聞
こ
え
だ
し
た

ど
う
や
ら

か
来
た
み
た
い
だ

 
亜
狛

マ
ス

今
帰
り
ま
し
た

 
耶
狛

お

す
い
た
よ

 
黒
 

今
回
も
掃
除
は
楽
だ

た
な

 
理
久
兎
の
従
者
達
が
帰

て
き
た
の
だ

そ
し
て
そ
れ
に
さ
と
り
と
こ
い
し
は
更
に
絶
望
を
す

る 
こ
い
私
達

あ
の
妖
怪
達
に
虐
め
ら
れ
る
だ
け
虐
め
ら
れ

て
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ち

う
の
か
な

嫌
だ
な

死
に
た
く
な
い
よ

 
さ
と
大
丈
夫

私
が
絶
対
に
守
る
か
ら

 
だ
が
さ
と
り
は
こ
い
し
を
強
く

き
し
め
る
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理
 

人
と
も
出
来
れ
ば
静
か
に
し
て
も
ら

て
い
い

 
あ

ち
で

て
い
る
子
達
が
い
る
か
ら
さ

 
亜
狛

あ

さ

き

に
あ

た
お

を
空
か
せ
た
妖
怪

 
達
で
す

て
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

ご
め
ん

ご
め
ん

あ
の
子
達
を
起
こ
し
ち

う
と

 
可

想
だ
よ

 
黒
 

な

主
よ
何

に
助
け
た
ん
だ

 
今
の
黒
の

葉
を
聞
い
た
さ
と
り
と
こ
い
し
は

い
た

 
さ
と
今

助
け
た

て

 
こ
い
え

え

 

人
は
更
に

へ
と
近
づ
い
て
耳
を
す
ま
せ
る

 
理
 

は
は
は

を
空
か
せ
て
る
な
ら
食
事
ぐ
ら
い

 
分
け
て
や
り
た
く
な

て

そ
れ
に
餓
死
さ
れ

 
て
も
後
味
悪
い
し

 
黒
 

本
当
に
変
わ
り
者
だ
な
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理
 

よ
く

わ
れ
た
よ
黒

も
う

れ
だ
よ

れ

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
と
こ
い
し
は
よ
う
や
く
自
分
達
の
勘
違
い
に
気
が
つ
き
安

し
た

 
さ
と
こ
い
し

私
達
は
勘
違
い
し
て
い
た
み
た
い

 
こ
い
で
も
私
怖
か

た
よ

 
さ
と
本
当
は
私
も
怖
か

た

 
安

の

を

ら
し
て
い
る
と

 
黒
 

お
い

そ
こ
の

で
聞
き
耳
し
て
い
る
奴
等
起
き

 
て
い
る
ん
だ
ろ
出
て
こ
い
よ

 
ど
う
や
ら
黒
に

人
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
見

ら
れ
た
よ
う
だ

そ
れ
に
は
理
久
兎
と
亜

狛
に
耶
狛
は

論

く
が

の
奥
の
さ
と
り
と
こ
い
し
も

い
て
し
ま

て
い
た

 
理
 

な

起
き
て
る
の
か

 
さ
と
り
と
こ
い
し
が
い
る
部

に
呼
び
掛
け
る
と
そ

と

が
開
い
て

 
さ
と

え

と
そ
の

 
こ
い

え

え

と

 
さ
と
り
と
こ
い
し
が
姿
を
現
し
た
の
だ

た
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第
１
８
２
話
 
覚
妖
怪

 
料
理
を
作
り
始
め

時
間
後
の
夕
方

 
さ
と

え

と
す
い
ま
せ
ん
が
こ
れ
は

 
こ
い

お
姉
ち

ん
料
理
が
こ
ん
な
に
い

い

 
さ
と
り
と
こ
い
し
の
前
に
は
大

の
料
理
が

べ
ら
れ
さ
な
が
ら
ご

走
と
な

て
い
た

自

分
も
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
座
る

へ
と
座
る
と

 
理
 

し
上
が
れ

 
亜
狛

い
た
だ
き
ま
す

 
耶
狛

い
た
だ
き
マ
ン
ス

 
黒
 

い
た
だ
く

主
よ

 

人
は
そ
う

う
と
料
理
に
あ
り
つ
く

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
は

さ
と
り
と

こ
い
し
に

 
理
 

人
も

く
食
べ
な
い
と
お
か
ず
無
く
な
る
よ

 
こ
い

お
姉
ち

ん

く
食
べ
よ
う
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さ
と

そ

そ
う

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
こ
い
し
も
料
理
に
あ
り
つ
く
と

人
の

は

ん
だ

 
こ
い

美
味
し
い

 
さ
と

本
当

 
そ
し
て
さ
と
り
と
こ
い
し
は
理
久
兎
の
従
者
た
ち
に
サ

ド
ア
イ
を
向
け
て
見
る
と

 
亜
狛
や

り
マ
ス

の
飯
は

い
な

 
耶
狛
次
は

き

 
黒
 
に
し
て
も
主
は
本
当
に
料
理

き
だ
な

 
と

人
の
心
を
読
ん
で
い
た

そ
し
て
そ
れ
を
見
な
が
ら
理
久
兎
は
酒
の
入

た

を

手
に
そ
れ
を

め
て
心
で

う

あ
の
妖
怪
姉
妹
の
種
族
が
大
方
は
分
か

た
た
め
だ

そ
し
て

さ
と
り
と
こ
い
し
は
次
に
理
久
兎
を
見
る
が
や
は
り
心
を
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
た
め

し
く
な

る 
こ
い
お
姉
ち

ん
何
で
あ
の
妖
怪
の
心
は
読
め
な
い
ん
だ

ろ
う

 
さ
と
分
か
ら
な
い
わ

け
ど
今
は
様
子
見
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さ
と
り
と
こ
い
し
は
お
互
い
の
心
を
読
み
合

て
理
久
兎
を
観
察
す
る
こ
と
に
決
め
今
は
出
さ

れ
た
料
理
に
あ
り
つ
く

そ
う
す
る
事
数
時
間
後

 
全
員

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

は
い
は
い
お

末
様

 
理
久
兎
は
久
々
の
酒
が

い
の
か
一

の
酒
を
飲
み

し
て
し
ま
い

り
は

に
入

て
い
る

酒
だ
け
だ

 
こ
い

美
味
し
か

た

お
姉
ち

ん

 
さ
と

そ
う

と
こ
ろ
で

 
さ
と
り
は
理
久
兎
に
心
が
読
め
な
い
理
由
を
聞
こ
う
と
す
る
と
さ
と
り
の

葉
を

中
で

り 
理
 

次
に

は

ど
う
し
て

方
の
心
が
読
め
な
い
の

 
で
す
か

と

う

 
そ
う

い

に

て
い
る
酒
を
飲
み

す
と

さ
と
り
が
口
を
開
い
て

 
さ
と

ど
う
し
て

方
の
心
が
読
め
な
い
の
で
す
か

 
は
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こ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎

外
の

り
の
全
員
は

い
た
が

問
を
し
た
さ
と
り
が
一
番

い
て

い
た

 
亜
狛

え

マ
ス

そ
れ

て
ど
う

う
事
で
す
か

 
耶
狛

す
ご

い
マ
ス

今
の
ど
う
や

た
の

 
黒
 

主
よ
あ
ん
た
い

た
い
何
な
ん
だ

 
こ
い

嘘

私
達
の
事
知

て
た
の

 
理
 

い
や
知
ら
ん

 
こ
い
し
に
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
胸
を

て
キ

リ
と

え
る
と

人
は
少
し

コ

た

 
さ
と

う

な
ら

方
は
い

た
い

 
そ
れ
を

わ
れ
た
理
久
兎
は
さ
と
り
と
こ
い
し
に

 
理
 

そ
れ
な
ら

達
か
ら
名

る
の
が

だ
と
俺
は
思

 
う
け
ど

 
そ
れ
を

わ
れ
た
さ
と
り
と
こ
い
し
は
自
分
達
の
事
を

じ
り
に
話
し
だ
す

 
さ
と

私
は
古
明
地
さ
と
り
で
す

に
い
る
の
が
妹
の
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こ
い

こ
い
し
だ
よ

 
さ
と
り
と
こ
い
し
の
自

が
終
わ
る
と
理
久
兎
達
も
名

る

 
亜
狛

ま
ず
私
は
深
常
亜
狛
と

い
ま
す
そ
し
て

が

 
耶
狛

妹
の
耶
狛
で

す

 
黒
 

俺
は
黒

後
は
な
し
だ

 

人
の

が
終
わ
る
と
最
後
に
自
身
の

を
す
る

 
理
 

最
後
に
俺
は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
だ
ま

気

 
安
く
理
久
兎
で
良
い
よ
ろ
し
く
な

 
そ
し
て
理
久
兎
の
名
前
を
聞
い
た
さ
と
り
は

き
の
表
情
を

し
た

 
さ
と

り

理
久
兎

て
ぬ
ら
り

ん
の
理
久
兎
あ
の

 
で
す
か

 
こ
い

お
姉
ち

ん
理
久
兎

て
何

 
珍
し
く

た
だ
し
い
姉
を
見
て
こ
い
し
は
さ
と
り
に
理
久
兎
と
は

か
と

る
と

 
さ
と

こ
の
幻
想
郷
の
創
設
者
の

人
に
し
て
妖
怪
達
の

 
頂
点
に

臨
し
た
妖
怪
の
王
よ
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こ
い

臨
し
た

 
さ
と

え

か
数
百
年
前
に
死
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る

 
な
の
に
そ
れ
が
何

生
き
て
い
る
の

 
そ
れ
に
つ
い
て

問
さ
れ
る
と
理
久
兎
は

い
を

か
べ
な
が
ら

 
理
 

い
や

死
ん
だ
に
は
死
ん
だ
ん
だ
よ

だ
け
れ
ど

 
ま
さ
か
蘇
る
と
は
思

て
な
く

て
さ
し
か
も
盛

 
大
に
葬
式

げ
て
く
れ
た
の
に
今
さ
ら
生
き
て
ま

 
し
た

な
ん
て

い
な
が
ら
帰
れ
る
と
思
う

 
さ
と

え

と

そ
の
す
い
ま
せ
ん

 
し

ん
と
な
る

見
て
い
て
の
予

と
し
て
は
普

さ
と
り
は
心
が
読
め
る
た
め
こ
ん
な
に
会

話
を
し
な
い
た
め
か
あ
ま
り

れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

に
い
つ
も
の
調
子
が
出
な
い
だ
ろ

う 
理
 
ま

今
の
で
信
じ
て
く
れ
る
な
ら
助
か
る
か

 
実

は
理
久
兎
が
さ
と
り
達
に

た
事
そ
れ
は
事
実
の

つ
だ
が
本
来
は
八
雲
紫
の
願
い

を
神
と
し
て
聞
き
入
れ
て
そ
れ
を

え
さ
せ
る
た
め
に
動
い
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
だ

だ
が
そ
こ
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で

た
友
や
弟
子
は

け
が
え
の
な
い
存

と
な

て
い
た
の
も
あ
り

を
出
し
づ
ら
い
の
が
現

状
な
の
だ

 
こ
い

ふ

ん

て
こ
と
は

居
中

 
理
 

ま

な
そ
う
な
る
な

さ
て
と
俺
の
事
は
話
た

 
し
な
そ
ろ
そ
ろ

ら
の
事
を
聞
か
せ
て

し
い
な

 
覚
妖
怪
さ
ん
方

 

人

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
と
こ
い
し
は
ま
た

い
た

 
耶
狛

覚
妖
怪

 
理
 

あ

人
間
が
妖
怪
を
嫌
う
の
は
分
か
る
よ
な

 
亜
狛

そ
れ
は
ま

そ
う
で
す
よ

れ
で
す
か
ら

 
理
 

だ
け
ど
妖
怪
の
中
に
は
妖
怪
を
嫌
う
者
も
い
る

 
黒
 

て
こ
と
は
ま
さ
か

 
理
 

そ
う
ご
名

だ

覚
り
妖
怪

て
の
は

手
の
心

 
を
読
む
事
が
出
来
る
が

に
人
間
は

論
妖
怪
か
ら
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も
嫌
わ
れ
続
け
た
妖
怪
達

て
事
さ

 
そ
の
説
明
を
聞
い
て
い
た
さ
と
り
と
こ
い
し
は
う
つ
む
い
て

 
さ
と

え

そ
う
で
す

そ
れ
で
合

て
ま
す

 
こ
い

 
さ
と

昔
か
ら
私
達
覚
り
妖
怪
は
心
が
読
め
ま
す
そ
れ
は

 
し
た
い
秘
密
や
知
ら
れ
た
く
な
い
ト
ラ
ウ
マ
を

 
そ
れ
ら
は
知

て
し
ま
う
か
ら
で
す

 
理
 

そ
れ
で

 
さ
と

そ
れ
ら
が
あ

て

も
私
達
を
助
け
よ
う
と
は
し
ま

 
せ
ん
で
し
た

そ
れ
所
か
姿
を
見
た
だ
け
で

を

 
投
げ
ら
れ
ま
し
た
し

の
妖
怪
達
に
も
追
い
出
さ
れ

 
て
し
ま

た
り
で
そ
れ
で
い
て
食
べ
る
も
の
な
く
な

 
り
仕
方
な
く
ご
ろ
つ
き
ま
が
い
な
事
を
し
た
り
畑
か

 
ら

を
頂
戴
し
て
ま
し
た

 
耶
狛

い

だ
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黒
 

 
さ
と

そ
れ
も
も
う

れ
ま
し
た
け
ど

そ
れ
に

方
達
も

 
心
が
読
ま
れ
る
の
は
嫌
で
す
よ

 
さ
と
り
は

い
で

う
と
理
久
兎

て
聞
い
て
い
た
理
久
兎
達
は

 
理
 

い
や
別
に
俺
は
心
を
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
け
ど

 
も
し
読
ま
れ
た
ら
読
ま
れ
た
ら
で
話
す
る
の
に
も

 

じ

ん

 
こ
い

え

 
亜
狛

そ
う
で
す

し
か
も
私
達
の
秘
密
な
ん
て
所

 
詮
は
小
さ
な
こ
と
で
す
し

な

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

大
し
た
秘
密
な
ん
て
な
い
よ

 
黒
 

俺
も
読
ま
れ
る
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
そ
う
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
と
こ
い
し
は
少
し
だ
が

を

か
べ
て
し
ま

て
い
た

こ
れ
ま
で
そ

ん
な

葉
を
か
け
ら
れ
た
事
は
な
か

た

そ
し
て

人
は
嘘
か
真
実
か
を

の
た
め
に

か

め
る
と
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亜
狛
読
め
て
い
る
な
ら
こ
れ
は
真
実
で
す
よ

 
耶
狛
さ

私
の
心
を
読
ん
で
み
よ

な
ん
て

 
黒
 
何
に
も
怖
く
な
い
な

 

葉
は
全
て
真
実
だ

た

そ
れ
を
読
ん
だ
さ
と
り
と
こ
い
し
は

い
た

か
ら

と
な

た 
さ
と

ふ
ふ

 
こ
い

こ
れ
ま
で
私
達
に
そ
ん
な

葉
か
け
て
く
れ
る
妖
怪

 
聞
い
た
こ
と
も
な
い
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
そ
う
か

な
ら
俺
ら
が
始
め
て
だ
な

 
さ
と

で
も
何
で

方
の
心
だ
け
読
め
な
い
ん
で
す
か

 
理
 

さ

昔
か
ら
の
特
異
体

で

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 
こ
い

つ
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
あ
そ
こ
の

 

し
入
れ
の
あ
れ
は

何

 
こ
い
し
は
前
回
の

し
入
れ
に
入

て
い
た
拷
問

に
つ
い
て
聞
く
と
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亜
狛

あ
れ
は

 
亜
狛
が

い
か
け
る
と

 
さ
と

成
る
程
昔
の
住
人
の

れ
物
で
す
か

 
理
 

や

り
心
が
読
め
る

て

だ
な

ま

そ
う

 
だ

 
こ
い

そ
れ
に

こ
こ
は

地
獄

 
さ
と
り
と
こ
い
し
は
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の
心
を
読
ん
で
今
い
る
場
所
も
全
て
分
か

た

 
理
 

あ

そ
う
だ
こ
こ
は
地
獄
は
地
獄
で
も
旧
地
獄
と
呼

 
ば
れ
て
い
る
場
所
で
も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
地
獄

 
所
だ
な

 
さ
と

旧
地
獄
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所

 
理
 
 
そ
う
だ
ま

空
も
何
も
見
え
な
い
し
怨
霊
達
も
大

 
に
出
現
し
て
妖
怪
や
人
間
達
が
住
む
に
は
過

な

 

さ

あ

そ
れ
と
話
は
変
わ
る
け
れ
ど

達
は

 
地
上
に
帰
る

帰
る
な
ら
送

て
く
け
ど
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さ
と

 
こ
い

 

人
は
そ
れ
を
聞
い
て
ま
た

を
う
つ
む
か
せ
る

地
上
に
は
帰
り
た
く
は
な
さ
そ
う
な
感

じ
だ

 
理
 

う

ん
も
し
く
は
こ
こ
に
住
む

 
さ
と

え

 
こ
い

こ
こ
に

住
む

 
理
 

あ

ら
の
そ
の
能
力
な
ら
こ
こ
だ
と

分
役
に

 
立
つ

だ
よ

 
理
久
兎
の

誘
を
聞
い
た
さ
と
り
と
こ
い
し
心
の
中
で
会
話
し
合
う

 
こ
い
お
姉
ち

ん
ど
う
す
る

 
さ
と

こ
い
し

私
は
こ
こ
に
住
ん
で
も
い
い
と
思
う
わ

理
久
兎
さ
ん
達
な
ら
邪
魔
者

い
だ
と
か
嫌
わ
な
い

と
思
う
し

 
こ
い

私
は
お
姉
ち

ん
と
一

な
ら
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さ
と
な
ら
決
ま
り

 
そ
れ
を
聞
く
と
さ
と
り
と
こ
い
し
は

み
続
け
て
結
論
を
出
し
た

 
さ
と

方

い
え
理
久
兎
さ
ん
こ
こ
旧
地
獄
に
住
ん
で
も

 
い
い
で
す
か

 
理
 

う
何

ま
た

 
理
由
を
聞
く
と
さ
と
り
は
そ
れ
に

え
る

 
さ
と

の
妖
怪
達
や
皆
か
ら
邪
魔
者

い
さ
れ
て

の

 

い
世
界
で
暮
ら
す
な
ら
こ
こ
で
静
か
に
暮
ら
し
た

 
い
と
思

た
か
ら
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
て
理
久
兎
は
さ
と
り
に

 
理
 

住
む
の
は

わ
な
い
が

あ
る
の
は

ば
か
り
だ

 
そ
れ
に
怨
霊
も
大

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る

そ
れ

 
で
も
い
い
の
か

 
土
地
の
情
報
と
今
あ
る

の
話
を
聞
い
て
も
さ
と
り
と
こ
い
し
の
心
は

る
が
る

と
は
な

か

た

た
だ
真

直
ぐ
と
自
分
を
見
て
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さ
と

い
ま
せ
ん
こ
こ
に
住
め
る
な
ら

 
こ
い

う
ん
大
丈
夫
だ
よ

 

人
の

葉
を
聞
き
思

た

人
に
は
覚
悟
が
あ
る
の
だ
と

 
理
 

そ
う
か

な
ら
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な

 
亜
狛

こ
れ
か
ら
お
願
い
し
ま
す

 
耶
狛

わ

い
住
人
が
増
え
た
よ

 
黒
 

騒
が
し
く
な
る
な

 
さ
と

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
皆
様

 
こ
い

よ
ろ
し
く

 
こ
う
し
て
こ
こ
旧
地
獄
に
古
明
地
姉
妹
が
住
み
始
め
た
の
だ

た
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第
１
８
３
話
 
住
⺠
登
録

 
さ
と
り
と
こ
い
し
が
地
底
に
住
む
こ
と
と
な
り
理
久
兎
は
さ
と
り
を

れ
て
あ
る
場
所
に
来
て

い
た

 
理
 

て
な
訳
な
ん
だ
け
ど

 
後
ろ
の

に
は
亜
狛
と
耶
狛
が
立
ち
そ
し
て
ソ
フ

に
座

て
い
る
理
久
兎
の

に
は
さ
と

り
が
い
て
そ
の
目
の
前
の
ソ
フ

に
は

 

姫

成
る
程

で
も
ま
さ
か
覚
妖
怪
を
ス
カ
ウ
ト
し
て

 
来
る
と
は
予
想
外
で
し
た

 
幻
想
郷

当
の
閻
魔
こ
と
四
季

姫
が
座

て
い
る

そ
う
現

幻
想
郷

部
の
裁
判
所
に
来

て
い
た

何

こ
こ
に
い
る
の
か
と

う
と
さ
と
り
と
こ
い
し
の
住
⺠
登
録
を

て
近

報
告

を
し
に
き
た
の
だ

そ
し
て

姫
が
理
久
兎
と
話
し
て
い
る
一
方
で
さ
と
り
は

姫
を
サ

ド
ア

イ
で
じ

と
見
つ
め
心
を
読
ん
で
い
た

 

姫
本
当
に
理
久
兎
様
に
は

か
さ
れ
る
わ

 
さ
と
理
久
兎
様
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さ
と
り
は

姫
の
心
を
読
ん
で
様

け
し
て
い
る
こ
と
に

問
を

い
た

そ
れ
を
知
ら
ず

姫
は
理
久
兎
と
話
を
続
け
る

 

姫

ふ
む

か
覚
妖
怪
は
人
や
妖
怪
そ
れ
に
怨
霊

 
の

え
て
い
る
事
も
分
か
る
の
で
す
よ

 
理
 

あ

俺
は
そ
う
聞
い
た
が

 
さ
と

え

読
め
ま
す
よ

で
す
が
読
め
な
か

た
者
が

 
今
私
の

に
居
ま
す
け
ど

 
さ
と
り
は

か
ら

目
で
自
分
を
見
て
く
る

そ
ん
な
目
で
見
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
今
は
こ
ち
ら
の
話
に
集
中
し
た
い
た
め
気
に
せ
ず
話
を
進
め
よ
う
と

え
る

 
理
 

で

ど
う
俺
的
に
は
良
い
と
思
う
け
ど

 
さ
と
無
視
で
す
か

 
ボ
ソ
リ
と
何
か
が
聞
こ
え
た
が
今
は
気
に
せ
ず
に

て

え
る

姫
の

を
見
な
が
ら

て
い
る
と

姫
が
口
を
開
く

 

姫

ふ
む

理
久
兎
さ
ん
が
良
い
と
思
う
な
ら
大
丈
夫
だ

 
と
私
は
思
い
ま
す
よ
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理
 

そ
れ
な
ら
決
ま
り
だ

 

姫
は

成
し
て
く
れ
る
み
た
い
だ

旧
地
獄
は

か
に
自
分
が

理
は
し
て
い
る
が
元
来
は

姫
が

理
し
て
い
る
た
め
一

の
話
は
つ
け
て
お
き
た
か

た

そ
れ
に
も
し
反
対
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
そ
の
時
は
説

し
よ
う
と
も

え
た
ぐ
ら
い
だ
が
ま
と
ま

て
安
心
し
た

す
る
と

さ
と
り
は

姫
に
向
か

て
口
を
開
く

 
さ
と

所
で
さ

き
か
ら
何
で

女
は
理
久
兎
さ
ん
の
事
を

 
心
で
様

け
し
て
い
る
の
か
し
ら

 
ど
う
や
ら

姫
は
表
で
は
様

け
は
し
て
い
は
み
た
い
だ
が
心
で
は
様
つ
け
し
て
い
み
た
い

だ

し
か
も

姫
は

い
て
い
た

 

姫

え

女
は
理
久
兎
さ
ん
の

性
を
知
ら
な
い
の

 
で
す
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

姫
さ
ん
が

て
い
る
事
は
ど

 
う
い
う
こ
と
で
す
か

教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

 
さ
と
り
自
分
の
前
に
立
ち

を
近
づ
け
て

め

る

理
久
兎
の
後
ろ
で
立

て
待
機
し
て
い

る
亜
狛
と
耶
狛
か
ら
も
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亜
狛

こ
れ
は
話
た
方
が
い
い
で
す
よ
マ
ス

 
耶
狛

マ
ス

話
し
て
あ
げ
た
ら

 
亜
狛
に
耶
狛
や
さ
と
り
に

わ
れ
つ
い
に
観

し
て
話
そ
う
と
思

た

 
理
 

は

分
か

た
な
ら
話
す
よ
俺
の
名
前
あ
れ
は
な

 

ち
ま
え
ば

略
名
だ

 
さ
と

略
名

 
理
 

そ
う
本
来
の
名
前
は
深
常
理
久
兎

大
能
神

て

 

て
な

れ
去
ら
れ
た
太
古
の
神
の
名
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
さ
と
り
は
そ
の

い
目
を
大
き
く
し
て

す

何
せ

に
い
る
の
が
神
と
聞
い

た
か
ら
と
い
う
の
も
あ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
何
よ
り
こ
れ
ま
で
妖
怪
だ
と
思

て
い
た
か
ら

に
違
い
な
い
だ
ろ
う

自
分
も
さ
と
り
の
立
場
な
ら
そ
ん
な
事
を

わ
れ
れ
ば

い
て
し
ま
う
だ

ろ
う

 
さ
と

ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん
が

神
だ
な
ん
て

 
理
 

し
て
て
悪
い
な

 

姫

女

こ
れ
は
絶
対
に
口
外
し
な
い
で
頂
戴
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姫
の
頼
み
を
聞
い
て
さ
と
り
は

え
な
く
て
も

え
は
決
ま

て
い
た

 
さ
と

論

い
ま
せ
ん

理
久
兎
さ
ん
に
は
大
き
な

 
が
あ
り
ま
す
か
ら

 

姫

そ
う

な
ら
良
か

た

 

姫
は
方
を
下
ろ
し

を

き
ソ
フ

に
先
程
よ
り
も

り
か
か
る

と
り
あ
え
ず
は

の
た
め
に

 
理
 

そ
れ
で

姫
ち

ん
住
⺠
登
録
は
出
来
る
か
い

 
と

う
と

姫
は
何
を
思

た
の
か

を
し
か
め
る
と

 

姫

え

と

そ
の
前
に
理
久
兎
さ
ん
に
文
句
を

う

 
神
が
い
る
と
思
い
ま
す
か

 

か
に
文
句
を

う
神
は
い
な
い
か
も
し
れ
な
い

だ
が

人
だ
け
心
当
た
り
が
あ
る
た
め

い
を
し
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ
い
る
な

人
だ
け

俺
の
お
ふ
く
ろ

 

姫

か
に
あ
り
え
ま
す

そ
れ
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
の
お
⺟
さ
ん

て
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理
 

い
や
気
に
し
な
く
て
い
い
て
か
ら
て
か
気
に
し
な
い

 
で
く
れ
頼
む
か
ら

 
そ
う

う
と
さ
と
り
は
そ
れ

上
聞
く
の
を

め
て

姫
に
サ

ド
ア
イ
を
向
け
る
の
だ
が

姫
は
心
で
さ
と
り
に
向
か

て

 

姫
こ
こ
か
ら
は
機
密
事

で
す

 
さ
と

は

分
か
り
ま
し
た

 

姫
も
心
の
中
で
そ
う

い
な
が
ら

る
と
さ
と
り
は
少
し

し
そ
う
な

を
し
て
こ
れ

上

の
模
索
は

め
た
の
か
サ

ド
ア
イ
を
向
け
る
の
を

め
た

こ
の
子
や

り

の
せ
い
な

の
か

心
暗
⻤
な
ん
だ
な
思

た

せ
め
て
こ
の

心
暗
⻤
が
少
し
で
も
和
ら
い
で
く
れ
れ
ば
良

い
の
だ
が
と
思

た

そ
し
て
時
間
を
見
る
と
来
て
か
ら

時
間
が

過
し
て
い
る
の
に
気
が

つ
く

 
理
 

さ
て
と
俺
は
そ
ろ
そ
ろ
お

し
ま
す
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は

を
立
つ
と
さ
と
り
も

を
立
つ

 

姫

す
い
ま
せ
ん

分
な
お
も
て
な
し
も
出
来
ず

 
理
 

ハ
ハ
気
に
す
る
な

て
お
互
い
対
等
で
行
こ
う
よ
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そ
れ
と
本
当
に
様
は
し
な
く
て
い
い
か
ら
な

 

姫

ア
ハ
ハ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 
亜
狛

マ
ス

げ
ま
し
た
よ

 
耶
狛

準
備
オ

 
理
 

や
れ
や
れ

そ
れ
じ

あ

 
さ
と

そ
れ
で
は

 
そ
う

い

人
は
旧
地
獄
へ
と
帰

て
い
く
の
だ

た

一
方

旧
地
獄
で
は

 
黒
 
は

い
つ
ま
で

す
れ
ば
い
い
ん
だ

 
こ
い

も
う
ち

と

 
こ
い
し
は
黒
が
気
に
入

た
の
か

を
し
て
も
ら

て
い
た
が

え
て
い
る
事
全
て
は

け
だ

た

 
黒
 

や
れ
や
れ

お

あ
れ
は
亜
狛
の

け
目
か

 
黒
が
よ
こ
を
向
く
と
そ
こ
に

け
目
が
出
来
て
い
た

そ
こ
か
ら
理
久
兎

さ
と
り

亜
狛

耶
狛
が
現
れ
て

け
目
が
消

す
る

 
理
 

黒
お

れ
さ
ん
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こ
い

お
姉
ち

ん

 
こ
い
し
は
黒
か
ら
飛
び
降
り
て
姉
の
さ
と
り
へ
と

き
つ
く

 
黒
 

や

と

れ
た

 
亜
狛

お

れ
さ
ま
で
し
た
黒
さ
ん

 
耶
狛

黒

中
々
様
に
な

て
た
よ

 
黒
 

う

う

せ

う
な

 
黒
は

を
真

に
し
て
耶
狛
に

う
と
今
度
は
さ
と
り
が
黒
へ
と
近
づ
き

 
さ
と

黒
さ
ん
こ
い
し
を
面

み
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

 
ざ
い
ま
す

 
黒
 
き

気
に
す
る
な

俺
も
楽
し
か

た
し
な

 
黒
は

う
の
が

ず
か
し
い
た
め
心
で

う
が
そ
れ
は
さ
と
り
の

に
こ
い
し
に
も
聞
こ
え
て

い
た
た
め

 
こ
い

な
ら
も
う
一
回

 
黒
 

ち

あ

し

な

 
ぶ

き
ら
ぼ
う
に

い
黒
は
ま
た
こ
い
し
を

す
る
が
黒
は
意
外
に
も
楽
し
そ
う
だ

た



 第１８３話 住⺠登録

男
の
ツ
ン
デ
レ

て

要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
が

 
耶
狛

こ
い
し
ち

ん
私
達
と
も
遊
ぼ
う
よ

 
こ
い

良
い
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
も
一

に
遊
ぼ
う
よ

 
亜
狛

は

分
か

た
よ

 
そ
う

い

人
は
走
り
回

て
遊
び
始
め
る

そ
れ
を
見
な
が
ら
さ
と
り
と
会
話
を
す
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ

こ
い
し
ち

ん
が
皆
を
気
に
入

て
く
れ

 
て
良
か

た
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
達
に
は

て
ば
か
り
な
の
に
私
達
は

 
そ
れ
を
返
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
が

で
す

 
理
 

お
い
お
い
そ
ん
な
小
さ
な
事
を
思

て
い
た
の
か

 
そ
ん
な
ん
気
に
し
な
く
て
い
い
の
に
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
れ
に
返
せ
て
な
い

て
い
う
け
ど
あ
れ
を
見
て
み

 
な
よ
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理
久
兎
は
遊
ん
で
い
る
亜
狛
や
耶
狛
そ
れ
に
黒
と
こ
い
し
を
指

し
て

 
理
 

あ
の
子
達
の
あ
ん
な
楽
し
そ
う
な

が
見
れ
た
ん

 
だ

そ
れ
だ
け
で
も
満

さ

 

で
さ
と
り
に

う
と
そ
の

を
見
て
い
た
さ
と
り
は

を

く
す
る

 
さ
と

そ

そ
う
で
す
か

 
理
 

ん

ど
う
し
た
の

を
真

に
し
て

 
さ
と

い

い
え

 
何
を

ず
か
し
が

て
い
る
の
だ
と
思

て
い
る
と

 
こ
い

お
姉
ち

ん

一

に
遊
ぼ

 
耶
狛

マ
ス

も
遊
ぼ
う
よ

 
と

少
し
遠
め
の

置
で
自
分
と
さ
と
り
を
遊
び
に
誘

て
来
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ

年
関
係
な
く
遊
ん
で
や
る
か

 
さ
と

は

こ
い
し

今
い
く
わ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
も
加
わ
り
遊
び
を
満
喫
す
る
の
だ

た

 
だ
が
そ
れ
か
ら
２
０
０
年
後
か
つ
て
の
古
き
友
と
会
う
が
こ
の
時
は
知
る
よ
し
も
な
か

た



 第１８３話 住⺠登録
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第
１
８
４
話
 
酒
は
飲
ん
で
も
飲
ま
れ
る
事
な
か
れ

 
地
上
で
は
晴
れ
や
か
な
日
が
続
い
て

か
い
が
地
底
で
は
関
係
な
い

何
せ
日
の
光
が
一
切
当

た
ら
な
い
場
所
が

ど
だ
か
ら
だ

そ
れ
は
さ
て
お
き
か
れ
こ
れ
２
０
０
年
の
月
日
が

た
こ

こ
地
底
の
旧
地
獄
で
は

 
亜
狛

耶
狛
覚
悟

 

ン

ン

 
亜
狛
は
暗

の
ク
ナ
イ
を
耶
狛
に
投
げ
つ
け
る
が

 
耶
狛

そ
ん
な

撃
な
ん
て
当
た
ら
な
い
よ

 
キ
ン

キ
ン

 
そ
れ
を
耶
狛
は

で

な
く
弾
き
飛
ば
す

人
が
何
を
し
て
い
る
の
か
と

う
と
怨
霊

達

手
に
戦
闘
す
る
の
が

き
た
た
め
こ
う
し
て
兄
妹
で
組
手
し
て
い
る
の
だ

そ
し
て
そ
れ
を

見
な
が
ら
酒
を

手
に
ま
じ
ま
じ
と
観
戦
し
て
い
た

 
黒
 

主
よ

間
か
ら
酒
と
か
大
丈
夫
か

 
理
 

あ

問

な
い
よ

こ
こ
最
近
酒
が

に
進
ん
で
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
も
頂
い
て
い
い
で
す
か

 
こ
い

あ

私
も

私
も

 
さ
と
り
と
こ
い
し
が
酒
を

だ

て
く
る
と
理
久
兎
は

い
を

か
べ
な
が
ら

 
理
 

い
や

こ
い
し
は
と
も
か
く
さ
と
り
は
こ
の
前
少
し

 
飲
ん
で
酔

ら

た
の
に
大
丈
夫
か

 
さ
と

い
え
む
し
ろ
理
久
兎
さ
ん
の
そ
の
お
酒
の
度
数
が
高

 
い
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
が

 
因
み
に
理
久
兎
が
飲
む
酒
の
ア
ル
コ

ル
度
数
は
約

上

満
と
い

た
と
こ
ろ
だ

 
理
 

う

ん
そ
れ
な
ら

 
理
久
兎
は
断
罪
神
書
に

を
突

込
ん
で
一

の
酒
を
取
り
出
す

 
理
 

こ
れ
な
ら
大
丈
夫
か
な

 
今
飲
ん
で
い
る
酒
よ
り
度
数
の

い
酒
を
取
り
出
し
更
に
小
さ
な

を

つ
取
り
出
し
て
そ

れ
に
酒
を
注
い
で
そ
れ
を

人
に
渡
す

 
こ
い

い
た
だ
き
ま

す

 
さ
と

そ
れ
で
は
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人
は

の
酒
を
飲
む
と

 
こ
い

は

 
さ
と

こ
れ
な
ら
飲
め
な
く
は
な
い
で
す

 
理
 

そ
う
か

そ
れ
な
ら
こ
れ
ご
と
渡
す
よ

 
理
久
兎
は
先
程
の
酒

を

人
に
渡
す
と

人
は

で
酒
を

て

へ
と
注
い
で
飲
み

始
め
た

 
黒
 

主
よ

俺
に
も
一

く
れ
な
い
か

 
理
 

お
や

黒
に
し
て
は
珍
し
い

こ
れ
で
い
い

 
自
身
の
飲
ん
で
い
る
酒
に
指
を

す
と
黒
は

い
た

そ
れ
を

し
た
ら
ま
た

を
取
り
出

し
て
そ
れ
に
酒
を
注
い
で
黒
に
渡
す

 
黒
 

い
た
だ
く

 
黒
も
酒
を
飲
む
と
突
然
黒
は

を
し
出
す

 
黒
 

ゴ

ゴ

主
よ
こ
れ

バ
く
な
い
か

 
理
 

い
や
黒

て
お
く
が
こ
れ
よ
り
度
数
の
高
い
酒

 
を
平
気
で
飲
む
奴
な
ん
て
知
り
合
い
で
わ
ん
さ
か
い
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る
か
ら
な

 
黒
 

そ
い
つ
ら
に
会

て
み
た
い
も
の
だ
な

 
そ
れ
を

わ
れ
る
と
美
寿
々
や
萃
香
に
勇
儀
や
華
扇
達
⻤
事
を
思
い
出
し
空
の
見
え
な
い

の
天

を
見
て

 
理
 

そ
う

だ
な

い
つ
か
会
え
る
と
い
い
な

 
会
え
る
の
な
ら
ま
た
会
い
た
い
な
と
心
か
ら
思
い
酒
を
飲
む
と
組
手
を
終
え
た
亜
狛
と
耶
狛
が

理
久
兎
達
の
元
に
や

て
来
る

そ
し
て
酒
を
飲
ん
で
い
る
所
を
見
た
耶
狛
が

ん
で
く
る

 
耶
狛

あ

皆
ず
る
い

 
亜
狛

こ
ら
こ
ら
耶
狛

 
理
 

ら

人
も
飲
み
な
よ

 
今
度
は

つ
お
ち

こ
を
取
り
出
し
て
そ
れ
に
自
分
が
飲
ん
で
い
る
酒
を
注
い
で
渡
す

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
マ
ス

 
耶
狛

よ

し
飲
む

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
酒
を
飲
み
始
め
て
数
時
間
後

 
さ
と

理
久
兎
し

ん
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こ
い

お
姉
ち

ん

た
ら
も
う
酔

ら

て
る

 
さ
と
り
と
こ
い
し
と
で
一

開
け
る
と
さ
と
り
は
も
う

ロ

ロ
に
酔

ら

て
い
た

や

は
り
心

し
て
い
た
事
は
当
た

た

し
か
も
見
事
に
キ

ラ

ま
で
し
て
く
れ
て
る

 
理
 

な

さ
と
り
を
ど
う
す
れ
ば
い
い

 

に
い
る
黒
に
聞
く
が

 
黒
 

ハ
ハ
ハ
ハ

 
黒
は
何

か
知
ら
な
い
が
大

し
な
が
ら
酒
を
飲
み
進
め
て
い
た

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛

は 
亜
狛

も
う

や

て
ら
ん

よ

度

度
よ

 

ク

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
お
風
呂
に
す
る

ご
飯
に
す
る

そ
れ

 
と
も

わ

た

し

ノ

ノ

 
も
は
や
こ
の
場
は
理
久
兎
と
こ
い
し

外

と
化
す
世
界
に
な

て
い
た

 
理
 

な

な

こ
い
し
ち

ん
ど
う
す
れ
ば
い
い

 
こ
い

と
り
あ
え
ず
お
姉
ち

ん
達
を

か
せ
な
い
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理
 

そ
う
だ
な
そ
の
案
に

成
し
よ
う

 
立
ち
上
が

て
ま
ず
亜
狛
と
耶
狛
に
近
づ
い
て

 
理
 

そ
お
い

 

ス

ス

 
亜
狛

グ
フ

 
耶
狛

キ

 

デ

ブ
ロ

を

き
込
ん
で

人
を

か
せ

気
絶
さ
せ
て

人
を

室
へ
と
運
ぶ

 
こ
い

え

と

黒
お
兄
ち

ん
お
部

に
行
こ
う

 
黒
 

あ

ん

だ
ら
が
黒
お
兄
ち

ん
だ

兄

か

 
若
頭
と
呼
べ

て
の

 
そ
う

い
か
け
る
と

室
か
ら

シ

で
こ
こ
ま
で

て
き
た
理
久
兎
は
助
走
を

け
つ

つ

し
て
黒
の

も
と
へ
と
向
か

て

 
理
 

子

に
変
な
こ
と
を
教
え
る
な
キ

ク

 
ゴ
ス

 
黒
 

ハ
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結

ネ

ミ
ン
グ

ン
ス
が
な
い
技
名
の
飛
び

り
を

き
込
む

そ
し
て
そ
の
技
は
黒
の

後
ろ
に
ク
リ
テ

カ
ル

ト
し
黒
は
数
メ

ト
ル
ま
で
吹

飛
ん
で
気
絶
し
た

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
こ
の
バ
カ
は
俺
に
任
せ
て
さ
と
り
を

 
運
ん
で
く
れ

 
こ
い
し
に
頼
む
と
黒
を
引
き
ず
り
な
が
ら
部

へ
と
運
ぶ

 
こ
い

ア
ハ
ハ
理
久
兎
お
兄
ち

ん
も
面
白
い
な

な

お

 
姉
ち

ん
私
達
も
お
部

に
行
こ
う

 
さ
と

こ
い
し

 
こ
い

何
お
姉
ち

ん

 
さ
と

だ

こ

 
こ
い

良
い
よ

 
そ
う
し
て
さ
と
り
は
こ
い
し
に

こ
さ
れ
て
部

へ
と

れ
て
い
か
れ

か
さ
れ
る
の
だ

た 
理
 

い
や

中
々

が

れ
る
な

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん



 第１８４話 酒は飲んでも飲まれる事なかれ

 
理
 

ん

ど
う
し
た

 
こ
い
し
は
少
し
思
い

め
た
よ
う
な

を
す
る
と
そ
の
口
を
開
い
て

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
は
お
姉
ち

ん
の
事
ど
う
思

 
て
る
の

 
と

訳
の
分
か
ら
な
い

問
を
し
て
き
た

ど
う
と

わ
れ
て
も
返

に

る

 
理
 

う

ん
ど
う
と

わ
れ
て
も
な

 
こ
い

や

り
い
い
や

私
も
少
し

る

 
そ
う

い
こ
い
し
も

室
の
布
団
へ
と
入

て
い

た

 
理
 

て
か
皆

て
い
る
け
ど
ま
だ

間
な
の
に
な

俺
は

 

る
必
要
も
な
い
か

 
何
を
し
よ
う
か
と

え
あ
る
こ
と
を
思
い
つ
き
作

に
取
り
か
か
る
の
だ

た

そ
う
し
て
起

き
続
け
て
数
時
間
後

 
亜
狛

頭

て

 
耶
狛

そ
れ
ど
こ
ろ
か
お

も

い
気
が
す
る

 
黒
 

俺
は

が

い
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人
は
起
き
出
し
て
先
程
の

置
に
行
く
と

 
理
 

 
理
久
兎
が
何
か
を
作

て
い
た

人
は
そ

と
理
久
兎
に
近
づ
い
て
何
を
作

て
い
る
の

か
見
る
と
そ
れ
は

だ

た

す
る
と
後
ろ
に
気

を
感
じ
た
理
久
兎
は
後
ろ
を
向
く
と

 
理
 

お

人
と
も
起
き
た
ん
だ

 
亜
狛

え

マ
ス

何
で

を
作

て
た
の
で
す

 
か

 
理
 

あ

一
の

楽
で

完
成
し
た
ら

を
聞
か
せ

 
て
や
る
よ

 

だ
か
ら
作
れ
た
ら

楽

も
良
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

た

 
亜
狛

そ
れ
は
楽
し
み
で
す

 
耶
狛

私
も
聞
い
て
み
た
い
な

 
黒
 

俺
も
な

 

人
の

葉
を
聞
い
て
少
し

れ
て
し
ま
う
が
そ
れ
と
同
時
に
嬉
し
い
さ
も
込
み
上
げ
る

 
理
 

ま

待

て
ろ

て
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亜
狛

出
来
る
ま
で
に
期
待
だ
な

 
耶
狛

そ
う
だ

 
黒
 

楽
し
み
に
し
て
お
く

 
理
 

は
い
は
い

わ
か

 
気

を
感
じ
た

手
は

人
で
は
な
く
何
か
が
大

で

方
へ
と
向
か

て
き
て
い
る

 
耶
狛

マ
ス

ど
う
か
し
た

 
理
 

な

地

て
ど
こ
や

た

 
亜
狛

そ
れ
な
ら
俺
の
ポ

チ
に

 
理
 

少
し
見
せ
て
く
れ

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
が
ポ

チ
か
ら
地

を
取
り
出
す
と
そ
れ
を
受
け
取

て

げ
る

す

る
と

つ
の
通

に
無
数
の
点
が
密
集
し
な
が
ら
理
久
兎
達
の
い
る
旧
地
獄
へ
と
進
行
し
て
い

る
の
が
分
か

た

や
は
り
何
者
か
は
分
か
ら
な
い
が
大

で

方
へ
と
来
て
い
る

 
理
 

や

り
思

た
通
り
だ

 
亜
狛

こ
れ

て

こ
こ
に

か
来
て
る

て
事
で
す

 
か
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耶
狛

し
か
も
こ
ん
な
に

 
黒
 

ど
う
す
る
ん
だ

 

人
に
ど
う
対
処
す
る
か
指

を
聞
い
て
く
る

だ
が
自
分
は

り
よ
り
も
楽
し
さ
が
込
み

上
げ
て
き
て
つ
い
つ
い

て
し
ま

た

 
理
 

問

な
い
少
し
遊
ん
で
や
ろ
う

 
そ
う

い
い
地

を
テ

ブ
ル
の
上
に
置
い
て
断
罪
神
書
か
ら

つ
の
箱
を
取
り
出
す
と
そ

れ
を
こ
ち
ら
へ
と
進
行
し
て
き
て
い
る
者
達
の
約

キ
ロ
先
の
場
所
に
設
置
す
る

 
亜
狛

そ
れ

て
何
で
す
か

 
理
 

ち

と
し
た
お
も
ち

さ

亜
狛
俺
を
こ
こ
の
箱

 
の
場
所
に
送

て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
は
ご
案
内
し
ま
す

 
そ
う

い
理
久
兎
の

元
に

け
目
を
作
り
出
す
と
理
久
兎
は
そ
の

け
目
の

へ
と

ち
て

い
く
の
だ

た

 
黒
 

お
そ
ら
く
は

 
黒
は
箱
の
蓋
を
開
け
る
と
小
さ
な

が
箱
の
中
で

成
さ
れ
て
お
り
そ
こ
に

ロ
グ
ラ
ム
の
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よ
う
に
理
久
兎
が
現
れ
る

 
亜
狛

黒
さ
ん
こ
れ

て
何
で
す
か

 
黒
 

お
そ
ら
く

魔
術
の
一
種
だ
空
間
を
作

て
そ
こ
で

 
戦
う
み
た
い
だ
な
本
当
に
何
で
も
あ
り
だ
よ
な
主
は

 
耶
狛

こ
れ
で
見
れ
る

て
こ
と
は
観
戦
し
て
て
く
れ

 

て
事
だ
よ

 
黒
 

だ
ろ
う
な
な
ら
主
の
戦
い
を
見
る
と
し
よ
う

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

で
も

手
は

な
ん
だ
ろ
う

 

た

人
は
こ
の

を
見
な
が
ら
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
理
久
兎
の
戦
闘
を
観
戦

す
る
の
こ
と
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て
戦
場
へ
と
降
り
立

た
理
久
兎
は

 
理
 

さ

て
と

だ
か
ら
こ
れ
着
て
お
く
か

 
そ
う

て
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
黒
い
コ

ト
を
取
り
出
し
て
そ
れ
を
着

し
て
フ

ド

を
頭
に

て

を

す

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
だ
な
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そ
う

く
と

ろ

ろ
と
作

た
箱
の
世
界
に
大

が
入

て
く
る

そ
れ
ら
は
見
て
み
る
と

妖
怪
だ
と
す
ぐ
に
分
か
る
が
特
に
自
分
か
ら
か
ら
し
て
み
れ
ば
懐
か
し
い
妖
怪
達
が

と
ん
ど

だ

た

 
⻤
 

暗
い

道
が
一
気
に

く
な
り
や
が

た

 
⻤
 

何
な
ん
だ
こ
こ
は

 
そ
れ
は
か
つ
て
共
に
酒
を
飲
み
交
わ
し
た
⻤
達
だ

た

そ
の

に
も

ろ

ろ
と

々
な
妖

怪
達
が
こ
の
箱
の
世
界
に
入

て
く
る
と
そ
の
中
に
親
友
い
や
マ
ブ

チ
と

て
も
い
い
者
達

も
現
れ
た

 
勇
儀

こ
れ
は

い

 
美
 

あ

本
当
に

だ
が

あ
ん
た
は

だ
い

 
美
須
々
は

む
自
分
に
そ
う

う
と

の
妖
怪
達
が
注
目
を
し
始
め
る

そ
し
て

だ

の

問
に

 
理
 

我
は
地
底
の
番
人
な
り

ら
は
何
し
に
こ
こ

 
へ
と
来
た
の
だ

 
か
つ
て
の
友
と

う
の
を

て
た
か
の
よ
う
に

た
く

い

た
の
だ

た
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第
１
８
５
話
 
理
の
神
と
⻤
子
⺟
神

 
理
久
兎
が

た
く

何

こ
こ
に
来
た
の
か

と
問
う
と
そ
れ
に
美
須
々
が

え
る

 
美
 

そ
う
さ

新
天
地
を

め
て

て
の
が
正
し
い

 
か

 
黒
フ

ド
も
と
い
理
久
兎
を
見
て
美
須
々
は
そ
う

う
が

し
て
い
る
の
か

方
を
じ

と

見
つ
め
る
て
く
る

 
理
 

そ
う
か

新
天
地
か

 
だ
が
新
天
地
と
い
う

葉
に

問
が

か
ぶ

 
理
 
何
で
ま
た
こ
い
つ
ら
が
新
天
地
を

め
る
ん
だ

 
幻
想
郷
と
い
う
世
界
が
あ
る

な
の
に
何

こ
い
つ
ら
は
地
下
へ
と
来
た
の
が

問
だ

 
美
 

あ

そ
う
だ

だ
か
ら
あ
ん
た

通
し
て
く
れ
る

 
か
い

 
美
須
々
は
こ
の
先
に
行
き
た
い
の
か
自
分
に

う
が

 
理
 

無
理
だ
な
通
り
た
か

た
ら
俺
を

服
さ
せ
て
み
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る
こ
と
だ
な

 
久
々
に
美
寿
々
と
戦

て
み
た
い
た
め

う

だ
が
今
の

葉
は
⻤
を
や
る
気
に
さ
せ
る
の
に

分
だ

た

 
美
 

う

良
い

そ
う

う
の
は
嫌
い
じ

な

 
い
よ
お
前
ら

こ
い
つ
は
私
の

イ
マ
ン
だ
手
は
出

 
す
ん
じ

な
い
よ

 
そ
う

い
美
須
々
は
数
歩
前
に
出
て
立
ち

ま
り
戦
闘
の

え
を
と
る

 
理
 

そ
う
か

殿
は

う
道
を
行
く
か

い
い
だ
ろ
う

 
我
は
地
底
の
番
人
だ
我
が
試
練
に
挑
む
者
よ
全
力
で

 
来
い
さ
も
な
く
ば

 

い
か
け
る
と
突
然

り
の
空
気
が
先
程
よ
り

く
な
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
体
の

さ
が

に

れ
上
が

た
か
の
よ
う
な
感
覚
に

ま
れ
る

こ
の
時
に
美
須
々
や
勇
儀

の
⻤
や
妖
怪
達

は
見
え
て
し
ま

た

理
久
兎
の
後
ろ
に
そ
び
え
立
つ
禍
々
し
い
龍
の
幻
影
を

 
理
 

様
の

来
は
ス
ク
ラ

プ
だ

 
そ
し
て
そ
れ
を
見
て
こ
れ
か
ら
そ
れ
を

手
に
す
る
美
須
々
は
手
が

え
て
い
る
の
気
が
つ
い
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た
の
か
目
を
見
開
く
が
す
ぐ
に

と
な
る

 
美
 

久
々
だ
よ
こ
ん
な
武
者

い
は

 
美
須
々
は
久
々
に
感
じ
る
武
者

い
に
心
を

ら
せ
た

か
つ
て
理
久
兎
と
の
妖
怪
の
山
の

争
い

来
し
た
時

来
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ

そ
し
て
美
須
々
は

み
を

か
べ
て

 
美
 

さ

殺
り
合
お
う
か

 
理
 

来
る
が
い
い

 
理
久
兎
が
そ
う

べ
る
と
美
須
々
は
一

で
理
久
兎
へ
と

近
し
自
身
の
出
せ
る
力
を

に

込
め
て
殴
り
か
か

て
く
る
が

 

シ

 
美
 

 
理
 

そ
の
程
度
か

 
⻤
の
強

な
一
撃
を

な
く

手
で
受
け

め
る

そ
れ
に
は
美
須
々
も

く
が

 
美
 

い
い

 
シ

ン

 
今
度
は

で
理
久
兎
の

に
向
け
て
ロ

キ

ク
を
し
て
く
る
が
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理
 

な
め
る
な
よ

 
ザ

シ

 
そ
う

え
る
と
美
須
々
の

を

ん
だ
ま
ま
反
時
計
回
り
で
回
り
ロ

キ

ク
を
回

す
る
と

同
時
に
美
須
々
の
体
の

と
な

て
い
た

に

を
掛
け
る
と
同
時
に

ん
で
い
る
手
を
前
に

引
い
て
体
制
を

し
て
転
ば
せ
る

 
美
 

う

ち

い
や

 

シ

 
だ
が
た
だ
転
ば
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
か
美
須
々
は

と
な

て
い
る
手
を

げ
て

手
と

手
で
地
面
を
つ
く
と

を

げ
て

 
美
 

な
め
る
な

 
ブ

ン

 
な
ん
と
カ
ポ
エ
イ
ラ
で

り
を
入
れ
て
き
た
た
め

い
た

 
理
 

な

 
バ

ク
ス
テ

プ
を
し
て

リ

リ
で
回

し

 
理
 
そ
う
だ

手
は
美
須
々
だ

た
な

こ
い
つ
大
体
い
つ
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も
俺
を

か
せ
る
よ
な

 
そ
う

え
て
し
ま

た

戦
い
に
お
い
て
お
ふ
く
ろ
同
等
レ

ル
で
楽
し
い
戦
い
な
の
だ
か

ら 
美
 

う
回

し
た
か

 
美
須
々
が
そ
う

う
と
自
分
は

を
手
で

さ
え
て
突
然

い
だ
し
た

 
理
 

ク
ク
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ

 
美
 

お
や

あ
ん
た

て

う
の
か
い

 
理
 

そ
う
だ
な

俺
だ

て

う
さ

 

は
フ

ド
で
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
が

て
し
ま
う

そ
れ
は
怒
気
を
生
ん
だ

い
で
は
な

く
た
だ
い
つ
も
の
よ
う
に
無
邪
気
な

い
で
だ

 
理
 

さ

再
開
し
よ
う
か

て
お
く

昔
の
よ
う
な
手

 
加
減
は
あ
ま
り
し
な
い
か
ら
な

 
美
 

昔

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
自
身
の

理
を

る
程
度
の
能
力

を
解

し
理
を
制
定
す
る

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
戦
闘
の
間
の
み
力
の

を
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解

す
る

 
そ
の

葉
に
よ

て
理
久
兎
の
霊
力
と
妖
力
そ
し
て
魔
力
と
神
力
も
上
昇
す
る
の
を
感
じ
た
美

須
々
達
は

い
た

を
す
る

 
美
 

こ
い
つ
は

ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

い
い

 
あ
た
し
も
久
々
に
本
気
で
お
前
を

し
た
く
な

て

 
き
た
よ

 
そ
う

う
と
美
須
々
も
自
身
の
妖
力
を

界
ま
で

出
す
る
と

つ
の
力
が
ぶ
つ
か
り
合
い

り
に
小
規
模
の
地

が
起
き
て
い
た

 
理
 

そ
う
か

や

て
み
ろ

 
そ
う

う
と
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
き
な
が
ら

 
理
 

六
神
面

 
六
神
面

を
唱
え
る
と
理
久
兎
が

人
と
な
り
そ
れ

れ
が
一
気
に
美
須
々
へ
と
殴
り
か
か

た 
美
 

し

ら
く
さ
い

 
理
 

ぐ
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そ
う

う
と
美
須
々
は
妖
力
を
一
気
に

出
し
て

人
に
分

し
た
理
久
兎
を
弾
き
と
ば
す

と

人
に
な

た
理
久
兎
は

つ
へ
と

る
と

 
理
 

雷

 
ぼ
そ
り
と

う
と

間

動
で
美
須
々
の
前
に
現
れ
る

そ
し
て
美
須
々
は

い
て
い
た

恐

ら
く
消
え
て
目
前
に
現
れ
た
か
ら
と
い
う
の
と
あ
る
の
だ
ろ
う
が
何
よ
り
も

動
し
て
か
ら

え

る
そ
の
技
に
つ
い
て
知

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

 
美
 

な
ん
で
お
前
が
そ
の
技
を

 
だ
が
次
に

座
に

動
し
た
理
久
兎
が
と

た

え
も
美
須
々
は

論
だ
が
勇
儀
を
も

か
せ

た 
勇
儀

あ
の

え
嘘
だ
何

あ
い
つ
が
使
え
る

 
観
戦
し
て
い
る
勇
儀
が

び
な
が
ら

う
が
戦

て
い
る

人
に
は
聞
こ
え
て
も
い
な
か

た 
理
 

仙
術
十
六
式
内
核

 
か
つ
て
勇
儀
た

た
の
一
撃
で

め
た
大
技
の

つ
内
核

だ
か
ら
だ

だ
が
美
須
々
は

た
だ
の

ン
カ
バ
カ
で
は
な
い

美
須
々
は
そ
れ
を
回

す
る
方
法
を
密
か
に

し
て
い
た
の
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だ 
美
 

お
ら

 
バ
シ
ン

 
理
 
 

 
理
久
兎
が

を

ば
し
て
美
須
々
を
殴
る

間
彼
女
は

く
ア

カ

ト
を

に
当
て

て

道
を
反
ら
し
て

け
た
の
だ

こ
れ
に
は
理
久
兎
も

に

き
の
表
情
を
見
せ
た
が

 
美
 

は

前
が
お

守
だ

 

ス

 
そ
う

べ
る
と
美
須
々
は
回
転

り
を
し
て

に
当
て
て
き
た
の
だ

普
通
な
ら
回

で
き
る

だ
ろ
う
と
思
う
か
も
知
れ
な
い
が
実
は
内
核

に
は

外
な
弱
点
が
あ

た
そ
れ
は
当
て
る
ま

で
の

間
の

か
一

が
無
防
備
に
な
る
こ
と
だ

 
理
 

う

 
そ
の

撃
を
受
け
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
上
手
く
受
け
身
を
と

て
体
制
を
持
ち
直
す

 
理
 

や
る
な

 
美
 

な

あ
ん
た
そ
の
仙
術
を
何
処
で
身
に

け
た
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理
 

知
り
た
け
れ
ば

服
し
か
な
い
と

た
ら

 
美
 

そ
う
き
た
か

ま

い
い
さ

た
だ
あ
ん
た
を

 
全
力
で

す
だ
け
だ
か
ら

 
美
須
々
の
妖
力
は
更
に
上
へ
と
上
が

て
い
く

す
る
と
そ
れ
の
影

な
の
か
は
分
か
ら
な
い

が
自
分
と
同
様
に
後
ろ
に
は
巨
大
な
⻤
の
幻
影
が
見
え
て
い
た

 
理
 

本
当
に
お
前
は
喧
嘩
バ
カ
だ
な

 
美
須
々
が
変
わ

て
い
な
い
こ
と
に
喜
び
な
が
ら
切
れ
た
口
元
か
ら

れ
る

を

い
更
に
霊

力

妖
力
更
に
は
魔
力
と
神
力
を
上
昇
さ
せ
て
い
く

 
美
 

や

り
お
前

だ
が
彼
奴
な
訳
が
な
い
彼
奴
は

 
も
う

 
理
 

さ

こ
れ
で
終
わ
り
に
し
て
や
る
よ

 
そ
う

い
日
頃
は
邪
魔
な
た
め

し
て
い
る
龍

を

げ
頭
上
に
巨
大
で
な
お
か
つ

さ
れ

た
霊
力
と
妖
力
そ
し
て
魔
力
と
神
力
を
組
み
合
わ
せ
た
玉
を
作
り
出
す

 
理
 

絶
対
な
る
理
力

 
そ
う
唱
え
る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の
レ

ザ

が
上
空
へ
と
撃
ち
出
さ
れ
る
と
そ
れ
が
上
か
ら
降
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り
注
い
ぎ
美
須
々
へ
と
襲
い
か
か
る

 
美
 

て
る
場
合
じ

な
い

 

ん
だ
美
須
々
は
地
面
を
殴
り
そ
こ
か
ら
現
れ
た

で
レ

ザ

の

撃
を
防
ぐ
が

 
ビ
シ

ビ
シ

 
レ

ザ

の

い
が
強
す
ぎ
る
た
め
か

と
な

て
る

に

ビ
が
入

て
い
く

 
美
 

負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ

 
美
須
々
は
自
身
の
妖
力
を
た
だ

手
一
点
に
集
束
さ
せ
そ
の
手
に

を
作
り

 
美
 

う

 
美
須
々
は

を
バ
ネ
に
し
て

け
出
す

そ
れ
と
同
時
に
レ

ザ

で
当
て
ら
れ
て
い
た

は

々
と
な

た

だ
が
理
久
兎
が

た
レ

ザ

は

だ
に
美
須
々
を
追
従
す
る
が
そ
ん
な

の
お

い
な
し
に
美
須
々
は
理
久
兎
へ
と
突

込
ん
だ

 
美
 

こ
れ
で
終
い
だ

 
理
 

は
は

来
い

 
ド
ゴ
ン

 
美
須
々
の
強

な
一
撃
は

り
に

撃
波
と
な
り
観
戦
し
て
い
る
勇
儀
達
を
も
吹

飛
ば
す
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い
だ

た

そ
し
て
美
須
々
に
向
か

て
く
る
レ

ザ

は
そ
こ
に
一
転
集
中
で

た
れ
理
久
兎

共
々
襲
い
か
か

た

 
勇
儀

美
須
々
様

 
そ
し
て
理
久
兎
の

た
レ

ザ

が

み
そ
の
場
の
土

が
上
が
る
と

 
美
 

な

何
だ
と

 
そ
の
光

は
美
須
々
の
全
力

撃
は

手
で
防
が
れ
理
久
兎
と
美
須
々
を
中
心
に
結
界
が

ら

れ
て
い
た
が
美
須
々
は
目
の
前
の
事
で
い

い
だ

た

 
美
 

嘘
だ
ろ

理
久
兎
な
の
か

 
そ
う
美
須
々
の
全
力

撃
を
防
ぎ
更
に
自
分
が

た
レ

ザ

を
防
ぐ
た
め
に
結
界
を

た
の
は
良
か

た
の
だ
が
先
程
の

撃
波
で
理
久
兎
の

を

し
て
い
る
フ

ド
が
後
ろ
に
下

が

て
し
ま
い
理
久
兎
の

が

に
な

て
い
た
の
だ

そ
れ
を
見
て
し
ま

た
美
須
々
達
は
た

だ

す
る
し
か
な
か

た

 
理
 

バ
レ
た
か

 
勇
儀

嘘
だ
あ
ん
た
は
も
う
死
ん
で
る
だ
ろ

 
理
 

そ
う
だ

ふ
む

真
実
を
知
り
た
く
ば
こ
の
先
へ
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向
か
う
と
い
い

 
そ
う
い
い
理
久
兎
は
結
界
を
解
除
し
て

ん
で
い
る
美
須
々
の

手
を

し

座
に

雷
を

使
い
こ
の
場
か
ら
消
え
こ
の
戦
い
は
終
劇
と
な

た

さ
れ
た
⻤
達
は
何
も

え
る
気
が
し
な

か

た

 
勇
儀

美
須
々
様

 
美
 

行
く
よ
お
前
ら
理
久
兎
の
真

を

か
め
る

 
美
須
々
達
も
理
久
兎
に
指

さ
れ
た
よ
う
に
前
へ
と
歩
き
出
し
た
の
だ

た

そ
う
し
て
歩
い

て
い
く
と
美
須
々
達
は
先
程
と
は
違
い
薄
暗
く
な
お
か
つ

い
場
所
へ
と
出
た

 
美
 

こ
こ
に
理
久
兎
の
真
実
が

 
そ
う

て
い
る
と

人
の
男
性
が
美
須
々
達
に
近
づ
い
て
く
る

 

 

お
前
ら
の
所
に
美
須
々

て
の
と
勇
儀

て
の
は
い

 
る
か

 
⻤
 

お
め

は

だ

 

 

俺
は
黒

主
に
仕
え
る
者
だ
そ
し
て
俺
は
美
須
々
と

 
勇
儀
は
い
る
か
と
聞
い
て
い
る
ん
だ
が
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そ
う
理
久
兎
の
元
で
従
者
と
な

て
い
る
黒
だ

そ
し
て
呼
ば
れ
た
美
須
々
と
勇
儀
は
黒
の
前

に
立
つ

 
美
 

私
が
美
須
々
で

が
勇
儀
だ

 
勇
儀

何
の
よ
う
だ
い

 
黒
 

主
に
命
で

人
を
案
内
す
る
つ
い
て
来
い

 
勇
儀

美
須
々
様

 
美
 

お
前
ら
は
そ
こ
で
待
機
し
て
な

私
ら
は
理
久
兎
と

 
話
を
し
て
く
る

 
⻤
 

美
須
々
様

勇
儀

さ
ん
お
気
を
つ
け
て

 
そ
う
し
て
美
須
々
と
勇
儀
は
黒
に
理
久
兎
の
元
ま
で
案
内
さ
れ
る
の
だ

た
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第
１
８
６
話
 
核
が
消
え
る
と

 
数
分
前
に

り
理
久
兎
と
美
須
々
と
の
戦
い
の
一
部
始
終
を
見
て
い
た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒

は 
黒
 

お

お
い
大
丈
夫
か

 
亜
狛

マ
ス

は
い

た
い
何
を

え
て

 
い
る
だ

 
耶
狛

あ

マ
ス

帰

て
き
た
よ

 
耶
狛
が
そ
う

う
と
理
久
兎
が

関
の

を
開
け
て
中
へ
と
入
る
と

 
亜
狛

マ
ス

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
で
す
か

 
と

亜
狛
に
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

 
理
 

そ
う
だ
な

試
練
は
達
成
さ
れ
た
し

し
ま
い
に
は

 
正
体
も
バ
レ
ち

た
し
な
と
り
あ
え
ず
黒
は
妖
怪

 
達
を
迎
え
に
行
け
そ
し
た
ら
美
須
々
と
勇
儀
だ
け
を

 
こ
こ
に
通
し
て
く
れ



 第１８６話 核が消えると

 
黒
 

の
妖
怪
共
は

 
理
 

み
ん
な
仲
良
く
見
学
し
て
く
れ

て
伝
え
ろ

 
理
久
兎
が
そ
う
指

を
出
す
と
黒
は

く
会

を
し
て

 
黒
 

分
か

た

 
そ
う

い
黒
は
美
須
々
達
を
迎
え
に
行

た

 
理
 

さ

て
と
俺
ら
は

 
自
分
達
は
何
を
し
よ
う
か
と

え
て
い
る
と

が
開
い
て
眠
た
そ
う
な

を
し
た
さ
と
り
と
こ

い
し
が
や

て
来
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

な
ん
の
騒
ぎ
で
す
か

 
こ
い

な
ん
か

た
だ
し
い
け
ど

 

人
は
こ
の
ゴ

ゴ

で
起
き
て
し
ま

た
よ
う
だ

こ
れ
な
ら
少
し
騒
が
し
く
な
り
そ
う

な
た
め
さ
と
り
と
こ
い
し
に
事
情
を
説
明
す
る

 
理
 

実
は
少
し
騒
が
し
く
な
る
か
も
知
れ
な
く
て
な

 
さ
と

騒
が
し
い

 
理
 

あ

昔
の

み
が
こ
こ
旧
地
獄
に
来
て
い
る
ん
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だ
よ

 
こ
い

え

お
客
さ
ん

 
理
 

あ

ま

そ
う
だ
な

そ
れ
で
そ
い
つ
ら
の
親

 
玉
に

々
と
話
し
な
く
ち

い
け
な
く
て
な

 
さ
と

成
る
程

理
久
兎
さ
ん
そ
の
話
し
合
い
に

加

 
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

え

珍
し
い
な

こ
う
い
う
事
に
興
味
あ

 

た
ん
だ
な
そ
れ
で
何
で

加
し
た
い
ん
だ

 
意
外
な
事
を

た
さ
と
り
に
何

加
し
た
い
の
か
と

る
と

 
さ
と

私
は
心
を
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
つ
ま
り

し
事

 
が
一
切
な
い
話
し
合
い
に
出
来
る
と
思
い
ま
す
け

 
ど

 
さ
と
り
の
発

に
対
し
て
自
分
は

で

 
理
 

ア
ハ
ハ
大
丈
夫
だ
よ

何
せ
来
た
奴
は
嘘
を
嫌
う
か

 
ら
さ

だ
か
ら
さ
と
り
と
こ
い
し
は

て
会
話
を



 第１８６話 核が消えると

 
聞
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
よ

 
さ
と

え

 
さ
と
り
が

い
て
い
る
と
目
の
前
の

が
開
き
黒
は

論
だ
が
そ
の

に
は
美
須
々
の
勇
儀
が

い
た

 
黒
 

主
よ

れ
て
き
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
黒

人
共
と
り
あ
え
ず
中
入
り
な

 
よ
立

た
ま
ま
だ
と
話
が
し
に
く
い
か
ら

 
美
 

あ

 
勇
儀

 

人
は
な
ん
と
も

え
な
い
表
情
を
し
な
が
ら
家
の
中
へ
と
入
り
理
久
兎
の
前
に

掛
け
る

と

今
家
に
い
る
全
員
も

か
け
る

 
美
 

そ
れ
で
お
前
は
本
当
に
理
久
兎
か

 
美
須
々
が

る
と
理
久
兎
は

き

 
理
 

論
そ
う
だ
が

 
勇
儀

な

理
久
兎
な
ら
何
で
死
ん
だ

の
お
前
が



 第十章 旧都開拓記

 
生
き
て
い
る
ん
だ

 
そ
れ
を
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
少
し

え
て
口
を
開
く

 
理
 

な
ら
話
し
て
や
る
よ
俺
の
本
来
の
名
前
と
秘
密
に

 
つ
い
て
さ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
自
身
の
正
体
そ
し
て
何

総
大
将
に
な

た
の
か
そ
の
全
て
を
晒
し
話
を

し
た

 
美
 

ま
さ
か
お
前
が
神
だ

た
と
は
な

 
勇
儀

大
体
は
分
か

た
が

こ
の
事
を
紫
達
に
は

わ

 
な
い
の
か
い

 
そ
れ
を

わ
れ
た
理
久
兎
は
若

い

を
し
て

 
理
 

う

ん
時
が
く
れ
ば
俺
か
ら
話
す
よ
だ
か
ら
地
上
の

 
妖
怪
達
に
は
内

に
し
て
お
い
て
く
れ
頼
む

 
そ
う

い

手
を

に
つ
け
て
頭
を
下
げ
る
と
美
須
々
は
暗
い

を
し
な
が
ら

 
美
 

い
や
地
上
の
妖
怪
達
に

て
て
く
れ

て

わ
れ

 
て
も
な
も
う
私
ら
は
地
上
に
行
く
こ
と
は
無
い
か
ら



 第１８６話 核が消えると

 
な

 
理
 

何

 
亜
狛

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

 
亜
狛
が
理
由
を
聞
く
と
勇
儀
と
美
須
々
は
そ
の
理
由
を
話
し
出
し
た

 
勇
儀

実
は
私
ら
が
新
天
地
を

め
た
理
由
は

 
美
 

地
上
の
人
間
達
や
妖
怪
に
嫌
気
が
さ
し
た
か
ら
さ

 
耶
狛

嫌
気
が
さ
し
た

 
美
 

あ

そ
う
さ

 
勇
儀

私
ら
⻤
が
人

い
を
し
て
決
闘
し
て
た
の
は
覚
え
て

 
い
る
だ
ろ

 
理
 

あ

覚
え
て
る
人
間
達
が
怖
じ
気
づ
い
て
逃
げ
帰

 
た
後
は
だ
い
た
い
俺
が

た
人
間
を
送
り

け
た

 
記
憶
が
今
も
あ
る
か
ら
な

 
⻤
と
い
う
の
は
戦
い
を

む

に
試
練
と

し
て
女
や
子

を

い
男
達
と
喧
嘩
す
る

だ

が
あ
く
ま
で
⻤
達
は
人
間
の
勇
気
と
覚
悟
を
見
て
そ
れ
を
酒
の

と
す
る
が
結

な

合
で
逃
げ
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帰
る
人
間
が

ど
だ

た

さ
れ

に
自
分
が
元
の

な
ど
に
送
り

け
て
い
た
の
だ

 
美
 

あ

だ
が
な
人
間
達
は
最
初
は
真

向
か
ら
挑
ん
で

 
き
た
が
つ
い
最
近
に
な

て
人
間
達
は
真

向
か
ら

 
挑
ま
ず
罠
を
使

て

れ
る
戦
い
に
転
じ
た
て
き
て

 

私
ら
は
そ
ん
な

な
戦
い
を
す
る
人
間
そ
れ

 
か
ら
そ
ん
な
私
ら
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
妖
怪
達
に

 
嫌
気
が
さ
し
た
の
さ

 
勇
儀

だ
か
ら
私
ら
⻤
や

の
妖
怪
達
は
こ
こ
地
底
で

 
そ
り
と
過
ご
す
が
た
め
に
新
天
地
を
探
し
た

て
事

 
さ

 
そ
の
理
由
を
聞
い
た
理
久
兎
は
⻤
達
に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 
理
 

俺
が

え
た
義
理
じ

な
い
が
災

だ

た
な

 
美
 

本
当
に
な

あ
の
頃
は
良
か

た
よ

皆
で
酒
を
飲

 
ん
で

た
あ
の
頃
は

 
勇
儀

美
須
々
様
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理
 

な

俺
が
い
な
い
間
地
上
で
何
が
あ

た
か
少
し
教

 
え
て
く
れ
な
い
か

 
美
 

良
い
よ
教
え
て
や
る
よ

 
そ
し
て
美
須
々
は
淡
々
と
語

た

理
久
兎
達
が
消
え
た
あ
の
時
か
ら
起
き
た
不

の
数
々
を

つ
は
理
久
兎
が
消
え
た
こ
と
に
よ
り
起
き
た
妖
怪
達
の
組

分

紫
に
着
い
て
い
こ
う
と
し

な
か

た
者
達
が
散
り
散
り
と
な

て
い

た
こ
と

つ
目
は
理
久
兎
と
い
う
絶
対
強
者
が

い
な
く
な

た
事
に
よ
り
人
間
達
が

い
づ
い
た
事
等
々

に
も
こ
こ
に
来
る
過
程
で
紫
と

約
を
交
わ
し
お
互
い
の

渉
を
無
く
し
た
こ
と
も
話
し
て
く
れ
た

 
美
 

と
い
う
訳
な
ん
だ

 
こ
れ
ま
で

て
い
た
さ
と
り
が
口
を
開
い
た

 
さ
と

つ
ま
り
散
々
に
な

た
妖
怪
達
は
理
久
兎
さ
ん
の

 
力
に
引
か
れ
た
だ
け
と
い
う
こ
と
で
す
か

 
美
 

あ

そ
い
つ
ら
は
そ
う
だ

大
将
を
失
う
と
い

 
う
こ
と
は
核
が
な
く
る
の
と
変
わ
ら
な
い

て
こ
と

 
さ
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勇
儀

だ
け
ど

私
ら
⻤
や
天
狗
達
そ
し
て
河
童
達
や

 
の
妖
怪
達
の
一
部
も
最
後
ま
で
紫
に
着
い
て
い

た

 
け
ど

 
美
須
々
と
勇
儀
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
自
分
が
不

な
く
感
じ
た
理
久
兎
は
頭
を
下
げ
て
謝

罪
す
る

 
理
 

そ
う
か

ご
め
ん
な
俺
が
不

な
い
ば
か
り
に

 
お
前
ら
に
も

惑
を
か
け
て

 
美
 

い
や
私
ら
も
理
久
兎
に
頼
り
す
ぎ
た
ん
だ

だ
か
ら

 

任
は
こ
ち
ら
に
も
あ
る
さ

 
勇
儀

あ

気
に
す
ん
な

 
理
 

そ
う

て
く
れ
る
と
助
か
る
よ
所
で
萃
香
と
華
仙

 
は
ど
う
し
た

さ

き
の
戦
い
か
ら
姿
が
見
え
な
い

 
だ
け
ど

 
萃
香
と
華
仙
の
所

を
聞
か
れ
た

人
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
美
 

萃
香
あ
の
子
は
ま
だ
私
達
と
違

て
人
間
に
そ
こ
ま



 第１８６話 核が消えると

 
で
失
望
し
て
は
い
な
い
か
ら
あ
の
子
は
地
上
に

 
た
よ

 
勇
儀

そ
ん
で
華
仙
は

発
し
た

 
理
 

そ
う
か
萃
香
は

て
華
仙
は

発
し
た
の
か
そ
れ

 

え

 
華
仙
が

発
し
た
と
聞
い
た
理
久
兎
は
ど
う
い
う
事
だ
と

い
た

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
て
い

た
耶
狛
と
黒
も

 
黒
 

発

て
事
は
水

気
に
な

た
の
か

 
耶
狛

そ
れ
萃
香
ち

ん
じ

な
い
の

 
と
本
当
に
バ
カ

出
し
の
発

し
て
い
て
さ
と
り
と
亜
狛
は
頭
を

さ
え
て
こ
い
し
は
そ
れ

を
聞
い
て

ラ

ラ
と

て
い
た

そ
し
て
亜
狛
が
意
味
を

べ
る

 
亜
狛

人
共
間
違

て
ま
す
よ

本
来
の
意
味
は
行
方

 
不
明
と
か
の
意
味
だ
よ
耶
狛
そ
れ
に
黒
さ
ん

 
理
 

説
明
を
あ
り
が
と
う
亜
狛

し
か
し
ま
さ
か
華
仙

 
が
行
方
不
明
に
な
る
と
は
な
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美
 

あ
の
子
も
今
頃
は
元
気
に
や

て
る
さ

そ
れ
に
簡

 
単
に
死
ぬ
よ
う
な
魂
じ

な
い
し

 
理
 

違
え

な

 
美
須
々
の

か
ら

信
で
き
た

自
分
の
我
が
子
達
を
信
頼
し
て
い
る
と

に
元
気
に

や

て
る
と

え
る
と
い
う
こ
と
に

 
理
 

あ

そ
う
だ

た

か
美
須
々
達
は
こ
こ
に
住

 
み
た
い
ん
だ
よ

 
美
 

あ

そ
の
つ
も
り
だ

た
が

 
理
 

俺
は

迎
な
ん
だ
が
さ
と
り
は

 
理
久
兎
は
さ
と
り
に
話
を

る
と
美
須
々
が

問
を
し
て
く
る

 
美
 

な

理
久
兎
そ
う
い
う
え
ば
気
に
な

て
た
が
そ
こ

 
の
妖
怪
は

だ
い

 
と

さ
と
り
と
こ
い
し
の
事
を
聞
か
れ
る
と
理
久
兎
は
そ
れ
に

え
る

 
理
 

そ
う
だ

自

す
る
さ
と
り

 
さ
と
り
に
自

を
す
る
か
と
聞
く
と
さ
と
り
は

い
て
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さ
と

え

私
は
古
明
地
さ
と
り

に
い
る
の
は

 
こ
い

妹
の
古
明
地
こ
い
し
だ
よ

 

人
が
自

を
終
え
る
と
今
度
は
美
須
々
と
勇
儀
が
自
身
の
名
前
を

え
よ
う
と
す
る

と 
勇
儀

そ
う
か
い
な
ら
今
度
は
私
ら
だ

私
は
星

 
さ
と

星

勇
儀
さ
ん
と
不
動
⻤
美
須
々
さ
ん
で
す
か

 
勇
儀
 

 
美
 

な
ん
で
わ
た
し
ら
の
名
前
を

 
さ
と
り
は

で
ま
た
名
前
を

い
終
え
る
前
に

手
の
名
前
を

え
る
と
そ
れ
に
は

人
も

い
た

 
美
 

な

理
久
兎
お
前
ら
が
教
え
た
の
か

 
理
 

い
や
彼
女
達
は
覚
妖
怪

て
い
う
妖
怪
達
だ
よ

 
勇
儀

覚
り
妖
怪

て

か
人
の
心
を
読
む
妖
怪
だ
ろ
プ
ラ

 
イ

ト
関
係
な
し
に
秘
密
を
知

ち
ま
う

だ
が

 
大
丈
夫
な
の
か
い
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理
 

大
丈
夫
だ
よ

俺
は
と
も
か
く
亜
狛
と
耶
狛
や
黒
は

 

す
よ
う
な
秘
密
も
た
い
し
て
な
い
し

 
あ
り
の
ま
ま
の
事
を

う
と
美
寿
々
は
自
分
と
さ
と
り
を
交
互
に
見
て

 
美
 

ま

理
久
兎
が
そ
う

う
ん
な
ら
問

な
い
だ
ろ

 
理
 

あ

問

な
い
彼
女
達
を

と
見
な
す
行

さ
え
し

 
な
け
れ
ば

 
美
 

そ
う
か
い

 
理
 

で
だ
住
む
に
あ
た

て

つ
か

件
が
あ
る
け
ど
い

 
い
か
い

 
勇
儀

件

 
自
分
は

え
た

件
を
全
て
話
す
た
め
口
を
開
き

 
理
 

あ

件
の

つ
は
こ
こ
に
住
む
者
達
に
俺
の
事
に

 
関
し
て

外
の
口
出
し
禁

と

て

し
い

 
美
 

分
か

た
そ
れ
を

も
う

し
て
も
う

つ
は

 
理
 

こ
こ
旧
地
獄
は
一

俺
が

理
し
て
い
る
の
は
話
し
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た
通
り
知

て
る
よ
な

 
美
 

そ
れ
は
な

で

 
理
 

そ
れ
で
だ
神
達
か
ら
見
た
ら
俺
が
領
地
し
て
い
る
妖

 
怪
達
か
ら
見
た
ら
さ
と
り
と
美
須
々
達
⻤
と
で
領
地

 
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

 
美
 

つ
ま
り
そ
れ
は

 
さ
と

三

制

て
事
で
す
か

 
理
 

そ
う
な
る

 
出
し
た

件
の
理
由
は

つ
目
は
紫
達
地
上
の
人
間
に
自
身
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
明
か
し

た
く
な
い
た
め

つ
目
の

件
は
妖
怪
達
が
旧
地
獄
を
領
土
と
し
て
い
る
と
神
達
か
ら
反
発

さ
れ
る
が
自
分
が
建
前
上
で

理
し
て
い
れ
ば
反
発
は
さ
れ
な
い
が

に
紫
達
か
ら
は
怪
し
ま
れ

る

そ
の
理
由
が
あ

た
た
め
三

制
を
申
し
出
た
の
だ

 
理
 

で

こ
れ
が
俺
の

件
だ
が

ん
で
く
れ
る
か

 
美
 

私
ら
は
問

な
い
よ
理
久
兎
そ
の

件
を

も
う

 
じ

な
い
か
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理
 

な
ら
決
ま
り
だ

さ
と
り
は
や

て
く
れ
る
か
い

 
さ
と

え

良
い
で
す
よ

 
理
 

よ
し
そ
れ
な
ら
美
須
々
達
に

う
こ
と
が
あ
る

 
美
 

な
ん
だ

 
勇
儀
 
・
・

 
自
分
は

で
美
寿
々
と
勇
儀
に
向
か

て

 
理
 

よ
う
こ
そ
旧
地
獄
へ
旧
地
獄
の

理
人
こ
と
深
常

 
理
久
兎

大
能
神
は

ら
を

迎
し
よ
う

 
と

う
の
だ

た

こ
う
し
て
提
案
し
た
三

制
で
旧
地
獄
に
新
た
な
妖
怪
達
が
暮
ら
す
よ

う
に
な

た
の
だ

た
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第
１
８
７
話
 
⻤
の
本
領
発
揮

 
⻤
達
が
来
て
か
ら

日
が
過
ぎ
た
あ
る
日
の
こ
と
だ

た

理
久
兎
が
今
住
ん
で
い
る

で
美
須
々
と
で
話
を
し
て
い
た

 
美
 

な

理
久
兎

つ
良
い
か
い

 
理
 

な
ん
だ

 
美
 

こ
こ

て

や

が
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ

 
理
 

ま

そ
う
だ
な

 

て
お
く
と
美
須
々
達
は
今
あ
る

や

を

し
て

拠
点
と
し
て
生
活
し
て
い
た

が 
美
 

こ
れ
だ
と
見

え
が
悪
い
か
ら
修

や
建
て
直
し

 
を
し
た
い
ん
だ
が
良
い
か
い

 
理
 

ふ
む

 
美
須
々
達
は
建

て
い
る

や

の
事
で
の
修

を

め
て
く
る

 
の
は
無
理
は
な
い

な
に
せ
あ
ま
り
に
も

が

ち
果
て
て
い
た
り

の

間
か
ら
怨
霊
達
が
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入

て
き
た
り

が

だ
ら
け
と
な

て
い
た
り
と
で
住
み
に
く
い
の
は

か
だ

 
理
 

そ
う
だ
な

俺
は

わ
な
い
が
さ
と
り
は
ど
う

 
う
か
な

 
理
久
兎
が
さ
と
り
の
名
前
を
出
す
と

が
開
い
て
そ
こ
か
ら
さ
と
り
が

を

か
せ
た

 
さ
と

私
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

お

ち

う
ど
良
い
と
こ
ろ
に
実
は
な

 
理
久
兎
が
修

や
建
て
直
し
の
こ
と
を

お
う
と
す
る
と

 
さ
と

成
る
程

建
て
直
し
や
修

で
す
か

 
美
 

あ
ん
た
私
の
心
を
読
ん
だ
か
い

 
さ
と

え

そ
う
で
す
が
ご
不
満
で
す
か

 
美
 

い
い
や

別
に
私
は

本
嘘
を
つ
く
奴
が
嫌
い
な

 
だ
け
だ
か
ら
心
を
読
ま
れ
る
の
は
別
に

て
感
じ

 
だ
し

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 
そ
れ
を

わ
れ
た
さ
と
り
の

に
少
し

み
が
か
か
る
が
す
ぐ
に
何
時
も
の
よ
う
に
真

と
な
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る 
理
 

そ
れ
で
さ
と
り
は
こ
の
事
に
つ
い
て
反
論
は

 
さ
と

い
え
私
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
そ
れ

前
に

理
者
は

 
方
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

い
や

こ
こ
は
皆
で

理
す
べ
き
と
思

て
る
ん

 
だ
が

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 
美
 

ハ
ハ
ハ

や

り
理
久
兎
は
何
時
ま
で
た

て
も

 
そ
の
性
格
は
変
わ
ら
ん
な

 
理
 

め
て
く
れ
あ
り
が
と
よ
そ
れ
で
建

材
料
の

材

 
と
か
は
ど
う
す
る

運
が
良
い
の
か
悪
い
る
の
か
知

 
ら
ん
が

れ

な
ら
あ
る
が
数
が
少
な
い

 

た
通
り

材
や

そ
し
て

や
ら
の
材
料
は

ぼ
無

に
近
い

が
あ
る
の
だ
が

や
は
り

材
や
そ
れ
を

ぎ

め
る

に
装

の
提

な
ど
に
使
う
紙
が
何
も
な
い

し
か
も
水

も

と
来
て
い
る
た
め
行
動
に
も

界
が
あ
る



 第十章 旧都開拓記

 
美
 

そ
う
な
ん
だ
よ

そ
こ
を
ど
う
す
る
か
な
ん
だ
よ

 
良
い
案
は
な
い
も
ん
か

 
そ
う

て
い
る
と
さ
と
り
が
口
を
開
い
て
提
案
を
出
し
て
く
る

 
さ
と

な
ら
亜
狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん
そ
し
て
黒
さ
ん
の

名

 
を
地
上
に
行
か
せ
る
の
は
ど
う

 
で
し

う

 
美
 

あ
の

人
か

 
さ
と

え

黒
さ
ん
の
能
力
で

々
を
伐

し
て
そ
れ
を
亜

 
狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん
の
能
力
で
こ
の
地
底
ま
で
運
ぶ

 
と
い
う
こ
と
で
す

 
理
 

ふ
む

か
に
そ
の
案
し
か
思
い

か
な
い
か
な
ら

 
少
し
だ
け
待

て
て
く
れ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
脳
内
会
話
を
し
て
こ
こ
に
来
る
よ
う
に

う
と

後
ろ
で

け
目
が
現
れ
る
と
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
そ
こ
を
通

て
現
れ
る

 
亜
狛

お
呼
び
で
す
か
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耶
狛

何
マ
ス

 
黒
 

件
は

 
理
 

あ

件
だ
が
実
は

人
に
や

て

い
た
い
事
が

 
あ

て

 
理
久
兎
は

人
に
建

材
料
の
事
な
ど
に
つ
い
て
話
し
を
す
る

そ
し
て
そ
の
話
を
聞
い
た

人
は

い
て

 
亜
狛

お
任
せ
く
だ
さ
い
マ
ス

 
耶
狛

了
解
だ
よ
マ
ス

 
黒
 

分
か

た
や
ら
せ
て
も
ら
う

 

人
が
そ
う

う
と

が
開
い
て
そ
こ
か
ら
こ
い
し
が
現
れ
る

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん
達
は
何
処
か
に
行
く
の

 
黒
 

あ

少
し
地
上
に
な

来
る
か

 
こ
い

う
ん
行
く

 
黒
が
こ
い
し
を
誘
う
と
こ
い
し
を

で

い
た

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久
兎
と
さ
と
り
は

 
理
 

頼
ん
だ
よ
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さ
と

こ
い
し
気
を

け
て

 
こ
い

う
ん
お
姉
ち

ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
こ
い
し
は

け
目
へ
と
再
び
入

て
い

た

そ
し
て
理

久
兎
と
さ
と
り
は
美
須
々
の
方
を

り
返
り

 
理
 

こ
れ
で

材
は
何
と
か
な

た
な

 
美
 

と
な
る
と
後
は
そ
れ
を

ぎ

め
る

か

 
理
 

う

ん
良
い
ア
イ
テ
ム
は

ん

待
て
よ

 
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
い
て
あ
る
事
を
思
い
出
し
た

 
さ
と

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
美
 

何
か
思
い

い
た
の
か

 
理
 

な

人
共
土

て
い
う
妖
怪
は
知

て
い
る

 
か

 
美
 

土

 
理
 

あ

前
に
俺
の

 

姫

 

知
り
合
い
が

て
た
ん
だ
が

 
こ
こ
地
底
に
は
嫌
わ
れ
て
封
印
さ
れ
た
妖
怪
達
が
大
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に
い
る

て
な
そ
の
内
の

人
が
土

て
い

 
う
妖
怪
な
ん
だ
と
か

  
さ
と

土

か

だ
と
人
間
達
に
嫌
わ
れ
す
ぎ
て
地

 
底
に

と
さ
れ
た
妖
怪
で
す
よ

 
美
 

そ
う
い
え
ば
昔
そ
ん
な
の
居
た
な
何
で
そ
ん
な
奴
を

 
思
い
出
し
た
ん
だ

 
美
須
々
が
何

土

に
つ
い
て
思
い
出
し
た
か
を
聞
く
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

そ
れ
は
簡
単
だ

が
持

て
い
る
武

は
何
か

 
分
か
る
か

 
美
 

あ
ん
武

そ
う
だ

毒
の

と
か

 
理
 

お
し
い
な

そ
れ
じ

な
い
ん
だ
よ
な

 
さ
と

で
す
か

 
さ
と
り
が

え
を

う
と

で

 
理
 

正
解
だ
さ
と
り
そ
う

だ
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美
 

な

理
久
兎

の

て
使
え
る
の
か
よ

 
美
須
々
が

の

に
つ
い
て
聞
く
と
理
久
兎
は

い
て
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
す
る

 
理
 

い
や
結

使
え
る

の

は
強
度
が
高
く
て

 
頑
丈
だ
か
ら
な
そ
れ
で
い
て

の

を
ま
と
め
れ

 
ば
そ
の
強
度
は

の

だ

 
美
 

な
ん

だ
と

 
さ
と

し
い
で
す

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ま

そ
れ
は
な

何
せ
亜
狛
と
耶
狛
の
服
に
も

 
の

を
少
し
使

て
る
か
ら

 
意
外
な
事
実
で
亜
狛
と
耶
狛
の
服
に

の

が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ

に
ど
ん
な
に
暴
れ

て
も
あ
ま
り
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
に
く
い
仕
様
な
の
だ

 
美
 

そ

そ
う
だ

た
の
か

 
理
 

お

と
話
が
そ
れ
た
な

そ
れ
で
だ

恐
ら
く
だ
が

 
土

の

の
強
度
は

の

い
や

 
は
あ
る
と
思

た
方
が
良
い
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美
 

マ

か

そ
れ
が
あ
れ
ば

 
恐
ら
く
美
須
々
は
土

の

で
作

た
建

物
を
想

し
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
も

風
に
も

強
く
そ
れ
で
い
て
地

に
も

え
う
る
建

物
を

 
美
 

ぐ
へ
へ

ル

 
証
拠
に
美
須
々
の
口
か
ら

が
零
れ
て
い
た

そ
れ

ど
ま
で
に

し
い
こ
と
が
容

に
分
か

る

そ
し
て
思

て
い
る
こ
と
は
さ
と
り
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か

 
さ
と

本
当
に
正
直
で
す

 
と

さ
と
り
は

く
始
末
だ

 
理
 

お

い
美
須
々

帰

て
こ

い

 
美
 

は

悪
い
な
理
久
兎

 
美
須
々
は

れ
た

を

い
真

な
目
で

 
美
 

な

理
久
兎

と
も
土

を
仲
間
に
加
え
よ

 
う

い
や
絶
対
に
そ
う
し
よ
う

 
理
 

あ

あ

そ
う
だ
な

 
こ
こ
ま
で
熱
が

る
と
は
予
想
外
だ
が
仲
間
に
し
た
い
の
は
事
実
だ
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美
 

そ
ん
で
建

だ
が
ま
ず
理
久
兎
達
の
家
を
作
り
た
い

 
が
良
い
か
い

 
理
 

俺
ら
が
先
で
良
い
の
か

 
美
 

お
う
よ

そ
こ
ま
で
し
て
も
ら

ち

に
あ
わ
ん

 
だ
ろ

だ
か
ら
お
礼
だ

 
理
 

そ
れ
は
あ
り
が
た
い

 
さ
と

話
は
ま
と
ま
り
ま
し
た

 
理
 

そ
う
だ
な

な
ら
俺
は
土

と
交
渉
し
て
く
る

 
か
ら

材
の
カ

ト
と
か
見
積
も
り
と
か
し
て
お
い

 
て
く
れ
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
も

い
て
い

て
い
い
で
す
か

 
理
 

あ
れ

さ
と
り

て
イ
ン
ド
ア
派
だ
ろ

珍
し
い

  
さ
と

も
し
土

が

れ
な
い
と

り
ま
す
か
ら

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
だ
な

な
ら
行
く
か
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さ
と

そ
う
で
す

 
理
久
兎
と
さ
と
り
は
土

を
引
き
入
れ
る
た
め
に
土

に
会
い
に
行
く
の
だ

た
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第
１
８
８
話
 
封
印
さ
れ
た
妖
怪

 
地
上
か
ら
旧
地
獄
へ
と
続
く

の
よ
う
な
道
を
理
久
兎
と
さ
と
り
は
探
索
し
て
い
た

理
由

は
御
察
し
の
通
り

 
理
 

土

本
当
に
ど
こ
に
封
印
さ
れ
て
ん
の
か
な

 
理
久
兎
は

明
を

手
に
魔
法
の
地

を

げ
て
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
渡
す
が
い

こ

う
に
見
当
た
ら
な
い

 
さ
と

も
聞
こ
え
ま
せ
ん

 
さ
と
り
も
サ

ド
ア
イ
で

り
を
見
渡
し
て
心
の

が
聞
こ
え
な
い
か
挑
戦
す
る
が
い

こ
う

に
聞
こ
え
な
い

聞
こ
え
て
き
て
も
せ
い

い
怨
霊
達
の

み

み
の

し
か
聞
こ
え
て
こ
な
い

の
が
現
状
だ

た

 
理
 

や
れ
や
れ

本
当
に
何
処
に
い
る
か
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

ま
さ
か
嘘
を
つ
か
れ
た
と
か

 
理
 

い
や
ま
さ
か

流

に

姫
に

て
な
い
だ
ろ

 
さ
と

で
も
こ
こ
ま
で
見
当
た
ら
な
い
と
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そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら

り
を
見
渡
し
て
い
る
と
ふ
と
こ
れ
ま
で
あ

た

と
は
違
う

を

見
つ
け
る

は

き
り

う
と

の

が
若

だ
が
そ
こ
い
ら
の

と
比
べ
る
と
明
る
い

だ

た 
理
 

怪
し
い
な
さ
と
り
こ
の
先
何
か
あ
り
そ
う
か

 
さ
と

は
何
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
が

 
理
 

そ
う
か

せ
い
や

 

ン

 
さ
と
り
が
何
も
聞
こ
え
な
い
と

う
と
問

無

で

を
ぶ
ん
殴

て

す
る

そ
れ
に
は

さ
と
り
も

れ
て
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

方
は
も
う
少
し
慎

に
な

た
方

 
が
い
い
で
す
よ

 
理
 

気
に
し
な

い

気
に
し
な

い

 
だ
が
や

た
行

は
正
し
か

た
の
か

を

し
た
同
時
に
起
き
た
土

が

む
と
通

が

続
い
て
い
た

 
理
 

う
ん
道
が
続
い
て
い
る
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
の
地

少
し
見
せ
て
く
だ
さ
い

 
理
 

ん

良
い
よ
は
い

 
理
久
兎
は
手
に
持

て
い
る
地

を
さ
と
り
に
渡
す

そ
し
て
さ
と
り
は
そ
れ
を

す
る

と 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
こ
か
ら
先
へ
の
道
こ
の
地

に
す
ら

 
の

て
い
ま
せ
ん
が
大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

さ

で
も

知
な
る
冒
険

て
の
も
楽
し
い
も
ん

 
だ
よ

 
さ
と

そ
う
で
す

 
理
 

な
ら
行
こ
う
か

 
さ
と

え

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
は
こ
の
先
に
続
く
地

に
無
き
道
を
進
み
だ
し
た

 
理
 

に
し
て
も
暗
い
な

 
さ
と

そ
う
で
す

そ
れ
に
し
て
も

が

山
い
ま
す
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理
 

わ
れ
て
み
る
と

か
に
な

 
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が
道
や

天

に

が
大

に
出
現
し
だ
し
て
い
た

そ
し
て

人
が
進
ん
で
い
る
と

中
で

と

と
で
別
れ
て
い
る
別
れ
道
が
現
れ
る

 
理
 

な

さ
と
り
お
前
な
ら
ど

ち
に
行
く

 
さ
と

私
は

で
す
か

 
さ
と
り
は
ク
ラ
ピ
カ
理
論
の

を
チ

イ
ス
し
た

さ
と
り
の
チ

イ
ス
に
自
分
は

定
す

る 
理
 

決
ま
り
だ
な
な
ら
行
こ
う

 
さ
と

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て

人
が

の
道
を
行
こ
う
と
し
た

間
だ

た

 
ピ
シ

 
さ
と

え

何
か
し
ら
こ
れ

 
理
 

ど
う
か
し
た

 
さ
と
り
の

に

の

の
大
き
さ
の
何
か
が

に

き

く
と

 
シ

ル
ル
ル
ル
ル



 第十章 旧都開拓記

 
さ
と

え

キ

 
さ
と
り
は
突
然

を
引

ら
れ
て
地
面
に
体
が

り
つ
く
よ
う
に
引
き
ず
ら
れ
な
が
ら

の
道
へ
と
引

ら
れ
た

 
理
 

な

お
あ

さ
と
り

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
と

さ
に
さ
と
り
の
手
を

も
う
と
し
て
が
引

ら
れ
る

度
が

く
手
を

み
そ
こ
な

て
し
ま
う

さ
と
り
は
闇
の
中
へ
と
引
き
ず
ら
れ
て
い

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ち

待

て
ろ

 
そ
う

て
理
久
兎
も
急
い
で
さ
と
り
の
後
を
追
い
か
け
る
の
だ

た

そ
し
て
さ
と
り
が

れ
去
ら
れ
た
場
所
は

 
さ
と

う

う

ん

こ
こ
は

 
さ
と
り
が

り
を
見
渡
す
と
無
数
の
子

が

し
て
い
て
自
分
は
巨
大
な

の

に
体

を
ぐ
る
ぐ
る

き
に
さ
れ
て

ら
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た

し
か
も
そ
れ
の
せ
い
で
サ

ド

ア
イ
も
機
能
し
て
い
な
い
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さ
と

ぐ

う

 

け
出
そ
う
と
試
み
る
が
何

に
も

い
た

の

は

々
と
切
れ
る
は
ず
も
な
く
余
計
に

体
を

め

け
る

そ
れ
を
察
知
し
た
さ
と
り
は

う
の
を

め
て
状

を
整
理
す
る

 
さ
と

そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
は

 
さ
と
り
が
そ
う

く
と

い

が
聞
こ
え
て
く
る

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
さ
と

そ
こ
に
い
る
の
は

で
す
か

 

 

お
や

ご
め
ん

ご
め
ん

こ
れ
じ

姿
が
見
え

 
な
い
よ

 
そ
う

い
な
が
ら

を
後
ろ
に
結
ん
だ
ポ
ニ

テ

ル
の
少
女
が

の
薄
暗
い
闇
の
中
か
ら

を
つ
た

て
歩
き
な
が
ら
さ
と
り
の
目
の
前
に
近
づ
い
て
く
る

 
さ
と

女
が
妖
怪
土

で
す
か

 
さ
と
り
は
少
女
に
土

か
と
聞
く
と
少
女
は
ま
た

に

み

か
べ
な
が
ら

 

 

う
ん
そ
う
だ

私
は
妖
怪
土

の
黒

マ
メ

 

て

う
ん
だ
よ
ろ
し
く
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さ
と

そ
う
で
す
か

す
み
ま
せ
ん
が
こ
れ
を
解
い
て
く
れ

 
ま
せ
ん
で
し

う
か

 
と

静
か
に

う
が
内
心
は

 
さ
と
理
久
兎
さ
ん
が
い
な
い
状

で
し
か
も
サ

ド
ア
イ

 
も
使
え
な
い

こ
れ
は
不
味
い
わ

 
さ
と
り
は
常
に
ポ

カ

フ

イ
ス
を
心
が
け
て
い
る

だ
が
今
の
状

が
最
悪
な
事
に
少
し

り
を
感
じ
て
い
た

そ
し
て
さ
と
り
が

え
て
い
る
状

で
も

マ
メ
と
名

た
土

は

話
を
続
け
る

 
黒

う

ん
そ
れ
は
出
来
な
い

 
さ
と

聞
く
の
は

暮
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
理
由
は
な
ん
で

 
で
し

う
か

 
黒

そ
れ
は

は
私
の
食
料
に
な
る
か
ら
だ
よ

で
も

 
が
こ
こ
の
封
印
を
解
い
て
く
れ
る
と
は
思
わ
な
か

 
た
よ

そ
の
お
陰
で
よ
う
や
く
こ
こ
か
ら
出
れ
る
よ

 
あ
り
が
と
う
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さ
と

な
ら
こ
れ
を
解
い
て
く
れ
て
も

 
黒

だ
か
ら
お
礼
に
私
が

女
を
食
べ
る
よ

 

マ
メ
は

が
空
い
て
い
る
の
か
聞
い
て
い
て
話
が
続
か
な
い

最

ま
と
も
な
思

で
は
な

い
の
は

か
だ

 
さ
と
ど
う
す
れ
ば

 
そ
う

え
て
い
る
と

マ
メ
は
口
を
開
け
て
さ
と
り
に

み
つ
こ
う
と
し
て
く
る

 
黒

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま

す

 
さ
と
ぐ
う

 
さ
と
り
は
目
を

り
身

え
た
そ
の

間

 
ピ
キ

ピ
キ

ド

ン

 
突
然
天

が

さ
れ
て
そ
こ
か
ら

人
の
男
が

下
す
る
天

と
共
に
現
れ
る

論
そ

れ
は

 
理
 

無
事
か
さ
と
り

 
定
番
の
よ
う
に
理
久
兎
だ

た

下
し
た
天

の
瓦
礫
等
は
全
て

マ
メ
の

で

え
ら
れ

そ
こ
に

場
が
出
来
上
が
り
理
久
兎
は
そ
こ
に
着
地
し
た
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黒

あ
ん
た
一
体
何
者
だ
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 

み
つ
こ
う
と
し
た

マ
メ
は
大
き
く
開
い
た
口
を
閉
じ
て
理
久
兎
も
た
い
自
分
の
方
を
向
い

て
何
者
か
と

ぶ
と

 
理
 

か

て

こ
こ
旧
地
獄
の

理
人
だ

 
黒

旧
地
獄

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
私
の
数
年
ぶ
り
の

 
食
事
を
邪
魔
す
る
な
ら
容

し
な
い
よ

 
そ
う

い

マ
メ
は
自
身
の

を
手
か
ら
出
し
て

れ
て
い
な
い
天

に
当
て
る
と
そ
の

を

上
り
天

に

り

く

 
理
 

さ
と
り
こ
の
妖
怪
が
土

で
良
い
の
か

 
そ
う
聞
く
と

ら
れ
て
あ
る
さ
と
り
は

い
て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
こ
で

方
が
殺
ら
れ
た
ら
私
達
は

 
完
全
に
お

仏
で
す
死
な
な
い
で
下
さ
い

 
理
 

そ
れ
は

る
な

な
ら
勝
た
な
い
と

 
こ
の
光

は
何
処

の

の

子
の

お

さ
ん
が

姫
を
救
う
シ
チ

エ

シ

ン
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に

て
る
な
と
も
思

た

と
り
あ
え
ず

先
す
る
べ
き
は
さ
と
り
の
救
出
す
る
事
と
だ

マ

メ
を

み
な
が
ら

え
る

 
黒

お
前
も
食

て
や
る

 
バ
シ

バ
シ

バ
シ

バ
シ

 
そ
う

い

マ
メ
は
手
か
ら

の

を
弾
に
し
て
自
分
に
向
か

て
撃
ち
込
む
が

 
理
 

見
え
る

見
え
る

俺
に
も
そ
の
弾

が
な

 
ん
て

 

ン

ン

ン

ン

 

の

弾
を

リ

リ
の
所
で

を
見
せ
な
が
ら
マ
ト
リ
ク
ス

け
や
イ
ナ
バ
ウ
ア

に

ブ
リ

等
を
し
て
挑
発
を
か

て
余

で
回

す
る

そ
の
た
め
か
挑
発
が
上
手
く
い

た
の

か

マ
メ
は
更
に
イ
ラ
つ
き
始
め
る

 
黒

何
で
当
た
ら
な
い
の

し
か
も

け
方
が
無
性

 
に
ク
ソ
イ
ラ
つ
く

 
今
度
は
先
程
の
弾

で
は
な
く

そ
の
も
の
を
撃
ち
込
む
が
そ
れ
も

な
く
回

し
て

は

に
当
た
る
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理
 

れ

れ
か
か

て
こ
い

て

 
黒

そ
り

 

マ
メ
は
先
程
の

を
ゴ
ム
の
よ
う
な

性
を

し
て
自
身
を
弾

に
し
て
理
久
兎
に
体

当
た
り
を
仕
掛
け
て
く
る
が

 
理
 

そ
い

 
そ
れ
す
ら
回

す
る

マ
メ
後
ろ
の

で
受
け
身
を
と

て

に

り

く

 
黒

ク
ソ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
な
ら
今
後
は
こ

ち
の
番
な

  

葉
を

い
終
え
る
と

マ
メ
の
目
の
前
に
一

で

動
し
て

の
よ
う
な

り
を

マ
メ
に

当
て
よ
う
と
す
る
が

 
黒

う
わ

 
シ

 

マ
メ
は
自
身
の

で
つ
り
上
が
り
そ
れ
を
回

す
る
と

 
ド

ン
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先
程

マ
メ
が
い
た

は
理
久
兎
の

り
で

々
に
な

た

そ
れ
を
見
て
い
た

マ
メ
は

は
み
る
み
る
と
真

に
な

て
い
く

 
黒

あ

あ
ん
な
の
食
ら

た
ら

に
な
ん
な
い
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
殺
し
た
ら

メ
で
す
よ

 
理
 

あ

悪
い
力
加
減
を
ミ
ス

た

 
黒

く

殺
ら
れ
る
前
に
殺
る
だ
け
だ

 
そ
う

う
と

マ
メ
は
理
久
兎
に
向
か

て
も
う
一
度

イ
ブ
し
て
く
る
が
正
直
こ
の
勝
負
も

う

き
た

 
理
 

雷

 
シ

ン

 

マ
メ
の
目
の
前
か
ら
一

で
姿
が
消
え
る

そ
れ
を
見
た

マ
メ
は
理
久
兎
わ
探
す
が
も
う

か

た

何
せ
も
う

マ
メ
の
後
ろ
に
自
分
は
回
り
込
ん
だ
か
ら
だ

 
理
 

お
し
ま
い
だ

わ

 
黒

な

 
ト
ン
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を

後
か
ら
聞
こ
え
た

マ
メ
は
後
ろ
を

り
向
く
が
も
う

い

の
後
ろ
に

い
手
刀

を
受
け
た

マ
メ
は
気
絶
し
空
中
に
い
た

マ
メ
は
下
へ
と

ち
て
い

た

 
ド
サ

 
理
 

ふ

終
わ

た
終
わ

た

そ
う
だ

た
さ
と
り

 
待

て
ろ
今
助
け
る

 
そ
う

い
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
黒

を
取
り
出
し
て

 

キ
ン

キ
ン

 
さ
と
り
を

て
い
る

の

を
さ
と
り
を
解

す
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
助
け
る
の
が

い
で
す
よ

 
理
 

悪
い

だ
が
流

に
さ
と
り
が

さ
れ
る
と

 
は
予
想
外
だ

た
流

の
俺
も

た

 
さ
と

そ
う
で
す
か

で
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

ハ
ハ
ハ
気
に
す
ん
な

さ
て
と
土

を
回
収
し

 
ま
す
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は

マ
メ
を

ぐ

す
る
と
自
分
が

を
開
け
た
天

か
ら
不

な

が
し
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だ
す

 
バ
キ

バ
キ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

方
が
開
け
た
天

更
に

ビ
が

 
入

て
き
て
ま
す
が

 
そ
れ
を
聞
き
最
悪
な
想

が
頭
を
過

た

そ
れ
は
天

が

れ
て
こ
の
場
の
全
員
は
生
き

め
に
な
る
と
い
う
嫌
な
想

だ

 
理
 

お

と
ま
さ
か

さ
と
り

お
ん
ぶ
す
る
か
ら

 
く

中
に

 
さ
と

え

 
理
 

い
い
か
ら
急
げ

 
さ
と

わ

分
か
り
ま
し
た

 
さ
と
り
が
理
久
兎
の

中
に

る
と

中
い
に
い
る
さ
と
り
に

 
理
 

し

か
り

ま

て
ろ

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
も
う

シ

で
走
り
出
す

そ
し
て
走
り
出
し
て
数
分
後
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ド

ン

ド

ン

ド

ン

 
天

が

れ
始
め
た

そ
れ
も
そ
の

何
せ
地
底
と

う
こ
と
を

れ
て
天

を
突
き

り
そ

れ
を

え
る

を

々
に
し
て
い
れ
ば

れ
て
当
た
り
前
だ

 
理
 

う

 
ド

ン

ド

ン

ド

ン

 
通

た
後
か
ら
天

が

れ
て
く
る

そ
の
光

を
前
か
ら
見
た
ら
ア
ク
シ

ン

画
の
イ
ン

ピ

ピ

ン
ピ

を
思
い

か
べ
て
も
何
ら
お
か
し
く
は
な
い
状
態
だ

 
理
 

さ
と
り

瓦
礫
は
ま
だ
こ

ち
に
向
か

て
来

 
て
る
か

 
そ
う
聞
か
れ
た
さ
と
り
は
後
ろ
を
少
し

り
向
く
と

れ
て
く
る
天

が
近
づ
い
て
き
て
い

た 
さ
と

え

急
い
で

 

れ
て
い
く
天

は

々
理
久
兎
達
の
方
へ
と
近
づ
い
て
く
る

も
う
本
当
に
数
十

ま
で

近
づ
い
て
き
て
い
た

す
る
と
目
の
前
に
こ
こ
へ
入

て
き
た
入
り
口
が
見
え
る

 
理
 

も
う
少
し
だ
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更
に

度
を
あ
げ
て
そ
の
入
り
口

近
ま
で
行

て
そ
の
通

か
ら

け
る
と
同
時
に
入
り
口

は
天

が

れ
て
塞
が

た

 
理
 

は

は

あ

危
な
か

た

さ
と
り
今

 
降
ろ
す
よ

 
そ
う

い
さ
と
り
を
近
く
の

に
降
ろ
し
て
座
ら
せ
る

 
さ
と

や

や
し
ま
し
た
よ

 
理
 

俺
も

バ
イ
と
思

た
ま

で
も
水

の
骸

が
手

 
に
入
る
な
ら
や

て
も
良
い
ん
だ
け
ど
な

 

談

じ
り
に

う
と
さ
と
り
は
ム
ス

と
し
た
表
情
で

 
さ
と

談
は

め
て
く
だ
さ
い

 
理
 

あ

そ
う
だ
な
悪
か

た

さ
て
と
帰
り
ま
す
か

 
さ
と
り
立
て
れ
る
か

 
さ
と

論
立
て

あ
れ

 
さ
と
り
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
は
い
る
が
立
ち
上
が
れ
な
い

ど
う
や
ら
安
心
し
た
た
め
に

力
ん
で
い
た
力
が

ん
で
し
ま

た
た
め
し
ば
ら
く
歩
け
そ
う
に
も
な
い
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理
 

立
て
な
い
か

な
ら

ら

 
そ
う

い
も
う
一
度
さ
と
り
に

中
を
向
け
て
中

に
な
る

 
さ
と

す
い
ま
せ
ん
が
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

い
さ
と
り
は

中
に
な
る
と
自
分
は
立
ち
上
が
る

 
理
 

さ
て
と
帰
り
ま
す
か

く
し
な
い
と
こ
の
子
が

 
目
覚
め
ち
ま
う
し

 
理
久
兎
は

手
で

い
で
い
る

マ
メ
を
見
て
そ
う

う
と
さ
と
り
を
お
ん
ぶ
し
て
自
身
の

拠
点
へ
と
帰
る
の
だ

た
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第
１
８
９
話
 
勇
儀
の
友
達

 
理
久
兎
と
さ
と
り
は
命
か
ら
が
ら
土

の
黒

マ
メ
を

れ
て
き
て
自
身
の

室
で

か

せ
た

そ
し
て
帰

て
き
た
理
久
兎
と
さ
と
り
は

 
ド
ン

ド
ン

ス

ス

 
⻤
達
が
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
こ
い
し
達
か
ら
受
け
取

た
大

を
ノ
コ

リ
で
切
断
し

で

を
す
い
た
り
ト
ン
カ
チ
で

を
調
整
し
た
り
と
し
て
い
た

そ
こ
に

の
理
久
兎
と
何
と

か
歩
け
る
よ
う
に
な

た
さ
と
り
が
現
れ
る

 
理
 

お

す
美
須
々

 
美
 

お

理
久
兎
じ

な
い
か

て
き
た

て

 
事
は
土

を

れ
て
き
た
の
か

 
理
 

あ

バ

チ
リ
だ
よ

 
さ
と

正
直

々
と

や

や
し
ま
し
た

 
美
 

何
が
あ

た
か
は
知
ら
ん
が
お

れ
さ
ん

 
美
須
々
が
理
久
兎
と
さ
と
り
に

い
の

葉
を
か
け
て
い
る
と
奥
か
ら
一
本

の
⻤
の
勇
儀
と
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も
う
一
人
短

の
少
女
が
近
づ
い
て
く
る

 
勇
儀

お

理
久
兎

帰

て
き
て
た
の
か

 
理
 

ま

そ

ち
は
は
か
ど

て
る

 
勇
儀

ま

な

 
と

話
し
て
い
る
と
短

の
少
女
が
勇
義
に
話
し
か
け
る

 

 

勇
儀

こ
の
人
が
理
久
兎

 
勇
儀

あ

そ
う
だ

 

 

ふ

ん

ま
し
い
わ

 
理
 

え

 
突
然

ま
し
い
と

わ
れ
急
に
ど
う
し
た
の

と
い
う
感
覚
で

い
て
し
ま

た

す
る
と

勇
儀
が

く
説
明
を
し
て
く
れ
る

 
勇
儀

ハ
ハ
ハ

悪
い
な
理
久
兎

こ
い
つ
は
私
の
友
達
の

 
水

ル
ス

て
ん
だ

ま

性
格
は
こ
れ
だ

 
が
良
い
奴
な
ん
だ

 

ル

よ
ろ
し
く
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理
 

あ

あ

よ
ろ
し
く

 
そ
う

い
理
久
兎
は
手
を

し
出
す
と

ル
ス

は
そ
れ
を

り

手
を
交
わ
す

 

ル

で
聞
い
た
け
ど
私
や
勇
儀
よ
り
強
い
の
よ

ま

 
し
い
わ

 
理
 

い
や
俺
は
自
分
を
強
い
と
か
思

た
こ
と
は
な
い
け

 
ど

 

ル

そ
う

ま
し
い
わ

 
さ
と
り
は

ま
し
い
を

呼
し
て
い
る

ル
ス

に
サ

ド
ア
イ
を
向
け
て
心
を
読
ん
で

い
た

 
さ
と

方
の
心
は

で
い

い
で
す

 

ル

ま
さ
か

女
私
の
心
を

 
さ
と

え

読
み
ま
し
た
よ
な
ら
今

え
て
い
る
事
を
少
し

 
暴

し
て
も

 
さ
と
り
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は
さ
と
り
の
前
に
手
を

し
て

り

 
理
 

さ
と
り
や
り
す
ぎ
だ
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さ
と

 

ル

ま
し
い
わ

人
の
心
を

く
な
ん
て

 
さ
と

え

少
々

で
し
て

 
と

人
が

い
合
い
に
な
ら
な
い
か
が
不
安
に
な

て
し
ま
う

た
め

を
つ
い
て

 
理
 

は

お
前
ら
出
会

て

々
こ
れ
で
ど
う
す
る

 

て
ん
だ

少
し
は

ち
着
け

 
勇
儀

ち
着
け

て

ル
ス

 
理
久
兎
と
勇
儀
に

め
ら
れ
た
さ
と
り
と

ル
ス

は
少
し

て
お
互
い
を
見
つ
め
合
う

 
理
 

や
れ
や
れ

ま

で
も

ル
ス

ち

ん
は
良
く

 
観
察
し
て
い
る

ル
ス

ち

ん
か
ら
見
て
俺

 
の

ま
し
い
所
は
俺
の
良
い
所

て
事
だ
よ

 
美
 

わ
れ
て
み
る
と

か
に
な

 
理
 

そ
こ
は

め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

そ
れ
と
さ

 
と
り
も
俺
を

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
と
理
久
兎
の
仲
裁
の

葉
を
聞
い
て
お
互
い
を
見
つ
め
合

て
い
た
さ
と
り
と

ル
ス

は
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そ
れ
を

め
て

 

ル

ま
し
い
わ

で
も
お
礼
を

わ
れ
る
の
は
少

 
し
変
な
気
分

 
さ
と

い
え
私
は
別
に
理
久
兎
さ
ん
を

お
う
と
は

 
何

だ
が
知
ら
な
い
が
さ
と
り
の

が
紅
く
な

て
い
た

大
方

ず
か
し
が

て
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
気
に
し
な
か

た

 
理
 

ま

こ
れ
で
い
い
か

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
か
な

 
勇
儀

お

ど
う
し
た

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
土

が
起
き
る
か
な
と

 
美
 

何

な
ら
私
も
行
か
せ
て
く
れ

 

く
土

が
見
た
い
の
か
美
寿
々
は
そ
う

う
が

 
勇
儀

い
や
美
須
々
様
が
行

た
ら

が

す
る
ん
で
す

 
か

こ
こ
は
私
が
行
き
ま
す
よ

 
美
 

う

し

う
が
な
い
か

な
ら
頼
む

勇
儀

 
勇
儀

分
か
り
ま
し
た
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そ
う

わ
れ
た
美
須
々
は
し

ぼ

ん
と
し
な
が
ら
仕
方
な
く
勇
儀
に
行
か
せ
る
こ
と
に
し

た 

ル

私
も

い
て
い

て
良
い
か
し
ら

 
と

ル
ス

が

る
と
理
久
兎
は
断
る
理
由
も
な
い
の
で

 
理
 

別
に

わ
ん

 

ル

な
ら
行
か
せ
て

う
わ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
理
久
兎
の

拠
点
へ
と
向
か

た

 
神
様

少
女
達

動
中

 
理
 

こ
こ
が
俺
ら
の
拠
点

だ
よ

 

ル

ふ

ん

 

を
開
け
て
中
へ
入
る
と

 
黒

無
い

飯
が
な
い

私
の
ご
飯
が
な
い

 
そ
う

い
な
が
ら

マ
メ
は
土
間
の

を
開
け
て
食

を
探
し
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

お

起
き
た
か
調
子
は
ど
う
だ
い

 
理
久
兎
が

を
開
け
て
食

を
探
し
て
い
る

マ
メ
に

う
と

マ
メ
は

を
変
え
た
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で
見
て
く
る

 
黒

あ
ん
た
は
さ

き
の

こ
こ
で
会

た
が

 
と

う
前
に
さ
と
り
が
前
に
出
て
サ

ド
ア
イ
で

マ
メ
の
心
を
読
む

 
さ
と

次
に

女
は

百
年
目

と

う

 
黒

百
年
目

は

ロ

 
自
分
の

い
た
い
台

を

わ
れ
て

マ
メ
は

惑

て
い
る

マ
メ
へ
と
近
づ
き

 
理
 

減

て
る
だ
ろ

今
作

て
や
る
か
ら
待

て
ろ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

座
神
書
か
ら
愛
刀
の

を
取
り
出
し
更
に
食
材
を
出
し
て
料
理
を
作

り
を
開
始
す
る

 
勇
儀

お

理
久
兎
の
料
理
が
久
々
に
食
え
る
と
は
な

 
な

お
前
さ
ん
も

く
来
な
よ

 
黒

え

う

う
ん

 

ル

勇
儀

理
久
兎
さ
ん
の
料
理

て
美
味
し
い
の

 
勇
儀

あ

あ
い
つ
は
プ
ロ
の

だ
か
ら
な

 
さ
と

今
日
は
何
か
し
ら

楽
し
み
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人
は
理
久
兎
の
料
理
を
待
つ
た
め
に
居
間
に
座
り
料
理
を
待
つ

そ
し
て

分
後

 
理
 

ら
出
来
た

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は
作

た
料
理
を

べ
る

今
回
は
里

の

転
が
し
に

の
ム

ニ
エ
ル
そ
し
て
味

と
い

た
シ
ン
プ
ル
と

て
も
良
い

合
に
簡
単
な
メ
ニ

だ

 
勇
儀

そ
ん
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
黒

い
た
だ
き
ま
す

 

ル

い
た
だ
き
ま
す

 
さ
と

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

い

人
は
理
久
兎
の
食
事
に
あ
り
つ
く
の
だ

た

そ
う
し
て
食
べ
る
こ
と
数
時
間
後

 
全
員

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
さ
ん

 
黒

ふ

数
年
ぶ
り
に
お

い

い

 

ル

美
味
し
か

た
わ
で
も

ま
し
い

り

 
勇
儀

や

し
理
久
兎
の
料
理
は
う
め
え
な

本
当
に

 
酒
と
良
く
合
う
ん
だ
よ
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さ
と

今
日
も
美
味
し
か

た
で
す

 

マ
メ
は
満

し
た
の
か
居
間
で

に
な
り
勇
儀
は
ま
だ
酒
を
飲
み
続
け

ル
ス

は
美
味
し

か

た
こ
と
に

み
さ
と
り
は

て
皆
の
心
を
読
ん
で
い
た

 
理
 

ま

満

し
た
な
ら
何
よ
り
だ

そ
ん
な
事
よ
り

 
勇
儀
は
交
渉
は
し
た
の
か

 
勇
儀

交
渉

美
須
々
様
に
ど
や
さ
れ
ち
ま

 
う

な

あ
ん
た
え

と

 
勇
儀
は

マ
メ
の
名
前
が
分
か
ら
ず

え
て
い
る
と

マ
メ
は
自
身
の
名
前
を
名

る

 
黒

私
は
黒

マ
メ
だ
よ

 
勇
儀

お

そ
う
か
な
ら

マ
メ
協
力
し
て
く
れ

 
黒

へ

何
を
協
力
す
れ
ば
い
い
の

 
勇
儀

そ
れ
は

 
勇
儀
は
今
お
か
れ
て
い
る
旧
地
獄
の
建
物
に
つ
い
て
説
明
を
す
る

そ
し
て
説
明
を
聞
い
た

マ
メ
は

 
黒

成
る
程

良
い
よ
そ
の

件
を
受
け
て
も
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勇
儀

お

話
が
分
か
る
な

 
黒

で
も

件
が
あ
る
よ

 
理
 

件
は

 
黒

そ
れ
は

 

マ
メ
が

え
よ
う
と
す
る
と
そ
れ
を

て
さ
と
り
が
話
始
め
る

 
さ
と

成
る
程
こ
こ
に
住
ま
せ
て

し
い
で
す
か

 
黒

え

女
ど
う
や

て

 
勇
儀

あ

さ
と
り
は
心
が
読
め
る
か
ら
な

 
黒

そ

そ
う
な
ん
だ

そ
れ
で
え

と
住
ま
せ
て
く

 
れ
る
の
か
な

 

マ
メ
が
そ
う

う
と
理
久
兎
は

で

い
て

 
理
 

あ

俺
ら
は

わ
ん
し

ま
な
い
よ

 
黒

そ
う

て
く
れ
る
と
助
か
る
よ

な
ら

 
す
ぐ
に
手
伝
い
し
ま
す
か

 
勇
儀

よ

し

私
も
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
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ル

私
も
手
伝
う
わ
勇
儀

 
そ
う
し
て

人
は
旧
地
獄
の
復
興
の
た
め
に
美
須
々
の
元
へ
と

て
い

た

そ
し
て

た
自
分
と
さ
と
り
は

 
理
 

本
当
に

み
た
い
な

中
だ
な

 
さ
と

本
当
で
す

 
そ
ん
な
理
久
兎
の
楽
し
そ
う
な
無
邪
気
な

を
さ
と
り
は

を
紅
く
さ
せ
て
た
だ
じ

と
見

つ
め
る
の
だ

た



 第十章 旧都開拓記

 
第
１
９
０
話
 
旧
都
の
復
興
終
了

 
旧
地
獄
の
面
々
達
の
お
か
げ
で
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

や

は
修
復
さ
れ
一
部
の
室
内
の

だ
ら
け
の

も

え
て
綺

な

と
な
り

材
の
伐

が
終
わ

た
亜
狛
達
が
人
里
で
和
紙

を
購
入
し
て
そ
れ
を

し
て
提

を
作

た
り
と
し
た
結
果

 
理
 

見
違
え
た
な

 
さ
と

前
と
比
べ
る
と

く
変
わ
り
ま
し
た

 
美
 

お
う
よ

私
ら
に
か
か
れ
ば
こ
ん
な
も
ん
さ

 
２
０
０
年
ち

と
前
と
比
べ
る
と
そ
の
町

み
は

然
と
変
化
し
て
い
た

住
む
に
く
い
と

思

て
い
た
と
こ
ろ
も
今
で
は
都
だ

 
亜
狛

い
で
す

 
耶
狛

修

終
わ
り
ま
し
た

 
黒
 

あ

 
勇
儀

中
々
良
い
仕
事
が
出
来
た
な

 
黒

い
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ル

し
か
も

ま
で
作

て
く
れ
た
の

 
こ
い

綺

 
こ
い
し
が

て
い
る
と
お
り
薄
暗
い
都
は
提

の
光
が

さ
れ
て
妖
怪
達
の
都
と
い

て
も

良
い
風

だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
美
須
々
俺
ら
の
家

て
ど
う
な

た

 
ん
だ

 
美
 

あ

安
心
し
ろ
飛
び

き
り
の
を
作

て
あ
る

 
か
ら
よ
つ
い
て
き
な

 
そ
う

い
美
須
々
は
自
分
達
を
案
内
し
て
く
れ
た

そ
の
場
所
は
か
つ
て
黒
が
見
つ
け
た
灼
熱

地
獄
へ
の

の
上
に
家
が
建

て
い
た
が
そ
れ

前
に
目
を

た

 
理
 

な

こ
の
家

て
俺
ら
の
家
か

 
美
 

あ

私
が
作

た
中
で
も
一
級
品
の
家
だ

 
さ
と

い

 
こ
い

大
き
い
お
家
だ

 
亜
狛

何
で
か
昔
の
デ

ブ
を
思
い
出
す
な
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耶
狛

本
当
だ

 
黒
 

魔
界
の
一

家
ち

く
な
家
だ
な

 
皆
も

く
の
も
無
理
は
な
い

何

な
ら
そ
の
家
は
大
理

を
使

て
い
る
の
か
真

白
な

風
な
建
物
で
自
分
達
が
か
つ
て
拠
点
と
し
て
い
た
平
安
京
の

殿
造
り
と
は
違
い

建
て
だ

が
そ
れ
よ
り
も
と
て
も

い
家
だ

た
か
ら
だ

 
理
 

な

中
に
入

て
も

 
美
 

あ

わ
ん
そ
の
前
に
お
前
ら
の
家
だ
ろ

 
理
 

な
ら
遠
慮
な
く

 
そ
う

い
そ
の
新

の
家
へ
と
入
る
と

い

関

ル
に

の

章
が

か
れ
そ
の
先
に

は

が
あ
る
が
少
し
登
る
と

つ
に
別
れ
て
い
た

そ
し
て
天

と
し
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
装

と
し
て
さ
れ
て
お
り
さ
ら
に

り
を
見
渡
す
と

つ
も
の
部

が
完
備
さ
れ
て
い
て
昔
の

拠
点
の

殿
造
り
を
思
い
出
し
て
い
た

 
理
 

い
な

て
か
ど
う
や

て
こ
ん
な
内
装
を

え

 
た
ん
だ
よ

 
大
和
の
建
設
物
と
は
思
え
な
い
た
め
美
須
々
に
ど
う
や

て
こ
ん
な
内
装
や
外
装
を

え
た
か
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を
聞
く
と

 
美
 

あ

昔

紫
が

持

て
き
た
大
和
の
国
の
国
外
の

 
家
と
か
の
見
取
り

を
見
て
な
そ
れ
を
自

流
で
再

 
現
し
た
ん
だ

不
満
か

 
理
 

い
や
全
然
良
い

ろ

ン
ス
が
あ

て
良
い

 
気
に
入

て
し
ま

た

本
当
に
良
い

ン
ス
だ

そ
し
て
自
分

外
の

人
は
と
い
う
と

 
こ
い

い
よ
お
姉
ち

ん

こ
ん
な
ん
に
も

い
お
家
は

 
初
め
て
だ
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

二

が
あ
る
よ

 
耶
狛
と
こ
い
し
も
気
に
入

た
よ
う
で
は
し

ぎ
回

て
い
た

 
亜
狛

こ
ら
走
る
な

て

 
黒
 

本
当
に

い
な
そ
れ
で
い
て
こ
の
ち

と
大
人
の

 

気
の
内
装

ン
ス
が
良
い
な

 
美
 

お

嬉
し
い
こ
と
を

て
く
れ
る

 
理
 

さ
と
り
は
気
に
入

た
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さ
と

え

と
て
も

 
そ
れ
を
聞
い
て
理
久
兎
も
良
か

た
と

と
な
り
美
須
々
に
対
し
て
礼
を

べ
る
こ
と
に
し

た 
理
 

美
須
々
こ
ん
な
良
い
家
を
あ
り
が
と
う
な

 
美
 

ハ
ハ
ハ

気
に
す
ん
な
理
久
兎

こ
の
ぐ
ら
い
趣
味

 
で
や

て
る
よ
う
な
も
ん
さ

 
こ
れ
が
趣
味
と

て
い
る
美
須
々
の
力

が
計
り
知
れ
な
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
達
も
少
し
見
取
り
を
見
に
行
き
ま

 
し

う

 
理
 

そ
う
だ
な

 
美
 

な
ら
私
が
案
内
し
て
や
る
よ

 
理
 

頼
む
よ

 
さ
と

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
は
美
須
々
に

れ
ら
れ
て
家
を
案
内
し
て
も
ら
う

 
美
 

見
て
分
か
る
が
こ
の
真
正
面
の

を
登
れ
ば
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に
行
け
る
が
ま
ず
は
下
を
案
内
す
る
よ

 
理
 

あ

分
か

た

 
美
 

な
ら
ま
ず
は
こ
の

の

の
通

か
ら
だ

 
そ
う

て
い
る
美
須
々
の
後
を
着
い
て
行
く
と

り
の

で

ま
れ
た
小
さ
な

が
見
え
て

く
る

そ
れ
を
美
須
々
は
説
明
し
て
く
れ
る

 
美
 

あ
れ
は
ま

簡
単
に

え
ば
中

み
た
い
な
も
ん
だ

 
あ
そ
こ
に

き
な
植
物
で
も
植
え
て
く
れ

 
理
 

あ

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
さ
と

緑
を
増
や
せ
ば
憩
い
の
場
に
な
り
そ
う
で
す

 
美
 

そ
ん
で
あ
そ
こ
の

は
分
か
る
だ
ろ

 
美
須
々
が
指

し
た
所
を
見
る
と
結

頑
丈
に
作
ら
れ
た

と

う
よ
り
か
門
が
見
え
る

 
美
 

あ
そ
こ
は
灼
熱
地
獄
へ
と

が

て
い
る
か
ら
入
る

 
時
は
気
を

け
ろ
よ

 
ど
う
や
ら
黒
が
見
つ
け
た
灼
熱
地
獄
へ
の
入
り
口
に

を
設
置
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
美
 

後
は

そ
の
灼
熱
地
獄
を

し
て

房
も
完
備
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し
て
る
か
ら

は
け

こ
う

か
い

 
理
 

昔
よ
り
進
化
し
て
る
だ
と

 
美
須
々
の
ス

ク
に

い
て
い
る
と

 
さ
と

美
須
々
さ
ん
厨
房
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か

 
美
 

厨
房
は
こ

ち
だ

 
そ
う

い
美
須
々
厨
房
へ
と
案
内
し
て
く
れ
る

そ
こ
に

た
厨
房
は

風
な
ら
で
は
の
白

を

と
し
た
キ

チ
ン
が
完
備
さ
れ
て
お
り
台
所
に
流
し
台
は
た
ま
た
食

を
入
れ
る
食

ま
で
も
が
完
備
さ
れ
て
い
た

し
か
も
ま
だ
使

て
い
な
い
た
め
ピ
カ
ピ
カ
だ

 
理
 

ス
ゲ

 
さ
と

最

匠
の
領

を

え
て
ま
す
よ

 
美
 

は

は

は

気
に
入

た
か

 
理
 

気
に
入
ら
な
い
わ
け
が
な
い

 
な
お
こ
れ
を

嬉
し
い
昔
か
ら
こ
ん
な
自
分
だ
け
の
真

白
な
キ

チ
ン
で
料
理
す
る

の
が
少
な
か
ら
ず
夢
だ

た
か
ら
だ

 
美
 

そ
い
つ
は
良
か

た
よ

に
も
案
内
し
て
や
る
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よ
来
な

 
理
 

お
う

 
そ
の
後
美
須
々
は

書
室
の
場
所
や

面
場
そ
れ
に
多
数
の
部

を
こ
と

か
く
説
明
を
し
て

く
れ
た

 
理
 

い
や
は
や
本
当
に
あ
り
が
と
う

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
美
 

お
う
気
に
す
ん
な
理
久
兎
に
さ
と
り
私
が
作
り
た
く

 
て
作

て
る
よ
う
な
も
ん
だ
か
ら
な

 
理
 

こ
れ
は

方
も
そ
れ

の
お
礼
を
し
な
い
と
な

 
そ
う
だ
な
ら
美
須
々
達
に
お
礼
と
し
て

つ
程
お
礼

 
を
す
る
よ

 
美
 

何
だ
い
お
礼

て

 
自
分
が

え
た
お
礼
を

で
美
寿
々
に
伝
え
る

 
理
 

つ
は
美
須
々
達
が
作
り
直
し
た
旧
都
そ
れ
ら
を

 
美
須
々
達
が

治
で
き
る
よ
う
に
す
る
よ
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美
 

つ
ま
り
私
ら
に
旧
都
を
任
せ
る

て
こ
と
か
い

 
理
 

ま

そ
う
だ
な

き
に
使

て
く
れ
も
う

つ
は

 
理
久
兎
が
も
う

つ
を

い
か
け
よ
う
と
す
る
と

 
さ
と

お
礼
に
大

の
お
酒
を
送

て
宴
会
し
よ
う

て

 
と
こ
で
し

う
か

 
理
 

そ
う
そ
う
お
酒
を

え

さ
と
り

ま
さ
か
俺

 
の
心
を
読
ん
だ
の
か

 
自
分
の
心
が
読
ま
れ
な
い
よ
う
に

手
の
か
ら
の
能
力
に
よ
る

渉
は
理
で

か
な
い

な
の

も
関
わ
ら
ず

え
て
い
る
こ
と
が
バ
レ
て
し
ま
い

い
た
た
め
さ
と
り
に
問
う
と
さ
と
り
は
ク
ス

ク
ス

い
な
が
ら

 
さ
と

い
え

理
久
兎
さ
ん
が

い
そ
う
な
事
を
予
想
し
た

 
だ
け
で
す
よ

 
理
 

そ

そ
う
か

ビ
ビ

た
よ

 
さ
と

ふ
ふ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
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美
 

仲
が
良
い
ん
だ
な
お
前
ら

・

・

 
美
須
々
に
そ
う

わ
れ
た
さ
と
り
は
若

だ
が

が
紅
く
な

た
が
自
分
は

い
な
が
ら

 
理
 

そ
う
か
普
通
だ
と
思
う
け
ど

 
と

う
と
さ
と
り
は
少
し
ム
ス

と
す
る
が
ま
た
元
の
平
常
心
に

り

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
美
須
々
達
に
お
酒
を
分
け
な
く
て
良
い

 
ん
で
す
か

 
理
 

あ

そ
う
だ

た

ま

さ
と
り
が

ち
ま

 
た
け
ど
美
須
々

皆
で
仲
良
く
酒
飲
ま
な
い

 
美
須
々
に
提
案
す
る
と
美
須
々
は

い
な
が
ら

 
美
 

良
い

な
ら
せ

か
く
だ
皆
で
飲
も
う

 
理
 

決
ま
り
だ
な

な
ら
亜
狛
と
耶
狛
に
頼
ん
で
あ
の

 

人
も
呼
ぶ
と
す
る
か
な

 
さ
と

あ
の

人

 
理
 

あ

々
と
世
話
に
な

た
か
ら

 
そ
れ
が

な
の
か
は
宴
会
で
会
う
だ
ろ
う
か
ら
内

に
し
よ
う
と
思

た

だ
が
恐
ら
く
皆
は
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び

く
り
す
る
存

だ
ろ
う

 
美
 

ま

良
い
か
よ
し
理
久
兎

そ
う
と
決
ま
れ
ば
皆

 
で
宴
会
だ

 
理
 

は
い
は
い

 
と

い
か
け
て
い
る
と
さ
と
り
は

人
に

 
さ
と

所
で
こ
の
家
の
名
前

て
あ
る
の
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
と
美
須
々
の

人
は
お
互
い
に
見
つ
め
合
う
と

 
理
 

あ
る
の

 
美
 

い
や

え
て
な
い
な

 
さ
と

そ
う
で
す
か

な
ら
私
が
こ
の
家
に
名
前
を
つ
け

 
て
も

 
理
 

わ
な
い
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
少
し

え
て
家
の
名
前
を

え
た

 
さ
と

地
下
に
あ
り
な
お
か
つ
悪
霊
が
潜
む
場
所
か
ら
と

 
て
地
霊
殿
と

う
の
は
ど
う
で
し

う
か
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理
 

良
い
ん
じ

な
い

 
美
 

中
々

ン
ス
あ
る
な

 
さ
と

な
ら
決
ま
り
で
す

 
こ
う
し
て
理
久
兎
達
は
旧
都
の
復
興
と
自
分
達
の
家
も
と
い
地
霊
殿
が
建

た
記

の
宴
会
を

開
催
す
る
の
だ

た
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第
１
９
１
話
 
地
底
初
の
宴
会

 
薄
暗
い
中
で
提

の
明
か
り
が

ら
し
出
し
て
い
る
こ
こ
数
時
間
前
よ
う
や
く
復
興
し
た
場
所

の
旧
都
で
は

 
⻤
 

く

は

最
高
だ

 
妖
怪

元
大
将
の
酒
う
め

な

 
⻤
達
や
妖
怪
達
が
酒
を
意
気

々
と
飲
み

い
あ

て
い
る

そ
ん
な
中
の
一

で

 
理
 

ゴ
ク

ゴ
ク

ゴ
ク

プ

ハ

 
美
 

流

だ
理
久
兎

良
い
飲
み

り
だ

 
理
久
兎
と
美
須
々
そ
し
て
勇
儀
と
で
酒
飲
み
大
会
が

発
し
て
い
た

理
由
は
か
つ
て
負
け
た

美
須
々
が
勇
儀
が
リ

ン

を
し
て
き
た
か
ら
だ

 
勇
儀

今
度
は
私
だ

 
今
度
は
そ
う

い
う
と
勇
儀
は
星

に
注
が
れ
て
い
る
酒
を
飲
み

そ
う
と

を

手
で
上

へ
と
持
ち
上
げ
る

そ
の
光

を
見
て
い
る

り
の
妖
怪
達
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
や
⻤
達

て
こ
こ
ま
で
飲
む
の
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黒
 

す

す
げ

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん
も
負
け
ち

メ
だ
よ

 
黒

い
い
や

う
ま
い
な

 

ル

本
当

 

 
コ
ク

コ
ク

 
そ
う

い
な
が
ら
皆
は
理
久
兎
か
ら
の

り
物
の
酒
を
飲
み
続
け
る
と
こ
こ
で

人
気
づ
い

た
者
が
い
た

 
黒

あ
れ

そ
う
い
え
ば

女
は

 
そ
う
こ
こ
で
無
口

で
白
装
束
だ
が

一
番
目
立
つ
の
は
そ
の
少
女
が
す

り
の
収
ま

て
い
る
大
き
な

だ

 

 

 

マ
メ
に

と

わ
れ
る
と
酒
を
飲
ん
で
大
騒
ぎ
し
て
い
た
理
久
兎
や
勇
儀
そ
し
て

美
須
々
そ
の

に
も
こ
の

り
で
酒
を
飲
ん
で
い
る
妖
怪
達
も
少
女
を
ち
ら
り
と
見
る
と
少
女

は
大
き
な

の
中
に

を

す

 
勇
儀

な

あ
ん
た
は

だ
い
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美
 

ん

こ
の

あ
ん
た
も
し
か
し
て
釣

と
し

 
か
い

 
美
須
々
に
釣

と
し
か
と
聞
か
れ
た
少
女
は

を
半
分

か
せ
て

を

に

る

 
理
 

釣

と
し

て

か

結

凶
暴
な
妖
怪
だ

 
た
よ
う
な

 
黒

え

と

の
名
前
は

私
は
黒

マ
メ

 
勇
儀

私
は
勇
儀
だ

 

ル

ル
ス

 
と
自

を
し
て
い
る
と
さ
と
り
が
サ

ド
ア
イ
で
心
を
読
ん
で
釣

と
し
の
名
前
を

お
う
と
す
る
と

 
さ
と

成
る
程

女
の
名
前
は

ん
ん

 
理
 

は
い
は
い
さ
と
り
は
少
し
だ
け
静
か
に
し
よ
う

 
理
久
兎
が
さ
と
り
の
口
を

手
で

え
て
名
前
を

わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

だ
が
心
を
読
め

る
の
は
さ
と
り
だ
け
で
は
な
い

 
こ
い

へ

女
の
名
前

て
う
ん
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黒
 

こ
い
し
も

て
ろ
よ

 
こ
い
し
に

て
は
黒
に
口
を
塞
が
れ
る

人
の
名
前
の
先
出
し
を
防
い
だ
結
果
そ
の
少

女
は

ず
か
し
が
り
な
が
ら
名
前
を
名

る

 

 

キ
ス
メ

 
黒

そ

か
キ
ス
メ

 
勇
儀

よ
ろ
し
く
な

 

ル

よ
ろ
し
く

 
キ
ス
 

コ
ク

 
理
久
兎
か
ら
見
て
も
彼
女
は
内
気
だ
な
と
思

て
い
た
が
心
で
は

 
理
 
で
も
釣

と
し

て
人
の

を
マ
ミ

て

に

 
い
れ
て
持
ち
帰
る
何
て
聞
い
た
け
ど
ま

い

か

 
こ
れ

上
模
索
す
る
の
は
失
礼
と

え
た
た
め
あ
ま
り

え
な
い
よ
う
に
し
た

す
る
と
今
度

は

け
目
が
開
か
れ
る
と
そ
こ
か
ら

人
の
男
女
が
姿
を
現
し
た

 
亜
狛

マ
ス

れ
て
き
ま
し
た
よ

 
耶
狛

つ
れ
て
き
た
よ
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亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に
頼
ま
れ
て
あ
る
人
物
達
を

れ
て
き
て
も
ら
う
よ
う
に
指

を
出
し

て
い
た

そ
の
人
物
達
と
は

人
は
身
⻑
が

い
女
性
は
幻
想
郷
の
閻
魔
こ
と
四
季

姫

マ

ザ
ナ
ド

そ
し
て
も
う
一
人
の
女
性
は
短

を

つ
に
結
ん
で
大

を
持

て
い
る
小

塚
小

町
だ

 
小
町

理
久
兎
さ
ん
ご

件

て

ま
た

い
こ
と
に

 
な

て
る

 

姫

怨
霊
達
の
次
は
妖
怪
達
で
す
か

 
理
 

お

来
た
来
た

人
共
今
回
は

る
か
ら
酒
飲

 
ま
な
い

 
理
久
兎
は
自
分
愛

の

を

人
に
見
せ
る
と

人
は

 
小
町

お

理
久
兎
さ
ん
太

 

姫

こ
ら
小
町

に
も

女
の
上

に
あ
た
る
ん
で

 
す
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
は

 
理
 

い
い
か
ら

姫
ち

ん
も
飲
も
う
よ

 
亜
狛

行
き
ま
し

う

マ
ス

も
あ

て
ま
す
し
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耶
狛

行
こ
う
よ

姫
ち

ん

小
町
ち

ん

 
小
町

姫
様
行
き
ま
し

う
よ

 

姫

は

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て

姫
や
小
町
も
こ
の
宴
に
加
わ

た

 

姫

と
こ
ろ
で
理
久
兎
さ
ん
は
何
で
私
達
を
宴
会
に

 
理
 

理
由
は
簡
単

ら
が
居
な
か

た
ら
こ
ん
な
楽

 
は
出
来
な
か

た
か
ら
な

そ
の
お
礼
と
思

て

 
待
さ
せ
て
も
ら

た
よ

 
小
町

い
や

理
久
兎
さ
ん
の
懐
の
深
さ
は
深
い

 
理
 

ハ
ハ
ハ

小
町
良
い
こ
と

う
な

ら

ら
飲
め

 
飲
め

 
小
町

そ
れ
じ

い
た
だ
く
よ

 

姫

そ
れ
で
は
い
た
だ
き
ま
す

 
亜
狛

俺
ら
も
飲
も
う
か
耶
狛

 
耶
狛

う
ん
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人
は
妖
怪
達
に

じ

て
理
久
兎
か
ら
注
い
で
も
ら

た
酒
を
飲
む

姫
と
小
町
を
見

て
い
た
美
須
々
達
は
不
思
議
に
思

た
た
め
美
須
々
が
代
表
で
理
久
兎
に
聞
く

 
美
 

な

理
久
兎
そ
の
人
達

て

だ

 
理
 

ん

あ

彼
女
達
は
こ
の
地
獄
で
結

い
立
場
の

 
人
達
だ
よ

 
勇
儀

え

 

姫

申
し

れ
ま
し
た

私
こ
こ
幻
想
郷

近
の
地
獄
を

 

理
し
て
い
る
閻
魔
の
四
季

姫
・

マ
ザ
ナ
ド

 
と
申
し
ま
す

後
お
見
知
り
お
き
を
そ
し
て
も
う

 
人
は
私
の
部
下
の

 
小
町

死
神
の
小

塚
小
町
よ
ろ
し
く

 

姫
達
が
自

を
終
え
る
と

り
の
さ
と
り
と
亜
狛
耶
狛
最
後
に
黒

外
の
妖
怪
達
は

い
た

 
全
員

え

閻
魔

 
理
 

ら

ら
皆
さ

き
み
た
い
に
酒
飲
ん
で
く
れ
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そ
う
呼
び
掛
け
る
と
妖
怪
達
は
ま
た
酒
を
飲
み
始
め
た

 
美
 

ま
さ
か
閻
魔
が
こ
ん
な

に
く
る
な
ん
て
な

 
理
 

そ
う
い
え
ば

て
な
か

た
な
こ
の
旧
地
獄
は
俺

 
が

治
は
し
て
い
る
け
ど
実

は

姫
ち

ん
に
報

 
告
書
と
か
送

て
い
る
ん
だ

 
勇
儀

そ
う
な
の
か

 

姫

え

理
久
兎
さ
ん
の
報
告
書
で
聞
か
さ
れ
て
は
い
ま

 
し
た

で
す
が
ま
さ
か
こ
ん
な
に
増
え
て
し
か
も

 
旧
都
ま
で
復
興
さ
せ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
け

 
ど

 
理
 

こ
れ
は
彼
女
達
の

物
だ
よ

 

姫

そ
う
で
す
か

 
小
町

さ

じ

ん
じ

ん
飲
み
ま
し

う

姫
様

 
理
 

お
う
じ

ん
じ

ん
飲
め
飲
め

 
こ
う
し
て
理
久
兎
達
は
宴
会
を
楽
し
む
の
だ

た
が
ま
だ
こ
の
時
は
知
ら
な
か

た

仲
間
が
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増
え
る
と
い
う
の
は
闇
も
ま
た
あ
る
と

う
こ
と
を

 
こ
い

美
味
し
い

お
姉
ち

ん

 
さ
と

え

 
そ
れ
を
ま
だ
知
る
よ
し
も
な
か

た



 第１９２話 心を閉じる

 
第
１
９
２
話
 
心
を
閉
じ
る

 
旧
都
が
復
興
し
て
か
ら
約

年
の
月
日
が

た

旧
都
は
⻤
達
に

さ
せ
て
さ
と
り
は

灼
熱
地
獄
と
怨
霊
達
の

理
理
久
兎
は
旧
地
獄
全
体
の

理
と
地
上
に
怨
霊
達
が

き
出
な
い

よ
う
に
増
え
た
ら
掃
除
を
す
る
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
た

 
理
 

は

報
告
書
は
こ
ん
な
も
ん
か

 
亜
狛

や

と
終
わ
り
で
す

 
理
 

亜
狛
さ
と
り
の
方
に
行
か
な
く
て
良
い
の
か

 
理
久
兎
は
さ
と
り
の
仕
事
の
手
伝
い
を
し
な
く
て
良
い
の
か
と
聞
く
と
亜
狛
は

で

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す
よ
耶
狛
も
耶
狛
な
り
に
出
来
ま
す
か

 
ら

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
仕
事
を

よ
く
こ
な
す
た
め
に
亜
狛
は
理
久
兎
の
手
伝
い
を
耶
狛
は
さ

と
り
の
手
伝
い
を
す
る
事
が

ど
だ

黒
に
い
た

て
は
こ
い
し
の
遊
び

手
と
従
者
達
は
そ
れ

れ
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た

 
理
 

そ
う
か
い

そ
れ
な
ら
仕
事
を
頑

て
く
れ
て
い
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る
さ
と
り
達
に
は
久
々
に
ご

美
を
作
る
か

 
亜
狛

女
性

達
は
喜
び
ま
す

マ
ス

 
そ
う

う
と
デ
ス
ク
か
ら

れ
て
理
久
兎
は
厨
房
へ
と
向
か
い
亜
狛
は
資
料
の

け
な
ど
の

整
理
を
行
う
の
だ

た

厨
房
へ
と
向
か

て
い
る
と

 
黒
 

あ

す
ま
ぬ
が
主
よ
こ
い
し
を
見
な
か

た

 
そ
う

い
な
が
ら
黒
が
理
久
兎
に
近
づ
い
て

る
と
理
久
兎
は

を

に

て

 
理
 

い
や
知
ら
な
い

居
な
く
な

た
の
か

 
理
久
兎
が
聞
く
と
黒
は

を

に

る

 
理
 

う

ん
こ
い
し
ち

ん
の
事
だ
か
ら

子
は
な
い
だ

 
ろ
う
け
ど
問

は
さ
と
り
だ
よ
な

 
黒
 

あ

彼
奴
こ
い
し
の
事
を

愛
し
て
る
か
ら
な

 
さ
と
り
に
と

て

一
の

を
分
け
た
妹
の
た
め
さ
と
り
は
こ
い
し
を

愛
し
て
い
る
の
は
よ

く
分
か
る

 
理
 

そ
う
だ
な
し

う
が
な
い
俺
も
捜
す
か
ら
黒
お
前
も

 
協
力
し
て
く
れ
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黒
 

分
か

た

 
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を

げ
て
そ
の
中
か
ら
地
底
の
分
布
が

さ
れ
た
魔
法
の
地

を
取
り
出

す
と
そ
れ
を

げ
て
こ
い
し
を
捜
す

 
理
 

こ
い
し
は

い
た
こ
こ
だ

 

と
書
か
れ
て
い
る
矢
印
を
見
つ
け
て
そ
こ
に
指
を
指
し
て
黒
に
教
え
る
と

 
黒
 

あ
り
が
と
う
な
主
よ
迎
え
に
行

て
く
る

 
理

な
ら
俺
も
行
く
よ

ち

と
ば
か
し
買
い
た
い
物

 
が
あ
る
か
ら
さ

 
黒
 

そ
う
か
な
ら
そ
れ
も
買
い
な
が
ら
行
こ
う

 
理
 

オ

ラ
イ
だ

 
こ
う
し
て
理
久
兎
と
黒
は
こ
い
し
の
迎
え
に
行
く
の
だ

た

 
神
様

従
者

動
中

 
地
底
で

一
妖
怪
達
で

わ
う
小
さ
な
都
市

年
前
に
妖
怪
達
の
手
に
よ

て
ふ
た
た
び
活

気
が
現
れ
た
こ
の
場
所
は
旧
都
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
理
久
兎
と
黒
は
こ
い
し
を
探
す

 
黒
 

マ
ス

こ
い
し
は
本
当
に
こ
こ
に
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理
 

あ

地

だ
と
こ
こ
な
ん
だ
が
な

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
と
黒
は

り
を
見
渡
す
と
近
く
に

い
裏
へ
と
続
く

地
が
見
え

る

そ
こ
に

を

え
な
が
ら
座

て
い
る

子
を

た
少
女

こ
い
し
を
発
見
し
た

 
理
 

黒
い
た

 
黒
 

そ
ん
な
所
に

お

い
こ
い
し

く
帰
る

 
そ
う

い
な
が
ら
黒
が
こ
い
し
に
近
づ
く
と
こ
い
し
の
目
は
光
を
失

て
い
た

 
こ
い

黒
お
に
い
ち

ん

 
黒
 

こ
い
し
何
が
あ

た

 

も
元
気
が
な
く
こ
れ
ま
で
の
こ
い
し
と
は
う

て
変
わ

て
と
て
も

に
見
え
た
黒
は
こ

い
し
に
何
が
あ

た
か
を
聞
く
と

 
こ
い

皆
の
心
を
見
る
の
が
怖
い

も
う
見
た
く
な
い

 
理
 

こ
い
し
に
何
が
あ

た
ん
だ

と
ま
ず
は

こ
こ
か
ら

れ
る
か

 
そ
う

え
た
理
久
兎
は
黒
に
指

を
出
す

 
理
 

黒
こ
い
し
を

く
地
霊
殿
に

れ
て
行
く
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黒
 

分
か

た

 
黒
は
こ
い
し
を
だ

こ
す
る
と
自
分
に
つ
い
て
い
く

 
理
 

と
ま
ず
何
が
あ

た
か
だ
が

 
そ
う

え
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と

ソ

ソ
と

が
聞
こ
え
て
く
る

 
妖
怪

お
い
あ
い
つ

 
妖
怪

あ

ぬ
ら
り

ん
に
と
り
い

た
覚
妖
怪
だ
ろ

 
妖
怪

何
で
あ
ん
な
奴
ら
を
気
に
入

た
ん
だ
か

 
妖
怪

ぬ
ら
り

ん
も
地
に

ち
た
な

 
な
ど
と
小

で
は
あ

た
が
明
ら
か
に
こ
い
し
に
対
し
て
の
悪
口
な
の
は
明
白
だ

こ
れ
に
は

流

の
自
分
も
ぶ
ち

レ
た
し
黒
も

間
に
シ

を

せ
て
い
た

 
理
 

黒

お
前
は
先
に
行
け

 
黒
 

主
よ
俺
も
奴
ら
を

し
た
い
ん
だ
が

 
理
 

い
や
今
は
こ
い
し
を

れ
て
い
け

 
そ
う

う
と
黒
は
自
身
の
服
を
引

て

い
て
い
る
こ
い
し
を
目
に
し
て

 
黒
 

分
か

た
主
よ
キ
ツ
い
の
を
く
れ
て
や

て
く
れ
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理
 

分
か

た

そ

ち
は
頼
む

 
理
久
兎
の
そ
の

葉
に

い
た
黒
は
こ
い
し
を

き

え
て
地
霊
殿
へ
と

る

と
り
あ
え
ず

陰
口
を
た
た
い
た
妖
怪
の

人
に

で
近
づ
い
て

 
妖
怪

な

な
ん
だ
よ

 

シ

 
そ
の
妖
怪
の

を

手
で

み

力
を
込
め
て
そ
の
妖
怪
の

を

め
上
げ
つ
つ

の

力
で

持
ち
上
げ
る

流

の
妖
怪
も
力
で

り

お
う
と
す
る
が
自
分
の
方
が
力
が
強
く

り

ど
け

そ
う
も
な
い
の
か
バ

つ
か
せ
る

 
妖
怪

あ
が

あ

 
妖
怪

 
こ
の
光

を
見
て
い
た
妖
怪
達
は

を
つ
い
て
そ
の
光

を
見
る
し
か
な
か

た

そ
れ

ど
ま
で
に
自
分
の

に

れ
た
の
だ
か
ら

 
理
 

て
め

ら

こ
こ
の
ボ
ス
は

か
に
美
須
々
だ
が

 
本
来
は
俺
が
ボ
ス
だ
も
し
こ
こ
で
俺
の
身
内
の
陰
口

 
や
悪
口
を

ざ
い
て
み
ろ
よ
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妖
怪

あ

あ

 
理
 

て
め

ら
の
存

を
理
の
名
の
元
に

絶
す
る

 
ど
さ

 
妖
怪

げ

げ

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と

に
込
め
て
い
た
力
を

め
て

を

め
て
持
ち
上
げ
て
い
た
妖
怪
を

す
 
理
 

さ

さ
と
失
せ
ろ

も
し
ま
た
俺
の
目
の

 
黒
い
内
に
悪
口

陰
口
を

う
な
ら
ば

 
そ
の
時
は
存

を
消
さ
れ
る
と
思
え

 
妖
怪

 
こ
い
し
の
悪
口
を
た
た
い
た
妖
怪
達
は
理
久
兎
に
恐
れ
を
な
し
て
逃
げ
出
し
た

こ
の
光

を

見
て
い
て

 
理
 

所
詮
は
口
だ
け
の
雑

か

 
も
う
こ
れ
し
か

え
な
か

た

元
々
は
美
須
々
と
勇
儀
の
提
案
で
地
上
で
嫌
わ
れ
た
妖
怪
達

を

す
る
場
所
へ
と
な

た

そ
れ

に
元
々
嫌
わ
れ
や
す
い
覚
り
妖
怪
は
更
に
陰
口
を

か
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れ
る
存

と
な

て
い
た
事
に
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
の
だ

 
理
 

今
は
こ
い
し
を
助
け
な
い
と
な

 
そ
う

べ
て
こ
い
し
が
運
ば
れ
た
地
霊
殿
へ
と
急
い
で
向
か
う
の
だ

た

 
神
様
帰
宅
中

 
地
霊
殿
で
は
こ
い
し
の

状
が
深

な
た
め
さ
と
り
に
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
こ
い
し
か

ら
何
が
あ

た
の
か
を
聞
い
て
い
る
と

 
理
 

黒

こ
い
し

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
が

け

で
帰

て
く
る
と
目
の
前
の
光

は
旧
都
の

で

を

え
て
う
ず
く
ま

て
い
た
時
と
同
じ
よ
う
に
こ
い
し
が

子
に
座
り
光
を
失

た
目
で
理
久
兎

を
見
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

マ
ス

ど
う
し
よ
う

 
黒
 

す
ま
な
い
俺
が
し

か
り
見
て
れ
ば

 
理
久
兎
は
う
ず
く
ま

て
い
る
こ
い
し
に
近
づ
い
て
こ
い
し
の
目

に
合
う
よ
う
に

を
つ
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い
て
座
り

 
理
 

こ
い
し
心
を
見
る
の
は
怖
い
か
い

 
と

こ
い
し
に
聞
く
と
こ
い
し
は

た
ま
ま
そ
の

を

に
小
さ
く

た

 
理
 

さ
と
り

こ
い
し
に
何
が
あ

た
か
分
か
る
か

 
そ
う

わ
れ
た
さ
と
り
は

い
て
こ
い
し
の
心
の

を
理
久
兎
に
伝
え
る

 
さ
と

新

者
の
妖
怪
達
に
出
て
い
け
や
消
え
ろ
な
ど

 
の
陰
口
を

わ
れ
た
み
た
い
で
す
そ
の

に
も

 

こ
い
し
に

を
投
げ
つ
け
た
者
ま
で
い
る
何
て

 
許
せ
な
い

 
そ
れ
を
聞
い
て
自
分

外
の
こ
の
場
の
全
員
が
怒
り
を

に
し
殺
気
を

出
さ
せ
た

普

は

の
耶
狛
や
物
静
か
な
亜
狛
そ
し
て
兄
と

わ
れ
て
い
た
黒
や

静
な
さ
と
り
ま
で
も
が
怒

た 
耶
狛

マ
ス

雑

い
や
ゴ
ミ
は

し
て
い
い

 
亜
狛

そ
れ
だ
け
じ

生
ぬ
る
い
か
な
灼
熱
地
獄
の

で

 
に
し
て
や
ら
な
い
と
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黒
 

あ
の
頃
の
よ
う
に

か
つ
惨
た
ら
し
く
引
き

い

 
て

に
し
て
や
る

 
さ
と

秘
密
を
全
て
暴
い
て

遠
の
ト
ラ
ウ
マ
に
し
て
あ
げ

 
な
い
と
気
が
す
ま
な
い

 
そ
ん
な

人
に
理
久
兎
は
大

を
あ
げ
て

 
理
 

お
前
ら

ち
着
け
ま
ず
は
こ
い
し
を
助
け
る
の
が
先

 
だ
ろ
う
が

 
そ
う

べ
る
と
全
員
は
そ
の
殺
気
を
し
ま
い
こ
ん
だ
が
怒
り
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
い

 
理
 

こ
い
し

も
う

人
の
心
を
読
み
た
く
な
い
の

 
か
な

 
先
程
黒
に

れ
て
い
か
れ
る
ま
え
に

べ
た
皆
の
心
を
見
る
の
が
怖
い

も
う
見
た
く

な
い

こ
れ
を
聞
い
て
い
た
た
め
こ
い
し
に
聞
く
と
こ
い
し
は
ま
た
小
さ
く

い
た

 
理
 

な
ら
心
を
読
め
な
く
す
る
方
法
は
あ
る
よ

 
さ
と

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

 
理
 

自
分
の
心
を
閉
じ
れ
ば
い
い
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こ
い

心
を

閉
じ
る

 
こ
い
し
は
小
さ
な

で
そ
う

う
と
理
久
兎
は

い
て

 
理
 

あ

そ
の
手
助
け
な
ら
俺
は
出
来
る
だ
け
ど
デ
メ

 
リ

ト
も
あ
る

 
さ
と

デ
メ
リ

ト

 
理
 

感
情
の
一
部
が

す
る
事
と
さ
と
り

は
こ
い
し

 
の
心
を
読
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
る

 
そ
れ
を
聞
い
て
さ
と
り
は

い
た

自
分
の
妹
と
こ
れ
ま
で
と

て
い
た
心
で
の
会
話
が
出
来

な
く
な
る
と
聞
け
ば
さ
と
り
も

く
だ
ろ
う

 
理
 

俺
は
こ
い
し

の
意
見
を
聞
き
た
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
こ
い
し
は
理
久
兎
に

 
こ
い

お
願
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん

私
の
心
を
閉
じ
て

 
も
う
聞
き
た
く
も
見
た
く
も
な
い

 
理
 

さ
と
り

 

の
た
め
に
さ
と
り
を
見
る
と
さ
と
り
は
理
久
兎
に
頭
を
下
げ
て
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さ
と

お
願
い
し
ま
す
理
久
兎
さ
ん
妹
を

こ
い
し
を
助
け

 
て
下
さ
い

 
更
に
そ
れ
に
黒
と
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
も
頭
を
下
げ
て

 
黒
 

頼
む
マ
ス

こ
い
し
を
救

て
く
れ

 
亜
狛

お
願
い
し
ま
す

 
耶
狛

こ
い
し
ち

ん
を
助
け
た
い

 
こ
の
場
の
全
員
が
こ
い
し
を
助
け
た
い
と
願

て
い
る
の
は

分
に
分
か

た
理
久
兎
は
も
う

一
度
こ
い
し
に

を
向
け
て

 
理
 

そ
れ
じ

や
る
よ

 
理
久
兎
は
こ
い
し
に

う
と
こ
い
し
は
ず

と
同
じ
よ
う
に

く

 
理
 

そ
れ
じ

俺
の
目
を
よ
く
見
て

 
理
久
兎
は
こ
い
し
の
頭
を

し
く
を

手
で

み
こ
い
し
の
目
を
見
て

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
目
の
前
に
い
る
少
女
の
心
は
閉

 
ざ
さ
れ
る

 
そ
う

べ
て
こ
い
し
の

を
見
つ
め
る
と
こ
い
し
の
サ

ド
ア
イ
が
ど
ん
ど
ん
閉
じ
て
い
き
や
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が
て
完
全
に
そ
の
目
を
閉
じ
た

 
理
 

こ
い
し
ち

ん

さ
と
り
達
の
心
を
読
め
る
か

 
そ
う
聞
く
と
こ
い
し
は
さ
と
り
や
亜
狛
や
耶
狛

そ
し
て
黒
を
見
る
と
気
が
つ
く

人
の

心
が
読
め
な
い
こ
と
に

 
こ
い

心
が
読
め
な
い

 
理
 

さ
と
り
は
こ
い
し
の
心
を
読
め
る
か

 
理
久
兎
に
聞
か
れ
た
さ
と
り
は
こ
い
し
の
心
を
読
も
う
と
す
る
が

 
さ
と

読
め
ま
せ
ん

 
理
 

な
ら
成

か
な

こ
い
し
ち

ん

は
覚
妖
怪
だ

 
け
ど
覚
妖
怪
で
は
な
く
な

た
今
の

は
特
異
な
存

 

だ
そ
れ
を

れ
ち

メ
だ
よ

 
そ
う

わ
れ
た
こ
い
し
は
う
ず
く
ま

て
い
た
状
態
か
ら
理
久
兎
に

き
つ
い
て

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん

あ
り
が
と
う

 
そ
う

べ
る
と
こ
い
し
は
目
を
閉
じ
て
眠

て
し
ま

た

サ

ド
ア
イ
の
目
を
閉
じ
る
の
に

力
を
使
い
果
た
し
た
の
だ
ろ
う

て
し
ま

た
こ
い
し
を
理
久
兎
は

き

え
て
こ
い
し
を
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ド
へ
と

れ
て
い
き

か
せ
る

 
理
 

人
共
こ
の
件
に
関
し
て
は
俺
に
も

任
は
あ
る

 

ま
な
か

た

 
理
久
兎
は

人
に

中
を
向
け
て

う
と

人
は

 
黒
 

い
や
主
だ
け
が
悪
い
訳
で
は
な
い

 
亜
狛

こ
の
事
に
も

と

く
気
が
つ
い
て
い
れ
ば

 
耶
狛

起
き
な
か

た
ん
だ
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
は
仕
返
し
が
し
た
い
で
す
妹
を
こ
ん

 
な
仕
打
ち
を
し
た
妖
怪
達
に

 
と

各
々
の
事
を

べ
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

今
回
の
件
は
俺
か
ら
美
須
々
に
話
し
て
お
く
だ
か
ら

 
お
前
ら
は
手
を
出
す
な

 
黒
 

何
で
だ
主

俺
ら
に
と

て
こ
い
し
は
妹
み
た
い
な

 
も
ん
だ
そ
れ
を

て
見
て
ろ

て

う
の
か

 
理
 

そ
う
は

て
い
な
い

今
は
ま
だ
待
て
と
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て
い
る
だ

 
亜
狛

マ
ス

は
た
だ
で
は
や
ら
れ
な
い

 
耶
狛

や
る
と
き
は

底
的
に
や
る
そ
れ
が
マ
ス

の

 
心
情
だ
か
ら

 
さ
と

え

 
こ
の
時
⻑
く
従
者
と
し
て
使
え
て
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
感
ず
い
て
い
た

自
分
の
主
が
た
だ

で
は
や
ら
れ
な
か

た
こ
と
を

そ
し
て
そ
れ
は
さ
と
り
に
も
聞
こ
え
て
い
た

 
理
 

そ
れ
じ

俺
は
美
須
々
に
掛
け
合

て
く
る
か
ら

 
く
は
待

て
て
く
れ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
出
て
い

た

そ
し
て

た

人
は

て
い
る
こ
い
し
を
心

し
な

が
ら

す
る
の
だ

た

そ
の
数
時
間
後
こ
こ
旧
都
の
一

の
居
酒

で
美
須
々
と
秘
密
裏
に

話
を
し
て
い
た

 
理
 

て
こ
と
だ

少
し
騒
ぎ
に
な
る
が
許
し
て
く
れ

 
美
 

い
や

わ
ん
な
い
よ

こ
ち
ら
も
少
々
だ
が
新

者

 
に
は

て
て

こ
れ
で
少
し
は
治
安
が
良
く
な
る
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だ
ろ

そ
れ
に
今
回
の
件
は
私
や
勇
儀
に
も

は
あ

 
る
か
ら

所
で
そ
の

子
の
チ
ビ
は
ど
う
し
た
ん

 
だ
い

 
理
 

今
は

く
り
と

て
い
る
よ

 
美
 

そ
う
か
い

と
り
あ
え
ず
は
分
か

た
か
ら
後
は

 
こ

ち
に
任
せ
な

 
理
 

頼
ん
だ

 
理
久
兎
は
美
須
々
に
そ
う

う
と

か
ら
立
ち
上
が
り
居
酒

を
後
に
し
た

 
美
 

さ
て
と
私
も
い

ち

や
り
ま
す
か

 
美
須
々
も
そ
う

い
酒
を
飲
み

す
と
立
ち
上
が
り
理
久
兎
と
同
じ
よ
う
に
居
酒

を
後
に
し

た

そ
の
後
美
須
々
の
激

に
よ

て
覚
妖
怪
に
対
し
て
の
悪
口
を

う
事
べ
か
ら
ず
と

い

陰
口
は
少
な
く
は
な

た

だ
が
こ
こ

地
裏
で
は

人
の
妖
怪
が
愚

を
こ
ぼ
し
て
い
た

 
妖
怪

ち

忌
々
し
い
何
で
こ
こ
の
奴
は
覚
妖
怪
な
ん

 
の

を
持
つ
ん
だ
よ

 
妖
怪

本
当
だ
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妖
怪

こ
ん
な
こ
と
な
ら
も
う
少
し

を
投
げ
て
お
け
ば
良

 
か

た
と
つ
く
づ
く
後

し
た

 
妖
怪

俺
も
投
げ
て
お
け
ば
よ
か

た

 
妖
怪

あ

イ
ラ
つ
く

 

ス

 
等
と

て
そ
の
内
の
妖
怪
が
近
く
に
あ

た
小

を

飛
ば
し
た

す
る
と

飛
ば
し
た
方

向
に

人
の
男
が
立

て
い
た

 
理
 

う

美
須
々
に

わ
れ
て
も
な
お
陰
口
を

く
か

 
こ
の
雑

は

 
妖
怪

て

て
め

は

 
妖
怪

や
べ

 
妖
怪

人
は
逃
げ
よ
う
に
も
理
久
兎
が
立

て
い
る
方
向
で
な
い
と
出
ら
れ
な
い
た
め

の

状
態
と
な

て
い
た

 
理
 

よ
く
見
れ
ば
お
前

俺
が

め
て

し
た
奴
じ

 
な
い
か
そ
れ
に

投
げ
た
の
お
前
か
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妖
怪

 
理
 

俺
は

告
し
た
は
ず
だ

次
は
な
い
と

 
か
つ
て
紫
を
助
け
た
い
時
の
よ
う
に

な

み
を

か
べ
て

え
る
妖
怪
達
に
近
づ
い
て
い

く 
妖
怪

お

お
助
け

 
妖
怪

や

め
て
く

 
妖
怪
達
は
必
死
に
助
け
を
こ
う
が
今
こ
理
久
兎
に
は
関
係
な
か

た

 
妖
怪
達

 
こ
の
後

鳴
を
聞
い
て

け

け
た
者
達
が
見
た
光

は
異
様
だ

た
と
さ
れ
て
い
る

妖
怪

名
が
地
面
に
頭
か
ら

め
ら
れ
て

り
に
は

が
飛
び
散
り
気
絶
し
て
い
た
と

べ
ら
れ
る
の

だ

た



 第１９３話 家族が増えました

 
第
１
９
３
話
 
家
族
が
増
え
ま
し
た

 
あ
る
日
の

下
が
り
と
い

て
も
空
は
暗
い
が
理
久
兎
は
厨
房
で
何
時
も
の
よ
う
に
料
理
を

作

て
い
た

 
理
 

う
ん
こ
れ
な
ら
い
け
る
な

 
そ
う

い
て
味
見
を
し
て
い
る
と
厨
房
の

が
開
い
て
そ
こ
か
ら

子
を

て
い
る
少
女
こ

い
し
が
や

て
来
る

 
理
 

あ
れ

こ
い
し
ち

ん
ど
う
し
た
の

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
に
は
や

り
分
か

ち

う

 
ん
だ

お
姉
ち

ん
達
は
中
々
気
が
つ
か
な
い
の
に

 
う

ん

だ
な

 
前
回
の
話
を
見
て
い
て

え

も
う
復
帰
し
た
の

と
思

て
い
る
だ
ろ
う

あ
の
後

こ
い
し
は
目
覚
め
て
心
が
読
め
な
く
な

た
事
を
喜
ん
だ

だ
が
覚
妖
怪
と
し
て
の
能
力
は
失
わ

れ
た

そ
れ

な
の
か
そ
れ
を

う
か
の
よ
う
に
こ
い
し
は
新
た
な
能
力
を
開
花
さ
せ
た

そ
れ

は
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理
 

俺
だ
け
は
気
が
つ
く
よ

こ
い
し
ち

ん
が
ど
れ
だ

 
け
無
意

を

て
も

 
そ
う

い
理
久
兎
は
こ
い
し
の
頭
を

で
る

こ
い
し
が
新
た
に
開
花
さ
せ
た
能
力
は
無
意

を

る
程
度
の
能
力
だ

こ
の
能
力
は
自
分
か
ら
見
て
も

い
能
力
だ

た
が
や
は
り
自
分

に
は
通

し
な
か

た

 
こ
い

は

ま

良
い
や

 
理
 

そ
れ
で
何
し
に
来
た
の
無
意

に
行
動
し
て

 
理
久
兎
が
何
し
に
来
た
の
か
を

く
と
こ
い
し
は

で

 
こ
い

う

ん
良
い

い
が
し
て
か
な

 
理
 

ハ
ハ
ハ

も
う
そ
ろ
そ
ろ
で
き
る
よ

 
こ
い

メ
ニ

は

 
理
 

今
回
は

ト
マ
ト
が
ふ
ん
だ
ん
に
手
に
入

た
か
ら

 
ミ
ネ
ス
ト
ロ

ネ
と
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ

ス
の
ハ
ン
バ

 

グ
そ
れ
に
ざ
く
切
り
で
切

た
ト
マ
ト
を
あ
し
ら

 
え
た
サ
ラ

と
後
は
主
食
と
し
て

ン
か
な
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こ
い

変
わ
ら
ず
理
久
兎
お
兄
ち

ん
料
理

意
だ

 
理
 

そ
う
で
も
な
い
さ

そ
う
だ
ミ
ネ
ス
ト
ロ

ネ
の

 
味
見
す
る

 
味
見
を
す
る
か
と
聞
く
と
こ
い
し
は

で

く

そ
れ
を

し
小
さ
な

に
ミ
ネ
ス
ト

ロ

ネ
を
少
し
注
い
で
こ
い
し
に
飲
ま
せ
る

 
理
 

ど
う
だ

 
こ
い

う
ん

美
味
し
い

 
理
 

な
ら
完
成
だ

そ
れ
な
ら
こ
い
し
ち

ん
皆
に
飯
だ

 
か
ら

て

て
さ

イ
ニ
ン
グ
に
集
め
て
く
れ
る

 
か
い

 
こ
い

い
い
よ

 
そ
う

う
と
こ
い
し
は
厨
房
か
ら
出
て
い

た

 
理
 

さ
て
と
も
そ
る
か

 

人
と
な

た
厨
房
で
理
久
兎
は
そ
う

い
て
料
理
を
も
そ
り

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
へ
と
運

ぶ
の
だ

た



 第十章 旧都開拓記

 
神
様

動
中

 

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
へ
料
理
を
運
び
そ
れ

れ
の
テ

ブ
ル
へ
と

べ
て
い
る
と

が
開
き
そ

こ
か
ら

さ
と
り

こ
い
し

黒
が
入

て
く
る

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん

れ
て
き
た
よ

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

あ
れ

亜
狛
と
耶
狛
は

 
理
久
兎
が
亜
狛
と
耶
狛
の
所

を

る
と

人
は

を

に

て

 
さ
と

い
え

私
は
知
り
ま
せ
ん
が

 
こ
い

私
も
知
ら
な
い
け
ど

 
黒
 

我
も
知
ら
ん

 
ど
う
や
ら
全
員

亜
狛
と
耶
狛
の
所

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
よ
う
だ

 
理
 

あ
い
つ
ら
何
処
に
行

た
ん
だ
か

あ

人
共

 
も
う
食
べ
て
て
い
い
よ

 
ド

ン

 
理
久
兎
が
そ
う

べ
て
い
る
と

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
の

が

い
よ
く
開
き
そ
こ
か
ら
耶
狛
が

現
れ
た
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耶
狛

マ
ス

 
理
 

耶
狛
お
前
何
処
に
い
た
ん
だ

 
急
い
で
や

て
き
た
耶
狛
に
理
久
兎
は
何
処
に
行

て
い
た
の
か
と
聞
く
と
耶
狛
は
手
に
持

て
い
る
も
の
見
せ
る

 
耶
狛

こ
れ

た
ん
だ
け
ど
ど
う
し
よ
う

 
耶
狛
の
手
に
あ

た
の
は

だ

そ
れ
も
こ
の

だ
と
珍
し
い

を
し
て
い
た

 
黒
 

耶
狛
そ
の

何
処
か
ら

て
き
た

 
耶
狛

う

ん
と

灼
熱
地
獄
か
ら

 
そ
れ
を
聞
き
そ
の

の
中
身
に
つ
い
て
大
体
察
し
が
出
来
た

 
理
 

恐
ら
く
そ
れ
は
地
獄
鴉
の

だ
な

 
さ
と

地
獄
鴉

 
理
 

あ

主
に
灼
熱
地
獄
を
住
み
か
に
し
て
い
る
結

 

で
な
お
か
つ

い

な
ん
だ
が
耶
狛
さ

 
た

て
聞
い
た
が

か
ら

し
た
わ
け
じ

な
い

 
だ
ろ
う
な
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そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は

を

に

て

を

た

を
話
す

 
耶
狛

違
う

て
灼
熱
地
獄
の
怨
霊
達
を
掃
除
し
て
た
ら
四

 

の
方
に

つ
だ
け

ち
て
た
ん
だ
よ

 
こ
い

そ
れ

て

か
ら

ち
た
の
か
な

 
理
 

恐
ら
く
な

そ
れ
で
耶
狛
そ
れ
を
ど
う
す
る
ん
だ

 
こ
れ

調
理
な
ら
す
る
が

 
と

う
と
耶
狛
は
急
い
で

を
胸
に

し
て

 
耶
狛

こ
の

は
私
が
育
て
る

い
く
ら
マ
ス

達
が

 
反
対
し
て
も
私
は
育
て
る
か
ら

 
耶
狛
は
そ
の

を
育
て
た
い
よ
う
だ

た

 
理
 

別
に
俺
は

わ
ん

た
だ
さ
と
り
は

 
さ
と
り
に
話
を
ふ
る
と
さ
と
り
は
少
し

え
て

 
さ
と

い
ま
せ
ん
よ

私
も
動
物
は

き
で
す
し

 
こ
い

私
も
い
い
よ

 
黒
 

し

か
り
育
て
ろ
よ
耶
狛



 第１９３話 家族が増えました

 
理
久
兎
を
合
わ
せ
た

人
は

て
も

わ
な
い
と
聞
い
た
耶
狛
は

で

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
マ
ス

そ
れ
に
皆

 
耶
狛
は

を
大
事
に

え
な
が
そ
う

う
と
 
耶
狛
に

 
理
 

耶
狛

と
り
あ
え
ず
そ
の

を
何
処
か
に
置
い
て

 
飯
を
食
べ
よ
う
そ
う
い
え
ば
耶
狛
さ
亜
狛
は
何
処

 
に
行

た
ん
だ

 
耶
狛
の
兄
の
亜
狛
に
つ
い
て
聞
く
と
耶
狛
は

を

に

る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
私
は
知
ら
な
い
よ

 
と

て
い
る
と

 
ド

ン

 

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
の

の
が
耶
狛
と
同
様
に

い
よ
く
開
き
何
か
を

き

え
た
亜
狛
が
現

れ
た

 
亜
狛

マ
ス

 
理
 

な
ん
だ
ろ
デ

ブ
を
感
じ
た

 
さ
と

遇
で
す
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そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と
亜
狛
が

を
切
ら
し
た

で

 
亜
狛

マ
ス

す
ぐ
に
こ
の
子
を
助
け
て
下
さ
い

 
そ
う

い
な
が
ら
亜
狛
の

き

え
た
ら
れ
て
い
る
弱

て
い
た
黒
い
子

を
見
せ
る

そ
れ

を
見
て
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

黒

す
ぐ
に

布
を

さ
と
り
達
は
こ
の
子
を
少

 
し
見
て
い
て
く
れ

 
黒
 

分
か

た

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
と
黒
は
大
急
ぎ
で

布
と
温
い

に
入

た
ミ
ル
ク
を
持

て
く
る

 
理
 

亜
狛
そ
の
子
を

 
亜
狛

は
い

 
亜
狛
か
ら
黒
い
子

を
渡
し
て
も
ら
い
黒
が
持

て
き
た

布
で
く
る
ん
で
子

に
ミ
ル
ク
を

飲
ま
せ
る

子

に
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
な
が
ら
子

を

た

に
つ
い
て

る

 
理
 

亜
狛
こ
の
子
は
何
処
で

た

 
理
久
兎
が
聞
く
と
亜
狛
は
何
処
で

た
か
を

え
る
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亜
狛

地
上
と
の
通

で
小
さ
く

ま

た
こ
の
子
を
見

 
つ
け
て
そ
れ
で
妹
と

て
し
ま

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
か
つ
て
出
会

た
時
の
亜
狛
と
耶
狛
を
思
い
出
し
た

 
理
 

懐
か
し
い
な

 
亜
狛

そ
の
お
陰
で
私
達
と
マ
ス

と
会
え
た
ん
で
す

 
け
ど

と
こ
ろ
で
耶
狛
そ
の

は

 
耶
狛

こ
れ

こ
れ
は
私
が
育
て
る
の

 
亜
狛

本
当
に

 
理
 

そ
れ
は
本
当
だ

な

亜
狛

こ
の
子
は
ど
う
す
る

 
ん
だ
よ

 
亜
狛
に
聞
く
と
亜
狛
は

み
な
が
ら
頭
を

さ
え
る

 
亜
狛

そ
れ
は

分
か
り
ま
せ
ん

 
と

聞
い
た
さ
と
り
は
理
久
兎
に
提
案
を
す
る

 
さ
と

な
ら
理
久
兎
さ
ん
そ
の
子
も

い
ま
せ
ん
か

 
理
 

え

俺
は

わ
な
い
け
ど

さ
と
り
は
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惑
な
ん
じ

 
さ
と

い
え
む
し
ろ
動
物
達
が
大

き
な
ん
で
す
私

 
さ
と
り
が
そ
う

う
と
こ
い
し
が
理
久
兎
に

 
こ
い

お
姉
ち

ん

昔
か
ら
動
物
達
が
大

き
な
ん
だ

 
普
通
は
話
が
通
じ
な
い
け
ど
お
姉
ち

ん
は
心
が
読

 
め
る
か
ら

 
理
 

成
る
程

黒
は

わ
な
い
か

 
黒
 

俺
も
問

は
な
い
な

 
理
 

そ
う
か
な
ら
亜
狛
に
耶
狛
そ
の
子
達
は
今
日
か
ら

 
家
族
だ
し

か
り
育
て
ろ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
大
喜
び
だ

た

だ
が
理
久
兎
は

 
理
 

そ
の
前
に
名
前
を
決
め
な
い
と
な

 
亜
狛

う

ん
な
ら
そ
の
こ
の
子
の
名
前
は
火

て

 
の
は
ど
う
で
し

う

 
さ
と

因
み
に
亜
狛
さ
ん
理
由
は
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亜
狛

こ
こ
の
灼
熱
地
獄
の
様
に
元
気
に
育

て

し
い
か

 
ら
で
す

 
理
 

そ

そ
う
か

耶
狛
は
そ
の
子
に
名
前
を
つ
け
る

 
な
ら
ど
ん
な
名
前
だ

 
今
度
は
耶
狛
に
話
を
ふ
る
と
耶
狛
は

え
に

え
る

 
耶
狛

場
所
は
霊
が

山
い
た
し

を
と
り
た
い
か
ら
決

 
め
た

霊

空

 
耶
狛
は
そ
の

を

げ
て
そ
う

え
た

 
理
 

そ
う
か
な
ら
決
ま
り
だ
な

 
そ
う

え
て
い
る
と
こ
い
し
が
理
久
兎
達
に

 
こ
い

皆

ご
飯

た
く
な
ち

た
よ

 
そ
れ
を

わ
れ
た
こ
い
し

外
の
全
員
は
料
理
の
事
を
思
い
出
し
た

 
全
員

あ

 
そ
の
後

理
久
兎
が
料
理
を
温
め
直
し
て
晩
飯
に
あ
り
つ
く
の
だ

た



 第十章 旧都開拓記

 
第
１
９
４
話
 
温
泉
掘
り
当
て
ま
し
た

 
亜
狛
と
耶
狛
が
そ
れ

れ
黒
い
子

の

と
地
獄
鴉
の

空
を
持

て
き
て
約
数

間
後
の

事
だ

た

つ
い
に
耶
狛
が
待
ち
わ
び
た
事
が
起
き
て
い
た

 

キ

キ

ピ
キ

キ
ン

 
お
空

ピ

ピ

 
耶
狛

生
ま
れ
た

 
耶
狛
は
生
ま
れ
て
間
も
な
い
空
を

オ
ル
で

し
く

み
込
む

そ
し
て
生
ま
れ
た
事
を

で

聞
い
て
い
た
亜
狛
も
喜
ん
だ

 
亜
狛

お
め
で
と
う
耶
狛

 
亜
狛
は
頭
の
上
に

を

せ
な
が
ら

う
と
耶
狛
も

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
お
兄
ち

ん

 
空
が

か
ら
か
え

た
こ
と
は
地
霊
殿
の
メ
ン
バ

全
員
に
知
ら
れ
た

 
理
 

う

そ
れ
が
空
か

 
理
久
兎
は
耶
狛
に

き

え
ら
れ
て
い
る
空
の
頭
を
人

し
指
で

く
つ
ん
つ
ん
と
し
な
が
ら
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で

め
る

 
さ
と

可
愛
ら
し
い
で
す

 
こ
い

も
可
愛
い
け
ど
空
も
可
愛
い
よ

 
黒
 

だ
な

も
そ
う
だ
が
空
も
で
か
く
な
る
の
が
楽
し

 
み
だ
な

 
そ
う

べ
て
い
る
と
亜
狛
の
頭
の
上
を

取

て
い
る

が
鳴
き
出
し
た

 
お

ミ

ミ

 
理
 

な

さ
と
り
お

は
何
で
鳴
い
て
い
る
か
分
か
る
か

 
い

 
と

さ
と
り
に
何

鳴
い
て
い
る
の
か
と
聞
く
と
さ
と
り
は
そ
れ
に

え
る

 
さ
と

ど
う
や
ら
お

が
空
い
て
い
る
み
た
い
で
す

 
亜
狛

あ

も
う
そ
ん
な
時
間
か

な
ら

温
め
な
い

 
と
な

 
そ
う

い
亜
狛
が

り
向
い
た

間
だ

た

部

の
四

か
ら
怨
霊
が
亜
狛
目
掛
け
て
飛
び

出
し
て
き
た
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亜
狛

な

 
亜
狛
が

け
よ
う
と
し
た
そ
の

間
頭
に

て
い
た

が
怨
霊
に
飛
び
か
か
り
亜
狛
を
守

た 
理
 

亜
狛
大
丈
夫
か

 
亜
狛

え

何
と
か

に
し
て
も
ま
さ
か
お

に
助
け
ら

 
れ
る
と
は
あ
り
が
と
う
な
お

 
亜
狛
が
お

に
近
づ
く
と
亜
狛
は
固
ま

て
し
ま

た

そ
れ
は
お

が
怨
霊
を

か
何
か

の
よ
う
に
む
し

む
し

と
食
べ
て
い
た
の
だ
が
見
た
感
じ
が
エ
グ
い

 
亜
狛

マ
ス

の
食
べ
物

て
怨
霊
で
し
た

け

 
理
 

さ

な

だ
が
昔
の
俺
の
友
人
が
と
て
も

に
な

 
る
事
を

て
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ

 
さ
と

因
み
に
そ
れ
は

 
理
 

常

に

ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い

て
な

 
か
つ
て
の
友
で
あ
る
祝

の

葉
を
思
い
出
し
そ
う

い
聞
か
せ
る

こ
れ
で
も
自
分
も
少
な

か
ら
ず

い
て
い
る
の
だ



 第１９４話 温泉掘り当てました

 
耶
狛

お

に
な
る

 
こ
い

な
る
の
か
な

黒
お
兄
ち

ん

 
黒
 

俺
に

る
な

 
こ
の
場
の
全
員
は
少
し

を

ざ
め
こ
の
話
を
す
る
の
は

め
た
の
だ

た
が

人
こ
れ
を

見
て

望
を

く
者
が
い
た

 
理
 

ト
を
増
や
せ
ば
怨
霊
の
掃
除
が
楽
に
な
り
そ
う

 
だ
な

 
理
久
兎
は
そ
ん
な

望
を

く
の
だ

た

後
に
空
も
怨
霊
を
食
べ
た
こ
と
が
分
か
り
理
久
兎

は
こ
い
し
に

ト
を

て
良
し
と

う
の
に
は
時
間
は
か
か
ら
な
か

た
の
だ

た

す
る

と 
ド

ン

 
理
久
兎
達
の
い
る

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
の

が

い
よ
く
開
き
そ
こ
か
ら
美
須
々
が
現
れ
る

 
理
 

ど
う
し
た
美
須
々

 
美
 

理
久
兎

お
前
に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
が
良

 
い
か
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理
 

ん

 
美
 

こ
こ

て
温
泉
は
出
る
の
か

 
突
然

美
須
々
は
訳
が
分
か
ら
な
い
事
を

い
出
し
た

そ
れ
に
対
し
て
自
分
の

え
は

 
理
 

ま

灼
熱
地
獄
が
あ
る
か
ら
多
分
出
る
に
は
出
る
ん

 
じ

な
い
か

 
さ
と

で
も
何
で
ま
た
温
泉
な
ん
で
す
か

 
さ
と
り
は
サ

ド
ア
イ
で
見
つ
め
な
が
ら
そ
う

う
と

 
美
 
そ
れ
は
そ
の

頼
む
か
ら

わ
な
い
で
く
れ
よ

こ
れ
で
も
女
性
と
し
て
は
大
事
な
こ
と
だ
か
ら
な

 
さ
と

え

証
は
し
ま
し

う

 
理
 

何
の
話
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
け
ど
聞
か
な
い

 
で
お
く
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
耳

を
取
り
出
し
そ
れ
を
耳
に
つ
け
て

に
座
り
読
書
を
し
だ
し
た

 
亜
狛

女
性
の
話
を
盗
み
聞
き
す
る

ど
バ
カ
で
は
な
い
の

 
で
私
達
も

を
外
し
ま
す

ら
お

行
く
よ



 第１９４話 温泉掘り当てました

 

 

ミ

 
耶
狛

あ

お
兄
ち

ん
待

て
よ

 
亜
狛
は

に

を
飲
ま
せ
る
た
め
に
お

を

き

え
て
厨
房
へ
と
向
か
う
と
お
空
を

き

え
た
耶
狛
も
つ
い
て
い

た

 
黒
 

こ
い
し
俺
ら
は
ど

か
で
時
間

す
か

 
こ
い

う
ん

 
黒
と
こ
い
し
は
何
処
か
で
時
間
を

す
た
め
に
部

か
ら
出
て
い

た

 
美
 
さ
て
と
ま

何
で
温
泉
が

し
い
か

て
い
う
と
だ

 
さ
と
 
・
・

 
美
 
そ
の
な
ん
だ

⻤
達
皆
や
そ
の

の
奴
ら
が

く

な

て
き
て
な

 
ぶ

ち

け
る
と
美
須
々
達
は

に
よ
る
つ

ん
と
く
る

い
が
き
つ
く
な

て
き
て
い
た

地
底
は
マ
グ
マ
は

る

ど
あ
る
の
だ
が
水
は

り
な
く

だ

理
久
兎
の
従
者
達

人
が

月
に

回
地
上
で
水
を

む
が
や
は
り
少
な
い

に
体
を

う
の
が

体
な
い
の
だ

 
さ
と

え

で
も
⻤

て
酒
で

を

す
ん
か
ら
そ
の
分
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水
の
消

は

い
ん
じ

 
美
 
い
や
そ
う
だ
け
ど
よ

酒
作
る
に
も
水
が
い
る
か

ら
な

 
さ
と

成
る
程
そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
に
聞
き
に
来
た

て

 
事
で
す
か

 
美
 
あ

彼
奴

結

土
地
に
つ
い
て

し
い
か
ら
な

 
美
須
々
は
耳

を
し
て
読
書
を
し
て
い
る
理
久
兎
を

目
に
見
る

 
さ
と

ま

そ
れ
な
ら
理
久
兎
さ
ん
も
協
力
し
て
く
れ
そ
う

 
で
す

 
美
 
と
り
あ
え
ず
間

泉
を
見
つ
け
て
く
れ
れ
ば
後
は
こ

ち
で
何
と
か
す
る
だ
か
ら
さ
と
り
お
前
か
ら
理
久
兎
に

頼
め
な
い
か

 
美
須
々
は

か
に

快
だ
が
女
性
と
し
て
の
気

ず
か
し
さ
と
⻤
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ

て

い
出
そ
う
に
も

い
出
せ
な
い
の
だ

 
さ
と

は

ま

い
ま
せ
ん
け
ど
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美
 
い
や

助
か
る

 
さ
と

し

件
が
あ
り
ま
す

 
美
 

件
は

 
さ
と

こ
こ
地
霊
殿
に
も
温
泉
の
出
る
お
風
呂
を
作

て

 
く
だ
さ
い
そ
れ
が

件
で
す

 
さ
と
り
も
温
泉
に
興
味
は
あ
る
が
種
族
や
能
力
の
せ
い
で
中
々
外
出
を
す
る
の
が
嫌
な
の
だ
が

自
宅
に
温
泉
が
引
け
ば
い
つ
で
も
入
る
こ
と
が
出
来
る
と
ふ
ん
だ
の
だ

そ
し
て
美
須
々
を
断
る

は
ず
も
な
く
そ
の

件
を
の
む
こ
と
に
し
た

 
美
 
あ

わ
ん
そ
の

件
で
い
い
な
ら

 
さ
と

交
渉
は
成
立
で
す

な
ら
待

て
い
て
下
さ
い

 
さ
と
り
は
理
久
兎
に
近
づ
い
て

を

く

く

そ
の
合

で
理
久
兎
は
読
書
を

め
て
耳

を
外
す

 
理
 

話
は
終
わ

た
か
い

 
さ
と

は
い

理
久
兎
さ
ん
温
泉
が
吹
き
出
す
間

泉
を

 
探
す
事

て
出
来
ま
す
か
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理
 

ん

そ
ん
な
ん
で
良
い
の
か

 
さ
と

え

そ
ん
な
ん
で

え

 
美
 

ど
う
い
う
事
だ

 
さ
と
り
と
美
須
々
は
自
分
の

て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
ず

問
を

い
た
の
か

を

げ

る 
理
 

簡
単
だ
よ

俺
の
能
力
は

理
を

り

う
程
度

 
の
能
力

だ
け
ど

も
う

つ
あ
る
ん
だ
よ

 
美
 

も
う

つ

て
あ
れ
か

 
さ
と

美
須
々
さ
ん
知

て
る
ん
で
す
か

 
美
 

あ

理
久
兎
の
も
う

つ
の
能
力

 
こ
の
時
さ
と
り
は
美
須
々
の
心
を
読
ん
で
美
須
々
が

う
前
に
理
久
兎
の
能
力
を

え
た

 
さ
と

災

を

る
程
度
の
能
力

 
理
 

そ

で

ど
の

に
間

泉
を
吹
き
出
さ
せ
れ
ば

 
良
い

 
魔
法
地

を
開
い
て
テ

ブ
ル
に

せ
て
何
処
か
と
美
須
々
に
聞
く
と
美
須
々
は
何
も
な
い
土
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地
に
指
を
置
い
た

 
理
 

そ
こ

な
ら

 
そ
の
土
地
の
あ
る
方
向
に
手
を

て

を
か
ざ
し
目
を
閉
じ
て
数
分
そ
の
体
制
を

持
す

る 
美
 

本
当
に
で
き
る
の
か

 
さ
と

お
手

み

見
で
す

 
そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の
閉
じ
た
目
を
開
く
と
同
時
に
手
を

と

げ
た

す
る
と

 
ド
ボ

 
突
然
の

発
が
起
き
る

さ
と
り
と
美
須
々
は
そ
の
方
向
を

か
ら
見
る
と
そ
こ
か
ら
熱

が

き
出
し
て

の
よ
う
に
降
り
注
い
で
い
た

そ
れ
は
間
違
い
な
く
美
須
々
が
探
し
て
い
た
温
泉

だ

た

 
理
 

は
い
終
わ

た
よ

 
美
 

 
こ
の
光

を
見
て
い
た
美
須
々
は
目
が
点
に
な
り
な
ら
が
ら
そ
の
光

を

き
さ
と
り
は

 
さ
と

す

い
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理
久
兎
の
力
に
感
服
し
て
い
た

そ
し
て
美
須
々
は
よ
う
や
く
我
に
帰

た

 
美
 

は

そ
う
だ
私
は
す
ぐ
に
こ
れ
の

し
に
行
く

 
か
ら
風
呂
は
後
日
に
造
る
よ

 
そ
う

い
美
須
々
は
ま
た

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
の

を

い
よ
く
開
い
て

と
出
て
い

た 
理
 

や
れ
や
れ
美
須
々
は
元
気
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
の
知
り
合
い

て
面
白
い
者
達
ば
か
り

 
で
す

 
理
 

そ
う
か
も
な

 
そ
う

て
い
る
と

 

ン

ド
ゴ
ン

 
美
須
々
が

い
よ
く
開
け
て
い

た

の
明
け

め
の
金

部
分
が

れ

が
地
面
に

れ

た 
理
 

自
分
で

う
の
も
あ
れ
だ
が
本
当
に
面
白
い
の
ば

 
か
り
だ
な



 第１９４話 温泉掘り当てました

 
さ
と

の
修
理
も
追
加
で
す

 
か
く
し
て
理
久
兎
の
活

に
よ

て
温
泉
が
吹
き
出
し
そ
れ
が
地
底
の
名
物
と
な

た

そ

し
て
後
日

美
須
々
は
風
呂
の
改
修
と

を
修
理
す
る
の
だ

た



 第十章 旧都開拓記

 
第
１
９
５
話
 
時
は
流
れ
て

 
家
に
温
泉
が

か
れ
て
か
ら
数
年
の
月
日
が
流
れ
た

亜
狛
と
耶
狛
が

て
き
た
火

も
霊

空
は
と

う
と

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
⻤
さ
ん
こ
ち
ら

 
お

に

 
お
空

カ

 
こ
い

待
て

 
お

は

に

が
表
れ
て
黒
く
ス
リ
ム
な

に
お
空
は
大
き
く
な
り
な
お
か
つ
そ
の

を
自
由

に
飛
べ
る
よ
う
に
な

て
い
た

 
亜
狛

耶
狛
達
は
元
気
だ
な

 
黒
 

た
ま
に
は
こ
い
し
の
世
話
を
休
む
の
も
良
い
も
の

 
だ
な

 
亜
狛
と
黒
は
地
底
を

け
回
る

人
と

を

で

め
て
い
た

 
で
は
そ
ろ
そ
ろ
理
久
兎
達
の
視
点
に

そ
う

理
久
兎
は
さ
と
り
の
仕
事
の
バ

ク
ア

プ
を



 第１９５話 時は流れて

し
て
い
た

 
さ
と

す
い
ま
せ
ん
理
久
兎
さ
ん
手
伝
わ
せ
て
し
ま

て

 
理
 

い
い
や

わ
ん
よ
本
来
は
俺
の
仕
事
を
や

て
も
ら

 

て
る
訳
だ
し
な

 
そ
う

い
な
が
ら
理
久
兎
は

か
つ
目
に
見
え
ぬ

度
で
書

を

け
て
い
く

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

仕
事

い
で
す

 
理
 

ん

そ
う
か

ま

昔

々
と
や

て
た
か
ら
な

 
か
つ
て
平
安
京
に
潜

し
て
い
た
時
今
や

て
い
る

の

を

け
て
い
た

と
い

て
も

日

内
に
終
わ
ら
さ
れ
ば
良
い
も
の
を

日
で

け
て
い
た
の
だ
が

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
の
昔
話
聞
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
し

う

 
か

 
さ
と
り
が

う
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

そ
れ
は

わ
な
い
が
ま
ず
は
そ
れ
を
終
わ
ら
せ
た
ら

 
な

 
さ
と

あ

す
い
ま
せ
ん
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理
 

ら
そ
の
書

も
頂
戴

 
さ
と

え

で
も
理
久
兎
さ
ん
さ

き
の
書

は

 
理
 

も
う

け
た
よ

 
そ
う

わ
れ
た
さ
と
り
は
自
分
の

に
あ
る
大

の
書

が
積
み

な
れ
て
い
る
の
に
よ
う
や

く
気
が
つ
い
た

 
さ
と

流

に

く
な
い
で
す
か

物

法
則
を
余

で

 

え
て
い
る
ん
で
す
が

 
理
 

そ
う
か

で
も

い
に

し
た
こ
と
は
な
い
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
な
ら
こ
の
部
分
を
お
願
い
し

 
ま
す

 
そ
う

い
さ
と
り
は
理
久
兎
に

つ
あ
る
書

の
束
の
う
ち
の

つ
を
渡
す

 
理
 

さ
て
と
こ
れ
が
終
わ

た
ら
少
し
話
し
て
や
る
か
ら

 
頑

れ

 
さ
と

え

こ
ち
ら
も

く
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
け
ま

 
せ
ん



 第１９５話 時は流れて

 
自
分
と
さ
と
り
は
書

の
束
を
減
ら
し
て
い

た

そ
う
し
て
さ
と
り
が
よ
う
や
く
ラ
ス
ト
の

書

を

け
た

 
さ
と

ふ

 
理
 

お

れ
さ
ま

は
い
こ
れ

 
そ
う

い
先
に
終
わ

た
理
久
兎
は
紅

と

子
と
し
て

に
盛
り

け
ら
れ
て
い
る
バ
ウ

ム
ク

ヘ
ン
を
渡
す

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
久
兎
か
ら
渡
さ
れ
た
紅

を
飲
み
バ
ウ
ム
ク

ヘ
ン
を
食
べ
る

 
理
 

は

に
し
て
も
改
め
て
見
る
と
こ
ん
だ
け
の

 
を

け
た
ん
だ
な

 
さ
と

そ
う
で
す

 
理
久
兎
と
さ
と
り
は

け
た
書

を

め
お
互
い
に
紅

を
飲
む

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
昔
話
聞
か
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 
理
 

う

ん
し

う
が
な
い
な

 
さ
と
り
は
自
分
の
昔
話
が
聞
き
た
い
よ
う
だ

た
の
で
そ
れ
を
話
す
こ
と
に
し
た

か
つ
て
自
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分
が
ぬ
ら
り

ん
と
な

て
や

て
来
た
事
や
名

る
前
に
や

て
来
た
事
を
話
し
た

 
理
 

と
ま

こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
が

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
て

々
な
冒
険
を
し
て
き
た
ん
で
す

 
そ
れ
に
聞
い
て
い
て
面
白
い
で
す
よ

 
理
 

そ
う
か

 
さ
と

え

聞
い
て
い
る
と

く
⻑
い
年
月
を
生
き
続
け

 
て
そ
し
て
死
ん
で
ま
た
新
た
な
旅
を
続
け
る
物
語
に

 
出
て
く
る
主
人

み
た
い
で
す

 
理
 

い
や
そ
れ
は
な
い
だ
ろ

こ
う
見
え
て
も
俺
も
結

 
な

だ
し

そ
れ
で
い
て
さ
と
り
達
か
ら
見
た
ら

 

イ
だ
し
な

 
自
分
の
年

は

は

く

え
て
い
る
の
は

か
だ

は
１
０
０
０
を
い

た

り
か
ら
数

え
る
の
を

め
た
た
め
正

な
年

ま
で
は
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
だ

 
さ
と

い
え
私
か
ら
見
た
ら
理
久
兎
さ
ん
は
若
々
し
い
で
す

 
よ
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理
 

う

そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と

て
く
れ
る

さ

 
と
り

 
さ
と
り
に

で
そ
う

え
た

お

ち

ん
年

の
自
分
か
ら
し
て
み
る
と
や
は
り
若
々
し

い
と

わ
れ
る
の
は
嬉
し
い
も
の
だ

そ
し
て

を
見
た
さ
と
り
は
少
し
だ
け

を
紅
く
し

て 
さ
と

い
え

そ
の

は
い

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
理
久
兎
は
突
然

て
し
ま

た
さ
と
り
に
ど
う
し
た
の
か
と
聞
く
と

 
さ
と

い
え
何
で
も
な
い
で
す

 
理
 

ん

ま

い

か

 
こ
れ

上
の
模
索
は
失
礼
と

え
て
模
索
を

め
た

す
る
と
さ
と
り
は
理
久
兎
に

級
の

問
を
し
て
き
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は
地
上
に
帰

て
御
弟
子
さ
ん
達
に
会

 
い
た
い
で
す
か

 
昔
話
を
聞
い
て
い
て
さ
と
り
は
こ
れ
が

問
に
思

て
い
た
の
だ
ろ
う

そ
し
て
そ
の

問
に
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自
分
は

え
る

 
理
 

そ
う
だ

会
え
る
な
ら
会
い
た
い
か
な

 
さ
と

な
ら

 
さ
と
り
は
正
直
に

て
会
い
に
行
け
ば
良
い
の
に
と

う
と
し
た
が
そ
の
前
に
理
久
兎

の

葉
が

た

 
理
 

だ
け
ど

今
さ
ら
俺
が
出
て
き
て
せ

か
く
バ
ラ

 
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
の
に
そ
れ
を

し
た
く
は
な
い

 
さ
と

 
理
 

俺
が
も
し
地
上
の
仲
間
達
に
正
体
明
か
し
そ
れ
を
話

 
す
と
し
た
ら
そ
れ
は
皆
が
真
実
を
知

た
時
だ
よ

 
さ
と

真
実

 
理
 

あ

俺
の
太
古
に
失
わ
れ
て
今
は
知
る
者
も
少
な
く

 
な

た
本
来
の
名
と
能
力

深
常
理
久
兎

大
能
神

 
と
い
う
名
と

理
を

り

う
程
度
の
能
力

と

 
い
う

つ
の
真
実
を
知

た
時
さ



 第１９５話 時は流れて

 
遠
い
目
で
そ
う
語

た

さ
と
り
か
ら
見
て
こ
の
時
の
理
久
兎
は
少
し

し
げ
な
表
情
に
見
え

た 
理
 

ま

ぶ

ち

け
る
と
こ
こ
の
生
活
も
楽
し
い
し

 
で
何
ら
問

は
無
い
ん
だ
け
ど

 
話
を
聞
い
て
さ
と
り
は
少
し
だ
け

と
し
た
の
は

う
さ
ま
で
も
な
か

た
が
理
久
兎
に
は

分
か
ら
な
か

た

 
理
 

で
も
何
で
ま
た
そ
ん
な

問
し
て
き
た
ん
だ

 
今
度
は
理
久
兎
が
そ
の

問
の
意
味
を
さ
と
り
に
問
う
と
さ
と
り
は

を
少
し
紅
く
し
て

 
さ
と

い

い
え
何
と
い
う
か

 
理
 

ど
う
か
し
た

 
さ
と

い
え

何
と
な
く
で
す

 
理
 

ふ

ん
お

と
そ
ろ
そ
ろ
晩
飯
を
作
ら
な
い
と

 

そ
ん
じ

俺
は
厨
房
に
行
く
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
部

か
ら
出
て
い

た

人

た
さ
と
り
天

を
見
つ
め
て

 
さ
と

何
で
あ
ん
な

問
し
た
ん
だ
ろ
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そ
う

き
数
分
後
に
作

た
書

の
整
理
を
す
る
の
だ

た

 



 第１９６話 どうしてこうなった

 
第
１
９
６
話
 
ど
う
し
て
こ
う
な

た

 
お

と
お
空
が
家
に
や

て
来
て
数
百
年
が

た

動
物
が
こ
こ
ま
で
⻑
生
き
出
来
る
の
か

と
理
久
兎
達
は
常
々

え
る
事
が
よ
く
あ

た

そ
ん
な
あ
る
日
に
事
件
は
起
き
て
い
た

 
理
 

な

お
前
ら
こ
の
子
達

本
当
に
お

と
お

 
空
な
の
か

 
自
分
の
目
の
前
に
は
紅

の
お
さ
げ
で

が

本
生
え
て
い
る
少
女
そ
し
て
も
う

人
は

身
中
が
高
く

の
⻑
い
少
女
の

人
が
ち

こ
ん
と
座

て
い
た

そ
し
て
教
育
係
の
亜
狛
と

耶
狛
に
聞
く
と

人
は

々

を

に

て

 
亜
狛

そ
の

な
ん
で
す
が

 
耶
狛

私
達
も
朝
起
き
た
ら
こ
う
な

て
た
か
ら

 
亜
狛
と
耶
狛
も
何
が
ど
う
な

て
こ
う
な

た
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

す
る
と

 

え

と
お
父
さ
ん

 
亜
狛

お

お
父
さ
ん

 
と
お
さ
げ
の
紅

の
少
女
は
亜
狛
に
向
か

て
お
父
さ
ん
と

て
き
た
の
だ

そ
し
て
も
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う

人
の
身
中
の
高
い
少
女
は
耶
狛
に

 

お
⺟
さ
ん
遊
ぼ

 
耶
狛

え

 

で
さ

惑
さ
れ
て
い
る
中
で
お
父
さ
ん

お
⺟
さ
ん
と

わ
れ
れ
ば
流

の

人
も

惑

す
る
し
か
な
い

と
り
あ
え
ず

の
た
め
に

 
理
 

え

と

は

火

だ
よ

 
理
久
兎
は
紅

の
お
さ
げ
の
少
女
に
聞
く
と
少
女
も
と
い
お

は

い
て

 
お

あ
た
い
は
お

だ
よ
理
久
兎
様

 
理
 

そ
れ
で

が
霊

空
で
い
い
ん
だ
よ

 
今
度
は
身
中
が
高
い
少
女
に
聞
く
と
そ
の
少
女
は
満
面
の

み
で

 
お
空

う
ん
そ
う
だ
よ

 
と

返
事
を
し
た
ど
う
や
ら
お
空
で
間
違
い
な
い
よ
う
だ

 
理
 

そ
れ
で

人
は
ど
う
し
て
こ
う
な

た
か
は
分

 
か
る

 
理
久
兎
は
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
か
を
聞
く
と
お

と
お
空
は

を
し
か
め
て
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お

さ

あ
た
い
に
は
分
か
り
ま
せ
ん

 
お
空

私
も
分
か
ん
な
い
か
な

 
そ
う

て
い
る
と

が
開
き
そ
こ
か
ら
さ
と
り
が
入

て
く
る

 
さ
と

あ
れ
理
久
兎
さ
ん
そ
の
方
達
は
友
人
で
す
か

 
お

あ

さ
と
り
様

 
お
空

さ
と
り
様
だ

 
さ
と

え

成
る
程
お

と
お
空
で
す
か

 
さ
と
り
は
心
を
読
み
お

と
お
空
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た

 
理
 

え

と
さ
と
り

人
は
何
で
人
の

に
な

た

 
の
か
分
か
る

 
さ
と

お
そ
ら
く
怨
霊
達
を
常
に
日
頃
か
ら
食
べ
続
け
て

 
妖
怪
化
し
た
の
で
は
な
い
で
し

う
か

 
さ
と
り
は
怨
霊
達
を
食
べ
続
け
た
結
果

人
は
妖
怪
化
し
た
と
推

し
た
の
だ

 
理
 

か
に

人
は
こ
れ
ま
で
怨
霊
達
を
食
べ
続
け
た
も

 
ん
な

そ
れ
な
ら
成
り
立
つ
か
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こ
れ
に
は

す
る
し
か
な
か

た

そ
し
て

人
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ

た
た
め

問
を
し
た

 
理
 

と
こ
ろ
で

人
は
何
か
能
力
は
あ
る
の

 
そ
う

人
の
能
力
に
つ
い
て
だ

そ
れ
を

わ
れ
た
お

と
お
空
は

え
る

 
お

あ
た
い
は

死
体
を
持
ち
去
る
程
度
の
能
力

だ

  
理
 

へ

お

の
能
力
は
中
々

ニ

ク
な
能
力
な
ん

 
だ

お
空
は

 
お
空

う
に

 
理
 

能
力
だ
よ

能
力
お
空
の
お
⺟
さ
ん
が
使

て
い
る

 
よ
な

 
耶
狛

あ

私
の
呼
び
名
も
う
お
⺟
さ
ん
な
ん
だ

 
亜
狛

俺
は
お
父
さ
ん
だ

 
と

話
を
し
て
い
る

人
は
無
視
し
て
お
空
は

え
る
が

 
お
空

う

に
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お

お
空

頭
の
中
を
探
し
て
み
る
ん
だ
よ

 
お
空

う

ん

無
い

い

 
お
空
は
少
し

し
そ
う
に

う

そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は

い
な
が
ら
お
空
の
頭
を

で
て

 
理
 

そ

か

ま

あ

て
も
な
く
て
も
関
係
な
い
よ

 
も
し
か
し
た
ら
突
然
能
力
開
花
し
た

な
ん
て
よ
く

 
あ
る
話
だ
し
気
に
す
ん
な
よ
お
空

 
耶
狛

う
ん
そ
う
だ
よ
気
に
し
な
い

気
に
し
な
い

 
お
空

う
ん

 
お
空
は
能
力
な
ん
て
関
係
な
い
と
思
い

で
理
久
兎
達
に
返
事
を
し
た

 
さ
と

そ
れ
よ
り
も

人
を
ど
う
し
ま
し

う
か
こ
の
ま
ま

 
と
も
い
き
ま
せ
ん
し

何
か
仕
事
は

 
理
 

な
ら
さ

こ
こ
は
お

の
能
力
を

活

し
よ
う

 
か

 
お

あ
た
い
の

 
理
 

そ
う
そ
う
灼
熱
地
獄
は
分
か
る
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灼
熱
地
獄
に
つ
い
て
聞
く
と
お

は

で

え
て
く
れ
る

 
お

え

分
か
り
ま
す
よ
中

の

の
先
に
あ
る
所
で

 
す
よ

 
理
 

う
ん

実
は
な

姫
ち

ん
に
灼
熱
地
獄
の
温
度
問

 

が
報
告
さ
れ
て

ど
う
や

て
温
度
を
あ
げ
る
か

 

え
て
た
ん
だ
け
ど

 
お

ど

 
理
 

そ
れ
な
ら
お

ち

ん
の
能
力
を

活

し
て
死

 
体
を
こ

ち
に
運
ん
で
も
ら

て
そ
れ
を

料
に
し

 
よ
う
と

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
理
久
兎
の

え
に
感
心
を
持

た

 
さ
と

中
々

え
ま
す

 
理
 

そ
れ
で
そ
う
な
る
と
今
度
は
温
度
の
調

な
ん
だ
が

 
そ
れ
を
お
空
に
や

て
も
ら
い
た
い
ん
だ
が

 
理
久
兎
は
お
空
に
聞
く
と
お
空
は
元
気
で
無
邪
気
な

で
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お
空

い
い
よ

理
久
兎
様
私
や
る
よ

 
理
 

な
ら
決
ま
り
だ

う

ん
で
も
な
な
ら
さ

が

 
あ

た
ら
で
良
い
か
ら
こ
い
し
の
遊
び

手
に
な

 

て
く
れ
な
い
か
な

 
さ
と

そ
う
で
す

な
ら
お

お
空

女
達

人

 
に
は

が
あ
れ
ば
で
い
い
か
ら
そ
の
時
は
こ
い
し

 
の
面

を
見
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
さ
と
り
に
そ
う

わ
れ
た

人
は
立
ち
上
が
り
す
ぐ
さ
ま

礼
を
す
る

 
お

分
か
り
ま
し
た
さ
と
り
様

 
お
空

う
に

 
理
 

ハ
ハ
ハ
こ
れ
は
頼
も
し
い
な

そ
う
は
思
わ
な
い

 
か
い

こ
い
し
ち

ん

 
さ
と

え

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
部

の
四

に
い
た
こ
い
し
が
姿
を
現
し
た

 
こ
い

ア
ハ
ハ
や

り
理
久
兎
お
兄
ち

ん
に
は

か
な
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い
か

そ
れ
で
遊
ん
で
く
れ
る

て
本
当

 
理
 

ま

し
ば
ら
く
は

こ
こ
最
近
は
黒
も

き

 
づ
め
だ
か
ら

て
も
の
あ
る
け
ど
な

 
な
お
黒
は
今
現

お
風
呂
で
一
休
み
中
だ

 
こ
い

ふ

ん
ま

い
い
よ

な
ら

だ
か
ら
皆
で

 
遊
ぼ

遊
び
た
い
人
こ
の
指

ま
れ

 
こ
い
し
が
指

ま
れ
を
す
る
と
耶
狛
に
お

そ
れ
に
お
空
も
指
に

む

 
こ
い

そ
れ
じ

何
す
る

 
耶
狛

⻤
ご

こ
で

⻤
は
お
兄
ち

ん
で
ど
う

 
お

な
ら
お
父
さ
ん
が
⻤
で

 
お
空

わ

い

 
そ
う

い

人
は
部

か
ら
急
い
で
出
て
い

た

そ
し
て
取
り

さ
れ
た
亜
狛
は

 
亜
狛

俺
も

て

い
な
お
い

 
そ
う

い
亜
狛
は

人
の
後
を
追
い
か
け
て
い

た

 
理
 

元
気
だ
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さ
と

え

と

て
も

こ
い
し
が
あ
ん
な
に
も

で

 
い
ら
れ
る
の
は
理
久
兎
さ
ん
の
お
か
げ
で
す

 
理
 

い
い
や

俺
は
関
係
な
い
よ
関
係
あ
る
の
は

 
あ
の

人
だ
よ

 
さ
と

い
え
理
久
兎
さ
ん
が
い
な
か

た
ら
あ
の

人
は

 
死
ん
で
い
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

 
さ
と
り
が

て
い
る
の
は
事
実
だ

も
し
亜
狛
と
耶
狛
に
出
会
わ
な
か

た
ら
お

や
お

空
と
も
出
会
え
な
い
ど
こ
ろ
か
耶
狛
は

死
し
亜
狛
は

人

し
く

死
を
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い

黒
も
そ
う
だ

あ
の
時
に
自
分
達
が
魔
界
に
行

て
い
な
け
れ
ば

実
に
神
綺
に
再

度
封
印
さ
れ
て
い
た
か
も
し
く
は
再
生
す
る

を
与
え
ず
に

殺
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
か

ら
だ

 
理
 

そ
う

な
の
か
も
な

 
さ
と

え

そ
う
で
す
よ

 
理
 

で
も
俺
か
ら
見
れ
ば
さ
と
り
が
変
わ

た
と
思
う
け

 
ど
な
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さ
と

え

何
処
が
で
す
か

 
理
 

だ

て
最
初
会

た
時
は
全
然

て
無
か

た

 
じ

ん

や

り

て
い
る
の
が
い
い
よ

 
そ
れ
を

わ
れ
て
さ
と
り
の

は
紅
く
な

た

ず
か
し
さ
と
嬉
し
さ
が
お
り

じ
り
複
雑

な
感
情
へ
と
な

た

 
さ
と

そ

そ
う
で
す
か

 
理
 

そ
う
だ

 
さ
と

あ

あ
り
が
と
う
ご

ご
ざ
い
ま
す

 
と

小
さ
な

で

う
と
理
久
兎
は
聞
こ
え
て
い
な
か

た
の
か

 
理
 

え

何
か

た

 
さ
と

い
え
何
で
も
な
い
で
す

 
理
 

そ
う
か

な
ら
い
い
ん
だ
が

あ

そ
ろ
そ
ろ
俺
も

 
風
呂
に
入
る
か

こ
の
後

々
や
ら
な
い
と
い
け

 
な
い
こ
と
も
こ
と
が
あ
る
し
な

 
そ
う

い
て
理
久
兎
は

室
へ
と
向
か

た

そ
し
て

人

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
に

た



 第１９６話 どうしてこうなった

さ
と
り
は

 
さ
と

バ
カ

 
そ
う
小
さ
く

く
が

人
と
し
て
聞
い
て
は
い
な
か

た



 第十章 旧都開拓記

 
第
１
９
７
話
 
策
士
の
罠

 
理
久
兎
が
風
呂
に
向
か

た
後

さ
と
り
は

人

書
室
で
何
の
本
を
読
も
う
か
と

え

て
い
た

 
さ
と

何
の
本
を
読
も
う
か
し
ら

 
普

は
読
み
た
い

ン
ル
を
決
め
て
そ
こ
か
ら
探
す
の
だ
が
今
回
は
そ
ん
な

ン
ル
な
ん

て

え
て
も
い
な
い

に
時
間
が
か
か
る

 
さ
と

は

や

り
思
い

か
な
い
な

 
さ
と
り
は
深
く
た
め

を
つ
く
と

が
開
か
れ
る

そ
れ
に
気
づ
い
た
さ
と
り
は
そ
の
方
向
を

向
く
と

子
を

て
い
る
少
女
も
と
い
妹
の
こ
い
し
が
入

て
き
た

 
さ
と

こ
い
し

女
は
何
し
て
い
る
の

 
さ
と
り
は
こ
い
し
に
聞
く
と
こ
い
し
は

の
前
で
人
指
し
指
を
立
て
て

 
こ
い

し

 
す
る
と
外
の
通

か
ら
理
久
兎
の
従
者
の
亜
狛
の

が
し
だ
し
た

 
亜
狛

悪
い
子
は
い

か



 第１９７話 策士の罠

 

の
な
ま
は
げ
の
よ
う
な
台

を

い
な
が
ら

り
を

し
て
い
た

ど
う
や
ら
⻤
ご

こ
は
ま
だ
続
い
て
い
る
よ
う
だ

そ
し
て

は
だ
ん
だ
ん
遠
ざ
か

て
い

て
行

た

 
こ
い

ふ

フ

フ

 
さ
と

楽
し
そ
う

 
こ
い

う
ん

皆
と
遊
ぶ
の
す
ご
く
楽
し
い
よ

 
お
姉
ち

ん

 
さ
と

そ
う
な
ら
良
か

た

 
こ
い
し
の

を
見
て
い
て
さ
と
り
も
自
然
と

み
を
こ
ぼ
し
た

す
る
と
こ
い
し
は
無
意

に 
こ
い

お
姉
ち

ん
昔
と
は
違

て

う
よ
う
に
な

た

 
よ

 
こ
い
し
は
先
程
前
回
の
理
久
兎
と
同
じ
こ
と
を

た

そ
れ
を
聞
い
て
さ
と
り
は
理
久

兎
の
事
を
思
い
出
し
た

 
さ
と

そ

そ
う
か
し
ら

 
こ
い

う
ん

お
姉
ち

ん
は
理
久
兎
お
兄
ち

ん
の
影



 第十章 旧都開拓記

 

か
な

 
さ
と

そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ

 
さ
と
り
の

は
少
し
紅
く
な

て
い
た

そ
れ
を
見
て
い
て
こ
い
し
は
ニ
コ
ニ
コ
と

て
い

た 
こ
い

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

お
姉
ち

ん

真

だ
よ

 
さ
と

え

い
や
こ
れ
は

 
こ
い
そ
う
い
え
理
久
兎
お
兄
ち

ん
ば
お
風
呂
に
行
く

て
黒
お
兄
ち

ん
か
ら
聞
い
た
な

よ

し

 
そ
わ
な
さ
と
り
の
表
情
を
見
て
こ
い
し
は
さ
と
り
に
あ
る
行
動
に
で
た

 
こ
い

お
姉
ち

ん
の
と
が

い
た
か
ら
そ
の
紅

少
し
飲

 
ん
で
も
い
い

 
さ
と

え

わ
な
い
わ
よ

 
さ
と
り
が
そ
れ
を
許
す
と
こ
い
し
は
紅

の
お
い
て
あ
る
テ

ブ
ル
に
近
づ
き
そ
の
紅

を

手
に
持
つ
と

 
こ
い

そ
れ
じ

い
た
だ
き

ハ

ク
シ

ン
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バ
チ

 
こ
い
し
は
い
か
に
も
わ
ざ
と
ら
し
く
で
く
し

み
し
て
紅

を
さ
と
り
に
ぶ
ち
ま
け
た

さ
と

り
は
頭
か
ら
紅

を

り

の

や
服
ま
で
も
が
紅

ま
み
れ
に
な

た

 
さ
と

こ
い
し

 
こ
い

ご
め
ん
お
姉
ち

ん

大
丈
夫

 
さ
と

え

で
も
服
が
び
ち

び
ち

 
こ
い

な
ら
お
風
呂
に
行

た
ら

 
さ
と

え

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
う

い
さ
と
り
は

書
室
か
ら
出
て

室
ま
で
向
か
う
の
だ

た

 
こ
い

作
戦
大
成

 
そ
う
し
て
さ
と
り
は
脱

所
で
服
を
脱
ぎ

室
の

を
開
け
た

か
つ
て
温
泉
が

き
出
た
こ

と
に
よ

て
温
泉
が

か
れ
更
に
改
装

事
も
さ
れ
て
お
り
結

い

だ
が
そ
の

に

人
い
た

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
さ
と
り
は
思
い
出
し
た

風
呂
に
入

て
く
る

と

た
理

久
兎
の
存

を

 
理
 

お
や

さ
と
り
ど
う
し
た
ん
だ
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さ
と

え

 
そ
の
光

を
見
て
さ
と
り
は

面
し
た

そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
を

り
向
い
て

を
開
け
よ

う
と
す
る
が

  
何

か

室
か
ら
脱

所
へ
の

が
開
か
な
い

そ
の

の
向
こ
う
で
は

 
こ
い
お
姉
ち

ん

頑

て

 
こ
い
し
が
い
て
そ
の
目
の
前
で
は
棒
が

を

さ
え
て
い
る
た
め
さ
と
り
が
ど
れ
だ
け
踏
ん

て
も

が
開
か
な
い

 
さ
と

は

は

ど

ど
う
な

て
い
る
の

 
理
 

ど
う
し
た

入
ら
な
い
の
か

 
理
久
兎
が

に

か
り
な
が
ら
そ
う

う
と
さ
と
り
は
少
し

て
か
ら

 
さ
と

え

入
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
そ
う

い

オ
ル
を
ま
い
て
さ
と
り
は

へ
と

か

た

 
理
 

さ

き
か
ら
ど
う
し
た
ん
だ

 
さ
と

い
え

何
も
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そ
う

い
さ
と
り
は
た
だ
風
呂
に

か
る
し
か
な
か

た

 
理
 

な

良
か

た
ら
飲
む
か

 
そ
う

い
理
久
兎
の

で
プ
カ
プ
カ
と

か
ん
で
い
た
お

を
さ
と
り
に

せ
る

そ
の
上
に

は
徳

と
お
ち

こ
が

せ
ら
れ
て
い
た

 
さ
と

な
ら
少
し
だ
け

 
そ
う

い
さ
と
り
は
お
ち

こ
を
手
に
取
る
と
そ
こ
に
理
久
兎
が
酒
を
注
い
だ

 
さ
と

で
は
い
た
だ
き
ま
す

 
さ
と
り
は
そ
の
酒
を
一
口
で
飲
み

す

 
理
 

ど
う
だ

前
に
お
飲
ん
だ
酒
よ
り
度
数
は
少
な
く

 
し
た
ん
だ
が

 
理
久
兎
が
感
想
を
聞
く
と
さ
と
り
は

で
そ
れ
に

え
た

 
さ
と

え

前
よ
り
飲
み
や
す
い
で
す

 
理
 

な
ら
良
か

た
よ

 
さ
と

で
も
何
で
ま
た
度
数
の

い
お
酒
な
ん
か
飲

 
ん
で
い
た
ん
で
す
か

い
つ
も
な
ら
結

高
い
や
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つ
な
の
に

 
さ
と
り
の
記
憶
が

か
な
ら
理
久
兎
は
度
数
の
強
い
酒
を

む
の
だ
が
今
回
の
酒
は
度
数
は

い

さ
と
り
は
そ
れ
が
気
に
な
り
聞
い
た
の
だ

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
れ
に

え
た

 
理
 

ま

こ
の
後
に
黒
と
協
力
し
て
少
し
や
る
こ
と

 
が
あ

て
な

 
さ
と

や
る
こ
と

 
理
 

あ

今
そ
ん
な
関
係
で
黒
は
風
呂
か
ら
あ
が

て

 
そ
の

度
を
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
さ
と

そ
の
や
る
こ
事
と
は
い

た
い

 
理
 

そ
れ
は

ま

お
楽
し
み

て
こ
と
で

 
さ
と

気
に
な
り
ま
す

 
理
 

ハ
ハ
ハ

さ
て
と
俺
も
上
が
る
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
立
ち
上
が
り

か
ら
出
る
と
さ
と
り
が

め
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
の
お
ち

こ
な
ど
は

 
理
 

あ

け
よ
う
か
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さ
と

い
え

私
が

け
て
お
き
ま
す
よ

 
と

さ
と
り
が

う
と
理
久
兎
は
頭
を

い
て

い
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ

す
ま
な
い

 
さ
と

い
え

 
さ
と
り
は
こ
い
し
が
つ

か
え
棒
で

さ
え
た

に
目
を
や
る

そ
こ
に
理
久
兎
が
引
き

に

手
を
か
け
て
開
け
る
が

  

が
開
き
そ
う
に
も
な
い

 
理
 

あ
れ

開
か
な
い
な

し

う
が
な
い
な

 

ン

 
そ
う

う
と
そ
の

を
持
ち
上
げ
て
引
く
と

が
レ

ル
か
ら
ず
れ
る

す
る
と
同
時
に
つ

か
え
棒
が

ち
る

 
理
 

こ
れ
が
原
因
か

よ

と

 
カ

ン

 
理
久
兎
は
そ
の
つ

か
え
棒
を

く

て
レ

ル
か
ら

し
て
持

て
い
る

を
再
度
レ
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ル
に
は
め
る
と
引
き

は
自
由
に
開
け
閉
め
が
で
き
る
よ
う
に
な

た

 
理
 

そ
れ
じ

さ
と
り
お
先

 
理
久
兎
は

を
開
け
て
脱

所
へ
と
入

て
い

た

 
さ
と

居
な
く
な

て
良
か

た
と
い
う
か

と
い
う

 
か

で
も
あ
の
棒
は

が

 
さ
と
り
は
理
久
兎
が
居
な
く
な

た
こ
と
に
少
し

な
気
持
ち
に
な

た
の
だ

た

 
さ
と

そ
う
い
え
ば

こ
れ

て

 
さ
と
り
は
手
に
持

て
い
る
お
ち

こ
を
見
て
あ
る
こ
と
を
理
解
し

面
し
て
し
ま

た

 
さ
と

ま

ま
さ
か

か

間

キ
ス

 
こ
の
後
さ
と
り
は
の
ぼ
せ
て
風
呂
で
気
絶
す
る
が
そ
こ
を
ず

と
観
察
し
て
い
た
こ
い
し
に

ド
ま
で
運
ば
れ
る
の
だ

た



 第１９８話 死から蘇りし者達

 
第
１
９
８
話
 
死
か
ら
蘇
り
し
者
達

 
理
久
兎
は
風
呂
か
ら
上
が
り
地
霊
殿
の
と
あ
る
一
室
で
黒
と
と
あ
る
儀
式
を
執
り
行

て
い

た 
黒
 

こ
こ
は
あ

な

て

 
理
 

意
す
る
の
は

 

人
は
断
罪
神
書
の
と
あ
る
魔
法
儀
式
の
説
明
を
読
み
な
が
ら
作

を
進
め
て
い
く

黒
は

魔
方

を

き
自
分
は
そ
れ
に
必
要
な
道

を
出
し
て
い
く

 
理
 

ま
ず
は
死
者
の

と

 
そ
う

い
巨
大
な

を
取
り
出
し
た

そ
れ
は
か
つ
て
ル

ミ
ア
が
食
い
散
ら
か
し
た
月
の
兵

士
達

人
の

だ

た

 
理
 

次
に

人

の
心

 
数
百
年
前
に
神
綺
が
造
り
出
し
た
魔
界
人
の
ア
リ
ス
・
マ

ド
ロ
イ
ド
か
ら

た
人

の

心
の

つ
取
り
出
し
て
更
に

 
理
 

後
は

と
目
か
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何
か
分
か
ら
な
い

の

や
何
の
目
な
の
か
分
か
ら
な
い
物
を
次
々
に
を
台
座
の
上
に
の
せ

る

と
し
て
は
黒
が

い
て
い
る
魔
方

の
中

に
そ
の
台
座
が
あ
り
そ
こ
に

材
を
の
せ
て

い

て
い
る

 
黒
 

よ
し
こ

ち
は
出
来
た

主
よ

 
理
 

俺
も
準
備
す
る
も
の
は
し
た
か
ら
黒
頼
む

 
黒
 

了
解
し
た

 
そ
う

い
理
久
兎
は
手
か
ら
小
さ
な
光
の
玉
を
出
す
と
そ
れ
を
天

ま
で

遊
さ
せ
る

す
る

と

り
に
影
が
出
来
た

 
黒
 

な
ら
や

て
み
る
か

 
黒
は
手
を

し
て
そ
の
口
か
ら

文
を
詠
唱
し
始
め
た

 
黒
 

影
と
光
は

対
な
り

 
黒
の
詠
唱
を
始
め
る
と
台
座
の
上
で
変
化
が
起
き
て
い
た

先
程
自
分
が
お
い
た
人

の
心
が

光
だ
し
た

す
る
と
巨
大
な

か
ら

が

れ
だ
し
そ
れ
は
人

の
心
を
中
心
と
し
て
合
わ

さ

て
い
き
人
間
の

格
が

つ
出
来
上
が
る
更
に
そ
こ
に
大

の

が
そ
の

を

ん
で

い

て
い
る
の
だ

そ
し
て
黒
の
詠
唱
が
終
わ
る
と
台
座
の
上
に
は

つ
の
死
体

が
置
か
れ
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て
い
た

 
黒
 

主
よ
俺
の
や
る
こ
と
は
や

た

 
理
 

な
ら
バ
ト
ン

チ
だ
な

 
黒
は
下
が
り
今
度
は
理
久
兎
が
前
に
出
て
い
き
魔
方

の
中
へ
と
入
り

つ
の
死
体
が
置
か

れ
て
い
る
台
座
に
近
づ
き
そ
の
台
座
に
手
を
置
い
て

 
理
 

仙
術
十
七
式
骸
ノ

 
そ
う
唱
え
る
と
自
分
か
ら
現
れ
た

体
の
神
霊
は
そ
れ

れ
死
体
の
中
へ
と
入

て
い

た

す
る
と
眠

て
い
た
死
体
達
は
起
き
上
が

た

 
理
 

お

起
き
上
が

た

 
黒
 

成

だ
な
主
よ

 

人
は
成

を
喜
ん
だ
が

 
死
体

カ

 
死
体

カ

 
死
体

カ

カ

カ

カ

 
死
体

カ
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黒
 

な

何

て
る
か
分
か
ら
ん

 
と

何
を

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
も
は
や

カ

と
し
か

て
い
な
い
が

 
理
 

う

う

 
黒
 

主
に
は
わ
か
る
の
か

 
理
 

あ

何
せ
こ
い
つ
ら
の
魂
は
俺
の
分
霊
だ

 
そ
う
自
分
に
は
分
か
る
の
だ

人
が
何
を

て
い
る
の
か
が

 
死
体

こ
こ
は

 
死
体

俺
は

だ

た
ん
だ

 
死
体

分
け
が
分
か
ら
ん

何
が
何
で
な
ん
だ

 
死
体

本
当
に
こ
こ
は
ど
こ
だ

 
突
然
起
こ
さ
れ
た
死
体
達
は

乱
し
て
い
た
よ
う
だ

 
理
 

ら
記
憶
は
あ
る
の

 
死
体

記
憶

何
も
な
い

 
死
体

何
も
思
い
出
せ
な
い

 
死
体

か

い
や
分
か
ら
ん
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死
体

何
も
分
か
ら
な
い

 
と

人
全
員
は
か
つ
て
戦

た
自
分
や
紫
そ
し
て
ル

ミ
ア
は
た
ま
た

対
象
と
な

た

ら
輝
夜
の
こ
と
す
ら
も

れ
て
い
た

そ
ん
な

人
に
理
久
兎
は

 
理
 

ら
は

俺
ら
の
使
い
魔
だ
よ

俺
と

に
い
る
黒

 
と
こ
こ
に
は
い
な
い
が
亜
狛
と
耶
狛
そ
れ
ら

人
が

 

ら
の
主
さ

 
あ
な
が
ち
間
違

て
は
い
な
い

何
せ
こ
の
儀
式
は
使
い
魔
を
造
る
儀
式
な
の
だ
か
ら

 
死
体

い
い
だ
ろ

 
死
体

我
ら
は

殿
ら
を
ボ
ス
と
み
よ
う

 
死
体

ボ
ス
ご
指

を

 
死
体

命
令
を

 
死
体
達
は
台
座
か
ら
降
り
て
理
久
兎
と
黒
の
前
で

と

を
地
面
に
つ
け
て
頭
を
た
れ

る 
理
 

そ
う
だ
な

な
ら
指

と
い
う
よ
り
か
は
ま
ず
は
誕

 
生
し
た
お
祝
い
に

ら
の
名
前
を
与
え
よ
う

か
ら
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骸

骸

骸

骸

で
い
い
か

 
骸

悪
く
は
な
い

 
骸

同
じ
く

 
骸

下
同
文

 
骸

問

な
い
な

 
理
 

な
ら
決
ま
り
だ

そ
う
だ
黒

 

然
と
し
て
た
た
ず
ん
で
い
る
黒
に

を
か
け
る
と
黒
は
我
に
か
え
る

 
黒
 

あ

な

な
ん
だ

 
理
 

こ
い
つ
ら
の
部
隊
名
で
い
い
の
あ
る

 
黒
 

部
隊
名

そ
う
だ
な

死
か
ら
蘇
り
死
の
恐
怖
を

 
持
た
な
い
者
達
で

ス
カ
ル

骸
部
隊
で
よ
く
な
い
か

 
理
 

う
ん
良
い
か
も

な
ら
決
定

こ
れ
か
ら
よ
ろ

 
し
く

 
黒
 

あ

あ

よ
ろ
し
く
な

 
全
員

お
任
せ
あ
れ
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全
員
が
そ
う

た

間
だ

た

理
久
兎
達
の
い
る
部

の

が

い
よ
く
開
い
た

そ
の

を
開
け
た
の
は
先
程
か
ら
⻤
ご

こ
の
⻤
を
し
て
い
る
亜
狛
だ

た

 
亜
狛

マ
ス

黒
さ
ん

そ
れ
と

 
亜
狛
が

う

間
だ

た
骸
達
は
一

で
亜
狛
と
の
間
合
い
を
つ
め
飛
び
か
か

た

こ
れ
に

は
亜
狛
も
つ
い
て
い
け
ず

 
亜
狛

ぐ
お

 
亜
狛
は
骸
達

人
に
の
し
か
か
ら
れ
て
身
動
き
が
と
れ
な
く
な

た

 
骸

ボ
ス

ま
え
ま
し
た

 
骸

問
し
ま
す
か

 
骸

そ
れ
と
も
テ
イ
ク

ウ
ン
さ
せ
る
か

 
骸

ボ
ス
ご
指

を

 
と
い

て
い
る
最
中
亜
狛
か
ら
し
て
み
れ
ば
先
程
の
カ

カ

と
し
か
聞
こ
え
て
い

な
い

そ
し
て
亜
狛
は
自
分
と
黒
に

 
亜
狛

マ
ス

黒
さ
ん

助
け
て
く
だ
さ
い
よ

 
骸

暴
れ
る
な
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亜
狛

ぐ
ふ

 
骸

に
亜
狛
は
頭
を

え
ら
れ
て

れ
な
く
な
る

そ
れ
を
見
て
い
て
あ
ち

と
思
い
な

が
ら

 
理
 

あ

お
前
ら
今

え
て
る
の
は
お
前
ら
の
上

 
だ

 
そ
れ
を
聞
い
て
骸
達
は

座
に
亜
狛
を

し
て
深
々
と
頭
を
下
げ
る

 
全
員
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 
だ
が

葉
は
亜
狛
と
黒
に
は
通
じ
な
い
た
め

 
亜
狛

お
前
ら
の
ふ
ざ
け
て
る
の
か

 
理
 

亜
狛
彼
ら
は
し

か
り
と
謝

て
る
よ

 
亜
狛

え

 
亜
狛
が
ど
う

う
こ
と
か
と
思

て
い
る
と
亜
狛
が
開
け
た

の
前
を
耶
狛
が
通
る
が
耶
狛
は

亜
狛
が
い
る
の
を
気
づ
く
と

 
耶
狛

や

バ
イ

 
理
 

あ

耶
狛
ち

と
待
て
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そ
う

い
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
と
理
久
兎
に
耶
狛
は
呼
び

め
ら
れ
る

 
耶
狛

え

 
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
に
骸
部
隊
こ
と
を
全
て
話
し
た

 
亜
狛

つ
ま
り
こ
の

の
悪
い
人
達
は

 
耶
狛

ル

ミ
ア
ち

ん
の
食
べ

し
の

だ

た
あ
れ

 
て
事
だ
よ

 
理
 

あ

合

て
る
よ

 
全
員

ボ
ス
達
に

礼

 
骸
達
は
理
久
兎
達
に
向
か

て

礼
を
し
て
い
た

 
耶
狛

マ
ス

み
ん
な
強
い
の

 
理
 

う

ん
前
の
死
体
達
と
比
べ
る
と

体
も
い
じ

て

 
は
い
る
か
ら
な

人
間
よ
り
か
は
強
い
ん
じ

な

 
い
当
た
り
前
だ
け
ど

 
亜
狛

で
し

う

 
な
お

で

え
ば
バ
イ

ピ

ハ
ザ

ド
の
ネ
メ

ピ

ス
第

態
と
な
ら
骸
達

人
で
な
ら

り
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合
え
る
レ

ル
で
は
あ
る

 
耶
狛

で
も
マ
ス

こ
の
子
達
ど
う
す
る
の

多
分
皆

 
怖
が
る
よ

 
理
 

ん

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
よ

お
前
ら
こ
れ
に
入

 
れ

 
そ
う

い
胸
ポ

ト
に
入

て
い
る
断
罪
神
書
を
こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
く
し
て

と
同
じ
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
に
な
る

す
る
と
骸
達
は
大
き
く
な

た
断
罪
神
書
に
入

て
い
き
全
員
が
入
る

と
元
の
大
き
さ
に

た

 
理
 

こ
れ
で

ら

 
骸
達
の

を

げ
る
と

か
に
そ
こ
に
は
骸
達
の

が

か
れ
て
い
た

 
亜
狛

こ
れ
な
ら
問

な
い
で
す

 
耶
狛

本
当
に
マ
ス

の
本

て

だ

 
黒
 

そ
れ
は
俺
も
思
う
な

 
理
 

そ
い
つ
は
あ
り
が
と
う
な

と
り
あ
え
ず

 
亜
狛
と
耶
狛
は
ま
た
遊
ん
で
お
い
で
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耶
狛

あ

逃
げ
る

 
亜
狛

逃
が
す
か

 
亜
狛
と
耶
狛
は
ま
た
⻤
ご

こ
を
再
開
し
た

そ
し
て

た
自
分
と
黒
は

 
黒
 

け
る
か

 
理
 

そ
う
だ
な
変
に
悪
魔
と
か

さ
れ
て
も

る

 
か
ら
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
黒
は
魔
方

と
そ
れ
の
道

を

け
る
の
だ

た
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第
１
９
９
話
 
後
の
伝
説
を
作
る
者
達

 
骸
達
が
誕
生
し
て
か
ら
約
数
百
年
が

た

そ
ん
な
理
久
兎
は
自
室
で
ソ
フ

に

転
ん

で
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た

 
理
 

 

チ

 
読
書
を
楽
し
ん
で
い
る
と
自
室
の

が
開
き
そ
こ
か
ら
目
の
ア
ク

サ
リ

の
よ
う
な
も
の
を

着
け
て
い
る
少
女
こ
と
古
明
地
さ
と
り
が
入

て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
何
か
良
い
本
は
あ
り
ま
す
か

 
そ
う
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
本
に
し
お
り
を

ん
で
ソ
フ

か
ら
起
き
上
が
る

 
理
 

う

ん

良
い
本
か

 
こ
れ
ま
で
で
本
は
よ
く
読
ん
で
き
た
が
さ
と
り
達
と
暮
ら
す
よ
う
に
な

て
か
ら
更
に
読
書
を

す
る
よ
う
に
な
り
お
互
い
に
本
の

め
合
い
を
し
て
い
た

 
理
 

こ
れ
な
ん
て
ど
う

 

書
室
よ
り
か
は
大
分
小
さ
い
自
室
の
本

か
ら

の
本
を
取
り
出
し
て
さ
と
り
に
渡
す
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さ
と

こ
れ
は

 
理
 

そ
れ
は

か
恋
愛
物
だ

た
な

 
さ
と

れ

恋
愛

 
さ
と
り
は
平
常
を
心
掛
け
て
は
い
る
が
や
は
り
理
久
兎
の
前
で
は
中
々
平
常
を

つ
の
は

し

い
の
か

は
少
し
紅
く
な
る

だ
が
そ
ん
な
こ
と
は
恋
愛
無
知
の
理
久
兎
に
は
分
か
ら
な
い

 
理
 

あ

だ
が
や

り
俺
に
は
恋
愛

は
分
か
ら

 
な
く
て
な
さ

 
頭
を

き
な
が
ら

た
よ
う
に
そ
う

え
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は
そ
の

か
を

き
に
な

た
事

 

て
あ
り
ま
す
か

 
緊

し
な
が
ら
も
さ
と
り
は
理
久
兎
の
恋
愛
に
つ
い
て
よ
う
や
く
聞
け
た
の
だ

本
人
か
ら
し

て
み
ら
ば
い
つ
も
何
気
な
く
心
を
読
め
る
が
理
久
兎
に
は
使
え
な
い

に
結

緊

し
て
い
る
の

だ

そ
し
て
読
者
様
の
予
想
通
り
の

え
が
返

て
き
た

 
理
 

あ

無
い
な

 
さ
と

そ
う
で
す
か

ふ



 第十章 旧都開拓記

 
理
 

ど
う
し
て
さ
と
り
が

と
し
て
る
ん
だ

 
さ
と

い
え

何
も
問

は
な
い
で
す
よ

 
理
 

ま

い

か

あ

そ
う
だ

た

 
さ
と

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ

が
無
く
な
り
そ
う
だ
か
ら
買

て

 
く
る
よ

 
さ
と

そ
う
で
す
か

気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
理
 

あ

そ
れ
じ

行

て
く
る
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
黒
い
フ

ド
つ
き
の
ロ
ン
グ
コ

ト
を
取
り
出
す
と
そ
れ

を
着
て
更
に
フ

ド
を
深
く

て
部

か
ら
出
て
い

た

 
さ
と

チ

ン
ス
は
あ
る
よ

 
さ
と
り
は
密
か
に
そ
う

き

ら
れ
て
い
る
本
を

ト

き

め
る
の
だ

た

 
神
様

動
中

 
理
久
兎
は
い
つ
も
の
地
底
ル

ト
を
通
り
地
上
へ
と
向
か

て
い
る
と

 
黒

あ

理
久
兎
さ
ん
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キ
ス

 

マ
メ
と
キ
ス
メ
の

人
が

の

場
に
座

て
自
分
に
手
を

て
き
た

 
理
 

お

す

人
は
仲
が
良
い
な

 
黒

ア
ハ
ハ
ま

か
に

 
キ
ス
 
コ
ク
ン

 
理
 

仲
良
き
こ
と
美
し
き
か
な

 
黒

ハ
ハ
ハ

か
に
そ
う
か
も

 
キ
ス
 

 
理
 

ま

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
な

そ
れ
と

マ
メ
に

 
い
つ
か
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
が

 
黒

え

何
か
な

 
理
 

い
や
い
つ
か
で
い
い
か
ら
そ
の
時
は
協
力
し
て
く
れ

 
そ
の
分
の

料
も
出
す
か
ら

 
黒

お

そ
の
時
は
協
力
す
る
か
ら
は
ず
ん
で

 
理
 

ハ
ハ
ハ
任
せ
て
お
け

そ
れ
じ

な
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そ
う

い
理
久
兎
は
地
底
の
通

を

け
て
い
く
の
だ

た

 
神
様
再
度

動
中

 
こ
こ
人
里
で
は

日
の
よ
う
に
人
で

わ

て
い
る

て
し
ま
え
ば
妖
怪
は
い
る
に
は
い

る
が
皆
正
体
を

し
て
行
動
し
て
い
る

理
由
は
違
え
ど
自
分
も
ま
た
そ
の

人
だ

 
理
 

あ

え
と

こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
買
う
よ

 

ど

ど
れ
も

れ
た
の
奴
を

 
理
 

そ
れ
で
勘
定
は
こ
れ
で

 

度
の
よ
う
に
金
が
入

た

を
渡
す
と
店
主
は
大
喜
び
と
な
る

 

度
あ
り

お
持
ち
し
ま
す

 
そ
う

い

は

を
運
ん
で
き
て
く
れ
て
そ
の
上
に
買

た

を

せ
て
く
れ
る

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
理
久
兎
は

度
の
よ
う
に

を
運
び
何
時
も
の
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た 
女
性

霊
夢

ど
こ
だ

 
男
性

魔
理

い
た
ら
返
事
し
て
く
れ
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目
の
前
に
紅
を

と
し
て
黒
の
イ
ン
ナ

を
着
て
い
る
⻑

の
女
性
と
白

の

を
か
け

た
男
性
が
目
に

た

す
る
と
そ
の

人
は
自
分
の
も
と
に
近
づ
い
て
く
る
と

 
女
性

そ
こ
の
不
思
議
な
奴

つ
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん

 
だ
が

 
理
 

な
ん
だ

て
お
く
が
誘

と
か
ち

ち
な
事

 
は
し
て
な
い

こ
ん
な
身
な
り
だ
け
ど
な

 
と
は

て
い
る
が
さ
と
り
や
こ
い
し
に
は
た
ま
た
小
町
な
ど
の
一
件
が
あ
る
た
め
信

で
き

な
い

 
男
性

い
や

が
怪
し
い
と
は
思

て
な
い
実
は

子
の

 
女
の
子

人
を
探
し
て
い
る
ん
だ

 
ど
う
や
ら

子
の
捜
索
み
た
い
だ

も
し
か
し
た
ら
何
処
か
で
通
り
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
と

思
い

 
理
 

特

は

 
特

に
つ
い
て
聞
く
と

 
女
性

霊
夢

い
や

人
は
私
と
同
じ
く
ら
い
の
⻑

で
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い
大
き
な
リ
ボ
ン
を
着
け
て
い
る

 
男
性

そ
れ
で
も
う

人
は

の

の

を
し
て
い
て
内

 
気
な
子
な
ん
だ
が

 
そ
う

わ
れ
て

え
る
が
そ
ん
な
特

の
子

は
見
て
は
い
な
い

そ
の
た
め
申
し
訳
な
く
思

い
な
が
ら

 
理
 

す
ま
な
い
が
知
ら
な
い
な

 
女
性

そ
う
か
す
ま
な
い
時
間
を
と
ら
せ
た

 
男
性

す
い
ま
せ
ん

 
理
 

い
や
謝
る
こ
と
じ

な
い
俺
も
悪
か

た
な

 
女
性

す
ま
な
い
な

近

を
あ
た
る

 
そ
う

わ
れ
た

の
男
も
と
き

近
は

い
て

 

近

あ

分
か

た

 

人
は
走

て
人
里
の
何
処
か
へ
と
行

て
し
ま

た

 
理
 

ま

見
つ
か
る
と
良
い
な

 

い
た
自
分
は
何
時
も
の
定

置
の
ポ
イ
ン
ト
へ
と
向
か

た

々
が
生
い

り
何

だ
が
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分
か
ら
な
い
が
魔
力
が
満
ち

れ
て
い
る

皆
は
こ
こ
を
魔
法
の

と
呼
ん
で
い
る
ら
し
い
が

自
分
に
は
関
係
な
い

何
時
も
の
よ
う
に
そ
こ
で
断
罪
神
書
を

げ
て

を
し
ま
う

 
理
 

さ

て
と
後
は
帰
る
だ
け
か
な

 
そ
う

き

か
ら

け
よ
う
と
す
る
と

が
聞
こ
え
て
き
た

そ
の

は

 
少
女

お
⺟
さ

ん

 
少
女

コ

リ
ン

い
た
ら
返
事

も
う
や
だ
よ

 
少
女

か
な
い
で
よ
魔
理

私
だ

て

 
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
き
た
た
め
自
分
は

み
に
入
り
そ
の

の
し
た
方
に
行
く
と

人
の

人
間
の
少
女
達
が

き

れ
て
い
た

だ
が
こ
の

人
を
見
て
理
久
兎
は
ピ
ン

と
き
た
の

だ

何
せ
そ
の
少
女
達
の
特

は
先
程
の
女
性
と
男
性
が

て
い
た
特

そ
の
ま
ま
だ
か
ら
は

の
だ

 
理
 

あ
の
子
ら
か

仕
方
な
い
ま

た
く
送
り

け
て

 
や

 
気
づ
い
て
し
ま

た

き

れ
て
い
る
少
女
達
の

み
が

ん
の
少
し
だ
が
不
自
然
に

れ

た
の
を
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理
 

不
味
い

  
自
分
は
す
ぐ
さ
ま
少
女
達
の
元
へ
と
走
る
と
理
久
兎
か
ら
見
て
不
自
然
に
動
い
た

み
か
ら
人

を
食
う
獣

の
妖
怪
が
少
女
達
目
掛
け
て
大
き
く
口
を
開
け
て
襲
い
か
か

た

 
妖
獣

 
だ
が

人
の
少
女
達
は
怪
我
す
る
こ
と
は
な
か

た

何

な
ら
ば

  
理
 

ぐ

 
理
久
兎
が
前
へ
と

て
入
り
自
分
の

で
そ
の
飛
び

き
を
防
ぎ
代
わ
り
に

み
つ
か
れ
た

か
ら
だ

 
理
 

い
い
加
減

せ
雑

が

 
ブ

 

み
つ
か
れ
て
い
な
い
も
う

方
の

で
妖
怪
の

に
む
か

て
手

し
た

妖
怪
は
そ
れ
く

ら
い

絶
え

の
力
が

み

す

 
理
 

ま

た
く

あ

か

た
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み
つ
か
れ
た

を
見
て
少
し

が

ん
で
い
た
が
何
と
か
な
る
と

え
た

そ
し
て
後
ろ
を

り
返
る
と
少
女
達
は
何

か
分
か
ら
な
い
が
自
分
に
ビ
ビ

て
い
た

  

あ

方
い

た
い

 

の

の
少
女
は
半

な
い
ぐ
ら
い
に
ビ
ビ

て
い
て
今
に
も

き
そ
う
で

い
リ
ボ
ン
の

少
女
は
自
分
を
見
て
恐
怖
し
か

い
て
こ
な
か

た
の
か

え
て
い
た

 
理
 

あ

え

と

ち

 

り
か
ら
殺
気
が

方
に
向
か

て

た
れ
て
い
る
こ
と
に
一

で
感
づ
い
た

ど
う
や
ら
殺

し
た
妖
怪
は

れ
で
行
動
す
る

イ
プ
だ

た
よ
う
だ

 
理
 

お
い

キ
共

 
少
女
達
の
後
ろ
を
向
い
て

を
下
げ
る

 
理
 

く

れ

 

人

へ

 
理
 

い
い
か
ら

死
に
た
く
な
か

た
ら

れ

 
そ
う

わ
れ
た
少
女

人
は
自
分
の

中
に
お
ん
ぶ
さ
れ
る
と
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理
 

し

か
り

ま

て
ろ
よ
も
し

し
た
ら

 
妖
獣

グ

 
理
 

死
ぬ
と
思
え

 

ス

 
妖
獣

イ
ン

 

し
て
襲
い
か
か

て
き
た
妖
怪
の
頭
を
踏
み
台
に
し
て
更
に

し
て

の

へ
と

び

る

だ
が
下
で
は

 
妖
獣

 
妖
獣

 
妖
怪
達
が
う
じ

う
じ

と
現
れ
て

か
ら

へ
と

動
し
て
い
る
自
分
達
を
追
い
か
け
て
来

て
い
た

 
理
 

め
ん
ど
く
さ
い
奴
等
だ
な

 

霊
夢

 

し

か
り

ま

て
魔
理

 
理
 

お
前
ら

少
し

度
を
あ
げ
る
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そ
う

い
更
に
加

し
て
妖
怪
達
を

り
切
ろ
う
と
す
る
が
妖
怪
達
は
ま
だ
あ
き
ら
め
ず
自
分

達
を
追
跡
し
続
け
た

 
理
 

だ

め
ん
ど
く
さ
い
な

 
空
中
で
後
ろ
に

り
向
い
て

に
霊
力
を

め
て

り
あ
げ
る

 
理
 

斬

 
そ
の
霊
力
は

と
な

て
向
か
い
来
る
妖
怪
達
を
切
り

い
た
が
ま
だ
妖
怪
達
は
自
分
達
を
追

跡
し
続
け
る

 
理
 
ち

こ
の
ま
ま
だ
と
人
里
に
行
け
な
い
し
な
し

う

が
な
い
許
し
て
く
れ
よ

 

か
ら
飛
び
降
り
る
と
先
程
か
ら
追
い
か
け
て
い
た
妖
怪
達
が
取
り

む

 
霊
夢

ち

と

何
で

  
少
女
達
は
妖
怪
達
に
取
り

ま
れ

り
が
生
じ
て
い
た

 
理
 

お
前
ら
し

ん
べ
ん

ら
す
な
よ

 
そ
う

う
と
自
身
が

て
る
殺
気
を

出
し
た

輝
夜
姫
の
時
に
使

た
殺
気
と
比
べ
れ
ば
弱
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い
が
妖
怪
達
を
ビ
ビ
ら
せ
る
に
は

分
に

ぎ

ま
さ
れ
た
殺
気
を

 
理
 

お
前
ら
に
告
ぐ

く
失
せ
ろ
さ
も
な
く
ば

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
そ
の
次
の

葉
に
更
に
ド
ス
を
か
け
て

 
理
 

お
前
ら
を

絶
す
る

 
そ
れ
を
聞
い
た
妖
怪
達
は
殺
気
を

さ
え
て

の
中
へ
と
消
え
て
い

た

 
理
 

た
く
よ

こ
の
方
法
あ
ん
ま
し
使
い
た
く
は

 

人
 

 
ど
う
や
ら

人
は
自
分
の
殺
気
で
体
の

え
が

ま
ら
な
い
よ
う
だ

 
理
 

あ

お
前
ら
大
丈
夫
じ

な
い
よ
な

 
霊
夢

べ

別
に
大
丈
夫
だ
し

 

こ

怖
く
な
ん
か

な

な
い
や

 
理
 

そ
う
か

な
ら
人
里
に
送
り

け
る
よ

 
面
白
い
子
達
だ
な
思
い
そ
う

う
と
自
分
は
ま
た

の

へ
と

し
て
人
里
へ
と
向
か
う
の

だ

た

 
神
様
少
女
達

動
中
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人
里
の
入
り
口
に
来
る
と
少
女
達
を
下
ろ
す

す
る
と
入
り
口
か
ら
先
程
の
女
性
と
男
性
が
近

づ
い
て
き
て
い
た

自
分
は
サ

と

れ
て

の
影
に

す
る

 
女
性

霊
夢

お
前
は
何
処
に
行

て
い
た
ん
だ

 
霊
夢

ご

な
さ
い
ご

な
さ
い

 

近

魔
理

も
だ

心

か
け
ち

メ
だ
ろ

 

ご
め
ん
な
い
コ

リ
ン

 
少
女
達
は
先
程
の
女
性
と
男
性
に

き
つ
く

ま
た
生
き
て
会
え
た
こ
と
に

喜
し
た
の
だ
ろ

う

す
る
と
女
性
は

 
女
性

霊
夢

魔
理

お
前
ら
は
何
処
に
い
た
ん
だ

 
と

聞
く
と
少
女
も
と
い
霊
夢
は
そ
れ
に

え
た

 
霊
夢

で
遊
ん
で
た
ら

子
に
な

て
そ
れ
で
妖
怪
に

 
襲
わ
れ
て

 

だ
け
ど
私
達
を
助
け
て
く
れ
た
ん
だ
よ
あ
そ
こ
の

 

あ
れ

 
霊
夢
と
魔
理

は

り
を

す
る
が
理
久
兎
は
い
な
か

た

だ
が
女
性
は

の
影
で
そ
れ
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を
聞
い
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
い
た
の
見
て
く
る

 
女
性

近

霊
夢
と
魔
理

を
少
し
見
て
い
て
く
れ

 

近

分
か

た
よ

 
そ
う

い
女
性
は
自
分
の
い
る

の
中
へ
と
入
り
フ

ド
で

を

し
た
自
分
を
見
つ
め
る

 
女
性

お
前
は
さ

き
の

霊
夢
と
魔
理

を
助
け
て

 
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
理
 

気
に
す
ん
な
よ

俺
は
俺
の
や
る
事
を
や

た

 
だ
け
だ

 
女
性

そ
う
か

 
理
 

あ

俺
は
行
く
よ

俺
に
も
仲
間
が
い
る
か
ら
な

 
そ
う

い
女
性
に

を
向
け
て
歩
き
だ
し
た

す
る
と
女
性
は

 
女
性

な

あ
ん
た

名
前
は

 
名
前
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た
の
だ

自
分
は
立
ち

ま
り
そ
し
て

 
理
 

名

る
名
は
な
い

だ
が
強
い
て

え
ば
親
し
み
を

 
込
め
て

者
そ
れ
で
い
い
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そ
う

い
ま
た
歩
き
始
め
る
と
女
性
は
頭
を
下
げ
て

 
女
性

そ
う
か

あ
り
が
と
う
な

者

 
理
 

は
い
は
い
そ
れ
と
も
う
目
を

す
な
よ

 
ぶ

き
ら
ぼ
う
に
そ
の
一

を

し
て
自
分
は
そ
こ
か
ら
立
ち
去

た
の
だ

た
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第
２
０
０
話
 
外
界
へ

 
少
女
達
を
救

て
約
数
年
ち

い
の
月
日
が
流
れ
理
久
兎
は
今

幻
想
郷
地

の
地
獄

当

者
四
季

姫

マ
ザ
ナ
ド

か
ら
あ
る
依
頼
を
受
け
て
い
た

な
お
後
ろ
に
は
亜
狛
と
耶
狛
が

待
機
し
て
い
た

 
理
 

つ
ま
り
何

か
の

バ
イ
怨
霊
が
地
獄
か
ら
脱
走
し

 
た
と

 

姫

は
い

お

ず
か
し
い

り
で
す
が

 
理
 

へ

で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
す

 
る

て
の
が
普
通
な
ん
じ

な
い
の
か

 

姫

は
い

で
す
が
今
か
ら
数
百
年
前
に
外
で
起
き
た

 
戦
争
で
生
物
達
が
大

に
死
ん
だ
た
め
死
神
達
総
出

 
で

い
て
い
る
も
の
で
し
て

 
理
 

小
町
は

 

姫

あ
の
子
も
そ
れ
な
り
に
は
仕
事
を
し
て
い
る

で
す
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多
分
で
す
が

 
と

て
い
る
が

姫
の

は
や
れ
や
れ
と
い

た

だ

 
理
 

ま

そ
れ
り

恐
ら
く
だ
け
ど

 
か
つ
て
サ
ボ

て
い
る
と
こ
ろ
を
目
の
当
た
り
で
見
て
し
ま

て
い
る
た
め
本
当
に

が
し

に
く
い

 

姫

お

と
話
が
そ
れ
し
ま
い
ま
し
た

大
変
申
し
訳
な

 
い
の
で
す
が
理
久
兎
さ
ん
に
協
力
を
し
て

し
い
と

 
い
う
訳
で
す

 
理
 

ま

俺
は

わ
な
い
が

何

に
俺
な
ん
だ

 

姫

理
久
兎
さ
ん
は
外
の
世
界
の
常

も
知

て
い
ま
す

 
し
何
よ
り
も
ヘ
カ

テ

ア
様
の
ご
指
名
で
す

 
理
 

あ

サ
シ

ツ
の
女
神
か

 

姫

そ
う

え
ば
ヘ
カ

テ

ア
様
に
理
久
兎
さ
ん
の
事

 
を
報
告
し
た
ら
楽
し
そ
う
に
秘
密
と

わ
れ
ま
し
た

 
が
何
か
し
た
ん
で
す
か
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楽
し
そ
う
と

う
の
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
だ
な
昔
の
事
を
思
い
出
し

を

み

し
た
よ

う
な

に
な

て
し
ま
う

 
理
 

昔

海
外
の
神
達
を
半
殺
し
に
し
ち
ま

て
な

 

姫

え

 
亜
狛

ち

あ
の
ク
ソ
な
神
の
せ
い
で

い
目
に
あ

た

 
耶
狛

も
う
行
き
た
く
は
な
い

 

姫

い
い

た
い
何
を
し
た
ん
で
す
か

 

姫
は
何
を
し
た
か
と
問
い
た
だ
し
て
く
る

表
面
は
真

白
な

で
裏
は
真

黒
な
ゲ
ス

な

み
を

か
べ
て

姫
に

 
理
 

姫
ち

ん
知
ら
な
い

う
が

せ

て
事
も
あ
る

 
ん
だ
よ

 

い
た
い
こ
と
は
そ
れ
つ
い
て
は

て

さ
も
な
い
と

と

う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る

そ
れ
を
察
し
た
か

姫
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
追

は

め
た

 

姫

え

え

と
コ

ン

そ
れ
で

け
て
く
だ
さ
る
の

 
で
す
よ
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理
 

あ

そ
の
代
わ
り
俺
の
従
者
と
部
下
を

れ
て
い
く

 
が
問

は
な
い
だ
ろ

一

変
装
は
さ
せ
る
か
ら

 

姫

え

問

は
あ
り
ま
せ
ん
が
報

は

 

姫
が

い
か
け
る
と
サ

と
手
を

姫
の
前
に
出
し

 
理
 

報

と
い
う
か

品
が

し
い

 

姫

品
で
す
か

 
理
 

あ

姫
ち

ん

て

え
ば
分
か
る

 

姫

え

そ
れ
が

し
い
ん
で
す
か

 
理
 

あ

そ
れ
を

な
ん
だ
が

無
理
か

 

姫
は
し
ば
ら
く
無

で
手
を

に
置
い
て

る

そ
し
て
結
論
を
出
し
た

 

姫

い
い
で
し

う

そ
の
代
わ
り

意
で
き
る
の
は
今

 
の
外
の
世
界
で
い
う
ハ
ン
ド

ン
で
す
よ

 
理
 

い

こ
う
に

わ
な
い
そ
れ
で
頼
む

 

姫

で
は
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

知
し
た

亜
狛

耶
狛

動
す
る
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亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

 
亜
狛
と
耶
狛
は
空
間
に

け
目
を
作
る

そ
の
先
の

は
地
霊
殿
の
自
分
の

室
だ

 
理
 

そ
れ
じ

ま
た
な

 
亜
狛

で
は

 
耶
狛

楽
し
み
に
し
て
て

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は

け
目
へ
と
入

て
い

た

そ
う
し
て

日
後
に
地
獄
の
裁
判
所

に
集

た

メ
ン
バ

は
何
時
も
の
よ
う
に
理
久
兎
は

論
だ
が
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
骸
部

隊
が

て
い
た

 

姫

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
を

 
そ
う

い

姫
は
理
久
兎
に
四

の
ハ
ン
ド

ン
を
渡
し
て
き
た

な
お
種

は
コ
ル
ト

バ

メ
ン
ト
１
９
１
１
と
呼
ば
れ
る
物
だ

 
理
 

へ

こ
れ
が

 
理
久
兎
は

く
と
四

の

そ
れ

れ
に
何
か
手
で

く
と

 
理

骸
達
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そ
う

い
理
久
兎
は
四

の

を
骸
達
に
一

ず
つ
投
げ
る

そ
れ
を
骸
達
は
キ

チ
し
て

後
ろ
の
バ

ク

ク
に

を

め
る

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 

姫

い
え
で
も
弾

は

 
理
 

心

な
い
よ

骸
達
の
神
力
で
弾

を

し
て
撃

 
て
る
よ
う
に
な

て
る
か
ら

 

姫

え

そ
ん
な
機
能
は

 
理
 

ま

安
心
し
な
よ

そ
れ
じ

行

て
く
る

 

姫

あ

待

て
く
だ
さ
い

こ
れ
も
持

て
い

て
下

 
さ
い

 

姫
は
ラ
ン

ン
を
理
久
兎
に
渡
す

 
亜
狛

こ
れ
は

 
耶
狛

う

ん
ラ
ン

ン
だ

 
黒
 

ど

か
ら
ど
う
み
て
も
な

 

姫

そ
れ
に
は
特
別
な
術
を

し
て
あ
り
ま
す
の
で
怨
霊
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達
を

す
る
の
に
使

て
く
だ
さ
い

 
黒
 

こ
れ

が
持
つ
ん
だ

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ

 
理
久
兎
は
胸
ポ

ト
か
ら
断
罪
神
書
を

げ
る
と
そ
こ
に
収

し
た

 
亜
狛

成
る
程
そ
れ
な
ら
目
立
ち
ま
せ
ん

 
耶
狛

で
も
マ
ス

私
達
の
服
目
立
た
な
い

 
耶
狛
が

て
い
る
の
は
事
実
だ

何
せ
理
久
兎
の
格

は
い
か
に
も
古
め
か
し
い

そ
れ
で

い
て
亜
狛
と
耶
狛
は

者
と

女
の
コ
ス
プ
レ
に
し
か
見
え
ず
黒
は

執
事
服
な
た
め
問

な

い
が
骸
達
は
黒
の

で
作

た
特

ア

マ

を
来
て
い
て
余
計
に
目
立
つ

 
理
 

あ

服
あ
る
け
ど
着
替
え
る

 
そ
れ
に
は
亜
狛
と
耶
狛
は

く
の
だ

た

そ
う
し
て
数
分
後
に
は
着
替
え
終
わ

た

自
分

の
格

は
白
い
シ

ツ
に
黒
の

ト
を

り

ボ
ン
は

の

ン
ツ

は
そ
の

ま
ま
の
ブ

ツ
を
使

た
格

と
な
り
亜
狛
は
薄
い

の

カ

に
ス
テ
ン
カ
ラ

コ

ト

そ
し
て
黒
ス
キ
ニ

を
着
て
い
て

は
黒
の
ス
ニ

カ

だ

耶
狛
は

の
チ

ク
シ

ツ
と

白
の
⻑
テ

に
に
シ

ト

ン
ツ
を
来
て
少
し
明
る
い

の
ス
ニ

カ

を

き
頭
に
は
ピ
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ン
ク
の

プ
を

て
い
た

 
理
 

こ
れ
な
ら
問

な
い
か

 
黒
 

主
よ
俺
の
分
は

 
理
 

黒
は
そ
の
格

で

分
通
せ
る
か
ら
問

な
い

 
黒
も
自
分
の
服
に
少
し
期
待
し
て
い
た
の
か

が

 
黒
 

 
し

ぼ

ん
と
し
て
い
た

だ
が
気
に
せ
ず

姫
の
方
へ
と

を
向
け
て

 
理
 

さ
て
と
そ
れ
じ

姫
行

て
く
る
よ

 
亜
狛

行

て
き
ま
す

 
耶
狛

行

て
く
る

 
黒
 

は

仕
事
は
こ
な
し
て
く
る

 
骸
達

礼

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は
幻
想
郷
の
外
の
世
界
へ
と
行
く
の
だ

た



 第十一章 もう つの紅魔異変

 
第
十
一
章
 
も
う

つ
の
紅
魔
異
変

 
第
２
０
１
話
 
今
の

う
つ
し
よ

現
世

 
人
で

わ
う
と
あ
る
町
の
一
画
の

地
裏
で
密
か
に

け
目
が
開
か
れ
中
か
ら

人
の
男
女

が
現
れ
た

論
そ
の
正
体
は

 
耶
狛

こ
こ
が
今
の

う
つ
し
よ

現
世

 
亜
狛

自
分
達
が
地
下
に
こ
も

て
い
た
間
で
こ
こ
ま
で

 
発

し
た
ん
で
す

 
黒
 

ま
る
で
魔
界
じ

か

 

人
は
立
ち

ぶ
町
を
見
つ
つ
そ
う
感
じ
て
し
た

な
お
時
は
平
成
が
始
ま

て
約
数
十
年

が

過
し
た
と
思
え
ば
い
い
だ
ろ
う
か

 
理
 

さ
て
と

骸
達
お
前
ら
は

地
裏
を
中
心
に
怨
霊

 
達
を
探
せ
何
か
あ
れ
ば
俺
に
知
ら
せ
ろ
そ
れ
と
決
し
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うつしよ
現世

 
て
そ
の
姿
を
人
間
達
に
見
ら
れ
る
な
よ

 
理
久
兎
が
指

を
出
す
と
骸
達
は

礼
を
し
て

 
骸

イ
エ
ス
ボ
ス

 
骸

お
任
せ
く
だ
さ
い

 
骸

ご
期
待
に
こ
た
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
骸

ア

イ

 
そ
う

え
る
と
骸
達
は
そ
れ

れ

者
の
よ
う
に

し
て
四
方
八
方
に
散
ら
ば

た

 
亜
狛

マ
ス

骸
達
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
理
 

間
に
表
を
歩
か
せ
る
と
注
目
を

び
る
か
ら
な
だ

 
か
ら

は
暗
く
人
の
気
も
な
い

地
裏
を
夜
は
表
を

 
捜
索
さ
せ
る
つ
も
り
だ
よ

 
耶
狛

夜

て
私
達
は
休
み

 
理
 

あ

一

な

ま

何
か
あ
れ
ば
急
行
す
る
け
ど

 
黒
 

な

主
よ
そ
ろ
そ
ろ
表
を
歩
か
な
い
か

 
そ
う

わ
れ
て
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
を
見
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は

を

る
い
黒
は
そ
わ
そ
わ
し
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て
い
た

ど
う
や
ら

く
行
き
た
く
て
興
奮
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
理
 

な
ら
歩
こ
う
か

そ
れ
と
指
輪
は
着
け
て
い
け
よ

 
そ
う

わ
れ
た
亜
狛
耶
狛
そ
し
て
黒
は
そ
れ

れ
変
化
の
指
輪
を
着
け
て
表
へ
と
出
た
の

だ

た

そ
う
し
て
町
を
歩
い
て
い
る
と

 
女
子

あ
の
黒

ト
の
男
の
人
さ
格
良
く

 
な
い

 
女
子

え

私
は
そ
の
後
ろ
の

の

カ

来
て

 
い
る
白

の
男
の
人
が

 
女
子

い
や
い
や

か
け
て
る
執
事
服
も

て
が
た
い
よ

 
う
ん

 
男
性

あ
の
金

の
女
の
子
可
愛
い
な

 
男
性

あ
ん
な
子
を
彼
女
に
し
た
い

 
等
々
理
久
兎
達
が
歩
い
た
後
か
ら
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
ん
な
事
を
聞
い
て
い
た

人
は

 
耶
狛

な
ん
か

る

お
兄
ち

ん
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うつしよ
現世

 
亜
狛

そ

そ
う
だ
な

 
黒
 

俺
に
は
よ
く
分
か
ら
ん
が
な

 
理
 

は

は

は

時
代
の

り
変
わ
り
は
面
白
い
な

 
こ
ん
な

イ
に
格

い
い
な
ん
て

う
子
も
い
る

 
と
は

 
そ
れ
を
聞
い
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は
や
れ
や
れ
と
い

た

れ

を
す
る

そ
う

人

は
さ
と
り
の
気
持
ち
を
知

て
は
い
た

だ
が
そ
れ
は
本
人
の
事
も
あ
る
た
め
理
久
兎
に
は

て
い
る

し
か
し
当
の
本
人
の
理
久
兎
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
全
く
気
づ
い
て
い
な
い

 
理
 

ど
う
し
た

そ
ん
な

れ
な
奴
を
見
る
よ
う
な
目
を

 
し
て
さ

 

人

は

 
無
自
覚
な
理
久
兎
に

人
は
た
め

を

い
て
歩
き
続
け
る
の
だ

た

 
神
様
 
神
使
達

動
中

 
自
分
達
は
し
ば
ら
く
歩
き
回

て
い
る
と
耶
狛
は
あ
る
も
の
に
興
味
を
引
か
れ
た

 
耶
狛

お

マ
ス

こ
の
白
く
て

い
て
る
の
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は
何

 
理
 

あ
れ
は
ソ
フ
ト
ク
リ

ム

て

て

た
く
て

 
い

の
味
が
す
る
食
べ
物
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は

り
の
人
間
に
は
見
え
て
は
い
な
い
が
後
ろ
か
ら
生
え
て
い
る

は

に

い
よ
く

り
続
け
て
い
た

も
う
一
目
見
た
だ
け
で
興
味
あ
り
ま
く
り
な
感
じ
だ

 
理
 

食
べ
る
か

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛

ま

た
く
耶
狛
は

 
黒
 

ま

良
い
じ

か

 
理
 

人
も
食
べ
る

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は
少
し

ず
か
し
が
り
な
が
ら

く
の
だ

た

そ
う
し
て

人
は
ソ

フ
ト
ク
リ

ム
の
売

て
い
る
店
の
前
に
来
る
と

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ
何
味
に
し
ま
す
か

 
そ
れ
を
聞
か
さ
れ
た
理
久
兎

外
の

人
は
メ
ニ

を

い
た

 
理
 

そ
れ
じ

何
味
食
べ
る
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うつしよ
現世

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は
そ
れ

れ
味
を

え
る

 
亜
狛

俺
は

味
で

 
黒
 

俺
は
モ
カ
で

 
耶
狛

私
は
さ

き
の
え

と
バ
ニ
ラ
で

 
理
 

は
い
よ

そ
れ
じ

店
員
さ
ん

人
は
そ
れ
で
俺
は

 
チ

コ
レ

ト
で

 
店
員

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
店
員
は
そ
れ

れ
の
ソ
フ
ト
ク
リ

ム
を
作
る
と
そ
れ

れ
に
渡
す

 
店
員

え

と
お
会
計
は
１
６
０
０

で
す

 
理
 

は
い
そ
れ
じ

こ
れ
で

 
理
久
兎
は
店
員
に

度
の
お
金
を
渡
す
と
理
久
兎
達
は
そ
こ
か
ら
立
ち
去
る

す
る
と
店
員
は

で

 
店
員

ま
た
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 
そ
う

う
の
だ

た
が
理
久
兎
達
に
聞
こ
え
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い

そ
し
て

人

は
初
の
ソ
フ
ト
ク
リ

ム
を
食
べ
る
と



 第十一章 もう つの紅魔異変

 
耶
狛

お
い
し

い

 
亜
狛

昔
食
べ
た
マ
ス

の
宇
治
時

を
思
い
出
し
ま
す

  
黒
 

こ
れ
は
こ
れ
で
美
味
い
な

 
理
 

そ
れ
は
良
か

た
よ

 
そ
う
し
て
食
べ
歩
き
を
し
な
が
ら
町
を
物

し
ま
わ
る
の
だ

た

だ
が
自
分
は

人
が
本

来
の
目
的
を

れ
て
な
い
か
と
不
安
に
な

て
し
ま
う

 
耶
狛

マ
ス

今
度
は
ど
こ
行
く
の

 
耶
狛
は
数
歩
先
の
自
分
の
前
を
後
ろ
歩
き
で
歩
き
な
が
ら
そ
う

て
く
る

ま

楽
し
む
だ

け
楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
く
れ
る
の
な
ら
別
に
良
い
か
と
思

た

そ
し
て
亜
狛
は
あ
ぶ
な
い
事

を
し
て
い
る
耶
狛
に

 
亜
狛

耶
狛
そ
ん
な
事
を
し
て
る
と
人
と
ぶ
つ
か
る

 
耶
狛

平
気

平
気

 
そ
う

た
矢
先
だ

た

耶
狛
は
前
を

り
向
い
た
そ
の

間

 
ド
ス
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うつしよ
現世

 
耶
狛

き

 
耶
狛
は
目
の
前
の

年
に
ぶ
つ
か
り
体
制
を

し
た
が

 

シ

 

年
は

れ
て
い
く
耶
狛
を

ん
だ

そ
れ
は
か
つ
て
自
分
が
豊
姫
に
し
た
事
と
一

だ

た

め
昔
を
懐
か
し
ん
で
し
ま

た

す
る
と

 

年

す
い
ま
せ
ん
余
所
見
を
し
て
い
て

大
丈
夫
で
す

 
か

 

年
は
耶
狛
の
体
制
を
直
す
と
耶
狛
に
頭
を
下
げ
て
謝
罪
を
し
て
き
た

 
耶
狛

私
こ
そ
ご
め
ん
な
さ
い

 
亜
狛

ま

た
く
何
や

て
ん
だ

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 

年

い
え
い
え

も
悪
か

た
の
で
す
か
ら

 
と

年
と
亜
狛
と
耶
狛
と
で
謝

て
い
る
と
ど
ん
ど
ん
先
に
行

て
い
る
黒
は
自
分
達
の
方

を
向
き

 
黒
 

お
前
ら
行
く

 
亜
狛

あ

す
い
ま
せ
ん
そ
れ
で
は
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耶
狛

そ
れ
と
体
制
を
直
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
亜
狛
と
耶
狛
は
お
礼
を

て
黒
の
も
と
へ
と
急
い
だ

や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら
後
ろ
を

く
り
と
歩
い
て
い
る
自
分
と

年
は
す
れ
違

た

そ
の

に

か
に
だ
が
不
思
議
な
霊
力

を

年
か
ら
感
じ

り
向
い
た

 
理
 

あ
の
感
じ
ど
こ
か
で

 
何
処
か
で
感
じ
た
こ
と
の
あ
る
霊
力
を

年
か
ら
感
じ

だ

た
か
と

み

い
て
い
る
と
先

に
行

た
耶
狛
が

 
耶
狛

マ
ス

く

 

 
と

呼
び
掛
け
て
き
た

 
理
 

あ

あ

悪
い

す
ぐ
行
く
よ

 
耶
狛
に

わ
れ
た
自
分
は

で

人
の
元
へ
と
歩
く
の
だ

た

そ
う
し
て
町
を
探
索
し
続

け
て
い
く
と
時
間
は
進
み
夜
へ
変
わ

た

自
分
達

人
は
先
程
の

地
裏
の
積
み

に
座

て
く
つ
ろ
い
で
い
た
が
自
分
は

想
を
し
て

 
理
 
骸
達
に
告
ぐ
集
合
せ
よ

 
と

じ
る
と
上
空
か
ら

体
の

と
が
た

人

の
何
か
が
降

て
く
る

そ
れ
は
自
分
の
使
い
魔
達
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の
骸
達
だ

た

 
理
 

お
前
達
状

は

 
状

を
聞
く
と

体
は
そ
れ

れ
集
め
た
情
報
を
提

す
る

 
骸

南

方
面
の
駅
で
黒
い
何
か
が
目
撃
さ
れ
た
と

う

 

あ
り
ま
し
た

 
骸

私
も
聞
き
ま
し
た

そ
れ
だ
け
で
す

 
骸

俺
は
も
う
ち

い
先
の

品
所
で
何
か
不
気
味
な

 
い

が
聞
こ
え
た
と
か
聞
い
た

 
骸

俺
も
そ
の

を
聞
い
た

か
人
間
に
は

て
も

つ

 
か
な
い

だ

た
と
か
す
ま
な
い
が
そ
れ
し
か
仕
入

 
れ
ら
れ
な
か

た

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
亜
狛
に
あ
る
こ
と
を

る

 
理
 

な

亜
狛

か
逃
げ
出
し
た
怨
霊
の
数
は

 
つ
だ

た

け
か

 
亜
狛

か

体
逃
げ
出
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
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な
お

体
と
聞
い
て

そ
ん
な
数
じ

と
思

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
怨
霊
達

は
た
だ
の
怨
霊
で
は
な
く
過
去
に

犯
罪
を
犯
し
な
お
か
つ
怨

が
普
通
よ
り
強
い
怨
霊
達
だ

し
に
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た

 
理
 

お
前
ら
に
指

を
出
す
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
骸

と

 
骸

は
南

の
方
面
の
駅
へ
行
け
俺
と
黒
そ
し
て
骸

 

と
骸

と
で
こ
こ
か
ら
近
い

品
所
に
向
か
う

 

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛

耶
狛

黒
そ
し
て
骸
達
は

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

分
か

た
よ
マ
ス

 
骸

お
任
せ
を

 
骸

ボ
ス
の
命
令
を
実
行
し
ま
す

 
黒
 

分
か

た
主
に

い
て
行
く

 
骸

イ
エ
ス
ボ
ス

 
骸

知
し
ま
し
た

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
骸

と
骸

は

け
目
へ
と
入

て
行
き
自
分
と
黒
そ
し
て
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現世

骸

と
骸

で

品
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た
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第
２
０
２
話
 
怨
霊
退
治

 
理
久
兎
と
黒

そ
し
て
骸

骸

は
真

暗
な
が
ら
も
明
か
り
に

ら
さ
れ
る
道
を
走
り
な

が
ら

品
所
へ
と
向
か

た

 
理
 

こ
こ
が

品
所
か

 

で
少
し
明
る
い
夜
の

ろ
暗
い
闇
の
空
間
に
一
体
の
何
か
が

遊
し
て
い
る

そ
れ
は
理

久
兎
達
が
探
し
て
い
た
地
獄
か
ら
逃
げ
出
し
た
怨
霊
の

体
だ

 
黒
 

主
よ
す
ぐ
に

け
る

 
そ
う

い
黒
は

に

ら
さ
れ
た
影
を

に
集
中
し
て
一
本
の
⻑
い

を
作
り
上
げ
る

 
黒
 

行
く

骸
共

 
骸

イ
エ
ス

 
骸

分
か
り
ま
し
た

 
黒
と
骸
達
は
勇

に
怨
霊
へ
と
突
撃
し
た
が

 
ふ
わ

ふ
わ

 
怨
霊
は

ら

ら
と

遊
し
な
が
ら
黒
の

撃
と
骸
達
の

撃
を
す
ら
す
ら
と

け
て
く



 第２０２話 怨霊退治

 
骸

 
骸

 
黒
 

ち

 
ブ

ン

 
⻑

で

り

う
が

 
悪
霊

シ
シ

 
怨
霊
は
嫌
な

い
方
を
し
て
黒
や
骸
達
を

た

 
黒
 

こ

こ
の

影

 
そ
う

い
黒
は

に

ら
さ
れ
た
自
身
の
影
を

い
て
無
数
の
影
で
怨
霊
へ
と

撃
し
た

間
だ

た

 

チ
ン

 
あ
り

な
い
こ
と
に

に
な

た
の
か

頭
の
光
が
消
え
た

す
る
と
黒
が
作

た
無
数
の

影
の

は
消
え
て
な
く
な

た

 
黒
 

な

 
怨
霊

シ
シ
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怨
霊
は
黒
の

撃
失
敗
を

て
い
た
そ
の

を
見
て
闇
に

れ
一

で
近
づ
き

 

シ

 
怨
霊
 

 
怨
霊
を

ん
だ

怨
霊
は
逃
げ
よ
う
と
必
死
に

う
が
自
分
の

力
に
勝
て
な
い
の
か

け
出

せ
れ
な
い
み
た
い
だ

 
理
 

お
前
ら
こ
ん
な
雑

で
い
ち
い
ち
切
れ
る
な
そ
れ
だ

 
と
良
知
が
明
か
な
い

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と
そ
の
怨
霊
を
断
罪
神
書
へ
と
幽
閉
し
た

 
黒
 

す

す
ま
な
い

 
骸

す
い
ま
せ
ん

 
骸

サ

ン

 

人
は
理
久
兎
に
謝
罪
を
し
て
い
る
と
頭
の
中
に

が

い
た

 
亜
狛
マ
ス

こ
ち
ら
は
終
わ
り
ま
し
た

 
耶
狛
終
わ

た
よ

 
脳
内

話
で
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

に

み

か
べ
て
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理
 
な
ら
元
の

置
へ

て
き
て
く
れ

り
の
怨
霊
を

探
そ
う

 
亜
狛
了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛
ウ

ス

 
そ
れ
を
聞
く
と
亜
狛
と
耶
狛
の

が

か
な
く
な

た

 
理
 

そ
れ
じ

行
く
よ

 
そ
う

い

人
は
元
の

置
へ
と
帰

て
い

た

 
神
様
従
者

動
中

 
理
久
兎
達

人
が
帰
る
と
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
骸

骸

が
待

て
い
た

そ
れ
に
耶
狛

が
持

て
い
る
ラ
ン

ン
の
中
で
怨
霊
が

い
て
い
た

 
理
 

お

れ
さ
ま

 
亜
狛

お

れ
さ
ま
で
す
マ
ス

 
耶
狛

そ

ち
は
ど
う
だ

た
の

 
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
断
罪
神
書
に
新
し
く

幽

閉
記
載
し
た
怨
霊
を
見
せ
る

 
亜
狛

や

り
マ
ス

は
流

で
す
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耶
狛

う
ん
黒

は
も
う
少
し
頑

ろ
う

 
黒
 

あ

 
理
 

さ
て
と
あ
と

り
は

体
か

 
亜
狛

え

そ
れ
が
終
わ
り
次
第

く
帰
る
か

 
理
久
兎
が
そ
う

た
時
だ

た
断
罪
神
書
か
ら
光
が

れ
だ
し
と
あ
る

が

開
さ
れ

た

そ
こ
に
は
今
回
の
依
頼
主
の
四
季

姫
が

て
い
た

 

姫

理
久
兎
さ
ん
依
頼
の
方
は

調
で
す
か

 
理
 

あ

体
の
内

は

し
た

 
そ
れ
を
聞
い
た

姫
は
喜
び
の

を
見
せ
た

 

姫

そ
う
で
す
か

そ
れ
は
良
い
結
果
で
す

 
理
 

あ

後
は

り

体
何
だ
が

 
理
久
兎
が
そ
れ
を

い
か
け
た

間
だ

た

姫
は
理
久
兎
達
に

 

姫

実
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

方
に
か
け
さ

 
せ
て
も
ら

た
次
第
な
ん
で
す

 
亜
狛

ど
う

う
こ
と
で
す
か
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姫

実
は
そ
の
内
の

対
の
反

が
先
程
の
現
れ
た
の
で

 
す
が

 
耶
狛

で
す
が

 

姫

目

が
消
失
し
ま
し
た

お
そ
ら
く
存

を
消
さ

 
れ
ま
し
た

 
理
 

お
い
お
い
マ

か
よ

 
そ
れ
を
聞
き

い
た

今
の
現
世
に
怨
霊
を
狩
れ
る
奴
が
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た
か
ら

だ

そ
れ
が
幻
想
郷
ま
た
は
地
獄
だ
と
か
か
ら
の
使
者
な
ら
話
は
別
だ
が
そ
ん
な
こ
と
は
ま
ず
な

い

つ
ま
り
こ
の
現
世
に
は
怨
霊
を
狩
れ
る
力
を
持
つ
者
が
い
る
こ
と
に

い
て
し
ま

た
の

だ 
理
 

ま
さ
か
怨
霊
を
狩
れ
る
奴
が
い
る
と
は
な

 

姫

え

い
た
こ
と
に
で
す

そ
ん
な
訳
で
理
久
兎

 
さ
ん
達
は

方
に
帰

て
き
て
く
だ
さ

て
大
丈
夫

 
で
す
よ

 
理
 

分
か

た
な
ら
す
ぐ
に
帰
る
よ
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姫

お
帰
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 
そ
う

い
終
わ
る
と

姫
が

て
い
た

は
プ
ツ
ン
と
い
う

を
起
て
て
消
え
た

 
理
 

て
な
訳
だ
お
前
ら
は
撤
収
す
る

 
亜
狛

で
も
マ
ス

こ
の

学
が
発

し
た
現
世
で
悪
霊

 
を
狩
れ
る
者
等
は
い
る
の
で
し

う
か

 
理
 

さ

な

だ
け
ど
実

に
狩

た
奴
は
い
た
ん
だ

 
も
し
か
し
た
ら
い
る
の
か
も
な

 
耶
狛

マ
ス

ゲ

ト

ぐ

 
理
 

あ

い
で
く
れ

 
亜
狛

な
ら
や
る
よ
耶
狛

 
亜
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 

人
は
そ
の

葉
と

に

け
目
を
作
り
出
す

 
理
 

行
く

 
そ
う

う
と
黒
か
ら
骸
達
そ
し
て
理
久
兎
が
入
り
亜
狛
と
耶
狛
が
入

て

け
目
が
消
え
た

 
神
様

従
者
達

動
中
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依
頼
主
の

姫
の
前
に

け
目
を
造
り
自
分
達
は
そ
こ
か
ら
現
れ
る
と
真

先
に
そ
こ
に

た
光

は
小
町
が
Ｓ

を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
光

だ

た

お
そ
ら
く
ま
た
サ
ボ

た
の

だ
ろ
う

 
理
 

よ

姫
ち

ん

 
耶
狛

た
だ
い
ま
ん
す

 
亜
狛

た
だ
い
ま

り
ま
し
た

 
黒
 

帰

た

 

姫

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
理
久
兎
さ
ん

 

人
が

う
と

姫
は
に
こ
や
か
な

で
出
迎
え
た

 
理
 

そ
れ
じ

姫
ち

ん
怨
霊
達
は
ど
う
す
る

 

姫

そ
れ
な
ら

小
町

 

姫
が
正
座
し
て
い
る
小
町
を
呼
ぶ
と
小
町
は

い
を

か
べ
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る

 
小
町

い
や

理
久
兎
さ
ん
方
お
か
え
り
な
さ
い

 
理
 

小
町

お
前
は
ま
た
や
ら
か
し
た
の
か

 

姫

理
久
兎
さ
ん
も
何
か

て
く
れ
ま
せ
ん
か
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小
町

え

 

姫
の
一

は
小
町
を

か
せ
た

何
せ
自
分
よ
り
遥
か
に

が
高
い
神
だ
と
今
も
な
お

さ
れ
て
い
る
の
か
結

び
び

て
も
い
た

そ
こ
ま
で
ビ
ビ
ら
な
く
て
も
と
思
い
つ
つ
し
て
口
を

開
き

 
理
 

小
町
サ
ボ
る
の
さ

わ
な
い
が
仕
事
は
し
ろ
よ

 

姫

理
久
兎
さ
ん

 
小
町

 
理
久
兎
が
叱
る
の
か
と
思
い
き
や
叱
ら
ず

に
サ
ボ
れ
と

わ
れ
れ
ば

姫
も

く
が
何
よ
り

も
叱
ら
れ
る
と
思

て
い
た
小
町
で
す
ら
口
が
ポ

カ
リ
と
開
い
て
い
た
の
だ

 
理
 

俺
が

い
た
い
の
は
仕
事
も
大
切
だ
か
ら
や
る
だ
け

 
や

て
少
し
休
む
そ
れ
が
良
い
仕
事
を
す
る
秘

 
て
こ
と
さ

 
小
町

り

理
久
兎
さ
ん
あ
ん
た
に
は
負
け
る
よ

 
理
 

ま

あ
ま
り
サ
ボ
り
す
ぎ
る
と

 

の

き
出
た

り

を
見
せ
る
と
小
町
は
若

ビ
ビ
り
シ

ン
と
な
る
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小
町

気
を

け
ま
す

 
理
 

よ
ろ
し
い
そ
れ
じ

小
町
こ
い
つ
ら
は
任
せ
る
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
怨
霊
を
解

さ
せ
て
小
町
に
引
き
渡
し
た

耶
狛
も
怨
霊

を

ら
え
て
い
る
ラ
ン

ン
を
渡
し
た

 
小
町

そ
れ
じ

こ
い
つ
ら

任
も

て

け
て
お
く
よ

 
そ
れ
じ

姫
様
私
は
こ
れ
に
て

 
そ
う

い
小
町
は

ら
え
た
怨
霊
を

れ
て
い
き
な
が
ら
部

か
ら
出
て
い

た

 

姫

理
久
兎
さ
ん

小
町
に
そ
ん
な
事
を

た
ら
つ

 
け
上
が
り
ま
す
よ

 
理
 

そ
ん
時
は
俺
ら
で
何
と
か
す
る
さ

 
耶
狛

う
ん

小
町
ち

ん
良
い
反

し
て
く
れ
る
か
ら
楽

 
し
い
ん
だ
よ

 
亜
狛

小
町
さ
ん
で
遊
ぶ
な

て

 
黒
 

下
手
し
た
ら
耶
狛
が
お

か

 
理
 

さ
て
と
そ
ん
じ

俺
ら
は
帰
る
よ

さ
と
り
達
が
待
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て
る
か
ら
な

亜
狛

耶
狛

地
霊
殿
ま
で
頼
む

 
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
よ

 
耶
狛

オ

 
そ
う

い

人
は
定
番
の
よ
う
に
ゲ

ト
を
開
け
た

 
理
 

そ
ん
じ

な

 
耶
狛

さ
よ
な
ラ
イ
オ
ン

 
亜
狛

し

か
り

を
し
ろ

て

 
黒
 

あ
ば
よ

 

人
は

け
目
に
入
り
そ
し
て

け
目
は
消
え
た

た

姫
は
た
だ

え
て
い
た

 

姫

し
か
し
怨
霊
を
狩

た
の
は
い

た
い

 

姫
そ
の

葉
は

空
へ
と
消
え
る
だ
け
だ

た

 
神
様
 
従
者
達

動
中

 
自
分
達
は
何
と
か
地
霊
殿
へ
と
帰
り
門
を
開
け
る
と

へ
と
続
く

か
ら
お
空
が
飛
び

降
り
て
耶
狛
に

き
つ
い
て
き
た
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お
空

お
⺟
さ
ん
お
帰
り

 
耶
狛

わ

と
と
た
だ
い
ま
お
空

 
耶
狛
は
何
と
か

で
踏
ん

て
お
空
を
ハ
グ
し
た

す
る
と

の

の
部

が
開
い
て

そ
こ
か
ら
お

も
現
れ
る

 
お

お
帰
り
な
さ
い
父
さ
ん

 
亜
狛

あ

た
だ
い
ま

 
お

は
亜
狛
に
お
帰
り
と

う
と
亜
狛
は
若

れ

く

え
る

 
黒
 

お
前
ら
は
人
気
だ
な

 
黒
が
や
れ
や
れ
と
い

た
表
情
で
見
て
い
る
と
後
ろ
か
ら
突
然

か
が

中
に

か

て
き

た 
黒
 

な

な
ん
だ

 
こ
い

え
へ
へ
黒
お
兄
ち

ん
一

に
遊
ぼ

 

か

て
き
た
の
は
古
明
地
こ
い
し
だ

た

無
意

を

る
た
め
黒
も
時
々
分
か
ら
な
く

な

て
し
ま
う
た
め
反

が

た
よ
う
だ

 
黒
 

た
く

し

う
が

な
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こ
い

わ

い

 
黒
は
こ
い
し
を
お
ぶ

て
外
へ
と
出
て
い

た

 
理
 

元
気
が
良
い
な
こ
い
し
ち

ん
は

 
理
久
兎
が
元
気
な
こ
い
し
の
姿
を
見
て

ん
で
い
る
と

か
ら
ま
た

か
が
降
り
て
き

た

そ
れ
は
こ
い
し
の
姉
の
古
明
地
さ
と
り
だ

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い

 
理
 

た
だ
い
ま

 
さ
と

や
け
に

か

た
で
す

 
理
 

ま

々
と
あ

て
な
飯
は
食
べ
た
か

 
さ
と

い
い
え
ま
だ
で
す

 
理
 

な
ら
飯
を
作

て
く
る
よ

 
さ
と

お
待
ち
し
て
い
ま
す

 
そ
う

て
自
分
は
厨
房
へ
と
行
き
料
理
を
作
り
始
め
る
の
だ

た



 第２０３話 弾幕ごっこが流行りそうです

 
第
２
０
３
話
 
弾
幕
ご

こ
が
流
行
り
そ
う
で
す

 
理
久
兎
達
が
外
の
世
界
ま
で
行
き
怨
霊
を

し
て
か
ら

日
後
の
事
だ

た

 
理
 

う

は

 
何
時
も
の
よ
う
に
自
室
で
読
書
に

て
い
た

そ
ん
な
最
中
読
書
を
し
つ
つ
こ
う
思

て
い

た 
理
 

だ

 
そ
う

だ

た
の
だ

姫
へ
と
提
出
す
る
今
月
分
の
書

も
全
て

け
や
る
の
は

々
近

報
告
書
の
み
と
き
た

し
か
も
そ
れ
も
も
う
終
わ

て
し
ま

て
い
る
た
め

り
の
報
告
も
ま

だ
や
る
日
で
は
な
い
た
め
や
る
こ
と
が
無
さ
す
ぎ
る
の
だ

 
理
 

何
か
面
白
い
こ
と
は
な
い
か
な

 
そ
ん
な
時
だ

た

部

の

が
開
か
れ

子
を

て
ニ
コ
ニ
コ
と

て
い
る
少
女
こ
い

し
が
入

て
き
た

 
理
 

ん

こ
い
し
ち

ん
ど
う
か
し
た

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん

弾
幕
ご

こ
し
よ
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う
よ

 
理
 

弾
幕

ご

こ

 
突
然
の
こ
と
過
ぎ
て
ど
う
反

す
れ
ば
良
い
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

そ
れ
に
弾
幕
ご

こ

と
い
う
物
は
生
ま
れ
て
き
て
初
め
て
聞
い
た
の
だ

ま
さ
か

弾
の
乱

で
も
す
る
の
か
と
も

え
て
し
ま

た
た
め
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い

 
こ
い

う
ん

と
り
あ
え
ず
理
久
兎
お
兄
ち

ん
つ
い
て
き

 
て
よ

 
理
 

ハ
ハ

分
か

た
よ

 

だ

た
た
め

度
良
い
気
晴
ら
し
に
も
な
り
そ
う
な
た
め
本
を

に
置
い
て

子
か
ら
立
ち

上
が
り
こ
い
し
の
後
に
つ
い
て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
こ
い
し
に
つ
い
て
い
く
が
ま
ま
家
の

関
前
ま
で
や

て
来
た

そ
こ
に
は
亜
狛
や
耶
狛
そ
し
て
黒
は

論
の
事
だ
が

に
も
さ
と
り

や
空
に
お

も
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
も
こ
い
し
に
呼
ば
れ
た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

皆
も
か

 
亜
狛

え

か
弾
幕
ご

こ
な
る
も
の
を
や
ろ
う
と
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耶
狛

う
ん

私
達
も
そ
う
聞
い
た
よ

お
空

お

 
ち

ん

 
お
空

う
に

 
お

え

あ
た
い
も
そ
う
聞
き
ま
し
た

 
黒
 

そ
れ
で
こ
い
し
そ
の
弾
幕
ご

こ

て
の
は
何
だ

 
黒
は
目
の
前
で
ニ
コ
ニ
コ
と

て
い
る
こ
い
し
に

問
す
る
と
こ
い
し
は
そ
れ
に
た
い
し

て 
こ
い

今
か
ら
そ
の
弾
幕
ご

こ
に
つ
い
て
教
え
る

弾
幕

 
ご

こ

て

う
の
は
こ
ん
な
感
じ
で

 
こ
い
し
は
自
身
の
妖
力
を
使

て

と
り
ど
り
の
妖
力
玉
を

り
に

開
さ
せ
た

そ
れ
は
理

久
兎
達
か
ら
見
て
も
美
し
い
と
感
じ
ら
れ
る

ど
だ

た

 
耶
狛

綺

 
亜
狛

り
が
薄
暗
い
か
ら

更
に
な

 
黒
 

 
お

綺

だ

お
空
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空
 

と

て
も
綺

 
理
 

へ

こ
い
し
ち

ん
何
処
で
そ
ん
な
遊
び
を
見
つ

 
け
て
き
た
の

 
こ
い

う

ん
と
地
上
で
人
間
と
妖
怪
と
か
が
そ
の
弾
幕
ご

 

こ

て
い
う
の
を
使

て
遊
び
な
が
ら
決
闘
す
る

 
ん
だ

て
耶
狛
お
姉
ち

ん
み
た
い
な
服
の
人
間
が

 
話
し
て
た
の

 
理
 

女
服
の
人
間
か

 
今
か
ら
数
十
年
前
に
出
会

た

女
を
思
い
出
し
た

自
分
の

え
で
は
お
そ
ら
く
そ
の
人
し

か
い
な
い
だ
ろ
う
と
思

た

す
る
と

り

ん
で
い
る
自
分
に
さ
と
り
が

を
か
け
て
き
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

あ

悪
い

悪
い

そ
れ
で
こ
い
し
ち

ん

 
そ
の
遊
び
の
ル

ル
は

 
こ
い

え

と

ル

ル
は
美
し
く
戦
う
事
が
ル

ル
だ

 
た
か
な

そ
れ
で

美
し
く
な
い
戦
い
は
禁

て



 第２０３話 弾幕ごっこが流行りそうです

 
の
と

手
の
弾
幕
に
当
た

ち

メ

て
の
も
ル

 

ル
だ

 
さ
と

つ
ま
り
殺
生
は
し
て
は
い
け
い
な
い

て
事
で
良
い

 
の
か
し
ら

 
こ
い

う
ん

そ
れ
と
戦

て
る
最
中
は

 
こ
い
し
は
ポ

ト
か
ら

の

が

か
れ
て
い
る
紙
を
取
り
出
し
そ
れ
を

げ
る
と

 
こ
い

本
能
 
イ
ド
の
解

 
こ
い
し
の
そ
の

葉
と
共
に
そ
の
紙
か
ら
無
数
の
ハ

ト
の
弾
幕
が
飛
び
交

た

 
こ
い

こ
ん
な
感
じ
に
ス

ル
カ

ド

て

う
の
を
使

 
て
技
を
出
せ
る
だ
よ

 
理
 

へ

中
々
面
白
そ
う
だ

 
理
久
兎
は
こ
い
し
か
ら

た
れ
た
無
数
の
ハ

ト
の
弾
幕
を

め
つ
つ

え
る
と

 
黒
 

な

こ
い
し

武

と
か
の
使

に
つ
い
て
ど
う
何

 
だ

 
こ
い

え

と

り
だ
よ

た
だ
美
し
く
戦
う
の
が
大
事
だ
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か
ら

 
理
 

そ
れ
で
こ
い
し
ち

ん
そ
の
ス

ル
カ

ド

て
ど

 
う
や

て
作
る
ん
だ

 
理
久
兎
は

本
的
に
大
事
な
ス

ル
カ

ド
の
作
り
方
に
つ
い
て
聞
く
と

 
こ
い

簡
単
だ
よ

切

た
紙
に
ど
ん
な
弾
幕
を
撃
つ
か
イ

 
メ

さ
せ
な
が
ら
妖
力
を
注
ぎ
込
ん
で
完
成

て

 
感
じ
か
な

 
理
 

そ
れ
は
霊
力
と
か
魔
力
は
た
ま
た
神
力
で
も
可
能

 
て
感
じ
か
な

 
こ
い

た
ぶ
ん

 
理
 

ふ

ん
な
ら

だ
か
ら
皆
で
作

て
遊
ん
で
み

 
よ
う
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
こ
い
し
と
耶
狛
そ
し
て
お
空
に
お

は
嬉
し
そ
う
に
し
な
が
ら

 
耶
狛

成

 
お
空

空
も
作
る
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お

ど
ん
な
感
じ
に
な
る
か
楽
し
み
だ

 
こ
う

わ

い
皆
と
遊
べ
る

 
そ
ん
な
光

を

め
な
が
ら
亜
狛
と
黒
は

 
亜
狛

黒
さ
ん

ら
も
作
り
ま
せ
ん
か

 
黒
 

俺
に
出
来
る
か

美
し
く
と
か
な

 
そ
う

き
つ
つ

人
も
ス

ル
カ

ド
を
作
成
し
出
し
た

 
理
 

さ
と
り

一

に
作
ら
な
い

 
さ
と

へ

い

良
い
で
す
よ
私
で
良
け
れ
ば

 
理
 

な
ら
作
ろ

か

 
そ
う
し
て
各
自
は
自
分
に
合

た
ス

ル
カ

ド
を
作
る
の
だ

た

 
神
様

従
者
達

少
女
達
 
ス

ル
作
成
中

 
数
分
後
の
作

後
各
々
の

え
た
ス

ル
カ

ド
が
完
成
し
た

 
こ
い

そ
れ
じ

皆
で
弾
幕
ご

こ
し
よ
う

か

調
度

 

人
だ
し
各
自
で

ア
を
決
め
て
そ
の

ア
と
弾
幕

 
ご

こ
を
楽
し
も
う
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こ
い
し
の

葉
で
そ
れ

れ
の

ア
が
決
ま

て
い
く

 
亜
狛

耶
狛

そ
ろ
そ
ろ
因
縁
の
決
着
を
つ
け
る
か

 
耶
狛

ふ

ふ

ふ

負
け
な
い
よ
お
兄
ち

ん

 

ア

つ
目
は
読
者
様
の
予
想
通
り
亜
狛

耶
狛
と
な
り

 
お

お
父
さ
ん
頑

て

 
お
空

お
⺟
さ
ん

頑

 

人
が
そ
う

う
と
お
互
い
目
と
目
を
見
つ
め
合
う
と

 
お

お
父
さ
ん
の
代
理
と
し
て
お
空
の

手
を
あ
た
い
が

 
し
て
あ
げ
る
よ

 
お
空

勝
つ
の
は
お
⺟
さ
ん
だ
よ

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
の
代
理

的
な
感
じ
と
な
り

つ
目
の

ア
は
お
空

お

と
な
る

 
黒
 

あ
い
つ
ら
元
気
だ
な

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん
の

手
は
私
が
す
る
よ

 
黒
 

な
ら
こ
い
し
の

手
は
俺
が
し
て
や
る
よ

 

つ
目
の

ア
は
こ
い
し
と
黒
と
な

た

そ
し
て
最
後
に

た
自
分
と
さ
と
り
は
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理
 

な
ら
さ
と
り
お

手
お
願
い
で
き
る
か
い

 
さ
と

え

喜
ん
で

 
そ
う
し
て
最
後
の

ア
は
理
久
兎

さ
と
り
と
な

た
の
だ

た
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第
２
０
４
話
 
初
の
弾
幕
ご

こ

 
い
つ
も
は
薄
暗
い
地
底
だ
が
今
回
は
綺

な
星
が
見
え
ぬ
地
底
に

と
り
ど
り
の
弾
幕
が
飛
び

交
い
輝
い
て
い
た

そ
れ
は
見
る
者
の
目
を

け
に
す
る

そ
ん
な
中
皆
の
弾
幕
を
見
て
い

て
こ
う
思

て
い
た

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
そ
れ
に
黒
は
い
つ
の
間
に
飛
べ
る
よ
う

 
に
な

て
ん
だ

 
そ
う
亜
狛
と
耶
狛
が
飛
び
な
が
ら
弾
幕
を
撃
ち
合

て
い
る
の
だ

し
ま
い
に
は
黒
や
こ
い
し

も
飛
び
は
た
ま
た
お

や
お
空
ま
で
も
が
飛
ん
で
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
久
兎
は
さ
と
り
に
呼
ば
れ
そ

ち
の
方
を
向
く
と
さ
と
り
ま
で
も
が
体
を

か
せ
飛
ん
で
い

た 
理
 

な

さ
と
り
達
は
何
時
か
ら
飛
べ
る
よ
う
に
な

 

た
ん
だ

 
さ
と

さ

始
ま
り
は
こ
い
し
か
ら
で
し
た

そ
こ
か
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ら

々
な
妖
怪
達
が
飛
び
交
う
事
が
出
来
る
よ
う
に

 
な

た
の
で

 
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
の
内
心
は
た
だ
一

で

む

葉
が
思
い

い
た

 
理
 
俺

て

ま
さ
か
時
代

れ

 
た
だ
そ
う
感
じ
る
し
か
な
か

た

自
分
の
従
者
達
で
す
ら
飛
べ
る
よ
う
に
な

て
い
る
の
に

対
し
て
自
分
は
そ
ん
な
簡
単
に
は
飛
べ
な
い
の
だ
か
ら

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

理
久
兎
さ
ん
も
飛
び
ま
し

う

 
理
 

え

あ

さ
と
り

飛
び
方

て
ど
う
や
る
の

 
か
な

 
さ
と

え

え

と

と
り
あ
え
ず
は
体
を

か
せ
る

 
イ
メ

で
で
す
か

 
ア
ド
バ
イ
ス
を

い

頭
で
イ
メ

す
る

す
る
の
だ
が

 
理
 

飛
べ
な
い
な

 
さ
と

 
も
う
こ
れ
に
は
さ
と
り
も

る
し
か
出
来
な
か

た

仕
方
な
い
た
め
魔
法
を
唱
え
る
こ
と
に
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し
た

 
理
 

も
う
い
い
や
エ
ア
ビ
デ

 
そ
う

う
と
自
分
の

に
風
が

い
理
久
兎
は
体
を

か
せ
飛
ん
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
飛
べ
る
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

俺
の
場
合
は
こ
う
で
も
し
な
い
と
飛
べ
な
い
の

 

人
は
お
互
い
を
見
合
い

う
と

 
理
 

そ
れ
じ

始
め
よ
う
か

 
さ
と

え

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
り
さ
と
り
は
無
数
の
妖
力
で
作
り
上
げ
た
弾
幕
を

開
さ
せ
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
ん
な
ん
じ

当
た
ら
な
い
よ

 
さ
と
り
か
ら
無
数
に

開
さ
れ
る
弾
幕
を

け
つ
つ
そ
の
弾
幕
を

め
自
分
も
弾
幕
を
撃
ち
だ

す 
さ
と

く

 
撃
ち
だ
さ
れ
る
弾
幕
を
自
分
を
真

し
て
い
る
の
か
み
よ
う
見
ま

で

け
る

が
見
ら
れ
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た 
理
 

さ
と
り
ら
し
い
方
法
で

け
る

 
さ
と

え

観
察
力
は
負
け
る
気
が
し
な
い
の
で

 
そ
う

い
さ
と
り
は
ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
し
て

 
さ
と

想
起
 
恐
怖
催
眠
術

 
そ
の
ス

ル
カ

ド
が
発
動
す
る
と
さ
と
り
を

後
に

上
の
弾
幕
が
現
れ
る
と
そ
れ
を
中

心
に
無
数
の

弾
が

た
れ
更
に
そ
こ
か
ら
大
弾
が

を

か
き
な
が
ら
撃
ち
だ
さ
れ
る

更
に

レ

ザ

弾
幕
が
大
弾
と
は

に

を

か
き
な
が
ら

た
れ
る

そ
れ
は
さ
と
り
の
特

と

も

え
る
目
を
表
し
て
い
た

 
理
 

お

と

 
理
久
兎
は
無
数
に

た
れ
る

弾
を
回

し
そ
し
て

を

か
き
な
が
ら

た
れ
る
レ

ザ

を

け
そ
こ
に
追
い
討
ち
を
し
か
け
る
か
の
よ
う
に
撃
ち
だ
さ
れ
る
大
弾
を

リ

リ
で
回

す

る 
さ
と

や
り
ま
す

 
理
 

伊
達
に
⻑
生
き
は
し
て
な
い
よ
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ポ

ト
か
ら
さ
と
り
が
出
し
た
も
の
と
同
じ
ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
し
て

 
理
 

理

 
理
の
創
造

 
理
久
兎
が
ス

ル
カ

ド
を
唱
え
る
と
さ
と
り
と
理
久
兎
の
真
下
か
ら
無
数
の

と
り
ど
り
の

弾
幕
が
上
へ
と

く
り
上
が

て
く
る

さ
と
り
は
そ
れ
を

な
く

け
て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
い
く
ら

方
が
強
い
と
は
い
え
こ
れ
は

 
手
加
減
の
し
す
ぎ
で
は

正
直

め
ら
れ
て
い
る
気

 
し
か
し
な
い
ん
で
す
が

 
理
 

そ
う
か
い

ま

頑

て

け
て

 
さ
と

い

た
い
何
を

え
て

 
さ
と
り
に
と

て
自
分
は
も

と
も

す
る
レ

ル
の

だ

理
由
は
覚
妖
怪
の
特

で
あ

る
心
を
読
む
力
そ
れ
は
自
分
が

手
だ
と
出
来
な
い
の
は
知

て
い
る
の
だ
か
ら

 
さ
と

し
か
た
あ
り
ま
せ
ん

 
さ
と
り
は

け
つ
つ
黒
と
こ
い
し
の
弾
幕
ご

こ
の
方
を
第
三
の
目
こ
と
サ

ド
ア
イ
を
向
け

て
見
る
と

の
何
も

え
る

か
れ
て
い
な
い
真

白
の
ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
す

す

る
と
突
然
そ
の
ス

ル
に

が

か
れ
る
と
自
分
の
方
を
向
い
て
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さ
と

想
起
 
無
意

の

伝
子

 
そ
の

葉
と
共
に
さ
と
り
が
飛
び
回
る
と
飛
ん
だ
後
に
は
無
数
の

と
緑
の
弾
幕
が
現
れ
少
し

そ
の
場
で

す
る
と
そ
れ
は
予

不
能
に
飛
び
交

た

 
理
 

う
お

何
だ

 
さ
と
り
の
心
を
読
む
程
度
の
能
力
そ
れ
を
使
い
こ
い
し
の
ス

ル
カ

ド
を
真

た
の
だ

だ
が
何

理
久
兎
と
同
様
に
今
現

こ
こ
ろ
を
読
む
こ
と
の
出
来
な
い
こ
い
し
の
ス

ル
カ

ド

を
真

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
簡
単
な
話
だ

さ
と
り
が
心
を
読
ん
だ
の
は
こ
い
し
で
は
な
く

黒
の
心
で
あ
り
さ
と
り
は

手
の
ト
ラ
ウ
マ
を
読
む
こ
と
も
出
来
る

つ
ま
り
黒
に
と

て
こ
の

ス

ル
は
ト
ラ
ウ
マ
に
な
り
か
け
て
い
る
と
い

て
も
過

で
は
な
い
と

う
こ
と
だ

だ
が
理

久
兎
は
そ
の
弾
幕
に
最
初
は

い
た
が

 
理
 

ど
う
し
た
さ
と
り

も
う
終
わ
り

 

で
そ
れ
を

な
く

け
る

ま
る
で
次
は
何
処
に
弾
幕
が
来
る
か

来
を
見
る
か
の
よ
う

に
だ

 
さ
と

け
ら
れ
ま
す
か

 
理
 

で
も
さ

さ
と
り
良
い
の

俺
の
ス

ル
を
無
視



 第十一章 もう つの紅魔異変

 
し
て

 
さ
と

え

嘘

 
さ
と
り
は
見
て
し
ま

た
自
分
達
の
頭
上
に

か
ぶ
巨
大
な
弾
幕
を
そ
の
弾
幕
は
地
底
を

ら

す
程
の
大
き
さ
と
な

て
い
た

さ
と
り
は
ミ
ス
を
し
た
の
だ

く
り
と
上
へ
と
上
が

て

く
る
弾
幕
は

け
れ
る
と
だ
が
そ
の
弾
幕
は
消
え
る
こ
と
な
く

つ
に
密
集
し
巨
大
な
弾
幕
へ

と
成
⻑
し
て
い
た
と

う
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か

た
の
だ

そ
れ
を
表
す
な
ら

つ
の
理
が

出
来
た
の
と
同
じ
だ

た

 
理
 

そ
れ
じ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
し
て

 
理
 

理

 
理
の

制
力

 
ス

ル
カ

ド
を
唱
え
る
と
地
底
を

ら
す

ど
密
集
し
た
巨
大
な
弾
幕
か
ら
無
数
の
レ

ザ

が

た
れ
る
が
そ
れ
は
た
だ
の
レ

ザ

で
は
な
く
全
て
さ
と
り
に
向
か

て
飛
ん
で
く
る

ミ
ン
グ
レ

ザ

だ

た

そ
れ
に
は
さ
と
り
は

け
よ
う
と
せ
ず
そ
の
場
に

ま
り

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
の
敗
け
で
す

 
そ
の

葉
と
共
に
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ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
さ
と
り
は
弾
幕
に

弾
し
こ
の
勝
負
は
理
久
兎
が
勝
者
と
な

た

そ
し
て
レ

ザ

が

み

巨
大
弾
幕
は
消
え
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ
の
さ
と
り
が
目
の
前
に
い
た

 
さ
と

ま
さ
か
あ
そ
こ
で
や
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

 
た

こ
れ
は
私
の
ミ
ス
で
す

 
理
 

ハ

ハ

ハ

ミ
ス
な
ん
て

に
で
も
あ
る
よ

俺
に

 
だ

て
ミ
ス
の

つ

つ
は
あ
る
ん
だ
か
ら
だ
け
ど
そ

 
れ
を
次
に
生
か
す
の
が
コ
ツ
だ
よ

 
さ
と

ふ
ふ

年

者
が

う
と
一
理
あ
り
ま
す

 
理
 

と
り
あ
え
ず
地
上
に
降
り
よ
う
か

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て

人
が
降
り
る
と
そ
こ
に
は
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
お

と
お
空
が
い
た

 
理
 

お

す

お

れ
さ
ん
そ
れ
で
ど

ち
が
勝

た

 
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
お
空
と
お

に
聞
く
と

 
亜
狛

今
回
は
俺
の
敗
け
で
す
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耶
狛

ふ

ふ

ふ

勝
て
ま
し
た

 
耶
狛
は
亜
狛
に
ど
や

を
し
て
い
る
事
か
ら

当
嬉
し
か

た
の
だ
ろ
う

 
お

い
や

あ
た
い
は
何
と
か
勝
て
た
よ

 
お
空

負
け
ち

た

 
と
い

た
感
じ
に
そ
れ

れ
が
勝
敗
を
話
し
て
い
る
と
最
後
の
グ
ル

プ
の
黒
と
こ
い
し
が

降
り
て
き
た

 
理
 

よ

ど
う
だ

た

 
こ
い

私
が
勝

た
よ

 
黒
 

や

し

し
い
な

 
理
 

ま

ち

ろ
ち

ろ
と
で
覚
え
て
い
け
ば
い
い
と
は

 
思
う
よ

 
亜
狛

マ
ス

と
さ
と
り
さ
ん
の
戦
い
は

聞
か
な
い

 
方
が
良
い
で
す
よ

 
亜
狛
は
さ
と
り
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
を
見
て

ど
く
な

て
視

を
ず
ら
し
な
が
ら

う
と

 
さ
と

そ
う
で
す

私
の
完
敗
で
す



 第２０４話 初の弾幕ごっこ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

と
り
あ
え
ず
皆
お

れ
さ
ん

よ

し

 
今
か
ら
運
動
後
の

い
も
の
で
も
食
べ
よ
う
か

 
こ
い

成

 
耶
狛

わ

い
ス
イ

ツ

 
お
空

ス
イ

ツ

 
お

お
空
は
元
気
だ

 
黒
 

気
楽
な
奴
等
だ
な

 
亜
狛

で
も
そ
れ
が
い
い
ん
じ

な
い
ん
で
す
か

 
黒
 

だ
な

 
さ
と

ふ
ふ

 
そ
う
し
て
地
底
初
の
弾
幕
ご

こ
は
幕
を
閉
じ
た
が
後
に
こ
い
し
が
弾
幕
ご

こ
を
流
行
ら
せ

た
た
め

の
皆
も
弾
幕
ご

こ
を
す
る
よ
う
に
な

た
の
だ

た



 第十一章 もう つの紅魔異変

 
第
２
０
５
話
 
久
々
の
空
は
紅
か

た

 
こ
い
し
が
弾
幕
ご

こ
を
流
行
ら
せ
て

日

過
し
た
あ
る
時
の
事

理
久
兎
は
さ
と
り
と

共
に

書
室
に
い
た
が
つ
い
に
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
起
き
て
し
ま

た

 
理
 

さ
と
り

見
て
な
い
本

て
何
か
あ

た
け

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
見
る
の
が

く
な
い
で
す
か

 
そ
う
つ
い
に
地
霊
殿
の

書
室
に
あ
る
本
を
全
て
完
読
し
て
し
ま

た
の
だ

し
か
も
同
じ
も

の
を
三
回

上
は
読
ん
で
い
る
始
末
だ

 
理
 

そ
う

う
さ
と
り
こ
そ
こ
こ
最
近
同
じ
も
の
ば
か
り

 
だ
よ

 
さ
と

見
る
本
が
な
い
の
は

い
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は

え
て
あ
る
結
論
に

た

 
理
 

さ
と
り

こ
い
し
見
な
か

た

 
さ
と

こ
い
し
で
す
か
何
で
ま
た

 
こ
い
し
に
何
の

件
が
あ
る
の
か
を
聞
く
と



 第２０５話 久々の空は紅かった

 
理
 

ら
あ
の
子

地
上
に
何
度
も
遊
び
に
行

て
る
で

 
し

そ
れ
な
ら
何
か
良
い
こ
と
知

て
る
か
な
と
思

 

て

 
さ
と

は

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

が
開
き
そ
こ
か
ら
先
程
か
ら
話
し
て
い
た
こ
い
し
が
現
れ

た 
理
 

お

こ
い
し
ち

ん
ナ
イ
ス

イ
ミ
ン
グ

 
さ
と

え

こ
い
し

 
こ
い

う

ん

せ

か
く
ビ

ク
リ
さ
せ
れ
る
と
思

た

 
の
に
な

 
理
 

い
や

ご
め
ん

ご
め
ん

そ
れ
で
こ
い
し
ち

ん

 
地
上
で
何
か
面
白
そ
う
な
こ
と
な
い

 
こ
い
し
は
何
か
面
白
そ
う
な
こ
と
が
な
い
か
と

え
る
と

 
こ
い

そ
う
い
え
ば

の

て
場
所
に
紅
い

が
あ

 
た
よ
う
な
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理
 

紅
い

そ
れ

て
規
模
だ
ど
ど
の
く
ら
い

 
な
の
か
分
か
る
か
な

 
こ
い

う

ん

多
分
こ
の
お
家
よ
り
大
き
い

 
そ
れ
を
聞
き
興
味
が

い
て
し
ま
い
口
元
が
ニ

け
て
し
ま

た

 
理
 

行

て
み
る

値
は
あ
り
そ
う
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
何

え
て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

運
よ
く
本
が
あ
れ
ば

り

ク
し
て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

て
神
様
で
す
よ

 
理
 

一

は
そ
う
だ

 
さ
と
り
は

の
た
め
に
と
理
久
兎
が
神
か
と
聞
い
た
理
由
は
単

に
普
通
神
様

て
本
を

り

ク
す
る

と
い
う
事
に

問
を

く
が
理
久
兎
が
何
か
を
や
ら
か
す
な
ど
は
も
う

れ

て
は
い
た

 
さ
と

え

と
気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま

期
待
は
し
な
い
で
お
い
て

 
そ
う

い

子
か
ら
立
ち
上
が
り

の
元
ま
で
行
く
と
後
ろ
を
向
い
て



 第２０５話 久々の空は紅かった

 
理
 

あ

こ
い
し
ち

ん
少
し
黒
と
亜
狛
そ
し
て
耶
狛

 
を

れ
て
い
く
か
ら
よ
ろ
し
く

 
こ
い

う
ん
分
か

た

 
そ
の

葉
を

し
て
部

か
ら
出
て
い
き
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の
各
自
の
部

を
ま
わ

て

呼
び
掛
け
て
理
久
兎
は
外
着
の
真

黒
な
コ

ト
を
着
て
フ

ド
を

り
亜
狛
と
耶
狛
の
能
力
を

使

て
地
上
へ
と
向
か

た

 
神
様
 
従
者
達

動
中

 

人
は
こ
い
し
に

わ
れ
た

の

と
呼
ば
れ
る
場
所
に
来
て
は
い
た

そ
し
て
空
を
見
上

げ
て
の
感
想
は

 
亜
狛

何
で
空
が
こ
ん
な
真

な
ん
で
す
か

 
耶
狛

何
か
気
味
悪
い

 
黒
 

光
が
通
ら
な
い
と
俺
は
弱
い
ん
だ
な

 
理
 

う

ん
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
ま
ず
は
こ
い
し
の

 

て
い
た

を
目
指
そ
う

 

 

あ

負
け
た
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と

葉
を

て

か
が

び
を
あ
げ
た

そ
の
方
向
を
見
る
と

 

 

チ
ル
ノ
ち

ん
大
丈
夫

 
チ
ル
ノ
と

わ
れ
た
少
女
は
ツ
イ
ン
テ

ル
の
少
女
に

 
チ
ル

う
ん
大
丈
夫
だ
よ
大
ち

ん

あ
た
い
は
最
強
だ
か

 
ら
さ

 
等
と
会
話
を
し
て
い
た

す
る
と
チ
ル
ノ
と

わ
れ
た
子

は
自
分
達
の
方
を
向
く
と

 
チ
ル

お
前
ら

こ
こ
は
あ
た
い
ら
の
遊
び
場
だ

 
と
チ
ル
ノ
は

中
に
生
え
て
い

の
よ
う
な
物
で
飛
ん
で
自
分
達
に
向
か

て

ぶ
と
と

な
り
の
大
ち

ん
と

わ
れ
た
少
女
は
お
ど
お
ど
し
な
が
ら

 
大
妖

チ
ル
ノ
ち

ん
危
な
い
よ

さ

き
や
ら
れ
た
ば

 
か
り
で
し

 
ど
う
や
ら
チ
ル
ノ
と

わ
れ
て
い
る
少
女
は

か
に
や
ら
れ
た
ば
か
り
の
よ
う
だ

す
る
と
黒

は 
黒
 

主
よ
あ
い
つ
ら
邪
魔
な
ら
俺
が
始
末
す
る
が

 
そ
う

い
黒
は
臨
戦
態

を
と
ろ
う
と
す
る
が
子

手
に
そ
れ
は
大
人
げ
な
さ
過
ぎ
る

黒



 第２０５話 久々の空は紅かった

の
目
の
前
に
手
を
か
ざ
し
て

 
理
 

良
い
よ
こ
こ
は
俺
が
何
と
か
す
る
か
ら

 
自
分
の

葉
を
聞
い
た
黒
は
臨
戦
態

を
と
る
の
を

め
る
と
チ
ル
ノ
の
方
ま
で

く
り
と

歩
い
て
い
く

 
チ
ル

最
強
の
あ
た
い
と
や
る
気
か

 
そ
の

葉
を
聞
き
自
分
は
フ

ド
の
中
で
ニ
コ
リ
と

う
と

 
理
 

へ

て
最
強
な
ん
だ

す
ご
い
な

 
と

棒
読
み
で

う
と
チ
ル
ノ
は
最
強
と

わ
れ
て
ニ
コ
ニ
コ
と

い
だ
し

の

に

手
を
置
い
く
と

 
チ
ル

ふ

ふ

ふ

お
前
に
は
分
か
る
か

 
理
 

う
ん

最
強
か
す
ご
い
な

な
ら
最
強
な
ら

も

 
大
き
い
ん
だ
よ

 
チ
ル

論
あ
た
い
は
最
強
だ
か
ら

も
大
き
い

 
理
 

が
大
き
い
な
ら

し
さ
も
あ
る
ん
だ
よ

 
チ
ル

最
強
だ
か
ら
な
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理
 

な
ら
さ

し
さ
が
あ
る
な
ら
そ
こ
を
通
し
て

し

 
い
な

 
チ
ル

い
い

い
い

何
せ
最
強
だ
か
ら
な

 
そ
う

い
チ
ル
ノ
は
戦
闘
体
制
を
解
い
た

そ
れ
を
見
て
い
た
亜
狛
と
黒
は
小

で

 

人
あ
の
子
下
手
し
た
ら
空
よ
り

バ

カ

か

 
た
だ
で
さ
え
理
久
兎
は
明
ら
か
に
棒
読
み
で

い

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
ど
や

で
喜
ん

で
い
る
事
に
そ
う

く
し
か
な
か

た

 
理
 

そ
ん
な
最
強
に
は
ご

美
を
あ
げ
よ
う

 
そ
う

う
と

玉
を
ポ

ト
か
ら
出
し
て
チ
ル
ノ
に
渡
す
と
チ
ル
ノ
は

み
を

が
し
て
食

べ
る

 
チ
ル

美
味
し
い
こ
れ

 
理
 

良
け
れ
ば

も
ど
う

 
大
妖

え

あ

い

い
た
だ
き
ま
す

 
大
ち

ん
と
呼
ば
れ
た
子
に
も

玉
を
あ
げ
る
と
チ
ル
ノ
と
同
様
に
口
に
い
れ
る
と

 
大
妖

美
味
し
い



 第２０５話 久々の空は紅かった

 
理
 

じ

俺
ら
は
先
を
急
ぐ
か
ら
行
く
よ

 
黒
 

へ
い
へ
い

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

バ
イ
バ
イ

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は
先
へ
と
急
い
だ

そ
の
道
中
で
は

 
黒
 

主
よ

上
手
く
手
懐
け
る
な

 
理
 

ハ
ハ
ハ

上
手
く
誘
導
さ
せ
れ
れ
ば
交
渉
に
も
使
え

 
る
か
ら
覚
え
て
お
き
な
よ

 
耶
狛

マ
ス

私
に
も

玉
ち

う
だ
い

 
理
 

ら

 
耶
狛
に

玉
を
投
げ
渡
す
と
耶
狛
は
そ
れ
を
キ

チ
し
て

み
を

が
し
て
口
に
入
れ
た

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
マ
ス

妹
が

 
理
 

良
い

て
こ
と
さ

 
そ
う
し
て
道
中
も
楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
目
的
地
へ
と
向
か
う
の
だ

た
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第
２
０
６
話
 
日
記

 
チ
ル
ノ
達
を
通
り
す
ぎ
理
久
兎
達
は

の

を
出
て
こ
い
し
の

た
紅
い

の
目
の
前
ま

で
来
て
い
た
が

 
理
 

な
ん
か

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
門
だ
な

 
亜
狛

い
や
マ
ス

こ
れ

さ
れ
て
ま
す

 
目
の
前
に

る
門
は
見
事
に
正
面
が

さ
れ
て
そ
の
近
く
に
は
か
つ
て

中
国
に
い
た

人
物
の
服
を
来
て
い
る
女
性
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て

て
い
た

 
耶
狛
 

 
耶
狛
は

で

て
い
る
女
性
を
見
る
と

 
カ
チ

 
何

か
ポ

ト
か
ら

性
マ

ク
を
取
り
出
し
キ

プ
を
外
し
て
女
性
に
近
づ
い
た
が

理
久
兎
達
は
そ
ん
な
の
は

中
に
入

て
は
い
な
い
た
め
気
づ
か
な
い

 
理
 

来
い
骸
共

 
断
罪
神
書
を
自
分
達
の
身
⻑
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
ま
で
大
き
く
し

を
開
く
と
中
か
ら
骸
達



 第２０６話 日記

が
現
れ
る

 
理
 

お
前
ら
は

に
入

て
各
自
散
会
し
て

察
し
ろ

 
骸
達
イ
エ
ス
ボ
ス

 

礼
を
し
て
骸
達
は
散
々
に
散
ら
ば

た

 
理
 

さ
て
と

亜
狛

耶
狛

黒

 
亜
狛

何
で
す
か

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か

 
亜
狛
と
黒
は
呼
ば
れ

を
向
け
る
が
耶
狛
が
い
な
い
事
に
よ
う
や
く
気
が
つ
く

 
理
 

あ
れ
耶
狛
は

 
亜
狛

あ
れ

そ
う
い
え
ば

 
理
久
兎
達
は

り
を
見
渡
す
と
先
程
か
ら

て
い
る
女
性
の
所
に
耶
狛
が
い
た
が
何
か
を
し
て

い
た

 
亜
狛

ま

た
く
あ
い
つ
は

 
亜
狛
は

れ
な
が
ら
耶
狛
に
近
づ
き

 
亜
狛

お

い
耶
狛
お
前
何
し
て

ぶ

お

お
前
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何
や

て
ん
だ

 
理
 

ど
う
し

ブ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か

お
い
こ
れ
は

ク
ク

 
理
久
兎
達
が
見
た
も
の
そ
れ
は

て
い
る
女
性
の

に
耶
狛
が
マ

ク
で

書
き
を
し
て
い

た
の
だ

書
き
し
た
の
は

だ
け
だ
が
書
い
た
の
が
ま
さ
か
の

と
書
か
れ
て
い
た

 
耶
狛

え

だ

て
仕
事
サ
ボ

て
る
な
ら
こ
の
ぐ
ら
い

 
は
当
然
で
し

 
耶
狛
は
日
頃
か
ら
サ
ボ
り
ま
く

て
い
る
小
町
を
見
続
け
た
結
果
つ
い
に
こ
こ
ま
で
す
る
よ
う

に
な

て
し
ま

て
い
た

 
亜
狛

い
や
い
や
い
や
い
や

多
分
サ
ボ

て
な
い
か
ら

 
な

下
手
し
た
ら
仕
事
を
真

当
し
て

さ
れ
た

 
だ
け
だ
か
ら
な

 
そ
う

て
い
る
と
女
性
の
ま
ぶ
た
が
動
き
始
め
て

 
女
性

う

う

ん

あ
れ
こ
こ

グ
フ

 
女
性
が
何
か
を

い
か
け
た

間
危
険
と
判
断
し
た
自
分
は
起
き
そ
う
な
女
性
に
向
か

て



 第２０６話 日記

く

を
殴

て
も
う
一
度

か
せ
た

 
理
 

よ
し
こ
れ
で
大
丈
夫
だ

 
亜
狛
 

 
耶
狛
 

 
黒
 
 

 
突
然
の
事
過
ぎ
て

人
は
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
か

た
が

魔
化
す
た
め
に

人
に
向
か

て

で

 
理
 

こ
の
女
性
は
ず

と
気
絶
し
て
い
て
な
お
か
つ
こ
の

 

書
き
は
俺
ら
が
や

た
訳
じ

な
い
良
い

 
亜
狛

あ

は
い

 
耶
狛

う
ん
私
達
は
何
も
見
な
か

た

 
黒
 

耶
狛
も
怖
い
が
主
の
方
が
何

も
怖

 

人
は
こ
れ

上
の
事
に
つ
い
て

え
る
の
を

め
た
の
を

し
と
り
あ
え
ず
は

分
け

を
し
よ
う
と

え
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず

を
分
け
る
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
俺
と
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黒
と
で
各
自
で
行
動
す
る
何
か
あ

た
ら
脳
内
会
話

 
を
し
ろ
い
い
な

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解

 
黒
 

な
ら
行
こ
う

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

へ
と
侵
入
し
た

亜
狛
と
耶
狛
は
近
く
に
あ

た

か
ら
自
分
と
黒

は
正
面
か
ら
入

た

そ
し
て
黒
と
共
に

に
入

て
一
番
に
思

た
こ
と
は

 
理
 

ニ

い
な

 
黒
 

た
ば
こ

 
そ
ん
な
こ
と
を

て
い
る
と
近
く
で
先
程
の
女
性
と
同
じ
よ
う
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て

れ

て
い
る
若
い
執
事
が
い
た

 
黒
 

 
理
 

ど
う
し
た
黒

 
黒
 

い
や
同
じ
よ
う
な
服
を
着
て
い
た
も
ん
だ
か
ら
な

 
理
 

あ

か
に
服
は
同
じ
種

の
執
事
服
だ
か
ら
な
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黒
 

こ
い
つ
は
こ
の
ま
ま

か
せ
て
お
い
て
俺
ら
は
ど
こ

 
を
探
索
す
る
ん
だ

 
そ
の

問
に
自
分

え
る

か
に
こ
の

さ
の

だ
何
処
を
探
す
か

え
結
論
を
出
す

 
理
 

ま
ず
は

り
か
ら
調
べ
よ
う
か

ど
う
せ

 
は
亜
狛
と
耶
狛
が
探
索
し
て
い
る
だ
ろ
う
し

 
黒
 

了
解
し
た

 
自
分
と
黒
は
目
の
前
に
あ
る

を
登

て

回
へ
と
向
か
い

く
歩
く
と

下
へ
と
出
た

 
理
 

部

が
こ
ん
な
に
あ
る
の
か

 
黒
 

ど
こ
か
ら
見
る
か
だ
な

 
理
 

俺
が

し
い
の
は
本
な
ん
だ
け
ど
な

 
黒
 

ま
ず
こ
の
部

か
ら
入
ら
な
い
か

 
黒
が
指

し
た

を
見
る

ま
ず
は

々
と
調
査
を
し
よ
う

そ
れ
で
あ
わ
よ
く
ば

の
地

を
見
つ
け
な
お
か
つ

書
室
が
あ
る
の
な
ら
そ
れ
を
見
て
向
か
お
う
と

え
た

に
黒
の
意
見

に

定
す
る

 
理
 

そ
う
だ
な

々
と
調
査
す
る
か
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黒
 

な
ら
入
る

 

チ

 
黒
が

を
開
け
自
分
は
カ
バ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
部

を
少
し
見
る

に

ト
そ
し
て
小

さ
い
ラ

ク
が
見
え
た
が
意
外
に
必
要
最

の
物
し
か
置
い
て
い
な
い
部

だ

た

そ
し
て

見
た
感
じ
は

も
そ
の
部

に
は
い
な
か

た

 
理
 

入
る

 
黒
は

く
と
部

へ
と
入
り

を
閉
め
た

 
理
 

俺
は
ラ

ク
に
置
か
れ
て
い
る
本
を
見
る
か
ら
黒
は

 
聞
き
耳
を
た
て
な
が
ら
少
し
物

を
し
て
く
れ

 
黒
 

分
か

た

 
理
久
兎
は
地

を
探
し
つ
つ
ラ

ク
に
置
か
れ
て
い
る
本
を
見
て
黒
は
聞
き
耳
を
た
て
つ
つ
部

を
物

し
始
め
た

最

や

て
い
る
こ
と
が
泥
棒
に
し
か
見
え
な
い

す
る
と
ラ

ク
か
ら

日
記
を
見
つ
け
た

 
理
 

日
記
か

 
何
か
書
い
て
い
な
い
か
と
思
い
日
記
を
見
始
め
た
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月

日
 
月

日

 
今
日
も
い
つ
も
の
よ
う
に
仕
事
を
こ
な
そ
う
と
し
た
が

や
は
り
何
か
問

が
起
き
る
も
の

何
時
も
の
よ
う
に
美

が
居
眠
り
を
す
る
も
の
だ
か
ら
頭
に
ナ
イ
フ
を
生
や
し
て
説
教
を
し
た

本
当
に
何
時
に
な

た
ら
真
面
目
に
門
番
の
仕
事
を
す
る
の
や
ら
だ
け
ど
も

と

い
の
は

あ
の
人
と
き
た
ら
妖

メ
イ
ド
を
呼
び
に
行
か
せ
て
も
帰

て
こ
な
い
も
の
だ
か
ら
様
子

を
見
に
行

た
ら

バ
コ
を
吹
か
せ
な
が
ら
妖

メ
イ
ド
と
ポ

カ

を
し
て
遊
ん
で
い
る
も
の

だ
か
ら

の
頭
に
も
ナ
イ
フ
を
生
や
す
こ
と
に
な

て
し
ま

た
わ

ま

た
く
お

様
に

執
事
と

わ
れ
て

し
く
な
い
の
や
ら

本
当
に
あ
の
頃
の
私
が

れ
た
彼
に

て

し
い

だ
け
ど
そ
れ
と
は
う

て
変
わ

て
妹
様
は
ま
た
地
下
室
か
ら
脱
走
し
て

り
を

し
始
め
た

た
め
私
達
が
何
と
か

め
た
け
ど
ど
ん
ど
ん

め
が

か
な
く
な

て
き
て
い
る

お

様
が

来
な
か

た
ら
今
頃
は
い
や

そ
う

そ
ん
な
事
で

を

れ
て
は
な
ら
な
い

 
と

書
か
れ
て
い
た

見
て
い
る
と
こ
の

の
メ
イ
ド

侍
女
の
日
記
だ
ろ
う

 
理
 

何
か
こ
こ
に
い
る
住
人
見
て
る
と

姫
と
小
町
を
見

 
て
る
み
た
い
だ
な

 
黒
 

主
よ

こ
こ
に
は
何
も
な
か

た
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理
 

あ

あ

な
ら
次
の
部

に
行
こ
う
か

 
何
も
な
い
の
な
ら
仕
方
な
い
た
め
日
記
を
先
程
の

置
に

し
て
黒
と
共
に
部

を
出
て
次
の

部

を
先
程
と
同
様
に
カ
バ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
中
へ
と
入
り
真

先
に
思

た

 
理
 

こ
の
部

に
住
ん
で
る
の
は
女
武
道
家
と
見
た

 
そ
の
部

は
先
程
の
部

と
同
じ
よ
う
に

ド
と

に
ラ

ク
等
は
置
か
れ
て
い
た

だ
が

先
程
の
部

と
は
う

て
変
わ

て
ラ

ク
に
は
可
愛
ら
し
い
小
物
や
花
な
ど
が
置
い
て
あ

た

が
一
番
目
に
写

た
の
は

処
ら
じ

う
に
お
い
て
あ
る

ン

ル
等
だ

に
こ
の
部

は
女

格
闘
家
の
家
と
見
た

 
理
 

そ
れ
じ

さ

き
と
同
じ
で
よ
ろ
し
く

 
黒
 

了
解
し
た

 
そ
う

い
黒
は

り
を
物

し
始
め
理
久
兎
は

を
見
る
こ
と
に
し
た

の
引
き
出
し
を
開

け
る
と
と
ま
た
日
記
が
出
て
き
た

 
理
 

ま
た
日
記
か

 
ま
た
そ
う

き
日
記
を
開
い
て
読
み
出
し
た

 

月

日
 
月

日
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今
日
も
空
が
晴
れ
で
気
持
ち
よ
い
中
で
門
番
を
し
た
け
ど
ま
た
眠

て
し
ま

た

そ
し
て
案

の
定

夜
さ
ん
に
ナ
イ
フ
で
頭
を

さ
れ
て
し
ま
い
ま
た
怒
ら
つ
つ
説
教
さ
れ
る

こ
の
サ
イ

ク
ル
を
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
る
け
ど
こ
ん
な
晴
れ
や
か
な
天
気
だ
と
つ
い
つ
い
眠

ち

う
反

し
な
い
と
な

そ
う
し
て
何
と
か
起
き
る
け
ど
ま
た
眠

ち

た
か
ら
今
度
は

さ
ん
が
お

を

し
入
れ
に
来
た
つ
い
で
に
起
こ
し
て

た

夜
さ
ん
と
は
違

て

く

な
い
か
ら
こ

ち
の
起
こ
し
方
の
方
が
私
的
に
は
助
か
る
か
な

そ
の
後
に

で

さ
ん
の

断
末
魔
の

鳴
が
聞
こ
え
て
ビ

ク
リ
し
た
け
ど
何
を
や
ら
か
し
た
の
や
ら

だ
け
ど
昔
み
た
い

に
暗
い
彼
か
ら
は
想

も
出
来
な
い
ぐ
ら
い
に

う
よ
う
に
な

た
の
は
良
い
け
れ
ど
昔
み
た

い
に
彼
が
ま
た
仕
事
を
し
て
い
る
姿
を
見
た
い
な

そ
し
て
数
時
間
後
に

夜
さ
ん
に
呼
ば
れ
て

地
下
室
か
ら
脱
走
し
た
妹
様
と
対

し
た

そ
れ
を
見
て
感
じ
た
こ
と
は
だ
ん
だ
ん
狂
気
が
強
く

な

て
い

て
る

何
と
か
し
な
い
と
妹
様
は
い
ず
れ
自
分
で
自
分
を
殺
め
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い

 
と

そ
ん
な
事
が
書
か
れ
て
い
た

と
い
う
か
執
事
お
前
は
反

し
ろ
と
思

た
と
同
時
に

 
理
 

う
ん

反

し
ろ
よ

 
と
こ
の
日
記
を
書
い
て
い
る
人
に
そ
う

い
て
し
ま

た

仕
事
を
サ
ボ

て
い
る
と
小
町
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み
た
い
に
な

ち
ま
う

と
も
思

て
し
ま

た

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か
主
よ

 
理
 

い
や

何
で
も
な
い

と
り
あ
え
ず
次
の
部

に
行

 
こ

か

 
黒
 

あ

あ

 
そ
う
し
て
同
じ
よ
う
に
し
な
が
ら
次
の
部

へ
と
行
く
と
今
度
は

に

ド
そ
の

に
も

々
と

華
そ
う
な
家

が
あ
り
中
に
は
テ

テ

ブ
ル
と

子
が
置
い
て
あ

た

 
理
 

こ
の
部

に
住
ん
で
る
の
は
ど
う
や
ら

当
な
お

 

き
と
見
た
な

 
黒
 

わ
れ
て
み
る
と

か
に
紅

の
香
り
が
す
る
な

 
理
 

そ
ん
じ

 
そ
う

い
か
け
る
と
テ

テ

ブ
ル
の
上
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
日
記
が

置
い
て
あ

た

 
理
 

う
ん

読
む
よ

読
め
ば
い
い
ん
だ
ろ

 
黒
 

本
当
に
大
丈
夫
か
主
よ
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も
う

メ
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
か
こ
こ
に
は
催
眠
術
師
で
も
い
る
の
か

読
め
よ
と

わ

ん
ば
か
り
に
置
か
れ
て
い
る
日
記
が
あ
る
の
な
ら
読
み
た
く
な

て
し
ま
う
じ

な
い
か

 
理
 

あ

黒
は
何
か
目
新
し
い
物
が
な
い
か
物

を

 
よ
ろ
し
く

 
黒
 

あ

あ

分
か

た

 
黒
は

な
ど
を
見
な
が
ら
物

す
る

自
分
は

子
に
座

て
日
記
を
読
み
始
め
た

 

月

日
 
金

日

 
幻
想
郷
に
来
て
か
ら
も
う
じ
き
数
年
が
立
つ

何
時
も
と
変
わ
り
の
な
い
日
常

変
わ
り
の
な

い
フ
ラ
ン
と
の
仲
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か

て
い
く

私
が
様
子
見
で
フ
ラ
ン
に
食
事

を
渡
し
に
行

た
ら
喜
ん
で
近
づ
い
て
き
た
け
ど
私
は
フ
ラ
ン
に

た
い

葉
を
か
け
て
部

を

後
に
し
た

フ
ラ
ン
に
と
て
も
申
し
訳
な
く
思

た

だ
け
ど
待

て
い
て

フ
ラ
ン
必
ず

方

と
の
仲
を
取
り

す
と
同
時
に
そ
の
狂
気
を
取
り
除
く
か
ら

そ
の
た
め
に
も
前
に

に
や

て

来
た

散

い
妖
怪
の

か
八
雲
紫
と
名

た
妖
怪
の

葉
が
本
当
な
ら
弾
幕
ご

こ
と
や
ら

で

の

女
が
や

て
来
る
は
ず

そ
の

女
と
や
ら
に
勝

て
空
を
紅
い

で

て
太
陽

を
消
し
て
フ
ラ
ン

女
と
ま
た
遊
び
た
い

そ
し
て
必
ず
狂
気
か
ら
救

て
み
せ
る
か
ら
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ま
さ
か
紫
が

ん
で
い
る
と
は
予
想
値
に
し
な
か

た

ま

見
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
恐
ら

く
は

⻤
達
と
の
戦
い
に
夢
中
だ
ろ
う
か
ら
今
な
ら
チ

ン
ス
だ
ろ
う

そ
れ
に
こ
の

⻤

の
妹
の
話
が
度
々
と
出
て
い
て
気
に
な
る

 
理
 

さ

き
か
ら
日
記
で
み
て
い
た
妹
と

う
の
は
こ
の

 
日
記
の
主
の
妹
か

そ
れ
に
こ
の

は
こ
こ
の

 
住
人
の
仕

だ

た
の
か

 
黒
 

主
よ

こ
の
写
真

 
黒
は

て
あ

た
写
真
を
見
る
と
そ
こ
に
は

ん
で
い
る

人
の
少
女
が
写

て
い
た

人
は
白
い
服
を
着
て
い
て
コ
ウ
モ
リ
の

を
生
や
し
て
い
る
少
女
も
う

人
は

だ
が
先
程

と
は
違
い

と
り
ど
り
の
結

の
よ
う
な
物
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る

を
持
つ
少
女
だ

た

ど
ち

ら
か
が
日
記
の
主
の
妹
だ
ろ
う

 
理
 

は

や
れ
や
れ
し

う
が
な
い
か

す
ま
な
い
が

 
黒
ち

と
俺
は
急

が
出
来
た
か
ら
そ

ち
に
向

 
か
う
す
ま
な
い
が

人
で
探
索
す
る
こ
と
に
な
る
が

 

わ
な
い
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黒
 

俺
は
問

な
い
が

何
し
に
行
く
ん
だ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ち

と

え
る
子

を
助
け
に
行

て

 
来
る
よ

 
黒
に

み
な
が
ら
そ
う

う
と
部

を
出
て
地
下
室
へ
と
向
か
う
の
だ

た
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第
２
０
７
話
 

フ
ラ
ン
ド

ル
・
ス
カ

レ

ト

 
紅
の

の
主
の

な
事
が
書
か
れ
た
日
記
を
見
て
し
ま

た
自
分
は
妹
と
や
ら
が

と
け
な
く
な
り
助
け
に
向
か

て
い
た

今
現

地
下
へ
と
続
く
道
を
見
つ
け
そ
こ
に
立

て
い

た 
理
 

行
く
か

 

き
下
へ
と
降
り
て
い
く

 
カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

カ
ツ
ン

 

を
降
り
る
と
共
に

が

く

た
だ
で
さ
え
薄
暗
く
今
に
も
何
か
が
化
け
て
出
て
も
お

か
し
く
な
い
ぐ
ら
い
の
異
様
な

気
な
の
だ
が
当
の
本
人
の
理
久
兎
は

 
理
 

が

く
な

 
怖
が
り
も
せ
ず

が

く
な
程
度
に
し
か
思

て
い
な
か

た

流

の
⻑
生
き
は
伊
達
で
は

な
か

た

そ
う
し
て

を
降
り
て
い
く
と

の

へ
と

り
着
く

 
理
 

こ
こ
か
し
か
も
ご

に

前
ま
で
つ
い
て
る
な

 
こ
こ
だ
け
異
様
な
た
め
ち

と

い
て
し
ま
う
が
意
を
決
し
て
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キ
ン

 

チ

ン

 

前
を

で

し

い

の

を
開
け
る
と
そ
こ
に
写

た
光

は

ド
の
上
に
は

が

置
い
て
あ

た

こ
れ
だ
け
で
も
気
味
が
悪
い
が
更
に
怖
さ
を

増
さ
せ
る
か
の
よ
う
に

紙
が

れ

で
そ
れ
で
い
て
ぬ
い
ぐ
る
み
か
ら

が
飛
び
出
て

り
に
散
ら
ば

て
い
た

あ
る
意

味
で

ラ

画
の
世
界
に
来
て
し
ま

た
よ
う
な
感
じ
だ

 
理
 
う
わ

流

の
こ
い
し
で
も
こ
こ
ま
で
し
な
い
け
ど

な

ど
れ
だ
け

神

れ
て
ん
だ
か

 
中
に
入
り

り
を
見
渡
す

す
る
と
と
突
然
後
ろ
か
ら

 

 

女
は

 
と

が
聞
こ
え
る

そ
の

葉
を
聞
き
す
ぐ
に
後
ろ
を

り
向
く
が

も
い
な
い

も
し
や

と
思
い
上
を
見
上
げ
る
と

人
の
少
女
が

の
よ
う
な
物
に

と
り
ど
り
の
結

を
つ
け
た

を

げ
て
上
か
ら
自
分
を
見
下
ろ
し
て
い
た

写
真
で
見
た

人
の
少
女
の

れ
の
少
女
だ

た

そ
し
て

と
聞
か
れ
自
分
は

 
理
 

お

と
俺
よ
り
も
聞
い
た
本
人
か
ら
名

る
の
が

 
海
外
の
ル

ル
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
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そ
れ
を
聞
い
た
少
女
は

ろ
の
よ
う
な
目
で
口
を
開
き
名
前
を

え
た

 
少
女

フ
ラ
ン

フ
ラ
ン
ド

ル
・
ス
カ

レ

ト

 
自
分
の
名
前
で
あ
る
フ
ラ
ン
ド

ル
・
ス
カ

レ

ト
と
名

た

 
理
 

へ

良
い
名
前
だ

そ
れ
じ

俺
か

 
実
名
を
こ
こ
で

う
の
も
ど
う
か
と
思
い
ど
の
よ
う
に
名

ろ
う
か
と

え
る
と
か
つ
て
と
あ

る

女
に
名

た
あ
だ
名
を
思
い
出
し
た
め
そ
れ
を

え
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

俺
は

者

そ
れ
で

わ
な
い
よ

 
フ
ラ

で
も
そ
れ

て
怪
し
い
人
で
い
い
ん
だ
よ

 
自
分
の
真

黒
フ

ド
＆
コ

ト
の
服
装
を
見
な
が
ら
た
め

じ
り
に

 
理
 

は

ま

合

て
る
か
ら
良
い
よ

 

定
が
出
来
な
い
た
め
怪
し
い
で
も

わ
な
い
と
も
思

た

す
る
と
フ
ラ
ン
ド

ル
は
ま
た

口
を
開
き

 
フ
ラ

方
は
何
し
に
こ
こ
へ
来
た
の

 
と

フ
ラ
ン
ド

ル
が

問
す
る

自
分
は
た
だ

に
心
を
込
め
て

 
理
 

う

ん
強
い
て

え
ば
フ
ラ
ン
ち

ん
の
遊
び

手
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て
所
か
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
フ
ラ
ン
ド

ル
は
ピ
ク
リ
と

間
が
動
く
と
突
然
殺
気
と
同
等
レ

ル
の
禍
々

し
い
気
が

り
を

た

そ
し
て
フ
ラ
ン
ド

ル
は
口
元
を
ニ

リ
と
狂
喜
を

ん
だ

み
で

方
を
見
て
く
る

 
フ
ラ

ふ

ん
な
ら
さ
怪
し
い
人

方
は

簡
単
に
ハ

 

レ
な
い

 
理
 
 

 
突
然
の

変
ぶ
り
に
は
⻑
年
生
き
て
き
た
理
久
兎
も

く
し
な
か

た

目
の
前
に
い
る

手

は
美
須
々
や
風

よ
り
か
は

る
の
は
事
実
だ

だ
が

め
て
か
か
る
れ
ば
殺
ら
れ
る
そ
う
察
し

て
し
ま

た

 
理
 
こ
れ
は
ち

と

が
お
れ
る
か
も
な

 
フ
ラ

サ

遊
ビ
ま
し

う
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
が
不
気
味
に

う
と
同
時
に
四
方
八
方
か
ら
弾
幕
が
飛
び
交
り
始
め
た

手

は
殺
る
気
満
々
と
み
た

 
理
 

よ

と
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四
方
八
方
か
ら
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を
最
小

の
動
き
で

け
る
が
フ
ラ
ン
ド

ル
は
ス

ル

カ

ド
を
取
り
出
す

 
フ
ラ

禁
弾
 
ス

ボ
ウ
ブ
レ
イ
ク

 
そ
の

葉
と
も
に

で
さ
え

い
部

に
無
数
の

と
り
ど
り
の
弾
幕
が
飛
び
交

た

 
理
 

う
お

 

い
部

を

し
て

キ

ク
＆

ン
プ
を

り
返
し
つ
つ
弾
幕
の

間
を

リ

リ
で

け
て
対
処
し
な
が
ら
弾
幕
を
出
し
て

戦
す
る
が

 
フ
ラ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
た
だ
狂

た
か
の
よ
う
に

い
な
が
ら
理
久
兎
の

た
弾
幕
を

け
る

 
理
 

こ
の
子
面

く
さ
い
弾
幕
を

ま
し
て
く
る
な

 
し
か
も
こ
ん
な

い
部

で
は
よ
り
一

を
強
い
ら
れ
る
の
は
容

に
想

が
出
来
る

そ
う

え
た
自
分
が
と

た
行
動
は
単

だ

た

 
理
 

ふ

サ
ラ

バ

 
そ
う
単

明

的
に
戦
略
的
撤
退
だ

た

だ
が
フ
ラ
ン
ド

ル
も
た
だ

て
見
逃
す
は
ず

も
な
い
何
せ
久
々
の
遊
び

手
な
の
だ
か
ら
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フ
ラ

逃
げ
ル
の

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
⻤
ご

コ
だ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
逃
げ
る
自
分
に
向
か

て
を
弾
幕
を
撃
ち
つ
つ
追
い
か
け
て
く
る

 
理
 

や

し
来
た
よ

予
想
通
り
だ
な

 

い

を
全

シ

で
走
る
が
フ
ラ
ン
ド

ル
の

た
弾
幕
が
追
い
か
け
て
く
る

そ
れ
を
先
程
の

シ

し
つ
つ

シ

で
逃
げ
る

そ
う
し
て
走

て
い
く
う
ち
に
光

が

し
込
ん
で
き
た

ど
う
や
ら
出
口
に

り
着
い
た
よ
う
だ

 
理
 

う

 
理
久
兎
は
走
り

け

し

座
に
後
ろ
を
向
い
て

 
理
 

仙
術
六
式
 

斬

 

を

り
あ
げ
る
と
そ
こ
か
ら
斬
撃
波
が
こ
こ
ま
で
や

て
追

て
来
た
フ
ラ
ン
ド

ル
に
向

か

て

つ

 
ド
ゴ

ン

 
そ
こ
か
ら
そ
の
一
撃
に
よ

て
地
下
室
へ
と
続
く
道
は

し
て
通

は
塞
が
れ
た
の
だ
が

 
バ
ゴ

ン

 
フ
ラ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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ソ
ん
な
ン
じ

フ
ラ
ン
は

な
イ
よ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
あ
り

な
い
事
に

物
を

々
に

し
て
来
た
の
だ

そ
れ
で
い
て
先

程
の

斬
も

け
た
よ
う
だ

た

 
理
 

ハ
ハ

そ
の

は
想
定
内
さ

 
そ
う

い
自
分
は
バ

ク
ス
テ

プ
を
と

て
後
ろ
へ
と
飛
び

 
バ
リ
ン

 

ラ
ス
を
突
き

て
外
へ
と

ち
て
い

た

そ
れ
を
見
た
フ
ラ
ン
は
理
久
兎
の
突
き

た

か
ら
飛
び
出
し
理
久
兎
を
追
い
か
け
よ
う
と
し
た
が

 
理
 

た
ろ
想
定
内
だ

て

 

の
下
に
自
分
が

り

い
て
い
る
の
を
予

で
き
な

た
フ
ラ
ン
ド

ル
は
突
然
の
事
で
対

が

れ
て
し
ま
い

 
ピ
チ

ン

 
自
分
が

た
弾
幕
は
フ
ラ
ン
ド

ル
に

弾
し
た

だ
が
フ
ラ
ン
ド

ル
は
楽
し
そ
う
に

う 
フ
ラ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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方
ず
ル
イ
い
ネ

本
当
に

エ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
突
然
真

な

に

わ
れ
た
空
を
見
上
げ

葉
を
失
う

そ
し
て

 
フ
ラ

お
姉
様
達
ハ
い
ツ
も
フ
ラ
ン
を

ぐ

 
空
を
見
上
げ
て
い
る
フ
ラ
ン
ド

ル
は
理
久
兎
か
ら
見
て

し
そ
う
だ

た

そ
れ
を
見
た
自

分
は
ま
だ

に

り

い
た
状
態
で

 
理
 

な

こ
れ
に
関
し
て

は
知
ら
な
い
の
か
い

 
フ
ラ

知
ラ
な
い
知
ら
ナ
い
何
時
モ
何
時
も

け
も
ノ
に
皆

 
だ
け

ず
る
い

ず
る
い

ず
る
い

ず
る
い

 
フ
ラ
ン
を
は
頭
を

手
で

え
て
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
始
め
る
が
ま
た
先
程
の
よ
う
に
狂

た
よ

う
に

い
出
し
た

 
フ
ラ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
も
う
イ
い
や

全
部

し
ち

お

 
理
 
今
の
あ
の
子
が
暴
れ
た
ら

実
に

の

来
し
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か
な
い

て
の

 
今
の
フ
ラ
ン
ド

ル
な
ら
こ
の
紅
魔

に
そ
の
住
人
は
そ
う
だ
が
下
手
を
す
れ
ば
幻
想
郷
を

し
か

な
い
と

え
て
し
ま

た

な
ら
ば

め
る
し
か
な
い

 
理
 

な

フ
ラ
ン
ち

ん

す
る
の
は

わ
な
い
け
ど

 
俺
を

し
て
か
ら
や
ろ
う
か

 
そ
の

葉
を
か
け
る
と
フ
ラ
ン
ド

ル
は
狂

た

み
を

か
べ
な
が
ら
自
分
へ
と

り
向

く 
フ
ラ

そ
う
だ
ネ
な
ラ

ま
ず
ハ

方
か
ら

し
テ
あ
ゲ

 
な
い
ト

 
そ
う

う
と
フ
ラ
ン
ド

ル
は
ま
た
弾
幕
を
理
久
兎
へ
と

開
さ
せ
た

理
久
兎
は

り

い

て
い
る

か
ら

ン
プ
し
て

 
理
 

エ
ア
ビ
デ

 
そ
の

葉
に
よ

て
理
久
兎
の

に
風
が
ま
と
い
始
め
理
久
兎
の
体
が

い
た

そ
し
て

い

た
と
こ
ろ
に
も
弾
幕
が
襲
い
か
か
る
が
そ
れ
を

な
く
飛
ん
で
回

し
た

 
理
 

さ

か
か

て
き
な
よ
フ
ラ
ン
ち

ん

俺
が

を
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更
正
さ
せ
て
や
る
か
ら
よ

 
フ
ラ

禁
忌
 
レ

テ
イ
ン

 
フ
ラ
ン
の

手
か
ら
突
然

火
が
吹
き
出
し

を

造

た

そ
れ
は
か
つ
て
自
分
が
持

て

い
た
空
紅
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な

火
だ

た
が
フ
ラ
ン
ド

ル
は
そ
の

火
の

を
持

て

理
久
兎
へ
と
襲
い
か
か

た

 
理
 

断
罪
神
書

そ
し
て
来
い
黒

 
胸
ポ

ト
に
入

て
い
る
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
て
元
の
本
の
大
き
さ
に
し
そ
し
て

が

座
に
開
か
れ
る
と
そ
こ
か
ら

本
の
黒
い
刀
が
出
現
し
そ
れ
を
手
に
取

て

 

キ
ン

 
フ
ラ
ン
ド

ル
の
レ

テ
イ
ン
と
つ
ば

り
合
い
と
な

た

 
フ
ラ

禁
忌
 
フ

オ
ブ
ア
カ
イ
ン
ド

 
つ
ば

り
合
い
の
状
態
か
ら
フ
ラ
ン
ド

ル
が
ス

ル
カ

ド
を
唱
え
る
と
目
の
前
で
つ
ば

り
合
い
を
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ド

ル
の

に

人
の
フ
ラ
ン
ド

ル
が
現
れ
フ
ラ
ン
ド

ル
が

人
と
な

た

し
か
も

の

人
の
フ
ラ
ン
ド

ル
は
最
悪
な
事
に
レ

テ
イ
ン
を
装

備
し
て
い
た
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理
 

お
い
お
い
そ
ん
な
ん
あ
り
か
よ

 

キ
ン

 
理
久
兎
は

座
に
目
の
前
で
つ
ば

り
合
い
を
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ド

ル
を
弾
く
が

人

人

人

と
レ

テ
イ
ン
で
自
分
へ
と
斬
り
か
か

た

 

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
理
 

こ
れ
じ

先
が
見
え
な
い
な

 

き
つ
つ
そ
う

き
下
へ
と
急
降
下
し
た

だ
が

人
と
な

た
フ
ラ
ン
ド

ル
は
弾
幕
を

飛
ば
し
な
が
ら
自
分
を
追
撃
し
よ
う
と
し
て
く
る

そ
し
て
逃
げ
な
が
ら
ス

ル
カ

ド
を
ポ

ト
か
ら
出
す
と

 
理
 

理

 
因
果
の
理

 
そ
う
唱
え
る
と
そ
の
ス

ル
カ

ド
か
ら
無
数
の
レ

ザ

が
フ
ラ
ン
ド

ル
目
掛
け
て
襲
い

か
か
る
が

 
フ
ラ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
れ
を

な
く

人
の
フ
ラ
ン
は
レ

テ
イ
ン
で
弾
く

だ
が
こ
れ
は
た
だ
の
レ

ザ

弾
幕
で
は
な
い

人
の
フ
ラ
ン
が
レ

テ
イ
ン
で
弾
い
た
レ

ザ

は
何
と

の

や
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地
面
に
当
た
る
と
反

し
な
お
か
つ
反

と
共
に
レ

ザ

の
数
が
増
加
す
る
反

分

レ

ザ

弾
幕
だ

そ
う
と
は
知
ら
ず
フ
ラ
ン
ド

ル
は
理
久
兎
を
追
い
か
け
た
結
果

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
増

し
反

し
た
レ

ザ

弾
幕
に
よ
り
フ

オ
ブ
ア
カ
イ
ン
ド
で
増
え
た

人
の
フ
ラ

ン
ド

ル
の
内
の

人
は
消
え
て
最
後
の
本
物
だ
け
が

た

 
フ
ラ

イ

い

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
七

の
結

が
輝
る

で

ば
た
き
自
分
へ
と
急

近
し
レ

テ
イ
ン

で
斬
り
か
か

た

だ
が
自
分
は
ニ

リ
と

い
な
が
ら

 
ザ
シ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
の
レ

テ
イ
ン
に
斬
ら
れ
た

 
フ
ラ

あ
レ

そ
ん
ナ
程
度
だ

の

つ
マ
ん
な
い
ナ

 

え

 
だ
が
フ
ラ
ン
ド

ル
は
よ
う
や
く
気
づ
い
て
し
ま

た

斬

た
理
久
兎
は

の
よ
う
に
な

て
消
え
た
こ
と
に

そ
う
こ
れ
は
か
つ
て
理
久
兎
が
何
度
も
使

て
き
た
幻
影
魔
法
ミ
ラ

に
よ
る

ミ

で
は
本
物
は
何
処
に
い

た
の
か
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理
 

い

 
ザ
シ

 
フ
ラ

え

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
自
分
の
体
を
見
る
と

体
か
ら
真

黒
い
刀
が

通
し
て
い
た

そ
し
て
後

ろ
に
は
黒
い
コ

ト
で
な
お
か
つ
フ

ド
を

た
理
久
兎
が
い
た

斬
ら
れ
る
一

で
ミ
ラ

と

雷
を
使
い
一

で
逃
げ
た
の
だ

そ
し
て

が
出
来
た
こ
の
一

で
突
い
た
た
だ
そ
れ

だ
け
の
事
だ

 
フ
ラ

そ
ん
な

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
あ
ま
り
の
事
で
気
絶
し
て
し
ま

た

し
か
し
こ
れ
は
も
は
や
弾
幕
ご

こ

で
は
な
い
た
だ
の
殺
し
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
が
実

は
違
う

 
理
 

よ
う
や
く

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
た

 
ザ
シ

 
フ
ラ
ン
ド

ル
か
ら
黒

を
引
き

く
き
フ
ラ
ン
ド

ル
を

き

え
る

そ
し
て
引
き

い

た
黒

の
刀
身
の
先

に
は
黒
い
結

が

さ

て
い
た

そ
れ
こ
そ
フ
ラ
ン
ド

ル
の
狂
気
の

結

な
の
だ
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理
 

さ
て
と
下
に
降
り
る
よ

 
下
へ
と
降
り
て
行

て

く
り
と
着
地
し
フ
ラ
ン
ド

ル
を

か
せ
て
黒

に

さ

て
い

る
黒
い
狂
気
の
結

を
手
で
外
す

 
理
 

こ
れ
が
狂
気

て
や
つ
か
何
て
禍
々
し
い
の
や
ら

 
や

た
の
は
単

に
フ
ラ
ン
ド

ル
か
ら
狂
気
を
取
り
除
い
た
だ
け

殺
し
て
は
い
な
い
証
拠

に
フ
ラ
ン
ド

ル
か
ら
は

が
流
れ
て
い
な
い
し

つ
服
に

は
空
い
た
が
体
に
は

な
ど
空

い
て
も
い
な
い
の
だ
か
ら

す
る
と
気
絶
し
た
ば
か
り
の
フ
ラ
ン
ド

ル
が
目
を
覚
ま
し

り
を

見
渡
し
た

 
フ
ラ

こ
こ
は

 
理
 

や

フ
ラ
ン
ち

ん
元
気

 
フ
ラ

あ
れ

方
は
さ

き
の

 
理
 

と
の
遊
び
楽
し
か

た
よ

 
フ
ラ

何
で
だ
ろ
う

く

体
が

い

 
フ
ラ
ン
ド

ル
は
立
ち
上
が
り

ン
プ
を
し
て
自
分
の
体
の

さ
を

感
し
て
い
た

そ
し

て
フ
ラ
ン
ド

ル
の
目
の
前
ま
で
来
て
目

に
合
わ
せ
て
し

が
み
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理
 

フ
ラ
ン
ち

ん

あ
の
紅
い
空

何
で
あ
あ

 
な

た
か
分
か
る

 
フ
ラ
ン
は
空
を
見
上
げ
て

し
そ
う
な
目
で
自
分
を
見
て
く
る

 
フ
ラ

お
姉
様
達
が
私
を

け
も
の
に
し
て
楽
し
ん
で

 
い
る
ん
で
し

ど
う
せ
何
時
も

け
者
だ
か
ら

 
理
 

い
い
や
違
う

あ
れ
は
フ
ラ
ン
ち

ん

の
た
め

 
に
や

て
い
る
ん
だ
よ

 
フ
ラ

え

 
日
記
で
読
ん
だ
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
自
分
の

葉
に

い

え
て
フ
ラ
ン
へ
と
伝
え
て
い
く

 
理
 

の
お
姉
さ
ん
や
従
者
達
そ
れ
ら
は

の
事
を
心

 
か
ら
心

し
て
い
た
よ

そ
れ
に

の
お
姉
さ
ん

 
は

を
助
け
る
た
め
に

そ
し
て
仲
を
直
す
た
め

 
に
空
を
真

に
し
た
ん
だ
よ

 
フ
ラ

お
姉
様
が

 

 
理
 

骸

が
近
い
か

骸

の
目
に

る
も
の
を
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す
か

 
断
罪
神
書
の
と
あ
る

を
開
い
て
骸

の
目
を

り
て
フ
ラ
ン
ド

ル
に
見
せ
る
と
そ

こ
に
は
フ
ラ
ン
ド

ル
の
姉
が
紅
い

女
と

人
の

年
と
で
戦

て
い
る
の
が

た

 
フ
ラ

お
姉
様

 
理
 

フ
ラ
ン
ち

ん

は
さ
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
い

 
今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
よ

 
フ
ラ

私

う
ん

私
お
姉
様
を
助
け
る

 
理
 

そ
う
か

そ
れ
が

の
選

だ

 
フ
ラ

う
ん

怪
し
い
人
あ
り
が
と
う

 
そ
う

う
と
フ
ラ
ン
ド

ル
は
飛
び
去

て
行

た

 
理
 

や
れ
や
れ
こ
れ
で
何
と
か
一
件

着
か
な

 
理

手
に
持

て
い
る
フ
ラ
ン
ド

ル
の
狂
気
の
結

を

め
な
が
ら

く
と
突
然
頭
に

が

聞
こ
え
だ
し
た

 
亜
狛
マ
ス

聞
こ
え
ま
す
か

 
そ
う
亜
狛
の

だ

た

そ
れ
に
理
久
兎
は
返

を
す
る
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理
 
聞
こ
え
て
る

ス
ピ

ク

 
と

何
処

の
大
佐
の
よ
う
に

う
と
亜
狛
の
キ
レ

キ
レ
の
ツ

コ
ミ
が
入
る

 
亜
狛

が
ピ

ネ

ク
で
す
か

 
亜
狛
の
ツ

コ
ミ
が
発
動
す
る
と
更
に
脳
内
会
話
に

が

く

そ
の

は

 
耶
狛
待
た
せ
た
な

 
本
当
に
何
処
か
に
あ
る

ボ

ル
か
ら
出
て
き
た
時
の
よ
う
な

で

え
る
と
流

の
亜
狛
も

ち

と
キ
レ
た
の
か

 
亜
狛
耶
狛
も
ふ
ざ
け
る
な

て

 
耶
狛
ご
め
ん

て
お
兄
ち

ん

 
理
 
ハ
ハ
そ
れ
で

件
は

 
理
久
兎
が

件
に
つ
い
て
聞
く
と
亜
狛
と
耶
狛
は
そ
れ
に

え
る

 
亜
狛
お

と
え

と
マ
ス

が
探
し
て
い
た

書

が

 
見
つ
か
り
ま
し
た
よ

 
耶
狛
マ
ス

こ
の
本
の

は

い
よ

何

て

ぐ
ら
い
あ
る
も
ん
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理
 
マ

か
よ
な
ら
す
ぐ
そ

ち
に
行
く
よ

 
亜
狛
分
か
り
ま
し
た
お
待
ち
し
て
い
ま
す

 
耶
狛
待

て
る

 
そ
う

う
と

人
の

が
聞
こ
え
な
く
な

た

そ
う
し
た
ら
今
度
は
黒
に

を
い
れ
る

 
理
 
黒

聞
こ
え
て
る
か

 
黒
 
ど
う
し
た
主
よ

 
理
 
亜
狛
と
耶
狛
が

書

を
見
つ
け
た
ら
し
い
ん
だ
だ
か

ら
俺
も
し
く
は

人
の
気
を
感
じ
て
こ

ち
ま
で
来
て

く
れ

 
黒
 
分
か

た
す
ぐ
に
向
か
う

 
返
事
が
聞
こ
え
る
と
黒
と
の

も

絶
え
た

 
理
 

さ
て
と
俺
も
行
き
ま
す
か

 

き
な
が
ら
断
罪
神
書
に
黒

と
フ
ラ
ン
ド

ル
の
狂
気
の
結

を
し
ま

て
亜
狛
と
耶
狛
の

元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
一
方

を
受
け
た
黒
は
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黒
 

俺
も

く
主
と
合
流
し
な
い
と
な

 
黒
は

い
て
今
い
る
部

か
ら
出
て
少
し
歩
く
と
目
の
前
か
ら

に

が

た
少
女
が

近
し

て
き
た

そ
し
て
少
女
は
そ
こ
で

す
る
と

 
少
女

お
前
も
こ
こ
の

の
住
人
か

 
と

聞
か
れ
る

黒
は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で

 
黒
 

い
い
や
俺
は
違
う
ん
だ
が

 
少
女

嘘
つ
け

お
前
執
事
服
着
て
る

て
こ
と
は
こ
こ
の

 
住
人
だ
ろ

 
ど
う
や
ら
目
の
前
の
少
女
は

戦
す
る
気
満
々
だ

た

と
い
う
か
服
で

め
て

し
い

仕

方
が
な
い
と
思
い

 
黒
 

し

う
が
な
い

様
を

し
て
か
ら
主
の
元
へ

 
と
行
く
と
し
よ
う

 
少
女

そ
う
か
な
ら
こ
の
私

普
通
の
魔
法
使
い
こ
と

 
魔
理

が

手
し
て
や
る

 
魔
理

と
名

た
少
女
は
ポ

ト
か
ら
八

の
何
か
を
取
り
出
し
て

え
る

そ
し
て
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魔
法
使
い
と
い
う

葉
に
自
分
は
少
し
イ
ラ

と
き
た

こ
の
女
は
自
分
を
魔
法
使
い
と

た

こ
と
に

が
立

た

 
黒
 

良
い
だ
ろ
う
来
る
が
良
い
魔
法
使
い
の
名
を
語
る
不

 
き
者
の
エ

魔
法
使
い
が

 
そ
う
し
て
黒
と
魔
理

と
の
戦
い
が
始
ま

た
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第
２
０
８
話
 
普
通
の
魔
法
使
い
と
執
行
者

 
黒
の
エ

魔
法
使
い
と

う

葉
に
魔
理

の

間
が
ピ
ク
リ
と
動
い
た

ど
う
や
ら
今

の

葉
で
魔
理

は
キ
レ
た
ら
し
い

 

い
い

手
し
て
や
る

 
魔
理

は

に

が
り
な
が
ら
無
数
の
星

の
弾
幕
を
黒
へ
と

た

だ
が
黒
は
魔
理

の

弾
幕
を

し
て
そ
こ
か
ら
出
来
た
影
を

り

 

チ
ン

 
黒
の
指

チ
ン
で
魔
理

の
星

弾
幕
の
光
で
出
来
た
影
か
ら
影
の
星
が
現
れ
魔
理

の

た
星

弾
幕
全
て
を

殺
し
た

 

な
ん

だ
と

 
黒
 

そ
の
程
度
か

 
あ
え
て

お
う

こ
こ
は
場
所
が
悪
い
と
戦

て
い
る
場
所
は

下
だ

奥
行
き
は

い
が

や
天

も
せ
ま
い

に
影
が
良
く
写
る

て
し
ま
え
ば
こ
こ
は
黒
に
と

て
最
高
の
戦
闘

エ
リ
ア
な
の
だ

だ
が
魔
理

は
そ
ん
な
事
は
知
る
よ
し
も
な
い
か
ら
か
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ま
だ
だ

 
魔
理

は

し
そ
う
に

う
と
ま
た
弾
幕
を
撃
ち
出
し
た
が

 
黒
 

は

こ
れ
な
ら
こ
い
し
の
弾
幕
の
方
が
ま
だ

け

 
る
の
が

し
か

た

 
黒
は

下
を

ら
す
ろ
う
そ
く
か
ら
出
て
い
る
影
を
密
集
さ
せ
て

と

そ
し
て

部
が
合
わ

さ

て
い
る
武

ハ
ル
バ

ド
を
作
る
と
そ
れ
で
魔
理

の
弾
幕
を
全
て
は
た
き

と
し
た

 

あ
ん
な
あ
り
か
よ

 
黒
 

終
わ
り
か
エ

魔
法
使
い

 
黒
は
ず
れ
た
伊
達

を
直
す
と
魔
理

は

み
し
な
が
ら

 

私
は

魔
様
に
魔
法
を
習

た
ん
だ

エ

魔
法

 
使
い
な
ん
か
じ

 
そ
う

う
と
魔
理

は

の
ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
し
て

 

魔

 
ス

ス
ト
レ

リ
エ

 
魔
理

の

葉
に
よ

て

下
を

い

く
す
よ
う
に
無
数
の
星

の
弾
幕
が
現
れ
黒
へ
と
向

か

て
襲
い
か
か
る
が
上
着
の
ポ

ト
か
ら

ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
す
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黒
 

影

 
影
の

 
ス

ル
カ

ド
か
ら
真

黒
の
影
を
模
様
し
た
無
数
の

が
魔
理

を

こ
う
と
襲
い
か
か

る 

そ
ん
な
弾
幕
私
に
は
当
た
ら
な
い

 
そ
う

い
魔
理

は
そ
の

を
弾
幕
を

ち
つ
つ

に

が

て
飛
び
な
が
ら
回

し
自
身
も

魔
理

か
ら

た
れ
た
ス

ス
ト
レ

リ
エ
と
回

し
つ
つ

た
れ
た
弾
幕
を
回

し
な

が
は
手
に
持
つ
ハ
ル
バ

ト
で
は
た
き

と
す

そ
し
て
行
動
を
し
つ
つ
魔
理

を
観
察
し

 
黒
 

ふ
ん

お
い
魔
法
使
い

 

何
だ
よ

ま
だ
エ

と
か

う
の
か

 
黒
 

い
や
お
前
が
エ

じ

な
い

て
の
は
良
く
分
か

 
た
こ
の
弾
幕
に
も
魔
力
が
込
め
ら
れ
て
は
い
る
か
ら

 
な

 

ふ
ん

や

と
分
か

た

 
黒
 

だ
が

 

葉
を

ら
れ
た
魔
理

は

る
と
黒
は

葉
に

を
か
け
て
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黒
 

ま
だ
お
前
は
本
当
の
魔
法
に
出
会

て
な
い
だ
ろ
う

 
な

 

何

 
黒
 

見
せ
て
や
ろ
う
本
当
の
魔
法
と

う
も
の
を

 
黒
は
魔
理

に

を
か
け
つ
つ
そ
う
語
り
な
が
ら
自
身
が
着
け
て
い
る

を
外
し
て
上
着
の

胸
ポ

ト
に
し
ま
い
代
わ
り
に
黒
い

も
と
い
自
身
の

を
取
り
出
す
と
そ
れ
を

り

す

す
る
と
魔
理

を
中
心
に
無
数
の
魔
方

が

開
さ
れ
同
時
に
黒
が
今
使
え
る
魔
力
を

出

す
る

 

な

何
だ
よ
そ
の
魔
力
は

 
黒
 

魔

 
影
の
雷

 
黒
の

葉
に
よ

て
魔
方

か
ら

撃
が

と
ば
し
り
始
め
る
と

 
ビ
イ
カ

 
真

黒
い

が
走
り

の

か
ら

か
ら

ど
の
物
が

さ
れ
る
だ
が

心
の
魔
理

は 

あ

あ
ぶ
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そ
れ
ら

を
全
て
回

し
た
よ
う
だ
が

な
事
に

 

げ

が

 

に

弾
し
た
ら
し
く

の

先
の
部
分
か
ら

が
出
て
い
た

そ
れ
を
は
た
い
て

火
す

る

だ
が
そ
の

を

い
ハ
ル
バ

ド
で
斬
り
か
か
る

 
黒
 

余
所
見
を
す
る
な
と

わ
れ
な
か

た
か

 

う

 
ハ
ル
バ

ド
の
一

が
魔
理

を
襲
う
が
魔
理

は
体
を
後
ろ
に

し
て

リ

リ
で
回

す

る

だ
が
魔
理

の

て
い
る

子
の

に
ハ
ル
バ

ド
が
当
た
り
切
れ
目
が
出
来
て
し
ま

た 

お
前

こ
れ
で
も
私
に
と

て
は
大
事
な

子
な
ん

 
だ
か
ら
な

 
黒
 

知
る
か

 
更
に
魔
理

に
ハ
ル
バ

ド
で
斬
り
か
か
る
が
魔
理

は
体
を

ら
せ

げ
て
と
見
事
に

リ

リ
で
回

す
る
の
だ
が

 
ビ
リ

ビ
リ

ビ
リ
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魔
理

の
服
が
ど
ん
ど
ん
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い

た

 

お
前
は
そ
ん
な
趣
味
が
あ
る
の
か

 
魔
理

は
つ
い
に
弾
幕
を
撃
つ

そ
れ
に
は
回

せ
ざ
る

ず
回

し
バ

ク
ス
テ

プ
で
後

ろ
へ
と
下
が
る

そ
し
て
魔
理

の
問
い
か
け
に
対
し
ど
う
い
う
事
な
の
か
分
か
ら
な
い
た
め

 
黒
 

何
の
事
だ

 

お
前
の
や

て
る
こ
と
が
そ
う
い
う
趣
味
か

て

 

て
る
ん
だ
よ

 
と

て
き
た

な
お
こ
の
時
に
魔
理

が

た

葉
は
黒
の
頭
の
中
で
は
趣
味

殺

＆

虐
等
と
変

さ
れ
た
が
魔
理

が
黒
に

て
い
る
趣
味
と
は
女
の
服
を
少
し
ず
つ
ボ

ロ
ボ
ロ
に
し
て
い
く
と

う
意
味
で
あ
る

し
か
し
そ
う
と
は
知
ら
ず
黒
は

 
黒
 

昔
は

か
に
そ
れ
が
趣
味
だ

た
が
そ
れ
が
何

 
だ
と

う
ん
だ

 

ま

マ

か
よ

ロ

 
何
か

解
が
生
ま
れ
た

そ
し
て
魔
理

は
黒
の

葉
に
ド
ン
引
き
し
た

す
る
と
魔
理

の

手
は
プ
ル
プ
ル
と

え
だ
し
な
お
か
つ

を
真

に
し
て
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こ
の

変
態

が

 
魔
理

は

ぶ
と
ポ

ト
か
ら
八

の
何
か
を
黒
へ
と

す
と

 

恋

 
マ
ス

ス

ク

 
そ
の

葉
と
共
に
魔
理

の

て
い
る
八

の
物
は
光
だ
し
そ
れ
は
巨
大
な
レ

ザ

と

な

て
襲
い
か
か

た

し
か
も
最
悪
な
事
に
こ
こ
は

下
だ

け
る
ス

ス
が
何
処
に
も
な

い 
黒
 

 
だ
が
黒
は

て
ニ

リ
と

い
な
が
ら
巨
大
レ

ザ

の
光
に
消
え
た

そ
し
て
数

後
に

レ

ザ

は
消
え
る
と
黒
が
消

し
た
と
思
い

 

女
の

の
変
態

め
思
い
知

た
か

 
と

ん
だ

間

後
か
ら

 
黒
 

お
前
の
負
け
だ

 

な

何

 
ピ
チ

ン

 
突
然
黒
が
現
れ
て
魔
理

の

中
に
ハ
ル
バ

ド
で
斬
り
つ
け
た
の
だ

ど
う
や

て
魔
理
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の

後
ま
で
来
た
の
か
こ
の
方
法
は
黒
に
し
か
出
来
な
い
方
法
で

け
た
の
だ

マ
ス

ス

ク
に
よ

て
発
生
し
た
影
の
中
に
黒
が
入
り
込
み
そ
こ
か
ら
魔
理

の
影
へ
と
潜
り
込
ん

だ

そ
し
て
魔
理

が

断
し
た
所
で
黒
が
現
れ
て
魔
理

斬
り
つ
け
た
そ
れ
が
ト
リ

ク
で
あ

り
魔
理

の
判
断
ミ
ス
で
も
あ
る

そ
し
て
斬
ら
れ
た
魔
理

は
と
い
う
と
斬
ら
れ
る
と
同
時
に

吹

飛
ば
さ
れ
て

に

れ
て
い
た

 
黒
 

や
れ
や
れ

こ
の
ハ
ル
バ

ド
の

の
部
分
が
本
当

 
に
斬
れ
た
ら
そ
の
程
度
の

じ

す
ま
な
い

 
こ
こ
だ
け
の
話
ず

と
切
れ
味
の
な
い

の
部
分
で
斬

て
い
た
の
だ

そ
れ
が
救
い
な
の
か

魔
理

の
服
が
少
し
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
だ
け
で

ん
だ
た
め
切
り

は
一
切
な
い
の
が
救
い
だ
ろ

う

女
は

を
気
に
す
る
と

う
し

 

く

く

そ

 
黒
 

お
前
と
の
弾
幕
ご

こ
中
々
楽
し
め
た

次
に
会
う

 
時
ま
で
に
は
強
く
な

と
け
よ

 
黒
は

れ
て
ま
だ
動
け
そ
う
も
な
い
魔
理

に

葉
を
か
け
て
そ
こ
か
ら
去
る
の
だ

た

そ

し
て
歩
き
な
が
ら
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黒
 

俺
も
可

し
く
な

た
も
の
だ
昔
の
俺
だ

た
な
ら

 

実
に
殺
し
て
い
た
の
に
な

本
当
に
主
と
出
会

 

て
か
ら
変
わ

た
こ
と
だ
ら
け
だ
な
ふ
ん

 
黒
は

人
そ
う

き
つ
つ

て
主
人
で
あ
る
理
久
兎
の
元
へ
と
急
ぐ
の
だ

た
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第
２
０
９
話
 
本
を
頂
戴
す
る
神
達

 
魔
理

と
黒
と
の
戦
い
か
ら
数
分
後
へ
と
時
間
は
進
む

理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
の

弱
な
気

を
探
り
な
が
ら
よ
う
や
く
目
的
地
に

り
着
い
た

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
の
反

だ
と
こ
こ
か

 
目
の
前
に

る
意
外
に
も
大
き
な

そ
の
先
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
の
気
が

弱
な
が
ら
も
漂

て

き
て
い
た

 
と
り
あ
え
ず

を
開
け
よ
う
と
し
た
時
だ

た

 

 

チ

リ

様
大
丈
夫
で
す
か

 

チ

え

も
少
し
は
よ
く
な

た
か
ら
そ
れ
よ
り
も
今

 
は

の
皆
を
見
つ
け
て
少
し
で
も
運
ば
な
い
と

 
そ
の
よ
う
な

が
こ
ち
ら
の
方
に

て
き
て
い
た

そ
れ
を
聞
き
自
分
は

い
て
し
ま

た

ま
さ
か
中
に

人
が
い
る
と
は
予
想
値
に
し
な
か

た
の
だ
か
ら

 
理
 

え

え

と

 

チ

ン
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と

が

々
に
開
か
れ
て
い
く

と

さ
の
判
断
で
上
を
見
て

 
理
 
え

い

こ
う
な
れ
ば

 
理
久
兎
は

座
に

し
て
天

に
指
を

り

け

全
体
の
の

力
を
使
い
天

と
平
行
に

な
る
よ
う
に

り

い
た

 

チ

小
悪
魔

見
つ
け
次
第
す
ぐ
に
部

へ

 
コ
ア

分
か
り
ま
し
た

 
そ
し
て
そ
の
下
を
だ
ぼ

と
し
た
服
を
着
た
女
性
と
頭
に
コ
ウ
モ
リ
の

を
着
け
て
い
る
女
性

が
通
り
過
ぎ
て
行

た
の
を

す
る
と
下
へ
と
降
り
る

 
理
 

ふ

危
な
か

た

 
後
ろ
を

り
向
い
て

く
き

の
方
を
再
度
向
い
て

を
開
け
て
中
へ
と
入
る

そ
し
て
目
に

写

た
光

は

を

い

く
し
天

に

き
そ
う
な

ど
の
本
が

め
ら
れ
て
い
る
本

だ

た 
理
 

こ
れ
は
す
げ

 
あ
ま
り
の
本
の
数
に

い
て
い
る
と
上
か
ら

つ
の
影
が
理
久
兎
の
目
の
前
に
降
り
立

た

そ
れ
は
理
久
兎
の
従
者
達

亜
狛
と
耶
狛
だ

た
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亜
狛

マ
ス

や

と
来
ま
し
た
か

 
理
 

あ

来
た
ん
だ
が

こ
れ
は
予
想
外
だ

た

 
耶
狛

私
も

い
ち

た
よ

 
亜
狛

あ
れ

そ
う
い
え
ば
マ
ス

黒
さ
ん
は
何
処
で
す

 
か

 
亜
狛
は
黒
の
所

に
つ
い
て
聞
く
と
自
分
は
ち

と
遊
ん
で
や
ろ
う
と
思
い
わ
ざ
と
う
つ
む

く 
理
 

黒
は

 
耶
狛

え

何
が
あ

た
の

 
亜
狛

く

黒
さ
ん
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 

人
が
自
分
か
ら
事
情
を
聞
こ
う
と
し
た

間
だ

た

自
分
の
の

後
の

が
開
き
そ
こ

か
ら
黒
が
出
て
く
る

 
黒
 

す
ま
な
い
な
主
よ

く
な

た

 
理
 

あ

い

来
る
の

 
亜
狛

嫌
々

嫌
々

え

さ

き
の
あ
の
反

は
い
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た
い
何
で
す
か

 
理
 

え

黒
と
は
別
れ
て
行
動
し
て
た
よ

て

う
と

 
し
た
ん
だ
け
ど

 
ニ

ニ

と

い
な
が
ら
そ
う

う
と
亜
狛
は

を
少
し

か
せ
て

 
亜
狛

マ
ス

ら
わ
し
い
わ

 
耶
狛

本
当
に

ら
わ
し
い
よ

 
黒
 

変
わ
ら
ず
亜
狛
の
ツ

コ
ミ
は
キ
レ
が
あ
る
な

 
亜
狛

め
な
い
で
下
さ
い
よ
黒
さ
ん

 
だ
が
キ
レ
が
あ
る
の
は
事
実
だ

そ
れ
は
自
分
も
自
負
す
る
程
に
だ

 
耶
狛

マ
ス

と
り
あ
え
ず
何
処
か
ら
頂
戴
す
る

 
理
 

あ

そ
う
だ
な

見
て
回
ろ
う
か

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は

書

の
本
を
物

し
始
め
た

 
黒
 

で
も
よ
主
よ

 
理
 

ど
う
し
た
の

 
黒
 

大
和

葉
だ

け

あ
れ
俺
は
読
め

ん
だ
よ
な
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魔
法
文

な
ら
読
め
る
ん
だ
が
な

 
こ
こ
だ
け
の
話

黒
は

日

本

文

大
和

葉
が
ま

た
く
と
い

て
も
良
い

合
あ
ま
り
読
め
な
い
の

だ

魔
法
文

な
ら
読
め
る
み
た
い
だ
が

 
理
 

あ

な
ら

こ
れ
な
ら
い
け
る

し

 
先
程
に
見
つ
け
た
魔
法
文

が
ず
ら
ず
ら
と
書
か
れ
た
本
を
黒
に
渡
し
て
見
せ
る
と
黒
は

 
黒
 

こ
れ
な
ら

か
に
読
め
る
な

 
理
 

ま

文

の
読
み
書
き
な
ら
教
え
る
か
ら

つ

つ

 
覚
え
て
い
こ
う
な

 
黒
 

あ

あ

 
黒
は
ま
い

た
な
と
い

た
感
じ
で
返
事
を
す
る

ま
た
自
分
は
再
度
本
を

り
始
め
て
い
る

と 
亜
狛

こ
れ
は

な

耶
狛
お
前
な
ら
こ
う
い
う
童
話
物

 
と
か
良
い
ん
じ

な
い
か

 
耶
狛

あ

か
に
良
い

の
皆
に
読
み
聞
か
せ
出
来

 
る
し



 第十一章 もう つの紅魔異変

 
と

い

た
感
じ
で
探
し
続
け
た
自
分
は
見
つ
け
た

の
本
を
手
に
取
り
中
を

す
る

 
理
 

こ
れ
な
ら
さ
と
り
も
喜
び
そ
う
だ
な

 
黒
 

主
よ
そ
の
本
は
ど
ん
な
本
だ

 
理
 

う

ん
推
理

だ

さ
と
り
が

き
な
ん
だ
よ

 

推
理

の
小
説
と
か
さ

 
黒
 

そ

そ
う
か

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
本
を
盗
れ
る
だ
け
盗
る
だ
け
盗
り
終
え
る

 
理
 

よ
し
骸
達
も
集
合
さ
せ
て
お
前
ら
撤
収

 

人

お

 

人
は
撤
収
し
よ
う
と
す
る
と
突
然
の
事
だ

た

 
ド

ン

 
耳
を
塞
ぐ
程
の
の
大

の
大

発
が
ど
こ
か
で
起
き
た
ら
し
く

り
が
大
き
く

れ
た

 
理
 

お

と

 
亜
狛

さ

き
か
ら
良
く

れ
る
な

 
耶
狛

う
ん
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黒
 

わ
れ
て
み
る
と
さ

き
か
ら
よ
く

れ
る
な

 
理
 

え

そ
ん
な
に

れ
て
た
の
か

 
な
お
理
久
兎
は
フ
ラ
ン
ド

ル
と
戦

て
い
た
た
め
そ
ん
な
の
は
分
か
ら
な
い
た
め

人
に

聞
く
と

 
黒
 

主
は
無
関
心
に
も
程
が
あ
る

 
理
 

い
な

 
と
サ
ラ
リ
と
デ

ス
ら
れ
た

そ
ん
な
事
を

て
い
る
時
だ

た
天

か
ら
光
輝
く
弾

幕
が
飛
び
交

て
い
る
の
が
目
に

た

 
理
 

あ
れ
は

弾
幕
ご

こ
か

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
さ

き
俺
に
弾
幕
ご

こ
を
挑
ん
で
来

 
た
魔
女

子
が
い
た
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
達
は

は

と
い
う
表
情
を
し
て
し
ま

た

黒
の

て
い
る

こ
と
が
良
く
分
か
ら
な
か

た
た
め

 
理
 

え

お
前
弾
幕
ご

こ
し
て
き
た
の

 
黒
 

あ

あ
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耶
狛

ま
さ
か
殺
し
て
な
い
よ

黒

 
黒
は
耶
狛
の

問
に
多
少
ビ
ビ
り
な
が
ら

 
黒
 

い
や
殺
し
て
は
い
な
い
か
ら
な

し

か
り
と
生
か

 
し
て
撃
退
し
た
か
ら
な

 
亜
狛

ま

今
の
黒
さ
ん
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
よ
昔

 
だ

た
ら
危
険
で
す
け
ど

 
理
 

か
に

今
の
黒
な
ら
問

な
い
と
思
う
よ

 
耶
狛

そ
れ
も
そ

か

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
黒
は
何
を
思

た
の
か

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
主
よ
さ

き
の

え
る
子

と
や
ら

 
は
ど
う
し
た
ん
だ

 
自
分
が

れ
る
切

掛
け
と
な

た

事
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

そ
れ
に
対
し
て
の

え
は

サ
イ
ン
を
し
て

 
理
 

し

か
り
救

し
て
き
た
よ

 
と

え
る

亜
狛
と
耶
狛
は
何
の
事
か
と
気
に
な

た
の
か

人
に
対
し
て
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亜
狛

何
の
話
で
す
か

 
耶
狛

マ
ス

と
黒

だ
け

ル
い

 
と

耶
狛
が

し
が

て
い
る
が
自
分
と
黒
は
お
互
い
に

い

を
し
て

 
理
 

い
や

そ
ん
な
楽
し
い
も
ん
で
も
な
か

た
よ

 
黒
 

あ

俺
に
関
し
て
は

い
掛
か
り
か
ら
始
ま

 
た
か
ら
な

 
亜
狛

一
体
何
し
て
き
た
ん
で
す
か

 
何
を
し
て
き
た
か

フ
ラ
ン
ド

ル
を
救

し
に
い

て
命
の
掛
け
合
い
を
し
て
黒
に

て
は
魔
理

の

い
掛
か
り
か
ら
の
強
制
弾
幕
ご

こ
だ

 
理
 

ま

そ
こ
は
聞
か
な
い
で
お
い
て
く
れ
や

 
黒
 

同
じ
く

 
耶
狛

よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
聞
か
な
い
で
お
く
よ

 
と

い
な
が
ら
も
う
一
度

上
の
天

に

る
弾
幕
を
見
て

 
理
 

だ
か
ら
観
戦
し
て
行
こ

か

 
耶
狛

成
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亜
狛

そ
う
で
す

 
黒
 

何
処
で
観
戦
す
る
ん
だ

 
そ
れ
を
聞
か
れ
て

え
る
と
こ
の

に
入

て
く
る
前
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た

 
理
 

な
ら
時
計
台
が
あ

た
ろ

あ
そ
こ
か
ら
見
よ

 
か

 
黒
 

そ
れ
な
ら

動
し
よ
う

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
時
計
台
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
様
 
従
者
達

動
中

 
自
分
達
は
時
計
台
の
上
に
登
り
弾
幕
ご

こ
を
観
戦
し
た

そ
こ
で
弾
幕
を
撃

て
い
る
の
は

若
い

女
に
こ
の

じ

み
な
い
服
を
着
た

年
そ
し
て
写
真
に
写

て
い
た
少
女
と
最
後
の

人
は
先
程
に
救

し
た
フ
ラ
ン
ド

ル
だ

た

 
理
 

フ
ラ
ン
ち

ん
楽
し
そ
う
だ
な

 
黒
 

フ
ラ
ン
ち

ん

 
耶
狛

マ
ス

ま
た
女
に
手
を
出
し
た
の

さ
と

 
う

ん
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理
 

え

 
耶
狛
の

て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
か
耶
狛
に
ど
う
い
う
こ
と
か
と
聞
こ
う
と
耶
狛
の

方
を
見
る
と
亜
狛
が
耶
狛
の
口
を
塞
い
で
い
た

 
亜
狛

い
や
マ
ス

何
で
も
な
い
で
す
よ

 
理
 

そ
う
か

ま

良
い
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
ま
た
弾
幕
ご

こ
を
観
戦
す
る
と
亜
狛
は
耶
狛
に

 
亜
狛

耶
狛

そ
れ
は
さ
と
り
さ
ん
の
口
か
ら

わ
せ
な

 
い
と

メ
だ
ろ

 
耶
狛

ご
め
ん
お
兄
ち

ん

 
と
謝

て
い
る
一
方
で
理
久
兎
と
黒
は
観
戦
を
続
け
る

す
る
と
突
然
目
の
前
を
黒
い
影
が

つ
通
り
す
ぎ
て
理
久
兎
達
の
後
ろ
へ
と
着
地
し
て
頭
を
下
げ
る

そ
れ
は

察
を
任
せ
て
い
た

骸
達
だ

た

 
理
 

ご

様

 
骸
達
イ
エ
ス
ボ
ス

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と

人
を
断
罪
神
書
に

め
た
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理
 

さ
て
と

何
だ

あ
の
巨
大
レ

ザ

は

 
自
分
が
そ
れ
を

て
い
る
一
方
で
黒
は
そ
れ
を
見
て

 
黒
 

彼
奴
か

 
理
 

え

 
レ

ザ

が
発

さ
れ
た
方
向
を
見
る
と
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
の
魔
女

子
が

に

が

て
現
れ

た

そ
れ
を
見
た
自
分
は
黒
と
戦

た
子
だ
ろ
う
と
す
ぐ
に
分
か

た

 
理
 

さ

き
黒
が

て
た
子
か

 
黒
 

あ

そ
う
だ
あ
の
巨
大
レ

ザ

を
見
て
す
ぐ
に
分

 
か

た

 
そ
う
な
の
か
と
思
い
な
が
ら
自
分
は

女
服
の
少
女
と
黒
が
戦

た
魔
女

子
を
見
て

 
理
 

あ
れ

あ
の
子
達
ど

か
で
見
た
こ
と
あ
る
よ
う
な

 

な
い
よ
う
な

 
亜
狛

マ
ス

知

て
る
ん
で
す
か

 
理
 

い
や

思
い
出
せ
な
い
な

 

だ

た
け
と
思
い
出
そ
う
と
す
る
が
中
々
思
い
出
せ
な
い

つ
ま
り
ど
う
で
も
良
い
記
憶
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だ

た
の
だ
ろ
う
と
思

た

 
耶
狛

で
も
あ
の
男
の
子
は
私
ど

か
で
見
た
こ
と
あ
る
ん

 
だ
よ

何
処
だ

け

 
亜
狛

そ
う
そ
れ
俺
も
そ
れ
思

た
ん
だ
よ
な

 
理
 

遇
だ
な
俺
も
だ

 
自
分
達

人
は
共
に
戦

て
い
る
男
の
子
を
見
て
何
も
思
い
出
せ
な
か

た

す
る
と
様
子

を
見
続
け
て
い
る
と

人
は
姉
妹
達
よ
り
上
へ
と
上
が

て
い
く
と

 
黒
 

必
殺
技
や
る
み
た
い
だ
な

 
黒
が

た
と
同
時
に

人
か
ら
巨
大
な

つ
の
陰
陽
弾
と
先
程
の
巨
大
レ

ザ

そ
し
て

を
模
様
し
た
弾
幕
が
姉
妹
達
へ
と
襲
い
か
か
り
姉
妹
達
は
そ
れ
に
全
て

弾
し
た

 
理
 

終
わ

た
な

よ
し
お
前
ら
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
す
ぐ
に
開
き
ま
す

 
耶
狛

手
伝
う
よ
お
兄
ち

ん

 
黒
 

中
々
良
い
戦
い
だ

た
な

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

書

か
ら

ク

た
大

の
本
と
フ
ラ
ン
ド

ル
か
ら
手
に
入

た
狂
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気
の
結

を
持
ち
帰
り
地
霊
殿
へ
と
帰
る
の
だ

た
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 第十二章 目覚めんとする死の桜

 
第
十
二
章
 
目
覚
め
ん
と
す
る
死
の
桜

 
第
２
１
０
話
 
飲
み
会

 
理
久
兎
は
先
日
紅
の

か
ら

り

ク
し
て
き
た
本
を
自
室
で
読
ん
で
い
る
が
そ
こ
に
は
い

る
の
は
理
久
兎
だ
け
で
は
な
い

 
理
 

で

ど
う

そ
の
推
理
小
説

面
白
い

 
さ
と

そ
う
で
す

今
ち

う
ど
密
室
殺
人
の
所
ま
で
読
ん

 
で
い
ま
す

ど
う
や

て
密
室
殺
人
で
殺
し
た
の
か

 

く
気
に
な
る
の
で
面
白
い
で
す

 
そ
う
理
久
兎
の
自
室
に
は
さ
と
り
が
来
て
い
た

単

に

え
ば

り

ク
し
て
き
た
本
を

部

で
読
も
う

と
理
久
兎
に
誘
わ
れ
て
さ
と
り
が
来
て
い
る
た
だ
そ
れ
が
理
由
だ

 
理
 

ま
だ
読
ん
で
な
い
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
面
白

 
い
な
ら
良
い
か
な
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さ
と

え

こ
う
や

て
本
を
読
め
る
の
は

き
な
の
で

 

く
満

で
す

そ
れ
に
理
久
兎
さ
ん
と
こ
う

 
し
て
読
め
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
し

は

 
理
 

ん

な
ん
か

た

 
さ
と

い

い
え
多
分
空
耳
じ

い
で
す
か

 
理
 

そ
れ
な
ら
い

か

へ

ヘ

ク
シ

ン

 
理
久
兎
は
何

か
分
か
ら
な
い
が
突
然
く
し

み
を
し
た

そ
れ
に
反

し
た
さ
と
り
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
風
邪
で
す
か

 
理
 

い
や

か
が
俺
の

を
し
て
い
る
よ
う
な

 
さ
と

え

 
理
 

い
や
気
に
し
な
い
で
く
れ

そ
れ
よ
り
読
書
を
楽

 
し
も
う

 
さ
と

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
は
読
書
を
楽
し
む
の
だ
が
休

と
い
う
の
は
大
体
邪
魔
が
入
る
も

の
だ
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チ

ン

 
勇
儀

お

す
理
久
兎
い
る
か

 
理
 

あ
れ
勇
儀
ど
う
し
た
の

 
理
久
兎
は
本
を
読
む
の
を

め

を
本
に

ん
で
閉
じ
て
勇
儀
を
見
る

さ
と
り
も
本
を
読
む

の
を

め
て
勇
儀
の
方
を
見
る
と

 
勇
儀

い
や
な

美
須
々
様
に

勇
儀

理
久
兎
を

 
れ
て
こ
い

今
日
は
飲
み
会
だ

て

わ
れ

 
て
使
い
走
り
さ
れ
て
な

 
理
 

あ

そ
う
な
ん
だ

な

さ
と
り

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

い

て
ら

し

い

 
さ
と
り
は

で
理
久
兎
に

う
が
少
し
だ
け

し
そ
う
に
見
え
た
た
め

 
理
 

な

俺

外
の
面
子
も

れ

て
良
い
か

 
勇
儀

多
分
大
丈
夫
だ
ろ

美
須
々
様
だ
し

に
多
い

 
方
が
良
い

て
い
う
し
な

 
理
 

な
ら
決
ま
り
だ
な

さ
と
り
行
く
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さ
と

え

え

 
突
然
の
事
過
ぎ
て
さ
と
り
は

う
が
理
久
兎
は

で

 
理
 

皆
を

れ
て
い
こ
う

論
さ
と
り
も

 
さ
と

は

理
久
兎
さ
ん
お
空
や
お

は
と
も
か
く

 
私
は
嫌
わ
れ
て
ま
す
そ
れ
に
妖
怪
や
人
が
多
い
所

 
に
行
く
の
は

手
な
ん
で
す
よ

 
理
 

そ
う

う
と
思

て

 

の
引
き
出
し
を
開
け
て
そ
こ
か
ら

つ
の
指
輪
を
出
す

そ
れ
は
リ
ン
グ
の
部
分
が

の

を
表
す
よ
う
に
模
様
が

ら
れ
て
い
て
中

の
部
分
に
は

を
表
す
か
の
よ
う
に
ル
ビ

が
は
め
ら
れ
て
い
た

 
理
 

ら
着
け
て
み
な
よ

 
さ
と

は

 
さ
と
り
は
そ
れ
を
着
け
る
が

 
さ
と

何
も
変
化
は

え

 
さ
と
り
は
分
か

て
し
ま

た

理
久
兎
を
見
て
も
何
も
起
き
な
い
が
勇
儀
を
見
る
と
分
か
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る

そ
れ
は
心
が
読
め
な
い
事
だ

た

 
理
 

そ
れ
は

俺
の

し
で
作

て
た
ん
だ
け
ど

 
中
で
こ
い
し
ち

ん
の
一
件
が
あ

た
ろ
そ
れ
で

 
そ
の
後
に
も
し
か
し
た
ら
さ
と
り
も
と
思

て
さ

 
ル

ン
文

を
加
え
て
作

た
ん
だ
よ
着
け
た

 
手
の
能
力
を

さ
せ
る
指
輪
を

 
さ
と

そ
う

だ

た
ん
で
す
か

 
理
 

す
ま
な
い
な

あ
の
時
こ
い
し
に
こ
れ
を
着
け
て

 
や
れ
れ
ば

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
だ
か

 
ら
気
に
し
な
い
で
下
さ
い

も
う
過
ぎ
た
事
な

 
ん
で
す
か
ら

 
理
 

そ
う

て
く
れ
る
と
助
か
る
よ

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
中
々
会
話
に

加
で
き
な
か

た
勇
儀
は
申
し
訳
な
さ
そ
う

に
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勇
儀

な

な

理
久
兎
に
さ
と
り

 
理
 

あ

悪
い
な
そ
れ
で
行
こ
う
か

 
さ
と

は

し

う
が
な
い
で
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
そ
の

に
も
亜
狛
と
耶
狛
に
黒
そ
し
て
お

と
お
空
も
誘

た

な
お
こ
い
し
は
今
現

の
旅
に
出
て
い
る
た
め
い
な
い
の
で
誘
え
な
か

た
が

の
全
員
で

美
須
々
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 

動
中

 
居
酒

に
着
く
と
そ
こ
は

が

れ
下
が
り
⻤
塚
と
書
か
れ
て
い
た

見
た
感
じ
は

建
て
の
居
酒

だ
が

 
ド

ン

 
⻤
 

ぐ
ふ

 
突
然

が

さ
れ
て
そ
こ
か
ら
⻤
が
理
久
兎
達
の
方
に
ぶ

と
ん
で
き
た

そ
れ
を
勇
儀

は 
勇
儀

や
れ
や
れ

 

シ
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⻤
の
着
て
い
る
服
の

を
着
か
ん
で
地
面
に

を
着
け
さ
せ
る

 
⻤
 

て
て

す
い
や
せ
ん
勇
儀
姉
さ
ん

 
勇
儀

何
が
あ

た

 
⻤
 

そ
れ
が

 
⻤
は
居
酒

の
中
を
見
る
と
理
久
兎
達
も
中
を
見
る
そ
こ
に
は
何
人
も
の
⻤
や
妖
怪
が
地
面
に

れ
て

て
い
た

ど
う
や
ら
酔
い

れ
て
い
る
よ
う
だ

す
る
と
中
か
ら

人
⻤
が
出
て
く

る
そ
れ
は

 
美
 

た
く
大
し
た
事

な

 
美
須
々
だ

た
が
何

か
知
ら
な
い
が
結

な
ぐ
ら
い
に

が
真

だ

た

 
理
 

な

勇
儀

美
須
々
ど
う
し
た
ん
だ

 
勇
儀

そ
れ
が
よ
⻤
達
そ
う
で
で
美
須
々
様
と
酒
飲
み
対
決

 
し
て
結
果
的
に

ど
の
⻤
達
が
酔
い

れ
て
し
ま
い

 
に
は
美
須
々
様
が
調
子
に

り
出
し
て

今
度
は
理

 
久
兎
と
勝
負
だ

な
ん
て

い
出
し
て
私
が
使

 
い
走
り
さ
れ
た
訳
だ
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理
 

な
る

ど

 
黒
 

お
い
お
い
ま
た
酒
飲
み
対
決
す
る
の
か
よ

 
旧
都
の
復
興
祝
い
で
自
分
達
が
開
い
た
宴
会
で
自
分

美
須
々

勇
儀

黒
の

人
で
酒
飲

み
対
決
し
た
の
だ
が
自
分
が
勝

て
い
る

恐
ら
く
酔

た

い
で
リ

ン

戦
を
す
る
気
の
よ

う
だ

 
美
 

お

来
た
か

ら
入
り
な
よ
理
久
兎

 
美
須
々
は
そ
の

葉
を

し
て
店
の
中
へ
と
入

て
い

た

 
理
 

よ
し
入
る

 
理
久
兎
は
何

か
楽
し
そ
う
に
入

て
い

た

 
お

お
父
さ
ん

理
久
兎
様
は
大
丈
夫

 
亜
狛

多
分
大
丈
夫
だ
ろ

マ
ス

な
ら

 
耶
狛

お
空
ち

ん
お
酒
飲
も

か

 
お
空

う
ん
飲
む

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
程
々
に
な

 
耶
狛

は

い
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人
も
楽
し
そ
う
に
話
な
が
ら
店
の
中
へ
と
入

て
い

た

そ
れ
を
見
て
い
た
黒

勇
儀

さ
と
り
は

 
黒
 

俺
ら
も
入
る
か

 
勇
儀

す
ま
な
い

美
須
々
に

き
合
わ
せ
ち
ま

て

 
黒
 

気
に
す
る
な

さ
と
り
行
く

 
さ
と

え

 
そ
う
し
て

人
も
中
へ
と
入

て
い

た

美
須
々
を
入
れ
て

人
は

の
座

へ
と

上
が
る
と

 
黒

お
帰
り
勇
儀

 

ル

や

と
帰

て
き
た
の

 
キ
ス

お
か
え
り

 
勇
儀

あ

た
だ
い
ま

 
勇
儀
が
返

を
す
る
と
勇
儀
の
後
ろ
か
ら

こ
り
と

を
出
し
て

 
理
 

よ

お
前
ら

 
と

を
す
る
と

人
は
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黒

こ
ん
ち
は
理
久
兎

 

ル

方
や

と
来
た
の

 
キ
ス

ど

ど
う
も

 

人
は

を
返
す
そ
し
て
理
久
兎
達
は
元
か
ら
い
た

人
と

じ
り

き
な
場
所
に
座
る

と
店
員
が
や

て
来
る

 
店
員

ご
注
文
は
い
か
が
い
た
し
ま
し

う

 
と

聞
か
れ
る
と
理
久
兎
達
は
お
品
書
き
を
そ
れ

れ
見
て

 
美
 

さ

て
次
は
何
の
つ
ま
み
を
行
く
か
な

 
理
 

な
ら

本
的
な

き

で
行
こ
う
か

 
美
 

王
道
だ
な

 

ル

本
的

方

 
お

あ
た
い
は

で

 
お
空

私
は
た
れ

 
理
 

あ
い
あ
い
そ
れ
じ

と
た
れ
半
々
で
頼
む
よ

 
店
員

き

と
た
れ
で
半
々

え

と
何
本
に
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し
ま
す
か

 
理
 

と
り
あ
え
ず
全
部
で
１
０
０
本
頼
む
よ

 
店
員

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
す
る
と
お
品
書
き
を
読
ん
で
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

あ

俺
も
つ

で
い
い
で
す
か

 
耶
狛

私
は
レ
バ

が
食
べ
た
い
な

 
店
員

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
店
員
は

わ
れ
た
メ
ニ

を
ど
ん
ど
ん
書
い
て
い
く
と
今
度
は
勇
儀
と
黒
が
注
文
を
す
る

 
黒
 

俺
は

で
頼
む

 
黒

お

分
か

て
る

因
み
に

 
黒
 

ポ
ン

だ
な

 
黒

あ
ん
た
と
良
い
話
が
出
来
る

 
勇
儀

な
ら
私
は
天

ら
の
盛
り
合
わ
せ
で
頼
む
よ

 
店
員

に
天

ら
の
盛
り
合
わ
せ

 
そ
う

て
い
る
一
方
で
さ
と
り
は
あ
ま
り
来
な
れ
て
い
な
い
の
か
お
品
書
き
を
見
て

ん
で
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い
た

 
さ
と

ど
う
し
よ
う

 
理
 

さ
と
り
は
決
ま

た

 
さ
と

い
え

そ
れ
が
ま
だ

 
理
 

気
に
な

た
も
の
を
頼
め
ば
い
い
よ

 
さ
と

な
ら

の
和
え
物
で
お
願
い
し
ま
す

 
美
 

そ
れ
と
酒
を

こ
ど
持

て
き
て
く
れ

 
美
須
々
の

動
に
元
か
ら
い
た

人
は

 
キ
ス
 

 

ル

朝
か
ら
よ
く
飲
め
る

 
黒

酒
に
強
い
な
本
当
に

 
と

い
て
し
ま

て
い
た

だ
が

か
に
美
寿
々
の
飲
み

り
に
は

れ
て
く
る
も
の
だ

が

度
良
い

し
に
は
も

て
こ
い
だ

 
店
員

の
和
え
物
と
酒
を

ご
と

か
し
こ
ま
り

 
ま
し
た
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店
員
は
立
ち
上
が
り
下
へ
と
降
り
て
い

た

 
理
 

さ

て
美
須
々

や
る
の
か

 
美
 

当
然
だ
そ
の
た
め
に
呼
ん
だ
ん
だ
か
ら
な

 
理
 

で
す
よ

 
と

皆
で

イ

イ
楽
し
く
会
話
を
し
て
い
く
と
店
員
が

そ
う
な

を
運
ん
で
く
る

 
店
員

お

お
待
た
せ
し
ま
し
た

酒

つ
お
持
ち

 
し
ま
し
た

の
メ
ニ

は
も
う
し
ば
ら
く
お
待

 
ち
く
だ
さ
い

 
理
 

そ
ん
じ

注
ぐ
か

 
理
久
兎
は
皆
に
酒
を
注
い
で
渡
し
勇
儀
は
星

を
理
久
兎
に
渡
し
て
酒
を
注
い
で
も
ら
い
全

員
に
酒
が
行
き
渡
る

 
理
 

そ
れ
じ

 
全
員

カ
ン

イ

 
全
員
で
酒
を
飲
み
始
め
る
が
美
須
々
と

み
合
い

 
美
 

そ
ん
じ

や
ろ
う
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理
 

な
ら

度
の
よ
う
に

け
を
す
る
か

 
美
 

内
容
は

 
理
 

美
須
々
が
勝
て
た
ら
こ
こ
は
俺
が

て
や
る
よ

 
に
負
け
た
ら
美
須
々
が

れ
よ

 
美
 

い
い

今
日
こ
そ
勝

て

酒
に
あ
り
つ
か
せ
て

 
も
ら
う
よ
理
久
兎

 
そ
う
し
て
自
分
と
美
須
々
と
の
酒
飲
み
対
決
が
始
ま

た

す
る
と
店
員
が
ま
た
や

て
来

て 
店
員

お
待
た
せ
し
ま
し
た

き

半
々
に
も
つ

そ
れ

 
か
ら
レ
バ

に
天

ら
に

に

の
和
え
物

 
で
す

 
そ
れ

れ
の
頼
ん
だ
物
を
受
け
と
る
と
店
員
は
一
礼
し
て
下
へ
と
降
り
て
い

た

 
勇
儀

こ
こ
の
天

ら

い
か
ら

き
な
ん
だ
よ
な

ら

 
ル
ス

も
食
え
よ

 

ル

な
ら
か
き
あ
げ
を

う
わ
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亜
狛

も
つ

に

み
が
な
く
て
い
け
る
な

 
耶
狛

レ
バ

美
味
し
い

お
空
と
お

ち

ん
は
ど
う

 
食
べ
れ
て
る

 
お
空

美
味
し
い
よ
お
⺟
さ
ん

 
お

美
味
し
い
で
す
よ

 
黒
 

に
は
ポ
ン

だ
な

 
黒

そ
れ
に
更
に

を
い
れ
る
と
ま
た
い
け
る
ん
だ
よ

  
さ
と

シ

キ
シ

キ
し
て
て
中
々

 
キ
ス
 
コ
ク
リ

 
と
楽
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る

で
は
理
久
兎
と
美
須
々
と
の
酒
飲
み
対
決
が

発
し
て
い
た

 
理
 

ん
の
り
と
し
た

味
が
い
い

 
美
 

分
か

て
る
じ

か

 
と

て
理
久
兎
と
美
須
々
は
酒
を
注
ご
う
と
し
た
が

 
理
 

あ
れ
も
う
空

か
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美
 

た
く
よ

お

い
次
の
酒
を
持

て
こ
い

 
美
須
々
の

が
店
に

く
と
下
に
い
る
店
員
の
の

が

い
た

 
店
員

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
理
 

さ

飲
む

 
美
 

望
む
と
こ
ろ
だ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
飲
み
続
け
る
の
だ
つ
た

終
わ
り
は
ま
だ
見
え
な
い

ど
に
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第
２
１
１
話
 
二
日
酔
い
に
は
ご
注
意
を

 
飲
み
会
か
ら
明
け
た
翌
日
理
久
兎
は
何
気
な
い
よ
う
に
厨
房
で
朝
食
を
作
り
料
理
を

イ
ニ

ン
グ
へ
と
運
ん
で
い
る
所
だ

た
が

 
理
 

え

さ
と
り
か
二
日
酔
い

 
亜
狛

え

そ
う
み
た
い
で
す
よ

 
耶
狛

ま

日
あ
れ

ど
飲
ん
だ
か
ら

 
黒
 

た
ま
た
ま
様
子
を
見
た
が
結

い
こ
と
に
な

 
て
る

 
黒
の
話
か
ら
推

す
る
と
ど
う
や
ら
か
な
り

い
二
日
酔
い
の
よ
う
だ

 
理
 

ふ

ん

今

て
る
の

 
黒
 

多
分
自
室
に

て
る
気
は
す
る
が

 
理
 

分
か

た
亜
狛

耶
狛

黒
お
前
ら
は

の
動

 
物
達
に
会

た
ら
さ
と
り
の
部

の
前
で
は
静
か
に

 
す
る
よ
う
に
と

て
お
い
て
く
れ
一
番
の
対
処
と
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し
て
は
は
う
る
さ
く
し
な
い
の
が
良
い
か
ら
な

 
理
久
兎
の

葉
を
聞
い
た

人
は

い
て

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
お

や
皆
に
も
伝
え
て
お
き
ま
す

 
耶
狛

お
空
ち

ん
に
も

て
お
か
な
い
と

 
黒
 

手
当
た
り
次
第
に
出
会

た
ら

と
く
主
よ

 
理
 

頼
ん
だ

と
り
あ
え
ず
朝
飯
を
食
え
よ

俺
は
も
う

 
少
し
厨
房
に

た
ら
さ
と
り
の

を
し
に
行
く

 
か
ら

 
そ
う

い
理
久
兎
は
厨
房
へ
と
向
か

た

 
亜
狛

そ
れ
じ

い
た
だ
こ
う
か

 
耶
狛

だ

 
黒
 

そ
ん
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て

人
は
何
時
も
の
よ
う
に
朝
食
へ
と
あ
り
つ
く

そ
し
て
厨
房
へ
と

た
理
久

兎
は

 
理
 

う

ん
ま
い

た
な
二
日
酔
い
に

く
食
べ
物

て
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何
か
あ

た
け
か
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を
開
い
て
食
材
を
探
し
手
当
た
り
次
第
に
食
材
を

べ
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
お

を
作

て
そ
の
上
に

し
を

 
せ
て
そ
れ
か
ら
し
じ
み
で
味

か
な

そ
う
い
え

 
ば

く

し
た

も
あ

た
な

 
理
久
兎
は

ル
を
組
む
か
の
よ
う
に
食
材
を
選

し
組
み
合
わ
せ
て
い
き
そ
の
後
調
理
へ
と

入

た

 
理
 

う
ん

良
い
香
り
だ

 
味

そ
し
て
お

が
出
来
る
と
次
に
ウ

ロ
ン

の

葉
を
テ

ポ

ト
に
入
れ
て
お

を
注
ぐ
と
ウ

ロ
ン

が
出
来
上
が
り
最
後
に

本
を
小
さ
く
口
に
入
れ
や
す
い
よ
う
に
切

て

に
も
れ
ば
簡
単
な
二
日
酔
い
対
処
料
理
の
出
来
上
が
る
と
そ
れ
ら
を
お

に

せ
る

 
理
 

さ
て
と

さ
と
り
の
部

ま
で
い
く
か

 
理
久
兎
は
お

を
持

て
さ
と
り
の
部

へ
と
向
か

た

 
理
 

て
る
か
な

 

の
た
め
に
と

を

く
ノ

ク
す
る
こ
と
に
し
た
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コ
ン

コ
ン

 
理
 

さ
と
り
起
き
て
る

 
理
久
兎
の
呼
び
掛
け
に
中
か
ら
返
事
が
返

て
く
る

 
さ
と

は
い

起
き
て
ま
す
よ

 
理
 

な
ら
入
る
よ

 

を
そ

と
開
け
て
中
を
見
る
と

ト
の
上
に
さ
と
り
は
い
た
が

が

く

が

れ

て
い
な
い
の
は
容

に
分
か
る

 
理
 

朝
食
持

て
き
た
よ

 
さ
と

す
い
ま
せ
ん
態
々

 
理
 

い
い

て
事
よ

ら

め
な
い
う
ち
に
食
べ
な

 
よ

 
理
久
兎
は

に
料
理
を

せ
て
い
る
お

を
置
い
て
お

を
も
そ

て
そ
の
上
に

し
を

せ
て
さ
と
り
に
ス
プ

ン
と
共
に
渡
す

 
さ
と

す
い
ま
せ
ん

 
さ
と
り
は
そ
れ
を
受
け
取

て
お

を
口
に
い
れ
る
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さ
と

美
味
し
い

 
理
 

そ
れ
は
良
か

た

そ
う
い
え
ば
頭

と
か
は
大
丈

 
夫
か

 
理
久
兎
は

子
に
座

て
聞
く
と
さ
と
り
は

た
か
の
よ
う
に

 
さ
と

い
え

れ
る

ど

い
で
す

 
理
 

う

ん
二
日
酔
い
の
薬
は
流

に
な
い
よ
な
そ
う
な

 
る
と
今
日
は
安
静
に
す
る
の
が
一
番
か
な

 
さ
と

い
つ
も
私
は
思
う
ん
で
す
何
で
理
久
兎
さ
ん

 
は
何
時
も
私
や
こ
い
し
と
仲
良
く
し
て
く
れ
る
の
か

 

て
私
達
は
昔
か
ら
能
力

に
嫌
わ
れ
て
き
た
の
に

 
ど
う
し
て

 
さ
と
り
が
こ
れ

上

お
う
と
す
る
と
理
久
兎
は
さ
と
り
の
口
に
人

し
指
を
当
て
て

で 
理
 

俺
は

能
力
だ
と
か
性
格
だ
と
か
で
は

別
は
し
な

 
い
む
し
ろ
そ
う
い
う

性
を
大
切
に
し
て

し
い
と
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思

て
る
ん
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
れ
に
俺
が

別
を
す
る
時
は
そ
れ
は
恐
ら
く
俺
の

 
大
切
で

け
が
え
の
な
い
も
の
を

つ
け
ら
れ
た
時

 
だ
け
だ
よ

 
さ
と

け
が
え
の
な
い
も
の

 
理
 

あ

そ
れ
は
友
や
仲
間
そ
れ
ら
を

つ
け
ら
れ
た

 
時
さ
そ
の
中
に
は
亜
狛
や
耶
狛
に
黒

に
も
美
須

 
々
や
勇
儀
に

マ
メ
や

ル
ス

に
キ
ス
メ
そ
し

 
て
お

や
お
空

こ
い
し
に
目
の
前
に
い
る
さ
と
り

 
も

外
じ

な
い
そ
れ

外
に
も
地
上
に
い
る
弟
子

 
や
友
達
そ
う
だ
け
ど

 
さ
と

ふ
ふ

理
久
兎
さ
ん
ら
し
い

 
で
す

 
さ
と
り
は
分
か

て
し
ま

た

理
久
兎
は

し
す
ぎ
る
と
そ
れ

に

別
な
ど
な
く

し
て
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く
れ
て
い
る
の
だ
と

だ
か
ら
こ
そ
自
分
が

れ
る
人
な
の
だ
と

 
理
 

そ
う
だ

ら

く
食
べ
な
い
と

め
ち
ま
う

  
さ
と

あ

す
い
ま
せ
ん

 
そ
う
し
て
さ
と
り
は
理
久
兎
が
作

た
料
理
を
完
食
し
ウ

ロ
ン

を
飲
み
な
が
ら
一

つ

く 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

気
に
す
ん
な

て
そ
れ
じ

俺
は
そ
ろ
そ
ろ
部

を

 
出
る
な
こ
こ
に
い
る
と

惑
だ
か
ら
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

そ
の
も
う
少
し
だ
け
居
て
く
れ
ま

 
せ
ん
か
少
し
理
久
兎
さ
ん
の
話
が
聞
き
た
い
の
で

 
理
 

え

安
静
に
し
な
く
て
良
い
の
か
い

 
さ
と

い
え

少
し
話
を
聞
い
た
ら
ま
た

に
な
り

 
ま
す
か
ら
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理
 

な
ら
ち

と
だ
け
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
ま
た

子
に
座
り
さ
と
り
と
会
話
を
始
め
た

今
回
話
し
た
の
は
平
安
京

に
い
た
時
の
生
活
や
そ
の
時
の

け
が
え
の
な
い
友
で
あ
る
安

晴
明
の
事
を
楽
し
く
語

た

 
理
 

と
い

た
感
じ
だ

 
さ
と

晴
明

て
人
は
後
に
伝
説
と
な

た
陰
陽
師
で

 
す
よ

理
久
兎
さ
ん

て
人

が

い
で
す

 
さ
と
り
が

た
伝
説
と
い
う

葉
に
理
久
兎
は

 
理
 

そ
れ
で
も
出
会

た
当
初
は
弱
か

た

正
直
底

 

の
レ

ル
だ

た
か
ら
な
そ
れ
に
昔
よ
く
俺
の
住

 
み
か
に
遊
び
に
来
て
わ
酒
を
飲
ん
で
い

た
も
ん
だ

 
よ

 
さ
と

え

想

と
全
然
違
い
ま
す

 
理
 

ま

実

は
そ
ん
な
も
ん
さ

そ
れ
じ

そ
ろ

 
そ
ろ

な
よ

 
さ
と

そ
う

で
す

理
久
兎
さ
ん
話
を
あ
り
が
と
う
ご
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ざ
い
ま
し
た

 
理
 

い
い

て
事
よ

そ
れ
じ

お
や
す
み

 
そ
う

い
理
久
兎
は
立
ち
上
が

て
食

が
の

た
お

を
持

て
部

か
ら
出
て
い

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
は
そ
ん
な

方
が
大

き
で
す

 
よ

 
さ
と
り
は
そ
う

い
て
目
を
閉
じ
る
の
だ

た



 第２１２話 フラグって知ってる

 
第
２
１
２
話
 
フ
ラ
グ

て
知

て
る

 
紅

の
一
件
か
ら
数

月
後
の
事
だ

た

 
理
 

 
理
久
兎
は

て

イ
ニ
ン
グ
部

の

子
に
座
り
手
を
テ

ブ
ル
に
置
い
て
た
だ

て
目

て
い
た

 
亜
狛

マ
ス

ど
う
か
し
ま
し
た
し
た

 
耶
狛

マ
ス

ど
う
か
し
た
の

 
お

理
久
兎
様

て
る
の
か
な

 
お
空

理
久
兎
様

 
た
ま
た
ま
そ
の
場
を
通
り
か
か

た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
お

に
お
空
が
自
分
に

を
か
け

き
た

 
理
 

ん

あ
れ
皆
し
て
ど
う
か
し
た

 
耶
狛

い
や
マ
ス

が

て
座

て
る
も
ん
だ
か
ら

 
何
し
て
る
の
か
な

て
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お
空

理
久
兎
様
は
何
し
て
た
の

 
理
 

あ

少
し

え
事
を

 
お

え
ご
と
で
す
か

 
理
 

う
ん
そ
う

え
事

 
お

に

で
そ
う

う
が
少
し

つ
と
ま
た
険
し
い
表
情
へ
と
変
わ

た

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
お
前
ら
⻄
行
妖
を
覚
え
て
る
か

 
と

亜
狛
と
耶
狛
に
聞
く
と
耶
狛
は
少
し

え
て

 
耶
狛

え

と

か

私
の
お
に
ぎ
り
を
盗

た
き
り
返
し

 
て
く
れ
て
な
い
⻄
行

だ

け

 
理
 

い
や
違
う

て
か

だ
そ
れ

そ
う
じ

な
く
て

 
ら
幽
々
子
の
と
こ
ろ
で

い
て
た
あ
の
巨
大
な
桜
だ

 
桜

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は
よ
う
や
く
思
い
出
し
た
と
い
う

を
し
た

 
耶
狛

あ
の
桜
か

う
ん
覚
え
て
る
よ

 
亜
狛

そ
の
桜
が
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か



 第２１２話 フラグって知ってる

 
お
空

お
⺟
さ
ん
桜

て
何

 
理
 

そ
う
か
お
空
が
知
ら
な
い
の
は
無
理
な
い
か
何
時
も

 
地
上
に
は
出
な
い
し
な
桜

て
の
は
薄
い

の
花

 
が

山

い
た

の
事
だ
よ

 
お
空

回
見
て
み
た
い
な

 
お

え

見
た
こ
と
な
か

た
の
お
空

 
お
空

う
に

お

は
見
た
こ
と
あ
る
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
お

は

き
な
が
ら

 
お

そ
り

あ
た
い
は
何
時
も
死
体
集
め
し
て
る
も
ん
桜

 
ぐ
ら
い
は
見
る
よ

 
お
空

い
い
な

 
お

の

葉
に
お
空
は

ま
し
が
る

そ
う
と
う
桜
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持

た
の
だ
ろ

う

す
る
と
耶
狛
は

 
耶
狛

い
つ
か
見
に
行
こ
う

 
お
空

う
ん
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と

会
話
を
す
る
が
理
久
兎
は
話
が
脱

し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

 
理
 

て
ま
た

度
の
よ
う
に
脱

し
て
る
し
で
だ
こ
こ

 
か
ら
が

要
な
ん
だ
が

 
亜
狛

要

 
耶
狛

と
い
う
と

 
理
 

あ

前
に
俺
の
仙
術
で
⻄
行
妖
を
封
印
し
た
の

 
は
覚
え
て
る
よ
な

 
亜
狛

か
マ
ス

が
寿
命
を

め
て
使

た
あ
れ
で
す

 
よ

 
耶
狛

つ
い
で
に
空
紅
も
失

た
よ

 
ま

た
く
だ

あ
の
桜
か
ら
空
紅
を
取
り

そ
う
と
一

だ
が

え
る
も
口
を
開
き

 
理
 

実
は
な
あ
れ
自
分
の
寿
命
を

た
分
の

分
の

 
封
印
し
か
出
来
な
い
ん
だ
よ
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
多
少
だ
が

い
て
い
た

だ
が

心
な
の
は
⻄
行
妖
が
ど
れ
だ

け
危
険
か
を
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
亜
狛
と
耶
狛
は

り
を
感
じ
て
い
た



 第２１２話 フラグって知ってる

 
亜
狛

マ
ス

そ
れ

バ
く
な
い
で
す
か

し
か
も
そ

 
れ
そ
ろ
そ
ろ

果
切
れ
で
す
よ

 
耶
狛

そ
れ

て
下
手
し
た
ら
冥
界
ど
こ
ろ
か
下
界
も
し
か

 
し
た
ら
幻
想
郷
と
か
に
も
影

が
出
る
ん
じ

な
い

 
の

 
理
 

か
に

々
と
危
う
い
が
だ
け
ど
ま

ら
俺
が

 
つ

ど
封
印
を

し
て
る
か
ら

 
⻄
行
妖
を
封
印
す
る
に
あ
た

て
仙
術
十
式
封
神

武
そ
れ
に
自
分
が
作

た

に
最
後
に

幽
々
子
の
死
体
に

し
た
ル

ン
魔
術
に
よ
る
封
印
こ
の

つ
に
よ

て
封
印
さ
れ
て
い
る
た

め
大

の
解

で
は
上
手
く
は
い
か
な
い
だ
ろ
う

 
耶
狛

な
ら
大
丈
夫
だ
よ

 
亜
狛

そ
れ
な
ら
何
で

え
て
た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

ら
封
神

武
は

果
が
切
れ
な
い

り
解

 
除
す
る
方
法
は
無
い
ん
だ
け
ど
さ
た
だ

の

つ
は

 
今
の
⻄
行
妖
は

す
る
事
は
出
来
な
い
け
ど
問
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は
外
部
か
ら
解
除
出
来
る
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
の

に
は

や

が
流
れ
る

 
亜
狛

そ
れ

て
ど
う
い
う

 
理
 

方
法
と
し
て
は

つ
は
俺
が

し
た
術
を
全
て
解
除

 
す
る
か
も
し
く
は
⻄
行
妖
に
力
を
送

て
内
部
か
ら

 
術
式
を

す
る
か
だ

 
お

あ
れ

で
も
理
久
兎
様
は
今

い
ま
し
た
よ

 
⻄
行
妖
の
封
印
は

で
き
な
い

て

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

し
く
そ
れ
に
つ
い
て
話
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

か
に

た
よ
だ
け
ど
そ
れ
は
今
の
封
印
さ
れ
て

 
い
る
状
態
で
は
だ

⻄
行
妖
を
封
印
す
る
の
に

 
体
と
し
て
使

た
か
つ
て
の
愛
刀
空
紅

そ
れ
は

 
⻄
行
桜
の
暴
走
を

め
る
た
め
に
も
⻄
行
妖
に
ぶ

 

し
て
る
ん
だ
よ

 
お
空

で
も
理
久
兎
様
そ
れ
じ

封
印
解
け
な
い
よ
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理
 

つ
ま
り
空
紅
が
⻄
行
妖
の
暴
走
を

め
ら
れ
る
の
は

 
今
の
状
態
だ
け
だ

ち

う
と
外
部
か
ら
⻄
行
妖

 
に
力
を
渡
せ
ば
⻄
行
妖
は
力
を
増

し
て
空
紅
じ

 
暴
走
を

め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
ん
だ

葉

 
で
表
す
と
そ
の
状
態
を

 
理
久
兎
が
次
の

葉
を

う
前
に
亜
狛
が
そ
の

葉
を
い
う

 
亜
狛

オ

バ

ト

容

界
状
態

 
理
 

そ
う
な
れ
ば
手

れ
な
ん
だ
が

け
ど
⻄
行
妖
の

 
異
は
紫
ち

ん
も
知

て
る
し
そ
れ
で
も
な
お
封
印

 
を
解
こ
う
な
ん
て
す
る
奴
は
と
ん
だ
バ
カ
だ

 
亜
狛

で
す
よ

そ
い
つ
は
バ
カ
で
す

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ

本
当
に
お
バ
カ
ち

ん
だ

 
お

い
理
久
兎
様
に
お
父
さ
ん
お
⺟
さ
ん
が
見
事
に
フ

 
ラ
グ
を
建
て
た
よ

 
お
空

フ
ラ
グ
建
設
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と

楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
る
時
だ

た

 

チ

ン

 

が
開
き
全
員
は
そ
こ
を
見
る
が

 
亜
狛

な
ん
だ

風
で
す
か

 
と

亜
狛
が

う
が
理
久
兎
は

で

の
前
に
い
る
少
女
こ
い
し
に

 
理
 

お
帰
り
こ
い
し
ち

ん

 
全
員

え

 
こ
い

や

り
理
久
兎
お
兄
ち

ん
に
は
バ
レ
る
よ

 
そ
し
て
た
だ
い
ま

 

の
旅
に
出
て
い
た
こ
い
し
が
帰

て
き
た
の
だ

実
に
数

月
ぶ
り
だ

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
今
回
の
旅
は
ど
う
だ

た

 
理
久
兎
は
こ
い
し
に

で
聞
く
と
こ
い
し
は
少
し

そ
う
に

 
こ
い

う

ん

何
か

が
続
く
し

い
か
ら
帰

て

 
来
た
ん
だ
よ

 
理
 

え

今

て

だ
ろ
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亜
狛

え

そ
の
時
期
で
す

お

は
何
か
知

て
い

 
 
な
い
か

 
お

そ
う
い
え
ば

が
続
い
て
た
か
な

 
そ
れ
を
聞
き
異
常
気
象
か
と
思

た
が
そ
れ
は
違
う
と
思

て
い
た

い
く
ら

い
異
常
気
象

で
も
海
外
と
は
違
い
四
季
の
は

き
り
し
て
い
る
大
和
の
国
で
は

な
の
に
も
関
わ
ら
ず
こ
こ
ま

で

が
降
る
こ
と
は
な
い
か
ら
だ

 
理
 

何
か
あ
る
の
か

い
や
今
は
調
査
を
し
よ
う
亜
狛

 
俺
を
何
時
も
の

ま
で
送

て
く
れ
な
い
か

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
す
ぐ
に
送
り
ま
す

 
理
 

こ
こ
に
い
る
皆
に

て
お
く
が
少
し
帰
り
が

れ

 
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
頼
む
よ

 
耶
狛

分
か

た
よ
マ
ス

 
お

黒
様
に
は
私
達
の
方
か
ら
伝
え
て
お
き
ま
す

 
お
空

い

て
ら

し

い
理
久
兎
様

 
亜
狛

マ
ス

準
備
が
出
来
ま
し
た
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亜
狛
の

葉
を
聞
い
た
時

り
に

気
が
漂
い
始
め
る

亜
狛
が

げ
た
場
所
は

国
よ
う

だ

た
が
い
つ
も
の

だ

た

自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
何
時
も
の
黒
い
コ

ト
を
着
て
頭
に

フ

ド
を

る
と

 
理
 

そ
れ
じ

行

て
く
る
な

 
そ
う
い
い
理
久
兎
は
外
へ
と
出
る
の
だ

た
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第
２
１
３
話
 
証
拠
の
消
し
方

 
自
分
が
亜
狛
に
送

て
も
ら

た
場
所
は
い
つ
も
買
い
物
を
す
る
さ
い
に
降
り
る
場
所
だ

し

か
し
目
の
前
に
う
つ
る

で
不
思
議
な

気
を

し
出
し
て
い
た

 
理
 

わ
れ
た
通
り
本
当
に

な
ん
だ
な

 

い
た
理
久
兎
は
近
く
に
あ
る

に
手
で

れ
る
と
直
感
的
に
感
じ
て
し
ま

た

 
理
 

の
気
を
感
じ
な
い
だ
と

 
葉
の
な
い

を
見
上
げ

い
た

こ
れ
ま
で

人
で
旅
を
し
続
け
て

の
四
季
を

で
感
じ
心
で
気
を
感
じ
て
い
た
が

り
の

々
か
ら
も

の
気
を
感
じ
な
い
こ
と
に

く
し
か
な

か

た

 
理
 

ど
う
い
う
事
だ
何

の
気
が
な
い
ん
だ

 
不
思
議
に
思

て
い
る
と

 
こ
い

本
当
に

が
感
じ
な
い
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ
な

て

こ
い
し

 

に
こ
い
し
が
い
た
の
だ

先
程
部

で
別
れ
た

の
こ
い
し
が
だ

と
い
う
か
何

に
い
る
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の
だ

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
着
い
て
き
ち

た

 
理
 

そ
う
か
そ
う
か

て
勝
手
に
つ
い
て
来
ち

メ

 
だ
ろ
こ
い
し

 
こ
い

え

だ

て
理
久
兎
お
兄
ち

ん
な
ら
無
許
可
で

 
つ
い
て
い

て
も
文
句
は

わ
な
い
じ

ん

 
理
 

そ
れ
は
そ
う
だ
な

だ
け
ど
さ

き
あ
そ
こ
で
別

 
れ
て
今
の
よ
う
に
急
に

で

を
か
け
ら
れ
た
ら
さ

 
俺
で
も
ビ

ク
リ
す
る

て

 
こ
い

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い

 
理
 

や
れ
や
れ

な
ら
一

に
探
索
し
よ

か

 
そ
う

う
と
断
罪
神
書
を
開
い
て
そ
こ
か
ら
コ

ト
を
取
り
出
す
と
そ
れ
を
こ
い
し
に
渡
す

こ
い
し
は
渡
さ
れ
た
コ

ト
を

い
そ
れ
を
着
る

 
こ
い

あ
り
が
と
う
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
理
 

と
り
あ
え
ず
行
こ

か
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自
分
と
こ
い
し
は
ま
ず
こ
の

を
歩
き
始
め
る
事
か
ら
始
め
た

 
理
 

う

ん
や
は
り

の
気
は
感
じ
な
い
な

 
こ
い

桜
が

く
よ
う
な
予
兆
も
何
に
も
な
い

 
歩
い
て
い
る
と
雲
か
ら
出
る

か
な
太
陽
の
光
が

ら
し
出
す

上
空
を
見
上
げ
る
と
数

月

前
に
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
た
少
年
と
黒
が

手
を
し
た
魔
女

子
そ
し
て
メ
イ
ド
が
空
を
飛
ん

で
ど
こ
か
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
理
 

あ
れ
は

か
紅
の

で
見
た
少
年
達
だ
な

 
こ
い

か
理
久
兎
お
兄
ち

ん
達
が
不
法
侵
入
し
た
あ
の

 
紅
の

 
な
お
こ
い
し
は
理
久
兎
達
が
本
を

り

ク
し
た
本
を
こ
い
し
も
た
ま
に
見
る
模
様

 
理
 

ま

合

て
る
よ
そ
れ
で

で
も
何
で
あ
の
子
達
が

 
飛
び
回

て
る
ん
だ

 
こ
い

そ
れ

て
異
変
解
決
と
か
じ

な
か

た
け

 
理
 

異
変
解
決

そ
れ
は
何
だ

 
異
変
解
決
と
い
う

葉
に
つ
い
て
こ
い
し
に
聞
く
と
こ
い
し
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る
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こ
い

え

と

私
も
そ
ん
な
に
は

し
く
は
知
ら
な
い
け

 
ど
妖
怪
が
事
件
を
起
こ
し
て
そ
れ
を
人
間
達
が
解
決

 
す
る

て
い
う
事
だ

た
か
な

 
理
 

ふ

ん
そ
れ
で
あ
の
紅
の

で
弾
幕
ご

こ
を
し

 
て
い
た
の
か

 
よ
う
や
く
何

弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
た
の
か
と
い
う
理
由
が
分
か

た

今
の
自
分
は
改
め

て
自
分
が
幻
想
郷
の
時
代
に

り

れ
て
い
る
と
実
感
し
た

 
理
 

あ
の
子
達
が
さ

き
ま
で
い
た
場
所
を
調
べ
て
み
よ

 
う
か

 
こ
い

そ
う
だ

 
こ
い
し
共
に
更
に
奥
へ
と
進
ん
で
い
く
と
そ
こ
に
は
一
件
の
家
が
建

て
い
た

 
理
 

へ

家
な
ん
て
建

て
た
ん
だ

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん

ま
た
不
法
侵
入
す
る
気

 
満
々
で
し

 
理
 

嫌
々
流

に
そ
れ
は

ん
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ふ
と
そ
の
家
の

か
ら
見
え
た
女
性
を
見
る
と
自
分
は

直
し
て
し
ま
い
口
が
開
い
た
ま
ま
空

か
な
く
な

た

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
ど
う
し
た
の

 
理
 

な

何
で
ア
リ
ス
が
い
る
ん
だ

 
そ
う
そ
こ
で
見
え
て
し
ま

た
の
は
か
つ
て
自
分
達
に
骸
達
の
心

も
と
い
人

の
心
を
提

し
更
に
黒
の
封
印
を
解
い
て
し
ま

た
ア
リ
ス
が
い
た
の
だ

し
か
も
昔
に
比
べ
て
成
⻑
し
て
い

た 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
の
元
カ
ノ

 
こ
い
し
は

か
ら
見
え
る
ア
リ
ス
を
見
て
理
久
兎
に

元
カ
ノ
か

と
聞
い
て
き
た
が
自

分
は

を

に

る

 
理
 

い
や
違
う

昔
に
黒
の
封
印
を
解
い
ち

た
子

 
だ
よ

 
こ
い

へ

あ
れ
が
黒
お
兄
ち

ん
の
封
印
を
解
い
た
子

 
な
ん
だ
て
こ
と
は
黒
お
兄
ち

ん
と
同
じ
出
身
地
だ

 
か
ら
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理
 

魔
界
だ
な

 
自
分
に
は
今

つ
の
感
情
が

生
え
た

つ
は
昔
の
旧
知
に
出
会
え
て
嬉
し
か

た
事
も

う

つ
は
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
バ
レ
る
と
い
う
恐
れ
の

つ
だ

 
理
 
ど
う
す
る

ど
う
す
る

ど
う
す
る

 

え
に

え

え
た
末
に

え
を
導
き
だ
し
た

 
理
 

よ
し

こ
れ
で
行
こ
う

 
こ
い

え

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど
い
い

 
こ
い

何
か
な
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を
ま
た
開
い
て
今
度
は
何
か
ア
イ
テ
ム
を
こ
い
し
に
渡
す

そ
れ
は
現
代

の
人
達
か
ら
見
た
ら
そ
の

は
グ
レ
ネ

ド

手

弾
だ

 
理
 

彼
処
の
家
に
侵
入
し
て
さ
彼
処
の

の

を
空
け
て

 
そ
れ
の
ピ
ン
を
引
き

い
て
家
中
だ

た
ら
何
処
で

 
も
い
い
か
ら
投
げ
て
き
て
く
れ
な
い

 
こ
い

や

り
侵
入
す
る
ん
じ

ん
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理
 

頼
む

て
帰

た
ら
プ
リ
ン
を
ご

走
す
る
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
こ
い
し
は

に
な

て

 
こ
い

し

う
が
な
い
な

カ
ス

ド
プ
リ
ン
し
か
も

 

な
の
お
願
い

 
理
 

分
か

た
よ

 
こ
い
し
は
理
久
兎
特
製
の

カ
ス

ド
プ
リ
ン
で
買
収
さ
れ
て
し
ま

た
よ
う
だ

そ
し

て
買
収
さ
れ
た
こ
い
し
は
能
力
を
使

て
家
の

の
前
に
来
た

 
こ
い
さ

て
さ
り
げ
な
く
や
ら
な
い
と

 
こ
い
し
は
少
し
ず
つ
開
け
て
い
き
自
分
が
は
い
れ
る
ぐ
ら
い
に
開
く
と
中
へ
と
入

て
い
た

そ
し
て

の

に
気
が
つ
い
た
の
か

 
ア
リ

 
ア
リ
ス
は

の

に
方
を
見
る
が

も
い
な
い
事
を
知
る
と

を
解
く
が
ア
リ
ス
の
目
の
前

で
は
理
久
兎
か
ら
渡
さ
れ
た

グ
レ
ネ

ド

手

弾
を
持

た

こ
い
し
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
立

て
い
た

 
こ
い
ふ
ふ

 
こ
い
し
は

く
り
と
歩
い
て
理
久
兎
に
指

さ
れ
た

の
所
に
来
る
と

の

を
開
け
る
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そ
れ
を
外
で
見
て
い
た
理
久
兎
は
こ

そ
り
と
中

に
な
り
な
が
ら
近
づ
き
こ
い
し
が
開
け
た

の
下
に
へ
ば
り
つ
く

 
理
 
よ
し
こ
い
し
が
あ
れ
を
投
げ
て

発
し
た

間
に
入
る

 
そ
う

え
て
い
る
一
方
で
こ
い
し
は
ピ
ン
に
手
を
か
け
て

 
カ
チ

 
と

ピ
ン
が

け
た

が
な
る

そ
れ
を
聞
い
た
ア
リ
ス
は

り
を
ま
た
見
渡
す
が

 
こ
い
こ
れ
プ
レ

ン
ト
だ
よ

 
こ
い
し
は
心
で

く
と
ア
リ
ス
の

元
に
理
久
兎
か
ら
渡
さ
れ
た

グ
レ
ネ

ド

手

弾
を

り
投
げ
る

そ

し
て
そ
れ
は
ア
リ
ス
の

に
当
た
る
と

 
ア
リ

え

 
そ
の

間
だ

た

ア
リ
ス
の

元
で
な
お
か
つ
目
の
前
に
来
た

グ
レ
ネ

ド

手

弾
は
光
を
発
し
て

 
ド

ン

 
ア
リ
ス
の
目
の
前
で
は

発
し
そ
こ
か
ら

が
家
中
に
漂
い
始
め
た

 
ア
リ

ゴ

ゴ

何
な
の
よ
こ
れ
は
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家
中
に
白
い

が
上
が
る
と
ア
リ
ス
の

で

い
て
い
た
人

つ
は
突
然
地
面
へ
と

ち
た

 
ア
リ

上
海

蓬
莱

 
だ
が
ア
リ
ス
は
気
づ
く
の
が

か

た
何

な
ら

 

ン

 
こ
い
し
が
開
け
た

か
ら
理
久
兎
が
侵
入
し
た
の
を

す
る
の
が

れ
た
か
ら
だ

 
ア
リ

今
度
は

 
ア
リ
ス
は

り
向
こ
う
と
し
た
が

 
ト
ン

 
ア
リ

う

 

か
に

を
手
刀
さ
れ
て
地
面
に

れ
る

薄
れ
行
く
意

の
中
で
ア
リ
ス
は
黒
い
コ

ト
を

着
て
フ

ド
を
深
く

た
自
分
を
見
る
と
気
絶
し
た

 
理
 

よ
し
テ
イ
ク

ウ
ン
成

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
さ

き
渡

 
し
た
あ
れ

て
何
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こ
い
し
は
改
め
て
理
久
兎
に
聞
く
と
理
久
兎
は
そ
れ
に

え
る

 
理
 

あ
れ
は
魔
導
回

弾
だ
よ

 
こ
い

魔
導
回

弾

 
理
 

そ

簡
単
に

う
と
魔
術
で
出
来
て
い
る
物
を

 
く

さ
せ
る
ア
イ
テ
ム
だ
よ

 
こ
い

で
も
何
で
そ
ん
な
の
投
げ
る
事
に
な

た
の

 
こ
い
し
は
理
由
を

る
と
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
る

 
理
 

そ
れ
は
そ
こ
ら
じ

う
に

ち
て
る
人

は
見
て
分

 
か
る
よ

 
こ
い

う
ん

か
に

多
い
よ

 
理
 

そ
れ
ら
の

ど
が
魔
術
が

り

じ

て
る
ん
だ
よ

 

そ
れ
で
い
そ
の
人

達

つ

つ
武

を
持

 
て
る
か
ら
そ
れ
で
一

に
襲
い
掛
か
ら
れ
る
と

 
だ
か
ら

本
か
ら
絶

た
ん
だ
よ

 
こ
い

で
も
こ
の
人
を
気
絶
さ
せ
て
ど
う
す
る
の
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理
 

今
か
ら
俺
ら
に
関
す
る
記
憶
を

き
取
る

 
こ
い

え

 
理
 

ま

見
て
れ
ば
分
か
る
よ

 
断
罪
神
書
か
ら

の
何
か
が
書
か
れ
て
い
る
紙
を
取
り
出
し
て

れ
て
い
る
ア
リ
ス
を

ド
へ
と
運
ん
で

向
け
で

か
せ

の
上
に
先
程
の
紙
を

せ
る

 
理
 

さ
て
と

 
ア
リ
ス
の

め
が
け
て
手
を
突

込
ん
だ

だ
が

が
出
る
ど
こ
ろ
か
そ
の
紙
の
中
に
手
が
の

め
り
込
ん
で
い
た

そ
し
て
そ
こ
か
は
手
を
出
す
と
綺

に
光
る
結

を

ん
で
い
た

 
理
 

こ
れ
は

 
そ
の
結

を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と
そ
の
結

の
中
で

が
流
れ
て
い
た

そ
の

は
黒
と

戦

た
魔
女

子
と
楽
し
く
話
な
が
ら
食
事
を
し
て
い
る
場
面
だ

た

 
理
 

こ
れ
じ

な
い
な

 
そ
の
結

を
ア
リ
ス
の
中
へ
と

し
ま
た
中
へ
と
手
を
い
れ
て
今
度
は
先
程
と
は
違
う
別
の
結

を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と
先
程
飛
ん
で
い

た
メ
イ
ド
と
ア
リ
ス
が
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る
場

面
が

る
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理
 

こ
れ
で
も
な
い
な

 
ま
た
同
じ
作

を
し
て
別
の
結

を
取
り
出
す
と
そ
の
結

に
は

い
ア
リ
ス
と
理
久
兎
や
亜

狛
そ
れ
に
耶
狛
に
黒

に
も
神
綺
や
夢
子
が

て
い
た

 
理
 

う
ん
こ
れ
だ
な

 
そ
れ
を
取
り
出
し
ア
リ
ス
の

の
上
に
置
い
て
あ
る
紙
を
取

て
ア
リ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
記

憶
と
共
に
断
罪
神
書
へ
と
入
れ
た

 
理
 

さ

て
と
仕
事
は
終
わ

た
か
ら
ま
た
調
査
を
し

 
ま
す
か

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
約
束

れ
て
な
い
よ

 
理
 

分
か

て
る

て
後
で
作
る
か
ら

 
こ
い

や

た

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
こ
い
し
は
ア
リ
ス
の
家
を
後
に
し
ま
た
調
査
を
再
開
す
る
の
だ

た



 第２１４話 先は冥界

 
第
２
１
４
話
 
先
は
冥
界

 
ア
リ
ス
の
家
を
後
に
し
た
理
久
兎
と
こ
い
し
は

く
歩
い
て
あ
る
物
を
発
見
し
た

 
理
 

こ
れ
は

の
気

 
白
く
ふ
わ
ふ
わ
と

い
て
い
る

の
よ
う
な
物
は

つ
で
は
意
味
は
な
い
が

山
集
ま
れ
ば

を

吹
か
せ
る

だ
が
数
時
間
歩
い
て
よ
う
や
く

だ

 
こ
い

や

と
見
つ
け
た

 
理
 

が
盗
ん
で
い

た
の
や
ら
盗
み
は
や

ち

い
け

 
な
い

て
の
に

 
こ
い

そ
れ
理
久
兎
お
兄
ち

ん
が

う

 
こ
い
し
が
無
意

に

て
い
る
事
は
明

だ

こ
れ
ま
で
理
久
兎
は
服
や
本
や
ら

々
と
頂

戴
し
す
ぎ
て
い
る

し
ま
い
に
は
不
法
侵
入
お
よ
び
誘

的
な
事
を

度
と
な
く
し
て
い
る
た
め

最

犯
罪

が

し
出
し
て
い
る

 
理
 

さ

何
の
事
か
な

記
憶
に
な
い
な

 
こ
い

調
子
い
い
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と

て
い
る
と
理
久
兎
は

の
気
を
手
に

せ
て

を
吹
き
掛
け
て
上
空
へ
と
飛
ば
し
た

 
理
 

さ
て
と
こ
い
し
ち

ん
少
し
空
を
飛
ぼ

か

 
こ
い

い
い
よ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
エ
ア
ビ
デ
を
唱
え
空
に

き
こ
い
し
も
体
を

か
せ
て
空
へ
と
飛
ん
で

い

た

 
理
 

う

ん

に

方

が

か
い
よ
う
な
気
が

 
す
る
ん
だ
よ
な

 
こ
い

わ
れ
て
み
る
と

方
の
方
に
行
く
に

れ
て
少
し

 
ず
つ

か
く
な

て
き
て
る

 
理
久
兎
と
こ
い
し
は

な

か
さ
に
違
和
感
を
覚
え
つ
つ
先
へ
と
飛
ん
で
い
く
と

 
理
 

な
ん
じ

あ
れ

 
こ
い

空
に

ビ
が
入

て
る
み
た
い

 
自
分
と
こ
い
し
の
目
の
前
に
は
巨
大
な

が
空
に
空
い
て
い
た

だ
が
そ
の

に
向
か
う
に

れ
て

に

か
く
な

て
い
る
の
は
よ
く
分
か
る

 
理
 

恐
ら
く
こ
の
先
は
幻
想
郷
と
は
違

た
異
世
界
か
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こ
い
し
ち

ん
帰
る
な
ら
今
だ
よ

 
理
久
兎
は
安
全
の

と
し
て
こ
い
し
に

告
を
す
る
と
こ
い
し
は
楽
し
そ
う
に

で

 
こ
い

帰
る
わ
け
な
い
よ
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
も
ん

 
理
 

そ
う
か
い

な
ら
行
こ
う
か

 
こ
い

う
ん

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
こ
い
し
は
そ
の

へ
と
飛
ん
で
行
き

へ
と
入

て
い

た

 
神
様
 
少
女

動
中

 
理
久
兎
と
こ
い
し
は

を

け
る
と
薄
暗
い
場
所
に
た
ど
り
着
い
た

目
の
前
に
は

の
道
が

あ

た
た
め
理
久
兎
と
こ
い
し
は
そ
こ
に
着
地
し
た

 
こ
い

こ
ん
な
異
世
界
に

が

て
る
ん
だ

い

 
理
久
兎
お
兄
ち

ん

理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
こ
い
し
は
理
久
兎
を
見
る
と
理
久
兎
は
何

か

い
て
い
た

 
理
 

嘘
だ
ろ

こ
こ
冥
界
じ

か

 
そ
う
か
つ
て
紫
に

れ
ら
れ
て
来
た
冥
界
だ

た

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
こ
こ
に
来
た
こ
と
あ
る
の
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理
 

あ

昔
に
弟
子
に

れ
ら
れ
て
弟
子
の
友
達
に

 

し
に
行

た
ん
だ
よ

そ
れ
と
俺
が
寿
命
を

 
た
場
所
だ

 
な
お
理
久
兎
は
こ
こ
で
寿
命
を
結

た
た
め
予
定
よ
り

く
死
ん
で
い
る

す
る
と
こ
い

し
は

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
そ
れ
じ

冥
界

て
ど
ん

 
な
所

 
理
 

あ

な
ら
教
え
る
け
ど
歩
き
な
が
ら

 
こ
い

分
か

た

 
理
久
兎
と
こ
い
し
は

の
道
を
歩
い
て
い
き

を
登
り
な
が
ら
冥
界
に
つ
い
て
理
久
兎
は

し
く
教
え
て
く
れ
た

 
理
 

冥
界
に
つ
い
て

う
前
に
閻
魔
は
分
か
る
よ

 
こ
い

う
ん

あ
の
ち

ち

い
子
で
し

 
理
 

そ
う
そ
う
そ
れ
で
ま
ず
死
ぬ
と
必
ず
地
獄
に
行
く
ん

 
だ
け
ど
そ
の
時
に
死
ん
だ
奴
は
閻
魔
に
よ

て
大
き
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く
分
け
て

つ
の
選

の
内
の

つ

い
渡
さ
れ
る

 
ん
だ
よ

 
こ
い

そ
の
選

て

 
理
 

そ
れ
は
白
か
黒
か
の
ど
ち
ら
か
だ

 
こ
い

黒
だ
と
ど
う
な
る
の

 
こ
い
し
は
判
決
の
黒
に
つ
い
て
聞
く
と
理
久
兎
は

 
理
 

黒
と

い
渡
さ
れ
た
奴
は
地
獄
で
罪
を

わ
な
け
れ

 
ば
な
ら
な
い

ら
昔
に
さ
と
り
と
こ
い
し
が
開

 
け
た

の
道

を
使

た
り
し
て
罪
を

わ
せ
る
ん

 
だ
よ

 
こ
い

あ

あ
れ
使
う
ん
だ

そ
れ
じ

白
は

 
理
 

白
と

い
渡
さ
れ
た
奴
は
輪

天
性
が
出
来
る
つ
ま

 
り
ま
た
新
し
い
人
生
を
ス

ト
さ
せ
る
事
が
出
来

 
る

 
こ
い

そ
う
な
ん
だ

え

で
も
そ
れ
と
冥
界
と
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ど
う
関
係
す
る
の

 
冥
界
と
地
獄
の

が
り
が
分
か
ら
な
く
な

た
こ
い
し
は
更
に
理
久
兎
に

問
す
る
と
理
久
兎

は

で

 
理
 

実
は
輪

天
性
す
る
に
も

番
が
あ
る
そ
れ

に
輪

 

天
性
す
る
ま
で
の
間
は
こ
こ
冥
界
で

番
を
待
つ

 
ん
だ
よ

 
こ
い

へ

そ
ん
な
役

が
あ

た
ん
だ

 
理
 

そ
う
い
う
こ
と

だ
け
ど

昔
に
俺
は
こ
こ
で
寿
命

 
を

り
な
お
か
つ
俺
の
愛
刀
を
失
う
事
に
な

ち

 

た
ん
だ
よ

 
こ
い

え

何
で

 
理
 

こ
こ
に

い
て
い
る
巨
大
な
妖
怪
桜
の
⻄
行
妖
と
い

 
う
奴
に
よ

て

彼
奴
に
は

々
な
も
の
を
取

 
ら
れ
た
よ

 
こ
い

そ
う
な
ん
だ

あ

理
久
兎
お
兄
ち

ん
も
う
終
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わ
り
み
た
い
だ
よ

 
こ
い
し
は

の
終
わ
り
を
指

し
理
久
兎
と
こ
い
し
は
⻑
い

を
登
り
き
る

 
理
 

や

と
登
り
き

た
な

 
こ
い

う
ん

で
も
理
久
兎
お
兄
ち

ん
何
で

が

 
こ
ん
な
に
斬
れ
ら
れ
て
る
の
か
な

 
こ
い
し
の

う
と
お
り

り
に
は
無
数
の

が

ん
で
い
る
が
そ
の
内
の
何

か
は
何

か
切
断
さ
れ
て
い
る

 
理
 

こ
れ
は

当
な
切
れ
味
の
刀
だ
な

こ
こ
ま
で
斬

 
れ
る
の
は
俺
の
黒

ぐ
ら
い
な
も
ん
だ

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
あ
そ
こ
み
て

 
こ
い
し
に

わ
れ
た
所
を
見
る
と
理
久
兎
は

き
の
あ
ま
り
口
が
開
い
て
し
ま

た

理
久
兎

と
こ
い
し
が
見
た
も
の
は

 
理
 

嘘

だ
ろ

何
で
⻄
行
妖
の
封
印
が
解
け
て
い
い
る

 
ん
だ
よ

 
そ
う
自
分
と
こ
い
し
の
目
に

た
の
は
満
開
と
な

た
巨
大
な
桜
で
あ
り
か
つ
て
自
分
が
寿
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命
を

る
ま
で
し
て
封
印
し
た
⻄
行
妖
だ

た
の
だ

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
あ
れ

て
危
険
も
の
な
の

 
理
 

危
険
所
の
騒
ぎ
じ

終
わ
ら
な
い
下
手
を
す
れ
ば
死

 
者
が
出
る

 
そ
う

た
時
だ

た

突
然

り
に
耳
を
塞
ぐ
き
た
く
な
る
よ
う
な

な

び
が

き

渡

た

 

 

イ

 
こ
い

う

う
る
さ
い

 
こ
い
し
は
あ
ま
り
の

び
に
耳
を
塞
ぐ
ぎ
理
久
兎
は
満
開
と
な

た
⻄
行
妖
を

み

け
て

打
ち
を
し
た

 
理
 

ち

彼
奴
そ
う
と
う
ぶ
ち

レ
て
や
が
る
な
そ
れ
に

 
し
て
も

が
あ
れ
の
封
印
を
と
い
た
ん
だ

 
そ
う
し
て
数

後
そ
の

び
は
消
え
て
静
か
に
な

た
が
⻄
行
妖
の

が
地
面
か
ら
現
れ
そ
れ

が
⻄
行
妖
の

り
を
激
し
く

き
つ
け
て
い
る
の
が
理
久
兎
達
か
ら
見
て
分
か
る

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
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理
 

あ

行
こ
う
こ
い
し

 
こ
い

分
か

た

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
こ
い
し
は
暴
れ
る
⻄
行
妖
に
向
か

て
飛
ん
で
い
く
の
だ

た
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第
２
１
５
話
 
期
待
せ
し
少
年

 
自
分
と
こ
い
し
は
⻄
行
妖
の
元
ま
で
向
か
い

の

の
上
に
立
つ
と

か
が
空
を
飛
び
な
が

ら
⻄
行
妖
の

撃
を

け
て
い
た

そ
れ
は
紅
の

で
異
変
解
決
を
し
て
い
た
あ
の

人
と
そ

の

に
も
メ
イ
ド
と
二
刀
流
の
少
女
が
飛
び
回

て
回

し
て
い
た
の
だ

 
理
 

す
ご
い
光

だ
な

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
助
け
な
く
て
い
い
の

 
こ
い
し
に

わ
れ
た
理
久
兎
は
少
し

え
て

 
理
 

い
や
あ
れ
な
ら
助
け
る
必
要
も
な
さ
そ
う
だ
な

 
こ
い

ど
う
し
て

 
理
 

昔
に
戦

た
⻄
行
妖
の
方
が
強
か

た
今
よ
り
も

 

恐
ら
く
ま
だ
本
調
子
じ

な
い
か
ら
そ
れ
な
ら

 
封
印
を
解
い
た
分
頑

て
く
れ
な
い
と

 
自
分
か
ら
見
て
⻄
行
妖
の

撃
の

度
な
ど
は
昔
に
比
べ
れ
ば
と
て
つ
も
な
く

す
ぎ
る

昔

は
も

と

く

い

撃
だ

た
の
は
戦

た
自
分
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
も
の
だ
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こ
い

さ

き
ま
で

て
た
の
に
急
に
変
わ

た

 
理
 

ま

彼
奴
ら
が
危
な
く
な

た
ら
助
け
る
け
ど
そ
う

 
で
も
な
い
な
ら
手
を

す
必
要
も
な
い
さ

 
そ
う

い
な
が
ら
戦
い
を
見
る
と
⻄
行
妖
の

の

の
近
く
に
紫
の
親
友
の
幽
々
子
が

れ
て

い
て
な
お
か
つ
理
久
兎
の
愛
刀

空
紅
が

ち
て
い
た

 
理
 

ま

た
く
し

う
が
な
い
な

こ
い
し
ち

ん
彼

 
処
で

れ
て
る
人
を
少
し

さ
せ
て
あ
げ
て
く
れ

 
な
い
か

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
は
ど
う
す
る
の

 
理
 

助
太
刀
は
し
な
い
け
ど
少
し
手
伝
う
ぐ
ら
い
な
ら

 
わ
な
い
だ
ろ

 
こ
い

う

ん
ま

い
か

な
ら
彼
処
で

れ
て
い
る
人
を

 

方
に
運
ん
じ

う

 
そ
う

う
と
こ
い
し
は
空
を
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ん
で

れ
て
い
る
幽
々
子
の
方
へ
と
向
か
う

自

分
は
手
を
空
紅
の
方
へ
と

し
て
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理
 

ス
ナ

チ

 
そ
う
唱
え
た

間
だ

た

ち
て
い
た
空
紅
は
突
然
消
え
る
と

し
た
手
に
空
紅
が
急
に
現

れ

し
た
手
で
持
つ

 
理
 

久
々
だ
な
空
紅

 
久
々
の
空
紅
の
刀
身
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た

 
理
 

あ
れ

空
紅
の
刀
身

桜

に
変
わ

て
る

 
空
紅
の
刀
身
が
桜

に
変

し
て
い
る
の
だ

か
つ
て
空
紅
の

は
普
通
の
刀
と
た
い
し
て
変

わ
ら
な
い

だ

た
が
今
で
は
桜

と
な
り
昔
よ
り
も
美
し
く
な

て
い
た

 
理
 

大
方
は
⻄
行
妖
の
妖
力
に

け
て
い
た
か
ら

 
合
い
が
変
化
し
た

て
感
じ
か
ま

綺

だ
し
問

 
な
い
か

 

き
な
が
ら
空
紅
の
刀
身
に
人

し
指
と
中
指
を
置
い
て
ル

ン
文

を

い
て
い
く

そ
う

し
て
ル

ン
文

を

き
終
わ
る
と

 
理
 

さ
て
と

 

り
を
も
う
一
度
見
渡
す
と
異
変
を
解
決
し
に
来
て
い
た
少
年
が
地
面
に

を
立
て
て
い
る
の



 第２１５話 期待せし少年

が
目
に
入

た

 
理
 

度
良
い

空
紅

彼
に
少
し
力
を

し
て
や

て

 
く
れ

 
空
紅
に
語
り
か
け
る
と
そ
の
少
年
の
方
ま
で
刀
を
投
げ
る

そ
し
て
空
紅
は
少
年
が
い
る
場
所

の

の
地
面
に

さ
さ

た

そ
れ
を
見
て
少
年
は

く
が
数

す
る
と
自
分
の
投
げ
た
空
紅
を

手
に
取
り

る

 
理
 

よ
し

後
は
あ
の
少
年
に

す
か

 
と

く
と
幽
々
子
を

さ
せ
に
行

て
い
た
こ
い
し
が
自
分
の
元
へ
と
帰

て
き
た

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
あ
の
人
出
来
る
だ
け
安
全
な

 
の
方
に

さ
せ
た
よ

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
こ
い
し

 
理
久
兎
は
こ
い
し
に
お
礼
の

葉
を

べ
て
頭
を

で
る
と
も
う
一
度
⻄
行
妖
に
体
を
向
か
せ

て 
理
 

あ
の
子
達
ど
れ
だ
け
出
来
る
の
か

そ
れ
を
見
定

 
め
る
事
も
一
興
だ
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そ
う

う
と
こ
い
し
こ
の
戦
い
を
見
る
た
め
に

の

の
上
に
座

て
こ
の
戦
い
を
観
戦
す

る 
理
 

あ
の
少
年
は
諦
め
る
心
が
な
い
な

 
こ
い

本
当
だ

で
も

理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
こ
い

弾
幕
が
光
輝
い
て
て
命

け
の
戦
い
な
の
に
綺

 
て
感
想
が
出
て
き
ち

う
よ

 
こ
い
し
の

て
い
る
通
り
こ
の
薄
暗
い
空
に
光
る
弾
幕
は
美
し
く
輝
い
て
い
た

お

の
弾

幕
星

の
弾
幕
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
弾
幕

の
弾
幕
等
々

々
な
弾
幕
が

開
さ
れ
て
い

た

す
る
と

を
立
て
て
い
た
少
年
は
立
ち
上
が
る
と
⻄
行
妖
に
向
か

て
走
り
出
し
た

 
理
 

お

と
走
り
出
し
た
か

 
こ
い

す
ご

い
あ
の
子
襲

て
く
る

を
全
部
斬

て
る

  
自
分
と
こ
い
し
の
目
に
は
少
年
が
空
紅
を
使
い
襲
い
か
か
る
⻄
行
妖
の

を

き
斬

て
⻄
行

妖
に
向
か

て
走

て
い
た
の
だ

そ
し
て
少
年
は

す
る
と
か
つ
て
自
分
が
や

た
よ
う
に
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⻄
行
妖
の

に
あ
る

へ
と
空
紅
を
突
き

し
た

そ
し
て
突
き

し
た
所
か
ら
空
紅
の

火
が

吹
き
出
し
た

そ
れ
を

し
む
か
の
よ
う
に
⻄
行
妖
は

 
⻄
桜

 

な

び
が

り
を
ま
た

う
が
少
年
は
諦
め
る
こ
と
な
く
更
に
突
き

し
て
い
く

 
こ
い

う

ん
う
る
さ
い

 
理
 

や
れ
や
れ
そ
ろ
そ
ろ

ら
せ
る
か

 
⻄
行
妖
に
向
か

て
手
を

し
先
程
空
紅
に
仕
掛
け
た
ル

ン
文

に
よ
り
作

た
魔
術
を

開
す
る

そ
の
魔
方

の

果
は

制
そ
れ
は
空
紅
を
通
じ
て
⻄
行
妖
の
内
部
へ
と
侵
食
し

や
が
て
⻄
行
妖
を
封
印
し
て
い
く
と
同
時
に
⻄
行
妖
の

に

き

た
桜
は
散

て
い
き
や
が

て
⻄
行
妖
は
動
か
な
く
な

た

 
理
 

終
わ

た
な

帰
る
よ

こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

う
ん

 
そ
う

う
と
自
分
と
こ
い
し
は

の

か
ら
降
り
て
元
来
て
い
た
道
を
帰

て
い
き
ま
た

を
通

て
現
世
へ
と
帰

て
き
た

 
理
 

そ
う
そ
う
こ
い
し
ち

ん



 第十二章 目覚めんとする死の桜

 
こ
い

何

 
理
 

今
日
あ

た
こ
と
は
俺
と
こ
い
し
ち

ん
と
の
秘
密

 
だ
よ

こ
れ
を
話
し
た
ら
さ
と
り
が
心

す
る
か
ら

  
そ
れ
を
聞
い
た
こ
い
し
は

で

し
て

 
こ
い

分
か

た
け
ど
理
久
兎
お
兄
ち

ん
約
束

れ
て
な

 
い
よ

 
理
 

は
い
は
い

論
作
る
よ
こ
い
し
や
皆
の
分
も

 
こ
い

や

た

 
そ
う
し
て
自
分
と
こ
い
し
は
地
霊
殿
へ
と
帰
り
理
久
兎
は
約
束
の

カ
ス

ド
プ
リ
ン
を

る
舞
う
の
だ

た



 第２１５話 期待せし少年



 第十三章 地底の海開き

 
第
十
三
章
 
地
底
の
海
開
き

 
第
２
１
６
話
 
理
久
兎
の
趣
味

 
冥
界
か
ら
帰

て
数
日
の
事
理
久
兎
は

く
り
ま

た
り
と
し
た
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た

 
理
 

う

ん
は

そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ
時
期

 
か
な

 
そ
ん
な
事
を

き

ド
か
ら
立
ち
上
が
り
部

を
出
る

す
る
と
そ
こ
を
歩
い
て
い
た
さ
と

り
と

合
わ
せ
し
た

 
理
 

よ

さ
と
り

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ど
ち
ら
に
行
か
れ
る
ん
で
す
か

 
理
 

ん

あ

そ
ろ
そ
ろ
俺
の
趣
味
の

つ
が
良
い

合

 
に
育

て
る
か
な
と
思

て

 
自
分
の
趣
味
の

つ
が
そ
ろ
そ
ろ
良
い
感
じ
に
育

て
る
だ
ろ
う
と

え
る

さ
と
り
は
理
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解
し
た
の
か

 
さ
と

あ

あ
れ
で
す
か

因
み
に
育
ち
は
ど
う
で
す

 
か

 
理
 

う
ん

良
い
感
じ
だ

や

り
地
底
だ
か
ら
温
度

 
は
良
い
ん
だ
け
ど
光
が

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
光
は
ど
う
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

そ
れ
な
ら
灼
熱
地
獄
の
マ
グ
マ
で
代

し
て
い
る
け

 
ど

い
が

し
い
よ

本
当
に
作
る
の
に

 
し
た
よ

 
あ
の
時
の

さ
を
思
い
出
す

何
度
も
何
度
も
試
行

を

り
返
し
た
あ
の

ラ
ス
玉
の
製

作
を

そ
ん
な
思
い
出
に

て
い
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
も
着
い
て
い

て
い
い
で
す
か

 
理
 

わ
な
い
よ
な
ら
行
こ
う
か

 
そ
う
し
て
さ
と
り
を

れ
て
と
あ
る
場
所
に
向
か
う

自
分
と
さ
と
り
は
地
霊
殿
の
中
に
あ
る

中

へ
と

を
運
ん
だ

そ
こ
は
自
分
達
の

力
が
実

て
今
で
は
植
物
な
ど
が
生
え
て
お
り
地



 第十三章 地底の海開き

底

一
の
緑
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
へ
と
変
わ

て
い
た

だ
が
行
き
先
は
は
そ
こ
で
は
な
い

中

の
奥
の
一
画
の

の
前
へ
と
来
る

 
理
 

そ
れ
じ

入
る
と
し
ま
す
か

 
さ
と

え

 
さ
と
り
共
に
そ
こ
に
入
る
と
更
に
下
へ
と

が

て
い
た

自
分
と
さ
と
り
は
更
に
下
へ
と
歩

く
と
同
時
に
だ
ん
だ
ん
と

く
な

て
き
て
く
と
光
が
見
え
始
め
そ
こ
に
進
む
と

と
り
ど
り
の

が
そ
の
部

を

て
い
た

そ
う
理
久
兎
の
趣
味
そ
れ
は
植
物

だ

特
に

の

や
果
物
だ

 
さ
と

本
当
に
こ
こ
は
魔

で
す

 
理
 

ま

自
然
の
魔

と
い
う
の
も

な
も
の
さ

 
自
分
は
そ
の
う
ち
の

本
の

山
実

た

へ
と
近
づ
き
そ
こ
の

を

も
ぎ
取
る

 
理
 

さ
と
り

だ
か
ら
新

な
も
の

ぐ
ら
い
食

 
べ
て
か
な
い

 
さ
と

え

な
ら
い
た
だ
き
ま
す

 
さ
と
り
の

葉
を
聞
き
自
分
は

の
ま
な

を
取
り
出
し
て
そ
れ
を
近
く
に
置
い
て
あ
る
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ウ

ド
テ

ブ
ル
に
奥
と
取

た
果
物
を

い
て
い
く

す
る
と
綺

な

の
中
身
が
見
え
出

し
た

理
久
兎
が
取

た
果
物
は
ス
イ
カ
だ

た

そ
し
て
カ

テ

ン
グ
し
た
ス
イ
カ
を

に

せ
て
さ
と
り
に
ス
プ

ン
と
共
に
渡
す

 
理
 

は
い

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
さ
と
り
は
そ
れ
を
ス
プ

ン
で
取

て
一
口
食
べ
る
と

 
さ
と

美
味
し
い
で
す

さ
が
た
ま
ら
な
い
で
す

 
理
 

そ
れ
は
ど
う
も

ど
れ
ど
れ

 
理
久
兎
も

で
バ

サ
リ
と
カ

テ

ン
グ
し
た
ス
イ
カ
を
食
べ
る
と

 
理
 

う
ん
良
い
感
じ
に
育

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
前
か
ら
思

た
ん
で
す
が
何
で
こ
こ

 
て
こ
ん
な
に

し

い
ん
で
す
か

 
理
 

そ
れ
は
簡
単
だ
よ

ま
ず
温
泉
こ
れ
で
こ
こ
ら

は

 
水

気
で

ま
れ
る
そ
こ
に
天

に
ぶ
ら
下
が

て

 
る
特

ラ
ス
玉
に

を

め
て
ぶ
ら
下
げ
れ
ば
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人

太
陽
の
出
来
上
が
り

て
わ
け
さ

 
さ
と

成
る
程

わ
れ
て
み
る
と

な
の
に
も
関
わ
ら
ず

 
ト
マ
ト
料
理
だ
と
か
出
て
き
て
ま
し
た
も
ん

 
理
 

そ
う
そ
う
本
当
に
あ
の

ラ
ス
を
作
る
の
が
一
番
大

 
変
だ

た
よ

 

し
い
理
由
と
し
て
は

度
よ
い
温
度
に
す
る
た
め
に

さ
や
材
料
等
を

夫
し
続
け
て
よ
う

や
く
完
成
と
い

た
レ

ル
だ
か
ら
だ

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
彼
処
の
家
み
た
い
な
物
は

 
何
で
す
か

 
理
 

あ
れ
は
ビ
ニ

ル
ハ
ウ
ス

て

て
外
世
界
で
よ

 
く
使
わ
れ
る
も
の
だ

使
い
道
は

ち

う

 
と
こ
の
部

と
大
し
て
変
わ
ら
な
い
か
な

 
さ
と

え

な
ら
な
ん
で
あ
る
ん
で
す
か

 
理
 

ま

小
分
け
だ
よ
そ
う
だ

来
て
み
な
よ

 
さ
と
り
を

れ
ら
れ
て
ビ
ニ

ル
ハ
ウ
ス
へ
と
入
る
と
そ
こ
に
は

々
な
ハ

ブ
が
プ
ラ
ン
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に
小
分
け
さ
れ
育
て
ら
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
だ
ろ
う

 
さ
と

々
と
種

が
あ
り
ま
す

 
理
 

ま

ハ

ブ

は
物

い

度
で

す
る
か
ら
こ

 
う
や

て
分
け
て
る
ん
だ
よ

 
さ
と

い
つ
も
飲
ん
で
い
る
お

の
ハ

ブ
は
や

 
り
こ
こ
か
ら

し
た
物
で
す
か

 
理
 

あ

こ
こ
で
育

て
る
も
の
だ
よ

そ
の

に
も
ハ

 

ブ
は

々
な
料
理
に
も
使
え
る
か
ら

し
て
い

 
る
ん
だ
よ

 
さ
と

成
る
程
そ
れ
と

か
こ
れ
は
バ

ル
で
す
よ

 
さ
と
り
は

つ
の
小

を
持

て
聞
く
と
理
久
兎
は

で

 
理
 

そ
う
そ
う

々
な
使
い
道
は
あ
る
よ

ピ
ザ
に
の

 
せ
る
な
り
ト
マ
ト
と
合
わ
せ
て
食
べ
る
と
か

 
さ
と

こ
れ
は
何
で
す
か

 
今
度
は

い
ハ

ブ
を
手
に
持

て
理
久
兎
に
聞
く
と
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理
 

そ
れ
は

イ
ム

て

て

と
か
の
防

の

 
に
ハ

ブ
テ

と
し
て
も
楽
し
め
る
物
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

し
い
で
す

 
理
 

ま

そ
れ
な
り
に
な

さ
て
と
今
日
は
キ

ウ
リ
も

 
良
い
出
来
だ
し
ゴ

も
中
々
だ
し
な
決
め
た
キ

 
ウ
リ
と
か
を
使

て

ス
テ

ク
に
で
も
し
て

 
ゴ

は
チ

ン
プ
ル
に
し
て
食
べ
よ
う
か

 

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
本
当
に
主
夫
で
す

よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
そ
れ

ど
で
も
な
い
よ

後
は
デ
ザ

ト
に

 
ス
イ
カ
か
な

さ

き
カ

ト
し
た
し

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
収

や
運
ぶ
の
を
て

手
伝
い
ま
し

 
う
か

 
理
 

お
や
こ
れ
は

ま
な
い

な
ら
お
願
い
し
よ
う
か

 
な

 
さ
と

は
い
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そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
は
今
回
使
う
分
を
取

て
そ
れ
を

に
つ
め
て
厨
房
へ
と
運
ん
で

今
日
の
晩
飯
を
作
る
の
だ

た



 第十三章 地底の海開き

 
第
２
１
７
話
 
懐
か
し
の

 
⻑
い
⻑
い

も
終
わ
り

の
桜
が

い
た
と
思
え
ば

々
に
散

て
い

て
い
る

が
⻑
す
ぎ

た
た
め

が
短
か

た
の
だ
ろ
う

だ
が
地
底
で
は
そ
ん
な
事
は
関
係
な
い

何
せ
地
底
で
は
桜

な
ど

い
て
い
や
桜
に
近
い
も
の
は
あ
る
が
本
物
の
桜
で
な
い
た
め
少
し

な
所
だ

 
理
 

は

今
頃
地
上
で
は

い

を
過
ご
し
て
い
る
ん

 
だ
ろ
う
な

 
さ
と

で
も
私
達
地
底
の
妖
怪
達
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
け

 
ど

 
な
お
さ
と
り
は
何
時
も
の
よ
う
に
自
分
の
部

に
本
を
読
み
に
来
て
い
た

自
分
と
い
る
と

ち
着
く
の
だ
ろ
う
か
理
久
兎
の
部

に
あ
る

で
読
ん
で
い
た

す
る
と
理
久
兎
は
読
ん
で
い
る

本
の

し

に
目
が
い

た

 
理
 

海
か

懐
か
し
い
な

 
さ
と

海

理
久
兎
さ
ん
は
海
を
見
た
こ
と
が
あ
る
の

 
で
す
か



 第２１７話 懐かしの

 
理
 

そ
り

⻑
生
き
し
て
れ
ば
海
何
て
よ
く
見
て
い

 
た
け
ど

 
さ
と

で
も
幻
想
郷
に
は
海
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
さ
と
り
の

う
通
り
幻
想
郷
に
は
海
な
ん
て
も
の
は
な
い

あ

て
も
河
童
達
が

地
と
し
て

い
る
水

だ

た
り
と
か

だ

た
り

だ

た
り
と
い

た
感
じ
の
も
の
し
か
な
い

だ
が
そ

れ

前
に
地
底
に
海
な
ど
関
係
な
い

 
理
 

ま

こ
こ
地
底
だ
と

灼

熱

地

獄
の
海
は
あ
る
け
ど

 
さ
と

そ
ん
な
所
で
遊
泳
す
る
の
は
そ
れ
に

し
た
妖
怪

 
や
生
き
物
が
い
れ
ば
ま
だ
分
か
り
ま
す
が
そ
う
で
な

 
い
妖
怪
や
ら
が
泳
い
で
い
た
ら
と
ん
だ
キ

ピ

イ
で

 
す
け
ど

 
理
 

そ
り

な

で
も
海
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は
海
で
何
か
し
た
ん
で
す
か

 
さ
と
り
に
そ
う

わ
れ
た
理
久
兎
は
昔
を

り
替
え
る
と

 
理
 

そ
う
だ
な

昔
に
七
海
を
船
で

て
は

を
探
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し
た
り
と

々
と
修
行
が
て
ら
亜
狛
と
耶
狛
を

れ

 
て
や

た
も
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
少
し

え
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

ウ
ト
で
す
よ

そ
の
時
代

り
は

 
ま
だ
船
は
そ
ん
な
強
度
が
強
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
し

 
そ
れ
に
あ

て
も

イ
キ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
人
間

 
達
の
船
で
す
が
そ
れ
す
ら
人
数
が
い
て
初
め
て
手

 
ぎ
が
出
来
る

で
す

に
そ
ん
な
七
海
を

る
な
ん

 
て
出
来

こ
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
理
 

や
る

ど

か
の
本
で
知

で
も
つ
け
た
の

 
さ
と

え

理
久
兎
さ
ん
が

々
と
本
を
仕
入
れ

 
て
く
る
も
の
で
知

が
つ
く
も
の
で

 
な
お
幻
想
郷
に
あ

た
本
を
理
久
兎
は

り

ク
し
て
い
る
た
め
仕
入
れ
た
と
は

え
ず
実

は

盗
で
あ
る
が
こ
ん
な
の

な
問

だ
ろ
う

 
理
 

ま

流

に
さ
と
り

手
に
こ
の

談
は
通
じ
な
い



 第２１７話 懐かしの

 
か

 
さ
と

ふ
ふ

あ

話
が
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
海
で

 
理
久
兎
さ
ん
達
は
何
し
て
い
た
ん
で
す
か

 
理
 

そ
う
だ
な

昔
に
体

を

え
る
た
め
に
現
代
で
い

 
う
サ

フ

ン
と
か
を
亜
狛
と
耶
狛
と
か
と
や

た

 
り
後
は
海
に
住
む

悪
の
妖
怪
を
ぶ
ん
殴

た
り
し

 
て
海
の
底
に

め
た
り
と

 
さ
と

本
当
に
何
で
も
あ
り
で
す

 
理
 

い
や

そ
ん
な
程
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

で
も
何

 
時
か
久
々
に
海
に
で
も
行
き
た
い
な

 
小
説
の

し

を

め
て
そ
う

く

こ
こ
だ
け
の
話
に
な
る
が
自
分
は
も
う
数
百
年
近
く
海

を
見
て
は
い
な
い

に
何

か
見
た
く
な

て
し
ま
う
の
だ

 
理
 

そ
う
だ

い

そ
の
事
で
海
に
行
こ

か

 
さ
と

え

理
久
兎
さ
ん
は
本
当
に

突
で
す

 
理
 

た
ま
に
は
日
の
光
に

び
る
の
も
悪
か

な
い
と
思
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う
け
ど

 
さ
と

わ
れ
て
み
る
と
私
も
数
百
年
近
く
日
の
光
を

び

 
て
い
な
い
気
が
し
ま
す

 
さ
と
り
は
そ
う

う
が
そ
れ
は
さ
と
り
だ
け
で
は
な
い

お
空
や

の

ト
達
そ
の

に
も

旧
都
の

中
の

ど
も
そ
う
だ

な
お
一
部
は
日
の
光
を

び
て
い
る
者
も
い
る
が

 
こ
い

へ
く
ち

 
地
上
で
は
こ
い
し
が
く
し

み
を
し
た
が
気
に
す
る
も
の
は

も
い
な
い
の
だ

た

話
を

し
地
底
の
理
久
兎
の
部

に

る

 
理
 

そ
う
い
う
の
も
あ
る
か
ら

だ
し
皆
で
海
に
で
も

 
行
こ
う
と

え
た
ん
だ
よ

 
さ
と

で
も
海
に
行
く
の
は
百
歩

て
い
い
と
し
て
行
く

 
に
も
水
着
と
い
う
服
が
い
り
ま
す
よ

 
理
 

水
着
か

だ
し
皆
の
分
作
ろ

か
な

 
さ
と

え

 
水
着
と
は
普
通
は
買
う
も
の
だ

だ
が
理
久
兎
は
作
る
き
満
々
だ
が
さ
と
り
か
ら
し
て
み
れ
ば



 第２１７話 懐かしの

自
分
の
発
育
も
分
か

て
し
ま
う
た
め
そ
れ
は
何
と
も
し
て
も

け
た
い
と
思

て
し
ま
う

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

そ
れ
は
流

に

め
て
下
さ
い

 
ず
か
し
い
の
で

 
理
 

え

う

ん
な
ら
現
世
に
で
も
行

て
何
着

 
か

当
に
買

て
こ
よ
う
か
な
意
外
に
も
地
獄
か
ら

 
送
ら
れ
て
く
る

料
は
何
に
も
使

て
な
い
し

 
因
み
に
現
代
金

で
表
す
と
理
久
兎
の

金

は
結

多
く
数
百

は

金
し
て
あ
る

な
お

地
獄
で
真
面
目
に

い
て
月

は
約

近
く
だ

一

は
高
い
部

ら
し
い
が
地
獄
も
そ
れ

な
り
に

で
火
の

が
回
る
二
歩
手
前
と
い

た
感
じ
ら
し
い

し
か
も
⻑
時
間

と
き

て
い
る

に
小
町
が
よ
く
サ
ボ
る
の
だ

 
さ
と

う

ん
ま

そ
れ
な
ら
ま
だ

ず
か
し
く
な
い
の
で
良

 
い
ん
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

そ
う
と
決
ま
れ
ば
買

て
こ
よ
う
か
な
俺
の

金
が

 
火
を
ふ
く

 
理
久
兎
は

ト
か
ら
起
き
上
が

て
部

か
ら
出
る

さ
と
り
は
そ
ん
な
理
久
兎
を
見
て
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さ
と

本
当
に
や
る
気
み
た
い
で
す

 
と

い
な
が
ら

い
て
も
う
再
度
本
を
読
み
始
め
る
の
だ

た

理
久
兎
は

イ
ニ
ン
グ

ル

ム
に
行
く
と

 
耶
狛

そ
ん
な
こ
ん
な
で
世
界
は
平
和
と
な
り
ま
し
た

 
め
で
た
し
め
で
た
し

 
耶
狛
は
地
霊
殿
に
い
る

ト
達
に
読
み
聞
か
せ
を
行

て
い
た

お

お
空
の
よ
う
に
妖
怪

化
し
た

ト
が
ま
た
現
れ
た
時
の
た
め
に
こ
う
や

て
読
み
聞
か
せ
を
す
れ
ば

葉
を
よ
り

ん
で
使

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
だ

そ
し
て
聞
い
て
い
る

ト
達
は

を
出
し
て

い
る
者
や

を

る
も
の
も
多
々
見
受
け
ら
れ
る

す
る
と
亜
狛
は

 
亜
狛

ら
お
前
ら

本
の
読
み
聞
か
せ
は
終
わ
り
だ
か

 
ら
今
度
は
外
で
遊
ん
で
お
い
で

 
亜
狛
の

葉
を
聞
い
て

ト
達
は
皆
別
の

か
ら
外
へ
と
出
て
い
く

自
分
は

を

い

て 
コ
ン
コ
ン

 
理
 

よ



 第２１７話 懐かしの

 
亜
狛

あ

マ
ス

 
耶
狛

あ
れ

マ
ス

ど
う
し
た
の

 
理
 

ど
う
し
た
の

て
聞
か
れ
る
と
俺
は

人
に
頼
み
事

 
と
し
か

え
な
い
け
ど
な

 
亜
狛

頼
み
事
で
す
か

 
理
 

そ
う
そ
う
ち

く
ら
外
の
世
界
に
行

て
来
る
か

 
ら
ゲ

ト
を
開
い
て
く
れ
る
か
い

 
理
久
兎
が
現
世
に
行
く
と
い
う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
に
理
由
を

て
く
る

 
亜
狛

何
で
で
す
か

 
耶
狛

外
の
世
界
で
何
す
る
の

 
理
 

い
や
さ

本
を
読
ん
で
い
た
ら
海
に
行
き
た
く
な

 
ち
ま

て
な

そ
れ
で

だ
か
ら
皆
で
海
に
行
く

 
た
め
に
準
備
を
し
よ
う
と

 
亜
狛

海
で
す
か

そ
れ

て
昔
に
見
つ
け
た
無
人

で

 
や
る
ん
で
す
か
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か
つ
て
自
分
亜
狛
耶
狛
は
大
和
の
国
を

れ
て
世
界
を
旅
し
つ
つ
修
行
を
し
て
き
た
中
で

然
無
人

に
た
ど
り
着
い
た
事
が
あ

た

そ
の
た
め
そ
こ
は
人
も
い
な
い
た
め

場
ス
ポ

ト
だ

そ
こ
で
な
ら
人
間
に
意

さ
れ
ず
に
海
開
き
を
楽
し
め
そ
う
だ

 
理
 

あ

そ
う
だ

あ
そ
こ
な
ら
良
い
か
も

 
耶
狛

そ
れ
よ
り
も
お
兄
ち

ん
マ
ス

を
外
の
世
界
に

 
送
ろ
う
よ

 
亜
狛

な

耶
狛

だ
し
俺
ら
も
マ
ス

に
同
行
し
な

 
い
か

 
亜
狛
の
意
見
を
聞
い
た
耶
狛
は
深
く

え
ず

つ
返
事
で

え
た

 
耶
狛

い
い

行
こ
う

 
亜
狛

マ
ス

い
ま
せ
ん
よ

 
理
 

あ

わ
な
い
よ

そ
れ
な
ら
黒
も

れ
て
行
く
か

 
彼
奴

人
仲
間
外
れ
も
悪
い
し
な

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

な
ら
黒

も

れ
て
外
の
世
界
へ
レ

ツ
ゴ



 第２１７話 懐かしの

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
一
行
は
海
へ
と
行
く
た
め
に
外
の
世
界
へ
と
行
く
の
だ

た



 第十三章 地底の海開き

 
第
２
１
８
話
 
水
着
の
購
入
は
計
画
的
に

 
自
分
達
一
行
は
空
間
を

え
て
幻
想
郷
か
ら
外
の
世
界
の

地
裏
へ
と
舞
い
降
り
た

な
お
服

装
は
前
に
外
界
へ
訪
れ
た

に
着
て
い
た
服
を
着

し
て
い
る

 
耶
狛

外
界
よ

私
は
帰

て
き
た

 
亜
狛

め
ろ

ず
か
し
い
か
ら

 
耶
狛
 

 
久
々
に
外
の
世
界
へ
と
来
た
耶
狛
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
ど
こ

の
台

を

う
が
亜
狛
に

め

ら
れ
る

 
黒
 

耶
狛
は

と
い
て
主
よ
俺
は
何
で
外
界
に
来
て
い

 
る
の
だ

 
黒
は
耶
狛
に

れ
ら
れ
る
が
ま
ま
つ
い
て
来
た
が
何

外
界
な
の
か
が
分
か
ら
な
い

そ
れ
に

つ
い
て
理
久

は
黒
に
教
え
た

 
理
 

分
か
り
や
す
く

う
と
皆
で
海
に
行
こ
う

て
事
で

 
皆
の
ぶ
ん
の
水
着
と
海
で
食
べ
る

の
材
料
や



 第２１８話 水着の購入は計画的に

 
ら
つ
い
で
に
酒
を
買

て
こ
う
と
思

て
な

 
黒
 

主
よ
服
な
ら
本
人
達
を

れ
て
こ
な
く
て
い
い
の

 
か

 
理
 

大
丈
夫
今
か
ら
お
前
ら
の
目
の
前
の
ビ
ル
に
売

て

 
い
る
水
着
全
部
買
う
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は
キ

ト
ン
と
し
て
し
ま
う

す
る
と
亜
狛
と
黒
は

 
亜
狛

嫌
々

嫌
々

ち

と
待

て
く
だ
さ
い

 
黒
 

お
い
お
い

金
や
ら
は
あ
る
の
か
よ

 
理
 

金
な
ら
あ
る

 
黒
 

お

お
う
そ
う
か

 

か
ら
見
る
と
何
処
の
成
金

だ
と
思
い
た
く
な
る
台

だ
が
実

本
当
に
金
な
ら
あ
る
た

め
そ
れ
が

え
る

自
分
達
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
一
方
で

 
耶
狛

皆

置
い
て
く
よ

 
耶
狛
は
興
味

々
な
の
か
ど
ん
ど
ん
先
へ
と
進
ん
で
理
久

達
の
い
る

か
ら
数
メ

ト
ル

れ
て
い
た
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理
 

お
し
そ
ん
じ

お
前
ら
行
く

 
亜
狛

わ

分
か
り
ま
し
た

 
黒
 

や
れ
や
れ

 

人
は
耶
狛
に
つ
い
て
い
く

で

地
裏
を

け
て
ビ
ル
も
と
い
現
代
で

う
デ

ト
へ

と
入

て
い

た

 
女
性

い
ら

し

い
ま
せ

 
自
動
ド
ア
を
通
り
過
ぎ
る
と
目
の
前
に
は
女
性
が
お

儀
を
し
て
自
分
達
を
迎
え
い
る
と

 
耶
狛

い
ら

し

い
ま
し
た

 
女
性

え

 
耶
狛
は
頭
を
下
げ
た
女
性
に
自
分
も
お

儀
を
し
た
の
だ

そ
れ
に
は
亜
狛
も

ず
か
し
く

な

た
の
か

が
真

だ

 
亜
狛

こ

こ
ら

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
女
性

い
え
い
え

 
理
 

な

そ
こ
の
お

さ
ん

水
着
売
り
場
は
ど
こ
に
あ

 
る
か
教
え
て
く
れ
な
い
か
い



 第２１８話 水着の購入は計画的に

 
理
久

は
満
面
の

み
で
目
の
前
に
い
る
女
性
従

員
に

る
と
女
性
従

員
は

を
少
し

く
し
て

 
女
性

あ

え

と

そ
こ
の
目
の
前
に
あ
る
エ
ス
カ
レ

 

を
登

て

の
通

を
行
け
ば
す
ぐ
で

で
す

  
理
 

あ
り
が
と
う

ら
お
前
ら
行
く

 
理
久

は
女
性
に

わ
れ
た
通

を
歩
い
て
く
後
ろ
で
は

 
黒
 

な

マ
ス

は
た
ら
し
な
訳
じ

な
い
よ
な

 
亜
狛

い
や
自
然
に
や

て
い
て
た
ら
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん

  
耶
狛

で
も
そ
れ
が
さ
と
り
ち

ん
に
も
影

さ
れ
な
け
れ

 
ば
良
い
け
ど

 
そ
ん
な
事
を

い
つ
つ
理
久

の
後
ろ
を
着
い
て
い

た

エ
ス
カ
レ

に

る
と
耶
狛

は
少
し
は
し

い
で
い
た

 
耶
狛

い

お
兄
ち

ん
今
の

て
動
く
ん
だ
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亜
狛

あ

時
代
の

り
変
わ
り
を
感
じ
る
な

 
黒
 

魔
界
に
も
こ
ん
な
の
あ

た
よ
う
な
気
が
す
る

 
が

 

 
理
 

ら
お
前
ら
そ
ろ
そ
ろ
降
り
る

 
自
分
の

葉
で

人
は
終
着
点
が
見
え
て
そ
れ

れ
エ
ス
カ
レ

か
ら
降
り
て
い
き
先

程
の
女
性
従

員
が

た
道
を
通
り
水
着
コ

ナ

へ
と
や

て
来
る
が
ま
だ
季

で
は
な
い

の
か
売

て
い
る
数
も
少
な
か

た
が
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
置
い
て
い

て
い
る
感
じ
だ

た

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ
ど
の
よ
う
な
水
着
を
お
探
し

 
で

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
こ
の
水
着
全
部
い
た
だ
く
よ

 
店
員

は
い

 
や
は
り
こ
の
よ
う
な
反

は
当
た
り
前
だ

突
然
店
に
見
知
ら
ぬ
男
性
が
や

て
来
て

さ

れ
て
い
る
水
着
全
部
買
う
な
ど

え
ば
こ
ん
な
反

も
無
理
は
な
い

 
亜
狛

え

と
無
理
で
す

よ

 
店
員

い
え

お
値

は
し
い
て
約

ぐ
ら
い
で
す
が



 第２１８話 水着の購入は計画的に

 
一

で
買

て
く
れ
る
の
で
約

で
い
い
で
す

 
い
え

買

て
く
だ
さ
い

 
黒
 

な

何
だ
こ
の
店
員
無
理

を
受
け
や
が

た

 
耶
狛

私
達
に
出
来
な
い
事
を
平
然
と
や

て
の
け
る
そ
こ

 
に

れ
る

れ
る

 
理
 

何
処
の

画
だ
よ

 
珍
し
く
今
回
は
ツ

コ
ン
だ

本
当
に
何
処
の
ハ
イ
な

画
の
台

だ
よ

す
る
と
店
員
は
心

し
て
そ
う
な

で

 
店
員

え

と

す
い
ま
せ
ん
が
お
金
は

 
理
 

あ

と

 
理
久

は

布
を

げ
て
現
代
で

う

を

取
り
出
し
て
女
性
へ
と
渡
す

 
理
 

分
の
つ
り
は
い
ら
な
い
か
ら

の
小
遣
い
に

 
で
も
し
な
よ

 
店
員

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
黒
 

そ
れ
と

物
は
も
う
少
し
し
た
ら
取
り
に
来
る
か
ら
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頼
む

 
店
員

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

そ
れ
じ

頼
む
よ

 
自
分
達
は
水
着
売
り
場
を
後
に
し
て
今
度
は
下
へ
と
降
り
て
い

て
食
品
売
り
場
へ
と
や

て

来
る

 
理
 

食
べ
た
い
物
を
買

て
こ
い
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解

 
黒
 

う

す

 

葉
を
聞
い
た

人
は
そ
れ

れ
散

て
い

て
そ
れ

れ
食
品
を

る

 
亜
狛

え

と

き
そ
ば
の

や
ら
買

て
く
る
か

 
耶
狛

私
は

う
ん

お

子
を
買

て
く
る

 
黒
 

俺
は
無

に

を
探
す
か

 

人
は

い
て
そ
れ

れ

し
い
物
を
買

て
い
く

な
お
自
分
は
皆
の

た
こ
と
を

え
て



 第２１８話 水着の購入は計画的に

 
理
 

そ
う
だ
な

ま

は
直

し
て
る
か
ら

 

し
て
い
な
い

は

 

売
り
場
を
物

し
て
い
き
理
久

は

さ
れ
て
い
る
も
や
し
の
入

た

を
取
る
と

 
理
 

う
ん
こ
れ
だ
な

 
そ
れ
を

つ
か
か
ご
に
入
れ
て
い
く

す
る
と

人
が
帰

て
く
る

 
耶
狛

マ
ス

買

て
き
た
よ

 
亜
狛

買

て
き
ま
し
た
よ

 
黒
 

 

人
は
そ
れ

れ

品
を
持

て
く
る
と
自
分
の
持

て
い
る

に
入
れ
て
い
く

持

て

き
た
物
を
見
て
い
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

 
理
 

う
ん
ま

良
い
じ

ん

 
ぶ

ち

け
た
だ

人
の
そ
れ

れ
の

性
を
見
て
み
た
い
が
た
め
に
買

て
こ
い
と

た
の
だ

そ
れ
に

金
し
て
い
る
金
を
使
い
た
い
と
い
う
の
も
あ
る
の
だ
が

 
理
 

も
う
少
し

々
と
買

て
こ
よ
う
な

 
そ
う
し
て
一
時
間
か
け
て
買
う
も
の
を
ま
と
め
て
レ

へ
と
行
く
と
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店
員

い
ら

し

い
ま
せ

 
そ
う

い
自
分
達
が

に
い
れ
て
食
品
の
バ

コ

ド
を
ス
キ

ン
し
て
い
く

そ
れ
を
耶
狛

は
じ

と

め
て
い
た

 
耶
狛

面
白
そ
う

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛
失
礼
だ

 
耶
狛

ご
め
ん
お
兄
ち

ん

 
そ
う
し
て
レ

に
い
る
店
員

品
を
ス
キ

ン
す
る
と
自
分
に
お

儀
を
し
て

 
店
員

合
計
で
２
７
６
５
３

で
す

 
理
 

そ
ん
じ

こ
れ
で

 
店
員

度
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
理
 

へ
い
へ
い

 
そ
う
し
て

物
を
ま
と
め
る
と
自
分
達
は
ま
た
先
程
の
店
へ
と

て
い
く
と
先
程
の
店
員
が

物
を
ま
と
め
て
く
れ
て
い
た

 
理
 

物
は
出
来
上
が

て
る

 
店
員

は
い
そ
こ
の

ボ

ル
が
全
て
で
す
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目
の
前
に
は
大
き
な

ボ

ル
が

つ

ど
あ

た
が
自
分
達
に
は

さ
な
ど
関
係
な
い

そ

れ

れ

つ
づ
つ

ボ

ル
を
持

て

 
理
 

そ
ん
じ

あ
り
が
と
う

 
店
員

ま
た
の
ご
来
店
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
デ

ト
を
出
て

け
目
を
開
き
幻
想
郷
へ
と
帰

て
い
く
の
だ

た



 第十三章 地底の海開き

 
第
２
１
９
話
 
水
着
選
び

 
現
代
か
ら
帰
り
自
分
達
は

さ
と
り
や
お

や
お
空
を
呼
び
部

へ
と
集
合
さ
せ
る

 
さ
と

そ
れ
で

て
こ
の

は

 
大
人
買
い
を
し
た
水
着
の

に
は
も
う
何
と
も

え
な
い
み
た
い
な
の
か
さ
と
り
は
少
な
か
ら

ず

れ
た

を
し
て
い
た

そ
も
そ
う
だ
ろ
う
何
せ
数
十
着
と
い

た

が
あ
る
の
だ
か
ら

 
お

お
父
さ
ん
こ
れ
ま
た

山
買

て
き
た

 
亜
狛

い
や
流

に
俺
も
ツ

コ
ン
だ
よ
ツ

コ
ン
だ
け
ど

 
マ
ス

を

め
る
こ
と
は
出
来
な
か

た

 
亜
狛
は
遠
い
目
で

空
の
彼
方
を
見
る
一
方
で
お
空
は

 
お
空

あ

こ
れ
お
⺟
さ
ん
に

合
い
そ
う

 
三

ビ
キ
ニ

イ
プ
の
水
着
を
お
空
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
耶
狛
に
持

て
く
る
と
耶
狛
は

で
 
耶
狛

え

本
当

あ
り
が
と
う
お
空

 
お
空

う
ん
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耶
狛
は
お
空
か
ら
そ
の
水
着
を

て
お
空
の
頭
を

で
る

そ
れ
を
見
て
い
た
亜
狛
は

 
亜
狛

あ

え

と

お

こ
れ
な
ん
か
は
ど
う
だ

 
近
く
に
あ

た

ル

ネ

ク

の
水
着
を
取

て
お

に
渡
す
と

 
お

あ

え

と
ア

イ
に

合
う
か
な
お
父
さ
ん

 
亜
狛

大
丈
夫
お

な
ら

合
う
よ

 
お

な
ら
着
さ
せ
て
も
ら
う
よ
お
父
さ
ん

 
亜
狛

あ

あ

 
何
で
か
知
ら
な
い
が
亜
狛
が

れ

く
な

て
い
た

黒
は
そ
ん
な
亜
狛
や
耶
狛
達
を
見
て
い

て 
黒
 

そ
う
い
え
ば
こ
い
し
は
何
処
に
い
る
の
や
ら

 
こ
い

呼
ん
だ

黒
お
兄
ち

ん

 
黒
 

う
わ

 
黒
は
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は
い
つ
の
間
に
か
こ
い
し
が
ニ
コ
ニ
コ
と
し
な
が
ら
立

て

い
た

 
さ
と

こ
い
し
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理
 

よ

お
帰
り

 
こ
い

た
だ
い
ま

久
々
に
帰

て
き
た
け
ど
皆
は
何
し

 
て
た
の

 
理
 

あ

皆
で
海
に
行
こ
う
と
思

て
て
な

こ
い
し

 
は
来
る
か
い

 
こ
い

う

ん
面
白
そ
う
だ
か
ら
つ
い
て
く
よ

 
こ
い
し
は
そ
う

う
と
山
積
み
に
な

て
い
る
水
着
か
ら

着
の
水
着
を
取
り
出
し
た

そ

れ
は

ン
ピ

ス

イ
プ
の
水
着
だ

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん

合
う

 
黒
 

合
う
と
思
う

俺
に
は
服
の

ン
ス
等
は
分
か
ら

 
ん
が
な

 
耶
狛

そ
う

う

り
に
は
執
事
服
を
着
こ
な
す
よ

黒

  
黒
 

と
け

 
耶
狛

フ
フ

あ

お
空
ち

ん
こ
れ
な
ん
か
ど
う
か



 第２１９話 水着選び

 
な

 
耶
狛
は
た
ま
た
ま
目
に
入

た

レ
オ
水
着
を
取
り
出
す

 
お
空

な
ら
私
は
そ
れ
に
す
る

 
そ
う
し
て
い

て
女
性

の
服
が
決
ま

て
い
く
一
方
で
さ
と
り
は
何
に
す
る
か

ん
で
い

た 
さ
と

ど
れ
に
し
よ
う
か

 
理
 

さ
と
り

手
伝
お
う
か

 
さ
と

え

な
ら
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

そ
ん
じ

こ
れ
は

 
理
久

は
と
り
あ
え
ず
あ

た
ビ
キ
ニ
を
取
り
出
す
と
さ
と
り
は

え
て

 
さ
と

う

ん
少
し

出
が
高
く
て
無
理
で
す

 
そ
れ
を
聞
き
さ
と
り
の
意
見
を
頭
の
中
で

え
な
が
ら
水
着
を
探
し
て

 
理
 

多
分
こ
れ
な
ら

出
も
少
な
い
と
思
う
よ

 
さ
と

か
に
こ
れ
な
ら
良
い
で
す

 
意
見
に
合
わ
せ
た
持

て
さ
と
り
に
見
せ
た
水
着
は
現
代
で

ン
キ
ニ
と
呼
ば
れ
る
物
だ

す
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る
と
さ
と
り
は

元
に

ち
て
い
た
何
か
服
を
見
つ
け
る

 
さ
と

理
久

さ
ん
こ
れ
は

 
理
 

そ
れ
は

か
ラ

シ

カ

て
や
つ
だ

 
水
着
の
上
に
着
る
服

て
所
か
な

 
さ
と

な
ら
そ
の
水
着
の
上
に
こ
れ
を
着
ま
す

 
理
 

お

き
に
ど
う

 
 

 

が
い
く
も
の
が
あ

た
み
た
い
で
良
か

た

そ
し
た
ら
自
分
は
ど
れ
に
し
よ
う
か
と

え
る
一
方
で
さ
と
り
は

た
ラ

シ

カ

と
受
け
取

た

ン
キ
ニ
を
ま
じ
ま
じ
と
見

て
い
る
と

 
こ
い

お
姉
ち

ん

そ
ん
な
水
着
で
良
か

た
の

 
さ
と

え

 
こ
い

理
久

お
兄
ち

ん
を
大

な
水
着
で

と
す
チ

 
ン
ス
だ

た
の
に

 
さ
と

こ

こ
い
し

こ
こ
で
そ
ん
な
事
は

わ
な
い
で
頂

 
戴



 第２１９話 水着選び

 
さ
と
り
は

ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
理
久

を
見
る
が

心
は
理
久

は
自
分
の
水
着
を
選
ん
で

い
た

そ
れ
を
見
て
い
た
さ
と
り
は

と
し
た

 
こ
い

ふ
ふ

お
姉
ち

ん
が

き
に
す
る
と
い
い
よ
私

 
も
少
し
は
協
力
し
て
あ
げ
る
か
ら

 
さ
と

え
て
お
く
わ

 
と

さ
と
り
が

う
中

こ
い
し
は

い
な
が
ら
ボ
ソ
リ
と

 
こ
い
ま

と

て
も
勝
手
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
け
ど

お
姉

 
ち

ん

 
さ
と

今
何
か

た
わ
よ

こ
い
し

 
こ
い

う
う
ん
何
に
も

 
そ
ん
な
さ
と
り
こ
い
し
と
の
会
話
を
し
て
い
る
一
方
で

り
自
分
は
と
り
あ
え
ず
着
る
水
着
は

決
め
た

後

え
る
の
は

れ
て
い
く
面
子
だ

 
理
 

う

ん

れ
て
い
く
の
は
地
霊
殿
の
面
子
そ
し
て

 

ト
達
で
後
は

 
し
か
し
大

の
水
着
が
余

た

買
い
す
ぎ
な
の
が
良
く
な
い
の
は
分
か
る
が
し
か
し
多
い
も
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の
だ

後
数
人
ぐ
ら
い
誘
お
う
か
な
と

え
な
が
ら
見
て
い
る
と
後
ろ
で

が

い
よ
く
開
か
れ

て
美
須
々
が
や

て
来
た

 
美
 

お

い
理
久

一

に
飲
も
う

 
ど
う
や
ら
酒
の
お
誘
い
ら
し
い

だ
が
ま
さ
か
の
こ
の

イ
ミ
ン
グ
で
来
て
く
れ
る
と
は
何
と

都
合
の
良
い
の
だ
ろ
う

 
理
 

度
良
い
と
こ
ろ
に
来
た
な

 
耶
狛

す

ご
く
ナ
イ
ス

イ
ミ
ン
グ

 
美
 

え

 
理
久

と
耶
狛
は
満
面
の

み
で
美
須
々
の

を
見
た
美
須
々
は
一

気
を
覚
え
た
の
か

が

く
な

て
い
た

 
亜
狛

ご

さ
ま

美
須
々
さ
ん

 
黒
 

可
愛
そ
う
な
奴
だ
な

 
美
 

え

え

 
美
須
々
は
そ
の
時
ど
う
い
う
こ
と
か
と
思

て
い
た
が
そ
の
数
分
後
に
そ
れ
は
分
か
る
こ
と
と

な

た



 第２１９話 水着選び

 
美
 

お

お
前
ら
こ

こ
れ
は
大

過
ぎ
や
じ
な
い
か
い

 
て
か

ず
か
し
い
ん
だ
け
ど

 
耶
狛
に
モ
ノ
キ
ニ
水
着
を
着
せ
ら
れ
て

ず
か
し
そ
う
に
そ
う

べ
て
い
る
と

 
耶
狛

い
い
と
思
う
よ
美
須
々
ち

ん

が
ス
ラ

と
し
て

 
て

い
か
ら

 
さ
と

新
た
な

者
が

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
達
が

 
さ
と
り
と
亜
狛
に

て
は
頭
を

さ
え
て

ま
せ
る

 
理
 

な

美
須
々
ち

く
ら
俺
ら
海
に
行
こ
う
と
計
画

 
し
て
い
る
ん
だ
け
ど

美
須
々
も

加
す
る

 
美
 

今

う
か

 
理
 

こ
こ
だ
け
の
話
だ
け
ど
料
理
は

本
俺
が
作
る

 
そ
れ
を
聞
い
た
美
須
々
は

い
た
表
情
を
し
た

こ
こ
だ
け
の
話
に
な
る
が
こ
こ
地
底
だ
と
理

久

の
料
理
は

本

い
の
だ

所

料
理
上
手
と
い
う
の
だ
ろ
う

そ
れ
も
美
須
々
は
た
ま
に

は
食
べ
て
い
た
が
こ
こ
最
近
は
食
べ
て
い
な
い
た
め
食
べ
た
く
な

た
の
か
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美
 

な

理
久

酒
は
あ
る
の
か

 
理
 

一

は
大

に
買

て
あ
る
か
ら
持

て
は
い
く
け

 
ど
来
る

 
美
 

そ
れ
と
私
の

チ
を

れ
て
い
く
の
は

 
理
 

う

ん

人
ぐ
ら
い
な
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
美
須
々
は

み
を

か
べ
先
程
と
は
打

て
変
わ

て
テ
ン
シ

ン
が
上
が

た
の
か

 
美
 

よ

し

な
ら
私
も
行
こ
う

 
と

ハ
イ
テ
ン
シ

ン
に

え
て
く
れ
た

こ
れ
な
ら
水
着
が
も
う
少
し
減
り
そ
う
だ

 
理
 

決
ま
り
だ
な

な
ら
水
着
も
持

て
い

て
く
れ
女

 
物
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
男
物
も
あ
る
か
ら

 
美
 

安
心
し
ろ
全
員
女
だ
か
ら
よ

 
理
 

そ
う
か
い

 
美
 

よ
し
そ
う
と
決
ま
れ
ば
私
は
呼
ん
で
く
る

 
美
須
々
は

ボ

ル
に
入

て
い
る
水
着
も
持

て
水
着
の
ま
ま

を
開
い
て
外
へ
と
出
て



 第２１９話 水着選び

い

た

だ
が

 
理
 

あ
い
つ
服
を

れ
て

て
る
な

 
亜
狛

す

す
ぐ
に

け
て
き
ま
す

 
亜
狛
は
大
急
ぎ
で
美
須
々
の
着
物
を
持

て
外
へ
と
大

て
で
飛
び
出
し
て
い

た

 
理
 

変
わ
ら
ず
だ
な

 
さ
と

そ
う
で
す

 
そ
の
場
に
い
る
全
員
は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で
た
だ
開
い
た

を

め
る
の
だ

た
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第
２
２
０
話
 
海
へ
と
行
こ
う

 
こ
こ
地
霊
殿
の
エ
ン
ト
ラ
ス
に
は

山
の
動
物
も
と
い

ト
と
数
人
の
妖
怪
や
ら
が
集
ま

て
い
た

そ
れ
も
そ
の

何
せ
今
日
は
皆
で
の
海
開
き
な
の
だ
か
ら

そ
し
て
そ
の
一
画
で
は
美

寿
々
や
勇
儀
達
も
来
て
い
た

 
勇
儀

し
か
し
ま
さ
か
地
底
に
来
て
海
に
行
く
事
に
な
る
と

 
は
な

 

ル

私
行

た
こ
と
が
な
い
の
よ

 

マ

あ

そ
れ
私
も

 
キ
ス
 
コ
ク
コ
ク

 
美
 

あ
れ

そ
う
だ

た
の
か

 
美
須
々
や
勇
儀
の

葉
を
聞
い
た

人
は
ど
ん
な
感
じ
か

く

 

ル

美
須
々
さ
ん
達
は
行

た
こ
と
が
あ
る
の

 
美
 

あ

海
は

大
だ

 
勇
儀

何
せ
先
が
見
え
な
い
か
ら
な
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マ

へ

あ

理
久

さ
ん
が
来
た
よ

 

マ
メ
の

葉
を
聞
い
た

人
は
一

に

の
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
ア
ロ
ハ
シ

ツ
を

来
た
理
久

と
ラ

シ

カ

を
着
て
い
る
さ
と
り
が
立

て
い
た

 
理
 

は
い
そ
ん
じ

ま

画
通
り
海
に
行
く

 
さ
と

私
達
の

ト
達
は
必
ず

の

に
い
る
こ
と
絶

 
対
に
そ
こ
か
ら

れ
て
ふ
ら
ふ
ら
し
な
い
よ
う
に
し

 
て
ち

う
だ
い

 
さ
と
り
の

葉
を
聞
い
た

ト
達
は
心
の

で
さ
と
り
へ
と
語
り
か
け
て
い
く

さ
と
り
は

一
礼
し
て
自
分
の
方
を

り
向
き

 
さ
と

理
久

さ
ん
話
は

上
で
す

 
そ
う

い
後
は
任
さ
れ
た

数
歩
だ
け
前
へ
と
出
て

 
理
 

了
解
そ
れ
じ

亜
狛
＆
耶
狛
ゲ

ト
を

げ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
現
れ
て
そ
れ

れ
ゲ

ト
を
開
け
る

 
亜
狛

そ
れ
じ

ま
ず
は

ト
達
は
中
へ

 
耶
狛

番
は
守

て
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そ
の
指

を
聞
い
た

ト
達
は

に
な

て
次
々
に

け
目
へ
と
入

て
い
く

そ
ん

な
中

自
分
と
さ
と
り
は
美
須
々
達
の
も
と
へ
と
向
か
う

 
理
 

ま

楽
し
ん
で

て
よ
皆

 

マ

そ
れ
は
も
う

 
勇
儀

と
い

て
も
一
部
は
理
久

の
料
理
を
つ
ま
み
に
酒

 
で
一

何
て
の
も
い
る
け
ど

 
美
 

ク
リ

 
勇
儀
の

葉
を
聞
い
た
美
須
々
は

や

を
か
い
て
い
た

ど
う
や
ら

星
の
よ
う
だ

 
美
 

い

良
い
だ
ろ

そ
れ
も
楽
し
み
な
ん
だ
か
ら
さ

 
と
や
か
く
い
う

合
い
は
な
い
か
ら

 
さ
と

本
当
に
正
直
な
方
で
す

 

ル

私
は
勇
儀
や
ら
と
泳
ぐ
予
定
だ
け
ど

方
は
泳
ぐ

 
の
か
し
ら

 

ル
ス

の

葉
を
聞
き
自
分
は

え
る

料
理
作
り
だ
と
か
が
あ
る
た
め

が
あ

た
ら
泳

ぐ
だ
ろ
う
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理
 

う

ん
ど
う
だ
ろ
う

ま

が
あ
れ
ば
泳
ぐ
か

 
も

 
そ
の
話
を
聞
い
た
さ
と
り
は

で
た
め

を
は
い
た

 
さ
と

は

 
こ
い

何
た
め

を

い
て
る
の
お
姉
ち

ん

 
さ
と

こ
い
し

 
い
つ
の
間
に
か
後
ろ
に
立

て
い
た
こ
い
し
を
さ
と
り
は
見
る
と
こ
い
し
は
ニ
コ
ニ
コ
と
し

な
が
ら

 
こ
い

だ
か
ら
理
久

お
兄
ち

ん
誘
え
ば

 
さ
と

い
や
私
は

の
影
で
本
を
読
む
か
ら

 
こ
い

そ
ん
な
ん
だ
と

か
に
取
ら
れ
ち

う
よ

 
さ
と

う

う

ん

 
そ
こ
ま
で

わ
れ
る
と
頭
を

ま
せ
る

体
を
動
か
す
の
は
あ
ま
り

き
で
は
な
い

に
本

を
読
む
の
が
い
い
と
も
思
え
る
が
理
久

を
と
ら
れ
る
と
い
う
の
も

然
と
し
な
い
た
め

ん
で

い
る
と
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理
 

人
共
何
話
し
て
る
の

 
理
久

は
美
須
々
達
と
話
終
え
る
と
さ
と
り
と
こ
い
し
が
話
し
て
い
る
の
を
見
か
け
て
こ
ち
ら

へ
と

て
き
た

 
さ
と

あ

い
え

 
こ
い

理
久

お
兄
ち

ん
泳
ぎ
を
教
え
て

て
お
姉
ち

 
ん
が

 
さ
と

え

 
こ
い
し
の
話
か
ら
し
て
泳
ぎ
を
教
え
て

い
た
い
み
た
い
み
た
い
だ

教
え
る
ぐ
ら
い
な
ら
良

い
だ
ろ
う
と
思
い

 
理
 

う
ん
良
い
よ

 
と

返
事
を
返
す
と
何

か
さ
と
り
は
一

動

し
た
が
す
ぐ
に
平
生
と
な
る

 
さ
と

え

と
教
え
て
も
ら

て
も
良
い
ん
で
す
よ

 
理
 

い
や
だ
か
ら
良
い
け
ど

 
さ
と

そ
う
で
す
か

よ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

う
ん
よ
ろ
し
く
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そ
ん
な
理
久

と
姉
の
行
動
を
見
て
い
た
ク
ス
ク
ス
と

て
見
て
い
る
と

 
黒
 

こ
い
し
そ
ろ
そ
ろ
俺
ら
も
行
く

 
こ
い

は

い
そ
れ
じ

黒
お
兄
ち

ん
だ

こ

 
黒
 

う
お

と

た
く

し

う
が

な

 
黒
は
こ
い
し
を
お
ん
ぶ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
開
け
た

け
目
へ
と
入

て
い
く

さ
ら
に
は
美

須
々
達
も

 
美
 

そ
ん
じ

私
ら
も
行
く
よ

 
勇
儀

は
い
よ

 

ル

え

 

マ

は
い
は
い

 
キ
ス

 
美
須
々
に
つ
い
て
い
き
そ
れ

れ

け
目
へ
と
入

て
い
く

な
お
キ
ス
メ
は

マ
メ
が

ご

と
持

て

け
目
へ
と
入

て
い

た

 
お
空

お
⺟
さ
ん

お
父
さ
ん

私
達
は
先
に
行

て
る
か

 
ら
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お

後
で
泳
ぎ
方
を
教
え
て

お
父
さ
ん
お
⺟
さ
ん

 
耶
狛

行

て
ら

し

い

 
亜
狛

あ

教
え
て
や
る
よ

 
お
空

そ
れ
じ

行

て
来
ま
す

 
お

ま
た
後
で

 

人
は
そ
う

い

け
目
へ
と
入

て
い

た

そ
し
て
理
久

と
さ
と
り
も

 
理
 

そ
ん
じ

俺
ら
も
行
こ
う
か

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て

人
も

け
目
へ
と
入
る
と
そ
れ
に
続
い
て
亜
狛
と
耶
狛
も
入

て
い
き

け
目

は
閉
じ
ら
れ
た

自
分
達
が
今
い
る
場
所
は
か
つ
て
自
分
と
亜
狛
と
耶
狛
が
旅
を
し
て
い
る
時
に

然
見
つ
け
た
地

に
す
ら
載

て
い
な
い
無
人

そ
の
た
め
人
の
気

な
ど
一
切
し
な
い

に
妖
怪
や
動
物
達
に
と

て
楽

と
な

て
い
る
だ
ろ
う

 
理
 

久
々
の

風
は
良
い
も
の
だ

 
さ
と

海
で
す

 
自
分
達
の
目
の
前
に
は

大
な
海
が

が
る

と
て
も
風
情
の
あ
る

だ
が
今
は
妖
怪
達
や
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動
物
達
が
楽
し
そ
う
に
泳
い
だ
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る

 
亜
狛

久
々
で
す

 
耶
狛

う

ん
こ
の
感
じ
最
高

 
亜
狛
と
耶
狛
が

風
を

で
感
じ
て
い
る
と

 
お
空

お
⺟
さ

ん

 
お

こ

ち
で
す
よ
お
父
さ
ん

 
お
空
と
お

が
手
を

て
こ

ち
へ
と
合

を
す
る

亜
狛
と
耶
狛
は

み
な
が
ら

 
亜
狛

行
く
か

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 

人
は
お
空
と
お

の
元
へ
と
向
か

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

そ
れ
じ

さ
と
り

 
さ
と

は
い

 
理
 

泳
ぎ
の
練
習
を
し
よ

か

 
満
面
の

み
で
さ
と
り
に

う
と
さ
と
り
も
少
し

ず
か
し
そ
う
に

 
さ
と

へ

は

は
い
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と

い
自
分
は
さ
と
り
を

れ
て
海
へ
と
向
か
う
の
だ

た



 第２２１話 泳ぎ練習

 
第
２
２
１
話
 
泳
ぎ
練
習

 
ま
だ
本
場
の

と
ま
で
は
い
か
な
い
が
太
陽
の
日

し
が
当
た
り
海
に
そ
の
光
が
反

し
て
美

し
い
光

だ

た

 
バ
シ

ン

バ
シ

バ
シ

バ
シ

ン

 
そ
の
海
に
は
動
物
達
や
妖
怪
な
ど
も
い
る
が
そ
の

つ
の
一
画
で
は
理
久
兎
の
手
を

り
て

泳
ぎ
の
練
習
を
す
る
さ
と
り
が
い
た

 
さ
と

ふ

 
理
 

う
ん

ば
た

は
出
来
る
よ
う
に
な

た

 
さ
と

え

え

 
さ
と
り
に
泳
ぎ
の
練
習
を
開
始
し
て
数
分
で
ば
た

は
何
と
か
な

て
い
た

こ
れ
な
ら
後
は

ぎ
と
手

き
が
出
来
れ
ば
完

だ
ろ
う

 
理
 

後
は
手
も
そ
う
だ
け
ど
体
も
し

か
り

ば
し
て

 
は
水
に
つ
け
て
み
て

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
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さ
と
り
は
自
分
に

わ
れ
た
通
り
に
泳
い
で
い
く

な
お
一

が
あ
る
た
め
手
で

助
は
つ
け

て
は
い
る
た
め
安
全
に
泳
げ
る
だ
ろ
う

 
理
 

そ
の
調
子

そ
の
調
子

 
さ
と

は

 
理
 

そ
れ
じ

一
回
休
憩
し
よ

か

 
さ
と

は
い

 

人
は

に
行
く
と

を
建
て
て
日
陰
で
な
お
か
つ
シ

ト
を

い
て
あ
る
場
所
に
座
り

お
互
い
に

オ
ル
で

や
ら
を

く
と

 
理
 

ら
水
分

 
理
ク

ラ

ボ

ク
ス
か
ら
大

に
仕
入
れ
た
水
を

本
取
り
だ
し
さ
と
り
に
渡
す

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

い
や

ま
さ
か
こ
う
や

て
さ
と
り
の
泳
ぎ
練
習
を

 
す
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た
よ

 
さ
と

え

え

 
な
お
さ
と
り
は
本
当
は
今
い
る
場
所
で
読
書
を
楽
し
も
う
か
と

え
て
い
た
が

こ
い
し

策
士
に
よ

て
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理
久

の
指
導
の
も
と
泳
ぎ
の
練
習
を
す
る
こ
と
と
な

た
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久

さ
ん
ご
飯
を
作
る
と
か

て

 
い
ま
し
た
が
大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

あ

そ
れ
な
ら
問

な
い
よ

ら

 
さ
と

え

え

 
さ
と
り
は

の
後

を
見
て
し
ま
う

そ
こ
に
は
理
久

が
い
た
の
だ
し
か
も

人
も

 
理

う

ん

き
と
う
も
ろ
こ
し
の
良
い
香
り
だ

 
理

も
う
ち

い
で

き
そ
ば
が
仕
上
が
り
そ
う
だ
な

 
理

ふ

る
の
は

が

れ
る
な

 
理

だ
か
ら

を

火
で

く
か

て
か
お
前
は

 

い
な

 
美
 

い
い
だ
ろ

別
に

 
と

た

合
に

人
の
理
久

が
調
理
を
し
て
い
る
の
だ

見
て
い
て

い
が

に
気

持
ち
悪
い

そ
れ
よ
り
も
平
然
と
作

た
料
理
を
つ
ま
み
に
酒
を
飲
む
美
須
々
の

神
が

い

 
さ
と

え

え

と
理
久

さ
ん

あ
れ

て
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理
 

あ

俺
の
技
で
分

す
る
技
が
あ

て
な
そ
れ
で

 
今
あ
あ
や

て
作

て
る
ん
だ
よ

 
昔
に

し
た
か
も
し
れ
な
い
が
こ
こ
で

く

す
る
と
理
久

の
仙
術
の

つ

仙
術

十
四
式
六
面
神
造
に
よ
る
分

で
役

を
決
め
て
仕
事
を
し
て
い
る

 
さ
と

理
久

さ
ん

れ
ま
せ
ん
か

 
自
分
を
心

し
て
か

れ
な
い
か
と
聞
い
て
き
て
く
れ
る

何
て
良
い
子
な
の
だ
ろ
う

自
分

は

い
な
が
ら
さ
と
り
に

 
理
 

ハ
ハ
ハ
問

な
い
よ

ら
あ
そ
こ
で

人
休
ま
せ

 
て
る
か
ら
さ

 
さ
と

 
指

す
方
向
を
さ
と
り
は
見
る
と
そ
こ
に
は
シ

ト
で

そ
べ

て
い
る
理
久

が

人
い

た

し
か
も
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
南
国
の
地

で
飲
む
よ
う
な

ス
を

手
に

て
い
る

た
め
な
の
か
何

か
見
て
い
る
と
ム
カ
つ
く

 
さ
と

更

れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
が

 
理
 

ま

問

な
い
よ
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人
は
ま
た

大
に

が
る
海
を

め
る

目
の
前
に
写
る
の
は
動
物
達
が

か
き
や
ら
し

て
泳
い
で
い
た
り
は
た
ま
た

で
遊
ん
で
い
た
り
中
に
は
亜
狛
と
耶
狛
か
ら
泳
ぎ
を
教
わ
る
お

や
お
空
や
海

で
遊
ん
で
い
る
勇
儀
に

ル
ス

マ
メ
や
キ
ス
メ
全
員
水
着
着

中

に
は
も
う
飲
ん
だ
く
れ
て
い
る
美
須
々
も
目
に
写
る

 
理
 

今
は
昔
と
は
違

て
だ
い
ぶ
平
和
に
な

た
も
ん
だ

 
よ

 
さ
と

か
昔
は
今
よ
り
も

と

生

か

た
ん
で
す
よ

  
理
 

ま

な

さ
て
こ
ん
な

気

い
話
も
あ
れ
だ
か

 
ら
そ
ろ
そ
ろ
練
習
を
再
開
し
よ

か

 
さ
と

は
い

 

人
は
ま
た
海
に
へ
と
出
る
と
泳
ぎ
の
練
習
を
再
開
し
数
十
分
後

 
理
 

そ
れ
じ

ま

ク
ロ

ル
も
そ
れ
な
り
に
出
来
初
め

 
て
来
た
か
ら
今
度
は

つ
ぎ
だ

 
さ
と

つ
ぎ
で
す
か
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理
 

そ
う
そ
う

こ
う
や

て

 
さ
と
り
の
前
で
ば
た

を
せ
ず
に
ク
ロ

ル
だ
け
で

ぎ
始
め
る

そ
し
て
ク
ロ

ル
と
当
時

に

つ
ぎ
を
見
せ
な
が
ら

 
理
 

こ
う
や

て

く
な

た
ら

ご
し
に
後
ろ
を
見
て

 
や
る
と
良
い
よ

 
さ
と

理
久

さ
ん

そ
れ

て
の

し泳
で
す
か

 
理
 

う
ん
合

て
る
よ

ま

ら
や

て
み
て

 
さ
と

は

は
い

 

わ
れ
た
通
り
に
さ
と
り
は
泳
い
で
み
せ
る

そ
し
て

が

く
な
る
と

 
さ
と

は

 
と

コ
チ
な
い
が

ぎ
は
出
来
て
い
た

 
理
 

そ
う
そ
う

そ
の
調
子

そ
の
調
子

 
さ
と

は

 
さ
と
り
は
何
と
か
泳
ぎ
が
出
来
て
い
た

そ
う
し
て
さ
と
り
は
地
面
に

を
つ
け
る
と

 
さ
と

ふ

理
久

さ
ん
泳
げ
ま
し
た
よ
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理
 

や

た
じ

な
い
か

 
な
お
泳
ぎ
始
め
て
ま
だ

日
い
や
も
の
の
数
時
間
し
か

て
い
な
い

そ
れ
で
泳
げ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
と
て
も

い
と
思
え
る

元
々
さ
と
り
は
物
を
覚
え
る

さ
は
ピ
カ
イ
チ
だ

に
こ
の
短
期
間
で
泳
げ
れ
る
よ
う
に
な

た
の
だ
ろ
う

 
理
 

こ
れ
で
俺
は
お
役
ご
め
ん
か
な

 
さ
と

い
い
え

ま
だ
理
久

さ
ん
が
や
る
べ
き
事
は
あ
り

 
ま
す
よ

 
理
 

え

 
さ
と
り
の
発

で
ど
う
い
う
事
だ
と
思

た
と
き
だ

た

 
耶
狛

マ
ス

さ
と
り
ち

ん

皆
で
ビ

チ
バ
レ

 
し
よ

 
お
空

理
久

さ
ま

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
が
お

手
出
来
ま
す
か

 
お

理
久

様

さ
と
り
様

 
耶
狛
と
お
空
が
手
を

て
こ

ち
と

わ
ん
ば
か
り
に
呼
ん
で
く
る

な
お
そ
の
近
く
に
は
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亜
狛
と
お

や
黒
に
こ
い
し

に
も
勇
儀
に

ル
ス

マ
メ
に
キ
ス
メ
と
い

た
メ
ン
バ

が

て
い
た

 
勇
儀

お

い
理
久

さ
と
り

 

ル

あ
ん
た
達
も
来
な
さ
い
よ

 

 

マ

理
久

さ
ん
こ

ち

 
キ
ス
 

 
皆
自
分
と
さ
と
り
を
呼
ん
で
く
る

そ
れ
に

え
る
か
の
よ
う
に
理
久

は
さ
と
り
に

み
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
れ
じ

さ
と
り
行
こ

か

 
さ
と

ふ
ふ

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
理
久

と
さ
と
り
は
ビ

チ
バ
レ

に
加
わ
る
の
だ

た

な
お
こ
の
ビ

チ
バ

レ

の
結
果
は
理
久
兎
亜
狛
耶
狛
黒
は
平
然
と
生
き

り
勇
儀
は
必
死
に
頑

て
何
と

か
生
き

た
が

の
メ
ン
バ

は
あ
え
な
く

ウ
ン
し
た
と

う
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
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第
２
２
２
話
 
海
開
き
フ

ナ

レ

 

の
日

し
も

ち
て
夕

け
空
と
な

て
い
き
海
が
夕

け

に

ま
る

そ
ん
な
中
流

に

い
だ
ろ
う
と

う
こ
と
で
遊
ぶ
の
を

め
て
皆
で
少
し

め
の
夕
食
を
と

て
い
た

論
理
久

の
分
身

が
仕
込
ん
で
い
た

で
だ

 
理
 

は
い
は
い
ど
ん
ど
ん
食
べ
て

て

 
黒
 

お
か
わ
り
も
あ
る

 
今
現

自
分
と
黒
の

人
で
事

り
る
た
め

面
神
造
を
解
除
し
て
仕
込
ん
だ

や
ら

や
ら
を

い
て
い
き
出
来
た
も
の
か
ら

ル
フ
で
取
ら
せ
て
い
く

 
お
空

お

お
い
し
い

お
⺟
さ
ん
は
ど
う

 
耶
狛

う
ん
お
い
し
い
よ

 
お

と
う
も
ろ
こ
し
が
中
々

 
亜
狛

よ
く

ま
え
よ

お

 
そ
う

い
な
が
ら
楽
し
く
親
子
の
よ
う
な
会
話
を
し
て
食
べ
て
い
れ
ば
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美
 

グ

ス

ス

グ

ス

ス

 
美
須
々
は

の

を

え
て

で
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

て
い
た

な
お
服
装
は

く
な

い
の
か
と

い
た
い
水
着
で
だ

 
勇
儀

た
く
よ

美
須
々
様
は
も
う

ち
ま

て
る
よ

 

マ

ま

さ

き
か
ら
飲
ん
で
る
し

 

ル

や
れ
や
れ

 
キ
ス
 

 
こ
れ
に
は

人
も
や
れ
や
れ
と
し
か
思

て
み
な
か

た

何
せ
こ
の
光

を
見
て
し
ま
う

と

が
感
じ
ら
れ
な
い
た
め
無
理
は
な
い

そ
し
て
さ
と
り
と
こ
い
し
は

 
こ
い

お
い
し
い

お
姉
ち

ん

 
さ
と

え

そ
う

 

人
で

き
そ
ば
を
食
べ
て
い
た
が
こ
い
し
は
無
意

な
の
か

 
こ
い

お
姉
ち

ん
理
久

お
兄
ち

ん
と
の

は

 

め
ら
れ
た

 
突
然
の
事
で
さ
と
り
は
動

し
て

き
込
ん
だ
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さ
と

ご

ご

こ

こ
い
し

 
こ
い

ど
う
な
の

ど
う
な
の

 
こ
い
し
は
無
邪
気
な

み
で
さ
と
り
に
聞
い
て
く
る
と
さ
と
り
は

を
紅
く
し
て

 
さ
と

自
分
的
に
は
そ

そ
れ
な
り
に
は

 
こ
い

ふ

ん
な
ら
良

だ

 
さ
と

う

う

 
正
直
こ
い
し
の
ヘ
ル
プ
は
ち

と
や
り
過
ぎ
と
も
思
え
て
は
い
る
が

々
と
良
い
方
向
に

進
む
事
が
多
い

に
さ
と
り
は
感
謝
は
し
て
い
る

 
こ
い

ハ
ハ
ハ

お
姉
ち

ん
可
愛
い
よ

そ
れ
と
理
久

 
お
兄
ち

ん
の

み
の

イ
プ
教
え
よ
う
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
ピ
ク
リ
と
し
た
が
深
呼

を
し
て
気
持
ち
を
整
え
て

 
さ
と

ふ

ど
ん
な

み
な
の

 
こ
い

え

と

れ
ち

た
テ
ヘ

ロ

  
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
一

体
が

れ
そ
う
に
な
る
が
何
と
か
手
で

さ
え
て
そ
れ
を

え



 第十三章 地底の海開き

る 
さ
と

そ

そ
う

な
ら
し

う
が
な
い
わ

 
こ
い

で
も
お
姉
ち

ん
気
に
な
る
ん
で
し

 
こ
い
し
の

た
事
は
事
実
だ

理
久

の

み
の

イ
プ
は

く
気
に
な
る

そ
れ
は
さ
と

り
の

意
分

で
あ
る
情
報
戦
に
と

て

力
な
情
報
な
の
だ
か
ら

 
こ
い

聞
い
て
き
た
ら

多
分
理
久

お
兄
ち

ん
な
ら

 
え
て
く
れ
る
と
思
う
よ

 
さ
と

え
て
お
く
わ

 
さ
と
り
は
そ
う

い
ま
た

き
そ
ば
を
食
べ
始
め
る
が
こ
い
し
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
小

で 
こ
い
ま

私
も
理
久

お
兄
ち

ん
の

み
の

イ
プ
は
知
ら
な
い

 
け
ど

頑

れ
お
姉
ち

ん

 
ど
う
や
ら
こ
い
し
も
知
ら
な
い
み
た
い
だ

こ
れ
は
あ
く
ま
で
さ
と
り
に

さ
ぶ
り
を
か
け
る

嘘
の
ネ

に
過
ぎ
な
い
の
だ

心
を
読
ま
れ
な
い
こ
い
し
な
ら
で
は
の
戦
法
だ

そ
し
て
た
だ
さ

と
り
は

え
つ
つ

き
そ
ば
を

に
通
し
て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は

り
自
分
と
黒
は
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を
作
り
終
え
る

 
理
 

終
わ

た
な

 
黒
 

あ

何
と
か
な

こ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
る
の
は
俺

 
と
し
て
も
嬉
し
い
も
の
だ

 
理
 

そ
う
そ
う
そ
の
気
持
ち
を

れ
る
な

 
黒
 

そ
う
だ
な
主
よ

 
と

何

か

気
く
さ
く
な
り
そ
う
だ
と
思

た
自
分
は
話
を
変
え
る
た
め
に

 
理
 

と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
俺
ら
も
食
う
か

 
黒
 

あ

何
処
が
い
い
か

 
黒
は

て
こ
い
し
の
方
を
見
る
と
こ
い
し
は
ニ
コ
ニ
コ
と
し
な
が
ら
黒
を
見
て
い
た

 
黒
 

主
よ
俺
は
こ
い
し
の
所
に
行
く
が

来
る
か

 
理
 

う

ん
い
い
よ

 
そ
う

う
と

人
は
さ
と
り
と
こ
い
し
の
い
る
も
と
ま
で
向
か
う

そ
し
て
近
く
に
来
る
と

 
理
 

な

同

良
い

 
さ
と

え

え
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黒
 

よ

こ
い
し

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん
ナ
イ
ス

イ
ミ
ン
グ
だ

 
理
久

と
黒
は

人
が
座

て
い
る
場
所
に
座
る
と
理
久

は
こ
い
し
の

た
事
が
気
に

な

た
の
か

る
こ
と
に
し
た

 
理
 

な

こ
い
し
ナ
イ
ス

イ
ミ
ン
グ

て
ど
う
い
う
事

 
だ
い

 
こ
い

度
今
日
や

た
事
を
お
姉
ち

ん
に
話
て
い
た
ん

 
だ
よ

お
姉
ち

ん

 
さ
と

え

え

 
理
 

ふ

ん
ま

い

か

 
そ
う

う
と
理
久

と
黒
は
食
事
を
取
り
始
め
る

す
る
と
こ
い
し
は

い
な
が
ら
口
を
開

き 
こ
い

理
久

お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん
が
聞
き

 
た
い
こ
と
あ
る
ん
だ

て

 
さ
と

へ



 第２２２話 海開きフィナーレ

 
理
 

ん

何

 
突
然
の
こ
と
過
ぎ
て
さ
と
り
は

く
が
理
久

は
さ
と
り
に

 
理
 

聞
き
た
い
事

て

 
さ
と

え

え

と
理
久

さ
ん
の

み
に
つ
い
て
聞
き

 
た
く
て

 
理
 

み

て

何
の

 
さ
と

え

と

 
何
の

み
だ
と

う
の
だ
ろ
う
か

だ
な
さ
と
り
は
モ

モ

と
し
て
い
て

ず
か
し
そ
う

だ

ど
う
い
う
事
だ
と
思

て
い
る
と

 
こ
い

も
う

理
久

お
兄
ち

ん
が

き
な
女
性
の

イ

 
プ
に
決
ま

て
る
じ

ん

 
理
 

き
な
女
性
の

イ
プ

 
た
だ
た
だ

え
る

こ
れ
ま
で
恋
愛
だ
と
か

え
た
事
が
な
か

た

そ
れ
に
愛
す
る
者
と
い

う
の
は
見
つ
け
れ
て
い
な
い
し
感
じ
る
事
も
な
か

た
た
め

え
た
こ
と
も
な
か

た

こ
の
ま

ま

て
る
の
も
失
礼
だ
と
思
い
と
り
あ
え
ず

え
を
ま
と
め
て
口
を
開
く
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理
 

そ
う
だ
な
俺
の
脳

を
平
然
と
飲
め
る

の
座

た

 
子
か
な

 
さ
と

え

 
こ
い

 
黒
 

主
よ

談
だ
よ
な

 
黒
に

談
だ
ろ
と

わ
れ
た

ま

か
に

談
な
た
め
自
分
は

て

魔
化
す
こ
と
に
し

た 
理
 

ハ
ハ
ハ

ま

談
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
そ
の
場
の
さ
と
り
と
黒
は
や
れ
や
れ
と

た
感
じ
と
な

た

 
さ
と

な

な
ら
本
当
は
何
で
す
か

 
理
 

う

ん
特
に
な
い
か
な

あ
ま
り

え
た
事
も
な
か

 
た
し

 
こ
い

え

な
い
の

 
こ
い
し
は

そ
う
に
そ
う

う
が
理
久

の

葉
に
は
続
き
が
あ

た

 
理
 

た
だ
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さ
と

た
だ

 
理
 

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
そ
ん
な
女
性
が

み
か
な

 
着

て
生
活
し
て
い
る
の
を
見
て
る
と
自
分
も

 

し
く
な

ち

う
か
ら

 
さ
と
 

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
何

か

を
紅
く
し
た

ど
う
し
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

ど
う
し
た
さ
と
り

が
真

だ
よ

 
さ
と

い

い
え

た
だ
意
外
だ

た
の
で

 
理
 

ハ
ハ
ハ

ま

こ
ん
な
年
じ

恋
す
る
事
も
な
い

 
け
ど
な

 
と

自
分
が
話
を
進
め
て
い
る
が
こ
い
し
は
さ
と
り
に
近
づ
い
て

 
こ
い

お
姉
ち

ん
聞
け
て
良
か

た

 
さ
と

え

 
ニ
コ
ニ
コ
と
こ
い
し
が
さ
と
り
に
そ
う

う
と
黒
は
こ
い
し
に

 
黒
 

こ
い
し
何
で
そ
ん
な
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
ん
だ
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こ
い

う
う
ん
何
で
も
な
い
よ

 
理
 

ん

お

と
話
を
勝
手
に
し
ち

た

 
さ
と

い
え

 

人
は
楽
し
そ
う
に
そ
う
会
話
を
し
て
い
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が
理
久

の
元
ま
で
や

て
来

る

な
お

人
の

え
て
い
る
事
は
さ
と
り
に

け
だ

た

 
亜
狛

マ
ス

そ
ろ
そ
ろ
や

て
も
良
い
で
す
か

 
耶
狛

ド
カ

ン
と
や

て
も
大
丈
夫

 
理
 

う
ん

そ
ろ
そ
ろ
頃
合
い
だ

な
ら

大
な
フ

 
ナ

レ
を
頼
む
よ

 
さ
と

フ

ナ

レ

ド
カ

ン

 
さ
と
り
は
理
久

の

た
フ

ナ

レ
の
意
味
や
耶
狛
が

た
ド
カ

ン
の
意
味
が
よ
く

分
か
ら
な
い
の
か

を
か
し
げ
る

だ
が

げ
る
一
方
で
亜
狛
と
耶
狛
は
ま
だ
話
続
け
る

 
亜
狛

ま

大
と
ま
で
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が

 
耶
狛

私
達
に
頑

て
や
る
よ

 
理
 

あ

頼
ん
だ
よ
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亜
狛
と
耶
狛
は
話
終
え
る
と
飛
ん
で
海
の
方
に
向
か

て
い

た

 
さ
と

理
久

さ
ん
何
を
す
る
気
で
す
か

 
理
 

ハ
ハ
ハ

彼
処
を
見
て
れ
ば
分
か
る
よ

 
夕
日
が

ん
で
真

黒
な
夜
空
と
な

た
空
を
指

す

さ
と
り
と
こ
い
し
は
訳
の
分
か
ら
な

い
ま
ま
理
久

に
指

を
さ
れ
た
場
所
を
見
る
と

 
ド
ン

ド
カ

ン

 
何
と
夜
空
に
光
輝
く

発
が
起
き
る

そ
の

を

し
た
全
員
は
夜
空
を
一

に
見
上
げ

る 

マ

な

何
あ
れ

 

ル

ま
た
理
久

 
キ
ス
 
 

 
勇
儀

あ
れ
は

ま
さ
か

 
美
 

彼
奴
あ
ん
な
事
ま
で
す
る
と
は

 
勇
儀

美
須
々
様
起
き
た
ん
で
す
か

 
美
 

あ

あ
ん
な
で
か
い

発

が
す
れ
ば
な
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そ
の
場
に
い
る
全
員
は
夜
空
を
見
上
げ
続
け
る
す
る
と
更
に
次
々
と
空
で

と
り
ど
り
の

発

が
起
き
る

 
理
 

う
ん

い
い
感
じ
だ

 
さ
と

理
久

さ
ん
あ
れ

て

 
理
 

花
火
だ
よ

 
そ
う
亜
狛
と
耶
狛
が
や

た
事
は
た
だ
単
に
弾
幕
で
花
火
を

せ
て
作

た
弾
幕
花
火
だ

そ

れ
は
真

黒
い
キ

ン
バ
ス
に

を

る

最
後
の
閉
め
に
は
も

て
こ
い
だ

 
お
空

綺

 
お

本
当
だ

ら
皆
も
見
な
よ

 

ト
達
も
楽
し
そ
う
に
そ
の
光

を

め
る

そ
し
て
黒
と
こ
い
し
も

 
こ
い

花
火
綺

だ

黒
お
兄
ち

ん

 
黒
 

か
に
な

 
そ
ん
な
皆
が
楽
し
ん
で
い
る
光

を

め
て
い
る
理
久

は

で

 
理
 

楽
し
そ
う
で
よ
か

た
な

 
さ
と

え

何
か

い
ま
し
た
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理
 

ん

何
で
も
な
い
よ

 
そ
う
し
て
理
久

達
の
海
開
き
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た



 第十四章 月光の下に集う者達

 
第
十
四
章
 
月
光
の
下
に
集
う
者
達

 
第
２
２
３
話
 
姪

子
か
ら
の
手
紙

 
何
気
な
い
何
時
も
の
日
常
そ
ん
な
当
た
り
前
で
⻑
い
け
ど
短
い
そ
ん
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

が 
理
 

う

ん
ま
い

た
な
ど
う
し
た
も
ん
か
な

 
い
つ
の
間
に
か

元
に

い
て
い
た
自
身

へ
の
手
紙
を
読
ん
で
い
た

た
だ
の
手
紙
な
ら

ま
し
く
な
る
の
だ
が
今
回
は
そ
ん
な
手
紙
で
は
な
い

 
理
 

急
に
あ
い
つ
ら
を
呼
ば
な
い
と
な

 
そ
う

い
た
理
久

は
手
紙
を
ゴ
ミ
箱
へ
と

て
部

か
ら
出
た

な
お
こ
れ
が
手
紙
の
内
容

だ 
我
が
伯
父

深
常
理
久

大
能
神
様

 
私
は

方
の

を
一
度
も
見
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
す
が
信
じ
て
く
だ
さ
い

私
は
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方
の
姪
に
あ
た
る
月
読
命
と
い
う
者
で
す

 

方
様
は
地

で
な
お
か
つ
幻
想
郷

の
地
獄
に
住
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た

だ
か
ら

か
ら
棒
で
は
あ
り
ま
す
が
お
願
い
し
ま
す

 
私
の
友
八
意
思

神
を
助
け
て
く
だ
さ
い

彼
女
は

方
様
が
い
る
場
所
の
上
幻
想
郷
に

住
ん
で
い
ま
す

で
す
が
八
意
思

神
を
嫌
い
姫
を

れ

し

約
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
達
の
指

令
で
月
か
ら
彼
女
と
そ
の
姫
を

ら
え
る
た
め
に
私
に
意
見
を
通
さ
ず

断
で
月
か
ら
使
者
が
派

遣
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

な
の
で
友
と
し
て
ど
う
か
彼
女
達
を
救

て
く
だ
さ
い

な
お
そ
ち

ら
で
起
き
た
事
は
私
共
々

秘
と
し
ま
す

ど
う
か
お
願
い
し
ま
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
月
読
命
よ
り

  
そ
う
自
分
の
姪
に
あ
た
る
神
月
読
か
ら
の
手
紙
だ

そ
れ
だ
け
で
も
そ
の
願
い
を
聞
き
入
れ

る

値
は
あ
る
が
そ
の
メ
イ
ン

ゲ

ト
が
自
分
の
親
友
で
あ
り
な
お
か
つ
自
分
に
知

を
く

れ
た
八
意
思

神
も
と
い
八
意

な
ら

更
聞
き
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
理
 

亜
狛

耶
狛

黒

 
理
久

の
呼
び
掛
け
で
亜
狛
と
耶
狛
に
黒
が
現
れ
る
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亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
マ
ス

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か

 
と

人
は
呼
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
訪

る
と
理
久

は
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
た

 
理
 

呼
ん
だ
理
由
は
簡
単
だ
今
か
ら
地
上
に
行
く

 
亜
狛

え

ど
う
し
て
ま
た

 
理
 

俺
の
姪

子
か
ら
の
願
い
を

え
に
な

 
耶
狛

マ
ス

そ
れ

て
ま
さ
か

生

く
な
る
の

 
か
な

 
現
実
的
な

問
に
理
久

は

み
な
が
ら
も
現
実
的
に
話
し
た

 
理
 

恐
ら
く
は

し
い
事
は
現
地
で
話
す
が
や

 
り

生

く
は
な
る
の

え
て
い
て
く
れ

 
黒
 

俺
は
主
に
従
お
う

 
亜
狛

そ
れ
じ

場
所
は
ど
こ
に
し
ま
す
か

 
耶
狛

何
処
な
の
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人
は
理
久

に
着
い
て
い
く
よ
う
だ

深
く
は
説
明
し
て
な
い
の
に
こ
う
や

て
理
久

の
指

を
受
け
る
と

う
の
は
深
い
主
従
関
係
の
証
だ
ろ
う

 
理
 

場
所
は
幻
想
郷

い
の

だ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
協
力
し
て

け
目
を
作
る
自
分
達
は
そ
の

け
目
へ
と
飛

び
込
ん
で
い

た

 
神
様

神
使

動
中

 
理
久

達
は

け
目
か
ら
出
る
と
そ
こ
は
無
数
の

が
自
生
し
て
い
る

か
つ
て
理
久

が

と
輝
夜
を

う
の
に
こ
こ
に
あ
る
物
件
を

し
た
場
所
だ
が
上
空
に
は
大
き
な
月
が
輝
い

て
い
た

 
亜
狛

そ
れ
で
マ
ス

姪
か
ら
の
依
頼
と

て
い
ま
し

 
た
が

ま
さ
か

さ
ん
達
で
す
か

 
理
 

そ
の
通
り
だ
今
回
や
る
こ
と
は
月
か
ら
や

て
来
る

 
外
来
種
共
の
始
末
一

た
り
と
も
月
へ
と
帰
さ
な
い

 
よ
う
に
す
る
の
が
仕
事
だ

 
元
々
は
仲
間
だ
ろ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い

し
か
し
友
人
を

つ
け
よ
う
と
す
る
の
な
ら
話
は
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別
だ

そ
い
つ
は
同

者
だ

た
で
あ
ろ
う
が

と
見
な
す
だ
け
だ

 
黒
 

な

主
よ
そ
の

て
の
は

だ

 
黒
は

に
つ
い
て

問
を
し
て
き
た

無
理
も
な
い
何
せ
黒
は

に
つ
い
て
知
る
の
は
初

め
て
な
の
だ
か
ら

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば
お
前
は
知
ら
な
い
の
も
無
理
は

 
な
い
か
八
意

か
つ
て
俺
が
地

に
降
り
た

 

て
出
来
た
最
初
の
友
人
で
あ
り
俺
の

人
だ
よ

 
黒
 

う
主
の

人
な
の
か

 
理
 

あ

彼
女
が
い
な
か

た
ら
今
頃
は
知

な
ん
て
も

 
の
は
無
か

た
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は
何
と
も

え
な
い
表
情
を
す
る

そ
し
て
小

で

 
亜
狛
そ
れ

前
に
常

り
で
す
よ

 
耶
狛
女
心
は
学
ん
で
な
い
よ

 
黒
 
大
体
バ
カ
や
ら
か
し
て
る
よ
な

 
と

た
感
じ
で
本
当
に
知

を

け
た
の
か
と

問
に
思

て
い
る
の
か
小

で
聞
こ
え
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て
く
る

そ
ん
な

人
を
見
た
自
分
は
と
り
あ
え
ず

を
見

て

 
理
 

文
句
が
あ
る
な
ら
聞
こ
う
じ

な
い
か

 

を
見
せ
つ
け
な
が
ら

う
と

 
亜
狛

あ

あ
り
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

う
ん

う
ん

な
い
よ

 
黒
 

何
も
な
い
か
ら
安
心
し
ろ

 
亜
狛
と
耶
狛
は

い
を

か
べ
つ
つ
何
も
な
い
と

え
黒
は
無
心
の
よ
う
な

つ
き
で

え

た 
理
 

あ

そ
う
な
の

ま

い
い
や
と
り
あ
え
ず
黒
は
良

 
い
け
ど
亜
狛

耶
狛
の

人
は
何
で
も
良
い
か
ら

 
は

し
て
お
け
よ

 
指

を
受
け
た
亜
狛
と
耶
狛
は
そ
れ

れ

を

す
た
め
に
亜
狛
は
服
に

と
し
て
着
い
て

い
る

び
手

い
で
口
元
を

し
耶
狛
は
狐
の
お
面
で

を

し
た

 
理
 

よ
い
し

と

 
理
久

も
何
時
も
の
黒
い
コ

ト
を
着
て
フ

ド
を

る
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亜
狛

そ
う
い
え
ば
マ
ス

そ
れ

て
風
と
か
で
取
れ
な

 
い
ん
で
す
か

 
理
 

あ

昔
に
美
須
々
と
や
り
合

た
時
に
フ

ド
が

 
取
れ
た
時
が
あ

た
か
ら
そ
の
後
に
フ

ド
に

金

 
を
仕
込
ん
で
固
定
さ
せ
て
る
ん
だ
よ

 
か
つ
て
美
須
々
と
戦

た
時
に
フ

ド
が
取
れ
た
の
を
反

し
て
中
に

金
を
仕
込
む
こ
と
に

し
た

そ
の
お
陰
で
大

の

撃
波
で
も
取
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
安
心
だ

 
理
 

そ
れ
よ
り
も
お
前
ら
準
備
は
出
来
た
な

 
亜
狛

え

出
来
ま
し
た
よ

 
耶
狛

バ

チ
し
だ
よ

 
黒
 

問

な
い

 

人
に

を
取
り
自
分
は
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
そ
れ
を
巨
大
化
さ
せ
て

を
開
き

自
分
の
使
い
魔
で
あ
る
骸
達
を

す
る

 
理
 

骸
共
お
前
ら
は

の
メ
ン
バ

の
バ

ク
ア

プ
を

 
し
ろ
そ
し
て
て
見
つ
け
し
だ
い
俺
か

の
メ
ン
バ
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に
伝
え
ろ
も
し
く
は
始
末
し
て
こ
こ
に
運
べ

 
自
身
の

葉
を
聞
い
た
骸
達
は
頭
を
下
げ
る
と
そ
れ

れ
散
り
散
り
と
な

て

へ
と
入

て
い

た

 
理
 

そ
れ
と
外
来
種

外
の
奴
は
殺
す
な
よ
あ
く
ま
で
や

 

て
い
い
の
は
外
来
種
達
だ
け
だ
そ
れ

外
の
奴
は

 
殺
さ
な
い
程
度
に
遊
ん
で
や
れ
そ
し
て
外
来
種
達
に

 
情
け
は
か
け
る
な

底
的
に

絶
さ
せ
ろ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

さ

始
め
る

 
黒
 

任
せ
ろ

 

人
も
骸
達
と
同
じ
よ
う
に
そ
れ

れ
散
開
し
た

た
理
久

は
上
空
に
輝
く
月
を

め
て

 
理
 

は

お
前
か
ら

た
こ
の

は
一
時
も

 
れ
た
は
事
な
し

 
そ
う

い
て
理
久

も
そ
こ
か
ら
一

で
消
え
た
の
だ

た
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第
２
２
４
話
 
耶
狛

冥
界
組

 
チ

リ
ン

 
チ

リ
ン

 

の
中
で
金

と
金

が
当
た
る

が

く

聞
い
て
い
て
と
て
も
風
流
な

な
の
だ
が

 
使
者

う

 
使
者

な

何
だ
こ
い
つ

 

の

の

り
に
は
人
間
い
や
月
か
ら
の
使
者
が

を

き
な
が
ら

れ
て
い
た

そ
れ
を

や

た
の
は

う
ま
で
も
な
く

 
耶
狛

て
な
訳
で
さ
よ

な
ら

 
グ

 
使
者

 
耶
狛
は

で
月
の
使
者
の
頭
を

き
月
の
使
者
を
再
起
不
能
に
し
て
い
く

そ
の
姿
は
狂

た

女
に
し
か
見
え
な
い

理
久

か
ら
の
指

通
り

り
に
い
た
月
の
使
者
達
を
始
末
し
て
い

た 
耶
狛

う
ん
終
わ

た
か
な

カ
モ
ン
骸
ち

ん
達
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と

耶
狛
が

う
と
す
ぐ
さ
ま
理
久
兎
の
使
い
魔
の
骸
達
が
飛
び
出
し
て
く
る

 
耶
狛

後

け
よ
ろ
し
く

 
骸
達

カ

 
骸
達
は

礼
を
す
る
と
耶
狛
は
嬉
し
そ
う
に

き
な
が
ら

 
耶
狛

お
願
い

さ
て
次
は

と

 

き
な
が
ら
耶
狛
は
ま
た

を
鳴
ら
し
て
ま
た
歩
み
だ
し
た
の
だ

た

 

女

動
中

 
耶
狛
は

く
歩
く
が
新
た
に
月
の
使
者
に
出
会
う
こ
と
は
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
理
久

達
に

す
ら
も
会
わ
な
い

 
耶
狛

あ

あ
も
う
皆
が

け
ち

た
か
ら
仕
事
は

 
終
わ
り
な
の
か
な

 
と
少
し
ば
か
り

な
気
持
ち
で
退

だ
と
思

て
い
る
と
後
ろ
の
方
か
ら
何
処
か
で

い

だ
こ
と
の
あ
る
匂
い
が
し
だ
し
た

 
耶
狛

ん

ス
ン
ス
ン

こ
の
匂
い
何
処
か
で

 
す
る
と
後
ろ
の
方
か
ら

人
の
女
性
が
姿
を
現
し
た

人
は
白

で
お
か

頭
そ
れ
で
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い
て
何
処
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る
刀
を

中
に

本

負

て
い
る
少
女

も
う

人
は
耶
狛

が
知

て
い
る
人
物
い
や
今
は
亡
霊
と
な

て
い
る
幽
々
子
だ

た

 
幽
 

あ
ら

綺

な

が
す
る
と
思

た
ら
こ
ん
な
所
に

 
妖
怪
が
い
た
の

 

 

女
は
こ
の
異
変
の
関
係
者
で
す
か

 
と

お
か

頭
の
少
女
に
聞
か
れ
た
耶
狛
は
少
し

ん
だ

 
耶
狛

う

ん
幽
々
子
ち

ん
達
に
出
会

ち

た
け
ど

 
ど
う
し
よ
う

そ
う
だ

 
耶
狛
は
こ
の
時
に
理
久

が

た

葉
を
思
い
出
し
た

月
か
ら
の
使
者
な
ら
始
末
そ
れ

外
の
者
は
殺
さ
な
い
程
度
に
遊
ん
で
や
れ
と
い
う

葉
を
し
か
も

度

イ
ミ
ン
グ
が
良
い
こ
と

に

を
し
て
い
た
た
め
グ

ド

イ
ミ
ン
グ
だ

 
耶
狛

ふ

ふ

ふ

ふ

女
達
は
私
の
遊
び

手
に

 
な

て
く
れ
る
の
か
な

 
狐
の
面
の
裏
で
は
耶
狛
は
飛
び
き
り
の

を
し
た

何
せ
こ
ん
な

し
が
来
る
と
は
思
わ

な
か

た
か
ら
だ

そ
し
て

手
も
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そ
う
で
す
か

な
ら

女
を
斬

て

す
る
と

 
し
ま
し

う

 
幽
 

こ
の
異
変
に
関
係
し
て
い
る
な
ら
妖
夢
こ
こ
は
私
も

 
手
伝
う
わ

 
妖
夢
と

わ
れ
た
少
女
と
幽
々
子
は
臨
戦
態

を
と

た

 
耶
狛

な
ら
楽
し
く
派
手
に
遊
ぼ
う
よ

 

を
鳴
ら
し
耶
狛
は
弾
幕
を

開
さ
せ
て
幽
々
子
と
妖
夢
に

つ
が

人
は
弾
幕
を
回

し
た

 
妖
夢

不
意
打
ち
と
は
や

て
く
れ
ま
す

 
幽
 

ふ
ふ

 
こ
う
し
て
耶
狛

冥
界
組
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

 
妖
夢

は

 
妖
夢
は

中
か
ら

本
の
刀
を

刀
す
る
と

本
の
刀
を

る

て
斬
撃
波

の
弾
幕
を
作

り
出
し
幽
々
子
は
扇
子
を

る
い

の
弾
幕
を
作
り
上
げ
て
耶
狛
へ
と
弾
幕
を

つ
が

 
耶
狛

あ
は
は
は
は
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耶
狛
は
楽
し
そ
う
に

い
な
が
ら

人
の
弾
幕
を

け
て
い
く

 
妖
夢

こ
れ
な
ら
ど
う
で
す
か

 
妖
夢
は

本
の
刀
を

え
る
と
ス

ル
を
唱
え
た

 
妖
夢

人

 
現
世
斬

 
妖
夢
は
す
こ
し
後
ろ
へ
下
が
り
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス

ト
の
よ
う
な
体
制
に
な
る
と

げ
た

を
一
気
に
解

し
て
耶
狛
へ
と
刀
を
向
け
る

 
耶
狛

て
い
や

 
だ
が
耶
狛
は
大
弾
を
使

て
妖
夢
の

撃
を
防
ご
う
と
し
た
が
妖
夢
は

開
さ
れ
た
弾
幕
を
刀

で
切
り

い
て
い
く

 
妖
夢

我
が
刀
に
斬
れ
ぬ
も
の
な
ど
あ
ま
り
な
い

 
そ
う

い
弾
幕
を
全
て
切
り

て
て
耶
狛
へ
と
刀
を
向
け
よ
う
と
し
た
が
そ
こ
に
は
も
う
耶
狛

は
居
な
か

た

す
る
と
妖
夢
の
上
空
か
ら

 
耶
狛

ハ

レ

 
妖
夢

い
つ
の
間
に

 
耶
狛
は

を

る
い
ス

ル
を
唱
え
た
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耶
狛

大
小
 
大
き
な
葛

と
小
さ
な
葛

 
ス

ル
を
唱
え
る
と
大
き
な
巨
大
弾
幕
が
現
れ
て
妖
夢
と
幽
々
子
へ
と

り
か
か
る
が
突
然
巨

大
弾
幕
は
消
え
そ
の
巨
大
弾
幕
は
分

し
た
か
の
よ
う
に
小
さ
な
弾
幕
へ
と
変
わ
る
と
妖
夢
と

幽
々
子
を
襲
う

だ
が

 
幽
 

死

 

ス
ト
リ
ド
リ

ム

 
幽
々
子
の
ス

ル
が
発
動
し
無
数
の

を
模
様
し
た
弾
幕
を

た
れ
る
と
耶
狛
の
ス

ル
か
ら

現
れ
た
弾
幕
を
打
ち

と
す

 
耶
狛

や
る

 
幽
 

ふ
ふ

面
白
子

け
ど
何
で
か
し
ら

女
と
は

 
前
何
処
か
で
出
会

た
気
が
す
る
わ

 
耶
狛

そ

そ
ん
な
事
な
い
か
な

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と
明
ら
か
に
動

し
て
見

し
く

て
耶
狛
は

う

耶
狛
は

論
だ
が
自
身
の
兄
で
あ

る
亜
狛
は
紫
達
の
前
か
ら
理
久

の
死
体
回
収
の
た
め
姿
を

ま
せ
た

に
自
分
等
の
正
体
が

バ
レ
れ
ば
理
久

の
思
い
も
水
の

だ

だ
が
そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と

 
妖
夢

余
所
見
は
い
け
ま
せ
ん
よ
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耶
狛

わ

 
い
つ
の
間
に
か
妖
夢
が
自
分
の
目
の
前
へ
と
来
る
と
斬
り
上
げ

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
が
耶
狛

は
も
の

い

リ

リ
の
所
で

を
上
へ
と
上
げ
て

け
す
ぐ
後
ろ
へ
と
後
退
し
た

 
耶
狛

も
う

危
な
い
な

 
そ
う

い
耶
狛
は

を

え
る
と
ス

ル
を
唱
え
た

 
耶
狛

獣

 
オ
ル
ト
ロ
ス

 
そ
の

葉
と
共
に
耶
狛
の
目
の
前
で
何
か
の
術
式
が
現
れ
る
と
そ
こ
か
ら

頭
の

の
怪
物

オ
ル
ト
ロ
ス
が
現
れ
た

 
耶
狛

レ

ツ
ゴ

フ

イ
ト

 
オ
ル

 
耶
狛
の
指

に
従
い
オ
ル
ト
ロ
ス
は
妖
夢
へ
と
そ
の

頭
で

み
つ
き

撃
を
行
う

 
妖
夢

ま
る
で
蓮
さ
ん
の
狗
神
み
た
い
な
怪
物
で
す

 
そ
う

い
つ
つ
妖
夢
は
持
ち
前
の
反

神

を

し
て
オ
ル
ト
ロ
ス
の

撃
を
回

し
続
け

る 
幽
 

妖
夢
か
ら

れ
な
さ
い
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幽
々
子
は
レ

ザ

の
弾
幕
を

て
オ
ル
ト
ロ
ス
へ
と
当
て
る
が
突
然
オ
ル
ト
ロ
ス
は
そ
の

場
か
ら

然
と
姿
を
消
し
た

 
妖
夢

な

何
処
に

 
幽
 

ま
さ
か

 

 
幽
々
子
が
上
を
向
く
と
妖
夢
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
上
を
向
く
と
そ
こ
に
は

を
手
で
何
回
も

回
す
耶
狛
が
月
を

に
飛
ん
で
い
た

オ
ル
ト
ロ
ス
は

な
の
だ

本
命
は
耶
狛
の
最
終
ス

ル
だ

そ
し
て

を
妖
夢
と
幽
々
子
へ
と

え
る
と

 
耶
狛

こ
れ
で
最
後
だ
よ

ラ
ス
ト

ド

 
そ
う

い
耶
狛
は
こ
の
弾
幕
ご

こ
に
最
大
の

意
を
込
め
て
満
面
の

で
唱
え
た

 
耶
狛

理

 
主
へ
の

は
心

は

 
小
弾
が
耶
狛
の

に
次
々
と

を
な
し
て
現
れ
る

そ
の
弾
幕
は
や
が
て
更
に
大
き
い
大
弾

へ
と
巨
大
化
す
る
と
そ
こ
か
ら
白
い
無
数
の
狼

の
弾
幕
が
幽
々
の
と
妖
夢
へ
と
襲
い
か
か

た 
幽
 

妖
夢

 
妖
夢

は
い
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人
は
そ
こ
か
ら

れ
す
ぐ
さ
ま
飛
ん
で
回

を
試
み
る
の
だ
が
無
数
の
狼
の
弾
幕
は

り

な
い
ぐ
ら
い
に
妖
夢
と
幽
々
子
を
追
撃
す
る

そ
し
て

人
は
狼
弾
に
取
り

ま
れ
て
し
ま
う

 
妖
夢

し
ま

た

 
幽
 

こ
れ
は

私
達
の
負
け

 
そ
う
し
て
狼
弾
は

人
へ
と
襲
い
か
か
る
と

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 

弾
す
る

が
聞
こ
え
こ
の
弾
幕
ご

こ
の
勝
者
は
耶
狛
と
な

た

 
耶
狛

う

ん
は

 
耶
狛
は

れ
て
気
絶
し
て
い
る

人
の
前
で

び
を
す
る
と

 
耶
狛

幽
々
子
ち

ん
と
妖
夢
ち

ん
だ

た

よ

 
楽
し
い
弾
幕
は
ご

こ
を
あ
り
が
と
う

 
そ
う
し
て
耶
狛
は
ま
た

を
鳴
ら
し
て

を
散
策
す
る
の
だ

た
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第
２
２
５
話
 
亜
狛

紅
魔
組

 
満
月
が

ら
す

の
中
で
異
様
な
光

は
起
き
て
い
た

 
使
者

ぐ

が
は

や

や
め

 
亜
狛

去
ら
ば
だ

 
ザ
シ

 

り
に
は

の

が
出
来
上
が
り

に

い

の
よ
う
な
も
の
が
出
来
あ
が
り
そ
こ
が

く

な

て
死
ん
で
い
る
月
の
使
者
達
の
死
体

だ
が
そ
こ
に
は

び
装
束
を
来
て
い
る
亜
狛
が
た
だ

人
だ
け
立

て
い
た

 
亜
狛

耶
狛
は
大
丈
夫
か
な

何
や
か
や
ん
で
手
加
減
が

 
出
来
な
い
と
こ
ろ
は
マ
ス

と
同
じ
だ
か
ら
な

 
と
自
分
の
心

よ
り
も
妹
で
あ
る
耶
狛
の
心

を
し
て
い
た

心

し
つ
つ
亜
狛
は
空
に

か
ぶ
月
を

め
て

 
亜
狛

俺
と
耶
狛
が
蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
で
か
ら
約
も
う

年

 
か
マ
ス

に

遠
の

を

て
飲
ん
だ
事
を
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思
い
出
す
な

 
も
う
か
れ
こ
れ
理
久

の
従
者
に
な

て
か
ら

年
近
く

て
い
る

亜
狛
や
耶
狛
は

実

な
日
々
を
送

て
い
る

理
久

と
出
会
う
前
と
は
大
違
い
な
程
に

 
亜
狛

は

俺
も
こ
ん
な
昔
を
懐
か
し
む
と
か
年
を
取

 
た

て
事
な
の
か
な

 
そ
ん
な
事
を

く
と
亜
狛
は

り
で
死
ん
で
い
る
月
の
使
者
達
の
死
体
を

け
目
を
作

て
そ

の
中
へ
と
入
れ
て
い
く

入
れ
る
理
由
と
し
て
は
地
底
の
灼
熱
地
獄
の
温
度
を
上
げ
る
た
め
の

料
代
わ
り
に
な
る
か
ら
だ

 
亜
狛

こ
れ
で
よ
し
本
当
に
耶
狛
が
い
な
い
と
一

で
運
べ

 
な
い
か
ら
面

な
ん
だ
よ
な

 

り
の
死
体
を
回
収
し
愚

を
こ
ぼ
す
と
後
ろ
の

む
ら
が

れ
だ
し
た

す
る
と
そ
こ
か

ら 

 

や

り

の
匂
い
が
す
る
と
思

た
ら
妖
怪
が
い

 
た
わ

 

 

お

様
気
を
つ
け
て
下
さ
い
彼
奴
た
だ
者
で
は
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夜

者
よ

ニ

者
よ

 
と

む
ら
か
ら
出
て
き
た
耶
狛
よ
り
と
身
⻑
の

い
少
女
と
メ
イ
ド
も
と
い

夜
と

わ
れ

た
女
性
が
現
れ
た

し
か
も
身
⻑
の

い
少
女
は
亜
狛
の
服
装
を
見
て
大
興
奮
し
て
い
た

だ
が

亜
狛
は
メ
イ
ド
は
知
ら
な
い
が
身
⻑
の

い
少
女
は
見
た
こ
と
が
あ

た

そ
の
少
女
は
か
つ
て

本
を
盗
み
に
行

た

に
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
た
少
女
の

人
だ

た
か
ら
だ

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
が

女
達
は

で
す
か

 
と

亜
狛
は

な
口
調
で
聞
く
と
目
の
前
の
少
女
と
メ
イ
ド
は

え
た

 

 

ふ
ふ

私
は
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ

レ

ト
よ

 

夜

私
は
お

様
の
メ
イ
ド
を
し
て
い
る
十
六
夜

夜
と

 
い
う
者
で
す

 
レ
ミ
リ
ア
と

え
た
少
女
は
慎
ま
し
い
胸
を

て

え

夜
は
ス
カ

ト
を
少
し
上
げ
て

を
す
る

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

自
分
は

 
と
名
前
を

え
よ
う
と
し
た
時
亜
狛
の
脳
裏
に
名
前
を

え
た
ら
正
体
が
バ
レ
る
と
過

た

と

さ
に
自
分
の
偽
名
を

え
た
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亜
狛

者
で

い
ま
せ
ん

 
レ
ミ

方
そ
れ
偽
名
よ

 
と

座
に
偽
名
だ
と
バ
レ
る
と
亜
狛
は
自
身
の
マ
ス

で
あ
る
理
久

が
通
し
て
い
る

コ

ド
ネ

ム
を
思
い
出
す
と

 
亜
狛

え

自
分
の
愛

で
す

 
レ
ミ

そ
う
そ
れ
よ
り
ま
さ
か

者
に
会
え
る
な
ん
て
感
激

  

夜

コ

ン

 
と

レ
ミ
リ
ア
は
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と

夜
は

回

を
し
て
今
や
る
べ
き
事
を
思
い
出
さ

せ
る

 
レ
ミ

れ
る
所
だ

た
わ
聞
き
た
い
の
だ
け
ど
何
で
こ
こ

 
ら
一

は

の

い
が
す
る
の
か
し
ら

 
と
レ
ミ
リ
ア
は
何

の

い
が
す
る
の
か
と
聞
く

亜
狛
は

し
た
い
の
だ
が
地
面
に
は

の

や
ら
が
出
来
上
が

て
い
る
た
め

そ
う
に
も

し
き
れ
な
い

 
亜
狛

仕
方
な
い
で
す
が
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仕
込
ん
で
い
る
ク
ナ
イ
を

え
レ
ミ
リ
ア
と

夜
に
向
か

て

 
亜
狛

少
し
眠

て
て
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

い
亜
狛
は

座
に
ク
ナ
イ
を
投
げ
た
の
だ
が

 
カ
キ
ン

 
ク
ナ
イ
は

人
に
通
る
こ
と
は
な
く
突
然
現
れ
た
ナ
イ
フ
で

道
を
ず
ら
さ
れ
た

 

夜

お

様
に

撃
し
よ
う
な
ど
と

語
道
断
で
す

 

夜
の
手
に
は
い
つ
の
間
に
か
ナ
イ
フ
が

ら
れ
て

え
ら
れ
て
い
た

 
亜
狛

こ
れ
は
少
し
手
間
取
り
そ
う
だ
な

 
レ
ミ

夜

私
も
協
力
す
る
わ

あ
の
無
礼
な

者
に

 
は

と

吹
か
せ
な
い
と
い
け
な
い
わ

 
亜
狛

そ
れ
な
ら
や

て
み
て
く
だ
さ
い
よ

 
亜
狛

紅
魔
組
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

そ
し
て
先
程
の
仕
返
し
で

夜
が
無

数
に
ナ
イ
フ
を
投
げ
レ
ミ
リ
ア
は
矢
の
よ
う
な
弾
幕
は
を

て
く
る

 

夜

そ
こ

 
レ
ミ

さ

か
か

て
来
な
さ
い

者
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亜
狛

無

ぶ
り
を

い
や
が

て

 
亜
狛
は
さ

と
自
身
が
作

た

け
目
へ
と
入

て
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を

け
た

 
レ
ミ

ど
こ
に

 
と

た
と
き

後
か
ら
無
数
の
ク
ナ
イ
が

人
へ
と
襲
い
か
か

て
く
る

ど
う
や
ら

亜
狛
は

人
の

後
へ
と
空
間
を

え
て

動
し
た
よ
う
だ

だ
が
突
然
の
事
だ

た

レ
ミ

リ
ア
と

夜
が
姿
を
消
し
た
の
だ

論
ク
ナ
イ
は
い
な
く
な

た
た
め
外
れ
て
し
ま
う

 
亜
狛

な

 

い
た
の
も
つ
か
の
間
だ

今
度
は
自
分
を

い
込
む
か
の
よ
う
に
ナ
イ
フ
が
四
方
八
方
に

開
さ
れ
て
い
た

そ
れ
ら
は
亜
狛
へ
と
襲
い
か
か
る

 
亜
狛

ま
だ
ま
だ

 
ま
た
空
間
を

え
る

け
目
を
作
る
と
中
へ
と
入

て
危
機
一

で

け
る

 
レ
ミ

流

は

ニ

者

 

夜

感
心
し
て
る
場
合
で
す
か
お

様

 
と

て
い
る
と

け
目
か
ら
亜
狛
が
現
れ
る

そ
し
て
ス

ル
を
唱
え
た

 
亜
狛

術
 

狼
の
舞
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亜
狛
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と
真

に
メ
ラ
メ
ラ
と

え
て
輝
く
巨
狼
が
現
れ
そ
れ
は
レ
ミ

リ
ア
と

夜
へ
と
口
を

げ
て
襲
い
か
か
る

 
レ
ミ

お

法
よ

夜

 

夜

だ
か
ら
感
心
し
て
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

 
レ
ミ
リ
ア
と

夜
は
ま
た
姿
を
消
え
る
と

狼
は
地
面
へ
と
激
突
す
る
と
弾
け
て
消
え
た

そ

の
時

夜
は
懐
中
時
計
を
開
け
た
の
を
見
逃
さ
な
か

た

 
亜
狛

そ
う

う
こ
と
か

 
と

く
と
同
時
に

夜
は
ま
た
消
え
て
同
時
に
無
数
の
ナ
イ
フ
が
ま
た
襲
い
か
か
る
が
亜
狛

は
ま
た

け
目
を
開
き
空
間
を

え
て

け
る

 

夜

方

先
程
か
ら
ち

こ
ま
か
と
逃
げ
ま
す

 
ま
た
何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
た

夜
の
呼
び
掛
け
に
亜
狛
は

け
目
か
ら
出
て

 
亜
狛

そ
う
い
う

女
こ
そ

な

術
を
使
う
の
で
同
じ
で

 
は
な
い
で
す
か

 

夜

そ
う

な
ら
こ
れ
で
終
わ
ら
せ
る
わ

 
そ
う

い
上
空
へ
と
飛
ぶ
と
ス

ル
を
唱
え
た
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夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 
そ
の

葉
と
共
に
投
げ
た
ナ
イ
フ
が
無
数
と
な

て
亜
狛
へ
と
襲
い
か
か
る
が
そ
れ
だ
け
で
は

な
い

 
レ
ミ

不

城
レ

ド

 
レ
ミ
リ
ア
の
ス

ル
が
発
動
し
一
直

に
亜
狛
へ
と
そ
の
ス

ル
は

た
れ
る
が

 
亜
狛

そ
の
ぐ
ら
い

け
れ
な
く
て
マ
ス

の
従
者
な
ん

 
か
や

て
ら
れ
ま
せ
ん
よ

 
亜
狛
は

け
目
を
使
わ
ず
に

を
踏
み
台
に

か
ら

へ
と
飛
ん
で
弾
幕
を
全
て

け
つ
つ
仕

掛
け
を

ト
す
る

 

夜

け
ま
す
か

 
レ
ミ

や

り

者
は

い
わ

 
だ
が

人
は
気
づ
い
て
い
な
か

た

亜
狛
の
使
う
本
当
の

術
の
真

を
亜
狛
は

人
か

ら
数
メ

ト
ル

れ
た
所
に
着
地
し
た

 
レ
ミ

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
あ
げ
る
わ

 

夜

終
わ
り
で
す
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人
が
新
た
に
ス

ル
を
唱
え
よ
う
と
し
た
そ
の

間
的
亜
狛
は

手
を
く
い

と
上
げ
る

レ
ミ
リ
ア
と

夜
は
月
明
か
り
で
そ
れ
が
見
え
て
し
ま

た

 
亜
狛

術
 
土

の

 
う

す
ら
と
月
明
か
り
に

ら
さ
れ
反

し
て
見
え
る

の

そ
れ
は
土

の

だ

な

お
こ
れ
は
理
久

が

マ
メ
か
ら
購
入
し
て
い
る

で
出
来
て
る

強
度
は

論
だ
が

の
た

め
殺

能
力
が

め
て
高
い

少
し
で
も

れ
れ
ば

を
切
り

か
れ

を

る

そ
ん
な

が

り
に

り

ら
さ
れ
て
い
た
の
だ

し
か
も
レ
ミ
リ
ア
と

夜
の
い
る

間
は

り
無
く

く

動
こ
う
に
も
動
け
な
い

 

夜

い

い
つ
の
間
に

 
レ
ミ

や

て
く
れ
る
わ

 
亜
狛

さ

き
か
ら
た
だ
バ
カ
み
た
い
に

け
て
る

て
事

 
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
そ
れ
に
一
番
は

女
を

め
な

 
い
と
だ

て
時
を

め
ま
す
よ

 

夜

女
い
つ
か
ら
気
づ
い
て

 
亜
狛

女
が
さ

き
か
ら
懐
中
時
計
を
開
け
て
い
た
の
で
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も
し
か
し
た
ら
と
思
い
ま
し
て

 
そ
う
何

こ
の
よ
う
な
戦
術
を
取
る
か
と
い
う
と

夜
の
時
を

め
る
能
力
が

な
た
め

だ

時
を

め
て
逃
げ
る
な
ら
時
を

て
も
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
と

う

え
か

ら
こ
の
技
を
使

た

ち
な
み
に

か
ら

へ
と
飛
ぶ
間
に

本

本
ク
ナ
イ
を

や
地
面

に

し
な
が
ら

け
て
い
た

し
か
も
そ
れ
ら
に
土

の

を
通
し
て
い
る
た
め
亜
狛
が
少
し

引
け
ば
ピ
ン

と

る
た
め
こ
れ
で
無
数
の
土

の

で
出
来
た

が
出
来
上
が
る

そ
れ

が
こ
の
技
の
正
体
だ

そ
し
て
亜
狛
は

本
の
ク
ナ
イ
を

え
る

 

夜

負
け
ま
し
た

 
レ
ミ

完
敗
よ

 
レ
ミ
リ
ア
と

夜
は
降

し
た
か
の
よ
う
に
臨
戦
態

を
解
く
と
亜
狛
は

人
に
ク
ナ
イ
を

投

し
た

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 

弾
す
る

が
聞
こ
え
る
と
亜
狛
は

座
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

さ

て
い
る
ク
ナ
イ
を
土

の

を
引
い
て
回
収
し

弾
し
て
気
絶
し
て
い
る

人
に

 
亜
狛

弾
ご
め
ん
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そ
う

い
亜
狛
は
夜
の
闇
に

れ
て
そ
こ
か
ら
姿
を
消
す
の
だ

た



 第十四章 月光の下に集う者達

 
第
２
２
６
話
 
黒

詠
唱
組

 
光

り
し
所
に
影
は
あ
り

月
の
光
に

ら
さ
れ
て
夜
の
闇
が
神
々
し
い

だ
が
地
上
で
も
そ

の
闇
と
も

え
る
影
が
月
の
使
者
達
の

体
を

き

し
に
し
て
い
た

 
使
者

か
は

 
黒
 

所
詮
は
そ
の
程
度
か

 
黒
は
そ
う

う
と
月
の
使
者
達
を
影
の
中
へ
と
引
き
ず

て
い
く

体
を

か
れ
た
月
の
使

者
達
は

で
き
ぬ
ま
ま
影
へ
と
飲
み
込
ま
れ
て
い
き
そ
の
場
に
は
黒
だ
け
が

た

 
黒
 

そ
の
程
度
で

し
に
来
る
と
か
イ
カ
れ
て
る

て

 
も
ん
だ
な

 
黒
は
た
だ
そ
れ
し
か
思
え
な
か

た

こ
れ
な
ら
ま
だ
魔
界
の
神
綺
の
娘
の
ア
リ
ス
も
し
く
は

か
つ
て
紅
魔
の

で
出
会

た
魔
女

子
こ
と

魔
理

の
方
が
将
来
性
が
あ
る
と
思

て
い

た 
黒
 

ち

し
ら
け
る
な

 
黒
は
少
し
だ
が

カ
リ
せ
ざ
る

な
い

そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
気
持
ち
で
そ
こ
か
ら

れ
て



 第２２６話 黒 詠唱組

次
の

的
を
探
す
た
め
に

り
を
索

を
始
め
た

 
従
者
索

中

 
数
分
た
て
ど

は
見
つ
か
る
こ
と
は
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
妖
怪
や
ら
に
出
会

て
も

座
に

ぼ

ン

ン
で

ま
せ
れ
る
た
め

く

き
て
い
た

 
黒
 

お
も
し
れ

手
は
い

も
ん
か

 
と

た
め

じ
り
に
下
を
向
い
て
道
と
も

え
な
い
道
を
歩
い
て
い
る
と

 

 

て
め

は
あ
の
時
の
変
態
執
事

 
黒
 

ん

 

を
正
面
へ
と
向
け
る
と
そ
こ
に
は
先
程
思

て
い
た
魔
女

子
こ
と

魔
理

と
も
う

人
黒
が
知

て
い
る
人
物
が
い
た

 
ア
リ

魔
理

前
か
ら

て
た
変
態
執
事

て
彼

 
奴
の
事

 

彼
奴
だ

 
そ
う
ア
リ
ス
・
マ

ド
ロ
イ
ド
だ

久
々
に
見
た
魔
界
人
だ

た
の
だ
が

 
ア
リ

下
に
も
陰

て
感
じ
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黒
を
見
て
も
見
知
ら
ぬ

人
と
し
か
思

て
な
い
よ
う
だ

こ
の
時
に
黒
は
理
久

が

た

事
を
思
い
出
し
た

ア
リ
ス
の
記
憶
を

た
と
い
う
事
を

 
黒
 
そ
う

え
ば
主
が

て
た
の
を
思
い
出
し
た
な

 

何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
と

い
て
ん
だ

 
黒
 

ク
ク
ク

い
や
ま
さ
か
こ
う
し
て

様
ら
と
再
会
す

 
る
と
は
思

て
な
く
て
な

 
黒
は

で
そ
う

え
る
が

か
ら
見
る
と
そ
の

は
狂
人
そ
の
物
の

だ

こ
れ
に

は

手
の
魔
理

と
ア
リ
ス
は
体
を

わ
せ
た

だ
が
黒
の

た

様
ら
と
い
う
単
語
が

引

掛
か

た
の
か
魔
理

は
ア
リ
ス
の
方
を
向
き

 

な

な

ア
リ
ス
彼
奴
知
り
合
い
か

 
ア
リ

い
え
あ
ん
な
人
は
知
ら
な
い
わ
よ

 
と

て
い
る
と
黒
は
影
か
ら

を
作
り
前
と
同
じ
よ
う
に
斬
れ
な
い
ハ
ル
バ

ド
を
作
る

と 
黒
 

来
る
が
い
い
魔
の
道
を
行
く
者
と
神
綺
の
娘
よ
俺
が

 

様
ら
を
試
し
て
や
ろ
う
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黒
は
手
加
減
を
し
て
魔
力
を

出
す
る

だ
が
そ
れ
は
黒
い
オ

ラ
と
な

て
目
に
見
え
て
し

ま
う

魔
理

と
ア
リ
ス
は
そ
れ

れ
臨
戦
態

を
と
る
と

 

は
ん

お
前
に
は
紅
魔

で
の

を
こ
こ
で
全

 
て
返
し
て
や
る

 
ア
リ

方
に
は

々
と
聞
く
こ
と
が
あ
り
そ
う

何

に

 
神
綺
様
の
事
を
知

て
い
る
の
か
を

 
そ
う
し
て
黒

詠
唱
組
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た

 
ア
リ

行
く
わ
よ
魔
理

 

論
だ

 
魔
理

は
何
処
か
ら
と
も
な
く
出
し
た

を

つ
か
投
げ
る
と
そ
れ
は

を
出
し
て
黒
へ
と
襲

い
か
か
り
ア
リ
ス
は

つ
も
の
人

を

て
弾
幕
を

開
さ
せ
て

撃
を
す
る
が

 
黒
 

我
の
前
で
光
な
ど
無
力
と
知
れ

 
黒
が
ハ
ル
バ

ド
を

る
と
黒
の

後
に

る
自
身
の
影
か
ら
無
数
の

と
な

た
影

が
魔

理

と
ア
リ
ス
の
弾
幕
を

く

黒

は
目
立
た
な
い
地
味
だ
が
何
か
別
の

が
あ
る
だ
け
で
黒

が
強
調
さ
れ
る

そ
れ

に
黒
影
は
と
て
も
目
立
つ

だ
が
魔
理

と
ア
リ
ス
は
無
数
の
影
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を

け
る

 
ア
リ

見
た
感
じ
彼
奴
の
能
力
は
恐
ら
く

影
を

る
程
度

 
の
能
力

て
所

本
当
に

す
ぎ
る
わ

 

ど
う
り
で
影
を
使

た

撃
を
し
て
く
る
わ
け
か

 
黒
 

ク
ク
ク
ハ
ハ
ハ

い
い

小
娘
共
も

と
俺
を
楽

 
し
ま
せ
ろ
そ
し
て
も

と

る
が
良
い

 
黒
は
こ
の
⻑
く
そ
し
て
短
い
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た

自
分
が
期
待
し
て
い
る

魔
理

そ
し
て

遠
の
宿

神
綺
の
娘
で
あ
る
ア
リ
ス
こ
れ
か
ら
の
魔
道
の

来
を

う
期
待
の
星
達

と
の
弾
幕
ご

こ
は
こ
い
し
と
初
め
て
弾
幕
ご

こ
を
し
た
時

来
に

ク

ク
し
て
楽
し
ん

で
い
る

 

こ
れ
な
ら
ど
う
だ

 
ア
リ

魔
理

援

す
る
わ

 

人
は
上
空
へ
と
向
か
う
と
そ
れ

れ
ス

ル
を
唱
え
た

 

恋

 
マ
ス

ス

ク

 
ア
リ

魔

 
ア

テ

フ
ル
サ
ク
リ
フ

イ
ス
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魔
理

の
主

の
巨
大
レ

ザ

が

た
れ
そ
れ
を
カ
バ

す
る
か
の
よ
う
に
ア
リ
ス
の
ス

ル
が

り
を

撃
す
る

人
の

の
あ

た
ス

ル
は

手
で
あ
る
黒
も
綺

だ
と
思
え
た

 
黒
 

う

お
前
ら
が
そ
う
来
る
な
ら
俺
も
使
わ
も
ら

 
う

 

て
く
る
マ
ス

ス

ク
が

て
く
る
と
こ
ろ
で
で
黒
は
ス

ル
を
唱
え
た

 
黒
 

魔
道
 
⻯
の

 
黒
の

後
に
あ
る
影
が
黒
を

み
込
む

み
込
ま
れ
た
黒
の

は
本
来
の
姿
に
に
て
い
た

そ
の
状
態
と
な

た
黒
は
口
か
ら
は
真

黒
の
ブ
レ
ス
六

か
ら
は
緑

の
斬
撃
波

の
弾
幕

を

た

 

な

な
ん
だ
と

 
ア
リ

魔
理

の
マ
ス

ス

ク
を

え
て
る

 
黒
の
ブ
レ
ス
は
マ
ス

ス

ク
と
ぶ
つ
か
り
合
い
斬
撃
波
は
ア

テ

フ
ル
サ
ク
リ
フ

イ
ス
を
ブ
レ
イ
ク
し
た

ア
リ
ス
は

え
て
い
る
と

た
が
実

は
マ
ス

ス

ク
を
も

し
て
い
る
の
だ

々
に

々
に
と
魔
理

の
も
と
ま
で

し
て
き
て
い
た

 

つ

強
い
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ア
リ

私
が
何
と
か
す
る
わ

 
ア
リ
ス
は
ス

ル
を

め
て
黒
へ
と
人

を
動
か
し
て

撃
を
す
る
の
だ
が
そ
れ
に
気
づ
い
た

黒
は
自
身
の
影
を

い
て
先
程
と
同
じ

を
生
成
し
て
ア
リ
ス
へ
と

撃
す
る

 
ア
リ

行

て

 
ア
リ
ス
自
身
は

撃
を

け
て

り

で
人

を
動
か
し
そ
れ

れ

や

に

と
い

た
危

な

か
し
い
武

を
持

て
人

が
突

て
く
る

 
黒
 

そ
の
程
度
の

撃
な
ど
影
に
は

か
ぬ

 
ブ
レ
ス
を

く
の
を

め

座
に
そ
の
巨
体
の

の

を

ば
た
か
せ
て
空
へ
と
飛
ん
で

い
く

 

く

彼
奴
何
す
る
気
だ

 
ア
リ

嫌
な
予
感
し
か
し
な
い
わ

 
ア
リ
ス
の

た
事
は
現
実
と
な

た

手
加
減
気
味
で
黒
は
更
に
魔
力
を

出
す
る

そ
し

て
黒
の
最
終
必
殺
を

た

 
黒
 

あ
る
も
の
よ

と
化
す
が
い
い
ラ
ス
ト

ド

 
罪

 
理
に

き
し
者
へ
の
断
罪
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⻯
と
な

て
い
た
黒
は
人
の
姿
へ
と

る
と
手
を

げ
る

そ
の
手
を

げ
た
手
に
真

黒
い

体
が
出
来
る
と
そ
れ
は

々
と
大
き
く
な

て
い
く

や
が
て
大
き
さ
が
約

メ

ト
ル
ぐ

ら
い
に
な
る
と
そ
の

玉
の
中
か
ら
ド
ク
ロ
を
表
し
た
異

な
弾
幕
が
魔
理

と
ア
リ
ス
へ
と

襲
い
か
か

た

 

な
ん
だ
こ
い
つ
ら

 
ア
リ

こ
の

 
ア
リ
ス
は
向
か

て
く
る
ド
ク
ロ
弾
幕
に
弾
幕
を
撃
ち
込
む
が
ド
ク
ロ
は
大
き
く
口
を
開
き
そ

れ
を

に
取
り
込
ん
で
し
ま
う

強
い
闇
は
光
を
も

う
た
め
な
の
か

果
が
な
い

 
ア
リ

弾
幕
が
通
じ
な
い

 

逃
げ
る

ア
リ
ス

 
魔
理

は
ア
リ
ス
を
す
ぐ
さ
ま

に

せ
て
逃
げ
る
が
ド
ク
ロ
達
は
執

に
追
い
か
け
回
す

ま
る
で
生
と
い
う
も
の
に
し
が
み
つ
こ
う
と
し
て
い
る
亡
者
達
の
よ
う
に
も
見
え
る

 

し
つ
け

 
ア
リ

魔
理

 

な

嘘
だ
ろ
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魔
理

と
ア
リ
ス
の
目
の
前
に
は
黒
が

た
ド
ク
ロ
弾
が
向
か

て
き
て
い
た

魔
理

は

を

作
し
て
上
へ
と
逃
げ
る
が
そ
れ
は
過
ち
と
な

た

 

な
ん
と
か
こ
れ
で

 
黒
 

ま
た
お
前
は
俺
に
負
け
た
な

 
ザ
シ

ピ
チ

ン

 
ア
リ

魔
理

 
ア
リ
ス
の
目
の
前
で
魔
理

は
黒
の
一

を
受
け

弾
し
気
絶
し
た

そ
の
せ
い
か

の
制
御

は
失
い
地
上
へ
と
真

さ
ま
に

ち
て
い
く
が
ア
リ
ス
は
飛
ん
で
魔
理

を

ん
で
持
ち
上
げ

た 
ア
リ

く

 

力
で
下
へ
と

ち
て
い
き
そ
う
な
魔
理

を
引

り
あ
げ
る
の
は
中
々
と

く

い
の
か

が

き
つ

て
い
た

ス

ル
を

つ
の
を

め
た
黒
は

 
黒
 

神
綺
の
娘
よ
今
回
は
見
逃
し
て
や
ろ
う

 
ア
リ

何
で

方
は
私
の
事
や
⺟
さ
ん
の
事
を

 
黒
 

真
実
が
知
り
た
く
ば
我
を

し
て
み
る
か

そ
の
状
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態
で
な

 
黒
の

葉
で
先
程
の
ド
ク
ロ
弾
が
ア
リ
ス
の

後
を
と
る

そ
れ
を

わ
れ
見
た
ア
リ
ス
は

し
そ
う
な

を
す
る
と

 
ア
リ

今
回
は
勝
ち
を

て
上
げ
る
わ

 
そ
う

い
ア
リ
ス
は
地
上
へ
と
降
り
て
い

た

黒
も
地
上
へ
と
降
り
る
と
そ
の
場
か
ら
去

て
い
こ
う
と
す
る
ア
リ
ス
に

 
黒
 

そ
の
娘
に
伝
え
て
お
け
お
前
の

力
は
い
ず
れ
報
わ

 
れ
る
と
な

 
ア
リ

そ
う

伝
え
て
お
く
わ
よ

 
ア
リ
ス
は
魔
理

の

を

ぎ
も
う

方
の
手
で

を
持
つ
と
魔
理

を
引
き
ず
る
よ
う
な
か

た
ち
で
そ
の
場
か
ら
去

て
い

た

 
黒
 

ク
ク
ク

主
よ
成
⻑
す
る
者
を
見
る
楽
し
さ
今
だ

 
か
ら
こ
そ
分
か
る

 
そ
う

う
と
黒
は
ハ
ル
バ

ド
を
影
へ
と

す
と
そ
の
場
か
ら
ア
リ
ス
と
同
様
に
去

て
い

く

次
の

ゲ

ト
の
使
者
を
探
し
な
が
ら

す
る
の
だ

た



 第十四章 月光の下に集う者達
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第
２
２
７
話
 

中
ボ
ス
戦
 

妹
紅

 
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の

人
が
暴
れ
て
い
る
時
間

の
事

そ
の
時
間
の
理
久

は
と
い

う
と

 
理
 

へ

八
ツ
目

 
少
女

は
い

 
と

人
が
暴
れ
て
い
る
間

と
休
み
が
て
ら
昔
に
小
町
か
ら
聞
い
た
夜

が

し
て
い

る

台
で
八
ツ
目

を

て
い
た

味
の
感
想
と
し
て
は
ふ

く
ら
と
し
て
い
て

も
香
ば

し
い
と
て
も
美
味
な
一
品
だ

な
お
一

に
は

を

て
フ

ド
は

た
ま
ま
だ

 
理
 

本
当
だ

た
ら
酒
を
飲
め
た
ら
飲
み
た
い
ん
だ
け
ど

 
な

 
一

は

と
休
み
な
の
で
ア
ル
コ

ル
の

取
は

め
て
い
る

こ
こ
で
酒
を
飲
め
ば

人

に
悪
い
と
思

た
か
ら
だ

す
る
と

者
の
夜

は
何

も
の

の
葉
に
大

の
八
ツ
目

を

む
と

 
夜

お
待
た
せ
し
ま
し
た
合
計
で
３
０
６
３
０

に
な
り
ま
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す

 
理
 

あ
い
あ
い
え

と
こ
れ
で
お
願
い

 
そ
う

い
理
久

は

ぐ
ら
い
の
大
き
な
金

を
夜

に
渡
す
と

手
の
夜

は

い
て

 
夜

お

お
客
さ
ん

流

に
こ
ん
な
に
は

 
理
 

い
や
い
い
よ

ま
た
来
れ
た
ら
来
る
か
ら
そ
の
時
に

 
サ

ビ
ス
で

あ
つ
か
ん

熱

で
も
つ
け
て
よ

 
夜

あ

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す

 
夜

は
深
く
頭
を
下
げ
る
と
自
分
は
立
ち
上
が
り
夜

か
ら
買

た
八
ツ
目

を
取

て
断
罪

神
書
に

め
る
と

 
理
 

そ
れ
と
も
う
今
晩
の
仕
事
は
終
わ
り
に
し
な
よ
今

 
は
少
し

生

く
な
る
か
ら
さ

 
夜

え

 
理
 

そ
れ
じ

あ

 
そ
う

い
理
久

は
そ
こ
か
ら
立
ち
去
り

み
の
奥
深
く
へ
と
入

て
い
く
の
だ

た

 
神
様
散
策
中
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と
あ
る

の
一
画
そ
こ
に
は
月
の
使
者
達
が

を
な
し
て
い
た

 
隊
⻑

先
程
か
ら
先
方
隊
の
一
小
隊

二
小
隊

三
小
隊
と
の

 

が

え
た
引
き

め

 
ザ
シ

 
隊
⻑

ぐ
ふ

 
突
然
の
事
だ

た

隊
⻑
格
の
男
の

体
を
真

黒
い
刀
が
突
き

し
た

男
は

を
そ
の
場

で

と
刀
が
引
き

か
れ
男
は

れ
た

 
使
者

隊
⻑

 
使
者

だ

 
月
の
使
者
達
は
隊
⻑
を
殺
し
た
者
を
見
る

そ
の
姿
は
全
身
真

黒
の
コ

ト
を
着
て
フ

ド

を
す

り
と

た
人
物

そ
う
理
久

だ

そ
れ
で
い
て

は
変
化
さ
せ
て

れ
た

で 
理
 

れ
嫌
い
な
て
め

ら
が
何
で
ま
た
地
上
に
い
る
ん

 
だ
か

 
使
者

様
に
は
関
係
な
か
ろ
う
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使
者
達
は
次
々
に

刀
を
し
て
理
久

に
刀
を
向
け
る

す
る
と
理
久

は

 
理
 

大
方
は
八
意
と
輝
夜
姫
を

れ
に
来
た

て
所
か

 
使
者

な

何

様
が
そ
れ
を

 
理
 

そ
ん
で
命
令
し
た
の
は

は
は

ん
お
お
か
た

愛

 
親
王
だ
と
か
ろ

て
こ
と
は
裏
に
は
都
久
親
王

り

 
が

当
か
な

 
使
者

そ
こ
ま
で
我
ら
一

兵
が
知
る
わ
け
な
い
だ
ろ

 
使
者

そ
れ
に
あ
の
お
方
達
を
愚

す
る
と
は
許
す
ま
じ

 
か
か
る

 
そ
う

う
と
月
の
使
者
達
総
出
で
自
分
へ
と
斬
り
か
か
る

だ
が

手
が
悪
す
ぎ
る
何
せ

手

は
最
強
の

人
で
あ
る
理
久

な
の
だ
か
ら

 
ザ
シ

 
使
者

ぐ
は

 
使
者

あ
が

 
使
者

な

何
を
し
た
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か
つ
て
月
の
住
人
達
が
地
上
に
い
た

に
最
強
の
兵
士
達
を
作
り
上
げ
更
に
は
⻤

教
官
と
し

て
恐
れ
ら
れ
た
男
だ

一
兵

の
兵
士
が
勝
て
る
訳
が
な
い

 
理
 

悪
い
が
月
に
帰
ら
れ
て
も
面

だ
か
ら
こ
こ
で

ら

 
は
消

を
絶

た
そ
れ
で
良
い
だ
ろ

 
使
者

 
使
者
達
の
絶

が

き
渡

た

そ
れ
と
同
時
に

を
切
り

く
か
の
よ
う
な

が
し
だ
す
が

そ
れ
も

ん
だ

数
分
と

た
ぬ
内
に
理
久

の

り
に
は
た
だ
の

と
な

た
月
の
使
者
達

が

を

ら
し
て

れ
て
い
た

 
理
 

切
り

て
ご
め
ん

 
そ
う

い
理
久

は
刀
を

て

を

う
と
突
然

か
の
視

を
感
じ
た

 
理
 

そ
こ
で
見
て
る
奴

姿
を
見
せ
ろ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
者
は

の

と
を
た
て
な
が
ら
理
久

の

後
に
立
つ

そ
し

て
理
久

は

り
返
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は
真

白
い

の

で

い
も
ん

を
着
て
い
て
な
お

か
つ
目
の

は
兎
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
紅
の

そ
の
人
物
を
理
久

は
知

て
い
た

い
や

れ
る
わ
け
が
な
い
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妹
紅

お
前

い

た
い
何
を
し
た
ん
だ

 
か
つ
て
理
久

達
と
楽
し
く
遊
ん
だ
り
し
て
い
た
藤
原
妹
紅
だ

こ
れ
を
見
た
理
久

は
久
し

い
と
思
い
た
い
の
だ
が

 
理
 
も

も
こ
た
ん
イ
ン
し
ち
ま

た

 
最

ン

き
で
心
で

ん
だ

本
当
に
会

た
ら

々
と
不
味
い
娘
が
出
て
し
ま

た

し
か
も
今
の
光

を
一
部
始
終
見
ら
れ
た
と
な
る
と
本
当
に

バ
イ
ど
こ
ろ
か
証
拠
の
数
々

が
そ
こ
い
ら
に
転
が

て
い
る
の
だ

し
よ
う
が
な
い

 
理
 
 

 
も
う
フ

ド
の
中
は
オ

と
し
か

に
で
な
い

 
妹
紅

聞
い
て
い
る
の
か

 
妹
紅
は

手
に

を
宿
す

ど
う
や
ら
数

年
の
間
で
術
を
身
に

け
た
よ
う
だ

理
久

は

し

う
が
な
い
と
思

た
の
か

れ
た

で

 
理
 

聞
い
て
る
と
も

え

と
１
０
０

り
た
こ
と

 
だ
よ
な

 
妹
紅

違
う

何
で
お
前
が
殺
し
を
し
た
か
を
だ
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理
 
ち

作
戦
失
敗
か

 
話
を
反
ら
す
事
は
出
来
な
か

た

し
か
も

し
さ
の
あ
ま
り
小
さ
く

打
ち
を
し
た

今
度

こ
そ
理
久

は
し

う
が
な
い
と
思

た
の
か

 
理
 

何
で
か

簡
単
だ
我
が
友
に
手
を
か
け
よ
う
と
計
画

 
し
て
た
か
ら
さ
だ
か
ら

向
か
わ
せ
な
い
た
め
に
始

 
末
し
た

た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ
が

 
妹
紅

そ
う
か

そ
れ
を
聞
い
て
安
心
し
た

お
前
は

や

 
す

 
妹
紅
の

り
に
は
真

に

え
る

を
表
し
た
か
の
よ
う
な
オ

ラ
が
出
始
め
る

ど
う
や

ら
妹
紅
は
や
る
気
満
々
の
よ
う
だ

 
理
 

し

う
が
な
い
が

く
遊
ん
で
や
ろ
う

 
黒

を

え
そ
う

う
と
妹
紅
は
弾
幕
を

開
さ
せ
理
久

へ
と

つ

 
理
 

殺
し
合
い
よ
り
や

り
俺
は
こ

ち
の
方
が

き

 
な
ん
だ
よ
な

 

し
て

て
く
る
弾
幕
を
黒

で
切
り

て
は
た
ま
た
弾
幕
を
回

し
て
い
く
と
妹
紅
は



 第十四章 月光の下に集う者達

ス

ル
を
唱
え
た

 
妹
紅

不
死
 
火
の

 

天

 
妹
紅
が
ス

ル
を
唱
え
終
わ
る
と
妹
紅
自
身
の

中
に
真

な

が

ば
た
く

ま
る
で
そ

の
姿
は
不
死

そ
の
も
の
の
よ
う
で
美
し
い

だ
が
美
し
い
だ
け
で
は
な
い

無

に
小

の
弾
幕
を
無
数
に

開
さ
せ
て

撃
し
て
く
る

 
理
 

や
る

 
だ
が
自
分
は
そ
れ
を
回

し
て
い
き
自
生
し
て
い
る

を
踏
み
台
に
し
て
次
か
ら
次
へ
と

か

ら

へ
と

動
し
て
い
き
一

で
妹
紅
の

後
を
と
る
と
理
久

は
黒

の
峰
で
妹
紅
の

中
を

斬
る

 
ピ
チ

ン

 

弾
の

が
す
る

終
わ

た
か
と
思

た
の
だ
が
何
と
そ
れ
で
は
終
わ
ら
な
か

た

 
妹
紅

リ
ザ
レ
ク
シ

ン

 
斬
ら
れ
た
妹
紅
の

中
の

が
み
る
み
る
と
回
復
し
て
い
く

そ
し
て
何
と
ま
た
弾
幕
を

ち

始
め
た
の
だ

 
理
 

こ
れ
だ
か
ら
不
老
不
死
は
面

な
ん
だ
よ
な
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亜
狛
と
耶
狛
も
妹
紅
と
同
じ
蓬
莱
の
薬
で
不
老
不
死
と
な

た
者
達
な
た
め
彼
ら
の
弾
幕
ご

こ
を
理
久

は
見
た
こ
と
は
あ
る
が
体
力
が
無
く
な
る
ま
で
も
し
く
は
勝
ち
負
け
が
決
ま
る
ま
で

や
り
続
け
る
の
だ

妹
紅
も
そ
れ
と
同
じ
と

え
る
と

手
的
に
持
久
戦
に
な
れ
ば
な
る
程
キ
ツ

い
と
思
え
た

 
理
 

仙
術
 
六
式
 

斬

 
霊
力
を

に

わ
せ
て
そ
れ
を
思
い

き
り

り
上
げ
る

す
る
と
巨
大
な
斬
撃
波
が
妹
紅
へ

と
飛
ん
で
い

た

だ
が
妹
紅
は

に

け
る
が

げ
て
い
る

に
当
た
り

が
消
え
る

が
ま
た
元
に

る

 
妹
紅

く

こ
れ
な
ら
ど
う
だ

 
理
久

を

み
な
が
ら
新
た
に
ス

ル
を
妹
紅
は
唱
え
た

 
妹
紅

藤
原
 
減
罪
寺
院

 
今
度
は

り
四
方
八
方
か
ら
小

の
四

の
弾
幕
が
現
れ
て
理
久

を

撃
す
る
が

 
理
 

仙
術
 
二
式
 

 

を
大
き
く

う
と

た
空
気
を
全
て
口
か
ら

と
共
に

つ

 
理
 

ぐ
が
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そ
の

の

撃
波
で
飛
ん
で
き
て
い
た
弾
幕
は
全
て
消
え
失
せ
た

 
妹
紅

ま
だ
だ

 
更
に
ま
た
妹
紅
は
ス

ル
を
唱
え
る

こ
こ
ま
で
来
る
と
本
当
に
諦
め
が
悪
い

 
妹
紅

不

 
フ

ニ

ク
ス
の

 
今
度
は

り
を

い

く
す
か
の
よ
う
に
無
数
の

い
弾
幕
が
現
れ
る
と
そ
れ
を
無
数
に

て
く
る

 
理
 

数
う
ち
は
当
た
る
て

か

 
そ
ん
な
事
を

い
つ
つ
も
弾
幕
を
撃
ち
な
が
ら
回

す
る
が
だ
ん
だ
ん
と
妹
紅
の
ス

ル
の
密

度
が
上
が

て
い
く

そ
し
て
そ
れ
に
負
け
じ
と
自
分
も
ス

ル
を
使
う

 
理
 

災

 
地
を

い
し

 
そ
の
ス

ル
が
発
動
す
る
と
夜
空
に
星
や
満
月
が
輝
い
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
突
然

の

が

つ
か
出
来
上
が
る

そ
れ
は
地
を

き
な
が
ら
妹
紅
へ
と
不
規
則
に
向
か

て
い
く

 
妹
紅

ま
だ
だ

 
妹
紅
は
不
規
則
に
向
か

て
来
る

を

け
て
い
く

だ
が
理
久

は
何
と

い
た
こ
と
に

黒

を
地
面
に

す
と
妹
紅
へ
と

近
し
て

と

に
霊
力
を

わ
せ
て
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕
掛
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け
た
の
だ

 
妹
紅

そ
ん
な
の
あ
り
か

 
な
お
霊
力
の
弾
幕
を

に

わ
せ
て
い
る
の
で
そ
こ
の
部

の
何
処
か
が
当
た
れ
ば

弾

い
だ

 
理
 

そ
の
程
度
か

も
こ
ち

ん

 
妹
紅

何
で
お
前
が
私
の
名
を

 
そ
う

い
妹
紅
は
空
へ
と
飛
び
立
つ

だ
が
そ
れ
は
無
意
味
と
な

て
し
ま
う

何
せ
そ
こ
は

理
久

に
と

て
絶

の
場
所
だ
か
ら
だ

 
理
 

来
い
天

 
断
罪
神
書
は
理
久

の

葉
に
反

し
て
開
き
天

が

さ
れ
て
い
る

を
開
く
と

天

は
そ
こ
か
ら
現
れ
理
久

の
手
に

ら
れ
る

 
理
 

悪
い
が

と
の
遊
び
も
こ
れ
で
終
わ
り
だ

 
そ
う

い
理
久

は
天

持
ち
手
を
変
え
投

す
る

え
を
と
る
と

 
理
 

神

 
天

 
そ
う

ぶ
と
妹
紅
が
向
か

た
方
向
へ

い
よ
く
投

し
た

天

は
目
に
見
え
ぬ

度
で
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直
進
す
る

妹
紅
は
そ
れ
に
気

き
直
ぐ
様
回

を
試
み
る
の
だ
が
時

２
０
０

を

え
の

度
を
を

る
天

を
直
ぐ
様
に
回

で
き
る
は
ず
も
な
い

に
そ
れ
は
妹
紅
の

を

い

た 
妹
紅

ぐ
は

 
ピ
チ

ン

 
こ
れ
は
た
ま
ら
に
い
程
の
一
撃
な
の
か
妹
紅
は
気
絶
し
て
地
面
に

ち
て
い

た

だ
が
地
面

に

ち
そ
う
に
な

た
時

リ

リ
で
お
姫
様
だ

こ
で
受
け

め
る

 
理
 

フ
だ

 

い
た

に
は
何

か

は
無
い
も
の
の
服
に
は

が
開
い
て
い
た

妹
紅
を
地
面
に

か

せ
地
面
に

し
た
黒

を
回
収
し
て
断
罪
神
書
に

め
る
と

 
理
 

こ

ち
は
気
絶
さ
せ
た
か
ら
さ

さ
と
天

を
回

 
収
し
な
い

 
自
分
は

葉
を
失

た

何
せ
上
空
に
輝
い
て
い
た
月
に

ビ
が
入

て
い
た
か
ら
だ

や
が

て

ビ
は

が

て
い
き

 
バ
キ
ン
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上
空
に
輝
い
て
い
た
月
は

々
と
な

た

な
お
こ
う
な

た
原
因
は
理
久
兎
が
投

し
た
天

が
月
に
ク
リ
テ

カ
ル

ト
し
た
か
ら
だ

つ
ま
り
犯
人
は

 
理
 

さ

さ

て
と
天

を
探
し
つ
つ

イ
ム

 
マ
シ

ン
探
そ
う
か
な

 
そ
う

い
月
を

し
た
犯
人
こ
と
深
常
理
久

こ
と

告
は
現
実
逃

す
る
よ
う
な
事
を

き

や

を
か
き
な
が
ら
そ
の
場
か
ら

れ
直
ぐ
様
天

を
回
収
し
に
向
か
う
が
て
ら

イ

ム
マ
シ

ン
を
探
す
の
だ

た
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第
２
２
８
話
 
嬉
し
く
な
い
再
会

 
天

が

ち
た
で
あ
ろ
う
場
所
に
理
久

は
向
か
う
と

度

に
天

が

さ

て
い

た 
理
 

あ

た
あ

た

 

か
ら
ゴ
マ

レ

的
な

楽
の
ノ
リ
で
天

を
引
き

き
そ
れ
を

げ
て

 
理
 

俺
は
何
処
の
伝
説
だ

 
と
ま
る
で
ト
ラ

ピ

フ

ス
を
集
め
て
マ

ピ

ソ

ド
を
引
き

い
た
あ
の
伝
説
の
緑
頭

の
主
人

を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
持
ち
方
だ

だ
が
今
は
そ
ん
な
流

に
し
て
い
る
場
合
で

は
な
い

 
理
 

あ

そ
う
だ

た

 
と
て
も

大
な
事
を

え
て
い
た

そ
れ
は
何
か
と

う
と

 
理
 

イ
ム
マ
シ

ン
は
何
処
だ

た
け
か
な

 
何
処
か
の

い

ロ
ボ

ト
が
所
持
し
て
い
る
よ
う
な

イ
ム
マ
シ

ン
を
探
し
て
い
た

理
由
は
事

て
月
を

し
て
し
ま

た
か
ら
だ

と
り
あ
え
ず
過
去
に

て
や
り
直
そ
う
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と

え
て
い
た

最

現
実
逃

す
る
事
し
か

え
て
な
か

た

す
る
と

み
が
動
き
出
し
そ

こ
か
ら
月
の
使
者
の

人
と
目
が
合

た

 
使
者

ん

げ

お
前
は
さ

き
の

 
理
 

雑
兵
が

て
た
か

 
使
者

ち

 
使
者
は
物

い

さ
で

み
へ
と
入

て
い

た

そ
れ
を
自
分
は
追
い
か
け
た
の
だ

た

 
神
様
追
跡
中

 

み
の
中
を

で
先
程
の
使
者
を
探
し
て
い
る
と
目
の
前
の
平
た
い
場
所
で
先
程
の
使
者
が

立

て
い
た

し
か
も
そ
こ
は
先
程

妹
紅
と
戦

た
場
所
だ

た

 
理
 
も
ら

た

 
ザ
シ

 
理

く

動
し
て
後
ろ
か
ら
手
刀
で
月
の
使
者
の

を
マ
ミ

た

そ
し
て
先
程
の
使
者
の

頭
は
地
面
に
転
が

て
い
き

ま

た
が
理
久

は
フ

ド
の
中
で

き
の
表
情
を
せ
ざ
る

な

か

た

何

な
ら
目
の
前
に
は

 
紫
 

方

何
者
か
し
ら
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自
分
の
愛
弟
子
で
あ
り
娘
の
よ
う
に
可
愛
が

て
い
た
八
雲
紫
に

に
も
か
つ
て
の
仲
間
の
伊

吹
萃
香
に
こ
の
殺
し
合
い
を
せ
ざ
る

な
く
な

た
理
由
で
あ
り
自
身
の
親
友
八
意

に
因

て

と
見
た
こ
と
の
な
い
ブ
レ
ザ

の
服
を
着
た
ウ
サ
ミ
ミ
の
女
性
は
お
そ
ら
く

達
の
仲

間
だ
と
推

で
き
た

そ
し
て
数

月
前
に
冥
界
で
⻄
行
妖
と
戦

て
い
た

女
に
今
理
久

が
興
味
を

し
て
い
る
少
年
が
目
の
前
に
い
た
か
ら
だ

そ
れ
を
目
の
前
で
見
た
理
久

は

 
理
 
 

 
本
日

回
目
の
オ

と
い
う

を
し
た

無
理
も
な
い
地
上
で
自
分
は

に
御
存
命
と
な

て
い
る

し
か
も
バ
レ
な
い
よ
う
に
と
こ
れ
ま
で
や

て
き
た
の
に
そ
れ
ら
全
て
が
水
の

と
な

り
そ
う
だ

た
か
ら
だ

す
る
と
目
の
前
の

女
は

 

女

あ

あ
ん
た
あ
の
時
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久

は
目
を
よ
く

ら
し
て
見
る
と
そ
の

女
は
か
つ
て
妖
怪
に
食
わ
れ
そ

う
に
な

て
い
る
所
を
助
け
た

人
の
内
の

人
だ
と
思
い
出
し
た

 
理
 

か

れ

霊
夢
と
か

て
た
よ
な

 
思
い
出
す
が
流

に

ら
な
い
の
は
失
礼
か
と
思

て

に
出
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

俺
の
名
は

者

た
だ
そ
れ
だ
け
が
名
前
だ



 第２２８話 嬉しくない再会

 
と
理
久

は
自
分
の
地
上
で
使

て
い
る
名
前
を

え
る
と
今
度
は

が

問
を
し
て
き

た 

な
ら

者

方
は
何

月
の
使
者
や
妹
紅
を

撃

 
し
た
の

 
そ
の

問
に
対
し
て
理
久

は
嫌
々
な
が
ら
も

え
る
し
か
な
い
と
思
い
し

う
が
な
く

え

た 
理
 

そ
れ
は
簡
単
だ
ま
ず
今

を
は

た
奴
も

 

め
奴
等
は
俺
の
友
人
を

つ
け
よ
う
と
し
た
か
ら

 
だ

そ
し
て
も

そ
の
女
は
俺
ら
の
邪
魔
を
し
て
き

 
た
か
ら
お
前
ら
が
作

た
遊
び
と
や
ら
で
負
か
し
た

 
だ
け
だ
が

 

て
い
る
こ
と
は

り
な
く
本
当
の
事
だ

ま
ず
友
人
と
い
う

葉
は
少
し

を
変
え
て
あ

る

友
人
そ
れ
は
八
意

や
蓬
莱
山
輝
夜
の
事
を
さ
す

そ
の

人
が

つ
け
ら
れ
る
の
は

親
友
と
し
て

て
ら
れ
な
い
か
ら
だ

次
に
妹
紅
と
名
前
を

て
し
ま
い
そ
う
に
な

た
が

う
と

々
と
バ
レ
る
た
め

葉
を
女
と

葉
を
変
え
た

後
は

葉
通
り
だ

だ
が
そ
れ
を
聞
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い
た
で
あ
ろ
う
霊
夢
は
真

な
表
情
で

 
霊
夢

者

あ
ん
た
は
こ
こ
で
退
治
す
る
わ

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久

は
フ

ド
の
中
で
少
し

い
を
し
な
が
ら

 
理
 

う

俺
と
や
る
の
か
人
の
子
よ

 
輝
夜

ま
ず
は

方
の
フ

ド
を

が
し
て
あ
げ
る
わ

 
理
 

そ
れ
は
怖
い
な

だ
が

 
と

理
久

は

て
い
る
が
内
心
は
た
だ
こ
う
思

て
い
た

 
理
 
こ
れ
だ
け
の
人
数
を

手
す
る
の
は
面

だ
し
何
よ
り

紫
や
ら
と
や
り
あ
う
の
も
な

し

う
が
な
い

 
理
久

は

を
上
げ
て
思
い

き
り
地
面
に

を
つ
け
る

 
理
 
仙
術
 
九
式
 

じ

さ

の

い

 
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
小

で
仙
術
を
唱
え
る
と
妹
紅
を

え
て
い
る
少
年

外
が
地
面
か
ら
突

然
現
れ
た

で

い
込
ま
れ
て
閉
じ
込
め
ら
れ
る

仙
術
九
式

の

い

そ
の
技
の

本

原
理
は
霊
力
で
出
来
た

だ

元
来
か
ら
強
い
霊
力
を
持

て
い
る
理
久

が
使
え
ば
そ
の

は

遠
の

い
の
よ
う
に
固
く

さ
れ
る
こ
と
は
な
い

何
よ
り
も
理
久

が
つ
け
て
い
る
理
と
同
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じ
よ
う
に
こ
の

は
能
力
を
使
わ
せ
な
い
機
能
も
つ
い
て
い
る

 
霊
夢

蓮

 
紫
 

や
ら
れ
た
わ

 
萃
香

あ
り

り

 

こ
れ
は

 
輝
夜

は
な
か
ら
私
達
と
は
や
る
気
は
な
い

て
事

 
女
性

そ
ん
な

 
て

何
だ
よ
こ
れ

ビ
ク
と
も
し
な
い

て

 
と

必
死
に

す
る
者
も
い
れ
ば

を
観
察
す
る
者
等
々

々
と
い
た

 
理
 

い

れ
た
が
そ
の
中
で
は
能
力
お
よ
び
に
自
身
の

 
使
う
力
は
何
も
出
せ
な
い
ル

ル
だ
そ
こ
は
覚
悟
を

 
し
て
お
け

 
そ
う

い
理
久

は
少
年
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た

だ
が
理
久

は
こ
の
少
年
か
ら
漂
う
不
思
議

な
力
を
感
じ
た

そ
の
力
は
今
は
亡
き
か
つ
て
の
親
友
安

晴
明
に

て
い
た

少
年
は

に

い
る
者
に

を
か
け
て
妹
紅
を
近
く
の

場
で

か
せ
る
と
理
久

の
目
の
前
に
来
て
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少
年

は
葛
ノ
葉
蓮
異
変
を
解
決
し
に
来
た
者
で
す

 
そ
う

う
と
蓮
と

た
少
年
は

か
ら
刀
を

か
ず
に
理
久

に

え
た

そ
れ
を
見
た
理

久

は
不
思
議
に
思
い
な
が
ら

 
理
 

俺
は

者

せ
め
て
お
前
ら
の
作

た
遊
び
で
遊
ん

 
で
や
ろ
う

 
そ
う

う
と
理
久

は
蓮
を
観
察
し
な
が
ら
戦
お
う
と
思

た
の
だ

た
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第
２
２
９
話
 

戦
 

葛
ノ
葉
 
蓮

 
蓮
 

だ

 
自
分
へ
と
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕
掛
け
て
く
る
少
年

数

月
前
に
か
つ
て
自
分
が
封
印
し
た
⻄

行
妖
と
や
り
合

た
少
年
も
と
い
葛
ノ
葉
蓮
に
は
紅
魔

で
の
弾
幕
ご

こ
を
見
て
少
し
興
味
を

し
て
い
た

 
蓮
 

そ
こ

 
突
き
を
当
て
て
こ
よ
う
と
す
る
が
理
久

は
そ
れ
を

を

に

し
て
て
あ
と
少
し
で
か
す
る

ん
じ

な
い
か
の
と
こ
ろ
で

け
る

 
理
 

に
囚
わ
れ
た

術

ざ

と

道
や

て
て

 
三

て
所
か

 
理
久

は
た
だ
蓮
の

撃
を
観
察
し
見
て
い
た

に
囚
わ
れ
て
い
る
た
め
な
の
か
実

の

理
久

か
ら
す
れ
ば

の

置
で
次
に
ど
こ
を

る
の
か
が
分
か

て
し
ま
う

 
霊
夢

蓮
そ
こ
よ

 
と

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る

女
が
蓮
を

援
し
て
い
た

そ
の
姿
を
見
て
理
久

は
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理
 
信
頼
さ
れ
て
る
な

 

援
さ
れ
て
い
る
蓮
を
見
て
い
る
と
大
体
の
人
間
関
係
も
見
え
て
し
ま
う

自
分
と
闘

て
い

る
葛
ノ
葉
 
蓮
は
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が

が
あ
が

て
い
て

ざ
を
つ
い
て
い
た

 
蓮
 

は

は

 
無
理
も
な
い

先
程
か
ら
ず

と

い
で
あ
ろ
う

に

め
ら
れ
た
状
態
の
刀
を

り

な

し
な
の
だ

そ
れ
を
続
け
れ
ば

も
上
が

て
し
ま
う

す
る
と
蓮
は
理
久

に

 
蓮
 

方
は

何
で
弾
幕
を
撃
た
な
い
ん
で
す
か

 
と

が
あ
が

た
状
態
で
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
理
久

は

直
に

え
た

 
理
 

お
前
の
動
き
や
ら

や
ら
見
さ
せ
て

て
い
た
か

 
ら
だ

そ
れ
に

く

し
て
も
俺
が
つ
ま
ら
な
い

 
だ
け
だ
か
ら
だ
が

 
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
何

か

し
そ
う
な

を
す
る
と
理
久

に
対
し
て
挑
発
を
し
て
き
た

 
蓮
 

く

者
さ
ん
あ
ま
り
強
い

葉
を
使
う
と
弱
く
見

 
え
ま
す
よ

 
そ
れ
に
対
し
て
自
分
は
少
し
ツ
ボ
に
は
ま

た

こ
こ
ま
で
き
て
強
が
り
が

え
る
の
は
中
々
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だ

自
分
は

で

く

て

 
理
 

ふ
ん

こ
れ
は
余

と

う
も
の
だ
が

 
挑
発
を
挑
発
で
返
し
た

そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
蓮
は

し
か

た
の
か
何
と
ま
た
立
ち
上

が

た
の
だ

 
蓮
 

方
に
だ
け
は
負
け
た
く
は
な
い

 

ぶ
と
蓮
は

座
に
走
り
理
久

に

に

め
ら
れ
て
い
る
刀
を

る
お
う
と
し
た

間

 
理
 
こ
い
天

 
小

で

く
と
ポ

ト
に
入

て
い
る
断
罪
神
書
か
ら
天

が

さ
れ
る
と
理
久

は

そ
れ
を
手
に

り

 

キ
ン

 

る

て
く
る

に

め
ら
れ
た
刀
を
受
け

め
る

突
然
の
事
で
目
の
前
で
刀
を

る

た

蓮
は

い
て
い
た

 
蓮
 
 

 
理
 

そ
ん
な
所
で
立
ち

く
し
て
い
て
い
い
の
か

 
理
久

は
蓮
に

告
す
る
と
蓮
は
目
が
見
開
き
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蓮
 

は

 
キ
ン

 
バ

ク
ス
テ

プ
で
後
ろ
へ
と
後
退
し
て
い

た

熱
く
な
り
す
ぎ
て
い
た
の
か

り
が
よ
く

見
え
て
い
な
か

た
よ
う
だ

 
蓮
 

方
は
い

た
い
何
で

 
蓮
が
そ
う

う
と
理
久

は
天

を
上
に
持
ち
上
げ
て
持
ち
方
を
変
え
る
た
め
に
回
し
て
天

を

え
る
と
理
久

は
フ

ド
の
中
で

を
ニ

つ
か
せ
て

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
俺
も
や
ら
せ
て

う

 
そ
う

葉
を
か
け
る
と
理
久

は
弾
幕
を

開
し

那
の
よ
う
な

さ
で
蓮
へ
と
近
づ
き
特

に
よ
る
突
き
で

撃
を
開
始
し
た

だ
が
蓮
は
あ
と
少
し
で

く
と
こ
ろ
で

へ
と
回

し
て
更

に
は
追
撃
の
た
め
に

開
し
た
弾
幕
を
刀
で
切
り

て
て
い
る
の
だ
が
理
久

の

は
ま
だ

終
わ
ら
な
い

け
ら
れ
た
理
久

は
自
身
の

を
う
ま
く
使

て

い
体
制
か
ら
の

で
更

に

み
掛
け
る

 
理
 

い

と
ろ
い

い

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン
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蓮
 

つ

 

手
で
あ
る
蓮
は
防
御
に
専

し
て
し
ま

て
い
る
た
め
弾
幕
は
撃
て
て
い
な
い

そ
れ

ど

ま
で
に

が

ま
じ
い
が
理
久

は

く

手
を
開
け
て
ス

ル
カ

ド
を

え
た

 
理
 

災

 
⻯

注
意

 
そ
の
ス

ル
を
唱
え
る
と
四
方
そ
れ

れ
に

つ
突
然
現
れ
た
無
数
の
数
の
弾
幕
が

を

い
て
⻯

の
よ
う
に
現
れ
る

そ
れ
は
⻯

を
イ
メ

し
て
作
ら
れ
た
た
め
か
弾
幕
の

は
緑

だ

だ
が
怖
い
こ
と
に
そ
れ
ら

つ
は
蓮
が
い
る
場
所
に
向
か

て
い
る

 
蓮
 

く

 
蓮
は
危
な
い
か
と
思

た
の
か
直
ぐ
様
上
空
へ
と
逃
げ
る
の
だ
が
そ
れ
を
理
久

が

々
と
逃

す
わ
け
が
な
い

 
理
 

仙
術
 
六
式
 

斬

 

に
霊
力
を

わ
り
つ
か
せ
る
と
そ
れ
を
蓮
へ
と

り
あ
げ
て
霊
力
で
出
来
た
斬
撃
波
を

つ
の
だ
が
上
空
で
蓮
は
刀
の
刀
身
が
あ
る
部
分
に
手
を

え
る
と

 
蓮
 

夢

 
夢

の

 
ス

ル
を
唱
え
る
と

が

く
光
出
す

そ
し
て

斬
に
向
か

て

に

め
ら
れ
て
い
る
刀
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を

る

た

だ
が
理
久

は
こ
の
時

れ
な
が
ら

機
と
見
た

 
理
 

や
れ
や
れ

 
と

く
と
理
久

は
そ
こ
か
ら
上
空
へ
と
飛
ん
で

の
元
ま
で
向
か
う

そ
し
て
蓮
が

斬

を
打
ち
消
し
た

間
ち

う
ど
理
久

が
蓮
の
目
の
前
に
た
ど
り
着
く
と

 
理
 

そ
れ
だ
と

第
点
だ

 
そ
う

う
と
理
久

は
蓮
の
頭
目
掛
け
て

に
霊
力
を

わ
せ
て
思
い

き
り
カ
カ
ト

と

し
を
す
る

だ
が
蓮
は
と

さ
に
刀
で
受
け
て
め
る
が
理
久

の
一
撃
が

か

た
の
か
地
面
へ

と
吹

飛
ば
さ
れ
て
い

た
の
だ
が

 
理
 
あ
い
つ
ま
だ
立
つ
か

 
何
と
思
い

き
り
地
面
に

き
つ
け
ら
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
ま
た
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い

る
の
だ

そ
れ
は
理
久

も
感
心
し
た

 
理
 

お
前
さ
ん
諦
め
が
悪
い
な

 
蓮
 

え

そ
れ
が

の
自

な
ん
で
す

 
理
久

は
こ
の
時
か
つ
て
の
友
で
あ
る
晴
明
と
蓮
を

て
い
た

晴
明
も
最
初
は
弱
か

た

が
諦
め
の
悪
さ
か
ら
強
く
な

て
い

た

そ
こ
と

て
し
ま
う
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理
 

そ
う
か

く
く

フ
ハ
ハ
ハ
ハ

い
い

こ
ん
な

 
に
面
白
い
人
間
は
祝

と
晴

明
彼
奴
を
入
れ
て

人
目
だ

 
よ

 
蓮
 

え

 
理
 

見
せ
て
や
ろ
う
特
別
に
な

 
地
上
で
刀
を

え
る
蓮
に

意
を
表
し
て
自
分
は
懐
か
ら
ス

ル
カ

ド
い
や
こ
の
弾
幕
ご

こ
で
の
最
後
の
ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
し
て

げ
る
と

 
理
 

ラ
ス
ト

ド
災

 
七
星
の
龍
星

 
と
唱
え
る
と
そ
の
ス

ル
カ

ド
か
ら
一

の
真

白
い
光
が
空
へ
と

た
れ
る
の
だ
が
何

も
起
こ
ら
な
い

だ

た
の
だ
が
皆
は
気
づ
い
て
し
ま

た

上
空
か
ら
巨
大
な
弾
幕
が

つ

降

て
く
る
の
を

 
蓮
 

者

方
は
い

た
い
何
を

 
理
 

弾
幕
は

美
し
く
そ
れ
で
い
て
派
手
に
や
ら
な
い
と

 
な

 
災

の

つ
で
あ
る

か
つ
て
巨
大
な

が
地

に

ち
恐
⻯
達
の
最
後
の
楽

時
代
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白
亜
期
を

ぼ
し
た

そ
の

力
が
計
り
知
れ
な
い
程
の

を

ど

た
ス

ル
だ

派

手
で
何
よ
り
も
綺

な
の
だ
が
当
た
る

と
し
て
は
絶
対
に
く
ら
い
た
く
な
い
ス

ル
だ
ろ
う

す
る
と
そ
れ
に
ビ
ビ

た
の
か

の
中
に
い
る
一
部
の
者
は

し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
を
見

た 
蓮
 

不
味
い

く
し
な
い
と
皆
が

 
理
 
そ
う
い
え
ば
あ
の

の
中
は

フ
ゾ

ン

て
い
う

の

れ
て
た
な

 
ど
う
や
ら
あ
の
中
は
と
て
も
安
全
地

ら
し
い
が
理
久

は
そ
れ
を
伝
え

れ
て
い
た

だ
が

そ
れ
を

手
に
取

た

 
理
 

ど
う
し
た
少
年

く
や

て
み
ろ

 
そ
う
蓮
の
火
事
場
の
馬
鹿
力
を
見
る
チ

ン
ス
だ
と
思

た

仲
間
思
い
の
奴

ど
仲
間
の

ピ
ン
チ
に
こ
そ
本
来
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
を
理
久

は
知

て
い
た

そ
し
て
案
の
定
蓮
は

ふ
ら
つ
き
な
が
ら
も
刀
を

え
る

 
理
 

い
い

そ
の

れ
な
い
心

本
当
に
俺

み
だ

 
蓮
 

こ
れ
で
決
め
る
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そ
う

び
蓮
は
何
と
式
神

を
取
り
出
し
た
の
だ

そ
し
て
式
神
を

し
て
き
た

 
蓮
 

狗
神

 
そ
う

ぶ
と
白
い

み
を
持
つ
巨
大
な

が
現
れ
る
と
何

か

打
ち
を
し
て
蓮
を

せ
て

自
分
の
元
ま
で
飛
ん
で
く
る

だ
が
そ
の
時
だ

た

理
久

の
あ
た
ま
に

が

い
た

そ
の

達
の
正
体
は
自
身
の
従
者
達
で
あ
る
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
だ

た

 
亜
狛
マ
ス

方
は

き
ま
し
た
よ

 
耶
狛
こ

ち
も
終
わ

た
よ

 
黒
 
こ
ち
ら
も

い
た

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久

は

そ
う
に

 
理
 
ま
じ
か

良
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
仕
方
な
い
さ

き
の

 
場
所
で
お
ち
合
お
う

 
理
久

の
指

を
聞
い
た
で
あ
ろ
う

人
は
そ
れ

れ
返
事
を
し
た

 
亜
狛
了
解
マ
ス

 

 
耶
狛
す
ぐ
に
行
く

 
黒
 
そ
の
指

に
し
た
が
う



 第十四章 月光の下に集う者達

 
そ
う

う
と

人
の

は
聞
こ
え
な
く
な

た

理
久

は

に
思
い
つ
つ
指

チ
ン

の

え
を
取
る
と

 

チ
ン

 
指
の

が

く
と
先
程
ま
で

て
き
て
い
た

つ
の

が
突
然
そ
の
場
か
ら
消
え
た

そ

れ
に
は
先
程
か
ら

め
て
き
て
い
た
蓮
と
そ
の
式
で
あ
る
狗
神
は

き

ま
る

な
か

た

 
蓮
 

え

 
狗
神

何

 
そ
し
て
理
久

は
地
上
へ
と
降
り
る
と
そ
れ
に
続
い
て
蓮
と
そ
の
式
も
降
り
る
と
蓮
は
式
を
閉

ま

た

 
理
 

悪
い
が
時
間
切
れ
だ
今
回
は
引
き
分
け
だ

 
蓮
 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か

 
理
 

も
う
俺
が
こ
こ
で
お
前
ら
の

め
を
す
る
必
要
が

 
無
く
な

た
て
事
さ

 
そ
う

う
と
理
久

は

を
ま
た
地
面
に
つ
け
る
と
外

を
解

す
る

 
女
性

た

助
か

た



 第２２９話  戦  葛ノ葉 蓮

 
て

び
び

た

て
も
ん
じ

な
い
よ

 
霊
夢

蓮

大
丈
夫

 
蓮
 

う
ん
何
と
か

 
と

て
い
る
と
そ
の
場
の
全
員
は
理
久

に
向
か

て
臨
戦
態

を
と

て
き
た

ど
う

や
ら
逃
が
す
気
は
無
い
ら
し
い

 
紫
 

方

い

た
い
何
の
た
め
に

 
自
分
の
愛
弟
子
で
あ
る
紫
が
聞
い
て
く
る
が
理
久

は
今
は
こ
れ

上
話
す
事
は
な
い
と
思

い 
理
 

悪
い
が
こ
こ
で
さ
よ
う
な
ら
だ

 
そ
う

う
と
理
久

は
お
手
製
の

フ
ラ

シ

グ
レ
ネ

ド

光
手

弾
を
取
り
出
す
と
ピ
ン
を
引
き

い
て
紫
達
の
前

に

り
投
げ
た

そ
れ
を
見
た
蓮
は

き
の

を
す
る
と

 
蓮
 

不
味
い

皆

せ
て

 
全
員

ん

 
蓮
の

葉
を
聞
い
た
全
員
は
一

に

せ
る
と
急
激
な
光
が

り
を
襲
う

そ
し
て
投
げ
た
理

久

は



 第十四章 月光の下に集う者達

 
理
 
皆

ま
た
会
お
う

 
と

心
で
語
り
か
け
る
と
理
久

は

に
力
を
入
れ
て

 
理
 
仙
術
 
十
八
式
 

雷

 
そ
う
小

で
い
う
と
理
久

は
ま
だ
発
光
し
て
い
る
間
に
そ
の
場
か
ら
姿
を
消
す
の
だ

た



 第２３０話 戦いは終わり………

 
第
２
３
０
話
 
戦
い
は
終
わ
り

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
大
丈
夫
か

 
闘

て
い
た
葛
ノ
葉
蓮
そ
れ
か
ら
紫
達
に
フ
ラ

シ

グ
レ

ド
を
投
げ

雷
で
脱
出
し
た

理
久
兎
は

し
つ
つ

く

 
理
 

気

は
大
し
て
な
い
よ
な

 

を
解
く
と
近
く
に
あ

た

に

を
か
け
て

 
理
 

し

か
し
あ
の
少
年
中
々
出
来
る
な

人
間

手
に

 

え
た
の
は
久
々
だ

 
今
回
の
弾
幕
ご

こ
は
手
加
減
し
て
や

て
い
る
自
分
も

分
に
楽
し
め
た
と
思

て
い
た

に
切
り

で
あ
る
ラ
ス
ト

ド
も
使

た
ぐ
ら
い
に

 
理
 

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
合
流
地
点
に
向
か
い
ま
す
か

 
そ
う

い
立
ち
上
が
り
理
久
兎
は
合
流
地
点
へ
と
急
ぐ
の
だ

た

 
神
様

動
中

 
理
久
兎
が
合
流
地
点
に
た
ど
り
着
く
と
そ
こ
に
は
自
身
の
従
者
達
で
あ
る
亜
狛
に
耶
狛
そ
し
て



 第十四章 月光の下に集う者達

黒
と
使
い
魔
の
骸
四
人
が

て
い
た

 
理
 

よ

お
前
ら

 
フ

ド
を
取

て
理
久
兎
は

の

で
近

る
と
亜
狛
は
頭
を
下
げ
耶
狛
は

で
黒
は
少

し
気
取

て

 
亜
狛

マ
ス

ご

様
で
す

 
耶
狛

お
帰
り

 
黒
 

お
つ
か
れ
さ
ん

 
と

返
事
を
す
る

そ
し
て
理
久
兎
は

人
に
何
か
あ

た
の
か
と
い
う
報
告
を

め
た

 
理
 

そ
ん
で
何
か
そ

ち
は
ド
ン

チ
し
た

 

人
 

ク
リ

 
そ
の

葉
を
聞
く
と

人
は

星
と

わ
ん
ば
か
り
の
態
度
を
す
る

 
理
 

お
前
ら
俺
が
来
る
前
に
情
報
は
交

し
た
の
か

 
黒
 

俺
は
主
の
来
る
前
に
来
た
か
ら
情
報
は
交

し
て

 
な
い

 
亜
狛

な
ら
お
復
習
も

め
自
分
か
ら
話
し
ま
す



 第２３０話 戦いは終わり………

 
そ
う

う
と
亜
狛
か
ら
話
始
め
た

 
亜
狛

え

え

と

自
分
は

年
の

に
侵
入
し
た
紅
の

 

の
住
人
達
と
出
会

て
弾
幕
ご

こ
を
し
ま
し
た

 
よ

 
理
 

あ

あ
の

の

フ
ラ
ン
だ

け

は
元
気

 
か
な

 
亜
狛
が

べ
る
と
今
度
は
耶
狛
が

べ
る

 
耶
狛

次
は
私

私
も
弾
幕
ご

こ
を
し
た
よ

何
と

 
手
は
幽
々
子
ち

ん
で
そ
れ
と
お
か

頭
の
女
の

 
子
も
い
て

人
で
弾
幕
ご

こ
し
た
よ

 
理
 

幽
々
子
も
来
て
た
の
か

正
体
は
バ
レ
て
い
な
い

 
よ
な

 
耶
狛

う
ん

そ
れ
は
大
丈
夫
だ
よ

 
と

耶
狛
が

う
と
最
後
に
黒
が
報
告
を
し
た

 
黒
 

俺
は
前
に
戦

た
魔
女

子

び
に
ア
リ
ス
に
会



 第十四章 月光の下に集う者達

 
た

 
そ
れ
を
聞
く
と
理
久
兎

外
の
亜
狛
と
耶
狛
も

い
た

 
亜
狛

え

ア
リ
ス
さ
ん
に
で
す
か

 
耶
狛

で
も

か
さ
マ
ス

が
記
憶
を

い
た
ん
だ
よ

  
理
 

あ

い
て
る
か
ら
問

は
な
い
そ
れ
で

勝
だ

 

た
の
か

 
黒
 

わ
ず
と
知
れ
ず
の
な

 
黒
は

手
を
上
げ
て
や
れ
や
れ
と

た

ス
チ

を
す
る

す
る
と
耶
狛
は

を
ピ
ク

ピ
ク
と
動
か
し
て
自
分
を

目
で
見
る

 
耶
狛

マ
ス

何
か

の
匂
い
も
あ
る
け
ど
何
か
お

 

が
す
く
い
い
香
り
が
す
る

何
で

 
理
 

あ

さ

き
出
店
で
ふ

く
ら
熱
々
の

を
食

て

 
き
た
か
ら
な

 
と

八
ツ
目

の
食
べ
た
感
想
を

べ
て

え
る
と



 第２３０話 戦いは終わり………

 
亜
狛

ち

と
マ
ス

こ

ち
が

い
て
る
最
中
に

 
何

気
に

食
べ
て
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

マ
ス

だ
け

ル

い

 
黒
 

お
い
お
い
主
の
事
だ
土
産
を
買

て
き
て
く
れ
い
る

 
だ
ろ

 
理
久
兎
の
行
動
を
よ
ん
で
黒
は

う
と
理
久
兎
は

で

い
て

 
理
 

論

皆
の
分
は
買

て
き
て
あ
る
か
ら
帰

た
ら

 
皆
で
食
べ
よ
う

 
耶
狛

流

マ
ス

分
か

て
る

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
よ
さ

き
月
に

ビ
が
入

た
の
を
見

 
た
が
あ
れ
主
の
仕

か

 
理
 

ク

 
月
の

ビ
の
件
に
つ
い
て
聞
か
れ
や

た
犯
人
が
理
久
兎
の
た
め
一

く

そ
し
て
少
し

い

で

 
理
 

本
当
に
申
し
訳
な
い



 第十四章 月光の下に集う者達

 
亜
狛

マ
ス

も

ゲ

ト

外
の

か
と
戦

 
て
た
ん
で
す
か

 
亜
狛
に
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て

え
た

 
理
 

あ

ま
ず
月
を

す
時
に
黒
は
知
ら
な
い
と
思
う

 
け
ど
も
こ
ち

ん
と
で
弾
幕
ご

こ
し
て

然
月
を

 

い
ち

た

 
亜
狛

マ
ス

あ
ん
た
ど
ん
だ
け
規
格
外
な
ん
で
す

 
か

 
耶
狛

そ
れ
よ
り
も
こ
ち

ん
と
会

た
ん
だ

 
理
 

う
ん
と
て
つ
も
な
い
ぐ
ら
い
に
修
羅
場
を
見
ら
れ

 
し
方
な
く
や

て
勝

た
ん
だ
け
ど
そ
の
後
に
さ
紫

 
ち

ん
や
ら
が
来
て
更
な
る
修
羅
場
に

 
そ
の
の

葉
を
聞
い
た
亜
狛
と
耶
狛
は
あ
ち

と

わ
ん
ば
か
り
の

を
し
た

 
理
 

ま

で
も
気
に
な
る
少
年
の

手
は
出
来
た
か
ら
そ

 
れ
は
結
果
オ

ラ
イ
だ

た
か
な



 第２３０話 戦いは終わり………

 
黒
 

そ
い
つ
は
紅
の

に
い
た
少
年
か

 
理
 

そ
う
そ
う

中
々
楽
し
め
そ
う
だ
よ

 
見
て
き
て
興
味
を
持

て
い
た
蓮
と
戦
い
更
に
興
味
が

き
何
よ
り
も
更
に
強
く
な
れ
る
と

戦

た
理
久
兎
が
思
う
程
だ

す
る
と

 
理
 

そ
う
だ

た

人
に
新
た
な
指
令
を
出
す
よ

 
黒
 

ど
ん
な
指
令
だ

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

指
令

て

 

人
は
何
の
指
令
か
と
思

て
い
る
と
ま
さ
か
の
予
想

め
上
の
指
令
が
出
て
き
た

 
理
 

簡
単
だ

イ
ム
マ
シ

ン
を
探
す
だ
け
だ

 
ま
だ
月
を

し
た
事
に
対
し
て
の
現
実
逃

を

め
て
い
な
い
よ
う
だ

簡
単
だ
ろ
と
い
う

が
何
処
が
簡
単
な
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い

 
亜
狛

マ
ス

々
と
怒
ら
れ
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん
流

に

狸
の
ロ
ボ

ト
か
ら
盗

て
く
る

 
て
の
も
夢

り
す
ぎ
て



 第十四章 月光の下に集う者達

 
黒
 

て
か
ま
ず
こ
の
時
代
じ

無
理
だ
ろ
そ
れ

前
に
ど

 
う
し
て
そ
う
な

た
ん
だ

 
ど
う
し
て
そ
う
な

た
の
か
を
理
久
兎
は
話
し
た

な
お
耶
狛
の

い
分
に
は

狸
じ

な

い

ピ

ロ
ボ

ト
だ

と
い
う
ツ

コ
ミ
が
何
処
か
で
起
き
た
と
い
う
の
は

う
ま

で
も
な
い

 
理
 

月
を

す
前
の
時
間
に

て
何
と
か
す
る
そ
の
た

 
め
に
必
要

上
だ

 
も
う
何
が
何
だ
か
訳
が
わ
か
ら
な
い

だ
が
耶
狛
が

 
耶
狛

マ
ス

月
な
ら
あ

ち
で
輝
い
て
る
よ

 
理
 

何

 
耶
狛
の
指

す
方
を
向
く
と
そ
こ
に
は
夜
の
闇
に
神
々
し
く
光
る

し
た

の
月
が
輝
い
て
い

た 
理
 

あ
れ
れ

お

か
し
い
な

 
黒
 

主
よ
気
づ
い
て
な
か

た
の
か

 
理
 

う
ん

戦
い
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
て

テ
ヘ



 第２３０話 戦いは終わり………

 

人
 

 
お

目
で

ま
そ
う
と
す
る
が

人
は

目
で
理
久
兎
を

と
見
る

 
理
 

悪
か

た

悪
か

た
か
ら

頼
む
か
ら
そ
ん
な
目

 
で
見
な
い
で
く
れ

 
黒
 

ま

い
い
だ
ろ
う

 
亜
狛

え

 

人
か
ら
の
視

が

い

そ
ん
な

れ
む
か
の
よ
う
な
目
で
見
な
い
で
く
れ
頼
む
か
ら

 
耶
狛

マ
ス

そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い

 
耶
狛
の
意
見
に
理
久
兎
は

を

に

て

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
だ
な

帰
る

 
黒
 

あ

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

は
い
は
い

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
が

動
の
準
備
を
し
て
い
る
間
に
理
久
兎
は
骸
達
を
そ
れ

れ
断
罪

神
書
に

め
る
と
同
時
に
準
備
が
終
わ
る



 第十四章 月光の下に集う者達

 
亜
狛

そ
れ
で
は
マ
ス

お
先
に

 
耶
狛

先
に
行

て
る

 
黒
 

先
い
く

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は
先
に

け
目
へ
と
入
る
と
黒
も
そ
れ
に
続
い
て
入

て
い

た

そ

し
て

け
目
に
入
る
時

理
久
兎
は
後
ろ
を

り
向
い
て

 
理
 

お
前
ら
の
成
⻑
特
と
見
さ
せ
て

た
よ
そ
れ
か
ら

 
葛
ノ
葉
蓮
お
前
の
事
は
覚
え
て
お
こ
う

 

き
自
分

け
目
へ
と
入
り
そ
こ
か
ら
立
ち
去
る
と
同
時
に

け
目
は
閉
じ
た
の
だ

た

 
神
様
 
従
者

動
中

 
理
久
兎
達
は
地
霊
殿
の
理
久
兎
の
自
室
に
帰
る
と

 
理
 

そ
れ
じ

食
事
の

度
を

 
と

う
と
き

が

を
た
て
て
開
か
れ
る

 

チ

 
開
か
れ
る
と
そ
こ
に
は
さ
と
り
が
立

て
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
何
処
に
行

て
た
ん
で
す
か



 第２３０話 戦いは終わり………

 
何

か
先
程
の

人
と
同
様
に

目

と

方
を
見
る
と
理
久
兎
は
若

や

を
か
き

な
が
ら

 
理
 

あ

ら
小
町
ち

ん
が

て
た

台
の

が

 
気
に
な

て
探
し
て
た
ん
だ
よ

 
と

う
が
さ
と
り
の
サ

ド
ア
イ
で
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
を
見
る

そ
う
な
れ
ば

え
て
い
る

こ
と
全
て
は

け
だ

く
見
る
と
さ
と
り
は

目
で
見
る
の
を

め
て

 
さ
と

ま

理
久
兎
さ
ん
に

じ
て
聞
か
な
い
で
お
き
ま
す

 
理
 

そ
れ
は
助
か
る
よ

そ
れ
じ

夕
飯
の

度
を
し
て

 
来
る

人
も
手
伝

て
く
れ
よ

 
亜
狛

わ
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

 
黒
 

耶
狛
は
調
子
が
い
い
な

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は
そ
こ
か
ら
出
て
い

た

そ
の
場
に

た
さ
と
り
は

 
さ
と

友
の
た
め
に
体
を

る
何
て
私
に
出
来
る
か
し

 
ら



 第十四章 月光の下に集う者達

 
と

い
て
さ
と
り
も
そ
こ
か
ら
出
て
い
く
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
が

を

め
直
し
て

晩
飯
は
八
ツ
目

の

に
な

た
の
だ

た



 第２３１話 神々の私情

 
第
２
３
１
話
 
神
々
の
私
情

 
月
詠
の
願
い
を
聞
き
入
れ
そ
の
願
い
を
実
行
し
て
か
ら

間
後
の
事

理
久
兎
は
地
霊
殿

で
は
な
く
地
獄
の
裁
判
所
に
い
た

そ
し
て

姫
と
向
か
い
合

て
座
る

で
だ

 
理
 

そ
れ
で

姫
ち

ん
何
か
あ

た
の

 
と

う
と

姫
は

め

を

つ

ら
し
て
口
を
開
き

 

姫

々
と
話
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
ま
ず

つ
目

 
理
久
兎
さ
ん

方
地
上
で

々
と
や
ら
か
し
た
み

 
た
い
で
す

 
理
 

 
ど
う
や
ら

夜
異
変
で
や
ら
か
し
た
事
全
て
が

姫
に
バ
レ
た
よ
う
だ

そ
の
た
め
自
分
は

す
る
し
か
な
か

た

 

姫

こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
理
久
兎
さ
ん
達
が
殺

て
し

 
ま

た
者
達
が
地
獄
へ
と
来
ま
し
た
が
全
員
上

部

 
か
ら
の
命
令
で
黒

地
獄
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
理
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理
 

姫
ち

ん

々
と

ま
な
か

た

 

姫
の

葉
を

り
自
分
は
謝
罪
を
す
る

々
と

惑
を
か
け
て
し
ま

た
た
め
こ
れ
ぐ
ら

い
の
謝
罪
は
し
な
け
れ
ば
と
思
い
謝
罪
を
し
た
が

 

姫

理
久
兎
さ
ん
お
聞
か
せ
下
さ
い
何

本
動
か
な
い

 

方
が
今
回
の
異
変
で
派
手
に
暴
れ
た
の
か
と
い
う

 
こ
と
を

 

姫
は
真

に
聞
い
て
く
る
と
流

に
こ
こ
で

て
る
の
も
部
が
悪
い
と
思
い

姫
に
話
し

た 
理
 

な
ら
話
そ
う

こ
こ
に
は

姫
ち

ん
と
俺

外
で

 
い
な
い
よ

 

姫

は
い

は
出

て
ま
す
の
で

 
理
 

な
ら
話
す
よ
今
回
俺
が
動
い
た
理
由
は
姪
の
月
読
か

 
ら
の
依
頼
だ

 
そ
の

葉
を
聞
き

姫
の
目
は
点
と
な

た

し
か
も
口
が
開
い
た
ま
ま
で
塞
が

て
い
な
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い 
理
 

ぶ

ち

け
月
読
の
願
い
と
い
う
の
も
あ
る
が

本

 
的
に
彼
奴
ら
の
計
画
が
気
に
く
わ
な
か

た
そ
う
い

 
う
の
も
あ

て
俺
達
は
動
い
た
ん
だ

 

姫

待

て
く
だ
さ
い

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
が
し
た
の

 
は
実
行
だ
け
で

力
は
か
け
て
な
い

て
事
で
す
よ

  
理
 

力

て

黒

地
獄
に

と
し
た
件
か

 

姫

は
い
理
久
兎
さ
ん
じ

な
い
と
し
た
ら
い

た
い

 
が

力
を

 
ど
う
や
ら
全
て
理
自
分
が
悪
巧
み
を
し
た
と

え
て
い
た
よ
う
だ
が
事
実
は
違

た
よ
う
で
な

ら
何

力
が
か
け
ら
れ
る
事
と
な

た
の
か
分
か
ら
な
か

た

 
理
 

姫
ち

ん
恐
ら
く
な
ん
だ
が

つ
程
で
推

が
あ

 
る
が
聞
く

 

姫

お
聞
か
せ
下
さ
い
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理
 

つ
は
月
詠
か
ら
お
ふ
く
ろ
へ
伝
わ
り
お
ふ
く
ろ
が

 

力
を
か
け
た

て
い
う
推

と
も
う

つ
は
ヘ
カ

 

テ

ア
が
単
に
月
人
嫌
い
だ
か
ら

て
の
が
そ
う

 
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
れ
を
聞
き

姫
は

に
手
を

え
て

え
る
と

 

姫

恐
ら
く

つ
目
の
推

が
当

て
い
る
と

え
た
方

 
が
い
い
で
し

う
い
く
ら
ヘ
カ

テ

ア
様
で
も
そ

 
こ
 
ま
で
は
し
な
い
と
思
う
の
で

 
理
 

や
れ
や
れ
お
ふ
く
ろ
は
孫
大

き

か

て
ん

 
だ

 

姫

て

 
な
お
あ
ま
り
口
に
は
出
さ
な
い
た
め
初
め
て
聞
い
た

姫
は
少
し
シ

ク
を
受
け
た
の
か

を

き
つ
ら
せ
て
い
た

 
理
 

話
は

す
が
ま

そ
う

う
こ
と
だ

 

姫

ふ

り
ま
し
た

神
達
が

入
し
て
る
と
な
る
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と
私
で
は
手
に
は
負
え
ま
せ
ん

 
理
 

所
詮
は
神
の
い
ざ
こ
ざ
だ
変
に

を
突

込
む
と
何

 
さ
れ
る
か
た
ま

た
も
ん
じ

な
い

 

姫

理
久
兎
さ
ん
が
そ
う

う
な
ら
手
を
引
き
ま
す

 
理
 

命
な
判
断
だ
そ
れ
で

に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る

 
ん
じ

な
い
の
か

 
最
初
に

姫
は

々

と

た

つ
ま
り
話
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ

 

姫

は
い
そ
れ
で
す
が
理
久
兎
さ
ん
つ
い
先
日
の
事
で
す

 
が
地
上
で
何
が
起
き
た
知

て
い
ま
す
か

 
理
 

い
や
知
ら
ん
な

 

姫
は
何
を

て
い
る
ん
だ
と
思
い
つ
つ
も
理
久
兎
は
話
に
耳
を

け
た

 

姫

実
は
悪
霊
に
近
い
何
か
の
反

が

つ
も
あ

た
ん

 
で
す
そ
れ
で

じ

う
は
り
の
か
が
み

で
見
て
み
た
の
で
す
が
何

 
か
の
悪
意
の
実

が
原
因
だ

た
み
た
い
な
の
で
す

 
が
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理
 

そ
の
悪
意

と
俺
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
ん
だ

 
自
分
と
そ
ん
な

め
い
た
悪
意
に
何
に
も
関
係
な
ど
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と
ま
さ
か
の

真
実
が
伝
え
ら
れ
た

 

姫

実
は

夜
異
変
の
時

理
久
兎
さ
ん
は
葛
ノ
葉
蓮
と

 
戦
い
ま
し
た
よ

し
か
も
天

を
使

て

 
理
 

あ

ま
さ
か

 

姫

は
い

何
か
の
悪
意
は
理
久
兎
さ
ん
が
天

を

 
使

た
が
た
め
に
そ
れ
が
引
き
金
と
な

て
起
き
た

 
現
象
だ
と
私
は
推

し
て
い
ま
す

 
理
 

う
わ

ま
た
こ
う
い
う
オ
チ
だ
よ

 
天

に
よ
る

進
さ
せ
る
程
度
の
能
力
に
よ

て
力
を

進
さ
せ
て
し
ま

た
よ
う
で

何
か
の
悪
意
が
目
覚
め
た
よ
う
だ

分
か
り
や
す
く

う
と
自
分
が
そ
の
原
因
を
作

た
犯
人
と

い
う
こ
と
だ

 
理
 

え

と
け
じ
め
つ
け
る
た
め
に
そ
い
つ
を

め
に
行

 

た
方
が
い
い
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姫

い
え

そ
の
心

は
あ
り
ま
せ
ん

に
葛
ノ
葉
蓮
や

 

霊
夢
達
に
よ

て

さ
れ
た
よ
う
で
す
か
ら

 
理
 

何
て
こ

た
い

で

あ
の
少
年
や
ら
は
強
い
の

 
か

 
自
分
は
興
味
半
分
面
白
半
分
で
そ
う
聞
く
と

姫
は
や
れ
や
れ
と

た
感
じ
で

 

姫

え

人
間
の
中
で
は
強
い
部

に
は
入
り
ま
す
特
に

 

の

女
は
代
々
か
ら
幻
想
郷
の
結
界
の

理
を

 
す
る
た
め
実
力
は
あ
り
ま
す
そ
れ
に
こ
こ
だ
け
の
話

 
で
す
が
葛
ノ
葉
蓮

彼
も
ま
た
人
間
の
中
だ
と

 
の
部

に
入
る
で
し

う

 
理
 

へ

や

り
見
立
て
通
り
か

 

姫

そ
れ
と
理
久
兎
さ
ん
葛
ノ
葉
蓮
の
先

は
知

て
い

 
ま
す
か

 
葛
ノ
葉
蓮
の
先

に
つ
い
て
聞
い
き
た

え
た
が
思
い
当
た
る

が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
御

を

り
な
が
ら
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理
 

さ

 
と

返
す
と

姫
は
ク
ス
リ
と

い
口
を
開
け
た

 

姫

か
つ
て
平
安
京
に
お
い
て
伝
説
を

し
都
を
数
多
の

 
妖
怪
か
ら
救

た
陰
陽
師
安

晴
明
の
子
孫
で
す

 
理
 

ブ

 
と
ん
で
も
な
い
地
雷
発

で
理
久
兎
は
盛
大
に
御

を
吹
い
た

吹
き
出
し
た
御

は
見
事
な

を
出
し
た

そ
れ
を
見
た

姫
は

て
て

 

姫

り

理
久
兎
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

 
と

近
く
の
手

き
を
渡
し
て
く
る

を
し
な
が
ら
手

き
を

い
口
に

さ
え
て

 
理
 

ゴ

ゴ

あ

あ
り
が
ゴ

 

姫

知
ら
な
か

た
み
た
い
で
す

 
理
 

は

は

そ
れ
は
初
め
て
聞
い
た

ま
さ
か
彼
奴
が

 
晴
明
の
子
孫
だ

た
と
は

 
晴
明
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
戦
闘
を
楽
し
め
た
と
思

た
ら
ま
さ
か
の
子
孫
そ
れ
は
理
久
兎
を

か

せ
る
の
に
は

分
だ

た
が
も

と

い
た
こ
と
は
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理
 

そ
れ
よ
り
か
晴
明
が
伝
説

し
た

て
初
め
て
聞
い

 
た

あ
ん
な
家
に
来
て
酒
を
飲
み
に
来
る

成
年

 
が
だ

 

姫

え

え
と

そ
こ
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
理
久
兎

 
さ
ん
の
家
に
来
て
は
酒
を
飲
み
に
来
る
し
か
も

成

 
年
と
い
う
こ
と
で
す
よ

 
理
 

少
な
く
と
も
記
憶
に

て
る

り
は
な

 
か
つ
て
平
安
京
で

で
あ
る

の
妖
怪
の
拠
点
理
久
兎
の
家
に

成
年
な
の
に
も
関
わ
ら

ず
酒
を
飲
み
に
来
る

メ
な
陰
陽
師
と
記
憶
し
て
い
た
晴
明
が
伝
説
を
作

た
こ
と
よ
り
も
蓮
が

子
孫
と
聞
い
た
こ
と
よ
り
も

い
た

 

姫

何
か
想

と

け

れ
て
ま
す

 
理
 

伝
説
な
ん
て
そ
ん
な
も
ん
さ
因
み
に
ど
の
く
ら
い
出

 
世
し
た

 
と

姫
に
聞
く
と
知

て
い
る

り
の
情
報
を
話
し
た

 

姫

地

は
従
四

下

て
と
こ
ろ
で
し
た
か
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理
 

へ

結

出
世
し
た
な
俺
よ
り
は

い
け
ど

 

姫

因
み
に
理
久
兎
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い
で
し
た

 
理
 

三

だ
よ

 

姫
は
目
を
点
に
し
て

い
て
い
た

当
時
そ
こ
い
ら
の

族
よ
り
も
地

が
高
い
こ
と
に
も

う

く
こ
と
し
か
で
き
な
い
よ
う
だ

な
お
元
い
た
三

の

族
達
の
悪
事
を
証
拠
と
共
に
暴
い

た
結
果
空
い
た

に
悪
事
を
暴
い
た

美
と
し
て
自
分
が
そ
の

子
に
座

た
だ
け
な
の
だ
が

 
理
 

し
か
し
懐
か
し
い
な

な

晴
明
は
輪

転
生
し
た

 
の
か

 
晴
明
が
輪

転
生
を
し
た
の
か
と
聞
く
と

姫
は

を

に

て
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

 

姫

す
み
ま
せ
ん
が
そ
こ
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
そ
の
時

 
は
ま
だ
私
は
見
習
い
だ

た
の
で

 
理
 

そ
う
い
え
ば
ま
だ
見
習
い
の
時
ぐ
ら
い
か
悪
い
な
知

 
ら
な
い
な
ら
い
い
よ

そ
れ
で

に
聞
き
た
い
こ

 
と
は
あ
る

 

に
あ
る
か
と
聞
く
と

姫
は

を

に

て
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姫

い
え
こ
れ

上
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
そ
れ
に
理
久
兎

 
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
帰

た
方
が
よ
ろ
し
い
か
と

 

姫
に

わ
れ
時
計
を
見
る
と
も
う

後

時
を
回

て
た

 
理
 

お

と
そ
う
だ
な

そ
れ
じ

俺
は
帰
る
よ

 

姫

は
い
⻑
話
を
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
理
 

い
い
よ

じ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

を
開
け
て
外
へ
と
出
る

そ
し
て

下
を
歩
き
な
が
ら

 
理
 

そ
の
悪
意
の
件
の
お

び
ど
う
す
る
か

そ
う
だ

 
酒
を

つ
か
こ

そ
り
と
送
る
か

 
そ
う

い
て
理
久
兎
は
帰
る
の
だ

た

そ
し
て
帰

て
亜
狛
と
耶
狛
に
酒
を

神
社
に
送

る
よ
う
に
と
指

を
出
し
た
の
は

う
ま
で
も
な
い
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第
十
五
章
 
四
季
彩
る
花
に
宿
り
し
霊
魂

 
第
２
３
２
話
 
幽
霊
騒
動

 

姫
か
ら
の
事
情

か
ら

月
程
た

た
あ
る
日
の
事
だ

た

 
理
 

 
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

 
リ

ミ
カ
ル
に

の

が
聞
こ
え
る

昔
な
が
ら
の
家

的
な

が

き
渡
る

大
体
の

方
々
は
こ
の

を
聞
く
と
何
を
作

て
る
ん
だ
と

え
込
ん
で
し
ま
う

 
理
 

後
は

を

で
て
と

 
そ
う

い
調
理
手

を
復
唱
し
な
が
ら
白
い

を
持
つ
と

し
て
い
る

に
入
れ
て
い
く

因
み
に
作

て
い
る
の
は
国
⺠
的
な

の
風
物
料
理
の
そ
う
め
ん
だ

 
理
 

後
は
こ
れ
で

で
上
が
る
ま
で
待

て

 
と

て
い
る
と
厨
房
の

が
開
か
れ
る

そ
こ
に
は
こ
こ
地
霊
殿
の
当
主
こ
と
古
明
地
さ
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と
り
が
手
紙
を
持

て
や

て
来
て
い
た

 
理
 

あ
れ
さ
と
り
ど
う
か
し
た

 
理
久
兎
は
さ
と
り
に
近
づ
く
と
さ
と
り
は
持

て
い
る
手
紙
を

し
出
し
て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ま
た
閻
魔
か
ら
の
手
紙
が

き
ま
し
た

 
よ

 
さ
と
り
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り
裏
を
見
る
と

出
人
の
名
前
に
は
四
季

姫
と
書
か
れ
て
い

た 
理
 

姫
が

何
よ
う
な
ん
だ

 
と

て
い
る
と
さ
と
り
は

い
た
表
情
で

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

が

 
理
 

え

や
べ

 

は
と

く
に

で
上
が
り

し
た
水
が

か
ら
あ
ふ
れ
で
そ
う
に
な

て
い
た
が
さ
と

り
の
一

が
無
け
れ
ば
仕
事
が
増
え
て
い
た
だ
ろ
う

 
理
 

い
や

フ

フ

 
そ
う

い
つ
つ

を
持

て
ざ
る
に

を
流
し
込
ん
で

水
で

や
し
て
い
く
作

を
し
つ
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つ
さ
と
り
に

 
理
 

す
ま
な
い
け
ど
さ
と
り
少
し
内
容
を
読
ん
で

て

 
も
い
い

 
さ
と

あ

は
い
分
か
り
ま
し
た

 
封

を
開
け
て
中
に
入

て
い
る
手
紙
を
取
り
出
し
紙
を

げ
て
読
み
始
め
る

 
さ
と

理
久
兎
様
へ
あ
の
時
の
ご
無
礼
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

 
で
し
た

さ
て
今
回
伝
え
た
い
こ
と
は
実
は
今

地

 
上
で
は
外
の
世
界
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
て
い
る
幽
霊

 
達
が
花
へ
と

依
し
季

別
の
花
を

か
せ
る
と
い

 
う
事
態
に

て
い
ま
す
こ
の
現
象
は
数

年
に
一

 
度
起
こ
る
事
と
は
い
え
我
々
地
獄
の
関
係
者
か
ら
す

 
れ
ば
見
逃
せ
な
い
事
態
で
す
本
当
は
私
が
出
向
け
ば

 
い
い
の
で
す
が
恐
ら
く
今
私
は
外
出
を
し
て
い
る

 
で
す
の
で
サ
ボ
り
を
満
喫
し
て
い
る
小
町
を

れ
て

 
幽
霊
達
を
回
収
し
て
き
て

い
た
い
の
で
す

論
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報

は
出
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
な
お
小
町
が
サ
ボ
る
よ
う
な
ら
三

の

に

め
て

 
も
一
向
に

い
ま
せ
ん
存
分
に
こ
き
使

て
下
さ
い

 

理
久
兎
さ
ん

上
で
す

 
理
 

う
ん
出
来
た

 

を
盛
り
終
わ
り
満

し
て
い
た

話
を
聞
い
て
い
な
い
の
か
と
思

た
さ
と
り
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
話
を
聞
い
て
ま
す
か

 
理
 

ん

あ

聞
い
て
る
よ

な
ら

い
方
が
い
い
か
も

 

さ
と
り
俺
は
少
し
外
出
し
て
来
る

て

人

 
に
も
伝
え
て
お
い
て
く
れ
な
い

 
さ
と

亜
狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
そ
れ
に
黒
さ
ん
も

れ
て
行

 
か
な
い
の
で
す
か

 
理
 

あ

人
と
も
今
日
は

し
い
み
た
い
だ
し

 
と

話
し
て
い
る
と
部

の
外
の
方
か
ら

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん
こ

こ
ま
で
追
い
で
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黒
 

逃
が
す
か

 
亜
狛

あ

黒
さ
ん
ス
ト

プ

 
耶
狛

も
う
黒

た

ら

 
等
々
の
楽
し
そ
う
な

が
聞
こ
え
て
き
た

ど
う
や
ら
久
々
に
帰

て
き
た
こ
い
し
と
遊
ん
で

い
る
よ
う
だ

 
理
 

う
ん

し
そ
う
だ

 
さ
と

し
く
な
り
そ
う
で
す

後

け
が

 
理
 

て
な
訳
で
今
回
は
俺
だ
け
で
出
る

て
伝
え
て

 
て
い
い

 
さ
と

え

と
分
か
り
ま
し
た

 
理
 

う
ん

後
は

作

た
か
ら

き
な

イ
ミ
ン
グ

 
で
食
べ
て

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
自
分
は
さ
と
り
か
ら
ま
た
手
紙
を

か
り
ポ

ト
に
手
紙
を
い
れ
る
と

さ
と
り
の
頭
に
手
を
置
い
て
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理
 

そ
ん
じ

行

て
く
る
な

 
さ
と

え

え

と

は
い

 

を

く
し
て

ず
か
し
そ
う
に
さ
と
り
は

う
と
頭
か
ら
手
を

し
て

を
開
け
て
外
へ
と

出
て
い

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
た
だ
理
久
兎
が
出
て
い

た

を
立

て
見
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た

 
神
様

動
中

 
理
久
兎
は
小
町
と
合
流
す
る
た
め
に
三

の

近
に
来
て
い
た

何

三

の

近
な
の

か
と

う
と
こ
の

一

は
小
町
の
お
サ
ボ
り
ス
ポ

ト
だ
か
ら
だ

 
理
 

お

い
た
い
た
や

り
サ
ボ

て

て
や
が
る
な

 
小
町
の
奴
は

 
小
町
 
ス

ス

 
調
度
小
町
は

の
上
で
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
眠

て
お
り
し
か
も

て
い
る

は
三

の

だ 
理
 

し

う
が
な
い
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と

き
た
自
分
は

て
い
る
小
町
の

へ
と
来
る
と

 
理
 

そ
い

 
ド
ン

 
小
町
が

て
い
る

を
三

の

へ
と
強
く

て

す
と

の
上
で

て
い
る
小
町
は
起
き

る 
小
町

あ
れ

え

 

バ

ン

 
気
づ
く
の
に

れ
小
町
は
三

の

へ
と

ち
て
い

た

 
小
町

プ
ハ

り

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

よ

小
町
ち

ん
仕
事
を
サ
ボ

て

る
快
感
は

 
ど
う
だ

た

 
小
町

く
な
い
か
い

 
理
 

あ

そ
れ
と
小
町
そ
ん
な
所
で

気
に
泳
い
で
良
い

 
の
か
い

 
小
町

え

手
が

手
が

を
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ぶ
く
ぶ
く

プ
ハ

 
三

の

の
底
か
ら
現
れ
た
亡
者
の
手
が
小
町
を

む

ど
う
や
ら
小
町
を

の
底
へ
と

め

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ

 
小
町

し

む

 
理
 

ら
小
町

 
近
く
に
立
て
掛
け
て
あ
る
小
町
の
大

の

の
部
分
を
持

て
小
町
が

で

れ
る
よ
う
に

し
出
す
小
町
は
そ
れ
に

ま
ろ
う
と
す
る
が
す
ぐ
に
引
き
上
げ
る

 
理
 

大
丈
夫
か

 
小
町

理
久
兎
ざ

ん

 
小
町
が

み
そ
う
な
所
で

を
引
き
上
げ
る
を

り
返
す

最

こ
れ
は
お
仕
置
き
の
度
を

え
た
拷
問
だ

た

そ
う
し
て
数
分
後
何
と
か
理
久
兎
に
救
助
さ
れ
て
小
町
は

め
ら
れ
る
事
な

く

へ
と
上
が

た

 
小
町

し

め
ら
れ
る
こ
と
ろ
だ

た

 
理
 

ま

サ
ボ

て

し
て
な
か

た
小
町
は

 
自

自

だ



 第十五章 四季彩る花に宿りし霊魂

 
小
町

り

理
久
兎
さ
ん

あ
ん
た
そ
こ
い
ら
に
い
る
獄

 
よ
り
も

が
悪
い

た
ら
あ
り

し
な
い
よ

 
死
神
の
小
町
が

う
ん
だ
か
ら
間
違
い
な
く

が
悪
い

し
か
も
そ
れ
を
見
て

ラ

ラ
と

て
い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

て
お
く
が
小
町
ち

ん
俺
は

姫
ち

ん
み
た

 
く

葉
で
は
何
度
も

わ
な
い
よ

 
小
町

い

後
気
を

け
ま
す

 

葉
で
無
理
な
ら
実
力
行
使
と
い
う

え
方
は
恐
ろ
し
い

そ
の

え
方
を
す
る
の
は

上

で
も

名
な
大
六
天
魔
王
ぐ
ら
い
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
小
町
ち

ん
今
回
は
俺
と
合
同
で
仕
事

 
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
小
町

え

え

そ
れ
ど
う
い
う
事
だ

 
て
ば
よ

 
理
 

ら

姫
か
ら
の
手
紙

 

姫
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
を
小
町
に
渡
す
と
小
町
は
そ
れ
を
読
ん
で

が
真

に
な
る
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理
 

て
な
訳
で
行
く

小
町

 
小
町

あ

あ
た
い
の
サ
ボ
り
ラ
イ
フ
が

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
小
町
と
の
合
同
に
よ
る
仕
事
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た
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第
２
３
３
話
 
初
の
共
同
仕
事

 
こ
こ
地
上
で
は
現

人
の
最
高
神
と

人
の
死
神
が
花
に

依
し
た
幽
霊
達
の

を
し

て
い
た
の
だ
が

 
理
 

お

い
小
町
そ

ち
は
終
わ

た
か

 
何
時
も
の
よ
う
に
黒
い
コ

ト
に
フ

ド
を
着
こ
ん
だ
格

そ
れ
で
い
て
大

の
霊
魂
を

に

い
れ

に

い
だ
状
態
の
理
久
兎
は
小
町
に
聞
く
と

 
小
町

こ

こ

ち
は

大

い
た
よ

 
小
町
の

に
は
無
数
の
霊
魂
が

に

さ
れ
て
い
た

 
理
 

結

し
た
な

 
小
町

り

理
久
兎
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
休
憩
に

 
理
 

よ
し
次
行
く

 
小
町

そ
ん
な

 
少
し
で
も
休
憩
を
と
り
た
い
と
思

た
が
理
久
兎
に
そ
の
提
案
は
受
け

け
ら
れ
な
か

た

だ
が
こ

そ
り
と
サ
ボ
る
と
後
が
恐
い
た
め
サ
ボ
り
た
く
て
も
サ
ボ
れ
な
い
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小
町

ト

 
理
 

ら
頑

れ

後

ん
の
少
し
だ

 
因
み
に
今
の
時

は

を
過
ぎ
て
も
う
数
時
間
し
た
ら
夕
方
に
な
り
そ
う
な
時

だ

 
小
町

も
う
こ
な
れ
ば
自

だ
べ
ら
ぼ
う
め

 
小
町
は
も
う

を

る
し
か
な
い
と
思

た
の
か
さ

さ
と
終
わ
ら
せ
て
休
も
う
と

え
た

理
久
兎
は
フ

ド
で

は

れ
て
い
る
が

で

 
理
 

そ
の
意
気
だ

 
と

い
ま
た
作

を
開
始
し
た

そ
う
し
て
更
に
数
時
間
後

 
理
 

う
ん

い
た

 
近
く
に
あ

た

で
出
来
た
山
の
頂
で
幻
想
郷
の

り
一

を
見
る
と

ど
の
花
か
ら
霊
魂
を

し
た
と
分
か
る

こ
れ
で
数
日
す
れ
ば
季

外
の
花
は

れ
る
だ
ろ
う

 
小
町

よ

よ
う
や
く
終
わ

た

 
小
町
は
地
べ
た
で
大
の

で

そ
べ
る

本
サ
ボ

て
そ
れ
と
も
マ
イ

ス
に
仕
事
を
し

て
い
る
小
町
の
お
気
楽

と
面

な
事
は
さ

さ
と
終
わ
ら
せ
よ
う
と
い
う
先
手
必
勝

の
理
久

兎
こ
の

イ
プ
が
全
く
も

て
違
う

人
の
共
同
仕
事
は

が
あ
る
と
思

た
が
何
と
か
仕
事
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を
終
わ
ら
せ
ら
れ
た

 
理
 

お

い
小
町
ち

ん
そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ

 
そ
う

い

山
か
ら
降
り
て
大
の

で

て
い
る
小
町
の

に
立
つ
が

 
小
町

理
久
兎
さ
ん
ア

イ
は
も
う
少
し
休
ん
で
か
ら

 
理
 

頑

た
ご

美
に
夜

の

台
で
何
で
も

て

 
や
ろ
う
か
と
思

た
の
に
な

だ
な

 

バ

 
わ
ざ
と
ら
し
く

う
と
小
町
は
さ

と
起
き
上
が

た

先
程
と
は
う

て
変
わ

て

く

に
だ

 
小
町

そ
れ
な
ら
さ

さ
と
行
き
ま
し

う

 
理
 

調
子
良
い
奴
だ
な

 

れ
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に

う
と

ま
え
た
怨
霊
達
は
断
罪
神
書
に

め
小
町
は
大

を

に

負
う
と

人
は

い
の

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
様
 
死
神

動
中

 
理
久
兎
と
小
町
は

い
の

に
あ
る
小
さ
な

台
夜

亭
と

の
書
か
れ
た

台
へ
と
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た
ど
り
着
く

 
小
町

理
久
兎
さ
ん
フ

ド
は

 
理
 

取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

ス
そ
れ
と
無
闇
に

 
俺
の
名
前
は

う
な
よ

一

は
俺
は
御
存
命
な
ん

 
だ
か
ら
な

 
小
町

そ
り

悪
い

と
り
あ
え
ず
入
り
ま
し

う

 
そ
う

い
理
久
兎
と
小
町
は

を
潜
り
そ
こ
の
店
主
に

人
は

を
し
た

 
小
町

や

ミ
ス
チ

 
小
町
が
ミ
ス
チ

と

う
と
目
の
前
の
夜

は
気
が
つ
い
た
の
か

で

 
ミ
ス

こ
ん
ば
ん
は
小
町
さ
ん

そ
れ
と
あ

方
は

 
理
 

よ

お
久
々

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
の
事
も
覚
え
て
い
た
よ
う
だ

自
分
と
小
町
は

に
座
る
と

 
小
町

ア

イ
は

と

き

 
理
 

俺
も
そ
れ
で
い
い
よ

 
ミ
ス

分
か
り
ま
し
た
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注
文
を
頼
む
と
ミ
ス
チ

は

を
徳

に
注
ぎ
お

口
と
徳

を
渡
し
て
く
る

そ
れ
を
手

に
取
り

 
理
 

そ
ん
じ

 
小
町

お

れ
さ
ん

 
カ
ン

 

を
し
て
い
る
と
ミ
ス
チ

は
手

れ
た
よ
う
に
八
ツ
目

を

火
で

い
て
い
く

き

な
が
ら
自
分
に

で

 
ミ
ス

そ
う
い
え
ば
あ
の
時
は
名

れ
ま
せ
ん
で
し
た

私

 
は
こ
こ
夜

の
店
主
を
し
て
い
る
夜

の
ミ
ス
テ

 
ア
・
ロ

レ
ラ
イ
と
い
い
ま
す

ミ
ス
チ

と
呼
ん

 
で
く
れ
て

い
ま
せ
ん
よ

 
と

自

を
し
て
く
る
と
理
久
兎
も
礼
儀
と

え
自
分
の
コ

ド
ネ

ム
を

え
た

 
理
 

そ
う
か
俺
は

者

て

う
ん
だ
よ
ろ
し
く
な
ミ
ス

 
チ

 
ミ
ス

は
い
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く
自

を

ま
す

す
る
と
お

口
に
入

て
い
る
酒
を
一
気
に
飲
む
と

 
小
町

者
さ
ん
も
飲
み
ま
し

う
よ

 
理
 

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
自
分
と
小
町
は
会
話
を
し
な
が
ら
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
ミ
ス
チ

が

を
だ
し
て
く

る

前
に
食
べ
た
時
と
同
じ
香
り
が

を
つ
く

そ
れ
は
心
地
よ
い
香
り
だ

 
小
町

い
た
だ
き
ま
す

 
理
 

い
た
だ
き
ま
す

 

人
は
八
ツ
目

を
食
べ
初
め
ふ

く
ら
と
熱
々
の
食
感
を
楽
し
む
と

で

へ
と
流
す

 
小
町

い

 
理
 

今
日
は
酒
を
飲
め
る
か
ら
良
い
も
ん
だ

 
と

話
し
て
い
る
と
ミ
ス
テ

ア
は

問
に
思

た
事
を
話
す

 
ミ
ス

そ
う
い
え
ば

者
さ
ん

て
小
町
さ
ん
と
い
る

て

 
こ
と
は
死
神
な
ん
で
す
か

 
小
町
と
い
る
だ
け
で
死
神
に
思
わ
れ
る
ら
し
い

格

か
ら
し
て
無
理
も
な
い
こ
れ
に

ト

で
大

を
持

た
ら
本
当
に
死
神
と
い
う
か
グ
リ
ム
リ

に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
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小
町

い
や
い
や
ミ
ス
チ

こ
の
お
方
は
私
の
上

で
地
獄

 
で
も
結

な

力
を
持
つ
お
方
さ

 
ミ
ス

へ

 
理
 

あ

そ
ん
な
緊

し
な
く
て
も
良
い
か
ら
気
楽
に

 
行
こ
う
や
お
互
い
に

 
ミ
ス

そ
う

て
く
れ
る
と
助
か
り
ま
す

 
と

ミ
ス
テ

ア
が

た
時
だ

た

突
然
も
う
夜
へ
と
変
わ
り
そ
う
な
空
か
ら

つ
の

影
が
降
り
立

た

そ
の
影
は

の
よ
う
な
黒
い

を
持
ち
頭
に
は
六

の
小
さ
な

子

は
高
下

を

い
て
い
る

だ
が
何
よ
り
も
目
立
つ
の
は
そ
の
手
に

ら
れ
た
カ
メ
ラ
だ

理
久

兎
は
そ
の
女
性
を
知

て
い
た

何

な
ら
そ
の
少
女
は

 
文
 

こ
ん
ば
ん
わ

く
正
し
い

命

で

す

 
そ
の
少
女
は
か
つ
て
の
仲
間

命

文
が
立

て
い
た
か
ら
だ



 第２３４話 成⻑した鴉天狗

 
第
２
３
４
話
 
成
⻑
し
た
鴉
天
狗

 
理
久
兎
と
小
町
の
後
ろ
に
立
ち
ニ
コ
ニ
コ
と
カ
メ
ラ
を

え
て
い
る
少
女
こ
と

命

文
を
見

て 
理
 
文
か
懐
か
し
い
な

 
久
し
く
見
る
仲
間
を
見
て
懐
か
し
い
と
思
え
た

だ
が
何
よ
り
も
自
分
の
知

て
い
る
文
と
は

比
べ
程
に
な
ら
な
い

ど
に
成
⻑
し
て
い
た

か
つ
て
の
身
⻑
は
自
分
の

ぐ
ら
い
の
身
⻑
が
今

で
は

ぐ
ら
い
に

び
て
い
た
か
ら
だ

 
小
町

文

が
何
で
ま
た
こ
ん
な
所
に
い
る
ん
だ
い

 
文
 

え

と
で
す

今
起
き
て
い
る
異
変
に
つ
い
て
聞
い

 
て
回

て
い
る
ん
で
す
が

然
死
神
の

方
が
い
た

 
の
で

た
ん
で
す
よ

 
文
は
理
久
兎
を
見
て

き
の
表
情
を
し
た

だ
が
こ
の
時
理
久
兎
は
正
体
が
バ
レ
た
と
は
思

わ
な
か

た

そ
の
理
由
は

 
文
 

あ

方

八
雲
紫
が
探
し
て
い
る

者
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も
う
紫
に
見
つ
か
り
暴
れ
た
事
が
幻
想
郷
全
土
に
知
れ
渡

て
い
る
と
思

て
い
た
か
ら
だ

そ
の
お
陰
で
今
で
は
地
上
の
人
里
に
も
行
け
や
し
な
い

行
け
ば
も
れ
な
く
紫
や
ら
が
飛
ん
で
く

る 
理
 

は

俺
だ
か
ら
何

 
文
 

え

え

と
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か

 

コ

 
お
い
お
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
小
町
が

こ
け
る

最

の
小
町
で
す
ら

れ
て
い
た

聞

き
た
い
の
は
こ

ち
で
あ
る

 
理
 

そ
れ
で

花
の
件
に
つ
い
て
聞
き
た
い
ん
だ
ろ

 
文
 

え

そ
れ
は
聞
き
た
い
で
す
が
や

り
一
番
知

 
り
た
い
の
は

方
の

で
す

 
と
遠
回
し
に

を
見
せ
て
く
れ
と
要

さ
れ
た

自
分
は
フ

ド
で
見
え
な
い
だ
ろ
う
が

バ
カ
か
こ
い
つ
と
い
う
感
じ
の

や
か
な

で

 
理
 

見
せ
る
わ
け
な
い
で
し

 
文
 

な
ら
ば
人
の
家
に
で
も
侵
入
し
て
情
報
を
と
る
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ナ
リ

ム
の
力
で
暴
き
ま
し

う
か

 
ど
う
や
ら
フ

ド
の
中
の

が
見
た
い
た
め
か
強
制
的
に

が
そ
う
と

し
て
く
る

本

来
の
花
の
異
変
に
つ
い
て
の
目
的
と
は

け

れ
て
い
て
自
分
で
す
ら
も
若

れ
る
が

 
理
 

て
お
く
が
俺
の

を
見
る
と

神

す
る
か

 
も
知
れ
な
い
が
良
い
ん
だ
な

 

し
を
か
け
ら
れ
た
の
な
ら

し
で
返
し
た

だ
が
文
は
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら

 
文
 

そ
ん
な
も
の
全
然
怖
く
も
な
い
で
す
よ

 
と

う
が

え
て

お
う
フ
ラ
グ
で
あ
る
と

理
久
兎
は
し

う
が
な
い
と
い

た
感
じ
で

を
手
で

え
る
と

か
ら
立
上
が
り
文
へ
と
正
面
を
向
く
よ
う
に
立
つ

 
文
 

お
や

見
せ
て
く
れ
る
ん
で
す

 
と

た
時
だ

た

座
に
文
の
頭
を

手
で

ん
で
固
定
し
た

 
文
 

え

 
理
 

そ
ん
な
に
見
た
い
な
ら
特
別
に
見
せ
て
や
ろ
う
光

 
に
思

て
見
る
が
良
い
俺
の
こ
の

を
な

 
フ

ド
の
中
か
ら
気
持
ち
悪
い

手
が
現
れ
文
の

を

め
回
す
よ
う
に
動
く
そ
れ
だ
け
で
も
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恐
ろ
し
い
の
だ
が
文
は
こ
の
時
見
て
し
ま

た

フ

ド
の
中
に
あ
る

く
恐
ろ
し
く
名
状
し

が
た
い
ぐ
ら
い
の

悪
で
見
て
い
る
だ
け
で

神
に
異
常
を
き
た
す
か
の
よ
う
な
お

ま
し
い

を 
文
 

あ

あ
や
や
や
や
や
や
や
や
や
や

 
Ｓ

値

ア
イ
デ

ア
ロ

ル

成

一
時
的
狂
気
感
情
の

出

 
文
 

あ
は

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
自
分
の

を
見
て

神
に
異
常
を
き
た
し
た
の
か
頭
を

え
る
の
を

め
て
も
地
べ
た
に
座

て
た
だ

て
転
げ
回

て
い
た

今
の
文
に
は
何
を

て
も
聞
か
な
い
ど
こ
ろ
か
覚
え
て
も

い
な
い

だ

 
小
町

ち

今
の

て

 
理
久
兎
は
小
町
の
方
に

り
返
り

に
着
け
て
い
る
お
面
を
取
る
と

 
理
 

フ

イ
ク
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
文
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

か
ら
取
り
だ
し
手
に

ら
れ
て
い
る
の
を
見
せ
る

そ
れ
は
気
味
の
悪
い

手
や
ら
が
つ
い
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て
い
る
お
面
だ

今
の
種
を
明
か
す
と
直
ぐ
に
お
面
を
着
け
て
文
の
前
に
立

て
幻
影
魔
法
ミ

ラ

で

手
や
ら
が
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
せ
た
だ
け
そ
れ
が
真
実
だ
が
文
は
そ
ん
な
の

聞
い
て
も
い
な
い
の
か
今
も

い
な
が
ら
転
げ
回

て
い
た

 
小
町

じ

談
で
も
や
り
す
ぎ
な
ん
じ

 
理
 

う
ん
俺
も
や
り
過
ぎ
た
感
し
か
な
い

 

本
人
の
自
分
で
さ
え
も
や
り
過
ぎ
た
と
思

て
い
た

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
な
る
と
は
思
わ
な

か

た
か
ら
だ

流

に
こ
ん
な
状
態
の
文
を

置
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で

 
理
 

て
い

 
ト
ン

 
文
の
後
ろ
の

に

ト
ン
を
し
て
気
絶
さ
せ
た

 
理
 

あ

う
ん
ミ
ス
チ

悪
い
な
騒
が
し
く
し
ち

 
て
さ

し

か
り

惑
料
金
も

う
か
ら

 
ミ
ス

い

い
え

 
文
を
近
く
の

に

も
た
れ
さ
せ
て

か
せ
る
と
理
久
兎
は

台
の

へ
と
座
る

 
小
町

り

者
さ
ん
あ
ん
た
本
当
に
お

か
な
い
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理
 

い

見
の
仕
方
だ
け
ど
こ
れ
見
せ
る
と

わ
れ
て

 
も
仕
方
な
い
か
ら
反
論
で
き
な
い
な

 
ミ
ス

え

と

者
さ
ん
何
で

方
は

を
見
せ
よ
う
と

 
し
な
い
ん
で
す
か

 

問
に
思
わ
れ
た
の
か
ミ
ス
テ

ア
が

問
を
し
て
く
る

理
久
兎
は

え
よ
う
と
し
た
が
そ

の
前
に
小
町
が
返
し
た

 
小
町

あ

者
さ
ん
は
立
場
的
な
あ
れ
で

を
見
せ
な

 
い
よ
う
に
し
て
ん
だ
よ

を
見
ら
れ
る
と
正
体
や
ら

 
分
か

ち
ま
う
か
ら

 
ミ
ス

な

成
る
程

し
か
し
妖
怪
の

者
が
捜
し
て
い

 
る

て
何
し
た
ん
で
す
か

 
今
度
は
何
を
し
た
か
と
聞
い
て
く
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

あ

ち

と
罪
人
追
い
か
け
て
た
ら

々
と
変
な

 

解
さ
れ
て
な

 
ミ
ス

は
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理
 

ま

あ
ん
ま
り
聞
か
な
い
で
お
い
て
く
れ
や

 
と

理
久
兎
が

う
と
ミ
ス
テ

ア
は
頭
を
下
げ
て

 
ミ
ス

こ
ち
ら
こ
そ
御
客
様
で
あ
る

者
さ
ん
達
に

々
と

 
聞
い
て
す
い
ま
せ
ん

 
理
 

い
や
い
い
さ

そ
ん
じ

も
う
少
し
飲
も
う
か
小
町

 
ち

ん

 
小
町

お
う
と
も
さ

 
そ
う
し
て
自
分
と
小
町
は
飲
み
続
け
る
そ
う
す
る
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

お

い
小
町
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
ら
起
き
ろ

 
小
町

グ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

 
小
町
は
完
全
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
た

仕
方
な
い
と
思
い
小
町
の

を

ぎ

か
ら
立
ち
上
が

る 
理
 

ミ
ス
チ

俺
ら
は
帰
る
か
ら
お
会
計
頼
む
よ

 
ミ
ス

あ

は
い

え

と
し
め
て
５
４
３
３

で
す

 
理
 

あ
れ
安
く
な
い
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理
久
兎
は
不
思
議
に
思
う
と
ミ
ス
テ

ア
は
ク
ス
ク
ス
と

う

 
ミ
ス

前
の
金

の
分
も
入

て
る
の
で
料
金
は
小
町
さ
ん

 
の
飲
み
食
い
の
分
だ
け
で
す
よ

 
理
 

あ

成
る
程

そ
ん
じ

小
町
の
分

う

 
そ
う

い
理
久
兎
は

布
代
わ
り
に
使

て
い
る
布

か
ら

度
の
よ
う
に
金

を
ミ
ス
テ

ア
に
渡
す

 
ミ
ス

ま
た
金

 
理
 

惑
料
も
込
み
で

そ
ん
じ

 
自
分
は
小
町
の

を

い
で
帰
ろ
う
と
す
る
が

で

て
い
る
文
を
見
て

 
理
 

は

し

う
が
な
い
か

 
理
久
兎
は
も
う

方
の

で
文
を

い
で
帰
る
の
だ

た

そ
の
翌
日
文
は
妖
怪
の
山
で
と
あ

る
白
狼
が
発
見
し

さ
れ
そ
の
時
何
が
あ

た
か
と
聞
い
た
が
文
い
わ
く
何
が
あ

た
か
分
か

ら
な
い
と

し
た
の
だ

た
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第
２
３
５
話
 
料
理
教
室

 
と
あ
る
日
の
事

理
久
兎
は
部

の
ソ
フ

で
だ
ら
だ
ら
し
つ
つ
晩
飯
の
事
を

え
て
い

た

作
る
に
も
何
を
作
れ
ば
い
い
の
か
と

ん
で
い
る

 
理
 

何
作
ろ
う
か
な

 
今
の
理
久
兎
の

は
や
る
気
が
感
じ
ら
れ
な
い

で
し
か
も
ア
ロ
ハ
シ

ツ
を
着
て
い
る
た
め

か
よ
り
い

そ
う
中
年
親
父
に
し
か
見
え
な
い

す
る
と
部

の

が
開
か
れ
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
い
ま
す
か

 
何
時
も
の
よ
う
に
さ
と
り
が
や

て
来
る

や
る
気
の
感
じ
な
い
表
情
を
し
な
が
ら
理
久
兎
は

さ
と
り
の
方
に

を
向
け
る
と

 
理
 

あ
れ

さ
と
り
ど
う
か
し
た

 
さ
と

い
え

少
し
お
願
い
が
あ

て
来
た
ん
で
す
が

 
さ
と
り
か
ら
お
願
い
が
あ
る
な
ん
て
珍
し
い
と
理
久
兎
は
思
い
ソ
フ

か
ら
起
き
上
が
る

と 
理
 

お
願
い

て
何
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さ
と

え

と

料
理
の
作
り
方
を
教
え
て

し
い
ん
で
す

 
が
い
い
で
し

う
か

 
今
日
は
天
気
の
関
係
な
い
地
底
に

が
降
る
ん
じ

な
い
か
と
思
え
る
ぐ
ら
い
珍
し
か

た

 
理
 

急
に
ど
う
し
た
の

 
さ
と

い
え

理
久
兎
さ
ん
こ
こ
最
近
外
出
す
る
事
が
多
い

 
じ

な
い
で
す
か
そ
れ
で
少
し
で
も
理
久
兎
さ
ん
の

 
負

を
減
ら
せ
た
ら
と
思
い
ま
し
て

 
理
久
兎
を
気
遣

て
の
こ
と
か
料
理
を
教
え
て

し
い
よ
う
だ

そ
れ
に
理
久
兎
は
ニ
コ
や
か

に

い
な
が
ら

 
理
 

い
い
よ
教
え
て
あ
げ
る

度
晩
御
飯
を
作
ろ
う
と

 

え
て
た
し

 
さ
と

な
ら
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い
あ
い
な
ら
厨
房
に
行
こ
う
か

 
理
久
兎
は
さ
と
り
と
共
に
部

か
ら
出
て
厨
房
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

少
女

動
中
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理
 

な

さ
と
り
何
作

て
み
た
い

 
理
久
兎
と
さ
と
り
は
厨
房
へ
と
着
く
と
理
久
兎
は
さ
と
り
に
何
を
作
り
た
い
か
と
聞
く
と
そ
れ

に
対
し
て
さ
と
り
は

え
る

 
さ
と

そ
う
で
す

出
来
れ
ば
簡
単
な
物
が
い
い
で
す

 
理
 

う

ん
な
ら
ポ
ト
フ
と

の
ム
ニ
エ
ル

り
が

 
当
か
な

 
そ
う

い
断
罪
神
書
を

げ
る
と
中
か
ら
材
料
を
出
す

 
理
 

ま
ず
さ
と
り
手
を

て

衛
生
的
に
よ
ろ
し
く

 
な
い
か
ら

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
理
久
兎
と
さ
と
り
は
手
を

い

な
手
に
な
る

 
理
 

そ
れ
じ

え

と

使

て
み
る

 
さ
と

は
い

 
何
時
も
愛

し
て
い
る

を

り

の
た
め
に
買

て
あ
る

を
取
り
出
し
て
買

た
方

の

を
さ
と
り
に
渡
す
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理
 

切
り
方
だ
け
ど
ま
ず

を

て
な
い
方
の
手
は

 
こ
ん
な
感
じ
で
指
を

げ
て

の
よ
う
な
手
を
作

 
て
み
て

 
さ
と

こ
う
で
す
か

 
理
 

そ
う
そ
う

そ
し
た
ら
そ
う
だ
な

ま
ず
キ

ツ

 
か
ら
や
ろ
う
か

 
そ
う

う
と
キ

ツ
の
葉

を

程
に
向
い
て
水
で

い
水
気
を
取
る
と
ま
な

に
キ

ツ
を

せ
て
キ

ツ
を
半
分
に
切
り
そ
の
半
分
を
さ
と
り
の
方
に
置
く

 
理
 

お
手
本
を
見
せ
る

 
そ
う

う
と
キ

ツ
を

を
下
に
し
て

に
切
り

等
分
に
な
る
よ
う
に
切
る

 
理
 

さ
と
り
や

て
み
て

 
さ
と

は
い

 
さ
と
り
も
理
久
兎
の
真

を
し
て
キ

ツ
を
切
る

 
理
 

よ
し
よ
し
次
は
じ

が
い
も
だ

 
取
り
出
し
て
あ
る
材
料
の
中
か
ら
じ

が
い
も
を

つ
持
つ
と
さ
と
り
に

つ
渡
す
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理
 

ま
ず

い
ま
す

 
さ
と

い
ま
す

 
理
 

そ
し
た
ら

を
向
く
ん
だ
け
ど

の
こ
の
下
の
出

 

て
る
ア
ゴ
の
部
分
よ
り
ち

い
上
で

を
少

 
し
だ
け
と

て
そ
し
た
ら

を

る
手
の
親
指
で

 

を
動
か
し
つ
つ
じ

が
い
も
を
動
か
し
て
向
い
て

 
い
け
ば
い
い
か
な

 
さ
と

な

成
る
程

少
し

り
ま
す

 
理
 

そ
う

う
と
き
は
手
の

ら
に

せ
て
人

し
指
と

 
中
指
そ
し
て
薬
指
で

む
よ
う
に
し
て
や
る
と
い
い

 
か
も

 
さ
と

こ
う
で
す
か

 
理
 

そ
う
そ
う

 
そ
う
し
て
さ
と
り
は
自
分
の
指
導
の
も
と
じ

が
い
も
の

を
向
く

 
理
 

を

く
の
が
終
わ

た
ら
目
の
部
分
を
切
り

と
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す
や
り
方
は
ア
ゴ
の
部
分
で
少
し
目
の

り
を

り

 
そ
し
た
ら
じ

が
い
も
を
回
し
て
切
れ
ば
こ
の
通
り

 
に

 
さ
と

こ
う
で
す
か

 
理
 

そ
う
そ
う
出
来
て
る

出
来
て
る

 
そ
う
し
て
何
と
か
さ
と
り
は
じ

が
い
も
の
下
処
理
を
完
了
さ
せ
る

 
さ
と

ふ

理
久
兎
さ
ん

い
で
す

 
さ
と
り
は
見
る
と

つ
も
の
じ

が
い
も
が
下
処
理
さ
れ
水
に

け
ら
れ
て
い
た

 
理
 

や

て
れ
ば

そ
し
た
ら

る
ん
だ
け
ど
ま
ず

 
に
水
を
入
れ
て
火
を
つ
け
て

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
さ
と
り
は

に
水
を

か
い
れ
る
と
理
久
兎
は
断
罪
神
書
か
ら
ま
た

を
取
り
出
す

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
は

 
理
 

コ
ン
ソ
メ
だ
よ

こ
れ
が
味
の
決
め
手
さ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

に
入

て
い
る
コ
ン
ソ
メ
を
さ
と
り
が
水
を
入
れ
た

に
何

か
入
れ
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て
断
罪
神
書
に
し
ま
う

 
理
 

そ
れ
じ

切

た

を
い
れ
ち

て

 
さ
と

は
い

 
さ
と
り
は
下
処
理
さ
れ
た

を

に
入
れ
て

の
蓋
を
閉
め
る

そ
の
間
に
理
久
兎
は
ム
ニ

エ
ル
の
材
料
を

意
す
る

 
理
 

そ
れ
じ

待

て
る

分
ぐ
ら
で
ム
ニ
エ
ル
を
作

 
る
け
ど

と
い

て
も

は
も
う
切

た
の
を
使
う

 
か
ら
ま
ず
こ
の
薄
力

そ
れ
と

と

を

に

 
り
か
け
て

 
さ
と

薄
力

を

て
そ
れ
か
ら

と

を

り
か
け

 
て

 
理
 

そ
し
た
ら
フ
ラ
イ

ン
に
オ
リ

ブ
オ
イ
ル
を

 
入
れ
て

を
回
し
て

 
さ
と

え

と
こ
う
し
て

 
理
 

そ
し
た
ら
後
は
火
を
つ
け
て

が
下
に
な
る
よ
う
に
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を

い
て

く
だ
け

 
そ
う

わ
れ
た
さ
と
り
は
指

に
し
た
が

て

を
フ
ラ
イ

ン
に
の
せ
て
い
く

 
理
 

そ
う
そ
う

後
は
様
子
を
見
つ
つ

く
だ
け
か
ら
そ

 
し
た
ら

や
ら
は
も
う
使
わ
な
い
か
ら

ち

 
う
よ

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
は
使

た
調
理

を

う
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
も
う

分

ち
ま
す
よ

 
理
 

お

と
そ
う
し
た
ら
ポ
ト
フ
に
ソ

入
れ
て

 

り

と

た
ち
さ
せ
た
ら
ポ
ト
フ
は
完
成

 
さ
と
り
は
ソ

を

に
入
れ
て
ま
た

の
蓋
を
閉
め
る
と

 

チ

チ

 
理
 

次
は
ム
ニ
エ
ル
の

く
面
を

く
り
返
し
て

 
さ
と

く
り
返
せ
ば
い
い
ん
で
す
よ

 

を
使
い

の

く
面
を

く
り
返
す
と

い
て
い
た
面
は
見
事
な
狐

に
な

て
い
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た 
理
 

う
ん
い
い

 
さ
と

ふ

 
こ
う
し
て
い
き
数
分
後
に
は
料
理
は
作
り
お
わ

た

 
さ
と

完
成
し
ま
し
た

 
理
 

盛
り

け
も
よ
く
出
来
た
じ

ん

し
た
ら
ば
味

 
の

を
皆
に
聞
こ
う
か

 
そ
う

う
と
理
久
兎
と
さ
と
り
は
作

た
料
理
を
カ

ト
に

せ
て

イ
ニ
ン
グ
に
運
ぶ
と
そ

こ
に
は
亜
狛
に
耶
狛
に
黒

お

お
空
も
い
た

 
理
 

そ
ん
じ

持

て
い

て
食
べ
て

 
そ
う

う
と

人
は
料
理
を
持

て
い
き
そ
れ

れ
口
に
し
た

 
亜
狛

あ
れ

何
時
も
と
味
が
少
し
違
う
か
な

 
耶
狛

本
当
だ

 
黒
 

あ

少
し
だ
け
な

 
お

そ
う
で
す
か
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お
空

で
も
美
味
し
い
か
ら
い
い
や

 
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の

人
は
一

で
見

い
た

流

は
⻑
年
理
久
兎
の
料
理
を
食
べ

て
き
た
だ
け
は
あ
る

 
理
 

今
回
の
料
理
に
関
し
て
は
俺
は
手
伝

た
だ
け
だ
よ

 
作

た
の
は
さ
と
り
だ
か
ら

 
改
め
て

わ
れ
て
さ
と
り
は
少
し

ず
か
し
い
の
か

れ
る
と

人
は

 
亜
狛

さ
と
り
さ
ん
が
作

た
ん
で
す
か

 
耶
狛

お
い
し
い
よ

 
黒
 

あ

 
お

さ
と
り
様

い
で
す

 
お
空

う
に

 
さ
と

い

い
え

 
と

れ
て
い
る
さ
と
り
に
理
久
兎
は
料
理
を
渡
し
て

 
理
 

ら

だ
か
ら
食
べ
な
よ

 
さ
と

そ
う
で
す

い
た
だ
き
ま
す
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そ
う
し
て
さ
と
り
も
自
分
の
作

た
料
理
を
食
べ
る
の
だ

た

結
果
と
し
て
は
大
成

と
な

り
手
伝

た
理
久
兎
も
満

だ

た
が
さ
と
り
の
作

た
料
理
を
食
べ
て
理
久
兎
は
更
に
満

し

た
の
だ

た
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第
２
３
６
話
 
ま
た
子
孫
は
現
れ
る

 
と
あ
る
日
の
事

事
件
と
い
う
の
は

突
に
起
き
る

そ
れ
は
朝
方
の
厨
房
で
起
き
た

 
理
 

ス

イ
ス
が
な
い

だ
と

 
コ
ト
コ
ト
と
と
ろ
火
で
カ
レ

の

ス
を

込
ん
で
い
る
最
中
に
厨
房
の

を
見
た
結
果

今
回
作
ろ
う
と
し
て
い
た
カ
レ

の
ス

イ
ス
が
な
い
事
に
気
が
つ
い
て
し
ま
う

 
理
 

ま
い

た
な

カ
レ

を
作
る
の
に
香

料
は

か

 
せ
な
い
し
な

 
自
分
の
作
る
カ
レ

は

本
的
に
オ

ソ
ド

ク
ス
な

カ
レ

で
玉

ぎ
人

じ

が
い
も
に
ん
に
く
と
い

た
材
料
に

自
で
ア
レ
ン

し
た
ス

イ
ス
を
い
れ
て
作
る
の
だ

が
そ
の
香

料
が
な
い

 
理
 

チ
リ

は
あ
る
け
ど
な
い
の
は
え

ク
ミ
ン

 
に
カ
ル

モ
ン
に
コ
リ
ア
ン

そ
れ
と
オ

ル
ス

 

イ
ス
も
な
い
し

け
専
門
の

メ
リ

ク
も

 
な
い
と
き
た
か

て
か

ど
の
種

が
な
い
だ
ろ
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こ
れ

 
ど
う
す
る
か

え
る
と

い
た

に
い
け
ば
も
し
か
し
た
ら

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と 
理
 

行

て
み
る
か

が
あ
れ
ば
良
い
け
ど

 
な

 
そ
う

い
ス

イ
ス
の

を
探
す
た
め
に

へ
と
向
か
い

を

る
が

 
理
 

か

ま
い

た
な

サ
フ
ラ
ン
は
あ
る
け
れ
ど

 

心
の
香
り
と
味
の
ス

イ
ス
が
な

 
見
つ
け
た
の
は
バ

ラ
イ
ス
を
作
る
の
に
必
要
な
サ
フ
ラ
ン
し
か
見
当
た
ら
な
か

た

の
香

料
は
ま
さ
か
の

切
れ
だ
こ
れ
に
は
自
分
も
頭
を

ま
せ
る

し
か
も
最
悪
な
事
に

幻
想
郷
に
香

料
な
ん
て
物
は
な
い

あ

て
も
生

に
わ
さ
び
ぐ
ら
い
だ

 
理
 

し

う
が
な
い
買

て
く
る
か

 

い
た
自
分
は
サ
フ
ラ
ン
を
厨
房
に
置
い
て
亜
狛
と
耶
狛
の
元
へ
と
向
か
う

理
久

は

人

が
い
つ
も
い
る
で
あ
ろ
う
部

へ
と
来
る
と
中
を

す
る

そ
こ
に
は
予
想
通
り
亜
狛
と
耶
狛

が
い
た
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理
 

お

い
亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

あ
れ

マ
ス

ご

で
す
か

 
耶
狛

ど
う
し
た
の

 
と

人
が
聞
い
て
く
る
と
理
久

は
頭
を

き
な
が
ら

 
理
 

す
ま
な
い
け
ど
外
へ
送

て
く
れ
な
い

 
亜
狛

え

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
耶
狛

珍
し
い

 
理
 

い
や
実
は
な
今
晩
カ
レ

を
作
ろ
う
と
思

た
ん
だ

 
が

香

料
が

き
て
た

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は
目
を
見
開
い
て

 
耶
狛

そ
れ
本
当

お
兄
ち

ん
す
ぐ
に
開
こ
う
よ

 
亜
狛

い
や
そ
こ
ま
で

要
か

 
耶
狛

要
だ
よ

マ
ス

の
カ
レ

は
レ
ア
な
ん
だ
よ

 
そ
の
カ
レ

を
食
べ
る
た
め
だ

た
ら
私
は

地
獄

 
も
渡
る
覚
悟
だ
よ
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と

と
ん
で
も
な
事
を

い
出
し
た

そ
れ
に
は
自
分
も

い
て
し
ま

た

 
理
 

ち

と
待
て
そ
こ
ま
で
す
る
な

 
亜
狛

ど
ん
だ
け
食
い
た
い
ん
だ
よ

 
耶
狛

私
は
食
べ
た
い
の

 
耶
狛
が

々
こ

る
と
面

く
さ
い
の
を
知

て
い
る
亜
狛
は
頭
を
お
さ
え
て

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
理
 

ま

ま

と
り
あ
え
ず

け
目
を
開
け
て
外
界

 
に

い
で
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
亜
狛
は
手
を
か
ざ
し
て

け
目
を
作
り
出
す

そ
こ
か
ら
写
る
光

は
現
代
社
会

の
外
界
だ

 
理
 

そ
ん
じ

行

て
く
る
な

 
亜
狛

あ

マ
ス

外
へ
行
く
な
ら
身
な
り
に
気
を
つ
け

 
て
く
だ
さ
い

本
当
な
ら
私
共
も
行
け
れ
ば
行
き
た

 
い
の
で
す
が
今
日
は
予
定
が

ま

て
ま
し
て
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理
 

あ

気
に
す
る
な

そ
れ
と
帰
る
時
は
頭
の
中
で
知

 
ら
せ
る
か
ら
そ
の
時
に
今
の
こ
の
場
所
に

い
で
く

 
れ
や

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
い

て
ら

し

い
ま
せ

 
理
 

お
う
行

て
く
る
な

 
そ
う

う
と
理
久

は

け
目
へ
と
入
る
と
そ
の

け
目
は
閉
じ
た

 
亜
狛

ふ

 
耶
狛

あ
れ

お
兄
ち

ん
マ
ス

は

 
先
程
ま
で

々
こ

て
い
た
耶
狛
が
正
気
に

り
亜
狛
に
聞
く
と

 
亜
狛

お
前
が

々
こ

て
る
間
に
も
う
行

た

 
耶
狛

そ
ん
な

私
も
行
き
た
か

た
な

 
亜
狛

ま
だ
今
日
の
仕
事
が
あ
る
だ
ろ
良
い
か
ら
や
る

 
亜
狛

は

い

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
仕
事
に

る
の
だ

た

そ
し
て
外
界
の

地
裏
へ
と
降
り
立

た

理
久
兎
は
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理
 

と
り
あ
え
ず
着
替
え
る
か

 
そ
う

う
と
断
罪
神
書
か
ら
現
代
に

れ
る
た
め
の
服
を
出
す
と
そ
れ
に
着
替
え
元
の
服
を
収

し
て
本
を
メ
モ

サ
イ

に
し
て
ポ

ト
に
い
れ
る

 
理
 

さ
て
と

箱
買
い
す
る
か

 
と
り
あ
え
ず
ど
こ
か
店
が
な
い
か
を
探
す
た
め
表
通
り
へ
と
行
く
の
だ

た

 
理
 

う

ん

か
ス

だ

た
け

か

は
見
つ
か

 
ら
な
い
な

 
香

料
等
を
探
す
な
ら
ス

や
ら
を
探
す
の
が
て

と
り

い
が
ま

た
く
も

て
見
つ

か
ら
な
い

 
理
 

し
ま

た
な

水
着
を
買

た
時
と
同
じ
場
所
に
送

 

て
も
ら
え
ば
良
か

た
か
な

 
こ
れ
は

方
に
く
れ
そ
う
に
な
る

だ
が
分
か
ら
な
い
の
な
ら
聞
い
た

う
が

い
と
も
思
え

た 
理
 

か
に
聞
く
か

 

り
を
見
渡
し
て

か
聞
け
そ
う
な
人
が
い
な
い
か
と
探
す
と
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め
て
く
だ
さ
い

 
理
 

ん

 
と

女
性
の

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
の
方
向
を
見
る
と

人

ど
の
見
た
感
じ

ン
チ

し
て
そ
う
な
男
達
が

が
分
か
ら
な
い
が
見
た
感
じ
か
つ
て
戦

た
蓮
と
同
い
年
ぐ
ら
い
の
少
女

を

人

に
追
い
や

て
取
り

ん
で
い
た

そ
れ
を
見
て
い
る
人
間
の
大
人
達
は
知
ら
ん

り
を
か
ま
し
て
い
る
の
か
無
視
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
る
の
も
分
か
る

 
理
 

は

弱
い
人
間
達
は
仕
方
が

け
ど
今
の
男

 
共
は
口
説
き
方
も
知
ら

の
か
よ

 
平
安
時
代
の
男
性
達
と
比
べ
る
と
口
説
き
方
が
強
引
過
ぎ
る
と
思

た
自
分
は

れ
な
が
ら
そ

こ
へ
向
か
う

 
男

い
い
じ

ん
遊
ぼ
う

 
男

そ
う
そ
う

 
少
女

だ
か
ら
私
は
行
き
ま
せ
ん

 
男

う

せ

な

さ

さ
と
来
い

て

て
る
だ

 
ろ
う
が
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男

が
少
女
の
手
を

も
う
と
し
た
そ
の
時

 

シ

 
そ
の
手
を
理
久
兎
が

ん
だ

 
理
 

お
い
お
い
女
性
に
対
し
て
そ
う
い
う
態
度
は
失
礼
だ

 

所
で
お

さ
ん
す
ま
ん
け
ど
こ
こ
い
ら
で
ス

 

て
も
の
は
あ

る

 
そ
の
少
女
の

を
見
る
と

い
て
し
ま
う

の

は
綺

な
緑

で
前

の

り
に

と

の
ア
ク

サ
リ

を
着
け
て
い
る
が
そ
の

は
か
つ
て
の
親
友

風

祝

と
同
じ
だ

た

す
る
と

 
男

て
て
て
て
て

 
男

が

み
を

え
る

そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
我
に
返
り

を

す

 
理
 

あ

悪
い

れ
て
た

 
男

て
め

俺
ら
の
邪
魔
す
ん
の
か

あ

ん

 
男

し
ば
く

ご
ら

 
男

仲
間
に
こ
こ
ま
で
さ
れ
た
ら

謝
料

え
や
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男

本
当
だ
ご
ら

謝
料
で

布
と
そ
の
女
を
置
い
て

 
帰
れ
や

 
と

く
三
下
の
雑

の
風
格
を

し
出
す

人
だ

人
間
で
こ
う

が
良
い
の
は
良
い

こ
と
だ
が
少
々
度
が
過
ぎ
る
と
も
思

た

 
理
 

お

さ
ん
す
ま
な
い
け
ど

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
そ
の
少
女
を
お
姫
様
だ

こ
を
す
る
と

 
少
女

え

ち

う
わ

 
男
達
 

 

か
ら
の

を

て
そ
こ
か
ら

れ
て
少
女
を

す

そ
れ
を
見
て
い
た
男
達
は
口
が
ポ

カ

ン
と
開
い
た
ま
ま
だ

た

そ
し
て
少
女
を

し
た
理
久

は
向
き
直
る
と

小
指
を
立
て

て 
理
 

お
前
ら
ぐ
ら
い
な
ら

小
指
で

度
い
い
よ

 
と

手
加
減
と
挑
発
を

て
そ
う
い
う
と
男
達
は

を
真

に
し
て

 
男

ざ
け
ん
な
ゴ
ラ

 
そ
う

い
殴
り
か
か

て
く
る
が
そ
の

を

け
て
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理
 

ま
ず
は
こ
こ

 
ブ
ス

 
理
久

は
男

の

中
に
向
か

て
小
指
を

す

 
男

あ

あ

て

な

感
覚
が

 
男

の

は
ブ
ラ
ン
と

れ
下
が

て
い
る

 
男

て
め

何
し
や
が

た

 
と

男

が
回
し

り
を
し
て
く
る
が
そ
れ
を
イ
ナ
バ
ウ
ア

の

え
で

け
る
と
今
度
は

そ
の
男
の
も
も

り
に
向
か

て

 
理
 

う

ん

か
こ
こ
だ

 
ブ
ス

 
男

が

な

何
だ
こ
れ

 
男
は
バ
ラ
ン
ス
を

し
て
そ
の
場
に

れ
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が
体
に
力
が
入
ら
ず
そ
の
場

か
ら
動
け
な
い

 
男

お

お
前
何
を
し
て

 
理
 

ら
さ
ツ
ボ

て

葉
知

て
る
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男

ツ
ボ

 
理
 

そ
う

元
々
は
今
で

う
中
国
か
ら
伝
来
し
た
一
種

 
の

治
療
と
い
う
や
つ
で

良
い
ツ
ボ
を

激
す
れ

 
ば

に
な

た
り
活
力
が
上
が

た
り
す
る
ん
だ

 
け
ど
そ
の

で
悪
い
ツ
ボ

て
の
が
あ

て

そ
こ

 
を

激
す
れ
ば
体
に
異
常
を
き
た
し
た
り
す
る
ん
だ

 
け
ど
知

て
た

 
そ
れ
を
聞
い
た
男
達
は
み
る
み
る
と

が
真

に
な

て
い
く

す
る
と
理
久
兎
は
ニ

リ

と

て

 
理
 

こ
こ
で
提
案
だ
け
ど
こ
こ
に
転
が

て
る
お
仲
間
さ

 
ん
達
を
回
収
し
て
さ

さ
と
こ
の
場
所
か
ら
去
る
か

 
そ
れ
と
も
俺
に

治
療
さ
れ
る
か
ど
ち
ら
か
を
選
ば

 
せ
て
あ
げ
る
け
ど
ど

ち
が
い
い

 
男

し

失
礼
し
ま
し
た

 
男

ご
め
ん
な
さ
い
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男

と
男

は
男

と
男

を
回
収
す
る
と
そ
の
場
か
ら
す
ぐ
に
消
え
た

こ
う
し
て
見

る
と
理
久
兎
が
改
め
て
化
け
物
の
よ
う
な
強
さ
で
あ
る
と
自
覚
す
る
だ
ろ
う

 
理
 

よ
し

い
た

 
少
女

え

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
少
女
は
理
久

の
前
に
来
る
と
頭
を
下
げ
る

そ
ん
な

身
的
な
態
度
に
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な

が
ら

 
理
 

い
い
よ

そ
れ
と

さ
こ
の

に
ス

な
る
店

 

て
な
い

俺
こ
こ
の
地
理
に

し
く
な
く
て
さ

 
知

て
る
な
ら
教
え
て
く
れ
る
と
助
か
る
ん
だ
け
ど

 
さ

 
少
女

そ
う
な
ん
で
す
か

度
良
い
で
す

実
は
私
も
買

 
い
物
に
行
く

中
だ

た
の
で
良
け
れ
ば
案
内
し
ま

 
し

う
か

 
ど
う
や
ら
お
礼
に
案
内
を
し
て
く
れ
る
よ
う
だ

理
久
兎
は

で

 
理
 

そ
れ
は
助
か
る
よ
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少
女

い
え

あ

そ
う
い
え
ば
ま
だ
名
前
を

て
い

 
ま
せ
ん
で
し
た
よ

私
は

風

と
い
い
ま

 
す

 
理
 

風

だ
と

 
自
分
は
動

し
て
し
ま
う

ま
さ
か
の
名

が

風

だ

し
か
も
祝

に

が
そ

く
り
つ

ま
り
祝

の
子
孫
と
い
う
事
だ

 

え

と
す
い
ま
せ
ん
が

方
の
お
名
前
は

 
と

今
度
は
自
分
の
名
前
を
聞
い
て
く
る

自
分
は
こ
の
時

 
理
 
も
し
祝

の
子
孫
な
ら
諏
訪
子
に
神
奈
子
も
い
る

て

事
か

無
闇
に
本
名
を

う
の
は

め
て
お
く
か

 
理
久
兎
は
直
ぐ
様

自
分
の
偽
名
を

え
る
と

 
理
 

俺
は

こ
く
じ

う

黒
常

て
ん
り

天
理
だ
よ
ろ
し
く
な

ち

ん

 

天
理
さ
ん
で
す

そ
れ
で
は
ス

に
行
き
ま

 
し

う
天
理
さ
ん

 
理
 

あ



 第２３６話 また子孫は現れる

 
そ
う
し
て
理
久

は

と
い
う
少
女
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
ス

へ
と
向
か
う
の
だ

た
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第
２
３
７
話
 
 
金
銭
感
覚
の
な
い
者

 
理
久
兎
は

に

れ
ら
れ
て
ス

へ
と
や

て
来
る

か
つ
て
水
着
を
買
い
に
い

た

デ

ト
よ
り
も
人
は
少
な
い
が
や
は
り
人
は
多
く
い
た

 

え

と

か
香

料
は
こ
こ
の

で
す

 
理
 

へ

し
い
香

料

外
に
も
こ
ん
な
に
あ
る
ん

 
だ
な

 
探
し
て
い
る
ク
ミ
ン
カ
ル

モ
ン
コ
リ
ア
ン

オ

ル
ス

イ
ス

メ
リ

ク

は
あ
る
が
そ
の

に
も
ア

ン
や
フ

ン
ネ
ル
等
々

々
な
香

料
が
売
ら
れ
て
い
た

 
理
 

ま
と
め
買
い
す
る
か

 

え

 
理
久

は
近
く
に
い
る
店
員
に
話
し
か
け
る

 
理
 

す
い
ま
せ
ん

つ
い
い
で
し

う
か

 
店
員

は
い
ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

こ
こ
に
あ
る
香

料
を

も

め
て
全
部
買
い
た
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い
ん
で
す
が
出
来
ま
す
か

 
店
員

は
い

 

え

 
と
聞
い
て
い
る
と
と
ん
で
も
な
い
事
を

い
出
す

本
当
に
と
ん
で
も
無
さ
す
ぎ
て
恐
ろ
し

い
と
い

た
ら
あ
り

し
な
い

店
員
や

も

い
て
い
た

 
店
員

え

え

と
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い

 
店
員
は
走

て
何
処
か
へ
行

て
し
ま
う

自
分
は

わ
れ
た
通
り
に
待
つ
こ
と
に
す
る

 

天
理
さ
ん

て
そ
の
お
金
持
ち
で
す
か

 

に
金
持
ち
か
と
聞
か
れ

え
る

金
持
ち
か
ど
う
か
の
見
分
け
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で

自
分
は

布
の
中
身
を
見
せ
る

 
理
 

今
回
の
俺
が
出

す
る
分
の

度

が
こ
の
ぐ
ら
い

 
か
な

 

ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

が

か

数
え
き
れ

 
な
い

 
因
み
に
理
久

の

布
の
中
身
は
約
１
０
０

程
入

て
い
る

聞
い
て
い
て
恐
ろ
し
い

す
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る
と
先
程
の
店
員
が
別
の
店
員
を

れ
て
や

て
く
る

 
店
員

お
待
た
せ
し
て
す
い
ま
せ
ん

店
⻑
を
お

れ
し
ま

 
し
た

 
店
⻑

え

と
こ
こ
の

を

め
て
購
入
し
た
い
と
い
う

 
事
で
す
よ

 
理
 

あ

ま

遠
回
し
は

め
て
い
く
ら
か
聞
き
た
い

 
ん
だ
け
ど

 
店
⻑

え

と

そ
う
で
す

一

で
買
う
と
し
て
今
あ

 
る
分
を

え
る
と

お
お
よ
そ

程
で
す
か

  
と

結

安
い

普
通
な
ら
も
う
少
し

の
お
値

は
す
る
は
ず
だ
が

 
理
 

ま
さ
か
と
思
う
け
ど

り
の

が
少
な
い

の
か

 
な

 
店
⻑

え

香

料
は
そ
ん
な
に
使
う
人
も
少
な
い
の

 
で
少
な
く
仕
入
れ
る
も
の
で
そ
れ
で
い
て
先
に
購
入



 第２３７話  金銭感覚のない者

 
さ
れ
た
方
も
い
ら

し

る
の
で
そ
れ
を
踏
ま
え
て

 
と
い
う
事
で
す

 
理
 

つ
い
で
に
一

で
購
入
し
て
く
れ
る
か
ら
安
く
し
て

 
く
れ
て
る

て
の
も
あ
る
の
か
な

 
店
⻑

え

そ
う
い
う
こ
と
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久

は
仕
方
な
い
と
思
い
な
が
ら

し
て

 
理
 

そ
ん
じ

そ
れ
だ
け
購
入
さ
せ
て

う
よ

 
店
⻑

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

領
収
書
を

 
店
員

は

は
い

 
店
⻑
に

わ
れ
た
女
性
店
員
は
す
ぐ
さ
ま
領
収
書
を
書
き
に
走

て
い

た

 
理
 

そ
れ
じ

こ
れ
だ
け

え
ば
い
い

 
理
久

は

プ
ラ
ス
の
チ

プ
と
し
て

程
プ
ラ
ス
し
て
渡
す

 
店
⻑

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
店
員

す
い
ま
せ
ん
こ
ち
ら
領
収
書
で
す

 
店
員
が

を
切
ら
し
な
が
ら
領
収
書
を
理
久

に
渡
す
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理
 

あ
り
が
と
う

 
店
⻑

そ
れ
と

品
の
受
け
取
る

に
は
そ
ち
ら
の
領
収
書

 
を
店
員
に
お
見
せ
く
だ
さ
い

 
理
 

分
か

た
そ
れ
じ

お
願
い

 
店
⻑

で
は
引
き
続
き
お
買
い
物
を
お
楽
し
み
下
さ
い

 
店
員

そ
れ
で
は

 

人
は
頭
を
下
げ
て
す
ぐ
さ
ま
仕
事
へ
と
取
り
か
か
り
に
向
か

た

こ
れ
で
理
久
兎
の
買

い
物
は
終
了
し
た

 
理
 

い
や

終
わ

た
終
わ

た

ん

ど
う
し
た
の

 

ち

ん
そ
ん
な
に
固
ま

て

 
そ
の
光

を
見
て
い
た

は
上
の
空
状
態
だ

目
の
前
で
こ
ん
な
売
り
買
い
す
る
人
物
を
見

る
の
は
初
め
て
な
の
だ
ろ
う

 

い

い
え

た
だ

す
ぎ
て

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
う
だ

だ
か
ら
今
回
の
買
い
物
金

 
の

い
俺
が
や
ろ
う
か
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い

い
え

そ
こ
ま
で

 
理
 

い
い
よ
別
に

ど
う
せ
俺
は
そ
ん
な
に
金
は
使
わ
な

 
い
か
ら
こ
う
い
う
時
に
使

て
お
か
な
い
と
い
け
な

 
い
か
ら

 
理
久
兎
の
金
銭
感
覚
は
常
人
か
ら
見
れ
ば
狂

た
レ

ル
だ

本
あ
ま
り
金
銭
を
そ
ん
な
に

使
わ
な
い
た
め
な
の
か
多
く
使
う

が
強
く
な

て
い

て
る

 

え

え

と

そ
れ
は
う

ん

 
理
 

ス

に
案
内
し
て
く
れ
た
お
礼
だ
と
思

て

  

は

分
か
り
ま
し
た
た
だ
そ
れ
だ
と

方
も
お
礼
を

 
し
た
い
の
で
家
で
お

と
お

子
を
ご

走
さ
せ
て

 
下
さ
い

 
理
 

は

儀
だ

本
当
に
知
り
合
い
そ

く
り

 

を
祝

と

て
見
て
し
ま
う
が
同
一
人
物
で
は
な
い

子
孫
だ
か
ら

て
い
る
と
思
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
や
は
り

て
し
ま
う
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え

と
よ
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
そ
れ
な
ら
買
い
物

 
に

き
合

て
く
だ
さ
い

 
理
 

お

け

 
そ
う
し
て

が
買
い
た
い
物
を
大
方
買
い
数
分
後

人
は
買
い
物
の

を
カ

ト
に

せ

て
レ

へ
と

ぶ

 
理
 

見
た
感
じ
今
日
の
晩
御
飯
は

の
味

 

は
い

私
の
同
居
人
達
が
食
べ
た
い
と
の
事
で
し
た

 
の
で

 
理
 

ふ

ん

 
だ
い
た
い
食
べ
た
い
と

た
の
は
諏
訪
子
で
そ
れ
を
聞
い
て
神
奈
子
が
食
べ
た
い
と

た

の
だ
ろ
う
と
思

た

そ
し
て
自
分
達
の

番
が
や

て
来
て
店
員
が
レ

で

品
の
バ

コ

ド
を
読
み
取

て
い
こ
う
と
す
る
と

が
買
い
物
の

を

げ
て
レ

の
カ
ウ
ン

に
置
く

と
店
員
は
そ
こ
に
入
れ
て
い
く

そ
し
て
読
み
取
り
が
終
わ
る
と

 
店
員

お
会
計
は
６
３
２
９

で
す

 
理
 

あ

す
ま
ん
け
ど
こ
れ
で
頼
む
わ
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店
員

は
い
一

か
ら
で
す

お
つ
り
で
３
６
７
１

 
で
す

 
店
員
が
お
会
計
を
し
て
い
き
自
分
は
お
つ
り
を

う
と
領
収
書
を
取
り
出
し
て

 
理
 

そ
れ
と
こ
れ
見
せ
れ
ば
い
い

て

わ
れ
た
ん

 
だ
け
ど

 
店
員

あ

そ
れ
は
彼
方
の
方
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す

 
店
員
が

す
方
向
を
見
る
と

台
に
つ
ま
れ
た

ン
ボ

ル
が
約

ぐ
ら
い
あ
る

 
理
 

中
を

し
て
も

 
店
員

は
い
あ

お
次
の
方
は
少
々
お
待
ち
下
さ
い

 
店
員
が
そ
う

う
と
自
分
と

を
案
内
す
る

そ
し
て
箱
の
中
身
を
見
せ
る
と

 
理
 

う
ん

か
に

無

ぶ
り
を
あ
り
が
と
う

 
店
員

ま
た
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 
そ
う

い
店
員
は
元
の
レ

へ
と

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

ち

ん
の
お

葉
に

え
て
お

と
お

 

子
を

お
う
か
な
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は
い

で
は
行
き
ま
し

う

 
そ
う
し
て

に
案
内
さ
れ
る
ま
ま
自
分
は
お

と
お

子
を
食
べ
に
向
か
う
の
だ

た
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第
２
３
８
話
 
久
々
の
守
矢
神
社
 

 

に
案
内
さ
れ
理
久
兎
は
町
を
歩
い
て
い
く

や
が
て
少
し
⻑
い

の
前
へ
と
案
内
さ
れ

る

そ
こ
の
光

を
自
分
は
知

て
い
た

 
理
 
何
年
も
時
を

り
の
風

が
変
わ

て
も
こ
こ

は
変
わ
ら
ず
か

 

え

と
そ
の

物
ど
う
し
ま
し

う
か

 
 

 

台
ご
と
引

て
き
た

物
だ
が

を
登
れ
そ
う
も
な
い

そ
う
思

た
自
分
は

り

を
探
し
て
い
る
と
ブ
ル

シ

ト
を
見
つ
け
る

 
理
 

ち

ん
こ
れ
少
し
だ
け
の
間
だ
け
ど

り
て
も

 
い
い
か
な

 

い
や
そ
れ
私
達
の
物
で
は
な
い
の
で

 
理
 

ま

ち

と

し
て

う
か

 
そ
う

い
自
分
は
そ
の
ブ
ル

シ

ト
を

台
の

ン
ボ

ル
の
上
か
ら
か
ぶ
し
て

ン
ボ

ル
を
見
え
な
く
さ
せ
る
と

台
の
引

り
棒
に

を
く
く
り
近
く
の

の
棒
に
も
く
く
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り
つ
け
て
固
定
さ
せ
る

 
理
 

こ
れ
で
良
し
そ
れ
じ

行
こ
う
か

 

天
理
さ
ん
手
先
が

で
す

 
理
 

普
通
だ
よ

 
と
そ
ん
な
事
を
話
な
が
ら

を
登

て
い
き

居
を
潜
る
と
目
の
前
の
光

は
少
し
修

を
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
が

か
つ
て
と
変
わ
ら
ず
の
風

が
そ
こ
に
あ

た

 
理
 

い
つ
ぶ
り
か
な

 

え

何
が
で
す
か

 
理
 

ん

あ

気
に
し
な
く
て
い
い
よ
た
だ
風
情
が
あ
る

 
な

と

何
見
て
ん
だ
彼
奴
ら

 
そ
う

て
い
る
と
自
分
は
気
づ
い
て
し
ま
う

い
や
気
づ
か
な
い
の
が
可

し
い
ぐ
ら
い
に

目
の
前
の

銭
箱
に
八

神
奈
子
が
座

て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

し
か
も

に
は
ロ

小
さ

な
神
様
の
洩
矢
諏
訪
子
が
ニ
コ
ニ
コ
と
見
て
い
る

を
か
け
た
く
な
る
が
変
に

を
か
け
れ
ば

正
体
が
バ
レ
て
し
ま
う
た
め

え
て
何
も

わ
ず
見
え
な
い
フ
リ
を
す
る
こ
と
に
し
た

た
が

は
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諏
訪
子
様
に
神
奈
子
様
ど
う
し
た
ん
で
す
か

そ
ん

 
な
に
ニ

ニ

し
て

 
と
自
分
が
い
る
の
を

れ
て
何
時
も
み
た
い
に

て
し
ま
う

は
ど
う
や
ら
少
し
天

然
が
入

て
い
る
な
と
思

て
い
る
と

 
八

こ
ら

私
達
は
見
え
て
な
い
で
し

 
洩
矢

そ
う
そ
う

 

は

し
ま

た

 

は
こ
ち
ら
を
チ
ラ

と
見
て
く
る

自
分
は
諏
訪
子
と
神
奈
子
が
見
え
て
は
い
る
が
見
え

な
い
フ
リ
を
し
て

 
理
 

ち

ん

も
し
か
し
て

い
子

 

ぐ
ふ

 
何
か
矢
印
の
よ
う
な
物
が

の

中
に

さ

た
よ
う
な
気
が
し
た

し
か
も

出
な
の
か

口
か
ら
少
し

の
よ
う
な
物
も
見
え
た

 
理
 

ち

悪
か

た

世
の
中
に
は

々
な

性
が

 
あ
る
子
が
い
る
よ

本
当
に
ご
め
ん
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ぐ
ふ

が
は

 
謝
罪
を
す
る
が
そ
の

し
さ
が
返

て

の
心
に
心
理
的

メ

を
与
え
て
い
く

そ
れ

を
見
て
い
る
諏
訪
子
と
神
奈
子
は

て
見
て
い
る

 
理
 
彼
奴
ら

少
し

て
や
る
か

 
と

自
分
は
思

て
い
る
と

は
自
力
で
立
ち
上
が
り

 

て

天
理
さ

ん
お

を
ご

走

し
ま
す

 
そ
う

い

は
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
い
く

こ
れ
に
は
自
分
も

い
を
し
て
し
ま
う

 
理
 

し
か
し
風
情
が
あ
る
な

 
棒
読
み
で
そ
う

う
と
神
奈
子
と
諏
訪
子
は

 
洩
矢

ち

神
奈
子

理
波
に
そ

く
り
だ
よ

 
八

え

く
そ

く
り

た
ら
ご
先

と
同
じ

 
で
こ
う
い
う
男
を
引

け
て
く
る
の

 
と

て
い
る
が
理
波
も
天
理
も
全
て
理
久
兎
と
い
う
存

で
あ
り
同
一
人
物
だ

こ
こ
で

自
分
は
少
し
悪
ふ
ざ
け
を
し
た
く
な

た

 
理
 

う

ん
そ
う
い
え
ば
こ
こ

て
何
の
ご

が
あ
る
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の
か
な

何
か
ご

な
さ
そ
う
だ
な

 
プ

ツ
ン

 
真

か
ら
の
そ
の
一

で
諏
訪
子
の

間
が
よ
る

自
分
へ
と
殴
ろ
う
と
諏
訪
子
が
グ

を

作

て
挑
も
う
と
す
る
が
神
奈
子
が
そ
れ
を

え
る

そ
れ
を
見
た
自
分
は
心
の
中
で

い
な
が

ら 
理
 

そ
う
い
え
ば
最
近
俺
も
年
を
取

た
な
無
理
し

 
て
若
作
り
し
よ
う
と
す
る
老
人
よ
う
に
は
な
り
た
く

 
な
い
な

 
プ

ツ
ン

 
今
度
は
神
奈
子
が
御

を
自
分
へ
と
向
け
て
御

を
発

し
よ
う
と
す
る
が
諏
訪
子
が
そ
れ
を

な
だ
め
る

そ
う
し
て

人
を

て
遊
ん
で
い
る
と

 

天
理
さ
ん
お

と
お

子
を
お
持
ち
し
ま
し
た
よ

  

は
見
て
し
ま
う

半
キ
レ
し
て
い
る
諏
訪
子
と
神
奈
子
の
姿
を

 
理
 

あ

ち

ん
あ
り
が
と
う

動
す
る
の
面
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だ
か
こ
こ
で
食
べ
て
い
い

 

い

い
え

こ
こ
で
は

め
た
方
が

 
理
久

は
諏
訪
子
と
神
奈
子
が

と

ん
で
い
る
の
を
見
る

し
か
も

リ

リ
の

近

で
だ

 
理
 
も
う
少
し
遊
ん
で
や
る
か

 
と

思

た
自
分
は

の
ご

意
に
反
対
す
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

い
や
あ
ま
り
こ
ん
な
風

で
食
べ
れ
な
い
か
ら
こ
こ

 
で
食
べ
て
み
た
い
と
思

た
ん
だ
け
ど

 

ど
う
な

て
知
り
ま
せ
ん

よ

 
理
 

そ
ん
な
お

子
を
食
べ
る
前
に
取
ら
れ
る
と
か
頭

 
に

飲
み
の
お

や
ら
が

ち
て
く
る
訳
で
も
な
い

 
の
に
さ

 
そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
諏
訪
子
と
神
奈
子
の
目
は
キ
ラ
リ
と
光
だ
す

だ
が
そ
れ
は
自
分
の

策
略
で
も
あ
る
事
を
彼
女
達
は
知
ら
ぬ
で
あ
ろ
う

 
八

彼
奴
を
こ
こ
に
座
ら
せ
て
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洩
矢

こ
け
に
し
た
分
は
返
さ
な
い
と

り
神
と
し
て
名
が

 

れ
る

て
も
ん
だ
よ

 

え

 
と

て
い
る
合
間
に
も
自
分
は
御
要
望
通
り
に

銭
箱
の

に
座
る

も
神
奈
子

と
諏
訪
子
に

わ
れ
る
が
ま
ま
に

に
座
り
お

子
と
熱
々
の
お

が
入

た

飲
み
が

て
い
る
お

を
自
分
と

の
間
に
置
く

 
理
 

し
か
し
こ
う
い
う
風
情
が
あ
る
の
は
良
い
も
の
だ

  

そ
う
で
す

 

は
お

を
飲
ん
で
る
理
久

の
話
を
聞
き
つ
つ
後
ろ
に
目
を
や

て
い
る
と

 
洩
矢

神
奈
子

こ
こ
は
私
が
お

子
の
大

を
盗
る
か

 
ら
お

を
ぶ

か
け
ち

て

 
八

い
い
わ
よ

は

は
こ
い
つ
の
注
意
を
そ
ら
し
て

 
ち

う
だ
い

 

え

え
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も
う

の
表
情
は
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
表
情
だ

自
分
は
今
も
心
の
中
で

い
な
が

ら 
理
 

ち

ん
ど
う
し
た
の

 
半
分
ぐ
ら
い
ま
で
お

を
飲
ん
で
お

に
の
せ
る
と

 

い
え

え

と
や

り
場
所
を

 
と

て
い
る
と
諏
訪
子
が
こ

そ
り
と
手
を
出
し
て
大

を
取
ろ
う
と
す
る
と

 
バ
チ
ん

 
洩
矢

た

 
大

を
取
ろ
う
と
し
た

間
諏
訪
子
の
手
の

へ
た
だ
め

し
を
す
る

ち

と
強

目

に
や

た
た
め
諏
訪
子
の
手
は
真

に
な

て
い
た

 
理
 

こ
の
季

で
も
う

が
出
る
ん
だ

 
と

て
い
る
が
実

は

を

い
た
と
い
う
の
は
嘘
で
完

に
諏
訪
子
の
手
を

た
と

い
う
の
が
事
実
だ

 
八

今
度
は
私
の
番

 
神
奈
子
が
熱
々
の
お

を
こ

そ
り
と
取
る
と
そ
れ
を
理
久
兎
の
頭
に
こ
ぼ
し
て
や
ろ
う
か
と
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く
り
返
そ
う
と
し
た

間

自
分
は
当
た
る
ま
い
と
思
い
な
が
ら

 
理
 

あ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な

 
ゴ
ス

 
八

熱

つ

 
理
 

ん

何
か
あ

当
た

た
か
な

 
大

を
口
に
い
れ
て
一

で
立
ち
上
が
る
と
頭
に

飲
み
が
当
た
る
が
そ
れ
が
結
果
的
に
入

て
い
る
熱
々
の
お

が
神
奈
子
に

り
か
か
る

神
奈
子
が
熱
い
と

た
時
自
分
は
も
う

界
で

い
た
く
な

た

 
理
 

く

ふ
ふ
ふ

ち

ん
そ
ろ
そ
ら
お

俺
は
く

 
く
く
く

行
く

よ

 

天
理
さ
ん
何
で
そ
ん
な
に

い
を

え
て
い
る
の
で

 
す
か

 
理
 

く

い
や
ハ
ハ
ハ
そ
れ
と
さ
さ

き
か
ら
俺
に
い
た

 
ず
ら
し
よ
う
と
し
て
る
神
奈
子
と
諏
訪
子
も
ま
た
い

 
つ
か
会
お
う
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そ
れ
を
聞
い
た

人
は

い
た
表
情
を
し
た

何
せ

は
自
分
に

神
の
事
を

て
い

な
い

な
ら
何

知

て
い
る
の
か
と

 

待

て
く
だ
さ
い
天
理
さ
ん
何
で

人
の
こ

あ

 
れ

 
だ
が
目
の
前
に
い
た

の
理
久

は

達
の
目
の
前
か
ら

然
と
姿
を
消
し
た

は
直

ぐ
様

の
下
を
見
る
が
理
久
兎
は
も
う
い
な
か

た

 
洩
矢

神
奈
子

ま
さ
か
あ
れ

て

 
八

私
ら
の
事
を
知

て
い
る
ま
さ
か
理
波
か
彼
奴
は
見

 
え
て
て
わ
ざ
と
や
り
や
が

た
わ

 

え

理
波
さ
ん

て
数

年
昔
に
出
会

た
て
い

 
う
あ
の

 
洩
矢

う
ん

ま
さ
か
理
波
が
生
き
て
た
な
ん
て

 
八

彼
奴

ま
さ
か
妖
怪

 
と

人
は

問
に
思
う
ば
か
り
だ

た

そ
し
て
直
ぐ
様
そ
こ
か
ら

れ
た
理
久
兎
は

台
に

を
か
け
て
す
い
す
い
と

動
し
な
が
ら
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理
 

さ

て
と
帰

て
カ
レ

作
ら
な
い
と
な

 
そ
ん
な
事
を

き
つ
つ
先
程
の

地
裏
ま
で

シ

で
向
か
う
の
だ

た



 第十五章 四季彩る花に宿りし霊魂

 
第
２
３
９
話
 
帰
還
と
覚
悟
と

 
台

を
運

し
て
最
初
の

地
裏
へ
と

る
と
目
を
積
む

て
意

を
集
中
さ
せ
て

 
理
 
亜
狛

耶
狛

聞
こ
え
る
か

 
亜
狛
聞
こ
え
ま
す
よ

 
耶
狛
マ
ス

帰
る
の

 
理
 
あ

け
目
を
開
け
て
く
れ
や

 
と
頭
の
中
で
で
会
話
を
す
る
と
目
の
前
に

け
目
が

が
る

そ
の
先
に
は
亜
狛
と
耶
狛
が

立

て
い
た

台
の

物
を

け
目
へ
と
入
れ
て
自
分
も
入
る
と
同
時
に

け
目
は
閉
じ
る

 
理
 

た
だ
い
ま

い
や

楽
し
か

た

 
亜
狛

マ
ス

ま
た
何
か
し
て
き
た
ん
で
す
か

 
耶
狛

ふ
ん
ふ
ん

何
か

い
香
り
が
す
る

 
と
耶
狛
の
異
常
す
ぎ
る

覚
で
自
分
の
匂
い
を
察
知
す
る

恐
ら
く

た
大

の
匂
い
だ

ろ
う

 
理
 

あ

さ

き
人
助
け
し
た
ら
お
礼
に
大

を
く
れ
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た
か
ら
食
べ
て
き
た
よ

 
耶
狛

い
い
な

マ
ス

だ
け
ず
る
い
な

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま
た
今
度
作

て
や
る
か
ら
そ
れ
ま
で
我

 
な

 
と

う
が
耶
狛
は

を

く

と

ら
ま
せ
る

そ
う
と
う
食
べ
た
か

た
の
だ
ろ
う

 
亜
狛

耶
狛
そ
れ
だ
と
お
空
の
お
手
本
に
な
ら
な
い

 
耶
狛

だ
よ

 
お
空
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

て
は
い
る
よ
う
だ
が
時
々
そ
の

さ
が
出
て
く
る
の

が

な
所
だ
が

に
マ
ス
コ

ト
の
可
愛
ら
し
さ
が
あ

て
良
い
も
の
だ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
今
度
作

て
や
る
か
ら

な

 
耶
狛

分
か

た

 
理
 

よ
し

い

い

 
そ
う

い
耶
狛
の
頭
を

で
る
と
耶
狛
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
に

を

に

る

 
理
 

さ
て
と
カ
レ

作
り
の
続
き
と
い
き
ま
す
か

 
亜
狛

耶
狛

俺
ら
も
や
る
こ
と
を
や
ろ
う
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耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
作

に

り
自
分
は
厨
房
へ
と
向
か
い
カ
レ

作
り
の
続
き
を
す
る

た
め
に
向
か
う
の
だ

た

向
か

て
い
る
と
黒
の
姿
が
見
え
る

 
理
 

お

黒

 
黒
 

ん

あ

主
か
何
処
か
に
行

て
き
た
の
か

 
黒
が
聞
い
て
く
る
と
理
久

は

い
な
が
ら

 
理
 

あ

ス

イ
ス
を
買
い
に

 
黒
 

そ
れ
だ
け
じ

な
い
だ
ろ

何
か
あ

た
か

 
理
 

ど
う
し
て
そ
う
思
う
ん
だ
い

 
黒
 

主
が
出
掛
け
た
の
は
今
か
ら
約

時
間
前
程
と
予

 
す
れ
ば

く
帰

て
く
る
主
に
し
て
は
珍
し
す
ぎ
た

 
か
ら
な

 
流

は
黒
だ

々
と
勘
が

く
な

て
き
て
い
る

 
理
 

ち

と
人
助
け
し
た
ら
お

を
ご

走
さ
れ
て

 
く
な

た
ん
だ
よ
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黒
 

う

 
理
 

あ

れ
る
と
こ
ろ
だ

た
黒

俺
は
厨
房
に

る

 
よ
最
後
の
仕
上
げ
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

 
そ
う

い
理
久

は
そ
こ
か
ら
去
る
が
黒
は
理
久
兎
の
後
ろ
姿
を

め
て

 
黒
 

女
が

ん
で
や
が
る
な
あ
り

 
と
黒
は

く
の
だ

た

そ
し
て
理
久

は
厨
房
へ
と
行
く
と
容

に
ス

イ
ス
を
入
れ
て

調
合
さ
せ
て
い
く

 
理
 

さ
て
と
ス

イ
ス
の
調
合
を
始
め
る
か
え

と

か

 
チ
リ
を
少
々
で
ク
ミ
ン
と
カ
ル

モ
ン
を
加
え
て
そ

 
れ
で
コ
リ
ア
ン

オ

ル
ス

イ
ス

メ
リ

 
ク
を
入
れ
て
と

う

ん

カ
レ

の
ス

イ
ス

 
の
い
い
香
り
だ

そ
し
た
ら
バ

ラ
イ
ス
の
準
備

 
を
し
な
い
と

 
と

理
久

が
料
理
を
し
て
い
る
外
で
は

 
さ
と
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さ
と
り
が

と

を
少
し
開
け
て
理
久

を
見
て
い
た

 
さ
と

は

 
と

深
く
た
め

を

い
た

そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
と

 
黒
 

何
や

て
ん
だ
お
前

 
さ
と

く

黒
さ
ん
で
す
か

 
そ
ん
な
反

を
す
る
さ
と
り
を
見
た
黒
は

れ
な
が
ら
心
の

で

 
黒
 
何
時
ま
で
も
主
の
姿

見
て
な
い
で
そ
ろ
そ
ろ
行
動
を

し
て
み
た
ら
ど
う
だ

 
さ
と

い
え

そ
う
し
た
い
の
は
そ
う
し
た
い
ん
で
す
で

 
す
が
恐
い
ん
で
す
私
達
は
心
を
読
ん
で
安
全
を

 
し
て
い
き
行
動
に

し
ま
す
で
す
が
理
久
兎
さ
ん
は

 
心
が
読
め
な
く
て

 
そ
れ
を
聞
い
た
黒
は
更
に

れ
な
が
ら

 
黒
 
は

良
い
こ
と
を
教
え
て
や
る
よ
主
は
さ

き
ま
で
外

に
行

て
ら
し
い
が
俺
の
勘
じ

ど
う
も
女
が

ん
で



 第２３９話 帰還と覚悟と………

る

あ
り

 
さ
と

え

ま

ま
さ
か
理
久

さ
ん
に

て
そ
れ
は

 
な
い
で
す
よ

 
さ
と
り
は

く
動

を
し
て
い
た

や

を
流
し
て
ま
で

 
黒
 
ま

あ
く
ま
で
勘
だ
そ
れ
に
や
る
な
ら
今
が
チ

ン
ス

だ
と
思

た
方
が
い
い
か
も
な
こ
こ
最
近
に
な

主
は

 
地
上
で
騒
ぎ
を
少
し
起
こ
し
過
ぎ
た
い
ず
れ
主
の
存

に
気
づ
く
奴
が
現
れ
る
そ
う
な
れ
ば
ラ
イ
バ
ル
が
出
る

主
を

う
奴
は
聞
い
て
る

り
多
い
か
ら
な

 
さ
と

 
さ
と
り
は

る
し
か
な
か

た

思
い
人
を
取
ら
れ
る
の
は
と
て
も

い

だ
が
心
を
読
め
な

い
た
め
ど
う
動
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
怖
く
な
り
あ
た
ふ
た
し
て

て
し
ま
う

そ
れ
が

今
の
現
状
な
な
だ
か
ら

 
黒
 
俺
は
こ
い
し
み
た
い
に
フ

ロ

は
出
来
な
い
か
ら

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
よ
こ
い
し
は
主
と
お
前
が
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く

つ
け
ば
良
い
の
に
と
か

て
る

に
も
亜
狛
に

耶
狛
そ
し
て
お

や
お
空

は
よ
く
分
か
ら
ん
が
皆
は

こ
い
し
と
同
じ
と
だ
け

て
お
く

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 
黒
 
少
し
は
挑
ん
で
み
ろ
何
だ

け
か
な

あ

小
説

だ

た
か

の
キ

ラ
よ
う
に
よ

 
さ
と

黒
さ
ん
私

少
し
心
の
整
理
を
し
て
き
ま
す

 
黒
 
あ

そ
う
し
た
方
が
い
い
特
に
亜
狛
や
耶
狛
は
あ
の

感

に
女
に
つ
い
て
頭
を

ま
せ
て
る
み
た
い
だ
か

ら
少
し
は

か
せ
て
や
れ

 
さ
と

か
せ
れ
る
事
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
で
す

 
が
気
持
ち
の
け
じ
め
を
つ
け
た
い

そ
れ
は

か

 
で
す

 
数
十
年

理
久
兎
を
思
い
続
け
さ
と
り
は
こ
の
気
持
ち
に
決
着
を
つ
け
た
い
と
そ
う
思

た

そ
れ
に
は
黒
も

ん
で
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黒
 
そ
う
か
良
い

え
が
来
る
と
良
い
な

 
さ
と

は
い

 
と

て
い
る
と
厨
房
の

が
開
か
れ
理
久
兎
が
出
て
く
る

 
理
 

あ
れ

人
が
一

な
ん
て
珍
し
い

 
黒
 

あ

本
が
面
白
い
の
か
と
聞
き
た
く
て
な

 
さ
と

え

え

 
理
 

ふ

ん
あ

そ
れ
と
数
時
間
し
た
ら
夕
飯

 
だ
か
ら
覚
え
て
お
い
て

 
理
久

が
そ
う

う
と

人
は

い
て

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
黒
 

あ
い
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て

し
た
理
久
兎
は
体
を

ば
し
て

 
理
 

そ
ん
じ

も
う
少
し
俺
は
厨
房
に

る
か
ら
皆
に
も

 
伝
え
て
お
い
て

 
そ
う
し
て
理
久

は
兎
厨
房
へ
と
入
り
カ
レ

の
火
加
減
を
見
つ
つ
カ
レ

を
作
る
こ
と
に
し
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た

外
の

人
は

 
黒
 
そ
ん
じ

頑

れ
や

 
さ
と

は
い

 
と

さ
と
り
は
気
持
ち
を
整
理
さ
せ
気
持
ち
と
の
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
部

へ
と

る
の

だ

た

そ
し
て
夕
飯
の
カ
レ

は
や
は
り
耶
狛
と
お
空
が

も
お
か
わ
り
し
た
の
は

う
ま

で
も
な
い
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 第十六章 夢に来たりし災い

 
第
十
六
章
 
夢
に
来
た
り
し
災
い

 
第
２
４
０
話
 
異
変
は
訪
れ
る

 
理
久
兎
は
何
気
な
い
日
常
を
過
ご
し
て
い
た

し
か
し
ま
た
裁
判
所
か
ら
要

が

き
理
久
兎

は
裁
判
所
へ
と
訪
れ
る
こ
と
と
な

た

 
理
 

な

姫
ち

ん
そ
の

ど
う
し
た
の

 

姫

ゴ

ン

 
何

か

の

を
怪
我
し
て
い
る

姫
に
聞
く
と

姫
は

回

を
す
る

 

姫

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
少
し
事

が
起
き
た
だ
け
で

 
す
の
で

 
理
 

あ

う
ん

そ
れ
で

俺
を
読
ん
だ
理
由
に
つ
い
て

 
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
何
が
あ

た
の

 
呼
ば
れ
た

件
に
つ
い
て
聞
く
と

姫
は
真

な
表
情
に
な
る



 第２４０話 異変は訪れる

 

姫

理
久
兎
さ
ん

年
前
程
に
地
獄
か
ら

け
出
し

 
た
怨
霊
達
に
つ
い
て
は
覚
え
て
ま
す
か

 
理
 

あ

覚
え
て
る
よ

ん

何
で
ま
た
そ
の
話
な
ん

 
だ

 
何

に
そ
ん
な
数
年
前
の
話
を
す
る
の
か
理
由
を
聞
く
と

 

姫

そ
の
怨
霊
達
が
地
獄
か
ら

け
出
し
た
方
法
に
つ
い

 
て
よ
う
や
く
人
手
が
回
る
よ
う
に
な

た
の
で
捜
索

 
し
た
ん
で
す
そ
し
た
ら
明
ら
か
に

か
に
仕
組
ま
れ

 
て

け
出
し
た

跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た

 
理
 

何

つ
ま
り

け
出
し
た
の
は
自
然
的
で
は
な
く
意

 

的
に
仕
組
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
か

 

姫

は
い

 
理
 

で
も
よ
怨
霊
達
を
脱
獄
さ
せ
て
何
か
意
味
あ
る
の
か

 
よ

 
た
か
が
生
前
に

犯
罪
を
犯
し
た
程
度
を
怨
霊
を
逃
が
し
て
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

姫
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は
お

を
一
口
飲
ん
で

 

姫

実
は

け
出
し
た
罪
人
達
は

体
で
は
な
く
実

 

体
と
い
う
の
が
正
し
い
で
す

 
理
 

体

 

姫

は
い
し
か
も
そ
の

体
目
は
理
久
兎
さ
ん
達
が

理

 
し
て
い
る
灼
熱
地
獄
か
ら

け
出
し
た
罪
人
で
す
恐

 
ら
く
そ
の
罪
人
を
逃
が
す
た
め
の
フ

イ
ク
に

体

 
逃
が
し
た
の
か
と

 
理
 

そ
れ

て
結

な
大
罪
人
だ

い

た
い
ど
ん
な

 
罪
を
持

て
る
ん
だ

 
自
分
達
の

理
し
て
い
る
地
獄

灼
熱
地
獄
は
八
大
地
獄
で

し
さ
は
約

番
か

番

ど

の

し
さ
を

る

何
せ
何

何

度
と
い
う

の
中
で
罪
を

う
か
ら
だ

 

姫

は
い

か
つ
て
そ
の
者
は
平
安
京
の
都
で

族
達
を

 

で

し
め

殺
し
続
け
た
男
で
す

 
理
 

そ
れ

て
俺
が
過
ぎ
去

た
後
の
都
で
か
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姫

は
い
そ
の
罪
人
は
今
は

れ
去
ら
れ
禁
忌
と
な

た

 

を
使
い
続
け
ま
し
た

に
死
ん
で
こ
ち
ら
に
来

 
た

に
灼
熱
地
獄
へ
と

と
し
た
と
い
う
記
録
を
見

 
つ
け
ま
し
た

 
理
 

そ
い
つ
は
す
げ

な

て
い
え
ば
陰
陽
師
達

 
と

対
し
て
た

術
士

て
と
こ
ろ
か

 
か
つ
て
理
久
兎
が
い
た
平
安
京
で
の
事
を
思
い
出
し
て
い
た

遠
き
昔
に
晴
明
が
話
し
た
陰
陽

師
達
の
事
情
や
ら
を
だ

 

姫

え

合

て
ま
す
が
し
か
し
そ
の
男
は
本
来
な
ら

 
術
士
で
す
ら
使
わ
な
く
な

た

の

術

毒
や

 
狗
神
と
い

た

を
作
り
続
け
そ
れ

に

の

 
術
士
か
ら
も
恐
れ
ら
れ
ま
し
た

 
理
 

ど
れ
も
高
度
な

ば

か
だ
な

お
い
お
い

 
で

つ
ま
り
そ
い
つ
を
狩
れ
ば
良
い

て
事
な
ん
だ

 
よ
な
つ
ま
り
外
界
か
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ま
た
外
界

り
に
で
も
い
る
だ
ろ
う
と
予

し
た
が

姫
は

を

に

た

 

姫

い
え
恐
ら
く
そ
の
大
罪
人
は
外
界
で
は
な
く
必
ず
幻

 
想
郷
の
何
処
か
に
い
る

で
す

 
理
 

ど
う
し
て
そ
う

い
き
れ
る
ん
だ

 

姫
が
そ
こ
ま
で

い
切
れ
る
理
由
が
理
久
兎
に
は
分
か
ら
な
か

た

だ
が

姫
は
核
心
を

し
た
表
情
で

 

姫

理
由
そ
れ
は
そ
の
男
の
怨
み
の
対
象
が
今
私
達
が
い

 
る
こ
の
上
つ
ま
り
幻
想
郷
に
い
る
か
ら
で
す

 
理
 

怨
み
の
対
象

お
い
そ
れ
ま
さ
か

 
ま
さ
か
と
思
い

姫
に
聞
こ
う
と
す
る
と
理
久
兎
が
全
て

う
前
に

姫
は

を

に

た 

姫

は
い
そ
の
男
の
怨
み
の
対
象
は
安

晴
明
で
で
す
が

 
今
は
安

晴
明
は
い
る

が
あ
り
ま
せ
ん
し
か
し
代

 
わ
り
と
な
る
人
物

安
部
晴
明
の
子
孫

葛
ノ
葉
蓮

 
が
い
る
ん
で
す
理
久
兎
さ
ん
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理
 

晴
明
の
奴
は
余
計
な
事
を
し
た
な

 
と
理
久
兎
は
思

た

だ
が
葛
ノ
葉
蓮
に
関
し
て
記
憶
が

か
な
ら
本
来
外
界
に
い
る

だ

と 
理
 

で
も
よ

姫
ち

ん
幻
想
郷
の
結
界
は
か
つ
て
俺

 
が
設
計
し
た
通
り
な
ら
ば
外
か
ら
の

渉
は
不
可
能

 
の

だ
が
そ
れ
な
ら
何

に
葛
ノ
葉
蓮
が

い
込
め

 
る
ん
だ

 

姫

そ
れ
は
私
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
す
が
何
か
に
影

 
さ
れ
て
い
る
と
し
か

 
理
 

い
や
今
は
後
だ
そ
れ
よ
り
も
彼
奴
ら
の

を

 
し
な
い

 
バ
ン

 

葉
を

い
か
け
た
時
だ

た

突
然
部

の

が

い
よ
く
開
か
れ
た

理
久
兎
と

姫
は

の
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は

を
切
ら
し
た
小
町
が
立

て
い
た

 
小
町

て

て
へ

ん
だ
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理
 

な

小
町
が
起
き
て
る
だ
と

 

姫

嘘

 
小
町
が
大
急
ぎ
で
出
て
き
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
理
久
兎
と

姫
は
こ
の
反

で
あ
る

普

か

ら
サ
ボ

て

て
い
た
り
し
て
い
る
た
め
こ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
と

え
る
が

 
小
町

ち

と

そ
れ
ど
う
い
う
意
味
さ

て
そ
れ

 
所
じ

な
い
ん
で
す
よ

で
地
上
の

神

 
社
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い

 
小
町
に

わ
れ

姫
は

を
出
し
て
チ

ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
る
と

が
流
れ
出
し

た

そ
の

に
は
異
様
な
光

が
写

て
い
た

 

姫

な

こ
れ
は

 
理
 

ど
う
な

て
る
ん
だ
こ
れ

 
理
久
兎
と

姫
が
見
た
光

は

神
社
で
皆
眠

て
い
る
の
だ

そ
ん
な
の
幻
想
郷
だ
と

常

知

て
る

か
な
ぐ
り

て
る
も
の
だ
よ

と

い
た
く
な
る
が
そ
ん
な
和
や

か
な

気
な
ど
で
は
な
い

り
一
面
に
は
妖
気
が
漂
い
ド
ス
黒
い

が

て
い
る
の
だ

し
か
も

方
が
明
ら
か
に

れ
て
い
る
と
い

た
方
が
い
い
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理
 

こ
れ
は

毒
の
派
生
か

 

姫

恐
ら
く
逃
げ
出
し
た

術
士
に
よ
る
も
の
か
と

 

姫
は
そ
う

う
と
理
久
兎
は
頭
の
中
で

じ
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
語
り
か
け
る

 
理
 
お
前
ら

聞
こ
え
る
か

 
亜
狛
何
で
す
か
マ
ス

 
耶
狛
ど
う
し
た
の

 
黒
 
何
だ
ど
う
し
た
ん
だ

 

人
に
頭
の
会
話
が

が
る
と
理
久
兎
は

件
を
話
す

 
理
 
地
上
で
と
ん
で
も
な
い
事
件
が
起
き
て
る

お
前
ら

 

人
は
す
ぐ
に

神
社
へ
急
げ
す
ぐ
に
俺
も
行
く

 
亜
狛
わ

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛
了
解
だ
よ
マ
ス

 
黒
 
分
か

た

 
そ
う

う
と

人
の
会
話
は
聞
こ
え
な
く
な
る
と
理
久
兎
は
真

な
表
情
に
な
る
と

 
理
 

小
町

俺
を

神
社
に

れ
て
い

て
く
れ
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姫

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
な
ら
私
も

 
理
 

い
や
い
い
小
町
に
送
ら
せ
た
ら
小
町
共
々
地
獄
で
見

 

て
て
く
れ
こ
う
い
う

事
は
俺
ら
の
専
売
だ
か

 
ら
な

 
そ
れ
を
聞
い
た

姫
は

し
た
か
の
よ
う
に

く
と

 

姫

分
か
り
ま
し
た

小
町
す
ぐ
に
理
久
兎
さ
ん
を

 
神
社
ま
で
お
願
い
し
ま
す

 
小
町

分
か

て
ま
す

姫
様

 
理
 

そ
れ
じ

頼
む

 
そ
う
し
て
小
町
の

を

る
能
力
で
理
久
兎
は
地
上
へ
と
急
い
で
向
か
う
の
だ

た



 第２４１話 再び交わる時

 
第
２
４
１
話
 
再
び
交
わ
る
時

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
小
町
お
前
は

て
い
て
く
れ

 
小
町

理
久
兎
さ
ん
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て

 
小
町
は

然
と
目
の
前
か
ら
姿
を
消
し
た

そ
れ
を

し
た
理
久
兎
は
後
ろ
を

り
返
る
と

々
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
飛
び
出
し
て
く
る

 
亜
狛

マ
ス

い

た
い
何
が
起
き
て
い
る
と

う
の
で

 
す
か

 
耶
狛

こ
の
ド
ス
黒
い
妖
気

気
味
が
悪
い
よ

 
黒
 

あ

ま

た
く
だ

 

人
が
そ
う

う
と
自
分
は
こ
の
事
に
つ
い
て
話
し
た

 
理
 

今
回
こ
の
事
件
を
起
こ
し
た
の
は
地
獄
か
ら
逃
げ
た

 
大
罪
人
な
ん
だ
が
説
明
す
る
時
間
が

し
い

ま
ず

 
は

神
社
へ
い
く

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
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耶
狛

了
解
だ
よ

 
黒
 

あ

 
理
久
兎
の

令
で

人
は
奥
へ

神
社
へ
と
進
ん
で
い
く
の
だ

た

神
社
に
着

く
と
そ
こ
に
は

で
見
た
光

が
目
の
前
に
あ

た

 
亜
狛

マ
ス

こ
れ
を
大
罪
人
が
や

た
ん
で
す
か

 
耶
狛

皆

て
る
の

 
黒
 

ど
う
だ
か
な
だ

 

れ
て
い
る
人
物
達
は

の

女

霊
夢
を

頭
に
今
回
の

ゲ

ト
で
あ
ろ
う
葛

ノ
葉
蓮
や
黒
の
お
気
に
入
り
の

魔
理

冥
界
の
住
人
⻄
行
寺
幽
々
子
に
そ
の
従
者
や
親
友

の
八
意

に

夜
妹
紅
と
そ
の
友
人

や
文
に
何

か
狼

そ

く
り
の
女
性
に
ゲ
ン

イ

と
同
じ
よ
う
な

気
の
少
女
そ
し
て
自
分
の
愛
弟
子
で
あ
る
八
雲
紫
ま
で
も
が

れ
て
い
た

 
理
 

紫

こ
ん
な

で
ま
た
お
前
に

る
こ
と
に
な
る
と

 
は
な

亜
狛

耶
狛

黒

御
座
で
も

い
て
こ

 
の
場
で

て
い
る
皆
を

か
せ
ろ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
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耶
狛

う
ん

 
黒
 

任
せ
ろ

 

人
は
御
座
を

く
と
そ
こ
に
皆
を

か
せ
て
い
く

自
分
は
紫
を

き

え
て
御
座
に

か
せ
る

 
理
 

は
あ
る
と

え
る
と
ま
だ
生
き
て
は
い
る

 
か
な

 

り
に

れ
て
い
る
メ
ン
バ

の
状
態
を

し
て
い
る
と

 

 

え

少
な
く
と
も
ま
だ
皆
さ
ん
は
生
き
て
は
い
ま
す

 
よ
理
久
兎
さ
ん

 
自
分
に
語
り
か
け
る
女
性
の

が
し
た

の
し
た
方
向
に

を
向
け
て

 
理
 

そ
こ
に
い
る
の
は

だ

 
と

う
と
目
の
前
の

銭
箱
に

人
の
女
性
が
座

て
い
た

だ
が
そ
の
女
性
を
知

て

い
た

大
人
び
て
は
い
る
が
変
わ
ら
な
い
そ
の

に
平
た
い
胸

信

を
持
つ
そ
の
目
の
女
性

を 
理
 

ふ

久
し
い
な

晴
明
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そ
う
目
の
前
に
い
た
の
は
理
久
兎
が

め
た
数
少
な
い
友
人
で
あ
り
も
う
こ
の
世
に
い
な
い

の
女
性

安

晴
明
だ

 
晴
明

え

こ
う
や

て

方
と
話
す
の
は
何

年
の

 
時

来
で
す

理
久
兎
さ
ん
い
え
こ
う

た

 
方
が
良
い
で
す
か

深
常
理
久
兎

大
能
神
さ
ん

 
理
 

あ

本
当
だ
な

そ
れ
と
⻑
い
か
ら
そ
の
名
前
は

 

め
て
く
れ

 
も
う
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
友
人
と
こ
う
し
て

り
会
え
た
事
は

跡
と
し

か

い
よ
う
が
な
い

本

跡
を
信
じ
な
い
自
分
で
す
ら
も
今
回
は

跡
だ
と
信
じ
ざ
る

な

い

す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
理
久
兎
の
元
に
や

て
く
る

 
亜
狛

マ
ス

こ
ち
ら
は
終
わ
り

で
す
か

 

女

 
黒
 

か

 
耶
狛

待

て

ス
ン
ス
ン

こ
の
匂
い
は

あ

 
ま
さ
か
晴
明
ち

ん



 第２４１話 再び交わる時

 
耶
狛
が
晴
明
か
と
聞
く
と
楽
し
そ
う
に

み
な
が
ら

 
晴
明

は
い

お
久
々
で
す
亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

お
久
々

 
耶
狛
は
晴
明
の
匂
い
を
覚
え
て
い
た
よ
う
だ

耶
狛
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
晴
明
の

手
を
自
分

の

手
で

る

 
黒
 

な

主
よ
あ
の
女
は

 
理
 

黒
は
知
ら
な
か

た
な
あ
の
子
は
安

晴
明

俺
が

 

一

め
た
人
間
の

人
だ
よ

 
黒
は

に
手
を
お
い
て
興
味
深
そ
う
に

 
黒
 

主
が

め
た
人
間
か

 
理
 

と
り
あ
え
ず
お
前
ら
今
は
後
だ
晴
明
さ
何
が
起
き
て

 
る
か
教
え
て
く
れ
る
か

 
理
久
兎
は
説
明
を

め
る
と
晴
明
は
そ
れ
に

え
た

 
晴
明

な
ら
話
し
ま
す

ま
ず
今
回
の
元
凶
そ
れ
は
理
久
兎

 
さ
ん
達
が
追

て
い
る

的
そ
の
名
前
は

が
の
さ
ぎ
ま
ろ

鷺
麿



 第十六章 夢に来たりし災い

 
 
と
い
う
男
で
し

う

 
理
 

何
だ
そ
の
ふ
ざ
け
た
名
前
は

い
や
今
は
後
だ
な
そ

 
い
つ
が
地
獄
か
ら

け
出
し
た
罪
人
で
あ

て
い
る

 
よ
な

 
晴
明

は
い

禁
忌
と
な

た

毒
の

術
を
使
う
頭
の

 
お
か
し
い
奴
は
彼
奴
し
か
い
ま
せ
ん
か
ら

 

姫
の
読
み
と
自
分
が
予

し
た

毒
と
い
う
の
は
当
た

た

だ
が
晴
明
の

う
と
う
り
こ

れ
を
使
う
の
は
本
当
に
狂

て
る
と
し
か

い
よ
う
が
な
い

す
る
と
耶
狛
が
理
久
兎
と
晴
明

に 
耶
狛

毒

て
何

 
と

聞
い
て
く
る
と
理
久
兎
と
晴
明
は
そ
れ
に

え
た

 
理
 

ま

分
か
り
や
す
く

う
と
殺
し
合
い
だ
な

の

 
中
に
ム
カ
デ
や

と
い

た
毒
を
持
つ
生
物
達
を
い

 
れ
て
中
で
殺
し
合
い
さ
せ
る
ん
だ
よ

そ
れ
で

 
晴
明

し
て
い

て
最
後
に

た

を

術
に
使
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う
ん
で
す

 
理
 

し
か
も
そ
の

毒
の
真

最
中

て
と
こ
か

 
晴
明

は
い

 
黒
 

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
亜
狛
や
耶
狛
そ
れ
に
黒
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
事
が
分
か
ら
な
か

た

 
理
 

つ
ま
り

に
入
れ
る
生
物
達
は
こ
こ
で

て
い
る

 
中
そ
れ
で

の
代
わ
り
は

 
晴
明

本
来
は
生
あ
る
者
達
の
安

の
地

夢
で
そ
の

術

 
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す

 
ま
と
め
る
と

毒
を
す
る
に
は
毒
を
持

た
生
物
と
そ
れ
を
収
め
る

が
必
要
に
な
る

そ
れ

つ
ま
り
こ
の
場
で

て
い
る
全
員
が

毒
の
材
料
と
な
る

そ
し
て

の
代
わ
り
と
し
て
夢
を

使

て
こ
の
場
の
全
員
の
意

を
閉
じ
込
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

 
耶
狛

で
も
思
う
ん
だ
け
ど
こ
ん
な
大
そ
れ
た

毒
な
ん
か

 
し
て
意
味
が
あ
る
の
か
な

か
私
達
の
追

て
る

 
罪
人

て
葛
ノ
葉
蓮
に
復
讐
し
よ
う
と
し
て
る
ん
だ



 第十六章 夢に来たりし災い

 
よ

い
方
は
悪
い
け
ど
私
だ

た
ら
ピ
ン
ポ
イ

 
ン
ト
で
そ
の

的
を
殺
る
け
ど
な

 
耶
狛
の

い
分
は
最
も
だ

か
に
こ
ん
な
事
を
し
て
意
味
が
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い

だ

が
晴
明
だ
け
は
知

て
い
た

 
晴
明

鷺
麿
は
こ
の
世
で

ん
で
い
る
人
物
は

人

 
い
る
ん
で
す

人
は
私
そ
し
て
も
う

人
は

 
晴
明
は
何

か
自
分
の
方
を
見
る
と

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

方
で
す

 
そ
れ
を
聞
き
自
分
は

く
が
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は
ま
た
か
と
い

た
表
情
で

 
亜
狛

ま

た
マ
ス

で
す
か

 
耶
狛

マ
ス

何
や

た
の

い
た
方
が
楽
だ
よ

 
黒
 

自

は
大
切
だ

 
理
 

俺

そ
ん
な
奴
に
何
か
し
た
覚
え
な
い
け

な
ん

 
だ
け
ど
な

 
読
者
様
な
ら
分
か
る
と
思
う
が
こ
れ
ま
で
で
理
久
兎
は
そ
の
男
と
関
わ

た
こ
と
は
一
度
も
な
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い

だ
が
晴
明
は
何

鷺
麿
が

ん
で
い
る
か
と
い
う
事
の
説
明
を
始
め
る

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
は

か
三

に
上
が
る
の
に
一
部
の

 
族
達
の
悪

を
暴
い
た
ん
で
す
よ

 
理
 

あ

と

て
も
少
し

い
家
に
住
み
た
か

た

 
だ
け
な
ん
だ
け
ど

 
晴
明

そ
の
鷺
麿
は
理
久
兎
さ
ん
が
暴
い
た

族
の

子
だ

 

た
と
い
え
ば

 
理
 

え

 
ど
う
や
ら
悪

を
暴
い
た
事
が
こ
の
事
に

が

た
よ
う
だ

そ
れ
は

ま
れ
て
も
仕
方
が
な

い 
晴
明

し
か
も
鷺
麿
は
数
年
後
に
あ
る
男
の
弟
子
と
な
り
ま

 
し
た

そ
れ
が

道
満
で
す

 
理
 

え

と

だ

け
そ
い
つ

 
最

道
満
の
事
は
記
憶
の

に
も

て
は
い
な
い
よ
う
だ

つ
ま
り
そ
れ
程
興
味

の
な
い
人
間
だ

た
と

う
こ
と
だ
ろ
う
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亜
狛

マ
ス

ら
あ
の
時
自
分
達
を
平
安
京
か
ら
追
い

 
出
す
き

か
け
を
作

た
あ
の
男
で
す
よ

 
理
 

あ

か
た
か
が
一
文
で

起
こ
し
た

中

  
亜
狛

で
す
か
そ
れ

じ

な
く
て

ら

あ
の
陰
気

 

か

た
陰
陽
師
で
す
よ

 
そ
う

わ
れ
思
い
出
し
て
い
く
と
な
ん
か
そ
ん
な
奴
い
た
な

程
度
に
思
い
出
し
て
き

た

え
る
と

後
に
ク
ラ
ス
の
写
真
を
見
て
地
味
な
男
子
を
見
た

間
に
思
う
そ
ん
な
感
じ

だ 
理
 

あ

う
ん
何
か
地
味
に
思
い
出
し
て
き
た
な
そ
れ

 
で

そ
ん
な

原
く
ん
の
事
は
置
い
て
お
い
て
俺
と

 
こ
の
面
子
に
ど
う
関
係
が
あ
る
ん
だ

 
も
う
名
前
を
間
違
え
て
い
る
が
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
と
晴
明
は
も
う
ツ

コ
ま
な
い
こ
と
に

し
た

 
晴
明

コ

ン

そ
れ
で
関
係
と
い
う
の
は

て
し
ま
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え
ば
蓮
と
同
じ
で
す

 
理
 

つ
ま
り
復
讐
し
よ
う
と
し
て
も
俺
が
死
ん
で
る
と
思

 

て
い
る
か
ら
こ
い
つ
ら
で
復
讐

て
事
か
底

 
下
が

え
そ
う
な
こ
と
だ

 
晴
明

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
改
め
て
お
願
い

し
ま
す
共
に

 

鷺
麿
の

望
を

 
と

晴
明
は
頭
を
下
げ
な
が
ら
頼
み
を

お
う
と
す
る
前
に
自
分
は
晴
明
に

 
理
 

な

晴
明

つ
聞
か
せ
て
く
れ

 
晴
明

な
ん
で
す
か

 
理
 

晴
明
は
今
こ
の
少
年

葛
ノ
葉
蓮
の
守

霊
し
て

 
い
る
の
か

 
理
久
兎
は

問
に
思
い
聞
く
と
晴
明
は

を

に

て

 
晴
明

は
い

今
の
私
が
守
る
べ
き
人
間
で
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
ニ

リ
と

う
と

 
理
 

友
人
の
頼
み
な
ら
決
ま
り
だ
な

亜
狛
に
耶
狛
に
黒
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お
前
ら
は
こ
こ
で

て
い
る
奴
等
と
俺
が
夢
に
行

 
て
い
る
間

俺
の
体
を
守

て
い
て
く
れ

 
亜
狛

マ
ス

行
く
ん
で
す
か

 
耶
狛

そ
れ
だ

た
ら
私
達
も

 
と

耶
狛
が

お
う
と
す
る
と
黒
が
耶
狛
の
前
に
手
を
か
ざ
し
て

め
る

 
黒
 

こ
こ
は
主
に
任
せ
よ
う
そ
れ
に
俺
ら
が
行

た
所
で

 
今
の
俺
ら
は
お

者
だ
そ
れ
な
ら
死
ん
だ
と
思
わ

 
れ
て
い
る

人
が
行

た
方
が

度
い
い

 
黒
の

う
と
う
り
だ

亜
狛
と
耶
狛
は
行
方
不
明
と
し
て

わ
れ
黒
に

て
は

が
バ
レ
て

い
る

そ
ん
な
の
が
行
け
ば

乱
す
る
は
ず
だ

 
理
 

分
か

て
ん
じ

ん
黒

 
黒
 

あ

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は

し
て

 
耶
狛

マ
ス

ち

ん
と
帰

て
き
て

じ

な
い
と

 
さ
と
り
ち

ん
が

し
む
よ



 第２４１話 再び交わる時

 
理
 

帰

て
は
来
る
が
何
で
さ
と
り
な
ん
だ

 
耶
狛

そ
れ
は

ム
グ

 
亜
狛

つ
ま
り
皆

し
む
か
ら

て

い
た
い
ん

 
だ
よ
な

そ
う
だ
よ

な
耶
狛

 
亜
狛
が
力
強
く

う
と
耶
狛
は
コ
ク
コ
ク
と

を

に

る
う

 
黒
 

ま

主
よ
こ

ち
は
任
せ
て
お
け

 
理
 

あ

頼
ん
だ
よ

そ
れ
じ

晴
明
さ

そ
く
戦
地
へ

 
と

き
ま
す
か

 
晴
明

で
は
術
式
の
や
り
方
を
教
え
ま
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
晴
明
に
術
式
を
教
え
て
も
ら
い
少
し

れ
た

の
中
で
術
式
を
書
く
と

 
理
 

そ
れ
じ

任
せ
る

 
亜
狛

い

て
ら

し

い
ま
せ
マ
ス

 
耶
狛

紫
ち

ん
達
を
救

て
き
て

 
黒
 

こ

ち
は
俺
ら
で
や
る
か
ら
よ

 
理
 

あ

任
せ



 第十六章 夢に来たりし災い

 
バ

ン

 
理
久
兎
は
眠
り
そ
の
場
に

れ
る

そ
し
て
晴
明
は

 
晴
明

そ
れ
じ

私
も
行
き
ま
す

 

み
な
が
ら

う
と
晴
明
は
そ
の
場
か
ら
姿
を
消
す
の
だ

た

そ
う
し
て
晴
明
と
共
に
夢

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 

夢
の
世
界

 
理
久
兎
と
晴
明
は
今
い
る
場
所
は

神
社
で
は
な
く
そ
こ
に
晴
明
は

度
だ
け
来
た
こ
と

の
あ
る
場
所
で
あ
り
理
久
兎
に
と

て
も

み
深
い
場
所

天
狗
の
里
だ

た

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
こ
こ
は
夢
の
世
界
の
天
狗
の
里
で
す

 

理
久
兎
さ
ん

 
晴
明
が
呼
び
掛
け
る
が
理
久
兎
の
返
事
は
な
い

す
る
と
理
久
兎
は
少
し
歩
く
と
一

の
家
で

立
ち

ま
る

 
晴
明

理
久
兎
さ

ん

 
ド

ン

 
何
と
理
久
兎
は

を

え
て
目
の
前
に
あ

た
一

の
家
を

し
た



 第２４１話 再び交わる時

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
何
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
と

晴
明
が
大

で

う
と
理
久
兎
は
ニ

リ
と

て

 
理
 

さ

晴
明
ち

ん
よ
始
め
る

雑

妖
怪
共
の

 
を
な

一

ら
ず

底
的
に

す
ら

ら
ぬ
よ

 
う
に

絶
や
し
に
し
て
や
ろ
う
じ

か

 
先
程
と
は
う

て
変
わ

て

々
し
い
口
調
で
ま
る
で
別
人
の
よ
う
だ

た

こ
れ
に
は
晴
明

も 
晴
明

へ

 
と

マ

な

を
あ
げ
て
し
ま
う
の
だ

た



 第十六章 夢に来たりし災い

 
第
２
４
２
話
 
あ
の
頃
は
若
か

た

 
目
の
前
に
い
る
理
久
兎
が
ま
る
で
別
人
か
の
よ
う
に

変
し
た
事
に
晴
明
は

い
て
い
た

 
理
 

ど
う
し
た
ん
だ
晴
明

が

食
ら

た
か
の

 
よ
う
な

し
て
よ

 
晴
明

り

理
久
兎
さ
ん

方
本
当
に
理
久
兎
さ
ん
で

 
す
か

 

々
し
い
口
調
は
先
程
の
物

ら
か
な
口
調
と
比
べ
る
と

て

な
る

 
理
 

も

ち

ろ

ん

深
常
理
久
兎
で
合

て
る

晴
明

 
晴
明

さ

き
ま
で
と
は
全
然
違
う

 
理
 

た
だ
よ

何
で
か
分
か
ら
な
い
が
力
や
活
力
が

れ

 
て
く
る
ん
だ
よ
な

 
晴
明

ま
さ
か

体
か
ら

れ
た
せ
い
で

神
が
若
返

た

 
と
で
も

う
ん
で
す
か

 
も
う
お
気
づ
き
の
読
者
様
は
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
今
の
理
久
兎
の

天

や

々
し
さ
そ
し



 第２４２話 あの頃は若かった

て
常

な
ど
か
な
ぐ
り

て
た
か
の
よ
う
な
行
動
そ
れ
ら

め
て
あ
の
頃
の
若
々
し
い
理
久
兎
に

て
い
る

本
は

体
年

神
年

と
な

て
い
る
が

体
と

う

が
夢
の
世
界

で
消
え
た
た
め

体
年

神
年

と
な

て
い
る

つ
ま
り

り

け
る

体
が
無
く
な

た
た
め

神
だ
け
と
な

た
こ
の
夢
の
世
界

定
で
理
久
兎
は
若
返

た
の
だ

 
理
 

ま

よ
く
分
か
ら
ん
が
今
な
ら
あ
の
ロ
リ

に

 
下

上
仕
掛
け
ら
れ
そ
う
だ
な

 
手
を
グ

し
な
が
ら
自
身
の
⺟
親
の

に
下

上
を
仕
掛
け
ら
れ
そ
う
だ
と
と
楽
し
そ
う

に

う
と

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

今

方
と
私
に
は
や
る
べ
き
事
が
あ

 
る
で
し

う
お

れ
で
す
か

 
と
流

の
晴
明
も
理
久
兎
を

め
る
た
め
に
ツ

コ
ミ
を
い
れ
る
と
理
久
兎
は

ラ

ラ
と

て

 
理
 

あ

分
か

て
る

で
も
よ
晴
明

お
前
戦
う

 
道

や
ら
は
あ
る
の
か

 
晴
明

一

は
式
神
達
は
い
ま
す
が

理
久
兎
さ
ん
は
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理
 

そ
れ
が
よ
何
時
も
持
ち
歩
い
て
る
断
罪
神
書
が
無
い

 
ん
だ
よ
な

 
ど
う
や
ら
夢
の
世
界
に
断
罪
神
書
は
持
ち
込
め
な
か

た
よ
う
で
今
の
と
こ
ろ
武

は
現
地
調

達
を
す
る
し
か
な
い
の
だ

 
理
 

は

と
り
あ
え
ず
武

を
調
達
す
る

 
そ
う

う
と
自
分
は
歩
き
出
す
と

 
晴
明

待

て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
晴
明
も
自
分
の
後
を
つ
い
て
行
く
の
だ

た

数
分
歩
く
と
と
あ
る
大
き
な

の
前
に
や

て

来
た

 
理
 

俺
の
記
憶
が

か
な
ら

 
そ
う

い

に
手
を
か
け
る
が

 

チ

チ

 

い

の

に
は
南
京

が
掛
け
ら
れ
て
い
て
入
れ
な
い

普
通
な
ら
諦
め
る
か

を
探
す
た

め
の

解
き
的
な
事
を
す
る
の
だ
が
そ
ん
な
事
を
せ
ず
自
分
は

を

く

 
理
 

は



 第２４２話 あの頃は若かった

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ア
チ

 
ド
ゴ
ン

 
晴
明
 
 

 
何
と
ま
さ
か
の
ハ
イ
キ

ク
で

い

の

を
吹
き
度
し
た
の
だ

こ
の

天

を
見
た
晴
明

は
口
を
ポ
カ
ン
と
開
け
て
し
ま
う

そ
し
て
理
久
兎
は

し
た

か
ら
中
へ
と
入
る
と
晴
明
も
中

へ
と
入
る

 
理
 

お

や

り
対
し
て
変
わ

て
な
い
な

 
晴
明

今
の
理
久
兎
さ
ん
に
常

が
通
じ
な
い
事
は
分
か
り

 
ま
し
た
が
こ
れ
ま
た
見
事
な
武

で
す

 

の
中
に
は
刀
や
ら

や
ら
と
い

た
多
彩
な
武

が

め
ら
れ
て
い
た

理
久
兎
は
刀
や
ら

を
手
に
持
つ
と

 
理
 

晴
明

き
な

物
を
持

て
き
な
ど
う
せ
夢
の
中

 
な
ら

し
て
も
盗

て
も
犯
罪
に
は
な
ら

よ

 
晴
明

え

な
ら

と
矢
に
矢

を
持

て
い
き
ま
す
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晴
明
が
そ
う

う
と
あ
ま
り
の
時
代
の

さ
に

で

て
し
ま

た

 
理
 

ふ

時
代

れ
め

 
晴
明

何
か

い
ま
し
た

 
理
 

い
や
何
も

 
晴
明
は

と
矢
が
大

に
入

た

を

中
に

負
う

 
晴
明

準
備
は
出
来
ま
し
た
よ
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

よ
し
な
ら
行
く
か

 
理
久
兎
は

に
刀
を

本

刀
し
て
晴
明
に
近
づ
く
と
晴
明
は
変
な
匂
い
に
気
が
つ
い
た

そ

の

い
は
理
久
兎
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
何
で
す
か

こ
の

に
つ
く
よ
う
な
異

 

は

 
理
 

さ

た
だ
近
代

命
の
進
歩
と
だ
け
は

て
お

 
く
よ

 
晴
明

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
ま

い
い
で
し

う
理
久
兎

 
さ
ん
急
ぎ
ま
し

う



 第２４２話 あの頃は若かった

 
理
 

そ
う
だ
な
さ

さ
と
行
く
か

は
行

て

対
者
を

 
全
員
を

す
ら

さ
ず

絶
や
し
に
し
て
や
ら
な

 
と
な

 
キ

ピ

イ
台

を

う
と
自
分
は
晴
明
と
共
に
紫
達
を
探
す
た
め
に
武

か
ら
出
る

 
晴
明

そ
れ
と
理
久
兎
さ
ん
あ
ま
り

方
の
能
力
は
使
わ
な

 
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
よ

 
理
 

ん

ど
う
し
て
だ

 
ど
う
い
う
事
か
分
か
ら
ず
晴
明
に
聞
く
と

 
晴
明

夢
と
い
う
の
は
と
て
も

い
も
の
な
ん
で
す

方
が

 
手
加
減
を

れ
て
本
気
を
出
そ
う
も
の
な
ら
夢
は

 
れ
て
し
ま
い
私
達
も
そ
う
で
す
が
眠

て
い
る
者
達

 
も

度
と
目
覚
め
な
い
で
し

う

 
つ
ま
り
本
気
は
本
気
で
も
本
当
の

チ
で
や
れ
る
な
と

告
を

た

自
分
の
目
的
は
皆
を

救
う
の
が
目
的
で
あ

て
そ
の

告
は
守
る
し
か
な
い

 
理
 

あ

ま

手
加
減
し
て
や
れ

て
事
だ
な
程
々
に
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使
う
か
ら
大
丈
夫
だ

 
晴
明

そ
れ
な
ら
良
い
で
す

 
理
 

そ
ん
じ

お
そ
ら
く
紫
ち

ん
達
は

う
ん
こ

ち

 
だ
な
行
く

晴
明

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
待

て
く
だ
さ
い
よ

 
自
身
の

中
に
生
え
る
龍

を

ば
た
か
せ
晴
明
は
昔
と
同
じ
よ
う
に

を

す
る
と
そ

の

中
に

て
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
神
様

少
女

動
中

 
自
分
と
晴
明
が
飛
ん
で
い
く
と
と
あ
る
物

い
ぐ
ら
い
に

い

れ
地
へ
と

り
着
く

そ

こ
は
自
分
も
晴
明
も
見
た
こ
と
の
な
い
場
所
だ

だ
が
そ
の

れ
地
に
は
無
数
の
妖
怪
は
た
ま
た

巨
大
な
妖
怪
や
ら
が

い
て
い
て
奥
の
方
で
は

人
の
男
性
が
少
女
の

に
刀
を

え
て
い

る

や
そ
の

の
方
で
は

れ
て
い
る
妖
怪
達
が
い
る
が
そ
こ
に
い
る

ど
が
理
久
兎
の
友
人

や
ら
だ

し
か
も
刀
を
地
面
に
突
き

し
て
葛
ノ
葉
蓮
が

を
つ
い
て
そ
こ
に
巨
大
な
骸

の
妖

怪
の

り

が

り
下
ろ
さ
れ
そ
う
と
さ
て
い
た

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
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理
 

分
か

て
る
行
く

 
理
久
兎
と
晴
明
は
急

空
し
て
そ
の
場
へ
と
飛
ぶ

す
る
と

を
つ
い
て
い
る
少
年
葛
ノ
葉
蓮

は
大

で

 
蓮
 

霊
夢
を

皆
を
助
け
る
ま
で
は

死

な
い
ん
だ

 
そ
う

た
と
同
時
に
巨
大
な

の
妖
怪
は

を

り

り
下
ろ
し
て
く
る

だ
が
そ
こ
に
理

久
兎
が
立
ち
ふ
さ
が
る

 
理
 

よ
く

た
少
年

後
は
俺
ら
に
任
せ
ろ

 

シ

 
巨
大
な

の
妖
怪
の

撃
を
理
久
兎
は

だ
け
で

え
た

そ
こ
に
晴
明
の

に
よ
る

撃

が

た
れ

の
巨
大
妖
怪
の
目
に

ト
し
て
後
ろ
へ
と
下
が

た

 
蓮
 

え

 
そ
の
場
の
全
員
は

き
の

を
し
て
い
る
の
が
理
久
兎
か
ら
見
て
も
分
か
る

後
ろ
で

を
つ

い
て
い
る
蓮
で
す
ら

い
て
い
る
と

そ
し
て
遠
く
の
方
で
怒
り
を
覚
え
て
い
く

へ
と
な

て

い
く
が
理
久
兎
と
晴
明
の
近
く
で

人
の
妖
怪

い
や
理
久
兎
の
自
分
の
愛
弟
子
が
口
を
開

い
た
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紫
 

お

御
師
匠
様

 
理
 

待
た
せ
た
な

て
め

ら

 
晴
明

ま

た
く

 
こ
う
し
て
理
久
兎
と
晴
明
は
こ
の
乱
戦
に

加
し
た
の
だ

た
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第
２
４
３
話
 
全
盛
期
 
理
久
兎
の
策
略
術

 
蓮
 

せ

晴
明
さ
ん

そ
れ

方
は

 
と
蓮
が

て
い
る
が
自
分
よ
り
遠
く
で
少
女
を
人

に
し
て

て
い
る
男
性
に

気

を

ら
し
な
が
ら

む

す
る
と
紫
や

々
な
妖
怪
達
が
口
を
開
い
て

 
紫
 

何
で
御
師
匠
様
が
こ
こ
に

 
萃
香

も
う
理
久
兎
は
死
ん
で
る
の
に

こ
れ
幻
覚

 
幽
香

で
も
本
当
に

方
な
の

 
文
 

も
う
見
れ
な
い
と
思

て
い
た

中
を
ま
た
見
れ
る

 
な
ん
て

 
と
夢
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
そ
う

う

実

本
当
に
夢
を
見
て
い
る
訳
だ
が

だ
が

手

の
妖
怪
達
か
ら

か
に

が
聞
こ
え
始
め
る

 
妖
怪
お

お
い
理
久
兎
だ

て

 
妖
怪
バ
カ
い
え

あ
い
つ
は
も
う
死
ん
で
る

だ

 
妖
怪
そ
う
だ
は

た
り
だ
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等
々
と
聞
こ
え
始
め
た

す
る
と
理
久
兎
は
ニ

リ
と

な

み
を

か
べ
る
と

 
理
 

我
が
存

は
夢
で
も

幻
で
も
な
い

 
全
て
は

を
持

た
現
実
だ

 
妖
怪

 
一

一

に

気
を

わ
せ

ぶ
と

手

の
妖
怪
達
は
若

だ
が

ん
で
後
ろ
へ
と
下

が
る

 
晴
明

変
わ
ら
ず
の

さ
で
す

 

に
立
つ
晴
明
も
若

だ
が

を
引
き
つ
ら
せ
て
い
た

 
理
 

こ
の
ぐ
ら
い
出
来
な
い
と
総
大
将
は
名

れ

よ

 
と
昔
を

り
返

て
そ
う
思

て
い
る
と
自
分
が

ん
で
い
た
男
は
怒
り
の

で

ん
だ

 
男
性

深
常
理
久
兎

 
安

晴
明

 
理
 

う
わ

晴
明
あ
い
つ
か

 
理
久
兎
は
若

引
い
て
晴
明
に

鷺
麿
は
彼
奴
か
と
聞
く
と

 
晴
明

え

彼
奴
が

鷺
麿
で
す
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ど
う
や
ら
あ
の
男
性
が
自
分
が
追

て
い
る

ゲ

ト
ら
し
い

鷺
麿
は

女
服
の
少
女
い

や

霊
夢
の

に
刀
を

え
て

 
鷺
麿

様
ら
に
受
け
た
こ
の

み
を
一
時
も

れ
た
事
は

 
な
い

様
ら
が

い

い

 

悪
に
身
を

が
し
た
者
を
自
分
は
何
度
か
見
た
こ
と
が
あ
る
が
こ
こ
ま
で
や
る
奴
は
理
久
兎

も
初
め
て
だ

だ
が
そ
ん
な
事
よ
り
も
怒
り
に
身
を
任
せ
て
い
る
奴
の
人

に
な

て
い
る

霊
夢
の
身
が
危
な
い

 
理
 

晴
明
さ
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
お
前
は
こ
こ
か
ら
彼
処

 
ま
で
何

で
行
け
る

 
晴
明

ざ

と

あ
れ
ば

 
理
 

な
ら
俺
が

を
作
ら
せ
る
合

は
物

い

が
出
た

 
の
な
ら

霊
夢
を
救
出
し
ろ

 
晴
明

え

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は
ま
た

な

み
を

か
べ

く
り
と
歩
い
て
い
く

そ
れ
を
後
ろ

の
仲
間
は
心

す
る
が
お

い
な
し
だ
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理
 

な

え

と

か

師
だ

け

 
と

鷺
麿
に

師
と
呼
ぶ
と
鷺
麿
は

に

を

か
べ
て

 
鷺
麿

が

師
だ

様

鷺
麿
だ

 
理
 

ふ

ん
ど
う
で
も
い
い
や

 
鷺
麿

散
々
俺
を
こ
け
に
し
や
が

て

 

を
強
く

み

め
て
い
る
た
め
か
口
か
ら

が

れ
て
い
た

か
つ
て
理
久
兎
に

向
か

た
道
満
と
同
じ
よ
う
に
だ

そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は
同
情
や

な
ど
掛
け
ず
挑
発
は
終
わ
ら
せ

な
い

 
理
 

お
前
散
々
と

て
る
け
ど
よ

正
直
そ
ん
な
所
で

 
ふ
ん

り
返

て
怖
い
の
か
負
け

い
や

弱

 
て
い
る
女

子

を
集
団
で

い

ん
で
勝
ち
気
に

 
な

て
る

合
の
集
の
愚
王
か
な

そ
れ

前
に

 
馬
鹿
の

道

満
弟
子

て
時
点
で
お
前
も
馬
鹿

あ

ご

 
め
ん

そ
れ
を
通
り

し
て
マ

だ

た

ご
め

 
ん

ご
め
ん
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鷺
麿

我
が
師
を
愚

す
る
か

 
挑
発
い
や

は

鷺
麿
の

に

り
の
妖
怪
達
も
自
分
に
怒
り
を
向
け
る

に

う
ヘ
イ

ト
の
上
昇
だ

 
理
 
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
俺
し
か

中
に
な
い
だ
ろ

 
思

た
通
り

手
全
員
は
理
久
兎
し
か
見
て
い
な
い

そ
れ
を
感
じ
た
自
分
は
更
な
る
挑
発
を

仕
掛
け
る

 
理
 

あ

と
く
け
ど
俺
ノ
ン

だ
か
ら

男
共
が

 
変
に
見
つ
め
て
く
る
と
か

 
鷺
麿
の
頭
に

か
ん
で
い
た

は
つ
い
に
ぶ
ち

レ
て

か
ら

が
吹
き
出
し
た
ら

読
者

様
も
見
て
い
て
思
う
だ
ろ
う

こ
い
つ
う

と

 
鷺
麿

様

こ

ち
に
は
人

が
い
る
の
が
見
え
な

 
い
の
か

あ

 
霊
夢
の

を
乱
暴
に
引
き

切
れ
る
ん
じ

な
い
か
と
い
う
ぐ
ら
い
強
く
引

り
そ
う

う

と 
理
 

お
い
お
い
そ
ん
な

に

け
た
よ
う
な
手
で
そ
の
子
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に

ん
な
よ

雑

が
う
つ
る
だ
ろ

原

の
ゴ

 
ミ

下
が

 
鷺
麿

こ

こ
こ
い
い
い
つ
つ
つ
つ
つ
つ

 
理
 

て
か
さ

お
前
今
現

毒
を
使

て
強
い

体

 
の
選
別
し
て
ん
だ
ろ

そ
れ
で
候

と
し
て
は

 
の

女

て
の
は

か
に
い
い
な

で
も
よ

お

 
前

今
そ
い
つ
を
殺
し
た
ら

計
画

じ

な
い

 
の
か
な

 
霊
夢

う
ぐ

ど
う
い
う
事
よ

 
霊
夢
は

し
そ
う
に
自
分
に
向
か

て

う

散
々
と

て
殴
ら
れ
を

り
返
さ
れ
た
の
か

ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

て
い

理
久
兎
は
そ
れ
に
キ
レ
た
が
ポ

カ

フ

イ
ス
を
装
う
た
め
に

ラ

ラ
と

い
な
が
ら

 
理
 

毒

て
の
は
よ
強
い
毒
の
生
物
を
選
別
す
る
た
め

 
に
や

て
ん
だ
よ

つ
ま
り
そ
れ
で
お
前
を
最
後
に

 
殺
さ
な
い
と
強
い
霊
力
と

体
を
持
つ
お
前
の
体
は
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手
に
入
ら
な
い
ん
だ
よ

 
そ
う
先
に
霊
夢
を
殺
せ
ば
霊
夢
の
持
つ
霊
力
と

体
は
手
に
入
ら
な
い
の
だ

だ
か
ら
ど
う
し

て
も
最
後
ま
で
殺
さ
ず
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
し
て
最
後
に
霊
夢
の
魂
を
食
う
こ
と

よ

て

の

女
力
と
体
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

こ
の

毒
の
事
を
知

て
い
る
理
久
兎
と
晴

明
か
ら
し
て
み
れ
ば
霊
夢
と
い
う
人

は
人

で
あ

て
人

に
あ
ら
ず
な
の
だ

種
を
明
か
さ

れ
た
鷺
麿
は
理
久
兎
が

え
も
つ
か
な
い
予
想
外
な
行
動
に
出
た

 
鷺
麿

か
に
そ
う
だ

だ
が
気
が
変
わ

た

こ
の
女
は

 
こ
こ
で
殺
す
そ
し
て
第

の
候

の
葛
ノ
葉
蓮
の
体

 
を

い
受
け
る
よ

て

は
な
し

 
そ
う

い
鷺
麿
は
霊
夢
を
乱
暴
に
突
き

し
手
に
持
つ
刀
で

ら
れ
て
動
け
な
い
霊
夢
へ
と
斬

り
か
か

た

 
蓮
 

霊
夢

 
晴
明
 

 
蓮
は
必
死
の

び
で
霊
夢
へ
と

ぶ
と
霊
夢
は
そ
の
時

を

か
ば
せ
て

 
霊
夢

蓮

あ
り
が
と
う
そ
し
て

ご
め
ん
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と

い
た
次
の

間
自
分
は
上
着
の
中
に

し
て
あ
る
秘
密
兵

火

河
童
改
造
を

取
り
だ
し

手
で

え
る
と

 
理
 

さ
せ
る
か
よ

 
バ

ン

 

が
鳴
り

く

理
久
兎
の

た
火

は
真

直
ぐ
と
鷺
麿
が
刀
を
持

て
い
る

手

の

に

ト
し

が
吹
き
出
る

 
鷺
麿

う
が

 
鷺
麿
は
刀
を

と
し
撃
た
れ
た
手
を

さ
え

け
る

や
は
り
ぶ
ち

レ
て
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が

大

分

さ
れ
て
い
る
か
と
思

た
が
そ
ん
な
事
は
な
か

た

だ
が
今
の

が
す
る
と
同
時

に
晴
明
は
式
神

を

え

 
晴
明

白

 
式
神
白

の
名
を

ぶ
と
式
神

か
ら
白
い
体

の
大

の
白

が
現
れ
る
と

３
１
０

の

度
で
走

て
い
き
そ
の
巨
体
で
鷺
麿
へ
と
体
当
た
り
を
す
る

 
白

ど
け

 
鷺
麿

ぐ
ふ
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白

に
吹

飛
ば
さ
れ
た
鷺
麿
は
飛
ん
で
い
き
近
く
の
大

に
め
り
込
ん
だ

そ
し
て
白

は

霊
夢
の
後
ろ

を

む
と

座
に

方
に

て
く
る
と
霊
夢
を

す

 
晴
明

あ
り
が
と
う
白

 
蓮
 

霊
夢

 
蓮
は
霊
夢
へ
と

け

る
と
す
ぐ
に

束
し
て
い
る

を
切
り

き

え
た

だ
が
理
久
兎
は

そ
れ
を
見
て
安
心
す
る
よ
り
も

 
理
 

白

て

れ
た
ん
だ

 
そ

ち
に

い
て
い
た

だ
が
ま
だ
終
わ

て
は
い
な
い

鷺
麿
は

レ

レ
と
し
な
が

ら
大

か
ら

け
出
し
て
先
程
の

の

置

る
と

 

全
員
殺
せ

こ
の
夢
の
世
界
か
ら

消
さ
せ
ろ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
先
程
か
ら
理
久
兎
の

み
や
ら
に

し
負
け
て
い
た
妖
怪
達
は

り

を

あ
げ
た

 
妖
怪
達

お

 
そ
れ
を
見
た
理
久
兎
は
ニ

リ
と

う
と
手
を
空
へ
と

げ
て

 
理
 

さ

百
⻤
夜
行
の

れ
と
な
り
て
立
ち
上
が
れ



 第十六章 夢に来たりし災い

 
我
が
同

達
よ

 
と

う
と
突
然
空
に
変
化
が
現
れ
る

先
程
ま
で
は
真

の

間
の
よ
う
な
体
力
を
消

さ

れ
る
日

し
か
ら
一
転
し
て
夕
暮
れ
の

時
と
な
る

 
晴
明

こ
れ
は
ま
さ
か

 
理
 

ご
名

魔

の
時
間
だ

 
妖
達
が
も

と
も
活
発
に
な
る
時
間
は

日
に

回
あ
る

つ
は
闇
と
な

た
世
界
に
な

る
時
間
の
丑
三
つ
時
も
う

つ
は
夕
暮
れ
の

時
異
界
と

が
る
時
間
の

魔

だ

そ

う
も
う
す
で
に
こ
の
夢
を

し
た
の
だ

そ
の
結
果
空
は

魔

と
な

た
の
だ

す
る
と

理
久
兎
の
後
ろ
で

れ
て
い
る
妖
怪
達
に
変
化
が
現
れ
た

 
紫
 

力
が

 

 

は
い

か
に

 
理
久
兎
は
不
意
に
紫
を
見
る
と
紫
に

て
い
る
服
を
着
た
女
性
と
話
し
て
い
る
の
を
見
て

 
理
 

式
神
か

強
く
な

た
な

 
と

い
た

弟
子
の
成
⻑
を
見
れ
て
満

の
よ
う
だ

 
萃
香

力
が

力
が

き
出
て
く
る
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幽
香

気
分
が
い
い
わ

今
な
ら
彼
奴
ら
を
始
末

 
出
来
そ
う

 
幽
 

ふ
ふ

気
持
ち
い
い
わ

 
文
 

と
て
も
心
地
よ
い
で
す

 
と
次
々
と
妖
怪
達
が
立
ち
上
が

て
い
く

し
か
も
先
程
と
は
大
違
い
な
程
に
ピ
ン
ピ
ン
し

て
る
状
態
で
だ

だ
が

手
の
妖
怪
達
も

件
は
同
じ
で
先
程
よ
り
も
元
気
に
な
る

 
理
 

良
く
聞
け
よ
お
前
ら
彼
奴
ら
全
員

絶
や
し
に
す
る

 

そ
し
て

を
か
け
る
な

受
け
た
分
を

に

 
し
て
返
し
て
や
れ

 
萃
香

論
だ

 
幽
香

や
ら
れ
た
分
は
き

ち
り
と
返
す
わ

 
紫
 

御
師
匠
様
達
の

援
を
す
る
わ
よ

 

 

分
か
り
ま
し
た

 
文
 

行
き
ま
す
よ

に
と
り

 

 

は
い
文
先
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に
と

あ

 
と
狼

に

て
い
る
女
性
も
と
い

と
ゲ
ン

イ
に
何
処
と
な
く

気
が

て
い
る
に
と

り
と

わ
れ
た
少
女
は
そ
れ

れ
臨
戦
体
制
を
と
る

す
る
と

 
霊
夢

私
だ

て
や
ら
れ
た
ま
ま
は
嫌
よ

 

あ

 
少
女

幽
々
子
様
を
守
る
た
め
魂

妖
夢

り
ま
す

 
と

霊
夢
と

魔
理

そ
し
て
名

か
ら
し
て
妖
忌
の
孫
で
あ
ろ
う
魂

妖
夢
も
臨
戦

体
制
を
と

た

し
か
も
霊
夢
の

が
先
程
よ
り
も
良
く
な

て
い
た

 
理
 

晴
明

お
前
何
か
し
た
か

 
晴
明

え

蓮
に
少
し
だ
け
力
を
あ
げ
た
ん
で
す
よ

 
と

う
と
理
久
兎
は

し
て
そ
れ

上
は
聞
か
な
い
こ
と
に
し
た

そ
し
て
火

を
投

げ

て
て

に

刀
し
て
い
る

本
の
刀
を

刀
し
晴
明
も

を

え
る

 
蓮
 

さ

奴
等
を
狩
る

 
全
員

お

 
全
員
や
る
気
満
々
だ

す
る
と
蓮
が
理
久
兎
と
晴
明
に
近
づ
く
と
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蓮
 

晴
明
さ
ん

理
久
兎
さ
ん

も
戦
わ
せ
て
く
だ

 
さ
い

 
霊
夢
に
や

た
仕
打
ち
の
仕
返
し
が
し
た
い
の
か
蓮
の

葉

つ

つ
に

み
が
あ

た

そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 

勝
手
に
し
ろ
そ
の
代
わ
り
死
ぬ
な
よ

 
理
久
兎
が
気
に
入

た
人
間
の

人
で
あ
る
蓮
を

人
の
男
と
し
て
見
て
そ
の

葉
を
受
け

る
と

 
蓮
 

論

手
ま
と
い
に
は
な
り
ま
せ
ん

 
そ
う

い
蓮
は
刀
を

え
る

す
る
と
晴
明
は
蓮
に

 
晴
明

蓮

方
は
鷺
麿
ま
で
一
直

に
進
み
な
さ
い

 
私
達
で
妖
怪
達
を

散
ら
し
ま
す
か
ら

 
理
 

あ

そ
う
い
う
こ

た
だ
か
ら
後
ろ
を

り
向
か
ず

 
突
き
進
め
葛
ノ
葉
蓮

 
蓮
 

わ
か
り
ま
し
た

 
蓮
の
闘
志

覚
悟
を
込
め
た
返
事
を
聞
く
と



 第十六章 夢に来たりし災い

 
理
 

そ
う
か

な
ら
や
る

て
め

ら

 
自
分
の
掛
け

に
よ

て
夢
の
世
界
で
の
最
終
決
戦
が
始
ま
る
の
だ

た
の
だ

た
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第
２
４
４
話
 
最
凶
無
双

 
理
久
兎
達
は
妖
怪
達
へ
と

え
て

け
て
い
き

方
へ
と
向
か

て
く
る
妖
怪
達
と
対

し
て

い
た

 
理
 

そ
の
程
度
か
雑

共
が

 
妖
怪

ぐ
へ

 
理
久
兎
の

り
に
よ
る
ハ
イ
キ

ク
の
一
撃
は
妖
怪
達
の
頭
を

く

す
る
と
次
は
刀
を

本

刀
し
て

で
い
う

舞
の
よ
う
に
刀
を

に
回
す

 
妖
怪

や

ち
ま
え

 
妖
怪

死

 
等
々
雑

出
し
の
台

を
は
く
と
同
時
に

本
の
刀
を
巧
み
に

り
ま
ず
挑
ん
で
き
た
妖

怪
達
を
斬

て
い
く

 
ザ
シ

ザ
シ

 
理
 

体

体
は
面

だ

ま
と
め
て
来
い

 
刀
に

が
つ
く
が
刀
の

を
持

て
ク
ル
ク
ル
と
回
し

舞
か
の
よ
う
に
し
て

を

い
な
が
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ら

う
と
今
度
は
⻑

を
持

た
人
の

を
し
た
妖
怪
が
襲
い
か
か
る
が

本
の
刀
を
地
面
へ

と
突
き

し
⻑

の
突
き

撃
を
回

し
て

を

で

む

 
理
 

そ
の

は

い
受
け
る

 
そ
う

う
と

で

ん
だ
状
態
で
⻑

を

る
い
妖
怪
を

り

う
と
⻑

を
持
ち
変
え
て

刀
の
よ
う
に
⻑

を

い

撃
を
行
い

を

し
て
い
く

そ
し
て
遠
く
に
い
る
雑

妖
怪
に

は
⻑

を
再
度
持
ち
変
え
て
投

し
見
事
に
妖
怪
の
頭
部
を

き
妖
怪
は

れ
る

 
理
 

ど
う
し
た

も

と
来
い
よ

そ
し
て
俺
を
楽
し

 
ま
せ
ろ
雑

妖
怪
共

ら
ず

絶
や
し
に
し
て

 
や
る
か
ら
よ

 
突
き

さ

た
刀
を
回
収
し
て
理
久
兎
は
そ
う

ぶ
と
大
き
な

を
持

た
妖
怪
が
理
久
兎
目

掛
け
て
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で

を

る

て
く
る

 
妖
怪

ク
ソ

が

 
萃
香

お

と
悪
い

 

キ
ン

 
理
久
兎
の
前
に
萃
香
が

て
入
り
妖
怪
か
ら
の

撃
を
自
身
の

で

ド
す
る

そ
の
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撃
を
弾
き
飛
ば
さ
れ
た

手
は
よ
ろ
め
い
て

を
つ
い
た
お
い
て
所
に
空
か
さ
ず
体
制
の

れ
た

妖
怪
の

を
踏
み
台
に
し
て

 
理
 

秘
技

シ

イ
ニ
ン
グ
ウ

ザ

ド

光
魔
術

 
ド
ゴ
ン

 
一
撃
の

り
上
げ
が

手
の

を

く

か
れ
た
妖
怪
は
そ
の
場
に

れ
て
動
か
な
く
な

る 
理
 

ナ
イ
ス
だ
萃
香

 
萃
香

こ
う
し
て
ま
た
戦
え
る
の
が
夢
み
た
い
だ
よ

 
理
 

だ
か
ら
夢
だ

て
の

 
と

て
い
る
と

 
妖
怪

 
近
く
で
妖
怪
達
が
幽
香
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
い
る
光

を
見
た

そ
の
内
の

が
刀
で

斬
り
か
か
る
が
幽
香
は

で

ド
し
て
い
た

 
理
 

幽
香

そ
い
つ
を
こ

ち
に
投
げ
ろ

 
幽
香

あ
ら

な
ら
お

葉
に

え
て
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手
の

間
を

り
よ
ろ
め
い
た
所
で
幽
香
の

を
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で

て
妖
怪
を
殴
り
理

久
兎
へ
と
妖
怪
を
吹

飛
ば
す
と

 
理
 

こ
い
ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン

 
理
久
兎
の
前
に

じ

う
の
拷
問

ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン
が
現
れ
る

し
か
も

が
開
い
て

だ 
理
 

そ
ら
よ

 
ド
ン

グ
シ

 
サ

カ

の
よ
う
に
投
げ
ら
れ
て
き
た
妖
怪
に
回
し

り
を
し
て
ア
イ
ア
ン
メ
イ
デ
ン
の
中
へ

と
突

込
ま
せ
て
妖
怪
を
始
末
す
る

 
理
 

い

ち

う
あ
が
り
し
か
し

本
当
に
雑

だ
な
昔

 
の
方
が
何

も
強
か

た
ん
だ
が
な

 
と

て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
萃
香
は
別
の
所
で
戦

て
い
て
理
久
兎
は

い
こ
ま
れ
て

い
た

 
妖
怪

う
の
は
大
将

て
な
あ

 
理
 

い
い

や

て
み
ろ
よ
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に

い
な
が
ら
指
を
使

て
挑
発
す
る

し
か
し
上
空
か
ら

人
の
少
女
い
や
文
が
降

り
て
く
る

 
文
 

理
久
兎
さ
ん

け
ま
し

う

 
理
 

は

な
ら
お

葉
に

え
る

文

 

本
の
刀
を

く

刀
し
て

え
そ
し
て
文
は
ス

ル
カ

ド
を
取
り
出
し
て

 
文
 

無
双
風
神

 
理
 

仙
術
十
八
式

雷

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
理
久
兎
と
文
は
目
に
見
え
ぬ
光
を
も

え
る

で

を
切
り

い
て
い
く

や
が
て

り
に

は

が
だ
け
が

た

そ
し
て
理
久
兎
と
文
は

ま
る

 
理
 

成
⻑
し
た
じ

か
文

 
文
 

方
が
居
な
く
な

た
後
も

さ
は

い
て
き
て
い

 
る
ん
で

 
妖
怪

死

理
久
兎

 
妖
怪
が

を
投

し
て
く
る

理
久
兎
と
文
は
す
ぐ
に

し
て

け
る
と
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河
城

こ
れ
を
使

て

 
自
分
に
向
か

て
河
城
ゲ
ン

イ
の
孫
で
あ
ろ
う
に
と
り
が
理
久
兎
に
向
か

て
装

さ
れ

て
い
る
火

を
投
げ
る

そ
れ
を
空
中
で
キ

チ
し
て

 
理
 

さ

き
の

だ

 
バ

ン

 
妖
怪

が
は

 
先
程

を
投

し
て
き
た
妖
怪
に
向
か

て
火

を
ぶ

な
す

結
果
見
事
に
頭
部
へ

と
ク
リ
テ

カ
ル

ト
し
て
頭
が

に
ぶ

飛
ん
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う
よ

え

と

 
河
城

に
と
り

河
城
に
と
り

 
理
 

そ
う
か
い

あ
り
が
と
う
な
に
と
り

 
妖
怪

お

 
キ
ン

 

 

や
ら
せ
ま
せ
ん

 
地
面
へ
と
着
地
す
る
と
自
分
よ
り
も
数
十

ン
チ
程
の
大
き
い
妖
怪
が

後
か
ら
殴
り
か
か
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た
が
白
狼
天
狗
の

の

で
守

て
く
れ
た

 
理
 

ナ
イ
ス
だ

 

を
し
て
か
ら
上
空
で

え
て
弾

の
よ
う
な
飛
び

り
で

 
理
 

お
ら

 
妖
怪

が
は

あ

 
妖
怪
の

部
へ
と
そ
の
一
撃
を
ぶ
ち
こ
む

す
る
と
ポ
キ
リ
と
鳴

て
は
な
ら
な
い

が
聞
こ

え
る
と
妖
怪
は

を
吹
い
て
動
か
な
く
な
る

 
理
 

サ
ン
キ

 

 

い
え

 
カ
バ

し
て
く
れ
た

に
お
礼
を

う
と

 
妖
怪

キ
シ

 
理
 

ち

 
す
ぐ
さ
ま

り
向
き
カ
ウ
ン

を
し
よ
う
し
た
と
き
急
に
妖
怪
が
飛
び
か
か
り
状
態
か
ら
動

か
な
く
な

た

し
か
も
そ
い
つ
だ
け
で
は
な
く

り
の
妖
怪
達
も
動
き
が

ま

た

 
理
 

ん

お

と
あ
り
が
と
う
な
輝
夜
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輝
夜

理
久
兎
さ
ん
今
の
う
ち
に

 
理
 

そ
う
だ
な

 
理
久
兎
は
先
程
殴
り
か
か

て
き
た
妖
怪
の
頭
と

そ
し
て

を

発
ず
つ
殴
る
と

 
理
 

行
く
よ

 
輝
夜

回
や

て
見
た
か

た
の
よ

こ
れ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
と
輝
夜
は

を
合
わ
せ
て

 
理
 

そ
し
て
時
は

 
輝
夜

動
き
出
す

 
妖
怪

ぐ
は

 
輝
夜
の
能
力

遠
と
須

を

る
程
度
の
能
力
そ
れ
は
時
を

め
る
も
の
で
も
あ
る
が

夜
の
時
間
を

る
程
度
の
能
力
と

て
は
い
る
が
輝
夜
の
場
合
は

遠
に
変
わ
ら
な
い
時
間

と
な
る

本
来
な
ら
理
久
兎
が
あ

や

て
殴

て
も

メ

は
な
い

だ
が
理
久
兎
は
自
分

の
能
力
で
造
り
上
げ
た
理
能
力
に
よ
る

渉
お
よ
び
に

作

を
受
け

け
な
い
と
い
う
理

で

か
な
い
の
で
あ
る

つ
ま
り
そ
れ
を

し
て
輝
夜
の
能
力
を

定
し
つ
つ

手
を
殴

た

と
い
う
こ
と
だ
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理
 

い
い

最
高
だ

だ
が
ま
だ
雑

が

て
る
よ

 
な

 
妖
怪
の
数
は
減

て
は
き
て
い
る
が
や
は
り
ま
だ
多
い

す
る
と
近
く
に

と
妹
紅
が
い
る

事
に
気
が
つ
く

 
理
 

も
こ
た
ん
ち

と
協
力
し
て
く
ん

 
な
い

 
妹
紅

何
を
す
れ
ば
い
い

 
理
 

簡
単
だ

 
理
久
兎
は
手
を
上
へ
と

ぐ
と

 
理
 

大
地
は

と
な
ら
ん

 
そ
う
唱
え
る
と
突

と
し
て
地
面
が

の
よ
う
に
な

て

を

し
に
す
る

 
妖
怪

が

 
妖
怪

が
は

 
理
 

頼
む
よ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

つ
程
の

を

し
と
な

た
妖
怪
達
の
上
に
投
げ
た

そ
れ
を
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は

を
使

て

 

あ
れ
を

ぬ
け
ば
い
い
の
よ

 
そ
う

い

は
そ
の

を

ぬ
く
と
妖
怪
達
に

体
が
降
り
か
か
る

 
妖
怪

こ
れ

は

 
妖
怪

ま
さ

か

 
理
 

も
こ
た
ん
出
番
だ

 
妹
紅

だ
か
ら
も
こ
た
ん

う
な

 
そ
う

い
妹
紅
は

手
に

を

わ
せ
る
と
そ
れ
を
火

と
し
て

つ
と
そ
こ
か
ら
火
の
手
が

上
が

た

 
妖
怪

熱
い

熱

 
妖
怪

熱
い

め
て
く
れ

 
理
 

こ
れ
が
⻄

の
魔
女
狩
り
か

 
見
て
い
て
本
当
に
魔
女
狩
の
よ
う
だ

そ
し
て
理
久
兎
の
キ

ピ

イ
ぶ
り
に
妖
怪
達
は

ん
で

い
た

 
妖
怪
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妖
怪

こ
れ
が
伝
説
の
妖
怪
達
の
集
ま
り
百
⻤
夜
行

 
妖
怪

な

何
な
ん
だ
よ

勝
て
る
勝
負

て

た
か
ら

 
 
や

た
に
何
だ
よ
こ
の
仕
打
ち
は

 
妖
怪

妖
怪
の

者
や
ら
を
殺
せ
る

て
聞
い
た
か
ら
や

 
た
の
に
こ
ん
な
の
あ
り
か
よ

 
今
の
理
久
兎
か
ら
は
殺
気
に
闘
気
そ
し
て

気
と
い

た

々
な
オ

ラ
も
と
い
キ

ピ

イ

オ

ラ
が

れ
て
い
る

そ
れ
を
感
じ
て
し
ま

た
妖
怪
は
ビ
ビ

て

を

か
し
て
動
け
な
い

者
も
い
れ
ば
奮
い
立
た
せ
て
何
と
か
臨
戦
体
制
を
と
る
奴
も
い
る

し
か
も
か
つ
て
の
力
を
取
り

し
た
か
の
よ
う
に
理
久
兎
の
仲
間
の
妖
怪
達
も
大
暴
れ
を
し
て
い
る

手
か
ら
し
て
み
れ
ば

絶
望
そ
の
も
の
で
あ
る

 
理
 

つ
ま
ら

な

本
当
に

合
の
雑

共
の
集
ま
り

 
な
の
か
よ

 
目
の
前
の
妖
怪
達
を

し

す
か
の
よ
う
に
巨
大
な
骸

の
妖
怪
が
現
れ
る

そ
れ
は
先
程

蓮
に

め
を

そ
う
と
し
て
い
た
妖
怪
だ

た

 
理
 

こ
ん
な
妖
怪
い
た

け
か
な
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目
の
前
に

る
巨
大
な

の
妖
怪
の

に
は

目
だ
け

ロ
リ
と

方
を
真

な

が

む

自
分
か
ら
見
て
こ
ん
な
妖
怪
は
始
め
て
み
た

 
理
 

て
め

ら
手
は
出
す
な
よ
俺
の

物
だ

 
鷺
麿

が
し

ど
く
ろ

奴
を

き

せ

 
遠
く
の
方
で
怒
り
の
ボ
ル
テ

が
天

突

し
た
鷺
麿
が
命
令
す
る
と

の
妖
怪
い
や
が

し

ど
く
ろ
は
そ
の
巨
大
な

の
手
で
自
分
へ
と

り
下
ろ
し
た

 
理
 

い

 

い
た
自
分
の
頭
上
に

の
巨
大
妖
怪
の

が

り
下
ろ
さ
れ
て
そ
の
場
に
は
土

が
上
が

る

だ
が
土

の
中
か
ら

 
理
 

デ
カ
イ
だ
け
あ

て
動
き
は
本
当
に
と
ろ
い
な
何
だ

 
そ
の
動
き
は

カ
ト
ン
ボ
と
変
わ
ら
ん

 

り
下
ろ
さ
れ
た

を

場
に
し
て
理
久
兎
は
頭
蓋

の
部
分
へ
と
走

て
い
く

だ
が
が

し

ど
く
ろ
は

を
無
造
作
に

り
回
し
た

理
久
兎
は

し
て
そ
こ
か
ら

れ
一
気
に
間
合

い
を

め
る

 
理
 

死
に
去
ら
せ
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そ
う

う
と
理
久
兎
の

り
が

い

と
共
に
が
し

ど
く
ろ
の

に

ト
す
る

 

が
が
が

 
数
歩
後
ろ
へ
と
下
が
る
が
流

は

巨
大
妖
怪
だ

高
火
力
の

り
を

に

ら

て
も
数
歩

し
か
下
が

て
な
い

 
理
 

ち

固
い
な

 

打
ち
を
し
て

む
と
が
し

ど
く
ろ
は
ま
た

目
し
か
な
い
そ
の
真

な
目
で
理
久
兎
を

ロ
リ
と
見
る
と
そ
の
巨
大
な

の

で

ぎ

い

撃
を
仕
掛
け
て
き
た

す
る
と

 

ン

 
恐
ろ
し
い
こ
と
に
理
久
兎
は

手
だ
け
で
が
し

ど
く
ろ
の

ぎ

い

撃
を
防
い
だ

 
理
 

雑

が

 
そ
う

い
た
理
久
兎
は

ん
で
い
る
が
し

ど
く
ろ
の

に
向
か

て

手
で

を

え
る

と 
理
 

仙
術
四
式

き

 
ゴ
ン

ビ
キ

ビ
キ
ビ
キ
ビ
キ

バ
キ
ン

 

き
に
よ

て
が
し

ど
く
ろ
の

は

々
に
な

て

さ
れ
た
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グ

 

え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
消
え
な
お
か
つ

を
失

て
バ
ラ
ン
ス
を

し
た
の
か
が
し

ど
く
ろ
の
体
制
が

れ
た

そ
こ
に
空
か
さ
ず
理
久
兎
は
が
し

ど
く
ろ
の
頭
部
へ
と

す
る

と 
理
 

て
ろ

 
頭
に

手
を
の
せ
て
思
い

き
り
地
面
へ
と
頭
部
を

き
つ
け
る

 

ぐ
が
が
が
が
が
が

 

き
つ
け
ら
れ
た
が
し

ど
く
ろ
の
頭
部
に
は

ビ
が
入
る

だ
が
そ
れ
で
も
何
と
か
起
き
上

が
ろ
う
と

で
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
の
だ
が
理
久
兎
は

中
に

し
持

て
い
る

目

の
火

を
引
き

き

え
て

が
し

ど
く
ろ
の

目
へ
と
零

で

準
を
合
わ
せ
る
と

 
理
 

殺
る
な
ら

底
的
だ

 
バ

ン

 
火

を

ち
が
し

ど
く
ろ
の

目
へ
と
ク
リ
テ

カ
ル

ト
さ
せ
る

そ
の
結
果
が

し

ど
く
ろ
の
目
は

れ
た

 

が
が
が
が
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が
し

ど
く
ろ
の

鳴
が
聞
こ
え
る
と
同
時
に
体
の

は
ど
ん
ど
ん

れ
て
い
き
や
が
て
そ
こ

に
は
大
き
な

の
山
が
出
来
上
が

た

 
理
 

ま
ず

体

の

が
消
え
た
な

 
見
た
目
と
は
裏

に
期
待
外
れ
で
少
し
が

か
り
し
て
い
る
と
晴
明
が
バ

ク
ス
テ

プ
で

方
へ
と
や

て
来
た

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
そ

ち
は

 
理
 

今
終
わ
ら
せ
た
晴
明
お
前
は

ま
だ
終
わ

て
な
い

 
み
た
い
だ
な

 
理
久
兎
と
晴
明
は
巨
大
で
⻑
い

の
妖
怪

妖
怪
の
中
で
も
危
険
種
と
さ
れ
る
妖
怪
大
百

を
見
上
げ
る

 
理
 

あ
り

大
百

か

 
百

 
カ
チ

カ
チ

 

を
カ
チ
カ
チ
と
鳴
ら
し
て
大
百

は
自
分
と
晴
明
に

を
す
る
が

 
理
 

晴
明
手
伝

て
や
る
か
ら
さ

さ
と
終
わ
ら
せ
て
蓮

 
の
所
に
行
く
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晴
明

論
は
な
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
す

 
と

た
と
き
大
百

は
口
か
ら
体

を

き
掛
け
て
き
た

 
理
 

け
ろ

 
晴
明

く

 
理
久
兎
と
晴
明
は
直
ぐ
さ
ま
回

を
し
た

体

が
地
面
に
当
た
る
と

  
あ
り

な
い
こ
と
に
地
面
が

を
上
げ
て

け
た

ど
う
や
ら
大
百

の
毒
は
地
面
す
ら

か

す

解

に
強
毒
を
持
つ

が

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ

当
た
れ
ば
た
だ
で
は

ま
な
い
だ
ろ

う 
理
 

気
を

け
ろ
よ
晴
明

生
身
で
あ
れ
に
当
た
れ
ば

 
た
ち
ま
ち

け
た

に

変
わ
り
だ

 
晴
明

め
な
い
で
下
さ
い
今
は
昔
と
は
違
う
ん
で
す

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
か

 
百

 

チ
ン

チ
ン

 

で

を
鳴
ら
し
て
大
百

は
理
久
兎
と
晴
明
目
掛
け
て
突

込
ん
で
く
る
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晴
明

武

 
晴
明
は
式
神

武
を
出
し
て

武
を

す
る
と

武
の
巨
大
な

羅
が
大
百

の
行

く
手
を

ん
だ

 

ン

 
百

ぎ

 
あ
ま
り
の
固
さ
に
弾
か
れ
た
大
百

も

く
が
突
然

武
の

羅
か
ら
も
う

つ
の

武
の

の
一

の
白

が
現
れ
大
き
く
口
を
開
い
て
大
百

に

み
つ
く

 
白

キ
シ

 
白

は
大
百

へ
と
襲
い
か
か
る
と
大
百

も
負
け
じ
と

と

み
合
い
合
戦
を
始
め
た

そ

れ
に
助
太
刀
す
る
か
の
よ
う
に

 
理
 

こ
う
い
う
手
加
減
と
か
本
当
に
ご
め
ん
だ

つ
う

 
の

 

を
思
い

き
り
地
面
へ
と

き

け
る

す
る
と
突
然
地

が
発
生
し
た

 
百

が

 
大
百

は
嫌
な
予
感
が
す
る
が
そ
れ
は
的
中
す
る
こ
と
と
な

た

何

な
ら
起
き
た
地

で
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地

れ
が
生
じ
た
か
ら
だ

し
か
も
大
百

の

下
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
だ

だ
が
大
百

は
⻑

い
か
ら
だ
と
地
面
を

る

が
地

れ
に

ち
ぬ
よ
う
に

え
る

体
制
が

れ
た
所
で
晴
明
は

武
を
元
に

す
と

 
理
 

冥
土
の
土
産
だ
持

て
け

 
理
久
兎
は

程
の

を
大
百

へ
と
投
げ
る
と
そ
れ
は
大
百

へ
と
命
中
し
中
に

入

て
い
た

体
が
大
百

に

着
す
る

 
理
 

晴
明

 
晴
明

 
紅

の

 

キ

 
理
久
兎
の
合

で
晴
明
は

を

す
る

は
そ
の

を

ば
た
か
せ
て
無
数
の

を

大
百

へ
と
飛
ば
す
と
そ
の

は
小

発
と
共
に

火
が
大
百

を

み
込
ん
だ

だ
が
理
久
兎

は
更
に
追
い
討
ち
を
し
か
け
る

 
理
 

あ
ば
よ

 
今
度
は

し
て

程
の

を
大
百

へ
と
投

す
る

そ
し
て
そ
れ
は

に

れ

た
と
た
ん

は

発
を
お

し
中
か
ら
無
数
の

玉
が
大
百

へ
と
襲
い
か
か
り
た
ち
ま
ち
大
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百

の
固
い

羅
に
無
数
の
風

が
空
く
と
緑

の

体
が
飛
び
散
る

 
百

ぎ

 
そ
れ
は
か
つ
て
河
童
達
が
密
か
に
開
発
し
て
い
た

弾

と
呼
ば
れ
る
物
だ

か
つ

て
そ
れ
を
戦
場
に
投
入
し
よ
う
と
し
た
が
理
久
兎
が
仲
間
に
当
た
る
と
危
険
と

し
て
最
終

的
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
か

た
可

想
な
ボ
ツ
兵

の

つ
な
の
だ
が

力
は
理
久
兎
も
高

す
る
程
の
大
火
力
だ

 
百

が

 
大
百

も
あ
ま
り
の

み
に
と
う
と
う

を

ら
せ
地

れ
で
出
来
た
奈

の

へ
と

ち
て

い
く
と
地

れ
で
出
来
た

は
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
塞
が

て
消
え
た

 
理
 

に
し
て
も
晴
明

分
ハ
デ
に
や
る
じ

か

 
晴
明

え

ど
ん
ど
ん

し
ま
し

う

 
楽
し
そ
う
に

べ
る
と
理
久
兎
と
晴
明
の
次
の
台

を
見
事
に
ハ
モ
ら
せ
て

 

人

こ
れ
か
ら

日
妖
怪

き
ま
し

う
こ
う

 
妖
怪

な

何
だ
あ
の
キ

ピ

イ
共

 
妖
怪

も

も
う
や
だ
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そ
う

い
妖
怪
が
逃
げ
よ
う
と
し
た
が

 

ン

ザ
シ

 
逃
げ
よ
う
と
し
た
妖
怪
は
見
事
に
頭
を
矢
で

ぬ
か
れ
て

を
引
き
取

た

 
晴
明

逃
げ
れ
る
と
思
わ
な
い
で
下
さ
い

 
理
 

に

ば
ず
だ

 
妖
怪

 
キ
チ

ピ

イ

人
に
よ

て
次
々
に
妖
怪
達
は

ぼ
さ
れ
て
い
く

そ
れ
を
見
て
い
た
メ
ン
バ

達
は

 
霊
夢

紫
あ
れ
が
あ
ん
た
の
師
匠
な
の
よ

 
紫
 

え

そ
の

な
ん
だ
け
ど

私
の
知

て
る
御
師

 
匠
様
と
は
だ
い
ぶ
か
け

れ
て
る
わ

 
文
 

私
た
ち
の
知

て
る
理
久
兎
さ
ん
は
彼
処
ま
で

々

 
し
く
は
な
い

で
す
よ

 
妹
紅

あ

何
時
も
の
理
久
兎
さ
ん
じ

て
感
じ

 
だ
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幽
香

で
も
あ
の
ぐ
ら
い
で
な
い
と
勝

て
も
面
白
く
な
い

 
わ

 
萃
香

お
前
さ
ん
も
そ
う
思
う
か
い

私
も
だ

 
と
昔
の
理
久
兎
を
見
て
き
た
者
達
は
た
だ
何
時
も
の
理
久
兎
じ

な
い

と
い
う

葉
が
飛
び
出
る
ば
か
り
だ

だ
が
そ
う
し
て
い
る
間
に
も
妖
怪
達
が

め
て
く
る
た
め
今
は
気
に

し
な
い
こ
と
に
し
た

そ
し
て
数
分
も
し
な
い
内
に
鷺
麿
の
妖
怪
達
は
全

へ
と
向
か

て
い

た 
紫
 

御
師
匠
様
こ
こ
は
私
達
に
任
せ
て
ち

う
だ
い

 
理
 

あ

分
か

た
行
く

晴
明

は
本

に
あ
り
だ

 
晴
明

本
当
に
ハ
チ

メ
チ

で
す
よ

 
今
の
理
久
兎
に

々
と

れ
て
き
て
い
る
晴
明
蓮
と
鷺
麿
が
戦

て
い
る
で
あ
ろ
う
本

へ
と

急
ご
う
と
す
る
と
霊
夢
が
理
久

と
晴
明
に

け

て
く
る

 
霊
夢

私
も

れ
て
い

て

蓮
を
助
け
て
あ
げ
た

 
い

だ
か
ら

 
霊
夢
の

葉
を
聞
く
と
晴
明
は
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晴
明

白

 
定
番
の
よ
う
に
白

を

す
る
と
白

に

が
り
晴
明
は

れ
と
い
う

ス
チ

を
し

て 
晴
明

来
な
さ
い
霊
夢

女
の
大
切
な
人
の
元
へ
と

れ

 
て
行

て
あ
げ
る
か
ら

 
霊
夢

あ
り
が
と
う

 
霊
夢
は
晴
明
の
後
ろ
に

る
と
理
久
兎
に
向
か

て

 
晴
明

行
き
ま
し

う
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

行
く

て
め

の
子
孫
の
所
に
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
晴
明
霊
夢
は
鷺
麿
と
戦
て
い
る
で
あ
ろ
う
蓮
の
元
へ
と
急
ぐ
の
だ
た
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第
２
４
５
話
 

鷺
麿

 
理
久
兎
と
晴
明
は
鷺
麿
と
戦

て
い
る
蓮
の
元
へ
と
急
い
で
い
た

数
多
の
妖
怪
達
は
紫
達
が

え
て
い
て
く
れ
て
い
る
間
に
元
凶
を
断
と
う
と

え
た
か
ら
だ

 
理
 

晴
明

い

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん
が

す
ぎ
る
ん
で
す
よ

 
霊
夢

こ
れ
が
伝
説
の
妖
怪
と
伝
説
の

 
理
久
兎
は

雷
で
晴
明
と
霊
夢
は
白

に

が
り
地
を

け
る

 
妖
怪

こ
こ
か
ら
は
通
さ

 
妖
怪

こ
こ
で
死

深
常
理
久
兎

 
妖
怪
達
が
理
久
兎
と
晴
明

霊
夢
の
前
に
立
ち
塞
が
る
が

 
理
 

ど
け

雑
兵
共
が

 
晴
明

白

そ
の
ま
ま
引
き
殺
し
な
さ
い

 
妖
怪

待
て

お

お
い

 
妖
怪

や



 第十六章 夢に来たりし災い

 
理
久
兎
は

に
下
げ
て
い
る

本
の
刀
を

る
い
晴
明
は
白

を

り
妖
怪
達
が

め
し

よ
う
も
の
な
ら
全
て
ぶ

飛
ば
し
て
い
た

 
霊
夢

何
こ
の
キ

ピ

イ
達

 
理
 

た
く
よ
お
い
そ
ろ
そ
ろ
目
的
地
だ
心
の
準
備
は
し
て

 
お
け
よ

 
目
の
前
に
は

が
現
れ
て
い
た

こ
こ
を
登
れ
ば
今
回
の
元
凶
の
元
へ
と

り
着
く
と

人

は
一
気
に

を
掛
け
上
が
る
と
そ
こ
に
は
刀
を

る
い
式
神
を

り
な
が
ら
戦
う
蓮
の
姿
が
あ

た 
霊
夢

蓮

 
霊
夢
は
白

か
ら
飛
び
降
り
る
と
す
ぐ
さ
ま

け
つ
け
て

 
霊
夢

こ
の

 
大

の
御

を
鷺
麿
へ
と
投

す
る
が

 
シ

ン

 
鷺
麿

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
の
程
度
の
御

が
俺
に
通

 
 
す
る
と
思
う
か
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霊
夢

嘘
で
し

 
投

し
た
大

の
御

は
鷺
麿
に
当
た
る
直
前
で
全
て
黒

で

え
て
消
え
た

そ
れ
を
見
た

理
久
兎
は

 
理
 

お
い
晴
明

 
晴
明

え

分
か

て
ま
す
よ

霊
夢
さ
ん

 
霊
夢

何
よ

 
と
霊
夢
が

え
た

間
晴
明
は
霊
夢
の

に
五

星
を

く
と
少
し
だ
け
白
く
光
る
が
す
ぐ

に
消
え
る

 
晴
明

こ
れ
で
大
丈
夫
で
す
よ

 
霊
夢

何
に
も
変
わ

て
な
い
よ
う
な

 
理
 

大
丈
夫
だ
晴
明
を
少
し
信

し
て
み
ろ

 
お
い
少
年

大
丈
夫
か

 

の
た
め
に
蓮
に
向
か

て
大
丈
夫
か
と
聞
く
と

 
蓮
 

な
ん
と
か

 
理
 

そ
い
つ
は

だ
な
ら
ば
こ
の
深
常
理
久
兎
お
前
に



 第十六章 夢に来たりし災い

 
協
力
し
て
や
る
よ

 
霊
夢

蓮
こ
い
つ
に
は
き

ち
り
と

と
し
前
を
つ
け
さ
せ

 
る
わ
よ

 
晴
明

私
の
子
孫
が
明
る
い
道
を
歩
け
よ
う
私
も
協
力
し
ま

 
す

 
蓮
 

霊
夢

晴
明
さ
ん
そ
れ
に
理
久
兎
さ
ん

 
理
久
兎
は

本
の
刀
を

刀
し
晴
明
は

を
霊
夢
は
お

い
棒
と
御

を

え
る

そ
れ
を

見
て
い
た
蓮
も
刀
を

え
直
し
た

 
鷺
麿

様
ら
が
ど
う
あ
が
こ
う
が
我
は
我
の

望
を

え

 
る
の
み
だ

道
満
様
へ
の

義
の
た
め

 
そ
の

葉
と
共
に
鷺
麿
は
気
持
ち
悪
く
お

ま
し
く

い
化
け
物
へ
と
変
わ
る

ま
る
で
そ
の

復
讐
心
が

を
作

た
か
の
よ
う
に

見
た
目
は

の
よ
う
な
見
た
目
な
の
だ
が
違
う
の
は

の
よ
う
な

頭
は
凶
悪
な

の
よ
う
な

に
そ
の

の
中
か
ら
は
鷺
麿
の
本
来
の

が

か
せ

は
ま
る
で

ン
ゴ
ム
シ
と
い
う
か
百

の
よ
う
な
固
そ
う
な

そ
れ
ら
を
一

で

表
す
な
ら

の
キ
メ
ラ
だ
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鷺
麿

様
ら
全
員
生
き
て
帰
せ
は
せ
ん

 

く
な

た
鷺
麿
は

の
大

で
自
分
達
の

元
目
掛
け
て
大

で

り
回
し

撃
を
し
て
く

る 
理
 

け
ろ

 
理
久
兎
の

葉
で
こ
の
場
の
全
員
は
高
く

ン
プ
し
て

り

い

撃
を

け
る

 
蓮
 

続
き
で
す
鷺
麿

 
鷺
麿

ぬ
か
せ
小

が

 
理
 

何
処
を
見
て
い
る

 
蓮
に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
鷺
麿
目
掛
け
て
理
久
兎
は
そ
の
刀
を

る
う
が

 
キ
ン

 

の
⻑
い

で
理
久
兎
の

撃
を
防
い
で
く
る

だ
が
前
の
方
で
は
そ
こ
に
蓮
の
一
太
刀
が

襲
い
か
か
る
が

 

キ
ン

 
そ
の
一
太
刀
は

手
の
大

で
防
が
れ
る

そ
れ
に
続
い
て
晴
明
の

と
霊
夢
の
弾
幕
が
襲
い

か
か
る
の
だ
が



 第十六章 夢に来たりし災い

 

シ
ン

 
そ
れ
ら
の

撃
を

中
に
生
え
る

の

で
全
て
弾
き
飛
ば
し
た

 
鷺
麿

バ
カ
め

こ
れ
を
見
る
が
い
い

 
地
面
に
つ
い
て
い
る
鷺
麿
の

本
の

の
間

に

ロ
リ
と
目
玉
が
つ
い
て
い
た

そ
れ
ら

全
て
は
理
久
兎
達
の
方
を
向
い
て
い
た

お
そ
ら
く
四
方
の
目
と

た
方
が
い
い
の
だ
ろ
う

 
理
 

う
や
る

な

 
と
ん
で
も
な
い
も
の
を
見
て
し
ま

た

そ
れ
は

を

え
て
い
る
刀
が

を
上
げ
て
い
る
の

だ

す
る
と

々
に
切

先
の
所
か
ら

け
始
め
て
い
く

 
理
 

ち

 
キ
ン

 
す
ぐ
に
弾
き
飛
ば
し
て

け
て
い

て
い
る
刀
を
鷺
麿
へ
と
投
げ
る
が
鷺
麿
に
当
た
る
直
前
で

刀
が

け
て
し
ま
い

に
当
た

て
も
何
も

メ

が
与
え
ら
れ
な
い

 
理
 

お
お
よ
そ
毒
の
強
さ
は
大
百

み
か

 
蓮
 

ぐ
わ

 
大

で

え
ら
れ
て
い
た
蓮
も
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
た
蓮
の
元
に
霊
夢
が
す
ぐ
に
来
て
体
制
を
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し
て
い
た

 
理
 

彼
奴
ら
仲
が
良
い
な

 
晴
明

そ
れ
は
彼
ら
恋
人
同
士
で
す
か
ら

 
理
 

ま
じ
か
よ

 
ま
さ
か
の
恋
人
同
士
だ

た

道
理
で
ど
こ
の

よ
り
も
蓮
の
事
を
心

し
て
い
た
し
つ
い
て

き
た
が

て
い
た
訳
だ

 
晴
明

私
は
彼
と
彼
女
に
ま
だ
あ
る

来
を
歩
ま
せ
た
い
だ

 
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
邪
魔
を
す
る
鷺
麿
が
許
せ
な
い
ん

 
で
す

 
晴
明
が
頼
み
込
ん
で
き
た
理
由
が
よ
う
や
く
分
か

た

た
だ
自
分
の

の

が
り
を
守
り
た

い
の
で
は
な
く
そ
の
子
孫
に
ま
だ
あ
る
明
る
い

来
を
歩
ま
せ
た
い
の
だ
と

 
理
 

ふ

そ
れ
は
俺
も
同
じ
だ
紫
に
萃
香
や
文
に
幽
々

 
子
に
幽
香
そ
れ
に

の
皆
の
た
め

て
暮
ら
せ
る

 
世
を
創
る
そ
れ
が
俺
の
願
い
で
あ
り
守
り
た
い
物
の

 

つ
だ



 第十六章 夢に来たりし災い

 
ニ

リ
と

て

う
と
晴
明
も
ニ
コ
リ
と

う

だ
が
目
の
前
に
い
る
鷺
麿
は
そ
ん
な

人
の
事
を
見
て
い
て

 
鷺
麿

様
ら

何
を
無

口
を
た
た
く

ち

け
で

 
弱
い
お
前
ら
に
は
必
要
の
無
い
こ
と
だ

思
い
も

 
何
も
か
も
必
要
な
い
こ
と
だ

 
蓮
 

そ
れ
は
違
う

ち

け
な
命
だ

て
命
を

や

 
す
ん
だ

死
ん
で

え

き
て
も
そ
の
意
思
や
思
い

 

記
憶
は

り
火
と
な

て
皆
の
心
の
中
で

え

 
続
け
る
だ

今

達
と
戦

て
く
れ
る
理
久
兎
さ

 
ん
が

し
た

り
火
が
そ
う
だ

理
久
兎
さ
ん
が

 
し
た

り
火
を
皆
は
胸
に
宿
し
続
け
て
い
る
だ

だ

 
か
ら
ち

け
な
ん
か
じ

な
い

必
要
な
こ
と
な

 
ん
だ

 
理
 

は
は

や

り
面
白
え
わ

 
お
前
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理
久
兎
は
た
だ

て

う
と
蓮
に
向
か

て
大

で

 
理
 

お
い
少
年

の

女

チ
ビ
る
な
よ

 
蓮
 

え

 
霊
夢

今
の
台

て

 
理
 

晴
明

お
前
も
だ

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

 
理
久
兎
は
自
分
が

い
た
か

た
事
を
蓮
に

わ
れ
て
思

て
し
ま
う

自
分
と
同
じ
思
い
を

持
つ
の
だ
と

な
ら
ば
そ
の
思
い
に

え
な
け
れ
ば
と

 
理
 

仙
術
二
十
式
真
化

 
そ
の

葉
と
共
に
理
久
兎
の

気
が
変
わ
る

だ
が
そ
れ

外
は
一
切
変
わ

て
い
な
い
よ

う
に
見
え
て
し
ま
う

 
鷺
麿

何
だ

し
か

な
ら

様
か
ら
死

理
久
兎

 
鷺
麿
の
大

が
理
久
兎
へ
と

り
か
ざ
さ
れ
る

晴
明
は

座
に

け
て

の
元
へ
と
行
く
が

理
久
兎
は
動
か
な
い

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん



 第十六章 夢に来たりし災い

 
霊
夢

あ
ん
た

 
蓮
 

何
し
て

 
と

人
が

た
と
き
理
久
兎
は
鷺
麿
を

ん
で

 
理
 

真
仙
術
 
十
八
式
 

光

 

り
か
ざ
さ
れ
土

が
上
が
る

土

が

む
と
そ
こ
に
は
理
久
兎
は
い
な
か

た

す
る

と 
理
 

い

 
グ

 
鷺
麿

 
鷺
麿
の

前

の
間

に
あ
る
目
玉
を
い
つ
の
間
に
か
理
久
兎
が
そ
の

で

て

し
た

 
鷺
麿

ぎ
ざ
ま

 
そ
の
毒

を
使
い

り
回
し
て

撃
す
る
が
理
久
兎
は
ま
た
一

で
光
と
共
に
目
の
前
か
ら
消

え
る

そ
し
て
ま
た
現
れ
る
が
ま
た
消
え
る
と

り
返
し

す
る

そ
し
て

 
理
 

つ
目

 
グ
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今
度
は

に
あ
る

前

の
間

の
目
を

て

す

 
鷺
麿

ぐ
ぎ

 
理
 

さ

き
ま
で
の

は
ど
う
し
た

俺
を
殺
す
だ

 
た
よ
な

な
ら
殺

て
み
ろ
よ

 
鷺
麿

お
の
れ
お
の
れ

 
と

て
い
る
と
突
然
鷺
麿
の
毒

が
仕
込
ま
れ
て
い
る

が
切
断
さ
れ
た

を

切
断
し
た
の
は

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
ば

か
り
殺
ら
せ
る
訳
に
は
い
き
ま
せ

 
ん

 
蓮
だ

ど
う
や
ら
理
久
兎
の

を
目
の
当
た
り
に
し
て
鼓
舞
さ
れ
た
よ
う
だ

す
る
と
更

に 
グ

グ

 
鷺
麿

 
鷺
麿
の

後
ろ

の
間

の
目
玉
を

さ
れ
る

そ
れ
を

し
た
の
は

 
晴
明

本
当
に
怒
ら
せ
る
の
は
上
手
で
す
よ

理
久
兎
さ
ん



 第十六章 夢に来たりし災い

 
は

 
霊
夢

で
も
そ
れ
で
こ

ち
は
助
か

た
け
ど

 
晴
明
が

つ

邪
の
矢
と
晴
明
の
加

を
受
け
た
霊
夢
の
弾
幕
に
よ

て

さ
れ
た
よ
う
だ

 
鷺
麿

お
前
ら
は
い

た
い
ど
れ
だ
け
俺
か
ら

え
ば
気
が

 

む
ん
だ

俺
の
家
を
家
族
を

い

師
を

い
更

 
に
は
俺
の

望
の
邪
魔
を
す
る
と
い
う
の
か

 
理
 

知
る
か

ま
ず
て
め

の
親
が
悪
事
を

く
の
が

 
悪
い
ん
だ
ろ
う
が

 
晴
明

そ
れ
に
道
満
は
都
を

へ
と

れ
よ
う
と
し
た
だ

 
か
ら
私
は
⺠
を
守
る
た
め
に
私
は
戦

た
だ
け
で
す

 
の
で

 
鷺
麿

れ

れ

れ

 
自
分
の
自

中
心
的
な

え
を

定
さ
れ
た
鷺
麿
は
最

惨
に
そ
し
て

に
行
う
復
讐

よ
り
も
目
の
前
に
い
る

中
を
な
ぶ
り
殺
す
事
し
か

え
て
い
な
い

そ
れ

に
怒
り
の
ま
ま
に

る
う

撃
は
全
て
空
を
切
る

だ
が
蓮
は
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蓮
 

悪
⻤
神
楽

 
刀
を

え
る
と
突

と
し
て
数

の

悪
な
怪
物
現
れ
鷺
麿
を

さ
え
つ
け
始
め
た

 
鷺
麿

せ
雑

が

 
こ
れ
を
見
た
自
分
は
前
に

姫
が

て
い
た
悪
意
の
事
を
思
い
出
し
た

ど
う
や
ら
そ
の
刀

を
蓮
は
使
い
こ
な
し
て
い
る
よ
う
だ

そ
こ
に
追
撃
を
加
え
る
よ
う
に

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

の

女
の
ス

ル
が
発
動
し

つ
の
大
光
弾
が
異

と
化
し
た
鷺
麿
の

に
風

を
開

け
た

 
鷺
麿

ぐ
が

い
い
加
減
に

せ

 
鷺
麿
は
力
の

り
で

悪
な
怪
物
達
を

り

う
と

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

行
く

 
中

と
な

た
理
久
兎
は
手
を

の

り
で
組
む
と
そ
こ
に
晴
明
の

が

か
る
と
理
久
兎

は

を
高
く
上
げ
て
晴
明
を
飛
ば
す
と
同
時
に
仕
込
ん
で
あ
る
最
後
の
火

を

え
晴
明
は
空

中
で
矢
を

本
取
り

で
引
く
と

人
は
同
時
に



 第十六章 夢に来たりし災い

 
理
 

ぶ
ち
か
ま
せ

 
晴
明

邪
の
矢
よ
い
ぬ
け

 

ぶ
と
火

の

と

の

る

が
聞
こ
え
自
分
の

た

弾
は
鷺
麿
の

間
を

き

晴
明
の

た

邪
の
矢
は

の
中
に
あ
る

へ
と
全
て
命
中
し
た

 
鷺
麿

様
ら
は

 
理
 

ま
だ
だ

真
仙
術
 
十
五
式
 
二
刀
断

斬

 
す
ぐ
に
火

を
投
げ

て
て
理
久
兎
の

と

に
霊
力
と
妖
力
に
よ

て
生
成
さ
れ
た

の
白
い

と

の
黒
い

が
鷺
麿
の
大

を

を

切
る

と

手
の
大

を
失

た

鷺
麿
は
バ
ラ
ン
ス
を

し
て

れ
る
が
そ
こ
に
蓮
が
更
な
る
追
い
討
ち
を
仕
掛
け
た

 
蓮
 

こ
れ
は
仲
間
や
皆
を
バ
カ
に
し
た
分
だ

 
ザ
シ

 
鷺
麿

あ
が

 
蓮
 

狗
神

神
楽

急
急

令

 
蓮
の

葉
に
よ

て

人
の
女
性
が
現
れ
る

人
は
耶
狛
の
よ
う
に
獣
耳
と

を
持
つ

見
た
感
じ
姉
御
の
よ
う
な
女
性

人
目
は
黒

で
見
た
感
じ
お
し
と
や
か
な
女
性
で
大
和
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子
の
よ
う
な
女
性
そ
し
て

人
目
は
見
た
感
じ
は

女
だ
が

中
に
生
え
る

の
よ
う
な

を

持
つ
こ
と
か
ら
妖

の

種
だ
ろ
う
と
思

た

そ
し
て
そ
の

人
は

 
狗
神

こ
れ
ま
で
の
積
年
の
怨
み
だ

 
ド
ン

 
鷺
麿

が
は

 
姉
御
の
よ
う
な
女
性
は

で
鷺
麿
を
殴
り

を

き
と
今
度
は
大
和

子
の
よ
う
な
女
性

は

を
刀
に
し
て

 
神
楽

こ
れ
は
私
の
主
人
を

つ
け
た
分

 
ザ
シ

 
鷺
麿

が

あ

 
鷺
麿
の

の
よ
う
な

を
一
文

で
斬
る

そ
し
て
次
は
見
た
感
じ
の

女
は

 

晴
明
様
や
蓮

を

し
ま
せ
た
分

 
バ
シ
ン

 
そ
の

女
は
見
た
目
は
弱
そ
う
だ
が
そ
の

り
は
強
力
で
鷺
麿
の

の
中
に
あ
る

の

を
へ

し

た



 第十六章 夢に来たりし災い

 
鷺
麿

あ
が

が
は

 
だ
が
そ
れ
に

夫
の

す
る
か
の
よ
う
に

の

女
も
お

い
棒
を
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で

え

て 
霊
夢

蓮
や
友
達
を

つ
け
た

み
を
返
す
わ

 
バ
シ
ン

バ
シ
ン

バ
シ
ン

 
お

い
棒
を
何
度
も
何
度
も
鷺
麿
の
頭
部
へ
と
当
て
て
い
く

す
る
と
鷺
麿
の

の
よ
う
な

に

ビ
が
入

た

 
晴
明

ま
だ
で
す

龍
天
成

 
式
神

を

え
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
鷺
麿
へ
と
投
げ
る
と
そ
の

か
ら

く

々
し
い

龍

龍
が
現
れ
風

が
空
い
て
い
る

を
全
て
む
し
り
と

た

 
鷺
麿

も

も
う

め
て
く
れ

 
と

死
で
地
面
に

ろ
状
態
の
鷺
麿
が

う
と
理
久

は
鷺
麿
の

を
踏
み
つ
け
て
一

一

に

気
を

わ
せ
て
話
す

こ
れ
ま
で
鷺
麿
が
し
て
き
た
罪
を

 
理
 

て
め

散
々
や

て
そ
の
台

か

ふ
ざ
け
る
も
大

 

に
し
ろ
お
前
に

願
し
た
奴
は
助
け
た
か

な
い
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だ
ろ
や

て
た
ら
灼
熱
地
獄
に
は

ち

よ

々

 
黒

地
獄
だ

だ
が
お
前
は
人
を
愚

し
殺
し
続
け

 
た
そ
ん
な
奴
に
か
け
る

な
ん
か
あ
る
わ
け

 
だ
ろ

 
鷺
麿

ま

ま
さ
か

俺
を
ま
た
地
獄
へ

 
理
 

安
心
し
ろ
て
め

に
地
獄
な
ん
て
生
ぬ
る
い
お
前
は

 
こ
こ
で
消

さ
せ
て
や
る

度
と
輪

に
入
れ
な
い

 
よ
う
に
跡

も
な
く
な

 
鷺
麿

や

や
だ

嫌
だ

 
理
 

ク

バ
レ

 
鷺
麿
の
頭
は
自
分
の

力
に
よ

て

れ
て

々
と
な
る
と
鷺
麿
の
体
は

と
な

て
消
え

た 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

悪
か

た
な
こ
ん
な

い
戦
い
で

 

く

生

い
戦
い
を
見
せ
た
事
に
理
久
兎
は
謝
罪
を
す
る
と
蓮
と
霊
夢
は

を

に
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て 
蓮
 

い
え

理
久
兎
さ
ん

達
を
守

て
く
れ
た
ん
で
す

 
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
霊
夢

そ
う
よ

あ
ん
た
は
さ

き
ま
で
の
テ
ン
シ

ン
で

 
い
な
さ
い
じ

な
い
と
久
々
に
会
う
あ
ん
た
の
仲
間

 
達
が

し
む
わ
よ

 
理
 

は

て
く
れ
る
な

 
晴
明

ふ
ふ

 
こ
う
し
て
夢
で
の
波
乱
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た
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第
２
４
６
話
 
夢
の
世
界
の
宴
会

 
鷺
麿
と
の
戦
い
に
勝

し
た
理
久
兎
達
は

も

れ
な
い

の
食
べ
物
や
酔
う

の
な
い
酒
を

皆
で

イ

イ
と
楽
し
く
飲
ん
で
い
た

 
萃
香

お
酒
の
味
が
何
に
も
な
い
け
ど
理
久
兎
と
こ
う
し
て

 
ま
た
飲
め
る
な
ん
て
夢
み
た
い
だ
よ

 
理
 

い
や
夢
だ
よ
萃
香

し
か
し
本
当
に
味
も
そ

け
も

 
な
い
な

 
と

葉
を
返
し
た

ぶ

ち

け
味
も
何
に
も
な
い

無
味
の
酒
や
ら
料
理
を
食
べ
て
い
た

が
皆
は
何

か
こ
ち
ら
を
見
て
ニ
コ
ニ
コ
と
し
て
く
る

 
紫
 

で
も
本
当
に
御
師
匠
様
と
ま
た
こ
う
し
て
出
会
え
る

 
そ
れ
が
何
よ
り
も

せ

あ

そ
う
だ
わ

こ

 

ち
へ
来
な
さ
い

 

 

は

は
い

 
と
理
久
兎
が

て
い
る
と
先
程
か
ら
や
け
に
も
じ
も
じ
と
し
て
い
た
狐
の
妖
怪
の
女
性
も
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と
い
紫
と

て
い
る
格

を
し
て
い
る
所
か
ら
紫
の
式
と
思
わ
れ
る
狐
の
女
性
こ
と

が
紫
に
呼

ば
れ
る

 
紫
 

す
る
わ

私
の
式
の

よ

 
理
 

へ

紫
の
式

 

 

は

は
い

私
は
紫
様
の
式
を
し
て
い
る
八
雲

と

 
い
う
も
の
で
す

ま
さ
か
紫
様
の
師
に
出
会
え
る
な

 
ん
て
光

で
す

 
と

く
固
ま

て
ぎ
こ
ち
な
い
よ
う
に

う
と
理
久
兎
は
少
々

い
な
が
ら

 
理
 

そ
ん
な
改
ま
ら
な
く
て
い
い
よ

も

と

く
い
こ

 
う
よ

な

 

 

は

は

 
理
 

ま

う
ち
の
弟
子
が
こ
れ
か
ら
も

惑
を
か
け
る
と

 
は
思
う
が

え
て
や

て
く
れ
よ

ち

ん

 

 

は

は
い

 
ど
う
や
ら

の
主
で
あ
る
紫
よ
り
も
上
の
存

と

し
て
い
る
の
か

く

コ

コ
と
し
て
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い
て
小
町
と
最
初
に
出
会

た
時
を
思
い
出
し
て
し
ま
う

 
紫
 

ふ
ふ

く
緊

し
て
る
わ

た
ら

 

 

そ

そ
れ
は

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ま

気
に
す
る
な
よ

 
と
理
久
兎
が

て
い
る
と
突
然
後
ろ
か
ら

か
が

き
つ
い
て
く
る

少
し
後
ろ
を
チ
ラ

リ
と
見
る
と
黒
い

が
目
に
写

た

 
理
 

よ

文

 
文
 

改
め
て
お
久
し
ぶ
り
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
と

う
と
文
は

き
つ
く
の
を

め
て

り
の
メ
ン
バ

に
加
わ
る
と

 
理
 

で
か
く
な

た
な

 
文
 

え
へ
へ
そ
り

ま

 
大
き
く
な

た
文
に
そ
う

う
と
文
は
嬉
し
そ
う
に

う

す
る
と
文
の
後
ろ
に
続
い
て

の
白
狼
天
狗
い
や
か
つ
て
の
友
狼

に

て
い
る
子
も
と
い

と

わ
れ
て
い
た
子
が
や

て
来
る

 

 

文
先

そ
の
人
が
伝
説
の
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文
 

え

そ
う
で
す
よ

理
久
兎
さ
ん
こ
の
子
は

て

 

て

 
理
 

お
前
さ
ん
の
親
父
の
名
前
は
狼

で
⺟
方
は
静
香

 
じ

な
い
か

 
と

物

い
指

を
す
る
と

は
目
を
見
開
い
た

ど
う
や
ら
的
中
の
よ
う
だ

 

 

何
で
知

て
る
ん
で
す
か

 
文
 

そ
れ
は

方
の
お
父
さ
ん
の

に
関
わ
る
か
ら

 
許
し
て
上
げ
て

 
文
が
そ
う
い
う
理
由
は
か
つ
て
自
分
達
に
散
々
と
遊
ば
れ
て
い
る
た
め
あ
ま
り
聞
く
と
父
親
と

し
て
の

を
失
い
か
け
な
い
と
思
い
文
は
そ
う

た
の
だ
と
自
分
は
思

た

 
理
 

あ

ま

友
達
だ
よ

古
く
か
ら
の
な

 

 

そ
う
な
ん
で
す
か

 

の

は

に

れ
て
い
る
事
か
ら
父
親
の
事
を
知

て
も
ら

て
い
て

が
高
い
の
だ

ろ
う

 
理
 

ど

ち
か
と

う
と
⺟
親

で
良
か

た
な
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え

 
理
 

い
や
こ

ち
の
話
だ

 
文
 

あ

あ
新
聞
が
あ

た
ら
読
ま
せ
て
あ
げ
た
か

 
た
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

い
な
が
ら
文
の
頭
に
手
を
置
い
て

 
理
 

あ
る
な
ら
見
た
か

た
が
し

う
が
な
い
さ

 
文
 

理
久
兎
さ
ん

 
と

楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
る
と
ま
た
友
人
が
現
れ
る

今
度
は

 
幽
々
子
と
も
う

人
は
妖
忌
に

て
い
る
少
女
だ

た

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん
ご
無

で
す

 
理
 

あ

御
久
々
だ

幽
々
子
ち

ん
そ
れ
に

 
幽
 

あ
ら

ら
妖
夢
た

ら

を
な
さ
い

 
幽
々
子
に

わ
れ
た
妖
夢
は

コ
リ
と
頭
を
下
げ
て

 
妖
夢

え

と
魂

妖
夢
で
す
よ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

 
し
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見
事
に

ん
だ

葉
を

い
妖
夢
の

は
真

に
な
る
が

 
理
 

ハ
ハ
ハ

じ
る
こ
と
は
な
い

に
し
て
も
成
る
程

 

お
前
さ
ん
妖
忌
の
孫
か

 
妖
夢

は

は
い

 
理
 

そ
う
か
妖
忌
の
孫
と
来
た
か

ハ
ハ

彼
奴
も
今

 
頃
は
何
し
て
る
か

 
か
つ
て
自
分
に

た
旅
に
出
る
と
い
う

葉

あ
れ

来

妖
忌
と
は
出
会

て
い
な
い

あ
の
手
練
れ
な
ら
死
ぬ
こ
と
も
な
い
と
は
思

て
い
る
が
久
々
に
会
い
た
く
も
な

て
く
る

 
妖
夢

え

 
理
 

こ

ち
の
話
だ
気
に
す
る
な

 
妖
忌
の
事
だ
か
ら
何
も
告
げ
ず
に
失

し
た
事
な
ん
て
分
か
り
き

て
い
た

だ
か
ら
理
久
兎

は

え
て
何
も

わ
な
い
事
に
し
た

 
幽
 

ふ
ふ

何
の
事
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
何
よ
り
も

 
紫
が
あ
ん
な
に
嬉
し
そ
う
に

て
る
な
ん
て
い
つ

 

来
か
し
ら



 第２４６話 夢の世界の宴会

 
幽
々
子
に

わ
れ
理
久
兎
は
紫
の
方
を
見
る
と

か
に
明
る
く

ん
で
い
た

 
理
 

面

を
見
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
幽
 

い
い
の
よ
だ

て
親
友
で
す
も
の

 
理
 

そ
う
か
い

 
と
理
久
兎
が

た
次
の

間
突
然

後
か
ら
何
か
が

て
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で
殴
り
か

か

て
く
る
が

 

シ

 
理
久
兎
は

を
使
い
そ
れ
を
受
け

め
て
殴

て
き
た
人
物
を
見
る
と

 
理
 

よ

幽
香
ち

ん
危
な

か
し
い

だ
け
ど
お
久

 
だ

 
幽
香

え

理
久
兎

御
久
々
さ

さ
そ
く
だ
け
ど
勝
ち
逃

 
げ
出
来
る
と
は
思

て
な
い
わ
よ

 
幽
香
は
何
度
も
自
分
に
戦
い
を
挑
ん
で
き
た
が
そ
れ
を
自
分
が
何
度
も
負
か
し
続
け
て
い
た
が

自
分
が
急
死
し
て
勝
ち
逃
げ
さ
れ
た
と
思

て
い
た
よ
う
だ

だ
が
目
の
前
に
こ
う
し
て
現
れ
れ

ば
嬉
々
と
し
て
殴
り
か
か

て
き
た
だ
ろ
う

証
拠
に
幽
香
の
目
は
獣
を
狩
る
狩
人
と
同
じ
目
を
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し
て
い
た

 
理
 

し

な
か
ら
殺
る
気
満
々

 
幽
香

え

そ
れ
は
も
う

 
理
 

な

せ

か
く
の
お
祝
い
ム

ド
な
ん
だ
か
ら
少

 
し
だ
け

テ

ゲ

ム
し
よ
う

 
幽
香

因
み
に

 
と

幽
香
に
聞
か
れ
た
理
久
兎
は

で
手
を
グ

チ

キ
の

え
を
と
る
と

 
理
 

だ
せ
だ
せ

て
ゲ

ム
だ
よ

ま
ず
手
を

ぐ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

手
を

し
出
す
と
幽
香
は

手
で
手
を

ぐ

 
理
 

そ
れ
で
俺
が
だ
せ
だ
せ
グ

出
せ

て

て
も
し

 
幽
香
ち

ん
が
グ

を
出
し
て
あ
い
こ
だ

た
ら
手

 
を

い
で
る
手
の

を

発

た
く
あ
い
こ
が

 
続
く

り
何
度
も
出
来
る
よ

 
幽
香

成
る
程

も
し
あ
い
こ
じ

な
け
れ
ば

 
理
 

そ
し
た
ら

手
の

ン
で
同
じ
よ
う
に
だ
せ
だ
せ



 第２４６話 夢の世界の宴会

 

て

て
あ
い
こ
が
出
た
ら

く
違
う
な
ら
ば

 
手
の

ン

て
感
じ

 
幽
香

つ
ま
り
あ
い
こ
が
続
く
な
ら
何
度
で
も

け
る

て

 
事
よ

 
理
 

論

そ
れ
で

み
の
あ
ま
り
に
手
を

し
た
ら
そ

 
の
時
点
で
負
け

こ
れ
で
い
い

 

を
と
る
と
幽
香
は
に
こ
や
か
に

て

 
幽
香

え

始
め
ま
し

う

 
理
 

な
ら
先
行
を
ど
う

 
そ
う

わ
れ
た
幽
香
は
ニ

リ
と

う
と

 
幽
香

そ
れ
じ

だ
せ
だ
せ

だ
せ

 
幽
香
が
そ
う

い

を
出
す
が
理
久
兎
は
グ

を
出
し
た

 
幽
香

ち

変
わ

た
か
次
で

 
と
幽
香
が

く
が
理
久
兎
は
先
程
の
幽
香
の
ニ

リ

よ
り
も
真

黒
の
ゲ
ス
の
よ
う
な

で
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理
 

そ
れ
じ

幽
香
ち

ん
こ
れ
か
ら
ず

と
俺
の

 
ン
だ
な
か
ら
よ
ろ
し
く

 
幽
香

え

 
と

幽
香
は
一

嫌
な
予
感
が
す
る
が
時
す
で
に

し

 
理
 

だ
せ
だ
せ

だ
せ

 
と

う
と
幽
香
は

を
出
し
て
し
ま
い
理
久
兎
に

手
の

を

か
れ
る

 

シ
ン

 
幽
香

つ

 
理
 

い
て
グ

だ
せ

 

シ
ン

 
理
 

い
て

出
せ

 

シ
ン

 
理
 

い
て
チ

キ
出
せ

 
と

た
感
じ
で
戦
い
が
続
く
こ
と
数
十
分
後
つ
い
に
理
久
兎
は
５
０
０

き
の
勝

を

め
て
い
た
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幽
香

も

も
う

ブ
ア

プ
よ

 
幽
香
は
手
を

し
て
真

と
な
り

が

き
出
て
い
る
手
を
見
る
一
方
で
理
久
兎
の
手
は

何
も

く
な

て
い
な
か

た

 
理
 

は
い
俺
の
勝
ち

 
幽
香

ま
た
負
け
た
わ

 
理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な

 
と

て
い
る
が
実

は
理
久
兎
の
と
て
つ
も
な
い
動
体
視
力
で
幽
香
が
次
に
出
る

ン

ン
の
姿

を
見
て
そ
れ
に
合
わ
せ
て
自
分
も
出
し
て
い
る
の
だ

つ
ま
り
神

の
後
出
し
じ

ん
け
ん
だ

結

ル
い

 
理
 

で
も
ま

久
々
に
楽
し
か

た
よ

 
幽
香

は

方
に
勝
て
な
い
の
が
本
当
に

し
い
わ

 
理
 

ま
た
遊
べ
た
ら
遊
ぼ
う

 
幽
香

ま

た
く

 
理
久
兎
は

動
し
て
ま
た
別
の
場
所
へ
と
向
か
う
と

 

 
理
 

あ

は
に
と
り
だ

た
よ



 第十六章 夢に来たりし災い

 
河
城

ん

う
ん
そ
う
だ
よ

 
に
と
り
は
ニ
コ
ニ
コ
と

て
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

 
理
 

お
前
さ
ん
も
し
や
ゲ
ン

イ
の

 
河
城

う
ん
孫
だ
よ

 
ど
う
や
ら
ゲ
ン

イ
に
は
孫
が
出
来
て
い
た
よ
う
だ

ま
じ
ま
じ
と
見
て
み
る
と
性
別

外
は

本
当
に
そ

く
り
だ

 
理
 

ゲ
ン

イ
は
元
気
か

 
河
城

う

ん
今
お

ち

ん
ぎ

く
り

に
な

て
る
よ

 
ア
ハ
ハ

 
理
 

う
わ

い
や
つ
だ
な
そ
れ

 
か
つ
て
平
安
京
に
い
た
時
に
ぎ

く
り

に
な

た
人
間
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が

く

そ
う

に

を
さ
す

て
動
け
な
く
な

て
い
た
の
を
思
い
出
し
た

 
河
城

あ
は
は
は
は

 
理
 

ゲ
ン

イ
に
よ
ろ
し
く

て
お
い
て
く
れ
な
い
か

 
せ
め
て
も
な
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河
城

分
か

た

伝
え
て
お
く
よ

 
理
 

頼
む
よ

 
河
城

う
ん

 
理
久
兎
が
そ
う

う
と
に
と
り
は
皆
の
宴
会
の

に

て
い

た

す
る
と
今
度
は

 
妹
紅

り

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

お

も
こ
ち

ん
改
め
て
お
久
々
だ

 

を
か
け
て
き
た
の
は
妹
紅
だ

た

昔
か
ら
の
人
見
知
り
が
治
ら
な
い
の
か
ま
だ
モ

モ

と
し
て
い
る
時
も
あ
る
が

 
妹
紅

だ
か
ら
も
こ
ち

ん

う
な

だ
け
ど
ま
た

 
会
え
て
良
か

た
よ

 
理
 

ハ
ハ

そ
れ
で

今
の
人
生
は
楽
し
ん
で
る
か

 
妹
紅

あ

親
友
も
出
来
た
し
な

 
と

て
い
る
と
不
思
議
な

子
を

た
女
性
が
近
づ
い
て
く
る

そ
の
女
性
を
妹
紅
が

見
る
と
目
を
輝
か
せ
て

 
妹
紅

す
る
よ

私
の
親
友
の
白

だ



 第十六章 夢に来たりし災い

 

と

わ
れ
た
女
性
は
理
久
兎
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
と

 

こ
の
人
が
本
物
か

想

よ
り
も
ず

と
男
前
だ

 
な

 
理
 

そ
れ
は
ど
う
も

そ
う
い
う
あ
ん
た
は
見
た
感
じ
教

 
師

て
所
か

 

よ
く
分
か

た
な

 
理
久
兎
の
予
想
は
大
当
た
り
で

は
教
師
だ

た

 
理
 

ビ
ン
ゴ

で
も
人
見
知
り
の
激
し
い
妹
紅
に
友
達
が

 
出
来
た
事
に

き
だ
け
ど
な

 
妹
紅

ち

理
久
兎
さ
ん

 

ふ
ふ

 
妹
紅
は

ず
か
し
い
の
か

を
少
し

く
し
て
い
う
と
理
久
兎
は
楽
し
そ
う
に

 
理
 

ハ
ハ
ハ

ま

友
達
は
大
切
に
な

 
妹
紅

あ

 
理
 

ら
お
酒
を
飲
み
に
行

て
お
い
で
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妹
紅

そ
ん
じ

ま
た
な
行
こ
う

 

あ

 

人
は
酒
を
飲
む
た
め
に
御
座
へ
と
急
い
で
い

た

理
久
兎
は
ま
た
歩
き
出
す

そ
し
て

懐
か
し
き
古
き
友
人
と
出
会
う

 
理
 

こ
れ
は
こ
れ
は
八
意
さ
ん
に
輝
夜
ち

ん
じ

な
い

 
で
す
か

 

え

改
め
ま
し
て
御
久
々
で
す

理
久
兎
さ
ん

 

夜

理
久
兎
さ
ん

 

人
は
何

か
気
ま
ず
そ
う
に
受
け

え
を
す
る
と
理
久
兎
は

 
理
 

ま
さ
か
俺
が
死
ん
だ
の
が
て
め

ら
の
せ
い
だ
と
か

 
思

て

よ
な

 
と

聞
く
と

は

い
を
し
て

 

正
直
な
話

実

そ
う
思

て
ま
し
た

 

夜

も
返
せ
ず
に
た
だ
死
を
見
と
る
こ
と
し
か
出
来
な

 
か

た
の
が

し
か

た
わ
よ



 第十六章 夢に来たりし災い

 

人
で
あ
る
理
久
兎
を
助
け
ら
れ
な
か

た
こ
と
を
後

し
て
い
た
よ
う
だ

理
久
兎
は
た
め

を

い
て

 
理
 

て
お
く
が
お
前
ら
の
せ
い
じ

な
い
最

あ
は

 
は
運
命
だ

た
ん
だ
か
ら
し

う
が
な
い
事
だ

た

 
だ

な

だ
か
ら
気
に
す
る
な
よ

 

夜

理
久
兎
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

本
当
に
何
で
か
し
ら

本
当
に
あ
の
人
に
理

に
そ

 

く
り

 

と

夜
の
目
か
ら
は
少
し
だ
が

が
流
れ
て
い
た

み
が
減

た
こ
と
に
対
し
て
感
情

が

発
し
た
の
だ
ろ
う

 
理
 

ら

く
の
を

め
て
楽
し
く

お
う

 

え

 

夜

そ
う

 
理
 

そ
ん
じ

俺
は
ま
だ
話
す
奴
が
い
る
か
ら
行
く

 
そ
う

い
理
久
兎
は
そ
の
場
か
ら

れ
た

今
一
番
話
し
た
い
人
物
蓮
の
元
へ
と
行
く
た
め
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に
そ
の
場
へ
と
向
か
う
の
だ

た



 第十六章 夢に来たりし災い

 
第
２
４
７
話
 
地
上
の
人
間
達

 
古
き
友
や
そ
の

を

ぐ
者
と
話
し
て
い
き
理
久
兎
は
気
に
な

て
い
る
葛
ノ
葉
蓮
達
の
方
へ

と
行
く

 
理
 

よ

 
理
久
兎
は
手
を
上
げ
て

で
楽
し
そ
う
に

を
す
る
と

 
晴
明

あ
ら
理
久

さ
ん

 
蓮
 

あ

理
久
兎
さ
ん

 

お

お

こ
れ
が
伝
説
の
妖
怪
か

 
霊
夢

紫
の
師
匠

 
と

蓮
は

を
返
し
霊
夢
と
魔
理

は

の
目
で
見
つ
め
て
い
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
ん
な
見
つ
め
ら
れ
る
と

れ
る

 
理
久
兎
は
若

ふ
ざ
け
て

う
が

人
は

し
て
い
た

 
理
 

な

な

何
か

ろ
う

 

何
か
想

と
大
分
か
け

れ
て
る
な
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魔
理

の

葉
に
引

掛
か

た
理
久
兎
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
と

 
理
 

え

何
処
が

 

い
や
何
か

り
や
す
い

て

う
か

 
霊
夢

さ

き
ま
で
と
は
大
違
い

 
先
程
の
キ

イ
全
開
で
戦

て
い
た
理
久
兎
と
比
べ
て
い
た
よ
う
だ

か
に
先
程
と
比
べ

る
と

気
や
カ
リ
ス
マ
が
感
じ
ら
れ
な
い
少
し
陽
気
な
お

ち

ん
に
し
か
見
え
な
い

 
理
 

ん

そ
ん
な
に
違
う
か

 
蓮
 

え

さ

き
と
違

て
話
し
や
す
い
で
す

 
理
 

あ

な
ん
か
悪
い
な

 
蓮
 

い
え
い
え
そ
れ
だ
け
必
死
に

ら
の
た
め
に
戦

て

 
く
れ
た

て
事
じ

な
い
で
す
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
ち

と

ず
か
し
い
の
か
ク
ス
リ
と

い

 
理
 

ふ

お
前
は
お
人

し
だ
な

 
蓮
 

そ
れ
が

の
⻑
所
で
す
か
ら

 
理
 

そ
う
か
い



 第十六章 夢に来たりし災い

 
と

て
い
る
と
霊
夢
が
理
久
兎
に
あ
る
こ
と
を
話
し
か
け
て
き
た

 
霊
夢

そ
う
い
え
ば
あ
ん
た
地
獄
が
ど
う
の
と
か

て
た

 
わ
よ

あ
ん
た
今

地
獄
に
で
も
い
る
の

 
理
 

あ

あ

ま

そ
う
だ
な

 
こ
の

え
は
間
違

て
は
い
な
い

何
せ
灼
熱
地
獄
の

に
あ
る
旧
都
に
住
ん
で
い
る
か
ら

だ 

へ

な
ら
先
人
様
の
意
見
と
し
て
地
獄
に

ち
な

 
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
御
教
授
を
頼
む

 
先

 
理
 

プ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
魔
理

の

問
に
理
久
兎
は
大

い
を
し
て
そ
の
大

い
が

む
と
そ
れ
に

え
た

 
理
 

そ
う
だ
な

ま

え
る
こ
と
は
よ
こ
の
世
に
は
罪

 
や

を
持

た
こ
と
の
な
い
奴
は
い
な
い

し
も

 
そ
れ
は
あ
る
だ
け
ど
よ
そ
の
罪
や

と
ど
れ
だ
け
向

 
き
合
う
か
が
大
切
だ
な
後
は

ま

と
り
あ
え
ず
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は

行
を
積
む
か
閻
魔
の
説
教
を
聞
く
か
だ
な

 

え

 
霊
夢

え

え

閻
魔
の
説
教

て
そ
ん
な

果
が
あ

た

 
の

 
こ
の

日
と
の
口

り
か
ら
恐
ら
く
休

中
の

姫
に
説
教
を
受
け
た
の
だ
と
理
久
兎
は
思

た 
理
 

あ

あ
る

し
か
も

閻
魔
自
ら
が
説
教
し
て
く

 
れ
る
な
ん
て
ま
ず
な
い
か
ら
な
結

レ
ア
な
ん
だ

 
こ
れ
で
も

 
と

理
久
兎
は

う
が
そ
の

葉
の
裏
と
し
て
は

 
理
 
ま

姫
ち

ん
の
場
合
は
最

趣
味
と
化
し
て
る
け

ど 
休
日
の
日
は
何
で
か
説
教
を
し
て
ま
わ
る
ら
し
い

そ
の
た
め
か
あ
り
が
た
み
が
結

薄
い
の

が
事
実
で
あ
る

 
霊
夢

い
や
も
う
説
教
は
勘

し
て



 第十六章 夢に来たりし災い

 

私
も
も
う

り

り
だ

 
ど
う
や
ら

人
は

当
な
説
教
を
さ
れ
た
よ
う
だ

小
町
の
説
教
を
時

見
て
い
る
理
久
兎
か

ら
し
て
み
れ
ば
あ
ん
だ
け
⻑
く
や
る
は
流

に
理
久
兎
も
勘

し
て
く
れ
と
い
う
思
い
が
強
い

す
る
と
蓮
が
自
分
の
耳
元
に

を
近
づ
け
て

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が

人
共
約

時

 
間
程
の
説
教
を
受
け
て

当
気
が

入

た
み
た
い

 
で

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

こ

ち
の
知
り
合
い
何
か
は

ぼ

 
日
説
教
さ
れ
て
る

小
町奴

が
い
る

 
因
み
に
小
町
の
説
教
時
間
を

月
で
表
す
と
約
１
０
０
時
間

１
２
０
時
間
と
い

た
所

な
た
め
そ
ん
な
数
を
こ
な
す
と
こ
ろ
を
見
る
と
本
当
に
反

し
て
い
る
か
が
分
か
ら
な
い

 
蓮
 

え

 

嘘
だ
ろ

 
霊
夢

あ
ん
な
説
教
を
よ
く
そ
ん
な
に
こ
な
せ
る
わ

 
よ
く

え
て
み
る
と
小
町
は
も
し
か
し
た
ら

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
こ
に

れ
も
し
な
い
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し

れ
な
い

 
理
 

ま

本
人
も
満
更
で
も
な
く
楽
し
ん
で
る
と
は
思
う

 
け
ど

 

か
よ

 
理
 

さ

 
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
と
紫
と

が
や

て
来
る
が
紫
に

て
は
ニ
コ
ニ
コ
と

い

な
が
ら
や

て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様
お
酒
を
持

て
き
ま
し
た
よ

 
理
 

お

す
ま
ん
な

 
そ
ん
な
光

を

と
見
て
い
た
霊
夢
が
ニ

リ
と

う
と

 
霊
夢

所
で
さ
紫
の

ず
か
し
い
エ
ピ
ソ

ド

て
何
か
な

 
い

 
と

聞
い
て
く
る

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
魔
理

も
ニ

リ
と

い
蓮
は
若

く

 

お

面
白
そ
う
だ
な
教
え
ろ
よ

 
蓮
 

だ

目
だ

て

人
共



 第十六章 夢に来たりし災い

 
霊
夢
と
魔
理

が
そ
う

う
と

は
少
し

れ
紫
は
た
め

を
つ
い
て

 

 

お
前
ら
は

紫
様
に
そ
ん
な

ず
か
し
い
話
が
あ
る

 
と
思
う
か

 
紫
 

は

そ
う
よ
私
に
そ
ん
な

ず
か
し
い
エ
ピ
ソ

ド

 
何
て

 
と

紫
が

お
う
と
し
た

間

理
久
兎
は
結

な
ぐ
ら
い
に
ゲ
ス
イ

を
す
る
と

 
理
 

あ
れ
れ

か
修
行
に
出
掛
け
た
と
き
に

の

 
を
飛
び

え
て
い
て
見
事
に

を

ら
せ
て

に

 
イ
ブ
し
て
服
や
ら

や
ら
び
ち

び
ち

に
な

て

 

い
た
の
は

だ

け
か
な

 
紫
 

お

御
師
匠
様

 
理
 

し
か
も
そ
の
後
し

か
り
お
ん
ぶ
し
た
の
を

だ
に

 
覚
え
て
る
け
ど
な

 
紫
 

本
当
に

め
て
く
だ
さ
い

 
突
然
の
事
過
ぎ
て
紫
も

を

く
し
て

ず
か
し
が
り
理
久
兎
を

め
よ
う
と
す
る
が
理
久
兎
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は
ス
ラ
ス
ラ
と

け
て

 
理
 

そ
う
い
え
ば
ま
だ
弟
子
に
な

て

い
時
に
夜
中
に

 
お

 
紫
 

御
師
匠
様
そ
れ

上
は

メ
で
す

 
と

理
久
兎
に
暴

を
さ
れ
る
前
に
何
と
か

め
ま
く
る
事

数
分
後

 
紫
 

は

は

 
普

あ
ま
り
ツ

コ
ミ
を
し
て
い
な
い
の
か

を
あ
げ
て
い
た

そ
ん
な
紫
の
カ
リ
ス
マ
が

し
た
の
を
見
て
い
た

人
は

 
霊
夢

紫
の
過
去

て
意
外
に
面
白
い
わ

 

あ

面
白
か

た

 
と
て
も
満

げ
に
そ
う

え
蓮
と

は

 
蓮
 

さ
ん

紫
さ
ん
の
カ
リ
ス
マ
が

 

 

あ

見
事
に

を
た
て
て

れ
て
い
く
な

 
最

然
と
す
る
し
か
な
い

そ
し
て

う
こ
と
を

て
満

し
て
い
る
理
久
兎
は

 
理
 

ふ

楽
し
か

た
こ
う

て
み
る
と

々
と
思



 第十六章 夢に来たりし災い

 
い
出
す
な

 
紫
 

御
師
匠
様

私
は
面
白
く
は
な
い
わ
よ

そ
れ
に
変

 
な
こ
と
は
思
い
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
ん
な
弟
子
と
の
会
話
を
理
久
兎
は
楽
し
む
の
だ

た
が
紫
や
蓮
達
か
ら
白
い

の
よ
う
な

物
が
上
へ
と
上
が

て
い
く
の
を
見
た
理
久
兎
は

 
理
 

あ
り

り

も
う

別
れ
か

 
た
だ
そ
う

き
別
れ
の
時
間
が

て
き
て
い
る
と
教
え
ら
る
の
だ

た



 第２４８話 良い旅を

 
第
２
４
８
話
 
良
い
旅
を

 
今
現

こ
の
場
に
い
る
理
久
兎
と
晴
明

外
の
者
達
に
変
化
が
訪
れ
て
い
た

そ
れ
は
体
か

ら
白
い

が
上
空
へ
と
待

て
い

て
い
る
か
ら
だ

 
蓮
 

な

何
で
す
か
こ
れ
は

 
霊
夢

体
か
ら

 

お
い
お
い
ど
う
な

て
ん
だ
よ

 
皆
は
こ
の
現
状
に
動

し
て
い
る
と
理
久
兎
と
同
じ
よ
う
に
体
か
ら
白
い

が
出
て
い
な
い

晴
明
は
理
久
兎
に
真

な

で
こ
の
現
状
を

え
る

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

ど
う
や
ら

 
理
 

あ

別
れ
の
時
だ
な

 
そ
う
こ
こ
は
現
実
の
世
界
で
は
な
い

こ
こ
は
夢
の
中

夢
は
必
ず
目
覚
め
る

そ
れ
は
理
で

あ
り
定
め
で
も
あ
る

 
紫
 

嘘

ま
だ
少
し
し
か
話
し
て
な
い
わ

 

 

紫
様



 第十六章 夢に来たりし災い

 
紫
は
ま
た
別
れ
る
の
が
嫌
な
の
か

を
地
面
に
つ
い
て
し
ま
う

そ
れ
を
従
者
で
あ
る

が

を

ぐ

 
理
 

な

ち

ん
皆
を
呼
ん
で
く
れ
な
い
か

も

 
う
別
れ
る
な
ら

を
し
て
お
き
た
く
て
な

 

 

分
か
り
ま
し
た
紫
様
を
お
願
い
し
ま
す

 

は
理
久
兎
に
紫
を
任
せ
る
と
会

を
し
て
皆
を
呼
び
に
向
か

た

理
久
兎
は

れ
て
い

る
紫
の
頭
に
手
を
置
い
て

 
理
 

こ
う
し
て
紫
の
頭
を

る
の
も
何
年
ぶ
り
か
紫
は
覚

 
え
て
る

 
紫
 

も
う
１
０
０
０
年
ぐ
ら
い
前
で
す

 
理
 

も
う
そ
ん
な
に

つ
の
か

い
な

 
と

理
久
兎
が

う
と
紫
は
理
久
兎
の
服
を

む

そ
し
て

を
交
え
て

 
紫
 

御
師
匠
様
は
本
当
に

ル
い
わ
突
然
来
た
と
思

た

 
ら
ま
た
突
然
別
れ
が
来
る
ん
で
す
か
ら
本
当
に

ル

 
い
わ

も
う

れ
た
く
な
い



 第２４８話 良い旅を

 
理
 

紫

覚
え
て
お
け
俺
は
ず

と
お
前
や
皆
を
見
守

て

 
い
る
よ

何
時
も
ず

と
ず

と

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

風
呂
や
ト
イ
レ
に
着
替
え
な
ど
も
な

 
紫
 

え

 
そ
れ
を
聞
い
た
紫
の

は

く
引
き
つ

た
か
の
よ
う
な

に
な
る

シ
リ
ア
ス
を

し
て

い
く
こ
の
神
様
は
な
ん
て
事
を
し
て
く
れ
る
の
で
し

う

 
理
 

ハ
ハ
ハ

談
だ

そ
こ
ま
で
は
し
な
い
よ

 
紫
 

そ

そ
う
よ

 
理
 

あ

ら
や

と

か
な
く
な

た

 
紫
 

あ

 
こ
の

ク
で
紫
の

は

ま

た

自
分
か
ら
し
た
ら

き
な
が
ら
の
別
れ
等
は
あ
ま
り

き
で
は
な
い

に

て
別
れ
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ

く
よ
り
も

て
い
て

し
い
の
だ

 
理
 

そ
れ
と
紫

俺
が
渡
し
た
指
輪
着
け
て
い
て
く
れ
て



 第十六章 夢に来たりし災い

 
あ
り
が
と
う
な

 
紫
 

御
師
匠
様
か
ら
頂
い
た
こ
の
指
輪
を
無
下
に
な
ん
か

 
に
し
ま
せ
ん
私
に
と

て
こ
の
指
輪
は
お
守
り
で
あ

 
り

物
で
す
か
ら

 
理
 

ハ
ハ
そ
う
か

 
と
理
久
兎
と
紫
が
会
話
を
し
て
い
る
と
蓮
と
霊
夢
に
魔
理

そ
し
て
晴
明
が
皆
を

れ
て
く

る
と
理
久
兎
は
紫
の
頭
を
か
る
く

で
て
手
を

す

 
理
 

お
前
ら
も
気
づ
い
て
い
る
と
は
思
う
が
も
う
じ
き
こ

 
の
夢
は
終
わ
り
お
前
ら
は
現
実
の
世
界
で
目
覚
め
る

 
だ
ろ
う

 
萃
香

ま
た

お
別
れ
な
ん
だ

 
文
 

せ

か
く
会
え
た
の
に

 
幽
香

最
悪

ま
た
勝
ち
逃
げ
さ
れ
る
と
か

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん

つ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

方
を
一
度

 
も
冥
界
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
そ
れ
は
何

で



 第２４８話 良い旅を

 
し

う
か

 
流

は
冥
界
の

理
者
だ
け
あ
る

そ
し
て
幽
々
子
の

問
に
理
久
兎
は
話
せ
る
こ
と
だ
け
を

話
し
た

 
理
 

今
現

俺
が
い
る
の
は
地
獄
の

地
だ
今
回
の
件

 
も
元
々
は
閻
魔
か
ら
の
直

の
依
頼
で
地
獄
か
ら
逃

 
げ
出
し
た
鷺
麿
を
始
末
し
に
来
た
ん
だ
よ

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

だ
か
ら
絶
対
に
冥
界
に
は
い
な
い

 
と

理
久
兎
が

う
と
紫
は
決
心
し
た
表
情
で

 
紫
 

な
ら
私
が

御
師
匠
様
を

 
理
 

め
て
お
け

復
活
だ
と
か
そ
ん
な
事
を

え
る
な

 
て
め

ら
は
て
め

ら
の
今
を
生
き
ろ

過
去
に

 
す
が

て
た
ら
先
が
見
え
な
く
な
る

 
話
を
聞
い
た
紫
は
た
だ

て
し
ま
う

そ
れ
ぐ
ら
い
に
自
分
に
は
こ
ち
ら
に
来
て

し
い
の

だ
と
感
じ
て
し
ま
う

だ
が
自
分
も
生
者
な
た
め
復
活
だ
と
か
は
蘇
生
だ
と
か
は
意
味
が
な
い
の



 第十六章 夢に来たりし災い

だ 

そ
れ
で
も
私
達
は

て
ば
か
り
な
の
よ
深
常

 
理
久
兎

 
妹
紅

あ

理
久
兎
さ
ん
に
は
助
け
て

て
ば
か
り
な
の

 
に
そ
れ
を
返
せ
な
い
の
も
な

 
輝
夜

あ
の
時
も
そ
し
て
今
回
の
事
も

 
と

わ
れ
る
と
理
久
兎
は
し

う
が
な
い
と
い
う

を
し
て

 
理
 

返
し
を
し
て

な
ら
よ

て
め

ら
の
一
生
を

 
平
和
に
暮
ら
せ
そ
れ
が
俺
へ
の

返
し
だ

 

お
前

見
た
感
じ
チ

ラ
い
と
思

て
た
け
ど
案
外

 
チ

ラ
く
は
な
い
ん
だ
な

 
理
 

そ
う
だ
な

を
流
し
て
ま
で
作

た
楽

 
を
楽
し
ん
で

い
た
い
そ
れ
が
俺
の
願
い
だ

た
か

 
ら
な

 
と
自
分
達
が
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
間
に
も
皆
の
下
半
身
は
と
う
に
消
え
失
せ
て
い
て
そ
れ



 第２４８話 良い旅を

が

へ
と
近
づ
い
て
き
て
い
た

 
霊
夢

も
う
じ
き
夢
か
ら
目
覚
め
る
わ

 
理
 

晴
明

お
前
か
ら

う
こ
と
は
あ
る
か

 
晴
明

そ
う
で
す

私
は
伝
え
た
い
こ
と
は
も
う
伝
え
た

 
の
で

い
ま
せ
ん
よ

 
理
 

そ
う
か

な
ら
俺
か
ら
お
前
ら
に
向
け
て
最
後
に

 

い
た
い
事
が
あ
る

 
も
う

か
ら
下
へ
と
消
え
て
い

て
る
弟
子
や
友
人
に
仲
間
そ
れ
ら
全
て
に
送
る

葉
そ
れ

は 
理
 

ど
ん
な

が
あ
ろ
う
が
ど
ん
な

が
あ
ろ
う
が
突

 
き
進
め
そ
れ
が
お
前
ら
が
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
旅
だ

 

だ
か
ら

紫
や
皆
に
伝
え
た
い

葉
は

た
だ

 

つ

良
い
旅
を

 
紫
 

御
師
匠
様

 
紫
が
手
を

ば
し
理
久
兎
を

も
う
と
し
た

間
紫
は
い
や
そ
の
場
の
全
員
は
光
の

子
と



 第十六章 夢に来たりし災い

な

て
上
空
へ
と
飛
ん
で
い

た
の
だ

た

自
分
は
上
へ
と
上
が

て
い
く
光
の

子
を

め

な
が
ら

 
理
 

じ

あ
な
皆

 
と
理
久
兎
が

た

間
そ
の
場
に

て
い
る
晴
明
は
や
れ
や
れ
と
い

た
表
情
で

を

げ
て
手
の
平
を
上
に
し
て
や
れ
や
れ
と

を

る
う

 
晴
明

理
久
兎
さ
ん

技
中
々
で
し
た
よ

 
理
 

ざ
け

晴
明

久
々
に
再
開
し
た
弟
子
や
仲
間
に

 
こ
の
ぐ
ら
い
の

し
さ
も
た
ま
に
は
良
い
だ
ろ

 
普

面
と
向
か

て
会
う
こ
と
も
出
来
な
い
理
久
兎
か
ら
し
て
み
れ
ば

一
弟
子
に
愛
情
を

注
げ
れ
て
仲
間
と
楽
し
く
話
せ
る
時
間
な
の
だ

だ
か
ら
こ
の

は
良
い
だ
ろ
う
と
思

て
い

た

そ
れ
を
聞
い
た
晴
明
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

 
晴
明

ふ
ふ

そ
う
で
す

理
久
兎
さ
ん
私
達
も
帰
り
ま

 
し

う

 
理
 

あ

帰
ろ
う

皆
が
待
つ
現
世
に
な

 
そ
う

う
と
晴
明
は
こ
こ
に
来
る
時
と
同
じ
よ
う
に
術
の

を
作
る
と



 第２４８話 良い旅を

 
晴
明

行
き
ま
し

う

 
理
 

あ

 
自
分
と
晴
明
は
そ
の

へ
と
入
る
と
強

な
光
が

り
を

い

く
し

く
し
て
光
が

む
と

そ
こ
に
は
も
う

も
い
な
く
な

て
い
た
の
だ

た



 第十六章 夢に来たりし災い

 
第
２
４
９
話
 
朝
日
は
昇
る

 
真

白
な
視
界
か
ら
目
覚
め
る
と
目
に
写

た
光

は
朝
日
が
昇
る
光

だ

た

し
か
も

陰
か
ら
朝
日
が

し
込
み
目
を

ら
せ
る

 
理
 

う

ん

も
う
朝
か

 
そ
う

い
理
久
兎
は
起
き
上
が
る
と

の

で

を

り

い
な
が
ら
眠
る
亜
狛
と
耶
狛
を
見

る 
理
 

気
⻑
に
眠

て
る
み
た
い
だ
な

 
と

て
い
る
と

つ
の
影
が
理
久
兎
の
目
の
前
に
現
れ
る

そ
れ
は
自
分
の
従
者
が

人

黒
だ

た

 
黒
 

主
よ

よ
う
や
く
目
覚
め
た
か

 
理
 

あ

神
社
で

て
た
奴
等
は

 
黒
 

全
員
目
覚
め
て
嬉
々
と
し
て
い
る
者
も
い
れ
ば
少
し

 

を

す
者
も
い
た
な

 
ど
う
や
ら
皆
は

毒
の
悪
夢
か
ら
帰

て
く
れ
た
み
た
い
だ



 第２４９話 朝日は昇る

 
理
 

そ
う
か

良
か

た
け
ど
さ

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か

 
理
 

ク
ソ
か

た
る
い
し

ル
い

 
理
久
兎
に
し
て
は
珍
し
く
目
覚
め
が
悪
い

何

か
体
が

く
先
程
ま
で
の
生
き
生
き
と
し
た

活
力
も
出
て
こ
な
い

す
る
と

 
晴
明

そ
れ
も
そ
う
で
し

う
夢
で
若
返

て
若
気
の

り

 
を
楽
し
め
ば
そ
れ
に
体
が
つ
い
て
い
く
訳
が
な
い
で

 
し

う
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

い
な
が
ら
晴
明
が
近

て
き
た

そ
れ
に
対
し
て
返

を
す
る

 
理
 

あ

そ
う
い
う
こ
と
か

や

り
若
い

て

 
い
い
な

 
そ
う
夢
の
世
界
で
は

体
と
魂
が

れ
る
た
め
魂
だ
け
が
若
返

て
し
ま

た
た
め
元
の

体

に

れ
ば
体
が

く
は
つ
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ

そ
し
て
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
一

は
今
の
理
久
兎
の
年

は
転
生
し
て
か
ら
約
１
０
０
０
年
ぐ
ら
い
だ

人
間
で

え
る
と

半

ば

り
だ
ろ
う



 第十六章 夢に来たりし災い

 
黒
 

そ
ん
な
無

口
を

け
る
な
ら
主
は
元
気
な
証
拠
だ

 
な

 
理
 

れ

な

黒
は

そ
う
い
え
ば
亜
狛
と
耶
狛
は

 
ど
の
く
ら
い

し
て
く
れ
て
い
た
の
か
教
え
て
く

 
れ
な
い
か

 
黒
 

あ

ざ

と

時
間
ぐ
ら
い
だ

た
か
太
陽
が

 
昇
る
頃
に
交
代
で

た
か
ら
な

  
ど
う
や
ら
交
代
制
で
見
て
く
れ
て
い
た
よ
う
だ

か
に
光
が
少
な
い
夜
に
黒
を

置
す
る
よ

り
か
は
光
の
多
い
朝
の
当
番
に
す
れ
ば
能
力
も
フ
ル
活

で
き
て

が
良
い

 
理
 

な
ら
も
う
少
し
だ
け

か
せ
て
や
る
か
そ
れ
で
晴
明

 
 

お
前
は
ま
た
蓮
の
中
で
ま
た
眠
る
の
か

 
晴
明

は
い

そ
の
つ
も
り
で
す

理
久
兎
さ
ん

方
に

 
り
入

て

つ
程
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が
よ
ろ
し

 
い
で
し

う
か



 第２４９話 朝日は昇る

 
理
 

て
み
ろ

 
自
分
と
黒
は
真

な

し
を
向
け
て
耳
を

け
て
聞
く
と
晴
明
は

葉
に

み
を
か
け
て
話

し
た

 
晴
明

つ
は
蓮
の
事
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
あ
の
子

 
は
昔
の
私
と
同
じ
で

過
ぎ
て
す
ぐ
に
突

走

 
て
し
ま
う
の
で
す

 
理
 

ハ
ハ
ハ

か
に
当
時
の
お
前
と

二
つ
か
も
な

 
晴
明

そ
し
て
最
後
の

つ
目

理
久
兎
さ
ん
こ
こ
だ
け
の

 
話
で
す
が
何

に
鷺
麿
は
灼
熱
地
獄
か
ら
脱
獄
出
来

 
た
と
思
い
ま
す
か

 
理
 

さ

な

現

そ
こ
は
捜
索
中
だ

 
晴
明
の

葉
を

姫
か
ら
は
少
し
聞
い
て
は
い
た
が
捜
索
が

し
て
い
る
ら
し
い

だ
が
晴

明
は
知

て
い
る
口
ぶ
り
だ

 
晴
明

恐
ら
く
鷺
麿
を
地
獄
か
ら
解
き

た
の
は
私
の
一

 
族
を

絶
や
し
に
し
た
妖
怪
で
し

う



 第十六章 夢に来たりし災い

 
理
 

晴
明
そ
い
つ
の
正
体
は

 
理
久
兎
は
晴
明
に
そ
の
妖
怪
の
正
体
を
聞
く
が
晴
明
は
目
を
閉
じ
て

を

に

た

 
晴
明

な
が
ら
私
に
も
そ
の
妖
怪
は
分
か
り
ま
せ
ん
で

 
す
が
恐
ら
く
紫
さ
ん
と
同
じ
で
単
一
妖
怪
か
と
思
わ

 
れ
ま
す
が

 
理
 

単
一
妖
怪
か

分
か

た
そ
れ
だ
け
で
も

分
だ

 
あ
り
が
と
う
な
晴
明

 
晴
明

い
え

 
理
 

一

は

方
の
方
で
も
犯
人
に
つ
い
て
は
探
し
て
は

 
み
る
が
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
な

 
晴
明

何

で
す
か

 
晴
明
は
何

時
間
が
か
か
る
の
か
気
に
な

た
た
め
聞
く
と
た
め

を

い
て

 
理
 

は

地
獄
は
人
手
不

な
ん
だ
よ
何
せ

要
が
無

 
さ
す
ぎ
て
な
人
手
は

り
な
い

金
も
少
な
い
お
陰

 
さ
ま
で
地
獄
は
火
の

な
ん
だ
よ



 第２４９話 朝日は昇る

 
晴
明

は

は

 
黒
 

ま

そ
う

う
こ

た
安

な
ん
ち

ら

 
晴
明

な
ん
ち

ら
で
は
な
く
て
安

晴
明
で
す

 
晴
明
は
自
分
の
名
前
の
間
違
い
に
対
し
て

正
さ
せ
る

そ
ん
な
晴
明
を
見
て
い
て

 
理
 

ハ
ハ
ハ

変
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
な

 
晴
明

え

そ
れ
で
は
理
久
兎
さ
ん
私
は
本
来
い
る
べ
き

 
場
所
へ

り
ま
す

 
理
 

あ

ま
た
会
お
う
な

 
晴
明

は
い

 
そ
う

う
と
晴
明
は

と
な

て
そ
の
場
所
か
ら
消
え
て
そ
の
場
に
は
理
久
兎
と
黒
そ
し
て

の

で

て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
だ
け
ご

た

 
理
 

そ
ん
じ

人
を
起
こ
し
て
帰
る

 
黒
 

あ

 
理
久
兎
と
黒
は
亜
狛
と
耶
狛
の
元
へ
と
近
づ
き

を

く

チ

チ
と

い
て
起
こ
す
と
眠
そ

う
に

人
が
起
き
出
し
た



 第十六章 夢に来たりし災い

 
亜
狛

あ
れ

マ
ス

 
耶
狛

う

ん

マ
ス

 
理
 

よ

た
だ
い
ま
そ
し
て
お
は
よ
う

 
理
久
兎
は
ニ
コ
ニ
コ
と
し
な
が
ら
手
を
上
げ
て

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
立
ち
上
が
り

 
耶
狛

お
帰
り
マ
ス

 
亜
狛

何
時

て
来
た
ん
で
す
か

 
理
 

つ
い
さ

き

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
回
し
て

 
耶
狛

あ
れ

晴
明
ち

ん
は

 
理
 

あ

彼
奴
も
う
帰

た

 
耶
狛

え

晴
明
ち

ん
帰

ち

た
の

 
理
 

ま

お
前
ら
が

て
た
か
ら
悪
い
と
思

た
ん
だ
ろ

 
う
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
は
耶
狛
を
な
だ
め
つ
つ
少
し
し

ん
ぼ
り
と
し
た
表
情
で

 
亜
狛

そ
ん
な
気
を
使
わ
な
く
て
も
良
か

た
の
に



 第２４９話 朝日は昇る

 
理
 

彼
奴
な
り
の
気
遣
い
だ
察
し
て
や
れ

さ
て
と
俺

 
ら
も
撤
収
す
る

 
亜
狛

マ
ス

実
は
少
し
よ

て

い
た
い
場
所
が
あ
る

 
の
で
す
が

 
亜
狛
に

り
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

わ
れ
た
理
久
兎
は
そ
ん
な
急
ぐ
わ
け
で
も
な
い
の
で
亜

狛
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

良
い

な
ら
そ
こ
に
行
こ
う
場
所
は

 
亜
狛

神
社
の
裏
手
の
方
で
す
よ

 
理
 

分
か

た
行
こ
う
か

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達

人
は
亜
狛
と
耶
狛
の
作

た

け
目
へ
と
入
り
に
導
か
れ
る
が
ま
ま

動
す
る
の
だ

た

 
神
様

動
中

 
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の
案
内
で
た
ど
り
着
い
た
場
所
は
と
あ
る
文

が

ま
れ
た

の
前

だ

た

そ
こ
に
は
花
束
に

頭
や

が
置
か
れ
て
い
た

 
理
 

な

こ
こ
は



 第十六章 夢に来たりし災い

 
理
久
兎
は

人
に
聞
く
と
耶
狛
は
珍
し
く
真

な
表
情
で

 
耶
狛

マ
ス

あ
の

の
文

を
読
ん
で
み
て

 
理
 

ん

分
か

た

 
理
久
兎
が
耶
狛
に
指

さ
れ
た

の
文

を
読
む
と
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
の
は

 
深
常
理
久
兎
こ
こ
に
眠
る

 
と
そ
れ
は

に
大
き
く
文

が

ま
れ
て
い
た

そ
う
そ
の

こ
そ
が
紫
達
が
建
て
た

自
分
自
身
の

だ

た
の
だ

 
理
 

何
か
自
分
の

を
こ
う
し
て
客
観
的
に
見
る
の

 
も
可

し
な
も
ん
だ
な

 
黒
 

何
だ

こ
こ
は
主
の

だ

た
の
か

 
亜
狛

え

マ
ス

の

は
こ
の
下
に

め
ら
れ
て

 
い
た
ん
で
す
よ

 
耶
狛

懐
か
し
い

 
そ
う
か
つ
て
理
久

が
入

て
い
た

を
地
面
か
ら

動
し
た
の
が
亜
狛
と
耶
狛
だ

つ
ま

り

人
が
来
る
の
は
数

年
ぶ
り
と
い
う
事
だ



 第２４９話 朝日は昇る

 
理
 

彼
奴
ら
人
の

り

て

そ
れ
に
俺
は
仏
門
じ

 
な
い
か
ら
出
来
れ
ば
神

の
方
が
助
か
る
が
ま

よ

 
し
と
す
る
か

 
お

え
さ
れ
て
い
る

頭
を
亜
狛

耶
狛

黒
に
そ
れ

れ

つ
ず
つ
投
げ
渡
す

 
亜
狛

マ
ス

良
い
ん
で
す
か

 
耶
狛

バ
チ
が
当
た
る
か
も
よ

 
黒
 

流

に
お

え
も
の
を
な

 
理
 

良
い
ん
だ
よ
俺
へ
の

え
物
だ

て
お
け

 
そ
う

い
お

え
物
の

を
取

て
自
分
の

の
上
に
座
り

を
開
け
る

す
る
と
酒

の
香
り
が
漂
う

そ
れ
を

し
酒
を
飲
む

 
理
 

い

ち

前
の
酒
を

意
し
や
が

て
よ

こ
れ

 
は
萃
香
の
チ

イ
ス
か

悪
く
は
な
い
な
ハ
ハ

本

 
当
に

面
白
く
て
嬉
し
い
も
の
だ
な

 
昇
り
終
え
る
朝
日
を

め
な
が
ら
酒
を
飲
み
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は

頭
を
食
べ
て

え
ら

れ
た
花
そ
し
て
置
い
て
あ

た
文
々
新
聞
を
持

て

人
は
今
の
住
み
か
で
あ
る
地
底
へ
と
帰



 第十六章 夢に来たりし災い

る
の
だ

た



 第２５０話 さとりの覚悟

 
第
２
５
０
話
 
さ
と
り
の
覚
悟

 
鷺
麿
の
起
こ
し
た

夢
異
変

そ
の
事
件
に
つ
い
て

姫
に
全
て
を
報
告
し
終
え
て
か
ら

日
後
の
事
理
久
兎
は
晴
明
の
一
族
を

ぼ
し
た
と
い
う
妖
怪
を
探
す
た
め
に
文

を
手
当
た
り

次
第
に
読
み
ま
く

て
い
た

 
理
 

う

ん
こ
れ
と
い

て
何
も
な
い
か

 

々
と
見
た
が
大

虐
殺
を
出
来
る
程
の
妖
怪
が
見
つ
か
ら
な
い

が
し

ど
く
ろ
大
百

や
ら
の
大

の
妖
怪
も

え
た
が

ら

が
薄
く
な

た
晴
明
の
一
族
で
も
そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
勝

て
る
と
予

し
な
お
か
つ
鷺
麿
が

れ
る
時
点
で
可

し
い
と
思
い
捜
査
対
象
か
ら
外
し
更
に

理
久
兎
の
仲
間
達
も
外
し
た
と
し
て
も
そ
れ
に

当
す
る
妖
怪
が
見
つ
か
ら
な
い
で
い
た

 
理
 

い

た
い
ど
ん
な
奴
な
ん
だ
ろ
う
な

 
目
を
休
め
る
た
め
に
体
を
ぐ

と

び
を
し
て
目
に
手
を
当
て
な
が
ら
え
て
い
る
と

 
コ
ン
コ
ン
コ
ン

 
と

を
ノ

ク
す
る

が
聞
こ
え
出
す

理
久
兎
は
目
を
開
い
て

 
理
 

ど
う
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入

て
良
い
と

う
と

が
開
か
れ
る

そ
こ
に
い
た
の
は
さ
と
り
だ

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
何
を
し
て
い
ら

し

た
ん

 
で
す
か

 
理
 

ん

あ

昔
の
友
人
の
頼
み
で
な

な

さ
と
り

 

つ
聞
き
た
い
ん
だ
が
少
し
弱
い
陰
陽
師
達
の
集
団

 
を
虐
殺
で
き
る
妖
怪

て
何
か
い
る
な
ら
教
え
て
く

 
れ
な
い
か

 
物
覚
え
そ
れ
に
知
略
に
⻑
け
て
い
る
さ
と
り
何
か
い
な
い
か
と
聞
く
と
さ
と
り
は
少
し

え
理

久
兎
の
読
ん
で
い
る
文

を
探
す
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
の
妖
怪
は

 
理
 

ん

ど
れ
ど
れ

 
さ
と
り
の
開
い
た

に
は
空
亡
と
書
か
れ
て
そ
の
特

は
空
を
闇
へ
と
変
え
人
間
妖
怪

す
ら

食
の
対
象
と
す
る
最
悪
の
妖
怪
と
書
か
れ
て
い
た

だ
が
そ
の
妖
怪
に
つ
い
て
心
当
た
り

が
あ

た

 
理
 

ま
ん
ま
ル

ミ
ア
じ

か
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か
つ
て
ル

ミ
ア
と
戦

た
事
が
あ

た
が
そ
の
特

全
て
に
一

し
て
い
た
た
め
そ
う

て
し
ま
う

 
さ
と

え

と

お
知
り
合
い
で
す
か

 
理
 

あ

昔
に
な

一
俺
の

に

を
つ
け
る
事
が
出

 
来
た
奴
だ
な

 
今
の
理
久
兎
か
ら
し
て
み
れ
ば
良
い
思
い
出
の

つ
だ

だ
が
さ
と
り
は
少
し
ム
ス

し
た

表
情
を
し
た
が
す
ぐ
に
何
時
も
の

に

る

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん

あ
の
時
は
亜
狛
さ
ん
達

 
に
緊
急
事
態
だ
か
ら
と
か

わ
れ
ま
し
た
が

日
前

 
に
何
が
起
き
た
の
か

そ
れ
で
帰

て
来
て
も
部

 

に

日
程
の
引
き

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

 
い
ま
せ
ん
か

 
理
久
兎
の
事
を
心

し
て
い
た
さ
と
り
は

て
く
る

そ
れ
を
聞
か
れ
た
理
久
兎
は
頭
を

き
な
が
ら

い
を

か
べ
て

 
理
 

し

う
が
な
い
か

え

と
ま
ず
部

に
引
き
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た
理
由
は
少
し

を
味
わ

て
体
が

ル
く
て
動

 
く
の
が
嫌
に
な

た
か
ら

て
た
の
が
理
由
だ

 
さ
と

な

何
で
す
か
そ
の
理
由
は

 
だ
が
間
違

て
は
い
な
い

夢
の
世
界
で
理
久
兎
は
若
返
り
見
事
な
キ

ピ

イ
ぶ
り
を
見
せ
て

い
た

だ
が

か
ら
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
も
信

し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

そ
れ
で
地
上
で
何
し
て
た
か
何
だ
が
地
獄
か
ら
脱
獄

 
し
た
脱
獄
犯
を

除
す
る
た
め
に
夢
の
中
ま
で
行

 
た
結
果
気
づ
い
た
ら
朝
だ

た
か
ら
帰
り
が

く
な

 

た
ん
だ
よ

 
さ
と

そ
う
だ

た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

悪
か

た
な

日
程
心

か
け
て

 
さ
と

い
え
心

な
ん
て
し
て
ま
せ
ん
よ

ふ

 
と
さ
と
り
は

う
が
理
久
兎
か
ら
見
て
さ
と
り
は
少
し

と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

だ
が
何

安

し
た
の
か
は
聞
か
な
い
で
は
お
こ
う
と
思

た
が
少
し
気
に
な

た
た
め

 
理
 

な

さ
と
り

さ

き
か
ら

に
ポ

カ

フ

イ
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ス
が

れ
て
い
る
時
が
あ
る
が
何
か
変
な
物
で
も
食

 

た
か

 
さ
と

え

そ

そ
ん
な
事
は
な
い
で
す
よ

 
理
 

う

ん
ま

い

 
と

う
と
し
た
時

さ
と
り
は
理
久
兎
の

の
真
ん
前
ま
で

を
近
づ
け
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
あ
ま
り
無

は
し
な
い
で
下
さ
い

ら

 

方
が
死
ん
で
も
蘇
る
と

て
も
い
な
く
な
る
の

 
は

し
い
の
で

 
理
 

お

お
い

さ
と
り

本
当
に
ど
う
し
た
ん
だ

 
何
時
も
ポ

カ

フ

イ
ス
を
心
掛
け
て
い
る
よ
う
な
さ
と
り
が

ず
か
し
そ
う
に

を

く

し
な
が
ら
そ
う

て
く
る
の
だ

 
さ
と

い
え
何
で
も

た
だ

は

 
さ
と
り
は

か
ら

れ
る
と
深
く
た
め

を

い
た

 
理
 

何
か

み
で
も
あ
る
の
か

あ
る
な
ら
聞
く
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と

い
な
が
ら

げ
た
本
を
閉
じ
て

う
と
さ
と
り
は
少
し

ト
目
で

方
を
見
る
と
口
を

開
け
て
話
始
め
た

 
さ
と

実
は
私

そ
の
気
に
な
る
異
性
の
男
性
が
い
る
の
で

 
す
よ

 
何
て
初
々
し
い
の
だ
ろ
う

さ
と
り
も
年
頃
の
子
の
よ
う
だ

 
理
 

へ

何

告
白
し
た
の

 
さ
と

い
え

そ
の
男
性
と
私
は
生
き
る
世
界
が
違
い
過

 
ぎ
て
そ
れ
で
何
て

葉
を
掛
け
れ
ば
い
い
の
か
分
か

 
ら
な
く
て

そ
れ
に
必
死
に
ア
プ
ロ

チ
を
し
て
も

 
気
に
さ
れ
て
な
い
し
こ
い
し
に
も
手
伝

て
も
ら

 
た
り
も
し
ま
し
た
が
や
は
り

果
も
な
く
て

 
理
 

成
る
程
な

 
さ
と
り
の

葉
を
深
く

味
す
る

結

し
い

だ
と
い
う
か
そ
の
男
は
観
察
力
が
な
い

の
か
と
思

た

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

え

え
を
出
し
た

 
理
 

そ
う

う
の
は
自
分
か
ら

た
方
が
い
い

自
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分
の
思
い
を
伝
え
る
の
は
大
切
な
事
だ
か
ら
な

 
そ
れ
に
ア
ピ

ル
を
し
て

手
を
待
つ
の
も
い
い
か

 
も
だ
け
ど
待
つ
よ
り
も

め
に
転
じ
た
方
が
良
い
か

 
も

手
の
感
じ
か
ら
し
て
さ

 
さ
と

そ
う
か
も
で
す

 
理
 

な

因
み
に
そ
い
つ
の
名
前
は

何
な
ら
俺
も
手
伝

 

て
や
る
か
ら
よ

 
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら
そ
う

う
と
さ
と
り
は

を

く
し
う
つ
向
い
て
そ
の
者
の
名
前

を

う

 
さ
と

り

と

さ
ん
で
す

 
理
 

え

も
う
一
度
ど
お
願
い
で
き
る

 
さ
と
り
の

た
事
が
良
く
分
か
ら
な
か

た
の
か
理
久
兎
は
も
う
一
度
と
頼
む

 
さ
と

だ
か
ら

り

と
さ
ん
で
す

 
理
 

り
と
さ
ん

 
さ

き
よ
り
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
は
な

た
が
ま
だ
聞
こ
え
な
い
が
り
と
と
か

う
人
物
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そ
う
だ

と
い
う
か
そ
ん
な
奴
は
い
た
か
な
と

え
て
い
る
と
す
る
と

を
真

に
さ
せ
た
さ

と
り
が
大

で

 
さ
と

だ
か
ら
理
久
兎
さ
ん

方
で
す

は

 
そ
う
か
自
分
の
事
が

き

え

あ
ま
り
の
思
い

き
り
発

で
自
分
の
名
前
を

わ
れ
た
事
に

く

直
し
て
し
ま

た

そ
し
て
数

の
間

直
す
る
と

 
理
 

 
あ
ま
り
の

き
で

語
で

え
る

ど

い
て
し
ま

た

そ
し
て
今
か
ら
よ
く

え
て
み
る

と
海
水

だ

た
り
料
理
を
学
び
に
来
た
り
と
ア
プ
ロ

チ

的
な
事
は
あ

た
よ
う
な
気
が

し
て
き
た

だ
が

さ
な
い
の
も
空
気
が
更
に

く
な
る
た
め
口
を
開
け

 
理
 

な

な

さ

さ
と
り

 
さ
と

え
え
え

と

 
自

ち
で

た
た
め
な
の
か
ポ

カ

フ

イ
ス
に
よ
る
無
表
情
に
近
い
さ
と
り
の

は
も
う
真

な
の
か

手
で

を

し
て

ず
か
し
が

て
い
た

 
理
 

な

な

さ
と
り

 
ど
の
よ
う
に

を
掛
け
る
か
と

み
つ
つ
も
さ
と
り
を
呼
ぶ
と
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さ
と

惑
で
す
よ

 
理
 

へ

 
さ
と

こ
ん
な
突
然
に
そ
ん
な
事
を

わ
れ
れ
ば

惑
で
す

 
よ

惑
に
な
る
ん
だ

た
ら
こ
ん
な
気
持
ち
な

 
け
れ
ば
良
か

た
の
に

て
れ
ば
良
か

た
の
に

 

ず
か
し
い
の
か
本
当
に
ナ

バ
ス
な
事
を

い
出
し
た

自
分
も
こ
れ
は
ど
う
反

す
れ
ば

良
い
の
か
良
く
わ
か
ら
な
い

昔
に
⻤
達
の
名
物
⻤

い
で

ま

た
人
達
を
里
に
送
り
返
し

て
い
た
り
し
た
時
に
告
白
ま
が
い
な
事
を
さ
れ
て
は
い
た
が

度
も
断

て
い
た
記
憶
が

る

理
由
は
知
り
合

て
間
も
な
い
人
と
は

き
合
え
な
い
と
思

て
い
た
か
ら
だ

そ
れ
に
妹
紅
と

の
縁
談
話
も
そ
う
だ

そ
の
時
は
妹
紅
の
気
持
ち
を

し
て
断

た
が
今
回
は
違
う

自
分
の

口
か
ら
し
か
も
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
事
を
見
て
告
白
を
受
け
た
の
だ

だ
か
ら
ど
う

え
れ
ば
良

い
の
か
本
当
に
分
か
ら
な
い

 
さ
と

私

部

に
帰
り
ま
す

そ
れ
で

れ

 
さ
と
り
が
帰
ろ
う
と
し
た
時

子
か
ら
立
ち
上
が
り

座
に
さ
と
り
の
手
を

し
く

る

 
さ
と

え



 第十六章 夢に来たりし災い

 
理
 

た
く
人
の

い
た
い
事
を

て
帰
る

て
ど
う
よ

 
普
通

さ
と
り

こ
れ
だ
け

い
た
い
お
前
は

に

 
俺
と

き
合
う
と
し
て
後

し
な
い
の
か

 
さ
と

そ
ん
な
事
は
な
い
で
す

理
久
兎
さ
ん
は
嫌
わ
れ
者

 
の
妖
怪
で
あ
る
私
や
こ
い
し
に
手
を

し
の
べ
ら
れ

 
る

し
い
神
様
で
す
そ
ん
な

し
く
そ
し
て
こ
ん
な

 
に
心
が

か
い
か
ら
私
は

き
に
な

た
ん
で
す

 
さ
と
り
の
そ
の
思
い
聞
き
自
分
は
ク
ス
リ
と

い

 
理
 

ふ

そ
う
か

な
ら
俺
か
ら
も

お
う
か
さ
と
り

 
良
い
ん
だ
な
俺
で

 
さ
と

は
い

 
理
 

な
ら

あ

う
ん

よ
ろ
し
く
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

理
久
兎
さ
ん

 

ぐ
み
な
が
ら
さ
と
り
は
自
分
へ
と

き
つ
い
た
の
だ

た

こ
う
し
て

思
い
で

し
い
生

活
は
消
え
て
新
た
な
一
歩
を
さ
と
り
は
踏
み
出
し
理
久
兎
も
こ
れ
か
ら
の
事
を
少
し
ず
つ

え
る
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き

か
け
と
な
る
の
だ

た
が

 
こ
い

お
姉
ち

ん
成

し
た

 
亜
狛

や

と

感
の
マ
ス

に
恋
人
で
す
か

 
耶
狛

だ

 
黒
 

口
の
中
が

コ

で
も
飲
む
か

 
お

さ
と
り
様
大

で
す

 
お
空

そ
う
だ

 
と

た
感
じ
で
策
士
に

ラ
リ

も
そ
れ
を
見
て
楽
し
む
の
だ

た



 第十六章 夢に来たりし災い

 
第
２
５
１
話
 
空
中
散
歩
へ

 
さ
と
り
が
理
久
兎
へ
告
白
し
た
そ
の
翌
日
朝
の
事

 
理
 

や

り
手

か
り
は
無
し
か

 
何
時
も
よ
り
も

め
に
起
き
て

日
と
同
じ
よ
う
に
地
獄
に
あ
る
資
料
お
よ
び
に
そ
こ
い
ら
の

文

や
ら
を
単
一
妖
怪
を
検
索

ド
と
し
て
全
て

た
が
や
は
り
何
も
無
か

た

ど
の
妖

怪
が
や

た
の
か
そ
れ
ら
全
て
闇
へ
と
葬
ら
れ
過
ぎ
て
い
る

 
理
 

し
か
し
鷺
麿
や
地
獄
の
怨
霊
達
を
逃
が
し
て
い

 

た
い
何
が
し
た
か

た
ん
だ

だ
が
一
番
気
に
な

 
る
の
は
や
は
り
出
来
す
ぎ
て
る

て
事
だ

葛
ノ
葉

 
蓮
は
間
違
い
な
く
白
な
ら
何

こ
う
も
出
来
す
ぎ
て

 
い
る
ん
だ

 
そ
う
葛
ノ
葉
蓮
が
こ
う
し
て
幻
想
郷
に
来
た
の
も
怨
霊
達
や
鷺
麿
が
脱
獄
し
た
の
も
全
て
が

ま
る
で
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
出
来
す
ぎ
て
い
る
の
だ

し
か
も
そ
の

が

見
え
な
い
と
き
て
い
る

こ
れ

ど

手
が
何
を

え
て
い
る
の
か
そ
し
て
正
体
も
分
か
ら
な
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い

こ
れ
程
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い

 
理
 

何
か
起
き
な
け
れ
ば
良
い
が
な

 
暗
が
り
の

の
空
を

め

く

そ
し
て
前
を
向
き
散
ら
か
し
た
資
料
や
ら
を
ま
と
め
て
本

に
し
ま

て

け
る
が

け
て
い
る
時
に
あ
る
こ
と
を
思
い

い
た

 
理
 

ま
て
よ

ど
の
文

に
も
載

て
い
な
い
と
な
る
と

 
つ
ま
り
晴
明
の
子
孫
達
を
殺

た
の
は
文

に
も
載

 
ら
な
い
な
お
か
つ
鷺
麿
や
ら
を
脱
獄
さ
せ
て
る
時
点

 
で
知
能
も
あ
る
と
い
う
事
に
な
る

て
事
だ
よ
な

 
も
し
そ
れ
が
そ
う
だ
と
し
た
ら
資
料
を

て
も
引

掛
か
ら
な
い
と
思

た

あ

た
と
し

た
な
ら
す
ぐ
に
探
し
出
せ
て
い
る

だ

つ
ま
り

手
は

に
置
い
て
も
姿
を

ま
せ
る
程
の

妖
怪
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
理
 

だ
が
や
は
り
正
体
が

め
な
い
よ
な

い
や

え
る

 
の
は
今
は
一
回

め
よ
う

 
そ
う

い
て

り
の
本
を

け
る

そ
し
て
理
久
兎
は
部

を
後
に
す
る

 
理
 

う

ん
恐
ら
く
そ
の
妖
怪
は

実
に
幻
想
郷
ま
た
は
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地
獄
に
い
る
と

定
す
る
と

 
と
ブ
ツ
ブ
ツ
と

い
な
が
ら

下
を
歩
い
て
い
る
と

を

が

て
さ
と
り
が
歩
い
て
来
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

う
ん

あ

さ
と
り
か
お
は
よ
う

起
き
る
の

い

 
な

 
さ
と

い
え
そ
ん
な
に
は

ま
た

え
事
で
す
か

 
理
 

あ

ま

な
や

り
思
い
当
た
る
妖
怪
が
い
な
く

 
て

え
て
い
た
ん
だ
が
や

り
思
い
つ
か
な
く
て

 
な

 
妖
怪
の
総
大
将
を
や

て
い
た
た
め
あ
る
程
度
の
妖
怪
に
は

し
い
の
だ
が
や
は
り
思
い

か

な
い

そ
れ

ど
ま
で
に
理
久
兎
は

戦
し
た
い
た
の
だ

そ
れ
を
見
た
さ
と
り
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
良
け
れ
ば

き
に
ゲ

ム
で
も
ど
う

 
で
し

う
か

 
理
 

ゲ

ム

は
は

ん

チ

ス
か

 
さ
と

い
え

人
狼
ゲ

ム
で
も
と
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と

う
が
狼
人
ゲ

ム
は
少
な
く
と
も

人
は

し
い

し
か
も
そ
れ

前
に
さ
と
り
の

前
で
は
人
狼
も
平
⺠
も
あ

た
も
ん
じ

な
い

 
理
 

い
や
さ
と
り
が
入

た
ら
元
も
こ
も
な
い
だ
ろ
そ
れ

 
に
亜
狛
や
お

は
と
も
か
く

が
ル

ル
を
覚
え
る

 
の
に
時
間
が
か
か
る

 
さ
と

良
い
と
は
思

た
ん
で
す
け
ど

 

日
の
一
件

来
な
の
か
さ
と
り
が
少
し
だ
け

け
た
と
い
う
か
頭
に
花
が
生
え
た
と
い
う

な
緊

が

ど
け
て
こ
ん
な
感
じ
に
な

て
い
た

だ
が
自
分
を
心

し
て
少
し
で
も
気
分
転

す
る
こ
と
を

え
て
く
れ
る
事
に
少
し
ば
か
し
だ
が
嬉
し
く
な

た

 
理
 

ま

俺
の
事
を
思

て
く
れ
て
あ
り
が
と
な

 
さ
と

い
え

そ
ん
な
つ
も
り
は

 
理
 

う

ん

だ
か
ら
少
し
外
で
も
歩
か
な
い
か

 
朝
飯
ま
で
は
少
し
時
間
も
あ
り
す
ぎ
て
る
し
さ

 
因
み
に
今
の
時

は

前

時
だ

あ
ま
り
に
も

す
ぎ
る

の
メ
ン
バ

が
起
き
る
の

最

で
も

時
ぐ
ら
い
だ
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さ
と

で
も

私
は
そ
の
嫌
わ
れ
て
ま
す
し

 
理
 

安
心
し
な
よ

ど
う
せ
こ
の
時

じ

本
的
に
皆

 

て
る
か
ら
さ

 
さ
と

え

そ
れ
も
そ
う
で
す

な
ら
少
し
歩
き
ま
し

 
う
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

な
ら
準
備
が
出
来
し
だ
い

関
の

ル
で

 
集
合
な

 
さ
と

は
い

 
自
分
と
さ
と
り
は
そ
う

い
一

部

へ
と

り
各
自
準
備
す
る

そ
う
し
て

関

ル
へ

と
行
く
が
ま
だ
さ
と
り
は
来
て
な
い
み
た
い
だ

た

 
理
 

さ
と
り
を
待
つ
と
し
ま
す
か

 
と

い
待

て
い
る
と

後
に
気

を
感
じ

り
返
る
と
そ
こ
に
は
ニ
コ
ニ
コ
と
し
な
が
ら

こ
い
し
が
立

て
い
た

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
お
は
よ
う

 
こ
い

お
は
よ
う
理
久
兎
お
兄
ち

ん

こ
ん
な

く
に
し
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か
も
黒
コ

ト
の
フ

ド
じ

な
い

て
事
は

 
あ

ま
さ
か
お
姉
ち

ん
と
デ

ト
で
し

 
理
 

よ

よ
く
分
か
る
な

 
流

は
さ
と
り
の
妹
だ
け
あ

て
勘
が

い
し
な
お
か
つ
心
を
閉
じ
た
せ
い
な
の
か

い
方
が

無
関
心
す
ぎ
て
ド
ス
ト
レ

ト
だ

 
こ
い

え
へ
へ
理
久
兎
お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん
を
よ
ろ
し

 
く

意
外
に
も
お
姉
ち

ん
結

ち

ろ
い
か
ら

 
さ

 
理
 

あ

 
こ
い
し
の
頭
を

子
こ
し
で

で
る
と
こ
い
し
は
楽
し
そ
う
に

う

可
愛
ら
し
い

だ
な

と
思

て
い
る
と

 
こ
い

だ
け
ど

お
姉
ち

ん
を

つ
け
る
な
ら
絶

 
対
に
許
さ
な
い
か
ら

 
理
 

あ

あ

 
無
意

な
殺
意
を
感
じ
た

一

だ
が
ブ
ル

と

え
た



 第十六章 夢に来たりし災い

 
こ
い

ふ
ふ
ふ

じ

 
そ
し
て
こ
い
し
は
ニ
コ
ニ
コ
と

み
な
が
ら
地
霊
殿
の
奥
へ
と
消
え
て
い

た

そ
し
て
消

え
た
先
か
ら
さ
と
り
が
出
て
く
る

 
さ
と

お
待
た
せ
し
ま
し
た
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

い
や
俺
も
今
さ

き
来
た
所
だ
か
ら
安
心
し
な
よ

 
さ
と

そ
う
で
し
た
か
な
ら
行
き
ま
し

う
か

 
理
 

そ
う
だ
な

 
自
分
と
さ
と
り
は

関
の
門
を
開
け
て
外
へ
と
出
る
の
だ

た

朝
方
の
せ
い
な
の
か
何
時
も

間
や
夜
の
よ
う
な

わ
い
は
な
く
と
て
も
静
か
だ

だ
が
そ
れ
が
さ
と
り
に
と

て
も
ス
ト
レ

ス
も
感
じ
に
く
く

度
良
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

う

ん
や

り
静
か
だ

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん

 
さ
と
り
は

ず
か
し
そ
う
に

を

ら
め
て
手
を
さ
し

ば
し
て
く
る

 
理
 

ふ
ふ

 
自
分
は
そ
の
手
を

し
く

る
と
さ
と
り
は

き

し
い

を

か
べ
た
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理
 

行
く
よ

 
さ
と

は
い

 
自
分
は
何
時
も
み
た
い
に
魔
法
は
使
わ
ず
に
自
身
の

し
て
い
る
龍

を

ば
た
か
せ

人

は
空
を
飛
び
散
歩
へ
と
出
掛
け
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
の
そ
の

こ
う
し
て
よ
く
見
て
み
る

 
と
本
当
に
大
き
い
で
す

 
理
 

悪
い
な
こ
ん
な

で
よ

本
は
邪
魔
だ
か
ら
し
ま

 
て
る
ん
だ
が
た
ま
に
は
こ
う
し
て

を

げ
た
く
て

 
な

 
さ
と

い
え
良
い
と
思
い
ま
す
よ

た
だ
改
ま

て
見
る
機

 
会
が
な
い
も
の
だ

た
の
で

 
理
 

そ
う
か
い

 

人
は
楽
し
そ
う
に
ま
だ

に
妖
怪
の
い
な
い
空
を
飛
び
地
底
の
続
け
る

皆
が
起
き
る
そ

の
時
間
ま
で
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第
十
七
章
 
地
獄
の
女
神
降
臨

 
第
２
５
２
話
 
旅
の
思
い
出

 
さ
と
り
と
の
そ
の
数
時
間

何
時
も
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
日
常
へ
と
自
分
達
は

て
い
た

そ
し
て
か
つ
て
海
開
き
で
使

た
水
着
は
全
員
分
を
回
収
し

を
し
て
地
霊
殿
の

へ
と

け
て
い
た
が
整
理
を
す
る
事
と
な
り
つ
い
で
に
と
理
久

は
断
罪
神
書
に
入

て
い
る

物
の
整

理
を
行
う
こ
と
を
決
め

に
い
る
の
だ

た

 
理
 

ふ

々
と
懐
か
し
い
物
が
結

あ
る
な

 
黒
 

ど
れ
だ
け
の

を
集
め
た
ん
だ

 
な
お
今
回
は
黒
も
こ
の
整
理
に

加
し
て
く
れ
て
い
る

理
久

人
で
も

け
は
出
来

る
が
黒
は

度

し
て
い
た
た
め
良
い

し
が
て
ら
と

た
所
だ

 
理
 

ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
く
か
ら

回

方

に
ま
と
め

 
よ
う



 第２５２話 旅の思い出

 
黒
 

了
解

 
断
罪
神
書
か
ら

々
な
ア
イ
テ
ム
を
取
り
出
す
と
そ
れ
を
黒
へ
と
渡
し
て
い
き
黒
は
そ
れ
を

次
々
に

わ
れ
た
場
所
に
置
い
て
い
く

渡
し
て
い
く
ア
イ
テ
ム
に
は
何
か
不
思
議
な
力
が
出
て

い
る

の

や
何
か
の
薬
や
ら

々
な
ア
イ
テ
ム
だ

そ
う
し
て
大
方
の
ア
イ
テ
ム
を
出
し
終
え

る
と

 
黒
 

こ
の

は
流

に
ド
ン
引
き
す
る
な

 
理
 

ま

全
然
こ

ち
は
整
理
し
て
な
か

た
か
ら
な

 
そ
れ
じ

け
を
始
め
る
か

 
山
の
よ
う
に
な

た
ア
イ
テ
ム
を
見
上
げ
て

人
は
そ
う
感
じ
る
が
見
て
い
る
だ
け
で
は
終

わ
ら
な
い
の
で
整
理
も
と
い

け
を
始
め
た

 
黒
 

主
よ
こ
れ
は
何
だ

 
黒
は
何
か
不
思
議
な

に
入

た
薬
を
見
つ
け
る
と
理
久

に
聞
い
て
く
る

 
理
 

そ
れ
は

の

酒

て
ア
イ
テ
ム
で
飲
め
ば

で
も

 

人
に
な
れ
る
ア
イ
テ
ム
だ
よ

 
黒
 

ち
な
み
に
何
処
で
手
に
い
れ
た
ん
だ
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理
 

そ
れ
元
々
大
和
の
国
の
外
に
い
る
主
神
の

人
が
所

 
持
し
て
い
る
ん
だ
け
ど
そ
れ
を
少
し
分
け
て

た

 
ん
だ
よ

 
な
お
理
久
兎
に
し
て
は
珍
し
く
盗
ん
だ
の
で
は
な
く

り
受
け
た
よ
う
だ

 
黒
 

そ
れ
は
本
当
か

 
理
 

黒

お
前
は
俺
を
何
だ
と
思

て
る
ん
だ

 
そ
れ
を

わ
れ
た
黒
は
嘘
を
つ
く
こ
と
な
く
正
直
に

え
た

 
黒
 

盗
神

 
理
 

く
な
い

 

く
な
い
と
は

う
が
こ
れ
ま
で
理
久

が
や

た
犯
罪

が
香
る
事
は

下
の
通
り
で
あ

る

盗
み

誘

ロ
リ
コ
ン

惑

等
々
と
い

た
結

危
な
い
事
を
し
で
か
し

ま
く

て
い
る

黒
が
理
久
兎
に
向
か

て
そ
う

う
の
も
無
理
は
な
い
の
だ

 
黒
 

だ
が
こ
れ
は
ど
う
い
う

で
だ

 
そ
う
聞
か
れ
懐
か
し
い
記
憶
を

り
返

て
い
く

 
理
 

そ
う
だ
な
昔
に
そ
こ
で

て
い
た
巨
大
な
狼
が
逃
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げ
出
し
た
ん
だ
よ

 
黒
 

そ
れ
で

 
理
 

で
だ

然
そ
の
時
に
俺
と
亜
狛
そ
し
て
耶
狛
が
そ
の

 
大
地
を

て
い
て
な

 
黒
 

そ
れ
で

に
協
力
し
た
と

成
る
程
な

 
黒
は
理
久
兎
の
性
格
上
そ
の
狼
の
協
力
に
手
助
け
し
た
の
だ
ろ
う
と
思

た
の
だ
が
黒
の

え

は
違
う
こ
と
と
な
る

 
理
 

い
や

然
そ
の
時
に
狼
が
近
く
に
い
た
俺
に
向
か

 

て

み
つ
い
て
来
て
な
お
か
つ
そ
の
時
は
無
性
に

 

の
居
所
が
悪
か

た
か
ら

憤
晴
ら
し
に
殴

て

 
気
絶
さ
せ
た
ん
だ
よ
な

 
黒
 

違
う
の
か

 
ど
う
や
ら
真
実
は

さ
晴
ら
し
の

者

の
よ
う
だ

こ
の
神
に
戦
い
を
挑
ん
だ
あ
げ
く

ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
ら
し
い

 
理
 

そ
れ
で
殴

て
気
絶
さ
せ
た
後
た
ま
た
ま
そ
い
つ
が
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お

者
だ

た
か
ら

れ
て
行

て
報

と
し
て

 
そ
の
酒
を

た
ん
だ
よ

 
黒
 

ま

助
け
合
い

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ

 
の
神
達
に
と

て
運
が
良
か

た
ん
だ
ろ
う
な

 
理
 

で
も
懐
か
し
い
な
オ

デ

ン
は
元
気
か
な

 
オ

デ

ン
は
元
気
な
の
か
と
思

て
し
ま
う

結

年

的
に
お
年

り
の
部

だ

た

た
め
死
ん
で
な
け
れ
ば
良
い
の
だ
が
と
思

た

 
黒
 

主
達
の
話
は

々
と

い
な

 
理
 

え

そ
う
か
な

 
黒
 

あ

何
か
と
次
元
が
違
う

 
そ
う

て
い
る
と
後
ろ
の

が
開
か
れ
て
そ
こ
か
ら
さ
と
り
が

を
出
す

 
さ
と

あ

理
久
兎
さ
ん
そ
こ
に
い
ま
し
た
か
何
を
し
て
い

 
る
の
で
す
か

 
理
 

よ

度
昔
を
懐
か
し
ん
で

物
を

に
入
れ

 
よ
う
と
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自
分
の
話
を
聞
き
な
が
ら
さ
と
り
は
理
久

と
黒
の
も
と
に
向
か

て
行
く
と

 
さ
と

所
で
理
久
兎
さ
ん
こ
の

て
何
で
す
か

 

然
置
い
て
あ

た

に
目
が

ま
り
さ
と
り
は
そ
れ
を
持

て
聞
い
て
く
る

 
理
 

え

と

か
そ
れ
は

え

え
え

エ

ク
ス

 
リ
バ

と
か
何
と
か
の

の

て

か
ら
聞
い

 
た
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は

き
の
表
情
を
し
て

を
二
度
見
す
る
と

 
さ
と

り

り
り

理
久
兎
さ
ん

こ
れ
伝
説
の
聖

エ
ク

 
ス
カ
リ
バ

の
魔
法
の

で
す
よ

 
理
 

あ

そ
れ
だ

魔
法
か
ど
う
か
は
知
ら
ん
け
ど

 
黒
 

な
ん
だ
そ
れ

 
黒
が
エ
ク
ス
カ
リ
バ

の

に
つ
い
て
聞
く
と
さ
と
り
は

き
な
が
ら
も
そ
れ
に
つ
い
て

え

た 
さ
と

伝
説
の
聖

エ
ク
ス
カ
リ
バ

の
魔
法
の

そ
れ
を

 
持
つ
者
は
あ
り
と
あ
ら

る

撃
に
対
し
一
切
た
り
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と
も

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
と

わ
れ
る

 
い

だ

て
書
物
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た

 
理
 

へ

何
か
不
思
議
な
力
は
感
じ
て
た
け
ど
気
に
も

 

め
て
な
か

た
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
を
何
処
で

 
理
 

あ

昔
に

々
あ

て
ど
ん
な

い
を
も
解

す

 
る

て
い
う

を
取
る
た
め
に
あ
る

に
向
か

 
て
る
最
中
に
海
に

か
ん
で
た
か
ら

た

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
も
理
久
兎
を

た
が
自
分
は
嘘
を
つ
く
こ
と
は
な
い
と
知

て
い
た

の
で
真
実
だ
と
信
じ
た
で
あ
ろ
う

実

 
に
本
当
の
事
な
の
だ
が

 
さ
と

で
も
こ
ん
な
物
ま
で
あ
る
と
は

地
上
に
流
出
し

 
た
ら
間
違
い
な
く
大
変
な
事
に
な
り
ま
す
よ

 
理
 

ま

そ
れ
も
こ
こ
の

に

も
れ
る
け
ど
な

 
黒
 

そ
れ
を
聞
く
と
も

た
い

な
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さ
と
り
は

を
先
程
の
場
所
に

し
て
自
分
の
方
を
向
く
と

 
さ
と

で
も
エ
ク
ス
カ
リ
バ

の

と
い
い

々
と

い
お

 

が
眠

て
そ
う
で
す

 
理
 

ま

で
も
そ
れ
も
使
わ
な
き

の
持
ち

れ
な
ん

 
だ
け
ど
な

 
そ
う

い
ま
た
理
久

と
黒
作

を
再
開
し
さ
と
り
は
そ
れ
を

め
る
が

 
黒
 

主
よ
こ
の

何
だ

 
黒
は
何
か
⻑
い

の
よ
う
な
物
を
持

て
自
分
に
見
せ
て
く
る

そ
し
て
昔
を
思
い
だ
し

間

の

ピ
ク
リ
と
動
い
て
し
ま

た

そ
れ
ぐ
ら
い
嫌
な
記
憶
な
の
だ

 
理
 

黒
そ
れ
は
ご
み
処
理
だ

後
で
灼
熱
地
獄
で

底

 
的
に

や
す
か
ら
別
に
し
て
お
い
て
く
れ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ど
う
し
た
ん
で
す
か

さ

き
ま
で
と

 
は
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
け
ど

 
理
 

ま

い

か

人
共
約
束
し
て

し
い
事
が
あ

 
る
ん
だ
け
ど
い
い
か
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黒
 

何
だ

 
さ
と

何
で
し

う
か

 
理
久

は
先
程
ま
で
と
は
う

て
変
わ

て
真

な
表
情
な
お
か
つ

み
の
あ
る

葉
で

 
理
 

今
か
ら
話
す
事
を
亜
狛
お
よ
び
に
耶
狛
に
は

わ
な

 
い
で
く
れ
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
黒
 

何
を
話
す
ん
だ

 
理
 

昔
に
起
き
た

惨
な
事
を
な

人
共
こ
の

は

 
の

か
分
か
る
か

 
理
久

は
黒
と
さ
と
り
に
聞
く
と

人
は

を

に

て
知
ら
な
い
と

え
る
と

 
理
 

こ
れ
は

リ
シ
ア
神

の
主
神
こ
と

ウ
ス
と
呼
ば

 
れ
る
神
の

だ

 
さ
と

ま

ま
た

い
神
の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た

 
黒
 

何
が
あ

た
ん
だ

 
理
 

ま

さ

き
も

た
通
り
俺
と
亜
狛
と
耶
狛
と
で
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旅
を
し
て
い
て
そ
の

リ
シ
ア
神

が
治
め
る
領
地

 
で
観
光
を
し
て
た
ん
だ
よ

 
さ
と

で
す
が
何
か
事
件
が
起
き
た
ん
で
す
よ

 
さ
と
り
の

葉
に
理
久

は
た
め

を

き
つ
つ
そ
れ
を
語
り
続
け
る

 
理
 

そ
の
時
に
そ
こ
の
主
神
が
現
れ
て
な
そ
い
つ
耶
狛
を

 
ナ
ン

し
て
き
た
ん
だ
よ

 
さ
と

え

 
黒
 

あ
の
耶
狛
を
か

 

人
は

い
た

か
に
耶
狛
は

ス

イ
ル
と
も
に
可
愛
ら
し
い
女
の
子
な
の
は
分
か
る

だ
が
ナ
ン

し
て
く
る
と
は
予
想
だ
に
し
て
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
理
 

そ
ん
で
俺
と
亜
狛
は
全
面
的
に
反
対
し
て

ウ
ス
を

 
追

た
ん
だ
け
ど

彼
奴

最
終
的
に
は
耶
狛

 
を

た
ん
だ
よ

 
黒
 

な

勇
気
あ
る
な
そ
の
神

 
理
 

そ
ん
で
俺
と
亜
狛
は
ぶ
ち

レ
て
急
い
で
耶
狛
が
何
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か
さ
れ
る
前
に
を
助
け
出
し
た
に
は
助
け
た
ん
だ
け

 
れ
ど

そ
の
時
に

ウ
ス
の

が

し
て
耶
狛

 
に

い
と
し
て
失

を
か
け
や
が

て
結
果
的
に

 

い
を
か
け
ら
れ
た
耶
狛
は
話
す
事
が
出
来
な
く
な

 

ち
ま

て
よ

 
さ
と

そ

そ
ん
な
過
去
が

 
理
 

そ
れ
に
は
俺
も

が
決

し
て

リ
シ
ア
神

 
達
の
い
る
オ
リ
ン
ポ
ス
に
強
襲
を
し
か
け
て
神
は

 
論

ウ
ス
と
そ
の

も
合
わ
せ
て
半
殺
し
す
る
ま
で

 

て
な

そ
の
時
に

ウ
ス
の

を
む
し
り
と

 

て

謝
料
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
神

の

を
持

 
ち
去

た
ん
だ
よ
な

 
さ
と

す
ぎ
て
ツ

コ
ミ
が

 
あ
ま
り
に
も

絶
な
た
め
か
さ
と
り
も
黒
も

て
聞
く
こ
と
し
か
出
来
な
か

た

だ
が

理
久

は
や
は
り
理
久

な
の
か

を
し

か
り
盗

て
い

て
い
た
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理
 

そ
れ
で

い
を
解
除
出
来
な
い
と
か

い
出
し
や
が

 

て
し

う
が
な
い
か
ら
解

す
る
方
法
を
探
す
た

 
め
に
世
界
中
を

り
回

て
さ

き

た

を

 
取
り
に
行
く
は
め
に
な

た
ん
だ
よ

 
な
お
理
久

が
行

た
そ
の

の
場
所
は
モ

ピ

ス
ト
を
や

て
い
る
方
ま
た
は
ア

サ

王
伝
説
に

し
い
方
な
ら
知

て
い
る
だ
ろ
う

そ
れ
は

わ
ず
と
知
れ
ず
の
ア

ロ
ン

で

あ
る

 
理
 

ま

そ
ん
な
こ
ん
な
で

人
共
そ
ん
な
出
来
事
が
あ

 

た
か
ら
海
外
が
嫌
い
に
な

た
ん
だ
よ

 
黒
 

す

す
げ

 
さ
と

本
当
に

々
と
し
て
き
て
ま
す

 
さ
と
り
と
黒
も
最

そ
れ
し
か
思
い

か
な
か

た

あ
ま
り
に
も
や

て
い
る
こ
と
が

す

ぎ
る
た
め

 
理
 

ま

で
も
そ
ん
な
事
は
あ

た
け
ど
そ
の

い
の
お

 
陰
で
オ

デ

ン
に
出
会

た
り
は
た
ま
た
地
獄
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の
神
の

の
ヘ
カ

テ

ア
だ
と
か
と
面

を
持

 
て
た
り
さ

き
の

と
か
見
つ
け
ら
れ
た
ん
だ
よ

 

な
事
に

 
さ
と

か
に
あ
ま
り

人
に

て
は
い
い
ネ

で
は
な

 
い
で
す

 
黒
 

つ
か
こ
こ
の
地
獄
の
神
と
そ
れ
で
面

を
持

 
た
の
か
よ

 
理
 

ヘ
カ

テ

ア
は
俺
が
強
襲
し
た
時
に
オ
リ
ン
ポ
ス

 
に
い
た
け
ど
俺
の
や

て
る
事
に
ニ
コ
ニ
コ
と

 
て
見
て
た
だ
け
だ

た
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
黒
と
さ
と
り
は
も
し
や
と
思

た
の
か

 
さ
と

ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん
ヘ
カ

テ

ア
様
も

 
黒
 

半
殺
し
に
し
た
訳
じ

な
い
よ
な

 
理
 

い
や

あ
の
子
は
挑
ん
で
来
て
な
い
も
ん
俺
に
戦
い

 
を
吹

掛
け
て
き
た
神
と
か
そ
の
使
い
と
か
し
か
半
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殺
し
に
し
て
な
い
よ

あ
の
夫

は
別
だ
け
ど

 
さ
と

そ
れ
な
ら
良
か

た
で
す

 
黒
 

あ

 
理
 

お

と
⻑
話
し
ち
ま

た
な

そ
ろ
そ
ろ
再
開
す

 
る

黒

 
黒
 

あ

あ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
黒
は
ま
た

物
の
整
理
を
し
て

ウ
ス
の

は
灼
熱
地
獄
へ
と

て
た
の

だ

た
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第
２
５
３
話
 
ト

プ
の
視
察

 
断
罪
神
書
の

け
を
終
え
て

日
後
の
事

理
久
兎
は
地
獄
の
上

部
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
手
紙
を
見
つ
め
て
い
た
が

 
理
 

マ

か
よ

 
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た

 

 
小

の
候

殿
に
お
か
れ
ま
し
て
は
な
お
一

お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

察
い
た
し
て
お
り
ま
す

 
さ
て
今
回
報
せ
た
い
事
は
旧
都
の
発

し
た
と
い
う
こ
と
で

日
に
理
久
兎
様
の
住
む
旧
都
の

視
察
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
で
す

理
久
兎
様
と
そ
の
従
者
に
は
数

年
前
に
私
共
の
主
神
と
そ

の
奥
様
方
が
大
変
ご
無
礼
を

い
た
こ
と
は

々

知
は
し
て
お
り
ま
す

 
で
す
が
こ
れ
も
仕
事
の
一

で
す
の
で
お
許
し
く
だ
さ
い

こ
の
よ
う
な
手
紙
で
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
何
と

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
 
 
 
 
 
 

 

年
 

月

日
 
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ
 

 
と

い

た
感
じ
で
ヘ
カ

テ

ア
か
ら
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た

こ
れ
に
は
理
久
兎
も
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理
 

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
こ
れ

 
最

そ
れ
し
か

葉
が
出
な
か

た

何
せ

手
は
地
獄
の
中
で
も
ト

プ
の
神
の

人
だ

こ
の
世
界
で
な
ら
理
久
兎
の
方
が
格
上
だ
が
地
獄
の
ト

プ
そ
れ
で
い
て
か
つ
て
オ
リ
ン
ポ
ス
で

主
神
を
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
し
ま
い
な
お
か
つ
四
季

姫
の
閻
魔
推

状
に
対
し
て
は

状
の

よ
う
な
物
ま
で
出
し
て
い
る
た
め
ど
う
対

す
れ
ば
い
い
の
か
が
珍
し
く
分
か
ら
な
い

 
理
 

視
察
だ
か
ら
な

で
も
絶
対
に
私
情
が
入

て

 
る
か
ら
絶
対
嫌
わ
れ
て
る
よ
な

は
は

ど
う
し
た

 
も
ん
か
な

 
た
め

を

き
な
が
ら

き
つ
つ

え
て
い
る
と

が
開
い
て
そ
こ
か
ら
何
時
の
も
の
よ
う
に

さ
と
り
が

を

か
せ
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お
邪
魔
し
ま
す

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
そ
ん
な
複
雑
な

を
し
て

 
自
分
の
複
雑
な

を
見
た
さ
と
り
は
理
久
兎
に
何

そ
ん
な
複
雑
な

な
の
か
と
聞
く
と

 
理
 

あ

あ

実
は
な
地
獄
の
ト

プ
が
こ
こ
旧
都
の

 
視
察
に
来
る
こ
と
に
な

た
ん
だ
よ
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さ
と

は
い

 
さ
と
り
は
訳
が
分
か
ら
か

た
の
か
そ
ん
な

を
あ
げ
た

そ
し
て
さ
と
り
に
手
紙
の
事
に
つ

い
て
話
し
つ
つ
手
紙
を
見
せ
た

 
さ
と

つ
ま
り

日

ど
前
の
話
で
話

と
な

た
地
獄
の

 
ト

プ
こ
と
ヘ
カ

テ

ア
さ
ん
が
こ
こ
旧
都
に
来

 
る
そ
う
い
う
事
で
す
よ

 
理
 

あ

昔
に
や
ら
か
し
て
る
か
ら
絶
対
に
嫌
わ
れ

 
て
る
よ
な

て

 
さ
と

で
も
仕
事
で
来
る
な
ら
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
す
け

 
ど

 
理
 

そ
う
な
ん
だ
け
ど

 
も
う

い
し
か
出
来
な
い
状
態
だ

た

何
せ
オ
リ
ン
ポ
ス
で
神
や
神
の
使
い
達
を
狂
気
の

ん
だ

で
半
殺
に
し
て
い
る
所
を
ヘ
カ

テ

ア
が
ず

と
見
て
い
た
所
を
チ
ラ
見
だ

た

が
そ
れ
を
見
て
し
ま

て
い
た
か
ら
だ

 
理
 

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
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さ
と

そ
う
で
す

ま
ず
は
美
須
々
さ
ん
や
旧
都
に
住
ん
で

 
い
る
妖
怪
達
そ
れ
か
ら
地
霊
殿
に
住
ん
で
い
る

 
ト
達
や
理
久
兎
さ
ん
の
従
者
達
に
も
こ
の
事
を
伝
え

 
な
い
と

 
理
 

だ
な

と
り
あ
え
ず
俺
は
美
須
々
達
に
知
ら
せ
て

 
く
る
か
ら
さ
と
り
は
地
霊
殿
の
方
を
頼
む
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
は
そ
れ

れ
や
れ
る
準
備
を
し
て
い
く
こ
と
数
日
後
の
当
日

関

ル
で
理
久
兎
亜
狛
耶
狛
そ

て
黒
は
集
ま

て
い
た

だ
が
理
久
兎
は

に
な

て
い

た 
理
 

は

 
た
め

を
は
く
主
人
を
見
て
い
た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は
理
久
兎
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に

 
亜
狛

マ
ス

当

て
ま
す

 
耶
狛

珍
し
く
あ
ん
な
感
じ
だ
よ

無
理
も
な
い
け
ど

 
黒
 

あ
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と

話
し
て
い
る
と
理
久
兎
の
も
と
に
さ
と
り
が
や

て
来
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
を

 
さ
と
り
は
理
久
兎
に

の
紙
を
渡
す

理
久
兎
は
何
か
と
思
い
そ
の
紙
の
中
身
を
見
る
と

ス

ル
が
書
い
て
あ

た

 
さ
と

私
に
出
来
る
の
は

々
こ
の
ぐ
ら
い
で
す
が
分
か
ら

 
な
く
な

た
ら
読
ん
で
く
だ
さ
い

 
理
 

あ

分
か

た

あ
り
が
と
う
さ
と
り

 
さ
と
り
は

め
ら
れ
て
少
し

が
紅
く
な

た
が
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
と
思
い

人
に
指

を

出
し
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
よ

 
理
 

あ

そ
れ
じ

行

て
く
る
よ
行
く

お
前
ら

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

分
か

た

 
黒
 

う

す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
三

の

へ
と
ヘ
カ

テ

ア
を
迎
え
に
行
く
の
だ

た

一
方
三
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の

に

か
ぶ

の
船
で
は

人
の
女
性
が

船
し
て
い
た

人
は

士
こ
と
死
神
の

小

塚
小
町
も
う

人
は
幻
想
郷
の
閻
魔

四
季

姫
・

マ
ザ
ナ
ド

そ
れ
で
は
後
の

人

は 

 

は

も
う
す
ぐ
で
着
き
そ
う

 

い

の
女
性
で
な
お
か
つ
あ
ま
り
幻
想
郷
や
地
獄
で
も
見
な
い
よ
う
な

シ

ツ
を
着
て

い
る
女
性
は
た
め

を

き
つ
つ
座

て
い
る

そ
れ
に
対
し
て

姫
は

 

姫

ヘ
カ

テ

ア
様
も
う
じ
き
着
き
ま
す
よ

 
こ
の
女
性
こ
そ
地
獄
の
ト

プ
の

人
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ
だ

 
ヘ
カ

そ
う
楽
し
み

 
す
る
と
も
う

人

船
し
て
い
る
道
化
師
の
よ
う
な
服
を
着
て
い
る
少
女
は
ヘ
カ

テ

ア

の

に
手
を
か
け
て
楽
し
そ
う
に

 

 

楽
し
み
で
す

ご
主
人
様

 
ヘ
カ

そ
う

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス

 
そ
の
妖

の
少
女
の
名
は
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス

ヘ
カ

テ

ア
に
仕
え
る
従
者
だ

そ
し
て

姫
は
ヘ
カ

テ

ア
に
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姫

で
も
ま
さ
か
ヘ
カ

テ

ア
様
が

方
に
視
察
に
い

 
ら

し

る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た

 
ヘ
カ

そ
り

私
だ

て
ま
さ
か
来
る
と
は
思
わ
な
か

た

 
わ
で
も

楽
し
そ
う
な
事
に
な

て
る
ん
だ
も
の
行

 
く
し
か
な
い
わ

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た

士
こ
と
小
町
は
ヘ
カ

テ

ア
に

 
小
町

え

と
す
い
ま
せ
ん
が
何
で
そ
こ
ま
で
来
た
い
の
か

 
な

て

問
に
思
う
ん
で
す
が

ご

ご
め

 
ん
な
さ
い

 
小
町
に

姫
は

む

そ
の
意
味
は
失
礼
す
ぎ
る

と

て
い
る
に
違
い
な
い
と
感
じ

た
小
町
は

る
が

 
ヘ
カ

え

ま

教
え
て
あ
げ
る
わ

女
達
は
深
常
理
久

 
兎
に
つ
い
て
は
知

て
る
わ
よ

 

姫

は
い
私
や
小
町
は
よ
く
お
世
話
に
な

て
る
神
様
で

 
す

ま
さ
か
ヘ
カ

テ

ア
様
が
来
た
い
理
由
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て

 

姫
は
察
し
て

う
と
ヘ
カ

テ

ア
は

い
を
し
て

 
ヘ
カ

理
久
兎
と
い
う
存

を
知

た
の
は
昔
に
私
達
の
所

 
の
主
神
が
理
久
兎
の
従
者
を

た
の
が
全
て
の

 
元
凶
な
の
よ

 
小
町

そ
れ

て

耶
狛
で
す
か

 
ヘ
カ

え

か
そ
ん
な
名
前

そ
の
子
を

た
ば
か

 
り
に
深
常
理
久
兎
の

に

れ
た
結
果
オ
リ
ン
ポ

 
ス
で
神
達
や
神
の
使
い
達
を
一
方
的
に

さ
れ
る

 
惨
劇
が
起
き
た
わ

 

姫
は
少
し
前
に
理
久
兎
が
話
を
す
る
の
を

ん
だ
記
憶
が
あ
る
が
恐
ら
く
そ
れ
が
理
由
だ
ろ

う
と
改
め
て
思

た

な
お
小
町
に

て
は
理
久
兎
な
ら
や
り
か

な
い
と
思

た

 
小
町

あ

変
わ
ら
ず
理
久
兎
さ
ん
は
怖
い

 
ヘ
カ

し
か
も
た
だ
半
殺
し

て
訳
じ

な
い
の
よ

ウ
ス

 
に
馬

り
に
な

て
狂
気
を

ん
だ

で
刀
の
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を
使

て
何
度
も
何
度
も

面
を
強
打
さ
せ
て
い
く

 
の
よ

う
ち
の
主
神
が
悪
い
と
い
え
ど
普
通
の
神
様

 
は
そ
こ
ま
で

く
は
な
い
わ
よ
だ
け
ど
私
は
そ
の
存

 

に

力
を
感
じ
た
わ

 
ク
ラ

う

ん

結

狂

て
て
い
い

 
最

そ
れ
を
語
る
ヘ
カ

テ

ア
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
の

は
嬉
々
と
し
て
い
て

心

れ

る
目
と
な

て
い
た

 
ヘ
カ

し
か
も
そ
れ
で

ウ
ス
の

が
あ
ん
な
つ
ぶ
れ

 
小
町

す
ま
な
い
け
ど
も
う
い
い
で
す
か
ら

 

姫

改
め
て
理
久
兎
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
怖
い
か
が
分
か

 
り
ま
し
た

 
と

も
う
こ
の
船
で
は

方
は
楽
し
そ
う
な

気
に
そ
し
て

方
は

た
い
空
気
へ
と
変

わ

て
い
た

そ
う
し
て
い
く
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
と

へ
と
近
づ
い
て
く
る

 
ヘ
カ

ま

で
も
そ
の
お
陰
で
私
も
知

を
つ
け
て
本
体
の

 
魂
は
地
獄
の
奥
底
に

す

て
こ
と
を
覚
え
た
ん
だ
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け
ど

命

て
大
切
だ
わ

 

姫

そ

そ
う
で
す
か

 
小
町

え

え
と

そ
ろ
そ
ろ

で
す

 

姫

え

あ

 

姫
は
気
づ
い
て
し
ま

た

今
か
ら
向
か
う
地
点
の

に

人
の
男
女
が
い
た
の
だ

し
か

も
全
て

姫
と
小
町
の
友
人
で
も
あ
り
大
上

で
も
理
久
兎
達
だ

た

人
を
見
た
ヘ
カ

テ

ア
は

 
ヘ
カ

ふ
ふ

楽
し
み

 
た
だ
そ
う

い
た
の
だ

た
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第
２
５
４
話
 
ヘ
カ

テ

ア
来
日

 
理
久

達
の
目
の
前
に
は
三

の

を
船
で
渡

て
来
た

姫
小
町
そ
し
て
こ
こ
地
獄
の
女

神
こ
と
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ
そ
れ
と
見
た
こ
と
の
な
い
妖

が
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ん
で

い
た

 
理
 

よ
う
こ
そ
幻
想
郷
地
獄

部
の
更
な
る
奥
地
旧
都
へ

 
こ
こ
の

人
の

任
者
の

人
で
あ
る
こ
の
私
こ
と

 
深
常
理
久

大
能
神
が

女
方
を
ご
案
内
さ
せ
て

 
い
た
だ
き
ま
す

 
亜
狛

そ
の
サ
ポ

ト
を

め
る
深
常
亜
狛
で
す

 
耶
狛

同
じ
く
深
常
耶
狛
で

す

 
黒
 

下
同
文

黒
だ

 

人
は
そ
れ

れ
自

を
す
る
と
先
程
か
ら
何
と
も

え
な
い
表
情
を
し
て
い
た
ヘ
カ

テ

ア
の
口
が
開
い
た

 
ヘ
カ

改
め
ま
し
て
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ
よ
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今
回
は
よ
ろ
し
く

 
と
何

か
楽
し
そ
う
に
そ
う

う
と
そ
の

に
い
た
道
化
師
の
妖

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が

小
さ
な
胸
を

て

 
ク
ラ

あ
た
い
は
ご
主
人
様
に
仕
え
る
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス

 
て

う
ん
だ

結

狂

て
る
み
た
い
だ

よ
ろ

 
し
く

 
そ
の

葉
を
聞
い
て
い
て
自
分
は
何
か
勘
違
い
し
て
い
る
の
で
は
と
思

た

 
理
 

え

え

と
ま
さ
か

め
い

た
こ
と
を
気
に

 
し
て
は

 
ヘ
カ

ん

全
然
理
久

さ
ん
は
悪
く
な
い
わ
よ
ん

問

 
は
あ
の

変

態
ウ
ス
よ
彼
奴
が
あ
ん
な
事
を
し
な
け
れ
ば

 
良
か

た
だ
け
な
の
ん
だ
か
ら
自

自

よ

 
亜
狛

い

意
外
に
ド
ラ
イ

 
ヘ
カ

テ

ア
が
そ
ん
な
感
じ
だ

た
た
め
か
だ
い
ぶ
理
久

達
も
気
に
し
な
く
て
も
よ
さ
そ

う
で
安
心
し
た

す
る
と

姫
が
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姫

え

え

と
コ

ン

ヘ
カ

テ

ア
様
そ
し
て
理

 
久

さ
ん
ま
ず
目
的
は
視
察
で
す
そ
れ
を
お

れ
な

 
き
よ
う
に

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は

は

と

く
と
理
久
兎
は

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
か
あ

ル

ト
は

つ
あ
る
け
ど
ど

 
ち
に
す
る

つ
は
散
歩
ル

ト
も
う

つ
は
直
行

 
ル

ト

て
の
が
あ
る
け
ど

 
そ
の
提
案
を
持
ち
か
け
た
時

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が

え
た

 
ク
ラ

あ
た
い
は
散
歩
ル

ト
幻
想
郷
の
地
獄

て
の
を
観

 
光
し
た
い
か
ら

 
理
 

了
解
し
た

そ
ん
じ

近
く
に
あ
る

台
や
ら
に
行

 
き
つ
つ
旧
都
を
目
指
し
ま
す
か

 
ヘ
カ

え

そ
う

 
そ
う
し
て

人
は
地
獄
の
出
店
を

る
こ
と
に
し
た

出
店
に
は
定
番
の

や

き

に
も

そ
ば
や
ら

子
等
々
と
売
ら
れ
て
い
た
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耶
狛

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
ち

ん

何
か

て
あ
げ

 
よ
う
か

 
ク
ラ

お

い
い
の

 
耶
狛

う
ん
大
丈
夫
だ
よ

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

俺
が

る
の
か
よ

 
と

突
然
の
フ
リ
で
亜
狛
は

い
た
が
耶
狛
は
ニ

ニ

と

う
と

 
耶
狛

別
に

て
く
れ
な
く
て
も
い
い
け
ど
そ
の
時
は
お

 
兄
ち

ん
が
や

た
あ
れ
を
暴

 
亜
狛

よ

よ

し

買
い
た
い
物
何
で
も

て
ご
ら

 
ん
大

の
物
は
買

て
あ
げ
る
か
ら

 
ク
ラ

妹
が
兄
を

し
た
よ
う
ん

狂

て
る

 
ま
さ
か
の
妹
が
兄
を

す
る
と
い
う
不
思
議
な
光

を
見
て
面
白
そ
う
に
そ
う

う

そ
れ

を
見
て
い
た
黒
と

姫
そ
し
て
小
町
は

 

姫

明
ら
か
に
や

て
る
行

が
黒
で
す

 
黒
 

俺
が
ど
う
か
し
た
か



 第十七章 地獄の女神降臨

 

姫

い
え

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
小
町

な
あ
黒
さ
ん
耶
狛

て
何
時
も
あ
ん
な
感
じ
な

 
の
か
い

 
黒
 

あ

も
う

れ
た

 
居
眠
り
し
て
い
る
と
時
々
耶
狛
に

を

書
き
さ
れ
た
り
三

の

に

と
さ
れ
た
り
と
い
た

ず
ら
さ
れ
て
い
る
小
町
だ
が
あ
の
よ
う
な
光

を
見
る
と
時
々

い
て
し
ま
う

だ
が
そ
ん
な

ま
し
い

光

を
よ
そ
に
理
久

と
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ
の
空
気
は
予
想
し
て

い
た
よ
り
も
お
互
い
に
結

話
し
て
い
た

 
理
 

楽
し
そ
う
だ
な

 
ヘ
カ

え

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
も

れ
て
き
て
正
解
だ

た

 
わ
ん

 
自
分
達
の
従
者
が
あ
ん
な
に
も
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
て
主
人
の
理
久

や
ヘ
カ

テ

ア
は
ニ

コ
ニ
コ
と

ん
で
い
た

そ
し
て
一

は
あ
の
事
に
つ
い
て
も
謝
罪
を
す
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

な

ヘ
カ

テ

ア
あ
ん
時
は
悪
か

た
な
従
者
が

 
や
ら
れ
て
す
こ
し
ば
か
し
頭
に

が
上

て
や
り
過
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ぎ
ち
ま

て
よ

 
ヘ
カ

い
え
さ

き
も

た
け
ど
あ
れ
は

ウ
ス
が
悪
か

 

た
ん
だ
か
ら
気
に
し
な
く
て
も
い
い
わ
よ
ん

 
理
 

そ
い
つ
は
助
か
る
よ

あ

一

は

て
お
く

 
け
ど
さ
ん

け
と
か
し
な
く
て
い
い
よ
普
通
に
理
久

 

と
か
で

わ
な
い
立
場
と
か
は
気
に
な
く
て
い
い

 
か
ら
さ

 
理
久

の

葉
を
聞
い
た
ヘ
カ

テ

ア
は
ク
ス
ク
ス
と

て

 
ヘ
カ

な
ら
そ
う

わ
せ
て

う
わ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

れ
て
い
る
亜
狛
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

子
を
食
べ
て
い

る
耶
狛
と

を

め
て
い
る
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が

て
く
る

 
ク
ラ

な

え

と
理
久

だ

け

そ
ろ
そ
ろ
旧
都
に

 
案
内
し
て
く
れ
よ

 
理
 

お

も
う
良
い
の
か

 
耶
狛

う
ん
い
い
よ
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亜
狛

ま
だ
何
と
か
な
る
な

 
亜
狛
は

布
の
中
を
見
て
安

の

を

い
た

だ
が
行
く
と
し
て
も

姫
や
小
町
に
黒
が
来

て
い
な
い

す
る
と
奥
の
店
で
黒
と
小
町
が
座

て
何
か
し
て
い
る
の
を
見
て
い
る

姫
を
見
つ

け
た

 
理
 

お

い

姫
達
そ
ろ
そ
ろ
行
く

う
金

 

い
か

 

姫

え

 
黒
と
小
町
は
金

い
に
挑
戦
し
て
い
た
が
何
と

た
金

の
数
が
お
互
い
に
と
ん
で
も
な

い
こ
と
に
な

て
い
た

 
小
町

や
る

黒
さ
ん

 
黒
 

ふ

こ
ん
な
こ
と
造
作
も
な
い

 
何
や
か
ん
や
で
黒
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ

た

こ
の
勝
負
に

を
さ
す
の
は
悪
い
と
思

た
が
客
で
あ
る
ヘ
カ

テ

ア
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
の
事
も
あ
る
た
め

 
理
 

お

い

人
共
そ
ろ
そ
ろ
行
く

 
黒
 

お

悪
い
が
勝
負
は
お
わ
ず
け
だ
な
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小
町

黒
さ
ん
と
は
ま
た
決
着
を
つ
け
な
い
と

 
な
お

い

が

れ
な
い
理
由
は
黒
の
場
合
は
影
で

れ
な
い
よ
う
に
強
化
し
小
町
の
場
合
は

金

の

を

め
て

く

て
い
る
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
が

売
し
て
い
る
立
場
か
ら
す
れ

ば

だ

 
店
員

ど
の
金

が

 
黒
 

そ
れ
と
金

は
入
ら
な
い
か
ら
返
す

 
小
町

あ
た
い
も
育
て
る
の
面

だ
か
ら
返
す
よ

 
店
員

あ

あ
り
が
て

 
店
員
は
感
謝
し
て

い
あ
げ
ら
れ
た
金

を
水
に

す

そ
し
て
黒
と
小
町
そ
し
て

姫
は
自

分
の
後
に
続
き
皆
と
合
流
す
る
と

 
理
 

そ
ん
じ

旧
都
に
案
内
す
る
よ

 
そ
う
し
て

人
は
旧
都
を
目
指
す
の
だ

た
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第
２
５
５
話
 
旧
都
で
の
お
話

 
理
久
兎
達
は
ヘ
カ

テ

ア
達
を

れ
て
地
獄
の

地

旧
都
へ
と
案
内
し
た

 
理
 

こ
こ
が
地
獄
の

地
で
あ
り
ヘ
カ

テ

ア
達
の

 
視
察
対
象
の
旧
都
だ

 
ヘ
カ

へ

の
明
か
り
が
こ
う
暗
い
所
を

ら
し
て

 
見
て
い
て
風
情
が
あ
る
わ

 
ク
ラ

お

 
目
の
前
に

が
る
光

は
薄
暗
い
地
底
に
無
数
の

が
光
輝
き
怪
し
さ
と
そ
の
内
に
あ
る
美

し
さ
を

し
出
し
て
い
た

 
小
町

し
か
し
何
時
来
て
も
⻤
や
ら

々
な
妖
怪
が
い
ま
す

  
理
 

そ
り

何
せ
こ
こ
に
は
嫌
わ
れ
て
い
る
妖
怪
ば

か

 
り
だ
か
ら
な

い
て
も
可

し
く
は
な
い
の
さ

 
ヘ
カ

嫌
わ
れ
て
い
る
妖
怪
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理
 

あ

地
上
で
嫌
わ
れ
た
り

々
な
私
情
で
こ
こ
に
来

 
る
妖
怪
達
で
こ
の
町
は

わ

て
い
る
ん
だ
よ
ぶ

 
ち

け
な
ら
ず
者
や
ら
は
多
い
し
地
底
の
せ
い
な
の

 
か
怨
霊
も
多
い
し

て
感
じ
で
思

て
く
れ
れ
ば
い

 
い
か
な

 
ク
ラ

な
ら
ず
者

く
面
白
そ
う
だ

 
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が

で

う
と
自
分
は

ラ

ラ
と

い
黒
は

で

て

 
理
 

ま

は
し
な
い
わ
な

 
黒
 

ふ

ま

た
く
だ

 
と
自
分
と
黒
が
返

す
る
と
何
を
思

た
の
か
ヘ
カ

テ

ア
が
と
あ
る

問
を
し
て
き
た

 
ヘ
カ

で
も
理
久
兎
さ
ん
そ
ん
な
に
嫌
わ
れ
者
の
妖
怪
や
ら

 
集
め
て
も
治
安
は
ど
う
な

て
る
の
か
し
ら

 
理
 

あ

ち
ま
う
と
実
は
こ
こ
は
三

制
を
い
れ

 
て
る
ん
だ
よ

そ
の

の

つ
で
あ
る
⻤
達
が
旧
都

 
の
治
安
を

理
し
て
る
よ
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ヘ
カ

三

制

え

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
を
入
れ
て

 
に

人
の

力
者
が
い
る

て
事
か
し
ら

 
理
 

そ
の
見
方
で
間
違

て
は
な
い
だ
ろ
う
な
ま
ず
彼
処

 
の
旧
都
を

治
し
て
る
の
は
地
上
か
ら
や

て
来
た

 
⻤
達
の

領
⻤
子
⺟
神
の
不
動
美
須
々
そ
し
て
彼
処

 
の
白
い
家
に
住
ん
で
る
旧
地
獄
の

視
役
の
古
明
地

 
さ
と
り
最
後
に
外
交
官
役
の
俺
で

成
さ
れ
て
る

 
そ
れ
を
聞
い
た
ヘ
カ

テ

ア
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は
ま
た

問
に
思
う
こ
と
が
あ

た

 
ヘ
カ

え

外
交
官

て

何
を
し
て
い
る
の

 
そ
う
こ
の
地
獄
で
外
交
官
等
な
い

だ
が
外
交
官
と
い
う
仕
事
を
聞
い
た
ヘ
カ

テ

ア
は
気

に
な
り
聞
く
と

 
理
 

ヘ
カ

テ

ア
は
こ
こ
全
て
が
妖
怪
達
で

一
さ
れ

 
れ
ば
ど
う
な
る
と
思
う

 
ヘ
カ

神
達
の
不
服
や
不
満
が

ま

て
い
く
わ

 
理
 

そ
う

う
こ
と
だ
か
ら
俺
が
そ
こ
で

入
す
れ
ば
神
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や
ら
に
文
句

わ
れ
る

合
い
な
い
し
し
か
も

姫

 
ち

ん
達
に
も
お
と
が
め
が
な
い

て
訳
さ
だ
か
ら

 
三

制
に
な

て
る
ん
だ
よ

 
ヘ
カ

え
て
る
わ

 
一

お
復
習
で
説
明
す
る
と
妖
怪
達
や
ら
の
事
は
旧
都
の
自

団
こ
と
⻤
に
任
せ
旧
都
の
全

的

理
は
さ
と
り
に
任
せ
る
が
さ
と
り
の
手
伝
い
を
し
つ
つ
理
久
兎
は
文
句
を

う
神
達
を

ら

せ
る
と
い
う
役
だ

そ
れ
に

の
神
達
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
る
の
な
ら
そ
の
悪
名
を

す
る
良
い

手
と

え
る
だ
ろ
う

 
理
 

こ
ん
な
所
で
話
す
の
も
あ
れ
だ
か
ら
来
な
よ
旧
都
を

 
案
内
す
る
よ

 
ク
ラ

行
き
ま
し

う
よ
ご
主
人
様

 
ヘ
カ

そ
う

行
き
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
ヘ
カ

テ

ア
達
を

れ
て
案
内
を
す
る

そ
し
て
ま
ず
第
一
の
関
門
で

あ
る

ル
ス

が

理
し
て
い
る

へ
と
着
く

 
耶
狛

や

ル
ス
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亜
狛

こ
ん
に
ち
は

 
黒
 

よ

 
と

人
が

を
す
る
と

ル
ス

は
そ
れ
に
気
が
つ
き

 

ル

あ
ら

理
久
兎
達
じ

な
い

そ
れ
に
あ

か

 

て
た
地
獄
の
最
高
神
だ

た
け

 
理
 

あ

合

て
る
よ

こ
ち
ら
は
ヘ
カ

テ

ア
そ
れ

 
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
だ

 
ヘ
カ

ふ
ふ

こ
ん
に
ち
は

 
ク
ラ

チ

ス

 
そ
ん
な

人
か
ら
の

を
さ
れ
た

ル
ス

も
自
分
の
名
前
を
名

る

 

ル

私
は
水

ル
ス

こ
こ
旧
都
の
最
終
門
番
を
し
て

 
い
る
者
よ
後
通

て
良
い
わ
よ

 
理
 

あ
り
が
と
さ
ん

ら
行
く
よ

 
理
久
兎
は
お
礼
を

て
皆
を
通
す
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が

問
を
し
て
き
た

 
ク
ラ

な

最
終
門
番

て

た
け
ど

に
も
門
番
が
い
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る
の

 
理
 

あ

し
く
説
明
を
す
る
と
旧
都
か
ら
地
上
ま
で
の

 
ル

ト
は
知

て
る

り
で
も

つ
あ

て
な
そ
の

 
内
の

つ
は

々
と

や
ら
険
し
い
か
ら
最
後
の

 
安
全
な
ル

ト
に
見

り
の
妖
怪
が
い
る
ん
だ
よ

 
な
お
そ
の
妖
怪
は

マ
メ
と
キ
ス
メ
で
あ
る
と
い
う
の

う
ま
で
も
な
い

 
ヘ
カ

自

に

 
理
 

ま

な
地
上
の
妖
怪
達
は
幻
想
郷
の
ル

ル
で
地
底

 
の
妖
怪
と
関
わ
る
事
を
禁
じ
て
る
か
ら
な
そ
れ
に
興

 
味
本
意
で
こ

ち
に
来
ら
れ
て
も

惑
だ
か
ら
見

 
り
が
い
る
ん
だ
よ

 
と
結

な

備
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
に
自
分
の
従
者

外
は

く
表
情
を
し
た

こ
こ

は
自
分
達
に
任
せ
て
い
る
た
め

姫
や
ら
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
か
ら
無
理
も
な
い

す
る
と
自
分

は
遠
く
の
方
で
危
険
な

を
感
じ
た

 
理
 

お

と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
ち

ん
こ

ち
来
な
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ク
ラ

ん

 
と

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
を
呼
び
少
し
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が

動
し
た
次
の

間
だ

た

 
ド
ゴ

ン

 
突
然
先
程
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が
立

て
い
た
所
を
突

切

て
何
か
が
も
う
ス
ピ

ド
で
飛
ん

で
い

た

そ
れ
は
や
が
て
地
面
へ
と
無
様
に

ち
る

 
ク
ラ

へ

 
理
 

お

お

分
派
手
だ
な
こ
り

 
ヘ
カ

 
理
久
兎
達
は
飛
ん
で
き
た
者
の
正
体
が
分
か
る

そ
れ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
妖
怪
だ

た

す
る
と
飛
ん
で
き
た
方

か
ら

 
美
 

お
う
ご
ら
何
て
め

無
銭
飲
食
い
し
よ
う
と
し
て
ん

 
だ
ゴ
ラ

 
勇
儀

美
須
々
様

ち
着
い
て
く
だ
さ
い

て

 
そ
こ
に
い
た
の
は
こ
こ
旧
都
の
三

の

人
不
動
美
須
々
と
⻤
の
四
天
王
こ
と
星

勇
儀
だ

た

ど
う
や
ら
無
銭
飲
食
を

い
た
妖
怪
を
シ
バ
い
て
よ
う
だ
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理
 

す
る
よ

彼
処
で
キ
レ
て
る
の
が
こ
こ
旧
都
の

 
三

の

人
不
動
美
須
々
と
⻤
の
四
天
王
星

勇
儀

 
だ
よ

 
ク
ラ

あ

あ
れ
が

て

う
か
危
う
く
当
た
る
と
こ
ろ

 
だ

た
ん
だ
け
ど

 
理
 

だ
か
ら
こ
そ
呼
ん
だ
ん
じ

ん

 
ク
ラ

け
目
な
い

  
黒
 

ま

た
く

お
い
お
前
ら

 
と

黒
が
美
須
々
と
勇
儀
に

う
と

人
は
理
久
兎
達
の
方
を
見
て

 
美
 

お

理
久
兎
達
じ

か
そ
れ
に
あ

も
し
か

 
し
た
ら
地
獄
の
最
高
神
様

て
奴
か

 

 
理
 

あ

そ
の
案
内
中
だ

 
ヘ
カ

ふ

ん

女
も
し
良
け
れ
ば
私
の
所
で

か

 
な
い
か
し
ら

結

し
も
強
そ
う
だ
し
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と

ヘ
カ

テ

ア
は
美
須
々
を

誘
す
る
が
美
須
々
は

い
な
が
ら

 
美
 

い
や
遠
慮
す
る
よ
こ
こ
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
て

 
ヘ
カ

あ
ら

 
勇
儀

す
ま
な
い

こ
い
つ
は
こ

ち
で

け
て
お
く

 
か
ら
よ

 
そ
う

い
勇
儀
は
食
い
逃
げ
妖
怪
の

を

む
と
引
き
ず

て
い
く

美
須
々
も

く
会

を

し
て

 
美
 

そ
ん
じ

私
も
行
く

理
久
兎

そ
れ
と

く
り

 
視
察
だ

た
か

を
し
て
い

て
く
れ
や

 
そ
う

い
美
須
々
も
そ
の
場
を
去

て
い

た

流

は
⻤
だ
け
あ

て
退
場
の
仕
方
も

々

し
い

 
ヘ
カ

中
々
い
い
人
材
が
い
る
の

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
れ
じ

次
は
彼
処
を
案
内
す
る
よ

 
そ
う

い
自
分
は
次
な
る
目
的
地
で
あ
る
地
霊
殿
へ
と
案
内
す
る
の
だ

た



 第２５６話 会議

 
第
２
５
６
話
 
会
議

 
理
久
兎
達
は
旧
都
の
案
内
を
終
え
て
現

自
分
達
の
住
み
か
で
あ
る
地
霊
殿
の
前
ま
で
来
て
い

た 
理
 

こ
こ
が
地
霊
殿
だ
俺
に
俺
の
従
者
達
の
家
で
あ
り
旧

 
都
最
後
の
三

の
古
明
地
さ
と
り
が
住
ん
で
る
所
で

 
も
あ
る

 
ヘ
カ

へ

一

に
住
ん
で
る
の

 
ヘ
カ

テ

ア
は
興
味
深
そ
う
に
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
が

づ
ち
を
打
つ

 
亜
狛

え

そ
う
な
ん
で
す
よ

 
耶
狛

さ
と
り
ち

ん
マ
ス

の
事
を
心

し
て
た
し
心

 

な
い

て

わ
な
い
と

メ
だ
よ

 
理
 

分
か

て
る
よ
と
り
あ
え
ず
入
る

 
そ
う

い
理
久
兎
は
門
を
開
け
る
と
皆
は
中
へ
と
入

て
い
く

 
ク
ラ

わ

い
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理
 

そ
う
で
も
な
い
け
ど
な

 
ヘ
カ

い
い
え

い
部

よ
こ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
し
て

  

姫

ヘ
カ

テ

ア
様
の

う
通
り
で
す

 
ヘ
カ

テ

ア
の

う
通
り

い
が
自
分
達
は
こ
の
家
に
住
み
続
け
た
た
め
な
の
か
感
覚
が

く

し
て
き
て
い
る
み
た
い
だ

す
る
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

近
の

か
ら
さ
と
り
が
降
り
て

来
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お

れ
様
で
す
ど
う
で
す
か

 
理
 

ま

何
と
か

 
ヘ
カ

そ
の
子
が

 
理
 

あ

古
明
地
さ
と
り
だ

 
理
久
兎
が
古
明
地
さ
と
り
の
名
前
を

う
と
さ
と
り
は

と
ヘ
カ

テ

ア
達
を
見
て

 
さ
と

女
が
地
獄
の
最
高
神
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

 

リ
様
で
す

遠
い
所
を

々
と
お

れ
様
で
す
ご

 

に

り
ま
し
た
通
り
覚
妖
怪
の
古
明
地
さ
と
り
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で
す

 
ヘ
カ

あ
ら
ま

最
後
の

人
は
予
想
外
で

分
ま
と
も
そ

 
う

 
ヘ
カ

テ

ア
の
ま
と
も
そ
う
と

う

葉
を
聞
い
た
さ
と
り
は
も
し
や
と
思

た
の
か
自
分

の
方
を
見
る
と

 
さ
と

美
須
々
さ
ん
達
を
見
た
の
で
す
か

 
理
 

あ

も
の
の
見
事
で
俺
が
指

を
出
さ
な
か

た
ら

 
ヘ
カ

テ

ア
の
従
者
を
お
ぶ
る
事
に
な

た
か
も

 
な

 
さ
と
り
は
頭
を

え
て
た
め

を

く
と
も
う
一
度
向
き
直

て

 
さ
と

そ
れ
で

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
さ
ん
で
す
よ

申
し

 
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

美
寿
々
さ
ん
が
ご

惑
を
お
か

 
け
し
た
み
た
い
で

 
ク
ラ

良
い
ん
だ
け
ど
何
で
あ
た
い
の
名
前
を
知

て
ん
の

 
さ

あ

さ
て
は
資
料
で
も
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さ
と

い
え

で
す
が
今
知
り
ま
し
た
よ

 
ク
ラ

え

 
さ
と
り
は
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
の
心
を
読
ん
だ
の
か

き
あ
た
ふ
た
す
る
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
の
反

を
楽
し
ん
で
い
た

久
々
に
自
分
の
存

意
義
を
思
い
出
し
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

さ
と
り
は

者
の
心
を
読
む
事
が
出
来
る
か
ら
そ
う

 
や

て
名
前
と
知
る
こ
と
が
出
来
る
ん
だ
よ

ら

 
さ
と
り
そ
ろ
そ
ろ
本

に
入
る

 
さ
と

そ
れ
も
そ
う
で
す

姫
さ
ん
と
ヘ
カ

テ

ア

 
様
は

方
へ
ど
う

 
小
町

お
や

大
切
な
お
話
か
い

 
理
 

あ

そ
ん
な
所
だ

人
共
小
町
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス

 
を

に
も
て
な
せ
よ

 
と

亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に

う
と

人
は
そ
れ

れ

い
て

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛
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黒
 

あ

 
そ
う

う
と

人
は
小
町
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
を

れ
て

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
へ
と
向
か

て
い

た

そ
れ
を
見
送

た
理
久
兎
達

人
は
会
議
室
へ
と
向
か

た

会
議
室
に
着
く
と

人
は
そ
れ

れ
の

へ
と

か
け
て

 
理
 

そ
れ
で
ど
う
だ

た
こ
こ
旧
都
を
見
て
の
感
想
的
に

 
は
さ

 
ヘ
カ

そ
う

か
こ
こ
は

的
に

し
く
な

て

 
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
切
り

 
し
た
土
地
だ

 
た
の
よ

 

姫

は
い
あ

て
ま
す
よ
ヘ
カ

テ

ア
様

 
ヘ
カ

成
る
程
そ
れ
で
地
獄
か
ら
の

援
は
対
し
て
な
し
う

 
ん
最
高
級
よ
ん

怨
霊
達
も
⻤
や
ら
が
退
治
し
て
更

 
に
は
怨
霊
達
を

ら
せ
れ
る
事
の
出
来
る
覚
妖
怪
も

 
い
る
と
な
れ
ば
本
当
に
良
い

材
が
い
る
わ

何

 
人
か
こ

ち
に
も

し
い
わ
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と

ヘ
カ

テ

ア
は

い
な
が
ら
そ
う

う
と
自
分
も

で
ニ
コ
ニ
コ
と
し
て

 
理
 

や
ら
ん

 
ヘ
カ

論
引
き

き
と
か
は
し
な
い
わ
よ
そ
れ
に
ま
ず

 
じ
て
く
れ
そ
う
も
な
い
し

 

命
な
判
断
だ

こ
こ
に
い
る
妖
怪
の

は
理
久
兎
の
事
を

て
い
る

そ
の
た
め
ま

ず
引
き

き
に
は

じ
な
い
だ
ろ
う

 
ヘ
カ

そ
う
い
え
ば
こ
こ
が
三

制
で
や

て
る
の
は
分
か

 

た
け
ど
や

り
地
獄
な
ら
で
は
で
力
あ
る
者
が

 
絶
対
か
し
ら

 
理
 

ま

そ
れ
は

は
し
て
い
る
な

こ
こ
も
地

 
獄
の
一
部
に
は
変
わ
ら
な
い
そ
の
名

が
あ

て
も

 
良
い
だ
ろ
う
し

 
ヘ
カ

意
外

て
こ
と
は
や

り
実
力
主
義
の
世
界

 
と
な
る
と
こ
こ
の
ボ
ス
は
や

り

方
な
の
か
し

 
ら
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理
 

嫌
々

た
ろ
三

制
だ

て
力
な
ら
さ

き
会

 
た
美
須
々
で
知

だ

た
の
な
ら
目
の
前
に
い
る
さ

 
と
り
そ
し
て
俺
は

う
ん
ど

ち
か
と

え
ば
裏

 
方

て
所
か
な

 
自
分
が
裏
方
と

う
と
そ
の
場
の

人
程
は
何
処
が
裏
方
だ
と
ツ

コ
ミ
を
し
そ
う
な
表
情

を
す
る
が
こ
こ
は
我

し
た

そ
し
て

姫
は

回

を
し
て

 

姫

コ

ン

ヘ
カ

テ

ア
様
そ
の
視
察
談
も
良
い

 
で
す
が
こ
こ
か
ら
本

で
す
よ

 
ヘ
カ

あ
ら
そ
う
だ

た
わ

 
理
 

本

て

 
さ
と

地
獄
か
ら

け
出
し
た
罪
人

で
す
か

 
さ
と
り
は
心
を
読
ん
だ
ら
し
く
一

で
理
解
し
た
よ
う
だ

そ
の

き
を
聞
い
た
理
久
兎
も
そ

の
話
か
と
思

た

 
ヘ
カ

地
獄
か
ら

け
出
し
た
罪
人
し
か
も
旧
地
獄
や
地
獄

 
で

て
る
悪
霊
達
と
は
違
い
灼
熱
地
獄
に

ち
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る
程
の
罪
を
持
つ
者
そ
れ
ら
を

か
退
治
し
て
く
れ

 
た
の
よ

 
理
 

あ

ま
ず
現
世
に
逃
げ
出
し
た
奴
ら
は

は

 

も
う

は
分
か
ら
ん
そ
し
て
本
命
の

鷺
麿

 
は
禁

さ
れ
て
い
る

毒
の
使

を
し
て
生
あ
る
者

 
を
殺
そ
う
と
し
た
た
め
輪

か
ら
消

さ
せ
た

 
ヘ
カ

変
わ
ら
ず
恐
い
わ

そ
れ
で
ど
う
や

て
逃
げ
出

 
し
た
か

そ
れ
が

だ
に

 
ヘ
カ

テ

ア
が

お
う
と
す
る
が
理
久
兎
は
そ
れ
に
つ
い
て
も
知

て
い
る
た
め
口
に
出
し

た 
理
 

そ
れ
な
ら
大
方
は
目
星
が
つ
い
て
い
る

 
さ
と

え

 
ヘ
カ

何
で
す

て

 

姫

理
久
兎
さ
ん
そ
ん
な
報
告
は
受
け
て
は

 
と

姫
が

う

そ
う
理
久
兎
は
こ
の
情
報
だ
け
は

せ
て
い
た
の
だ

あ
ま
り
知
ら
れ
る
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と
良
く
な
い
た
め
に

 
理
 

鷺
麿
や
怨
霊
達
を
地
獄
か
ら
逃
が
し
た
犯
人
は
過
去

 
に
と
あ
る
一
族
を
大

虐
殺
し
た
妖
怪
だ

 
ヘ
カ

と
あ
る
一
族
を
虐
殺
し
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
れ

て

 
理
 

あ

安

晴
明
の
一
族
だ

 
そ
れ
を
話
し
た

さ
と
り

外
の

人
は

き
の
表
情
を
す
る

そ
し
て

姫
は
立
ち
上

が

て

 

姫

理
久
兎
さ
ん
ま
ず
そ
う

う
の
は
話
し
て
下
さ
い
そ

 
し
て
そ
れ
は

か
ら

 
理
 

安

晴
明
本
人
か
ら
だ
よ

彼
奴
は
今
現

は
葛

 
ノ
葉
蓮
の
守

霊
み
た
い
な
も
ん
だ

た
か
ら
な

 
さ
と

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
あ
の
時
か
ら
妖
怪
の
事
の

 
を
見
て
い
た
の
で
す

 
理
 

そ
う

う
こ
と
だ
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ヘ
カ

そ
の
妖
怪
の
い
え
犯
人
の
名
は

 
と

ヘ
カ

テ

ア
が

う
が
理
久
兎
は

を

て

 
理
 

な
が
ら
分
か
ら
な
い
だ
が
晴
明
の
話
だ
と

手

 
は

人

種
族
妖
怪
だ
と
そ
れ
し
か
分
か
ら
な
か

 
た

な
こ
と
に
な

 
ヘ
カ

ふ
む

人

種
族
と
な
る
と
最
悪
資
料
に
も
載

て

 
い
な
い
と

え
た
方
が
い
い
か
し
ら

 
さ
と

し
か
し
そ
の
者
が
何
処
に
い
る
の
か

 

姫

分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
イ
ラ
イ
ラ
と
し
て
来
ま
す

  

人
は

た
と

わ
ん
ば
か
り
の
表
情
を
す
る
と
理
久
兎
は

び
を

く
し
て
向
き
直

り
今
出
来
る
で
あ
ろ
う
事
を
話
し
た

 
理
 

ま

し
か
し
何
だ
が
恐
ら
く
そ
の

人

種
族
妖
怪

 
は

実
に
あ
る
奴
と
は

す
る
と
俺
は

え
て
い

 
る
ん
だ
よ
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姫

そ
れ

て
葛
ノ
葉
蓮
で
す
か

 
理
 

あ

だ

て
よ
彼
奴
は
俺
が
作

た
結
界
を
ノ

リ

 
ス
ク
で

え
て
き
た
ん
だ

と
な
る
と
俺
の
推

 
的
に
何
ら
か
の

で

は
し
て
く
る
と
は
思

て

 
は
い
る
ん
だ
よ

 
そ
う
自
分
が
設
計
し
た
結
界
を

々
と

え
て
幻
想
入
り
を
果
た
し
た
の
だ

本
来
入
る
と
し

た
ら
紫
や
ら
の
能
力
が
あ
れ
ば
良
い
が
恐
ら
く
紫
は
し
て
い
な
い
と

え
て
外
し

の
方
法
で

え
る
と
死
ん
で
魂
と
な

て
来
る
か
も
し
く
は

な
話
だ
が
全
て
の
人
間
に
自
分
の
事
が

れ

去
ら
れ
る
か
し
か
な
い
の
だ

 
ヘ
カ

そ
う
な
る
と
そ
の
葛
ノ
葉

だ

た
わ
よ

そ

 
れ
を
マ

ク
し
て
い
く
と
い
う
事
に
な
り
そ
う

 
今
の
所
は

 
さ
と

聞
い
た
話
だ
と
現
状
は
そ
れ
し
か
な
い
で
す
よ

 

姫

そ
う
な
り
ま
す

 
理
 

と
り
あ
え
ず
は

方
の
方
で
も

視
や
調
査
は
し
て
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み
る
そ
れ
で
様
子
を
見
よ
う

 
理
久
兎
は
そ
う

う
と

人
は

い
た

そ
し
て
理
久
兎
は
立
ち
上
が
り

 
理
 

そ
れ
じ

こ
ん
な
話
も
そ
ろ
そ
ろ

め
に
し
て
ヘ
カ

 

テ

ア
に

姫
ち

ん
も
今
日
は
泊
ま

て
い
き

 
な
よ

い
い
だ
ろ
さ
と
り

 
さ
と

え

い
ま
せ
ん
よ

 
ヘ
カ

そ
れ
じ

お

葉
に

え
て

 

姫

え

え
と
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
こ
う
し
て
視
察
の

事

も
終
え
た
理
久
兎
達
は
会
議
室
か
ら
出
て
い
く
の
だ

た

そ
し

て

下
を
歩
い
て
い
る

に
も
理
久
兎
は
ど
う
す
る
べ
き
か
を
思

を

り

ら
せ
て

え
る
の

だ

た
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第
２
５
７
話
 
ま
る
で
料
亭

 
理
久
兎
達
は
皆

食

に
集
ま

て
い
た

何
せ
理
久
兎
が
料
理
を

る
ま
う
か
ら
だ

 
理
 

お
待
ち
ど
う
さ
ん

 
そ
う

い
な
が
ら
持

て
き
た
の
は

だ

た

そ
れ
を
テ

ブ
ル
に
置
い
て

の
蓋
を
開
け

る
と

と
て
も

を
つ
く
良
い
香
り
が
部

を

ん
だ

 
ヘ
カ

こ
れ
は
何
か
し
ら

 

姫

こ
れ
は

で
す
か

 
さ
と

に
も

 
そ
う
理
久
兎
が
持

て
き
た
の
は

ご
飯
だ

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

黒
が
別
の
料
理

を
運
ん
で
く
る

し
や

の

き
に
き
ん

ら
ご
ぼ
う
と
い

た

の
実
り
を
代
表
す

る
料
理
が

ん
だ

 
亜
狛

今
日
は
ま
た

で
す

 
耶
狛

本
当
だ

 
ク
ラ

こ
れ
が

和
食
か
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お

良
い
香
り

 
お
空

お

す
い
た

 
小
町

理
久
兎
さ
ん
お
酒

て
も
ら
え
る
か
い

 
と

皆
は
食
べ
る
の
が
楽
し
み
な
よ
う
だ

な
お
小
町
に

て
は
お
酒
ま
で
頼
ん
で
き
た

 
理
 

あ
る

俺
が
飲
も
う
と
し
て
る
や
つ
だ
け
ど
飲
む
か

 
い

 
小
町

え

そ
り

も
う

 
ヘ
カ

な
ら
私
も
い
い

 
理
 

あ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

人
に
お
酒
を
注
い
で
渡
す

そ
れ
を
見
て
い
た
へ
カ

テ

ア
と
ク

ラ
ウ
ン
ピ

ス
そ
し
て

姫
に
小
町

外
の
メ
ン
バ

は
不
安
そ
う
な

を
し
た

そ
の
理
由

と
い
う
の
が
理
久
兎
が
飲
む
酒
の
度
数
は
結

高
い

こ
こ
最
近
で
は

度
を

え
る
度
数
の

酒
な
の
だ
か
ら

 
理
 

じ

ま

し
上
が
れ

 
全
員

い
た
だ
き
ま
す
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そ
う

い
皆
は
食
事
を
あ
り
つ
く
が
理
久
兎
は
ま
た
厨
房
へ
と

て
い

た

 
ク
ラ

う

ん
お
い
し

 
小
町

ぶ

ゴ

ゴ

 
ヘ
カ

あ
ら
結

度
数
高
め

 
よ
う
や
く
気
づ
い
た
よ
う
だ
が
小
町
は
一
気
飲
み
し
て
あ
ま
り
に
も

い
度
数
で
む
せ
か
え

る

だ
が
へ
カ

テ

ア
は
ち

び

と
飲
ん
だ
お
か
げ
か
む
せ
か
え
り
は
し
な
か

た

 
小
町

何
で
す
か
こ
の
お
酒

 

姫

小
町

い
で
す
よ

 
小
町

す
い
ま
せ
ん

 
酒
の
度
数
は
高
い
が
料
理
は
上
手
い
の
は

か
だ

 
お

や

り
理
久
兎
様
の
料
理
は
お
い
し
い

お
父

 
さ
ん
も
思
わ
な
い
か
い

 
亜
狛

ハ
ハ

そ
う
だ
な

 
耶
狛

お
い
し
い
お
空

 
お
空

う
ん
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黒
 

何
か
何
時
も
通
り
の
光

て
感
じ
に
少
し
メ
ン

 
バ

が
増
え
た

て
感
じ
だ
な

 
さ
と

そ
う
で
す

 
と
皆
は
楽
し
ん
で
い
る
と
理
久
兎
は

の
よ
う
な
物
と
舞

や
切

た
さ
つ
ま
い
も
に
那
須

や
ら
の

や
切

て
あ
る
白
身

を
持

て
く
る

し
か
も

の
中
に
は
薄
い

の

体
が

入

て
い
た

 
理
 

人
は
天

羅
は
食
え
る
か

 
ク
ラ

天

羅

 
理
 

あ

食

て
み
る
か

 
ク
ラ

う
ん

 
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
が
食
べ
た
そ
う
な
の
で
と
り
あ
え
ず
理
久
兎
は
ま
ず

の
味
覚
の
代
表
の
さ

つ
ま
い
も
を

げ
る

す
る
と

チ

チ
と

が

び

る

 
ク
ラ

お

 
理
 

近
づ
き
す
ぎ
る
と
危
な
い

 
そ
う
し
て
数
分
も
し
な
い
内
に
さ
つ
ま
い
も
の
天

羅
が
出
来
上
が
る
と
そ
れ
を

に

せ
て
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渡
す

 
理
 

そ
こ
に
あ
る

を
つ
け
て
食
べ
る
か
も
し
く
は

を

 
降

て

し
上
が
れ

 
そ
う

わ
れ
た
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は
と
り
あ
え
ず

に
つ
け
て
食
べ
る
と
サ
ク

と
い
う

が

聞
こ
え
る

そ
し
て

々
に

が

こ
ろ
ん
で
す
ご
く

せ
そ
う
な

に
な
る

 
ク
ラ

く
美
味
し
い

 
ヘ
カ

理
久
兎
さ
ん

方
は
天

羅
ま
で

げ
れ
る
の

 
理
 

あ

こ
の
ぐ
ら
い
は
出
来
る
さ

ら
食
べ
た
い
の

 
が
あ
れ
ば

げ
て
や
る

 
ヘ
カ

あ
ら
な
ら
私
は

 
そ
う
し
て
理
久
兎
の
料
理
に
よ
る
晩

は
終
わ
り
を
迎
え
る

 
小
町

ふ

食

た

 

姫

ご

走
さ
ま
で
し
た
理
久
兎
さ
ん

 
ク
ラ

く
満

 
ヘ
カ

え

と

て
も
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ゲ
ス
ト
の

人
は

く
満

し
た
よ
う
だ

 
亜
狛

ご

走
さ
ま
で
し
た

 
耶
狛

う

ん
今
日
は

華
で

く
よ
か

た

 
黒
 

主
の
飯
は
い
つ
食

て
も

い

 
お

満

満

 
お
空

ゲ

プ

 

の
メ
ン
バ

も
満

し
た
の
か

せ
そ
う
な

に
な

て
い
た

 
理
 

お

末
様

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

け
手
伝
い
ま
す

 
理
 

お

す
ま
な
い

そ
う
だ
な

こ
の
中
で
風
呂
に

 
行
き
た
い
の
い
る

 

の
た
め
に
と
風
呂
に
入
り
た
い
者
が
い
る
か
を
聞
く
と

 
ヘ
カ

あ

私
は
行
き
た
い
わ

 

姫

え

と
す
い
ま
せ
ん
が
私
も

 
へ
カ

テ

ア
と

姫
が
行
き
た
い
と
宣

し
た

そ
れ
に
対
し
て
の
理
久
兎
の
指

は
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理
 

亜
狛
は
小
町
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
を
部

へ
と
案
内

 
し
て
く
れ
黒
は
風
呂
に
入
る
ゲ
ス
ト

の

き
を

 

意
し
て
く
れ
耶
狛
は
へ
カ

テ

ア
と

姫
を
風

 
呂
へ
案
内
し
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
小
町
さ
ん
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
さ
ん

 
方
へ

 
ク
ラ

う
ん

 
小
町

そ
れ
じ

お
先
に
部

で
少
し
休
み
ま
す

 
黒
 

俺
は

き
や
ら

意
し
て
く
る

 
亜
狛
に
案
内
さ
れ
て
小
町
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は
食

か
ら
出
て
い
き
黒
は

き
を
取
り
に

行

た

 
耶
狛

そ
れ
じ

姫
ち

ん
に
へ
カ

テ

ア
ち

ん
こ

 
ち
ら
に
ど
う

 
ヘ
カ

ち

ん
つ
け

て

れ
な
い
わ

 

姫

私
も
で
す
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お
空

あ

お
⺟
さ
ん
私
と
お

も
お
風
呂
に
行

て
い
い

 
か
な

 
お
空
が
入

て
良
い
か
と
聞
く
と
耶
狛
に
し
て
は
珍
し
い

え
を
出
し
た

 
耶
狛

へ
カ

テ

ア
ち

ん
と

姫
ち

ん
が
良
い

て

 

え
ば
良
い
け
ど

 
こ
ん
な
真
面
目
な

え
が
返

て
き
た

耶
狛
の
事
だ
か
ら
入
れ
ば
良
い
よ
と

う
か
と

思

た
が
そ
し
て
そ
の
話
を
聞
い
た
へ
カ

テ

ア
と

姫
は

 
ヘ
カ

私
は
良
い
わ
よ
ん

 

姫

私
も
問

は
あ
り
ま
せ
ん

 

人
の
許
し
が
出
る
と
耶
狛
は

で

 
耶
狛

な
ら
入

て
良
い
よ

 
お
空

分
か

た

 
お

な
ら
お

葉
に

え
る
よ

と
り
あ
え
ず
お
空
は

 

き
を
持

て
こ
よ

 
お
空

う
ん
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そ
う
し
て
へ
カ

テ

ア
と

姫
は
耶
狛
に
案
内
さ
れ
大

へ
と
向
か
い
お

と
お
空
は

自
分
達
の

き
を
取
り
に
自
室
へ
と

て
い

た

そ
う
し
て
こ
こ
食

に
は
理
久
兎
と

さ
と
り
だ
け
が

た

 
理
 

そ
れ
じ

運
ぼ

か

 
さ
と

は
い

 
自
分
と
さ
と
り
は
協
力
し
て
数
分
か
け
て
使

た
全
て
の

や

を
厨
房
へ
と
運
ぶ

そ
し
て

全
て
の

や
ら
を
運
び
終
え
る
と

 
理
 

俺
が

う
か
ら
さ
と
り
は

い
て
も
ら

て
良
い

 
か
な

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
食

を

い
さ
と
り
が

く
と
い
う
作

を
始
め
た

作

を
や
り
な
が

ら 
理
 

そ
れ
と
今
日
は
あ
り
が
と
う
な
ス

ル
や
ら

 
組
ん
で
く
れ
て

 
さ
と

い
え

少
し
で
も
理
久
兎
さ
ん
の
役
に
た
ち



 第十七章 地獄の女神降臨

 
た
か

た
だ
け
で
な
の
で

 
理
 

そ
れ
は
俺
が
恋
人
だ
か
ら
か

 
と

聞
く
と
さ
と
り
は

を

に

て

 
さ
と

お
そ
ら
く
恋
人
で
な
く
て
も
理
久
兎
さ
ん

方
の
助

 
け
が
出
来
る
な
ら
や

て
い
た
と
思
い
ま
す

 
理
 

そ

か

あ
り
が
と
う
な
さ
と
り

 
さ
と

そ
ん
な
改
ま

て

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
そ
の

 

ず
か
し
い
の
で

 
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
全
て
の
作

が
終
わ
り
食

や
ら
を

け
て
よ
う
や
く
後

け

が
終
わ
る

 
理
 

せ

か
く
だ
か
ら
さ
と
り
も
お
風
呂
に
行

て
く
れ

 
ば

 
さ
と

そ
う
で
す

そ
う
さ
せ
て

い
ま
す

な
ら
お
先

 
に
失
礼
し
ま
す

 
そ
う

て
さ
と
り
は
厨
房
か
ら
出
て
い

た

そ
し
て

人
だ
け
と
な
る
と
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理
 

さ
て
と
と
り
あ
え
ず
は
自
室
に

て

り
の
資
料

 
を

け
る
か

 
そ
う

て
厨
房
か
ら
出
て
い
き
自
室
へ
と
向
か
う
の
だ

た
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第
２
５
８
話
 
と
り
あ
え
ず
学
べ

 
食

の
後

け
を
終
わ
ら
せ
た
自
分
は
部

へ
と

て
い
た

 
理
 

ふ

結

は
あ
て
に
は
な
ら
な
い
か

 
今
し
て
い
る
こ
と
は
部

の
書
物
の

け
だ

安
部
一
族
を

ぼ
し
た
妖
怪
が
や

り
見

つ
か
ら
な
か

た
た
め
こ
れ

上
部

に
置
い
て
お
い
て
も
無

と
思
い
本
を

て
い
た

 
理
 

ん

な
ん
だ
こ
れ

 

て
い
る
最
中
に
自
分
は

の
い
か
に
も
古
そ
う
な
書
物
を
見
つ
け
そ
の
中
身
を
見
て

み
る
と

 
理
 

イ
ザ
ナ

や
イ
ザ
ナ
ミ
の
事
が
書
か
れ
て
る

 
本
か

 
そ
の
書
物
に
は
自
分
の
弟
と
妹
の
神
様
イ
ザ
ナ

と
イ
ザ
ナ
ミ
が
書
か
れ
て
い
た

更
に
本

を
め
く

て
い
く
と
自
分
の
⺟
で
あ
る

の
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
た

 
理
 

へ

の
事
も
書
か
れ
て
る
ん
だ
な

 

い
て
次
の

を
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
深

兎

能

と
書
か
れ
て
い
た

し
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か
も
所
々
が

く
な

て
い
て
読
め
な
い

 
理
 

ち

ん
と
俺
の
事
も
書
か
れ
て
る
ん
だ
な

て

 
こ
ん
な
事
し
て
る
場
合
じ

な
い
な

 
そ
の
本
を
閉
じ
て
資
料
の
上
に

せ
て

で

る

 
理
 

あ
と
は
こ
れ
を

に
入
れ
て
そ
し
た
ら
俺
も
風
呂

 
に
入
る
か
も
う
そ
ろ
そ
ろ
皆
も
出
て
る
だ
ろ
う
し

 

い
た
自
分
は

た
書
物
を
持

て

下
へ
と
出
て

へ
と
入
れ
る
と
大

に
向
か

た

大

の
入
り
口
に
来
る
と

度
へ
カ

テ

ア
や

姫
お

と
お
空
に
さ
と
り
と
耶

狛
が
出
て
き
た

 
耶
狛

あ

マ
ス

今
か
ら
お
風
呂

 
理
 

あ

も
い
な
い
だ
ろ

 
さ
と

え

女
性

は

度
上
が

た
の
で
来
て
も
小
町
さ

 
ん
や
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス

り
じ

な
い
で
す
か

 
ヘ
カ

ま

恐
ら
く
だ
け
ど
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
の
事
だ
か
ら

 
も
う

る
だ
ろ
う
け
ど
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姫

小
町
も

ド
で
す
や
す
や
と

て
そ
う
で
す

 
理
 

そ

か
あ
り
が
と
う
な

耶
狛
は
へ
カ

テ

ア
と

 

姫
の
部

に
案
内
頼
む
よ

 
耶
狛

分
か

た
よ

 
そ
う

う
と
耶
狛
達
は
歩
い
て
い

た

そ
し
て

人

た
自
分
は

 
理
 

し
か
し
も
し
が
あ
る
か
ら
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
た
だ
入
る
だ
け
で
は
下
手
す
れ
ば
小
町
や
ら
が
ば

た
り
と
来
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
紙
と

ン
を
直
ぐ
様
持

て
き
て
何
か
を
書
く
と

に

り

け
る

 
理
 

こ
れ
で
よ
し

 
そ
う

い
て
理
久
兎
は
中
へ
と
入

て
い

た

そ
し
て
そ
の

り
紙
に
は

男
性
入

中

と
書
か
れ
て
い
た

そ
し
て

を
見
る
と
何

か
執
事
服
に

装
束
が
置
か
れ
て
い
た

 
理
 

彼
奴
ら

い
な

 
自
分
も

に
服
を
置
く
と
中
へ
と
入
る
と
そ
こ
に
は
体
を

て
い
る
亜
狛
と
黒
が
い
た

ど

う
や
ら
理
久
兎
が
紙
を
取
り
に
行

て
い
る
間
に
入

た
よ
う
だ

 
理
 

よ

い
つ
の
間
に
お
前
ら
来
て
た
ん
だ



 第２５８話 とりあえず学べ

 
亜
狛

あ
れ
マ
ス

も
入

で
す
か

 
黒
 

そ
れ
と
俺
ら
は
主
が
来
る
数
分
前

て
感
じ
だ
な

 
理
 

あ
り

り

そ
う
だ

た
の
か

 
バ
ス
チ

ア
に
座
る
と

で

を

う

 
理
 

せ

か
く
だ
か
ら

中
を

い
合
う
か

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
黒
 

わ
ん

 
そ
の
提
案
で
亜
狛

理
久
兎

黒
の

番
で
座
り

中
を

い
合
う

 
理
 

し
か
し
黒
お
前
さ
ん
こ
う
見
る
と

も
し

か
り

 
と
あ
る
ん
だ
な

 
黒
 

そ
う
い
う
主
に
も
つ
い
る
だ
ろ

 
亜
狛

か
に
し

か
り
と
つ
い
て
ま
す

た
ら

メ

 
な
や
つ
で
す
よ

た

間
⻯
や
ら
に
な

て

 
襲
い
か
か
り
ま
す
か

 
と

た
ら

実
に
ア
ウ
ト
か
と
聞
く
と
理
久
兎
と
黒
は

い
な
が
ら
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理
 

ハ
ハ

い
や
別
に

 
黒
 

ま

な
そ
ん
な

た
と
し
て
も
グ

ン
で
終
わ

 
る
さ

お
前
な
ら
な

 
亜
狛

実
に
終
わ
る

て
殴

て
絶
命
の
意
味
が
入

 

て
ま
す
よ

 
黒
 

論
だ
が

 
流

は
黒
だ
遠
回
し

て
い
る
事
が
怖
い

 
理
 

さ
て
と
そ
れ
じ

向
き
を
返
る
か

 
そ
う
し
て
先
程
の

向
き
で

中
を

う

す
る
と

 
理
 

亜
狛

お
前
さ
ん
ら
の

て
よ
く

感

て

 
聞
く
け
ど
ど
う
な
ん
だ

 
亜
狛

い
や
い
や
そ
ん
な
ま
さ
か

 
と

た

間
に
理
久
兎
は

を

る

 
亜
狛

ち

ま

勘

し
て
く
だ
さ
い

 
黒
 

主
が
興
味

く
と
本
当
に
面

く
さ
そ
う
だ
な



 第２５８話 とりあえず学べ

 
そ
う
し
て

人
は

中
を

い
合
う
と

へ
と

か
る

 
理
 

ふ

 
黒
 

大
丈
夫
か
亜
狛

 
亜
狛

え

 
亜
狛
の

が
も
は
や
死
ん
で
い
た

当

感
だ

た
の
だ
ろ
う

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
主
よ
あ
れ
か
ら
ど
う
な
ん
だ

 
理
 

何
が

 
黒
 

告
ら
れ
て
か
ら
だ
が

 
因
み
に
理
久
兎
と
さ
と
り
は

に
も

て
い
な
い

だ
が
何

に
知

て
い
る
の
か
と

問

が
わ
い
た

 
理
 

な
ん
で
知

て
ん
だ

 
黒
 

い
や
こ
い
し
が
楽
し
そ
う
に

て
い
た
ん
で
な

 
亜
狛
さ
り
げ
な
く
罪
を
な
す
り
つ
け
た
よ

 
黒
や
亜
狛
は
実

そ
の
現
場
を
見
て
い
る
が
そ
れ
ら
を
こ
い
し
に

た

 
理
 

あ

そ
う

ま

程
々

て
と
こ
ろ
か
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亜
狛

マ
ス

方
に

一

り
な
い
事

て
何
か
分
か

 
り
ま
す
か

 
理
 

何
が

り
な
い
ん
だ

 
亜
狛

女
心
や

女
心
が
ま

た
く
と

て
な
い
で
す

 
正
直
に

い
ま
す
と

 
亜
狛
の

葉
は
正
論
中
の
正
論
だ

理
久
兎
に
そ
ん
な
心
な
ど
察
せ
れ
る
訳
で
は
な
い
の
だ
か

ら 
理
 

そ
こ
ま
で

う
か

 
黒
 

い
や
事
実
だ
し
な

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
理
 
 

 
何
と

し
い
従
者
な
の
だ
ろ
う

ド
ス
ト
レ

ト
に

て
く
れ
る
よ

と
思

た

 
理
 

ま

う
ん

少
し

強
し
て
み
る
よ

 
黒
 

そ
れ
が
い
い

 
亜
狛

そ
う
で
す



 第２５８話 とりあえず学べ

 
そ
う
し
て

に

か

て
数
分
が

過
す
る
と

人
は
一
生
に
立
ち
上
が

て

 
理
 

出
ま
す
か

 
黒
 

だ
な

 
亜
狛

そ
う
し
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て

人
は
風
呂
か
ら
で
て
各
自
の
部

へ
と
帰
る
の
だ

た
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第
２
５
９
話
 
女
心
は
複
雑

 
理
久
兎
は
風
呂
か
ら
上
が
り
部

で

く
り
と
ソ
フ

に
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら

り
の
ス

ル
を

め
て
い
た

 
理
 
明
日
彼

に
送
り

け
て
や

と
こ
の
視
察
も
終
わ

り
か

 
よ
う
や
く
明
日
で
視
察
は
終
わ
り
ま
た
何
時
も
の
日
常
に
な
る
な
と

え
て
ス

ル
表

を
明
日
着
る
服
の
ポ

ト
に
入
れ
る

そ
し
て
ま
た
ソ
フ

で
く
つ
ろ
い
で
本
を

め
な
が

ら 
理
 

女
心
か

 
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
女
心
と
い
う
の
は
学
ん
で
は
い
な
い

そ
う

て
し
ま
え
ば
自

中
心

的
の
よ
う
だ
が
興
味
を

さ
な
か

た
が
た
め
こ
れ
に
は

す
る
な
と
理
久
兎
は
思
う

 
理
 

あ

も
う
し

う
が
な
い

一
か
八
か
で
恋
愛
小

 
説
で
学
ぶ
し
か
な
い
か

 
亜
狛
と
黒
に
散
々
と

わ
れ
て
少
し

し
く
な

た
の
か
少
し
で
も
学
ぶ
た
め
に
ま
ず
は
昔
通



 第２５９話 女心は複雑

り
に
本
か
ら
学
ぼ
う
と

え
部

を
出
て

書
室
へ
と
向
か

た

書
室
へ
と
行
く
と
と
り

あ
え
ず
恋
愛
小
説
が
な
い
か
と
本

を
探
す

 
理
 

何
処
か
に
な
い
か

 

々
と
見
て
み
る
と

人
の

神
が
入
れ
替
わ

て
そ
れ

れ
の
生
活
を
学
び
や
が
て
星
空

の
元
で
告
白
す
る
小
説
だ

た
り
王
道
か
の
よ
う
な
フ

ン

恋
愛
小
説
だ

た
り
様
々
あ

る
が

 
理
 

う
ん
や

り
分
か
ら
ん
な

 
自
分
に
は

果
が
な
さ
そ
う
な
物
ば
か
り
だ

す
る
と

書
室
の

が
開
い
て
さ
と
り
が
入

て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

さ
と
り
か

ど
う
し
た
ん
だ
こ
の
夜
更
け
に

 

書
室
な
ん
か
に
来
て

 
因
み
に
今
の
時

は
夜
の

時
ぐ
ら
い
と
な

て
い
る

小
説
を
読
み
ふ
け

て
い
た
ら
こ

ん
な
時

に
な

て
し
ま

た

 
さ
と

本
を
返
し
に
来
た
ん
で
す
が
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さ
と
り
の
手
に
は

か
に
本
が

ら
れ
て
い
る

し
か
も
結

な
程
に
分

い
本
だ

 
さ
と

そ
う

う
理
久
兎
さ
ん
こ
そ
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
そ
れ
は
女
心
と
い
う
も
の
を
学
び
に
来
た
の
だ

そ
う
だ
い

そ
の
こ
と
で
さ
と
り
に
聞
こ
う

と
思

た

 
理
 

ア
ハ
ハ

な

さ
と
り
に
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
さ

 
女
心

て
何

 
さ
と

は

 
突
然
の
事
で
さ
と
り
も

を
か
し
げ
た

無
理
も
な
い
だ
ろ
う
こ
ん
な

問
を
す
れ
ば

 
さ
と

え

と
ど
う
し
て
ま
た
女
心
な
ん
で
す
か

 
理
 

亜
狛
と
黒
に
風
呂
で
女
心
を
学
ん
だ
方
が
良
い

 

て
ド
直

に

わ
れ
て
な

 
さ
と

と

わ
れ
て
も
私
も

え
る
よ
う
な
事
は
あ
ま
り
あ

 
り
ま
せ
ん
が
た
だ

 
理
 

た
だ

 
さ
と

恐
ら
く
そ
の
人
が
変
わ

た
所
と
か
ち

と
し
た
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変
化
に
気
づ
け
た
り
と
か
そ
う
い
う
事
で
は
な
い
で

 
し

う
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は
さ
と
り
に
告
白
さ
れ
る
前
を

り
替
え
る

わ
れ
て
み
る
と
仕

や

ら
自
分
に
対
し
て
よ
く

談
さ
れ
た
り
し
た
な

と

 
理
 

成
る
程

や

り
さ
と
り
か
ら
見
て
も
俺

 

て
女
心
が
分
か

て
な
い
よ

 
さ
と

正
直
な
話

分
か

て
な
い
で
す

 
理
 

そ
う
か

 
さ
と

で
す
が
理
久
兎
さ
ん
が

し
い
事
は
理
解
し
て
い
ま

 
す
よ

そ
れ
に
私
が

き
に
な

た
の
は
私
だ
け
で

 
な
く
こ
い
し
に
も

し
く

し
て
く
れ
て
そ
れ
で
そ

 
の
私
に
も

 

ず
か
し
い
の
か
急
に

て
し
ま

た

 
理
 

あ

う
ん
そ
ん
な
無
理
す
る
な

 
さ
と

い
え

わ
せ
て
も
ら
い
ま
す

理
久
兎
さ
ん
は
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神
で
女
心
を
分
か

て
な
く
て
私
の
ア
プ
ロ

チ
を

 
も

り
し
て
と
散
々
で
し
た
が

 
理
 

う
ぐ

さ
と
り
そ

そ
れ

上
は

 
さ
と

で
す
が
そ
れ
で
も
何
時
も
皆
や
私
を
気
に
か
け
て
く

 
れ
て
そ
し
て

し
く
て
そ
れ
で
あ
り
の
ま
ま
の
私
を

 

め
く
れ
て
そ
ん
な
所
が

き
に
な

た
ん
で
す
よ

 
理
久
兎
さ

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

 
さ
と
り
は
よ
う
や
く
理
久
兎
を
見
る
が
理
久
兎
は
遠
い
目
を
し
て
い
た

先
程
の
マ
イ
ナ
ス
部

分
が
グ
サ
リ
と
来
た
の
か
ラ
イ
フ
が

を

え
て
マ
イ
ナ
ス
に
行
き
そ
う
だ

 
さ
と

ち

と
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

は

あ

あ

そ
の
何
だ
悪
か

た
な
ア
プ
ロ

 
チ
に
気
づ
か
な
く
て
よ

そ
れ
と
こ
れ
か
ら
少
し

 
ず
つ
で
も
気
づ
け
れ
る
よ
う
 
に

力
は
し
て
み
る

 
か
ら
さ
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さ
と

そ
う
し
て
下
さ
い

 
少
し
さ
と
り
は
ム
ス

と
し
て
い
た

今
思
い
出
す
と
少
し
イ
ラ

と
し
て
き
て
い
る
よ
う

だ 
理
 

ハ
ハ
ハ

ま

だ
け
ど

 
さ
と

え

え

 
バ
サ

 
さ
と
り
の
持

て
い
る
本
が

ち
る

さ
と
り
を
少
し

し
て

で

れ
そ
う
な
さ
と
り
を

え
て

を
近
づ
け
る
と

 
理
 

で
も
な
さ
と
り
か
ら

て
く
れ
た
か
ら
今
こ
う
し

 
て
恋
人
に
な

た
ん
だ

 

々
と
さ
と
り
の

が

く
な

て
い
く

予
想
外
な
行
動
過
ぎ
て

ず
か
し
い
の
か
嬉
し
い

の
か
自
分
か
ら
見
て
も
ど

ち
な
の
か
が
分
か
ら
な
い

だ
が

つ
と
も
当
て
は
ま
る
と
も
思

た 
さ
と

り
り
り
り
り
理
久
兎
さ
ん

そ
そ
ん
な
事
を
こ
ん

 
な
体
制
で
い

わ
な
い
で
下
さ
い



 第十七章 地獄の女神降臨

 
理
 

は
は

ご
め
ん
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
さ
と
り
の
体
制
を

す
と

ち
た
本
を

て
さ
と
り
に
渡
す

 
理
 

で
も

た
事
は
事
実
だ
よ

 
さ
と

本
当
に
や
る
こ
と
が
突
然
で
何
時
も

か
さ
れ

 
て
ば
か
り
で
す

 
ポ

カ

フ

イ
ス
を
心
が
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
る
が
ま
だ

は

い

 
理
 

た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も
良
い
だ
ろ

 
さ
と

か
に
そ
う
か
も
で
す

 
理
 

ん

さ
と

 
突
然
の
行
動
だ

た

さ
と
り
は
自
分
の
シ

ツ
を
思
い

き
り
引
き

せ
て
自
身
の
口
に
口

け
を
し
た

そ
れ
が
数

続
く
と
さ
と
り
か
ら

し
て

 
さ
と

こ
れ
で
お

子
で
す
よ

 
そ
う

て
い
る
最
中
自
分
は

に
人

し
指
を

れ
何
が
起
こ

た
の
か
よ
う
や
く
理
解

す
る
と

 
理
 

ま
さ
か
俺
が
び

く
り
さ
せ
ら
れ
る
と
は
な
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さ
と
り
に

本
取
ら
れ
た
な

 
さ
と

ふ
ふ

 
と

人
は
い
い
ム

ド
と
な

て
い
る
一
方
で

書
室
の

の
前
で
は

 
ヘ
カ

あ
ら
あ
ら

分
と
ま

 
耶
狛

見
て
て
楽
し
い
で
し

 
耶
狛
と
へ
カ

テ

ア
が
楽
し
そ
う
に
そ
の
光

を

め
て
い
る
の
を
理
久
兎
と
さ
と
り
は
知

る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た

 
理
 

さ
て
と
あ
ん
ま
り
イ
チ

つ
く
の
も

が
あ
る
か

 
ら
な

 
さ
と

や

て
き
た
の
は
理
久
兎
さ
ん
か
ら
で
し

 
理
 

あ

あ

 
と

た
そ
の
時
だ

た

 
グ
ラ

 
理
 

ん

地

か

 
大
き
な

れ
が

り
を
襲
う

さ
と
り
も
身

い
し
て
い
た
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理
 

大
丈
夫
か
さ
と
り

 
さ
と

は

は
い

 
そ
う
し
て
数

が

つ
と
地

は
収
ま

た

 
理
 

何
だ

た
ん
だ

 
さ
と

明
ら
か
に
地
底
が

で
は
な
い
で
す
よ

 
さ
と
り
の

う
通
り
も
し
地
底
が

な
ら
地
霊
殿
は
も
れ
な
く

す
る

だ
が

ラ
ス

も

い
な
事
に

れ
て
は
い
な
か

た

 
理
 

何
か
地
上
で
起
き
て
い
る
の
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

と
ま
ず
今
日
は

ま
し

う

 
理
 

あ

さ
と
り
も
気
を

け
ろ
よ

 
さ
と

は
い

 
自
分
と
さ
と
り
は
そ
れ

れ
の
自
室
へ
と
帰
り
こ
の
光

を
見
て
い
た

人
も
こ

そ
り
と

帰
る
の
だ

た



 第２６０話 視察は終わり今度は異変調査

 
第
２
６
０
話
 
視
察
は
終
わ
り
今
度
は
異
変
調
査

 
理
久
兎
が
女
心
の

強
を
し
て
み
よ
う
と
思

た
そ
の
翌
日
の
こ
と
定
番
の
よ
う
に
理
久
兎
は

厨
房
に
立

て
い
た

 
理
 

い
い
感
じ
だ
な

 

の
コ
ン
ソ
メ
ス

プ
の
味
見
を
し
て
満

す
る

そ
の

ら
で
は
オ

ブ
ン
で
香
ば
し
い

ン
の
香
り
が
漂
う

因
み
に
朝
食
の
メ
ニ

は
ト

ス
ト
に

ム
バ

が

い
て
季

の
ゴ
ロ
ゴ
ロ

コ
ン
ソ
メ
ス

プ
に

の
ハ

ブ
バ

き
そ
し
て
デ
ザ

ト
で

グ

ル
ト
と
い

た
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
料
理
だ

 
理
 

彼
奴
ら
起
き
た
か
な

 
起
き
た
か
を

す
る
た
め
に
厨
房
の

を
開
け
て
食

を
見
る
と
皆
は
眠
そ
う
な

を
し
て

い
る
が
起
き
て
い
た

 
理
 

よ

お
は
よ
う

日
は
眠
れ
た

 
亜
狛

あ

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
マ
ス

 
耶
狛

私
は
眠
れ
た
よ
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お

あ
た
い
も
対
し
て
は

 
お
空

て
た
か
ら
よ
く
分
か
ん
な
い
や

 
黒
 

俺
は

日
の
地

で
頭
を
打

た

 
黒
は

日
の
地

で
頭
を
打

た
せ
い
な
の
か
少
し
機
嫌
が
悪
い

 
ヘ
カ

わ
れ
て
み
る
と

日
の
地

は
何
か
し
ら

 

姫

地
底
で
は
な
い
と
思
う
の
で
恐
ら
く
地
上
で
何

 
か
が
起
き
た
の
か
と

 
小
町

で
も
ま

結

れ
た

 
ク
ラ

う
ん

か
に

 
ど
う
や
ら

日
の
地

を
皆
は
知

て
い
る
よ
う
だ

あ
ん
だ
け
大
き
け
れ
ば
気
づ
く
だ
ろ

う 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
は
朝
飯
だ
も
う
出
来
る
か
ら
持

 
て
く
る
な

 
そ
う

い
自
分
は

る
と
朝
食
を
盛
り

け
て
外
へ
と
出
る

 
理
 

は
い
よ

お
待
ち
ど
お
さ
ん
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ヘ
カ

今
回
は

食

 
ク
ラ

日
よ
り
は
少
な
い

 
理
 

朝
か
ら
だ
と
ヘ
ビ

だ
か
ら
な
そ
れ

 

日
の
あ
の

を
朝
か
ら
食
え
る
の
は

当

い

何
処
の
ピ
ン
ク
達
だ
と
自
分
は
思

た

 
小
町

あ
ん
ま
し

食
は
食

た
こ
と
な
い
か
ら
珍
し
い
け

 
ど

 

姫

か
に
⻄

だ
と
こ
の
よ
う
な
物
を
食
べ
る
の
で
す

  
理
 

そ
ん
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
全
員

い
た
だ
き
ま
す

 
皆
は
理
久
兎
の
食
事
を
食
べ
始
め
た

 
亜
狛

や

り
バ

だ
な

 
耶
狛

そ
う
か
な

私
は
リ
ン
ゴ

ム
で

 
亜
狛
は

ム
は

け
ず
バ

オ
ン
リ

で
耶
狛
は
バ

と

ム
を
つ
け
て
食
べ
る
よ

う
だ



 第十七章 地獄の女神降臨

 
黒
 

コ

に

ン
が
い
い
組
み
合
わ
せ
だ

 
な

 
ク
ラ

ブ
ラ

ク
で
飲
め
る
ん
だ

 
お
空

お

に
つ
い
て
る
よ

 
お

あ

 

姫

的
な
食
事
で
す

方
も
し

か
り
と
し
た
食

 
事
を
取
る
べ
き
で
す
よ
小
町

 
小
町

え

 
と
皆
は
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た

作

た

と
し
て
は
そ
の
よ
う
に
食
べ
て
く
れ
る
の
は

常
に
嬉
し
い
も
の
だ

 
理
 

良
い
も
の
だ

 
さ
と

そ
う
で
す

因
み
に
理
久
兎
さ
ん
地
上
の
件

 
は
ど
う
対
処
す
る
ん
で
す
か

 
理

そ
う
だ
な

後
で
あ
の

人
に
一
任
し
よ
う
か
と
思

 

て
る
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さ
と

そ
う
で
す
か

 
そ
う
し
て
小
一
時
間
程
で
皆
は
食
事
を

ま
せ
た

 
全
員

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
理
 

お

末
さ
ん

亜
狛

耶
狛

黒

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

何

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か

 

人
は
理
久
兎
に
呼
ば
れ
何
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 
理
 

ら

人
に
仕
事
を
頼
み
た
い
こ
こ
の
上
の
地
上
で

 
何
が
あ

た
か
調
査
を
し
て
も
ら
い
た
い

 
黒
 

い
い

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

オ

 

人
は
向
か
お
う
と
す
る
と
理
久
兎
は
ま
た
呼
び
掛
け
て

 
理
 

あ

待
て
待
て
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胸
ポ

ト
か
ら
断
罪
神
書
を
取
り
出
す
と
そ
れ
を

メ

ト
ル
程
の
大
き
さ
に
し
て

を
開
く
と
そ
の

か
ら
自
分
の
使
い
魔
達
の
骸
が
現
れ
る

 
理
 

こ
い
つ
ら
を

れ
て
い
け

 
黒
 

分
か

た

 
亜
狛

え

と

語
と
か
ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

う
ん
私
達
だ
と
通
じ
な
い
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
骸
達
は
ポ

ト
か
ら
メ
モ

と

ン
を
出
し
て

げ
た

 
理
 

問

な
い
だ
ろ

 
黒
 

だ
な

そ
ん
じ

行
く

骸
共

 
骸
達
 

 
黒
の

葉
で
骸
達
は
メ
モ

と

ン
を
し
ま

て

礼
を
し
た

 
耶
狛

あ

も
し
蓮

だ

た
よ

そ
れ
ら
に
会

た

 
ら
ど
う
す
る
の

 
理
 

そ
う
だ
な

俺
の
知
り
合
い
や
ら
は
殺
す
な
よ
そ

 
れ

外
の

意
を
表
し
た
奴
は
殺

て
よ
し
だ
か
ら
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と
い

て
あ
ま
り

・派
・手
・な
・事

は
起
こ
す
な
よ

 
黒
 

了
解
し
た

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
で
は
行
き
ま
す

 
耶
狛

行

て
く
る

 
そ
う

い

人
と
骸
の

人
は

け
目
へ
と
入

て
消
え
て
い

た

 
理
 

さ
て
と

々
と
ご

た
返
し
に
な

た
が
彼

の
三

 

の

ま
で
送
る
よ

 
ヘ
カ

そ
れ
じ

お
願
い
す
る
わ

 

姫

で
は
行
き
ま
し

う

 
小
町

お
願
い
す
る
よ
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

さ
と
り
は
来
る

 
さ
と
り
に
来
る
か
と
聞
く
と
さ
と
り
は

を

に

て

 
さ
と

い
え
私
は

守
番
し
て
ま
す

 
理
 

そ

か
分
か

た
終
わ
り
次
第
す
ぐ
に
帰
る
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
行

て
ら

し

い
理
久
兎
さ
ん
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お
空

理
久
兎
様
行

て
ら

し

い

 
お

最
後
も
頑

て
下
さ
い

 
と

皆
か
ら

援
さ
れ
る
と
理
久
兎
は

い
な
が
ら

 
理
 

お
う

 
そ
う

い
理
久
兎
達
は
食

を
出
て

関
に
向
か
う
と
地
霊
殿
を
出
る

 
理
 

そ
れ
で
ど
う
だ

た
視
察
し
て
の
結
果
は

 
ヘ
カ

ふ
ふ

楽
し
か

た
わ
よ

思
い
が
け
な
い
も
の
も

 
見
れ
た
し

 
理
 

ん

 
ヘ
カ

何
で
も
な
い
わ

 
と

雑
談
を
し
つ
つ
歩
い
て
い
き
三

の

ま
で
着
く
と
小
町
は

に

り

ぎ

を
持
つ

 
理
 

そ
ん
じ

お

れ
さ
ん

 
ヘ
カ

え

 
ク
ラ

楽
し
か

た
よ

 

姫

理
久
兎
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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理
 

そ
り

良
か

た
よ

そ
ん
じ

小
町
み
ん
な
を

 
頼
む
な

 
小
町

あ
い
よ

で
は
理
久
兎
さ
ん
ま
た

 
そ
う
し
て
小
町
は

を

ぎ
出
し
た

ヘ
カ

テ

ア
に
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は
手
を

て
く

れ
る

自
分
も
手
を

て
返
す
と

の
中
に
消
え
て
い

た

 
理
 

さ
て
と
帰
る
と
し
ま
す
か

地
上
で
何
が
あ

た
の

 
か

後
で
骸
達
の
目
を

り
て
み
る
か

 
そ
う

き
自
分
は

を

げ
る
と
地
霊
殿
へ
と
帰
え
る
の
だ

た



 第十七章 地獄の女神降臨

 
第
２
６
１
話
 
ま
た
奴
等
か

 
ヘ
カ

テ

ア
達

御
一
行
が
帰

た
後

理
久
兎
は

り
の
仕
事
を

け
て
い
た

 
理
 

う

う

ん
は

 

中
を

ば
し
て
深
く
呼

を
し
て
現

時

を
見
る
と
も
う

頃
に
な

て
い
た

 
理
 

も
う
こ
ん
な
時
間
か

 
と
り
あ
え
ず
地
上
に

察
さ
せ
に
行

た
亜
狛
耶
狛
黒
の
状

を
知
る
た
め
に
目
を
閉
じ

て
ま
ず
は
テ
レ

シ

を
し
た

 
理
 
お
前
ら
聞
こ
え
て
る
か

 
亜
狛
聞
こ
え
て
ま
す
よ
マ
ス

 
耶
狛
ど
う
し
た
の

 
黒
 

件
か

 
と

無
事

と
い

て
も
不
老
不
死

人
と
不
死
身
が

人
そ
れ
に
も
う
死
ん
で
い
る
奴

ら
な
た
め
対
し
て
心

す
る
こ
と
で
も
な
い
の
だ
が

 
理
 
い
や
現
状
報
告
を
頼
む
骸
達
と
は

れ
て
い
る
み
た
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い
だ
か
ら
な

 
耶
狛
な
ら
私
か
ら

報
告
と
し
て
は
イ
チ

つ
く
人
間

の
リ
ア

が
い
た
ぐ
ら
い
か
な

 
人
の
事
に
つ
い
て

て
く
る
と
理
久
兎
は

い
を

か
べ
て

 
理
 
耶
狛

あ
ま
り
人
の
プ
ラ
イ

ト
を
見
る
も
ん
じ

な
い

 
亜
狛
そ
う
だ

 
耶
狛
ご
め
ん
な
さ
い

 
亜
狛
そ
れ
と
私
か
ら
の
報
告
と
し
て
は
ど
う
や
ら
山
の
頂

き
に

か
が
神
社
を
建
て
た
ら
し
く
て
そ
れ
で
少
々

騒
ぎ
に
な

て
い
る
よ
う
で
す
よ

 
亜
狛
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
理
久
兎
は
恐
ら
く
そ
の
神
社
が
現
れ
た
事
に
よ

て
起
き
た
地

だ
ろ
う
と
推

を
し
た

そ
れ
な
ら
ば

人
に
行
動
に

せ
る
と

え

 
理
 
そ
う
か
な
ら
そ
の
神
社
に
向
か

て
ど
う
な

て

い
る
の
か
を
探
れ
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黒
 
頂
上
か

な
ら
俺
が
近
い
か
先
に

察
す
る

 
亜
狛
分
か
り
ま
し
た
直
ぐ
に
向
か
い
ま
す

 
耶
狛
そ
れ
じ

マ
ス

私
た
ち
は
行
く
か
ら
通
信
を
切

る 
理
 
あ

頑

れ
よ

 
そ
う
頭
の
中
で

う
と
理
久

は
目
を
開
け
る

だ
が
目
を
開
け
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

う

 
い
つ
の
間
に
か
目
の
前
に
さ
と
り
が
い
た

こ
れ
に
は
ビ

ク
リ
し
た

 
さ
と

珍
し
い
で
す

私
に
気
づ
か
な
い
な
ん
て
ど
う
か
し

 
た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

あ

少
し
な

そ
れ
で
さ
と
り
は
何
を
し
に

 
こ
こ
に

 
さ
と

あ

実
は
こ
の
書

に
検
印
を
し
て

し
く
て
来
ま

 
し
た
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そ
う

い
さ
と
り
は
書

を
渡
し
て
く
る

渡
さ
れ
た
書

を
見
る
と
そ
れ
は
今
月
の
旧
都
の

仕
事
内
容
と
書
か
れ
て
い
た

だ
が

本
は
さ
と
り
が
や
る
た
め
自
分
は

や
ら
を

し
て

検
印
を

し
た

 
理
 

そ
ん
じ

よ
ろ
し
く

 
さ
と

は
い
そ
れ
で
は

 
返
事
を
し
た
さ
と
り
は
書

を
手
に
持
つ
と

を
開
け
て
外
へ
と
出
て
い

た

 
理
 

さ
て
と

も
う
い

ち

仕
事
を

 
仕
事
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し
た
時
急
に
自
分
の
視
界
が
真

暗
に
な
る

目
を
手
で

わ
れ

て
い
る
の
か

か
い

 

 

だ

れ
だ

 
と

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
楽
し
そ
う
な

が
聞
こ
え
理
久
兎
は
ク
ス
ク
ス
と

い
な
が
ら

 
理
 

古
明
地
こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

え
へ
へ
へ

正
解
だ
よ

 
手
を

さ
れ
視
界
が
開
け
後
ろ
を
向
く
と
無

な

の
こ
い
し
が
立

て
い
た

 
理
 

お
帰
り
こ
い
し
ち

ん
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こ
い

た
だ
い
ま
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
数

間
ぶ
り
に
こ
い
し
が
帰

て
き
た

な
の
で
こ
い
し
か
ら
旅
話
を
聞
こ
う
と
思

た 
理
 

こ
い
し
ち

ん
今
回
の

の
旅
で
何
か
面
白
い
話

 
は
あ
る
か
い

 
こ
い

う

ん
と

あ

こ
こ
の
上
に

神
社
が

て

 
た
よ

 
そ
れ
を
聞
き
先
程
に
亜
狛
か
ら
の
情
報
の
神
社
だ
ろ
う
と
思

た

 
理
 

さ

き
亜
狛
か
ら

を
受
け
た
あ
の
神
社
か
な

 
そ
の
神
社
の
住
人
は
見
た

 
こ
い

見
た
よ

そ
こ
の
人
達

て
い
う
か
神
様

て
い
う

 
か
結

特

的
だ

た
よ

 
理
 

へ

特

的
か

え

神
様

 
こ
い

う
ん

見
た
目
が

人
は

中
に
注

が

い

 
て
て

も
う

人
は

キ
モ
カ

イ
イ

ロ
目
の
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子
を

た
神
様
だ

た
よ

 
こ
い
し
が

た
そ
の
特

に

く
当
て
は
ま
る
神
達
が
い
る
の
を
知

て
い
た

し
か
も

数

月
前
に
会

て
い
る
神
達
だ

 
理
 

ち

因
み
に
こ
い
し
ち

ん
そ
こ
の
神
社
の
な

名

 
前

て

 
こ
い

え

と

か

も

守
矢
神
社

て
書
か
れ
て
た
か

 
な

 
理
 

ま
た
守
矢
か

 
も
う
ま
た
あ
の
神
達
か
と
思

て
手
で
頭
を

さ
え
て
し
ま
う

や

た
行
い
は
自
分
の
返

て
く
る
と
昔
に
何
度
か
唱
え
た
が
ど
う
や
ら
自
分
に
返

て
き
た
よ
う
だ

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
の
知
り
合
い

 
理
 

あ

あ

な

こ
い
し
ち

ん
絶
対
に
そ
の
神
達

 
と
い
う
か
地
上
の

中
に
会

て
も
俺
の
名
前
は

 
こ
い

論
バ
ラ
さ
な
い
よ

バ
ラ
し
た
ら
お
姉
ち

ん

 
が

し
む
も
ん
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理
 

そ

そ
う
か

そ
れ
は
助
か
る
よ

 
流

は
無
意

に
な

て
も
お
姉
ち

ん
大

き

子
な
お
姉
ち

ん
思
い
の
子
だ

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
黒
お
兄
ち

ん
と
か

 
亜
狛
お
兄
ち

ん
に
耶
狛
お
姉
ち

ん
は
何
処
に
行

 

た
の

 
理
 

ち

と
地
上
に
な

 
こ
い

ふ

ん

 
理
 

ま

今
日
は
お

や
お
空
も
い
る
か
ら
遊
ん
で
来
な

 
さ
い
な

 
さ
と
り
か
ら
提
出
さ
れ
た
仕
事
内
容
書
に
は
今
日
は

人
の
仕
事
は
無
い
の
は
分
か

て
い

た
た
め
こ
い
し

う
と

 
こ
い

分
か

た

そ
れ
じ

私

遊
ん
で
く
る

 
そ
う

う
と
こ
い
し
も

か
ら
出
て
い

た

そ
れ
を

し
た
理
久
兎
は
ま
た
目
を

り

 
理
 
お
前
ら

聞
こ
え
る
か

 
亜
狛
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
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耶
狛
ま
た

 
黒
 
お
い
お
い
今

良
い
と
こ
ろ
何
だ

 
理
 
さ

き
亜
狛
か
ら
報
告
を
受
け
た
神
社
の
件
だ
が
守

矢
神
社
だ

 
こ
い
し
の
情
報
伝
え
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛
え

そ
れ

て
昔
マ
ス

が
知
り
合

た

神

の
八

神
奈
子
の

 
耶
狛
そ
れ
に
諏
訪
子
ち

ん
だ

け

 

 
理
 
あ

彼
奴
ら
幻
想
郷
に
来
て
や
が
る

 
黒
 
す
ま
ん
が

が

だ
か
知
ら
な
い
ん
だ
が

 
ど
う
や
ら
黒
は
そ
の
情
報
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は

 
理
 
紫
の

を
し
て
い
る
の
が
神
奈
子
で
不
思
議
な

子

を

て
い
る
の
が
洩
矢
諏
訪
子
だ

 
黒
 
あ

今
ち

う
ど
そ
の

神
と
戦
う
所
だ
な

魔

理

が
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耶
狛
黒
く
ん
今
何
処
に
い
る
の

 
黒
 
何
処

て

魔
理

の
影
の
中
だ
が

 
ど
う
や
ら
黒
の
お
気
に
入
り
魔
理

と
い
う
少
女
の
影
に
潜

し
て
い
る
よ
う
だ

つ
間

違
え
れ
ば
変
態
行

で

ま
る
こ
と
待

た
な
し
だ

 
亜
狛

歩
間
違
え
れ
ば
変
態
で
す

 
理
 
と
も
か
く
バ
レ
な
い
よ
う
気
を

け
ろ
よ

 
黒
 
大
丈
夫
だ
問

な
い

 
亜
狛
一

は
様
子
を
見
て
お
き
ま
す

 
耶
狛
私
も

 
理
 
分
か

た

な
ら
任
せ
る
よ
何
か
会

た
ら
ま
た

す
る

 
そ
う

い
理
久
兎
は
回

を
切

た

そ
し
て
目
を
開
け
て

 
理
 

り
の
仕
事
を
さ

さ
と

け
る
か

 
そ
う

い
ま
た
仕
事
に
取
り
か
か
る
の
だ

た
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第
２
６
２
話
 
撤
退
命
令

 
よ
う
や
く
仕
事
が

き
理
久

は
ソ
フ

に
座

て
た
だ

暗
い
地
底
を

め
て
い
た

の
だ
が

 
理
 

彼
奴
ら
今
は
ど
う
な

て
る
か
な

 
そ
う
思

た
理
久

は
胸
ポ

ト
に
し
ま

て
あ
る
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
元
の
大
き
さ
へ

と

し
て
骸
達
が
記
載
さ
れ
て
い
る

を
開
く

 
理
 

え

と
骸

の
視
点
に
ア
ク

ス

 
さ

と

に
手
を
か
ざ
す
と

Ｐ
Ｓ
視
点
の
よ
う
な

が
流
れ
る

そ
の

に
は
ま

さ
か
の
八

神
奈
子
と
洩
矢
諏
訪
子
が
い
た

し
か
も

の
骸
達

人
と
今

理
久

が
見
て

い
る
骸

と
で

の
よ
う
に

ん
で
い
た

 
理
 

彼
奴
ら
バ
レ
た
な

 

い
た
理
久

は
骸

骸

骸

の
視
点
も
見
る

骸

の
視
点
か
ら
は
耶
狛
が

霊
夢
そ
し
て
数

月
前
に
知
り
合

た

風

と
戦

て
い
る
の
が
見
え
て
骸

か
ら
は

黒
と

魔
理

が
空
で
戦

て
い
る
の
が
見
え
骸

か
ら
は
遠
く
だ
が

の
中
か
ら
弾
幕
の
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光
が
見
え
た
事
か
ら
推

と
し
て
亜
狛
と
葛
ノ
葉
蓮
が
戦

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

た

 
理
 

は

俺
も
出
る
べ
き
だ

た
か

彼
奴
ら
な
ら

 
ス
テ
ル
ス
で
出
来
る
と
思

た
ん
だ
が
や
は
り
ま
だ

 
ま
だ
修
行
が

り
な
い
か

 
こ
れ
に
は
理
久

も
頭
を

さ
え
て

え
ざ
る

な
い

だ
が
一
番
怖
い
の
は
紫
や
ら
の
八
雲

家
に
出
会
う
こ
と
だ

そ
れ
だ
け
は
何
と
し
て
で
も

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
理
 

こ
れ
は
あ
ま
り
し
た
く
は
な
い
ん
だ
が
な

 
小
一
時
間
前
と
同
じ
よ
う
に
理
久

は
目
を

り
黒
達
に
語
り
か
け
た

 
理
 
お
前
ら
何
し
て
ん
だ

 
理
久

が
そ
う
直

脳
内
に
語
り
か
け
る

 
黒
 
ん

戦
闘
だ
が

 
理
 
因
み
に

と
か
な

 
耶
狛
う
え

え

え

と

 
亜
狛
こ

こ
う
の
と
りと

で
す

 
耶
狛
そ
う
そ
う

だ
よ
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何
処
の

子
宅

者
だ
と
ツ

コ
ミ
を
い
れ
た
く
な
る

だ
が
こ
ん
な
下
ら
な
く
分
か
り
や

す
い
嘘
に
常
に
温

な
理
久

も
少
し

間
に
シ

が
よ

た

 
理
 
そ
う
か
そ
う
か

か

良
い
か
ら
帰

て
こ
い

て
め

ら

 
黒
 
え

 
亜
狛
ん

え

マ
ス

引
く
ん
で
す
か

 
耶
狛
そ
ん
な

不
完
全
熱

だ
よ

 
理
 
後

分

内
に
俺
の
仕
事
部

に
来
な
い
な
ら

日
間

飯
は

き
だ

 
理
久

の
飯
は

き
と
い
う

葉
を
聞
い
た

人
は
今
さ

き
の
余

あ
る
発

が
う

て
変
わ

て

り
あ
る

葉
で
な
が
ら

 
亜
狛
す

直
ぐ
に
退
き
ま
す

 
耶
狛
か

帰
る

 
黒
 
そ
れ
は
マ

で
勘

だ

 
そ
う

い

人
は
通
信
を
切

た

そ
う
し
て
通
信
が
切
れ
て
理
久

は
ま
た
目
を
開
く
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に

を
つ
い
て
指
を
組
ん
で
は
カ

プ

と
同
じ

分
間
待
つ
こ
と
に
し
た

す
る
と

分

後

目
の
前
に
は
亜
狛
の

け
目
が
現
れ
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
と
骸
達
が
帰

て
く
る

 
耶
狛

マ
ス

ど
う
か
お

を
ご
飯
と
い
う
お

を

 
ち

う
だ
い

 
黒
 

飯

き
は
流

に
勘

し
て
く
れ

 
亜
狛

死
に
は
し
ま
せ
ん
け
ど
流

に
嫌
で
す
よ

 
ど
れ
だ
け
飯
が
大
切
な
ん
だ
よ
と
理
久

は
思
う
ば
か
り
だ

 
理
 

は

お
前
ら

た
よ
な

小

り
合
い
や
ら

 

ン
カ
な
ら
別
に
し
て
も
良
い
け
ど
目
立
つ
な

て

 
さ

 
亜
狛

黒
さ
ん

 
耶
狛

黒
く
ん

 
黒
 

面
目
な
い

 
ど
う
や
ら
こ
う
な

た
原
因
は
黒
の
よ
う
だ

理
久

は
若

れ
な
が
ら

 
理
 

ま

た
く
次
か
ら
は
気
を

け
ろ
よ
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黒
 

あ

あ

 
理
 

そ
れ
に
ま
だ
俺
ら
が
出
る
幕
じ

な
い
か
ら
な

 
と

理
久

の
意
味
不
明
な
発

に
対
し
て

 
亜
狛

え

今
の
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か

 
耶
狛

ど
う
い
う
こ
と

 
黒
 

主
よ
そ
の
意
味
は

 

人
は
追

し
て
く
る

子
か
ら
立
ち
上
が
り

か
ら

暗
い
地
底
を
見
な
が
ら

 
理
 

人
は
さ
秘
密

て
あ
る
か

 
そ
の

問
に
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は

 
亜
狛

そ
れ
は
ま

あ
り
ま
す
よ

 
耶
狛

無
い
方
が
お
か
し
い
よ

 
黒
 

ま

俺
も
あ
る

ち

あ
る
な

 
と

問
の

え
を
返
し
て
き
た

自
分
は

を

め
る
の
を

め
て

 
理
 

秘
密

て
の
は
い
ず
れ
暴
か
れ
る

理
由
は
ど
う

 
あ
れ
な

俺
が
本
当
は
転
生
し
た
何
て
い
う
秘
密
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も

外
じ

な
い
遠
く
な
い

来
に
そ
の
秘
密
は
暴

 
か
れ
る

だ

 
黒
 

つ
ま
り
い
ず
れ
は
バ
レ
る
そ
う

い
た
い
の

 
か

 
亜
狛

こ
れ
で
も
し
マ
ス

が
生
き
て
い
る
と
知
れ

 
ば
地
上
の
友
人
方
は
ど
ん
な
に
喜
ぶ
の
か
想

も
出

 
来
ま
せ
ん

 
耶
狛

本
当
だ
よ

で
も
も
し
秘
密
が
暴
か
れ
た
な
ら
マ

 
ス

は
地
上
に

住
す
る
の

 
理
 

そ
れ
は

 
耶
狛
の
そ
の

問
に
理
久

は

え
よ
う
と
し
た

間
不
意
に

を
見
る
と

方
を

と

見
て
い
る
さ
と
り
の
姿
が
見
え
た

 
理
 

何
し
て
ん
だ
さ
と
り

 
さ
と

え

い
や
そ
の

 
こ

そ
り
と
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
案
外
す
ぐ
に
バ
レ
て
さ
と
り
は
結

テ
ン

て
い
た



 第２６２話 撤退命令

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
さ
と
り
ち

ん

 
さ
と

い
え

そ
の
判
子
を

す
所
が
も
う

所
あ

た

 
の
で
来
た
ん
で
す
が

 
理
 

あ

そ
う
な
の
見
せ
て

 

葉
を
聞
い
た
さ
と
り
は
書

を
渡
す

内
容
は
地
底
の

状

に
つ
い
て
だ

大
方
の
内

容
を
見
て
最
後
に

脱

が
な
い
か
を

し
て
判
子
を

す

 
理
 

は
い
よ

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う

い
さ
と
り
は
紙
を
受
け
と
る
と
少
し

し
そ
う
に

か
ら
出
て
い

た

 
理
 

何
か
悪
い
こ
と
し
た
か
な
俺

 
亜
狛

い
え

 
耶
狛

ま

マ
ス

も
悪
い
け
ど
私
達
も
悪
い

て
感
じ

 
だ
よ

 
黒
 

だ
な

 
理
 

後
で
話
を
聞
い
て
み
る
よ
と
り
あ
え
ず
今
日
は
こ
い
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し
ち

ん
が
帰

て
き
て
る
か
ら
遊
ん
で
や

て
く

 
れ
よ

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
耶
狛
は
満
面
の

み
で
亜
狛
は
ク
ス
ク
ス
と

い
黒
に

て
は
ポ

カ

フ

イ
ス
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
み
た
い
だ
が
明
ら
か
に

が
に
や
け
て
い
た

 
理
 

そ
ん
じ

頼
ん
だ
よ

 
耶
狛

任
せ
て
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
黒
 

た
く

し

う
が

な

 
そ
う

い

人
は
部

か
ら
出
て
い
く
が

を
出
る

の
黒
か
ら
犯
罪

が
し
た
よ
う
な
気

が
す
る
が
理
久

は
気
に
し
な
い
で
お
く
こ
と
に
し
た

 
理
 

さ
て
と

ま

ご
機
嫌
を
と
る
と
し
ま
す
か

 
そ
う
し
て
理
久

も
書

を

け
て
部

か
ら
出
る
の
だ

た



 第２６３話 やって良い事と悪いこと

 
第
２
６
３
話
 
や

て
良
い
事
と
悪
い
こ
と

 
何
時
も
の
よ
う
に
理
久

は
厨
房
で
料
理
を
作
り
そ
し
て
皆
に
食
事
を
さ
せ
た
の
だ
が
何
時
と

違
う
の
は
さ
と
り
が

か
な
い

を
し
て
い
た
事
ぐ
ら
い
だ

ポ

カ

フ

イ
ス
を
し
よ
う
と

す
る
彼
女
の
表
情
は
読
み
に
く
い
が

々
と
理
久

も

れ
て
き
た
の
か
大
体
は
分
か
る

亜
狛

達
と
の
会
話
を
聞
い
て
か
ら

か
な
い

を
し
始
め
た
の
も

 
こ
い

お
姉
ち

ん
理
久

お
兄
ち

ん
の
料
理
は
や

 
り
美
味
し
い

 
さ
と

 
こ
い

お
姉
ち

ん

 
さ
と

え

え

そ
う

 
理
 

や

り

か
な
い

し
て
る
な

 
そ
う
思
い
つ
つ
理
久

は
食
事
を
終
え
る
と
共
に
皆
も
食
事
を
終
え
て
そ
れ

れ
食

を
厨
房

に
運
ん
で
い
き
最
後
の

い
を
終
わ
ら
せ
る

 
理
 

さ
て
と

ま

行

て
み
ま
す
か
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一

い
た
理
久

は
厨
房
か
ら
出
て
さ
と
り
の
部

へ
と
向
か

た

部

の

の
前
に
つ

く
と
と
り
あ
え
ず
は

回
ノ

ク
す
る

 
コ
ン

コ
ン

コ
ン

 
と
静
か
な

下
に

を
ノ

ク
す
る

が

く

す
る
と

の
奥
か
ら
歩
い
て
き
て

チ

と

を
開
け
る

 
さ
と

理
久

さ
ん

 
理
 

よ

お
邪
魔
し
て
も
い
い

 
さ
と

ど

ど
う

 
部

へ
と
案
内
さ
れ
た
理
久

は
ソ
フ

へ
と

か
け
る
と
向
か
い
の

ド
に
さ
と
り
も

か
け
る

 
さ
と

珍
し
い
で
す

理
久

さ
ん
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
理
 

あ

う
ん
何
か
さ
と
り
の

が

か
な
い

し

 
て
た
ら
少
し
心

に
な

て
な

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 
と
何
で
か
無
表
情
だ

数
日
前
ま
で
ク
ス
ク
ス
と

て
い
た

や
ら
は
何
処
に
い

た
の
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や
ら

 
理
 

な

さ
と
り

 
さ
と

理
久

さ
ん

方
は
も
し
秘
密
が
暴
か
れ
た
な
ら
地

 
上
へ
行

て
し
ま
う
ん
で
す
よ

 
無
表
情
の
ま
ま
さ
と
り
は
何

か

暗
い
空
か
ら
更
に
暗
く
な

た
地
底
を

め
な
が
ら
そ
う

う
 
理
 

い
や
ち

 
さ
と

良
い
ん
で
す
そ
う
な

て
も

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

 
か
ら

 
理
 

さ
と
り

ま
さ
か
お
前
さ
ん

い
て

 
さ
と

い
て
ま
せ
ん

 

ぶ
か
の
よ
う
に
さ
と
り
は
そ
う

う

だ
が
部

の
光
で

ラ
ス
が

の
よ
う
に
反

し

て
い
る
た
め
さ
と
り
の
目
か
ら

の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た

 
理
 

だ
か
ら
さ
と
り

 
さ
と

も
し
地
上
に
住
ん
で
し
ま

た
と
し
て
も

私
に
会
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い
に
き
て
く
れ
れ

 
理
 

だ
か
ら

話
を
聞
け

て

 
さ
と

え

 
理
久

の

を
聞
い
た
さ
と
り
が

り
返
ろ
う
と
し
た
時
そ

と
後
ろ
か
ら

し
く

き

め
ら
れ
る

 
さ
と

え

え

 
理
 

や

り

い
て
る
ん
じ

か

 
さ
と

い
て
な
ん
か

 
理
 

そ
れ
と
俺
が
何
時

地
上
に

る
と
か
住
む
と
か

 

た
ん
だ

 
さ
と

え

 
そ
う
前
回
理
久

は
耶
狛
か
ら
の

問
を

え
る
前
に
さ
と
り
が
来
た
た
め
返

を
し
て
は

い
な
い

つ
ま
り

る
と
も
住
む
と
も

て
は
い
な
い

 
理
 

し
か
も
昔
に

た
よ
な

こ
こ
地
底
も

ち
着
く

 

て

と
く
が
俺
の
選

に
地
上
に

り
住
む
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と
か
は
な
い
行

て
も
観
光
ぐ
ら
い
だ
よ

 
さ
と

そ
れ
じ

ま
さ
か
私
の

 
理
 

な

と
ち
り

て
や
つ
だ

 
さ
と

え

え

 
目
の
前
の

ラ
ス
を

す
る
と
さ
と
り
の

が
変
化
し
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た

や

ら
は
消
え
た
が

が
真

に

く
な

て
い
た

 
理
 

は

覚
妖
怪
の
本

的
に
心
を
見
て
手
の
内
を

 
明
か
し
た
会
話
が

本
だ
か
ら

し
い
と
は
思
う
け

 
ど
そ
う
い
う
の
は
し

か
り
と

し
て
か
ら

お

 
う
な

 
さ
と

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 

を
紅
く
し
て
さ
と
り
は
う
つ
向
く

そ
れ
を
見
て
い
た
理
久

は

し
く

み
な
が
ら

 
理
 

ち
着
い
た
か

 
さ
と

え

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
理
久

さ
ん

 
理
 

そ
う
か
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さ
と
り
か
ら

き
つ
く
の
を

め
よ
う
と
し
た

間
自
分
の
手
を

と
さ
と
り
が

て
く
る

 
さ
と

も
う
少
し
こ
の
ま
ま
で
も
良
い
で
す
か

 
理
 

わ
な
い
よ

 
自
分
と
さ
と
り
は
こ
の
状
態
を

持
す
る
こ
と
数
分
後

 
さ
と

理
久

さ
ん
も
う
良
い
で
す
よ

 
理
 

ん

な
ら
良
し

 
そ
う

い
さ
と
り
か
ら

れ
る
と
さ
と
り
は
理
久

の
方
向
を

り
向
く

表
情
が
何
時
も
の

さ
と
り
に

た

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久

さ
ん
お
風
呂
は

 
理
 

ま
だ
入

し
て
な
い
な

 
さ
と

そ
う
で
す
か

り

理
久

さ
ん
も
し
よ
ろ
し
け
れ

 
ば

そ
の

い

い
い

一

に
は

入

て
も

 

葉
が
ど
も
り
つ
つ
必
死
に

て
く
る

そ
れ
を
目
の
前
で
見
て
聞
い
て
い
た
理
久

は

 
理
 

良
い
よ

前
み
た
い
に
入
ろ

か
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さ
と

は
い

 

を

く
し
つ
つ
さ
と
り
は
そ
う

え
る
の
だ

た

だ
が
理
久

は

ン
ス
の

に
あ
る
小

さ
な

の
先
を
見
逃
し
て
は
い
な
か

た

そ
う

さ
と
り
の
部

の

で
は
と
い
う
と

 
黒
 

何
と
か

ま

た
み
た
い
だ
な

 
こ
い

み
た
い
だ

こ
れ
が

降

て
地
固
ま
る

て
事

 
だ
よ

 
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
な
所
に
小
さ
な

を
開
け
て
そ
の
光

を
見
て
黒
と
こ
い
し
は
楽
し
ん
で

い
た

し
か
も
そ
の

人
だ
け
で
は
な
く

 
耶
狛

お

お

さ
と
り
ち

ん

て
ば
大

 
こ
い

ム

ド
に
流
さ
れ
て
結

チ

ロ
い
よ

お
姉
ち

 
ん

て
ば

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
は
恋
は
し
な
い
の

 
亜
狛

ん

俺
は
し
な
い
よ

そ
れ
に

俺
じ

と
も

 
き
合
わ
な
い
よ

き
合
う
の
は

々
耶
狛
ぐ
ら
い
だ

 
よ
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耶
狛

も

お
兄
ち

ん

て
ば

 
黒
 

ブ
ラ
コ
ン
＆
シ
ス
コ
ン
め

 
こ
ん
な

人
の
光

を
見
て
い
て
黒
も
そ
う

わ
ざ
る

な
い

 
耶
狛

今
ど
ん
な
感
じ
か
な

 
そ
う

い
耶
狛
が
そ
の

を

い
た
時
異
変
に
気
が
つ
い
た

先
程
ま
で
見
え
て
い
た

か

ら
先
が
真

暗
で
見
え
な
い
の
だ

 
耶
狛

あ
り

 
耶
狛
が

い
た
次
の

間
だ

た

 
グ
サ

 

 
耶
狛

目
が

目
が

 
い
き
な
り

き

か
ら
指
が
出
て
き
て
耶
狛
の

に
ク
リ
テ

カ
ル
し
た

 
亜
狛

大
丈
夫
か
耶
狛

 
黒
 

い
や
な
予
感
が

 
さ
と

方
達

 
黒
達
は

の
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
目
は

て
は
い
な
い
が

の
さ
と
り
が

の
前
に
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立

て
い
た

そ
し
て

の
先
の
さ
と
り
の
部

か
ら
は

 
理
 

お
前
ら
俺
が
気
づ
い
て
な
い
と
思

た
か

 
亜
狛

ま

マ
ス

 
黒
 

ち

バ
レ
て
や
が

た
か

 
理
 

今
か
ら
そ

ち
に
行
く
よ

き
の
覚
悟
は
し
て
お

 
け
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
黒
と
亜
狛
と
耶
狛
は
み
る
み
る
と

が
真

に
な

て
い
く

だ
が

人

は
気
づ
い
た

も
う
こ
い
し
が
い
な
い
事
に

 
亜
狛

黒
さ
ん
こ
い
し
さ
ん
が
も
う
い
ま
せ
ん

 
黒
 

彼
奴

自
分
だ
け
逃
げ
や
が

た

 
耶
狛

ず
る
い
こ
い
し
ち

ん

 

人
が
そ
う

た
時

下
か
ら

 
こ
い

き

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
逃
げ
ち

メ
だ
よ

 
と

が
聞
こ
え
て
き
た

ど
う
や
ら
こ
い
し
も

さ
れ
た
よ
う
だ

そ
し
て
さ
と
り
の
後
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ろ
に
こ
い
し
の
服
を

ん
で
持
ち
上
げ
て
い
る
理
久

が
真

黒
な

で
現
れ
た

 
こ
い

逃
げ
れ
な
か

た

テ
ヘ

 
こ
い
し
は
理
久

に

ま
れ
な
が
ら

を
出
し
て
テ
ヘ

ロ
し
て
い
た

 
理
 

さ
て
と
お
前
ら

メ
つ
け
る
よ
な

 
さ
と

存
分
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

そ
れ
と
こ
い
し

 
女
に
も
お
話
が
あ
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で

 
全
員
 
 

 
そ
の
数
分
後
数
時
間
地
霊
殿
で
男
女
の
断
末
魔
の

鳴
が
聞
こ
え
た
そ
う
だ
が
こ
い
し
だ
け

は
さ
と
り
の
お
説
教
を

時
間
程

聞
か
さ
れ
る
の
だ

た



 第２６４話 理久兎流のお仕置き

 
第
２
６
４
話
 
理
久
兎
流
の
お
仕
置
き

 
ヘ
カ

テ

ア
来
日
か
ら
翌
日
の
事
大
仕
事
も
と

く
に
終
わ
り
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
理

久
兎
は
部

で
読
書
を
し
て
い
る
が

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん

人
は
ど
う
な

た
ん
で

 
す
か

 
さ
と
り
も
部

に
遊
び
に
来
て
い
た

そ
し
て
さ
と
り
の

問
に
理
久
兎
は

 
理
 

あ

彼
奴
ら
な
ら

 
中

の
方
を
指

す
と
さ
と
り
は
中

を

く
と

 
さ
と

大
丈
夫
な
ん
で
す
か
あ
れ

 
理
 

死
な
な
い
か
ら
問

な
い
だ
ろ

 
一
方
中

で
は

 
耶
狛

マ
ス

謝
る
か
ら
も
う
出
し
て

 
亜
狛

因
果

報
な
の
か
な

 
黒
 

い
や
俺
ら
は
自

自

だ
ろ
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人
は
お
仕
置
き
と
し
て
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
後

中

に

か
ら
下
を

め
ら
れ
て
い
て

生

の
よ
う
に
な

て
い
た

日
前
回

こ

そ
り
と

い
て
い
た
た
め

し
方
が
な
い

視
点
は
理
久
兎
に

る

 
理
 

ま

た
く
こ
う
な
る
事
が
分
か

て
い
る
な
ら
し
な

 
き

い
い
の
に

 
さ
と

で
も
私
達
を
心

し
て
見
て
く
れ
て
た
み
た
い
で
す

 
け
ど

 
心
を
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
さ
と
り
は
そ
う

え
る

理
久
兎
は
た
め

を

じ
り
に

 
理
 

ま

た
く
飯
だ
け
は
許
し
て
や
る
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
理
 

ち

く
ら
飯
を
与
え
に
い
く
け
ど
来
る

 
さ
と

ご
一

し
た
い
の
は
山
々
で
す
が
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
に

 
取
り
か
か
ろ
う
と
思
い
ま
し
て

 
そ
れ
を
聞
い
た
理
久
兎
は
さ
と
り
の
頭
に
手
を
お
い
て

 
理
 

分
か

た
あ

ち
が
終
わ
り
次
第
に

し
入
れ
を
持
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て
く
る
よ

 
さ
と

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う

い
理
久

と
さ
と
り
は
部

を
出
る

そ
し
て
理
久
兎
は
厨
房
か
ら
料
理
を
持

て
中

へ
と
向
か
う

 
理
 

よ

元
気

 
亜
狛

マ
ス

そ
ろ
そ
ろ
出
し
て
く
だ
さ
い
よ

 
黒
 

な

主
よ
そ
ろ
そ
ろ
出
し
て
く
れ
な
い
か

で
耶
狛

 
が
う
る
さ
い
ん
だ
よ

 
耶
狛

マ
ス

ご
め
ん
な
さ

い

 
と

人
は
謝
罪
し
て
く
る
自
分
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら

 
理
 

明
日
に
な

た
ら

そ
れ
ま
で
は
反

す
る
よ
う

 
に

 
亜
狛

く
ん
じ

な
か

た

 
黒
 

な

主
よ
そ
の

は

 
耶
狛

ま
さ
か
ご
飯
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耶
狛
は
嬉
し
そ
う
に

う
と
理
久

は

で

 
理
 

あ

熱
々
の
お
で
ん
を
持

て
き
て
あ
げ
た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
と
黒
は
最
悪
な
こ
と
を
想

し
て
し
ま

た

 
理
 

何

食
べ
た
い
の

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

な
ら
大

は
食
べ
る

 
耶
狛

食
べ
た
い

 
理
久

は

を
置
い
て

で

を
取
る
と

 
理
 

ら
耶
狛
あ

ん

 
耶
狛

あ

 
と

耶
狛
が
口
を
開
い
た
が

  
耶
狛

熱

 
耶
狛
の

に
大

が
当
た
り
耶
狛
が
少
し

鳴
を
上
げ
た

 
理
 

あ

悪
い
ミ
ス

た
わ
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亜
狛

マ
ス

絶
対
に
わ
ざ
と
で
す
よ

明
ら
か
に

 
わ
ざ
と
で
す
よ

 
こ
の
光

を
見
る
と
耶
狛
が
バ
ラ
エ
テ

で
体
を

る

人
の
よ
う
だ

 
理
 

ら

ら
耶
狛
食
べ
な
い
の

 
耶
狛

ぐ
う

食
べ
る
も
ん

 
理
 

ら

 
そ
う

い
今
度
こ
そ
理
久

は

を
食
べ
さ
せ
る

だ
が

 
耶
狛

あ
ふ

あ
ふ

い

 
熱
々
の

を

た
大

だ

耶
狛
も
こ
れ
に
は

鳴
を
あ
げ
る

そ
れ
を

で
見
て
い
た
亜

狛
と
黒
は

を

く
す
る

 
理
 

ら

俺
の
ご

意
だ

 
今
度
は

で
作

た
黒
は
ん

ん
を

で
つ
か
む

 
亜
狛

も
う
勘

し
て
く
だ
さ

い

 
黒
 

悪
か

た

マ

で
悪
か

た
か
ら

 
理
久

が
拷
問
と
い
う

飯
を
食
べ
さ
せ
て
数
十
分
後
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理
 

満

し
た
か

 
亜
狛

マ
ス

こ
れ
絶
対
に
怒

て
ま
す
よ

 
黒
 

や
り
方
が

常
じ

あ
ん
た
は
獄

か

 
耶
狛

お
口
が
熱
い
よ

 
い
く
ら
不
老
不
死
に
な
ろ
う
が
元
が
不
死
身
だ
ろ
う
が

覚
と
は
切

て
も
切
れ
な
い
ら
し
く

覚
は
あ
る
み
た
い
だ

だ
か
ら
こ
そ
こ
う
い

た
拷

お
仕
置
き
が

な
の
だ

 
理
 

そ
ん
じ

後
も
う
数
時
間
頑

て

人
共

 
耶
狛

マ
ス

カ
ム
バ

ク

 
黒
 

お

お
い

ま
さ
か
本
当
に
置
い
て
い
く
の
か
よ

 
主
よ

 
亜
狛

く
デ

ブ
な
ん
だ
よ

 
な
お
亜
狛
と
耶
狛
に

て
は
こ
れ
で

度
め
だ

亜
狛
は
当
時
の
事
を
思
い
出
し
つ
つ
そ

う

く
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
は
本

に

る
と
厨
房
へ
と

動
す
る

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
良
い
か
な

 

か
ら
あ
る
物
を

取
り
出
す

す
る
と

り
に
小

と

の

い
香
り
が
漂
う
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理
 

う

ん
ス
コ

ン
の
完
成
だ

 

ス
コ

ン
が
出
来
上
が
り
完
成
度
に
理
久

は
満

す
る

そ
し
て
そ
の

つ
を
食
べ

て
み
て

 
理
 

う
ん
こ
れ
こ
そ
シ
ン
プ
ル
イ

マ

ラ
ス

や
つ

 
だ
よ

 
な
お
味
は
何
の
変

も
な
い
味
の
プ
レ

ン
だ
が
プ
レ

ン
だ
か
ら
と
い

て

て
は
な
ら

な
い

プ
レ

ン
と
は
無

の
味
の
可
能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら

そ
の
ま
ま
で
良
し

ム
を

け
て
食
べ
る
も
よ
し
ク
リ

ム
を

け
て
食
べ
る
も
よ
し
と
無

の
可
能
性
が
あ
る
の
だ

 
理
 

さ
て
と
こ
れ
に
紅

は

そ
う
だ

か
そ
ろ
そ
ろ

 
ア

サ
ム
が
切
れ
そ
う
だ

か
ら
使
う
か

 
そ
う
し
て
理
久

は
ア

サ
ム
テ

を
作
り

に
入

て
い
る
ス
コ

ン
を

つ
取
り

出
し
バ

と
さ
つ
ま
い
も
の

ス
ト
に
ク
リ

ム
を
小
さ
な

に
入
れ
そ
れ
ら
を
お
ぼ
ん
に

せ
て
さ
と
り
の
仕
事
場
へ
と
運
ん
で
行
く

 
理
 

さ
と
り
入
る
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
部

へ
と
入
る
と
さ
と
り
が

を
か
け
直
し
て

方
を
見
る
と

へ
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と
変
わ
る

 
さ
と

理
久

さ
ん
そ
れ
が

し
入
れ
で
す
か

 
理
 

う
ん

メ
ニ

は

の
ス
コ

ン
と
紅

で
ア

 

サ
ム
を

意
し
た
よ

 
紅

を
注
ぎ
紅

の
入

た
カ

プ
を
渡
す

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
理
久

さ
ん

 
さ
と
り
は
そ

と
カ

プ
を
受
け
と
る
と
紅

を
飲
む

 
理
 

そ
れ
で
進
ん
で
る

 
さ
と

は
い
後
も
う
人
踏
ん

り
で
す
か

 
理
 

そ

か

度
良
い
か
ら
手
伝
う
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
さ
と
り
の
書

整
理
を
手
伝
い
そ
の
後

お
仕
置
き
中
の

人
や
お
仕

事
中
の
お

と
お
空
に
も
ス
コ

ン
を

し
入
れ
す
る
の
だ

た



 第２６５話 意外な 日

 
第
２
６
５
話
 
意
外
な

日

 
亜
狛
耶
狛
黒
の
お
仕
置
き
か
ら
数
日
の
事
何
時
も
の
よ
う
に
平

な
日
常
品
と
な

て

い
る
が

 
こ
い

理
久

お
兄
ち

ん

 
理
 

ん

ど
う
か
し
た

 
今
回
部

に
は
さ
と
り
で
は
な
く
妹
の
こ
い
し
が
遊
び
に
来
て
い
た

こ
い
し
に
呼
ば
れ
何

か
な
と
思

て
い
る
と

 
こ
い

お
姉
ち

ん
と
何
処
か
デ

ト
に
行

た
の

 
流

は
無
意

い
と
こ
ろ
ば
か
り
つ
い
て
く
る

現
に
さ
と
り
と
何
処
か
に
行

た
か
と

わ
れ
れ
ば
地
底
で
の
空
中
散
歩
ぐ
ら
い
だ

 
理
 

何
処
に
も
行

て
な
い
な

 
こ
い

何
処
か
に
行
か
な
い
の

 
理
 

う

ん
さ
と
り

く

読
書
し
て
い
る
方
が
良
い

 
で
す

て
な
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あ
ま
り
外
出
を

ま
な
い
さ
と
り
ら
し
い
断
り
方
だ

何
回
か
は
誘

て
は
い
る
が
あ
ま
り
行

こ
う
と
し
な
い

 
こ
い

ふ

ん
な
ら
さ
外
の
世
界
に
誘

て
み
れ
ば

 
理
 

え

 
こ
い

た
ま
に
は
お
姉
ち

ん
に
は
運
動
し
て
も
ら
わ
な
い

 
と

 
メ

い
話
に
な
る
が

方
の
世
界
で
は
や
は
り
兄
や
姉
よ
り
も
妹
の
方
が
強
い
の
か
も
し
れ
な

い
と
思

て
し
ま
う

 
理
 

と
は

て
も
な

外
の
世
界
に
行
く

て

 
て
も
行

て
何
す
る
か

て
感
じ
何
だ
が
何
か
案
は

 
あ
る

 
外
の
世
界
に

て
も
や
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
何
も
出
来
な
い

た
だ
ぶ
ら
つ
く
と
い
う
の
も

味
気
な
い

 
こ
い

う

ん
な
ら
さ
本
で
も
買

て
き
た
ら

お
姉
ち

 
ん
に
選
ば
せ
て
さ
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理
 

本

 
こ
い

う
ん

そ
れ
で
お

ご
飯
を
食
べ
た
り
そ
れ
で

々

 
な
お
店
を
ま
わ
る
の
も
デ

ト

て
感
じ
だ
よ

 
つ
ま
り
シ

ピ
ン
グ
と
い
う
デ

ト
だ
ろ
う

 
理
 

う

う

だ
け
ど

ど
さ
と
り
は
行
き
た
く
な

 
い
で
切
ら
れ
そ
う
だ
よ

 
こ
い

お
姉
ち

ん

て
案
外
チ

ロ
い
の
に
意
外
と
頑
固

 
な
ん
だ
よ

 
こ
い
し
の

う
通
り
ち

と
チ

ロ
い
所
は
あ
る

だ
が
結

頑
固
で
も
あ
り
地
霊
殿
か
ら

動
こ
う
と
し
な
い

 
こ
い

う

ん
前
に
本
で
見
た
け
ど
さ

ド
ン

て
知

て

 
る

交
渉
す
る

に
は

く

て
聞
い
た
ん
だ

 
け
ど

 
理
 

実
に
俺
が
や

た
ら

が

発
す
る
な

 
ま
ず
力
的
に
ド
ン

と

が

て
し
ま
う
た
め
そ
れ
は

な
が
ら
出
来
な
い
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こ
い

う

ん
理
久

お
兄
ち

ん
が

れ
出
せ
ば

い
て

 
く
る
と
は
思
う
よ

 
理
 

強
引
に
か

 

 
こ
い

無
理
の
な
い
程
度
な
ら

 
理
 

は

ま

こ
い
し
の
意
見
も
一
理
あ
る
な
分
か

た

 
誘

て
み
る
よ

 
こ
い

う
ん

お
願
い

 
や
れ
や
れ
と
思
い
つ
つ
も
も
う
何
回
か
は
デ

ト
と
い
う
か
サ

ビ
ス
を
し
な
い
と
な
と
思

い
つ
つ
理
久

は
部

を
出
て
さ
と
り
の
部

へ
と
向
か

た

 
コ
ン

コ
ン

コ
ン

 
理
 

さ
と
り

入
る

 
さ
と

ど
う

 
返
事
が
返
さ
れ

を
開
け
て
中
を
見
る
と

を
か
け
な
が
ら
読
書
を
し
て
い
る
さ
と
り
を
見

る 
理
 

読
書
か
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さ
と

え

 
本
に

を

ん
で
に
こ
や
か
に

て
く
る

出
会

た
時
と
比
べ
れ
ば

違
い
に

を
見

せ
て
く
れ
る
事
が
多
く
な

た

 
さ
と

そ
れ
で
理
久

さ
ん
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

ま

そ
の

あ
れ
だ
よ
さ
と
り
は
さ

外
の
世
界
に

 
興
味
な
い

 
さ
と

外
の
世
界
で
す
か

 
理
 

そ
う
そ
う
海
と
か
そ
う
い
う
ん
じ

な
く
て
も

と

 
こ
う
都
会
的
な

 
と

う
と
さ
と
り
は

に
手
を
お
い
て

 
さ
と

急
に
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

い
や
別
に
ど
う
も
し
て
は
な
い
け
ど
た
だ
単
に
デ

 
ト

て
い
う
や
つ
の
お
誘
い
だ
け
ど

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
嬉
し
そ
う
な

を
す
る
が
若

惑
い
の

を
見
せ
た

 
さ
と

嬉
し
い
ん
で
す
が
あ
ん
ま
り
外
の
世
界
に
不
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れ
で
し
て

 
理
 

そ
ん
な
も
ん
俺
だ

て
そ
う
だ
よ
こ
こ
最
近
な

て

 
よ
う
や
く

と
か
バ
ス

て
い
う
物
の

り
方
を

 
覚
え
た
所
な
ん
だ
か
ら

 
さ
と

え

と

体
的
に
外
の
世
界
に
行

て
何
を
す
る
ん

 
で
す
か

 
理
 

う

ん

ら
本
を
探
し
て
買

た
り
お

を
し
た
り

 
か
な

 
さ
と

つ
ま
り
私
の

き
な
物
を
買

て
く
れ
る
そ
う
い
う

 
こ
と
で
す
か

 
と

さ
と
り
が
聞
い
て
く
る
と

い
な
が
ら

 
理
 

ま

し
い
な
ら

 
さ
と

で
も
金
銭
的
に

 
理
 

安
心
し
ろ
よ
ど
う
せ

金
し
た
と
こ
ろ
で
対
し
て
使

 
い
道
が
な
い
ん
だ
か
ら
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さ
と

そ
の

い
方
も
ど
う
か
と
は
思
い
ま
す
が
そ
の
エ
ス

 
コ

ト
は
し
て
く
だ
さ
い

 
ち

と

ず
か
し
そ
う
に

て
く
る

そ
ん
な
事
を

わ
れ
れ
ば
返
す

葉
は
決
ま

て

い
る

 
理
 

論
だ
よ

そ
れ
じ

何
時
行
こ
う
か

明
日
は
空

 
い
て
る

 
 

 
さ
と

え

と
行
く
な
ら
明
日
や
る
分
の
書

を
今
日
中
に

 

け
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す

 
ど
う
や
ら
ま
だ
仕
事
は
ま
だ

て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

ふ

ん

手
伝
お
う
か

 
さ
と

え

で
も
理
久

さ
ん
も
仕
事
が
あ
る
ん
じ

な

 
い
ん
で
す
か

 
理
 

安
心
し
ろ
俺
の
仕
事
は
も
う

日
の
う
ち
に
終
わ
ら

 
せ
た
か
ら
結

フ
リ

何
だ
よ

 
地
獄
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
大

の
書

は
全
て
何
時
も
の
常

外
の

度
で
と

く
に

け
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て
い
た

そ
の
た
め
対
し
て
や
る
こ
と
も
な
い
の
だ

 
さ
と

そ
う
な
ん
で
す
か

 
理
 

あ

だ
か
ら
手
伝

て
や
る
よ

 
さ
と

そ
れ
で
は
お
願
い
し
ま
す

 
さ
と
り
と
共
に
仕
事
場
で
あ
る
書

へ
と
行
く
と

て
い
る
書

の
う
ち

は
自
分
が

や

て

り
は
さ
と
り
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

ふ

ん

結

あ
る

 
さ
と

そ
の

度
で

わ
れ
た
く
は
な
い
で
す

 
さ
と
り
の
目
の
前
の
光

は
最

目
に
見
え
ぬ

度
と

え
る

さ
で
書

の
束
が
消
え
て

い

て
い
る

 
理
 

ま

ま

お

と

こ
れ
は
旧
都
の

報
告
書

 
か

 
そ
の
報
告
書
の
内
容
が
店
の

の

が
数
件
程
み
ら
れ

の
た
め
に
予

を

し
て

し
い
と
書
か
れ
て
い
た

 
理
 

ど
う
や

た
ら
こ
ん
な
に
な
る
ん
だ



 第２６５話 意外な 日

 
さ
と

恐
ら
く
⻤
達
何
時
も
の
よ
う
に
が
喧
嘩
で
も
し
た
ん

 
で
は
な
い
で
す
か

 
理
 

大
方
そ
う
だ
ろ
う
な

ん

加

者
美
須
々

て

 
あ
の

 
や
れ
や
れ
と
思
い
つ
つ
修

を
回
す
書

や
ら
も
書
い
て
数
時
間
後
よ
う
や
く
仕
事
が
終

わ

た

 
理
 

終
わ

た
な

 
さ
と

え

こ
れ
で
明
日
は

に
な
り
ま
し
た

 
理
 

そ
う
だ
な

さ
て
と
俺
は
亜
狛
と
耶
狛
に
こ
の
事
を

 
伝
え
て
く
る
か
ら
そ
う
だ
な

う
ん

時
間
し
た

 
ら
食

に
来
て
く
れ
よ

そ
れ
ま
で
に
は
晩
飯
は
作

 
る
か
ら
さ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

そ
ん
じ

 
そ
う

て
理
久

は
部

か
ら
出
て
い

た

た
さ
と
り
は
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さ
と

ち

と
強
引
だ

た
け
ど
で
も
楽
し
み
で
す
か

 
ふ
ふ

 
と

き

か
ら
地
底
の

を

め
る
の
だ

た



 第２６６話 外の世界をふらふらと

 
第
２
６
６
話
 
外
の
世
界
を
ふ
ら
ふ
ら
と

 
と
あ
る
都
会
の

地
裏
普

な
ら

と
け

人
気
も
な
く
あ
ま
り

り

か
な
い
よ
う
な
場
所
に

け

目
が
現
れ
る

 
理
 

す
ま
ん
な
亜
狛
そ
れ
に
耶
狛

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
亜
狛

い
え
い
え
デ

ト
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

 
耶
狛

さ
と
り
ち

ん
フ

イ
ト

 

日
前
回
デ

ト
の
約
束
を
し
て
今
日
よ
う
や
く
約
束
の
デ

ト
日
に
な

た

そ
の
た

め
亜
狛
と
耶
狛
に
送

て
も
ら

た
訳
だ

な
お
さ
と
り
に
は
人
の
心
の

が
聞
こ
え
ぬ
よ
う
に

指
輪
を
し
て
も
ら

て
い
る

 
亜
狛

そ
れ
じ

達
は
仕
事
に

り
ま
す

ま
た
帰
る
時

 
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

 
耶
狛

そ
れ
じ

あ

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
閉
じ
さ
と
り
と

人
だ
け
と
な
る
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理
 

そ
れ
じ

る
け
ど
何
か
希
望
は
あ
る

 
さ
と

え

と
私
的
に
は
本
を
見
て
み
た
い
で
す

 
理
 

分
か

た
な
ら
行
こ
う
か

 
さ
と

は
い

 

人
は

地
裏
を
出
る
と
そ
こ
に
は
都
会
的
と
い
う
か
近
代
的
な
建
物
が
多
く
出
現
す
る

高

ビ
ル
は

論

道
や
交
通

も
発
達
し
て
い
る
都
会
へ
と

 
さ
と

こ
れ
が
外
の
世
界
で
す
か

 
理
 

そ
う

意
外
か

 
さ
と

私
達
が
ま
だ
地
上
に
い
た
時
と
は
大
違
い
で

 
さ
と
り
の

う
こ
と
は
無
理
は
な
い

巨
大
と
化
し
た
目
の
前
に

が
る
都
市
を
初
め
て
見
れ

ば

く
だ
ろ
う

最
初
に
自
分
も
外
の
世
界
に

を
踏
み
入
れ
た
時
も
感
心
し
た
ぐ
ら
い
な
の
だ

か
ら

 
理
 

歩
こ
う

 
さ
と

そ
う
で
す

 
理
久

と
さ
と
り
は
都
会
の
人

み
に
入

て
い

た



 第２６６話 外の世界をふらふらと

 
さ
と

理
久

さ
ん
何
で
彼
処
の
人
間
達
は

ま

て
い
る

 
ん
で
す
か

 

 
理
 

あ

あ
れ

ら
彼
処
に

く
光

て
る

が
あ
る

 
よ

 
さ
と

え

 
理
 

あ
れ
が

く
な

て
い
る
間
は

と

て
昔
で
い

 
う

の
い
な
い

が
も
う
ス
ピ

ド
で
走
る
ん
だ

 
よ

人
間
は

い
か
ら

突
す
れ
ば
御

仏
に
な

 
る
か
ら
あ

や

て
時
間
の

過
で

 
と

て
い
る
間
の
信

機
が

に
な
り

が
鳴
り
出
す
と
歩
行
者
達
が
歩
き
始
め
た

 
理
 

い
く
よ
さ
と
り

 
さ
と

え

あ

は
い

 
さ
と
り
の
手
を
引

り
す
ぐ
に
信

を
渡
り
き
る

渡
り
き
る
と
同
時
に
信

は

に
変
わ

り

が
走
り
出
し
た

 
理
 

こ
う
い
う
風
に

に
な

て
渡
る
ん
だ
よ
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さ
と

簡
単
に
空
を
飛
べ
な
い
外
の
世
界
の
人
間
は
不

で

 
す

 
理
 

ま

俺
ら
の
常

は
こ

ち
で
は
通
じ
な
い

て
事

 
さ

 
本
当
は
空
を
飛
べ
た
ら
楽
な
の
だ
が
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
化
物

い
で
視

を
集
め
て
し
ま

う

そ
う
す
れ
ば
幻
想
郷
が
危
な
く
も
な
る

そ
の
た
め
無
闇
に
飛
べ
な
い
こ
と
に
少
々

立
ち

を
覚
え
て
し
ま
う

 
理
 
し
か
し
今
日
は

い
な

 
少
し

い
な
と
感
じ
た

 
理
 

さ
と
り
後
少
し
だ
け
歩
く
よ

い
だ
ろ
う
け
ど
我

 
し
て
く
れ
よ

 
さ
と

え

ま

か
に
少
し

い
で
す
が
何
と
か
は

 
え
ら
れ
る
の
で

 

人
は
ま
た
歩
き
始
め
る

歩
き
始
め
て
数
十
分
後

 
理
 

つ
い
た
よ
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さ
と

理
久

さ
ん
こ
れ
は

 
理
 

こ
こ
は
シ

ピ
ン
グ
モ

ル
だ
よ

 
来
た
の
は

つ
も
の
店
が
建
ち

ぶ
エ
ン
ク
ロ

ド
モ

ル

式
と
呼
ば
れ
る
シ

ピ
ン

グ
モ

ル
だ

 
さ
と

こ
ん
な
に
大
き
な
お
店
が
あ
る
ん
で
す

 
理
 

あ

今
の
都
会
人
や
ら
は
こ
う
い
う
所
を

す
る

 
の
も
多
い
か
ら

 

り
に
は
無
数
に
人
が
歩
い
て
い
る

場
と
な
れ
ば

子
に
何
人
も
の
人
が
座

て
い
る
た

め
座
る
と
こ
ろ
が
な
い

 
さ
と

人
が
多
い
と

ち
着
き
ま
せ
ん

 
理
 

ま

日
頃
か
ら
人
間
と

し
て
な
い
か
ら
な

 
と

い
な
が
ら

に
あ
る
服
を

う
多
く
の
店
を
見
て

 
理
 

そ
う
だ
さ
と
り

 
さ
と

何
で
す
か

 
理
 

さ
と
り

て
服
に
興
味
あ

た
り
す
る
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さ
と

い
や
そ
ん
な
に
は

 
理
 

そ

そ

か

 

の
機
会
と
い
う
の
も
あ
る
し
少
し

い
と
い
う
の
も
あ
る
か
ら
本
も
そ
う
だ
が
服
も

買

て
あ
げ
よ
う
か
と
思

て
い
た
の
だ
が
そ
の
返

に
は
自
分
は

い
し
た

 
さ
と

何
で
す
か

あ
れ

ま
さ
か
何
時
も
と
少
し
違
う

 
服
を
着
て
い
る
私
を
想

し
た
ん
で
す
か
理
久
兎
さ

 
ん

た
ら
ふ
ふ

何
て

 
何
で
か
分
か
ら
な
い
が
さ
と
り
は

く
勝
ち

た
か
の
よ
う
な

を
し
な
が
ら
ク
ス
ク
ス
と

う

こ
れ
に
対
し
反
撃
の
意
味
も
込
め
て
自
分
は
口
を
開
け
て

 
理
 

そ
う
だ
な

た
ま
に
は
変
わ

た
服
を
着
て
る

 
さ
と
り
も
見
て
み
た
い
と
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
さ
と
 

 
予
想
外
の
返

に

い
た
の
か
さ
と
り
の

は
真

に
な

た

 
さ
と

そ
そ
う
で
す
か

き

気
が
変
わ
り
ま
し
た

 
見
に
行

て
み
ま
し

う
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理
 

チ

ロ
い
な

 
案
外
チ

ロ
か

た
さ
と
り
を
見
て
ニ
コ
ニ
コ
と
し
な
が
ら
服
を
見
に
向
か
う

 
さ
と

現
代
は

も
動
く
ん
で
す

 
理
 

そ
れ
耶
狛
や
ら
も
同
じ
こ
と
を

た
な

 
エ
ス
カ
レ

で

へ
と
上
が
り

々
な
メ

カ

の
服
を
見
て
ま
わ
る

 
理
 

何
か
気
に
入
り
そ
う
な
の
あ
り
そ
う

 
さ
と

何
か
こ
う
イ
メ

に
合
わ
な
い
で
す
よ

 
理
 

う

ん
な
ら
あ
れ
は

 
近
く
に
あ

た
服
の
店
を
指

す
と

 
さ
と

行

て
み
ま
す
か

 
そ
う

い
さ
と
り
は
店
に
入

て
い
く
が

 
理
 

あ
れ

指

し
た
店
の

に
い

ち

た
け
ど

 
ま

良
い
か

 
実

は
小
学
生
ぐ
ら
い
の
服
が

べ
ら
れ
て
い
る
店
を
指
し
た
の
だ
が
気
に
し
な
い
で
お
こ

う

さ
と
り
の
入

た
店
に
入
る
と
そ
こ
に
は

つ
も
の
女
性
の
服
が

べ
ら
れ
て
い
て

や
ら
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も
あ
る
店
だ

た

す
る
と
女
性
店
員
が
話
し
か
け
て
き
た

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ

あ
の
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

 
こ
こ
は
女
性
物
の
服
し
か
な
い
で
す
よ

 
男
性
の
た
め
か
一

聞
い
て
き
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
に
対
し
て
の
返

は

 
理
 

ん

あ

れ
が
入

て

 
店
員

あ
の
子
で
す
か

 
店
員
が
服
を
選
ん
で
い
る
さ
と
り
か
と
聞
く
と

 
理
 

そ
う
そ
う
あ
の
子

 
店
員

な
ら
大
丈
夫
で
す

ご

く
り
見
て
い

て
下
さ

 
い

 
そ
う

う
と
女
性
店
員
は
レ

へ
と

て
い

た

と
り
あ
え
ず
さ
と
り
の
元
ま
で
向
か

う 
理
 

ど
う

 
さ
と

理
久

さ
ん

合
い
そ
う
で
す
か

 

着
の
服
を
取

て
聞
い
て
き
た

見
た
感
じ
黒
を

と
し
て
い
て
何
か
文

が
白
い
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で

さ
れ
て
い
る
シ

ツ
そ
の
上
に
は
フ

ド
が
つ
い
て
い
る

ウ
ン

ト
更
に
さ
と

り
は
下
の
部

の

を
取
り
出
す

そ
れ
は
少
し
暗
い

を
し
た
デ
ニ
ム
シ

ト

ン
ツ
だ

 
理
 

多
分

合
う
と
は
思
う
け
ど

そ
れ
な
ら

イ
ツ

 
も
良
い
か
も

 
シ

ト

ン
ツ
だ
け
だ
と
明
ら
か
に

そ
う
な
の
で

が
つ
い
て
い
る

イ
ツ
も
わ
た
す

そ
し
て
つ
い
で
に
可
愛
ら
し
い
ス
ニ

カ

も
渡
す

 
理
 

う
ん
そ
ん
じ

試
着
し
て
み
よ
う
か

 
さ
と

試
着
で
す
か

 
理
 

う
ん
す
い
ま
せ
ん
試
着
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
店
員
を
呼
ぶ
と
先
程
の
店
員
が
や

て
来
る

 
店
員

は

い
試
着
で
す

こ
ち
ら
へ
ど
う

 
店
員
に
案
内
さ
れ
る
が
ま
ま
に
さ
と
り
は
試
着
室
へ
と
入

て
い

た

 
店
員

所
で
お

人
は
兄
妹
か
何
か
で
す
か

 
と
店
員
が

た
時
さ
と
り
が
い
る
試
着
室
か
ら
と
ん
で
も
な
い
殺
気
を
感
じ
た

の

店
員
も
そ
の
空
気
に
気
づ
い
た
の
か
生
ま
れ
た
て
の
小
鹿
の
よ
う
に
プ
ル
プ
ル
と

え
て
い
た
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理
 

あ

い
え

カ

プ
ル
で
す
よ

 
店
員

そ

そ
の
よ
う
で
す

 
な
ん
て

て
い
る
と

 
さ
と

す
み
ま
せ
ん
良
い
で
し

う
か

 
試
着
室
の
カ

テ
ン
が
開
か
れ
さ
と
り
が
姿
を
現
す

装
に
と
え
も

合

て
い
た

し
か

も
見
て
い
て
可
愛
ら
し
い
し
さ
と
り
体
の
一
部
で
あ
る
サ

ド
ア
イ
が

度
良
い
事
に
ア
ク

サ
リ

の
代
わ
り
に
も
な

て
い
た

 
理
 

可
愛
ら
し
く
て

合

て
る
よ

 
さ
と

そ

そ
う
で
す
か

 
店
員

え

と
て
も
お

合
い
で
す
よ

 
さ
と
り
の

は

く

れ
て
い
た

そ
し
て
さ
と
り
に

 
理
 

そ
れ
買

て
く

 
さ
と

え

と
本
当
に
良
い
ん
で
す
か

 
理
 

あ

こ
う
い
う
と
き
ぐ
ら
い
金
を
使
わ
せ
ろ
そ
れ
で

 
お
会
計
は
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店
員
に
聞
く
と
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら

 
店
員

ま
ず
シ

ツ
と

ウ
ン

ト
の

ト
が

 
点

シ

ト

ン
ツ
が

点

次
に

イ
ツ
が

 
点
そ
し
て

が

点
で
会
計
は
４
２
３
６
０

で
す

  
理
 

は
い
は
い
う

ん
と

 

布
を
開
く
と
店
員
の
目
が
点
と
な

て
視

が

布
の
中
身
に
向
け
ら
れ
た

 
店
員
ま

が

山

 
理
 

何
か

 
店
員

い
え

 
理
 

ふ

ん
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
よ
ろ
し
く

 

を

取
り
出
し
て
店
員
に
渡
す

 
店
員

五

お

か
り
し
ま
す

 
理
 

あ

釣
り
は
い
ら
な
い
か
ら

 
店
員

え
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や
は
り
そ
う

わ
れ
れ
ば

く
だ
ろ
う

 
理
 

ま

小
遣
い
に
で
も
し
て
よ

服
も
買

た
か
ら
行

 
こ
う
か
さ
と
り

 
さ
と

そ
う
で
す

 
試
着
室
か
ら
出
る
と
服
に
つ
い
て
い
る
値

を
全
部
は
ず
し
そ
し
て
元
か
ら
着
て
い
た
さ
と
り

の
服
は
店
か
ら

た
紙

を

い
中
に

め
る

 
店
員

え

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
理
久

と
さ
と
り
は
店
を
出
て
今
度
は
お
目
当
て
で
あ
る
本

へ
と
向
か
う
の
だ

た



 第２６７話 読書本の購入

 
第
２
６
７
話
 
読
書
本
の
購
入

 
シ

プ
を
か
ら
出
て

人
は
書
店
へ
と
向
か
う
の
だ

た
が

 
男
性

あ
の
娘
可
愛
い
な

 
男
性

あ

す
ん
げ

可
愛
い

 
男
性

あ
れ

て
ア
ク

サ
リ

だ
よ
な

 
等
々
と
く
に
サ

ド
ア
イ
が
目
立
つ
の
か
さ
と
り
に
注
目
す
る
人
間
達
が
後
を
た
た
な
い

か
ら
見
れ
ば
ロ
リ
コ
ン
だ
ろ
う

 
さ
と

何
か
は
ず
か
し
い
で
す

 
理
 

ま

サ

ド
ア
イ
だ
と
か
が

い
て
れ
ば

 
と

て
い
る
と

 
女
性

あ
の
男
の
人

格

よ
く
な
い

 
女
性

そ
う

あ
の
娘
と
話
し
て
る
け
ど
彼
女

の
訳

 
な
い
か

 
女
性

妹
か
姪

子
で
し

じ

な
き

ロ
リ
コ
ン
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も
良
い
と
こ
ろ
よ

 
さ
り
げ
な
い
デ

ス
り
が
聞
こ
え
て
く
る

こ
れ
に
は
や
れ
や
れ
と
思

て
い
る
と

 
理
 

ロ
リ
コ
ン

て

さ
と
り

 
さ
と
り
の

は

て
は
い
る
が

間
に
少
し
だ
け
シ

が
よ

て
い
た

 
さ
と

か
に
見
た
目
は
ロ
リ
で
す
よ
え

ロ
リ
で
す
よ

 
創
作
で
も
小

ロ
リ
と
か

わ
れ
ま
す
よ
そ
れ
が
何

 
か
あ
る
ん
で
す
か

 
理
 

き

気
に
す
ん
な
よ

 
さ
と

い
え
問

な
い
で
す
え

そ
れ
は
も
う
問

は

 
な
い
で
す
か
ら

 
理
 

は

分

か
り
や
す
い
な

 
し

う
が
な
い
と
思
い
つ
つ
さ
と
り
の
手
を
に
ぎ
る

 
さ
と

え

 
理
 

行
く
よ

 
手
を

が
れ
た
さ
と
り
は

を
少
し

ば
せ
機
嫌
は
良
く
な
る
の
だ

た

そ
ん
な
波
乱
も
あ
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り
な
が
ら
と
シ

ピ
ン
グ
モ

ル
の
書
店
に
着
い
た

た
だ
予
想

上
書
店
の
規
模
は

か

た 
さ
と

予
想

上
に
大
き
い
で
す

 
理
 

だ
な
俺
も
こ
こ
ま
で

い
と
は
思
わ
な
か

た
よ

 
あ
ま
り
の

さ
に
少
な
か
ら
ず

い
た

だ
が
そ
れ
と
同
時
に

々
な
本
が
あ
る
た
め
ど
の
よ

う
な
本
が
あ
る
の
か
と
興
味
が
表
れ
始
め
た

そ
れ
は
理
久

だ
け
で
は
な
く
さ
と
り
と
同
じ
気

持
ち
な
の
か
楽
し
そ
う
に

ん
で
い
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず

し
い
本
が
あ

た
ら
ど
ん
ど
ん

 
て

あ
る
程
度
は
買
う
か
ら

 
さ
と

本
当
に
良
い
ん
で
す
か

 
理
 

あ

さ
と
り
だ
け
読
む
わ
け
じ

な
い
か
ら
ど
ん
ど

 
ん
買

て
こ
う
か

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
理
久

と
さ
と
り
は
書
店
へ
と
入
る

書
店
の
ブ

ス
は

の
店
と
違
い
静
か
で

立
ち
読
み
に
も

て
こ
い
の
居
心
地
だ

す
る
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
さ
せ
て
い
る
さ
と
り
は
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さ
と

理
久

さ
ん
少
し
あ

ち

を
見
て
き
ま
す

 
理
 

あ

分
か

た

 
そ
う

う
と
奥
の
方
へ
と
進
ん
で
い

た

人

た
理
久

は
店
内
を
歩
き
な
が
ら
本

の

名
を
見
て
い
く

 
理
 

う

ん
何
か
面
白
そ
う
な
本
は
な
い
か
な

 
と

き
つ
つ
探
す
が
面
白
そ
う
と
い
え
そ
う
な
本
が
見
つ
か
ら
な
い

だ
が
と
あ
る

名
に

理
久

は
注
目
し
た

 
理
 

ん

こ
れ
は

 
そ
の
本
の

名
は
仲
間
を
裏
切

た
悪
魔
達
と
書
か
れ
て
い
た

気
に
な
り
少
し
内
容
を

読
む
と

王
か
ら
の
命
令
で

や
地

名

そ
れ
ら
全
て
所
持
す
る

人
の
悪
魔
が

人
の

少
女
を
殺
そ
う
と
動
く
が
そ
の
少
女
は
殺
さ
れ
る
運
命
だ

た
が
殺
さ
ず

に
王
か
ら
命
令
に

き

や
地

名

を

て
て
少
女
を
救
う
話
が

か
れ
て
い
た

 
理
 

ふ

ん

人
の
少
女
の
た
め
に
全
て

て
た

 

人
か
作
者
は

だ

 
一

作
者
を
見
る
と
そ
こ
に
ア

デ

ア
と
書
か
れ
て
い
た
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理
 

ア

デ

ア

 

だ
か
ら
と
思
い

買
う
本
は
決
ま

た

次
に
目
に

た
の
は

 
理
 

な
ん
だ
こ
れ

 

名
は
愛

に
ま
み
れ
た

と
書
か
れ
て
い
た

一

内
容
を
読
ん
で
み
る
と
主
人

は

女
性
で
そ
の
主
人

が

き
だ

た
先

と
も
い
え
る
人
物
が
自
分
達
を
裏
切
り
そ
の
後
の
主
人

で
あ
る
女
性
は
そ
の
先

を
思
い
続
け
た
結
果
愛

に
ま
み
れ
て
い
き
心
が

れ
狂

た
運

命
を
生
き
る
と
い
う
結

え
げ
つ
な
い
物
語
だ

た

 
理
 

う

ん
俺
や
さ
と
り
が
見
る

い
や
俺

外
が
見

 
れ
ば
下
手
し
た
ら

ン
デ
レ
待

た
な
し
だ
よ
な
こ

 
り

 
本
格
的
に
読
ん
で
み
た
い
と
思

た
が
今
買
う
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
思
い
本
を

に

す

 
理
 

気
に
な

た
の
は
こ
の
本
だ
け
か
な

 
や
れ
や
れ
と
思

て
い
る
と
さ
と
り
が

て
く
る

そ
れ
も
大

の
本
を

手
に

え
て
い

る
た
め
前
が
見
え
て
い
る
の
か
と
思
う
ぐ
ら
い
持

て
き
た

 
さ
と

お

お
待
た
せ
し
ま
し
た
理
久

さ
ん
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理
 

ま
た

い

を
持

て
き
た
な

 
さ
と
り
の
持

て
き
た
本
全
て
理
久

が
持
つ

 
さ
と

あ

す
い
ま
せ
ん

 
理
 

い
い
よ
気
に
し
な
く
て
お
会
計
す
ま
せ
る
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 

人
は
レ

へ
と
向
か
う
と
あ
ま
り
に
も
大

の

を
持

て
き
た
た
め
目
が
点
と
な

て

い
て
い
た

 
店
員

え

と

お
客
様

見
た
感
じ

程
あ
り
ま
す

 
が

 
理
 

全
部
購
入
す
る
か
ら
安
心
し
て
よ

 
店
員

そ

そ
う
で
す
か

え

と
え

と

 
店
員
は
運
ば
れ
た
書
物
の
バ

コ

ド
を
ス
キ

ン
し
て
い
く

そ
し
て
数
分
が

て
終
わ

る
と

 
店
員

お
会
計
は
５
１
４
２
８

で
す

 
理
 

や

り
お
値

は

る

そ
ん
じ

で
渡
し
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て
お
く

 

布
か
ら

を
レ

出
す
と
店
員
は

も
と
い

を

人
受
け
取
り
を
手
に
取

る 
店
員

お

か
り

 
理
 

つ
り
は
い
ら
な
い
か
ら
取

て
お
い
て

 
や
は
り
何
時
も
の
ご
と
く
で
お
つ
り
は
要
ら
な
い
と
出
た

そ
れ
に
は
店
員
も

 
店
員

え

 
と

て
し
ま
う

そ
れ
は

く
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う

 
店
員

お
客
様
こ
ん
な
大
金
だ
と

り
ま
す

 
お
つ
り
は
８
５
７
２

と
小
銭
を
は
る
か
に

え
て
大
金
で
あ
る

し
か
し
自
分
か
ら
し
て
み

れ
ば
小
銭
感
覚
の
お
つ
り
な
の
だ

 
さ
と

理
久

さ
ん
そ
れ
は
流

に

 
理
 

ん

そ
う
か
い
そ
れ
な
ら
台

を
こ
の
お
釣
り
で
買

 
う
こ
と
で
き
る

論

ン
ボ

ル
も
込
み
で

 
店
員

え

え

と
古
い
や
つ
で
し
た
ら
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ど
う
や
ら
そ
れ
を
買
う
こ
と
は
出
来
る
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
い
た
理
久

は

み
な
が

ら 
理
 

あ

そ
う
な
ら
そ
れ
で
良
い
よ

後
で
取
り
に
来
る

 
か
ら
置
い
て

て
も

わ
な
い
か
い

 
店
員

あ

は
い

い
ま
せ
ん
よ

 
今
こ
れ
だ
け
の

物
を
持
て
ば

動
が
大
変
な
た
め
し
ば
ら
く
書
店
に
買

た
本
を

け
る
こ

と
に
し
た

本
当
な
ら
ば
断
罪
神
書
に
入
れ
れ
ば
楽
な
の
だ
が
何
処
で
見
ら
れ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
た
め
し

う
が
な
い
が

け
る
の
だ

 
理
 

そ
れ
じ

よ
ろ
し
く

 
さ
と

え

と
お
願
い
し
ま
す

 
店
員

分
か
り
ま
し
た

 
理
久

と
さ
と
り
は
書
店
を
出
る
と

 
理
 

も
う

か
何
処
か
で
お

に
し
よ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
シ

ピ
ン
グ
モ

ル
に
は
料
理
店
も
建
ち

ん
で
い
る
フ

ド
エ
リ
ア
が
あ
る
た
め

人
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は
そ
こ
へ
向
か

た

 
神
様

少
女

動
中

 
フ

ド
エ
リ
ア
に
も
や
は
り
多
数
の
人
が

ん
で
い
る
た
め
あ
ま
り
待
つ
の
も

い
と
思
い

人
は
外
へ
と
出
て
数
分
程
歩
く

 
理
 

う

ん
人
が
多
い
と
な

 
さ
と

理
久

さ
ん
あ
そ
こ
は
喫

店
で
す
よ

 
理
 

う
ん

喫

店
だ

行

て
み
る

 
さ
と

そ
う
で
す

 

人
は
近
く
に
あ

た
喫

店
へ
と
入
る

そ
の
喫

店
に
お
客
は
い
た
が
シ

ピ
ン
グ

モ

ル
よ
り
静
か
な
た
め

ち
つ
け
れ
る
と
思

た

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ
御

人
様
で
す

き
な
お

 

へ
ど
う

 
理
 

あ

テ

ブ
ル

で
良
い

 
少
女

そ
う
で
す

 

人
は
テ

ブ
ル

に
座
る
と
店
員
が
お
し
ぼ
り
と
メ
ニ

を

つ
ず
つ
持

て
き
た
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店
員

こ
ち
ら
メ
ニ

と
お
し
ぼ
り
と
に
な
り
ま
す

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
店
員

ふ
ふ

ご
ご
注
文
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ど
う

お
呼

 
び
く
だ
さ
い

 
そ
う

い
店
員
は
店
の
カ
ウ
ン

へ
と
向
か

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

さ
と
り
は
何
か
食
べ
た
い
の
は
あ
る

 
さ
と

そ
う
で
す

飲
み
物
は
紅

に
し
て

フ
レ
ン
チ

 
ト

ス
ト
に
し
ま
す

 
理
 

オ

 
手
を
上
げ
て
店
員
を
呼
ぶ
と
店
員
が
や

て
く
る

 
店
員

ご
注
文
は

 
理
 

ま
ず
ド
リ
ン
ク
は
紅

と

で
料
理
は
フ
レ
ン
チ

 
ト

ス
ト
に
シ
フ

ン

キ
で
お
願
い

 
店
員

す
み
ま
せ
ん
が
お
飲
み
物
は

ト

ア
イ
ス
の
ど

 
ち
ら
で
し

う
か
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さ
と

え

と
紅

は
ア
イ
ス
で
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

俺
も
ア
イ
ス
で
頼
む
よ

 
店
員

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
メ
ニ

を
聞
い
た
店
員
は
メ
ニ

を
回
収
し
て
厨
房
へ
と
向
か

て
い

た

 
理
 

ふ

そ
れ
で
さ
と
り
ど
う
だ

た

デ

ト
の

 
感
想
は
さ

 
さ
と

そ
う
で
す

行

て
み
て
の
感
想
と
し
て
は
正
直
な

 
話
で
私
達
妖
怪
に
は

か
な
と
は
思
い
ま
し
た

 

で
す
が
と
て
も
発

し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た

 
し
何
よ
り
も

き
な
方
と
い

し

に
い
ら
れ
る

 
そ
ん
な

意
義
な
時
間
を
楽
し
め
た
そ
れ
が
一
番
で

 
し
た

 
理
 

そ

そ
う
か

 
さ
と
り
の
発

に
少
し

れ
て
し
ま
う

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

 
店
員

注
文
な
さ
れ
た
紅

と

そ
し
て
フ
レ
ン
チ
ト
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ス
ト
と
シ
フ

ン

キ
に
な
り
ま
す

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
店
員

い
え
い
え

 
店
員
は
ま
た

て
い

た

 
理
 

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
さ
と

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
理
久

と
さ
と
り
は
料
理
に
あ
り
つ
く

楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら
時
間
を
過
ご

し 
理
 

お

も
う
こ
ん
な
時
間
か
そ
ろ
そ
ら
出
よ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 

人
は
レ

へ
と
来
る
と
先
程
の
店
員
が

コ
リ
と
頭
を
下
げ
て

 
店
員

頼
ん
だ
品
の
お
会
計
は
４
８
０
０

で
す

 
理
 

そ
ん
じ

こ
れ
で
頼
む
よ

 
店
員
に
１
０
０
０
０

を
渡
す

 
店
員

お

か
り
し
ま
す
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理
 

釣
り
は
い
ら
な
い
か
ら
よ
ろ
し
く

 
店
員

え

え

と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
今
回
の
店
員
は
何
も

わ
ず
だ

そ
の
方
が
帰

て
助
か
る
が

 
理
 

書
店
で
本
を

て
帰
ろ

か

 
さ
と

そ
う
で
す

 

人
は
喫

店
を
出
て
書
店
へ
と
向
か
う
が
レ

に
い
る
女
性
は
店
か
ら
出
て

た
理
久
兎

達
を
見
つ
め

 
店
員

ふ

ん
あ
れ
が
龍
神
の
子
か

こ
の

か

 
に
見
さ
せ
て

た
け
ど
本
当
に
怠
惰
か
ら
聞
い
た

 
通
り
金
の

い
に
ぶ

飛
ん
で
る
奴
だ
な
ま

こ
れ

 
で
新
し
い
サ
バ
ゲ
グ

買
え
る
か
ら
良
い
ん
だ
け

 
ど

 
と

店
員
は

う
が
そ
の

は
理
久

と
さ
と
り
に
は
聞
こ
え
る
事
は
な
か

た
の
だ

た

そ
し
て
書
店
へ
と

る
と
書
店
の
入
り
口
に
台

が
置
か
れ
そ
の
上
に
買

た
本
が
積
ま
れ
て
い

た
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店
員

買

て
い
た
だ
い
た
本
は
積
み
終
わ
り
ま
し
た
よ

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
さ
と

あ
り
か
ど
う
ご
ざ
い
ま
す

 
店
員

い
え
ま
た
の
お

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 
そ
う

う
と
店
員
は
書
店
の
中
へ
と
入

て
い

た

 
理
 

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
帰
り
ま
す
か

 
さ
と

は
い

そ
う
し
ま
し

う
理
久

さ
ん

 
そ
う
し
て
理
久

と
さ
と
り
は
ま
た

地
裏
へ
と

り
地
霊
殿
へ
と
帰
る
の
だ

た
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第
２
６
８
話
 
新
た
な
刀

 
デ

ト
か
ら
数
日
の
事
理
久
兎
は
久
々
に
刀
の
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
黒

を
取
り

出
し
て
手
入
れ
を
し
て
い
た

 
理
 

う

ん
や

り
本
の
中
に
入
れ
て
る
か
ら

び
な

 
い
し

り
も
い

さ
い
な
い
な

 
ま
だ
活
火
山
だ

た

士
の
時
代
に
そ
の
頂
上
の
何

ん
度
と
い
う
火
口
で

え
た
だ
け
あ

て

こ
ぼ
れ
を
せ
ず
そ
し
て
断
罪
神
書
に
容
れ
て
い
る
お
陰
で

び
て
も
い
な
い

 
理
 

や

り
刀
の
刀
身
を
見
る
と
本
当
に
こ
の
黒
光
が

 
妖
し
さ
を
生
ん
で
美
し
く
見
え
る
な

 

い
刀
身
か
ら
な
る
反
り
更
に
部

の
光
に
当
て
ら
れ
て
黒
く
光
る
た
め
不
思
議
な
妖

さ
を

し
出
す

 
理
 

あ

空
紅
も
手
入
れ
し
て

な

 
⻄
行
妖
の
封
印
の
た
め
に

体
と
な

た
黒

の
姉
妹
刀
の
一
刀
に
思
い
を

せ
る

二
刀
流

で
や
る
な
ら

い
黒

は

手
で

い
ち

と

い
空
紅
は

手
で
使
う
と
い
う
の
が
本
来
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の
理
久

流
二
刀

術
だ
が
今
は
黒

本
し
か
な
く
一
刀
流
で
戦
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た

め
今
で
も

な
気
持
ち
に
な

て
い
た

 
理
 

空
紅
の
代
わ
り
な
ん
て
あ
る
わ
け

よ
な

 
昔
に
代
わ
り
と
な
る
刀
を
探
し
た
が
や
は
り
見
つ
か
ら
ず
作
ろ
う
と
も
思

た
が
過
去
に
あ

た

の

ど
は
夢
だ

た
か
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま

て
い
る
た
め
作
り
た
く
て
も
作
れ
な
い

そ
ん
な
状
態
だ

 
理
 

今
は

え
る
の
は
や
め
て
黒

の
手
入
れ
を
し

 
な
い
と
な

 
そ
ん
な
こ
ん
な
で
黒

の
手
入
れ
が
終
わ
り
断
罪
神
書
に
黒

を

し
て
ソ
フ

に

転
が

る 
理
 

本
で
も
読
も
つ
か
な

 
数
日
前

さ
と
り
と
の
デ

ト
の

に
買

た

裏
切
り
の
悪
魔
達

と
い
う
小
説
を
読
む

そ
ん
な
感
じ
で
時
間
を

や
す
こ
と

時
間
後

 
理
 

何
で
か
分
か
ら
ん
が
こ
の
小
説
の
少
女

心

 

盛
な
所
と
か
お
ふ
く
ろ
そ

く
り
な
よ
う
な
気
が
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す
る
ん
だ
よ
な

 
小
説
を
読
み
終
え
て
そ
ん
な
感
想
を

べ
た

自
身
の
⺟
親
は

ず
か
し
な
が
ら

心

盛

で
ま
る
で

遠
の

と
ま
で

わ
れ
る

と
同
様
な
⺟
親
だ

そ
の
た
め
か
や
け
に

て

い
る
と
思

て
し
ま
う

 
理
 

こ
れ
は
も
う
気
に
し
た
ら
負
け
だ
な

 

い
て

の
引
き
出
し
に
本
を
入
れ
る

だ
が
ま
た
こ
れ
で

に
な

て
し
ま

た

 
理
 

だ
な

 
何
て

て
い
る
と

 
コ
ン
コ
ン
コ
ン

 
と

か
ら
ノ

ク
の

が
聞
こ
え
る
と
同
時
に

チ

リ
と

を
立
て
て
黒
が
入

て
く
る

 
黒
 

主
よ
入
る

 

 
理
 

ど
う

し
か
し
珍
し
い
な
黒
が
入

て
く
る
何

 
て
ど
う
か
し
た
か

 
あ
ま
り
部

に
来
な
い
黒
に
そ
う

う
と
黒
は

 
黒
 

そ
れ
は
余
計
だ

で

件
な
ん
だ
が



 第十七章 地獄の女神降臨

 
黒
は
胸
元
か
ら
自
身
の
愛

の
伊
達

を
取
り
出
す

し
か
し
そ
の

の
つ
る
と

わ
れ

る

を

え
る

ツ
が

が

て
い
て

レ
ン

に
は

ビ
が
入

て
い
た

 
理
 

あ
り

れ
た
ん
だ

 
黒
 

あ

ど
う
や
ら

で

し
た
み
た
い
で
な

 
そ
の

葉
か
ら
恐
ら
く
う

か
り

ド

元
に
置
い
て
ぶ

し
た
の
だ
ろ
う
と
思

た

 
理
 

ま

た
く

代
え
の

ツ
あ

た
か
な

 

加

等
の

か
い
作

に
使
う
の

箱
を
取
り
出
し
て
代
え
の

ツ
を
探
す

ち

う
ど
良
い
こ
と
に
レ
ン

つ
る

方
と
も
に
あ

た

 
理
 

何
と
か
な
る
か
黒
そ
れ
頂
戴

 
黒
 

あ

あ

 
黒
か
ら

れ
た

を
受
け
と
る
と

を

し
て

れ
た
部
分
を
取
り
外
し
直
し
て
い

く 
黒
 

そ

そ
ん
な

く
直
せ
る
の
か
よ

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
う
ち
に
黒
の

は
修
復
さ
れ
た

 
理
 

ら
つ
け
て
み
て
よ



 第２６８話 新たな刀

 
黒
 

前
と
変
わ
ら
ず
の
フ

ト
感
だ
な

 
修
復
さ
れ
た

は
気
に
入

た
よ
う
だ

箱
に
道

を

し
て

箱
も

け
る

 
理
 

お
気
に

し
た
な
ら
何
よ
り
だ
な

 
黒
 

し
か
し
主
は
手
先
が
本
当
に

だ
よ
な

 
理
 

ま

⻑
生
き
し
て
れ
ば

だ

て
上
手
く
な
る
さ

 
黒
 

ふ
む

し
か
し
こ
う
何
か
を
し
て
も
ら

て
お
礼

 
す
る
た
め
の
物
と
い
う
か
サ

ビ
ス
が

え
れ
な
い

 
の
は

し
い
な

 
ど
う
や
ら
お
礼
を
し
た
い
よ
う
だ
が
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
黒
は
思
い

か
な
い
よ
う

だ 
理
 

別
に
こ
ん
な
趣
味
で
や

て
る
こ
と
だ
気
に
す
る
事

 
は
な
い
よ

 
黒
 

し
か
し
な

そ
う
い
え
ば

か
昔
に
亜
狛
と
耶
狛

 
に
聞
い
た
が
主
は
本
来
は
二
刀
流
な
ん
だ
よ
な

 
理
 

ま

そ
う
だ

も
う

本
の
愛
刀
は
現

な
い
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ん
だ
け
ど

 
黒
 

そ
う
か

な
ら
決
ま

た
な

 
そ
う

う
と
黒
は
自
身
の
指
に
生
え
る
人

し
指
の

を

が
し
再
生
さ
せ
て

 
黒
 

刀

こ
ん
な
感
じ
か

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
先
程
ま
で

だ

た
の
が

本
の
刀
に

変
わ
り
だ

 
理
 

へ

て
も
オ

 
黒
 

あ

わ
ん

 
黒
に
刀
を
渡
さ
れ
そ
の
刀
を
何
回
か

る
う

そ
し
て

る
う
の
を

め
て
刀
身
を

め
る

と 
理
 

う
ん
黒
ち

と
こ
の
刀
を
持

て

え
て

 
黒
 

分
か

た

 
刀
身
を
持

て

え
る
と
断
罪
神
書
か
ら
黒

を
取
り
出
す

 
理
 

何
回
か
打
つ
か
ら

ド
を
し
ろ
よ

 
黒
 

ま
さ
か

 
理
 

そ
の
ま
さ
か
だ
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黒

を
黒
へ
と

る
う

そ
の

撃
を
黒
は
自
身
が
作

た
刀
で
全
て
受
け
流
す

 
キ
ン

ン

キ
ン

 
と

が
部

に

く

そ
し
て
数
回
程
斬
る
と

 
理
 

う
ん
合
格
そ
れ

う
よ

 
黒
 

主
よ
本
当
に
怖
い

し
か
も
刀
を
大
道

の
よ
う

 
に
回
し
た
り
す
る
か
ら
余
計
に
分
か
り
に
く
い
し
で

 
嫌
が
ら
せ
か

 
理
 

嫌
が
ら
せ
で
は
な
い
よ

あ
れ
が
俺
の

術
だ
か
ら

  
理
久
兎
の
使
う

術
は
も
は
や

術
で
は
な
く

舞
も
し
く
は
大
道

が
正
し
い
の
か
も
し
れ

な
い

 
理
 

で
も
そ
れ
な
り
固
い

黒

の

を

え
れ
る
ん

 
だ
も
ん

 
空
紅
と
黒

ど
ち
ら
が
固
く
切
れ
味
が
良
い
の
か
と

う
と
黒

が
断
然
的
に
強
い

空
紅
は

き
斬
る
と
い
う
目
的
で
作
ら
れ
た
刀
な
の
で
そ
ん
な
に
切
れ
味
に
は
こ
だ
わ

て
は
い
な
い
が
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黒

は
固
さ
と

さ
最
後
に
切
れ
味
そ
れ
ら
に
こ
だ
わ

て
い
る
た
め
そ
の
刀
の

を

え

い
た
の
は
本
当
に

い
こ
と
な
の
だ

 
黒
 

俺
の

だ
か
ら
な

 
そ
う

い
な
が
ら
黒
は
刀
を
渡
し
て
く
れ
る

そ
れ
を
断
罪
神
書
に
黒

と
共
に
収

し
た

 
理
 

あ
り
が
と
う

黒

 
黒
 

あ

気
に
す
ん
な
よ
主
よ
ち

と
し
た
お
礼
だ

 
そ
う
し
て
理
久

は
空
紅
の
代

の
刀
で
あ
る
龍
刀
影

を
手
に
入
れ
た
の
だ

た
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第
２
６
９
話
 
こ
い
し
の
お
友
達

 
と
あ
る
日
の

下
が
り
の
事
だ

た

今
日
の
理
久
兎
は
や
る
こ
と
も
な
く
た
だ

日
ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
ソ
フ

で
く
つ
ろ
い
で
い
た
の
だ
が

 
こ
い

理
久

お
兄
ち

ん

 
数
日
前
の
デ

ト
の
前
日
と
同
じ
よ
う
に
こ
い
し
が
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら
語
り
か
け
て
き

た 
理
 

ん

ど
う
か
し
た
の
こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

理
久

お
兄
ち

ん

て
さ
こ
こ
の
地
底
に
封
印
さ

 
れ
て
る
人
達

て
知

て
る

 
と

い
き
な
り
封
印
さ
れ
て
い
る
人
達
に
つ
い
て

て
き
た

 
理
 

ま

そ
れ
は

て
か
旧
都
に
住
ん
で
る
大
半
は

 
そ
ん
な
奴
ら
ば

か
り
だ
よ

 
地
上
か
ら
地
底
へ
と
封
印
さ
れ
た
妖
怪
は
多
々
い
る

マ
メ
や
キ
ス
メ
だ

て
そ
の

外
で

は
な
い
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こ
い

う

ん
も

と
こ
う
何
か
自
由
が
な
い
と
い
う
か

 
そ
ん
な
封
印
み
た
い
な
感
じ
の

 
理
 

つ
ま
り
本
格
的
に
封
印
さ
れ
て
る
子
達
が
い
る
そ
う

 

い
た
い
の
か
な

 
こ
い

う
ん
そ
ん
な
子
達
の
一
部
と
お
友
達
に
な

た
か
ら

 
そ
の
子
達
を
理
久

お
兄
ち

ん
と
か
黒
お
兄
ち

 
ん
を
会
わ
せ
た
な

て

 
理
 

ふ

ん
せ

か
く
だ
し
行

て
み
よ
う
か

  

し
て
い
た
た
め

度
良
い
と
思
え
た

ソ
フ

か
ら
立
ち
上
が
る
と
体
を
大
き
く

ば
し

て 
理
 

ふ

そ
ん
じ

ご
指
名
の
黒
も

れ
て
行
く
か

 
こ
い

う
ん

 
お
友
達
と
い
う
事
で
手
土
産
に

を
手
に
持
ち
そ
し
て
黒
を

れ
て
来
て
こ
い
し
に
案

内
さ
れ
る
ま
ま
理
久
兎
と
黒
は
飛
ん
で
い
く
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黒
 

ま

仕
事
も
何
も

か
ら
良
い
け
ど
よ
何
し
に
行

 
く
ん
だ
よ

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
の
お
友
達
の
所
だ
よ

 
こ
い

う
ん

そ
う
だ
よ

 
案
内
さ
れ
る
が
ま
ま
着
い
て
い
く
と
灼
熱
地
獄
の
お

に
あ
る

の

地
獄
の
エ
リ
ア
ま
で

来
て
し
ま

た

 
罪
人

お

お
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ

 
罪
人

た

た
す
し

 

気
盛
ん
に
罪
人
達
が

の

で
戯
れ
て
い
た

所
々
の
罪
人
達
の

に
は
白
い

が

を

み

の
底
へ
と

め
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
も
よ
く
分
か
る

 
理
 

楽
し
そ
う
だ

皆

 
黒
 

そ
う
思
え
る
主
は
⻤

生
だ
な

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
黒
お
兄
ち

ん
こ

ち
だ
よ

 
こ
い
し
に
呼
ば
れ
と
黒
と
共
に
更
に
奥
へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は
大
き
な
船
が

に

泊
し
て

い
た



 第十七章 地獄の女神降臨

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
あ
れ
か
い

 
こ
い

そ
う
だ
よ

 
そ
う

い
船
の
先

に
降
り
る
と
理
久
兎
と
黒
も
降
り
る

 
こ
い

こ

ち
こ

ち

 
そ
う

わ
れ
黒
と
共
に
こ
い
し
の
後
を
着
い
て
い
く
と

の
近
く
で
座

て
い
る
人
達
を
見
つ

け
る

見
た
感
じ

人
い
て

人
は

ラ

服
を
着
て
い
る
幽
霊

も
う

人
は
頭

を

て
い
る

あ
ま

の
よ
う
な
女
性
そ
し
て
最
後
は
雲
の
体
を
持
つ
こ
と
か
ら
見

し
入
道
だ
ろ
う
と

察
し
た

 
黒
 

彼
奴
が
友
達
か

 
こ
い

う
ん

お

い
水

一
輪

見

し
入
道
の
お
じ

 
ち

ん

 
と

こ
い
し
が

を
出
し
て
手
を
降
る
と
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
か

人
は
一

に

方
を

見
て
く
る

 
幽
霊

あ

こ
い
し
ち

ん
だ

 

 

そ
れ
に
何
か
増
え
て
る
わ
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入
道
 

 

人
と
い
う
か
見

し
入
道
は

い
て
い
る
が
そ
れ

外
の

人
は
立
ち
上
が
る

理
久

と
黒
そ
し
て
こ
い
し
は

へ
と
降
り
る

 
理
 

こ
ん
に
ち
は

 

 

あ

ど
う
も

 
こ
い

理
久

お
兄
ち

ん

す
る

 
と

こ
い
し
が

お
う
と
し
た
時

幽
霊
の
子
が
出
て
き
た

 
幽
霊

い
や
私
達
は
私
達
で

う
よ

私
は

水

て

 
い
い
ま
す

 

 

次
は
私
だ
な
私
は
雲
居
一
輪
だ
そ
れ
で
私
の
後
ろ
に

 
い
る
の
が
見

し
入
道
の
雲
山
だ

 
雲
山
 

 
見

し
入
道
の
雲
山
が
頭
を

コ
リ
と
下
げ
て
き
た

こ
れ
で
名
前
が
わ
か

た

 
理
 

御

に
ど
う
も

俺
は
理
久
兎
そ
れ
で

に
い
る

 
の
が



 第十七章 地獄の女神降臨

 
黒
 

黒

そ
れ
だ
け
の
名
前
だ

 
と
名
前
を

え
る
と
一
輪
は
何
か

を
組
ん
で

え
初
め
た

そ
れ
を

で
見
て
い
た
水

は

問
に
思

た
の
か
一
輪
に
聞
い
て
い
た

 
水

ど
う
し
た
の

 
一
輪

理
久
兎

何
処
か
で
聞
い
た
事
が
あ
る
よ
う
な

 
な
い
よ
う
な

雲
山
は
知

て
る
か

 
雲
山
 
 

三

 
雲
山
は

を

に

る
の
を

し
た
一
輪
は

 
一
輪

理
久
兎
と

た
か
す
ま
な
い
が
何
処
か
で
会

た

 
事
は
な
い
か

名
前
を
昔
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ

 
う
な
気
が
し
て
い
て
な

 
理
 

え

 
つ
ま
り
神
と
し
て
の
真
名
を
知

て
い
る
の
か
そ
れ
と
も
妖
怪
総
大
将
と
し
て
の
名
前
を
知

て
い
る
の
か
の
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う

だ
が
今
は
ど
ち
ら
も

え
方
に
よ

て
は
面

な
事
に
な

る
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こ
い

理
久

お
兄
ち

ん
は

ん
む

 
こ
い
し
が

お
う
と
し
た
時

黒
が
こ
い
し
の
口
元
を

さ
え
た

 
黒
 

す
ま
な
い
が
そ
ち
ら
も
模
索
さ
れ
た
く
な
い
事
は
あ

 
る

だ

に
聞
か
な
い
で
や

て
く
れ
な
い
か

 
一
輪

あ

失
礼
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
失
礼
を
し
た
と
思

た
の
か
頭
を
下
げ
る

だ
が
過
去
に

々
と
し
て
き
て
い
る
た
め
聞
か
れ

て
も
仕
方
は
な
い
と
思
い

て

 
理
 

気
に
す
る
こ
と
は
な
い
よ

ま

聞
か
な
い
で
は

 
し
い
け
ど

 
水

結

話
し
や
す
い

 
理
 

話
し
や
す
い
事
は
良
い
こ
と
さ

あ

そ
う
そ
う

 
つ
ま
ら
な
い
物
だ
ろ
う
け
ど
良
け
れ
ば
ど
う

 
紙

に
入

た

手
作
り
を

し
出
す

や
は
り
お
客
と
し
て
来
る
の
な
ら
手
土
産

は
渡
し
て
は
お
き
た
い

 
一
輪

こ
れ
は
ご
親
切
に
ど
う
も
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水

あ
り
が
と
う

 
雲
山
 

 

人
に
お
礼
を

わ
れ
る
と
持

て
き
た
か
い
が
あ
り
良
か

た
と
思
え
た

 
黒
 

し
か
し
こ
ん
な

の

地
獄
に
封
印
と
は
な

 
水

ア
ハ
ハ

大
切
な
友
人
を

た
ら
一
輪
達
と
仲

 
良
く
封
印
さ
れ
ち

て

 
ど
う
や
ら
友
人
を
助
け
て
い
た
よ
う
だ
が
そ
れ
が
原
因
で
こ
ん
な
地
底
奥
深
く
ま
で
封
印
さ
れ

た
よ
う
だ

 
一
輪

聖
も
今
頃
は
私
達
と
同
じ
よ
う
な
事
を
思

て
い
ら

 

し

る
の
か
な

 
黒
 

聖

 
黒
の

動
が
何

か

く
な

た
こ
と
を
理
久

は
聞
き
逃
さ
な
か

た

 
一
輪

あ

私
達
の
大
切
な
親
友
だ
よ

 

 
水

聖
は
今
ど
う
し
て
る
の
か
な

 
黒
 

聖
な

聞
い
て
る
と
そ
の
名
前
は

ち
着
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く
な

 
こ
い

そ
う
か
な

 
黒
 

あ

不
思
議
と

か
い
名
前
だ

 
そ
れ
を
聞
い
く
と
ふ
と
昔
に
黒
と
出
会

た
事
を
思
い
出
す

そ
れ
は
封
印
さ
れ
て
い
る
間
の

記
憶
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
だ
と
予

し
た

 
理
 
夢
だ
と
思

て
い
た
事
は
本
当
の
事
だ

た

て
事

か 
今

え
ば

乱
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
あ
え
て

わ
な
い
で
お
く
こ
と
に
し
た

 
水

は
良
い
勘
を
持

て
る

聖
は
本
当
に

し
い

 
よ

 
一
輪

容
力
が
あ

て

し
い
が
頑
固

て

え
ば
頑
固

 
か
な

 
黒
 

そ
う
か

会
え
る
と
い
い
な
そ
の
聖
と

う
奴
に

 
何
な
ら
こ
こ
か
ら
出
し
て
や
ろ
う
か

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は

く
が
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一
輪

い
や
ま
だ
時
じ

な
い
か
ら
い
い
や

 
水

私
達
の
同

が
ち

と
別
件
で
や
る
事
を
や

て

 
る
か
ら
そ
れ
が
終
わ

て
も
し
出
れ
な
い
よ
う
な
ら

 
手
助
け
し
て

し
い
な

 
黒
 

そ
う
か

分
か

た
そ
ん
時
に
も
し

て
い
た

 
ら
助
け
や
る
よ

 
理
 

黒
も
お
人

し
に
な

た
も
ん
だ
な

 
か
つ
て
魔
界
で
快
楽
殺
人
を

り
返
し
て
い
た
魔
⻯
と
は
思
え
な
い

葉
に
成
⻑
し
た
ん
だ
な

と
感
心
し
て
し
ま
う

 
理
 

ま

そ
ん
時
は
黒
を
頼
り
な
よ

 
一
輪

と
も
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
そ
う

て
い
る
と
理
久

は

時
計
を
見
る
と
も
う
夕
方
の

時
を

が
ま
わ
ろ
う
と
し

て
い
た

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
一
輪

そ
ん
な
時
間
か
引
き

め
て
悪
か

た
な
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黒
 

気
に
す
る
こ
と
は
な
い

 
水

そ
う
い

て
く
れ
る
と
助
か
る
よ

 
こ
い

バ
イ
バ
イ

見

し
入
道
の
お
じ
ち

ん

 
雲
山
 

 
こ
い
し
が
手
を

る
と
雲
山
も
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
手
を

た

 
理
 

そ
れ
で
は

 
黒
 

じ

あ
な

 
こ
い

バ
イ
バ
イ

 
そ
う

い
理
久

達
は
地
霊
殿
へ
と
帰
る
が

 
水

中
身
は

お

こ
れ
は

 
一
輪

あ
の
人
達
を
聖
に
会
わ
せ
て
み
た
い
な

 
雲
山
 

 
と

人
は
帰
る
理
久
兎
達
の

中
を
た
だ

め
る
の
だ

た
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第
２
７
０
話
 
昔
懐
か
し
い
お
話

 
こ
い
し
か
ら
の
友
達

の
後
理
久
兎
は
仕
事
を
終
わ
ら
せ
さ
と
り
と
共
に
本
を
読
み
ふ

け

て
い
た

 
理
 

う

ん

 

を
グ

と

ば
し
て
本
を
閉
じ
る

に
向
か

て
い
た
さ
と
り
も

度
本
を
読
み
終
え

た
の
か

を
外
し
た

 
理
 

ど
う
さ
と
り
そ

ち
の
本
の
感
想
は

 
さ
と
り
の
読
ん
で
い
た
本
の
感
想
を
聞
く
と

 
さ
と

そ
う
で
す

こ
の
小
説
の
犯
人
が
ま
さ
か
意
外
な
人

 
物
だ

た
と
い
う
の
が

き
で
し
た

 

ン
ル
と
し
て
一
番
に
読
む
の
は
や
は
り
推
理
物
だ

次
に
心
理

の
本
と
知
能
的
な
本

ば
か
り
だ

 
さ
と

そ
う
い
う
理
久
兎
さ
ん
こ
そ
そ
の
小
説
は
ど
う
で
し

 
た
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理
 

あ

こ
れ

結

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な
主

 
人

は

な
ん
だ
け
ど
そ
の

が
虐
待
を
受
け
て
餓

 
死
す
る
ん
だ
け
ど
最
終
的
に

い
主
が

の

を
切

 
り

と
し
て
そ
の
怨

で

が
蘇

て

い
主
に
復

 
讐
す
る

て
い
う
話
だ
な

 
さ
と

動
物
を
虐
待
す
る
の
は
本
当
に
許
せ
ま
せ
ん

 
理
 

そ
れ
は
も

と
も
だ
ま

俺
か
ら
す
れ
ば
弱
い
人
間

 
も
同
じ
だ
か
ら
な

 
理
由
も
な
く
当
て

け
で

道
な
事
を
す
る
や
つ
に
対
し
て
は
無

に

を
与
え
る
の
が

世
の
末
だ

だ
が
弱
い
と
い
う
単
語
で
あ
る
こ
と
を
思
い
だ
し
た

 
理
 

あ

弱
い

て
い
え
ば
あ
れ
飲
ん
だ
奴
は
い
る
の
か

 
な

 
さ
と

あ
れ

て
何
で
す
か

 
理
 

あ

昔
に
な

 
理
久
兎
は
語
り
だ
す

ま
だ
地

が
出
来
て
間
も
な
い
話
を

今
か
ら
数

年
程
昔
ま
だ
月
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の
住
人
が
地
上
に
い
て
理
久
兎
が
当
時

月
で
教
官
を
し
て
い
た
頃
の
お
話
を

 

報

フ
ン

 

報

グ
ビ
レ
ス
カ
ル

 
理
 

た
く

度

度
と

り
な
い
奴
ら
だ

 
古
代
都
市
八
意
見

宅
で

び
込
ん
だ

報
員
達
を

手
に
し
て
い
た

大
方
は
九
頭
⻯

王
の
使
い
だ
ろ
う
と
推

で
き
た

 
理
 

は

ま

た
く
後

け
す
る
俺
の
身
に
な

て

 
し
い

 
そ
う

い
な
が
ら

作
記
憶
消
し
を
飲
ま
せ
て
近
く
に
あ
る
ゴ
ミ

て
場
へ
と

て
て

家
へ
と
帰
る

 
理
 

ま

た
く

ら

を
失

さ
せ
た
い
か
ら

て
そ

 
こ
ま
で
す
る
か

本
当
に

力
が
大
切
と

い

 
る
奴
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
ら

や

 
こ
の
当
時
か
ら

力
や
策
略
だ
け
で
は

も
つ
い
て
は
来
な
い
と
思

て
い
た

だ
か
ら
こ
そ

前

で
先
導
す
る
先
導
者
が
必
要
と

え
て
い
た
時
代
だ

こ
う
い
う
風
に

え
て
い
た
か
ら
こ
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そ
先
の

来
で
総
大
将
を
や

て
こ
れ
た
の
だ
ろ
う

 
理
 

そ
う
い
え
ば
今
日

が
帰

て
く
る
の

か

た

 
な

だ
し
料
理
で
も
作

て
待
と
う
か
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
厨
房
へ
と
料
理
を
作
る

作
る
の
だ
が

 
理
 

え

え

と

前

て
何
が
必
要
な
ん
だ

け

 
え

と

か
と
ろ
み

け
で

は
入
れ
た
よ
な

 

そ
れ
で

か
高

人

と

げ
も
入
れ
そ
れ
と

 
あ

マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
や
ら
も
入

て
た
よ
な

 
そ
う
し
て
い
き
料
理
が
出
来
る

出
来
る
の
だ
が
目
に
見
え
る

ど
の
真

黒
の

気
が
漂

て
い
る

し
か
も

 
理
 

ス
ン
ス
ン

バ
ク
ソ
レ
ン

 
あ
ま
り
も
絶
望
的
な
激

に

が
ま
が
る

 
理
 

だ

大
丈
夫

味
が
良
け
れ
ば

 
そ
う

い
料
理
を
一
口
だ

一
口
だ
け
食
べ
た

こ
の
時
理
久
兎
は
食
べ
る
ん
じ

な
か

た
と
一
生
の
後

を
す
る
こ
と
と
な
る
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理
 

キ

ハ

 
バ

ン

 
あ
ま
り
の
世

末
過
ぎ
る
味
に
気
絶
し
て
し
ま

た
の
だ

た

だ
が
そ
れ
だ
け
じ

な
い

  
何
と
盛
り

け
に
使

た

が

前

の
せ
い
で

け
て
い
て
し
か
も
テ

ブ
ル
ま
で

か
す
と
い
大
惨
事
が
起
き
更
に
激

が

り
に

満
し
て
部

全
体
が
大
変
な
事
と
な

た
の

だ

た

そ
し
て
そ
こ
か
ら
そ
の
数
時
間
後

 

た
だ
い
ま
理

何

こ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
み
た
い

 
な

に
つ
く
激

は

 
帰

て
き
た

は

い
を
た
ど
り
厨
房
へ
と
着
く
と
と
ん
で
も
な
い
光

を
目
に
す
る

そ

れ
は
厨
房
で
理
久
兎
が

れ
て
い
る
光

だ

た

 

嘘

理

 
そ
の
後

の

の
も
と
回
復
し

怒
ら
れ
た
の
だ

た

そ
れ
ら
を
さ
と
り
に

話
し
終
え
る

 
理
 

何
て
話
も
あ

た
ん
だ
よ
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さ
と

今
の
料
理
を
食
べ
て
る
身
と
し
て
は
と
て
も
信

 
じ
ら
れ
ま
せ
ん

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
そ
う
だ
ろ

い
や

ま
じ
で

が
薬
に

 

し
く
な
か

た
ら
ポ

ク
リ

て
最
悪
は
古
代

 
都
市
の

ず
か
し
い
死
因
と
し
て
記
録
さ
れ
る
所
だ

 

た
よ

 
今
で
は

い
話
だ
が
当
時
は
本
当
に
死
に
か
け
た
の
だ

そ
れ
か
ら
料
理
を
必
死
に
覚
え
て
今

の
状
態
と
な

た
わ
け
だ

 
さ
と

本
当
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

そ
れ
で
さ

き
の
弱
い

 
と
か
飲
ん
だ
と
い
う
と
ど
う
関
係
が

 
理
 

ん

あ

あ
れ

そ
れ
は

 
ま
た
話
し
は

り
返
り
理
久
兎
が
作

た
危

険

物
前

は
ハ
ザ

ド
装
備
を
着
こ
ん
だ

が

け
て
そ
の
数
日
後

 
理
 

よ
し

前
の

前

は
失
敗
し
た
け
ど

り

 
で

ス
を
作
る
ぐ
ら
い
な
ら
い
け
る
よ
な
う
ん
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絶
対
に
い
け
る

 
何
処
か
ら
そ
の
自
信
が
来
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
が
最

フ
ラ
グ
は
建

て
し
ま

た
で
あ
ろ

う 
理
 

え

と
特
産
品
の

を
入
れ
て
そ
れ
で
後
は
そ
う
だ

 

を
入
れ

あ

入
れ
す
ぎ
た
さ

あ

 

こ
れ
も
も
入
れ
過
ぎ
た
け
ど
大
丈
夫
か
な
よ
し
続

 
け
よ
う

 
と
ど
ん
ど
ん
と
入
れ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
物
が
入

て
い
く

や
が
て
そ
れ
で

ス

を
作
る
が

 
理
 

う
ん

明
ら
か
に

バ
イ

 
見
て
い
て
お

ま
し
い

合
い
を
し
て
い
た

絶
対
に
飲
ん
で
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
判
断
し

て
し
ま

た

 
理
 

勝
手
に
処
理
す
る
と
怒
ら
れ
る
し
な
何
処
か

当
な

 

あ

そ
う
だ
こ
の
高

そ
う
な
土

の
ビ
ン
に

 
入
れ
て
お
こ
う
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り

か
ら
高

そ
う
な
土

の
ビ
ン
に
入
れ
て
蓋
を
し
て
開
け
な
い
よ
う
に
と
紙
を

リ
の

り

け
る

 
理
 

よ
し

そ
う
だ
も
し

か
飲
ん
だ
時
の
た
め
に
後
ろ

 
に
と

 
土

の
ビ
ン
の
底
に
文

を
書
く

内
容
は

 
こ
れ
を
飲
ん
だ
者
へ
ど
う
だ

俺
の
特
製

ス
の
味
は

い
か

ま

ま
ず
い
だ
ろ
う

な
バ

カ

 
理

よ
り

 
と

今
思
う
と
明
ら
か
に
悪
意
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
文

を

み
込
む

 
理
 

後
は
こ
れ
を

に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
何
処
か

 
に

し
て
お
こ
う

 
そ
う
し
て
そ
の
土

の
ビ
ン
は
物
置
へ
と

し
た
の
だ

た

そ
こ
ま
で
の
話
を
聞
い
て
さ
と

り
は

 
さ
と

そ
れ
で
何
が

い
た
い
ん
で
す
か

 
理
 

ま

若
い
頃
は

で
も
弱
く

と
い
う
こ
と
だ

 
よ
し

か
り
と

力
を

れ
ば
料
理
だ

て
上
手
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く
な
る

て
事
さ

 
さ
と

こ
れ
で

者
が
出
た
と
な

た
ら

い
話
に

 
は
な
り
ま
せ
ん

 
理
 

ま

者
に
な
る
の
は

々
と
ん
だ
バ
カ
だ
ろ
う

 
な

 
さ
と

ま

た
く

そ
ろ
そ
ろ
夕
食
の

度
を
し
な
く
て

 
良
い
ん
で
す
か

 
そ
う
い
わ
れ
時
計
を
見
る
と
も
う

時
を
回

て
い
た

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
手
伝
い
し
ま
す
よ

 
理
 

な
ら
一

に
や
ろ
う
か

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
は
今
晩
の

立
を

え
つ
つ
料
理
を
作
る
の
だ

た



 第２７０話 昔懐かしいお話



 第十八章 緋想すら塗るうわ積乱雲

 
第
十
八
章
 
緋
想
す
ら
塗
る
う
わ
積
乱
雲

 
第
２
７
１
話
 
ま
た
ま
た
依
頼
で
す

 
数

月
が
過
ぎ
て
地
上
で
は

の
鳴
き

が
聞
こ
え
始
め
る

の
季

の
地
底
で
は

 
理
 

こ
の
季

に
な

て
も
対
し
て
地
霊
殿
は
変
わ
ら
な

 
い
よ
な

 
地
底
で
は

本
温
度
は
一
定
で
あ
る

特
に
地
霊
殿
は
灼
熱
地
獄
が
近
く
に
あ
る
た
め
年
が
ら

年
中
で

い
た
め
対
し
て
変
わ
ら
な
い

 
亜
狛

ま

居
心
地
が
良
い
ん
で
す
か
ら
良
い
ん
じ

な
い

 
で
す
か

 
お

父
さ
ん
や
理
久
兎
様
は
そ
う

い
ま
す
が
も
う
地
上

 
は

い
し
所
に
よ

て
は

い
し
で
や

て
ら
れ
ま

 
せ
ん
よ
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耶
狛

え

外

て

だ
か
ら

い
は
な
く
な
い

 
お
空

お

た

 

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
で

人
は
ト
ラ
ン
プ
を
し
な
が
ら
そ
う

う

種
目
は
ト
ラ
ン
プ
の

が
見
え
な
い
よ
う
裏
面
に
し
て
散
り
ば
め
ら
れ

く
り
返
し
て
は
ま
た

く
り
返
す
を

り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
神

弱
だ
と
理
久
兎
は
思

た

 
お

い
や
そ
れ
な
ん
で
す
け
ど

死
体
を
探
し
て
い
た
ら

 
最
初
は

い
と
思

た
ら
い
き
な
り

に
入

た
ら

 
大

で

近
に
行
こ
う
も

で
前
が
見
え
な
い
で

 
散
々
で
す
よ

 
理
 

何
だ
そ
の
異
常
気
象
は

 
そ
こ
ま
で

い
異
常
気
象
だ
と
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か

た

す
る
と
耶
狛
が

 
耶
狛

そ
う
い
え
ば
マ
ス

の
能
力

て
災

を

る
程

 
度
の
能
力
だ

た
よ

 
理
 

ん

あ

ま

そ
う
だ
け
ど

 
耶
狛

つ
ま
り

こ
の
異
常
気
象
を
引
き
起
こ
し
て
る
の
は
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マ
ス

だ
よ

 
何
と
い
う

・

・推
・理
・だ
・ろ
・う

急
に
犯
人
呼
ば
わ
り
だ

 
お

え

ま

ま
さ
か
理
久
兎
様
が
犯
人

 
お
空

う
に

 
亜
狛

マ
ス

方
な
ん
で
す
か

 

え
て

お
う

こ
れ
は
耶
狛
の
罠
だ
と

だ
が

 
理
 

だ
が
俺
が
そ
ん
な
事
を
し
た
と
し
て
何
が
あ
る
と

 
う
ん
だ

耶
狛

ム

に
亜
狛

ト
ソ
ン
や

て

 
も

な
ん
て
な
い
だ
ろ

 
耶
狛

う

 
耶
狛
の
推
理
に
ピ
シ
リ
と

を
立
て
る

だ
が
更
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
自
分
は

証

を

う

 
理
 

そ
れ
に
正
体
を

し
て
い
る
身
の
俺
が
そ
ん
な
大
そ

 
れ
た
事
な
ん
て
す
る
訳
な
い
だ
ろ

 
耶
狛

ぐ
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簡
単
す
ぎ
た
耶
狛
の
推
理
は

を
立
て
て

れ
た

に
自
分
は
無
罪
だ

 
亜
狛

そ
う
な

て
し
ま
う
と
一
体
何
が
原
因
な
ん
で
し

 
う

 
理
 

ま

上
で
何
し
よ
う
が
勝
手
だ
が
こ

ち
に

が

 

ぶ
と
か

姫
の
ご
指
名
の
時
は
俺
が
行
く
さ

 
と

う
と

度

が
開
き
そ
こ
か
ら
さ
と
り
と
が
や

て
来
た

 
理
 

お
や
さ
と
り
お

れ
さ
ん

 
さ
と

は
い
何
と
か

方
も
仕
事
が

き
ま
し
た
よ

 
仕
事
を
終
わ
ら
せ
た
さ
と
り
は
少
し
お

れ
気
味
の
様
子
だ

 
理
 

そ
う
だ
無
花
果
の
コ
ン
ポ

ト
作

た
け
ど
皆
は
食

 
べ
る

 
耶
狛

食
べ
る

 
お
空

私
も
食
べ
る

 
亜
狛

へ

今
日
は
コ
ン
ポ

ト
で
す
か
あ

論
頂
き
ま

 
す
よ
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お

あ
た
い
も
お
願
い
し
ま
す

 

人
は
予
想
通
り
食
べ
る
こ
と
は

定
だ

 
理
 

さ
と
り
も
食
べ
る

 
さ
と

え

お
願
い
し
ま
す

 
さ
と
り
も
食
べ
る
か
ら
計

だ
が
風
呂
掃
除
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
黒
も
入
れ
れ
ば

だ
 
理
 

さ
て
と
お

は
何
に
し
よ
う
か
な

 
そ
ん
な
事
を

い
な
が
ら
お

の
フ
レ

バ

を

え
て
い
る
と

 
断
罪

断
罪

断
罪

断
罪

判
決

 
と
胸
ポ

ト
の
断
罪
神
書
か
ら
ア
ラ

ム

が
鳴
る

そ
れ
に
気
が
つ
き
断
罪
神
書
を
取

り
出
し
て

を
開
く
と
そ
こ
の

か
ら

姫
の

が

で
写
り
出
す

 
理
 

や

姫
ち

ん

 

姫

あ

理
兎

さ
ん
聞
こ
え
て
ま
す
か

 
理
 

あ

聞
こ
え
て
る
よ
ど
う
し
た
の

 
そ
う

い
つ
つ
ア

サ
ム
の

葉
が
入

た

に
手
を
か
け
て
ポ

ト
に
ア

サ
ム
の

葉
を
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入
れ
る

 

姫

い
え
実
は
少
し

り
入

て
お
願
い
し
た
い
事
が
あ

 
り
ま
し
て

 
理
 

お
願
い
し
た
い
こ
と

 

姫

は
い
実
は
こ
こ
最
近
地
獄
に
来
る
幽
霊
達
が
少
な
い

 
の
で
そ
の
調
査
を
お
願
い
し
た
く
て

 
理
 

小
町
は
ど
う
し
た
ん
だ
よ

 
こ
う
い

た
時
に
小
町
が
い
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

姫
は
頭
を

さ
え
て

 

姫

あ
の
子
ま
た
サ
ボ

て
い
る
み
た
い
で
見
つ
か
ら
な

 
く
て

 
理
 

は

彼
奴
は
ま
た
か

 
こ
こ
ま
で
来
る
と

れ
る
を
通
り

し
て
あ
る
意
味
で

し
て
し
ま
う

無
意
味
な
サ
ボ

は
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
が

 

姫

な
の
で
理
久
兎
さ
ん
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
理
 

分
か

た
と
り
あ
え
ず
は
調
査
を
し
て
み
る
よ
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姫

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う

う
と

に
写

て
い
た

姫
の

は
消
え
た

断
罪
神
書
を
し
ま
い
ポ

ト
の
お

と
テ

カ

プ
そ
し
て
無
花
果
の
コ
ン
ポ

ト
を
持

て

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
へ
と
向
か
う

 
理
 

お
待
た
せ

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お
空

わ

い
ス
イ

ツ

 
お

い
い
香
り
で
す

 
と

皆
は
食
ら
い
つ
い
て
く
る

そ
し
て
理
久

は

 
理
 

悪
い
今
か
ら
少
し
外
に
出
て
く
る
よ

 
亜
狛

え

何
処
か
に
行
く
ん
で
す
か

 
耶
狛

マ
ス

お
出
掛
け

 
と

皆
が
聞
い
て
く
る

こ
れ
に
は

い
を
し
な
が
ら

 
理
 

あ

ま

姫
か
ら

が
あ

て
な
少
し
外
へ
出

 
て
く
る
よ

 
亜
狛

あ

な
ら
送
り
ま
し

う
か
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理
 

い
や
い
い
よ

ち

と
よ
ろ
ず

で
買
い
た
い
物

 
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を
買
い
な
が
ら
行
く
か
ら
さ

 
そ
う

う
と
亜
狛
は

コ
リ
と
頭
を
下
げ
耶
狛
は

で

 
耶
狛

な
ら
い

て
ら

し

い
マ
ス

 
亜
狛

気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
理
 

お
う

 
と

人
に

う
と
今
度
は
お

を
飲
ん
で
一

つ
い
た
さ
と
り
が

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
し

か
り

り
道
せ
ず
に
帰

て
来
て

 
下
さ
い

 
お

ご
武
運
を

 
お
空

生
き
て
帰

て

理
久
兎
様

 
皆
は

し
く

て
は
く
れ
る

し
く
は

て
は
く
れ
る
の
だ
が

え
て

お
う

 
理
 

な

死
亡
フ
ラ
グ
を
建
て
る
の

め
て
く
ん
な
い

 
か
な

 
明
ら
か
に
皆
は
何

か
自
死
亡
フ
ラ
グ
を
建
て
て
い

て
い
る
の
だ

こ
れ
に
は
ツ

コ
ミ
せ
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ざ
る

な
い

し
な
い
と
本
当
に
フ
ラ
グ
を
回
収
し
て
し
ま
い
そ
う
だ

 
さ
と

ふ
ふ

気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
理
 

は

分
か

た
行

て
く
る
よ

 
そ
う

き
地
霊
殿
を
後
に
す
る
の
だ

た
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第
２
７
２
話
 
積
乱
雲
が
鳴
り
し
無
縁
塚

 
暗
い
地
底
の
通

よ
ろ
ず

で
あ
る
買
い
物
を

ま
せ
た
理
久
兎
は
ふ
わ
ふ
わ
と
エ
ア
ビ
デ

で
飛
ん
で
い
た

 
理
 

さ
て
と
小
町
を
見
つ
け
た
ら
ど
う
料
理
し
て
や
ろ
う

 
か
な

 
ま
ず
は
小
町
を
見
つ
け
て
取
り

ま
る
た
め
地
底
の
入
り
口
へ
と
理
久

は
向
か

て
い
た

そ
し
て
数
分
後
地
底
の
入
り
口
へ
と
た
ど
り
着
く

 
理
 

お

す

人
共

 
入
り
口
近
く
で

に
座

て
楽
し
く
会
話
を
し
て
い
る

マ
メ
と
キ
ス
メ
に

を
か
け
る

 
黒

あ
り

理
久

さ
ん
か
珍
し
い

 
キ
ス
 
・
・

 
亜
狛
の
能
力
で
あ
ま
り
こ
こ
に
は
来
な
い
た
め
珍
し
い
の
だ
ろ
う

 
理
 

ア
ハ
ハ
ち

と
旧
都
で
買
い
物
を
な

 
そ
う

い
な
が
ら
飛
ぶ
の
を

め
て
降
り
よ
ろ
ず

で
買

た
物
を
見
せ
る

そ
れ
は

で
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出
来
た
人

の

だ

た

 
黒

そ
れ
何
に
使
う
ん
だ
い

 
理
 

ま

能
力
の
代

を

制
す
る
た
め
か
な

 
自
身
の
能
力
の

つ
で
あ
る

理
を

り

う
程
度
の
能
力

聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
強
そ

う
だ
が

々
と
理
つ
ま
り
ル

ル
を
作
る
に
は
代

が
い
る

時
に
は

の

時
に
は

ま

た
時
に
は
心

だ

た
り
と
作
る
理
に
よ

て
代

は
様
々
だ

だ
が
こ
の
人

体
で
理
久

兎

分
の

と
な
る

つ
ま
り
自
身
の
能
力
に
よ
る
身
代
わ
り
人

に
な

て
く
れ
る
と
い
う

な
ア
イ
テ
ム
な
の
だ

 
黒

へ

あ
れ

で
も

か
そ
れ
あ
ま
り
売
れ
な
い

 
に
高
か

た
よ
う
な

 
理
 

あ

ぐ
ら
い
し
た
な

そ
れ
を
ざ

 
と

は
買

た
か
ら

 
キ
ス

 
キ
ス
メ
は
小
さ
な
指
を

り

げ
て
数
を
数
え
始
め
た

因
み
に
総

１
５
０

現
代
な
ら

自
動

な
ら
何
と
か
買
え
る
お
値

だ
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黒

そ
ん
な
大
金
よ
く
あ

た

 
キ
ス
 
コ
ク
コ
ク

 

マ
メ
は

い
た
よ
う
な

で

い
キ
ス
メ
は

き
な
が
ら

く

 
理
 

ま

地
獄
の
役
職

て
現
代
で

う

務
員
み
た
い

 
な
も
ん
だ
か
ら
な

そ
れ
に

本

料
は
使
わ
ず
に

 

金
し
て
る
か
ら
使
わ
な
い
し

 
安
定
収
入
だ
が
金
を
使
わ
な
い
た
め

ま

て
い
く
一
方
だ

な
ら
こ
う
い
う
時
ぐ
ら
い

と
使
い
た
い
と
い
う
の
も
あ
る
が
変
に
死
亡
フ
ラ
グ
を
建

さ
れ
ま
く

た
た
め
買
わ
な
け
れ
ば

死
に
そ
う
で
仕
方
な
い
の
だ

 
黒

ま

そ
こ
は
理
久
兎
さ
ん
の
勝
手
だ
け
ど

あ

 
い
け
な
い
勇
儀
の
姉
御
に
飲
み
に
誘
わ
れ
て
た
ん
だ

 

た

 
キ
ス

 
ど
う
や
ら
キ
ス
メ
も
お
呼
ば
れ
さ
れ
て
い
る
の
か
あ
た
ふ
た
し
始
め
た

 
理
 

あ

悪
い
先
に
行
き
な
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黒

あ

う
ん
理
久
兎
さ
ん
も
お
気
を

け
て

 
キ
ス
 

 

人
は

て
な
が
ら
地
底
へ
と
潜

て
行

た

そ
し
て

人

た
理
久
兎
は

人
を
見

送
る
と

 
理
 

さ
て
と
さ

さ
と
行
き
ま
す
か

エ
ア
ビ
デ

 

き
理
久
兎
は
地
上
へ
と
出
て
上
空
へ
と
昇
る

 
理
 

お
い
お
い
何
じ

こ
り

 
上
か
ら
見
て
み
る
と
結

す
ご
い
光

と
な

て
い
た

あ
る
所
で
は

天
の
空
に

が
降
り

な
り
ま
た
あ
る
所
で
は

晴
れ
て
い
た
り
と
天
候
が
可

し
す
ぎ
る

 
理
 

本
当
に
幻
想
郷
は

し
な
い
よ
な

 
そ
う

き
ま
ず
は

当
に
探
す
こ
と
に
し
た

そ
う
し
て

動
し
ま
ず
は
魔
法
の

を
探
索
す

る 
理
 

こ
こ
は

と

 
天
候
的
に

の
よ
う
な

が
降
り
そ
こ
に

じ

て

が
降
る

フ

ド
を

て
る
と
は
い

え
ど
結

い
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理
 

本
当
に
お
か
し
な
天
気
だ
な

 
等
と

き
探
し
て
い
る
と
ま
た
懐
か
し
い
場
所
に
来
た

そ
こ
は
ア
リ
ス
・
マ

ド
ロ
イ
ド

の
家
だ

 
理
 

あ
り

ア
リ
ス
宅
に
着
い
て
し
ま

た

て

 
お
わ

 
上
か
ら
突
然
弾
幕
が
降

て
く
る

上
を
見
て
み
る
と
黒
の
お
気
に
入
り
で
あ
る

魔
理

と
ア
リ
ス
・
マ

ド
ロ
イ
ド
が
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
た

 
理
 

頑

れ

 
今
は
最

先
す
る
べ
き
は
小
町
を
探
す
の
が
先
と
思
い

人
は
無
視
し
て
先
へ
と
進
む

そ

う
し
て
進
ん
で
い
く
と
幻
想
郷
の
共
同

地
と
も
い
え
る
無
縁
塚
に
た
ど
り
着
い
た

だ
が

 
理
 

が
多
い
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か

 
時
々

来
る
身
だ
が
自

に
今
日
は

が
多
い
気
が
す
る

そ
の
せ
い
か

メ

と
し
て
い

る

し
か
し
異
変
中
な
ら
仕
方
な
い
だ
ろ
う
と

い
気
に
す
る
の
を

め
て

 
理
 

何
時
も
お

が
お
世
話
に
な

て
ま
す

 
手
を
合
わ
せ
て
合
唱
を
数

す
る

こ
こ
に

め
ら
れ
る
の
は
里
の
人
間
達
と
思
う
か
も
し
れ
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な
い
が
そ
う
で
は
な
い

こ
こ
に

め
ら
れ
る
の
は
無
縁
塚
と
い
う
だ
け
あ
り
親
族
や
ら
と
無
縁

の
人
達

も

と

え
ば
外
の
世
界
か
ら
来
た
者
達
悪
い

い
方
を
す
れ
ば
妖
怪
達
の
食
料
や

幻
想
郷
に
来
て
事

で
死
ん
で
し
ま

た
人
間
達
が

め
ら
れ
る

そ
し
て

め
ら
れ
た
死
体
を

お

が
回
収
す
る
た
め
お
世
話
に
な

て
い
る
の
だ

そ
う
し
て

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
渡

し
て
あ
る
と

 
理
 

見
つ
け
た

 
桜
の

の
下
で

人
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
葉
を

え
て

て
い
る
死
神
が

人
い
た

お
分

か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
サ
ボ
り
を

め
た
死
神
の
小
町
だ

 
理
 

と
う
と
う
こ
ん
な
所
で
サ
ボ
る
よ
う
に
な

た

 
か

 
そ
う

き
理
久

は

て
い
る
小
町
の
前
ま
で
来
る
と
数
本
の

の

を
少
し
む
し
り
空
へ
と

投
げ
る
と

の

は

え
て
消
え
る

そ
し
て
少
し

に
手
を
当
て
て

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る

間
の
間
だ
け
俺
の

は

 
四
季

姫
の

に
な
る

 
と

く
と

姫
と
そ

く
り
の

に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る

そ
し
て



 第２７２話 積乱雲が鳴りし無縁塚

 
理
 

小
町
見
つ
け
ま
し
た
よ

女
こ
ん
な
所
で
何
を
サ

 
ボ

て
い
る
の
で
す
か

 
と

姫
そ

く
り
の
大

で

ぶ
と
小
町
は
飛
び
起
き
た

 
小
町

き

ん

 
ゴ
チ
ン

 
理
 

 
し
か
も
見
事
に

て
い
る
所
か
ら

下
し
て

然
あ

た

に
頭
を
ぶ
つ
け
て
た

そ
れ
は
少

し

い
そ
う
に
な
る
が

え
る

 
小
町

い
て
て
は

さ
さ
サ
ボ

て
な
い
で
す
よ

 

姫
さ

ま

 
自
分
を
見
て
小
町
は
キ

ト
ン
と
す
る

ま
だ
状

が
読
み
取
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

そ
う
し

て

過
し
元
の

に

る

 
理
 

だ

た
な

姫
ち

ん
じ

な
く
て
さ
俺
だ
よ

 
小
町

 
小
町

り
り
り
り
り
り
理
久
ん
ん
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か
に
自
分
の
名
前
を
聞
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
小
町
の
口
に
手
を
当
て
て

を

し
殺

さ
せ
た

た
だ
で
さ
え
魔
法
の

で
弾
幕
ご

こ
を

り

げ
て
い
る
奴
が
い
る
ん
だ

聞
か
れ

た
ら
大
変
な
事
に
な
る

 
理
 

小
町
ち

ん
静
か
に

れ
決
し
て
俺
の
名
前
を
大
き

 
く

ぶ
な

い
い
な

 
小
町
は

を

に
数
回
程
の

る
の
を

す
る
と
手
を

す

 
理
 

そ
ん
で
小
町
ち

ん

い
訳
を
聞
こ
う
か

 
小
町

げ

 

し
い

を
す
る
と
小
町
は
直
ぐ
様
日
本

自
の

え
と
も
い
え
る
土
下
座
を
し
て

 
小
町

あ
の
本
当
に

姫
様
に

う
の
だ
け
は
勘

し
て
下

 
さ
い

 
理
 

う
ん

 
小
町

え

 
理
 

も
う
知
ら
れ
て
る
か
ら
俺
が
い
る
ん
だ
よ

 
一

嬉
し
そ
う
な

を
す
る
が
ま
た
半

き
し
そ
う
な

に
な

た

本
当
に
反

が
面
白
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い 
小
町

最
悪
だ
よ

そ
れ

救

も
何
に
も
な
い
じ

 
な
い
か
い

 
自

自

な
の
に
何
を

て
い
る
だ
と
思

て
し
ま
う

だ
が
さ

き
の
反

が
面
白
か

た
の
で
そ
の
ご

美
も
か

て

一
の
救

処
置
を
す
る
事
に
し
た

 
理
 

な
ら
さ
小
町
ち

ん

一

つ
だ
け
お
前
が
説
教
を

 
受
け
て
も

く
な
る
方
法
が
あ
る
け
ど
や
る

 
小
町

ど

ど
ん
な
こ
と
だ
い

 
も
う
必
死
で
あ
る

や
は
り

時
間

上

久
説
教
コ

ス
は
嫌
な
の
だ
ろ
う

 
理
 

な

に
簡
単
だ
よ
実
力
で
勝
ち
取
れ

て

え
ば

 
分
か
る
よ

 
小
町

つ
ま
り
弾
幕
ご

こ
で
理
久

さ
ん
に
勝
て
と

 
理
 

あ

そ
う

う
事
だ
よ
勝
て
た
な
ら

姫
に
頼
ん
で

 
説
教
を

く
し
て
や
ろ
う

挑
む
か

 
少
し
小
町
は

え
る
と
思

た

だ
が
す
ぐ
に
小
町
は
意
を
決
し
た
表
情
で
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小
町

理
久

さ
ん

方
に
勝

て
あ
げ
よ
う
じ

な
い
か

 
そ
し
て
説
教
か
ら
逃
げ
て
て
や
る

 
大

を

え
る

ど
う
や
ら
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
だ

そ
れ

ど
説
教
は
嫌
な
ん
だ
と
感
じ

た 
理
 

そ
う
か

な
ら
ば
来
る
が
い
い

そ
し
て
挑
め

 
と

た
時
だ

突
然
空
が
積
乱
雲
で

わ
れ

が
鳴
り

く

戦
い
の
始
ま
り
を
告
げ
る

か
の
よ
う
に

 
小
町

行
く
よ

 
理
 

こ
い

 
そ
う
し
て
無
縁
塚
で
理
久

と
小
町
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た
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第
２
７
３
話
 

小
町

 
積
乱
雲
が
鳴
り

く
中

無
縁
塚
で
は

人
の
死
神
が
自
分
が
受
け
る
説
教
を

く
す
る
た

め
地

や
実
力
が
遥
か
に
上
の
神
に
チ
キ
ン
レ

ス
度
胸
試
し
を
仕
掛
け
て
い
た

 
小
町

せ
り

 
船
の
死
神
だ
け
あ

た
か
弾
幕
と
し
て
使

て
く
る
の
は
昔
の
お
金
の
銭

玉
だ

し
か
も
船

頭
に

取

て
な
の
か
き

ち
り

文
銭
だ

 
理
 

お
金
を
投
げ
る
な

 
投
げ
つ
け
ら
れ
る

文
銭
を
無

な
き
動
き
で

け
る

 
小
町

あ
た
い
の
弾
幕
な
ん
で

 
今
度
は
手
に
持
つ
大

で
斬
り
か
か

て
く
る
が

 
キ
ン

 
小
町

い
つ
の
間
に

 

か
せ
た
断
罪
神
書
か
ら
少
し

刀
す
る
よ
う
な

で
黒

を
取
り
出
し
小
町
の

斬
を
受

け

め
て
防
い
だ
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理
 

そ
う
い
え
ば
小
町
に
は
見
せ
た
事
が
な
か

た
よ
な

  

ン

 
小
町

つ

 
弾
き
飛
ば
す
が
流

は
死
神
だ
け
あ

て
か
す
ぐ
に
受
け
身
を
取

て
体
制
を
立
て
直
し
た

や
は
り
そ
こ
い
ら
に
い
る
中
級
妖
怪
よ
り
は
強
い

そ
し
て
完
全
に
黒

を
引
き

く
と
大
道

の
よ
う
に
刀
を
ク
ル
ク
ル
と
回
す

 
小
町

こ
り

冥
界
の
侍
よ
り

が
悪
い
か

 
理
 

ら
ど
う
し
た
小
町
ち

ん
挑
ま
な
い
の
か

 
小
町

ま

や
ら
せ
て
は

い
ま
す
よ

 
大

を
地
面
に
打
ち
込
み
ス

ル
を
唱
え
た

 
小
町

死

 
死
者
選
別
の

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
上
空
か
ら
弾
幕
が

道
に

て
降

て
く
る

 
理
 

そ
ん
な
も
の
は
俺
に
は

か

え
よ

 
向
か

て
く
る
弾
幕
か
ら

シ

で

け

け
て
回

し
て
妖
力
を

わ
せ
よ
り
黒
く
光
る
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黒

を

え
小
町
へ
と
斬
り
か
る
が

 
小
町

無

だ
よ
理
久
兎
さ
ん

 
と
ニ

リ
と

て
い
う
と
黒

の
刀
身
は
小
町
に

れ
る
こ
と
は
な
か

た

い
つ
の
間

に
か
小
町
が
自
分
よ
り
も

メ

ト
ル
も

れ
て
い
た

 
理
 

そ
う
い
え
ば
小
町
の
能
力
は

動

の
能
力
だ

た

 
よ
な
思
い
出
し
て
き
た
け
ど

 
小
町

え

お
陰
で
弾
幕
も

け
れ
て

動
も
楽
と
き
て

 
る
ん
で
結

な
ん
で
す
よ

 

か
に
そ
れ
は

な
能
力
だ

だ
が
そ
れ
で
こ
そ
シ
バ
き

が
あ
る
も
の
だ

黒

を

げ
て

 
理
 

理

 
理
の
想

 
す
る
と
無
縁
塚
の
地
面
か
ら
無
数
の
弾
幕
が
現
れ
る

中
に
は
小
町
の

元
か
ら
も
出
て
き
て

い
た

 
小
町

う
お

と

何
か
理
久

さ
ん
の
事
だ
か
ら
も

 
と
凶
悪
な
ス

ル
か
と
思

た
ん
で
す
が



 第十八章 緋想すら塗るうわ積乱雲

 
理
 

ア
ハ
ハ

ま

頑

て

け
な
よ

 

つ
も
の
弾
幕
を
生
成
し
小
町
へ
と
向
か
わ
せ
る

そ
う

れ
て
は
な
ら
な
い

こ
れ
は
弾
幕

ご

こ
だ

弾
幕
を
撃

て

け
る
遊
び
だ

 
小
町

よ

よ

と
ま

々
動
き
を
規
制
す
る
程
度
な
ら

 
こ
の
ぐ
ら
い
が

当
で
す
か

 
大

を

に

ぎ
ニ

リ
と

て

 
小
町

 
河
の
流
れ
の
よ
う
に

 
す
る
と
突
然
小
町
の

元
か
ら
も
何
度
か
見
か
け
て
い
る
三

の

の
行
き
渡
し
の

が
現
れ

た

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

を
進
ま
せ
る
か
の
よ
う
に
波
が

し

せ
る

 
理
 

ま
た
派
手
な
技
だ
な

 
小
町

こ
れ
な
ら
理
久

さ
ん
の
ス

ル
な
ん
て
関
係
な
い

  

元
の

で
地
面
か
ら
出
て
く
る
弾
幕
を
防
ぐ
と
同
時
に
突
進
で

撃
を
仕
掛
け
て
る

 
理
 

こ
う
い
う
時
は

を
使

た
戦
い

て
の
が
あ
る

 
ん
だ
よ
小
町
ち

ん
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す
ぐ
に
無
縁
塚
の

へ
と

を
掛
け
る
と

を
踏
み
台
に
し
て
高
く
舞
い
上
が
り
小
町
の

突
進
と
大
波
を

け
る

 
小
町

実
戦
の

か
い

 
小
町
は
見
上
げ
て
気
づ
い
て
し
ま

た

い
つ
の
間
に
や
ら
巨
大
な
弾
幕
が
積
乱
雲
か
ら

を

か
せ
て
い
る
事
に
よ
う
や
く
小
町
は
理
久

が
先
程
使

た
ス

ル
の
意
味
を
理
解
し
た

 
理
 

小
町
ち

ん
頑

て

け
ろ
よ

 
小
町

ま

ま
さ
か

 

手
が
妖
怪
で
あ
ろ
う
が
人
間
で
あ
ろ
う
が
神
だ
ろ
う
が
魔
女
だ
ろ
う
が
悪
魔
だ
ろ
う
が
関
係

な
い

自
分
と
闘
う
な
ら
そ
れ

の
力
を
持

て
返
す
べ
し
と

 
理
 

理

 
理
の

制
力

 
積
乱
雲
か
ら

を

か
せ
た
弾
幕
か
ら
無
数
の
レ

ザ

が
小
町
に
向
か

て

た
れ
た

し

か
も
最
悪
な
の
は
全
て

ミ
ン
グ

と
い
う
悪
夢
だ

 
小
町

う
わ

と

 
一

で

を

ぐ
が
小
町
に
向
か

て
レ

ザ

は

だ
に
追
い
か
け
続
け
る

 
小
町

こ
こ
ま
で
し
つ
こ
い
と
こ
れ
な
ら
ど
う
だ
い

脱
魂
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の
儀

 
と

た
と
き
理
久

の
視
界
は
大
き
く
代
わ
り
空
に
い
た

な
の
に
い
つ
の
間
に
か
地
面

に
い
た

し
か
も
小
町
は
先
程

自
分
の
い
た

置
に
立

て
い
た

 
小
町

自
分
の
弾
幕
で

弾
し
ち

い
な
よ

 
自
分
の

た
弾
幕
で
自
分
が

弾
す
る

何
と
も
酔
狂
だ
ろ
う
か

だ
が
そ
ん
な
事
は
予
想

で
き
て
い
た

 
理
 

う
面
白
い

だ
が

 
先
程
の
大

の

ミ
ン
グ

レ

ザ

は
あ
り

な
い
こ
と
に
た
ち
ま
ち
の
姿
を
消
し
た

 
小
町

弾
幕
が
消
え
る

て
あ
り
か
い

 
理
 

秩
序
を

る
者
か
ら
し
て
み
れ
ば
作

た
ル

ル
ぐ

 
ら
い

消
で
き
る
ん
だ
よ
そ
れ
に

置
を
入
れ
替
え

 
る
な
ん
て
な
は
か
ら
予
想

み
だ

 

チ
ン

 
指

チ
ン
の

が
鳴
り

く

す
る
と
積
乱
雲
か
ら

を

か
せ
た
巨
大
弾
幕
が
小
町
へ
と

た
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小
町

そ
ん
な
程
度

 
そ
う
小
町
が

い
能
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
た
と
き
だ

ふ
い
に

後
に
気

を
感
じ

後
を

見
れ
ば
自
分
が

た
事
に
小
町
は

い
て
い
た

 
理
 

元
々
か
ら
そ
ん
な
巨
大
弾
幕
を
見
す
ぎ
だ
よ

 
小
町

し
ま

 
理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な
小
町

 
断
罪
神
書
を
開
く
と
そ
の

か
ら

ラ
と

を
立
て
て
無
数
の
金

の
茨
が
小
町

が
能
力
で
逃
げ
れ
な
い
よ
う
に

束
す
る

 
小
町

り

理
久
兎
さ
ん
御

を

 
理
 

知
ら
ん
な

 
手
を
グ

へ
と
変
え
る
と
小
町
を

る
金

の
茨
が

と

ま
り
そ
し
て

 
小
町

き

ん

 
ピ
チ

ン

 
と

弾
の

を
立
て
て
小
町
は
敗
北
を
し
自
身
が
勝

し
た
の
だ

た

そ
し
て

弾
の

と
共
に
巨
大
な
弾
幕
も
何
事
も
無
か

た
か
の
よ
う
に
消
え
る
と
自
分
は
地
上
へ
と
降
り
立
つ
と



 第十八章 緋想すら塗るうわ積乱雲

の
茨
を

め
て
小
町
を
出
す

 
理
 

ら
小
町

 
小
町

も

も
う
勘

し
て
く
だ
さ

 
少
々
ハ
デ
に
や

た
せ
い
か
小
町
の
服
は
少
し
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た

 
理
 

ま

久
々
の
準
備
運
動
と
し
て
は
中
々
だ

た

 
か
な
今
回
は
少
し
お

立
て
は
し
て
お
い
て
や
る
よ

 
小
町

 
そ
う

い
理
久

は
小
町
を

か
せ
て
無
縁
塚
を
出
よ
う
と
し
た
時
に
気
づ
い
た

 
理
 

お

が
晴
れ
た
な

 
と

き
理
久
兎
は
積
乱
雲
が
鳴
り

く
空
へ
と
向
か
う
の
だ

た



 第２７４話 古き友、伊吹の⻤

 
第
２
７
４
話
 
古
き
友

伊
吹
の
⻤

 
小
町
を
制
裁
し
た
後
と
り
あ
え
ず
は
ど
う
す
る
か
と

み
な
が
ら
空
を
飛
び
つ
つ

え
て
い

た 
理
 

こ
の
異
変
の
元
凶
は
何
処
に
い
る
か

て
か
さ

き

 
か
ら
積
乱
雲
が
う
る
せ

な

 
空
を
飛
ん
で
い
る
せ
い
か
分
か
ら
な
い
が
積
乱
雲
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

を
立
て
て
て
い
る

そ
の

せ
い
で
う
る
さ
い
し
で

え
も
あ
ま
り
ま
と
ま
ら
な
い

だ
が
そ
れ
が
結
果
と
し
て
良
い
案
と

な

た
の
だ

 
理
 

待
て
よ
小
町
の
時
と
い
い
天
気
が
こ
ん
な
に
も

 
可

し
い
そ
し
て
俺
も
地
上
に
出
て
か
ら
そ
う
だ

 

が
鳴
る
積
乱
雲
を
見
な
が
ら

え
た

す
る
と

 
断
罪

断
罪

断
罪

判
決
を

い
渡
す

 
と
ま
た
断
罪
神
書
か
ら
ア
ラ

ム
が
鳴
り
出
す

断
罪
神
書
を

げ
る
と
そ
こ
か
ら

姫
の
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が

で
写
り
だ
す

 

姫

理
久
兎
さ
ん
何
か
分
か
り
ま
し
た
か

 
理
 

あ

そ
の
前
に
小
町
の
件
だ
が
こ

ち
で
お
仕
置

 
き
し
て
お
い
た
か
ら
説
教
は

く
で
許
し
て
や

て

 
く
れ
よ

 
と

お
仕
置
き
し
た
事
を
話
す
と

姫
は
頭
を

え
る

 

姫

ま

方
が
そ
う

う
な
ら

そ
れ
で
調
査
の
方

 
で
何
か
進

は
あ
り
ま
し
た
か

 
理
 

あ

今
回
の
異
変
は
大
方
は
天
気
が
関
係
し
て
い
る

 

い
ん
だ
が
何
か
分
か
る
か

 

姫

天
気
で
す
か

か
天
気
を

作
す
る
と

わ
れ

 
る

が
天
界
に
あ

た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ

  
理
 

天
界

天
人

あ

そ
う
か
緋
想
の

か

 
は
る
か
昔
に
聞
い
た
話
を
思
い
出
し
た

空
の
遥
か
先
に
は
天
界
と
い
う
楽

が
あ
り
そ
こ
で
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は
天
界
の
住
人
達
が

を
作
り

を
読
み
酒
を
飲
み
交
わ
す
と
い
う
そ
ん
な
話
だ

だ
が
天
界
と

い
う
だ
け
で
犯
人
は
天
界
に
い
な
い
の
で
は
と
思
う
が

拠
と
な
る
証
拠
そ
れ
は
緋
想
の

と
呼

ば
れ
る
も
の
だ

 
理
 

緋
想
の

恐
ら
く
あ
の

か
ら
出
た
気

の
影

 

と

え
る
と

か
が
悪

し
た

て
の
が
辻

が

 
合
う
か
な

 

姫

か
に
そ
の
推

は
当
て
は
ま

て
い
る
か
も
し
れ

 
ま
せ
ん

 
天
界
に
は
伝
説
の

の
緋
想
の

と
い
う
神

が
あ
る
と
い
う
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

た

天
界
に
住
む
天
人
の
み
が

う
こ
と
を
許
さ
れ
た
緋
想
の

は
対

し
た

手
の
気

を
天
気
と

し
て
明

に
表
し
そ
れ
を
元
に

手
の
弱
点
と
な
る
気

を

う
こ
と
で
あ
ら

る
弱
点
を
つ
く

こ
と
が
出
来
る
と
ま
で

わ
れ
る
結

チ

ト
武

だ

 

姫

理
久
兎
さ
ん
天
人
が

手
と
な
る
と

方
で
は
あ
ま

 
り
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
の
で
す
が

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
寿
命
を
迎
え
る
と
普
通
は
死
神
が
お
迎
え
に
来
て
小
町
達
の
よ
う
な
船
頭
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が
送
る
の
だ
が
天
人
や
仙
人
は
何
と
そ
の
お
迎
え
の
死
神
達
を
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
追
い
返
す
と
い

う
ア
グ
レ

シ
ブ
な
方
法
で
寿
命
を

ば
す

に
死
神
や
地
獄
の
者
達
と
は
仲
が
本
当
に
悪
い

の
だ

 
理
 

ま

い
い
よ
後
は
俺
ら
で
対
処
す
る
よ

報

は

 
り
込
ん
で
お
い
て
よ

 

姫

分
か
り
ま
し
た
で
は
理
久
兎
さ
ん
に
今
回
の
件
は
一

 
任
せ
し
ま
す
そ
れ
で
は

 
そ
う

い

姫
は
通
信
を
切
り

の

姫
の

は
消
え
る

そ
し
て
断
罪
神
書
を
し
ま
う
と

 
理
 

さ
て
と
こ
ん
な
事
を
し
た
馬
鹿
天
人
に
は
制
裁

 

を
食
ら
わ
せ
る

は
な
い
な

 
そ
う

う
と
あ
る

え
を
取
る

そ
し
て
唱
え
た

 
理
 

仙
術
一
式
龍
我
天
昇

 
黒
コ

ト
の

中
か
ら

が
現
れ
コ

ト
の

元
か
ら
は
⻑
い

が
生
え
フ

ド
で

れ
た
頭

に
は
龍

が
現
れ
る

 
理
 

さ

行
き
ま
す
か
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龍

を

ば
た
か
せ
て
遥
か
天
の
先
ま
で
飛

し
て
積
乱
雲
へ
と
潜

た

積
乱
雲
の
中
は
見

事
な
ま
で
に
大

と
い

て
も
い
い
ぐ
ら
い
に
雷
が
鳴
り

き
風
は

を

き
つ
け
る

 
理
 

後
少
し

 

々
と
光
が
見
え
そ
の
ま
ま
直
進
す
る

そ
し
て
光
の
先
へ
と
た
ど
り
着
い
た

 
理
 

こ
こ
が
天
界
か

 
雲
と
大
地
が

合
し
た
か
の
よ
う
な
地

で

も
流
れ
植
物
も

き
正
に
戦
乱
時
代
を
生
き
た

者
で
あ
る
な
ら
ば
平

に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
楽

で
あ
ろ
う

 
理
 

こ
こ
ま
来
れ
ば
こ
れ
も
必
要
は
な
い
か

 
地
面
に
立
つ
と

を
し
ま
い
乱
れ
た
服
を
整
え
る

 
理
 

さ
て
と
ま
ず
は
そ
の
愚
者
を
探
す
か

 
そ
う
し
て
災

を
も
た
ら
し
た
犯
人
を
探
す
た
め
天
界
を
歩
き
出
し
た

そ
う
し
て

く
歩
い

て
い
て
思

た
こ
と
は

 
理
 

水
は
分
か
る
ん
だ
が
何
で
か

し
か
な
い
な

 

は
あ
る
が

は
い
な
い

そ
し
て

に
何
が
あ
る
か
と

わ
れ
る
と
何

か

の

し
か

か
ば
な
い
と
い
う
ぐ
ら
い
大

に

の

が
自
生
し

が
実

て
い
る

こ
れ
だ
け

が
あ
る
と
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太

侍
も
食
い

き
る
レ

ル
だ
ろ
う
と
思

て
し
ま
う

 
理
 

だ
か
ら
ご

味
し
て
み
る
か
な

 

の

か
ら

を

つ

り
か
じ
り
つ
く

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

 
理
 

い
な
こ
れ
地
上
で
売
れ
ば
高
値
で
売
れ
て
も
可

 
し
く
は
な
い
レ

ル
だ
な

 

は
こ
れ
ま
で
何
回
も
食
べ
て
き
て
い
る
が
美
味
し
い

は
か
つ
て
の
古
代
都
市
の

が

番
だ

た
が
天
界
の

は
古
代
都
市
の

と
同
格
の
レ

ル
で
美
味
し
い
の
だ

し
か
も
そ
れ
だ

け
じ

な
い

 
理
 

ん

何
で
だ
ろ
う
な
自

に
あ
の
活
力
が
み
な
ぎ

 
て
来
る
な

 
若
い
頃
の
活
力
と
い
う
か

気
と
い
う
か
そ
ん
な
力
が
み
な
ぎ

て
く
る

と
て
も
心
地
が
良

い 
理
 

こ
れ
な
ら
後
で
土
産
で
持

て
く
か
な

 
そ
う

き
つ
つ

を
か
ぶ
り
つ
き
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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と

か
の

い

が
聞
こ
え
て
く
る

し
か
も
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

だ

 
理
 

無
闇
な

は

け
た
い
が
ま

な
ら
良

 
い
か

 
高

い
す
る
方
へ
と
進
み

む
ら
か
ら

を

か
せ
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は
意
外
な
奴
だ

た 
萃
香

ア
ハ
ハ
ハ

ゴ
ク
ゴ
ク

は

 
ま
さ
か
の
旧
知
の
仲
で
あ
る
萃
香
だ

て

き
り
天
人
が
酔

て
高

い
を
し
て
い
る
か

と
思

た
ら
予
想
を

め
に
通
り

し
た

 
理
 

あ
れ

可

し
い
な
こ
こ
は
幻
想
郷
じ

な
い
よ

 
な

 
こ
れ
に
は
流

に
目
を

て
目
を

て
も
う
一
度
見
る
と

 
萃
香

ん

 
理
 

ん

 
何
時
か
ら
目
の
前
に
い
た
の
か
萃
香
と
目
が
あ

た

そ
し
て

 
萃
香

お
前
は
あ
ん
時
の



 第十八章 緋想すら塗るうわ積乱雲

 
理
 

だ

お
前
は
何
時
か
ら
そ
こ
に
い
た
ん

 
だ
よ

 
び

く
り
し
て
し
ま
い
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
へ
と
下
が
る
と

 
萃
香

ど
う
し
て
お
前
が
こ
ん
な
場
所
に
い
る
ん
だ
い

 
と
萃
香
は
聞
い
て
き
た

し
か
も

し
て
い
る
の
か
何
時
で
も
殴
れ
る
よ
う
に
手
を

り

し
め

ま
で
作

て
い
た

そ
し
て
聞
か
れ
た
こ
と
に
し
対
し
て

え
た

 
理
 

俺
が
こ
こ
に
来
た
理
由
は
簡
単
だ
ち

と
し
た
依

 
頼
で
愚
者
に

制
裁
を
与
え
に
来
た
だ
け
さ
だ
か

 
ら
伊
吹
萃
香
キ
ミ
に
は

は
な
い
よ

 
萃
香

ふ

ん

ま

は

が
な
く
て
も
私
は

が

 
あ
る
ん
だ
よ

 

を

げ
そ
こ
い
ら
に

ち
て
い
る

を
萃
め
巨
大
な

の

を
作
る
と
自
分
に
向
か

て
不

意
打
ち
か
の
よ
う
に
投

し
て
き
た

 

キ
ン

 
萃
香
の
投
げ
飛
ば
し
た

を
す
ぐ
さ
ま
新
刀
の
龍
刀
を
出
し
真

二
つ
に

る
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理
 

龍
刀
一

て
な

 
萃
香

ず

と
思
う
ん
だ
ん
け
ど
お
前
は

つ
武

を
持

 
て
い
る
ん
だ
い

 
理
 

さ

な

え
た
こ
と
も

や

 
な
お
持

て
い
る
武

は
黒

天

龍
刀

断
罪
神
書
と
合
計
的
に
は
主
に

つ
だ

武

と

う

ン
ル
に
囚
わ
れ
な
け
れ
ば

々
と
ア
イ
テ
ム
は

て
は
い
る

 
理
 

ま

仕
掛
け
て
き
た
の
は
お
前
だ
と
先
に

て
お

 
く
後

す
る
な
よ

 
龍
刀
影

の
切

先
を
萃
香
へ
と
向
け
る
て
そ
う

い

つ
と
萃
香
は
ニ

リ
と

み
を

か
べ

 
萃
香

い
い

あ
の
時
の
分
の

り
を
全
部
返
し
て
あ

 
げ
る
よ

 
理
 

こ
い
萃
香

様
の
挑
戦
を
受
け
て
や
る

 
そ
う
し
て
何
も

激
の
な
い
天
界
で
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
る
の
だ

た
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第
２
７
５
話
 
天
界
で
の
対
決
 

萃
香

 
平

で
あ
る
が
空
は
積
乱
雲
が
鳴
り

く

更
に

激
の
な
い
こ
の
地
の
天
界
で
は
今
現

理
久
兎
と
萃
香
と
の
弾
幕
ご

こ
が

り

げ
ら
れ
て
い
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
の
程
度
か
萃
香

 
萃
香

う
る
さ
い

 
萃
香
の
弾
幕
を

け
つ
つ
そ
う

う
と
更
に
弾
幕
を
投

し
て
く
る

そ
の
弾
幕
が
弾
け
飛
び

更
に
弾
幕
が
増
え
る
が

 
理
 

無

だ

 

キ
ン

 
龍
刀

影

に
妖
力
を
込
め
て

る
い
萃
香
の
弾
幕
を
全
て
切
り

と
す

 
萃
香

せ
い
や

 

に
つ
い
て
い
る

を
使
い

ぎ

い

撃
を
し
て
く
る
が

 
理
 

い

 
高
く

ン
プ
し
て

け
な
が
ら
弾
幕
を
ば
ら

く
が
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萃
香

ふ
ふ

 
萃
香
は
気
体
と
な

て
消
え
弾
幕
を

け
る

そ
れ
を
見
る
と
す
ぐ
さ
ま
刀
の
峰
を

中
に
つ

け
る

す
る
と

 

キ
ン

 
案
の
定

後
か
ら
萃
香
が
殴
り
か
か

て
き
た

も
う
こ
れ
は
萃
香
の
十
八
番
の

撃
方
法

の
た
め
簡
単
に
想
定
で
き
る

 
萃
香

や
る

 
理
 

萃
香
お
前
の
そ
ん
な

撃
は
俺
か
ら
し
て
み
れ
ば
十

 
八
番
な
ん
だ
よ
少
し
は
レ

ト
リ

を
増
や
せ
よ

 
な

 
萃
香

何
を

 
も
う

方
の

手
で

を
作
る
と
殴
り
掛
か

て
く
る
が
や
ら
れ
る
前
に
霊
力
を

に
込
め

て
後
ろ

り
で
萃
香
の

を

う

そ
れ
に
感
づ
い
た
萃
香
は
殴
る
の
を

め
て
自
身
の

を

に
防
ぐ
が

 

ン
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萃
香

ぐ

 
だ
が
あ
ま
り
の

撃
波
を
予
想
し
て
い
な
か

た
の
か
数
メ

ト
ル
先
ま
で
吹

飛
ん
で
い

た 
理
 

あ
ち

や
り
過
ぎ
た
か
な

 
流

に
や
り
過
ぎ
た
か
と
思

て
し
ま

た

 
理
 

ま

 
何
て
思

た
の
は

ん
の

か
な
数

だ

た

 
萃
香

萃

 

山
投
げ

 
理
 

 

リ

リ
だ

た

大

が
物

い
ス
ピ

ド
で
飛
ん
で
き
た

何
と
か
反

神

を
使
い
イ

ナ
バ
ウ
ア

を
し
て

け
た
が

リ

リ
ス
レ
ス
レ
の
状
態
だ

た

体
制
を
立
て
直
し
大

が

飛
ん
で
き
た
方
を
見
る
と

 
萃
香

く

け
た
か

 
理
 

う
成
る
程

を
萃
め
た
の
か

 
ど
う
や
ら
昔
よ
り
は
能
力
を
使

た
戦
闘
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
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理
 

萃
香
こ
れ
は
お
返
し
だ

 
龍
刀

影

を

え
そ
し
て

り
上
げ
る
と
同
時
に

 
理
 

影

 
黒
龍
斬

 
真

黒
な
斬
撃
波
が
地
面
か
ら
現
れ
天
界
の
大
地
に
立
つ
萃
香
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
萃
香

そ
ん
な
程
度

 
す
ぐ
に
萃
香
は
気
体
と
な

て

撃
を

け
た
が
黒
い
斬
撃
波
は
遥
か
彼
方
へ
と
行
き
通

た

後
の
天
界
の
大
地
は
結

れ
て
い
た

 
理
 

あ
り

後
で
力
を

ブ
し
な
い
と

メ
だ
な

 
流

に

た
刀
だ
け
に
ま
だ

い
き
れ
な
い
の
か
手
加
減
が
出
来
な
い

も
し
萃
香
じ

な

か

た
か
ら
死
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い

何
よ
り
も
こ
の
惨
状
を
見
て
い
る
と
黒
の
暴
虐
性
が

良
く
分
か
る

 
萃
香

危
な
い
な

当
た

た
ら
死
ん
で
た
か
も
し
れ
な
い

 
じ

な
い
か

 
萃
香
も
こ
れ
に
は
文
句
を

て
き
た

美
し
く
見
せ
合
う
弾
幕
ご

こ
で
は
こ
れ
は
や
り
過

ぎ
な
た
め
無
理
は
な
い
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理
 

悪
い
な
ま
だ
こ
の
刀
手
に
入
れ
た
ば

か
り
で
力
を

 
し

か
り
制
御
で
き
て
な
く
て
な

 
萃
香

そ
れ
を
使
う

て
ど
う
な
の

 
理
 

ま
さ
か
怖
じ
け
つ
い
て
は
な
い
よ
な

 
萃
香

か
怖
じ
け
つ
く
だ

て

 
ど
う
や
ら
今
の
挑
発
で

く
プ

ツ
ン
し
た
よ
う
だ

変
わ
ら
ず
こ
の

動
的
な
性
格
は

直

て
い
な
い
よ
う
だ

だ
が
そ
こ
が
良
い
所
で
も
あ
る
の
だ
が

 
萃
香

⻤
神
 
ミ

シ
ン
グ

プ
ル

 
萃
香
は

々
に
と
大
き
く
な

て
い
く

や
が
て
そ
の
大
き
さ
は

メ

ト
ル
程
に
ま

で
達
し
た

 
理
 

変
わ
ら
ず
そ
れ
に
は
び

く
り
す
る
な

 
萃
香

ふ
ん

 
巨
大
化
し
た
萃
香
の

が
理
久
兎
へ
と
襲
い
か
か
る

も
し
こ
れ
が
一

の
奴
だ

た
な
ら

逃
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
が

 

シ
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萃
香

な

 
理
 

萃
香

お
前
じ

俺
に
は
勝
て

よ

 
萃
香
の

を
物
と
も
せ
ず
薄
く
霊
力
で

を
コ

テ

ン
グ
さ
せ

弾
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
萃
香
の

を

さ
え
た

す
る
と

 
萃
香

 
萃
香
の
体
か
ら

が
出
て
く
る

ど
う
や
ら
気
体
に
な

て
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ

が 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
現

の
戦
い
の
間
で
俺
が

手

 
に

れ
る
者
す
べ
て
の
者
の
能
力
の
使

を
禁
ず
る

 
を

る

 
バ
キ
ン

 
と

た
と
同
時
に
ポ

ト
に
入

て
い
る

代
人

が

れ
た

が

く

ど
う
や
ら

の

で

ん
だ
よ
う
だ

 
萃
香

あ
れ

何
で

わ
な
い
の

 
ど
う
や
ら
気
体
に
な
れ
な
い
こ
と
に

り
を
覚
え
た
よ
う
だ
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理
 

つ
い
で
に

て
お
く
で
か
い
だ
け
が
全
て
だ
と
思

 
う
な

 

だ
け
で
巨
体
と
な

た
萃
香
を
持
ち
上
げ
た

 
萃
香

え

ち

と

 
理
 

お
ら

 
ド
ゴ
ン

ド
ゴ
ン

ド
ゴ
ン

ド
ゴ
ン

ド
ゴ
ン

 
何
度
も
何
度
も
萃
香
を
地
面
に

き
つ
け

に
上
げ
て
ま
た

き
つ
け
る
を

り
返
し
た

そ

う
し
て
何
度
か

き
つ
け
る
と

 
理
 

ラ
ス
ト
ス

ト
だ

 
萃
香

目
が
回
る

 

め
の
前
に

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
で
グ
ル
ン
グ
ル
ン
と
回
し
そ
し
て

 
理
 

吹

飛
べ

 
萃
香

う
わ

 
思
い

き
り
萃
香
を
積
乱
雲
が
鳴
る
空
ま
で
遠
心
力
を
つ
け
て
投
げ
飛
ば
す

そ
し
て
最
後
の

め
と
な
る
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理
 

じ

あ
な
災

 
天
地
雷
鳴

 
と

た
時
だ

た

突
然
積
乱
雲
か
ら

光
が

る

そ
し
て
雷
鳴
が

い
た
か
と
思
う

と
次
の

間

 
ビ

カ

 
と

積
乱
雲
か
ら

雷
が

ち
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
萃
香
へ
と
直
撃
し
た

 
萃
香

 
断
末
魔
の

鳴
が
聞
こ
え
る

と
な
ろ
う
と
も

け
き
れ
な
い
こ
の
自
然
の
一
撃
に
萃
香
は

負
け

 
ピ
チ

ン

 
と

弾
す
る

が
雷
鳴
の
後
に
鳴
り

い
た

結
果
こ
の
勝
負
は

 
理
 

萃
香

次
会
う
時
ま
で
に
は
修
行
し
て
き
な

 
理
久
兎
が
勝

を

め
た
の
だ

た

 
理
 

し
か
し
こ
の
刀
は
も
う
少
し

い
に

れ
な
き

 
メ
だ
な
こ
り

 
龍
刀

影

を
見
な
が
ら
そ
う

く
と
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
て
中
へ
と
収

す
る
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理
 

さ

て
思
わ
ぬ
邪
魔
は
入

た
が
目
的
を
果
た
す

 
と

し
ま
す
か

 
そ
う

き
犯
人
の
天
人
を
ま
た
探
し
回
る
の
だ

た
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第
２
７
６
話
 
比
那
名
居
邸
潜
入

 
萃
香
を
弾
幕
ご

こ
で
負
か
し
た
理
久
兎
は
い
ま
だ
犯
人
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に

て
い
た

 
理
 

お

い
天
人
は
お
ら
ん
か

 
何
て

て

か
い
れ
ば

な
の
だ
が

も
い
な
い

そ
ん
な
感
じ
で
歩
い
て
い
る
と

 
理
 

お

あ
れ
は

 

を

け
る
と
そ
こ
に
は
何
人
も
の
天
人
が
酒
を
飲
み

を
食
べ
な
が
ら

を
作

て
い
る
光

が

る

 
理
 

ラ

キ

 
と
り
あ
え
ず
は
情
報
が

し
い
た
め
ま
ず
は
怪
し
ま
れ
な
い
た
め
に
フ

ド
を
取

て
そ
の
者

達
の
会
に

れ
る

 
理
 

い
や

良
い

は
で
き
ま
し
た
か

 
天

あ

も
う
最
高
な
の
が
で
き
た
よ

ん

お
前
さ

 
ん
あ
ん
ま
り
見
な
い

だ
な

 
理
 

あ

つ
い
最
近
に
天
人
に
な

た
も
の
で
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天

お

そ
う
か
そ
う
か

 
と
り
あ
え
ず
は
徳

を
持
つ
と
話
し
て
い
る
天
人
の
お

口
に
酒
を
注
ぐ

 
天

す
ま
ん
な

 
理
 

い
え
い
え

所
で
お
話
は
変
わ
る
の
で
す
が

 
天

ん

ど
う
か
し
た
か

 
理
 

緋
想
の

て
ご
存
じ
で
す
か

 
問

の
緋
想
の

に
つ
い
て
聞
く
と
天
人
の
男
は
陽
気
に
話
し
て
く
れ
た

 
天
人

あ

知

て
る
と
も

天
界
の
秘

と

わ
れ
る

 
ぐ
ら
い
だ
か
ら
な

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
か

 
理
 

あ

あ

 
と

て
い
る
と
こ
の
話
を
聞
い
て
い
た
の
か

の
天
人
の
男
が
近

て
き
た

 
天

あ
ん
た
緋
想
の

を
探
し
て
ん
の
か
い

 
理
 

え

ま

 
天

緋
想
の

て

え
ば
比
那
名
居
の
小
娘
が
持

て

 
い
た
気
が
す
る
な
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天

ま

た
比
那
名
居
の
不
良
天
人
か

 
話
が
正
し
け
れ
ば
比
那
名
居
と

わ
れ
る
小
娘
が
今
回
の
異
変
の
元
凶
の
よ
う
だ

し
か
も
話

し
方
か
ら
し
て
少
々
だ
が
邪
険
に

わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

え

と
そ
の
比
那
名
居
さ
ん

て
何
処
に
住
ん
で
い

 
ら

し

る
の
で
し

う
か

 
天

あ

そ
れ
な
ら

 
天
人
の
男
性
は

点
の
場
所
を
指

し
て

 
天

指

す
方
を
真

直
ぐ
行
け
ば
良
い

だ

 
天

あ
ん
た
ま
さ
か
行
く

て
の
か
い

 
理
 

え

興
味
が
あ
る
な
ら
追

し
な
い
と
い
け
ま
せ

 
ん
か
ら

教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
立
ち
上
が

て
礼
を

べ
て
理
久
兎
は
先
へ
と
進
ん
で
い
く

そ
う
し
て
指

す
方
向
へ
と
歩

い
て
い
く
と

 
理
 

ど
う
や
ら

当
な
名
家
と
き
た
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の
大
き
さ
が
結

あ
り
当
時
の
拠
点
と
し
て
き
た
平
安
の
都
の

を
思
い
出
す

 
理
 

さ
て
こ
こ
か
ら
は
ス
ニ

ク
ミ

シ

ン
と
行
き
ま

 
す
か

 
フ

ド
を

り
こ

そ
り
と

を
登

て

へ
と
侵
入
し
た

を

え
る
と
そ
こ
に
写

た
光

は
中

だ

た

 
理
 

良
い
御
身
分
だ
こ

た

 
そ
ん
な
愚

を

ら
し
な
が
ら

影
や

影
は
た
ま
た
物
陰
に

れ
な
が
ら
先
へ
と
進
む

ま

ず
進
む
べ
き
は
比
那
名
居
の
小
娘
も
と
い
今
回
の
異
変
の
元
凶
の
部

を
探
す

そ
う
し
て

々

な
部

を

密
に
動
き
な
が
ら
見
て
い
く
と

 
理
 

ち

衛
が
い
や
が
る

 

下
の

に

れ
て
様
子
を

う
と
部

の
前
に
は

衛
が

人
い
た

見
る
か
ら
に

強

そ
う
な
男
性
達
だ

 
理
 

近
く
に
使
え
そ
う
な
物
は
人
が

人
程
入
り
そ

 
う
な
箱
か

 
自
分
の
今
い
る
後
ろ
は
行
き

ま
り
だ
が
人
が

人
程
入
り
そ
う
な
箱
が
あ
る
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理
 

そ
れ
か
ら
ポ

ト
に
は
五

玉
が

か
も
う
こ

 
れ
は
や
る
し
か
な
い
よ
な

 
そ
う

う
と
五

玉
を
遠
く
の
方
に
サ

と
投
げ
た

す
る
と
静
か
な
空
間
に
チ

リ
ン
と

が

く

 

衛

何
だ

 

衛

様
子
を
見
て
く
る

 

衛

分
か

た

 
そ
う

う
と

衛
の

人
は
五

玉
の
方
へ
と
歩
い
て
い
き
も
う

人
は
部

の
前
で
ス

ン
バ
る

 
理
 

チ

ン
ス

 
と

き
静
か
に
な
お
か
つ
一

で
部

を

衛
す
る
男
性
へ
と
近
づ
き

 

衛
な

ん
ぐ

 
理
 

静
か
に

て
ろ

 

で

を
き
つ
く

め
上
げ
る

そ
し
て
数

も
し
な
い
内
に
だ
ら
り
と

衛
は

を

ら
し

て
気
絶
し
た
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理
 

そ
う
し
た
ら

 
も
う

人
の

衛
が
来
る
前
に
気
絶
さ
せ
た

衛
を
箱
の
前
へ
と
引
き
ず
る
と

 
理
 

バ
イ
バ
イ

 
箱
の
中
に
気
絶
さ
せ
た

衛
を

め
て
蓋
を
し
め
る

 
理
 

さ

て
と
後
は

 
も
う
一
度

下
の

の
方
で
様
子
を

う
と
も
う

人
の

衛
が
帰

て
き
て
い
た

し

か
も

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
捜
し
て
い
た

 

衛

あ
れ

彼
奴
は
何
処
に
い

た

 
何
て

う
と

中
を
向
い
た

つ
ま
り
そ
う
な

て
し
ま
え
ば

 

衛

ん
ぐ

 
理
 

メ
だ
よ
し

か
り
索

を
し
な
い
と

 
と

メ
出
し
を

う
と

衛
は
気
絶
し
た

そ
し
て
さ

き
と
同
じ
よ
う
に
箱
ま
で
引
き

ず

て
い
き
箱
に

め
た

 
理
 

こ
れ
で
良
し

の
た
め
に
服
を

着
だ
け
頂
戴

 
し
て
お
こ
う
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も
し
の
た
め
の
変
装

の
た
め

着
だ
け
服
を

ぎ
取
り
箱
の

の
部
分
に
は

金
で
し

か
り
と
固
定
さ
せ
て
閉
じ
込
め
る

 
理
 

か
中
に
い
る
か
な

 

の
前
で
聞
き
耳
を
た
て
る
と
何
に
も

が
し
な
い

ど
う
や
ら

も
い
な
い
よ
う
だ

 
理
 

お
邪
魔
し
ま

す

 

を
開
け
て
中
へ
と
入
る
と
そ
こ
に

が
る
光

は

の
部

に
布
団
と
ポ
ツ
ン
と

が
置
い

て
あ
り
そ
れ
で
い
て

し
入
れ
が
あ
る
ぐ
ら
い
の
部

だ

 
理
 

サ
入
れ
は

 
と
り
あ
え
ず

を
見
て
み
る
と
定
番
の
よ
う
に
引
き
出
し
に
は
日

が
入

て
い
た

し
か
も

ご

に
後
ろ
に
は
比
那
名
居
天
子
と
名
前
が
書
い
て
あ

た

 
理
 

小
学
生
か
よ

 
何
て

い
つ
つ
も
日

を
見
る
と

 

月

日

 
今
日
父
か
ら
日

を

た

だ
け
ど
私
に
は
あ
ん
ま
り
必
要
の
無
い
物

何
か

要
な

事
や
大
切
な
思
い
出
に

す
時
に
だ
け
日

を
書
く
こ
と
に
す
る
わ



 第十八章 緋想すら塗るうわ積乱雲

 
と

そ
ん
な
事
が
書
か
れ
て
い
た

 
理
 

い
や
書
け
よ
お
父
さ
ん

目
だ

 
ツ

コ
ミ
を
入
れ
て
ま
た
次
の

を
読
む

 

月

日

 
今
日

の

い
主
で
あ
る
龍
神
様
と
外
の
世
界
の
遊

地
と
や
ら
に
向
か

た
わ

見
た

感
じ
龍
神
様
に
は
何

か

が
感
じ
ら
れ
な
か

た

の
人
や
ら
と
は
し

い
で
い
て
ま
る

で
子

の
よ
う
だ

た
わ

だ
け
ど
現
代
に
は
こ
ん
な

楽
が
あ
る
な
ん
て
何
て

ま
し
い
ん
だ

ろ
う

何
て

激
に
満
ち

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た

天
界
も
こ
ん
な
ん
な
ら
良
い
の

に  
ま
さ
か
の
自
分
の
⺟
親
に
つ
い
て
出
て
き
た

頭
を

さ
え
て

 
理
 

う
ん

々
と
ア
ウ
ト
だ
け
ど
と
り
あ
え
ず

 
が
お
世
話
に
な

て
ま
す
そ
し
て
こ
ん
な
⺟
親
で
本

 
当
に
す
み
ま
せ
ん

 
こ
れ

上
見
る
と
こ
の
作
品
が
危
な
い
と
思

た
の
と
自
分
の
⺟
の
情
け
な
い
姿
を
見
る
こ
と
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に
な
り
そ
う
だ

た
た
め

を
最
後
の
方
ま
で
め
く
り
最
後
の
方
の
文
章
を
見
る

 

月

日

 
緋
想
の

も
手
に
入
れ
て
数
日

つ
い
に
私
は
計
画
を
実
行
に

す
こ
と
に
し
た

私
の
能
力

と
緋
想
の

の
能
力
さ
え
あ
れ
ば

無
し
よ

ま

地
上
か
ら
来
た
⻤
に
は
ボ
コ
ボ
コ
に
負
け
た

け
ど
酒
を
飲
め
る
会
場
さ
え
あ
れ
ば
協
力
し
て
く
れ
る
と
も

て
く
れ
た

彼
女
の
能
力
を
使

い
緋
想
の

の
力
を

大
さ
せ
よ
う

そ
し
て
幻
想
郷
に
あ
る

神
社
を

し
て
つ
い
で
に

少
し
改
造
し
て
私
達
の

下
に
加
え
て
し
ま
お
う

そ
う
す
れ
ば

激
も

れ
る
し
な
お
か
つ
天

界
に
と

て
も
良
い
こ
と

く
し
で
良
い
と
こ
取
り
が
出
来
る

ど
の
み
ち

の

女
が
来
て

決
闘
で
負
け
よ
う
と
も
こ
の
勝
負
の
勝
者
は
所
詮
は
私
な
の
よ

楽
し
く
て

み
が

れ
ち

う

わ 
そ
ん
な
事
が
書
か
れ
て
い
た

に
手
を
当
て
て

 
理
 

気
に
入
ら
ん
な

自
身
の

激
の
た
め
に
神
社
を

 
し
な
お
か
つ
幻
想
郷
を
危
険
に
さ
ら
す
と

し
ま

 
い
に
は
萃
香
は

く
協
力
し
た
と

 
先
程
ま
で
は
萃
香
に
は
悪
い
事
を
し
た
と
思

た
が
前

撤
回

く
ボ
コ
し
て
良
か

た
と
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思

た

 
理
 

ま

そ
ん
な
に
世
の
中
は
上
手
く
行
く
と
は

ら
な

 
い
と
い
う
事
を
教
え
て
や
る
の
も
年

者
の

め
と

 
も

う
か
ら
な

 
も
う
仕
返
し
す
る
内
容
が
思
い

い
た

と
り
あ
え
ず
は
こ
の
日
記
の
持
ち
主
の
天
子
を

フ
ン
と

わ
せ
る
た
め
に
も
時
間
が
ま
だ
先
に
な
る
た
め
地
霊
殿
へ
と
帰
ろ
う
と

え
た

 
理
 

日
記
は

ま

置
い
て
い
く
か

 
元
の

置
に
日
記
を

し
て
部

か
ら
出
よ
う
と
し
た
時
だ

た

 

衛

何
で

衛
が
い
な
い
ん
だ

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

ど
う
や
ら

回
し
て
い
る

衛
が
運
悪
く
来
た
よ
う
だ

 
理
 

や
べ

と

と
り
あ
え
ず
は
へ

変
装

 
急
い
で

ぎ
取

た

衛
の
服
を
着
込
み
コ

ト
を
断
罪
神
書
に
入
れ
る

そ
し
て
前
を
向
く

と
同
時
に

チ

リ
と

が
聞
こ
え

衛
が
入

て
く
る

 

衛

て
お
前
は
何
し
て
ん
だ

こ
こ
が
天
子
様
の
部

 

台
と
知

て
入

た
の
か
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と

い
た
か
の
よ
う
に

て
る

ど
う
や
ら
上
手
く
変
装
で
き
た
よ
う
だ

 
理
 

す
み
ま
せ
ん
先
程
に
部

で
物

が
聞
こ
え
た
気
が

 
し
た
の
で
様
子
を
見
て
い
ま
し
た

 

衛

そ
う
か
そ
れ
で
何
か
あ

た
か

 
理
 

い
え
ど
う
や
ら
聞
き
間
違
い
だ

た
よ
う
で
す

 
バ
レ
な
い
た
め
に
も
嘘
を

つ
か

べ
る

す
る
と

衛
の
男
は
不
自
然
に
思

て
い
る
の
か

自
分
を

ト
目
で
見
る
と

 

衛

そ
う
か

そ
れ
と

方
は
ど
う
し
た

天
子
様
の
部

 

の

衛
は

人
い
る

だ
が

 
理
 

す
い
ま
せ
ん
彼
な
ら
お

の
調
子
が
悪
い
と

の
方

 
へ
と
向
か

て
い
き
ま
し
た

 

衛

ま

た
く
そ
い
つ
に
酒
ば
か
り
飲
む
な
よ
と
伝
え
て

 
く
れ

そ
れ
と

く
出
て
仕
事
に

れ

 
そ
う

わ
れ
部

か
ら
出
る

最
後
ま
で
変
装
に
は
気
づ
か
な
か

た
よ
う
だ

 

衛

そ
れ
じ

任
せ
た
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そ
う

い

衛
は
ま
た

回
に

た

 
理
 

よ
し
行

た
な

さ

て
と
こ
ん
な
所
と
は
お
さ
ら

 
ば
す
る
と
し
ま
す
か

 

き
な
が
ら
中

へ
と
行
き
着
て
い
る
服
を
脱
い
で

に

め
て

 
理
 

そ
ん
じ

バ
イ
ニ

ラ

 
と

て

を

え
て

地
か
ら
出
る

地
か
ら
出
る
と

 
理
 

さ

て
と
天
子
と
や
ら
を

底
的
に
仕
返
し
す
る
な

 
ら
ば
後
数
日
は
待
つ
と
し
ま
す
か

 
天
子
と
い
う
少
女
を

底
的
に
仕
返
し
す
る
た
め
に
今
は
待
つ
こ
と
に
し
た

そ
の
た
め
一
度

地
底
へ
と
帰
ろ
う
と
す
る
の
だ
が

 
理
 

あ

そ
う
だ

た

を

別
に
持

て
い
く
か

 
つ
い
で
に

に

な

て
実

て
い
る

を

つ
か
頂
戴
し
て
天
界
か
ら
出
て
地
底
へ
と
帰
る

の
だ

た
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第
２
７
７
話
 
制
裁

 
天
界
へ
と
向
か

て
か
ら
約

間
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

そ
の
ぐ
ら
い
の
日
数
が

て
い

た

そ
ん
な
中

理
久
兎
は
持

て
い
る
武

黒

龍
刀

影

天

の

を

い
て

決
戦
の
準
備
を
し
て
い
た

 
理
 

準
備
よ
し

の
た
め
の
変
わ
り
身
人

も
よ
し
さ
て

 

い
比
那
名
居

キ
に
こ
の
世
の
不

理
と
現
実

 
を
教
え
て
や
ら
な
い
と
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
部

か
ら
出
て

本
亜
狛
が
い
る
で
あ
ろ
う

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
へ
と

向
か

た

 
理
 

お

い
亜
狛

 
亜
狛

あ

マ
ス

お
出
掛
け
で
す
か

 
耶
狛

何
処
い
く
の

 
亜
狛
は
耶
狛
と
共
に
神

弱
を
し
て
い
た

ど
う
や
ら
密
か
な
マ
イ
ブ

ム
に
な

て
い
る

よ
う
だ
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理
 

ち

と
天
人
を

ら
し
め
に
な

 
耶
狛

ふ

ん
私
も
行

て
い
い

 
理
 

あ

今
回
は
俺
一
人
で
頼
む
よ

 
耶
狛

分
か

た
よ

 
亜
狛

そ
れ
で
は

神
社
の
近
く
に

け
目
を
作
り
ま
す

  
理
 

あ

神
社
近
く
に

け
目
を
作

て
く
れ

 
そ
う
し
て
亜
狛
の
能
力
で

け
目
が
作
ら
れ
紫
達
が
建
て
た

が
見
え
る

ど
う
や
ら

神

社
の
裏
山
の
よ
う
だ

 
理
 

そ
ん
じ

行

て
く
る
な

 
亜
狛

お
気
を

け
て

 
耶
狛

行

て
ら

し

い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は

け
目
へ
と
飛
び
込
ん
だ
の
だ

た

そ
う
し
て
自
身
の

の
前
へ
と
出

る
と

け
目
は
閉
じ
ら
れ
た

空
を
見
上
げ
る
と

 
理
 

や

り
空
は
積
乱
雲



 第２７７話 制裁

 

間
ぐ
ら
い
前
も
そ
う
だ
が
積
乱
雲
が

を
鳴
ら
し
て
い
た

久
々
に
晴
れ
た
天
気
を
見

た
い
な
と
も
思
え
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
は

神
社
に
レ

ツ
ゴ

 
気
分
を
変
え
よ
う
と
明
る
く

る
舞
い
な
が
ら
空
を
飛
ん
で
犯
人
の
天
子
が
い
る
で
あ
ろ
う
神

社
へ
と
向
か

た

空
を
飛
ん
で
い
き

神
社
が
見
え
る

見
た
感
じ
新
し
く
な

て
い
る
た

め
ど
う
や
ら
建
て
直
し
は
終
わ

た
よ
う
だ

 
理
 

さ
て
さ
て
ど
ん
な
状

か
な

 

居
の
天

に
立

て
下
の
方
向
を

め
る
と
紫
と

の

た

子
を

て
い
る
少
女

い
や
あ
れ
が
現

の
比
那
名
居
天
子
で
あ
ろ
う
そ
の

人
が
何
が
話
し
て
い
て
い
て

の
メ
ン

バ

が
あ
た
ふ
た
し
て
い
た

 
理
 

お
や
珍
し
い
紫
が
キ
レ
て
や
が
る

 
少
し
遠
く
か
ら
で
も
分
か
る

紫
が
マ

レ
し
て
い
る

す
る
と
こ
ん
な

が
聞
こ
え
て
き

た 
紫
 

こ
ん
な
神
社
さ

さ
と

し
ち

い
な
よ

 
天
子

て
く
れ
る
わ

地
面
を

い
つ
く
ば

て
い
る
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土

い
妖
怪
が
面
白
い
事
を

う
わ

 
紫
 

つ
い
こ
の
間
天
界
を
見
て
き
た
け
ど

分
と
土
地
は

 
余

て
た
わ

そ
れ

に
地
上
に
住
も
う
な
ん
て

 
々
し
い
の
に
も
程
が
あ
る
わ

 
天
子

ふ
ん

し
く
て
も

む
無
き

し
地
上
に
い
る
か

 
 
ら

て

ま
な
い
事

  
紫
 

本
当
に

に
つ
く
わ

そ
の
天
人
特

の
上
か
ら
目

 

美
し
く

に
こ
の
地
か
ら
住

 
こ
の
光

を
間
近
で
見
て
い
た
流

に
危
険
と
思
え
た

恐
ら
く

チ
キ
レ
し
た
紫
は
下
手
を

す
れ
ば
天
子
を
亡
き
者
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
そ
ん
な
状

だ

た
か
ら
だ

 
理
 

し

う
が

な

 

を
天
に

げ
そ
し
て
一
気
に
地
面
へ
と

り
下
ろ
し
た

 
理
 

災

 
天
地
雷
鳴

 
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
積
乱
雲
が

を
鳴
ら
し
そ
し
て

つ
の

雷
が

ち
る

つ
は
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神
社
へ
と

ち

神
社
が
真

に

え
出
し
た

そ
し
て
も
う

つ
は
紫
と
天
子
が
ぶ

つ
か
り
合
う
直
前
に

ち
て

人
の

突
を

め
さ
せ
た

 
天
子

く

あ

私
の
神
社
が

 
紫
 

今
の
は
明
ら
か
に
自
然
の

雷
じ

な
い

 
何
て

が
聞
こ
え
る
と
ニ

リ
と

う

そ
し
て
こ
の
場
に
い
る
全
員
に
聞
こ
え
る
よ
う
の
高

い
を
し
た

 
理
 

く
く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
の
高

い
に
気
づ
い
た
の
か
こ
の

成
式
に

加
し
て
い
た
メ
ン
バ

と

て
も
こ
の
神

社
の

女
の

霊
夢

そ
し
て
葛
ノ
葉
蓮
に
黒
の
お
気
に
入
り
の

魔
理

そ
し
て
妖
忌

の
孫
の
妖
夢
に
紅
魔

の
メ
イ
ド
そ
し
て
紫
と
天
子
し
か
い
な
い
が
そ
れ
ら
の
視
点
は
自
分
に
向

け
ら
れ
た

す
る
と
そ
れ
を
見
て
い
た
蓮
は

ん
で
き
た

 
蓮
 

何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る

者

 
と

て
く
る
が
天
子
が
不
機
嫌
な
表
情
で

 
天
子

あ
ん
た
決
闘
の
邪
魔
し
た
の
分
か

て
る

 
理
 

決
闘

わ
せ
る
な
ま
だ
始
ま

て
も
な
い
だ
ろ
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居
か
ら
飛
び
降
り
て
ふ
ん
わ
り
と
着
地
し
て

手
の
方
へ
と
歩
き
な
が
ら

を

げ
て

を

な
ら
す

 
理
 

そ
れ
に
俺
は
今
回
て
め

に

が
あ

て
来
た
ん
だ

 
よ
比
那
名
居
の

キ

 
天
子

が

キ
で
す

て

私
か
ら
見
た
ら

方
は
そ
ん

 
な
フ

ド
で

を

し
て
変

者
に
し
か
見
え
な
い

 
わ
よ

 
何
と
も
面
白
い
事
を

て
く
れ
る

た
だ

定
は
出
来
な
い
が

 
理
 

感
性

て
の
は
様
々
だ
か
ら

お
前
ら
か
ら
見
れ
ば

 
変

者

俺
か
ら
見
れ
ば
ま
だ
ま
だ

い

キ

 
て
事
だ

 
天
子

て
く
れ
る
わ

方

 

定
で
き
な
け
れ
ば

定
す
れ
ば
い
い

つ
い
で
に
バ
カ
に
す
れ
ば
挑
発
に
も
な
る

 
紫
 

ど
い
て
も
ら
え
る

く
そ
い
つ
を

し
た
い

 
ん
だ
け
ど
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理
 

お

と
そ
れ
は
出
来
な
い
な
今
か
ら
そ
い
つ
に
は
制

 
裁
を
加
え
な
い
と
い
け
な
く
て
な

 
と

う
と
こ
の
場
の
全
員
は
何

か
自
分
に

対
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
臨
戦
体
制
を
取

て
く
る

 
理
 

は

お
れ
も
嫌
わ
れ
た
も
の
だ
な

 
地
面
に

を

き
つ
け
そ
し
て

 
理
 

仙
術
 
九
式
 

の

い

 
無
数
の

が
地
面
か
ら
現
れ
天
子

外
の
者
の
手

を

束
す
る

 
蓮
 

ま
た
こ
れ
か

 
霊
夢

は

は
が
れ
な
い

 

夜

流

に
こ
れ
は
時
を

め
て
も

 
妖
夢

切
れ
な
い

 
紫
 

 
外

に
邪
魔
さ
れ
る
の
も
あ
れ
な
の
で

く
見
て
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た

だ
が

 
天
子

ス
キ
あ
り
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い
き
な
り
天
子
は
先
が

た

を

方
へ
と
ぶ
つ
け
て
き
た

だ
が
当
た
る

前
で

 

キ
ン

 

は
真

二
つ
に
変
わ
る

一

で
胸
ポ

ト
に

し
て
い
る
断
罪
神
書
か
ら
黒

を
取
り

出
し
て
切
断
し
た
の
だ

し
か
も
黒

は

こ
ぼ
れ

つ
も
無
し
ま
さ
し
く
一
斬
必
殺
の
刀
だ

 
天
子

私
の

要

を
斬

た

 
理
 

こ
い
て
め

に
世
の
中
の
不

理
を
教
え
て
や
る

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
天
子
と
で
戦
い
が
始
ま
る
が

 
紫
 

ど
う
し
て
御
師
匠
様
の
刀
を

 
と

紫
が

く
が
理
久
兎
に
は
聞
こ
え
て
は
い
な
か

た
の
だ

た



 第２７８話 決戦  比那名居天子

 
第
２
７
８
話
 
決
戦
 

比
那
名
居
天
子

 
現

積
乱
雲
か
ら
雷
鳴
が

る

神
社
で
は
こ
の
異
変
を
引
き
起
こ
し
た
天
人
こ
と
比

那
名
居
天
子
と
対

し
て
い
た

 
天
子

こ
れ
で
も

ら
い
な
さ
い

 

つ
も
の
要

を
自
分
へ
と
投
げ
飛
ば
し
て
く
る

だ
が
そ
れ
は
無
意
味
だ

 

キ
ン

 
理
 

ど
う
し
た
そ
の
程
度
か

 
要

と
や
ら
が

ら
か
過
ぎ
る
の
か
そ
れ
と
も
黒

の
切
れ
味
が

す
ぎ
る
の
か
ど
う
な
の
か

は
分
か
ら
な
い
が
全
て
真

二
つ
に
切
断
し
て
い
た

 
天
子

さ

き
か
ら
要

を
切
断
す
る

て
ど
う
い
う
事
よ

  
理
 

し

う
が
な
い
斬
れ
る
ん
だ
か
ら

 
天
子

本
当
に

立
つ
わ

 

葉
通
り
に
斬
れ
て
し
ま
う
の
が
わ
る
い

だ
か
ら
自
分
は
悪
く
な
い
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天
子

こ
れ
な
ら
斬
れ
る
か
し
ら

 
手
に
持
つ
緋
想
の

を

え
斬
り
か
か

て
く
る
が

 
キ
ン

 

な
く
黒

で
受
け

め
た

 
天
子

そ
の
刀
は
何
よ

要

を
斬

た
り
緋
想
の

で
も

 
斬
れ
な
い
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
な
い
わ
よ

 
理
 

さ

た
だ

え
る
こ
と
は
よ

 

キ
ン

 
天
子

 
強
引
に
天
子
を
数
メ

ト
ル
程

弾
き
飛
ば
す
と
フ

ド
で
見
え
な
い
が

な

み
で

 
理
 

お
前
じ

俺
に
は
勝
て

よ
何

何
百
年
と

と

 
う
が
な

 
天
子

こ
の

 
緋
想
の

を
地
面
へ
と
突
き

し
た

 
天
子

地

 
不

土

の
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天
子
を
中
心
に
大
地
が

れ
ま
る
で
地
面
が
巨
大
な

に
で
も
な

た
か
の
よ
う
に
外

も
ろ

と
も
理
久
兎
に
襲
い
か
か
る

 

彼
奴

私
ら
も
ろ
と
も
や
る
気
だ

 
霊
夢

こ
の

が
邪
魔
で
動
け
な
い

 
ま
さ
か
の

だ

こ
れ
に
は

バ
イ
と
思
い

 
理
 

仙
術
解
除

て
め

ら
は
そ
こ
か
ら

れ
ろ

 

は
無
く
な
り

束
さ
れ
て
い
た
者
達
は
紫
の
作

た
ス
キ
マ
へ
と

ち
て
い

た

だ
が

問

な
の
は

 
理
 

ち

 
自
分
が
逃
げ

れ
た
こ
と
だ

こ
う
な
れ
ば
と
思
い
向
か

て
く
る

れ
た
大
地
の
一
撃
を

ン
プ
で

け

れ
て
の

の
よ
う
に
な

た

は
ま
る
で

に

ぶ

を
飛
び

え
か
の
よ

う
に
ス
テ

プ
で

け
て
い
く

 
理
 

て
め

は
そ
の
ス

ル
の
使
い
方
を

え
ろ

こ
の

 
脳
内

女

 
空
で
何
回
か
回
転
を
す
る
と

い
を

け
て
か
か
と

と
し
を
く
ら
わ
せ
よ
う
と
す
る
が
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天
子

が
脳
内

女
で
す

て

 
ご
ん

 

い

が

く

ど
う
や
ら
と

さ
に
要

で
防
御
を
し
た
よ
う
だ

だ
が
か
か
と

と
し
が

メ
な
ら
次
に

げ
る
だ
け
だ

か
か
と

と
し
の
体
制
か
ら

中
の
方
へ
と
海
老
反
り
に
な
り

す
ぐ
に
地
面
へ
と
着
地
す
る
と

く

を
与
え
な
い
よ
う
に
黒

で
突
く

 
天
子

く

 
だ
が
か
か
と

と
し
を
防
い
だ
要

で

へ
と
弾
き
飛
ば
す

そ
う
な
る
と
理
久
兎
の
真

正

面
が
が
ら
空
き
と
な
る

 
天
子

ふ
ん

口

ど
で
も
な
い
わ

 

に
緋
想
の

で
突
い
て
き
た
の
だ

だ
が

れ
て
は
な
ら
な
い

理
久
兎
の
持
つ
刀
は
黒

本
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を

 

キ
ン

 
天
子

嘘

 

胸
を
突
か
れ
る
直
前
で

胸
ポ

ト
か
ら
黒
か
ら

た
龍
刀
の
刀
身
を
少
し
だ
し
て
防

い
だ

し
か
し
胸
ポ

ト
か
ら
こ
ん
な
物
が
出
て
く
れ
ば
ド
ラ

ピ

も
ん
の
四
次
元
ポ

ト
の
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よ
う
だ

 
天
子

あ
ん
た
ド
ラ

ピ

も
ん

 
理
 

お
う
ご
ら

が

狸
だ
ゴ
ラ

 
キ
ン

 
ま
た
天
子
を
弾
き
飛
ば
す

そ
し
て

胸
か
ら
龍
刀
を
取
り
出
す
と
ま
る
で
大
道

の
よ
う
に

く
る
く
る
と
刀
を
回
す

 
天
子

そ
ん
な
二
刀
流
に
な

て
も
私
が
勝
つ
こ
と
に
代
わ

 
り
な
い
わ

 
手
を

げ
る
と
天
子
の
地
面
か
ら
先
程
よ
り
も
大
き
な
要

が
現
れ
ふ
わ
ふ
わ
と

く
要

に

天
子
が
立
つ

だ
が

い
の
は
そ
こ
か
ら
更
に
要

が
数
十

追
加
さ
れ
る

 
天
子

が

メ
な
ら

山
よ

 
理
 

何
だ
そ
の
数
撃
ち

当
た
る
戦
法

 
だ
が
戦
場
で
も
数
撃
ち
は
結

当
た
る

た
だ
当
た
る

が
上
が
る
だ
け
で
弾

の
消

は

い
が
ま

今
は
そ
の
話
は
無
し
に
し
て
無
数
と
な

た
要

が

方
へ
と
向
か

て
く
る
が

黒

そ
し
て
龍
刀
を
を
後
ろ
へ
と
投
げ
る
と
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理
 

仙
術
 
十
三
式
 
空

 
霊
力
で
作
り
上
げ
た

を
出
す
と
無
数
に
飛
ん
で
く
る
要

は
全
て
霊
力
の

で
受
け

め
ら

れ

い
を
な
く
す

 
天
子

さ

き
か
ら

な
技
ば
か
り

 

は
い
つ
の
間
に
か
上
空
か
ら
聞
こ
え
た

上
空
を
見
る
と
そ
こ
に
は
巨
大
な
要

に

て

い
る
天
子
の
姿
が
あ

た

 
天
子

要

 
天
地
開

プ
レ
ス

 
要

が
上
空
か
ら
自
分
を

し

そ
う
と

て
く
る

 
理
 

そ
し
て

雷

 

を

発
さ
せ
要

を
吹
き
飛
ば
し
す
ぐ
に

雷
で

け
る

そ
し
て
理
久
兎
が
い
た

置
に

要

が

ち
る

 
天
子

ふ
ふ

ん

ま
だ
ま
だ
口

ど
に
も
な

 
理
 

い
わ

て
か

 
天
子

な

 
天
子
が

く
と
同
時
に
理
久
兎
を

む

そ
れ
に
た
い
し
て
理
久
兎
は
へ
ら
へ
ら
と

い
な
が
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ら 
理
 

お
前
の
勝
ち

た

は
中
々

だ

た
よ

 
カ
チ
ン

 
天
子

こ
の
土

い
妖
怪
が

 
何
か
が
キ
レ
る
か
の
よ
う
な

が
す
る
と
天
子
は
緋
想
の

を

え
て

 
天
子

全
人

の
緋
想
天

 
と

唱
え
る
と
緋
想
の

か
ら
巨
大
な
レ

ザ

が
理
久
兎
へ
と

た
れ
よ
う
と
し
て
い
た

も
し
黒
だ

た
な
ら
影
へ
と
入

て
回

し
亜
狛
だ

た
ら
空
間

動
を
し
て
回

し
耶
狛
だ

た
ら
弾
幕
を
小
さ
く
し
て

け
た
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
理
久
兎
は
ど
う

け
る
か

え
は
簡
単

だ 
理
 

ス
ナ

チ

 
す
ぐ
に

本
の
刀
を
回
収
し
黒

は
地
面
に

す

そ
し
て
龍
刀
を

え
て

 
理
 

影

 
黒
龍
斬

 
巨
大
な
斬
撃
波
が
地
面
か
ら
現
れ
る
と
緋
想
の

の
レ

ザ

と
ぶ
つ
か
り
合
う

理
久
兎
は

け
な
い
で
天
子
の
一
撃
に
真

向
か
ら
迎
え
撃

た
の
だ
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天
子

緋
想
の

が
あ
れ
ば
負
け
る
訳

 
天
子
は
そ
う

う
が
理
久
兎
の

た
黒
龍
斬
は
ど
ん
ど
ん
侵
食
し
て
い
き
黒
く
な

て
い

く

影
と
は
光
を
飲
み
込
む
も
の
だ
緋
想
の

の
光
だ
け
で
は
こ
の
侵
食
を

め
る
に
は

り
な

い 
天
子

う
そ

私
が
私
が
こ
ん
な
奴
に
負
け
る
訳

 
理
 

お
前
の
負
け
だ

 
天
子

く

い
や

 
ピ
チ

ン

 
天
子
が

弾
し
ぶ
つ
か
り
合

て
い
た
エ
ネ
ル

は
消
え
て
ま
た
元
の
静

に

る

 
理
 

ふ
ん

出
直
し
て
こ
い
よ

 

弾
し
て

び
て
い
る
天
子
に
そ
う
い
う
と

 
バ
キ
ン

 
と

黒
か
ら

た
龍
刀
に

ビ
が
入
り
そ
こ
が

れ
刀
が

れ
た

 
理
 

流

は
神

の
部

だ
け
あ
る

 

れ
た
龍
刀
を
理
久
兎
は
ま
じ
ま
じ
と
見
て
少
し

な
気
持
ち
に
な
る
の
だ

た
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第
２
７
９
話
 
１
Ｖ
Ｓ
多
数

 
理
 

し

か
し
気
に
入
り
そ
う
だ

た
ん
だ
け
ど
な

 

れ
て
し
ま

た
龍
刀
を
見
な
が
ら

く
後
ろ
で
ス
キ
マ
が
開
か
れ
そ
こ
か
ら
紫
が
現
れ
た

 
紫
 

よ
く
も
私
の

物
を

と
り
し
て
く
れ
た
わ

 
理
 

ん

お

こ
れ
は
こ
れ
は

 
い
つ
の
間
に
か
紫
達
が
い
た
が
思
い
当
た
る

が
な
い
の
だ
が
何

か
蓮
や
ら
そ
の

の
メ
ン

バ

に

り
を
取
り

ま
れ
て
い
た

 
理
 

お
い
お
い
見
世
物
小

じ

な
い

 
霊
夢

う
る
さ
い
わ
よ
あ
ん
た

 

お
前
の
せ
い
で
こ

ち
は

弾
す
る
所
だ

た
ん
だ

  
蓮
 

皆
を

つ
け
る
な
ら

は
許
し
ま
せ
ん
よ

 
少
々
不

れ
気
味
だ
が
霊
夢
は
お

い
棒
と
お

そ
れ
か
ら
⻑
い

を
装
備
し
て

し
て

蓮
は
刀
を

刀
し

え
魔
理

は
八

の
道

を

え
て
く
る

だ
が
そ
れ
だ
け
じ

な
い
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紅
魔

の
メ
イ
ド
は
ナ
イ
フ
と
時
計
を

え
妖
夢
は
二
刀
流
に
な

て

え
そ
し
て
紫
は
扇
子
で

口
許
を

し
て
い
る

 
理
 

ま
さ
か
俺
と
殺
ろ
う

て
訳
じ

な
い
よ
な

 
紫
 

そ
う
だ
と

た
ら

 
面
白
い

ク
で
終
わ
り
た
い
が
そ
う
も
い
か
な
さ
そ
う
だ

 
理
 

は

 
紫
 

そ
れ
に

方
に
は
聞
き
た
い
こ
と
が
山
程
あ
る
何

 
前
々
か
ら
御
師
匠
様
の
仙
術
を
使
え
る
の
か
そ
し
て

 
そ
の
御
師
匠
様
の
愛
刀
と
も

え
る
黒

を
何

持

 

て
い
る
の
か
何
な
ら
聞
か
せ
て
下
さ
ら
な
い

 
と

み
な
が
ら

て
く
る

何

に
仙
術
が
使
え
る
の
か
何

に
刀
を
持

て
い
る
の

か
そ
れ
は
自
分
が
自
分
だ
か
ら
と
し
か

え
な
い

そ
し
て
そ
れ
は

え
た
く
て
も

え
ら
れ
な

い
事
だ

 
理
 

そ
う
だ
な

秘

を
使
わ
せ
て
も
ら
お
う

 
紫
 

あ
ら
幻
想
郷
に
そ
ん
な
ル

ル
が
あ
る
と
思
う
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理
 

な
い
な
ら
創
造
す
れ
ば
良
い
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ

 
が

 
全
員
が
キ

と

ん
で
き
て
視

が

い

こ
の

ま
れ
て
い
る
中
で
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
先

に

が
動
い
て
く
る
の
か
そ
れ
が
一
番
怖
い
こ
と
だ

 
紫
 

そ
う

な
ら
こ
れ
が
最
後
よ

方
は
何
者

 
理
 

八
雲
紫
そ
の
問
い
は
愚
問
と

お
う
俺
は

者
そ
れ

 
だ
け
の
名
だ
よ

 
紫
 

そ
う

も
う
い
い
わ

 
と
紫
は
扇
子
で
口
を

す
の
を

め
て

ト

ん
で
く
る

だ
が
し
か
し
こ
の
時
に
理
久

兎
は
思

た

 
理
 
待
て
よ

ど
う
せ
襲
わ
れ
る
な
ら
つ
い
で
に
こ
い
つ

ら
の
久
々
に
修
行

手
を
し
て
や
る
か

 
何
と
も
こ
の
発
想
は
普
通
だ
と

か
な
い

こ
れ
が
強
者
の
余

と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う

だ
が

や
る
な
ら
全
力
が
一
番
だ

こ
う
す
れ
ば
大
方
先
に

撃
す
る
奴
が

れ
る

 
理
 
こ
れ
は
あ
ん
ま
り
や
り
た
く
は
な
い
ん
だ
け
ど
な
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挑
発
し
た
い
が
と
あ
る
事
し
か
思
い

か
な
い

し
か
も
あ
ま
り
や
り
た
く
は
な
い
が
そ
う
し

な
い
と
怒

て
く
れ
そ
う
も
な
い

仕
方
な
く
や
り
た
く
な
い
挑
発
文
句
を

葉
に
出
し
た

 
理
 

あ

そ
う
そ
う

い

れ
た

 
紫
 

あ
ら
何
か
し
ら

 
理
 

お
前
の
師
匠

に
使
わ
せ
て

た
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
時
だ

突

と
し
て
こ
の
場
の

気
が
変
わ

た
と
い
う
か
強

な
殺
気
が

襲
い
か
か
る

 
理
 
ち

と
や
り
過
ぎ
た
か

 
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
蓮
 

者

 

後
か
ら
蓮
が
刀
を

刀
し
て
飛
び
か
か
り
な
が
ら
斬
り
か
か

て
き
た

正
直
な
話
先
制

で

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
の
は
恐
ら
く
刀
を

刀
し
て
い
る
蓮
か
妖
夢
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
の
は

予
想
通
り
だ

そ
し
た
ら
こ
の

人
を
マ

ク
す
れ
ば
良
い
だ
け
の
事
な
の
だ

 
キ
ン

 
す
ぐ
さ
ま
黒

を
地
面
か
ら
引
き

き
蓮
の
一
撃
を
防
い
だ

そ
し
て
蓮
は

び
な
が
ら
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て
く
る

 
蓮
 

お
前
は
死
者
を
馬
鹿
に
し
す
ぎ
だ

 
理
 

何
を

て
る
ん
だ
お
前
は
魂
が
輪

に
帰

た
の

 
な
ら

た

は
所
詮
は

と
変
わ
ら
ん
も
の
の

 
だ
が

 

て
い
る
こ
と
は
間
違

て
は
い
な
い

魂
さ
え
輪

に
帰
れ
る
な
ら

た

体
は

て
い
き
や
が
て

に
帰
る

だ
か
ら
こ
そ

体
は
こ
の
世
を
生
き
る

に
過
ぎ
な
い

 
理
 

ふ
ん

 
蓮
 

ぐ
わ

 
蓮
を

し
返
す

す
る
と

り
に
光
弾
星

弾
幕
ナ
イ
フ

の
よ
う
な
弾
幕
が
飛
び
交

い
更
に
は
い
つ
の
間
に
い
た
の
か
霊
夢
そ
し
て
魔
理

が
上
空
に
い
た

 
霊
夢

霊

 
夢
想

 

恋

 
マ
ス

ス

ク

 
お
お
よ
そ

つ
の
大
き
な
光
弾
と

太
レ

ザ

が
降
り
注
ぐ

 
理
 

よ

と
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対
処
と
し
て
は

太
レ

ザ

は
黒

を
口
に

え
て
バ
ク
テ
ン
を
し
て
後
ろ
に
下
が
り
つ
つ

飛
び
交
う
弾
幕
の
間
ス
レ
ス
レ
で

け
次
に

り
来
る
大
き
な
光
弾
は

 

キ
ン

 
す
ぐ
さ
ま
黒

を
手
に
持

て
全
て
切
り

て
る

そ
う
す
れ
ば
あ
ら
不
思
議
な
事
に
ノ

メ

だ

だ
が
ま
だ

は
終
わ
ら
な
い

 
妖
夢

技
 
桜
花

々

 
桜
吹

と
共
に
妖
夢
が
辻
斬
り
の
よ
う
に
斬
り
か
か

て
く
る

 
理
 

は

て
お
こ
う

 
ピ
チ

ン

 
と

弾
の

が
鳴
り

く
が

 
妖
夢

決
ま

ぐ

 

弾
し
た
妖
夢
は
刀
を
地
面
の

と
し
て

を
つ
い
た

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
も
う
こ
の

は

妖
忌
で
見

れ
す
ぎ
て
弱
点
も
分
か

て
い
る

そ
れ

前
に
妖
忌
の
真

を
し
て
い
る
よ
う
に

し
か
見
え
な
か

た

だ
か
ら
こ
そ
弱
点
を
つ
け
ば
楽
に

せ
る
の
だ

 
理
 

魂

妖
夢

お
前
は
師
匠
に
教
わ
れ
た
通
り
の
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に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
だ
も
う
少
し
自
分
な
り
の

を
見

 
つ
け
ろ
じ

な
い
と
俺
に
は
無
意
味
だ

 
妖
夢

む

無

 
と
妖
夢
は

う
が
あ
く
ま
で
も
気
絶
だ

斬
殺
な
ど
と
い
う
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
は
し

な
い

す
る
と
今
度
は

り
の
時
間
が

ま

た

蓮
や
ら
霊
夢
に
魔
理

そ
れ
か
ら
紫
や

れ

た
妖
夢
そ
れ

外
に
も

々
も
風
も
積
乱
雲
の
う

り
も

ま

た
の
だ

 
理
 
あ
の
子
の
能
力
か

 
自
分
の
目
は
見
た

海
中
時
計
を

手
に
持
ち

に
ナ
イ
フ
を
持
つ
侍
女
を

 
理
 

ま

て
る
ふ
り
を
し
と
こ

 
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
面
白
そ
う
だ
か
ら
見
て
み
る
と
彼
女
は
自
分
を
中
心
に
ナ
イ
フ
を
設
置
し

て
い

て
い
た

な
ら
そ
れ
を

す
る
の
も
手
だ
ろ
う
と
思

た

 
理
 
ミ
ラ

 
幻
で
こ
こ
を

み
込
む
と
侍
女
は
口
を
開
き

 
侍
女

方
の
事
は
知
ら
な
い
け
ど
紅
魔

に
無
断
で
入

 
た
と
い
う
の
は
聞
い
た
わ
だ
か
ら
こ
れ
は
自

自
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よ

 
と

不
法
侵
入
し
た
だ
け
で
こ
の

わ
れ
よ
う
で
あ
る

 
理
 

ま

か
に
不
法
侵
入
は
し
た
し
そ

ち
の
妹
に
は

 
ち

か
い
出
し
た
し
本
も

つ
か
頂
戴
は
し
た
け

 
ど

 
侍
女

嘘

何
で

方
動
け
る
の

 
ど
う
や
ら
動
け
る
こ
と
に

い
て
い
る
よ
う
だ

そ
し
て

で
ち

と
し
た
ま
じ
な
い
を
地

面
に

き

い
て
い
る
彼
女
に
近
づ
く

 
理
 

所
詮

俺
か
ら
す
れ
ば
能
力
な
ん
て

り
だ
よ

 

夜

く

 
侍
女
は
後
ろ
へ
と
下
が
り
能
力
を
解
こ
う
と
す
る
が

 
理
 

あ

今
そ
こ
で
能
力
は
解
か
な
い
方
が

 
侍
女

そ
ん
な
の
は

た
り
よ

 
そ
う

い
能
力
を
解
い
た

間
だ

た

そ
の
侍
女
は
気
づ
い
て
し
ま

た

 
侍
女

え

こ
こ
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理
 

だ
か
ら

た
の
に

 
侍
女

キ

 
ピ
チ

ン

 
そ
の
侍
女
が
い
た
の
は
先
程
自
分
が
立

て
い
た
場
所
だ

て
し
ま
う
と
近
づ
い
て
い

る
間
に
ミ
ラ

を
掛
け
て
ナ
イ
フ
を
見
え
な
く
し
な
お
か
つ
侍
女
の
方
向
感
覚
を

ら
せ
た

だ
け
だ
が
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
い
く
と
は
思
わ
な
か

た

 
理
 

少
し
は
信

し
ろ
よ

 
と

れ
な
が
ら

う
と
今
度
は
ま
た
蓮
が
斬
り
か
か
る

 

キ
ン

 
理
 

し
つ
こ
い

だ
け
ど
そ
う
い
う
熱

は
結

 
嫌
い
じ

な
い
な

 
蓮
 

よ
く
も
妖
夢
さ
ん
と

夜
さ
ん
を

 
そ
う

う
が
実

は
挑
ん
で
く
る
の
が
悪
い

だ
が

本
的
に
理
久
兎
が
挑
発
を
し
た
の
が
悪

い
の
で
ど

ち
も
ど

ち
だ

 
蓮
 

頼
む
狗
神
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狗
神

こ
い
つ
は
面
白
そ
う
だ

 
蓮
の
胸
ポ

ト
が

め
き
そ
こ
か
ら
白

の
大
狗
が
現
れ
る
と
そ
の
巨
大
な
口
で

み

こ

う
と
し
て
く
る

 
理
 

仙
術
 
二
式
 

 

を

界
に
ま
で
深
く

い
そ
し
て

め
込
ん
だ

を
一
気
に

出
す
る

 
理
 

 
狗
神

ぐ

 
蓮
 

う

 
強

な

に
近
く
に
い
た
蓮
に
狗
神
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
た

 
理
 

ふ

そ
ん
で
ま
だ
や
る
の

 
紫
 

え

 
い
つ
の
間
に
か

後
か
ら
紫
が
現
れ

つ
も
の
弾
幕
を

て
く
る

 
紫
 

幻

 
飛
光
中
ネ
ス
ト

 
理
 

無

無

無

無

無

 
す
ぐ
に
紫
の
方
向
を
向
く
と
黒

で
向
か

て
く
る
弾
幕
を
全
て
切
り

と
す

だ
が
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い

星
 
ブ
レ
イ

ン
グ
ス

 

に

が

て
も
う
ス
ピ

ド
で

方
へ
と
突
進
し
て
く
る

し
か
も
い
つ
の
間
に
か
紫
が
い

な
い

と
り
あ
え
ず
向
か

て
る
来
る
魔
理

を
何
と
か
す
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

束

 
知

の
コ
ウ
ノ
ト
リ

 
黒

を
地
面
へ
と

し
て
向
か

て
く
る
魔
理

へ
と
近
づ
く
と
目
に
も
見
え
ぬ

度
で

を

次
に
手
を
そ
し
て

を

つ
の

束

で
束

し
て

か
ら

と
し
た

 

い
て

て

て

な
ん
じ

こ
り

 
理
 

動
き
回
ら
れ
る
と
や

か
い
だ
か
ら
悪
い
け
ど
し
ば

 
ら
く
見
て
ろ
よ

 
な
お
普
通
な
ら

人
で
解
除
す
る
の
は
不
可
能
だ
が
一

弾
幕
ご

こ
な
の
で
そ
れ
は
知

の
輪
と
同
じ
で
ち

と

夫

い
や
力
任
せ
に
し
な
け
れ
ば
す
れ
ば
す
ぐ
に
解
け
る
よ
う
に
設

計
し
て
あ
る
が

 

こ

の

 
無
理
に
や
ろ
う
と
す
れ
ば
絶
対
に
解
け
な
い

つ
ま
り
脳

か
頭
脳
か
を
見

め
る
ス

ル
で

も
あ
る

つ
い
で
に

程
の

過
で
も
解
け
る
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理
 

や

り
脳

か

 

ち
着
い
て
や
れ
ば
簡
単
に
解
け
る
の
に
と
思
い
な
が
ら

れ
て
い
る
と

 
霊
夢

余
所
見
を
し
す
ぎ
よ

 

ン

 
理
 

余
所
見
な
ん
か
し
て

よ

 
霊
夢
が
自
分
の
頭
め
が
け
て
ハ
イ
キ

ク
を
仕
掛
け
た
が
後
頭
部
に
手
を

え
て
手
の

で

り
を
ふ
せ
ぐ

 
霊
夢

ち

 
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
へ
と
霊
夢
は
下
が
り

を
上
げ
て

え
上
げ
た

を
強
く
地
面
に
着
け
そ
し

て

手
を
前
へ
と
出
し
て

 
霊
夢

 
陰
陽
⻤
神
玉

 
前
へ
と
出
し
た

か
ら
先
程
の
夢
想

よ
り
格

に
大
き
な
弾
幕
を

つ

た

 
理
 

く

 
霊
夢
か
ら

た
れ
た
陰
陽
⻤
神
玉
を
す
ぐ
に
地
面
か
ら

い
た
黒

で
防
ぐ
が
結

い
せ
い

か
数

程
動
い
て
し
ま

た
が



 第２７９話 １ＶＳ多数

 
理
 

ウ

 

び
を
上
げ
て
強
引
に
霊
夢
が

た
ス

ル
を
真

二
つ
に
し
た

 
霊
夢

こ
れ
で
も

メ
な
の

 
と

霊
夢
が

い
て
い
る
と
す
ぐ
さ
ま
蓮
が
霊
夢
の
前
へ
と
入
り

 
蓮
 

次
は

だ

 

キ
ン

 
刀
で
斬
り
か
か

て
き
た

だ
が
そ
れ
を
黒

で
防
ぐ
が

 
理
 

は
中
々
だ
な

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
そ
こ
か
ら
更
に
蓮
と
の
斬
り
合
い
に
な
る

そ
こ
に

 
紫
 

蓮

上
へ

 
と

紫
が

う
と
蓮
は
す
ぐ
さ
ま
上
へ
と
行

た

 
理
 
何
か
紫
が
そ
う

う
と
嫌
な
予
感
し
か
な
い
ん
だ
よ

 
な

 
も
う
嫌
な
予
感
し
か
な
か

た

そ
し
て
そ
れ
は
的
中
し
た
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紫
 

 
ぶ
ら
り

駅
下

の
旅

 
紫
が
ス

ル
が
発
動
し
結

大
き
な
ス
キ
マ
が

開
さ
れ
た
か
と
思
う
と

 
ブ

オ

ン

 
何
と
そ
こ
か
ら
結

古
め
か
し
い

が
現
れ
た
の
だ

そ
し
て

 
理
 

マ

か

エ
ア
ビ
デ

 
ド
ゴ
ン

 

 
す
ぐ
さ
ま
黒

を

の
先
頭
に
突
き

し
そ
し
て

を
エ
ア
ビ
デ
で

か
せ

弾
し
な
い
よ

う
に
防
い
だ

 
理
 

あ

ぶ

 
こ
ん
な
に
の

弾
し
よ
う
も
の
な
ら
服
が
裁
け
る
ぐ
ら
い
で
は

ま
な
い

下
手
し
た
ら

の
上
を
い
く
複
雑

ま
た
は

を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

め
る
な
よ

 
進
む

の

に

え
な
が
ら

の
上
に

い
上
が
り
黒

を

の
先
頭
か
ら
引
き

く

そ
れ
を
上
空
で
見
て
い
た
蓮
と
霊
夢
は
目
を
点
に
し
て
い
た

 
蓮
 

霊
夢
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霊
夢

分
か

て
る
わ

 
霊
夢
と
共
に

の
上
に

る
と
蓮
は
神
楽
で
斬
り
か
か
る

 

キ
ン

キ
ン

 
理
 

無
力
と
知
れ

 

撃
を
防
ぎ
蓮
を
弾
き
飛
ば
す

 
霊
夢

く
ら
い
な
さ
い

 
今
度
は
霊
夢
自
分
へ
と
一
気
に

を

め
て

め
が
け
て

り
あ
げ

撃
を
仕
掛
け
て
く

る 
理
 

無

だ
と

て
る
だ
ろ

 
当
た
ら
な
い
よ
う
に
体
を
後
ろ
へ
と

し

り
を

け
る

そ
し
て
流
れ
て
い
く
動
き
で
そ
の

ま
ま
見
事
な
バ
ク
転
し
て
空
へ
と
飛
ぶ

 
理
 

先
程
か
ら

め
る
な
よ

様
ら

 
先
程
か
ら
た
だ
や
ら
れ
る
だ
け
で
自
分
は
対
し
て
な
に
も
し
て
い
な
い

だ
か
ら
こ
そ
少
し
上

の
実
力
を
見
せ
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

 
不
動
明
星
に

ら
い
し
は
龍
の
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黒

を

げ
て

ぶ

す
る
と
暴
風
が
吹
き

れ
積
乱
雲
は

を
降
ら
せ

雷
を

と
す

 

ぐ
わ

 
ピ
チ

ン

 
ま
ず
は
動
け
な
い
魔
理

に

弾
し
魔
理

は
脱

 
霊
夢

き

あ

 
蓮
 

霊
夢

 
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
霊
夢
を
蓮
が
キ

チ
を
す
る
が

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
一

で
動
き
蓮
と
霊
夢
を
峰
打
ち
で
撃

し
霊
夢
と
蓮
は
脱

つ
ま
り

り
は

 
理
 

八
雲
紫
ま
だ
や
る
か

 
ス
キ
マ
か
ら
紫
が
現
れ

ん
で
く
る

 
紫
 

ま
さ
か
こ
れ
だ
け
の
人
数
を

人
で

け
る

 
と
は
思
わ
な
か

た
わ

 
先
程
と
は
う

て
変
わ
り

ち
着
き
を
取
り

し
て
い
た

 
理
 

百
⻤
夜
行
時
代
か
ら
そ
う
だ
お
前
は
自
分
の
師
匠
の
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事
に
な
る
と
感
情
を
制
御
で
き
て
な
い

 
紫
の
反

す
る
べ
き
点
を
話
す
と

を

み

し
た
か
の
よ
う
な

し
そ
う
な

を
し
た

 
紫
 

く

ん

方

百
⻤
夜
行
に
い
た
の

 
理
 

ど
う
だ
か
な

 
そ
う

う
が
元
百
⻤
夜
行
の
総
大
将
だ

居
て
当
た
り
前
だ

 
理
 

ど
う
す
る

ま
だ
や
る
と
い
う
な
ら
お

手
す
る
け

 
ど

 
と

う
と
紫
は

り
に

が
る
惨
状
を
見
て

 
紫
 

い
い
え

こ
の
惨
状
を
見
る
に
今
は

め
て
お
く

 
わ
だ
け
ど
次
こ
そ
は

 
理
 

的

な
判
断
だ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
黒

を
ポ

ト
の
中
に
し
ま
う

だ
が

つ

れ
て
い
た
事
が
あ

た 
理
 

あ

そ
う
そ
う

 
紫
 

何
か
し
ら
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理
 

頭
上
に
気
を

け
ろ
よ

 
と

た
時
だ

た

空
か
ら
一

の
光
い
や

発
の

雷
が
紫
に
直
撃
し
た

 
紫
 

キ

 
ピ
チ

ン

 
結
果
的
に
紫
も
気
絶
し
て
こ
こ
に
は
理
久
兎
し
か

ら
な
か

た

 
理
 

だ
か
ら

た
の
に

危
機

理
も
出
来
て
な
い

 
よ
う
だ
な
お
前
は

修
行
を
や
り
直
せ

て
か
体
を

 
少
し
は
動
か
せ
前
よ
り
太

た

 
何
て

い
な
が
ら
も
フ

ド
で

は
見
え
な
い
が
理
久
兎
は

に

み
を

か
べ
て

 
理
 

だ
が
楽
し
か

た
よ
あ
り
が
と
う
よ

 
と

感
謝
の
御
礼
を

べ
た
の
だ

た
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第
２
８
０
話
 
親
子
再
会

 
こ
の
場
に
は
理
久
兎

外
に
立

て
い
る
者
は
い
な
い

こ
こ

神
社
で
は
数
人
の
少
女
達

に
少
年
が

人
気
絶
を
し
て
い
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
戦

品
は

て
く
か

 
気
絶
し
た
天
子
に
近
づ
く
と

ち
て
い
る
要

を

う

 
理
 

す
ま
ん
け
ど
戦

品
と
し
て

て
く

 
本
当
な
ら
緋
想
の

を
取

て
も
良
い
の
だ
が
天
人
に
し
か

え
ず
何
よ
り
も
天
界
の

物
と

ま
で

わ
れ
て
い
る
の
で
取
る
の
に
は

び
な
い
と
思
い

の
要

を
戦

品
に
し
た
の
だ

 
理
 

後
は

そ
う
だ

た

 
と
あ
る
事
を
思
い
出
し
道
を
く
ま
な
く
探
す
と

 
理
 

あ

た
あ

た

 
理
久
兎
が

た
の
は
龍
刀
の

れ
た
刀
身
の
部
分
と

の
部
分
だ

 
理
 

の

り
物
だ
か
ら
な

 

り
物
を
無
下
に
は
し
な
い

使
い
続
け
れ
ば
九
十
九
神
に
だ

て
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
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だ 
理
 

さ

て
と
面

事
に
な
る
前
に
帰
る
か
な

 
そ
う

た
時
突
然

り
の
時
間
が

ま

た
と

え
ば
良
い
の
か
先
程
の

夜
の
時

め

と
は
ま
た
違
う

何
か
時
間
法
則
を
無
視
し
た
か
の
よ
う
な

ま
り
か
た
を
し
た

 
理
 

お
い
そ
こ
に
い
る
の
は
知

て
る

出
て
こ
い

 
よ
ク
ソ

 

 

う

が
ク
ソ

じ

馬
鹿

子

 
全

し

し
た

神
社
の

に

人
の
少
女
い
や
少
女
と
い
う
よ
り
か
は

女
の
よ

う
な
身
⻑
そ
し
て
そ
の
身
⻑
に

合
わ
な
い
龍

中
に

び
る
龍

に

の

う
か
ら
は

が

ら

ら
と

れ
る
そ
の

女
は
自
身
の
⺟
親

だ

た

 

 

し
か
し
久
し
い
の
最
後
に
会

た
の
は
も
う
か
れ
こ

 
れ
１
０
０
０
年
程
前
じ

た
よ
な

 
理
 

そ
ん
な
昔
話
は
ど
う
で
も
良
い
何
し
に
来
た

こ
ん

 
な

地
で
あ
る
幻
想
郷
に
よ

 
そ
う

本
的
に
は
高
天

原
だ
と
か
そ
の

に
い
る

の

が
何

こ
こ
に
来
た
の
か
が
分
か
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ら
な
か

た

 

 

今
回
こ
こ
に
来
た
理
由
は
簡
単
じ

よ
そ
こ
で

び

 
て
る
じ

じ

馬
娘
の
回
収
じ

 
ど
う
や
ら
理
久
兎
に
け
ち

け
ち

ん
に
さ
れ
た
比
那
名
居
天
子
を
回
収
し
に
来
た
よ
う
だ

 
理
 

お
い
お
い
ん

ち

と
待
て
よ
ま
さ
か

は

 
天
界
に
で
も
住
ん
で
る
の
か

 

 

う
む
む

そ
こ
は
少
々

し
い
話
じ

が
な
そ
れ
と

 

発

は
い
い
加
減
に

め
ん
か
理
久
兎

 
理
 

だ
が
断
る

 
も
う
か
れ
こ
れ
数

年
近
く
生
き
て
い
る
が
こ
の

に
な

て
く
る
と
も
う
お
ふ
く
ろ
よ

り
か
は

の
方
が
し

く
り
来
る

 

 

は

は

き
り
強
調
を
さ
せ
よ

て

こ

こ
の

 

二

が

て
お
く
が

シ
は
ま
だ
ピ
チ
ピ
チ

 
じ

 
怠
惰

脳
み
そ
と

神
年

が
な
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そ
う
そ
う

遠
の

と
は
正
に

シ

お
い

 
様

が

遠
の

じ

 
理
 

が
勝
手
に
自

し
た
だ
け
だ
ろ

 
流

の
理
久
兎
で
も
そ
こ
ま
で

て
い
な
い

発

の

は

の
自

で
あ
る

 

 

く

も
う
良
い

 
理
 

お
い
お
い

じ

な
い
ん
だ
か
ら
よ

が
無
い
な

 
ら
俺
は
帰
る

 

 

待
て
後

つ
だ
け
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
じ

 
ど
う
や
ら
伝
え
た
い
こ
と
が

つ
あ
る
よ
う
だ

そ
れ
な
ら
は
や
く

て

し
い

 
理
 

何
だ
よ
な
ら
さ

さ
と

て
く
れ

 

 

で
は
ま
ず

つ
目
じ

今
年
の

に
神
様
達
が
一
同

 
に
集
ま
る
神
祭
り
が
あ
る
の
じ

が
そ
れ
に

加
を

 
し
て

し
い
ん
じ

よ

 
理
 

は

祭
り

 

 

う
む

そ
の
祭
り
に
は
伊
邪
那

や
天

そ
し
て
須
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佐

男
や
月
読
と

た
神
達
が
集
ま

て
皆
で
楽

 
し
く
酒
を
飲
ん
だ
り
交
流
を
す
る

シ
主
催
の
祭
り

 
じ

 
ど
う
や
ら
祭
り
と
い
う
か
恐
ら
く
宴
会
を
開
く
か
ら
来
て
く
れ
と
い
う
お
誘
い
の
よ
う
だ

 
理
 

悪
い
が
面

だ
か
ら

 
断
り
の

ス
と

お
う
と
す
る
が

の

葉
に

ら
れ
る

 

 

幻
想
郷
を
作
る
に
当
た

て
の
土
地
や
ら
そ
の

を

 

面
す
る
の
大
変
じ

た
の

⻄

の
神
達
か
ら

 
の

情
も

か

た
の

月
の
事
件
も
始
末
書
が

 
飛
ん
で
き
た
の

そ
れ
で
い
て
地
獄
か
ら
も
ク
レ

 

ム
が

 
理
 

だ

分
か

た

行
け
ば
良
い
ん
だ
ろ

 

 

う
む
決
定
じ

な

 
何
と
も

い
戦
法
だ

に
は

子
に

を
仕
掛
け
て
き
た

だ
が
気
に
な
る
点
も
あ

た
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理
 

な

ま
さ
か
神
奈
子
や
ら
諏
訪
子
や
ら
は
来
な
い
よ

 
な

 

 

あ

問

な
い

あ
や
つ
ら
を
誘

た
ん
じ

が
今

 
は

し
く
て
出
れ
な
い
と

わ
れ
て
の

 
幻
想
郷
の
住
人
に
は

バ
レ
し
な
い
で

み
そ
う
だ

 
理
 

そ
れ
な
ら
安
心
だ
な
そ
ん
で

つ
目
は

 
も
う

と
終
わ
ら
せ
た
い
た
め

つ
目
を
聞
く
と

は
目
を

め
た

 

 

そ
な
た
今

恋
人
が
お
る
じ

ろ

 
理
 

さ
て
何
の
事
か
な

 

 

ま
さ
か
妖
怪
と
は

わ
ん
よ
な
理
久
兎

 
ど
う
や
ら
大
方
の
事
は
知

て
い
る
よ
う
だ

仕
方
な
く
白
状
し
た

 
理
 

あ

そ
う
だ
と
も
文
句
は
あ
る
か

 

 

そ
う
か

そ
な
た
良
い
の
じ

な

 
理
 

ど
う
い
う
意
味
だ
よ

 

 

い
ず
れ
人
間
も
妖
怪
も
ま
し
て
や
魔
法
使
い
そ
れ
は
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決
し
て
不
老
不
死
と
い
う
完

で
は
な
い
⻑
く
生
き

 
れ
て
も
殺
さ
れ
た
り
し
た
ら
終
わ
り
じ

死
と
い
う

 

は
あ
る
も
し
そ
な
た
の
恋
人
が
先
立

た
と
し

 
う
理
久
兎
よ
お
ん
し
そ
の
別
れ
を
受
け
入
れ
る
覚
悟

 
は
あ
る
の
か
と
聞
き
た
い
ん
じ

よ

 
自
分
を
心

し
て
そ
う

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
こ
と
だ

だ

が
そ
の
決
心
も
つ
い
て
い
た

 
理
 

そ
う
な

た
と
し
た
ら
俺
は
受
け
入
れ
る
さ
そ
し
て

 
殺
し
な
ら
そ
い
つ
を
地
獄
に
送

て
や
る

 

 

そ
う
か

 
理
 

そ
れ
に
生
ま
れ
変
わ
り

て
の
も
あ
る
の
さ
も
し
死

 
ん
だ
と
し
て
も
俺
は
彼
女
を
見
つ
け
る
よ

 

 

は

ど
う
や
ら
説

は
無

な
よ
う
じ

な

 

手
を
上
げ
て
も
う
お
手
上
げ
の
ポ

を
す
る

 
理
 

そ
ん
で
終
わ
り
か
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う
む
も
う
話
す
こ
と
は
な
い
そ
れ
と
理
久
兎

 
理
 

何
だ
よ
も
う
終
わ
り
だ
ろ

 
伝
え
た
い
こ
と
は
伝
え
た

な
の
に
ま
だ
あ
る
の
か
と
思

て
い
る
と

 

 

そ
な
た
の
従
者
も

れ
て
来
る
が
良
い
神
使
達
の

 
加
は
可
能
じ

か
ら
の

 
理
 

何
だ
そ
ん
な
事
か
よ

論

れ
て
く
よ

 

 

う
む

最
後
に

 
理
 

何
だ
よ
ま
だ
あ
る

 
突
然

が

き
つ
い
て
き
た

こ
れ
に
は
自
分
も

い
た

 

 

よ
く
成
⻑
し
た
の

 
理
 

う

せ

ふ
ん

 

 

ま

た
く
こ
や
つ
は

変
わ
ら
ず
可
愛
げ
が
な
い
ん

 
じ

か
ら
な

 

き
つ
く
の
を

め
て
ニ
コ
や
か
に

む
と

 

 

理
久
兎
よ
も
う
行
く
が
よ
い

の
祭
り
を
楽
し
み
に
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し
て
お
る

 
理
 

た
く
わ

た

よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
空
へ
と
飛
ぶ
と

り
の
時
間
が
動
き
始
め
た

そ
し
て

神
社
を
見
る

と

が
ま
だ
ニ
コ
ニ
コ
と

ん
で
い
た

 
理
 

あ
り
が
と
よ
⺟
さ
ん

 
聞
こ
え
ぬ
よ
う
に
そ
う

い
理
久
兎
は
帰

に
つ
く
の
だ

た
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第
２
８
１
話
 
何
時
も
の
日
常
へ

 
時

は
も
う
夕
方
頃
異
変
も
大
方
は

き
よ
う
や
く
旧
京
都
へ
と
続
く
薄
暗
く
怨
霊
達
が

は
び
こ
る
道
を
歩
い
て
い
た

 
理
 

よ
う
や
く
終
わ

た

⻑
い

日
の
よ
う
な
気
が
す

 
る
な

 
そ
う

き
な
が
ら
道
を
歩
い
て
い
く
と
突
然

ン
と
上
か
ら

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と

突
然
頭
上
に
少
し
大
き
い

が

ち
て
き
た

 

シ

 

ち
て
き
た

を

な
く

手
で
キ

チ
す
る
と

 
理
 

キ
ス
メ
何
し
て
ん
だ

 
キ
ス
 

 

を
地
面
に
下
ろ
す
と
キ
ス
メ
が

ず
か
し
そ
う
な
上
目
使
い
で
見
て
く
る

す
る
と
今
度

は 

 

あ
れ
や

理
久
兎
さ
ん



 第２８１話 何時もの日常へ

 
理
 

あ

マ
メ
か

て
か
ア
メ
コ
ミ

ロ

か

 
上
下

さ
ま
に

を
使

て
ニ
コ
ニ
コ
と

方
を
見
て
く
る

ま
る
で
ス

ピ

マ
ン
の
よ

う
だ

 
黒

そ
れ

た
ら

メ
だ
よ

 
理
 

あ

あ

 
黒

ま

そ
れ
よ
り
も
お
帰
り
な
さ
い

 
キ
ス
 
コ
ク
コ
ク

 
し
か
し
こ
う
し
て
お
出
迎
え
し
て
く
れ
る
の
は

直
に
嬉
し
い
が
キ
ス
メ
の
お
出
迎
え
は
自
分

も
し
く
は
亜
狛
と
耶
狛

黒
だ
と
か
じ

な
い
と
頭
か
ち

れ
て
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
あ
り
が
と
う
よ

そ
ん
じ

俺
は
そ
ろ
そ

 
ろ
行
く
よ
美
須
々
達
の
所
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い

 
し
な

 
黒

ア
ハ
ハ
ま
た

理
久
兎
さ
ん

 
キ
ス
 
 

 
そ
う

う
と

マ
メ
キ
ス
メ
と
別
れ
て
旧
都
へ
の
入
り
口
の
方
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
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う
し
て
数
分
歩
き
よ
う
や
く

ル
ス

が

理
し
て
い
る

の
近
く
へ
と
着
い
た

 
理
 

や

と
着
い
た

 
コ

ト
を
脱
い
で
元
の
定
番
服
と
な

て
い
る
ア
ロ
ハ
シ

ツ
と
短

ン
そ
し
て
サ
ン

ル
を

い
て

へ
と
歩
い
て
行
く
と

 
理
 

よ

ル
ス

 

の
手
す
り
に

か
け
て
い
る

ル
ス

に

を
す
る

ル
ス

の

の
目
が

方

を
見
る

し
か
し
何

た
が
不
機
嫌
だ

た

 
水

あ
ら
理
久
兎
お
帰
り
な
さ
い

 
理
 

ど
う
か
し
た
の

ル
ス

見
た
感
じ
不
機
げ

あ

 

う
ん
ま
た
彼
奴
ら
か

 

ル
ス

が
座

て
い
る
手
す
り
よ
り
先
が
見
事
に

れ
て
い
た

大
体
こ
ん
な
事
を
す
る
の

は
美
須
々
ぐ
ら
い
だ

 
水

本
当
に
酒
を

え
る
べ
き
よ
彼
奴

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

そ
う

う
な

て
彼
奴
の
お
陰
で

 
地
底
の
治
安
は
昔
よ
り
か
は
マ
シ
に
は
な

た
ん
だ



 第２８１話 何時もの日常へ

 
か
ら
さ

 

て
い
る
こ
と
は
事
実
だ

昔
と
比
べ
る
と
治
安
は
良
く
な

た

美
須
々
や
勇
儀
を
恐
れ

て
な
の
か
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
妖
怪
達
の
悪
さ
は
減

た
の
だ

 
水

そ
う

そ
れ
に
も
一
理
は
あ
る
わ

 
理
 

ま

彼
奴
ら
に
こ
れ
か
ら
会
う
か
ら
つ
い
で
に
叱

 
て
お
く
よ

 
水

お
願
い
す
る
わ

 
理
 

そ
ん
じ

ル
ス

ま
た

 
水

え

 
そ
う
し
て

ル
ス

に
通
さ
れ
て
旧
都
の
よ
く
美
寿
々
や
勇
儀
の
お
気
に
入
り
の
居
酒

へ
と

向
か
う

 
理
 

う

す
美
寿
々
か
勇
儀
は
い
る

わ

と

 
バ
リ
ン

 
突
然

が

方
へ
と
飛
ん
で
き
て
理
久
兎
は
そ
れ
を
当
た
る

前
で

け
た

そ
し
て
飛
ん

で
き
た
の
方
向
を
見
る
と
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妖
怪

げ
ふ

 
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
妖
怪
が
い
た

そ
の
先
に
は

 
美
 

そ
の
程
度
か
い

 
勇
儀

美
須
々
様

惑
に
な
り
ま
す
よ

 
と
美
須
々
を
勇
儀
が
な
だ
め
て
い
た

ボ
コ
さ
れ
た
妖
怪
は
何
か
し
で
か
し
た
の
は
明
白
だ

 
理
 

お

す

人
共

 
美
 

ん

お

理
久
兎
か

 
勇
儀

あ
れ
お
前
が
来
る
な
ん
て
珍
し
い
な

 
理
 

あ

お
前
ら
に

り
物
を
や
る
よ

 
戦

品
と
し
て
取

て
き
た
要

を
断
罪
神
書
か
ら
出
し
て
テ

ブ
ル
の
上
に
置
く

 
美
 

う
何
だ
い
こ
れ
は

 
理
 

要

て
い
う
物
だ
よ

 
勇
儀

要

か

か
地
面
に

せ
ば
地

が
起
き
な
い
と

 
か
だ

た
よ
な

 
美
 

何
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ど
う
や
ら
こ
の
要

は
地
面
に
打
ち
込
め
ば
自
然
に
発
生
す
る
地

が
起
き
な
く
な
る
そ
う

だ

恐
ら
く
地

に
要

と
い
う

を
打
つ
こ
と
で
地

を
防
ぐ
と
い
う
品
だ
ろ
う
と
思

た

 
理
 

ふ

ん
ま

そ
れ
は
あ
げ
る
よ

 
美
 

マ

か

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
家
が

し
な
く
て

 
み
そ
う
だ
な

 
勇
儀

な
品
を
あ
り
が
と
う
よ

 
理
 

あ

気
に
ん
す
ん
な
よ

そ
れ
と

す
の
も
程
々
に

 
し
て
お
け
よ

特
に
あ
の
渡
り

だ

ル
ス

が
怒

 

て
た

 
こ
れ
ま
で
の
報
告
書
や

ル
ス

の

理
し
て
い
る

を

し
た
事
に
つ
い
て

く
文
句
を

う 
美
 

お
う
よ

ま

気
を

け
る
よ

 
と

美
須
々
は
ま

た
く
も

て
反

し
て
い
な
い

そ
れ
よ
り
も
要

に
ご
執
心
だ

 
勇
儀

ま

理
久
兎

出
来
る
だ
け
美
須
々
様
を

め
れ
る

 
よ
う
に
す
る
よ
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理
 

あ

頼
む
よ
彼
奴
が
暴
れ
る
と
ま
た
何
か

が
起

 
こ
る
か
ら
な

お

と
時
間
も
時
間
か
な
そ
ん
じ

 
あ
な

 
美
 

お
う
ま
た
な

 
勇
儀

ま
た
飲
も
う
理
久
兎

 
理
 

あ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
居
酒

か
ら
出
る
と
地
霊
殿
へ
と
帰

た

 
理
 

た
だ
い
ま

 

関
を
開
け
て
そ
う

い
な
が
ら

り
を
見
渡
す
と

 
亜
狛

あ

マ
ス

お
帰
り
な
さ
い

 
黒
 

帰

た
の
か
主
よ

 
と

人
が

然

関
に
い
た
た
め
出
迎
え
て
く
れ
る

 
理
 

お
う

皆
は
ど
う
し
た
の

 
亜
狛

皆
さ
ん
は
お
風
呂
に
入

て
ま
す
よ

 
ど
う
や
ら
皆
は
風
呂
に
入

て
い
る
よ
う
だ

自
分
も

く
風
呂
に
入

て
さ

り
し
た
い
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と
思

た

 
理
 

い
い
な

入
り
て

な

 
亜
狛

皆
さ
ん
が
出
た
ら
入
り
ま
し

う
か

 
黒
 

な
ら
俺
も
入
る
か

 
男
だ
け
で
華
が
な
い
と
思

た
ら
負
け
だ

そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
奥
の

が
開
か
れ
さ

と
り
が
出
て
き
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
帰

て
き
て
い
た
ん
で
す
か
お
帰
り
な

 
さ
い

 
風
呂
上
が
り
で

れ
た

を

き
な
が
ら
お
か
え
り
と

て
く
れ
る

 
理
 

あ

た
だ
い
ま

な

さ
と
り
皆
は
風
呂
か
ら
出
た

 
か

 
さ
と

え

え

も
う
全
員
出
て
い
る

で
す
よ

 
す
ぐ
に
大
き
な
風
呂
で

く
り
と

か
れ
る
と
思
う
と
嬉
し
く
な

た

 
理
 

そ
う
か
そ
ん
じ

俺
は
風
呂
に
行
く
よ
行
く

お
前

 
ら
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亜
狛

あ

は
い

 
黒
 

そ
ん
じ

あ
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
風
呂
へ
と
向
か
う
が

人

た
さ
と
り
は

 
さ
と

ま
た
地
上
で
暴
れ
た

て
こ
と
は
も
う
じ
き
正

 
体
が
明
か
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
と

く
が
理
久
兎
達
に
は
聞
こ
え
る
は
ず
も
な
く
た
だ
そ
の
一

は

空
へ
と
消
え
た
の

だ

た
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第
２
８
２
話
 
一
刀
最
強

 
天
子
と
の
戦
い
か
ら
翌
日
熱
く

え
た
ぎ
る

が
流
れ
る
灼
熱
地
獄
そ
こ
に
理
久
兎
は
い

た 
理
 

ふ

 
そ
し
て
理
久
兎
の
前
に
は
黒
か
ら

た

れ
た
龍
刀

そ
し
て

か
ら
外
し
刀
身
だ
け
と

な

た
黒

最
後
に
ト
ン
カ
チ
と
金

に
水
が
入

た
バ

ツ
が
あ
る

 
理
 

久
々
に
や
る
け
ど
い
け
る
か
な

 
そ
う

き
理
久
兎
は

に

れ
た
龍
刀
を
入
れ
て

か
し
そ
し
て
黒

も

か
す

そ
し
て

か
し
た
龍
刀
と
黒

を
金

に

ト
ン
カ
チ
を
持

て

 
カ
ン

カ
ン

カ
ン

カ
ン

カ
ン

 

く

何
回
か

き
熱
が

め
た
ら
ま
た

に
少
し

け
て
ま
た

く
を

り
返
す

そ
う

し
て
数
時
間
し
て

 
理
 

だ

あ

つ
い

 
何
百
度
と
い
う
温
度
の
空
間
に
い
る
と

が

の
よ
う
に
流
れ
る

し
か
も
集
中
し
て
打
ち
込
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む
た
め
に
よ
り
一

い

 
理
 

だ
が
後
少
し

 

は
出
来
て
き
た

だ
か
ら
こ
そ
後
少
し
の

だ

そ
う
し
て
ま
た

 
カ
ン

カ
ン

カ
ン

カ
ン

カ
ン

 
と

き
ト
ン
カ
チ
を
鳴
ら
す

そ
う
し
て
更
に

時
間
が

過
し
て
つ
い
に
時
が
き
た

 
理
 

出
来
た

 
よ
う
や
く
完
成
し
た

自
分
の
思
い
が
込
め
ら
れ
そ
し
て
黒
の
心
が
込
め
ら
れ
た
黒

の
進
化

態
そ
の
名
を

 
理
 

黒

影
龍

だ

 

は
黒

と
た
い
し
て
変
わ
ら
ず
の

い
刀
身
だ
が
切
れ
味
は
黒

よ
り
格

に
上
が
り
そ
し

て
更
に
新
た
な
能
力
を
手
に
入
れ
た

 
理
 

ふ

 
シ

ン

 
試
し
に

へ
一

し
て
斬
る

す
る
と
真

黒
い
オ

ラ
が

の
よ
う
に
数

る

こ
れ

は
黒
の
体
の
一
部
だ

た

を
使

た
刀
を
合
成
さ
せ
た
た
め
に
黒
の
能
力
で
あ
る
影
を

る
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程
度
の
能
力
を
受
け

ぎ
全
て
を

ら
い
侵
食
す
る
光
を

ら
う
程
度
の
能
力
が
開
花
し

た
の
だ

 
理
 

ふ
ふ

や

と
出
来
た

 
も
う

さ
で
バ
テ
そ
う
だ

物
を
さ

さ
と

け
て
理
久
兎
は
地
霊
殿
へ
と
帰
る

 
理
 

い
や

こ
の
服
で
も

い
と
な
る
と
本
当
に
嫌
に
な

 

ち
ま
う
よ
な

 
そ
う

き
な
が
ら
地
霊
殿
の

を
開
け
て

を
上
り
中

へ
と
出
る

灼
熱
地
獄
の
上
に
地

霊
殿
が
建

て
い
る
た
め
行
き
来
は
楽
だ
が
あ
ま
り
行
き
た
い
と
思
え
る
場
所
で
は
な
い

 
理
 

で
も
本
当
に
空
ち

ん
は
良
く
あ
ん
な
所

く
も
な

 
く
飛
べ
る
よ
な

 
本
当
に
そ
こ
に
つ
い
て
は
お
空
を

し
て
し
ま
う

そ
ん
な
事
を

い
て
い
る
と

 
黒
 

主
か
ど
う
し
た
の
だ
そ
ん
な
に

を
か
い
て

 
中

で
水
や
り
を
し
て
い
た
黒
は
自
分
の
元
へ
と
来
る
と
断
罪
神
書
か
ら
進
化
し
た
黒

を
出

す 
理
 

ど
う
よ
黒
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黒
 

ど
う
と

わ
れ

主
よ
我
が

た
刀
を
再

す

 
る
と
か

た
が
ま
さ
か
合
成
し
た
の
か

 
理
 

そ
の
ま
さ
か
だ
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
黒
は
黒

影
龍

を
ま
じ
ま
じ
と

め
て

 
黒
 

一
度

か
し
た
の
か

 
理
 

あ

こ
か
ら

さ
せ
て
見
事
に

つ
に
し
た
ん

 
だ
よ
お
前
の
思
い
と
黒

の
魂
は

ざ
り
合
い
こ
の

 
刀
を
黒

影
龍

を

作

た
ん
だ
せ

か
く
お

 
前
か
ら

た
刀
な
ん
だ
か
ら
さ

 
そ
れ
を
聞
く
と
黒
は
一

い
た
の
か
目
を
点
に
し
た

だ
が
す
ぐ
に
元
の

に

る
と

 
黒
 

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
本
当
に
主
は
面
白
い

 
理
 

そ
こ
ま
で

し
な
く
て
も
良
い
だ
ろ

 
黒
 

す
ま
ん
な

々
と
嬉
し
く
な

て
な
本
当
に
主
の
元

 
に
来
て
か
ら
面
白
い
事
だ
ら
け
だ

 
と

黒
は
い

た

こ
の

イ
ミ
ン
グ
な
ら
あ
の
時
の
事
を
話
せ
る
と
思
い
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理
 

な

黒

お
前
が
封
印
さ
れ
て
る
時
の
記
憶
は
本

 
当
に
な
い
の
か

 

一
輪
が

て
い
た
聖
と
い
う
人
物
に
心
当
た
り
が
な
い
か
と
思
い
聞
く
が

 
黒
 

す
ま
ん
な
今
も
思
い
出
せ
ん
の
だ
し
か
し
光
を
侵
食

 
す
ら
出
来
ず
た
だ
の
影
と
な

た
か
の
よ
う
に
俺
は

 
夢
で
見
た
女
に
そ
の

し
さ
で

愛
で
俺
を

ら
し

 
て
い
た
そ
れ
し
か
記
憶
が
な
く
て
な

そ
い
つ
が

 
だ

た
の
か
も
分
か

て
な
い
ん
だ

 
理
 

も
し
か
し
た
ら
だ
が
聖
と
か
い
う
女
性
は
お
前
に
関

 
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
黒
 

そ
う
な
の
か
ど
う
な
の
か
は
分
か
ら
ん
が
そ
い

 
つ
が
何
処
に
い
る
の
か
何
処
封
印
さ
れ
て
い
る
の
か

 
分
か

て
な
い
時
点
で

ん
で
る
の
と
同
じ
だ
そ
れ

 
に
違
う
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ

 
理
 

ま

な
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そ
う

う
が
恐
ら
く
は
魔
界
の
何
処
か
に
い
て
そ
し
て
何
処
か
に
封
印
さ
れ
て
い
る
と
は
予

で
き
る
が
や
は
り
何
処
に
い
る
の
か
は
ま
で
は
分
か
ら
な
い
の
が
現
実
だ

 
理
 

運
命
は

り
合
わ
せ
と
も

う
し
な
も
し
か
し
た
ら

 
何
処
か
で
会
え
る
か
も
な

 
黒
 

そ
う

だ
な

そ
う
だ
と
良
い
か
も
な

 
と

話
し
て
い
る
と
黒
は
理
久
兎
を
じ

と
見
だ
し
て

 
黒
 

と
り
あ
え
ず
主
よ
風
呂
に
行

た
ら
ど
う
だ

 
理
 

え

な

俺

て

く
さ
い
か

 
黒
 

ま

な

 
こ
れ
は
流

に
申
し
訳
な
い
な
と
思

て
し
ま

た

 
理
 

あ

う
ん
風
呂
に
行

て
風
呂
に
入

て
く
る
よ

 
そ
う

い
理
久
兎
は
風
呂
へ
と
向
か

た
が

 
黒
 

ん

か
さ

き
さ
と
り
が

ま

良
い
か

 
そ
ん
な
事
を

く
が
理
久
兎
に
は
聞
こ
え
る
は
ず
も
な
く
黒
は
ま
た

の

に
水
を
や
り
出

す
の
だ

た

そ
う
し
て
理
久
兎
は
脱

所
へ
と
来
る
と
服
を
脱
ぐ
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理
 

は

本
当
に

か
い
た
な

れ
て
く
せ

や

 
何
て

き
風
呂
場
へ
と
入

た

風
呂
場
は

が
漂
い

と
な

て
い
て
視
界
が
見
え
に
く

い 
理
 

は

う

ん
は

 
ま
ず
は

に
水
を
入
れ
て
体
を

お
う
か
と
し
た

間
だ

た

 
さ
と

あ
れ

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

さ
と
り

 
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が
大

に

か
る
さ
と
り
の
目
と
自
分
の
目
が
あ
う
の
だ

た
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第
２
８
３
話
 
共
に
風
呂
へ

 
目
と
目
が
合
う

ま
さ
か
さ
と
り
が
風
呂
に
入

て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た

し
か
も
理
久

兎
が
来
る
こ
と
を
知
ら
な
か

た
の
か

 
さ
と

 

オ
ル
も

い
て
い
な
い
生
ま
れ
た
ま
ま
の
姿
だ

 
理
 

さ

さ
と
り

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

あ

ち
を
向
い
て
下
さ
い

 
理
 

あ

あ

 
回
れ

し
て
後
ろ
を
向
く

そ
し
て
数
分
す
る
と

 
さ
と

も
う
い
い
で
す
よ

 
そ
う

わ
れ
ま
た
さ
と
り
の
方
向
を
見
る
と
体
に

オ
ル
を

い
て
い
た

 
理
 

あ

悪
か

た
ま
さ
か
い
る
と
は
思
わ
な
く
て
な

 
さ
と

こ
う
い
う
時
に
心
が
読
め
な
い
の
は
本
当
に
不

 

で
す

理
久
兎
さ
ん
も
し
か
し
て

し
い
心
が
あ
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た
ん
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

い
や
な
い
か
ら
な

 
と
本
当
に

し
い
気
持
ち
が
あ

た
訳
で
な
く
本
当
に
知
ら
な
か

た
の
だ

だ
が
さ
と
り

は 
さ
と

そ
こ
ま
で

定
し
な
く
て
も

 
理
 

何
で
そ
こ
で

ち
込
ん
で
ん
の

 
何

だ
か
少
し

ち
込
ん
で
い
た

い

た
い
ど
う
し
ろ
と
い
う
ん
だ

 
理
 

だ

安
心
し
ろ

力
は
あ
る
か
ら

な

 
さ
と

そ
れ
じ

し
い
気
持
ち
で
入

て

 
理
 

い
や
そ
れ
は
な
い

 
さ
と

は

 
何

た
め

を
つ
く
ん
だ
と

問
に
思
う
ば
か
り
だ

 
さ
と

も
う
良
い
で
す
そ
ん
な
所
で
突

立
て
な
い
で
入
ら

 
な
い
ん
で
す
か

 
理
 

い
や
体
を
先
に

て
く
る
よ
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さ
と

な
ら

中
を
流
し
ま
し

う
か

 
そ
う

い
さ
と
り
は
立
ち
上
が
り

か
ら
出
る

 
理
 

せ

か
く
だ
か
ら
頼
も
う
か
な

 
さ
と

な
ら
座

て
く
だ
さ
い

 
指

に
従
い
風
呂

子
に
座
り
さ
と
り
が

中
を

い
始
め
た

 
理
 

す
ま
ん
な

い
だ
ろ

 
さ
と

い
え
そ
ん
な
に
は

 
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
さ
と
り
に

中
を

て
も
ら
う
の
は
良
い
の
だ
が
少
し
く
す
ぐ

た
い

の
が
現
状
だ

あ
ま
り

力
を
使

て
な
い
せ
い
な
の
か
結

く
す
ぐ

た
い

 
さ
と

気
持
ち
い
い
で
す
か

 
理
 

あ

 
せ

か
く

て
も
ら

て
い
る
た
め
文
句
や
ら
は

わ
ず
お
と
な
し
く

て
も
ら
う

そ

う
し
て
数
分

ち

 
さ
と

綺

に
な
り
ま
し
た
よ

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

そ
う
だ
な

俺
も

て
や
ろ
う
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か

 
さ
と

そ
う
で
す

な
ら
お
願
い
し
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て

オ
ル
を

中
が
見
え
る
よ
う
に
後
ろ
だ
け
脱
ぐ
と
今
度
は
自
分
が
さ
と
り
の

中

を

い
始
め
る

 
理
 

し
か
し
さ
と
り
の

中
は

変
わ
ら
ず
で
小
さ
い
よ

 
な
そ
れ
に
結

ス

ス

だ
な

 
さ
と

ス

ス

は
分
か
り
ま
せ
ん
が

は
性
別
の
問

と

 
私
は
身
⻑
が
少
し

い
か
ら
で
す
よ

 
理
 

ま

そ
れ
も
そ
う
だ
な

 
さ
と
り
の

は
ス

ス

し
て
い
る

だ
が
何
よ
り
も
本
当
に
体
が
華

な
体
で
力
を
入
れ
す

ぎ
て

お
う
と
す
れ
ば

れ
て
し
ま
う
ん
じ

な
い
か
と
心

に
な

て
し
ま
う

手
加
減
し
て

中
を

う
こ
と
数
分
後

 
理
 

ら
綺

に
な

た
よ

 
お

で
流
し

中
を

い
終
え
る

そ
し
て
さ
と
り
は

中
を

オ
ル
で

し
た

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

か
り
ま
し

う
か
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理
 

そ
う

だ
な

 
そ
う
し
て

人
は

へ
と
入
る

あ
ま
り
の
温
か
さ
に

 
理
 

ふ

 
と

か
ら

が
出
て

れ
が
同
時
に

け
て
い
く
感
覚
に
な
る

 
理
 

本
当
に
こ
こ
の
い
い

だ
な

 
さ
と

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
ど
う
し
て
こ
ん
な

く
か
ら
お

 
風
呂
に

 
理
 

あ

ち

と

暮

で
灼
熱
地
獄
に
行

て
て
な

 
そ
う
い
う
さ
と
り
こ
そ
ど
う
な
ん
だ

 
さ
と

私
は
本
の
整
理
を
し
て
い
た
ら

を

て
し
ま

 
た
も
の
で

 
ど
う
や
ら
本
の
整
理
を
行

て
る

中
で

を

て
し
ま

た
よ
う
だ

 
理
 

そ
う
だ

た
ん
だ

あ

そ
う
い
え
ば

 
だ
が
こ
の
時
ふ
い
に
あ
る
事
を
思
い
出
し
て
し
ま

た

そ
れ
は
⺟
親
に
に
誘
わ
れ
た

テ

の
事
を
だ
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理
 

な

さ
と
り
も
う
数

月
ぐ
ら
い
の

ご
ろ
に

 
間
程
だ
が
地
底
か
ら
ち

と

れ
る
よ

 
さ
と

え

ど
う
し
た
ん
で
す
か
急
に

 
理
 

実
は
な
お
ふ
く
ろ
主
催
の

テ

に

加
す
る

 
こ
と
に
な

ち
ま

て
よ

 
さ
と

嘘

で
は
な
い
で
す
よ

 

い

を
し
て
い
る
せ
い
か
さ
と
り
か
ら
ド
ン
マ
イ
と
い
う
感
じ
で

い
し
て
い
る

 
理
 

あ

そ
ん
で
ま

亜
狛
と
耶
狛
に
黒
も

れ
て
行
く

 
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
記
憶
の

で
覚
え
て
お
い
て

 
く
れ
や

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
の
お
⺟
様

て

か
身
⻑

 
は
私
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
よ

 
理
 

ま

結

小
さ
い
な

し
か
も
性
格
も

キ
と
い

 
う
か
何
と
い
う
か

 
正
直
な
話
に
な
る
が
子

い
性
格
の
た
め
か
少
し

ず
か
し
い

そ
ん
な
親
を
持

た
か
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ら
こ
そ
こ
う
し
て
自
立
で
き
た
の
だ
と
思
う

 
さ
と

私
は
つ
い
て
行

て
は

 
理
 

あ

め
て
お
い
た
方
が
良
い
か
も
な
神
達
の
中

 
だ
と
俺
は
さ
と
り
や
こ
い
し
ち

ん
と
同
じ
で

 
を
受
け
や
す
い
そ
れ
で
い
て
更
に
そ
の
火
花
が
さ
と

 
り
に
行

て
し
ま
う
の
も

て
感
じ
だ
か
ら
出
来
れ

 
ば
こ
な
い
方
が
い
い
か
も
な

 
さ
と

ど
う
し
て
理
久
兎
さ
ん
が

を

 
理
 

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
神
や
ら
仕
事
を
す
る

に
俺
は

 

加
し
て
い
な
い
か
ら
な

て
し
ま
う
と
神
達
の

 
中
だ
と
親
の

を

て
い
る

て
思
わ
れ
て
る
ん

 
だ
よ

こ
れ
が
さ

 
親
で
あ
る

は
現

い
る
神
達
の
親
で
あ
る
伊
邪
那

伊
邪
那
美
の
創
造
神
の
た
め
皆
か
ら

の
目
で
見
ら
れ
そ
し
て
伊
邪
那

伊
邪
那
美
は
最
初
の

ビ

ブ

ム
を
起
こ
し
て
神
達

の
ビ

グ

デ

お
よ
び
に
ビ

グ
マ
ザ

と
な

た
た
め
信
頼
が

い

だ
が
そ
の

神
に
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対
し
て
自
分
は
何
も
し
て
い
な
い
た
め

の
目
で
見
ら
れ
て
も
可

し
く
は
な
い
の
だ

 
さ
と

つ
ま
り
目
立

た
事
を
し
て
い
な
い
の
に
そ
の
地

 
に
い
る
か
ら

の
対
象
に
な

て
い
る
と
い
う
事

 
で
す
か

 
理
 

そ
う
い
う
こ
と
だ
だ
か
ら
こ
そ
俺
は
お
前
を

れ
て

 
は
い
け
な
い
俺
が

ら
れ

ま
れ
る
の
は
一
向
に

 
わ
な
い
亜
狛
や
耶
狛
そ
れ
に
黒
だ

て

ま
れ
て
も

 
俺
は

リ

リ
で
我

は
出
来
る
だ
が
お
前
が
そ
の

 
対
象
に
な

た
の
な
ら
俺
は
間
違
い
な
く
何
か
を
や

 
ら
か
し
か

な
い
ん
だ
よ

 
さ
と

私
は

メ
な
の
に
何

に
亜
狛
さ
ん
や
耶
狛
さ

 
ん
そ
れ
に
黒
さ
ん
は
良
い
ん
で
す
か

 
理
 

彼
奴
等
は
神
使
と
な

た
義
務
が
あ
る
俺
を
守
り

 
佐
す
る
と
い
う
義
務
が
な

 

日

風
呂
場
で
こ
の
事
は
亜
狛
と
黒
の

人
に
は
話
し
た

だ
が
あ
ま
り
快
く
は
思

て
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は
い
な
か

た
が
何
と
か
了

は
し
て
く
れ
た
の
だ

こ
の
事
は
恐
ら
く
亜
狛
か
ら
耶
狛
に
も
知

れ
渡

た
だ
ろ
う

 
さ
と

な
ら
せ
め
て
帰

て
く
る
と
き
は
明
る
い

 
で
た
だ
い
ま
と

て
く
だ
さ
い

約
束
で
す
よ

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

約
束
す
る
よ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
さ
と
り
に
祭
り
の
事
を
話
し
た
の
だ

た

だ
が
理
久
兎
達
は
帰

て
か

ら
知
る
こ
と
と
な
る

 

 

さ
て
と
新
し
い
エ
ネ
ル

を
ど
う
作
ろ
う
か
し
ら

  

 

う

ん
そ
う
だ

 
と
あ
る

神
が
何
か
を
計
画
し
地
底
で
大
騒
乱
が
起
き
た
事
を
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 第十九章 高天ヶ原に居しは⺟と悪魔

 
第
十
九
章
 
高
天

原
に
居
し
は
⺟
と
悪
魔

 
第
２
８
４
話
 
神
々
の
集
い

 

と
な
り
つ
い
に
理
久
兎
は
行
く
の
が
面

な

主
催
の
神
々
の
祭
り
に
行
く
日
と
な
り
理
久

兎
達
は
地
霊
殿
の

関
に
立

て
い
た

 
理
 

は

行
く
の
面

く
せ

な

 
つ
い
つ
い

葉
に
出
て
し
ま
う

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
亜
狛
耶
狛
黒
は

い
を
し
な
が

ら 
亜
狛

ま

気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
け
ど

 
黒
 

や
れ
や
れ

 
耶
狛

ア
ハ
ハ

で
も
私
は
ち

と
楽
し
み
か
な

 
お
祭
り
や
何
か
の
イ

ン
ト
が
大

き
な
耶
狛
は
少
し
だ
が
金

の

を

に

る
う

そ
し
て
さ
と
り
達
が
理
久
兎
達
の
前
に
立
つ
と
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さ
と

気
を

け
て
行

て
き
て
く
だ
さ
い

そ
れ
と
約

 
束
は
守

て
く
だ
さ
い

 
理
 

分
か

て
る
さ

 
お
空

お
⺟
さ
ん
お
土
産
買

て
き
て

 
耶
狛

も

ち
ろ
ん

 
お

お
父
さ
ん
も
無
理
し
な
い
よ
う
に

 
亜
狛

あ

薬
は
持

た
か
ら

 
と

み
の

葉
を
投
げ
掛
け
て
く
れ
る

 
理
 

そ
ん
じ

行

て
く
る
な

 
そ
う

い
理
久
兎
は
先
に

関
か
ら
外
へ
と
で
る

 
さ
と

亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
黒
さ
ん
理
久
兎
さ
ん
を
お
願
い

 
し
ま
す

 
黒
 

あ

 
亜
狛

論
で
す
よ

 
耶
狛

ふ
ふ

そ
れ
じ

行

て
き
ま
す
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そ
う
し
て

人
も
外
へ
と
で
て
亜
狛
と
耶
狛
の
能
力
で

け
目
を
作
り
出
す

 
理
 

そ
ん
じ

行
く

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

レ

ツ
ゴ

 
黒
 

何
も
な
き

い
い
が
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は

け
目
へ
と
入
り

け
目
は
閉
じ
ら
れ
そ
の
場
に
静

が

る
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
高
天

原
の

場
で
は
多
く
の
神
々
達
が
一
同
に

し
集

て
い
た

そ
し
て

そ
の

場
の

上
に
神
達
の
中
で
も
比

的
に
小
さ
な
神
と
数
人
の
神
が
立
つ

そ
し
て
小
さ
な

神
い
や
世
界
の
頂
点
と
な
る
者
で
あ
る
龍
神
の

が
立
つ

 

 

皆
の
者
よ

よ
く
来
て
く
れ
た
の

今
日
は
飲
み
そ

 
し
て
共
に

い
あ
お
う

 
神
達

お

 
そ
の
掛
け

と
共
に
皆
は
楽
し
く
飲
み
始
め
た

そ
し
て
そ
れ
を

上
で

め
る
神
で
あ
る

そ
し
て
こ
こ
高
天

原
の

理
者
で
あ
る
天

そ
し
て
ゲ
ス
ト
で
呼
ば
れ
て
い
る
須
佐
能

命

と
月
読

最
後
に
神
々
の
ビ

グ

デ

こ
と
伊
邪
那

が
楽
し
そ
う
に

む
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天

お

様
こ
の
よ
う
な
宴
を
提
案
し
て
下
さ

て
あ
り

 
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
須
佐

ま
さ
か

も
呼
ん
で
く
れ
る
と
は
な

 
月
読

ふ
ふ

お

ち

ん
あ
り
が
と
う

 
と

孫

人
に

わ
れ

は
少
し

れ
て
し
ま
う

 

 

ま

ま

た
ま
に
は
良
い
じ

ろ

の
う
伊
邪
那

 
よ

 
イ

そ
う
で
す

⺟
上

 
と

人
が

た
時
だ

た

突
然

達
の
頭
上
で
不
自
然
な

け
目
が
開
か
れ
た
の
だ

そ
こ
か
ら

 
ド
ゴ
ン

 

 

ぐ
へ

 
理
 

う
こ
こ
が
高
天

原

 
理
久
兎
が
降
り
て
き
て

の
頭
上
か
ら
着
地
し
た

こ
れ
に
は

の
メ
ン
バ

の
目
が
点
に

な

て
い
る
の
に
気
づ
く
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イ

あ

あ
あ
あ

 
と

何
か
伊
邪
那

が

お
う
と
し
た
が

 
ド
ゴ
ン

 
イ

が
は

 
黒
 

う

 
理
久
兎
と
同
様
に
黒
が
伊
邪
那

の
上
へ
と
着
地
し
伊
邪
那

を
踏
み
つ
け
る

更
に
亜
狛
と

耶
狛
も
着
地
す
る

 
亜
狛

こ
れ
ま
た

い
数
の
神
様
達
で
す

 
耶
狛

そ
う
だ

 
と

マ
イ

ス
だ

だ
が
亜
狛
と
耶
狛
は
理
久
兎
と
黒
に
目
を
や
る
と
目
を
点
に
し
た

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

黒
く
ん
も
下

 
と

わ
れ
理
久
兎
と
黒
は
下
を
見
る

 
理
 

ど
う
し
た
何
に
も
な
い

 
黒
 

ん

あ

悪
い



 第２８４話 神々の集い

 
黒
は
伊
邪
那

か
ら
降
り
る
が
自
分
の
場
合
は
見
た
と
こ
ろ
小

の
上
に

か

て
い
る
と

し
て
ど
か
な
い
で
立
つ

だ
が

 
天

方
達
は
何
者
で
す
か

 
月
読

あ
れ

何
か
理
波
さ
ん
そ

く
り
の
人
だ

 
須
佐

て
か
て
め

ち

ん
の
上
に

か

て
い
る

 
ん
じ

 
と

て
く
る

久
々
に

子
や
姪

子
達
に
会
え
た

 
理
 

あ

天

に
月
読
に
須
佐
能
じ

ん
お

さ

 
須
佐

お
久

て

ま

ま
さ
な
て
め

ま
さ
か
理
波
か

 
天

嘘
で
す
よ

 
月
読

そ
う
な
ん
だ
そ
れ
じ

お
久
し
ぶ
り

 
と

て
い
る
と

 

 

い

い
い
加
減
に
降
り
ぬ
か

 
そ
う

う
と
何
処
に
あ
る
の
か
と
ん
で
も
な
い
馬
鹿
力
で
起
き
上
が

た

上
へ
と
飛
ば
さ
れ

る
が
上
手
く
着
地
す
る
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理
 

と
と

危

な

 

 

様

シ
を
踏
み
台
に
す
る
と
は
よ
い
度
胸
じ

 
の
う

 
ど
う
や
ら
キ
レ
た
よ
う
だ

こ
れ
に
は

虐
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ
悪
い
な
あ
ま
り
に
も
小
さ
す
ぎ
て
道

の
ゴ

 
ミ
と
勘
違
い
し
ち
ま

た

 
天

お

様
に
向
か

て
ゴ
ミ

 
月
読

お

勇
気
が
あ
る
と
い
う
か
無
謀
だ

 
須
佐

お

お
い
理
波
あ

謝

た
方
が

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
黒
の
下

き
と
な

て
い
た
伊
邪
那

が
起
き
上
が
る

 
イ

た
た
た

 
耶
狛

大
丈
夫

 

 
黒
 

悪
か

た
大
丈
夫
か

 
亜
狛

お
怪
我
は

 
イ

あ

大
丈
夫
だ
よ

そ
れ
よ
り
も
兄
上

来
る
な
ら



 第２８４話 神々の集い

 
一

ぐ
ら
い
下
さ
い

 
と

た

間

理
久
兎
と

外
の
者
達
の
空
気
が
変
わ

た

ま
る
で
い
き
な
り

結
し
た
か
の
よ
う
に
そ
し
て

 
天

お

お
父
様
い

今

何
と

 
イ

え

だ
か
ら
兄
上

て

 
須
佐

あ

兄
上

て
お

お
い
だ

だ

て

 
イ

て
⺟
上
と
喧
嘩
し
て
い
る
の
が
兄
上
だ
よ

 
月
読

へ

理
波
が
私
達
の

父
な
ん
だ

ん

 
と

三

神
達
は
固
ま
る

そ
し
て
理
久
兎
の
従
者
達
の

人
は

 
亜
狛

あ

兄
上

 
耶
狛

マ
ス

の
弟

さ
ん

 
黒
 

あ

主
の
弟
を

し
ち
ま

た

は

 
亜
狛
と
耶
狛

黒
も
固
ま
る

そ
し
て

め
を
さ
す
か
の
よ
う
に
伊
邪
那

は

 
イ

あ
れ

聞
い
て
な
か

た
の
か

あ
の
お
方
が
私
の

 
実
兄
で
あ
り
お
前
達
の

父
で
も
あ
る
お
方
そ
の
名
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を
深
常
理
久
兎

大
能
神
様
だ
よ

 
全
員

え

 
と

り
の
神
達
は

き
の
あ
ま
り
に
絶

し
た
の
だ

た

だ
が
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
良

い
と

わ
ん
ば
か
り
に

 

 

様
や
は
り
可
愛
い
げ
が
な
い
の

そ
れ
と

シ
は

 

き
で
身
⻑
が

い
わ
け
で
は
な
い
わ
い

こ
の

 

二

が

 
理
 

は

知
る
か
そ
ん
な
事
そ
れ
と
俺
が

二

な
ら
あ

 
ん
た
は

さ
ん
過
ぎ
て

だ
な
こ
の
見
か
け

 
し
の
ロ
リ

 
こ
の

神
は
久
々
の
再
開
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
喧
嘩
を
す
る
の
だ

た



 第２８５話 悪魔現る

 
第
２
８
５
話
 
悪
魔
現
る

 
神
々
達
は

い
て
い
た

そ
れ
は
理
久
兎
の
存

そ
れ
が
今
知
ら
さ
れ
た
か
ら
だ

だ
が
理
久

兎
は
そ
ん
な
事
は
そ

ち
の
け
で

と
互
い
に

み
あ

て
い
た

 

 

理
久
兎
よ
そ
こ
に
な
お
れ

 
理
 

断
る
ク
ソ

 
と

い
合

て
い
る
中
だ
が
神
々
達
そ
し
て
理
久
兎
の
従
者
達

人
は

き
の

で
見
て

い
た

 
天

理
波
さ
ん
が
理
久
兎

 
月
読

か
ス

ち

ん
昔
に
戦

て
な
か

た

 

た
け

 
須
佐

あ

あ
の
時
の
強
さ
の
違
和
感
が
よ
う
や
く
分
か

 
た
親
父
の
兄

だ

た
か
ら
だ

 
と

て
い
た
そ
ん
な
時
だ

た

突
然

力
に

し

さ
れ
る
か
の
よ
う
に
感
覚
に
こ

の
場
の
全
員
は

た
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亜
狛

が

 
耶
狛

何
こ
れ

 
黒
 

お

お
い

 
イ

ぐ

⺟
上

兄
上

 
そ
う
理
久
兎
と

の
殺
気
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
こ
の
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ

こ
こ
ま
で

い
く
と
親
子
喧
嘩
を

え
て

り
に
も

惑
だ

 
天

こ

こ
ん
な
殺
気
ぐ

 
月
読

お
姉
さ
ま
無
理
を
し
た
ら

 
須
佐

こ

こ
ん
な
殺
気
は
八

大

来
い
や
そ
れ
よ
り

 
も
強
す
ぎ
る

 

り
の
神
達
も
あ
ま
り
の
殺
気
の

力
で

し

さ
れ
る

そ
し
て
理
久
兎
は
と
い
う
と

 
理
 

と
り
あ
え
ず
よ

遠
に
三

世
界
を
見
て
こ
い

れ

  

 

ぬ
か
せ

様
は
ニ
ラ
カ
ナ
イ
と
共
に

み
そ
し
て

 

遠
に
眠

て
お
れ

二

が
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自
分
そ
し
て

は

を

え
た

今
の
理
久
兎
と

に
は

り
の
光

な
ど
は
写

て
い
な

い

た
だ
目
の
前
の

子
を
⺟
を
殴
り
飛
ば
す
事
し
か

え
て
い
な
い

そ
し
て

人
は
お
互

い
の

に
向
か

て

を

た

 
イ

⺟
上

兄
上

め
て
く
だ
さ
い

 
天

お

様
お

め
下
さ
い

世
界
が

ん
で

 
須
佐

か

め
ろ

 
月
読

最
後
に
会
い
た
か

た
な

 
亜
狛

耶
狛

も
し
ま
た
転
生
し
た
ら
そ
の
時
は
兄
妹
で
い

 
て
く
れ
る
か

 
耶
狛

め
て

そ
れ
本
当
に
死
亡
フ
ラ
グ
だ
よ

 
黒
 

我
が
生

に
一

の

い
無

い
や
あ

た
な

 
と
皆
は
死
と
い
う
覚
悟
を
決
め
る
者
も
い
れ
ば
死
に
た
く
な
い
と

願
す
る
者
も
い
た

そ

し
て
自
分
の

と

の

が
ク
ロ
ス
カ
ウ
ン

を
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

は

い
そ
こ
ま
で

 
と
突
然
の

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
自
分
の
体
と

の
体
を

が

き

い
た
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が
自
分
達
を

め
と
る

 
理
 

う
お

 

 

ぬ
わ

 
お
互
い
に

が
当
た
る
こ
と
は
な
く
空
を
切

た

ど
う
や
ら
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
は
防
げ
た
よ
う

だ 
理
 

何
だ
こ
れ

 

 

こ
れ
は

ざ
い
き

う

罪

の

 
と

が

て
い
る
と

人
の
男
が

方
に
近
づ
い
て
く
る

見
た
感
じ
そ
の
男
は

は

手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
の
か

く

じ
れ

が
り
目
は
ま
る
で
死
ん
だ

の
よ
う
な
目
を
し
て

い
た

だ
が
何
よ
り
も
気
に
な
る
の
は
頭
に
生
え
る

そ
の

は

の
よ
う
な

だ

 

 

も
う
面

く
さ
い
ん
だ
か
ら

 

 

怠
惰

 
怠
惰

そ
れ
と

ち

ん
大
人
気
な
い
よ

 

 

じ

て
理
久
兎
が

 
怠
惰
と
呼
ば
れ
た
男
は

く
面

く
さ
そ
う
な

を
し
て
こ
ち
ら
を
見
て
く
る
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怠
惰

俺
が

え
る
義
理
じ

な
い
け
ど
さ

り
を
よ
く

 
見
な
よ

 
そ
う

わ
れ

り
を
見
て
み
る
と
皆
は
何

か
う
つ

せ
に
な

て
い
た

 
理
 

な

お
前
ら
何
や

て
ん
だ

 

 

ど
う
し
た
ん
じ

何
か
の
儀
式
か

 
全
員

て
め

ら
親
子
の
せ
い
だ
よ

 
と

皆
は
怒
り
を
込
め
て

ぶ
の
だ

 
理
 

な

お
ふ
く
ろ
や
り
過
ぎ
た
か

 

 

う
む

明
ら
か
に
の
お

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず

人
共
そ
の
殺
気
を
し
ま
い
な
よ

 
じ

な
い
と
皆
動
け
な
い
か
ら

 
こ
の
年
で
注
意
さ
れ
申
し
訳
な
く
思
い
な
が
ら

と
共
に
殺
気
を

え
込
み
し
ま
う

そ
し
て

殺
す
る
程
の
殺
気
は
消
え
て
皆
は
立
ち
上
が
る

 
亜
狛

マ
ス

方
は
世
界
を

す
気
で
す
か

 
理
 

え

い
や
親
子
喧
嘩

だ

た
と
思
う
ん
だ
が
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耶
狛

そ
れ
加
減
で
き
な
い
の

 
理
 

は

せ
だ

 
黒
 

こ

怖

 
と

従
者
達
が

て
い
る
所
で

の
場
合
は

 
天

お

様
や
り
す
ぎ
で
す

 
月
読

走
馬

が
見
え
ん
だ
か
ら

 
須
佐

た
く
よ

 

 

す

す
ま
ぬ

 
と

孫
達
か
ら

め
ら
れ
て
い
た

す
る
と

人
の
男
も
と
い
怠
惰
と

わ
れ
て
い
た
男
が

自
分
と

の
間
に
立
ち

 
怠
惰

そ
れ
と

ち

ん
は
自
分
の
作

た
世
界
を

す
気

 
か
い

そ
う
で
な
い
な
ら
手
加
減
を
し
な
さ
い

 

 

す

す
ま
ぬ
怠
惰

 
怠
惰

そ
れ
と
え

と
理
久
兎

だ

た
よ

俺
が

え

 
る
義
理
じ

な
い
け
ど
少
し
は
親
を

え



 第２８５話 悪魔現る

 
理
 

あ

あ

な

所
で
あ
ん
た

だ

 
怠
惰
と

わ
れ
た
男
に
興
味
を
持
ち
聞
く
と
怠
惰
と

わ
れ
て
い
た
男
は

 
怠
惰

お

と
名

ら
な
い
の
は
失
礼
だ

た

俺
は
怠
惰

 
の
ク
ソ
悪
魔
も
と
い
皆
か
ら
は
親
し
み
を
込
め
て
怠

 
惰
と
呼
ば
れ
て
い
る
者
だ
よ

 
と

て
手
を

し
出
し
て
く
る

ど
う
や
ら
よ
ろ
し
く
の

手
の
よ
う
だ

 
理
 

あ

あ

 
出
さ
れ
た
手
を

り

手
を
す
る

そ
し
て
悪
魔
と
い
う
単
語
か
ら
恐
ら
く
魔
界
の
住
人
だ
と

予

し
た
が

 
神
 
な

理
久
兎

て
い
え
ば
仕
事
を

た
ら
か
し
て
旅
し
て

 
た

て
い
う
あ
の

 
神
 
あ

龍
神
様
が
最
初
に
創
造
し
た
神
な
の
に
俺
ら
と
は

反

 
す
る
奴
で

れ
を
こ
の
世
の

れ
を
作

た
愚
か
者
だ

 
神
 
親
の
七
光
り
が
な
き

た
だ
雑

だ
ろ

 
等
々
と
聞
こ
え
て
く
る

自
分
は
対
し
て
そ
ん
な
事
は
然
程
は
気
に
は
な
ら
な
い
が
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黒
 

あ
い
つ
ら

に
変
え
る

 
亜
狛

マ
ス

す
な
ら
許
可
を

 
耶
狛

灼
熱
地
獄
の

料
に
し
て
あ
げ
る

 
と

く

人
は
キ
レ
て
い
た

大
方
キ
レ
る
理
由
と
し
て
は
ま
ず
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒

は
自
分
が

さ
れ
る
の
が
気
に
入
ら
な
い
の
だ
ろ
う

そ
し
て

は

子
を
バ
カ
に
さ
れ
て
静

か
に
怒
り
を
覚
え
て
い
る
よ
う
だ

 
天

皆
さ
ん

こ
こ
は
皆
が
楽
し
く
飲
み
会
う
た
め
の
宴

 
で
す
そ
ん
な
邪
な
心
を
持
つ
の
な
ら

退
場
な
さ

 
い

 
須
佐

因
み
に
姉

に

ら
う
な
ら
俺
が
て
め

ら
を

き

 
斬
る
か
ら
な

 
と

た

間

皆
は

た

 
月
読

と
り
あ
え
ず
皆
は
楽
し
く
飲
ん
で

 
そ
う

わ
れ
神
達
は
御
座
へ
と
座
る
と
酒
や
ら
飲
み
始
め
た



 第２８５話 悪魔現る

 
イ

と
り
あ
え
ず
兄
上

兄
上
が
冒
険
し
て
き
た
話
を
聞

 
か
せ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
か

 

 

お

面
白
い
の

 
理
 

ん

あ

あ

そ
う
だ
な

よ
し
お
前
ら
も

 
き
な
だ
け
飲
ん
で
い
い

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

は

さ

き
の
あ
の

開
で
飲
め
る
か
な

 
黒
 

俺
は

れ
た
か
ら
ど
う
と
で
も
な
れ
だ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
こ
れ
ま
で
の
冒
険
し
て
き
た
事
を
話
な
が
ら
酒
を
皆
と
飲
む
の
だ

た

だ
が

 
黒
 

な

お
前
ら
あ
の
怠
惰
と
か
い
う
奴
に
は

心
を
し

 
て
お
け
よ

 
耶
狛

え

あ
の
人
が
ど
う
か
し
た
の

 
亜
狛

黒
さ
ん
の

い
た
い
事
よ
く
は
分
か
り
ま
す
恐
ら
く

 
マ
ス

と
マ
ス

の
お
⺟
さ
ん
と
の
殺
気
そ
の
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つ
が
ぶ
つ
か
り
合
い
皆
動
け
な
い

な
の
に
平
然

 
と
歩
け
て
い
る
と
い
う
事
そ
れ
は

当
な
実
力
者
を

 
意
味
す
る
と

い
た
い
ん
で
す
よ

 
黒
 

あ

し
か
も
ど
う
も
彼
奴
か
ら
は
同
族
の

い
が
す

 
る
そ
れ
も

て
も

て
も

い
き
れ
な
い
よ
う

 
な
こ
び
り
つ
き

た

の

い
が
な

 
と

人
別

で
こ
の
光

を

め
る
怠
惰
と
い
う
男
を

す
る
の
だ

た



 第２８６話  余興

 
第
２
８
６
話
 
 
余
興

 
高
天

原
で
は
神
々
が
酒
を
飲
み
交
わ
し
そ
し
て
自
分
達
の
身
の
回
り
の
こ
と
や
信

の
問

に
つ
い
て
話
し
て
い
た

そ
ん
な
一
画
で

 
理
 

ま

こ
ん
な
感
じ
で
ず

と
冒
険
し
い
て
今
は

ち

 
着
い
て
地
獄
で

居
中

て
所
か
な

 
天

く

験
が
あ
り
ま
す

 
須
佐

本
当
に
神
と
は
思
え

や

 
月
読

で
も
理
久
兎
さ
ん
私
の
親
友
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り

 
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

あ

気
に
す
ん
な

 
と
自
分
の
冒
険
記
を
話
し
て
い
た

地
上
に
降
り
た

て
し
て
き
た
事
や
理

と
な

て
月

で
生
活
し
て
き
た
こ
と

理
波
と
な

て
か
つ
て
の
大
和
の
神
々
に
喧
嘩
を
売

た
こ
と

そ
し

て
百
⻤
夜
行
の
総
大
将
と
な

た
事
な
ど

々
と
話
し
た

 
天

で
も
月
読
の
件
と
い
い
し

か
り
本
名
で
名

て
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下
さ
れ
ば
よ
い
の
に

 
理
 

の
神
達
か
ら
は
良
い
目
で
は
見
ら
れ
て
は
な
い
し

 
そ
れ
に
神
と
知

て
態
度
が
一
変
し
た
り
と
か
そ
う

 
い
う
の
嫌
な
ん
だ
よ

 
イ

変
わ
ら
ず

力
嫌
い
は
治
り
ま
せ
ん

 
そ
れ
は
そ
う
だ

力
な
ん
て
も
の
が
あ

て
は
つ
ま
ら
な
い

気
さ
く
に
話
し
か
け
る
こ
と

も
出
来
な
く
な
る
な
ん
て
そ
ん
な
の
は
嫌
だ

 
耶
狛

へ

マ
ス

て
昔
か
ら
そ
う
な
ん
だ

 

 

う
む
こ
や
つ
は
昔
か
ら
自
分
の
ル

ル
の
み
で
生
き

 
て
お
る
か
ら
の

そ
れ
と
お
ん
し

シ
の

葉
通
り

 
し

か
り
守

て
お

た
よ
う
じ

な

 
黒
 

ん

あ

よ
く
見
て
み
る
と
あ
の
時

 
の

そ
う
か
だ
か
ら
か
こ
ん
な
に
俺
の
本
能
的
が
危

 
険
と
思

た
理
由
は
そ
う
い
う
こ
と
か

 
黒
は
か
つ
て
ま
だ
魔
界
か
ら
こ
の
世
界
に
来
た
ば
か
り
の
時
に
一
度
だ
け

に
出
会

た
事
を
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思
い
出
し
た

 

 

う
む

そ
れ
と
そ
な
た
ら
愚

じ

が

シ
の

子

 
の
面

を
こ
れ
か
ら
も
見
て
や

て
く
れ
る
と
嬉
し

 
い

 
亜
狛

え

と
ど
う
い
う
意
味
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
マ
ス

 

に
は
絶
対
に
つ
い
て
い
き
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん

そ
れ
と
黒

何
が
あ

た
の

 
黒
 

そ
れ
は
秘
密
だ

 
耶
狛

え

 
亜
狛

人
の
秘
密
を
聞
く
も
ん
じ

な
い

耶
狛

 
と

人
は
話
す
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
の
視
点
に

る

理
久
兎
の
本
来
の
性
格
だ

と
か
を
知

た
三

神
は
不
思
議
そ
う
な

を
し
て

 
須
佐

だ
が

と
は
大
分
違
う
よ
な

 
月
読

う
ん
聞
い
た
話
だ
と
地
獄
の
十
王
を

し
た
と
か

 

国
の
神
を

で

ら
せ
た
と
か

々
と
危
な
い
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は
絶
え
な
い
し
そ
れ
に

国
の
神
み
た
い
に
私
達
も

 
襲
う
と
か
下

上
を

て
る
と
か

 
天

本
当
に
そ
う
よ

 
理
 

あ

下

上
は

て
は
な
い
し
お
前
ら
に
は
手

 
は

本
出
さ
な
い
よ
殺

て
も
お
ふ
く
ろ
だ
け
だ
か

 
ら
安
心
し
な
よ

 
と

く

に
挑
発
し
な
が
ら

う
と

は

い
な
が
ら

 

 

う

う
の

そ
な
た
が

シ
の

を
取
ろ
う
な
ど

 

遠
に
な
い
が
の

 
理
 

う

や

て
み
る
か

 
そ
う
し
て
お
互
い
に
ま
た
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る

だ
が
そ
の
前
に
伊
邪
那

と
天

そ
し
て

亜
狛
と
耶
狛
と
黒
が
立
ち
上
が
り

 
イ

⺟
上
お

め
く
だ
さ
い

 
天

お

様
も

め
に
な

て
く
だ
さ
い

 
亜
狛

マ
ス

本
当
に

め
て
く
だ
さ
い
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耶
狛

マ
ス

と
マ
ス

の
お
⺟
さ
ん
が
戦

た
ら

 

に
な
ら
な
い
か
ら

 
黒
 

マ

で

め
ろ

 
と

め
ら
れ
理
久
兎
と

は
ま
た

に
座
る

そ
し
て
酒
を
ま
た
少
し
飲
む
が

 
理
 

所
で
あ
い
つ
何
で

人
で
飲
ん
で
ん
だ

 

や

子
に
姪

子
と
話
せ
て
楽
し
い
が
一
番
気
に
な
る
こ
と
が
あ

た

そ
れ
は
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
と
名

た
男
の
事
だ

人
さ
み
し
く
ボ

チ
酒
し
て
い
る

 
理
 

な

お
ふ
く
ろ
あ
の
怠
惰

て
奴
は

な
ん
だ
明
ら

 
か
に
神
じ

よ
な

 
イ

そ
れ
は
私
も
気
に
な

て
い
た
ん
で
す
⺟
上
あ
の
方

 
は
一
体

 

 

ん

あ

怠
惰
の
事
か
あ
や
つ
は

シ
の
古
く
か
ら

 
の
友
人
じ

よ

 
ど
う
や
ら
お
ふ
く
ろ
の
友
人
ら
し
い

だ
が
何

一
人
で
し
か
も

く
仏
頂
面
と
い
う
か
嫌
々

と
い

た
感
じ
な
ん
だ
と
思
う
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耶
狛

で
も
皆

イ

イ
し
て
飲
ん
で
る
の
に

人
で

し

 
く
な
い
の
か
な

 

 

あ

あ
や
つ
人
見
知
り
で
の
友
人

外
と
は
あ
ま

 
り
話
そ
う
と
せ
ん
の
じ

よ

 
亜
狛

そ
う
な
ん
で
す
か

 

 

所
で
魔
⻯
の
小

よ
そ
な
た
感
じ
た
ん
じ

ろ
怠
惰

 
の
強
さ
に

 
と

は
黒
に
そ
ん
な
事
を
い

て
く
る

黒
は
真

な
表
情
で

 
黒
 

あ

あ
ん
た
の
殺
気
と
主
の
殺
気
そ
の

つ
が
ぶ
つ

 
か
り
合
う
中
で
俺
ら
は
う
つ

せ
に
な
る
事
し
か
出

 
来
な
か

た

だ
が
あ
い
つ
は
違

た
あ
り

な
い

 
事
に
平
然
と
歩
い
て
い
た
か
ら
な

 
そ
れ
を
聞
い
た

は

を
に
や
つ
か
せ
た

そ
し
て
楽
し
そ
う
に

 

 

そ
う
じ

な

理
久
兎
よ
あ
や
つ
は
そ
な
た
よ
り

 
も
い
や

シ
よ
り
強
い
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理
 

う

 
自
分
や
お
ふ
く
ろ
よ
り
も
強
い

そ
ん
な
奴
が
こ
の
世
に
い
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た

だ
か
ら
興
味
を
持
つ
が
皆
は

き
の
表
情
だ

た

 
イ

嘘
で
す
よ

 
亜
狛

え

 
耶
狛

マ
ス

に
そ
れ
か
ら
マ
ス

の
お
⺟

 
さ
ん

て

当
強
い
の
に
そ
れ
を
上
回
る
の

 
黒
 

や
は
り
同
格
い
や
そ
れ

上
か

 
須
佐

マ

か
よ

 
天

お

様
を

え
る

て

 
月
読

ど
の
く
ら
い
強
い
の
か
見
て
み
た
い
か
な

 
と
皆
様
々
な

葉
を

べ
る

そ
し
て
月
読
の

葉
を
聞
い
た

は
と
あ
る
事
を
思
い

い

た
の
か

 

 

そ
う
じ

理
久
兎
よ
少
し
余
興
を
し
て
く
れ
ん
か

 
の
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理
 

余
興

 

 

う
む

怠
惰
よ

少
し
来
て
く
れ
ん
か

 

は
一
人
酒

を
し
て
い
る
怠
惰
を
呼
ぶ
と
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は
頭
を

き
な
が
ら
や

て

来
た

 
怠
惰

何

ど
う
し
た
の

ち

ん

 

 

怠
惰
よ
頼
み
な
ん
じ

が
少
し
理
久
兎
と
手
合
わ
せ

 
し
て
く
れ
ん
か
の

 
怠
惰

へ

 
怠
惰
は
目
を
点
に
し
て

く

い
た

を
し
な
が
ら
間

け
な

を
あ
げ
た

 
怠
惰

い
や

嫌

嫌
々

待
て
待
て

明
ら
か
に

殺

 
さ
れ
る

来
し
か
な
く
な
い

 
と

台

的
に
本
当
に
強
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
台

を

い
た

す
る
と

は

 

 

安
心
せ
い
試
合
時
間
は

分
の

試
合
じ

 
怠
惰

い
や

そ
ん
な
問

じ

な
い
よ

開
始

 
も

た
な
い
内
に

殺
だ
か
ら

そ
れ
に
フ

ア
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じ

な
い
か
ら

 

て
る
事
が
た
だ
の
雑

の
台

に
し
か
聞
こ
え
て
く
る

 
理
 

な

お
前
達
あ
い
つ
強
い
と
思
う
か

 

人
に
強
そ
う
か
と
聞
く
と

人
は

 
亜
狛

何
か
見
て
る
と
そ
う
で
も
な
い
で
す

 
耶
狛

う
ん
見
か
け

し

 
黒
 

見
た
て
違
い
か

 
自
分
も
そ
う
だ
が

人
も
怠
惰
の
強
さ
が
よ
く
分
か
ら
な
い

す
る
と

は

 

 

安
心
せ
い
そ
ん
な
ん
だ
と
思

て
そ
な
た
の
こ
れ
も

 
持

て
来
て
い
る
ん
じ

よ

 
そ
う

い
何
処
か
ら
出
し
た
の
か
小
町
の
持
つ

と
同
等
レ

ル
の
大
き
な

を
出
し
た

し

か
も
そ
の

に
は
無
数
の

が

み

い
て
い
て
小
町
の

と
は
違
い
生
物
を
殺
す
よ
う
に

が

設
計
さ
れ
て
い
た

 
怠
惰

俺
の
神

や
ん

シ

レ

ン

テ

ウ

ム

Ｓ

や
ん

 
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
大

を
手
に
持
つ
と

く
回
し
て

え
る
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怠
惰

懐
か
し
い
な
本
来
の

で
使
う
な
ん
て
何
年
ぶ
り

 
だ
ろ

こ
こ
近
年
は

ど
物

し
棒
の

い
だ

た

 
か
ら
な

 
何
て
事
を

い
な
が
ら
歩
い
て
く
る

そ
し
て
自
分
よ
り
数
メ

ト
ル
近
く
で

ま
る
と

 

 

怠
惰
よ
そ
な
た
が
勝

た
ら
高
天

原
な
ら
で
は
の

 

味
を
ご

走
し
て
や
ろ
う

そ
れ
と

間
違

て

 
も
そ
こ
は
分
か

て
お
る
よ
の

 
怠
惰

分
か

て
ま
す
よ
そ
れ
と
そ
の

葉
を

れ
な
い
で

 

ち

ん

 
大

を

り
終
え
大

の
先

を
向
け
て
く
る

 

 

理
久
兎
よ
そ
な
た
も
武

や
ら
を
使

て
も

わ
ん

 

い
や
む
し
ろ
使
う
の
じ

 
理
 

問
は

る
が
ま

良
い
か
そ
れ
と
よ
そ
の
シ
レ
ン

 
テ

ウ
ム
だ

た
よ
な

か
ラ
テ
ン
語
で
静

だ
よ

 
な
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怠
惰

あ

皆
に
静

を
与
え
る
そ
れ
が
こ
の
大

さ

 

な

み
で
手
を
動
か
し
て
く
る

ど
う
や
ら
か
か

て
来
い
と
い
う
意
味
だ
ろ
う

ポ

ト
か
ら
断
罪
神
書
を
取
り
だ
し

に

か
せ
る

 
理
 

あ
ん
た
の
実
力
は
強
い
の
か
そ
れ
と
も
弱
い
か
見
さ

 
せ
て
も
ら
う

 
怠
惰

良
い
よ

だ
け
ど
期
待
外
れ
す
る
か
も

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
と
い
う

多
き
男
と
対
決
を
す
る
の
だ

た
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第
２
８
７
話
 

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

 
理
久
兎
と
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
が
お
互
い
に
見
合
い
合
う

そ
し
て

は
手
を

げ

 

 

試
合
開
始
じ

 
そ
う

い
目
の
前
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
と
の
試
合
が
開
始
さ
れ
た

す
ぐ
さ
ま
改
造
を

し
進

化
し
た
黒

影

を
取
り
だ
し

 
理
 

先
手
必
勝

 
怠
惰
へ
と
目
に

ま
ら
ぬ

さ
で
黒
い
オ

ラ
を

わ
せ
て
斬
り
掛
か

た
が

 
理
 

な

 
突
然
だ

た

目
の
前
に
い
た
怠
惰
は

然
と
消
え
た

動
し
た
の
も
見
え
な
い
本
当
に
神

し
に
で
も
あ

た
の
か
と
思
え
る
ぐ
ら
い
一

だ

た

 
怠
惰

ま

そ
う
く
る
よ

そ
れ
と
そ
れ
に
続
く

葉

 
は

断
大

て

 
後
ろ
で

が
聞
こ
え
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
大

を

に

負
う
怠
惰
の
姿
が
あ

た

 
理
 

お
前
ど
ん
な
手
品
を
使

た
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怠
惰

う

ん

さ

 
理
 

そ
う
か
い

 
ま
た
黒

を

え
怠
惰
へ
と
斬
り
か
か
る
の
だ
が
す
ぐ
に
ま
た
居
な
く
な
る

そ
し
て
そ
れ
が

何
回
も
続
く

 
怠
惰

 
ザ
シ

 
怠
惰

無

 
ザ
シ

 
怠
惰

ま
た
今
度

 
ザ
シ

 
理
 

こ
い
つ
一
体
何
な
ん
だ
よ

 
分
か
ら
な
い

こ
の
男

う

う
と
し
て
い
て
ど
ん
な
行
動
に
出
る
の
か
ま

た
く
分
か

ら
な
い

た
だ
分
か
る
事
と
し
て
は
お
ふ
く
ろ
よ
り
強
い
か
も
と
い
う
事
だ
け
だ

 
怠
惰

理
久
兎

こ
な
い
の

 
理
 

良
い

こ
れ
な
ら
ど
う
だ
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そ
う

い
雷
雲
を
作
り
上
げ
る
と
何

ボ
ル
ト
と
い
う
強
力
な

雷
を
怠
惰
へ
目
掛
け
て

と

し
た

 
ビ

カ

 

雷
が
鳴
り

き
怠
惰
へ
と

ち
直
撃
し
た

 
亜
狛

マ
ス

手
加
減
な
し
で
す

 
黒
 

流

に
あ
れ
を
食
ら

た
ら

バ
イ
だ
ろ

 
耶
狛

や

り
弱
か

た
の
か
な

 
と

人
は

う
が

だ
け
は

て
い
た

 

 

ふ

ふ

ふ

ま

か
に
あ
の

雷
を
普
通
の
奴

 
が
く
ら
え
ば
た
だ
で
は

な
か
ろ
う

 
黒
 

そ
れ

て
終
わ
り

 

 

じ

が
あ
や
つ
に
そ
ん
な
雷
が

く
な
ら

シ
は
と

 
う
の
昔
に
何
発
も

と
し
て
お
る
が
な

 
と

わ
れ

人
は

き
の
光

を
目
に
す
る

そ
れ
は
理
久
兎
も
同
じ
こ
と
だ

 
理
 

お
い
お
い
お
前

化
け
物
だ
ろ
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怠
惰

そ
ん
な
に

く
な
い
か
な

 
何

も
の

を

る

雷
を
直
に
受
け
た

な
の
に
体
は

げ
て
な
く
あ
り

な
い
こ
と
に

感

す
ら
し
て
い
な
か

た

上
級
妖
怪
や
神
に
そ
れ
を

と
う
も
の
な
ら
た
だ
で
は

ま
な
い

な
の
に
平
然
と
生
き
て
い
た

 

 

理
久
兎
よ
そ
や
つ
に

撃
は

か
ん
ぬ

何
せ
奴
の

 
体
内
に
は

気

を
持

と
る
よ
う
な
も
ん
じ

か

 
ら
の

 
理
 

そ
れ
を

く

え

 
怠
惰

気

な
ん

持

て

よ

 
理
 

は

 
持

て
い
る
の
か
持

て
い
な
い
か
ど

ち
な
ん
だ
と
思
う
が
恐
ら
く
実

に
は
反

か
ら
し

て
持

て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う

あ
く
ま
で
今
の
反

か
ら
し
た
予

だ
が

 
理
 

な
ら

か

え
の
な
ら
こ
れ
は
ど
う
だ

 
そ
う

う
と

り
一
体
に

が
降
り
始
め
た
か
た
と
思
う
と
風
が
強
く
な
り

吹

と
な

て

吹
き

れ
る

観
客

の
神
や
ら
は

さ
で
身
を

わ
せ
る

た
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

そ
の
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は
上
空
で

え
て
固
ま
り

い
先
を
持
つ

へ
と
変
わ
り
降
り
注
ぐ

 
神
 

あ
ぶ

 
神
 

あ
の

見

な
し
か

 
と
神
達
か
ら
不
満
の

が
聞
こ
え
る

伊
邪
那

達
は

の
元
に

り

い
結
界
で
防
ぎ
亜

狛
や
耶
狛
は
黒
の
影
で
身
を
守
る

だ
が

心
の
怠
惰
は
と
い
う
と

 
怠
惰

ヘ

ク
シ

ン

う

い

 
理
 

あ
り
え

だ
ろ

 
何
と
怠
惰
の

り
に

光
が
見
え
る
か
と
思
う
と
向
か

て
く
る

は

光
が
発
せ
ら
れ
て
い

る

り
で

け
て
水
に
い
や
そ
れ
を

え
て
水

気
に
な
る

 
怠
惰

な

ま
じ
で

め
て
く
ん
な
い

俺
さ

は

 
大
の

手
な
ん
だ
け
ど
て
か
そ
の
次
の

も
花

で

 
楽
し
め
な
い
ん
だ
け
ど

そ
の
せ
い
で

と
い

 
た
季

を
楽
し
め

ん
だ
よ

な
ん
だ
よ
俺
の
気

 
持
ち
が
怨
み
が
分
か
る
か

者
か
ら

だ

 
ド
ン
マ
イ
と

わ
れ
た
気
持
ち
が
分
か
る
か
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で

覚
が
悪
く
て
味

な
ん
だ
よ

に

て
よ

 
こ
の

つ
か
ら
デ

ト
の
お
誘
い
が
来
る
ん
だ
よ

 
二

を

え
て
三

な
ん
だ
よ
俺
の
こ
の
気
持
ち
や

 
ど
れ
だ
け

が
分
か
る
か
お
い

 
理
 

い
や
知
ら

よ

 
ま
ず

い
た
い
の
は
出
来
た

こ
い
つ
ど
ん
だ
け
心
に
闇
を

え
て
い
る
ん
だ
よ
と

い
や
闇

と
い
う
よ
り
か
は
そ
れ
よ
り
深
い
暗
黒
と
い
う
の
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い

す
る
と
観
客

か

ら

が

く

 

 

怠
惰
よ

も

と
本
気
を
出
さ
ん
か

 
怠
惰

あ
ん
ま
や
り
た
く
な
い
ん
だ
け
ど

 

 

や
ら
な
け
れ
ば

味
は
無
し
じ

 
怠
惰

え

仕
方
な
い
な

 
そ
う

う
と
怠
惰
の

り
の

気
が
変
わ

た
こ
と
に
気
が
つ
い
た

そ
し
て
怠
惰
は
大

を

え
る
と

 
怠
惰

マ

ク
プ
ロ
テ
ク

を
解
除
そ
し
て
魔
力
ア
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デ

ア
を
発
動

 
理
 

こ
れ
は

魔
力
か
お
ふ
く
ろ
の
神
力
と
同
等
ぐ
ら
い

 
か

 
と

自
分
が

て
い
る
一
方
で
観

で
は

 
黒
 

マ

ク
プ
ロ
テ
ク

だ

 
亜
狛

黒
さ
ん
知

て
る
ん
で
す
か

 
明
ら
か
に
知

て
い
る
み
た
い
な
黒
に
聞
く
と

 
黒
 

知

て
る
も
何
も
あ
れ
を
使
う
奴
は

本
は
居
な
い

 
ん
だ
が
な

ち
ま
え
ば
魔
法
使
い
や
ら
が

 
自
身
の
魔
力
を
制

つ
ま
り
弱
体
化
し
て
自
分
が
魔

 
法
使
い

て
い
う
正
体
を

す
魔
法

て
感
じ
だ

 
耶
狛

い
の
そ
の
魔
法

 
黒
 

あ

一

は
な
た
だ

人

み
の
魔
法
で
使
う
奴
は

 
ま
ず
居
な
い
し

て
し
ま
う
と
よ
高

な
力
を
持

 
つ
魔
法
使
い
が
や

と
の
思
い
で
習

が
出
来
る
魔
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法
だ
が
覚
え
て
も
対
し
て
役
に
立
た
な
い
魔
法
だ
か

 
ら
意
味
が
あ
ま
り
な
い
魔
法
だ

 
と
そ
ん
な

が
自
身
の
耳
に
聞
こ
え
て
く
る

や
は
り
目
の
前
の
怠
惰
と
呼
ば
れ
る
男
は
ど

う
や
ら
強
い
よ
う
だ

だ
が

に
意
味
が
な
い
と
い
う

葉
が
聞
こ
え
自
分
よ
り
も
強
い
の
か
と

思

て
し
ま
う

 
怠
惰

そ
ん
じ

行
く
よ

 
そ
う

く
と
突
然
だ

た

数
メ

ト
ル

れ
て
い
た

な
の
に
い
き
な
り
自
分
の
目
の
前
に

怠
惰
が
現
れ
た
の
だ

 
理
 

 
こ
れ
に
は

き
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
へ
と
後
退
す
る
の
だ
が

 

キ
ン

 
理
 

い
つ
の
間
に

 
何
と
今
さ

き
前
ま
で
目
の
前
に
い
た
怠
惰
が
消
え
た
か
と
思
う
と

に
自
分
の

後
に
い
て

大

を

え
て
い
た
の
だ

そ
し
て
大

が

ら
れ
る
が

 

キ
ン
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怠
惰

普
通
だ
と
あ
の
コ
ン
ボ
に
つ
い
て
は
行
け

 
な
い
ん
だ
げ
ど

や

り
親
子

て
常

外

 
れ
も
良
い
所
だ
わ

 
理
 

う

せ

 

キ
ン

 
強
引
に
黒

を

て
怠
惰
を
退
け
る

だ
が

手
も
す
ぐ
に
体
制
を
整
え
る

だ

た

 
怠
惰

そ
ら
よ

 
何
と

手
は
体
制
を
整
え
る
前
に
何
か
を
投
げ
飛
ば
し
て
く
る

だ
が
そ
れ
は
い
つ
の
間
に
か

自
分
の
目
の
前
に
そ
れ
も
投
げ
飛
ば
し
た
物
が
ま
る
で

プ
し
た
の
か
と
思
わ
せ
る
ぐ
ら
い
に

一

で
現
れ
た

 
理
 

な

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
理
 

こ
れ
は
注

 
何
と
か
黒

で
弾
き
地
に

ち
た
物
を
見
る
と
ま
さ
か
の
注

だ

た

中
身
は

明
な
た

め
何
か
毒

や
ら
が
入

て
い
る
と
い
う
感
じ
で
は
な
さ
そ
う
だ
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怠
惰

へ

そ
れ
を

け
る
か

 
理
 

お
前
は
昔
に
何
か

療

の
事
を
し
て
た
の
か

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

 
そ
う

い
な
が
ら
怠
惰
は

の
方
向
に

を
向
け
た

 
怠
惰

ち

ん
後

り
何
分

 

 

ん

後

分
じ

 
怠
惰

分
か

分
あ
れ
ば
カ

プ

が
出
来

 

キ
ン

 
怠
惰
が

い
終
え
る
前
に
斬
り
か
か
り
つ
ば

り
合
い
と
な
る

 
怠
惰

お
い
お
い
最
後
ま
で

わ
せ
て
く
れ
よ

 
理
 

ふ
ざ
け
ん
の
も
そ
ろ
そ
ろ
大

に
し
ろ
よ

 
怠
惰

い
な

 

キ
ン

 
つ
ば

り
合
い
を

め
少
し
後
ろ
へ
と
下
が
る
と

 
怠
惰

ト
リ
ト
ニ
ス
・
ア
プ
ス

ノ
ム
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怠
惰
は
何
か
魔
法
な
の
か
そ
う
唱
え
た
そ
の

間
怠
惰
の

り
で

光
が
発
生
す
る
か
と
思

う
と
そ
の
雷
は

の

と
な
り
無
数
に
増
え
て
い
く

そ
し
て
雷

は
キ
ザ

ザ
の

の

を

自
分
へ
と
向
け
て
襲
い
か
か

て
く
る

 
理
 

今
度
は

か
よ

 
怠
惰

因
み
に
そ
い
つ
ら
に
は
毒
そ
れ
も
強
力
な
神

毒
が

 
あ

て

さ
れ
る
と
動
け
な
く
な
る
ば
か
り
か
高

 

で
不
定

に

を
作
り
出
さ
せ
ら
れ
る
そ
う
な

 

た
状
態
で
再
度

さ
れ
た
ら
ア
ナ
フ

ラ
キ
シ

 
シ

ク
を
起
こ
し
て
死
ぬ
か
も

 
理
 

マ

で
ふ
ざ
け
る
な
よ

 
ど
う
や
ら
怠
惰
も

チ
に
な

た

い

い
や

チ
で
殺
し
に
来
て
や
が
る

 
理
 

仙
術
 
七
式
 
神
仏

殺

 
向
か

て
く
る
雷

達
に
手
を

げ

え
る

そ
し
て

々
に
グ

に
し
て
い
く

す
る
と
雷

達
は
急
に
動
か
な
く
な

た
か
と
思
う
と
突
然

 
バ
チ

バ
チ

バ
チ

バ
チ

バ
チ
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と

し
て

れ
て
い
く

仙
術
七
式
神
仏

殺
自
分
か
ら
約

メ

ト
ル

れ
た

置
を
中
心
に
半

メ

ト
ル

内
に
存

す
る

を

殺
す
る
と
い
う
比

的
シ
ン
プ
ル
な

技
だ
が
恐
ろ
し
い
の
は
そ
の

内
に
い
る
奴
全
員
に

果
が
あ
る
た
め
簡
単
に
集
団
を

せ

る
技
だ

そ
の
た
め

内
に
入

た
雷

は

れ
た

 
怠
惰

や
る

 
と

怠
惰
が

う
と
同
時
に
黒

を

え
て
も
う
一
度

怠
惰
へ
と
斬
り
か
か
る

 
理
 

こ
の

が

 
怠
惰

う
お

と

 
怠
惰
は
手
に
持
つ
大

を
使

て
ま
た
受
け

め
る

だ
が
す
ぐ
さ
ま
手
を
出
し
て

 
理
 

仙
術
八
式
脱
気

 
脱
気
を
唱
え
る

怠
惰
の
魔
力
を
消
し
て
無
力
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
作
戦
に
出
た

だ
が
何
と

怠
惰
も
大

か
ら

手
を

し
て

 
怠
惰

緊
急
処
置
治
療

 

手
に

光
を

わ
せ
て
理
久
兎
の

と
ぶ
つ
か
り
合
う

 
理
 

ぐ
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あ
り

な
い
程
の

で
流

の
理
久
兎
の

も
少
し

げ
る

だ
が

 
怠
惰

 
怠
惰
の
体
か
ら
は
若

だ
が
魔
力
が
外
へ
と

出
さ
れ
て
い
た

つ
ま
り
お
互
い
に
あ
い
こ

だ 
理
 

え
る
こ
と
は
一

か

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
か

 
そ
の
時
理
久
兎
は
気
が
つ
い
た

大

か
ら

が
地
面
へ
と

た
れ
自
身
の

元
に
何

に

も
地
面
か
ら
現
れ
て
る

に

め
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

 
怠
惰

知

て
る
か

金

は
よ

気
を
よ
く
通
す

 
ん
だ
よ

 
最
悪
の
想

が
過
る

こ
の
ま
ま
行
け
ば

高

流
が
自
身
の
体
を
真

黒
に

が
す
と

 
理
 

仙
術
二
式

 

を
大
き
く

て
怠
惰
の

近

で
大

の

を

か
せ
た

 
理
 

 
怠
惰

が

耳
が
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す
ぐ
に
怠
惰
は

を
解
い
て

れ
る

当
聞
い
た
の
か
耳
を

さ
え
て

え
て
い
た

 
 

 
怠
惰

が

耳
が

 
理
 

し
め
た

こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
や
る
よ

 
今
度
は
黒

を
地
面
に

し

を

え
る

そ
し
て
一
気
に
怠
惰
へ
と
間
合
い
を
つ
め
る

そ

し
て
技
の
名
を

え
た

 
理
 

仙
術
十
五
式
内
核

 
そ
う

い
怠
惰
の
胸
に
め
が
け
て

を

つ
が

え
る
の

め
た
怠
惰
は

 
怠
惰

ち

め
る
な

 
自
身
を

さ
せ

か
ら

撃
を

出
し
怠
惰
も
自
分
へ
と
殴
り
か
か

て
く
る

そ
し
て
お

互
い
の

が
当
た
ろ
う
と
し
た

間

 

 

そ
こ
ま
で

試
合
終
了
じ

 
ス
ン

 
お
互
い
に
当
た
る

前
で

め
し
て

む

こ
う
し
て

分
と
短
い
よ
う
な
⻑
い
よ
う
な

模

戦
は
終
了
し
た
の
だ

た
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第
２
８
８
話
 
怠
惰
の
ト
リ

ク
の
種

 
理
久
兎
そ
し
て
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
の

が
お
互
い
に
当
た
る

リ

リ
の

前
で

ま
る

 
怠
惰

あ

れ
た

 
先
に

を
解
い
た
の
は
怠
惰
だ

た

そ
れ
に
続
い
て
自
分
も

を
解
く
の
だ
が

 
怠
惰

う

 
と

突
然
怠
惰
の

が

ら
む

す
る
と
お
ふ
く
ろ
が
ビ
ニ

ル

を
持

て
き
た

 

 

れ
怠
惰
こ
れ
に

 
怠
惰

す

す
ま

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 
と
ビ
ニ

ル
に
思
い

き
り

し
出
し
た

戦

て
い
た
身
か
ら
す
る
と
突
然
ど
う
し
た

の
か
と
思
い
心

に
な

て
し
ま
う

 
理
 

お

お
い
大
丈
夫
か

 
怠
惰

え

あ

大
丈

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 
明
ら
か
に
大
丈
夫
で
は
な
そ
う
だ

 

 

す
ま
ん
な
こ
や
つ
昔
か
ら
体
力
は

弱
で
の

少
し
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動
い
た
だ
け
で
こ
れ
な
ん
じ

よ

 
理
 

い
や

こ
ん
だ
け

弱
と
か
あ
り
え
な
さ
過
ぎ
る

 
だ
ろ

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
黒
や
亜
狛
に
耶
狛
が
や

て
来
る

 
亜
狛

あ
の
魔
法
が
使
え
る

て

い
魔
術
士
な
ん
で
す
よ

  
黒
 

あ

そ
の

な
ん
だ
が

 
耶
狛

方
大
丈
夫

 
耶
狛
は

し
く
怠
惰
の

中
を

る

す
る
と
真

な

を
し
て
グ
ロ

キ

な
怠
惰
の

が

り
向
く

 
怠
惰

あ
り
が
と
う

お
前
さ
ん

し
い
ん

う

オ
ロ
ロ

 
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 
ま
た

し
出
し
た

こ
れ
に
は
自
分
は

論
だ
が
お
ふ
く
ろ
や

の
神
や
ら
も

れ
る

 

 

ま

た
く
そ
な
た
は
少
し
運
動
を
せ
い
大
体
何
時
も

 
部

で
引
き
こ
も

と
る
か
ら
そ
う
な

て
し
ま
う
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の
じ

 
怠
惰

う

さ
い
な

心
は
少
年
な
ん
だ
よ

遊
び
を
し

 
た
い
年
頃
な
ん
だ
よ

神
的
に
さ

 

 

お
ん
し
年

を

え
ん
か

 
怠
惰

見
た
目
は
高

生

頭
脳
は
小
学
生

体
力
年

高

 

者

神
的
年

は

そ
の
名
も

怠
惰

 
の
ク
ソ
悪
魔

う

 
亜
狛

チ

ン
ネ
ル
の
少
年
探

よ
り
も

い

 
亜
狛
の
ツ

コ
ミ
が
入
る

本
当
に
サ

カ

ボ

ル
を

り
飛
ば
す
少
年
探

よ
り
も

す

ぎ
る

 
黒
 

な

お
前
は
本
当
は
何
だ

魔
族

に
し
ち

神

 
綺
と
同
等
の
魔
力
い
や
そ
れ

上
の
魔
力
を
持
つ
奴

 
な
ん
て
い
た
な
ら

名
人
な
ん
だ
が

 
黒
の
核
心
的
な
発

に
怠
惰
と
い
う
男
は

を

き
つ
ら
せ
る

に

て
は

い
と
い

う
か
少
し
動

し
て
い
た
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あ

あ
れ
じ

フ
リ

な
フ
リ

い
や
ニ

 
ト
じ

な
フ
リ

な
ニ

ト
じ

 
怠
惰

が
ニ

ト
だ

自
宅

備
員
だ

て
の

 
理
 

そ
れ
を
ニ

ト

て

う
ん
だ
よ

 
ツ

コ
ミ
を
受
け
た
怠
惰
は

い
を
し
な
が
ら

し
い

い
訳
を

え
た

 
怠
惰

ま

ま

あ
れ
だ
よ
元
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ

で
同

 
会
し
よ
う

て
事
に
な

て
も
影
が
薄
く
て

れ
去

 
ら
れ
て
同

会
に

待
さ
れ
な
い
み
た
い
な
感
じ
な

 

何
で
だ

何
で
か
心
が

い

 
理
 

も
う
い
い
そ
れ

上
の
事
を

う
な

 
あ
ま
り
ツ

コ
ミ
を
し
な
い
自
分
も
流

に
こ
ん
な

し
い
ボ

に
は
ツ

コ
ミ
を
し
て
し
ま

う 
耶
狛

で
も
マ
ス

が
ツ

コ
ミ
を
入
れ
る
な
ん
て

当

 
何
だ

 
亜
狛

わ
れ
て
み
る
と
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イ

か
に
兄
上
が
ツ

コ
ミ
に
ま
わ
る
な
ん
て
珍
し
い

 
で
す

 
黒

ボ

当
の
マ
ス

が
ツ

コ
ミ
な

 
自
分
で
も

い
て
い
る

何

だ
か
分
か
ら
な
い
が
こ
い
つ
の
そ
の

け
て
る
と
い
う
か
天

然
と
い
か
心
に
闇
を

え
て
い
る
と
い
う
か
何
だ
か
分
か
ら
な
い
が
ツ

コ
ミ
を
入
れ
た
く
な

て
仕
方
が
な
い
の
だ

 

 

分
か
る

理
久
兎
の
そ
の
気
持
ち
は
こ
や
つ
は
こ
の

 
う
ざ
さ
の
せ
い
で
本
来
は

シ
が
ボ

な
の
じ

が

 
ツ

コ
ミ
に
ま
わ
る
と
い
う
事
に
な

て
し
ま

て

 
い
る
ん
じ

 
怠
惰

ち

と
俺
が
ツ

コ
ミ
を
出
来
な
い
と
で
も

う

 
の

 

 

い
や
そ
な
た
は
ツ

コ
ミ
よ
り
も
ボ

じ

な

 
理
 

悪
い
が
俺
も
そ
う
思
う

 
こ
れ
に
は
お
ふ
く
ろ
に
同
意
す
る
し
か
な
い

本
当
に
怠
惰
は
ボ

の
方
が
し

く
り
く
る
の
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だ 
怠
惰

何
か

い
方
が

い
な

あ

所
で

味
は
あ

 
る
ん
だ
よ
な

 

 

あ

そ
れ
な
ら

 
月
読

お

⺟
様
持

て
き
ま
し
た
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
月
読
が
何
か
持

て
く
る

そ
の
後
ろ
に
は
須
佐
能
が
月
読
の

も
の

の

を
持

て
き
て
天

は
大
き
な
お
ぼ
ん
に

つ
も
の

飲
み
を

せ
て
や

て
来
る

 

 

味
と
は
こ
れ
じ

よ

 
月
読

ど
う

皆
様
も
よ
け
れ
ば

 
月
読
か
ら
薄
い

で
カ
ピ
カ
ピ
に

し
て
い
る
物
を

う

 
怠
惰

こ
れ

て

 
理
 

し

だ
な

 
ど
う
や
ら

味
と
は

し

だ

た
ら
し
い

と
い
う
か

味
と

え
る
の
か
不
安
に
な

て

く
る

 
理
 

な

お
前
こ
れ
に

し
て
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怠
惰

モ
グ

ど
う
し
た
モ
グ

食
わ
な
い
の
か

 
普
通
に

ん
で
い
た

と
い
う
か
こ
れ
に

し
て
い
る
よ
う
だ

り
を
見
て
み
る
と

 
亜
狛

美
味
し
い
で
す

 
耶
狛

本
当
だ

 
黒
 

自
然
の

さ

て
奴
だ
な

 
と

人
は

み

め
な
が
ら
味
を
楽
し
ん
で
い
た

 
イ

兄
上
も
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
よ

 
理
 

じ

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
食
べ
て
み
た

す
る
と
さ
つ
ま
い
も
の
自
然
の

さ
が
口
に

が
る

め
ば

む

ど

さ
が

み
出
て
く
る

 
理
 

う
め

な
こ
れ

 
イ

今
こ
こ
高
天

原
だ
と
何

か
ブ

ム
に
な

て
い

 
る
ん
で
す
よ

 
天

父
さ
ん
温
め
の
玉

も
ど
う

 
と

天

が
お

を
く
れ
た

と
い
う
か

父
さ
ん
は
流

に
少
し

が
あ
る
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理
 

別
に

父
さ
ん
と
か

わ
な
く
て
も
普
通
に
名
前
で

 
い
い
ん
だ

 
天

い
い
え
ど
ん
な
に
嫌
わ
れ
て
い
よ
う
が
私
達
の

父

 
で
あ
る
事
に
は
代
わ
り
な
い
の
で
良
い
ん
で
す

 
そ
う

う
と
天

は

の
皆
に
も
お

を

り
に
向
か

た

 
理
 

い
い
娘
を
持

た
な
伊
邪
那

 
イ

女
の
姪
で
も
あ
る
ん
で
す
よ

 
理
 

だ
な

 
そ
ん
な
光

を
見
な
が
ら

し

を

る
の
だ

た

そ
う
し
て
数
時
間

ち
皆
は
ま
た
お

か
ら
酒
へ
と
変
え
て
騒
ぎ
始
め
る

そ
ん
な
中
理
久
兎
は
そ
の
光

を
静
か
に
見
て
い
る
怠
惰

へ
と
近
づ
い
た

 
理
 

い
い
か

 
怠
惰

わ
な
い
よ

 
怠
惰
の

に
座
り
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
す
る
神
達
を

め
な
が
ら

 
理
 

な

お
前
さ

き
の
技
の
ト
リ

ク
を
教
え
て
く
れ
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か

 
実
は
と
い
う
と
怠
惰
の
技
の
ト
リ

ク
の
種
が
気
に
な

て
い
た
の
だ

そ
の
た
め
近
づ
い
た

と
も

て
も
い
い

す
る
と
怠
惰
は
少
し

い
な
が
ら

 
怠
惰

そ
う
だ
な

こ
れ
は
俺
の
能
力
で

怠
惰
を

負

 
う
程
度
の
能
力

て
感
じ
か
な

 
理
 

怠
惰
を

負
う

 

て
い
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
た
め
聞
い
て
み
る
と

 
怠
惰

そ
う
ま

簡
単
に

え
ば

ら
は

が

分
の

 
定
理
で
生
き
て
い
る
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ
な

 
怠
惰

だ
け
ど
俺
か
ら
す
れ
ば

が

分
と
い
う
感
じ

 
で
自
分
の

り
の
時
間
を

く
し
た
り

く
し
た
り

 
す
る
こ
と
が
出
来
る
能
力

て
感
じ
か
な

 
理
 

つ
ま
り
体
感
時
間

て
事
か

 
怠
惰

ま

ち
ま
え
ば
な

あ
の
時
の
注

の
投
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も
回

も
そ
し
て

動
も
そ
れ
の

て
感
じ
だ

 
な

 
と
簡
単
に
種
を
教
え
て
く
れ
た

そ
れ
な
ら
何

命
名
的
に
体
感
時
間
を

る
程
度
の

能
力

に
し
な
か

た
の
か
が

問
だ

 
理
 

な

あ
ん
た
能
力
の
名
前
間
違
え

 
怠
惰

良
い
ん
だ
よ
こ
れ
で

俺
が

負

た
こ
の
罪
を

 

で
き
る
名
前
な
ん
だ
し

 
罪
と
い
う
単
語
を
聞
く
と
理
久
兎
は
あ
る
事
を
思
い
出
し
た

そ
れ
は

人
の
罪
を

負

た
悪
魔
達
の
話

七
つ
の
大
罪
の
悪
魔
の
事
を

 
理
 

怠
惰

い
や
お
前
の
本
当
の
名
前

は

 
怠
惰

お

と
そ
の
単
語
は

せ
て
お
い
て

し
い
か
な
い

 
く
ら
分
か

て
も
い
て
も

 
と

怠
惰
が

た
時
だ

た

 

 

怠
惰
よ

さ

さ
と
あ
れ
を
す
る

 
怠
惰

あ

は
い
は
い
そ
れ
じ

あ

理
久
兎
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怠
惰
は
立
ち
上
が
り

の
元
へ
と
向
か

た

そ
し
て

た
自
分
は
夜
空
と
な
り
つ
つ
あ
る

空
を

め
な
が
ら

 
理
 

ま

俺
も

え
た
義
理
じ

よ

ル
フ

 
ゴ

ル

 
と

か
の
名
前
を
た
だ

く
の
だ

た



 第２８９話 宴も終盤へ

 
第
２
８
９
話
 
宴
も
終
盤
へ

 
酒
の
入

た
容

が

快
に
鳴
り

く

そ
し
て
そ
れ
を

に

い
あ
う
神
の

そ
れ
ら
が
入

り
交
じ
る
高
天

原

宴
が
始
ま
り
も
う

間
ぐ
ら
い

過
し
て
い
た

 
理
 

彼
奴
等
楽
し
そ
う
だ
な

 
亜
狛
や
耶
狛
は
皆
と
楽
し
く
酒
を
飲
ん
で
い
た
り
し
て
い
た

か
れ
ら

く
自
分
の
イ
メ

の
た
め
ら
し
い
が
楽
し
ん
で
い
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う

 
黒
 

な

主
よ
そ
こ
の

ピ

を
く
れ
る
か

 
理
 

ら

 

に
置
い
て
あ
る

ピ

を
黒
に
渡
す
と
黒
は

ピ

を

り
始
め
る

黒
は
自
分
と
共
に
酒

を
飲
ん
で
い
た

だ
が
い
る
の
は
黒
だ
け
で
は
な
い

 

 

れ
怠
惰
よ
も

と

わ
ん
か

 
怠
惰

は

家
に
帰
り
て

な
布
団
へ

し
て

よ

 
天

本
当
に

方
は

メ
男

て
感
じ
で
す

 

に
怠
惰
そ
し
て
天

も
い
て

人
で
飲
ん
で
い
た
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理
 

そ
う
い
え
ば
天

お
前
か
ら
見
て
伊
邪
那

て
ど

 
う
見
え
る

 
ど
ん
な
に
嫌
わ
れ
て
い
よ
う
が
私
達
の

父
で
あ
る
こ
と
に
は
代
わ
り
は
な
い

そ
れ
は
正
直

嬉
し
か

た

な
ら
父
親
で
あ
ろ
う
伊
邪
那

や

⺟
の

は
ど
の
よ
う
に
写

て
い
る
の
か
気

に
な

た
の
だ

 
天

そ
う
で
す

お
父
様
は
と
て
も

し
く
て
何
時

 
も
皆
の
事
を

え
て
く
れ
ま
す
が
正
直
に

て
し

 
ま
う
と
少
し
ヘ

レ
で
す

 
理
 

ハ
ハ
ハ
彼
奴
ら
し
い
や

 
自
分
の
父
親
に
対
し
て
ヘ

レ
と

う
と
は
あ
る
意
味
で
天
晴
れ
だ

て
い
る
こ
と
は

合

て
い
る
の
だ
が

 

 

の
う
天

よ

シ
は
ど
う
じ

 
天

え

え

と
お

⺟
様
は
と
て
も
明
る
く
て
ま

 
る
で
太
陽
の
よ
う
に
何
時
も
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
て

 
私
の

れ
で
す
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う
む
よ
う

た

 
理
 

い
や

め
て
お
け

て
お
ふ
く
ろ
が

れ
の
対
象
に

 
す
る
と
か
無
謀
だ

 

 

お
い

二

よ

様
ど
う
い
う
意
味
じ

 
空
気
が
ま
た
代
わ
り
不

な
空
気
に
な
る

 
理
 

あ
れ
分
か
ら
な
い
か

遠
の

 

 

ど
う
や
ら
死
に
た
い
よ
う
じ

の
う

 
理
 

や

て
み
ろ
よ
ロ
リ

 

人
は
喧
嘩
す
る
気
で
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た

そ
れ
を
見
た
天

や
黒
は

て
出
す

だ

が
理
久
兎
と

の
体
に

が

き

け
ら
れ
た

が
体
を

め
と

た

 
怠
惰

お
前
ら
や
る
な
ら
せ
め
て
十
光
年
先
の
所
で
や

て

 
く
れ
じ

な
い
と
皆
が
死
ぬ
か
ら

 

 

理
久
兎
が
挑
発
し
て
く
る
ん
じ

 
怠
惰

わ
せ
て
お
け
ば
良
い
だ
ろ
う
そ
う

う
の
が
子

 
と
か

わ
れ
る
ん
だ
か
ら
大
人
の
対

を
し
な
よ
そ
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し
て
理
久
兎

も
い
ち
い
ち
挑
発
を
す
る
な

め
る

 
の

ル
い
ん
だ
か
ら
さ

 
そ
う

わ
れ
仕
方
な
く
自
分
は
座
る

そ
し
て

も
座
る
と

き
の

は
無
く
な

る 
黒
 

そ
う
い
え
ば
よ
お
前
の
父
親
と
か

さ
ん
は
分
か

 
た
ん
だ
が
⺟
親
は
い
る
の
か

 
天

え

え

と
一

は
私
や
月
読
そ
し
て
須
佐
能

 

は
お
父
様
の
体
の
一
部
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
ん
で

 
す
よ

 
黒
 

神
様
の
常

は
ず
れ
は
本
当
に
あ
り
え
ん
な

 
理
 

え

そ
う
だ

た
の
か

俺
は
て

き
り
伊
邪
那

 
美
か
ら
生
ま
れ
た
か
と
思

た
が

 
自
分
と

を
除
い
た
元
々
の
神
達
は
伊
邪
那

伊
邪
那
美
か
ら
生
ま
れ
て
い
る

だ
が
ど
う

や
ら
一
部

外
も
あ
る
み
た
い
だ

 
天

え

お
⺟
様
に
は
一
度
も
お
会
い
し
た
こ
と
が
無
い



 第２８９話 宴も終盤へ

 
ん
で
す
が

父
様
は
何
か
お
⺟
様
の
事
を
知

て
い

 
ま
す
か

 
理
 

え

そ
う
だ
な

聡
明

て
い
え
ば
聡
明
だ

 
け
ど
何
か
し
ら
伊
邪
那

と
喧
嘩
を
す
れ
ば
伊
邪
那

 

が
謝
る
ま
で
絶
対
に
許
さ
な
い
し
謝
ら
な
け
れ
ば

 

の

を
む
し
り
と

た
り
も
し
て
い
た

て
感
じ

 
か
な

 
天

お
父
様
が
会
い
た
が
ら
な
い
理
由
も
少
し
分
か

 
る
気
が
し
ま
す

 
黒
 

主
は
そ
の
伊
邪
那
美
と
や
ら
に
自

に

し
い
な

 
理
 

そ
り

そ
う
だ
だ

て
末

子
の
妹
だ
か
ら
な

 
黒
 

い
い
い
妹

 
そ
の
反

か
ら
す
る
と
ど
う
や
ら
知
ら
な
か

た
よ
う
だ

 
理
 

あ
れ

て
な
か

た
か

伊
邪
那

そ
し
て
伊

 
邪
那
美
は
実
の
双
子
の
兄
妹
な
ん
だ
よ
ま

ち



 第十九章 高天ヶ原に居しは⺟と悪魔

 
ま
う
と

の
神
達
の
多
く
は

人
の

い

を
受
け

 

い
で
い
る
と

て
も
過

じ

な
い
ん
だ
よ

 

 

う
む

シ
は
自

の
娘
と

子
達
じ

 
理
 

因
み
に
俺
は

 

 

伊
邪
那

と
伊
邪
那
美
の
愚
兄
じ

な

 
そ
れ
を
聞
く
と
自
分
と

は

み
合
う

だ
が
今
度
は

 

ン

ザ
シ

 
と
風
を
き
る

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
自
分
達
の

元
の
地
面
に
中
身
の
な
い
空
の
注

が

さ
る

 
怠
惰

喧
嘩
す
る
な

て

て
る
よ
な

 
怠
惰
に
ま
た
怒
ら
れ
仕
方
な
く

人
は
ま
た
酒
を
飲
む

 
黒
 

あ
の

人
を

め
れ
る

て
彼
奴
も
化
け
物
だ
な

 
天

私
も
あ
ん
な
お

⺟
様
を
見
る
の
は
初
め
て
で
す

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と

 
バ

ン

バ

ン
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上
空
で
花
火
が
上
が
る

 

 

宴
の
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
じ

 
理
 

へ

お
ふ
く
ろ
に
し
て
は
気
前
が
良
い
じ

な
い

 
か

 
怠
惰

一

は
彼
女
も
そ
れ
な
に
り
に
は
準
備
し
て
い
る
ん

 
だ
よ

 
黒
 

た
ま
に
は
良
い
か
も
な

 
天

そ
う
で
す

 
そ
ん
な
光

を
見
て
い
る
と

 
天

そ
う
い
え
ば
八

は
何
処
に
行

て
し
ま

た
の

 
か
し
ら

 
理
 

ん

そ
れ
お
前
の

ト
だ
よ
な

 
天

ト
じ

な
く
て
私
の
神
使
で
す
よ

父
様

 
の
神
使
達
と
同
じ
よ
う
に

 
黒
 

ま

そ
れ
は
良
い
と
し
て
行
方
不
明
な
の
か
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天

え

何
処
に
行

て
し
ま

た
の
か
し
ら

 
聞
い
て
い
る
と
そ
の
神
使
は
自
由

み
た
い
だ

だ
が
天

の
神
使
な
ら
そ
こ
い
ら
の
た
れ

死
ん
で
い
る
訳
で
も
な
さ
そ
う
だ
が

 
理
 

ま

見
つ
か
る
と
い
い
な

 
天

そ
う
で
す

 
理
 

あ

そ
う
だ
お
ふ
く
ろ
俺
ら
は
明
日
帰
る
か
ら
よ
ろ

 
し
く
な

 
一

は
明
日
帰
る

を
伝
え
る

す
る
と

は

 

 

う
む

そ
れ
と
そ
な
た
の
恋
仲
の
者
を
い
つ
か

れ

 
て
来
い

を
し
た
い
か
ら
の

 
理
 

ま

覚
え
て
た
ら
な

 
そ
ん
な
事
を
話
な
が
ら
理
久
兎
達
は
宴
の
最
後
の
フ

ナ

レ
を
楽
し
む
の
だ

た



 第２８９ 話 過去のおさらい

 
第
２
８
９

話
 
過
去
の
お
さ
ら
い

 
は
じ
め
ま
し
て
の
方
は
ど
う
も

そ
う
で
な
い
方
は
こ
ん
に
ち
は

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

々
と
事

が
起
き
て
し
ま
い
３
０
０
話
分
が
消
え
て

な
く
な

て
し
ま
い
ま
し
た

そ
し
て
３
０
０
話
分
を
書
き
直
す
に
も
無
理

な
た
め
こ
れ
ま

で
起
き
た
事
を
こ
の

話
に
出
来
る

り
で
ま
と
め
ま
し
た

本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

え

と
そ
れ
で
は
本
編
と
い
う
か
お
復
習
の
話
へ
ど
う

 
夜
の
宴
会
の
フ

ナ

レ
が
起
こ
る
高
天

原

そ
こ
に
皆
は
酒
を
飲
み
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ

だ

世
界
の
創
造
神
で
あ
り
⺟
親
の
龍
神
の

や
弟
の
イ
ザ
ナ

そ
し
て

や
姪
の
天

や
月

読
諏
佐
能
王

に
も
自
身
の
従
者
で
あ
る
狼
兄
妹
の
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
か
つ
て
魔
界
と
呼

ば
れ
る
場
所
で
大
暴
れ
を
し
て
い
た
黒

に
も
数
多
く
の
神
た
ち
が
騒
ぐ
そ
ん
な
中
だ
が
自

分

深
常
理
久
兎
は
あ
る
人
物
と
酒
を
飲
ん
で
い
た

 
怠
惰

は

や

ち
ま

た
な

や

ち

た
よ
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理
 

な

怠
惰

何
を
そ
ん
な
に
し

げ
て
る
ん
だ

 
怠
惰

は

大
切
な
大
切
な

作

品
伝
記
を

失
し
て

 
理
 

そ
う

な
の
か

 
怠
惰

う
ん

皆
が
楽
し
み
に
し
て
見
て
く
れ
る

作

品
伝
記
だ

 

た
ん
だ
け
ど

ち

と
し
た
事
で
失

 
て

皆
に
合
わ
せ
る

が
な
く
て
さ

グ
ス

 
そ
れ
を
聞
い
て

え
る

今
か
ら
数
時
間
前
に
怠
惰
も
と
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
と
は

と

を

交
わ
し
た
仲
で
あ
り
も
う
知
り
合
い
で
あ
る

そ
し
て
何
よ
り
も

て
い
て
も
う

き
そ
う
な

者
を

て
は
お
け
な
い

 
理
 

な
ら
よ
俺
が

験
し
て
き
た
事
で
良
い
な
ら
話
し
て

 
や
る
よ

 
怠
惰

そ
う

だ

も
し
か
し
た
ら
怠
惰
さ
ん
の

 
こ
の
今
の
気
持
ち
も
晴
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
な

 
な
ら
少
し
聞
か
せ
て
く
れ
な
い
か

 
理
 

良
い

な
ら
話
し
て
や
る
よ
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そ
う
し
て
自
分
は
過
去
に
起
き
た
事

そ
し
て

験
を
し
て
き
た
事
を
話
し
出
し
た

 
理
 

そ
う
だ
な

何
処
か
ら
話
す
か

最
初

俺
は

 
気
づ
い
た
ら
真

暗
で
何
に
も
な
い
世
界
に
た
だ

 
ポ
ツ
ン
て
い
た
ん
だ
よ
そ
し
た
ら
目
の
前
に
い
た

 
い
た
の
が
お
ふ
く
ろ
だ

た
な

 
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
を
し
て
い
る
⺟
親
の

を
見
な
が
ら
そ
う

く

 
理
 

そ
れ
で
よ
最
初
は
お
互
い
に
気
に
入
ら
な
く
て

 
と

を
交
え
て
そ
れ
は
も
う

戦
し
た
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
う
だ

た
ん
だ

 
理
 

あ

そ
の
後
に
御
互
い
に
理
解
し
あ
え
て
俺
が

 

え
た
い
目

だ

 
自
分
よ
り
高
み
に
い
る
⺟
親
を

え
た
い

そ
れ
が
一
番
の
目

だ

 
怠
惰

へ

そ
れ
で

 
理
 

あ

そ
の
後
に
お
ふ
く
ろ
が
イ
ザ
ナ

そ
し
て
イ
ザ

 
ナ
ミ
を
創
造
し
て
皆
で
星
を
造

た
ん
だ
よ
そ
れ
で
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お
ふ
く
ろ
は
太
陽
を
俺
は
無
数
の
星
々
を
創
造
し
た

 
だ
が
イ
ザ
ナ

と
イ
ザ
ナ
ミ
は
こ
の
地

を
造

た

 
何
よ
り
も
こ
の
生
命

れ
る
星
を
だ

い
だ
ろ

 

く
弟
と
妹
を
自

す
る

本
当
に
自

出
来
る
弟
と
妹
な
の
だ

 
怠
惰

う
ん
と

て
も

そ
れ
で
生
命
を

げ
る
た
め
に

 
自
分
の
能
力

理
を

り

う
程
度
の
能
力

で
命

 
の
生
と
死
を

げ
秩
序
を
造

た

だ
よ

 
理
 

あ

そ
こ
は
お
ふ
く
ろ
か
ら
聞
い
た
ん
だ
な

 
怠
惰

ま

そ
れ
で
そ
の
後
は
地

の
大
地
に
降
り
た

 

て
自
立
し
た
ん
だ
ろ

 
理
 

あ

そ
う
だ
な

だ
け
ど
な
お
ふ
く
ろ
に
つ
ま

 
ら
な
い
死
に
方
を
す
る
な

て

わ
れ
た
け
ど

 
ま
さ
か
餓
死
で
死
ん
じ
ま
う
と
は
な

 
あ
の
時
の

し
さ
を
思
い
出
す

そ
の
時
は
手
加
減
が
出
来
な
か

た
た
め

の
実
は

発
し

動
物
は
逃
げ
て
し
ま
う
し
そ
の
た
め
に
餓
死
を
し
て
し
ま

た

だ
が
そ
の
お
陰
で
手
加
減
す
る
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こ
と
を
覚
え
た
の
も
ま
た
事
実
だ

 
怠
惰

で
も
死
ん
で
も
蘇
れ
る

て

い
よ

 
理
 

あ

何
で
も
お
ふ
く
ろ
と
同
等
レ

ル
の
力
を

 
持

て
る
た
め
な
の
か
そ
の
反
動
で
神
の
中
だ
と

 

体
は
そ
う
だ
な

地
上
の
妖
怪
達
の
レ

ル
だ

 
だ
が
理
を
多
く

る
こ
と
で
自
身
を
常
に
強
化

 
し
て
い
る

て
所
だ
な
そ
れ
と
死
ん
だ
ら
最
⻑
で

 
２
０
０
０
年
ぐ
ら
い
は
眠
ら
な
い
と
い
け
な
い
か

 
ら
不

な
ん
だ
よ
な

 
し

か
り
と
２
０
０
０
年

上
生
き
れ
ば
約

年
で
蘇
れ
る

だ
が
５
０
０
年
生
き
て
死

ば
本
来
生
き
る
分
の
１
５
０
０
年
分
は
眠
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
こ
れ
は
こ
れ
で

す
る

の
だ

 
怠
惰

強
化

え
ば
能
力
に
影

さ
れ
な
い
と
か

 
理
 

あ

そ
れ
も

論
あ
る
さ

 
そ
の
お
陰
で

な
能
力
と
戦
え
る
の
で

で
あ
る

そ
れ
に
恋
人
の
さ
と
り
の
能
力
に
も
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引

掛
か
ら
な
い
た
め
心
を
読
ま
れ
る
こ
と
も
な
い

こ
い
し
の
無
意

も

か
な
い
た
め
と
て

も

で
あ
る

 
怠
惰

ふ

ん

理
久
兎

の
友
人

て
ど
ん
な
の

 
が
い
る
の

 
怠
惰

友
人
な

い

い
い
る

 

え
最
初
の
友
人

八
意

に
出
会
え
た
事
を
思
い
出
す

 
理
 

ま
ず
は

だ
な
月
読
が

治
し
て
い
た
さ
今
だ
と

 
古
代
都
市
に
い
て
な

が
薬

集
め
し
て
い
た

 

に
妖
怪
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
の
を
救

た

 
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
ん
だ
よ

そ
れ
で
し
ば
ら
く
は

 

の
家
で
同
居
し
て
い
た
な

 
怠
惰

女
の
子
の
家
に
同
居
か
良
い
な

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
れ
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
ん
だ
け
ど

 
皆
が
月
に
行
く

て

た

に
無
数
の
妖
怪
達
と

 
戦
う
こ
と
に
な

て
な
そ
し
た
ら
俺
だ
け

り

れ
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て
皆
と
は
さ
よ
う
な
ら
だ

た
な

だ
が
そ
の
お
陰

 
で
こ
の

災

を

る
程
度
の
能
力

を
覚
醒
す
る

 
事
が
出
来
た
け
ど
な

 
怠
惰

で
も
別
れ
が
あ
る
か
ら
出
会
い
も
あ

た

て
所

 
か
な

 
面
白
い
事
を

う

ま

た
く
そ
の
通
り
だ

 
理
 

あ

そ
の
後
に
魔
界
の
神
の
神
綺
に
会

て
な

 
そ
れ
で
魔
界
を
一

に
創
造
し
た

に
こ
れ
を

 

た
ん
だ
よ

 
断
罪
神
書
と
よ
ば
れ
る
魔
道
書
を
見
せ
る

そ
れ
を
見
た
怠
惰
は

 
怠
惰

罪
人
を
収

す
る
た
め
の
魔
道
本
だ
よ

 
理
 

あ

実

は
な
だ
が
ま

能
な
四

元
ポ

ト

 
み
た
い
な
も
ん
だ
が
な

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ

が
こ
れ
を
聞
い
た
ら
ど
ん
な

 
反

す
る
の
か
な



 第十九章 高天ヶ原に居しは⺟と悪魔

 
理
 

ん

ど
う
し
た

 
怠
惰

い
や
何
で
も
な
い
続
け
て
よ

 
理
 

で

そ
の
時
に
俺
の
愛
刀
を

本
作

た
ん
だ
よ

 
そ
れ
が
ま
ず
黒

次
に
今
は
空
紅
だ
よ

 
怠
惰

成
る
程

に
は

 
そ
う

わ
れ
次
に
神
奈
子
や
諏
訪
子
そ
し
て
祝

の
事
を
思
い
出
し
た

 
理
 

そ
う
だ
な

ま
た

く

過
し
て
ま
た
新
し
い
神

 
と
出
会

た
り
し
た
ん
だ
よ
そ
れ
が
今
あ
そ
こ
で

 
飲
ん
だ
く
れ
て
る
神
達
だ

た
り
そ
れ
か
ら
こ
こ

 
に
は
い
な
い
け
ど
神
奈
子
と
諏
訪
子

て
い
う
神

 
様
な
ん
だ
け
ど
さ
そ
の
神
達
が
ま
た
お

目
で
さ

 
そ
れ
か
ら
そ
こ
の
風
祝
の
祝

て
子
に
も
会

 
て
そ
の
子
が
と
て
も

し
く
て
初
め
て
会
う
自
分

 
に
と
て
も
親
し
く
し
て
く
れ
た
ん
だ
よ

 
怠
惰

ふ

ん

神
め
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理
 

え

 
怠
惰

い
や
何
で
も
な
い

か
そ
の
頃

て
信

戦
争

 
だ

た
よ
な

 
理
 

あ

弱
小
国
に
強
大
国
に
挑
む
の
は
ど
う
か
と

 
思

て
な
そ
れ
で
わ
ざ
わ
ざ
交
渉
し
に
も
行

 
て
一

討
ち
の

本
勝
負
に
す
る
よ
う
に
交
渉

 
し
に
行

た
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
れ
で
諏
訪
大
戦
つ
ま
り
神
奈
子
と
諏
訪
子
と

 
で
一

討
ち
の
戦
い
が
起
き
た
ん
だ

 
理
 

そ
う
い
う
こ
と
だ
な

そ
れ
か
ら
イ
ザ
ナ

の
所

 
か
ら
天

を

た
り
も
し
た
な

 
怠
惰

ふ
む
ふ
む

な

次
に
何
か
あ
る
の
か

 
次
の
事
を
聞
か
れ

え
る

そ
し
て
豊
聡
耳
神
子
に
物
部
布
都
そ
し
て
蘇
我

自
古
と
つ
い
で

に

の
事
を
思
い

く

 
理
 

な

お
前
さ
聖
徳
太
子

て
知

て
る
よ
な
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怠
惰

う
ん

名
だ
よ

ま
さ
か

 
理
 

あ

会

た
よ
そ
れ
も
女
だ

た
よ

 
怠
惰

マ

で

 

当

い
て
い
た

や
は
り

上
だ
と
男
と
し
て
え
が
か
れ
て
い
る
た
め
か
真
実
を
知

た

怠
惰
の

は

き
の

だ

た

 
理
 

あ

そ
れ
で
よ
そ
の
聖
徳
太
子
と
そ
の
従
者
の
布
都

 
と

自
古

て
子
達
と
も
仲
良
く
な

た
け
ど
よ

 

人
は
新
た
な
世
界
の
た
め
に
眠

ち
ま

て
さ

 
そ
れ
で
ま

邪
仙

て
い
う
の
か

が
必
ず
復
活
を

 
果
た
さ
せ
る

て

て
別
れ
た
な

 
怠
惰

本
当
に
こ
の
世
界
絶
対
に
寿
命
は
あ
る
け
ど
最

 
な
い
に
等
し
い
よ

 
理
 

か
も
な

 
そ
れ
は
時
々
そ
う
思
う

寿
命
を

し
た
奴
な
ん
て
こ
の
世
に

も
い
る
た
め
そ
う
思

て
も
仕
方
な
い
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怠
惰

に
は

 
理
 

あ

あ

そ
ん
で
そ
の
後
か
ら
約
何

年

 
ぐ
ら
い
か
な
そ
の
時
に
ボ
ロ
ボ
ロ
の
女
の
子
を

 

た
ん
だ
よ

 
怠
惰

お

そ
の
後
は
何
か

に

ん
に

ん
し
た

 
の

 
理
 

何
だ
そ
の
に

ん
に

ん

て

 
に

ん
に

ん
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
と
聞
く
と
怠
惰
は
何

だ
か

ず
か
し
そ
う
に

 
怠
惰

あ

う
ん

れ
て
聞
い
た
俺
が
バ
カ
だ

た
そ
れ

 
で
そ
の
子
が

 
理
 

あ

そ
の
子
が
俺
の
愛
弟
子
の
八
雲
紫

て
子
で
な

 
も
う
御
師
匠
様

て

て
も
う
可
愛
く
て
な

 
怠
惰

は
い
は
い
親
バ
カ
は

す

で
も
そ
れ
が
新
た
な

 
戦
い
の
始
ま
り
だ

た
ん
だ
よ

 
理
 

あ

紫
が
望
ん
だ
世
界

人
間
も
妖
怪
も
皆
が
平
等
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に
暮
ら
せ
る
世
界
の
実
現
さ
せ
る
た
め
に
戦
う
事
に

 
な

た
最
初
に
天
狗
達
を
説

さ
せ
天
魔
の
風

や

 
文
や
は
た
て
に
白
狼
の
狼

と
友
人
に
な
り
次
に
⻤

 
の
頭
領
の
美
寿
々
や
萃
香

勇
儀
を

し
次
に
河
童

 
達
の
ま
と
め
役
の
河
城
ゲ
ン

イ
を
説

し
て
河
童

 
を
仲
間
に
し
て
と
そ
う
し
て
第
一
歩
で
あ
る
百
⻤
夜

 
行
を
創
設
し
て
俺
の
妖
怪
ネ

ム
は
ぬ
ら
り

ん

 

て
名
前
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
ん
だ
よ

 
怠
惰

お
前
さ
ん
ス

ル
が
で
か
い
な

 
そ
ん
な
事
は
な
い

普
通
だ
多
分
き

と

 
理
 

そ
ん
で

度
そ
の
ぐ
ら
い
か
亜
狛
と
耶
狛
に
出
会

 

た
の
は

 
怠
惰

あ
の
子
達

 
理
 

あ

そ
う
だ

 
怠
惰
が
指

す
方
向
で
は
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亜
狛

耶
狛

飲
み
過
ぎ
る
な
よ

 
耶
狛

も
う
お
兄
ち

ん

た
ら
分
か

て
る
よ

 

の

に

そ
し
て
紅
玉
の
目
を
し
て
い
る
亜
狛
と
金

の

と

を
持
つ
耶
狛

因

み
に

人
は
元
は
狼
だ

 
理
 

最
初
は
亜
狛
が
俺
に
襲
い
か
か

て
き
た
な
そ
れ
で

 
よ
く
よ
く
見
て
み
た
ら

気
で

死
に
な

て
い
る

 
耶
狛
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
心
を
打
た
れ
て
な

 
も
う
神
使
に

し
ち

た
よ

 
怠
惰

い
な

因
み
に
あ
の
子
達
の
能
力
は

 
理
 

亜
狛
は

空
間
を

え
る
程
度
の
能
力

う
と
制

 
の
あ
る
テ
レ
ポ

ト
だ
な
そ
ん
で
耶
狛
は

大
小
を
変

 
え
る
程
度
の
能
力

ま

物
を
大
き
く
し
た
り
小
さ
く

 
し
た
り
す
る
事
が
出
来
る
能
力
だ
な

 
怠
惰

シ
ン
プ
ル
だ
け
ど

い
な

 
理
 

だ
が
亜
狛
の
テ
レ
ポ

ト
は

人
し
か

プ
が
出
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来
な
い
か
ら
ま
と
め
て
や
る
に
は
耶
狛
の
能
力
で

 
け
目
の
力
を
大
き
く
し
な
い
と
一

で

プ
す
る

 
事
が
出
来
な
い
の
が

い
よ
な

 
怠
惰

そ
れ
で
も

分
に

い
よ

 

か
に

い
が
そ
れ
な
ら
紫
達
の
方
が
も

と

い

だ
が
亜
狛
と
耶
狛
は
ち

と
し
た
力

が
あ
る
か
ら
紫
よ
り
か
は
強
い
か
も
し
れ
な
い

だ
が
そ
の
ち

と
し
た
力
で
ま
た
思
い
出

す 
理
 

後
は
平
安
の
都
に
潜

も
し
た
な

 
怠
惰

平
安
京
に

 
理
 

あ

そ
の
時
に
ち

と
し
た
事
件
が
起
き
て
な

 
そ
れ
で
そ
の
時
に
知
り
合

た
の
が
安

晴
明

て

 

う
少
女
で
な
す
ぐ
に
友
人
に
な
れ
た
よ

 
怠
惰

安

晴
明

俺
結

陰
陽
師
の
フ

ン
な
ん
だ
よ

  
ど
う
や
ら
陰
陽
師
も

と
い
う
と
晴
明
の
フ

ン
ら
し
い
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理
 

ま

で
も
当
時
は
最
弱
だ

た
け
ど
な

そ
こ
か
ら

 
強
く
な

た
か
ら
さ

 
怠
惰

へ

意
外
だ
な

 
理
 

そ
れ
で

に
も
藤
原
妹
紅

て
い
う

族
の
娘
と

 
遊
ん
だ
り
も
し
た
し
何
よ
り
も

い
た
の
は
輝
夜

 
姫
に
会
え
た

て
い
う
事
だ
よ

 
怠
惰

あ
の

取
物
語
の

 
理
 

あ

し
か
も

に
挑
ん
だ

 
怠
惰

す
げ

内
容
は

 
理
 

花
妖
怪
が
守
る
太
陽
の
花
の
種
を
取

て
こ
い

て

 

う
内
容
で
さ
そ
の
時
に
花
妖
怪
の
風
見
幽
香
と
い

 
う
女
性
と
戦

た
後
に
空
亡

て
い
う
闇
の
妖
怪
で

 
知
ら
れ
て
い
た
ル

ミ
ア

て
子
と
激
戦
も

り

 
げ
て
そ
れ
で
ル

ミ
ア
が
家
に
居
候
し
た
り
本
当
に

 

々
な
事
が
あ

た
ん
だ
よ
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今
思
う
と
懐
か
し
い

一
ル

ミ
ア
が
自
分
の

に

を

し
た
妖
怪
だ

た
た
め
今
で

も

明
に
覚
え
て
い
る

 
理
 

そ
れ
で
輝
夜
姫
が
ま
さ
か
の
さ

き
話
し
た

 
の
教
え
子
で
さ
し
か
も

共
々
地

に

り
た

 
い

て
い
う
か
ら
逃
亡
の
手
助
け
も
し
た
ん
だ

 
怠
惰

実

は
月
に
帰
ら
ず
地
上
に

れ
た

て
事
か

 
理
 

あ

そ
う
い
う
事
だ

だ
が
な
輝
夜
姫
が

し

 
た
蓬
莱
の
薬
で
藤
原
妹
紅
が
不
老
不
死
に
な

て

 
更
に
従
者
の
亜
狛
と
耶
狛
も
不
老
不
死
に
な

た

 
怠
惰

ど
う
り
で
あ
ん
な
金

に
変
わ
る
わ
け

 
理
 

ま

そ
ん
な
ん
だ

た
ん
だ
が
つ
い
に
俺
が
妖
怪

 
の
総
大
将

て
の
が
バ
レ
て
都
か
ら
撤
退
す
る
時

 
に
晴
明
と
最
後
の
一

討
ち
を
し
て

し
い
別
れ

 
を
し
た
ん
だ
よ

一
の
人
間
の
友
人
だ

た
か

 
ら
さ
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怠
惰

友
人
か

良
い
よ

そ
う

え
る
の
は

 
少
し

く
怠
惰
は

う

だ
が
今
の
友
人
と
い
う

葉
で
幽
々
子
の
事
を
思
い
出
す

 
理
 

あ

そ
れ
で
今
度
は
愛
弟
子
の
紫
に
友
人
の

 
幽
々
子

て
い
う
友
人
が
出
来
た
時
は
そ
れ
は

 
も
う
本
当
に

い
て
喜
ん
だ
よ

 
怠
惰

へ

 
理
 

だ
け
ど
⻄
行
妖

て
い
う
桜
の
妖
怪
が
そ
の
時
に

 
い
て

俺
は
命
を

け
て
封
印
し
た
ん
だ
け
ど
さ

 
幽
々
子
ち

ん
死
ん
じ

て
さ

 
怠
惰

し
い
別
れ
か

 
理
 

あ

そ
の
時
ま
で
は
な
そ
の
後

記
憶
を
失

て

 
な
お
か
つ
亡
霊
に
な

て
蘇

た
け
ど
な

 
怠
惰

何
そ
れ

 
怠
惰
の
ツ

コ
ミ
が
入
る

ボ

当
の
よ
う
な
怠
惰
か
ら
ツ

コ
ミ
が
入
り
本
来
ボ

当

の
自
分
が
ボ

が
し
や
す
く
な
る

だ
が
死
ん
で
コ
ロ

と
蘇
れ
ば
ツ

コ
ミ
も
い
れ
る
だ
ろ
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う 
理
 

で
だ
こ

か
ら
も

と

く
て
さ

も
う
寿
命
が

 

り

か

て
所
で
紫
達
が
や
ら
か
し
や
が

て

 
よ
り
に
も
よ

て
月
に

住
し
て
い

た

中

 
月
読
達
に
戦
争
し
か
け
て
第
一
次
月
面
戦
争
へ
と

 
な

て
あ
の
時
は
地
獄
だ

た
よ
た
だ
で
さ
え
体

 
が
ふ
ら
つ
く
の
に
紫
達
を
撤
退
さ
せ
な
き

い
け

 
な
か

た
か
ら
さ

 
怠
惰

う
わ

散
々
だ
な

 
理
 

ま

で
も
昔
の
友
人
達
に
出
会
え
た
し
依
姫
や
豊
姫

 
も
成
⻑
し
て
る
の
が
見
れ
た
か
ら
良
か

た
け
ど
さ

 
問

は
こ
の
後
で
な

地

に
帰

て
紫
達
を
説

 
教
し
て
た
ら
体
が
動
か
な
く
な

て

し
た
り
し

 
て
散
々
で
な

 
怠
惰

で

そ
の
後
は
死
ん
だ
と
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理
 

あ

し
か
も

取

て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
て
さ

 
亜
狛
と
耶
狛
い
わ
く
最
高
の
葬
式
を
上
げ
た
ら
し

 
く
て
さ
今
さ
ら
生
き
て
ま
し
た

テ
ヘ

な
ん

 
て

え
な
い
し
皆
の
前
に
出
れ
な
い
し
で
さ

 
怠
惰

そ
れ
は
俺
も
出
れ

よ
そ
れ
だ

た
ら
死
ん
で

 
る
事
に
し
て

・第
・二
・の
・人
・生

歩
む
わ

 
今
怠
惰
が

た
第
二
の
人
生

そ
れ
を
聞
く
と
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
と
ど
ん
ち

ん
騒

ぎ
し
て
い
る
最
後
の
従
者
の
黒
を
見
る

 
理
 

で

ま

蘇

た
後
な
ん
だ
が
そ
の
後
に

し

 
で
魔
界
に
行

た
ら
神
綺
の
娘

の
ア
リ
ス

て

 
子
が
な
影
の
暴
虐

て
い
う
化
け
物
の
封
印
を
解

 
い
ち
ま

て
俺
と
亜
狛
と
耶
狛
で
影
の
暴
虐
と
戦

 

て
そ
の
結
果

そ
い
つ
の
強
さ
が
面
白
い
か
ら

 
従
者
に
し
た
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
れ
が
あ
の
つ
り
目
で

か
け
て
る
執
事
の
男
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だ
よ

 
理
 

あ

 
一
方
黒
は
と
い
う
と

 

 

れ
魔
⻯
の
小

よ
も

と
飲
ま
ぬ
か

 
黒
 

も
う
勘

し
く
れ

 
と

理
久
兎
の
⺟
親

に
酒
を
す
す
め
ら
れ
て
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

ち

ん
に
お
酒
を

め
ら
れ
て
可

想
だ
な

 
理
 

ま

た
く

は

 
怠
惰

ま

そ
ん
な

う
な

て
そ
れ
で
続
き
は

 
理
 

あ

そ
れ
で
黒
な
ん
だ
け
ど
よ
封
印
さ
れ
て
い
る

 
間
で
彼
奴

夢
で

か
に
会

た
ら
し
い
ん
だ
が

 

と
名
前
を
夢

れ
し
た
ら
し
く
て
な

一
覚

 
え
て
の
は
そ
の
女
性
か
ら
つ
け
て
も
ら

た
名
前

 
黒
そ
れ
ぐ
ら
い
か
覚
え
て
な
か

た
な

 
怠
惰

へ

イ
ン
キ

バ
ス

り
が
い
れ
ば
も
し
か
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し
た
ら

い
や
無
理
か

か
さ
れ
て
死
ぬ
な

 
理
 

ま

で
も
昔
に
比
べ
れ
ば
明
る
く
は
な

た
よ

 
彼
奴
は

 
怠
惰

へ

そ
う
い
え
ば
理
久
兎

は
今
は

か

 
幻
想
郷
の
地
獄
の
近
く
に
住
ん
で
る
ん
だ
よ

 
と

今
度
は
自
分
達
が
住
ん
で
い
る
所
を
聞
い
て
く
る

そ
し
て
怠
惰
の

葉
に

定
す
る

 
理
 

あ

そ
う
だ
よ

あ
そ
こ
な
ら
怨
霊
だ
と
か
が

 

て
る
か
ら
紫
達
も
来
な
い
だ
ろ
う
し
な
お
か

 
つ

れ
る
の
に
は
う

て
つ
け
だ
か
ら
な

 
怠
惰

で
も
住
ん
で
る

て
こ
と
は
閻
魔
に
は

談
し
た
ん

 
だ
よ

 
理
 

あ

し
か
も
幻
想
郷

の
閻
魔
が
こ
れ
ま
た

 
数

な
運
命
で
よ
昔
に
そ
の
閻
魔
が
地

だ

た

 
頃
に
俺
が
閻
魔
に
な
れ
る
よ
う
に
推

状
を
書
い
て

 
そ
し
た
ら
そ
の
子

立
派
に
閻
魔
に
な

た
ん
だ
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よ

そ
れ
で
サ
ボ
り
気
味
な
死
神
の
部
下
が
い
た

 
り
で

や
か
だ
し
し
か
も
そ
の
閻
魔
の
子
が
住
む

 
許
可
を
く
れ
て

そ
こ
が
現

俺
達
が
住
ん
で
い

 
る
旧
都

て
訳
さ

 
怠
惰

そ
れ
は
本
当
に
数

だ

で
も
旧
都
に
引
き

 
こ
も

て

じ

な
い
の

 
理
 

ん

い
い
や

今
じ

旧
都
に
は

ん
な
妖
怪
が

 
住
ん
で
い
て
な

美
寿
々
だ
と
か
の
⻤
や
封
印
さ

 
れ
た
妖
怪
も
そ
う
そ
れ
に
そ
の

何
だ

恋
仲

 
も
い
る
し
そ
ん
な

じ

な
い
し

実
し
て
る
よ

 
こ
う
改
め
て
い
う
と
結

ず
か
し
い

だ
が
怠
惰
は

目
で
何

だ
か
殺
気
を
込
め
て

 
怠
惰

リ
ア

が
死

 
理
 

そ
こ
ま
で

う
か

 
分
か

た
事
は
怠
惰
の
前
で
恋
の
話
は
し
な
い
方
が
良
い
と

う
の
は
分
か

た

 
怠
惰

ま

良
い
や
で
も
地
上
に
遊
び
に
は
行
く
ん
で
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し

 
理
 

あ

だ
け
ど
正
体
が
バ
レ
る
か
ら

者
と
し
て

 
動
い
て
る
よ

し
か
も
何
と
よ
晴
明
の
子
孫
が
今

 
幻
想
郷
に
住
ん
で
て
よ
名
前
は
葛
ノ
葉
蓮

て

 

て
よ
結

見
て
て
面
白
い
ん
だ
こ
れ
が

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ

で
も
何
か
し
ら
の

れ
で
争

た

 
り
し
て
る
の

 
理
 

そ
う
な
ん
だ
よ
結

み
ん
な
と
争

て
て
よ
狂
気

 
に
飲
ま
れ
た

⻤
と
争

た
り

⻄
行
妖
が
復

 
活
し
た
り
は
た
ま
た
そ
の
蓮
と
戦

た
り
時
に
は

 
不
良
天
人
と
戦

た
り
特
に

か

た
の
は
鷺
麿

 
の
時
だ

た
な

 
鷺
麿
の
事
を
思
い
出
す

あ
の
事
件
は
か
つ
て
鷺
麿
の
父
親
が
悪

を

こ
う
と
し
て
い
た
た

め

族
の
地

か
ら
引
き
下
げ
た
の
が
始
ま
り
だ
が
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
ど
ろ
ど
ろ
と
引
き
ず

て

皆
が

惑
す
る
と
は
思
わ
な
か

た
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怠
惰

そ
の
鷺
麿

て

 
理
 

あ

そ
の
鷺
麿

て
の
は
俺
の
友
達
や
弟
子
を
殺

 
そ
う
と
し
た
奴
だ
よ

そ
い
つ
俺
が
死
ん
で
る

 
と
思

て
い
て
な
そ
の
八
つ
当
た
り
で
皆
が

き

 
込
ま
れ
ち
ま

た
ん
だ
よ

 
怠
惰

あ

そ
う
い
う
奴
い
る
い
る
俺
ら
の
昔
の
上

な

 
ん
か
が
そ
う
だ

た
よ

 
理
 

ま

で
も
皆
救
い
出
せ
た
し
そ
れ
に

者
と
し
て

 
で
は
な
く
て
理
久
兎
と
し
て

せ
れ
た
か
ら
良
か

 

た
よ

 
昔
み
た
い
に
紫
の
頭
を

で
る
こ
と
が
出
来
た
た
め
救
い
出
せ
て
良
か

た
と
い
う
安
心
感
と

久
々
に
紫
に

れ
た
と
い
う
嬉
し
さ
が
今
も

れ
ら
れ
な
い

 
怠
惰

成
る
程

あ
ん
ま
り
聞
き
た
く
は
な
い

 
け
ど
そ
の

何
だ

恋
仲
だ

た
け
と
は
上
手
く

 
い

て
る
の
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理
 

あ

上
手
く
い

て
る
よ

そ
れ
に
昔
か
ら
ア
プ

 
ロ

チ
し
て
い
た
の
に
気
づ
け
な
か

た
の
は
今

 
思
う
と
少
し

ず
か
し
い
け
ど
で
も
さ
と
り
が
な

 
勇
気
を
出
し
て
告
白
し
て
く
れ
た
の
は
嬉
し
か

 
た
か
な

 
怠
惰

ま
し
い
な

一

 
理
 

ハ
ハ
ハ

な

怠
惰

い
や

ル
フ

 
ゴ

ル

て
呼
ん
だ
方
が

 
怠
惰

怠
惰
で
い
い
よ
そ
れ
で
ど
う
し
た
の

 
理
 

お
前
さ
ん
の
事
を
聞
か
せ
て
く
れ
よ
何
で
も
良
い

 
か
ら
よ

 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
は

に
手
を
当
て
て

え
る

そ
し
て

 
怠
惰

昔
々
あ
る
所
に

人
の
お
姫
様
が
い
ま
し
た
そ
の

 
お
姫
様
は
皆
か
ら
愛
さ
れ
愛
情
を
注
が
れ
て
成
⻑

 
し
て
い
き
ま
し
た
し
か
し
お
姫
様
が
い
た
世
界
は
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に

ま
れ
た
世
界
で
し
た
お
姫
様
は

を

え

 
外
へ
と
こ

そ
り
出
て
み
ま
し
た
す
る
と
そ
の
目

 
に
写

た
光

は

で
皆
が

え
て

し
ん
で

 
い
る
世
界
で
し
た
そ
ん
な
時
に
お
姫
様
は
と
あ
る

 
大
き
な
罪
を

負
う
罪
人
と
出
会
い
ま
し
た

 
理
 

な

そ
の
話
は
何
だ
よ

 
怠
惰

良
い
か
ら
聞
い
て
な

て

お
姫
様
は
そ
の
罪
人

 
に
問
い
ま
し
た
何

皆
こ
ん
な
に

し
ん
で
い
る

 
の
か
と
し
か
し
罪
人
は
何
を

わ
ず
に
帰
ろ
う
と

 
し
ま
し
た
し
か
し
お
て
ん
ば
な
お
姫
様
は
そ
の
罪

 
人
に
し
つ
こ
く

き
ま
と
い
ま
し
た
そ
し
て
罪
人

 
は

え
ま
し
た
あ
そ
こ
に
い
る
奴
等
の
せ
い
で
皆

 
は
食
料
に

し
み

と
な

て
い
る
と
し
か
し

 
そ
の
罪
人
が

し
た
場
所
は
お
姫
様
が
住
む
お
城

 
だ

た
の
で
す
お
姫
様
は
何
も

え
ず

る
こ
と
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し
か
出
来
ず
何
も

わ
ず
お
城
へ
と
帰
り
ま
し
た

 
で
す
が
そ
の

日
後
に
お
城
が
襲
撃
さ
れ
ま
し
た

 
何
で
も

人
の
罪
人
達
が

襲
を
仕
掛
け
て
き
た

 
そ
う
な
の
で
す
自
分
の
家

達
は
皆
死
ん
で
い
き

 
ま
す
そ
し
て
そ
の
お
姫
様
の
前
に
罪
人
が
立
ち
は

 
だ
か
り
ま
し
た
そ
れ
は

日
前
に
出
会

た
罪
人

 
だ

た
の
で
す

 
理
 

な

そ
の
罪
人
達

て
ま
さ
か

 
怠
惰

こ
こ
で
理
久
兎

に

問
で
す
何

家

達
は

 
ど
ん
ど
ん
死
ん
で
い

た
の
で
し

う
か

 
突
然
問

を
出
さ
れ
た

 
理
 

え

悪

を

い
て
い
た
の
は
お
姫
様
じ

 
な
く
て
家

だ

た
か
ら

 
怠
惰

そ
の
通
り
お
姫
様
は
何
も
知
ら
な
か

た
し
か
し

 
家

達
は
正
義
と
い
う
名
を
使

た

職
を
し
て
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い
た
そ
の
た
め

人
の
罪
人
達
に
よ

て

さ
れ

 
た

で
は
お
姫
様
は
ど
う
な

た
の
か
分
か
る

 
理
 

ど
う
な

た
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
れ
は
自
由
な
世
界
に

れ
出
さ
れ
そ
の
罪
人
と

 
楽
し
く
過
ご
し
た

て
な

 
理
 

な
ん
だ
そ
れ

 
と

た
時
だ

た

 

 

怠
惰
よ
共
に
飲
も
う

こ
う
な
れ
ば
や
け
酒
じ

 

が
怠
惰
の

に

掛
か

て
く
る

し
か
も

当
な

を
飲
ん
だ
の
か

は

く
な

て

い
た

 
怠
惰

は

し

う
が
な
い
か
理
久
兎

ご
め
ん

 
そ
う

う
と
怠
惰
は

を
お
ぶ
る
と
自
分
か
ら

れ
て
い

た

 
理
 

ま
さ
か
お
ふ
く
ろ
の
事
か

い
や
そ
ん
な
訳
が

 
な
い
か

 
と

理
久
兎
は

く
の
だ

た

そ
し
て
一
方
で



 第２８９ 話 過去のおさらい

 

 

怠
惰
よ
昔
話
は
あ
ま
り

し
て
は
く
れ
ん
か

 
怠
惰

悪
か

た

お
姫
様

 

 

ふ
ん

そ
れ
と

シ
は
お
ん
し
を
罪
人
と
は
思

 
て
お
ら
ん

シ
か
ら
し
た
ら
王
子
様
じ

よ

 
怠
惰

め
て
く
れ
そ
れ
は

じ

な
い
し
気
持
ち

 
悪
い
か
ら
そ
れ
と
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
ん

 
だ
け
ど

 

 

う

ん

何
じ

 
怠
惰

そ
れ
は
後
書
き
で
話
す
よ

 
と

人
は

く
が
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
の
中
で
は
聞
こ
え
る

も
な
か

た
の
だ

た

 

 

怠
惰
よ
そ
れ
は
事
実
な
の
じ

な
よ
な

 
怠
惰

は
い
事
実
で
す
リ
ア
ル
な
話
で
従
兄
弟
に
勝
手
に

 

作
さ
れ
作
品
は
消
え
て
な
く
な
り
ま
し
た
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そ
ん
な

お
ん
し
の

も
水
の

か

 
怠
惰

う
ん

だ
か
ら
こ
う
し
て
ま
た
新
し
く
始
め
て

 
い
ま
す

 

 

し
て
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
じ

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
は

て
た
分
を
投
稿
し
て
ま
た

 
続
け
て
く
し
か
な
い
か
な

 

 

ふ
む

そ
う
じ

な

は

す
ま
ぬ
な

 
読
者
様
方

 
怠
惰

本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 

 

え

と
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

次
回
も

て
見
て
こ
ん
な
消
え
た
作
品
を
見

 
て
く
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
見
て
く
だ
さ
る

 
の
な
ら

い
で
す

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

さ
よ
う
な
ら



 第２９０話 帰還

 
第
２
９
０
話
 
帰
還

 
こ
ん
ば
ん
わ
読
者
様
全
て
を
失
い
ま
た
新
し
く
投
稿
を
始
め
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

本

当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

ま
た

話
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
ご
了

を
下
さ
い

一

こ
の
話
は
消
え
る
前
の
話
の
続
き
と
な
り
ま
す

も
し
初
か
ら
見
た
い
と
い
う
読
者
様
方
本
当

に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

過
去
の
話
を
急
ピ

チ
で
書
い
て
い
る
の
で
そ
れ
を
お
読
み
く
だ
さ

い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
宴
の
フ

ナ

レ
か
ら
翌
日

 
理
 

よ
う
や
く
帰
れ
る
な

 
亜
狛

何
や
か
ん
や
で
も
う

間
ぐ
ら
い

過
を

 
し
て
い
ま
す
し

 
黒
 

時
間
が
過
ぎ
る
の
は
あ

と
い
う
間

て
感
じ

 
だ
よ
な
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耶
狛

マ
ス

も
う
帰
る
の

 
各
々
が

い
て
い
る
と
耶
狛
が
も
う
帰
る
の
か
と
聞
い
て
く
る

 
理
 

い
や
お
ふ
く
ろ
が

死
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
願
い

 
を
込
め
て
別
れ
の

を
し
て
帰
ろ
う
か
と
思

 

て
る
よ

 
亜
狛

さ
ら
り
と

い
で
す

 
さ
ら
り
と

い

い
や
そ
ん
な
事
は
な
い
普
通
の
親
子
だ

 
耶
狛

そ
れ
じ

マ
ス

の
お
⺟
さ
ん
に

を
し
て

 
か
ら
帰
ろ
う

 
黒
 

だ
な

 
亜
狛

な
ら
向
か
い
ま
し

う

 
理
 

だ
な

 
そ
う
し
て

人
は

の
も
と
へ
向
か
う
の
だ

た

の
い
る
場
所
も
と
い
神
殿
は
と
て
も

大
き
く
地
霊
殿
を
も

す
る
大
き
さ
だ

人
は
ロ
ビ

へ
と
来
る
と

 
天

あ

父
様
こ
ん
に
ち
は

お

⺟
様
で
す
よ



 第２９０話 帰還

  
理
 

あ

呼
ん
で
き
て
く
れ
る
か

 
天

は
い
待

て
い
て
く
だ
さ
い

 
そ
う

い
天

は
神
殿
の
中
へ
と
向
か

て
い

た

そ
し
て
内
装
や
神
殿
の
大
き
さ
を
見
て

い
る
と

々
な
物
が

て
あ
る

武
者
の

だ

た
り
装

が

さ
れ
た

な
ど
そ
れ
は

々

だ 
黒
 

武
者
か

 
理
 

何
か
良
い
案
で
も

か
ん
だ
か

 
黒
 

ま

な

 
と

黒
は

武
者
を

め
亜
狛
と
耶
狛
は
と
い
う
と

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
こ
れ
何
だ
ろ
う

 
亜
狛

そ
れ
は
テ

ア
ラ

て
奴
だ

⻄

の
物
語
の

 
お
姫
様
だ
と
か
が
頭
に
着
け
る
ア
ク

サ
リ

 
だ
よ

 
耶
狛

へ
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そ
う

う
と
耶
狛
は
そ
の
テ

ア
ラ
を
持
ち
上
げ
た

 
亜
狛

こ

こ
ら

す
ぐ
に

せ
よ
耶
狛

 
耶
狛

あ

何
か
裏
に
書
い
て
あ
る
え

と
私
の
親

 
愛
な
る
オ
ル
ビ
ス
へ

て
か

て
書
い
て
る

 
裏
に
書
か
れ
て
い
る
名
前
で
あ
ろ
う
文

を
読
ん
だ
の
か
耶
狛
は
そ
う

う

 
黒
 

オ
ル
ビ
ス
そ
れ
の
持
ち
主
の
名
前
か

 
理
 

か
ラ
テ
ン
語
だ
と
世
界
だ
と
か
そ
う
い

た

 
意
味
が
あ

た
な

 
耶
狛

へ

 
耶
狛
は
そ

と
そ
の
テ

ア
ラ
を
元
の

置
へ
と

す

だ
が
そ
ん
な
雑
談
を
し
て
い
て
も

が
来
な
い

 
理
 

の
奴

来
な
い
な

ま

た
く
身
⻑

 
が

い
く
せ
に
こ
ん
な
立
派
な
所
に
住
む
と
か

 

え
る
ん
だ
け
ど

 
と

こ
う

く
挑
発
も

め
て
バ
カ
に
す
れ
ば
す
ぐ
に
来
る
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と



 第２９０話 帰還

 

 

う

が
身
⻑
が

い
と

そ
し
て
何
が

 
じ

と
理
久
兎

 
そ
う

い
な
が
ら
後
ろ
に
天

を
引
き

れ
て

が
や

て
来
る

や
は
り

く
デ

ス
れ
ば

す
ぐ
に
来
る
よ
う
だ

 
理
 

あ
ま
り
に
も
来
る
の
が

く

て
つ
い
な

 

 

や
は
り

様
は
宇

の

と

と
な
れ

 
こ
の
光

を
見
て
い
る
と
ど
ち
ら
が
大
人
で
ど
ち
ら
が
子

な
の
か
時
々
分
か
ら
な
く
な

て

く
る

だ
が

え
る
の
は
こ
の
光

を
見
て

り
の
者
達
は

い
が
出
来
な
い

む
し
ろ
恐
怖

と

り
し
か
な
い

何
せ
こ
の

人
が
ぶ
つ
か
り
合
お
う
も
の
な
ら
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
が
起
こ
り

か

な
い
か
ら
だ

 
天

ま

ま

お

様

ち
着
い
て
く
だ
さ
い

 

 

ふ
ん
そ
れ
で
帰
る
ん
じ

ろ

 
理
 

ま

な

々
と
世
話
に
な

た
よ

そ
う
い
え

 
ば
お
前
の
友
人
の
怠
惰
は
ど
う
し
た

 

 

あ

あ
や
つ
な
ら
ま
だ

て
お
る
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ど
う
や
ら
ま
だ

て
い
る
よ
う
だ

て
い
る
よ
う
な
の
だ
が

え
て

い
た
い

 
理
 

な

も
う
正

回

て
る
ん
だ
が

 
も
う
か
れ
こ
れ

の

時
は
過
ぎ
て
い
る

そ
れ
で
も

て
い
る
こ
と
に
少
し

く

 

 

あ
や
つ
の
平

眠
時
間
は
約

時
間
じ

 
亜
狛

い

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

め
ち

だ
め
だ
よ

 
黒
 

め
る
こ
と
じ

な
い
な

 

か
に

め
る
こ
と
で
は
な
い

 

 

ま

奴
の
事
は
置
い
て
お
い
て
理
久
兎
よ

日

 
話
し
た
通
り
そ
な
た
の
恋
仲
を
い
つ
か

れ
来

 
い
無
論
そ
の
親
族
共
々
と
な

 
耶
狛

さ
と
り
ち

ん
と
出
会

た
ら
ど
ん
な
反

 
す
る
の
か
な

 
亜
狛

さ

 

 

う
名
は
さ
と
り
と
申
す
の
か

覚
え
て
お
こ
う



 第２９０話 帰還

 
少
し
変
な

に
な

た
が
何
時
か
皆
を

れ
て

に
行
く
の
も
も
良
い
か
と
思

た

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
俺
ら
は
帰
る
よ

 

 

う
む

お

と
そ
な
た
ら
こ
れ
は
少
し
の

別

 
じ

持

て
い
く
が
よ
い

 

は
後
ろ
の
天

に
視

を
向
け
る
と
天

は
コ
ク
り
と

き
近
く
に
布
を

せ
て
置
い
て
あ

る
物
の
布
を

る

す
る
と
そ
こ
に
は
大

の
お

子
や
ら
が
現
れ
る

 
理
 

何
だ
こ
れ

 
耶
狛

お

お

子
だ

 
黒
 

ま
た

い

だ
な

 

 

高
天

原
を
観
光
地
と
し
て

し
よ
う
と
皆
で

 

え
て
お

て
の

そ
の

と
な
る

品
ま

 
土
産
物
じ

な

 
亜
狛

急
に
現
代
的
に
な

た

 
理
 

ま

ま

て
く
わ

 
こ
れ
に
は
少
し

葉
を
失

て
し
ま
う
が

え
る
な
ら
嬉
し
い
も
の
だ



 第十九章 高天ヶ原に居しは⺟と悪魔

 

 

幻
想
郷
の
神
達
に
も

を
頼
む

 
理
 

が
や
る
か

亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

行
く
よ

 

人
の
力
で
大
き
な

け
目
が
開
か
れ
る

す
る
と
黒
は
そ
の

け
目
に
土
産
物
を
入
れ
て

い
く

そ
し
て
全
て
入
れ
終
わ
る
と

 
理
 

じ

あ
な
お
ふ
く
ろ

 

 

ま
た
来
る
の
じ

 
そ
う

い
理
久
兎
は

け
目
へ
と
入
る

そ
れ
に
続
き

 
亜
狛

そ
れ
で
は

 
耶
狛

ま
た

 
黒
 

い
ず
れ
な

 
そ
う
し
て

人
も

け
目
へ
と
入
り

け
目
は
と
じ
ら
れ
た
の
だ

た

 

 

は

々
と
あ

た
が
楽
し
か

た
の

 
天

私
は

し
て
ま
し
た
よ



 第２９０話 帰還

 
と

理
久
兎
達
が
帰

た
後

人
は
そ
ん
な
事
を

く
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
達
は

住
み
か
で
あ
る
地
底
へ
と
続
く
道
へ
と
出
る

 
理
 

さ

て
と
こ
ん
な
に
大

に
土
産
を

た

 
か
ら
皆
に
お

分
け
し
な
い
と
な

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

皆
元
気
に
し
て
る
か
な

 
黒
 

ど
う
せ
元
気
だ
ろ

 
と

理
久
兎
達
は
地
底
の
通

を

け
よ
う
と
す
る
と

 
理
 

あ
れ

か
こ
れ
に
引

掛
か

た
奴
い
る
の

 
か
な

 
実
は
地
底
へ
と
い
く
通

の

つ

つ
ま
り
今

自
分
達
が
い
る
通

の

に
少
し

ビ
が

入

て
い
る
の
に
気
が
つ
く

 
理
 

こ
れ
に
引

掛
か

た
奴
い
た
の
か
よ

 
亜
狛

あ

そ
れ
昔
に
マ
ス

が
仕
掛
け
た
や
つ
で

 
す
よ

引

掛
か

た
奴
い
た
ん
だ
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耶
狛

サ

 
黒
 

い
や

め
て
や
れ
よ

と
り
あ
え
ず
行
こ
う
主
よ

 
理
 

だ
な

 

て
し
ま
い
た
く
な
る
が

く
皆
の

を
み
た
い
が
た
め
に
通

を

が
り
旧
都
へ
到
着
す

る

だ
が
も
う
異
変
に
気
づ
い
て
し
ま

た

 
理
 

旧
都
が

し
て
や
が
る

 
そ
う
旧
都
の
一
部
あ
た
り
が

し
て
い
る
と
い
う
異
変
に
一
目
見
た
だ
け
で
気
づ
く
の
だ

た 
怠
惰

で
は
ま

本
編
を
読
ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

は

し
か
し
積
み
上
げ
た
物
が
消
え
る
の
は

し

 
い
の
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怠
惰

は
い
と
て
も

し
い
で
す

 

 

本
当
に
す
ま
ぬ
な
読
者
様
方

 
怠
惰

一

は
過
去
の
話
つ
ま
り
消
え
て
し
ま

た
話
は

 
急
ピ

チ
で
は
書
い
て
い
ま
す
が
そ
ち
ら
は
本
当

 
に
気
ま
ぐ
れ
と
な

て
し
ま
い
ま
す
が
お
許
し
を

 
下
さ
い

 

 

で
は

う
こ
と
は
終
わ

た
か
ら
終
わ
る

怠
惰

 
怠
惰

で
は
読
者
様

今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た

 

 

次
回
も
見
て
く
れ
た
の
な
ら

い
じ

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
２
９
１
話
 
地
底
の
惨
状

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
何
と
嬉
し
い
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
て

何
と
消
え
た
話
が
活
動
報
告
の
コ
メ
ン
ト
で
バ

ク
ア

プ
に
あ
る
だ
ろ
と
い
う
報
告
が
あ
り
見

て
み
た
所
あ
り
ま
し
た

な
の
で
復
旧
が
出
来
そ
う
で
す

皆
様
御
心

を
か
け
て
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

で
は
本
編
へ
ど
う

 
帰

て
き
た
地
底

だ
が
見
た
感
じ
明
ら
か
に
宴
会
へ
と
行
く
前
と
変
わ

て
い
た

旧
都
の

建
物
の
多
く
は

し
⻤
達
が
せ

せ
と
修

作

を
し
て
い
た

 
亜
狛

何
か
あ

た
ん
で
す
か

 
理
 

恐
ら
く
な

ま

で
も
所
詮
⻤
の
喧
嘩
か
な
ん
か

 
だ
ろ
と
り
あ
え
ず
土
産
を
置
き
た
い
か
ら
さ

さ

 
と
行
こ
う

 
耶
狛

そ
う
だ
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黒
 

こ
い
し
や
ら
は
元
気
に
し
て
い
る
の
か

 

人
は
ま
ず

ル
ス

が
い
る
で
あ
ろ
う

へ
と
向
か
う

に
は
や
は
り
門
番
と
し
て
い

る

ル
ス

が
い
た

 
理
 

よ

ル
ス

た
だ
い
ま

 
耶
狛

や

 
亜
狛

こ
ん
に
ち
は

ル
ス

さ
ん

 
黒
 

お

す

 
と

理
久
兎
達
が
手
を
あ
げ
て

う
と

ル
ス

は

方
を
見
て
目
を
点
に
す
る

 
水

り
り
り
理
久
兎

方
帰

て
来
て
た

 
の

 
理
 

い
や
そ
こ
ま
で
オ

バ

な
リ
ア
ク
シ

ン
を

 
し
な
く
て
も

ま

い
い
や
耶
狛

渡
し
て

 
や

て
く
れ

 
耶
狛

は
い
ど
う

 
耶
狛
は
高
天

原
土
産
の

ち

ん

頭
と
書
か
れ
た

頭
を
渡
す

こ
の

頭
見
た
感
じ
だ
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が

を

る
キ

ラ
に
し
た
か
の
よ
う
な
キ

ラ
が

頭
に

き
印
さ
れ
て
い
る

頭
だ

 
水

え

あ

あ
り
が
と
う

 
理
 

そ
ん
じ

俺
達
は
土
産
を
渡
し
に
行
か
な
き

い

 
け
な
い
か
ら
ま
た
な

 
耶
狛

バ
イ
バ
イ

 
亜
狛

そ
れ
で
は

 
黒
 

じ

あ
な

 
理
久
兎
達
は

を
渡
り
旧
都
へ
と
向
か

て
い
く

そ
し
て

ち

ん

頭
を
手
に
取

た

ル
ス

は

 
水

バ
レ
な
き

い
い
け
ど

 
と

く
の
だ

た

そ
し
て
次
に
理
久
兎
達
が
向
か

た
の
は
美
寿
々
や
勇
儀
が

本
い
つ

も
い
る
酒
場
だ

 
理
 

ち

す

か
い
る
か

 
と

理
久
兎
が

を
出
す
と
奥
か
ら
美
寿
々
や
勇
儀
が

を

か
せ
た

 
美
 

お

理
久
兎

そ
れ
に
お
前
ら
も
帰

て
き
て
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た
の
か

 
勇
儀

お
帰
り

そ
れ
は
土
産
物
か
い

 
理
 

あ

 
と

う
と
更
に
勇
儀
の
後
ろ
か
ら

マ
メ
と
キ
ス
メ
も

を

か
せ
る

 
黒

お

お
帰
り
理
久
兎
達
お
帰
り

 
キ
ス
 
 

 
理
 

た
だ
い
ま

亜
狛
に
黒

土
産
を
頼
ん
だ
よ

 
黒
 

あ

 
亜
狛

は
い
は
い

 

人
は
四
つ

ど
の
土
産
を

人
に
渡
す

渡
し
た
物
は
須
佐
能
愛

お

み

ト

月

読
の
お

天

の

し

そ
し
て
イ
ザ
ナ

の
神
酒
と
い

た
土
産
だ

 
美
 

あ
り
が
と
う
な

 
勇
儀

し
か
し
行

た
の
が
高
天

原
と
は
聞
い
て
い
た

 
が
本
当
に
高
天

原
ら
し
い
名
前
の
土
産
だ
な

 
黒

あ

で
も
こ
の

し

美
味
し
い
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キ
ス
 

 

人
に

て
は
も
う

し

を
食
べ
て
い
た

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
俺
ら
は
地
霊
殿
に
帰
る

て

 

い
た
い
ん
だ
が
旧
都
の
建
物
が

つ
か

 
し
て
る
が
何
か
あ

た
か

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は

や

を
流
し
始
め

が
強
ば

て
い
く

 
黒

な

何
も
な
い
よ

 
キ
ス
 
 
コ
ク

コ
ク

 
勇
儀

あ

あ

ち

と
美
須
々
様
と
遊
ん
で
た
ら

 

つ
か

し
ち
ま

た

 
美
 

わ

わ
り
い

 
と
明
ら
か
に
様
子
が
お
か
し
い
の
は
見
て
わ
か
る

だ
が
本
人
達
が
そ
う

う
な
ら
そ
う
な

ん
だ
ろ
う
と
思

た

 
理
 

ふ

ん
ま

良
い
や
し

か
り
修

は
し
ろ

 
よ



 第２９１話 地底の惨状

 
美
 

も

論
だ

 
し

か
り
直
す
み
た
い
な
の
で
こ
れ

上
は
追

す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

な
ら
良
し

そ
ん
じ

俺
ら
は
帰
る
よ

 
亜
狛

そ
れ
で
は
ま
た

 
耶
狛

お
土
産
を
楽
し
ん
で

 
黒
 

そ
ん
じ

あ
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は

を
く
ぐ
り
外
へ
と
で
る

そ
し
て

た

人
は

 
美
 

ナ
イ
ス
だ
勇
儀

 
勇
儀

ま

嘘
は

て
ま
せ
ん
か
ら

 
黒

く
直
さ
な
い
と

 
キ
ス
 

 

人
は

く
が
も
う
店
か
ら
去

た
理
久
兎
達
に
は
聞
こ
え
る

も
な
か

た
の
だ

た

そ

う
し
て

人
は
お
世
話
に
な

て
い
る
住
人
に
お
土
産
を
渡
し
な
が
ら
よ
う
や
く
地
霊
殿
へ
と

り
着
い
た

 
理
 

久
々
の
我
が
家
だ
な
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亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

皆
は
元
気
か
な

 
黒
 

こ
い
し
は

ま

大
丈
夫
か

 
と
各
々
は

き
な
が
ら
門
を
開
け
た

門
を
開
け
る
と
何
時
も
見

れ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が

目
に
写
る

家
に
帰

て
き
た
ん
だ
と
実
感
さ
せ
る

 
理
 

お

い

さ
と
り

皆

た
だ
い
ま

 
と

を

り
上
げ
て

た
そ
の

間
だ

た

 
ド

ン

 

 
と

が

い
よ
く
開
き
そ
こ
か
ら
地
霊
殿
の

ト
達
が

れ
出
て
く
る

そ
し
て

ト

達
が
真

先
に
向
か

た
の
は

 
亜
狛

う
わ

 
耶
狛

ち

く
す

く
す
ぐ

た
い
ア
ハ
ハ
ハ

 
亜
狛
と
耶
狛
だ

ト
達
は

本

し

い
だ
が
亜
狛
と
耶
狛
は

ト
達
を

少
の
頃

か
ら
育
て
て
い
る
た
め

ト
達
は
父
と
⺟
と

し
て
い
る
た
め
か
久
々
に
帰
還
す
る
亜
狛
と

耶
狛
を

迎
す
る
た
め
に

シ

で
来
た
の
だ
と
思

た

す
る
と
今
度
は
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こ
い

お
帰
り
黒
お
兄
ち

ん
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
黒
 

う
お

と
こ

こ
い
し

 
黒
の

中
に
こ
い
し
が

か

て
く
る

ど
う
や
ら
今
日
は
帰

し
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

た
だ
い
ま

 
黒
 

あ

 
こ
い

え
へ
へ
へ

 

の
こ
い
し
の
頭
を
黒
は

で
る

す
る
と
ま
た

の
奥
か
ら
御
下
げ
が
可
愛
い
ら
し
い
お

が

こ
り
と

を
出
し
た

 
お

あ

理
久
兎
様
に
黒
さ
ん
お
か
え
り
な
さ
い

 

て
父
さ
ん
⺟
さ
ん

ら
お
前
達
そ
ろ
そ
ろ

 
め
な

て

 
と

お

は

ト
達
に

め
続
け
ら
れ
て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
を
助
け
起
こ
す

 
亜
狛

は

は

あ
り
が
と
う
な
お

 
お

い
い

て
父
さ
ん

そ
れ
と

人
共
お
か
え
り

 
亜
狛

あ

た
だ
い
ま
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耶
狛

う
ん

 
と

ま
し
い
光

を
見
て
い
る
と
ふ
と

に
気

を
感
じ

を
見
る
と
さ
と
り
が

立

て
い
た

 
理
 

さ
と
り

た
だ
い
ま

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お
か
え
り
な
さ
い

 
理
久
兎
は
さ
と
り
に
近
づ
き
頭
を

で
る

さ
と
り
は
嬉
し
そ
う
に

む

だ
が

 
理
 

な

あ
の

れ
て
る
が
何
か
あ

た
か

 
そ
う
二

の

下
へ
と
続
く

が
見
事
に

さ
れ
て
い
る
の
だ

 
さ
と

あ

え
と

 
お

え

と
泥
棒
が
侵
入
し
て
き
て
撃
退
し
た
ら

 
理
 

泥
棒

た
く
不

き
な
奴
だ

 
ま

対
し
て
盗
ま
れ
る
物
な
ん
て
な
い
か
ら
良
い
の
だ
が

す
る
と
耶
狛
は
あ
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た

 
耶
狛

そ
う
い
え
ば
お
空
ち

ん
は
何
処
に
い
る
か

 
分
か
る
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そ
う
一
番

耶
狛
に
な
つ
い
て
い
る
お
空
の
姿
が
見
え
な
い
の
だ

 
お

あ

え

と
お
空
は

 
と

て
い
る
と
中

へ
と
続
く

が
開
か
れ
る

す
る
と
そ
こ
か
ら

 
お
空

あ

皆

お
か
え
り
な
さ
い

 
と

お
空
が

で

方
へ
と
向
か

て
き
た

向
か

て
き
た
の
だ
が

 
理
 

な

お
空
そ
れ
ど
う
し
た

 
一
目
見
た
だ
け
で
分
か
る

高
天

原
に
行
く
前
と
帰

て
き
た
時
と
明
ら
か
に
違
う

ま
ず

目
に
写
る
の
は

手
の
完
成
度
が
高
い
ネ
オ
ア

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
サ
イ
ク
ロ
ン

ト
ア

ム

ス
ト
ロ
ン
グ

そ
し
て
前
よ
り
も
発
達
し
た
黒
々
と
し
た

胸
の
大
き
な
ま
る
で
核
を
表
す
か

の
よ
う
な

に
は
リ
ン
グ
が
つ
い
て
い
た
り
し
て
い
た

 
お
空

ふ
ふ

格

い
い
で
し

 
ア

ム
ス
ト
ロ
ン
グ

を

え
て

て
く
る

だ
が
そ
の
光

を
見
て

い
て
い
る
の
は
何

し
も
自
分
だ
け
で
は
な
い

黒
や
亜
狛
も

い
て
い
て
さ
と
り
と
お

の

は
何
か
を
や
ら
か
し

た
か
の
よ
う
な
険
し
い
表
情
と
な

て
い
る

そ
し
て
耶
狛
は
ポ
カ

ン
と
し
て
い
た

 
亜
狛

い
や

格

い
い
と
か
い
う
前
に
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黒
 

な

何
か
邪
魔
そ
う
だ
な

 
亜
狛

い
や

か
に
そ
う
で
す
よ
そ
う
で
す
け
ど

 
お
空

取
り
外
し
出
来
る
よ

ら

 
と

お
空
は
ア

ム
ス
ト
ロ
ン
グ

を
取
り
外
し
た

ど
う
や
ら
着
脱
可
能
ら
し
い

 
亜
狛

て
出
来
る
か
い

い
や
で
と
明
ら
か
に
何
処
か

 
の
人

人
間
み
た
く
大
改
造

さ
れ
て
も
う
後

 
り
出
来
な
い
で
す
け
ど

 
お
空

う
に

 
理
 

亜
狛

し
も

回
は
成
⻑
と
い
う
名
の
改
造

 
受
け
る
ん
だ
よ
人

人
間
し
か
り
火
星
の
ゴ
キ
を

 

す
た
め
に
バ

手
術
を
受
け
た
人

し
か
り

 

ノ
コ
の

者
し
か
り
な

 
亜
狛

い
や
そ
れ
も
も
う
手

れ
を
通
り

し
て
元
の

 
体
に
は

れ
ま
せ
ん
よ

て
耶
狛
も
何
か

 

い
な
よ
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と

耶
狛
に

う
と
耶
狛
は

を
流
し
な
が
ら

 
耶
狛

お

お
空
ち

ん
そ
ん
な
に
立
派
に
な

て

 
お
⺟
さ
ん
嬉
し
い
よ

 
お
空

お
⺟
さ
ん

 
亜
狛

い
た

て
え

何
で

く

し
か
も

め

 
上
の
観
点
で

き
や
が

た

 
お

お
⺟
さ
ん
も
そ
れ

め
ち

メ
だ

て

 

人
の
ツ

コ
ミ
が
自

に
切
れ
が
い
い
な
と
思
う

 
理
 

ツ

コ
ミ
の
切
れ
が
前
よ
り
上
が

た
な

 
亜
狛

嬉
し
く
な
い
で
す
よ

 
お

め
ら
れ
る
事
じ

な
い

て
理
久
兎
様

 
亜
狛
と
お

の
ツ

コ
ミ
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
か
お
空
は

を
か
し
げ
て
い
る

だ
が
お
空

の
成
⻑
改
造
に

喜
し
て
い
る
耶
狛
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
更
に
お
空
を

め
る

 
耶
狛

そ
れ
に
そ
の
ア

ム
ス
ト
ロ
ン
グ

も
格

 
い
い
よ
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お
空

あ
り
が
と
う
お
⺟
さ
ん

 

め
ら
れ
て
嬉
し
か

た
の
か
お
空
は
耶
狛
へ
と
強
く

き
つ
き
耶
狛
を
強
く

き

め
る
の

だ

た

 
さ
と

何
で
す
か

こ
れ

 
黒
 

も
う
俺
に
も
わ
け
が
分
か
ら
ん

 
こ
い

で
も
面
白
い
か
ら
こ
れ
は
こ
れ
で
良
い
よ

 
理
 

だ
な

 
と

人
は
感
動
だ
な
と
思
う
者
も
い
れ
ば
訳
が
分
か
ら
な
い
よ
と
思
う
者
も
い
れ
ば
で
こ

の
光

を

め
る
の
だ

た

 

 

怠
惰
よ
そ
の
話
は
本
当
な
の
か

 
怠
惰

バ

ク
ア

プ
に
消
え
た
話
が
あ

た
よ

 

 

そ
れ
は
何
よ
り
じ

な
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怠
惰

ま
さ
か
こ
ん
な
機
能
が
あ

た
と
は

ク
リ
ス

 
マ
ス
そ
し
て
イ
ブ
に
流
し
た

を
返
せ
そ
し
て
総

 
集
編
を
第

話
ま
で
作

て
し
ま

た
俺
の

力

 
が
無

に
な

た
よ

 

 

お
ん
し
取
り

す
気
満
々
じ

た
ん
じ

な

 
怠
惰

え

取
り

す
気
満
々
だ

た

 

 

所
で
怠
惰
よ
失

た
話
は
い
つ
投
稿
を
す
る
ん

 
じ

 
怠
惰

え

と
で
す

実
は
さ

ち

ん
古
代
都
市
の

 
所
と
か
本
当
に
初
期
の
所
は
覚
え
て
る
よ

 

 

う
む
最
初
に
書
い
た

り
だ
け
あ

て

当

い

 
所
じ

よ
な

 
怠
惰

そ
う
そ
れ
と
さ

昔
の
書
き
方
は
覚
え
て
い
る

 
よ

 

 

文

上
の
キ

ラ
だ
と
一
文

で
書
い
て
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い
た
時
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
そ
う
昔
は

怠

的
な
感
じ
な
あ
の
書
き

 
方

 

 

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
じ

 
怠
惰

は
い
現

せ

か
く
の
機
会
だ
か
ら

々
と
見
に

 
く
い
所
と
か
書
き
方
を
今
の
感
じ
に
直
す
作

を

 
行

て
い
る
ん
だ
よ

 

 

う
そ
う
じ

た
か

 
怠
惰

ま

話
は
そ
ん
な
に
は
変
わ
ら
な
い

だ
け
ど

 
少
し
多
分

古
代
都
市
の
所
は
所
々
で
変
わ
る

 
か
な

 

 

新
し
い
キ

ラ
が
出
る
の
か

 
怠
惰

う

ん
ま

そ
う
だ

で
も

人
か

人
だ
け

 
ど

 

 

そ
う
か
ま

修

作

を
頑

る
の
じ
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怠
惰

論
さ

そ
れ
と
何
時
投
稿
す
る
か
は
そ
の
時
に

 
な

た
ら
報
告
し
ま
す
な
の
で
も
う

く
お
待
ち

 
し
て
い
て
下
さ
い

 

 

あ
ま
り
待
た
せ
る
な
よ

 
怠
惰

論
さ

で
は
ま

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か

 

 

じ

な
で
は
読
者
様

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
な
の
じ

 
怠
惰

失

た
話
の
投
稿
に
つ
い
て
は
そ
の
時
に
書
か

 
せ
て
頂
く
の
で
お

が
い
し
ま
す

 

 

で
は
読
者
様

 
怠
惰

ま
た
次
回

そ
れ
で
は
バ
イ
バ
イ
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第
２
９
２
話
 
料
理
と
ち

と
し
た
異
変

 
こ
ん
ば
ん
わ
読
者
様
現

再
投
稿
す
る
小
説
の
手
直
し
を
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

昔
の
自
分
の
書
き
方
が
今
よ
り
も
下
手
で
現

の
自
分
が

し
て
い
る
と
い
う
始
末
で
す

で

は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 

間
ぶ
り
に
皆
と

れ
合
い
理
久
兎
は

間
ぶ
り
に
地
霊
殿
の
厨
房
に
立
ち

に
よ
り

を
掛
け
て
料
理
を
作

て
い
た

 

ン

ン

ン

ン

ン

ン

 
目
に
見
え
ぬ

高

で

の
手
で

本
の

を
動
か
し
玉

ぎ
を
切
り

ん
で
い
き
そ

れ
ら
を
フ
ラ
イ

ン
で

め
る

そ
し
て
も
う
一
方
の
フ
ラ
イ

ン
で
は

 
理
 

え

と
そ
し
た
ら
小

と
バ

に

で

 

イ
ト
ソ

ス
を
作

て

 
無

な
き
流
れ
る
動
作
で
更
に
火
で
熱
く
な

た
フ
ラ
イ

ン
で
小

と
バ

を
か
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き

て
い
く

だ
が
か
き

な
が
ら
も

や

を
入
れ
て
味
を
整
え
て
い
く

 
理
 

ロ

う
ん
こ
れ
で
良
い
な
後
は
こ
れ
ら
を

 
に
流
し
て
チ

を

せ
て
と

 
味
見
を
し
な
が
ら

く

で

め
た

イ
モ
と
玉

ぎ
そ
し
て

イ
ト
ソ

ス
を
流
し

入
れ
そ
の
上
に
チ

を
何

か

せ
る
と

 
理
 

よ

と

 
自
家
製
の

に
入
れ
る

こ
う
す
れ
ば
グ
ラ

ン
の
完
成
だ

そ
し
て
そ
の
間
に
も

の
料

理
を
作

て
い
く

 
理
 

そ
う
だ
フ
ラ
ン
ス

ン
も
つ
い
で
に

い
て

 
お
く
か

 

ン
を
入
れ
て
あ
る

か
ら

ン
を
何
本
か
出
す
と

つ
か
に
切
り
分
け
て
グ
ラ

ン
と
共
に

に
入
れ
る

 
理
 

つ
い
で
に
ス

プ
は
コ
ン
ソ
メ
ス

プ
で
い
い

 
か
な

 
そ
し
て
コ
ン
ソ
メ
ス

プ
の
元
と
な
る
コ
ン
ソ
メ
原

が
入

た

を
断
罪
神
書
か
ら
取
り
だ
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し

ぎ

し
で
作

て
い
き
グ
ラ

ン
で
余

た
玉

ぎ
と
更
に
人

を
短

切
り
で
切
り

材

を
作
り
ス

プ
に
入
れ
て

込
む

 
理
 

後
は
少
し

込
め
ば
完
成
か
な

 
出
来
る
ま
で
の
間
に
使

た
調
理

を

け
て
い
く

そ
し
て
全
て

け
終
え
る

だ

が
こ
う
し
て
待
つ
の
も
退

だ

 
理
 

そ
う
だ

か

イ
ン
が

た
な

 
待

て
い
る
間

イ
ン
を
飲
も
う
か
と
思
い
秘

の

イ
ン
を

し
て
あ
る

を
見
る
の
だ

が 
理
 

あ
れ

イ
ン
が
無
く
な

て
る

 
楽
し
み
に
し
て
い
た

イ
ン
が
無
く
な

て
る
の
だ

ご

味
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
だ
が

 
理
 

さ
と
り
が
飲
む
わ
け
な
い
し
か
と
い

て
こ
い
し

 
も
あ
ん
ま
り
飲
ま
な
い
し

ト
達
も

め
な
い

 

り
飲
ま
な
い
し
な

 

が
盗
ん
だ
の
か
と

問
に
思

て
い
る
と
お

の
泥
棒
の
話
を
思
い
出
し
た
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理
 

く

そ

泥
棒
に
盗
ら
れ
た
か

 
ち

と

し
い
気
持
ち
に
な
る

飲
も
う
と
思

て
い
た

イ
ン
は

イ
ン
で
よ
う
や
く

レ
ン

に
な

た

イ
ン
つ
ま
り
結

年
代
物
の

イ
ン
だ

 
理
 

は

仕
方
な
い
か
別
に
酒

に
行
け
ば
ま
だ

 
あ
る
だ
ろ
う
し

 
因
み
に
自
作
で
作

た

イ
ン
だ

地
霊
殿
の
地
下
室
は
本
当
に
日
光
が
入
ら
な
い
た
め
良
い

イ
ン
の

か
せ
場
所
な
の
だ

た
だ

み
に
行
く
の
が
面

な
だ
け
だ

 
理
 

後
で

ん
で
く
る
か

 
仕
方
が
な
い
な
と
思

て
い
る
と
厨
房
の

が
開
き
さ
と
り
が
や

て
来
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お
手
伝
い

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
そ
ん
な

か
な
い

を
し
て

 
理
 

ん

い
や
何
で
も
な
い
よ

そ
れ
と
手
伝
い
を
し

 
に
来
て
く
れ
た
の
か
い

 
さ
と

え

 
さ
と
り
の
そ
の
気
持
ち
は
と
て
も
嬉
し
い

だ
が
大
方
は
終
わ

て
し
ま

て
い
る
の
だ
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理
 

う

ん
あ

そ
う
だ
デ
ザ

ト
を
作
ろ

か

 
そ
う
デ
ザ

ト
も
作
ろ
う
か
と

え
た

 
理
 

さ
と
り
は
何
か
リ
ク
エ
ス
ト
は
あ
る

 
さ
と

え

な
ら
温
か
い
デ
ザ

ト
は
出
来
ま
す
か

 
理
 

な
ら

度
良
い
の
が
あ
る
よ

 
断
罪
神
書
か
ら
そ
の
デ
ザ

ト
の
材
料
を
取
り
出
す

出
し
た
の
は

る
い

の
薄
力

バ

そ
し
て
チ

コ
レ

ト
と
コ
コ
ア

ウ

だ

 
理
 

フ

ン

ン
シ

コ
ラ
で
良
い

 
さ
と

い
ま
せ
ん
よ

 
理
 

な
ら
え

と
今
回
は

が
も
う
い

い
だ

 
か
ら

せ
ん
を
使
う
よ

 
ま
ず
お

を
大
き
め
の
ボ

ル
に
入
れ
る

そ
し
て
そ
の
お

に

か
せ
る
よ
う
に
少
し
小
さ

め
の
ボ

ル
を

か
せ
る

 
理
 

そ
し
た
ら
こ
の
バ

と
チ

コ
レ

ト
の

 
装
を
解
い
て
ボ

ル
に
入
れ
て
そ
し
た
ら
こ
の
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ゴ
ム
ヘ
ラ
で
チ

コ
と
バ

を

か
し
な
が

 
ら
か
き

て
い

て

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

う
と
さ
と
り
は

わ
れ
た
通
り
に
バ

と
チ

コ
の

装
を
解
い
て
ボ

ル
に
入
れ

て
い
く

 
理
 

そ
し
た
ら
俺
は

 

を
取
る
と
本
当
な
ら

手
で

を

る
の
だ
が
わ
ざ
と

手
で

を

て

に

と

白
に
分
け
て
ボ

ル
に
入
れ
て
い
く

そ
し
て
必
要
の
分
を
や
り

え
る
と

 
理
 

さ
と
り
そ

ち
が

け
て

ら
か
に
な

た
ら

 
こ
の

と
そ

ち
の
薄
力

を
入
れ
て
か
き

 

て

 
さ
と

は

は
い

 
ぐ
る
ぐ
る
と
か
き

る
中

立
て
を

手
に
持
ち

白
が
入

た
ボ

ル
を

で

え

な
が
ら
持
つ
と

 
理
 

ふ

は
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そ
れ
を
先
程
の

で
切
る
と
い
う
動
作
を

え
る

度
で
か
き

る

 
さ
と

は

い

 

と
薄
力

を
入
れ
て
か
き

て
い
る
さ
と
り
も
目
を

う

度
だ

だ
が

で

え

て
持

て
い
る
ボ

ル
の

白
に
変
化
が
訪
れ
る

そ
れ
は
ど
ん
ど
ん
と

が
立

て
い
く
の

だ

す
る
と
理
久
兎
は

回
手
を

め
る

 
理
 

そ
し
た
ら

を
少
し
加
え
て

と

 

を
少

加
え
て
ま
た
か
き

る
が
今
度
は
少
し

く
り
め
だ

だ
が

い
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
の
だ
が

そ
し
て

か

で

に
ツ
ノ
が
た
つ

 
理
 

は
い
メ
レ
ン
ゲ
の
完
成

と

さ
と
り
は

 
出
来
た

 
さ
と

は
い
何
と
か

 
理
 

プ
リ
ン
と
か
い
れ
る
お

を
持

て
き
て

 

て
良
い

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
か
き

る
の
に

れ
た
の
か
少
し

の
ト

ン
が
小
さ
か

た

だ
が
下
準
備
の
最
後
の
仕
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上
げ
に
取
り
か
か
る

 
理
 

こ
れ
に
メ
レ
ン
ゲ
を
少
し
ず
つ
加
え
て
ま

て

 

て

 
そ
う
し
て
メ
レ
ン
ゲ
を
い
れ
終
え
準
備
が
出
来
る
と
同
時
に
さ
と
り
が
や

て
来
る

 
さ
と

こ
れ
で
す
よ

 
理
 

そ
う
そ
う

あ

グ
ラ

ン

す
ま
な
い

 
け
ど
さ
と
り
そ
れ
を
容

に
い
れ
て

 
す
ぐ
さ
ま
グ
ラ

ン
を
見
る
と
チ

が

度
良
い
狐

の

げ
目
を

け
て
い
た

そ
し
て

フ
ラ
ン
ス

ン
も

度
良
い
ぐ
ら
い
だ

グ
ラ

ン
と

ン
を
引
き
上
げ
て
厨
房
の
テ

ブ
ル
に

せ
る

こ
れ
で
グ
ラ

ン
と
主
食
の

ン
の
完
成
だ

 
理
 

ふ

さ
と
り
出
来
た

 
さ
と

出
来
ま
し
た
よ

 
見
て
み
る
と

等
に
入
れ
ら
れ
て
い
た

 
理
 

よ
し
な
ら
そ
れ
を

に
入
れ
て
後
は

き
上

 
が
れ
ば
完
成
だ
よ
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さ
と

ふ

る
の
大
変
で
す

 
理
 

ま

な
俺
も
最
初
は
そ
う
だ

た
さ

さ
て
と

 
料
理
を
運
ぼ

か

 
さ
と

手
伝
い
ま
す
よ

 
そ
う
し
て
ス

プ
を
盛
り

け
て
料
理
を
食

へ
と
運
ん
で
い
く

す
る
と
も
う
亜
狛
や
耶
狛

に
黒
そ
し
て
こ
い
し
に
お

に
お
空
が
座

て
い
た

 
理
 

お
前
ら
な

少
し
は
手
伝

て
く
れ
よ

 
耶
狛

い
や

い
い

気
だ

た
も
の
で

 
亜
狛

ア
ハ
ハ
ハ

 
理
 

ま

良
い
や

ら
お
前
ら
は
ど
ん
ど
ん
と
食
べ
ろ

 
よ
な

さ
と
り
も
も
う
食
べ
て
て
い
い
よ

 
さ
と

あ

え

と
お

葉
に

え
ま
す

 
そ
う
し
て
皆
は
手
を
合
わ
せ
る
と
皆
は
食
事
へ
と
あ
り
つ
く

理
久
兎
も

ン
と
グ
ラ

ン

コ
ン
ソ
メ
ス

プ
を
少
し
食
べ
な
が
ら
み
ん
な
の
光

を
見
る

そ
ん
な
こ
ん
な
で
皆
は
そ
ろ
そ

ろ

ン
や
グ
ラ

ン
や
コ
ン
ソ
メ
ス

プ
が
食
べ
終
わ
り
そ
う
に
な

て
い
た
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理
 

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
だ
な

 
厨
房
へ
と

り
フ

ン

ン
シ

コ
ラ
を
見
る
と
見
事
に

ら
ん
で
い
た

メ
レ
ン
ゲ
は

キ
な
ど
の
生
地
を
ふ
わ
ふ
わ
に

ら
ま
せ
る

果
が
あ
る
た
め
結

む
の
だ

 
理
 

そ
し
た
ら
仕
上
げ
に

を

と

 

き
上
が

た
フ

ン

ン
シ

コ
ラ
に

を
ま
ぶ
し
て
こ
れ
で
完
成
だ

 
理
 

持

て
い

て
俺
も
食
べ
る
と
し
ま
す
か

 
そ
う
し
て

き
上
が

た
フ

ン

ン
シ

コ
ラ
を
食

へ
と
持

て
い
く

 
耶
狛

チ

コ
の

い
香
り
が

 
理
 

さ

て
と
食
べ
て
み
て
よ

 
お
空

い
た
だ
き
ま
す

 
こ
い

う
わ

中
か
ら
チ

コ
が
と
ろ
と
ろ
に

 
黒
 

く
て
美
味
い
な

 
お

ふ

ふ

は
ふ
は
ふ

 
亜
狛

お

大
丈
夫

 
ど
う
や
ら

な
た
め
か
少
し

そ
う
だ

先
程
の
グ
ラ

ン
も
キ
ツ
そ
う
だ

た
が
何
と
か
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食
べ
て
は
い
た
の
だ
が

 
理
 

無
理
は
す
る
な
よ

 
お

だ

大
丈
夫

 
さ
と

で
も
こ
の

さ
は

み

き
に
な
り
そ
う
で
す

 
理
 

そ
い
つ
は
良
か

た
よ

 
皆
の

せ
そ
う
な

を
見
な
が
ら
理
久
兎
も
食
事
を
楽
し
む
の
だ

た
が

 
理
 

何
か
盗
ま
れ
た
も
の
が
な
い
か
を

 
し
な
い
と
な

 
と

く
が
食
事
に
夢
中
と
な

て
い
る
皆
に
は
聞
こ
え
ず
こ
の

き
は

空
へ
と
消
え
る
の

だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
ど
の
く
ら
い
で
投
稿
が
出
来
そ
う
な
ん

 
じ
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怠
惰

う

ん
昔
の
自
分
が
あ
ま
り
に
も
下
手
に
書
い
て

 
い
た
せ
い
で
中
々
手
直
し
が
終
わ
ら
な
い
ん
だ
よ

  

 

じ

が
読
み
や
す
く
は
な
る
ん
じ

ろ

 
怠
惰

う
ん
多
分
前
よ
り
か
は
読
み
や
す
く
作

た

 
多
分
き

と

 

 

そ
う
か

 
怠
惰

望
む
の
で
あ
れ
ば
今
だ
と
第
零
章
な
ら
さ
さ

と

 
再
投
稿
が
出
来
る
け
ど

や
る

 

 

読
者
様
の
要
望
次
第
じ

な
恐
ら
く
も

と
も

 
要
望
の
多
い
本
編
の
方
は
ど
う
じ

 
怠
惰

え

と
現

も

と
も

い
惨
状
に
な

て
い
る

 
古
代
都
市

を
手
直
し
中
こ
れ
が
中
々
終
わ
ら
な

 
く
て
も
う
大
変
で
す

 

 

あ

あ
の

か
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怠
惰

だ
か
ら

う

ん
古
代
都
市
の
所
が
終
わ

た
ら

 
一

切
り
で
古
代
都
市
の
終
わ
り
ま
で
投
稿
し
よ
う

 
か
な

て
そ
れ
で
ま
た

く
手
直
し

て
感
じ
で

 

 

道
が
果
て
し
な
い
の

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

だ
か
ら
ま

第
零
章
は
出
来
て

 
い
る
け
ど
や

り
皆
は
本
編
の
方
が
良
い
だ
ろ
う

 
か
ら

し
い
所
な
ん
だ
よ

 

 

う
む

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

な
怠
惰
よ

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

な
ら
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
か
な

 

 

で
は
読
者
様
も
う
し
ば
ら
く
待

て
い
て

し
い

 
の
じ

 
怠
惰

本
当
に
す
み
ま
せ
ん

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回

さ
ら
ば
じ



 第２９３話 理久兎流の推理

 
第
２
９
３
話
 
理
久
兎
流
の
推
理

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

一

で
す
が
明
日
か
そ
れ
と
も
明
後
日
に
は

消
え
た
最
初
の
部
分
は
投
稿
が
出
来
そ
う
で
す

そ
れ
で
は
今
回
も
ど
う

 
夕
食
を
食
べ
終
え
理
久
兎
は

い
や
ら
の
後

け
を
終
わ
ら
せ
自
室
へ
と

て
い
た

だ
が
自
室
に

て

つ
か
の
不
可
解
な
事
に
気
が
つ
い
て
い
た

 
理
 

の
本
の

置
が
前
と
違
う
な

 
ま
ず
部

の
本

の
異
変

数

し
か
な
い
本
の

置
が

間
前
と
比
べ
る
と
バ
ラ
バ
ラ

に
な

て
い
た
の
だ

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
あ
い
う
え
お

で

べ
て
い
る
の
だ
が
結

バ

ラ
バ
ラ
だ

 
理
 

さ
と
り
は
元
の

置
に

す
か
ら
違
う
し
か
と
い

 

て
地
底
で
本
を
読
む
妖
怪
し
か
も
俺
の

人
的

 
な
本
を
読
む
奴
な
ん
て
い
な
い
か
ら
な
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と
り
あ
え
ず
は
元
の

置
の
あ
い
う
え
お

で
元
に

す

そ
し
て
次
は
自
分
の
服
や
ら
が
し

ま

て
あ
る
ク
ロ

ト
も
と
い
簡

的
な
物
入
れ
も
結

ら
さ
れ
て
い
た

 
理
 

泥
棒
だ
な

 
い

た
い
こ
こ
に
侵
入
し
て
き
た
泥
棒
は
ど
れ
だ
け
盗
ん
だ
ん
だ
と
思

て
し
ま
う

そ
し
て

理
久
兎
は
あ
る
事
を
思
い
出
す

そ
れ
も
と
て
も

要
な
事
だ

 
理
 

ま
さ
か

 
す
ぐ
に
部

か
ら
出
て
す
ぐ
さ
ま

へ
と
向
か

た

そ
し
て

の

を

い
よ
く
開
け

て 
理
 

か
こ
こ
ら

に

な
い

な
い

よ
り
に
も

 
よ

て
あ
れ
が
な
い

 
何
が
な
い
の
か
と

う
と
古
代
の
神
様

だ

そ
こ
に
は
自
分
の
神
名
と
い

て
も
所
々
の

文

は
読
め
な
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ

し
か
も
よ
り
も
よ

て
そ
れ
が
な
い
の
だ

 
理
 

く

そ

 
自
分
が
何
よ
り
も
恐
れ
て
い
る
こ
と
は
た
だ

つ

自
分
が
生
き
て
い
る
い
や
生
存
し
て
い

る
と
い
う
事
だ

た
だ
で
さ
し

か
り
と
し
た
葬
式
を
し
て
も
ら
い

養
さ
れ
て

に

葬
さ
れ
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た
の
に
も
関
わ
ら
ず
こ
う
し
て
の
う
の
う
と

居
生
活
を
し
て
る
と
な

た
ら
紫
だ
け
で
な
く
地

上
の
皆
か
ら
の
ブ

イ
ン
グ
そ
し
て
無

な
フ
ル
ボ

コ
は

定

そ
し
て
本
来
の
神
と

た
と
き
の
皆
の
態
度
の
一
変
そ
れ
ら
が
本
当
に
嫌
な
の
だ

 
理
 

こ
う
な

て
く
る
と
バ
レ
る
の
も
時
間
の

 
問

か

 
そ
し
て
理
久
兎
は
こ
の
自
分
達
が
い
な
か

た
こ
の

間
の
推

を
た
て
た

ま
ず
空
の

改
造

気
づ
い
た
ら
と
お
空
は

た

だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
お
空
の
中
で
は
だ

つ
ま
り

改
造
を

し
た
の
犯
人

そ
し
て

者
の
お
空

最

で
も
こ
の

つ
あ
る

な
の
だ

し

か
も
地
獄

が
あ
ん
な

外
れ
な
神
力
を

間
で
使
え
る
わ
け
が
な
い

つ
ま
り
犯
人
は

定
で
い
る

 
理
 

だ
が
地
底
で
そ
ん
な
犯
人
は
い
る
の
か

 
次
の
問

点
は
こ
こ

地
底
や
地
獄
で
あ
そ
こ
ま
で
お
空
を
改
造
で
き
る
奴
が
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
だ

ヘ
カ

テ

ア

り
な
ら
や
り
そ
う
だ
が
自
分
の
家
族
と
分
か

て
い
る
時
点
で
は

絶
対
に
や
る

が
な
い

そ
れ
は

の
神
や
⻤
そ
し
て
地
底
地
獄
の
妖
怪
も
同
様
に
だ

そ
う

な
る
と
自
分
の
事
を
知
ら
な
か

た
奴
が
改
造
を

し
た
と
い
う
事
に
な
る

つ
ま
り
犯
人
は
地
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上
の
者
だ
と
い
う
の
も
簡
単
に
分
か

て
し
ま
う

 
理
 

も
し
そ
れ
が
本
当
だ
と
し
た
ら
地
上
の
奴
等
は

 
地
上
と
地
底
の
協
定
を

た

て
こ
と
か

 
特
別
な
理
由
が
な
け
れ
ば

本
は
お
互
い
に
不

渉
が
原
則
と
い
う
⻤
達
と
紫
達

者
と
の

約
つ
ま
り
ル

ル
だ

だ
が
そ
れ
を

た
い
や
こ
れ
は

た
と
い
う
よ
り
知
ら
な
か

た

こ
れ
が
理
由
だ
ろ
う

 
理
 

新

者
で
神
力
を
与
え
た

神

新

 
は

ま
た
守
矢
の
神
奈
子
と
諏
訪
子
か

 
自
分
で
も
分
か
る

こ
の
推
理
は

実
に
当
た

て
い
る

だ
と

だ
が
そ
れ
と
こ
の
本
や

イ
ン
が
盗
ま
れ
た
の
と
ど
う

が

て
い
る
の
か
だ

だ
が
こ
れ
も
も
う
察
し
は
つ
く

 
理
 

そ
ん
で
力
を
手
に
入
れ
た
お
空
の
力
は
制
御
が

 

し
く
な
り
何
ら
か
の
異
変
が
地
上
で
起
こ

 
た
そ
れ
が
結
果
と
し
え
異
変
解
決
す
る
た
め
に

 
何
人
か
の
異
変
解
決
者
達
が
来
た

て
所
だ
な

 
そ
し
て
そ
の
内
の

か
が
本
や

イ
ン
を
盗
ん
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だ

て
事
か

 
泥
棒
も
自
分
の
家
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か

た

そ
う
で
な
け
れ
ば
盗
み
を

こ
う
と
等
と

は

え
な
い

こ
れ
で
全
て
の
推
理
が
整

た

そ
し
て
書
物
は
も
う
地
上
の
何
処
か
に
行

て

し
ま

た
こ
と
も

 
理
 

バ
レ
て

を
か
く
の
な
ら
盛
大
に

を

 
か
い
た
方
が
良
さ
そ
う
だ

 
紫
達
に
た
だ

を
さ
ら
す
だ
け
で
は
格

よ
く
は
な
い

ど
う
せ
バ
レ
て

を
か
く
の
な
ら
盛

大
に
そ
し
て
つ
い
で
に
試
練
も
与
え
て
や
れ
ば
い
い

 
理
 

さ
て
さ
て
ど
う
い

た
試
練
を
与
え
る
か

 
と

理
久
兎
は

で

む

す
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ど
う
し
た
ん
で
す
か
そ
ん
な
所

 
で

 
理
 

ん

あ

さ
と
り
か

少
し

え
事
を
な

 
い
つ
の
間
に
か
さ
と
り
が

の

の
前
に
立

て
い
た

こ
の
事
で

ん
で
い
る
こ
と
を
明

か
さ
れ
な
い
た
め
に

を
見

う

だ
が
さ
と
り
は

と

方
を
見
る
と
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さ
と

そ
ん
な

の
中
で

え
こ
と
で
す
か

 
理
 

え

あ

昔
に
読
ん
だ
古
本
が
気
に
な

て

 
な

さ
と
り
は
何
か
知
ら
な
い
か

 
さ
と

え

ま
さ
か
あ
の
時
に

 
と

何
か
小

で

い
た

さ
と
り
の

き
に

問
を
持

た

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
さ
と

え

い
え

そ
れ
よ
り
も
理
久
兎
さ
ん

 
そ
こ
は

が

い
の
で
出
た
ら
ど
う
で
す
か

 
理
 

ん

あ

そ
う
だ
な

 
さ
と
り
に

わ
れ
て
理
久
兎
は

か
ら
出
て

下
へ
と
出
る

 
さ
と

そ
れ
で
何
の

え
事
で
す
か

 
理
 

そ
う
い
う
さ
と
り
こ
そ
何
を

い
た
ん
だ
よ

 
と

人
は
お
互
い
に

い
た
く
な
い
た
め
に
話
を
踏
み

そ
う
か
と
必
死
だ

 
さ
と

え

と

 
理
 

な

今
回
の
事
は
お
互
い
に

れ
な
い
か
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さ
と

い
い
で
す
よ

こ
う
い
う
時
に
心
が
読
め

 
な
い
の
が

で
す

 
自
分
の
心
が
読
め
た
と
し
た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
交
渉
を

に
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う

だ
が
自

分
の
前
で
は
そ
れ
は
無
意
味
な
事
だ
が

 
理
 

読
ま
せ
な
い
よ

 
さ
と

は

な
ら
理
久
兎
さ
ん
高
天

原
で
何
が

 
あ

た
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 
理
 

い
い
よ

な
ら
部

に
行
こ
う
か

 
と

話
を
す
る
た
め
に
自
室
へ
と
向
か
う

中

な
事
を
思
い
出
し
た

 
理
 

そ
れ
と
さ
と
り

 
さ
と

な
ん
で
す
か

 
理
 

お
ふ
く
ろ
が

さ
と
り
に
会
い
た
い

て
よ

 
さ
と

そ
う
で
す
か

え

 
目
が
点
に
な

て
い
た

 
理
 

面
白
い
反

す
る
な
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さ
と

う

う
る
さ
い
で
す
よ

 
理
 

ま

不
安
が
る
こ
と
な
い
よ
ど
う
せ
お
ふ
く
ろ

 
の
事
だ

た
だ
単
に
ど
ん
な
子
か
見
た
い
だ
け

 
だ
ろ

 
さ
と

そ
れ
が
不
安
な
ん
で
す
け
ど

 
理
 

ハ
ハ
ハ

さ
て
と

そ
ろ
そ
ろ
部

だ
か
ら
話
し

 
て
あ
げ
る
よ

 
さ
と

お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て
部

へ
と
向
か
い
理
久
兎
は
さ
と
り
に
何
が
あ

た
の
か
ど
ん
な
出
会
い
を
し
た
の

か
を
話
す
の
だ

た

 
怠
惰

さ
て
さ
て
ど
の
よ
う
に
理
久
兎
が
関
わ

て

 
い
く
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い

 

 

そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
み
じ

な
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怠
惰

そ
れ
と
明
日
か
明
後
日
に
え

と
と
り
あ
え
ず

 
う
ん
最
初
の
所
を
再
投
稿
す
る
よ

 

 

前
よ
り
は
マ
シ
に
な

た
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

え

う
ん
多
分

結

今
の
感
じ
に
近
づ
け

 
た
よ

 

 

そ
う
か

 
怠
惰

だ
か
ら
ま

多
分
い
け
た
の
な
ら
古
代
都
市
は

 
投
稿
が
出
来
る
と
思
う

 

 

う
む
分
か

た
読
者
様
よ
そ
こ
は
分
か

て
い
て

 

し
い
の
じ

 
怠
惰

え

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
じ

読
者
様

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回

さ
ら
ば
じ
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第
二
十
章
 
魔
界
へ
の
冒
険

 
第
２
９
４
話
 
断
罪
神
書
の
秘
密
記
録

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
は
ま
た
オ
リ
キ

ラ
が
出
ま
す

そ
し

て
一

て
お
き
ま
す
が
今
回
出
る
オ
リ
キ

ラ
は
原
作
と
は
一
切
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
了

下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
高
天

原
か
ら
帰

て
き
て
翌
日
の
事

理
久
兎
は
部

の

子
に

か
け
て
断
罪
神
書
の
魔

道

を
読
ん
で
い
た

 
理
 

魔
法
な

 
魔
法
の

養
は
あ
る

だ
が
詠
唱
が
面

く
さ
か

た
り
使

て
も
た
い
し
た

力
が
な
い
た

め
あ
ん
ま
り
魔
法
は
使

て
い
な
い

使

て
も
戦
闘
の

助
を
す
る
ス
ナ

チ
や
エ
ア
ビ
デ
く

ら
い
だ
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理
 

怠
惰

あ
い
つ
は

か
魔
力
だ

た
か
ら
あ
の

 
技
も
魔
法
の

て
感
じ
だ
よ
な

 
戦
い
の

に
見
た

撃

そ
れ
ら
は
怠
惰
の
魔
法
な
の
だ
ろ
う
と
推

が
出
来
る

 
理
 

せ

か
く
だ
か
ら
新
し
い
魔
法
を

え
て
も

 
い
い
ん
だ
よ
な

 
と
そ
ん
な
事
を

え

い
て
い
る
と
部

の

が
開
か
れ
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
や

て

き
た

 
理
 

ん

お
前
ら
ど
う
し
た
ん
だ

 
断
罪
神
書
を

に
置
い
て
信
任
を
見
る
と

 
耶
狛

マ
ス

何
か
面
白
い
遊
び

て
な
い

 
理
 

面
白
い
遊
び

 
亜
狛

え

耶
狛
が
ト
ラ
ン
プ
に

き
た
ら
し
く
て
新

 
し
い
遊
び
が
し
た
い
と
う
る
さ
く
て

 
黒
 

ま

た
く
だ

 
ど
う
や
ら
新
し
い
遊
び
が
し
た
い
よ
う
だ

そ
れ
な
ら
外
に
で
も
出
て

元
サ

カ

的
な



 第二十章 魔界への冒険

事
や
弾
幕
ご

こ
を
す
れ
ば
良
い
の
に
と
思

た

 
理
 

お
前
ら

遊
び
と
か
弾
幕
ご

こ
と
か

 
す
れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
耶
狛

う

ん
そ
れ
も

え
た
ん
だ
け
ど
も

と
こ
う

 
頭
を
使
う
遊
び
が
し
た
い
ん
だ
よ

 
理
 

と

わ
れ
て
も
な

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
黒
は
置
い
た
断
罪
神
書
を
見
る

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
こ
の
本

か
あ
の
ア

女

 
の
物
だ

た
ん
だ
よ
な

 
ア

女
も
と
い
神
綺
の
物
だ

た
か
と
聞
い
て
く
る

 
理
 

あ

神
綺
か
ら

た
物
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
そ
れ

て
い
つ
頃
に

た
ん

 
で
す
か

 
理
 

え

も
う
か
れ
こ
れ
数

年
く
ら
い

 
前
だ

た
よ
う
な
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も
う
昔
の
事
過
ぎ
て
記
憶
が

だ

だ
が
数

年
前
に
魔
界
を
作
る
手
伝
い
を
し
た
お
礼
に

た
の
は
覚
え
て
い
る
が
何
時
か
何
て
も
う
分
か
る

も
な
い

 
耶
狛

そ
う
い
え
ば
こ
れ
魔
道
書
だ
よ

 
黒
 

あ

魔
道
書
で
合

て
る

 
耶
狛

え

と

材
と
か

て
ど
う
な

て
る
ん

 
だ
ろ

 

か
に
そ
う
だ

こ
ん
な
何
処

の

狸
の
四
次
元
ポ

ト
み
た
い
に
物
を
収

出
来
る
不

思
議
な
本
の

材
そ
れ
は
結

気
に
な
る
も
の
だ

 
理
 

神
綺
に
聞
け
ば
一
発
で
正
解
聞
け
る
ん
だ
け
ど

 
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
黒
は
少
々
不
機
嫌
に
な
る

元
々
黒
に
と

て
神
綺
は
因
縁
の

手
で
あ
り

か
つ
て
は
神
綺
と
黒
と
で
魔
界
の

を
争
う
戦
い
を
し
た
程
だ
が
結
果
的
に
黒
は
負
け
た
が

そ
れ
が
黒
に
と

て
更
に
因
縁
を
持
た
せ
る
原
因
と
な

て
い
る

 
黒
 

お
い
お
い
主
よ
あ
ん
な
ア

に
聞
く
な
ら

 
俺
に
聞
け
よ
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も
う
ご
ら
ん
の
よ
う
に
ム
キ
に
な

て
る

 
理
 

な
ら
黒
は
分
か
る
の
か

 
黒
 

俺
は
分
か
ら
ん
だ
が
⻑
く
使
わ
れ
た
物
つ
ま
り

 
そ
の
本
に
は
記
憶
が
あ
る

な
ん
だ

 
理
 

ア
ニ
ミ

ム
と
同
じ
感
じ
か

 
黒
 

あ

ま

こ
う
い
う
記
憶
を
見
る
と
か
ク
ソ

 

手
な
ん
だ
が
な

 
そ
う

い
黒
は
自
分
の
断
罪
神
書
に
手
を
掛
け
た
次
の

間
だ

た

 

断
罪
神
書
秘
密
記
録
を
発
動
し
ま
す

 
と
不
思
議
な

が
断
罪
神
書
か
ら
発
せ
ら
れ
た

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
断
罪
神
書
か
ら
光

が

れ
出
し
て
く
る

 
理
 

く

黒

お
前
は
何
し
た
ん
だ

 
黒
 

ま

ま
だ
何
に
も
し
て

 
亜
狛

光
が

 
耶
狛

ま

ま
ぶ
し
い
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理
久
兎
達
は
光
に
飲
ま
れ
る
の
だ

た

そ
う
し
て
数

ど
で
光
が
や
む

 
理
 

消
え
た

て
何
だ
こ
れ
は

 

い
た
事
は
い
つ
の
間
に
か
自
分
達
が
い
た
部

で
は
な
く
何
処
か
に
古
い

跡
の
跡
地
み
た

い
な

の

場
に
場
所
に
立

て
い
た
の
だ

 
亜
狛

え

こ
こ
何
処
で
す
か

 
耶
狛

部

か
ら
別
の
場
所
に

プ
し
た

 
黒
 

い
や
違
う
こ
れ
は

 
黒
が
何
か
を

い
か
け
る
と

 

 

え
い

う

ん

え
い

 
と

が
聞
こ
え
て
く
る

理
久
兎
達
は
そ
の

の
方
向
を
向
く
と

 
理
 

あ
れ
は

 
黒
 

神
綺
じ

か
奴
が
こ
ん
な
所
に

 
亜
狛

黒
さ
ん

ち
着
い

 
黒
 

ク

バ
レ
神
綺

 
耶
狛

黒
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黒
は
神
綺
を
殴
る
の
だ
が
黒
の

は
す
り

け
空
を
切
る

し
か
も
神
綺
は
殴
ら
れ
た
の
に
も

関
わ
ら
ず

た
す
ら
魔
法
の
練
習
を
し
て
い
た

 
耶
狛

な

何
そ
の
イ
リ

ン

 
理
 

ど
う
な

て
ん
だ

 
黒
 

 
黒
は
自
分
の
手
を
グ

し
て
実
感
し
て
い
た

 
亜
狛

黒
さ
ん

ち
着
い
て
く
だ
さ
い
よ

 
黒
 

安
心
し
ろ
も
う

ち
着
い
た

 
耶
狛

こ
の
神
綺
ち

ん
何
か

く
な
い

 

わ
れ
て
見
る
と
魔
界
で
見
た
時
よ
り
も
神
綺
が
よ
り
若
い

そ
の
見
た
目
は
さ
な
が
ら
魔
界

を
作
る
の
を
手
伝

て

し
い
と
頼
ん
で
き
た
神
綺
の
姿
そ
の
ま
ま
だ

た

 
理
 

な

黒
は

 
黒
 

間
違
い

主
の
持

て
い
る
断
罪
神
書
の

 
記
憶
そ
れ
を
幻
で
実
体
化
し
た
も
の
だ
そ
の

 
証
拠
に
俺
の

は
す
り

け
た
し
な
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こ
の
断
罪
神
書
が
作
り
だ
し
た
幻
に

い
て
い
る
と

 
バ

ン

 
と

が

き
渡
る

見
て
み
る
と

い
神
綺
が
撃

て
い
た
魔
法
が
間
と
を

し
た
よ
う

だ 
神
綺

出
来
た

 

い
神
綺
は
ピ

ン
ピ

ン
と

る

 
耶
狛

皆

当
時
は
可
愛
い
ん
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
な
ん
だ
よ

 
亜
狛
と
耶
狛
は

い
頃
は

で
可
愛
ら
し
い
と

て
い
る
と

 

 

あ
ら
神
綺
ち

ん
お
め
で
と
う

 
と

が
聞
こ
え
る

の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
金

の

い
見
た
目
の
少
女
が

立

て
い
た

だ
が
見
た
目
と
は
裏

に
そ
の
少
女
か
ら
は
幻
で
も
分
か
る
ぐ
ら
い
に
神
々
し
さ

と
何
か
力
を
秘
め
て
い
る
と
わ
か

て
し
ま
う

 
神
綺

伯
⺟
様

 
と

断
罪
神
書
で
作
り
出
し
た
幻
の
神
綺
は
そ
の
少
女
に
飛
び

く
の
だ

た
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た

た
た
た
怠
惰
よ

あ

あ
の
少
女

 
怠
惰

は

い

え
を
知

て
て
も

た
ら

メ

 
だ
よ

 

 

そ

そ
う
じ

な

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
昔
の
話
の
編
集
が
古
代
都
市
の
所

 
ま
で
終
わ

た
か
ら
古
代
都
市
の
所
の
終
わ
り

 
ま
で
投
稿
す
る

予
定
だ
と

時
に
投
稿
す

 
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 

 

⻑
か

た
の

 
怠
惰

仕
方
な
い
だ

て
当
時
の
怠
惰
さ
ん
の
書
き
方
が

 
下
手
だ

た
ん
だ
か
ら

そ
れ
と

て
お
く

 
と
前
書
き

び
に
後
書
き
は
消
え
て
ま
す
は
い

 
そ
し
て
昔
の
話
で
は
多
分
書
か
な
い
と
思
う
の
で



 第２９４話 断罪神書の秘密記録

 
ご
了

を
下
さ
い

 

 

す
ま
ん
な

読
者
様

そ
れ
は
知

て
て

し
い

 
の
じ

 
怠
惰

は
い
ま

お
願
い
し
ま
す
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
月

日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ
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第
２
９
５
話
 
神
綺
の
伯
⺟

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
年
の

負
は
ス
マ

を
守
る
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
神
綺
が

き
つ
い
て
い
る
金

の

い
少
女

そ
れ
は
ま
る
で
自
身
の
⺟
親

を
思
わ
せ
る

か
の
よ
う
な
体

だ
が
何
処
か
神
秘
的
で
何
か
裏
の
あ
り
そ
う
な
者
だ

 
少
女

神
綺
ち

ん
や

と
中
級
レ

ル
ま
で
魔
法
が

 
成
⻑
し
た
わ

 
神
綺

う
ん

伯
⺟
様

約
束
覚
え
て
る
よ

 
少
女

え

な
ら
少
し
だ
け
見
せ
て
あ
げ
る
わ

 
そ
う

う
と
少
女
は
神
綺
を

し
て
あ
る
本
を
取
り
出
し
た

そ
れ
は
理
久
兎
達
は
見
た
こ
と

の
あ
る
本
だ

 
亜
狛

あ
れ

て
マ
ス

の



 第２９５話 神綺の伯⺟

 
耶
狛

本
当
だ

 
理
 

断
罪
神
書

 
そ
れ
は
自
分
が
常
に
持

て
い
る
魔
道
書

断
罪
神
書
だ

 
少
女

え

と
あ

こ
れ

 
そ
し
て
そ
の
少
女
は
本
か
ら
何
か

の
よ
う
な
物
を
取
り
出
す

そ
し
て

を
地
面
へ
と
突
き

し
そ
し
て
本
を
開
き
的
で
あ
る
大
き
な
山
に
に
向
か

て

 
少
女

狂
暴
な
る
魔
⻯
よ

天
の
王
が
命
ず
る
我
が

 
元
に
来
た
り
て

を

し
な
さ
い

 
そ
の

葉
と
共
に
断
罪
神
書
の

が
光
だ
す

少
女
の

後
に
巨
大
な
門
が
現
れ
る
と
門

は

く
り
と
開
い
て
い
く

そ
し
て
門
が
開
い
て
い
く
と
巨
大
な
⻯
の

が
現
れ

 

チ
ン

 
と
そ
の
少
女
が
指
を
鳴
ら
す

そ
れ
が
合

だ

た
の
か
そ
の

か
ら
巨
大
な
魔
力
玉
が

た
れ
る

 
バ

ン

 
大
き
な

発
が
起
こ
る

山
は
跡

も
な
く
な
り

り
に
は

げ
跡
を

し
た
だ
け
と
な
る
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そ
し
て
現
れ
た
巨
⻯
は

く
り
と
門
へ
と
入
り

も

く
り
と
閉
ま
る

そ
し
て
巨
大
な
門

は

の
よ
う
に
な
り
消
え
る

 
少
女

ど
う
か
し
ら
神
綺
ち

ん

 
神
綺

す

い
で
す

そ
れ
が
伯
⺟
様
の
光
の
魔
法

 
そ
の
中
で
も
ず
ば

け
て

い
異
界

魔
法

 
で
す
よ

 
少
女

え

そ
う
よ

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
理
久
兎
亜
狛
耶
狛
は
ど
う
い
う
事
と
思

て
い
る
が
黒
だ
け
は
違

た 
黒
 

異
界

魔
法
だ
と

バ
カ
な
幻
の
魔
法
じ

 

か

 
理
 

ど
う
い
う
魔
法
な
ん
だ
よ

 
黒
 

ち
ま
え
ば
主
の
断
罪
神
書
と
同
じ
何
だ
が

 
あ
れ
は
そ
の
上
を
い
く
魔
法
だ
別
の
世
界
ま

 
ポ

ト
み
た
い
な
も
ん
だ
と
想

す
れ
ば
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々
な
武

や
魔
法
は
た
ま
た
兵
士
や
さ

き
の

 
巨
⻯
を
収

し
そ
れ
を

し
て
様
々
な

力

 
を
発
揮
さ
せ
る
魔
法
だ

 
亜
狛

そ
ん
な
魔
法
が

 
耶
狛

だ
け
ど
さ

き
幻
の
魔
法

て

て
た
け
ど

 
黒
 

理
由
は
簡
単
だ

一
人
と
し
て
あ
の
魔
法
を

 
取

で
き
た
魔
界
人
は
い
な
か

た
ん
だ
よ

 
い
た
と
し
ら
俺
は
神
綺
よ
り
も
先
に
そ
い
つ

 
に
封
印
を
さ
れ
て
い
た
か
も
な

 
黒
の
そ
の

葉
だ
け
で
そ
れ
ぐ
ら
い

い
と
分
か
る

だ
が

一
人
と
し
て
取

で
き
な
い

の
魔
法
を
何

あ
の
少
女
が
取

し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

問
が

る

 
理
 

な

な
ら
何
で
あ
い
つ
は

 
黒
 

恐
ら
く
あ
の
女
が
そ
の
魔
法
を
作

た
か
ら

 
じ

な
い
か

 
理
 

そ
う
い
う
事
か

因
み
に
そ
の
魔
法
を
作

た
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奴
の
名
前
は
分
か
る
か

 
黒
 

す
ま
ん
が
そ
こ
ま
で
は
分
か
ら

や

 
流

の
黒
も
名
前
ま
で
は
分
か
ら
な
い
よ
う
だ

そ
し
て
少
女
が
見
せ
た
魔
法
に
神
綺
は
楽
し

そ
う
に

び

て
い
た

 
神
綺

伯
⺟
様

私
も
あ
ん
な
魔
法
使

て
み
た
い

 
少
女

そ
う

も
し
か
し
た
ら
神
綺
ち

ん
な
ら

 
出
来
る
か
も

で
も

魔
法

て
と
て
も

 

大
で
底
が
見
え
な
い
も
の
よ

 
神
綺

底
が
見
え
な
い

 
少
女

そ
う
よ

だ
か
ら
こ
そ
魔
法
は
自
由
な
の
よ

 

て
し
ま
え
ば
真

白
な
キ

ン
バ
ス
に

 
を

く
の
と
一

よ

だ
か
ら

々
な
魔
法
を

 
見
て
そ
し
て
実

し

え
学
び
な
さ
い

そ
れ

 
が
魔
道
を
追

す
る
者
よ

つ
が

え
だ
と

 
は
思

て
は

メ
よ
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神
綺

ま
だ
私
に
は
あ
ん
ま
り
分
か
ら
な
い

 
け
ど
た
く
さ
ん
学
べ

て
事
で
す
よ

 
少
女

え

ま

そ
う

 
何

だ
か
結

た

を
し
だ
し
た

こ
れ
に
は
理
久
兎
達
も
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
と

思

て
し
ま
う

 
神
綺

よ
し
や

て
み
る

 
少
女

ふ
ふ

 
そ
う
し
て
神
綺
が
魔
法
の
練
習
を
再
開
す
る
と
同
時
に

り
は
ま
た
真

白
な
光
に

ま
れ

た 
理
 

く

ま
た
か

 
黒
 

こ
れ
本
当
に
ど
う
に
か
な
ら

の
か
よ

 
亜
狛

目
に

さ
る
ん
で
す
よ

 
耶
狛

サ
ン
グ
ラ
ス
が

し
い
よ

 
そ
う
し
て
光
が

む
と

人
は
ま
た
先
程
と
同
じ
場
所
に
立

て
い
た

だ
が
違
う
の
は

 
神
綺

ア
イ
ン
・
ソ
フ
・
オ
ウ
ル
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そ
の

葉
と
共
に
か
つ
て
撃

て
練
習
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
か
し
は

に
吹

飛

ん
だ

 
神
綺

は

は

 
少
女

お

れ
様

神
綺

よ
く
こ
こ
ま
で
出
来
た
わ

 
私
は
嬉
し
い
わ

 

手
を

な
が
ら
そ
の
少
女
は

ん
で
い
た

そ
れ
に
対
し
て
神
綺
は
そ
の
少
女
に
頭
を

下
げ
て

 
神
綺

伯
⺟
様

教
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
す

 
少
女

良
い
の
よ

そ
れ
と
神
綺
ち

ん

女

自
分
の

 
力
を
も

と
試
し
て
み
た
く
な
い

 
神
綺

と

う
と

 
少
女

実
は
私
の
古
く
か
ら
の
友
人
が
い
て

彼
が
お

 
世
話
を
し
て
い
た
女
の
子
が
新
た
な
る
世
界
を

 
創
造
し
た
の
よ
そ
れ
で
と
思

て
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神
綺

つ
ま
り
私
が

き
な
よ
う
に
自
分
の
思
う
が

 
ま
ま
に
世
界
を
旅
し
て
こ
い
と

 
少
女

ま

そ
う
い
う
こ
と

 
神
綺
は
頭
に
手
を
当
て
て
深
く

え
る

そ
し
て
頭
を
あ
げ
る
と

 
神
綺

伯
⺟
様
そ
の
世
界

私

楽
し
ん
で
き
ま
す

 
少
女

そ
の
い
き
よ
何
な
ら

女
の
世
界
も
作

ち

い

 
な
さ
い
な

 
神
綺

な
ら
そ
れ
を
目

に
頑

り
ま
す

 
少
女

そ
れ
と
こ
れ
を

女
に
あ
げ
る
わ

 
少
女
は
一

の
本
も
と
い
自
分
が
所
持
し
て
い
る
断
罪
神
書
を
神
綺
に
渡
し
た

 
神
綺

で
も
こ
れ
は
伯
⺟
様
の

 
少
女

良
い
の
よ

許
皆
伝
の
祝
い
よ

そ
れ
と
も
し

 
そ
の
本
を
使
わ
な
く
な

た
の
な
ら
ま
た

か

 
に

を
さ
せ
て
頂
戴

そ
の
本
は
常
に

激

 
を

め
る
か
ら
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神
綺

伯
⺟
様

絶
対
に
強
く
な

て
見
せ
ま
す

 
少
女

頑

り
な
さ
い
神
綺

 
と

少
女
が

た
直
後
だ

た

断
罪
神
書
秘
密
記
録
を
終
了
し
ま
す

 
手
に
持
つ
断
罪
神
書
か
ら

が
流
れ
る
と
同
時
に
ま
た
光
が

ら
し
始
め
る

だ
が
今
度
の

光
は
よ
り
強

な
光
だ

 
理
 

お
前
ら
目
を

れ

 
黒
 

く

 
亜
狛

し
い

 
耶
狛

こ
れ
が
バ
ル
ス
な
ん
だ

 
亜
狛

絶
対
に
違
う

 
そ
う
し
て

人
は
目
を

り
光
を
数

る
と

し
さ
が
な
く
な
り
目
を
開
け
る

目
を
開

け
た
先
は
先
程
い
た
理
久
兎
の
自
室
だ

た

 
理
 

帰

て
来
た
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

み
た
い
で
す
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耶
狛

し
か

た
け
ど
面
白
か

た

そ
う
だ

 
皆
で

が
い
な
く
な

た
の
か
を
当
て
る
ゲ

ム

 
を
し
よ
う
よ
お
兄
ち

ん

 
ど
う
や
ら
目
を

る
と
い
う
事
か
ら

が
い
な
く
な

た
の
か
当
て
る
ゲ

ム
を
思
い

い
た

ら
し
い

 
亜
狛

あ

あ

て
今
か
ら

 
耶
狛

行
く
よ

そ
れ
じ

マ
ス

面
白
い
体
験
を

 
あ
り
が
と
う

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
が
ま
た
夕
食
に

 
そ
う

い

人
は
部

か
ら
で
た

 
黒
 

ま

た
く
お

と
俺
も
風
呂
掃
除
が
あ

た

 
の
を

れ
て
た

す
ま

主
よ
俺
も
行
く

 
黒
も
大
急
ぎ
で
部

か
ら
出
て
い

た

そ
し
て

人

た
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を
見
て

 
理
 

ふ

だ
が
あ
の
少
女
の
名
前

て

 
そ
う

う
と
断
罪
神
書
が
勝
手
に

を
開
く

そ
し
て
一
番
最
後
の

を
開
く
と
こ
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う
書
か
れ
て
い
た

 
魔
道
を
学
ぶ
者
に
こ
の

葉
を
送
り
ま
す

探

心
を
持
ち
な
さ
い

自
信
を
持
ち
な
さ
い

自
分
を
信
じ
な
さ
い

自
由
を
愛
し
な
さ
い

魔
道
は
と
て
も

大
で
底
が
見
え
な
い

遠
の
探

検
な
の
だ
か
ら

 
作
成
者
 
ル
シ
フ

 
と

書
か
れ
て
い
た

し
か
し
こ
こ
の

に
こ
ん
な
事
は
書
い
て
無
か

た

だ

 
理
 

ル
シ
フ

怠
惰
と
同
じ
七
つ
の
大
罪
の

 
魔
王
じ

か

 
と
理
久
兎
は

く
が
も
う
こ
の
場
に
は

も
い
な
く
こ
の

き
は

空
へ
と
消
え
た
の
だ

た 
怠
惰

読
者
様
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

 
ま
す
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お
め
で
と
う
じ

 
怠
惰

こ
ん
な
し
が
な
い
小
説
で
す
が
来
年
も
よ
ろ
し
く

 
お
願
い

し
ま
す

 

 

う
む

 
怠
惰

そ
し
て
ま
た
明
日
か
ら
は
あ

ち
を
投
稿
し
出
し

 
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 

 

よ
ろ
し
く
の
読
者
様

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
じ

な
怠
惰
よ

 
怠
惰

そ
う
だ

一

消
え
た
話
は
ち

く
ち

く
と

 
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す
で
は
今
回
も

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

読
者
様
今
年
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
の
投
稿
ま
で

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
２
９
６
話
 
黒
の
自
分
探
し

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
お
久
々
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

検
に
受
か
り

こ
れ
で
自
動

学

と
も
お
さ
ら
ば
し
ま
し
た

い
や

受
か
れ
て
良
か

た

そ
し
て
ま

投

稿
も
前
よ
り
か
は

く
な
る
と
は
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど

う 
あ
る
日
の

の
事
そ
れ
は
自
室
で
起
こ

た

 
理
 

な

黒

こ
れ
は

 
黒
 

休

け
だ

 
そ
れ
は
黒
が
ま
さ
か
の
休

け
を
出
し
て
き
た
事
だ

今
日
は
旧
都
に

が
降

て
く
る

ん
じ

な
い
か
と
思

た

 
理
 

因
み
に
理
由
は

 
黒
 

自
分
探
し
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自
分
探
し
の
た
め
に
休

け
を
出
し
た
よ
う
だ

と

う
か
ま
ず

い
た
い
こ
と
が
あ
る

 
理
 

な

何
で
わ
ざ
わ
ざ
休

け
を
書
い
た
ん
だ
よ

 
一

俺
に
く
れ
れ
ば
良
か

た
ん
じ

な
い
か

 
黒
 

い
や
耶
狛
に
休
む
な
ら
休

け
を
書
く

そ
れ

 
は

本
だ
よ

て

わ
れ
て
な

 
理
 

い
や
ま
ず
休

す
ら
し
た
こ
と
な
い

だ
か
ら

 
休

け
出
す
と
か
知
ら
な
い

 
黒
 

ん

待
て
よ
ま
さ
か

 
黒
と
共
に
自
室
の

を
見
る
と

 

ン

 
と

す
ぐ
に

が
閉
ま

た

 
理
 

お
い
お
前
ら
見
て
な
い
で
出
て
こ
い
よ

 
そ
の

葉
を
聞
く
と

が
開
き
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
が
出
て
く
る

 
亜
狛

え

と
そ
の

 
耶
狛

黒
く
ん
ご
め

ん
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黒
 

お
う
こ
ら
何
て
書
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て

 
数
時
間

ん
だ
ん
だ

こ
の
や
ろ
う

 
亜
狛

黒
さ
ん
本
当
に
妹
が

惑
を
か
け
て
す
み
ま
せ
ん

 
耶
狛

ご
め
ん

て
ば

 
一

は

の
た
め
に
休

け
の
封
を
開
け
て
中
に
入

て
い
る
紙
を
見
る

そ
こ
に
は
た

だ
一

だ
け

 
自
分
探
し
で
休
む

 
た
だ
そ
れ
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
な
い

こ
れ
で
数
時
間
掛
か

た
な
る
と
ど
れ
だ
け
バ
カ
何

だ
と
思

て
し
ま
う

だ
が
無
意

な
ら
仕
方
な
い
と
同
じ
で
黒
な
ら
仕
方
が
な
い

 
理
 

で

 
黒
 

ん

な
ん
だ
主
よ

 
理
 

体
的
に
は
何
処
に
行
く
ん
だ

 
そ
れ
を

う
と
黒
は
一
切
の

い
な
く
口
を
開
け
て

 
黒
 

魔
界
だ

 
理
 

そ
れ
は
お
前
の
記
憶
の
手
掛
か
り
を
探
す



 第２９６話 黒の自分探し

 
で
い
い
だ
よ
な

 
黒
 

あ

そ
う
だ

 
理
久
兎
は
断
罪
神
書
の
事
を
思
い
出
す

ル
シ
フ

が
使

た
と
さ
れ
る
異
界
魔
法
を
神
綺

に
会
え
ば
そ
れ
に
つ
い
て
聞
け
る
か
も
し
れ
な
い
と

 
理
 

な

俺
も
着
い
て
い

て
良
い

 
黒
 

は

 
亜
狛

え

何
し
に
い
く
ん
で
す
か

 
理
 

い
や
魔
法
に
つ
い
て
神
綺
か
ら
聞
こ
う
と
思

 

て
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
黒
の
目

き
が

く
な
る

何
時
も
神
綺
は
嫌
い
な
よ
う
だ

 
黒
 

魔
法
な
ら
神
綺
に
聞
く
よ
り
も

 
理
 

俺
が
覚
え
た
い
の
は
異
界
魔
法
だ
よ

 
黒
 

あ
の
魔
法
を
覚
え
よ
う

て
の
か

 
理
 

あ

そ
う
だ
よ

 
理
久
兎

外
の

人
も
ル
シ
フ

が
使

た
あ
の
魔
法
は
見
て
い
る

そ
の
た
め
そ
の
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力
は
す
さ
ま
じ
い
の
も
知

て
い
る

だ
か
こ
そ
そ
の
力
を
手
に
入
れ
た
い
の
だ

 
黒
 

お
い
お
い

 
耶
狛

マ
ス

そ
ん
な
の
覚
え
て
ど
う
す
る
の

 
理
 

そ
り

え
て
み
ろ
よ
一

で
物
を
出
せ
る

 
な
ら
大
き
な
城
だ

て
出
せ
る
か
も
よ

 
夢
の
あ
る
話
に
亜
狛
と
黒
は
少
し

れ
て
い
た
の
か

に
手
を
当
て
て

を

に

る
が
耶
狛

だ
け
は
目
を
輝
か
せ
て
い
た

 
耶
狛

お
お

そ
れ

く

ク

ク
す
る
よ

 
理
 

だ
ろ

 
亜
狛

い
や
ま

城
を
建
て
る

て
一
夜
城
じ

な
い
ん

 
で
す
か
ら

 
耶
狛

あ
れ
は
本
当
に
地
獄
だ

た
よ

 
亜
狛

あ

と
い
か
あ
れ
は
城
じ

な
く
て
資
金
を

チ

 

た
が
た
め
に

で
作

て
な
い
簡

的
な

 
て
感
じ
だ

た
よ
な
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こ
の

人
ど
う
や
ら
自
分
が
死
ん
で

て
い
る
間
に
戦
国
時
代
安
土

山
時
代

し

く

う豊
時

代
を
体
験
し

し
て
い
た
よ
う
だ

そ
の
た
め
か

名
な
一
夜
城
も
見
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

豊

下
藤

の
勇
姿
と
知
略
の
結

で
あ
る

 
一
夜
城

見
て
み
た
か

た
な

生

 
ち

と

し
い
し

ま
し
い

現

で
も

名
な
一
夜
城
を
生
で
見
た
か

た

 
黒
 

主
よ
話
が
ず
れ
て
る

 
理
 

お

と
そ
う
だ

た

そ
れ
で
え

と
高

 
さ
ん
家
に
子

が

ま
れ
た
話
だ

け

 
黒
 

全
然
違
う

魔
界
に
行

て
異
界
魔
法
を
学
び

 
た
い
と

て
た
だ
ろ

 
理
 

そ
う
だ

た
ま

だ
か
ら
俺
も
着
い
て
い
く
よ

 
黒
 

は

 
黒
は
た
め

を

い
た

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

こ
ん
な
上

理
久
兎
と
先

亜
狛
と
耶

狛
が
い
る
と
そ
れ
に

 
理
 

つ
い
で
に
お
前
だ
け
面
白
そ
う
な
事
な
ん
て
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さ
せ

よ

 
耶
狛

う
ん
面
白
そ
う
な
事
は
皆
で
共

に
し
な
い
と

  
こ
の

人
は
も
う
本
当
に
ゲ
ス
な
よ
う
な

な
の
だ

 
黒
 

主
に
耶
狛
め

 
亜
狛

は

耶
狛
の
こ
う
い
う
所
は

だ
に
成
⻑

 
し
て
な
い
ん
だ
よ
な

 
真
面
目

の

人
は
頭
を

え
た

そ
し
て
黒
も
決
心
し
た
の
か

 
黒
 

分
か

た
主
よ
共
に
い
こ
う

 
理
 

そ
う
こ
な
く

ち

な

 
耶
狛

私
も
良
い
よ

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛

 
黒
 

わ

よ

人
も

人
も
対
し
て
変
わ
ら

 

か
ら
な

 
流

は
こ
う
い
う
時
に
な
る
と
結

た
く
ま
し
く
見
え
る
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理
 

そ
れ
じ

亜
狛

守
番
頼
む
な

 
亜
狛

え

 
耶
狛

だ

て
お
兄
ち

ん
だ
け
行
き
た
そ
う
な

気

 
じ

な
い
し

 
理
 

 
耶
狛

 
耶
狛
と
共
に

を
ハ
モ
ら
せ
る

亜
狛
の

間
に
は
シ

が
よ

て
い
た

 
亜
狛

す
す
す

い

が
立
つ
な

 
黒
 

あ

亜
狛

ち
着
け
こ
の

人
の
口

に

た

 
ら
負
け
だ

 
理
 

え

何

亜
狛
も
行
き
た
い
の

 
耶
狛

ど
う
な
の
お
兄
ち

ん

 
挑
発
を

む
て

く
小
バ
カ
に
す
る

 
亜
狛

あ

行
き
た
い
で
す
よ

仲
間
外
れ
を

 
し
な
い
で
下
さ
い
よ

そ
し
て
俺
も
行
か
せ
て
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下
さ
い
よ

 
 

 
理
 

ま

そ
こ
ま
で

う
な
ら

れ
て

て
や
る
か

 
な

耶
狛

 
耶
狛

そ
う
だ

 
亜
狛

く

く

そ

 
黒
 

や
れ
や
れ

 
こ
れ
で
亜
狛
も

加
は
決
定
だ

 
理
 

な
ら
各
自
で
準
備
そ
れ
で

時
間
後
に
エ
ン
ト

 
ラ
ン
ス
に
集
合
な

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

オ

 
黒
 

あ

 
理
 

な
ら
解
散

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
魔
界
へ
と
向
か
う
準
備
を
す
る
の
だ

た
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怠
惰

は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

し
か
し
⻑
か

た
の
怠
惰

 
怠
惰

え

本
当
に
ク
ソ

た
れ
な
自
動

学

と
も

 
こ
れ
で
さ
よ
な
ら

 

 

ま
た
古
い
部
分
も
書
い
て
い
く
の
じ

ろ

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

と
り
あ
え
ず
は
今
日
は
投
稿

 
す
る

だ
か
ら
見
た
い
方
々
は
ど
う

て
所

 
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 

 

う
む

さ
て
と
ち
と
短
い
が
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
じ

 
怠
惰

え

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
し
た

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
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怠
惰

ま
た



 第２９７話 再び魔界へ

 
第
２
９
７
話
 
再
び
魔
界
へ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ス
ト
で

イ
ナ
に
挑
む
も
ミ
リ
単

し
て
死
ん
で
し
ま

た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

あ
と
少
し
だ

た

し
か

た
で
す

と
り
あ
え
ず

そ
れ
は
置
い
て
お
い
て

そ
れ
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
世
界

そ
れ
は

つ
だ
け
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
こ
の
世
に
は

々
な
世
界
が
あ
る

現

代
も
ま
た
そ
の
世
界
の

つ

そ
の

に
も
天
界

異
界

地
獄

冥
界
と
そ
の
数
は
数
え
き

れ
な
い

そ
し
て
こ
こ
は
そ
ん
な
世
界
の

つ
魔
界
で
は

 
理
 

た
ま
に
は
魔
界

て
の
も
良
い
も
の
だ
な

 
耶
狛

本
当
だ

 
亜
狛

あ
れ
黒
さ
ん

 
亜
狛
の

葉
を
き
き

人
も
黒
を
見
る
と

 
黒
 

久
々
だ
な
魔
界
よ

王
は
帰
還
し
た
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理
 

お
前
は
何
を
い

て
る
ん
だ

 
頭
の
ネ

が
吹

飛
ん
だ
か
と
思
い
真

で
聞
く
と

 
黒
 

何
だ

主
達
は
感
じ
な
い
の
か
こ
の
大
地
か
ら

 
水
か
ら
空
か
ら

み
出
る
こ
の
無

の
魔
力

 
こ
れ
こ
そ
魔
界
だ

 
理
 

黒

お
前
も
し
許
可
な
く
暴
れ
よ
う
も
の
な
ら

 
分
か

て
る
よ
な

 
コ
キ
コ
キ

 

を
鳴
ら
し
な
が
ら

く

す
る

す
る
と
黒
は
数
歩
後
ろ
へ
と
下
が

て

 
黒
 

す

す
ま
ん
調
子
に

た

 
理
久
兎
の
本
当
の
力
を
知

て
い
る
黒
は
理
久
兎
が
怖
い
の
か
少
し
ビ
ビ

て
い
た

 
理
 

ま

た
く

ま

良
い
や
そ
ん
じ

行
く

 
と
し
ま
す
か

 
亜
狛

行
く

て

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
で
す
か

 
理
 

あ

ど
う
せ
後

少
し
の

な
ら
歩
い
た
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方
が

的
だ
ろ

 
不
老
不
死
と
不
死
身
に

な
ん
て

葉
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
が

い
運
動
に
は
な
る
だ

ろ
う

 
亜
狛

ま

か
に
良
い
で
す

 
耶
狛

う

ん

せ

か
く
だ
か
ら
私
も
歩
き
た
い

 
か
な

 
黒
 

ど

ち
で
も
良
い

 
理
 

う
ん
な
ら
歩
い
て
い
こ
う
か

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
歩
い
て

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
を
目
指
す
の
だ

た

 
神
様
神
使
達

動
中

 
理
 

お

変
わ
ら
ず
の
ビ
ル
だ
な

 

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
に
建
ち

ぶ
大
き
な
ビ
ル

に
心
を
動
か
さ
れ
る

そ
し
て
何
と

て
も

前
に
来
た
よ
り
も
人
も
と
い
魔
界
人
達
で

わ

て
い
た

 
亜
狛

懐
か
し
い
で
す

 
理
 

だ
な
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耶
狛

懐
か
し
い
と

え
ば
懐
か
し
い
け
ど
復
活
し
た

 
ば
か
り
の
マ
ス

に
は
本
当
に
着
い
て
い
け

 
な
か

た
な

 
黒
 

そ
れ
は

え
る
な

 
こ
い
つ
ら
は
何
を

て
る
ん
だ

今
も
昔
も
対
し
て
変
わ

て
な
い
だ
ろ
と
心
で

く

 
理
 

ま

良
い
や

そ
ん
で
お
前
ら
は
ど
う
す
る

 
亜
狛

ど
う
す
る

て
何
を
で
す
か

 
理
 

俺
は
神
綺
の
所
に
行
く
予
定
だ
が
お
前
ら
は

 
別
に
こ
こ
を
観
光
し
て
て
も
良
い

 
亜
狛
と
耶
狛
は

い
た
表
情
を
す
る

そ
し
て
数

程

え
る
と

 
亜
狛

自
分
も
お

し
ま
す
よ

 
耶
狛

私
も

観
光
す
る
な
ら
皆
で
観
光
し
た
い
し

 

人
は
つ
い
て
行
く
事
は
決
定

黒
の
方
を
向
く
と

 
理
 

黒

お
前
は
ど
う
す
る

神
綺
に
会
い
た
く
な
い

 
な
ら
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黒
 

い
や
俺
も
行
く
つ
い
で
に
あ
の

の
ア
イ

 
デ
ン
テ

テ

の
ア

を
引

こ

い

 
て
や
る

 
理
 

や

て
も
良
い
け
ど
覚
悟
は
し
て
お
け
よ

 

で
少
し
殺
気
を

て

く
と
黒
は

ざ
め
た

に
な
る

 
黒
 

じ

談
だ

 
理
 

な
ら
良
し
だ
な
そ
ん
じ

さ

さ
と
行
く

 
理
久
兎
達
は

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
で
も

番
の
大
き
さ
を

る
ビ
ル
へ
と
向
か

た

ビ
ル
へ

と
入
る
と
受

へ
と
向
か
う

 
理
 

な

す
ま
ん
け
ど
神
綺
い
る

 
だ
が
こ
の
光

亜
狛
と
耶
狛
は
見
覚
え
が
あ

た

か
つ
て
魔
界
に
来
た

に
理
久
兎
が

取

た
行
動
を

 
亜
狛

な

耶
狛
こ
れ

 
耶
狛

デ

ブ
だ
よ

 
と

い
た

だ
が
そ
ん
な

き
が
理
久
兎
に
聞
こ
え
て
る
は
ず
も
な
く
受

の
女
性
に
聞
く
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と 
受

え

と
そ
の
ア
ポ
は
あ
る
で
し

う
か

 
耶
狛

こ
れ
絶
対
に
ア

プ
ル
と
か

う
よ

 
亜
狛

う

う
ん

 

人
の
心

は
的
中
す
る
事
と
な
る

理
久
兎
は
あ
る
物
を
取
り
出
し
た

そ
れ
は

 
理
 

ら
ア

プ
ル

 
そ
れ
は
完

に
現
代
の
ス
マ

だ

た

 
亜
狛

そ
れ
は
ア

プ
ル
違
い
だ

 
耶
狛

し
か
も
そ
れ
完

に
ア
ウ
ト
だ
よ

 
黒
 

主
よ
そ
れ
は

ら
な
ん
で
も

メ
だ

 
と

遠
く
か
ら
ツ

コ
ミ
が
聞
こ
え
流

の
理
久
兎
も

り
返
る

 
理
 

こ
ら
お
前
達

大

を
出
し
た
ら

惑
だ
ろ

 
亜
狛

マ
ス

そ
れ
を
何
処
か
ら
持

て
き
た
ん

 
で
す
か

 
理
 

ん

あ

こ
れ
か



 第２９７話 再び魔界へ

 
手
か
ら
そ
れ
を

す
と
ス

と
消
え
て
い

た

実

は
幻
覚
魔
法
ミ
ラ

で
作

た
幻

だ

こ
ん
な
高
性
能
な
現
代
ア
イ
テ
ム
な
ん
て
使
え
な
い
し
な
お
か
つ

心
な
の
は
幻
想
郷
は

論

地
底
で
も

波
や

等
は
存

し
な
い

に
使
え
る
わ
け
が
な
い

 
耶
狛

幻
覚
で
も
結

の
悪
い
イ

ラ
だ
よ

 
理
 

分
か

た
悪
か

た
よ

 
こ
の
手
の
イ

ラ
は
ま
た
怒
ら
れ
る
た
め
仕
方
な
く
真
面
目
に
話
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

で

ま

お
ふ
ざ
け
は
無
し
に
し
て
よ
神
綺
に

 

は
と
れ
る

 
受

で
す
か
ら
ア
ポ
を
取

て
か
ら

 
理
 

そ
こ
ま
で

う
な
ら
神
綺
に
こ
う
伝
え
て
く
れ

 
な
い

深
常
理
久
兎

大
能
神
が
来
た
と
さ

 
受

 
そ
う

う
と
受

の
悪
魔
の
女
性
は
何
か
水

の
よ
う
な
物
を
取
り
出
す
と
ぶ
つ
ぶ
つ
と
話
始

め
る

そ
し
て
数

も
し
な
い
う
ち
に

 
受

も

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

そ
れ
で
は
そ
こ
の
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第

エ
レ

か
ら
上
が

て
く
だ
さ
い
ボ

 

ン
は
１
０
０
の
ボ

ン
で
す

 
と

謝
り
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
る

 
理
 

あ
り
が
と
う
そ
れ
と
謝
ら
な
く
て
も
良
い
よ

 
さ
て
と
そ
ん
じ

行
こ
う
か

 
耶
狛

オ

 
亜
狛

は

一
時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と

 
黒
 

分
か

た
の
は
主
は
本
当
に
怖
い
も
の
知
ら
ず

 
だ

た
と
い
う
こ
と
だ
な

 
理
 

そ
れ
は
昔
か
ら
だ
よ
黒

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
エ
レ

へ
と

り
込
み
神
綺
の
い
る

へ
と
登
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
聞
き
た
い
の
じ

が

 
怠
惰

な
に

 

 

遊
戯
王
と
は
何
じ

 
怠
惰

あ

ト
レ

デ

ン
グ
カ

ド
ゲ

ム
だ

 
ま

ち

う
と
シ

ド
バ
み
た
い
な
も
ん

 
だ
よ

そ
れ
が
ど
う
し
た
の

 

 

う

う
む
何
か
面
白
い
ゲ

ム
が
や
り
た
く
て

 
現
代
の
ゲ

ピ

に
行

た
ん
じ

そ
し
た
ら
子

 
達
が
遊
戯
王
と
い
う
ゲ

ム
を
し
て
お

て
の

 
怠
惰

あ

は
い
は
い
成
る
程

怠
惰
さ
ん
は
や

た

 
事
は
な
い
け
ど

は
や

て
た

て
い
う
か

 
学

で

々
と
や

て
る

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
ま

ぶ

ち

け
る
と

怠
惰
さ
ん
は
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ゲ

ム
情
報
だ
と
か

画
と
か
を
見
た
く
て

 

ン
プ
買

て
る
ん
だ
け
ど
さ
遊
戯
王

 
の

録
カ

ド
が
つ
い
て
来
る
か
ら
そ
れ
を

 
い
ら
な
い
か
ら

に
た
だ
で
提

し
て
い

 
る
ん
だ
よ

 

 

上
げ
た
カ

ド
に
は
何
が
あ

た
ん
じ

 
怠
惰

え

と

か
５

の
紅
き
龍
も
と
い
ア
ル

 
テ

マ

ツ
オ
ル
キ
ン
だ
と
か

き

の

 
女
だ
と
か
そ
ん
な
感
じ
の
を
提

し
た

 

 

市
場

格
は

 
怠
惰

え

と

き
目
は
分
か
ら
な
い
け
ど
紅
き
龍
は

 

か
１
０
０
０

３
０
０
０

の
間
ぐ
ら
い

 
メ

ピ

カ
リ
で
昔
に
見
た
け
ど

 

 

高
い
の

中
古
ゲ

ム
は
余

で
買
え
て

 
し
ま
う
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怠
惰

ま

録
カ

ド
だ
か
ら

お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ
わ
そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
２
９
８
話
 
神
綺
と
侵
入
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
何

だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

場
物
語
を
や
り
た
く
な
り
少
し
や

て

い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も

々
と
ア

プ
デ

ト
で
進
化
し
て
い
る
事
に
少
な
か
ら

ず

き
ま
し
た

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
ピ
ン
ポ

ン

 
と

が
鳴
り

き
エ
レ

の
ド
ア
が
開
く

エ
レ

か
ら
理
久
兎
達
は
出
る

 
耶
狛

ラ
ス
の
エ
レ

て
ロ
マ
ン
チ

ク

 
だ
よ

 
亜
狛

ロ
マ
ン
チ

ク
ま
で
は
分
か
ら
な
い
け
ど
結

 
ハ
ラ
ハ
ラ
と
ウ
キ
ウ
キ
は
あ
る
の
か
な

 
黒
 

全
然
怖
く

や

 
と

人
は

う
が
自
分
は
た
だ
単

に
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理
 

絶
対
に
飛
ぶ
か

走
り
し
た
方
が

い
よ
な

 
耶
狛

マ
ス

そ
れ
は
ロ
マ
ン
が
な
い
よ

 
黒
 

主
よ
行

の
出
来
る
店
に
は
絶
対
に

ば
な
い

 
だ
ろ

 
理
 

う

ん

う
ん

ば
な
い
な

 

か
と
一

に
い
て

ぼ
う
と

わ
れ
れ
ば

ぶ
が
そ
う
で
な
け
れ
ば

本
は

ば
な
い

 
亜
狛

そ
れ
完

に
時
は
金
な
り
と
思

て
る

イ
プ

 
で
す
よ

 
理
 

そ
う
か
も
し
れ
な
い
か
も
な

 
等
と
会
話
を
し
な
が
ら

下
を
歩
い
て
い
き

華
な

の
前
に
来
る

そ
し
て
理
久
兎
は
そ
の

を
開
け
た

 

チ

ン

 
と

が
鳴
り

く

を
開
け
る
と
社
⻑
の
座
る
よ
う
な

子
に

か
け
る
神
綺
を
見
つ
け

る 
理
 

よ

神
綺
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神
綺

久
し
ぶ
り
で
す

理
久
兎
さ
ん

所
で
理
久
兎

 
さ
ん
世
界
の
半
分
を
あ
げ
る
の
で
私
の

下
に

 
加
わ
り
ま
せ
ん
か

 
亜
狛

え

何
だ
ろ
う
こ
の

リ
フ
何
処
か
で

 
理
 

選

は

は
い

い
い
え

だ
ろ

 
神
綺

え

因
み
に

は
い

を
選
べ
ば
闇
王
ル

ト

 

定
で

い
い
え

を
選
べ
ば
す
ぐ
に
戦
闘
へ
と

 
突
入
で
す
よ

 
と

神
綺
が

う
と
亜
狛
は
思
い
出
し
た
の
か

 
亜
狛

そ
れ
ド

ピ

ク
エ
じ

な
い
で
す
か

 
耶
狛

わ
れ
て
み
る
と
そ
う
だ

し
か
も
結

 
古
く
な
い

 
黒
 

俺
は
す
ぐ
に

い
い
え

を
選

し
て
こ
い
つ

 
の

の

む
し
り
取

て
か
ら

す

 
ど
う
や
ら
黒
は

い
い
え

ル

ト
つ
ま
り
勇
者
ル

ト
を
行
く
み
た
い
だ
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理
 

ど
う
し
よ
う
か
な
黒
が
勇
者
ル

ト
行
く
な
ら

 
俺
は
闇
王
ル

ト
で
魔
王
に
な
る
の
も
楽
し
そ

 
う
な
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

マ
ス

は
何
を

て
る
で
す
か

 
と
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
神
綺
の
座

て
い
る

置
か
ら

の

が
開
き
そ
こ
か
ら
夢

子
が
お

や
ら
を

せ
た

ゴ
ン
を
運
ん
で
き
た

 
夢
子

神
綺
様
そ
ろ
そ
ろ
ド
ラ

ピ

エ
ご

こ
は
お

め

 
に
し
て
く
だ
さ
い

 
神
綺

だ

て
フ

ピ

コ
ン
が
普

し
て

年
や

 
と
ド
ラ
ク
エ

を
ク
リ
ア
し
た
の
よ

 
亜
狛

時
代
が
古
す
ぎ
ま
す
よ

も
う
今
は

だ
と

 
か
の
時
代
で
す
よ

 
神
綺

へ

現
代
だ
と
も
う
そ
こ
ま
で
行

て
る
の

 
町
だ
と
か
そ
う
い

た
物
は

く
近
代
的
な
の
だ
が
こ
う
い

た
現
代
の

楽
は
ま
だ
ま
だ

れ
て
い
る
よ
う
だ



 第二十章 魔界への冒険

 
神
綺

ま

良
い
わ

理
久
兎
さ
ん
や
皆
さ
ん
も

 
お
座
り
に
な

て

 
神
綺
が

子
と
テ

ブ
ル
を
魔
法
で
出
す
と
理
久
兎
達
は

子
に

か
け
る

そ
し
て
夢
子
が

テ

ブ
ル
に
紅

と
ク

キ

を
の
せ
て
く
れ
る

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

人
共

 
夢
子

い
え

 
夢
子
は
下
が
る
と
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は
出
さ
れ
た
ク

キ

と
紅

に
あ
り
つ
く

 
神
綺

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
ど
う
い

た
ご

件
で

 
理
 

あ

ま

黒
と
は
別
件
な
ん
だ
が
実
は
な
神
綺

 
異
界
魔
法
は
知

て
る
よ
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
神
綺
の

間
が
ピ
ク
リ
と
動
く

 
神
綺

ど
う
し
て
理
久
兎
さ
ん
が
異
界
魔
法
の
事
を

 
理
 

こ
い
つ
が
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
よ

 
断
罪
神
書
を
出
し
て
見
せ
る

神
綺
は
そ
れ
を
見
て

 
神
綺

成
る
程

そ
の
本
は
あ
り
と
あ
ら

る
魔
法
を
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記
録
す
る
だ
け
で
な
く
ち

と
し
た
事
も
記
録

 
す
る
ん
で
す

 
理
 

み
た
い
で
な

そ
れ
で
神
綺

お
前
の
伯
⺟
に
は

 
会
え
な
い
か

 
神
綺

伯
⺟
様
で
す
か

 

く

た

を
す
る
と
神
綺
は
口
を
開
い
て

 
神
綺

伯
⺟
様
は
自
由

な
ロ
リ
コ
ン
で
す
の
で

 
何
時
も
同
じ
場
所
に
は
い
な
い
で
す
し

 
も
と
れ
な
い
ん
で
す
よ

 
亜
狛

ぶ

 
耶
狛

あ
の
人

て
ロ
リ
コ
ン

な
の

 
神
綺

え

そ
れ
は
も
う

百
合
と
い
う

性
に
ロ
リ

 
コ
ン
が

な

て
い
ま
す
よ

 
神
綺
も
神
綺
だ
が
ど
う
や
ら
伯
⺟
の
ル
シ
フ

も
ル
シ
フ

み
た
い
だ

つ
ま
り
ま
と
も

な
の
が
い
な
い
と
い
う
の
は
よ
く
わ
か

た
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黒
 

お
前
ら
の
家

ま
と
も
な
の
が
い
な
い
の
か
よ

 
神
綺

あ
ら
そ
れ
は

方
に
も

え
る
事
よ
影
の
暴
虐

 
黒
 

ち

 
そ
れ
は

う
通
り
だ

も
と
も
と
は
快
楽
殺

者
み
た
い
な
も
の
だ

た
か
ら

 
理
 

黒
も

ち
着
け

で
だ
神
綺
は
使
え
る
か

 
神
綺

な
が
ら
私
は
使
え
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
か

 
も
し
か
し
た
ら
こ
こ
に
来
た
の
は
無

に
な

た
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

う

ん
な
ら
神
綺

何
か
お
す
す
め
の
魔
法

て

 
な
い
か

 
神
綺

そ
う
で
す

今
で
し
た
ら

 
と

神
綺
が

お
う
と
し
た
時

神
綺
の
表
情
が
変
わ

た

 
神
綺

夢
子

 
夢
子

は
い
恐
ら
く

 
神
綺

か
が
無
理
や
り
魔
界
の
入
り
口
を
こ
じ
開
け
た
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わ

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
何
か
あ

た
み
た
い
だ
か
ら
聞
い
て
み
る

神
綺
は
自
分
達
の
方
を
向
く
と

 
神
綺

ど
う
や
ら

か
が
魔
界
へ
と
入
り
口
を
強
制
的
に

 

げ
た
み
た
い
な
の
よ

 
流

は
カ
リ
ス
マ
は
な
く
て
も
魔
界
の
最
高
神

魔
界
の
変
化
に
は
い
ち

く
気
づ
く
み
た
い

だ 
理
 

う

な

因
み
に
ど
こ
ら

に
侵
入
者
は
来

 
た
ん
だ

 
神
綺

こ
こ
か
ら
約

先
の
魔
界
の

り
で
す

 
そ
こ
か
ら
⻄
の
法
界
の
方

に
向
か

て
進
ん

 
で
ま
す

 
黒
 

な

ア

 
神
綺

ア

と

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
そ
れ
で
何

 
で
す
か
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黒
 

法
界

て

た
が
何
か
あ
る
の
か

 
神
綺
は
頭
を

え
て
思
い
出
そ
う
と
踏
ん

る

す
る
と
神
綺
の
代
わ
り
に
夢
子
が
話
す

 
夢
子

法
界
に
は
か
つ
て
外
界
の
罪
人
を
封
じ
込
め
た

 
と
は
聞
い
て
い
ま
す
よ

 
黒
 

封
じ
込
め
た

な

主
よ

 
理
 

い
た
い
こ
と
は
分
か
る
よ
神
綺

物
は

談

 
だ
が
俺
ら
で
そ
こ
の
調
査
を
し
て
あ
げ
よ
う
か

 
い
や
さ
せ
て
く
れ
な
い
か

 
神
綺

え

ま

な
ら
ぬ
理
久
兎
さ
ん
の
頼
み

 
な
ら

 
神
綺
の
許
可
は
下
り
た

こ
れ
で

々
と

き
勝
手
は
出
来
そ
う
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う

お
前
ら
行
く

て
俺
の

 
ク

キ

お
前
ら
食
い
や
が

た
な

 
耶
狛

ご
め
ん
つ
い
つ
い

 
亜
狛

ク

キ

が

く
美
味
し
く
て
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理
 

は

ま

い
い
や

ゴ
キ

ゴ
キ

 

て
い
る
紅

を
一
気
に
飲
み

し
て
立
ち
上
が
る

そ
れ
に
続
い
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て

黒
も
立
ち
上
が
り

 
亜
狛

や
る
よ
耶
狛

 
耶
狛

お

け

お
兄
ち

ん

 

人
は
協
力
し
て

け
目
を
作
り
出
す

 
理
 

そ
ん
じ

行

て
く
る
な

 
神
綺

お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は

け
目
へ
と
入
り
魔
界
の

へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ
魔

界
の

に

け
目
を
通

て
着
く

 
理
 

さ
て
と
魔
界
に
入

た
侵
入
者
と
や
ら
は

な
ん

 
だ
ろ
う
な
黒

 
黒
 

さ

な

俺
は
俺
の
目
的
を

先
す
る
か
ら
な

 
主
よ

 
耶
狛

黒

た
ら
ツ
ン
デ
レ
な
ん
だ
か
ら
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亜
狛

こ
ら
黒
さ
ん
に
失
礼
だ
ろ

 
と

い
な
が
ら
も
黒
は
少
し

ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
理
久
兎
達
と
共
に

へ
と
歩
く
の

だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
そ
の

場
物
語
と
は
何
じ

 
怠
惰

あ

こ
れ

何
て

う
ん
だ
ろ

の
ぼ
の

 
ゲ

ム

 

 

う

面
白
い
の
か

 
怠
惰

同
じ
こ
と
を

り
返
す
の
が

き
な
人
は

 

て
感
じ

 

 

作
物
だ
と
か
を
育
て
る
と
か
じ

ろ

 
怠
惰

後
は

動
物
と
か
育
て
作
物
お
よ
び
に
動
物
の

 
品

会
に
出
た
り
と
か
イ

ン
ト
が
あ
る
程
度



 第２９８話 神綺と侵入者

 
あ
る
か
ら
楽
し
い
よ

 

 

じ

が
こ
れ

々
な
シ
リ

が
あ
る
の

 
ど
れ
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
ん
じ

 
怠
惰

自
分
が
や
り
た
い
シ
リ

か
ら
で
良
い
と
思
う

 
よ

話
は

が

て
る
訳
じ

な
い
か
ら

 

 

う
な
ら
こ
の

が
る

て
や
つ
を

し
て

 
く
れ

 
怠
惰

良
い
よ

そ
れ
だ

た
ら

お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
か

こ
ん
な
話
に
な

た
け
ど
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
２
９
９
話
 
魔
界
生
体
録

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
も
う
じ
き
テ
ス
ト
が
近
づ
い
て
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ
が
終

わ
れ
ば
自
由
だ

お

と
失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
今
は

時
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

地
底
の
暗
さ
よ
り
少
し
明
る
い
魔
界
の

の
中
を
理
久
兎
達

人
は
の
ら
り
く
ら
り
と
歩
い
て
い
た

 
理
 

何
か
魔
法
の

み
た
い
な
所
だ
な

 
耶
狛

本
当
に
さ

き
と
う

て
変
わ

た

だ

 
黒
 

魔
界
の
中
心
都
市

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
か
ら
だ
い
ぶ

 

れ
て
る
か
ら
な

 
見
て
い
る
と
自
生
し
て
い
る
キ
ノ
コ
だ
と
か
植
物
だ
と
か
が
魔
法
の

の
キ
ノ
コ
や
植
物
に

て
い
た

 
亜
狛

そ
れ

て
つ
ま
り

て
事
で
す
よ
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黒
 

ま

そ
う
な
る
な

 
理
 

な

黒

お
前
さ
魔
界
の
生
物
に
は

し
い

 
一

は
魔
界
生
ま
れ
魔
界
育
ち
の
黒
に
聞
い
て
み
る
と

 
黒
 

う

ん
と
い

と
も
そ
こ
そ
こ
だ

 
耶
狛

な
ら
こ
れ
は

 
雑

み
た
い
な
植
物
を
指

し
て
く
る

こ
れ
を
見
る
と
黒
は

い

を
し
た
が
自
分
も

い

を
し
た

 
黒
 

耶
狛
そ
れ
は
絶
対
に
引

る
な
よ

そ
れ
は

 
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
だ

 
理
 

俺
も

う
そ
れ
は

め
ろ
本
当
に

め
ろ

 
何

そ
う

う
の
か

そ
れ
は
耶
狛
が
指

し
た
植
物
は

々
な
薬
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
マ
ン

ド
ラ
ゴ
ラ
だ
か
ら
だ

マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
は
下
手
に
引

て

く
と
大
き
く

鳴
を
あ
げ
る

そ
の

鳴
は
鼓

を
突
き

り
脳

を
引
き
起
こ
し
更
に
は

び
の
シ

ク
の
あ
ま
り
心

も
あ
り
え
る
か
ら
だ

 
亜
狛

何
か
マ
ス

し
い
で
す
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理
 

昔
に

が

し
て
た
の
を
引

こ

い
た
ら

 
も
う
ご
想

通
り
だ

 
因
み
に
本
当
に
引

た
結
果

し
み
の
向
こ
う
へ
が
聞
こ
え
た

つ
い
で
に
気
絶
し
て

い
た
の
か
目
が
覚
め
る
と

に
こ

ど
く
怒
ら
れ
た
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
耶
狛

て
こ
と
は
こ
れ

て
外
の
世
界
か
ら
の
外
来
種
に

 
な
る
の

 
黒
 

あ

そ
う
な
る
な
だ
が
し
か
し
魔
界
で
自
生
し
て

 

自
の
生
体
を
持

た
か
ら
外
来
種
と
も

う
が

 
魔
界
固

種
と
も

う
議
論
が

次
い
で
い
る
ら

 
し
い
因
み
に
魔
界
の
危
険
度
は

か
ざ

と
最
下

 

の

ラ
ン
ク
だ

た
な

 
亜
狛

ラ
ン
ク

 
黒
 

魔
界
の
生
物
に
は
ラ
ン
ク

て
の
が
あ
る

に

 
う
危
険
度
み
た
い
な
も
ん
だ
な
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
は

 
引

こ

か
な
い

り
は
襲

て
こ
な
い
か
ら
ラ
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ン
ク
は

つ
ま
り
魔
界
の
中
で
は
弱
い
部

だ
な

 
そ
れ
は

け
る

本
当
に
何
に
も
し
な
け
れ
ば
お
そ

て
は
こ
な
い
の
だ
か
ら

す
る
と

み

が

れ
る

 
理
 

何
だ

 
と

一

は

し
て
い
る
と

 
生
物

み

ん

 
耶
狛

あ

兎
だ

 
何
と
兎
が

み
か
ら
出
て
き
た

た
だ
そ
の
兎
自
分
達
の
住
む
兎
と
は
異
な
り

度
お
で
こ

の
中
心
に

ミ
リ
程
の
小
さ
な

が
ニ

キ
と
生
え
て
い
た

 
黒
 

う
ア
ル
ミ
ラ

の
子

か

 
耶
狛

ア
ル
ミ
ラ

 
黒
 

あ

そ
の
外
見
は
と
て
も
愛
く
る
し
く
て
上
級

 
魔
族
や
中
級
魔
族
か
ら
は
よ
く

ト
と
し
て

 

わ
れ
る
な

 
亜
狛

そ
う
な
ん
で
す
か
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黒
の
上
級
魔
族
と
い
う

葉
に

問
を
思

た

何

に
上
級
魔
族
が
つ
く
の
か

 
理
 

因
み
に
何
で
上
級
魔
族

中
級
魔
族
な
ん
だ

 
黒
 

あ

そ
れ
は

 
黒
が

い
か
け
る
と
更
に

み
が
激
し
く
動
き
今
度
は
約
二
メ

ト
ル
ぐ
ら
い
の
大
き
な
一

を
持

た
兎
が
出
て
く
る
と
ア
ル
ミ
ラ

の
子

は
ト
コ
ト
コ
と
去

て
い

た

 
理
 

あ
れ
は
大
人
か

 
黒
 

あ
れ
が
大
人
だ
そ
れ
で
何
で
上
級

中
級
か
と

 
い
う
と

 
と

黒
が

た
そ
の

間
だ

た

 
グ

 
耶
狛

が
は

 
耶
狛
の
胸
を
大
人
の
ア
ル
ミ
ラ

の

が
突
き

さ
り

通
し
た

 
黒
 

彼
奴
ら
大
人
に
な

て
い
く
と
凶
暴
で
な

級

 
魔
族
だ
と
ア
ル
ミ
ラ

に
殺
さ
れ
る
恐
れ
が

 
あ
る
か
ら
と
い
う
の
が
理
由
だ



 第２９９話 魔界生体録

 
理
 

へ

 
亜
狛

て
耶
狛

 
耶
狛
が
突
き

さ
れ
て
る
の
を
見
な
が
ら
黒
の
そ
ん
な
解
説
を
聞
い
て
い
る
と
亜
狛
が

ん

だ

だ
が
心

す
る
こ
と
は
な
い

何

な
ら

 
耶
狛

も
う

い
な

 
そ
う

う
と
ア
ル
ミ
ラ

の

か
ら
ず
り
ず
り
と
そ
し
て

を
吹
き
出
し
な
が
ら
体
を

け

出
す
と
耶
狛
は
ア
ル
ミ
ラ

に
近
づ
く

ア
ル
ミ
ラ

に

て
は
ビ
ク
ビ
ク
と

え
て
い

た 
耶
狛

メ

だ
よ

 
ド
ゴ
ン

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
ア
ル
ミ
ラ

に
げ
ん
こ
つ
し
た

結
果
ア
ル
ミ
ラ

は
地
面
に
め

り
込
み

も
れ
て
し
ま

た

な
お
突
き

さ
れ
て
た
心

近
は
再
生
し
た

 
亜
狛

大
丈
夫
か
耶
狛

 
耶
狛

う
ん
平
気
だ
よ

そ
れ
に
し
て
も
魔
界
の
子
達
は

 
や
ん
ち

だ
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黒
 

ア
ル
ミ
ラ

の
危
険
度
は
だ
い
た
い

ク
ラ
ス

 
だ

た
よ
う
な
気
が
す
る
な

 
理
 

へ

 
そ
れ
に
向
か

て
げ
ん
こ
つ
し
た
耶
狛
は
上
級

中
級
魔
族
レ

ル
と
い
う
の
は
よ
く
分
か

た

と
い

て
も
不
老
不
死
と
い
う
体

の
暴
力
だ
が

 
亜
狛

大
丈
夫
そ
う
だ
な

 
耶
狛

う
ん

た
だ
服
が

れ
ち

た

 
理
 

仕
方
な
い
な

し
て
み
な

 
そ
う

わ
れ
た
耶
狛
は

女
服
を
脱
ぐ
と
渡
し
て
く
る

因
に
だ
が
し

か
り
と
耶
狛
は
イ

ン
ナ

を
着
て
い
る
し
耶
狛
専

の
ド
ロ

も

い
て
い
る
た
め
決
し
て

で
は
な
い
た
め

エ
ロ
く
は
な
い

 
理
 

え

と
当
て
布
で
そ
れ
か
ら

で

と

 
断
罪
神
書
か
ら

裁

道

を
取
り
出
す
と
そ
こ
か
ら

白
い
布
と
白
い

で

し

い
し
な
が
ら

い
合
わ
せ
て
い
く

 
黒
 

な

主

て
こ
う
い
う
所
に

て
は
女
子
力
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あ
る
よ
な

 
亜
狛

ま

か
に

 
耶
狛

裁

習
お
う
か
な

 
そ
ん
な
事
を
い

て
る
間
に
も
服
を

急
だ
が
直
し
て
耶
狛
へ
と
渡
す

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
マ
ス

 
そ
う
し
て
耶
狛
は

た
服
を
着
る

一

は

れ
た

所
を
見
て
み
る
と
そ
ん
な
に
は
目

立

て
は
い
な
い

 
理
 

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
遊
び
も
終
わ
り
に
し
て

 
探
し
ま
す
か

 
耶
狛

お

 
亜
狛

法
界
で
し
た
よ

 
黒
 

あ

合

て
る

こ

ち
だ

 
そ
う
し
て

イ
ド
の
下

理
久
兎
達
は
法
界
の
方

へ
と
向
か
う
の
だ

た
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怠
惰
よ
ア
ル
ミ
ラ

て

か

 
怠
惰

う
ん
神
魔
対
戦
時
代
の
生
物
だ

 

 

ま

ま
さ
か
魔
界
で

生
化
や
ら
し
て
い
て

 
は
た
ま
た
愛

動
物
と
し
て

知
さ
れ
て
い

 
る
と
は
の

 
怠
惰

懐
か
し
い
な

昔
に

々
な
ゲ
ノ
ム
を
い
じ

 

た
の
は
良
い
思
い
出

 

 

ん

ま
さ
か

魔
獣
を
作
成
し
た
ア

は

 
怠
惰

は
い
そ
う
で
す
私
が
実
験
で

々
な
合
成
獣
や
ら

 
作

て
ま
し
た

も
う
皆

生
化
し
て
る
け
ど

 

 

お
ぬ
し
か

怪
物
を
作

て
お

た
の
は

 
怠
惰

だ
け
ど

わ
せ
て

作

た
の
は
数
十
種

 
だ
け
だ
と

 

 

そ
れ
で
も
最
悪
じ

 
怠
惰

ま

ど
う
せ

ぼ
絶

し
て
る
も
の
ば
か
り
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う
ん
そ
う
だ
よ

 

 

お

恐
ろ
し
い
奴
じ

お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
も
あ
り
が

 
と
う
の

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ
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第
３
０
０
話
 
緊
急
救
え
空
飛
ぶ
船

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ハ
ン

ル
ド
が
楽
し
み
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ど
ん
な
感

じ
に
進
化
し
て
る
の
か
な

お

と
失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
法
界
へ
向
か

て
歩
く
と
数

分
ぐ
ら
い
が

過
す
る

 
耶
狛

え

と
臨
時

 
亜
狛

じ

事
実

 
黒
 

つ

つ

く
さ

 
理
 

さ

さ
と
り

 
た
だ
歩
く
の
も

な
の
で
し
り
と
り
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た

下
ら
な
い
と
思
う
か
も
し
れ

な
い
が
こ
れ
が
ま
た
結

楽
し
か

た
り
す
る

だ
が

 
耶
狛

ま
た

・り

 
理
 

れ

く

え
ろ
よ



 第３００話 緊急 救え空飛ぶ船

 
因
み
に
結

意
地
悪
な
事
を
し
て
い
た

最
後
が
出
来
る
だ
け
ラ
行
で
終
わ
る
も
の
ば
か
り
を

耶
狛
に
回
し
て
い
た

論
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

葉
を
失

て
い
き

し
く
な
る
の
は
明
白

だ 
耶
狛

り
り

リ
リ

ト

 
理
 

ド

ク
エ
や

て
る
奴
し
か
知
ら
な
い

を

 
亜
狛

と
か

ト
ラ
ン

ピ

ム

 
亜
狛
は
格

良
く

た
つ
も
り
だ
か
結

え
る

そ
の
証
拠
に

 
黒
 

む

む
む

無
情
く
く

 
黒
に

て
は

い
の
ツ
ボ
に

ま

て
い
た

そ
し
て
ま
た
自
分
の
出
番
だ

 
理
 

 
耶
狛

ま
た

・り
だ

 
絶
望
過
ぎ
る
こ
の
や
り
方
に
耶
狛
は

ぶ
の
だ

た

だ
が
耶
狛
が

ん
だ
せ
い
な
の
か

 
魔
獣

ル
ル
ル
ル
ル

 
と

に
近
い
魔
獣
が

方
に

し
な
が
ら
歩
み

て
き
た

 
理
 

耶
狛
が

ぶ
か
ら
だ
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耶
狛

だ

て
マ
ス

が
ラ
行
し
か
こ

ち
に
よ
こ
さ

 
な
い
か
ら
だ
も
ん

 
亜
狛

え

と
ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
黒
 

俺
に
任
せ
て
お
け

 
そ
う

う
と
黒
は
前
へ
と
少
し
歩
く
と
自
身
の
魔
力
を

り
に

ら
す

 
黒
 

消
え
ろ

 
魔
獣

キ
シ

 

々

て
し
ま

た
の
か
魔
獣
は
す
ぐ
さ
ま

み
へ
と
入
る
と
消
え
て
い

た

 
黒
 

よ
し
さ

さ
と
進
も
う

 
理
 

こ
う
い
う
時
に
黒
は
強
い
よ

 
魔
獣

け
と
し
て
は

能
な
黒
で
あ

た

そ
し
て
ま
た

く
歩
い
て
行
き
近
く
に

度
良
い

が
あ

た
た
め

 
理
 

少
し
休
も
う
か

 
そ
の
一

で
少
し
休
む
こ
と
に
し
た

そ
し
て

に
座
る
と

 
理
 

に
し
て
も
よ

中
々
遠
い
な
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亜
狛

能
力
を
使
い
ま
す

 
自
分
の
事
を
思

て

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う

だ
が

 
理
 

い
や
現
世
じ

中
々
見
れ
な
い

や
生
体
な
ん
だ

 
か
ら
目
的
が
終
わ
る
ま
で
は

く
り
と

め
て
は

 
い
た
い
か
ら
い
い
か
な

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

 
黒
 

魔
界
の

が
良
い
所
な
ん
て
あ
る
の
か
が
分
か

 
ら
ん

 
黒
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は
そ
う
で
も
な
い

に
珍
し
い
も
の
が
あ
る
た
め
つ
い
つ

い
見
て
し
ま
う

す
る
と

 
耶
狛

ん

 
耶
狛
の
耳
が
ピ
ク
ピ
ク
と
反

し
た

 
亜
狛

ど
う
し
た
ん
だ
耶
狛

 
耶
狛

何
か
北
の
方
が
騒
が
し
い
ん
だ
よ

 
理
 

北

な

黒

か
北
だ

た
よ
な
法
界

て
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黒
 

あ

方

的
に
は
そ
う
だ
な

 
ど
う
や
ら
北
の
方

で
何
か
が
起
き
て
い
る
ら
し
い

絶
対
に
こ
れ
は
行
か
な
い
と
何
か
大
変

な
事
が
起
こ
り
そ
う
な
感
じ
だ

 
理
 

お
前
ら
急
ぐ

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

オ

 
黒
 

 

人
は
急
い
で
北
の
方

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
様

神
使

動
中

 
走
る
こ
と
数
十
分
が

過
す
る

そ
の
時
だ

た

 
魔
獣

 
と

び
が
聞
こ
え
空
を
見
上
げ
る
と
そ
こ
に
無
数
の
魔
獣
が
飛
ん
で
い
た

見
た
目
は

子
な
の
だ
が

は

そ
し
て

中
に
は
山

の
頭
が
つ
い
て
い
た

 
黒
 

あ
り

キ
マ
イ
ラ
か

 
理
 

キ
マ
イ
ラ
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黒
 

あ

魔
界
だ
と
危
険
度

で

者
と
し
て
魔
界
人

 
達
か
ら
も
知
ら
れ
る
魔
獣
だ
な

 
耶
狛

因
み
に
ど
の
く
ら
い

な
の

 
耶
狛
が
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
と
聞
く
と
黒
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る

 
黒
 

そ
う
だ
な

現
世
で

う
と
古
い

造
建

に
白

 
が
住
み
着
く
の
と
同
じ
ぐ
ら
い

だ
な

 
理
 

あ

そ
れ
は

だ
な

 
耶
狛

だ

 
亜
狛

何
か
格
が
下
が

た

 

 

か
に
格
は
下
が

た
が

え
て
み
て

し
い

古
い

造
建

に
白

が
住
み
着
こ
う
も
の

な
ら
そ
の
家
は
白

を
す
ぐ
に

除
し
な
い

り
家
を

え
る

を
食
い
散
ら
か
さ
れ
最
後
は

が

れ
て

は
待

た
な
し
だ

 
黒
 

し
か
し
キ
マ
イ
ラ
を
怒
ら
せ
る

て
何
し
た
ん

 
だ

 
理
 

ど
う
い
う
こ
と
だ
よ

よ
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黒
 

キ
マ
イ
ラ
は

本
最
初
は

だ
け
し
て
く
る
か
ら

 
そ
の
間
に
逃
げ
れ
ば
何
も
さ
れ
な
い
が
無
視
し
て
キ

 
マ
イ
ラ
を

撃
ま
た
は
テ
リ
ト
リ

に
侵
入
し
よ
う

 
も
の
な
ら

れ
で
襲
い
か
か
る
習
性
が
あ
る
か
ら

 
本
は
何
も
し
な
け
れ
ば
問

は
な
い
ん
だ
が
な

 
理
 

成
る
程

 
黒
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
キ
マ
イ
ラ
達
が
飛
ん
で
い
く
方
向
を
見
る

そ
の
先
に
は
何
と
空
飛

ぶ
船
が
あ

た

し
か
も
そ
の
船
は
見
た
こ
と
が
あ
る
し
そ
れ
で
い
て
船
の
後
ろ
か
ら
は
無
数
の

弾
幕
が
飛
び
交

て
い
た

 
理
 

な

あ
れ

 
黒
 

間
違
い
な
い
な
あ
れ
は
水

だ
と
か
の
船
だ

 
や
は
り

の

地
獄
で
あ

た

や
一
輪
雲
山
の
船
だ

ど
う
や
ら

の

地
獄
か
ら

け
出
し
た
ら
し
い

 
理
 

彼
奴
ら
も
よ
く
や
る
な

 
頑

て
い
る
な
と
思

て
い
る
と
目
を

ら
し
て
一
転
集
中
さ
せ
て
船
を
見
て
い
た
亜
狛
は
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険
し
い
表
情
を
し
な
が
ら

 
亜
狛

ま

マ
ス

 
理
 

ん

ど
う
し
た

 
亜
狛

あ
の

あ
の
船
に
葛
ノ
葉
蓮
も

船
し
て
ま
す

 
理
 

何

 
そ
の

葉
は

く

ま
さ
か
蓮
が

方
に
来
て
い
た
と
ら
思
わ
な
か

た
か
ら
だ

 
亜
狛

そ
れ
に

の

女

黒
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の

 
魔
女
そ
し
て
守
矢
の

女
が

て
ま
す

 
耶
狛

女
ち

ん
達
も

て
る
の

 
黒
 

も

て
る
の
か
よ

 
理
 

ま

た
く
彼
奴
ら
は

し

う
が
な
い
救
い
に

 
と

理
久
兎
が
い

た
そ
の
時
だ

た

突
然
自
分
達
の
目
の
前
に
大
き
な
気
が
生
え
て
く

る

そ
の

の

に
は
見
て
い
て
嫌
悪
感
を
覚
え
る
禍
々
し
い

が
つ
い
て
お
り

た
ら
ア
ウ

ト
な
毒

を

か
ら

み
渡
ら
せ
て
い
た

 
理
 

な

彼
奴
は
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黒
 

こ
い
つ
は

の
王

危
険
度

ラ
ン
ク
だ

 
先
程
の
キ
マ
イ
ラ
よ
り
も
上
の
ラ
ン
ク
が
出
て
き
た

し
か
も
そ
の

の
王
は

方
を
見
る

と
ニ

リ
と
不
気
味
な

で

う

そ
れ
は
ま
る
で

を
見
つ
け
た
と
き
の

の
よ
う
に

 
理
 

ど
う
や
ら
や
る
気
み
た
い
だ
な
だ
が
あ

ち
も

 
何
時
ま
で
持
つ
か

仕
方
な
い
亜
狛

 
亜
狛

な
ん
で
す
か

 
理
 

黒
を
あ
の
船
の
上
空
に
送
れ

 
黒
 

な

ま
さ
か
こ
い
つ
を
主
達
だ
け
で

す
と

う

 
の
か
そ
い
つ
は
危
険

い
や
主
達
の
方
が
危
険
だ

 

た
な

 
よ
く
お
分
か
り
で

ま
ず
こ
ん
な

活
の
大

に
負
け
る
気
が
し
な
い

 
理
 

ふ
ん

さ

さ
と
行

て
き
て
く
れ
彼
奴
ら
を

 
頼
む
な
こ

ち
も
終
わ
り
次
第
加

す
る
か
ら
よ

 
黒
 

分
か

た

 
亜
狛

そ
れ
じ

行
き
ま
す
よ
黒
さ
ん
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そ
う

う
と
亜
狛
は
黒
の

元
に

け
目
を
作
り
出
す

そ
の

け
目
に
黒
は

ち
て
い

た

そ
し
て

た
理
久
兎

亜
狛

耶
狛
は

 
耶
狛

大

の
伐

し
ち

お
う

 
亜
狛

そ
し
た
ら
マ
ス

美
寿
々
さ
ん
達
に
渡
し
て
何
か

 
作

て

い
ま
し

う
か

 
理
 

そ
り

良
い
王

て
名
の
つ
く
ぐ
ら
い
だ
か
ら
良
い

 
材

が
手
に
入
る
よ
な

 

ウ
ゴ

ム

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は

の
王
と
戦
う
の
だ

た

そ
し
て

け
目
に
入

て
い

た
黒
は

達
の

る
船
の
遥
か
上
空
か
ら

け
目
を
通
じ
て
出
て
き
た

 
黒
 

こ
れ
ま
た

い
数
だ

 
こ
れ
だ
け
の
キ
マ
イ
ラ
を

手
す
る
の
は
何

年
ぶ
り
か
と

え
る

す
る
と
船
が
キ
マ
イ
ラ

達
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な

て
い
た

 
黒
 

飛
ぶ
影

 
そ
の

葉
で
船
に

船
し
て
い
る
者
達
の
影
を

り

に
し
て
キ
マ
イ
ラ
を

し
殺
し

し
殺
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さ
れ
た
キ
マ
イ
ラ
達
は
地
面
へ
と

ち
て
い

た

 
黒
 

よ
し

あ
れ
だ
け
の
キ
マ
イ
ラ
は
こ
の
姿
で
は

 
少
し
キ
ツ
い
か

 
こ
の
姿
で
は

界
が
あ
る
そ
う
感
じ
た
黒
は

 
黒
 

影
の

⻯

 
黒
は
自
身
の
能
力
を
使
い
影
を
⻯
の

に
す
る

す
る
と
黒
の
体
は

々
に
変
化
し
て
い

数

も

た
ぬ
内
に
黒
の
姿
は
か
つ
て
の
影
の
暴
虐
の
姿
へ
と
変
化
し
た

そ
し
て

 
黒
 

グ

 

気

け
に
大
き
な

で
回
り
を

か
せ
る
の
だ

た

 

 

さ
て
さ
て
読
者
様

今
回
も
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

キ
マ
イ
ラ
か

あ
れ
に
は
手
を

い
た
な

 

 

ま
た
お
ん
し
の
実
験
生
物
か

 
怠
惰

ん

う
ん

当
時
は
魔
族
の

う
こ
と
を
聞
く
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よ
う
に
設
計
し
て
た
ん
だ
け
ど
も
う
何
年
と

 
過
し
た
せ
い
か

生
化
し
て
る

 

 

そ
れ
は
最

意
味
が
な
い
じ

ろ

 
怠
惰

当
時
は
防
衛
戦
や
侵

戦
で
も
使
わ
れ
た

能

 
生
物
だ

た
ん
だ
け
ど

 

 

あ
れ
が
使
わ
れ
た
と
な
る
と
天
使
や
ら
も

 
頑

て
お

た
ん
じ

な

 
怠
惰

ま

中
級
レ

ル
と
ど

こ
い
だ

た
か
ら

 
そ
ん
な

て
感
じ
だ
け
ど

 

 

い
や

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

 
怠
惰

お

と
で
は
読
者
様

今
回
も
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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 第３０１話 魔獣決戦

 
第
３
０
１
話
 
魔
獣
決
戦

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ハ
ン
が

き
や
り
た
い
の
で
す
が
雑
務
が

て
い
て
中
々
出
来

な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

く
や
り
た
い

で
は
ま

本
編
へ
ど
う

 
魔
界
の

の
中

そ
こ
に
は
巨
大
な

の
魔
物

の
王
と
理
久
兎
亜
狛
耶
狛
は
対
立

し
て
い
た

 
理
 

け
ろ

 
そ
の

葉
と
共
に
亜
狛
と
耶
狛
は

の
王
が

た

体
を

け
る

そ
し
て
自
分
達
が
い

た
地
点
は

  
と

を
上
げ
て
い
た

よ
く
見
て
み
る
と

で
す
ら
ど
ろ
ど
ろ
の

グ
ル
ト
に
な

て
い

た 
理
 

流

に
あ
れ
を
真

向
か
ら
受
け
れ
る
自
信

俺
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に
は
な
い

 
亜
狛

自
分
と
耶
狛
な
ら
何
と
か
行
け
ま
す

 
耶
狛

だ
け
ど

み
で
の
た
う
ち
回
り
そ
う
だ
な

 

ウ

ロ

ト

 

の
王
は
自
身
の
頭
つ
ま
り
葉
の
部
分
を

ら
し
何

か
の

の
実
を
出
す

だ
が
そ
の

の
実
は
地
面
に
は

ち
ず
そ
の
場
に

ま
る
と

 

実

ハ

 
何
と
そ
の

の
実
に
は

つ
目
の

が
つ
い
て
お
り
し
か
も
そ
れ
ら

つ

つ
が
不
気
味
に

て
い
た

 
耶
狛

く
嫌
な
予
感
が
し
ま
す

 
亜
狛

安
心
し
ろ
俺
も
だ
か
ら

 

人
が
そ
う

う
と
同
時
に

の
つ
い
た

の
実
は

方
へ
と
向
か

て
き
た

亜
狛
と
耶

狛
は

け
よ
う
と
す
る
と

 
理
 

め
る
な

 
断
罪
神
書
か
ら
黒

影

を
取
り
出
す
と

を

え
る

度
で
向
か

て
く
る

の
実
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を
一
刀

断
し
て
斬

て
い
く

そ
し
て
真

二
つ
に
さ
れ
た

の
実
は

 

実

ぎ

 
バ

ン

バ

ン

バ

ン

バ

ン

 

鳴
を
あ
げ

発
し
て

り
に
毒

を

き
散
ら
す

だ
が
そ
ん
な
毒

を

れ
て
い
る

の

黒

は

こ
ぼ
れ

つ
し
て
い
な
か

た

 
亜
狛

あ
れ

て
絶
対
に

弾
魔
か
何
か
で
す
よ

 
耶
狛

あ
ん
な
の
に
当
た

た
ら

発
四
散
か
ら
の
泥
々

 

グ
ル
ト
コ

ス
だ
よ

 
理
 

ラ
ン
ク

て
の
も

け
る
わ
な

ち

 

く
こ

ち
も
行
か
な
き

行
け
な
い
の
に
よ

 
そ
う

て
い
る
と

 

ン
グ

 
と

何
か

ん
だ

す
る
と
今
度
は

元
か
ら
何
か
違
和
感
を
感
じ
た

 
理
 

元
か
ら
来
る

 
亜
狛

な
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耶
狛

う
わ

 

人
は
す
ぐ
に

け
る

す
る
と

元
か
ら
紫

の

体
を

出
す
る
無
数
の

が
出
て
き

た

け
て
い
な
け
れ
ば

し
だ

 
亜
狛

火

の
術

 
亜
狛
は
地
面
に
手
を
つ
け

ぶ
と
地
面
か
ら
生
え
る

の
王
の

は
発
火
し
て

え
た

 

グ
グ
グ
グ
ク

 

し
そ
う
に

を
何
度
か

り
回
す
と
地
面
に

て
い

た

や
は
り
植
物
だ
け
あ

て
火

に
は
弱
い
よ
う
だ

こ
う
い
う
時
に
空
紅
が

し
く
な
る

 
理
 

ナ
イ
ス

 
亜
狛

は
い

 
だ
が
こ
の
ま
ま
で
は
良
知
が
開
か
な
い

く
黒
の
元
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か

ら 
理
 

お
前
ら
彼
奴
に
向
か

て
突

す
る

 
亜
狛

判
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん
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中

に
理
久
兎

に
亜
狛

に
耶
狛
で

人

ん
で

の
王
へ
と
走
り
だ
す

 

ウ

ロ

ト

 
ま
た
自
身
の
頭
の

を

ら
し
無
数
の
毒

弾

の
実
を
出
す
と
毒

弾

の
実
は

方
へ
と

向
か

て
く
る

 
理
 

耶
狛

 
耶
狛

オ

 
耶
狛
が
自
分
や
亜
狛
を

え
て
前
へ
と
出
る
と

を

る

て

 
耶
狛

小

 
そ
の

葉
と
共
に
飛
ん
で
く
る
無
数
の
毒

弾

の
実
は
約
１
０

の
大
き
さ
か
ら
１

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
へ
と
変
わ
る

そ
の
お
陰
で
密
集
し
て
い
て

間
が
無
か

た
の
が
一
気
に

間
が
空
い
た
た
め
理
久
兎
達
は

く
無

の
な
い
動
き
で

け
て
い
き

の
実
の
大

か
ら

け
る

そ
し
て
数

つ
と

 

実

き

 

ン

ン

ン

 
先
程
よ
り
も
規
模
の
小
さ
い

発
が
起
こ
り
毒
の

も
少
な
く
な

て
い
た

そ
の
た
め
無
数
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の

の
実
か
ら

け
出
し
た
理
久
兎
達
に
は
そ
の

発
か
ら
の
毒

は
降

て
こ
な
か

た

 
理
 

ナ
イ
ス
耶
狛

 
耶
狛

う
ん

 
自
分
達
と
同
じ

置
に
耶
狛
は

り
共
に

の
王
へ
と
走
る

 

ン
グ

 
今
い
る

置
か
ら
数
メ

ト
ル

れ
た

置
か
ら
無
数
の

が
ま
た
出
て
く
る

し
か
も
一

に

ん
で
ま
る
で

の
よ
う
だ

 
理
 

亜
狛

俺
が
あ
れ
を
切
り
開
く
そ
し
た
ら
最
大
の

 

の
技
で

や
せ

耶
狛
は
亜
狛
の
サ
ポ

ト

 
亜
狛

知
し
ま
し
た

 
耶
狛

も
ち
ろ
ん

 

人
よ
り
も

く

動
し
一

で

を

め
る
と
黒

を

え

 
理
 

切
り

て
ご
め
ん

 

キ
ン

 

と
な

た

は
ド
ゴ
ン
と
い
う

と
共
に

ち
て
い
く

や
は
り
黒

の
切
れ
味
に
は
勝
て
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な
か

た
よ
う
だ

し
か
も
ま
さ
か
自
分
の
自

と
も

え
る

を
斬
ら
れ
る
と
思

て
み
な

か

た
の
か

 

グ
ゴ

 

み
で

鳴
を
あ
げ
た
の
だ
ろ
う

そ
し
て
道
が
切
り
開
け
た
事
に
よ

て
亜
狛
の

術
が
は

発
動
す
る

 
亜
狛

伊

流

法
 
凶
星
の

狼

 
亜
狛
の
目
の
前
で

が

く

そ
の

は
巨
大
な

の
狼
を
作
り
出
す
と
そ
の

狼
は
一
直

に

の
王
へ
と
突

込
み

 
ボ
ン

ボ

  

の
王
を
火
だ
る
ま
に
し
た

し
そ
う
に

を

ら
す

そ
し
て

ら
さ
れ
た
影

で

の
王
の
頭
に
生
え
る

の
実
が

に

わ
り
つ
か
れ
て

ち
て
き

 

実

ぎ

 
バ
ン

 

 

発
と
毒

が

の
王
へ
と
多

ト
し
た
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ぐ
ご
ご

ご
ご

 
だ
が

惨
な
の
は
そ
の

発
と
毒

は
亜
狛
へ
と

て
く
る

 

 
亜
狛

く

 

け
目
に
入
れ
る
時
間
も
も
う
な
い
た
め

を

に

え
よ
う
か
と
す
る
と
耶
狛
が
亜
狛
の

中
に
体
を
つ
け
る
と

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
 
空

 
何
と
耶
狛
が
空

を
亜
狛
の
目
の
前
で

た

そ
の
お
陰
で

発
や
毒

に

れ
ず
に
す
ん

だ 
亜
狛

耶
狛
あ
り
が
と
う
な

 
耶
狛

ご

美
期
待
し
て
る
よ
お
兄
ち

ん

 
そ
う

い
な
が
ら

発
か
ら

け
出
し
た

 
理
 

お
前
ら
無
事
か

 
不
死
身
と
は
い
え

人
が
心

で
聞
い
て
み
る
と

 
亜
狛

問

あ
り
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

う
ん
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人
共

無
事
み
た
い
だ

そ
れ
は
よ
か

た

 
理
 

な
ら
よ
し

 

の
王
が
い
た
方
向
を
見
る
と

の
王
は
そ
の
場
に
は
居
な
か

た
が
代
わ
り
に
真

黒

の

が

て
い
た

ど
う
や
ら

え
て

に
な

た
よ
う
だ

 
理
 

あ
ち

こ
れ
は
家

の

材
に
も
も
う
な
ら
な
い

 
な

仕
方
な
い
か

 
亜
狛

あ

す
み
ま
せ
ん

 
理
 

良
い
よ
仕
方
な
い
さ

そ
れ
よ
り
も

く
黒
に
加

 
す
る

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
黒
の
加

に
向
か
う
の
だ

た

 

 

怠
惰
よ
あ
の
生
物
は
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怠
惰

あ

あ
れ

あ
れ
は

か
最
初
は
食
料
問

 
を
解
決
す
る
た
め
に
作

た
の
は
良
い
け
れ
ど

 
失
敗
し
て

発
物
と
な

た

し
き
魔
獣

て

 
感
じ
だ

た
か
な

 

 

々
な
意
味
で

し
き
魔
獣
じ

な

 
怠
惰

え

そ
れ
は
も
う

ど
う
や

た
ら
あ
ん
な

 
魔
獣
が
生
ま
れ
た
の
や
ら

 

 

し
か
し
地
味
に
強
い
ん
じ

な

 
怠
惰

ま

そ
れ

と
し
て
見
ら
れ
る
か
ら
カ
モ

 
フ
ラ
に
も
な
る
し

発
物
を
投
げ
る
固
定

台

 
と
し
て
活

で
き
る
か
ら
防
衛
戦
で
は
強
い
よ

 
う
な
気
が
し
た

 

 

ま
と
も
な
魔
獣
が
お
ら
ん
な

 
怠
惰

ま

俺
ら
悪
魔
は
皆
が
と
ち
狂

て
る
か
ら

 
お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
じ

今
回
は
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こ
こ
ま
で

 

 

次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
０
２
話
 
黒
の
激
戦
 
無
数
の
キ
マ
イ
ラ

 
こ
ん
ば
ん
わ
読
者
様
予
定
が

ま
り
す
ぎ
て
モ
ン
ハ
ン
が
出
来
な
い
状
態
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

予
定
が

ま
り
す
ぎ
て
る
よ

ゲ

ム
が
出
来

そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ

ど
う

 
船
へ
と
近
づ
こ
う
と
し
て
い
た
キ
マ
イ
ラ
を

き
始
末
し
終
え
一
輪
達
の

る
船
に

る

自
分
の
影
を

り
か
つ
て
の
姿
へ
と

り
自
身
の

で
空
を
飛
び
な
が
ら

を
上
げ
船
の

組

員
と
キ
マ
イ
ラ
の

れ
を

め
る

 
黒
 

よ
く
も
ま

こ
ん
な
数
を

 
大

と
な

た
キ
マ
イ
ラ
を

め

く

す
る
と

 

終
わ

た

キ
マ
イ
ラ
に
続
い
て
ド
ラ
ゴ
ン
な
ん
て

 
本
当
に
つ
い
て
な
い

 
と

が
聞
こ
え
る

よ
く
見
て
み
る
と

魔
理

が

い
た
よ
う
だ
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黒
 

つ
い
て
な
い
と
は
何
事
だ

 
と

黒
は

く

だ
が
何

か
聞
こ
え
て
い
な
い
の
か

 

そ
ん
な
に
危
険
な
ん
で
す
か

 

バ
カ

ド
ラ
ゴ
ン

て
の
は
皆
凶
暴
で
争
い
を

 

む
奴
ら
だ

そ
れ
で
い
て
魔
界
の
ド
ラ
ゴ
ン
何
か

 
は
キ
マ
イ
ラ
の
上
を
行
く

危
険
生
物
だ

 
更
に
話
続
け
る

や
は
り
小

だ
と
通
じ
な
い
よ
う
だ

だ
と
か
と
同
じ
よ
う
に

か
ら

を
出
さ
な
け
れ
ば
聞
こ
え
な
さ
そ
う
だ

だ
が
そ
れ
よ
り
も
あ
ん
な

能
で
ブ
レ
ス
を

く
こ

と
し
か
脳
の
な
い
雑

ド
ラ
ゴ
ン
と
一

に
さ
れ
る
の
が
一
番
ム
カ
つ
く

 
黒
 

あ
ん
な
雑

と
一

に
さ
れ
る
と
は
な

ま

 
こ
の
身
な
り
で
は
仕
方
な
い
か

 

の

を

く
り
と

ば
た
か
せ
て
船
の
後
ろ

魔
理

や
ら
が
い
る
場
所
に
降
下
し

て
見
て
み
る
と
魔
理

の

に
蓮
や
霊
夢

だ

た
り
こ
し
い
の
友
人
の
一
輪
や
水

に
雲

山
も
い
た

に
も
新

者
の

も
あ

た

あ

た
が

人
と
て
も
見
た
だ
け
で
気
に
な
る

よ
う
な
女
性
が
い
た

そ
れ
は

の

が
紫
か
ら

へ
と
グ
ラ
デ

シ

ン
が
か
か

た

の
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を
し
た
女
性
だ

 
黒
 
あ
の
女

何
処
か
で

 
何
処
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る

そ
れ
も
絶
対
に
何
処
か
で
会

て
い
る
と
思

て
い
る
と

 
霊
夢

ド
ラ
ゴ
ン
だ
か
何
だ
か
知
ら
な
い
け
ど

体

 
だ
け
な
ら

 

生
き
て
帰

て
や
る

 

跡
を
な
め
な
い
で
く
だ
さ
い

 
蓮
 

来
る
な
ら
こ
い

 
と

人
は

気
盛
ん
に
自
分
に
戦
い
を
挑
も
う
と
し
て
い
た

初
々
し
い
こ
と
こ
の
上
な

い

だ
が

手
を
し

か
り
と
見
て
か
ら
戦
い
を
挑
む
べ
き
だ
と
も
思

た
し
そ
れ
に
ま
だ

・一
・戦

・を
・交
・え
・る
・に
・は
・舞
・台
・が
・整
・

・て
・い
・な
・い

や
る
な
ら
舞
台
を
整
え
て
か
ら
だ

 
黒
 
初
々
し
い
奴
等
だ

 
そ
う
思
う

だ
が
後
ろ
の
キ
マ
イ
ラ
が

み
を
し
て

え
始
め
て
い
た

恐
ら
く

的
は
こ

の
船
か
ら
自
分
へ
と
変
わ

た
よ
う
だ

そ
の
た
め

く
一
輪
達
に
伝
え
た
い
こ
と
を
話
す

 
黒
 

約
束
は
果
た
せ
れ
る

殿
ら
の
約
束
は

か
に



 第３０２話 黒の激戦 無数のキマイラ

 
守

た

 
か
つ
て

の

地
獄
で
の
約
束
を
果
た
し
に
来
た
事
を
伝
え
黒
は
キ
マ
イ
ラ
達
に
向
か

て

 
黒
 

 
と
大
き
く

を

げ
た

後
ろ
の
者
達
は
突
然
の

で
耳
を

さ
え
て
い
た

だ
が
そ

れ
に
反

し
た
キ
マ
イ
ラ
達
は
ラ
イ
オ
ン
の
頭
の

に
毒
を

ら
せ
る

 
黒
 

我
は
魔
界
の

を
唱
え
る
者
な
り
知

な
き

 
た
る

級
魔
獣
共

我
に

向
く
こ
と
そ
れ
は
死

 
を
意
味
す
る
と
思
え

 
キ
マ

 
大
き
く

か
ら

を
出
す
と
キ
マ
イ
ラ
達
は
つ
い
に
自
分
に
向
か

て
襲
い
か
か

て
く
る

最
後
に
チ
ラ
リ
と
だ
が
後
ろ
見
て

 
黒
 

次
こ
そ
は
舞
台
の
上
で
一
戦
を
交
え
よ
う

 
先
へ
と
去

て
い
た
彼
女
達
に
は
聞
こ
え
て
は
い
な
い
が

き
黒
は
向
か

て
く
る
キ
マ
イ
ラ

達
と
殺
し
合
い
を
始
め
た

キ
マ
イ
ラ
達
は

子
の

か
ら

を

き

と
な

て
い
る

か

ら
は
毒
を

き

中
に
つ
く
山

の
頭
か
ら
は
雷
を

い
て
く
る
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黒
 

影

 

に

る
自
身
の
影
か
ら
巨
大
な

を
作
り
出
し
ブ
レ
ス
を
防
ぐ

だ
が
後
ろ
か
ら
キ
マ
イ
ラ

達
が

子

の
口
を
大
き
く
開
け
て
回
り
込
ん
で
く
る

 
キ
マ

 
キ
マ

ブ

 
し
か
も
キ
マ
イ
ラ
達
は
自
身
の

や

に

み
つ
い
て
く
る

 
黒
 

邪
魔
だ

 

を
強
く

る
い
キ
マ
イ
ラ
達
を

り

い

は
よ
り
強
く

ば
た
か
せ

み
つ
い
て
い
る

キ
マ
イ
ラ
を

り

う

だ
が

 
黒
 

こ
い
つ
ら

 
何
と

み
つ
か
れ
た

所
か
ら

々
に
だ
が

と
な

て
い

て
い
た

キ
マ
イ
ラ
の

撃
に

は

化
の
毒
が
込
め
ら
れ
て
い
る
た
め

て
お
く
と

に
な

て
し
ま
う
危
険
な
毒
だ
が

 
黒
 

い
ち
い
ち
面

な
や
つ
ら
だ
な

 
そ
う

う
と
黒
は

化
し
て
い
る
体
の
一
部
を
切
り

き
地
面
に

と
し
て
い
く

そ
う
し
て

進
行
す
る

化
を
防
ぐ

そ
し
て
自
身
の
影
は
元
の

の
ま
ま
分

さ
れ
て
い
な
い
た
め
す
ぐ
に
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再
生
す
る

だ
が
こ
の

撃
を
仕
掛
け
て
か
た
キ
マ
イ
ラ
達
は
知
る
こ
と
と
な
る

一
魔
界
で

喧
嘩
を
売

て
は
い
け
な
い

手
に
喧
嘩
を
売

て
し
ま

た
こ
と
を

 
黒
 

消
え
ろ

 
キ
マ
イ
ラ
達
が
い
る

置
か
ら
下
の
方
向
に
向
か

て
自
身
の
手
を

り
下
ろ
し
空
を
切
る

す
る
と

 
ザ
シ

 
と

が

い
た
か
と
思
う
と
何

も
の
キ
マ
イ
ラ
達
の

つ
の
頭
と

体
が

れ
ば
な
れ

に
な
り

が

の
よ
う
に
な

て
降
り
注
ぐ

て
し
ま
え
ば
キ
マ
イ
ラ
達
の
影
を
切

た

そ
の
た
め
影
も

つ
の
頭
と

体
は

れ
ば
な
れ
に
な

て
い
た

 
キ
マ

グ
ル
ル
ル
ル

 
キ
マ
イ
ラ
は
殺
ら
れ
た
仲
間
を
見
て
少
な
か
ら
ず
だ
が
恐
怖
す
る
が
そ
れ
で
も
果

に
挑
ん
で

く
る

 
黒
 

と
な
れ

 
自
身
の
口
を
少
し
開
け

大
な
エ
ネ
ル

を
作
り
出
す

 
黒
 

グ
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そ
し
て
大
き
く
口
を
開
け

黒
の

を
し
た
エ
ネ
ル

波
を
撃
ち

た

そ
の
大
き
さ
は

魔
理

が

つ
マ
ス

ス

ク
を

え
る
大
き
さ
を
持
ち

力
に

て
は
そ
の
１
０
０

は
い
く

そ
ん
な
ブ
レ
ス
を
受
け
よ
う
も
の
な
ら

 
キ
マ

 
ま
と
も
に
受
け
た
キ
マ
イ
ラ
達
は
無
惨
に
も

と
な

た

そ
し
て
先
程
ま
で
無
数
の

だ

た
キ
マ
イ
ラ
の

れ
は

く
こ
と
に

分
の

の
数
し
か

て
い
な
か

た

 
黒
 

我
は
告
ぐ

こ
の
場
か
ら
消
え
ろ

も
し
消
え

 
る
の
で
あ
れ
ば
追
撃
は
し
な
い
だ
が
挑
む
と
い
う

 
の
な
ら
ば

様
ら
の

久

職
先
は

と
知
れ

 
そ
の

葉
が
通
じ
た
の
か

り
の

分
の

の
キ
マ
イ
ラ
の
内

約
半
数
が
回
れ

を
し
て

飛
ん
で
い

た

だ
が

り
の
半
数
は
ど
う
や
ら
死
に
た
い
よ
う
だ

 
黒
 

良
い
だ
ろ
う
魔
界
の

王
と
し
て

様
ら
に

を

 
く
れ
て
や
ろ
う

 
と

黒
が

ん
だ
そ
の
時
だ

た

 
理
 

黒
そ
こ
ま
で
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ザ
シ

 
何
か
斬
れ
る

が
し
た
か
と
思
う
と
一

の
キ
マ
イ
ラ
が
地
に

ち
て
い
く

そ
し
て
黒
は
見

た

ち
て
い

た
キ
マ
イ
ラ
の
後
ろ
に
い
た
者
を

 
黒
 

主
よ

 
理
 

悪
い

れ
ち
ま

た

 
そ
こ
に
い
た
の
は
自
分
の
主
で
あ
る
理
久
兎
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

し
か
し

い
た
い
予
定
が

ま
り
す
ぎ
て
モ
ン

 
ハ
ン
を
や
る
時
間
が
な
い
と

 

 

臨
時
バ
イ
ト
に
テ
ス
ト
に
多

じ

の
う

 
怠
惰

お
陰
で
ま
だ
ボ
ル
ボ
ロ
ス
ま
で
し
か
行

て

 
な
い
よ
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頑

れ
と
し
か

え
ん

 
怠
惰

ま

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
じ

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

次
回
も
よ
ろ
し
く
の
読
者
様

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
０
３
話
 
新
た
な
陰
謀

 

の
王
を

し
淡
い
光
が

ら
す
魔
界
の
空
を
見
る

す
る
と

 
理
 

う

 
空
を
見
た

間

強

な

黒
の
光
で
目
を

る

 
亜
狛

ま
ぶ
し

 
耶
狛

何
で
こ
う
魔
が
つ
く
も
の

て
こ
う

し
い
の

 

わ
れ
て
み
る
と
こ
れ
ま
で
魔
が
つ
く
も
の
と

う
と
皆

し
い
も
の
ば
か
り
だ

断
罪
神
書

で
・魔

法
を
学
ぼ
う
と
し
た
時
も
怠
惰
の
雷

・魔
法
の
時
も
ル
シ
フ

の
光

・魔
法
の
時
も
全
て
が

そ
う
だ

何

こ
う
も

し
い
の
や
ら

そ
し
て
光
が
消
え
る

 
理
 

黒
の
奴
は
何
し
た
ん
だ
よ

お
前
ら
行
く

 
亜
狛

あ

は
い

 
耶
狛

う
ん
行
こ
う
行
こ
う

 

人
は
空
へ
と
飛
ん
で
様
子
を
見
て
み
る
と

 
理
 

キ
マ
イ
ラ
か
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何
と
数

の
キ
マ
イ
ラ
が

方
へ
と
飛
ん
で
き
た

断
罪
神
書
か
ら
黒

を

刀
し
よ
う
か
と

手
に
か
け
よ
う
と
す
る
と

 
亜
狛

待

て
く
だ
さ
い
あ
の
キ
マ
イ
ラ
達
に
は
も
う
戦
意

 
は
な
い
で
す
よ
マ
ス

 
耶
狛

う
ん
目
が

ん
で
て
何
か
怖
い
も
の
を
見
た
よ
う
な

 
目
を
し
て
る
も
ん

 
そ
う

わ
れ
黒

を

刀
せ
ず

え
る
と
キ
マ
イ
ラ
達
は
自
分
達
の
事
は
知
ら
ん
と

わ
ん
ば

か
り
に
通
り
す
ぎ
て
い
き
後
ろ
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
理
 

一
体
何
に
ビ
ビ

た
ん
だ
よ

 
前
を
よ
く

ら
し
て
み
る
と
そ
こ
に
は

の
巨
大
な
黒
⻯
が

風

々
と

わ
ん
ば
か
り

に
飛
ん
で
い
た

そ
し
て
そ
の
黒
⻯
の
前
に
は
先
程
ま
で
無
数
に
い
た

の
キ
マ
イ
ラ
達
が
い
た

が
そ
の
数
は

か

分
の

に
満
た
な
い
程
の
数
と
な

て
い
た

 
理
 

黒
の
奴

手
加
減
な
い
な

 
亜
狛

あ
れ
だ
け
の
数
を

 
耶
狛

黒

あ
い
か
わ
ず
強
い
よ
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理
 

お
前
ら
ま
だ
戦
い
は
終
わ

て
な
い
か
ら
な

 
ま
だ

て
い
る
キ
マ
イ
ラ
は
い
る

そ
れ
に
そ
の
キ
マ
イ
ラ
達
は
先
程
の
キ
マ
イ
ラ
と
は
違

い
戦
う
気
で
い
る
キ
マ
イ
ラ
だ

 
理
 

亜
狛
は

方
向
を
耶
狛
は

方
向
に
い
る
キ
マ
イ
ラ

 
を

せ
俺
は
真
ん
中
を

す

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

オ

 
そ
う
し
て
亜
狛
は

へ
耶
狛
は

へ
と
向
か
う

そ
し
て
理
久
兎
は
真
ん
中
を
真

直
ぐ
向
か

い
そ
し
て

 
ザ
シ

 

後
か
ら
キ
マ
イ
ラ
を
黒

で
斬
る

斬
ら
れ
た
キ
マ
イ
ラ
は
地
へ
と

ち
て
い

た

そ
し

て
目
の
前
に
い
る
黒
⻯
も
と
い
黒
に

 
理
 

黒
そ
こ
ま
で

 
と

う
と
黒
は
少
し

い
て
い
る
の
か
目
を
少
し

き
さ
せ
て

 
黒
 

主
よ
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理
 

悪
い

れ
ち
ま

た

 
謝
罪
の
意
味
を
込
め
て
謝
る

す
る
と

 
キ
マ

ぐ
る
ル
ル
ル
ル

 

り
の
キ
マ
イ
ラ
達
は
う
な
り

を
あ
げ
な
が
ら
自
分
を

ん
で
く
る

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
キ
マ
イ
ラ
達
よ
先
に
行

て
お
く

 
ゲ

ム
オ

バ

だ

 
そ
の

葉
を

た
そ
の

間

 
グ

ザ
シ

 
と

が
聞
こ
え
だ
す

そ
の

が
聞
こ
え
る
と
共
に
キ
マ
イ
ラ
が

ま
た

と

ち

て
い
く

そ
れ
は
次
第
に
増
え
て
い
く

そ
し
て
最
後
の

に
な
る
と

 
亜
狛

さ
ら
ば

 
ザ
シ

 
耶
狛

バ
イ
バ
イ

 
グ

 
と
亜
狛
は

に
指
す

者
刀
で
キ
マ
イ
ラ
の

子
の

を
切
り

と
す

を
使

て
キ
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マ
イ
ラ
の

子
の

に
突
き
立
て
て
キ
マ
イ
ラ
を

す

論

体
の
キ
マ
イ
ラ
は
地
へ
と
ま

さ
ま
に

ち
て
い

た

 
黒
 

お
前
ら

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
黒
さ
ん

 
耶
狛

ご
め
ん

黒

し
か

た

 
黒
 

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ

 
そ
う
い
う
と
黒
は
⻯
の
姿
か
ら
何
時
も
の
執
事
服
で
つ
り
目
に

を
か
け
た
人
の

へ
と

る 
理
 

無
事
な
ら
何
よ
り

 
黒
 

ふ
ん

あ
り
が
と
う
な

 
亜
狛

所
で
黒
さ
ん
皆
さ
ん
は
無
事
な
ん
で
す
か

 
船
に

船
し
て
い
た
メ
ン
バ

に
つ
い
て
亜
狛
が
聞
く
と

 
黒
 

あ

全
員
無
事
だ

 
耶
狛

黒

何
か
思
う
こ
と
あ
る
の

 
黒
 

ん

あ

ま

な

実
は

組
員
に

く
特

的
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な
女
が
い
て
な
何
で
か
見
て
い
る
と
懐
か
し
い
と
い

 
う
か
何
と
い
う
か

す
ま
ん

葉
に
出
来
る
よ
う

 
で
出
来

や

 
頭
を

き
な
が
ら
黒
は

る

 
理
 

う

ん
そ
ん
な

し
く

え
る
事
は
な
い
さ
そ
れ
に

 
何
時
か
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
か
ら
そ
の
時
に

 
そ
の
女
性
の
名
前
を
聞
い
て

え
て
み
て
も
良
い
ん

 
じ

な
い
か

気
に
な
る
な
ら
だ
け
ど

 
黒
 

そ
う

だ
な

 
理
 

そ
う
そ
れ
で
良
い
あ
せ
る
必
要
は
な
い
ん
だ

 
と

理
久
兎
は

て
い
る

で
は

 
耶
狛

こ
れ
絶
対
に
黒

 
亜
狛

耶
狛
い
く
ら
そ
れ
が
分
か

て
も
俺
ら
が

う
も
の

 
じ

な
い
よ
そ
う

う
の
は
黒
さ
ん
自
身
が
気
が
つ

 
か
な
い
と
い
け
な
い
も
の
な
ん
だ
か
ら
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人
は

く
が
理
久
兎
と
話
し
て
い
る
黒
に
は
聞
こ
え
る
こ
と
は
な
か

た

そ
し
て
理
久

兎
は

中
を

ば
し
な
が
ら

 
理
 

う

ん

は

さ
て
と
黒

お
前
の
記
憶
の
手

 
が
か
り
探
そ
う
か

つ
い
で
に
法
界
ま
で
近
い
ん
だ

 
し

 
黒
 

そ
う
だ
な

 
亜
狛

そ
れ
じ

く
行
き
ま
し

う
か

 
耶
狛

だ

 
そ
う
し
て

人
は
法
界
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
神
様
神
使

動
中

 

人
は
法
界
と
呼
ば
れ
る
場
所
へ
と
来
る

そ
の
場
所
の
特

と
し
て
は

り
一
面
に
ル
ビ

ン

の
よ
う
な

様
が
大
地
や

々
に
あ
る
事

そ
れ
は

種
の

術
作
品
の
よ
う
な
世
界
だ

 
理
 

こ
こ
が
法
界
か

 
黒
 

あ

そ
う
だ

 
耶
狛

私
達
の
世
界
だ
と
あ
ま
り
見
れ
な
い
光

だ
よ
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お
兄
ち

ん

 
亜
狛

そ
う
だ
な

と
て
も
幻
想
的
な
世
界
だ

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と

 
黒
 

あ
れ
は

 
黒
は
何
か
に
気
が
つ
い
た
の
か
下
へ
と
降
り
て
い

た

自
分
も
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た

近

く
に
何
か
大
き
な
ド

ム
が
あ

た
の
だ

 
理
 

あ

黒

 
亜
狛

え

待

て
く
だ
さ
い
よ

 
耶
狛

待

て

 

人
も
黒
に
続
い
て
降
り
て
い
く

そ
し
て

人
は
大
地
に
降
り
る
と
近
く
に
ド

ム
の
入

り
口
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

 
理
 

あ
れ

て

 
黒
 

 
黒
は

て
そ
の

へ
と
入

て
い
く

 
耶
狛

も
う
黒

て
ば
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亜
狛

行

て
み
ま
し

う
マ
ス

 
理
 

あ

 
自
分
達

人
は
ド

ム
へ
と
入
る
と
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

そ
れ
は
真

白
な
世
界
な
の

だ 
理
 

真

白
な
世
界
だ
な

 
と

く
と
黒
は

を
つ
い
て

 
黒
 

こ
こ
は
あ
の
世
界
だ

 
理
 

何
だ
よ
あ
の
世
界

て

 
黒
 

夢
で
会

た
名
も

も
分
か
ら
ぬ
女
性
そ
の
女

 
性
が
い
た
世
界
は
こ
ん
な
世
界
だ

た
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
夢
の
世
界
と
同
じ
世
界
の
よ
う
だ

だ
が
封
印
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
推

す
る
に
封
印
は
解
け
て
今
は
も
ぬ
け
の

と
い

た
感
じ
だ
ろ
う

 
亜
狛

黒
さ
ん
そ
ん
な
気
を

と
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ

 
耶
狛

そ
う
だ
よ
黒

 

人
は
黒
の

を
ポ
ン
と

き

ま
す

黒
は
立
ち
上
が
る
と



 第二十章 魔界への冒険

 
黒
 

そ
う

だ
な

多
分
封
印
が
解
け
て
皆
と
仲
良
く

 
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

 
と
黒
は

く
が
理
久
兎
は
ふ
と
気
に
な
る
事
が
あ

た

そ
れ
は
先
程
船
で
気
な
る
女
性
が

い
た
と

た
こ
と

そ
れ
が
こ
こ
に
封
印
さ
れ
て
い
た
女
性
な
の
だ
と

そ
れ
な
ら
蓮
達
が
い

た
た
め
幻
想
郷
に
住
む
こ
と
と
な
る
の
は
明
白
だ

 
理
 

な

黒
そ
れ
か
ら
亜
狛
に
耶
狛

俺
は
お
前
達
に
問

 
お
う
黒
は
そ
の
女
性
に
亜
狛
や
耶
狛
は
そ
う
だ
な

 
百
⻤
夜
行
に
い
た
皆
に
会
い
た
い
か

 
聞
い
て
み
る
と

人
は

く

え
る
と

 
黒
 

俺
は
会
い
た
い

こ
ん
な

な
気
持
ち
や
記
憶

 
そ
ん
な
ん
は
嫌
だ

 
亜
狛

私
も
皆
に
会
い
た
い
で
す

 
耶
狛

う
ん
紫
ち

ん
や
ル

ミ
ア
ち

ん
そ
れ
に
皆
に
会

 
い
た
い

 

人
の
そ
の

葉
を
聞
き
自
分
は
決
心
し
た
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理
 

な
ら
お
前
ら
に
こ
の
場
で
話
す

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
亜
狛

耶
狛

黒
に
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
る
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
す
み
ま
せ
ん
後
書
き
の
編
集
を

れ
て

 
投
稿
し
て
し
ま
い
ま
し
た

 

 

ボ

ン
ミ
ス
か

 
怠
惰

う
ん
ま
ん
ま
そ
れ

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

ま
じ
で
サ

ン

と
り
あ
え
ず
は

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
０
４
話
 
魔
界
よ
ま
た
去
ら
ば

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

強
小
説
作
り
モ
ン
ハ
ン
を
平

で
頑

て
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
こ
最
近
は
モ
ン
ハ
ン
を
や
る
た
め

に
⻑
く
座
る
た
め

が

い
で
す

で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
真

白
な
空
間
と
な

て
い
る
ド

ム
の
中

そ
こ
で
理
久
兎
は
従
者
で
あ
る

人
に
伝
え

る
べ
き
事
を
伝
え
た

 
亜
狛

マ
ス

そ
れ
本
当
で
す
か

 
耶
狛

本
気
な
の
マ
ス

 
黒
 

そ
れ
は
主
が
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

は
水
の

 

と
な
る
の
は
分
か

て
の
発

だ
よ
な

 
と

人
は

き
そ
し
て

を
と
る

そ
れ
に
対
し
て
の
返

は

 
理
 

あ

論
だ

そ
れ
に
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こ
れ
ま
で
推
理
し
て
き
た
事

地
底
で
は
恐
ら
く
異
変
が
起
き
そ
し
て
そ
の
せ
い
で
自
分
の
正

体
が
分
か

て
し
ま

た
こ
と
を

え
て

 
理
 

恐
ら
く
彼
奴
等
は
俺
の
正
体
い
や
真
実
の
名
を

 
も
う
知

て
い
る

だ

 
耶
狛

だ
け
ど
そ
れ
を
知
る
に
は

当
古
い
文

と
か

 
が
な
い
と

 
理
 

そ
う
そ
の
通
り
だ
だ
が
俺
の
神
名
が
書
か
れ
て
い
る

 
本
は
か
つ
て

か
に
回
収
し
て

を
し
て
い
た
ん

 
だ

だ
が
そ
の
本
は

か
に
盗
ま
れ
て
い
た
ん
だ

 
そ
れ
に
さ
と
り
や

の
奴
は

し
て
い
た
よ
う
だ
が

 
地
底
で
何
か
が
起
き
た
の
は
明
白
だ

 
亜
狛

つ
ま
り
そ
の
本
を
地
上
の
人
達
が
見
て
い
る

 
そ
う
お

え
な
ん
で
す

 
理
 

無
論
だ

 

人
は
目
を
閉
じ
静
か
に

え
る

そ
し
て
最
初
に
口
を
開
け
た
の
は
黒
だ

た
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黒
 

主
が
そ
う

え
る
な
ら
俺
は
そ
の
指

に
従
う

 
と

黒
が

う
と
亜
狛
と
耶
狛
も
意
を
決
し
た
表
情
で

 
亜
狛

私
も

い
ま
せ
ん
マ
ス

が
進
む
道
が

え
茨

 
の
道
で
も

黒
で
見
え
な
い
道
で
も
私
は
お

を

 
し
ま
す

 
耶
狛

私
も
お
兄
ち

ん
の
そ
の

葉
に

定
だ
よ
マ
ス

 

そ
れ
に
マ
ス

の

う
通
り
そ
ろ
そ
ろ

 
危
な
く
な

て
き
て
る
の
は
明
白
だ
し
そ
れ
に

 
こ
そ
こ
そ
す
る
の
も
も
う

き
ち

た

 
理
 

ふ
ふ

お
前
ら
は

本
当
に
良
い
従
者
を
持

 

た
な
俺
は
よ

 
も
う

う
し
か
な
い

こ
ん
な
に
嬉
し
く
て
そ
し
て
良
い
従
者
を
持

た
の
だ
か
ら

 
理
 

な
ら
現
世
に
帰

た
ら
準
備
を
し
な
い
と
な

 
耶
狛

そ
う
だ

 
黒
 

あ
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亜
狛

え

と
マ
ス

そ
れ
に
黒
さ
ん
と
り
あ
え
ず
は

 
神
綺
さ
ん
の
所
に
向
か
い
ま
す
か

 
亜
狛
が
神
綺
の
元
へ
と
向
か
う
か
と
聞
く
と
黒
は
少
し
不
機
嫌
に
な
り
自
分
は

で

 
理
 

あ

頼
む
よ

 
黒
 

ま
た
あ
の
ア

女
の
所
に

る
か
よ

 
耶
狛

黒

そ
ん
な
事
を

た
ら

メ
だ
よ

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
耶
狛
や
る
よ

 
耶
狛

は

い

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
作
り
理
久
兎
達
は

け
目
へ
と
入
る
の
だ

た

 
神
様
神
使

動
中

 

け
目
が
開
か
れ
理
久
兎
達
は
そ
こ
か
ら
外
へ
と
出
る

そ
こ
は
先
程
い
た
神
綺
の
部

だ

デ
ス
ク
に
は
神
綺
が
座

て
い
て
更
に

に
は
夢
子
も
い
て

い
た

で

人
は
こ
ち
ら
を
見

て
い
た

 
神
綺

あ
ら

理
久
兎
さ
ん
達
ま
た

イ
ナ
ミ

ク
に

 
来
ま
し
た
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夢
子

あ

お

を
お
持
ち
し
ま
す

 
そ
う

い
夢
子
は
そ
そ
く
さ
と

の
部

へ
と
向
か

た

そ
し
て
と
り
あ
え
ず
は
帰

て
き

た
た
め

く

す
る

 
理
 

よ

た
だ
い
ま

 
黒
 

け

 
耶
狛

も
う
黒

た
ら

あ

そ
れ
と

た
よ

 
亜
狛

り
ま
し
た

 
と

名
不
機
嫌
な
奴
が
い
る
が
無
事
に

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
に

て
き
た

 
神
綺

ふ
ふ

そ
れ
で
ど
う
で
し
た
か

の
侵
入
者
達

 
は

 
理
 

あ

悪
い

の
王
だ

た
り
キ
マ
イ
ラ
だ

た

 
り
と

々
な
生
物
を

手
に
し
て
た
ら
逃
げ
ら
れ
た

 
神
綺

あ
ら

ま

そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
わ

 
そ
う

う
と
神
綺
は
自
分
達
の
目
の
前
に

子
と

を

意
し
て
く
れ
る

自
分
達
は
そ
の

に
座
る

そ
し
て
一

侵
入
者
達
は
自
分
の
知
り
合
い
の
た
め

る
こ
と
に
し
て
お
い
た

そ
し
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て
神
綺
に

 
理
 

な

神
綺

 
神
綺

何
で
し

う
か

あ

異
界

魔
法
な
ど
は
教
え

 
れ
ま
せ
ん
よ

 
理
 

い
や
そ
う
じ

な
い
小
さ
い
世
界
を
作
る
魔
法

て

 
あ
る
か

 
神
綺

世
界
を
作
る
魔
法

 
理
 

あ

大
き
さ
は
ま

こ
の

ン
デ
モ
ニ
ウ
ム
の

 
ぐ
ら
い
で
良
い
ん
だ
け
ど
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
神
綺
は
口
に
手
を
置
い
て

え
出
す

す
る
と

の

が
開
き
夢
子
が
自
分

達
の
お

を
持

て
や

て
来
る
と

 
夢
子

な
ら

ル
ド
・
メ
イ
ク
は

何
で
し

う
か

 
理
 

ル
ド
・
メ
イ
ク

 
夢
子

は
い
ま

簡
単
に

い
ま
す
と
箱

を
作
る
魔
法

 
で
す
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説
明
を
し
な
が
ら
夢
子
は
自
分
達
の
目
の
前
に
お

が
入

た
テ

カ

プ
を
置
く

 
理
 

そ
れ
が
あ
れ
ば

か
に
そ
れ
な
ら
俺
が
や
り

 
た
い
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
な

 
神
綺

分
か

た
わ

理
久
兎
さ
ん
断
罪
神
書
を
お

し

 
下
さ
い

 
そ
う

わ
れ
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を

に
置
く

す
る
と
断
罪
神
書
は
ふ
わ
ふ
わ
と

か
ん
で

神
綺
の
元
へ
と
向
か

た

 
神
綺

え

と

か

こ
こ
を
こ
う
し
て
そ
し
て
こ
こ
に

 
こ
れ
を
書
け
ば

よ
し
出
来
ま
し
た
よ

 
す
ら
す
ら
と
指
な
に
か
を
書
く
と
ま
た
断
罪
神
書
は
ふ
わ
ふ
わ
と

か
ん
で
自
分
の
元
に

て
き
た

そ
し
て
神
綺
が
書
い
た

を
開
く

 
理
 

成
る
程
な
こ
れ
は
面
白
い

 
そ
う

き
本
を
閉
じ
る

こ
れ
な
ら
自
分
の
や
り
た
い
事
が
出
来
そ
う
だ

 
神
綺

気
に
入

て
く
れ
た
の
な
ら

い
で
す
よ
理
久
兎

 
さ
ん
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夢
子

し
か
し
何

ま
た
簡
単
な
世
界
を
作
る
魔
法
を

 
理
 

あ

ち

と
や
り
た
い
事
が
あ

て
な

 
神
綺

成
る
程

そ
れ
が
上
手
く
い
く
事
を
心
か
ら

 
期
待
を
し
て
い
ま
す
よ

 
理
 

あ

あ
り
が
と
う
な

さ
て
と

お
前
ら

 
帰
る

 
と

理
久
兎
が

う
と

人
は
お

を
一
気
に
飲
み

す

 
亜
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
耶
狛

ご
ち
そ
う
さ
ま

 
黒
 

も
う
ち

い
香
り
を
良
く
し
ろ
よ

 
黒
に

て
は

じ
り
に

う
と
夢
子
は
ナ
イ
フ
を

え
て

 
夢
子

影
の
暴
虐
そ
れ

上
騒
ぐ
な
ら

間
に
ナ
イ
フ
が

 

さ
る
わ
よ

 
理
 

そ
の
前
に
俺
が
殴
る

 

く

を

え
て

告
す
る

黒
は

を

く
し
て
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黒
 

悪
か

た

談
だ

 

て
て
そ
う

う

自
分
と
夢
子
は

え
る
の
を

め
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
あ
り
が
と
う
な

 
神
綺

い
え
い
え
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は

け
目
を
通

て
地
霊
殿
へ
と
帰
る
の
だ

た

 

 

怠
惰
よ
そ
な
た
今
な
に
し
て
お
る
の
じ

 
怠
惰

モ
ン
ス
ト
で
蓬
莱
に
挑
戦
中

 

 

あ

第

弾
の
⻤

ス
テ

じ

な
ま
た

 
失
敗

 
怠
惰

お

お

勝

た

 

 

何

 
怠
惰

あ
り
が
と
う

 

 

し

信
じ
ら
れ
ん

因
み
に

絶
は
い
く
つ
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ク
リ
ア
し
た
ん
じ

 
怠
惰

え

と

第

弾
の

り
は
エ
ル
ド
ラ
ド
と

 
ア
ル
カ
デ

ア
だ
け
で
第

弾
は
ま

た
く

 
ク
リ
ア
し
て
な
い

 

 

う

や

て
み
る
も
の
じ

の
う

 
怠
惰

し
か

た
か
ら
本
当
に
嬉
し
い

ま

 

材
が

て
な
い
ん
だ
け
ど

 

 

意
味
が
な
い
の

 
怠
惰

ま
た

マ
零
さ
ん
が
ム

い
ん
だ
よ

 

 

お

と
ま
た
こ
ん
な
下
ら
な
い
話
を
し
て
お

た

 
ら
時
間
じ

 
怠
惰

あ
り

ま

え

と
と
り
あ
え
ず
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

  

 

次
回
も
よ
ろ
し
く
の
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怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第３０４話 魔界よまた去らば



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
二
十
一
章
 
因
果
と
運
命
に
導
か
れ
て

 
第
３
０
５
話
 
舞
台
の
設
定

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ロ
ン
の
下

装
備
で
上

モ
ン
ス

に
喧
嘩
を
売
り
ま
く

て
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

体
力
が
ご

そ
り
と
減

て
い
く

ま
る
で
私
の
Ｓ

値
み
た
い

に

お

と
失
礼

そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
も
ど
う

 
魔
界
か
ら
帰
還
し
て
翌
日

理
久
兎
は
あ
る
計
画
を
練

て
い
た

 
理
 

う

ん

ど
う
す
る
か
な

 
良
い
案
が
思
い

か
な
い

何
か
良
い
案
を
く
れ
る
者
は
い
な
い
か
と

え
て
い
る
と

 

チ

ン

 
と

が
し
自
室
か
ら

下
へ
と
出
る

を
見
る
と

が
開
か
れ
さ
と
り
が
紙
を
持

て
立

て
い
た



 第３０５話 舞台の設定

 
理
 

お
や
さ
と
り

そ
れ
は

書

 
さ
と

は
い

一

し
て
印
を
お

が
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い
よ

 
さ
と
り
か
ら
書

を
受
け
と
る
と
そ
の
書

に
目
を
通
す

内
容
は
今
月
の

報
告
書
と
修

が
書
か
れ
て
い
る
書

だ

 
理
 

ま
た
彼
奴
ら
か

 
さ
と

は
い
ま
た
彼
女
で
す

 
や
は
り
内
容
は
美
須
々
様
に
よ

て

と
書
か
れ
て
い
た

し
か
も
下
に
進
ん
で
見
て
み
る

と
美
須
々
様
と
勇
儀
様
に
よ

て

と
ま
で
書
か
れ
て
い
る

た
だ
で
さ
現

の
地
獄
は
資
金

不

な
た
め
火
の

状
態
な
た
め
地
獄
か
ら
こ
れ

上

を

り
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

 
理
 

た
な

仕
方
な
い
俺
の
ポ

ト
マ
ネ

で

 
何
と
か
す
る
か

 
仕
方
な
く
そ
の
事
を
記
入
し
て
印
を

す

 
理
 

は
い
さ
と
り
こ
れ

 
さ
と

は
い

所
で
理
久
兎
さ
ん
そ
の
紙
は
何
で
す
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か

 
理
 

ん

あ

こ
れ
か
ま

何
と
い
う
か
な

 
幻
想
的
な
世
界
だ
と
か
悪
役
み
た
い
な
事
を
書
こ

 
う
か
な

て
さ

 
さ
と

え

と
そ
れ
は
ど
う

う
こ
と
で
す
か

 
と
追

し
て
く
る

ど
う

う
こ
と
か
と
聞
か
れ
る
と
あ
ま
り
話
せ
る
内
容
で
は
な
い

亜

狛
や
耶
狛
そ
し
て
黒
と

た
従
者
に
は
話
せ
れ
る
事
だ
が
こ
れ
は

ら
恋
仲
の
さ
と
り
で
も
簡

単
に
話
せ
れ
る
事
で
は
な
い

 
理
 

う

ん
い
や

い
方
が
悪
か

た
な

さ
と
り
は

 

々
な
本
を
読
ん
で
き
て
る
よ

 
さ
と

え

ま

い

ン
ル
は
見
て
い
ま
す

 
理
 

そ
れ
で
フ

ン

だ
と
か
に
な
る
と
悪
役
と
か

 

て
出
る
だ
ろ

 
さ
と

え

ま

冒
険
物
で
し
た
ら

 
理
 

そ
れ
で
一
番
印
象
に

る
悪
役

て
ど
ん
な
の
が
い
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る
か
な

 
と

聞
く
と
さ
と
り
は

に
手
を
当
て
て

え
る

そ
し
て

分
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
そ
の
ぐ

ら
い
の
時
間
が

過
す
る
と
さ
と
り
は
口
を
開
き

 
さ
と

そ
う
で
す

と
こ
と
ん

々
な
人
や
嘘
を

 
し
て
全
て
を
手
中
に

め
よ
う
と
す
る
ト
リ

ク
ス

 

み
た
い
な
悪
役
が
今
の
所
で
は
印
象
的
に

 
て
ま
す

 
理
 

成
る
程

 
紙
に
今
の
発

の
内
容
を
書
き
記
す

ト
リ

ク
ス

嘘

人
を

す
る
等
だ

 
理
 

ふ
む

か
に

悪
役
だ

た
ら
こ
う
い
う
の
が
定

 
番
だ
な

 
さ
と

は
い
ま

に
も

だ
と
か
サ
イ
コ

ス
等
も
悪

 
役
と
し
出
ま
す

 
理
 

わ
れ
て
み
る
と

か
に
そ
う
だ
な

 
サ
イ
コ

ス
そ
し
て

も

け

す

こ
う
し
て
み
る
と
悪
役
と
い
う
の
は
結

奥
が
深
い
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の
か
も
し
れ
な
い

 
さ
と

大
体
は
こ
ん
な
感
じ
で
す

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
さ
と

い
え

で
も
何
で
ま
た

 
理
 

ち

と

大
き
な
遊
び
を
す
る
か
ら
さ

 
さ
と

ま

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
恐
ら
く
心
が
読
め
た
ら
と
思

て
い
る
に
違
い
な
い
だ
ろ
う

証
拠
に
サ

ド
ア
イ
が

方
を

視
し
て
い
る

 
理
 

ふ
む

も
う

つ
だ
け
良
い
か
な

 
さ
と

何
で
す
か

 
理
 

さ
と
り

て
さ

こ
ん
な
世
界
に
行

て
み
た
い

 

て
い
う
世
界
と
か
あ
る

 
行

て
み
た
い
世
界
が
あ
る
か
と
聞
く
と
ま
た
手
を

に
当
て
て

え
出
す

そ
し
て

く

え
ま
た
口
を
開
く

 
さ
と

そ
う
で
す

本
の
世
界
で
す
か
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何
と
も
さ
と
り
ら
し
い

え
だ
ろ
う

か
に
本
の
世
界
に
は
入

て
は
み
た
い
が

 
理
 

い
や
そ
う
じ

な
く
て
そ
う
だ
な

え
ば
外
界
に

 
出
た
さ
い
に
行

た
海
み
た
い
な
感
じ
で

 
さ
と

あ

そ
う

う
意
味
で
す
か

そ
う
で
す

行
き

 
た
い
と
は
違
う
と
は
思
い
ま
す
が

そ
の
り
理
久
兎

 
さ
ん
と
一

に
行

た
と

都
会
の
そ
の
現
代
的
な

 
世
界
が
今
だ
と
い

印
象
に

て
い
ま
す

 
理
 

そ

そ
う
か

ち

と

ず
か
し
い
か
な

 
お
互
い
に

ず
か
し
く
な

て

を

ら
め
さ
せ
る

ず
か
し
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
が

自
分
か
ら
し
て
み
る
と
そ
の
感
情
よ
り
も
嬉
し
さ
の
方
が
勝

て
い
た

 
理
 

ア
ハ
ハ

 
さ
ら
さ
ら
と
紙
に
書
き
込
む
都
会
の
世
界
と

 
さ
と

え

と

問
と
は
関
係
な
い
の
で
す
が
い
つ
か
夜

 
で
光
る
都
会
を
少
し
見
て
み
た
い
と
い
う
の
も
ま
た

 
夢
で
す
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理
 

そ

か

な
ら
い
つ
か
行
こ
う

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

は
い

 
そ
ん
な
話
が
続
い
て
い
る
と
ふ
と

さ
と
り
は
時
計
を
見
て

 
さ
と

あ

い
け
な
い

 
理
 

あ

悪
い

時
間
を
取
ら
せ
ち
ま

て

 
さ
と

い
い
え
理
久
兎
さ
ん
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
よ

そ
れ

 
で
は
仕
事
に

り
ま
す

 
そ
う

う
と
さ
と
り
は

を
開
け
て
部

か
ら
出
て
い

た

そ
し
て

人
だ
け
自
室
に

た
自
分
は
さ
と
り
か
ら
聞
い
て
書
い
た
文

を
読
む

 
理
 

さ
て
と

う

ん
世
界
は
良
し

都
会
の

高

 

ビ
ル
が
建
ち

ん
で
な
お
か
つ
夜
の
と
ば
り
で
夜

 

に
し
て
ビ
ル
は
明
か
り
で
光
ら
せ
て

も
必
要

 
だ
な

そ
れ
か
ら

や

り
日
本
ら
し
さ
は

し

 
い
な

一

は
日
本
の
神
だ
し

 
そ
う
し
て
さ
と
り
の
意
見
と
い
う
よ
り
か
は
夢
を
取
り
入
れ
て
い
き
世
界
を
文

で

く

そ
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し
て
世
界
の
設
定
は
場
所
は
高

ビ
ル
が
が
建
ち

ぶ

天

の
都
会
に
し
て
な
お
か
つ
ビ
ル

や

に
は
明
か
り
を

ら
せ
夜
を

ら
す
世
界
に
す
る
と
い

た
感
じ
だ

 
理
 

後
は
メ
ン
バ

か

す
る

そ
う
だ

 
そ
し
て
ま
た
ス
ラ
ス
ラ
と
書
い
て
い
く

書
い
た
の
は
小

塚
小
町
風
見
幽
香
ル

ミ
ア

雲
風

河
城
ゲ
ン

イ
と

人
の
名
前
を
書
き
込
む

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
と
で

こ
れ
で
メ
ン
バ

は

 

だ
か
ら
後
は

か
弾
幕
は
エ
ネ
ル

の

 
だ

た
よ
な

 
こ
の
時
に
弾
幕
の
事
に
つ
い
て

え
た

本
的
な
弾
幕
は
霊
力
や
妖
力

魔
力
に
神
力
と

い

た
物
を
自
分
で

き
な
よ
う
に

作
り

つ
物
だ

論
そ
れ

外
の
ナ
イ
フ
だ
と
か
ク
ナ

イ
だ
と
か
に
も
少
な
か
ら
ず
霊
力
や
ら
が

て
い
る

そ
れ
な
ら
ば
そ
れ
を

す
る

な

い 
理
 

こ
れ
で
あ
れ
の
代
わ
り
を
作
れ
ば
あ
れ
が
返

 
て
く
る

そ
れ
に

度
良
い

き

け
に
も
な
る
し
か

 
も
現

の
あ
れ
は
力
も
封
印
さ
れ
て
い
る
か
ら

活
の
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大

に
亜
狛
と
耶
狛
な
ら
盗
め
る

だ
し
決
め
た

 
こ
れ
で
行
こ
う

 
こ
う
し
て
理
久
兎
は
着
々
と
悪
巧
み
の
計
画
を
立
て
て
行
く
の
だ

た

 

 

こ
こ
最
近
は
ゲ

ム
に
ご
執
心
じ

の

 
怠
惰

ま

や
る
友
達
が
い
な
い
け
ど

 

 

お

し
い
奴
じ

の
う

 
怠
惰

え
て

お
う
ソ
ロ
の
方
が
気
楽
だ
と

 

 

こ
れ
が
本
当
の
コ
ミ

か

 
怠
惰

ま

定
は
し
な
い

 

 

い
や

定
を
せ
ん
か

 
怠
惰

そ
し
て

お
う
も
し
モ
ン
ハ
ン
を
や
る
方
が

 
い
る
の
な
ら

い
た
い

々
に
装
備
は
変
え

 
て
い
か
な
い
と
怠
惰
さ
ん
み
た
い
に
な
る
と
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防
御
力
が
追
い

か
な
い
ん
じ

た
か

 
怠
惰

う
ん

レ
イ
ア
の
ム

ン
サ
ル
ト
を
食
ら

 

た
と
思

た
ら
い
つ
の
間
に
か

に
運
ば

 
れ
て
キ

ン
プ
地
に
い
た

何
を

て
い

 
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
と
思
う
が
俺
も
分
か

 
ら

毒
を
食
ら
う
と
か

文
の

る
と

 
か
断
じ
て

お

 

 

⻑
い
か
ら
も
う

め
ん
か

 
怠
惰

ま

モ
ン
ハ
ン
を
や
る
な
ら
そ
こ
は
覚
え
て

 
お
こ
う
と
い

た
感
じ
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま

次
回
も
よ
ろ
し
く
の
読
者
様

 
怠
惰

そ
ん
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
０
６
話
 
悪
巧
み
の
準
備

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
学

で
も
モ
ン
ハ
ン
が
流
行

て
る
な
と
感
じ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ク
ラ
ス
の
男
子
の
半
数
は
モ
ン
ハ
ン
の
話
を
し
て
ま
し
た

お

と
失
礼

と
り
あ
え
ず

今
回
の
話
を
投
稿
し
た
ら
ま
た
彼
方
を
投
稿
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
大
方
の
プ
ラ
ン
を

え
て
翌
日
を
迎
え
る

理
久
兎
は
亜
狛
耶
狛
黒
を
自
室
に
呼
び
つ
け

て
い
た

 
亜
狛

マ
ス

あ
れ
を
や
る
ん
で
す
よ

 
耶
狛

や

ち

う
の

 
黒
 

マ

で
や
る
の
か

 
と

人
は
ま
た
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
対
し
て
理
久
兎
は

 
理
 

無
論

ふ
ふ

バ
レ
た
の
な
ら
盛
大
に

を

 
か
い
て
こ
そ
自
分
と
い
う
も
の
さ
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ラ
ス
ボ
ス
感
を
漂
わ
せ
な
が
ら
そ
う

う

す
る
と

 
亜
狛

何
か
違
和
感
が
あ
り
ま
す

 
耶
狛

う

ん

か
に

 
黒
 

あ

主
は
主
ら
し
い
方
が
良
い
と
思
う
ん
だ
が

 
理
 

え

そ
う
か
な

 
そ
う

わ
れ
て
元
に

す

一

は
さ
と
り
が

た
よ
う
に

技
は
し
て
い
る
ん
だ
が
や
は

り
自
分
ら
し
い
方
が
良
い
の
か
と
思

て
し
ま
う

だ
が
や
は
り

 
理
 

う

ん
し
か
し
こ
う
し
て

の
あ
る
方
が

 
亜
狛

い
や
無
い
で
す
よ

 
耶
狛

う
ん
あ
ん
ま
り
無
い
よ

 
黒
 

あ

本
が
オ
チ

ラ

て
る
か
ら
な

 
と

結

い
デ

ス
り
を

発
し
て
く
る

何
て
奴
等
だ

 
理
 

お
前
ら
な

は

も
う
良
い
や
と
り
あ
え

 
ず
こ
こ
に
各
自
で
や

て

い
た
い
リ
ス
ト
を

 

意
し
て
あ
る
か
ら
自
分
の
名
前
の
を
持

て
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行

て
く
れ

 
そ
う

う
と

人
は
自
分
達
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
リ
ス
ト
を
持

て
い
く

そ
し
て

人

は
リ
ス
ト
を
開
き
見
て
み
る
と

 
亜
狛

俺
と
耶
狛
は
マ
ス

と
一

に
舞
台
の
設
計

 
そ
し
て
後
で

き

け
す
る
ん
で
す

 
耶
狛

み
た
い
だ

お
兄
ち

ん

 

く
中

黒
は

い

を
し
な
が
ら

 
黒
 

な

主
よ
あ
ん
た
は
⻤

生
か

 
理
 

い
い
や

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ

 
黒
 

じ

あ
何
だ
こ
れ

 
黒
は
リ
ス
ト
の
内
容
に
少
し
不
満
が
あ
る
み
た
い
だ

 
耶
狛

え

ど
れ
ど
れ

 
亜
狛

こ
れ
は

 

人
は

い

を
す
る

そ
れ
に
つ
い
て
自
分
は

う

 
理
 

こ
れ
は
黒
に
し
か
頼
め
な
い
事
な
ん
だ
よ
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黒
 

ど
う
い
う
こ
と
だ

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
は

は
知
ら
れ
て
し
ま

て
い
る

 
そ
し
て
俺
も
舞
台
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

に
お
前
に
し
か
頼
め
な
い
ん
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と
黒
は
仕
方
な
い
と
い

た

で

 
黒
 

な
ら
せ
め
て
も
要

を
の
ん
で
く
れ

 
理
 

何
だ

 
黒
 

も
し

魔
理

だ
と
か
ア
リ
ス
だ
と
か
が
来
た

 
の
な
ら
俺
専

の
ス
テ

で
や
ら
せ
て

し
い

 
理
 

つ
ま
り
決
闘

て
こ
と

 
黒
 

ま

て
し
ま
え
ば
な

 
黒
の
そ
の

葉
を
聞
き
自
分
は

い
な
が
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ
は

わ
な
い
よ

そ
れ
に
お
前
の
そ
の

 
能
力
を
生
か
す
た
め
の
特
別
ス
テ

を
作

て

 
や
ろ
う
と
思

て
い
た
所
だ
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黒
 

何
だ
と

 
理
 

コ
ン

プ
ト
と
な
る
世
界
は
夜
の

天

 
そ
れ
だ
と
お
前
の
能
力
と
は

性
が
悪
い
か
ら

 
お
前
専

の
ス
テ

を
作
る
気
だ

た
ん
だ

 
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
黒
は
ニ

リ
と

う

 
黒
 

そ
う
か

な
ら
こ
の
リ
ス
ト
の
通
り
主
の

 
期
待
に

え
て
や
る
よ

 
理
 

あ

期
待
を
し
て
る
よ

 
こ
れ
で
こ

ち
は
何
と
か
な
り
そ
う
だ

 
耶
狛

で
も
黒

の
そ
の
要

は

当
だ
よ

 
亜
狛

か
に
だ

て

地
上
の
妖
怪
を

れ
て

 
来
さ
せ
る
た
め
に

々
と
し
な
い
と
い
け
な

 
い
か
ら
な

 
黒
の
リ
ス
ト
に
書
い
て
あ

た
事

そ
れ
は
風
見
幽
香
に

雲
風

そ
し
て
ル

ミ
ア
と
河
城
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ゲ
ン

イ
を

れ
て
く
る
と
い
う
仕
事
が
記
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ

特
に
ゲ
ン

イ
を
除
い
た

人
は
と
て
も
危
険
な
た
め
黒
も
少
し
嫌
が

た
の
だ

恐
ら
く
一
番

が

れ
る
仕
事
だ
ろ

う 
理
 

因
み
に
黒

彼
女
達
を

れ
て
こ
さ
せ
た
め

 
な
ら
ば
多
少
の
嘘
は
今
回
は
目
を

ろ
う

 
黒
 

了
解
し
た
だ
が
ど
う

え
ば
良
い

 

え
る

そ
し
て
ふ
と
思
い

い
た

 
理
 

な
ら
こ
う

え
ば
良
い

理
久
兎
に
会
い
た
く
は

 
な
い
か

て
な
そ
れ
で
引

掛
か
る

だ

 
黒
 

分
か

た
な
ら
今
か
ら
動
い
て
も

わ
な
い
ん

 
だ
よ
な

 
理
 

あ

行

て
く
れ

 
そ
う

う
と
黒
は
一
礼
し
て
部

か
ら
出
て
い

た

そ
し
て

た
自
分
そ
し
て
亜
狛
と
耶

狛
は

 
理
 

さ
て
と
そ
れ
じ

俺
ら
は
舞
台
を
作
る
か
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亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

な
ら
い

ち

や
り
ま
す
か

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
作
る

 
理
 

行
き
ま
す
か

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て

人
も
中
へ
と
入
り
部

に
は

も
い
な
く
な
る
の
だ

た

す
る
と
部

の

が
開
き

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
書

に

あ
れ

 

も
い
な
く
な

た
理
久
兎
の
部

に
さ
と
り
が
訪
れ
る
が
も
う
そ
こ
に
は

も
い
な
か

た
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
達
の
視
点
に

り
こ
こ
は
何
に
も
な
い
真

白
な
世
界
に
来
て
い

た 
理
 

さ
て
と
そ
ん
じ

お

始
め
る
か

 
断
罪
神
書
を
開
き
ル

ン
文

を
を
詠
唱
す
る

す
る
と

 

ド

ン
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と

を
た
て
て
ま
る
で
植
物
か
と
思
う
ぐ
ら
い
に
下
か
ら
真

黒
の

巨
大
な

か
と
思
わ

せ
る
ビ
ル
が

び
て
く
る

 
耶
狛

う
お

と

 
亜
狛

い
で
す

 
理
 

ハ
ハ
ハ

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
さ

 
そ
う

う
と
先
程
の

巨
大
な
ビ
ル
を
中
心
に

々
に
と
大
地
が
出
来
て
い
く

そ
の
大
地
は

現
代
で
見
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ

ト
更
に
は
交

点
や

断
歩
道
な
ど
最

現
代
の
代
物
が
出
来
て

い
く

そ
し
て
道

と
な

た
大
地
か
ら
は
次
々
に
ま
た
真

黒
の
ビ
ル
が
建

て
い
く

 
亜
狛

ま
る
で
現
代
で
す

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

ま

コ
ン

プ
ト
は
現
代
だ
か
ら
な

 
そ
ん
な
事
を

て
る
間
に
も
植
物

駅

と
い

た
物
が
出
来
て
い
き
更
に

は
ビ
ル
等
に
は
ネ
オ
ン
が
光
だ
す

や
が
て
コ
ン
ク
リ

ト
の
大
地
と
な

て
い
く
侵
食
は

ま

る 
理
 

よ
し
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亜
狛

こ
れ
が
舞
台

 
耶
狛

い

 
と

う
が
こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
こ
の
世
界
の
大
き
さ
は
２
５
０
平
方

程
だ

正
直
な
話

だ
が
現
代
の

京
よ
り
か
は
小
さ
い

 
理
 

と
り
あ
え
ず
大
ま
か
に
使
う
物
を

す
る
よ

 
亜
狛

使
う
も
の

 
耶
狛

何
を
使
う
の

 
理
 

ま

来
て
み
れ
ば
分
か
る
さ

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
を
あ
る
物
が
あ
る
場
所
ま
で
案
内
を
す
る

向
か

た
の
は

だ

 
理
 

こ
れ
さ

 
亜
狛

そ
れ
は

 
耶
狛

そ
れ

て
邪
神

 

に
は

つ
か
わ
し
く
な
い
物
が
あ

た

そ
れ
は
不
気
味
な

だ

 
理
 

あ

こ
れ
は
ま

ビ

コ
ン
だ
な

 
耶
狛

ビ

コ
ン
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理
 

そ
う
こ
れ
さ

 
そ
う

い
ポ

ト
か
ら

を
出
す
と
そ
の

の

に
あ
る

に

し
込
む

そ
し
て

チ

と
回
す
と

の
頭
か
ら

本
の
光
が
空
へ
と

た
れ
た

 
亜
狛

こ
れ
は
何
を
す
る
ん
で
す
か

 
理
 

て
し
ま
え
ば
な
結
界
の
装
置
と
し
て

 
い
て

う
ま

要
は
時
間

ぎ
だ
な
因
み
に

 
こ
れ
と
同
じ
の
が
全
部
で

つ
あ
る

 
耶
狛

で

そ
の

を
あ
の

人
に
持
た
せ
る
の

 
理
 

い
い
や
ゲ
ン

イ
に
は
や

て

う
事
が
あ
る

 
だ
か
ら
最
後
の

は
黒
に
持
た
せ
る
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
黒
専

の
ス
テ

を

え
る

そ
し
て

度
良
い
ス
テ

の
モ
デ
ル
を

思
い
出
し
た

 
理
 

思
い

い
た

と
り
あ
え
ず
亜
狛
そ
し
て
耶
狛

 
ち

ち

と
作
る
よ

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た
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耶
狛

オ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
着
々
と
仕
事
を
こ
な
す
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

ま
た
次
回
は
あ
ち
ら
な
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

と
り
あ
え
ず
は
ず

と
見
て

 
き
て
下
さ

た
読
者
様
な
ら
待
ち
に
待

た
章

 
か
な

こ

ち
も
そ
う
だ
け
ど

 

 

こ
れ
か
ら
こ
の
小
説
は
ど
う
な
る
ん
じ

ろ
う

 
の
う

 
怠
惰

さ

と
り
あ
え
ず
は
終
わ
り
ま
で
書
き

 
続
け
て
は
い
き
た
い
か
な

 

 

そ
の
い
き
じ

 
怠
惰

だ
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そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か
の

 
怠
惰

そ
う
だ

そ
れ
じ

読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
投
稿
し
た
ら
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
０
７
話
 
黒
の
危
険
な
仕
事

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
お
久
々
で
す

間
ぶ
り
に

を
暗
転
し
て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

し
か
も

た
の
が
買

て
半
年
も

て
い
な
い

ル
フ

イ
ア
を

る
と
い
う
地
獄

で
し
た

メ
ン

ル
が
ゴ
リ
ゴ
リ
減
り
ま
し
た

な
お
今
回
は
理
久
兎
は
出
ま
せ
ん
が
ご
了

く

だ
さ
い

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
に
ど
う

 
理
久
兎
達
が
舞
台
と
な
る
世
界
を
創
造
し
て
い
る
同
時

こ
こ
旧
都
か
ら
地
上
へ
と

が
る

ル

ト
で
は

 
黒
 

は

始
ま
る
の
か
い
ず
れ
始
ま
る
と
は

 
思

て
い
た
が

 
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
た
め

を

く

 
黒
 

果
た
し
て
我
に
出
来
る
だ
ろ
う
か

い
や
出
来
な
け

 
れ
ば
な
ら
な
い
な
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そ
う

い
て
い
る
と
日
の
光
が

ら
し
初
め
る

黒
は
影
に
潜
み

を

け
る
の
だ

た

そ
し
て
黒
は
影
に

れ
ま
ず
向
か
う
の
は
近
く
に
あ
る
天
狗
の
里
か
ら
だ

 
黒
 

昔
に
聞
い
て
い
た
が
本
当
に
天
狗
達
が

合
の

 
集
み
た
く
飛
ん
で
い
る
な

 
天
狗
達
が
飛
ぶ
空
を

め
る

だ
が
そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
の
で

 
黒
 

あ
の
大
き
な
家
だ
よ
な

 

き
大
き
な
家
へ
と
侵
入
す
る
の
だ

た

そ
し
て
し
ら
み

し
に
部

を
探
す
と

 
黒
 

見
つ
け
た

 
と
あ
る
一
室
に
先
程
か
ら
見
て
き
た
天
狗
達
よ
り
も

と
き
わ
大
き
な

を
持
つ
女
性
の
天
狗

が
い
た

そ
れ
こ
そ
が
天
魔
の

雲
風

だ

 
風

ふ

終
わ
り

 
と
風

が

た
そ
の
時

黒
は
風

の

後
で
影
か
ら
出
る

そ
し
て
自
身
の
存

に
気

が
つ
い
た
の
か

 
風

だ

 
風

は

後
を
向
い
て
黒
を
見
る

そ
し
て
黒
は
ニ

リ
と

う



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
風

そ
の

に

い
つ
り
目

様

紫
殿
達

 
が

て
い
た

者
の
部
下
だ
な

 
黒
 

あ

そ
う
だ
俺
は
黒

そ
れ
だ
け
の
名
だ

 
風

そ
ん
な
お
前
が
何
し
に
来
た

そ
し
て
こ
こ
が
天
狗

 
の
領
地
と
知

て
の
狼

か

 
黒
 

無
論
だ

我
は
提
案
を
し
に
来
た
だ
け
だ

 
風

提
案
だ
と

 
そ
し
て
黒
は

な

で
風

に

葉
と
い
う
魔
法
を
唱
え
た

 
黒
 

あ

お
前
は
理
久
兎
に
会
い
た
く
な
い
か

 
風

な

そ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

 
黒
 

我
ら
は
深
常
理
久
兎
と
い
う
男
に
よ

て
命
を

 
助
け
ら
れ
た
者
達
で

成
さ
れ
て
い
る
そ
し
て

 
我
ら
の
願
い
は

た
だ

つ
だ
そ
れ
こ
そ
深
常

 
理
久
兎
と
い
う
男
の
復
活
だ

 
風

も
し
私
が
そ
の
計
画
に

加
せ
ず
紫
に
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伝
え
る
と

た
ら

 
黒
 

そ
の
時
は
そ
の
時

だ
が
彼
女
に

て
し

 
ま
え
ば
そ
れ
が

の

女
に
伝
わ
り
計
画
は

 
ス
ト

プ
さ
れ
も
う

度
と
理
久
兎
に
は
会
え

 
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
風

は

り

ん
で
し
ま

た

だ
が
こ
れ
と

ぼ
同
じ
事
を
問
わ
な
い
と
い

け
な
い
奴
が

に
い
る
た
め
時
間
が
な
い

 
黒
 

我
は
も
う
行
く
も
し
協
力
す
る
気
が
あ
る
と

 
う
の
で
あ
れ
ば
こ
こ
よ
り
少
し
⻄
に
行
く
け
ば

 
小
さ
な

が
あ
る
明
後
日
の
日
が

む
時
ま

 
で
に
来
ら
れ
よ

 
そ
れ
を

い

し
黒
は
影
へ
と
入

て
い
く

す
る
と

 
風

待
て

理
久
兎
に
は
会
え
る
ん
だ
ろ
う
な

 
黒
 

無
論
だ
我
は
約
束
は
守
る

 
そ
し
て
今
度
こ
そ
影
へ
と
入
る
と
そ
の
場
か
ら
去
る
の
だ

た

た
風

は
た
だ
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風

理
久
兎
殿

私
は
友
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
良
い

 
そ
う

き

え
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た

そ
し
て
黒
は
そ
の
後
も
ま
た

動
す

る

そ
し
て
次
に
向
か

た
の
は
山
の

に
あ
る

武
の

そ
こ
で
は

 
河
城

そ
れ
じ

お

ち

ん
行

て
く
る

 
に
と
り
は

と
な

て

を
生
や
す
河
童
を
お

ち

ん
と
呼
ぶ

す
る
と
今
や

と

な

て
い
る
河
童
い
や
元
河
童
の
ま
と
め
役
の
ゲ
ン

イ
は
ニ
コ
リ
と

み

 
ゲ
ン

安
全
に
行

て
く
る
ん
じ

 
そ
う

い
歩
い
て
い
く
に
と
り
に
手
を

て
い
た

 
ゲ
ン

ふ

が

い
わ
い

 
と

て
い
る
所
で
ま
た

後
か
ら
黒
が
現
れ
る

 
黒
 

お
前
が
河
城
ゲ
ン

イ
だ
な

 
自
身
の

に
気
が
つ
い
た
の
か

と
な

て
い
る
河
童
は

方
を
見
る

 
ゲ
ン

お
前
さ
ん
山
の
神
達
や
紫
殿
が

て
お

た

 
黒
と
や
ら

じ

た
よ
な

 
黒
 

あ

そ
う
だ
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ゲ
ン

そ
う
か

私
み
た
い
な
こ
ん
な
老
い
ぼ
れ
に

 
何
の

が
あ
る
と

う
ん
じ

 
黒
 

簡
単
だ
お
前
は
深
常
理
久
兎
に
会
い
た
く
な
い

 
か

 
そ
れ
を
聞
く
や

や
ゲ
ン

イ
の
目
に
光
が

り
輝
き
だ
す

 
ゲ
ン

今

何
と

 
黒
 

お
前
ら
が

し
て
い
た
理
久
兎
に
会
い
た
い
か

 
と
聞
い
た
ん
だ
が

 
ゲ
ン

イ
は

わ
ず
た
だ
自
身
の
願
い
を
伝
え
た

 
ゲ
ン

私
は
会
い
た
い
あ
の
お
方
に
会
え
た
の
な
ら
ま
た

 
あ
の
お
方
の

を
見
た
い

 
黒
 

も
し
お
前
が
理
久
兎
の
復
活
を
望
む
と

う
の
で

 
あ
れ
ば
明
後
日
の
夕
方
に
こ
こ
に
来
い

 
そ
う

い
黒
は
影
へ
と
入
り
そ
こ
か
ら
去
る

そ
し
て

た
ゲ
ン

イ
は
水

に

る
自
身

を
見
て
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ゲ
ン

あ
の
頃
よ
り
も
老
け
た
な

 
と
昔
の
自
分
を
思
い
な
が
ら

く
の
だ

た

ま
た
黒
は
影
に
潜
み
な
が
ら

動
し
て
い
る

と 
妖

あ
た
い
は
こ

ち
だ

 
妖

チ
ル
ノ
ち

ん

 
妖
怪

待

て

た
ら

 
黒
 

妖

に

妖
怪
か

 

の
中
で

の

を
出
し
て
飛
ぶ
チ
ル
ノ
そ
し
て
大
妖

そ
し
て

の

覚
を
持

た
妖
怪
を

見
か
け
る

そ
れ
を
見
て
い
る
と

 

 

お
前
は
食
べ
れ
る
妖
怪
な
の
か

 
黒
 

だ
が
食
え
な
い
な

 
後
ろ
を

り
向
く
と
金

で
リ
ボ
ン
を
着
け
た
見
た
目
が
本
当
に

い
少
女
が
満
面
の

で

見
て
い
た

 

 

そ
れ
だ
と

な
の
だ

 
黒
 

お
前
は

だ



 第３０７話 黒の危険な仕事

 

 

私
は
ル

ミ
ア
な
の
だ

 
黒
 

何

 

度
書
い
て
あ
る
リ
ス
ト
の
メ
ン
バ

だ

た

 
黒
 

そ
う
か

な
ら
ば
我
は

お
う

様
は
理
久
兎

 
に
会
い
た
く
な
い
か

 
ル
ミ

理
久
兎

て

な
の
だ

・

 
ル

ミ
ア
は

を
か
し
げ
た

ど
う
や
ら
理
久
兎
の
事
を
分
か

て
い
な
い
よ
う
だ

だ
が
こ

の
時

黒
は
気
づ
い
た

彼
女
の
リ
ボ
ン
そ
こ
に
複
雑
術
式
が

つ
も
書
い
て
あ

た
こ
と
を

恐
ら
く
何
ら
か
の
原
因
で
封
印
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

 
黒
 

お
前
も
俺
と
同
じ
で
記
憶
が
な
い
の
か

 
黒
自
身
は
ル

ミ
ア
に
親
近
感
を
覚
え
た

 
ル
ミ

ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ

 
黒
 

い
や

方
の
話
だ

な
ら
ば
良
い

お
前
に
教
え

 
よ
う
明
後
日
に

の
立
ち
込
め
る

に

人
で
来
い

 
も
し
来
れ
ば

を
大

に
食
え
る
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ル
ミ

本
当
な
の
か

行
く
の
だ

 
そ
う

う
と
ル

ミ
ア
は
楽
し
そ
う
に
去

て
い

た

だ
が
明
後
日
な
た
め
今
か
ら

り
切

り
過
ぎ
ら
れ
て
も

る
の
だ
が
気
に
し
な
い
で
お
こ
う

 
黒
 

人
違
い
じ

な
け
れ
ば
良
い
ん
だ
が
な

 
少
し
不
安
も
あ
る
が
そ
れ
は
今
は

れ
て
最
後
の

関

太
陽
の
畑
へ
と
影
に
潜

て
向
か

う

す
る
と
そ
こ
に
は

 

 

ま
た
今
年
も
こ
の
季

が
来
た
の

 
と

を
指
す

人
の
女
性
が

い
て
い
た

こ
の
女
性
こ
そ
自
分
が

を
掛
け
る
最
後
の
人

物

ま
た
の
名
を
風
見
幽
香
だ

そ
し
て
自
分
が
風
見
幽
香
の

後
で
出
よ
う
と
し
た
と
き
だ

た 
風
見

で
も

こ
の
畑
に

方
は
要
ら
な
い
わ

 
黒
 

な

 
突
然

を
た
た
み
先

を
自
分
に
向
け
て
き
た

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
動
く
と
は
予
想
外
だ

た 
風
見

そ
の

に
執
事
服
そ
し
て
つ
り
目

紫
が
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し
て
い
る
黒
だ

た
わ
よ

 
黒
 

下
に
も
俺
は
黒
だ
そ
し
て

を
下
ろ
し
て

 
く
れ
な
い
か

 
風
見

嫌
だ
と

た
ら

 
黒
 

そ
う
か
ま

良
い

件
だ
け
さ

さ
と

ま
す

 
お
前
は
理
久
兎
に
会
い
た
い
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
幽
香
は
一

ピ
ク
リ
と
動
き
動

し
た

 
黒
 

我
ら
の
目
的
そ
れ
は

が
あ
る
理
久
兎
の
復
活

 
お
前
も
そ
れ
を
望
む
だ
ろ
特
に
何
度
も
理
久
兎

 
に
負
け
て
い
る
お
前
な
ら

 
風
見

彼
は
私
達
に
自
分
に

ら
れ
る
な

て

 

た
わ

だ
け
ど

会
い
た
い
に
決
ま

て
る

 
じ

な
い
そ
し
て
今
度
こ
そ
彼
に
勝
ち
た
い

 
そ
う

う
と
幽
香
は

を
下
ろ
す

そ
れ
を
見
た
黒
は
下
半
身
が
影
に

ま

て
い
る
状
態
で

 
黒
 

な
ら
ば
我
ら
に
協
力
し
ろ
明
後
日
の

時
だ
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そ
の
時
間
に

人
で
こ
こ
に
い
ろ

 
そ
う

い
黒
は
ま
た
影
の
中
へ
と
入
る

そ
し
て
自
分
達
の
住
ま
う
地
底
へ
と
帰
る
の
だ

た

人
だ
け
と
な

た
幽
香
は
後
少
し
で

き
そ
う
な
向
日

を

し
く

り

 
風
見

理
久
兎

や

り

方
に
勝
ち
逃
げ
何
て

 
さ
せ
な
い
わ

 
幽
香
は
た
だ
そ
う

く
の
だ

た

そ
し
て
黒
の
視
点
に

る

 
黒
 

は

怖
か

た

し
か
し
本
当
に
主
の
友
人
達

 
は
こ
う
も
我
が
強
い
と
わ
な

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
黒
は
地
底
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

久
々
じ

な

 
怠
惰

だ

 

 

そ
う
い
え
ば
そ
な
た

許
を
取

た
ん
じ

よ
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な

 
怠
惰

え

リ
ア
ル
の
怠
惰
さ
ん
は
取
り
ま
し
た
よ

 
点
数
は

点
だ

た
と
か

 

 

準
な
た
め
に
高
い
の
か

い
の
か
よ
う

 
分
か
ら
ん
の

 
怠
惰

ま

受
か
れ
ば
１
０
０
点
な
ん
だ
よ

か
ら

 
は
ど
ん
な
に

い
て
も

点

て
事
だ
よ

 

 

そ
れ
で

ち
た
奴
は

し
い
の

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
と
同
じ
時
期
で
受
け
た
子
の
中
に
は

 
い
た
よ
そ
う
い
う
の
は

ま

え
る
の
は

 
運
転
の
知

な
ど
は
出
る
け
ど
後
は

し
さ

 

 

ど
う
い
う
意
味
じ

そ
れ

 
怠
惰

ま

受
け
て
み
る
と
分
か
る
よ

て
所
で
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
久
々
の
投
稿
じ

た
が
ま
た
明
日
も
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見
に
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

 
怠
惰

で
は
で
は

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
０
８
話
 
舞
台
は
整
う

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

朝
の

時
に

た
ら
起
き
た
の
が

後

時
だ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

お
陰
さ
ま
で
頭
が

ン

ン

み
ま
す

ま

こ
ん
な
話
は
も
う

め
て
お
い
て
そ

れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
達
が
作

を
初
め
て
約
数
時
間
が

過
し
て
い
た

 
理
 

ふ

 
亜
狛

マ
ス

こ
れ
が
黒
さ
ん
の
特
設
ス
テ

で
す

 
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ
よ

 
耶
狛

お

見
た
感
じ

と
そ
の
上
の

子
と
か
祭

 
し
か
な
い

 
理
久
兎
達
が
い
る
の
は
黒
専

の
特
設
ス
テ

だ

そ
の
ス
テ

の
コ
ン

プ
ト
は
決
闘
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つ
ま
り
闘
技
場
だ

 
亜
狛

で
す
が
マ
ス

黒
さ
ん
の
能
力
は

影
を

る

 
程
度
の
能
力

で
す
よ

 
耶
狛

そ
れ
だ
と
光
と
か
な
い
し
不

じ

な
い

 
だ
が

物
は
そ
う
だ
が
特
に
光
が
な
け
れ
ば
影
な
ど
は
作
れ
な
い

そ
の
た
め
黒
に
は
デ
メ

リ

ト
だ
が
そ
れ
は
問

な
い

 
理
 

ま

見
て
み
な
よ

 

を

々
に

々
に
と

げ
て
い
く

す
る
と
闘
技
場
の

ラ
リ

か
ら
光
が

れ
出
し

て
く
る

そ
れ
は

々
に

々
に
と
昇

て
い
き
闘
技
場
の

度
真
上
に
到
達
し
た

 
理
 

こ
の
光
こ
そ
が
こ
の
世
界
の
太
陽
さ
そ
れ
に

 
こ
こ
は
最
も
こ
の
太
陽
に
近
い
が

に
影
は

 
必
ず
で
き
る
の
さ

 
亜
狛

ま
た
大

な
物
を
作
り
ま
し
た

 
耶
狛

う

ん
で
も
そ
ん
な
に

し
く
な
い

何
て

 

う
か

し
い
光
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理
 

ま

そ
ん
な
感
じ
で
作

た
か
ら
な

さ
て
と

 
と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
で
準
備
は
良
い
だ
ろ
う
後

 
は
黒
が
上
手
く
舞
台
の
役
者
達
を

れ
て
き
て

 
く
れ
れ
ば
も
う
始
め
ら
れ
る
し

 
と

び
し
て

う
と
亜
狛
は
何
を
思

た
の
か

 
亜
狛

所
で
マ
ス

聞
き
た
い
の
で
す
が
ゲ
ス
ト
達

 
を
ど
う
や

て
こ
こ
に

れ
て
く
る
の
か
が
分

 
か
ら
な
い
の
で
す
が

 
耶
狛

わ
れ
て
み
る
と

か
に

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば

心
な
事
を

れ
て
た

 
な

地
上
に

当
に
入
り
口
を
作

て
後

 
は

の
勘
だ
と
か
で
上
手
く
行
け
る
よ
う
に

 
願
う
し
か
な
い
な

 
亜
狛

ま
た

な

 
そ
う

わ
れ
て
も
仕
方
な
い

そ
こ
は
全
然

え
て
い
な
か

た
の
だ
か
ら
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耶
狛

な
ら
私
は
そ
の
場
所
に
行
き
着
く
に
百

 
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

え

な
ら
た
ど
り
着
か
な
い
に
百

 
つ
い
に
は

け
を
し
だ
し
た

因
み
に

に
は
出
さ
な
い
が
自
分
は
来
る
に
十

を

け
て
も

い
い
と
思

た

 
理
 

ま

ど
ち
ら
に
せ
よ
だ
か
ら

当
に
模

で
作

 

て
術
式
で
あ
ん
で
元
か
ら
そ
こ
に
あ

た
的

 
な
感
じ
に
す
る
か

わ
ざ
と
ボ
ロ
く
し
て
な

 
後
は
も
う
お

ぐ
ら
い
の
知
性
が
あ
る
奴
が
い

 
れ
ば
分
か
る
問

を
出
せ
ば
良
い
か

 
亜
狛

ま

そ
こ
は
お
任
せ
し
ま
す

 
耶
狛

私
も
そ
れ
で
良
い
か
な

 
理
 

な
ら
そ
れ
で
決
定
だ
な

 
と

た
所
で
時
計
を
見
る
と
も
う
夕
方
に
な
り
つ
つ
あ

た

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い
と
な
亜
狛
そ
れ
に
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耶
狛

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
作
り
出
す
と

人
は

け
目
へ
と
入
り
地
霊
殿
の
理
久

兎
の
書

へ
と
帰
る
の
だ

た

帰
る
と
そ
こ
に
は

 
理
 

あ
れ
黒
じ

ん
終
わ

た
の

 
黒
 

あ

こ

ち
は
終
わ
ら
せ
た

 
そ
こ
に
は
ち

と
し
た
お
使
い
を
頼
み
出
掛
け
て
い
た

の
黒
が
い
た

ど
う
や
ら
お
使
い

は
無
事
に

ま
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
耶
狛

お

あ
の
無
理

の
レ

ル
の
お
使
い
を

 
終
わ
ら
た
ん
だ
黒
く
ん

 
黒
 

あ

本
当
に

バ
か

た
下
手
に

激
す
る
と

 
後
が
恐
い
か
ら
な

 
理
 

ま

お
つ
か
れ
さ
ん

そ
れ
と
お
前
さ
ん
の

 
専

ス
テ

は
作

て
お
い
た
か
ら
明
日
ぐ
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ら
い
に
見
て
お
い
て
く
れ

 
黒
 

あ

分
か

た

 
と

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
部

の

が
開
い
た

そ
こ
か
ら
さ
と
り
が
出
て
き
た

 
さ
と

や

と
帰

て
き
た
ん
で
す

理
久
兎
さ
ん
書

 

に
検
印
を
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ

検
印

は
い
は
い

人
は
各
自
の
事
を

 
し
て
お
い
て

 
黒
 

分
か

た

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

分
か

た
よ

 
と

い
さ
と
り
の

を
通
り
す
ぎ
よ
う
と
し
た
時
さ
と
り
は
サ

ド
ア
イ
で
心
の

を
見

逃
さ
な
か

た

 
黒
 
上
手
く
い
く
の
や
ら

 
耶
狛
楽
し
み
だ
な

 
亜
狛
お

と
さ
と
り
さ
ん
内

で
す
よ
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等
と
心
で

き
な
が
ら
出
て
い

た

そ
し
て
そ
れ
を
知
ら
な
い
自
分
は
さ
と
り
に
近
づ
く

と 
理
 

さ
て
と
種

ち

う
だ
い

 
さ
と

え

え

 
何

だ
か
さ
と
り
は

と

方
を

い
目
で
見
て
く
る

こ
の
時
に
察
し
た

あ
の

人

は
心
で
余
計
な
事
を

い
た
な
と

 
理
 

あ

彼
奴
ら
何
か

た
か

 
さ
と

え

い
え

た
だ
意
味
不
明
な
事
は

て

 
い
ま
し
た
が

 
理
 

ま

た
く
彼
奴
ら
は

 
そ
う

き
な
が
ら
さ
と
り
か
ら
書

を
も
ら
う
と
全
て
の
書

に
目
を
通
し
て
い
く

そ
し
て

通
す
と
同
時
に

し
た
と
い
う
証
と
な
る
検
印
を

し
て
い
き
さ
と
り
へ
と
返
す

 
理
 

ま

そ
ん
な
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
よ
た
だ

 
単
に
ち

と
し
た
事
を
や
ら
せ
て
た
だ
け

 
だ
か
ら
さ



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
さ
と

は

 
さ
と
り
は
ま
だ

て
い
る
の
か

方
を

と
見
て
く
る

正
直
な
話
だ
が
さ
と
り
は
勘
と

い
う
か
推
理
力
が
と
て
も
高
い

変
に

魔
化
す
と
後
が
怖
い

し
か
し
自
分
的
に
は
何
と
か

魔
化
し
た
い

ど
う
す
る
か
と

え
て

 
理
 

お
い
お
い

さ
と
り
そ
ん
な

ト
目
だ
と
可

 
愛
い
ら
し
い

が
台
無
し
だ

 
さ
と

へ

 
自
分
で
も
何
を

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま
う

だ
が
今
の
発

は

果
的

だ

た
の
か

 
さ
と
 

 
さ
と
り
は

を
真

に
さ
せ
て
う
つ
む
い
て
し
ま

た

 
理
 

さ

さ
と
り
大
丈
夫
か

 
さ
と

い

い
え
そ

そ
の
あ

あ

り
が
と
う
ご

 
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う

い
さ
と
り
は
そ
そ
く
さ
と
部

か
ら
出
て
い

た

ど
う
や
ら
こ
れ
で

わ
れ
ず
に
は



 第３０８話 舞台は整う

み
そ
う
だ
が

 
理
 

お
い
お
い
あ
れ
は
チ

ロ
す
ぎ
る

て

 
心
が
読
め
な
い

手
だ

た
の
な
ら
恐
ら
く
オ
レ
オ
レ

に
で
も
遭
遇
し
て
引

掛
か
り
そ

う
で
怖
い

 
理
 

ま

良
い
か

さ
て
と
ど
う
い
う
風
に
門
を

 
ア
レ
ン

し
よ
う
か
な

 

き
な
が
ら
門
を
ど
う
作
る
か
と

え
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

そ
う
い
え
ば
怠
惰
よ

 
怠
惰

何

 

 

そ
な
た

々
な
悪
魔
と
知
り
合
い
な
ん
じ

ろ

 
怠
惰

ま

そ
り

 

 

そ
の
中
で
嫌
い
な
奴
と
か
も
お
る
の
か



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
怠
惰

ま

い
る
よ
そ
り

 

 

え
ば

 
怠
惰

う

ん
そ
う

わ
れ
て
も

る
け
ど
ま

人

 
だ
け
本
当
に
嫌
い
と
思

て
い
る
奴
は
い
る
け

 
ど

 

 

じ

 
怠
惰

そ
れ
は

え
な
い

 

 

む

そ
う
じ

怠
惰
よ
こ
の
写
真
だ
け
何
で

 

せ
て
あ
る
ん
じ

 
怠
惰

そ
こ
に
写

て
る
の
が
宿

だ
か
ら

 

 

見
て
も

 
怠
惰

め
て
く
ん
な
い

出
来
れ
ば
会
い
た
く
な
い

 
奴
な
ん
だ
か
ら
て
い
う
か
そ
い
つ
が
そ
う
だ
か

 
ら
さ

 

 

そ
こ
ま
で
怠
惰
が

う
と
は
な



 第３０８話 舞台は整う

 
怠
惰

し
も
そ
れ
は
あ
る

だ
よ
先

だ

た
り
後

 

だ

た
り
同
級
生
だ

た
り
も
う
数
多
く
あ

 
る
と
思
う
か
ら
あ
ん
ま
り
そ
う

う
の

れ
な

 
い
方
が
身
の
た
め
だ
よ

 

 

 

う
む

仕
方
な
い
の

 
怠
惰

さ
て
と
お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
て
な
わ
け
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
０
９
話
 
そ
の
前
日

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

々
な
ゲ

ム
に

き
て
き
て
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

三

無
双
の
新
作
で

り
が
ま
た
出
な
い
か
な

や

り
こ
う
自
分
の

作

た
キ

ラ

て
愛
着
が
わ
い
ち

う
ん
で
す
よ

お

と
こ
ん
な
無

話
は
そ
ろ
そ

ろ

め
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
舞
台
役
者
そ
れ
ら
が

う

も
う
後
は
最
後
の
心

え
を
す
る
事
だ
け
だ

そ
ん
な
心

え

を
し
な
が
ら
理
久
兎
は
夕
食
を
食
べ
終
え
温
泉
に
黒
と
共
に

か

て
い
た

 
理
 

ふ

良
い

だ

黒

 
黒
 

あ

そ
う
だ
な

な

主
よ
明
日
だ

 
理
 

あ

分
か

て
る
明
日
だ
よ
な

 
こ
れ
ま
で
行

て
き
た
事

そ
れ
は
も
う
気
づ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
幻
想
郷
な
ら
で
は

の
ル

ル
の

つ

妖
怪
や
修
羅
神
仏
達
が
引
き
起
こ
す
事
件
も
と
い
異
変
の
準
備
を
し
て
い



 第３０９話 その前日

た
の
だ

そ
し
て
も
う
準
備
は
出
来
て
い
た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
明
日
ぐ
ら
い
に

姫
に
頼
み
込
ん

 
で
小
町
を

り
る
か

 
黒
 

あ
の
死
神
を
か

の
奴
で
も
良
く
な
い
か

 

の
奴
と

わ
れ
て
も
正
直
な
話
だ
が

る

美
寿
々
や
勇
儀
だ
と
か
は
嘘
は
つ
け
れ
な
い

か
と
い

て

ル
ス

キ
ス
メ

マ
メ
だ
と
か
は
地
上
に
は
あ
ま
り
出
た
が
ら
な
い
だ
ろ
う

か
と
い

て
さ
と
り
こ
い
し
お

お
空
を
自
分
達
の
都
合
で

き
込
む
わ
け
に
も
い
か
な

い

そ
し
て
地
上
の
妖
怪
達
も
あ
ま
り
思
い

か
な
い
た
め
そ
れ
な
ら
と
思
い
旧
友
で
あ
る
小
町

を
頼
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

ま

小
町
な
ら
や

て
く
れ
る
さ
そ
れ
に
こ
の

 
異
変
は
勝
つ
事
が
目
的
じ

な
い
あ
く
ま
で
も

 
時
間

ぎ
だ

 
黒
 

ま

そ
れ
は
分
か
る
が
に
し
て
も
メ
ン
バ

が

 

華
す
ぎ
る
だ
ろ

 

え
て
い
る
メ
ン
バ

は
小
町

幽
香

風

ル

ミ
ア
の

人
に
黒
そ
し
て
亜
狛
と
耶



 第二十一章 因果と運命に導かれて

狛
そ
し
て
自
分
の

え
を
明

に
さ
せ
る
た
め
に
ゲ
ン

イ

そ
し
て
自
分
と

わ
れ
て
み
る
と

華
な
メ
ン
バ

だ

 
理
 

ま

か
に

華
だ
よ

 
黒
 

ま

た
く
だ
な

 
そ
う

い
な
が
ら
黒
と
共
に
体
を

い
合
い
そ
し
て
ま
た
温
泉
に

か
り
な
が
ら

 
黒
 

な

主
よ

 
理
 

ん

 
黒
 

さ
と
り

こ
い
し
だ
と
か
を
大
切
に
し
ろ
よ

 
理
 

黒

お
前
に

わ
れ
る
ま
で
も
な
い
よ

 
黒
の

告
を
受
け
な
が
ら
も
風
呂
か
ら
上
が
り
近
く
に
あ
る

オ
ル
で
体
を

き
な
が
ら

 
理
 

と
り
あ
え
ず
風
呂
掃
除
頼
む
な

 
黒
 

あ

分
か

た

 
そ
う
黒
に

い

室
か
ら
出
て
自
分
の
部

へ
と
向
か
う

 
理
 

ふ

さ
て
と

 
断
罪
神
書
を
開
き

ラ

ラ
と

を
め
く
り

姫
と
書
か
れ
た

ま
で

り
そ
し



 第３０９話 その前日

て 
理
 

コ

ン

も
し
も
し

姫
ち

ん

聞
こ
え

 
て
る
か

 
と

り

の
よ
う
に

く
と
そ
の

か
ら

で

姫
の

が

か
び
上
が
る

 

姫

は
い
聞
こ
え
て
ま
す
よ
理
久
兎
さ
ん
ど
う
い

た

 
ご

件
で
し

う
か

 
理
 

あ

ち

と
無
理

が

つ
あ
る
ん
だ
け
ど

 
良
い
か
な

 

姫

内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
ど
ん
な
事
で
す
か

 
自
分
は

さ
ず
に

姫
に
あ
る
お
願
い
を
す
る

そ
の

つ
目
は

 
理
 

ま
ず

つ
目
は
小
町
を

間
ぐ
ら
い
レ
ン

ル

 
し
た
い
ん
だ
け
ど
大
丈
夫

 

姫

え

小
町
を
で
す
か

い
ま
せ
ん
よ
何
時

 
も
サ
ボ

て
ば

か
り
な
の
で
た
ま
に
は
理
久

 
兎
さ
ん
の
所
で
子
機
使
わ
れ
る
の
も
ま
た
徳
を
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積
ま
せ
る
チ

ン
ス
で
す
し

理
久
兎
さ
ん

 
存
分
に
小
町
を
子
機
使

て
く
だ
さ
い

 
ま
さ
か
の
お
許
し
が
出
た

こ
れ
で
メ
ン
バ

は
大
方
は

た
だ
ろ
う

そ
し
て
最
後
の

を
頼
む
こ
と
に
し
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
そ
れ
と
最
後
の

何
だ
が

 
少
し
騒
ぎ
を
引
き
起
こ
す
か
ら
も

か
し
た
ら

 
そ

ち
に
も

惑
が
行
く
か
も
し
ん
な
い

て

 
事
の
了

な
ん
だ
が

 

姫

と

い
ま
す
と

 
理
 

冥
界
に

く
⻄
行
妖
を
幽
々
子
達
に
無
断
で

 

り
る

て
事
を
伝
え
た
く
て

 

姫

あ
の
桜
で
す
か

正
気
で
す
か

 
理
 

う
ん

彼
奴
か
ら

わ
れ
た
物
を
つ
い
で
だ
か
ら

 
取
り

そ
う
と
思

て

 
自
分
達
が
引
き
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
異
変

こ
れ
を
起
こ
す
理
由
は

つ
あ
る

そ
の



 第３０９話 その前日

つ
こ
そ
⻄
行
妖
に

わ
れ
た
自
身
の
愛
刀
で
あ
る
空
紅
を
取
り

す
事
だ

そ
の
た
め
に
ど
う
し

て
も
い
る
の
だ

 

姫

ま

私
は
今
の
話
は
聞
か
な
か

た
事
に
し

 
ま
す
な
の
で
知
り
ま
せ
ん
よ

 
理
 

そ
れ
で

わ
な
い
よ
ど
う
せ
始
末
書
だ
と
か
は

 
全
部
お
ふ
く
ろ
に

く
か
ら
さ

 

姫

う
わ

絶
対
に
黒
な
の
に
黒
と

い
き
れ

 
な
い
こ
の
も
ど
か
し
さ
が

い
で
す

 
仕
方
が
な
い

能
力
で

じ

げ
て
い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

ま

そ
ん
な
感
じ
だ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む

 
よ

姫
ち

ん

 

姫

分
か
り
ま
し
た
小
町
の
方
に
は
私
か
ら
伝
え

 
て
お
き
ま
す
そ
れ
で
は

 
そ
う

う
と

姫
は

を
切

た
の
か

に

て
い
た

は
消
え
た

そ
し
て
明
日
の

事
を

え
な
が
ら

ド
へ
と
入
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
ト
ン
ト
ン

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん
起
き
て
ま
す
か

 

か
ら
推

す
る
に
さ
と
り
が
外
か
ら
ノ

ク
し
て
き
た

 
理
 

あ

起
き
て
る
よ
入
り
な
よ

 
さ
と

え

と
失
礼
し
ま
す

 

く
り
と

を
開
け

マ
姿
の
さ
と
り
が
入

て
き
た

 
理
 

そ
れ
で
ど
う
か
し
た

 
さ
と

え

と

情
け
な
い
話
で
す
が
怖
い
夢
を

 
見
て
し
ま

て
そ
の

不
安
で

 

ず
か
し
い
の
か

を

ら
め
て
も
じ
も
じ
し
て
い
た

 
理
 

あ
り

り

な
ら
一

に

る

人
が

 
怖
い
な
ら
皆
で

れ
ば
良
い
し

 
さ
と

え

い

良
い
ん
で
す
か

 
理
 

良
い
よ

ら

ト
に
行
き
な
よ

 
さ
と

な

な
ら
失
礼
し
ま
す



 第３０９話 その前日

 
さ
と
り
は
自
分
の
布
団
に
入
り

の
方
へ
と
行
く
と
次
に
自
分
は
部

の
明
か
り
を

と
し
て

さ
と
り
の

に

る

 
理
 

大
丈
夫
か

 
さ
と

え

え

大
丈
夫
で
す

そ
れ
よ
り
も
理
久
兎

 
さ
ん
の
体
温
が
そ
の

か
く
て

 

で
自
分
の

を

と

き

め
て
い
た

正
直
な
話
だ
が
少
し
眠
り
に
く
い

す
る

と 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

 
さ
と

私
を
愛
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
す

 
理
 

ふ
ふ

ど
う
い
た
し
ま
し
て

く

な
よ

 
明
日
に

く
よ

 
さ
と

あ

は

は
い

 
そ
う
し
て
理
久
兎
と
さ
と
り
な
共
に
夜
を
過
ご
す
の
だ

た
が
次
の
日
の

前

時
ぐ
ら
い
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理
 

ご
め
ん
な
さ
と
り

 
理
久
兎
は
静
に
起
き
上
が
り

ト
の

の

に
置
き
手
紙
を
置
く

 
理
 

し
ば
ら
く
会
え
な
く
な
る

だ
け
ど
許
し
て
く
れ

 
俺
も
そ
ろ
そ
ろ
け
じ
め
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な

 
い
か
ら

 
さ
と
り
の
頭
を

し
く

で
る

す
る
と

 
さ
と

う

ん

理
久
兎
さ
ん

 
と

が
聞
こ
え
る

そ
こ
ま
で
自
分
を
思

て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

そ
の
た
め
少
し

し
く
な
る
が

 
理
 

少
し
の
間

会
え
な
い
け
ど
何
か
あ

た
ら
す
ぐ

 
に

け
つ
け
る
だ
か
ら
心

す
る
な
よ
さ
と
り

 
必
ず
こ
こ
に
帰
る
か
ら

 
そ
う

き
理
久
兎
は
部

を
出
る

そ
し
て
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
け
じ
め
を
つ
け
る
た
め
に
異

変
を
起
こ
す
前

の
仕
上
げ
を
行
う
た
め
に
向
か
う
の
だ

た

 



 第３０９話 その前日

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
は
キ

ラ
ク

ク
リ
エ
イ
ト
が
出
来
る

 
ゲ

ム
が

き
じ

の
う

 
怠
惰

だ

て
こ
う
愛
着
が
あ
る
じ

ん

 

 

ま

か
に
の

じ

が
怠
惰
の
作
る

 
キ

ラ
は

ど
が
女
性
な
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

う

ん
モ

ピ

ハ
ン
の
場
合
は
コ
イ
ン
の
女
神
様

 
の
導
き
で
決
め
る
け
ど

の
場
合
は

定
出
来

 
な
い
よ

特
に
三

ピ

双
と
か
は

 

 

そ
う
な
る
と
ス

ピ

イ
リ
ム
だ
と
か

ピ

 
と
か
そ
の
変

り
が
お
す
す
め
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

ま

ピ

と
か
は
や

て
た
け
ど

き

 
て

め
た
し
ス
カ
イ

ピ

ム
と
か
は
や
る
な
ら
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を
入
れ
て
キ

ラ
を
美
化
さ
せ
て
や

 
り
た
い
か
な

 

 

わ
が
ま
ま
な
奴
じ

な

 
怠
惰

仕
方
な
い
の

き
性
だ
か
ら
お

と
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
か
な
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

次
回
も
来
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第３１０話 暗夜の理想郷

 
第
３
１
０
話
 
暗
夜
の
理
想
郷

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
運
転
が
下
手
く
そ
だ
な
と
や
は
り
改
め
て
思

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

正
直
な
話
で
す
が
下
手
ク
ソ
の
レ

ル
を
遥
か
に

え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た

そ
れ
は
さ

て
お
き
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
眠

て
い
る
さ
と
り
に

し
の
別
れ
を
告
げ
た
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
の
能
力
で
舞
台
と
な
る

世
界
の
本
拠
地
で
あ
る
こ
の
世
界
で
最
も
高
い
ビ
ル
の

上
に
来
て
い
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
亜
狛

耶
狛

 
亜
狛

い
え

 
耶
狛

つ
い
に
始
ま
る
ん
だ
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ

つ
い
に
始
ま
る
の
さ

 
高

ビ
ル
の
手
す
り
に

ま
り
こ
の
世
界
の
特

と
も

え
る
ネ
オ
ン
で
光
る

を

め
る

 
黒
 

な

主
よ
こ
の
世
界
に
名
前
は
あ
る
の
か
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亜
狛

あ

そ
う
い
え
ば

 
耶
狛

私
達
の
住
ん
で
る
所

て
一

は
幻
想
郷

て

 

う
し

 
理
 

名
前
な

 
そ
う
聞
か
れ
る
と
ど
う

え
る
か

む
と
こ
ろ
だ

日
本
ら
し
い
名
前
を
つ
け
た
い
所
だ
が
思

い

く
の
は
皆
も
う

に

さ
れ
て
し
ま

た
も
の
ば
か
り

だ
が
こ
こ
で
昔
に
何
処
か
で
読

ん
だ
本
の
理
想
郷
の
名
前
を
思
い
出
し
た

 
理
 

世
界
の
ど
こ
で
な
い
理
想
郷

エ
レ

ン

て

 
ど
う
よ

 
黒
 

良
い
ん
じ

な
い
か

 
亜
狛

え

良
い
名
前
だ
と
思
い
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

そ
う
か

 
そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
も
う
数
分
だ
け
外
の

め
る

そ
し
て

 
理
 

さ
て
と

亜
狛
と
耶
狛
は
小
町
を
迎
え
に
行
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て
く
れ
そ
し
て
黒
は
役
者
達
の
迎
え
を
頼
む

 
よ

 
亜
狛

了
解
し
ま
し
た

 
耶
狛

合
点

 
黒
 

了
解
し
た

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
作
り
ま
ず
黒
を
送
る
と
次
に
ま
た
別
の
場
所
へ
と

ぎ

亜
狛
と
耶
狛
も
入

て
い

た

そ
し
て
自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
と
あ
る
指
輪
と
服
を
出
す

 
理
 

さ
て
と

着
た
く
は
な
い
け
ど

着
る
し
か
な

 
い
か

う

ん
変
な

が
た

た
ら
嫌
な
ん
だ

 
け
ど
な

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は

い
な
が
ら
も
指
輪
を
着
け
て
服
を
着
た
の
だ

た

そ
し
て
数
分
後

 
亜
狛

マ
ス

れ
て
き
ま
し
た
よ

 
耶
狛

れ
て
き
た
よ

 
小
町

は

理
久
兎
さ
ん
の
事
だ
か
ら
嫌
な
予
感

 
し
か
し
な
い
ん
だ
け
ど
な
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と

小
町
は
た
め

じ
り
に

け
目
か
ら
出
て
先
に
立
つ
人
物
を
見
る

 
小
町

あ
ん
た

だ
い

 
亜
狛

な

で
す
か

女

 
耶
狛

マ
ス

の
匂
い
が

か
に
す
る
の
は
何
で

 
そ
れ
を
見
て
亜
狛
と
耶
狛
も

す
る
が
小
町
も

く

そ
こ
に
い
た
の
は
理
久
兎
で
は
な
く

見
た
こ
と
の
な
い
⻑

の
女
性
し
か
も
メ
イ
ド
だ

た

す
る
と
そ
の
女
性
は
ク
ス
リ
と

う

と 
女
性

か

て

私
だ

 
手
に
断
罪
神
書
を
持

て
見
せ
る
と
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
小
町
は
目
が
点
と
な

て

い
て
い

た 
耶
狛

ま
さ
か
マ
ス

 
亜
狛

え

 
小
町

本
当
に
理
久
兎
さ
ん
か
い

 

く
姿
を
見
て
つ
い
つ
い

て
し
ま
う

論

自
分
は
理
久
兎
だ

 
理
 

あ

そ
う
だ
よ

ど
う
よ
俺
の
変
装
は
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着
て
い
る
メ
イ
ド
服
と
⻑

を
な
び
か
せ
な
が
ら

回
転
し
て
全
身
を
見
せ
た

そ
れ
に
は

亜
狛
は

を
真

に
さ
せ
て
い
た

 
小
町

い
や
変
装
の
レ

ル
じ

な
い
よ

最

こ
れ
は

 
女
体
化
の
部

だ
よ

 
亜
狛

し

し
か
も
意
外
に
も
む

胸
が

 
耶
狛

む

男
に

力

値
Ｐ
Ｐ
で
負
け
た

 
と

小
町
は
ツ

コ
ミ

亜
狛
は
ま
だ

れ
な
い
の
か

を
そ
ら
し
耶
狛
は
少
し
ご
立

と

い

た
感
じ
だ

 
亜
狛

と

所
で
マ
ス

ど
う
や

て
そ
の

 
女
体
化
を
そ
し
て
そ
の
服
ど
こ
で

 
理
 

あ

女
体
化
は
指
輪
で
変
化
し
た
だ
げ

服
は

 
お

の
所
か
ら

り
て
き
た
よ

 
亜
狛

マ
ス

あ
の
一

は
私
の
義
娘
な
ん
で
す
が

 
と
い
う
か
服
を
取
る
と
か
ど
う
い
う
事
で
す
か

 
理
 

い
や

合
う
服
が
お

の
し
か
な
く
て

お
空
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の
だ
と
少
し
胸
が
大
き
す
ぎ
て
な

 
数
日
前
に
試
し
た
ら
お

の
服
の
サ
イ

が

ス
ト
フ

ト
だ

た
の
だ

作
ろ
う
と
思

え
ば
作
れ
る
が
正
直
な
話
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
も
な
い
と

え

め
て

り
る
こ
と
に
し
た
の

だ

す
る
と
耶
狛
は

 
耶
狛

で
も
マ
ス

の
そ
の
姿
を
見
て
思
う
ん
だ
よ

 
マ
ス

の
生
ま
れ
て
く
る
性
別
を
間
違
え
た
よ

 
な

て

 
小
町

そ
れ
は
あ
た
い
も
思

た

 
亜
狛

正
直
な
話
で
す
が
自
分
も
で
す

 
理
 

え

ど
こ
が

 
何
処
が
そ
う
思
う
の
か
と

問
に
思
い
聞
く
と
耶
狛
は

え
て
く
れ
た

 
耶
狛

だ

て

仕
事
出
来
る
し
料
理
と
か
裁

そ
れ
に

 
掃
除
と
か
の
家
事
も
完

レ

ル
に
出
来
て
い
て

 

能
そ
れ
か
ら
容
姿
も
綺

だ
し
性
格
も
良
い
し

 
後
は
思

た
者
を
一

に
愛
をは

ぐ
く育

も
う
と
も
す
る
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か
ら
か
な

 
家
事
は

定
は
し
な
い

そ
し
て
仕
事
は
出
来
て
い
る
と
は
思

た
こ
と
が
な
い
か
ら
分
か
ら

な
い
し
性
格
や
容
姿
も
分
か
ら
な
い

だ
が
そ
ん
な
愛
を
育
も
う
は
当
て
は
ま
る
の
か
は

問

だ 
理
 

愛

て

そ
う
か

 
亜
狛

ま

さ
と
り
さ
ん
を
思

て
ま
す
し

 
耶
狛

う
ん

 
小
町

ま

イ
チ

つ
き
カ

プ
ル
と
ま
で
は
行
か

 
な
く
て
も
楽
し
そ
う
だ
け
ど

 
理
 

う

ん
そ
う
か
な

 
た
だ
単
に
自
分
を
選
ん
で
く
れ
た
の
な
ら
後

さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
た
だ
強
い
だ
け

な
の
だ
が

か
ら
見
る
と
カ

プ
ル
と
し
て
し

か
り
見
え
て
い
る
よ
う
だ

 
亜
狛

で
す
が
マ
ス

そ
の

女
体
化
し
て
も
ま
で
も

 
変
装
し
ま
す

何
時
も
の
あ
の
コ

ト
で
も
良
く

 
な
い
で
す
か
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理
 

う

ん
ま

も
し
も
の
た
め
の

険

 
耶
狛

こ
う
聞
く
と
外
の
世
界
の

み
た
い
だ

 
小
町

険
は
大
切
だ
よ

 
と

に
語
り
か
け
て
い
る
の
や
ら

と
り
あ
え
ず
は
こ
こ
で
た
だ
話
続
け
る
の
も
先
に
進
ま

な
い
た
め

 
理
 

と
り
あ
え
ず
中
に
入
ろ
う
小
町
に
は
大
方
の
事
を

 
説
明
す
る
か
ら

 
小
町

あ
い
よ
理
久
兎
さ
ん

 
亜
狛

や

り
胸
が
気
に
な

ち

う
よ
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
の
エ

チ

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら

人
は
中
へ
と
入
り
小
町
に
大
方
の
事
が
ら
を
伝
え
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

シ
も
思
う

あ
や
つ
は
性
別
を
間
違
え
て

 
お
る
と

 
怠
惰

こ
こ
だ
け
の
話
だ
け
ど
さ
理
久
兎
の
見
た
目

て

 
ぐ
く
コ
ク
の
コ

ク
リ
さ
ん
を
意

し
て
い
る
か

 
ら
つ
ま
り
女
体
化
し
た
ら

 

 

昔
に
ア
ニ
メ
で
見
た
が
あ
れ
は
美
し
い
の

 
怠
惰

と
い

て
も

グ
が
本
当
に
強
い
け
ど

 

グ

き
に
は
た
ま
ら
な
い
作
品
だ
よ

 
怠
惰
さ
ん
も

を

え
て

て
た
か
ら

 

 

お
ん
し
の

い
ツ
ボ
は
よ
う
分
か
ら
ん

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

俺
も
分
か

て
な
い

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
な

て
な
わ
け
で

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第３１１話 役者達

 
第
３
１
１
話
 
役
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
先
程
よ
う
や
く
エ
ス
カ
ト
ロ

に
勝

を

め
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

よ
う
や
く
勝
て
た

真

様
や
ラ
グ
ナ
ロ
グ
に
は
感
謝

お

と
そ
れ
で
は
今
回
も

本
編
へ
ど
う

 
夕
暮
れ
時
の
太
陽
の
畑

そ
こ
に

け
目
が
開
か
れ
黒
が
現
れ
る

 
黒
 

さ
て
と
時
間
だ

 

き
黒
は
少
し
歩
く
と
そ
こ
に
は
日

を
さ
す
幽
香
が
い
た

ど
う
や
ら
見
た
感
じ
は
来
る
み

た
い
だ

 
黒
 

迎
え
に
来
た

 
幽
香

あ
ら
意
外
に
も

か

た
わ

 
幽
香
は

し
て
い
る
の
か

り
深
く
見
て
く
る
が
そ
ん
な

な
事
は
気
に
せ
ず

 
黒
 

そ
れ
じ

と
り
あ
え
ず
影
に
入

て
も
ら
う
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幽
香

え

 
そ
う

う
や

や
幽
香
は

々
に

ん
で
い
く

 
幽
香

女
ま
さ
か

し

 
黒
 

し
て
は
い
な
い
も
の
の
数
分
だ
け
だ

 
そ
う

て
る
間
に
も
幽
香
は
自
身
の
影
に

み
そ
こ
か
ら
幽
香
は
消
え
た

 
黒
 

次
は

か

 
そ
し
て
影
へ
と
入
り
込
む
と
今
度
は

の

へ
と
向
か
う

そ
し
て

ま
で
行
く
と
そ
こ
に

は 
ル
 

お

が
減

た
の
だ

 
そ
こ
に
は
お

が
減
り
す
ぎ
て
ヘ
ロ
ヘ
ロ
と
な

て
い
た
ル

ミ
ア
の
姿
が
あ

た

 
黒
 

お

お
前

ま
さ
か
一

日
か
ら
い
た
の
か

 
一

日
か
ら
の
い
た
の
か
と
い
う

問
に
ル

ミ
ア
は

 
ル
 

そ
う
な
の
だ

 

え
て

お
う

頭
は
自
分
の
方
が
良
い
と

だ
が
し
か
し
約
束
の
時
間
が

て
き
て
い
る

た
め
に
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黒
 

ま

良
い
今
は
急
ぐ
か
ら
な

 
そ
う

う
と
ル

ミ
ア
の

元
の
影
に
変
化
が
起
き
る

突
然
影
な
ら

が
出
た
か
と
思
う

と 
ル
 

う
わ

 
ル

ミ
ア
は
黒
の
影
へ
と
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
い

た

 
黒
 

よ
し
次

 
ル

ミ
ア
を
影
へ
と
引
き
ず
り
込
み
次
に

武
の

へ
と
向
か
う

そ
こ
に
は

人
の
男
性

も
と
い
⻑
い

を

た
ゲ
ン

イ
が
い
た

 
ゲ
ン

ふ

迎
え
は
ま
だ
か
の

 
黒
 

ま
な
い
な

 
ポ
ツ
リ
と

く
ゲ
ン

イ
の

後
で
影
か
ら
出
て

を
か
け
る

そ
れ
に
気
づ
い
た
ゲ
ン

イ

は

く
り
と

方
を
向
く
と

 
ゲ
ン

や

と
来
た
か
い

も
う
一
度
聞
く

 
総
大
将
に
は
会
え
る
ん
じ

ろ
う
な

 
真

直
ぐ
な

か
り
を

し
た
目
で
見
な
が
ら
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
自
分
も
真

直
ぐ
ゲ
ン
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イ
を
見
な
が
ら

 
黒
 

嘘
は
つ
か
ん

 
そ
れ
を
聞
い
た
ゲ
ン

イ
は
口
元
を
ニ

リ
と
ニ

つ
か
せ
る

 
ゲ
ン

そ
う
か

な
ら

れ
て
い
け

 
黒
 

そ
う
か

そ
れ
な
ら

葉
に

え
る

 
黒
は
自
身
の
影
を
大
き
く
し
ゲ
ン

イ
の

元
ま
で
来
る
と

 
ゲ
ン

う

 
ゲ
ン

イ
は
影
へ
と
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
い

た

こ
れ
で
ゲ
ン

イ
も
終
了
し
た

 
黒
 

最
後
は
地
底
へ
の
入
り
口
か

 
ま
た
影
へ
と
入
る
と
す
ぐ
さ
ま

動
を
開
始
し
妖
怪
の
山
か
ら
地
底
へ
と
行
け
る

へ
と
向

か
う
の
だ

た

そ
し
て
そ
こ
で
は
大
き
く
黒
い

を

ば
た
か
せ
な
が
ら
風

が
飛
来
し
て
い

た 
風

こ
こ

だ
よ
な

 
風

は

を

り

ま
せ
数
分
待

て
い
る
と

 
黒
 

来
た
の
だ
な
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影
か
ら
現
れ
待

て
い
る
風

と
目
を
合
わ
せ
る

 
風

あ

来
た

こ

そ
り
と

け
出
す
の
は
中
々

 
大
変
だ

た
が
な

 
黒
 

そ
う
か

こ
こ
に
来
た
と
い
う
事
は
覚
悟
は
あ
る

 
の
だ
な

 
風

無
論

理
久
兎
に
会
え
る
な
ら

 
黒
 

そ
う
か
な
ら
ば
行
く

 
黒
は
影
を

り
先
程
と
同
じ
よ
う
に
風

を
影
へ
と
引
き
ず
り
込
ん
で
い
く

 
風

理
久
兎

待

て
い
く
れ

 
そ
う

く
と
風

は
影
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た

こ
れ
で

人
達
成
だ

 
黒
 

さ
て
と
後
は
こ
れ
で
亜
狛
と
耶
狛
が
来
る
の
を

 
待
て
ば

 
座

て
待
と
う
か
と

え
る
や

や
自
分
の
目
の
前
に

け
目
が
開
く

そ
し
て
そ
こ
か
ら
亜

狛
と
耶
狛
が
出
て
き
た

 
亜
狛

黒
さ
ん
お

れ
様
で
す
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耶
狛

お

れ
黒

 
黒
 

あ

と
り
あ
え
ず
こ

ち
は
終
わ

た

く

 
帰
ろ
う
八
雲
紫
だ
と
か
に
バ
レ
る
と
後
が
面

 
で
仕
方
が
な
い

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

な
ら
ち

ち

と
帰
ろ
う

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
ま
た
作
る

そ
し
て
黒
が
入
ろ
う
と
し
た
時

 
亜
狛

あ

そ
れ
と
黒
さ
ん
で
も
多
分
ビ

ク
リ
す
る

 
も
の
が
あ
り
ま
す
よ

 
黒
 

俺
が
ビ

ク
リ
す
る

 
耶
狛

う
ん

私
は
少
し
シ

ク
を
受
け
た
け
ど

 
何
を

て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
れ
は
見
て
の
お
楽
し
み
だ

 
黒
 

な
ら
そ
れ
を

く
り
と
見
さ
せ
て

う

 
亜
狛

ま

見
た
方
が

い
で
す

 
耶
狛

う
ん

そ
う
だ
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そ
う
し
て

人
は
理
久
兎
の
作

た
エ
レ

ン
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
理

久
兎
へ
と
変
わ
る

 
理
 

と
ま

こ
ん
な
感
じ

て

わ
な
い
か
ら

 
小
町

ま
た
変
に
や
や
こ
し
く
な
り
そ
う
だ

 
理
 

ア
ハ
ハ

本
当
に

ち

う
よ

 
こ
れ
ま
で
自
分
が

い
て
き
た
種
が
ま
さ
か
こ
こ
ま
で

く
な
る
と
は
初
め
の

え
で
あ

た

居
生
活
は
何
処
に
い

た
の
や
ら

 
理
 

で
も
小
町
こ
の
仕
事
を
上
手
く
こ
な
し
て
く
れ

 
た
ら

姫
と
交
渉
し
て

月
の
休

を

え

 
る
よ
う
に
頼
み
込
ん
で
や
る
よ

 
小
町

本
当
か
い

流

は
理
久
兎
さ
ん
話
が
分
か

 
る

も
う

姫
様
の
下
じ

な
く
て
理
久
兎

 
さ
ん
の
下
で

こ
う
か
な

 
理
 

ハ
ハ
ハ

め
て
お
け
多
分
だ
が
小
町
が
俺
ら

 
の
仕
事
を
す
る
と
す
ぐ
に
ノ
イ
ロ

と
か
に
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な
る

 
亜
狛
や
耶
狛
そ
し
て
黒
の
仕
事

は
と
ん
で
も
な
く
多
い

に
あ
ま
り
サ
ボ
れ
な
い

そ
れ

だ
と
小
町
は
⻑
続
き
し
な
い
だ
ろ
う

 
小
町

や

り

姫
様
の
下
で

い
て
よ

 
理
 

命
な
判
断
だ

 
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と

け
目
が
開
き
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
出
て
く
る

 
理
 

お

帰

た
か

 
黒
 

お
前
だ
れ
だ

 
黒
は
自
分
の
姿
を
見
て

し
て
く
る

す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
黒
の

を

く

く
と

 
亜
狛

黒
さ
ん
あ
れ
が
マ
ス

で
す
よ

 
耶
狛

う
ん
変
装
の
た
め
に
女
体
化
し
て
る
だ
け
だ
よ

 
黒
 

そ
う
か

そ
れ
な
ら

て
そ
ん
な
訳
あ
る
か

 
理
 

事
実
だ
よ
黒

俺
は
理
久
兎
お
前
の
主
人
さ

 

い

光
で
黒
に

う
と
黒
は

ち
着
い
た
の
か

 
黒
 

主
は
本
当
に
常

は
ず
れ
だ
な
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理
 

ま

な

さ
て
と
黒

初
め
る

 
黒
 

あ

 
そ
う
し
て
黒
は
影
を

げ
引
き
ず
り
込
ん
だ
者
達
を

出
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

の
う
怠
惰
よ

 
怠
惰

ど
う
し
た
の

 

 

う
む
そ
な
た
は

き
な
女
性
の

イ
プ
と
か
は

 
あ
る
の
か

 
怠
惰

う

ん

き
な

イ
プ

え
た
こ
と
も

 
な
い
な

 

 

こ
う

何
と
い
う
か
勝
ち
気
と
か
物
静
か
と
か

 

々
あ
る
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
だ
な

普

は
ク

ル
ぶ

て
る
け
ど
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ハ
プ
ニ
ン
グ
に

き
す
ぎ
て
あ
た
ふ
た
す
る

 
子
と
か
は
結

可
愛
い
と
思
う
よ

 

 

て
る
こ
と
が

の
よ
う
な
気
が
す
る
ん

 
じ

が

 
怠
惰

気
の
せ
い
気
の
せ
い

後
は

日
頃
か
ら

 
勝
ち
気
で

て
る
子
と
か
が

目
に
な

 

て
る
姿
に
は
ゾ
ク
り
と
来
る
か
な

 

 

う
む
こ
や
つ
は

気
じ

な

々
な
意
味
で

 
怠
惰

失
礼
だ
な

だ
け
ど
や

り
元
気
が
あ
る

 
子
の
方
が
い
い
か
な

 

 

そ

そ
う
か

お

と
し
ま

た
も
う
時
間

 
じ

な

 
怠
惰

お

と
本
当
だ
そ
れ
じ

読
者
様
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 

 

次
回
も
よ
ろ
し
く
の
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怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

バ
イ
バ
イ
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第
３
１
２
話
 
役
者
集
結

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
あ
と
少
し
で

式
を
迎
え
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

本
当
に
時
間

の
流
れ
は

い
な

お

と
こ
ん
な

い
話
し
は

め
に
し
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
黒
の
能
力
に
よ
り
黒
の
影
か
ら

人
の
男
女
が
眠
り
な
が
ら
出
て
来
る

そ
れ
は
ま
ご
う
事

な
き
幽
香
風

ゲ
ン

イ
だ
が

人
見
た
事
の
な
い
少
女
が

じ

て
い
た

そ
れ
は
ル

ミ
ア
に
そ

く
り
は

女
だ

 
理
 

な

黒

こ
の
子

は

 
黒
 

ん

ル

ミ
ア
と
名

て
い
た

 
理
 

嘘
だ
ろ

ル

ミ
ア
は
こ
ん
な

い
体

 
じ

な
い

だ

 
黒
 

だ
が
な
主
よ
こ
い
つ
の
リ
ボ
ン
を
よ
く
見
て

 
見
て
く
れ
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そ
う

わ
れ
見
て
み
る
と
ル

ミ
ア

の
少
女
の
リ
ボ
ン
に
複
雑
な
術
式
が
込
め
ら
れ
て
い

た

ど
う
や
ら
封
印
さ
れ
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

成
る
程

な
ら

か
凶
か
ど
ち
ら
に
出
る

 
か
に

け
ま
す
か

 
黒
 

だ
な

 
と

て
い
る
と

人
は
目
を

り
な
が
起
き
出
し
た

 
幽
香

こ
こ
は

 
風

か
陰
に
飲
み
込
ま
れ
て

 
ゲ
ン

死
後
の
世
界

て
訳
じ

な
さ
そ
う
だ

 
ル
 
・
・

 
と

惑
気
味
な

人
に

を
か
け
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

よ
う
こ
そ
理
想
郷
エ
レ

ン
へ

 
幽
香

ん

女
は

そ
れ
に

 
風

お
前
は
一
体

 
ル
 

こ
こ
は
何
処
な
の
だ

そ
れ
に
お
前
は

な
の
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だ

 
ゲ
ン

見
た
こ
と
な
い
感
じ
だ

 

人
は
自
分
や
黒
を
見
て

し
ま
く
り
だ

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

誘

犯
や
怪
し
さ
全

開
の
女
性
が
い
れ
ば

 
理
 

そ
ん
な
に

せ
ず
と
も
大
丈
夫
で
す
よ

 
口
調
を
出
来
る

り
で
女
性
風
に

う

女
性
が
男
性
口
調
で
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
た
め

こ
う
す
る
が
自
分
で
も
違
和
感
し
か
な
い

 
黒
 

だ
な

 
風

し
な
い
方
が
無
理
だ

 
幽
香

そ
れ
と
こ
こ
が
エ
レ

ン
と
か

た
わ
よ

 

そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
し
ら

 
そ
う

う
と
黒
は
仕
方
が
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
に

の
方
へ
と
指

す
と

 
黒
 

外
を
見
て
み
ろ
そ
う
す
れ
ば
意
味
が
分
か
る

 

だ

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は
す
ぐ
さ
ま
外
を
見
る
と
し
ば
ら
く
動
か
な
く
な

た

そ
し
て
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風

こ
こ
は
本
当
に
幻
想
郷
じ

な
い
の
か

 
幽
香

ま
さ
か
本
当
に
こ
ん
な
事
が

 
ゲ
ン

夢

て
訳
で
も
な
さ
そ
う
だ

 
ル
 

お

箱
が
動
い
て
る
の
だ

 

人
が
こ
の
自
分
作
の
箱

に

い
て
い
る
の
は
作

た
自
分
と
し
て
は
嬉
し
い
な
お
ル

ミ
ア
が

て
い
る
の
は

の
事
だ
ろ
う

出
来
る
だ
け
現
代
に
近
づ
け
た
た
め

道
を

回

し
て
い
る
の
だ

そ
し
て
こ
れ
で
は
話
が
先
に
進
ま
な
い
た
め

 
理
 

で

ど
う
で
し

う
か

 
風

な

本
当
に
理
久
兎
を
蘇
ら
せ
る

そ
れ
は

 
変
わ
り
無
い
ん
だ
よ
な

 
理
 

え

無
論
で
す
よ
そ
こ
は
内
の
従
者
が
話
し
て

 
い
る

で
す
よ

 
幽
香

従
者

そ
い
つ
が

 
ゲ
ン

従
者

て
事
は
ま
さ
か

お
前
が

者

 

人
は

い
て
い
た

ま
さ
か
女
性
だ

た
と
は
思
わ
な
か

た
の
だ
ろ
う
が

だ

実
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は
本
当
に
男
だ

 
幽
香

本
当
に

者
な
の
よ

 
理
 

え

も
ち
の
ろ
ん
で

 
ポ

ト
に
仕
込
ま
せ
て
い
た
断
罪
神
書
を
出
さ
ず
に
ポ

ト
の
中
で

を
開
く
と
そ

こ
か
ら
黒

影

を
取
り
出
し
て
見
せ
る

 
幽
香

本
当
に
理
久
兎
の
愛
刀
を
持

て
い
る
の

 
風

て
こ
と
は
間
違
い
は
な
い
ん
だ
な

 
理
 

え

さ
て
と
こ
ん
な

 
と

た
そ
の
時
だ

た

 
グ

 
突
然

全
て
の
や
る
気
を

ぐ
空

の

が
な
る

鳴
る
方
を
皆
は
一

に
見
る
と

 
ル
 

お

が
空
い
た
の
だ

 
昔
に
も
こ
ん
な
事
が
あ

た
気
が
す
る

こ
れ
は

実
に
あ
の
ル

ミ
ア
だ
と

思

た

 
理
 

え

と
料
理
等
を
お
持
ち
し
ま
す
か
ら

黒

 
会
議
室
へ
の
案
内
を
よ
ろ
し
く
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黒
 

分
か

た
着
い
て
き
な

 

人
は
黒
に
つ
い
て
行
く
と
自
分
は
す
ぐ
さ
ま
厨
房
へ
と
向
か
い

の
た
め
に
作

て
お
い

た
料
理
そ
し
て
お

の
準
備
を
し
て
す
ぐ
に
会
議
室
へ
と
向
か
う

 
理
 

料
理
を
お
持
ち
し
ま
し
た
よ

 
ル
 

わ

い
ご
飯
な
の
だ

 

を
開
け
た

間
に
ル

ミ
ア
が
食
事
へ
と
あ
り
つ
く

す
る
と

 
幽
香

何
で
こ
の
死
神
が
い
る
の
か
し
ら

 
小
町

ア
ハ
ハ
ハ

 
皆
と
会
わ
せ
る
た
め
に
小
町
を
会
議
室
に
置
き
去
り
に
し
た
の
だ
が
小
町
は

や

を
か
き
な

が
ら

り
果
て
て
い
た

仕
方
な
く

 
理
 

彼
女
も
理
久
兎
の
復
活
を
手
伝

て
く
だ
さ
る

 
方
で
す
よ

 
風

待
て
待
て

死
神
だ

こ
い
つ
普
通
は
死
者
を

 
蘇
ら
せ
る
と
か
種
族
的
に
反
し
て
る

 

か
に
そ
の
通
り
だ

だ
か
ら
こ
そ
仕
方
な
く
自
分
を
下
げ
る
事
に
し
た
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理
 

実
は
地
獄
で
理
久
兎
が
や
ん
ち

し
過
ぎ
て
い
る

 
も
の
だ
か
ら
復
活
で
も
何
で
も
さ
せ
て

く
追
い

 
出
し
た
い
そ
う
で
す
よ

 
チ
ラ
リ
と
小
町
に
向
か

て

む
と
小
町
は

葉
を

ら
せ
な
が
ら

 
小
町

そ
う
な
ん
だ
よ

地
獄
で
問

ば
か
り
起

 
こ
す
も
の
だ
か
ら
手
が
つ
け
れ
な
く
て
そ
れ
な
ら

 
も
う
蘇
ら
せ
て
地
獄
か
ら
追
い
出
そ
う
と
い
う

 
え
に
地
獄
の
御

い
さ
ん
方
が
そ
ん
な

え
へ
と

 
到
達
し
て

 
風

い

論
だ
な

 
ゲ
ン

で
も
問

て
総
大
将
は
何
や

て
る
ん
で
す

 
か
い

 

え
て

お
う

何
も
し
て
い
な
い

た
だ

居
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
そ
れ
だ
け
な
の
だ

が 
小
町

そ
う
だ

十
王
様
方
に
喧
嘩
を
売

て
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あ
げ
く
の
果
て
に
は
⻤
神
⻑
を

め
上
げ
た
り

 
亡
者
達
を
使

て
地
獄
の
一
部
を

拠
し
た
り

 
ま
た
は
地
獄
の
獄

達
を
三

の

に

め
た

 
り
と
か
も
う
や
り
た
い

だ
よ

 
風

理
久
兎
殿
な
ら
や
り
か

な
い
な
つ
ま
り

 
事
実
だ
な

 
幽
香

そ
う
み
た
い

 
ゲ
ン

総
大
将
は
元
気
だ
な

 
こ
の
時
に
思

た

小
町
よ
後
で
覚
え
て
お
け

と

し
か
し

に
出
す
訳
に
も
い
か
な
い

の
で

で

 
理
 

ま

ま
ず
は
食
事
を
取

て

く
観
光
し
て
み
て

 
下
さ
い
こ
の
世
界
へ
の

れ
も
必
要
か
と
思
う
の

 
で

 
そ
う

い
な
が
ら
食
事
で
あ
る
オ
ム
ラ
イ
ス
を
テ

ブ
ル
に

べ
る

 
風

そ
う

だ
な
分
か

た
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幽
香

所
で
花
畑
な
ど
は
あ
る
か
し
ら

 
理
 

え

⻄
の
方

に

開
拓
の
土
地
に

山
の

 
花
が

い
て
お
り
ま
す
よ

 
幽
香

そ
う
あ
り
が
と
う

 
ゲ
ン

々
と

て
も

 
理
 

い
ま
せ
ん
よ

 
ゲ
ン

あ
り
が
た
や

 
ル
 

美
味
し
い
の
だ

 
と

皆
は
聞
く
こ
と
を
聞
い
て
食
事
に
あ
り
つ
く

そ
し
て
小
町
の
耳
元
ま
で
近
づ
く
と

 
理
 

小
町

覚
え
て
お
け
よ

 
小
町

へ

 

を

し
殺
し
な
が
ら
小
町
は

き

い

と
な

た
の
だ

た

そ
う
し
て
皆
は
こ
の
エ
レ

ン
へ
と
飛
び
立
ち
観
光
を
始
め
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 

 

の

ま
た
負
け
た

 
怠
惰

こ
ら
そ
こ
ゲ

ム
し
な
い
も
う
収
録
始
ま

て

 
い
る
ん
だ
か
ら

 

 

ん

お

と
す
ま
ぬ
な

 
怠
惰

ま

た
く

そ
れ
で
今
回
は
何
や

て
る
の

 

 

あ

怠
惰
の
デ

で
モ
ン
ス
ト
を
な

 
怠
惰

て
ス

ミ
ナ
が

 

 

お

と
す
ま
ぬ

オ

ブ
は
使

て
は
お
ら
ん

 
か
ら
安
心
せ
い

 
怠
惰

ま

た
く

因
み
に
お
気
に
入
り
キ

ラ
は

 

 

断
然
ラ
グ
ナ
ロ
ク

 
怠
惰

ま
た
凶
キ

ラ
を
チ

イ
ス
し
た
な

 

 

し
か
も
何

か
ラ
グ
ナ
ロ
ク
に

が
つ
い
て

 
お
る
の
じ

ろ
う
な
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怠
惰

う
ん
使
い
や
す
い
し
強
い
か
ら

 

 

怠
惰
は
何
が

き
な
ん
じ

 
怠
惰

う

ん

き
と
い
う
か

性
的
に
比

的
に

 
使
う
の
は
こ
の
通
り
か
な

 
火

ト

ン

水
ラ
ン
ス
ロ

ト

ク

フ

リ
ン

光
ウ
リ
エ
ル
獄

闇

 
怠
惰

て
感
じ

後
は

ミ

ク
と
か
そ
ん
な
の
に
も

 
よ
る
け
ど
比

的
に
こ
の

だ
よ

 

 

え
て

お
う
全
員
が
獣
神
化
で
あ
る
と

 
と
い
う
か
ウ
リ
エ
ル
は
嫌
な
記
憶
し
か
な
い

 
怠
惰

大
丈
夫
モ
ン
ス
ト
の
ウ
リ
エ
ル
は

し
い
か
ら

 
人
間
家

と
は
思

て
な
い
か
ら

 

 

う

う
む
そ
う
じ

よ
な

 
怠
惰

だ
け
ど
上
記
の
キ

ラ
は

外
も
結

使
う

 
よ

た
だ

然
こ
う
な

た
だ
け
で

 

 

シ
も
始
め
よ
う
か
の
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怠
惰

や

て
み
る
と
良
い
か
も

お

と
こ
ん
な

 
話
で
時
間
が

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ
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第
３
１
３
話
 
作
戦
会
議

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
一

状
態
で
学

へ
と
行

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

式
練
習

で
は
も
う
脳
の
半
分
が
機
能

し
て

て
ま
し
た

そ
し
て
今
も
眠
い

お

と
失
礼
し
ま
し

た

で
は
本
編
へ
ど
う

 

人
が
エ
レ

ン
へ
来
て
か
ら
約

日
程
が

過
し
た

外
の
世
界
で
は

度

後

時

ぐ
ら
い

そ
ろ
そ
ろ
計
画
の
話
を
す
る
べ
き
と

え
て
い
た

 
理
 

な

亜
狛
に
耶
狛

 
亜
狛

何
で
す
か

 
耶
狛

何

 
因
み
に
亜
狛
と
耶
狛
の

人
に
は
あ
の

人
に
会
わ
せ
て
い
な
い

会
わ
せ
る
と
裏
切
り
者

や
ら
何
や
ら

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
自
分
と
し
て
は
心
が

く
な
る

そ
の
た
め
ま
だ
会
わ
せ
て

は
い
な
い
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理
 

の
物
は
置
い
て
き
た
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

え

設
置
し
て
き
ま
し
た
よ

 
耶
狛

う
ん

つ
い
で
に

々
と
仕
掛
け
て
お
い
た
か
ら

 
後
は

解
き
や
ら
で
解
い
て
い
く

て
感
じ
だ

 
そ
し
て
そ
の

の
物
と
は
こ
の
世
界
と
幻
想
郷
を

げ
る
ゲ

ト
の
事
で
あ
る

ボ
ン

ド
と
古
い
材

で
作

た
ミ
ニ
チ

ア
な
神
社
を
耶
狛
の
能
力
で
大
き
く
し
て
設
置
し
て
き
て
も

ら

た
の
だ

因
み
に
見
た
目
は

年
ぐ
ら
い
だ
が
実

は

間
で
あ
る

 
理
 

よ
し
な
ら
出
来
た
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
計
画
に

す
か

 

人
は

の
物
を

意
し
て
き
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

分
か

た
よ

 
そ
う

う
と

人
は

け
目
へ
と
入
り
こ
の
場
か
ら
消
え
た

理
久
兎
は
立
ち
上
が
り

を

回
し
な
が
ら

 
理
 

さ
て
と
始
め
ま
す
か

 
そ
う

き

下
へ
と
出
る

す
る
と

然

下
を
黒
が
歩
い
て
い
た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
黒
 

主
よ
そ
ろ
そ
ろ
ル

ミ
ア
と
小
町

外
の

人

 
は

界
に
近
い

 
理
 

オ

そ
ろ
そ
ろ
準
備
も
出
来
た
か
ら
行

 
こ
う
か

 
そ
う
し
て
黒
と
共
に
皆
が
待
つ
遊
戯
室
へ
と
向
か

た

そ
し
て

を
開
け
る
と

 
風

お
前
は
本
当
に
理
久
兎
を
復
活
さ
せ
る

 
気
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
幽
香

き
て
き
た
し

女
を

し
て
良
い

 
小
町

ま

ま

殺
生
は
よ
く
な
い
よ

 
ゲ
ン

う

ん
ビ
リ

ド
も

き
て
き
た

 
ル
 

美
味
し
い
の
だ

 

人
は
少
々
い
や
結

イ
ラ
イ
ラ
が
た
ま

て
き
て
い
た

な
お
ル

ミ
ア
は
美
味
し
い
食

べ
物
を
食
べ
れ
て
満

し
て
い
る
の
か
イ
ラ
イ
ラ
は
し
て
な
く
小
町
も
対
し
て
は
イ
ラ
イ
ラ
は
し

て
い
な
い
よ
う
だ

 
理
 

ま

安
心
し
て
く
だ
さ
い
そ
ろ
そ
ろ
計
画
に



 第３１３話 作戦会議

 
行
く
の
で

 
風

何
で
こ
こ
ま
で

れ
た
ん
だ

 
理
 

々
と
準
備
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
よ

 
そ
れ
で
は
ま

会
議
室
へ
と
向
か
う
の
で
来
て

 
く
だ
さ
い
大
ま
か
な
事
を
伝
え
ま
す
の
で

 
幽
香

い
か
な
か

た
ら
頭
を

す
わ
よ

 
理
 

ご
自
由
に
ど
う

で
は
皆
様
こ
ち
ら
へ
ど
う

 
そ
う
し
て

人
を
会
議
室
へ
と
案
内
さ
せ
る
と

 
黒
 

ま

く
つ
ろ
い
で
く
れ

 
そ
う

い
な
が
ら
皆
に
お

子
と
飲
み
物
を

る

幽
香
に
は
紅

と
シ
フ

ン

キ

風

に
は

と

う
じ

ゲ
ン

イ
に
は

の

け
物
と
玉

小
町
に
は
カ
ス
テ
ラ
と

ル

ミ
ア
に
は
大

の
ド

ナ
ツ
と

龍

を

意
す
る

 
幽
香

あ
ら
美
味
し
い
わ

 
小
町

し
つ
こ
い

さ
じ

な
い
の
が
ま
た

 
風

や
は
り
こ
の

い

と

う
じ

の
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組
み
合
わ
せ
が

 
ゲ
ン

う
む

よ
く

け
れ
て
る

 
ル
 

わ
は

 
一

は
満

し
て
く
れ
て
は
い
る
よ
う
だ

そ
し
て
会
議
室
に
あ
る
水

を
い
じ
り

を
投

影
す
る

 
ゲ
ン

こ
れ
は

写
機
か

 
理
 

ま

そ
れ
に
近
い
も
の
で
す

で
は
作
戦
を
話

 
ま
す

ま
ず
皆
様
は
こ
の
桜
を
ご
存
知
で
し

 
う
か

 

写
機
の
水

を

り
大
き
く
そ
し
て

れ
て
い
る
の
か
桜
が

か
な
い
大
き
な
桜
の

を
見

せ
る

し
か
も
そ
の

に
は
刀
が
一
本

さ

て
い
て
特

的
な
桜
だ

 
風

か
あ
れ
は

冥
界
の
桜
じ

な
か

た
か

 
小
町

え

あ
れ
は

う
通
り
の
冥
界
に
生
え
て
い
て

 
⻄
行
家
の

と
も

わ
れ
る
⻄
行
妖
だ

あ
れ

 
で

回
異
変
が
起
き
て
四
季
の

が
可

し
く
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な

た
と
か

 
流

は
小
町

い
た
い
こ
と
を
し

か
り
と
伝
え
て
く
れ
た

説
明
す
る
手
間
が

け
る

 
幽
香

あ
ら
そ
れ
で

の
季

に
な

て
も

が
降

た

 
の

 
ゲ
ン

あ
り

キ
ツ
か

た
な

 
ル
 

モ
グ
モ
グ

 
な
お
ル

ミ
ア
は

だ
に
ド

ナ
ツ
を
食
べ
て
い
る
が
気
に
せ
ず
話
を
続
け
る

 
理
 

そ
れ
で
こ
の
桜
と
理
久
兎
が
ど
う
関
係
し
て
い

 
る
の
か

皆
様
こ
れ
を
よ
く
見
て
み
て
下
さ
い

 
更
に

を

ム
し
て

に

さ
る
刀
を
見
せ
る

す
る
と

 
風

こ
れ
は
理
久
兎
殿
の
刀

 
ゲ
ン

何
で
総
大
将
の
刀
が

 
や
は
り
紫
は
伝
え
て
い
な
か

た
よ
う
だ

も
う
皆
は
こ
の
反

で
あ
る

 
理
 

ま

話
を

し
ま
す
が
関
係
し
て
い
る
事
そ
れ

 
す
な
わ
ち
理
久
兎
は
⻄
行
妖
に
殺
さ
れ
て
し
ま
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た
と
い
う
事
な
ん
で
す
よ

 
幽
香

ど
う
い
う
事
か
し
ら

 
理
 

理
久
兎
は

の
命
を

り
そ
し
て
自
ら
の
愛
刀

 
を
失
い
な
が
ら
も
あ
の
桜
を
封
印
し
た
こ
こ
で

 
皆
様
な
ら
分
か
る
問

で
す
が
理
久
兎
の
死
因

 
は
何
だ

た
で
し

う
か

 
と

簡
単
な

問
を
す
る
と
風

は
す
ぐ
に

え
た

 
風

天
寿
を
全
う
し
た
つ
ま
り
寿
命
に
よ
る
死
だ

 
理
 

ピ
ン
ポ

ン
正
解

な
ら
今
の
説
明
と
ど
う

 
い
う

点
が
あ
る
で
し

う
か

 
ゲ
ン

寿
命
死

命
を

る

ま
さ
か

 
理
 

は
い
ご
名

で
す
つ
ま
り
理
久
兎
の
寿
命
を

り

 
封
印
し
た
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す

 
幽
香

そ
れ
で
こ
の
桜
と
ど
う
合
わ
せ
て
蘇
ら
せ
る
と

 

う
の
か
し
ら
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ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
つ
ま
り
さ

さ
と
話
せ
と
い
う
事
だ
ろ
う

な
の
で
分
か
り
や
す
く

い
て

う
事
に
し
た

 
理
 

ま

て
し
ま
う
と
こ
の
空
紅
に
は
理
久
兎

 
が

た
寿
命
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
そ
れ
を

 

し
て
理
久
兎
を
蘇
ら
せ
る
と
い
う
事
で
す

 
ゲ
ン

と
な
る
と

体
は

 
理
 

も
う
掘
り
起
こ
し
て
ま
す
の
で
後
は
あ
の
刀
を

 

し
て
魂
を
こ
の
現
代
に
帰
す
簡
単
で
し

 
う

 

か
に
そ
れ
だ
け
な
ら
簡
単
だ

そ
う
あ
く
ま
で
も

・そ
・れ
・だ
・け
・は

だ

そ
の

問
に
風

が
す

ぐ
に
気
づ
い
た

 
風

つ
ま
り
そ
れ

外
に
も

が
あ

た
か
ら

 
我
ら
を

集
し
た

違
う
か

 
理
 

い
い
え
合

て
ま
す
よ

そ
う

方
達
を
呼
ん

 
だ
本
当
の
理
由
は
あ
の
刀
を
引
き

い
た
後
が
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面

な
ん
で
す

 
幽
香

面

 
理
 

は
い
あ
の
桜
は
理
久
兎
の
愛
刀
で
あ
る
空
紅
を

 

に
封
印
し
て
あ
る
た
め
引
き

け
ば
あ
の

 
桜
は
封
印
を
解
い
て
全
て
の
生
き
と
し
生
け
る

 
者
達
に
死
を
与
え
て
し
ま
う
そ
こ
が

な
ん

 
で
す
よ

そ
こ
で

え
た
の
が
こ
れ
な
ん

 
で
す
よ

 
そ
う

う
と

本
の
変

も
何
も
な
い
無

刀
を
テ

ブ
ル
に
置
く

 
理
 

皆
様
に
弾
幕
ご

こ
を
し
て
頂
き
空
中
消

を

 
し
た
後
の
弾
幕
の
エ
ネ
ル

を

し
空
紅

 
の
代
わ
り
を
作
る
と
い
う
事
で
す

 
ゲ
ン

な

成
る
程

 
幽
香

そ
れ
で
私
達
だ
け
で
弾
幕
ご

こ
を
し
ろ
と

 
理
 

そ
ん
な
事
し
た
ら
お
互
い
に

れ
て
し
ま
い
ま
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す
よ
だ
か
ら
異
変
を

し
異
変
解
決
を
し
に

 
来
た
子
達
も
少
し

す
る
ん
で
す
よ

 
風

霊
夢
達
を

す
る

て
事
か

 
理
 

ま

そ
う
い
う
事
で
す

 
そ
う
こ
の
異
変
の
目
的
は
自
分
の
存

の
主

そ
し
て
失

た
空
紅
を
取
り

す
こ
と
だ

そ

れ
が
こ
の
異
変
の
本
当
の
目
的
だ

 
理
 

で
は
役

に
つ
い
て
な
の
で
す
が
黒

 
黒
 

あ

 
黒
は
ゲ
ン

イ

外
の
全
員
に

を
渡
し
て
い
く
と

 
ル
 

お
か
わ
り
な
の
だ

 
黒
 

待

て
ろ
持

て
く
る
か
ら

 

を
渡
し
終
え
る
と
黒
は
厨
房
へ
と
向
か
い

を
取
り
に
行

た

と
い
う
か
ま
だ
食
う
み
た

い
だ

そ
ん
な
事
は
気
に
せ
ず
話
は
進
む

 
風

こ
れ
は

 
理
 

で
は
こ
れ
の
説
明
を
し
ま
す
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そ
う
し
て
ま
た
水

を
い
じ
り
今
度
は
禍
々
し
く
不
気
味
な
祭

を
こ
の
場
の
全
員
に
見
せ

る 
理
 

そ
の

は

う
な
れ
ば
時
間
を

ぐ
も
の
で
す

 
皆
様
が
弾
幕
ご

こ
を
し
て
負
け
て
し
ま

た

 
の
な
ら
異
変
解
決
組
に
そ
の

を
渡
し

を
回

 
し
て
結
界
を
解
か
せ
て
く
だ
さ
い

 
ゲ
ン

結
界

て

何
処
に

る

て

う
ん
だ
い

 
理
 

そ
れ
は
私
や
現

皆
様
い
る
こ
の
ビ
ル
で
す

 
風

こ
の
ビ
ル
を
閉
じ
て
少
し
で
も
理
久
兎
を
復
活

 
さ
せ
る
た
め
の
時
間

ぎ

訳
か

 
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
小
町
が
違
和
感
を
覚
え
た
の
か

 
小
町

所
で
そ
の
河
童
に
は

ら
れ
て
な
か

た
け
ど

 
そ
の
理
由
は
あ
る
の
か
い

 
理
 

え

彼
に
は
こ
の
刀
に
エ
ネ
ル

を
送
る

 
収
束
装
置
を
作

て
も
ら
う
事
に
し
ま
し
た
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な
の
で
戦
い
に
は

加
せ
ず
技
術
で
勝
負
を

 
す
る
と
い

た
感
じ
で
す

 
因
み
に
数
日
前
か
ら
そ
の
装
置
に
つ
い
て
は
頼
ん
で
は
い
た

な
の
で
後
は
本
当
に
少
し
で
完

成
す
る
感
じ
だ

 
ゲ
ン

ふ
む

 
小
町

る

 
理
 

ふ
ふ

で
は
明
日
に
異
変
を
行
い
ま
す
の
で

 
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
そ
う
し
て
こ
の
会
議
は
終
わ
り
と
な
り
理
久
兎
は
部

へ
と

る

に
時
間
は

後

時

だ 
理
 

さ
て
と

異
変
を
始
め
ま
す
か

 
そ
う

う
と
断
罪
神
書
を
開
く
と

に

つ
の
画
面
が
写
る

そ
れ
は
骸
達
の
視
点

そ

し
て
写
る
の
は
幻
想
郷
だ

 
理
 

災
い
よ
天
気
と
な
り
て
災
い
降
ら
せ

 
そ
の

葉
と
共
に
幻
想
郷
に

や
日

り
大

や
吹

と
い

た
異
常
気
象
が

き
起
こ
る
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理
 

さ

く
来
い
そ
し
て
俺
を
楽
し
ま
せ
ろ
よ

 
そ
う
し
て
異
変
を
起
こ
す
た
め
の

を
理
久
兎
は

め
る
の
だ

た

そ
し
て
そ
こ
か
ら
約

時
間
後

こ
こ
冥
界
に
あ
る
⻄
行
寺
家
の
土
地
で
は

 
亜
狛

準
備
は
出
来
た
か

 
耶
狛

バ

チ
リ

始
め
よ
う
報
い
を
与
え
る
た
め
に

 
亜
狛

い
や

ま

本
俺
ら
が
悪
い
か
ら
な

 
耶
狛

そ
れ

 
と

亜
狛
と
耶
狛
は
か
つ
て
自
分
達
を

し
め
た
⻄
行
桜
を

め
な
が
ら
能
力
を
行
使
す
る

 
亜
狛

や
る

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て

人
は

本
か
ら
⻄
行
桜
を
エ
レ

ン
に
あ
る
自
分
達
が
住
み
か
と
し
て
い
る
ビ

ル
の

上
に

プ
さ
せ
る

 
亜
狛

帰
る

耶
狛

 
耶
狛

オ

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
通
じ
て

人
も
エ
レ

ン
へ
と
帰
る
の
だ

た

視
点
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は
変
わ
り
エ
レ

ン
の
巨
大
ビ
ル

上
で
は

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
か
な

 
理
久
兎
は
黒
と
共
に
こ
の
異
変
に

か
せ
な
い
⻄
行
桜
の
到
着
を
待

て
い
た

す
る
と

 
黒
 

来
た
み
た
い
だ
な

 
理
 

ん

あ

本
当
だ

 

け
目
が
開
か
れ
そ
こ
か
ら
⻄
行
桜
が

本
こ
と

け
目
を
通
じ
て
自
分
達
が

意
し
た
ビ

ル
の
土
の
上
に
植
え
ら
れ
た

そ
し
て
そ
れ
に
続
い
て
新
た
な

け
目
が
出
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が

帰

て
き
た

 
亜
狛

終
わ
り
ま
し
た
よ

 
耶
狛

ス
ト
で
収
ま

た

 
理
 

ま

な

 
黒
 

だ
が

が

す
ぎ
て
ビ
ル
が

れ
そ
う
だ
な

 

か
に
こ
ん
な
大
き
な
大

を
ビ
ル
の

上
で
生
や
す
な
ん
て

え
る
奴
は
ま
ず
い
な
い

そ

ん
な
事
を
す
れ
ば
ビ
ル
は

に

え
れ
ず
に

す
る

だ
が
こ
の
ビ
ル
は
自
分
の
魔
法
に
よ

り
強
度
が
増
し
て
い
る
た
め
さ

ど
問

は
な
い

だ
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理
 

問

な
い
よ
カ
プ

ピ

ン
製
の
建
造
物
と
か
じ

 
な
い
ん
だ
か
ら
さ

 
亜
狛

い
や
そ
れ
は
す
ぐ
に

れ
ま
す
か
ら

 
耶
狛

安
心
と
信
頼
の

ち
製
品

 
黒
 

ま

ま

と
り
あ
え
ず
こ
の
刀
を

く
ん
だ

 
よ
な

 
黒
は
⻄
行
桜
に

さ
る
自
分
の
刀
の
空
紅
を
指

し
聞
く

 
理
 

あ

そ
う
だ
よ

さ
て
と
後
は
ゲ
ン

イ
が

 
装
置
を
作

て
く
れ
て
る
か
ら
そ

ち
に
任
せ

 
て
俺
ら
は

る
よ
明
日
が
勝
負
だ
か
ら
体
調
も

 
整
え
て
挑
み
た
い
し
な

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

そ
う
だ

 
黒
 

だ
な

そ
ん
じ

部

に

る
な

 
そ
う

い
黒
は
部

へ
と

て
い
く

そ
れ
に
続
き
亜
狛
と
耶
狛
も

け
目
を
通
じ
て
自
分



 第３１３話 作戦会議

た
ち
の
部

へ
と
帰

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

る
か

 
理
久
兎
も
部

へ
と

り

る
こ
と
に
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

カ
ピ

コ
ン
製
の
ヘ
リ
や
ら
建
物
は
す
ぐ
に

 

れ
る

 

 

め
ん
か

 
怠
惰

そ
れ
は
さ
て
お
き
俺
は
や
ら
か
し
て
い
た

 

 

何
を
じ

 
怠
惰

消
え
て
し
ま

た
小
説
を
全
然
投
稿
し
て
い
な
い

 
と
い
う
事
に

 

 

も
う

月
は

た
の

 
怠
惰

ど
う
し
て
こ
う
な

た
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い
や
そ
な
た
が
自

な
生
活
を
し
過
ぎ
て

 
い
る
か
ら
じ

ろ

 
怠
惰

と
い
う
か
全
然
編
集
が
終
わ
ら
な
い

第
一
次

 
月
面
戦
争

降
か
ら
今
の
感
じ
の
書
き
方
に
な

 

て
い
る
か
ら
そ
こ
ぐ
ら
い
ま
で
直
し
て

く

 
投
稿
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば

 

 

今
は
ど
の
く
ら
い
終
わ

た
ん
じ

 
怠
惰

晴
明
さ
ん
と
の
決
闘
の
所
ま
で
で
す

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

モ
ン
ハ
ン

場
物
語

モ
ン
ス
ト

そ
う
い

 

た
ゲ

ム
が
俺
を
惑
わ
し
て
き
て
た
し
そ
れ

 
で
い
て

許
も
あ

た
か
ら
ゴ

ゴ

し
て
い

 
た
ん
だ

だ
か
ら
俺
は
悪
く
な
い

 

 

１
０
０

お
主
が
悪
い

許
は
と
も
か
く
と

 
し
て

は

楽
じ

ろ
う
が
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怠
惰

だ

て

場
物
語
を
久
々
に
プ
レ
イ
し
よ
う
と

 
し
た
ら
イ
ナ
リ
ち

ま
の
子

が
追
加
さ
れ
た

 
と
聞
い
て
初
期
デ

で
現

奮
闘
中
な
ん
で

 
す

 

 

こ
や
つ
は

ま

た
く

く
投
稿
せ
い
よ

 
怠
惰

え

分
か

て
ま
す
多
分

時

分
程
に

 
晴
明
と
の
決
闘
ま
で
投
稿
し
ま
す
の
で
お

が

 
い

し
ま
す

で
は
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
で
す

 

 

で
は
ま

こ
ん
な
感
じ
の

い
後
書
き
じ

が

 
ま
た
見
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
の
じ

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回
に
会
お
う

 
怠
惰

で
は
で
は
サ
ラ

バ

 
 
 
 
 
 



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
１
４
話
 
異
変
開
始

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

花

で
目
が
ム
ス
カ
状
態
に
な
り
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
真

に

し
て
い
て
自
分
も

き
ま
し
た

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
気
象
を
大
き
く

れ
さ
せ
喧
嘩
を
売

て
翌
日

つ
い
に
決
戦
の
時
は
来
た

黒
を
通
し
て
皆

に
は
⻄
行
妖
を
盗
ん
だ
こ
と
を
伝
え
ゲ
ン

イ
に
は
自
分
が
入

て
い
た

中
身
は

か
の

を
渡
し
終
え
て
自
分
は
部

で
亜
狛
と
耶
狛
と

を
取

て
い
た

 
理
 
こ
ち
ら
理
久
兎

亜
狛
そ
し
て
耶
狛
に
聞
く
状

 
は

ど
う

 
亜
狛
こ
ち
ら

神
社

近
の
亜
狛
で
す
現

皆
さ
ん

 
が
空
へ
と

動
を
開
始
し
し
ま
し
た
ど
う

 
耶
狛
耶
狛
え

と
神
社
に
気

は
な
い
よ
ど
う

 
現
代
で
は
通
信
す
る
時
に
ど
う

を
つ
け
る
の
が
当
た
り
前
ら
し
い

そ
の
た
め
通
信
の
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さ
い
の
語

と
し
て
つ
け
て
み
た
の
だ
が
兵
隊

く
て
ち

と
格

い
い
感
じ
に
な

た

 
理
 
了
解
し
た
亜
狛
は
す
ぐ
に
耶
狛
と
合
流
し
て

奴
等
が
神
社
に
来
た
ら
す
ぐ
に
こ

ち
に
帰

れ
よ
ど
う

 
亜
狛
分
か
り
ま
し
た

ど
う

 
耶
狛
ラ

ど
う

 
理
 
で
は
通
信
を
切
断

 
そ
う

う
と
通
信
は
切
れ
る

理
久
兎
は
目
を
開
け
て

 
理
 

さ
て
と
会
議
室
に
行
き
ま

お

と

れ
る

 
所
だ

た

 

に
お
い
て
あ
る

を

し
か
な
い

を
全
部
ポ

ト
に
入
れ
て
部

を
出
て
会
議
室

へ
と
向
か
う

そ
し
て

を
開
け
る
と
も
う
皆
は
座

て
待

て
い
た

 
黒
 

主
よ

い

 
理
 

失
礼

れ
ま
し
た
で
は
皆
様
に
聞
き
ま
す
が

 
準
備
は
よ
ろ
し
い
で
す
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幽
香

え

私
は
花
畑
に
行
く
か
ら

 
風

な
ら
我
は
ビ
ル
の

上
に
あ
る
祭

に

 
小
町

あ
た
い
は

に
行
く
よ

そ
こ
な
ら

 
く
り

れ
そ
う
だ
し

 
と

う
が
小
町
は
来
る
ま
で

る
気
だ

て
い
て

を
取
ら
れ
た
と
な

た
ら
次
は

り

を
つ
け
て
三

の

に

め
よ
う
か
と
密
か
に

え
た

だ
が
し
か
し

 
ル
 

何
を
さ

き
か
ら
話
し
て
る
の
だ

 
ル

ミ
ア

は
よ
く
分
か

て
い
な
い
な
か

問

を

か
べ
て
い
た

ど
う
や
ら
封
印
さ

れ
た
事
に
よ

て
頭
も
退
行
し
て
し
ま

て
い
る
よ
う
だ

 
幽
香

所
で
何
で
こ
の
妖
怪
も
い
る
の

 
風

そ
れ
は
我
も
思

た
の
だ
が
何

に
こ
ん
な

 

い
妖
怪
が
い
る
ん
だ

 
ゲ
ン

総
大
将
と
何
か
関
係
は
あ

た
け

か
な

 
今
の

人
の
発

に

問
が

か
ぶ

風

や
ゲ
ン

イ
は
と
も
か
く
と
し
て
幽
香
は
覚
え

て
い
る

だ

昔
に
一

討
ち
も
し
て
い
る
の
だ
か
ら

れ
る

が
な
い
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理
 

彼
女
も
理
久
兎
に
関
係
は
し
て
い
ま
す
そ
う
昔
に

 
平
安
の

に
て
理
久
兎
の
家
で
居
候
を
し
て
い

 
た
の
で
す
か
ら

 
ゲ
ン

え

か
聞
い
た
話
だ
と
亜
狛
さ
ん
と
耶
狛

 
さ
ん
そ
し
て
総
大
将
の

人
だ
け
が
住
ん
で
い

 
た

で
し
た
よ

 
風

う
む

そ
の

だ

 
幽
香

私
も
昔
に
行

た
け
ど
理
久
兎
と
あ
の

人

 
そ
れ
か
ら
紫
し
か
い
な
か

た
け
ど

 
つ
ま
り
ル

ミ
ア
の
封
印
は

人
の
記
憶
に
ま
で
作

す
る

ど
強
力
な
よ
う
だ

 
理
 

は

お

と
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
す
よ

 
皆
様
は
お
急
ぎ
を
下
さ
い
な

 
幽
香

あ
ら
そ
う

 
風

行
く
と
し
ま
す
か

 
ゲ
ン

あ

し
も

り
を
や
ら
な
い
と
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小
町

さ
て
と
行
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て

人
は
部

を
出
て
い
く

そ
し
て
ル

ミ
ア
と
自
分
そ
し
て
黒
だ
け
が

る

 
黒
 

な

主
よ
や
は
り
我
が
間
違
え
た
ん
じ

 
理
 

ま

見
て
な
よ

 
そ
う

い
な
が
ら

を

つ
ポ

ト
か
ら
取
り
出
し

 
理
 

良
け
れ
ば
ど
う
で
す

 
ル
 

食
べ
る
の
だ

 
ル

ミ
ア

は
小

か
ら

を
取
り
出
し
食
べ
る

 
黒
 

な

今
の

て

 
理
 

ま

見
て
な
よ

 
と

て
い
る
と
そ
の
時
だ

た

 
ル
 

ぐ

な

何
だ
か
頭
が
い

い
の
だ

 
ル

ミ
ア
は
頭
を

え
て

え
出
す

そ
し
て
数

た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

 
理
 

そ
れ
で
今
の
気
分
は
ど
う
で
す
か

 
黒
 

何
を
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ル
 

さ

最
悪
よ

 
黒
 

口
調
が
変
わ

た

 
少
し
お
か
し
い
が
自
分
が
知
る
ル

ミ
ア
の
口
調
だ

た
が

や
は
り
目
の
前
の

女
は
正
真

正

の
ル

ミ
ア
だ

た

 
理
 

そ
れ
で
こ
れ
ま
で
話
は
分
か
り
ま
す
か

 
ル
 

え

理
久
兎
の
復
活

よ

 
理
 

え

そ
う
で
す
戦
え
ま
す
か

 
ル
 

無
理

今
の
ま
ま
じ

 
と

た
た
め
理
久
兎
は
ま
た

を
取
り
出
す

今
度
は

と
黒
の

み
紙
が
さ
れ
た

だ

 
理
 

女
の
そ
の
複
雑
な
封
印
の
術
式
は
解
く
の
は

 
私
に
は
無
理
で
す
下
手
に
解
け
ば

女
は
死
ん

 
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
だ
か
ら
こ
れ
は
そ
の

 
封
印
を
数
時
間
だ
け
解
く
薬

で
す
理
久
兎

 
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
協
力
し
て
く
れ
る
の
な

 
ら
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と

い
か
け
る
と
ル

ミ
ア
は
そ
の

か
ら

を
取
り
出
し
口
に

む

 
ル
 

や

て

あ
げ
る
わ
理
久
兎
に
会
え
る
な
ら

 
理
 

ふ
ふ

お
行
き
な
さ
い

女
が
守
る
場
所
は

 

の
交

点
の
祭

よ

 
ル
 

え

 
そ
う
し
て
ル

ミ
ア
も
向
か

て
い

た

 
黒
 

な

大
丈
夫
な
の
か

 
理
 

後
は
神
の
み

知
る
世
界
さ

て
い
う
か
俺

 
自
身
が
神
な
の
に
分
か

て
な
い
け
ど
な

 
黒
 

そ
の

は
嘘
に
な
り
そ
う
だ
な

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
脳
内
で

が
聞
こ
え
て
く
る

目
を
閉
じ
て
そ
の

に
耳
を

け
る

 
亜
狛
マ
ス

ポ
イ
ン
ト
に
皆
が
終
結
し
ま
し
た

え

と

ど
う

 
耶
狛
今
は
バ
カ
で
も
分
か
る
と
思
う
問

を
解
い
て
る
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よ

ど
う

 
理
 
了
解
し
た
お
前
ら
こ

ち
に
来
い

ど
う

 
亜
狛
分
か
り
ま
し
た

ど
う

 
耶
狛
そ
れ
じ

帰
る

ど
う

 
理
 
分
か

た

通
信
切
断

 
そ
う
し
て
目
を
開
け
て
黒
を
見
る
と

 
理
 

黒

い
よ
い
よ
始
ま
る

準
備
は
し
て
お
け
よ

 
黒
 

ふ

無
論
だ
主
よ
そ
れ
に
我
は
楽
し
み
で
し

う

 
が
な
い

 
理
 

そ
い
つ
は
良
か

た
よ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
断
罪
神
書
を
開
く
と
そ
こ
に
は
エ
レ

ン
の
外
れ
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
が
写

し
出
さ
れ
る

 
理
 

楽
し
み
だ

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
た
だ

み
な
が
ら
こ
の

を
見
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

い
よ
い
よ
始
ま
る
の

 
怠
惰

主
人

異
変
解
決

主
人

異
変
の
黒
幕

 
の
戦
い
だ
か
ら
結
果
は
ど
う
な
る
か
は
ま
だ
分
か

 
ら
な
い
け
ど

 

 

シ
は
童
が
勝
つ
と
予
想
し
よ
う

 
怠
惰

う
ど
う
し
て
ま
た

 

 

秘
策
が
あ
る
か
ら
じ

 
怠
惰

成
る
程

あ

そ
う
そ
う
あ

ち
の
小
説

 
で
は
戦
い
は
ど
う
な

た
の
か
は
も
う
書
か
れ

 
て
は
い
ま
す
の
で
見
た
い
方
は

ど
う

 

 

も
う
あ

ち
で
童
と
理
久
兎
と
の
戦
い
は
書
い

 
た
と
申
す
の
か

 
怠
惰

い
や
い
や
そ
れ
は
ま
だ
だ

そ
れ

外
は

 
そ
れ
な
り
に
書
い
て
る
か
ら

て
事
だ
よ
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ふ
む
結
果
が
ど
う
な

た
の
や
ら
気
に
な
る
の

 
怠
惰

ま

気
に
な
る
の
な
ら
見
て
く
れ

て
事
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

か
に
も
う
時
間
じ

な
で
は
読
者
様
ま
た

 
次
回
じ

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

ま
た
明
日
に
会
お
う

さ
ら
ば
じ
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第
３
１
５
話
 
異
変
だ
よ
全
員
集
合

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

の
つ
も
り
が
こ
の
時
間

り
ま
で

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ま
さ
か
こ
こ
ま
で

る
と
は

お

と
失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
断
罪
神
書
で
ト
ン
ネ
ル
を
見
る
こ
と
数
分
後

 
理
 

来
た
み
た
い
だ
な

 
一

だ
が
紫
が
ス
キ
マ
を
使
お
う
と
し
た
の
か
ピ
ク
リ
と
自
身
の

が
反

し
た

え
て

お
う

自
分
が

め
な
け
れ
ば

界
を

る
事
は
こ
の
世
界
で
は
出
来
な
い
と

理
由
は

界

な
ん
て
い
じ
ら
れ
た
ら
ゲ

ム
が
成
立
し
な
い
か
ら
だ

す
る
と
ト
ン
ネ
ル
か
ら

ろ

ろ
と
人

間
や
妖
怪
が
出
て
く
る

そ
こ
に
は
蓮
や
霊
夢
に
魔
理

は

論
だ
が

 
理
 

紫

 
自
分
に
と

て
の
愛
弟
子
で
あ
る
紫
も
い
た

美
寿
々
や
ら
か
ら
聞
い
て
い
た
が
こ
れ
ま
で

い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

た
事
に
心
が

く
な
る



 第３１５話 異変だよ全員集合

 
理
 

て

気
く
さ
い
の
は
無
し
だ
よ
な

 

ン

ン

と
自
身
の

を

き
モ
チ

シ

ン
を
上
げ
る

 
理
 

さ
て
さ
て
少
し
ア
ド
バ
イ
ス
と
行
き
ま
す

 
か

 
そ
う
し
て
断
罪
神
書
に
手
を
か
ざ
し
少
し
動
か
す

す
る
と
近
く
に
置
い
て
あ

た

を

き
上
が
ら
せ
る
と

 
理
 

お
や
お
や
お
や
お
や
お
客
さ
ん
達
か
い

 
と
大
き
な

で

う

実
は
こ
れ
自
分
が

る
と
こ
の

も

る
と
い
う
よ
う
に
魔
法
で

作

た
面
白
い
仕
掛
け
な
の
だ

そ
の
た
め
こ
う
や

て
裏
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
ら
す
る
の
に

だ

す
る
と
皆
が
自
分
を
一

に

を
見
て
く
る

 
蓮
 

 
自
分
の
こ
の
通
信

の

を
見
て
ポ
カ
ン
と
開
け
る

中
に
は
目
を
点
に
し
て
い
る
者
も
い

た

と
り
あ
え
ず
口
を
カ

カ

と
動
か
し
て

 
理
 

お
い
お
い
そ
ん
な
見
せ
物
み
た
く
見
る
ん
じ

 

よ
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妖
夢

し

し

し

た

 
妖
夢
は
良
い
反

を
し
て
く
れ
た

こ
れ
に
は

じ
て
い
る
自
分
も
楽
し
く
な
る

 

女

あ
ら
面
白
い
わ

 
女
性

今
の
悪
霊
は

る
の
で
す

 
兎
女

悪
霊
に
し
て
は
波
⻑
が
お
か
し
い
気
が

 

る

が
珍
し
い
の
か

な
目
で
見
て
く
る

す
る
と

の

女
も
と
い
霊
夢
は
お

を

え
て
く
る

 
霊
夢

あ
ん
た
妖
怪
よ

 
ま
ず

い
た
い

妖
怪
で
は
な
く
神
だ
と

だ
が

う
の
も
つ
ま
ら
な
い
ネ

バ
レ
な
の
で
は

ぐ
ら
か
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

お
い
お
い
そ
ん
な
物
騒
な
物
は
し
ま
お
う

 
あ
く
ま
で
も
俺
の
役
目
は
ル

ル
説
明
と
案
内

 
を
す
る
ま

お
助
け
キ

ラ

て
感
じ

 
蓮
 

何
か

く
チ

ラ
い
な

 
ど
う
や
ら
少
し
チ

ラ
い
み
た
い
だ
が
こ
の
ぐ
ら
い
が
話
し
や
す
い
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
こ
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の
ゲ

ム
の
ル

ル
的
な
事
を
話
す
と
し
よ
う

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
ル

ル

ち

く
な
事
を

 
教
え
て
や
る

お
前
ら
は
あ
の
結
界
の
先
に

 
行
き
た
い
ん
だ
よ
な

 

そ
う
だ

 
魔
理

は
こ
の

が
話
す
の
が
面
白
い
の
か
ニ
コ
ニ
コ
と

え
て
く
れ
た

 
理
 

お

と
良
い
返
事
を
あ
り
が
と
よ

く
教
え

 
て
や
る
よ
簡
単
に

う
と
よ
あ
の
結
界
を
解
除

 
す
る
に
は
そ
れ
を
起
動
さ
せ
て
る
祭

を

 
さ
せ
な
き

い
け

だ
よ

 
蓮
 

祭

 
理
 

そ
う
話
は
簡
単
さ

そ
こ
に
い
る
ま

守

者

 
的
な
奴
を

し
て

を
手
に
入
れ
て
結
界
を
起
動

 
さ
せ
て
い
る
祭

を

め
れ
ば
良
い
簡
単
だ
ろ

 
蓮
 

そ
れ
で
あ
の
結
界
が
解
け
る
で
す
よ
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骸

良
い

え
て
る

 
蓮
 

い

い
や

 
蓮
は

め
ら
れ
て
嬉
し
い
の
か
少
し

れ
て
い
た

と
い
う
か
こ
の

で

れ
る
の
は
ど
う
か

と
思
う
が
そ
こ
は
失
礼
な
た
め

え
て

わ
な
い
よ
う
に
す
る

す
る
と

 
萃
香

で
も
そ
れ
だ

た
ら

し
て
も

 
や
は
り
真

先
に
萃
香
が

す
と
か

て
き
た

だ
が

お
う

そ
の
対
策
は
出
来
て
い
る

と

⻤
の

力
で
は

せ
な
い
よ
う
に
防
御
術
や
物
理
無

な
ど
を
祭

に
仕
込
ん
で
い
る
た
め

問

は
な
い

 
理
 

お
お

と
そ
う

う
と
思

た

て
お
く
が

 
そ
の
祭

は
よ

せ
な
い

そ
れ
が

え
酒

 
童
子
様
で
あ
ろ
う
と
な

試
し
て
も
良
い

 
萃
香

め
て
お
く
よ
そ
こ
ま
で

う
な
ら

 
萃
香
は

せ
な
い
と
知

た
せ
い
か
若

だ
が
少
し
不

れ
て
い
た

そ
し
て
紫
の
能
力
に

つ
い
て
は
一

で

え

 
理
 
ま

あ

ち
の
世
界
に
行
け
な
い
よ
う
に
調
整
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す
れ
ば
良
い
か

 
そ
う

え
て

ラ

ラ
と
断
罪
神
書
を
開
き
ル

ル
を
変
更
し
こ
こ
の
世
界
な
ら

動
で
き
る

が
一
部

動
不
可
と
改

す
る

そ
し
て
ま
た
画
面
の

を
見
て
口
を
動
か
す

 
理
 

あ

因
み
に
八
雲
紫
お
前
さ
ん
さ

き
能
力
を

 
使

て
対
し
て
反

が
な
か

た
よ
な

 
紫
 

え

 
理
 

ま

ち

と
制

を
掛
け
た
主
に
掛
け
た
制

 
は
よ
祭

を

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
か
こ

 
こ
か
ら
別
の
世
界
へ
の

プ
を
使
う
こ
と
を
禁

 
じ
そ
れ
と
結
界
の
先
に
お
前
の
能
力
を
使
わ
せ
な

 
い
よ
う
し
て
お
い
た

だ
か
ら
あ
の
結
界
か
ら
先
 

 
へ
と
異
世
界
へ
の

プ
は
出
来
な
い
が
そ
れ

 
外
な
ら
自
由
に

プ
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
お

 
い
た

感
謝
し
ろ
よ

 
紫
 

え

本
当
に
最
悪
な
ル

ル
を
あ
り
が
と
う
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紫
は
手
を
前
に

ば
す
と
そ
の
先
に
ス
キ
マ
が
出
来
上
が
る
の
を

し
ス
キ
マ
を
閉
じ
た

だ
が
最
悪
と

わ
れ
て
も
紫
の
イ
ン
チ
キ
能
力
が
あ

た
ら
ゲ

ム
に
な
ら
な
い

そ
の
た
め
許

し
て

し
い
と
思

た

そ
し
て
も
う

う
事
が
無
く
な

た

 
理
 

ま

う
事
は
そ
ん
ぐ
ら
い
だ
お
前
ら
の
活

 
を
楽
し
み
に
し
て
る

キ

ハ
ハ
ハ
ハ

 

を
カ

カ

と

わ
せ
な
が
ら

 
バ

ン

 
と

発
さ
せ
て

に
す
る

 
理
 

よ
し
こ
れ
で
伝
え
る
こ
と
も
伝
え
か
ら
後
は

 
待
つ

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と

け
目
が
開
き
中
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
が
現
れ
た

 
亜
狛

マ
ス

ど
う
で
す
か
そ

ち
は

 
理
 

あ

ル

ル
説
明
も
終
わ

た
か
ら
後
は

 
見
守
る
だ
け
さ

 
耶
狛

ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

は
出
し
ち

う
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と

ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

を
出
す
提
案
を
し
て
来
た

 
理
 

そ
う
だ
な

今
は
多
く
弾
幕
が

し
い
し
な

 
良
い

送
り
込
め

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
な
ら
送
り
込
ん
で
き
ま
す

 
耶
狛

行

て
く
る

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は
投
入
口
へ
と
向
か

て
い

た

こ
こ
だ
け
の
話
だ
が
多
く
の
弾
幕

を
集
め
る
た
め
に
地
獄
で
飛
ん
で
い
る
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

達
を
何

か

し
て

れ
て
き

て
い
た
の
だ

ピ
チ

て
も
リ

ネ
し
て
く
れ
る
か
ら
本
当
に
あ
り
が
た
い

 
理
 

さ
て
さ
て
ど
ん
な
弾
幕
ご

こ
を
し
て
く
れ
る

 
の
か
な

 
そ
う

き
な
が
ら
こ
の
弾
幕
ご

こ
を
見

け
よ
う
と
思
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

お
ん
し
眠
そ
う
じ

な
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怠
惰

も
う
眠
い
で
す
さ

き
ま
で

て
ま
し
た
か
ら

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

そ
し
て
こ
の
風
の
せ
い
で
花

が

い
事
に

 
な

て
い
ま
す

な
ん
て
大
嫌
い
だ

 

 

を
楽
し
め
ぬ
奴
に
は
キ
ツ
い
の

 
怠
惰

え

本
当
で
す
よ
全
く

今
も
目
が

く
て

 
仕
方
が
な
い

 

 

と
り
あ
え
ず
薬
を
飲
ん
だ
り
し
ろ
よ

 
怠
惰

え

分
か

て
ま
す
よ

さ
て
少
し

い
け
ど

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
た
の
む

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
１
６
話
 
観
戦

 
こ
ん
ば
ん
わ
読
者
様
気
が
つ
く
と
こ
ん
な
時
間
に
な
る
ま
で

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ま
た
夜
が
眠
れ
な
い
こ
こ
最
近
は

夜

転
の
生
活
が
続
い
て

て
ま
す

お

と
そ
ろ

そ
ろ
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う
そ

 
亜
狛
と
耶
狛
に
よ

て
大

の
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

が
送
り
込
ま
れ
エ
レ

ン
は
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

だ
ら
け
と
な
る

だ
が
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
良
い

要
な
の
は
ど
れ
だ
け
弾
幕
の

を
集
め
れ
る
か
だ

 
理
 

や

て
る

や

て
る

 
そ
ん
な
光

を
た
だ
断
罪
神
書
で

き
見
て
い
た

ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

達
を
弾
幕
で
ピ
チ

ら
せ

す
る
異
変
解
決
組
を

そ
し
て
組
と
し
て
は
蓮
と
霊
夢
と
紫
の
組

魔
理

と
ア
リ
ス

と
見
た
感
じ

の
 
組

レ
ミ
リ
ア
と

夜
と
執
事
の
組

文
と

と
萃
香
の
組

幽
々
子
と

妖
夢
と
兎
娘
の
組
と

人
で
組
ん
で
計

つ
の
組
が
出
来
上
が

て
い
た
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理
 

人

本
当
に
大
そ
れ
た
人
数
だ
こ

た

 

か
に
多
く
来
て

し
い
と
は
思

た

思

た
が
こ
れ
は
来
す
ぎ
だ

多
く
て

人
が

度
良
い
と
思

た
が

 
理
 

ま

計
画
が
上
手
く
の
は
ま
ず
な
い
し
こ
う

 
い

た
ト
ラ
ブ
ル
も
楽
し
ま
な
い
と
な

 

え
込
む
で
は
な
く
前
向
き
に
検
討
す
る

こ
れ
が
一
番
だ

そ
う
す
れ
ば
必
要

上
に
塞
ぎ

ま
な
く
て

む

そ
う
し
て
見
て
い
く
と
レ
ミ
リ
ア
の
組

外
の
組
が
そ
れ

れ
の
祭

に
向

か

て
い
る
と

で
き
た

 
理
 

お
や
お
や
当
た
り
を
引
い
た
の
は
こ
の

組
か

 
ま

思
い

き
り

り
取
ら
れ
な
よ

 
と

い
て
い
る
と

組
そ
れ

れ
が
祭

の
ボ
ス
に
総
当
た
り
す
る

蓮
達
の
組
は
ル

ミ
ア
魔
理

の
達
の
組
は
幽
香
文
達
の
組
は
風

幽
々
子
達
の
組
は
小
町
と
そ
れ

れ
に

当
た
る
と
少
し
お
互
い
に
話
す
と
そ
れ

れ
が
弾
幕
ご

こ
を
開
始
し
た

 
理
 

良
い

良
い

こ
う
し
て
見
て
み
る
の
も

 
一
興
一
興
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近
く
に
置
い
て
あ
る
ポ

ト
に

葉
を
そ
し
て
予
め
温
め

さ
せ
た
お

を
注
ぎ
紅

を
入

れ
る
と

を
入
れ

て
少
し
ず
つ
口
に
す
る

 
理
 

彼
女
達
の
弾
幕
は
こ
う
し
て
見
る
と

性
が

 
あ

て
華
が
あ
る

 
と

な
一
時
を
送

て
い
る
と

 
亜
狛

失
礼
し
ま
す
マ
ス

 
耶
狛

マ
ス

今

て
ど
ん
な
感
じ
な
の

 
亜
狛
と
耶
狛
が
入
室
し
て
き
た

そ
し
て
聞
か
れ
た
事
を
そ
の
ま
ま
話
す

 
理
 

祭

前
に
皆
は
到
達
し
て
そ
こ
か
ら
弾
幕
ご

こ

 
を
初
め
て

度
も
う

分
ぐ
ら
い

 
亜
狛

も
う
そ
ん
な
で
す
か

 
耶
狛

い

 
こ
の

人
を
立
た
せ
た
ま
ま
な
の
も
あ
れ
な
の
で

 
理
 

あ

紅

な
ら
あ
る
け
ど
飲
む
か

 
亜
狛

あ

良
い
ん
で
す
か
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耶
狛

飲
む

 
理
 

そ
う
か
待

て
な

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
に
も
ハ
ニ

テ

を
作

て
い
く

す
る
と
断
罪
神
書
の
光

を
見

た
の
か

 
耶
狛

マ
ス

私
達
も
久
々
に

と
暴
れ
し
た

 
い
な

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛

わ
が
ま
ま
を

う
な

 
だ
が
耶
狛
の

葉
は
そ
の
通
り
だ

亜
狛
と
耶
狛
に
も
何
か
御

美
を
あ
げ
る
べ
き
と

え
て

い
た

そ
の
た
め
耶
狛
の

と
暴
れ
と
聞
い
て
そ
れ
な
ら
と
思
い

 
理
 

な
ら
亜
狛
そ
れ
に
耶
狛
そ
ん
な
に
暴
れ
た
い

 
な
ら
黒
の
決
戦
が
終
わ

た
後
に
あ
そ
こ
の

 

中
を

れ
ば
い
い
ん
じ

な
い
か

 
耶
狛

お

良
い

え
だ

マ
ス

 
亜
狛

良
い

え
か

こ
れ

 
そ
う
い
う
が
実

的
に
こ
れ
し
か
思
い

か
な
い
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理
 

そ
れ
に
こ
こ
最
近
は
俺
の
お
つ
か
い
ば
か
り

 
で
体
が

る
だ
ろ

そ
れ
な
ら

て
な

 
耶
狛

マ
ス

分
か

て
る

 
亜
狛

ま

き
で
な
ら
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
そ
う
そ
れ
が
良
い
ん
だ

 
と

珍
し
く
亜
狛
が
ツ

コ
ミ
を
し
な
い

そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は
何
を
思

た
の
か

 
耶
狛

よ
う
こ
そ
お
兄
ち

ん

ク
サ
イ
ド
ヘ

 
亜
狛

は

 
突
然
の
ボ

を
し
て
き
た

仕
方
な
く

る
こ
と
に
し
た

 
理
 

亜
狛
お
前
の
役

は
ツ

コ
ミ
だ
そ
れ
を

 
し
た
と

う
事
だ
つ
ま
り
俺
や
耶
狛
の
い
る
世

 
界

ク
サ
イ
ド
に
来
て
し
ま

た
の
さ

 
亜
狛

い
や
い
や

え

 
耶
狛

よ
う
こ
そ
ツ

コ
ミ
が
な
い

の
世
界
に

 
理
 

俺
ら
は

迎
す
る
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亜
狛

そ
ん
な
世
界
は
嫌
で
す
よ

 
も
し
ツ

コ
ミ
が
な
く
ボ

し
か
な
い
と
い
う
事
は
ブ
レ

キ
の

か
な
い

に

る
の
と
同

じ
で
危
険
な
も
の
だ

 
理
 

ま

談
は
そ
ろ
そ
ろ

め
に
し
て
だ

 
そ
ん
で
ど
う
戦
う

 
耶
狛

う

ん
な
ら
私
は
あ
の
デ
ン
シ

だ

た
よ

  
理
 

な

つ
ま
り
駅
と
そ
の

の
あ
る

り

 
で
耶
狛
は
戦
い
た
い
ん
だ
な

 
耶
狛

う
ん

 
だ
が
そ
れ
な
ら

度
良
い

度

だ
と
か
駅
は
こ
の
戦
い
で
使

て
な
か

た
た
め

だ
か
ら

し
て

し
い
と
思

て
い
た
か
ら
だ

 
理
 

亜
狛
は

ま

耶
狛
と
一

が
良
い
だ
ろ

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

人
で

つ
だ
よ
お
兄
ち

ん



 第３１６話 観戦

 
亜
狛

か
に

 
亜
狛
は
耶
狛
の
頭
を

し
く
ポ
ン
ポ
ン
と

く

 
耶
狛

え
へ
へ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
さ
と
り
は
元
気
か
な

 
亜
狛

あ

わ
れ
て
み
る
と

 
耶
狛

帰

た
ら
怒
ら
れ
そ
う
だ

 
怒
ら
れ
そ
う
い
い
や
違
う

完

に
怒
ら
れ
て
し
ま
う
の
間
違
い
だ

本
的
に
静
か
に
怒

る
さ
と
り
が

若
の
方
が
マ
シ
と
い
う
キ
レ
方
を
し
そ
う
で
本
当
に
怖
い

 
理
 

は

 
亜
狛

ま

ま

 
耶
狛

私
達
も
一

に
謝
る
か
ら

マ
ス

 
理
 

あ
り
が
た
い

 
と

て
る
間
に
も
そ
ろ
そ
ろ
決
着
が
着
き
そ
う
な
所
が
ち
ら

ら
と
出
て
き
た

 
理
 

お

と

 
理
久
兎
は
目
を
閉
じ
意

を
集
中
さ
せ
て



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
理
 
黒

聞
こ
え
て
る
か
ど
う

 
脳
内
で
黒
に
語
り
か
け
る

す
る
と
返
信
が
や

て
来
る

 
黒
 
聞
こ
え
て
る

回
収
だ
ろ

ど
う

 
理
 
あ

そ
う
だ

々
と
回

て
回
収
し
て
く
れ
ど
う

 
黒
 
了
解
し
た
と
り
あ
え
ず
舞
台
へ
の

動
は
頼
む

 

主
よ

ど
う

 
理
 
分
か

た
通
信
切
断

 
そ
う
し
て
目
を
開
け
ま
た
断
罪
神
書
を
見
て

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
だ
な

 
と

き
な
が
ら
彼
女
達
の
弾
幕
ご

こ
を

く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
こ
こ
最
近
は
そ
な
た
の
生
活
リ

ム
が

 
自

に
な

お
る



 第３１６話 観戦

 
怠
惰

直
し
た
い
ん
だ
け
ど
直
せ
な
い
こ
の
リ

ム

 
皆
さ
ん
が

て
い
る
で
あ
ろ
う
時
間
へ
と
な
る

 
と

本

部

で
ゲ

ム
ま
た
は
小
説
を
書
い

 
て
い
る
か
動
画
を
見
て
ま
す

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

本
当
に

る
よ

お
陰
さ
ま
で

名
実

者

 
の
金

生

送
も
見
逃
し
ち

う
か
ら
さ

 

 

怠
惰
の
名
に

じ
ぬ

ぶ
り
じ

な

 
怠
惰

へ
い
へ
い
何
度
で
も
ど
う

は

お

と

 
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か

 

 

じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
じ

 
怠
惰

次
回
も
ま
た
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

さ
よ
う
な
ら



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
１
７
話
 
影
が
動
く

 
こ
ん
ば
ん
は

と
い
う
か

れ
て
す
い
ま
せ
ん
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

過
ご
し
ま

し
た

本
当
に
申
し
訳
な
い

で
は

れ
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
弾
幕
ご

こ
を
更
に

め
る
こ
と
数
十
分
後
小
町
幽
香
風

と
皆
は
敗
れ
て
い
く

そ

ん
な
光

を

め
て
い
る
と
そ
れ
ら
は
影
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く

 
理
 

黒
の
奴

仕
事
を
し

か
り
こ
な
し
て
く
な

 
亜
狛

で
も
こ
こ
は
私
達
で
も
良
か

た
の
で
は

 
耶
狛

か
に

そ
れ
に
こ
こ
の
世
界
で
な
ら

 

動
な
ん
て

い
と
今
な
ら
出
来
る
よ

 
マ
ス

 
ま
ず

う
と
こ
よ
エ
レ

ン
は
自
分
の

体
の
一
部
と

て
も
過

で
は
な
い

そ
の
た
め

こ
の
エ
レ

ン
の
世
界

定
だ
が
人
を

動
さ
せ
た
り
す
る
の
は

く
簡
単
だ

そ
れ
に

か
に



 第３１７話 影が動く

亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
自
分
で
や

た
方
が
良
い
の
は

か
だ
が
黒
の
方
が

手
に
恐
怖
を
与
え
れ

る
た
め
こ

ち
の
方
が
良
い
の
だ

 
理
 

さ
て
と

お

と
ル

ミ
ア
も
終
わ

た
か

 
な
ら
ち

ろ

と

り
ま
す
か

 

つ
か
に

分
さ
れ
て
い
る

を
ル

ミ
ア
の
エ
リ
ア

つ
に

る

す
る
と

が
断

罪
神
書
を
通
し
て
流
れ
て
く
る

こ
の

か
ら
察
す
る
に
ル

ミ
ア
の

だ

 
ル
 

蓮

結

私
に
友
達
は
い
な
い
の
か
し
ら

 
み
ん
な

み
ん
な
私
か
ら
遠
ざ
か

て
い
く

取
り

 

し
た
く
て
も
手
が

か
な
い
こ
の

し
さ
そ
れ

 
に
こ
の

し
さ

何
よ
り
も

し
い

 
と

て
い
た

そ
れ
を
聞
い
た
自
分
達

人
の
心
に
何
か
が
グ
サ
リ
と

さ
る

 
亜
狛

く
罪
悪
感
が

 
耶
狛

う

う
ん
心
に
グ
サ
リ
と
き
た

 
理
 

そ
れ
は
俺
も
だ

 
自
分
達
が
い
な
く
な

た
後
皆
そ
れ

れ
が
大
変
だ

た
事
が
こ
れ
を
聞
い
て
い
る
と
改
め



 第二十一章 因果と運命に導かれて

て
申
し
訳
な
く
思
う

特
に
ル

ミ
ア
に
と

て
亜
狛
と
耶
狛
は

一
無
二
の
友
人
だ

た
た
め

急
に
い
な
く
な

た
事
で

し
さ
が
更
に

れ
上
が

た
事
も
容

に
想

出
来
る

 
理
 

と

と
り
あ
え
ず
頑

て

気
変
え
よ
う

 
よ
し

そ
う
し
よ
う

 
こ
の
シ
リ
ア
ス
な

気
は

き
で
は
な
い
た
め

く
シ
リ
ア
ス
を
退
場
さ
せ
て
も
ら
う
た
め

に

を
見

う

そ
し
て

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と

近
く
に
設
置
し
て
あ
る

を
動
か
し

う

 
霊
夢

今
度
は
何

 
蓮
 

こ
の

て

 
紫
 

方
さ

き
の

 

人
は
自
分
の
動
か
す

を

す
る

そ
し
て

を
見

い
な
が
ら

 
理
 

い
や

お
見
事
で
ご
ざ
い
ま
す

 
霊
夢

何
が
お
見
事
な
の
よ

 
理
 

そ
れ
は
だ

て

殿
方
の
御
仲
間
さ
ん
が
次
々
に



 第３１７話 影が動く

 
祭

を

め
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
こ
う
し
て
私

 
こ
と

が
来
て
い
る
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら

 
現
状
報
告
の
意
味
を
込
め
て

は
楽
し
そ
う
に
く
る
く
る
と
回
転
さ
せ
な
が
ら
伝
え
る

 
理
 

し
か
し
ル

ミ
ア
お
前
さ
ま
の
話
は
本
当
に
心
に

 
来
ま
し
た
よ

え

も
う
聞
い
て
い
る
私
の
心
も

 
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
で
す
よ

 
ル
 

理
久
兎
は
も
う
後

ど
の
く
ら
い
で
蘇
え
る

 
の
よ

 
自
分
の
心

よ
り
も
理
久
兎
つ
ま
り
自
分
を
思

て
く
れ
て
い
た

ち

と
嬉
し
い

 

ノ
ン
ノ
ン
ノ
ン

り
は
禁
物

て
な

 
霊
夢

ま

た
く
さ

き
か
ら
う
る
さ
い
わ

蓮
そ
の

 

を
頂
戴

 
蓮
 

あ

う
ん

 
蓮
は
霊
夢
に

を
渡
す
と
交

点
の
中

に
あ
る
自
分
が
作

た
禍
々
し
い
祭

に
近
づ
く
と

を

に
入
れ
て
回
し
た

そ
し
て
祭

か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た
禍
々
し
い
光
が
消
え
た
が
結
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界
は
解
け
な
い

 
霊
夢

皆

開
け
て
る

て

た
け
ど

つ

 
祭

が
あ
る
の
よ

 
理
 

お

と
失
礼

祭

の
数
は
全
部
で

つ
あ
り
や
し

 
て
後

つ
で
ご

え
ま
す

ち

ん

 
そ
う
結
界
が

け
な
い
理
由
は
簡
単

最
後
の

つ
で
あ
る
特
設
ス
テ

の
祭

を

め

て
い
な
い
か
ら
だ

そ
し
て
結
界
が

け
な
い
事
に
霊
夢
は
イ
ラ
つ
い
て
い
た

 
霊
夢

イ
ラ
つ
く
わ

そ
ん
じ

何
処
に
あ
る

て
の
よ

 
そ
の
最
後
は

 
も
う
こ
の
調
子
で
怒
鳴

て
い
た

点
が

す
ぎ
る

す
る
と
頭
に

が

い
て
き
た

 
黒
 
主
よ
特
設
ス
テ

に
送

て
く
れ
も
う
つ
い
た

 
か
ら

ど
う

 
理
 
ん

分
か

た
通
信
切
断

 
ど
う
や
ら
黒
は
準
備
が
で
き
た
よ
だ

そ
れ
だ

た
ら
も
う

動
さ
せ
る
し
か
な
い
と
感
じ

た

そ
し
て

を

り
な
が
ら

を
出
す



 第３１７話 影が動く

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ

気
盛
ん
と
は
こ
の
事
か
ま

良
い

 
そ
こ
で
イ
レ

ラ

イ
ム

 
そ
う

い

か
ら

を
発
す
る
の
を

め
て

 
理
 

は
い
真

暗
に
と

 
こ
の
世
界
つ
ま
り
エ
レ

ン
を
暗
転
さ
せ
真

暗
に
さ
せ
る

 
霊
夢

な

何
よ
こ
れ

 
紫
 

こ
い
つ

 
蓮
 

何
が
ど
う
な

て

 
と

人
の

が
聞
こ
え
て
く
る
が
無
視
し
て

 
理
 

転

そ
し
て
暗
転

 
エ
レ

ン
に
い
る
全
員
を
黒
専

の
特
設
ス
テ

に
送
り
暗
転
を
解
く
と
そ
こ
は
先
程
ま
で

の
近
代
世
界
と
は
打

て
変
わ

て
何
処
か
古
さ
を
感
じ
さ
せ
る
闘
技
場
の
よ
う
な
所
で
建
造
物

な
ど
何
も
な
い
が
も

と
も
人
口
太
陽
の
光
が
当
た
る
場
所
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
だ

 

な

何
処
だ
よ
こ
こ

 
妖
夢

え

さ

き
ま
で

え
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夜

こ
れ
は
い

た
い

 

嘘
で
す
よ

 
聖
 

こ
こ
は

 
レ
ミ

執
事

何
が
起
き
た
の

 

わ
か
ら
ん

 

仙

ど
う
な

て

 
文
 

あ
や
や
や
や

 
幽
 

あ
ら

 
萃
香

あ
り

り

 
ア
リ

何
が
起
き
た
と
い
う
の

 
勝
手
に
黒
専

エ
リ
ア
へ
と
送
ら
れ
た
皆
は

き
ま
だ
状

が
理
解
で
き
な
い
の
か
少
し

乱

し
て
い
た

 
理
 

い
や

お
見
事
お
見
事

 

あ

う

 
妖
夢

あ

あ
わ
わ
わ
わ



 第３１７話 影が動く

 
皆
は

方
を
注
目
す
る
が
や
は
り
妖
夢
は
ま
た

え
て
い
た

見
た
感
じ

ラ

は

メ
そ

う
だ

 

妖
夢
ち

ん
は
ま
だ

れ
な
い
か
ま

仕
方

 
か

 

や
い
て
め

幽
香
を
何
処
に
や

た

 
文
 

風

姉
さ
ん
も
で
す

 
幽
 

死
神
ち

ん
も
ど
う
し
た
の

 
紫
 

悪
い
け
ど
ル

ミ
ア
も
無
事
で
す
わ
よ

 
と

戦

た

人
の
安

を
聞
い
て
き
た

こ
れ
に
対
し
て
自
分
は

え
る

 
理
 

て
お
く
が
彼
女
達
に
は
危

は
与
え
ち

 
い

よ

に
今
は
お

子
や
ら
お

や
ら

 
で
持
て
成
す
所
だ
か
ら
安
心
し
ろ
よ

 

た
か
ら
に
は

実
行
し
よ
う
と

え
る

そ
ろ
そ
ろ
黒
が
皆
を
自
分
達
の
い
る
ビ
ル
に

送
り

け
た
所
ぐ
ら
い
だ
ろ
う

だ
が
ま
ず
は
先
に
こ

ち
を

け
る
た
め
に
ま
た

の

を
動
か
し
な
が
ら



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
さ

き

の

女
や
ら

 
そ
の

に
は

た
が
イ
レ

ラ

イ
ム

 
の
発
動
だ

 

そ
れ

て
い

た
い

 
理
 

お
前
さ
ん
ら
は
俺
の
後
ろ
を
よ
く
見
て
み
ろ
よ

 
そ
う

う
と
皆
は
自
分
が
動
か
す

の
後
ろ
を
見
る

こ
の
後
ろ
に
何
が
あ
る
の
か
そ
れ
は

こ
の
エ
レ

ン
最
後
の
祭

つ
ま
り
黒
が
守
る
祭

が
後
ろ
の
観
客

に
禍
々
し
い
祭

が
設
置

し
て
あ
る
の
だ

 
理
 

あ
れ
が
最
後
の
祭

だ
嘘
は

 
蓮
 

本
当
に
で
す
よ

 

あ

論

 
と

て
い
る
と
ま
た
頭
で

が

い
て
く
る

 
黒
 
こ
ち
ら
黒

全
員
を

に
送
り

け
て
現

や

と

 
俺
の
エ
リ
ア
に
つ
い
た
ど
う

 
理
 
お

そ
う
か
な
ら
も
う

と

的
な
事
を



 第３１７話 影が動く

 
す
る
か
ら
頼
む
な
ど
う

 
黒
 
分
か

た
そ
ち
ら
に
任
せ
る
ど
う

 
理
 
了
解
し
た
通
信
切
断

 
会
話
が
終
わ
り
す
ぐ
さ
ま
黒
専

ス
テ

に
集
ま

た
皆
に
最
後
の
祭

を
守

す
る
者
も

と
い
黒
を

す
る
事
に
し
た

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
こ

ち
の
準
備
も
終
わ

た

 
み
た
い
だ
な
そ
れ
で
は
こ
の
最
後
の
祭

の
守

 

者
を

す
る

 
と

う
と
皆
が
い
る

置
か
ら
約

メ

ト
ル

れ
た
所
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
そ
こ
か
ら
影

が

び

る
と
影
の
中
か
ら
黒
が

く
り
と
現
れ
る

 
理
 

こ
の
祭

の
最
後
の
守

者
そ
の
名
を
黒
だ

 
と

う
と
皆
は
目
を

う
者
が

ど
だ

特
に

 

ま
さ
か
お
前
か

や

と
会
え
た

変
態
執
事

 

魔
理

が
黒
に
反

し
た

と
い
う
か
変
態
執
事
と
は
黒
の
奴
は
何
を
し
た
ん
だ
と
気
に

な
る

だ
が
そ
ん
な

え
を
無
視
し
会
話
は
進
ん
で
い
く
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黒
 

我
も
会
い
た
か

た

魔
理

 
黒
は
楽
し
そ
う
に

い
目
を
輝
か
せ
ニ

リ
と

い
な
が
ら
特
に

魔
理

を
見
つ
め
る
の

だ

た

 

 

ま
た
か
怠
惰
よ

 
怠
惰

本
当
に
申
し
訳
な
い

 

 

こ
こ
最
近
は
や
ら
か
し
す
ぎ
じ

 
怠
惰

人
間
に
も
ミ
ス
が
あ
る
の
な
ら
悪
魔
に
も
ミ
ス

 
は
あ
る

た
だ
怠
惰
さ
ん
は
そ
の
ミ
ス
が
多
い

 
だ
け
さ

 

 

胸
を

て

う
で
な
い

 
怠
惰

ま

で
も
本
当
に
も
う
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん

 
で
し
た
読
者
様

こ
ん
な
小
説
で
す
が
ま
た

 
次
回
も
読
ん
で
く
る
と
嬉
し
い
で
す



 第３１７話 影が動く

 

 

ま

た
く
気
を

け
る
の
じ

 
怠
惰

と
い
う
か
起
こ
し
て
く
れ
て
も
良
い
じ

ん

 

 

良
く

う
の

そ
な
た
の

ド
回
り
は

 
ブ

ビ

ト
ラ

プ
や
ら
多
く
て
行
く
の

 
に
も
面

で
起
こ
す
気
に
な
れ
ん
わ

 
怠
惰

さ

て
と
も
う
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 

 

話
を
は
ぐ
ら
か
す
な

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

れ
ま
し
た
が
ま
た
次
回

 
の
月

日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

 

ま

た
く
そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

さ
よ
う
な
ら
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第
３
１
８
話
 
闇
に
会
い
に
行
く

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
先
程
ス

ツ
を
買
い
に
行

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

買
い

え
る
て
の
お
値

に
度

を

か
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た

さ
て
そ
れ
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど

う 
エ
レ

ン
の
上
空
に

置
す
る
黒
専

の
闘
技
場

そ
こ
で
黒
は
異
変
解
決
に
来
た
者
達
と
対

し
て
い
た

 
黒
 

よ
う
や
く

よ
う
や
く
こ
の
時
は
来
た
我
は

 
何
度
も
待
ち
望
ん
だ

ク
ク

ハ
ハ
ハ
ハ

 
黒
は
よ
う
や
く

願
か
な

て
の
魔
法
使
い
と
戦
え
る
こ
と
を
嬉
々
と
し
て
い
た

 

私
も
だ
今
日
こ
そ
は
決
着
を
つ
け
て
や
る

 
見
て
い
る
と

魔
理

も
や
る
気
満
々
で

て
い
る
が
彼
女
が
行

た
変
態
執
事
と

う

単
語
に
引

掛
か
り
聞
こ
う
と

え
た



 第３１８話 闇に会いに行く

 
理
 

あ
れ
れ

黒
さ
ん
よ

変
態
執
事
と
は
ど
う

 
い
う
事
よ

ち

ん
何
さ
れ
た
ん
だ

 

こ
い
つ
は
よ
私
み
た
い
な
女
の
服
を
少
し
ず
つ

 
ビ
リ
ビ
リ
に

い
て

を
与
え
る
の
が

き

 
だ
か
ら
だ

私
は
そ
の

に
あ

て
る

 
と
ん
で
も
な
い
発

を
し
て
来
た

そ
れ
を

で
見
て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

う
わ

黒
さ
ん

 
耶
狛

う
ん
死

ば
良
い
の
に

 
亜
狛
は

い

を
し
な
が
ら

い
耶
狛
に

て
は
ゴ
ミ
を
見
る
目
で
そ
う

い
た

 
黒
 

ん

は

 
黒
は
突
然

ん
だ
が
そ
こ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に

 
ア
リ

最

 
聖
 

は
れ
ん
ち

で
す

 
紫
 

妖
怪
と
し
て
風
上
に
も
お
け
な
い
わ

 

そ
れ
変
態
で
す
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霊
夢

女
の

退
治
し
て
あ
げ
る
わ

 

女
遊
び
は

め
て
お
け
よ

 
と

皆
は

う

自
分
は

れ
つ
つ
黒
に
聞
く

 
理
 

お
や
黒
お
前
は
一
体
な
に
を
し
て
い
る
ん
だ

 
黒
 

い

い
や

何
も
し
て
な
い

 

嘘
だ

こ
い
つ
私
の
服
を
ビ
リ
ビ
リ
に
切
り

 

ん
で
楽
し
ん
で
た
ん
だ

 
黒
 

は

 
ど
う
や
ら
ま
だ

い
少
女
の
服
を
切
り

ん
で

ん
で
い
た
み
た
い
だ

こ
れ
に
は

れ
を
通

り

し

者
で
あ
る
魔
理

に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
が
込
み
上
げ
て
く
る

 
理
 

そ
う
か

後
で
き

ち
り
と

解
は
聞
い
て

 
や
ろ
う
逃
げ
る
な
よ
黒

 
黒
 

ア
バ
バ
バ
バ
バ

 
自
分
の
発

に
黒
は
ビ
ク
ビ
ク
と

え
始
め
た

た
だ
聞
く
だ
け
な
の
に
何
処
が
怖
い
の
だ
ろ

う



 第３１８話 闇に会いに行く

 
黒
 

く

何
だ
こ
の
理
不

ま

良
い

 
黒
は
ふ

き
れ
な
が
ら
自
分
達
を
見
る
と

 
黒
 

あ

い
や

よ
邪
魔
物
は
外

に
出
し
て
も
ら

 

て
良
い
か

 
理
 

ま

良
い

対
象
は

 
黒
 

魔
力
を
持
た
ぬ
者
を
全
員
だ

 
理
 

良
い

そ
れ
暗
転

 
そ
う

い
断
罪
神
書
を
使
い
こ
の
世
界
を
暗
く
さ
せ
る

 
蓮
 

ま

前
が

 
霊
夢

ま
た
こ
れ

 
そ
し
て
黒
専

の
ス
テ

で
魔
力
を
持
た
ぬ
者
を
全
て
除
外
す
る
と
暗
転
さ
せ
る

 
理
 

こ
れ
で
良
い
か

 
黒
 

あ

完

だ

 
ス
テ

に
は
黒
と
自
分
を

い
て

人
の
女
性
が
い
た

そ
の

人
は

 
聖
 

あ
れ

皆
さ
ん
は
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嘘
だ
ろ
一

で

 
ア
リ

ど
ん
な
手
品
を
使

た
の
よ

 
と

人
は

い
て
い
た

こ
の
世
界
は
箱

の
世
界

箱

の
世
界
で
は
自
分
が

き
な

よ
う
に
コ

デ

ネ

ト
出
来
る

わ
ば
そ
れ
を

し
て
強
制
的
に

動
さ
せ
た
に
過
ぎ
な

い 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
頑

れ
よ
黒

 
黒
 

あ

や
り
た
い
よ
う
に
や
ら
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
し
て
自
分
は

を

発
さ
せ
て
そ
の
場
か
ら
退
散
し
た

そ
し
て
自
分
の
部

へ
と
視

点
を

す

 
理
 

さ
て
と

少
し
俺
は
戦

た
や
つ
ら
を

た
り

 
す
る
か
ら

人
は

く
り
し
て
て

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

オ

 
返
事
を
聞
き
自
分
は
ま
ず
あ
る
場
所
へ
と
向
か

た

そ
れ
は
自
分
達
の
い
る
ビ
ル
か
ら
数

キ
ロ

ど

れ
た
交

点
だ



 第３１８話 闇に会いに行く

 
理
 

い
た
い
た

 
そ
こ
に
は
ル

ミ
ア
が
大
の

で
空
を
見
て
い
た

自
分
は
元
の
姿
の
ま
ま
ル

ミ
ア
に
近
づ

く 
理
 

ル

ミ
ア
お

れ
様

 
ル
 

え

理
久
兎

 
ル

ミ
ア
の
頭
の
近
く
で
し

が
み
頭
を

で
る

 
理
 

良
く
頑

た
な

 
ル
 

理
久
兎

こ
れ
は
幻

 
理
 

さ

な

そ
ろ
そ
ろ
時
間
切
れ
だ
か
ら

て
の
も

 
あ
る
か
ら
会
い
に
来
た

て
の
正
解
か
な

 
も
う
じ
き
ル

ミ
ア
に
食
べ
さ
せ
た

の
時
間
が
切
れ
る

そ
の
た
め
に
ル

ミ
ア
に
伝
え
た

い
こ
と

う
た
め
に
来
た
の
と
同
じ
だ

 
理
 

ル

ミ
ア

々
と

ら
せ
て
悪
か

た
な
そ
れ
と

 
今
の
友
達
も
大
切
に
な

 
ル
 

理
久
兎

方
の
事
は
今
度
こ
そ
絶
対
に

れ
な
い



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 

私
に
と

て
初
め
て
の
友
達

だ

か
ら

 
そ
う

い
か
け
て
い
る
と
ル

ミ
ア
は
目
を

々
に
閉
じ
て
い
く

そ
れ
と
同
時
に
体
も

ん

で
い
き
や
が
て
元
の

女
の
姿
に

る
と

 
ル
 

す

す

 

を
た
て
て
ぐ

す
り
と

て
い
た

そ
ん
な
ル

ミ
ア
を
お
ぶ
り
女
性
の
姿
に
な

て
ビ

ル
へ
と

る

ビ
ル
へ
と

り
待
合
室
へ
と
行
く
と

 
風

お
前
さ
ん
は

 
幽
香

あ
ら

 
小
町

ん

 

人
は

子
に
座
り
な
が
ら

意
さ
れ
て
い
た
お

に
お

子
を
食
べ
な
が
ら
試
合
を
観
て

い
た
よ
う
だ

自
分
は
ル

ミ
ア
を
ソ
フ

か
せ
て

人
の
元
へ
と
行
く
と

 
理
 

何
か
し
て

し
い
事
や
聞
き
た
い
事
は
あ
り
ま
す

 
で
し

う
か

 
幽
香

そ
う

な
ら
理
久
兎
は
後

ど
の
く
ら
い
で
蘇
え

 
る
の
か
し
ら
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理
 

現

と
し
て
は

積
さ
れ
た
弾
幕
の

か
ら
計

 
す
る
と

り

ぐ
ら
い
で
し

う
か

 
風

そ
う
か

あ
の
お
方
は
ど
ん
な
反

を
さ
れ
る
の

 
か

 
と

風

が

て
い
る
と
小
町
は
手
を
あ
げ
る

 
理
 

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
小
町

え

と

の
場
所
を
教
え
て
も
ら

て
も
良
い

 
か
い

や

り
こ
こ
ら

は
ど
の
道
も
同
じ

 
に
見
え
て

ち

た

 
小
町
が
そ
ん
な
事
を
覚
え
れ
な
い

は
な
い

こ
れ
は
つ
ま
り
何
か
を
話
し
た
い
と
い
う
信

だ
ろ
う

 
理
 

分
か
り
ま
し
た
案
内
し
ま
し

う

 
小
町

へ
へ
す
み
ま
せ
ん

 
そ
う
し
て
自
分
は
小
町
と
共
に
部

か
ら
で
て
少
し
歩
き

り
を
見
て

 
小
町

理
久
兎
さ
ん
実

は
ど
う
な
ん
だ
い
そ
の
代
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と
や
ら
は

 
理
 

心

す
る
な
恐
ら
く
黒
の
戦
い
で
も

取
す
る

 

は

り
な
い
だ
ろ
う
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
こ
の

 

人
に
任
せ
る
さ
そ
れ
で

度
だ
ろ

 
小
町

そ
う
で
す
か
い

 
理
 

と
り
あ
え
ず
ゲ
ン

イ
の
様
子
を
見
た
ら
自
室

 
に

る
か
ら
彼
奴
ら
を
何
と
か
静
め
て
お
い
て

 
く
れ
よ

 
小
町

ま

や
れ
る

り
は
や
り
ま
し

う
そ
ん
じ

 

か
ら
帰

た
ら

わ
れ
た
事
を
し
ま
す
か

 
理
 

あ

頼
ん
だ

 
そ
う
し
て
小
町
と
別
れ
て
次
に
ゲ
ン

イ
の
元
へ
と
向
か
う

ゲ
ン

イ
の
元
へ
と
向
か
う
と

そ
こ
に
は

つ
も
の
注

に

が
れ
た
⻄
行
妖
が
そ
び
え
立

て
い
た

し
か
も
そ
の
内
の
特

に
太
い
注

に
は
自
分
の

が
ぶ
ら
さ
が

て
い
た

 
ゲ
ン

お
や
ど
う
か
し
た
の
か
い



 第３１８話 闇に会いに行く

 
理
 

い
え
様
子
を
見
に
き
た
の
で
す
よ
所
で
こ
れ
は

 
ゲ
ン

あ

す
ぐ
に
総
大
将
を
復
活
で
き
る
よ
う
に
と

 
い
う

夫
さ
こ
の
注

で
⻄
行
妖
を

え
つ

 
け
れ
れ
ば
再
度
封
印
す
る
の
に
楽
と
思

て

 
そ
の
ち

と
し
た

夫
に
は
感
動
す
る

流

は
河
童
達
の
ボ
ス
だ

 
ゲ
ン

後
ど
れ
く
ら
い
で
代

の
刀
に
エ
ネ
ル

を

 
ぶ
つ
け
る
ん
だ
い

 
理
 

も
う
少
し
し
た
ら
で
す

準
備
は
し
て
お
い
て

 
下
さ
い

 
ゲ
ン

あ
い
分
か

た

 
そ
う

い
ま
た
ゲ
ン

イ
は
更
な
る
準
備
に
向
か

た

そ
れ
を

め
な
が
ら
自
分
は

 
理
 

も
う
す
ぐ

か

 
と

後
少
し
で
こ
こ
に
来
る
で
あ
ろ
う
者
達
に
ど
う
会
お
う
と
か
と

え
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
こ
の

者
の

と
や
ら
が

し
い
ん

 
じ

が

略
法
を
教
え
て
く
れ
ん
か

 
怠
惰

え

あ
れ
の
何
処
が

し
い
の

 

 

お
い

ま
だ

シ
は
初
心
者
じ

 
怠
惰

因
み
に
何

で
つ
ま
づ
い
て
る
の

 

 

で

ま

と
る

 
怠
惰

あ

初
見
殺
し
の

死
エ
リ
ア
だ

 
性
で
固
め
つ
つ
の
回
復
キ

ラ
で

る
と
簡

 
単
だ
よ

後
は
あ
の

死
技
し
か
使
え
な
い

 
雑

ム

ト
を
最
初
は

撃
し
な
い
で
怒
ら

 
せ
な
い
事
が

心
か
な

後
は
ま

た

 
通
り
の
体
力

理
で
何
と
か
な
る

 

 

く

し
い
の

今
何

な
ん
じ

 
怠
惰

封
印
玉
桜
だ



 第３１８話 闇に会いに行く

 

 

こ
の
イ
カ
れ
め

 
怠
惰

ま

そ
れ
な
り
に
メ
ン
バ

に

ま
れ
て
る

 
か
ら

 

 

お
の
れ

こ
う
な
れ
ば
課
金
カ

ド
を
買
い

 
に
コ
ン
ビ
ニ
に
行

て
く
る

 
怠
惰

あ

ち

ち

ん

行

ち

た

 
よ

ま

た
く
お

と
こ
ん
な
話
ば
か
り

 
で
す
み
ま
せ
ん

そ
れ
で
は
も
う
時
間
と

 
い
う
事
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
ま
た
次
回

 
も
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な

 
ら
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第
３
１
９
話
 
黒
か
ら
与
え
る
試
練

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
つ
い
に

義

さ
ん
の
獣
神
化
が
決
定
し
た
こ
と
を
聞
き
思
い

き
り

ツ
ポ

し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

結

な
ぐ
ら
い
に
思
い
入
れ
が
あ

た
し

体

い
る
の
で
本
当
に
嬉
し
い

り
で
す

ミ

ド
ナ
イ
ト

テ

で
の

死
結
果
と

う
の
は

内

で
す

お

と
話
が
ず
れ
ま
し
た
が
今
回
は
黒
は
視
点
の
物
語
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

く

だ
さ
い

で
は
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
の
視
点
か
ら
代
わ
り
ル

ミ
ア
を
迎
え
に
行
く

り
に

る

こ
こ
エ
レ

ン
の
空
中

闘
技
場
で
黒
は
魔
理

ア
リ
ス

そ
し
て
恐
ら
く
聖
と
い
う
女
性
の

人
と
対

し
て
い
た

 
黒
 

さ

思
う
存
分
や
ろ
う
手
加
減
無

で
殺
す
気

 
で
来
い

そ
し
て
俺
を
楽
し
ま
せ
ろ

 
そ
う

び
黒
は
自
身
の
魔
力
で
弾
幕
を
作
り
そ
れ
を
無
数
に

ち
始
め
る

 
聖
 

楽
し
ま
せ
ろ

ま
さ
か

そ
れ
に
黒

て



 第３１９話 黒から与える試練

 

お
い

ボ
サ

と
す
る
な

 
ア
リ

け
る
わ
よ

 
聖
 

え

す
み
ま
せ
ん

 

人
は
自
分
が

た
弾
幕
を
回

し
出
し
た

前
か
ら
主
に
は

や
り
過
ぎ
る
な

と
は

わ
れ
て
い
た
が
今
日
ぐ
ら
い
は
久
々
に
魔
を

め
ん
と
す
る
者
と
ぶ
つ
か
り
合
い
た
い
と
い
う

願
望
が

え
き
れ
な
い

そ
れ

に

 
黒
 

く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
楽
し
く
て

い
が

ま
ら
な
い

魔
道
を

め
ん
と
す
る

来
を
持
つ
子
ら
と
の
闘
い

ど
心

る
も
の
は
な
い

 

お
前
ば

か
り
弾
幕
を
出
し
て
ん
じ

 
変
態
執
事

 
魔
理

は
星

の
弾
幕
を
自
分
へ
と

て
く
る
が

 

チ
ン

 
指

チ
ン
と
共
に
現
れ
た
自
身
の
影
が
魔
理

の
星

弾
幕
を
飲
み
込
む

だ
が
そ
ん
な
の

は
計

し

く
さ
れ
て
い
た
の
か
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い

け

 
無
数
の

を
投
げ
る
と
そ
の

の
先

が
発
火
し
ロ

ト
花
火
み
た
く
自
分
へ
と
向
か

て

来
る
が

 
黒
 

影
よ

影
よ

と
な
り
て

と
な
れ

 
ザ
シ

 
魔
理

の

た

ロ

ト
の
影
か
ら

が
現
れ

ロ

ト
を

く

そ
の
結
果

ロ

ト
は
そ
の
場
で

発
し
消
え
る

 

や

か
い
な

 
ア
リ

今
度
は
私
が
行
く
わ

 
す
る
と
ア
リ
ス
が
無
数
の
武

を
持
つ
人

を
動
か
し
自
分
へ
と
襲
い
か
か

て
く
る
が
こ
こ

で
ス

ル
を
唱
え
る

 
黒
 

怪

 
シ

ド

ピ

プ
ル
の

 
自
身
の
影
か
ら
黒
い

体
が

つ
も
の
現
れ
る

そ
し
て
そ
れ
は
ア
リ
ス
の
使
う
人

ぐ
ら
い

の
大
き
さ
の
人

に
な
る
と
各
々
影
の

や

に

な
ど
を
持

て
ア
リ
ス
が

る
人

達
と

激
突
す
る
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ア
リ

影
を
分

さ
せ
た

 
黒
 

ど
う
し
た
何
を

く

 
と

て
い
る
と
突
然

後
ろ
か
ら
気

を
感
じ
た

そ
の
た
め
自
身
の
影
を

り
ハ
ル

バ

ド
を
出
し
た

間

 

ン

 
そ
ん
な

い

が
聞
こ
え
て
く
る

後
ろ
を
見
る
と
聖
が
自
分
の
頭
め
が
け
て

り
を

と
う

と
し
て
い
た
み
た
い
だ
が
ハ
ル
バ

ド
に
防
が
れ
て
見
事
に
失
敗
し
て
い
た

 
黒
 

俺
の
後
ろ
を
取
れ
る
と
思
う
な
よ

 
聖
 

や

り
そ
の

は
黒
さ
ん

黒
さ
ん
で
す

 
よ

私
で
す
聖
白
蓮
で
す

 
黒
 

あ
ん

 
突
然
こ
の
女
は
訳
の
分
か
ら
な
い
事
を

い
出
し
て
き
た

だ
が
何
処
か
で
会

た
こ
と
が

あ
る

何
処
か
で
話
し
た
こ
と
が
あ
る

そ
ん
な

覚
と
思
え
る
ぐ
ら
い
な
懐
か
し
い
と

え
る

感
情
が

生
え
て
く
る

だ
が

 
黒
 

悪
い
な
お
前
の
事
は
良
く
覚
え
て
な
く
て
な
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聖
 

え

 
黒
 

そ
ら

 
ゴ
ン

 
聖
 

ぐ

 
ハ
ル
バ

ド
を
持
ち
力
任
せ
に

る
い
聖
を
吹

飛
ば
す

だ
が
す
ぐ
さ
ま
受
け
身
を
と
り
体

制
を
建
て
直
し
て
き
た

 
黒
 

う

 

こ
れ
で
も
食
ら
い
や
が
れ

 
そ
う

い
な
が
ら
魔
理

が

手
に

を
持
ち
な
が
ら

が
り
そ
し
て

手
を
後
ろ
に

え
な

が
ら
魔
法
ア
イ
テ
ム
を
を
向
け
る
と

 

星
 
ブ
レ
イ

ン
グ
ス

 

ぶ
と
共
に
本
当
に

星
と
思
え
る
ぐ
ら
い
の
光
を

わ
せ
て
高

で

方
へ
と
突

込
ん
で

く
る

 
黒
 

い
わ

 
そ
れ
を
棒
高

び
の

様
で
ハ
ル
バ

ド
を
地
面
に
突
き

し
体
を

か
せ
て
魔
理

の

撃
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を

け
る

 

い
の
は
お
前
だ

 
そ
の
時
魔
理

は
魔
法
ア
イ
テ
ム
で
の
ブ

ス

を

め
て
自
分
へ
と
そ
の
マ

ク
ア

イ
テ
ム
を
向
け
る

 

恋

 
マ
ス

ス

ク

 

ロ

か
ら
の
マ
ス

ス

ク
が

た
れ
よ
う
し
て
い
る

そ
ん
な
も
の
を
食
ら
え
ば

た
だ
で
は

ま
な
い

だ
が

あ
く
ま
で
も
食
ら
え
ば
の
話
だ
が

 
黒
 

影

 
グ
ラ
ト
ニ

シ

ド

 
手
に
持
つ
ハ
ル
バ

ド
が
巨
大
な
怪
物
の
頭
と
な
る

そ
れ
は
大
き
く
口
を
開
き
魔
理

が
マ

ス

ス

ク
を

つ
と
同
時
に
マ
ス

ス

ク
を

り
始
め
る

  
黒
 

光
と
影
は
お
互
い
に

で
あ
る

強
い
光
で

 
あ
れ
ば
あ
る
程
に
影
も
ま
た
深
い
黒

の
影
へ

 
と
な

て
い
く
も
の
だ

 
怪
物
の
頭
を

り
マ
ス

ス

ク
を

つ
魔
理

ご
と

み
つ
か
せ
よ
う
と
す
る
の
だ
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が 
ア
リ

行
き
な
さ
い
ゴ
リ
ア
テ

 
ア
リ
ス
が

方
へ
と

体
の
人

を
投
げ
て
く
る

す
る
と
そ
の
人

を
中
心
に
魔
方

が

出
来
上
が
る
と
そ
の
人

の
武

ご
と
突
然
巨
大
化
し
約

メ

ト
ル
近
く
の
巨
大
人

に
な

る
と
手
に
持
つ
大

で
自
分
を
一
刀

断
し
て
く
る

 
黒
 

影
走
り

 
魔
理

を

撃
す
る
の
を

め
て
す
ぐ
さ
ま
自
身
の
影
へ
と
入
り

動
し
て

撃
を

け
る

 

ふ

助
か

た

ア
リ
ス

 
ア
リ

良
い
わ
よ
別
に

 
黒
 

巨
大
化
の
魔
法
か
面
白
い
魔
法
を
使
う
も
の

 
だ
な

 
あ
ま
り
自
分
に
は
無

の
魔
法
だ
と
感
じ
た

第
一
に
巨
大
化
魔
法
を
自
分
で
覚
え
て
使
う
よ

り
も

任
耶
狛
が
い
る
た
め
無

の
魔
法
だ
と
心
か
ら
感
じ
た

 
ア
リ

そ
れ
は
あ
り
が
と
う

 
ア
リ
ス
は
ゴ
リ
ア
テ
と
呼
ば
れ
た
人

を

り
ま
た
自
分
へ
と

撃
し
て
く
る

だ
が
そ
う
な
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る
な
ら
ば

度
良
い
も
の
が
あ
る
の
を
思
い

く

 
黒
 

従

 
大
影
武
者

 
ゴ
リ
ア
テ
の
影
を

り
ゴ
リ
ア
テ
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の

武
者
中
身
無
し
を

し
ゴ
リ
ア
テ
の
一
撃
を
大
太
刀
で
受
け

め
る

 

な

何
じ

そ
り

 
ア
リ

ゴ
リ
ア
テ
を

し
た
で
す

て

 
か
つ
て
自
分
の
主
人
で
あ
る
理
久
兎
の
⺟
親
の

で
見
た

武
者
の
置
物
を
見
て

え
た
ス

ル
だ

大
き
さ
は
ゴ
リ
ア
テ
人

と
た
い
し
て
変
わ
ら
な
い

程
だ
が
弾
幕
受
け
の

に
も

な

て
く
れ
る
の
で
結

な
ス

ル
だ

 
黒
 

生

な
話
で
俺
の
影
は
シ

ド

ピ

プ
ル
と

 
ハ
ル
バ

ド
に
使

て
い
る
か
ら
余

が
無
く

 
て
な
だ
か
ら
お
前
の
影
も

さ
せ
て
も
ら

 
た
が
ま

そ
の
デ
カ
物
を

す
る
の
が
悪
い

 
か
ら
な

 
ア
リ

て
く
れ
る
わ

方



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
と

そ
ん
な
下
ら
な
い
話
を
し
て
い
る
と
一

の

度
で
突
然
目
の
前
に
聖
が
出
て
く
る

 
聖
 

黒
さ
ん

 
し
か
も
そ
の
華

な
今
に
も

れ
て
し
ま
い
そ
う
な

に
魔
力

を
込
め
て

に
向
か

て

ア

カ

ト
し
て
き
た

 
黒
 

ぐ

 
そ
ん
な
グ

ン
を
上
半
身
と

を
上
へ
と

け
て

け
る

そ
こ
か
ら
更
に
聖
が
ラ

シ

を
仕
掛
け
て
く
る

 
黒
 

こ
の

が

 
自
身
の

を
本
来
の
姿
に

し
聖
へ
と
一

か
ら
の
殴
り
か
か
る
が

 
聖
 

そ
ん
な

撃
は
当
た
り
ま
せ
ん

 
聖
も

撃
を

け
更
に
は
魔
力
を

わ
せ
た

で
防
い
で
く
る

華

な
体
に
見
合
わ
ず
何
て

丈
夫
な
の
だ
ろ
う

 

す

 
ア
リ

感
心
し
て
な
い
で
協
力
す
る
わ
よ

 

あ
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そ
う

う
と
ま
ず
ア
リ
ス
が
ま
た
人

を
取
り
出
す

 
ア
リ

 
上
海
人

 
取
り
出
し
た
人

か
ら
魔
理

の
マ
ス

ス

ク
に
は

ば
な
い
が
レ

ザ

が
飛
ん
で

く
る

 
黒
 

お

と

 
聖
 

せ
い

 
黒
 

む

 
レ

ザ

と
聖
の

か
ら
逃
げ
る
た
め
に
後
退
す
る

だ
が
そ
の
時
に
魔
理

は

を

え
て

ス

ル
を
唱
え
る

 

星

 
グ
ラ
ビ
テ

ビ

ト

 
そ
の
時

上
空
か
ら
少
し
大
き
め
の
星

弾
幕
が

つ

ち
て
く
る

 
黒
 

小

し
い

 
高

度
で

ち
て
く
る
星
を
ハ
ル
バ

ド
で
弾
き
飛
ば
す

だ
が
そ
の

間
だ

た

 
聖
 

天

 
三

大

世
界
の
主

 
突
然
の
ス

ル
が
発
動
す
る

そ
の

間
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黒
 

が

 
自
分
の

に
何
か
が
目
に
見
え
ぬ

度
で
突
き

さ

た

良
く
見
て
み
る
と
そ
れ
は
金

の

魔
法

だ

た

だ
が
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か

た

 
聖
 

行
き
ま
す

 
ザ
シ

 
黒
 

き

様

 
聖
 

は

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 

 
黒
 

ぐ
ふ

 
高

の
ラ

シ

が

ん
だ
自
分
へ
と
襲
い
か
か
る

そ
し
て
ラ

シ

が

む

だ
が

む

と
聖
が
消
え
て
い
た

そ
の
時

上
に
気

を
感
じ
見
る
と

 
聖
 

南
無
三

 
ド
ゴ
ン

 

ま
じ
い
飛
び

り
が
自
身
の

を

る

そ
し
て
そ
の

り
の

撃
に
自
分
も

 
黒
 

う
が
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ピ
チ

ン

 

弾
の

と
共
に
吹

飛
ば
さ
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

し
か
し
も
う
負
け
た
の
か

い
の

 
怠
惰

ち

ん
何
を

て
い
る

 

 

ん

ど
う
い
う
事
じ

 
怠
惰

何
時

黒
が
負
け
た
と

 

 

え

じ

て

弾
し
た
じ

ろ

 
怠
惰

本
編
で
ま
だ
負
け
と
は
書
い
て
な
い
よ

 

 

ま

ま
さ
か

 
怠
惰

で
は
こ
こ
か
ら
先
は
ち

と
し
た
ネ

バ
レ
に

 
な

て
し
ま
う
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
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お

お
い

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
ば
い
に

ら



 第３２０話 黒の消えた追憶

 
第
３
２
０
話
 
黒
の
消
え
た
追
憶

 
こ
ん
に
ち
は
読
者
様

風
邪
で

込
ん
で
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
さ
か
の

近

く
あ
り
現

も

ぐ
ら
い
と
な

て
い
ま
す

い
し

い
で
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
試
合
場
の

ま
で
吹

飛
ば
さ
れ
た
自
分
は
何
と
か

神
力
で
意

を

ぎ

め

方
を
見
る

人
を

む

だ
が
こ
の

発
の

力
そ
し
て

南
無
三

と

た

葉

や
は
り
何
処
か

で
会

て
い
る

何
処
か
で

 

や
る
な
お
前

私
ら
で
す
ら

戦
し
て
い
た
の
に

 
よ

 
聖
 

い
え

そ
ん
な

 
ア
リ

こ
の

気

ま
だ
魔
理

ま
だ
こ
の
闘
い

 
は
終
わ

て
は
い
な
い
わ

 

ど
う
い
う
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人
が
そ
ん
な
事
を

て
い
る
な
か
自
分
は
立
ち
上
が
る

そ
し
て

 
黒
 

魔
道
 
シ

ド

リ
カ
バ
リ

 
ス

ル
を
唱
え
グ
シ

グ
シ

に

れ
た
自
身
の

を
再

成
さ
せ
る

だ
が
自
分
が
起
き
上

が
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た
の
か

 

う

嘘
だ
ろ

 
ア
リ

あ
れ
を
食
ら

て
生
き
て
い
る
の

 
魔
理

と
ア
リ
ス
は

え
て
く
る

だ
が
聖
だ
け
は
自
分
を
見
る
と

 
聖
 

黒
さ
ん
も
う

め
て
く
だ
さ
い

何

に

方

 
は
そ
こ
ま
で

 
と
聖
は

ん
で

て
く
る

魔
理

と
ア
リ
ス
に
は
何
事
か
分
か
ら
な
い
の
か
頭
を

げ

て
い
る
な
か
自
分
は

え
る

 
黒
 

そ
こ
ま
で

俺
は
主
に

え
る
だ
け
そ
れ

 
だ
け
だ

だ
が
お
前
に

つ
お
前
に
聞
き
た
い

 
聖
 

何
で
す
か

 
黒
 

も
う
一
度

も
う
一
度
だ
け
で
良
い
名
前
を
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お
前
聞
か
せ
て
く
れ

 

を
取
り
外
し
ポ

ト
へ
と
し
ま
う

そ
し
て
聖
は
自
分
の
名
前
を

え
て
く
れ
た

 
聖
 

聖
白
蓮

命
蓮
寺
の
住
職
で
か
つ
て
魔
界
で

 

方
に
会
い
友
と
な

た
者
で
す

 

し
い
発

で
の

葉

そ
し
て
懐
か
し
い
名
前

こ
の
時
に
自
分
は
と
あ
る
事
を
思
い
出
し

た 
黒
 

あ
ら
や
る
事
に
対
し
て

え
よ
う
と
す
る

 
よ
う
に
自
身
の
心
も

出
来
る
よ
う
願
い
を

 
込
め
て
俺
の
名
を
黒
と
名

け
る
だ

た
か

 
聖
 

思
い
出
し
た
の
で
す

 
聖
は
嬉
し
そ
う
に

て
く
る

だ
が

 
黒
 

だ
が
ま
だ
分
か
ら
ん
よ
う
や
く
名
前
の
意

 
味
は
思
い
出
せ
た
状
態
だ
か
ら
な

 
聖
 

そ
う
で
す
か

 
少
し

そ
う
に

く

魔
理

と
ア
リ
ス
は
分
か

て
い
な
い
の
か

だ
に

を

け
て
い
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た 
黒
 

聖
だ

た
な

こ
の
遊
び
は
ま
だ
終
わ

て
は

 
い
な
い

 
自
分
は
今
出
せ
る
魔
力
を

出
し
て

人
を

む

 

お
い
お
い
何
だ
こ
の
バ
カ
み
た
い
な
魔
力

 
ア
リ

何
こ
の
感
覚

昔
に
何
処
か
で

 
聖
 

黒
さ
ん
い

た
い
何
を

 
何
す
る
か

決
ま

て
い
る
フ

イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド
へ
と
突
入
す
る
だ
け
だ

 
黒
 

ラ
ス
ト

ド
魔
界
 

王
降
臨

 
ス

ル
を
唱
え
人
の

か
ら

々
に
自
分
の
体
を
元
の
本
来
の
姿
へ
と
変
化
さ
せ
る

黒
の

を
無
数
に
生
や
し
六

を

ば
た
か
せ
一
本

を

ら
せ
る

本
来
の
影
の
暴
虐
の
姿
へ
と
変

化
さ
せ
る

 
黒
 

グ

 
そ
し
て

す
る

ラ
ス
ト

ド
魔
界
 

王
降
臨

自
身
の
姿
を
本
来
の
姿
へ
と
変
え
て

弾
幕
ご

こ
を
す
る
最
終
必
殺
技

そ
の
制

時
間
は
約

分

だ
が
そ
の
五
分
の
間
は

き
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な
だ
け
無
双
が
出
来
る

 
黒
 

挑
め
魔
を

め
ん
と
せ
し
者
の

魔
理

よ

 
挑
め
神
綺
が
作
り
し
魔
人
ア
リ
ス
よ

挑
め
我
が

 
名
を

け
し
者
の
聖
白
蓮

影
の
暴
虐
た
る
我
の

 
侵
食
を

飛
ば
し
て
み
よ

 
本
来
の
姿
を
見
せ
そ
う

ぶ

こ
の
時

こ
の
場
の

人
は

き
の
表
情
を
見
せ
た

 
ア
リ

何
で
こ
ん
な
奴
が

 
聖
 

ま
さ
か
魔
界
で
私
達
を
助
け
て
下
さ

た
の
は

 
黒
さ
ん
だ

た
の
で
す
か

 

い
や
そ
ん
な
事
は
今
は
ど
う
で
も
良
い
ま
さ
か

 
魔
界
の

王
が

手
だ

た
と
は
な

Ｓ
Ｓ
Ｓ

 
ラ
ン
ク
危
険
生
物
の
影
の
暴
虐

 
ど
う
や
ら
魔
理

と
ア
リ
ス
は
自
分
の
本
来
の
事
に
つ
い
て
知

て
い
る
み
た
い
だ

そ
れ
な

ら

都
合
だ

 
黒
 

そ
う
か

本
来
の
俺
の
名
を
知

て
い
る
か
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な
ら
ば

都
合
だ

 
六

を

ば
た
か
せ
自
身
の
影
を

り

人
の
方
へ
と

く
り
と

ば
す

 

逃
げ
る

 
ア
リ

え

え

 
聖
 

わ
か
り
ま
し
た

 

人
が
上
空
へ
と

け
る
と
同
時
に
自
身
が

ば
し
た
影
か
ら
無
数
の

が
現
れ

人
を
追

撃
し
だ
す

そ
れ
と
同
時
に
自
身
も

を

ば
た
か
せ
て
空
を
飛
ぶ

 

ち

や

り
か

 
ア
リ

魔
理

 

な

 
黒
 

逃
が
さ
ぬ

 
巨
大
な

で
魔
理

へ
と
襲
い
か
か
る

だ
が

 
聖
 

さ
せ
ま
せ
ん

 

ン

 
だ
が
聖
は
そ
れ
を
何
と
自
身
の

だ
け
で

え
た
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黒
 

お
前
の

は

か
何
か
か

 
聖
 

い
い
え
違
い
ま
す

 
バ
シ
ン

 
自
分
の
力
よ
り
も
遥
か
に
聖
の
力
の
方
が
強
い
と
感
じ
た

証
拠
に
強
引
に
弾
き
飛
ば
し
て
き

た 
黒
 

ち

こ
れ
な
ら
ば

 
す
ぐ
さ
ま
口
の
中
に
エ
ネ
ル

を

め
込
み
ブ
レ
ス
と
し
て

と
う
と
す
る
が

 

ブ
レ
ス
な
ん
て
撃
た
せ
る
と
思
う
な
よ

 
そ
う

ぶ
と
魔
理

は

と
り
ど
り
の

の
玉
を
出
現
さ
せ
る
と
ス

ル
を
唱
え
る

 

弾

 
オ

レ
リ

ン

サ
ン

 
出
現
さ
せ
た

の
玉
か
ら
弾
幕
を

て
く
る

ま
た

弾
す
る
の
も
あ
れ
な
の
で
ブ
レ

ス
を

く
の
を
キ

ン

ル
し
て

で
⻯

を
お

し
弾
幕
を
防
ぐ

 

ア
リ
ス

 
ア
リ

知

て
る
わ
よ

 
ア
リ
ス
も

つ
も
の
人

を
出
現
さ
せ
ス

ル
を
唱
え
る
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ア
リ

戦

 
リ
ト
ル
レ

オ
ン

 
ス

ル
と
同
時
に
人

達
が
各
々
の
武

を

え
回
転
し
な
が
ら
襲
い
か
か

て
く
る

 
黒
 

雑
兵
人

共
が

 
向
か

て
く
る
人

を

を

り
回
し
退
け
ま
た
は
影
を

り
人

を

し
に
し
て
い
く

そ
し
て
つ
い
に

界
が
来
た

も
う
じ
き

分
に
到
達
し
そ
う
な
の
だ

 
黒
 

こ
れ
で

め
だ

 
口
を
開
き

め
に

め
込
ん
だ
エ
ネ
ル

を

人
に
向
け
て

 
黒
 

と
な
れ

 
全
て
を
無
に
返
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ぐ
ら
い
の
真

黒
の
巨
大
な
エ
ネ
ル

波
を

つ
 

さ
せ
る
か

 
魔
理

も
魔
法
ア
イ
テ
ム
を

え
る
と
ス

ル
を
唱
え
た

 

魔

 
フ

イ
ナ
ル
ス

ク

 
魔
理

の
ス

ル
が
発
動
し
そ
こ
か
ら
巨
大
な
レ

ザ

が

た
れ
自
身
の
ブ
レ
ス
と
ぶ
つ
か

り
合
う
が
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ぐ

 
自
分
の
ブ
レ
ス
の

力
が
あ
ま
り
に
高
す
ぎ
る
の
か

々
に
魔
理

を

し
て
い
く

そ
こ
に

更
に

 
ア
リ

仕
方
な
い
わ

 
蓬
莱
人

 
ア
リ
ス
は
ま
た
人

を
出
し

開
さ
せ
る
と
人

達
か
ら
無
数
の
レ

ザ

が

た
れ
る

そ

れ
で

度

し
合
い
的
に
は
同
等
と
な
る
が

 
黒
 

グ

 
更
に
ブ
レ
ス
の
出
力
を
あ
げ
る

そ
し
て
ま
た
自
分
が

に
な

て
い
く
が

 
聖
 

ア

ン

ラ
ザ

 
聖
の
ス

ル
が
発
動
し

つ
の
レ

ザ

が

た
れ

人
の
レ

ザ

が
合
わ
さ
り
自
身
の

ブ
レ
ス
を

に

し
始
め
た

 
黒
 

な
ん
だ
と

 
そ
し
て
自
分
の
口
の

近
へ
と
ブ
レ
ス
が
来
た
そ
の

間

自
分
は
敗
北
を
悟

た

 
黒
 

そ
う
か

こ
ん
な
に
も
こ
い
つ
ら
の
光
は
強
い

 
と
は
な
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そ
う

い
た

間

自
分
の
ラ
ス
ト

ド
の

果
時
間
が
切
れ

 
ピ
チ

ン

 
と

高
い

弾
の

と
共
に
自
分
は

弾
し
こ
の
勝
負
に
負
け
た
の
だ

た

 

 

う
む

怠
惰
が
何
と
か
力
を

り

て

 
書
い
た
た
め
今
回
は

シ

人
じ

す
ま
ぬ

 
が
明
日
は
お
休
み
に
し
て

し
い
本
当
に
す

 
ま
ぬ
な
読
者
様
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
明
後
日
に
会
お
う

 
で
は
さ
ら
ば
じ



 第３２１話 次の作戦

 
第
３
２
１
話
 
次
の
作
戦

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て

日
ぶ
り
で
す
読
者
様

合
も
良
く
な

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

本
当
に

く
て
あ
の
後
は
布
団
で

込
ん
で
い
ま
し
た

で
は

日
ぶ
り
に
本
編
へ
ど

う 
こ
れ
は
黒
が
ま
だ
戦

て
い
る
時
理
久
兎
は
亜
狛
と
耶
狛
が
観
戦
し
て
い
る
部

へ
と

る

 
理
 

お
う
ど
う
よ
今
の
状
態
は

 
亜
狛

あ

マ
ス

良
い
感
じ
で
戦

て
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん

た
だ
黒

が
遣
り
過
ぎ
な
き

良
い
ん

 
だ
け
ど

 
と
は

う
が
黒
を
そ
れ
な
り
に
信

し
て
い
る
た
め
大
丈
夫
だ
と
は
思

て
い
た
り
す
る

そ

し
て
自
分
も

に
座
り
断
罪
神
書
を

め
な
が
ら

 
理
 

そ
う
だ

く
皆
と
話
そ
う
か
な
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そ
う
思
い

観
客

に
設
置
し
て
あ
る

を

り

遊
さ
せ
る
と

 
蓮
 

一
体

者
達
の
集
団
は
何
者
な
ん
だ

 
と
蓮
が
そ
ん
な
事
を

い
て
い
た

を

り
ふ
わ
ふ
わ
と

き
な
が
ら
蓮
達
へ
と
近
づ

き 
理
 

お
や
お
や
お

り
な
よ
う
で

何
か
し
ら
の

 

問
な
ら
受
け

え
る

 

の

を
カ

カ

と
動
か
し
な
が
ら
聞
く
と

 
紫
 

な
ら
聞
く
わ
皆
を

し
ま
し
て
や
嘘
の
材
料

 
と
し
て
御
師
匠
様
を
使

た

死
ぬ
覚
悟

 
は
お
あ
り
で
し

う

 
初

な
か
ら
紫
が

い
と

問
の
目
で
み
て
き
た

少
し

し
た
と
は
思
う
が
最
終
的
に
は

会
え
る
た
め

 
理
 

お
い
お
い
失

だ
な

俺
は
事
実
し
か

て

  
紫
 

方
は

者
の
部
下
よ

な
ら
こ
う
伝
え
て
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く
れ
な
い
か
し
ら

こ
の
異
変
が
終
わ

た
ら

 
覚
悟
を
し
な
さ
い
と

 
ど
う
や
ら
紫
は
自
分
が

者
自
分
の
部
下
だ
と
思

て
く
れ
て
い
る
み
た
い
だ

そ
れ
は

そ
れ
で
今
の
所
は
都
合
が
良
い

 
理
 

お

そ
ろ
し
い
な

紫
ち

ん
は
ま

 
昔
か
ら
か

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん

さ
ん
聞
き
た
い
ん
で
す
が

 

方
は
何
で
紫
さ
ん
を
知

た
口
調
で
話
す

 
の
で
す
か

 
理
 

へ

 
こ
の
時
に
自
分
は
や
ら
か
し
た
と
思

た
と
同
時
に
感
が

い
奴
は
嫌
い
だ
と
思

た

本
当

に
そ
こ
に
気
づ
く
と
は
思
わ
な
か

た

し
か
も
昔
の

で
つ
い
つ
い
紫
を
ち

ん

け
し
て
し

ま

た

 
紫
 

私
を
古
く
か
ら
知

て
る
妖
怪

 
理
 

さ
さ

さ

て
何
の
事
で
し

う
か
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霊
夢

怪
し
さ
が
満
点

 
皆
は

ト
目
で
自
分
が

て
い
る

を

ん
で
く
る

 
理
 

い

嫌
だ
な

そ
ん
な
目
で
見
な
い
で
下

 
せ

よ

 
紫
 

耶
狛

い
え
こ
の
話
し
方
的
に
は
違
う
わ

 

メ

思
い
つ
か
な
い
わ

 
理
 

ふ

 
模
索
さ
れ
な
く
て

み
そ
う
だ
と
思
い
安

の

を

い
て
し
ま
う

だ
が

 
紫
 

た
だ
そ
う
な
る
と
思
い
当
た
る
の
は
御
師
匠
様

 
だ
け

 
霊
夢

え

理
久
兎
さ
ん
の
事

 
紫
 

え

そ
う
よ
私
の
事
を
昔
か
ら
知

て
い
る
の
は

 
は
私
を
育
て
た
御
師
匠
様
た
だ

人
ぐ
ら
い
よ

 
理
 

嫌
だ
な

変
な
こ
と
を

わ
な
い
で
下
せ

よ

 
先
程
と
同
じ
よ
う
な
事
を

て
し
ま
う

と
い
う
か
そ
ん
は
目
で
見
な
い
で

し
い
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文
 

う

ん
理
久
兎
さ
ん
は
こ
こ
ま
で
チ

ラ
く
は

 
な
い
で
す
し

 
萃
香

ま

第
一
に
死
ん
で
る
し

 
萃
香
に
文
ナ
イ
ス

本
当
に
心
か
ら
ナ
イ
ス
と

ん
で
し
ま

た

そ
れ
を
聞
き

人
は

問
に
思
い
始
め
た
た
め
話
を
そ
ら
す
た
め
に
何
か
な
い
か
と
思

て
キ

ロ
り
と
試
合
を
見
る
と

黒
の
様
子
が
変
化
し
て
い
る
の
に
気
づ
く

そ
ら
す
に
は

分
だ

 
理
 

ま

そ
う

う
こ

ち

お

と
そ
ろ

 
そ
ろ
彼
方
も

チ
み
た
い
で
す

 
そ
う

う
と
皆
は
一

に
試
合
場
を
見
だ
す

そ
し
て
自
分
と

で
見
て
い
る
亜
狛
と
耶
狛
の

試
合
を
よ
く
見
て
み
る
と
黒
が
本
当
に

か
だ
が
本
気
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た

 

仙

波
⻑
が
変
わ

た

 

夜

何
か
大
き
く
な

て
ま
す

 

夜
が

た
そ
の

間
黒
は

々
に
と
そ
の
姿
を
変
化
さ
せ
て
い
く

そ
れ
は
か
つ
て
の

影
の
暴
虐
の
姿
へ
と

 
霊
夢

蓮
あ
れ
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あ
れ
は

 
蓮
 

か

影
の
暴
虐

 
霊
夢

あ
い
つ
が
何
で
こ
ん
な
所
に

 
魔
界
か
ら
帰
る

に
黒
の
事
を
見
て
い
る
た
め
少
な
か
ら
ず
調
べ
て
い
た
よ
う
だ

 
紫
 

霊
夢
そ
の
影
の
暴
虐

て
い

た
い
な
ん
な
の

 
か
し
ら

 
霊
夢

影
の
暴
虐

私
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
け
ど

 
魔
界
で
は
魔
王
と

わ
れ
魔
神
で
あ
る
神
綺

 
と
互

に
死
闘
を

り

げ
た
奴
よ

 

女

へ

そ
ん
な
奴
が
い
た
の

 
霊
夢
の
説
明
を
聞
き
自
分
は
思
う

昔
に
比
べ
て
黒
も
だ
い
ぶ
良
い
意
味
で
ポ
ン
コ
ツ
に
な

た
な
と

 

さ
ん

何
で
そ
ん
な
危
険
生
物
が
こ
こ

 
に

理
久
兎
さ
ん
と
は
ど
ん
な
関
係
だ
と

 
う
の
で
す
か
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ど
ん
な
関
係

主
従
関
係

外
に
何
が
あ
る
の
と
い
う
の
だ

だ
が
こ
こ
で
話
す
と
少
し
さ

き
み
た
く
ネ

バ
レ
の
事
を
自
身
が

き
か

な
い
の
で

え
て

わ
ず

 
理
 

ど
ん
な
関
係

さ

聞
い
て
み
れ

 
ば
良
い
ん
じ

な
い
の
か

俺
も

ラ

ラ

 
真
実
を
簡
単
に

る
の
は
ど
う
か
と
思
う
か

 
ら
な

 
そ
う

た
次
の

間

 
ピ
チ

ン

 
と

弾
す
る

が
聞
こ
え
る

試
合
会
場
を
見
る
と
そ
こ
に
は

 

勝

た

 
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
魔
理

が

ん
で
い
た

ど
う
や
ら
黒
は
負
け
て
し
ま

た

よ
う
だ

す
ぐ
さ
ま
試
合
会
場
を

う
結
界
を
解
い
て

 
理
 

や
れ
や
れ
だ

と
り
あ
え
ず
よ
も
う
結
界

 
は
解
い
た
か
ら

く
行

て
や
ん
な

 
そ
う

う
と
観
客

に
座
る
者
達
は
一

に
試
合
会
場
へ
と
降
り
て
い
く

自
分
は

に
座
る
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亜
狛
と
耶
狛
を
見
る
と

 
耶
狛

マ
ス

行

て
も

 
理
 

あ

わ
ん
よ
そ
の
代
わ
り
し

か
り
と
お
面

 
や
ら
で

を

し
て
い
け
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
亜
狛
は

か
ら
下
を
マ
フ
ラ

で

い
耶
狛
は
お
面
を

け
る
と

 
亜
狛

そ
れ
で
は
行

て

り
ま
す

 
耶
狛

行

て
く
る

マ
ス

 
理
 

あ
い
よ
俺
も

を
使

て
ア
シ
ス
ト
す
る
か
ら

 
合

ぐ
ら
い
だ
せ
よ

 
耶
狛

オ

 
亜
狛

で
は
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う

い

人
は

け
目
を
作
り

け
目
へ
と
入

て
い

た

自
分
は
断
罪
神
書
を

め

な
が
ら

 
理
 

さ
て
亜
狛
そ
れ
に
耶
狛

見
せ
て
く
れ
よ



 第３２１話 次の作戦

 
そ
う

き
な
が
ら
断
罪
神
書
に

る
光

を

め
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は

日
ぶ
り
で
す
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
大
丈
夫
か

 
怠
惰

う
ん
大
丈
夫

い
つ
の
間
に
か
四
季

姫
さ
ん
の

 
所
で
裁
判
し
て
い
た
だ
け
だ

た
か
ら

 

 

こ
や
つ
は

そ
れ
も
う
お

仏
じ

 
怠
惰

で
す
よ

ま

と
り
あ
え
ず
は
心

を
か
け

 
ま
し
た
ま
た
投
稿
を
開
始
し
て
い
く
の
で
よ
ろ
し

 
く
お
願
い
し
ま
す

で
は

い
け
ど
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 

 

う
む
ま
た
明
後
日
も
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 
頼
む

読
者
様

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
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ま
た
次
回

さ
ら
ば
じ



 第３２２話 従者達はやはり愉快

 
第
３
２
２
話
 
従
者
達
は
や
は
り
愉
快

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

臨
時
バ
イ
ト
が
今
日

め
て

日
続
く
地
獄
と
い
う
事
を
知

た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も
外
で
の
バ
イ
ト
の
た
め
現

花

で
ぐ
じ

ぐ
じ

に
な

て

い
ま
す

も
う
嫌
や

も
う
こ
ん
な

な
話
は

め
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
亜
狛
と
耶
狛
を
送

た
理
久
兎
は
試
合
場
で

を

か
べ
な
が
ら
断
罪
神
書
で
光

を

め

る

す
る
と
試
合
場
の
観
客

の
方
で

け
目
が
現
れ
亜
狛
と
耶
狛
が
出
て
く
る

 
理
 

さ
て
と

そ
ろ
そ
ろ
か
な

 
そ
う

て
い
る
と
黒
が
蓮
に

を
渡
そ
う
す
る
と
亜
狛
が
手
に

き

け
て
あ
る

イ

マ
メ
の

を
使
い

を

に
盗
み
出
し
た

 
理
 

彼
奴
や
る
な

何
時
か

い
物
で
も
教
え
て

 
や
ろ
う
か
な

 
と

い
て
し
ま
う

そ
し
て

で
皆
の

を

い
つ
つ

め
る
と
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亜
狛

黒
さ
ん
お

れ
様
で
す

 
耶
狛

お
つ
か
れ
黒

 
と
亜
狛
と
耶
狛
が

う
先
で
は
蓮
達
が
亜
狛
と
耶
狛
を
見
上
げ
て
い
た

ま
さ
か

を
盗
み

出
す
と
は
予
想
し
な
か

た
の
だ
ろ
う

 
蓮
 

お
前
ら
は

 

人
を
見
て
蓮
は

ぶ

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
黒
は
口
を
開
き

 
黒
 

お
前
ら
が
出
る
の
か

 
亜
狛

え

頼
ん
で
み
た
ら

 
耶
狛

良
い
ん
じ

な
い
か
な

だ

て

 
霊
夢

つ
ま
り

か
ら
渡
す
気
は
な
い

て
事
か

 
し
ら

 
異
変
解
決
者
達
は
各
々
で

え
る

と
い
う
か
自
分
達
は
ど
れ
だ
け

さ
れ
て
い
る
の
や

ら

そ
ん
な
悪
さ
は
し
て
い
な
い

な
の
だ
が

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
各
々
の
気
持
ち
を
伝
え

始
め
た

 
亜
狛

私
や
妹
も
皆
様
の
戦
い
を
見
て
い
た
ら
つ
い

生
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の

が
騒
い
で
し
ま
い
ま
し
て

 
耶
狛

だ
か
ら

手
し
て

し
い
な

あ

論
だ
け

 
ど
私
達
の
ゲ

ム
に
勝
て
た
ら

は
返
す
よ

 

因
み
に
戦
わ
な
い

て

た
ら
ど
う
な
る

 

て
ん
だ

 
亜
狛

い
え
こ
こ
は
仕
方
な
い
の
で
強
制

加
し
て

 

い
ま
す
よ

 
耶
狛

ボ
ス
か
ら
は
逃
げ
れ
な
い
よ

て
い
う
訳
で

 

ち

ん

 
呼
ば
れ
た
た
め
に

を

り
回
転
し
な
が
ら
ふ
わ
ふ
わ
と
耶
狛
の

に
来
て

の
口
を
カ

カ

と
動
か
し
な
が
ら

り
出
す

 
理
 

良
い

で

と
戦
い
た
い
ん
だ

 
耶
狛

う

ん

 

と
戦
う
ま
で
は

え
て
い
な
か

た
の
な
耶
狛
は

ん
で
い
る
と
亜
狛
が
耶
狛
の

に
手
を

置
い
て
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亜
狛

な

手
を
選
ぶ
の
は
俺
に

て
く
れ
な

 
い
か

 
耶
狛

え

良
い
よ
お
兄
ち

ん
に

る

 
珍
し
く
妹
フ

ス
ト
で
は
な
く
自
分
が
決
め
る
み
た
い
だ

亜
狛
は
各
々
と

え
る
者
達
を

め
て
い
く
と
口
を
開
く

 
亜
狛

な
ら

夜
さ
ん
と
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
で
す
よ

 
あ
の
夜
の
続
き
を

し
ま
せ
ん
か

 
そ
の

葉
を
聞
い
た
レ
ミ
リ
ア
は
小
さ
な
胸
を

り
ド

を
し
て
き
た

ど
う
や
ら
彼
女
達

と
戦
う
み
た
い
だ

 
レ
ミ

良
い

ン
ス

方

 

な

夜
お
前
ら
彼
奴
と
何
か
あ

た
の
か

 

夜

異
変
の
時
に
彼
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
の
よ

 
お

様
と
私
と
で
挑
ん
だ
け
ど

 
過
去
の

夜
異
変
で
負
け
た
の
を
ま
だ
少
し
引
き
ず

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た

 
亜
狛

異
論
は
あ
る
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耶
狛

な
い

な
ら
暗
転
と

動
を
お
願
い

 
理
 

オ

な
ら
行
く

い
暗
転

 
そ
う
し
て
暗
転
さ
せ
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
挑
戦
者
で
あ
る
レ
ミ
リ
ア

び
に
従
者
で
あ
る

夜
と
執
事
は

の

に
送
り
そ
れ

外
の
皆
を

の
中
へ
と
送
る

内
で
は

 
霊
夢

え

何
こ
れ

 

仙

子
が
あ

て
外
は
建
物

 
紫
 

こ
れ

て

 
蓮
 

さ

さ
ん
こ
れ

 

え

こ
れ

の
中
で
す

 
そ
う
そ
れ
は

の
中
に
い
た
の
だ

だ
が
こ
こ
で
皆
は
気
が
つ
く

 
聖
 

あ
れ
黒
さ
ん
が
い
な
い

 

 
萃
香

そ
れ
だ
け
じ

な
い

⻤
や
あ
の

人
も

 
い
な
い

 
そ
う
皆
が

い
て
い
る
中
自
分
は

内
の

物
置
き
に
置
い
て
あ
る

を

り
蓮
達
の

前
に

こ
り
と
出
現
さ
せ
る
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理
 

よ

 
文
 

あ

ま
た
出
ま
し
た

 

 
今
回
は
ど
う
し
て
も
出
な
い
と
い
け
な
い
た
め
に
現
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
皆
の
目

が

い

す
る
と

 

発

し
ま
す

 
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
少
し

れ
て

が
動
き
出
し
た

 
幽
 

そ
れ
で

消
え
た
子
達
は
何
処
に

 
理
 

ま

る
な
よ
行
く

目
か
ら
ビ

ム

 
妖
夢

へ

 
断
罪
神
書
の
前
で

く
詠
唱
し
て

の
何
も

ま

て
い
な
い
目
か
ら

写
ビ

ム
を

つ

写
し
出
さ
れ
た

に
は
今
い
る

の

で
亜
狛
と
耶
狛
が
レ
ミ
リ
ア
達
と
対

す
る

が
流
れ
る

 
文
 

え

写
機
の
機
能
が
あ
る
と
は

 
理
 

ま

な

さ
て
と
こ
こ
で
お
前
ら
に
リ
ア
ル

 

イ
ム
の

を
見
せ
て
や
る
よ

く
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り
と

い
で
な
よ

 
そ
う

う
と
蓮
達
は
各
々
で

子
に
座
り
観
戦
し
た
り
ま
た
は
外
の

を

め
始
め
る
の
を

す
る

自
分
は
断
罪
神
書
を
閉
じ
て

 
理
 

黒
の
迎
え
に
行
く
か

 
と
り
あ
え
ず
頑

た
黒
に

い
の

葉
と
お
話
が
あ
る
た
め
黒
の
い
る
闘
技
場
へ
と

プ

し
て
向
か

た

 
理
 

オ

ス
黒
お

れ

 
ル

ミ
ア
と
同
じ
よ
う
に
地
面
に

向
け
に

れ
て
い
る
黒
に

う
と
黒
は

方
を
見
て
く

る 
黒
 

主
か

今

彼
奴
ら
は
亜
狛
と
耶
狛
と
戦

て

 
い
る
の
か

 
理
 

あ

そ
う
だ
よ

待
ち
望
ん
で
い
た
か
ら

 
黒
 

そ
う
か

 
黒
は

く
り
と
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が

 

シ
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す
ぐ
さ
ま
黒
の
頭
を

ん
で
ア
イ
ア
ン
ク
ロ

を
い
れ
る

 

 
黒
 

ん

な

何
だ
主
よ

 
理
 

さ
て
黒

少
し

お
話
を
し
よ
う
じ

な
い
か

 
黒
 

な

な
な
な
何
も
し
て

い

い

い

 
と

う
が
自
分
も
黒
は
そ
う
い

た
変
態
行
動
は
し
な
い
の
を
分
か

て
い
る
た
め

の

た
め
に
し
て
い
る
だ
け
だ

 
理
 

そ
れ
で

実

に
Ｒ
１
８
み
た
い
な
事
を
あ
の
子

 
に
し
た
の
か

 
黒
 

俺
は
し
た
と
は
思

て
い
な
い

あ
の
時
は

か

 
そ
う
だ

殺
し
は
趣
味
か
と

わ
れ
た
か
ら
昔
は

 
趣
味
だ

た
と
は

え
た
そ
れ
が
何

か
あ
ん
な

 
事
に
な

て
い
た
ん
だ

 
必
死
に
伝
え
て
く
る

自
分
は
黒
の
頭
を

む
の
を

め
て
黒
を
起
き
上
が
ら
せ
る
と

 
理
 

ま

お
前
が
そ
ん
な
事
を
し
な
い
と
は
信
じ
て

 
い
る
が

後
で

魔
理

や
ら
と
は
話
せ
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良
い
な

 
黒
 

あ

あ

 
理
 

な
ら
良
し
黒
さ

さ
と
帰
る

 
黒
 

あ

分
か

た

 
そ
う
し
て
黒
を

れ
て
自
分
の
部

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が

ブ
エ

ク
シ

ン

 

 

お
い

せ
め
て

い
き
ら
ん
か

 
怠
惰

う
る
じ

い
な

花

で

い
じ

く
し

ん

 

 

お
ん
し

が
む
く
ん
ど
る

 
怠
惰

知

て
る
よ

ふ

ふ

ふ

 

 

く
し

み
を
し
な
い
ん
か
い

 
怠
惰

ブ
エ

ク
シ

ン

 

 

お
ん
し
わ
ざ
と
や

と
る
じ

ろ
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怠
惰

ん
な
訳
な
い
で
し

い
ん
で
す
よ

＆

 
の
花

値

で
な
お
か
つ

て
の
も

 
あ
る
か
ら

々
が
生
い

て
て
余
計
に

い

 
の
よ

分
か
る
か
ゴ
ラ

 

 

も
う
良
い

分
か

た
か
ら

と
り
あ
え
ず
は

 
も
う
終
わ
る

 
怠
惰

失
礼
見

し
い
所
を
見
せ
ま
し
た

で
は
今
回

 
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

じ

え
は
読
者
様

ル
ル
ル

 

 

さ
ら
ば

 
怠
惰

ブ
エ

ク
シ

ン

 

 

て

し
い
し
我

せ
ん
か
い

お

と

 
で
は
ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ
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第
３
２
３
話
 
不
死
の
狼
兄
妹

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

だ
に
花

で

し
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う

い
で

す

く
し

み
も
何
回
し
た
分
か
り
ま
せ
ん

お

と
失
礼

で
は
本
編
へ
ど
う

 
こ
の
世
界
も
と
い
エ
レ

ン
が
暗
転
し
自
分
と
妹
そ
し
て
対
戦
者
で
あ
る
レ
ミ
リ
ア
と

夜
そ

し
て
執
事
は
い
つ
の
間
に
か

の
上
に
立

て
い
た

 
亜
狛

こ
の
世
界

定
だ
け
ど
マ
ス

の

間

動
は

 
本
当
に

い
な

 
耶
狛

か
に

 
と
理
久
兎
の
事
を

し
て
い
る
と
自
分
達
の
目
の
前
に
い
る
レ
ミ
リ
ア
は
不
思
議
そ
う
に

問
し
て
き
た

 
レ
ミ

あ
ん
た
達
の
ボ
ス

て
魔
術
師
か
何
か
な
の

 
か
し
ら
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亜
狛

魔
術
師

て
訳
じ

な
い
で
す

 
耶
狛

ど

ち
か
と

う
と
大
道

人

 
耶
狛
は
理
久
兎
が
刀
を

り
回
す
姿
を
見
て
そ
う

え
た
の
だ
ろ
う

 
レ
ミ

ふ

ん

夜
と
ど

ち
が

い

が
出
来
る

 
の
か
し
ら

 
亜
狛

え

と

夜
さ
ん
の
方
が
上
で
す
か

 
耶
狛

う
ん
多
分
そ
う
だ
よ

 
理
久
兎
に
は
悪
い
が
恐
ら
く
は
そ
う
だ
ろ
う

と
い
う
か
理
久
兎
が
ナ
イ
フ
や
ら
で
大
道

を

し
て
い
る
所
な
ど
は
見
た
こ
と
が
な
い
た
め
正

に
は

え
な
い
が
恐
ら
く
は
そ
う
だ
ろ
う
と
思

え
た

 

夜
 
 

へ

 
執
事

お

い

夜
ち

ん
ド

が

に

 
出
て
る

 

夜

え

ち

と

そ
れ
を

く

て

 
頂
戴
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今
の
事
が
嬉
し
か

た
の
か

く
ド

に
な

て
い
た

そ
れ
を
執
事
も
と
い

と

わ

れ
た
男
性
は

夜
に
注
意
し

夜
は
元
の
ポ

カ

フ

イ
ス
に

た

 
耶
狛

は
い

問
で
す

 
レ
ミ

何
よ

 
耶
狛

そ
こ
の
メ
イ
ド
さ
ん
に
執
事
さ
ん
は

き
合

て

 
い
る
ん
で
す
か

私

く
気
に
な
り
ま

す

 
耶
狛
の
と
ん
で
も

問
が
出
て
き
た

そ
れ
を

わ
れ
た

と

夜
の
反

は

  

夜

ぶ

 

は

葉
が

語
に
な
り

夜
は
盛
大
に
吹
き
出
し
た

す
ぐ
さ
ま
耶
狛
の
頭
を

み

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
妹
が
ご
無
礼
を

 
耶
狛

た
た

お
兄
ち

ん

い
よ

 
亜
狛

コ
ラ

し

か
り
謝
り
な
さ
い

 
耶
狛

う

ん
ご
め
ん
な
さ
い

 
し

か
り
と
謝
ら
せ
て
い
る
と
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レ
ミ

く
く
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
レ
ミ
リ
ア
は

と

い
だ
し

夜
と

は

い
を
し
て
い
た

 

お
い
お
い
お

も
失
礼
だ
な

あ

簡
単

 
に

う
と
こ
い
つ
は
俺
の
妹
分
み
た
い
な
感
じ

 
だ
な

 

夜

そ
う
で
す

 
見
て
い
る
と
何

か
少
し

し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
た

感
情
が
豊
か
だ
な
と
思

た

 
レ
ミ

そ
ろ
そ
ろ
始
め
な
い

 
と
レ
ミ
リ
ア
が
提
案
し
て
き
た

か
に
こ
こ
で
無

話
を
や
り
続
け
る
よ
り
も
戦

た
方

が
理
久
兎
の
た
め
に
な
る
だ
ろ
う

 
耶
狛

そ
う
だ

 
亜
狛

で
す

 
自
分
は
目
の
前
と
レ
ミ
リ
ア
の
後
ろ
に

け
目
を
作
り
目
の
前
の

け
目
に
向
か

て
ク
ナ
イ

を
投

す
る

そ
し
て
投

さ
れ
た
ク
ナ
イ
は
レ
ミ
リ
ア
の

後
に
現
れ
る
が

 

 

ン
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夜

さ
せ
ま
せ
ん
よ

 
い
つ
の
間
に
か

夜
が
ク
ナ
イ
に
向
か

て
ナ
イ
フ
を
投

し
て
い
て
レ
ミ
リ
ア
を
守

た
い

た

ど
う
や
ら
能
力
を

使
し
時
間
を

め
て
ク
ナ
イ
を
弾
い
た
み
た
い
だ

 

う
そ
れ
が
彼
奴
の
能
力
か

 

夜

え

だ
か
ら
気
を

け
な
さ
い

 
今
度
は

夜
が

方
へ
と
向
か

て
ナ
イ
フ
を

つ
か
投

し
て
き
た

す
る
と
耶
狛
が

を
ポ

ト
か
ら
出
し
て
元
の
大
き
さ
に

す
と

 
耶
狛

よ

と

 
カ
キ
ン

ン

 

を
使
い
ナ
イ
フ
を
弾
き
飛
ば
す

今
の
技
を
見
て
目
の
前
の

人
は
少
し
だ
が

い
て

い
た

 
耶
狛

あ

て
お
く
け
ど
私
も
お
兄
ち

ん
も
今
の

 
は

め
の

を

め
て
能
力
を
少
し
だ
け
見
せ

 
た
だ
け
だ
か
ら

 
亜
狛

え

こ
う
で
も
し
た
方
が

女
方
も
勝

が
上
が
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る
と
思
い
ま
し
た
の
で

 

く
挑
発
し
な
が
ら

う
と
レ
ミ
リ
ア
だ
け
は
ム

と
し
た
表
情
に
な
る

見
た
感
じ
だ
が
レ

ミ
リ
ア
な
ら
ば
挑
発
は
通

し
そ
う
だ

 
レ
ミ

つ
ま
り
私
達
に
勝
て
と

 
亜
狛

え

で
な
い
と

 
耶
狛

ゲ

ム
オ

バ

 
耶
狛
は

で
楽
し
そ
う
に

う

し
か
も
耶
狛
も
レ
ミ
リ
ア
な
ら
挑
発
が
通

す
る
と
思

た
の
か
ム
カ
つ
く
よ
う
な

で

た
た
め
レ
ミ
リ
ア
の

間
に
は
シ

が
依

て
い
た

 
レ
ミ

良
い
わ
夜
の

王
た
る
私
に
喧
嘩
を
売

た
こ
と

 
を
後

す
る
と
良
い
わ

 

夜

お

様
や
私
達
を

し
た
事
を
後

す
る
と
良

 
い
わ

 

は

お
前
ら
の
喧
嘩
を
買

て
や
る
よ

 

手

人
は

方
へ
と
向
か

て
真

な
弾
幕

ナ
イ
フ

い
火

を

て
き
た

 
亜
狛

け
目
へ
入
る
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耶
狛

オ

 
耶
狛
の
手
助
け
を

り
な
が
ら

け
目
を
作
り
中
へ
と
入

て
逃
げ
る

そ
し
て
レ
ミ
リ
ア
達

の
頭
上
へ
と
出
て

 
亜
狛

術
 
弾
幕
手
裏

 
妖
力
を

使
し
て
無
数
の
手
裏

を
作
り
出
し
レ
ミ
リ
ア
達
へ
と

つ

 
レ
ミ

け
る
わ
よ

 
レ
ミ
リ
ア
の
一

で

人
は
す
ぐ
さ
ま
回

し
て
い
く
が
自
分
は

つ
だ
け
手
裏

を
手
に

作
る
と

 
亜
狛

頼
む

 

け
た
レ
ミ
リ
ア
に
向
か

て
投

す
る
と
同
時
に

 
耶
狛

良
い
よ
は
い

大

 
レ
ミ
リ
ア
へ
と
投
げ
た
手
裏

が
巨
大
化
し
巨
大
手
裏

へ
と
な

て
襲
い
か
か
る
が

 
レ
ミ

何
の

 
何
と
レ
ミ
リ
ア
は
体
を
無
数
の
コ
ウ
モ
リ
へ
と
変
え
て
巨
大
手
裏

を

け
た

そ
し
て
体
を

元
の
状
態
へ
と

す
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亜
狛

こ
う
な
る
と
火
葬
し
た
方
が

い
か
な

 

な
ら
俺
が
て
め

ら
を
火
葬
し
て
や
る
よ

 
亜
狛

 
い
つ
の
間
に
か

が
自
分
達
の
い
る

置
よ
り
も
も
う
少
し
高
い
場
所
に
に
飛
ん
で
い
た

し
か
も

の
頭
上
に
は
大
き
な

の
火

が

か
ん
で
い
た

 

 

き

の

録

 

が
ス

ル
を
唱
え
る
と
同
時
に
そ
の

は
自
分
達
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
て

 
ド
ゴ

ン

 
と

大

発
を
起
こ
し
自
分
は
そ
の

発
に
飲
ま
れ
る
の
だ

た

 
怠
惰

ず
み
ま

ん
が
今
回
は
こ
こ
ま
で
す

 

 

花

で
も
う
死
ん
ど
る
の
お
ん
し

 
怠
惰

く
じ

み
に
は
に

み
ず
が
と
ま
り
ま
し

ん

 

 

し

か
り
話
さ
ん
か

つ
ま
り

水
に
そ
れ
か
ら
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く
し

み
が

ま
ら
ん
と

 
怠
惰

は
い
そ
の
通
り
じ

す

 

 

薬
は
飲
ん
ど
る
の
か

 
怠
惰

飲
ん
で
ま
す
花

に

く
と
い
う
紅
何
と
か

も

 
飲
ん
で
ま
す
し
蓮

も
食
べ
て
ブ

ク
シ

ン

 

 

そ
こ
ま
で
聞
い
と
ら
ん
わ
い

と
い
う
か
蓮

 

く
の
か

 
怠
惰

花

て

ア
レ
ル

何
だ
よ
蓮

は
そ
れ
を

 

え
る

果
が
あ
る
か
ら
良
い
ん
だ
よ

 

 

要
ら
ぬ

知

を

 
怠
惰

試
し
て
み
ビ

ク
シ

ン

 

 

ま

た
く
ま

良
い
そ
れ
で
は
読
者
様

 
今
回
も
あ
り
が
と
う
な
の
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
み

す

 

 

で
は
読
者
様
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怠
惰

サ

ナ
ラ
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第
３
２
４
話
 
不
老
不
死
は
諦
め
が
悪
い

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

明
日
も
臨
時
バ
イ
ト
が
決
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

え

何
の
バ
イ
ト
な
の
か

て

水
流
す
バ
イ
ト
と
だ
け

て
お
き
ま
す

そ

れ
は
さ
て
お
き
そ
れ
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 

の

た
大
き
な

の
火

が
自
分
へ
と

て
く
る

 
亜
狛

し
ま

逃
げ
れ
な

 
突
然
だ

た
た
め
逃
げ
る
た
め
の

け
目
を
作

て
も
す
ぐ
に
行
動
に

せ
な
い

こ
の
時
に

あ
る
意
味
で
の
奥
の
手
を
使
う
か
と

ん
だ
が

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
耶
狛
が
自
分
の
目
の
前
に
出
て
き
て

明
の
バ
リ
ア
を

る
と
同
時
に

 
ド
ゴ

ン

 
自
分
は

に
当
た
ら
ず
に

ん
だ
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え
て
や

た
か
と
は

わ
な
い

 

夜

そ
れ
も
フ
ラ
グ

て

葉
よ

 
そ
ん
な

が
聞
こ
え
て
い
る
と
自
分
の
目
の
前
の

が

火
す
る
と
同
時
に

明
の

も
消
え

る 
亜
狛

す
ま
ん
耶
狛

断
し
た

 
耶
狛

あ
れ
れ

お
兄
ち

ん
何
時
か
ら

断
す
る
程

 
強
く
な

た
の

 
亜
狛

反
論
し
た
い
け
ど
出
来
な
い
こ
の
も
ど
か
し
さ

 
妹
に
ゲ
ス

で
そ
う

わ
れ
反
論
し
た
い
が
自
分
が
悪
か

た
た
め
出
来
な
い

本
当
に
も
ど

か
し
い

だ
が
話
し
て
い
る
と

 
レ
ミ

夜

 
バ

ド
レ
デ

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

 
レ
ミ
リ
ア
が
か
ら
だ
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
自
分
達
へ
と
突

込
ん
で
く
る

だ
が
次
は

断
す

る
わ
け
が
な
い

 
亜
狛

開
門

 

け
目
を
作
り
レ
ミ
リ
ア
を

け
目
へ
と
入
れ
自
分
達
の
間
反
対
の
場
所
に

り
出
す
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レ
ミ

面

な
能
力

 
レ
ミ
リ
ア
が
体
制
を
立
て
直
す

そ
こ
に
空
か
さ
ず
自
分
は

に
座
す
短
刀
を
引
き

き
神
力

を

わ
せ
耶
狛
も

に
神
力
を

わ
せ
て
共
に

撃
し
よ
う
と
し
た

間

 

夜

幻
世
 
ザ
・

ル
ド

 
と

夜
が
ス

ル
を
唱
え
た
そ
の

間
だ

た

 
耶
狛

え

 
亜
狛

不
味
い

 
い
つ
の
間
に
か
レ
ミ
リ
ア
の
姿
は
な
く
代
わ
り
に
無
数
の
ナ
イ
フ
が
耶
狛
を

ん
で
い
た

そ

し
て
目
の
前
に
は
時
計
を

え
る

夜
が
い
た

 

夜

そ
し
て
時
は
動
き
出
す

 
今
の

葉
が
合

か
の
よ
う
に
無
数
の
ナ
イ
フ
が
自
分
達
へ
と
降
り
注
い
で
く
る

す
ぐ
さ
ま

手
の

イ

と
ク
ナ
イ
を
使
い
ス

ル
を
唱
え
る

 
亜
狛

 

よ
り
も

く

よ
り
も

い

 
ク
ナ
イ
を
く
く
り
つ
け
た

本
の

イ

を

の
よ
う
に

る
い
向
か

て
く
る
ナ
イ
フ

を
全
て
弾
き
飛
ば
す

だ
が
そ
こ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
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魔

 

に
狂
い
し
魔
な
る
者

 
今
度
は

と
黒
が

じ
り
あ

た
火

が
現
れ
る

し
か
も
そ
の

に
は

し
み
に
満
ち
た

が

き
出
て
い
た

と
い
う
か

に

が
当
た
れ
ば

実
に

が

え
る

 

行
け

 

令
と
共
に
無
数
の

黒

の

が
向
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま

を
し
ま
い

 
亜
狛

逃
げ
る

耶
狛

 
耶
狛

オ

 
す
ぐ
さ
ま

け
目
を
協
力
し
て
開
き
中
へ
と
入

て
逃
げ
る

そ
し
て
出
た
場
所
は
動
く

の
上

自
分
達
が
い
た
先
程
の
空
は

と

が
ぶ
つ
か
り
合
い
大
き
な
⻯

と
な

て
い
た

 
耶
狛

あ

あ
れ
は
当
た

て
た
ら

バ
か

た
か
も

 
亜
狛

あ

あ
る
意
味
で

獄
の

だ
な

 
と

そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
安

し
て
い
る
と

 

夜

幻

 
殺
人
ド

ル

 
自
分
達
に
向
か

て
無
数
の
ナ
イ
フ
が
上
空
か
ら
降
り
注
い
で
く
る

 
亜
狛

せ
い
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耶
狛

よ

と

 
自
分
と
耶
狛
は
ア
ク
ロ
バ
テ
イ

ク
に

の

を

し
て
ロ
ン

ト
バ
ク
転
バ

ク

と
い

た
動
作
を
し
て

け

 
亜
狛

せ
い
や

 
耶
狛

プ

レ

ン

ト

Ｐ

フ

 
手
裏

の
弾
幕
を
無
数
に
投
げ
飛
ば
し
耶
狛
は

々
に
大
き
く
な

て
い
く
弾
幕
を

つ

だ
が

夜
は
時
計
を

え
る
と
一

で
消
え
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
あ
の
子
の
能
力

て
そ
う
い
え
ば

 
何
な
の

 
亜
狛

あ

そ
う
い
え
ば
伝
え
て
な
か

た
な

夜

 
さ
ん
の
能
力
は
時
を

め
る

の
能
力
だ

た

 

か
な

 
耶
狛

わ

い

 

夜

そ
れ
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

夜
が
少
し
だ
が
嬉
し
そ
う
な

で
出
て
き
た

す
る
と
耶
狛
は
何
を
思

た
の
か
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耶
狛

を
出
せ
る
フ

ピ

ン

そ
れ
に
時
間
を

め
れ
る

 
ピ

レ
ン

に

を
飲
む
フ
レ

ピ

な
だ

 
い

 
亜
狛

お
い
バ
カ

め
ろ

 
と
ん
で
も
な
い
ネ

を
出
し
て
き
た
た
め
に
流

に
ツ

コ
ミ
を
入
れ
て
し
ま
う

だ
が
そ
こ

を

と
思

た
の
か

 
レ
ミ

運
命
 
ミ

ラ
ル
フ

イ
ト

 
レ
ミ
リ
ア
が
ス

ル
が
発
動
し

つ
も
の

が
自
分
達
へ
と
降
り
か
か

て
く
る
が
す
ぐ
さ
ま

自
分
は

け
る

 
耶
狛

そ
ん
な
物

 
と

耶
狛
が
能
力
を
使

し
よ
う
と
し
た
そ
の

間

 

て
な

ち

ん

 
ド
ゴ
ン

 
耶
狛

フ

 
ピ
チ

ン



 第３２４話 不老不死は諦めが悪い

 
突
然
だ

た

自
分
と
耶
狛
が
レ
ミ
リ
ア
の
弾
幕
に
夢
中
に
な

て
い
る

に
い
き
な
り

が
現
れ

を

わ
せ
た

り
で
耶
狛
を

飛
ば
し
た
の
だ

撃
で
吹

飛
ん
だ
耶
狛
は

か

ら

ち
て
い

た

 
亜
狛

耶
狛

 

夜

す
み
ま
せ
ん
が
こ
こ
で
終
わ
り
で
す

 
亜
狛

後
ろ
が

 
ピ
チ

ン

 

後
に
現
れ
た

夜
に
ナ
イ
フ
で

さ
れ
て
自
分
も

弾
し
た

こ
れ
で
自
分
達
が
敗
北

等
と
ま
だ
す
る
訳
が
な
い

 
レ
ミ

ふ
ふ

愛
も
な
い
わ

 
亜
狛

ま
だ

ま
だ
負
け
て
ま
せ
ん
よ

た
か
が

回

 

ト
し
た
だ
け
じ

な
い
で
す
か

 
そ
う

い
奥
の
手
を
使
う
こ
と
に
し
た

不
老
不
死
と
い

た
生
か
ら
外
れ
た
者
ぐ
ら
い
し
か

使
え
な
い
裏
技
を

 
亜
狛

再
生
 
リ

ネ

シ

ン
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ス

ル
を
唱
え
る
と
同
時
に
受
け
た

が
回
復
し
て
い
き
服
も
再
生
し
て
い
く

そ
れ
に
は
目

の
前
の

人
は
目
を
点
に
し
て
い
た

 
レ
ミ

何
こ
い
つ

 

俺
と
同
じ
で
化
け
物
か

 

夜

下
手
し
た
ら

方
よ
り
も

が
悪
い
か
も

 
と

て
い
る
一
方
で
吹

飛
ば
さ
れ
た
耶
狛
は

 
耶
狛

再
生
 
リ
ザ
レ
ク
ト

 
ス

ル
を
唱
え
て

弾
さ
れ
た
部
分
を
再
生
し

機
を
回
復
す
る

そ
し
て
兄
の
い
る

は

過
ぎ
去

て
い
く
た
め

 
耶
狛

獄
獣
 
オ
ル
ト
ロ
ス

 
オ
ル

ぐ
る
る
る

 

ト
の
オ
ル
ト
ロ
ス
を

し
て

中
に

る
と

 
耶
狛

 
オ
ル

が
う

 
オ
ル
ト
ロ
ス
は
走

て
い
く

を
追
い
か
け
る
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は

り
自
分
は
耶
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狛
は
大
丈
夫
か
と
思

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 
獣
 

 
獣
の

び
が
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と

の

度

に

つ
の
頭
を
持
つ
獣
が
走

て
い

た

そ
し
て
そ
の

中
に
は

 
耶
狛

さ

き
は
よ
く
も
や

た
な

 
耶
狛
が
い
た

と
い
う
か
よ
く
見
て
み
る
と
耶
狛
が
使
役
し
て
い
る
オ
ル
ト
ロ
ス
が

を
あ

げ
な
が
ら
追
い
か
け
て
き
た

 

彼
奴
も
か

 
耶
狛

ス
ク
ラ

プ
に
な

れ

 
オ
ル

 
オ
ル
ト
ロ
ス
が

に
飛
び

り
大
き
な

で

を

そ
う
と
し
て
く
る

 

ち

 
す
ぐ
さ
ま

は

け
る
が
更
に

き
込
み

撃
で

夜
へ
と

は
向
か

て
く
る

 

夜

 
そ
し
て

夜
も
ま
た
時
を

め
た
の
一

で
消
え
て

け
た

そ
し
て
次
は
レ
ミ
リ
ア
を
襲
お



 第二十一章 因果と運命に導かれて

う
か
と

え
た
の
か
耶
狛
に
オ
ル
ト
ロ
ス
は
キ

ロ
キ

ロ
と
探
し
て
い
た

 
亜
狛

お
い
耶
狛

彼
女
達
な
ら
上
だ
よ

 
耶
狛

 
上
を
見
る
と
レ
ミ
リ
ア
を

め
た

人
が
飛
ん
で

方
を
見
て
い
た

 
亜
狛

耶
狛

り
の
ス

ル
は

 
耶
狛

う

ん
後

つ

 
亜
狛

同
じ
か

 
こ
の
弾
幕
ご

こ
は
そ
ん
な

チ
で
や
る
戦
い
で
は
な
く
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
思
で
や

て

い
る
た
め
ス

ル
は
少
な
め
に
装
備
し
て
い
た
た
め
も
う
自
分
も
耶
狛
も

り

つ
し
か
な
い

 
亜
狛

な
ら
全
力
で
最
後
を

り

る

 
耶
狛

オ

 
耶
狛
は
オ
ル
ト
ロ
ス
を
し
ま
う
と
自
分
と
耶
狛
と
で

け
目
を
作
り
中
へ
と
入
り
そ
し
て

人
の
真
上
へ
と
出
て

 
耶
狛

さ
よ
う
な
ら

 
亜
狛

覚
悟
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共
に
弾
幕
を

つ

だ
が

 

魔
 
悪
徳
の

 
突
然

の
体
を

が

う

そ
し
て
手
に
持
つ

ン
ブ
レ

ド
を

る
い
自
分
達
の

た
弾
幕
を
切
る
と
同
時
に

の
斬

波
を
飛
ば
し
て
き
た

だ
が

で
来
る
の
な
ら

で
対

す
る
の
み

そ
し
て
最
後
の
ス

ル
を

つ

 
亜
狛

ラ
ス
ト

ド
伊

流

術
 

狼

舞

 
自
身
の
体
を

や
し
深
紅
の

を

わ
せ
て
巨
狼
の

を
作
り
出
し

へ
と
突
進
す
る

 

ぶ
つ
か
り
合
お
う

て
か

良
い

手
し
て

 
や
ら

 
そ
う

う
と

も
自
分
と
同
じ
よ
う
に

を

わ
せ

を
生
や
し
た
⻤
と
い
う
よ
り
も
悪

魔
の

を
作
り
出
す
と
自
分
へ
と
向
か

て
く
る

 

キ
ン

 
深
紅
の
火

の
狼
と

き

を
の
悪
魔
が
お
互
い
に

を

出
し
合
い
ぶ
つ
か
り
合
う

そ

し
て
耶
狛
も
ラ
ス
ト

ド
を
使
う
た
め
に
ス

ル
を

え
た

 
耶
狛

ラ
ス
ト

ド
理

 
主
へ
の

は
心
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は

 
そ
う

う
と
無
数
に
近
い
大

の
弾
幕
狼
を
出
現
さ
せ
て
レ
ミ
リ
ア
と

夜
へ
と

つ

 

夜

お

様

狼
は
私
が
や
り
ま
す

お

様
は

 
あ
の

女
を

 
レ
ミ

え

信

し
て
い
る
わ

夜

 
耶
狛

狼
の

を
ど
う
対

す
る
の
か
な

 
と

耶
狛
は
少
し
勝
ち

り
な
が
ら

た
そ
の

間

 

 

夜

幻

 
ル
ナ

イ
ア
ル

 

夜
が
ス

ル
を
唱
え
て
ナ
イ
フ
を
無
数
の
狼
達
へ

ち
狼
達
が
当
た

た

間
に
変
化
は
起

き
た

 
耶
狛

え

狼
達
が

 
何
と
向
か

て
行
く
狼
達
が
急
に

ま

て
し
ま

た
の
だ

そ
し
て
耶
狛
は
そ
の
動

の

を
つ
か
れ
た

 
レ
ミ

こ
れ
で
終
わ
り
よ
神

 
グ
ン
グ
ニ
ル

 
レ
ミ
リ
ア
は
大
き
な
紅
い

を
手
に
持
ち
耶
狛
へ
と
投

す
る

投

さ
れ
た

は
理
久
兎
の



 第３２４話 不老不死は諦めが悪い

投

す
る

よ
り
か
は

い
が
そ
れ
で
も

く
動

し
た
耶
狛
に
は

け
れ
る

が
な
か

た

 
耶
狛

き

 
ピ
チ

ン

 

に

弾
し
耶
狛
は
そ
の
ま
ま

へ
と
吹

飛
ば
さ
れ
た

 
亜
狛

耶
狛

 

お
前
も
こ
れ
で
終
わ
り
だ

 

の

の
温
度
が
上
昇
し
て
い
く

そ
し
て
自
分
の

が

に
取
り
込
ま
れ
て
い
く

 

ウ

 
亜
狛

ぐ

が

 
バ
キ
ン

 
短
刀
を
へ
し

ら
れ
亜
狛
は

に

の

ン
ブ
レ

ド
を
受
け
る

そ
れ
と
同
時
に

 
ピ
チ

ン

 
と

弾
の

が

き
渡

た

こ
れ
に
よ
り
自
分
達
は
負
け
と
な

た
の
だ

た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
怠
惰

あ
の

人
に
こ
の
小
説
を
ま
か
せ
た
ら

メ

 
に
な
る
な

 

 

う
む
あ
る
意
味
で
カ
オ
ス
じ

な

 
怠
惰

真
面
目
な
亜
狛
に

て
ち

ん
耶
狛
が
合
わ
さ

 
る
と
危
険
だ
わ
理
久
兎
か
黒
を
入
れ
な
い
と

々

 
と
怒
ら
れ
そ
う

 

 

⻯
の
小
童
は
別
に
良
い
ん
じ

が
ド
ラ

子
が

 
加
わ
る
と
更
に

に
な
る

 
怠
惰

ま

転
生
し
た
て
じ

な
い
か
ら
全
然
マ
シ
だ

 
と
思
う
け
ど

 

 

転
生
し
た
て
は
本
当
に
面

じ

か
ら
の
う

 
下
手
す
る
と
殴
り
込
み
に
来
そ
う
で
面

な

 
こ
と
こ
の
上
無
い

 
怠
惰

が

な
る

 

 

シ
が
ま
た
始
末
書
地
獄
に

し
む
か
ら



 第３２４話 不老不死は諦めが悪い

 

め
て

し
い
の
は

か
じ

な

 
怠
惰

結

は
自
分

ま

良
い
か
そ
れ
で
は

 
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の
読
者
様

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
２
５
話
 
罪
悪
感

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
よ
う
や
く
バ
イ
ト
が
終
わ
り
ま
た
明
日
か
ら
自
分
の

楽
の
た
め
に
時

間
を
使
え
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
す
が
こ
の
忌
ま
わ
し
き
花

が
ど
う
に
か
な
ら
な

い
も
の
か

お

と
そ
れ
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
亜
狛
と
耶
狛
が
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る

り

理
久
兎
は
黒
と
共
に
自
分
の
部

へ
と

て
い
た

 
理
 

で
ど
う
だ

た
よ

お
前
が
戦
い
た
か

た

 
奴
等
と
戦
え
て

 
こ
れ
ま
で
黒
が
楽
し
み
で
楽
し
み
で
仕
方
な
か

た
者
達
と
戦
い
を
し
て
の
感
想
を
聞
く
と

 
黒
 

あ

中
々
良
か

た

そ
れ
に
記
憶
も

 
だ
い
ぶ

た
か
ら
な

 
理
 

そ
う
か

そ
れ
は
良
か

た
よ



 第３２５話 罪悪感

 
今
の
黒
は
だ
い
ぶ
さ

り
と
し
た
表
情
だ

ど
う
や
ら
満

は
し
た
み
た
い
だ

 
黒
 

だ
が
聖
だ
と
か
は
と
も
か
く
魔
理

や
ア
リ
ス

 
そ
う
い

た
奴
等
は
ま
だ
ま
だ

び
代
が
あ
る

 
最
大
ま
で

び
た
そ
の
状
態
で
や
り
合
い
た
い

 
も
の
だ
な

 
理
 

う

び
代

 
そ
う

い
な
が
ら
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
状

を

す
る

亜
狛
と
耶
狛
は

⻤
太

を

手
に
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
た

 
理
 

う

ん

だ
か
ら
観
戦
し
て
い
る
奴
等
と
少
し

 
話
そ
う
か
な

 
黒
 

で
は
俺
は
少
し
休
ま
せ
て
も
ら
う

 
そ
う

う
と
黒
は
ソ
フ

で

に
な

て
目
を

た

 
理
 

あ

わ
ん
よ

さ
て
と
ど
ん
な
感
じ
か
な

 
断
罪
神
書
の

を
切
り
替
え
て
蓮
達
の

に
切
り
替
え
る

そ
こ
で
は
皆
各
々
で
く
つ
ろ

い
で
い
た
が
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理
 

彼
奴
ら
イ
チ

イ
チ

し
ち

て
ま

 
蓮
と
霊
夢
が
結

イ
チ

イ
チ

し
て
い
た

そ
し
て

り
も
そ
れ
な
り
に
だ
が

談
を

い

合

て
い
た

だ
が
蓮
を
見
て
い
る
と
自
分
も
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
と
思

た

そ
し
て
何
よ
り
も
自
分
の
知
り
た
い
こ
と
を
知

て
い
る
の
で
は
と
思

た

 
理
 

彼
奴
な
ら
分
か
る

か

 
と
り
あ
え
ず
は

か
ら

が
出
る
よ
う
に
し
て
語
り
か
け
る

 
理
 

い
や

若
い
子
達
は

ま
し
い
で
す

 
幽
 

方
に
は
関
係
な
い
と
思
う
け
ど

 
そ
こ
で
キ

リ
と

う
の
は

め
て

し
い

結

関
係
が
あ
る
の
だ
か
ら

 
理
 

い
や
い
や
私
に
も
恋
人
は
い
ま
す
よ
え

 
全
員

え

 
こ
い
つ
ら
失
礼
す
ぎ
る
だ
ろ

そ
こ
ま
で

く
事
は
な
い
だ
ろ
う

だ
が
こ
の
時
に
思

た

 
妖
夢

え

 
萃
香

そ

そ
の
な
り
で

 
文
 

う

う

ん
こ
の
見
た
目
か
ら
す
る
と
頭
に



 第３２５話 罪悪感

 
の
リ
ボ
ン
を

け
た

て
所
で
す
か

 
そ
れ
は
皆
の
目
で
は
た
だ
の
不
気
味
に
カ

カ

と

を
動
か
す

だ

た
事
を

こ
れ
な

ら
そ
う

い
て
も
可

し
く
は
な
い
だ
ろ
う

だ
が
文
の
そ
の

え
は

ン

ン
だ

自
分

だ

た
ら

の

に
申
し
訳
程
度
に
口
紅
も
つ
け
る

 
理
 

て

話
を

そ
う

 
と
り
あ
え
ず
は
脱

し
な
い
よ
う
に

え
な
が
ら
蓮
に
対
し
て

 
理

本
当
に
も
う
恋
人
さ
ん
か
ら
は
女
心
が
分
か

て

 
な
い
で
す
よ

何
て

わ
れ
る
も
ん
で

ち
ま

 

て
る
で
す
よ

そ
こ
で
少
年
に
聞
き
た
い
ん

 
だ
が
女
心

て
分
か
る

 
蓮
 

え

 
女
心
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
に
し
た

前
か
ら
良
く
分
か
ら
な
い

さ
と
り
も
何
度
か
は

わ
れ

た
が
や
は
り
昔
か
ら
そ
う
い

た
恋
愛
事
に
は
何
も
感
じ
て
い
な
か

た
の
か
良
く
分
か
ら
な
い

の
だ

そ
し
て
蓮
は

た

を
し
な
が
ら

 
蓮
 

う

ん

も
そ
ん
な
女
心
は
分
か
り
ま
せ
ん
よ
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た
だ

 
理
 

た
だ

 
蓮
 

霊
夢
の

き
な
よ
う
な
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
だ
け

 
で
す
よ

間
違

て
い
る
と
思

た
の
な
ら

め

 
ま
す
で
す
が
そ
う
で
な
い
な
ら
出
来
る
だ
け
彼
女

 
の
た
め
に
時
間
を
作

て
あ
げ
た
い
そ
う

え
て

 
い
る
だ
け
で
す
よ

 
霊
夢

ち

ち

と
蓮

 
霊
夢
は

ず
か
し
そ
う
に

を

く
し
て
い
た

そ
う
な
る
と
自
分
は
出
来
て
い
る
の
か
と
一

思
う
の
だ
が
そ
れ
だ
と
ず

と
や

て
い
る
と
も
思

て
し
ま
う

結
論
や
は
り
分
か
ら
ん

 

い

 
ア
リ

口
の
中
が

い
わ

 
紫
 

ふ
ふ

良
か

た
じ

な
い
霊
夢

 
霊
夢

う
う
う
う
う
う

 

て
い
る
霊
夢
は

せ
そ
う
な

を
し
て
い
た

さ
と
り
は

せ
な
の
だ
ろ
う
か
と

え
て



 第３２５話 罪悪感

し
ま
う

そ
れ
と
同
時
に
さ
と
り
を
置
い
て
き
て
し
ま

た
事
に
罪
悪
感
が
出
て
く
る

 
理
 

い
や

そ
う
い
う
関
係
が
持
て
る
の
は

ま
し
き

 
事
で
す
よ
え

方
に
比
べ
れ
ば
私
は
彼
女
を

 
家
に
置
い
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら

 
蓮
 

え

 
理
 

私
も
こ
の
異
変
に

加
し
ま
し
た
で
す
が
こ
れ
は

 
私
ら
の
問

で
あ

て
彼
女
に
は
置
き
手
紙
を

 
し
て

間
近
く
会

て
な
い
ん
で
す
よ

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

 
こ
う
し
て

え
る
と
久
々
に
さ
と
り
に
会
い
た
い
な
と
も
思

て
し
ま
う

と
い
う
か
自
分
を

き
と
い

た
彼
女
の
気
持
ち
を
踏
み
に
じ

た
な
と
も

え
て
し
ま
う

そ
の
た
め

 
理
 

ま

帰

た
ら

実
に
頭
に

を

さ
れ
そ
う

 
で
す
け
ど

 

な

何
で
す
か
そ
の

ン
デ
レ
は

 
理
 

い
や

メ
メ

イ
話
で
す
が
彼
女
を
同
人

や
ら
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で
書
く
と

本
は

キ

ラ
も
し
く
は
チ

ロ
い

 
キ

ラ
ま
た
は

ン
デ
レ
で

か
れ
る
事
が
多
い

 
で
す
か
ら

 
文
 

メ
メ

 
メ

イ
が
絶
対
に
た
だ
で
は
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
感
じ
た
の
は

か
だ
ろ
う

 
理
 

だ
か
ら
怖
い
ん
で
す
よ

 
蓮
 

う

う

ん
そ
れ
は
怖
い
か
も

 
理
 

は

お

と
無

話
が
多
く
な
り
や
し
た

  
蓮
 

い
え
こ
ち
ら
も
楽
し
か

た
の
で

 
そ
ん
な
感
じ
で
話
し
て
い
る
と
自
分
は
外
を
見
る

す
る
と
外
の
人

太
陽
が
先
程
よ
り
も

神
々
し
く
輝
い
て
い
た

も
う
機
は

し
た
よ
う
だ

 
理
 
お

と
も
う
時
間
か

 

が

れ
な
い
よ
う
に
断
罪
神
書
を
閉
じ
て

て
い
る
黒
を
見
る
と

 
理
 

黒
お
き
ろ



 第３２５話 罪悪感

 
黒
 

ん

も
う
時
間
か

 
理
 

あ

行
く

 
断
罪
神
書
を
ポ

ト
に
積
め
て
自
分
は
黒
と
共
に

上
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

恐
ら
く
次
回

り
の
投
稿
で
ま
た
あ

ち
を
投
稿

 
と
い
う
感
じ
か
の

 
怠
惰

ま

そ
う
な
り
ま
す

 

 

ふ
む

所
で
怠
惰
よ

 
怠
惰

ん

何
か
な

 

 

こ
こ
最
近
は
何
か
面
白
い
と
い
る
ゲ

ム
は

 
あ
る
の
か
の

 
怠
惰

う

ん

し
い
事
を
聞
く
な

人
的
に
は
三

 
無
双
は
気
に
な
る
け
ど
怠
惰
さ
ん
こ
う
キ

ラ
メ
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イ
ク
の
出
来
る
ゲ

ム
が

き
だ
か
ら

 
が
で
る
ま
で
我

か
な

 

 

お
ん
し
絶
対
に
キ

ラ
メ
イ
ク
で
時
間
を
か
け
る

 

イ
プ
じ

ろ

 
怠
惰

ま

そ
れ
な
り
に
か
な

と

い
つ
つ
も
フ

ン

 

シ
ス

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
か
は
時
間
か
け
た

 
記
憶
が
あ
る
も
う

め
た
け
ど

 

 

何
処
が
楽
し
い
の
か
良
く
分
か
ら
ん
の

 
怠
惰

だ

て
自
分
の
分
身
が
動
き
回
れ
る
ゲ

ム

 

て
愛
着
が

い
て
楽
し
い
じ

ん

 

 

う
む

し
い
も
ん
じ

わ
い

お

と
も
う

 
時
間
じ

 
怠
惰

お

と
で
は
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様



 第３２５話 罪悪感

 

 

ま
た
次
回

さ
ら
ば
じ



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
２
６
話
 
⻄
行
妖
は

度
封
印
さ
れ
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ス
ト
で
オ

ブ
を
お
先
真

暗
な

性

チ

に

い
だ
結
果
よ

う
や
く

キ
ル
＆
ハ
イ
ド
を
当
て
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

昔
か
ら

し
か

た
の
で

嬉
し
か

た
で
す

し
か
し
カ

ス
ト
ロ
フ

は
ボ
ロ
負
け
し
ま
し
た

次
は
こ
そ
は
殺

る

お

と
失
礼
で
は
本
編
へ
ど
う

 
時
が
満
ち
自
分
は
黒
と
共
に

上
へ
と
向
か
う
と

度
ゲ
ン

イ
が

ン
チ
に
座

て
一
休

み
し
て
い
た

 
理
 

ご

様
で
す

 
ゲ
ン

来
た

て
事
は

つ
ま
り

 
理
 

は
い

時
が
満
ち
ま
し
た

 
ニ
コ
リ
と
女
性
の
姿
で

む
と
ゲ
ン

イ
は

子
か
ら
立
ち
上
が
る

 
ゲ
ン

な
ら
エ
ネ
ル

を
刀
に
集
約
し
ま
す
か



 第３２６話 ⻄行妖は 度封印される

 
理
 

え

準
備
は

 
ゲ
ン

論
可
能
で
す
よ

 
そ
う

う
と
ポ

ト
か
ら
リ
モ
コ
ン
を
取
り
だ
し
ボ

ン
を

す
と
近
く
の
不
思
議
な
ポ

ト
か
ら

ラ
ポ
ナ
ア
ン
テ
ナ
が
出
て
く
る

し
か
も
ポ

ト
に
は
代

の
無
名
刀
も

に

ト

さ
れ
て
い
た

 
理
 

そ
こ
に
エ
ネ
ル

を
収
束
さ
せ
れ
ば
良
い
の

 
で
す

 
ゲ
ン

え

お
願
い
し
ま
す

 
理
 

で
は

 
そ
う

わ
れ
自
分
は

を
真
上
に

ば
し
人

し
指
を

げ
る

そ
し
て

 
理
 

せ
い
や

 
ポ

ト
に
向
か

て

り
下
ろ
す

す
る
と
人

太
陽
か
ら

ラ
ポ
ナ
ア
ン
テ
ナ
に
向
か

て

一

の
光
が
向
か

て
い
き
直
撃
す
る

 
ゲ
ン

ぐ

 
黒
 

ま

し
い
な
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し
く

撃
波
も
あ

た
が
ポ

ト
の

マ

ク
に
光
が

つ
点

す
る

や
が
て

々

と
光
が
点

し
て
い
き
や
が
て

マ

ク
に
全
て
の
光
が

り
点

す
る

 
ゲ
ン

完
了

 
理
 

よ

と

 
ゲ
ン

イ
の
合

を
聞
き
す
ぐ
さ
ま

め
る

こ
れ
で
準
備
は
整

た

ポ

ト
に
入

て
い

る
無
名
刀
を
取
り
だ
し
ま
じ
ま
じ
と
見
る

見
た
感
じ
こ
れ
な
ら
空
紅
の
代

が
出
来
そ
う
だ

 
理
 

黒

戦
う
準
備
は

 
黒
 

問

な
い

 
理
 

ゲ
ン

イ
さ
ん
は

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

 
下
手
を
す
る
と
死
に
ま
す
の
で

 
ゲ
ン

あ

あ
ん
た
ら
に
任
せ
た

 
そ
う

い
ゲ
ン

イ
は

上
の
入
り
口

近
に

れ

の
た
め
に
火

を
装
備
し
た

自
分

は

く
り
と
⻄
行
桜
へ
と
近
づ
き

 
理
 

さ
て
空
紅

久
々
だ
な

 
空
紅
の
名
を

う
と
同
時
に
⻄
行
桜
の

か
か
ら
空
紅
を
引

こ

く

そ
し
て
空
紅
の
刀
身
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は
昔
の

々
し
い

合
い
か
ら
打

て
代
わ
り
⻄
行
桜
の
力
を
⻑
い
年
月
で

収
し
た
の
か
美
し

い
桜

に
所
々
に
ま
る
で

点
み
た
く
桜
の
花

の
模
様
も
つ
い
て
物

く
変
わ

て
い
た

 
理
 

ま
た
前
よ
り
も
桜

に
な

た
な

 
と

そ
ん
な
事
を

い
て
い
た
そ
の

間

⻄
行
桜
の

本
が
動
き
出
し
た

 
理
 

お

と

 
⻄
行

 
⻄
行
妖
が

を
上
げ
る

あ
ま
り
の

撃
波
で
自
分
は

く
吹

飛
ぶ

 
理
 

ち

 
だ
が
す
ぐ
さ
ま
空
中
で
受
け
身
を
と

て
も
着
地
す
る

⻄
行
妖
が
目
を
覚
ま
し
た

 
黒
 

主
よ

く

る
の
だ
ろ
う

 
理
 

あ

さ

さ
と

け
る
よ

 
ポ

ト
か
ら
断
罪
神
書
を
出
さ
ず
に

を
開
き
そ
こ
か
ら
黒

影

を
取
り
出
し

て
口
で

み

め
持
ち

手
に
は
空
紅
を

手
に
は
封
印

の
無
名
刀
を

え
る

 
理
 

く

 
黒
 

了
解
し
た
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自
分
と
黒
は
⻄
行
妖
へ
と

け
出
す

 
⻄
行

 
⻄
行
妖
は
自
分
達
へ
と
向
か

て

を

ば
し
て
向
か

て
く
る
が

 
理
 

お
ら

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 

本
の
刀
を
巧
み
に
使
い
向
か

て
く
る

を
全
て
切
り

て
る

 
黒
 

消
え
失
せ
ろ

 
グ

グ
シ

 
更
に
は
⻄
行
妖
の

に
向
か

て
黒
の

る
影
の

が
突
き

さ

て
い
く

 
⻄
行

が

が

 
見
て
い
る
と
ど
う
や
ら
ゲ
ン

イ
が

し
て
く
れ
た
注

が
役
に
立

て
い
る
の
か
そ
れ
と

も
数
年
前
に
ま
た
再
度
封
印
さ
れ
た
た
め
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
昔
よ
り
も
遥
か
に
弱
く
そ
し

て
動
き
が

く
見
え
た

 
理
 

黒

彼
奴
は
昔
よ
り
遥
か
に
弱
い
勝
て

 
る
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黒
 

分
か

た
援

す
る

 
黒
の

葉
を
信

し
自
分
は
も
う
一
度
⻄
行
妖
へ
と
更
に
突

込
ん
で
い
く

そ
し
て
そ
れ

に
続
き
⻄
行
妖
も
無
数
の

を
動
か
し
自
分
へ
と

撃
し
て
く
る

 
黒
 

主
の
進
む
道
を
邪
魔
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
そ
の

 
者
は

死
に
値
す
る
と
知
れ

 
黒
の
激

と
共
に
⻄
行
妖
の

の
影
か
ら
無
数
の
影
の

が
飛
び
出
て
く
る

そ
れ
ら
は
⻄
行

妖
の

や

を

し
に
し
て
動
き
を

め
る

 
黒
 

主
よ
今
な
ら
や
れ
る

 
理
 

わ
れ
な
く
て
も
や

て
や
ら

 
す
ぐ
さ
ま

を

め
て
⻄
行
妖
封
印
専

の
無
名
刀
を

え
る
が

 
⻄
行

 
ま
た
⻄
行
妖
は
ま
だ
動
か
せ
る

や
ら
を
向
け
て
襲
い
か
か

て
く
る

し
つ
こ
い
と
い

た

ら
あ
り

し
な
い

 
理
 

で
り

 
ザ
シ

キ
ン

シ
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だ
が
向
か

て
く
る
の
な
ら
切
り

て
る
だ
け
だ

そ
う
し
て
向
か

て
く
る

の

を
切
り

て
て
い
き
空
紅
と
黒

を
を
地
面
に
指
し
て
無
名
刀
だ
け

え
⻄
行
妖
の

に
あ
る
お

ま
し

い

に
向
か

て
無
名
刀
で
突
き

す

 
ザ
シ

 
⻄
行

 
物

い

鳴
が
聞
こ
え
る

自
分
は
ポ

ト
に
入

て
い
る
身
代
わ
り

人

を

ト
を
約
七

程
を
投
げ
て

 
理
 

仙
術
十
三
式
 
封
神

武

 
バ
キ
ン

バ
キ
ン

バ
キ
ン

 
空
中
に

り
投
げ
た
身
代
わ
り

人

は

を
立
て
な
が
ら

れ
て
い
く

つ
ま
り
自
分
の

寿
命
の
身
代
わ
り
に
な

て
く
れ
た
よ
う
だ

そ
し
て
⻄
行
妖
は

々
に
と
活
力
を
失

て
い

く 
理
 

⻄
行
妖
じ

あ
な

 
そ
う

く
と
⻄
行
妖
の

は
み
る
み
る
と

れ
て
い
き
や
が
て
動
か
な
く
な

て
い

た
が

 
理
 

ん

お

と
こ
い
つ
は

い
な
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⻄
行
妖
の

れ

か
ら

が

い
て
い
き
や
が
て
花
と
な
る

か
つ
て
見
た
恐
ろ
し
さ
よ
り
も

華
や
か
さ
が
強
い
印
象
と
な

た

 
理
 

を

り
す
ぎ
た
の
が
原
因

だ
よ
な

 
も
し
か
し
た
ら
寿
命
の

代
わ
り
し
た
人

が
多
か

た
た
め
な
の
か
そ
れ
が

料
と
な

て
満
開
に
な

た
の
か
も
し
れ
な
い

 
黒
 

綺

な
も
の
だ
な

 
理
 

そ
う
だ
な

と
黒

客
人
が
来
た
み
た
い
だ
な

 
黒
 

と
り
あ
え
ず

の
た
め
に
影
に
潜
ん
で
お
く

 
影
へ
と
変
わ

た
黒
は
自
分
の
影
に

れ
る

そ
し
て
自
分
は
刀
を

き
取

た
そ
の
時
異

変
解
決
組
の
メ
ン
バ

達
が
ビ
ル
の
フ

ン
ス
を
飛
び

え
て
や

て
来
た

 
理
 

亜
狛
と
耶
狛
は
負
け
た
か

ま

度
良
い
か

 
黒

を
し
ま
い
蓮
達
の
方
へ
と
歩
い
て
い
く
と
ゲ
ン

イ
が
異
変
解
決
組
達
に
向
か

て

を

突
き

け
て
い
た

す
る
と
紫
の

が
聞
こ
え
て
く
る

 
紫
 

ゲ
ン

イ
そ
の

を
お
ろ
し
て
も
ら
え
な
い

 
か
し
ら
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ゲ
ン

紫
様
の
頼
み
で
も
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
そ
し
て

 
も
う
時
間
き
れ
な
ん
す
よ

 
と

聞
こ
え
て
く
る
た
め
自
分
も
少
し
ラ
ス
ボ
ス

く

 
理
 

え

時
間
切
れ
で
す

 
蓮
 

そ
れ
は
空
紅

 
手
に

ら
れ
て
い
る
空
紅
を
見
て
蓮
は

ん
で
き
た

何
と
な
く
封
印
は
解
け
た
た
め
こ
の
戦

い
で
使
え
そ
う
だ

協
力
し
て
く
れ
た
ゲ
ン

イ
の
方
を
向
き

 
理
 

は
い

そ
し
て
ゲ
ン

イ
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う

う
と
同
時
に
空
紅
を

げ
て
空
紅
の
刀
身
か
ら

の

を

出
し
て
必
要
の
な
い
自

分
の

ミ

が
入

て
い
る

を

や
し
て
火
葬
す
る

 
ボ

ン

 
そ
し
て

や
す
と
同
時
に

発
し

ミ

の

が

り
に
散
乱
す
る

自
分
の

元
に
は

が
コ
ロ
コ
ロ
と
転
が

て
も
来
た

 
蓮
 

な
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ゲ
ン

お
い

様
総
大
将
の

に
な
ん
て
事
を

 
ゲ
ン

イ
は

を
向
け
て
く
る
が
何
に
も
怖
く
な
い

 
理

中
々

楽
し
め
ま
し
た
よ

ふ
ふ

 
余
興
も
楽
し
め
た
た
め
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
自
分
は
ゲ
ン

イ
の
持
つ
火

が
人
に
当

た

た
ら
危
な
い
と
思
い
大
道

の
よ
う
に
刀
を
回
し
て

 
ボ

 
一

で
切
り
上
げ

の
斬
撃
波
を
作
り
ゲ
ン

イ
の
手
に
持
つ

の

口
の
先

を

か
弾
を

撃
て
な
く
し
た

 
ゲ
ン

な

 
霊
夢

女
が

者
な
の

 
今
の
動
き
を
見
て

ん
で
き
た

自
分
は
ニ
コ
ニ
コ
と

み
な
が
ら

 
理
 

そ
う
私
が

者
の
正
体
か
し
ら

 
と

く
自
分
の
正
体
も
晒
す
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

こ
れ
で
本
編
へ
と
は

が

た
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

と
り
あ
え
ず
次
回
は
あ

ち
を

 
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 

 

つ
い
に
少
年
達
と
理
久
兎
が
出
会
う
の
か

 
怠
惰

ま

ど

ち
が
勝
つ
か
負
け
る
か
は
皆
様
予

 
し
て
み
て

 

 

シ
は
少
年
達
が
勝
つ
に

け
る

 
怠
惰

の
秘
策
が
ど
う
の

て
や
つ

 

 

う
む

バ
カ

子
の

を
へ
し

る
事
を

 
望
む

 
怠
惰

物
騒
だ
な

ま

良
い
か
コ

ン

で
は

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
の
投
稿
の

も
頼
む

 
怠
惰

で
は
で
は
読
者
様
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さ
ら
ば
じ
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第
３
２
７
話
 
晒
す
真
実

 
こ
ん
ば
ん
わ
読
者
様
古
き
知
り
合
い
か
ら

が
あ

て
懐
か
し
い
会
話
を
し
て
い
て
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

遠
く
に
い
る
た
め
全
然
会
え
な
い
け
れ
ど
ま
た
何
時
か
会
い
た
い
も
の
で

す

お

と
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
無
数
の

が
転
が
る
中
で
自
分
は
た
だ

ん
で
い
た

気
が
狂

た
だ
と
か
頭
が
可

し
い

は
あ
ま
り

定
し
な
い
が
そ
ん
な
に
は
可

し
く
は
な
い

こ
の

は
よ
う
や
く
待
ち
に
待

た
異
変
解
決
組
が
自
分
の
目
の
前
に
来
て
い
た
こ
と
に
高

し
て
い
る
の
だ

 

こ
い
つ
が

者

 
妖
夢

し
か
も
女
性

 
皆
は
今
の
姿
が

な
の
か
目
を
見
開
い
て

い
て
い
た

何
せ
今
の
見
た
目
は
そ
こ
い
ら
の

女
性
と
変
わ
ら
な
い
姿
な
の
だ
か
ら

 
紫
 

女

よ
く
も
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何

か
紫
は

々
し
く
何
時
も
の
余

な
感
じ
が
な
い

昔
に
怒
り
に
身
を
任
せ
る
な
と
何
度

も
教
え
た

な
の
だ
が

す
る
と

 
ド
ゴ
ン

 
と

上
の

が

い
よ
く
開
く

そ
こ
か
ら

 
幽
香

そ
ろ
そ
ろ
か
と
思

て
き
た
ら
こ
れ
は
ど
う

 
い
う
事
か
し
ら

 
風

り

理
久
兎
殿
の

が
そ
れ
に
ま
さ
か
そ
の

 

は

 
小
町

あ
り

り

 
幽
香
に
天
魔
の
風

そ
し
て
小
町
が
出
て
き
た

ま
た
騒
が
し
く
な
り
そ
う
だ
な
と
思

て
い

る
と

 
ボ
キ

 
自
分
の

ミ

の

を
踏
み

い
て
し
ま

た

 
理
 

あ
ら

ご
め
ん
な
さ
い

 
皆
は
こ
れ
が
自
分
の
骸
だ
と
思

て
い
る
た
め
一

は
謝
る
の
だ
が
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紫
 

女
は
た
だ
殺
す
だ
け
で
は

メ
み
た
い

 

に
命

い
を
し
て
も
私
は

女
を
許
さ
な
い

 
わ

こ
こ
で
死
に
な
さ
い

 
幽
香

悪
い
け
ど
も
う
私
も

女
達
を
手
伝
う
気
は

頭

 
な
い
わ
死
ぬ
の
が
楽
と
思
え
る
ぐ
ら
い
に

し
て

 
あ
げ
る
わ

 
風

下
同
文
だ

 
文
 

天
魔
様
に
着
い
て
い
き
ま
す

 
萃
香

理
久
兎
の

は
と
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
と
皆
は
自
分
を
殺
る
気
満
々
だ

仕
方
な
い
と
思
い
つ
つ
何
時
で
も
戦
闘
が
出
来
る
よ
う
に

空
紅
を

え
よ
う
か
と

え
て
い
る
と

 
蓮
 

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

 
自
分
に
向
か

て
蓮
が

問
を
し
て
き
た

 
理
 

お
や
何
で
し

う
か

 

問
が
あ
る
の
な
ら

え
よ
う
か
と
思
い

う



 第３２７話 晒す真実

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
は
何
を

え
て

 
蓮
 

霊
夢
そ
れ
に
皆

少
し
だ
け
時
間
を
下
さ
い

 
そ
う

う
と
蓮
は
少
し
前
へ
と
歩
き
自
分
の
目
を
見
て

 
蓮
 

聞
き
た
い
事
は

つ
か
あ
り
ま
す
ど
れ
も

方
の

 
本
当
の
正
体
に
結
び

く

問
だ
と

は
思

て

 
い
ま
す

 
ど
う
や
ら
自
分
の
本
当
の
正
体
を
暴
く
み
た
い
だ

そ
れ
を
や

て
く
れ
る
の
な
ら
都
合
が
い

い 
理
 

面
白
そ
う
続
け
て

 
蓮
 

ま
ず

つ

を

て

達
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

 
く
れ
た
の
は

方
で
す
よ

 
紫
 

え

 
そ
れ
は
正
解
だ

と
り
あ
え
ず
近
く
に

置
し
て
あ
る

を
手
で
動
か
し

方
へ
と

せ
て

を
カ

カ

と
動
か
し
な
が
ら

を
変
え
て

 
理
 

え

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
よ

正
解
で
ご
ざ
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い
ま
す

 

な

 
妖
夢

す

い

 
自
分
の
話
術
を
見
て
み
な
は

い
て
く
れ
た

や

て
い
る
自
分
か
ら
す
る
と

い
て
く
れ
る

の
が
正
直
嬉
し
い
し
や

て
て
楽
し
い

 
理
 

因
み
に
ど
う
や

て
見

い
た
の
で
す
か

 
蓮
 

そ
れ
は
分
か
り
や
す
か

た
ん
で
す
黒
さ
ん
の
時
に

 

か
ら
の

葉
で
ビ
ビ

て
い
た
の
を
見
て
ピ
ン

 
と
来
ま
し
た
そ
れ
に
黒
さ
ん
は

方
の
事
を
主
人
と

 
過
去
に

て
い
た
の
で

 
ま
た
黒
か

目
で
自
分
の
影
に
潜
ん
で
い
る
黒
を
見
る
と
動

し
て
い
る
の
か
少
し
だ
が
影

が

ら

ら
と

ら
め
い
て
い
た

仕
方
な
い
と
思
い
つ
つ
蓮
を
見
て

 
理
 

成
る
程
そ
れ
で

に
は

 

つ
か
と

わ
れ
て
い
た
の
で

に
何
が
あ
る
の
か
と
思

て
い
る
と

 
蓮
 

次
は
ア
リ
ス
さ
ん
の
記
憶
の
事
で
す



 第３２７話 晒す真実

 
ア
リ

え

私

 
蓮
 

実
は
こ
れ
も
黒
さ
ん
か
ら
聞
い
た
ん
で
す
ア
リ
ス

 
さ
ん
の
記
憶
は

き
取
ら
れ
た

て
つ
ま
り

き

 
取
る
と
い
う
行

を
し
た
と
い
う
事
は
そ
の
時
に

 
ア
リ
ス
さ
ん
は

方
の
正
体
の
事
に
つ
い
て
知

 
て
い
た
そ
の
た
め
に

い
た

て
事
で
す
よ

 
間
違

て
い
な
い
し
正
解
だ
が
黒
の
奴
は
結

な
ネ

バ
レ
を
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

れ
て

も
の
が

え
な
い
で
い
る
と

 
理
 

 
蓮
 

秘
で
す
か

そ
れ
な
ら
次
で
す
先
程
に

達
は

 
亜
狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
と
も
会
い
ま
し
た

 

秘
と
い
う

で

け
ら
れ
た

あ
ま
り

て
い
る
の
も
良
く
な
い
の
だ
ろ
う
か

 
幽
香

え

 
風

あ
の

人
に
会

た
の
か

 
だ
が
自
分
を

し
置
い
て
話
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
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蓮
 

は
い
会
い
ま
し
た
よ
そ
し
て
前
に
守
矢
神
社
で

 
亜
狛
さ
ん
と
戦

た

に

い
た
ん
で
す
よ

 
マ
ス

て

 

え

え

 

ど

ど
う
い
う
事
な
ん
で
す
か

 

り
の
皆
は

き
な
が
ら
も
自
分
を
見
る

黒
に
続
い
て
彼
奴
等
も
ネ

バ
レ
を
し
て
く
れ
た

よ
う
だ

そ
し
て
後
い
く
つ
の

問
が

て
い
る
の
か
が
気
に
な
る

 
理
 

そ
れ
で

後
何

の

問
が

て
い
る
の

 
か
し
ら

 
蓮
 

そ
し
て

り

つ
で
す

次
に
最
初
に

達
が

 
こ
こ
に
来
る

に
来
た
神
社
で
す

 
聖
 

え

と
そ
の
神
社
が
ど
う
か
し
た
の
で
す
か

 
蓮
 

亜
耶
狛
神
社

い
え
こ
れ
は
亜
狛
さ
ん
や
耶
狛

 
さ
ん
か
ら
名
前
を
も
じ

て
い
た
所
そ
し
て

 
の
狼
の
兄
妹
の
神
使

そ
れ
が
表
す
事
は
あ
の
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人
は
妖
怪
で
は
な
く
神
の
使
い
神
使
と
い
う
事

 
そ
こ
の
中

に

置
す
る
龍
の
神
こ
れ
は

れ
も

 
な
く

方
を
指
す

そ
し
て
こ
れ
が
最
後
で
す

 
合

て
い
る

合

て
は
い
る
が

い
た
い

神
社
の
名
前
は
自
分
が
つ
け
た
わ
け
で
は
な
い

と

断
で
亜
狛
と
耶
狛
が
勝
手
に
つ
け
た
名
前
で
あ
る
と

 
理
 
ま

た
く

き
勝
手
や
る
よ
な

 
心
の
中
で
も
う

く
こ
と
し
か
で
き
な
い

そ
し
て
つ
い
に
話
が
ク
ラ
イ
マ

ク
ス
に
進
ん
で

い
く

 
蓮
 

紫
さ
ん
に
ち

ん
つ
け
し
た
事
そ
れ
は
聞
い
た
話

 
に
よ
る
と

人
し
か
い
な
か

た
そ
う
で
す
そ
の

 

人
と
は
理
久
兎
さ
ん
た
だ

人
だ

た
と
い
う

 
事
そ
れ
ら
が
全
て
を
表
す
こ
と
は

 
妖
夢

あ
の
す
み
ま
せ
ん
が
蓮
さ
ん
分
か
り
ま
せ
ん
よ

 

待
て

て
推
理
に
つ
い
て
い
け

よ

 
状

が
理
解
で
き
て
い
な
い
の
か
皆
は

問

を

か
べ
更
に
は

乱
し
て
い
る

そ
し
て
蓮
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は

信
を
つ
い
た

で

 
蓮
 

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
は

か
に
死
ん
だ
け
ど
ま
た

 
復
活
し
た
そ
し
て
そ
の
理
久
兎
さ
ん
は
今

 
達
の
目
の
前
に
い
る
人
物

 
真

直
ぐ
な
目
で
自
分
見
な
が
ら

 
蓮
 

そ
う
で
す
よ

理
久
兎
さ
ん
い
や
こ
う
呼
ん
だ
方

 
が
良
い
で
す
か

龍
神
が
最
初
に
想

し
た
神
に

 
し
て
理
の
神

深
常
理
久
兎

大
能
神
さ
ん

 
自
分
の
真
の
名
を

え
て
き
た

つ
ま
り
自
分
の

理
下
か
ら
古
い
文

を
盗
ん
だ
の
は
蓮
達

の
よ
う
だ

だ
が
も
う
正
体
が
分
か

た
と

う
の
な
ら

す
の
は
も
う

め
だ

 
理
 

く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
見
事
だ

 
葛
ノ
葉
蓮

 
元
の
男
の

に

し
自
分
の

に
黒
い
⻯

を
発
生
さ
せ
る

そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
指
輪
を
外

し
て
男
に

り
断
罪
神
書
か
ら
正
装
の
コ

ト
を
出
し
着
替
え
て
メ
イ
ド
服
を
断
罪
神
書
に
し
ま

い
空
紅
を

る
う
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キ
ン

 
黒
い
⻯

は
真

二
つ
に
斬
り
本
来
の
正
体
を
表
す

そ
し
て
自
分
の
正
体
を
見

た
蓮
の

を
見
な
が
ら

 
理
 

正
解
だ
蓮
そ
う

者
の
正
体
は
俺
こ
と
深
常

 
理
久
兎
い
や
神
名
を
深
常
理
久
兎

大
能
神

 
そ
れ
が
こ
の
異
変
の

謀
者
の
名
さ

 
蓮
 

や

り

 
皆
は
真
の

を

に
し
た
こ
の
自
分
を
目
の
当
た
り
に
す
る
事
と
な
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

因
み
に
魔
法
で

 

と
服
を
変
え
る
と
か
は
理
久
兎
は
出
来
な

 
い
た
め

ル
フ
着
替
え
で
し
た

 

 

あ

ち
で
は
魔
法
で
着
替
え
た
と
思
わ
せ
て
実

 
は

し
い
の
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怠
惰

ま

リ
ア
ル
な
ん
て
そ
ん
な
も
ん
だ
よ

そ
れ
と

 

て
い
る
会
話
は
あ

ち
と

ぼ
同
じ
だ
け
れ

 
ど
も
こ
こ
で
は
理
久
兎
の

え
や
思

を
書
い
て

 
い
る
か
ら
ち

と
し
た
裏
話
も
見
え
て
は
く
る

 
か
な

 

 

と
い
う
か

ど
従
者
達
の
せ
い
で
ネ

バ
レ
に
な

 

て
お
る
と
い
う
の

 
怠
惰

仕
方
な
い

真
面
目
天
然
亜
狛
そ
れ
か
ら

 
お
バ
カ
ち

ん
耶
狛
ネ

バ
レ

黒
と

な

 
従
者
達
じ

な
い
か
ら

 

 

バ
ラ
さ
な
い
よ
う
に
と
思
い
つ
つ
も
や

て
し

 
ま
う
と
は
情
け
な
い
の

 
怠
惰

ま

そ
こ
が
彼
ら
の

力
な
ん
だ
け
ど

 

 

わ
ざ
と
で
は
な
い
か
ら
余
計
に

が
悪
い
わ
い

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
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今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
来
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

 
お
る

読
者
様

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
の
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第
３
２
８
話
 
目
で
見
え
る
も
の
だ
け
が
真
実
で
は
な
い

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

で
気
が

入
り
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

花

が
飛
ば
な
い

か
ら
良
い
け
ど
キ
ツ
イ

お

と
失
礼
し
ま
し
た

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
皆
は
自
分
を
見
て
目
を
点
に
し
て

し
て
い
た

自
分
が
こ
こ
に
い
る
事
そ
れ
が
幻
は
た
ま

た
偽
物
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う
が
自
分
は
正
真
正

の
本
物
で
あ
り
幻
で
は
な
く
現
実
だ
と

 
紫
 

嘘

嘘
よ

も
う
御
師
匠
様
は

で
も

 
萃
香

天
狗

こ
れ
は
幻
じ

な
い
よ

 
文
 

ま

幻
で
は
な
さ
そ
う
で
す

 
ゲ
ン

ま
さ
か
総
大
将
は
ず

と

 
風

理
久
兎
殿
が
生
き
て
い
た

 
幽
香

理
久
兎

方

 
自
分
が
生
き
て
い
る
と
は

が
予

し
た
だ
ろ
う

が

え
て
い
た
だ
ろ
う

か
つ
て
自
分
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が
死
ぬ

間
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
そ
ん
な

え
は
な
く
な
る
の
は
当
た
り
前
だ

 
蓮
 

推
理
と
憶

は
あ

た
け
ど
本
当
に
当
た
る

 
な
ん
て

 
そ
れ
で
も
亜
狛
と
耶
狛
そ
れ
に
黒
が
勝
手
に
与
え
た

ン
ト
を
元
に
解
き
明
か
し
た
の
だ
か
ら

そ
れ
は
そ
れ
で

い
も
の
だ

 

私
ら
を
助
け
た
の
が
ま
さ
か
お
前
だ

た

 
な
ん
て

 
霊
夢

運
命

て
恐
ろ
し
い
も
の

 

天
理
さ
ん
が
ま
さ
か
ぬ
ら
り

ん
だ

た

 
と
は

 
運
命
も
な
に
も
そ
れ
が
死
と
い
う

れ
を

負
う
自
分
の
宿
命
で
あ
り
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

力
を
持

て
い
た
代

だ

ん
だ
こ
と
は
た
い
し
て
は
な
い
が

だ
が
や
は
り
文

を
盗
ん
だ

の
は
蓮
達
み
た
い
だ

 
理
 

し
か
し
見
事
な
推
理
だ

た
よ
や

り
俺
の

 
所
か
ら
古
き
文

を
盗
ん
だ
の
は

達
だ

た
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か

  
魔
理

は

く
分
か
り
や
す
く
口

を
吹
き
な
が
ら
目
を
そ
ら
し
て
い
た

も
う
少
し
ま
し
な

魔
化
し
方
が
あ
る
だ
ろ
う

あ
る
意
味
で

直
だ

 
理
 

ま

ど
う
で
も
良
い
や

 

仙

所
で
先
程
に
深
常
理
久
兎

大
能
神
と

い

 
ま
し
た
が
そ
れ

て
年

的
に
は

 
理
 

あ

え
て

お
う
俺
は

よ
り
も
年
上

 
因
み
に
ま
だ
月
の
⺠
達
が
月
に

り
住
む
前
に

 

の

で
居
候
し
て
た
よ

 
自
分
は
こ
の
世
で

番
目
に
生
ま
れ
た
た
め

よ
り
年
上
な
の
は
明
ら
か
だ

だ
が
そ
れ

だ
け

た
だ
け
で

 

仙

そ
そ
そ
れ

て
新

理

 
自
分
が

昔
に
使

て
い
た
偽
名
を

い
当
て
た

し

あ
た
り
か
ら
聞
い
た
の
だ

ろ
う

す
る
と
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蓮
 

つ
ま
り
あ
の
時
に
霊
夢
達
を

に

れ
た

 
お
酒
を
作

た
の

て
理
久
兎
さ
ん

 
酒

そ
れ
が
当
て
は
ま
る
と
し
た
ら
酒
で
は
な
く

ス
劇
物
は
昔
に
造

て

に
バ
レ
て
説
教
さ
れ
る
の
が
嫌
で
土

に
入
れ
て

し
た
が
恐
ら
く
土

の
中
で
発

し
て

お
酒
に
な

た
の
だ
ろ
う

味
は
想

し
た
く
は
な
い
が

し
か
し
あ
れ
を
飲
ん
だ
と
な
る
と
つ

い
つ
い

い
た
く
な

て
し
ま
う

 
理
 

お
前
ら
ま
さ
か
あ
れ
を
飲
ん
だ
の
か

 
馬
鹿
だ
な

 
プ

ツ
ン

 
今
の
発

で

ど
の
者
が

間
に
シ

を

せ
た

と
い
う
か
シ

を

せ
た
奴
が
多
く
こ
ん

な
人
数
で
飲
む
と
は
自
分
も
予

は
出
来
な
か

た

 
レ
ミ

お
前
か

 

お
前
の
せ
い
で
こ

ち
は

い
目
に
あ

た
ん

 
だ

 

夜

あ
れ
は
地
獄
だ

た
わ
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お
い
お
い

仕
事
を
増
や
し
た

本
人
は
こ
い
つ

 
か
よ

 
こ
う
し
て
怒
ら
れ
る
の
な
ら

に

さ
ず
地
面
の
中
に

め
て

し
て
お
け
ば
良
か

た
と
思

い
な
が
ら
頭
を

く

と
い
う
か
自
分
が
怒
ら
れ
て
い
る
が
元
来
で
盗
む
の
が
悪
い

 
理
 

い
や

何
か
悪
か

た
な

と
い
う
か
泥
棒

 
す
る
の
が
悪
い
か
ら
一

に
も
俺
が
悪
い
と
は

 

え
な
い
け
ど
な

 
幽
 

そ

そ
れ
を

わ
れ
る
と
反
論
で
き
な
い
わ

 
紫

 
紫
 

そ
う

 
こ
れ
に
は
反
論
が
で
き
ま
い

し

か
り
と
し
た
正
論
な
の
だ
か
ら

だ
が
皆
は
ま
だ
よ
く
分

か

て
い
な
い
よ
う
な
の
か

を

だ
に

げ
て
い
る
者
も
い
る
た
め

 
理
 

ま

少
し
教
え
て
や
る
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
魔
法
で
自
分
の
幻
影
を

人
作
り
出
す

人
は

か
ら

た
真

白
の
コ

ト
を
着
た
自
分

も
う

人
は
ル

ミ
ア
に
よ

て

け
ら
れ
た

目
に

を
持
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た
自
分

ま
た

人
は
外
界
の
外
行
き
の
服
を
着
て
い
る
自
分

そ
し
て
真

黒
の
の
コ

ト

を
着
て
い
る
自
分
と
先
程
の
変
装
で
あ
る
メ
イ
ド
も
作
る

 
霊
夢

こ
れ

て
皆
あ
ん
た

 
理
 

理

も
理
波
も
理
天
も

者
も
メ
イ
ド
も
そ
し
て

 
こ
の
理
久
兎
も
全
て
は

人
の
男
神
の
事
を
指
す

 
そ
れ
が
深
常
理
久
兎

大
能
神
と
い
う
男
神
さ

 

チ
ン

 
自
分
の
説
明
を

く

ま
せ
指

チ
ン
を
し
て
幻
影
を
消
す

 
理
 

さ
て

 
こ
れ
か
ら
格

良
く
台

を

う
と
し
た
そ
の

間

 
幽
香

ふ
ふ

理
久
兎
や

と

方
を

せ
る
わ

 
何
時
の
間
に
後
ろ
に
ま
わ

た
の
か
自
分
の

後
か
ら
幽
香
が

を

え
殴
り
か
か

て
く
る

が 

キ
ン

 
影
か
ら
黒
が
ハ
ル
バ

ド
を

え
て
飛
び
出
し
幽
香
の

を
防
い
で
く
れ
る

影
に
潜
ま
せ
て
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お
け
ば
い
ざ
と
い
う
時
に
本
当
に
役
に
立
つ

 

な

お
前
は

 
聖
 

黒
さ
ん

 
ア
リ

も
う
立
ち
上
が
れ
る
の

 
黒
と
戦

た

人
は
黒
を
見
て

い
て
い
た

と
い
う
か
立
ち
上
が
れ
な
く
な
る
ぐ
ら
い
ま

で
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
よ
う
だ
が
黒
も
本
気
で
あ
る

が
な
い

本
気
だ

た
ら
全
員

殺
で
あ

る 
黒
 

よ

し
か
し
ま
さ
か
不
意
打
ち
を
し
て
く
る
と

 
は
な

 
理
 

か
に
な

に
し
て
は
手

だ
な
幽
香

 
幽
香

散
々

し
て
お
い
て
そ
れ
を

う
か
し
ら

 
そ
れ
を

わ
れ
る
と

い

結

そ
の
事
に
は
心
を
グ
サ
グ
サ
と

め
て
い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

う

そ
れ
を

わ
れ
る
と

い
な

だ
け
ど

 
幽
香

悪
い
け
ど
今
の
俺
の

手
に
は
先
約
が

 
い
る
ん
で
な
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黒
 

そ
う

う
事
だ

 

キ
ン

 
幽
香

 
黒
が
幽
香
を
弾
き
飛
ば
す
と
同
時
に
自
分
の
真
の
能
力
を
発
動
す
る

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
世
界
で
俺
が
負
け
る

 
間
に
自
身
が

め
ぬ
者

外
の
動
き
を
封
ず
る

 
制
定
す
る
ル

ル
を
唱
え
代

と
な
る
身
代
わ
り

人

を
上
空
へ
と
投
げ
る
と
そ
れ
は
弾

け
飛
ぶ

こ
れ
に
よ
り
ル

ル
が
制
定
さ
れ
る

そ
し
て
少
し
遊
ん
で
や
ろ
う
と
思
い
自
分
が

え
て
い
る
台

を

い
そ
う
な
子
も
と
い

魔
理

に

 
理
 

次
に

魔
理

お
前
は

う

動
け

 
と

う

 

う

動
け

は

 
突
然
の
事
で
魔
理

は

い
て
い
た

ま
さ
か
先
に

葉
を

わ
れ
る
と
は
思

て
み
な
か

た
の
だ
ろ
う

そ
の
ハ

と
い
う

が
実
に
面
白
い

 
文
 

え

今
ど
う
や

た
ん
で
す
か
と
い
う
か
体



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
が
動
か
な
い
で
す
け
ど

 
皆
は

り

を
あ
げ
な
が
ら
体
を
動
か
そ
う
と
す
る
が
金

り
に
あ

た
み
た
い
に
び
く
と
も

動
い
て
い
な
い

自
分
が
理
の
神
つ
ま
り
秩
序
の
神
で
あ
る

に
唱
え
た
ル

ル
は
絶
対

力

で
あ
る
が
た
め
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

つ
ま
り

 
蓮
 

え

は
動
け
ま
す
よ

 
霊
夢

私
も
動
け
る
わ
よ

 
紫
 

私
も

 
蓮

霊
夢

紫
の

人
だ
け
は
動
け
る
よ
う
に
し
て
あ
る

 
黒
 

主
の
友
人
や
は
た
ま
た
弟
子
だ

た
り
は
活
気

 
が
あ
り
す
ぎ
て
元
気
を

え
て
る

 
理
 

ハ
ハ
ハ

だ
け
ど
そ
の
元
気
が
良
い
ん
じ

 
な
い
か
黒

 
蓮
 

今
の
は
能
力

で
す
か

 
こ
れ
は
能
力
な
の
か
と
聞
か
れ
自
分
は

を

に

り
ニ
コ
ニ
コ
と

み
な
が
ら

 
理
 

そ

教
え
て
や
る
よ
こ
れ
こ
そ
が
こ
れ
ま
で
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し
続
け
た
俺
の
真
の
能
力
だ
よ

 
紫
 

御
師
匠
様
の
能
力
は

か

災

を

る
程
度

 
の
能
力

で
し
た
わ
よ

 
理
 

か
に
そ
れ
も
能
力
だ

だ
が
そ
れ
は
こ
こ

 
地

に
来
て
開
花
さ
せ
た
能
力
さ
元
々
か
ら
俺

 
が
使
え
る
本
来
の
能
力
は

理
を

り

う
程

 
度
の
能
力

そ
れ
が
本
来
の
能
力
さ

 
自
分
の
真
の
能
力
を

う
と
皆
は

い
て
い
る

恐
ら
く
心
の
中
で
は
チ

ト
能
力
者
だ

と
か
思

て
い
る
の
だ
ろ
う

安
心
し
て

し
い

自
分
も
そ
う
思

て
い
る
か
ら

そ
の
た
め

多
な
事
で
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ

そ
う
し
て
い
る
と
幽
香
は
不
満
な

で
見
て

き
て
霊
夢
や
紫
は
何

自
分
達
だ
け
動
け
る
の
か
と
い
う

問
を

か
べ
て
い
る
の
が

で
分

か

た
た
め
そ
の
理
由
を

え
る

 
理
 

そ
し
て
何

に
お
前
ら
が
動
け
る
の
か
そ
れ
は

 
ま
ず
葛
ノ
葉
蓮
は
俺
の
秘
密
を
暴
い
た
た
め

 

霊
夢
は
こ
の
幻
想
郷
の

女
と
し
て
挑
む
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義
務
が
あ
る
た
め
そ
し
て
八
雲
紫
は
幻
想
郷
の

 

者
と
し
て

そ
の
た
め
に

人
は
俺
に
挑
む

 
た
め
の

が
あ
る
の
さ
そ
れ
が
先
約
と

 
た
理
由
だ
幽
香

  
幽
香

変
わ
ら
ず
そ
の

は

立
た
し
い
わ

 
そ
ん
な
の
昔
か
ら

わ
れ
続
け
て
い
る
た
め
も
う

れ
た

だ
が

に
も
そ
れ
を
見
続
け
た

紫
も
そ
ん
な
性
格
に
な

て
し
ま

た
た
め
少
し

し
い
が
今
は
気
に
せ
ず
蓮
達
に
向
か

て

 
理
 

幽
香
の
せ
い
で

い
そ
び
れ
た
け
ど
こ
の
異
変

 
最
後
の

め
を
執
り
行
う
者
で
あ
り

謀
者
で

 
あ
る
自
分
も
と
い
深
常
理
久
兎

大
能
神
が

 
達
の

手
を
し
よ
う

そ
し
て
紫
ち

ん
特
別

 
に
ス
キ
マ
の
制

を
な
く
し
て
や
ろ
う

き
に

 
使
う
と
良
い

 
そ
う

い
ポ

ト
か
ら
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
て

を
開
き
黒

影

を

手
に
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え
て
断
罪
神
書
を
自
分
の

に

か
せ
る

よ
う
や
く
理
久
兎
と
し
て
戦
え
る
と
思

て
い

る
と

人
は
少
し
固
い
感
じ
が
し
た

そ
の
た
め
緊

を
和
ら
げ
る
た
め

 
理
 

ま

安
心
し
ろ
よ
所
詮
こ
れ
は
遊
び
だ
昔
み
た

 
い
に

で

を

う
決
闘
よ
り
も
全
然
楽
し
め

 
る
決
闘
な
ん
だ
ろ

 
霊
夢

え

そ
う
だ

た
わ

な
ら
楽

の

な

 

女
と
し
て

方
に
挑
む
わ

 
紫
 

方
の

を
見
て
き
た
者
と
し
て
私
も
挑
ま
せ

 
て
頂
き
ま
す
わ

 
霊
夢
は
お

い
棒
と
⻑
い

を
紫
は
扇
子
を

え
蓮
も
刀
を

刀
し
て

え
て
く
る

緊

の

は
少
し

く
な

た
み
た
い
で
良
か

た

す
る
と
黒
は
邪
魔
に
な
る
と
察
し
た
の
か
少
し
後

ろ
へ
と
下
が

て
こ
の
戦
い
の
観
戦
を
始
め
た

そ
し
て
蓮
が
自
分
に
向
か

て

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
こ
こ
で
決
着
を
着
け
ま
し

う

 
こ
こ
で
決
着
を
つ
け
よ
う
と

て
き
た

無
論
は
な
か
ら
そ
の
つ
も
り
だ

 
理
 

ふ

良
い
だ
ろ
来
る
が
い
い

殿
達
の
そ
の



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
力
を
知

を
勇
気
を
全
て
を
持

て
我
に
挑
め

 
そ
し
て
我
に
勝

て
み
せ
ろ

そ
れ
こ
そ
が
俺

 
が

殿
達
に
送
る
試
練
と
知
れ

 
蓮
 

行
き
ま
す

 
そ
う
し
て
こ
の
異
変
を
解
決
す
る
た
め
に
動
く
異
変
解
決
組
の
メ
ン
バ

で
あ
る
蓮

霊
夢

紫
と
の
異
変
最
終
決
戦
が
始
ま
る
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

ふ
む
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る
の

 
怠
惰

そ
れ
で
ま

次
回
は
あ

ち
を
投
稿
し
て
か
ら

 
こ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
い
し
ま
す

 

 

ふ
む

思
え
ば
⻑
か

た
の

 
怠
惰

こ
こ
ま
で
来
る
ま
で
⻑
い
道
の
り
だ
よ

 

 

怠
惰
は

方

外
に
何
か
書
い
て
み
た
い
と
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思
え
る
小
説
は
あ
る
の
か
の

 
怠
惰

う

ん

ポ

モ
ン
そ
れ
と
も
オ
リ

ナ
ル

 

て
感
じ
か
な

 

 

う

う

 
怠
惰

ま

で
も
書
け
な
い
と
は
思
う
け
ど

リ
ア
ル
の

 
怠
惰
さ
ん
は
今
年
か
ら

通
学
で
専
門
に
行
く

 
か
ら
さ
投
稿
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
い
け
る

 
の
か
す
ら
分
か
ら
な
い
状

だ
し

 

 

そ
れ
は
可
愛
そ
う
な
話
じ

な

 
怠
惰

そ
れ
で
も
完
結
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
意
気
込
み

 
は
あ
る
け
ど

中
で

め
る
の
は

き
じ

 
な
い
か
ら
さ

 

 

こ
ん
な
に
続
く
と
は
思
わ
ん
か

た
じ

ろ
う
な

 
昔
だ
と

 
怠
惰

だ
よ

ま
さ
か
３
０
０
話

上
い
く
と
は
予
想
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外
だ

た
よ

２
０
０
は

え
る
と
は
思

て

 
は
い
た
け
ど
ま
さ
か
３
０
０
は
予
想
外
す
ぎ
た
し

 
あ

ち
も
合
わ
せ
る
と
４
０
０
は

え
た
か
ら

 

 

後

し
て
お
る
か

 
怠
惰

う

ん
ま

楽
し
い
か
ら
良
い
ん
だ
け
ど

 

 

そ
う
か

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

な

 
怠
惰

み
た
い
だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
明
後
日
も
よ
ろ
し
く
頼
む

読
者
様

 
怠
惰

で
は
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ
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第
３
２
９
話
 
因
縁
の
対
決
蓮
＆
霊
夢
＆
紫

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
す
が
今
回
は

日
あ
ち
ら
で
投
稿
し

た
話
の
理
久
兎
視
点
で
の
話
と
な
り
ま
す

こ
の
時
に
理
久
兎
は
ど
う
し
て
い
た
の
か
ど
う
思

て
い
た
の
か
等
彼
方
と
は
少
し
違

て
い
ま
す
の
で
ご
了

く
だ
さ
い

そ
し
て
後
書
き
で
は

ち

と
し
た
報
告
が
あ
り
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
多
く
の

ラ
リ

が
見
守
る
中
自
分
は
こ
の
エ
レ

ン
で
の
戦
い
に
フ

ナ

レ
を

る

べ
く
異
変
解
決
組
で
あ
る
蓮
に
霊
夢
そ
し
て
紫
と
戦

て
い
た

 
蓮
 

だ

 
理
 

 
キ
ン

 
蓮
の
刀
と
自
分
が
持
つ
黒

が
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
し
て
そ
こ
か
ら

続
で
自
分
へ
と
面
打
ち

打
ち
小
手
打
ち
の

で
斬
り
か
か

て
く
る
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キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
だ
が
ま
ず
は
小
手
調
べ
の
意
味
を
込
め
て
一
歩
も
動
か
ず
に
黒

を
手
に
持
つ

だ
け
を
動

か
し
蓮
の

撃
を
防
い
で
い
き

 
理
 

ど
う
し
た
蓮

 
蓮
 

く

ま
だ
ま
だ

 

キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
更
に

度
を
上
げ
て
何
度
も
何
度
も

続
で
斬
り
か
か
る
が
そ
ん
な
カ
ト
ン
ボ
と
変
わ
ら
ぬ

度
な
た
め
簡
単
に
防
げ
る

す
る
と

 
霊
夢

蓮

 
蓮
は
空
へ
と
飛
ぶ

そ
し
て
蓮
が
飛
ん
だ
の
が
合

だ

た
の
か
霊
夢
と
紫
の

た
無
数
の

弾
幕
が
自
分
へ
と
襲
い
か
か
る

す
ぐ
さ
ま
空
紅
を

え
て

 
理
 

え
盛
れ
空
紅

 
空
紅
に

火
を

わ
せ
て
空
を
一

す
る
と

火
が
吹
き
出
て
て
霊
夢
と
紫
が

た
弾
幕
を

や
し

く
す

 
霊
夢

な
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紫
 

弾
幕
を
消
し

に
す
る
と
は

 
理
 

も

と
来
い
こ
れ
で
は
満

し
な
い

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
後
ろ
が
空
い
て
ま
す
よ

 

後
を

い

刀
術
の

え
で
蓮
が
一

で

を

め
て
き
た

そ
し
て
刀
を

き
自
分
を

斬
ろ
う
す
る

イ
ミ
ン
グ
で

 
キ
ン

 

中
を
向
け
た
ま
ま
黒

の
峰
を

中
に
当
て
て
蓮
の
一
撃
を
防
ぐ

 
理
 

て
お
こ
う
俺
か
ら
後
ろ
を
取
れ
る
と
思
う

 
な
よ
蓮

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

霊
夢
そ
し
て
紫
さ
ん

 
霊
夢

あ
ん
た

弾
す
る
わ
よ

 
紫
 

良
い
わ

霊
夢

 
霊
夢

あ

も
う
分
か

た
わ
よ

 
蓮
を
心

し
て
は
い
た
が
霊
夢
と
紫
は
蓮
を

き
込
む
覚
悟
で
弾
幕
を

て
き
た

次
は
ど

ん
な
手
で
く
る
の
か
と
思

て
い
る
と
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蓮
 

で
り

 

ン

 
つ
ば

り
合
い
を

め
た
蓮
は

れ
る
と
と
そ
こ
か
ら

い
を

け
て
一
気
に
斬
り
か
か

て

来
る

 

ン

ン

キ
ン

 
理
 

 
ど
う
や
ら
蓮
の
魂

は
弾
幕
ご

こ
の
ル

ル
で
あ
る

弾
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
ル

ル
を
フ
ル
活

し
て
自
分
に
プ
レ

シ

を
か
け
て
く
る
こ
と
み
た
い
だ

証
拠
に
霊
夢
と
紫

の
弾
幕
を
斬
り
な
が
ら
蓮
の
対
処
を
し
て
い
る
た
め

し
い

だ
が

 

な

な

理
久
兎
の
奴

 
萃
香

気
が
つ
い
た
か
い

理
久
兎
の
奴
そ
ん
な
に

 

動
し
て
な
い
ん
だ
よ

 
聖
 

え

 
風

見
た
所

動
い
た
の
は

か

メ

ト
ル

 
そ
う
自
分
は
た

た
の

メ

ト
ル

と
い
う
か
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

逃
げ
よ
う
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と
思
え
ば
逃
げ
れ
る
し

け
る
事
も
出
来
る
が
そ
れ
を
し
な
い
理
由
が
あ
る

 
理
 

良
い
動
き
だ

だ
が

 
キ
ン

キ
ン

キ
ン

キ
ン

 
蓮
 

 
今
度
は
自
分
が
空
紅
と
黒

を

く

る
い
な
が
ら

に
蓮
を
追
い

め
て
い
く

 
理
 

い

い

と
ろ
い

 
向
か

て
く
る
弾
幕
を
切
り

て
つ
つ
更
に

撃
の

度
を

め
て
い
く

 
蓮
 

う

 
こ
の
時

蓮
は
一

だ
が

ん
だ

そ
こ
を
見
逃
す
わ
け
が
な
い

 
理
 
仕

め
る

 
黒

で
蓮
を
斬
ろ
う
と
し
た
そ
の

間
だ

た

突

蓮
は
姿
を
く
ら
ま
せ
た

下
を
見
る
と

蓮
の
い
た

元
に
ス
キ
マ
が
閉
じ
て
い

て
い
た

す
る
と
霊
夢
と
紫
の

に
蓮
が
出
て
く
る

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
紫
さ
ん

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た

い

よ

 
蓮
 

え
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そ
う

い
な
が
ら
蓮
は

を

て
い
る
と
自
分
は
そ
ろ
そ
ろ
良
い
だ
ろ
う
と
思
い

 
理
 

お

し

そ
ろ
そ
ろ
準
備
運
動
も
良
い
よ
な

 
蓮
 

じ

準
備
運
動

 
霊
夢

あ
れ
だ
け
動
い
て
準
備
運
動

て
紫

あ
ん
た

 
の
師
匠
は
キ

ピ

イ
か
何
か
な
の

 
紫
 

い
い
え
そ
れ
を

え
る
わ
御
師
匠
様
に
は

 
常

な
ん
て

葉
は
通

し
な
い
わ
よ

 
こ
い
つ
ら
失
礼
す
ぎ
る
と
思

て
し
ま
う

因
み
に
動
か
な
か

た
理
由
は
ウ

ミ
ン
グ

ア

プ
の
た
め
と
い
う
の
大
体
の
理
由
だ

 
理
 

そ
ん
じ

行
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
か

 
そ
う

い
な
が
ら

に
霊
力
を

わ
せ
て

の
鳴
く
よ
う
な
小

で

 
理
 

雷

 
と

唱
え
て
一

で
蓮
の
後
ろ
へ
と
回
り
込
み
斬
ろ
う
と
す
る
が

 
霊
夢

蓮

後
ろ

 
蓮
 

な
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ン

 
防
が
れ
る

や
は
り

の

女
の
勘
と
い
う
の
は

だ
と
こ
の
時
に
感
じ
た

そ
ん
な
事

を

え
て
い
る
と

 
蓮
 

は

 
キ
ン

 
強
引
に

さ
れ
す
ぐ
さ
ま
飛
ん
で

れ
空
中
で
自
身
が
日
頃
か
ら

し
て
い
る

に

そ
し
て

を
出
現
さ
せ

を

ば
た
か
せ
て
空
を
飛
ぶ

 
霊
夢

そ
の

に

て

 
理
 

あ

こ
れ

元
か
ら
生
え
て
る
ん
だ
よ

普

は

 
消
し
て
る
け
ど

 

で

き
な
が
ら
思

て
い
る
事
を

う
と

 
理
 

し
か
し
ま

の
勘

て
や
つ
は

だ

 
蓮
 

だ
け
ど

か
ら
す
る
と
霊
夢
の
今
の
一

が
な
か

 

た
ら

実
に

弾
し
て
ま
し
た
け
ど

 
蓮
が
刀
を

る
い
弾
幕
を
斬

波

の
弾
幕
を

つ
か

て
く
る

回

と
受
け
流
し
を
活
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し
な
が
ら

け
て
い
く
と
そ
こ
に
空
か
さ
ず
に
紫
と
霊
夢
が
ス

ル
を
唱
え
る

 
紫
 

魔

 
ラ
プ
ラ
ス
の
魔

 
霊
夢

霊

 
夢
想

 
紫
が

つ
も
の

を
表
し
た
弾
幕
を
自
分
の

に

り

ら
せ
て
く
る

そ
こ
に
霊
夢
が
小

さ
な
弾
幕
を

つ
か

つ
と
そ
れ
が
誘
発

に
な

た
の
か

の
弾
幕
に

れ
た

間

 
理
 

お

と

 
チ

ド

ン

 
紫
の
弾
幕
が
大

発
を
引
き
起
こ
し
た

 
霊
夢

流

に
こ
れ
は
防
ぎ
よ
う
が

 
光
が
や
む
と
同
時
に

人
は
見
て
し
ま
う
だ
ろ
う

あ
の

発
の
中
で
平
然
と
立

て
い
る

自
分
の
姿
に

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 

キ
ン

 
す
ぐ
に
空

で
防
げ
た
か
ら
良
い
も
の
の
な
け
れ
ば

弾
待

た
な
し
の

撃
だ

た

 
霊
夢

彼
奴
は
何
で
も
あ
り
か
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理
 

何
で
も
あ
り

違
う
な

験
の

そ
し
て
⻑
く

 
生
き
た
者
の
技
術
さ

そ
う
だ

さ

き
の

 

発
だ
が
あ
れ
よ
り
も
も

と

い
の
を
見
せ

 
て
や
ろ
う

 
ま
ず
は
そ
の
弾
幕
を
見
せ
る
た
め
に
下
準
備
が
必
要
な
た
め
黒

を

げ
て
ス

ル
を
唱
え

た 
理
 

理

 
理
の
創
造

 
そ
の

葉
と
同
時
に
自
分
達
の

元
か
ら

く
り
と
弾
幕
が
上
空
へ
と
上
が

て
い
く

 
霊
夢

あ
ん
た

め
て
る
の

 
大
体
の
初
見
は
こ
れ
の
本
当
の
意
味
を
知
ら
な
い
た
め
後
で
後

す
る
こ
と
と
な
る

 
理
 

ど
う
だ
ろ
う

 
そ
う

う
と
黒

と
空
紅
を

え
て
霊
夢
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 
蓮
 

さ
せ
る
か

 

ン

 
霊
夢
の
前
に
蓮
が

て
入
り
代
わ
り
に
受
け

め
る
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理
 

う
や
る

だ
け
ど
お
前
は
晴
明
と
同
じ
で

 

め
が

い
ん
だ
よ

 

キ
ン

 
蓮
を
弾
き
飛
ば
し
空
紅
に
⻄
行
桜
の
力
を

わ
せ
た
桜

の

を

わ
せ

 
理
 

死

桜

 
空
紅
の
刀
身
を

る
い

な
霊
夢
へ
と
向
か

て

を

つ
が

 
紫
 

さ
せ
な
い
わ

 
紫
が
ス
キ
マ
を
開
き

を
自
分
の
頭
上
へ
と

プ
さ
せ
て
き
た

 
理
 

つ

 
ボ

 
す
ぐ
さ
ま
自
分
が

た

を
回

す
る

 
紫
 

逃
げ
ら
れ
ま
す
か

 
理
 

勘
と

運
に

れ
る
霊
夢
に

界
を

れ
る

 
紫
に
俺
の

撃
を
防
い
で
く
る
蓮

 
な
も
ん
だ
な

だ
が
こ
れ
は

け
れ
る
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か
な

 
蓮
 

え

な

 
霊
夢

な

何
よ
あ
れ

 
紫
 

ま
さ
か
さ

き
の
ス

ル
は

 

人
は

し
て
い
た

そ
の
理
由
は
自
分
達
の
頭
上
に
人
口
太
陽
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
の
巨
大
弾
幕
が

い
て
い
た
か
ら
だ

先
程
使

た
ス

ル
の
正
体
こ
そ
こ
れ
だ

何
よ
り
も

こ
の
ス

ル
に
は
様
々
な
派
生
が
使
え
る

 
理
 

理

 
理
の

制
力

 
ス

ル
を
唱
え
る
と
共
に
巨
大
な
弾
幕
か
ら
無
数
の
レ

ザ

弾
幕
が

人
を
追

し
な
が

ら
降
り
か
か

て
い
く

 
霊
夢

各
自
で

け
る
わ
よ

 
蓮
 

う
ん

 
紫
 

え

 
紫
は
ス
キ
マ
へ
と
入
り

け
霊
夢
は
勘
を
頼
り
に
し
な
が
ら

け
蓮
は
式
神
の

こ
ろ
を
使

て

く
飛
行
し
な
が
ら

け
て
い

て
い
た
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理
 

へ

や
る
な
彼
奴
等

 
こ
れ
に
は

な
が
ら
天
晴
れ
と
感
じ
た

そ
う
し
て
い
る
と
ス

ル
に
時
間
が
来
て
し
ま
い
打

ち
出
す
の
が

ま
る

自
分
は

人
の
元
へ
と
向
か
う
と
紫
の

が
聞
こ
え
て
く
る

 
紫
 

何
時
も
そ
う
だ

た
け
ど

違
い

だ
け
ど

 
そ
ん
な

中
が
大
き
か

た
の
を
思
い
出
し
ま

 
す
わ

 
理
 

ハ
ハ

そ
い
つ
は
嬉
し
い

 
そ
の

葉
は
自
分
も
嬉
し
く
思

て
し
ま
う

だ
が
容

は
し
な
い

 
理
 

災

 
ス

ノ

 
ス

ル
を
唱
え
遥
か
上
空
へ
と

を

ば
た
か
せ
て
飛
び
上
が
る

す
る
と
理
の
創
造
に
よ

て
作
ら
れ
た
巨
大
弾
幕
が

み
た
く

ち
て
い
く

 
理
 

約
束
通
り
の
派
手
な

発
を
見
せ
て
や
る
よ

 
遥
か
上
空
で
の
高
み
の
見
物
を
し
な
が
ら

人
を
見
て
い
る
と

人
は
紫
の
ス
キ
マ
へ
と
入

り
逃
げ
て
い

た

 
理
 

次
派
手
に
や
る
な
ら
対
策
し
よ
う
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と

い
た
直
後

 
ド
ゴ

ン

 

り
一
面
に
大

発
が
起
こ
り
エ
レ

ン
の
ビ
ル
が

つ
か

す
る

だ
が

れ
て
も
魔
法

で
作

て
い
る
た
め
す
ぐ
に
修

は
可
能
だ

 
理
 

彼
奴
ら
は

い
た
い
た

 

人
が
ス
キ
マ
か
ら
出
て
く
る
の
を
見
つ
け
て
自
分
は

く
り
と

人
の
近
く
へ
と
降
下

す
る

 
理
 

う

ん
で
も
紫
の
能
力
が
一
番
で

か

 
紫
 

ふ
ふ

で
す
が
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す

 
わ
よ

 
何

だ
が
分
か
ら
な
い
が
紫
は
楽
し
そ
う
だ

楽
し
め
て
い
る
の
な
ら
自
分
も
嬉
し
い
も
の

だ

そ
し
て
紫
は
ス

ル
を
唱
え
た

 
紫
 

式
神
 
八
雲

＆

 
紫
の
ス

ル
が
発
動
し
ス
キ
マ
か
ら
紫
の
式
で
あ
る

と

の

女
も
と
い
式
で
あ
ろ
う

が

出
て
き
た
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あ
れ
こ
こ

て
紫
様
心

し
た
ん
で
す
よ

 

が

あ
れ

 

 

紫
し

ま
こ
こ
何
処
で
す
か

て
あ
の
人
は

 

で
し

う
か

 

 

り
り
り
り
理
久
兎
様

 
突
然
呼
ば
れ
た

人
は

惑
気
味
だ
が
特
に

が

き
な
が
ら

惑
し
て
い
た

死
ん
で
い

る
と
思

て
い
た
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

 
紫
 

そ
れ
に

説
明
は
後
よ

と
り
あ
え
ず
は

 
御
師
匠
様
に
突
撃
し
て
頂
戴

 

 

え

と
後
で
説
明
を
お

が
い
し
ま
す

 

 

わ
れ
た
か
ら
に
は
や
る
よ

 
そ
う

う
と

と

は
妖
力
を

う
と
自
分
へ
と
突
撃
す
る

 
蓮
 

追
加
で
す

 
蓮
も
自
身
の
式
神
達
が
封
じ
ら
れ
て
い
る
式
神

狗
神
と

と
書
か
れ
て
い
る

と
刀
を

え
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蓮
 

陰
陽
 
式
神
乱
舞

 
式
神

か
ら
狗
神
と

を
出
し
そ
し
て
明
ら
か
に
不
気
味
な
感
じ
の
霊
を

体

す
る

そ
れ
を
見
て
い
て
面
白
い
ス

ル
だ
と
感
じ
た

 
狗
神

ち

や
る

 

オ

 
悪
意

オ

 
悪
意

お
ぼ
ろ
ろ
ろ

 
合
わ
せ
る
と

体
の
追
加

面

外
な
に
も
の
で
な
い

し
か
も

 
霊
夢

つ
い
で
に
お
ま
け
よ

 
霊
夢
が
無
数
の

を
投

し
て
く
る
が

 
理
 

お
い
お
い
何
だ

く
て
当
た
ら
な
い

 
目
に

ま

て
見
え
る

度
で
式
達
が
近
づ
い
て
き
た
た
め
簡
単
に

け
て
い

て
い
た

 
狗
神

理
久
兎

様

 

 

気
を

け
ろ

 

 

分
か

て
ま
す

し

ま
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流

は

か

た
と
は

え
ど
晴
明
を

手
に

 
出
来
た
だ
け
あ
る

 
悪
意

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

 
晴
明
を

手
に
し
た
の
は
そ
う
だ
が
ま
ず

い
た
い

チ
で
や

て
い
る
訳
が
な
い
と

チ
で
や

た
ら
今
頃
蓮
は
こ
の
世
に
い
な
い
だ
ろ
う

だ
が

々
と

け
る
の
も
面

に
な

て
き
た
の
で
断
罪
神
書
に
空
紅
と
黒

を
し
ま
い

 
理
 

モ

ド

霊
力

そ
し
て
か
ら
の

す

 

を
大
き
く

い
出
し

り
の
者
達
を
退

せ
ざ
る

な
い
技
を

え
る

 
紫
 

全
員
待

を
な
さ
い

が
来
る
わ

 
ま
さ
か
の
紫
が
ネ

バ
レ
し
て
し
ま

た
が
そ
う

を

と
う
と
し
て
い
た

 
蓮
 

皆

て

 

人
の
合

で
全
員
は
退
い
て
い
く

そ
の

間

 
理
 

 
と
て
つ
も
な
い

が

き
渡
ら
せ
て
ス

ン
さ
せ
る

 
蓮
 

う
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霊
夢

み

耳
が

 
紫
 

な

け
な
さ
い

 
霊
夢

え

え

 
何
と
自
分
の

に
反

し
た
の
か
霊
夢
が
投

し
た

が
全
て

返
り
向
か

て
い
く

そ

の
時
に
霊
夢
が
前
へ
と
出
て
手
を
か
ざ
し
ス

ル
を
唱
え
た

 
霊
夢

夢

 
封
魔

 
目
の
前
に
結
界
を
作

た
の
か

返

て
い

た

や
ら
が
結
界
に

さ

て
い
く

 
理
 
結
界
な
ら

 

を

め
て

に
霊
力
を

わ
せ
て
霊
力
の
前
へ
と
一
気
に

を

め
る

 
霊
夢

ま
さ
か

 
理
 

そ
の
ま
さ
か
だ

仙
術
四
式

き

 
ス

ル
を
唱
え
霊
夢
が
作
り
出
し
た
結
界
を
殴
り

け
る

 
バ
キ

バ
リ
ン

 
そ
し
て
結
界
は

の
よ
う
に
一

で

さ
れ
た

 
霊
夢

嘘
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あ
り

な
い
事
に
霊
夢
は
動

し
て
い
た

恐
ら
く
力

で
結
界
を

さ
れ
る
と
は
思
わ
な

か

た
の
だ
う

だ
が
今
の
霊
夢
は

だ
ら
け
な
た
め

に
霊
力
を

わ
せ
て

 
理
 

斬

 
蓮
 

く

霊
夢

 
す
る
と
蓮
が
ま
た
霊
夢
の
前
へ
と
で
て
神
楽
を

え
る

そ
れ
と
同
時
に
理
久
兎
は

を

り

う
と
斬

波
を
飛
ば
す

 

ン

 
蓮
 

ぐ

 
霊
夢
や
紫
の

に
な

て
く
る
た
め
中
々
霊
夢
や
紫
を

せ
な
い

だ
が
そ
の
蓮
の
立
ち

置
は
す
ば
ら
し
い
と
も
思
え
た

 
理
 

そ
う
だ
お
前
ら
を
少
し
見
習
お
う
か

 
白
紙
の
ス

ル
を

え
先
程
の
蓮
や
紫
の
式
神
を

し
た
弾
幕
を
思
い

か
べ
白
紙
の
ス

ル
に

を
つ
け
て

 
理
 

従

 
狼
兄
妹
の

 
そ
の
ス

ル
を
唱
え
る
と
同
時
に
何
処
か
ら
と
も
な
く
亜
狛
と
耶
狛
を

プ
さ
せ
て
出
現
さ
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せ
る

 
亜
狛

あ
れ

 
耶
狛

マ
ス

終
わ

た
の

 
理
 

い
い
や
亜
狛
そ
れ
に
耶
狛

今
回
は
ス

ル
と

 
し
て

し
た
か
ら
頼
む
よ

 
亜
狛

え

ま

呼
ば
れ
た
か
ら
に
は
や
ら
せ
て
頂
き

 
ま
す
よ

 
耶
狛

行

く
よ

 
何
て

性
が
高
い
の
だ
ろ
う

う
事
な
く
一

で

人
は
理
解
し
て
く
れ
た

そ
し
て

亜

と
耶
狛
は
無
数
の
弾
幕
を

ち
始
め
亜
狛
は

く
起
動
が
分
か
ら
な
い
ク
ナ
イ
を
耶
狛
は

大
き
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
な
弾
幕
を
撃

て
い
き
自
分
も
弾
幕
を

つ

 
蓮
 

う
わ

 
紫
 

い
密
度

 
霊
夢

ま

た
く
面

た
ら
あ
り

し
な
い
わ

 
紫
 

そ
れ
は
同
意
見
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す
る
と
霊
夢
と
紫
は
ス

ル
を
唱
え
る

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 
紫
 

空

 
中
毒
性
の
あ
る

 
追

す
る
ス

ル
と
ス
キ
マ
か
ら
現
れ
る
レ

ザ

を
亜
狛
と
耶
狛
へ
と

つ

だ
が
耶
狛
が

前
へ
と
出
て

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
耶
狛
が
空

を
使
い
霊
夢
と
紫
の
ス

ル
を
全
て
防
ぐ

 
霊
夢

あ
ん
た
も
使
う
ん
か
い

 
紫
 

御
師
匠
様
の
技
を
使
う
と
は

 
亜
狛

え

使
い
ま
す
よ

習
い
ま
し
た
か
ら

 
更
に
亜
狛
が
霊
夢
に
向
か

て
ク
ナ
イ
を

え
て
斬
り
か
か
る

 
蓮
 

霊
夢

 
ま
た
蓮
が

に
な
ろ
う
と
す
る
た
め
す
ぐ
さ
ま

て
入
り

 
理
 

お

と
お
前
の

手
は
俺
だ

 
蓮
 

く
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蓮
へ
と
霊
力
を

わ
せ
た

で
ラ

シ

を
し
か
け
て
い
く
が

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

ち

仕
方

 
す
ぐ
さ
ま
狗
神
と
い
う
か
人

の
状
態
に
な

た
者

を

し
霊
夢
の
元
へ
と
向
か
わ
せ

た

や
は
り
霊
夢
を
守
る
こ
と
は

底
し
て
い
る
よ
う
だ

そ
し
て
ラ

シ

を
仕
掛
け
な
が
ら

り
を
チ
ラ
見
程
度
で
見
る
と

 
狗
神

お
ら

 

ン

 
妖
力
で

化
し
た
狗
神
の

と
亜
狛
の
ク
ナ
イ
が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
亜
狛

女
は

お
久
々
で
す

 
狗
神

な

あ

あ

 

ン

 
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
亜
狛
を

手
に
狗
神
は

惑
し
な
が
ら
ぶ
つ
か
り
合
う

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

た
ら
ラ
ブ
コ
メ

開
に
な

 
ち

て
も
う
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霊
夢

余
所
見
は
し
な
い
で
よ

 
耶
狛

お

と
余
所
見
は

う
ん

し
た

 
紫
 

変
わ
ら
ず

女
も

 
ラ
ブ
コ
メ

開

何
か
亜
狛
に
新
た
な
物
語
が
出
て
き
そ
う
な

気
だ
と
自
分
は
感
じ
た

そ
う
し
て

分
が

過
す
る
と

 
理
 

ん

お
い
お
前
ら
時
間
だ

 
亜
狛

お

と
そ
れ
で
は
ま
た

 
耶
狛

バ
イ
バ
イ

 
制

時
間
が
き
た
た
め

人
を

プ
さ
せ
て
帰
ら
せ
た

 
理
 

し
か
し

人
の

か
ら
逃
げ
る
と
は
中
々
だ

 
だ
が
こ
れ
は
行
け
る
か

 
そ
う
し
て
ま
た
真

白
の
ス

ル
カ

ド
を

え
今
度
は
黒
の
事
を

え
つ
つ
ス

ル
に

を
つ
け
て

 
理
 

魔
⻯
 
影
の
暴
虐
に
よ
る
一
撃

 
ス

ル
を
唱
え
亜
狛
と
耶
狛
同
様
に
黒
を

プ
さ
せ
て
出
現
さ
せ
る
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黒
 

出
番
か

 
そ
う

い
黒
は
自
身
の
体
を
六

の
⻯
の
姿
へ
と
変
え
る

そ
し
て
口
か
ら
今
に
も
強

な
ブ

レ
ス
を

こ
う
と
蓮
達
に
向
け
る

 
紫
 

逃
げ
る
わ

 
ま
た
紫
が
ス
キ
マ
を
開
い
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
た
め
対
策
を
こ
う
じ
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
黒
の
ブ
レ
ス
が
着
弾
す
る

 
ま
で
の
間
で
の
能
力
の
行
使
を
禁
ず
る

 
能
力
を
活

し
て
作
る
ル

ル
を
宣

す
る

そ
し
て
服
か
ら
代

と
な
る
無
数
の

の

が

飛
び
出
る
と

す
る

そ
の
結
果

 
紫
 

な

ス
キ
マ
が
開
か
な
い

 
霊
夢

ち

と

 
成

だ

こ
れ
で
ど
う

け
る
の
か
と

問
に
思

て
い
る
と

 
蓮
 

狗
神
頼
む

 
狗
神

仕
方

れ

 
人
の

か
ら

の
姿
へ
と
変
わ

た
狗
神
に

り
霊
夢
と
紫
も
狗
神
へ
と

る
と
狗
神
は
全
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力
で

け
出
す

そ
れ
と
同
時
に

 
黒
 

消
し

と
な
れ

 
黒
か
ら
強

な
ブ
レ
ス
が

た
れ
た
が

け
ら
れ
て
し
ま

た

そ
し
て
ブ
レ
ス
が
地
上
に
着

弾
す
る

 
理
 

黒
は

て
く
れ

 
黒
 

す
ま
ぬ
な
主
よ

 
理
 

気
に
す
ん
な
お

れ
さ
ん
な

 
黒
を

プ
さ
せ
て
帰
す

そ
し
て
狗
神
に

が
る

人
に

を

ば
た
か
せ
て
一

で
近

づ
き

 
理
 

逃
が
さ

 
霊
力
を

わ
せ
た

で
狗
神
を
殴
る
が

 
蓮
 

狗
神

て

 
す
ぐ
に
狗
神
を

し
た
た
め

は
空
を
切
る

け
ら
れ
た
の
な
ら
更
に
追
撃
を
す
る
た
め

 
理
 

モ

ド

魔
力

裁
き
の

 
魔
力
に
切
り
替
え
て
断
罪
神
書
を
手
に
取
り
ル

ン
文

を
作
り
出
す

そ
し
て
文

が
合
わ
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さ
る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の

の

が

人
へ
と
襲
い
か
か
る

 
紫
 

逃
げ
る
わ
よ

 
紫
が
そ
う

う
と
ス
キ
マ
を

開
し

人
は
ス
キ
マ
の
中
へ
と
逃
げ
て
い

た

 
理
 

さ

き
か
ら
ち

こ
ま
か
と
逃
げ
や
が

て

 
だ
が
逃
げ
て
も
無

だ

こ
の
エ
レ

ン
は
自
分
の
体
と
同
じ
で
あ
る

そ
の
た
め
何
処
に
逃

げ
た
の
か
も
す
ぐ
に
分
か
る

 
理
 

は

で
こ
こ
か
ら
約

キ
ロ
の
ビ
ル
の
裏
か

 

を

ば
た
か
せ
一
キ
ロ
の

を
飛
び
な
が
ら

 
理
 

モ

ド

神
力

来
い
天

 
天

を
断
罪
神
書
か
ら
出
し
て
蓮
達
の
い
る
ビ
ル
を

う

そ
し
て

 
理
 

け

 
天

を
ビ
ル
に
向
か

て
思
い

き
り
投

す
る

 
ド
ゴ

ン

 
天

は
ビ
ル
に
大
き
く
綺

な

い

を
開
け
る

そ
し
て
そ
の

か
ら
何
事
か
と

わ
ん

ば
か
り
に
蓮
達
が

を

か
せ
る

ど
う
や
ら
数

程
の
単

で
外
し
た
よ
う
だ
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理
 

あ
ち

外
し
た
か

ス
ナ

チ

 
手
を

げ
ス
ナ

チ
を
使

て
投
げ
た
天

を
手
に

す

す
る
と
霊
夢
と
紫
が
自
分
に
向

か

て
弾
幕
を
飛
ば
し
な
が
ら
向
か

て
く
る

 
理
 

う
蓮
を
置
き
去
り
に
し
て
何
を

え
て
い
る

 

て
ん
だ
い

 
霊
夢

あ
ん
た
を

す

よ

 
理
 

う

 
ど
う
い

た
方
法
で
自
分
を

す
の
か
と

え
な
が
ら

人
が

て
く
る
弾
幕
を

け
て

天

で
弾
い
た
り
と
し
て
い
る
と
突
然
だ

た

 

 
ピ
カ

ン

 
霊
夢

何
こ
の
光

 
紫
 

ま

し
い

 

を
開
け
た
ビ
ル
の
方
か
ら
目
を

る
ぐ
ら
い
の

し
い
光
が

れ
だ
し
て
く
る

し
か
も
こ

の
光
は
自
分
が
最
も
知
る
光
だ

た

 
理
 

こ
の
光

ち

や
り
や
が

た
な
彼
奴
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そ
し
て
光
が
消
え
る
と
ビ
ル
の

か
ら

ス
ピ

ド
で
何
か
が
向
か

て
く
る

 
理
 

お

 

キ
ン

 
す
ぐ
さ
ま
天

で
防
ぐ
が
自
分
は
み
て
し
ま
う

そ
こ
に
い
た
の
は
蓮
だ

た
が
姿
が
変

わ

て
い
た

そ
の
姿
は

金
に
光
輝
く
狐
の
姿
だ

た
の
だ

 
霊
夢

れ

蓮
そ
の
姿
は

 
紫
 

ま
る
で
妖
怪

 
と

人
は

う
が
自
分
は
知

て
い
る

こ
の
神
力
を
間
違
え
る
訳
が
な
い

 
理
 

お
い
お
い
そ
の
力
を
何
処
で
手
に
入
れ
た

 
明
ら
か
に
身
内
の
神
力
を
ビ
リ
ビ
リ
感
じ
て

 
い
る
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

龍
神
様
か
ら

た

玉
を
使

た
ら
こ
う

 
な

た
ん
で
す
よ

 
や
は
り
そ
う
だ

あ
の

は
こ
の
勝
負
に
水
を
指
し
て
き
た
み
た
い
だ

 

ン
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お
互
い
に
後
退
す
る
と
蓮
が
刀
を

え
て

 
蓮
 

妖
刀
 
神
楽
の
悪

真
打

 
金

の
刀
身
か
ら
黒
く
神
々
し
く
光
り
輝
く
神
楽
が

体
現
れ
る
と
無
数
の
弾
幕
を

て

き
た

 
理
 

ち

 
そ
れ
を

リ

リ
で

け
て
い
く
と

 
紫
 

御
師
匠
様
お
覚
悟
を

 
紫
は
扇
子
を
自
分
へ
と

え
る

嫌
な
予
感
し
か
し
な
い

 
紫
 

無
人

弾

 
ス

ル
を
唱
え
る
と
大
き
な
ス
キ
マ
か
ら
古
び
た

が
出
て
き
て
自
分
へ
向
か

て
直
進
し

て
く
る

 
理
 

よ

と

 
そ
れ
を
飛
び

え
て

に

た
そ
の
直
後
に
自
分
は
危
険
と
感
じ
た

何
せ
ス

ル
名
に

弾
と
つ
い
て
い
た
の
だ
か
ら

す
ぐ
さ
ま

を

げ
て
上
空
へ
と
逃
げ
る
と
案
の
定

 
ド
ゴ

ン
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突
然
に
そ
の

は
大

発
を
起
こ
し
た
の
だ

 
理
 

ふ

あ
ぶ

 
危
な
か

た
と
思

て
い
る
と
ま
た
蓮
が
ス

ル
を
唱
え
て
き
た

す
ぐ
さ
ま
式
神

を

え
る

 
蓮
 

式

 

の

技

 
今
度
は
先
程
の
式
神
の
少
女
こ
と

が
自
分
の
更
に
上
空
へ
と
現
れ
る

先
程
よ
り
も
何
か

ア

プ
し
て
い
た

 

晴
明
ち

ん
の

を
見
た

メ

 
理
 

見
た
く
て
見
た
訳
じ

よ

 
過
去
の
事
を

え
と

わ
ん
ば
か
り
に

直
に

り
を

て
く
る

ま
ず
見
た
く
て
見
た
わ

け
で
は
な
い

勝
手
に
突

込
ん
で
自

し
た
晴
明
が
悪
い

 
理
 

お
ら

 

う
ぐ

 
そ
し
て

の
強

な

り
を
断
罪
神
書
を

に
し
て
防
ぎ
き
る
が
ス
ナ

チ
の

程

が
い

に
飛
ん
で
い

て
し
ま

た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
蓮
 

て

 
蓮
が

を

す
と
霊
夢
が
目
の
前
に
来
る

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
は
こ
こ
で
く
た
ば
り
な
さ
い

 
そ
う

い
霊
夢
は
必
殺
と
も

え
る
最
終
ス

ル
を
唱
え
た

 
霊
夢

霊

 
夢
想
転
生

 
そ
う

う
と
霊
夢
の

に
無
数
の
弾
幕
が
出
来
る
と
自
分
へ
と
突
撃
し
て
く
る

だ
が
何

か
前
が
ノ

ド
だ

た
た
め

 
理
 

前
が
が
ら
空
き
だ

 
天

を
投

す
る
が
何
と
霊
夢
に

撃
は
当
た
ら
ず
に
す
り

け
た
の
だ

 
理
 

な

 

け
た
だ
と
か
な
ら
分
か
る
が
す
り

け
る
と
は
予
想
外
で

い
て
し
ま

た

ど
う
や
ら
こ

の
ス

ル
は

が
出
来
な
い
み
た
い
だ

 
霊
夢

行
け

 
霊
夢
の
合

と
も
に
無
数
の
弾
幕
と
お

は
襲
い
か
か

来
る
が

 
理
 

あ
め

ん
だ
よ
小
娘
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れ
な
い
の
な
ら

れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
だ
け
の

だ

弾
幕
を

け
な
が
ら
霊
夢
へ
と

近
づ
い
て

手
を

え
る
と

 

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
勝
負
の
間
で
俺
の

 

手
に

れ
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い

 
ル

ル
を
造
り
代

と
し
て
無
数
の

の

が
服
か
ら
出
る
と
そ
れ
ら
は

す
る

ポ

ト
の

さ
的
に
全
部
使
い
き

た
み
た
い
だ
が
こ
の
勝
負
で
も
う
必
要
は
な
い
と

え
な
が
ら

る
こ
と
が
出
来
な
い

の
の
霊
夢
の
服
を

む

 
霊
夢

嘘
で
し

 
理
 

ぶ

飛
べ

 
霊
夢

キ

 
胸
ぐ
ら
を

ま
れ
た
霊
夢
は

い
良
く
投
げ
飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
弾
幕
も
一

で
消
え
る

そ
こ
に

 
紫
 

 
だ
が
ま
た
紫
が
ス
キ
マ
を
使
い

に
激
突
す
る
前
に
回
収
し
蓮
の
元
へ
と
送
ら
れ
て
い
た

 
理
 

に
回
す
と
こ
う
も
戦
い
に
く
い
と
は
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等
と

い
て
い
る
と
蓮
が

狗
神

の
式
神

を

え

 
蓮
 

式

 
狗
神
の
狂
乱

殺

 
狗
神

ン

 
神
々
し
く
光
る
狗
神
が
現
れ
自
身
に
妖
力
を

わ
せ
て
突
進
し
来
た

 
理
 

さ

き
か
ら
チ
マ
チ
マ
と

 
狗
神

理
久
兎
よ
く
た
ば
れ

 
理
 

モ

ド

霊
力

 
す
ぐ
さ
ま
霊
力
に
切
り
替
え
て
狗
神
を

手
に

を

る
い
弾
幕
を

つ
が
自
分
の
頭
上
か
ら

ス
キ
マ
が
現
れ
そ
こ
か
ら
刀
を

え
た
蓮
が
出
て
き
た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ち

 
ド
ゴ
ン

 
狗
神

ぐ

 
狗
神
を
吹

飛
ば
し
霊
力
を

わ
せ
た

を
蓮
へ
と
向
け
て
殴
る
が
刀
と

で
は
間
合
い
が

り
な
す
ぎ
た



 第３２９話 因縁の対決 蓮＆霊夢＆紫

 
蓮
 

こ
れ
で
終
わ
り
で
す

刀
 
龍
神
一
斬

 
防
げ
る

は
な
い

雷
や
空

も
使

て
し
ま

た
た
め
こ
の
勝
負
で
は
も
う
使
え
な
い

魔
法
も
断
罪
神
書
が
な
い
た
め
使
え
な
い

つ
ま
り

を
全
て
き

て
し
ま

た

 
理
 

く

お
の
れ

め

 
ピ
チ

ン

 
こ
の
勝
負
に
水
を
さ
し
た
自
分
の
⺟
親
を

る
と
共
に

弾
の

が

き
渡
る

蓮
の
刀
が
自

分
の

を
斬

た
の
だ

つ
ま
り
こ
の
勝
負
は
自
分
の
負
け
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う

ど
う
や
ら
出
番
の
よ
う
じ

な
少
年
よ

 

シ
が
ち
と
力
を

し
て
や
る
あ
り
が
た
く
思
う

 
の
じ

 
怠
惰

ち

ん
何
や

て
ん
の

 

 

ん

何
も
し
て
は
お
ら
ん
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怠
惰

い
や
明
ら
か
に
何
か
や

て
た
よ

ま
さ
か

 
助
力
は
し
て
な
い
よ

 

 

怠
惰
よ
お
ん
し
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
事
は
あ
る

 

じ

じ

か
ら
聞
か
ぬ
が

じ

 
怠
惰

そ
こ
ま
で

う
な
ら
仕
方
な
い
な

 

 

良
い
良
い

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
あ

ち
こ

ち
で
小
説
を
投
稿
し

 
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
読
者
様
そ
し
て

 
お
知
ら
せ
と
し
て
で
す
が
明
日
は
知
り
合
い
の

 
そ
の
四
十
九
日

て
や
つ

が
あ
り
ま
し
て
投

 
稿
は
お
休
み
さ
せ
て
下
さ
い
本
当
に
申
し
訳
ご

 
ざ
い
ま
せ
ん
が

 

 

知
り
合
い
が
無
く
な

た
ん
じ

た
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う
ま

⺟
が
亡
く
な

て

 

 

い
た
ん
じ

な
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怠
惰

い
や
い
や
流

に
い
る
よ

見
事
に
⻑
生
き
し
て

 
天
寿
を
全
う
し
た
よ

 

 

い
の

お

た
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

な

 
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
月

日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
３
０
話
 
や
は
り
恋
人
は
怖
か

た

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

中
古
で

イ
ン
ツ
ロ
ウ

が
１
０
０
０

で
買
え
た
の
で
現

プ
レ

イ
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

キ

ラ
ク

エ
デ

ト
が
出
来
る
ゲ

ム
と
い
う
の

に
引
か
れ
て
買

て
し
ま

た
と
い
う
の
は
内

で
す

で
は
で
は
何
は
と
も
あ
れ
本
編
へ
ど

う 

に

を
受
け
た
自
分
は

上
で
大
の

で

れ
た

ま
さ
か

に
水
を

さ
れ
る
と
は

予
想
し
て
い
な
か

た

あ
の
ロ
リ

に
い
つ
か
報
復
し
て
や
ろ
う
か
と

え
た

 
理
 

た
く
よ

 
自
分
は
起
き
上
が
り

を
回
し
て
い
る
と

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

大
丈
夫

 
亜
狛
と
耶
狛
が
や

て
来
た

し
か
も
亜
狛
の
手
に
は
天

が

ら
れ
て
い
て
耶
狛
の
胸
に
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は
断
罪
神
書
が

え
ら
れ
て
い
た

ど
う
や
ら
回
収
を
し
て
く
れ
た
よ
う
だ

 
理
 

あ

ま
さ
か
こ
ん
な
負
け
方
を
す
る
と
は

 
な

人
共
そ
れ
を
く
れ
る
か

 
亜
狛

論
で
す
よ

 
耶
狛

は
い

 
天

と
断
罪
神
書
を
返
し
て
も
ら
う
と
断
罪
神
書
に
天

を
入
れ
て
空
を
見
る

 
理
 

人
は
先
に

て
い
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

オ

 
そ
う

う
と

人
は

け
目
へ
と
入
り
皆
が
い
る
ビ
ル
の

上
へ
と
向
か

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

俺
も
や
り
ま
す
か

 

を

ば
た
か
せ
て
蓮
達
が
い
る
上
空
へ
と
向
か
う
と
蓮
は
元
の
姿
に

て
い
て

人
で

話
し
て
い
た

す
る
と
自
分
の
存

に
気
が
つ
い
た
の
か
自
分
の
方
を
向
い
て
く
る
た
め

人

の
目

に
合
う
よ
う
に
飛
び
な
が
ら

 
理
 

見
事
だ
少
々
だ
が
外

か
ら
の
手
助
け
は
あ

た
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み
た
い
だ
が

は
良
い

 
と

多
少
の
手
助
け
は

ま
れ
て
は
い
た
が
良
い

だ

た
と

め
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

教
え
て
く
だ

 
蓮
が
何
か
を

い
か
け
る
と
紫
が
ま

さ
き
に
自
分
の
胸
に
飛
び
込
ん
で
き
て

き
つ
い
て
き

た 
紫
 

御
師
匠
様

本
当
に
御
師
匠
様
な
ん
で
す

 
理
 

あ

う
ん
心

か
け
た
な

 

人
の
前
で
少
し

ず
か
し
い

だ
が

し
ま
せ
た
事
や
生
き
て
い
た
こ
と
を
秘
密
に
し
て

い
た
事
が
申
し
訳
な
く
思
う

 
蓮
 

紫
さ
ん
良
か

た
で
す

 
紫
 

え

そ
れ
よ
り
も
御
師
匠
様
ま

よ
く
も

き

 
勝
手
に
の
ら
り
く
ら
り
と
生
き
て
い
ら
し
て
ま
し

 
た
わ

生
存
報
告
も
し
な
い
で

 
理
 

え

 
紫
 

後
で
お
話
を
し
ま
し

う
か



 第３３０話 やはり恋人は怖かった

 
ど
う
や
ら
感
動
の
再
開
と

う
訳
に
は
い
か
な
さ
そ
う
だ

力
は
そ
ん
な
に
は
な
い
の
だ
が

き
つ
き
か
ら
の
派
生
で

め
上
げ
て

ア
ハ

ク
を
し
て
く
る

 
霊
夢

な

何
か
紫
が
何
時
も
よ
り
遥
か
に
怖
い
ん
だ
け

 
ど

 
蓮
 

う

う
ん

 
紫
 

と
り
あ
え
ず
は
さ

き
の
場
所
に

り
ま
し

う

 
そ
こ
で
し

か
り
と
訳
な
ど
も
話
し
て
も
ら
い
ま

 
す
わ
よ
御
師
匠
様

 
理
 

は

は
い

 

き
つ
い
て
い
る
紫
の

が
結

怖
く
珍
し
く
ビ
ビ

て
し
ま

た

そ
し
て
皆
に

れ
ら

れ

上
へ
と

る
と

 

蓮

霊
夢

大
丈
夫
だ

た
か

 
魔
理

や

の
皆
は
蓮
や
霊
夢
の
元
へ
と
走

て
行
く
が

 
風

さ
て
理
久
兎
殿

 
ゲ
ン

訳
や
ら
を
話
し
て
く
だ
さ
い
な
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幽
香

因
み
に
嘘
を

た
ら

め
る
わ
よ

 
紫
 

聞
か
せ
て
く
だ
さ
る
か
し
ら

 
幽
 

ふ
ふ

逃
げ
る
等
は
し
な
い
方
が
い
い
で
す
よ

 

人
の

力
が
怖
い

紫
と
幽
々
子
は

だ
が
目
は

て
い
な
い
し
風

や
ゲ
ン

イ

は
真
面
目
な

で
聞
い
て
く
る
が

ま
な
い
で

し
い
が
そ
れ
よ
り
も
怖
い
の
は
幽
香
が

を

開
い
て

ん
で
く
る
の
が
怖
い

こ
の
時
に
自
分
は
思

た

今
日
は
女

の

が
出
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と

 
理
 

あ

あ
い

 
そ
う
し
て
自
分
は
本
当
の
理
由
を
反

の
意
味
を
込
め
て
正
座
し
な
が
ら
話
す

自
分
が
恐
れ

て
い
る
事
や
紫
の
願
い
を

え
終
え
た
と

し
い
な
く
な

た
事
や
こ
こ
か
ら
先
は
自
分
の
出

る
幕
は
な
い
と
思

た
こ
と
な
ど
全
て
話
す

 
理
 

と

う
の
が
理
由
だ
な

本
当
に
す
ま
な
か

た

 
風

別
に
我
ら
は
そ
ん
な
事
で
態
度
を
変
え
る
と
思

 
て
い
た
の
か

 
ゲ
ン

そ
れ
は
少
し
シ

ク
か
な
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幽
香

本
当
に
し

う
も
な
い
理
由

理
久
兎

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん

た
ら

 
も
う
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一

で
あ
る

 
紫
 

で
も
あ
の
狂
夢
異
変
の

に
も
助
け
に
来
て

 
く
れ
た

そ
れ
は
つ
ま
り
私
達
を
身
守
り

 
続
け
て
い
た
と
い
う
の
は
事
実
で
す
よ

 
理
 

あ

ま

な

 
小
町
が

け
込
ん
で
き
て
伝
え
て
く
れ
た
か
ら
真

先
に
行
け
た
が
い
な
か

た
ら
と
思
う
と

も
し
か
た
し
ら
紫
や
皆
の
こ
の

を
見
れ
な
か

た
の
だ
と
思
う
と
小
町
に
は
感
謝
し
な
い
と
い

け
な
い

 
紫
 

は

ま

お
お
ま
か
は

し
ま
し
た
し
許

 
し
は
し
ま
す
わ

で
す
が
御
師
匠
様
が

惑

 
を
か
け
た
皆
に
も
し

か
り
と
謝
罪
を
し
て
下

 
さ
い

 
理
 

だ
な
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自
分
は
立
ち
上
が
る
と
紫
が

を

り
上
げ
て

 
 
 

 
紫
 

さ
て
と
ま

聞
い
て
ち

う
だ
い

 
と

う
と
皆
は
自
分
の
方
を
一

に
向
く

自
分
は
頭
を
下
げ
て

 
理
 

え

と
何
か

々
と
す
ん
ま
せ
ん
し
た

 
謝
罪
を
す
る

そ
れ
に
対
し
て
皆
の
反

は

 
聖
 

私
は
普
通
に
許
し
ま
す
け
ど

 

ま

私
も
な

 
レ
ミ

気
に
し
な
い
わ

 
蓮
 

え

と
理
由
を
知
れ
ば

 
霊
夢

そ
れ
は
同
意
見

 
蓮
や
霊
夢
は
理
由
を
知
り
た
い
と

て
き
た

そ
の
た
め
先
程
に
話
し
た
事
を
そ
の
ま
ま
伝

え
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

ま

あ
れ
だ
態
度
と
か

し
方
が
変
わ
る

 
だ
と
か
が
変
わ
る
の
が
嫌
だ

た
ん
だ
よ

 
昔
に
俺
の
本
名
を
名

れ
ば
皆
は
恐
れ
て
し
ま
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う

だ
か
ら
ず

と
名
を

せ
た
そ
し
て
死
人

 
に
口
無
し
つ
ま
り
自
分
を
死
ん
だ
と
い
う
事
に

 
し
て
皆
を
見
守
ろ
う
と

え
て
い
た

俺
の

 
所
か
ら

か
が
文

を
盗
み
出
さ
な
け
れ
ば
ず

 

と

居
す
る
気
満
々
だ

た
ん
だ
け
ど
な

 
と

大
ま
か
に
理
由
を
話
す

す
る
と
蓮
は
何
か

説
を
た
て
た
の
か

 
蓮
 

待

て
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん
の
家

て
ま
さ
か

 
ま
た
蓮
が
何
か
を

い
か
け
る
と
突
然
ス
キ
マ
が
現
れ
そ
こ
か
ら

が

こ
り
と

を

か
せ
る

 

 

紫
様
す
み
ま
せ
ん

 
紫
 

ど
う
し
た
の

 

 

え

と
こ
こ
に
来
た
い

て
方
が
い
ま
し
て

れ
て

 
行
か
な
け
れ
ば
幻
想
郷
に
悪
霊
を
ば
ら
ま
く
ま
た
は

 
火
の
海
に
す
る
と
い
う

が

 
と
ん
で
も
な
い

を
し
て
く
る

が
い
る
み
た
い
だ

ど
ん
な
奴
な
ん
だ
と

え
て
し
ま
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う 
紫
 

よ
そ
い
つ

良
い
わ

れ
て
き
な
さ
い

 

 

は

は
い

 
紫
の
指

を
聞
き

は
ま
た
ス
キ
マ
へ
と
入
る

そ
う
し
て
数
分

過
が
す
る
と
ス
キ
マ
が
開

き
そ
こ
に
は

外
に

人
の
少
女
い
や

女
が
い
た

そ
の

人
の
特

は

人
は

の

人
は
緑

の

を
し
て

子
を

て
い
る
少
女
達
だ

し
か
も
近
く
に
目
が

い
て

い
る

こ
れ
だ
け

え
ば
分
か
る
だ
ろ
う

身
内
レ

ル
の
古
明
地
姉
妹
の
さ
と
り
＆
こ
い
し

だ

た

こ
の
時
に
や
は
り
女

の

が
あ
る
と
は
思

て
い
た
が
前

撤
回
す
る

完

に
女

の

が
出
て
い
る

嫌
な
予
感
し
か
し
な
い

 
紫
 

あ
ら
さ
と
り
妖
怪
じ

な
い
こ
こ
に
何
の

事

 
か
し
ら

 
さ
と

い
え

少
し
お
話
を
し
に
来
た
ん
で
す
よ

 
理

久

兎

さ

ん

 
理
 

さ

さ
と
り

 

は
気
持
ち
の
良
い

だ

だ
が

く
怖
い

ど
の
く
ら
い
怖
い
か
と

う
と

ピ

ゲ
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ム
に
プ

ピ

マ
ン
が
乱
入
し
て
く
る
ぐ
ら
い
怖
い

 
さ
と

少
し

Ｓ

し
ま
し

う

 
か

 
理
 

 

の
さ
と
り
に

を

ま
れ
奥
の
方
へ
と

れ
て
い
か
れ
る

こ
こ
で

り

う
な
り

で

え
て
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
の
も
手
と
し
て
は
あ
り
だ
ろ
う
が
そ
う
す
る
と
後
が
怖
い

そ

う
し
て
奥
の

上
の
入
り
口
の

近
く
に

れ
て
い
か
れ
る
と

  
何
と
ま
さ
か

き
つ
い
て
き
た

自
分
の
体
に

を
う
ず
め
た
状
態
で
さ
と
り
が

を
出
す

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
は
心

し
た
ん
で
す
よ

方
が

 
い
な
い

日
が
ど
れ
だ
け
静
か
で

し
か

た

 
か

ど
れ
だ
け
大
変
だ

た
か
分
か
り
ま
す

 
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ご
め
ん
な

さ
と
り

お
前
や
皆
を

し
て
い

 
な
く
な

た
事
は
本
当
に
謝
罪
す
る
よ
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そ
う

い
さ
と
り
を

き

め
る

す
る
と

 
さ
と

許
し
ま
せ
ん

理
久
兎
さ
ん
少
し
覚
悟
を
し
て

 
下
さ
い

 
理
 

え

 
さ
と
り
か
ら
聞
こ
え
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
台

が
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と
さ
と
り
の
手
に

妖
力
が
込
め
ら
れ
て
い
た

 
さ
と

私
の

間
の
思
い
を
受
け
て
下
さ
い
理
久
兎

 
さ
ん

  
理
 

え

ち

ま

 
ど
う
や
ら
現
実
と
は

情
ら
し
い

 
理
 

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
さ
と
り
の
お
仕
置
き
を
く
ら
い
続
け
何
度
も

弾
し
た

き
渡

た

そ
う
し
て
さ
と
り
と
お
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仕
置
き
が
終
わ
り
さ
と
り
と
共
に
蓮
達
の
元
へ
と

る

 
理
 

ご

ふ

 

ロ

で
の
弾
幕
は

い
を
通
り

す
レ

ル
の

力
だ

た

正
直
な
話
だ
が
自
分
で
な

け
れ
ば
今
ご
ろ
は
気
絶
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
か
皆
の
目

が

い

 
紫
 

ち

と
覚
妖
怪
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
は
あ
る

 
の
か
し
ら

 
さ
と

こ
ん
な
置
き
手
紙
だ
け
を

し
て
勝
手
に
い
な

 
く
な

て
大
変
だ

た
ん
で
す
よ

そ
れ
と

 
成
る
程

理
久
兎
さ
ん
の
弟
子
は

方
で
し
た

 
か
八
雲
紫
さ
ん

 
何

か
紫
と
さ
と
り
は

み
合
い
火
花
を
散
ら
し
始
め
た

仲
良
し
こ
よ
し
と
い
う

ま
し

い
光

と
は

え
な
い

お
互
い
に

つ
い
て
は

し
く
な
い
た
め
仲
裁
し
よ
う
と

て
は
い

る 
理
 

ま

ま

俺
が
悪
か

た
ん
だ
か
ら

人
共

 

ち
着
け

て
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紫
 

て
お
く
け
ど
私
は

め
な
い
わ
よ

 
さ
と

ふ
ふ

結

で
す

 
も
う

々
と
最
悪
な

性
で
あ
る

ル

ミ
ア
の
時
の
よ
う
に
上
手
く
い
き
そ
う
な

気
で

は
な
い

す
る
と
こ
の
空
気
が
嫌
だ

た
な
か
蓮
が

り
な
が
ら

 
蓮
 

り

り
理
久
兎
さ
ん
宴
会
を
開
き
ま
せ
ん
か

 
異
変
が
終
わ

た
の
な
ら
や

り
宴
会
で
す

 
よ

そ
う
だ
よ

霊
夢

 
霊
夢

え

え

そ
う

 

そ
い
つ
は

成
だ

 
こ
の
空
気
を
打
開
し
た
い
の
か
霊
夢
と
魔
理

も

て
く
れ
る

本
当
に
あ
り
が
た
い

 
聖
 

で
も
私
は

 
そ
う
い
え
ば
聖
の
い
る
所
は
仏
教
つ
ま
り

進
料
理
や
酒
を
飲
ま
な
い

な
た
め
宴
会
に

加

し
な
さ
そ
う
な

気
だ

 
理
 

安
心
し
ろ

進
料
理
も
提

す
る
か
ら
飲
み
物

 
だ

て
お
酒
だ
け
じ

な
い
か
ら
さ



 第３３０話 やはり恋人は怖かった

 
黒
 

だ
か
ら
来
い
よ
聖

 
聖
 

な
ら

加
し
ま
す

 
し
ば
ら
く

え
た
聖
は

で

し

加
が
決
定
す
る

に
も

 
レ
ミ

ふ
ふ

楽
し
そ
う
だ
か
ら
私
も
行
く
わ

 

夜

な
ら
私
達
も
何
か
料
理
を

 
亜
狛

あ

大
丈
夫
で
す
よ

方
で

意
す
る
の
で

 
耶
狛

う
ん

 

お

そ
い
つ
は
手
間
が

け
る
な

 
紫
と
さ
と
り
を
除
い
た
皆
も

成
し
て
く
れ
る

そ
う
し
た
ら
後
は
日
時
だ
が
さ
と
り
の
ご
機

嫌
を
取
る
た
め
の
日
時
も
踏
ま
え
て

 
理
 

す

す
ま

と
り
あ
え
ず
宴
会
の
準
備
は

 
俺
が
や
る
か
ら
皆
に
も
知
ら
せ
て
お
い
て
く
れ

 
場
所
は
こ
こ
に
来
る

に
通

た
亜
耶
狛
神
社

 
に
集
合
と
り
あ
え
ず
そ
れ
で
頼
む
な

日

は

 

日
後
で
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と

び
皆
に
知
ら
せ
る

知
ら
せ
る
の
だ
が

 
紫
 

ふ
ふ

 
さ
と

ふ
ふ
ふ

 
こ
の

人
は
そ
れ
で
も

み
合
い
を
続
け
た

そ
れ
が
ま
だ
数

分
ぐ
ら
い
続
き
最
終
的
に

は
自
分
と

と
で
紫
と
さ
と
り
を
引
き

し

み
合
い
は
終
わ

た
の
だ

た

こ
う
し
て
自
分

が
引
き
起
こ
し
た
異
変
は
終
わ
り
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

ゲ

ム
や
る
か

 

 

こ
れ
こ
れ

ま
だ
後
書
き
が
あ
る
じ

ろ

 
怠
惰

だ

て
せ

か
く
さ
１
０
０
０

で
ハ
イ
な

 
ゲ

ム
買

た
ん
だ
よ
プ
レ
イ
し
な
き

 

 

こ
や
つ
は

し
か
し
怠
惰
よ

か
キ

ラ



 第３３０話 やはり恋人は怖かった

 
メ
イ
ク
が
出
来
る
ゲ

ム
じ

よ
な

 
怠
惰

そ
う
そ
う
因
み
に
ネ

ト
で
投
稿
さ
れ
て
い
る

 
レ
シ
ピ
で
キ

ラ
作

た

て
い
う

 

 

お
い
お
い
そ
れ
で
良
い
の
か

 
怠
惰

ま

良
い
ん
じ

な
い

リ
ア
ル
の
人
は

時

 
間
か
け
た
け
ど
良
い
キ

ラ
が
作
れ
ず
に
仕
方

 
な
く
頼

た
ら
し
い
か
ら

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

で
も

ち

ん
そ
ん
な
事
よ
り
も
報
復
さ
れ
る

 
か
も
よ

 

 

ふ
ん

く
あ
し
ら

て
や
る
わ
い

 
怠
惰

う

怖
い
怖
い

 

 

そ
れ
よ
り
も
怠
惰
よ
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

 
怠
惰

あ

で
す

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回

さ
ら
ば
じ



 第３３１話 彼女の機嫌を直す

 
第
３
３
１
話
 
彼
女
の
機
嫌
を
直
す

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

も
う
じ
き
新
た
な
学

生
活
が
始
ま
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ

は
こ
れ
で
嫌
だ
な

お

と
失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
自
分
達
が
引
き
起
こ
し
た
異
変
か
ら
翌
日

自
分
を

め
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
は
地
霊
殿

へ
と
帰

て
い
た

そ
う
帰

て
は
い
た
の
だ
が

 
理
 

さ
と
り

俺
が
悪
か

た
よ
か
ら
さ

 
さ
と

知
り
ま
せ
ん

 

 
さ
と
り
部

で
自
分
は
さ
と
り
に
謝
罪
を
し
て
い
た

だ
に
さ
と
り
は
ご
機
嫌

め
だ

日
に
地
霊
殿
へ
と
帰

て
か
ら
謝

て
は
い
る
が
も
う
こ
の
調
子
で
あ
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
仕
事
の
邪
魔
に
な
る
の
で
部

 
か
ら
出
て
い

て
く
だ
さ
い

 
理
 

分
か

た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
仕
方
な
く
部

か
ら

下
へ
と
出
る
と

 
バ

ン

カ
チ

 
さ
と
り
が
思
い

き
り

を
閉
め
て

を
か
け
た

ど
う
や
ら

も
見
た
く
な
い
と
み
た

 
理
 

は

ま
い

た
も
ん
だ
な

 
ど
う
す
る
か
と

え
て
い
る
と

下
か
ら
こ
い
し
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
黒
が
や

て
来
た

 
こ
い

あ

理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
黒
 

主
よ
ま
だ
や

て
い
た
の
か

 
と
黒
に

わ
れ

い
し
か

か
ば
な
い

実

こ
の
光

を

日
も
見
せ
て
い
る
た
め
黒

も

き

き
し
て
い
る
感
じ
だ

小

ず
か
し
く
頭
を
か
き
な
が
ら

 
理
 

ま

な

た
も
ん
だ
よ
俺
が
悪
か

た

 
と
い
え
ど
さ

仕
事
の
邪
魔

て

わ
れ
て

 
追
い
出
さ
れ
ち

た
よ

 
黒
 

大
変
そ
う
だ
な

 
こ
い

う

ん
お
姉
ち

ん
が
そ
こ
ま
で
怒
る
何
て

 
珍
し
い

大
体
翌
日
に
な
る
と

ロ

と



 第３３１話 彼女の機嫌を直す

 
し
て
る
の
に
な

 
ど
う
や
ら
そ
こ
ま
で
怒

て
も
翌
日
に
な
る
と
そ
ん
な
気
に
は
し
な
い
み
た
い
だ

実

本
当

に
そ
う
な
の
か
は

問
だ
が

 
理
 

は

ま

部

に
塞
ぎ

む
の
は
良
い
ん
だ
け
ど

 
そ
れ
が
⻑
く
続
い
て

養
失
調
で

れ
て

死

 
な
ん
て
事
だ
け
は
勘

し
て

し
い
か
な

 
黒
 

主
よ
そ
れ
は
心

し
す
ぎ
だ
と
い
う
か
オ

バ

 
な

え
方
す
ぎ
る

 
黒
の
ツ

コ
ミ
が
的

に
入
る

か
に
オ

バ

か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
ぐ
ら
い
心

し
て

い
る
と

う
事
だ

 
理
 

時
間
を
待
つ
と
す
る
よ
と
り
あ
え
ず
は
も
う
す
ぐ

 

食
に
な
る
か
ら
食
事
の
準
備
を
し
て
く
る
な

 
そ
う
し
て
自
分
は
食
事
を
作
る
た
め
に
厨
房
へ
と
向
か

た

向
か

た
が
視
点
を
変
え
て
今

の
黒
の
視
点
へ
と
変
わ
る

 
黒
 

ふ
む



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
こ
い

う

ん

黒
お
兄
ち

ん

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か

 
こ
い

お
姉
ち

ん
の
様
子
を
ち

と
見
よ
う
よ

 
ま
さ
か
の
様
子
を
見
よ
う
と

て
き
た

や
ら
に

が
掛
か

て
い
る
し
何
よ
り
も
仕
事

中
の

な
た
め

く
の
は
失
礼
す
ぎ
る
と

え
た

 
黒
 

俺
は

め
て
お
く
ま
た
主
の
お
仕
置
き
に
あ

た

 
と
な
る
と

に
な
ら
ん
か
ら
な

 
こ
い

メ

黒
お
兄
ち

ん
も
行
く
の

ら
お
姉

 
ち

ん
の
部

の

の

か
ら
外
に
行
け
る
し

 
そ
れ
に
お
姉
ち

ん
の
事
だ
か
ら

は
開
け
て
る

 

だ
し

 
黒
 

は

 
仕
方
な
い
と
思
い
つ
つ

こ
い
し
に
同
行
し
て
外
へ
と
出
て
さ
と
り
の
部

へ
と
来
る
と

 
こ
い

さ
て
さ
て

あ

や

り
や

て
る

 
黒
 

仕
事
を
し
て
い
る
と
か

て
た
の
に
な



 第３３１話 彼女の機嫌を直す

 
理
久
兎
の

て
い
た
事
と
は
違
い
さ
と
り
は

ド
の

に

を
う
ず
め
て
い
た

す
る
と

が
開
い
て
い
た
た
め

を
う
ず
め
て
い
る
さ
と
り
か
ら

が
聞
こ
え
て
く
る

 
さ
と

何
で
私
は

直
に
な
れ
な
い
ん
だ
ろ

謝

て

 
く
れ
て
い
る
か
ら
正
直
に
許
せ
ば
良
い
の
に
何
で

 
不

れ
ち

た
ん
だ
ろ

は

 
と

が

れ
て
く
る

ど
う
や
ら
理
久
兎
に
向
け
て

た
事
を

い
て
い
る
み
た
い
だ

こ
れ
が

に

う
ツ
ン
デ
レ
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

 
こ
い

何
時
も
あ

何
だ
よ

本
当
に
お
姉
ち

ん

 

て
ば
不

何
だ
か
ら
仕
方
無
い
け
ど

 
黒
 

き
合
い
が
⻑
い
な

 
こ
い

そ
れ
は
姉
妹
だ
も
ん

 
流

は
姉
妹
愛
だ

だ
が
こ
の
調
子
だ
と
何
時
ま
で

て
も
仲
直
り
と
い
う
か
自
分
の
主
人

を
許
せ
な
く
な

て
し
ま
う
だ
ろ
う

 
黒
 

は

あ
ま
り
関
わ
る
と
面

だ
が
助

を

 
与
え
た
方
が
良
い
か



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
こ
い

う

ん
最
終
的
に
お
姉
ち

ん
が
謝
り
に
行
く

 
と
思
う
よ

そ
こ
は

ン

ン
だ
し

 
行
動

ま
で
理
解
さ
れ
て
い
て

い
と
も
思
え
る
が

に
怖
く
な
る

す
る
と

 
さ
と

謝
り
に
行

た
方
が

だ
け
ど

い

そ
の

 
事
で
ま
た
理
久
兎
さ
ん
が
謝
り
に
来
る
の
を

 
待
と
う
か
な

 
と

ま
た

き
が
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と
こ
い
し
は
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら

 
こ
い

謝
り
に
行
か
な
い
な
ら
良
い
事
を
思
い

い
ち

 

た

 
黒
 

ま
た
良
か
ら
ぬ
事
を

 
こ
い

ふ
ふ

理
久
兎
お
兄
ち

ん
の
所
に
行
こ
う

 
黒
お
兄
ち

ん

 
黒
 

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
こ
い
し
に

い
て
い
き
理
久
兎
の
い
る
厨
房
へ
と
向
か

た

そ
し
て
視
点
は

り

こ
こ
厨
房
で
は



 第３３１話 彼女の機嫌を直す

 
理
 

後
は
南

を

込
ん
で
と

 
自
分
は
南

の

け
作

て
い
た

後
は
味
が
し

か
り
と

み
込
む
ま
で

込
む
だ
け

だ 
理
 

は

本
当
に
ど
う
し
た
も
ん
か
な

 
ど
う
す
れ
ば
良
い
も
の
か
と

え
に

え
て
い
る
と
厨
房
の

が
開
き
そ
こ
か
ら
先
程
に
別
れ

た
黒
と
こ
い
し
が
入

て
き
た

 
理
 

ん

お
前
ら
ど
う
し
た
ん
だ

 
黒
 

あ

あ

こ
い
し
に
任
せ
る

 
こ
い

良
い
よ

理
久
兎
お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん
の

 

略
法
を
教
え
て
あ
げ
よ
う
か

 
理
 

と
も
頼
む

 
そ
う

わ
れ
少
し

し
い
が
自
分
は
さ
と
り
の

略
法
が
少
し
気
に
な
り
聞
く
と
こ
と
に
し

た

す
る
と
こ
い
し
は
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら

 
こ
い

で
は
教
え
て
し
ん

よ
う

方
法
は
と

て
も

 
簡
単
で
理
久
兎
お
兄
ち

ん
今
日
も
し
く
は
翌



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
日
ま
で
部

に

て
て

論

の

を
開
け

 
て

 
理
 

そ
れ
で
ど
う
に
で
も
な
る

て
の
か

 
こ
い

う
ん

そ
れ
で
し

か
り
と
謝
罪
す
れ
ば
お
の

 
ず
と
で
仲
直
り
は
出
来
る

だ
よ

 
理
 

因
み
に
そ
れ
は
最
悪
翌
日
ま
で
ず

と
部

に

 

れ

て
か

夕
飯
お
よ
び
に
朝
食
と
か
そ
の

 

は
ど
う
す
る
ん
だ

 
今
の
さ
と
り
が
あ
ん
な
感
じ
で
は
料
理
を
作
る
の
も
無
理
が
あ
り
そ
う
だ

そ
れ
に
つ
い
て
は

こ
い
し
は

 
こ
い

大
丈
夫

ど
う
せ
今
日
の
夜
ぐ
ら
い
に
終
わ
る

 
と
は
思
う
か
ら

 
理
 

ど
う
だ
か
な

 
だ
が
そ
こ
ま
で

て
く
れ
て
い
る
の
な
ら

け
と
い
う

打
を
打
つ
の
も
必
要
か
と
思

た

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
仲
直
り
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
し



 第３３１話 彼女の機嫌を直す

 
理
 

分
か

た
そ
れ
じ

今
作

て
る
飯
を
作
り

 
終
え
た
ら
少
し
部

に

る
よ

 
こ
い

ふ
ふ

 
黒
 

本
当
に
ど
う
な
る
の
や
ら
な

 
そ
う

う
が
自
分
も
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い

だ
が
今
は
さ
と
り
の
妹
で
あ
る
こ
い
し
の

葉
を
信
実
み
た
く
な

た

そ
れ
は
事
実
だ

 
理
 

な
ら
さ
さ

と
仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
か

 
行
動
に

す
た
め
に
自
分
は
手

よ
く
料
理
作
り
を
再
開
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
こ
れ
良
い
の
か

 
怠
惰

何
が

 

 

こ
の
ゲ

ム
中
指
を
立
て
て

ピ

と
か

 

て
お
る



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
怠
惰

ま

海
外
か
ら
日
本
の
来
た
ゲ

ム
だ

た
か
な

 
そ
れ
だ
と
そ
う
な

て
も
仕
方
な
い

 

 

い
や
良
い
の
か

子

に
は
悪
影

な
ゲ

ム

 
じ

 
怠
惰

だ
か
ら
Ｒ
１
８
ゲ

ム
な
ん
だ
よ

 

 

そ
う
い
え
ば
そ
な
た
は
リ
ア
ル
だ
と
今
年
で

 

ぐ
ら
い
じ

な

 
怠
惰

ま

だ
か
ら

許
証
を
ポ
ロ

て
見
せ
れ
ば

 
あ
ら
不
思
議

指
定
の
物
も
大
方
は
買
え
る

 
て

 

 

な

成
る
程
の

お

と
こ
ん
な
話
を

 
し
て
い
た
ら
も
う
時
間
じ

 
怠
惰

お

と
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様



 第３３１話 彼女の機嫌を直す

 

 

さ
ら
ば
じ



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
３
２
話
 
彼
女
は
意
外
に
も
可
愛
か

た

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ブ
ル
が
亡
く
な

た
た
め

気

に
行

て
い
た
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

年
ぐ
ら
い
持

た
た
め
上
出
来
と

え
る

ブ
ル
で
し
た

そ
ろ
そ

ろ
こ
ん
な

ブ
ル
の
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
視
点
は
理
久
兎
で
は
な
く

下
い
る
さ
と
り
に
変
わ
る

彼
女
は
夕
食
と
呼
ば
れ
理
久
兎
と
ど

う
話
そ
う
か
と

み
な
が
ら

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
の
食

へ
と
来
る
と

 
さ
と

あ
れ

理
久
兎
さ
ん
は

 
真

先
に
理
久
兎
だ
け
が
い
な
い
事
に
気
が
つ
く

料
理
は
作
ら
れ
盛
ら
れ
て
は
い
た
が
当
の

料
理
を
作

た
理
久
兎
が
い
な
い

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
い
ま
せ
ん

 
耶
狛

人
は
知

て
る

 
お

あ
た
い
は
し
り
ま
せ
ん
よ



 第３３２話 彼女は意外にも可愛かった

 
お
空

う
に

 
と

人
も
分
か
ら
な
そ
う
だ

心
を

い
て
も
本
当
に
知
ら
な
さ
そ
う
だ

す
る
と
こ
い

し
が
口
を
開
き

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん
し
ば
ら
く
部

に

る

て

 
よ
お
姉
ち

ん

 
さ
と

え

 
妹
か
ら
突
然

意
味
の
わ
か
ら
な
い
事
を

て
き
た

嘘
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 
黒
 

あ

必
要
な
事
ら
し
い
か
ら
な

 

の
た
め
に
持
ち
前
の
サ

ド
ア
イ
を
黒
に
向
け
て

視
す
る
と

 
黒
 

く
の
は
勝
手
だ
が
真
実
し
か
の
べ
て
な
い

 
と
黒
は
語
り
か
け
て
き
た

ど
う
や
ら
本
当
ら
し
い

理
久
兎
の
口
か
ら
ご
め
ん
の
切

り
出
し
で
自
分
も

く
当
た

た
事
を
謝
ろ
う
と
し
た
の
に
出
来
な
く
て

だ

仕
方
な
く

に
つ
い
て
作

て
あ

た
理
久
兎
の
料
理
を
食
べ
る

す
る
と

 
黒
 
謝
る
な
ら
自
分
か
ら
行
け
と

て
お
く

さ
と
り

 
自
分
の
心
理
を
ま
る
で

し
て
い
る
み
た
い
な
事
を
心
の
中
で

て
き
た

怪
し
い
と
思



 第二十一章 因果と運命に導かれて

い
つ
つ
も
正
論
な
た
め
反
論
で
き
ず

 
さ
と

は

 

メ

を

き
な
が
ら
黒
を

目
で
見
て

 
さ
と

え
て
お
き
ま
す
よ

 
と
だ
け

き
食
事
を
取
る
の
だ

た

そ
し
て
視
点
は
理
久
兎
へ
と

る

こ
い
し
黒
に

部

に

る
よ
う
に

わ
れ
た
自
分
は

に
向
か

て
い
た

 
理
 

こ
こ
は

こ
う
し
て

オ

プ
ン
キ

チ
ン
で

 
調
理
す
る
所
を
見
せ
る
感
じ
で

 

ン
を
走
ら
せ
宴
会
場
の
設
計

を
さ
ら
さ
ら
と
書
い
て
い
く

あ
ま
り
幻
想
郷
で
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
な
感
じ
に
し
た
い
た
め

え
て
い
く

 
理
 

う

ん
そ
れ
か
ら
料
理
は

だ
し
外
界

 
に
で
も
出
て
マ
グ
ロ
で
も

て
く
る
か

 
そ
う
な
る
と
ど
う
や

て

ろ
う
か
と

え
る

え
る
の
だ
が

 
理
 

は

メ
だ
頭
が

か

や

 
さ
と
り
の
事
を

え
て
し
ま
い
頭
が

か
な
い

こ
れ
ま
で
の
自
分
な
ら
ば

ロ

と
し
て
事



 第３３２話 彼女は意外にも可愛かった

務
作

だ
と
か
も
集
中
で
き
た
だ
ろ
う
が
全
然
集
中
で
き
な
い

 
理
 

ど
う
し
た
も
ん
か
な

 
こ
い
し
に
は
悪
い
が
さ
と
り
に
謝
り
に
行

た
方
が
良
い
か
な
と
思
い
始
め
た

だ
が
気
を
き

か
せ
て

略
法
と
や
ら
を
教
え
て
く
れ
た
事
も
あ
り
無
下
に
は
し
た
く
は
な
い
と
も
思
え
た

 
理
 

に
な
ろ
う

 
自
分
は

れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
込
ま
せ
て

ド
に

り

に
な
る

そ
し
て
天

を
見
な

が
ら

 
理
 

ど
う
な
る
の
か

 
と

き

く
眠
る
の
だ

た

そ
う
し
て

る
こ
と
約

時
間
ぐ
ら
い
が

過
し
た
ぐ
ら

い
だ
ろ
う
か

暗
い
空
間
の
中
で
自
分
は
目
を
覚
ま
し
て
き
て
い
た

 
理
 

う

ん

 

り
な
が
ら
も

に
手
を
当
て
て
暗
く
な

て
見
え
に
く
い
天

を
見
た
そ
の
時
だ

た

 

チ

 
と
部

の

が
開
く

が
し
た

と
り
あ
え
ず
狸

入
り
し
な
が
ら
様
子
を
う
か
が
う
と
何

か
が

ド
に

て
き
て
自
分
の
上
が

く
な
る

バ
レ
ぬ
よ
う
に
う

す
ら
と
目
を
開
け
る
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と
そ
こ
に
は
シ

ト
ヘ
ア

に
ふ
わ
ふ
わ
と

か
ぶ
何
か
の
シ
ル
エ

ト
が
写
る

そ
れ
は
自

分
が
心

し
て
い
た
さ
と
り
の
シ
ル
エ

ト
だ

自
分
は
さ
と
り
で
あ
ろ
う
そ
の
シ
ル
エ

ト
の

頭
に
手
を
置
い
て

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
さ
と

へ

 
突
然
の
事
で
さ
と
り
は

い
て
い
た

て
い
る
と
思

た
ら
ま
さ
か
起
き
て
い
た
り
す
れ
ば

く
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う

ド
サ
イ
ド
に
置
い
て
あ
る
ラ
ン

ン
を

し

 
理
 

そ
れ
で
こ
ん
な
夜
更
け
に
ど
う
し
た

 
さ
と

い
え
あ
の

理
久
兎
さ
ん
え

と

 
さ
と
り
は
気

ず
か
し
い
の
か

が
真

に
な

て
い
た

そ
ん
な
さ
と
り
に
自
分
は
頭
を

で
な
が
ら

 
理
 

さ
と
り

す
ま
な
か

た
な

お
前
や
皆
を

し

 
て
異
変
に
行

て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

方
こ
そ
強
く
当
た

て
し
ま

 

て
ご
め
ん
な
さ
い

少
し
度
が
過
ぎ
ま
し
た



 第３３２話 彼女は意外にも可愛かった

 
理
 

い
や
い
や
元
は
俺
が
悪
か

た
ん
だ
気
に
す
る
な

 
よ
さ
と
り

 
さ
と

い
え
私
も
地
霊
殿
に
侵
入
さ
れ
た
り
し
た
の
を

 

て
い
た
の
で
私
が
悪
い
ん
で
す

 
と

お
互
い
に

い
合

て
い
る
と
つ
い
つ
い
お
互
い
の
悪
い
所
が

山
出
て
く
る

 
理
 

こ
れ
は
お
互
い
に
悪
い

か
な

 
さ
と

ふ
ふ

そ
う
で
す

 
そ
の
時
の
さ
と
り
の

が
美
し
か

た

何
時
も
の

と
は
ま
た
違
う

気

こ
の
暗

が
り
で
な
お
か
つ
ラ
ン

ン
の
明
か
り
も
合
わ
さ
り
と
て
も
神
秘
的
に
見
え
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
不
覚
に
も
こ
の
時
の
さ
と
り
が
お
世

は
一
切
な
し
で
可

に
見
え
し
か
も
見
と
れ
て
し
ま

た

す
る
と

 
さ
と

大
丈
夫
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

 
ど
う
や
ら

え
す
ぎ
て
少
し

て
い
た
み
た
い
だ

す
る
と
さ
と
り
は
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
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が
ら

を
し
て
く
る

 
さ
と

あ
れ
れ
理
久
兎
さ
ん
ま
さ
か
私
に
見
と
れ
て

 
た
ん
で
す
か

ふ
ふ

何
て

 
と

て
き
た

そ
れ
に
対
し
て
自
分
は
本
心
を
出
し
な
が
ら

 
理
 

あ

そ
う
だ
け
ど

可

に
見
え
る
よ
さ
と
り

 
本

を

る

す
る
と
さ
と
り
は
自
分
が
そ
ん
な
事
を

う
と
思

て
み
な
か

た
の
か
目
を

点
に
し
な
が
ら

 
さ
と

え

理
久
兎
さ
ん
も

も
う
一
度
お
願
い

 
し
ま
す

 
リ
ピ

ト
を
頼
ん
で
く
る
が
自
分
は

い
な
が
ら

 
理
 

さ
て

何
の
事
だ

た
か
な

 
さ
と

ち

ち

と

 

た
こ
と
を
は
ぐ
ら
か
す

可
愛
ら
し
い
も
の
だ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
れ
で
さ
と
り
は

な
い
の
か

 
も
う
深
夜
と
回

て
い
時

の
た
め

な
い
の
か
と
訪

る
と
さ
と
り
は

を

ら
ま
せ
て



 第３３２話 彼女は意外にも可愛かった

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
が
今
さ

き

た
事
を

て

 
く
れ
る
ま
で

ま
せ
ん
し

か
せ
ま
せ
ん

 
理
 

お

と
そ
い
つ
は

た

な
ら
特
別
に

 
一

に
夜
更
か
し
で
す
る
か

 
さ
と

良
い
で
し

う
望
む
所
で
す

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
共
に
今
日

日
だ
け
と
い
う
特
別
な
夜
更
か
し
も
と
い

夜
を
し
て

日
を
過
ご
す
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む
あ
り
が
と
う
の

 

 

は
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
怠
惰

い
や

で
も

ブ
ル
が

れ
て
本
当
に

 
た
わ
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う
む
ゲ

ム
の

Ｇ

が
そ
の
せ
い
で
ク
ソ
に

 
な

た
し
の

 

 

因
み
に
ど
ん
な
感
じ
な
の
で
す
か
龍
神
様

 

 

そ
う
じ

な

一

で
ノ
イ

じ

な

 
怠
惰

う
ん
だ

た

て

さ
ん

 

 

ん

じ

と

何
時
か
ら

 

え

と

後
書
き
が
始
ま

た
時
か
ら
い
ま

 
し
た
よ

 

 

さ

流

は
空
気
が
読
め
る
女
だ
け
あ

て

 
違
和
感
が
な
か

た

 

ふ
ふ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
怠
惰

所
で

さ
ん
何
処

の
や
ん
ち

娘
の
面

は

 
見
な
く
て
も
良
い
の

 

総
領
娘
様
な
ら
も
う
少
し
し
た
ら
来
る
と
思
い

 
ま
す
よ
置
い
て
き
た
の
で



 第３３２話 彼女は意外にも可愛かった

 
怠
惰

う
わ

 

 

と
い
う
か
も
う

が
な
い

 
怠
惰

な
ら
ば

く
し
か
な
い
か

と
い
う
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば

 

さ
よ
う
な
ら

 

 

て
こ
ら

シ
の
台

を

 
怠
惰

で
は
で
は
バ
イ
バ
イ
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第
３
３
３
話
 
宴
の
準
備

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ゲ

ム
が
処
理

ち
し
て
フ
リ

す
る
と
い
う

き
の
光

を
目
の

当
た
り
に
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
じ
で
か
と

て
し
ま
い
ま
し
た

そ
れ
で
は
こ
ん

な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
あ
る
日
の

頃
の
事

自
分
は
さ
と
り
と
共
に

夜
を
し
た
状
態
で
あ
る
場
所
に
来
て
い
た

 
理
 

そ
れ
じ

頼
む

 
亜
狛

マ
ス

本
当
に
や
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

大
丈
夫

 
黒
 

て
お
く
が
俺
は
何
も
で
き
な
い

 
と

人
が

て
く
る

無
論
や
る
に
決
ま

て
い
る

 
理
 

や
る
さ
じ

な
い
と
彼
奴
ら
を

か
せ
れ
な
い

 
か
ら
な
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服
を
脱
い
で
水
着
に
着
替
え
な
が
ら

く
と

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
キ

チ
は
し
ま
す

 
耶
狛

キ

チ
し
て
上
げ
た
ら
私
と
黒

と
で

さ

 
え
て
お
く

 
黒
 

頼
ん
だ

主
よ

 

人
は
自
分
達
の
仕
事
を
し

か
り
と
や

て
く
れ
る
み
た
い
で
安
心
し
た

自
分
は
体
を

ば
し
て

 
理
 

そ
ん
じ

行

て
く
る

 
そ
う

い
な
が
ら
自
分
は
海
へ
と
飛
び
込
む
の
だ

た

そ
う
こ
こ
は
幻
想
郷
で
は
な
く
外
界

の
海
そ
れ
も
恐
ら
く
大
和
の
国
も
と
い
日
本
で
は
な
く
見
渡
す

り
近
く
に

が
な
い
海
の
ド
真

ん
中
に
小

を

か
ば
せ
な
が
ら
自
分
達
は
い
た
の
だ

そ
し
て
何

そ
こ
に
い
た
の
か
と
い
う

理
由
は
あ
る

物
を

り
に
来
た
た
め
だ

 
理
 
何
か
珍
し
い

は

 
シ

ノ

ル
だ
と
か

ボ
ン

等
は
使
わ
ず
に

め
込
ん
だ

い

い
に

め
込
ん
だ

空
気
で
水

に

え
な
が
ら
深
く
深
く
へ
と
潜

て
く

約
何
十

か
潜

た
そ
の
時
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理
 
こ
い
つ
は

 
自
分
が

ら

て
い
た

物
を

発
で
発
見
し
た

そ
い
つ
は
体
⻑
約
２
７
０

程
の
巨

大

だ

す
る
と
そ
い
つ
は
自
分
と
目
が
合
う
と

ス
ピ

ド
で
泳
い
で
い

て
し
ま
う

 
理
 
逃
が
す
か

 
自
分
も

が
目
で
見
え
な
く
な
る

ど
の

度
で
動
か
し
そ
い
つ
を
追
い
か
け
る

だ
が
や
は

り
水
中
だ
け
あ

て
部
が
悪
い

ど
ん
ど
ん

を

さ
れ
て
い
く

 
理
 
霊
力

雷

 

に
霊
力
を

わ
水
中
で

発
さ
せ
ブ

ス

代
わ
り
に
し
て
加

し
て
い
き
や
が
て

を

め
る
と

 
理
 
逃
げ
て
ん
じ

 

を

え
つ
つ
巨
大

の
下

へ
と
一
気
に
入
り

 
理
 
オ
ラ

 
ド
ゴ
ン

 
思
い

き
り

に
向
か

て
霊
力

与
の

で
ア

カ

ト
を
お
見
舞
い
す
る

そ
し
て

殴
ら
れ
た

は

撃
で
吹

飛
ぶ
と
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バ
ン

 
空
へ
と

び

て
い

た

後
は

人
が

し
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず

が
持
た
な
い
た
め
深
水
を

め
て

を
光
指
す
外
へ
出
す

 
理
 

プ
ハ

 
水
面
か
ら

を
出
す
と
自
分
が

て
い
た
小

が

方
へ
と
向
か

て
く
る

そ
の
小

に

は
自
分
が
殴
り

け
た
巨
大

が
し

か
り

て
い
た

 
理
 

見
た
感
じ
成

し
た
み
た
い
だ
な

 
耶
狛

マ
ス

い
大
き
さ
の
マ
グ
ロ
だ

 
亜
狛

こ
れ

大
物
サ
イ

で
す
よ

こ
れ
な
ら
何

 
の
寿

な
ら
楽
勝
で
す

 
そ
う
自
分
が

て
い
た
の
は
マ
グ
ロ

そ
れ
も
黒
マ
グ
ロ
だ

幻
想
郷
で
は
珍
し
い
た
め
こ

れ
を
使

て
解
体
シ

で
も
や
れ
ば
大
盛
り
上
が
り
だ
ろ
う
と

え
た
の
だ

だ
が
亜
狛
と
耶

狛
は
そ
う

う
が
恐
ら
く
宴
会
に
は
大
食

と
も

え
る
幽
々
子
や
ル

ミ
ア
等
も
来
る
た
め
こ

れ
だ
け
で
は

り
る
訳
が
な
い

 
理
 

後
そ
の

の
サ
イ

を

ぐ
ら
い

て
く
る
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よ

恐
ら
く

り
な
く
な
る
か
ら

 
黒
 

マ

か

 
小

に

り
か
か
り
服
に
入

て
い
る
断
罪
神
書
を
取
り
だ
し

た
マ
グ
ロ
を
い
れ
る
と

 
理
 

そ
ん
じ

も
う
少
し

て
く
る
な

 
亜
狛

マ
ス

お
気
を
つ
け
て

 
そ
う
し
て
自
分
は
ま
た
海
へ
と
入
り
マ
グ
ロ
を

る
こ
と
数
時
間
後

 
理
 

は

も
う

界
だ
わ

水

で
耳
い
て

 
耶
狛

何
や
か
ん
や
で

は

た
よ

 
今
回

た
マ
グ
ロ
の
数
は

の

に
成

し
た

し
か
も
ど
れ
も
こ
れ
も
特
大
サ
イ

の
も
の
ば
か
り
だ

だ
が
さ
と
り
と
共
に

夜
し
た
の
も
あ
る
し
強
い
水

に
晒
さ
れ
て
い
た

た
め
に
耳
が

い

 
理
 

は

と
り
あ
え
ず
帰
ろ
う

帰

て
宴
会
の
た
め

 
の
仕
込
み
し
な
い
と

 
亜
狛

そ
れ
は
良
い
ん
で
す
が
マ
ス

さ
と
り
さ
ん
か

 
ら
聞
き
ま
し
た
け
ど

夜
し
た
み
た
い
で
す
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少
し

て
く
だ
さ
い

 
耶
狛

格

つ
け
て
起
き
て
た
と
か
そ
れ
は
そ
れ
で

サ

 
い
よ

 
黒
 

体
を
大
切
に
し
ろ
よ
主
よ

 

人
は
ど
う
や
ら
さ
と
り

り
か
ら
聞
い
て
い
る
の
か
こ
の
事
を
知

て
い
た

と
い
う
か

日
ぐ
ら
い

夜
し
た
所
で
対
し
て

く
は
な
い

だ
が
自
分
を
心

し
て
く
れ
た
て

て
く

れ
て
い
る
の
は
嬉
し
い

 
理
 

分
か

た

眠
を
取

て
お
く
よ
と
り
あ
え
ず

 
本
当
に
帰
ろ
う
あ

ち
で

船
が
近
づ
い
て
き

 
て
る
か
ら

 
亜
狛

あ

す

す
ぐ
に
帰
り
ま
し

う

 
耶
狛

く
し
な
い
と
バ
レ
ち

う

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
地
霊
殿
へ
と
帰
る
の
だ

た

そ
う
し
て
地
霊
殿
へ
と
帰
り
自
分
は
少
し

眠
を
し
て
か
ら
夕
食
作
り
と
宴
会
の
料
理
の
た
め
に
仕
込
み
を
開
始
す
る

 
理
 

う

ん

の
ハ
ン
バ

グ
に
本
当
な
ら

ぎ
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で

を
使
う
が

進
料
理
と
な
る
と
使
え
な
い

 
し
な

自
然

で

い
で
蓮

だ
と
か
も

 
食
間
と

の
た
め
に
加
え
て
お
く
か

 
聖
白
蓮
が

進
料
理

り
し
か
食
べ
れ
な
い
た
め
ど
う
料
理
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
と
ま
る

で

ル
の
ピ

ス
を
う
め
る
み
た
い
な
感
覚
で

え
て
い
く

そ
う
し
て

つ
か
の

や

を

使
わ
な
い
無

の
料
理
が
完
成
す
る

 
理
 

久
々
だ
こ
ん
な
に

え
る
の
は

 

れ
て
い
な
い
料
理
を

え
て
み
る
と

し
い
も
の
だ

何
時
か
聖
の
元
へ
と

い
て

進
料

理
の
つ
い
て
聞
い
て
み
よ
う
か
と

え
た

 
理
 

さ
て
と
後
は
サ
ク

と
つ
く

ち

い
ま
す

 
か

 
そ
う
し
て
自
分
は
更
に
料
理
の
下
準
備
と
な
る
事
を
こ
な
し
て
い
く

飯
を
作
り

の

を

き

の

を
取

た
り
と
こ
な
し
い
く
こ
と
数
時
間
が

過
す
る

 
理
 

お

と
時
間
的
に
夕
食
も
作
ら
な
い
と

 
海
で

た
マ
グ
ロ

外
に
も

つ
か
の

を

た
た
め
そ
れ
ら
を

い
て
い
く
と
厨
房
の
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が
開
き
さ
と
り
が
や

て
来
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
手
は
い
り
ま
す
か

 
理
 

あ

し
い
か
な

 
さ
と

な
ら
手
伝
い
ま
す

 
理
 

頼
む
よ

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
共
に
料
理
を
作
る

 
理
 

こ
れ
を

に
入
れ
て

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
因
み
に
今
日
の
夕
食
は
白
身

に
バ

と
ハ

ブ
で
味

け
し
た
香

き
と

イ
飯
に

と
し
て

イ
の

に

布
等
で
作

た
出

を

す
る

け
だ

 
理
 

よ

し

所
で
さ
と
り
は

不

と
か
に
は

 
な

て
な
い
よ
な

 
さ
と

ふ
ふ

少
し
お

を
し
ま
し
た
の
で

 
い
や
そ
れ
な
ら

よ
う

自
分
も

人
に
は

え
な
い
が
夜
は

た
方
が
い
い

 
理
 

今
日
は
俺
の
部

で
一

に

る
か
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さ
と

え

よ

喜
ん
で

 
自
分
で
も
こ
ん
な
台

が

え
る
の
が

き
だ

だ
が

日
と
い
う
か
真
夜
中
に
見
た
な
さ
と

り
の

が
ま
た
見
た
く
な

た
た
め
無
理

で
聞
い
て
み
た
ら
意
外
と
オ

だ

た

 
理
 

な
ら
待

て
る
よ

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
料
理
を
作
り
終
え
た
自
分
と
さ
と
り
は
夜
自
分
の
布
団
へ
と

り
眠
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

 

は
い

 
天
子

つ
聞
い
て
良
い

 
怠
惰

何
か
な

 
天
子

何
で
私
が
到
着
す
る
ま
で
に
前
回
の
後
書
き
が

 
終
わ

て
る
の
よ
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怠
惰

が
な
い
か
ら

 
天
子

バ

サ
リ
と

う
わ

フ

ロ

無
し

 
怠
惰

う
し
か
な
い
じ

ん

 
天
子

ム
カ
つ
く
わ

 

 

天
子
よ
そ
れ
ぐ
ら
い
に
せ
ん
か

や
り
過
ぎ

 
る
と

の
う

 

え

胸
が
成
⻑
し
に
く
く
な
る

い
を
か
け
ま

 
す
よ

 
天
子

め
て

 

 

れ

れ

 
天
子

本
当
に

め
て

お
願
い
だ
か
ら

 
怠
惰

因
み
に
だ
け
ど

人
的
に
は
胸
は
気
に
し
な

 
い

イ
プ
で
す
ど
ち
ら
か
と

う
と
天
子
ち

ん

 
み
た
い
に
気
の
強
い
子
と
か
の
方
が
良
い
け
ど

 
天
子

あ
ら

中
々
良
い
こ
と
を
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怠
惰

だ

て

と
し

が
あ
る
か
ら

 
天
子

前

撤
回
こ
い
つ

か
ら
の
サ
デ

ス
ト

 

 

何
を
い
ま
さ
ら

と
る
ん
じ

 
怠
惰

て
も
う

が
な
い
や

は

て
な
訳
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

ま
た
次
回
も
お
願
い
し
ま
す

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
天
子

ま
た
見
て
頂
戴

 
怠
惰

そ
ん
じ

さ
よ
う
な
ら
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第
３
３
４
話
 
模
様
替
え

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
カ

ス
ト
ロ
フ

に
や
ら
れ
た
分
を
返
し
に
行

た
結
果
あ
り
え
な
い

事
に
あ

さ
り
と
勝

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

フ
ラ
グ
も
建
て
た
の
に
も
関
わ

ら
ず
勝

て
し
ま
い
な
お
か
つ
光

絶
の
中
で
も
し
か
し
た
ら
簡
単

と
思

て
し
ま
い
ま
し

た

ま

キ
ハ
イ
を

体

れ
て
い

た
の
が
間
違
い
な
気
が
し
ま
す
が

お

と
失

礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
宴
会
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
当
日
の

朝

自
分
は
最
後
の
模
様
替
え
を
す
る
た
め
に
エ
レ
ヘ

ン
の
宴
会
場
へ
と

を
運
ん
で
い
た

 
理
 

う

ん
こ
こ
を
こ
う
で
こ
う
だ
な

 
手
を
動
か
し
部

の
模
様
替
え
を
し
て
い
く

最
初
は
夜

し
か
見
る
こ
と
が
出
来
ず
楽
し
め

る
要

が
そ
れ
し
か
な
か

た
大
き
な
部

に

つ
も
の
ソ
フ

に

子
や
テ

ブ
ル
な
ど
の

家

を
設
置
し
て
い
く
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理
 

後
は
カ
ウ
ン

キ

チ
ン
を
と

 

に
カ
ウ
ン

キ

チ
ン
を
出
現
さ
せ
更
に

い

の
水
道
に
大
き
な

ま
で
作

る

そ
し
て
断
罪
神
書
か
ら
愛

に
金

ま
な

や

に
フ
ラ
イ

ン
等
の
調
理

を
出
し

て
そ
れ

れ

べ
て
い
き
数
日
前
か
ら
下
ご
し
ら
え
し
て
い
た
食
材
や
調
味
料
な
ど
を
置
い
て
準

備
を
す
ま
せ
る

 
理
 

あ

そ
う
だ

た

 
何
も
な
い

に
向
か

て
ま
た
手
を
動
か
し

子
を
作
り
更
に
そ
の
奥
に
は

い
和
室
を
造
り

上
げ
る

和
室
し
か

め
な
い
と
い
う

イ
プ
で
も
こ
れ
で
大
丈
夫
だ

つ
い
で
に

は
安
心
感

の
あ
る
よ
う
に
フ
ロ

リ
ン
グ
に
変
え

は
大
人

さ
を

し
出
す
た
め
に
黒
を

と
し
た

の

へ
と
変
え
薄
暗
く
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

こ
れ
で
コ

レ
た
バ

く
な
る

 
理
 

和
室
は

と

 
和
室
も
同
様
に
真

白
の

か
ら
明
る
み
の
あ
る

へ
と
変
え
る

だ
が
ま
だ
少
し

り
な

い
と
感
じ

え
て

 
理
 

緑
が
た
り
な
い
な

観
葉
植
物
を

と

 
ま
た
手
を

い
な
が
ら
観
葉
植
物
を
想

す
る

す
る
と
目
の
前
に

に
入

た
大
き
め
の
観
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葉
植
物
が
出
現
す
る

 
理
 

よ
し
満

 
こ
れ
で
大
方
の
模
様
か
え
は
終
了
し
た

自
分
は
か
ら
だ
を

ば
し
な
が
ら

 
理
 

後
は
亜
狛
と
耶
狛
が

れ
て
く
れ
ば

 
等
と

て
い
る
と

け
目
が
開
き
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
が
出
て
く
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
な

い 
美
 

へ

風
か
良
い
じ

な
い
か

 
勇
儀

そ
れ
に
和
室
も
完
備
と
は

い
な

 
黒

私
こ
う
い
う
の

回
見
て
み
た
か

た
ん
だ
よ

 

ル
ス

は
ど
う

 

ル

ま

良
い
ん
じ

な
い

こ
う
い
う
大
人
な

 
気
の
場
所
は
い
て

ち
着
く
し

 
キ
ス
 

 
旧
都
の
皆
さ
ん
は
お

め
に
来
て
し
ま

た
み
た
い
だ

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
お

い
い
感
じ
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お
空

う
に

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん
和
室
で
遊
ぼ

 
黒
 

今
日
は
宴
会
だ
遊
び
じ

な
い

こ
い
し

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
来
て
し
ま
い
ま
し
た

 
地
霊
殿
の
皆
さ
ん
も
お

め
に
来
た

亜
狛
と
耶
狛
を
見
る
と

 
亜
狛

皆
さ
ん

く
行
か
せ
ろ

て

う
も
の
で

 
耶
狛

そ
れ
を

い
出
し
た
の
が
美
寿
々
さ
ん
で
そ
れ

 
に

し
て
さ
と
り
ち

ん
だ
と
か
も

 
チ
ラ
リ
と
美
寿
々
を
見
る
と

ず
か
し
そ
う
に
頭
を

き
な
が
ら

 
美
 

い
や

理
久
兎
の
事
だ
か
ら

い
酒
と
か
も

意

 
し
て
る
だ
ろ
う

と
思

た
ら
も
う

動
的
に

 
な

 
理
 

や
れ
や
れ

 
時
々
思
う
美
寿
々
は
ア
ル
中
か
と

だ
が
そ
う

え
る
と
⻤
達
の

ど
は
ア
ル
中
と
い
う

い

に
な

て
し
ま
う
た
め
あ
ま
り

え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
気
に
し
な
い
で
お
く
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理
 

ま

来
ち
ま

た
も
の
は
仕
方
な
い

い
け
ど

 
何
を
食
べ
る
か
注
文
し
て
く
れ

 
美
 

へ
へ
悪
い

な
ら
酒
を

で
後
は
つ
ま
み

 
で
天

羅
あ
た
り
を
頼
む
よ

 

ル

私
は
サ

リ
し
た
も
の
で

 
黒

ル
ス

は

変
わ
ら
ず
だ

あ

 
私
は
き
ん

ら
ご
ぼ
う

り
で

 
も
う
こ
い
つ
ら
お

い
な
し
に
注
文
を
し
て
く
る

そ
れ
ら
を
メ
モ
に
書
い
て
い
き

 
理
 

ま

分
か

た

少
し
待

て
ろ

 
そ
う
し
て
愛

を
持
ち

く

や

を
切

て
い
き

に
種
で
あ
る

や
ら
を
入
れ

て

げ
て
い
き
天

羅
を
作
り
更
に
下
準
備
の
終
え
た

か
ク
エ
だ
と
か

わ
れ
た

を
取
り
だ

し

食
風
に
す
だ
ち
を
使

た
ソ

ス
で
カ
ル

チ

風
に
仕
上
げ
更
に
作

て
味
を

み
込

ま
せ
て
い
た
き
ん

ら
ご
ぼ
う
を
盛
り

け
る
と
い

た
事
を
し
て
料
理
が
完
成
す
る

 
理
 

ら
持

て
け

 
黒
 

よ

と

つ
い
で
に
酒
も
持

て
け
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い

を

程

黒
は
持

て
き
た

く
は
こ
れ
ぐ
ら
い
あ
れ
ば

り
る
だ
ろ
う

 
勇
儀

そ
う
だ

 
美
 

あ
り
が
と
う
な
理
久
兎

 
そ
う
し
て
旧
都
組
は
料
理
と
酒
を
持

て
和
室
エ
リ
ア
へ
と
向
か

て
い

た

ど
う
や
ら
和

室
派
み
た
い
だ

 
理
 

た
く

さ
て
と

さ
と
り
達
は
何
を
食
べ
る

 
さ
と

え

え

と

お
酒
だ
と
後
が
怖
い
の
で

 
ご
飯

の
も
の
で

 
こ
い

私
は

お
姉
ち

ん
と
同
じ
で

 
お
空

私
は
美
味
し
い
も
の
が
良
い

 
お

そ
れ
は
分
か
ら
な
す
ぎ
る

て

な
ら
あ
た
い

 
と
お
空
は

料
理
で
お
す
す
め
の
を
頼
み
ま
す

 
理
久
兎
様
そ
れ
と
お
酒
も
お
願
い
し
ま
す

 

人
の

葉
を
聞
き
自
分
は
真

先
に
と
あ
る

を
思
い

く

す
ぐ
さ
ま
数

生
き
の
良

い
と
あ
る

を
取
り
出
す
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お

理
久
兎
様
そ
れ

 
さ
と

え

 
さ
と
り
達
は
見
た
こ
と
の
無
い
の
か

と

し
て
し
ま

た
よ
う
だ

だ
が
こ
れ
は

で
は

な
く

 
理
 

こ
れ
は

だ
よ

ま

待

て
て

 

を

く

き

き
機
に

せ
て

レ
と
共
に

い
て

き
に
し
て
い
く

つ
い
で
に

真
ん
中
の

は

で

げ
て

お

に
し
て

に
関
し
て
は
さ
と
り
と
こ
い
し
の
は

い

に
し
て
お

と
お
空
は

の

き
の

に
使

た

レ
を
つ
け
て

火
で

い
て
い
き

き

に
し
て
い
く

 
理
 

い
お
待
ち
ど
う

 
黒
 

つ
い
で
に
追
加
の
酒
も
持

て
き
た

 
さ
と
り
と
こ
い
し
に
は

カ

カ
の
ご
飯
に

の

き
を

せ
て
更
に

レ
を
少
し
か
け
て

に
し
て

い
を

け
る

お

と
お
空
に
は

の

き
と
更
に
日
本
酒
を

け
て

人
で
分
け
合

て
食
べ
れ
る
よ
う
に

も
の
せ
る

 
お
空

お

い
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理
 

そ
い
つ
は
あ
り
が
と
う
な

テ

ブ
ル
の
あ
る

 
所
で
食
べ
ろ
よ

テ

ブ
ル
が
あ
る
な
ら
立
ち

 
食
い
し
て
も
良
い
か
ら

 
こ
い

は

い

行
こ
う
お
姉
ち

ん

 
さ
と

ふ
ふ

そ
う

 
そ
う

い

人
も
和
室
へ
と
向
か

て
い

た

ど
う
や
ら
皆
は
和
室
の
方
が

き
な
の
か

も
し
れ
な
い

 
理
 

部

を
全
部
和
室
に
し
て
お
け
ば
よ
か

た
の

 
か
な

ま

良
い
か

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
時
間
を
見
る
と
そ
ろ
そ
ろ
地
上
の
皆
も
集
合
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
い

う
時
間
に
な

て
い
た

 
理
 

亜
狛
そ
れ
に
耶
狛

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
迎
え
で
す

 
耶
狛

わ
れ
な
く
て
も
行

て
く
る

 
そ
う

い

人
は
皆
を
迎
え
に
向
か

た

そ
れ
を
見
つ
つ
自
分
は
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理
 

さ

て

し
く
な
る
な

 
と

き
な
が
ら
使

た

を

く

う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

何

じ

何

そ
な
た
は
こ
う
も
簡
単
に

絶

 
を
ク
リ
ア
し
て
行
く
の
じ

 
天
子

そ
の
ゲ

ム
だ

た
け
は
面
白
い
の

 
龍
神
様

 

 

面
白
い

現
代
の

楽
の

つ
じ

か
ら
な

 

そ
の

絶
と
い
う
の
何
で
し

う
か

 

 

う
む
説
明
し
よ
う
モ
ン
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
ゲ

ム

 
が
あ

て
の
ま

う
と
な
る
と

度
じ

な

 
天
子

度

 

 

う
む

度

じ

と
初
級

中
級

上
級
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激

絶

絶
と
い
う

 

に
な

て
お
る

本
的
に
は
の
う
そ
の
最
後

 
の

絶
と
い
う

度
の
ク
エ
ス
ト
は
ど
こ
の

 
ク
エ
ス
ト
よ
り
も
遥
か
に

し
い
ん
じ

が

 

つ
ま
り
そ
の

絶
と
い
う

度
を
簡
単
に

 
怠
惰
さ
ん
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
と

 

 

う
む
そ
れ
が
気
に
食
わ
ぬ

因
み
に
怠
惰
よ

 

絶
は
後
何

て
お
る

 
怠
惰

え

え

と
エ
ル
ド
ラ
ド
に
そ
れ
で

 
ア
ル
マ
ゲ
ド
ン
ぐ
ら
い
か
な

 

 

現

は

の

絶
が
あ
る
中
で
こ
や
つ
は

 

の
最
高

度
を
ク
リ
ア
し
た
と
い
う

 
事
じ

シ
な
ど

絶
が

界
な
の
に

 
も
関
わ
ら
ず
じ

と
い
う
か
ラ
グ
ナ

 
ロ
ク
に

て
は
運
で
勝
ち
や
が

た
か
ら
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な

よ
け
い
に

が
立
つ
ん
じ

よ

 
怠
惰

ま

や

て
け
ば
勝
て
る

何
や
か
ん
や
で

 
怠
惰
さ
ん
も
最
初
は

ち

ん
と
同
じ
だ

 
た
か
ら
行
け
る
行
け
る

後
は
運
だ
よ

 

 

行
け
る
か
の

 
怠
惰

大
丈
夫

中
に
は
運

を
目
指
す
と
か

う

 

バ
い
人
も
い
る
か
ら
怠
惰
さ
ん
は
や
ら
な

 
い
け
ど

 

 

そ
れ
は

シ
で
も
無
理
じ

 
天
子

て
い
う
か

を
使
い
す
ぎ
な
ん
だ
け
ど

 
怠
惰

こ
ん
な
話
だ
け
で
使

ち
ま

 
た

で
は
読
者
様

今
回
は
こ
こ
ま
で

そ

 
れ
と
次
回
か
ら
は
ま
た
あ

ち
を
投
稿
す
る

 
の
よ
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

私
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
え

と
そ
れ
で
は
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読
者
様

 
天
子

ま
た
投
稿
し
た
ら
見
な
さ
い
よ

 

 

で
は
さ
ら
ば
じ
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第
３
３
５
話
 
皆
は
来
た

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
新
学

に
行
き
何
人
か
話
し

手
が
出
来
た
な
と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

い
や
は
や
何
人
か
い
る
の
は
本
当
に
助
か
る
助
か
る

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
亜
狛
と
耶
狛
が
皆
を
迎
え
に
行

て
か
ら
数
分
が

過
す
る

自
分
と
黒
は
料
理
機
材
の

や
準
備
を
整
え
待

て
い
る
と
亜
狛
の
能
力
に
よ

て
出
来
た

け
目
が
現
れ
る

す
る
と
そ
こ

か
ら

人
も
の
人
や
妖
怪
が
や

て
来
た

 
理
 

お

と
来
た
み
た
い
だ
な

 
黒
 

だ
な

 
カ
ウ
ン

か
ら
立
ち
上
が
り
皆
の
後
ろ
へ
と
来
る
と
こ
ん
な

が
聞
こ
え
て
く
る

 
蓮
 

す

い

 
霊
夢

こ
れ
を
皆
あ
い
つ
が
作

た
と
な
る
と
本
当
に

 

い
わ
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嬉
し
い
事
を

て
く
れ
た

え
て
作
成
し
た

が
あ
る
と
い
う
も
の
だ

す
る
と

け

目
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
も
出
て
き
た
と
同
時
に
皆
は

が

と
な

て
自
分
の
事
を

し
た
の
か

一
生
に

り
向
い
て
見
て
く
る

そ
の
た
め

で

 
理
 

よ

よ
う
こ
そ
エ
レ

ン
へ

 
と

迎
の
意
を
込
め
て

う
と
何

だ
数
人
は
自
分
を
見
て

 
蓮
 

理
久
兎
さ

ん

 
紫
 

お

御
師
匠
様

 
霊
夢

そ
の
格

は
何
よ

 
蓮
 

り

理
久
兎
さ
ん
そ
の
服

 
と

自
分
の
服
装
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

 
理
 

ん

あ

良
い
だ
ろ

 
服
装
は
下
着
を
着
な
い
で
ア
ロ
ハ
シ

ツ
オ
ン
リ

で
ボ

ン
も

め
て
は
い
な
い
そ
し
て
下

は
短

ン
に
ビ

チ
サ
ン

ル
と

ら
し
い
格

と
い
う
か
私
服
だ

 
霊
夢

い
や
良
い
だ
ろ
う

て

 

何
か

そ
う
だ
な
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理
 

え

何
処
が

 
紫
 

い
や
全
体
的
に

 

い
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う

度
良
い
温
度
だ

し
か
し
何

か
皆
が

異
の
目
で
見
て
く
る

の
が

め
な
い
と
思

て
い
る
と

 
チ
ル

格

い
い

 
ル
 

て
感
じ
な
の
だ

 
と

か
チ
ル
ノ
だ
と
か
と
い

て
た
妖

や
ル

ミ
ア
が

め
て
く
れ
た

感
じ
的
に
は
可

し
く
は
な
い

と
思

た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
あ
り
が
と
う
な

 

人
に
そ
う

た
そ
の

間
不
意
打
ち
で
無
数
の
弾
幕
が
自
分
に
向
か

て
襲
い
か
か

て
き
た

 
理
 

う
お

 
何
と
か

リ

リ
で

け
た

弾
幕
が

た
れ
た
方
向
を
見
る
と

 

理

い
や
理
久
兎
だ

た
わ
よ

あ
の
時

 
の

を
返
し
て
も
ら
う
わ
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輝
夜

下
同
文

 
妹
紅

理
久
兎
さ
ん

回

え
な
よ

 

や
輝
夜
そ
し
て
妹
紅
が

て
き
た
よ
う
だ

そ
し
て

人
は

て
い
た
が
目
が

て
い
な
い

こ
れ
は
危
険
と
関
知
し
た

 
理
 

ふ

マ

で
ご
め
ん

 
そ
う

い
す
ぐ
さ
ま
ト
ン

ラ
す
る

 
妹
紅

あ

待
て

 

待
ち
な
さ
い

 
輝
夜

理
久
兎
さ
ん
に
能
力
が
通
じ
な
い
の
が
本
当
に

  
そ
う
し
て

人
は
自
分
を
を
追
い
か
け
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
逃
げ
る
た
め
に

 
理
 

ミ
ラ

か
ら
の
テ
レ
ポ

ト

 
幻
影
を
出
現
さ
せ
自
分
の
身
代
わ
り
に
さ
せ
本
体
で
あ
る
自
分
は
エ
レ

ン

定
で
使
え
る
テ

レ
ポ

ト
で
逃
げ
る
と

人
は
自
分
に
気
づ
か
ず
幻
影
を
追
い
か
け
て
行

た

 
理
 

危

危
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テ
レ
ポ

ト
し
て
向
か

た
先
は
蓮
達
の

後
だ

す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
に
黒
が

れ
な
が

ら 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ

今
の
マ
ス

に
は
女

の

が

 
出
て
そ
う
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
か
も

 
黒
 

日
頃
の
行
い
の
せ
い
だ
な

 
と

て
き
て
い
た

何
て
や
つ
ら
だ

 
理
 

お
前
ら

い
な

 
蓮
 

え

 
蓮
の

に
手
を
置
い
て
自
分
が
出
て
く
る
と
皆
は
目
を
点
に
し
て

い
て
い
た

 

え

ど
ん
な
ト
リ

ク
を
使

た
ん
で
す
か

 

夜

時
間
を

め
た

て
訳
じ

な
さ
そ
う
だ
け
ど

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

彼
女
達
な
ら
俺
の
幻
影
と
追
い

 
か
け

こ
を
し
て
る
よ

さ
て
と
そ
れ
じ

 

く
設
備
を

す
る
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こ
の
宴
会
で
の
サ

ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
る
た
め
に
前
へ
と
出
て
皆
を
見
な
が
ら

 
理
 

ま
ず
は
料
理
だ
が
和

中

エ
ス
ニ

ク

 
更
に
は
イ

リ
ア
ン
や
ア

ア
ン
と

々
な
料

 
理
を
ご

走
し
よ
う

そ
れ

れ
の
厨
房
で
食

 
べ
た
い
物
を
注
文
し
て
く
れ
出
来
立
て
を
提

 
す
る
か
ら
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
ん
な
ん
だ
と
体
を

す
わ
よ

 
心

し
て

て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
秘
策
が
あ
る
た
め
に
問

な
い

 
理
 

あ

大
丈
夫
そ
こ
は
策
が
あ
る
か
ら

そ
れ
で

 
立
ち
食
い
も
良
い
し
和
室
が
あ
る
か
ら
そ
こ
で

 
座
り
な
が
ら
食
べ
る
も
よ
し
ソ
フ

に
座

て

 
夜

を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
も
よ
し
だ

 
紫
 

中
々
気

り
が
出
来
て
る
わ

そ
れ
に
結

 
ロ
マ
ン
チ

ク

 
ロ
マ
ン
は
意

は
し
て
は
い
や
い
が

夜

が
綺

な
世
界
に
し
た
の
だ

夜

を

能



 第３３５話 皆は来た

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
切
な
る
願
い
で
設
計
し
た
の
だ

す
る
と

 
美
 

お

い
理
久
兎

酒

お
ろ

 
和
室
か
ら
徳

を
持

て
ご
機
嫌
気
分
の
美
寿
々
が
出
て
き
た

と
い
う
か
あ
の
短
時
間
で
酒

を
空
に
す
る
酒
力
が

い

だ
が
蓮
達
も

い
て
い
た

 
蓮
 

み

美
寿
々
さ
ん

 
萃
香

美
寿
々
さ
ま

 
風

ふ
え

 
文
 

 
は
た

嘘

 
ゲ
ン

美
寿
々
さ
ん

 
ど
う
や
ら
美
寿
々
が
い
る
と
は
思

て
い
な
か

た
の
か

い
て
い
る
よ
う
だ

 
理
 

因
み
に
地
底
の
妖
怪
達
も
オ
ン
ラ
イ
ン
し
て
る

 
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 

の
た
め
に
と

う
と
何

か
紫
は

に
手
を
置
い
て

 
紫
 

と
な
る
と
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と

た
直
後

さ
と
り
が

方
へ
と
歩
い
て
き
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

い
で
す

あ
ら
も
う
皆
さ
ん

 
来
た
の
で
す

 
紫
 

あ
ら
覚
妖
怪
あ
な
た
い
た
の

 
さ
と

え

い
ま
す
よ

 
こ
の

人
は

み
合
い
な
が
ら
火
花
を
散
ら
し
始
め
た

一
体
全
体
何
が
原
因
で
こ
ん
な
に

も
仲
が
悪
い
の
だ
ろ
う

と
い
う
か
仲
良
く
出
来
な
い
の
か
と
思

た

そ
れ
に
こ
こ
だ
と
み

と
も
な
い
の
で
間
に
入
り

 
理
 

ち
着
け

て

人
共

 
仲
裁
す
る
の
だ
が

人
は
自
分
を
キ

と

む
と

 
紫
 

御
師
匠
様
は
ど

ち
の
味
方
で
す
か

 
さ
と

そ
う
で
す
よ

は

き
り
し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

え

 
話
を
自
分
に

て
き
た

ま
さ
か

ら
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た
が
本
当
に
子

下
の
喧

嘩
な
た
め
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理
 

い
や
ま
ず
や
る
な
ら
外
で
や
れ

こ
こ
で
そ
ん
な

 
喧
嘩
は
み

と
も
な
い

な

お
前
達
も
そ
う

 
思
う
よ
な

 
と

び
つ
つ
話

を
変
え
て
も
ら
う
た
め
に
蓮
達
に
話
を

る

 
蓮
 

ま

ま

そ
う
で
す

 
霊
夢

本
当

紫
み

と
も
な
い
わ
よ

 
美
 

さ
と
り
も
な

 
そ
れ
を
聞
き

人
は
少
し
不

り
な
が
ら
も
お
互
い

中
を
向
け
あ
う

仲
良
く
な

て

も
ら
い
た
い
も
の
な
の
だ
が

し
そ
う
だ

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
料
理
作
る
か
ら
食
べ
た
い

 
物
を
注
文
し
て
く
れ
や

 
仕
方
な
い
と
思
い
つ
つ
頭
を

き
な
が
ら

う
と
皆
は
手
を

げ
な
が
ら
一

に
料
理
の
注
文

を
し
て
き
た

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
何
か
日
本
酒
に
合
う
酒
の

 
チ
ル

あ
た
い
は
お

が
一

に
な
る
物



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
レ
ミ

私
は
何
か

物
の
オ

ド
ブ
ル

 
幽
 

珍
し
い
料
理
を
お
願
い
す
る
わ

 
ミ
ス

私
は

外
な
ら

 
文
 

あ

そ
れ
は
私
も
お
願
い
し
ま
す

 
聖
 

え

と

進
料
理
で

 
各
々
の
食
べ
た
い
物
を

て
く
る

そ
れ
を
聞
き
つ
つ
自
分
は
カ
ウ
ン

キ

チ
ン
へ
と

歩
き
な
が
ら

 
理
 

オ

六
面
神

 
仙
術
を
唱
え
て

人
か
ら

人
へ
と
分
身
す
る

こ
の
光

に
見

れ
て
い
な
い
の
か

 
霊
夢

何
あ
れ

 
レ
ミ

ま
る
で
フ
ラ
ン
の
分
身

 
フ
ラ

私
よ
り
も
数
が
多
い
よ

 

仙

そ
れ
に
波
⻑
が
ど
れ
も
同
じ
ま
る
で
分

 
と

皆
は

い
て
く
れ
た

や
は
り

い
て
く
れ
る
の
が
一
番
気
持
ち
い
い

 
理
 

さ
て
と
ん
じ

始
め
ま
す
か
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そ
う
し
て
各
々
の
頼
ん
で
き
た
料
理
の
注
文
を
こ
な
す
た
め
に
料
理
を
開
始
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
も

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ

 
怠
惰

ん

ど
う
し
た
の

ち

ん

 

 

理
久
兎
が

い
の
じ

宴
会
に

シ
を
呼
ば

 
な
い
と
は

 
天
子

そ
う
い
え
ば
私
を
ボ
コ
ボ
コ
に
し
た

者

て
龍

 
神
様
の

子
よ

 

 

あ

そ
う
じ

た
な
お
ん
し
そ
の
時
に
気
絶
を

 
し
て
お

た
か
ら
見
て
な
い
ん
じ

な

 
天
子

え

今
思
う
と

が
た

て
き
た
わ

 

 

な
ら
ば
決
ま
り
じ

怠
惰
よ

シ
は
あ
や
つ
を
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殴
り
に
行

て
く
る

シ
を

け
者
に
し
て

 
楽
し
ん
で
お
る
の
が
気
に
く
わ
ん

 
怠
惰

ち

と
待
て

ち

ん
が
い
な
い
と
後
書
き

 
ど
う
す
る
の

 

 

行
く

天
子

 
天
子

て

す
ぎ
る
わ

 
怠
惰

行

ち

た
よ
も

は

さ
ん

 

何
で
し

う
か

 
怠
惰

こ
れ
を
渡
し
て
お
く
よ

 

御

で
す
か

 
怠
惰

も
し

ち

ん
と
理
久
兎

が
何
か
や
ら
か
す

 
よ
う
な
ら
そ
れ
を
投
げ
て
そ
う
す
れ
ば
仲
裁
は

 
す
る
か
ら
ま

使
わ
な
い
の
が

番
だ
け
ど

 

分
か
り
ま
し
た

そ
れ
で
は
私
も
急
い
で
後
を

 
追
い
ま
す

そ
れ
で
は
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怠
惰

う
ん
頼
ん
だ
よ

ま

た
く
仕
方
な
い

か

 
に
後
書
き
で
手
伝
い
に
来
て
も
ら
お
う
で
は

 
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た
次
回
も
よ
ろ

 
し
く

そ
れ
で
は
読
者
様
サ
ラ

バ
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第
３
３
６
話
 
解
体
シ

は
波
乱
だ
ら
け

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

イ
ン
ツ
ロ
ウ

を
買
お
う
か
と

み
初
め
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

理
由
は

を
や

て

が
楽
し
そ
う
か
な
と
思

た
た
め
で
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ

ろ
本
編
へ
ど
う

 
エ
レ

ン
で
の
宴
会
場

現

こ
こ
で
自
分
は
大

し
の
仕
事
を
し
て
い
た

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん

当
に
ま
た
作

て
く
だ
さ
い

 
ル
 

お

お
か
わ
り
な
の
だ

 
理
 

あ
い
よ
待

て
ろ

 

人
に
分

し
た
自
分
の
内
の

人
は
こ
の

人
の
食
力
に
対

す
べ
く
料
理
を
作

て
い

た

作

て
も
作

て
も
切
り
が
な
い

そ
し
て
幽
々
子
の

に
座

て
い
る
妖
夢
は

い
し

つ
つ
料
理
を
食
べ
て
い
た

そ
し
て
も
う

人
の
自
分
は
と
い
う
と

 

 

す
み
ま
せ
ん
楽

を

で
て
い
い
で
す
か
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で
て
良
い

 

 

で
て
い
い
の
か
な

 
自
分
は
と
あ
る

人
の
少
女
い
や
幽
霊
に
頭
を
下
げ
ら
れ
て
い
た

と
り
あ
え
ず
は
名
前
等

も
分
か
ら
な
い
た
め

 
理
 

え

と

ら
は

 

 

あ

す
み
ま
せ
ん
私
は
ル
ナ
サ
・
プ
リ

ム
リ
バ

 
と
申
し
ま
す
そ
し
て

が

 

 

次
女
の
メ
ル
ラ
ン
・
プ
リ

ム
リ
バ

 

 

そ
ん
で
末

子
の
リ
リ
カ
・
プ
リ

ム
リ
バ

で
す

 
よ
ろ
し
く

 
三
姉
妹
の
幽
霊
も
と
い
プ
リ

ム
リ
バ

三
姉
妹
は
し

か
り
と

し
て
く
る

 
理
 

そ
ん
で

を
し
た
い
ん
だ

た
よ
な

 
ル
ナ

は
い
一

は
こ
れ
ま
で
の
宴
会
で
も

を

 

で
て
は
い
ま
し
た
の
で

 
メ
ル

自
信
は
あ
る
よ
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リ
リ

た
だ
何
処
で

し
よ
か
な

て
の
と
や

り

 
許
可
は
取

た
方
が
良
い
か
な

て

 

儀
に
も
許
可
を
取
り
に
来
た
み
た
い
だ

論

え
は
決
ま

て
い
た

 
理
 

良
い
よ
や

て

な
ら
ス
テ

だ
よ
な

 

も
い
な
い

に
向
か

て
手
を
動
か
す
と
そ
の
場
所
が

ん
で
行
き
小
さ
な

そ
の
次

に
は
白
黒
の
市

模
様
の

も
と
い
ス
テ

が
出
来
上
が
り
更
に
天

に
は

つ
か
の
小
さ
な

ス
ポ

ト
ラ
イ
ト
が
出
現
し
ス
テ

を

ら
す

 
理
 

こ
れ
で
ス
テ

も
出
来
た
か
ら

き
な
だ
け

 

し
て
良
い
よ

 
リ
リ

い

 
メ
ル

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ル
ナ

わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん

 

人
は

き
つ
つ
も
お
礼
を

て
き
た

そ
れ
に
対
し
て

で

 
理
 

良
い
よ

度
静
か
だ

た
か
ら

楽
も

し
い

 
と
思

て
た
所
だ

た
か
ら

ら

し
て
き
な
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よ

 
メ
ル

え

さ

し
ま
し

う

 
ル
ナ

え

 
リ
リ

で
ま
す
か

 
そ
う
し
て

人
は
舞
台
に
上
が
る
と
楽

を
使

て

楽
を

で
始
め
た
の
だ

た

自
分

は
厨
房
を
見
る
と

の
自
分

人
が

し
そ
う
だ

た
の
で
手
伝
い
に
向
か
う
の
だ

た

そ

し
て
最
後
の

人
と
な
る
自
分
は
と
い
う
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
紫
 

御
師
匠
様

 
ソ
フ

に
座
り
紫
と
さ
と
り
に

ま
れ
つ
つ

待
し
て
い
た

の
分
身

人
を
手
伝
い

た
い
の
だ
が
こ
の

人
か
ら

れ
る
と

々
を
こ

始
め
最
終
的
に
は
喧
嘩
に
な
り
そ
う
な
た

め
こ
う
し
て
我

し
て
い
た

 
理
 

手
に
花
と
い
う

葉
は
あ

た
が
こ
れ
だ
と

 

手
に
毒
花

て
の
が
正
し
い
よ
な
こ
れ
は

 
こ
の

人
を
怒
ら
せ
る
と

々
と
後
が
怖
い
た
め

て
心
の
中
で

い
て
い
る
と
何

だ
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か
皆
の
視

が
キ
ツ
イ
事
に
気
が
つ
く

大
方
こ
の

ラ
シ
め

り
で
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

が

い
た
い

自
分
は

ラ
シ
で
は
な
い
と

 
さ
と

所
で
八
雲
紫
さ
ん
先
程
か
ら
邪
魔
者
と
か

う

 
の

め
て
も
ら
え
ま
す
か

 
紫
 

あ
ら
あ
ら
師
匠
と
弟
子
の
感
動
の
再
開
を
邪
魔

 
す
る
も
の
で
す
か
ら
つ
い

 
さ
と

ふ
ふ

理
久
兎
さ
ん

の
仲
な
の
で
正
直

 
彼
女
と
の
仲
を

す
の
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す

 
よ

 
紫
 

あ
ら
あ
ら
私
は

め
て
な
い
で
す
わ
よ

 
自
分
を

ん
で
の
喧
嘩
は
も

と

め
て

し
い

ど
う
す
る
か
と

え
昔
に
外
界
の
よ
る
の

町
で
見
か
け
た
男
性
の
呼
び
込
み
を
思
い
出
し
つ
つ

人
の

を

み
自
分
へ
と

せ
て

 
理
 

こ
ら
こ
ら
俺
を

ん
で
ま
た
は
目
の
前
で
喧
嘩

 
は
す
る
な
よ

可
愛
い
子

ち

ん
達

 

え
て

お
う

正
直
な
話
だ
が
自
分
は
馬
鹿
だ
ろ
う
と
思
い
始
め
て
き
た

こ
ん
な

で
な
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い
事
を

て
い
る
時
点
で
自
分
は

れ
て
い
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が

お
う

て
正

常
で
あ
る
し

れ
て
も
い
な
い

だ
が

れ
て
い
る
と
感
じ

ざ
る

な
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
紫
 

御
師
匠
様

 
こ
の

人
は
酒
を
飲
み
続
け
て
い
る
せ
い
な
の
か
少
し
思

回

が
シ

ト
し
て
い
る
よ
う

だ

そ
の
た
め

を

く
し
つ
つ
自
分
に
す
り

て
く
る

こ
れ
な
ら
明
日
に
は
記
憶
は

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 
理
 

文
の
奴
こ

ち
を
見
て

い
や
が

て

 
文
が
こ
ち
ら
を
見
て

と

て
い
た

う
の
な
ら
助
け
て

し
い

す
る
と

 
耶
狛

マ
ス

そ
ろ
そ
ろ
余
興
し
な
い

 
耶
狛
と
い
う
助
け
船
が
が
や

て
来
て
く
れ
た

幽
々
子
や
ル

ミ
ア
は
だ
い
ぶ
満

し
て
き

て
い
る
よ
う
だ

こ
の
大
食

達
が
満

し
て
い
な
い
と
皆
食
べ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
待

て
い
た
が
そ
ろ
そ
ろ
良
さ
そ
う
だ

 
理
 

だ
な

す
ま
ん
が

人
共
余
興
を
し
な
く
ち

 
い
け
な
く
て
な
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紫
 

む

仕
方
な
い
で
す
わ

 
さ
と

そ
う
で
す

 

人
は
手
を

し
て
く
れ
る
と
自
分
は
ソ
フ

か
ら
立
ち
上
が
り
シ

の
た
め
の
場
所

へ
と
向
か
う

中
で
耶
狛
に

 
理
 

耶
狛
サ
ン
キ

後
で
と
び

き
り
の
ス
イ

ツ

 
を
ご

走
し
て
や
る
よ

 
耶
狛

む
ふ

期
待
し
て
る
よ
マ
ス

 
そ
う

い
な
が
ら
シ

の
場
所
へ
と
行
く
と
亜
狛
と
黒
が
立

て
い
た

 
理
 

よ

亜
狛
に
黒
さ
り
げ
な
く
皆
を
集
め
て
く
れ

 
や
そ
し
て
耶
狛
は

の
物
を

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
黒
 

あ
い
よ

 
耶
狛

そ
れ
じ

持

て
く
る

マ
ス

 
そ
う

い
皆
を
集
合
さ
せ
る
た
め
に
散

て
い
く

自
分
は
厨
房
に
立
つ

人
に
向
か

て

手
を
か
ざ
し
て

収
し
て

人
の
自
分
と
な
る
と
す
ぐ
さ
ま
断
罪
神
書
か
ら
大
き
な

か
ら
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々
な

を
取
り
だ
し
準
備
を
し
て
い
る
と
皆
が
集
ま

て
く
る

 
理
 

よ
し
集
ま

た
で
は
今
か
ら
解
体
シ

を

 
始
め
る
よ

耶
狛

 
耶
狛

は
い
は
い

 
返
事
と
共
に
耶
狛
が
自
分
が
取

て
き
た
巨
体
な
マ
グ
ロ
を
持

て
く
る

本
当
な
ら
断
罪
神

書
か
ら
取
り
出
し
て
の

出
も
あ
り
だ
が
そ
れ
だ
と
味
気
な
い
た
め
登
場
か
ら
こ
だ
わ
る
た
め
に

こ
う
し
た
登
場
を

画
し
た
の
だ

因
み
に
マ
グ
ロ
を

せ
て
い
る

ゴ
ン
は
マ
グ
ロ
を

や
さ

な
い
た
め
に
マ
グ
ロ
と
共
に

に
し
ま

て
あ

た
た
め
キ
ン
キ
ン
に

た
い
た
め
か

気

を

ち
そ
れ
が
更
な
る

出
と
な
る

そ
し
て
い
ち

く
に
蓮
と

が

を
あ
げ
た

 
蓮
 

そ
れ
マ
グ
ロ

 

々

頭
な
ん
て
初
め
て
見
ま
し
た
よ

 
や
は
り
外
来
人
だ
け
あ

て
す
ぐ
さ
ま
名
前
を
い

て
く
れ
る

説
明
す
る
手
間
が

け
る

が 
河
城

で
あ
ん
な

は
見
た
こ
と
な
い
よ

 
ゲ
ン

そ

総
大
将
そ
れ
は
食
べ
れ
る
の
か
い
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見
た
事
の
な
い
マ
グ
ロ
を
見
て

き
な
が
ら
聞
い
て
き
た

論
食
べ
れ
る
に
決
ま

て
る
だ

ろ
う

 
理
 

い
や
い
や
食
べ
れ
な
か

た
ら
出
さ
な
い
よ

 
妖
夢

し
か
し
あ
ん
な

を
持

て
く
る
と
は

 
幽
 

だ
と
か
は
紫
が
時
々
お
酒
を
飲
む

に
持

て

 
来
て
く
れ
る
け
ど
こ
れ
は

き

 
紫
 

ま

 
酔
い
が
回

た

の
紫
も
こ
れ
に
は

い
た
た
め
か
酔
い
が
覚
め
た
み
た
い
だ

す
る
と

 
蓮
 

り

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
え

と
ど
の
く
ら
い
で

 

り
か
ら

と
し
た
ん
で
す
か

 
ど
う
や
ら
蓮
は
こ
れ
を
手
に
入
れ
る
に
当
た

て

り
で

と
し
た
と
思

て
い
た
み
た
い

だ

だ
が
こ
の
マ
グ
ロ
や
ら
は

り
で

と
し
た
訳
で
は
な
い
た
め

 
理
 

と
し
た

何
を

て
る
ん
だ

こ
れ
だ
よ

 
こ
れ

 

を

き
な
が
ら

う
と
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え

と
因
み
に
釣

た
ん
で
す
よ

 
理
 

い
や
泳
い
で
そ
れ
で
グ

ン

発
で

 
取

た
け
ど

 
蓮
 

え

 

常

が
通

し
な
い
所
か
物
理
法
則
を
無
視
な
ん

 
で
す
か

 
今
さ
ら
何
を

て
い
る
ん
だ

幻
想
郷
や
そ
う
い

た
場
所
に
来
た
の
な
ら
真

先
に
そ
う

い

た
常

は

て
な
け
れ
ば
や

て
は
け
い
な
い
と
思

た

だ
が
あ
ま
り
口
に
す
る
の
も
機

嫌
を
悪
く
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
そ
こ
は
ス
ル

し
て

り
方
を

く
説
明
す
る

 
理
 

そ
ん
で
殴

て
地
上
に
上
げ
て
亜
狛
の
能
力
で

 
地
上
に
送

た
ら
あ
ら
不
思
議
こ
ん
な
所
に
何

 
百

も
す
る
マ
グ
ロ
が
い
る
で
は
な
い
か

て

  
さ
と

も
う
私
は
理
久
兎
さ
ん
の
物
理
法
則
の

 
無
視
は

れ
ま
し
た
よ
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紫
 

私
も

れ
た

だ

た
け
ど
久
々
に
口
が
開
い

 
た
ま
ま
よ

 
紫
や
皆
の
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
の
が
見
て
て
楽
し
い

て
き
た

が
あ
る
と
い
う

も
の
だ

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

を

ら
げ
な
が
ら
輝
夜
と
妹
紅
そ
し
て

が

て
き
た

ど
う
や
ら
自
分
の
幻
影
と
の
決
着

と
い
う
か
幻
影
だ
と
気
づ
い
て
帰

て
き
た
み
た
い
だ

 

は

は

理
久
兎
や

た
く
れ
た
わ

 
妹
紅

ま
さ
か
あ
れ
が
幻
だ

た
な
ん
て

 
輝
夜

ふ

動
い
て

し
た
気
分
よ

 
理
 

悪
か

た
よ

良
い
部

を
あ
げ
る
か
ら
許
し
て

 
く
れ
よ

 
悪
い
こ
と
を
し
た
の
と
思
い
せ
め
て
良
い
部

を
あ
げ
よ
う
と
思
い
つ
つ
巨
体
な

の

を

少
し
だ
け
引
き

き
刀
身
を
見
せ
る

 

な

ま
さ
か
そ
れ
で

く
の
か
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理
 

う
ん
そ
う
だ
よ

こ
れ
は
通

マ
グ
ロ

て

 

て
マ
グ
ロ
を

く
た
め
の
専

だ
よ

 

夜

そ
ん
な

が
あ

た
と
は

 
幻
想
郷
に
は
マ
グ
ロ
が
い
な
い
た
め
か
こ
う
い

た

も
始
め
て
見
る
み
た
い
だ

だ

か
ら
こ
の

に
目
に

き

け
て

し
い
と
思

た

 
理
 

よ
し
そ
ん
じ

黒
や
ろ
う
か

 
黒
 

あ

 
そ
し
て

人
だ
と
手
元
が
狂
う
た
め

に

め
ら
れ
た

を
を
黒
に
手
伝

て
も
ら
お
う

か
と
思
い
向
け
た
そ
の

間
だ

た

 

リ
ん

 
エ
レ

ン
の
外
の
空
間
に

ビ
が
入

た
の
を
感
覚
的
に
察
知
し
た

ど
う
や
ら
外
部
か
ら
侵

入
者
が
来
た
み
た
い
だ

し
か
も
一

だ
が
そ
の
者
の
力
を
感
じ
た

こ
れ
は
神
力
そ
れ
も
こ
の

世
で
一
番
強
い
神
力
の
持
ち
主
も
と
い
こ
の
世
で
一
番
面

な
奴
の
神
力
を
感
じ
た

  
理
 

ち
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カ
チ
ン

 

打
ち
を
し
つ
つ

に
刀
身
を

し
て
す
ぐ
さ
ま
大

で

 
理
 

お
前
ら
全
員

せ
ろ

 
全
員

え

 
突
然
の

び
に
皆
が
何
事
か
と

惑
し
て
い
た
と
同
時
に

 
ド
ゴ

ン

 

か
ら
何
か
が

ス
ピ

ド
突

込
ん
で
き
て
自
分
達
の
い
る
部

を

に
し
て

が
舞
う

 
霊
夢

何
よ
こ
れ
も
あ
ん
た
達
の
余
興

 
耶
狛

私
達
も
分
か
ら
な
い
よ

 
蓮
 

何
が

て
理
久
兎
さ
ん

 
こ
れ
に
は
自
分
は

て
な
ど
い
ら
れ
な
い

と
い
う
か

え
な
い

何
せ
こ
の
世
で
一
番
面

な
奴
が
出
て
き
た
の
だ
か
ら

 

 

う

シ

き
で
よ
く
も
こ
ん
な
楽
し
そ
う
な

 
事
を
し
て
お
る
の
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そ
う
自
分
の
⺟
親
が
こ
の
宴
会
に
乱
入
し
て
き
た
の
だ

こ
れ
を
ど
う

え
ば
良
い
の
だ
ろ

う

更
に

 

 

龍
神
様

待

て
く
だ
さ
い

 
天
子

ち

と
待
ち
な
さ
い

て

 
か
つ
て
ボ
コ
ボ
コ
に
し
た
天
人
の
天
子
と
見
た
感
じ
妖
怪
の
女
性
ま
で
も
や

て
き
た

大
方

は
従
者
か
何
か
だ
ろ
う

そ
し
て
お
ふ
く
ろ
を
見
た

や
神
奈
子
達
は

き
な
が
ら

 

姫
様
頭
を
下
げ
て
く
だ
さ
い

 
輝
夜

え

え

 
八

な
な
な
何
で
あ
の
お
方
が

 
洩
矢
 

 

を
見
て
特
に

人
は
頭
を
下
げ
だ
し
た

こ
ん
な
奴
に
頭
を
下
げ
る
必
要
は
な
い
と
自
分

は
思

た
が

 

 

し
か
し

れ
て
お
る
の

 
こ
の

自
分
が
や

た
事
を
自
覚
し
て
い
な
い
よ
う
だ

こ
れ
に
は

く
キ
レ
た

 
理
 

て
め

が
や

た
ん
だ
よ
ク
ソ
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チ
ン

 
指

チ
ン
で
暗
転
さ
せ
て
お
ふ
く
ろ
が

し
た

や

に

そ
し
て
物
品
や
備
品
等
を
修

さ
せ
る

す
る
と
今
の

葉
に
皆
は

い
た
の
か

 
紫
 

ク
ソ

て
え

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん
の
口
か
ら
そ
ん
な

葉
が

 
霊
夢

あ
ん
た
あ
れ
は

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
に
龍
神
様
え

と
御
二
人
は

 
親
子

で
す
よ

 
蓮
の
そ
の
問
い
に
自
分
は
イ
ラ
つ
き
を
覚
え
な
が
ら

 
理
 

内
の
お
ふ
く
ろ

 

 

う
む

シ
の
バ
カ

子
じ

 
自
分
の
事
を
バ
カ

子
呼
ば
わ
り
し
て
き
た

だ
が
皆
は

 
全
員

え

 
絶

を
し
だ
し
た
の
だ

た
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怠
惰

て
な
訳
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
読
者
様

 

 

ふ
ふ

た
ま
に
は
良
い
も
の

こ
の
光

も

 
怠
惰

あ
ま
り

き
勝
手
子
な
い
で
く
れ
よ

 

え

論
よ

せ
い

い
エ
ロ
本
と
か
エ
ロ

Ｖ

 
と
か
し
か
探
さ
な
い
わ

 
怠
惰

何
処
の
男
子
高

生

 

ふ
ふ

談
よ

 
怠
惰

そ
う
い
え
ば
本
当
に

当
前
だ
け
ど

問
が
来
て

 
た
な
悪
魔

て
ソ
ロ
モ
ン

外
に
も
悪
魔

て
い

 
る
の
か
て
き
た
か
ら

え
よ
う
か

 

ま

い
る
わ

バ
フ

メ

ト
と
か
ア
ザ

ル
に

 
フ
ル

レ
テ

と
か

 
怠
惰

夢
魔
姉
弟
で
あ
る
サ
キ

バ
ス
に
イ
ン
キ

バ
ス

 
何
か
も
そ
う
だ

 

に
も
ま
だ
数
体
は
い
る
わ

そ
れ
か
ら
ソ
ロ
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モ
ン

と
は
こ
の
小
説
内
で

う
と
皆
様
が

 
き
で
あ
ろ
う

兵
団
と

ぼ
一

そ
れ
に
続
い

 
て
同

の
組

が

に

つ
あ

て
ソ
ロ
モ
ン
と

 
同
等
の
持

て
い
た
の
が
組

が

つ
の
大
罪
と

 
い
う
グ
ル

プ

て
訳

 
怠
惰

そ
し
て
ソ
ロ
モ
ン
に

し
て
い
な
い
上
記
の
悪
魔

 
こ
れ
ら
は
そ
ん
な

兵
団
や

つ
大
罪
と
も
同
等

 
の
力
を
持
つ
と
同
時
に
金
や
ら
の

等
を

 
で
き
る
悪
魔
達

て
感
じ
ま

に

う
ス
ポ
ン

 
サ

だ

ソ
ロ
モ
ン
は
こ
う
い

た
悪
魔
達
に

 
り
戦
争
に
は

加
さ
せ
な
か

た
か
ら

外
で

 

加
し
た
奴
も
い
た
け
ど
さ

 

え

私
は

加
し
な
く
て
も
良
い
で
し

て

 

私
が
い
な
い
と
小
さ
な
女
の
子
が
救
え
な

 
い
で
し
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怠
惰

ま

ち

う
と
こ
ん
な
感
じ
か
な
お

と

 

を
ま
た
使
い
す
ぎ
た
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

と
り
あ
え
ず
ま
た
次
回
は
あ

ち
ら
し
い
か
ら

 
よ
ろ
し
く

 
怠
惰

で
は
で
は
読
者
様

 

ま

た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
３
７
話
 
世
界
規
模
の
親
子
喧
嘩

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

よ
う
や
く
帰
還
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

ド
の

心
地
が
悪
く
て
眠
れ
ず

夜
し
ま
し
た

眠
い
し

い
で
す

で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど

う 
現

こ
こ
エ
レ

ン
で
は
突

乱
入
し
て
き
た
自
分
の
⺟
親
で
あ
る

と

み
合

て
い

た

お
ふ
く
ろ
に
は

い
た
い
こ
と
が
散
々
と
あ
る
の
だ
が

 

本
当
に
親
子
な
ん
だ
よ
な

 
と

魔
理

が
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

た
目
で
自
分
と
お
ふ
く
ろ
を
見
て
く
る
た
め

 

 

う
む

シ
の

子
じ

よ

 
理
 

め
た
く
な
い
が
俺
の
⺟
親
だ

 
そ
う

う
と
皆
は
信
じ
ら
れ
な
い

あ
り
え
な
い
と

た

で
自
分
と
お
ふ
く
ろ
の

を
何

度
も
見
て
く
る

大
方
は
こ
ん
な
身
⻑
の

い
ロ
リ
が
⺟
親
だ
と
思
え
な
い
の
だ
ろ
う
が
自
分
の
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⺟
親
で
あ
る
の
は
事
実
だ

め
た
く
は
な
い
が

 
天
子

ま
る
で

頭
狗

 

 

う
天
子
ど
う
や
ら
お
主
の

を
そ
の
胸
と
同
じ

 
よ
う
に
絶

に
整

を
し
て

し
い
み
た
い
じ

 
の
う

 
天
子

な

何
で
も
な
い
わ

 

あ
ら
あ
ら

 
そ
の
生
意
気
な
態
度
は
自
分
は

し
よ
う

と
い
う
か
も

と
や
れ
と
思

た
が

 

 

ふ
む
ま

良
か
ろ
う
し
か
し
理
久
兎

 
理
 

何
だ
よ

 
突
然
の
真

で
自
分
を
呼
ん
だ
た
め
何
だ
と
思

て
い
る
と

 

 

お
主
は
少
年
に
負
け
た
ん
じ

ろ

ざ
ま

な
い

 
の

プ

 
理
 
 

イ
ラ

 
こ
の
ド

れ

は
ど
う
や
ら
自
分
に
喧
嘩
を
売

て
き
た
み
た
い
だ

流

の
自
分
も
こ
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れ
に
は

く
キ
レ
る

 
理
 

は
ん

変
わ
ら
ず
や

て
る
事
が
子

な
ん

 
だ
よ
ロ
リ

お

と
ロ
リ

は
失
礼
か

 
外
見

神
年

の

遠

 

 
 

ピ
キ
ピ
キ

 
こ
の
ぐ
ら
い
で
キ
レ
て
る
よ
う
だ
と
龍
神
最
高
神
と
聞
い
て

れ
る

俺
ぐ
ら
い
の

容
な

神
を
持
て
と
心
か
ら
思

た

し
か
も

 
レ
ミ

あ
れ
本
当
に
最
高
神
な
の
よ

夜

 

夜

え

そ
の

な
ん
で
す
が

 
美
 

何
か
理
久
兎
の
⺟
さ
ん
子

ま
ん
ま
だ
な
萃
香

 
と
良
い
勝
負
だ
な

 
萃
香

そ
れ
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
美
寿
々
様

 
あ
ま
り
の
子

さ
に
皆
は
子

と

し
て
い
た

ざ
ま
あ
み
ろ
と
思

て
い
る
と

 
霊
夢

何
か
や

て
る
事
が
子

お
互
い
に

 
蓮
 

う

う
ん
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紫
 

あ
ん
な
御
師
匠
様
は
初
め
て
見
ま
し
た
わ

 
さ
と

そ
れ
は
私
も
で
す
何
時
も
の
理
久
兎
さ
ん
じ

 
な
い

 
自
分
が
子

と

う
が
何
処
が

い
た
い

ど
ち
ら
か
と

え
ば
お
ふ
く
ろ
の
方
が
全
然
子

い
や

え
方
が
小
学
生

下
と
い
う
時
点
で
子

だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 

 

が

子

じ

と
理
久
兎
の
方
が
子

じ

ろ

 
う
が

 
理
 

お
前
が
な
ク
ソ

 
ど
う
や
ら
お
ふ
く
ろ
も
怒
り
で

の

が
切
れ
そ
う
だ

と
い
う
か
自
分
は
お
ふ
く
ろ
の

事
に
関
し
て
は

に
切
れ
て
は
い
る

す
る
と

 
亜
狛

皆
さ
ん
す
ぐ
に

を

 
耶
狛

皆
逃
げ
て

逃
げ
て

 
黒
 

く
逃
げ
ろ

 

人
が
何
か
を

て
い
る
み
た
い
だ
が
そ
ん
な
事
は
今
は
ど
う
で
も
良
い

と
り
あ
え
ず

目
の
前
の
お
ふ
く
ろ
を

き

す
だ
け
だ

の
意
味
を
表
し
殺
気
や
霊
力
や
妖
力
や
ら
を
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出
す
る
が
お
ふ
く
ろ
も
自
分
を

き

す
気
な
の
か
神
力
と
殺
気
を

て
く
る

 
ド
ゴ
ン

 

 

理
久
兎
よ
そ
な
た
の
そ
の
口
を
む
し
り
取

て

 
や
ろ
う
か
の

 
理
 

れ
ク
ソ

て
い
う
か
帰
れ
そ
ん
で

人

 
で

し
い
ボ

チ
酒
で
も
楽
し
ん
で
ろ

 
お
ふ
く
ろ
と

み
合
い
つ
つ
自
分
は
思

た

世
界
の
頂
き
の

は

 
つ
も
い
ら
な
い

つ
あ
れ
ば

分
だ
と

 
理
 

俺
は
思
う
ん
だ
よ
な

こ
の
空
に
は

 
龍
は

も
必
要
な
い
と
な

 

 

う
た
ま
に
は
良
い
こ
と
を

う
で
な
い
か

 
つ
ま
り
こ
れ
は
世
界
の
頂
き
の
座
を

う
た
め
の
宣
戦
布
告

そ
の
挑
戦
に
お
ふ
く
ろ
も

て
く
れ
る
よ
う
だ

 
亜
狛

マ
ス

め
て
下
さ
い

 
黒
 

主
よ

静
に
な
れ
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耶
狛

こ
の
ま
ま
だ
と
皆
が
死
ん
じ

う
よ

 
愉
快
な
仲
間
で
あ
る
従
者
達

人
が
何
か
を

て
い
る
よ
う
だ
が
気
に
し
な
い
で
と
り
あ

え
ず
ど
う
や

て
お
ふ
く
ろ
の
無

に
⻑
い

を
へ
し

り
頂
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
し
て
や

ろ
う
か
と

え
て
い
る
と
お
ふ
く
ろ
の
従
者
が

ん
で
く
る

 

 

龍
神
様

理
久
兎
様

 

 

何
じ

こ

ち
は
取
り
込
み
中

 
理
 

あ

そ
う
だ
取
り
込
み
中

 
ど
う
や
ら
名
前
は

と
い
う
ら
し
い

だ
が
こ

ち
は
世
界
の
こ
れ
か
ら
を

う
た
め
の
喧

嘩
で
取
り
込
み
中
だ

て
い
る

は
な
い
と
思

て
い
る
と

 

 

う

が
ど
う
取
り
込
み
中
な
ん
だ

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
は
か
つ
て
自
分
が
戦

た
こ
と
の
あ
る
人
物

い
や
悪
魔
の

だ

た

 

 

な

 
理
 

ま

ま
さ
か

 
そ
う
そ
れ
は
怠
惰
も
と
い

ル
フ

ゴ

ル
の

が

の
紙
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
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怠
惰

ま
さ
か

ち

ん
そ
れ
に
理
久
兎

も
だ
け
ど

 
親
子
喧
嘩
し
て
る
訳
じ

な
い
よ

 

 

何
を

て
お
る
ん
じ

そ
ん
な
訳
な
い

 
の
う
理
久
兎

 
理
 

あ

あ

 
こ
い
つ
は
お
ふ
く
ろ
と
は
訳
が
違
う

下
手
に
怒
ら
せ
る
と
も
し
か
し
た
ら
自
分
で
も
手
が
つ

け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

す
る
と

 
怠
惰

そ
う

チ

コ
の
香
り
が
す
る
な
近
く
に

 
チ

コ
が
あ
る
な

 
そ
う

う
と
紙
の
中
か
ら

が

本
出
て
く
る
と
下
に

ち
て
い
た

チ

コ
を
手
に
取
り

紙
の
中
に

を
引

込
ま
せ
た

 

 

た
く
喧
嘩
し
た
ら
面

だ
け
ど

き

し
に
行
く

 
か
ら
よ
ろ
し
く

 
そ
う

う
と

が
聞
こ
え
な
く
な
り
先
程
の

間
が
消
え
た

も
う
お
ふ
く
ろ

手
に
殴
り

か
か
る
気
も
失
せ
て
し
ま

た

そ
し
て

り
を
見
る
と
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理
 

あ
れ

お
前
ら
は
何
や

て
ん
の

 

 

う
む

ど
う
し
た
の
じ

 
何

か
全
員
地
面
に

ろ
状
態
に
な

て
い
た
事
に

問
を

い
て
い
る
と
皆
は
怒
り
な
が

ら 
全
員

女
達
せ
い
だ
よ

 
と

怒
ら
れ
た

そ
し
て

と
天
子
が
お
ふ
く
ろ
へ
と

め
よ
り

 

龍
神
様

あ
の
方
が
い
な
か

た
ら
ま
だ
喧
嘩

 
し
て
い
ま
し
た
よ

 
天
子

本
当
に
や
め
て
ち

う
だ
い
よ

 

 

う

う
む
す
ま
な
か

た

つ
い
カ

と
な

て

 
し
ま

て
の

 
従
者
で
あ
る

や
天
子
に
こ

ど
く
怒
ら
れ
て
い
て
ざ
ま
あ
み
ろ
と
思
い

い
そ
う
に

な

て
い
る
と
紫
と
さ
と
り
が
自
分
の
目
の
前
に
来
る

そ
れ
も
物

い

で
だ

 
紫
 

御
師
匠
様

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
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珍
し
く
怖
い
と

え
る
も
の
に
出
会
え
た
気
が
し
た

や

が

中
で
流
れ
て
気
持
ち
悪

い

こ
れ
に
反
論
す
る
と
後
が
怖
い
た
め
た
だ
一

 
理
 

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
と

謝
罪
を
す
る
こ
と
し
か
出
来
な
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

怠
惰
も
大
変

 
怠
惰

ま

こ
う
や

て
俺
が
出
る
の
も
面

 
で
し

う
が
な
い

 

し
か
し
あ
の
子
は
本
当
に
た
く
ま
し
く
な

た

 
わ

 
怠
惰

本
的
に
生
活
し
て
い
た
時
は
カ

プ

と
か

 
お

子
と
か
し
か
食
わ
せ
て
な
か

た
け
ど
な

 

そ
れ
虐
待
じ
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怠
惰

仕
方
な
い
だ

て
俺

本

人
だ
し
ボ

チ
の

 
生
活
だ

た
か
ら
急
に
来
ら
れ
て
も
料
理
が
出

 
来
る
と
思
う
か

や
れ
て
も

ク
マ

と

 
か
そ
の

し
か
作
れ

よ

 

そ
れ
も
そ
う

そ
う
い
え
ば
あ

ち
の
後
書

 
き
に
で
な
く
て
良
い
の

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

た
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま

 
で

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

ま
た



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
第
３
３
８
話
 
あ
る
意
味
で
の
終
わ
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

す
ぎ
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や
ら
か
し
ち
ま

た

失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
親
子
喧
嘩
を
仲
裁
さ
れ
た
後
皆
に
マ
グ
ロ
の
解
体
シ

を
見
せ
て
か
ら
マ
グ
ロ
を
御

味

さ
せ
て
か
ら

分
後

よ
う
や
く
料
理
を
頼
む
者
達
も
い
な
く
な
り
自
分
は
酒
を

手
に
夜

を
見
な
が
ら
休
ん
で
い
る

そ
う
休
ん
で
は
い
る
の
だ
が

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
反

は
し
て
い
ま
す
よ

 
理
 

も
う
反

し
て
ま
す

 

だ
に
さ
と
り
に
怒
ら
れ
て
い
た

現

紫
は
自
身
の
式
達
と
共
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
た
め

さ
と
り
と
の
更
な
る
喧
嘩

発
に
は
な
ら
な
い
の
は
救
い
だ

そ
れ
で
も
さ
と
り
の
お
説
教
は
ま

だ
終
わ
り
そ
う
に
は
な
い
が

 
さ
と

で
も

ま
さ
か

理
久
兎
さ
ん
が
あ
ん
な

葉
を
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発
す
る
な
ん
て
想

も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た

 
理
 

あ
ん
な

葉

 
何
の

葉
だ
ろ
う

対
し
た
事
は

て
い
な
い

と
思

て
い
る
と

 
さ
と

実
の
⺟
親
に
向
か

て

だ
と
か
こ
の
空

 
に
龍
は

も
い
ら
な
い
と
か
私
が
こ
れ
ま
で

 
見
て
き
た
理
久
兎
さ
ん
か
ら
は
想

も
つ
か
な

 
く
て

 
ど
う
や
ら
そ
れ
で

惑

て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

う

ん
俺
が
生
ま
れ
た
そ
の
時
か
ら
あ
ん
な
感

 
じ
だ
よ
な

 
さ
と

そ
う
な
ん
で
す
か

 
理
 

あ

 
記
憶
に

て
い
る

り
だ
と
始
ま
り
と
し
て
は
初

な
か
ら

と

て
い
た
記
憶

が
あ
る

か
お
ふ
く
ろ
が
あ
ま
り
に
も

キ
だ

た
た
て
ブ
チ

レ
て

た
の
が
最
初
の
よ

う
な
気
が
す
る
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理
 

幻

し
た
か

 
想

と
違
う
光

を
見
せ
た
た
め
幻

し
た
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

ろ
さ
と
り
は

を

に

て
ニ
コ
リ
と

み
な
が
ら

 
さ
と

い
い
え
む
し
ろ
そ
ん
な
一
面
を
見
る
事
が
出
来
た

 
の
で
満

し
て
い
ま
す
よ

た
だ
親
子
喧
嘩
だ
け

 
は
も
う
し
な
い
で

し
い
で
す
け
ど

 
理
 

処
す
る
よ

 
お
ふ
く
ろ
を

手
に
キ
レ
ず
に

処
で
き
る
も
の
か
と
思

て
い
た

間

 

 

理
久
兎

ち

と
来
て
く
れ
ん
か

 
自
分
を
呼
ぶ
お
ふ
く
ろ
の

が
聞
こ
え
る

何
だ
と
思

て
見
る
と
お
ふ
く
ろ
の

に
蓮
や
霊

夢
も
同

し
て
い
た

 
理
 

す
ま
ん
が
さ
と
り

 
さ
と

分
か

て
ま
す
よ

行

て
き
て
く
だ
さ
い

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
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さ
と
り
と
別
れ
て
自
分
は
呼
ば
れ
た
方
へ
と
向
か
う

 
理
 

何
だ
よ
お
ふ
く
ろ

 
何
事
か
と
思
い
つ
つ
聞
く
と
蓮
は
不
思
議
そ
う
な

で

 
蓮
 

あ
れ

理
久
兎
さ
ん
さ

き
は
龍
神
様
の
事
を

 

と
か

て

て
た
の
に
お
ふ
く
ろ

 
何
で
す
か

 
理
 

あ

ま

喧
嘩
と
か
そ
ん
ぐ
ら
い
し
か

わ

 
な
い
な
そ
れ
は

 
と
い
う
か
何
時
も

と
か

て
い
た
ら
子

達
の
教
育
上
的
に
悪
い

に
喧
嘩
と
か

で
し
か

わ
な
い

 
理
 

で

何
だ
よ

 

 

う
む
こ
の
童
の
先

の
名
は
何
じ

た
か
と

 
聞
こ
う
と
思

て
の

 
そ
れ
な
ら
聞
け
わ
ざ
わ
ざ
俺
を
呼
ぶ
な

だ
が
来
て
し
ま

た
た
め
仕
方
な
く

 
理
 

そ
れ
本
人
に
聞
け
ば
良
い
だ
ろ

ま

い
い



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
安
部
晴
明
だ

 

 

そ
う
か

で
は
話
す
が
そ
の
安
部
晴
明
は
実
は

 
の
何
と
半
人
半
妖
だ

た
ん
じ

よ

 
お
ふ
く
ろ
は
と
ん
で
も
な
い
事
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
き
た

と
い
う
か

晴

明
彼
奴
は

な
人

間
で
は
な
か

た
の
か
と
自
分
も
少
し

い
て
し
ま

た

 
霊
夢

え

人
間
じ

な
か

た
の

 

 

う
む
因
に
晴
明
の
⺟
親
本
人
の
葛
の
葉
に
直

 
聞
い
た
か
ら
間
違
い
は
な
い

 
理
 

良
く
会
え
た
な

 

 

ま

狐
の
神
と
し
て
信

さ
れ
今
で
は
守
り
神

 
と
な

て
お
る
か
ら
の

 
神
様
の
シ
ス
テ
ム
は
た
だ
単
に
生
ま
れ
た
時
か
ら
神
と
し
て
の
生
が
決
ま

て
い
る
か
ら
神

と
い
う
訳
で
は
な
い

そ
れ
は
あ
く
ま
で
先
天
的
な
も
の
だ

後
天
的
な
シ
ス
テ
ム
は

・信
・

で
あ

る

人
間
や
動
物
は
た
ま
た
妖
怪
と
そ
う
い

た
者
達
が
多
く
集
ま
り
信

す
る
よ
う
に
な
れ
ば

人
間
に
獣
や
妖
怪
だ

て
神
に
な
る
事
が
可
能
で
は
あ
る
の
だ

に
何
ら
可

し
く
は
な
い
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だ
が
こ
う
し
て
晴
明
の
事
を
話
し
て
い
る
た
め
自
分
も
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
思

た

 
理
 

な

蓮
そ
れ
に
霊
夢
お
前
達
に
話
し
て
お
く

 
蓮
 

え

何
が
で
す

 
理
 

鷺
麿
の
一
件
に
つ
い
て
だ

 
あ
の
時
の
鷺
麿
の
一
件
に
つ
い
て

者
で
も
あ
る
蓮
達
に
は
し
お
く
べ
き
だ
と
思

た
た
め

話
そ
う
と
し
た
の
だ

 
理
 

彼
奴
は
地
獄
か
ら

け
出
し
た
訳
だ
が
今
の

 
話
を
聞
い
て
可

し
い
と
思
わ
な
い
か

 
蓮
 

え

 
霊
夢

地
獄
か
ら

け
出
し
た

て
所
よ

 
流

は

の

女

こ
う
い
う
所
の
勘
は

い
し
話
が

く
な
る
か
ら
助
か
る

 
理
 

そ
の
通
り
だ
ま
ず
地
獄
か
ら

人
で

け
出
す
何

 
て
事
は
不
可
能
だ
獄

そ
し
て
四
⻤
神
⻑
そ
う
い
 

 

た
化
け
物
格
が
多
い
そ
し
て
逃
げ
よ
う
と
す
れ

 
ば
す
ぐ
に
バ
レ
る
そ
れ
を
ど
う
や

て

い
潜
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た
と
思
う

 
霊
夢

協
力
者
が
い
る

て
所
か
し
ら

 
理
 

あ

俺
の
見
立
て
が
正
し
い
と
す
れ
ば
外
部
か
ら

 
の
協
力
者
が
い
た
そ
い
つ
は
ま
ず
鷺
麿
を
逃
が
す

 
た
め
に

体
の
元

悪
な
犯
罪

を
持
つ
悪
霊
を

 

に
解
き

た
ま
ず
そ
れ
で
獄

達
の
目
は
そ

 

ち
に
向
く
そ
の
間
に
逃
が
し
た

て
の
が
正
解

 
だ
ろ
う
な

 
自
分
が

え
た
推
理
い
や
見
立
て
を
話
す

そ
れ
に
は
蓮
は

を
か
し
げ
て
い
た

 
蓮
 

そ
れ
と
こ
れ
と
ど
う
い

た
関
係
が

 
理
 

え
て
み
ろ
何
で
鷺
麿
を
逃
が
し
た
と
思
う

 

う
の
も
あ
れ
だ
が
地
獄
の
中
だ
と
彼
奴
よ
り

 
も

い
奴
は
い
る
の
に
何

奴
に
し
た
の
か

 
そ
れ
は

 
蓮
 

そ
れ
は
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理
 

鷺
麿
は
俺
を

め
て
い
た
が
本
来
の
目
的
は
蓮

 
お
前
を
目
の

に
し
て
る
奴
だ

 

か
は
分
か
ら
な
い

だ
が
少
な
く
て
も
平
安
時
代

り
の
奴
で
あ
る
事
は

か
だ

そ
れ
に

紫
達
に
も
危

を
加
え
て
い
る
た
め
自
分
に
も

み
が
あ
る
と
す
れ
ば

更
で
そ
の
時
代

り
し

か
思
い

か
な
い

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
れ

て
ま
さ
か

の
先

を
者

 
皆
殺
し
に
し
た
妖
怪
で
す
か

 
理
 

あ

い
た
く
は
な
い
け
ど
な

 
だ
が
こ
れ
に
は

信
が
ま
ず
あ
ま
り
な
い

恐
ら
く
は
そ
う
だ
と
は
思
う
が
自
分
が

番
に

怪
し
い
と
思

て
い
る
の
は
晴
明
の
宿

で
あ
り
自
分
を

ん
で
い
る
者

道
満
だ
ろ
う
と

推

し
た

だ
が
無
闇
に

え
ば

乱
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
た
め
今
は
様
子
見
だ

 
霊
夢

つ
ま
り
そ
い
つ
は
幻
想
郷
に
来
て
る

て
事

 
理
 

そ
れ
は
分
か
ら
ん
だ
が
ま
た
近
々
に
蓮
に
対
し

 
て
必
ず
コ
ン

ク
ト
を
取

て
く
る
事
は
間
違

 
い
は
な
い
だ
ろ
気
を

け
ろ
よ
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鷺
麿
の
一
件
そ
し
て
蓮
が
こ
こ
に
来
れ
た
理
由

ど
れ
も
こ
れ
も
出
来
す
ぎ
て
い
る
事
か
ら
そ

の
者
の
コ
ン

ク
ト
を
し
て
き
た
と
い
う
の
は
明

だ

 

 

一

は

シ
も
そ
の
妖
怪
に
つ
い
て
は
調
べ

 
て
は
お
こ
う

 
理
 

同
感
だ

 
お
ふ
く
ろ
も
ど
う
や
ら
こ
の
事
に
つ
い
て

を
突

込
む
み
た
い
だ

だ
が

人
で
も
調
査

を
す
る
メ
ン
バ

は

し
い
所
だ

特
に
お
ふ
く
ろ
な
ら

自
で

き
上
げ
た
神
々
の
情
報
ネ

ト

ク
を
簡
単
に
聞
け
る
た
め
こ
れ

ど
強
い
奴
は
い
な
い
だ
ろ
う

 
蓮
 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
霊
夢

て
お
く
け
ど
私
だ

て
助
け
る
か
ら

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
霊
夢

 
霊
夢

ん

 
や
は
り
こ
の

人
の
信
頼
関
係
は
強
い
な
と
見
て
い
て
思
え
た

正
直
な
話
だ
が

ま
し
い

も
の
だ

 

 

し
か
し
こ
う
し
て
見
る
と
あ
の
頃
の

い
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シ
の
初
恋
を
思
い
だ
す
の

 
理
 

う

 
突
然
の
キ
モ
発

に

し
そ
う
に
な
る
が

え
る

と
い
う
か
年
増
の
初
恋
話
程
怖
い
も
の

は
な
い

 

 

お
い

う

と
は
何
じ

 
理
 

は
い
は
い

を
近
づ
け
る
な

て

 
と

そ
ん
な
や
り
と
り
を
し
つ
つ
蓮
達
と
の

を
終
え
る

そ
し
て
蓮
と
霊
夢
は

人
で
何

処
か
に
行

て
し
ま
い
お
ふ
く
ろ
と

る
事
と
な

た

 

 

し
か
し

何
者
な
ん
じ

ろ
う
な

 
理
 

え
る
の
は

当
な
奴
だ

正
体
が

め
な
い

 
程
怖
い
も
の
は
な
い
な

 

 

そ
の

験
は

シ
も
し
た
事
が
あ
る
が
怖
い
と

 

た
ら
な
い
も
の
じ

 
そ
う

い
お
ふ
く
ろ
は
手
に
持
つ

に
入

た
酒
を
飲
み

す

自
分
も

に
注
が
れ
た
酒
を

チ
ビ
チ
ビ
と
飲
ん
で
い
る
と
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お

そ
う
じ

理
久
兎
よ

日
ぐ
ら
い
そ
な
た
達

 
の
家
で
世
話
に
な
る
か
ら
よ
ろ
し
く
の

 
理
 

う
そ
う
か

ブ
フ

 
と
ん
で
も
発

過
ぎ
る

と
い
う
か
い
き
な
り
だ
な

 
理
 

ざ
け
ん
な

 

 

良
い
じ

ろ
う
今
そ
な
た
の
い
る

を
見
て

 
み
た
い
ん
じ

も
し
断
る
と
申
す
の
な
ら

 
イ
ザ
ナ
ミ
か
ら

泉

を

り
て

め
る

 
理
 

や

て
み
ろ
そ
の

間
か
ら

ぼ
す

 
無

は
発

に
ま
た
キ
レ
る

す
る
と
そ
の
間
に

人
の
妖
怪
の
少
女
が
た
つ

 
さ
と

私
は
良
い
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
そ
れ
は
さ
と
り
だ

た

だ
が

 
理
 

め
て
お
け
命

け
だ

お
ふ
く
ろ
を
泊
ま
ら

 
せ
る
と
か

 

 

お
い
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
じ
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理
 

そ
の
ま
ん
ま
の
意
味
だ
よ
お
ふ
く
ろ

 
お
互
い
に

み
合
い
を
始
め
る

だ
が
ま
た
さ
と
り
が
間
に
入
る
と

 
さ
と

そ
れ

上
こ
ん
な
喧
嘩
を
す
る
な
ら
理
久
兎

 
さ
ん
私
は

き

ま
す

よ

 
さ
と
り
が

目
に
な

て
き
て
い
る

こ
れ
だ
と
自
分
の
心
が

く
な

て
し
ま
う

 
理
 

分
か

た

 
さ
と

は
い

な
ら
決
ま
り
で
す

 

ロ

と
し
て
る
所
か
ら
大
方
は
嘘

き
だ
ろ
う
が
あ
ま
り
ま
た
や
り
過
ぎ
る
と
今
度
は

チ

で

か
せ
て
し
ま
い
そ
う
な
た
め
仕
方
な
く
こ
れ
に
は
ツ

コ
ミ
を
し
な
い
で

る

 

 

お
ん
し

い
が
上
手
い
の

 
さ
と

そ
れ
な
り
に
で
す

や

り
理
久
兎
さ
ん

 
と
同
じ
で
心
は
読
め
ま
せ
ん
か

 
ど
う
や
ら
お
ふ
く
ろ
の
心
も
読
め
な
い
み
た
い
だ

こ
う
な
る
と
現
時
点
で
自
分

お
ふ
く

ろ

こ
い
し
の

名
の
心
が
読
め
な
い
こ
と
が

定
し
た

 

 

レ
デ

の
秘
密
は

え

手
が
女
性
で
あ
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て
も
秘
密
な
も
ん
じ

よ

 
さ
と

み
た
い
で
す

お
義
⺟
さ
ん

 

 

が
お
義
⺟
さ
ん
じ

ま
だ

シ
は

め
て
は

 
お
ら
ん

 
さ
と

な
ら

め
さ
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

 
理
 

は

騒
が
し
く
な
る
な
こ
り

 
そ
う
し
て
宴
会
は
終
わ

た
が
ま
だ
騒
動
が
続
く
こ
と
に
頭
を

ま
せ
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

し

か
し
ま

大
変

方
も

 
怠
惰

う
ん

泊
ま
り
と
か
後
書
き
と
い
う
役
職
を

 
た
ら
か
し
だ
よ
本
当
に

 

や

り
ま
だ
ま
だ
子

 
怠
惰

ま

あ
る
意
味
で
子

だ
か
ら
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そ
う

あ

い
け
な
い
わ

私
こ
れ
か
ら

 

事
が
あ
る
か
ら
次
回
の
後
書
き
に
出
れ
な

 
い
わ
よ

 
怠
惰

ま
じ
か

か
探
さ
な
い
と

 

し
ま
し

う
か

 
怠
惰

め
と
く
録
な
の
い
な
い
か
ら

 

い
わ

 
怠
惰

ま

何
と
か
な
る
で
し

 

そ
う

方

運
は
強
い
で
す
も

 
怠
惰

ま

て
事
で
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
ま
で

 

そ
れ
と
次
回
か
ら
は
ま
た
彼
方
だ
か
ら
よ
ろ
し
 

 
く

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

さ
よ
う
な
ら
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第
３
３
９
話
 
子
を
思
う
は
⺟
の
心

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
れ
で
は
今
日
の
分
を
投
稿
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
異
変
の
後
の
宴
会
も
終
わ
り
を
迎
え
そ
の
翌
日
の
事

 

 

う

意
外
に
も
そ
な
た
料
理
ス
キ
ル
が
高
い

 
と
は
の

 
理
 

さ

さ
と
食

て
帰
れ
よ
お
ふ
く
ろ

 

 

何
を

う
て
お
る
も
う
一
泊
す
る

 
理
 

は

面

 
突
然
の
お
ふ
く
ろ
の
来
訪
で
地
霊
殿
に
泊
ま
り
に
来
て
い
た

と
い
う
か

を
見
に
来
た
と

は
い
う
が
実

は
観
光
だ
ろ
う

し
か
も
シ
レ

と
朝
食
の

に
座

て
い
る

 
お
空

 

 

ど
う
し
た
ん
じ

鴉
そ
ん
な
に
見
つ
め
て
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そ
の
時

お
空
は
お
ふ
く
ろ
の

を

る
と
引

り
だ
し
た

 

 

こ

こ
れ

を
引

る
で
な
い

 
お

お
空

 
お
空

う

ん
ア
ク

サ
リ

と
か
じ

な
い
ん
だ

 

 

た
わ
け

正
真
正

の
生
え
て
る

じ

 
ど
う
や
ら

が
ア
ク

サ
リ

だ
と
か
と
思

た
の
か
引

た
み
た
い
だ

人
的
に
は

そ
の
ま
ま
そ
の
小
さ
な

ご
と
取
れ
れ
ば
良
い
の
に
と
密
か
に
思

た

 
さ
と

す
み
ま
せ
ん
あ
ま
り
そ
う
い

た

を
持
つ
者

 
達
が
来
ま
せ
ん
の
で
興
味
が
あ

た
の
で
し

 
う

 

 

ま

わ
ん

そ
の
ぐ
ら
い
で
は
怒
り
は
せ

 
ぬ
か
ら
の

 
そ
の
く
ら
い
で
は
怒
ら
な
い
ら
し
い

そ
の
成
⻑
が
い
か
な

ど
か
と
気
に
な
り

 
理
 

ロ
リ

は

し
い
な

と
も
う
育
つ
要

 

す
ら
な
い
小
さ
い
胸
と
身
⻑
で
ま
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様

士
の
山
の
火
口
の
中
に

め
る

 
怒
ら
な
い
と
は
一
体
何
だ

た
の
だ
ろ
う
か

め
の
挑
発
で
ブ
チ
キ
レ
て
る

 
理
 

あ
れ
怒
ら
な
い
ん
じ

な
か

た
か

 

 

様
は
別
じ

理
久
兎

 

が

を

げ
て
殴
り
か
か

て
く
る
が

手
で

を

さ
え
る

 
理
 

は
ん

無

だ

お
ふ
く
ろ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
挑
発
は

め
て
く
だ
さ
い
と
良
い

 
ま
し
た
よ

 
耶
狛

マ
ス

も
マ
ス

の
お
⺟
さ
ん
も
こ
こ
は

 
食
事
の
場
だ
よ
喧
嘩
の
場
で
は
な
い
よ

 
亜
狛

耶
狛
の

う
通
り
で
す
よ
マ
ス

 
黒
 

や
る
な
ら
外

も

メ
だ
な

遥
か
先
の
何
も

 
生
物
が
い
な
い
場
所
で
や

て
く
れ

 
と
皆
に
そ
こ
ま
で

わ
れ
仕
方
な
く

を

す

そ
し
て
お
ふ
く
ろ
も

々
と
自
分
の

に

座
り
朝
食
を
再
開
し
た
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理
 

は

従
者
達
に
怒
ら
れ
る
と
か
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
に
お
義
⺟
様
も
何

に
そ
こ

 
ま
で
喧
嘩
を
す
る
の
で
す
か

 
何

喧
嘩
を
す
る
か
だ

て

そ
ん
な
の
は
決
ま
り
き

て
い
る

 
理
 

お
ふ
く
ろ
が
う
ざ
い
か
ら
だ
よ

 

 

理
久
兎
が
ム
カ
つ
く
か
ら
じ

が

 
自
分
と
お
ふ
く
ろ
は
心
の
ま
ま
に
本

を

る
と

 
さ
と

こ
れ
は
も
う
私
の
手
に
は
終
え
ま
せ
ん

 

手
を

げ
て
さ
と
り
は
降

の
ポ

を
す
る

ど
う
や
ら
お
手
上
げ
と
い
う
の
は
本
当
み

た
い
だ

そ
う
し
て
ま
た
食
事
を
取
る
こ
と
数
分
後
皆
は
食
事
を
終
え
て
一

し
て
い
る
と

 

 

ふ
む

の
う
そ
こ
の
覚
妖
怪

シ
は
そ
な
た

 
と
話
を
し
た
い
ん
じ

が
良
い
か

 
さ
と

私
で
す
か

 

 

う
む

一
度
こ
う
し
て

を

て
話
を
し
て

 
み
た
か

た
か
ら

度
良
い
と
思

て
の



 第二十一章 因果と運命に導かれて

 
ど
う
や
ら
話
し
合
い
を
す
る
み
た
い
だ

と
い
う
か

の
い
び
り
だ
と
か
は
よ
く
聞
く

そ
れ

に
お
ふ
く
ろ
は
オ
ブ
ラ

ト
に

ん
だ
り
し
て
話
さ
ず
ド
ス
ト
レ

ト
に
物

い
を
し
そ
う
な
た

め
心

に
な

て
く
る

 
理
 

お
ふ
く
ろ

そ
れ
に
は
同

す
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 

 

ふ
む

そ
な
た
が
そ
う

う
と
は
珍
し
い
ま

 
良
い
じ

ろ
う

 
珍
し
い
も
な
に
も
あ
ん
た
の
い
び
り
だ
と
か
が
さ
と
り
に
向
け
ら
れ
る
の
が
怖
い
か
ら

い
て

い
く
だ
け
だ

そ
ん
な
事
を
し
よ
う
も
の
な
ら
そ
の

を
へ
し

る
覚
悟
だ

 
理
 

な
ら
場
所
は

待
室
で
話
そ
う
そ
れ
で
良
い

 
よ
な
お
ふ
く
ろ

 

 

わ
ん

 
理
 

さ
と
り
は
良
い
か

 
さ
と

論
で
す

 
理
 

な
ら
お
ふ
く
ろ
案
内
す
る
来
な
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そ
う
し
て
自
分
と
さ
と
り
そ
し
て
お
ふ
く
ろ
の

人
で

待
室
へ
と
向
か
い
お
ふ
く
ろ
と
向

か
い
合
う
よ
う
に
自
分
と
さ
と
り
は
座
る
と

 

 

で
は
話
そ
う
か
の
う

か
さ
と
り
で

 
合

て
お
る
よ
な

 
さ
と

合

て
い
ま
す
よ

 

 

な
ら
さ
と
り
よ
聞
こ
う

そ
な
た
は
こ
や
つ
を

 
ど
う
思

て
お
る

 
や
は
り
こ
う
い

た

問
だ

自
分
は
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
ポ

ト
に
入
れ
て
い
る
断

罪
神
書
を
開
き
何
時
で
も
空
紅
と
黒

を

け
れ
る
よ
う
に
準
備
す
る

そ
し
て
さ
と
り
は

 
さ
と

き
で
す

ど
う
し
よ
う
も
な
い
程
に
私
と

 
い
う
人
物
が

れ
て
し
ま
う

ど
に

 

 

ふ
む

そ
う
か

シ
は
正
直
な
話
じ

が
反
対

 
派
の
意
見
じ

本
来
な
ら
ば
女
神
の

か
と

り

 
を
結
ん
で

し
い
と
願

て
お
る
そ
れ
に
そ
な
た

 
達
に
は
ど
う
し
て
も

れ
が

き
ま
と

て
し
ま
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う
が

に
も
し
か
す
れ
ば
別
れ
が
来
て
し
ま
う
か

 
も
知
れ
ぬ
そ
の
時
に

た
理
久
兎
が
ど
れ

ど

 
ま
で
に

し
む
の
か
を
想

す
る
の
が

え
だ
か

 
く
て
の

 
自
分
の
た
め
に
と
は

う
が
そ
れ
は
自
分
の
意
見
を
聞
い
て
か
ら

て

し
い

勝
手
に
決

め
つ
け
な
い
で

し
い

 
理
 

あ
の
な
お
ふ
く
ろ

別
に
俺
は

し
む
と
か

 
さ
と

そ
れ
を

知
の
う
え
で
で
す
私
も
何

年
か
先
ま

 
で
の
時
を

れ
ば
別
れ
が
来
て
し
ま
う
か
も
し

 
れ
ま
せ
ん
で
も
理
久
兎
さ
ん
な
ら
待

て
く
れ
る

 
ま
た

て
き
た
私
を
探
し
て
く
れ
る

勝
手

 
な
事

判
断
だ
と
は
思

て
い
ま
す
が
私
は
そ
う

 
信
じ
て
い
ま
す

 
信
じ
て
い
る

違
う
ま

た
く
も

て
そ
の
通
り
と
し
か

え
な
い

彼
女
が
望
む
の
で
あ
れ

ば
自
分
は
転
生
し
た
彼
女
を
迎
え
に
行
く
覚
悟
だ

そ
の
時
の
さ
と
り
の
心

が
自
分
に

い
て
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い
な
い
な
ら
ば
た
だ
見
守
る
だ
け
の
話
だ

 

 

は

理
久
兎
と

て
い
る
事
が

ど
が
同
じ

 
と
は
の

 
さ
と

え

 
理
 

ま

ち

と
前
に
こ
ん
な
話
を
し
た
か
ら
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と

は

を
組
み
た
め

を

き
つ
つ

 

 

は

や
れ
や
れ
ま

身
内
に

人
は

外
が
居

 
て
も
問

は
な
い
じ

ろ
う

仕
方
な
い
の

 
そ
な
た
達
を

め
よ
う

シ
も

え
た
義
理
で

 
も
な
い
し
の

 
お
許
し
は

た

た
の
だ
が

 
理
 

え
た
義
理

て

ど
う
い
う
意
味
だ
よ

 

 

ん

な

何
で
も
な
い

そ
れ
よ
り
も
そ

 
そ
な
た
ら
は
何
時
頃
に
式
を
上
げ
る
の
じ
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さ
と

ぶ

 
あ
ま
り
の
突
然
の
発

に
さ
と
り
は
吹
き
出
し
更
に
は

は
も
う
真

に
な

て
い
た

 
さ
と

い

い
え
ま
だ
そ
こ
は

 

 

は

孫
は
何
時
見
れ
る
の
か

 
理
 

い
ず
れ
見
れ
る
だ
ろ
後
何

そ
の
か
先
ぐ
ら
い
ま

 
で
に
は
よ

そ
れ
に

 
さ
と
り
の
頭
を
自
分
の
胸
に

せ
て
お
ふ
く
ろ
に

を
向
け
て

 
理
 

今
は
ま
だ
さ
と
り
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ

 
て
あ
げ
た
い
の
さ
そ
の
時
に

え
て
や
る
よ

 
さ
と

ち

ち

と
理
久
兎
さ
ん

 

 

た
る
い
事
を
ま

良
く
そ
な
た
の
口
か

 
ら

え
た
も
ん
じ

わ
い

 
理
 

ハ
ハ
ハ
俺
も
不
思
議
で
し

う
が

や

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
の
そ
ろ
そ
ろ

し
て
く
れ
て

 
理
 

ん

あ

あ

悪
い
な
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さ
と
り
を

す
と
自
分
か
ら
視

を
そ
ら
し
て

を
う
つ
む
か
せ
た

そ
れ

ど

ず
か
し

か

た
の
だ
ろ
う

 

 

ふ
む

の
う
さ
と
り
と
や
ら

 
さ
と

え

あ

は
い

 

 

シ
の
バ
カ

子
が
こ
れ
か
れ
も
行
く
先
々
で

 
問

を
起
こ
す
と
は
思
う
が
そ
の
時
は
叱

て

 
や

て

し
い

シ
も
何
時
で
も
す
ぐ
に
叱
り

 
に
行
け
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
の

 
さ
と

ふ
ふ

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思

た
が
大
丈
夫
そ
う

 
で
良
か

た

 
心

し
て

し
た
気
分
だ
が
何
と
か
な

て
良
か

た

す
る
と

は
ニ
コ
リ
と

む
と

 

 

お
ん
し
ら
も

せ
に
な

 
理
 

当
た
り
前
だ

俺
を
選
ん
だ
の
な
ら
そ
れ

 
に

せ
に
は
し
て
み
せ
る
さ
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さ
と

ふ
ふ

期
待
し
て
い
ま
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
こ
う
し
て
波
乱
を
呼
ぶ
か
と
思

た
話
し
合
い
は
何
と
か

り
合
い
が
つ
い
た
の
だ

た

そ

し
て
翌
日
の
夕
方

 

 

さ
て
と
世
話
に
な

た
の

そ
ろ
そ
ろ
帰
ら

 
な
い
と
怠
惰
が

く
の
で
な

 
耶
狛

喧
嘩
し
な
い
な
ら
何
時
で
も
遊
び
に
来
て

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛

 

 

そ
う
じ

な

 

い
な
が
ら
亜
狛
と
耶
狛
の
頭
を

び
し
て

で
る

身
⻑
の
格

社
会
が
良
く
わ
か
る

 
黒
 

ま
た
な

 
お

そ
れ
で
は
理
久
兎
の
お
⺟
さ
ん

 
お
空

ま
た

 

 

ま
た
来
る

 
黒
と
は

手
を
交
わ
し
お

に
は

び
し
て
頭
を

で
お
空
の
場
合
は

び
し
て
も

か

な
い
た
め

を

げ
少
し

遊
し
て
頭
を

で
る
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さ
と

そ
れ
で
は
お

様

 
理
 

じ

あ
な

お
ふ
く
ろ

 

 

ま

た
く
理
久
兎
は

変
わ
ら
ず
可
愛
い
げ
が

 
な
い
奴
じ

そ
れ
と
お

様
か
ま

も
う

 
良
い
か

 
さ
と
り
と

手
を
し
て

れ
る

そ
し
て
自
分
に
は

手
か
と
思
い
手
を

し
出
そ
う
と
し
た

そ
の

間

 

バ

 
突
然

き
つ
い
て
き
た

あ
ま
り
事
で
数

だ
け
思

が

し
た

 
理
 

お

お
い
お
ふ
く
ろ

 

 

ま
た
会
お
う

理
久
兎

 
耳
元
で
そ
う

い

き
つ
く
の
を

め
て

れ
る
と

は

を

げ
て

 

 

そ
れ
で
は
ま
た
の

 
そ
う

て
暗
い
地
底
の
空
を

ば
た
き
な
が
ら
帰

て
い

た

 
さ
と

さ
て
と
入
り
ま
し

う
か

理
久
兎
さ
ん
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理
 

ん

あ

そ
う
だ
な

 
皆
が
地
霊
殿
へ
と
入

て
い
く
な
か
自
分
は
も
う
一
度
だ
け

り
返
り

 
理
 

ふ

じ

あ
な
⺟
さ
ん

 
そ
う

き
地
霊
殿
へ
と
入
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
今
帰

た

 
怠
惰

お
か
え
り

ち

ん

 

 

う
む

そ
れ
で

シ
が
い
な
い
間
に
何
か
不

事

 
は
起
こ
し
て
お
ら
ん
よ
な

 
怠
惰

ま
さ
か

 

 

投
稿
が

れ
す
ぎ
て
る
と
か
過
去
の
話
を
投
稿
し

 
て
お
ら
ん
と
か
大
丈
夫
じ

ろ
う
な

 
怠
惰
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お
い
お
ん
し

や

が
流
れ
て
お
る

 
怠
惰

き
き
き
気
の
せ
い
だ
よ

そ
れ
と
日

日
に
は

 
過
去
の
話
を
投
稿
し
よ
う
と
思

て
た
し

 

 

読
者
様
よ
聞
い
た
か
日

日
に
投
稿
す
る
ら
し

 
い

 
怠
惰

ま

そ
の
冥
界

し
か
終
わ

て
な
い
で
す
マ

 
で
さ

せ
ん

 

 

こ
や
つ
は

や
し
て
や
ろ
う
か

 
怠
惰

あ

ち

ん
あ
ん
な
所
に
ド

ピ

ゴ
ン
ボ

ル

 
が

 

 

何
ど
こ
じ

 
怠
惰
そ
れ
で
は

え

と
さ
よ
う
な
ら

 

 

怠
惰
よ
何
処
に
も

て
逃
げ
よ

た
な
あ
や
つ

 
す
ま
ぬ
が
読
者
様

シ
は
あ
や
つ
を
追
う
の
で

 
な

さ
ら
ば
じ
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第
二
十
二
章
 
バ
ザ

で
の
お
仕
事

 
第
３
４
０
話
 
交
渉

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

り

日
で
新
学
生
の
生
活
が
始
ま
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

歩

き
で
行
け
る
の
な
ら
歩
き
登

し
た
い
な

失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
異
変
も
終
幕
と
な

て
約

間
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
と
あ
る

下
が
り
の
事
だ

た

自
分
は
さ
と
り
の
が
い
る
仕
事
場
へ
と
入
り
書

を
受
け
取
り
に
来
た
の
だ
が

 
理
 

な

さ
と
り

 
さ
と

こ
い
し
は
大
丈
夫
か
し
ら
不
安
だ
わ

 
自
分
に
気
が
つ
か
な
い
の
か

り

を

く

何

か
こ
こ
数
日
の
間
で
こ
い
し
が
帰

て
こ

な
い
事
に
心

し
て
か
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
い
た

元
々
さ
と
り
は
不
満
や
ら
不
安
そ
し
て

し
み

等
は
内

に

め
込
む

イ
プ
で
表
に
は
あ
ま
り
出
さ
な
い
の
だ
が
こ
い
し
の
事
に
な
る
と
だ
い
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ぶ
表
に
出
て
し
ま
う
み
た
い
だ

 
理
 

お

い
さ
と
り

 
さ
と

え

あ

理
久
兎
さ
ん
い
つ
の
間
に

 
何
時
も
の
事
だ
が
今
回
は
帰

て
こ
な
い
日
が

間
ぐ
ら
い
続
い
た
た
め
か
結

な

で
あ
る

 
理
 

本
当
に
大
丈
夫
か

 
さ
と

え

え

大
丈
夫
で
す

仕
事
を
し
て
い
て

 

し
た
ぐ
ら
い
な
の
で

 
前

撤
回
結

な

で
は
な
い

も
う

の

を

え
て
い
た

し
か
も
こ
い
し
の
事

を

れ
よ
う
と
仕
事
に

頭
し
す
ぎ
た
た
め
か
目
に

が
出
来
て
い
た

 
理
 

さ
と
り
頼
む
か
ら

ろ
い
や
本
当
に

て

 
無
理
し
て
過

死
と
か
に
な

て
も

に
な

 
ら
な
い
か
ら
な

 
と

う
が
過
去
の
自
分
も
そ
う
な
現
状
に
な

た
事
が
あ
る
た
め
こ
の
怖
さ
が
分
か
る
た
め

に
心

し
て

う
と
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さ
と

で
す
が

こ
い
し
の
事
が

れ
ら
れ
な
く
て

 
理
 

こ
い
し
な
ら
大
丈
夫
だ

信
じ
て
や
ら
な
い
で

 
何
が
妹
だ

そ
う
だ
ろ
さ
と
り
だ
か
ら

ろ

 
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
も

い
て
や
る
か
ら

た
の
む

 
本
当
に

て
く
れ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
そ
う
し
ま
す

 
そ
う

い
さ
と
り
は
立
ち
上
が
る
が

 
さ
と

あ

体
が

 
理
 

お

お
お
い

 

れ
そ
う
に
な

た
さ
と
り
の

を

み
す
ぐ
さ
ま
自
分
へ
と

せ
て

 
理
 

ま

た
く

 
こ
れ
だ
と
部

へ
と
行
け
る
の
か
さ
え
不
安
な
た
め
さ
と
り
を
姫
様
だ

こ
で

え
る

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

良
い
か
ら
行
く

 
そ
う
し
て
さ
と
り
を
強
制

行
さ
せ
さ
と
り
の
部

へ
と

れ
て
い
き

ト
に

か
せ
て
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理
 

え

と
こ
れ
こ
れ

 
断
罪
神
書
か
ら
キ

ン
ド
ル

イ
プ
の
ア
ロ
マ
デ

フ

ザ

を
出
し
て
さ
と
り
の
部

の

に
置
き
リ
ラ

ク
ス
し
て
眠
れ
る
よ
う
に
ラ

ン

の

を
受
け

に
入
れ
る
と
ラ

ン

の
良
い
香
り
が
し
て
く
る

 
理
 

後
は
魔
法
キ

ン
ド
ル
に

で

と

 

金
術
で
作

た

け
な
い
魔
法
の
キ

ン
ド
ル
に

を

し
こ
れ
で
デ

フ

ザ

の
設

置
は
完
了
だ

 
理
 

よ
し

も
う
少
し
し
た
ら
ラ

ン

の
香
り

 
が

が
る
か
ら
心
地
よ
い
眠
り
に
誘

て
く
れ

 
る
よ

 
さ
と

す
み
ま
せ
ん
何
か
ら
何
ま
で

 
理
 

良
い
か
ら

ら

く
り
と
眠
り
な
さ
い

 
そ
う

た

間
さ
と
り
の
ま
ぶ
た
は

く
り
と
閉
じ
て
い
き
や
が
て

を
た
て
始
め

た 
理
 

は

や
れ
や
れ
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さ
と
り
の
部

か
ら
出
て

く
り
と
静
か
に
ド
ア
を
閉
め
て

下
を
歩
き
だ
す
と

 
耶
狛

あ

い
た
い
た
マ
ス

 
耶
狛
が
ド

ド

と
走

て
自
分
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
走

て
き
た

 
理
 

耶
狛

静
か
に
し
て
く
れ
や

と
さ
と
り
を

か
し

 
つ
け
た
ん
だ
か
ら

 
耶
狛

あ

ご
め
ん

 
理
 

そ
れ
で
ど
う
か
し
た
の
か

 
耶
狛

あ

う
ん
そ
の
お
客
様
が
来
て
て
今
お
兄
ち

ん

 
が

待
室
に
案
内
し
た
ん
だ
け
ど

 
ど
う
や
ら
客
人
が
来
て
い
る
み
た
い
だ

そ
れ
も
自
分
に

が
あ

て
の
客
人
み
た
い
だ
が

だ
ろ
う
か

 
理
 

分
か

た
行
こ
う
か

 
耶
狛

う
ん

 
自
分
と
耶
狛
は
客
が
待
つ
と
い
う

待
室
へ
と
向
か
う

そ
し
て

を
開
く
と
そ
こ
に
は
見

知

た

の
人
物
い
や
神
様
が

人
い
た
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洩
矢

あ

理
波
が
来
た
よ

 
八

い
や
違
う
で
し

理
久
兎
様
よ
諏
訪
子

 
理
 

普
通
に
ど
れ
で
も
良
い
よ
同
じ
何
だ
か
ら

 
そ
れ
よ
り
も
何
し
に
来
た
ん
だ
お
前
ら

 

人
に
向
か
い
合
う
よ
う
に

に
座
り
そ
う

た
時
に

が
開
き
お

を
持

た
亜
狛
が

や

て
来
た

 
亜
狛

で
す
が

 
そ
う

い
亜
狛
は
自
分
達
の
目
の
前
に
お

を
置
い
て
い
く

 
理
 

す
ま
ん
な

 
亜
狛

い
え

 
亜
狛
は
耶
狛
と
同
様
に
自
分
の

後
に
立
つ
と

 
理
 

さ
て
話
を

そ
う
何
し
に
来
た
ん
だ

 
こ
の

神
が
何
し
に
来
た
の
か
を
聞
く
と

 
洩
矢

そ
う
だ

取
引
か
な

 
理
 

取
引
だ
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八

え

そ
う
よ

 
取
引
と
聞
き
何
の
取
引
を
し
に
来
た
の
だ

こ
の

で
取
引
す
る
事
の
出
来
る
も
の
な
ん
て
な

い

だ
が

い
や
あ
る
な

 
理
 

地
獄
温
泉

頭
を
地
上
に
普

さ
せ
る
に
あ
た

 

て
取
引
か

 
八

ど
う
や

た
ら

頭
に
な
る
の
か
し
ら

 
洩
矢

ま
ず

う
け
ど
ご
当
地
名
物
の
取
引
と
か
じ

 
な
い
よ
理
久
兎

 
違
う
み
た
い
だ

期
間

定
で
地
上
に
地
獄
名
物
み
た
い
な
感
じ
で

告
を
出
せ
ば
結

売
れ
そ
う
な
気
は
す
る
が
と
な
る
と

 
理
 

さ
と
り
や
ら
は
渡
さ
ん

 
洩
矢

何
で
そ
う
な
る
の

 
八

ち

と

し
い
わ

私
達
が
来
た
の
は

 
こ
こ
の

ト
で
地
獄
鴉
が
い
る
わ
よ

 
聞
い
た
感
じ
だ
と
ど
う
や
ら
お
空
に

が
あ

て
来
た
み
た
い
だ
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耶
狛

お
空
ち

ん
に
何
か

な
の

 
洩
矢

ま

簡
単
に

う
と

あ
の
子
は
こ
の
幻
想
郷

 
に
お
い
て

々
な
エ
ネ
ル

を
作
れ
る
子
な
ん

 
だ
よ

そ
れ
で
そ
の
エ
ネ
ル

を

し
て
生

 
活
を
少
し
で
も
豊
か
に
し
よ
う

て
い
う

 
理
 

つ
ま
り
エ
ネ
ル

命

て
事
か

 
八

え

そ
う
な
る
わ

 
と
聞
こ
え
は
良
い

だ
が
し
か
し
だ
そ
れ
を
何
処
で

ぎ

け
た
の
か
だ

今
の
を
聞
い
て

大
体
の
予

は
つ
い
た

 
理
 

お
前
ら
か
お
空
を
勝
手
に
改
造
し
た
神

て

 
の
は

 

葉
に

く
殺
気
と

を
か
け
て

う
と
諏
訪
子
と
神
奈
子
は
少
し
ビ
ク

と
し
た
が
す
ぐ
に

静
に
な

て

 
八

そ
う
な
る
わ

 
洩
矢

え

と
理
久
兎
こ
れ
に
は
怒

て
る
よ
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理
 

あ

身
内
の
大
切
な

ト
を
勝
手
に
改
造
さ

 
れ
た
ん
だ
そ
れ

に
は
な

 

み
な
が
ら
も
殺
気
を

つ

神
そ
し
て
土
着
神
で
も
秩
序
の
神
で
あ
る
自
分
と
は
ま
と

も
に
は
戦
い
た
く
は
な
い

だ
ろ
う

そ
れ
に
も
し
戦
争
と
な

た
場
合
で
も

方
の
方
が
奥
の

手
と
も
い
え
る
切
り

は
何

も
多
い

 
八

ど
う
し
た
ら
許
し
て
も
ら
え
る
の
か
し
ら

 
理
 

う

ん
謝
罪
か
な
主
に
あ
の
子
達
に

 
自
分
は
亜
狛
と
耶
狛
の
方
へ
と
視

を
向
け
る

あ
の

人
は
お
空
や
お

を
特
に
可
愛
が

て
育
て
た
親
だ

そ
れ
な
ら
ば
そ
の
親
に
謝
る
の
は
当
然
の
事
だ
ろ
う

す
る
と
神
奈
子
は
頭
を

下
げ
て

 
八

ご
め
ん
な
さ
い
勝
手
に
改
造
な
ん
て
し
て
し
ま

 

て

 
洩
矢

ご
め
ん
な
さ
い

 

人
は
謝
罪
を
す
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
お
互
い
に

を
合
わ
せ
て

く
と

 
亜
狛

最
初
は

惑
は
し
ま
し
た

で
す
が
改
造
さ
れ
た
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本
人
も
満
更
で
も
な
く
喜
ん
で
い
た
の
で

 
耶
狛

ま

格

よ
か

た
か
ら
許
す
よ

 

か
に
満
更
で
も
な
く

喜
ん
で
い
た
の
は
事
実
だ

だ
が
本
人
達
が
許
し
た
の
な
ら

そ
れ
で
良
い
だ
ろ
う

 
理
 

だ
と
さ

で
お
前
ら
の
そ
の
案
件
だ
が
今
日

 
は
ち

と
都
合
が
悪
い
ん
だ
よ
な

 
八

ど
う
い
う
事

 
理
 

俺
は
別
に
や

て
く
れ
て
も
全
然

わ
な
い
が
問

 

は
さ
と
り
何
だ
よ
な

こ
こ
地
底
の

理
者
は

 
俺

外
に
も

人
い
て

人
は
ど
う
と
で
も
な
る

 
け
ど
さ
と
り
が
可
決
し
て
く
れ
な
い
と
こ
の
案
件

 
を
通
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ

 
洩
矢

な
ら
そ
の
覚
妖
怪
を

れ
て
く
れ
ば

 
理
 

そ
う
い
う
訳
に
も
い
か
な
く
て

イ
ミ
ン
グ
が

 
悪
い
事
に
体
調
が
良
く
な
か

た
か
ら
今
さ
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き

か
し
つ
け
ま

て
な

 
洩
矢

あ

う

何
時
な
ら
大
丈
夫

 
何
時
な
ら
と

わ
れ
て

え
る
と
都
合
が
良
い
日
と
い

た
ら
明
後
日
な
ら
さ
と
り
も
都
合
が

良
い
だ
ろ
う

眠
気
も
し

か
り
解
消
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し

 
理
 

明
後
日
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
け
ど
な

 
八

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
な
ら
明
後
日
に
ま
た

 
来
ま
す

 
理
 

分
か

た

亜
狛
そ
れ
に
耶
狛
お
客
様
達
が
お

 
帰
り
だ
お
送
り
し

て
や

て
く
れ

 

人
の
名
前
を
呼
ぶ
と

人
は
何
も

わ
ず
に

け
目
を
作
り
出
す

そ
の

け
目
の
先
の

風

は
守
矢
神
社
だ

 
亜
狛

ど
う

 
耶
狛

守
矢
神
社
ま
で
直
行
だ
よ

 
八

す
ま
な
い

 
洩
矢

そ
れ
じ

理
久
兎
ま
た
明
後
日
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そ
う
し
て
神
奈
子
と
諏
訪
子
は

け
目
を
通

て
い
く
と

け
目
は
閉
じ
ら
れ
消
え
て
な
く
な

る 
理
 

さ
て
と
明
後
日
の
予
定
を
さ
と
り
に
伝
え
な
い
と

 
な

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

さ
と
り
ち

ん
大
丈
夫
か
な

 
そ
う
し
て
今
日
の
交
渉
は
次
回
の
明
後
日
に
持
ち

し
に
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

所
で
反

し
た
か

 
怠
惰

面

打
さ
れ
れ
ば

お
陰
様
で

 

れ
が
引
か
な
い
や

 

 

じ

が
こ
れ
は
そ
な
た
の
報
い
じ

 
怠
惰

そ
う
だ
け
ど
マ

で

い



 第二十二章 バザーでのお仕事

 

 

こ
う
薬
と
か
で

 
怠
惰

塗

た

 

 

す

少
し
や
り
過
ぎ
た
の

そ
れ
で
来

の

 

間
は
休
み
じ

よ
な

 
怠
惰

え

読
者
様
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
再
来

 
の
月

日
ま
で
お
休
み
で
す
そ
れ
で
こ
の
後
の
様

 
子
を

う
感
じ
で
す

 

 

良
い
結
果
が
来
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
じ

 
怠
惰

す
み
ま
せ
ん
が
ご
了

を
下
さ
い
そ
れ
で
は

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
４
１
話
 
再
び
の
交
渉

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
々
で
す
読
者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
今
回
か
ら
投
稿
を

再
会
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
久
々
の
本
編
へ
ど
う

 
神
奈
子
と
諏
訪
子
の
来
日
か
ら

日
が

過
し
交
渉
す
る
た
め
の
約
束
の
日
が
来
た

 
理
 

さ
と
り
体
は
大
丈
夫
か
眠
い
と
か

ル
い
と
か

 
そ
う
い
う
の
は
な
い

 
さ
と

え

眠

た
ら
大
分
楽
に
な
り
ま
し
た

 
理
久
兎
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

な
ら
良
し

 
さ
と
り
の
頭
を

で
つ
つ

ん
で
い
る
と
自
分
達
の
い
る

待
室
の

が
開
く

 
亜
狛

マ
ス

れ
て
き
ま
し
た
よ

 
耶
狛

方
へ
ど
う
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亜
狛
と
耶
狛
が

う
と

人
の
女
性
が
部

へ
と
入

て
き
た

人
は
分
か
る
通
り
の
神

奈
子
と
諏
訪
子
そ
し
て
も
う

人
は

 
理
 

お
や

ち

ん
お
久
々

 

お
久
々
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
ま
さ
か
の

だ

た

今
回
も

神
か
と
思

た
が
予
想

め
で
外
れ
た

 
理
 

ま

良
い
か
亜
狛
そ
れ
に
耶
狛
は
下
が

て
な

 
さ
い

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

そ
れ
じ

ま
た

が
あ

た
ら
呼
ん
で

 
そ
う

い

人
は
部

か
ら
出
て
い
く

改
め
て

人
に

 
理
 

ま

し
か
し
こ
ん
な
怨
霊
だ
ら
け
の
地
霊
殿
へ

 
よ
う
こ
そ

少
な
い
け
ど
良
け
れ
ば
ど
う

 
自
分
が
作

た
シ

ト

キ
に
ス
コ

ン
そ
し
て
マ
カ
ロ
ン
を

せ
た
ア
フ

ン

テ

ス

ン
ド
を
テ

ブ
ル
に

せ
る

 
理
 

す
ま
な
い
け
ど
紅

で
い
い
か
い
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い
ま
せ
ん
よ

 
八

へ

分

て
る

 
洩
矢

お

だ

 
そ
う

て
い
る
と
さ
と
り
が

人
に
取
り

を
目
の
前
に
置
く
と

 
さ
と

し
上
が

て
く
だ
さ
い

せ
め
て
も
の
持
て
成

 
し
で
す

 
理
 

は
い
後
こ
れ
紅

も
し
ミ
ル
ク
や

や
ら

 
を
加
え
た
い
な
ら
ど
う

も
し
ハ
ニ

テ

み

 
い
た
な
変
わ

た
飲
み
方
が
良
い
な
ら

も
置

 
い
て
お
く
よ

 
そ
う

い
な
が
ら

を
置
く
と
神
奈
子
や
諏
訪
子
そ
し
て

ま
で
も
が
目
を
点
に
す
る
と

さ
と
り
は
楽
し
そ
う
に

て
い
た

 

理
久
兎
さ
ん
こ
れ

が
そ
れ
も

が

 
八

し
か
も
こ
の
大
き
さ
的
に
大

 
洩
矢

こ
れ
食
べ
る
の
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あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
の
か

人
は
不
思
議
そ
う
に
見
て
く
る

 
理
 

あ

食
べ
れ
は
し
な
い
よ

た
だ
単
に
そ
の

 

の
中
に
い
る
女
王
か
ら

み
出
て
く
る
毒

 
は

回
復
だ

た
り
美
容
だ
と
か
に
良
い

 
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ

ま

危
険
な

能
薬

 

て
所
か
な

体
内
に
入
ろ
う
も
の
な
ら

死

 
も
あ
り
え
る
毒
だ
け
ど

だ
と
か
は
体
外
だ
か

 
ら
何
ら
問

は
な
い
ア
レ
ル

が
あ
る
な
ら

 
別
だ
け
ど

 

わ
れ
て
み
る
と
毒

だ
と
か
を

に

け

 
込
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
し
そ
れ
と
同
じ
で
す
よ

  
理
 

そ
う
そ
う

ま

不
気
味
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
味
は
た
だ
の

と
大

変
わ
ら
な
い
か
ら

 
そ
う

い
つ
つ

を
紅

に
入
れ
て
か
き

る

さ
と
り
も
同
様
に

を
入
れ
て
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を

し
て
飲
み
始
め
る

そ
れ
を
見
て
い
た

も
紅

に

を
入
れ
て
飲
み
始
め
神
奈
子
や

諏
訪
子
も
ア
フ

ン
テ

ス

ン
ド
か
ら
シ

ト

キ
等
を
取

て
食
べ
始
め
る

 
理
 

で
だ

の
案
件
に
つ
い
て
だ
け
ど

 
八

あ

そ
う
だ

た
わ

そ
こ
に
い
る
覚
妖
怪
に

  
と

お
う
と
し
た

間
に
さ
と
り
は
手
を
出
し
て
待
て
と

ス
チ

す
る

 
さ
と

わ
な
く
て
も
思

て
く
だ
さ
れ
ば
結

で
す
よ

 
サ

ド
ア
イ
で
読
み
取
る
の
で
そ
れ
に
あ
ら
か
た

 
は
理
久
兎
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
の
で

 
理
 

そ
う
い
う
こ

た

 
紅

を
飲
み
つ
つ

う
と
神
奈
子
や
諏
訪
子
そ
し
て

か
ら
大
方
の
事
を
心
か
ら
読
み
取

た
の
か
更
に
深
く
ソ
フ

に
座
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
に
関
し
て

方
は
ど
う
思

て

 
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

別
に
良
い
と
は
思
う
け
ど
な
後
々
に
何
か
あ
る
の
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な
ら
そ
の
時
は

な

 

を
見
せ
な
が
ら

む

人
は

い
だ

 
八

ま

お
互
い
不

に
な
ら
な
い
よ
う
に
は
す
る

 
か
ら

 
洩
矢

そ
う
そ
う

 
さ
と

ふ
む

ま

理
久
兎
さ
ん
が
良
い
な
ら
そ
れ
で

 

い
ま
せ
ん
よ
こ
こ
地
底
の
リ

は
実

状

 
で
は
理
久
兎
さ
ん
な
の
で

 
理
 

お
い
お
い
俺
は
リ

に
な

た
覚
え
は
な
い

 

と
い
う
か
美
寿
々
や
ら
さ
と
り
や
ら
を

め

 
地
底
の

理
者
な

だ

 
自
分
は
リ

等
と
そ
ん
な

で
は
な
い

そ
れ
に
こ
の
地
底
で
は
自
分
と
美
寿
々
そ
し
て

さ
と
り
の

人
で

理
し
て
い
る

そ
の
た
め
自
分

人
が
リ

と
い
う
訳
で
は
な
い

 
さ
と

ふ
ふ

で
す
が
実

的
な

理
は
理
久
兎
さ
ん

 
が
し
て
い
る
の
で
強
ち
間
違
い
で
は
な
い
ん
で
す
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よ

 
洩
矢

あ
の
頃
よ
り
成
⻑
し
た
ん
だ

 
理
 

ま

な

そ
ん
で
さ
と
り
は

成
で
良
い
ん
だ

 
よ
な

 
さ
と

え

そ
れ
に
今
の
お
空
を

め
て
お
く
と
ま
た

 
何
か
し
で
か
さ
れ
て
も

る
の
で
フ
ル
に
活

を

 
す
る
の
な
ら
や

た
方
が
良
い
で
し

う

 
つ
ま
り
こ
の
案
件
は
可
決
と
い
う
の
が
決
ま

た

す
る
と
さ
と
り
は

 
さ
と

ふ
む

成
る
程

場
所
は
前
に
魔
法
使
い
が
巨

 

で

を
開
け
た
あ
の
場
所
で
す
か
そ
れ
か
ら

 
河
童
達
に
作
ら
せ
る
と

 
理
 

へ

準
備
は
整

て
い
る
み
た
い
だ

 
そ
こ
ま
で
手

し
て
い
る
な
ら

方
か
ら
す
る
こ
と
は
こ
れ

上
は
無
さ
そ
う
だ

 
八

ま

そ
う

本
当
な
ら
勝
手
に
作

て
そ
こ

 
の
覚
妖
怪
に
余
儀
な
い

約
を
し
た
か

た
け
ど
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方
が
い
る
と
な
る
と
後
が
怖
い
の
で

 
理
 

か
も
な

 
そ
ん
な
事
に
な
ろ
う
も
の
な
ら
そ
の
建
造
物
を

し
て
や
る

 
洩
矢

で
も
理
久
兎
は
見
な
い
間
に
成
⻑
と
い
う
か
恋

 
人
が
い
て
そ
れ
に
私
達
よ
り
遥
か
に
上
の
神
で

 
そ
れ
が
私
の
味
方
を
し
て
く
れ
て
何
て
今
か
ら

 
思
う
と
不
思
議
か
な

 
理
 

そ
う
か

俺
は
お
ふ
く
ろ
だ
と
か
伊
邪
那

み

 
た
い
に

力
だ
と
か
は

き
じ

な
く
て
な

 
ず

と
昔
か
ら
旅
を
し
て
い
た
も
ん
だ
よ

 
今
思
う
と
懐
か
し
い
も
の
だ

中
か
ら
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
帰
る
べ
き
場
所
が
出
来
て
い

る
だ
か
ら

 
八

本
当
に
あ
の
時
は
恐
ろ
し
か

た
わ

 
理
 

俺
が
歩
む
道
の
り
と
い
う
過
程
の
中
で

然
に
も

 
俺
の
通
る
道
と
交

を
し
た
か
ら
諏
訪
子
を
手
助
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け
し
て
や

た
だ
け
さ
そ
れ
に
あ
の
時
は
神
と
し

 
て
の

さ
が
な
い
奴
が
い
た
か
ら
同
じ
神
と
し
て

 

ず
か
し
く
な

た
だ
け
だ
よ

 

で
す
が
そ
れ
が
無
け
れ
ば
今
頃
は
と
思
う
と
怖
い

 
話
で
す

 
も
し
か
し
た
ら

は
こ
の
世
に
は
生
ま
れ
な
か

た
か
も
し
れ
な
い

そ
う

え
る
と

か

に

本
人
か
ら
し
て
み
れ
ば
恐
怖
話
だ

す
る
と
ア
フ

ン
テ

ス

ン
ド
を
見
る
と

も
う

キ
や
ら
の
お

子
が
無
く
な

て
い
た

 
理
 

お
や
お

子
も
終
わ

た
か

 

美
味
し
か

た
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
い
つ
は
良
か

た

さ
て
追
い
返
す
よ
う
で

 
悪
い
が
そ
ろ
そ
ろ
帰

た
方
が
良
い
と
思
う

 
帰

て
や
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
ろ

 
八

え

そ
う

 
洩
矢

ご
ち
そ
う
さ
ま
理
久
兎
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ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 
そ
う
し
て

人
が
立
ち
上
が
る
と
自
分
は

 
理
 

亜
狛

耶
狛

出
番
だ
送
迎
よ
ろ
し
く

 
ド
ゴ
ン

 

待
室
の

が

い
よ
く
開
く

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
す
ぐ
さ
ま
出
て
く
る
と

 
亜
狛

そ
れ
で
は

 
耶
狛

行

く
よ

 

人
が
そ
う

う
と

け
目
が
現
れ

日

ど
前
と
同
じ
守
矢
神
社
が
写
る

 
理
 

そ
ん
じ

あ
な

 
さ
と

そ
れ
で
は

 

で

う
と

人
は
手
を

り
な
が
ら

 

そ
れ
で
は

 
洩
矢

ま
た

 
八

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う

て

人
は
帰

て
い
く
の
だ

た

こ
う
し
て
地
上
と
地
底
は
ま
た
新
た
な

が
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り
が
誕
生
す
る
切

掛
け
が
新
た
に
生
ま
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む
久
々
の
投
稿
じ

た
が
あ
り
が
と
う

 
な
読
者
様

 
怠
惰

で
だ

ま
た
明
日
も
投
稿
し
て
い
く
か
ら
よ
ろ

 
し
く

て
事
で

 

 

内
で
書
い
て
お
る
ん
じ

た
よ
な

 
怠
惰

そ
う
そ
う
本
当
に

時
間
と
い
う
⻑
い
時
間
が

 

に
な
る
か
ら
良
い
楽
し
み
だ
よ

 

 

じ

が
ま

駅
は
キ
ツ
い
の

 
怠
惰

ま

か
ら
ち

と
都
会
の
場
所
に
行
く

 
か
ら
仕
方
は
な
い
ん
だ
け
ど

 

 

大
変
そ
う
じ

な
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怠
惰

ま

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
な

 

 

じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ

 
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
ん
じ

読
者
様
ま
た

 

 

う
む
さ
ら
ば
じ
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第
３
４
２
話
 
取
材

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

に

た
ら
高

の
同
級
生
達
に
バ

リ
と
会

た
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

や
は
り
思
う

高

の
時
が
通
学
楽
だ

た
と

お

と
失
礼

そ
れ
で
は
こ
ん

な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
守
矢
組
と
の
交
渉
か
ら

間
が

過
し
そ
し
て
現

灼
熱
地
獄
の
と
あ
る
一

で
は

 
理
 

お
う
お
う
こ
れ
は
こ
れ
は

 
さ
と

ま
た

い
で
す

 
自
分
と
さ
と
り
は
神
奈
子
と
諏
訪
子
が
計
画
し
て
作
ら
れ
た

設
も
と
い
間

泉
地
下

ン

と
呼
ば
れ
る
場
所
に
訪
れ
て
い
た

見
た
感
じ
が
近

来
感
し
か
な
い

す
る
と

 
に
と

い
で
し

そ
の

と
か
は
理
久
兎
さ
ん
が

 
作

た
エ
レ

ン
の

気
を
出
そ
う
と
頑

 

た
ん
だ
よ
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い
な
が
ら
に
と
り
が
や

て
来
た

し
か
も
ど
う
や
ら
エ
レ

ン
の
町

み
を
見
て
こ
う
し

た
外
見
に
し
た
よ
う
だ

 
理
 

良
い

ン
ス
じ

な
い
か

 
に
と

え

そ
れ
は
も
う

山
の
神
様
達
は

く
作
れ

 
て
う
る
さ
か

た
け
ど
そ
れ
で
も
デ
ザ
イ
ン
は
し

 

か
り
や
り
た
か

た
か
ら

 
だ
が
そ
の
こ
だ
わ
り
で
大
分
良
い
感
じ
に
出
来
て
い
る

し
か
も

の
お
空
を
模
様
し
た
の
八

の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
格

い
い

 
理
 

所
で
お
前
ら
河
童
達
も
エ
ネ
ル

に
興
味
が

 
い
て
協
力
し
て
い
る
の
か
い

 
に
と

ま

そ
う
い

た
エ
ネ
ル

を
元
に

々

 
な
発
明
が
出
来
る

て

う
か
ら

 
理
 

と
な
る
と
お
前
い
や
お
前
さ
ん
の

さ
ん
の

願

 
で
も
あ
る
ス
テ
ル
ス

彩
だ
と
か
を
作
れ
る

て

 
事
か
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に
と

い
や
い
や

そ
れ
は
も
う
作

た
よ

今
着
て
る

 
の
が
そ
れ
だ
し

 
ど
う
や
ら
今
着
て
い
る
の
が
ス
テ
ル
ス

彩
服
の
よ
う
だ

自
分
が
い
な
い
間
に
だ
い
ぶ
技
術

は
進
化
し
た
み
た
い
だ

 
理
 

そ
い
つ
は

い
や

 
に
と

い
や
い
や

 
と
話
し
て
い
る
と
さ
と
り
が

と
自
分
の

を

ん
で
く
る

し
か
も

を
少
し

ら

ま
せ
て

 
理
 

さ
と
り

 
さ
と

少
し
こ
う
さ
せ
て
下
さ
い

 
に
と

お

い

 
何

だ
か
不

れ
気
味
だ

一
体
自
分
が
何
を
し
た
と
い
う
の
だ
か

 
に
と

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
を

き

 
と
に
と
り
が

お
う
と
し
た

間
に
さ
と
り
が
に
と
り
キ

と

む

葉
的
に

き

だ

ろ
う
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理
 

こ
ら
こ
ら

ま
な
い

後
で
話
し

手
で
も

 
し
て
や
る
か
ら

 
さ
と

す
み
ま
せ
ん

 
少
し
シ

ボ

ン
と
し
た
態
度
に
な

た

か
つ
て
の
ポ

カ

フ

イ
ス

り
は
何
処
に

旅
行
し
て
し
ま

た
の
だ
ろ
う

 
に
と

ア
ハ
ハ
ハ
モ
テ
モ
テ
だ

 
理
 

お
い
お
い

し
立
て
る
な
よ

 
と

楽
し
そ
う
に

て
い
る
と
突
然
に
と
り
が
ハ

と
い
う
表
情
を
す
る
と

 
に
と

そ
う
だ

た

理
久
兎
さ
ん
実
は

 
理
 

ん

何
だ
よ

 
何
だ
ろ
う
と
思

て
い
た
そ
の
矢
先
だ

た

い
空
が
見
え
る
上
空
か
ら
何
者
か
の
影
が
飛

来
し
黒
い

を
舞
わ
せ
て
自
分
達
の
目
の
前
に
着
地
す
る

そ
の
者
の
正
体
は

 
文
 

こ
ん
に
ち
は

く
正
し
い
新
聞
記
者
の

命

 

文
で

す

取
材
し
に
来
ま
し
た

 
何
と
文
だ

す
る
と
に
と
り
は
頭
を

き
な
が
ら
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に
と

実
は
鴉
天
狗
が
取
材
し
た
い

て

う
の
を

 

れ
て
て

 
理
 

あ

そ
う
な
の

別
に

わ
な
い
よ
文
の
頼

 
み
な
ら

 
文
 

流

は
理
久
兎
さ
ん
話
が
分
か
り
ま
す

 
さ
と

鴉
天
狗

理
久
兎
さ
ん
に
変
な
事
を
聞
い
た
ら

 
そ
の
時
は

 
文
 

あ
や
や
や
や
や

し
ま
せ
ん
よ

そ
ん
な
事
を

 
し
た
ら
後
で
理
久
兎
さ
ん
に
半
殺
し
さ
れ
ま
す

 
か
ら

 
文
も
自
分
を
何
だ
と
思

て
い
る
だ

そ
こ
ま
で
悪
⻤
羅

で
は
な
い
し
ど
ち
ら
か
と

え
ば

リ
シ
ア
神

よ
り
遥
か
に

し
い
と
自
負
し
て
い
も
良
い

 
に
と

と
り
あ
え
ず
私
は
邪
魔
み
た
い
だ
し
頑

て

 

理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

い
に
と
り
は
間

泉
地
下

ン

の

を
登
り
な
が
ら
点
検
を
開
始
し
た

そ
し
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て
文
は

 
文
 

で
は
で
は
取
材
を

 
そ
う

い
な
が
ら
か
つ
て
お
土
産
で
買

た

ン
を
持

た
そ
の
時

 

 

ち

と
待

た

 
文
と
同
様
に
空
か
ら
何
者
か
が
降
り
て
き
た

そ
の
者
は
こ
の
変
で
は
珍
し
い
こ
と
に
ツ
イ
ン

テ

ル
と
呼
ば
れ
る

を
し
て
い
た

と
い
う
か
ま
た
知
り
合
い
だ

 
理
 

あ
れ
久
々
だ

た
て

 
は
た

が

テ
で
す
か

姫
海

は
た
て
で
す

て
い

 
う
か
理
久
兎
さ
ん
達
が
開
い
た
宴
会
に
も
出

し
て

 
ま
す

 
文
 

く
く
く
く

 
自
分
の
ボ

が
面
白
い
の
か
そ
れ
と
も
は
た
て
の
ツ

コ
ミ
が
面
白
か

た
の
か
文
は

を

え
て

と

て
い
た

 
は
た

ち

と
文

何
を

て
る
の
か
し
ら

 
文
 

変
わ
ら
ず
で
す

そ
の
ボ

方
は
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理
 

ま

な

 
天
狗

手
に
ボ

た
の
は
恐
ら
く
狼

ぐ
ら
い
だ
ろ
う

 
文
 

そ
れ
よ
り
も
は
た
て

私
が
先
で
す
よ

 
は
た

そ
う
は
行
か
な
い

て
の

私
だ

て
理
久
兎

 
さ
ん
の
取
材
と
い
う
か
料
理
に
つ
い
て
聞
き
た

 
い
の
よ

 
聞
い
て
い
る
と
文
は
自
分
の
身

り
の
取
材
で
は
た
て
は
自
分
の
料
理
に
つ
い
て
の
取
材
み

た
い
だ

だ
が

 
文
 

私
が
先
で
す
よ

と
い
う
か
は
た
て
ま
た

り

 
ず
に
食
べ
物
で
す
か

だ
か
ら

女
は
体

が

 
無
く
な
る
所
か
増
え
て
い
く
一
方
な
ん
で
す
よ

 
は
た

そ
う
い
う
文
だ

て

時
に
ネ

を
作
る
た
め

 
に
自
作
自

し
て
る
で
し

う

真
実
を
語
る

 
何
て

う

に
は
自
作
と
か
ウ

る
わ

 
文
 

何
を

こ
の

写
の

想
新
聞
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は
た

こ
の
最

な
記
事
書
き
の
鴉
天
狗

 
も
う
口
喧
嘩
が
大

発
し
て
い
た

見
て
い
て

い
も
の
だ

 
理
 

彼
奴
等
は
年
の

に
は
子

だ
な

 
さ
と

そ
れ
に
つ
い
て
理
久
兎
さ
ん
だ
け
に
は

わ
れ

 
た
く
は
り
ま
せ
ん

 
自
分
が
何
か
し
た
の
だ
ろ
う
か

思
い
当
た
る

が
な
い

し
か
し
こ
の
ま
ま
行

て
も
何
時

終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め

 
理
 

お
前
ら
な

喧
嘩
す
る
ん
だ

た
ら
取
材
は
お

 
断
り
だ

と
い
う
か
帰
れ
や

 
文
 

あ

ち

 
は
た

そ
れ

る
ん
で
す
け
ど

 
理
 

な
ら
喧
嘩
は
す
る
な

人
ま
と
め
て
取
材
だ

 
た
り
は
受
け
て
や
る
だ
か
ら
喧
嘩
す
る
な

 

人
は

て
お
互
い
を
見
る
と
仕
方
な
い
と
い

た

を
し
て

 
文
 

取
材
お
願
い
し
ま
す
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は
た

私
も
お
願
い
す
る
わ

 
ど
う
や
ら
喧
嘩
し
な
い
と

う

件
は
守

て
く
れ
る
み
た
い
だ

 
理
 

な
ら
良
し
そ
れ
と
こ
こ
は

い
だ
ろ
地
霊
殿
に

 
来
い
よ
そ
こ
で
料
理
を
し
な
が
ら
取
材
を
受
け

 
て
や
る
よ

さ
と
り
す
ま
な
い
け
ど

 
さ
と

い
え
大
丈
夫
で
す
よ

そ
れ
に
彼
女
達
の
心

 
の
奥
底
を
見
れ
て
満

し
た
の
で

 
流

は
サ
ド

気
が
あ
る

楽
し
ん
で
い
た

 
理
 

ま

ま

と
り
あ
え
ず
来
な
よ

 
文
 

そ
れ
で
は
お
邪
魔
し
ま
す

 
は
た

よ
ろ
し
く
お
願
い

理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
し
て
自
分
は

人
の
取
材
を
受
け
る
こ
と
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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う
む
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

し
か
し
友
人
に
会
う
と
は
思
わ
な
か

た

 

 

そ
う
い
え
ば
怠
惰
よ

の

人
は
ど
う
し
た
ん

 
じ

 
怠
惰

あ

憤
怒
に

に

は

職
し
て
暴
食
は

 
大
学
に
通
い
そ
ん
で

に
強

そ
れ
か
ら
俺
は

 
同
じ
専
門
学

て
感
じ

 

 

バ
ラ
バ
ラ
に
な

て
し
ま

た
ん
じ

な

 
怠
惰

た
だ
暴
食
と
は

と

て
る
よ

彼
奴
時
々
だ

 
け
ど
イ
ラ
ス
ト
と
か
書
い
て
く
れ
る
か
ら
そ
れ
を

 

だ
と
か
で
見
せ
て
く
れ
る
か
ら

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う
結

見
て
て
面
白
い
ん
だ
よ

 

 

怠
惰
は

々
な
イ
ラ
ス
ト
を
見
る
の
が
趣
味
じ

 
ろ



 第３４２話 取材

 
怠
惰

ま

だ
と
か
で
イ
ラ
ス
ト
見
た
り
す
る

 
の
は

き
だ
か
ら

見
て
い
る
と
さ
各
々
の

 
作
品
に

性
を
感
じ
ら
れ
る
じ

ん

 

 

あ
る
意
味
で
変
態
的
じ

よ
な

お

と

 
怠
惰
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

 
怠
惰

オ

ラ
イ

そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
４
３
話
 
天
狗

人
の
取
材

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

時
間
も
の
間

に
座

て
眠
た
い
な
が
ら
も
授

を
受
け
て
い

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

⻑
い
話
が

遠
と
続
く
眠
く
な

て
く
る
の
は
皆
様
も
分
か
る

で
は
こ
ん
な
話
も
そ
ろ
そ
ろ

め
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 

前
か
ら
お

へ
と
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
間

の
現

こ
こ
地
霊
殿
そ
れ
も
そ
の
厨
房
で
は

 
文
 

で
は
理
久
兎
さ
ん
取
材
を
お
願
い
し
ま
す

 
は
た

私
の
取
材
も

 
理
 

は
い
は
い

 
こ
れ
か
ら
文
と
は
た
て
に
よ
る
取
材
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

と
り
あ
え
ず
は
調
理

を
出
し
て
い
る
と

 
文
 

で
は
ま
ず
理
久
兎
さ
ん
い
つ
頃
に
現
世
に
蘇

 
た
ん
で
す
か
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理
 

そ
う
だ
な

か
れ
こ
れ
も
う
１
０
０
０
年
前

 
文
 

も
う
結

前
で
す

 
理
 

だ
な

 
過
去
の
蘇

た
直
後
の
事
を
思
い
出
し
つ
つ
中
華

に

を
引
き
そ
し
て

の

き

を
出
す

と

く

げ
な
い
よ
う
に

め
て
い
く

 
は
た

理
久
兎
さ
ん
何
を
作

て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

今
回
は
お
客
様
も
い
る
か
ら

を
作
る

 
よ

 
は
た

中
華
料
理

て
奴

 
は
た
て
が
楽
し
そ
う
に
メ
モ
を
書
い
て
い
く
と
続
い
て
文
か
ら
の

問
が
飛
ん
で
く
る

 
文
 

で
は
理
久
兎
さ
ん
蘇

た
直
後
に
何
か
し
た
い
み

 
た
い
な
事
は
何
か
お
あ
り
で
す
か

 
理
 

お
ふ
く
ろ
を
最
高
神
と
い
う
玉
座
か
ら
引
き

 
ず
り
下
ろ
そ
う
と
し
た
か
な

従
者
達
に

め
ら

 
れ
た
け
ど
な
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文
 

そ

そ
れ
反

で
す
よ

 
理
 

違
う
な
下

上
だ
な

 
文
は

き
な
が
ら
も
メ
モ
を
書
い
て
い
く

そ
う
し
て
い
る
と

か
ら

み
が
消
え
て
良
い
香

り
が
出
て
く
る

す
ぐ
に
味
を
整
え
る
調
味
料
を
出
す
と

 
は
た

所
で
理
久
兎
さ
ん
そ
れ

て

 
理
 

あ

こ
れ
は
調
味
料
だ
よ

は

味
を

 
出
す
の
に
必
要
不
可

で

幻
想
郷
で
は
中
々
お

 
目
に
か
け
る
事
も
少
な
い
か
ら
知
ら
な
い
の
は
無

 
理
な
い
け
ど

 
は
た

ふ
む
ふ
む
成
る
程

 
理
 

ラ

に

そ
し
て
山

に

に
も
加
え
て

 
そ
れ
か
ら
を

ラ

い
や
お
前
ら

と
か

 

て
無
理
だ

た
よ
な

 
文
 

え

え

と
そ
う
で
す

 
は
た

あ
ん
ま
り
私
も
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ラ

て
完

に
共
食
い
の
よ
う
な
気
が
し
て
き
た

つ
ま
り
そ
れ
を
食
べ
て
る
お
空
は

い
や
気
に
し
な
い
で
お
こ
う

と
り
あ
え
ず
ど
う
す
る
か
を

え
て
断
罪
神
書
か
ら

 
理
 

か
つ
お
出

と

を
出
し
て

 
か
つ
お
出

を
加
え
て

で

ラ
の
代

し
味
の

度
を
調
整
し
つ
つ
加
え
ま
た

め

る

そ
し
て
別
の

に

を
入
れ
て

で
る
と

 
文
 

で
は
続
い
て
の

問
で
す
が

 
理
 

お
う
何
だ

 
文
 

理
久
兎
さ
ん

て
マ
ザ
コ
ン
で
す
か

 
理
 

は

 
何
を

て
い
る
ん
だ
こ
い
つ

自
分
が
マ
ザ
コ
ン
な
訳
な
い
だ
ろ

む
し
ろ

く

け
と
何

度
も
思

た
ぐ
ら
い
だ

 
理
 

ん
な
訳

だ
ろ

 
文
 

ふ
む

結

仲
が
よ
ろ
し
か

た
し
理
久
兎
さ
ん

 
が
お

き
合
い
し
て
い
る
さ
と
り
さ
ん
も

身
⻑

 
だ

た
の
で

て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
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ど
う
や
ら
違

た
み
た
い
で
す

 

わ
れ
て
み
る
と
ロ
リ
体

と
い
う
の
は

か
に
そ
う
だ

も
し
か
し
て
自
分

て
ロ
リ
コ
ン

な
の
か
と

問
に
思
い
始
め
て
き
た

い
や
で
も
平
安
時
代
の
人
間
は

り
に
は

を

入
れ
て
い
た

だ

た
と
思
い
出
し
た
た
め
自
分
は
ロ
リ
コ
ン
で
は
な
い
と
思
え
た

 
理
 

と

が

え
た
な

 
す
ぐ
さ
ま

を

い
上
げ
て

め
た

き

が
等
が
入

て
い
る
中
華

へ
と
更
に

り
込

み

込
ん
で
い
く

 
は
た

う

ん
ピ
リ
リ
と

い
香
り
が

よ

 
理
 

ま

山

や
ら
を
入
れ
た
か
ら
余
計
に

 
は
た

や

り
山

と
か
香

料

て
外
の
世
界
で
な

 
い
と
売

て
な
い
よ

 
理
 

ま

な

幻
想
郷
に
は
生
え
て
は
い
な
い
よ

 
で
も
生
え
て
い
な
い
代
わ
り

の
子
と
か
の
山

 
や
ら
も
多
く

つ
四
季

々
で
生
え
る
か
ら
季

 

を
楽
し
め
る

て
名
目
で
は
香

料
よ
り
上
か
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な

て
俺
は
思
う
け
ど
な

 
は
た

か
に

 
大
和
は
四
季
の
季

の
変
化
が
激
し
い
分
取
れ
る
山

や

等
は
大
分
変
わ

て
く
る

そ

れ
を

え
る
と
大
和
の
料
理
は
季

を
感
じ
れ
る

 
文
 

で
は
理
久
兎
さ
ん

方
も
ま
だ
ま
だ

問
い
き

 
ま
す
よ

理
久
兎
さ
ん
と
さ
と
り
さ
ん
は

き

 
合

て
い
る
訳
で
す
が
何
時
頃
か
ら
お

き
合

 
い
を
し
て
い
ら

し

る
ん
で
す
か

 
理
 

え

と
今
か
ら

年
ぐ
ら
い
前
か
な

 
文
 

へ

ま
だ

き
合

て
少
な
い
ん
で
す

そ
れ

 
だ
と
夜
の

み
も

 
理
 

お
前
は
そ
れ
を
何
処
で
覚
え
る
ん
だ
か

 
て
て

ず
か
し
く
な
い
の
か
よ

 
文
 

あ
や
や
や
や
や

結

ず
か
し
い
で
す
よ

 
で
す
け
ど

ず
か
し
が

て
い
た
ら
聞
け
な
い
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じ

な
い
で
す
か

 
ど
う
だ
か

だ
が
夜
の

み
は
ま
だ
し
て
い
な
い

と
い
う
か
ま
だ
す
る
気
は
な
い

 
理
 

や

て
は
い
な
い
と
だ
け

て
お
く
よ

 
文
 

そ

そ
う
で
す
か

 
理
 

と
と

そ
う
し
た
ら
と

 
今
度
は

興
酒
と

鼓
を
入
れ
て
更
に

め
て
い
き

と
葉
に
ん
に
く
を
入
れ
て

め
て
い
き

ボ

ル
に

を
入
れ
少

の
水
で

か
し
て
い
く

 
文
 

で
は
理
久
兎
さ
ん
最
後
に

 
理
 

ん

何
だ
よ

 
文
 

理
久
兎
さ
ん
は
地
上
に
は

り
住
む
こ
と
は
な
い

 

て
事
で
す
よ

 

え
つ
つ
水

き

を
中
華

へ
と
入
れ
更
に
火
の
火
力
を
あ
げ
て

込
ま
せ
な
が
ら
現

の
本
心
を

く

 
理
 

あ

遊
び
に
行
く
と
は
思
う
が
住
む
気
は
な
い
な

 
文
 

ふ
む
ふ
む
そ
う
で
す
か

分
か
り
ま
し
た
取
材
を
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
理
 

お
う

 
そ
う
し
て
ラ

を
も
う

度
入
れ
る
と

味
の
良
い
香
り
が

満
し
て
く
る

 
文
 

お

お

が
空
い
て
き
ま
し
た

 
は
た

度
お

よ

 
理
 

あ

と
い

て
も

飯
だ
か
ら

に
ご
飯

 
だ
け
だ
け
ど
な

ら
出
来
た

 

に
盛
り

け
て

和
風
の
完
成
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
お
前
ら
も
食

て
け
飯
の

は

 
文
 

あ

な
ら

み
で

 
は
た

私
も

み
で

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
数
分
後
に
は
皆
が

ろ

ろ
と
食

へ
と
集
ま

て
く
る

 
亜
狛

マ
ス

今
日
の
お

は
何
で
し

う
か

 
理
 

今
日
は

だ
亜
狛
に
耶
狛
そ
れ
に
黒
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さ

さ
と
運
ん
で
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

オ

 
黒
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て

人
が
料
理
を
運
び
自
分
達
も
食
事
に
つ
く
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
味

け
を
変
え
ま
し
た
か

 
耶
狛

何
時
も
と
違
う

何
か
こ
う
あ

さ
り
し
て
る

 
大
体
の
メ
ン
バ

は
す
ぐ
に
気
が
つ
い
た

 
理
 

あ

ラ
が
無
理
み
た
い
だ

た
か
ら
か
つ
お

 
出

で
代

し
た
よ

 
文
 

何
か
す
み
ま
せ
ん

 
は
た

で

で
も
美
味
し
い

 
美
味
し
い
な
ら
良
か

た

だ
が

 
お

で
も

ラ
が
無
理

て

た
ら
お
空
は

 
お
空

う
に
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文
 

 
は
た

 
文
も
は
た
て
も
お
空
を
見
る

お

み
た
い
に
勘
の
良
い
奴
は
何
時
か
後

す
る
こ
と
に

な
る

 
理
 

ま

気
に
す
る
な
気
に
し
た
ら
敗
け
だ

 
さ
と

そ
う
し
て
お
き
ま
し

う
皆
さ
ん

 
そ
う

わ
れ
た
皆
は

て
食
事
を
す
る
の
だ

た

す
る
と

 
文
 

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
こ
ん
な
話
が
あ
る
ん

 
で
す
が

 
理
 

ん

何
だ
よ

 
文
 

実
は
地
上
で
河
童
達
主
催
で
バ
ザ

を
開
く
み
た

 
い
何
で
す
が
理
久
兎
さ
ん
も
出
店
し
て
み
ま
せ
ん

 
か

 
こ
れ
は
面
白
い
事
を
聞
い
た

を

り
な
が
ら

 
理
 

面
白
そ
う
だ
な
ら
や

て
み
る
か
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文
 

そ
う
で
す
か
な
ら
河
童
達
に
は
私
か
ら
伝
え
て

 
お
き
ま
す

 
理
 

あ

頼
ん
だ
よ

 
そ
う
し
て

突
だ
が
バ
ザ

へ
の
出
店
も
決
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

し
て
怠
惰
よ
提
案
な
の
じ

が

 
怠
惰

ど

た
の

 

 

そ
の
バ
ザ

と
や
ら
に
行
か
ぬ
か

 
怠
惰

え

 

 

そ
ん
な
に

く
か

 
怠
惰

い
や
い
や
イ
ン
ド
ア
派
に
は
キ
ツ
イ
よ

 

 

行
大
丈
夫
じ

そ
な
た
の
方
向

は
知

て

 
お
る

シ
が
し

か
り
と
案
内
を
す
る
か
ら
問
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な
い

 
怠
惰

い
や
天
子
ち

ん
達
と
行

て
き
な
よ
動
く
の
は

 

ス

 

 

行
か
ぬ
と

う
の
な
ら
ゲ

ム
は

き

す

 
怠
惰

ち

仕
方
な
い
な

 

 

打
ち
は
聞
か
な
い
で
お
い
た
事
に
し
て
や
ろ
う

 
良
し
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

か
ら
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
３
４
４
話
 
バ
ザ

の
店

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

れ
な
い
生
活
が
続
く
せ
い
か
眠
気
マ

ク
ス
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

朝
は
も
う

ど

て
ま
す

そ
れ
は
さ
て
お
き
本
編
へ
ど
う

 
バ
ザ

で
の
出
店
を
文
達
に
任
せ
て
数
日
後
の
お

時
の
間

泉
地
下

ン

で
は

 
理
 

何
処
が
良
い
か

 
ゲ
ン

総
大
将
な
ら
ど
の
土
地
を
取
り
ま
し
て
も
所
場
代

 
は

に
し
ま
す
よ

 
自
分
は
ゲ
ン

イ
と
そ
の
孫
の
に
と
り
と
で
話
し
合
い
を
し
て
い
た

話
し
合
い
の
内
容
は
大

ま
か
に

う
と
何
処
に
店
を
開
く
か
だ

 
理
 

い
や
い
や

は
安
す
ぎ
る
せ
め
て

は

 

わ
せ
ろ

 
に
と

何
処
よ
り
も

多
い
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聞
い
て
い
る
と
ど
う
や
ら

ど
の
出
店
の
所
場
代
は
売
り
上
げ
の

ぐ
ら
い
み
た
い
だ

 
ゲ
ン

総
大
将
そ
う
な
る
と

え
る
ん
で
す
か
い

 
理
 

余

食
材
に
関
し
て
は

々
と
コ
ネ
が
あ
る

 
か
ら
一

仕
入
れ
だ
と
か
を
す
れ
ば
お
値

も

 
少
し
は
格
安
に
な
る
し
な

 
に
と

お

ち

ん
そ
こ
ま
で

う
ん
だ

た
ら

 
ゲ
ン

分
か
り
ま
し
た
な
ら

い
ま
し

う

 
理
 

オ

で
場
所
だ
が
こ
こ
を

て
良
い

 
か

 
自
分
は
バ
ザ

の
地

で

の
場
所
を
指

す

 
ゲ
ン

そ
こ
で
す
か
い

 
に
と

そ
こ
だ
と
テ
ラ
ス
だ
か
作

た
り
し
て
も
値

 
が

む
よ

 
理
 

大
丈
夫
さ

そ
ろ
そ
ろ
美
寿
々
に

き

 
さ
せ
な
い
と
い
け
く
て
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ゲ
ン

み

美
寿
々
様
に

 
何

に

き
な
の
か
そ
れ
は
簡
単
だ

彼
奴
ら
が

し
た
建
物
の
修
理
は
と
も
か
く
材
料

だ
と
か
は

方
が

意
し
て
い
る
ん
だ

し
か
も

し
た
件
数
が

月
間
で
約

件
と
続
い

て
い
く
と
流

の
自
分
も
我

の

界
が
来
て
し
ま
う
も
の
だ

に

り
を
返
し
て
も
ら
う
た

め
に
も

き
さ
せ
る
し
か
な
い

 
に
と

お

⻤

手
に
も
容

な
い

 
理
 

俺
は
さ
⻤
だ
と
か
天
狗
だ
と
か
河
童
だ
ろ
う
が

 
人
間
だ
ろ
う
が
神
だ
ろ
う
が
仏
だ
ろ
う
が
平
等

 
に

う
事
が
俺
に
と

て
は
ポ
リ
シ

な
ん
だ

 
だ
か
ら

別
は
し
な
い
の
さ

 
そ
れ
が
俺
の
信
情
だ

文
句
が
あ
ろ
う
が
関
係
な
い

自
分
は
そ
の
信

で
生
き
て
い
る
の
だ

か
ら

 
ゲ
ン

変
わ
ら
ず
で
す

総
大
将
は

で
は
建

 
の
方
は
美
寿
々
様
方
に
任
せ
る
と
い
う
事
で

 
理
 

あ

そ
れ
で
頼
む
よ
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ゲ
ン

分
か
り
ま
し
た
な
ら
場
所
の
方
は
河
童
達
に
指

 

を
し
て
お
き
ま
す

 
に
と

と
り
あ
え
ず
話
は
ま
と
ま

た
か
ら
私
達
は
帰

 
る

 
ゲ
ン

で
は
総
大
将

 
理
 

あ

任
せ
た
よ

 
そ
う

い
ゲ
ン

イ
と
に
と
り
は
立
ち
上
が
り
リ

ク
か
ら
プ
ロ

ラ
が
出
て
く
る
と
回
転

し
だ
し
そ
の
ま
ま
空
へ
と
飛
ん
で
い

た

 
理
 

彼
奴
ら
飛
べ
な
い
の
か
な

 
自
分
も

助
魔
法
ま
た
は

を
出
さ
な
い
と
飛
べ
な
い
た
め

え
た
義
理
で
は
な
い
が
プ
ロ

ラ
等
を
出
し
て
自
分
達
が
回
転
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
と

問
に
な
る

 
理
 

ま

良
い
や
せ

か
く
だ
か
ら
作
り
お
き
に

 
し
て
た
ま
に
は
美
寿
々
の
所
で
皆
と
飲
む
か

 
さ
と
り
達
に
は
悪
い
と
思
う
が
た
ま
に
は
こ
う
し
て
会
い
に
行
か
な
い
と
美
寿
々
が

そ
う

な
た
め
た
ま
に
は
外
出
し
よ
う
と
思

た

そ
う
し
て
地
霊
殿
へ
と
す
ぐ
さ
ま
向
か
い
夕
食
を
作
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り
お
き
し
て
美
寿
々
達
の
い
る
旧
都
へ
と
向
か

た

 
⻤
 

よ

て
ら

し

い

地
獄
温
泉

頭
の
出
来

 
た
て
は
ど
う
だ
い

 
⻤
 

⻤
名
物
の
⻤
こ
ろ
し
も
良
け
れ
ば
ど
う
だ
い

 
等
々

売
人
で
あ
る
⻤
達
の

が
聞
こ
え
て
く
る

こ
こ
最
近
に
な

て
地
上
か
ら

方
へ

と
来
る
妖
怪
が
多
く
な

て
き
て
い
た

何

だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
よ
く
分
か
ら
な
い
た
め
美

寿
々

り
に
聞
こ
う
か
と

え
た

 
理
 

こ
う
し
て

え
る
の
は
良
い
け
ど
何
れ
は
ま
た

 

が
弾
け
る
が

く

れ
て
い
く
か
ら
な

 

来
の
地
底
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
歩
い
て
い
く
と

 
妖
怪

お

お
い
あ
れ

 
妖
怪

あ

の
総
大
将
だ
下
手
な
事
を

う
と
始
末

 
さ
れ
る
か
ら
な
何
も

う
な
よ

 
い
や
も
う

て
い
る
だ
ろ

と
い
う
か
ど
ん
だ
け
恐
れ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ

と
い
う
か
身

内
に
ち

か
い
だ
と
か
影
口
を

わ
な
い

り
何
も
し
な
い

主
に
さ
と
り
と
か
こ
い
し
だ
と



 第３４４話 バザーの店

か
の

 
理
 

や
れ
や
れ

え

と
彼
奴
ら
が
い
そ
う
な

 
所
は

 
表
通
り
を
歩
く
こ
と
数
分
が

過
し
よ
う
や
く
美
寿
々
達
が
何
時
も
た
む
ろ
し
て
い
る
居
酒

に
着
い
た

 
理
 

邪
魔
す
る

 
⻤
 

へ
い
ら

こ
こ
こ
れ
は
理
久
兎
様

 
理
 

よ

美
寿
々
だ
と
か
は
い
る
か
い

 
⻤
 

美
寿
々
様
や
勇
儀

さ
ん
な
ら
二

に
い
ま
す

 
よ

 
あ
れ
こ
こ

あ

た
け
と

問
が
出
て
く
る

前
に
来
た
時
に
は

な
ど
な
か

た

だ
が

 
理
 

美
寿
々
達
が
建
て
替
え
た
の
か

 
⻤
 

え

え

ま

ア
ハ
ハ
ハ

 
こ
れ
に
は
店
主
も

い
だ

さ
れ
て

惑
と
い
う
感
情
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
建
て
替
え
て
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心
機
一
転
も
出
来
て
嬉
し
い
と
い
う
感
情
も
あ

た
り
で
複
雑
そ
う
だ

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず

に
上
が
ら
せ
て

う
よ

 
と
り
ま
日
本
酒
と
つ
ま
み
を

当
に
頼
む
よ

 
⻤
 

へ
い

す

 
注
文
だ
け
し
て

へ
と
上
が
る
と

 
勇
儀

萃
香
ま
だ
ま
だ
行
け
る
だ
ろ
う

 
萃
香

当
然

 
美
 

お
い
お
い
私
に
勝

て
か
ら

い
な
よ

 
何
と
ま
さ
か
の
萃
香
が
い
た

が
こ
れ

上
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
良
い
の
だ
が
と
思

て
い
る
と

 

ル

あ
ら

 
黒

あ
れ
理
久
兎
さ
ん
珍
し
い

 
キ
ス
 
 

 
キ
ス
メ
と

ル
ス

と

マ
メ
の

人
が
気

き
更
に

マ
メ
の
一

で
皆
が
一

に
見
て

く
る

こ
れ
は
朝
ま
で

き
合
わ
さ
れ
る
ル

ト
は

定
か
も
し
れ
な
い
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美
 

よ

理
久
兎

久
し
い
じ

な
い
か
い

 
勇
儀

一

ど
う
だ
い

 
萃
香

飲
み
比
べ
に
次
は
勝
つ
よ

 
理
 

そ
う
だ
な

な
ら

き
合
わ
せ
て

う
よ

 
そ
う
し
て
座
る
と

度
先
程
の
店
主
が
や

て
来
る

 
⻤
 

お
待
ち
ど
う
さ
ま

 
酒
に
つ
ま
み
と
し
て
も
つ

が

く
と
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
日
本
酒
を
飲
む

 
美
 

し

か
し
理
久
兎
め
ず
ら
し
い

何
の

だ
い

 
理
 

そ
う
だ
な

仕
事
の
依
頼
さ

 
美
 

お

仕
事
か

 
理
 

あ

し
お
前
今
回
は

き
だ

 
そ
れ
を
聞
き
美
寿
々
は
一

固
ま

た

そ
し
て

 
美
 

ど
う
い
う
こ
と
だ
い

 
理
 

理
由
を
聞
き
た
い
か

 
美
 

と
も
頼
み
た
い
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楽
の
気
分
か
ら
一
転

一

で

た
い
空
気
へ
と
変
わ
る

り
の
皆
は
ビ
ク
ビ
ク
と

え

始
め
た

 
萃
香

り

理
久
兎
何
を

て

 
勇
儀

萃
香
だ
ま

て
お
き
な
下
手
な
事
を

う
と

 
危
険
だ
よ
こ
れ
は

 
危
険
な
訳
な
い

あ
く
ま
で
自
分
は
だ
が

そ
し
て
美
寿
々
を

み
つ
つ

で

 
理
 

お
前
が
こ
れ
ま
で
や

た
修

す
る
の
た
め
の

 
材
料

は

が

た
と
思

て
い
る
ん
だ

 
美
 

う
ぐ

 

信
な
一

で
美
寿
々
は

る

更
に
追
い
討
ち
を
か
け
て

 
理
 

そ
れ
が
よ

月
に
何

件
と
続
く
ん
だ

 
美
寿
々
は
知

て
る
か

そ
の
修

す
る
た
め
の

 
材
料

が
何
処
か
ら

わ
れ
て
い
る
か

 
美
 

え

と
そ
れ
は
こ
こ
の

金

だ
ろ

 
理
 

ん
な
訳

だ
ろ
て
か
こ
こ

金

よ
何
処
か
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と
い
う
と
地
獄
か
ら
だ

そ
れ
も

月
と
少
な

 
い
な
が
ら
も
や
り
く
り
し
よ
う
と
頑

て
い
る

 
の
に
も
関
わ
ら
ず
半
分
は
修

の
材
料

で
消
え

 
て
い
る
だ
け
ど

そ
れ
で
大
体
何
時
も
で
さ
と
り

 
が

て
い
る
ん
だ
け
ど

 
美
 

そ

そ
れ
は
悪
か

た
悪
か

た
か
ら

 
理
 

更
に
続
い
て

う
と
け
ど
こ
こ
最
近
は
俺
の
ポ

 

ト
マ
ネ

で
仕
方
な
く

て
い
る
ん
だ
が

 
そ
こ
の
ど
う
お

え
か
な
美
寿
々
さ
ん

 
今
回
の
件
に
は
容

な
し
だ

そ
し
て
美
寿
々
は
頭
を

き
な
が
ら

 
美
 

き
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
シ

ボ

ン
と
し
つ
つ
美
寿
々
は

え
た

こ
の
勝
負
は
自
分
の
勝

だ

 
理
 

よ
ろ
し
い

 
勝

の
美
酒
で
あ
る
日
本
酒
を
を
飲
む

何

か
何
時
も
よ
り
美
味
し
く
感
じ
た

 
萃
香

み

美
寿
々
様
が

ち

た
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黒

お

お

か
な
い

 

ル

こ
れ
が
本
当
の
職

乱

て
や
つ

 
勇
儀

変
わ
ら
ず
理
久
兎
は
怖
い
な

 
何
処
が
怖
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か

正
論
を

べ
た
だ
け
だ

 
美
 

最
近
な
ん
か
お
前
さ
と
り
に

て
き
て
な
い

 
か
い

 
理
 

そ
う
か

 
美
 

あ

め
か
た
が
さ
と
り
み
た
い
だ

 
⻑
ら
く
一

に
い
た
せ
い
な
の
か

め
方
が

て
き
た
み
た
い
だ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
⻑
ら
く
い
た
せ
い
か

 
美
 

か
も
な

仕
方

仕
事
は
し

か
り
や
ら
せ
て

 
も
ら
う
よ

 
理
 

あ

頼
ん
だ
よ

 
そ
う
し
て
自
分
は
美
寿
々
に
仕
事
を
依
頼
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

し
か
し
怠
惰
よ
こ
こ
最
近
は
変
な
天
気

 
ば
か
り
続
く
の

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

そ
の
せ
い
で

だ

た
り

 

か

た
り
で
最
悪
だ
よ

 

 

お
ん
し
天
気
に
影

さ
れ
る
ん
じ

な

 
怠
惰

う
ん
影

さ
れ
る
よ

ま

そ
こ
は
置
い
て
お
い

 
て
朝
は

い
の
に

か
ら
ど
ん
ど
ん

か
く
な
る

 
か
ら
こ
れ
が
続
く
と
本
当
に

合
悪
く
な
る
よ

 

 

ま

読
書
様
も
気
を

け
る
の
じ

 
怠
惰

そ
れ
と
も
う
少
し
書
い
た
ら
今
度
は
蓮
の
話
を
書
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き
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

 

 

う
む
あ
の
わ

も

く
成
⻑
し
て

し
い
も
の

 
じ

な

で
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る

 
怠
惰

は
い
は
い
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

 
た

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
書
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
４
５
話
 
店
の
建
設

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
三

休

て
過
ご
そ
う
か
遊
ん
で
過
ご
そ
う
か
と

え
て
い
る
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ど
う
し
た
も
の
か

お

と
失
礼
し
ま
し
た

で
は
本
編
へ
ど
う

 
美
寿
々
に
依
頼
し
て
か
ら
翌
日

自
分
は
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
美
寿
々
と
勇
儀
を

れ
て

バ
ザ

で
店
を
開
く
河

の

に
来
て
い
た

 
美
 

は

久
々
の
外
は
良
い
も
ん
だ

 
勇
儀

空
気
が
美
味
し
い

 
や
は
り
地
底
の
空
気
は
少
し

ん
で
い
る
の
か
こ
う
し
た
外
の
空
気
は
新

味
が

れ
る
よ
う

だ 
理
 

つ
べ
こ
べ

て
な
い
で
仕
事
す
る

 
美
 

だ
な

 
勇
儀

い

ち

や
り
ま
す
か
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自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
使
う

材
や

材
を
ど
ん
ど
ん
と
出
し
て
い
き
美
寿
々
も

と
金

を

手
に
取
る

 
亜
狛

マ
ス

ど
ん
な
感
じ
で
作
る
の
で
す
か

 
耶
狛

ふ
ふ
ん

デ
ザ
イ
ン
な
ら
私
に
任
せ
て
よ

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
懐
か
ら
紙
を
取
り
出
し

げ
て
見
せ
る

 
美
 

こ
れ
は

 
勇
儀

ま
じ
か
よ

 
黒
 

な

何
だ
こ
れ

 
亜
狛

げ

 
耶
狛

へ
へ
ん
ド

 

か
に

能
身

れ
る
設
計

だ

そ
う

れ
る
の
だ
が

 
理
 

お
い
お
い

 
そ
れ
は
ク
レ

ン
で
グ
チ

グ
チ

と

か
れ
て
い
て
何
が
何
だ
か
良
く
分
か
ら
な
い

こ
れ

は
あ
る
意
味
で
の

能
だ

た

し
か
も
昔
に
何
処
か
の

物

だ

た
か
で
見
た
ピ
カ
何
と
か

の

に
大
分
近
い

分
か
り
や
す
く

う
と
常
人
に
は
理
解
で
き
な
い

面
で
あ
る
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耶
狛

マ
ス

ど
う
し
た
の

 
理
 

美
寿
々
は
こ
の

面
は
分
か
る
か

 
変
な
回

を
す
る
と
耶
狛
の

々
を
こ

て
面

な
た
め
美
寿
々
に
話
を

る

 
美
 

あ

あ
た
し

そ

そ
う
だ

創
的

 
か

な

勇
儀

 
勇
儀

あ

あ

そ
う
だ

 
ど
う
反

す
れ
ば
良
い
の
か
と

り
果
て
て
い
る
の
か

い
だ

す
る
と
亜
狛
が
仕
方
な
い

と
思

た
の
か

 
亜
狛

耶
狛

正
直
に

う

す
ま
な
い
が
良
く
分
か
ら

 
な
い
ん
だ
け
ど
そ
の

面
が

下
手
す
ぎ
て

 
ド
ス
ト
レ

ト
な
発

だ

そ
れ
を
聞
き
耶
狛
は
固
ま
る

そ
し
て
目
に

を

か
べ
す
ぐ
さ

ま
後
ろ
を

り
向
い
て

き
な
が
ら

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
の
バ
カ

 

面
が

か
れ
た
紙
を

て
て

び
な
が
ら
走

て
奥
の

み
の
奥
へ
と
行

て
し
ま

た

結

自
信
は
あ

た
み
た
い
だ
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亜
狛

ご
め
ん

て
耶
狛

 
そ
う
し
て
亜
狛
も
耶
狛
を
追
い
か
け
て
い

た

と
い
う
か
こ
い
つ
ら
手
伝
い
に
来
た
の
に
手

伝
い
に
な

て
い
な
い

邪
魔
に
な
ら
な
い
だ
け
良
い
の
だ
が
何
し
に
来
た
ん
だ

 
理
 

た
く

 
耶
狛
が

て
た
紙
を

い
上
げ
て

面
を
見
て

 
理
 

ま

た
く
仕
方

な

 
断
罪
神
書
か
ら
紙
と

ン
を
出
し
置
い
た

の

を
テ

ブ
ル
代
わ
り
に
し
て
更
々
と
耶
狛
の

書
い
た

面
を
分
か
り
や
す
く
書
き
直
し
て
い
く

そ
し
て
完
成
し
た
物
を
美
寿
々
に
渡
す

 
理
 

す
ま
な
い
な

 
美
 

あ

あ

て

分
か
り
や
す
く

 
な

た
な

 
勇
儀

い

理
久
兎

 
黒
 

本
当
だ
な

 
理
 

ま

 
だ
が
分
か
ら
な
い
所
も
し
ば
し
ば
と
あ
る
た
め
そ
こ
は
自
分
の
イ
メ

で

け

し
た
り
消
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し
た
り
し
た
物
も
あ
る
が
大
方
は
耶
狛
の

面
を

に
し
て
い
る

 
理
 

そ
れ
で
作

て
く
れ
俺
ら
も
手
伝
う
か
ら

 
美
 

あ
い
よ

こ
れ
や

た
ら
チ

ラ
に
し
て
く
れ

 
よ

 
ど
れ
だ
け
引
き
ず

て
い
る
の
だ

そ
れ
は
約
束
は
し

か
り
と
守
る

 
理
 

分
か

て
る
よ

ら
や
る
よ

 
美
 

お
う
さ

 
勇
儀

や
り
ま
す
か

 
黒
 

あ

 
そ
う
し
て

人
で
作

を
始
め
た

ま
ず
水
中
に
土
台
を
作
る
所
か
ら
だ

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 
一
部
の
水
中
で
仙
術
を
発
動
し
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
追
い
や
り
地
面
が
見
え
る
よ
う
に
す

る 
美
 

サ
ン
キ

理
久
兎

 
勇
儀

置
き
ま
す
よ
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そ
の
間
に
美
寿
々
と
勇
儀
と
で
ウ

ド
デ

キ
の

で
あ
る

材

盤

き
を
地
中
に
建

て
て
い
く

そ
し
て
そ
の

を
黒
が
影
の
手
を
作
り
出
し
て

さ
え
る
と

 
美
 

固
定
さ
せ
る

 
勇
儀

あ
い
よ

 

人
は
力
を
地
面
へ
と
込
め
て

を

め
込
ま
せ
る
と
黒
は
影
の
手
を

め
て

す
と
ど
う

だ
ろ
う
か

真

直
ぐ
に

の

が
建

た
で
は
な
い
か

 
理
 

良
い
か
な

 
仙
術
を
解
き
水
を
流
す
が

め
込
ま
れ
た

は
ビ
ク
と
も
せ
ず
に
固
定
さ
れ
て
い
た

 
理
 

よ
し
こ
れ
を
後

所
や
る
よ

 
美
 

お
う

 
勇
儀

あ

 
黒
 

は

建

と
は
こ
ん
な
に
大
変
な
の
だ
な

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
力
を
合
わ
せ
て
や
る
こ
と
数
分
後
に
は
土
台
は
完
成
し
た

 
理
 

そ
し
た
ら

場
だ

 
美
 

だ



 第３４５話 店の建設

 
勇
儀

こ
こ
ら

は

意
分

さ

 

わ
れ
て
み
る
と
ウ

ド
デ

キ
は
縁

に
近
い
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
な
ら
昔
か
ら
建

し

て
い
る
美
寿
々
や
勇
儀
は

意
分

な

だ

 
理
 

な
ら
こ
こ
は
俺
ら
の
手
は
い
ら
な
さ
そ
う
だ
な

 
黒
は
設
計
通
り
の

作
り
は
出
来
る
か

 
黒
 

ま

や

て
み
よ
う

 
不
安
だ

だ
が
仕
事
は

良
く
や

て
い
き
た
い
し
黒
に
と

て
と
良
い

験
に
な
る
だ
ろ

う 
理
 

あ

や

て
み
な
よ

俺
は
と
り
あ
え
ず
休
憩

 
の
た
め
の
酒
や
ら
つ
ま
み
を

意
し
て
く
る
よ

 
美
 

お

す
ま
な
い

 
勇
儀

そ
れ
は
楽
し
み
だ
よ

 
黒
 

分
か

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
人
手
が

し
い
時
は

 
自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
骸
達

体
を
出
し
気
を

け
を
さ
せ
て
立
た
せ
て
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理
 

何
か
あ

た
ら
こ
い
つ
ら
を
使

て
く
れ

 
こ
い
つ
ら
が

る
前
に
は
帰
る
か
ら

 
美
 

お
い
待
て

こ
い
つ
ら

る
の
か

る

 
と
し
た
ら

惑
な
ん
だ
が

 
理
 

談
だ

ら
な
い
よ
た
だ
出
来
る

り
は

く

 
帰

て
く
る
よ

 
黒
 

と
い
う
か
主
よ
ど
う
や

て
地
底
ま
で
帰
る
の

 
だ

 
黒
は
何
を

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

何
時
自
分
が
帰
る
と

た
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

俺
は
つ
ま
み
や
酒
を

意
す
る
と
し
か

て

 
な
い

黒

 
黒
 

ん

ど
う
い
う
こ
ど

 
理
 

ま

う
と
人
里
に
行

て
仕
入
れ
て
く
る
よ

 

て
こ
さ

 
そ
れ
を
聞
き
黒
は
ハ

と
す
る

こ
こ
は
地
上
だ

地
底
で
は
旧
都
と
い
う
市
場
や
住
み
場
が
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あ
る
よ
う
に
地
上
で
は
人
里
と
い
う
市
場
お
よ
び
に
住
み
場
が
あ
る
の
だ

そ
こ
で
仕
入
れ
て
く

る
だ
け
だ

 
理
 

あ

そ
う
だ

骸

 

葉
に
反

し

番

の
骸
が

礼
を
す
る

 
理
 

お
前
ら
は
亜
狛
と
耶
狛
を
探
し
て
き
て
く
れ

 
彼
奴
ら
ど
こ
ま
で
行

た
か
分
か

た
も
ん

 
じ

な
い
か
ら
な

 
骸

カ

 
骸

は
す
ぐ
さ
ま

し
亜
狛
と
耶
狛
を
探
し
に
向
か

た

 
理
 

そ
ん
じ

俺
は
行

て
く
る
か
ら
少
し
の
間
だ

 
け
ど
任
せ
た
よ

 
美
 

あ
い
よ

 
勇
儀

い
酒
を
頼
む
よ
理
久
兎

 
理
 

人
里
だ
か
ら
何
が
売

て
る
か
は
分
か
ら
な
い

 
か
ら
期
待
は
す
る
な
よ
勇
儀
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そ
う
し
て
自
分
は
空
へ
と

し

を

げ
て
人
里
へ
と
買
い
出
し
に
出
掛
け
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
ゲ

ム
で
勝
負
じ

 
怠
惰

な

急
に

 

 

あ
の
時
の

を

ら
さ
せ
て

う

 
怠
惰

シ

ド
バ

 

 

う
む

さ

来
い

 
怠
惰

後
書
き

は

も
う
い
い
や

ち

ん

け
を

 
し
よ
う
よ

ち

ん
が
勝

た
ら
命
令
を

つ
出

 
し
て
良
い
よ
俺
が
勝

て
た
ら

ち

ん
に
同
様

 
に
命
令
を
聞
い
て
も
ら
う

て
ど
う

 

 

望
む
と
こ
ろ
じ

 
怠
惰

す
み
ま
せ
ん
が
読
者
様
少
し
待

て
い
て
下
さ
い
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読
者
様

 
数
分
後

 
怠
惰

ル
ム
ン

ル
ド
の
ラ
ス
ト

ド
ス
キ
ル
発
動

 
そ
こ
か
ら
ス

ル

へ
の

り
物

 

 

シ
の
フ

ロ

が

 
怠
惰

ま
だ
だ

更
に

の
一
撃
で

メ

か
ら

 
の

ル
ム
ン

ル
ド
の
ラ
ス
ト

ド
ス
キ
ル
を

 
発
動
し
て
追
加
の
一
撃
で

手
と

手
の
フ

ロ

 

に
全
体

撃

 

 

ま
だ
じ

ま
だ

シ
は

 
怠
惰

ル
プ
ル

ス
ナ
ハ
ト
の
ラ
ス
ト

ド
で
自

 

か
ら
の

ル
ム
ン

ル
ド
の
ラ
ス
ト

ド

 
で

め

 

 

は
ん

ま

負
け
た

 
怠
惰

失
礼
少
々
遊
び
が
過
ぎ
ま
し
た
そ
れ
じ

で
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命
令

使
お
う
か
な

 

 

な

何
じ

ま
さ
か
エ
ロ
同
人
み
た
く
脱
が
す

 
と
で
も

 
怠
惰

何
処
の

メ
男
だ
よ
て
か
や
ら

よ
そ
う

 
だ

な
ら
次
回
の
小
説
の
後
書
き
の
間
ま
で
名

 
前
は
ポ
チ

 
ポ
チ

が
ポ
チ
じ

て

名
前
が

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ
ハ

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
ポ
チ

お
の
れ
覚
え
て
お
れ
よ

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 
ポ
チ

ぐ

さ

さ
ら
ば
じ
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第
３
４
６
話
 
久
し
く
会
う
茨

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
何

か
久
々
に
ア
ラ
レ
ち

ん
が
見
た
く
な
り
見
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

今
の

え
画
も
良
い
で
す
が
昔
な
が
ら
の
画
も
良
い
で
す
よ

お

と
失
礼

そ

れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
人
々
の
活
気
で

わ
う
人
里

妖
怪
達
の

か
ら

一
逃
げ
れ
る
こ
の
場
所
に
自
分
は
美

寿
々
達
の

し
入
れ
を
す
る
た
め
の
酒
や
ら
を
買
う
た
め
に
降
り
立

た

 
理
 

や

り
人
で

わ

て
る

 
行
き
交
う
者
の

は
人
だ

旧
都
に
⻑
ら
く
い
て
す
れ
違
う
の
は
妖
怪
ば
か
り
だ

た
た

め
と
い
う
の
と
人
里
に
久
々
に
来
た
た
め
に
不
思
議
で
し

う
が
な
い

 
理
 

え

と
酒
は
何
処
に
売

て
い
る
ん
だ

け

 
か
な

 

り
を
散
策
す
る
こ
と
数
分

昔
と
は

置
が
変
わ

て
い
た
り
し
て
い
る
所
が
あ

た
り
と
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で
結

て
い
た

 
理
 

あ
れ

酒

て
何
処
な
ん
だ

 
散
策
し
て
散
策
し
て
散
策
を
す
る
が
見
つ
か
ら
な
い

す
ぐ
に
見
つ
か
り
そ
う
な
も
の
な
の
だ

が

そ
ん
な
感
じ
で

て
い
る
と

 

 

あ
れ
お
前
は

 

が
聞
こ
え

り
替
え
る
そ
こ
に
は
白
い
⻑

を

か
せ
る
女
性
が
い
た

し
か
も
見
覚
え
も

あ
る
し
話
し
た
こ
と
も
思
い
出
し
た

 
理
 

ん

あ

か
妹
紅
の
友
達
の

さ
ん
で
し
た

 
よ

 

あ

そ
う
だ
な

 
正
解
の
よ
う
で

と
し
た

こ
こ
で
間
違
え
た
ら
失
礼
す
ぎ
る

そ
し
て

に
頭
を
下
げ

て 
理
 

何
時
も
妹
紅
が
お
世
話
に
な

て
ま
す

 

い
や
い
や
理
久
兎
さ
ん
妹
紅
の
親
で
し
た

け

 
理
 

い
え
良
く
彼
女
が
家
に
遊
び
に
来
て
く
れ
て
い
た
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の
で
私
か
ら
す
る
と
親

の
子

て
感
じ
で

 

あ

成
る
程

な
ら

方
こ
そ
何
時
も
仲
良
く
し

 
て

て
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 

儀
に
も
頭
を

コ
リ
と
下
げ
て

に
返

し
て
く
れ
た

こ
う
し
て
思
う
と
妹
紅
は
本
当

に
良
い
友
達
を
持

た
な
と
思
い

ン
と
な

て
く
る

 
理
 

い
や
い
や
そ
う
気
を
使
わ
さ
ん
な

て
あ

 

さ
ん
聞
き
た
い
ん
で
す
が
酒

て
何
処

 
に
あ
る
の
か
分
か
り
ま
す
か

 

酒

な
ら
そ
の
通
り
を

に

が

て
そ
の
次
を

 

に

が
れ
ば

 
理
 

ご
親
切
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

す
み
ま

 
せ
ん
が
友
人
を
待
た
せ
て
し
ま

て
い
ま
す
の

 
で
ま
た
何
時
か

 

そ
う
で
す

ま
た
何
時
か

 
そ
う
し
て

か
ら
道
を
教
え
て
も
ら
い
そ
の
ル

ト
を
通

て
酒

へ
と
向
か
う

そ
し
て
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店
員
ら
し
き
人
物
に

 
理
 

す
み
ま
せ
ん
酒
を

で

つ
下
さ
い

 
店
員

あ
い
よ

 
そ
う

う
と
約

リ

ト
ル
程
の

を
三
つ
持

て
き
て
く
れ
た

 
店
員

え

と
１
０
０
０
０

ど

う

 
理
 

あ
い
よ
頼
ん
だ
よ

 
店
員

ま
い
ど

 
そ
し
て
店
員
か
ら
酒
を
受
け
と
る
と
ポ

ト
に
あ
る
断
罪
神
書
を
使
い
酒

を
全
部
入
れ

る

そ
れ
を
見
て
店
員
は

 
店
員

に

兄
ち

ん
あ
ん
た
妖
怪
か
い

 
理
 

い
い
や

ど
ち
ら
か
と

う
と
修
羅
神
仏
さ

 
そ
う

い
な
が
ら
店
を
後
に
し
た

も
う
自
分
の
事
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

す
必
要
も
あ
ま
り

な
い

口
コ
ミ
の
伝
達

度
は
異

な

度
な
た
め
も
う

し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
自
覚

し
た
た
め
だ

そ
し
て
酒
を
買

た
自
分
は
道
を
歩
き
な
が
ら

 
理
 

黒
達
に
は

い
物
で
も
買

て
け
ば
い
い
か
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そ
ん
な
事
を
思
い
つ
つ

味
所
へ

る

そ
し
て
知
覚
に
い
た
女
性
の
店
員
に

 
理
 

す
い
ま
せ
ん
お
持
ち
帰
り
で

団
子
を

つ
か

 

ん
で
も
ら

て
も
良
い
で
す
か

 
店
員

は
い

少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い

 
そ
う

い
中
へ
と
入

て
い
た

と
り
あ
え
ず
自
分
は
待
と
う
と
思
い

人
の
女
性
が
座

て
い
る

台
へ
と
座
る

す
る
と

 
女
性

 
と
お

を
す
す
る

が
聞
こ
え
て
く
る

少
し
後
ろ
を
見
る
と
更
に
は
あ
ん
こ
が

せ
ら
れ

た
団
子
が

つ
そ
し
て

が

本

ど
あ

た
事
か
ら

党
だ
と
思

た

 
理
 

こ
こ
の
団
子
は
美
味
し
い
の
で
す
か

 
人
里
に
つ
い
て
あ
ま
り

し
く
な
い
た
め
自
分
の

後
に
座
る
女
性
に
話
す
と

 

 

え

特
に

が
程
よ
い

さ
で
美
味
し
い
の
よ

 
こ
れ
が
ま
た

 
理
 

へ

そ
う
な
る
と
土
産
で
持

て
い
く
の
に
も

 
し
て
そ
う
で
す
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そ
れ
も
良
い
と
思
い
ま
す
よ

そ
う
い
え
ば

方

 
そ
の
口
ぶ
り
か
ら
さ

す
る
に
こ
こ
に
来
る
の
は

 
初
め

て

 
理
 

ん

あ

 

き
の

を
あ
げ
た
た
め
自
分
も
後
ろ
を

り
返
り

を
し

か
り
と
見
る

整

た

立
ち

に

の

そ
し
て
服
の
上
真
ん
中
に
は
か
つ
て
土
産
で
送

た

の
コ
サ

が

れ
て

い
た

そ
れ
は
見
よ
う
見
間
違
い
も
な
い

発
し
た
と

わ
れ
て
い
た
茨

華
扇
だ

た

と
い

う
か

を

さ
れ
て
い
て
良
く
分
か
ら
な
か

た

 
理
 

華
扇
お
前
こ
ん
な
所
に
い
た
の
か
よ

 
華
扇

り
り
り
り
理
久
兎
さ
ん

方
あ
の
時
に
死
ん
だ

 

じ

 
理
 

い
や
俺
が
聞
き
て

よ

美
寿
々
達
か
ら

発

 
し
た
と
か

て
た
か
ら
も
う

に
ポ

ク
リ

 

て
る
か
と
思

た

 
華
扇

美
寿
々
様
が

て
こ
と
は
理
久
兎
さ
ん
ま
さ
か
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生
き
て
て
地
底
に

 
と

話
し
て
い
る
と
先
程
の
店
員
が
手
に

を
持

て
走

て

方
へ
と
や

て
来
る

 
店
員

お
待
ち
ど
う
さ
ま
で
す
お
会
計
が

 
理
 

あ

す
ま
な
い
け
ど
追
加
で
三

団
子

本

 
追
加
し
て
く
れ

 
店
員

あ

は

は
い

 
そ
う
し
て
店
員
は
ま
た
奥
へ
と
向
か
う

自
分
は
華
扇
を
見
な
が
ら

 
理
 

お
前

見
な
い
間
に

気
変
わ

た
な

 
昔
に
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
話
し
や
す
い
感
じ
に
な

て
い
て

く
し
ま
さ
か
人
里
で

い
物
を
食

べ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
た
め
本
当
に

気
が
変
わ

た
な
と
思

て
い
る
と

 
華
扇

理
久
兎
さ
ん

方
ど
う
や

て
ま
た
現
世
に

 
理
 

あ

ま

話
す
と
⻑
く
な
る
け
ど
さ
俺
さ
実

 
妖
怪
じ

な
い
ん
だ
よ

ど

ち
か
と
神
様

 
て
部

な
ん
だ
よ

 
華
扇

そ
う
で
し
た
か
あ

そ
れ

上
の
事
は
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わ
な
く
て
も
結

で
す

 
本
当
の
事
を
大
ま
か
に
伝
え
る
と
華
扇
は

り

り
の
団
子
を
平
ら
げ
る

 
理
 

な

華
扇

俺
も
お
前
の
事
に
つ
い
て
は
大
ま
か

 
に
は
聞
か
な
い
が
た
ま
に
は
美
寿
々
達
に

を
見

 
せ
て
や
れ
よ
何
や
か
ん
や
で
勇
儀
も
萃
香
も
探
し

 
て
は
い
る
と
思
う
か
ら
よ

 
華
扇

え
て
お
き
ま
す
そ
れ
と
私
の

性
に
つ
い

 
て
口
を
開
こ
う
も
の
な
ら
分
か

て
ま
す
よ

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ
俺
は

ら

さ
少
な
く
て
も
俺
は

 
だ
け
ど
な

 
華
扇

方
の
そ
う
い
う
所
は
信

し
て
ま
す
よ

 
ど
う
や
ら
口
が

い
と
い
う
事
は
信

さ
れ
て
い
る
み
た
い
だ

と
い
う
か
話
し
や
す
く
は

な

た
が
や
は
り

た
い

社
会
の
風

み
に

た
い

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

そ
れ
と
よ
も
し

激
が

し

 
い
な
ら

神
社
に

て
み
な
よ
彼
処
は

本



 第３４６話 久しく会う茨

 
面
白
い
奴
等
だ

た
り
ア
イ
テ
ム
だ

た
り
が
集

 
ま
る
か
ら
さ

 
華
扇

彼
処

私
の
こ
れ
も
見
つ
か
る
か
し
ら

 
そ
う

い
な
が
ら

に

ま
れ
た

を
グ

し
つ
つ

う

 
理
 

そ
う
い
え
ば
お
前
そ
の

 
華
扇

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
そ
れ
で
は
私
は
こ
れ
で

 
そ
う

い
華
扇
は
そ
そ
く
さ
と
逃
げ
て
い

た

そ
れ
と
同
時
に

 
店
員

お
待
ち
ど
お
さ
ま
で
す

お
会
計
は
あ
れ

 
さ

き
の

の
人
は

お
会
計
が
ま
だ

 
な
の
に

 
ど
う
や
ら
自
分
か
ら
そ
そ
く
さ
と
逃
げ
る
た
め
に
お
会
計
を

い

れ
た
よ
う
だ

 
理
 

華
扇
め
こ
れ
ら

し
だ
か
ら
な

 
そ
う

い
な
が
ら
ポ

ト
か
ら
金

を
取
り
出
し
て
店
員
に
渡
す

 
理
 

こ
れ
さ

き
の
人
の
分
と
合
わ
せ
て
こ
れ
で
お

 
願
い
す
る
よ
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店
員

え

良
い
ん
で
す
か

 
理
 

あ

そ
ん
ぐ
ら
い
安
い
も
ん
さ
そ
ん
じ

あ

 
店
員
か
ら

を
受
け
取
り
店
を
後
に
す
る

そ
う
し
て
人
里
の
出
口
へ
と
向
か
い
な
が
ら

 
理
 

華
扇
も
元
気
そ
う
で
何
よ
り
何
よ
り

 
そ
う

き
な
が
ら
美
寿
々
達
が
い
る
河

き
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
ポ
チ

こ
れ
怠
惰

い
い
加
減
に
直
さ
ん
か
い

 
怠
惰

ポ
チ
さ

悪
魔
と
の

け
引
き
で
の
ル

ル
は

 
絶
対
に
守
ら
な
い
と

メ
だ
よ

も
し

て

 
し
ま
う
と

 
ポ
チ

な

何
じ

 
怠
惰

代

と
し
て
心

と
ら
れ
る
よ
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ポ
チ

ぐ

 
怠
惰

ま

俺
は
い
ら
な
い
か
ら
そ
こ
い
ら
の

え

 
て
る
子

に
あ
げ
る
け
ど

 
ポ
チ

余
計
に

が
悪
い

 
怠
惰

ま

ま

ど
う
せ
明
日
に
は
直
る
ん
だ
し

 
ポ
チ

シ
の

が
ト

 
怠
惰

ら
お
手

 
ポ
チ

グ

ン
や
る

調
子
に

と
る
と

 
怠
惰

談
だ
よ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
ポ
チ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

そ
れ
か
ら

シ

 
の
名
は
ポ
チ
で
は
な
く

ピ

じ

て

 
名
前
が
出
ん

 
怠
惰

た
ら

ゲ

ム
に
な
ら
な
い
よ

そ
れ
で

 
は
読
者
様

 
ポ
チ

う

さ
ら
ば
じ
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第
３
４
７
話
 
店
の
完
成

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

日
後
に
は
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
が
始
ま
る
た
め
ウ
キ
ウ
キ
気
分

な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

く
来
な
い
か
な

お

と
こ
ん
な
リ
ア
ル
め
い
た
話
も
あ
れ
な
の

で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
見
に

い
そ
し
て
華
扇
と
の
話
し
合
い
を
し
て
い
た
ら
予
定
よ
り
も
少
し

く
に
な

て
し

ま

て
い
た
た
め
急
い
で
帰
還
し
て
い
た

 
理
 

や
べ

な

予
定
よ
り
も

く
な

ち
ま

た

 
本
当
だ

た
ら
美
寿
々
達
の
手
伝
い
や
ら
を
し
た
か

た
の
だ
が
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
時
間
が
掛

か
る
と
は
予
想
外
だ

た

空
を
大
急
ぎ
で
飛
び
な
が
ら
河

へ
と
向
か

て
い
く

そ
う
し

て
河

へ
と
着
き

を
引

込
め
て

す
る
と

 
理
 

マ

か
よ

 
あ
ま
り
に
も

き
す
ぎ
て

葉
を
失
い
そ
う
に
な
る

何

な
ら
ば
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美
 

よ

理
久
兎

か

た
な

 
勇
儀

と
り
あ
え
ず
は

と

は

た
よ

 
黒
 

因
み
に

は
俺
が
作

た
か
ら
な

 
も
う

と

が
完
成
し
て
い
た
か
ら
だ

そ
し
て
テ
ラ
ス
へ
と
立
ち

を
見
て
み
る
と

と

を
交

さ
せ
た
だ
け
の

の

だ
が
こ
こ
の

気
に
と
て
も
合

て
い
て

の

か
み
が
あ

る

そ
れ
に

の
手

に

ま

て

の

し
い
風
も
味
わ
え
る
た
め
と
て
も
良
い
だ
ろ
う

 
理
 

良
く
で
き
た
じ

な
い
か

 
勇
儀

そ
れ
は
私
ら
の

前
が
あ
る
か
ら

 
美
 

建

で
出
来
な
い
こ
と
な
ど
あ
ま
り
な
い

て

  
黒
 

い
や
そ
れ
は
別
の
奴
の
台

だ
ろ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

 
不
意
に
見
て
み
る
と
自
分
の
分
身
で
あ
る
骸
達
は
先
程
の

置
か
ら
大
分

れ
た

置
に
立

て
い
た

ど
う
や
ら

は
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
彼
奴
等
は
見
つ
か

た
か
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断
罪
神
書
を

き
骸

の
視
界
を
撮
す
と

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
今
回
は
何
を

て
も
許
さ
な
い

 
か
ら

 
亜
狛

悪
か

た
か
ら

な

頼
む
か
ら

ろ
う

 
耶
狛

嫌
だ

骸
ち

ん
も
何
か

て
よ

 
骸

 
 
 

 
な
お
骸
達
の

語
は
理
解
す
る
の
が
大
変

し
い
た
め
亜
狛
と
耶
狛
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
が
た
め

ス
チ

で
行
動
し
て
い
た
の
だ
が

 
耶
狛

骸
ち

ん
も
そ
う
な
ん
だ

皆
嫌
い
よ

 
骸

 
 
 

 
亜
狛

良
い
か
ら

ろ
う
耶
狛

 
耶
狛

嫌
だ

 
と

こ
ん
な
感
じ
だ

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
自
分
達

人
は
最

れ
を
通
り

し
て
見
て

い
た

 
美
 

何
か
面

な
事
に
な

ち

て
る
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勇
儀

本
当
に
萃
香
の

マ
マ
見
て
る
み
た
い
だ

 
黒
 

は

彼
奴
等
は

 
主
人
と
し
て
結

ず
か
し
い

そ
れ
に
黒

た
め

を
つ
い
て
は
い
る
が
一
番
た
め

を
つ

き
た
い
の
は
自
分
だ

仕
方
な
く
断
罪
神
書
を
マ
イ
ク
の
よ
う
に
し
て

 
理
 

お
前
ら
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
本
当
に

 
亜
狛

こ
の

は
マ
ス

 
耶
狛

だ

て
お
兄
ち

ん
が

 
耶
狛
は

目
で
見
て
く
る
が
自
分
は
あ
る
秘
策
を
す
る

 
理
 

耶
狛

く
帰

て
こ
な
い
と
お
前
の
分
の

 
団
子
は
俺
等
が
食
う
か
ら
な

 
耶
狛

え

え

 
亜
狛

そ
ん
な
ん
で
引

掛
か
る
わ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
行
く
よ
団
子
が
無
く
な
る
前
に

 

目
だ

た
耶
狛
は
立
ち
上
が
り
意
気

々
と
な

て
い
た

結
論

耶
狛
は
食
い
意
地
は

て
い
る



 第二十二章 バザーでのお仕事

 
亜
狛

あ

お
前
は
そ
う
だ

た
な
行
こ
う
か

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
骸

は

け
目
へ
と
入

て
い

た

自
分
は
本
か
ら
買

て
き
た
酒

と
お
つ
ま
み
そ
し
て
団
子
を
出
す
と
同
時
に

 
耶
狛

た

だ
い
ま

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
マ
ス

お
手
数
お
掛
け
し
て

 
理
 

気
に
す
ん
な
よ
も
う

れ
だ
よ

れ

 
そ
う

て
い
る
と
骸

が

の
骸
達
に

じ
り
整

を
す
る

断
罪
神
書
を
巨
大
化
さ
せ

る
と

 
理
 

お

れ
様
皆
帰

て
良
い
よ

 
そ
う

う
と
骸
達
は
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
入

て
い
き
本
に
入
る
と
大
き
さ
を

し
て
ポ

ト
に
い

れ
る

す
る
と

 
耶
狛

マ
ス

食
べ
て
良
い
良
い
よ

良
い
ん
だ

 
よ

 
理
 

ハ
イ
ハ
イ
食
べ
て
良
い
か
ら
仕
事
し
ろ
よ
じ
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な
い
と

年
ぐ
ら
い
家
か
ら
追
い
出
す
か
ら
な

 
耶
狛

や

や
る
よ

サ
ボ

て
た
分
を
取
り
返
す
よ

 
理
 

な
ら
良
し
つ
い
で
に
亜
狛
も
な

 
亜
狛

分
か

て
ま
す
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ

 
そ
う
し
て

人
は
団
子
を
食
べ
初
め
た

 
美
 

元
気
だ

変
わ
ら
ず
さ

 
理
 

そ
れ
が
良
い
所
さ

ら
美
寿
々
も
勇
儀
も
黒
も

 
休
憩
し
な
よ

 
美
 

す
ま
な
い

 
勇
儀

あ
り
が
た
く
飲
ま
せ
て
も
ら
う
よ

 
黒
 

団
子
を

う

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

し
の
休
憩
を
す
る

な
お
華
扇
に
会

た
事
は
内

に
す
る
事
に
し

た

や
は
り
こ
う
い
う
の
は

て
か
ら
会
わ
せ
る
よ
り
も
自
分
の
心
で
会
い
に
行

て

し
い

と
思

た
か
ら
だ

そ
の
た
め
何
も

わ
ず
た
だ
楽
し
い
お
し

べ
り
を
し
な
が
ら
休
憩
を
す

る

そ
う
し
て
数
十
分
後
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理
 

さ
て
さ
て
や
り
ま
す
か

 
勇
儀

だ
な

 
美
 

い

ち

や
り
ま
す
か

 
亜
狛

お
手
伝
い
し
ま
す

 
耶
狛

や

ち

お
う

 
黒
 

元
気
な
の
も
程

ど
に
な

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
自
分
達
は
作

を
再
開
し
た

に

が
終
わ

た
と
な
れ
ば
後
は

家

に
キ

チ
ン
だ
け
だ

 
理
 

美
寿
々
と
勇
儀
は
キ

チ
ン
を
作

て
く
れ
な

 
い
か
俺
等
は
家

を
作
る
か
ら
さ

 
美
 

あ

分
か

た
よ

 
勇
儀

あ
ん
た

み
に
作

て
み
る
よ

 
そ
う

い
職
人

人
は

つ
も
の

材
を
使
い
製
作
を
初
め
た

 
理
 

り

り
す
る

亜
狛
と
耶
狛
は
テ

ブ
ル
の

 
作
成
を
頼
む
よ
俺
と
黒
は
数
が
多
い

子
を
作
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る
か
ら
さ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

ま

か
せ
て
よ

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
も
作

を
開
始
し
出
し
た

 
理
 

や
る
か

 
黒
 

だ
な

 
自
分
と
黒
も
作

を
開
始
し
た

そ
う
し
て

材
を
切
り

ぎ
合
わ
せ
て
を

り
返
す
こ
と
数

時
間
が

過
す
る

 
理
 

こ

ち
は
こ
ん
な
も
ん
か

 
黒
 

な

何

に

も
た
れ
が
あ
る

子
と
な
い

子

 
を
作

た
ん
だ

 
理
 

そ
れ
は
簡
単
で
カ
ウ
ン

だ
と

も
た
れ
無

 
し
の

子
の
方
が
何
と
な
く
見

え
が
良
い
か
ら

 
黒
 

そ
ん
な
理
由
か

 
だ
が
見

え
は
大
事
だ

見

え
が
悪
い
と
客
の
気
は
引
け
な
い

す
る
と
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耶
狛

出
来
た
よ
マ
ス

 
亜
狛

こ
ん
な
感
じ
で
す
よ

 

人
が
作

た
テ

ブ
ル
は
大
小
様
々
な
四

の
テ

ブ
ル
だ

こ
れ
な
ら
こ
の
ウ

ド

デ

キ
に
も
合
い
そ
う
だ

 
理
 

良
い
感
じ
じ

ん
そ
れ
に
真
ん
中
に

が
空
い

 
て
る

て
事
は

ラ
ソ
ル
も

け
れ
る

て
感

 
じ
か
な

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

 
亜
狛

な
の
で
日

し
が
強
い
で
す
か
ら

 
そ
う
い

た
気

り
は
と
て
も
大
切
だ

 
理
 

な
ら
後
で

ラ
ソ
ル
も
調
達
し
な
い
と
な

 
と

て
い
る
と
美
寿
々
に
勇
儀
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
や

て
来
た

 
理
 

出
来
た
の
か

 
勇
儀

バ

チ
し
な

 
美
 

見
て
み
な
よ
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そ
う

わ
れ
見
て
み
る
と
美
寿
々
と
勇
儀
が
作

た
キ

チ
ン
が

に
な
る

を
多
く
使
い

か
み
が
あ
る
キ

チ
ン
無
論
シ
ン
ク
も
あ
る
た
め

い
物
も
可
能

そ
し
て
カ
ウ
ン

も

い
て
い
る
た
め
そ
こ
で
の
食
事
も
出
来
る
と
大
盤

る
舞
い
な
キ

チ
ン
だ

 
理
 

良
い

 
美
 

で
も
よ

い
物
も

で
し
た
ら
河
童
達
が
怒
ら

 
な
い
か
い

 
理
 

そ
こ
は

え
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
さ

な

亜
狛

 
亜
狛

ま

そ
う
で
す

マ
ス

の
力
も

り
ま
す
よ

 
理
 

分
か

て
る
よ

 
そ
う
い

た

水
は
か
つ
て
エ
レ

ン
の
時
と
同
じ
よ
う
に
亜
狛
の
能
力
を
使
い
そ
こ
に
自
分

の
ル

ン
魔
術
で
固
定
化
さ
せ
れ
ば
現
世
の

水
処
理
所
に
行
き
渡
り

は
綺

な
ま
ま
だ

ま

さ
に
ク
リ

ン
だ

 
美
 

そ
れ
な
ら
良
し
か

 
勇
儀

と
り
あ
え
ず
運
ん
じ

う
よ

 
理
 

オ

な
ら
さ
さ

と
運
ん
で

置
し
よ
う
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か

 

人
で
協
力
を
し
あ
い

子
に
テ

ブ
ル
を

べ
れ
ば
も
う
こ
れ
で
完
成
だ

 
理
 

お
つ
か
れ
さ
ん

 
美
 

あ

終
わ

た

 
理
 

後
で
地
底
で
打
ち
上
げ
し
よ
う
か

る
か
ら
さ

 

料
は
約
束
の
た
め

わ
な
い
が
せ
め
て
打
ち
上
げ
の

り
は
し
よ
う
か
と

え

う
と
美

寿
々
と
勇
儀
は

い
な
が
ら

 
美
 

お

良
い

 
勇
儀

な
ら

加
す
る
よ

 
亜
狛

良
い
で
す

 
黒
 

そ
う
だ
な

 
耶
狛

な
ら

く
行
こ
う
よ

 
理
 

だ
な

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
地
底
へ
と
帰
り
打
ち
上
げ
を
始
め
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

よ
う
や
く
名
前
が
元
に

た

 
怠
惰

そ
の
ま
ま
ポ
チ
で
も
良
い
ん
だ
よ

 

 

が
望
む
か
馬
鹿
者
が

 
怠
惰

ま

で
も

わ
せ
て
も
ら
う
け
ど
悪
魔

て

 
人
間
の
金

に
は
対
し
て
興
味
は
な
い
ん

 
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

そ
う
悪
魔
が
も

と
も

値
が
あ
る
と
思

て

 
い
る
の
は
記
憶
だ
と
か
そ
の
人
物
の
名
前
は
た

 
ま
た
そ
の
者
の
命
さ

 

 

命
は
と
も
か
く
そ
ん
な
物
に

値
が
あ
る
の
か

 
怠
惰

あ
る
さ

記
憶
は
部
分
的
な
物
を
取
る
け
ど
名
前

 
そ
れ
は
自
分
が
自
分
で
あ
る
た
め
の
物
で
あ
り

 
け
が
え
の
な
い
も
の
さ
取
ら
れ
れ
ば

人
に
な
る
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よ

 

 

怖
い
わ
い

 
怠
惰

ま

で
も
そ
う
い

た

け
事
は
悪
魔
の
カ

ノ

 
で
は
当
た
り
前
さ

人
間
が
そ
の
記
憶
に
名
前
を

 
チ

プ
と
し
て

け
れ
ば
悪
魔
は
金

そ
れ

 
ら
を
チ

プ
と
し
て
提

し
て
く
れ
る
か
ら
勝
ち

 
続
け
れ
ば
大
金
持
ち
に
だ

て
な
れ
る
よ

 

 

じ

が
そ
う
上
手
く
は
い
か
な
い
の
じ

ろ

 
怠
惰

え

普
通
は
い
か
な
い
か
ら
皆
ご

て
記
憶

 
を
取
ら
れ
る
け
ど

 

 

お
ん
し
は
記
憶
だ
と
か
は

 
怠
惰

俺
は
興
味
な
い
よ

あ
る
の
は
ゲ

ム
だ
と
か

 
の

楽
さ

 

 

あ
る
意
味
で
の
異

者
じ

な

 
怠
惰

ま

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
じ
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今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
４
８
話
 
オ

プ
ン

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
明
日
頑

れ
ば
よ
う
や
く
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
と
な
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

皆
様
は
ど
う
過
ご
さ
れ
ま
す
か

私
は
ま

定
番
の
よ
う
に
ゲ

ム
と

眠
を

り
返
す
と
は
思
い
ま
す

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
と
あ
る
日
の

朝

自
分
は
天
界
に
来
て
い
た

 
理
 

こ
の
季

に
な
る
と

が
よ
く
取
れ
る

 
理
由
と
し
て
は
食
材
集
め
の
た
め
だ

自
分
の
店
で
出
す
デ
ザ

ト
の
フ
ル

ツ
は
美
味
し
い

と
感
じ
た
仙

を
出
そ
う
と

え
た
た
め
だ

因
に
だ
が

の
食
材
や
ら
に
関
し
て
は
現

亜

狛
と
耶
狛
と
黒
の

人
に
任
せ
て
い
る
た
め
外
界
に

い
て
い
る
た
め

人
だ

話
を

す

見
掛
け
な
い
自
分
が
い
る
た
め
か

を
収

す
る
天
人
達
が
自
分
を
不
思
議
そ
う
に
見
な
が
ら
作

を
し
て
い
る
と

 

 

あ
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あ
ら

 
理
 

ん

あ
れ
お
前
ら
は

か

 

が
し
た
た
め
向
く
と
そ
こ
に
は
昔
に
ボ
コ
し
た
天
子
と
取
り

き
の

と
か

て
い
た

従
者
の
女
性
の

人
が
立

て
い
た

 
天
子

こ
こ
で
あ

た
が

 
理
 

あ

も
う
そ
の
古
い

葉
は

わ
な
く
て
も
良
い

 
よ
昔
か
ら
聞
い
て
て
聞
き
過
ぎ
て

き
た
か
ら

 
天
子

最
後
ま
で

わ
せ
な
さ
い
よ

 
天
子
の
ツ

コ
ミ
が
は
い
る
が
そ
ん
な
の
知

た
こ

ち

な
い

す
る
と

く
怒
れ
る
天
子

の
前
に

が
入
る

 

そ
れ
で
理
久
兎
様
が
ど
う
い

た
御

件
で

 
理
 

あ

実
は
さ
こ
こ
の
仙

が

し
く
て
さ

 
天
子

は

こ
ん
な

が

し
い
の

 
理
 

あ

そ
れ
も
大

に

 
そ
れ
を
聞
き
天
子
は
真

に
な
り

は
少
し

た

を
す
る
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う

ん

を
地
上
に
送

て
良
い
も
の
か

 
天
子

別
に
良
い
ん
じ

な
い

た
だ
私
は
こ
い
つ
に

 
だ
け
は
送
り
た
く
は
な
い
け
ど

 
ど
う
や
ら
昔
の
異
変
を
ま
だ
引
き
ず

て
い
る
み
た
い
な
の
か

目
で

ん
で
く
る

過
ぎ
た

事
は
も
う

れ
ろ
よ
と
思

た

 
理
 

あ

お
前
が
無
様
に
負
け
た
あ
の
異
変
か

 
天
子

良
し
決
め
た
わ
あ
ん
た
に
は

は
送
ら
な
い
し

 

出
て
い
き
な
さ
い

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

談
だ
よ

別
に
そ
れ
は

わ

 
な
い
が

 
天
子

何
か
し
ら

と
く
け
ど
こ
こ
で
は
私
結

 

い
の
よ

 
そ
う
か

そ
こ
ま
で

い
の
な
ら
自
分
も
同
じ
土

に
上
が

て
七
光
り
を
使
わ
せ
て
も
ら
お

う 
理
 

仕
方
な
い
お
ふ
く
ろ
に
頼
む
か
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天
子

は

そ
れ
ず
る
く
な
い

 
理
 

親
の
七
光
り

て

と
こ
と
ん

し
な
き

 

メ
だ
よ

必
要
な
時
に
は

 
コ
ネ
だ
ろ
う
が
七
光
り
だ
ろ
う
が
持

て
い
た
方
が
後
々
楽
だ

そ
れ
に
先
に

て
き
た
の

は
そ

ち
だ

 
天
子

分
か

た
わ
よ

 
流

に
お
ふ
く
ろ

手
だ
と
分
が
悪
い
と
感
じ
た
の
か

し
た

 
理
 

い
や
悪
い

数
は
こ
の
通
り
で
頼
む
の
と

 

日

内
に
地
底
に

け
て

 
紙
を
渡
す
と
天
子
は

し
そ
う
に
す
ぐ
に
受
け
取
り
そ
そ
く
さ
と
帰

て
い

た

 
理
 

あ
と
こ
れ
も
良
け
れ
ば
ど
う

 

こ
れ
は

 
理
 

内
の
店
の
食
事

日
間
し
か
店
を
開
か
な

 
い
か
ら
よ
ろ
し
く

 

は

品
ま
で
な
ら
全
品
ど
れ
で
も
無
料
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渡
し
た
の
は
ど
ん
な
に
高
い
メ
ニ

で
も

品
ま
で
な
ら
ど
れ
で
も
無
料
で
食
べ
れ
る
食

事

だ

 
理
 

そ
れ
じ

よ
ろ
し
く

 
そ
う

い
自
分
は
天
界
か
ら
降
り
て
地
上
へ
と
帰
る

 

総
領

様
を

れ
て
行

て
み
ま
し

う
か

 
と

は

く
の
だ

た

そ
う
し
て
数
日
後
無
事
に
天
人
達
か
ら

が
手
に
入
り

の
調
理
も
し
た
た
め

り
は
最
後
の
仕
上
げ
だ
け
と
な
る

そ
れ
ら
の
仕
上
げ
を
こ
な
す
た
め
自

分
は
作

に
取
り
か
か

て
い
た

 
理
 

え

と

か
亜
狛
の

法
は
こ
の
ぐ
ら
い
だ

た

 
よ
な

 
現

カ
フ

の
制
服
作
り
を
行

て
い
た

自
分
達
の
男
性

は
下
半
身
の
み
の
メ
ン

エ
プ

ロ
ン
に
半

の
シ

ツ
と
黒
い

ボ
ン
で

一
さ
せ
る
事
が
決
定
し
耶
狛
達
の
女
性
制
服
は
耶
狛

の
要
望
で
シ

ツ
に
ス
カ

ト
そ
し
て
少
し
フ
リ
フ
リ
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
る
感
じ
だ

 
理
 

良
し
出
来
た

 
装

を
少
し
ぐ
ら
い

ら
し
て
よ
う
や
く
出
来
上
が

た

男
性
制
服
は
自
分
達

人
分

そ
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し
て
女
性
制
服
も

材
の

の
関
係
で

着
作

た

 
理
 

制
服
は
出
来
た
か
ら
次
は
メ
ニ

か

 
メ
ニ

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と

む

た
だ
料
理
名
だ
け
で
は
想

が
出
来
な
い
物
も
あ

る
し
心

的
に
は
遠
慮
し
て
し
ま
う

そ
う
な
る
と

で

く
し
か
な
い
が

心
が
無
さ
す
ぎ
て

自
分
に
は
無
理
が
あ
る

こ
の
問

を
ど
う
し
た
も
の
か
と

え
て
い
る

 
理
 

料
理
名
だ
け
は
書
い
て

は
ど
う
す
る
か
な

 
等
と

き
つ
つ

が

け
る
程
度
の

間
を
作
り
つ
つ
料
理
名
を
書
き
し
る
し
て
い
く
と

 
ト
ン
ト
ン

 
リ

ミ
カ
ル
に
何
か
を

く

が
聞
こ
え
る

ド
ア
を
見
る
が

か
い
そ
う
な

気
で
は
な

い

そ
の
時
も
し
や
と
思
い

を
見
る
と
そ
こ
に
は

 
は
た
 
 

 
は
た
て
が
満
面
の

で

か
ら

方
を
見
て
い
た

子
か
ら
立
ち
上
が
り

を
開
け
る

と 
は
た

理
久
兎
さ
ん
花
果
子

報
の
お

け
に
来
ま
し

 
た
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そ
う

い
新
聞
を
受
け
と
る

つ
い
に
地
底
に
も
新
聞
が
来
る
時
代
に
な

た
み
た
い
だ
が

 
理
 

て
か
俺
等
さ
新
聞
と
か
取

て
な
い
け
ど

 
少
な
く
て
も
自
分
は
新
聞
を
と

た
記
憶
が
な
い

す
る
と
は
た
て
は

い
な
が
ら

 
は
た

こ
の
前
の
取
材
の
お
礼
よ

今
回
は
売
り
込
み
も

 

て

で
良
い
わ

で
も
気
に
入

た
の
な

 
ら
取

て
よ

 
理
 

へ
い
へ
い

 
そ
う

い
な
が
ら
新
聞
を
読
む
と
写
真
が
目
に
写
り
思

た

こ
の
手
が
あ

た
と

 
理
 

は
た
て

 
は
た

何
か
し
ら

 
理
 

ち

と
頼
み
が
あ
る
ん
だ
け
ど
よ

 
は
た

ん

 
何
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
の
か
は
た
て
は

を

げ
て
い
る

自
分
は

直
に

件
を
伝
え

た 
理
 

今
か
ら
大

に
料
理
を
作
る
か
ら
お
前
ら
の
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写
真
の
技
術
を

し
て
く
れ
な
い
か

 
こ
の
手
と
は
写
真
だ

が
無
理
だ
と
し
た
ら
思
い

く
の
は
転
写

つ
ま
り
写
真
な
ら
分
か

り
や
す
く
表
現
が
し
や
す
い
と
思

た
の
だ

 
は
た

え

え

良
い
け
ど

 
理
 

作

た
料
理
は
風

や
ら
に
食
わ
せ
る
な
り
自

 
分
だ
け
で
食
べ
る
な
り

き
に
し
て

わ
な
い

 
け
ど
撮

た
写
真
を
く
れ

て
の
と
こ
れ

て

 
印

で
き
る

 
料
理
名
だ
け
を
書
き
記
し
た
メ
ニ

を
渡
す
と
は
た
て
は

め
な
が
ら

 
は
た

そ
う
い
う
事

出
来
る
わ

良
い
わ
そ
の

 
代
わ
り
お
酒
も
追
加
し
て
よ

 
理
 

は
い
よ

な
ら
来
て
く
れ
よ

 
は
た

論
行
く
わ
よ

 
そ
う
し
て
自
分
は
は
た
て
と
共
に
厨
房
へ
と
行
き
メ
ニ

に

せ
る
料
理
を
調
理
し
て
い
き

は
た
て
に
写
真
を
撮

て
も
ら
う
事
数
時
間
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は
た

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
は
た

ら
何
で
も
作

た

が
多
く
な
い
で
す
か

 
て
い
う
か
そ
こ
ま
で
作
る

て

い

 
作

た
料
理
は
合
計
で
約

種

こ
れ
の
何
処
が
多
い
と

う
の
か

 
理
 

い
や

冥
界
に
行

た

に
は
こ
れ
よ
り
も

 
多
く
作

た
か
ら

 
は
た

は

冥
界

て
事
は
⻄
行
寺
家
で
す
か

 
理
 

そ
う
そ
う

幽
々
子
ち

ん
が
食
べ
る
ん
だ
よ

 

本
当
に

い
食

で

 
か
つ
て
生
前
だ

た
頃
も
食
べ
て
は
い
た
が
亡
霊
と
な

た
今
は
更
に
多
く
食
べ
る
よ
う
に

な

て
し
ま

た
た
め

く
八
十
人
前
は

定
だ

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
写
真

て
ど
の
く
ら
い
で
出
来

 
る
の

 
は
た

そ
う
で
す

明
日
ま
で
に
は
出
来
る
わ
よ
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理
 

そ
う
か
な
ら
頼
ん
だ
よ

 
は
た

ま
か
せ
て
下
さ
い

 
理
 

分
か

た
な
ら
送

て
い
こ
う

亜
狛

耶
狛

 
大

で
聞
こ
え
る
よ
う
に
呼
ぶ

す
る
と
数
分
後
に

が
開
か
れ

 
亜
狛

お
呼
び
で
す
か

 
耶
狛

何

 

人
が
や

て
来
る

そ
し
て
耶
狛
は
は
た
て
を
見
る
と

 
耶
狛

あ

は
た
て
ち

ん
だ

や

 
は
た

こ
ん
に
ち
は
耶
狛

 
理
 

と
り
あ
え
ず
は
た
て
と
こ
の
料
理
を

け
て

 
く
れ
な
い
か

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

 
そ
う

い

け
目
を
作
る
と
自
分
は

つ
か
の
料
理
を
中
へ
と
入
れ
て
い
き
全
部
入
れ
終
わ
る

と
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理
 

そ
れ
じ

頼
ん
だ
よ

 
は
た

え

 
そ
う

い
は
た
て
は
中
へ
と
入
る
と

け
目
は
閉
じ
ら
れ
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
亜
狛

い
え
い
え

 
耶
狛

そ
れ
じ

私
達
は
持
ち
場
に

る

 
亜
狛
と
耶
狛
は

か
ら
出
て
い
き
帰

て
い

た

 
理
 

う

ん

出
来
る
ま
で
待
機
し
て
る
か

 
大
方
の
出
来
る
こ
と
は
や

た
た
め
翌
日
に

え
る
た
め
に
部

へ
と

て
は
た
て
が

け

に
来
た
花
果
子

報
を

め
つ
つ
紅

を
飲
む
の
だ

た

そ
し
て
翌
日
の

朝

 
お

に

ん

 
お

の

鳴
が
地
霊
殿
に

き
渡
る

そ
の
理
由
は

 
お

は

ず
か
し
い

て
こ
れ

 
耶
狛

合

て
る
よ
お

ち

ん

 
耶
狛
に
制
服
を
着
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

で
も
な
い
服
を
着
せ
ら
れ

ず
か
し
い
の
か
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が
真

だ

 
亜
狛

お

無
理
し
な
く
て
も
良
い
ん
だ
よ

 
お

う

し
い

お
義
父
さ
ん
は

な
ら

 
耶
狛

メ
だ
よ
客

せ
の

が

し
い
も
ん

 
も
う
こ
れ
で
あ
る

自
分
は
こ
の
光

を
見
て
や
れ
や
れ
と
思

て
い
る
と

 
お
空

良
い
な

私
も
や
り
た
い
な

 
黒
 

お
空
お
前
は

め
て
お
け
そ
れ
に
仕
事
が
あ
る

 
だ
ろ

 
お
空

う
ん

 
お
空
は
間

泉
地
下

理

ン

の
運

と
イ

ン
ト
に
必
要
ら
し
く
て

加
が
出
来
な
い

た
め
少
し

ま
し
そ
う
だ

 
耶
狛

お
空
ち

ん
お
土
産
は
買

て
く
る
か
ら

 
お
空

う
ん

お
⺟
さ
ん

 
や
は
り
お
空
は
耶
狛
が
い
る
と

う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る

自
分
達
が
い
な
か

た
間
に
起

き
た
異
変
も
耶
狛
が
い
れ
ば
あ

さ
り
解
決
し
た
か
も
し
れ
な
い
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理
 

や
れ
や
れ

さ
と
り
は
出
る

 
さ
と

い

い
え
私
は

わ
う
所
に
行
く
の
は
少
し

 
そ
れ
に
仕
事
が

て
ま
す
し

 
理
 

そ

か

さ
と
り
の
制
服
姿
見
た
か

た
ん
だ

 
け
ど
な

 
さ
と

明
日
ま
で
に
終
わ
れ
ば

そ
の

え
て

 
み
ま
す

 
や
は
り
チ

ロ
か

た

だ
が
こ
の
少
し
チ

ロ
い
所
も
可
愛
い
所
だ

 
理
 

そ
う
か

 
さ
と

ふ
ふ

て
理
久
兎
さ
ん

 
さ
と
り
そ
う

わ
れ

を
見
る
と
そ
こ
に
は
た
て
が
手
で

ス
チ

し
な
が
ら

し
て

き
た

す
ぐ
に

を
開
け
る
と

 
理
 

は
た
て
が
い
る

て
事
は

 
は
た

は
い
出
来
ま
し
た
よ

 
そ
う

い
完
成
し
た
メ
ニ

を

程
渡
さ
れ
る

中
身
を
見
て
み
る
と
写
真
も
し

か
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り
と
印

さ
れ
て
い
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
は
た

い
え
い
え

 
理
 

と
も
う
時
間
か
は
た
て
送

て
や
る
よ
た
だ

 
今
回
は
バ
ザ

会
場
だ
け
ど
良
い
か

 
は
た

わ
な
い
わ

ど
う
せ
近
い
し

 
理
 

分
か

た

亜
狛

耶
狛

 

け
目
を
開
い
て
も
ら
う
た
め
に
呼
ぶ
が
も
う

に

け
目
は
開
か
れ
て
い
た

 
亜
狛

準
備
は

で
す

 
耶
狛

行
こ
う

 
理
 

だ
な

そ
れ
じ

さ
と
り
行

て
く
る
な

 
さ
と

は
い
行

て
ら

し

い
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

日
間
と
い
う

定
の
店
を
開
く
た
め
に
地
上
へ
と

く
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も

 

 

あ
や
つ
は

 
怠
惰

あ

七
光
り
の
件

 

 

う
む

々
と
あ
や
つ
が

く
れ
て
き
て
い
る

 
よ
う
な
気
が
す
る

の
せ
い
じ

ろ
う
か

 
怠
惰

ま

良
い
ん
じ

な
い

子

は
そ
の
ぐ
ら
い

 
の
生
意
気
さ
は
必
要
な
も
ん
だ
よ

 

 

そ
れ
は

人
に

惑
じ

ろ
う
が

 
怠
惰

だ

て

ら
生
意
気
奴
だ
と
か

て
プ
ラ
イ
ド

 
を

に
す
る
と
さ

面
白
い
反

す
る

 
ん
だ
よ

 

 

こ
の
サ
デ

ス
ト
が

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き

ち

ん
こ
れ

 

 

ん

何
じ

こ
れ

 
怠
惰

仙

の

書



 第３４８話 オープン

 

 

デ

ム

Ｇ

 
怠
惰

あ

ち

ん
が

れ
た

あ
ん
ま
り
悪

 
影

な
ゲ

ム
は
や
ら
せ
た
ら

目
だ
な

 
さ
て
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

許
さ
ん

理
久
兎

 
怠
惰

で
は
読
者
様
ま
た
次
回
そ
れ
で
は
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第
３
４
９
話
 
バ
ザ

開
催

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

時
ぐ
ら
い
に
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
と

た
ら
こ
ん
な
時
間
に
な

て
い

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も

さ
の
せ
い
な
の
か

だ
ら
だ
ら
と
最
悪
で
し
た

お

と

こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す
の
で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
バ
ザ

へ
と
到
着
し
は
た
て
は
一
度
天
狗
の
里
へ
と
帰
り
自
分
達
は
は
た
て
が
作
成
し
て
く

れ
た
メ
ニ

を
テ

ブ
ル
に

つ
ず
つ

べ
て
い
た

 
理
 

そ
し
た
ら
掃
除
す
る
よ

 
黒
 

任
せ
ろ

 
そ
し
て
掃
除
を
開
始
し
て
か
ら
数
十
分
が

過
す
る
と
そ
の
時

 

送

こ
れ
よ
り
バ
ザ

を
開
始
し
ま
す

 
と

バ
ザ

が
開
始
さ
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
が
流
れ
る

ど
う
や
ら
始
ま

た
み
た
い
だ

 
理
 

さ

さ
と
終
わ
ら
す
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全
員

お

 

令
を
か
け
て
士
気
を
あ
げ
る

そ
し
て
そ
の
お
陰
か
約

分
後
に
は
掃
除
が
完
了
し
た

 
理
 

良
し
準
備
は
い
い
な

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す

 
耶
狛

ば

ち
こ
い

 
黒
 

問

な
い

 
お

は

ず
か
し
い
け
ど
や
る
よ

 
全
員
大
丈
夫
そ
う
だ

こ
れ
な
ら
問

な
さ
そ
う
だ

 
理
 

さ
て
と
そ
れ
じ

 
自
分
は
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
そ
し
て

体
の
使
い
魔
を

す
る

 
骸
達

カ

 
理
 

お
前
ら
は
こ
れ
を

か
ら
掛
け
て
お
け

 
骸
達
に
自
分
達
が

す
る
店
の

告
が

ら
れ
た

き
の

を

に
掛
け
さ
せ
る
と

 
理
 

宣
伝
は
頼
ん
だ

 
骸
達

カ
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骸
達
は

礼
を
し
て
上
空
へ
と

し
て
い

た

こ
れ
で

告
は
大
丈
夫
だ
ろ
う

 
理
 

良
し
オ

プ
ン
す
る
よ

 
入
り
口
の

を
準
備
中
か
ら
開
店
へ
と

く
り
返
し
準
備
は
完
了
だ

 
理
 

じ

あ
俺
は
仕
込
み

当
を
準
備
し
て
く
る
か
ら

 
ち

と
頼
む
な

 
仕
込
み
の
た
め
に
カ
ウ
ン

キ

チ
ン
で
は
な
く
奥
の
秘
密
部

へ
と
行
く
と

 
理
 

仙
術
十
二
式
 
六
面
神
造

 
仙
術
を
唱
え
て
自
信
の
分

を

体
出
現
さ
せ
る
と
各
々
は
食
材
を
切
り
出

を
取

た
り

と
仕
事
を
開
始
し
て
い
く

 
理
 

こ
れ
で
良
し

し
か
し
人
が
入
る
か
ど
う
か

 
何
だ
が
ど
う
な
る
か
な

 
客
が
入
る
か
心

し
つ
つ
仕
込
み
部

か
ら
出
る
と

 
亜
狛

マ
ス

ま
だ
客
は
来
て
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

う
ん
ま
だ
来
て
な
い

 
理
 

そ
う
か

だ

た
ら
水
で
も
飲
み
な
が
ら
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過
ご
す
か

 
コ

プ
に
水
を
人
数
分
注
ぎ
カ
ウ
ン

キ

チ
ン
に
取
り

け
ら
れ
て
い
る
テ

ブ
ル
に
置

く
と
皆
は

子
に
座

て
の
ん
び
り
す
る

 
理
 

本
当
に
客
の

人
か

人
は
来
な
い
と

に

 
な
ら

よ
な

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
耶
狛

う

ん
来
る
か
な

 
黒
 

分
か
ら
ん
な

 
と

て
は
い
る
が
現

は
ま
だ
お

に
も
な

て
い
な
い

そ
の
た
め
時
間

的
に
は

な
時
間

に
な

て
し
ま

て
い
た

そ
こ
に
つ
い
て
自
分
は
少
し
ミ
ス

た
と

め
な
か

た 
理
 

骸
達
の
客

せ
に
掛
か
る
な

 
等
と

い
て
い
た
そ
の
時
だ

た

 

 

す
み
ま
せ
ん
空
い
て
ま
す
か

 

 

空
い
て
い
る
か
し
ら
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人
の
女
性
客
が
入

て
き
た

見
た
目
の
印
象
と
し
て
は

人
は
真

な

に
コ

ト

で
口
を

し
て
い
る
女
性
と
も
う

人
は
⻑
い

の

を
し
て
い
て
頭
に
は
頭

を

て

い
る
女
性
だ
が

 
理
 
妖
怪
そ
れ
も
ろ
く
ろ

に
人
狼
か

 
見
た
感
じ
大
方
は
予

で
き
る
が
人
に
化
け
て
る

ろ
く
ろ

は
⻑
い

を

す
た
め
に

を

し
人
狼
は
頭
に
頭

を

て
る

大
方
は
耳
を

し
て
い
る
た
め
常
人
に
は
バ
レ
な
い
だ
ろ

う
が
⻑
い

ン
ピ

ス
は

の
せ
い
な
の
か
不
自
然
に

れ
て
い
て

い
奴
だ
と
す
ぐ
に
バ
レ

る 
理
 

え

空
い
て
ま
す
よ

亜
狛
ご
案
内
よ
ろ
し
く

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

方
へ
ど
う

 
そ
う
し
て
亜
狛
は

人
を
通
す
の
だ
が
自
分
は
ニ

リ
と

て

 
理
 

そ
れ
と
お
客
様
こ
こ
は
妖
怪
だ
ろ
う
が
人
だ
ろ
う

 
が
関
係
ご
ざ
い
ま
せ
ん
も
し
も

い
の
で
し
た
ら

 
正
体
を
出
し
て
も

い
ま
せ
ん
よ

 
狼
女

え
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女

流

は
妖
怪
の
総
大
将
と
呼
ば
れ
て
い
た
だ

 
け
あ
る
な

 
こ
の
感
じ
か
ら
察
す
る
に
自
分
の
正
体
を
知

て
い
る
感
じ
だ

 
理
 

な
ら
話
が

い
で
す

 

女

だ
が

め
て
お
く
よ
も
し
が
あ
る
か
ら

 
狼
女

え

と
そ
の
私
も

 
理
 

ま

そ
れ
も

い
ま
せ
ん
よ

失
礼
呼
び

め
て

 
し
ま

て
案
内
の
続
行
頼
ん
だ
よ

 
そ
う

う
と
亜
狛
は

コ
リ
と
頭
を
下
げ
て
案
内
を
再
開
し
た

気
を
使

て

た
の
だ
が

少
し
不
快
に
思
わ
せ
て
し
ま

た
か
も
し
れ
な
い

そ
し
て
亜
狛
が

と
く
る
と
同
時
に
耶
狛

が
水
と
お

り
を
持

て
い
く

そ
ろ
そ
ろ
調
理
か
と
思
い

意
を
す
る
と
耶
狛
が
注
文
書
を

持

て
き
た

 
耶
狛

え

と

マ
ス

お
す
す
め

白
身

の

 

ト
そ
れ
か
ら
数

定
カ

キ
ス
テ

キ

 
の

ト
に
飲
み
物
は

ト
の
緑
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理
 

あ
い
よ

 
あ
ら
か
じ
め
切
り
分
け
て
下
準
備
も
終
わ
ら
せ
た
カ

キ
マ
グ
ロ
の
切
り
身
を
出
し
て
小

を
ま
ぶ
し
オ
リ

ブ
オ
イ
ル
で
フ
ラ
イ

ン
に

を
引
か
せ
て

い
て
い
く

そ
の
間
に
カ

キ

の
下
処
理
に
使

た
特
性
和
風
ソ

ス
を
フ
ラ
イ

ン
に
少

入
れ
て

て
い
く

 
理
 

そ
う
い
え
ば

ト
だ

た
な

 
す
ぐ
に

ト
と
し
て

く

け
物
を
出
し
て
盛
り

け
カ
ウ
ン

に

せ
緑

を

意
す

る
と
お

が
運
ぶ

そ
う
し
て
カ

キ
マ
グ
ロ
を

く
り
返
し

に

き
目
を
つ
け
な
が
ら

の
た
め
の
カ
ン

チ
や
カ
マ
ス
等
を
切
り
分
け
ご
飯
を
入
れ
た

に

き

め
る

そ
し
て
カ

キ
マ
グ
ロ
の
ス
テ

キ
も

き
目
が
つ
い
た
の
で

に
盛
り

け
大

お
ろ
し
そ
し
て

た

ソ

ス
を
加
え
て
完
成
そ
れ
に
ご
飯
盛
り
味

を

つ

意
し
て
お

に

せ
る
と
亜
狛
が

運
ん
で
い

た

そ
し
て

く
す
る
と

 

女

お
い
し
い

 
狼
女

う
ん

幻
想
郷
だ
と
食
べ
た
事
の
な
い

だ
よ

  
ど
う
や
ら
喜
ん
で
く
れ
た
み
た
い
だ

そ
れ
に

け
加
え
て
自
分
は
失
礼
な
事
を

た
お
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び
に
無
花
果
の
コ
ン
ポ

ト
を

意
す
る
と
カ
ウ
ン

に

せ
る

 
理
 

耶
狛
こ
れ
サ

ビ
ス

て

て
渡
し
て
き
て

 
く
れ

 
耶
狛

あ
い
あ
い
さ

 
そ
う

う
と

人
の

へ
と
持

て
い
く

自
分
は
様
子
を
見
て
い
る
と

人
共

い
て
い

た
み
た
い
だ
が
受
け
取

て
く
れ
た

 
理
 

良
し
良
し

 
等
と

い
て
い
る
と
ま
た

か
自
分
達
の
店
を

地
へ
と
入

て
く
る

今
度
は
一

的
な
妖

怪
だ

 
妖
怪

す
み
ま
せ
ん
空
い
て
ま
す
か

 
理
 

は
い
よ
案
内

 
黒
 

あ

方
へ
来
な

 
妖
怪

今
や

て
ま
す
か

 
お

や

て
る
よ

ど
う

 
と

ど
ん
ど
ん
と
客
が
増
え
て
い
き

わ

て
く
る
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理
 

さ

て
頑

り
ま
す
か

 
そ
う
し
て
自
分
も
意
気
込
み
な
が
ら
料
理
を
作

て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

は

そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
も

 

 

怠
惰
よ

く
せ
ん
か

 
怠
惰

部

で

く
り
し
た
い
の
に
な

 

 

た
わ
け

の
祭
り
じ

来
な
い
で
ど
う

 
す
る

 
怠
惰

は
い
ま

現

は
河
童
達
が
主
催
す
る
バ
ザ

 
に

ち

ん
共
々
で
来
て
い
ま
す
行
き
た
く
は

 
な
か

た
け
ど

 

 

こ
の
イ
ン
ド
ア
派
め

外
に
出
て
新

な
空
気

 
を

わ
ぬ
と

て
く

 
怠
惰

大
丈
夫

も
う
頭
に
は

が
生
え
た
こ
と
も
あ
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る
か
ら
さ

 

 

気
持
ち
悪
い
わ
い

 
怠
惰

そ
れ
ぐ
ら
い
引
き
こ
も

て
る

て
い
う
事
さ

 

 

本
当
に

目
じ

な

 
怠
惰

も
う
自
覚
し
て
る
の
で

と
も
う
時
間

 
だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
５
０
話
 
休
憩
も
大
切

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

リ
ア
ル
で
は
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
を
満
喫
す
る
た
め
に
ど
う
す
る

か
と

え
な
が
ら
布
団
で

に
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

気
な
く
終
わ
る
か
ら

な

お

と
失
礼

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
カ
フ

を
オ

プ
ン
さ
せ
て
か
ら
三
時
間
が

過
す
る

現

は
と
い
う
と
現

店
は
大

盛

と
い

た
所
だ

バ
ザ

に
来
た
客
は
や
は
り
多
く
こ
う
し
た
所
で
店
を
開
く
の
は
大
正
解
だ

た 
亜
狛

マ
ス

イ
ル

み
ハ
ン
バ

グ

ト

 
で
す

 
耶
狛

そ
れ
か
ら

に
シ
フ

ン

キ

 
黒
 

主
よ

の
カ
ル

チ

そ
れ
か
ら
カ
レ

だ

 
お

こ

ち
も
和
風

ス

に
ミ
ネ
ス
ト
ロ

ネ
そ
れ



 第３５０話 休憩も大切

 
か
ら
か
き

 
理
 

あ
い
よ

 
注
文
さ
れ
た
料
理
を
次
々
に
調
理
を
し
て
い
く

オ

プ
ン
し
た
時
間
よ
り
も
客
が
多
す
ぎ
る

の
は
良
い
こ
と
だ
が

 
お

は

は

 
流

に

れ
て
い
な
い
の
か
お

等
は

れ
が
見
え
て
き
て
い
た

 
理
 

亜
狛

店
の
前
に
こ
れ
を
出
し
て
お
い
て
く
れ

 
亜
狛

え

あ

了
解
し
ま
し
た

 
亜
狛
に
と
あ
る

と
時
計
を
渡
し
て

う
と
亜
狛
は
店
の
前
の

の

に
引

け
る

内
容

は
こ
の
時
計
の
時
間
が

時
に
な

た

よ
り

時

時
ま
で
は
休
む
た
め

時
か
ら
は

立
ち
入
り
を
禁
ず
る

な
お
過
ぎ
て
店
内
に
い
る
者
は
別
と
し
料
理
を
食
べ
終
え
た

に
退

を

願
い
出
る
所
存

と
書
か
れ
て
い
る

だ

流

に
自
分
も
そ
ろ
そ
ろ
休
み
た
い
た
め
そ
れ
ぐ

ら
い
は
や
ら
せ
て

わ
な
い
と

る

 
理
 

良
し
お
前
ら
ラ
ス
ト
ス

ト
だ
気
合
い
を
入
れ

 
ろ
よ
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全
員

お

 
そ
う
し
て
数
時
間
す
る
頃
に
は
店
の
中
に
い
る
客
達
は

ろ

ろ
と
退
散
し
て
い
き
よ
う
や
く

皆
は
帰

て
い

た

 
理
 

ふ

れ
た

お
前
ら

減

た
ろ

い
を
作

 

た
か
ら
食
べ
て
い
い

て
か
食
べ
て
く
れ
な
い

 
と

び
る
か
も

 
黒
 

い
か

 
耶
狛

従

員
し
か
食
べ
れ
な
い
幻
料
理
だ

 
お

え

そ
う
な
の

 
亜
狛

ま

出
す
所
も
あ
る
と
は
思
う
け
ど
一

は
従

 

員
や
料
理
人
の
人
が
食
べ
る
料
理
だ

 
理
 

そ
う
い
う
こ

た
な

ら

 
そ
う

い

で
作

た

い
を

べ
る

因
み
に

立
は

の

や

か
ら
出
し
を
取

た
ス

プ
に

や
ネ

等
の
や
く
み
を
い
れ
た
さ

り

ラ

メ
ン
だ

 
黒
 

お

頂
く
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亜
狛

美
味
し
い

 
耶
狛

こ
れ
が

て

い
よ

 
お

の
ど

し
が
良
い

 
店
に
よ

て
従

員
の

い
は

り

無
し
が
あ
る
が

人
的
に
は
あ

た
方
が
い
い

こ

う
し
た
事
が
従

員
達
の
モ
チ

シ

ン

に

が
る
の
だ
か
ら

 
理
 

さ
て
と
俺
は

く

を
外
す
よ

 
お

理
久
兎
様
お
出
掛
け
で
す
か

 
理
 

あ

さ
と
り
や
お
空
に
土
産
を
買

て
こ
う
と

 
思

て
な

 
耶
狛

あ

な
ら
私
も

 
お
空
の
事
な
ら
と
思

た
の
か
耶
狛
は

か
ら
立
ち
上
が
り

い
て
行
こ
う
と
す
る
が

 
理
 

い
や
耶
狛
は

て
て
く
れ
ま
だ
ま
だ
仕
事
は

 
あ
る
か
ら
休
ん
で

し
い
土
産
は
俺
が
選
ん
で

 
く
る
か
ら
よ

そ
れ
に
ラ

メ
ン
食

て
く
れ

 
な
い
と

が

び
て
不
味
く
な

ち
ま
う
し
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耶
狛

う

ん
マ
ス

が
そ
こ
ま
で

う
な
ら

 
ま
た

に

り
ラ

メ
ン
を

り
始
め
る

そ
し
て
自
分
は
あ
る
事
を
思
い
出
し
た

そ
ろ
そ

ろ

が

き
そ
う
だ
と
い
う
事
を

 
理
 

あ

そ
れ
と
黒
に
亜
狛

 
黒
 

何
だ

 
亜
狛

な
ん
で
す
か

 
理
 

食
べ
終
わ

た
ら
で
良
い
か
ら

を
調
達
し
て

 
き
て
く
れ
外
の
世
界
の
北
も
し
く
は
南
の
最
果

 
て
に
あ
る

だ
か
ら

 
そ
こ
は
太
陽
は
当
た
る
に
は
当
た
る
が
最
も
熱
が

び
に
く
い
場
所
で
あ
る
北

と
南

だ

そ
こ
な
ら
外
の
世
界
の
人
間
な
ん
か
は

多
に
い
な
い
た
め

の
調
達
場
所
と
し
て
は
最
も

良

な
場
所
な
の
だ

か
つ
て
は

士
の
山
も

良
だ

た
が
外
の
世
界
の
人
間
が

を
踏
み
入
れ
る

よ
う
に
な
り
な
お
か
つ
土

も
あ

た
り
と
で

は
食
べ
れ
な
い
た
め
仕
方
な
い
の
だ

 
黒
 

分
か

た

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
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理
 

頼
ん
だ
よ

じ

俺
は
行

て
く
る
か
ら

 
そ
う
し
て
自
分
は
店
を
出
て

り
を
物

を
始
め
る
の
だ

た

し
か
し
こ
う
し
て

の

台

を
見
て
み
る
と

々
な
物
が
あ

た

的
や
金

す
く
い
は
た
ま
た
河
童
達
が
訳
の
分
か
ら
な

い
カ
ラ
ク
リ
を
売

た
り
な
ど
や
は
り
バ
ザ

は

わ

て
る

 
理
 

う

ん

お

こ
れ
は
良
い
な

 
自
分
は
と
あ
る
金

が
売
ら
れ
て
い
る
店
を
見
つ
け
る

々
な
物
が
売
ら
れ
て
い
た

そ

の
中
で
も
美
し
い
波

の

を
見
つ
け
る

 
理
 

良
い

だ

 

 

あ

分
か

ち

う

何
せ
私
が
造

た
か
ら

  

い

で
オ

ド
ア
イ
と
な

て
い
る
少
女
は

で

う

こ
の
子
が
こ
の
店
の
店
⻑
み
た

い
だ

だ
が
こ
の
子
も
人
で
は
な
大
方
後
ろ
に
あ
る

か
ら
し
て

と
い
う
妖
怪
だ
ろ
う

だ

が
こ
の

は

前
の
レ

ル
で
感
心
す
る

そ
れ
も
自
分
よ
り
遥
か
に
上
の
レ

ル
だ

こ
れ

を
見
て
自
分
は
あ
る
依
頼
を
し
よ
う
と
決
断
し
て
し
ま
う

 
理
 

な

手
入
れ
の
依
頼
は
出
来
る
か

そ
れ
も
こ
の
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一
時
間
で
最
高
の
状
態
ま
で

 

 

一
時
間
で

 
理
 

あ

や

て
く
れ
る
な
ら
こ
の

の
金

は
出
す

 
つ
も
り
だ

 
断
罪
神
書
か
ら
１

の
金

を

つ
出
す

こ
れ
に
は
店
員
も
あ
た
ふ
た
し
て
い
た

 

 

そ

そ
ん
な
に

 
理
 

無
理

だ
か
ら
そ
れ

の
報

だ

 

 

え

と
何
を
手
入
れ
す
る
ん
で
す
か

 
理
 

こ
れ
さ

 
ま
た
断
罪
神
書
に
手
を
突

込
ん
で
自
分
の
黒

等
の

々
な

の

金
術
と

で
作

ら
れ
た
マ
イ

を
出
し
て
見
せ
る
と

 

 

み

見
た
こ
と
の
な
い

こ
ん
な

が
こ
の

 
世
に
あ
る
だ
な
ん
て

 
理
 

そ
れ
を
や

て

し
い
ん
だ
が
頼
め
る
か

 
店
員
は

を
見
る
と

方
に

を
向
け
て
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や

て
み

い
や

や
せ
ら
せ
て

こ
ん
な

 
は
中
々
お
目
に
か
け
れ
な
い
し

や

て
み
た

 
い

 
理
 

そ
う
か

な
ら

時
間
後
に
こ
こ
に
来
る
そ
の
時
に

 
報

を
渡
す
よ

 

 

任
せ
て
よ

あ

え

と

方
の
名
前
は

 
理
 

俺
は
理
久
兎

は

 

 

私
は
多
々
良
小

そ
れ
じ

え
て
く
る

 
そ
う

い
小

は
奥
に
行

た

自
分
は
そ
れ
を

し
て
ま
た
出
店
を
渡
り
歩
く

そ
う
し

て
土
産
物
と
し
て
お

子
が
売

て
い
た
た
め
購
入
し
つ
つ
小

の
店
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 

 

怠
惰
よ

こ

ち
の

も
買

て
お
く
れ

 
怠
惰

は

布
が
な

お

と
読
者
様
今
回
も

 
見
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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良
い
か
ら

く
来
ん
か
い

 
怠
惰

ま

こ
の
調
子
で
バ
ザ

を

れ
歩
か
さ
れ
て

 
い
る
訳
で
す
本
当
に
大
変
で
す
よ
え

 

 

く
来
な
い
と

様
の
オ
カ

を
全
て

や
し

 
て

に
す
る

 
怠
惰

は

あ
の
子
と
き
た
ら

ま

そ
ん
な
訳

 
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す
明
日
投
稿
し
た
ら

 
あ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
ご
了

を
下
さ

 
い

読
者
様

 

 

 
怠
惰

あ

も
う

で
は
読
者
様
ま
た
次
回

さ
よ

 
う
な
ら
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第
３
５
１
話
 
カ

プ
ル
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

魂
コ
ラ
ボ
の
モ
ン
ス
ト
と
て
も
良
い
の
で
す
が

チ
本
気
の
高

ス

テ

に
勝
て
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

あ
れ

度
が

て

う
け
ど
あ
れ
余

で
そ
こ
い
ら
の

絶
を

え
て
る
だ
ろ

失
礼
こ
の
話
も
こ
こ
ま
で
に
し
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
大
方
の
買
い
物
を
終
え
る
こ
と
小
一
時
間
が

過
し
自
分
は
小

が
開
い
て
い
る
店
へ
と
向
か

う 
理
 

小

ち

ん
い
る
か
い

 
店
の
前
に
立
ち

を
掛
け
る
と
奥
か
ら
小

が
急
い
で
や

て
き
た

 
小

は
い
は
い

も
う
出
来
上
が

て
ま
す
よ

 
そ
う

い
小

は
自
分
の
マ
イ

を

し
出
す

受
け
取

て

す
る
と
渡
す
前
と
比
べ

更
に
輝
い
て
い
て

も
よ
り

に
な

て
い
る
の
が
見
た
だ
け
で
す
ぐ
に
分
か

た

こ
の
小
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一
時
間
で
問

レ

ル
の
マ
イ

を
こ
こ
ま
で
手
入
れ
出
来
た
こ
と
に
は
感
服
だ

 
小

い
や

そ
の

の
切
れ
味
は

か

た
よ

 
何
せ

を
一

で
ス

て
切

ち

う
か

 
ら
さ

 
理
 

ま

切
れ
味
に
関
し
て
は

の

ご
と
切
れ
る

 
よ
う
に
設
計
し
て
造

た
か
ら
な

 
小

こ
わ

 
理
 

ま

何
は
と
も
あ
れ
だ
こ
い
つ
は
約
束
の
報

 
だ
よ

 
そ
う

い
約
束
の
金

つ
が
入

た

を
手
渡
す

小

は
も
う
満
面
の

み
だ

 
小

良
い
体
験
が
出
来
た
だ
け
じ

な
く
て
こ
ん
な

 
報

ま
で
あ
る
な
ん
て
わ
ち
き

せ

 
理
 

あ

後
そ
れ
と
こ
の

つ
も
や
る
よ

 
ポ

ト
か
ら

の
紙
と

の

の

を
渡
す

小

は

を

げ
る

 
小

こ
れ
は
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理
 

ま
ず
そ
の
紙
切
れ
そ
れ
は
よ
実
は
こ
の
バ
ザ

 
で
俺
も
店
を
や

て
て
よ
明
日
ま
で
や

て
る

 
か
ら
来
て
く
れ
る
の
な
ら
ど
れ
で
も
全
品
の
内

 
一
品
そ
の

と
引
き

え
で
無
料
で
食
べ
れ
る

 
食
事

だ

 
小

へ

こ
の

の

は

 
理
 

そ
れ
は
も
し
地
底
に
行
く

に
地
底
の
妖
怪
達

 
に
見
せ
れ
ば
文
句
を

わ
せ
ず
地
底
の
観
光
を

 
可
能
に
さ
せ
る
魔
法
の

さ

こ
れ
で
も
俺
は

 
地
底
の

理
人
の

人
だ
か
ら
さ

 
そ
れ
を
聞
き
小

は
目
を

く
す
る

ま
さ
か
自
分
が
地
底
の

理
人
の

人
と
は
思
わ
な

か

た
よ
う
だ

 
小

良
い
の
こ
ん
な
に

 
理
 

あ

小
一
時
間
で
こ
こ
ま
で
の
仕
上
が
り
を
さ

 
せ
て
く
れ
た
ん
だ
そ
の
お
礼
さ
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因
み
に
こ
の
マ
イ

の
手
入
れ
こ
こ
ま
で
す
る
の
に
自
分
が
や
る
と
二
時
間

上
か
か
る

そ
れ
を
一
時
間
で
や

て
く
れ
る
の
な
ら
安
い
も
の
だ

 
理
 

さ
て
と
俺
も
そ
ろ
そ
ろ
持
ち
場
に

る
よ

 
小

あ

う
ん

ま
た

 
小

と
別
れ
自
分
の
店
へ
と
帰
る

そ
う
し
て
道
を
歩
い
て
い
る
と

 
理
 

お

あ
れ
は

 
自
分
の
い
る

置
か
ら
も
う
少
し
先
の
場
所
に
蓮
と
霊
夢
の
カ

プ
ル
が
何
か
話
し
て
い
た

だ
か
ら
店
に

待
し
よ
う
と
思
い
近
づ
き

 
理
 

よ

そ
こ
の
熱
々
の
お
二
人
さ
ん
良
け
れ
ば
店

 
で
お

を
飲
ん
で

て
く
れ
な
い
か

 
霊
夢

え

な

 
蓮
 

え

 
突
然
の

か
け
に

い
た
の
か
蓮
と
霊
夢
は
目
を
点
に
し
て

方
を
見
て
く
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

あ
ん
た
何
や

て
ん
の

し
か
も
そ
の
服
は
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何

 
理
 

ん

こ
れ
か

 
や
は
り
幻
想
郷
で
は
見
な
い
服
な
の
か
霊
夢
が

問
し
て
く
る
が
蓮
は
自
分
の
服
を
見
て

 
蓮
 

何
か
お
店
で
も
や

て
い
る
ん
で
す
か

 
と
行

て
く
る

や
は
り
外
来
人
だ
け
あ

て
こ
れ
が
店
の
制
服
だ
と
一
発
で
見

い
て
き

た 
理
 

お

良
い
勘
を
持

て
る
ん
じ

ん
そ
の
通
り
で

 
こ
の
バ
ザ

で
飲
食
店
を
や
ら
せ
て

て
い
る

 
よ

そ
こ
で
だ
良
か

た
ら
来
な
い
か

 
霊
夢

あ
ん
た
の
店
に

 
理
 

そ
う
そ
う

 

待
に
対
し
蓮
と
霊
夢
は
お
互
い
に
目
を
見
つ
め
合
う
と

 
蓮
 

な
ら
行
か
な
い

 
霊
夢

そ
う

行
き
ま
し

う
か

 
ど
う
や
ら
来
て
く
れ
る
み
た
い
だ

そ
れ
な
ら
ば
案
内
す
る
だ
け
だ
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理
 

度
あ
り

な
ら
こ

ち
だ
よ

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
を
案
内
し
つ
つ
自
分
の
店
へ
と

る

そ
し
て
店
に
着
く
と
手
を
店
へ
と

向
け
て

 
理
 

こ
こ
が
俺
ら
の
ブ

ス

 
と
自

げ
に

う
と
蓮
と
霊
夢
は
少
し

く
感
じ
だ

た

先
程
の
突
然
の

か
け
の
時
に

比
べ
る
と
少
し
反

が
小
さ
く
て

だ

 
蓮
 

何
か
ど
の

店
よ
り
も
土
地
が
大
き
い
で
す

 
理
 

ま

皆
の
所
場
代
は

の

だ
け
ど
俺
ら

 
だ
け
は

う
け
ど

 
霊
夢

そ
れ

け
あ
る
の

 
理
 

う
ん
あ
る

外
の
世
界
と
か
で
一

で
仕
入
れ
を

 
す
る
し
生
産
者
が
生
産
し
た
現
地
か
ら
購
入
す
る

 
か
ら
運
送

も
掛
か
ら
な
い
し
仲

手
数
料
す
ら

 
な
い
か
ら

ぐ
ら
い

で
も
な
い

後
は
客
が

 
ど
れ
だ
け
入
る
か

て
所
だ
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自
分
や
従
者
達
が

き
上
げ
た
ネ

ト

ク
も
と
い
コ
ネ
は
強
い

大

一

仕
入
れ
そ
れ

に
運
送

を
か
け
な
い
た
め
安
く
大

に
仕
入
れ
ら
れ
る
た
め
三

の
所
場
代
な
ど

く
も

く

も
な
い
が
客
が
入

て
く
れ
な
け
れ
ば
ど

ち
み
ち

だ

 
蓮
 

そ
れ
を

わ
れ
る
と
本
当
に

い
で
す

 
霊
夢

て
か
客
が
大
事

て

う
け
ど
人
が
い
な
い
ん

 
だ
け
ど

 
い
な
い
の
は
お

休
憩
を
と
ら
せ
て
い
る
か
ら
だ

本
当
な
ら
こ
の
時
間
が
一
番
の

ぎ
時
だ

が
従

員
達
の
モ
チ

シ

ン
ア

プ
の
た
め
な
ら
休
ま
せ
る
の
も
ま
た

策
だ

 
理
 

ま

従

員
に

休
み
を
与
え
て
た
か
ら
な
も
う

 
オ

プ
ン
す
る
か
ら

き
な

に
座

て

 
蓮
 

え

え

 
店
へ
と
入
り
蓮
と
霊
夢
を
座
ら
せ
る
と
自
分
は
カ
ウ
ン

キ

チ
ン
へ
と
行
き

 
理
 

お
前
ら
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
だ
そ
れ
と

客
を
や

 
て
く
れ

 
耶
狛

は
い
は

い
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そ
う

い
な
が
ら
耶
狛
が
メ
ニ

に
水
と
お
し
ぼ
り
を
持

て
蓮
達
の
元
へ
と
行
く

そ
う

し
て
耶
狛
が

事
を
終
え
て

て
く
る
と

 
耶
狛

マ
ス

マ
ス

の
手
先
が

だ
な

 
て

め
て
く
れ
て
た
よ

 
理
 

う
そ
う
か
い

何
処
の

 
何
処
の
手
先
が

な
ん
だ
と
思

て
い
る
と
蓮
が
手
を
あ
げ
る

ど
う
や
ら
注
文
は
決
ま

た
み
た
い
だ

 
理
 

お

聞
い
て
き
て

 
お

了
解

 
そ
う

い
お

は
注
文
を
聞
き
に
向
か

た

向
か

た
の
だ
が
そ
の
数

後

 
お

に

ん

 

を
真

に
さ
せ
な
が
ら
ス

フ
オ
ン
リ

の
部

へ
と

て
い

た

何
が
あ

た

ん
だ

 
理
 

仕
方
な
い
な
亜
狛
は
注
文
を

耶
狛
は
お

 
の
フ

ロ
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亜
狛

あ

は
い

 
耶
狛

 
仕
方
が
な
い
の
で
亜
狛
に

客
を
任
せ
耶
狛
に
は
お

の
フ

ロ

を
任
せ
る

黒

り
が
い

れ
ば
楽
だ
が
生

な
話
し
手

を
取
り
に
行

て
る
た
め
い
な
い
し
で

た
も
の
だ

そ
し
て

亜
狛
が
注
文
を
聞
い
て
き
て
メ
ニ

を

て
く
る

 
亜
狛

カ
ル
ボ
ナ

ラ

ト
に
ド
レ

シ
ン
グ
は

 
和
風
そ
れ
と
コ
ロ

の
和
風

ト
そ
れ

 
か
ら
恋
人

定
の
そ
の

 
名
前
が

ず
か
し
い
み
た
い
で

て
い
た

 
理
 

あ

良
い
よ
分
か
る
か
ら
そ
れ
じ

作
る
か

 
そ
う
し
て
自
分
は
注
文
さ
れ
た
料
理
の
数
々
を
作
り
始
め
る
の
だ

た

 

 

う
む
満

じ

 
怠
惰

や
れ
や
れ
本
当
に
気
楽
だ
よ

お

と
で
は
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で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

 
男
性

あ
の
小

が

 

 

ん

何
じ

 

 

こ
の
俺
を
知

て
の
狼

も
し
く
は
知
ら
な
く

 
て
も
不

に

 

 

怠
惰
よ
あ
や
つ

 
怠
惰

ま
ん
ま
同

い
や
待
て
よ
あ
い
つ

 
悪
魔

ん

な

な
な
な
何

に

様
が
こ
こ
に

 
怠
惰

お
前
こ
そ
何
で
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
悪
魔

く

こ
ん
な
奴
が
い
る
な
ん
て
聞
い
て

 

生

 

 

あ

逃
げ
た

怠
惰
よ
知
り
合
い
か

 
怠
惰

ふ
ん

あ
ん
な
の
一

に
し
な
い
で
く
れ
な

 
い
か
な

 

 

ど
う
い
う
意
味
じ
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怠
惰

彼
奴

女
の

き
と
盗
撮
の
常
習
犯
だ

 

 

最
悪
じ

し
女
の

じ

な

 
怠
惰

だ
か
ら
近

ら
な
い
方
が
い
い
よ

 

 

う
む
そ
う
し
よ
う

 
怠
惰

お

と
話
が
脱

し
す
ぎ
た

で
は
次
回

 
か
ら
あ

ち
を
投
稿
す
る
の
で
よ
ろ
し
く

 
お
願
い
し
ま
す

 

 

う
む
頼
む

読
者
様

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
の
投
稿
で
の

さ
ら
ば
じ
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第
３
５
２
話
 
カ
フ

奮
闘
劇

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

よ
う
や
く
土
日
が
来
た
こ
と
に

せ
を
感
じ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

し
か
し
明
日
は
臨
時
バ
イ
ト
で

で
す

休
ま
せ
て
く
れ
よ

お

と
こ
ん
な
話
も
あ

れ
な
の
で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
と
霊
夢
の
カ

プ
ル
を

待
し
数
分
後
す
ぐ
に
調
理

び
に
盛
り

け
を
行

て
い
た

 
理
 

亜
狛

最
初
の

ト
の
サ
ラ

と

け
物
を

 
持

て
行

て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
サ
ラ

和
風
と

け
物
を
持

て
い
く

そ
し
て
次
の
恋
人
専

ド
リ
ン
ク
を
作

て
い

く 
理
 

最
後
に
ミ
ン
ト
と
ハ

ト

の
ス
ト
ロ

を
と

 
お

い
耶
狛
頼
む
よ
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耶
狛

は
い
は
い

 
そ
う

い
耶
狛
は
恋
人
専

ド
リ
ン
ク
を
持

て
い
く

そ
し
て

け
て
帰

て
く
る
と
同
時

に
蓮
と
霊
夢
が

方
を
見
て
き
た
た
め

 
理
 
 

 

手
を
グ

ド
に
し
て
返
す

ど
う
や
ら
喜
ん
で
く
れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

良
し
良
し
そ
し
た
ら

 
す
ぐ
に
キ

ツ
を

切
り
に
し
コ
ロ

の
種
を

げ
そ
の
間
に

で
た

ス

を

め
つ

つ
カ
ル
ボ
ナ

ラ
ソ

ス
を

ま
せ
る
頃
に
は
コ
ロ

が

き
上
が
る

そ
れ
を

に
盛
り

け
て
ご
飯
と
味

を
お

に

せ
て
完
成
だ

 
理
 

さ
て

に

 
と

て
い
る
と
裏
の
ス

フ
ル

ム
か
ら
お

が
出
て
く
る

見
た
感
じ
先
程
よ
り
も

ち
着
い
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

お

料
理
を
運
ん
で
く
れ
な
い
か

 
お

に

ん

う

 
理
 

あ

無
理
な
ら
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お

い

い
や
や
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
そ
う

い
お

は
料
理
を
運
ん
で
い
く

そ
し
て
運
び
終
え
る
と
そ
そ
く
さ
と
帰

て
く
る

 
お

や

や

り
あ
た
い
に
は

合
わ
な
い
か
な

 
耶
狛

え

合

て
る
と
思
う
け
ど
な

 
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

う
ん

合

て
る
と
は
思
う
よ

 
お

う

う

ん

 
耶
狛
が

ま
し
た
た
め
に
少
し
は
マ
シ
に
は
な

た
の
だ
が
や
は
り

心
は

て
き
れ
な
い

み
た
い
だ

と
い
う
か

全
な
制
服
な
た
め
ス
カ

ト
の
丈
も
そ
こ
ま
で
短
く
は
な
く
せ
い

い

よ
り
ち

い
上
に
設
計
し
て
い
る
た
め

ず
か
し
く
は
な
い

な
の
だ
が

 
理
 

ま

無
理
し
な
く
て
も
良
い
か
ら
な

 
お

う

ん
で
も
ま

意
し
て
く
れ
た
か
ら

 
本
当
に
良
い
こ
だ

そ
う
し
て
い
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
何
か

き
始
め
る
と
店
の
奥
へ
と
行

く

す
る
と

 
ド
ゴ
ン
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と
変
な

が
な
る
と

か

た
は
ず
の

り
が
急
に

し
く
な
る

そ
し
て
裏
へ
と
通
じ
る

通

か
ら
亜
狛
と
耶
狛
そ
れ
か
ら

を
積
も
ら
せ
な
お
か
つ
少
し

て
い
る

を
し
て
い
る
黒

が
出
て
く
る

 
黒
 

頼
ま
れ
て
い
た
品
は
持

て
き
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
よ
こ
れ
な
ら
ま
た
ア
イ
ス
や
ら

 
作
れ
そ
う
だ

 
す
る
と
蓮
が
手
を
あ
げ
る

大
方
は
追
加
の
注
文
の
よ
う
だ

 
黒
 

あ

俺
が
い

て
く
る

 
黒
は
蓮
と
霊
夢
の
座
る

へ
と
行
き
数

で

て
く
る

 
黒
 

季

定
の

フ

つ

 
理
 

あ
い
よ

 
因
み
に
使
う

フ

の
材
料
は
さ

り
と
し
た
味
の

グ
ル
ト
に

リ

の
ソ

ス
や
シ

リ
ア
ル
を
使
い
そ
こ
に
無
花
果
を
少

の

で

た
物
を
入
れ
頂
上
に
は
仙

の
ア
イ
ス
と
バ

ニ
ラ
ア
イ
ス
最
後
の
仕
上
げ
に
さ
く
ら
ん
ぼ
を

せ
れ
ば
完
成
と
い
う
ち

と

な
ス
イ

ツ
だ
が
女
子
に
は
人
気
が
出
そ
う
と
踏
ん
だ
ス
イ

ツ
だ
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理
 

さ
て
と
え

と

 
何
処
か
ら
始
め
る
か
と
思

て
い
た
そ
の
時

 

 

す
み
ま
せ

ん

 
客
が
入

て
き
た

そ
れ
も

人
だ

そ
れ
に
は
す
ぐ
に
耶
狛
が
対

を
す
る

 
耶
狛

す
ぐ
行
き
ま

す

 
ド

ド

と
走

て
い
く
先
を
見
る
と
そ
こ
に
は

 
理
 

お
や
紫
達
か

 
紫
 

御
師
匠
様

料
理
を
食
べ
に
来
ま
し
た
わ

 
紫
と
そ
の
式
の

に
そ
れ
か
ら

か

の

と
呼
ば
れ
て
い
た
式
神
が
い
た

わ
ざ
わ
ざ

人

て
料
理
を
食
べ
に
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

い
ら

し

い

 

 

良
い

気
で
す

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
そ
い
つ
は
あ
り
が
と
う
よ
耶
狛

人

 
の
案
内
を

 
耶
狛

は
い
は
い

方
へ
ど
う
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そ
う
し
て
耶
狛
は
案
内
す
る
と
亜
狛
が
水
と
お
し
ぼ
り
そ
れ
か
ら
メ
ニ

を
持

て
行
く

そ
の
間
に

フ

の
盛
り

け
を
し
て
い
る
と
亜
狛
が

シ

で
や

て
来
る

 
亜
狛

マ
ス

 
理
 

ん

ど
う
か
し
た
か

 
そ
ん
な
に

て
て
ど
う
し
た
ん
だ
と
思

て
い
る
と

 
亜
狛

え

と
そ
の
メ
ニ

に
な
い
お

て
作
れ

 
ま
す
か

 
理
 

お

の
注
文

 
亜
狛

そ
の

紫
さ
ん
の
注
文
な
ん
で
す
が

 
紫
が
お

と
は

珍
し
い
物
や

な
品
が

き
な
紫
に
し
て
は
珍
し
い

ま

ぶ

ち

け

お

ぐ
ら
い
な
ら
簡
単
に
作
れ
る
し
何
よ
り
も
愛
弟
子
の
リ
ク
エ
ス
ト
と
な
れ
ば

え
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い

 
理
 

良
い
よ

た
だ

ト
サ
ラ

や
ら
は

け
れ

 
な
い
と
だ
け

て
お
い
て

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た



 第二十二章 バザーでのお仕事

 
金

が
大
ま
か
な
設
定
に
な
る
た
め

ト
は

け
れ
な
い
が
そ
れ

の
サ

ビ
ス
は
す
る

つ
も
り
だ

と
り
あ
え
ず
一
品
は

定
し
た
た
め
お

の
調
理
を
開
始
す
る

そ
し
て
注
文
書
を

持

て
亜
狛
が

て
く
る

 
亜
狛

狐
う
ど
ん

ト
に
ふ
わ
ふ
わ

ン

キ

 
の
メ

プ
ル
そ
し
て
裏
メ
ニ

お

で
す

 
理
 

あ
い
よ

と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
持

て
い

て

 
出
来
た

フ

を
カ
ウ
ン

に

せ
る
と
亜
狛
は
蓮
と
霊
夢
の

へ
と
持

て
い
く

そ
し

て
す
ぐ
に
次
の
調
理
を
開
始
す
る

す
ぐ
に
作

た

ン

キ
の
種
を
フ
ラ
イ

ン
に

せ
て

い
て
い
き
そ
の
間
に
う
ど
ん
を

で
特
性

レ
に

け
た

げ
を

飯
と
合
わ
せ

寿

を
作
り
終
え
る
と

 

 

邪
魔
す
る
わ
よ

 
理
 

あ
り

⻤
一
行
か

 
今
度
は

か
レ
ミ
リ
ア
を

頭
に

人
の
団
体
客
が
や

て
き
た

 
耶
狛

邪
魔
す
る
な
ら
帰

て
く
れ
な
い
か
な

 
レ
ミ

え

あ

そ

そ
う

て
違
う



 第３５２話 カフェ奮闘劇

 

ク
ク
あ

と
り
あ
え
ず

人
頼
む

 
耶
狛

は
い
は
い

方
へ
ど
う

 
そ
う
し
て
耶
狛
は
案
内
す
る

注
文
が
増
え
る
前
に
ど
ん
ど
ん
と
作

て
し
ま
お
う

次
に
お

が
出
来
た
た
め

の
フ
レ

ク
や
海

の

そ
し
て

の

け
を
小

に
入
れ
お

の

入

た

を
お

に

せ
て
完
成
し
更
に

が

い
た
ス

プ
に
特
性

げ
を
入
れ
そ
し
て

で

げ
た
う
ど
ん
を
入
れ
て

ト
の
完
成
す
る
と
今
度
は

 

 

入

て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
更
に

人
に
客
が
入

て
く
る

今
度
は
聖
達
だ

 
黒
 

よ

聖

 
聖
 

黒
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
水

聖
が
気
に
な

て
る
の
は
黒
さ
ん
な

ム
グ

 
ナ

そ
れ

上
は

わ
な
い
方
が
い
い

人
だ

 
聖
 

あ
い
よ
こ

ち
に
来
な

 
ま
た
客
だ

本
当
に

し
く
な

て
き
た
な

そ
し
て

 

 

良
い
香
り
が
す
る
わ
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本
当
で
す

 
亜
狛

こ
ん
に
ち
は
幽
々
子
さ
ん

そ
れ
に
妖
夢
さ
ん

 
幽
 

え

こ
ん
に
ち
は

 
妖
夢

ど
う
も

 

名
団
体
の
第
一
種
注
意
大
食

の
幽
々
子
が
出
て
き
た

こ
れ
は
も
う
本
当
に

し
く
な

る
こ
と

定
だ

す
ぐ
に
最
後
に

ン

キ
を

に
盛
り

け
て
完
成
さ
せ
て

 
理
 

亜
狛

案
内
が
終
わ
り
次
第
こ
れ
を
運
べ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

さ

て
や
り
ま
す
か

 
そ
う
し
て
自
分
は
次
の
修
羅
場
へ
と
続
く
戦
い
へ
と
身
を
投
じ
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ

あ

ち
の
方
の
店
が

わ

て
お
る

 

行
か
ぬ
か
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怠
惰

見
た
感
じ
飲
食
店
だ

も
う
お

一

だ
よ

 

 

う
む

か
に
そ
う
じ

の
う

 
怠
惰

で
も
ま

こ
う
し
て
見
る
と

々
な
妖
怪
が
い

 
る
ん
だ

 
悪
魔

て
め

危

だ
ろ
ゴ
ラ

 

 

何
じ

て
お
い
怠
惰
よ
あ
れ
さ

き

 
の

 
怠
惰

ち

は

ち

ん
ち

と
待

て
て

 
あ

今
日
の

め
は
や

て
良
い
よ

 

 

う

う
む

ま

良
い
か
で
は
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
じ

 
悪
魔

何
だ
ご

 
怠
惰

ち

と
来
い

 
悪
魔

い

嫌
だ

キ
ピ

イ

が

 

 

う

う
む
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
じ

さ
ら
ば
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じ



 第３５３話 簡単チンピラ撃退方法

 
第
３
５
３
話
 
簡
単
チ
ン
ピ
ラ
撃
退
方
法

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ス
ト
の

チ

つ
い
に

さ
ん
を
当
て
て
喜
ん
だ
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

で
す
が
ま
だ
高

に
勝

て
い
な
い
の
と
神
楽
ち

ん
を
ゲ

ト
で
き
て
い
な
い
の
に

シ

ン
ボ
リ
で
す

お

と

楽
の
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
で
は
本
編
へ
ど
う

 
激
化
す
る
仕
事

客
が
大

と
入

て
き
た
た
め
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
だ
が

 
理
 

お
子
さ
ま
ラ
ン
チ

つ
作

て
そ
れ
か
ら

 
亜
狛

マ
ス

メ
ニ

の
品
全
品

 
理
 

は
い
よ

て

幽
々
子
か

 
大
食

と
も
い
え
る
幽
々
子
が
来
訪
し
て
い
る
の
も
あ
り
本
当
に

し
く
て
し
か
た
が
な
い
の

だ
が
い
か
ん
せ
食
い
過
ぎ
だ

 
理
 

や

て
や
ら

 
可
能
な

り

く

く

く
と
下
処
理
の
終
え
た
食
材
を

め

て
盛
り
つ
け
等
を
行
い
な
が
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ら
仕
事
の

度
を
加

さ
せ
て
い
く

そ
の
せ
い
な
の
か

 
お

り

理
久
兎
様
が

人
に
見
え
る

 
亜
狛

い
や

人
な
ん
て
も
ん
じ

な
い

人
ぐ
ら
い

 

が

て
る

 
耶
狛

あ
る
意
味
で
の
影
分
身

 
黒
 

本
当
に

に
な
ら
ん
な

 
理
 

そ
こ

話
し
て
る
な
ら

客

 
こ
い
つ
ら

て

う
が
こ

ち
は

い
事
に
は
出
来
な
い
ぐ
ら
い

し
い
の
だ

こ
れ
だ
と

厨
房
に
も
う

人
ス

フ
が

し
い

 
理
 

こ
れ
は

⻤
一
行
に

そ
ん
で
こ

ち
は
聖

 
さ
ん
達
一
行

最
後
に
幽
々
子
達
に
は
出
来
た

 
分
か
ら
持

て
い
け

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 
黒
 

あ
い
よ
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お

は
い
さ

 

人
の

ル
の
活

に
よ
り
出
来
上
が

た
料
理
は
次
々
に
注
文
者
へ
と
送
ら
れ
て
い
く

そ
し
て
ふ
と
蓮
達
を
見
る
と
レ

で
お
会
計
を

ま
せ
て
い
た

 
理
 

満

し
て
く
れ
た
の
な
ら
嬉
し
い
ん
だ
が
な

 
等
と

き
つ
つ
追
加
の
注
文
の
品
を
更
に
作

て
い
く
と
蓮
達
と
入
れ

え
で
珍
し
い
こ
と
に

人
間
が

人
入

て
き
た
た
め
レ

を

当
し
て
い
た
お

が
案
内
に
ま
わ

て
い
た

 
お

人

こ

ち
へ
ど
う

 
人
間

へ

こ
の
店
か
わ
い
娘
ち

ん

て
ん
な

 
人
間

良
い

す

 
等
と

が
聞
こ
え
て
く
る

こ
の
時
に

て
さ
と
り
が
い
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
な
と

思

た

⻑
く
生
き
て
き
て
思

た
の
は
あ
ま
り
に
も
人

や

動
が
悪
く
見
え
て
聞
こ
え
て
き

た
か
ら
だ

 
理
 

黒

 
黒
 

ど
う
か
し
た
か

 
理
 

の
た
め
に
あ
の
人
間

人
を
マ

ク
し
て
お
け
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を

い
た
ら
俺
に
知
ら
せ
ろ
後

場
合
に
よ

 

て
は
そ
れ
な
り
の
処
置
を
と
ら
せ
る
今
の
事
は

 

の

人
に
も
伝
え
て
お
け

 
黒
 

了
解
し
た

 
そ
う

い
黒
は

ル
に

る

そ
し
て
自
分
も
仕
事
に

り
追
加
の
料
理
を
作

て
い
る

と 
耶
狛

マ
ス

つ
だ

て

 
理
 

は
い
よ

 

わ
れ
た
品
を
作
り
始
め
幽
々
子
の
注
文
し
た
品
と
の
間
で
作
り
そ
し
て
完
成
す
る
と

 
理
 

耶
狛

運
ん
で
く
れ

 
耶
狛

は
い
は
い

 
そ
う

い
耶
狛
は
運
ん
で
い
く

の
た
め
に
黒
に
は
目
を
ち
ら
つ
か
せ
て

て

視
さ
せ

て
い
る
た
め
問

な
く
次
の
料
理
を
作
ろ
う
と
し
た
そ
の
時

 
人
間

マ

な
ん
だ
こ
れ

 
人
間

う
げ

食
え
た
も
ん
じ

な
そ
れ
に
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こ
れ
何
だ
ゴ
キ
さ
ん
こ
に

に

ち
は
し
て
る

 
だ
ろ

 
理
 

は

や

り
か

 
す
ぐ
に
頭
の
中
で
黒
へ
と

葉
を
か
け
る

 
理
 
や

り
か

 
黒
 
あ

さ
り
げ
な
く

の
死
骸
や
ら
入
れ
て
や
が

 
た
そ
こ
は

し
た

 
理
 
分
か

た

 

葉
を
切
る
と
先
程
の
人
間
が

方
へ
と
や

て
来
る

 
人
間

お
う
ご
ら

こ
こ
は
料
理
に

で
も
入
れ
て

 
る
の
か
あ

ん

気
持
ち
悪

な

 
人
間

こ
ん
な
ク
ソ
マ

い
飯
を
食
わ
せ
や
が

て

 

も
し
く
は

神
的
な

謝
料

え
や

 
何
こ
い
つ
ら

と
昔
前
の
地
上
げ

か
何
か
か

だ
が
こ
の
人
間
達
よ
く
も
そ
う
意
気
が

て

え
る
と
思

た

何
せ
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紫
 

ス
キ
マ
送
り
に
し
て
火
山
に

て
て
も
許
さ

 
れ
る
わ
よ

 

 

紫
様
そ
こ
ま
で
は

や

て
も
魔
法
の

に
で
も

 

り
込
む
方
が

 
幽
 

ふ
ふ

 
聖
 

説
教
で
す
か

 
レ
ミ

食
事
の
邪
魔
を
す
る
と
は
良
い
度
胸

 
こ
こ
は
人
間
も
妖
怪
も
魔
法
使
い
も
神
も
平
等
で
気

に
食
事
を
楽
し
め
る
と
い
う
コ
ン

プ

ト
は
あ
る

だ
が
実

こ
こ
に
い
る
七

は
妖
怪
し
か
も
知
り
合
い
ば
か
り
下
手
に

激
す
れ
ば

こ
の
人
間
達
の
命
が
危
な
い
と
思

た

 
人
間

お
い
コ
ラ
聞
い
て
ん
の
か
あ

 
人
間

気
持
ち
悪
く

て
ん
じ

よ

 
カ
ウ
ン

か
ら
胸
ぐ
ら
を

ん
で

し
て
く
る
人
間
に
対
し
自
分
は
と

た
行
動
は

 
理
 

て
て
何
が
悪
い

お
前
ら
に
そ
れ
を
と
や
か

 
く

わ
れ
る

合
い
は
な
い
そ
れ
に
お
前
達
は
知
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て
る
か

海
外
だ
と

を
食
う
文
化
も
あ
る
ん

 
だ

ま
ず
気
持
ち
悪
い
と

た
お
前
は
海
外

 
の
人
に
向
か

て
土
下
座
し
て
こ
い

 
人
間

な

 
理
 

そ
れ
と
も
う
少
し
ま
と
も
な
嘘
と
デ

チ
上
げ
が

 
出
来
る
よ
う
に
な

て
か
ら
恐

し
ろ
よ

 
人
間

ん
だ
と

こ
の

 
胸
ぐ
ら
を

ん
で
殴
り
か
か

て
く
る

だ
が

か

た
た
め
す
ぐ
に
殴

て
き
た
人
間
の

に
向
か

て

 
理
 

い

 
ピ
シ

 
一
発

め
の

ピ
ン
を

つ
と
人
間
は
吹

飛
ば
さ
れ
て

へ
と
激
突
し
気
絶
し
た
の
か
動
か

な
く
な

た

 
人
間

 
理
 

黒
さ
見
て
た
よ
な

こ
い
つ
ら
が
偽
造
す
る
所
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黒
 

あ

完

に
な

 
耶
狛

私
も
見
た
よ

 
亜
狛

自
分
も

視
は
し
て
ま
し
た

 
お

あ
た
い
も

 

な
事
に
こ
い
つ
ら
泳
が
さ
れ
て
い
た
事
を
今
さ
ら
気
が
つ
い
た
み
た
い
だ

 
人
間

す

す
い
や
せ
ん

許
し
て
つ
か

さ
い

 

が

け
た
の
か
地
面
に
座
り
込
み

方
を

め
で
見
て
謝
罪
を
し
て
く
る

 
理
 

そ
う
い
え
ば
皆
さ
ん
は
今
日
の
新
聞
は
見
ま
し
た

 
よ

そ
の
記
事
は
こ
こ
に
来
た
男

人
が

の

 
失

を
と
げ
た

て
い
う
記
事
だ
け
ど

 
紫
 

見
ま
し
た
わ

 
聖
 

お
気
の
毒
に

 
レ
ミ

ふ

ん
見
た
わ
よ

 

夜

え

か
に

 
話
を
合
わ
せ
て
く
れ
て
こ

ち
も
面
白
く
な

て
く
る

目
の
前
の

悪
な
人
間
は
こ
ち
ら
に
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向
か

て
口
を

え
さ
せ
な
が
ら

 
人
間

な

何
い

て
る
ん
だ
よ

 
理
 

そ
れ

お
前
ら
だ
よ

 
目
の
前
の
人
間
に
は
自
分
の

が
ど
う
い
う
風
に
見
え
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
人
間

あ

あ
わ
わ
わ
わ
わ
ぶ
く

 
何
と
メ
ン

ル
の
弱
い
こ
と
に

吹
い
て
ぶ

れ
て
し
ま

た

こ
う
な
る
と
後
処
理
が
面

で

る

 
理
 

亜
狛
そ
れ
に
耶
狛
こ
い
つ
ら
を
人
里
に

て
て

 
お
い
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

イ
エ

サ

 

れ
な
が
ら
自
分
は
前
へ
と
少
し
だ
け
出
て

を

り
上
げ

 
理
 

皆
さ
ま
大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
こ
の
度
の
不

 

事
は
私
共
の

任

に
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ま

 
に
は
せ
め
て
も
の
気
持
ち
で
一

引
と
さ
せ
て
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頂
き
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
幽
 

あ
ら

な
ら
食
べ
な
き

 
聖
 

そ
れ
は
何
と
も
嬉
し
い
お
知
ら
せ
で
す

 
レ
ミ

な
ら

イ
ン
追
加

 
紫
 

ふ
ふ

御
師
匠
様
ら
し
い

 
皆
は
喜
ん
で
く
れ
た
み
た
い
だ
が
自
分
の
内
心
と
し
て
は

 
理
 

に
な
ら
な
き

い
い
け
ど
な

 

の
事
を
心

し
て
怖
く
な
る

だ
が
何
と
か
初
日
の
バ
ザ

は
成

を
し
て
幕
を
閉

じ
た
の
だ

た

そ
し
て
少
し
時
間
は

り
先
の

地
裏
で
は

 

 

ぐ
は

何

だ

様
は
何
を
し
た
の
か

 
何
を

て
た
の
か
を
分
か

て
る
の
か

 

 

う
ん
知

て
る
だ
か
ら
何
な
ん
だ
よ

ル

 

あ
の
時
に
我
ら
が
ボ
ス
が
ど
れ
だ
け
お
前
の
事

 
を
心

し
た
の
か
知

て
る
の
か

ル
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そ
の
者
の
を
名
の
を

お
う
と
し
た
時
そ
の
者
は
雷
を
手
に

わ
せ
大

を
作
る
と

も
と

を
当
て
る

 

 

そ
れ

上

た
ら
分
か
る
よ
な

そ
れ
に
も

 
う
彼
奴
と
も

は
つ
け
た
よ
と

く
に

 

こ
の
裏
切
り
者
が

 

 

結

そ
れ
に
俺
は
お
前
ら
を
仲
間
と
も
思

 
ち

よ

 

く

 

 

た
く
こ
こ
か
ら
消
え
な

そ
れ
と
バ
ア
ル
に
よ
ろ

 
し
く

て
お
い
て
く
れ

て
の
と
夜
中
に

話

 
で
ゲ

ム
の
誘
い
し
て
く
る
ん
じ

て
の

 
も
伝
え
て
お
い
て
く
れ
や

 

良
い
気
に
の
る
な
よ

 
そ
う

い
男
は
逃
げ
て
い
く

た
も
う

人
の
男
は

 

 

や
れ
や
れ
さ
て
あ
の
子
の
所
に
行
か
な
き
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そ
う
し
て
そ
の
男
も
そ
の
場
か
ら

れ
る
の
だ

た

 

 

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

ご
め
ん

ち

ん
待
た
せ
ち

た

 

 

ま

た
く

い

怠
惰
よ

 
怠
惰

ご
め
ん
ご
め
ん

後
で
外
界
に
で
も
出
た
ら

 

き
な
ゲ

ム
を
一
作
品
買
う
か
ら
そ
れ
で

 
チ

ラ
に
し
て
よ

 

 

な

珍
し
い
の

ま

良
い
か

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

さ
て
も
う
ち

い
し
た
ら
帰
ろ
う

 
か

 

 

じ

な

で
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
よ
う

 
か
の

 
怠
惰

だ

で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
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ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
５
４
話
 
バ
ザ

日
目
開
始

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

久
々
に
ア
ル
ク
ロ
を
や

た
ら
は
ま

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

因
み
に
怠
惰
さ
ん
は

々
な
ゲ

ム
を
ロ

テ

シ

ン
し
て
や

て
い
く
の
で
ま
た
近

い
う
ち
に
別
の
ゲ

ム
に
進
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん

お

と
リ
ア
ル
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て

で
は
本
編
へ
ど
う

 
バ
ザ

初
日
を
終
え
て
夜
の
事

自
分
は

り
の

に
つ
い
て
の
リ
ス
ト
を

め
な
が
ら

を
し
て
い
た

 
理
 

は

り
る
か

 
多
く
の
客
人
と
い
う
か
主
に
幽
々
子
の
来
訪
で
一
気
に
食
材
や
ら
は
減

た
が
ま
だ
こ
れ
な
ら

明
日
も
持
ち
そ
う
だ

す
る
と

 
コ
ン
コ
ン

 
と

か
ら
ノ

ク
の

が
聞
こ
え
る

そ
し
て

が
開
か
れ
さ
と
り
が
や

て
来
る
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理
 

お
や
さ
と
り
い
ら

し

い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
さ

き
亜
狛
さ
ん
達
の
心
を
読
み

 
ま
し
た
が
大
変
だ

た
み
た
い
で
す

 
理
 

ま

客
が
多
か

た
か
ら
な

 
さ
と

い
え
そ
う
じ

な
く
て
主
に
人
間
の
チ
ン
ピ
ラ

 
達
に

ま
れ
た
み
た
い
じ

な
い
で
す
か
も
し

 
そ
の
場
に
私
が
そ
こ
に
い
た
の
な
ら
そ
い
つ
ら

 
の
ト
ラ
ウ
マ
を
掘
り
下
げ
て
れ
た
と
思
い
ま
し

 
て

 
心

し
て

て
く
れ
た
み
た
い
だ
が
さ
り
げ
な
く
エ
グ
い

 
理
 

ま

そ
う
心

す
ん
な

て

 
頭
を

で
な
が
ら

む
と
さ
と
り
は

を
少
し

く
す
る

そ
し
て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
明
日
の
バ
ザ

私
も

加
し
て
も

 
良
い
で
す
か

 
理
 

あ
り

仕
事
は
終
わ

た
の
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さ
と

え

何
と
か
終
わ
ら
せ
れ
て
た
の
で

 
こ
う
聞
い
て
い
る
と
や
は
り
自
分
と

加
し
た
か

た
の
だ
ろ
う

 
理
 

そ
う
な
ん
だ

無
論
大

迎
だ
よ

 
さ
と

ふ
ふ

あ

そ
れ
と
そ
の
指
輪
を

し
て

 

て
も

 
理
 

あ

能
力
封
じ
の
指
輪

論

す
よ

 

の

か
ら
能
力
封
じ
の
指
輪
を
さ
と
り
に
渡
す
と

 
さ
と

何
時
か
結

指
輪
を

え
る
の
か
な

 
理
 

ん

何
か
い

た

 
さ
と

い

い
え

そ
れ
で
は
私
は
部

に

り
ま
す

 
指
輪
を
受
け
取

た
さ
と
り
は
そ
そ
く
さ
と
部

か
ら
出
て
い

た

 
理
 

 

の

の
奥
の
小
さ
な
箱
を
取
る
と
中
を
見
る

そ
こ
に
あ
る
の
は
ハ

ト

に
カ

ト
さ

れ
た

イ

が

め
込
ま
れ
た
指
輪
だ

こ
れ
こ
そ
自
分
の
信

と
さ
と
り
の
信

が

遠
と
本

当
に
分
か

た
時
に
渡
そ
う
と
思

て
い
る
指
輪
だ
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理
 

ま

い
ず
れ
か
な

 

に

し
自
分
も

ド
へ
と
潜
り
そ
し
て
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

そ
し
て
眠
り
に
つ
い

た
理
久
兎
は
珍
し
く
夢
を
見
た

戦
火
で

え
る
旧
都

き

ぶ
妖
怪
達

何
事
か
と
自
分
は

思

て
い
る
と

 
ザ
シ

 
何
か
を
斬
る
よ
う
な

が
聞
こ
え
そ
の
方
向
を
見
る
と

 

 

も
う
じ
き
エ
ス
カ
ト
ロ

に
よ
る
裁
定
は
始

 
ま
る
ん
だ
よ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
さ
と

り

と

さ
ん

 
あ
り

な
い
事
に
少
年
が
さ
と
り
の

後
か
ら

胸
に

を
突
き

し
し
て
い
た

こ
れ
を
見

た

間
に
自
分
の

は
決

し
た

 
理
 

て
め

 
そ
の
少
年
に
向
か

て

を
向
け
た

間
目
の
前
は
真

白
に
変
わ

た

 
理
 

は

夢
か

 
最
悪
の
目
覚
め
は
本
当
に

め
て

し
い

時
計
を
見
る
と

前

時

予
定
の
起

時
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よ
り
も
一
時
間

い

 
理
 

で
も
飲
ん
で
起
き
る
か

 
仕
方
な
く

ド
か
ら
起
き
上
が
り

を
飲
み
な
が
ら
時
間
を
過
ご
す

そ
う
し
て
一
時
間

が
過
ぎ
皆
が
起
き
て
き
た
た
め
自
分
も

度
を
始
め
る
こ
と

前

時

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

合
い
ま
す
か

 
カ
フ

の
制
服
を
着
た
さ
と
り
は
く
る
り
と
一
回
転
し
て
見
せ
て
く
る

 
理
 

合

て
る
よ

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 

れ

し
な
の
か
ポ

カ

フ

イ
ス
で

て
く
る

⻑
く
住
ん
で
い
る
と
大
体
の
心

も

分
か
る
よ
う
に
な

て
は
く
る
も
の
だ

そ
し
て
皆
も
準
備
が
出
来
て
い
る
み
た
い
な
の
で
士
気

を
あ
げ
る
た
め
に
前
へ
と
で
て

 
理
 

良
し
バ
ザ

は

日
目
だ
が
店
は
最
終
日
だ
気

 
合
い
入
れ
て
い
く

 
全
員

お

 
激

を
し
て

日
の
メ
ン
バ

で
バ
ザ

会
場
の
自
分
の
店
へ
と
向
か
う

そ
し
て
バ
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ザ

へ
と
着
く
と
皆
は
各
々
の
持
ち
場
へ
と

い
て
い
き
自
分
も
下
準
備
を
す
る
分
身
達
を
裏
へ

と
回
し
終
え
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し

 
う
か

 
理
 

そ
う
だ
な

普
通
に

ル
の
仕
事
で
良

 
い
よ

何
か
あ

た
ら
耶
狛
や
お

だ
と
か
に

 
聞
け
ば
分
か
る

だ
か
ら

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

そ
れ
じ

今
日
も

り
切

て
い
く
よ

 
全
員

お

 
そ
う
し
て
今
日
一
日
は
開
始
さ
れ
た

オ

プ
ン
の
立
て

に

く
り
返
し
数
分

つ
と

 

 

や

て
る
よ

 
理
 

あ

小

か

 

日

食
事

を
上
げ
た
小

が
い
た

ど
う
や
ら
食
べ
に
来
た
よ
う
だ

 
亜
狛

い
ら

し

い
ま
せ

そ
れ
で
は
ど
う
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小

は
い
は
い

 
小

は

へ
と
座
る
と
ま
た
客
が
入

て
き
た

し
か
も
そ
の
客
は

 

や

て
い
る
か
ら
し
ら

 
ま
さ
か
の

そ
れ
も
輝
夜
に
て

そ
れ
か
ら
⻑
耳
の
兎
耳
の
女
性
も
い
た

 
耶
狛

ふ
ふ
ん

空
い
て
ま
す
よ

人

へ
ど
う

 
そ
う
し
て

達
は
座
る
と
亜
狛
が
注
文
書
を
持

て
き
た

 
亜
狛

え

と
マ
ス

ち

と
特

な
注
文

 
何
で
す
が

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
亜
狛

え

と

き
の
エ
ネ
ル

だ
と
か

て
あ
り

 
ま
す
か

 
ま
た
不
思
議
な
注
文
が
出
て
き
た

 
理
 

う

ん
感
情

か
な
そ
れ

小

の
注
文

 
亜
狛

え

 
理
 

そ
れ
な
ら
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自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
と
あ
る
カ
プ

ル
式
の
薬
を
出
す

 
亜
狛

え

と
こ
れ
は

 
理
 

ト
達
を

か
せ
て
出
た
そ
の

き
の
エ
ネ
ル

 

カ
プ

ル

 
亜
狛

マ
ス

ト
達
を
実
験
に
す
る
の
は

め

 
て
下
さ
い

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
悪
い
悪
い

ま

こ
れ
を
上
げ
て
き
て

 
く
れ

 

に
盛
り
カ
ウ
ン

に
置
く
と
亜
狛
は
持

て
い
く

度
い
い
実
験
に
も
な
り
そ
う
だ

す
る
と
次
に
さ
と
り
が
注
文
書
を
持

て
や

て
来
る
と
少
し

ず
か
し
そ
う
に
口
を
開
き

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ふ
わ
ふ
わ

ン

キ
の

リ

ソ

 

ス
に
オ
ム
ラ
イ
ス
の
ビ

フ
ソ

ス

え
そ
れ

 
か
ら
温

ソ
ル
ト
最
後
に

ス

和
風
を
お
願

 
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い
よ
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そ
う
し
て
自
分
は
注
文
さ
れ
た
料
理
を
作

て
い
く

さ
と
り
は
後
ろ
を

り
返
り
歩
い
て
く

後
ろ
姿
を
自
分
は
見
て
今
朝
の
夢
を
思
い
出
す

 
理
 

何
か
嫌
な
事
が
起
き
な
け
れ
ば
良
い
ん
だ
け
ど

 
そ
ん
な
忌
ま
わ
し
い
夢
は
絶
対
に
起
き
て

し
く
は
な
い
と
思
い
つ
つ
も
し
も
の
事
を

え

て 
理
 

何
か
身
代
わ
り
に
な
る
物
を
作

て
お
こ
う

 
そ
う

え
夜
に
で
も
お
守
り
を
作
ろ
う
と

え
つ
つ
料
理
を
作
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
か
ら
ま
た
部

で
の
後
書
き
と

 
な
る
訳
で
す
が

 

 

怠
惰
よ
理
久
兎
の
あ
の
夢
の
少
年
じ

が
メ

イ

 
話
じ

が
本
編
に
出
て
き
た
と
い
う
事
は

 
怠
惰

ま

リ
ア
ル
の
怠
惰
さ
ん
の
発

を
少
し

 
だ
け

う

あ
の
少
年
は
理
久
兎
の
真

だ
よ



 第３５４話 バザー 日目開始

 

 

真

 
怠
惰

そ
う
理
久
兎
は
守
る
者
が
い
る
か
ら
こ
そ
そ
の

 
力
を
発
揮
で
き
る
だ
け
ど
あ
の
少
年
は
正
反
対

 

す
も
の
が
あ
る
か
ら
力
を
発
揮
す
る
ん
だ
よ

 

 

す
じ

と

 
怠
惰

そ
う

そ
れ
と
だ
け
ど

て
お
く

あ
く
ま

 
で
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
の
発

だ
け
ど
理
久
兎
や

 

ち

ん
を

え
る
と
だ
け
は

て
お
く
よ

 

 

待
て
ど
う
い
う
事
じ

 
怠
惰

俺
が

え
る
の
は
そ
こ
ま
で

後
は

ち

ん

 
そ
の
目
で
見
る
と
良
い
よ
そ
の
結
末
を

 

 

怠
惰
よ
何
か
あ

た
時
は

 
怠
惰

分
か
ら
な
い
よ
俺
は
下
ら
な
い
こ
と
で
は

渉

 
は
し
な
い
か
ら

で
は
少
し
⻑
く
な

た

 
け
れ
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で
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ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

ま
た
の
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第
３
５
５
話
 
約
２
０
０
０
年
前
の
友

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

急
激
な
眠
り
で
今
さ

き
起
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

時
に

眠

て
し
ま

た
ら
こ
の
ザ
マ
で
ご
ざ
い
ま
す

な
い
よ
う
に
気
を

け
な
け
れ
ば

で

は
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す
の
で
本
編
へ
ど
う

 
バ
ザ

日
目
の

前

時
頃

 
理
 

ら

じ

ん
じ

ん
持

て
け

 
お

分
か
り
ま
し
た

 
亜
狛

黒
さ
ん
お
客
さ
ん
の
案
内
を

 
黒
 

分
か

た

 
耶
狛

き
物
ち

う
だ
い

 
料
理
を
作
り
運
び
を

り
返
し
お
客
様
方
の

を
直
し
た
り
と
大

し
だ

だ
が
そ
れ
で
も

客

が
遠
退
く
こ
と
は
一
切
な
い

む
し
ろ
続
々
と
入

て
く
る
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理
 

ふ

し
い

た
ら
あ
り

し
な
い
な

 
さ
と

そ
う

う

に
は
楽
し
そ
う
で
す
よ

 

し
い
に
は

し
い
が
楽
し
い
の
も
ま
た
事
実
だ

 
理
 

そ
う
か
も
な

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 
す
る
と
妖
怪
の
客
の

人
が
手
を
上
げ
て

 
妖
怪

す
み
ま
せ
ん
注
文
良
い
で
す
か

 
理
 

お

と
さ
と
り
頼
む
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
注
文
を
聞
き
に
さ
と
り
は
向
か
う

能
力
を
封
じ
て
い
る
た
め
な
の
か
雑

み
た
い
な
心
を
見

れ
な
く
て

む
の
か
さ
と
り
も
結

楽
し
そ
う
だ

だ
が
心
の
雑

と
聞
く
と
昔
の
知
人
で
あ
る

神
子
達
を
思
い
出
し
て
く
る

 
理
 

そ
う
い
え
ば
神
子
ち

ん
達
元
気
か
な

 

ぼ

久
に
近
い
眠
り
に
つ
い
て

２
０
０
０
年
程
度

も
う
蘇

て
い
る
の
か
と
も
思

た

す
る
と
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
天

羅
定
食

つ
で
す

 
理
 

お

分
か

た
よ

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら
料
理
を
し
て
い
く

や
は
り
朝
の
夢
が
無
意

な
が
ら
も
嫌
な
ん
だ

と
思

た

少
し
で
も

れ
た
い
が
た
め
に

の
事
を

え
た
く
な

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

 
理
 

ら
持

て
い

て

 
さ
と

は
い

 
そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら
数
時
間
後
よ
う
や
く
お

休
み
だ

 
理
 

最
終
日
の

い
は

の

か
ら

出
し
た

飯

 
と
余

た
山

と
で

い
た
の

き
込
み
飯
に

 
あ
ま
り

の
つ
み
れ

だ

ど
ん
ど
ん
食
え
よ

 
耶
狛

わ

い

 
さ
と

ま
た

華
な

い
で
す

聞
い
た
話
だ
と

 
も
う
少
し

と
思

た
の
で
す
が

 
亜
狛

さ
と
り
さ
ん
そ
れ
は
マ
ス

だ
か
ら
で
す
よ

 
黒
 

あ

気
に
し
た
ら
敗
け
だ
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お

あ
た
い
は
何
で
も
良
い
や

 
皆
は
カ
ウ
ン

に
座
る
と
そ
れ

れ
料
理
を
食
べ
て
い
く

自
分
は

の

ラ
ン

に

座
り
料
理
に
使

て
余

た

イ
ン
を
チ
ビ
チ
ビ
と
飲
み
な
が
ら
チ

を
食
べ
て
い
る
と

 

 

ふ
ふ

見
な
い
間
に

分
と
ま

大
き
な
世

 
を
持

た
わ

理
波

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
も
今
か
ら
約
２
０
０
０
年
ぐ
ら
い
前
に
だ

チ
ラ
リ
と
後
ろ
を
見
る
と

 

こ
ん
に
ち
は

 
懐
か
し
い

の

が

ラ
ン

の
手

に

を

け
て

し
て
き
た

 
理
 

久
し
い
な

飲
む
か

 

あ
ら
な
ら
遠
慮
な
く

あ

そ
の
コ

プ
で
良
い

 
わ
よ

 
そ
う

わ
れ
自
分
が
飲
ん
で
い
た
コ

プ
に

イ
ン
を
注
い
で
渡
す
と
ゴ
ク
リ
と
一
気
に
飲
み

す
 

流

は
⻄

酒
良
い
味
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理
 

だ
ろ

そ
ん
な
事
よ
り
も
俺
を
頼

て
き
た

 

て
事
だ
ろ

 

え

無
論
そ
の
約
束
は
覚
え
て
は
い
な
い
わ
よ

 

理
久
兎
い
え
深
常
理
久
兎

大
能
神
さ
ん

 
ど
う
や
ら
自
分
の
事
に
つ
い
て
調
べ
た
よ
う
だ

 
理
 

無
論

れ
て
は
な
い
さ
秩
序
の
神
と
し
て
決
め
た

 
事
は
や
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 

そ
う

で
も
ま
さ
か

い
た
わ

方
が
神
だ

 
た
な
ん
て

む
し
ろ
私
達
か
ら
し
た
ら

方
は

 

宗
教
だ
か
ら

よ

 
理
 

て
お
く
が
信

だ
と
か
に
は
興
味
は
な
く
て

 
な
だ
か
ら

の
神
と
か
と
同
じ
だ
と
思
う
な
よ

 

そ
う

ま

か
に

の
神
だ
と
か
に
比
べ
れ

 
ば

方
は
違
う
わ

 
昔
の
仲
だ
け
あ

て
分
か

て
は
く
れ
だ
た
い
だ
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理
 

そ
う
い
う
こ

た

し
い
予
定
だ
と
か
が

 
決
ま
り
次
第
知
ら
せ
ろ
よ
ど
う
せ
俺
が
住
ん
で

 
い
る
所
も
調
査

み
何
だ
ろ

 

え

そ
れ
じ

あ

 
コ

プ
を
渡
さ
れ
る
と

は
消
え
る

だ
が
今
日
の

運

目
が
聞
け
た
だ
け
で
も
ラ

キ

だ

因
み
に

つ
目
は
何
か
と
い
う
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
始
め
ま
し

う
か

 
さ
と
り
の
制
服
姿
を
見
れ
た
事
だ
ろ
う

見
て
い
て
本
当
に
可
愛
ら
し
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

ハ
ハ
ハ

な
ら
そ
ろ
そ
ろ
始
め
る
か

 
さ
と
り
の
頭
に
手
を
ポ
ン
と
置
い
て
少
し

で
て
厨
房
へ
と
向
か
う

も
う
皆
は
食
事
を
終
え

た
み
た
い
だ

 
理
 

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ

後
の
戦
い
を
始
め
よ
う

 
か

 
亜
狛

そ
れ
じ

を

く
り
返
し
て
き
ま
す
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耶
狛

そ
れ
じ

レ

ツ
ゴ

 
そ
う
し
て
自
分
達
の

後
の
部
の
戦
い
が
幕
を
開
け
る

そ
し
て
や
は
り
再
度
オ

プ
ン
し
て

も
最
初
は
来
る
客
が
ま

た
く
い
な
い

そ
の
間
に
簡
単
な
仕
込
み
だ

た
り

子
を
綺

に

べ
た
り
等
を
し
て
い
る
と

 

 

こ
ん
に
ち
は
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

お
や

も
こ
た
ん
に

先
生

 

後
最
初
の
客
人
は
妹
紅
と

だ

た

 
妹
紅

だ
か
ら

も
こ
た
ん

う
な

と
い
う
か
何
で

 

は
先
生
つ
け
て
私
は
も
こ
た
ん
何
だ

 
理
 

昔
か
ら
の
仲

 
妹
紅

 
さ
と

理

久

兎

さ

ん

 
さ
と
り
か
ら

を
か
け
ら
れ
向
く
と

殺
気
を

て
く
る

一
体
何
を
し
た
と

う

の
だ
ろ
う
か

 
理
 

待
て
待
て

俺
は
何
も
し
て
な
い
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さ
と

無

話
は
終
わ

て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
そ
れ

 
で
は

方
へ
ど
う

 
理
 

ま

何
だ
あ
ま
り
さ
と
り
は
怒
ら
せ
な
い
方
が
良

 
い
と
だ
け
は
伝
え
て
お
く
よ

 
妹
紅

理
久
兎
さ
ん

し
て
る
な

 

ま

気
は
し
な
い
よ
う
に
な

 
理
 

が
す
る
か

 

気
な
ど
や
る
つ
も
り
は
な
い
し
や

た

間
さ
と
り
か
ら
無
数
の

が
飛
ん
で
く
る

そ

う
し
て

と
妹
紅
は
案
内
さ
れ

へ
と
座

て
い

た

そ
し
て

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん
来
ち

た

 
妖
夢

あ
の

日
目
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い
よ

人
共
カ
ウ
ン

に
ど
う

 
ま
た
こ
の

人

特
に
幽
々
子
と
い
う

名
団
体
が
ま
た
来
た
事
に
絶
句
し
な
が
ら
も
料
理

を
作

て
い
く
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

の
う
怠
惰
よ
い
つ
頃
か
ら
次

に
行
く
の
じ

 
怠
惰

う

ん
ま
だ
少
し
先
か
な

 

 

そ
う
か

 
怠
惰

そ
れ
と
明
日
か
ら
少
し
だ
け
ど
ま
た
あ

ち
を

 
投
稿
す
る
の
で
お
願
い
し
ま
す

 

 

都
合

か

 
怠
惰

ま

そ
の
通
り
で
す

 

 

そ
う
か
ま
た

く
は
休

じ

な

 
怠
惰

ま

休

は
楽
し
ん
で
よ

 

 

う
む

良
し
そ
う
と
決
ま
れ
ば
終
わ
る

 
怠
惰

だ

で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
を
投
稿
し
た

に
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
で
は
読
者
様

 

 

う
む
さ
ら
ば
じ
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 第３５６話 珍客登場

 
第
３
５
６
話
 
珍
客
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
眠
り
の
小
五

の
よ
う
に
眠

て
い
て
今
起
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ま
た
夜
更
か
し

定
コ

ス
と
な
り
ま
し
た

で
は
で
は
こ
ん
な
話
し
も
あ
れ
な
の
で
本
編

へ
ど
う

 
仕
事
を
再
開
し
て
か
ら

分
が

過
し
た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
そ
ん
な
時
だ

た

 
耶
狛

い
ら

し

い
ま
せ

あ
れ
珍
し
い
組
み
合
わ

 
せ
だ

オ

ナ

の
蓮
く
ん
に
ス
ト
ラ
イ
キ
で

 
も
起
こ
し
た
の

 
と
耶
狛
の

が
聞
こ
え
て
き
た
た
め
料
理
を
し
な
が
ら
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
蓮
の
式
神
達

が
来
て
い
た

 
狗
神

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ

 

休

だ
よ
た
ま
に
は

そ
れ
で

人
だ
け
ど
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は
空
い
て
る
か
な

 
耶
狛

う

ん
と

う
ん
空
い
て
る

彼
方
の

に

 
座

て
よ

 
そ
う

い
耶
狛
は
案
内
を
し
始
め
た

し
か
し
珍
し
い
も
の
だ

ま
さ
か
蓮
の
式
達
が
来
て
く

れ
る
と
は
思
い
も
し
な
か

た

だ
が
そ
ん
な
事
を

え
つ
つ
料
理
を
し
て
い
る
と

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん
お
か
わ
り

 
理
 

は

あ
い
よ

 
妖
夢

大
丈
夫
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

問

な
い
よ

 
や
れ
や
れ
と
思
い
つ
つ
更
に
料
理
を
作
り
始
め
る
と
一

だ
が
店
の
外
か
ら
気

を
感
じ
た

そ
ち
ら
を
向
い
て
み
る
と

 
理
 

ン
ボ

ル

 
奥
の
方
で

つ
の

ン
ボ

ル
が

サ
ゴ
ソ
と
動
い
て
い
た

大
方
の
予

と
し
て
は
蓮
に

霊
夢
そ
れ
か
ら
魔
理

で
あ
ろ
う

そ
う

え
る
理
由
と
し
て
は
狗
神
や
ら
が
心

に
な

て
き

た
の
で
あ
ろ
う
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理
 

ま

た
ま
に
は
サ

ビ
ス
も
あ
り
か

 
幽
 

え

 
理
 

あ

こ

ち
の
話
さ

所
で
試
し
で
作

た

味

 
が
あ
る
け
ど
食
う
か

 
幽
 

何
そ
れ

 
理
 

ま

食
べ
て
み
れ
ば
分
か
る
さ

妖
夢
は
食
べ
る

 
か
い

 
妖
夢

あ

お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い
よ

 
と

実
験
で
作

た

味
を
あ
の

人
と
目
の
前
の
幽
々
子
に
渡
そ
う
と
思

て
い
る
と
亜

狛
が

方
へ
と
や

て
来
る

ど
う
や
ら
注
文
を
取

て
き
た
み
た
い
だ

 
亜
狛

え

と

の
生

に

や
し
中
華
そ
れ
か
ら

 
そ
の
マ
ス

子

と

て
あ
り
ま
す

 
か

 
理
 

え

何
で
ま
た
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亜
狛

神
楽
さ
ん
が
そ
れ
し
か
食
べ
れ
な
い
み
た
い
で

 

子

と

を
食
べ
る
と
い
う
の
は
初
め
て
聞
い
た

か
元
は
刀
だ

た
め
な
の
か
そ
う

い

た
手
入
れ
道

を
食
べ
る
み
た
い
だ

 
理
 

ま

あ
る
に
は
あ
る
か
良
い
よ
そ
れ
も
出
す
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
は
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う
し
て
亜
狛
は
持
ち
場
へ
と

て
い
く

と
り
あ
え
ず
注
文
さ
れ
た
料
理
を
幽
々
子
の
注

文
と
平
行
さ
せ
な
が
ら
作
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が

方
へ
と
来
た
た
め

 
理
 

亜
狛
頼
む

 
亜
狛

あ

は
い

 
亜
狛
は
注
文
さ
れ
た
料
理
を
狗
神
達
の
元
へ
と
運
ん
で
い
く

そ
し
て
耶
狛
に

 
理
 

耶
狛

 
耶
狛

ん

何
マ
ス

 
理
 

お
使
い
を
頼
め
る
か

 
耶
狛

お
使
い

 
理
 

そ
う
お
使
い
だ
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お

に

つ
の

ン
と

本
を

せ
て
耶
狛
の
方
へ
と
ず
ら
し
て

 
理
 

彼
処
に

つ
の

ン
ボ

ル
が
あ
る
の
は
分
か

 
る
よ
な

 
耶
狛

あ
る

そ
の
中
の
人
に
渡
し
て
く
れ
ば
良
い
の

 
マ
ス

 
理
 

あ

ず

と
こ

ち
を
見
て
る
探

達
に
渡
し

 
て
き
て
く
れ

 
耶
狛

 
そ
う

い
耶
狛
は

ン
と

そ
れ

れ

つ

せ
た
お

を
持

て
運
ん
で
い

た

そ

し
て
同
じ
く

ン
と

を
幽
々
子
と
妖
夢
に
渡
す

 
理
 

お
待
ち
ど
お
さ
ん

ン
と

 
幽
 

ン

 
妖
夢

が
入

て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

そ

ま

さ
れ
た
と
思

て
食

て
み
て

 
く
れ
よ

そ
れ
と
そ
の

ン
を
食
べ
た
ら



 第二十二章 バザーでのお仕事

 
を
グ
ビ

と

に
流
し
て
み
な
よ

 
そ
う

う
と

人
は

ン
を
食
べ
る
と

く
意
外
な

を
す
る

そ
し
て

を
グ
ビ

と
流
す
と

 
妖
夢

ま
さ
か
こ
ん
な
料
理
が
あ
る
と
は

 
幽
 

な

味
が
良
い
わ

 
理
 

だ
ろ

自
信
作
さ

 
そ
う
し
て
も
う
何
人
前
を
作

た
の
か
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が

幽
々
子
は
満

そ
う
に
立
ち
上
が
る
と

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん
お
会
計
良
い
か
し
ら

 
理
 

お
会
計

さ
と
り
頼
め
る
か

 
さ
と

良
い
で
す
よ

方
へ

 
妖
夢

え

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
そ
う
し
て

人
は
お
会
計
を

ま
せ
て
店
か
ら
出
て
い

た

こ
れ
で
先
程
よ
り
は

し
く

な
く
な
る

す
る
と
狗
神
達
一
行
も
会
計
を

ま
せ
に
レ

へ
と
来
て
い
た

か
ら
す
る
に
満

は
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
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理
 

満

そ
う
で
何
よ
り
何
よ
り

 
黒
 

主
よ
注
文
だ

 
お

理
久
兎
さ
ん
こ

ち
も

 
だ
が
そ
れ
で
も
注
文
は
続
く

し
か
し
空
を
見
て
み
る
と
も
う

時
く
ら
い
に
は
な

て
い

た

つ
ま
り
も
う
人
踏
ん

り
だ

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
ま
た
注
文
を
受
け
て
料
理
を
作

て
い
き
つ
い
に
閉
店
の
時
間
と
な

た
た
め
客
は

皆
帰

て
い

た

 
理
 

そ
ん
じ

皆
お

れ
さ
ん
な

 
亜
狛

ふ

一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た

 
耶
狛

特
に
幽
々
子
ち

ん
の
来
訪
と
か

 
黒
 

俺
は

取
り
が
キ
ツ
か

た
な

 
お

あ
た
い
は
服
が

 
さ
と

た
ま
に
は
こ
う
し
た

験
も
あ
り
で
し
た

 
皆
そ
れ

れ
の
思
い
思
い
の
事
を

う
と
自
分
は
ニ
コ
リ
と

み
な
が
ら
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理
 

だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
は
俺
か
ら
の

い
だ

 

チ
ン

 
そ
う

い
自
分
は
指

チ
ン
を
す
る
と
カ
ウ
ン

に

つ
も
の
料
理
が

ぶ

こ
れ
に
は

皆
目
が
点
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
は

 
理
 

作

た
物
を
ミ
ラ

で

し
て
た
の
さ

 
お
前
ら
を

か
せ
る
た
め
に
な
今

は
皆
頑

 

た
だ
か
ら
店
の
最
後
の
夜
は
盛
り
上
が
ろ
う

 
耶
狛

成

そ
れ
と

ト
達

れ
て
き
て
良
い

 
理
 

あ

わ
ん

じ

ん
じ

ん

れ
て
こ
い

 
何
な
ら
お
空
も

れ
て
こ
い

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は
消
え
る

そ
し
て
数
分
後
に
な
る
と
店
は
動
物
達
で

れ
変
え
る

そ
ん
な
中

自
分
は
さ
と
り
と
共
に

で
酒
を
飲
み
交
わ
す

 
理
 

お

れ
さ
ん
さ
と
り
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
も
お

れ
様
で
す

 
酒
を
飲
み
な
が
ら
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
を

め
て
い
る
と
さ
と
り
は

 
さ
と

ど
う
で
し
た
友
人
の
方
々
と
会
え
て

 
理
 

あ

楽
し
か

た
よ

そ
れ
で
も
俺
は
地
底
に

 
住
む

悪
い
け
ど
な

 
さ
と

そ
れ
は
願

て
も
な
い
こ
と
な
の
で

い
ま
せ
ん

 
よ
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
う
か
い

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
自
分
達
は
夜
を
過
ご
す
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
こ
の

の
ぼ
の
ゲ

ム
成
⻑
要

が

 
あ
る
ん
じ

な

 
怠
惰

あ

そ
れ

そ
う
な
ん
だ
よ

因
み
に
さ
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ち

ん
そ
の
ゲ

ム
お
金
に

て
な
い

 

 

む

ま
さ
か
金
策
の
方
法
が
あ
る
の
か

 
怠
惰

う
ん
全

産
を

行
に

け
て
３

の
本
体

 
時
間
を

年
後
に
し
て
起
動
す
れ
ば
お
金
が

 
ザ
ク
ザ
ク
だ
よ

 

 

何
と

 
怠
惰

た
だ
仲
良
く
な

た
子
が
も
し
か
し
た
ら
い
な

 
く
な

て
る
か
も
だ
か
ら
友
を
売

て
金
を

 
る
か
そ
れ
と
も
地
道
に

ぐ
か
ど

ち

 

 

む
事
を

い
お

て

 
怠
惰

ま

頑

て

お

と
こ
ん
な
話
を
し
て

 
し
ま

た
ら
時
間
が
で
は
こ
ん
な
後
書
き
で
し

 
た
が
ま
た
明
日
も
お
願
い

し
ま
す

 

 

ど
う
す
れ
ば
良
い
ん
じ

 
怠
惰

で
は
読
者
様
さ
よ
う
な
ら
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第
３
５
７
話
 
バ
ザ

最
終
日

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
獣
神
化
天

を

ア

ロ
ン
で
使

て
み
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

結
果
は
強
い
と
思

た
け
れ
ど
せ
め
て
ウ

ン
ド
ウ
は

し
か

た
か
な

と
思

て
し
ま

い
ま
す

お

と
こ
ん
な
話
し
も
あ
れ
で
す
の
で
で
は
本
編
へ
ど
う

 
夜
の

や
か
な

テ

を
終
え
地
霊
殿
へ
と

て
き
て
数
時
間
が

過
す
る

 
理
 

こ
こ
を
こ
う
す
れ
ば

後
は

成
さ
せ
れ
ば

 
完
成
か

 
地
霊
殿
の
地
下

う
な
る
と
地
霊
殿
と
灼
熱
地
獄
の

度
間
の

に
あ
ふ
地
下
の
実
験
室
で

金
を
行

て
い
た

 
理
 

ふ

 
自
分
は
恐
怖
し
て
い
た

日
見
た
あ
の
悪
夢
の
生
々
し
さ
に
ビ
ビ

て
し
ま

た
の
か
も
し

れ
な
い

夢
と
は
い
え
大
切
な
者
達
が
殺
さ
れ
て
い
く
様
は
見
る
の
は
胸

悪
い
も
の
だ

だ
が
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一
番
生
々
し
い
の
は
さ
と
り
が
死
ぬ
様
は
一
番
生
々
し
か

た

 
理
 

ま
さ
か
あ
の

キ
が
蓮
の

い
や
待
て
よ

か

 
彼
奴
は
エ
ス
カ
ト
ロ

が
ど
う
の

て

 
て
た
よ
な

 
地
下
室
か
ら
出
て

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
出
て

書
室
へ
と
向
か
う

そ
し
て

書
室

で
本
を
探
し
て
い
る
と

 
さ
と

あ
ら
理
久
兎
さ
ん

 
さ
と
り
が
自
分
に
気
づ
い
た
の
か
近

て
き
た

 
理
 

さ
と
り
か

そ
う
だ
さ
と
り
に
聞
き
た
い
事
が

 
あ
る
ん
だ
け
ど
よ

 
さ
と

何
で
す
か

 
理
 

エ
ス
カ
ト
ロ

て
知

て
る
か

 

の
単
語
を

う
と
さ
と
り
は

に
手
を
置
い
て
少
し

え
る
と

 
さ
と

か
終
末
論
の
名
前
の

つ
に
そ
ん
な
の
が

 

て
い
た
よ
う
な
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そ
れ
を
聞
き
本

を
見
る
と

度
そ
の
終
末
論
が
書
か
れ
た
本
が
出
て
き
た

 
理
 

こ
れ
か

 
さ
と

か

 
本
を
開
き
見
る
と
そ
こ
に
は
ラ
グ
ナ
ロ
ク
や
カ

ス
ト
ロ
フ
イ
と
い

た
名
前
は
あ

た

そ

し
て
見
て
い
く
と
自
分
の
探
し
て
い
た
エ
ス
カ
ト
ロ

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

を
見

つ
け
る

そ
こ
に
は

的

や
最
後
の

判
そ
し
て
世
界
の
再
生
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た

 
理
 

こ
れ
を
引
き
起
こ
す

て
の
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

い
や
何
で
も
な
い
そ
れ
と
さ
と
り

く

 

な
く
て
良
い
の
か

 
さ
と

そ
う
で
す

か
に

た
方
が
良
い
で
す

 
よ

明
日
が
楽
し
み
な
の
で

 
理
 

そ
う
か
そ
れ
じ

お
休
み
さ
と
り

 
さ
と

え

お
や
す
み
な
さ
い

 
そ
う

い
さ
と
り
は
部

へ
と
向
か

て
い

た

た
自
分
は
本
を

し
て
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理
 

だ
が
何

に
旧
地
獄
が
戦
火
が
出
た
ん
だ
少
な
く

 
て
も
俺
や
黒
に
亜
狛
や
耶
狛
が
い
た

な
の
に

 
だ
が

え
て
も
良
く
分
ら
ず
な
た
め
仕
方
な
く

え
る
の
を

め
て

 
理
 

る
か
そ
れ
で

え
よ
う

 
そ
う

え
て
部

へ
と
行
き

ド
で

に
な
り

え
な
が
ら
眠
る
の
だ

た

す
る
と
自
分

は
い
つ
の
間
に
か
真

黒
な
世
界
に
い
た

 
理
 

こ
こ
は

 
何
処
を
見
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
世
界

そ
こ
に

 
少
女

私
は
私
は
何
で

 

人
の
少
女
が

い
て
い
る
の
か

て
い
た

近
づ
こ
う
と
す
る
が

が
動
か
な
い

す

る
と
そ
の
少
女
に
手
を
さ
し

ば
す
奴
が
出
て
く
る

は
真

黒
世
界
の
た
め
よ
く
見
え
な
い

が
特

と
し
て
は
大

を

え
て
い
た

そ
れ
は
ま
る
で
死
神
の
お
迎
え
み
た
い
だ
が
少
女
は
そ

の
者
の
手
を
と

た
そ
の

間
だ

た

 

 

許
さ
な
い
許
さ
な
い
私
の

私
の

ピ

を

 
よ
く
も

た
わ

ピ
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憤
怒
に
ま
み
れ
た
女
性
の

な
ん
だ
と
思

て
い
た
そ
の
時
視
界
が
ぼ
や
け
た

そ
し

て 
理
 

ん

何
だ
今
の
夢

 

ド
か
ら
起
き
上
が
り
時
間
を
見
て
み
る
と
予
定
の
起

時

り
と
な

て
い
た

 
理
 

準
備
す
る
か

 
も
う
眠
る
必
要
も
な
い
の
で

ド
か
ら
出
て
準
備
を
す
る

そ
う
し
て
数
時
間
後
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
は

 
理
 

悪
い
さ
と
り
待
た
せ
ち

て

 
さ
と

い
え

そ
れ
で
は
行
き
ま
し

う
理
久
兎
さ
ん

 
デ

ト
を
し
に

 
理
 

オ

ラ
イ

 
さ
と
り
と
共
に
地
霊
殿
を
出
て
バ
ザ

の
会
場
へ
と
向
か
う
の
だ

た

を

け
て
外
へ

と
出
て
バ
ザ

の
入
り
口
に
着
く
頃
に
は

時
頃
に
な

て
い
た

 
理
 

そ
れ
じ

行
こ
う
か

 
さ
と

は

は
い
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手
を

し
出
す
と
さ
と
り
は

ず
か
し
そ
う
に

る
と
自
分
も

し
く

り
自
分
達
は
歩
き
だ

す

そ
う
し
て
さ
と
り
と
共
に
バ
ザ

の
店
を

て
い
く

初
日
と

日
目
と
比
べ
る
と
歩

く
妖
怪
の
数
や
人
は
少
な
く
な

て
い
た

や
は
り
最
終
日
と
な
る
と
少
な
く
な
る
も
の
だ

 
理
 

さ
と
り
は
大
丈
夫
か

 
さ
と

え

は
い
大
丈
夫
で
す

 
本
人
も
歩
く
も
の
が
少
な
い
せ
い
か
楽
そ
う
だ

 
理
 

う

ん

だ
し
さ
と
り
は
何
か

し
い
も
の

 
と
か
は
あ
る

あ
る
な
ら
買
う
よ

 
さ
と

え

え

と
出
来
る
な
ら
新
し
い
本
で
す
か

 
そ
ろ
そ
ろ
読
む
本
が
無
く
な

て
き
た
の
で

 
流

は
本
の

だ
け
あ

て

日
本
を
読
み
ふ
け

て
い
る
だ
け
あ

て
か
す
ぐ
に
読
む
本
が

無
く
な

て
い
く

 
理
 

た
ま
に
は
運
動
し
ろ
よ
さ
と
り

 
さ
と

だ
か
ら
今
日
し
て
い
る
じ

な
い
で
す
か

 
ま

か
に
散
歩
と

う
名
の
運
動
は
し
て
い
る
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理
 

ま

イ
ン
ド
ア
派
に
は
何

て
も
無
理
か

 
さ
と

ふ
ふ

そ
う
で
す
よ

 
と
そ
ん
な
事
を
良
い
な
が
ら
も
本
を
探
し
て
い
く
と
ロ

ブ
を

た

何
に
も

散

さ

な
人
が
本
を

つ
か
の
売

て
い
た

 
理
 

い
く
か

 
さ
と

そ

そ
う
で
す

 
意
を
決
し
て
近
づ
き

べ
ら
れ
て
い
る
本
を
見
て
い
く
と

 

 

い
ら

し

い
ま
せ
何
か
買
い
ま
す
か

 
理
 

あ

あ

品
定
め
し
て
か
ら
だ
け
ど
な

 

 

そ
う
で
す
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
良
い
で
す
か

 
さ
と
り
を
見
る
と

に

つ
も
持

て
い
た

と
り
あ
え
ず

布
を
出
し
て

 
理
 

い
く
ら

 

 

そ
う
で
す

３
０
０
０

で

 
理
 

そ
ん
じ

こ
れ
な
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は
い

度
で

お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
す

 
手
に
入
れ
た
本
を
さ
と
り
か
ら

い
断
罪
新
書
に

め
一
礼
し
て
店
を
去
る

だ
が

 

 

見
つ
け
た
わ
ふ
ふ

 
と
何
か
を

い
た
の
だ
が
理
久
兎
達
に
は
聞
こ
え
は
し
な
か

た

そ
し
て
店
を
出
た
理
久

兎
と
さ
と
り
は
ま
た

く
ぶ
ら
つ
く

そ
う
し
て
数
時
間
が

過
す
る
と

 
さ
と

ふ

や
は
り

れ
ま
せ
ん

 
さ
と
り
は

ン
チ
に
座
り
一

つ
い
て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
活
動

界
だ
ろ
う

 
理
 

だ
け
ど

ら
さ
な
い
と
ど
ん
ど
ん

き
合
い
方
を

 

れ
て
い
く

 
さ
と

そ
う
で
す
か

 
や
れ
や
れ
と
思
い
つ
つ
自
分
は
ポ

ト
か
ら
と
あ
る

が

め
ら
れ
た
ブ
ロ

チ
だ

 
理
 

さ
と
り
こ
れ
や
る
よ

 
さ
と

え

こ
れ
は

 
理
 

俺
か
ら
の

り
物

身

さ
ず
に
持

て
ろ
よ



 第３５７話 バザー最終日

 
そ
れ
は

 
と

葉
を

い
掛
け
た

間
さ
と
り
が

ン
チ
か
ら
立
ち
上
が
り

き
つ
い
て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

は
は
は

そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
自
分
と
さ
と
り
は
バ
ザ

最
終
日
を
楽
し
み
地
霊
殿
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

し
て
怠
惰
よ

 
怠
惰

ど
う
し
た
の

 

 

エ
ス
カ
ト
ロ

と
は
何
じ

 
怠
惰

あ

何
だ

け
終
末
論
の

つ
だ

起
き
た
ら

 
も
う

み
た
い
な
感
じ
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何

に

文

表
現

 
怠
惰

ま

こ
う
な
る

て
事
だ
よ

そ
れ
と

 
ち

ん
に
こ
れ
を
あ
げ
よ
う

 

 

何
じ

そ
れ
は

 
怠
惰

本
当
に

た
ら
使
い
な
さ
い

 

 

開
け
た
ら
何
と
か
な
る

と
書
か
れ
た
紙
が

 
で
て
く
る
み
た
い
な
事
は
あ
な
る
ま
い
な

 
怠
惰

い
や
い
や
一
休
さ
ん
み
た
い
に
そ
こ
ま
で

く
は

 
は
な
い
よ

と
い
う
か
弟
子
は
そ
の
紙
の
通
り

 
何
と
か
は
な

た

だ
け
ど

 

 

そ
う
な
の
か

知
ら
ん
か

た
わ
い

 
怠
惰

と
い
う
か

ち

ん
神
道
だ
よ

 

 

宗
教
な
ど
に
興
味
な
い
わ
い
そ
こ
は
伊
邪
那

 
や
ら
が
や

て
く
れ
る
じ

ろ

 
怠
惰

は

や
れ
や
れ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
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か

よ

 

 

う
む
そ
う
じ

な

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
二
十
三
章
 
古
に
眠
り
し
友
の
復
活

 
第
３
５
８
話
 
遥
か
昔
の
約
束

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様

ア
ル
ク
ロ
で
奮
起
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

対
戦
で
課
金

に
当
た
る
と

実
に
殺
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

流

は
課
金

て
感
じ
で
す

課
金
し
た

い
な

お

と
失
礼

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
バ
ザ

か
ら
数
日
が

た
と
あ
る

下
が
り
の
地
底
で
は

 
理
 

ふ
む

か
ら
の

は
無
し

ど
う
す
る

 
も
の
か

 
ど
う
し
よ
う
か
と

え
る

す
ぐ
に
来
い
と
か

わ
れ
る
か
と
思

た
が
こ
な
い
し
で
本
当
に

ま
い
る

だ
が
約
束
の
事
を
思

て
い
る
と
遥
か
昔
の
太
古
の
時
代
に

と
の
約
束
を
思
い
出

す



 第３５８話 遥か昔の約束

 
理
 

生
ま
れ
変
わ

た
ら
酒
を
飲
も
う
か
俺
に

 
し
て
は

に
も
な
い
事
を

ち
ま

た
ん
だ

 
よ
な

 
い
く
ら
自
分
は
何
度
で
も
蘇
る
と
は
い
え
ど
自
分
の
命
は

ろ
に
は
し
な
い

こ
れ
は
昔
に
決

め
た
自
身
の

い
な
の
だ
か
ら

だ
が
あ
の
時
は

達
を
逃
が
す
た
め
と
は
い
え

ろ
に
し
た

の
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
だ

 
理
 

は

良
し

だ

の
所
に
で
も
行

て
酒

 
を
一

に
飲
ん
で
く
る
か

あ
の
時
の
約
束
を
果

 
た
す
た
め
に
も

 
前
に
異
変
後
の
宴
会
は
開
い
た
が
そ
の
時
に
は

々
と

待
が
入

て
し
ま

た
た
め
会
話
も

出
来
ず
じ
ま
い
だ

た
め
こ
の
機
会
に

を

て
話
そ
う
と

え
た

 
理
 

え

と
亜
狛
と
耶
狛
は
今
の
時
間
は
無
理
だ

た
な

 
そ
れ
だ
と
お

い
黒

 
部

か
ら
黒
を
呼
ぶ
と

が
近
づ
い
て
く
る

や
が
て

が
開
か
れ
黒
が
入

て
く
る

 
黒
 

呼
ん
だ
か
主
よ
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理
 

あ

今
日
の
夕
方
ぐ
ら
い
ま
で
出
掛
け
て
来
る
よ

 
そ
の

の
事
を
聞
か
れ
た
ら
出
掛
け
る

て
伝
え
て

 
お
い
て
く
れ

 
黒
 

知
し
た

 
そ
う

い
黒
は
部

か
ら
出
て
い
く

を

ば
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り

 
理
 

そ
う
と
決
ま
れ
ば
酒
を
持

て
い
き
ま
す
か

 
土
産
の
酒
を
取
り
に

へ
と
向
か
い
上
等
な
酒
を

本
持

て
地
霊
殿
を
出
る

 
理
 

つ
ま
み
は

厨
房

り
て
作
る
か

な
ら

 
し
て
は
く
れ
る
だ
ろ

 
変
わ

て
い
な
け
れ
ば
昔
か
ら

は

し
い
た
め

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
地
底

を
散
歩
が
て
ら
で
歩
い
て
ま
ず
地
底
と
地
上
を

ぐ

の
入
り
口
へ
と
向
か
う

 
理
 

ふ

た
ま
に
は
歩
い
て
い
く
の
も
一
興
な
も
ん
 

 
だ
よ
な

 
外
の
新

な
空
気
を

い
つ
つ
そ
ん
な
事
を

く

そ
し
て
日
頃
か
ら

し
て
い
る
龍

を
出

現
さ
せ

ば
た
か
せ
て
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理
 

て
何
処
だ

た
か
え

と
見
れ
ば
分
か
る

 
か

 
空
か
ら
見
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
う
と
思
い
空
を
飛
び
３
６
０
度
見
渡
し
て
見
る
と
南
の
方
向
に

が
立
ち

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
彼
処
だ
と
推

し
た

 
理
 

お

し
行
く
か

 

を

ば
た
か
せ

の
上
空
へ
と
行
く
が

 
理
 

あ
り

見
当
た
ら

な

 
何

か
は
分
か
ら
な
い
が

の
上
か
ら
見
て
も

達
の
住
む
家
が
見
当
た
ら
な
い

 
理
 

少
々
気
は
引
け
る
け
ど

 
胸
ポ

ト
に
入
れ
て
あ
る

の

を
頭
上
へ
と
投
げ
て

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る

間
だ
け
俺
の
目
に

 
見
え
ぬ
も
の
は
な
く
な
る

 
バ
キ
ン

 
ル

ル
を
制
定
す
る
と
同
時
に

の

は

に

す
る

す
る
と
先
程
ま
で
無

か

た

の
結

大
き
な

を
見
つ
け
た
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理
 

見

け

 
す
ぐ
に
そ
の
場
所
へ
と
降
り
立
ち

を
し
ま
う
と

 

 

動
く
な

そ
し
て
手
を
あ
げ
ろ

 
後
ろ
か
ら

が
聞
こ
え
手
を
あ
げ
ろ
と
要

し
て
く
る

チ
ラ
リ
と
後
ろ
を
見
る
と
そ
こ
に
は

⻑
い
兎
耳
の
少
女
が
指
を

の
よ
う
に
し
て
向
け
て
く
る
の
に
気
が
つ
く
が
こ
の
女
は

か

と
共
に
い
た
兎
だ

た
の
に
も
気
が
つ
く

し
か
し
指
を

の
よ
う
に
向
け
て
く
る
と
い
う
事
は

恐
ら
く
指
か
ら
弾
幕
を
飛
ば
す

の
技
は
持

て
い
る
の
だ
ろ
う
が

 
理
 

嫌
だ
と

た
ら

 
兎
女

撃
つ

 
ど
う
や
ら
戦
闘
が
お
望
み
み
た
い
だ

月
の
兵
士
の
教
官
を

め
た
自
分
か
ら
し
て
見
れ
ば

さ
が
あ
る
と
思

た

当
時
だ

た
ら
そ
ん
な

さ
が
あ
る
と
す
ぐ
に
死
ぬ

 
理
 

ま
だ
ま
だ

ち

ろ
い
な
兎
ち

ん

 
兎
女

何

 
す
ぐ
に
後
ろ
の
兎
女
の

元
に
目
掛
け
て
ス
ピ
ン
を
し
て

い
を
仕
掛
け
る

だ
が
そ
れ
に

対

し
て

ン
プ
し
て

け
る
の
だ
が
す
ぐ
に
兎
女
が
し
た
よ
う
に
人

し
指
を

に
し
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て 
理
 

バ
ン

 
兎
女

き

 
ピ
チ

ン

 

め
る
程
度
に
だ
が
弾
幕
ご

こ
で
使
う
小
レ

ザ

で

を

ぬ
く
と

下
し
て

を
さ
す

る 
兎
女

つ
つ

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
と

は

 
理
 

ど
う
し
た
よ

 
兎
女

り
り
り
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

あ

そ
う
だ
け
ど

 
兎
女

す
み
ま
せ
ん

ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん
だ
と
は
思
い
も

 
し
ま
せ
ん
で
し
た

 
ど
う
や
ら
彼
女
は
自
分
だ
と
思
い
も
し
な
か

た
の
か

撃
し
て
き
た
み
た
い
だ

 
理
 

や
れ
や
れ
全
く
注
意

は
感
心
す
る
け
ど

手
を

 
見
な
き

メ
だ
よ
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兎
女

ア
ハ
ハ
す
み
ま
せ
ん

 
と
り
あ
え
ず
手
を

し
出
し
起
き
上
が
ら
せ
る

す
る
と
兎
女
は
何
か
に
気
づ
い
た
の
か
目
を

反
ら
す

 
理
 

こ
ら
こ
ら
目
を
見
て
話
せ

て
習
わ
な
か

 
た
の
か

 
兎
女

い

い
え

私
の
目
は
そ
の
見
な
い
方
が

 
理
 

ハ
ハ
ハ
面
白
い

何

の
子
が

う

 
か
何
か

 
兎
女

厨
ニ

で
は
あ
り
ま
せ
ん

私
の
目
を
あ
ま
り
見
過

 
ぎ
る
と
波
⻑
が

て
え

 
手
で

を

え
て
目
を
見
る

彼
女
の
真

な
紅

が
自
分
を

く
が
何
ら
問

は
な
い

に
真

な
紅
目
は
神
秘
的
と
も
思
え
た

 
理
 

綺

な
目
を
し
て
る

 
兎
女

へ

い

い
え
そ
の
あ

あ
り
が
と
う
ご
ご
ご

 
ざ
い
ま
す
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理
 

そ
う
い
え
ば

の
名
前
を
し

か
り
と
聞
い
て
な
か

 

た
よ

俺
は
ま

か
ら
聞
い
て
る
と
思
う

 
け
れ
ど
理
久
兎

深
常
理
久
兎
さ

 
兎
女

え

と
私
の
名
前
は

仙
・

華
院
・
因

と

 
い
ま
す
⻑
い
の
で

仙
で
良
い
で
す
よ

 
実

の
自
分
の
名
前
と
大

変
わ
ら
な
い
ぐ
ら
い
の
⻑
さ
だ

 
理
 

仙

そ
れ
と

は
何
処
に

 
と

て
い
る
と

方
を
見
て
く
る
気

に
気
づ
く

そ
の
方
向
を
見
て
み
る
と

 
理
 

よ

お
久
々

 

え

バ
ザ

来

そ
れ
と
う
ど
ん
げ

メ
じ

 
な
い
し

か
り
と

手
を
見
な
い
と

 

仙

ご
ご
ご
め
ん
な
さ
い
師
匠

 
感
じ
か
ら
し
て
師
弟
関
係
だ
け
あ

て

を
恐
れ
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

ま

虐
め
て
や
る
な
よ

そ
れ
と

 

あ
ら
何
か
し
ら
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自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
酒
が
入

た

を
取
り
出
し
て

 
理
 

約
束
を
果
た
し
に
来
た
よ

 

で

に
そ
う

う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

ふ
む

友
人
と
の
輪
を

げ
る
の
は
や
は
り

 
見
て
い
て
良
い
も
の
じ

な

 
怠
惰

そ
う
い
え
ば

ち

ん
さ

ブ

な
事
を
聞
く

 
よ
う
で
悪
い
け
ど
友
達
い
る

 

 

な

い
い
い
る

 
怠
惰

因
み
に
俺
は
無
し
だ
よ

 

 

え

え

と

え

と

ま
さ
か

シ
は

 
ボ

チ
と
い
う
や
つ
か

 
怠
惰

う
わ

俺
よ
り
も
少
な
い
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う
る
さ
い
わ
い

え
と

そ
う
じ

 
オ

デ

ン
が

て
あ
や
つ
今
は
い
な
い
ん

 
じ

た

え

と
え

と

 
怠
惰

え

ち

ん
が

し
い
こ
と
に
シ

ト

 
か
ら
の
オ

バ

ト
を
し
そ
う
な
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

そ
う
じ

葛
の
葉
と
は
飲
み
友
じ

た

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

 

て
こ
れ

勝
手
に
終
え
る
な

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
ニ

ラ

 

 

待
た
ん
か

怠
惰
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第
３
５
９
話
 
太
古
の
約
束

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

よ
う
や
く
明
日
を
頑

れ
ば
ま
た
土

日
を
休
め
る
と
嬉
し
く
思

て

い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

楽
し
み
で
楽
し
み
で
仕
方
な
い
で
す

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 

で
酒
を
見
せ
な
が
ら

う
と

は
目
を
見
開
い
て

く
が
す
ぐ
に
元
の

に

る

 

そ
う

覚
え
て
い
た
の

理

い
え
理
久
兎

 
理
 

ど
ち
ら
で
も
良
い
さ
ど
れ
も
同
じ
こ
と
だ
か
ら
そ
れ

 
に
俺
が

人
の
事
を

れ
る
と
思

た
の
か
よ

 

そ
う

そ
う
だ

た
わ

昔
か
ら

方
は
義
理

 
か

た
わ

本
当
に
あ
の
時
が
懐
か
し
い
わ

 

は
嬉
し
そ
う
に

ん
だ

だ
が
急
に
目
を

め
て

 

で
も
生
き
て
い
る
と
い
う
の
は
本
当
な
ら
も

と
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く
に
教
え
て

し
か

た
ん
だ
け
ど

 
理
 

あ

い
や
そ
れ
は

 

方
の
た
め
に

い
た

を
今
こ
こ
で
返
し
て

 
し
い
わ

理

 
何

だ
ろ
う

々
と

葉
に
殺
気
が
込
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し
た

 

そ
れ
に
本
当
の
事
を

て
く
れ
て
も
少
な
く
て
も

 
私
は
受
け
入
れ
た
の
に
教
え
て
く
れ
な
か

た
の
が

 
本
当
に

立
た
し
い
ん
だ
け
ど

 

仙

あ
わ
あ
わ
わ
わ
わ

 

の

仙
は
ビ
ク
ビ
ク
と

え
始
め
て
い
る

昔
に
何
度
か

を
怒
ら
せ
た
事
は
あ

た
が

本
当
に
怖
い

恐
ら
く
こ
の
世
で
怖
い
も
の
と

わ
れ
て
思
い

く
の
は
さ
と
り
と
紫
と

と

諏
訪
子
と

ど
が
女
性

み
ば
か
り
だ

 
理
 

い
や
本
当
に
悪
か

た

て

真
面
目
に
反

も
し

 
て
る
か
ら

俺
に
し
て
は
珍
し
く

 

と
り
あ
え
ず
理

自
白

本
い

と
く
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理
 

マ

で
す
ん
ま
せ
ん
し
た

 
頭
を
下
げ
て
謝
罪
を
し
た
そ
の
時
だ

た

 

ふ
ふ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

が

を

え
て
思
い

き
り

い
だ
し
た

 
理
 

へ

 

ア
ハ
ハ
ご
め
ん
な
は
い

本
当
に
何
年
ぶ
り
か
し

 
ら

こ
ん
な
会
話
を
す
る
な
ん
て

 

を

い
な
が
ら

む

の

だ

た
り
服
装
は
変
わ

て
し
ま

た
が
今
も
昔
も
そ
ん

な
性
格
は
替
わ

て
は
い
な
い
み
た
い
だ

 

う
ど
ん
げ
理

を

室
に
案
内
し
て
頂
戴
そ
れ
と

 
お
酒
は
あ
る
の
よ

 
理
 

あ

あ

楽
し
く
飲
め
る
よ
う
に
酒

を

つ

意

 
し
た
よ

 

そ
う

そ
れ
な
ら
姫
様
も

れ
て
き
ま
し

う

方

 
に
感
謝
は
し
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
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理
 

ま

お

き
に
ど
う

 

仙

で
は
理
久
兎
さ
ん

方
へ

 
そ
う

わ
れ

仙
の
案
内
で

室
へ
と
案
内
さ
れ
る

 
理
 

あ

厨
房

て

り
れ
る

だ
か
ら
さ
酒
の

 
を
作
ろ
う
と
思

た
ん
だ
け
ど

 

仙

え

い
え
そ
ん
な
そ
れ
は

方
で
出
し
ま
す
よ

 
こ
れ
で
も
私
料
理
の

に
は
多
少
は
自
身
は
あ
る
ん

 
で
す
か
ら

 
胸
を

て

て
く
れ
る
た
め
大
丈
夫
な
の
か
と
思
い
つ
つ
も
昔
の
自
分
を
思
い
出
す

 
理
 

に
料
理
で
も
習

た

 

仙

え

師
匠
に
は
現

も
教
わ

て
ま
す
よ

 
理
 

へ

懐
か
し
い

俺
も
昔
は
良
く
教
え
て

 
た
も
ん
さ

 

に
教
え
て

た
の
は
良
い
の
だ
が
時
々

バ
い
料
理
を
作

た
の
も
今
で
は
良
い
思
い

出
だ

す
る
と

が
開
き

が
輝
夜
と
て

を

れ
て
入

て
き
た
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だ
け
ど

方
何
度
も
失
敗
し
て
る
じ

な
い

い
時

 
な
ん
か

ま
で

か
す

て
ど
ん
な
料
理
な
の
よ

 
輝
夜

え

何
そ
の
料
理

 
て

怖
い

 
理
 

あ

あ

た

戦

の
き
ん

ら
ご
ぼ
う
あ
れ

 
は

か

た

が

け
た
ら
テ

ブ
ル
ま
で

 
か
し
て
大
惨
事
だ

た
も
ん
な

 

仙

そ
れ
料
理
な
ん
か
じ

な
く
て
何
か
お

ま
し
い
物

 
で
す

見
て
い
る
だ
け
で
も
Ｓ

値
が

れ
ま
す

 
よ
そ
れ

 
仕
方
が
な
い

昔
は
手
の
込
ん
だ
物
を
作
る
の
は

手
だ

た
ん
だ
か
ら
上
手
く
な

た
の
は

か

と
別
れ
て
何

年
か

た

り
な
の
だ
か
ら

 

本
当
に
懐
か
し
い
わ

ま

で
も
そ
の
お
陰
で

 
新
た
な
薬
だ

た
り
の
発
想
が
生
ま
れ
た
の
も
事
実

 
だ
け
ど
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輝
夜

く
複
雑

そ
れ

 
て

今
も
あ

た
ら
イ

ラ
に
使
え
そ
う

 
理
 

こ
ら
こ
ら
作
ら
な
い
か
ら
な

 
そ
う

い

て
い
る
と

と
輝
夜
そ
れ
に
て

は
座
る

そ
し
て

仙
は
奥
へ
と
向
か
う
と

何
か
を
作
り
始
め
た

 
理
 

お

と

の
酒
だ
良
い

が
い
る
だ
ろ

 
断
罪
神
書
か
ら

つ
か
の

を
取
り
出
し
て
そ
こ
に
日
本
酒
を
注
い
で
い
く

 
て

へ

て
る

 
理
 

ま

こ
う
い

た
酒

も

な
も
ん
だ
ろ

 

え

 
理
 

そ
れ
と
注
い
だ
ら
出
来
る
だ
け

く
飲
め
よ

後

 
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
な

 
輝
夜

良
く
分
か
ら
な
い
け
ど
分
か

た
わ

 
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら

を
渡
し
て
い
る
と

仙
が
部

へ
と
再
び
入

て
く
る

 

仙

り
合
わ
せ
で
す
が

め
と

日
の

り
物
の
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ゴ

の
チ

ン
プ
ル
で
す

 
理
 

あ
り
が
と
さ
ん

ら
座
り
な
よ

 

仙
は
座
る
と

を
渡
す

こ
れ
で
皆
に

は
行
き
渡

た
感
じ
だ

そ
し
て
酒
を
す
ぐ
に
注

い
で

 

さ
て
と

が

頭
を
す
る
の
か
し
ら

 
理
 

そ
れ
じ

あ

輝
夜
に

ス

 
自
分
が

う
の
も
何
か
と
思
い
輝
夜
に

頭
は

ス
し
た

 
輝
夜

え

私

え

え

と
そ
れ
で
は
そ
の

 

惑
い
な
が
ら
輝
夜
は

う
と
自
分
を

め
皆
は

を

げ
て

 
全
員

 
と

い
酒
が
入

た

を

げ
て
飲
む

 

美
味
し
い
わ

私
達
が
飲
ん
で
い
る
お
酒
と
は

 
比

に
な
ら
な
い
わ

 
輝
夜

本
当

何
か
秘
密
で
も
あ
る
の

 
理
 

ま

酒
は
俺
の
趣
味
で
酒
造
は
し
て
る
が
そ
こ
じ
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な
い
そ
の

が
秘
密
の
種
さ

 

仙

こ
れ
と
い

て
は

 
皆
は
酒

の

を
見
る
が
良
く
分
か
ら
な
さ
そ
う
な
た
め
ネ

ば
ら
し
を
す
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

こ
れ
は
俺
の
作

た
酒

で
な
ま

果
だ
が
簡
単

 
に

え
ば
酒
の
格
を
上
げ
る
も

と
分
か
り

く

 
え
ば
酒
の
味
を

く
さ
せ
る
ん
だ
よ
知
り
合
い
に
頼

 
み
込
ん
で
作
り
方
を
教
わ

た
ん
だ
よ

 

酒

と
な
る
と
⻤
か
し
ら

 
理
 

イ
エ
ス

そ
れ
と
余
談
だ
が
そ
い
つ
は
そ
の

の
何

 

も
の
大
き
な

で
酒
を
飲
む
ん
だ
よ

 
因
み
に
こ
こ
ま
で
話
せ
ば
も
う
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
勇
儀
の
事
で
あ
る

そ
れ
と
あ
く
ま

で
も
星

の

化
レ
プ
リ
カ
な
た
め
星

よ
り
も

く
格
が
下
が

て
し
ま
う
の
が
デ
メ

リ

ト
で
も
あ
る

 
輝
夜

そ
こ
は
あ
ま
り
興
味
は
な
い
け
ど
で
も
お
酒
が
美
味

 
し
く
な
る
の
は
良
い
わ
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理

こ
れ

え
る
か
し
ら

 

が

し
が
る
と
い
う
事
は

当
気
に
入

た
の
だ
ろ
う

 
理
 

う

ん
ま

良
い
よ
ま
た
作
れ
ば
良
い
だ
け
の
話
だ

 
し

 
実

作
り
方
は
教
わ

て
い
る
た
め
ま
た
作

て

産
す
れ
ば
良
い
話
と
思
う
だ
ろ
う
が
材
料

の
取

が

し
い
の
が
現
状
で
ま
た
何
時
作
れ
る
の
か
も
分
か

た
も
ん
で
は
な
い
が

に
は

世
話
に
な

た
た
め
別
に

わ
な
い
と
も
思

た

 

あ
り
が
と
う

そ
れ
で
本

は

 
理
 

を
売

と
け
ば
後
で
見
返
り
が
来
る

 
て

う
わ

メ
ツ
イ

 

そ
う
い
う
所
は
昔
か
ら

本
当
に

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
そ
の
時
だ

た

 

仙

あ
れ

さ

き
よ
り
も
味
が

 
理
 

だ
か
ら

た
だ
ろ

く
飲
め

て
そ
れ
を

た

 
理
由
だ
け
ど
格
を
上
げ
る
の
は

ん
の
一

な
ん
だ



 第３５９話 太古の約束

 
だ
か
ら
そ
れ
ま
で
飲
ま
な
い
と
ま
ず
く
な
る
か
ら

 

そ
う

う
の
は

く

て

し
い
わ

 
そ
う

い
な
が
ら

は
酒
を
注
い
で
飲
ん
で
い
く

 
輝
夜

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん
宴
会
の
時
に

方
と
一

 
に
座

て
た

の
少
女

て

 

で
一

に
い
た
と
な
る
と
思
い

く
の
は
も
う

人
し
か
い
な
い

恐
ら
く
さ
と
り

の
事
だ
ろ
う

 
理
 

あ

さ
と
り
の
事
か

 

仙

え

と
師
匠
そ
の
妖
怪
は
理
久
兎
さ
ん
の
こ

恋
人

 
で
す

 

へ

そ
う

ん

 
輝
夜

今

な

何
て

 
理
 

だ
か
ら

仙
が

た
よ
う
に
恋
人
だ

て
何
度
も

 

わ
せ
ん
な
よ

 
今
の
発

で
皆
は

チ

チ
の

の
よ
う
に
固
ま

て
い
た
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理
 

あ
り

 
全
員

え

 

仙

外
の

人
は

鳴
を
あ
げ
た

そ
う
い
え
ば

仙
は
異
変
に

加
し
て
い
た
が

の

人
は

加
し
て
い
な
か

た
な
と
今
思

た

 
輝
夜

理
久
兎
さ
ん
恋
人
い
た
の

 

本
当
に
成
⻑
し
た
の

理

 
て

あ
ん
た
が

 
理
 

う
る
せ

や
い

 

人
が
ニ

ニ

と
見
て
き
て
本
当
に

る

そ
し
て

と
し
て
出
さ
れ
た

め
な
ど

を
食
べ
る

 
理
 

ふ
む
流

は

が
教
え
た
だ
け
あ

て
少
し
薄
味

 
だ
な

 

そ
の
方
が
体
に
は
良
い
の
よ

 
理
 

ま

そ
り

な

 
そ
う
し
て
食
べ
て
飲
ん
で
を

り
返
し
て
い
く
と
も
う
夕
方
へ
と
時

は
か
た
む
い
て
い
て
自
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分
が
持

て
き
た
酒
は
全
て
空
に
な

て
い
た

 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
お
い
と
ま
の
時
間
か
な

 
輝
夜

あ
ら
そ
れ
は

 

ま
た
来
て
く
れ
る
か
し
ら

 
理
 

あ

ま
た
来
る
さ

 
立
ち
上
が
り
体
を

ば
し
て
か
ら
外
へ
と
で
る
と

人
は
縁

で
見
送

て
く
れ
る

 
理
 

そ
ん
じ

あ

あ

そ
う
だ

た

 
渡
そ
う
と
思

て
い
た
物
を

れ
て
い
た
た
め
も
う
一
度

の
元
へ
と
行
き
ポ

ト
か
ら

つ

の

を
渡
す

 

こ
れ
は

 
理
 

通
行
書
さ
も
し
地
底
に
行
く
の
な
ら
そ
の
時
に
そ
れ

 
を
持

て
来
な
よ
そ
の
時
は
普
通
に
通
し
て
く
れ
る

 
か
ら
さ

 

ま

必
要
に
な

た
ら
使
う
わ

 
あ
ん
ま
り
地
底
に
行
く
こ
と
は
無
い
と
は
思
う
が
も
し
の
た
め
に
渡
し
た
だ
け
だ

使
え
と
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い

て
い
る
訳
で
は
な
い

 
理
 

そ
ん
じ

今
度
こ
そ
行
く
よ

 

仙

お
酒
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
て

ま
た
持

て
き
て
よ

 
輝
夜

そ
れ
で
は
理
久
兎
さ
ん

 

ま
た

理

 
理
 

あ

ま
た
な

 

を

げ
夕
暮
れ
空
へ
と
飛
び
立
ち
自
分
の
住
み
か
へ
と
帰
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
じ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

 
怠
惰

そ
れ
と
明
日
か
ら
は
ま
た
あ

ち
の
投
稿
に
な
り
ま

 
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 

 

そ
う
か

そ
う
い
え
ば
怠
惰
よ
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怠
惰

ん

何
か
な

 

 

小
説
の
再
投
稿
じ

が
ち

く
ち

く
と
や

て

 
い
る
の
は
分
か
る
の
じ

が

ら
な
ん
で
も

す

 
ぎ
は
せ
ん
か

 
怠
惰

ま

怠
惰
さ
ん
の
リ
ア
ル
が

た
い

を
上
げ
て

 
投
稿
す
る
か
ら
絶
対
に
そ
の
日
に
投
稿

て
の
が

 
出
来
な
い
ん
だ

何
せ

が
あ
る
か
ら
さ

 

 

後

数
百
話
じ

よ
な

 
怠
惰

え

そ
う
な
ん
で
す
よ

頑

れ
と
は
伝
え
て

 
は
お
き
ま
す
よ
え

 

 

本
当
に
頑

る
の
じ

 
怠
惰

だ

頑

て
再
投
稿
し
て
第
零
章
も
再
投
稿

 
し
た
い
し

 

 

そ
う
じ

頑

て

し
い
も
の
じ

 
お

と
も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

な
で
は
読
者
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様
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
を
投
稿
し
た

も
よ
ろ
し
く

 

 

で
は
読
者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ



 第３６０話 ようやくやって来た

 
第
３
６
０
話
 
よ
う
や
く
や

て
来
た

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

の
機

が
恐
ら
く

し
た
の
か

や
ら
ニ

コ
ニ
コ
や
ら
が
古
い
ス
マ

で
見
れ
な
く
な
り

ブ
ル
ス
マ

戦
法
が
出
来
な
く
な

た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に
古
い
ス
マ

で
は
モ
バ
イ
ル
デ

は
使
え
な
い
の
で
完

に

み
で

ご
ざ
い
ま
す

不

だ

お

と
失
礼
で
は
で
は
今
回
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

宅
へ
と
向
か

て

く
も
数
日

本
当
に
何
時
に
な

た
ら

は
や

て
来
る
の
だ
と

思
い
な
が
ら
地
獄
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書

を

け
て
い
く

 
理
 

マ

で

の
奴
い
つ
に
な

た
ら
来
る
ん
だ

 

ば
れ
て
い
る
人

の
よ
う
な
気
持
ち
だ

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
仕
事
を

け
る

だ

が
そ
れ
と
同
時
に
こ
こ
最
近
に
な

て
不
可
思
議
な
夢
を
見
る
事
も
多
く
な

た
よ
う
な
気
が
し

た

こ
れ
は
何
か
が
起
こ
る
前

れ
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

何
も
起
こ
ら
な
け
れ
ば
良
い
ん
だ
が
な
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平
和
や
安

を
願
う
自
分
か
ら
し
て
み
る
と
そ
ん
な
事
は
絶
対
に
起
き
な
い
で

し
い
と
心

か
ら
思

た

そ
し
て
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
か
れ
こ
れ
数
分
が

過
す
る
頃
に

は 
理
 

今
月
分
の
書

は

け
た
か
ら
ま
た
来
月
ま
で

 
仕
事
は
無
く
て

そ
れ
か
ら
何
か

て
た
か

 
な

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
仕
事
の
書

が
送
ら
れ
た
封

を

い
て
い
る
と

 

ふ
ふ

こ
ん
に
ち
は
理
久
兎
さ
ん

 

が
天

か
ら
ぬ

と
現
れ
た

こ
れ
に
は
若

な
が
ら
も

い
て
し
ま

た

 
理
 

何
だ

か

て
い
う
か

い

あ
れ
か
ら
何
日

 
が

た
と
思

て
る
ん
だ

 

ふ
ふ

ご
め
ん
な
さ
い

少
し
準
備
や
ら
を
し
て

 
い
た
ら

く
な

て
し
ま

た
の

 
理
 

本
当
か
よ
そ
れ

 
自
分
も
散
々

散

い
だ
と
か

わ
れ
て
は
い
た
が

も

で

散

い
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そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
今
か
ら
少
し
出
掛
け
た
い
の
で

 
す
が
お
時
間
は
頂
い
て
も

 
理
 

大
丈
夫
さ
何
処
に
行
く
ん
だ
よ

 

何
処

て

 
理
 

お
前
さ
ん
流

に
変
な
店
だ
と
か
に

れ
て
行
こ
う

 
も
の
な
ら
な

 
断
罪
神
書
か
ら
空
紅
の

を
ニ

キ

と
出
し

し
を
か
け
る
た
め
に
見
せ
る

 

ま

ま

そ
ん
な
に
起
こ
ら
な
い
で
下
さ
い
な
少
な

 
く
と
も
あ
ん
な
事
や
こ
ん
な
事
を
す
る
変
な
店
だ
と

 
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

向
か
う
の
は
太
子
様
達
の

 
霊

で
す
し

 
霊

つ
ま
り
神
子
達
が
眠
る

に
行
く
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
き
空
紅
を
断
罪
神
書
に

し
つ

い
で
に
ポ

ト
に
し
ま
う
と

 
理
 

そ
れ
な
ら
良
し
そ
う
と
決
ま

た
ら
さ

さ
と
行
こ

 
う
か
因
み
に
こ
こ
か
ら
ど
の
く
ら
い
だ
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ど
の
く
ら
い

理
久
兎
さ
ん
は
寺
は
分
か
り
ま
す

 
よ

 
寺
と
聞
か
れ
思
い

く
の
は
聖
達
が

し
て
い
る
命
蓮
寺
し
か
思
い
つ
か
な
か

た
が
恐
ら

く
そ
こ
だ
ろ
う

 
理
 

あ

分
か
る

命
蓮
寺
だ
よ
な

 

え

そ
こ
の
地
下
で
す

 
こ
こ
は
妖
怪
の
山
の
下
な
た
め
人
里
を
中
心
と
す
る
と
北
に

す
る
が
反
対
に
南
は
命
蓮
寺
や

幽
香
の
花
畑
が
あ

た
り
と
い
う

置
な
た
め
地
底
か
ら
だ
と
結

遠
い

 
理
 

因
み
に

動
手

は

 

飛
行
し
か
な
い
わ
よ

ら

を
開
け
れ
る
能
力
は

 
あ
る
け
ど
次
元
の

け
目
に
ま
で
は

は
開
け
れ
な

 
い
わ
よ

 
理
 

そ
れ
な
ら
内
の
従
者
に
送
迎
を
頼
む
か
そ
れ
な
ら

 
く
着
く
だ
ろ
う
し

 
 
 

 

あ
ら
悪
い
わ
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理
 

や
れ
や
れ

亜
狛

耶
狛

 
亜
狛
と
耶
狛
を
呼
ぶ
と
数

後
に
部

の

が
開
き
亜
狛
と
耶
狛
が
入

て
く
る

 
亜
狛

お
呼
び
で
す
か

 
耶
狛

何
マ
ス

 
理
 

ち

い
と
命
蓮
寺
ま

 
と

い
掛
け
る
と

が
そ
の

葉
に

て

 

え

と
そ
こ
の

地
に
送

て
も
ら
え
な
い
か
し

 
ら

 
理
 

何

に

地

 

ま

々
と
あ
る
の
よ

 
昔
に
紫
や
さ
と
り
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

女
に
は
秘
密
が

き
物
だ
と

つ
ま
り
そ
う
い

う
事
だ
ろ
う

 
理
 

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず
そ
こ
ま
で
頼
む
よ

 
亜
狛

は

は

 
耶
狛

所
で
マ
ス

そ
の
人

て
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あ
ら
私
と
し
た
事
が
私
こ
う
い
う
者
で
す

 
そ
う

う
と

は
名

を

人
に

る

因
み
に
自
分
も
手
を
出
す
と
名

を

え
た
た

め
中
身
を
見
て
み
る
と
仙
人

娘
々

と
書
か
れ
て
い
た

ま
る
で
ス
ナ

ク
の
名

み
た
い

だ 
耶
狛

ふ

仙
人
な
ん
だ

 

え

 
理
 

お
前

か
仙
人
は
仙
人
で
も
道
を
踏
み
外
し

 
た
邪

 

さ
て
行
き
ま
し

う
か

 
ま
た

ら
れ
た

つ
ま
り

て
ろ

て
こ
と
だ
ろ
う

 
亜
狛

ま

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

げ
ま
す

 
耶
狛

げ
ち

う

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
命
蓮
寺
の

地
へ
と

け
目
を
作
り
出
す

 
理
 

夕
方
頃
ま
で
に
は

る
か
ら

 

そ
れ
で
は
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そ
う
し
て
自
分
と

は

け
目
へ
と
入
る
の
だ

た

そ
し
て
出
た
先
は
無
数
の

が
建
ち

ぶ

地
だ

 

良
い
わ

動

能
力
は

 
理
 

ま

紫
の
方
が

い
け
ど
な
そ
れ
で
霊

は

 

こ

ち
で
す
よ

 

に

い
て
い
き
少
し
歩
く
と

の
前
に
や

て
来
る

そ
し
て
そ
こ
に
は

白
い
人
間

が

を
水
平
に
し
て
立

て
い
た

 

香

見

り
ご

様

 

香
と

わ
れ
た
人
間

は

を
見
る
と

 

香

問

な
い

 

こ
の
子
は
私
の
術
で
使
役
し
て
い
る
キ

ン
シ

の

 

古

香

そ
れ
な
り
に

は
た
つ
わ
よ

 
理
 

何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
名
前
だ
が
ま

良
い

 
か

 
昔
に
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
名
前
だ
が
分
か
ら
な
い
た
め

え
な
い
こ
と
に
し
た
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そ
れ
じ

引
き
続
き
お
願
い

理
久
兎
さ
ん

方

 
へ

 
理
 

あ
い
あ
い

 
そ
う
し
て

に

れ
ら
れ

へ
と
入
り
数
分
後

 

着
い
た
わ
こ
こ
よ

 
理
 

こ
こ
が
霊

 
着
い
た
場
所
は
大
き
な

が
建

て
い
て

の
中
な
た
め
暗
い

な
の
に
全
然
暗
く
な
い

そ
し
て
何
よ
り
も
不
思
議
な
力
が
流
れ
て
い
る
と
感
じ
た

 

中
へ
ど
う

 
理
 

あ
い
よ

 

に
案
内
さ
れ
る
が
ま
ま

へ
と
入
り
何

か
登
る
と
台
に
人
が

人

た
わ

て
い
た

良
く
見
て
み
る
と

い
懐
か
し
い
知
り
合
い
だ

 
理
 

あ
れ
は

自
子
に
布
都
か

 

え

神
子
様
に
は

な
事
に

に
封
印
が

さ

 
れ
て
い
る
か
ら
今
は
ま
だ
出
せ
な
い
け
れ
ど
彼
女
達
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は
す
ぐ
に

か
ら
出
せ
た
か
ら

後

日
ぐ
ら
い
す

 
れ
ば
動
く
わ
よ

 
理
 

う

封
印

解
い
て
や
ろ
う
か

 

で
き
る
の

 
理
 

楽
勝

 
そ
れ
を
聞
き

は
ニ

リ
と

う

流

は
邪
仙
だ
け
あ

て
何
を

え
て
る
の
か
良
く
分

か
ら
ん

 
理
 

こ
の
上

 

え

 
更
に
上
へ
と
続
く

を
登
る
と
そ
こ
に
は

が
置
い
て
あ

た

こ
れ
に
神
子
が
眠

て
い

る
の
だ
ろ
う

に
手
を

れ
能
力
を
発
動
さ
せ
る

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る

間
の
間
自
分
の

に

 

れ
た
物
の
封
印
を
解
く
程
度
の
能
力
を

与
す
る

 
そ
の

葉
と
共
に
ポ

ト
に
い
れ
て
あ
る
代

人

が

す
る

そ
し
て

 

ン
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何
か
が

れ
る

が
す
る
と
同
時
に

の
蓋
は
自
動
ド
ア
の
よ
う
に
開
く

そ
し
て
そ
の
中
に

は 
理
 

お
久
々
だ

神
子
ち

ん

 
目
を
閉
じ
て
眠

て
い
る
神
子
が
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
こ
の

ん

ド
と
か

う
３

Ｓ
で

 
勝
負
じ

 
怠
惰

え

今
か
ら

 

 

ん

お

と
そ
う
じ

た
今
回
か
ら
ま
た
始
ま

 

て
お

た
の

 
怠
惰

ま

た
く
後
で

手
し
て
あ
げ
る
か
ら

因
み

 
に

き
な
ク
ラ
ン
は

 

 

な
る
か
み
そ
れ
で
い
て
喧
嘩
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怠
惰

勝
て
る
か
な

ま

良
い
や
さ
て
あ

 
そ
れ
と
つ
い
に
怠
惰
さ
ん

い

を
あ
げ
て

本

 
日

日
に
消
え
た
小
説
を
再

を
し
て
い
こ
う

 
と
思
い
ま
す
不
定
期

な
る
か
も
で
す
が

 

 

変
わ
ら
ず

じ

な

 
怠
惰

ま

そ
れ
が
怠
惰
さ
ん
だ
か
ら

も
う
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
だ

で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ

さ
て
や
る

 
怠
惰

は
い
は
い
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第
３
６
１
話
 
翌
日
は
勝
負

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

モ
ン
ス
ト
で
出
雲
を
使

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

衛
星
強
す

ぎ

ロ

な
状
態
で

然
し
ま
し
た

一
番
最
初
に
手
に
入
れ
た
の
で
本
当
に
嬉
し
い

り
で

す

で
は
モ
ン
ス
ト
の
話
を

遠
と
す
る
の
も
あ
れ
で
す
の
で
本
編
へ
ど
う

 

に
眠
る
神
子
を

え
て
出
す
と

は
ま
た
元
の
よ
う
に
閉
じ
る

の
上
に
神
子
を

か

す 

お
見
事
流

 
理
 

面
白
い
よ
な
こ
い
つ
ら
２
０
０
０
年

て
眠

て
る

 
の
に
も
関
わ
ら
ず
死
体
が
綺

に

る

て

 
そ
こ
ま
で
い
け
ば
ミ
イ
ラ
化
は
最

定
レ

ル
ま
た
は

と
な

て

だ
け
い
や
そ
れ
も

る
か
も
分
か
ら
な
い
レ

ル
で
こ
こ
ま
で
綺

な
の
は
本
当
に

く

 

そ
れ
は
私
が
調
合
し
た
仙

の

果
だ
も
の

る
の
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は
当
た
り
前
よ

 
理
 

だ
が
そ
れ
は
水

だ
と
か
が

ざ

て
た
よ
な

 
仙

と
呼
ば
れ
る
も
の
は
現
代
で
い
う
と
水

や
ら
だ

つ
ま
り
飲
め
ば

を
味
わ

て
死

ぬ
た
め
現
代
で
飲
む
や
つ
な
ど
い
な
い

 

え

愚
か
な

は
何
処
か
ら
か
そ
ん
な

を
聞

 
き
見
事
に

い
物
を

し

け
ら
れ
て
死
ん
だ
わ
だ

 
け
ど
こ
れ
は
そ
ん
な

い
物
と
は
全
然
訳
が
違
う
の

 
無
論
水

や
ら
も
入

て
は
い
る
け
ど

 
理
 

う

 

い
方
か
ら
し
て
絶
対
的
な
自
信
が
あ
る
み
た
い
だ

そ
れ
は
良
い
の
だ
が
あ
る
こ
と
が

問

に
な
る

 
理
 

所
で
よ
神
子
ち

ん
は
い
つ
目
を
覚
ま
す
ん
だ

 

そ
う

こ
の
調
子
だ
と
明
日
く
ら
い
に
は
目
を

ま

 
す
ん
じ

な
い
か
し
ら

豊
聡
耳
様
を
見
た
感
じ
体

 
も
綺

で
す
し
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理
 

そ
い
つ
は

 

だ
け
ど
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

て
い
る
と
白
い
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
物
が
漂
い
始
め
た

 
理
 

こ
れ
は

神
霊
か

そ
れ
も
何
か
の

を
感
じ
る

 
な

 

恐
ら
く
太
子
様
の
復
活
す
る
影

で
し

う

こ
れ

 
が
ま
た
問

に
な
る
の
よ

 
そ
の
問

に
つ
い
て
は
大
方
予

で
き
る

 
理
 

え
を

て
良
い

 

ど
う

 
理
 

異
変
解
決
組
が
感
ず
い
て
や

て
来
る

 

フ

イ
ナ
ル
ア
ン
サ

 
理
 

フ

イ
ナ
ル
ア
ン
サ

 

正
解

 
し
か
し
こ
の
番
組
は
懐
か
し
い
な

昔
に
外
の
世
界
で

化
製
品
が
置
か
れ
て
い
る
エ
リ
ア
を
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通

た
ら
こ
ん
な
の
が
流
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
た

 
理
 

ま

大
方
は
予

で
き
た
け
ど
そ
う
な
る
と

は

 
出
る
よ
な

 

え

方
の
お
友
達
の

の

女
に

女
を
守
る

 
侍
に
と

が
や

り
で
る
の
よ

 
理
 

先
に

て
お
い
て
や
る

女
は
異
変
解
決
と
な

 
る
と

は
な
い

 

え

知

て
る
わ
こ
れ
で
も

々
な
異
変
を
見
て
る

 
も
の

 

特

の
ス
テ

キ
を

手
に
も

て
ち
ら
つ
か
せ
て
見
せ
る

ど
う
や
ら
こ
れ
ま
で
の
異

変
を
こ

そ
り
と

き
見
し
て
い
た
よ
う
だ

 

つ
い
で
に
異
変
中
に

方
が
し
で
か
し
た
事
も

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

お
前
絶
対
に
風
呂
場
と
か

く
な
よ

 

ふ
ふ

か
な
い
わ
よ

そ
れ
に

く
の
な
ら
男
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よ
り
も
女

の
方
が

要
が
あ
る
じ

な
い

 
本
当
に

断
も

も
な
い

も
し
自
分
達
の
風
呂
で
見
つ
け
た
ら
追
い
返
そ
う
と

え
た

 
理
 

ま

良
い
や

で

と
り
あ
え
ず
は
明
日
に
ま
た

 
こ
こ
に
来
れ
ば
良
い
ん
だ
よ
な

 

え

お
願
い
す
る
わ

 
と
り
あ
え
ず
今
日
は
解
散
で
良
い
み
た
い
だ

後
ろ
の
霊

で

た
わ
る
神
子
達
を
最
後
に
一

目
だ
け
見
て

の
前
へ
と
立
ち

 
理
 

そ
ん
じ

俺
は
行
く
よ

 

え

ま
た
明
日

 
そ
う
し
て
今
日
は
解
散
と
な
り
自
分
は
何
事
も
な
く
地
霊
殿
へ
と
帰
り
門
を
開
け
る

 
理
 

た
だ
い
ま

 
そ
う

い
な
が
ら
入
る
と
そ
の
時
だ

た

突
然
自
分
の
視
界
は
真

暗
に
な
る
と
そ
の

間 

 

だ

れ
だ

 

だ
問

を
し
て
く
る

し
か
し

に
は

さ
が
あ
る
の
と
聞
き
覚
え
が
あ

た
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理
 

こ
い
し
ち

ん

 
こ
い

正
解

 
視
界
が
元
に

る

後
ろ
を
向
く
と
こ
い
し
が
ニ
コ
ニ
コ
と

て

方
を
見
て
い
た

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
お
帰
り

 
こ
い

う
ん

た
だ
い
ま
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば
さ
と
り
が
心

し
て
た

 
こ
い

そ
う
な
の

ど
の
く
ら
い

 
理
 

こ
い
し
が
帰

て
こ
な
い
と
い
う
の
が
心

に
な
り

 
す
ぎ
て

し
た
な

 
オ

バ

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
実

現
実
で
あ
る

そ
れ
を
聞
い
た
こ
い
し
は
少
し

え
る
と

 
こ
い

お
姉
ち

ん

た
ら
本
当
に
心

性
な
ん
だ
よ

 

理
久
兎
お
兄
ち

ん
も

ち
着
か
な
い

 
理
 

全
く
だ
よ
ま

そ
ん
な
訳
だ
か
ら

ぐ
ら
い
は
合
わ

 
せ
て
き
な
よ



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
こ
い

う
ん

分
か

た

 
そ
う

い
こ
い
し
は
さ
と
り
の
い
る
部

ま
で

け
て
い

た

 
理
 

や
れ
や
れ

 
す
る
と

の

が
開
き
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
が
出
て
来
る

そ
し
て

人
と
目
が

合
う
と

 
亜
狛

あ

マ
ス

お
帰
り
な
さ
い

 
耶
狛

お
帰
り
マ
ス

 
黒
 

何
処
か
に
出
掛
け
て
い
た
ん
だ

 
理
 

あ

ち

と
な

そ
れ
と
明
日
は
も
う
ち

い
だ

 
が
返
る
の
が

く
な
る
か
も
し
れ
ん
か
ら
よ
ろ
し
く

 
な

 
恐
ら
く
明
日
は
蓮
達
と
一
戦
す
る
事
と
な
る
だ
ろ
う

そ
の
た
め
帰
る
の
が

く
な
り
そ
う

だ 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
あ
の
お
客
様

て

 
理
 

あ

昔
か
ら
の
悪
友
さ
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耶
狛

仲
良
い
の
そ
れ

 
理
 

う

ん
ぼ
ち
ぼ
ち
か
な

 
昔
に
話
す
に
は
話
し
た
が
そ
ん
な
に
仲
が
良
い
と
い
う
訳
で
は
な
い

現
代
で

え
ば
話
友
達

み
た
い
な
感
じ
だ

 
耶
狛

ふ

ん
何
か

乱

だ
と
か
が

ん
の
り
と
し
た
か

 
ら
悪
い
こ
と
を
す
る
人
か
と
思

た
け
ど
違

た
み

 
た
い

 
理
 

ま

邪
仙
だ
か
ら
強
ち
間
違

て
は
な
い
と
思

 
う
け
ど

 
黒
 

お
い
主
よ
今
な
ん
て

た

 
理
 

さ

何
の
話
か
な

あ

は

は

は

 
亜
狛

し

白
々
し
い

 
自
分
は
奥
の
の

の
古
時
計
を
見
る
と
も
う
そ
ろ
そ
ろ

時
に
な
り
そ
う
な
の
に
気
が
つ

く 
理
 

お

と
そ
ろ
そ
ろ
晩
飯
を
作

て
く
る
よ

今
日
は



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
こ
い
し
が
帰

て
き
て
る
か
ら

華
に
し
な
い
と

 
黒
 

何
そ
れ
は
本
当
か

 
理
 

あ

 
黒
 

そ
う
か
俺
も
少
し
会

て
く
る

 
黒
は
こ
い
し
が
向
か

た
で
あ
ろ
う
さ
と
り
の
部

へ
と
向
か

て
い

た

 
亜
狛

何
や
か
ん
や
で
黒
さ
ん

て
こ
い
し
ち

ん
の
事
を

 
心

し
て
ま
す
よ

 
耶
狛

ツ
ン
デ
レ
だ
よ

 
理
 

そ
う

て
や
る
な
よ

さ
て
と
一

作
る
か

さ

 
そ
う
し
て
今
日
の
晩
飯
作
り
の
た
め
に
厨
房
へ
と
向
か
い
料
理
を
開
始
す
る
の
だ

た

視
点

は
少
し
代
わ
り
と
あ
る

 

 

て
な
訳
で
そ
い
つ
ら
を
退
治
し
て
よ

 

 

ふ
む

ま

良
い
か
案
内
せ
い

 

 

な
ら
こ

ち
だ
よ

 

人
の
妖
怪
が
暗

す
る
の
を
理
久
兎
達
は
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

行
け
全

ニ

ト
に
ア

ク
じ

 
怠
惰

じ

あ

ン

ド
だ
け
完
全

ド

 

 

う
ぐ
ぐ

 
怠
惰

ま

お
察
し
の
通
り
で
現

３

Ｓ
で
フ

イ
ト

 
し
て
い
る
始
末
で
す
あ
の
後
も
何
度
も
対
戦
し
て

 
い
ま
す
こ
の
子

た
ら
ま

た
く

め
な
い
ん
で

 
す
よ
負
け
て
も
何
度
も
ム
キ
に
な

て
挑
ん
で
く

 
る
始
末
で
す
よ

 

 

ト
リ

な
し
か

ン
エ
ン
ド
じ

 
怠
惰

は
い
は
い
ド
ロ

で
シ

ク
メ
イ
ト
で
星
輝
兵
フ

 
ト
ン
を
ブ
ラ
ス

カ

に
レ

オ
ン
そ
し

 
て
自
分
の

ニ

ト
を
一
体

し
て

手
の
全
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ニ

ト
を

し
て
レ

オ
ン
メ
イ
ト
退

 

 

の

 
怠
惰

コ

ン

失
礼
し
ま
し
た

ま

カ

ド
ゲ

ム

 
が
お

き
な
方
は
お
金
の
使
い
す
ぎ
に
は
程
々
に

 
し
な
い
と
昔
の
怠
惰
さ
ん
み
た
く
一

で
金

に

 
な

て
し
ま
い
ま
す
の
で
気
を

け
ろ
下
さ
い

 

 

ど
う
す
る

ど
う
す
れ
ば
良
い
ん
じ

 
怠
惰

ま

こ
ん
な
下
ら
な
い
事
を
⻑
々
と
や

て
す
み

 
ま
せ
ん

ち

ん

は

 

 

こ
の
サ
デ

ス
ト
め
そ
れ
所
で
は
な
い
わ
い

 
怠
惰

は

聞
く
耳
持
た
ず
と
き
た
や
れ
や
れ
で
は
で
は

 
ま

今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す
ま
た
次
回
も
見
に
来

 
て
下
さ
る
と
嬉
し
い
で
す

で
は
読
者
様
ま
た
次

 
回

 

 

か
か

て
こ
ん
か
い
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怠
惰

は
い
は
い

で
は
さ
よ
う
な
ら
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第
３
６
２
話
 
神
子
復
活
の
た
め

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

の
リ
ア
ル
と

内
で
話
し
ま
く

て
い
た
ら
目
的
の
駅
で
降
り

る
の
を

れ
て
し
ま
い
目
的
よ
り
も

つ
先
の
駅
に
降
り
る

目
に
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

読
者
様
方
々
も
降
り
る
駅
に
は
注
意
し
ま
し

う

そ
れ
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
神
霊

を
訪
れ
深
夜
と
な

た
時
間

 
理
 

こ
こ
は

 
恐
ら
く
夢
な
の
だ
ろ
う
が
ま
た
変
な
場
所
に
来
て
い
た

こ
こ
は
何
処
な
の
か
と
思
い

り
を

見
て
分
か
る
こ
と
は

 
人
間

こ
の

 
人
間

め
ろ

 
人
間

こ
れ
だ
か
ら
殴
り
合
い
は

め
ら
れ

 
子

お
父
ち

ん
や
め
て
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人
間

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
人
間
達
が
殴
り
合
い
を
し
て
い
た

し
か
も

り
の
建
造
物
や
ら
を
見
て
分
か
る
の
は
恐
ら
く

地
上
の
人
里
だ
ろ
う
が
建
物
か
ら
は

が

え
上
が
り
そ
の

が

空
を

ま
せ
る

 
理
 

ど
う
な

て
や
が
る

 
何
が
起
き
て
い
る
の
だ
と

問
に
思

て
い
る
と
人
里
の
中

に
不
気
味
に
光
輝
く
水

を
見

つ
け
る

 
理
 

水

 
何
な
ん
だ
と
思

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
う
だ
も

と
だ

も

と
争

 
え
愚
⺠
共

そ
れ
が

様
ら
に
与
え
ら
れ
た

一
の

 
武
力
で
あ
り
裁
定
を
決
め
る
材
料
だ

 
建
物
の

か
ら
⻑
く
先
が

つ
に
分
か
れ
た

を
だ
ら
ん
と

ら
し
て
楽
し
そ
う
に
争
い

を
見
て
楽
し
む
男
が
い
た

そ
の
姿
は
一

で

え
る
の
な
ら
明
ら
か
に
危
険
な
見
た
目
と
い
う

か

ン
ク

と
で
も

え
る
の
か
そ
ん
な
男
だ

 
理
 

お
前
は
何
し
て
や
が
る
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そ
の
男
へ
と
殴
り
か
か
る
が

 
理
 

は
あ

ま
た
悪
夢
か

 
ま
た
悪
夢
だ
本
当
に
勘

し
て

し
い

時
間
を
見
る
と
も
う

時
を
回

て
い
た

 
理
 

朝
飯
を
作
る
か

 

ド
か
ら
起
き
て
朝
食
を
作
る
た
め
に
厨
房
へ
と
向
か
う

そ
し
て
朝
食
を
造

て
い
る

と 

は

い

理
久
兎
さ
ん

 

が
突
然
天

か
ら
出
て
き
た

見
た
感
じ
は
迎
え
に
来
た
み
た
い
だ

 
理
 

あ

か
も
う
少
し
待

て
く
れ
皆
の
朝
食
を
作

 
り
終
え
た
ら
行
く
か
ら

 

が
悪
い
け
ど
何
が
あ

た
の

 
理
 

あ

こ
こ
最
近
悪
夢
を
見
る
よ
う
に
な

て
な
そ

 
の
せ
い
で
目
覚
め
が
ク
ソ
悪
く
て
さ

 

あ
ら
あ
ら

 

は

に
手
を
置
い
て
不
安
そ
う
な
目
で
見
て
く
る
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も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は
予
知
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ

 
よ

現
に
正
夢
と
な
る
事
も
多
々
と
あ
る
し
道
教
も

 
そ
う
だ
け
ど
何
処
の
宗
教
で
も
夢
は
何
か
を
伝
え
る

 
も
の
よ

そ
れ
に
何
度
も
見
て
い
る
と
い
う
事
は
そ

 
れ
は

り
な
く
現
実
に
起
こ
り
え
る
か
も
し
れ
な
い

 
わ
よ

 
理
 

そ
れ
を
聞
く
と
本
当
に
起
こ
り
か

そ
う
で
怖

 
く
て
仕
方

や

 
だ
が

問
に
思
う
こ
と
が
あ

た

何

に
同
じ
夢
に
亜
狛
と
耶
狛
に
黒
が
居
な
か

た
の

か

地
底
に
何
か
あ

た
ら

け
つ
け
そ
う
な

な
の
だ
が

そ
こ
は
本
当
に
分
か
ら
な
い

だ

が
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
も
料
理
は
作
り
終
え
る

 
理
 

は
食
う
か

 

い
い
え
大
丈
夫
よ

そ
ん
な
事
よ
り
も
も
う
興
奮
で

 
お

は
い

い
な
の
よ

 
理
 

そ
う
か
い
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紙
と

ン
を
出
し
て
外
出
し
ま
す
朝
食
と

食
を
合
わ
せ
て
作

た
の
で

き
に
食
べ
て
く

だ
さ
い

理
久
兎

と
ス
ラ
ス
ラ
書
い
て
置
く

 
理
 

良
し
行
き
ま
す
か

 

え

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
大
急
ぎ
で
神
子
達
の
眠
る
神
霊

へ
と
向
か
う
の
だ

た

旧
都
を
飛
び

を

け
地
上
へ
と

り
着
く
と
す
ぐ
に
気
が
つ
い
た

 
理
 

神
霊
が

い
な

 
空
に
は

つ
も
の
神
霊
が
ふ
わ
ふ
わ
と

い
て

て
南
へ
と
向
か

て
い
た

 
理
 

南
の
方

つ
ま
り

 

え

太
子
様
の
元
へ
と
向
か

て
い
る
わ

 
流

の
こ
の
数
だ
と
霊
夢
達
に
バ
レ
る
の
も
時
間
の
問

だ
ろ
う

す
る
と

 
理
 

ん

あ
れ

 
上
空
を
蓮
と
霊
夢
そ
し
て
魔
理

の

人
が
空
を
飛
ん
で
北
⻄
の
方

に
向
か

て
い

た

つ
ま
り
も
う
動
き
出
し
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
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え

動
き
出
し
て
る
わ

急
ぎ
ま
し

う

 
理
 

オ

ラ
イ

 
南
へ
と
す
ぐ
に
進
ん
で
神
子
達
が
眠
る
場
所
へ
と
向
か
う

そ
う
し
て
行
く

中
に
あ
る

地

へ
と
来
る
と

 
小

あ
ら

ろ

ら

 
前
に
知
り
合

た
小

が

に

り
か
か

て
目
を
回
し
て
い
た

何
事
だ
と
思

て
い
る

と 

香

近

づ

く
な

 

香
が

を
水
平
に
上
げ
て

王
立
ち
し
て
い
た

予
想
か
ら
し
て
小

を
侵
入
者
と
勘
違
い

し
て
フ
ル
ボ

コ
に
し
た
み
た
い
だ

 

あ
ら
あ
ら

 

香

侵
入
者
を

し
た

 
理
 

あ
の
子
ま
さ
か
と
は
思
う
が
脳
味

が

て

 
る
感
じ

 

今
さ
ら
よ
そ
れ
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ど
う
や
ら

し
い
こ
と
に
当
の

に
脳
味

は
御

仏
に
な

て
い
る
み
た
い
だ

 

香

し
た

 

ふ
ふ

い

い

 

は

で

香
の
頭
を

で
る

本
当
に
大
丈
夫
か
と

問
に
思
う
が
自
分
の
骸
達
の
体

を
思
い
出
す

死
ん
で
い
る
た
め

み
を
感
じ
な
い
が

に
最

ス

ア

マ

状
態
な
事

を

え
る
と
強
い
と
思

た
頭

外
は
だ
が

 
理
 

は

や
れ
や
れ
と
り
あ
え
ず

さ

さ
と
行
く

 
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
た
ら
異
変
解
決
組
が
す
ぐ
に
来

 
ち
ま
う

 

あ
ら
そ
う

香
こ
こ
は
任
せ
る
わ
そ
れ
と
私
が

 
呼
ん
だ
ら
す
ぐ
に
来
て
頂
戴
よ

の
た
め
に
メ
モ

 
を

て
お
く
か
ら

 

香

任
せ

ろ

 

ふ
ふ

お
願
い

そ
れ
じ

理
久
兎
さ
ん
行
き
ま

 
し

う
か



 第３６２話 神子復活のため

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
自
分
と

は
奥
へ
と
進
み
大
き
な
空
間
を
通
り
過
ぎ

の
中
へ
と
入

て
神
子
達

が
眠
る
場
所
ま
で
や

て
来
る

す
る
と

 
布
都

う

ん

 
蘇
我

太
子

様

 

人
の

が
聞
こ
え
て
く
る

つ
ま
り
も
う
蘇
る
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
理
 

も
う
じ
き
か

 

え

も
う
じ
き
よ

 
も
う
じ
き
再
開
が
出
来
る
と
思

て
い
る
と

 
ド
ゴ

ン

 
と

外
か
ら

発

が
聞
こ
え
て
く
る

予
想
か
ら
し
て
も
う

け
つ
け
た
み
た
い
だ

 
理
 

仕
方
な
い

は
見
て
い
て
く
れ
俺
が
出
る

 

あ
ら
頼
も
し
い
わ

 
理
 

そ
の
代
わ
り
邪
魔
は
す
る
な
よ

 

ま

え
て
は
お
く
わ
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邪
魔
は
し
て

し
く
は
な
い
が
今
は
そ
ん
な
ツ

コ
ミ
を
す
る
時
間
も

し
い
た
め

 
理
 

や
れ
や
れ

 
す
ぐ
に
迎
撃
を
す
る
た
め
に
大

間
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

お
の
れ

お
の
れ
怠
惰

 
怠
惰

え

ち

ん
は
ど
う
し
た
の
か

て

そ
う

 
で
す

日
の
ゲ

ム
で
何

敗
か
し
続
け
た
の

 

く

け
を
し
ま
し
た
そ
の

ゲ

ム
と
い
う
事

 
で

と
い
う

葉
が
書
か

 
れ
た
三

子
を

て
も
ら

て
い
ま
す

 

 

怠
惰
よ
こ
れ
日
本
語
で

う
と
何
じ

 
怠
惰

負
け

 

 

何
時
か
勝
つ
か
ら
な

覚
え
て
お
れ
よ
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怠
惰

ま

ま

そ
う

わ
な
い
で
よ

そ
れ
に
悪
魔
と

 
の

け
事
ゲ

ム
に
挑
戦
し
た
の

ち

ん
じ

 
な
い
で
す
か

ら

ら

て

て

 

シ

 

 

て
お
い

撮
る
な

 
怠
惰

大
丈
夫

天
子
ち

ん
や

さ
ん
が
来
た
ら

 
見
せ
る
だ
け
だ
か
ら
さ

 

 

ふ
ざ
け
る
な

が
な
く
な
る
じ

ろ

 
う
が

 
怠
惰

元
か
ら
な
い
じ

ん
な
ら
失
う
も
の
は

に
な
い

 
ん
だ
よ

お
い
で
よ
こ

ち
へ

 

 

そ
れ
は
お
ん
し
だ
け
じ

そ
し
て

が
行
く
か

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
な
の
で
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
ぐ
ぐ
ぐ
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怠
惰

で
は
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

ら

て

 

 

く

さ

さ
ら
ば
じ

 

シ

 
怠
惰

よ
し
頂
き

 

 

待
て
怠
惰

 
怠
惰

そ
れ
じ

バ
イ
ニ

ラ
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第
３
６
３
話
 
ま
た
こ
い
つ
ら
か

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様

よ
う
や
く
明
日
で
金

日
ま
た
土
日
の
休
み
だ
と
心
で

い
聞
か
せ
鼓

舞
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

土
日
が

一
の
楽
し
み
で
す

本
当
に

で
は
そ
ろ
そ
ろ

本
編
へ
ど
う

 

へ
と
続
く
通

を

で
歩
き
大

間
へ
と
向
か

て
い
る
と

 
理
 

ん

 

な
の
か

が
反

し
て
聞
こ
え
て
く
る

 

 

ま
さ
か
こ
ん
な
所
が
あ

た
と
は

 

 

で
す
が
神
霊
達
は
ま
だ
奥
へ
と
向
か

て
い
き

 
ま
す

 

か
ら
し
て
女
性
の

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
れ
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

だ

 

 

先
に
進
み
ま
し

う
か
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そ
う
で
す

 
ど
う
や
ら
こ
の
ま
ま
行
く
と
先
に
行

て
し
ま
い
そ
う
だ

そ
の
た
め
自
分
は
す
ぐ
に
大

間

へ
の
入
り
口
を
通
り
な
が
ら

 
理
 

へ

侵
入
者
と
は
聞
い
て
は
い
た
が
ま
さ
か

 
蓮
達
だ

た
と
は

 
蓮
 

え

こ
の

 
理
 

よ

 

く

を
し
つ
つ
見
る
と
ま
ず
い
た
の
は
蓮
そ
れ
か
ら
妖
夢
に

の

人
だ

こ
の

人
の
状

を
推
理
す
る
と
霊
夢
と
魔
理

が

香
の

手
を
し
て
い
る
と
い

た
感
じ
だ
ろ
う

 

理
久
兎
さ
ん
じ

な
い
で
す
か

 
妖
夢

何
で

方
が
こ
こ
に

 
友
と
の
再
開
を
果
た
す
た
め
に
来
た
の
だ

た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ

と
り
あ
え
ず

談
を
交

え
て

 
理
 

ま

良
い
や
こ
こ
を
通
り
た
か

た
ら
通
行
料

 

い
な
よ
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え

 
妖
夢

ら
で
す
か

 
理
 

そ
う
だ
な

お
前
ら
の

全
部
も
ら
お
う

 
か

 

く
ブ
ラ

ド

ク
を
交
え
る
が
蓮
が

て
て

 
蓮
 

そ
れ
死
ん
じ

い
ま
す
よ

 
ツ

コ
ミ
を
入
れ
て
く
る
が
こ
の
時
に
や
は
り
と
思

た

蓮
は
亜
狛
と
同
じ
で
ツ

コ
ミ
を

性
だ
と

し
か
も
ツ

コ
ミ
を
を
さ
れ
る
と
つ
い
つ
い
更
に
ボ

た
く
な

て
き
て
し
ま
う
も

の
だ

 
理
 

あ

無
理
な
の

そ
う
だ
な

な
ら
も
う
こ
れ
し

 
か
な
い
よ
な

 
そ
う

う
と
人

し
指
で
か
か

て
来
い
と

エ
ス
チ

を
す
る

そ
れ
を
見
て
蓮
は
す

ぐ
に

え

と
妖
夢
は

々

え
る

 
理
 

こ
い
よ
門
番
の

人
が

手
し
て
や
る
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
妖
夢
と

の

は

く
な

て
い
く
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妖
夢

 

あ
の
こ
れ
無
理
ゲ

何
で
す
が

 
蓮
 

無
理
ゲ

で
も
や
る
し
か
な
い
で
す
よ

 
ど
う
や
ら

手
が
自
分
で
あ
る
が
た
め
か
ビ
ビ

て
い
た

弾
幕
ご

こ
に
そ
ん
な
強
さ
は
か

ん
け
い
な
い

な
の
だ
が

怖
い
と
い
う
感
情
を
少
し
で
も

和
し
よ
う
と

え
な
が
ら
弾
幕

ご

こ
を
始
め
る
と

人
は
弾
幕
を

て
く
る
が

 
理
 

見
え
る
見
え
る

様
ら
の
動
き
が

 
ど
う
す
る
か
を

え
つ
つ
昔
に

マ
メ
に
も
使

た
マ
ト
リ

ク
ス

け
や
イ
ナ
バ
ウ
ア

を

し
て

け
て
い
く

 
妖
夢

イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
ま
す

 
蓮
 

気
を

け
て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん
の
戦
法
は

 
と
り
あ
え
ず

手
を
イ
ラ
つ
か
せ
る
事
な
の
で

 

し
か
も
ム
カ
つ
く

け
方
と
か
さ
れ
る
の
で
分

 
か

て
は
い
ま
す
が
イ
ラ
つ
き
ま
す

 
イ
ラ
つ
く

そ
う
だ
こ
の
手
が
あ

た

イ
ラ
つ
か
せ
怒
り
の
ボ
ル
テ

を
上
げ
怖
い
と
い
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う
感
情
を

え
さ
せ
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ

そ
し
て
大
き
な
弾
幕
が

る
が

 
理
 

お

と

 
ふ
ざ
け
た

を
し
て

け
る

こ
れ
を
何
度
か
行

て
い
る
と
つ
い
に

 

あ

 

が
キ
レ
て
ス

ル
を
唱
え
て
き
た

 

秘
術
 
グ
レ
イ
ソ

マ

 

を
中
心
に
巨
大
な
五

星
が
出
現
し
そ
の
ま
ま
直
行
を
し
て
く
る
が

 
理
 

モ

ド

魔
力

風
の
ル

ン
と
土
の
ル

ン

 
自
分
の
魔
力
を
解

し
ル

ン
で

を
出
現
さ
せ
風
を
吹
か
せ
る
と
そ
れ
ら
は
合
わ
さ
り

と
な
る

そ
し
て
す
ぐ
に
待

し
て
別
の
所
で
見
守
る
と

は
ブ
レ

キ
が

か
な
い
た
め
か

そ
の
ま
ま

に
突

込
む
と

 

キ

目
が

 
と

鳴
が
聞
こ
え
て
く
る

で
舞

た

が
目
に
入

た
の
か

鳴
を
上
げ
て
い
た

そ
う
し
て
い
る
と
一
時
的
な

が

む
と
目
が
見
え
な
い
で
あ
ろ
う

が
蓮
達
へ
と
突

込

む
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蓮
 

て

さ
ん
こ

ち
じ

な
い
で
す
よ

 
妖
夢

ス

ル
を
唱
え
た
状
態
で
来
な
い
で
下
さ
い

 
ス

ル
を

た
状
態
で

が

方
へ
と
向
か

て
き
た
た
め
す
ぐ
に
逃
げ
る

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
見
て
い
て
面
白
く
て

を

え
て
大

し
て
し
ま
う

く
す
る
と

の
ス

ル
が
時
間

切
れ
と
な
る
と
同
時
に

が
目
を
開
け
た
の
か

 

目
が

て
あ
れ

 
蓮
 

や

と
目
が
開
い
た
み
た
い
で
す

 
妖
夢

惑
な

 

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 

は

度
の

度
で
頭
を
下
げ
て
謝

て
い
た

そ
し
て
自
分
も
よ
う
や
く

い
が

ん

だ 
理
 

あ

面
白
か

た

 

直
に
感
想
を

う
と

は

間
に
シ

を

せ
て

方
を
見
て
く
る
と
蓮
が
自
分
に
向

か

て

ん
で
く
る



 第３６３話 またこいつらか

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

方
は
何
で
こ
ん
な
事
を

 
理
 

う

ん
ま

昔
の
友
人
に
会
う
た
め
か
な

 
蓮
 

昔
の
友
人

 

聞
い
て
き
た
と
い
う
の
も
あ
る
の
で

く
だ
が
今
の
状

を
説
明
す
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

そ
う
さ

今
か
ら
も

何
年
前
か
な

か
れ
こ
れ

 
２
０
０
０
年
く
ら
い
前
な
の
か
そ
の
時
に
知
り
合

 
た

神

子
友
人
達
が
い
て

そ
の
友
人
が
復
活
す
る

て
友

 
人
が

う
も
ん
だ
か
ら
手
助
け
を
頼
ん
で
き
て

だ

 
か
ら
手
伝

て
る

て
感
じ

 
妖
夢

死
者
を
蘇
ら
せ
る
ん
で
す
か

 

か
に

か
ら
来
て
い
れ
ば
死
者
を
蘇
ら
せ
る
と
い
う
の
に
も
近
い
か
も
し
れ
な
い
が
こ
れ
は

死
者
で
は
な
い

た
だ
単
に
⻑
い

死
状
態
が
続
き
眠
り
続
け
て
い
る
友
人
を
起
こ
す
た
め
死
者

を
蘇
ら
せ
る
わ
け
で
は
な
い

 
理
 

ま

さ
か

流

の
俺
も
そ
ん
な
大
そ
れ
て
い
る

 

ブ

は
犯
さ
な
い
さ
そ
の
友
人
達
は
遥
か
昔
に
力
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を
つ
け
る
た
め
に
眠

た
子
達
だ
よ
え

と

か
道

 
教
が
ど
う
の
と
か

て
た
よ
う
な

 

道
教

仙
人
等
の
あ
れ
で
す
よ

 
理
 

あ

そ
う
そ
う

か
仙
人
に
な
る
と
か

て
た

  
実

は

だ
が

く
目
覚
め
れ
ば
仙
人
に
な

て
い
る
み
た
い
だ
が

が
多
い
の
は

か

な
話
だ

 
蓮
 

つ
ま
り
理
久
兎
さ
ん
が
今
し
て
い
る
こ
と
は

 
理
 

お

察
し
が
良
い
な

そ
う
時
間

ぎ
さ

 
自
分
の
本
来
の
目
的
は
神
子
の
復
活
で
あ

て
蓮
達
の
撃
退
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
遊
撃
と
い

う
名
の
時
間

ぎ
だ

 
理
 

ま

そ
ん
な
訳
で
よ
も
う
少
し
遊
ん
で
け
よ

 
そ
う

い
手
を

げ
霊
力
を
解

し
て
大
き
な

玉
を
作
る

そ
し
て

玉
か
ら
無
数
の

い

光
が
上
空
へ
と

ち

 
理
 

神
秘
 

の

玉
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ス

ル
と
唱
え
る
と
無
数
の
レ

ザ

が
蓮
達
に
向
か

て

の
よ
う
に
降
り
注
ぐ

 
蓮
 

待

 
妖
夢

 

ち

と

 

の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
レ

ザ

弾
幕
を
蓮
達
は
必
死
に
回

し
て
い
く

そ
し
て
こ
の
時
に

自
分
は

元
の
土
を
踏
み
し
め
て
あ
る
事
を
感
じ
た

 
理
 

成
る
程
こ
れ
な
ら

 
そ
う
し
て
今
度
は
自
身
の
能
力
で
あ
る
災

の
能
力
を
解

さ
せ
る

 
理
 

能
力
発
動

よ
降
れ

 

葉
と
共
に

内
で

が
降
り
注
ぎ
始
め
る
と

玉
の
光
は
消
え
る

つ
ま
り
時
間
切
れ
と

な

た

そ
こ
を
見
計
ら
い

 
理
 

更
に
ル

ル
を
制
定
す
る

間
だ
け
空
を

 
飛
べ
な
く
な
る

 

の

が
上
空
へ
と
飛
ぶ
と

す
る

そ
の

間
自
身
の
能
力
が
発
動
す
る

 
蓮
 

う
わ
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妖
夢

み

ん

 

き

 
ビ
チ

ン

 
蓮
達

人
は
見
事
に
地
面
へ
と

こ
ち
る
が
蓮
は
見
事
の
着
地
を
し
て

の

名
は

し

い
こ
と
に
そ
の
ま
ま

ち
た

そ
の
結
果

 
蓮
 

人
共
そ
の

に
服
が

 
妖
夢

え

ど

泥
ん
こ
ま
み
れ

 

が
大
変
な
ん
で
す
よ
こ
れ

 

目
だ

こ
れ
本
当
に
面
白
す
ぎ
る

先
程
の

で
の

が

度
地
面
に
降
り
注
い
で
く
れ

た
お
陰
で

を
降
ら
せ
ば
服
に
ま
と
わ
り

い
て

く
な
る

ま
さ
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
面
白
い
結

果
だ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

い
転
げ
て
い
る
と

と
妖
夢
は

く

ん
で
く
る

当
ム
カ
つ
い
た
の
だ
ろ
う

も
う

こ
れ
な
ら
緊

し
て
戦
う
こ
と
も
な
さ
そ
う
だ

 

絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
よ
理
久
兎
さ
ん
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妖
夢

を
マ
ミ

て
魂
を
昇
天
さ
せ
ま
す
よ

 
妖
夢
が
ま
た
物
騒
な
事
を

て
き
た

そ
の
た
め

 
理
 

こ
ら
こ
ら
妖
夢
あ
ま
り
使
い
す
ぎ
る
と

姫
が
説
教

 
し
に
く
る

 
妖
夢

そ
の
時
は
そ
の
時

 
何
て
奴
だ

こ
れ
だ
と

姫
の

に

が
開
く
か
も
し
れ
な
い

で
さ
え
小
町
で

り
果

て
て
い
る
の
に
更
に

ら
せ
る
と
い
う
の
か

 
妖
夢

空
観

 
六

争
斬

 

れ
て
い
る
と
妖
夢
は
ス

ル
を
唱
え
刀
を
何
回
も

る
う
と
無
数
の
斬

波
が
何
処
か
ら
と

も
な
く
現
れ
自
分
を
切
り

も
う
と
向
か

て
く
る
が

 
理
 

ミ
ラ

雷

 
自
身
の
偽
物
を
作
り

雷
で
一
気
に
上
空
へ
と
飛
び
上
が
り

を

げ
飛
行
し
先
程
の
大
き
な

玉
を
出
現
さ
せ
る
と
自
身
の
偽
物
は
ス

と
切
ら
れ
消
え
る

 
理
 

こ
い
つ
は
幻
さ

 
そ
う

う
と
皆
は
一

に
キ

ロ
キ

ロ
と
し
出
し
て
上
を
向
く
が
も
う

い
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理
 

モ

ド

神
力

闘
神
 
神
通
乱
舞

 
神
力
に
変
え
て

玉
に
力
を
注
ぎ
ス

ル
を
発
動
さ
せ
る
と
今
度
は
無
数
の
大
中
小
と
い

た

に
当
た
る
と
反

す
る
弾
幕
を

つ
か

つ
と
案
の
定
で
弾
幕
は

に

に
天

に
と
当
た

て
バ
ウ
ン
ド
し
な
が
ら
蓮
達
を
襲
う
が

 
蓮
 

妖
夢
さ
ん

さ
ん

 

人
は
蓮
の
元
へ
と
集
ま
る
と
蓮
が
ス

ル
を
唱
え
た

 
蓮
 

陰
陽
 
結
界

 
結
界
を

体
状
に

り

ら
せ
自
身
が

つ
弾
幕
を
防
い
で
い
く
が
無

な
こ
と
だ

 
蓮
 

う

 
弾
幕
の
密
度
や
火
力
等
は
使

者
の
ス

ク
に
よ

て
変
わ

て
く
る

こ
の
弾
幕
は
火
力

と
密
度
そ
し
て
不
規
則
と
い
う
名
目
の
弾
幕
な
た
め
火
力
は
あ
る
し
密
度
も
あ
る
し
何
処
か
ら
と

も
な
く
飛
ん
で
く
る
と
い
う
三

子

そ
ん
な
弾
幕
を
結
界

で
防
ぐ
な
ど
無

な

き

に
近
い

そ
し
て

 
バ
リ
ン

 
つ
い
に
蓮
の
結
界
が

れ
蓮
達
へ
と
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た
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夢

 
封
魔

 
何
処
か
ら
と
も
な
く
蓮
達
を

み
込
む
よ
う
に
結
界
が
追
加
で
現
れ
自
身
の
弾
幕
を
防
が
れ

る 
理
 

真
打
ち
登
場
か

 

く
と
同
時
に
ス

ル
は
時
間
切
れ
で
消
え
て
な
く
な
る
と
蓮
達
を

ん
だ
結
界
も
消
え
外
へ

と

ぐ
通

か
ら
霊
夢
と
魔
理

が
出
て
く
る

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ま

た
く
何
や

て
ん
の
よ

 

悪
い

く
な

た

 
ど
う
や
ら

香
は
撃
退
さ
れ
て
し
ま

た
み
た
い
だ

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
か
説
明
く
れ
る

 
理
 

そ
う
だ

 
何
と

え
ば
い
い
の
か
と

ん
で
い
る
と
自
分
の
後
ろ
に
あ
る
眠
る
神
子
達
が
い
る
部

へ
と

ぐ
通

か
ら

 

あ
ら
あ
ら

５
Ｖ
Ｓ
１
に
な

て
し
ま

た
わ
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理
久
兎
さ
ん

 
理
 

邪
魔
は
し
な
い
で

し
い
ん
だ
け
ど

 
こ
の
異
変

と
い
う
か
依
頼
を
し
て
き
た

が
出
て
く
る
の
だ

た

 

 

今
回
も
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

え

見
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

 

し
て
怠
惰
よ
リ

ン

を
申
し
込
む

 
怠
惰

後
書
き
し
て
か
ら

そ
れ
と
ま
た
負
け

 

子

る
の

 

 

良
い
じ

ろ
う

し
か
し
次
は
勝
つ
か
ら
の

 
怠
惰

は
い
は
い
じ

あ
俺
が
負
け
た
ら
上
手
く
て
高
い

 
寿

に

れ
て

て
や
る
よ

き
な
物
を

き

 
な
だ
け
頼
ん
で
も

わ
な
い
よ

 

 

何
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怠
惰

そ
の
代
わ
り
負
け
た
ら
天
子
ち

ん
や

さ
ん

 
の
い
る
前
で
あ
の

子
を

て
も
ら
う
か
ら

 

 

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ

ン
じ

 
怠
惰

嫌
な
ら
良
い
よ

負
け

は
返
上
で
き
な
い
け
ど

  

 

良
い
じ

ろ
う
や

て
や
ろ
う

今
度
は
秘
策
が

 
あ
る
か
ら
の

 
怠
惰

は
い
は
い
楽
し
み
に
し
て
ま
す
よ

 
ど
う
せ
秘
策

て
ロ
イ

か
ゴ
ル

だ
ろ
う
か
ら

 
か
げ
ろ
う
か
ア
ク
ア
で

そ
う

 

 

良
し

し
か
し
こ
う
し
て
見
る
と
ま
た
少
年
と

 
戦
う
と
は
の

 
怠
惰

あ
る
意
味
で
運
命
だ
よ

因
み
に
中
の
人
の

 

想
だ
と

こ
れ
は

わ
な
い
方
が
良
い
か

 

 

そ
う
じ

な
そ
の
方
が
良
い
じ

ろ
う
な
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怠
惰

だ

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
６
４
話
 
目
覚
め
た
友
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

よ
う
や
く
土
日
が
や

て
き
た
ん
だ
と
感
動
す
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

⻑
い
⻑
い

間
に
お
い
て

の

日
で
す

で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ

ど
う

 
巨
大
空

で
の
戦
い

楽
し
ん
で
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず

人
程
乱
入
者
が
現
れ
テ
ン

シ

ン
が
少
し
下
が
る

 
霊
夢

あ
ん
た
が
黒
幕
か
し
ら

 

ま

そ
う
な
る
わ

恐
ら
く
だ
け
ど

 
理
 

そ
ん
な
事
よ
り
も

邪
魔
は
し
な
い
で

し

 
い
ん
だ
が

 
こ
こ
に
来
る
前
に
邪
魔
は
す
る
な
と
い

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
な

来
る
の
だ

大
な
事
で

な
い
と
少
し
文
句
を

う
だ
ろ
う
が



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 

ま

ま

理
久
兎
さ
ん

そ
れ
に
私
が
こ
こ
に

 
来
た

て
事
は
分
か
り
ま
す
よ

 
そ
の
口
ぶ
り

つ
ま
り
表
す
の
は
恐
ら
く
目
覚
め
が

い
で
あ
ろ
う
布
都
と

自
子
の

人

が
目
覚
め
た
の
だ
ろ
う

こ
れ
に
は
自
分
も

み
が
こ
ぼ
れ
る

 

お
前
ら
は
何
が
目
的
だ

 
魔
理

が
蓮
達
同
様
に
目
的
を
聞
い
て
く
る
た
め
目
的
を
さ
ら

と
伝
え
る
こ
と
に
し
た

 
理
 

何

て
古
き
友
人
達
と
再
会
す
る
た
め
さ

 

太
子
様
達
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
で
す
よ

 
蓮
 

そ
れ
が
理
久
兎
さ
ん
の
友
人

 
友
達
と
い
う
よ
り
か
は
親
友
の

人
と
で
も

う
べ
き
だ
ろ
う

そ
の
親
友
達
と
交
わ
し
た

約
束
を
果
た
す
た
め
に
こ
う
し
て
動
い
て
い
る
の
だ

 
霊
夢

て
い
う
か
そ
ん
な
事
よ
り
も
こ
の
異
常
な
神
霊

 
を

め
な
さ
い
よ

 

そ
れ
は
無
理

私
も
意

的
に
起
こ
し
た
訳
で

 
は
あ
り
ま
せ
ん
し
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理
 

下
同
文

 
神
霊
に

て
は
や
り
た
く
て
や

て
い
る
訳
で
は
な
い

む
し
ろ
意

的
に
起
こ
せ
る
の
な

ら
起
こ
し
は
し
な
い

そ
し
て

が
説
明
を
更
に

け

し
て
い
く

 

そ
れ
に
あ
の
お
方

豊
聡
耳

様
が
蘇
る
の
な
ら

 
こ
の
神
霊
の
数
も
仕
方
無
い
こ
と
よ
そ
れ
に
元
々

 
は
も

と

く
に
出
来
た

だ

た
け
れ
ど
悪
の

 
大
魔
王
が
蘇
え

て
わ
ざ
と
こ
の
上
に
寺
を
建
て

 
た
も
の
だ
か
ら
起
こ
す
の
に
も
一

で
し
た
の

 
よ

 
蓮
 

寺

そ
れ

て
聖
さ
ん
だ
よ

 
理
 

あ

そ
の
聖
さ

だ
け
ど
悪
じ

な
い
し
あ
る

 
意
味
で
聖
人

主
だ

 
何
度
も
悪
い
人
達
ま
た
は
妖
怪
達
で
は
な
い
と

て
い
る
の
だ
が
や
は
り
聖
達
は
嫌
い
み
た

い
だ

 

神
子
様
の
復
活
を

め
続
け
れ
ば
悪
の
大
魔
王
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そ
の
も
の
よ

 
理
 

ま

そ
う

う
け
ど
神
子
ち

ん
が
復
活
し
た

 
ら
話
し
て
み
な
よ

 

う

ん
理
久
兎
さ
ん
が
そ
こ
ま
で

う
の
で
し

 
た
ら

 

は
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

こ
う
で
も
し
な
い
と
ま
た
無

な
争
い
が
起
き
か

な
い

 
霊
夢

と
り
あ
え
ず
こ
の
異
変
を
起
こ
し
た

て
の
は

 
間
違
い
な
い
わ
け
で
し

な
ら
弾
幕
ご

こ

 
で
と

ち
め
て
や
る
わ

 

服
を

し
た
罪
は
大
き
い
で
す
よ

 
妖
夢

幽
々
子
様
の
友
人
と
は
い
え
度
が
過
ぎ
で
す
よ

 
理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢
に

に
妖
夢
が
各
々
の

物
を

え
て
く
る

そ
こ
ま
で

に
持
た
れ
る
こ
と
は
し
た

が
こ
こ
ま
で
す
る
だ
ろ
う
か

 

何
が
あ

た
ん
だ
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蓮
 

ま

葉
通
り
理
久
兎
さ
ん
に

ら
れ
て
も
う

 
カ
ン
カ
ン
何
だ
よ

 

あ

そ
う
い
う
事
か
ま

私
も
面
白
そ
う
だ
か

 
ら

手
す
る
け
ど
な

 
魔
理

と
ミ
ニ
八

を

え
自
分
も
神
楽
を

え
る

つ
ま
り
自
分
に

ら
れ
す
ぎ
て
怒

て
い
る
み
た
い
だ
が
こ
の
時
に
思

た

あ
の

人
が
来
て
な
い
な
と

の
方
を
向
い
て

 
理
 

そ
う
い
え
ば

来
て
い
る
ん
だ
よ
な

あ
の

 

人
は
さ

 

え

 

が
返
事
を
す
る
と
自
分
と

が
い
る
通

か
ら

つ
の
人
影
が
近
づ
い
て
く
る

そ

れ
は
会
い
た
い
と
思

て
い
た
布
都
に

自
子
だ

た

と
近
づ
い
て
く
る

人
に

自
分
は

を
向
け
て

 
理
 

お
は
よ
う

人
共
そ
れ
と
お
久
々
だ

自
子
に

 
布
都

 
と

う
と
布
都
と

自
子
は
自
分
に
気
が
つ
い
た
の
か
布
都
は

で
手
を

り
な
が
ら
近
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づ
き

自
子
は

き
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る
と

 
布
都

も
し
や
理
久
兎
か
久
し
い
な

 
蘇
我

お
前
生
き
て
い
た
の
か

 
そ
れ
は
生
き
て
い
る
に
決
ま

て
い
る

じ

な
か

た
ら
こ
こ
に
は
い
な
い

だ
が
こ
の

時

自
子
の

を
見
て

問
に
思

た

 
理
 

そ
れ
よ
り
も

聞
き
た
い
ん
だ
が

自
子
の

 

だ
が

 

え

と

ミ
ス

ち

た
テ
ヘ

 
可
愛
く
ポ

を
し
て
い
る
み
た
い
た
な
の
だ
が
そ
ん
な
ん
で
許
さ
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う

何
せ
今
の
彼
女
の

は
霊
体
と

て
も
可

し
く
は
な
い
幽
霊
の
よ
う
な

に
な

て

い
て

い
る
の
だ
か
ら

 
蘇
我

お
い
ゴ
ラ

失
敗
し
た

て
何
だ

 
や
は
り

自
子
も
お
怒
り
の
よ
う
だ

 
理
 

ま

ま

そ
こ
は
ま
た
後
で
話
せ
ば

 

に

ま
せ
よ
う
と
説

す
る
の
だ
が
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本
当
じ

本
当
に

自
古
は
短
期
じ

な

 
蘇
我

な
ん
だ
と
布
都

こ
の
底

頭
が

 
布
都

何
を

こ
の

無
し
が
表
に
出
ろ

 
蘇
我

良
い

や

て
や
ん
よ

 
布
都
の
一

が

火
し
か
け
て
い
た

自
子
の
心
の
火
に

を
注
ぎ
ま
た

え
上
が
る

何
年

と
時
間
は

て
も
昔
の
ま
ま
だ

や
れ
や
れ
と

れ
て
い
る
と

 
霊
夢

霊

 
夢
想

 
霊
夢
が
不
意
打
ち
で
ス

ル
を
唱
え
て
き
た

仕
方
な
い
の
で
結
界
で
防
ご
う
と
前
に
出
た

間

が
前
へ
と
出
る
と

 

来
な
さ
い

香

 

香

お

 
何
処
か
ら
と
も
な
く

香
を

し
た
か
と
思
う
と

 
ピ
チ

ン

 

香

ぐ
げ

 
自
分
達
の
代
わ
り
に

香
が

と
な

て

弾
す
る

ま
と
も
に
食
ら
え
ば
結

い
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に 

香

ど
う
し
た

 

香
は
平
然
と
し
て
い
た
所
か

く
は
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
そ
う

く

 
霊
夢

何
で
そ
い
つ
が
さ

き

し
た

よ

 

あ

間
違
い
な
く
マ
ス

ス

ク
で
消
し

 
に
し
た

だ

 
ど
う
や
ら

香
は
消
し

に
さ
れ
た
み
た
い
だ
が

は
不

に

い
な
が
ら

 

な
が
ら
死
体
は
も
う
死
に
ま
せ
ん
の
で

 

香

散
ら
し
て
し
ま
い
ま
し

 

香

ま

か

せ
ろ

 
理
 

本
当
は

人
で
や
り
た
か

た
け
ど
仕
方
な
い

 
お
前
ら
も
や
る

運
動
が
て
ら
に

 
も
う
１
Ｖ
Ｓ
多
数
で
な
い
の
ら
何
人
増
え
て
も
対
し
て
は
変
わ
ら
な
い
た
め
彼
女
達
の
運
動
も

か

て
誘
う
と

 
布
都

面
白
そ
う
じ

や
ら
せ
て
も
ら
お
う
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蘇
我

同
じ
く

 
こ
れ
で

度

自
分
達
と

手
を

め
て
５
Ｖ
Ｓ
５
と
な

た

 
霊
夢

良
い
わ
ま
と
め
て

手
し
て
あ
げ
る
わ

 

度
良
い

理
久
兎
さ
ん
よ

お
前
に
は
昔
に

 
何
度
も
世
話
に
な

た
か
ら
お
返
し
す
る

 
妖
夢

覚
悟
を
し
て
く
だ
さ
い

 

や

て
見
せ
ま
し

う
見
て
い
て
く
だ
さ
い

 
神
奈
子
様
に
諏
訪
子
様

 
蓮
 

皆
が
望
む
な
ら

 
そ
う

う
と
蓮
達
は

方
へ
と
向
か

て

け
て
く
る

 
理
 

さ

て
と
布
都
に

自
古

俺
や

を
少
し

 
見
て
お
け
よ
こ
れ
が
今
の
戦
い
方
だ

 
布
都

う
む
分
か

た

 
蘇
我

ま

見
さ
せ
て
は

う
さ

 
理
 

な
ら
や
る
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え

行
き
な
さ
い

香

 

香

い

く

 
こ
う
し
て
自
分
達
異
変
解
決
組

異
変

謀
者
組
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
大
戦
が
幕
を
開
け
た

の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

あ

あ
の
怠
惰
さ
ん

 
天
子

何
で
龍
神
様
は
頭
に
あ
ん
な

サ
い

子
を

 
て
反

中

て
書
い
て
あ
る

を
ぶ
ら
下
げ
て

 
正
座
し
て
い
る
の

 

 

く

 
怠
惰

あ
れ
は

け
に
負
け
た
末

だ
よ

 

ま
た
や

て
い
る
ん
で
す

 

 

う
る
さ
い
わ
い

リ
ン
ク

カ

か
と
思
い
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き
や
か
げ
ろ
う
と
は

ル
い

 
怠
惰

大
体
ロ
イ

か
ゴ
ル

て
予

が
つ
く
ん
だ
よ

 
ま
だ
ま
だ
だ

ち

ん

 
天
子

良
く
分
か
ら
な
い
け
ど
本
当
に
サ
デ

ス
ト

 
怠
惰

は

は

は

め

葉
を
あ
り
が
と
う

 
天
子

め
て
な
い
わ
よ

 
怠
惰

天
子
ち

ん
も
や
る

因
み
に

け
は
無
し
で

 
も

わ
な
い
よ

 
天
子

負
け
た
ら
あ
れ
の
二
の
舞
よ

な
ら

け
な
し

 
な
ら

 

 

天
子
よ

こ

ち
へ
来
ん
か

共
に

ち
よ
う

 

ち
た
ら
楽
じ

失
う
物
が
な
い
か

 
ら
の

 
天
子

嫌
よ

て
か
そ
れ
龍
神
と
し
て
あ
る
ま
じ
き

 
台

よ
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私
の
中
の
龍
神
様
が

れ
て
い
き
ま
す

 
怠
惰

ま

本
来
は
あ
ん
な
感
じ
の
女
の
子
だ
よ

 
さ
て
や
る
前
に
後
書
き
を
終
わ
ら
せ
る
よ

 
天
子

な
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
よ

私
が
勝
つ
こ
と
を

 

て
お
い
て
よ

 

ふ
ふ

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ

 

 

じ

の



 第３６５話 奥へといけば

 
第
３
６
５
話
 
奥
へ
と
い
け
ば

 
神
霊
が
多
く
漂
う
巨
大
空

の
中
で
は
大
乱
闘
が
起
こ

て
い
た

 
妖
夢

こ
い
つ

 

本
当
に
弾
幕

い
て
い
る
ん
で
す
か
こ
れ

 

気
を

け
ろ
よ
こ
い
つ
何
度
で
も
立
つ
か
ら
な

 
魔
理

と
妖
夢
と

は

と

香
の
コ
ン
ビ
に

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た

 

行
き
な
さ
い
な

香

 

香

お

 

香
が

め
と

を
し
つ
つ

が

援

撃
を
し
て
い
る
別
の
所
で
は

 
理
 

ら

ら
ど
う
し
た

 
霊
夢

こ
い
つ

 
蓮
 

前
よ
り
も
手
加
減
し
て
ま
す
よ

 
現

自
分
達
と
蓮
達
と
で
激
し
い
弾
幕
ご

こ
が
行
わ
れ
て
い
た

し
か
も
思
い

き
り
自

分
は
手
加
減
し
て
で
の
戦
闘
だ



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
理
 

う
ん

 
霊
夢

あ
ん
た
前
に
私
達
に
ボ
コ
ら
れ
て
ま
だ
そ
の

 
余

を
か
ま
せ
れ
る

 
そ
う

い
な
が
ら
霊
夢
と
蓮
は
弾
幕
を
弾
幕
の
密
度
を

と
す
所
か
更
に
あ
げ
て
い
く

そ
し

て
そ
れ
を
回

し
な
が
ら

で

 
理
 

心
せ
ず
し
て
何
が
神
か

 
霊
夢

本
当
に
ム
カ
つ
か
せ
る
の
は
大
の

意
よ

 
あ
ん
た
は

 
蓮
 

霊
夢

ち
着
い
て
理
久
兎
さ
ん
の
策
に

 
ま

て
る
か
ら

 
と

て
い
る
と
自
分
は
も
し
や
と
思
い

 
理
 

そ
う
い
え
ば
地
底
で
の
入
り
口
の
古

的
な
光

 
を

し
た
罠
に

が
出
て
た
け
ど
ま
さ
か

 
蓮
 

あ
れ
も
理
久
兎
さ
ん
で
す
か

 
蓮
の

撃

度
が
更
に
上
が
る

ま
さ
か
あ
ん
な
古

的
な
罠
に
掛
か
る
と
は
思
わ
な
か
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た

本
当
に
あ
わ
よ
く
ば
い
け
る
か
と
思

た
罠
だ

た
が
そ
れ
に
掛
か
る
と
は
ど
れ
だ
け
バ
カ

な
ん
だ
よ

 
蓮
 

回
斬
ら
れ
て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

や
な
こ

た

 
す
る
と
蓮
は
ス

ル
カ

ド
で
は
な
く
自
身
の
刀
も
と
い
神
楽
を

え
て
唱
え
る

 
蓮
 

式

 
神
楽
の
悪

 
蓮
の
手
に
持
つ
神
楽
は
怪
し
く
光
輝
く
と

体
の
悪
⻤
が
出
現
し

を
作

て
殴
り
か
か
る

 
理
 

お

と

 
そ
れ
ら
の

撃
を
回

す
る
が
そ
の

撃
に
対
し
霊
夢
は

援

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

 
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

つ
の
光
弾
が
自
分
め
が
け
て
襲
い
か
か
る

目
の
前
の

体
が
い
る
状
態
で
ど
う
回

す

る
か
と

む
と
突
然
自
分
の

後
か
ら
無
数
の
矢

の
弾
幕
が
向
か

て
く
る

 
理
 

お
わ

 
す
ぐ
に
下
へ
と

ち
て
回

す
る
と
蓮
が
出
し
た
悪
⻤
達
は
無
数
の
矢
に

ら
れ
て
消
え
る

そ
し
て
自
分
へ
と
向
か

て
く
る

つ
の
光
弾
は
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ビ

カ

 
何
処
か
ら
と
も
な
く

雷
が
弾
幕
へ
と
直
撃
し
弾
幕
は
消
え
て
な
く
な
る

矢
が

た
れ
た
方

向
を
向
く
と
そ
こ
に
は
布
都
と

自
子
が
立

て
い
た

 
理
 

お
い
お
い

つ
な
ら

て
く
れ
よ

 
布
都

そ
う
か
な
ら

つ

 
理
 

い
や

え
よ

 
せ
め
て

つ
前
に

え

や
は
り
昔
か
ら
布
都
は
変
わ
ら
な
い

 
理
 

で
も
う
良
い
の

 
布
都

大
体
は
分
か

た

 
蘇
我

同
じ
く
な

 
そ
う

う
と
自
分
の

に
布
都
と

自
子
は

ぶ

大
体
は
分
か

た
み
た
い
だ
が

 
理
 

所
で
ス

ル
カ

ド
や
ら
は
作

た
か

 
布
都

さ

き
の
技
み
た
い
な
も
ん
じ

ろ

れ

 
蘇
我

私
も
作

た

 
布
都
と

自
子
は
作
り
た
て
の
ス

ル
カ

ド
を
見
せ
る

も
う

に

つ
か
作

た
み
た
い
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だ 
霊
夢

や

と
乱
入
す
る
の

ま
と
め
て

手
し
て
あ
げ

 
る
わ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
容

は
し
ま
せ
ん
よ

 
怒
れ
る

人
は
自
分
達
と
い
う
か
主
に
自
分
に
向
か

て
い

て
く
る

だ
が

に
い

る
布
都
と

自
子
も

ル
気
満
々
だ

こ
れ
だ
と
戦
力
的
に
こ

ち
が

的
な

に
な
り
そ

う
な
た
め

 
理
 

ま

良
い
け
ど
ま
ず

人
を

し
た
ら

そ
ん
な

 
訳
な
ん
で

人
共
無
理
は
し
な
い
よ
う
に
な

 
布
都

分
か

と
る
わ
い

 
蘇
我

た
く

仕
方

や

て
や
ん
よ

 
そ
う

う
と
布
都
と

自
子
は
蓮
と
霊
夢
へ
と
向
か

て
い
き
交
戦
状
態
へ
と
入
る

こ
れ
で

少
し
手
が
空
く
た
め
一

を

え

と

香
を
見
る
と

 

何
度
も
何
度
も

 

本
当
に

な
奴
だ
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妖
夢

つ

 

あ
ら
あ
ら
そ
ん
な
弾
幕
で
は
当
た
ら
な
い
わ
よ

 

香

 

香
の

再
生
す
る

体
の

に

当

し
て
い
る
み
た
い
だ

こ
れ
な
ら

人
だ
け
で

も
良
さ
そ
う
だ

 
理
 

は

 
本
来
な
ら
自
分
が
ヘ
イ
ト
を
集
め
る
だ
け
集
め
て

ろ
う
と

え
て
い
た
が
布
都
や

自
子
の

ウ

ミ
ン
グ
ア

プ
そ
し
て

香
の

を
と
る
た
め

と

香
が
乱
入
し
た
り
と
で

手
が
い
な
く
て

に
な

た

仕
方
な
く
通

の
前
へ
と
来
る
と

に

り
掛
か

て
弾
幕
ご

こ
を

め
る

 
理
 

そ
う
い
え
ば
蓮
が
前
に
使

た
あ
の
狐
化

て
今

 
も
使
え
る
の
か

 
あ
の
モ

ド
が
使
え
る
の
か
と

問
に
思
う

あ
の
時
は
お
ふ
く
ろ
の
手
助
け
が
あ

た
と
は

い
え
元
々
は
蓮
が
秘
め
て
い
る
力
だ

も
し
あ
れ
を
使
え
て
な
お
か
つ
制
御
が
出
来
た
と
な
れ
ば

大
き
く
成
⻑
が
で
き
る
だ
ろ
う
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理
 

望
む
の
な
ら
修
行
を
手
伝

て
や
る
か

 
前
に
晴
明
に
頼
ま
れ
た
た
め
手
助
け
ぐ
ら
い
は
し
て
や
ら
う
と
思

て
い
た
そ
の
時
だ

た

最
深
部
へ
と
続
く
通

の
近
く
に
い
た
た
め
な
の
か
不
思
議
な
力
を
奥
か
ら
感
じ
た

 
理
 

ま
さ
か

 
す
ぐ
に
自
分
は

シ

で
通

の
奥
へ
と
進
む

そ
う
し
て
最
深
部
も
と
い
神
子
が
眠
る

ま
で
来
る
と
す
ぐ
に
気
が
つ
い
た

 
理
 

ふ

久
々
だ

神
子
ち

ん

 
霊

の
上
に

た
わ
り
眠

て
い
た

の
神
子
が
霊

の
上
に
立

て
い
た

ど
う
や
ら
目
覚

め
た
み
た
い
だ

 
神
子

ふ
む

目
覚
め
た
場
所
は
ま
さ
か
こ
う
も
神
霊

 
が
多
く
漂
う
場
所
と
は
こ
れ

下
に

 
理
 

ん

お

い
神
子
ち

ん

 
自
分
の

葉
が
聞
こ
え
な
い
の
か
も
う
一
度

を
掛
け
る
の
だ
が

 
神
子

私
が
目
覚
め
た
と
い
う
事
は
も
う
こ
こ
は
私
が
生
ま

 
れ
た
時
代
か
ら
何

年
と

た
と
い
う
事
で
し
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う
か

 
理
 

え

と
正

的
に
は
２
０
０
０
年
ぐ
ら
い

 
神
子

そ
う
で
す
か
も
う
２
０
０
０
年
で
す
か
⻑
く

た
も

 
の
で
す

私
も

約
１
０
０
０
年
で
起
き
れ
る
と

 
は
聞
い
て
い
た
の
で
す
が

 
や

り
神
子
は
自
分
が
理
久
兎
と
は
気
づ
い
て
い
な
い
所
か
目
を

め
て
い
る
所
か
ら
恐
ら

く

ぼ
け
て
る

 
神
子

ま

良
い
で
し

う

が
聞
こ
え
ぬ

年
よ
私
と

 

つ
手
合
わ
せ
を
願
い
出
て
も

 
理
 

そ
の
心
は

 
神
子

私
を
見
て
も

方
の
そ
の

さ
ぬ
余

な
姿

は

 
恐
ら
く
強
者
と
見
た
た
め
に

 
こ
う
な
れ
ば

発
キ
ツ
い
の
を
お
見
舞
い
し
て
目
覚
め
さ
せ
て
方
が

策
だ
ろ
う

そ
れ
に

度
不
完
全

だ

た
た
め

度
良
い

 
理
 

良
い

来
な
よ
神
子
ち

ん
実
力
の

を
教
え
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て
や
る
よ

 
神
子

良
い
で
し

う

 
そ
う
し
て
ま
さ
か
の
神
子
と
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が

 
天
子

あ

ん
負
け
た

ち

と

も
う
少
し

 
手
加
減
し
な
さ
い
よ

 

彼
処
を

ド
し
な
い
総
領
娘
様
が
悪
い
の
で

 
は

 

 

う
む

シ
で
も
彼
処
は

ド
す
る

ク
リ
が

 
怖
い
か
ら
の

 
天
子

で
も
出
な
い
事
だ

て

 

一

で
す
が
二
種

計

は
入

て
ま
す

 
け
ど
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そ
う
な
る
と

は
高
い

 
怠
惰

お

い
仕
事

 
天
子

く

も
う
一
戦
よ

 

は

仕
方
あ
り
ま
せ
ん

 

 

頑

る
ん
じ

お
互
い
に
の

 
怠
惰

こ
い
つ
ら
仕
事
し

俺
が

え
た
義
理
じ

 
な
い
け
ど

ま

そ
の
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
で
す

 
天
子

ス

ン
ド
ア

プ

 

ン

ド

 
怠
惰

こ
れ
絶
対
に

方
し
て

ま

い
い
か

 
そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

行
け

や
れ

 
怠
惰

サ
ラ

バ



 第３６６話 決戦 豊聡耳神子

 
第
３
６
６
話
 
決
戦

豊
聡
耳
神
子

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

日
の

ぼ

続
再
投
稿
に

力
を
使
い
す
ぎ
て

く
手
が
オ

バ

ト
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
す
が
次
回
の
再
投
稿
は
つ
い
に
現
代

そ
し
て

話
か

話
の
投
稿
で
幻
想
入
り
す
る
数
時
間
前
の
蓮
も
見
れ
る
で
し

う

な
の
で
日

日
ま

で
お
待
ち
く
だ
さ
い

多
分
投
稿
は
し
ま
す

と
い
う
か
し
た
い
で
す

で
は
で
は
そ
ろ

そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
暗
い

に
無
数
の
神
霊
が
天

を

う
た
め
か
星
空
の
よ
う
な
明
る
さ
を

す
大
霊

で

は 
神
子

ふ
む

中
々
や
り
ま
す

 
理
 

お
い
お
い

て
た
く
せ
に
良
く
弾
幕
ご

こ
が
分
か

 
る
よ
な

 

ぼ
け
て
い
る
神
子
に

発
キ
ツ
い
の
を
お
見
舞
い
し
て
目
を
覚
ま
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
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だ
が
眠

て
い
た

な
の
に
も
関
わ
ら
ず
何

か
弾
幕
ご

こ
の
ル

ル
を
理
解
し
て
い
る
の
か

弾
幕
を

つ
も

て
く
る

 
神
子

神
霊
達
か
ら
聞
い
た
の
で
す
よ
何
で
も
少
し
先
で
こ

 
の
よ
う
な
事
を
し
て
い
る
と
聞
い
た
の
で

 
理
 

あ

成
る
程
そ
う
い
え
ば
さ
と
り
と
か
と
同

 
能
力
だ

た

 
神
子
の
能
力
も
ま
た

人
の
心
を
読
み
取
る
事
に
特
化
し
た
能
力
な
だ
け
あ

て
こ
う
い

た

神
霊
か
ら
情
報
を
取

で
き
る
み
た
い
だ

そ
の
た
め
か
一

で
弾
幕
ご

こ
を
理
解
し
た
み
た

い
だ

 
神
子

そ
れ
に

方
の
戦
い
方
も
神
霊
の

を
聞
き
ま
し
た

 
が

手
を
怒
ら
せ
て
注
意
を
自
分
に
引
か
せ
る
戦
い

 
方
を
す
る
み
た
い
で
す

 
弾
幕
を

ち
な
が
ら
神
子
は

て
く
る

て
く
る
弾
幕
を
回

し
な
が
ら
口
を
開
き

 
理
 

ま

な
怒
る
に
怒

て
る
奴
の
方
が
戦
う
の
に
都
合

 
が
良
い
も
ん
で
な



 第３６６話 決戦 豊聡耳神子

 
神
子

成
る
程

心
に
平
常
心
が
な
い
状
態
で
戦
え
ば

 
か
に
自

は
あ
り
え
ま
す
か
ら

 
理
 

ま

そ
う
い
う
こ

た

え

と

耳
だ

た

 
け

 
神
子

挑
発
で
す
か

 
蓮
達
み
た
く

く
は
な
い
し
な
お
か
つ
戦
い
方
の
秘
密
ま
で
も
知
ら
れ
た
た
め
挑
発
に

り
そ

う
も
な
さ
そ
う
だ

 
理
 

ど
う
し
た
も
ん
か
な

 
神
子

何
を

ん
で
い
る
の
で
す
か

 
理
 

ど
う
や

た
ら
神
子
ち

ん
に
一
発
ぶ
ち
か
ま
せ
れ

 
る
の
か
な

て
な

 
そ
う

い
ポ

ト
に
仕
込
ん
で
あ

た
お
手
製
の
フ
ラ

シ

グ
レ
ネ

ド
を
投
げ
る

 
神
子

何
で
す

そ

 
神
子
が

葉
を

い
掛
け
る
と
激
し
い
光
が
神
子
の
視
界
へ
と
入

た
の
か

 
神
子

ぐ
わ
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思
い

き
り

び

が
聞
こ
え
て
く
る
と
弾
幕
の

も

む

す
ぐ
に
体
制
を
整
え
る
た
め
に

無
数
の
弾
幕
を
天

へ
と
設
置
し
て
い
く

 
神
子

小

な

 
理
 

小

で
結

 
設
置
し
た
弾
幕
を

作
し

の
よ
う
に
弾
幕
を
降
ら
せ
る
が

 
神
子

名

 
十
二
の

 
そ
れ
ら
の
弾
幕
を
回

し
て
神
子
が
ス

ル
を
発
動
し
一
直

に

方
へ
と
弾
幕
が
撃

て
く

る
が

し
て
あ
る

を

げ
回

す
る

す
る
と
飛
ん
で
き
た

つ
の
弾
幕
が

し
無
数
の

弾
幕
が
散
ら
ば

て
襲
い
か
か

て
く
る

 
理
 

お
い
お
い
マ

か

て
の

 
す
ぐ
に

を
た
た
み

に

を
つ
け

シ

で

け
て
弾
幕
を
回

す
る

 
神
子

方
は

か

ど
ち
ら
で
す
か

 
理
 

ど

ち
か
と

え
ば

か
な

 
そ
う

い
な
が
ら
霊
力
で

玉
を

作
り
出
し
て

 
理
 

神

 
秩
序
は
何
を
お
も

る
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玉
が
光
だ
し
そ
こ
か
ら
無
数
の
追

す
る

の
弾
幕
を

つ
と
神
子
が
使

た
ス

ル

を
ブ
レ
イ
ク
す
る
が

心
の
神
子
は
空
を
飛
び
逃
げ
る

だ
が
追

す
る

は
神
子
を
追
い
か
け

る 
神
子

追

 
そ
の
弾
幕
か
ら
逃
げ
な
が
ら
神
子
は

だ
に
弾
幕
を

て
く
る

 
理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な

神
子
ち

ん

 
神
子

ふ
む

 
神
子
は
突
然
飛
ぶ
回
る
の
を

め
て

ま
る

そ
し
て

 
神
子

仙

 
日
出
す
る
処
の
天
子

 
ス

ル
を
唱
え
た
か
と
思
う
と
神
子
の
体
は
発
光
し
だ
し
神
子
を
中
心
に
金

の
弾
幕
が
飛
び

交
う

そ
れ
ら
は

に
命
中
す
る
と

殺
す
る

 
理
 

こ
れ
が
本
当
の
地

の

光

て
奴
か

 
神
子

何
か
失
礼
な

い
方
で
す

 
等
と
会
話
は
し
て
い
る
が
弾
幕
は
襲

て
く
る

先
程
の
無
造
作
に

た
れ
る
弾
幕
よ
り
か
は

け
や
す
い

本
当
な
ら
使
う
気
は

頭
無
か

た
が
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理
 

雷

 
亜

を

え
る

度
で
弾
幕
を

け
な
が
ら
一

で
神
子
へ
と

近
す
る

 
神
子

 
そ
し
て
一

で
目
の
前
に
現
れ
た
自
分
に

き

ん
だ

を
つ
き

を

え
て

 
理
 

仙
術
十
六
式
内
核

 
霊
力
を

わ
せ
た

で
神
子
の

を
目
掛
け
て
殴
る
が

 
神
子

い

 

ン

 
そ
れ
を

刀
し
て
い
る
刀
を
引
き

き
防
ぐ

だ
が
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば

 
バ
キ
ン

 
内
核

の
前
で
は
刀
な
ど

に
吹

飛
ぶ
も
の
だ

そ
れ
に
も

い
た
の
か
神
子

は
ス

ル
キ

ン

ル
し
す
ぐ
に
後
退
す
る

 
神
子

に
も
使
う
事
が
出
来
な
か

た
と

わ
れ
る
禁
忌

 
の
古
来
仙
術
で
す
か

 

に
な

た

を
見
な
が
ら
神
子
は

て
く
る
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理
 

へ

俺
の
技

て
古
来
仙
術

て
皆
か
ら

わ
て
ん

 
だ

 

の
使
う
キ

ン
シ

や
ら
を
見
て
何
処
か
自
分
の
技
に

て
い
る
な
と
は
思

て
は
い
た

が
ど
う
や
ら
仙
人
は
自
分
の
仙
術
を

し
て
き
た
み
た
い
だ

何
処
か
ら
流
出
し
た
か
は
分
か

ら
な
い
が

 
神
子

で
す
が
そ
れ
は
身
を

ぼ
し
ま
す
よ

年
何
せ

 
そ
れ
ら
は
皆
使
え
ば
死
ぬ
と

わ
れ
る
技
ば
か
り
な

 
の
で
す
か
ら

 
理
 

い
や
そ
り

そ
う
だ
ろ
下
手
に
使
え
ば

の

な

 
ん
だ
か
ら

 
過
去
に
亜
狛
や
耶
狛
に
も
伝
え
た
が
正

に
な
お
か
つ
コ
ツ
を
知
ら
な
け
れ
ば

死

人
化

と
い

た
危
険
な
技
だ

あ
く
ま
で

人
が
使
え
ば
の
話
な
の
だ
が

 
神
子

ふ
む

そ
こ
ま
で

う
の
で
し
た
ら
見
せ
て

 
い
ま
し

う
そ
の
古
代
の
仙
術
を

 
そ
う

う
と
神
子
は
新
た
に
ス

ル
を
唱
え
た
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神
子

神
光
 

ら
う
こ
と
な
き
を
宗
と
せ
よ

 
ス

ル
が
唱
え
ら
れ

つ
か
の
レ

ザ

が

た
れ
た
か
と
思
う
と
今
度
は
無
数
の
御

の
よ

う
な
弾
幕
が
無

道
に
飛
び
交
う

 
理
 

仙
術
六
式

斬

 

に
霊
力
を

め
一
気
に

り
あ
げ
て
巨
大
な

撃
波
を
神
子
へ
と
一
直

に
神
子
が

つ
弾

幕
を
か
き
消
し
な
が
ら
飛
ば
す

 
神
子

 
そ
れ
を
飛
行
し
て

け
る
が
ま
だ
終
わ
り
な
訳
で
は
な
い

す
ぐ
に
手
を
合
わ
せ
合
唱
の

え

を
と
る
と

 
理
 

仙
術
十
二
式

手
観

 
霊
力
で
無
数
の

を
出
現
さ
せ
神
子
に
向
か

て
無
数
の

を
飛
ば
す

 
神
子

そ
の
程
度
で
は
や
ら
れ
ま
せ
ん
よ

 
だ
が
何
と
あ
り
え
な
い
事
が
起
こ
る

神
子
が
ス

ル
を

つ
の
を

め
自
分
が
作

た

を

場
に
し
て
走

て

方
へ
と
向
か

て
く
る
の
だ

 
理
 

ま
さ
か
そ
う
く
る
か
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神
子

え

来
ま
す
よ

 

れ
た
刀
に
霊
力
で
も
込
め
た
の
か

れ
た
刀
身
の
代
わ
り
に
霊
力
の

が

び
る

さ
な
が

ら
ビ

ピ

サ

ル
と
で
も

え
ば
い
い
の
か

だ
が
こ
う
な
る
と
自
分
の

だ

 
理
 

良
い
こ
と
を
教
え
て
や
る
よ
神
子
ち

ん
そ
の

 

は
お
れ
の

だ

 
合
唱
を
し
た
状
態
の
ま
ま

を

り
上
げ

 
理
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 
巨
体
な

を
出
現
さ
せ

り
下
ろ
す

神
子
の

に
よ
る
突
き
が
当
た
る
か
も
し
れ
な
い
そ
の

で
だ

つ
ま
り
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
が

弾
す
る
こ
と
を
表
す
が

 
神
子

終
わ
り
で
す

 
理
 

い
ん
だ
よ
神
子
ち

ん

 
断
罪
神
書
を

作
し
て
神
子
の

の
先

へ
と
出
す

 

キ
ン

 
結
果
断
罪
神
書
が

と
な
り
弾
か
れ
る

つ
ま
り

 
神
子

な
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理
 

終
わ
り
だ
よ
神
子
ち

ん

 
神
子

ま
さ
か
こ
ん
な

 
ピ
チ

ン

 

近

で
の
弾
幕
を
受
け
神
子
は

弾
す
る

そ
の
結
果
勝
者
は
理
久
兎
と
な

た
の
だ

た
 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

 
怠
惰

そ
う
い
え
ば
天
子
ち

ん
達
は

 

 

あ
や
つ
ら
な
ら
も
う
帰

た

宴
会
の
た
め
の

 
準
備
が
あ
る
だ
と
か
で

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ

 

 

ど
う
し
た
そ
ん
な

を
し
て

 
怠
惰

い
や
も
う
少
し

て
お
け
ば
良
か

た
な
と
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あ
る
意
味
で
あ
や
つ
を
妹
の
よ
う
に

う
の

 
そ
な
た
は

 
怠
惰

い
や

ま

い
た
く
は
な
い
け
ど
兄

が

 
い
る
身
と
し
て
は
さ

下
は

し
か

た
ん
だ

 
よ

も
う
昔
の
思
い
だ
け
ど
さ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
だ
か
ら
つ
い
つ
い

や
か
し
た
く
な
る
け
ど

 

り
た
く
も
な
る
ん
だ
よ

あ

い
う
我
が

は

  

 

兄

と
い

た
が

そ
れ

て
あ
の

せ
て
あ
る

 
写
真
に
怠
惰
と
写

て
お
る
あ
奴
か

 
怠
惰

そ
う
そ
れ

 

 

名
は
何
と
申
す
ん
じ

教
え
て

し
い
の

 
怠
惰

そ
れ
は
断
る
よ
正
直

い
た
く
は
な
い
ん
だ

 
よ

て
か
思
い
出
し
た
だ
け
で
ム
シ

ク
シ
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し
て
き
た

 

 

そ

そ
う
か

 
怠
惰

あ
の

ピ

ン
プ
読
み
た
い
か
ら

て
俺
を

 

シ
り
に
使
い
や
が

て

 

 

お

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

怠
惰
よ

 
怠
惰

あ

あ

も
う
そ
ん
な
時
間
か
ゴ

ン

 
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
６
７
話
 
印
象
は
悪
か

た
よ
う
だ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

久
々
に
三

無
双
を
や

た
ら
ま
た
は
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

や

り
イ

ン
ト
ム

ビ

が
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ

こ
れ
が

お

と
失
礼
そ
れ

と
明
日
は
彼
方
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
本
編
へ
ど
う

 
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り
自
分
は
地
上
へ
と
降
り
る

地
上
で
は
目
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
て
ぶ

れ
て
い
る
神
子
が
い
た

 
神
子

目
が

回
る

 
理
 

や
り
過
ぎ
た
か
な

 
一
発
キ
ツ
い
の
を
お
見
舞
い
し
た
つ
も
り
が
少
々
や
り
す
ぎ
た
ま
た
い
だ

こ
れ
を

の
メ
ン

バ

に
見
ら
れ
た
ら
ど
う
説
明
し
た
ら
良
い
も
の
か

い
や
先
に
先
程

て
い
た
場
所
に

せ
ば

事
解
決
だ

そ
う

え

す
た
め
に
行
動
し
よ
う
と
し
た

間

 
布
都

た

太
子
様
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布
都
が

け
つ
け
て
き
た

そ
れ
に
続
き

自
子
や

更
に
は
蓮
達
ま
で
も
が

け
つ
け

る 
理
 

来
ち
ま
い
や
が

た

 
何
て

イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
の
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
何
時
も
の
よ
う
に

る
舞
お
う
と
思
い

 
理
 

来
る
の

か

た
な
お
前
ら

 
と

平
常
通
り
に

う
と

は

み
つ
つ

方
を
見
て

 

あ
ら
あ
ら
理
久
兎
さ
ん
こ
こ
ま
で
や
る
と
は
聞
い
て

 
ま
せ
ん
よ

 
こ
れ
は
完
全
に
怒

て
る
が
無
理
も
な
い
だ
ろ
う

復
活
対
象
が

た

間
に
こ
ん
な
事
を

す
れ
ば
大

の
奴
は
怒

て
当
た
り
前
だ
が
ま
ず
自
分
も

い
た
い

 
理
 

そ
の
台

は
そ
の
ま
ま
そ

く
り

に
返
す
よ

 
ま

そ
れ
よ
り
も
だ
ま
ず
俺
が

い
た
い
ん
だ
け
ど

 
さ

良
い

 

何
か
し
ら

い
訳
は
聞
き
ま
す
よ

 
理
 

お

な
ら
話
が

い
な

神
子
ち

ん
が
起
き
ま
し
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た
し
か
し

ぼ
け
て
い
た
の
か
勝
負
を
挑
ま
れ
ま
し

 
た
そ
し
て
今
こ
こ

 
起
き
た
事
を
簡

に
あ
り
の
ま
ま
話
す

だ
が
予
想
通
り
の
発

が
帰

て
く
る

 
蓮
 

そ
ん
な
事
あ
り
え
る
ん
で
す
か

 
霊
夢

そ
れ
は

え
る
わ

 
理
 

い
や
い
や
ま
ず

う

特
に
蓮
達
な
ら
分
か
る

 
だ

俺
は

本
的
に
自
分
か
ら
手
を
出
さ
な
い
だ
ろ

 
今
ま
で
の
事
を

り
返

て
み
て
み
な
よ

 

本
的
に
自
分
は
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
派
だ
し

派
と
も

わ
れ
る
男
だ

皆
分
か

て

く
れ
る

こ
の
時
は
そ
う
思

て
い
た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

ル
テ

で
す

 
理
 

何

に

 
ま
ず
蓮
か
ら
は
罪

り
と

わ
れ
ツ

コ
ミ
し
て
し
ま
う

 

ア
ハ
ハ
ハ

 
霊
夢

あ
ん
た
妖
怪
か
ら
の
信
頼
は

い
く
せ
に
人
間
達
か



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
ら
の
信
頼
は
う

す
い
わ
よ

 
理
 

け

結

い
所
を
チ
ク
チ
ク
と

 
だ
が
そ
こ
は
強
ち
間
違

て
な
い
た
め
反
論
が
で
き
な
い
た
め
結

し
い

 
妖
夢

今
は
妖
怪
か
ら
の
信
頼
も
そ
ん
な
に
は
無
さ
そ
う
で

 
す
よ

 
理
 

そ
ん
な
事
は
な
い
さ

多
分

 
そ
ん
な
事
は
な
い
と
思
い
た
い

だ
が
し
か
し
皆
か
ら
の
こ
の

わ
れ
よ
う

流

の
自
分
も

心
の
ラ
イ
フ
は

ロ
に
等
し
い
値
だ

ど
う
反
論
す
る
べ
き
か
と

え
て
い
る
と

 
神
子

あ
れ

こ
こ
は

 
布
都

太
子
様

 
神
子

お

と
と
布
都

そ
れ
に
こ
れ

え

り

理
久
兎

 
さ
ん

 
自
分
の
存

に
気
が
つ
い
た
の
か
神
子
が

き
な
が
ら
自
分
を
見
て
く
る

そ
れ
に
対
し
自
分

は

み
な
が
ら

 
理
 

よ

お
は
よ
う
神
子
ち

ん
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と

く

を
す
る
と
神
子
は

く
り
と
立
ち
上
が
る

す
る
と

 
蓮
 

え

と
聖
徳
太
子
さ
ん
で
す
よ

 
神
子

え

何
に
も
聖
徳
太
子
で
す
が

 

思

て
た
の
と
違
い
ま
す

 
神
子

思

て
た
の
と
違
う
と
は

 
蓮
 

い
え
そ
の
男
性
か
と
思

て
た
も
の
で

 
ど
う
や
ら
蓮
達
は
神
子
の
事
に
つ
い
て
知

て
い
る
み
た
い
だ

恐
ら
く
そ
れ
ぐ
ら
い
現
代
に

名
を

せ
る
程
の

を
持

て
い
た
と
い
う
事
だ
ろ
う

 
布
都

お
ん
し
ら
何
を

う
か

太
子
様
が
男
性
な
訳
が

 
な
か
ろ
う

 
だ
が
ど
う
し
て
男
性
に
な
る
と

う
の
だ

昔
か
ら
女
性
ら
し
か

た
の
だ
が

い
や
だ
が
行

動
や
仕

が
現
代
で

う
イ

メ
ン
み
た
い
な
行
動
を
し
て
い
た
事
に
気
が
つ
く

つ
ま
り
そ
う

い

た
事
が
男
性

と
し
て
書
か
れ
る
こ
と
と
な

た
原
因
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
は
ま
だ
ボ

と
し
て
い
る
神
子
に

 
理
 

そ
れ
で
ど
う

⻑
い
⻑
い
眠
り
か
ら
起
き
た
気
分
は
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さ

 
神
子

そ
う
で
す

何
か
体
が

い
の
と
夢
で
不
思
議

 
な

年
と
戦

て
ま
し
た

本
当
に
強
い
し
禁
忌
と

 

わ
れ
た
古
代
仙
術
は
使
う
し
小

な
手
を
使
う
し

 
何
と

う
か
正
々

々
と
い
う
戦
い
方
を
し
な
い
者

 
で
し
た

 
理
 

そ
う
か
そ
う
か

 
本
当
に

ぼ
け
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
は
な

た

そ
れ
に
上
手
く
自
分
が
戦

た
と
い
う
こ

と
も
う
ろ
覚
え
で
助
か
る
が

 
布
都

太
子
様
そ
れ
は
理
久
兎
じ

 
蘇
我

何
に
も
覚
え
て
な
い
の
か

 
神
子

え

え

い
つ
の
間
に
か
起
き
て
い
た
の
で
良
く

 
分
か
り
ま
せ
ん

 
こ
の

人
特
に
布
都
が
盛
大
な
ネ

バ
ラ
シ
を
し
て
き
た

魔
化
せ
る
と
思

た
が
仕
方

な
い
た
め
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理
 

え
て

う

は
俺
が
悪
い
と
し
て
も

り
の

 

は
神
子
ち

ん
だ
か
ら
な

 
半
分
は

か
に
こ
こ
ま
で
や
る
か
と

わ
ん
ば
か
り
ボ
コ
し
た
自
分
が
悪
い
の
は

め
る

だ

が
こ
う
な
る
原
因
は
神
子
が
戦
い
を
挑
ん
で
き
た
た
め
だ

に
間
違

て
い
な
い
た
め
そ
れ
に

関
し
て

え
れ
る
が
蓮
達
は
目
を

め
て
い
る
た
め
半
信
半

と
い

た
感
じ
で

し
い
こ
と
こ

の
上
無
い

 
神
子

あ
の
話
は
変
わ
る
の
で
す
が
気
に
な

て
は
い
た
の

 
で
す
が
理
久
兎
さ
ん

方
は
何
者
で
し

う
か

 
布
都

そ
う

え
ば
気
に
は
な

て
お

た
な

 
蘇
我

仙
人
な
訳
で
も
な
い
妖
怪
な
訳
で
も
な
い
お
前
本
当

 
は
何
な
ん
だ
よ

 

人
は
自
分
の

の
前
へ
と

め

て
い
く
る

ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の
か

ん
だ
末

に 
理
 

あ

あ

に

ス

 

に
任
せ
る

彼
女
な
ら
上
手
く
説
明
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思

た
た
め
だ

だ
が
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は

仕
方
な
い
わ

そ
の
代
わ
り
に
古
代
仙

 
術
を
指
導
し
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
理
 

ん

あ
れ
か

め
た
方
が
い
い

い
く
ら
俺
が

 
作

た
か
ら
と
は
い
え
ど
常
人
じ

無
理
だ
か
ら

 
ま
さ
か
仙
術
を
学
び
た
い
と
は
予
想
外
だ

た

だ
が
こ
れ
は
使
お
う
と
す
れ
ば
下
手
し
た
自

分
が
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い

の

な
た
め
本
当
の
意
味
で
の
不
老
不
死
な
ど
で
無
け
れ
ば
教
え

る
こ
と
は
不
可
能
だ

だ
が

 
神
子

今
作

た
と

 
先
程
の
作

た
と

う
単
語
に
引

掛
か

た
の
か
更
に
神
子
が

め

る

も
う
こ
れ
は
自

分
が
説
明
す
る
し
か
な
い
と
思
い
諦
め
て
説
明
し
よ
う
と
思

た

 
理
 

あ

あ

良
い
や
仕
方
無
い
教
え
る
よ
実
は
俺

 
は
な
人
間
や
妖
怪
は
た
ま
た
仙
人
な
ん
か
で
も
な
い

 
俺
は
神
の
部

そ
れ
も
太
古
の
神
に
し
て
世
界
で

 
番
目
に
生
ま
れ
た
神
そ
れ
が
俺
だ
よ

 
神
子

世
界
で

番
目

ま
さ
か
そ
れ

て
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蘇
我

知

て
い
る
ん
で
す
か

 
神
子

え

秩
序
を
制
定
し
た
神
と

わ
れ
る
反
面
で
世

 
界
を
災
い
で

ぼ
す
と
も

わ
れ
る
神
達
の

対
者

 
と
し
て
も

名
な
神

か
そ
の
名
前
は
深
常
理

 
久
兎

大
能
神
だ
か
ら
深
常
理
久
兎

 
そ
れ
に
自
分
は

く

す
る
の
布
都
は

ち

ち
と
自
分
の
手
や

を

る

 
布
都

神
と
は
の

 
理
 

ち

ち
す
る
な

て

 
そ
う

う
と
布
都
は

れ
る

こ
れ
で
大
体
は
分
か

て
は
く
れ
た

だ

 
理
 

て
わ
訳
だ
が
何
か

問
は
あ
る
か

 
神
子

い
え

だ
だ

撃
が
強
す
ぎ
て
少
し

乱
し
て
ま

 
す

 
蘇
我

お
前
が
な

 
だ
が
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

た
感
じ
み
た
い
だ

そ
こ
は
時
間
を
掛
け
て

く
り
と

し
て
も
ら
う
し
か
な
い
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布
都

し
か
し
仏
教
徒
で
は
な
い
み
た
い
じ

し
ま

良
い

 
じ

な
い
か
の

 
蘇
我

い
や
そ
い
つ
ら
の
信

対
象
だ
か
ら
な

 
理
 

ま

昔
と
同
じ
で
い
い
よ

そ
ん
な
気
を
つ
か
わ
な

 
く
て
も
さ

 

ま
ら
れ
る
と
こ

ち
も
気
を
使
う
か
ら

れ
る
し
そ
ん
な

い
は
嫌
い
な
た
め

人
の
友

人
と
し
て

て
も
ら
い
た
い

 
理
 

ま

そ
れ
よ
り
も
だ
と
り
あ
え
ず
聖
達
だ
と
か
に
事

 
情
を
説
明
し
に
行
く

 
神
子

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
仏
教
徒
で
す
よ

 
理
 

あ

お
前
ら
そ
れ
に
聖
達
の
ゴ

ゴ

を
少
し
で
も

 
解
消
さ
せ
る
の
が
目
的
だ
嫌
と

て
も
良
い
け
ど

 
そ
の
時
は

 

を
見
せ
て

む

の
発

か
ら
し
て
聖
達
を
悪
く
は
見
て
い
る

な
た
め
こ
れ
だ
け

は
や
ら
な
い
と
お
互
い
に

解
し
た
ま
ま
だ

も
し
こ
の
ま
ま
行
け
ば
下
手
す
る
と
自
分
の
友
人
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同
士
に
よ
る
全
面
戦
争
は
待

た
な
し
だ

 
蓮
 

あ
の

い
て
い

た
方
が
良
い
か
と

 
蓮
が
ナ
イ
ス
な

イ
ミ
ン
グ
で
フ

ロ

し
て
く
れ
る

こ
こ
ま
で

え
ば
神
子
も
行
く
だ

ろ 
神
子

仕
方
あ
り
ま
せ
ん

理
久
兎
さ
ん
が
そ
う

う
の
で

 
あ
れ
ば

 
神
子
は

し
て
く
れ
た
み
た
い
だ

そ
れ
に
神
子
が

す
れ
ば
布
都
や

自
子
も

せ

ざ
る

な
い
だ
ろ
う

 
布
都

何
時
か

や
し
て
や
ろ
う
か
の

 
蘇
我

協
力
は
し
て
や
る
よ

 
理
 

や

て
も
良
い
け
ど
気
を

け
ろ
よ
う
ち
の
従
者
の

 

人
が
そ
の
寺
に
御
執
心
だ
か
ら
な
下
手
に

や
せ

 
ば

に
な
る
か
ら
な

 
今
の
黒
の

と
も

え
る
場
所
は
聖
達
の
い
る
寺
や
聖
達
だ

も
し
何
か
し
よ
う
と
す
れ
ば

襲
わ
れ
る
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
た
め

告
だ
け
は
し
て
お
く
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蓮
 

理
久
兎
さ
ん

て
本
当
に
神
で
す
よ

 
理
 

あ

神
様
だ
よ

力
や

が
大
嫌
い
な
普
通
の
神

 
様
さ

 
と

い
自
分
は
先
に
前
へ
と
歩
く

皆
を
聖
達
に
会
わ
せ
る
た
め
に

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ

ク
ソ
ウ
ル
が
久
々
に
や
り
た
い

 
な
い
の
か

 
怠
惰

あ
れ
少
し
の
間
だ
け
憤
怒

に

し
て
も
ら

た

 
ゲ

ム
だ
か
ら
な
い
よ

 

 

う
む

仕
方
な
い
か

 
怠
惰

で

え

と
あ

そ
う
だ
次
回
か
ら
投
稿
は

 
彼
方
に
な
る
の
で
お
願
い

し
ま
す

 

 

そ
れ
と
こ
れ
が
終
わ

た
ら
オ
リ
異
変
じ

た
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よ
な

 
怠
惰

そ
う
だ

 

 

あ
の
少
年
の
正
体
は
何
な
ん
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

か
意
外
す
ぎ
る
奴
と
は

て
た
よ

中
の

 
人
が

 

 

外
か

分
か
ら
ぬ
の

 
怠
惰

た
だ
嫌
な
予
感
し
か
し
な
い
け
ど

さ
て
と

 
そ
ろ
そ
ろ
今
回
は
お
開
き
に
し
ま
す
か

 

 

じ

な

そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
方
よ

 
怠
惰

サ
ラ

バ
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第
３
６
８
話
 
佐
渡
の
マ
ミ
ゾ
ウ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

Ｇ

を
ク
ラ
ス
の
同
級
生
に

め
ら
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

Ｇ

あ
ま
り
知
ら
な
い
ん
で
す
よ

た
だ

告
で
今
は

オ
ル

が
出
て
い
る
の
を

見
て
格

良
い
な
と
は
思

て
し
ま
い
ま
し
た

お

と
⻑
い
話
も
こ
こ
ま
で
に
し
て
本
編
へ
ど

う 
暗
い
道
を

り
自
分
達
は
地
上
へ
と
出
る

地
上
は

度
お

頃
な
の
か
日

し
が
自
分
達
の

目
に

し
込
む

中
に
は
そ
の
変
化
に

れ
て
い
な
い
の
か

 
蓮
 

し
い

 
妖
夢

暗
闇

れ
で
す

 

私
も
少
し
チ
カ
チ
カ
し
ま
す

 

お
い
お
い
だ
ら
し

な

 
霊
夢

本
当
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布
都

し
い
の

 
蘇
我

目
が

れ
そ
う
だ

 
神
子

⻑
く
眠

て
い
る
と
少
々

い
で
す

 
と
自
分
と

外
の
メ
ン
バ

は
目
を

り
な
が
ら

う

暗
い
所
か
ら
明
る
い
場
所
へ

と
変
わ
る

の

変
化
に
な
れ
て
い
な
い
と
い

た
感
じ
だ

 
理
 

お
前
ら
は
ま
だ
ま
だ
だ
な

 
蓮
 

そ
う

う
理
久
兎
さ
ん
は

し
く
は
な
い
ん
で

 
す
か

 
理
 

全
然

だ

て
も
う
地
底
と
外
を
行
き
来
し
て

 
何
年
だ
と
思

て
る
ん
だ

 
何
度
地
上
と
地
下
を
行
き
来
し
た
と
思

て
い
る
の
だ

お
陰
さ
ま
で
も
う

れ
て
し
ま

た 
理
 

や
れ
わ
れ

さ

さ
と
寺
に
向
か
う
よ

々
な

 

解
は
少
し
で
も
減
ら
さ
な
い
と
い
け

し

 
な
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神
子

あ
ま
り

り
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど

 
理
 

ま

そ
う

う
な

て

 
神
子
達
が
大
の
仏
教
徒
嫌
い
な
の
は
分
か
ら
な
く
は
な
い
の
だ
が
そ
れ
で
も
お
互
い
の
存

理

由
や

は
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

そ
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
必

な
の
で
仕
方
な
い
の

だ

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
進
ん
で
い
き
寺
の
前
へ
と
来
る
と

 

よ

 
聖
 

ん

あ
ら

 
魔
理

の
一

で
寺
の
前
に
い
た
聖
と
一

の
妖
怪
が
反

し

方
を
見
て
く
る

だ
が
何
と

な
く
だ
が
目
の
前
の
聖
が
聖
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
た

 
聖
 

ぬ

い
え
そ
の
方
々
は

も
し
か
し
て

 
神
子

す
み

 
神
子
が

を
し
よ
う
す
る
が
布
都
が
前
へ
と
出
て
く
る

く
嫌
な
予
感
が
し
た

 
布
都

そ
な
た
か

殿
が

て
い
た
仏
教
徒
は

 
聖
 

え

何
か
問

で
も

 
布
都

覚
え
て
お
れ
よ
何
時
か
寺
を

や
し
て
や
る
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か
ら
の

 
こ
の

ち

ん
は
宣
戦
布
告
を
し
や
が

た

を
解
消
さ
せ
る
つ
も
り
が
更
に
や
や

こ
し
い
事
と
な
る
だ
ろ
う

 
妖
怪

お
前
ら
じ

無
理
だ
と
思
う
け
ど

 
布
都

何
が

い
た
い
ん
じ

 
妖
怪

だ

て
お
前
何
か
バ
カ
そ
う
だ
も
ん

 
布
都

様
か
ら

や
し
て
や
ろ
う
か
の

 
こ
の
妖
怪
の

る
通
り
本
当
に

な
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
蓮
 

ち

と
待

て
く
だ
さ
い

こ
こ
に
来
た

 
理
由
は
話
し
合
い
で
あ

て
戦
争
じ

あ
り

 
ま
せ
ん
よ

 
布
都

む

 
聖
 

 
上
手
く
蓮
が
仲

し
て
く
れ
て
助
か
る

だ
が
そ
の
お
陰
で
気
が
か
り
な
事
は

信
に
変
わ

た

聖
な
ら
争
い
は

ま
ず

戦
的
で
は
な
い
が
目
の
前
に
い
る
聖
は
楽
し
そ
う
に

た

こ
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ん
な
場
面
で
は

わ
な
い

な
の
に
だ

そ
の
た
め
目
の
前
の
聖
を
試
す
こ
と
に
し
た

 
理
 

な

聖
さ
ん
よ

問
良
い
か

 
聖
 

何
で
し

う
か

 
理
 

聖
さ
ん
美
味
し
い
お
酒

て
や

り
⻄

酒

 
で
す
よ

と
か
あ
り

な
い
で
す
よ

 
聖
な
ら
絶
対
に
知
ら
な
い
し
無
縁
で
あ
る
酒
の
話
を
持
ち
出
す

こ
の

葉
に
引

掛
か
れ
ば

そ
の
時
に
目
の
前
の
聖
の
正
体
は
分
か
る
だ
ろ
う

 
聖
 

な
わ
け
な
い
じ

ろ
や
は
り
日
本
酒
ま
た
は

 
じ

は

 
理
 

や

り
な

て
め

・

だ
よ

 
引

掛
か
る
所
か

の
口
調
や

ま
で
出
し
て
く
れ
た

こ
い
つ
本
当
に
化
け
る
気
は
あ
る
の

か
と
思

た

す
る
と
目
の
前
の
偽
者
の
聖
は
や
ら
れ
た
と

わ
ん
ば
か
り
に
頭
を

く
と

 
聖

い
や

バ
レ
て
し
ま

た
か
上
手
く
行
く
と
は
思

 

た
ん
じ

が
な

 

手
を
合
わ
せ

術
を

つ
よ
う
な

え
を
取
り
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ド
ロ
ン

 
と

が
上
が
る

が
収
ま
る
と
そ
こ
に
は
⻑
い

か
ら
シ

ト
ヘ
ア

の
女
性
い
や

か
ら

び
る

と
黒
な
ど
の

模
様
で
分
か

た

こ
い
は

 
霊
夢

こ
い
つ
化
け
狸

 
霊
夢
の

た
通
り
化
け
狸
だ
と

見
る
の
は
昔
に
百
⻤
夜
行
に
喧
嘩
を
売

て
き
た
化
け
な

ら
ぬ
馬
鹿

キ

来
だ

 

 

申
し

れ
た

は
佐
渡
の
二
ツ

マ
ミ
ゾ
ウ
と
申
す

 
者
じ

度

日
こ
こ
に
来
た
ば
か
り
じ

よ

 
し
か
も
幻
想
郷
で
は
新

者
の
部

み
た
い
だ

か
に
そ
う

わ
れ
る
と
化
け
狸
を
幻
想
郷

で
見
た
こ
と
が
な
い
と
思

た

 
霊
夢

来
た

て
ま
さ
か
外
界
か
ら

 
マ
ミ

あ

昔
か
ら
仲
の
ぬ
え
に
呼
ば
れ
て
の

海
を
渡

 
て
来
た
ん
じ

よ

 
ぬ
え

そ
う
さ

危
険
な
者
が
蘇
る
話
を
お
前
ら

人
か
ら

 
盗
み
聞
き
し
た
か
ら
妖
怪
達
の
リ

サ
ル
ウ

ポ
ン
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と
も

わ
れ
る
大
妖
怪
を

れ
て
き
た
ん
だ
よ

 
共
に
い
た
妖
怪
は
ぬ
え

う
ら
し
い

か
聞
い
た
話
だ
と
ま
だ
自
分
が
平
安
の
都
に
い
た

に
陰
陽
師
に
よ

て
封
印
さ
れ
た
妖
怪
が
い
た
が
そ
の
名
前
が
ぬ
え
だ
と
か
そ
ん
な
名
前
だ

た
の
も
思
い
出
す

す
る
と
ぬ
え
は
自
分
と

を
指

し
な
お
か
つ
話
を
聞
い
た
と
申
し
て
き

た

予

で
き
る
場
所
は

つ
だ
け
あ

た

 

あ
ら

 
理
 

大
方
バ
ザ

で
だ
ろ

 
ぬ
え

論

 
胸
を

て

う
が
そ
れ
は
盗
み
聞
き
で
あ
り
マ
ナ

が
悪
い
の
で

め
て

い
た
い
と
思

た

だ
が
先
程
の
マ
ミ
ゾ
ウ
が

た
二

そ
し
て
佐
渡
と
い
う

葉
に
何
か
引

掛
か
る

 
理
 

二
ツ

に

佐
渡

 
マ
ミ

う
む

じ

が
そ
な
た
は
昔
に
何
処
か
で
見
た
事

 
が
あ
る
よ
う
な
そ
な
た
名
は

 
理
 

俺
か

俺
は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
さ

 
そ
れ
を
聞
く
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
勝
ち

た
よ
う
な

か
ら
一
変
し
て
真

に
な

て

方
を
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見
て
く
る

だ
が
何
処
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
気
が
し
た

 
マ
ミ

う
う
嘘
じ

あ
な
か
ろ
う
な

 
理
 

そ
う
だ
け
ど

 
ぬ
え

マ
ミ
ゾ
ウ
何
を
そ
ん
な
に
恐
れ
て
る
の

 
理
 

待
て
よ
そ
う
い
え
ば
昔
に
た
か
が
神
格
を

て
大
妖

 
怪
に
な

た
ぐ
ら
い
で
俺
ら
百
⻤
夜
行
に
勝
て
る
と

 
思

た
自

れ
狸
が
い
た
な

ン
カ
を
売

た
の

 
良
か

た
け
れ
ど
最
後
は
無
様
に
フ
ル
ボ

コ
に
し

 
た

か

佐
渡
の
マ
ミ
ゾ
ウ
と
か

 
マ
ミ

余
計
な
事
を
話
す
ん
じ

な
い
わ
い

 
や
は
り
そ
う
だ

を
着
け
て
い
て
分
か
ら
な
か

た
が
百
⻤
夜
行
時
代
に
ボ
コ
し
て
逃
げ

る

に

と
な

た
が
能
力
を
封
印
し
て

の
ま
ま
に
し
て
い
た
化
け
狸
だ

 
理
 

で

そ
ん
な
愚
か
に
と
狸

に
な
り
に
来
た
化
け
狸

 
ち

ん
俺
と
や
る
の

 
ぬ
え

マ
ミ
ゾ
ウ
の
実
力
を
な
め
ん
な
よ
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マ
ミ

よ
よ

さ
ぬ
か
あ
や
つ
に
だ
け
は
戦
い
を
挑
ん
で
は

 
な
ら
ぬ

殺
さ
れ
て
狸

は

定
じ

 

い

わ
れ
よ
う
だ

そ
こ
ま
で
し
た
覚
え
は
な
い
の
だ
が

そ
れ
に
本
当
に
殺
す
気
な
ら
も

う

に
あ
の
時
に
殺
し
て
い
る

だ
が
今
の

動
で
何
か

解
を
生
ん
だ
の
か

 
蓮
 

あ
の
理
久
兎
さ
ん
せ
め
て
や
る
な
ら
弾
幕
ご

こ
で

 
勝
負
を
着
け
た
ら
ど
う
で
す
か

 
何

か
蓮
が
そ
う

て
く
る

本
当
に
殺
す
気
は
な
い
の
に

い
思
わ
れ
よ
う
だ

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

な

狸

 
マ
ミ

狸

と
は
失
礼
じ

そ
れ
で
何
じ

 
理
 

こ
い
つ
ら
に
今
の
ル

ル
を
教
え
て
も
ら
い
な
よ
す

 
ま
な
い
け
ど
教
え
て
や

て
く
れ
や

 
蓮
や
霊
夢
達
に
頼
む
と
霊
夢
は
や
れ
や
れ
と
い

た
感
じ
で

 
霊
夢

仕
方
な
い
わ

い
弾
幕
ご

こ

て
の
は

 
そ
う
し
て
数
十
分
か
け
て
霊
夢
の
弾
幕
ご

こ
の

義
が
行
わ
れ
る
と

 
マ
ミ

成
る
程
の
つ
ま
り
美
し
く

手
を
負
か
せ
と

う
訳
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じ

な

 
霊
夢

え

ま

そ
う
よ
簡
単
で
し

 
マ
ミ

う
む
こ
れ
な
ら
理
久
兎

様
と
対
等
に
戦
え
る
と
い

 
う
も
の
よ
の

 
そ
う

い
マ
ミ
ゾ
ウ
は
覚
え
た
て
の
弾
幕
を

く
使
い
た
い
の
か
自
分
に
向
か

て

え
を
し

て
く
る

対
等
と
戦
え
る
と
い

た

り
で
本
当
に
や
る
気
み
た
い
だ

 
理
 

良
い

手
し
て
や
る
よ
昔
み
た
い
に

に
で
も

 
し
て
今
度
は
古
道

に
で
も
売

て
や
る
よ

 
マ
ミ

か
せ
積
年
の

み
晴
ら
さ
せ
て
も
ら
う

 
ぬ
え

う

ん
マ
ミ
ゾ
ウ
手
伝
お
う
か

 
理
 

良
い

こ
い
よ

手
し
て
や
る
よ

 
マ
ミ

今
回
は

じ
ら
い
は

て
よ
う
こ
い
つ
に

 
勝
つ
に
は
必
要
じ

し
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
ぬ
え
は
マ
ミ
ゾ
ウ
の

に
立
つ

人

人
増
え
よ
う
が
変
わ
ら
な
い
と
い

う
の
に

す
る
と
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蓮
 

理
久
兎
さ
ん

も
協
力
し
て
も
良
い
で
す
か

 
理
 

は

蓮
が
か

 
ま
さ
か
の
平
和
主
義
者
な
蓮
が
乱
入
し
て
き
た
い
と

い
出
し
た

明
日
は
季

外
れ
の

に

な
る
ん
じ

な
い
か
と

て
し
ま

た

 
蓮
 

え

対

と
い
う
事
に
関
し
て
理
久
兎
さ
ん
は
ど

 
う
と
も
思
わ
な
い
で
し

う
が

か
ら
す
る
と
少
し

 
気
に
な

て
し
ま
う
の
で

 
こ
い
つ
は
本
当
に
面
白
い

ど
う
や
ら
２
Ｖ
Ｓ
１
で
は
対
等
に
見
え
な
い
た
め

加
す
る
と

て
く
る
と
は

こ
れ
に
は
ク
ス
リ
と

い
少
し
小
生
意
気
に
な

た
蓮
の

を
つ
つ
い
て

 
理
 

一

前
の
事
を

い
や
が

て
な
ら
や

て
み
る

 
か

 
蓮
 

は
い

 

に
立
つ
と
刀
を

え
る

 
理
 

さ
て
さ
て
化
け
狸
さ
ん
少
し

入
は
あ

た
が
問

 
な
い
よ
な
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マ
ミ

人
間

人
増
え
た
ぐ
ら
い
で
は
ど
う
と
も
思
う
こ
と

 
も
あ
る
ま
い

来
い

 
ぬ
え

か
か

て
来
な
よ

 
理
 

な
ら
遠
慮
な
く

 
蓮
 

や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
そ
う

い
合
い
な
が
ら
マ
ミ
ゾ
ウ
は
自
分
に
挑
ん
で
来
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
何

か
は
分
か
ら
ぬ
が
嫌
な
予
感
が
す
る

 
の
じ

 
怠
惰

嫌
な
予
感

 

 

う
む

こ
う

葉
で
は

い
表
せ
ぬ
が
の

 
怠
惰

ふ

ん
良
く
分
か
ら
な
い
け
ど

あ

そ
う

 
そ
う

ち

ん
さ
葛
の
葉

て
知

て
る
か
な
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葛
の
葉

あ
の
信
太
の

の
守

神
か

知

と

 
る

飲
み
友
じ

し
な

 
怠
惰

な
ら
何
時
か

し
て
よ

ち

と
気
に
な
る

 
ん
だ
よ

 

 

わ
ん

そ
う
じ

な
ら
明
日
に
来
い

明
日
の

 
夜
に
飲
む
約
束
を
し
て
お
る
か
ら
の

 
怠
惰

あ

行
く
行
く

な
ら
よ
ろ
し
く

 

 

珍
し
い
の

引
き

り
が
外
に
出
た
い
と
は

 
お

と
怠
惰
よ
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

 
怠
惰

お

と
な
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

ま
た
の
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第
３
６
９
話
 

マ
ミ
ゾ
ウ
＆
ぬ
え

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

さ

き
ま
で
オ

バ

ロ

ド
を
見
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
だ
二
期
も
見
て
い
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
一
気
見
を
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
で
は
そ
ろ

そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
夕

へ
と
向
け
て
日
が

ち
て
い
き

く
空
が

ま

て
い
こ
う
と
す
る
命
蓮
寺
の
上
空
で

は 
マ
ミ

成
る
程
の

こ
れ
が
弾
幕
ご

こ
か

 
ぬ
え

ら

ら

そ
の
程
度
な
の

 
マ
ミ
ゾ
ウ
と
ぬ
え
を
蓮
と
共
に

手
を
し
て
い
た

自
分
達
が

つ
弾
幕
を
彼
女
達
は
直
感
で

見

い
て
い
る
の
か
回

し
自
分
や

に
反
撃
と
し
て
弾
幕
を

て
く
る

こ
の
ま
ま
だ
と
良

知
が
明
か
な
い
と

え

 
理
 

な

蓮
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蓮
 

何
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

俺
が

遊
撃
を
す
る
か
ら
蓮
は
俺
に
ヘ
イ
ト
が
集

 
ま

て
い
る
所
を

し
て

あ
ら
ば

撃
し
ろ

 
蓮
の
実
力
な
ら
ば
彼
女
達
に
一
太
刀
や
二
太
刀
は
与
え
ら
れ
る
と

え
提
案
す
る
が
蓮
は

 
蓮
 

で
も
そ
れ
だ
と
下
手
し
た
ら

の
弾
幕
に

弾
を
し

 
ま
す
よ

 
理
 

俺
が

弾
す
る
と
思
う
か

 

手
を
上
げ
て

て

え
る
が
本
当
に
蓮
は
自
分
の
事
よ
り
も

人
の
事
を

え
る
と
思

た

そ
し
て
蓮
は

し
た
の
か

々
と

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

な
ら
決
ま
り
だ
な

 
そ
う

い
手
を
マ
ミ
ゾ
ウ
達
の
方
へ
と

を
向
け
る
と

 
理
 

お
い
お
い
何
だ
よ
こ
の
弾
幕
は

こ
の
程
度
で

せ

 
れ
る
と
は
思

て
な
い
よ
な

 
マ
ミ

う

い
よ
る
の
あ
の
時
と
本
当
に
同
じ
じ
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な

 
ぬ
え

少
し
カ
チ

ン
と
来
た

 
こ
の

で
怒
る
と
は
ま
だ
ま
だ

い
者
だ

だ
が

た
事
は
伊
達
で
は
な
く
弾
幕
の
密
度

は
大

に
上
が
り

け
る
の
が

し
く
な

て
き
た

す
る
と

 
蓮
 

斬
刀
 
飛
刀

 
蓮
の
ス

ル
が
聞
こ
え
る
と
直
感
で
蓮
の
弾
幕
を

け
マ
ミ
ゾ
ウ
達
は
乱
戦
か
ら

脱
す
る

 
マ
ミ

ち

ぬ
え
今
さ

き
の
理
久
兎
の

動
あ
れ
は
恐

 
ら
く

じ

お
ん
し
は
人
間
の
小

を
や
れ

 
は
理
久
兎
を
撃
つ

 
ぬ
え

了
解

 
ぬ
え
は
蓮
の
方
へ
と
向
か

て
い
く
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
自
分
を

み

 
マ
ミ

ま
ず
は

番
勝
負
じ

 
理
 

来
な

 
自
分
め
が
け
て
ス

ル
を
唱
え
て
き
た

 
マ
ミ

番
勝
負
 
霊
⻑
化
弾
幕
変
化
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理
 

人

の
弾
幕
か

 
そ
れ
は
人
の

を
表
し
た
か
の
よ
う
な
弾
幕

が
現
れ
そ
れ
ら
は
自
分
め
が
け
て
小

の
弾
幕

を
無
数
に
ば
ら
ま
い
て
く
る

そ
れ
ら
を

け
な
が
ら
近
づ
き

 
理
 

仙
術
七
式
神
仏

殺

 

く
り
と
手
を

げ
た
状
態
か
ら

て
い
く

る
事
に

が
生
じ
て
い
き
や
が
て

り

の
人

の
弾
幕
は

さ
れ
消
え
て
い
く

ど
う
や
ら
ス

ル
を
ブ
レ
イ
ク
で
き
た
み
た
い
だ

 
マ
ミ

ち

ま
だ
じ

次
は

番
勝
負

 
そ
う

う
と
ま
た
新
た
に
ス

ル
を
唱
え
た

 
マ
ミ

番
勝
負
 

食
弾
幕
変
化

 
緑
の
弾
幕
が
マ
ミ
ゾ
ウ
か
ら

た
れ
る
と
そ
れ
ら
は
動
物

そ
れ
も
獣
の

と
な

て

無

に

け
回
る

そ
れ
を
見
て
新
た
な
新
た
な
挑
発
が
思
い

い
て
し
ま

た

 
理
 

流

は

生

だ
け
あ

て
使
う
弾
幕
も

生
を

 

び
て
る
な

生
狸
ち

ん

 
マ
ミ

い
よ

た
な

様

 
ち

と
し
た
挑
発
で
こ
れ
と
は

当
自
分
に
怨
み
が
あ
る
み
た
い
だ

や
れ
や
れ
と
思
い
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つ
つ

 
理
 

仙
術
八
式
脱
気

 
そ
う
唱
え
る
と

無

に

け
回

て
い
た
獣

の
弾
幕
は

か
く

散
さ
れ
て
い
き
消
え

て
い

た

だ
が
諦
め
が
悪
い
こ
と
に
ま
た
ス

ル
を
唱
え
て
き
た

 
マ
ミ

三
番
勝
負
 

化
弾
幕
変
化

 

い
弾
幕
を

つ
と
今
度
は

と
な

て
こ
ち
ら
へ
と
ま

す
が
飛
ん
で
く
る

そ
れ
ら
を

け
て
い
る
と
思
い

く

真

直
ぐ
に
来
る
な
ら

物
で

め
て
し
ま
え
ば
い
い
と

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 
空

を
使
い
防
御
の

へ
と
な
る
と

達
は
自
分
の
作

た

に
当
た

て

ま

て
い
く

 
マ
ミ

何
と

 

い
て
い
る
み
た
い
だ
が
更
に

か
せ
て
や
ろ
う

 
理
 

 

し
た
空

の
中
の
空
気
に
よ
る

発
で
受
け

め
た
弾
幕
を
弾
き
返
す
が
マ
ミ
ゾ
ウ
は

リ

リ
で

け
る

 
マ
ミ

ま
だ
じ
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ま
た
ス

ル
を

え
て
く
る

最

ス

ル
の
乱

も
い
い
所
だ

 
マ
ミ

四
番
勝
負
 

生
化
弾
幕
変
化

 
理
 

今
度
は
諏
訪
子
か

 

つ
弾
幕
が

に
な

て
い
く
た
め
つ
い
つ
い
諏
訪
子
か
と

て
し
ま

た

そ
し
て

は

次
々
に
増
え
て
い
く
と
小

の
弾
幕
と
な

て

散
し
て
い
く

 
理
 

諏
訪
子
お
前
の

は
と

て
や
る
よ

 

ち

と
理
久
兎
さ
ん

諏
訪
子
様
ま
だ
死
ん
で
は

 
ま
せ
ん
か
ら

そ
れ

前
に
殺
さ
れ
て
も
い
ま
せ
ん

 
よ

 
マ
ミ

そ
れ
に

じ

そ
い
つ
は

 
ま
さ
か
の

名
か
ら
の
ツ

コ
ミ
が
入
る

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
も
う
ス

ル
は
時

間
切
れ
だ

 
マ
ミ

や
り
お
る
わ
い

じ

が
ま
だ
ま
だ

て
お
る
か

 
ら
の

 
そ
う
し
て
ま
た
ス

ル
を
唱
え
て
き
た
が
先
程
と
は
変
わ
り

り
の
風

も
少
し
変
わ
る
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マ
ミ

五
番
勝
負
 

獣
戯
画

 
理
 

そ
し
て
ミ

ク
ス
か

 
獣
に

そ
し
て

と
人

外
の
弾
幕
が
次
々
に
襲
い
か
か

て
く
る

だ
が

間
が
多
い
せ

い
か

け
る
の
に
気

は
し
な
か

た

そ
れ
所
か
楽
す
ぎ
て

 
理
 

見
え
る
見
え
る

お
前
の
弾
幕
が

 
つ
い
遊
び
た
く
な

て
し
ま
う

そ
し
て
自
分
は

け
つ
つ

 
理
 

ス

ル
カ

ド

ト

 
宣

し
て
ス

ル
カ

ド
を

ト
す
る
と

イ
マ

が
現
れ
る

こ
れ
は
時

式
の
ス

ル

カ

ド
で
時
間
が
来
る
と
発
動
す
る
仕
組
み
だ
が
正
直
バ
レ
る
か
と
思

て
い
た
の
だ
が
自
分
に

弾
幕
が
当
た
ら
な
い
事
に
マ
ミ
ゾ
ウ
は
少
し
キ
レ
た
の
か
そ
れ
と
も
今
の
遊
び
の
一

が

い
た

の
か
問

無

で
次
の
ス

ル
を

て
く
る

ど
う
や
ら
バ
レ
て
は
な
さ
そ
う
だ

 
マ
ミ

六
番
勝
負
 
狸
の
化
け
学

 
風

が
先
程
の
姿
に

る
と
人

の
弾
幕
が

を
な
し
て
各
々
で
弾
幕
を

て
く
る

だ
が

そ
ん
な

程
度
な
ら

す
の
も
容

と

え
て
し
ま

た

斬
で
切
り

て
よ
う
か
と

え
た

そ
の
時



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
蓮
 

金

刀
 
一

神
楽

 
自
分
と
マ
ミ
ゾ
ウ
目
掛
け
て
金

の
巨
大
な
斬

波
が
向
か

て
く
る

 
マ
ミ

ぬ

 
そ
れ
に
い
ち

く
気
づ
い
た
自
分
は
す
ぐ
に

け
マ
ミ
ゾ
ウ
も
当
た
る

前
の

リ

リ
回

を
し
た

飛
ん
で
き
た
方
を
見
る
と
蓮
が
金

に
光
る
刀
を

て
い
た

 
理
 

お

と
や
る
じ

ん

 
と

め
る
が
こ
れ
自
分
も
ろ
と
も
や

た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
も
事
実
だ

あ
ま

り
気
に
し
な
い
が

そ
し
て
ま
た
ス

ル
を

つ

が
聞
こ
え
て
き
た

 
マ
ミ

あ
の
小

じ

が
ま
だ
あ
る

 
理
 

お
い
お
う
ま
だ
あ
る
の
か
よ

 
マ
ミ

七
番
勝
負
 

生
の

 
そ
う
唱
え
た

間

と
獣

の
弾
幕
が
大

と
な

て
襲
い
か
か

て
き
た

と
獣
の

れ
の

リ

リ
の

間
に
入

て

撃
を

け
て
い
く

す
る
と

 
蓮
 

う
わ

と
と

 
蓮
の

が
聞
こ
え
向
く
と
ぬ
え
と
呼
ば
れ
る
少
女
と
の
弾
幕
ご

こ
で

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
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る
み
た
い
だ

 
理
 

お

い
蓮
は
大
丈
夫
か

 
蓮
 

そ
う
い
う
理
久
兎
さ
ん
は

 
理
 

見
て
の
通
り
さ

 
蓮
は
何

だ
か
や

り
か
と
い

た

を
し
て
き
た

 
マ
ミ

様
ま
だ
ま
だ
余

そ
う
じ

な

 
理
 

あ

 
挑
発
の
意
味
を
込
め
そ
う
返
事
を
す
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
一

む
と
手
を
真
上
と
あ
げ
下
へ
と

降
ろ
す

す
る
と
自
分
に
襲
い
か
か
る
弾
幕
は
蓮
と
ぬ
え
目
掛
け
て
向
か

て
い
く

す
る
と

 
蓮
 

な

何
だ

 
蓮
の

く

が
聞
こ
え
て
く
る

予
想
外
な
所
か
ら
弾
幕
が
来
る
と
は
予

が
で
き
な
か

た

み
た
い
だ

す
る
と

 
マ
ミ

ぬ
え
下
が
れ

 
ぬ
え

ご
め
ん
マ
ミ
ゾ
ウ

 
そ
う

い
ぬ
え
は
下
が
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
の
後
ろ
に
そ
し
て
自
分
は
蓮
の

に
立
つ
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理
 

た
く
意
気
が
り
や
が

て

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
大
丈
夫
そ
う
で
す
か

 
理
 

う

ん
様
子
見
し
て
た
け
ど
大
し
た
事
は
な
い
や
本

 
当
に
昔
か
ら
変
わ
ら

な
狸

 
本
心
を
あ
り
の
ま
ま
に
話
す
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を

か
せ
る

 
マ
ミ

く

れ
は
せ
ぬ

に
変
え
ら
れ
た
あ
の

 

を

様
に
味
あ
わ
せ
て
や
ろ
う

 
ま
だ

ゲ

ム
に
関
し
て
の
怨
み
が
あ
る
み
た
い
だ

と
い
う
か
戦
い
を
挑
ん
で
き
た
の
は

そ

ち
だ
と

う
の
に

 
マ
ミ

マ
ミ
ゾ
ウ
化
弾
幕
十
変
化

 
ぬ
え

 
ア
ン
デ

フ

イ
ン
ト

ク
ネ
ス

 
唱
え
ら
れ
た

間
に

り
は
暗
く
な
る

そ
し
て
そ
の
暗
闇
か
ら
怪
し
い
光
を

つ
無
数
の
動

物

人

と
い

た

々
な
弾
幕
が
自
分
達
へ
と
襲
い
か
か
る

だ
が
そ
れ
に
合
わ
せ
理
久
兎

は

玉
を
作
り
出
し
ス

ル
を
唱
え
た

 
理
 

災

 

い
強
し

の
一
撃
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玉
か
ら
巨
大
レ

ザ

を
空
へ
と
飛
ば
し
そ
し
て
空
で

散
さ
せ

り
に
降
り
注
が
ら
せ
マ

ミ
ゾ
ウ
の
弾
幕
を
消

さ
せ
る

 
マ
ミ

い
の
あ
る
水
は

を
も

く
と
は

う
が
こ
こ
ま

 
で
と
は

 
と

マ
ミ
ゾ
ウ
が

て
い
る
と
理
久
兎
は
自
分
の

を

み

 
理
 

蓮
行
け
る
か

 
蓮
 

行
け
ま
す
よ

 
そ
う

う
と

ま
れ
た
状
態
で
何
回
転
か
さ
れ
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
達
目
掛
け
て
投
げ
飛
ば
す
と
蓮

は
マ
ミ
ゾ
ウ
と
対

す
る

 
ぬ
え

マ
ミ
ゾ
ウ

 
ぬ
え
が
加

し
よ
う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
の
方
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
が
そ
の

間
を

て
弾
幕
を

は
な
つ

 
ぬ
え

キ

も
う
危
な
い
で
し

 
理
 

知
る
か
よ

 
蓮
が
マ
ミ
ゾ
ウ
の

手
を
し
て
く
れ
る
の
な
ら
自
分
は
目
の
前
に
い
る
ぬ
え
と
対

す
る
だ
け
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の
事
だ

 
ぬ
え

当
た
れ

 
弾
幕
を
飛
ば
し
て
く
る
が
自
分
は
様
子
を
見
つ
つ
回

し
て
い
く

 
ぬ
え

正
体
不
明
 
恐
怖
の

襲
来

 
と

う
と
空
か
ら

々
な

の
何
か

盤
が

こ
ち
て
く
る
が
ぬ
え
も
弾
幕
を

て
く

る 
理
 

モ
ア

ン
ス
は
感
じ
る
が
俺
に
は
通

は
し

 
な
い
な
ぬ
え
ち

ん

 
ぬ
え

何
を

 
理
 

ふ

ふ
ん

 
霊
力
を
一

だ
が
強

に

出
さ
せ
飛
ん
で
く
る
弾
幕
を
一

で
消
し

に
す
る

 
ぬ
え

嘘

  
だ
が
ぬ
え
も
吹

飛
ば
し
て
し
ま

た

も
う
少
し
加
減
を

え
な
け
れ
ば
と
思

て
い
る
と

ぬ
吹

飛
ば
さ
れ
ぬ
え
は
運
良
く
マ
ミ
ゾ
ウ
の

へ
と

び
体
制
を
立
て
直
す
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マ
ミ

ぬ
え
よ
そ
ろ
そ
ろ
ラ
ス
ト
ス

ト
じ

が
行
け
る

 
か

 
ぬ
え

そ
の
ぐ
ら
い
な
ら

 
マ
ミ

よ
く

た

 

人
は
ま
た
ス

ル
カ

ド
を

え
唱
え
た

 
マ
ミ

 
満
月
の
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン

 
ぬ
え

 

三

頼

の

 

人
の
ス

ル
が
唱
え
ら
れ
無
数
の
弾
幕
が

方
へ
と

る

近
く
に
い
た
蓮
に

を
か
け

る 
理
 

こ

ち
も
最
大
火
力
で
や
る

 
蓮
 

や
れ
る

り
で

 
理
久
兎
と
共
に
自
分
も
ス

ル
を
唱
え
た

 
蓮
 

陰
陽
 
化
か
し
合
い
の
行

 
理
 

神
秘
 

の

玉

 
ス

ル
を
唱
え
る
と
理
久
兎
は
無
数
の
レ

ザ

弾
幕
を
そ
し
て
自
分
は
霊
力
で
無
数
の
人
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を
作
り

つ

そ
れ
ら
は
ぬ
え
の
弾
幕
を
そ
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
の
弾
幕
を

殺
し
て
い
く

 
マ
ミ

負
け
て
な
る
も
の
か

 
理
 

て
お
く
が
お
前
ら
の
敗
け
だ

 
マ
ミ

何
ど
う
い
う

な

 
ぬ
え

何
あ
れ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
や
ぬ
え
は
愚
か
蓮
も
目
の
当
た
り
に
す
る
だ
ろ
う

遥
か
上
空
の
空
に

つ
の
星

が

め
く
こ
と
に

そ
う
時

式
の
ス

ル
カ

ド
が
発
動
し
た
の
だ

か
つ
て
蓮
と
戦

た
時

に
使

た
ラ
ス
ト

ド
そ
れ
を
弱
体
化
さ
せ
る
事
で
常
に
使
え
る
よ
う
に
し
た
技
だ

 
理
 

あ
ば
よ

七
星
 
１
０
０
分
の

龍
星

 
マ
ミ

ス

ル
を

つ
唱
え
る
じ

と

 
ぬ
え

唱
え
て
い
な
い

な
の
に
な
ん
で

 
持
て
る
力
を
不
完

で
終
わ
り

だ

た
こ
の
気
持
ち
や
そ
れ
ら
の
思
い
を
全
て
込
め
て

弾
幕
を

と
す
様
を
見
る

 
マ
ミ

お
の
れ
理
久
兎

 
ぬ
え

あ
わ
わ
わ
わ
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逃
げ
る
た
め
に
ス

ル
を
中

す
れ
ば
自
分
や
理
久
兎
の
弾
幕
の
暴
力
で

さ
れ

け
な
け
れ

ば

に

突
と
や
り
過
ぎ
レ

ル
だ

 
理
 

ぐ

ば
い

 
ぬ
え

あ
あ
ん

 
マ
ミ

ぐ
へ

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 

弾

が
鳴
り

き
こ
の
勝
負
は
自
分
達
の
勝

と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

な

ち

ん
葛
の
葉

て
一
体

 

 

良
い
か
ら
つ
い
て
こ
い

よ
し
つ
い
た
な
お

 
い

葛
の
葉
よ
飲
も
う

 
怠
惰

ん

 

 

 

 

怪
し
い
者
で
は
な
い

葛
の
葉
こ
や
つ
は
怠
惰
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シ
の
古
く
か
ら
の
友
人
じ

お
ん
し
に
会

て

 
み
た
い
と

て
お

て
の

 
葛
葉

 
怠
惰

あ

あ

ご
親
切
に

 

 

そ
う
じ

こ
や
つ
に
気
を
使
う
事
は
な
い

 
葛
の
葉
よ

 
怠
惰

メ
だ
無
口
す
ぎ
て

い

 

 

良
し
飲
も
う

怠
惰

 
怠
惰

う

う
ん
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
で
す

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ

 
葛
葉
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第
３
７
０
話
 
宗
教
争
い
の
予
感

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

明
日

ク
ソ
ウ
ル
買
お
う
か
な
と
計
画
を
立
て
て
い
る
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

で
す
が
ク
リ
ア
出
来
る
気
が
し
な
い
ん
で
す

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ

ど
う

 
弾
幕
ご

こ
が
終
わ
り
蓮
と
共
に
は
マ
ミ
ゾ
ウ
と
ぬ
え
を
引

り
地
上
へ
と
降
り
る

そ
し

て

を
つ
く
マ
ミ
ゾ
ウ
を
上
か
ら
見
な
が
ら

 
理
 

さ
て
と

狸
を
ま
た

に
で
も
す
る
か

 
マ
ミ

お
の
れ

 

談

じ
り
に
そ
う

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

し
そ
う
に

方
を
見
て
く
る

良
い
反

神

だ

す
る
と
霊
夢
が

問
に
思

た
こ
と
が
あ

た
の
か

 
霊
夢

て
い
う
か
何
で

な
の
よ

 
理
 

え
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何

に

な
の
か
と
聞
い
て
く
る

そ
う
い
え
ば
何
で

に
し
た
ん
だ

け
と
昔
を

え

て
い
く
と
そ
う
い
え
ば
と
思
い
出
す

 
理
 

え

と

か
紫
に
プ
レ

ン
ト
を
送
ろ
う
と
し

 
て
て
そ
れ
で

で
も
と
思

て
い
た
ら

度
で
狸

 
と
戦

た
か
ら
だ

た
け

 
今
思
え
ば
懐
か
し
い
な
と
昔
に

り
た
く
な
る
が

り
を
見
る
と
皆
は

目
で
若

だ
が

れ

て

方
を
見
て
く
る

今
の
は
何
が
い
け
な
か

た
の
だ
ろ
う
か

 
蓮
 

え

と
理
久
兎
さ
ん
逃
が
し
て
あ
げ
ま
し

う
よ

 
無
論

か
ら
そ
の
つ
も
り
だ

何
せ
さ

き
の
は

ン

じ
り
に

た
の
だ
か
ら

 
理
 

ま

別
に
良
い
よ

そ
ん
な
昔
み
た
い
に

で

を

 

う
時
代
で
も
も
う
無
い
し

今
は
ク
リ

ン
な

 
時
代
な
ん
だ
し

そ
れ
に

か
ら
逃
が
す
気
だ
し

 

最
後
は
良
い
で
す
が
そ
の
前
な
ソ
フ
ト
に

て
い

 
ま
す
が
物
騒
で
す
よ

 
仕
方
な
い

今
か
ら
約
何
百
年
も
前
は
本
当
に
物
騒
な
時
代
な
の
だ
か
ら

し
か
も
人
間
に
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ら
ず
一
部
の
妖
怪
を
除
い
た
妖
怪
に
も

を
見
せ
る
と

後
か
ら

撃
さ
れ
そ
う
な
た
め
常
に

も
し
て
し
ま
う
も
の
だ

 
マ
ミ

ま
さ
か
人
間
の
小

に
助
け
船
を
出
さ
れ
る
と
は
の

 
時
代
は

り
変
わ
る
も
の
じ

な

 
蓮
 

ま

妖
怪
も
人
間
も

本
的
に
は
平
等
に

し
て
い

 
る
ん
で
す
よ

は

 
霊
夢

ち

と

蓮
そ
れ
だ
と
神
社
の

判
悪
く
な
る
で

 
し

う

 
こ
の

女
は
何
を

い
出
す
の
か
と
思
い
気
や
も
う
手

れ
な

判
に
つ
い
て

い
出
し
た

聞
い
て
い
て
つ
い
つ
い

て
し
ま
う

神
子
は
自
分
の
様
子
を
見
て
察
し
た
の
か

 
神
子

そ
ん
な
に

い
ん
で
す
か

 
と

聞
い
て
く
る
た
め
そ
れ
に

え
る

 
理
 

ん

あ

前
に
紫

ま

俺
の
愛
弟
子
か
ら
聞
い

 
た
ん
だ
け
ど
さ
ど
う
に
も

売
だ

た
り
人
集
め
が

 
下
手
だ

た
り
で

客
も
中
々
来
な
い
み
た
い
だ



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
な

そ
の
せ
い
か
妖
怪
神
社
ボ
ロ
神
社
な
ん
て
さ
さ

 
や
か
れ
る
ぐ
ら
い
だ
と
か

 
霊
夢

ち

と
聞
こ
え
て
る
わ
よ

そ
れ
と
紫
の
奴
ま
た

 
余
計
な
事
を
暴

し
た
わ

 

く
く

 
自
分
の

葉
か
霊
夢
の
ツ

コ
ミ
を
聞
い
て

も
吹
き
出
し
た

 
妖
夢

さ
ん

 

い
え
面
白
く
て
つ
い

 

お
い
お
い
命
知
ら
ず
だ
な

 
霊
夢
の

が
み
る
み
る
と
真

に
な

て
い
く

ず
か
し
い
の
か

し
い
の
か
そ
れ
と
も

方
な
の
か
手
が
プ
ル
プ
ル
と

え
て
い
た

だ
が
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
は

も

て
は

い
ら
れ
な
い
事
を
計
画
す
る
た
め
に

 
理
 

あ

で
も
山
に
出
来
た
神
社
も
立
地
が

神
社
に

 
比
べ
て
最
悪
な
せ
い
な
の
か

客
の
さ
文

も
な

 
い
ぐ
ら
い
に
来
な
い
み
た
い
だ
け
ど

だ
か
ら
さ
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俺
は
思
う
ん
だ
幻
想
郷
の

女
達

て
あ
る
意
味
で

 
強
い
不
運
持
ち
主
な
ん
だ
な

て

 

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

余
計
な
お
世
話
よ

 

て
い
た

も
事
実
を

わ
れ
霊
夢
と
同
様
に

を
真

に
さ
せ
怒

て
く
る

見
て

い
て
つ
い
つ
い

て
し
ま
う

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

 
蓮
 

は

理
久
兎
さ
ん
あ
ま
り
霊
夢
達
を
か
ら
か
わ

 
な
い
で
下
さ
い

 
理
 

い
や

悪
い
悪
い

 
ま
さ
か
蓮
に
注
意
せ
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た

昔
だ

た
ら
あ

え
な
か

た
か
も
し
れ
な

い 
蓮
 

そ
れ
で
え

と
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

 
の
で
す
か

 
マ
ミ

そ
う
じ

の

外
界
に

て
も
良
い
と
は
思
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う
が
今
の
世
は
住
み
に
く
い
し
の

 
珍
し
い

妖
怪
達
は
空
想
と
思
わ
れ
て
き
て
い
る
現
代
の
外
界
を
生
き
る
と
は
流

は
狸
と
自

分
も
感
服
し
て
し
ま

て
い
る
と

 
理
 

聖
達
か

 
後
ろ
か
ら
聖
と
一
輪
そ
し
て
一
輪
を
守
る
か
の
よ
う
に
雲
山
が

い
て
き
て
や

て
来
る
と

 

 

ふ
む
そ
う
で
す
か

な
ら

く
私
達
の
寺
で
居
候
し

 
ま
す
か

 
マ
ミ

そ
ん
な
都
合
よ
く
泊
め
て
く
れ
る
所
な
ど
あ
る
の

 

待
て
お
前
さ
ん

じ

 
皆
は
よ
う
や
く
気
づ
い
た
み
た
い
だ

そ
れ
だ
け
マ
ミ
ゾ
ウ
の
話
に
夢
中
に
な

て
い
た
よ
う

だ 

よ

 
蓮
 

こ
ん
に
ち
は
聖
さ
ん
一
輪
さ
ん
雲
山
さ
ん

 
蓮
は
会

し
て

を
す
る
と
聖
達
は
ニ
コ
ニ
コ
と
会

し
て
返
し
て
い
く

流

は
黒
を
教

育
し
た
だ
け
あ

て
礼
儀
正
し
い
な
と
思

た
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聖
 

ど
う
で
す
私
は

い
ま
せ
ん
が

 
マ
ミ

お
前
さ
ん
人
間
か
い

ど
う
し
て
ま
た
妖
怪

 
の

を

 
聖
 

い
い
え
も
う
人
間
は

め
て
ま
す
そ
れ
に
私
か
ら

 
し
て
見
れ
ば
神
も
妖
怪
も
人
間
も
仏
も
皆
同
じ
で

 
す
の
で

 
面
白
く
て

い
そ
う
に
な

て
し
ま
う

神
も
人
間
も
仏
も
妖
怪
も
皆
同
じ
と
は

も
し
か
し

た
ら
聖
の

え
と
自
分
の

え
は

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
と
感
じ
た

 
マ
ミ

く
く
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
う
か

面
白
い
奴
じ

な

 
な
ら
頼
も
う
か
の

 
聖
 

え

迎
し
ま
す
よ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は
聖
達
の
寺
で

に
な
る
み
た
い
だ
が
話
も
一

切
り
つ
い
た
た
め
こ
の

イ
ミ

ン
グ
で
な
ら
神
子
達
を

で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い

 
理
 

あ

そ
う
そ
う
聖
さ
ん
実
は

し
た
い
人
達
が

 
い
る
ん
だ
け
ど
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聖
 

で
し

こ
の
感
じ

ま
さ
か
地
下
に
封
印
し
て

 
い
た

 

え

お
陰
様
で
復
活
さ
せ
る
の
に

し
た
わ

 
何

だ
ろ
う
急
に

り
の

か
な

気
が
消
え
る

の

葉
に
続
き

 
物
部

す
ま
ぬ
が
理
久
兎
や
は
り
仏
教
徒
は

か
ん

 
蘇
我

下
同
文
だ

 
神
子

 
神
子
は

て
い
た
が

人
が
も
う

に
険
悪
な
感
じ
に
な

た

 
一
輪

何
で
す
喧
嘩
で
も
売

て
い
る
ん
で
す
か

 
物
部

無
論
じ

が

 
蘇
我

何
な
ら

や
し
て
や
ろ
う
か

 
雲
山
 

 
聖
 

ご
心

な
く

え
な
い
よ
う
に
防
火

性
は
バ

 
チ
リ
で
す
の
で

 
喧
嘩

す
ぎ
て
の
ん
び
り
し
て
い
る
命
蓮
寺
の
住
人
達
も
何
時
で
も
や
れ
る
と
ば
か
り
に

ン
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カ
を
切
り
そ
う
だ

 
霊
夢

こ
れ

バ
く
な
い

 
蓮
 

明
ら
か
に
嫌
な
予
感
が
す
る
わ

 

ち
着
け

て
お
前
ら

 
妖
夢

え

え

と

 

ど

ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
本
当
の
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か

こ
い
つ
ら
喧
嘩
す
る
気
満
々
だ
し

仕
方
な
い
と
思

い
つ

に
ド
ス
を
か
け

 
理
 

お
前
達
い
い
加
減
に
し
ろ
よ

 
全
員

 
ド
ス
の
か
け
た
一

で
蓮
達
は

論
の
こ
と
聖
達
と
神
子
達
も

り
自
分
を
見
て
く
る

今
度

は
ド
ス
を
か
け
ず
に
一

の

告
と
し
て

 
理
 

今
回
は
俺
の

は
た
て
て
も
ら
う
よ

そ
れ
で
も

 

の
気
が
あ

て
戦
い

り
な
い
な
ら
俺
が

手

 
に
な
る
よ
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聖
や
神
子
は
自
分
の
力
を
も
う
分
か

て
い
る

だ

そ
れ
な
ら
ば
こ
の

も

分
に

果

が
あ
る
だ
ろ
う

そ
し
て
そ
の
予
想
は
当
た
る

 
神
子

理
久
兎
さ
ん
が
そ
こ
ま
で

う
の
な
ら
今
回
は

 
静
か
に
し
ま
し

う

 
聖
 

同
じ
く
そ
う
し
ま
す

 
何
と
か
今
回
は
平

に

ま
せ
て
く
れ
そ
う
で
良
か

た

 
理
 

な
ら
良
し

ら

手
で
も
し
な
よ

 
そ
う

う
と
神
子
と
聖
は
お
互
い
に
手
を

出
し

手
を
少
し
し
て

す

ま
だ
ま
だ

は

解
い
て
は
い
な
い
が
少
し
で
も
話
せ
れ
る
よ
う
に
手
助
け
は
し
て
い
き
た
い
と
思

た

 
理
 

さ
て
と
所
で

だ
か
ら
異
変
解
決
の
宴
会
を
開

 
か
な
い

 
霊
夢

け

結

そ

ち
に
行
く
の

ま

良
い
け
ど

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
ハ

開
こ
う
か
霊
夢

 
霊
夢

そ
う

開
き
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
異
変
解
決
後
の
宴
会
は
開
く
こ
と
が
決
定
し
た
が
理
久
兎
達
は
気
づ
く
こ
と
が
な
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か

た

 
こ
い

お
姉
ち

ん
に
伝
え
ち

お
う

 
こ
い
し
が
こ
の
事
を
見
て
い
た
の
を
理
久
兎
は
知
る
よ
し
も
無
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

え

え

と
葛
の
葉
さ
ん

て
晴
明
の
お
⺟
さ
ん

 
で
す
よ

 
葛
葉
 
・

・

 

 

そ
う
じ

と

て
お
る

 
怠
惰

え

と

ら
な
い
ん
で
す
か

 
葛
葉
 

 

 

ん

何
じ

ふ
む
ふ
む

紙
と

ン
か

れ

 
葛
葉
 

 

 

何
を
書
い
て
お
る
ん
じ

 
怠
惰

こ
れ
は
文

何
々
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葛
葉
こ
ん
な
紙
で
書
い
て
し
ま
う
事
と
な

て
し
ま
い
申

し
訳
こ
ざ
い
ま
せ
ん
龍
神
様
は
こ
う
し
て
話
を
理
解

し
て
下
さ
り
ま
す
が
実
の
所

る
に
は

る
の
で
す

が
そ
の
何
ぶ
ん

ず
か
し
い
も
の
で
変
な

だ

た

ら
ど
う
し
よ
う
期
待
し
て
た
の
と
違
う
何
こ
い
つ

る
の

等
と

わ
れ
て
し
ま
う
の
が
怖
い
も
の
で

そ
れ
に
私
が
こ
の
世
で

一
愛
し
た
殿
方
は
私
の

を
聞
い
て
ク
ス
リ
と

て
ら
し
た
も
の
で
そ
れ
で

そ
の
怖
く
な

し
ま
い
ま
し
て

  
怠
惰

そ

そ
う
な
ん
だ

ち

ん
葛
の
葉
さ
ん

 
て
お

り
な
の

 

 

う
む

実

は
良
く
話
す
が
こ
の
感
じ
の
せ
い
で

 
の
皆
は
近
づ
き
た
が
ら
ぬ
の
じ

よ
結
果
的
に
は

 

シ
と
は
ま
た
違

た
意
味
で
の
ボ

チ
じ
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た
し
子
持
ち
と
い
う
の
あ

て
す
ぐ
に
意
気
投
合

 
し
た
ん
じ

よ

 
怠
惰

そ

そ
う
な
ん
だ

愛
し
て
た
殿
方

て
す
ず

 

い
や

や
す
な名

さ
ん
か
な

 
葛
葉
 

 

 

ま
た
書
き
出
し
た
の

 
葛
葉
会

た
の
で
す
か

名
様
に

お
元
気
で
し
た
で

し

う
か

 
怠
惰

う
ん
元
気
だ
よ

今
は

の
子
孫
を
式
神
と
な

 
て
見
守

て
る
よ

 
葛
葉
そ
う
で
す
か
良
か

た

族
は
ま
だ
絶
え
て
な
い
の

い
の
で
す

 
怠
惰

ま

会
い
に
来
な
よ

会
わ
せ
て
あ
げ
る
か
ら
さ

 
さ
て
飲
も
う
か

 

 

う
む
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葛
葉
 

 
怠
惰

お

と
そ
れ
と
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
ま
た
次
回

 
に
お
会
い
し
ま
し

う

さ
よ
う
な
ら
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第
３
７
１
話
 
結
論
女
は
怖
い

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
バ
イ
ト
が
入

て
し
ま

た
た
め
ゲ

ム
シ

プ
に
行
け
な
か

た

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

明
日
こ
そ
絶
対
に

で
は
時
間
は

い
で
す
が
本
編
へ
ど
う

 
異
変
が
終
わ
り
神
子
達
も
目
覚
め
と
り
あ
え
ず
は
解
散
と
な

た
た
め
自
分
は
地
底
へ
と

て
い
た

 
理
 

い
や

れ
た
こ
う
い
う
時
は
久
々
に

い
も
の

 
が
食
べ
て

な

 
た
ま
に
は

い
も
の
が
食
べ
た
い
な
と
思
い
つ
つ
暗
い

を

け
急
都
へ
と
向
か
う

そ
し

て

わ
う
旧
都
を

け
奥
の
地
霊
殿
の

関
へ
と
来
る
と

を
開
け
中
へ
と
入
る

 
理
 

た
だ
い
ま

 
と

を
出
し
な
が
ら
前
を
見
る
と
こ
い
し
が
ニ
コ
ニ
コ
と

み
な
が
ら
立

て
い
た

 
理
 

お

こ
い
し
た
だ
い
ま
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こ
い

う
ん
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
こ
い
し
の
頭
を

で
る
と
こ
い
し
は
自
分
に
向
か

て

 
こ
い

理
久
兎
お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん
が

来
た
ら

 
部

に
来
て
だ

て

 
理
 

さ
と
り
が
か

 
こ
い

う
ん

 
さ
と
り
が
ど
う
や
ら
呼
ん
で
い
る
ら
し
い

書

に

の
印

を

し
て

し
い
の
だ
ろ
う

か 
理
 

分
か

た
行

て
み
る
よ

 
こ
い

・気
・を
・

・け
・て
・

 
そ
う

う
と
こ
い
し
は
奥
へ
と
向
か

て
い

た

気
を

け
て
と
は
一
体
ど
う
い
う
事
だ
ろ

う
か

 
理
 

ま

良
い
か

 
と
り
あ
え
ず
さ
と
り
が
呼
ん
で
い
る
み
た
い
だ
か
ら
さ
と
り
の
部

へ
と
向
か
い

の
前
に
来

る
と
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理
 

さ
と
り

来
た

 
さ
と

お
入
り
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
入

て
い
い
み
た
い
な
の
で
中
へ
と
入

た
そ
の

間

無
数
の
弾
幕
が
自
分
へ
と
襲
い
か

か

て
き
た

 
理
 

ち

 
す
ぐ
に
手
を
か
ざ
し
仙
術
を
唱
え
た

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 

明
の

を
は
り
弾
幕
を
防
ぎ
き
る

そ
し
て
さ
な
が
ら
ラ
イ
オ
ネ

ト
シ

ル
ド
の
よ
う
に

え
な
が
ら
中
へ
と
入
る

 
理
 

さ
と
り

何
を
そ
ん
な
不
意
打
ち
な
ん
て

 
さ
と
り
の

を
見
る
と
何
か
怒

た

を
し
て
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
に

し
事
し
て
ま
せ
ん
か

 
理
 

し
事

 
一
体
何
を

し
て
い
る
と
い
う
の
だ

何
も

し
て
は
い
な
い

な
の
だ
が
と
思

て
い
る

と
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さ
と

さ

き
こ
い
し
か
ら
全
て
聞
き
ま
し
た
ま
た
地
上
で

 
大
暴
れ
し
た
み
た
い
で
す

紙
に
は
外
出
と
書
か

 
れ
て
は
い
ま
し
た
が
ま
さ
か

れ
て
こ
ん
な
事
を
し

 
て
い
た
な
ん
て

 
理
 

何
時

 
さ
と

今
日
で
す
が

 
ど
う
や
ら
地
上
で
や

て
い
る
事
を
全
て
こ
い
し
に
見
ら
れ
な
お
か
つ
さ
と
り
に
知
ら
れ
た
み

た
い
だ

今
日

り
に
何
を
し
て
い
た
の
か
話
そ
う
と
思

た
が
先
手
を
打
た
れ
た

 
理
 

待
て

待
て

か
に
大
暴
れ

と
い
う
か
少
し
は

 
遊
ん
で
き
た
け
ど
無
論
そ
れ
は
今
日

う
つ
も
り
だ

 

た
か
ら

 
さ
と

心
が
読
め
な
い
の
で
心
理
が
分
か
り
ま
せ
ん
よ

 
理
久
兎
さ
ん

 
さ
と
り
は
無
数
の
弾
幕
を

て
き
た

 
理
 

ち

お
い

ち
着
け

て



 第３７１話 結論女は怖い

 
こ
ん
な

い
所
で
弾
幕
ご

こ
を
す
れ
ば
部

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
こ
と
待

た
な
し
だ

ど

う
す
れ
ば
さ
と
り
を

ち
着
か
せ
な
お
か
つ
部

を

さ
ず
に

む
か
と

え
思

た
の
は

 
理
 

仕
方
な
い

 
空

を

め
手
を
大
き
く

げ
る

そ
し
て

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
自
分
の
体
に
無
数
の
弾
幕
が

弾
す
る

そ
の
結
果
自
分
の
体
は
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
だ

 
理
 

て
て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
何

弾
す
る
よ
う
な
事
を

 
理
 

お
前
の
事
だ
か
ら
こ
の
ぐ
ら
い
し
な
い
と
信

を

 
し
な
い
だ
ろ

 
い
く
ら
蘇
る

体
と
は

え
ど
結

い

 
さ
と

ご
め
ん
な
さ
い

 
さ
と
り
は
頭
を
下
げ
て
謝

て
く
る

ど
う
や
ら

意
は
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
み
た
い
だ

 
理
 

ま

良
い
け
ど
ど
う
し
て
ま
た

 
さ
と

怖
か

た
ん
で
す
ま
た

て
居
な
く
な
る
ん
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じ

な
い
か

て

 
理
 

そ
う
か
俺
も
悪
か

た
も

と

く
に
伝
え
て
お
け

 
ば
良
か

た
ん
だ
よ
な
悪
い
な
心

さ
せ
て

 
さ
と
り
の
頭
に
手
を

せ
て
謝
る

さ
と
り
は
自
分
の
手
を

手
で

る
と

 
さ
と

せ
め
て

し
事
は
し
な
い
で
下
さ
い
じ

な
い
と
私

 
は

方
を
信

で
き
な
く
な

て
し
ま
い
ま
す
よ

 
理
 

す
ま
な
い

 
反
論
が
出
来
な
い
し
す
る
気
も
な
い

何
せ
悪
い
の
は
ど
う

い
て
も
自
分
な
の
だ
か
ら

だ
か
ら

心

意
を
込
め
て
謝
罪
す
る
だ
け
だ

 
さ
と

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
宴
会
に
は

加
す
る
ん
で
す

 
か

 
理
 

あ

そ
れ
で
何
だ

さ
と
り
が

人
嫌
い
な
の

 
は
知

て

う

来
な
い
か
宴
会
に

 
さ
と

 

く
の

が
続
く
そ
し
て
さ
と
り
は
口
を
開
き
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さ
と

良
い
で
す
よ
行

て
も

 
理
 

そ
う
か
無
理

え

 
さ
と

ふ
ふ

前
か
ら
少
し
ず
つ
と

て
も

回
し
か

 

加
し
て
ま
せ
ん
が
そ
れ
で
も
今
は
そ
れ
程

と
い

 
う
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
そ
れ
に
今
回
は
そ
の
理
久
兎

 
さ
ん
が
い
る
の
で

 

ず
か
し
い
の
か

が
真

だ

さ
と
り
の
頭
を

で
な
が
ら

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
さ
と

い
え

方
が
暴
れ
な
い
よ
う
に

視
す
る
だ
け
で

 
す
の
で

 
理
 

は
い
は
い
ツ
ン
デ
レ
ツ
ン
デ
レ

 
さ
と

や

り
も
う
一
発
弾
を
撃
ち
ま
す
よ

 
理
 

い
や
勘

 
そ
う
し
て
さ
と
り
が
宴
会
に
行
く
こ
と
が
決
ま

た
の
だ

た

そ
し
て
数
日
後
の
地
霊
殿
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
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理
 

番

 
耶
狛

 
亜
狛

 
こ
い

 
お

よ

 
お
空

だ
よ

 
黒
 

と
い
う
か
や
る
意
味
あ
る
の
か

 
皆
が
い
る
か
の

の
た
め
に
点
呼
を
し
て
い
る
と
黒
が
そ
う
聞
い
て
く
る

 
理

ま

一

 
黒
 

そ
う
か

 
さ
と

全
員
い
る
よ
う
で
す
し
行
き
ま
せ
ん
か

 
理
 

だ
な
行
く

 
亜
狛
と
耶
狛
が

け
目
を
作
り
出
し
自
分
達
は
中
へ
と
入
る

そ
し
て
出
た
場
所
は

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
座

ミ
ス

た

 
亜
狛

み
た
い
だ

ア
ハ
ハ



 第３７１話 結論女は怖い

 
黒
 

空
じ

か

 
座

的
に
高
さ

置
を
ミ
ス

た
み
た
い
だ

ま

別
に
飛
べ
る
か
ら
何
ら
問

が
な
い
た
め

た
だ
下
に
下
降
す
れ
ば
良
い
だ
け
の
話
だ

 
理
 

降
り
る

 
自
分
達
は
下
へ
と
降
り
地
上
へ
と

を
つ
け
る
と

度

い
た
土
だ

た
の
か
土

が
上
が

る

や
が
て

む
と
異
様
な
光

に
な

て
い
た
が

 
耶
狛

つ
い
た

 
亜
狛

も
う
始
ま

て
ま
す

 
黒
 

だ
な

 

人
は
知

た
こ

ち

な
い
と

わ
ん
ば
か
り
に

う

 
お

理
久
兎
様
大
丈
夫
で
す
か
い

 
理
 

う
ん

大
丈
夫
そ
れ
よ
り
も
さ
と
り
に
ボ
コ
ら
れ

 
た

の
方
が

い
か
な

 
さ
と

自

自

で
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
お

が
心

し
て
く
れ
る
が
何
ら

く
は
な
い
が
さ
と
り
に
ボ
コ
ら
れ
た

が
今
も
結
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い

す
る
と

 
蓮
 

理
久
兎
さ

ん
刀
狩
り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
よ

 
亜
狛

え

 
耶
狛

ま

マ
ス

蓮

が
可

し
い
よ

 
さ
と

自

に
ご
機
嫌
で
す

彼

 

か
に
ご
機
嫌
だ

ご
機
嫌
な
の
は
良
い
が
刀

刀
し
た
状
態
で
持

て
い
る
た
め
か

か
ら

見
た
ら
辻
斬
り
と
同

に
見
え
る
だ
ろ
う

 
黒
 

お
前
ら
何
が
あ

た
ん
だ

 
霊
夢

酔

て
る
の
よ

 
理
 

あ

通
り
で

も
ご
機
嫌
な
の
か

 
酔

ら

て
い
る

て
蓮
も

も
ど
れ
だ
け
飲
ん
だ
ん
だ

弱
い
な
ら
飲
ま
な
い
方
が
良

い
の
に
と
思
い
仕
方
な
い
の
で
酔
い
を
覚
ま
さ
せ
て
や
ろ
う
と

え
な
が
ら
数
歩
前
へ
と
出
て
手

を
動
か
し
て
か
か

て
こ
い
と

ス
チ

す
る
と
蓮
が
斬
り
か
か

て
き
た

 
神
子

理
久
兎
さ
ん

 
神
子
が
心

し
て
い
る
の
か

ぶ
が
問

な
い

だ

て
目
の
前
の
蓮
の
斬
り
か
か
り
は
正
常
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な
時
よ
り
も
遥
か
に
な
ま
く
ら
な
の
だ
か
ら

 
理
 

仙
術
四
式

 

シ

 
仙
術

に
よ
り
薄
い
霊
力
の

を
手
の

ら
に
作
り
蓮
の
刀
を

ん
で

さ
え
る

が
良

い
感
じ
で

と
な
る
た
め
何
ら
か

く
な
い
し
斬
ら
れ
も
し
な
い

 
理
 

そ
ん
な
な
ま
く
ら
な

じ

俺
は
切
れ

よ

 
ド
ゴ
ン

 
蓮
 

ぐ
ぶ

 
霊
力
を

わ
せ
た

で

く

に

ン
チ
す
る
と
蓮
は

を

さ
え
て

る
結

い
た
み
た

い
だ

 
霊
夢

ち

と
蓮

大
丈
夫

 
蓮
 

う

が

て
あ
れ

は
何
を
し
て
た
の

 
霊
夢

い
一
発
で
酔
い
が
覚
め
た

 
一

こ
れ
ま
で
亜
狛
や
耶
狛
そ
し
て
黒
が
酔

う
事
が
多
か

た
た
め
か
こ
う
い

た

事

に
は
も
う

れ
た

蓮
に
手
を

し
出
し
て
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理
 

大
丈
夫
か
蓮

 
蓮
 

え

え

 
自
分
の
手
を

み
蓮
は
起
き
上
が
ら
せ
る

 
霊
夢

全
く
あ
ん
た
は

 
蓮
 

え

と
何
が
ど
う
し
た
の

 
霊
夢

や

り
覚
え
て
な
い

も
う
良
い
わ
よ

 

ま

何
だ

酒
に
は
気
を

け
ろ
よ

あ

 
な
る
か
ら
よ

 
魔
理

が
指

す
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
泥
酔
し
き

て
酒

を

き

に
し
て
眠
る

が

い
た
と
い
う
か

る
の

す
ぎ
だ
ろ

 
蓮
 

う
ん

そ
れ
よ
り
も
理
久
兎
さ
ん
そ
の

の

 
だ
と
か
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

ん

ま

 
チ
ラ
リ
と
さ
と
り
を
見
る
と
さ
と
り
は
真

で

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

く
宴
会
し
ま
し

う



 第３７１話 結論女は怖い

 
そ
う

い
先
へ
と
進
ん
で
い
く

と
り
あ
え
ず
同
じ

遇
で
あ
る
蓮
に

 
理
 

蓮
に

て
お
く
こ
の
世
で
一
番
怖
い
の
は

 
女
そ
れ
も
恋
人
か
も
し
れ
な
い
な

 
そ
う

い
さ
と
り
な
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

地
霊
殿
の
面
々
と
は
や
は
り
関
わ
り
た
く
は

な
い
の
か
地
上
の
者
達
は
近
づ
こ
う
と
し
て
は

 
チ
ル

い
お

子
あ
る

 
い
や
来
た
な
妖

が

 
お
空

あ

私
も
お

子
食
べ
た
い

 
お
空
も
チ
ル
ノ
に
感
化
さ
れ
た
の
か
お

子
が
食
べ
た
い
と

て
き
た

そ
れ
所
か

 
布
都

理
久
兎
よ
お

子
と
は
何
じ

 
布
都
も
興
味
を
も

て
や

て
来
る

そ
し
て
自
分
は
気
づ
い
て
し
ま

た

人
か
ら
同
じ

よ
う
な

気
が
あ
る
こ
と
に

だ
が
同
時
に

な
子
な
ら
ば
近

て
く
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
も
思

た

 
理
 

ま

あ
る
よ

つ
ぶ

の
お
は
ぎ
で
良
い

 
チ
ル

良
い
よ
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お
空

理
久
兎
様
の
お
は
ぎ
だ

 
布
都

こ
れ
が
お

子
か

 

人
は
一

に
食
べ
る
と

ん
で
く
れ
る

 
チ
ル

美
味
し
い

 
お
空

や

り
理
久
兎
様
の
料
理
は
美
味
し
い

 
布
都

お

い

こ
れ
が
お

子
と
い
う
物
か

 
喜
ん
で
く
れ
る
の
な
ら

い
だ

し
か
し
何

か
さ
と
り
が

ト
目
で
見
て
く
る

 
さ
と

ハ

レ
ム
で
喜
ん
で
ま
す

 
理
 

な
わ
け
な
い
で
し

と
い
う
か
何

に
こ
ん
な

 

え
き

た
夫

み
た
い
な
感
じ
な
の

 
さ
と

ふ
ふ

談
で
す
よ

 
理
 

ま

た
く

談
が
キ
ツ
イ
よ

 
そ
ん
な
会
話
を
し
つ
つ
皆
と
宴
会
を
楽
し
む
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ
何
か
眠
そ
う
じ

な

 
怠
惰

ま

バ
イ
ト
が

 

 

じ

が
旅
立
つ
金
は
あ
る
ん
じ

ク

 
ソ
ウ
ル
を
買
お
う

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
買
い
た
い

そ
ん
で
挑
戦
あ
る

 
の
み
だ

 

 

怠
惰
は
何
で
行
く
ん
じ

 
怠
惰

も
う
脳

目
指
そ
う
か
な

と

約
し
て

 

 

あ

け
な
く
死
に
そ
う
じ

な

 
怠
惰

ち

ん
は

 

 

う

む
信

メ
イ
ン
で
行
こ
う
か
の

 
怠
惰

良
い
ん
じ

な
い

そ
こ
は

ら
楽
し
ん
だ
者

 
勝
ち
だ
か
ら

 

 

じ

な

さ
て
も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ
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怠
惰

あ
い
あ
い
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第３７２話 弟子に会おう

 
第
３
７
２
話
 
弟
子
に
会
お
う

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

お
値

が
高
く
て

ク
ソ
ウ
ル
が
買
え
な
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

中
古

り
で
３
０
０
０

て
ぼ

た
く
り
過
ぎ
る
わ

こ
れ
は
無
理
で
し
た

で
は

で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
神
子
達
を
蘇
ら
せ
る
た
め
に
起
こ
し
た
異
変
か
ら
数
日
後
自
分
は
部

に
い
て
断
罪
神
書
を

整
理
し
て
い
た

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば
こ
ん
な
の
も
あ

た
な

 
結

昔
に

々
と
出
し
た
り
は
し
て
い
る
が
や
は
り
そ
れ
で
も
収
集

の
せ
い
か
ど
ん
ど
ん

ま

て
い
く

そ
の
た
め
定
期
的
に
整
理
し
な
け
れ
ば
探
す
の
が
大
変
な
の
だ

そ
う
し
て
整
理

し
て
い
る
と

に
は
し
ま
え
な
い
思
い
出
の
品
々
も
出
て
く
る

 
理
 

こ
れ
は

あ

紫
が
作

た
花

か

 
修
行
の
休
憩
が
て
ら
で

た
花
畑
で
切

に
作

て
も
ら

た
花

が
出
て
く
る
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に
も
し
ま
え
ず
置
く
と

れ
る
た
め
ず

と

し
続
け
て
い
る
花

だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
改
め
て
紫
の
家
に
行

た
こ
と
な

 
い
よ
な

 
今
思
う
と
紫
の
家
に
行

た
こ
と
が
な
い
な
と
思

た

 
理
 

行

て
み
よ
う
か
な

ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の

 
か
気
に
な
る
し

い

そ
の
事
で
泊
ま

ち
ま
お

 
う
か
な

 
紫
の
事
だ
か
ら
恐
ら
く
自

に
自
分
の
や
り
た
い
よ
う
に
生
活
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
ら
な
い

前
の
天
子
の
異
変
の

に
も
昔
よ
り
も
動
き
が

て
い
た
た
め
変
な
予

を
し

て
し
ま
う

 
理
 

行

て
様
子
見
し
よ
う
か

さ
と
り
に
は
伝
え
て

 
お
こ
う

 
数
日
前
に
そ
れ
で
い
ざ
こ
ざ
が
あ

た
た
め
伝
え
る
に
は
伝
え
よ
う
と

え
さ
と
り
の
元
へ
と

向
か
う

 
理
 

さ
と
り

入
る



 第３７２話 弟子に会おう

 

を
開
け
さ
と
り
の
仕
事
場
へ
と
行
く
と
さ
と
り
が
仕
事
を

け
よ
う
と
頑

て
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ど
う
か
し
た
の
で
す
か

 
理
 

あ

ち

と

日
間
だ
け
ど
外
出
し
て
も

わ

 
な
い
か
い

 
さ
と

そ
れ
は

い
ま
せ
ん
が
何
処
へ
行
か
れ
る
の
で
す

 
か

 
理
 

ん

ち

と
弟
子
の
元
ま
で

 
そ
れ
を
聞
き
さ
と
り
は
目
を

め
る
が
た
め

を

い
て

 
さ
と

良
い
で
す
よ
行

て
も

今
回
は
し

か
り
と
伝

 
え
て
く
れ
ま
し
た
し
そ
の
代
わ
り
ち

ん
と
帰

て

 
き
て
下
さ
い

 
理
 

あ
い
よ

 
報
告
す
る
こ
と
し
た
た
め
部

へ
と
出
て
次
に
自
分
は
亜
狛
の
元
ま
で
向
か
う

 
理
 

お

い
亜
狛

 
亜
狛

ん

あ

マ
ス

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
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耶
狛

ど
う
か
し
た
の
マ
ス

 
理
 

あ

ち

と
紫
の
元
ま
で
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
行

 
け
る
か

 
そ
う

う
と
亜
狛
は
目
を

り

す
る
と

 
亜
狛

い
る
場
所
は

ふ
む
幻
想
郷
で
す
が
結
界
が

り

 
ら
さ
れ
て
る
場
所
で
す
か

行
け
な
く
な
な
い
で
す

 
よ

 
理
 

お

な
ら
頼
め
る
か

 
亜
狛

良
い
で
す
よ

 
亜
狛
が

け
目
を
作
ろ
う
す
る
そ
の
時
に
耶
狛
が
不
思
議
そ
う
に
聞
い
て
く
る

 
耶
狛

で
も
マ
ス

何
で
ま
た
紫
ち

ん
な
の

ま
さ
か

 
弟
子
を

略
す
る
の

 
理
 

そ
れ
は
一
体
何
の

略
だ
よ

ま

気
に
し
な
い
が

 
た
だ
単
に
一
泊
二
日
し
て
様
子
を
見
る
だ
け
だ
よ
紫

 
の
私
生
活
を
見
に
な
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耶
狛

て
こ
と
は
帰
り
は
明
日

 
理
 

ま

そ
う
だ
な

 
と

話
し
て
い
る
と
亜
狛
が

け
目
を
作
り
終
え
た
の
か
自
分
達
の
方
へ
と

り
返
る

 
亜
狛

良
い
で
す
よ

 
理
 

お

あ
り
が
と
う
な

そ
ん
じ

行

て
く
る
よ

 
そ
う

い
亜
狛
の
作

た

け
目
へ
と
飛
び
込
む
の
だ

た

そ
う
し
て

け
目
を

け
る
と

の
中
へ
と
降
り
る

そ
の
奥
に
は

が
見
え
る
そ
こ
に
紫
達
が
住
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

歩

き
奥
の

に
向
か
う
と

 
理
 

 

の
方
か
ら
無
数
の

い
何
か
が

方
へ
と
向
か

て
く
る

す
ぐ
に
回

し
見
て
み
る

と

の
縁

に
女
性

か
紫
の
式
の

が
立

て
い
た

そ
し
て
そ
の

い
何
か
は
よ
く
見

る
と
ふ
さ
ふ
さ
の

だ

た

し
か
も

は
地
面
か
ら
引
き

か
れ

の
後
ろ
へ
と

る

 

 

何
者
だ

こ
こ
に
侵
入
し
て
き
た
愚
か
者
は
出
て

 
こ
い

 
理
 

や
れ
や
れ
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手
を
あ
げ
て

か
ら
見
え
る
よ
う
に

か
ら
出
る
と

 

 

名
を
名
の

れ

 

の

が
み
る
み
る
と

く
な

て
い
き

に
変
わ

て
い
く

何
が
そ
ん
な
に
怖
い
の
だ

と
思

て
い
る
と

 

 

す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た

 
何

か
謝
り
だ
し
た

は
何
も
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な
い

な
の
だ
が

そ
れ
よ
り
も
良
く
分

か

た
な
と

め
て
あ
げ
た
い

す
る
と
今
度
は

 

 

お

は
ま
だ
か
し
ら

 

子
を
開
け
て
弟
子
の
紫
が
出
て
く
る

こ
い
つ
や
は
り
少
々
自

に
生
活
を
し
て
い
る
み

た
い
だ

 

 

紫
様

た

た
た
大
変
で
す

 
紫
 

だ
か
ら
ど
う

え

 
紫
は
自
分
を
見
る
と
あ
り
え
な
い
と
い

た

を
す
る

 
理
 

よ
お
紫

お
前
ど
う
や
ら
俺
が
い
な
い
間
で
結

な

 
自

生
活
を
し
て
い
る
み
た
い
だ
な
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紫
の

が
喜
び
の

と
な

て
最
終
的
に
は

ざ
め
る

 
紫
 

お
お
お
御
師
匠
様

 
理
 

雷

 

雷
で
一
気
に

を

め
て
紫
の
前
に
来
る
と
頭
に
置
い
て

 
理
 

紫

前
に
も

た
よ
な

少
し
は
動
け

て
何
だ

 
こ
の

は

ま
た
少
し
太

た
か

 
つ
い
で
に

を

し
く
つ

て
引

る

引

る
手
を

り

い
紫
は
す
ぐ
に
後
ろ
へ

と
下
が
り
体
制
を
整
え
る

 
紫
 

よ

余
計
な
お
世
話
で
す
わ

 
理
 

ふ

ん

ち

ん
正
直
に

て
良
い
よ
紫

て

 
こ
こ
最
近
運
動
と
か
し
て
る

 

 

え

え

と

運
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
結
界

 

持
な
ど
で
頭
は
使

て
ま
す
よ
そ
れ
に
新
た
な
る

 
知

を

よ
う
と
外
の
事
だ
と
か
を

強
は
な
さ

 
て
い
ま
す
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流

は
従
者
の
役
職
だ
け
あ

て
紫
に
対
し
て
フ

ロ

を
入
れ
な
が
ら
説
明
を
し
て
く
れ

る

だ
が
何
も
せ
ず
に
ぐ
う
た
ら
し
て
い
る
だ
け
か
と
思

て
い
た
が
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
良

か

た

 
理
 

ふ
む

紫
ち

と
こ

ち
に
来
な
よ

 
紫
 

え

 
何
だ
と

し
て
い
る
の
か
紫
は
お
そ
る
お
そ
る
近

る
と
手
を
頭
に
置
い
て

 
理
 

い
じ

な
い
か

運
動
は
し
て
い
な
い
み
た
い
だ

 
け
ど
そ
れ
で
も
知

を

よ
う
と
頑

て
い
る
の

 
は
良
い
こ
と
だ
よ

 
紫
 

ち

ち

と
頭
を

で
な
い
で
下
さ
い

御
師

 
匠
様

 
理
 

嬉
し
く
な
い
か

あ

も
う
そ
ん
な
事
を
す
る
年

 
で
も
な
く
人
間
で
い
う
大
人
か
な

な
ら
子

い

 
す
る
の
は
良
く
な
い
か

 
紫
 

う

良
い
で
す
今
日
は
許
し
て
あ
げ
ま
す
わ
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ま

た
く

直
じ

な
い
が
可
愛
い
所
も
あ
る
じ

な
い
か

し
か
し
こ
ん
な

直
じ

な
い

の
は
一
体

に

た
の
や
ら

 

 

こ

こ
ん
な
紫
様
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
で
す

 
よ
ま
る
で

い

ら
さ
れ
た

で
す

 
理
 

え

何
時
も
は
ど
ん
な
感
じ

 

 

散

い
と
皆
か
ら

わ
れ
る
程

し
事
な
ど
も
多

 
い
人
で
す
の
で

 
紫
 

て
お
き
ま
す
が
育
て
た
の
は
御
師
匠
様
よ

 
つ
ま
り
俺
に

た
と

い
た
い
の
か

散

さ
は
自
覚
は
し
て
や
る
が

し
事
は

い

や
嘘
で
す

ど
が
自
分
に

て
ま
す

 
理
 

正
論
過
ぎ
て
何
も

え
ま
せ
ん

 
紫
 

ち

と

何
か

て
く
れ
な
い
と
私
の

た

 
事
全
て
行
程
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

仕
方
な
い
全
部
あ

て
る
ん
だ
か
ら

 
と

そ
ん
な
話
が
弾
ん
で
い
る
と

が
何
か
を
思

た
の
か
口
を
開
け
る
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そ
う
い
え
ば
理
久
兎
様
は
何

こ
こ
に

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば

て
な
か

た
な

な

 
紫
に

ち

ん

 
紫
 

何
か
し
ら

 
理
 

今
日
泊
め
て

 
若
者
の
ノ
リ
で

う
と
紫
と

は
固
ま
る

そ
し
て
我
に
返
る
と

 
紫
 

御
師
匠
様
が
家
に

 

 

な

何
か
あ

た
ん
で
す
か

 
理
 

い
や
何
も
た
だ
紫
達
の
様
子
を
見
た
い
か
ら

 
こ
の
表
情
か
ら
察
す
る
に

惑
か
と
思

た

突
然
来
れ
ば

惑
か
も
し
れ
な
い
が
紫
の
私
生

活
が
気
に
な

て
い
た
た
め
あ
ら
か
じ
め

え
ば
部

を

け
た
り
と
す
る
た
め
私
生
活
が
見

れ
な
い
の
だ

そ
れ
な
ら
ば
何
も

わ
ず
に
来
た
方
が
見
れ
る
だ
ろ
う

 
理
 

あ

惑
な
ら
帰
る
け
ど

 
紫
 

い

い
い
え

惑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
わ

そ
れ
に

 
前
も

て

て
下
さ
れ
ば
そ
の

美
容
院
に
も
行
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た
の
に

 
理
 

ん

何
か

た
か

 
紫
 

い

い
え

何
も

 

 

え
と

惑
で
は
な
い
で
す
が
散
ら
か

て

 
散
ら
か

て
い
る
な
ら
少
し
は

け
れ
る
だ
ろ
う

そ
れ
に

は
前
々
か
ら
見
て
い
て
ま
じ

め
な
印
象
が
強
か

た
た
め
掃
除
や
ら
も
怠

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
思

て
い
た

 
理
 

わ
な
い
よ

私
生
活
を
見
に
来
た
ん
だ
し

 
紫
 

あ
の
今
何
か

 
理
 

い
い
や
何
も

な
ら
明
日
ま
で
お
世
話
に
な
る
よ

 
紫
 

え

よ
う
こ
そ
我
が
家
へ

 
そ
う
し
て
自
分
は
紫
と

が
住
む
家
へ
と
上
が
ら
せ
て
も
ら
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

 

て
か
怠
惰
よ

ク
ソ
買
え
な
か

た
の
か
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怠
惰

近
所
の
中
古
シ

プ
は
ぼ

た
く
り
だ

た

 
買
う
な
ら
遠
出
し
て
チ

ン
店
の
中
古
店
に
行

 

た
方
が
断
然
安
い

 

 

は

仕
方
な
い
の
そ
れ
ま
で
待
つ

 
怠
惰

悪
い

 

 

そ
れ
よ
り
も
つ
い
に
第
零
章
は
投
稿
し
た
ん
じ

 
な

 
怠
惰

う
ん
と
り
あ
え
ず
は
ま

日

日
に
再
投
稿
は
し

 
て
い
く
予
定
だ
よ
何
か
な
け
れ
ば

 

 

と
い
う
か
そ
ろ
そ
ろ
章
分
け
も
し
た
ら
ど
う
じ

 
分
か
り
に
く
く
な

て
お
る

 
怠
惰

う

ん
今

の
日

日
に
作
ろ
う
か
な

て
思

 
て
る
よ

 

 

そ
う
か
ま

く
な
ら
ぬ
よ
う
に
な

 
怠
惰

分
か

て
ま
す
よ
さ
て
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
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し
ま
す
か

 

 

う
む
で
は
読
者
様
今
回
も
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
第
３
７
３
話
 
紫
の
生
活
ぶ
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ン
ピ

ス
を
見
て
い
る
と
向
か
し
と
今
と
で
は
だ
い
ぶ

が
変
わ

た
な

と
思
う
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
に
思
う
ん
で
す

ル
フ

て
物
理

か
な
い
の

に
仲
間
に
ボ
コ
ら
れ
て

ン
コ
ブ
や
ら
出
来
る

て
ど
う
な

て
る
ん
だ
ろ
う

て

お

と
失
礼
こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
家
へ
と
上
が
ら
せ
て
も
ら
い
す
ぐ
に
見
て
思

た
感
想
は

 
理
 

案
外

い
て
る
じ

ん

 

か
ら
は
散
ら
か

て
い
る
と
は
聞
い
た
が
そ
ん
な
事
は
な
い

ろ
綺

に
整

さ
れ
て
い

る 

 

い
え
そ
の
ま
だ
掃
除
が
終
わ

て
な
く
て

 
理
 

掃
除

な
ら
さ
さ

と
や
る

 

 

い

い
え
い
え
理
久
兎
様
に
そ
ん
な
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紫
 

御
師
匠
様
別
に
そ
ん
な
事
を
せ
ず
と
も

が
や
る

 
わ
よ

 
昔
に
家
事
や
ら
教
え
た
は
ず
な
の
だ
が
こ
の
怠
け
よ
う
で
あ
る

 
理
 

い
や
た
ま
に
は

ち

ん
も
休
ま
な
い
と
過

で

 
ぶ

れ
る

そ
れ
と
紫
お
前
も
た
ま
に
は
自

 
分
か
ら

先
し
て
や
り
な
さ
い
従
者
に
任
せ

き

  
だ
が
こ
こ
で
思

た

そ
う
い
え
ば
こ
こ
ず

と
掃
除
や
ら
料
理

外
の
家
事
や
ら
は
亜
狛
や

耶
狛
に
黒
達
に
任
せ

き
り
だ
な
と

つ
ま
り
自
分
は
そ
れ
を

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と

え

た 
紫
 

ま

御
師
匠
様
も
人
の
事
は

え
な
い
わ
よ

大

 

は

人
と
か

ト
達
に
任
せ
て
い
る

て
所
か

 
し
ら

 
理
 

ま

な

だ
が
料
理
は
大

俺
が
作

て
る
か
ら

 
な

と
い
う
か
紫
そ
ん
な
生
活
し
て
る
と

の

い
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手
が
い
な
く
な
る

 
紫
 

あ
ら
大
丈
夫
よ

い
ざ
と
な

た
ら
御
師
匠
様
と

 
を
入
れ
る
か
ら

 
理
 

お
い
お
い
あ
の
な

 
一
方
そ
の
頃

地
霊
殿
で
は

 

キ
ン

 
お

あ

カ

プ
が

さ
と
り
様
大
丈
夫
で
す
か

 
さ
と

え

一

だ
け
ど
理
久
兎
さ
ん
に
殺
意
が

い

 
た
よ
う
な

気
の
せ
い
か
し
ら

 
お

こ

こ
わ
い
な

 
と

そ
ん
な
事
が
起
こ

て
い
た

そ
し
て
理
久
兎
も

 
理
 

 
紫
 

ど

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 

 

理
久
兎
様

が
真

で
す
よ

 
理
 

い

い
や

あ
は

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ



 第３７３話 紫の生活ぶり

 
何

だ
ろ
う

さ
と
り
は
近
く
に
い
な
い

な
の
に
物

く

や
や
か
な
殺
気
を
感
じ
て
し

ま

た

さ

き
ま
で
平
常
だ

た
の
に

中
に
は

や

が
流
れ
た

 
理
 

紫

そ
ん
な
発

は

談
で
も
す
る
な
よ

 
紫
 

え

え

 

 

最
強
と

わ
れ
た
妖
怪
王
の
弱
点
は
女
性
な
ん
で

 
す

 
理
 

あ

思
う
よ
恐
ら
く
こ
の
世
で
一
番
怖
い
の

て

 
女
性
だ
な

て

 

や
諏
訪
子
に
紫
や
さ
と
り
そ
の

に
も
大

い
る
が
皆
女
性
と
い
う
事
だ

た
だ
何

か

お
ふ
く
ろ
だ
け
は
怖
く
は
な
い
が

 
理
 

と
り
あ
え
ず
掃
除
を
す
る
よ

 

 

い
え
で
す
か
ら

 
理
 

良
い
よ
宿
泊
料
と
し
て
や
ら
せ
て
く
れ
や

 
紫
 

無

よ
や
ら
せ
て
あ
げ
ま
し

う

 

 

は
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そ
う
し
て
自
分
は
さ
さ

と
掃
除
を
開
始
し
た

掃
除
は
し
て
い
て
思

た
の
は

や
ゴ
ミ
な

ど
が
思

て
い
た
よ
り
も
遥
か
に
少
な
か

た

そ
れ
は
し

か
り
と
掃
除
が
行
き

い
て
い
る

証
拠
だ

そ
の
お
陰
か
さ
さ

と
の
掃
除
で
全
部
が

い
た

 
理
 

ち

ん

い

こ
こ
ま
で
掃
除
を
行
き

か
せ

 
て
る

て
主

か
何
か
だ

た

 

 

い
え
い
え
そ
ん
な
主

な
ど
で
は

 
紫
 

ま

式
に
な

て
１
０
０
０
年

上
は

て
い
る

 
か
ら
仕
事
や
計

は
そ
う
だ
け
ど
事
務
作

も
お
手

 
の
物
よ

な
ら

 
亜
狛
と
耶
狛
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
数
で
従
者
を
し
て
い
る
だ
け
あ

て
掃
除
や
ら
事
務
作

は

同
等
レ

ル
し
か
も
亜
狛
と
耶
狛
は
あ
ま
り

意
で
は
な
い
料
理
等
も
こ
な
せ
る
の
は

直
に

い
と
思

て
し
ま

た

の

に
手
を
置
き

 
理
 

ち

ん
も
し
紫
に
嫌
気
が
さ
し
た
ら
家
に
来
な
よ

 
面

無
し
で

す
る
か
ら

 

 

え
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紫
 

ち

と
御
師
匠
様

は
私
の
式
だ
か
ら
渡
さ
な

 
い
わ
よ
そ
れ
と
ス
カ
ウ
ト
は

め
て
く
だ
さ
い

 
理
 

あ
は
は

さ
て
と
部

も
綺

に
な

た
し
酒
で
も

 
飲
ま
な
い
か

 
断
罪
神
書
か
ら
酒

を
出
し
て

で

う
と
紫
は

く
が

を

ま
せ
て

 
紫
 

良
い
で
す
わ

な
ら

酒

を
持

て
き
て

 

 

あ

は
い

た
だ
い
ま

 
理
 

あ

そ
れ
な
ら
心

は
な
い
よ

 
断
罪
神
書
か
ら
あ
る
物
を
取
り
出
す

そ
れ
は

達
の

で
も
使

た
特

な

だ

 
理
 

こ
れ
を
使

て
飲
も
う

ら
紫
も

ち

ん
も

 
座

て
座

て

 
紫
 

あ
ら
準
備
が
よ
ろ
し
い
事
で

 

 

な
ら
お

葉
に

え
ま
す

 

人
が
座
る
と
自
分
は

に
酒
を
注
ぎ
渡
す

 
理
 

と
り
あ
え
ず

く
飲
め
よ
格
が

ち
る
か
ら
さ
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紫
 

⻤
の
酒

の

化
品
で
す
わ

さ
て
さ
て
お
味
は

 

 

ゴ
ク

 

人
は
酒
を
一
気
に
飲
む

そ
し
て
目
を
見
開
い
て

 
紫
 

美
味
し
い
で
す
わ

こ
れ

 

 

本
当
に
そ
う
で
す

 
理
 

紫
の

う
通
り
ど
う
頑

て
も

化
品
だ
け
ど
悪

 
魔
で
も

・格
・が
・

・ち
・る
・

・度
は
だ
け
ど
な

 

 

つ
ま
り
味
は
本
物
と
大

変
わ
ら
な
い
と

 
理
 

あ

材
は
同
じ
だ
か
ら

た
だ

り
の
力

と
い

 
う
技
術
が

り
な
い
だ
け
で
あ

て
な

 
格
に

て
は
勇
儀
の
星

と
同
等
の
レ

ル
を

る
が
問

は
格
が

ち
る

度
そ
こ
だ

け
は
改

し
た
く
て
も
改

が

し
く
今
の
課

で
も
あ
る
が
紫
達
は
そ
れ
で
も
美
味
し
い
と

て
く
れ
て
嬉
し
く
な
る

 
理
 

ま
だ
ま
だ
酒
も
あ
る
し
つ
ま
み
も
持

て
き
た
ん
だ

 
飲
ん
で
食
べ
て
愚

で
も

い
な
が
ら
楽
し
も
う
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人
共

 
紫
 

良
い
で
す
わ

き
合
い
ま
す

 

 

せ
ん
げ
つ
な
が
ら
私
も

き
合
い
ま
す

 
そ
う
し
て
自
分
と
紫
と

と
で
飲
ん
で
食
べ
て
を
す
る
こ
と
数
時
間
が

過
す
る

 

 

は

で
す
か
ら
私
が
紫
様
に
変
わ

て

理

 
し
て
い
る
ん
で
す

 
紫
 

そ
れ
は
だ

て

女
が

任
だ
か
ら
よ

 

 

も
う
少
し
紫
様
も
や

て
く
だ
さ
い
よ

 
理
 

お
い
お
い

ち

ん
大
丈
夫
か

 

 

大
丈
夫
で
す
ま
だ
飲
め
ま
す

 
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

が
少
し

い
の
だ
が

 
理
 

そ
う
い
え
ば
紫
さ
友
達
は
で
き
た

 
紫
 

い
る
と
思
い
ま
す

 
理
 

う
ん
ご
め
ん

 
恐
ら
く
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
自
分
が

た
事
に
対
し
て
謝
る
と
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紫
 

ち

と
少
し
は
い
ま
す
わ
よ

多
羅
と
か
後
は

 
え

と

そ
ん
な
目
で
見
な
い
で
下
さ
い

 
こ
れ
紫
も
だ
い
ぶ
酔

て
い
る

そ
ん
な
に
強
い
酒
を
飲
ま
せ
て
い
る
訳
で
も
な
い
の
だ

が

々
度
数
は
約

度
な
の
だ
が

 
理
 

お

い

人
共
こ
れ
何
本

 

手
で

サ
イ
ン
を
見
せ
る
と

人
は
じ

と
指
を
見
て

 
紫
 

本
で
す
わ

 

 

本
で
す

 

メ
だ
こ
い
つ
ら
完

に
酔

て
目
ま
で
可

し
く
な

て
や
が
る

 
理
 

お
前
ら

た
ら
ど
う
だ

 
紫
 

何
を

う
ん
で
す
か
御
師
匠
様

ま
だ
ま
だ

か
せ

 
は
し
ま
せ
ん
わ

 

 

も
う

 
理
 

は

仕
方
な
い

き
合

て
や
る
よ

 
そ
う
し
て
自
分
は
ま
だ
⻑
い

日
を
紫
と

と
共
に
飲
み
明
か
す
の
だ

た



 第３７３話 紫の生活ぶり

 
怠
惰

は
い
で
は

日

の
あ
と
が
き
コ

ナ

で

 
ご
ざ
い
ま
す

 

 

う
む

 
怠
惰

え

と
伝
え
る
こ
と
は
あ

う
ん
ま

と
り
あ

 
え
ず
は
次
回
の
投
稿
で
ま
た
あ

ち
を
投
稿
し
ま

 
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 

 

つ
い
に
来
お

た
か
オ
リ
異
変

 
怠
惰

ど
う
し
た
の

そ
ん
な

を
し
て

 

 

怠
惰
の
中
の
奴
が

え
る
オ
リ
異
変
の

謀
者
は

 
本
当
に
ろ
く
な
奴
が
お
ら
ん
か
ら
な
正
直
な
話
に

 
な
る
が
不
安
で
の

 
怠
惰

ま

か
に

ま

え
る
の
は
今
回
も
ろ



 第二十三章 古に眠りし友の復活

 
く
で
も
な
い
よ

て

て
は
い
た
け
ど

 

 

嫌
じ

な

せ
め
て
昔
に
戦

た
事
が
あ

 
る
と
か
そ
い
う
奴
な
ら
楽
な
の
じ

が
な

 
怠
惰

そ
う
だ

そ
の
方
が
楽
だ

ま

で
も
さ
中

 
の
人
は

謀
者
だ
と
か
そ
の

も
決
め
て
る
み
た

 
い
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん

そ
う
だ
と
り
あ
え
ず

ち

ん
に
こ
れ

 
を
あ
げ
よ
う

 

 

何
じ

こ
り

 
怠
惰

コ
ミ

ラ
ン
ク
表
だ
と
か
コ
ミ

を
上
げ
れ
ば
そ

 
の
コ
ミ

に
あ

た
実
力
を

れ
る
と
か

れ
な

 
い
と
か
中
の
人
が
作

た
代
物
だ
か
ら
よ
う
分
か

 
ら
ん

 

 

ピ

ソ
ナ
か



 第３７３話 紫の生活ぶり

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
か

さ
て
さ
て
も
う
そ
ろ
そ
ろ
時

 
間
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

と
り
あ
え
ず
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

ま
た
の



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
二
十
四
章
 
禍
と
共
に
現
れ
し
凶
変
者
達

 
第
３
７
４
話
 
弟
子
は
成
⻑
し
て
い
く

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

も
う
じ
き
期
末
テ
ス
ト
が
近
づ
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
に

に
な

て

い
く
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

本
当
に
嫌
で
す

ま

こ
ん
な

な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編

へ
ど
う

 
紫
の
家
に
来
て
数
時
間
が

過
す
る

現

は
と
い
う
と

 
紫
 

御
師
匠

様

 

 

も
う
飲
め
ま

せ
ん

 
理
 

や
れ
や
れ

 

人
は
酔
い
つ
ぶ
れ
た
の
か
ぐ

す
り
と
眠

て
い
た

だ
が
こ
う
し
て
弟
子
と
そ
の
従
者

と
で
飲
み
交
わ
せ
た
の
は
良
か

た
と
思
え
た



 第３７４話 弟子は成⻑していく

 
理
 

あ
れ
か
ら
も
う
１
０
０
０
年
か
紫
に
は
負

か
け
ち

 
ま

た
よ
な

 
酒
を
グ
ビ

と
飲
ん
で
そ
う

く

自
分
が
消
え
た
後

美
寿
々
達
か
ら
話
は
聞
い
て
は
い

た

百
⻤
夜
行
の
内
部
分

は

論
の
事
で
自
分
の
代
理
を
務
め
た
り
そ
う
い

た
事
を

人

で
こ
な
し
て
こ
こ
ま
で
や

て
こ
れ
た
事
に
は
正
直
感
心
し
て
し
ま
う

 
理
 

だ
け
ど
久
々
か
こ
う
し
て
紫
の

を
見
る
の

 

て
こ
ん
な

し
て
た

け
か
な

 
当
時
の
小
さ
い
頃
は
良
く

で

て
は
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
が
こ
ん
な

だ

た
ん
だ
な
と

思

て
し
ま
う

 
理
 

そ
れ
そ
れ

 
人

し
指
で
紫
の

を
つ
つ
く
が

 
紫
 

う

ん

 
本
人
は
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
た
め
か
起
き
る
気

が
全
然
し
な
い

そ
し
て
つ
つ
い
た
感
想
は

前
よ
り
は

り
は
な
く
な

て
は
い
た
が

に

に
だ

た

 
理
 

く
や

や
べ

面
白
く
て

ち
ま
う



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
む
に

と
し
て
る

は
見
て
い
て
面
白
く
つ
い
つ
い
イ

ラ
心
が

生
え
て
し
ま
う

そ

ん
な
事
を
し
て
い
れ
ば

 
紫
 

お

う
様

 
理
 

あ

 
起
こ
す
の
は
当
た
り
前
だ

や
や
か
な

が

中
に
流
れ
た

 
理
 

よ

よ

 
紫
 

何
を
な
さ

て
い
る
の
で
す
か

 
理
 

え

え

と

お

の

り
チ

ク

 

し
い

い
訳
を

う
と
紫
は

目
で

と
こ
ち
ら
を
見
て

 
紫
 

ス
キ
マ
送
り
に
し
ま
す
わ
よ

 
理
 

マ

で
す
ん
ま
せ
ん
し
た

 

や
や
か
な
目
で
怒
ら
れ
た

ま
さ
か
弟
子
に
怒
ら
れ
る
日
が
来
る
と
は

が
予

し
た
だ
ろ

う
か

 
紫
 

ま

た
く

あ

頭

い
わ

 
手
で
頭
を

さ
え
て

う

恐
ら
く
飲
み
過
ぎ
に
よ
る
二
日
酔
い
だ
ろ
う



 第３７４話 弟子は成⻑していく

 
理
 

ら
こ
れ
で
も
食
べ
な
よ

 
断
罪
神
書
か
ら

し
を
出
し
て
紫
へ
と
渡
す

そ
れ
を

無
せ
ず
に
紫
は
一
口
す
る
と

 
紫
 

あ
ら

く
な
い
わ

 
理
 

あ

く
は
な
い

し
だ
よ

 
自
分
も
口
に

つ

り
込
む
と
程
よ
い

の

味
と

味
が
口
に

が
る

 
紫
 

し
か
し
御
師
匠
様
は

所
で
や

た
ら

と

 
間
違
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
わ
よ

 
理
 

い
や
は
や
つ
い

弟
子
の

を
久
々
に
見
た
ら

 

つ
い
つ
い
イ

ラ
し
た
く
な

て
さ

 
紫
 

ま

た
く

 
そ
う

い

れ
な
が
ら
も
ま
た

し
を

口
に

り
込
む

ど
う
や
ら
気
に
入

て
く

れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

で
も
ま
さ
か
ま
た
こ
う
し
て
お
前
と
飲
み
交
わ
せ
る

 
と
は
思
わ
な
か

た
よ

 
紫
 

御
師
匠
様
は
も
し
蓮
や
霊
夢
が
生
き
て
い
る
と
明
か



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
さ
な
け
れ
ば
ず

と
地
底
に

り
地
上
に
出
た

に

 
は

者
と
し
て
そ
う
生
き
て
い
ま
し
た
か

 
理
 

そ
う

だ
な

多
分
そ
う
し
て
い
た
と
思
う
よ
俺
の

 
決
心
は

じ

て
い
た
か
ら

 
紫
 

そ
う
で
す
か

 
自
分
は
酒
を
注
ぎ
ま
た
グ
ビ

と
飲
み

を

い
て

 
理
 

ふ

だ
け
ど
さ
紫

前
に
鷺
麿
の
時
に
俺
が

 
た

葉
は
覚
え
て
る
か

 
紫
 

え

ト
イ
レ
で
も
風
呂
で
も

い
て
い
る

て

 
た
あ
の

ク
ハ
ラ
発

で
す
わ
よ

 
理
 

い
や

ク
ハ
ラ
じ

な
く
て
あ
れ
は

談
の
つ
も
り

 
で

い
や
ま

た
け
ど

心
な
の
は
そ
の
後

 
紫
 

何
時
で
も
見
守

て
い
る
で
す
わ
よ

 
ど
う
や
ら
覚
え
て
い
て
く
れ
た
み
た
い
だ

い
ら
な
い
部
分
も
覚
え
て
は
い
た
が
そ
こ
は
置
い

て
お
い
て
こ
れ
な
ら
話
が
し
や
す
い



 第３７４話 弟子は成⻑していく

 
理
 

そ
う
そ
こ
に
関
し
て

あ
れ
に
は
嘘
偽
り
は
一
切
た

 
り
と
も
な
い
よ

お
前
ら
が
危
険
な
状
態
に
で
も

 

た
ら
そ
の
時
は
何
が
何
で
も
助
け
た
俺
の
身
が

 
ち
果
て
よ
う
と
な

 
紫
 

本
当
に
昔
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
わ

 
理
 

ま

な
そ
こ
が
俺
の
良
い
所
だ
か
ら
な

 
そ
う

い
ま
た
酒
を
飲
み

す
と
紫
は
何
を
思

た
の
か

 
紫
 

御
師
匠
様
は
地
上
に
住
む
気
は
あ
り
ま
せ
ん
の

 
理
 

地
上
に
か

 
地
上
に
住
む
気
は
な
い
の
か
と
聞
い
て
き
た

し
か
し
自
分
の

え
は
も
う

に
決
ま

て
い

た
た
め
す
ぐ
に

え
が
出
せ
た

 
理
 

そ
れ
は
な
い
か
な

地
上
も
面
白
い
け
ど
地
底
も

 
面
白
く
て
な

住
む
に
は

し
な
い
ん
だ
よ

こ
れ

 
が
ま
た
さ

 
紫
 

そ
う
で
す
か

も
し

住
す
る
気
に
な

た
ら
何



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
時
で
も

を
か
け
て
く
だ
さ
い
そ
の
時
は
住
む
場
所

 
も
手

は

し
ま
す
の
で

 
理
 

は
は

あ
り
が
と
う
な
紫

 
紫
の
頭
に
手
を
置
き

む

紫
は

ず
か
し
い
の
か

が

く
な

て
い

た

 
紫
 

い

良
い
で
す
わ
だ

て
私
が

一

め
る
数
少
な

 
い
者
で
す
か
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ

あ
り
が
と
よ

 
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
自
分
は
気
づ
く

て
い
る

の

の
獣
耳
が
少
し
だ
が
ピ

ク
ピ
ク
と
動
い
て
い
る
の
を

 
理
 

ち

ん
起
き
て
い
る
な
ら
起
き
な
よ

 
紫
 

え

 

 

あ

あ
の

 

は
体
を
お

し

方
を
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
見
て
く
る

 
紫
 

因
み
に
何
処
か
ら
盗
み
聞
き
し
て
た
の
か
し
ら

 

 

え

と
紫
様
が

と

た

り
か
ら
で
し

う



 第３７４話 弟子は成⻑していく

 
か

 
理
 

ち

ん
そ
う

う
の
は
最
初
か
ら
と
か

て
お

 
く
と
格

い
い
も
の
だ
よ

 

 

 

え

そ

そ
れ
な
ら
最
初
か
ら
聞
い
て
ま
し
た

 
と

何
て
ノ
リ
の
良
い
子
な
の
だ
ろ
う

だ
が
紫
は

や
や
か
に

い
な
が
ら

 
紫
 

ふ
ふ

旅
行
す
る
な
ら
何
処
が
良
い

 

 

え

え

 
紫
 

そ
う

今
な
ら

で
エ

プ
ト

り
に
送

て
あ

 
げ
ま
し

う
か

 

 

ご

御
勘

を

 
お

怖
い
怖
い

エ

プ
ト
は
昔
に
行

た
事
が
あ
る
が
彼
処
も
彼
処
で

リ
シ

神

に
近

い
感
じ
の
神
達
が
集
ま

て
い
た
た
め
か
あ
ま
り
良
い
印
象
は
な
か

た
の
を
思
い
出
す

と
い

う
か
余
所
者
の
神
に
は

た
か

た
な

 
理
 

紫
が

う
と

談
に

 
紫
 

ふ
ふ

御
師
匠
様

談
に
聞
こ
え
ま
す
か



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
理
 

前

撤
回
聞
こ
え

や

 

 

お

お
許
し
を

 
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
も
一
夜
を
終
え
翌
日
の
朝

 
理
 

さ
て
と

人
共
あ
り
が
と
う
な

 

 

い
え
い
え

 
紫
 

御
師
匠
様
ま
た
い
ら

し

て
頂
戴

 
理
 

あ

ま
た

ら
せ
て

う
よ

そ
れ
じ

あ
な

 
そ
う
し
て
自
分
は
歩
き
出
す

何
時
も
の
日
常
へ
と

る
た
め
仲
間
達
の
元
へ
と
帰
る
た
め

に

だ
が
そ
ん
な
光

を

め
る
者
が

人

 

 

気
に
入
ら
な
い
わ
あ
れ
だ
け
強
さ
を
持
ち
な
が
ら
何

 

あ
ん
な
掃
き

め
の
よ
う
な
者
達
と
関
わ
る
の
か

 

は

で
争
え
な
い
も
の
な
の
か
し
ら

そ

 
れ
な
ら

ふ
ふ
ふ

 
真

白
の

の
大

を

ば
た
か
せ
そ
の
者
は
た
だ
理
久
兎
を

め
る
の
だ

た



 第３７４話 弟子は成⻑していく

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う

む
本
当
に
嫌
な
予
感
が
す
る
の

 
怠
惰

や
れ
や
れ
ま
た
か

そ
う
い
え
ば

ち

ん

 

 

何
じ

 
怠
惰

日
の
後
書
き
で

ち

ん
が

て
た
事
を
中
の

 
人
が
聞
い
て
た
み
た
い
で
ニ
コ
ニ
コ
と
不

な

み

 
を
こ
ぼ
し
て
た
よ

 

 

本
当
に
嫌
な
予
感
が

 
怠
惰

ま

俺
に
は
分
か
ら
ん
か
ら
意
味
な
い
と
思
う
け
ど

 

ま

頑

て

 

 

何
を
じ

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ

 
ロ
リ
コ
ン

ロ
リ
コ
ン

ロ
リ
コ
ン

ロ
リ
は
全
て
私
の
も
の
よ

に
も
渡
し
は
し
な

い
わ

 

 

何
じ

こ
の

楽



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
怠
惰

あ

か
ら
だ
な
悪
い
け
ど

ち

ん

め
を

 
よ
ろ
し
く
頼
む
よ

 

 

ま

た
く
仕
方
な
い
の

コ

ン

そ
れ
で

 
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

私
だ

件
を
聞
こ
う

跡

神
魔
大
戦
時
代

 
の

 

 

そ
れ
と
次
回
か
ら
あ

ち
を
投
稿
す
る
か
ら
の

 
間
違
え
る
で
な
い

 
怠
惰

は
い
は
い
調
査
す
る
の

定
の
依
頼
だ

 
そ
ん
な
も
の
は
ア
ン
ド
ロ
マ
リ
ウ
ス
と
か

レ
と

 
か
が
い
る
だ
ろ
そ
の

に
頼
め
よ
俺
じ

な
く
て

 

 

で
は
読
者
様
ま
た
会
う
日
ま
で

 
怠
惰

ル
気
な
い
か
ら

ス
で
も
進

が
あ

た
ら
教

 
え
て
く
れ

 

 

で
は
ま
た
の



 第３７５話 災禍は訪れる

 
第
３
７
５
話
 
災
禍
は
訪
れ
る

 
紫
の
家
へ
と
行

た
数
日
後
の
夜
の
事

 
美
 

ア
ハ
ハ

ら

ら
理
久
兎

飲
め
飲
め

 
理
 

や
れ
や
れ

 
萃
香

美
寿
々
様

私
に
も
一

 
美
 

ら
よ

 
現

理
久
兎
は
旧
都
の
美
須
々
行
き
つ
け
の
居
酒

へ
と
来
て
い
た

何

こ
こ
に
い
る
の
か

そ
の
理
由
は

 
理
 

そ
ん
で
ど
う
よ
旧
都
の
状

は
さ

報
告

 
外
で

 
美
 

そ
う
さ

対
し
て
は
変
わ
ら
な
い

ま

出

 
来
た
当
初
よ
り
か
は
住
み
や
す
く
は
な

た
と
は
思

 
う
け
ど

 
理
 

う
そ
れ
は
何
よ
り



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
来
て
い
る
理
由
は
旧
都
の
現
状
を
知
る
た
め
だ

主
に
美
須
々
や
勇
儀
に
旧
都
を
任
せ
て
い
る

た
め
あ
ま
り
知
る
機
会
が
な
い

美
須
々
か
ら
度
々

く

報
告

外
で
現
状
を
知
る
に
は
こ

う
し
て
話
を
聞
く
の
が

い
た
め
月

ぐ
ら
い
で
訪
れ
て
は
い
る
の
だ

 
勇
儀

そ
ん
で
理
久
兎
こ
そ
さ
と
り
と
か
と
は
ど
う
な
ん
だ

 
よ

 
理
 

え

昔
よ
り
か
は

心
暗
⻤
で
は
な
く
な

 
た
し

う
よ
う
に
は
な

た
か
ら
良
か

た
と
は
思

 

て
る
よ

 
注
が
れ
た
酒
を
グ
ビ
リ
と
飲
み
な
が
そ
う
語
る
と
美
須
々
は
ニ

ニ

し
て
い
た

 
美
 

へ

あ
ん
た
も

に
置
け
な
い

 
理
 

や
か
ま
し
い
わ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
酒
を
飲
み
交
わ
す

そ
う
し
て

前

時
ぐ
ら
い
に
な

た
ぐ
ら
い
だ

ろ
う
か

 
理
 

お

と
も
う
こ
ん
な
時
間
か

す
ま
な
い
が
俺
は

 
退
場
す
る
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美
 

お
う

 
萃
香

ま
た

理
久
兎

 
勇
儀

じ

あ
な

 
居
酒

を
出
て
ま
だ
明
る
い
道
を
歩
き
な
が
ら
地
霊
殿
へ
と
帰

て
い
る
と
自
分
の
目
の
前
か

ら
コ

ト
に
フ

ド
を
深
く

た
こ
の

で
は
見
た
事
の
な
い
者
と
す
れ
違
う

立
ち

ま
り

後
ろ
を

り
向
く
が
も
う

に
そ
の
者
は
い
な
く
な

て
い
た

 
理
 

見
た
事
の
な
い
奴
だ
が
新

者
か

 
あ
ま
り
深
く

え
る
の
も
良
く
な
い
た
め
と
り
あ
え
ず
は
地
霊
殿
に
向
か

て
歩
く
の
だ

た

そ
う
し
て

関
を
開
け
て
中
へ
と
入
る

 
理
 

た
だ
い
ま

 
そ
う

い
な
が
ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
来
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
今
日
は

い
で
す

 

か
ら
さ
と
り
が

く
る
と
降
り
な
が
ら

て
く
る

 
理
 

ア
ハ
ハ

つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
ち
ま

た
よ

 
さ
と

程
々
に
し
て
下
さ
い
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理
 

あ

気
を

け
る
よ

 
風
呂
に
入
ろ
う
か
と
思
い
風
呂
場
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
聞
き
た
い
ん
で
す
が
そ
の

元
は
ど
う
し

 
た
ん
で
す
か

 
理
 

元

 
近
く
に
あ
る

で

す
る
と
小
さ
く

く
プ
ツ

と

れ
て
い
た

 
理
 

さ
れ
か
な

に
し
て
は

く
は
な
い
け
ど
な

 
さ
と

そ
う
な
ん
で
す
か

 
理
 

ま

数
日
し
た
ら
治
る
だ
ろ

 
さ
と

そ
れ
も
そ
う
で
す

呼
び

め
て
す
み
ま
せ
ん
そ
れ

 
で
は
理
久
兎
さ
ん
お
休
み
な
さ
い

 
理
 

あ

お
休
み

 
さ
と
り
と
別
れ
風
呂
へ
と
は
入
り
自
分
は
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

翌
日
の
朝

 
理
 

う

ん

気
持
ち
悪

 
起
き
て
す
ぐ
に
分
か

た
が
気
分
が
悪
い

飲
み
す
ぎ
の
か
な
と
思
い
つ
つ
部

を
出
て

面
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台
へ
と
向
か
う

を
見
る
と
目
の
下
に

が
出
来
て
い
て
見
た
感
じ
か
ら

が
少
し
悪
い
な

と
感
じ
た

を

い

も
と
を
見
る
と

れ
は
引
い
て
い
た

 
理
 

ま

良
い
か

 
そ
う
し
て
何
時
も
と
同
じ
よ
う
に
料
理
を
始
め

日
を
過
ご
す

そ
し
て
ま
た
翌
日
の
朝

面
台
へ
と
立
つ
と

 
理
 

何
か

日
よ
り

が

く
な

て
る
な

 

日
よ
り
も

が

く
な

て
い
て
し
か
も
体
が

ル
い
と
感
じ
た

す
る
と

 
亜
狛

マ
ス

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

 
耶
狛

お
は
よ
う
マ
ス

 
亜
狛
と
耶
狛
が
や

て
来
る

何

か
は
分
か
ら
な
い
が

人
も

が
悪
い

 
理
 

お
前
ら
風
邪
か

 
亜
狛

い
え

不
老
不
死
な
ん
で
風
邪
と
か
あ
る
ん
で
す
か

  
耶
狛

日
ま
で
は
調
子
良
か

た
の
に
な

 
亜
狛
と
耶
狛
が
そ
う
話
し
て
い
る
と
今
度
は
黒
が
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
き
な
が
ら
や

て
来
る



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
黒
 

よ

 
耶
狛

黒
く
ん
大
丈
夫

 
黒
 

あ

日
久
々
に
飲
ん
だ
酒
で
二
日
酔
い
に
で
も
な

 
た
の
か
気
持
ち
悪
く
て
な

 
と

う
が
黒
が
二
日
酔
い
に
な

た
試
し
が
な
い
こ
と
を
知

て
い
る

そ
れ
も
た
か
だ
か

コ

プ

の
日
本
酒
で
酔
う

が
な
い

 
理
 

お
前
ら
調
子
悪
か

た
ら
今
日
は

て
ろ
無
理
だ
け
は

 
す
る
な
よ

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛

分
か

て
ま
す
よ

 
黒
 

あ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
体
調
が
不
調
な
が
ら
も

日
を
終
え
そ
の
翌
日
の
朝

自
分
は
目
覚
め

る 
理
 

う

 
バ

ン



 第３７５話 災禍は訪れる

 

を

い
良
く
開
け
て
ト
イ
レ
へ
と
す
ぐ
に

け
込
み

 
理
 

う
げ

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 

し
た

そ
う
し
て
何
分
ぐ
ら
い

い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
身
体
中
の
水
分
が

け
て

い
く
感
覚
に

る

 
理
 

は

は

 

日
の
黒
と
同
じ
ぐ
ら
い
体
が
ふ
ら
つ
く

の
前
に
立
つ
と
明
ら
か
に

日
よ
り
も
更
に

が
悪
く
な

て
い
た

 
理
 

ど
う
な

て
る
ん
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
さ
と
り
の

が
聞
こ
え
向
く
と
そ
こ
に
は
心

そ
う
に

方
を
見
る
さ
と
り
が
い
た

 
理
 

さ
と
り
か

 
さ
と

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か

日
も
一

日
も
調
子
が

 
悪
そ
う
で
す
よ

 
理
 

あ

み
た
い
だ
な

 
さ
と

今
日
は

て
く
だ
さ
い
そ
ん
な
体
で
無
理
さ
れ
て
は
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私
が

り
ま
す

 
理
 

な
ら
お

葉
に

え
て
休
ま
せ
て

う
よ

 

面
所
か
ら
出
て
部

へ
と

る
た
め
に

下
を
歩
い
て
行
く
と
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の
部

の
前
を
通
る
と

に

り
込
み
が
あ

た

 
体
調
が

れ
な
い
た
め
す
み
ま
せ
ん
が
兄
妹
共
に
今
日
は
休
み
ま
す

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん 
と

書
か
れ
て
い
た

恐
ら
く

人
は
部

の
中
で

て
い
る
の
だ
ろ
う

向
か
い
の
黒
の

部

に
も

り
紙
が
あ

た

 
す
ま
な
い
が
休
む

 
た
だ
一

で
書
か
れ
て
い
た

自
分
と
同
じ
で
皆
も
調
子
が
悪
そ
う
だ

 
理
 

気
持
ち
悪
い

よ
う

 
部

へ
と
行
き
水
だ
け
飲
ん
で
眠
る
の
だ

た

一
方
亜
狛
と
耶
狛
は

 
亜
狛

ぐ

が

 
耶
狛

お
兄

ち

ん
そ
の
体
に
そ
れ
に

が

 
亜
狛

お
前
も

気
持
ち
悪
い
ぐ
ら
い
に

の

が

び
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て

 
耶
狛

え

な

何
こ
れ

 

人
は
突
然
の
体
の
変
化
に

み
を
覚
え

え
る

そ
し
て
黒
に
も
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い

た 
黒
 

何
だ
こ
の

 
黒
も
そ
の
変
化
に

惑
い
を
感
じ
る
の
だ

た

視
点
は

り
自
分
の
部

の

ド
で

に

な

て
い
る
と

 

 

理
久
兎

理
久
兎

 
自
分
を
呼
び
掛
け
る
不
気
味
な

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
の
時
自
分
は
先
程
ま
で

ド
で

て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず

れ
地
に
立

て
い
た

 
理
 

何
だ
こ
れ

 
お
か
し
か

た
し
何
な
の
か
が
分
か
ら
な
か

た

す
る
と

 

 

ど
う

こ
れ
が
こ
の
世
界
の

来
の
結
末
い
や
そ
の

 
ビ

ン
と
で
も

う
の
か
な

 

の
す
る
方
を
向
く
と
そ
こ
に
は
夢
で
見
た
少
年
が
楽
し
そ
う
に

い
な
が
ら
立

て
い
た
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そ
れ
は
前
に
夢
で
見
た
少
年
だ

た

 
理
 

何
が

い
た
い

 

 

何
が

ま

に
は

て
て

し
い

て

 
事
か
な

が
裁
定
し

す
か
ら
さ

 
理
 

や
ら
せ
る
と
思
う
か

 

 

う
ん

や
る
よ
だ

て

は

 
一

だ

た
自
分
の
手

が
動
か
な
い

ま
る
で
何
か
に

束
さ
れ
て
い
る
の
か
全
く
動
け
な

い 
理
 

な

 

 

は

は

だ
か
ら

 
理
 

ど
う
い
う

 
ブ

 
あ
り
え
な
い
光

が
目
に
入
る

自
分
の
体
を
空
紅
が
黒

が
天

が

い
て
い
た

 
理
 

が
は

 

 

さ
よ
う
な
ら
古
い



 第３７５話 災禍は訪れる

 

が

れ
る
意

が
薄
ら
い
で
い
く

だ
が
こ
の
ま
ま
や
ら
れ
る
訳
に
は
い
か
な
い

  

 

が

 
理
 

て
め

も
道

れ
だ

 
せ
め
て
も
の

だ
口
が
開
き

が
動
く
の
な
ら
思
い

き
り

を

み

切

て
や
れ
ば

良
い

 

 

せ

 
理
 

ば
な
ず
が

 

 

や
め
ろ

お
前
が

れ

 
知

た
事
か

惑
な
ら
か
け
る
の
な
ら

れ
て
も

わ
な
い
と
思

た

そ
う
し
て
自
分
は

少
年
と
共
に
真

黒
の
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
で
は
久
々
の
投
稿
を
見
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

 
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 

 

不

じ

 
怠
惰

ど
う
し
た
の

 

 

う
む

実
は
怠
惰
よ
不

な
事
が
起
き
ま
く

て

 
お
る
の
じ

持

た
だ
け
で

飲
が
真

二
つ
に

 
れ
ブ

ツ
の

は

切
れ
た
り
と
不

で
の

 
怠
惰

普
通
じ

な
い

 

 

い
や
い
や

可

し
い
じ

ろ

い
く
ら
何
で
も

 

飲
み
が
真

二
つ
に

れ
る

て
普
通
で
は
な
い

 
か
ら
の

 
怠
惰

い
や
こ
う
ラ

キ

な
事
が
起
き
る
と
そ
の
反
動

 
で

 

 

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ

ン
な
運
す
ぎ
る
じ

 
ろ

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
だ
よ

 

 

う
む

シ
は
と
も
か
く
理
久
兎
が
心

じ
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怠
惰

心

な
ら
天

に
で
も
八

で
も

り
て
見
せ
て

 
も
ら
え
ば
良
い
ん
じ

な
い

 

 

そ
う
じ

な
な
ら
明
日
に
で
も
そ
う
し
よ
う
か
の

 
怠
惰

決
ま
り
だ

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
で

 
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

去
ら
ば
じ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
３
７
６
話
 
狂
神
降
臨

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

日
う

か
り
前
書
き
書
い
て
な
か

た
な
と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

何
か
も
う
昔
か
ら
定
番
に
な

て
ま
す

 
失
礼

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
が
部

へ
と
向
か
い
も
う

に
夜
へ
と
変
わ
り
真
夜
中
へ
と
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
間

さ
と
り
は
理
久
兎
を
心

し
つ
つ
日
課
と
も
な

て
い
る
読
書
を
行

て
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
大
丈
夫
か
し
ら

 
そ
う
思
い
な
が
ら
読
書
を
し
て
い
る
そ
ん
な
時
だ

た

 

 

 
さ
と

何

 
突
然
の
大
絶

が

き
渡
る

生
き
て
い
る
者
が
こ
ん
な

び
を
あ
げ
る
の
か
と
思
え
る
ぐ
ら

い
の
大
絶

が
だ

そ
れ
も
今
自
分
が
い
る

書
室
か
ら

の
部

か
ら

い
て
き
た
の
だ



 第３７６話 狂神降臨

 
さ
と

ま
さ
か

理
久
兎
さ
ん

 
す
ぐ
に
部

を
出
て

へ
と
向
か
お
う
と
す
る
と

 
お

さ
と
り
様

 
お
空

今
の
は
何

 
今
さ

き
の
大
絶

を
聞
い
た
の
か
お

と
お
空
が

て
て
来
て
い
た

 
さ
と

恐
ら
く
理
久
兎
さ
ん
の

鳴
で
し

う
お

は
亜
狛

 
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん
の
様
子
見
を

お
空
は
黒
さ
ん
の

 
様
子
を

私
は
理
久
兎
さ
ん
を
見
て
き
ま
す

 
お

分
か
り
ま
し
た

 
お
空

う
に

 
そ
う
し
て
さ
と
り
達
は
そ
れ

れ
で
散
会
し
各
々
の
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
し
て
こ
こ

理
久
兎
の
部

で
は

 
理
 

あ

あ
が

 

 

ふ
ふ
ふ

お
い
で
理
久
兎

⺟
で
あ
る
私
に
ハ
グ

 
し
て
頂
戴

し
い
思
い
は
消
え
る
か
ら
さ
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自
分
は
神
々
し
い

の
大

を

げ
る
女
性
へ
と

き
つ
く

何
て

ら
か
い
光
の

か

さ
な
の
だ
ろ
う
か

こ
の

か
み
を
快
感
を
ず

と
味
わ

て
い
た
い

そ
ん
な
事
を
思

て
い

る
と

 

チ

チ

ド
ン

ド
ン

ド
ン

ド
ン

 
奥
か
ら

が
掛
か

て
い
る

の
ノ
ブ
を

チ

チ

と
回
し
そ
し
て
空
か
な
い
た
め
か

を

く

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
し
て

 

 

理
久
兎
さ
ん
開
け
て
く
だ
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

と
て
も
大
切
に
し
て
い
た
い
と
思

た
者
の

か

の

が

 

 

忌
々
し
い
わ

上
へ
行
く
わ
よ

 
理
 

う
ん

 

 

ふ
ふ

時
空
よ

ま
れ

 
大
き
な
時
計
が
現
れ
そ
れ
が
ピ

リ
と

が

ま
る

す
る
お

り
が

の

へ
と
変
わ

る
と
女
性
は
自
分
を

い
た
ま
ま

か
ら
出
て
大
き
な

の

上
へ
と
行
く
と
自
分
を
降
ろ
す

と

の

は

味
を

び
る
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に
し
て
も

分
と

ラ
リ
と
変
わ

た
わ

方
の

 
そ
の
姿

 
手
を
見
て
み
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い

小
さ
い
手
も

い
身
⻑
も

々
し
い
龍

も
⻑
い

も
何
一
つ
と
変
わ

て
い
な
い
の
に
何
が
変
わ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 

 

性
格

転
の

作

て
面
白
い
わ

然
に
見
つ

 
け
れ
た
の

運
だ

た
わ
そ
れ
よ
り
も
さ

方
の

 
従
者
達
を
呼
び
な
さ
い

 
理
 

従
者

 

 

え

分
か
る

よ

方
に
な
ら

 

え
る
と

か
に
い
た

の
神
狼
と
魔
⻯
が

⺟
の

う
通
り
に
自
分
は

を
出
し
そ

の
者
達
の
名
を

く

 
理
 

来
い
亜
狛
に
耶
狛
そ
し
て
黒

 
と

ぶ
と
空
間
が

け
そ
こ
か
ら
無
表
情
の

の
人
狼
が

空
か
ら
ふ
わ
り
と
降
り
て

方
を
向
か

て
ニ
コ
リ
と

む
獣
の
特

を
持
つ
の
女
性
が

そ
し
て
影
か
ら

く
り
と

に

う
魔
⻯
が
各
々
と
出
て
く
る
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ウ

ル
ス
の

果
は
中
々

良
い
感
じ
で
変

 
わ

た
わ

 
黒
 

あ

ん

だ
よ
て
め

は
よ

 
亜
狛

ふ
ん

呼
ん
だ
の
な
ら

件
を

え
下

 
ら
な
い
事
に

き
合
う

ど

で
は
な
い

 
耶
狛

で
も
美
し
い
わ
そ
の

に

白
の
大

 
見
て
い
て
思

た
何
だ
こ
い
つ
ら
は
と

読
ん
だ
の
は
自
分
な
の
に

人
か
ら
し
た
ら

中

に
も
な
い
と

た
感
じ
な
の
は
見
て
い
て
分
か
る

そ
れ
と
さ

き
ま
で
は

し
い
と
思

て

い
た

⺟
は
気
に
く
わ
な
い
と
思

た
と
同
時
に
何
か
裏
が
あ
る
と
勘
が

い
た

 

 

あ
り
が
と
う

さ
て

方
達
に
ま
ず
こ
れ
を
送
り
ま

 
し

う

私
か
ら
の
最
初
の
プ
レ

ン
ト
よ

 
そ
う

う
と
女
は
亜
狛
に

本
の
刀
を

耶
狛
に

刀
を
黒
に
不
気
味
な
箱
を
渡
す

そ
し

て
自
分
に
は

 
理
 

何

こ
の

 
真

白
の

白
の

が
送
ら
れ
た

口

身
に
は
フ

ド
を

る
女
の

が
あ
り
先
台
へ
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と
行
く
と

が
生
え
引
き
金
に
は
コ

ク
が
つ
い
て
い
た

正
直
趣
味
の
悪
い

だ

 

 

私
の
愛

で
あ
る
レ
ク
イ
エ
ム
を
あ
げ
る
わ
だ

て

 

方
は
私
に
と

て
特
別
な
存

で
あ
り
こ
の
世
の

 
王
の
象

で
あ
る

一
神
の
玉
座
に
座
る
神
な
の
だ

 
か
ら

そ
れ
ぐ
ら
い
は

力
は

証
す
る
わ

 
よ

 
と

て
い
る
一
方
で
は

 
耶
狛

本
当
に
近

ら
な
い
で
く
れ
る

獣

い
の
よ
お
兄

 
様
い

そ
の
事
で

風
呂
に
入

て
体
ご
と

か

 
し
て
き
た
ら
ど
う
で
し

う

 
亜
狛

下
ら
な
く
つ
ま
ら
ん

談
だ
な
そ
れ
と
美
し
い
美
し

 
い
と
聞
い
て
て

れ
る
常
に

を

め
ず
と
し
て
何

 
が
狼
か

様
は
狼
と
い
う
種
族
で
は
異

だ
愚
妹

 
黒
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
良
い

も

と
や
れ
よ

 
本
当
に
や
か
ま
し
い

神
に
な

た
ら
ま
ず
す
る
事
は
決
ま

た

こ
の
う
る
さ
い
ゴ
ミ
共
の
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掃
除
を
し
よ
う
と

え
た

 

 

さ
て
理
久
兎

方
に
使
命
を
そ
し
て
王
に
な
る

 
た
め
に
教
え
て
あ
げ
る
こ
の
世
界
を
裁
定
し
て
見
る

 
と
良
い
わ
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
よ

 
理
 

 
口
許
を
釣
り
上
げ
自
分
は

く

今
は
こ
の
女
の
手
の
中
で

て
道
化
師
に
な

て
や
ら

う

そ
し
て
時
が
く
れ
ば
そ
の
時
は

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
レ
ク
イ
エ
ム
を

げ

 
バ
キ

ン

 

口
を
空
へ
と

げ
引
き
金
を
引
き

を

か
せ
る

 
理
 

理
の
神
で
あ
る
俺
が
命
令
を
下
す
裁
定
し
ろ
お
前
ら

 
が
望
む
よ
う
に
絶
望
を
与
え
ろ

 
そ
う

う
と
後
ろ
の
女
性
は
ニ

リ
と

う

そ
し
て
従
者
達

人
は
頭
を
下
げ
会

す
る

と 
亜
狛

御
意

 
耶
狛

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
王
よ
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黒
 

祭
り
の
時
間
だ

 
そ
う
し
て

人
は
各
々
自
由
に
向
か

て
い
く

そ
し
て
自
分
も

を

げ
向
か
お
う
と
し

た
が

 
理
 

先
行

て
て
少
し
下
に
い
る

を

 
け
る
か
ら
さ

 

 

え

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い

の

を

げ
目
の
前
の
町
へ
と
向
か

て
い
く

自
分
は
と
り
あ
え
ず

へ
と
侵
入
す
る
の
だ

た

一
方

内
で
は

 
お

さ
と
り
様

お
父
さ
ん
も
お
⺟
さ
ん
も
い
ま
せ
ん

 
よ

 
お
空

黒
さ
ん
も
い
な
い
よ

 
さ
と

な
が
ら
理
久
兎
さ
ん
も
で
す

 
何
処
に
行

た
の
だ
ろ
う

そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と

 
ド
ゴ

ン

 

発

が
鳴
る

か
ら
旧
都
見
る
と
火
が
上
が
り
建
物
が

れ
ま
た

れ
と

り
返
さ
れ
て
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い
く

 
さ
と

ま
さ
か

 
い
て
も
立

て
も
い
ら
れ
ず

か
ら
外
へ
と
出
て
旧
都
へ
と
向
か
う

 
お
空

さ
と
り
様

 
お

追
い
か
け
よ
う

 
お
空

う
ん

 

人
は
さ
と
り
を
追
い
か
け
よ
う
と

か
ら
出
よ
う
と
し
た

間

 
グ

 

人
は
気
が
つ
く

自
分
達
の
体
を

本
の
刀
が

い
て
い
る
事
に

 
お

だ

だ

い

 
お
空

う

 

人
は
地
面
へ
と

れ
禍
々
し
い
光
を

つ

へ
と
変
わ
る

そ
れ
を

し
た

本
人
で
あ

る
理
久
兎
が
手
に
取
り
ポ

ト
へ
と
入
れ
る

 
理
 

は
こ
ん
な
も
ん
か

も
向
か
う
か

 
そ
う
し
て

か
ら
出
て
町
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
が
彼
は
気
が
つ
く
こ
と
は
な
か

た

ポ
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ト
か
ら

つ

が

ち
た
事
を

 
お

た

助
け

て

 
そ
ん
な

な
ど
は
聞
こ
え
て
い
な
か

た
の
か
理
久
兎
は
龍

を

げ
従
者
達
が
向
か

た
町

へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も

 

 

な

な
ん
じ

こ
れ
は

 
怠
惰

ど

ど
う
し
た
の

 

 

八

で
見
た

来
が

し
か
な
い
じ

 
と

ど
う
い
う
事
じ

 
怠
惰

あ
り

ま

 

 

反

が
薄
い

 
怠
惰

だ

て

 

 

う
む
む
む
こ
れ
は
一
大
事
じ

は
何
処
か
ら
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初
ま

た
と

う
の
じ

幻
想
郷
か
ら
始
ま

 
た
と

や
は
り
嫌
な
予
感
が
当
た

た

 
怠
惰

で

ど
う
す
る
の
さ

 

 

決
ま

て
お
ろ
う

シ
は
行
く

 
怠
惰

良
い
ん
じ

な

て
も
う
い

い
な

変

 
わ
ら
ず
で

は

ま

た
く
昔
か
ら
変
わ
ら

 
な
い
な

ゴ

ン

で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
ま

仕
方
な
い
の
で
私
も
着
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま

 
す
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
３
７
７
話
 
戦
火
舞
う
旧
都

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

つ
い
に
モ
ン
ス
ト
の
Ｓ

コ
ラ
ボ
が
始
ま
る
の
に
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い

る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

め
に

め
た
１
５
０

の
オ

ブ
が
火
を
吹
き
そ
う
で
す

失
礼

で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
激
し
い

発
に

ぶ
妖
怪
達
そ
れ
ら
が
現

の
旧
都
を
彩
る

そ
れ
を
た
だ
狂
神
と
な

た
理

久
兎
は
上
空
か
ら
見
下
ろ
し

み
を
こ
ぼ
し
そ
し
て

 
理
 

く
く
く
あ
は
は
は
は
は

 
高

い
を
す
る

皆
が
絶
望
す
る
そ
の
姿
は
見
て
い
て

さ
な
が
ら

楽
と
な
り
そ
う
な

ぐ
ら
い
た
ま
ら
な
く
楽
し
い

 
理
 

さ
て

も
暴
れ
よ
う
か
な

 
そ
う

い
龍

を

ば
た
か
せ
へ
下
へ
と
降
り
る
の
だ

た

そ
し
て
旧
都
で
は

 
妖
怪

く

来
る

が
は
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妖
怪

 
黒
 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
も

と

し
ろ
よ

じ

な

 
き

盛
り
上
が
り
に

け
る
だ
ろ

が
よ

 
影
を

作
し
黒
は
次
々
と
妖
怪
達
を
虐
殺
を
し
妖
怪
達
を
バ

バ

と

し
て
い
く

そ
し
て

さ
れ
た
妖
怪
達
は
次
々
と
怪
し
く
輝
る

へ
と
変
わ

て
い

た

 
妖
怪

ど

何
処
ぐ
ぶ

 
亜
狛

住

 
亜
狛
は

け
目
を

し
何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
て
は
妖
怪
達
を

本
の
刀
で
斬
殺
し

へ
と
変
え
て
い
く

 
耶
狛

物
騒
で

き
気
が
す
る
わ
見
て
い
て
さ
な
が
ら

 
化
け
物

お
兄
様
も
黒
も

大

 
妖
怪

あ
が

 

刀
で
地
面
を

い

を
飛
び
散
ら
せ
能
力
に
よ

て
そ
の

を
巨
大
な

へ
と
変
え
妖
怪

達
を
突
き
殺
す

 
美
 

こ

こ
れ
は
一
体
な
ん
だ
い
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勇
儀

こ
い
つ
ら
は
一
体

 
萃
香

み

皆
が

 

ル

勇
儀

旧
都
の
妖
怪
達
が
皆

に

 

マ

そ
れ

外
に
も
彼
奴
ら
家
々
を

し
て

 
キ
ス
 

 
突
然
の

襲
に
よ
る
強
襲
に
美
寿
々
達
は

ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

 
美
 

ち

理
久
兎
達
や
さ
と
り
は
無
事
か

 
と

美
寿
々
が

た
そ
の
時
だ

た

 

 

あ
は
は
は
は
無
事
な
ん
じ

な
い

少
な
く
て
も

 
は
無
事
だ
よ

 
空
か
ら

人
の
少
年
い
や
狂
神
と
な

た
理
久
兎
が
降
り
皆
の
絶
望
す
る
姿
を

め
る

 
美
 

お
前
み
た
い
な

キ
が
親
玉

て
事
か
い

 
勇
儀

で
す
が
こ
の
少
年
何
か
違
和
感
が

 
萃
香

何
か
理
久
兎
に

て
る
気
が
す
る

 
こ
の
酒

い
妖
怪
が
何
を

て
い
る
の
や
ら

し
か
し
先
程
か
ら
の
無
礼
す
ぎ
る

葉
に
イ
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ラ
つ
き
を
覚
え
た

 
理
 

む

そ
う
だ
よ

そ
れ
と
お
前
よ
り
か
は
年
上

 
だ
よ
口
は
わ
き
ま
え
ろ
よ
酒

妖
怪
共
が

 
手
を

げ
そ
れ
が
合

と
な
り

に
は
黒

が

に
は
空
紅
が
自
分
の

で

く

 
萃
香

そ
れ
は
理
久
兎
の

お
前
理
久
兎
達
に
何
を
し
た

 
の

 
理
 

何
も

元
か
ら

の
だ
か
ら
さ

 
美
 

マ
メ

ル
ス

キ
ス
メ
お
前
達
は
こ
こ
か
ら

 
逃
げ
ろ

く

 
こ
の
目
の
前
の
⻤
の
発

で
後
ろ
の
妖
怪
達
は
逃
げ
出
し
た

だ
が
逃
が
す
わ
け
が
な
い

を
愚

し
た
こ
の
妖
怪
に
は
絶
望
を
与
え
て
か
ら
退
場
さ
せ
て
や
ろ
う
と
思

て
い
た
か
ら
だ

 
理
 

行
け

 
二
刀
の
切

先
を
逃
げ
る
妖
怪
達
へ
と
向
け
て
発

さ
せ
る

 
美
 

さ
せ
る
か

 

ン
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し
か
し
目
の
前
の
⻤
が

の

を

の
代
わ
り
に
し
て
二
刀
を

え
て
き
た

す
ぐ
に
引
か
せ

ま
た
自
分
の

に

か
せ
る

 
美
 

て
め

こ
れ
を
や

た

と
し
前
は
着
け
て
も
ら
う

 
か
ら
な

 
勇
儀

助
太
刀
し
ま
す
美
寿
々
様

 
萃
香

私
も

 

人
の
気
が
上
昇
し
て
い
る
の
か

り
の
空
気
が
よ
り
一

く
な
る
の
を
感
じ
る

妖
力

に
殺
気
が

じ

て
い
る
の
か
近
く
に
い
る
だ
け
で
不
快
に
な
る

し
か
し
何
処
か
で
こ
ん
な
よ

う
な
戦
い
を
し
た
よ
う
な
気
に
な

て
く
る
が
何
も
思
い
出
せ
な
い

だ
が
自
分
が
や
る
事
は
分

か
る

目
の
前
に
立
ち
塞
ぐ
こ
い
つ
ら
は

除
す
る
べ
き
だ
と

 
理
 

と

う
ル

ル
を
退
け
よ
う
と
す
る
お
前
ら

 
は
反

罪
に
よ
り
斬

と
し

と
な

て

遠
に
自

 
分
が
し
た
過
ち
を

す
る
が
い
い

 
空
紅
と
黒

に
続
き
天

そ
し
て
断
罪
神
書
を

か
せ
更
に

 
理
 

ル

ル
を
制
定
力
の

を
こ
の
戦
い
の
間
だ
け
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本
を
解

 
バ
キ
ン

 

が
ぶ

れ
る

が

く

自
分
の
体
底
か
ら
封
じ
て
い
た
力
が

き
出
て
く
る
を
感
じ
る

何
て
心
地
よ
い
感
覚
な
の
だ
ろ
う

 
理
 

ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
何
て

は
バ
カ
だ

た
ん
だ
ろ

 
そ
し
て
何
て
愚
か
だ

た
の
か
な

こ
ん
な

き
上

 
が
る
力
を
何
で
封
印
し
て
た
ん
だ
ろ

 
美
 

こ
の
感
じ

何
で
て
め

か
ら
理
久
兎
と
同
じ
気
な

 
ん
だ

え
ろ

 
理
 

だ
か
ら

 
す
ぐ
に
自
分
は

人
の
目
の
前
か
ら
消
え
上
空
へ
と
飛
び

人
に
分

し
各
々
に
黒

空

紅

天

レ
ク
イ
エ
ム
を
持
ち
更
に

人
は
断
罪
神
書
を

げ
魔
法
を

開
し
も
う

人

は
仙
術
の

を
唱
え

を

え
る

そ
し
て
空
紅
を
持
つ
理
久
兎
が
美
寿
々
達
へ
と
狂
気
を

む

み
を

し
な
が
ら

の
前
へ
と
一

で
近
づ
く

 
理
 

が
そ
の
理
久
兎

大
能
神
だ
か
ら
さ
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勇
儀

こ
れ
は
理
久
兎
の

 
萃
香

け
れ
な

 
ド

ン

グ

グ

ザ

 
斬
ら
れ
殴
ら
れ

さ
れ
撃
ち

か
れ
と
で
あ

と
い
う
間
に

人
は

に
な

た

那
の

一

に
も
過
ぎ
ぬ
こ
の
短
さ
で
と
て
も
つ
ま
ら
な
い

の

き
が

え
な
い
が

く
と
て
も
満

も
出
来
な
い

 

 

あ
ら
あ
ら
大
き
な
水

が
出
来
た
わ

 
理
 

じ

な
く
て

 

 

え

こ
れ
は
水

ま

妖
怪
か
ら
出
来
て
い
る
か
ら

 
妖
怪

と
で
も

え
ば
い
い
か
し
ら

 
い
や
そ
れ
完

に

だ
ろ

何
を

て
ん
だ
こ
の
女
は

 

 

さ
て
も
う
少
し
で
全
員
水

に
な
る
か
し
ら

 
理
 

 

無
し
と
は
こ
の
事
だ
ろ
う

こ
ん
な
ん
だ
と
自
分
の
記
憶
に
も

ら
な
い
だ
ろ
う

す
る
と

人
の

の
少
女
が
こ
の
戦
火
の
中
を
走

て
や

て
き
た
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少
女

こ
れ
は

 
何

か
見
た
こ
と
が
あ
る

記
憶
に
な
い

な
の
に
そ
し
て
頭

が
襲
う

 
理
 

お
前
は

が

さ

と
り

ぐ

 
頭
が

い

何

だ
何

こ
の
少
女
を
見
る
と
頭
が

い
の
だ

分
か
ら
な
い

分
か
り
た

い

分
か
り
た
く
な
い

自
分
の
手
が

え
て
い
る

何
を
自
分
は
恐
れ
て
い
る
の
だ

こ
ん
な

一
目
見
た
だ
け
で
も
弱
い
で
あ
ろ
う
こ
の
少
女
ご
と
き
に

 
さ
と

ま
さ
か
理
久
兎
さ
ん

そ
ん
な
姿
に
何
で

 
理
 

が

ど
う
い
う

事
だ
よ

お
前
を
知
ら
な
い

 

な
の
に
何
で

 
ど
う
い
う
事
だ

こ
れ
が
自
分
の
姿
で
は
な
い
な
か

そ
れ
な
ら
自
分
の
本
来
の
姿
と
は
何
な

ん
だ

自
分
が
ポ
ツ
リ
と

い
た
さ
と
り
と
い
う
こ
の
少
女
は
一
体

だ
と
い
う
の
だ

 

 

理
久
兎

殺
し
な
さ
い
あ
の
子
は

方
の

よ

 
女
性
の

白
の
大

が
一
回

ば
た
き
女
性
の
一

で
頭

が
消
え
先
程
の

み
が
嘘
み
た
い

に
心
地
よ
い
快
感
に
変
わ
る
の
を
感
じ
る

自
分
は
こ
の
ゾ
ク
ゾ
ク
と
す
る
快
感
に
ず

と
身
を

て
お
き
た
い
と
心
か
ら
思

て
し
ま

た



 第３７７話 戦火舞う旧都

 
理
 

 

い
な
が
ら
そ
の
少
女
へ
と
近
づ
き
そ
し
て

 
グ

 
さ
と

え

 
そ
の
少
女
の

胸
を
目
掛
け

で
手

を
し
た

そ
し
て
そ
の
さ
と
り
と

い
た
少
女
の
耳

元
で

 
理
 

さ
よ
う
な
ら

か
は
分
か
ら
ぬ
子
よ

 
さ
と

理

久

兎
さ
ん

 
胸
か
ら
手
を

き

に
つ
い
た

を

め
る

最
後
に
こ
の
少
女
が

い
た
よ
う
な
気
が
し
た

が
気
の
せ
い
だ
ろ
う

だ

て

か
分
か
ら
ぬ
見
ず
知
ら
ず
の
子
な
の
だ
か
ら

 

 

上
出
来
よ
理
久
兎
さ

行
き
ま
し

う
次
は
地
上
を

 
制
定
し
決
め
な
さ
い
生
存
か

び
か
の
選

を

 
理
 

分
か

た
よ
お
ば
さ
ん

 

 

お

オ
バ
サ
ン

く

ふ

ふ
ふ
さ

さ

 
行
き
ま
し

う
か
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そ
う
し
て
理
久
兎
達
は
地
上
を
裁
定
す
る
が
た
め
に
次
な
る
地
へ
と
向
か
う
の
だ

た

だ
が

こ
の
時
に
は
知
ら
な
か

た

 
バ
キ
ン

 
さ
と
り
の
胸
元
に
あ

た
ブ
ロ

チ
が

れ
た
の
を

そ
し
て
さ
と
り
は

子
と
な

て
消
え

る

同
日

前

時
の
と
あ
る
山
の

へ
と
時
は
流
れ
光
る

子
は
合
わ
さ

て
い
き
心

を

か
れ
た
さ
と
り
へ
と
再
合
成
さ
れ
る
と

 
さ
と

う

こ
こ
は

 
何
と
か
起
き
上
が
り

り
を
見
渡
す
と
そ
こ
は

だ

た
こ
と
に
気
が
つ
く
と
同
時
に
自
分
が

地
上
に
い
る
の
も
分
か
る

 
さ
と

し

ら
せ
な
き

 

か
れ

が
開
い
た
服
の
上
に
手
を
起
き
お
ぼ
つ
か
な
い

で
向
か
う

異
変
を
解
決
す
る
事

を
専
門
と
す
る
者
が
住
む

神
社
に
力
を

り

り
こ
の
悪
夢
を
終
わ
ら
せ
た
い
が
た
め
に
向

か
う
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

怠
惰
よ

急
が
ぬ
か

 
怠
惰

え

現

進
行

で
何
処
に
い
る
か
と

神
し
か

 
通
れ
ぬ

不
思
議
な
異
空
間
の
道
を
ふ
わ
ふ
わ
と

 
飛
ん
で
ま
す
よ

 

 

オ
イ
ゴ
ラ

怠
惰
急
が
ぬ
か

 
怠
惰

ち

ん
こ
れ
は
仕
事
だ
か
ら
し

か
り
や
る

 

 

そ
う

わ
れ
て
も
じ

な

 
怠
惰

そ
れ
と
心
に
余

を
持
た
な
き

メ
だ
よ

じ

 
な
い
と
気
を

り
す
ぎ
て

れ
る
よ

 

 

そ
れ
は
そ
う
じ

が

 
怠
惰

そ
こ
が
ま
だ
ま
だ
何
だ
よ

て
な
い

て
な
い

 

て

 

 

そ
れ
で
何
時
も
大
惨
事
じ

よ
な

 
怠
惰

は

は

は

何
を
今
さ
ら
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あ

心

に
な

た

シ
は
行
く

 
怠
惰

あ

ち

と

行

ち

た
よ
も
う

 
仕
方
な
い
か
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

て
事
で

で
は
ま
た
次
回

バ
イ
ニ

ラ



 第３７８話 裁定という名の侵略

 
第
３
７
８
話
 
裁
定
と
い
う
名
の
侵
略

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

モ
ン
ス
ト
Ｓ

コ
ラ
ボ

チ

で
怒

の

を
し
て
見
事
全
種

え
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
の
悪
魔
で
す

し
か
し
も
う
オ

ブ
や
獣
神
玉
が
な
い
事
実
で
す

進
化

で
き

失
礼

無

話
が
⻑
く
な
り
ま
し
た

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
旧
都
で
の
虐
殺
か
ら
数
時
間
後

自
分
は

と
名

る
人
物
が

意
し
て
い
た
ア

ト
へ
と

来
て
い
た

 
理
 

ふ

ん
結

い
ん
だ

 

の
よ
う
な
入
り
口
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
中
は
中
世
の

殿
の
よ
う
な
感
じ
で
先
程
い
た

よ
り
も

い

 

 

き
に
使

て

わ
な
い
わ

 
亜
狛

そ
う
か

 
耶
狛

良
か

た

こ
れ
だ
け
部

が
あ
る
と
お
兄
様
と
は
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別
室
に
な
れ
る
わ

 
黒
 

だ
が
よ

こ
ん
な
所
に

て
る
な
ん

俺
は
嫌

 
だ

く

し
て

ん
だ
よ

 

ち
着
き
が
な
い
黒
に
怒
り
を
覚
え
て
く
る

そ
れ
に

が
で
か
す
ぎ
て
耳
に

く
た
め

め

て

し
い

 

 

ふ
ふ

て
な
い
で
影
の
⻯
よ

理
久
兎
こ
の

 
子
達
を
外
に

た
ら
ど
う

 
そ
の
意
見
に
対
し
て
自
分
の

え
は

成
な
た
め
思

て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま

に
出
す

 
理
 

成
す
る
よ
正
直
う
る
さ
く
て
耳
が

い

 
黒
 

あ

ん

 
理
 

何
処

の
バ
カ
ロ

ク
は

が
う
る
さ
い
そ
れ
に
獣

 
兄
妹
は
い
ち
い
ち
下
ら
な
い
こ
と
で
喧
嘩
す
る
し

 
亜
狛

何
だ
と

 
耶
狛

あ
ら
王
は

分
と
我
が

 

人
は
自
分
に
向
か

て

み
を
か
ま
し
て
く
る
が
更
に

葉
を
続
け
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理
 

あ
の

聞
い
て
い
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
の
分
か
ら

 
な
い
の

あ

そ
う
か
お
前
ら
み
た
い
な

頭
じ

 
無
理
か

 

人
の

に
シ

が
よ

て
い

た
次
の

間

 
黒
 

に
の

て
ん
じ

ク
ソ

キ
が

 
亜
狛

何
な
ら

様
と
の

約
は

て
て
や
る
死

 
耶
狛

少
々
我
が

が
過
ぎ
ま
す
わ
よ

 
影
二
刀

刀
で
自
分
を

撃
し
て
く
る

だ
が
こ
い
つ
ら
が
や

て
る
事
な
ど
無
意
味
に

近
い
も
の
だ

 
理
 

魔
力

の
巨

 

キ
ン

 
突

現
れ
る
巨
大
な

の

が

人
の
胸
を

く

 
黒
 

が

 
亜
狛

な

何
だ
と

 
耶
狛

う
が
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こ
れ
が
王
で
あ
る
自
分
に

向
か

た
報
い
だ

だ
が
自
分
は
こ
れ
で
も

深
い

人

に
聞
こ
え
る
よ
う
に

 
理
 

今
回
は
こ
れ
で
許
し
て
あ
げ
る
け
ど
次

向
か

た

 
ら
そ
の
時
は
死
ぬ
方
が
楽
と
思
え
る
ぐ
ら
い
の
絶
望

 
を
あ
げ
る
よ

 

ち
ん

 
指

チ
ン
を
し
て

を
消
す
と

人
は
無
様
に
地
べ
た
へ
と

ち
る

 
理
 

そ
れ
と

ら
に
仕
事
を
あ
げ
る
地
上
へ
と
向
か
い
裁

 
定
し
て
こ
い
そ
れ
か
ら
仕
事
は
サ
ボ
る
な
よ

サ
ボ

 

た
ら
目
を

る
か
ら

 
亜
狛

ぐ

了
解
し
た

 
黒
 

わ

分
か

た
ボ
ス

 
耶
狛

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

王
よ

 
自
分
は
大

を
持
つ
女
の

を
見
て

 
理
 

作
戦
を
す
る
な
ら
お
前
に
任
せ
る
だ
が
俺
の
や
り
た
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い
事
を
邪
魔
す
る
な
ら

分
か
る
よ

 

 

え

そ
れ
は
も
う
心

て
い
ま
す

 
理
 

な
ら
王
の
名
に
お
い
て
命
じ
る
地
上
を
裁
定
し
ろ
そ

 
し
て
邪
魔
者
は

除
し
ろ
こ
れ
に

向
か
う
な
ら
死

 
あ
る
の
み

 
そ
う

い
自
分
は
奥
へ
と
向
か
う

そ
し
て

当
な
部

を
選
び
入
る
と

ド
は

論
の
事

で

や
ソ
フ

も
完
備
さ
れ

イ
ン
ボ

ク
ス
に
は

イ
ン
も
入

て
い
た

 
理
 

ふ
ん

 

ド
へ
と

り
少
し
だ
け
だ
が
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

そ
し
て
夢
を
見
た

 
理
 

こ
れ
は
何

 
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
無
い
よ
う
な
記
憶
に
は

て
い
な
い

の
⻑

の
男
性
が
楽
し
そ

う
に

々
な
者
達
と
酒
を
飲
み
交
わ
し
て
い
た

中
に
は
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
近
い
姿
の
者

達
も
い
た
し

に
変
え
た
妖
怪
や
殺
し
た

の
少
女
も
い
た

 
理
 

何
で
こ
い
つ
ら
は
こ
ん
な
楽
し
そ
う
な
ん
だ
何
で

 
何
で
だ
よ
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が
立
つ
し
怒
り
を
覚
え
て
く
る

心
な
し
か

ま
し
い
と
密
か
に
思

て
し
ま

た

そ
し

て
数
時
間
程
眠

た
自
分
は
目
を
開
け
起
き
る
と
時

は

前

時
を
回

て
い
た

 
理
 

ざ

と

時
間
か

時
間
か

 

激
が
な
く
つ
ま
ら
な
い

日
が
こ
れ
か
ら
幕
を
明
け
よ
う
と
し
て
い
る

ど
う
す
る
か
と

え
な
が
ら

ド
か
ら
降
り
部

を
出
て
女
を
探
し
つ
つ
各
部

を
物

す
る
こ
と
数
分
後

自
分
は
真

白
で

い

見
室
へ
と

り
着
い
た

 
理
 

玉
座
か

 

 

え

そ
う
よ
こ
れ
は

方
が
い
ず
れ
座
る
で
あ
ろ
う

 
玉
座
よ

 

の
し
た
方
向
を
向
く
と

む
女
性
が
い
た

そ
う
い
え
ば
今
さ
ら
だ
が
こ
の
女
の
名
前
を

聞
い
て
な
か

た
と
思
い

 
理
 

所
で
聞
い
て
な
か

た
け
ど
オ
バ
サ
ン
名
前
は

 

 

ぐ

ウ
リ
エ
ル
元
大
天
使
⻑
の
ウ
リ
エ
ル

 
そ
れ
が
な

名
前
よ

 
反

が
面
白
い

こ
い
つ
オ
バ
サ
ン
と
い
う
単
語
が

当

さ

て
い
る
の
か

う
度
に

い
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を
し
て
く
る

こ
い
つ
の
ア

名
は
オ
バ
サ
ン
決
定
だ

 
理
 

ふ

ん
ま

や

ど
う
で
も
良
い
や
そ
れ
で
さ

 
オ
バ
サ
ン

の
下

達
は

 
ウ
リ

り

理
久
兎

出
来
れ
ば
ウ
リ
エ
ル
お
姉
さ
ん

 
て

て
く
れ
る
と

 
理
 

断
る

さ

さ
と

え
ろ
よ

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス
と
は
違

て
生
意
気

こ
の

キ

 
理
 

何
か

た

 
ウ
リ

い

い
い
え
何
も

 
今
こ
い
つ
自
分
の
事
を

し
や
が

た

そ
れ
に
今
さ

き
の
小

の

動
か
ら
し
て
自
分

を

し
て
い
る
の
は
明
白
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
自
分
も
こ
い
つ
を

し
て
最
後
は
あ
の
少
女

の
よ
う
に
心

を

い
て
や
ろ
う
と
思

た

 
理
 

で

さ

き
の

問
に

え
て
く
れ
な
い

 
ウ
リ

方
の
従
者
達
な
ら
地
上
に
行
か
れ
ま
し
た
よ
向
か

 
い
ま
す
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理
 

う
ん

時
空
を

れ
る
な
ら
さ
く

と

動
し
て
く

 
れ
な
い

 
ウ
リ

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
我
が
王
よ

 
そ
う

う
と

日
と
同
じ
よ
う
に
大
き
な
時
計
が
現
れ

が

ま
る
と

が

に
な
る

ウ
リ
エ
ル
が
空
を
飛
ぶ
と
同
時
に
自
分
も
龍

を

ば
た
か
せ
飛
び
ウ
リ
エ
ル
に

い
て
い
く

の
だ

た

暗
い
底
か
ら
出
て
空
へ
と
飛
び
上
が
る
と

い
空
が

が
る

遠
く
の
方
で
は
里
も

あ

た
が

に

ま
れ
て
い
た

 
ウ
リ

説
明
い
た
し
ま
す
亜
狛
様
は
北
を

し
に
向
か
い

 
耶
狛
様
は
南
を
黒
様
は
主
に
⻄
で
す
が
今
回
は
特

 
と
し
て
人
里
へ
と
裁
定
し
に
向
か
わ
れ
ま
し
た

 
理
 

ふ

ん

 

り
を
見
渡
す
と

度
近
く
の
山
の
山
頂
に
神
社
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た

 
理
 

少
し
遊
ん
で
く
る

 
ウ
リ

ふ
ふ

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
我
が
王
よ

 

を

ば
た
か
せ
と
り
あ
え
ず
は
近
く
の
神
社
へ
と
行
き
気

を

し
な
が
ら
瓦

の
上
に
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立
ち
様
子
を
見
る
と

 

 

諏
訪
子
様

神
奈
子
様

私
を
人
里
へ
行
か
せ
て
下

 
さ
い

 
緑

の
少
女
は

人
い
や

神
に
そ
う

う
と
そ
の
内
の
神
奈
子
と
諏
訪
子
は
こ
の
少
女
を

心

し
て
い
る
の
か
不
安
げ
な

で

 
八

分
か

た
無
理
は
し
な
い
で

 
洩
矢

危
険
と
思

た
ら
す
ぐ
に
逃
げ
る
ん
だ
よ

 
と
何
と
も
見
て
い
て
過

だ
な
と
思

た

そ
し
て

と

わ
れ
た
少
女
は
決
心
し
た

よ
う
に

 

は
い

 
返
事
を
し
て
火
が
上
が
る
人
里
へ
と
向
か

て
い

た

人
里
は
黒
が
裁
定
を
し
て
い
る
み
た

い
だ
が
あ
ん
な
少
女
が
勝
て
る
の
だ
ろ
う
か
と
少
し

問
に
思

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 
八

姿
を
見
せ
な

 
と
明
ら
か
に
自
分
の
存

に
気
づ
い
て
い
る
の

ん
で
き
た

バ
レ
て
い
る
の
な
ら
気

を

す
意
味
も
た
め
気

い
や
殺
気
を

出
し

か
ら

く
り
と
降
り

神
を
見
な
が
ら
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理
 

へ

い

の
存

に
気
が
つ
い
た
ん
だ

 
洩
矢

は
気
づ
い
て
は
い
な
か

た
み
た
い
だ
け
ど

 
こ
こ
は
私
達
の
神
社
で
あ
り
領
地
そ
れ
な
ら
私
達
は

 
な
お
さ
ら
分
か
る
よ

 
神
社
は
神
達
に
と

て
家
み
た
い
な
も
の
な
の
か
侵
入
者
で
あ
る
自
分
を
す
ぐ
に
探
知
で
き
た

み
た
い
だ

自
分
は
口
元
を
釣
り
上
げ

い
な
が
ら

 

 

と
り
あ
え
ず

ら
の
実
力
を
見
せ
て
よ
ど
れ
だ
け
強

 
い
の
か
気
に
な
る
し
さ

 
霊
力
妖
力
神
力
魔
力

そ
れ
ら
を

出
し
更
に
は
殺
気
を
更
に
高
め

う
と
神
奈
子
と

諏
訪
子
の

は
少
し
の

え
を
見
せ
た
が

 
八

気
を

け
な
諏
訪
子

 
洩
矢

分
か

て
る
よ

 
と
神
奈
子
は

を
諏
訪
子
は

輪
を

え
て
そ
う

う

こ
れ
な
ら
少
し
は

し
な
く
て
も

み
そ
う
だ

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
絶
望
を
見
せ
て
よ
そ
れ
が

に
と

て
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一
の
快
楽
だ
か
ら
さ

 
そ
う
し
て
神
奈
子
そ
し
て
諏
訪
子
と
対

い
や
一
方
的
な
虐
殺
を
開
始
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

お

し

キ
リ
ト
当
た

た

 

 

怠
惰
よ
そ
ん
な
事
し
と
る
場
合
で
は
な
か
ろ
う

 
怠
惰

へ

へ

お

ア
ス
ナ
に
シ
ノ
ン
も
当
た

 
た

写
メ

て
強

に
自

し
と
こ
う

 

 

お
ん
し
は
遊
び
の
事
し
か

え
て
お
ら
ん
の
か

 
怠
惰

失

な

る
事
も

え
て
る
よ

 

 

こ
の

目
魔
族
が

 
怠
惰

も
う

に
自
覚

み
だ

 

 

こ
や
つ

あ
る
意
味
で
殴
り
た
い

 
怠
惰

は

は

は

そ
れ
よ
り
も
後
ど
の
く
ら
い
か

 

 

後
少
し
じ
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怠
惰

オ

じ

あ
後
少
し
頑

る
よ
よ

 

 

う
む

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
か
の

で
は
で
は

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

で
は
読
者
様

 
怠
惰

ま
た
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第
３
７
９
話
 
弱
者
の
上
に
強
者
立
つ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

モ
ン
ス
ト
Ｓ

コ
ラ
ボ
の
こ
れ
か
ら

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
新
イ

ク
エ
の
ボ
ス
が

に
な
る
の
か
な

と
気
に
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

恐
ら
く
絶

と

わ
れ
た

ウ
キ
ま
た
は
Ｇ
Ｇ

で
そ
の
力
を

る

た
デ
ス
・

ン
の
う
ち
ど
ち
ら
は
出
る

よ
な

と
予

は
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
す

人
的
に
は

ウ
キ
が
良
い
で
す
け
ど

マ
ザ

ロ
ザ
リ
オ

い
話
だ

た
な

失
礼

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 

空
が
よ
り
近
く
で
見
れ
る
山
頂
に
あ
る
神
社
で
自
分
は
向
か

て
く
る

神

神
奈
子
と

諏
訪
子
と
対

い
や
一
方
的
な
虐
殺
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
た

 
洩
矢

そ
ら

 
八

行
き
な
御

 

輪
と

が
自
分
へ
と
向
か

て
襲
い
か
か

て
く
る

だ
が
そ
ん
な

撃
は
無
意
味
そ
し
て

無
力
だ
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理
 

魔
力

雷
の
ル

ン

 

に
雷
の
ル

ン
を
作
り
上
げ
雷
を

わ
せ
ま
ず
諏
訪
子
の
飛
ん
で
く
る

輪
を

キ

チ
し
雷
を

わ
せ
る
と

 

ン

ン

ン

 
そ
れ
ら
は
手
に
持
つ

輪
に
く

つ
い
て
い
く

そ
し
て
飛
ん
で
く
る
神
奈
子
の

に
は

 
理
 

の
ル

ン

ア
イ
ス
ウ

ル

 

に

の
ル

ン
を
作
り
上
げ
地
面
へ
と

を

き
つ
け
る
と
自
分
の
目
の
前
に
分

い

の

が
出
来
上
が
り
向
か

て
く
る
御

を
防
ぐ

 
洩
矢

嘘

 
八

彼
奴
魔
法
使
い

い
や
に
し
て
も
複
雑
だ

た
気

 
が
魔
力
に
変
わ

た

 
理
 

何
を
そ
ん
な
に

い
て
い
る
の

オ
バ
サ
ン
に
ロ
リ

 
オ
バ
サ
ン

 
ブ
チ

 
何
か

が
ブ
チ

レ
る

が
し
た

よ
く
見
て
み
る
と
神
奈
子
と
諏
訪
子
の

間
に
シ

が
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よ

て
い
た

 
八

が
オ
バ
サ
ン
よ

 
洩
矢

が
ロ
リ
オ
バ
サ
ン

 
更
に
御

と

輪
を

え
何
か
を
唱
え
て
き
た

 
八

祭
 
目
処

子
乱
舞

 
洩
矢

 
ミ
シ

グ

様

 
神
奈
子
は
無
数
の

と
神
力
を
使

た
玉
を
飛
ば
し
て
き
て
諏
訪
子
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
巨

大
な
白

を
出
現
さ
せ
神
力
の
玉
と
共
に
自
分
へ
と

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

だ
が
今
さ

き
の

何
か
を
唱
え
る
の
は
初
め
て
見
た
気
が
し
な
い

何

だ
ろ
う
と
気
に
な
る
が
ま
ず
は
向
か

て

く
る
こ
れ
ら
を

き

し

が
本
当
の
神
か
を
教
え
る
の
が
先
だ

 
理
 

王
の
名
に
お
い
て
命
ず
る

を

ぼ
せ

 
向
か

て
く
る
ミ
シ

グ

様
が

ま
る

そ
し
て

を
神
奈
子
と
諏
訪
子
へ
と

り
向
き
口

を
開
き

を
鳴
ら
す

そ
し
て

 
白

キ
シ

 

先
は
諏
訪
子
と
神
奈
子
へ
と
向
か

て
い

た

的
は

神
へ
と
変
わ

た

間
だ
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た

ミ
シ

グ

様
は
神
奈
子
と
諏
訪
子
が
出
し
た
玉
を
次
々
に
当
た
る
が
そ
の

い
は
弱
ま
る

所
か

に
増
し

神
へ
と
襲
い
か
か
る

 
洩
矢

何
で

は
あ

ち
だ
よ

 
八

ど
う
な

て
る
の

り
神
を

に
従
わ
せ
た

 
理
 

何
も

く
こ
と
は
な
い
そ
の

り
神
よ
り
も
自
分
が

 
強
い

た
だ
そ
れ
だ
け
の
事

弱
者
は
弱
者
ら
し
く

 
強
者
の
踏
み
台
に
な
り
な
よ

 
空
紅
と
黒

を
出
現
さ
せ

 
理
 

行
け

 
ビ

ト
ン
の
よ
う
に
神
奈
子
と
諏
訪
子
へ
と
向
か
わ
せ
る

ミ
シ

グ

と
黒

そ
し
て
空
紅

の

に

々
と
彼
女
達
は

え
な
く
な

て
い
く
が
正
直
に

お
う

も
う

き
た
と

 
理
 

の
ル

ン

々
よ
あ
の

神
を

束
し
ろ

 

チ
ン

 
指

チ
ン
と
共
に

り
の

々
の

が

び
神
奈
子
そ
し
て
諏
訪
子
の
四

を

り
大
の

で

束
し
自
分
は

を

げ
る
と
黒

は
諏
訪
子
に
空
紅
は
神
奈
子
に
切

先
を
向
け
る
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八

な

せ

 
洩
矢

く

 
理
 

 
そ
う

い

を

り
下
ろ
す
と
二
刀
は

神
達
へ
と
向
か

て
回
転
し
な
が
ら

た
れ

 
ド
ゴ
ン

 
八

が
は

 
洩
矢

う
ぐ

 
峰
で

き
つ
け
る

し
か
も
そ
れ
を

回
で
終
え
る
は
ず
も
な
く
何
度
も
何
度
も
自
分
が
気

が

む
ま
で
や
る
頃
に
は

神
は

は
し
て
い
る
み
た
い
た
が

ぼ

死
状
態
に
な

た

そ

し
て
殴
ら
れ
た

撃
で
彼
女
達
が
身
に

け
て
い
た
目
玉

子
と

が

ち
て
い
た
た
め
戦

品

と
し
て

い
そ
し
て

神
を
眠
ら
せ
解

し
な
い

り
起
き
な
い
よ
う
に

い
を

み
込
む

 
理
 

こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
戦
い
を
あ
り
が
と
う

と

て

 
も
弱
く
て
つ
ま
ん
な
か

た
よ

 
そ
う

い
後
ろ
を
向
く

そ
し
て

た
ミ
シ

グ

様
は
自
分
を
見
る
と

 
理
 

来
な
よ

が

く

を
使

て
あ
げ
る
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断
罪
神
書
を

げ

う
と
ミ
シ

グ

様
は
中
へ
と
入
り
本
の

に
収

完
了
し
同
時
に

戦

品
の

子
と

も
つ
い
で
に
収

し
た

だ
が
こ
れ
で
ま
た

に
な

た

 
理
 

あ

あ
つ
ま
ん
な
い
な

 
ウ
リ

ふ
ふ

な
ら
人
里
に
行
か
れ
て
は
い
か
が
で
す

 
真

白
の
大

を

げ
ウ
リ
エ
ル
が
降
り
て
く
る
と
自
分
に
そ
う

て
く
る

こ
の
女
に
指

さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
嫌
だ
が

で
仕
方
な
い
た
め
今
回
は

ろ
う
と
思

た

 
理
 

仕
方
な
い
か
ら
そ
う
す
る

黒
が
仕
事
で
き
て
る
か

 
見
た
い
し
あ

オ
バ
サ
ン
は
も
う
帰

て
て
い
よ

 
正
直
邪
魔
だ
か
ら

 
ウ
リ

な

 
そ
う

い
龍

を

げ
自
分
は
空
へ
と
飛
び
立
つ

そ
れ
を
見
送
る
ウ
リ
エ
ル
は

に

を

か
せ
る
の
だ

た

そ
う
し
て
人
里
へ
と
来
る
と
黒
が
楽
し
そ
う
に
戯
れ
て
い
た

よ
く
見
て

み
る
と

の
よ
う
に
中
か
黒
い
物
が
降

て
い
た

感
じ
か
ら
し
て
妖
怪

だ
ろ
う

予

と
し

て
妖
怪

を
守
る
こ
と
は
愚
か
無
様
に

さ
れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

遊
ぶ
な

て

た
の
に
な
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黒
か
ら
も
殺
気
は

た
れ
い
る
が
そ
れ

上
の
殺
気
を

ち

く
り
と
降
下
す
る

降
下
し

て
い
る
と

 

女

な

手
が

 
魔
女

お
い
何
だ
よ
こ
れ
体
の

え
が

ま
ら

 
兎
女

こ

こ
ん
な
波
⻑
見
た
こ
と
も
う

 

気
持
ち

悪
い

う

 
女
性

ぐ

 

女
に
魔
女
に
兎
女
に
神
社
で
見
た
緑

か

と
か

て
た
女
に
知
的
な
女
性
そ
れ
か

ら
刀
を
持
つ
少
年
が
自
分
の
殺
気
に
当
て
ら
れ
体
調
不
良
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
立

て
い
る
姿

が
お
ぼ
つ
か
な
い
で
い
た

だ
が
そ
れ
よ
り
も
自
分
は
黒
を

み

 
理
 

は
仕
事
を
し
ろ

て

た

な
ん
だ

 
け
ど
遊
ん
で
は
い
な
い
よ

 
正
直
に

え
ば
せ
め
て

一
本
で
許
し
て
や
ろ
う
と
思

て
聞
く
と

 
黒
 

な

な
わ
け

だ
ろ
よ

妖
怪

が

さ
れ
ち
ま

 

て
よ
だ
か
ら
遊
ん
じ

よ
ボ
ス
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理
 

ふ

ん
そ
う
な
ん
だ

 
こ
い
つ
嘘
を

い
や
が

た
な

実

の
現
場
を
見
て
い
た
自
分
に
対
し
そ
ん
な
下
ら
な
い
嘘

偽
り
が
通

な
ど
出
来
る
わ
け
も
な
い

だ
が
そ
れ
よ
り
も
嘘
を
つ
か
れ
た
事
に
イ
ラ
つ
い
た

ニ
コ
リ
と
口
元
を

り
上
げ
て

 
理
 

ゲ

ム

 
ザ
シ

ザ
キ
ン

 
霊
力
を

わ
せ
た

で
目
に
見
え
ぬ
程
の
高

で
飛
ぶ
斬
撃
を

ち

 
理
 

が

 
黒
の
四

を
切
断
す
る

そ
し
て
四

が
な
く
な

た

体
と

は
地
面
へ
と

ち
る

 
黒
 

あ
が

 
地
面
に

下
し
そ
し
て
四

を
切
断
さ
れ

る
黒
に

で
近
づ
き

 
理
 

仕
事
を
こ
な
せ

て
い

た
よ

 
ザ
シ

グ

 
黒
 

や

め

 
黒
の

目
に
自
身
の
親
指
を
突

込
み
ど
ん
ど
ん

る

そ
し
て

目
を

す
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魔
女

う

 

女

こ
い
つ
狂

て
る

 

り
か
ら
そ
ん
な

が
聞
こ
え

る
の
を

め
つ
い
で
に

が

い
て
い
た
た
め
黒
の

を

め
綺

に
し
て

 
理
 

ご
め
ん

う
ち
の
従
者
が
さ

で
も

は

達
が

 
絶
望
し
て

く
様
が
見
た
い
た
ん
だ
よ

だ
か
ら
さ

 
今
回
は
見
逃
し
て
あ
げ
る
更
な
る
絶
望
を
見
た
い
か

 
ら
さ
だ
け
ど
次
は
な
い
か
も
よ

ア
ハ
ハ
ハ

 
引
い
て
い
る
の
か
少
年
そ
し
て
少
女
は
開
い
た
口
が
閉
ま

て
い
な
か

た

再
生
し
か
け
て

い
る
黒
を

く

飛
ば
し
て

 
理
 

ら
行
く
よ

さ

さ
と
立
た
な
い
と
今
度
は

 

し
に
す
る
よ

 
黒
 

が

ぐ

 
お
ぼ
つ
か
な
い

で
黒
は
立
ち
上
が
り
自
分
を

む
が
知

た
こ
と
で
は
な
い

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

じ

あ

あ

そ
れ
と
さ
緑
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ち

ん

 

え

 

の

近
く
に
来
き
て

み
な
が
ら

 
理
 

の
主
神
達
ク
ソ
弱
か

た
よ

 
そ
う

い
断
罪
神
を
神
書
か
ら
い
ら
な
い
で
あ
る
戦

品
の
神
奈
子
の

と
諏
訪
子
の

子
を

地
面
に

て
る

そ
れ
を
見
た

は
目
を
点
に
し
た

 

そ

そ
ん
な

 
何
て
見
て
い
て
面
白
く

な
の
だ
ろ
う

そ
し
て
そ
う
い

た
絶
望
や
怒
り
は
人
か
ら
人
へ

と
感

す
る

と
な

て
い
く

そ
れ
ら
が
感

し
終
え
る
頃
に
は
自
分
が
見
た
い
絶
望
見
れ
る

だ
ろ
う

 
理
 

ア
ハ
ハ

守
に
は
気
を

け
な
よ
じ

あ

 
目
で
黒
に
合

を
送
り
黒
の
影
へ
と
入
り
自
分
は
そ
の
場
を
後
に
す
る
の
だ

た

そ
う
し
て

く

れ
た

り
で
出
る

 
理
 

反

し
た

 
黒
 

け

邪
魔
し
や
が

て
よ
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理
 

ま
だ
死
に

り
な
い

 
断
罪
神
書
か
ら

ま
え
た
ミ
シ

グ

の

を
開
き
ミ
シ

グ

の
頭
だ
け
出
し

す

る 
黒
 

ち

悪
か

た
よ

 
理
 

態
度
が
気
に
く
わ
な
い
け
ど
ま

良
い
や
さ

さ
と

 
次
に
行
き
な
よ

は

め
て
る
か
ら
さ

 
そ
う
し
て
黒
と
別
れ
ま
た
自
分
は
空
へ
と
上
る

そ
し
て

れ
行
く
で
あ
ろ
う
こ
の
場
所
を

め 
理
 

エ
ス
カ
ト
ロ

の
結
果
は
ど
う
な
る
か
な

 
と

き
な
が
ら
た
だ

め
る
の
だ

た

 
怠
惰

は

イ

ク
エ
で

ウ
キ
出
な
い
か
な

 

 

様
ま
だ

う
て
お
る
の
か
こ
の
う
つ
け
が

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
よ
り
も
着
い
た
ん
じ

な
い
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ち

ん

 

 

う
む

ど
う
な

て
お
る
の
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
俺
は
手
は
出
さ
な
い
よ

 

 

は
な
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
お
れ

こ
の
問

は

 
こ
の
世
界
の
創
造
神
た
る

シ
の
問

じ

か
ら

 
な

 
怠
惰

は
い
は
い
ま

頑

て
よ

も
し

も
し
だ
よ

 
危
な
く
な

た
ら
助
け
て
あ
げ
る
よ

 

 

そ
う
な
る
前
に

す
わ
い

そ
れ
で
は
行

て
く

 
る

怠
惰

 
怠
惰

頑

て

さ
て
さ
て
と

ち

ん
が
行

た

 
所
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
そ
れ
で
は
ま
た
月

日
ま
で
サ
ラ

バ



 第３８０話 世界の頂に座る者

 
第
３
８
０
話
 
世
界
の
頂
に
座
る
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

気
温
の
せ
い
か
な
ん
な
の
か

頭

が
す
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
に

違
え
て

ま
で

い
と
結

ル
か

た
り
し
て
い
ま
す

皆
様
も
体
調

理
は
し

か
り
と
行

て
く
だ
さ
い

お

と
で
は
で
は
今
回
も
本
編
へ
ど
う

 
戦
火
が
上
が
る
幻
想
郷
を
た
だ
自
分
は

め
て
い
た

た
だ
つ
ま
ら
な
い
と
感
じ
な
が
ら
自
分

は

を
も
て
余
し
て
い
た

 
理
 

つ
ま
ら
な
い
な

 

手
す
る
の
に
面
白
そ
う
な
奴
は
い
な
い
も
の
か
と

え
て
し
ま
う

簡
単
に
は

れ
な
い
楽

し
い
楽
し
い

は
来
な
い
も
の
か

 
理
 

 
目
を

り
愚
か
な
従
者
達
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を

め
る

亜
狛
は
怪
物
達
を
使
い

を

拠
し
耶
狛
は

で

活
動
を

そ
し
て
黒
は
逃
げ
た
人
間
達
を
追
跡
し
寺
へ
と

い
て
い
る
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み
た
い
だ

 
理
 

良
い
な

を
し
な
い

て

  
本
当
に

だ

た
だ

め
る
と
い
う
の
は
自
分
の
性
に
は
合
わ
な
さ
そ
う
だ

す
る
と
そ
ん
な

時
だ

た

 
バ
キ
ン

 
何
か
が

れ
る

が

く
こ
れ
に
は
口
許
を

め
た

そ
し
て
喜
ん
だ

に
掛
か

た
大

が

い
る
と
い
う
事
に

神
奈
子
と
諏
訪
子
の

神
に
こ
そ

り
と
だ
が
解

さ
れ
た
時
を
見

し

て
仕
掛
け
を
し
て
正
解
だ

た

何
せ
そ
れ
を
特
に
は
自
分
同
等
レ

ル
の
者
し
か
解
け
な
い
よ

う
に
し
て
お
い
た
か
ら
だ

自
分
は
龍

を

ば
た
か
せ

が
掛
か

た
ポ
イ
ン
ト
へ
と
急
ぐ

 
理
 

待

て
ろ
よ
そ
し
て

を
楽
し
ま
せ
ろ
よ

共

 
ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
空
を
飛
び
な
が
ら

喜
し
つ
つ
飛
ぶ

そ
し
て
そ
の
ポ
イ
ン
ト
へ
と
着
き
気
づ
い
た
の
は
神
社

だ

つ
ま
り
も
し
か
し
た
ら
彼
奴
が
殺
し
そ
し
て
そ
の
者
が
座
る
玉
座
に
座
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思

た

す
ぐ
に
地
上
へ
と

下
し
着

す
る



 第３８０話 世界の頂に座る者

 
ド
ゴ

ン

 
土

が
上
が
り
自
分
の
前
を

る

土

を

う
と
同
時
に

が
消
え
る
た
め
よ
く
見
え
る

目
の
前
に
は
先
程
に
黒
と
戦

て
い
た
者
達
そ
れ
か
ら
弱
か

た

神
の

女
そ
し
て
自
分
が

も

と
も
殺
し
た
い
と
思
え
る

キ
い
や
⺟
親
が
い
た

こ
れ
は
ま
さ
か
の
主
ク
ラ
ス
を
引
い
た

よ
う
だ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

や

り
正
解
だ

た
よ

 
ル

ン
文

に
仕
掛
け
を
し
て
お
い
た
の
は
さ

 
す
ぐ
に
気
づ
い
た
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
達

え
な
さ
い

こ
い
つ
は
危
険
よ

 
全
員
自
分
を
見
て

え
る

し
か
し
⺟
親
の

だ
け
は

ち
着
い
た
表
情
で

 

 

や
は
り

そ
う
じ

た
か
ル

ン
文

と

い

 
こ
や
つ
ら
を

す
程
の
力
と
い
い
ま
さ
か
と
は
思

 
た
そ
し
て
こ
の

え
は
外
れ
て

し
か

た

 
蓮
 

龍
神
様

 
霊
夢

ど
う
い
う
事
よ
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様

そ
の
姿
と
い
い

に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
と

 
う
ん
じ

理
久
兎

 
自
分
は
ニ

リ
と

い
そ
し
て
楽
し
さ
の
あ
ま
り
に

て
し
ま

た

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

何
を
い

て
る
の
お
⺟
様

 
は

こ
れ
は

の
や
り
た
い
よ
う
に
や

て
い
る
だ

 
け
だ
よ

 
面
白
い
面
白
過
ぎ
て
お

が

い

す
る
と
何
を
思

た
の
か

 
霊
夢

待
ち
な
さ
い
よ

理
久
兎

て
こ
れ
よ
り
身
⻑
も
あ

 
る
し
こ
ん
な
子

じ

な
い
で
し

 

そ
れ
に
こ
ん
な
の
が
理

だ
な
ん
て

め
ら
れ
な
い

 
わ
よ

 
輝
夜

の
意
見
に
は
同
意
よ

 

そ
う
だ

こ
ん
な
の

チ
も
ん
だ
ろ

 
と

皆
は
口
々
に

て
く
る

が

チ
も
ん
だ
と
思
う
と
同
時
に
不
機
嫌
に
な

た

 
理
 

頭
が
高
い
な
下
等
種
族
共
が
頭
を
下
げ
ろ
よ
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手
を

げ
下
へ
と
下
ろ
し
気
を
最
大
よ
り
も
程
遠
い
が

手
を
強
制
的
に
土
下
座
で
き
る
ぐ
ら

い
の
気
を

つ

 
霊
夢

お

い

 

キ

 

夜

う
ぐ

 

仙

か

体
が

 
こ
れ
で
分
か

た

だ
ろ
う

絶
対
的
な

者
と
し
て
の
実
力
を
そ
の

大
さ
が

 

 

く

め
ぬ
か
理
久
兎
よ

こ
や
つ
ら
は

様
の
友

 
達
で
は
な
い
の
か

 
理
 

友
達

何
の
戯
れ

か
と
思
い
き
や
友
達

お

 
⺟
様
は
つ
い
に
そ
の

の
先

が
脳

に
ま
で

さ

 

た
の

は
こ
の
世
の
た
だ

人
の

一
と
な
る

 
神
に
な
る
だ
か
ら

外
の
者
は
消
え
る
そ
れ
こ
そ

 
が

の
望
む
世
界
さ

だ
か
ら
い
ら
な
い
ん
だ
よ
そ

 
ん
な
家

と
も

え
る
下
等
種
族
は
さ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 

 

様

 
口
う
る
さ
い
⺟
親
だ

聞
い
て
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
し
正
直
何
で
こ
い
つ
ら
と
友
達
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う

と
い
う
か
な
る
必
要
性
す
ら
感
じ
ら
れ
な
い
し
正
直
者
た
だ
の

だ
こ
い
つ
ら
の
存

値
な
ど

 
理
 

あ

で
も

楽
の

つ
で
は
あ
る
か
な
こ
い
つ
ら
の

 
絶
望
す
る

は
さ

特
に
そ
こ
の
緑

ち

ん
の

 
神
を

く

た
ぐ
ら
い
で
怒
る
姿
と
か
も
う

 
作
す
ぎ
て

ち

た
よ

  
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ
で
も
神
な
の

 
理
 

あ

神
だ
よ

何
か
問

で
も
あ
る
の

女
風
情

 
が

 

女
は

て

で
も
し
て
ろ
よ
思

た

す
る
と

の

の

が

い
て
い
た

 

 

良
く
分
か

た

そ
な
た
に

発
キ
ツ
い
の
を
く
れ

 
て
や
る

理
久
兎

そ
し
て

様
の
目
を
覚
ま
さ
せ
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て
や
る

 
そ
う

う
と
自
分
と
は

に
力
が

き
上
か
ら
掛
か
る
気
と
下
か
ら
上
へ
と
行
く
気
で
お
互
い

に

殺
し
合
い
掛
か
る
力
の

が

ロ
に
な

た

そ
の
た
め
か

 
蓮
 

あ

あ
れ

 
霊
夢

た

立
て
る

 
自
分
の
目
の
前
で
下
等
種
達
は
立
ち
上
が

た

楽
し
ん
で
い
た
の
に
こ
の

は

 
理
 

こ
い
つ
ら
が
地
面
に

い
つ
く
ば
る
姿
を
楽
し

 
ん
で
た
の
に
お
⺟
様
は

の
邪
魔
を
す
る

て
事
で

 
良
い
ん
だ
よ

な
ら
死

こ
こ
で

が

番
か

 
決
め
よ
う
よ
お
⺟
様
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

い
な
が
ら
自
身
の

を

ル
フ
カ

ト
し
て
流
れ
る

で
ル

ン
文

を

く

そ
し
て
最

後
の
仕
上
げ
に

葉
を

う

 
理
 

さ

お
前
ら
エ
サ
の
時
間
だ
よ
奴
ら
を
食
い
殺
し
ち

 
ま
い
な

 
す
る
と
自
分
を
中
心
に

度

ぐ
ら
い
の
小
規
模
の
地

が
発
生
す
る
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様
何
を
し
た

 
理
 

何

て

こ
れ
だ
よ

 

で

う
と
自
分
の

元
の
土
が
盛
り
上
が

て
い
き
人
の

を
な
す

そ
し
て
そ
れ
は
次

か
ら
次
へ
と
増
え
て
い
く

 
怪
物

が

 
こ
れ
は
自
身
の
作

た
魔
法
い
や
魔
術
生
物
そ
の
名
を

 

チ

こ
れ
は
ゴ

レ
ム

 

お
い
お
い

で
の
ゴ

レ
ム
製

と
か
聞
い
た
こ

 
と

 

わ
れ
て
し
ま

た
が
そ
う
ゴ

レ
ム

製

魔
法
だ

土
の
あ
る
所
や

材
が
あ
る
所
は

た
ま
た
現
代
の
コ
ン
ク
リ

ト
で
も
使
え
る
簡
単
に
下

を
作
れ
る
生
物
化
魔
法
だ

 
理
 

さ
て
と

を
楽
し
ま
せ
て

下
等
生
物
達

 

チ
ン

 
指
を
鳴
ら
し
合

を
送
る

ゴ

レ
ム
達
は

を

え
な
が
ら
下
等
生
物
達
へ
と

く
り
と

歩
み
始
め
る
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そ
ち
達
よ

シ
は
あ
の
ド
ラ

子
を
殴
る

あ
の
人

 

共
を
任
せ
て
も
良
い
か

 
蓮
 

は

い
ま
せ
ん
よ

 
霊
夢

良
い
わ
よ
こ
の
ま
ま

置
し
た
ら
神
社

さ
れ
そ
う

 
だ
し

 

 

そ
う
か
な
ら
頼
む

 
全
員

お

 
自
分
へ
と
向
か

て
反

者
達
は
自
分
へ
と
戦
い
を
挑
ん
で
く
る

す
る
と

が

方
へ
と

ス
ピ

ド
で

て
く
る

 

 

行
く

理
久
兎

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
こ
こ
ま
で
追
い
で
よ

 
自
分
も
飛
び
立
ち
空
へ
と
飛
び
立
つ

そ
し
て
遥
か
上
空
へ
と
来
る
と

と

み
会
う

 

 

理
久
兎
よ
覚
悟
す
る
の
じ

今
回
は
手
加
減
な
ど

 
せ
ぬ
か
ら
の

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

良
い
よ
良
い
よ

そ
う
で
な
く

ち
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つ
ま
ら
な
い
よ

お
⺟
様

 
お
互
い
に

界
ま
で
力
を

出
し
殺
し
合
い
を
始
め
る
の
だ

た

  
怠
惰

は
い
は
い
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ま

 

ち

ん
な
ら
や

て
く
れ
る
で
し

う
恐
ら
く
は

 
で
す
け
ど

え

お
前
は
戦
い
に

加
し

 
な
い
の
か

て

し
ま
ん
せ
よ

だ

て
私
は
こ
の

 
世
界
の
者
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら

彼
女
が
も

 
し
ピ
ン
チ
な
ら
助
け
船
ぐ
ら
い
は
出
そ
う
か
な
と
は

 

え
て
ま
す

ま

な
い
で
し

う
け
ど
お

と

 
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す

そ
れ
で
は
⻑
く
な
り
ま
し
た

 
が
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次
回
も
見
に
来
て

 
下
さ
る
と
嬉
し
い
で
す

で
は
で
は
ま
た
次
回
さ
よ



 第３８０話 世界の頂に座る者

 
な
ら



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
３
８
１
話
 

コ
ロ
シ
ア
イ

親
子
喧
嘩

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

シ

ド
バ
を
起
動
し
た
ら
ま
た
新
た
に
カ

ド
が
増
え
て
て

い
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

ン

イ
が

ア

プ
し
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す

は
大

に
な
く
り
ま
し
た
け
ど

い
失
礼

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
遥
か
彼
方
の
上
空
で
自
分
の
⺟
と
で
殺
し
合
い
を
行

て
い
た

 

 

理
久
兎

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
無

だ
よ
お
⺟
様

 
向
か

て
く
る

を
全
て
受
け
流
す

続
い
て
は

に
よ
る

い

い

撃
も
く
る
が

 

シ

 

 

な

 
そ
ん
な

撃
も
今
で
は
楽
々
に

め
て
し
ま
う

と
い
う
か
何

に
今
ま
で
の
自
分
は
こ
の
程

度
の
チ
ン

な

撃
を
受
け
き
れ
な
か

た
の
だ
ろ
う
か



 第３８１話 
コ ロ シ ア イ
親子喧嘩

 
理
 

は

邪
魔
だ
よ

 

を

ん
だ
状
態
で
思
い

き
り
投
げ
飛
ば
す

数
メ

ト
ル
先
ま
で
吹

飛
ぶ
と

は
体

制
を
建
て
直
す

 

 

様

何

じ

何

こ
ん
な
事
を
す
る

様
は

 
生
き
と
し
生
き
る
も
の
を

愛
し
弱
き
者
を
守
り
こ

 
の
世
界
を
守
る

い
手
の

だ
と
い
う
の
に
今

様

 
が
や

て
い
る
事
は
た
だ
の

に
過
ぎ
ぬ

 
に

さ
れ
た

え
ろ
理
久
兎

 
理
 

い
ち
い
ち
下
ら
な
い
こ
と
で
あ

で
も
な
い
こ
う
で

 
も
な
い

て
五
月

い
な

こ
れ
は

の
意
思
さ

 
エ
ス
カ
ト
ロ

を
引
き
起
こ
す
そ
う
す
る
事
で
裁

 
定
さ
れ
余
計
と
感
じ
た
世
界
は
消
え
る
ん
だ
良
い
こ

 
と
ず
く
め
だ
と
思
う
よ

 

 

そ
れ
は
た
だ
の

じ

様
の
我
が

を

 

し

け
る
で
な
い
わ
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本
の
飛

を
出
現
さ
せ
自
分
へ
と

撃
し
て
く
る

自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
空
紅

黒

天

を
出
し

遊
さ
せ
飛

と
同
じ
よ
う
に

へ
と

撃
す
る
指
令
を
手
で
合

す
る

 

 

様
も
か

 
理
 

手
で
持

て

撃
す
る
の
面

な
ん
だ
よ

 
バ
キ

ン

 
そ
う

い
つ
つ
も

手
に
レ
ク
イ
エ
ム
を

え

へ
と
発

す
る

 

 

ち

と
は

な

 
理
 

ど
う
と
で
も

え
ば
良
い

ら

ら

 
何
度
も
何
度
も
発

す
る

こ
の

を
使

て
の
特

は
弾

は
自
身
の
気
で
作
れ
る
が
コ

ク
を
引
い
て
リ
ロ

ド
す
る
の
が
面

く
さ
い
な
と
思

た

し
か
し
少

の
気
で
散
弾
を
撃
て

る
の
は
結

力
で
は
あ

た

 

 

い
い
加
減
に
殴
ら
せ
ろ

 
散
弾
の

間
を
上
手
く
通
り
自
分
へ
と
近
づ
く
が

 
理
 

黒

空
紅

 
合

を
送
る
の

刀
が
自
分
の
前
へ
と

て
入
り
ク
ロ
ス
さ
せ

の

を
受
け

め
る
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ど
け

 
飛

を

り
ま
た
自
分
へ
と

撃
し
て
く
る

 
理
 

断
罪
神
書

 

キ
ン

 
大
き
く
な

た
断
罪
神
書
が

に
な
り
向
か

て
く
る
飛

を

ド
す
る

そ
し
て
今
度

は
空
紅
と
黒

を
ま
さ
か
の
ご
り

し
で

し
た

が
再
度
殴
り
か
か

て
く
る

 

シ

 
だ
が
そ
ん
な
程
度
の

撃
な
ど
無
意
味
だ

手
で

な
く
受
け

め
る

 

 

理
久
兎

 
理
 

五
月

い
な

近
く
で
騒
が
な
い
で
く
れ
な
い

 
耳
に

る
か
ら
さ

モ

ド

魔
力

 
魔
力
へ
と
切
り
替
え

ん
だ

手
で

を
持
ち
上
げ
そ
の
ま
ま
投
げ
飛
ば
す

 

 

く

何
じ

こ
れ
は

 

手
の

に

ま
れ
た
ル

ン
文

に

は
気
づ
い
た
の
は
み
た
い
だ

自
分
は
ニ

リ
と

い
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理
 

風
の
ル

ン
と
火
の
ル

ン
を
合
わ
せ
れ
ば

 

チ
ン

 
指

チ
ン
を
す
る
と

の
手
の

の
ル

ン
文

は
光
輝
く
そ
し
て

 
ド

ン

 
大

発
を
引
き
起
こ
し
た

 
理
 

発
の
ル

ン

て

 

 

く

 
少
々
真

黒
に
な

た

が

か
ら
出
て
く
る

流

は
こ
の
見
た
目
な
が
ら
も
神
々
の
頂

点
だ
け
あ
る

こ
の
ぐ
ら
い
で
は
死
に
も
し
な
い
か

 
理
 

ど
う
か
な
お
⺟
様

の
実
力
は
さ

こ
れ
が
い

 
ず
れ
な
る
神
々
の
王
の
実
力
だ
よ

 

 

ふ

わ
せ
る
で
な
い
わ

様
の
一
撃
な
ど

 
に

さ
れ
た
程
度
じ

く
も

く
も
な
い
わ
ど
う

 
し
た
も
う
終
わ
り
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は

み
が
消
え
た

た
だ
単
に
ウ
ザ
イ
と
思

た

ど
う
や
ら
楽
に
死
ぬ
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よ
り
か
は

し
ん
で
死
ぬ
こ
と
が
望
み
ら
し
い

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
戦
い
の
間
だ
け
自
身
の

 
撃
は

命
的
な
一
撃
と
な
り

手
が
龍
神
な
ら
龍
化

 
を
無

化
さ
せ
る

 
胸
ポ

ト
に
入

て
い
た
人

約
３
０
０

程
は

発
四
散
す
る

す
る
と
自
分
の
手
や

に
力
が
み
な
ぎ

て
く
る

 

 

く

え
直
せ
理
久
兎

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う

 
の
じ

様
は

の
道
を
行
く
べ
き
で
は
な
い

 
そ
の
道
へ
と
行
け
ば
も
う
二
度
と
正
道
へ
と
帰

て

 
こ
れ
ぬ
の
じ

分
か

て
い
る
の
か

 
理
 

知

た
こ
と
じ

な
い
よ
お
⺟
様
そ
れ
今

う
と
殺

 
さ
な
い
で
く
れ

て

て
る
の
と
同
じ
だ
よ
何

 
こ
こ
ま
で
来
て
命

い

そ
ん
な
事
さ
せ
る
訳
な
い

 
じ

ん
反

者
は
死

よ

 

を

え
つ
つ

く
空
紅
と
黒

そ
し
て
天

に
断
罪
神
書
そ
し
て
レ
ク
イ
エ
ム
に

撃
指
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を
出
す

も
飛

に
指

を
出
す
と
お
互
い
の
武

は
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
し
て
自
分
と

も
お
互
い
に

を

え
殴
り
合
う

 
理
 

お
⺟
様
大
丈
夫

に
満
ち
た

を
し
て
さ
ま
さ

 
か

い
の

い
の

 

 

う
ぐ

こ
の
程
度

 
と

て
は
い
る
が
自
分
に
は
分
か
る

の

が

む

が

今
の
自
分

発
は
か
す

め
た
だ
け
で
も

命

と
な
り
う
る
一
撃
だ

そ
れ
を

で
防
い
だ
り
と
し
て
い
る
た
め

が

む

が
よ
く
聞
こ
え
る
し

の

も
険
し
く
な

て
い
る
の
が
人
目
見
た
だ
け
で
よ
く
分
か
る

だ
が
も
う
こ
の
戦
い
も

き
て
き
た

 
理
 

死

よ
お
⺟
様

 

 

 

は

を
交

さ
せ
ブ
ロ

ク
を
し
て
く
る

だ
が
そ
ん
な
も
の
は
も
う
計

な
い
だ

遠
心

力
を

し
体
を
回
転
さ
せ

の

へ
と
一

で

動
し

 
グ

 

の

を

で

く
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が
は

 

が
流
れ

の
体
温
を
感
じ
る

だ
が
そ
れ
と
同
時
に
思

た

今
こ
う
し
て
下
で
戦

て
い

る
者
達
に
見
せ
つ
け
れ
ば
本
当
の
王
が

か
と

う
証
明
に
も
な
る
し
更
に
絶
望
し
て
く
れ
だ
ろ

う
と
思

た

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 

い
た
状
態
の
ま
ま
地
上
へ
と

ち
る

 
ド
ゴ

ン

 
そ
し
て
ま
た
地
面
へ
と
着
く
と
土

が
上
が

た

よ
く
見
て
み
る
と
皆
が
せ

せ
と
自
分
が

造
り
上
げ
た
ゴ

レ
ム
と
戦

て
い
た

何
て

な
の
だ
ろ
う
す
る
と

 
蓮
 

龍
神
様

 
霊
夢

て
こ
と
は
理
久
兎
を

 
と
ま
さ
か
自
分
が
負
け
て
こ
の
愚
か
な
⺟
親
が
勝

た
と
思

て
い
る
み
た
い
だ

だ
か
ら

こ
そ
現
実
を
真
実
を
見
せ
よ
う
と
思

た

土

が
よ
う
や
く
消
え
皆
は
見
る
だ
ろ
う

こ
の
姿

を 

 

ご
ふ
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を
口
か
ら

き
出
し
て
何
て

い
の
だ
ろ
う

手
を
引

こ

き

で

れ
た
手
を

め
な

が
ら
皆
を
見
つ
つ

 
理
 

ロ

ロ

あ

あ
つ
ま
ら
な
い
の
こ
ん
な
の

 
に
負
け
て
た
と
か

ず
か
し
い
な

ま

で
も
こ
れ

 
で

一
神
は

だ
よ

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ハ
ハ

 
と

う
と
皆
は
あ
り
え
な
い
と
い

た

を
し
て
い
た

何
て
楽
し
く

美
な
一
時
な
の
だ

ろ
う
か

自
分
は
た
だ
楽
し
く
て

て
い
た

一
方
で
神
社
の
⺟

の
部

で
は

 

 

理

久

兎
さ
ん

 

 

は

起
き
た
ん
で
す

良
か

た

良
か

た

 
よ
お

 
と

か
が
目
覚
め
た
み
た
い
だ
が
理
久
兎
が
知
る
よ
し
も
無
か

た
の
だ

た

 
怠
惰

あ
り

り

ち

ん
負
け
ち

た
よ

あ
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が

て
た

コ

ン

あ

う
ん
ま
さ
に

 
あ
り
え
な
い
事
が
目
の
前
で
起
き
て
い
ま
す

ま
さ

 
か
の

ち

ん
が
敗
北
す
る
と
は

が
予

し
た
の

 
だ
ろ
う
か

仕
方
な
い
助
け
る

意
し
て
お
こ
う

 
と
思

た
所
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た
明
日
も
投

 
稿
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 
ま
で

サ
ラ

バ
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第
３
８
２
話
 
生
き
て
い
た
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

期
末
が
近
づ
い
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

強
そ
ろ
そ
ろ
し
な

い
と
な

失
礼

で
は
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す
の
で
本
編
へ
ど
う

 
皆
の
絶
望
す
る

が
よ
く
見
え
る

人
は
恐
怖
し
ま
た

人
は
目
を
点
に
し
ま
た

人
は

開
い
た
口
が
閉
じ
な
い
者
も
い
た

何
て

な
の
だ
ろ
う
か

 
霊
夢

嘘
で
し

 

お

お
い

 

龍
神
様

 
理
 

良
い

そ
う
だ
よ
そ
う
し
て
絶
望
し
て
く
れ
な

 
き

つ
ま
ら
な
い
よ

 

 

が

 

の
頭
を
踏
み
つ
け
な
か
ら

う

も
う
楽
し
く
て
楽
し
く
て
し

う
が
な
い

こ
れ
で
よ
う
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や
く
自
分
が
世
界
の
王
に
な
れ
る
の
だ
か
ら

こ
ん
な
に
も
気
分
が
良
い
と
は
最
高
だ
が

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

そ
の
人
は

方
の
⺟
親
じ

な
い
ん

 
で
す
か

 
自
分
に
意
見
を
し
て
く
る
愚
か
な
奴
が
い
た

し
か
も
こ
の
ふ
ん
ず
け
て
い
る
奴
が
⺟
親
だ

て

談
じ

な
い

こ
ん
な
弱
者
な
⺟
親
な
ど
⺟
親
で
す
ら
な
い

 
理
 

は

何
を

て
る
の

所
詮
今
踏
み
つ
け
て
い

 
る
の
は
も
う
お
⺟
様
じ

な
い
よ
た
だ
の
負
け

 
下
だ
よ

 
蓮
 

 
意
見
を
し
て
き
た
少
年

か
蓮
と
か

た
な

そ
い
つ
の

間
が
ピ
ク
ピ
ク
と
動
き
そ
し
て

に

す
刀
の

を
手
に
持
つ
と

 
蓮
 

理
久
兎

 
霊
夢

ち

蓮

 
無
謀
に
も
自
分
へ
と
斬
り
か
か

て
き
た

こ
い
つ
は

い
や
そ
れ

下
に
馬
鹿
か
と
思

た

近
く
に

ぶ
ゴ

レ
ム
が

て
い
る
た
め
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チ
ン

 
指

チ
ン
を
し
て
合

を
送
る
と
ゴ

レ
ム
が

へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
自
分
を
守
る

と
な

る

そ
の
間
に
レ
ク
イ
エ
ム
を

え
る
と

 
蓮
 

ど
け

 
ザ
キ
ン

 
ゴ

レ
ム
を
一
刀

断
し
て
き
た

も
う
予

内
過
ぎ
て

れ
て
し
ま
う

 
カ
チ

 
と
り
あ
え
ず
レ
ク
イ
エ
ム
を
蓮
へ
と

え
る
と
蓮
は
あ
り
え
な
い
と
い

た

を
し
た

ま
さ

か
こ
い
つ
飛
び
道

を
持

て
い
る
と
は
思
わ
な
か

た
の
だ
ろ
う
か

ど
ん
だ
け
マ

な
の

だ

だ
が
こ
ん
な
馬
鹿
み
た
い
な
行
動
に
つ
い
つ
い
ク
ス
リ
と

て
し
ま
う

そ
し
て

い
な

が
ら
蓮
に

 
理
 

天
女
の

美

受
け
取

て
よ

 
蓮
 

な

 
バ
キ

ン

 
蓮
 

が
は
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レ
ク
イ
エ
ム
の
引
き
金
を
引
き
発

す
る

弾

は
散
弾
し
蓮
の
体
へ
と
直
撃
し
無
数
に

が

開
く
と
同
時
に

が
吹
き
出
る

 
蓮
 

が

ば

か
な

 
そ
う

く
と
自
分
の
前
で

れ
た

弱
す
ぎ
て
話
に
も
な
ら
な
い

今
踏
み
つ
け
て
い
る
雑

す
ら
数
分
は
持

た
の
だ

も
う
少
し
強
く
な

て
か
ら
出
直
し
て

し
い
と
思

た

 
霊
夢

蓮

 
侍
女

蓮
さ
ん

 
執
事

主

 
少
年
に
向
け
て
皆
の

が
聞
こ
え
て
く
る

当
信
頼
さ
れ
て
い
る
み
た
い
だ

な
ら
そ
の
信

頼
を

手
に
と
り
こ
い
つ
ら
の
希
望
を
打
ち

き
絶
望
を
与
え
て
や
ろ
う
と

え
た

 
理
 

さ
て

一
神
に

向
か

た
報
い
を
受
け
て
も
ら
お

 
う
か

 
手
を
ま
た

ル
フ
カ

ト
を
し
て

を

ら
し
再
度
の
ゴ

レ
ム
製

を
す
る

そ
し
て
手
を

げ
ゴ

レ
ム
達
に
指

を
出
す
と
ゴ

レ
ム
達
は
散
ら
ば
る

キ
共
達
へ
と
向
か
い

 
霊
夢

ち

き



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 

が

 

キ
共
を

束
す
る

こ
れ
で

ラ
リ

も

た

 
理
 

さ
て
こ
こ
で
さ
よ
う
な
ら
だ
よ

 
今
度
は
空
を
飛
ぶ
空
紅
と
黒

を
呼
び
黒

を

の

も
と
へ
そ
し
て
空
紅
を
蓮
の

元
で
ピ

リ
と

け
そ
し
て
そ
の
ま
ま
上
へ
と

か
せ
る

こ
れ
は
さ
な
が
ら
⻄

の

ロ
チ
ン
処

と

同
じ
に
な
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

ぐ

理
久
兎
さ
ん

 

 

や

め
ぬ
か

理

久

兎

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
れ
じ

あ

反

者
共

 
そ
う

い
手
を

り
下
ろ
し
合

を
送
る
と
空
紅
と
黒

は

い
良
く
蓮
と

の

に
向
か

て
刀
の

が
向
か

て
い
け

 
霊
夢

い
や

蓮

 
絶
望
す
る
姿
は
何
で

美
な
事
だ
ろ
う

も

と
絶
望
し
ろ
そ
し
て
そ
の
絶
望
は
伝

し
て
い

け

そ
れ
が
絶
対
的
な

者
の
誕
生
の
狼

な
の
だ
か
ら

も
う
じ
き
反

者

名
の

に

が
当
た
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た
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理

久
兎
さ
ん

 
理
 

 
ス
ン

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る

そ
ん
な

は
な
い

だ

て
あ
の
時
に
殺
し
た

な
の
だ
か
ら

の
し
た
方
を
見
る
と
絶
句
し
た

 
理
 

な

何
だ
と

 
あ
り
え
な
い

あ

て
は
な
ら
な
い

殺
し
た

の
さ
と
り
と

た
少
女
が
⺟

の
縁

に

も
う

人
の
お
下
げ
の
少
女
に

え
ら
れ
な
が
ら
立

て
い
た
の
だ
か
ら

 
理
 

何
で
だ

何
で
て
め

が
い
や
が
る
ん
だ
よ

お
前

 
は
あ
の
時

か
に
心

を

て
や

た
の
に
よ

 
何
で
生
き
て
ん
だ
よ

 
分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い
何

だ

何

こ
い
つ
は
自
分
の

前
に
立
ち
塞
が
る
の
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

帰
り
ま
し

う
皆
の
場
所
に

方

 
の
家
に
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理
 

ぐ

う
る
せ

う
る
せ

う
る
せ

 
お
前
ご
と
き
が

に
指

し
て
ん
じ

よ
チ
ビ

 
が

 
家
な
ど
な
い
帰
る
べ
き
場
な
ど
な
い

作
る
の
だ
か
ら
自
分
の
居
場
所
を
あ
れ
居
場
所

て
何

だ 
さ
と

チ
ビ
は

方
も
そ
う
で
し

 
理
 

れ

が

 
突
然
の
頭

で
数
歩
だ
が
後
ろ
へ
下
が
る

訳
が
分
か
ら
な
く
な

て
く
る
ど
う
い
う
事
だ

変
え
る
べ
き
場
所
な
ど
な
い

い
や
あ
る

い
や
な
い

だ

だ
が
何
だ
こ
の
頭

は
何
だ
こ

の
胸
の

み
は
そ
ん
な

み
に

し
ん
で
い
る
と

 
霊
夢

邪
魔
よ

 

ど
け
や

 
何
と
反

者
達
が
自
分
が

練
し
た
ゴ

レ
ム
達
を
弾
き
飛
ば
し
た
の
だ

よ
く
見
て
み
る
と

処

し
よ
う
と
し
て
い
た

人
も

が

が

て
い
る
で
は
な
い
か

こ
の
女
の
せ
い
で
気
が

ん
だ
た
め
に
制
御
が
き
か
な
く
な

た
の
だ
ろ
う
か



 第３８２話 生きていた者

 
霊
夢

蓮

 
殺
そ
う
と
し
て
い
た
者
達
が
処

人
を

れ
て
い
く

殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

う
の

に

だ
が
頭
が

れ
る
よ
う
に

い

 
理
 

ぐ

頭
が

 
霊
夢

あ
ん
た
は
許
さ
な
い

 

理
久
兎
さ
ん

 
一

に
自
分
へ
と
向
か

て
く
る

空
紅
や
黒

を

ろ
う
と
す
る
が

れ
ず
更
に
は
レ
ク
イ

エ
ム
を

え
た
い
が
頭
が

く
て
ふ
ら
つ
く
た
め

い
が
定
ま
ら
ず

弾
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
予

し
た

つ
ま
り
こ
い
つ
ら
に
殺
さ
れ
る
と
思

た
時
だ

た

 

 

あ
ら
あ
ら
し

う
が
な
い
わ

 
ピ
カ

 

が
聞
こ
え
空
か
ら
光
の

が
自
分
の
目
の
前
に
降
り
注
ぐ

そ
の
お
陰
で
襲

て
く
る
者
達

は
後
ろ
へ
と
退
い
て
く
れ
た
た
め
殺
さ
れ
ず
に
は

ん
だ

そ
し
て

人
の
女
性
い
や
帰
れ
と

指

し
た

の
ウ
リ
エ
ル
が
空
か
ら
降
り
て
来
た

 
ウ
リ

あ
ら
あ
ら
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理
 

こ
い
つ
ら
は

の

だ

取
り
し
て
ん
じ

 
よ

 
こ
い
つ
に
だ
け
は
自
分
の
従
者
も

め
て
取
ら
れ
た
く
な
い

こ
い
つ
ら
は
自
分
の

物
な
の

だ
か
ら

す
る
と
ウ
リ
エ
ル
は

れ
た

を
し
た

 
ウ
リ

し
な
い
わ
よ
そ
れ
よ
り
も
理
久
兎

方
は
引
き
な
さ

 
い
そ
れ
じ

無
理
で
し

 
理
 

に
指

す
る
つ
も
り

 
ウ
リ

い
い
え
指

で
は
あ
り
ま
せ
ん
そ
の
状
態
だ
と

全

 
じ

な
い
で
し

そ
れ
な
ら
今
は
引
い
て
遊
ぶ
こ

 
と
を
お
す
す
め
す
る
わ
よ

ど
う
せ
彼
女
達
は
逃
げ

 
れ
な
い
ん
だ
し

 
ウ
リ
エ
ル
の

葉
に
は
一
理
あ
る

今
の
状
態
で
は
満

に
戦
う
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

し
さ
の
あ
ま
り

み
し
め
反

者
達
を

み

 
理
 

覚
え
て
ろ
よ

反

者
共

 
断
罪
神
書
に
空
紅
と
黒

そ
し
て
レ
ク
イ
エ
ム
を
し
ま
い
龍

を

げ
空
へ
と
飛
び
立
ち
神
社



 第３８２話 生きていた者

を
後
に
す
る

そ
し
て
空
を
飛
び
な
が
ら

 
理
 

殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
殺
す
彼
奴
ら
だ
け
は
殺
す

 

虐
に

に

に
絶
望
を
味
合
わ
せ
て
殺
し
て

 
や
る

覚
え
て
お
け
よ

 
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
つ
つ
理
久
兎
は
拠
点
へ
と
退

を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
蓮
 

ん

ん
ん

 
怠
惰

え

何
で
蓮
く
ん
が
い
る
の
か

て

治
療
を

 
し
て
い
た
か
ら
で
す
よ

し
か
し
散
弾
を

ぼ
零

 

で
受
け
て
生
き
て
る
と
か
こ
い
つ
人
間
じ

 
な
い
で
す
よ

面
で
も
着
け
て
人
間
を

 

め
た
の
か
何
な
の
か

と
も
解

し
た

 
し
た
い

お

と
失
礼
し
ま
し
た
そ
れ
と
次
回



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
か
ら
は
ま
た
あ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い

 
し
ま
す

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た
次

 
投
稿
を
し
た
ら
ば
お
願
い
し
ま
す
そ
れ
で
は
読
者

 
様
ま
た
次
回

さ
よ
う
な
ら
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第
３
８
３
話
 
囚
わ
れ
し
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
々
で
す
読
者
様

来

か
ら
学

が
始
ま
る
こ
と
に

に
な
り
つ
つ

あ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
か
ら
宿

は
皆
様
は
終
わ
り
ま
し
た
か

怠
惰
さ
ん
リ
ア

ル
は
何
時
も

め

め
に
や
る
た
め
も
う
終
わ
り
な
い
の
で
す
が
も
し
あ
る
の
な
ら
最
後
の

力
を
そ
う
で
な
い
な
ら

を
と
す
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
ど
う
し
て

ど
う
し
て
こ
い
つ
ら
は

に

向
か
う

ど
う
し
て
お
前
ら
は

を

め
よ
う
と

し
な
い
ん
だ

 
理
 

ん
ん

こ
こ
は

 
目
覚
め
る
と

々
と
見

れ
て
き
た
天

が
見
え
る

こ
こ
は
自
分
の
自
室
だ

た

そ
う
だ

か
あ
の
反

者
と
も
に
気
を
狂
わ
さ
れ
て
あ
ま
り
の
頭

な
た
め

ド
で

に
な

た
ん

だ

ド
か
ら
立
ち
上
が
り

を
回
し
て

 
理
 

生
が
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ド
ゴ
ン

 
あ
ま
り
の
ウ
ザ
さ
に
そ
し
て

向
か

て
き
た
事
に
そ
し
て

り
き
れ
な
か

た
こ
と
に
イ
ラ

つ
く

を
殴

て
も
怒
り
が
収
ま
り
き
ら
な
い

そ
れ
所
か

が

さ
れ
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た 
理
 

ち

 
今
は
状

整
理
が
先
決
だ

部

を
出
て
玉
座
の
あ
る

見
室
へ
と
向
か
う

そ
し
て

を
開

け
中
へ
と
入
る
と

 
亜
狛

れ
と

て
い
る
の
が
分
か
ら
な
い
か

愚
妹
よ

 
た
だ
の
殺
し
合
い
に
美
学
な
ど
い
ら
ん
だ
ろ

な

 
の
に
何

に
そ
の
女
を

れ
て
く
る

黒
お
前
も
そ

 
う
だ
が

 
耶
狛

あ
ら
バ
カ
な
お
兄
様
は
将

は
ご
存
じ
な
い
の
か
し

 
ら

し
た

い
え
兵
士
は
新
た
な
る
資

と
な
り

 
ま
す
の
よ

そ
れ
を
使
い
こ
な
す
者
こ
そ
名
将
と
い

 
う
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
て
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黒
 

ま

俺
の
場
合
は

に
し
か
使
わ
な
い
け
ど
な

 
ま
た
こ
の

人
は
何
か
や

て
い
る
み
た
い
だ

よ
く
見
て
み
る
奥
の

に
⻑
い
白

に
真

な
目
を
し
た
少
女
と
金

ボ
ブ
ヘ
ア

に

い

を
持
つ
少
女
が

ろ
な
目
で
立

て
い
た

だ
が
何

だ
こ
い
つ
ら
を
見
て
い
る
と
あ
の
時
の
よ
う
に
ま
た
頭
が

く
な

て
き
そ
う
だ

す

る
と

人
は
自
分
の
存

に
気
づ
く
と

 
黒
 

お

お

で
か
い
口
を

い
た

に
弱
か

た

 
雑

王
く
ん
は
つ
い
に
目
覚
め
た
の
か
よ

 
亜
狛

格
下
に
撃
退
さ
れ
る

を
知
る
と
良
い

 
耶
狛

お
兄
様
に
黒
そ
ん
な
事
を

え
ば

 
耶
狛
が
そ
う

て
い
る
が
事
実
だ

あ
ん
な
格
下
に
撃
退
さ
れ
更
に
は
格
下
の
バ
カ

人

に
こ
こ
ま
で

わ
れ
る
と
は

何
時
も
な
ら

し
ぐ
ら
い
で

ま
す
だ
ろ
が
生

な
話
だ
が
今

は
物

く
機
嫌
が
悪
い

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
俺
が
満

す
る
ま
で
力
の

を

 

解

す
る

 
バ
キ
ン
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こ
の

間
に
目
の
前
の

人
は
悟

た
だ
ろ
う

自
分
達
よ
り
も
遥
か
に
強
い
強
者
を
怒
ら

せ
た
事
を
そ
し
て

人
に
無

な

が
襲
い
か
か
る

 
黒
 

が

 
亜
狛

う
ぐ

 
耶
狛

何

に
こ
の
私
ま
で

 
何

か
決
ま

て
い
る
た
だ
そ
こ
に
い
た
か
ら
だ

そ
し
て
物

く
機
嫌
が
胸
く
そ
悪
い
か
ら

に
決
ま

て
い
る
だ
ろ

す
る
と

 
ウ
リ

理
久
兎
そ
こ
ま
で
に
し
て
お
き
な
さ
い

 
奥
に
い
る
ウ
リ
エ
ル
に
そ
う
呼
ば
れ
る

こ
い
つ
は
正
直
嫌
い
だ
が
あ
の
時
の

が
あ
る
た
め

仕
方
な
く

を
消
し
再
度
自
身
の
力
を
封
印
す
る

 
ウ
リ

あ
ら
従
う
の

珍
し
い

 
理
 

オ
バ
サ
ン

て
い
る
間
に
何
が
ど
う
な

た
か
簡

 
に
話
し
て
く
れ
な
い

 
ウ
リ

理
久
兎

そ
れ
は
頼
み
事
を
す
る
態
度
か
し
ら

 
理
 

さ

さ
と
教
え
ろ
よ

今
度
は
こ
れ
の
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の

を
出
す
よ

 
そ
ん
な
下
ら
な
い
要

な
ど

が
聞
く
も
の
か

そ
れ
に
こ
ん
な
奴
な
ら
本
気
を
出
さ
ず
と
も

殺
せ
る
自
信
が
あ
る

殺
ろ
う
と
思
え
ば
今
す
ぐ
に
で
も
実
行
は
可
能
だ

ウ
リ
エ
ル
は

間
に

シ

を

せ
て

 
ウ
リ

良
い
わ
よ
そ
う

 
ウ
リ
エ
ル
は
話
し
た

あ
の
時
の
騒
動
か
ら
数
日
が

過
し
た
こ
と
そ
し
て
幻
想
郷
の
領
土
は

人
里
を
中
心
に

⻄
南
北
に
別
れ
て

し
て
い
る
と
い
う
事
と

の
魔
法
の

方
面
は
黒
が
北

の
山
だ
と
か
の
方
面
は
亜
狛
が
南
の

な
ど
が
見
え
る
所
は
耶
狛
が

そ
し
て
あ
の
時
に

ぼ

そ
う
と
し
た
神
社
が
あ
る
⻄
は
ウ
リ
エ
ル
が

し
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

ふ

ん
所
で
さ

あ
の
神
社
の

中
は

ま
さ
か

 
殺
し
て
な
い
よ

 

の
た
め
に
聞
く
と
ウ
リ
エ
ル
は
ニ
コ
リ
と

む

 
ウ
リ

え

た
だ
お
仕
置
き
し
た
だ
け
で
す
の
で
殺
し
て
は

 
い
ま
せ
ん
よ

 
理
 

そ
う

嘘
だ

た
ら
覚
悟
は
し
て
お
け
よ
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の
た
め
に
そ
う

い
と
り
あ
え
ず
は

し
た

だ
が

 
亜
狛

ご
ち

ご
ち

と
う
る
さ
い

死

 
耶
狛

そ
の

葉
は

の
前
で

う
事
を
お
す
す
め

し
ま

 
す
わ
よ

 
黒
 

良
い

や
れ
や
れ

 
ま
た
う
る
さ
い
し
耳

り
だ

こ
こ
に
い
る
だ
け
で
も
イ
ラ
つ
き
の
ボ
ル
テ

が
上
が

て

い
く
だ
ろ
う

 
理
 

俺
は
部

を

る
ウ
リ
エ
ル
お
前
が

き
な
よ
う
に

 
こ
の
バ
カ
達
を
使
え

 
ウ
リ

知
い
た
し
ま
し
た
王
よ

 
ま
た
こ
ん
な
下
ら
な
い
こ
と
で
ぶ
ち

レ
る
前
に

見
室
を
出
る

そ
し
て
静
か
な
所
が
な
い

か
を
探
し
始
め
る

部

に
行
け
ば
良
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
今
は
土

の
せ
い
で

た
い

た
め
近
づ
き
た
く
は
な
い

な
ら
そ
こ
と
同
じ
ぐ
ら
い
静
か
な
場
所
を
探
す
し
か
な
い

そ
の
た

め

々
な

を
開
け
部

を

す
る
が

ち
着
く
よ
う
な
部

が
一
切
存

し
な
い

そ
し
て

も
う
最
後
の

へ
と
な

た
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理
 

は

 

チ

 

を
開
け
る

す
る
と
下
へ
と
続
く

が
あ

た

自
分
は
下
へ
と
下
り
そ
の
先
の
部

を

見
る
と

 
理
 

か

 
そ
こ
は

格
子
式
の

と
な

て
い
た

し
か
も
今
は

も
い
な
さ
そ
う
だ
し
都
合
の
良

い
こ
と
に

ン
チ
も
あ
る

こ
こ
な
ら
静
か
に
過
ご
せ
そ
う
だ

 
理
 

い
や
待
て
時
間

す
に
も
何
す
れ
ば
良
い
ん
だ

 
そ
し
て
最
悪
な
こ
と
に
何
を
し
よ
う
か
分
か
ら
な
い

静
か
な
場
所
を

め
て

さ
ま
よ

う
亡
霊
と

何
ら
変
わ
り
は
な
い
気
が
し
た

 
理
 

は

 
と
り
あ
え
ず
は

ン
チ
に
座
り
ど
う
す
る
か
と

え
よ
う
と
し
た
時
だ

た

  
理
 

ん

 

が
変
な

を
た
て
た

不
自
然
に
思
い

の

イ
ト
ル
も
一

踏
み
つ
け
て
み
る
と
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ド
ン
ド
ン

 
や

り

が
違

た

い

が
し
た
方
を
よ
く
見
る
と
指
を
引

か
け
ら
れ
そ
う
な
そ
り

が
あ

た

指
を
引

か
け
持
ち
上
げ
る
と

 
理
 

は
し
ご

 
何
と
ま
だ
下
に
行
け
そ
う
な
は
し
ご
が
あ

た
の
だ

に

う

し
通

だ
ろ
う

 
理
 

興
味
が
出
て
き
た

 
こ
の
拠
点
は
つ
い
つ
い
子

心
を
く
す
ぐ
る

こ
ん
の
が
あ
れ
ば
入

て
し
ま
う
じ

な
い

か

中
へ
と
入
り
中
で

イ
ル
を
元
の

置
へ
と

し
て
下
へ
と
下
る

下
は
さ
な
が
ら

の

よ
う
に
な

て
お
り

に
立
て
掛
け
ら
れ
て
い
る

明
が

一
の
光

だ
ろ
う

 
理
 

ウ
リ
エ
ル
の
奴
こ
ん
な

し
通

を

し
て
る
と
は

 

何
で
内

に
す
る
の
か

ラ
イ
ト

 
指
に
光
を

ら
せ

り
を
見
る
と
数
歩
先
に

の

が
あ
る
だ
け
だ

た
だ
興
味
の

す
ま
ま

に

へ
と
近
づ
き
開
け
る

 
理
 

こ
れ
は

ま
た

 
こ
こ
ま
で
来
て

か
よ

せ
め
て

ピ

ピ

ス
と
か
そ
の
ぐ
ら
い
は
置
い
て
お
け
よ

だ
が
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今
回
の

は
違

た

中
に
囚
人
が

き
の

で
手

を

束
さ
れ
囚
わ
れ
て
い
た

そ
れ

も

人
も
だ

す
る
と
そ
の
囚
人

人
は
自
分
の
明
か
り
に
気
が
つ
い
た
の
か

 

ん
ん

ま
た
拷
問

 

げ

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
女
性

人
が
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

し
か
も
そ
の
内
の

人
は
よ
く
見

て
み
る
と

に
金

の
ふ
わ
ふ
わ
な

が

本

い
て
い
て
も
う

人
の
女
性
は
⻑
い

を

乱
さ
せ
な
が
ら
も
光
を
失
う
こ
と
の
な
い
目
で
見
て
く
る

 
理
 

彼
奴
は
本
当
に
秘
密
に
す
る
よ
な

 
そ
の
者
達
の
目
は
自
分
を
た
だ
じ

と
見
つ
め
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
今
は
こ
う
な

て
お
る
の
じ

な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

理
久
兎

は
退
い
た
あ
の
後
に
数
日

 
近
く
ま
で
大

し
て
た
か
ら

や

り
記
憶
の
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に

て
る
記
憶
が
強
制
的
に
出
て
き
て
体
に

 
負

を
か
け
た
ん
だ
ろ
う

 

 

う

 
怠
惰

ま

で
も
見
て
分
か
る
通
り
妹
紅
そ
し
て
ア
リ
ス
が

 
ま
だ

ら
わ
れ
て
る
か
ら
蓮

達
各
々
が
進
行
す
る

 

度
前
日
に
な
る
の
か
な
時
間

で

う
と

 

 

う

 
怠
惰

う
ん
ま

こ
の
後
か
ら
蓮

達
や

ち

ん
が
会
心

 
撃
を
し
て
い
く
訳
だ
け
ど

 

 

じ

な

 
怠
惰

さ
て
さ
て
気
に
な
る
だ
ろ
う
け
ど
続
き
は
ま
た
明
日

 
そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第３８４話 彼女達の話

 
第
３
８
４
話
 
彼
女
達
の
話

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

つ
い
さ

き
ま
で

を
や

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

り
続
け
て
よ
う
や
く
ラ
ン
ク

に
な
り
ま
し
た

日
に
ラ
ン
ク
リ

ト
さ
れ
る
の
で
そ
し

た
ら
ナ

ス

り
を
使

て
み
よ
う
か
な
と
思

て
い
た
り
し
て
い
ま
す

そ
れ
ま
で
に
バ

チ

リ
と
ル
イ
ン
そ
し
て
選

が
手
に
入
る
の
か

多
分
来
月
に
な
り
そ
う
で
す

お

と
⻑

話
で
し
た

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
つ
つ
も
暗
く
気
が
狂
い
そ
う
な

に
い
つ
つ
も
彼
女
達
は

の
中
か
ら
自

分
を
見
つ
め
る

ま
だ
何
か
希
望
を
持

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
目
で
見
て
く
る
の
だ

 

何
よ
拷
問
す
る
の
な
ら
や
り
な
さ
い
よ

 

後
で
覚
え
て
お
け
よ

 
何

に
そ
こ
ま
で
強
が
れ
る

何

そ
こ
ま
で
あ
き
ら
め
よ
う
と
し
な
い
の
か
そ
し
て
何

ウ

リ
エ
ル
は
こ
い
つ
ら
を
こ
こ
に
秘
密
に

禁
し
て
い
る
の
か

な
所
が
多
い

だ
が
こ
の
時
は
た
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だ
思

た

彼
女
達
の
希
望
が
絶
望
に
変
わ
る

間
を
た
だ

め
た
い
と
心
か
ら
思

た

拷
問

や
ら
で
は
彼
女
達
は

れ
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
な
ら
ば
心
か
ら
す
が
る
も
の
を

せ
ば
良
い
だ
け

の
話
だ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

は
そ
ん
な
事
は
し
な
い
よ

そ
れ
に

 
お
前
ら
を
虐
め
て
も

に

と
か
な
い
し

 

そ
れ
な
ら

何

に
こ
こ
へ

 
理
 

う

ん
上
が
う
る
さ
い
か
ら
耳

り
だ
か
ら
静
か
に

 
な
れ
る
所
を
探
し
て
た
ら
こ
こ
を
見
つ
け
た
ん
だ
よ

  

静
か
に

て

 
ぐ

 
突
然
変
な

が
な
る

の
中
に
い
る

人
を
見
る
と
⻑

の
女
性
は
目
を
そ
ら
し
て
い
た

 
理
 

お

が
空
い
て
る
の

ご
飯
も
ら
え
て
る

 

食
べ
物
は
夜
だ
け
で
小
さ
な

に
白

を
盛
ら

 
れ
だ
さ
れ
る
だ
け
で
す
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を
見
る
と
そ
こ
に
は
小
さ
な

が
あ

た

大
き
さ
的
に
は
小
さ
な
子

の
手
と
同
じ
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
の

だ

た

こ
れ
は
良
い
対

交

が
出
来
そ
う
だ

 
理
 

た
ち
の
事
を
少
し
だ
け
教
え
て
よ

教
え
て

 
く
れ
る
の
な
ら

ん
ぐ
ら
い
は
あ
げ
る
よ

 

が
教
え
る
も
の
で

 
理
 

別
に
教
え
て
く
れ
な
く
て
も
良
い
よ
だ
け
ど

だ

 
た
ら
今
は
行
き
⻑
ら
え
て
反

の

を
向
け
る
け
ど

  

今
は
生
き
る
の
も
大
切
な
役
目
で
す
よ

 

良
い
わ
話
し
ま
す
わ
何
か
ら
聞
き
た
い
で
す
の

 
何
を
聞
こ
う
か
名
前
な
ど
聞
い
て
も
す
ぐ
に

れ
そ
う
だ
し

そ
れ
な
ら
ま
ず
は

心
を
解

く
た
め
に
ど
ん
な
生
活
を
送

て
い
た
の
か
を
聞
こ
う
と
思

た

 
理
 

そ
う
だ

 

だ
け
ど
話
し
は
し
ま
す
が
話
の
話

つ
で

ン

 
つ
に
し
て

し
い
ん
で
す
が
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理
 

強

だ
な

ま

良
い
よ

 
だ

て
最
後
は
彼
女
達
の
絶
望
が
見
れ
る
の
な
ら

ン
の

ぐ
ら
い
安
い
も
の
と

え
た

た
め
何
ら

く
は
な
い

む
し
ろ
⻑
く
生
き
て
生
き
て
生
き
⻑
ら
え
て
最
後
は
生
き
な
が
ら
え
る

意
味
の
あ
る
希
望
を
打
ち

く
の
が
し
た
い
の
だ
か
ら

 
理
 

そ
れ
じ

ど
ん
な
生
活
を
送

て
た
の
か
教
え
て
よ

 
オ
バ
サ
ン

 

出
た
ら
真

先
に
殴

て
さ
し
あ
げ
ま
す
わ

 

ま

ま

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て

人
は
話
し
て
く
れ
た

こ
こ
の

に

禁
さ
れ
る
前
は

い
地

に
い
た
事

し

か
も
⻑

の
女
性
は
こ
の
幻
想
郷
の

者
と
呼
ば
れ
て
い
た
み
た
い
で
獣
の
女
性
は
⻑

の
女
性

の
従
者
だ
と

う
の
は
分
か

た

 
理
 

ふ

ん
そ
ん
な
生
活
を

な
ら
約
束
の
品
だ
よ

 
受
け
取
り
な
よ

 

ン
を

つ
渡
す

渡
す
の
だ
が

 

チ

チ
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し
ま

た

 

あ

 
こ
の

人
は
よ
う
や
く
気

い
た
み
た
い
だ

手

と

は

き
の

で

束
さ
れ
て
い

る
た
め

ン
を
食
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
事
は
愚
か
身
動
き
さ
え
と
れ
な
い
事
を

そ
れ

に
も
し
こ
こ
に

ン
が
あ
る
の
が
ウ
リ
エ
ル
に
バ
レ
れ
ば
お
仕
置
き
は
待

た
な
し
だ
ろ
う

 

お
願
い
が
あ
り
ま
す
わ

 
理
 

何

 

食
べ
さ
せ
て

て
も

い
ま
せ
ん
か

 
こ
い
つ
し
ま
い
に
は
食
べ
さ
せ
ろ
と
か

て
き
た
よ

も
し

き
の

束
や
ら
を
外
せ
る

の
な
ら

の
よ
う
に
食
わ
せ
て

を
与
え
て
や
り
た
か

た
が
恐
ら
く
こ
う
し
て

に

束

さ
れ
て
い
る
と

う
こ
と
は

動

の
能
力

え
だ
ろ
う

そ
の
た
め
安

に
外
せ
な
い

 
理
 

は

良
い
よ
け
ど
そ
う
だ
な

変

や

て

 

へ

変

 

は

ハ

ド
ル
が
高
い
で
す
よ
そ
れ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
理
 

え
た
ら
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る

 
⻑

の
女
性
は

し
そ
う
に

る
と
下
ら
な
い
変

を
し
て
く
れ
た

こ
う
し
て
意
気
が

て

る
子
に

を
与
え
る
の
は
何
て
楽
し
い
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
面
白
い
や

良
い
よ
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

 
る
よ

 

格
子
に
自
分
は

れ
て

 
理
 

イ
ン

 
ル

ン
文

を

う
と

格
子
と
い
う
物

を
関
係
な
く
通
り
過
ぎ
て
彼
女
達
に
上
げ
た

ン

を

う
と

 

人
の
女
性
の
口
近
く
ま
で
持
つ
と

 
理
 

ら

ら
食
べ
な
よ

 

む
ぐ

 

う

ぐ

 
と
り
あ
え
ず

ン
を
口
へ
と
強
制
的
に

し
込
み
食
べ
さ
せ
る

 

は

は

す
る
所
で
し
た
わ
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で
す
が
食
料
は

で
き
ま
し
た
よ

 
理
 

頑

る
な

あ

も
う
晩
飯
の
時
間
だ

は

 
そ
ろ
そ
ろ
行
く

 
先
程
と
同
じ
よ
う
に
魔
法
で

格
子
を
す
り

け

を
開
け
後
ろ
を

り
返
り

 
理
 

ま
た
遊
び
に
来
る

 
そ
う

い
部

を
後
に
し
た

そ
う
し
て
食
事
を
食
べ
て
自
分
は
部

へ
と
行
き
眠
り
に
つ
く

の
だ

た

そ
し
て
ま
た
不
思
議
な
夢
を
見
た

 
理
 

何
こ
こ

 
不
思
議
な
空
間
に
ま
た
気
に
く
わ
な
い
⻑

の
男
が
い
た

そ
の
男
は

々
な
数
多
の
者
と
関

わ
り
合
い

い
あ

て
い
た

そ
の
中
に
は

 
理
 

彼
奴
ら
も
か

 
先
程
に

で

に
し
て
い
た
女

人
も
い
た

何

彼
奴
は
皆
を

わ
せ
れ
る

ど
う
し

て
彼
奴
は
皆
か
ら

わ
れ
て
い
る

見
て
い
て
本
当
に
ム
カ
ム
カ
す
る
し
イ
ラ
つ
き
が

ま
ら
な

い

だ
か
ら
こ
そ
彼
奴
が

き
上
げ
た
も
の
を

し
た
い
と
心
か
ら
思

た

視
界
が
暗
く
な
り

目
を
開
け
る
と
そ
こ
は
見
知
り
始
め
て
き
て
い
る
天

が
見
え
る
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理
 

胸
ク
ソ
悪
い

 
自
分
に
は
安
ら
ぎ
は
な
い
の
か

平

や
安
静
そ
し
て
静

は
訪
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か

そ
ん

な
事
を
思

て
い
て
も
仕
方
な
い
と
思
い
何
か
気
を

ら
わ
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
何
か
な
い
か
と

え
る

だ
が
真

先
に
思
い

い
た
の
は

日
の
話
の
続
き
が
聞
き
た
い
と
思

た
事
だ

 
理
 

は

仕
方
な
い
か

 
服
を
着
替
え

獄
へ
と
行
く
と
す
る
と

 
ウ
リ

あ
ら
理
久
兎

何
処
へ
行
く
の
か
し
ら

 
理
 

彼
処
結

ち
着
く
か
ら
さ

 
ウ
リ

そ
う

ま

程

ど
に
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
物
を

さ

 
な
い
で
頂
戴
よ

 
理
 

そ
う

う
の
は
バ
カ
従
者
達
に

う
ん
だ
な

 
そ
う

き

て
ウ
リ
エ
ル
の

を
通
り
過
ぎ

へ
と
行
き
ま
た
下
へ
と
向
か
う

そ
し
て

を
開
け
て
中
を
見
る
と

 
理
 

あ
り

り

こ
れ
は

い

 

に
入
れ
ら
れ
る
女
性

人
は

日
よ
り
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
て

ア
ザ

や
ミ
ミ

れ
も
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増
え
て
い
た

服
は
着
て
な
い
の
は
一

だ
が

 

か
は

 

お
前
の
仲
間
の
女
に

で
打
た
れ

ら
れ
と
暴

 
行
さ
れ
た
か
ら
な

つ
つ

 
理
 

ふ

ん
ウ
リ
エ
ル

て
バ
カ
だ
よ

こ
ん
な
方

 
法
じ

人
は

し
な
い
と
思
う
の
に
な

 

え

私
が
死
の
う
と
絶
対
に
諦
め
ま
せ
ん
わ

 
こ
の

り
強
さ
と

性
は
何
処
か
ら
来
る
の
や
ら

恐
ら
く
は
あ
の
男
が
こ
の

人
に
と

て

一
の
希
望
だ
ろ
う

そ
の
男
の

を
見
せ
れ
ば
こ
の

人
は
ど
う
な
る
の
か
本
当
に
楽
し

み
だ

 
理
 

ま
た
お
話
し
し
て
よ

 

ど
う
し
ま
す
か

 

か
は

良
い
わ
よ

何
を
聞
き
た
い
の

 
理
 

そ
う
だ
な

そ
れ
じ

あ
さ

何
で

ら
は
諦
め

 
な
い
の
か

て
の
を
教
え
て
よ
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人

え

 

人
は
キ

ト
ン
と
し
た

自
分
は
こ
い
つ
ら
の
す
が
る
希
望
で
あ
る
あ
の
男
が
ど
れ
だ
け

の
実
力
を
持
つ
の
か
気
に
な

て
い
る
の
だ

を
殺
す
の
な
ら
情
報
は

し
い
も
の
な
の
だ
か

ら 

良
い
で
す
わ
よ
教
え
た
所
で
御
師
匠
様
に
は
絶
対
に

 
勝
て
な
い
で
し

う
し

 

良
い
の

で
す
か

 

え

 
理
 

そ
う
な
ら
お
願
い

 
そ
う
し
て
自
分
は

人
が
信
じ
る
希
望
で
あ
る
男
の
話
を
聞
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 

 

怠
惰
よ
ち
と
待
た
ん
か
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怠
惰

何
か
な

ち

ん

 

 

様

い
つ
の
間
に
デ

ド
バ
イ
デ
イ
ラ
イ
ト
な
ど

 
買
い
お

た

 
怠
惰

え

と

か
先
月
の

日
ぐ
ら
い
だ

た
か
な

 
記
憶
だ
と

 

 

何
じ

と

シ
に
も
や
ら
せ

 
怠
惰

は

い

メ
だ
よ

こ
の
事
件
が
終
わ

た
ら

 
や
ら
せ
て
あ
げ
る
か
ら

 

 

む

生
存
者
が
や
り
た
い
ん
じ

 
怠
惰

因
み
に

 

 

う

う
む

と
り
あ
え
ず
は

ク
を
見
て

を

 
育
て
る
か
は

え
た
い
か
の

 
怠
惰

あ

そ
う
な
の

 

 

う
む
因
み
に
怠
惰
は

を
使

て
お
る

 
怠
惰

Ｓ

の
ゲ
ス
ト
殺
人
⻤
の
ピ

グ
だ
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う
わ

え
げ
つ
な
さ
と
グ
ロ
さ
に
定

の
あ
る
キ

 
ラ
じ

の

 
怠
惰

ト
ラ
バ
サ
ミ

あ
れ
さ
目
の
前
で
処

さ
れ
る

 

間
を
見
ち

た
ん
だ
よ

が
プ
シ

 
て
吹
い
て

を
引
き

か
れ
て
た

 

 

怖
い
の

 
怠
惰

ま

で
も
そ
い
つ

り
し
て
き
た
か
ら
全
然
問

は

 
な
く
む
し
ろ

々
し
た
わ

 

 

読
者
様
方
も

り
は

メ
じ

か
ら
な

 
怠
惰

快
く
お
互
い
に
プ
レ
イ
を
し
ま
し

う

て
事
で
今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
８
５
話
 
強
が
る
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

明
日
は
台
風
の
危
険
性
の
た
め
休

日
と
な

た
事
に
若

で
す
が
嬉

し
く
思
え
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

そ
れ
に
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
怠
惰
さ
ん
が
住

ん
で
い
る
地

の

は

本
台
風
で
す
ぐ
に
運
休
に
な
る
の
で
ど

ち
み
ち
行

て
も

後
登

ま
た
は
休

に
な
る
の
は

定
な
ん
で
す
よ

お

と
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
で
は
本
編

へ
ど
う

 
彼
女
達
の
希
望
と
い
え
る
人
物
で
あ
る
師
匠
の
話
を
聞
く

か
つ
て
⻑

の
女
性
は
そ
の
人
物

の
弟
子
に
な

た
事
や
楽
し
か

た
こ
と
を
語

て
く
れ
る

 
理
 

へ

あ
る
意
味
で
夢
物
語
だ
よ

 

え

だ
け
ど
事
実
よ
そ
し
て
私
は
信
じ
て
い
る

 
も
の
御
師
匠
様
が
ま
た
必
ず
来
る
と
そ
し
て

方
達

 
は
そ
の

間
に
敗
北
を
悟
る
で
し

う
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理
 

ふ

ん

 
そ
こ
ま
で

う
の
な
ら

と
も
そ
い
つ
と
戦

て
み
た
い

⺟
親
や

論
の
事
神
奈
子
と

か
諏
訪
子
と
か
名

た
神
は
あ
ま
り
の
弱
さ
に

殺
し
て
し
ま

た
た
め
も
う
強
い
奴
は
い
な

い
と
思

て
い
た
が
聞
い
て
い
る

り
で
そ
い
つ
は
強
そ
う
だ

 
理
 

信
じ
て
る
ん
だ

 

そ
れ
は
そ
う
で
す
幻
想
郷
の
最
後
の
希
望
な
ん
で
す

 
か
ら

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
そ
う
な
ん
だ

も

と
聞
か
せ
て
よ

 
そ
の
師
匠
の
話
を
さ

 

良
い
で
す
わ
よ

 
そ
う
し
て
ま
た
女
性
は
語
る

今
度
は
そ
の
師
匠
が
や

て
き
た
所

を
実

を

験
を
そ
れ

ら
を
教
え
て
く
れ
る

そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の
師
匠
が
大
切
に
し
て
い
た
も
の
そ
れ
は
仲
間
や
友

人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
反

が
出
そ
う
な
事
も
教
え
て
く
れ
た

教
え
て
く
れ
た
が

 

方

い
て

 
理
 

え
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目
を

う
と

か
に

が
出
て
い
た

何

自
分
は

を
流
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
ん

な

愛
も
な
い
話
で

 
理
 

ハ
ハ

大
丈
夫
だ
よ
多
分
あ
く
び

だ
か
ら

 
さ

う

ん
今
日
は
帰
る
よ

合
が
す
ぐ
れ
な
い
か

 
ら
さ

 
そ
う

い

へ
と
入
り
彼
女
達
に

ン
を
口
に

し
込
め
て
食
べ
さ
せ
る

 

ん
ん

ご

 

は

は

も
う
少
し

し
く

 
理
 

そ
れ
じ

あ

 
狐

の
子
が

い
終
え
る
前
に
部

を
出
て
ま
た
自
分
の
日
常
へ
と
帰
る
の
だ

た

そ
し

て
翌
日
と
な
り

ド
の
上
で
本
を
読
み
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
の
だ
が

 
理
 

な
ん
で
本

て
こ
ん
な
に
も
面
白
く
な
い
ん
だ

 
ろ
う

 
た
だ

が
ず
ら
ず
ら
と

べ
ら
れ
て
い
て
何
が
面
白
い
の
か
が
分
か
ら
な
い

 
理
 

ま
た
あ
の
オ
バ
サ
ン
達
の
話
で
も
聞
い
て
こ
よ
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う
か
な

 
本
を
閉
じ

で

や
す
と

ド
か
ら
降
り
ま
た

へ
と
向
か
う

へ
と
入
り

も
い

な
い
か
を
チ

ク
し
地
下

へ
と
飛
び
降
り
る
と

 
グ
チ

 
何
か
を
踏
ん
づ
け
て
し
ま

た

よ
く
見
る
と
そ
れ
は
何
か
の

だ

た
正
直
な
話
で

体
が

飛
び
散
り

が

れ
て
し
ま

た

 
理
 

う
わ

マ

か

ま

良
い
か

 
仕
方
な
い
か
ら
後
で

に
出
し
て
お
こ
う
と
思
い
な
が
ら
彼
女
達
が
い
る
部

へ
と
入
る

 
理
 

や

ま
た
来
た
よ

 

方
で
す
か
物

き
で
す
わ

 
理
 

ふ

ふ
ん

ま

そ
れ
で
オ
バ
サ
ン
達
さ

 
ま
た
お
話
聞
か
せ
て
よ

 

お

お
ば
さ
ん

て

 
狐

の
子
は

の
女
性
を
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
見
る

の
⻑

の
女
性
は

ロ
リ
と

方

を

み
な
が
ら
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勘
に

り
ま
す
が
ま

良
い
で
し

う
そ
れ
で
ど
の

 
よ
う
な
話
で
し

う
か

 
理
 

な
ら

日
の
話
の
続
き
を
聞
か
せ
て
よ

 

は

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
え

と

か
あ

御
師

 
匠
様
は

 

人
の
よ
う
に
女
性
は
ま
た
語

て
く
れ
た

今
回
話
し
て
く
れ
た
事
は
恐
ら
く
だ
が
今
目

の
前
の
⻑

の
女
性
が
ピ
ン
チ
の
時
だ
ろ
う
か

そ
う
い

た
事
態
に
な
る
と
必
ず
師
匠
が
助
け

に
来
て
く
れ
る
と

先
程
に
語

た
仲
間
や
友
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
そ
の
証
明
を
語
る
と
同

時
に
⻑

の
女
性
は
語

た

 

は

が

て
は
い
ま
せ
ん
が
し
か
し
私
を

人
の

 
妖
怪
と
し
て

人
の
娘
と
し
て
私
を
育
て
て
く
れ
ま

 
し
た
わ

 

散

い
と

わ
れ
常
に

直
に
な
ろ
う
と
し
な
い

 
こ
の
方
が

一
で

直
に
な
る
方
な
ん
で
す
よ

 
理
 

そ
う
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ど
れ
だ
け
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
だ

聞
い
と
い
て
な
ん
だ
が
ど
れ
だ
け
自
分
は
反

が
出
そ
う

な
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

本
当
に
イ
ラ
つ
く
の
一

だ

た

 
理
 

本
当
に

か
れ
て
る
よ

そ
い
つ

 

え

御
師
匠
様
は
皆
か
ら

か
れ
る
本
当
に
心

し

 
く
強
い
方
よ

方
と
違

て

 
理
 

は

 

気
づ
い
て
な
い
の

方
は
御
師
匠
様
の
話
を
す
る

 
と

の

間
に
シ

が

て
ま
す
わ
よ

 
ど
う
や
ら
上
手
く
ポ

カ

フ

イ
ス
が
出
来
て
な
か

た
み
た
い
だ

だ
が
よ
く
も
こ
の
状

下
の
中
で
そ
ん
な
注
意
が
で
き
た
も
の
だ

だ
が

 
理
 

良
い

そ
の
強
が
り
お
前
の
い
や
お
前
ら
の
希

 
望
を

々
に

し
た
く
な

て
く
る
よ

 

な

 
理
 

そ
れ
と
こ
れ
は
お
礼
だ
よ
今
日
は
良
い

強
に
な

 
た
か
ら
さ
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ま
た

ン
を
出
す
と

へ
と
入
り
怒
り
の
ま
ま
に
彼
女
達
の
口
に
強
制
的
に
な
お
か
つ
力
任

せ
に
突

込
ま
せ
る

 

ん
ん

 

ご

ん
ん

 
理
 

ふ

り
た
ら
怒
ら
せ
る
発

は
し
な
い
で
よ

 
ら
は
所
詮
は

の
中
の

い
や
負
け

か

 

く

 

許
し
は

し
ま
せ
ん
か
ら

 
理
 

結

全
然
許
く
れ
な
く
て
も

わ
な
い
か
ら
ア
ハ

 
ハ

 
そ
う
し
て
自
分
は

か
ら
出
る
の
だ

た

そ
し
て
地
下
か
ら
地
上
へ
と
上
が
り
部

を
出

る
と

 
理
 

ち

 
ド
ゴ
ン

 

を
思
い

き
り

飛
ば
し
た

イ
ラ
つ
く
本
当
に
た
だ
イ
ラ
つ
く

彼
女
に
イ
ラ
つ
い
た
の
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は
そ
う
だ
が
何
よ
り
も
ポ

カ

フ

イ
ス
が
出
来
て
な
く

を
見
て
自
分
の
感
情
を
知
ら
れ
た

事
の

ず
か
し
さ
に
自
分
に

を
た
て
て
し
ま
う

 
理
 

あ
の
男
を

し
た
い
そ
し
て

あ
の
女
共
の
希

 
望
を
必
ず

々
に
し
て

し
て
や
る

 
自
分
は
そ
う

い
て
い
る
と

 
ウ
リ

何
事
今
の

は

 
ウ
リ
エ
ル
が
走

て
や

て
来
た

ど
う
や
ら
今
の

た

が

い
た
み
た
い
だ

 
ウ
リ

理
久
兎
ど
う
か
し
た
の
か
し
ら

そ
れ
に
そ
の

は

 
一
体
な
に
が
ど
う
し
て
こ
う
な

た
の
よ

 

て

れ
た

に
気
づ
い
た
ウ
リ
エ
ル
は
自
分
に
問
い
た
だ
し
て
く
る

ど
う

い
訳
す
る

か
を

え
る
と

度

に
変
な

の

体
が
く

つ
い
て
い
た

恐
ら
く
地
下
で

し
て
し
ま
い

に
つ
い
て
し
ま

た

の

体
な
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

だ
が
こ
の
時
に
こ
れ
を

い
訳

の
材
料
に
し
よ
う
と

え
た

 
理
 

が
い
た
か
ら

し
た
ん
だ
よ
掃
除
ぐ
ら
い
し
て

 
お
け
よ
ゴ
ミ
が
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ウ
リ

な

 
つ
い
で
に
ム
カ
つ
く
ウ
リ
エ
ル
も

で
き
た

お
陰
で
イ
ラ
つ
き
も
少
し
だ
が
解
消
は
で
き

た 
ウ
リ

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
理
 

け

 
そ
う
し
て
自
分
は
部

へ
と
帰
る
と

ド
に

イ
ブ
し

 
理
 

あ
の
男
は
絶
対
に
殺
し
て
や
る

 
そ
う

き
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

 
怠
惰

因
み
に
で
す
が
今
の
理
久
兎

は
も
う
見
て
い
て

 
分
か
る
通
り
記
憶

が
起
き
て
い
る
の
は
事
実

 
で
す
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そ
う
じ

の
う

普
通
は
起
こ
る
の
か
こ
れ
は

 
怠
惰

う

ん
ま

末
期
に
近
く
な
る
と
起
こ
る

だ
け
ど

 
ま
だ
中
期
に
入

た
ぐ
ら
い
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
は

 
思
う
よ

そ
れ
に
さ
本
当
な
ら
あ

ち
を
見
て

し

 
い
け
ど
正
直
第
一
感

者
は
理
久
兎
だ
け
れ
ど
ま
ず

 
イ
レ

ラ

何
だ
よ

普
通
だ

た
ら
俺
ろ

 
デ

モ

ニ

ア

古
代
魔
族
に
し
か
掛
か
ら
な
い

な
ん
だ
け
ど

 
本
当
に
不
可
思
議
で
仕
方
な
い
ん
だ
よ

だ
か
ら

 
何
か

怪
な
事
が
起
き
て
も

 

 
 

 
怠
惰

あ
れ

何
で

や

を
流
し
て
る
の

 

 

な

な
な
な
な
何
で
も
な
い

 
怠
惰

追

は
し
な
い
け
ど
本
当
に
怪
し
い

 

 

よ

良
い
じ

ろ
う
お

と
も
う
時
間
じ

 
怠
惰

え

あ

本
当
だ
ち

う
ど
良
い

そ
れ
じ

あ



 第３８５話 強がる者達

 
ま

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ふ

下
手
す
る
と
あ
や
つ
勘
が

い

に
バ
レ
そ
う
じ

 
の
う
理
久
兎
の
秘
密
が

 
怠
惰

ち

ん

 

 

う

う
む
で
は
ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
３
８
６
話
 
淡
く
薄
い
記
憶

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

台
風
が
去
り
静
け
さ
が

た
な
と
感
じ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
外
で
は
コ
オ
ロ

が

を
鳴
ら
し
て
ま
す

そ
れ
よ
り
も

年

て

い
な

と
こ
こ

最
近
に
な

て
何
時
も
思

て
し
ま
い
ま
す

さ
て
こ
ん
な

イ

い
事
も
こ
こ
ま
で
に
し
て

本
編
へ
ど
う

 
目
が
覚
め
自
分
は

ド
か
ら
起
き
上
が
る

日
は
珍
し
く
変
な
夢
は
見
ず
気
持
ち
が
良

い 
理
 

気
持
ち
が
良
く
眠
れ

 
ド
ゴ

ン

 
自
室
の

が

さ
れ
土

が
上
が

た

何
事
か
と
思
い
見
る
と

 
亜
狛

グ
ル
ル
ル
ル
ル
ル

 
耶
狛

流

は
獣

お
兄
様
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亜
狛

そ
れ
と

様
仕
事
を
ミ
ス

た
み
た
い
だ
な
仕
事
す

 
ら
も
録
に
出
来

の
か
愚
妹
が

 
耶
狛

く

そ
れ
は
あ
の
火
女
が
ミ
ス

た
か
ら
よ

 
う
る
さ
い
本
当
に
う
る
さ
い

気
持
ち
よ
く
起
き
れ
た
と
い
う
の
に

恐
ら
く
自
分
の

の

は

に
ぶ
ち

レ
い
や
も
う
存

し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

龍
終

 
神
力
に
よ

て

を
龍
の

の
よ
う
に
変
化
さ
せ

を
立
た
せ
る
と

 
理
 

雷

 
グ

 
一

の
高

動
で
亜
狛
と
耶
狛
の

を
切
り

き
頭
と

体
を
さ
よ
な
ら
さ
せ
る

 
理
 

は
直
し
て
お
け
ゴ
ミ
共
が

 
手
を
元
に

し
自
分
は
服
を
着
替
え
て
部

を
出
る

静
か
に
で
き
る
ス
ポ

ト
の

つ
が

消
え
何
処
に
行
く
か
と

え
な
が
ら

り
着
い
た
の
が

 
理
 

結

こ
こ
か

 

の
前
だ

今
日
は
気
分
が
良
い
か
ら
あ
ま
り
カ
ビ

く
そ
し
て
土

い
場
所
は
あ
ま
り
行
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く
気
分
に
は
な
ら
な
い
が
静
か
に
か
つ

し
で
き
る
ス
ポ

ト
が
も
う

え
ら
れ
る
の
は
こ
こ

し
か
な
い

 
理
 

は

 
仕
方
な
い
と
思
い
つ
つ
自
分
は
中
へ
と
入
る

そ
し
て
も
う
定
番
の
よ
う
に
地
下
へ
降
り
部

へ
と
入
る

 
理
 

や

元
気
に
し
て
た
か
い

 
天

か
ら

が
れ
る
手

で

束
さ
れ
う
な
だ
れ
て
い
る

人
は
自
分
を

み

け
て
く
る

 

ま
た

で
す
か

 
理
 

う
ん

上
は

ち
着
か
な
く
て
さ

の
バ
カ
な

 
部
下
達
が
部

を

し
て
く
れ
ち

て

ち
着
け

 
る
所
が
な
い
ん
だ
よ

 

日
あ
ん
な
態
度
を
し
て
よ
く
と
来
れ
ま
す

方

 
は

 

女
が
獣
ら
し
く
騒
ぐ

自
分
は

う
の
を

め

み

け
る
と

女
は

を

く
し
て

大
人
し
く
な

た
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理
 

そ
れ
で
い
い
お
前
ら
の
命
は
今
は

が

て
い
る

 
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
態
度
を
取

ち

メ
だ
よ

 

そ
れ
で
ま
た
お
話
で
す
か

 
理
 

う

ん
そ
う
だ

ま
た
お
話
を
し
て
よ
話
は
そ
う

 
だ

え
る
話
を
チ

イ
ス
す
る
よ

 

え
る
話

て

 

人
は
必
死
に

え
る
と

女
は
口
を
開
き

 

前
に
脱

場
の
近
く
の

下
を
通

た

に
見
た
ん

 
で
す
が
主
人
が
体

計
に

て

い

を
し
て
ら

 

し

い
ま
し
た

恐
ら
く
ま
た
体

が
増
え
て
ま

 
し
た
よ

 

ち

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
面
白
す
ぎ
て

を

え
て
し
ま
う

こ
の

女
は
一
々
反

的
だ
が
こ
う
し
た

グ
が

え
る
と
は
面
白
い
も
の
だ
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そ
う
い
う
何
処

の
狐
は
国
を

か
せ
る
だ
け

か

 
せ
て
最
後
は
殺
さ
れ
そ
う
に
な

て
た
所
を
助
け
て

 
あ
げ
た
の
は
何
処
の

だ

た
の
か
し
ら

 

む

昔
の
事
は

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
昔
に
何
し
て
ん
の
さ

 
面
白
い
話
が
聞
け
て
少
し
は
リ
ラ

ク
ス
が
出
来
た

ン
を
出
し

格
子
を
何
時
も
の
よ
う

に
す
り

け
て
食
べ
さ
せ
る

 

ふ

今
日
は

し
い
の
で
す

 
理
 

気
分
が
よ
く
て

達
の
話
を
聞
い
た
ら
さ

 
と

て
い
る
と
コ
ツ
コ
ツ
と

が
聞
こ
え
て
く
る

恐
ら
く
ウ
リ
エ
ル
が
来
た
の
だ
ろ

う 
理
 

お

と

は

れ
る
か
ら

わ
な
い
で

た

 
ら

達
を
殺
す
か
も
し
れ
な
い
か
ら
さ

 

え

 

そ
れ
は
ど
う
い
う
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理
 

ス
テ
ル
ス

ミ
ラ

 

密
魔
法
と
幻
影
魔
法
を
使
い

れ
る
と

が
開
き
ウ
リ
エ
ル
が
や

て
来
る

 
ウ
リ

あ
ら
あ
ら
騒
が
し
い
と
思

て
き
て
み
れ
ば
何
事
で

 
し

う
か

奴

の
分

で

 

私
は

女
の
奴

に
な

た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
わ

 
よ

 

私
達
は

諦
め
て
ま
せ
ん
よ

 
ウ
リ

あ

そ
う
ま

良
い
わ
な
ら
今
日
は
食
事

き

 

な

 

待

て
く
だ

 

人
が

い
終
え
る
前
に
ウ
リ
エ
ル
は
部

か
ら
出
て
い

た

イ
ル
を

す

が
聞
こ

え
る
と
自
分
は
姿
を
出
す

 
理
 

達
大
変
だ

 

話
す
こ
と
は
話
す
か
ら
食
事
を

え
な
い
か

 
し
ら
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理
 

う

ん
な
ら
そ
の
師
匠
が
ど
の
く
ら
い
強
い
の
か
教

 
え
て
よ

そ
れ
に
ウ
リ
エ
ル
の
強
が

て
る
姿
も
見

 
れ
た
か
ら
特
別
に

ン

あ
げ
る
よ

た
だ
し
だ

 
け
ど
し

か
り
事

か
く
教
え
て

  
そ
れ
を
聞
き

人
は
目
を
点
に
し
た

ま
さ
か
少
な
か

た
の
だ
ろ
う
か

だ
が
彼
女
達
か

ら
し
た
ら

件
な
の
は
変
わ
り
な
い

だ

何
せ
今
日
は
飯

き
と

わ
れ
た
の
だ
か
ら

 

良
い
で
す
わ
よ

 
理
 

約
成
立

 
そ
う
し
て
⻑

の
女
性
は
師
匠
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た

人
で
何
百
何

何

と
い
う

妖
怪
が
束
に
な
ろ
う
が
勝
て
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
や
仲
間
の
た
め
な
ら
神
に
で
す
ら
も
喧
嘩
を

売
る
と

う
事
等
々
聞
い
て
い
て
勇
者
愚
者
と
思
え
る
ぐ
ら
い
な
事
を

山
そ
し
て
事

か

く
話
し
て
く
れ
た

 

上
で
す
わ

 
理
 

ふ

ん
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だ
が
何
よ
り
も
そ
い
つ
の
名
前
が
一
番
気
に
な

た

 
理
 

そ
い
つ
の
名
前

教
え
て
よ

 

深
常
理
久
兎
い
え
深
常
理
久
兎

大
能
神
で
す

 
わ

方
に
は
絶
対
に
殺
せ
ま
せ
な
い
神
で
す
わ

 
ま
さ
か
の
自
分
の
名
前
一
体
ど
う
い
う
事
だ

あ
の
男
が
自
分
な
の
か
ど
う
い
う
事
だ

分

か
ら
な
い
分
か
ら
な
い
分
か
ら
な
い

そ
ん
な
時
一

だ

た
が
覚
え
の
な
い
記
憶
が
フ
ラ

シ

バ

ク
し
て
き
た

 
理
 

 
ク
ラ

と
き
て
頭
を

さ
え
る

フ
ラ

シ

バ

ク
し
た
記
憶
に
は
目
の
前
の
女
性
が

せ

そ
う
に

む

が
頭
の
中
で

る

見
た
こ
と
の
な
い

な
の
に
何

こ
ん
な
に
も
懐
か
し
く

思
え
る
の
だ

 

方

大
丈
夫

 
理
 

え

あ

あ

大
丈
夫

う
ん

そ
う
か

あ
り
が

 
と
う
教
え
て
く
れ
て
さ

ら
こ
れ
は
約
束
の
食
べ
物

 
だ
よ
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ン
を

ず
つ
出
し

か
せ
て
彼
女
達
に
食
べ
さ
せ
る
と
す
ぐ
に
食
べ
き

た

 

本
当
に
ど
う
し
た
の

が
変
よ

 
理
 

う

う
う
ん

話
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
自
分
は
部

を
出
て

の

を
閉
じ
る

 
理
 

面
白
い
ク
ク
ハ
ハ
ハ

面
白
い
や
お
も

し

 
ろ
い

ぐ
す

 

に

り
か
か
り

る

何

こ
ん
な
に
も

し
い
の
だ

何

こ
ん
な
に
も

が

ま
ら
な

い
の
だ

あ
の
女
達
の
事
な
ど
知
ら
ぬ

な
の
に
何

こ
う
も
心
が

い

何

こ
ん
な
に
も
頭

が
す
る
の
だ
訳
が
分
か
ら
な
い

そ
れ
に
自
分
の
名
を
知

て
い
る
の
は
何

だ

同
じ
名
の

人
物
な
ど

々
い
な
い

な
の
に

 
理
 

ぐ
じ

う

 
頭
を

ま
せ
な
が
ら
自
分
は

と

水
を

い
部

へ
と

る

部

は
修

さ
れ
て
い
て
元

通
り
に
な

て
い
た

い
や
な

て
い
て
当
た
り
前
か

だ
が
も
う
そ
ん
な
の
も
ど
う
で
も
良

い

自
分
は

ド
へ
と
潜
り
目
を
閉
じ
る
の
だ

た

 
理
 

こ
れ
は
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自
分
は
い
つ
の
間
に
か
暗
い
地
下

み
た
い
な
場
所
に
い
た

そ
し
て
目
の
前
に
は

き
の

に

が
れ

い
て
い
る
少
女
が
い
た

を
向
け
ば
そ
こ
に
は

が
あ
り
出
口
へ
と

が

て
い
る
だ
ろ
う

 
理
 

ま
る
の
が
悪
い
ん
だ
よ

 
自
分
は

ま

て
い
る
少
女
に
そ
う

い
部

を
出
よ
う
と
す
る

出
よ
う
と
す
る
が

が
出

口
へ
と
向
こ
う
し
な
い

動
か
そ
う
と
思
え
ば
動
か
せ
る
は
ず
な
の
に
一
歩
が
で
な
い
そ
し
て
感

じ
た

昔
に
こ
の
光

を
見
た
こ
と
が
あ
る
所

デ

ブ
だ
と

 
理
 

 

を
見
る
と

だ
に
少
女
は

い
て
い
た

そ
れ
が
目

り
だ

た

そ
れ
が
耳
に

る
の
が

嫌
だ

た

す
ぐ
に
空
紅
と
黒

を
取
り
だ
し

の

格
子
へ
と
向
か

て

 

ン

 
斬
り
つ
け
る

格
子
は
斬
ら
れ

へ
と
入
れ
る
だ
ろ
う

自
分
は
更
に
少
女
を

束
す
る

を
斬
る

 
バ
キ
ン

 

が
斬
ら
れ
た
こ
と
を
知

た
の
か
少
女
は

方
を
向
く
と

き
つ
い
て
き
た
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少
女

怖
か

た
よ

御
師
匠
様

 
理
 

あ

ん

は
お
前
の
師
匠
な
ん
か
じ

 
そ
し
て
気
づ
く

そ
の
小
さ
な
少
女
が
い
つ
の
間
に
か
大
き
く
な

て
い
た
事
を

そ
れ
は

に

が
れ
て
い
た
⻑

の
女
性
だ

た
の
だ

目
を

た

何

こ
ん
な
光

を
目
に
し
た
の

だ
ろ
う
か
と

そ
し
て
視
界
は
黒
く
な
り
目
を
開
け
る

 
理
 

夢
か

 
時
計
を
見
る
と

後

時
と
い

た
所
だ

ド
か
ら
起
き
上
が
り
手
を
見
て
グ

と
動
か
す

 
理
 

 
部

を
出
て

へ
と

を
運
ぶ
と

 
理
 

空
い
て
る

 
下
へ
と
続
く

し
通

が
空
い
て
い
た

そ
し
て
思
い
出
す

夜
の
時
間
は
飯
を

え
る
時
間

だ
と

 
理
 

ス
テ
ル
ス

ミ
ラ

 
気

を
消
し
幻
覚
魔
法
で
姿
を
消
し
て
下
へ
と
進
む
と
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バ
シ
ン

バ
シ
ン

 

の
奥
か
ら
何
か
を

た
く
よ
う
な

が
聞
こ
え
る

そ
れ
と
同
時
に
う
な
り

も

か

に
だ
が
聞
こ
え
る

 
理
 

ウ
リ
エ
ル
か

 
ウ
リ
エ
ル
が
何
か
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

開
け
れ
ば
こ
ち
ら
の
存

が
バ
レ
る
た
め
開
け
る
訳

に
は
い
か
な
い

そ
の
た
め

く

の

で
様
子
を

う
数
分
後

の

を
開
け
ウ
リ
エ
ル
が

す

き
り
と
し
た

で
出
て
く
る
と
上
へ
と
向
か

て
い
き

を
閉
じ
た

自
分
は
立
ち
上
が
り

の

を
中
へ
と
入
る

 
理
 

こ
れ
は

い

 

に

が
れ
て
い
る
女
性

人
は

を

わ
さ
れ

れ
て
い
た

見
た
と
こ
ろ
ど
う
や

ら
気
絶
し
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

イ
ン

 
魔
法
で

を
す
り

け
中
へ
と
入
り
彼
女
達
の

を
見
る
と
ま
だ
生
々
し
い
み
み
ず

が
出
来

て
い
て
更
に

り
に
は

ら
れ
た
の
か

に
な
り
つ
つ
あ

た

 
理
 

は
あ
る
か



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 

人
の

を

り
ま
だ

は
あ

た

憶

と
し
て
恐
ら
く
我

を
し
つ
く
し

れ
は
て

て
気
絶
し
た
の
だ
ろ
う

何
か
良
い
も
の
は
な
い
か
と
断
罪
神
書
の

を
め
く
る

そ
し
て

度
良
い
事
に
塗
る

イ
プ
の

薬
が
あ

た

 
理
 

感
謝
し
ろ
よ

 
や

て
る
事
が
雑

の
よ
う
な
気
が
す
る
が
そ
ん
な
の
を
今
気
に
す
る
こ
と
で
は
な
い

口

に
薬
を
塗
る
と

 

ん
ん
ん
ん
ん

 

み
る
の
か

鳴
を
あ
げ
て
起
き
出
し
た

だ
な

の
お
陰
で

が
大
き
く
な
ら
ず
助
か

た

も
し

ん
で
い
た
ら
ウ
リ
エ
ル
に
バ
レ
た
だ
ろ
う

 
理
 

し

薬
だ
よ

 

ん
ん

 
と
り
あ
え
ず

薬
を
塗
り
終
え
次
の
女
性
へ
と

薬
を
塗
る

 

ん
ぐ

 
理
 

て
ろ

て

 
そ
う
し
て
も
う

人
の

に
も
薬
を
塗
り
終
え
薬
を
し
ま
う

そ
し
て

人
の

を
外
す
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は

方

何
で

 

方
は
私
た
ち
の

で
す
よ

 
理
 

さ

だ
け
ど
薄

ら
い

と
御

を

 
べ
る

が

き
じ

な
い
だ
け
だ
よ
そ
れ
と
さ

 

し
て
よ

 

へ

 
と
り
あ
え
ず
⻑

の
女
性
は
正
座
し
て
い
る
状
態
だ

た
の
で
半
ば
強
引
に
自
分
は
頭
を

へ

と

せ
る

 

だ

大
丈
夫
で
す
か

 

え

で
も
何
で
か
し
ら
御
師
匠
様
に
結

て

 
る
よ
う
な

 
理
 

人
か
ら
し
て
さ
そ
の
人

て
何

希
望

 
う
ん
ぬ
ん
じ

な
く
て
ど
う
思

て
る
の
か

て
の

 
を
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
さ

 
ど
う
思

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
り
聞
く
と

人
は

し
い

を
し
た

そ
れ
は
ウ
リ
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エ
ル
よ
り
も
と
て
も

か
い

だ

た

 

私
は
感
謝
で
す
あ
の
お
方
が
い
な
け
れ
ば
恐
ら
く
私

 
は
自
分
の
主
人
に
会
え
ず
な
お
か
つ
死
ん
で
い
た
か

 
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で

 

私
は

れ
で
す
わ

御
師
匠
様
が
い
た
か
ら
こ

 
そ
私
は
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
事
そ
し
て

 
私
も
御
師
匠
様
の
よ
う
に

で
い
た
い
そ
う
思

 
て
る
わ

 
理
 

そ

か

 
頭
を
上
げ
て

を

め
る

 

も
う
良
い
の
か
し
ら

 
理
 

う
ん
気
が

ん
だ

だ
か
ら

 
自
分
は
手
を
手
刀
の
よ
う
に

え
る

そ
し
て

 

ン

ン

 
彼
女
達
を

束
す
る

を
全
て

し
た
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え

え

 

な

 
理
 

こ
れ
は
お
礼
だ
よ
そ
れ
と

か
ら
お
願
い
を
し
て
も

 
良
い
か
な

 
何
で
か
分
か
ら
な
い

本
当
な
ら
こ
い
つ
ら
に
絶
望
を
見
せ
た
い
と
思

て
い
た

な
の
に
今

は
そ
う
思
え
な
く
な

た

た
だ
彼
女
達
は
何
が
何
で
も
逃
が
し
た
い
と
思

た

そ
し
て
今
な

ら
ま
だ
う

す
ら
と
だ
が
分
か
る
気
が
す
る

彼
女
達
の
名
前
を

 
理
 

は
待

て
る
だ
か
ら
今
度
は
仲
間
で
も
強
さ
で
も

 

達
が
信
じ
る
も
の
を
持

て
き
な
よ
紫
ち

ん
に

 

ち

ん

 

格
子
を
す
り

け
そ
う

く
と
紫
と

は

格
子
に

ま
り

 
紫
 

ま
さ
か
御
師
匠
様
な
ん
で
す
か

ど
う
し
て
そ
ん
な

 
姿
に

 

 

理
久
兎
様

 
理
 

勘
違
い
す
る
な
よ
俺
は
お
前
ら
の

だ
よ
だ
か
ら
こ
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そ
全
員
ま
と
め
て
絶
望
を
与
え
て
あ
げ
る
で
も
今
は

 
ま
だ
そ
の
果
実
は

れ
て
な
い
か
ら
待
つ
だ
け
だ
よ

 
覚
え
て
は
お
け
よ
絶
望
は
伝

す
る
か
ら
な

 
そ
う

い
自
分
は
部

を
出
る
前
に
後
ろ
を

り
向
き

 
理
 

紫
ち

ん
頼
む
か
ら
生
き
ろ
よ
俺
の
こ
の
気
持
ち
が

 
薄
れ
る
前
の

一
の
願
い
だ
か
ら
そ
し
て
頼
む
次
会

 
う
時
こ
そ
俺
を
殺
せ
よ

 
紫
 

待

て

御
師
匠
様

 
自
分
は

を
閉
じ
る

そ
し
て
た
だ
一

 
理
 

お

は
何
や

て
ん
だ
ろ

 
と

き
ウ
リ
エ
ル
に
こ
こ
に
い
る
事
が
バ
レ
る
前
に
部

を
後
に
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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怠
惰
よ
そ
な
た
何
を
し
て
る
の
じ

 
怠
惰

ん

ソ
シ

ゲ

 

 

こ
こ
幻
想
郷
じ

ろ

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
の

イ
は
特
別
使

な
の
さ

あ
の

 
ド

モ
よ
り
も

波
に
つ
い
て
は
強
い
か
ら

 

 

そ
れ
に
何

じ

何

に

ブ
ル
を

し
て

 
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず

が
出
来
て
お
る
の
じ

 
ど
う
い
う
仕
組
み
な
ん
じ

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
の
静

気
で

し
て
る
か
ら

 

 

な

何
て
奴
じ

と
い
う
か
怠
惰
よ
そ
な
た
が

 

意
な
魔
法

て
や
は
り
雷
な
の
か

 
怠
惰

ま

そ
う
だ
よ

 

 

う

シ
は
て

き
り
薬

だ
と
か
の
調
合
だ
と
か

 
が
あ
る
か
ら
毒

か
と
思

て
お

た
が
の

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
後
天
的
に

意
に
な

た
ん
だ
よ
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々
あ

た
か
ら

 

 

な
ん
じ

聞
か
せ
て
く
れ
て
も

 
怠
惰

そ
れ
は
ス
ル

だ

て
な
わ
げ
時
間
だ
か
ら
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 

 

む

仕
方
な
い
か
の

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 
さ
ら
ば
じ



 第３８７話 思い出せない名前の数々

 
第
３
８
７
話
 
思
い
出
せ
な
い
名
前
の
数
々

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ま
た
部

で

ウ
ン
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
や

て

し
ま
い
ま
し
た

今
回
は

く
起
き
れ
た
か
ら
良
か

た
も
の
の
ま
た

過
ご
し
し
て
し
ま
う
か

と
思
う
と
怖
い
で
す

失
礼
で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 
彼
女
達
を
逃
が
し
そ
こ
か
ら
ま
た
数
日
が

過
し
た

そ
ん
な
た
だ
日
に
ち
を
過
ぎ
て
い
る
と

ま
た
夢
を
見
た

今
度
は
と
て
も

不
思
議
な
夢
だ

た

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
夢
な
の
か
と

い
う
と

 
理
 

何
で

は
こ
い
つ
を

 
そ
れ
は

し
た
世
界
で
自
分
が
あ
の
⻑

の
男
を
殺
し
て
い
た
夢
だ

た

戦

て
勝

て

み
た
い
と
思

た
男
に
自
分
は
勝

て
い
た
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か

だ
が
⻑

の
男
は

し
た

自
分
の

に
目
掛
け

み
つ
い
て
い
た
の
だ

 
理
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と

さ
に

を

さ
え
て
し
ま

た

そ
し
て

し
み
な
が
ら
自
分
と
そ
の
⻑

の
男
は

黒
い

に

き
込
ま
れ
て
い
く

や
が
て
黒
い

か
ら
白
い

へ
と
変
わ
り

が
消
え
る
と
そ
こ

に
は

ろ
な
目
を
し
た
自
分
が
立

て
い
た

 
理
 

ど
う
い
う
事
だ
よ
こ
れ
は

 
何
が
何
だ
が
分
か
ら
な
か

た

こ
れ
が
自
分
が
存

し
た
本
当
の
真
実
と
で
も

う
の
か

訳
が
分
か
ら
な
い

そ
ん
な
光

を
目
に
し
て
い
る
と
視
界
は
何
時
も
の
よ
う
に
ボ

け
た

目

が
覚
め
る
と

ド
の
上
に
い
た

 
理
 

 
自
分
が
紫
と

た
あ
の
女
性
も
し
か
し
た
ら
⻑

の
男
は
か
つ
て
自
分
が
変
化
し
た
の
か
そ

れ
と
も
記
憶
だ
け
を
受
け

い
だ
の
か

が
深
ま
る

一
体
自
分
は
何
な
の
だ

状

を
整
理
す

る
と
覚
え
て
い
る
者
は
ま
ず
⺟
親
の

名
前
は

れ
て
い
る
の
か
思
い

か
な
い

た
だ
何

と
な
く
殺
し
た
ロ
リ
が
⺟
親
の
と
い
う
の
は
分
か
る

次
に
数
日
前
に
逃
が
し
た
紫
と

こ
れ
も

々
と
名
前
を

れ
か
け
る
程
に
薄
い
記
憶
だ
が
何
と
な
く
は
分
か
る

後
は

で
撃
ち

い
た

蓮
と
い
う
愚
か
な
少
年
そ
し
て
何

だ
か
見
る
と
頭

を
起
こ
す

か
ま
ず
い
名
前
が
分
か
ら
な

い

え
ら
る
の
は
こ
れ
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
思
い

く

り
で
は
こ
う
し
て

え
る
と

ど
の
者
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を

れ
て
し
ま

て
い
る

こ
の
ま
ま
下
手
し
た
ら
も

と

れ
る
か
も
し
れ
な
い

 
理
 

は

 
自
分
が
一
体
何
だ

た
の
だ
ろ
う
か

今
だ
か
ら
思
う
が
⺟
親
が

た
自
分
の
存

理
由
も

も
し
か
し
た
ら

い
や
違
う
自
分
が
こ
こ
に
い
る
理
由
は
世
界
に
最
後
の

判
を
下
す
た
め
だ

し
違
え
な
い
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
部

を
出
る
と

 
ウ
リ

 

に

を

か
せ
た
ウ
リ
エ
ル
が
や

て
来
る

今
に
も

ス
を
起
こ
し
そ
う
な
程
に
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
る
の
が
見
て
い
て
分
か
る

 
理
 

ど
う
し
た
の

 
ウ
リ

あ
ら
理
久
兎

聞
き
た
い
ん
だ
け
ど

方
は

 

か

に
出
入
り
し
て
た
わ
よ

 
理
 

静
か
だ
か
ら

そ
れ
が
ど
う
か
し
た

 
ウ
リ

え

そ
こ
で
女
を

人
見
な
か

た

 
恐
ら
く
紫
と

の
事
だ
ろ
う
ウ
リ
エ
ル
の

動
か
ら
し
て
逃
げ
れ
た
み
た
い
だ

と
り
あ
え
ず

知
ら
ん

り
を
し
よ
う
と

え
た
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理
 

さ

て
い
う
か
囚
人
な
ん
て

も
い
な
い
じ

 
ん
か
よ

何

ま
さ
か

を

て
る
の

 
ウ
リ

い

い
い
え

そ

そ
う
よ

フ
フ
フ

 
ウ
リ
エ
ル
が
怒
り
狂
い
そ
う
な
の
を
我

す
る
姿
に
つ
い
つ
い

い
た
く
な

て
し
ま
う

だ

が

で

う
と
勘
づ
か
れ
そ
う
だ
か
ら
心
の
中
で

う
こ
と
に
し
た

 
理
 

そ
れ
で

バ
カ
達
は
何
処
に
行

た
の

 
ウ
リ

あ

何
で
も

南

北
と
で
戦
い
を
挑
ん
で
い

 
る
愚
か
者
達
が
い
る
み
た
い
で
そ
の
対
処
に
向
か

 
た
わ
よ

 
理
 

ふ

ん
そ
う

 
こ
こ
で
面
白
い
事
を

え
た

彼
奴
ら
は
散
々
と
自
分
に
悪
態
を
つ
け
て
く
れ
た
そ
の
分
を
返

す
良
い
案
を
思
い

い
た

 
理
 

ウ
リ
エ
ル
さ
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
を
逃
が
し
た

 
の

て
さ
内
の
従
者
の

人
の

か
じ

な
い

 
ウ
リ

あ
り
え
る
の
か
し
ら
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理
 

多
分

へ
の
当
て

け
か
な

て

え
た
け
ど

 
ウ
リ

そ
う

そ
の
せ
ん
で
も

え
て
み
ま
し

う
か

 
そ
う
な
る
と
す
ぐ
に
見
つ
け
出
す
必
要
が
あ
る
か
し

 
ら

 
し
か
し

問
に
思
う

何

ウ
リ
エ
ル
は
そ
こ
ま
で
し
て
彼
女
達
を

ら
え
よ
う
と

え
る
の

だ

そ
う
で
な
け
れ
ば
あ
ん
な
秘
密
の
地
下

に
入
れ
よ
う
と
は

え
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

で
も
さ
そ
の
女
だ

け

な
ん
で
そ
こ
ま
で
し
て
探

 
す
の
さ

 
ウ
リ

方
を

し

す
か
ら
よ

 
理
 

ふ

ん

 
や

り
何
か
し
ら
を

し
て
る

恐
ら
く
自
分
の
記
憶
に
関
し
て
だ
ろ
う
か

や

り
こ

の
女
は
信

な
ら
な
い

 
ウ
リ

理
久
兎
さ

そ
く
で
悪
い
け
ど

方
の
従
者
達
を
呼

 
ん
で
く
れ
な
い
か
し
ら

 
理
 

ま

い
い
よ
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目
を
閉
じ
意

を
集
中
さ
せ
心
の
中
で
呼
び
掛
け
る

す
る
と

 
耶
狛
あ
ら
ど
う
か
な
さ
れ
ま
し
た

 
耶
狛
と

が

た

人
は
通
話
無
視
な
の
か
反

し
な
か

た
た

 
理
 
耶
狛

人
は

 
耶
狛
さ

そ
れ
よ
り
も
ど
う
か
な
さ
れ
ま
し
た

 
理
 
ウ
リ
エ
ル
が
全
員
集
合
だ

て

 
耶
狛
あ
ら
仕
方
な
い
わ

王
よ
バ
カ

人
に
は

方
か
ら

お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
わ

 
理
 
ん

任
せ
た

 
そ
う
し
て
通
話
を
終
了
し
目
を
開
け
る

 
ウ
リ

来
れ
そ
う
か
し
ら

 
理
 

さ

亜
狛
と
黒
は
通
信

し
や
が

た
か
ら
耶

 
狛
に
任
せ
ち

た
よ

 
ウ
リ

ま

耶
狛
な
ら
信
頼
で
き
る
わ

 
こ
の
女
は
信
頼
と

た
所
か
ら

当
仲
は
よ
ろ
し
い
み
た
い
だ

恐
ら
く
は
主
人
で
あ
る
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よ
り
も

 
ウ
リ

さ
て
そ
れ
よ
り
も
王
よ
一

は

方
も
来
て
く
だ
さ

 
る
か
し
ら

 
理
 

わ
な
い
よ

 
そ
う
し
て
ウ
リ
エ
ル
に

い
て
い
き
玉
座
の
あ
る
部

へ
と
向
か
う

自
分
は
玉
座
に
座
り
ウ

リ
エ
ル
は
自
分
の

で
待
つ
こ
と
数
十
分
が

過
し
た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

奥
の

が
開
き
耶
狛

が
入

て
き
た

そ
れ
に
続
き
影
か
ら
黒
が
現
れ
そ
し
て

け
目
が
出
来
上
が
る
と
そ
こ
か
ら
亜

狛
が
出
て
く
る

 
亜
狛

亜
狛
た
だ
い
ま

じ
た

 
黒
 

俺
様
も
来
た

 
耶
狛

耶
狛
も
い
ま
す

 

人
は
頭
を
下
げ
る

自
分
は
立
ち
上
が
り

 
理
 

皆
に
問
お
う

か
が

か
ら
囚
人
を
逃
が
し
た
み

 
た
い
で
な
俺
の

え
で
は
こ
の
中
で
ど
う
や
ら
裏
切

 
り
者
が
い
る
と
推

し
た
が

だ

正
直
に

え
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と

う
と
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
は
お
互
い
に

を
見
合
わ
せ
る

 
亜
狛

様
か
耶
狛

 
耶
狛

そ
ん
な
訳
な
い
で
し

う

こ
の
バ

サ

カ
バ
カ

 
が

 
黒
 

て
お
く
が
俺
で
も

 
良
い
反

だ

犯
人
の
自
分
か
ら
し
て
見
る
と
実
に

ま
し
く

だ

 
ウ
リ

で
は
一
体

 
黒
 

そ
こ
の
雑

王
が
俺
か
ら
す
る
と

い
が
な

 
こ
の

余
計
な
事
を

い
や
が

た

こ
こ
で
反
論
し
た
ら
怪
し
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
仕

方
が
な
い
と
思
い
な
が
ら

 
理
 

死
罪
 

し
処

 
黒
の

元
か
ら
⻑
く
太
い

を
出
現
さ
せ
そ
し
て
下
か
ら
上
へ
と

を

ば
し
黒
を

き

し
に
す
る

 
黒
 

が

 
理
 

が
犯
人

わ
せ
る
な
よ
雑

の
ク

に
さ
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き
そ
し
て
ま
た

を

す

影
で
体
を

し
黒
は
ま
た
立
ち
上
が
る

 
ウ
リ

そ
う
で
す
よ
反
論
の
仕
方
は
と
も
か
く
彼
が
犯
人
と

 
い
う
の
は
あ
ま
り

証
は
な
い
の
よ
現
に
そ
の
囚
人

 
を
見
れ
ば
ま
た
彼
は
発
作
を
起
こ
す
と

え
て
ま
す

 
の
で

 
理
 

発
作

 
ウ
リ

え

え

 
ウ
リ
エ
ル
の

が
し
ま

た
と
い
う

を
し
て
い
た

こ
れ
で

定
し
た

こ
い
つ
は
や

り

し
て
る

 
理
 

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず
ウ
リ
エ
ル
さ

の
囚
人
の

 
特

は

何
時
に
逃
げ
た
と
か
情
報
を
く
れ

 
ウ
リ

時
間
と
し
て
は
今
日
久
々
に
行

た
か
ら

日
か

 
日
程
の
間

そ
れ
と
ご
め
ん
な
さ
い

下
等
種
族
達

 
は
皆
同
じ
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
覚
え
て
な
い
わ

 
理
 

そ
れ
じ

も
う

ま
え
れ
な
い
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ん
で
い
る
目
を
持

て
い
て
く
れ
て
助
か

た

ウ
リ
エ
ル
は

本
的
に

の
生
物
を
見
下

す
た
め
こ
の
世
界
の
生
物
は

中
に
な
い
み
た
い
だ

だ
が
あ
の
子
達
下
手
す
る
と

日

日

は

え
に

し
む
こ
と
と
な

た
の
か
と
思
う
と
助
け
て
良
か

い
や
も
う
ど
う
で
も
良
い

か

所
詮
は
雑

の
寿
命
が
少
し
だ
け

命
し
た
だ
け
な
の
だ
か
ら

 
亜
狛

待
て

つ
ま
り
訳
の
分
か
ら
な
い
女
達
を

れ
て
来

 
い
と
で
も

う
の
か

 
黒
 

ハ
ハ
ハ

談

か
す
ん
じ

 
雑

の
分

で
よ

 
耶
狛

無
理

 
ウ
リ

 
何

こ
う
も
当
た
り
前
の
事
を

え
れ
な
い
の
だ

や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら

 
理
 

な
ら

て
や
る
よ
お
前
ら
は
遊
び
す
ぎ
だ
も
う
時

 
は
来
た
裁
定
を

め
遊
び
の

も
終
わ
り
だ
や
る

 
事
は
た
だ

つ
世
界
の

亡
を
開
始
す
る

 

気
を

わ
せ
そ
う

う

そ
れ
を
聞
い
た

人
の
従
者
を
頭
を
下
げ
た

ウ
リ
エ
ル
も
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し
そ
う
に
頭
を
下
げ
る

 
理
 

さ

始
め
よ
う

を

新
た
な
創
造
の
た
め
に

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

活
動
を
初
め
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

 

こ
ん
な
事
が
起
こ

て
お

た
の
じ

な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

 

 

シ
は
バ
カ

子
を
取
り

せ
る
か
の

 
怠
惰

ち

ん
何
事
も
挑
戦
し
実
行
し
な
い
と
結
果
は
出

 
せ
な
い
よ

 

 

う
む

 
怠
惰

ま

で
も
結
果
は
ど
う
な
ろ
う
と
俺
は
た
だ
見
て
る

 
よ

頑

て
理
久
兎
達
を
コ
テ
ン

ン
に
し
て
き

 
な
よ
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う
む

そ
う
じ

な

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
の

だ
よ

 

 

す
ま
ぬ
な
怠
惰
よ

 
怠
惰

い
い
の

い
い
の

ら

ら
も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
だ
か
ら

 

 

そ
う

じ

な

で
は
読
者
様
よ
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

で
は
読
者
様

 
怠
惰

バ
イ
ニ

ラ
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第
３
８
８
話
 
復
讐
者
達
は
動
く

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

手
に
ゲ

ム

手
に
ス
マ

で
動
画
と
い
う
二
刀
流
を
し
て

ド

で
過
ご
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ
あ
ん
ま
り
意
味
な
い
だ
ろ
う
と
思
う

で
す

で
す
が

し
さ
は

ら
わ
せ
れ
る
ん
で
す

は
い

こ
ん
な

し
い
話
も
そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
に
し

て
本
編
へ
ど
う

 
も
う
遊
び
は
終
わ
る

何
せ
や
る
こ
と
は
決
ま

た
の
だ
か
ら

 
耶
狛

し
て
王
よ
ど
の
よ
う
に

す
の
で
す
か

 
耶
狛
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
か
を
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
つ
い
て
の
案
は
も
う
出
来
て
い

る 
理
 

簡
単
さ
ま
ず
こ
の
幻
想
郷
を
い
や
大
和
の
国
全
て
を

 

ぼ
す
そ
し
て
次
に
ま
た
別
の
大

を

ぼ
し
続
け

 
そ
し
て
最
後
は
こ
の
世
界
全
て
を

す
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黒
 

へ

で
け

望
だ
な

お
い

 
亜
狛

新
世
界
か

強
い
奴
が
生
き
弱
い
奴
が
死
ぬ
弱

強

 
食
の
世
界
を
望
む

 
理
 

え
て
は
お
い
て
あ
げ
る
よ

 
と

う
が
お
前
が
望
む
通
り
の
世
界
な
ど

が
作
る
か

強
い
奴
は
生
き
弱
い
奴
は
死
ぬ

わ
せ
る
な
自
分

人
に
全
て
の
者
が

ま
づ
き

す
る
世
界
を
作

て
や
る

そ
れ
に

が

ん
だ
ら
そ
の
時
は
こ
の
場
の

人
共
す
ぐ
に
切
り

て
て
や
る

所
詮
は
使
い

て
の

て

な
の
だ
か
ら

 
亜
狛

ふ
ん

愚
王
に
し
て
は
意
見
が
通
る
な

 
耶
狛

お
兄
様
は
そ
う

う
事
を

わ
な
い
の
ま
た

を

 
起
こ
さ
れ
た
ら
た
ま

た
も
の
じ

な
い
ん
だ
か
ら

  
黒
 

ち
げ

 
理
 

う
そ
ん
な
に
死
に
た
い
か

 
こ
い
つ
ら
の
不
老
不
死
不
死
身
な
ど
自
分
の
前
で
は
無
意
味
だ

だ

て
ル

ル
を

れ
ば



 第３８８話 復讐者達は動く

そ
ん
な
の
無

に
な
る
の
だ
か
ら

 
亜
狛

な
ら
こ
の
場
で
下

上
を
起
こ
し
て
も

わ
な
い
の

 
だ

こ

ち
は
お
楽
し
み
を
取
ら
れ
て
む
し

く

 
し

し
て
い
る
か
ら
な

 
耶
狛

も
う

お
兄
様

た
ら
ま
た

が
昇

て
る
わ
よ
こ

 
れ
だ
か
ら
バ

サ

カ

て

葉
が

合
い
ま
す

 
の
よ

 
亜
狛

そ
の
下
ら
な
い

術
な
ど
を
追
い
か
け
続
け
る
だ
け

 
の

様
に
だ
け
は

わ
れ
た
く
は
な
い

 
黒
 

良
い

や
れ
や
れ

 
本
当
に
こ
の
バ
カ

人
は
う
る
さ
く
て

る

も
う
頭
が

く
な
る
ぐ
ら
い

 
理
 

い
い
加
減
に
し
ろ
よ
お
前
ら

 
殺
気
を

ち
こ
の
バ
カ

人
に

を
す
る

す
る
と

人
は
獣
の
勘
な
の
か
そ
れ
と
も
第

六
感
が
危
険
と
判
断
し
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
静
か
に
な

た

 
理
 

は

お
い
さ

き
ら

て
見
て
る

視
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何
か

度
良
い
兵

と
か
な
い
の

 
ウ
リ

り

理
久
兎

い
い
加
減
に
そ
の

は

め

 
て
く
れ
な
い
か
し
ら

 
理
 

お
い

が

て
る
の
は
兵

は
あ
る
か

て
聞
い

 
た
ん
だ
よ
無
い
な
ら
な
い
あ
る
な
ら
あ
る

て

え

 
よ

 

み
な
が
ら

う
と
ウ
リ
エ
ル
は

し
そ
う
な

か
ら
た
め

を

く
と

 
ウ
リ

あ
り
ま
す
わ
よ
最
終
兵

と

わ
ん
ば
か
り
の
古
代

 
兵

が

 
理
 

ふ

ん
そ
れ

て
高
出
力
な
ビ

ム
と
か

弾
と

 
か

て

と
せ
る

 
ウ
リ

え

高
出
力
レ

ザ

が
撃
て
な
お
か
つ
絶
対
的
な

 
防
御
力
を

り
ま
す
よ

 
理
 

な
ら
決
ま
り
だ

こ
れ
か
ら
作
戦
を
説
明
す
る
よ
こ

 
の
作
戦
が
上
手
く
い
け
ば
幻
想
郷
は
消

は

定
そ



 第３８８話 復讐者達は動く

 
し
結
界
を

し
大
和
の
大

の
半
分
は

せ
る
だ
ろ

 
う

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
は
下
ら
な
い
と
い

た

を
す
る

 
亜
狛

そ
れ
で

ぼ
せ
る
と

わ
せ
る
な
高
出
力
な
ど
所

 
詮
は

も
幻
想
郷
を

ぼ
せ
る
程
度
だ
ろ
大
和
の

 
大

な
ど
ど
う

ぼ
す
と

う
の
だ

 
理
 

だ
か
ら
こ
そ
さ
高
エ
ネ
ル

と
高
エ
ネ
ル

が

 
お
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
え
ば
ど
う
な
る
と
思
う

 
亜
狛

何

 
耶
狛

大

発
は
起
き
ま
す

そ
れ
も
エ
ネ
ル

規
模

 
が
ど
の
く
ら
い
か
で
は
変
わ
る
け
ど
最
悪
は
原
子
力

 

弾
レ

ル
の

発
力
は
同
等

 
耶
狛
の

葉
通
り
そ
れ
を

て
い
る
の
だ
か
ら

 
黒
 

う

な

ボ
ス
は
も
う

方
の
エ
ネ
ル

が

 
何
処
に
あ
る
の
か
知

て
る
の
か
よ
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理
 

あ

は
あ
る
よ

度
こ
こ
か
ら
そ
れ
な
り
近
い
所

 
に
あ
る
よ

 
耶
狛

そ
れ

て
灼
熱
地
獄
の
核

合

の
事
か
し
ら

 
理
 

あ

そ
う
さ
そ
れ
を
高
出
力
レ

ザ

で

す
る

 
の
さ
そ
う
す
れ
ば

 
黒
 

こ
の
大

は
ド
カ

ン

て
か

 
バ
カ
だ
が
理
解
す
る
脳
は
あ
る
み
た
い
で
良
か

た

そ
れ
に

問
が
あ
る
と
耶
狛
が
ち

こ

ち

こ
と
入

て
く
れ
る
た
め
説
明
の
手
間
が

け
る
か
ら
助
か
る

 
理
 

で

ま
ず
そ
の
兵

の
準
備
で
ど
の
く
ら
い
か
か
る

 
の
か
な

 
ウ
リ

そ
う
で
す
わ

今
か
ら
取
り
か
か
れ
ば
約

日
程
で

 
何
と
か

 
理
 

分
か

た
す
ぐ
に
準
備
に
と
り
か
か
れ

 
ウ
リ

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
そ
う

い
ウ
リ
エ
ル
は

見
室
か
ら
出
て
い

た

た

人
を
見
つ
め
な
が
ら
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理
 

お
前
ら
も
準
備
が
整
う
ま
で

き
に
し
ろ

は

れ

 
ち

た
か
ら

る

で
も
変
な
気
は
起
こ
す
な

 
よ

 
そ
う

て
部

を
出
て
自
分
は
自
室
へ
と
帰
り

ド
へ
と

イ
ブ
し
て

向
け
に
な
る

と 
理
 

も
う
じ
き
こ
の
世
界
の
王
に

 
天

を
見
つ
つ

き
な
が
ら
自
分
は
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

そ
し
て
自
分
が
去

た

見
室

で
は

 
亜
狛

け

い
ち
い
ち
勘
に

る

キ
だ

 
耶
狛

そ
う
い
う
事
は

わ
な
い
の

 
黒
 

し

か
し
よ
無
能
に
も
程
が
あ
る
だ
ろ
あ
の
女
も
そ

 
う
ボ
ス
も
そ
う
だ
け
ど
よ
お
陰
さ
ま
で
楽
し
い
楽
し

 
い
ゲ

ム
が
中
断
に
な

ち
ま

た

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は

に
手
を
当
て
て
あ
る
事
を

え
る

そ
し
て
亜
狛
と
黒
の
方
を
向
く

と



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
耶
狛

な
ら
夜
襲
を
仕
掛
け
な
い
か
し
ら

 
黒
 

夜
襲
だ

 
耶
狛

え

黒
も
そ
う
だ
け
ど
愚
か
な
お
兄
様
も
不
完
全

 

で
終
わ

て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
ま
せ
ん

 
黒
 

あ

く
な

 
亜
狛

 

て
い
る
と
い
う
事
は

定
だ
ろ
う
と
耶
狛
は
思

た

 
耶
狛

な
ら
や
り
ま
せ
ん

人
そ
し
て
数

の
兵
を
集
め

 
れ
ば
勝
て
る
気
し
か
あ
り
ま
せ
ん
も
の

 
黒
 

良
い

面
白
そ
う
だ

 
亜
狛

愚
妹
に
し
て
は
頭
が
回
る
な
良
い
だ
ろ
う

 
満
場
一

な
ら
後
は
作
戦
に

す
だ
け
だ

 
耶
狛

な
ら
お
兄
様
は

の
本
拠
地
を
探
し
て
き
て
も
ら
え

 
る
か
し
ら

私
と
黒
で
兵
は
集
め
て
お
く
か
ら

 
亜
狛

ふ
ん



 第３８８話 復讐者達は動く

 
亜
狛
は

け
目
を
作
る
と
中
へ
と
入

て
い

た

た
耶
狛
は
黒
に

 
耶
狛

そ
れ
じ

あ
準
備
を
し
ま
し

う
か

 
黒
 

あ

良
い

 
そ
う
し
て

人
は
動
き
出
す
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

怠
惰
よ
ゲ

ム
が
し
た
い
か
ら
ス
マ

を

し
て
く

 
れ
ぬ
か

 
怠
惰

は
い
は
い

 

 

う
む

 
怠
惰

ま

幻
想
郷
で
ゲ

ム
が
出
来
る
と
聞
い
た

間
か

 
ら
こ
れ
で
す
よ
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怠
惰
よ
そ
な
た

話

だ
と
か
は
ロ

ク
し
て
お
る

 
の
か

 
怠
惰

て
こ
ら
そ
う

う
の
見
ち

メ
だ
か
ら

 

 

少
し
気
に
な
る
の
じ

が

 
怠
惰

何
に
も
な
い
よ

々
友
人
の

話
番

ぐ
ら
い
し
か

 
載

て
な
い
よ

 

 

の

人
か

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

て

話

見
る
な
ら
返
し
て
く

 
れ
な
い

 

 

わ

分
か

た
か
ら

 
怠
惰

ま

た
く

さ
て
で
は
今
回
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
が

 
こ
こ
ま
で

 

 

何
を
や
ろ
う
か
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

バ
イ
バ
イ
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第
３
８
９
話
 
陰
謀

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

よ
う
や
く

日
の
休
み
だ
と
喜
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

土

日
は
や
は
り

の
休
日
で
す

お

と
失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
ま
た
夢
を
見
た
不
思
議
な
不
思
議
な
夢
を

 

 

理

兎
さ

ん

 

か
が
自
分
を
気
安
く
呼
ぶ

が
す
る

目
を

く
り
と
開
け
る
と
そ
こ
に
は

 

 

理
久
兎
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

 
小
さ
な

の
少
女
が
不
思
議
な
目
の
ア
ク

サ
リ

を

か
せ

方
を
上
目
使
い
で
見
て

い
た

し
か
も
こ
の
少
女
は
何
処
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
気
が
し
た

 

 

あ

ま
さ
か
居
眠
り
し
て
た
ん
で
す
か

珍
し
い
で

 
す

 
理
 

ま
た
彼
奴
の
夢
か

い
や
そ
れ
な
ら
何

気
安
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く

の
名
前
を
呼
ぶ

そ
れ
に
お
前
は

 

 

ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
こ
の
少
女
は
自
分
が
殺
し

の

を

め
た

な
の
に
何

こ
う
も

を
向
け
て
く
る
の

だ 
理
 

な

お
前
は
一
体

な
ん
だ

 

 

え

ぼ
け
て
る
ん
で
す
か

仕
方
な
い
で
す

 
覚
え
て
く
だ
さ
い
よ
私
は
さ
と

 
と

少
女
が
名
前
を

い
切
る
前
に
視
界
が
白
く
ボ

け
同
時
に

も
聞
こ
え
な
く
な

た

 
理
 

は

 
目
覚
め
る
と
そ
こ
は
自
分
の
自
室
だ

た

だ
く
と
な
り

か
ら
流
れ
る

を

い

を

げ
な
が
ら
胸
を

え
る

 
理
 

ま
た
こ
ん
な
夢
か

 
時
計
を
見
る
と
時
間
は

前

時
を
迎
え
て
い
た

 
理
 

あ
の
子
の
名
前
は
な
ん
だ

た
か
な

 

え
て
も
分
か
ら
な
い

思
い
出
そ
う
と
す
る
と
頭
が

れ
る
よ
う
に

い

だ
が
そ
れ
も
良
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い
の
だ
が

 
理
 

は

が

い
た
な

 

の

き
に
気
が
つ
く

布
団
か
ら
立
ち
部

を
出
て
厨
房
へ
と
向
か
う

 
理
 

は

 
た
め

を

き
な
が
ら
厨
房
に
行
き
コ

プ
を
手
に
取
る
と
水
を
一
気
に
飲
み

す

 
理
 

ふ

 

に

い
を
感
じ

ち
着
く

コ

プ
を

面
台
に
置
き
ま
た
部

を
出
る
と

 
ウ
リ

あ
ら
理
久
兎
こ
ん
ば
ん
は

 
ウ
リ
エ
ル
が

方
に
向
か

て
ニ
コ
ニ
コ
と

ん
で
く
る

そ
の
表
情
か
ら

の
物
は
出
来

た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

 
理
 

の
物
は
出
来
た
の

 
ウ
リ

え

 
理
 

ふ

ん
そ
う

 
や
は
り
出
来
た
み
た
い
だ

こ
れ
で
明
日
に
は
侵
略
を
始
め
れ
そ
う
だ

 
ウ
リ

あ

そ
う
そ
う
理
久
兎

つ
報
告
が
あ
る
わ
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理
 

何

ま
さ
か
く
ど
く

の
物
が
出
来
た

て

り
返

 
し

わ
な
い
よ

 
ウ
リ

違
う
わ
よ
こ
れ
を
見
て
ち

う
だ
い

 
そ
う

い
ウ
リ
エ
ル
は
手
に
光
の
玉
を
作
り
出
す
と
見
せ
て
く
る

そ
し
て
そ
こ
に
光

が

り
だ
す

そ
の
光

は

れ
た

神
社
に
無
数
の
怪
物
達
が
取
り

ん
で
い
る
こ
と
そ
し
て
そ

の
中
に
亜
狛
に
耶
狛
そ
し
て
黒
の

バ
カ
従
者
達
も
い
た

 
理
 

こ
れ

て
今
の
状

だ
よ

 
ウ
リ

え

そ
う
よ

 
彼
奴
ら
勝
手
に
兵
ま
で
出
し
て
何
を
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
よ
り
命
令
を
し
て
い
な
い
の
に

も
関
わ
ら
ず
そ
し
て
報
告
も
事
前
に
さ
れ
て
な
く
で
こ
ん
な
事
を
さ
れ
れ
ば
流

に
キ
レ
そ
う
に

な

た

 
ウ
リ

ど
う
い
た
し
ま
す
か

 
と
ウ
リ
エ
ル
は

う
が
正
直
に

お
う

こ
の

れ
果
て
た
神
社
を
目
に
し
ウ
リ
エ
ル
を

み 
理
 

お
前
は
あ
の
時
に

し
て
な
い

て

た
よ
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の

を
さ

 
そ
れ
を
気
づ
い
た

間
ウ
リ
エ
ル
は

や

を
流
し
た

や

り
こ
い
つ
楽
し
み
の

を

い
や
が

た

ど
う
殺
し
て
や
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
光
の
玉
を
見
る
と

 
理
 

て
何
だ
ま
だ
生
き
て
る
じ

ん

 
ウ
リ

え

 
ウ
リ
エ
ル
は

視
す
る

そ
の
光
の
玉
に
は
亜
狛
や
耶
狛
や
黒
そ
し
て
数
多
く
の
兵
と
戦
う
愚

か
な
者
達
が
い
た

中
に
は
自
分
へ
と
斬
り
か
か

て
き
た
蓮
や
勝
負
を
挑
み
無
様
に
負
け
た
⺟

親
の

の
姿
も
見
受
け
ら
れ
更
に
は

霊
夢
等
の
姿
も
あ

た

そ
し
て
何
よ
り
も

 
理
 
こ
の
女
は

 
夢
で
気
安
く
自
分
の
名
前
を

い

ん
で
い
た
少
女
も
い
た

こ
の
少
女
と
自
分
に
何
か
し

ら
の
関
係
が
あ

た
の
か
も
う
よ
く
分
か
ら
な
い

だ
が
そ
の
不
死
身
と

わ
ん
ば
か
り
の
生
命

力
に
少
し

ん
の
少
し
だ
が
興
味
は
あ

た

だ
が
今
は
ウ
リ
エ
ル
だ

さ

き
の

き
の
一

を
逃
す
訳
が
な
い

 
理
 

何
を
そ
ん
な
に

く
の
さ

 
ウ
リ

い

い
え
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恐
ら
く
何
ら
か
の
理
由
で
生
き

た
の
だ
ろ
う

だ
が
ウ
リ
エ
ル
が
自
分
の

を
取
り
上

げ
よ
う
と
し
た
の
は
明
白
だ

決
め
た
必
ず
絶
対
に
新
世
界
が
誕
生
す
る
前
に
殺
し
新
世
界
の

と
な

て
も
ら
お
う
と

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス

女
は
何

そ
こ
ま
で
私
に

向
か

 
う
の

 
理
 

何
か

た

 
ウ
リ

い
い
え
何
も

ん

こ
れ
は

 
ウ
リ
エ
ル
が

た
直
後

激
し
い
光
が

み
込
み

が

状
態
に
な

た

 
ウ
リ

あ
ら
あ
ら

視
者
が
殺
ら
れ
ち

た
わ

 
理
 

前
も

に
こ
れ
を

 
ウ
リ

え

そ
う
よ

私
に
と

て

方
は

だ
か
ら

 
何
が

だ
バ
カ
バ
カ
し
い

だ
が
そ
ん
な

と
思

て
い
る
者
に
裏
切
ら
れ
た
時
の

を
つ
い

つ
い
想

し
て
し
ま
う

 
ウ
リ

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

い
い
や
何
で
も
な
い
や

は
行
く
よ
多
分
お
仕
置
き
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す
る
事
に
な
り
そ
う
だ
か
ら

く
ど
う

す
る
か

 

え
な
い
と

 
そ
う
し
て
理
久
兎
は
部

へ
帰

て
い
く

そ
れ
を
た
だ
見
続
け
る
ウ
リ
エ
ル
に
突
然

が
入

る 

 

ウ
リ
エ
ル
さ
ん
こ
ん
ば
ん
わ

 
暗
闇
の
奥
か
ら

目

近
に
か
け
て

に

ビ
が
入

た

人
の
女
性
が
出
て
く
る

ウ
リ

エ
ル
は
そ
の
女
性
を
見
る
と

ト
目
に
な
る

 
ウ
リ

何
の

か
し
ら

私
は
そ
ん
な
薄

く
泥
ま
み
れ
の

 

女
と
話
す
の
は
も
う
嫌
と
伝
え
た

だ
け
ど

 

 

そ
う

わ
ん
と
い
て
ち

う
だ
い
や
で
伝
え
た
い
事

 
が
あ

て
来
た
ん
や
さ
か
い

 

変
わ
ら
ず
何
処
の
方

な
ん
だ
か
と
思
い
つ
つ
ウ
リ
エ
ル
は
話
に
耳
を

け
る

 
ウ
リ

ふ

ん
そ
れ
で
そ
の
伝
え
た
い
事

て

 

 

女
の
所
の
ぼ

ち

ん
が

女
の

を
逃
が
し

 
て
る
の
見
て
伝
え
よ
う
思
う
て
や
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と

そ
れ
を
聞
い
た
ウ
リ
エ
ル
は

間
に
シ

を

せ
た

 
ウ
リ

そ
れ
は
本
当
の
話
か
し
ら

 

 

私

嘘
つ
く
思
う

 
ウ
リ

そ
う

一

は
協
力
者
で
す
も
の

女
と
私

 
は

 

 

え

お
互
い
に
信

し
合
い
ま

 
お
互
い
の

の
一

え
に
協
力
し
あ

て
い
る

ウ
リ
エ
ル
は
理
久
兎
を

し
新
た
な

世
界
を
作
る
こ
と
を
そ
し
て
彼
女
は
理
由
は

だ
が
葛
ノ
葉
蓮
と
い
う
少
年
を
殺
す
た
め
に

 

 

あ

そ
れ
と
あ
れ
を
使
う
な
ら
気

け
て
や
前
に

 
あ
れ
を
使
う
た
脱
獄
者
は
理
性
消
え
た
さ
か
い

 
ウ
リ

使
う
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
心
の

に
は
お
い
て
お

 
く
わ

 

 

え

そ
う
し
て
ち

う
だ
い

 
と

て
い
る
と
ま
た
暗
闇
の
奥
か
ら
無
感
情
な
男
が
ス

と
出
て
く
る
と

 

 

時
間
だ
そ
ろ
そ
ろ
行
く
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あ
ら
そ
う

も
う
そ
な
い
な
時
間
な
ん

 

 

あ

 

 

そ
う
し

あ
な
い
わ

 
女
性
は
後
ろ
を
向
き

く
り
と
歩
き
そ
し
て
ま
た
ウ
リ
エ
ル
の
方
に

を
合
わ

む
と

 

 

な
さ
い
な
ら

 

 

々
頑

る
ん
だ
な

 
そ
う

い
女
性
と
無
感
情
な
男
は
消
え
て
い

た

そ
し
て

人

た
ウ
リ
エ
ル
は

 
ウ
リ

ふ
ん

い
ら
ぬ

よ

 
そ
う

き
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
る
の
だ

た

 
怠
惰

ま

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
所
で
あ
の
方

て
京
都

じ

よ
な

 
怠
惰

そ
う
だ

で
ま

あ

ち
で
も
少
し
は
出
て
き
た

 
け
れ
ど
あ
れ
は
蓮
達
の
所
の
正
真
正

の
ラ
ス
ボ
ス
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だ
よ

 

 

あ
れ
が
か

 
怠
惰

作
者
い
わ
く
現

の
脳
内
設
定
だ
と
あ
れ
は

々
と

 
チ

ト
と
の
こ
と
ら
し
い
よ

 

 

ど

ど
ん
な
女
じ

 
怠
惰

あ

そ
れ
と

て
お
き
ま
す
が
怠
惰
さ
ん
方

と

 
か
は

し
く
な
い
の
で

訳
サ
イ
ト
を
活

し
て
お

 
り
ま
す
の
で
お
か
し
い
と
思

た
ら
ご
指

下
さ
い

 
お
願
い

し
ま
す

 

 

う
む
す
ま
ぬ
が
本
当
に
頼
む

 
怠
惰

さ
て
と
ち

と

い
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し

 
よ
う
か

 

 

う
む

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
３
９
０
話
 
愚
か
な
従
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

初
ナ

ス
を
使

て
み
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ブ
リ
ン
ク

し
い

で
す

動
画
だ
と
か
だ
と
上
手
く
使
え
て
る
人
達
が

ま
し
い
で
す

お

と
趣
味
の
話
は
こ

の
ぐ
ら
い
に
し
て
そ
れ
と
ま
た
月

日
か
ら
彼
方
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ

で
は
本
編
へ
ど
う

 
自
分
は
帰
り
な
が
ら
ど
う
い
う

を
与
え
よ
う
か
と

え
て
い
た

ち

と
や
ち

と
の

も
生
ぬ
る
い
が
正
直
な
話
で
彼
奴
ら
に
対
し
て
の

を

え
る
の
も
面

く
さ
い
と
思

て
い

た 
理
 

は

 
や
れ
や
れ
と

れ
つ
つ

見
室
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
と

 

 

く

何
で
こ
ん
な
事
に

 

 

た
く

て

な



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
そ
ん
な

が
し
た
た
め
そ
の
方
向
へ
と
向
く
と

 
黒
 

ま
ず
あ
ん
だ
け
チ

ト

が
い
る
事
の
事
態
が
聞

 
い
て

ん
だ
よ

そ
れ
よ
り
も
退
く
事
に
な
る
の

 
が
そ
も
そ
も
嫌
い
な
ん
だ
よ
俺
様
は

 
耶
狛

ま
さ
か
バ
カ
バ

サ

カ

な
お
兄
様
を

さ
れ

 
る
な
ん
て
思

て
み
な
か

た
の
よ

け
れ
ど
彼
処

 
で
退

を
し
な
け
れ
ば
私
達
は

実
に
や
ら
れ
て
い

 
た
わ
よ

 
亜
狛
を

に

ぎ
な
が
ら
耶
狛
と
黒
は
ぐ
ち
ぐ
ち

い
合

て
い
た

理
久
兎
は

後
へ
と
近

づ
き
そ
し
て

 
理
 

へ

愚
か
に
も
負
け
て
引
い
て
き
た
の
か
カ
ス
共
は

 
さ

 
黒
 

な

 
耶
狛

お

王
よ

 
自
分
は
一
気
に
懐
へ
と
入
り
込
み
黒
と
耶
狛
の

を

む
と
そ
の
ま
ま

力
の

り
で

め
上
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げ
て
い
く

 
黒
 

が

何
を

 
耶
狛

く

ぐ
る
じ

 
理
 

お
前
ら
さ
我

て

葉
は
分
か
る
か
な

お
前
ら

 
が
暴
れ
る
た
め
に
無

に
作

た
兵
の
せ
い
で
妖
怪

 

の
力
を
使

て
る
ん
だ
よ
分
か
る

最
後
の
秘
密

 
兵

が
妖
力
不

で
使
え
な
い
ん
だ
よ

 
こ
い
つ
ら
が
作

た
で
あ
ろ
う
怪
物
兵
は

に
な

た
者
の
力
に
も
の
よ
る
が

人
の
妖
怪

か
ら
作
れ
る
数
は

日
に
ざ

と
約

体
が

界
数
だ

そ
れ

上
を
過
ぎ
作
り
す
ぎ
れ
ば
妖

怪

は

々
に
な

て
し
ま
う

い
く
ら
妖
怪
の
世
界
で
最
強
の
⻤
や
ら
が
大

に
入

て
い
る

妖
怪

だ
か
ら
と
い

て
流

に
今
日
の
無

遣
い
で
結

消

し
て
し
ま

て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
の
だ

 
耶
狛

も

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
王
よ

を

 
黒
 

は
な

 
こ
の
愚
か
者
共
に
向
か

て
能
力
を

使
し
て
不
老
不
死
で
も

が
殺
す
な
ら

外
と
な
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て
死
ぬ
と
唱
え
れ
ば
簡
単
に
殺
せ
る
が
そ
れ
で
は
結
果
的
に
妖
怪

の
回
復
は
出
来
な
い
し
や

る
の
も

ル
い

そ
れ
な
ら
ば
仕
方
が
な
い
が

 
理
 

時
間

内
だ

 
耶
狛

え

 
理
 

時
間

内
に
ど
い
つ
で
も

わ
な
い
か
ら
妖
怪

 
を
大

に

し
て
こ
い
で
な
け
れ
ば

様
ら
に

 
い

を
与
え
て
か
ら
殺
す

 
そ
う

い
耶
狛
と
黒
を

す

 
黒
 

げ

げ

 
耶
狛

す
み
ま
せ
ん
王
よ

 
理
 

い
い
か
ら
そ
こ
の

て
る
馬
鹿
狼
も

れ
て
行
け
た

 
だ
し

時
ま
で
だ
そ
れ
ま
で
に
そ
れ

の
数
の

 
妖
怪

を
集
め
灼
熱
地
獄
の
間

泉
地
下

ン

 
に
来
い
も
し
こ
な
け
れ
ば
殺
す
か
ら

 
殺
気
を

め
た

を
す
る
と

人
は
そ
そ
く
さ
と
亜
狛
を

れ
て
外
に
出
て
い

た

だ
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が
理
久
兎
は
見
逃
さ
な
か

た
ず

と
黒
の

に
い
た

の

を

み
後
ろ
を
向
き

 
理
 

さ
て
今
日
の

後
に
は
こ
こ
に
客
人
が
来
る
か
ら
盛

 
大
に
も
て
な
さ
な
い
と
な

 
と

き
部

へ
と

り
眠
り
に
つ
く
の
だ

た

そ
し
て
ま
た
不
思
議
に
も
夢
を
見
た

そ

れ
は
何
も
な
い
た
だ
真

黒
な
世
界
で
自
分
は
立

て
い
た

 
理
 

ま
た
夢
の
世
界
か

 

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
し
て
い
る
と
そ
こ
に
は
龍

を
生
や
し
龍

を

げ

方
を

見
る
小
さ
な
少
女
い
や
⺟
親
の
姿
が
あ

た

そ
れ
も
何

か

し
そ
う
な
目
で

方
を
見
て
い

た 
理
 

何
だ
よ
そ
の
目
は
よ

 
す
る
と

は
自
分
の
い
る
方
向
を
指

す

何
事
か
と
思

て
後
ろ
を

り
向
く
と

 
理
 

こ
れ
は

 
さ

き
ま
で
無
か

た

の
地

が
そ
こ
に
あ

た

し
か
し

え
そ
し
て
マ
グ
マ
が
吹
き
出

て
更
に
は
無
数
の
怨
霊
達
が

て
い
た

 
理
 

下
ら
な
い
ま
や
か
し
だ
が

の
創
造
す
る
世
界
の
第
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一
歩
だ

 

本
当
に
そ
う
か

 
理
 

お
前

だ
よ

 
聞
い
た
こ
と
の
な
い

だ

と
い
う
か
あ
の

キ
み
た
い
な
キ

ン
キ

ン
と

う

で
は
な

い
の
は
今
の

で
一

で
分
か

た

何
者
だ
こ
い
つ
は

 

今
な
ら
引
き
返
せ
る
の
だ

理
の
神
よ

 
理
 

あ

知

た
事
じ

な
い
よ
そ
れ
に

が
こ
の
世

 
界
の
秩
序
で
あ
る
の
な
ら
そ
の
秩
序
が
世
界
を
終
わ

 
ら
せ
る
の
も
同
義
だ
よ

 

そ
う
か
し
つ
こ
い
が
も
う
一
度
だ
け

う
今
な

 
ら
ば
ま
だ
引
き
返
せ

 
と

お
う
と
し
た

間
ま
た
何
時
も
の
よ
う
に
視
界
が
ボ

け
て
い
く

そ
し
て

な
ら
ざ

る
者
に

を

り
上
げ
て

 
理
 

く
ど
い

は

の

道
を
進
む
だ
け
だ

 

そ
う
か

だ
が
ま
だ
引
き
返
せ
の
を

れ
る
な
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そ
し
て

な
ら
ざ
る
者
が
が

い
終
え
る
と
自
分
は
目
覚
め
た

時
間
は
朝
の

時
ぐ
ら
い

だ

ド
か
ら
起
き
上
が
り
部

を
出
る

す
る
と

 
ウ
リ

あ
ら
お
は
よ
う
理
久
兎

 
薄

ら
い

で
ウ
リ
エ
ル
が

を
し
て
く
る

 
理
 

あ

あ

そ
れ
と
ウ
リ
エ
ル

 
ウ
リ

は
い

 
理
 

多
分
こ
こ
の
場
所
が
バ
レ
た

い
よ

日
の
バ
カ

 
従
者
達
の
襲
撃
せ
い
で

 
そ
れ
を
聞
い
た
ウ
リ
エ
ル
は
口
に
手
を
置
く

 
ウ
リ

ど
う
い
た
し
ま
す

迎
撃
な
ら
私
が
あ
し
ら
い
ま
す

 
が

 
理
 

い
い
や
久
々
に
戦
い
が
見
た
い
か
ら

が
や
る
よ
だ

 
か
ら
ウ
リ
エ
ル
は

の
兵

を
頼
む
よ

 
ウ
リ

あ
ら

で
す
が
妖
怪

の

が
ま
だ

 
理
 

問

な
い
よ
バ
カ
達
に
新
し
い
妖
怪

を

し
て
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来
い

て
命
令
し
て
お
い
た
か
ら

 
ウ
リ

ふ
ふ

流

は
手
を
打
つ
の
が
お

い
こ
と

 
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
な
ら
私
は
そ
ち
ら
に
専

し

 
ま
す

 
そ
う

い
ウ
リ
エ
ル
は
自
分
を
通
り
す
ぎ
去

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
よ
愚
者
共

 
そ
う

き
自
分
は

見
室
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
ご
さ
ま
い
ま
す

 

 

う
む
次
回
は
あ

ち
の
投
稿

え
頼
む

そ
れ
よ

 
り
も
あ
れ
は
何
じ

シ
で
は
な
い

 
怠
惰

ま

も
う
ち

い
進
め
ば

か
な
の
か
は
分
か
る
よ

 
勘
の
良
い
方
達
は
も
う
見

て
る
か
も
だ
け
ど

 

 

そ
う
な
の
か
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怠
惰

う
ん

も
う

い
目
と
か
は

ン
ト
だ

 

 

う

 
怠
惰

ま

で
も

当
コ
ア
な
方
ま
た
は

想
天
則
を
や

 
て
い
る
な
ら
も
し
か
し
た
ら

 

 

分
か

た

八
意
見
の
所
の
兎

 
怠
惰

ウ
ド
ン
ゲ
ち

ん
じ

な
い
ん
で
す

で
は

 
そ
ろ
そ
ろ
切
り
が
良
い
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う

え

え

と

 
怠
惰

で
は
で
は
読
者
様
ま
た
月

日
に
さ
よ
う
な
ら

 

 

じ
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第
３
９
１
話
 
罠
作
り

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
々
な
読
者
様
は
お
久
し
ぶ
り
で
す
読
者
様
こ
こ
最
近

ち
が
激

し
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

治
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
は
思
い
ま
す
が
こ
れ
が
ま
た
治
せ

な
い
ん
で
す
よ

お

と
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

も
い
な
い
静
か
な
玉
座
そ
こ
に
自
分
は
た
だ
座
り
た
だ

も
い
な
い
静

を

み

め
る

 
理
 

そ
う
だ

 
断
罪
神
書
を
開
き
と
あ
る

を
出
す
と

 
理
 

ミ
シ

グ

様

 
本
の
中
か
ら

の
巨
大
な
白

が
飛
び
出
て
く
る

そ
し
て
真

な

で
自
分
を
見
て

く
る

 
理
 

生
け

が
来
る
ま
で
少
し
地
下
に
潜

て
て

 
ミ
シ
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ミ
シ

グ

様
は
そ
の
ま
ま
地
中
に

を
空
け
潜

て
い

た

そ
し
て

に
魔
方

を

り

修
復
す
る

 
理
 

さ
て
と
少
し
の

の
間
だ
け
楽
し
も
う
か

 
と

き
自
分
は
愚
か
な
侵
入
者
が
来
る
の
を
待
つ
の
だ

た

そ
う
し
て
待
つ
こ
と

時

間 
理
 

ふ
わ

 
眠
く
な

て
き
て
あ
く
び
が
出
て
し
ま

た

ウ
ト
ウ
ト
し
て
し
ま
う

 
理
 

眠
い

 
来
る
ま
で
後
ど
の
く
ら
い
だ

ま
さ
か
自
分
は
深
読
み
し
す
ぎ
た
の
か
等
と
思

て
し
ま
う

ど
う
せ
来
る
ま
で
ま
だ
時
間
も
あ
り
そ
う
だ
し
少
し

よ
う
と
思
い
玉
座
の
手
す
り
に

を
の
せ

に
当
て
て
少
し
だ
が
眠
る
の
だ

た

そ
し
て
そ
こ
か
ら
更
に
数
時
間
後

  

が

れ
る

で
目
が
覚
め
る

そ
し
て
無
数
の

が
鳴
り

方
へ
と
近
づ
い
て
き
て
い

た 
理
 

や

と
か

⻑
い
な
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と

く
と
数
十
人
も
の
者
達
が
入

て
き
た

す
る
と
自
分
を
見
つ
め
る
少
年
が
口
を
開
き

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

 
自
分
の
名
前
を

か
蓮
だ

た
か
が
気
安
く

て
き
た

 

あ
れ
が
理
久
兎
様
な
ん
で
す
か

 
蓮
 

え

 
自
分
の
話
な
ん
か
何
が
楽
し
い
の
だ

す
る
と

 

 

御
師
匠
様
来
ま
し
た
わ

 
あ
の
時
に
解

し
た
も
う
名
前
が
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま

た
が
女
性
が
出
て
き
た

 
理
 

く
く
く

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
そ
し
て

た

ま
さ
か
も
う
自
分
が
覚
え
も
し
な
い
下
ら
な
い

葉
で
ま
ん
ま
と
来
る
と

は 
理
 

そ
う
だ
よ
そ
う
で
な
い
と

も

し
ち

う
し

 
だ
が
何
よ
り
も
楽
し
い

た
だ
楽
し
い
こ
ん
な
に
も
自
分
が

せ
る
お
も
ち

が
い
る
と

う

の
が
分
か

た
の
だ
か
ら
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黒

理
久
兎
様

お
父
さ
ん
や
お
⺟
さ
ん
は

 
魔
女

そ
れ
に
あ
の
元
変
態
執
事
は
何
処
だ
よ

 
今
度
は
バ
カ
従
者
達
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た

ま
さ
か

を
心

す
る
と
は
正
直

れ
て
く

る 
理
 

あ

無
断
で
夜
襲
し
て
な
お
か
つ
数

の
兵
を

え

 
て
行

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
た

た

人
に
負
け
た

 
あ
の
バ
カ
達
な
ら

し
て
次
の
任
に
つ
か
せ
た
よ

 
は

愚
か
す
ぎ
て
頭
が

く
な
る
よ

 
蓮
 

れ
て
は
い
な
い
ん
で
す
よ

 
理
 

信
じ
る
も
信
じ
な
い
も
お
前
ら
次
第
だ
ま

は
嘘

 
嘘
は
つ
か
ず
全
て
さ
ら
け
出
し
伝
え
た
が
ま
だ
信
じ
て
く
れ
て
は
い
な
さ
そ
う
だ

ま

ど

ち
で
も

わ
な
い
こ
と
だ
が

 

 

理
久
兎
さ
ん

本
当
は
も
う
分
か

て
い
る

で

 
す

方
は
自
身
の
弟
子
を
逃
が
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
ら
だ
か
ら

て
来
て
下
さ
い
ま
た
前
み
た
い
に
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ま
た
こ
い
つ
だ

本
当
に
こ
い
つ
を
頭
が

く
な

て
く
る

何
よ
り
も
見
て
い
て
思
い
出
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
体
が
反

す
る
の
か
葛
藤
し
て
し
ま
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る

 
理
 

れ
よ

は

の
や
り
た
い
よ
う
に
や

て
い
る

 
ん
だ
か
ら
さ
そ
れ
に
そ
こ
の
囚
人
や
今
は
い
な
い
狐

 
も
た
だ
単
に
若
作
り

れ

が
気
に
く
わ
な
い

 
だ
け
で
逃
が
し
た
に
過
ぎ
な
い
ん
だ
よ
い
い
加
減
に

 
し
ろ
よ
て
い
か
さ
お
前

 

 

理
久
兎

さ
ん

 
少
女
は
目
を

わ
せ
数
歩
後
退
り
し
た

ま
さ
か
こ
の
程
度
の

葉
で

つ
く
と
は
何
と
も

い
も
の
だ

 

 

技

じ

な
い
の
よ

 
と
い
う
か
御

を

べ
て
く
る
た
め

々
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た

 
理
 

ご
ち

ご
ち

ご
ち

ご
ち

と
う
る
さ
い
な

 
い
い
加
減
に

れ
よ
そ
し
て
全
て
を
諦
め
て
絶
望
の

 
前
の

ま
づ
け
よ
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自
分
の

葉
に
反

し
て
か
地
面
が

れ
い
や
違
う

こ
れ
は
ミ
シ

グ

様
が

ぶ

て
い

る
の
だ
ろ
う

何
せ
ミ
シ

グ

様
の
い
る
場
所
の
上
に
は

侵

入

者

生
け

が

山
い
る
の
だ
か
ら

 

女

飛
ぶ
わ
よ

 

女
の
一

で
す
ぐ
に
地
面
か
ら

か
び
上
が

た

も
う
そ
ろ
そ
ろ
良
い
だ
ろ
う
と
思
い
手

を

げ

 
理
 

来
い

 
と

た
だ
一

を

く
と

 
ド
ゴ

ン

 
地
面
が

れ
そ
こ
か
ら
ミ
シ

グ

様
が
待

て
ま
し
た
と

わ
ん
ば
か
り
に
飛
び
出
し
て

く
る

こ
れ
に
は
こ
こ
に
来
た
侵
入
者
達
も

い
て
く
れ
て
い
る
み
た
い
で
良
い
サ
プ
ラ
イ

に

な

た
み
た
い
だ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
良
い
反

だ

元
々
は
こ
れ
を

 

て
い
た
ロ
リ
神
か
ら

て
き
た
ん
だ
よ

 

女

あ
の
時
で
す
か

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ど
の
時
だ

た
か
な

ご
め
ん
覚
え
て
な
い
や
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チ
ン

 
指

チ
ン
を
合

を
送
る
と
そ
れ
を
察
し
た
ミ
シ

グ

様
は

 
ミ
シ

キ
シ

 
蓮
達
に
目
掛
け
て
口
か
ら
毒

い
や
正

に
は

い
を

い
た

 
霊
夢

け
る
わ
よ

 
そ
し
て

が
消
え
る
と
そ
こ
に
は
殺

を
当
て
ら
れ
た

の
よ
う
に
数
人
の
女
性
が

れ
ピ

ク
ピ
ク
し
な
が
ら

し
そ
う
な
の
を
必
死
に

さ
え
て
い
る
者
が
結

い
た

 

 

こ
れ
は

い
か

 
流

は
⺟
親
だ
け
あ
る

す
ぐ
に
気
づ
い
た
み
た
い
だ

 
理
 

あ

あ

ら
れ
ち

た
こ
う
な

た
ら

ら
れ

 
て
死
ん
じ

う
か
も

あ

で
も
不
老
不
死

 
達
は
死

な
い
か
ら

遠
に

か

 

女

今
の
あ
ん
た
は
本
当
に
鷺
麿
と
か
よ
り
も
そ
の

 
下
を
行
く
カ
ス

よ

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

て
か
鷺
麿

て

だ

け
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蓮
 

鷺
麿
の
時
の
事
も
ま
さ
か

 
理
 

う

ん
ご
め
ん
覚
え
て
す
ら
な
い
や

 
本
当
に
鷺
麿

て

だ

け
記
憶
に
す
ら
な
く
な
お
か
つ
葛
藤
も
し
な
い
か
ら
記
憶
に

ら
な

い

ど
の
雑

だ

た
の
は
間
違
い
は
な
さ
そ
う
だ

そ
ん
な
奴
の
事
は

え
ず
に
ミ
シ

グ

様
に

 
理
 

や
れ

 
ミ
シ

シ

 
一

の
指

を
出
す
と
大
口
を
開
き
な
が
ら
蓮
達
へ
と

撃
を
仕
掛
け
交
戦
が
始
ま

た

人
の
女
性
が
ミ
シ

グ

様
の

間
へ
と
矢
を

り
見
事
命
中
し

 
ミ
シ

キ
シ

 
ミ
シ

グ

様
は
暴
れ
大
地
に
向
か

て

を

き
つ
け
地

を
起
こ
し
地
面
か
ら

が

と

な

て
と
大
災

待

た
な
し
の
戦
い
だ

戦
え
る
者
達
は
飛
ん
で

け
る
が

れ
て
い
る
者
達

に
当
た
り
そ
う
に
な
る

 
理
 

お

ゲ

ム
オ

バ

か
な

 
等
と

て
い
る
と

け
目
が
現
れ

れ
て
い
る
者
達
は
そ
の
中
へ
と
入

て
い
た
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理
 

あ
り

り

 
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 

女

ミ
シ

グ

様
ど
う
か
お
静
ま
り
下
さ
い

そ
し
て

 
私
の
話
を

 
ミ
シ

シ

 

女

 
説

を
試
み
た
み
た
い
だ
が
無

な
事
だ

 
理
 

無

だ
よ
お
前
ご
と
き
小
娘
の

葉
な
ん
て
聞
こ
え

 
な
い
よ
諦
め
な
よ

 
と

う
と
亡
霊
の
女
性
が

方
へ
と
扇
子
を
向
け

 
亡
霊

な
ら
殺
し
て
あ
げ
ま
す
理
久
兎
さ
ん
と
も
ど
も

 
妖
夢
の

よ

 
死
の
匂
い
が
し
て
く
る
能
力
か
何
か
な
の
だ
ろ
う

自
分
は
死
ぬ
こ
と
は
な
い
が
ミ
シ

グ

様
が
死
ぬ
の
は
流

に

る
た
め

 
理
 

お

と
ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
ゲ

ム
に
お
い
て
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死
と
い
う

は
消
え
失
せ
る

 
亡
霊

な

そ
ん
な
あ
り
な
ん
で
す
か

 
死
と
い
う

を
消
せ
ば
後
は
ど
う
と
で
も
な
る
だ
ろ
う

そ
れ
に
こ
れ
は
自
分
も

め
の
こ

の
場
の
全
員
に
か
け
こ
れ
で
お
互
い
に
死
な
な
い
が

手
は
絶
望
す
る
だ
ろ
う

死
ぬ
こ
と
が
出

来
な
い
こ
と
に

 
理
 

あ

今
お
前
ら
死
な
な
い
と
か
思

た
ろ

そ
う
思

 

た
な
ら
そ
れ
は
愚
か
だ
や
れ

 
怒
り
狂

た
ミ
シ

グ

様
は
口
を
大
き
く

ら
ま
せ
る

 

 

ま
ず
い
退
け

 
す
ぐ
に
蓮
達
は
後
退
し
て
い
く
が

い
ミ
シ

グ

様
の
口
か
ら

い
の

は

き
出
さ
れ
た

の
だ
か
ら

こ
れ
で
次
は
何
人
脱

す
る
か
と
思

て
い
る
と

が
消
え
る

だ
が
そ
こ
に
奴
等

は
い
な
か

た

す
る
と
頭
上
か
ら

 

女

こ
れ
で
も
く
ら
い
な
さ
い

 
待
女

お
ま
け
よ

 
女
性

理

く
ら
い
な
さ
い
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執
事

よ

き

え

 

人
が
自
分
め
が
け
て
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン
プ
レ
イ
で
弾
幕
を

て
き
た
が
自
分
は

い

た
い
事
が
あ
る
た
め
頭
上
を
見
な
が
ら

 
理
 

あ
の
さ

は
主
催
者
で
あ

て

撃
さ
れ
る
対
象

 
じ

な
い

て

 
断
罪
神
書
を
開
き
黒

が
飛
び
出
さ
せ
自
分
へ
と
向
か

て
来
る

人
の
弾
幕
を
全
て
打
ち

と
す
と

 
蓮
 

刀
 
金

一
刀

  
さ
と

想
起
 
二

黒
死

 
紫
 

幻

 
飛
行
中
ネ
ス
ト

 
幽
 

幽

 
死
出
の
誘

 

魔

 
フ

イ
ナ
ル
マ
ス

ス

ク

 
レ
ミ

神

 
ス
ピ
ア
・
ザ
・
グ
ン
グ
ニ
ル

 
一

に
ス

ル
を
発
動
さ
せ

て
き
た

本
当
に
殺
す
気
で
や

て
く
れ
る
み
た
い
で
楽
し
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く
な

て
く
る

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
高

い
を
し
手
を
出
し
て

 
理
 

仙
術
八
式
脱
気

 
と

仙
術
を
唱
え
自
分
目
掛
け
て
襲

て
く
る
弾
幕
を
全
て
消

さ
せ
光
の

子
に
す
る

 
蓮
 

な

 
理
 

無

だ
よ

に
は
通
ら
な
い

や
れ

 
ミ
シ

キ
シ

 
ミ
シ

グ

様
は
大
き
な
口
を
開
き
自
分
へ
と
襲
い
か
か
る
者
達
へ
と
襲
い
か
か
る
が

 

女

秘
術
 

の
祭
儀

 
五

星
が
現
れ
る
と
光
を
発
し
弾
幕
と
な
り
ミ
シ

グ

様
の
進
行
を

さ
え
た

 

今
の
う
ち
に

 

 

お
願
い
す
る
わ

 

け
目
が
目
の
前
で
開
か
れ
が
そ
こ
か
ら
⺟
親
が

を

え
前
飛
び
出
て
来
る

 

 

理
久
兎
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物

い
気
が

わ
れ
た

で
殴
り
か
か

て
た

 
バ
シ
ン

 
だ
が
し
か
し
無
意
味
に
等
し
く
自
分
か
ら
し
た
ら

が
飛
ぶ

度
と
大

変
わ
ら
な
い
ス
ピ

ド
だ

た
た
め

手
で

さ
え
た

 
理
 

ま
だ
生
き
て
た
の

し
ぶ
と
い
し
し
つ
こ
い

 

 

様
を
ぶ

飛
ば
す
ま
で

シ
は
何
度
で
も
立
ち
上

 
が

て
み
せ
る

 
理
 

は

も
う

き
ち

た
よ
こ
の
ゲ

ム

 

 

う
お

 
こ
う
い
う

で
語
る
み
た
い
な
熱

開
正
直

し
く
て
嫌
に
な

て
く
る

⺟
親
を
上
空

へ
と

り
投
げ

 
理
 

だ
か
ら
全
員
こ
の
場
で
死

 

チ
ン

 
ミ
シ

グ

様
に
合

を
送
る
と

 
ミ
シ

キ
シ



 第３９１話 罠作り

 

女

き

 
ミ
シ

グ

様
は

び
を
上
げ
る
と
ま
た
地

が
起
き
た

 
蓮
 

な

 
理
 

そ
れ
と
さ
こ
こ
地
下
だ
け
ど
知

て
る
よ

 

く
注
意
し
た
方
が
い
い
と
伝
え
る
と
同
時
に
天

が

れ
て
い
き

が

し
て
く

 

女

ま
さ
か

 

 

開
く
わ

 

け
目
を
作
り
皆
は
中
へ
と
入
り
逃
げ
て
い
く

 
理
 

く
逃
げ
た
ら
お
⺟
様
も

 

 

く

必
ず

様
を

す
か
ら
の

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

次
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
今
度
会
う
時

 
に
は
助
け
て
見
せ
ま
す
か
ら

 
そ
う

て
い
る
と

人
は

け
目
へ
と

と
さ
れ
た

 

 

御
師
匠
様

 
蓮
 

メ
で
す
紫
さ
ん
逃
げ
な
い
と
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待

て
い
て
く
だ
さ
い
御
師
匠
様

 
理
 

待

て
い
て
下
さ
い
か

 
助
け
る
待

て
ろ
そ
れ
ら
の

葉
が
心
に

さ
る

彼
ら
を
が
い
な
く
な
る
の
を
見
送
る
と

こ
こ
は
瓦
礫
に

も
れ
る
の
だ

た

 
は
い
そ
れ
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
ご
ざ
い
や
す

え

何
で
こ
ん
な
事
に
な

て
い

る
の
か
で
す

て

現

進
行

で

ち

ん
が
い
な
い
た
め
で
す

本
当
な
ら
何
時
も
の
会

話

式
で
や
り
た
い
ん
で
す
よ

人
だ
と
そ
の

話

に

る
も
の
で

あ

そ

れ
と
も
う

つ
の
小
説
で
は
蓮
達
の
表
の
者
達
の
活

も
見
れ
ま
す
の
で
良
け
れ
ば
そ
ち
ら
も

お
願
い
し
ま
す

で
は
時
間
も
そ
ろ
そ
ろ
よ
ろ
し
そ
う
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次

回
も
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
さ
よ
う
な
ら
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第
３
９
２
話
 
追
憶

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

風
呂
上
が
り
に

の

が

い

行
が
良
く
な

た
せ
い
で

く
な

た
の
か
な

と
思
い
つ
つ

を

リ

リ

い
て
い
て
い
た
ら

が
向
け

リ

リ

く
な

て

い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も
原
因
は
ま
さ
か
の

さ
れ
だ

た
の
は
ア
ロ
エ

を

塗

て
い
る
時
に
気
づ
く
始
末
で
す

さ
て
こ
ん
な
ア

な
話
は
置
い
て
お
い
て
そ
れ
で
は
本
編

へ
ど
う

 
光
が
見
え
な
い
暗
い
暗
い
道
を
自
分
は
た
だ

人
歩
い
て
い
た

先
に
は
何
も
な
い
こ
の
暗

き
道
こ
れ
は
恐
ら
く
自
分
が
選
ん
だ
修
羅
の
道
な
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

 
歩
い
て
い
て
う

す
ら
な
記
憶
だ
が
遥
か
昔
も
自
分
は

人
だ

た
の
だ
と
思
い
出
す

何

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

す
る
と

 

 

こ
れ
が
お
前
の
選
ぶ

来
か
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ま
た
変
な

が
聞
こ
え
て
く
る

あ
の
時
の
夢
の
時
と
同
じ
不
思
議
な

が

 
理
 

そ
う
だ
よ

が
選
ぶ
べ
き
道
だ
よ

 

 

こ
れ
で
も
か

 
そ
の
者
が

め
い
た
事
を

う
と
道
は

つ
に
分
か
れ
る

一
方
は
同
じ
先
の
見
え
な
い
闇

の
道
そ
し
て
も
う

方
は

 

 

御
師
匠
様

 

 

理
久
兎
さ
ん

 

 

理
久
兎

一

に
酒
を
飲
も
う
よ

 

 

新
聞
読
ん
で
く
だ
さ
い
よ

 
白
い
光
が
あ
る
道
の

つ
の
道

何

に
自
分
を
呼
ぶ

何

に
自
分
を

て
お
い
て
く

れ
な
い

 

 

て
い
る
な
お
前

 
後
ろ
を
向
く
と
そ
こ
に
は
真

な

で

か
が
自
分
を
見
て
い
た

 
理
 

お
前
は

 
視
界
が
ボ

け
ま
た
夢
か
ら
自
分
は
目
覚
め
た
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理
 

こ
こ
は

 
自
分
は
瓦
礫
を
布
団
に
し
て

て
い
た

体
に

か
る
瓦
礫
を
ど
か
し
起
き
上
が
る
と

 
理
 

あ

か
ミ
シ

グ

様

 
す
ぐ

に
は
ミ
シ

グ

様
が

を

動
さ
せ
な
が
ら
自
分
を
見
つ
め
て
い
た

し
な
が

ら
ミ
シ

グ

様
に

 
理
 

を
掘

て

て
良
い

 
ミ
シ

 
ミ
シ

グ

様
は
地
面
に

を
空
け
掘
り
進
ん
で
い

た

を

い
自
分
は
ミ
シ

グ

様

が
開
け
た

に
へ
と
飛
び
降
り
た
の
だ

た

そ
し
て

く

ち
る
と
地
面
へ
と

ち
る

す
ぐ

に
と
ど
ろ
を

き
ミ
シ

グ

様
が
見
て
く
る

 
理
 

あ
り
が
と
う

 
断
罪
神
書
に
ミ
シ

グ

様
を

す
と
暗
い
道
を
歩
き
出
す

そ
し
て

く
歩
く
と
地
下
の
大

き
な
都
へ
と

り
着
い
た

そ
こ
は

も
い
な
い
の
か

れ
所
々
は

な
ど
し
て
い
た

 
理
 

灼
熱
地
獄
は
こ

ち
だ
よ
な

 
ま
た
歩
き

を
渡
り
都
を
突

切
り
真

白
の
大
き
な

へ
と

り
着
く
と
中
へ
と
入
る
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そ
し
て
大
き
な

の
先
に
あ
る
大
き
な
バ
ラ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
目
に

る

 
理
 

耶
狛
が
美
し
い
美
し
い
と
か

う

術
少
し
だ
け
分

 
か
る
気
が
す
る
な

 
そ
ん
な
事
を

き
歩
き

の

に
あ
る

を
開
こ
う
と
す
る
と

 

 

キ

ハ
ハ
ハ
お
姉
ち

ん

 

 

こ
ら
危
な
い
わ
よ

 
理
 

 
変
な

が
聞
こ
え

り
向
く
が
そ
こ
に
は

も
い
な
い

幻

か
と
思

て
い
る
と
ボ

け
て

は
い
る
が

の
少
女
が
緑

の
少
女
に
注
意
し
て
い
た

そ
の
後
ろ
に
は

み
た
い
な
少
女

や
天
狗
と
か
に

て
い
る
少
女
が

の
少
女
に
着
い
て
い
き

の
奥
の
部

へ
と
消
え

る 
理
 

 

時
計
を
見
る
と
ま
だ
時
間
は
あ
る

を
上
が
り
幻
の
少
女
達
が
入

て
い

た

の
奥

へ
と
進
む

そ
し
て
⻑
い

下
を
歩
き
と
あ
る

が

さ
れ
た
一
室
で
立
ち

ま
る

部

へ
と

入
る
と
そ
こ
ら
ソ
フ

や

ド
は

論
の
事

に
シ

ン
デ
リ
ア
等
が

ら
れ
て
い
た
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だ
が
不
思
議
な
事
に

は
開
い
て
い
た

 
理
 

 
そ
し
て
ラ

ク
の
日

の
よ
う
な
物
を
開
き
見
る

 

月

日

 
今
日
そ
し
て

日
で
紫
達
の
元
へ
と

き
泊
ま

た

久
々
に
見
る
弟
子
の

は
元
気
で
可
愛

ら
し
い
も
の
だ

こ
ん
な
平
和
が
続
け
ば
と
何
時
も
思
う

 
簡
単
に
だ
が
書
か
れ
て
い
た

後
ろ
へ
と
別
の

を
め
く
る
と

 

月

日

 
つ
い
に
出
来
た

自
分
と
さ
と
り
を

ぐ
恐
ら
く

遠
の

い
で
あ
る
指
輪
が

自
分
を
思
い

そ
し
て
妹
を
思
う
彼
女
を
自
分
は
大
切
に
し
た
い

喜
ん
で
く
れ
る
と
良
い
の
だ
が
何
時
に
渡
そ

う
か

 
理
 

さ
と

り

紫

ぐ

 
頭
が

く
日

を

と
す

本
当
に

い

か
ち

れ
る
ぐ
ら
い
に

く
気
持
ち
悪
い

元

が
ふ
ら
つ
く

ド
に
座
り
頭
の

面
を

手
で

み
う
ず
く
ま
る

 
理
 

は
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
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な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら

 
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら

 
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い
知
ら

 
な
い
知
ら
な
い
知
ら
な
い

 
知
ら
な
い
と
復
唱
す
る

こ
れ
が
前
に
ウ
リ
エ
ル
が

て
い
た
発
作
な
の
だ
ろ
う

こ
ん
な

に
も

し
い
な
ん
て
あ
の
時
の
神
社
襲
撃
の
よ
う
な

み
だ

 
理
 

は

は

 
数
十
分
ぐ
ら
い
葛
藤
し
何
と
か

み
が

ち
着
く

だ
が

の
あ
る
引
き
出
し
に
目
が
や
り
引

き
出
し
を
空
け
る
と
そ
こ
に
は
小
さ
な
箱
が
あ

た

箱
を
空
け
る
と
そ
こ
に
は
美
し
い
指
輪
が

あ

た

手
に
取
り
見
る
と

座
の
裏
に

こ
こ
に

遠
の

い
を
建
て
る
こ
と
を

う

と

書
か
れ
て
い
た

 
理
 

 
ま
た
記
憶
が
見
え
る

今
度
は
う

す
ら
と
で
は
な
く

明
に
見
え
る

そ
れ
は
恐
ら
く
自
分

が
さ
と
り
の
た
め
に
こ
の
世
に

つ
と
な
い
指
輪
を
作

て
い
る
光

だ

 
理
 

不
思
議
だ
な

人
に
な
る
の
は
怖
く
な
い

な
の
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に
な

 
自
分
は
一
体
何
な
の
だ

も
う
分
か
ら
な
く
な

て
き
そ
う
だ

い
や
も
う
分
か
ら
な
い
の
は

事
実
か

 
理
 

助
け
る
待

て
ろ
か

 
指
輪
を
箱
に

し

に
置
く
と
部

を
出
て

下
の

を
開
け
て
中

へ
と

ン
プ
し
降
り

る

そ
し
て

が

れ
て
い
る
中

を
歩
き
中

に
は

し
く
な
い
ぐ
ら
い
の
大
き
な

門

の
前
に
来
る
と

を
開
け
下
へ
と
降
り
る

 
理
 

ふ

い

 

い
な
と
思
い
つ
つ
降
り
た
先
に
は
マ
グ
マ
が

え
た
ぎ
る
灼
熱
地
獄
が

が

て
い
た

 
理
 

は

 
た
め

を

き
目
的
の
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た
が

 

 

あ
れ

て
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 

人
の
少
女
が
理
久
兎
を
見
て
そ
う

く
の
を
理
久
兎
は
知
る
よ
し
も
無
か

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

く

負
け
る
と
は
の

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
も
ん
さ

で

無
様
に
負
け
て
し
ま

 
た
訳
だ
け
ど
ど
う
す
る

い

そ
の
事
で

体
改
造

 
で
も
す
る

 

 

め
て
お
く
わ
い

 
怠
惰

あ

そ
う

 

 

何

に
そ
ん
な

そ
う
に
見
る
の
じ

 
怠
惰

い
や
だ

て

久
々
に
や
り
た
い
な

と

 

 

め
ん
か

 
怠
惰

因
み
に
勝
手
に
や

て
高

し
ま
す

 

 

ゲ
ス

じ

な

 
怠
惰

因
み
に
改
造
内
容
聞
き
た
い

 

 

少
し

 
怠
惰

大
雑

に

う
と

力
強
化
と
か

強
化
と
か
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そ
ん
な
の
か
な

 

 

怪
し
い

絶
対
に
た
だ
で
は

ま
さ
れ
な
い

 
じ

ろ
う

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

さ
て
さ
て
と
り
あ
え
ず

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
の
読
者
様

 
怠
惰

ア
デ

ス
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第
３
９
３
話
 
空
中
要
塞

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

台
風
で
学

が
休

と
な
り
実

三

休
と
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

嬉
し
い
の
で
す
が
メ

ル
を
も

と

く
よ
こ
せ
よ
と
思

て
し
ま
い
ま
し
た

さ
て
こ

ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

い
灼
熱
地
獄
を
進
ん
で
い
く
と
急
に
メ
カ
メ
カ
し
い
人

的
な

や

が
見
え
て
く
る

 
理
 

や

と
か

 

の
上
に
着

す
る
と
そ
こ
か
ら
少
し
歩
き
間

泉

理

ン

に
入
り
進
む
と
命
令
通
り

従
者
達

人
は
集
ま

て
お
り
そ
し
て
ウ
リ
エ
ル
も
そ
こ
に
い
た
が
中

で
亜
狛
と
耶
狛
が
ま

た
争
い
を
し
て
い
た

 
亜
狛

大
体

様
が
行
こ
う
と

わ
な
け
れ
ば
こ
ん
な
事
に

 
は
な
ら
な
ら
か

た
の
だ

 
耶
狛

そ
れ
に

し
た
の
は
お
兄
様
も
で
し

そ
れ
に
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ま
さ
か
私
達
を

れ
る
者
が
い
た
事
が
あ
る
意
味
で

 
反
則
な
の
よ

 
黒
 

ま

今
回
は
耶
狛
が
正
し
い
わ
な

 
亜
狛

く

 
ど
う
や
ら

日
の
夜
の
事
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
み
た
い
だ

れ
な
が
ら
自
分
は
近
づ
き

 
理
 

ま
だ
そ
ん
な
下
ら
な
い
事
を
話
し
て
い
た
の
か
愚
か

 
者
共

 
亜
狛

ち

来
た
の
か

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら
王
よ

 
黒
 

け

 

い
嫌
わ
れ
よ
う
だ

だ
が

人
の

に
あ
る
そ
れ
な
り
の
大
き
さ
が
あ
る
妖
怪

を
自
分

は
満

す
る

今
回
手
に
い
れ
た
妖
怪

と
自
分
達
が
持
つ
妖
怪

こ
れ
ら
が
合
わ
さ
れ
ば
兵

の
動
力
を

え
る
だ
ろ
う

 
理
 

ま

第
点
だ

 
亜
狛

あ
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理
 

て
お
く
け
ど
こ
れ
は
当
た
り
前
だ
か
ら

 
ら
が
無
断
で
使

た
エ
ネ
ル

は

ら
で
チ

 

そ
れ
は
普
通
だ
よ

 
黒
 

け

知

て
る
て
の

 
耶
狛

ま

今
回
は
文
句
を

わ
れ
て
も
仕
方
が
ご
ざ
い
ま

 
せ
ん

 
と

て
い
る
と
ウ
リ
エ
ル
が

い
し
な
が
ら
自
分
達
の
間
に
入
る

 
ウ
リ

ま

ま

ン
カ
は
こ
こ
ま
で
に

し
ま
し

う

 
全
員
集
ま

た
の
だ
し

 
亜
狛

あ

さ

さ
と
行
こ
う
こ
こ
は

く
て
か
な
わ
ん

 
耶
狛

そ
う

く
て

れ
て
し
ま
い
ま
す
わ

 
黒
 

こ
ん
が
り

け
ち
ま
う

 
と

て
い
る
が
思
う

こ
い
つ
ら

人
共
マ
グ
マ
風
呂
に
入

て
そ
の

な
ら
し
い
心

と
体
を
掃
除
し
て
こ
い
と

 
ウ
リ

さ
て
亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
お
願
い
出
来
ま
す
か
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亜
狛

座

 
ウ
リ

で
す
わ

 
亜
狛

は

や
る

 
耶
狛

本
当
に
最
悪
で
す
わ

 

人
は
嫌
々
な
が
ら
も

け
目
を
作
り
出
す
と
黒
は
妖
怪

を
影
に
取
り
込
み

け
目
を
通

る

自
分
も
ウ
リ
エ
ル
と
共
に
通
り
最
後
に
亜
狛
と
耶
狛
が
通
る
と

け
目
が
閉
じ
ら
れ
よ
う
と

す
る
が

 

 

と

 
今
の
理
久
兎
達
で
す
ら
存

を
関
知
で
き
な
い
者
が

け
目
が
閉
じ
ら
れ
る

リ

リ
の
所
で

通
過
し

け
目
は
閉
じ
ら
れ
た

そ
し
て
理
久
兎
達
は

け
目
を
通
る
と
先
程
の
間

泉

理

ン

よ
り
更
に
メ
カ
メ
カ
し
い
場
所
へ
と
来
た

 
理
 

こ
こ
は

 
ウ
リ

こ
こ
は
全
能
の

子
と
呼
ば
れ
る
兵

い
え
空
中
要

 
塞
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

 
理
 

ふ

ん
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ウ
リ

こ
こ
だ
と
場
所
も
場
所
で
す
し
動
力
室
に
向
か
い
つ

 
つ
玉
座
の
間
に
行
き
ま
し

う

 
そ
う

い
ウ
リ
エ
ル
は
歩
き
出
す
と

の

人
も
歩
き
出
す

 
理
 

は

 
た
め

を

き
自
分
も
歩
き
出
し
ウ
リ
エ
ル
の
後
に
続
く

 
ウ
リ

さ
て
こ
こ
全
能
の

子
で
す
が
昔
こ
こ
に
は
私
と
同

 
じ

山
の
天
使
達
が
歩
い
た
場
所
で
あ
り
我
ら
が
王

 
で
あ

た
全
能
神
様
つ
ま
る
所
で
理
久
兎
あ
な
た
の

 

父
の
城
で
も
あ
る
の
よ

 
理
 

ふ

ん

 
つ
ま
り
あ
の
⺟
親
の
父
親
と
い
う
事
な
の
は
間
違
い
な
い
が
ど
ん
な
姿
な
の
だ
⺟
親
の
姿
が
あ

の
ロ
リ
な
ら
ば
ま
さ
か
シ

な
の
か
本
当
に
想

で
き
な
い

 
ウ
リ

さ
て
皆
様
も
し

か
り

い
て
き
て
く
だ
さ
い

 
こ
こ
は

に
な

て
ま
す
の
で

 
い
り
組
ん
だ
道
を
歩
き
続
け
大
き
な

の
前
に
来
る
と
ド
ア
は
自
動
で
開
き
そ
こ
に
は
大
き
な
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台
座
が
あ

た

 
ウ
リ

あ
れ
を
お
願
い

し
ま
す

 
黒
 

へ
い
へ
い

 
ウ
リ
エ
ル
は
光
を

ら
す

そ
し
て
そ
こ
か
ら
出
来
た
影
を

り
大
き
な

つ
の
妖
怪

を

影
か
ら
出
現
さ
せ
る

 
理
 

で

も
う

つ
は
何
処
か
ら

 
黒
 

水

に
い
た

何
だ

け
か

 
耶
狛

河
童
よ

 
黒
 

あ

そ
う
だ
そ
の
河
童
達
を

く
の
し
て
き
た

 
亜
狛

ま
さ
か
彼
処
ま
で
弱
い
妖
怪
だ

た
と
は
な
つ
ま
ら

 
ん
な

 
ど
う
や
ら
元
は
河
童
達
み
た
い
だ

と
り
あ
え
ず

つ
も
あ
る
と

る
た
め
さ

さ
と
合

成
さ
せ
て
し
ま
う

 
理
 

よ

と

 

つ
の
妖
怪

は
合
体
し
更
に
大
き
な
妖
怪

へ
と
変
わ
る

す
る
と
部

に
明
か
り
が
点
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る 
理
 

気
も
流
れ
る
ん
だ

 
ウ
リ

え

こ
の
妖
怪

の
力
を
使

て

力
の

を
す

 
る
事
で
つ
い
に
準
備
が
で
き
ま
し
た

 
と

ウ
リ
エ
ル
が
ニ
コ
や
か
な
表
情
で
そ
う

た
時

元
が

れ
始
め
た

 
黒
 

な

何
だ

 
亜
狛

地

で
は
な
い
な

 
耶
狛

そ
う

 
大
方
は

力
の
再

に
よ

て
起
動
し
た

だ
ろ
う

 
ウ
リ

ふ
ふ

い
い
反

だ
こ
と

さ
て
そ
れ
じ

玉
座

 
の
間
に
行
き
ま
し

う

 
理
 

は

 
そ
う
し
て
ま
た
自
分
達
は
歩
く
と
玉
座
の
間
と
呼
ば
れ
る
場
所
へ
と
来
る

前
の

見
室
と
同

じ
感
じ
だ
が
地
下
で
は
な
い
た
め
暗
い
と
は

に
明
る
く
部

全
体
が
真

白
と
い
う

葉
が

合
う
程
に
真

白
だ
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ウ
リ

こ
ち
ら
へ

 
そ
う

う
と
ウ
リ
エ
ル
は
地
面
か
ら
真

白
の
玉
座
を
出
現
さ
せ
る

そ
こ
ま
で
行
く
と

か

け
る

 
ウ
リ

皆
様
も
ど
う

 
そ
し
て
自
分
が
座

て
い
る
玉
座
程
で
は
な
い
が

が
⻑
い

子
を

つ
出
す

 
亜
狛

あ

 
黒
 

気
前
が
い
い
な

 
耶
狛

が
も
う

界

 
そ
う
し
て

人
は
座
る
と
ウ
リ
エ
ル
は
一
礼
し

 
ウ
リ

さ
て
と
地
上
に
出
し
ま
す

 
そ
う

う
と
ま
た
地

き
が
な
る

そ
し
て

り
に
四
つ

ど
の

が
流
れ
る
と
外
の
光

が
流
れ
る

そ
れ
は
地
面
か
ら

れ
幻
想
郷
を
見
渡
せ
る
ぐ
ら
い
の
空
の
上
だ

た

 
ウ
リ

さ

行
き
な
さ
い
天
兵
達
よ

 
と

令
を
か
け
る
と

ろ

ろ
と
ウ
リ
エ
ル
の

よ
り
も

い
が
真

白
の

を

げ
た
者

達
が
空
中
要
塞
の

り
を
飛
び
始
め
る
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ウ
リ

こ
れ
で
準
備
は
完
了
し
ま
し
た

 
理
 

で

の
ビ

ム

て
撃
つ
の
に
ど
の
く
ら
い

 
ウ
リ

後
約

時
間
程
で
す
な
の
で
発

時
間
ま
で
こ
こ
を

 
彼
ら
に

備
し
て
も
ら
い
ま
す

 
そ
れ
に
関
し
て
は
仕
方
は
な
い
か

何
せ
さ

き
妖
怪

を
置
い
た
ば
か
り
な
の
だ
か
ら

ま

く
り
じ

く
り
と
今
の
こ
の
世
界
を
見
る
の
も
一
興
だ
ろ
う

 
理
 

さ
て
ど
う
で
る
か
な
愚
か
者
達
は

 
ニ
コ
リ
と

み
つ
つ
自
分
は

掛
け
に

を
置
き

を
し
な
が
ら
待
つ
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

理
久
兎
め

 
怠
惰

さ
て
さ
て
大
変
な
事
に
な

て
る

外
は

 

 

怠
惰
よ
無

口
を

か
ず
急
が
ぬ
か

 
怠
惰

て
な
い

て
な
あ

調
合
ミ
ス



 第３９３話 空中要塞

 

 

お
い

 
怠
惰

た
と
思

た
か
バ
カ
め

 

 

本
当
に
一
発
ぶ

飛
ば
す

様

 
怠
惰

ま

ま

今
の
う
ち
に
心
に
余

を
持
た
せ
な
い

 
と
大
変
だ
よ

 

 

う
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

 
怠
惰

は

や
れ
や
れ
さ
て
と
調
整
も
大
丈
夫
か
な
皆

 
を
集
め
て
く
れ
る

 

 

う
む

 
怠
惰

た
だ
し
い
こ
と
さ
て
と
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
で
す
ま
た
次
回
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
そ
れ

 
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

サ
ラ

バ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
３
９
４
話
 
要
塞
の
防
衛
戦

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

出
さ
れ
た
宿

が
一
向
に
終
わ
る
気

を
見
せ
な
い
事
に

り
を
覚
え

て
き
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ
出
さ
な
い
と

点
に
な
り
か

な
く
て
恐
い
ん
で
す

よ

お

と
こ
ん
な
リ
ア
ル
恐
怖
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
よ
う
や
く
⻑
い
⻑
い

活
動
も
終
わ
り
と
な
り
そ
う
だ

こ
の
地

を

ぼ
し
次
は
ま
た
別

の
惑
星
へ
と
向
か
い
最
後
は
こ
の
世
界
全
て
を

せ
ば
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
本
当
の
王
と
名

れ

る

楽
し
み
で
仕
方
な
い

 
理
 

 
だ
が
た
だ
じ

と

め
て
み
る
の
は

の
一

に
つ
き
る

何
か
面
白
い
事
は
な
い
か
と
思
い

つ
つ
も
う
数
時
間
が

過
す
る
と

 
耶
狛

 
耶
狛
は

し
に

の

を
組
み
合
わ
せ
て
何
か
を
組
み
立
て
て
い
た

に
は
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亜
狛

 
亜
狛
は
た
だ
目
を

り

想
を
し
黒
は
立
ち
上
が
る
と

 
黒
 

ち

あ

お
い
こ
こ
は

楽
場
と
か
あ
ん
の
か

 
ウ
リ

そ
う

バ

な
ら

 
黒
 

な
ら
そ
こ
に
行
か
せ
て
も
ら
う

 
そ
う

い
黒
は
影
に
潜
り
消
え
て
い

た

 
理
 

自
由
な
奴
等
だ
な

 
等
と

き
な
が
ら
耶
狛
が
何
を
組
み
立
て
て
い
る
の
か
想

し
な
が
ら

め
る

そ
し
て
数
時

間
後

 
ウ
リ

こ
れ
は

 
理
 

ん

ど
う
か
し
た

 
ウ
リ

を
見
せ
ま
す
わ

 
そ
う

い
ウ
リ
エ
ル
は
巨
大
な

を
流
し
出
す
と
そ
こ
に
は

方
へ
と
特

を
仕
掛
け
て
く

る
幻
想
郷
の
者
達
が
い
た

 
理
 

へ

神
に
挑
む
か
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亜
狛

こ
う
で
は
な
く
て
は
な

 
耶
狛

は

こ
れ
だ
か
ら
そ
う
い
え
ば
ウ
リ
エ
ル
さ
ん
こ

 
の
要
塞

て

ら
れ
た
事
は
あ
り
ま
す
か

 
と

耶
狛
は
聞
く
と
ウ
リ
エ
ル
は

そ
う
に

 
ウ
リ

度
だ
け
あ
り
ま
す

今
で
も

た
ら
し
い
あ
の
悪

 
魔
に
私
の
私
の
大
切
な
オ
ル
ビ
ス
を

ブ
ら
か
し
た

 

ル
フ

ゴ

ル
と
い
う

に
そ
れ
か
ら
ル
シ

 
フ

そ
し
て
サ

ン
ぐ
あ

 
ま
た
ウ
リ
エ
ル
が

ス
を
起
こ
し
た

の

が
一
本
一
本
が

て
い
き
や
が
て
ボ
サ
ボ
サ

に
な

て
い
く

そ
れ
ぐ
ら
い

く

ま
し
い
奴
ら
な
の
だ
ろ
う

 
ウ
リ

あ

今
思
い
出
し
た
だ
け
で
も
イ
ラ
つ
く
わ

 
あ
の
悪
魔
共
絶
対
に
殺
し
て
や
る
わ

 
理
 

う
る
さ
い
よ
少
し
は

ち
着
き
な
よ

 
ウ
リ

は

は

失
礼
し
ま
し
た

 
理
 

ん
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に

る

人
の
少
女
が

方
へ
と

を
向
け
向
か

て
く
る

そ
れ
は
自
分
の
⺟
親
だ

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス
は
何
を

ま
さ
か

 
⺟
親
は
向
か

て
く
る
弾
幕
を
ま
る
で
バ
リ
ア
の
よ
う
な
物
で
守
り
な
が
ら

方
へ
と
急

近

す
る
と
こ
の
要
塞
め
が
け
て

を

た

 
ド
ゴ
ン

 
理
 

う

と

 
そ
し
て
少
女
が

た

は
こ
の
要
塞
の

に
人
が
通
れ
る
程
の

を
開
け
た

 
ウ
リ

く

や
は
り

そ
れ
に
あ
の
魔
法

あ
の

 
男
が
入
れ
知

を
し
そ
し
て
助
力
し
て
い
る
の

 

ル
ヘ

ゴ

ル

 
理
 

ル
ヘ

ゴ

ル

 
多
分
な
話
で
バ
カ
従
者

人
を
撃
退
し
た
奴
が
そ
う
だ
ろ
う
と
心
の
中
で
思

た

そ
し
て

⺟
親
に
続
き
蓮
や

女
に
魔
法
使
い
と
い

た
者
達
が

ろ

ろ
と
入

て
い
く

 
ウ
リ

 
亜
狛

奴
等
が
向
か
う
と
し
た
ら
動
力
室
だ
な
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そ
う

う
と
亜
狛
は
立
ち
上
が
り

け
目
へ
と
入

て
い

た

 
耶
狛

あ
ら
あ
ら

お
兄
様

た
ら
あ

ウ
リ
エ
ル
さ
ん

 

か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

つ
お
願
い
を
し
て
も

 

い
ま
せ
ん
で
し

う
か

 
ウ
リ

何
か
し
ら

 
耶
狛

こ
こ

て
空
間
と
か
を

め
て
別
の
部

に

プ

 
み
た
い
な
事

て
出
来
ま
す
か

 
ウ
リ

え

私
が

め
た
も
の
だ
け
な
ら
ゲ

ト
を
作
れ
る

 
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
き
耶
狛
は
ニ
コ
リ
と

む

 
耶
狛

な
ら
そ
れ
を

し
私
の
力
を
合
わ
せ
た
い
の
で
す

 
が
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

 
耶
狛
が
作

て
い
た
物
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と
そ
れ
は
ド

ル
ハ
ウ
ス
だ

た

大
体
耶
狛
が
や

り
そ
う
な
事
は
分
か

た

ウ
リ
エ
ル
は
こ
ち
ら
を
チ
ラ
リ
と
見
て
く
る

や

て
も
良
い
か
と
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目
で
聞
い
て
き
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

良
い
よ
耶
狛
な
ら

 
ウ
リ

え

な
ら

め
ま
し

う

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
わ

 
ウ
リ

刀
を

し
て
く
だ
さ
い

 

刀
を
受
け
取

た
ウ
リ
エ
ル
は
力
を
込
め
る
と
耶
狛
に
返
す

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
で
は
私
も
迎
撃
し
て
来
ま

 
す

 
そ
う

い
耶
狛
は
ド

ル
ハ
ウ
ス
を
小
さ
く
し
ポ

ト
に
入
れ
る
と
部

か
ら
去

て
行

た 
ウ
リ

で
も
良
か

た
の

人
だ
け

い
き
し
て
い
る
み

 
た
い
だ

た
け
ど

 
理
 

良
い
ん
だ
よ
耶
狛
な
ら
彼
女
は
内
心
は
分
か
ら
な
い

 
け
ど
一

は
礼
儀
を
し

か
り
し
て
い
た
か
ら

 
ウ
リ

様
で
す
か
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内
部
の

を
見
る
と
侵
入
者
達
は
何
か
を
話
し
合

て
い
た

と
い
う
か
⺟
親
の
姿
が
消
え

て
い
る
の
に

問
に
思
い
探
し
て
み
る
と
何
と
外
の

台
を
次
々
に

し
回

て
い
た

 
ウ
リ

オ
ル
ビ
ス

 
理
 

別
に
良
い
じ

ん
こ
の
く
の
ぐ
ら
い
の

台
な
ら

 
ウ
リ

か
に
そ
う
で
す
わ

所
で
理
久
兎

 
理
 

何

 
ウ
リ

従
者
達
に
期
待
は
し
て
お
り
ま
す
か

 
と
変
な
事
を
聞
い
て
き
た

期
待
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
訳
な
い
だ
ろ
う

所
詮
は
た
だ
の

て

な
の
だ
か
ら

 
理
 

ま

さ
か

期
待
も
何
も
す
る
訳
な
い
じ

ん
何

 
ま
さ
か
ウ
リ
エ
ル
は
期
待
で
も
し
て
る
の

 
ウ
リ

少
な
か
ら
ず

で
あ
り
ま
す
よ

 
理
 

そ
う

な
ら
教
え
て
お
い
て
あ
げ
る
よ
所
詮
さ
彼
奴

 
ら
は
ど
れ
だ
け
や

て
も
負
け
る
ん
だ
よ
だ

て
さ

 
侵
入
者
達
の
方
が
信

や
願
望
そ
し
て
今
も
こ
う
し
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て
命
を
か
け
て
こ
こ
に
来
た
ん
だ
そ
う
い
う
追
い
込

 
ま
れ
て
い
る
状

下
に
あ
る
奴
等
に

て
と
ん
で

 
も
な
い
事
を
し
で
か
す
だ
ん
よ
だ
か
ら
こ
そ
自
分
達

 
が

で
あ
る
と
思

た
ら

元
を
取
ら
れ
て
負
け

 
る
よ

 
ウ
リ

く

 
ウ
リ
エ
ル
の

が

し
さ
で

む

昔
に
何
か
そ
ん
な
出
来
事
が
あ

た
と
い
う
の
は
間
違
い

は
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

興
味
が
な
い
か
ら
何
が
あ

た
か
は
聞
か
な
い
け
ど

 
気
を

け
な
よ

 
ウ
リ

え

一

は
心
に
秘
め
て
は
お
き
ま
し

う

 
理
 

一

 
と

て
い
る
間
に
も
侵
入
し
て
き
た
者
達
は
三
方
に
別
れ
て
進

を
開
始
し
た

そ
し
て

各
々
が
ア

な
従
者
達
の
待
つ
場
所
へ
と
導
か
れ
て
い
く

 
理
 

ち

と
は
楽
し
ま
せ
て
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の
ん
び
り

め
な
が
ら
侵
入
し
て
き
た
者
達
が
従
者
達
が

し
む
様
を
想

し
な
が
ら
こ
の
時

間
を
楽
し
む
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

は
い
現

は

人

 

し
く
神
社
に
い
ま
す

か
話
し

手
で
も

 
て
お

そ
こ
で
こ

ち
を

と
見

 
て
る

こ

ち
に
お
い
で
よ

 

 

あ
た
い
に
何
か

 
怠
惰

は
い
じ

の
名
前
を
ど
う

 

 

え

え

と
チ
ル
ノ

 
怠
惰

は
い
チ
ル
ノ
ち

ん
こ
ん
に
ち
は

 
チ
ル

な

こ
こ
に
何
時
も
い
る

女
と
か
は

 
怠
惰

現

あ
そ
こ
の
中
に
い
る
よ

あ

で
も
チ
ル
ノ

 
ち

ん
達
は
近
づ
い
ち

メ
だ
よ

危
な
い
か
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ら

 
チ
ル

う

ん

だ
か
ら
見
て
く
る
じ

あ

 
怠
惰

あ

こ
ら

行

ち

た
よ
ま
た

人
か
俺

 
も
行
こ
う
か
な

だ
し
よ

こ
ら
せ
と

さ
て
と

 
そ
ん
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

ま
た
次
回
も
よ

 
ろ
し
く

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
サ
ラ

 
バ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
３
９
５
話
 
敗
北
し
裏
切
る
従
者
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
今
に
な

て
気
づ
き
ま
し
た
が
も
う
４
０
０
話
も
書
い
た
の
か
と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

つ
い
こ
の
前
と
い
う
か

回
消
え
る
前
ま
で
は
３
０
０
話
い

て

か
れ
て
い
た
ら
も
う
４
０
０
話
そ
し
て
書
き
初
め
て

く
も

年
ぐ
ら
い
の
月
日
と
思
う
と

⻑
い
よ
う
な

短
い
よ
う
な
不
思
議
な
感
じ
で
す

年
は
取
り
た
く
な
い
な

失
礼

で
は
こ
ん

な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
玉
座
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
従
者
達
の
奮
闘
を
た
だ

め
る

亜
狛
は
無
数
の
怪
物
を
生
み
出
し

奮
起
し
耶
狛
は
侵
入
者
を
小
さ
く
し
ド

ル
ハ
ウ
ス
と
い
う
舞
台
で
ト
リ

ク
バ
ト
ル
を
仕
掛
け

そ
し
て
黒
は
ウ
リ
エ
ル
か
ら

た
箱
を
使
い
呼
び
出
し
た
機

の
怪
物
を
使
い
暴
れ
て
い
た

 
理
 

ウ
リ
エ
ル
侵
入
者
の
数

て
そ
う
い
え
ば
何
人

 
ウ
リ

そ
う
で
す

部
外
者
の
数
は
ざ

と

人
で
す

 

た
だ
最
初
入

て
き
た
者
達
は

人
で
し
た
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が

 
理
 

ふ

ん

 
何
処
か
ら
と
も
な
く

か
が
侵
入
し
て
き
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

だ
が
た
か
が

人

ぐ
ら
い
な
ら
気
に

め
る
事
も
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

彼
ら
は
ど
ん
な
風
に

の

掛
か
り
を

す
の
か
な

 
ど
ん
な
風
に
勝
つ
の
か
な
そ
し
て
ど
ん
な
風
に
絶
望

 
を
与
え
て
や
ろ
う
か
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ウ
リ

ふ
ふ

楽
し
み
で
す

 
理
 

う
ん

 
そ
れ
に
ま
だ
楽
し
み
は
目
の
前
に
も
あ
る
何
時
ど
の

イ
ミ
ン
グ
で
彼
女
を
殺
そ
う
か

こ
こ

で
と
い
う
場
面
で
殺
し
て

し
が
る
姿
を
た
だ
見
た
い

そ
ん
な
事
を
思
い
つ
つ

を
見
続
け

て
い
る
と
事
件
は
起
き
た

 
ド
ゴ

ン

 
突
然
の
大

発
が
起
き
た

 
理
 

発
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ウ
リ

す
ぐ
に

を

な

 
何
だ
と
思
い
つ
つ

を
見
る
と
ま
さ
か
の
動
力
室
が

さ
れ
亜
狛
が

死
に
な
り
か
け
て

い
た

 
理
 

あ
ち

や
れ
や
れ

 
玉
座
か
ら
立
ち
上
が
り
数
歩
前
へ
と
出
て
ウ
リ
エ
ル
を
見
て

 
理
 

す
ま
な
い
け
ど
動
力
室
ま
で
行
き
た
い
ん
だ
け
ど

 
行
け
る

 
ウ
リ

な
ら
理
久
兎

方
に
も

を
あ
げ
る
わ

 
そ
う

う
と
自
分
の

り
に
光
の

が
舞
う

手
を
グ

す
る
が
あ
ま
り
実
感
が
わ
か
な

い 
理
 

は

 
目
を
閉
じ
亜
狛
の
場
所
へ
と
思
い
な
が
ら
数
歩
前
へ
と
歩
き
目
を
開
け
る
と

 
理
 

あ
り

ま
こ
れ
は
不
思
議

 
亜
狛
が
い
る
で
あ
ろ
う
動
力
室
に
い
た

不
思
議
だ
な
と
思
い
な
が
ら
歩
く
と
そ
こ
に
は

た

わ
る
執
事
の

り
に
女
性
が
何
人
か
い
て
そ
の
先
に
は
亜
狛
が
ふ
ら
ふ
ら
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
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何
か
を
話
し
て
い
た

つ
ま
り
亜
狛
が
裏
切
り
行

を
し
て
い
る
の
は
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

死

 
ザ
シ

 

本
の
⻑
い
魔
法
の

を
作
り
亜
狛
の
頭
か
ら

ま
で
を

し
に
す
る

そ
れ
に
は
目
の

前
で
話
を
聞
い
て
い
た
者
達
は

然
し
て
い
た

自
分
は

れ
な
が
ら
前
へ
と
歩
き

 
理
 

亜
狛

メ
だ
よ
裏
切
り
は
さ

 
執
事

て
め

 

 

り

理
久
兎
さ
ん

 

 

理
久
兎

お
兄
ち

ん

 
こ
い
つ
ら
は

だ

た
か
分
か
ら
ぬ
者
達
が
ま
た
自
分
の
名
を
気
安
く

て
く
る

だ
が
今

回
は
こ
ん
な
雑

達
に
要
は
な
い
が
せ
め
て

意
は
表

と
思

た

 
理
 

は

そ
れ
よ
か
動
力
ま
で
も

さ
れ
る
と
は

 
恐
れ
入

た
よ

 
待
女

お

め
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ

外
に

モ
ア
が
あ
る
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し
に
し
た
裏
切
り
者
の
亜
狛
に
向
か

て
手
を
か
ざ
し

 
理
 
せ
め
て
俺
の

と
な
る
た
め
に

に
な
れ

 
と

思
い
な
が
ら
魔
力
を

つ
と

し
に
さ
れ
た
亜
狛
は
光
だ
し
た

 

 

な

何

 

 

し
い

 
子
⻤

く

 
光
が

む
と
亜
狛
の
姿
は
な
く
そ
こ
に
は
ふ
わ
ふ
わ
と

か
ぶ
玉
が
あ

た

す
る
と
玉
は
理

久
兎
の
元
へ
と
飛
ん
で
い
き
理
久
兎
は
そ
れ
を
手
に
取
る

 
理
 

そ
れ
じ

は
帰
る

頑

て
最
深
部
に
来
れ

 
る
と
良
い

 
挑
発
を
交
え
な
が
ら

う
と

た
わ
る
執
事
は

界
に
近
い

の
状
態
な
の
に
も
関
わ
ら
ず

ン
ブ
レ

ド
を

方
に
向
け

 

こ
の

 
バ
キ

ン

 
自
分
目
掛
け
て
発

し
て
く
る

だ
が

な
事
に
自
分
か
ら
見
る
と

て
き
た
弾

は
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く
り
ス
ロ

モ

シ

ン
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま

て
い
る
た
め
無
意
味
だ

人

し
指
と

中
指
の
間
に

み
こ
み
弾

を

め
る

弾

の
大
き
さ
は
約
１
２

上
こ
ん
な
も
の
が
当

た
れ
ば
人
間
な
ら

死
だ
ろ
う

 
理
 

無

だ
よ

だ
け
ど
そ
の

は
か

て
あ
げ
る

 
良
い

だ
そ
こ
は
か

て
や
る
が
そ
ん
な
も
無
意
味
だ
と

う
の
も
最
後
の
舞
台
で
教
え
て

や
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
後
ろ
を
向
き
そ
し
て
別
な
部

を
思
い

か
べ
な
が
ら
目
を

り
数
歩
だ

け
進
み
目
を
開
け
る
と

 

男

む

 
馬
男

ぶ
る
る
る
る

 
理
 
 

 

 

 
気
持
ち
悪
い
怪
物
達
が
マ

ス
ル
ポ

す
る
ト
レ

ニ
ン
グ
ル

ム
へ
と
出
て
し
ま

た

し
か
も
怪
物

は

方
に
気
づ
く
と
更
に
マ

ス
ル
ポ

を
し
て
く
る

見
て
て
無
性
に

イ
ラ
つ
く

 
理
 

失
せ
ろ

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ
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馬
と

の
怪
物
を
バ
ラ
バ
ラ
の
ミ
ン
チ

に
解
体
し
て
部

を
出
る

こ
ん
な
気
持
ち
悪
い
光

を
見
せ
ら
れ
る
と
は
つ
い
て
な
い

 
理
 

た
く
よ
何
で
こ
ん
な
所
に
出
る
の
か
な

 
ま
だ
使
い
な
れ
て
な
い
の
せ
い
か
失
敗
し
て
ま

た
の
だ
ろ
う
か

嫌
な
物
を
見
た
な
と
思
い

つ
つ
歩
い
て
い
く
と
近
く
の
部

で
何
か

が
聞
こ
え
た

 
理
 

イ
ン

 
魔
法
で

を
す
り

け
中
へ
と
入
る
と
そ
こ
に
は

れ
た
耶
狛
が
い
て

り
に
は
女
性

が

て
何
か
を
話
し
て
い
た

ど
う
や
ら
亜
狛
と
同
様
に
敗
北
し
て
か
ら
の
裏
切
り
行

か

 
理
 

は

美
し
い
物

き
に
は
た
ま
ら
な
い
死

に
し

 
て
や
ろ
う

 
耶
狛
に
向
か

て
手
を
か
ざ
し

 
理
 

ア
イ
ス
ブ
レ

ド

 
グ

 
耶
狛
の
体
か
ら

の

が
生
え
た

い
や
地
面
で
生
成
さ
れ
た

の
魔
法
が
耶
狛
の
体
を
突
き

し
た
と
い
う
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
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女

き

 

女

こ
れ
は

 
良
い

き

合
だ

だ
が
今
は
楽
し
め
な
い
な

ま
さ
か
一
目
を
置
い
て
い
た
耶
狛
が
裏
切

た
ん
だ
か
ら

 
理
 

耶
狛
さ

に
は
一
目
お
い
て
た
ん
だ
け
ど

だ

 
よ

 
侍
女

何
者

 

 

御
師
匠
様

 
皆
は
自
分
に
注
目
す
る

と
い
う
か
自
分
に
対
し
て
い
い
加
減
に
御
師
匠
様
呼
ば
わ
り
と
は

こ
ん
な
奴
を
育
て
た
覚
え
は
な
い
の
に
だ
う
い
う
事
な
の
や
ら

 
理
 

は

兄
妹

て
手
間
だ
け
取
ら
せ
て

人

 

て
裏
切
る
と
か

え
る
よ

 

し
に
さ
れ
た
耶
狛
に
向
か

て
亜
狛
と
同
じ
よ
う
に
手
を
か
ざ
す
と
耶
狛
の
姿
は
光
輝
く

神
獣

に
変
わ
る
と
手
元
ま
で
来
た
た
め

む

 
理
 

ま

活

だ
け
は
し
て
あ
げ
る
よ
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女

あ
ん
た
そ
れ
で
も
こ
い
つ
ら
の
主
人
な
の

 
理
 

う
ん
そ
う
だ
よ

と
い
う
か
さ
こ
い
つ
ら
何
て
道

 
と
し
か
思

て
な
い
か
ら

 
侍
女

最

な
発

を
よ
く
も

 
最

わ
せ
る
な
そ
れ
に
こ
ん
な
奴
等
を
仲
間
と
か
思
う
わ
け
な
い
だ
ろ
う

従
者
と
い

う
の
は

め
た
く
は
な
い
が

め
る
し
か
な
い
が
所
詮
は
使
い

て
の

だ

 

 

御
師
匠
様
こ
こ
か
ら
簡
単
に
逃
げ
れ
る
と
思

て
は

 
い
ま
せ
ん
わ
よ

 

 

人
は
各
々

え
て
く
る

ど
う
や
ら
こ
こ
で
自
分
を

す
気
み
た
い
で

て
し
ま
う

 
理
 

あ
の
さ

人
の
城
に
来
て
そ
の
台

を

え
る
の
に

 
ビ

ク
リ
だ
よ

そ
れ
に
こ
こ
じ

舞
台
が
悪
い
か

 
ら

ス
す
る
よ

 
そ
う

い
ポ

ト
に

び
込
ま
せ
て
あ
る
断
罪
神
書
か
ら

玉
を
出
し
投
げ
る
と

い

が

が
る

 
侍
女

な

玉
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女

な

 
理
 

バ
イ
バ
イ

 
彼
奴
ら
が

て
い
る
内
に
目
を
閉
じ
ま
た
別
の
部

を
イ
メ

し
数
歩
だ
け
歩
く
と
今
度

は
見
知
ら
ぬ

下
に
出
て
し
ま

た

 
理
 

こ
れ
は
使
い
に
く
い
な

 
上
手
く
部

を
イ
メ

で
き
て
い
な
い
の
が
悪
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
こ
う
し
て
ラ
ン

ム

プ
と
い
う
の
に
も
流

に

る
な
と
思

て
し
ま
う

今
度
は

見
室
も
と
い
玉
座
の
間
を

イ
メ

し
よ
う
か
と
思

て
い
る
と

 

 

何
デ
だ
何

け

ん

テ
め

 
と
大

が
聞
こ
え
て
き
た
何

か
特

的
な

的
な
感
じ
だ

た
が
黒
の

で
間
違
い
は

な
い
だ
ろ
う

の
し
た
方
へ
と
行
く
と
そ
こ
に
は
何

か

の

に
デ

カ
イ

が
開
い
て
い

た 
理
 

脳
ミ
ソ
は

か
何
か
か

 
こ
こ
ま
で

い

イ
ナ
ミ

ク
入
室
は
あ
る
の
か
と
思
い
な
が
ら
気
に
な

た
た
め
様
子
を
チ

ラ
リ
と
見
る
と
黒
が
女
性
に

組
み
さ
れ
な
が
ら
お
ぼ
つ
か
な
い

で
歩
い
て
い
た

ど
う
や
ら
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黒
ま
で
も
裏
切

た
み
た
い
だ

 
理
 

空
紅
そ
し
て
黒

人
ま
と
め
て
斬
れ

 
フ

ン
ネ
ル
よ
う
に
飛
ば
し

人
を

し
殺
そ
う
と
す
る
と
黒
は

本
の
刀
の
存

に
気
づ

い
た
の
か

組
み
し
て
い
る
女
性
を

す
と

 
グ

 
黒
 

 

本
の
刀
が

さ
り
結
果
的
に
黒
だ
け
が

に
な

て
し
ま

た

 

 

い
や

黒
さ
ん

 

組
み
し
て
い
た
女
性
が

ぶ
な
か
自
分
は
近
づ
き

 
理
 

は

黒
お
前
も
か
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
ど
う
し
て

 

を
裏
切
ろ
う
と
す
る
の
か
な

 

に
気
が
つ
い
た
の
か
皆
は
怒
り
の
表
情
で
自
分
を
見
て
く
る

 

女

あ
ん
た

こ
い
つ
は
あ
ん
た
の
仲
間
で
し

そ

 
れ
を
ど
う
し
て
こ
ん
な
簡
単
に

 
魔
女

て
め
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理
久
兎
さ
ん
よ
く
も

 
自
分
に
対
し
怒
り
を
ぶ
つ
け
て
く
る

だ
が
自
分
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
事
態
が

美
な
事
だ

楽

し
く
て

て
し
ま
う

 
理
 

良
い

そ
の
殺
し
て
や
り
た
い

て
い
う

は

 
さ

何
時
み
て
も
最
高
だ
し

だ

 
ま
さ
か
使
え
な
い
従
者
達
が
こ
う
し
た
使
い
方
で

人
に
絶
望
を
怒
り
を

し
み
と
い

た
感

情
を

に
し
て
く
れ
る
と
は
見
て
い
て
と
て
も
つ
も
な
い
ぐ
ら
い
に
気
持
ち
が
良
い

 
蓮
 

理
久
兎

 
蓮
だ

た
か
そ
ん
な
少
年
が
自
分
に
目
掛
け
て
刀
を

刀
し
て
襲
い
か
か
る
が
す
ぐ
さ
ま

に
生
え
る

を
出
し

 

ン

 
蓮
 

く

 
刀
を
弾
き
蓮
も
吹

飛
ば
す

だ
が
本
当
に
侵
入
者
達
は

の
気
が
多
く
て

る

 
理
 

の
気
が
多
い
こ
と

さ
て
と

 
と
り
あ
え
ず
黒
に
も

の

と
同
様
に
手
を
か
ざ
し
魔
力
を

つ
と
黒
は
光
輝
く
神
獣
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に
変
わ
る
と
光
が

む

手
を
動
か
し
空
紅
と
黒

に
指

を
だ
し

方
へ
と

す
と
黒
だ

た

神
獣

を
手
に
取
る

そ
し
て
実
感
す
る

も
う

る
者
は
自
分
だ
け
な
の
だ
と

 
理
 

さ
て
と
従
者
達

人
共
に
や
ら
れ
ち

た
か
ら
今

 
度
は

が

手
を
し
て
あ
げ
る
奥
の

見
室
に
て

 
達
を
待
つ
か
ら

の
子
達
に
も
あ

た
ら
伝
え
て
お

 
い
て

 
そ
う

い
自
分
は
後
ろ
を
向
き
玉
座
の
間
を
思
い

か
べ
な
が
ら
目
を
閉
じ
て
歩
く
そ
し
て
玉

座
の
間
へ
と
帰

て
く
る

 
理
 

さ
て
と
最
後
の
仕
上
げ
に
と
り
か
か
る
か

 
決
戦
は
近
い

と
り
あ
え
ず
ウ

ミ
ン
グ
ア

プ
を
し
よ
う
と
思
い
な
が
ら
玉
座
の
間
へ
と

入
る
の
だ

た

 
で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

で
も
も
う
４
０
０
話
も
書
い
た
の
か
と
思

う
と
同
時
に
こ
ん
な

い
小
説
を
見
て
く
だ
さ
る
読
者
様
が
い
る
事
に
嬉
し
く
思
い
ま
す

つ
い
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さ

き
ま
で

あ
れ

も
う
４
０
０
話
に
行

た
ん
だ

 
と
思

た
ぐ
ら
い
で
す

そ
れ
に
蓮
達
の
話
を
合
わ
せ
る
と
６
０
０
話
近
く
に
到
達
し
て
い
る

ん
で
す
よ

い
や

こ
ん
な
に
書
い
た
ん
だ
な

こ
れ
な
ら
何
時
失

し
て
も

 
な
ん
て
思

た
り
も
し
ま
し
た
が
と
り
あ
え
ず
目

と
し
て
は
そ
う
で
す

天
空

そ
し
て

依
華
の
と
こ
ろ

り
に
は
行
き
た
い
な

何
て
思

て
い
た
り
し
て
い
ま
す

そ
れ
に
ま
だ
ま

だ
オ
リ

ナ
ル
の
話
も
書
い
た
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
多
分
こ
れ
が
終
わ
る
の

て
下

手
し
た
ら
再
来
年
ま
で
に
は
終
わ
る
の
か
な

ま

ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
と
り
あ
え
ず
は
来

年
も
や
る

で
す

ま
だ
ま
だ
先
は
⻑
い
と
は
思
い
ま
す
が

こ
ん
な

く
て

文
だ
け
ど
読
ん
で
や
る
よ
ゴ
ミ
作
者

 
と
い
う
読
者
様
は

お

き
合
い
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
⻑
く
な
り
ま
し
た
が

今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
明
日
も
次
話
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

で
は
で
は

ま
た
次
回

サ
ラ

バ
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第
３
９
６
話
 
天
使
の
虐
殺

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ま
た

過
ご
し
を
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

ち

ま

た

失
礼

そ
し
て
今
回
は
ロ

マ
数

が
出
て
き
ま
す
が
普
通
に
書
く
と
小
さ
く

な

て
し
ま
う
た
め

語
の

と

と

で
表
現
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

知
く
だ
さ
い

そ

れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
玉
座
の
間
へ
と
帰
る
と
ウ
リ
エ
ル
は
頭
を
下
げ
て
出
迎
え
る

 
ウ
リ

お
帰
り
な
さ
い
理
久
兎

 
理
 

う
ん

 
さ
て
ど
う
す
る
か

正
直
な
話
で
も
う
ウ
リ
エ
ル
は

み
と

い
た
い
が
ま
だ
聞
け
て
な
い

こ
と
あ
る

そ
れ
を
聞
か
な
け
れ
ば
と
思

て
い
る
と
ウ
リ
エ
ル
は

 
ウ
リ

理
久
兎

良
か

た
の

従
者
達
を

に
変
え

 
ち

て
も
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理
 

良
い
ん
だ
よ
裏
切
り
行

を
し
て
た
か
ら
あ

そ
れ

 
と
動
力
室
が

さ
れ
た
け
ど
ど
う
す
る
の

 
さ
り
げ
な
く
聞
く
と
ウ
リ
エ
ル
は
教
え
て
く
れ
る

 
ウ
リ

そ
う

こ
の
要
塞
に

て
い
る
エ
ネ
ル

を

 
全
て

て
ば
何
と
か
は
な
り
ま
す

 
理
 

ふ

ん
因
み
に
ど
う
や

て
撃
つ
の

 
ウ
リ

を
持

て
れ
ば
撃
て
ま
す
よ

 

つ
ま
り
さ

き
渡
さ
れ
た

が
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

そ
れ

て
も
う

は
持

て
る
の
か
な

 
ウ
リ

え

理
久
兎
あ
な
た
は
も
う
持

て
ま
す
よ

 
理
 

そ
う

あ
り
が
と
う
ウ
リ
エ
ル
な
ら
も
う

み
だ

 
よ

 
聞
き
た
い
事
は
も
う
聞
け
た

自
分
は
ニ
コ
リ
と

う
と
断
罪
神
書
か
ら
黒

そ
し
て
空
紅
を

出
し
フ

ン
ネ
ル
の
よ
う
に

り
ウ
リ
エ
ル
へ
と

撃
を
す
る

 
ウ
リ

あ
ら
や

り

方
は
私
を
裏
切
る
気
だ

た
の
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理
久
兎
せ

か
く
親
切
に
し
家
族
と
し
て
迎
え
入
れ

 
て
あ
げ
た
の
に

 
手
を
自
分
へ
と
向
け
る
と
空
紅
と
黒

は
何
か

明
な

に
よ

て

ら
れ
弾
か
れ
る

そ
れ

に
口
調
か
ら
し
て

に
知
ら
れ
て
い
た
み
た
い
だ
が
間
違

て
い
る

 
理
 

裏
切
る

わ
せ
ん
な
よ

か
ら

は
お
前
を
仲
間

 
と
も
思

て
も
な
い
よ

そ
れ
に
お
前
は
前
々
か
ら

 
信

も
し
て
な
い
し
て

う
か
お
前
の
フ

ミ
リ

 
に
勝
手
に
加
え
る
ん
じ

よ

 
元
か
ら
こ
い
つ
の
手

に
な

た
覚
え
は
な
い
の
だ
か
ら

 
ウ
リ

よ
く

分
か

た
わ

や
は
り
あ
の
女
の

う
事
を
し

 

か
り
信

し
て
お
け
ば
よ
か

た
わ

 
そ
う

う
と
ウ
リ
エ
ル
は
光
の
魔
法
か
何
な
の
か
特

的
な

つ
の

を
作
り
出
す
と
そ
れ

を
手
に
取
り
斬
り
か
か

て
く
る
が
す
ぐ
に
空
紅
と
黒

を

り

 

ン

が

ン

 
ウ
リ
エ
ル
と
ぶ
つ
か
り
合
わ
せ
る
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理
 

も
う

本
追
加

 
断
罪
神
書
か
ら
天

の

を
出
し
そ
れ
も
同
様
に

か
せ
て
ウ
リ
エ
ル
へ
と
ぶ
つ
け
る
が
ウ
リ

エ
ル
は
何
の

り
も
な
く

本
の
光
の

で

い
て
い
く

 
ウ
リ

ふ

 

キ
ン

 
気
で
一
気
に
弾
き
飛
ば
さ
れ
空
紅
と
黒

に
天

の

は
飛
ん
で
い
く

そ
し
て
ウ
リ
エ
ル
は

自
分
へ
と
再
度

撃
を
仕
掛
け
て
き
た

 
ウ
リ

理
久
兎

私
は
本
当
に

方
を
信
じ
て
い
た
の
に

 
何

何

な
の

何

オ
ル
ビ
ス
と
同
じ
よ

 
う
に
私
を

と
見
な
す
の

私
は
こ
の
世
界
で
不
要

 
と

い
た
い
の

 
と

い
な
が
ら
斬

て
く
る
が

け
な
が
ら
前
々
か
ら
思

て
い
た
事
を
口
に
出
す

 
理
 

う
る
さ
い
よ

た
ろ

前
々
か
ら
お
前
は
気
に
く

 
わ
な
い
ん
だ
よ
そ
れ
に

散

く
て
信

が
出
来
な

 
い
ん
だ
よ
お
前
は
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ウ
リ

そ
う

 

け
つ
つ
様
子
を
う
か
が

て
い
る
と
一

だ

た
が
ウ
リ
エ
ル
に

が
出
来
た

が
出
来

た

間
に
合
わ
せ

に
目
掛
け
て
ム

ン
サ
ル
ト
キ

ク
を
行
う

 
ウ
リ

 
ウ
リ
エ
ル
は

を

ば
た
か
せ
後
ろ
へ
と
後
退
す
る

そ
こ
に
目
掛
け
て
レ
ク
イ
エ
ム
を
断
罪

神
書
か
ら
出
し

返
り
を
し
な
が
ら
ウ
リ
エ
ル
を

て
発

す
る

 
バ
キ

ン

バ
キ

ン

ザ
シ

 
ウ
リ

ぐ

 
そ
し
て
見
事
に
ウ
リ
エ
ル
の

に

ト
し
た

証
拠
に

か
ら
真

な

が
流
れ
て

い
た

 
理
 

命
中

 
ウ
リ

そ
う
加
減
を
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
も
う
そ
の
必

 
要
性
も
な
い
わ

理
久
兎

て
お
き
ま
す

 
が

き
や

と
か
で

ま
さ
れ
な
い
と
知
り
な

 
さ
い
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と
ウ
リ
エ
ル
が

た
時
だ

た

ウ
リ
エ
ル
の

後
に
⻄

の
ア
ル
フ

ト
数

が

ま
れ
た
時

し
か
な
い
時
計
が
現
れ
る
と
ウ
リ
エ
ル
は
手
に
持
つ

を
は
め
込
ん
だ

す
る
と

時
計
が
出
来
上
が
り
ウ
リ
エ
ル
が
は
め
た

い
や
分

と

は

方
向
に
回
り
出
す
と
ウ
リ
エ

ル
の

は
元
の
状
態
へ
と

た

 
理
 

へ

い

術
だ
こ
と

 
ウ
リ

の

ク
ン
デ
そ
し
て

の

グ
ロ

 
時
計
か
ら

と
分

が
外
れ
ウ
リ
エ
ル
の
手
ま
で
き
て
取
る

そ
し
て
自
分
を
見
て

 
ウ
リ

理
久
兎

の
レ
ク
イ
エ
ム
は
返
し
て

う
わ

 
よ

 
理
 

ア
ハ
ハ
断
る

 
ウ
リ
エ
ル
に
目
掛
け
発

を
す
る

だ
が
そ
れ
を

本
の

を
使
い
弾
い
て
い
く

 
ウ
リ

は

聞
き
分
け
の
な
い
子

 
そ
う

う
と

を
地
面
に

し

す
と

を

に

ば
す
と

 
ウ
リ

の

デ

キ

ウ
ム

 
地
面
に

し
た

は
消
え
る
と
ウ
リ
エ
ル
の

に
巨
大
な

手
が
現
れ
る

そ
し
て

手
を
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え
る
と
自
分
め
が
け
そ
の

を

て
く
る

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 
ゴ
ン

 
仙
術
に
よ
る
防
御
を
し
ウ
リ
エ
ル
の
一
撃
を

え

ぶ
が
見
て
し
ま

た

空

に

ビ
が

入

て
い
た
の
を
ま
さ
か
こ
れ
に

を
つ
け
れ
る
者
が
い
る
と
は

 
理
 

へ

や
る
じ

ん

 
ウ
リ

 
ウ
リ
エ
ル
を
ぶ

飛
ば
し
黒

と
空
紅
を
自
分
の
手
元
に

し
天

を

か
せ
た

間

 
ウ
リ

Ｖ

の

フ
ロ
ル

 

星
と
思

て
も
よ
い
ぐ
ら
い
の
光
輝
く
何
か
が
自
分
め
が
け
て
襲

て
く
る

す
ぐ
に
黒

と
空
紅
そ
し
て
天

に
防
御
体
制
を
取
ら
せ
防
ぎ
な
が
ら

す
る

自
分
に
襲
い
か
か

て

き
た
の
そ
れ
は

だ

た

 
ウ
リ

終
わ
ら
な
い
わ
よ
理
久
兎

 
理
 

 
い
つ
の
間
に
か
ウ
リ
エ
ル
は
自
分
の

後
を
取

手
い
た

あ
ま
り
の
出
来
事
に
反

が

れ
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た 
ド
ゴ
ン

 
理
 

ぐ

 
何
か

た
い

撃
が
入
り
吹

飛
ば
さ
れ
た

す
ぐ
に
受
け
身
を
取
り
斬
れ
て
し
ま

た
口
の

を

で

め
な
が
ら
見
る
と
ウ
リ
エ
ル
の
手
に
は
先
程
の

と
新
し
く

が

ら
れ
て
い
た

 
ウ
リ

Ｖ

の

ス
テ

テ

ア

 

を
上
げ
て
見
せ
て
く
る

と
い
う
か
さ

き
か
ら
時
計
の
数

と
共
に
武

を
出
し
て
き
て

更
に
さ

き
レ
ク
イ
エ
ム
が

と
か

て
い
た
か
ら
も
し
か
し
た
ら
ウ
リ
エ
ル
は
時
計
の
数

の
数
だ
け
武

が
使
え
る
と

え
た

つ
ま
り
ウ
リ
エ
ル
の
戦
い
方
は
オ

ル
ラ
ン
ナ

イ

プ
で
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う

そ
し
て
一
気
に
間
合
い
を
積
め
て
く
る
と

を

え
な
が
ら
目
に

見
え
ぬ
程
の

度
の

続
突
き
を
仕
掛
け
て
き
た

 
理
 

そ
ん
ぐ
ら
い
の

撃
だ
と
見
切
れ
る
よ

 
空
紅
と
黒

そ
し
て
天

を

り
な
が
ら

撃
と
回

を

立
で
き
る
が
ウ
リ
エ
ル
も

に

よ
る

撃
と

に
よ
る
的

な
防
御
で
お
互
い
に
決
定
打
が
な
い
の
だ

す
る
と
ウ
リ
エ
ル
は

 
ウ
リ

そ
う

な
ら
少
し
ハ

ド
に
し
ま
し

う
か
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そ
う

う
と
後
ろ
へ
と

を
引
き

と

を
し
ま
う
と

 
ウ
リ

の

フ

デ
ス

 
と

唱
え
た
時
光
輝
く

が
現
れ
る

そ
し
て

本
の
魔
法
の
矢
を
自
分
へ
と

る
と
そ
れ

は

本
へ
と
増
え
そ
し
て
１
０
０
本
か
ら
１
０
０
０
本
や
が
て
無
数
の
数
と
な

た

 
理
 

仙
術
七
式
神
仏

殺

 

げ
た
手
の
状
態
か
ら

々
に

て
い
き
強
力
な
霊
力
で
向
か

て
く
る
矢
を

し
か
き
消

す

そ
し
て
魔
力
に
切
り
替
え

 
理
 

の

 
大
気
の
空
気
と
水
分
を
一
気
に

ら
せ

の

を
無
数
に
作
る
と
ウ
リ
エ
ル
へ
と
向
け
て
降
り

注
い
で
い
く

こ
れ
で

を
ま
た
出
し
て
く
れ
れ
ば
一
気
に

を

め
れ
る

だ
が
そ
の
予
想

は
反
し
た

 
ウ
リ

の

ア
モ
ル

 
ウ
リ
エ
ル
は

手
に
何
か
を
持
つ
と
そ
れ
を
無

別
に

る
う

だ
が
そ
の

る

た

間
に

光
の

跡
が

り
な
が
ら
無
数
の

を
全
て
弾
い
た

そ
し
て
ウ
リ
エ
ル
が

る

て
い
る
物
が

分
か

た

あ
れ
は

だ

そ
し
て
降
り
注
ぐ

が
消
え
る
と
ウ
リ
エ
ル
は

方
を
見
て
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ウ
リ

子

の

に
し
て
は
良
い
ん
じ

な
い
か
し
ら

 
理
 

あ

そ
う
な
ら

も
も
う
少
し
本
気
を
出
そ
う
か
な

 
ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
戦
い
の
間
だ
け
力
の

を

 
７
０
０
解

 
ウ
リ

 
一
気
に
自
分
の
体
に
力
が

き
上
が

て
く
る

や
は
り
こ
の
高

感
は
た
ま
ら
な
い

 
ウ
リ

そ
う
ま
だ
本
気
を
出
せ
る
の

 
理
 

こ
い
よ

散

お
前
の
そ
の
薄

ら
い

 

を

々
に

い
て
や
る
よ

 
ウ
リ

良
い
わ
や

て
み
な
さ
い

 
そ
し
て
自
分
は
空
紅
と
黒

を

手
に
持
ち
天

と
レ
ク
イ
エ
ム
を

か
せ
ウ
リ
エ
ル
は

本
の

を

え
る
と
お
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
う

 

キ
ン

ン

ン

ン

 
刀
と

が
ぶ
つ
か
り
合
い
火
花
を
散
ら
す
が

を
一

で
し
ま
い

 
ウ
リ

の

コ
ン
ウ

ニ
エ
ン
テ

ア

そ
し
て
感
じ
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な
さ
い
調
和
の

し
さ
を

 

を
出
す
と
自
分
へ
と
向
け
る

そ
し
て
巨
大
な
レ

ザ

を

ぼ

ロ

で

て
く

る 
理
 

仙
術
八
式
脱
気

 
黒

を

し

手
で
巨
大
レ

ザ

を
受
け

め
る
一
気
に
レ

ザ

を

散
さ
せ
消

さ
せ

る

だ
が
す
ぐ
に
ま
た

本
の

に
持
ち
変
え
ま
た
斬
り
か
か

て
く
る

 
理
 

お
前
ご
と
き
に
負
け
る
か

 
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
い
時
に
ウ
リ
エ
ル
は
武

を
変

さ
せ
な
が
ら
戦
う
が
自
分
も
負
け
じ
と

状

に
合
わ
せ
て
武

を
変
更
ま
た

手
に
し
な
が
ら
戦

て
い
く

 
ウ
リ

こ
こ
ま
で
と
は

正
直

き
ま
し
た
よ
で
す
が
理
久

 
兎
も
う
終
わ
り
で
す
よ

 
そ
う

い
ま
た
少
し
後
ろ
に
下
が
り
持

て
い
た
大

手
を
消
す
と

 
ウ
リ

の

 
エ

ン
ゲ
リ
ウ
ム

 
何
か
と
思

た
ら
出
し
て
き
た
の
は
ま
さ
か
の

手
で
持
て
る
小
さ
な
ハ

プ
だ

た

何
だ

と
思

て
い
る
と
ウ
リ
エ
ル
は

を
引
き

で
始
め
た
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理
 

何
だ

そ
ん
な

撃

何

だ

 
目
が
ふ
ら
ふ
ら
し
て
き
た

体
の
力
が

け
て
い
け
脱
力
感
に
襲
わ
れ
る

そ
れ
に
ウ
リ
エ
ル

が

を
引
く

に
一
定
の
リ

ム
を

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る

 
理
 

 
こ
の
ま
ま
で
は
不
味
い
と
第
六
感
が

く

だ
が
力
が
で
な
い

そ
れ
よ
り
も
眠
い

 
ウ
リ

の

ク
ラ
イ
ネ

 
ハ

プ
を

で
な
が
ら
短

を
持

て

く
り
と
近
づ
い
て
く
る

眠
く
て
つ
い
に
目
を

て
し
ま
う

そ
し
て
真

暗
な
世
界
が

が

た
が

 

 

だ
ら
し
な
い

昔
の
お
前
な
ら
そ
ん
な
小

な
ど

 

い
て
な
か

た
の
に
な

 
夢
で
聞
い
た
不
思
議
な

が
頭
に

い
て
聞
こ
え
て
く
る

 

 

思
い
出
せ
こ
う
い
う
時
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

 
理
 

 
今
の

葉
で
少
し
だ
け
だ
が
あ
る
事
が
思
い

い
た

そ
し
て
こ
ん
な
所
で
眠

て
る
訳
に
は

い
か
な
い
と
再

し
た
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ウ
リ

さ
よ
う
な
ら
理
久
兎

 
理
 

 
ザ
シ

 
ウ
リ
エ
ル
の
短

は
自
分
の
心

を

こ
う
と
す
る
が
体
を

ら
し

さ
る

置
を
ず
ら
し
た

お
陰
で
心

に
は

さ
ら
な
か

た

そ
し
て
ウ
リ
エ
ル
の

手
を

む

 
ウ
リ

な

 
理
 

あ
り
が
と
う

お
陰
で
目
が
覚
め
た
よ

 
そ
う
こ
れ
こ
そ

え
た

を
切
ら
し
て

を
断
つ
と
い
う

の
戦
法
だ

そ
し
て
ウ
リ
エ
ル

は
動

し
た
た
め
か
動
け
て
は
い
な
か

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
さ

面
を
ぶ
ち

か
れ
る
覚
悟
は
あ
る

 
よ

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
ウ
リ

が
は

 

が
出
来
な
い
よ
う
ウ
リ
エ
ル
の

体
に
空
紅
黒

天

を
突
き

す

そ
し
て
最

後
の
仕
上
げ
に
レ
ク
イ
エ
ム
を
ウ
リ
エ
ル
の

に

口
を
向
け
る
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ウ
リ

や

め
な
さ
い
理
久
兎

 
理
 

魂

を
受
け
取

て

け

 
バ
キ

ン

 
引
き
金
を
引
き
魔
弾
が

た
れ

ロ

で
そ
れ
を
受
け
た
ウ
リ
エ
ル
の
頭
は
吹

飛
び

の

が
降
り
注
ぎ
返
り

で

が

れ
る

 
理
 

勝

た
の
は

だ
よ
結
果
は
変
わ
ら
な
い
ん
だ

 
よ

 
と

て
い
る
と
奥
の

が
開
か
れ
て
い
く
の
に
気
が
つ
く

ど
う
や
ら
や

と
侵
入
者
た

ち
が
来
た
み
た
い
だ

 
理
 

 
殺
し
絶
望
を
与
え
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
侵
入
者
達
の
方
へ
と
体
を
向
け
る
の
だ

た

 
で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
し
て
こ
れ
を
読
ん
で
い
て
気
づ
い
た
者
も

い
る
で
し

う

は
い
ウ
リ
エ
ル
の
武

実
は
時
計
の
数

を
表
し
て
い
ま
す

そ
し
て
更
に
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の
武

実
は
そ
れ
だ
け
読
み
方
が
ド
イ
ツ
語
な
ん
で
す

そ
れ

外
は
全
て
ラ
テ
ン
語

に
な

て
お
り
ま
す

え

日
本
語
で
の
和
訳
を

せ
ゴ
ミ
作
者

 
え

と
無
論
ち

う
ど
出
し
た
い
と
思

て
い
ま
し
た
の
で
こ
れ
が

下
の
通
り
で
す

 

 
 
 
 

 
 
⻑

 
 
 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
分

 

 
 

 
 
短

 
 
 
時

 

 
 
 

 
 
大

手
 
 
裁
き

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
愛

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
調
和

 
Ｖ

 
 

 
 

 
 
 
 
正
義

 
Ｖ

 

 
 

 
 
 
 
凶
気

 

 
 
 

 
 
ハ

プ
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
信

 

 
 
 

 

 
 
 
死
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と
こ
ん
な
感
じ
で
す

も
し
本
編
で
間
違
え
て
い
た
ら
バ
カ
作
者
と

い
な
が
ら
ご
報
告
く

だ
さ
い

な
お

は
ま
だ
出
て
い
な
い
の
で
秘
密
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

ま

ど
う
し
て
こ
う

な

た
の
か
は
い
つ
か
ま
た
キ

ラ

を
書
く
と
き
等
に
話
し
た
い
か
な
と
思

て
お
り
ま
す

の
で
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い

そ
れ
で
は
⻑
く
な
り
ま
し
た
が
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

サ
ラ

バ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
３
９
７
話
 
玉
座
の
間
に
て

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

⻑
い

間
が
終
わ
り
よ
う
や
く
ま
た
土
日
を
無
事
迎
え
れ
た
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

い
や
は
や
良
か

た
良
か

た

さ
て
さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編

へ
ど
う

 
光
が
指
す

よ
う
や
く
侵
入
者
達
が
や

て
来
た

そ
れ
も

度
良
か

た

こ
の
雑

で

ウ

ミ
ン
グ
ア

プ
が
出
来
た
所
だ
か
ら

 
理
 

や

と
来
た
ん
だ
待
ち
く
た
び
れ
た
よ

 
霊
夢

あ
ん
た
そ
れ

 
ロ
リ

死
体

 
理
 

ん

あ

ご
め
ん

こ
の

を

け
る
時
間
を

 
取
れ
な
く
て
さ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
の
天
使
は

方
の
仲
間
じ



 第３９７話 玉座の間にて

 
仲
間

ふ
ざ
け
る
な
こ
ん
な
の
が
仲
間
だ
と
か
ど
う
や

た
ら
そ
の

え
に

る
の
や
ら

そ

れ
に
仲
間

仲
間
と
し
つ
こ
い
奴
だ

 
理
 

前
々
か
ら

ら
も
し
つ
こ
く
仲
間

仲
間

仲
間

て

 

う
け
ど
さ

の

り
に
い
る
の
は
仲
間
じ

な
く

 
て
た
だ
の

だ
よ

て
る
意
味
は
分
か
る
か

 
な

 

女

本
当
に
聞
い
て
て
イ
ラ
つ
く
わ

あ
ん
た
の
そ
の

 
い
方
は

同
じ
従
者
を
持
つ
者
と
し
て
そ
う
い
う

 

い
す
る
あ
ん
た
は
絶
対
に
許
さ
な
い
わ

 
理
 

い

キ
が
意
気
が
る
な
よ

も

と

験
を
積

 
み

し
て
か
ら
物
を

え
よ

 

を

せ
て

い
女
だ
け
あ

て
す
ぐ
に
カ

と
な

て

で

き
き
ろ
う
と
す
る
が
蓮
に

よ

て

め
ら
れ
る

こ
い
つ
こ
こ
ま
で
来
て
争
う
気
が
な
い
の
か

 

女

ち

と
何
す
ん
の
よ

 
蓮
 

ち
着
い
て
く
だ
さ
い
天
子
さ
ん
も
知

て
い
る
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で
す
よ
理
久
兎
さ
ん
は
常
に
挑
発
を
し
て

静
さ
を

 
失
わ
せ
て
戦
う
の
が
彼
の
戦
い
方
で
す
あ
ま
り
気
持

 
ち
を
高
ぶ
ら
せ
る
の
は
良
く
な
い
で
す
よ

 
刀
女

蓮
さ
ん
の

う
通
り
で
す

一
時
の
激
情
に
身
を
任

 
せ
れ
ば
理
久
兎
様
の
思
う

で
す

 
蓮
や
刀
を

え
る
お
か

の
女
に
説

さ
れ
た

子
女
は
暴
れ
る
の
を

め
る

こ
う

い
う
の
を
見
る
と

や
り
合
お
う
と
い
う
意
気
込
み
が
白
け
ち
ま
う
じ

な
い
か

こ
い
つ
ら

は
空
気
が
読
め
な
い
の
か
よ

 
理
 

何

戦
う
気
が
な
い
な
ら
消
え
て
く
ん
な
い

は

 
今
無
性
に
戦
い
た
い
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
も
う
こ
ん
な
事
は

め
ま
し

う

 
こ
れ

上
戦

て
何
が
あ
る
ん
で
す
か

 
理
 

決
ま

て
る
で
し

絶
対
神
と
し
て
の

つ
の

子

 
に
座
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
こ
そ
新
た
な
世
界
で
は
必

 
要
の
な
い
者
達
を

ゴ
ミ
を
掃
除
し
よ
う
と
し
て
い



 第３９７話 玉座の間にて

 
る
ん
じ

な
い

 
そ
う

う
と
皆
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な

を
す
る

す
る
と
ど

か
で
見
た
こ
と
の

あ
る
⻑

の
女
性
は
口
を
開
き

 
⻑

御
師
匠
様

そ
の
先
に
あ
る
の
は
恐
ら
く
も
う
後

 
り
出
来
な
い

の
道
で
す
わ

 
理
 

だ
か
ら
何
だ
よ

別
に
良
い
じ

な
い

ろ
大

迎

 
だ
よ

 
口
を
開
け
た
と
思
え
ば
下
ら
な
い
説
教
か

れ
て

う
こ
と
し
か
出
来
な
い
や

こ
い
つ
ら

戦
う
気
が
な
く
た
だ
説
教
を
し
に
き
た
だ
け
な
ら
さ

さ
と
帰

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ

 
理
 

そ
れ
で

ど
う
す
る
の
さ

と
殺
り
合
う
の

そ
れ

 
と
も

を

い
て
逃
げ
て
世
界
が

す
る
様
を

 
見
て
指
を

え
な
が
ら
絶
望
す
る
か

さ

選
べ
よ

 
侵
入
者
共
あ

も
し
後
者
を
選
ぶ
な
ら

は
何
に
も

 
し
な
い
で
帰
し
て
あ
げ
る
け
ど

 
挑
発
を

め
て
そ
う

う

も
う
こ
の
挑
発
に
引

掛
か
ら
な
い
な
ら
本
当
に
た
だ
帰
す
だ
け
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だ

そ
の
代
わ
り
負
け

と
い
う

名
は
持

て
も
ら
う
か
も
し
れ
な
い
が
な

そ
し
て
そ
の
挑

発
に
対
し
て
蓮
が
口
を
開
く

 
蓮
 

前
者
を
選
び
ま
す

そ
し
て
理
久
兎
さ
ん
今
度
こ
そ

 

方
を
救

て
せ
ま
す

 
こ
ち
ら
に
向
か

て
刀
を

え
そ
う

う
と
そ
れ
に
続
き

 

女

昔
に
受
け
た

は
返
す
わ
よ
理
久
兎
さ
ん

 
魔
女

同
感
だ

 

女

り
神
を
バ
カ
に
し
た
天

を
少
し
受
け
て
く
だ
さ

 
い
理
久
兎
さ
ん

 
刀
女

理
久
兎
様
お
覚
悟
を

 
小
⻤

殴

て
で
も
目
を
覚
ま
せ
て
あ
げ
る
よ
理
久
兎

 
待
女

や
ら
れ
た
分
は
返
す
わ
よ

 
執
事

あ

じ

と
お

が
う
る
せ

し
な

 

 

そ
し
て

ら
わ
れ
た
従
者
さ
ん
達
も
助
け
ま
す

 

え

従
者
達
の
無

も
全
部
の
せ
て
や
る
わ
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ロ
リ

理
久
兎
お
兄
ち

ん
覚
悟
は
し
て
よ

 
少
女

理
久
兎
さ
ん

今

 
⻑

助
け
ま
す
わ

 
と
下
ら
な
く
無
意
味
な
意
気
込
み
を
し
な
お
か
つ

れ
る
ぐ
ら
い
の

葉
を

き
全
員
が
臨

戦
態

を
取

た

だ
が
や

と
や
る
気
に
な

て
く
れ
た
み
た
い
で
嬉
し
い
も
の
だ

こ
れ
に

は
つ
い
つ
い

て
し
ま
う
が
正
直
ウ
ザ
い
と
思

て
し
ま

た

 
理
 

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

救
う

助
け
る

 
目
を
覚
ま
せ
る

返
し
に
仕
返
し
に
更
に
は
天

 
果
て
に
は
覚
悟
を

更
に
は
雑

の
事
も
口
し

べ

 
る
と
は
な

聞
い
て
て
マ

で
ウ

少
し
は
加

 
減
を
し
て
遊
ん
で
や
ろ
う
か
と
思

た
が

め
た
全

 
員
こ
の
場
で

が
直
々
に
絶
望
を
味
あ
わ
せ
そ
し
て

 
死
が
ど
れ
だ
け

く
安
ら
ぎ
で
あ
る
か
を
教
え
て
あ

 
げ
る
よ

 
と

い
懐
か
ら
裏
切

た
末

を

り
変
わ
り
果
て
た
元
従
者
達
い
や
神
獣

を

つ
出
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す
と

 
理
 

神
獣

よ

に
力
を

せ

 

つ
の

は
自
分
の

葉
に
共
鳴
し
す
ぐ
近
く
を

遊
す
る
と
同
時
に
自
分
を
中
心
に
真

白

な
こ
の
玉
座
の
間
を
黒
く
シ

ク
な
デ
ザ
イ
ン
に
作
り
替
え
る

こ
れ
で
準
備
は
整

た

だ

 
理
 

さ
て
と
準
備
は

あ

で
も
ま
だ
こ
れ
だ
け
し
て
な

 
か

た

 
お

と

だ

た

だ
け

心
と
も

え
る
も
の
の
準
備
を

れ
て
い
た

口
を
開

き 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
戦
い
の
間

 
だ
け
自
身
が

と

し
た
者
は
不
老
不
死
を

与

 
さ
せ
る

 
と

く
と
懐
に
し
ま

て
あ

た

の

が
何
十

も

れ
る
と

手
の

元
が
少
し
光
と

消
え
る

 
蓮
 

な

 

女

彼
奴
は
何
を
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女

私
達
を
不
老
不
死

て

 
案
の
定
で
彼
女
達
は

惑

て
い
る
み
た
い
だ

見
て
い
て

い
反

で
楽
し
い
も
の
だ

 
理
 

お
前
ら
が

う
そ
の
下
ら
な
い
理
想
を

し
て
見
ろ

 
そ
し
て
分
か
ら
し
て
や
る
よ
ど
れ
だ
け

様
ら
が
弱

 
い
か
ど
れ
だ
け
無
力
か
を
ま

も
し
も

を

服
さ

 
せ
れ
た
ら

ら
の

う
こ
と
を
聞
い
て
や
る
よ

 
魔
女

よ
く
分
か
ら

が
チ

ン
ス
だ

 

女

え

今
の
私
達
の

体
な
ら

 
良
い

脳
ミ
ソ
が

な
奴
で
あ
れ
ば
あ
る
程
本
当
の
絶
望
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
こ
う

や

て
希
望
を

い
て
く
れ
る

 
小
⻤

紫

 
⻑

引

掛
か
る
の
よ

 
少
女

え

そ
れ
に
は
同
じ
で
す
理
久
兎
さ
ん
が
こ
ん
な
無

 
意
味
な
事
を
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん

 

 

同
感
で
す

何
か
こ
の
ゲ

ム
に
は
裏
が
あ
る
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だ
が
こ
う
や

て

え
を

り

ら
せ
る
勘
の
良
い

キ
は
嫌
い
だ

ゲ

ム
の
ネ

バ
レ
を

す
ぐ
に
し
て
く
る
か
ら
嫌
に
な
る

と
り
あ
え
ず

わ
ざ
と
ら
し
く

て
や
る
か

 
理
 

ク
ク
ク

さ

ど
う
し
た

な

件
に
し
て

 
あ
げ
た
ん
だ
か
ら

々
楽
し
ま
せ
ろ
よ

 
蓮
 

注
意
し
て
行
き
ま
し

う

 

女

え

 
蓮
の
一

で
全
員
は
注
意
し
な
が
ら
一

に
向
か

て
く
る

 
理
 

来
い
よ
そ
し
て

を
楽
し
ま
せ
ろ

様
ら
の
そ
の
御

 

と
い
う
理
想
の
先
に
あ
る
本
当
の
真
実
を
教
え
て

 
あ
げ
る
よ

 
こ
う
し
て
本
当
の
絶
望
を
教
え
て
や
る
た
め
に
戦
い
は
始
ま
る
の
だ

た

 
は
い
は
い
は
い

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

つ
い
に
始
ま

た
世
界
の

命
運
を

け
た
こ
の
戦
い
勝
つ
の
は
ど

ち
だ

そ
し
て
何

に
理
久
兎

は
あ
ん
な
回
り
く
ど
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い
事
を
し
た
の
か
そ
れ
は
恐
ら
く
次
回
投
稿
を
し
た
ら
分
か
る

で
す

そ
し
て
明
日
か
ら
ま

た
あ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
ご
了

を
下
さ
い

そ
れ
で
は
短
い
で
す
が
今
回
は
こ
こ
ま
で

で
す

ま
た
投
稿
し
た

に
読
ん
で
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
３
９
８
話
 
侵
入
者
達
と
の
戦
い

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
久
々
の
方
は
久
々
で
す
読
者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
か
ら
ま

た
投
稿
す
る
の
で
お
願
い
い
た
し
ま
す

で
は
で
は
本
編
へ
ど
う

 

黒
の

見
室
で
侵
入
者
達
に
ど
れ
だ
け
無
力
か
を
教
え
る
た
め
に
戦
闘
を
始
め
た

 
理
 

舞
え
黒

れ
天

 
懐
の
断
罪
神
書
物
か
ら
黒

と
天

を

ち

無

に

る

 
蓮
 

 

女

こ
の

 

女

気

 
無

無
想
の

地

 

子
を

る
女
性
は
体
に

光
が
走

て
い
る
状
態
で
不
思
議
な

を

手
に
持
ち
ノ

ド
で
自
分
へ
と
突

込
ん
で
く
る

 

女

で
や



 第３９８話 侵入者達との戦い

 
理
 

は

女
性
が
そ
ん
な

太
い

を
す
る
な
よ

 

ン

 

子
女
の

撃
を
理
久
兎
の
空
紅
で
受
け

め
る

 

女

あ
ん
た
は

あ
ん
た
は
自
分
が
や

て
い
る
事
が
間

 
違
い
で
あ
り

ず
か
し
く
い
と
思
わ
な
い
の

 
理
 

下
ら
な
い

 

ン

 
つ
ば

り
合
い
ま
で
し
て
説
教
と
は
下
ら
な
い

子
女
を
弾
き
飛
ば
し
断
罪
神
書
を
出

し 
理
 

空
紅
の
全
発
火
能
力
を
解

 
空
紅
の

状
の

を
断
罪
神
書
の
縁
に
当
て
一
気
に

り
会
わ
せ
発
火
さ
せ
巨
大
な

の

を

空
紅
の
刀
身
に

わ
せ

げ
て
い
る
と
女
共
は
騒
ぎ
始
め
た
か
と
思
う
と
逃
げ
よ
う
と
し
て
い

た

逃
が
す
も
の
か

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の

が
消
え
る
ま
で

の
能

 
力

び
に
飛
行
の
使

を
禁
ず
る
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女
性

な

ス
キ
マ
が

 

女

え

ち

 
退

を
断
ち
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て

の

を

わ
せ
た
空
紅
を
か
ま
え

 
理
 

紅
カ
グ
ツ
チ

 
地
面
に

き
つ
け
る
と

の

は
侵
入
者
共
に
向
か

て
ま

す
ぐ

つ
と
侵
入
者
達
は
紅

の

に
飲
み
込
ま
れ
た

 
聖
 

く

 
待
女

あ

 
執
事

夜

な
ん
だ
こ
の

は

 
少
女

き

 
ロ
リ

熱
い
よ

 

の
地
獄
を
侵
入
者
達
は
味
わ
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

何
せ
死

な
い
と
い
う
の
は

チ

ン
ス
で
も
あ
り
同
時
に
死
ぬ
と
い
う
逃
げ
道
を
断
ち

遠
の

し
み
を
味
わ
う
事
と
な
る

の
だ
か
ら

そ
し
て

が
消
え
真

黒
に

げ

れ
た
所
に

た
わ
る
侵
入
者
達
を
見
下
し
つ
つ

オ

バ

ト
し
た
空
紅
を
し
ま
い
な
が
ら
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理
 

お

い
生
き
て
ま
す
か

死
ん
で
ま
す
か

あ
れ

 
や
り
過
ぎ
ち

た
か
な

 
女
性

く

御
師
匠
様

 

し

れ
だ

た
の
だ
ろ
う

人
の
女
は
自
分
に
向
か

て
不
意
打
ち
で
弾
幕
を

つ
と

自
分
に
直
撃
す
る

 
理
 

グ

い

い
よ

 

み
が
あ
る

こ
れ
が
生
き
る
と
い
う
意
味
そ
し
て
こ
こ
に
自
分
が
存

す
る
事
を
現
す

れ
か
け
て
い
た
事
を
少
し
だ
け
思
い
だ
し
て
し
ま

た
た
め
こ
れ
に
は
つ
い
つ
い

に
な

て

し
ま
う

 
理
 

い

い

ク
ク
こ
れ
が
生
き
て
る
証
し
か

 
全
員

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
こ
れ
だ
よ

が
こ
こ
に
い
る
実
感
何

 
て

晴
ら
し
い

ま
さ
し
く
生
あ
る
命
ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 
ハ

 
楽
し
い
実
に
愉
快
だ

こ
い
つ
ら
は

に
と

て
手
の
上
で
道
化
す
る

し
マ
リ
オ
ネ

ト
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と
大

変
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら

 
蓮
 

う
が

 
力
を

り

り
立
ち
上
が
り
刀
を
を
持

て
蓮
が
斬
り
か
か
る
が

 

シ

 

な
く
そ
の
一
撃
を
手
で

ん
で
受
け

め
る
と
懐
か
ら
文

が
書
か
れ
た
紙
を
出
し

 
蓮
 

狗
神

 
と

名
前
を

ん
だ
か
と
思
う
と
紙
か
ら
光
が

た
れ
そ
こ
か
ら

人
の
女
性
が

と

を

え
て

 

女

死

理
久
兎

 

女

ぶ

と
ば
さ
れ
ろ

 
と

い
な
が
ら
襲
い
か
か

て
く
る

し
か
し
そ
ん
な
目
で
見
え
る
ぐ
ら
い
の

撃
な
ん
て

生
ぬ
る
過
ぎ
る

 
理
 

生
ぬ
る
い
よ
そ
ん
な

撃

 

シ

 

女
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手
で
ま
ず

こ
ろ
の

を

む
と

こ
ろ
と
蓮
を
持
ち
上
げ
る

そ
し
て
そ
の
ま
ま

イ

ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
の

様
で
回
転
す
る

 
蓮
 

ぐ

 

女

う
ぐ

 

ス

 

女

ぐ
ふ

 

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
で

ド
し
そ
れ
に

き
込
ま
れ
た

女
は
吹

飛
ば
さ
れ
る
と

み
と
な

た
蓮
と
狗
神
を
投
げ
飛
ば
す

 

女

ち

 
蓮
 

 

人
は
受
け
身
を
取
る
と
次
に

ン
ブ
レ

ド
を

え
た
執
事
が
斬
り
か
か

て
く
る
が
後

ろ
の

く
後
退
し
て

け
る
と

 
執
事

リ
ア
ル

 
悪
女

仕
方
な
い
わ

 
突
然
現
れ
た
人

が
悪
い

を

う
女
性
が
出
て
く
る
と
そ
の
女
と
共
に

撃
を
し
て
く
る
が
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け
な
が
ら
執
事
へ
と

を

つ
が
そ
の

間
に
体
を

と
変
え
て

撃
を
す
り

け
る

当
を

見
せ
る

こ
い
つ
の
体
は
ど
う
な

て
い
る
の
や
ら

だ
が

手
も

の

撃
が
当
た
ら
な
い

た
め
か
イ
ラ
イ
ラ
し
始
め
て
い
た

 
執
事

こ
い
つ

 
悪
女

い
わ

 
理
 

へ

面
白
い

だ
け
ど

そ
ん
な
デ

ラ
メ
に

 
技
を
使
え
ば
良
い

て
訳
じ

な
い
ん
だ
よ

 
と
り
あ
え
ず
熱
が
覚
め
た
空
紅
を
断
罪
神
書
か
ら
引
き

き
斬
り
つ
け
る
が
ま
た

に
な

て

撃
を

け
ら
れ
る

 
執
事

そ
う
い
う
お
前
こ
そ
な

 
雑

の
モ
ブ
風
情
が
何
を
勝
ち

た

を
す
る
の
や
ら

 
理
 

あ

そ

ル

ル
を
制
定
す
る

分
の
間
の
み
の
時

 
間
だ
け
自
分
の

手
に

手
の
能
力
そ
し
て

性
の

 
無

化
を

与

 
と
唱
え
懐
の
ポ

ト
の

を
何

か

る
と

手
で
執
事
の

も
と
を

シ

み
に
し
て
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持
ち
上
げ
る

 
執
事

な

何
だ
と

 
悪
女

何
で

が

 
い
い
反

だ

と
思

て
い
た
奴

ど
こ
う
し
た
反

を
見
せ
て
く
れ
る
か
ら
最
高
な
ん

だ 
理
 

に
は

で

手
を
し
て
あ
げ
る
よ

 

手
に
空
紅
を
持
ち
刀
身
を

の

に
当
て

 
理
 

ろ

 
一
気
に

り
発
火
さ
せ
大

発
を
起
こ
す

 
ド
ゴ

ン

 

が
は

 

リ

何
よ

こ
の

は

 

が

発
し
た
執
事
の

は

で

え
上
が
り
さ
な
が
ら
人
間

明
に
な

た

動
か
な
く

な

た
た
め
と
り
あ
え
ず

り
投
げ
た

 
蓮
 

さ
ん
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待
女

よ
く
も

 

女

蓮
の

よ

陰
陽
⻤
神
玉

 

ス

ス
ト
レ

リ
エ

 
待
女

殺
人
ド

ル

 

女

開
海
 
海
が

れ
る
日

 

人
は
自
分
に
向
か

て
お
遊
び
で
使
う
は
ず
の
弾
幕
を
無
数
に

て
く
る

そ
ん
な
子

だ
ま
し
の

撃
で
何
が
で
き
る
の
や
ら
と
思
い
下
ら
な
く

い
が

れ
る

空
紅
を
断
罪
神
書

に
し
ま

中
か
ら

を
生
や
し

ば
た
か
せ
突
風
を
起
こ
し
正
面
か
ら
向
か

て
く
る
ス

ル
を

し
返
し
更
に
ナ
イ
フ
は

手
で

り

い
巨
大
な
陰
陽
玉
は

の

様
で

で

り
飛
ば
し

そ
し
て
し
ま
い
に
は
魔
法
使
い
が
の

に
よ
る
突
進
を
し
て
き
た
た
め

手
で
頭
を

み
に
し

て

め
る

 
魔
女

な

 
理
 

こ
れ
は

お
返
し

 
ザ
シ

 
魔
女

が
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魔
法
に
よ
り
手
に

を
作
り
頭
を

し
に
す
る

を
消
し
魔
法
使
い
を

す
と
地
面
へ
と

れ

の

を
作
る

 

女

魔
理

 

女

魔
理

さ
ん

 
待
女

時
よ

ま

 
理
 

は

雷

 
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら
一

で

人
に
近
づ
き

 
理
 

と
ろ
い

 

ス

ド
ゴ
ン

ザ
シ

 

女

が
は

 

女

あ
ぐ

 
待
女

う
ぐ

 

カ
ラ

女
に
は
は

底
打
ち
を

に

き
込
ん
で
ぶ

飛
ば
し
メ
イ
ド
に
は

後
か

ら
生
え
る

に
よ
る

い

撃
を

に

き
込
み

カ
ラ

女
に
は

の
回
転
と
同
時
に

た
れ
た
回
し

り
が
当
て
吹

飛
ば
す
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女

こ
の

天
地
開

プ
レ
ス

 
巨
大
な

に

た

子
女
が
自
分
目
掛
け
て

ち
て
く
る

脳

女
が
と
思
い
つ
つ

を

え
 
理
 

仙
術
四
式

き

 
バ
キ

ド
ゴ
ン

 
た

た
の

発
の

で

子
女
の
一
撃
を

す
る

そ
れ
に
続
き
今
度
は

と
小
⻤
が

を

え
自
分
に
殴
り
か
か

て
く
る

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
上
空
か
ら
は

子
女
が
し
つ
こ

く
追
撃
を
し
て
く
る

 
理
 

ま

た
く
こ
い
つ
ら
は
物
理
だ
け
使
え
ば
勝
て
る

 

て

う
脳
を
し
て
な
い

 

女

あ
ん
た
は
一
発
は
殴
ら
れ
る
べ
き
よ

 
小
⻤

ま

た
く
だ

 

 

ご
も

と
も
で
す

 
理
 

う
る
せ

よ
雑

が

龍
終

か
ら
の

雷

 

手
を

げ
自
身
の
神
力
を

に
変
え
る
と
ま
ず
向
か

て
く
る

人
の
元
へ
高

の

間
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動
で
近
づ
き
ま
ず

を
一
撃
の

で
引
き

き
そ
し
て
小
⻤
の

を

み
そ
し
て
向
か

て
く

る

子
女
に
は

を

の
よ
う
に
し
な
ら
せ
地
面
へ
と

き
つ
け
る

 

 

キ

 

女

あ
ぐ

 
小
⻤

何

で

 
小
⻤
が
自
分
の

を

み
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
更
に
き
つ
く

め
上
げ
る

 
理
 

弱
い

弱
す
ぎ
る
何
な
ん
だ
楽
し
め
な
い
よ

 
等
と

て
い
る
と
蓮
と
お
か

の
女
が
向
か

て
く
る

ん
で
い
る
⻤
を

り
投
げ

黒

と
天

を
引
き

せ

 

ン

ン

 

撃
を
全
て
防
ぐ

あ
ま
り
に
も
つ
ま
ら
な
さ
す
ぎ

れ
て

て
し
ま
う

 
理
 

や
る
気
あ
る

 
と

う
と
お
か

の
女
は

し
そ
う
に
こ
ち
ら
を
見
る
と
数
歩
だ
け
後
ろ
へ
と
下
が
り

 
刀
女

転
生

 

心
流
転
斬

 
⻑
い
刀
を
使
い

続
の
斬
り
上
げ

撃
を
し
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る

そ
し
て
蓮
は
自
分
の
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後
へ
と
回
る
と

 
蓮
 

斬
激
 

那
斬

 

跡
が

る

ど
の

度
で
刀
を

る
い
現
れ
る

跡
と
共
に
こ
ち
ら
へ
と

シ

で
向

か

て
来
る

か

か
に

け
よ
う
か
と
思
う
と

 

女

 
殺

武

 

女

陰
陽
 
五

星
魔
除
け
の
一

り

 

か
ら
は

女
が

を

え

方
へ
と
来
て

か
ら
は

女
が
高
ス
ピ

ド
で
ラ
イ

キ

ク
を
し
て
く
る

前
後

共
に
逃
げ
場
な
し

上
へ
と
逃
げ
れ
ば
追
撃
も
さ
れ
る

こ
れ
は
逃

げ
場
な
し
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
か
ら
し
た
ら
こ
ん
な
の
簡
単
に

け
れ
る

 
理
 

あ
の
さ

綺

な
の
は

め
て
は
あ
げ
る
よ

け
れ

 
ど
さ
意
味
が
な
い
ん
だ
よ

 
神
獣

黒
に
力
を
注
ぎ
込
み
力
を

せ
と
願
う

す
る
と
神
獣

光
る
と
黒
の
能
力
が
発

動
し
自
分
は
自
分
自
身
の
影
の
中
へ
と
逃
げ
て

け
る

 
刀
女

 
蓮
 

な
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女

ち

 

女

お

と
と
と

 

人
は
自
分
が
い
な
く
な
り
急

す
る

そ
し
て

て
い
る
所
を

い
無
数
の
影

を

生
成
し

人
へ
と

撃
す
る

 
蓮
 

け
て

 
刀
女

し
ま

 

女

嘘

 

女

何

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 
上
手
く

襲
が
成

し
蓮

外
の

人
に
直
撃
し

を
吹
き
出
す

 
蓮
 

皆

 
そ
し
て
影

を
元
に

す
と

か
れ
た

人
は
地
面
に

れ
る
の
を

し
影
か
ら
で
る

今

の
光

を
み
て
皆
は
あ
り
え
な
い
と
い

た

を
し
中
に
は

 

 

う

あ
れ
は
そ
ん
な

 
魔
女

て
め

そ
れ
は
黒
の
能
力
だ
ろ
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嘘
だ
と

わ
ん
ば
か
り
な

を
す
る
も
の
も
い
た

す
る
と
復
活
し
た
魔
法
使
い
は
自
分
目
掛

け
て
魔
法
ロ

ト
を

て
き
た

ま
だ

う
か
と
思
い
つ
つ

の
指
を
合
わ
せ
つ
つ
今
度
は

神
獣

の

亜
狛

の
力
を
使
う

 

チ
ン

 
指

チ
ン
を
合

に
魔
法
使
い
の
魔
法
ロ

ト
は
自
分
が
作

た

け
目
に
入
り
消
え

た

す
る
と
今
度
は

 
ロ
リ

理
久
兎
お
兄
ち

ん

お
姉
ち

ん
を

し
ま
せ
た

 
分
の
お
仕
置
き
を
と
り
あ
え
ず
受
け
て

よ

夢

 
ご
先

様
が
見
て
い
る

 
不
思
議
な

気
の
少
女
は

つ
の
巨
大
な
影
を
出
現
さ
せ
一

に
襲
い
か
か
る

し
つ
こ

い
と
思
い
つ
つ
今
度
は
神
獣

耶
狛

の
力
を
使
い

 
理
 

小

 
と

唱
え
た

間

つ
の
影
は
見
る
陰
も
な
い
ぐ
ら
い
に
小
さ
く
な
る

そ
し
て
自
分
の

を
使
い
ハ
エ
を

く

様
で

て
打
ち
消
す

 
ロ
リ

耶
狛
お
姉
ち

ん
の
能
力
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執
事

そ
れ
に
あ
の

者

の
も

 

女

多

能
力
者

て
本
当
に

チ

ト

反
則

 
反
則

ど
こ
が
反
則
だ
と
い
う
の
だ

た
か
が
追
加
で
能
力
を

つ
使
え
る
よ
う
に
な

た

だ
け
で

そ
れ
に
ま
だ
ま
だ
本
気
な
ど
出
し
て
も
い
な
い
の
に

だ
が
彼
ら
に
彼
女
達
は
ま
だ
諦

め
て
な
ど
い
な
か

た

ま
だ
目
に
闘
志
を
持

て
い
た

侵
入
者
達
の
心
が

れ
る
前
に
聞
こ

う
と
思

た

 
理
 

達
は
何
で
諦
め
な
い
の

に
は
分
か
ら
な

 
い
し
分
か
り
た
く
も
な
い
感
情
だ
け
ど
教
え
て
く
れ

 
な
い

達
の
心
が

神
が

れ
る
前
に
さ

 
何

に
諦
め
ず
絶
望
し
な
い
の
か
と

る

す
る
と
蓮
は
立
ち
上
が
り

 
蓮
 

そ
ん
な
も
の
は
決
ま

て
ま
す
よ

 
理
 

う
何
が
決
ま

て
る
の
さ

 
蓮
 

そ
れ
は

 
と
蓮
が

た

間
自
分
の
正
面

外
を

う
よ
う
に

つ
も
の
ス
キ
マ
が
出
来
る

そ

し
て
そ
の
内
の

つ
の
中
か
ら
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少
女

理
久
兎
さ
ん
を

 
女
性

救
う
た
め
で
す
わ

 

人
の
女
性
が
現
れ
自
分
に
し
が
み
つ
き
四

を

さ
え
込
ん
で
き
た

突
然
の
事
で
流

に
ビ

ク
リ
し
て
し
ま
う

 
理
 

な

お
前
ら

 
こ
の
時
に
な

て
少
し
後

し
た
か
も
し
れ
な
い

流

に
遊
び
す
ぎ
た
か
と

 
少
女

私
達
は
元
よ
り

方
を

方
が
愛
し
た
従
者
達
を
救

 
う
た
め
に
来
て
い
る
ん
で
す

 
女
性

だ
か
ら
思
い
出
し
て
頂
戴

皆
の
思
い
や
記
憶
を

 
御
師
匠
様

 

に
何
か

さ
れ
る
感
覚
が
あ
る

見
て
み
る
と
注

が
自
分
の

に

し
入
れ
ら
れ

そ
の
中
の
薬

が
体
に
注
入
さ
れ
て
い

て
い
た

 
理
 

せ

に
気
安
く

る
な
下
等
種
共

 
こ
ん
な
間

け
な
死
に
方
な
ど
許
し
て
な
る
も
の
か

を
し
て
し
が
み
つ
く

人
を
引
き

が
そ
う
と
暴
れ
る
と
自
分
の

に

さ
れ
て
い
た
注

は
外
れ
地
面
に

ち
て

れ
る
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蓮
 

な

注

が

 
魔
女

嘘
だ
ろ

 
刀
女

そ
ん
な

 
う
る
さ
い
奴
等
だ

そ
れ
よ
り
も
四

を

え
る
こ
の

人
が
邪
魔
過
ぎ
る

黒
の
能
力
を

使
い
影
か
ら
無
数
の

を
生
成
し
そ
し
て
黒

に
天

を
出
し
自
分
の
体
ご
と
突
き

す

 
女
性

ぐ
ふ

諦
め

ま
せ
ん
わ

 
少
女

し
つ
こ
い
の
は

れ
て
ま
す
の
で

そ
れ
に

 
理
 

 
何

だ
力
が
出
な
い

体
が
ふ
ら
つ
く
目
が
回
る

こ
い
つ
ら
が
何
か
ご
ち

ご
ち

と

て
い
る
事
か
ら
推

す
る
に
毒
が
体
を

て
い
る
の
だ
ろ
う

 

女

行
く
わ
よ
蓮

 
す
る
と
蓮
が

方
へ
と
走
り
刀
を

え
て

す
る
と

カ
ラ

女
が
は

つ
の
大
き
な
光

弾
を
蓮
へ
と

ち
そ
れ
を
切
り

き
刀
に
そ
の
気
が

わ
り
つ
く

あ
れ
で
ま
さ
か
斬
る
気
か

 
女
性

や
り
な
さ
い
蓮

 
少
女

蓮
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
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蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

せ

 

す
る
が
こ
い
つ
ら
は
し
つ
こ
く

れ
な
い

そ
し
て
蓮
の
刀
の
間
合
い
に
入
る
と
刀
を

げ
て

 
蓮
 

霊

 
夢
想
天
斬

 
理
 

め
ろ

 
ピ
チ

ン

 
大
き
な

弾

と
共
に

し
い
光
と
共
に
切
り

か
れ
る

怒
り
を
覚
え
な
が
ら
目
の
前
を
光

が

み
込
む
の
だ

た

 
は
い
は
い
今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

え

会
話

式
じ

な
い
の
か

て

話
す
子
が
い
な
い
ん
で
す

い
る
と
し
て
も
団
子
や
の
お
ば

ゲ
フ
ン

ゲ
フ
ン

す
み
ま

せ
ん

も
い
ま
せ
ん
で
し
た

く
理
久
兎
の
話
が
続
き
ま
し
て

話
ぐ
ら
い
で
理
久
兎

と
は
違

た
人
の
視
点
で
の
話
が
あ
り
ま
す
と
だ
け
先
に
宣

を
し
て
お
き
ま
す

な
の
で
ご
了



 第３９８話 侵入者達との戦い

く
だ
さ
い

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次
回
も
お
願
い
い
た
し
ま
す

そ
れ

で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
３
９
９
話
 
許
し
な
し

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ま
た
眠

て
し
ま
い
こ
ん
な
時
間
に
な

て
起
き
て
し
ま

た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

リ
ア
ル
で

が

い
こ
の
状

何

な
の
だ

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
不
思
議
な
光

が

が
る

今
度
は
真

暗
な

で
は
な
く
白
い
光
の
世
界
が

す
る
と

が

不
思
議
な

が
聞
こ
え
て
く
る

 

 

あ
や
つ
の
力
と

シ
の
力
を
持
つ
子
そ
な
た
は
ど
う

 
い
う
子
に
な
る
の
か
性
格
は

そ
う
じ

な

し
く

 
皆
を
愛
せ
れ
る
子
が
良
い
の

ふ
ふ

楽
し
み
じ

 
の
う

そ
れ
よ
り
も
名
は
何
に
し
よ
う
か
創
造
す
る

 
は

り
の
な
き
理
を
創
る
神
じ

か
ら

 
何
の

だ

い
や
聞
き
覚
え
る
の
あ
る
な
ま
り
あ
る

と
語

こ
れ
は
⺟
親
の

そ
れ
に
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あ
や
つ
と
は
一
体

な
ん
だ
と
不
思
議
に
思

て
い
る
と

 

 

や
り
ま
し
た

よ

 

 

え

く
ス
キ
マ
に

 
あ
い
つ
ら
の

自
分
を
退
け
よ
う
と
す
る
者
達
の

が
す
る

こ
の
ま
ま
で
は

ま
し
て
は

な
ら
な
い

自
分
と
い
う
存

に
対
す
る
発

に
行
動
そ
れ
ら
を

ん
じ
て
許
す
も
の
か

 
理
 

 
女
性

な

 
少
女

キ

 
蓮
 

ぐ

 
自
分
を

え
る

人
を
力
任
せ
に

り

ど
き

を
上
げ
て
吹

飛
ば
す

 

女

そ
ん
な

彼
奴
ま
だ

 
魔
女

な

な
ん
ち

う
奴
だ
よ

 
理
 

お
前
ら

良
く
も

を
こ
け
に
し
や
が

て

 
許
さ
な
い

手
加
減
し
て
遊
ん
で
や

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の

し
さ
を
無
下
に
し
や
が

て
だ
が
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理
 

う

オ

 
先
程
に
打
た
れ
た
薬

が

い
て
い
る
の
か

取
り
が
ふ
ら
つ
く
目
が
回
る
そ
し
て
気
持
ち
悪

く
て

を
し
て
し
ま
う

こ
ん
な

ま
で
か
か
さ
れ
る
と
は

こ
の
毒
が
体
を

る
前
に
こ
い

つ
ら
を
皆
殺
し
に
し
て
や
る

 
女
性

も
う

め
て
下
さ
い
御
師
匠
様

 
理
 

れ

お
前
ら
ご
と
き
に
は
分
か
ら
な
い

 
よ
な

が
ど
れ
だ
け

し
ん
だ
か
を

ど
れ
だ
け

 

乱
し
た
の
か
も
さ

 
少
女

理
久
兎
さ
ん

 
何

に

は
こ
い
つ
ら
に

り
回
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

何

に

に
し
つ
こ
く

き
ま
と
う

そ
し
て
何

に

を
こ
ん
な
に
ま
で

し
め
る
の
だ

 

女

知
ら
な
い
わ
よ

あ
ん
た
の
事
情
を
私
達
に
ぶ
つ
け

 
て
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
理
 

う
る
せ

 
小
⻤

理
久
兎
も
う

め
て

こ
ん
な
事
を
し
た

て
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理
 

う
る
せ

ん
だ
よ
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
よ

 
体
は
な
ま
り
の
よ
う
に

い
が
そ
ん
な
も
の
な
ど

み
で
我

し
て
や
る

自
身
が
出
せ
る
霊

力

妖
力

魔
力

神
力
を

出
し

 
理
 

仙
術
二
十
式
真
化

 
最
後
の
仙
術
を
唱
え
る

こ
い
つ
ら
に
絶
望
を
見
せ
そ
し
て
心
を

し
て
再
起
不
能
に
ま
で
し

て
や
る

 
理
 

遊
び
も
余
興
も
全
て
が
無

だ
と

う
の
は
理
解
し

 
た
よ
だ
か
ら
こ
そ

様
ら
に
手
を

く
の
も

め
て

 
あ
げ
る

そ
し
て
今
か
ら
始
ま
る
の
は
一
方
的
な
虐

 
殺
と
知
れ

真
仙
術
 
一
式
 
絶
龍
我
天
昇

 
黒
い

が
自
分
を

み
込
む

そ
し
本
来
な
ら
ば
龍
人
と
な
る
ぐ
ら
い
で

ま
る
龍
我
天
昇
は

真
化
す
る
だ
け
で
そ
の
力
を

に
引
き
上
げ
自
分
の
本
来
の
龍
の
姿
に
変
化
さ
せ
る

 

 

そ
ん
な

理
久
兎
様
が

 

女

あ
れ
が
戦
隊
物
や
Ｒ
Ｐ
Ｇ
や
怪
獣

画
等
で
見
る
お

 
約
束
の
第

態
な
ん
で
す
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魔
女

う

あ
れ
が
か

 

女

て
感
心
し
て
る
場
合

 
ま
だ
無

話
す
る
気
力
は
あ
る
み
た
い
だ

な
ら
ば
そ
ん
な
余

も
消
し
て
や
る

を

ば

た
か
せ
⻑
い
体
は
と
ど
ろ
を

き
こ
い
つ
ら
を

み
な
が
ら

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
今
現

に
お
き
自
身
の

と

 

し
た
者
が

び
る
ま
で
力
の

を
４
０
０
解

す

 
る

 
更
に
自
分
の
力
を
解

す
る

力
を
出
せ
る
と
い
う
の
は
本
当
に
い
い
気
分
だ

⻑
く
巨
大
な

全
て
を
引
き

く

な

を

え
愚
者
達
に
突
撃
す
る

 
蓮
 

回

 
蓮
の
合

で
皆
は
キ
リ
キ
リ
で
回

行
動
を
取
り
何

け
ら
れ
る
だ
が
逃
が
さ
な
い

 
理
 

行
け

 
地
面
に

ち
て
い
る
黒

と
空
紅
と
天

を

か
せ
フ

ン
ネ
ル
の
よ
う
に

り
蓮
達
に
向

か

て

撃
指
令
を
与
え
特
に
自
分
に
一
撃
を
与
え
た
蓮
に

撃
さ
せ
る

 
蓮
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ま
さ
か
自
分
に
一
転
集
中
さ
れ
る
と
は
予
想
外
だ

た
だ
ろ
う

だ
が
蓮
を

う
よ
う
に

女

が

て
入
り

発
の

り
で
黒

と
空
紅
を
弾
き
と
ば
し
た
が

 
ザ
シ

 

女

ぐ
ふ

 
蓮
 

 
天

は
弾
き
飛
ば
せ
ず

女
の
胸
を

い
た

そ
て

女
は
光
の

子
と
な

て
消
え
る

ま
ず
邪
魔
物
は

人
消
え
た

 
蓮
 

よ
く
も

を

 

女

理
久
兎

こ

ち
を
向
き
な
さ
い

 
魔
女

く
ら
い
や
が
れ

 
理
 

ち

こ
ざ
い

 
口
に
魔
力
を

め
込
み
そ
し
て

の
よ
う
に

ち
向
か

て
く
る
弾
幕
を
打
ち
消
し
な
が
ら

撃
し
て
き
た
小
娘
共
を

撃
す
る
が
上
手
く

け
ら
れ
る

そ
し
て
霊
力
と
妖
力
を
使
い
弾
か

れ
地
に

ち
た
空
紅
と
黒

と
天

を
動
か
し
追
撃
さ
せ
る

 

女

跡
よ
ど
う
か
力
を



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
待
女

は

 
更
に
弾
幕
を

て
く
る
が

が

と
な
り

と
な

た
た
め
弾
幕
な
ん
て
も
の
そ

く
わ
け

が
な
い

す
る
と
蓮
達
が
束
に
な

て

方
へ
と
向
か

て
く
る

黒

空
紅
天

を

り

女
達
で
は
な
く
蓮
達
に
向
か

て
く

撃
さ
せ
る
が

 

女

あ
ん
た
達
し
く
じ
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
待
女

仕
方
な
い
わ

 
女
性

天

は
や
る
わ

 
そ
う

う
と

カ
ラ

女
に
空
紅
を
弾
か
れ
メ
イ
ド
か
ら
は
ナ
イ
フ
で
黒

の

道
を
ず

ら
さ
れ
見
た
こ
と
の
あ
る
女
は
天

を
何
処
か
に

プ
さ
せ
ら
れ
た

小

し
い
真

を
し

て
か
ら
に

 
小
⻤

ミ

シ
ン
グ

プ
ル

 
小
⻤
は
巨
大
化
し
自
分
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
な
る
と
殴

て
く
る
た
め
こ
ち
ら
も
殴

て
で
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
そ
の
間
に

子
女
は
無
数
の

を
出
し
そ
し
て
不
思
議
な

を

え
て
一
気
に

を

め
る
と

 

女

想
 

想

想
の
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緋
想
の

で
理
久
兎
の

体
を
斬
り
つ
け
て
く
る

し
か
も

 

女

要

 
カ
ナ
メ
フ

ン
ネ
ル

 
い
く
つ
か

を

し
フ

ン
ネ
ル
の
よ
う
に

り
ビ

ム
で

撃
し
て
き
や
が

た

 
理
 

小

し
い
真

を

 
小
⻤

や
ら
せ
な
い
よ

 

子
女
を

除
し
よ
う
と
す
る
が
小
⻤
に

え
込
ま
れ
る

そ
し
て
飛
び
回
る

を

場
に

し
て
今
度
は

ン
ブ
レ

ド
を

え
た
執
事
は

け
上
が

て
く
る

 
執
事

魔
斬

 
自
分
の

に
向
か

て

を

た

ン
ブ
レ

ド
を
使
い
一

す
る

 
理
 

ぐ

 
結

い

チ
ラ
リ
と

を
見
る
と

ご
と
斬
ら
れ
出

も
し
た
の
だ
ろ
う
が

で

さ

れ
火

の

み
が
く
る

 
執
事

行
け

 
そ
し
て
執
事
は
空
中
で

ン
ブ
レ

ド
を

え

向
け
と
な
り
不
思
議
な

え
を
と
り
な
が
ら

ち
て
い
く

何
を
す
る
気
だ
と
思

て
い
る
と
下
か
ら

人
の
女
性
が

し
執
事
の

ン
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ブ
レ

ド
を

場
に
し
て
更
に
高
く
飛
び
上
が
る
と
飛
び
上
が

た

人
の
お
か

の
少

女
は
刀
を

え

 
刀
女

人

 
現
世
斬

 
常
人
の
目
で
は
見
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
一

の
高

辻
斬
り
で
斬
り
つ
け
て
き
た

そ
し
て
今
度

は
飛
び
上
が

た
も
う

人
の

は

 

 

天

 

の
五
行
山

 
と

ス

ル
を
唱
え
る
と
巨
大
な

が
現
れ
る
自
分
の
頭
に
強

な
瓦

り
が
直
撃
す
る

 
理
 

 
ピ
シ

 

に

ビ
が
入
る

が
し
た

こ
い
つ
ら
の

の

に

ビ
を
い
れ
や
が

た

す
る
と
今
度

は

こ
ろ
が

を

え

し
て
く
る
と

 

女

怨

 
復
讐
の
一
撃

 

こ
ろ
の
一
撃
が

体
に
直
撃
し

が

が
れ

ち
る

そ
し
て
今
度
は
小
⻤
の
体
を

け
上

が
り
蓮
が
目
の
前
に
来
る
と

 
蓮
 

刀
 
無
神
一
斬
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一

の

刀
で
自
分
の

を
斬
り
つ
け
一
文

の

が
で
き

が
吹
き
出
る

 
理
 

グ

 
小
⻤

行
く
よ
理
久
兎

 
そ
し
て
最
後
の
仕
上
げ
と

わ
ん
ば
か
り
に
小
⻤
は
自
分
を
持
ち
上
げ
投
げ
飛
ば
す
と

を

一
気
に

め

 
小
⻤

三
歩

 
巨
大
で
強

な
三

撃
が
直
撃
し

が
更
に

が
れ
自
分
に

メ

を
与
え
た

 
理
 

ぐ
へ

 
吹

飛
ば
さ
れ

に
激
突
し
土

を
あ
げ
る

そ
し
て
口
か
ら
は

を
流
し
て
い
る
の
に
気
が

つ
く

ま
さ
か
こ
の

が
こ
こ
ま
で
こ
け
に
さ
れ
る
と
は
こ
れ
程
ま
で
に
こ
い
つ
ら
の
願
望
は
強

い
と

う
の
か

い
や

め
て
は
な
ら
な
い

こ
い
つ
ら
は
こ
こ
で
殺
す

す
ぐ
に
黒
の
能
力
を

使
い
体
を
再
生
さ
せ

れ
か
け
た

も
再
生
さ
せ
る

 

女

ち

ま
だ
や
る

て
の

 
執
事

お
ら

 

子
を
女
は
ふ
た
た
び

を
フ

ン
ネ
ル
を

り
執
事
は

を

ち
自
分
に

撃
を
仕
掛
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け
る
が

 
理
 

消
え
ろ

 

を

ば
た
か
せ
⻑
く
巨
体
な
体
を
し
な
ら
せ
高

の

動
を
す
る

あ
ま
り
の

さ
だ

た

の
か
侵
入
者
達
は
目
で
追
え
て
な
さ
そ
う
だ

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る

に

れ
る
者
す
べ
て
の
能
力

 
の
使

を

分
間
禁
ず
る

 
と
唱
え
と
り
あ
え
ず
ま
ず
は
自
分
を

さ
え
つ
け
た
小
⻤
を

そ
う

さ

と

後
へ
と
回

り
込
み
小
⻤
の
体
に
一
気
に

き

く

 
萃
香

ぐ

 
き
つ
く

め
上
げ
ら
れ
小
⻤
は

鳴
を
あ
げ
た

そ
れ
に
気
が
つ
き
侵
入
者
達
は
こ
ち
ら
を
一

に
向
く

 

女

こ
い
つ

 

 

待

て
い
て
く
だ
さ
い

 
執
事

が

 

人
は
愚
か
に
も
自
分
へ
と
向
か

て
く
る
が

い



 第３９９話 許しなし

 
ボ
キ

 
小
⻤

あ

 
小
⻤
の
ど
こ
か
の

を

り
力
が

け
る
の
を

す
る
と

き

く
の
を

め
て
向
か

て

く
る

人
に
向
か

て

を

ば
た
か
せ
そ
し
て

を
た
て

く
一
気
に

動
す
る

 
理
 

龍
終

 
ザ
シ

ザ
シ

ザ
シ

 

女

が
は

 
執
事

何
だ
と

 
聖
 

そ
ん

な

 

人
の
体
は

か
れ

が

水
の
よ
う
に
吹
き
出
て

れ
る

す
る
と
今
度
は
二
刀
流
と
な

て
お
か

頭
の
女
が
向
か

て
き
た
が
ハ
エ
が

ま
る
ぐ
ら
い

す
ぎ
る

 
刀
女

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

い

 
ド
コ
ン

 

を
た
て
た
状
態
の

を

り
下
ろ
し
お
か

頭
の
女
を
地
面
が

れ
る
ぐ
ら
い
の
力
で



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

す

だ
が
違
和
感
が
あ
る

生

か
く
な
い

が
上
げ
る
と
そ
こ
は

れ
た
地
面
は
あ
る
が

あ
の
お
か

頭
の
女
の
姿
は
な
か

た

何
処
に
行

た
と
思

て
い
る
と

 

女

こ
の

 

女

許
し
ま
せ
ん
よ

 
魔
女

吹

飛
べ

 
待
女

よ
く
も

を

 
邪
魔
な
小
ハ
エ

が
舞
い
こ
ち
ら
へ
と

撃
し
て
く
る
が
先
程
か
ら
思
う
が
対
し
て

く

な
い

や
れ
や
れ
と
思
い
つ
つ
黒

と
空
紅
で

撃
を
し
な
が
ら
何
処
に
行

た
の
か
と
探
す
と

自
分
を

さ
え
つ
け
た
女
達
と
最
初
に

を
追
わ
せ
た
蓮
の
近
く
に
い
た

ま
た
彼
奴
ら
か

心

の
所
で
邪
魔
を
し
て
き
や
が

て

そ
れ

の

を
く
れ
て
や
る

 
理
 

お
前
ら
は
許
さ
な
い

本
来
な
ら
心
も

し
て
か
ら

 
殺
す
が

様
ら
だ
け
は

外
と
し
て
や
ろ
う

 
ル

ル
を
制
定
す
る
俺
に

向
か

た

人
は
今
よ

 
り
不
老
不
死

与
は
無

さ
れ
る

 
そ
う
唱
え
た

人
の
不
老
不
死
を
解
く

こ
い
つ
ら
を
見
せ
し
め
に
し
て

の
奴
等
の
希
望



 第３９９話 許しなし

を

々
に

し
て
や
る

を

ば
た
か
せ
し
な
や
か
に
飛
び

を
立
て
て

を
向
け
て
邪
魔

者
達
に
襲
い
か
か
る

だ
が
蓮
達

人
は

け
目
へ
と
逃
げ
た

そ
し
て
行
か
せ
ま
い
と

こ

ろ
に
お
か

頭
女
に
ロ
リ

子
が

て
は
い
る

 
刀
女

理
久
兎
さ
ん
覚
悟

 

女

て
め

は
こ
こ
で
い

ん
死
に
や
が
れ

 
ロ
リ

お
姉
ち

ん
を

し
ま
せ
な
い
で

て

た
よ

 
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
理
 

邪
魔
を
す
る
な

 
刀
女

が
は

 
⻑
い

を

に
し
て
お
か

頭
を
ぶ

飛
ば
し
そ
れ
に
続
き

 

女

ぎ

は

 

で
引
き

き
そ
し
て

を

い

こ
ろ
を

へ
と
ぶ

飛
ば
し

 
理
 

く
た
ば
れ

 
こ
い

き

 
そ
し
て
口
に
神
力
を

め
込
み
気
玉
と
し
て

ち
ロ
リ

子
に
直
撃
さ
せ
ふ

と
ば
す

そ
れ
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よ
り
も
あ
の

人
は
何
処
に
い
き
や
が

た
と

え
て
い
る
と
消
え
た
天

が
何
処
か
で
暴

れ
て
い
る
事
に
気
づ
く

そ
こ
に
向
か

て
亜
狛
の
能
力
で

け
目
を
作
り
そ
し
て

手
で

げ

を

か
せ
る
と

人
は

界
に
い
た

 
蓮
 

な

 
少
女

理
久
兎
さ
ん

 
女
性

ま
さ
か

界
を

え
た
と

う
の

 
あ

え
た
さ

お
前
ら
に
死
と
い
う
絶
望
を
与
え
る
た
め
に
な

 
理
 

様
ら
に
逃
げ
場
な
ど
あ
る
と
思
う
な

 
口
か
ら
神
力
に
よ

て
作
ら
れ
た
光
の
ブ
レ
ス
を

い
て

撃
を
す
る
が
ま
た
何
処
か
に
逃
げ

ら
れ
た

く
の
を

め

け
目
か
ら

を
出
す
と

 

女

ま
さ
か
蓮
達
を
引
き
ず
り
出
し
て
く
る
な
ん

 
て

 
魔
女

い
い
加
減
こ

ち
を
向
け

 

女
達
い
や
邪
魔
を
す
る
小
ハ
エ
共
は
弾
幕
と
い
う

か
な
い

撃
を
し
つ
こ
く
し
て
く
る

本
当
に
し
つ
こ
い
奴
等
だ

ま
と
め

し
て
や
る
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理
 

暴
風
よ
⻯

と
な
り
て

を

ぼ
せ

 

に
空
気
を
収
束
さ
せ
る
と
空
を
飛
び
そ
し
て

を
合
わ
せ
収
束
し
た
空
気
を
合
体
さ
せ
巨

大
⻯

を
引
き
起
こ
す

そ
し
て
そ
れ
に
は
案
の
定
で

 

女

キ

 
魔
女

な

 

女

い
や

 
待
女

う
ぐ

時
よ

ま

 
ま
ぶ
小
ハ
エ
共
は
⻯

に

き
込
ま
れ
た

 
蓮
 

霊
夢

皆

 
そ
れ
に
続
き

れ
起
き
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
自
分
に

向
か
い

撃
を
し
て
き
た
愚
か
者
達

に
も

が

ん
だ

 
執
事

が

 

女

嘘
で
し

 
小
⻤

う
わ
あ

 

 

そ
ん
な
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女
性

萃
香

 
そ
う
し
て

人
も
⻯

に

き
込
ま
れ
る

そ
し
て
自
分
の
進
行
を

め
し
愚
か
者
共
を

逃
が
す
た
め
に

て
入
り
気
絶
し
た

人
も
⻯

に
飲
ま
れ
た

 
少
女

こ
い
し

 
⻯

は
し
ば
ら
く
こ
間
飲
み
込
ん
だ
者
達
を

し
め
最
後
は

し

き
込
ま
れ
た

人
は

に
激
突
し
う
な
だ
れ
動
か
な
く
な
る

こ
れ
で
邪
魔
を
す
る

達
も
少
し
大
人
し
く
な
る
だ

ろ
う

 
理
 

ふ
ん
こ
れ
で

と
ゴ
ミ
は

い
た
彼
奴
ら
の

 
意

が
ま
だ
少
し

る
な
か
で

様
ら
を
殺
せ
ば

 
絶
望
す
る
だ
ろ
う
な

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の

 
一
撃
が
入
る
ま
で
目
の
前
の

人
の
動
き
を
禁
ず

 
る

 
そ
の
一

に
よ
り
蓮
達
の
体
は
そ
の
場
か
ら
動
か
な
く
な
る

そ
し
て
口
に
神
力
を

め
光
を

収
束
さ
せ
る

 
蓮
 

こ
こ
ま
で
か

ご
め
ん
皆
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女
性

御
師
匠
様

 
少
女

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

べ

 
そ
し
て
巨
大
な
光
の
ブ
レ
ス
が

つ

こ
れ
で
や

と

し
い
や
つ
ら
が
消
え
る

そ
う

思

た
そ
の
時

 

 

さ
せ
ぬ

 
ブ
レ
ス
は
蓮
達
に
当
た
る
こ
と
な
く
急
な

度
変

で
上
へ
と
打
ち
上
げ
ら
れ
た

そ
し
て
そ

の

は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

だ

た

光
の
ブ
レ
ス
が
消
え
そ
の
者
の
姿
が

に
な
る

 

 

待
た
せ
た
の
理
久
兎

 
そ
れ
は
自
分
に
負
け
何
度
も
地
面
を

い
つ
く
ば

た

の
⺟
の
姿
だ

た

 
は
い
は
い

今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

つ
い
に

ち

ん
が
降
臨
し
ま
し
た

え

あ
ん
な
バ
カ
み
た
く
強
く
な

て
る
理
久
兎
に
勝
て
る
の
か

て

さ

ど
う

で
し

う

ど

ち
が
勝
つ
か
な
ん
て
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
よ

さ
て
さ
て
今
回
は
少
し
短
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め
で
す
が
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ

ナ
ラ
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第
４
０
０
話
 
希
望
の
光
を
持
つ
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

宿

が
ま
た
出
て
面

だ
な
と
思
い
つ
つ
宿

を
し
て
い
る
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

検
定
が
近
い
か
ら
仕
方
は
な
い
で
す
が
正
直
め
ん
ど
う
で
す

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本

編
へ
ど
う

 
ま
た
も
や
邪
魔
者
が
乱
入
し
て
き
た

ど
う
し
て
何
時
も
何
時
も

の
邪
魔
を
す
る
者
が
現
れ

る
の
だ

 

 

こ
れ
が

様
の
望
む
姿
か
い
い
加
減
に
目
を
覚
ま
さ

 
ぬ
か
こ
の
バ
カ

子

 
理
 

何
時
も
何
時
も

ど
れ
だ
け

の
前
に
入
れ
ば
気
が

 

む
ど
れ
だ
け

が

め
る
光
を

る
ん
だ

 
説
教
な
ど
聞
く
耳
持
た
ず

空
中
で
一
回
転
し
⻑
い

を
し
な
や
か
せ

の
よ
う
に
し
て

る

い

い
や

れ
て
い
る
愚
者
達
も
ろ
と
も

す
た
め
に

撃
す
る
が
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バ
キ
ン

 
当
た
る
前
に
何
か
に
ぶ
つ
か
り
⺟
親
い
や

れ
動
か
ぬ
者
達
が
い
る
地
面
に
す
ら
当
た
ら
ず
弾

か
れ
る

こ
れ
は
結
界
か

 

 

無

じ

そ
し
て
理
久
兎
も
う

め
ぬ
か

世
界

 
を
愛
し
た

様
が
こ
ん
な

 
理
 

れ

 
物
理
が
弾
か
れ
る
の
な
ら
今
度
は
光
の
ブ
レ
ス
を

い
て

々
に
し
て
や
る

ブ
レ
ス
を

き

撃
を
す
る
が
光
の
ブ
レ
ス
も
結
界
に
当
た
り
消

し
た

 

 

そ
う
か

な
ら
ば
良
か
ろ
う

様
を
こ
こ
で

さ
せ

 
て

う

理
久
兎
よ

そ
し
て
紫
よ
一
度
体
制
を

 
立
て
直
す

意
を
せ
い
時
間
は

ぐ

 
紫
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
わ

 
そ
の
一

で

ど
の
者
達
が
地
面
に
出
来
た

け
目
に
入
り
消
え
て
い

た

無
論
そ
れ
は
⻯

に
飲
み
込
ま
れ
た
者
達
も

め
て
だ

そ
し
て

た
の
は
⺟
親
た
だ

人
だ
け
だ

 

 

さ
て
あ
の
少
年
が
気
づ
い
て
く
れ
る
と
よ
い
が
の
う
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そ
れ
と
理
久
兎
よ

で
は

度
の
事
は
許
さ
れ
ぬ

 
事
を
覚
悟
せ
い
よ

 
理
 

れ

 

を
た
て
⺟
親
へ
と

撃
を
し
や

と
結
界
は

れ
る

そ
の
ま
ま

手
の

で
引
き

こ
う

と

撃
す
る
が

 

 

そ
れ
と

う
て
お
く

様
だ
け
が
そ
の
龍
の
姿
に

 
な
れ
る
と
思

た
ら
大
間
違
い
じ

 
⺟
親
の
体
を
光
が

み
込
む

そ
し
て
自
分
の

を
巨
大
な
真

白
の
手
が

さ
え
つ
け

る

見
て
み
る
と
そ
れ
は
一
目
見
た
だ
け
で
美
し
い
と
思
え
る
白
龍
い
や
自
分
と
同
じ
龍
の
姿
と

な

た
⺟
だ

 

 

シ
の
子
と
し
て

様
に
引
導
を
渡
す

 
理
 

や

て
み
ろ
無
様
に
負
け
た
く
せ
に

の
前
に
出
て

 
き
や
が

て

 
お
互
い
に

が
流
れ
る
ま
で

み

き
合
い

で
引
き

き
合
い
頭
突
き
あ
う

 

 

い
い
加
減
に
目
を
覚
ま
さ
ぬ
か
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理
 

一

一

が
う
る
せ

ん
だ
よ

の
勝
手
に
さ
せ
ろ

 
よ

 
口
に
神
力
を

め
込
み
一
気
に

つ

そ
れ
と
同
時
に
⺟
親
も
口
か
ら
ブ
レ
ス
を

き
ブ
レ
ス

と
ブ
レ
ス
が
ぶ
つ
か
り
り
合
う
と

発
を
起
こ
し

殺
さ
れ
る

 

 

く

互

か

 
理
 

 
⺟
親
は
彼
奴
ら
を
逃
が
す
た
め
に
わ
ざ
と
こ
う
し
て
戦

て
い
る

そ
の
意
味
を

せ
ば
ど
う

な
る
の
か
と
一

だ
が
想

し
た

大
方
逃
げ
た
奴
等
は
ま
た

界
に
で
も
い
る
の
だ
ろ
う

 

 

余
所
見
を
す
る
で
な
い
わ

 
理
 

し
て
な
い
よ

 

を

の
よ
う
に
し
な
ら
せ
⺟
親
を
退
け
る

そ
し
て
先
程
と
同
じ
よ
う
に
亜
狛
の
能
力
を
使

い

け
目
を
作
り

を
突

込
ま
せ
る
と
案
の
定
で

い
た

を
し
て

方
を
見
て
い
や
が

た 
理
 

雑
兵
共
が
証
拠
に
も
な
く
ま
だ
そ
ん
な
所
に
逃
げ
て

 
い
た
か
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手
で

け
目
を

え
な
が
ら
口
に
神
力
を
を

め
込
む

 

も
う
こ
ん
な
所
に
ま
で

 
妖
夢

紫
様

 
紫
 

え

 
口
か
ら
エ
ネ
ル

を

ち
こ
い
つ
ら
を

消
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 

 

 
理
 

が

 

だ

た

⺟
親
の
事
を
一

だ
が

れ
て
い
た
た
め
体
当
た
り
を
も
ろ
に
く
ら
い
吹

飛

ば
さ
れ
た

け
目
を
閉
じ
さ
せ
る
と
龍
神
は
こ
ち
ら
に

を
向
け
る

そ
し
て
ま
た
お
互
い
に

ぶ
つ
か
り
合
う

 

 

 
理
 

が

 
向
か

て
く
る
⺟
親
を

手
に
し
て
い
る
と
雑
兵
の

れ
が
こ
り
ず
に

方
に
向
か

て
く

る

ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
ら
し
く
掃
除
を
し
て
や
ら
な
い
と

を

ば
た
か
せ
暴
風
を
お

し
ゴ
ミ
を

お
う
と
す
る
が
突
然
現
れ
た
巨
大
な

い
火

が
出
来
そ
の
せ
い
で
風
が
消
え
る
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理
 

ち

 

 

だ
か
ら
余
所
見
を
す
る
で
な
い
わ

 
⺟
親
も
し
つ
こ
い
も
の
だ

⺟
親
と
ぶ
つ
か
り
な
が
ら

を
し
な
ら
せ

の
よ
う
に
し
て
雑
兵

達
に

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

 
天
子

性
に
合
わ
な
い
け
ど

地

 
一
撃

 

子
女
が
無
数
の

を
作
り
だ
し
上
が
り

の
一
撃
を
く
い

め
る

 
理
 

雷
よ

ち
ろ

 
と

て
い
る
と

子
女
の
頭
上
に
雷
が

ち
る
が
そ
れ
は
突
然
出
来
た

け
目
に
入
り

消
え
る

ま
た
女
に
邪
魔
さ
れ
た

 
理
 

よ

ち
ろ

 
空
の
空
気
を

て
つ
か
せ
巨
大
な

を
作
り

と
す
が
ま
た

け
目
に
入
れ
ら
れ
消
さ
れ

る

遠

撃
が

メ
な
ら
ば
近

で
か
た
を
つ
け
る

⺟
親
の

撃
を

け

を
た
て

蓮
達
に
襲
い
か
か
る
が

子
の
女
の

で

の
一
撃
を
防
が
れ
る

だ
が
近

ブ
レ
ス

な
ら
ど
う
退
け
る
の
か

口
に
神
力
を

め
込
み
ブ
レ
ス
を

つ
が

た
先
に

け
目
が
現
れ

消
さ
れ
る
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め
ぬ
か
理
久
兎

 
理
 

退
け

 

 

ぐ

 
⺟
親
を
弾
き
飛
ば
し
雑
兵
達
の
方
向
を
見
て
そ
こ
か
ら
空
を
見
上
げ

 
理
 

降
り
注
げ

つ
の

よ

七
星
 
龍
星

 
災

を

る
能
力
の
最
強
技

を
呼
び

せ
る

す
る
と

々
に

々
に
と

つ
の

が

方
へ
と
向
か

て
降
り
注
い
で
く
ふ

 
霊
夢

紫

 
紫
 

え

 
ま
た
邪
魔
を
す
る
気
か

そ
ん
な
事
は
さ
せ
る
も
の
か

 
理
 

が

 
邪
魔
者
に
向
か

て

を

り

撃
す
る

 
紫
 

 
だ
が
邪
魔
者
は

け
つ
つ

け
目
を

開
し

の

つ
を
消
さ
れ
た
が

り
の

つ
が

た
こ
れ
で
最
後
だ

だ
が
ま
だ
死
ぬ
運
命
か
ら
逃
れ
よ
う
と
侵
入
者
達
は

お
う
と
し
て
く
る
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理
 

行
け

の

よ

 
奴
等
を
邪
魔
す
る
た
め
に
断
罪
神
書
か
ら
自
分
の

で
あ
る
骸
達
を

す
る

 
骸

カ

カ

 
骸

カ

 
骸

カ

カ

カ

 
骸

ア

イ

 
一

だ
が

な
ん
か
違
う
奴
が
い
た
気
が
そ
ん
な
の
は
気
に
す
る
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

骸

達
は
彼
女
達
の
邪
魔
を
す
る
な
か
で
も
分

し

の
進
行
を
食
い

め
る
た
め
に
向
か

て
い

く
者
達
も
い
た

そ
ん
な
な
か
蓮
と
そ
し
て
見
て
い
る
だ
け
で
頭

を
起
こ
す
少
女
が
自
分
の
前

に
来
る

 
理
 

少
し
手
を

い
た
ぐ
ら
い
で
雑

風
情
が
勝
ち

り

 
そ
し
て
い
ち
い
ち
意
気
が
り
や
が

て

 
や
は
り
見
て
い
る
だ
け
で
頭
が

い

そ
れ
に

り
が
う
る
さ
す
ぎ
る
の
も
あ
る
が
邪
魔
者
が

多
い
の
も

る

と
り
あ
え
ず
場
所
を
変
え
よ
う
と
思
い

を

げ
遥
か
彼
方
の
空
へ
と
飛
び
立

つ

そ
う
し
て
自
分
は
遥
か
彼
方
の
空
の
先
現
代
で
は
オ
ゾ
ン

と
呼
ば
れ
る
場
所
に
た
ど
り
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つ
く

す
る
と
少
し
も
し
な
い
間
に
⺟
親
が
蓮
と
問

の
少
女
を

に

せ
追

て
き
た

 
理
 

様
ら
は
ま
だ

う
の
か
ま
だ
戦
う
と

う
の
か
も

 
う
全
て
を
諦
め
裁
定
に
従
え
ば
い
い
も
の
を

 
蓮
 

は

め
な
い

今
の

方
の
目
は

て
い
る
ん

 
で
す

だ
か
ら

方
が
後

し
な
い
た
め
に
も

は

 
い
い
え

達
は

方
を
今
こ
こ
で

め
る

 
さ
と

同
感
で
す
理
久
兎
さ
ん

 

 

と
り
あ
え
ず

発
殴
ら
れ
い
理
久
兎

 
理
 

め
る
な

 

わ
ず
に
そ
の
運
命
に
従
え
ば
良
い
も
の
を

を
立
て

を
向
け
⺟
親
達
に
襲
い
掛
か
る

⺟
親
と
ぶ
つ
か
り
合
い

み
合
い

で
引
き

き
合
い

で

き
つ
け
合
い
を

り
返
し
体
が
ボ

ロ
ボ
ロ
と
な
る
が
す
ぐ
に
自
分
と
⺟
親
は
再
生
を

り
返
す

最

こ
れ
は
ど
ち
ら
が
先
に
諦
め

る
か
の

気
勝
負
と
な
り
つ
つ
あ

た

 
理
 

ん

 
⺟
親
と
が
ぶ
つ
か
り
合

て
い
る
と

か
ら
飛
び
出
し
た
蓮
は
刀
を

え
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蓮
 

刀
 
神
楽
一
斬

 

刀
術
で
自
分
の
目
を
斬

て
き
た

流

に

い
目
を
斬
ら
れ
一

だ
が

ん
で
し
ま

た 
理
 

が

 

 

ど
り

 
ド
ゴ
ン

 
そ
こ
か
ら
⺟
親
が
コ
ン
ボ
で

に
ア

カ

ト
が
入
少
し
ぶ

飛
ぶ
が
体
制
を
建
て
直

す

こ
い
つ
ら
特
に
蓮
の

い
き
な
り
不
意
討
ち
し
て
き
や
が

て

 
理
 

様
ら

 
神
力
を
口
に

め
込
み
一
気
に

つ
が

 

 

 
⺟
親
も
光
の
ブ
レ
ス
で
対

し
お
互
い
の
ブ
レ
ス
は

殺
す
る

だ
が
そ
の

を

て
な
の

か 
蓮
 

切
り

 
案
の
定
で
斬
り
か
か

て
く
る

だ
が
二
度
も
同
じ
手
に
か
か
る
も
の
か
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理
 

く
ど
い

 

の

ば
た
か
せ
風
を
起
こ
し
蓮
を
退
け
る

こ
れ
で
邪
魔
者
が
と
思

た
そ
の
時

 
さ
と

想
起
 
恐
怖
催
眠
術

 
無
数
の
弾
幕
が
何
処
か
ら
と
も
な
く
自
分
へ
と

た
れ
る
の
を
見
る

そ
の
弾
幕
の
中
心
に
問

の
少
女
が
が
い
た

ど
う
や
ら
あ
の
少
女
が

て
き
た
み
た
い
だ

 
理
 

ち

 
ブ
レ
ス
を

め
後
退
し

を
と
る
が
頭
が

い

打
た
れ
た
薬
物
が
そ
ろ
そ
ろ
全
身
を
回

た
の
だ
ろ
う
か

だ
が
し
か
し
昔
に
何
処
か
で
あ
の
弾
幕
を
見
た
事
が
い
や
そ
ん
な

は

ど

う
い
う
事
だ

て
い
て
も
仕
方
が
な
い

殺
し
て
か
ら

え
る
の
み
だ

 
理
 

真
仙
術
六
式
六
面
神
想

修
羅

 
と

唱
え
霊
力
を
使
い
自
分
の
分
身
を

体
作
り
各
々
が

を
立
て
て
襲
い
掛
か
る

だ
が

⺟
親
も

体
に
増
え
た
自
分
達
の

を
上
手
く
回

し
て
い
く

く
く
た
ば
れ
ば
良
い
も

の
を

だ
が
そ
ん
な
中
で
も
⺟
親
は

に

せ
る
蓮
と
問

の
少
女
と
何
か
分
か
ら
な
い
話
を
し

て
い
る
の
を
聞
く

 
理
 
何
を
話
し
て
や
が
る
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等
と
思

て
い
る
と
突
然
⺟
親
は
不
可
思
議
な
行
動
に
出
た

と
ど
ろ
を

き
神
力
を

め
て

い

て
い
る
の
だ

そ
ん
な

だ
ら
け
な

え
な
ど
し
て
つ
い
に
諦
め
た
か

そ
れ
な
ら
ば
引

導
を
渡
し
て
や
る

そ
う
し
て

体
の
自
分
達
は
一

に
⺟
親
へ
と

を
た
て
襲
い
か
か

た

だ
が
そ
の

間

龍
神
は

め
た
神
力
を
一
気
に
解
き

た

 
理
 

が

 
強
い
神
力
の

撃
波
を
出
し
一

に
襲
い
か
か

た

体
の
自
分
達
は
あ
ま
り
の
一
撃
で

鳴
を
あ
げ
た

す
ぐ
さ
ま

つ
に
な
る
と
⺟
親
は
組
か
か

て
く
る

 
理
 

せ

 
だ
が
あ
れ
だ
け
の
力
を
使
え
ば
今
の
⺟
親
の
体
で
は
消

も
激
し
い
の
は
明
白
こ
の
ま
ま

し

き

て

し
て
や
る

だ
が
⺟
親
は
ま
さ
か
の
行
動
に
出
た

 

 

今
じ

 
こ
の
時
に
な

て
気
づ
く

ま
さ
か
こ
れ
は

だ

た
の
だ
と

本
当
の
目
的
は
な
ん
だ
と

え
て
い
る
と
そ
の
目
的
が
姿
を
現
し
た

 
蓮
 

金
狐
化

 
蓮
が
不
思
議
な

文
を
唱
え
る
と
体
が
金

に
輝
き

が
⻑
く
な
り
獣
の
よ
う
な
特

が
増
え
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ま
る
で
そ
の
姿
は
狐
の
獣
人
と
い
う

葉
が

合
う
姿
と
な

た

す
る
と
刀
を

え
こ
ち
ら
に

向
か

て

し
た

 
理
 

退
け

 

 

く
う

 
⺟
親
を
弾
き
飛
し

を

げ
暴
風
を
起
こ
す

 
理
 

小

し
い

 
蓮
 

く

こ
れ
な
ら
ど
う
で
す
か

 
吹

飛
ば
さ
れ
た
蓮
は

に
小
さ
な
霊
力
の

を
作

た
か
と
思
う
と
そ
れ
を

場
に
し
て

し
更
に
は

シ

を
し
た
り
と
暴
風
を

え
な
が
ら
突
き
進
ん
で
く
る

い
い
加
減
に
諦

め
ろ

 
理
 

シ

 
ゴ
ン

 
蓮
 

ぐ

ま
だ
ま
だ

 
⻑
い

を

の
よ
う
に
し
て

る
い
蓮
を

き
つ
け
る

だ
が
蓮
は

元
に
ま
た
霊
力
の

を

作
り
着
地
し
そ
の
ま
ま
真
上
に
一
気
に

し
自
分
の

に
刀
を
突
き

し
て
き
た
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理
 

が

の
体
に

な

様
が

れ
る
な

 

を

り
回
し

り

お
う
と
す
る
が
更
に
刀
を
深
く
突
き

し
て
く
る

す
る
と
突
き

し

た
状
態
の
ま
ま

 
蓮
 

で
り

 
自
分
の
頭
ま
で

シ

で
走

て
く
る

し
か
も
突
き

し
た
状
態
の
ま
ま
走
る
の
で
斬
ら

れ
た
部
分
か
ら

が
吹
き
出
る

 
理
 

こ
の

 
今
度
は
体
を
回
転
さ
せ

り

う
が
こ
い
つ
は
あ
り
え
な
い
所
に

ま
り

え
る

そ
の
あ
り

え
な
い
所
と

う
の
が
自
分
の

中
に
あ
る

だ
け

向
き
に
生
え
る

ま
た
の
名
を

を

ん
で
い
る
の
だ

 
蓮
 

お
り

 
グ

 
し
か
も
よ
り
に
よ

て
力
任
せ
に
一
気
に
引
き

が
さ
れ
る

 
理
 

あ

 

い

い

い

い

い

先
程
か
ら
⺟
親
と
の

み
つ
き
合
い
や
引
き

き
合
い
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の

メ

を

え
る

み
で
の
た
う
ち
回
る

そ
し
て
蓮
は
一
気
に
自
分
の
頭
ま
で
来
る
と

 
蓮
 

理
久
兎

こ
れ
で
最
後
だ

 
理
 

め
ろ

 

で

ん
で
引
き

そ
う
と
し
た
が

か

た

 
蓮
 

皆
信
 

心
伝
心
斬

 
ザ

 
光
輝
く

で
自
分
の
頭
を

か
れ
た

い
た
だ
そ
の
一

し
か
な
い

な
の
に
何

だ
こ
れ

は

く
な
い

む
し
ろ
何
か
不
思
議
な
何
か
が
頭
に
流
れ
込
ん
で
く
る

そ
れ
と
同
時
に
力
が

け
自
分
は
地
へ
と

ち
る
の
だ

た

 
で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

よ
う
や
く
決
着
が
つ
き
そ
う
で
何
よ
り
で

す

こ
の
ま
ま
何
事
も
な
け
れ
ば
良
い
で
す
け
ど

え

く
会
話

式
に

せ

て

後
数
話
で

る

で
す

た
ぶ
ん
で
す
が

さ
て
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
に

し
ま
し

う

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
４
０
２
話
 
行
い
は
返

て
く
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
宿

が
多
す
ぎ
て
こ
れ
終
わ
ら
な
い
ん
じ

な
い
か
な

と
思
い
つ

つ
あ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

楽
の
時
間
が
大

に

し
い
と
常
々
思

て
い
る
始
末
で

す

さ
て
さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
頭
に
光

が
流
れ
こ
ん
で
く
る

そ
れ
は
下
で
戦
う
者
達
の
思
い
そ
し
て
今
さ

き
ま
で
戦

て
い
た
蓮
や
⺟
親
や
問

の
少
女
や
皆
の
思
い
が
流
れ
て
く
る

気
づ
く
と
光
指
す
花
畑
に
自
分

は

転
ん
で
い
た

そ
れ
に
手
を

し
出
し
て
く
る
女
性
が

人
い
や
そ
れ
は
義
娘
と
思

て

い
た
紫
だ

し
出
さ
れ
た
手
を

み
起
き
上
が
る
と

に
変
え
た
亜
狛
や
耶
狛
や
黒
が
い
て

に
も

や
神
奈
子
や
諏
訪
子
が
い
た

し
か
も
皆
は

で
こ
ち
ら
を
見
て
い
た

 
理
 

あ

何

は

 
目
を
閉
じ
ま
た
目
を
開
け
る
と
体
が
熱
い

そ
う
か
負
け
地
に

ち
て
い
る
の
か

い
や
ま
だ

負
け
た
わ
け
で
は



 第４０２話 行いは返ってくる

 
さ
と

嫌
な
ん
で
す

も
う

れ
る
の
は

理
久
兎
さ
ん
に

 
嫌
わ
れ
て
も

わ
な
い
近
く
に
い
れ
る
の
な
ら

 
蓮
 

本
当
に
頑
固
で
す

 
こ
い
つ
ら
バ
カ
だ
ろ
う

頑
丈
な

や
⺟
親
の
体
な
ら

え
れ
る
が
こ
い
つ
ら
の

体
だ
と
そ

の
ま
ま
行
け
ば
大
気

に
入

た
ら
体
は

に
ま
た
は

高

で

ち
る
た
め
地
面
に

突
し
た

ら
た
だ
で
は

ま
さ
れ
な
い
と
い
う
の
に

だ
が

を
通
し

で
感
じ
る

こ
の
問

の
少
女
が

ど
れ
だ
け
自
分
を
思

て
い
る
の
か
を

 
理
 

真
仙
術
十
三
式
断
絶

 
自
分
の
体
な
ら
し
が
み
つ
く
彼
女
や
蓮
を

い

む
よ
う
に
結
界
を

る

 
蓮
 

龍
神
様

 

 

シ
で
は
な
い

 
蓮
 

じ

ま
さ
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 

れ
た

本
当
に
た
だ
た
だ

れ
た

そ
う
し
て

下
し
大
気

を

え
る
と
地
上
が
見
え
て

く
る
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理
久
兎
に
し
が
み
つ
け

 
蓮
 

く

 
さ
と

う

 
そ
う
し
て
戦

て
い
た
空
中
要
塞
に
自
分
達
は

し
た

 
ド
ゴ

ン

 
地
面
に

突
し
土

を
あ
げ
る

そ
し
て

突
し
た
た
め
か

中
に

み
が
出
て
く
る

と
り

あ
え
ず
龍
化
を
解
き

に
手
を
当
て
る
と

の
向
こ
う
で
は
皆
が
喜
ぶ

が
聞
こ
え
て
く
る

そ

し
て
思
う
何

に
自
分
は
負
け
た
の
だ
と
い
や
多
分
自
分
の
理
想
よ
り
も
彼
ら
の
願
望
や
思
い
が

勝

て
い
た
た

だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
負
け
た
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

う

が
は

 
よ
ぼ
よ
ぼ
と

取
り
が
お
ぼ
つ
か
な
い
な
が
ら
も
立
ち
上
が
り

が
上
が

た
先
に
い
る
彼
ら

を
見
る

 
蓮
 

下
が

て

 
紫
 

そ
ん
な
あ
の

で
ま
だ

 

お
い
お
い
こ
い
つ
本
物
の
化
け
物
だ
ろ
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霊
夢

ま
だ
や
る

て

う
の
理
久
兎

 
全
員
が

え
る

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
だ

て
こ
い
つ
ら
か
ら
し
た
ら

は
た
だ
の
恐
怖
の
対

象
で
物
語
で

え
ば
悪
役
な
の
だ
か
ら

そ
れ
な
ら
ば

く
後

の
な
い
よ
う
に
自
分
の

間
に

レ
ク
イ
エ
ム
を
突
き

け
発

し
自

し
よ
う
か
と
思

た

だ
が
問

の
少
女
は
立
ち
上
が
り

皆
の
前
に
立

た

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん

 
紫
 

待

て

 
だ
が
自

す
る
前
に
彼
女
に
聞
き
た
い
事
が
あ

た

そ
の
た
め
口
を
開
き

 
理
 

教
え
て
よ
何
で
そ
こ
ま
で

に
つ
き
ま
と
う

 
の
さ

は

の

だ
よ

な
の
に

何
で
さ

き

 
だ

て

 
さ
と

決
ま

て
ま
す

方
に

れ
そ
し
て
愛
し
た

 
神
だ
か
ら
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

は
お
前
な
ん
か

お
前
な
ん
か

ぐ

 

い

い

い

い

い

頭
が

れ
る
よ
う
に

い

何

に
こ
こ
ま
で
惨
め
な
気
分
に
な
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る
の
だ

何

に
そ
ん
な

れ
む
よ
う
な
目
で
こ
い
つ
ら
は
見
て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

う

何
を

 
あ
り

な
い

意
味
が
分
か
ら
な
い

理
解
が
出
来
な
い

少
女
は
さ

と
近
づ
き
キ
ス
を
し

て
き
た
の
だ

 
理
 

ん
ん
ん

 
さ
と

は

 
⻑
い
キ
ス
が
続
き
流

に
引
き

す

ど
う
し
て
こ
ん
な
真

を
す
る

 
理
 

は

は

お
前
何
を

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
が

方
に
対
し
て
の
私
の
気

 
持
ち
な
ん
で
す
だ
か
ら
思
い
出
し
て
下
さ
い

 
理
 

馬
鹿
な
行
動
を
し
て
馬
鹿
な
発

ぐ

 
何

だ

知
ら
な
い

な
の
に
記
憶
が

か
び
上
が

て
く
る

楽
し
か

た
思
い
出
や
彼
女

の
た
め
に
怒

た
事
そ
れ
か
ら
自
分
に
向
か

て
告
白
を
し
て
く
れ
た
事
そ
れ
ら
を

れ
て
い
た

記
憶
が

か
び
上
が

て
く
る

今
な
ら

え
そ
う
だ
彼
女
の
名
前
を
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理
 

さ

と
り

 
さ
と

そ
う
で
す

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

は

は

ぐ

や

と
思
い
出
せ
て
来
た

 
よ

何
で

れ
て

い
た
ん
だ
ろ
う

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
今
度
は

き
つ
い
た

こ
ん
な
に
も
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の
だ
か
ら

め
て

し
い
の
だ
が
し
か

し
心
地
の
よ
い
温
度
だ

だ
が
そ
ん
な

せ
は
恐
ら
く
自
分
に
は
許
さ
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い

後
か
ら
殺
気
を
感
じ
た
の
だ
か
ら

 
理
 

ち

 
ド
ン

 
さ
と

き

 
さ
と
り
を
突
き
飛
ば
し

で

む
そ
し
て

 
ザ

 

体
を
何
か

い

が

き

が
吹
き
出
る

後
を
見
る
と
そ
こ
に
は
真

白
の

白
の

を
持
つ
女
性
が
い
た

そ
れ
は
ウ

ミ
ン
グ
ア

プ
と
い
う
目
的
で
殺
し
た

の
ウ
リ
エ
ル
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だ

た

 
ウ
リ

う
ふ
ふ
ふ
ふ

理
久
兎

知

て
る
か
し
ら

今
の

 
現
世
で
は
や
ら
れ
た
の
な
ら
や
り
返
さ
れ
る

て

 
う

葉
が
あ
る
み
た
い
よ

 
理
 

て
め

生
き
て

 
紫
 

彼
奴
は

 

 

な

嘘
じ

何

何

に
生
き
て
お
る
の
じ

 
ウ
リ
エ
ル
様

か
に
あ
の
時
に

シ
が
心
の

 
を

い
た
の
に
何

 
聞
い
て
い
る
と
⺟
親
い
や
お
ふ
く
ろ
が
珍
し
く

て
る

ど
う
い
う
事
だ

そ
れ
に
様
つ

け

て

 
ウ
リ

あ
ら
あ
ら
オ
ル
ビ
ス
じ

な
い
こ
う
し
て

女
と
話

 
を
す
る
時
が
来
る
な
ん
て

 
さ
と

よ
く
も
理
久
兎
さ
ん
を

 
ウ
リ

そ
れ
は

方
の
台

よ

私
の
可
愛
い
孫
を
娘
を
よ



 第４０２話 行いは返ってくる

 
く
も

し
て
く
れ
た
わ

な
者
共
が
こ
れ
も
あ

 
れ
も
全
部
彼
奴
等
の
特
に

ル
フ

ゴ

ル
が

 
近
く
で

と
う
る
さ
い
女
だ

 
理
 

ぎ

ぎ

う
る
せ

よ
底

 

 

そ
れ
と
間
違

て
お

た
の
は
そ
な
た
の
思
想
じ

 

シ
ら
意
外
を
家

と
し
よ
う
と
し
た
そ
の
世
界
は

 
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

 
ウ
リ

そ
う

理
久
兎
も
オ
ル
ビ
ス
も
や

り
私
を

絶

 
す
る
の

な
ら
ば

も
私
を

絶
し
な
い
そ
し

 
て
が
私
を

え
る
世
界
を
私
が
作
る
の
み
よ

 
そ
う

う
と
ウ
リ
エ
ル
は
懐
か
ら
禍
々
し
く
光
輝
く
水

を
出
す

一
目
見
て
嫌
な
予
感
が
す

る

そ
れ
は
自
分

外
の
皆
も
思

た
の
か

 
蓮
 

ま
ず
い

 
霊
夢

め
る
わ
よ

 
ウ
リ

ふ
ふ
ふ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

さ

進
化
の
秘
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よ
私
と
そ
し
て
理
久
兎
と
そ
の
従
者
を
取
り
込
み
世

 
界
の
新
た
な
創
造
神
を
作
り
な
さ
い

 
体
が

い
熱
い

し
い
何
よ
り
も
目
の
前
が
真

暗
に
な

て
い
く

こ
れ
が
自
分
の
や

て

き
た
報
い
か

 
理
 

が

 

鳴
を
あ
げ
る
と
目
の
前
は
真

暗
に
な

た

そ
し
て
そ
ん
な
光

を
少
し
遠
く
か
ら
見
守

る
者
が
い
た

 

 

進
化
の
秘

何

あ
い
つ
が
あ
れ
を
持

て

 
い
る
の
か

ふ
わ

 
そ
の
者
は
怪
物
へ
と
変
わ
る

な
天
使
を

め
な
が
ら
あ
く
び
を
す
る

 

 

も
し

俺
の

を

そ
う
と
す
る
の
な
ら
そ
の
時

 
は

す
か

 
と

き
戦
い
を

め
る
の
だ

た



 第４０２話 行いは返ってくる

 
そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

え

最
後
の

の
奴
は
何
処
の

か

て

さ

で
し

う
か
検
討
つ
き
ま
せ
ん

ま

ま

次
回
に
分
か
る
と
思
い
ま
す

多

分

い
や
き

と
そ
し
て
理
久
兎

が
現

気
絶
し
た
か
何
か
で
視
点
か
ら
外
れ
た
た
め
別
の

者
ま

最
後
に
出
て
き
た
奴
の
視
点
を
次
回
か
ら
見
せ
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で

は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
４
０
３
話
 
本
当
の
災
い
を
呼
ぶ
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
宿

を

け
よ
う
と
奮
起
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か

し
全
然
終
わ
る
気

が
な
い

ど
う
し
て
く
れ
よ
う
か

失
礼
そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
は

め
に

し
て
本
編
へ
ど
う

 
蓮
達
と
理
久
兎
が
戦
う
数
時
間
ぐ
ら
い
前
に

る

龍
神
の

に
よ

て
要
塞
に

を
開
け
た

場
所
か
ら

人
の
男
が
侵
入
し
て
い
た

 
怠
惰

い
や
は
や

人
里
で
み
た
ら
し
団
子
を
買
う
た
め
に

 
店
員
と
直
談
判
し
て
た
ら

く
な

ち
ま

た
な

 
そ
れ
に
し
て
も

ち

ん

た
ら
こ
れ
ま
た
派
手
に

 

を
開
け
ち

て
ま

 
そ
う
そ
の
男
こ
そ
蓮
達
に
救
い
の
一
手
を
与
え
て
い
た
怠
惰
だ

そ
し
て
思
う
だ
ろ
う
あ
の
防

衛

を
ど
う
や

て

け
た
の
か
と
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天
使

し

 
ザ
シ

 
怠
惰

う
る
さ
い
な

て
ろ
天
使
モ
ド
キ
が

 
常
人
に
は
何
が
起
こ

た
の
か
等
も
は
や
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う

何
せ
一

い
や
ま
ば
た

き
を
す
る
よ
り
も

く
天
使
モ
ド
キ
の

を

り
取

た
の
だ
か
ら

 
怠
惰

ど
う
し
よ

か
な

前
み
た
い
に

楽
室
か
ら

し

 
て

憤
ば
ら
し
し
よ
う
か
い
や
で
も
懐
か
し
い
な

 
過
去
に
天
使
達
の
職
場
が
あ
ま
り
に
も

イ
ト
過
ぎ
る
の
に
ム
カ
つ
き
仲
間
達
総
出
で

楽

室
を
全
部

し
た
事
を
懐
か
し
む

 
怠
惰

ま

当
に
歩
け
ば
運
命
は

り
会
え
る
か

 
と

き
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
き
始
め
た

そ
う
し
て
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
い
る
と

 
ド
ゴ

ン

 

発

が

き
渡
る
の
を
聞
く

ど
う
や
ら

発
の
あ

た
所
に

か
い
そ
う
だ

ふ
ら
ふ
ら

と
歩
き

を

い
な
が
ら

発
が
あ

た
場
所
へ
と
行
く
と
そ
こ
は

楽
室
が
あ
る
場
所
だ

た

し
か
も

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

に
大
き
な

が
空
い
て
い
た
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怠
惰

う
わ

 

が
や

た
ん
だ
か

し
か
し
良
い

ン
ス
だ
恐
ら
く
ま
だ
自
分
が
い
た

が
あ

た
と
し
た

ら
こ
れ
を
や

た
奴
は
す
ぐ
に
兵
⻑
か
ら
始
ま
る
エ
リ

ト
コ

ス
は
行
け
る
だ
ろ
う
と
思
い
な

が
ら

く
と
蓮
や
見
た
こ
と
の
な
い

子
を

た
ロ
リ
が
い
て

方
へ
と
向
か

て
き
て
い

た 
怠
惰

体
感

度
チ

ン

 
能
力
に
よ
り

り
の
体
感
時
間
を
変
え
五
感
で
の

が
出
来
な
い
よ
う
に
し
て

に

り

く
と
蓮
達
は

子
を

た
ロ
リ
に
つ
い
て
い
き
消
え
て
い

た

 
怠
惰

ふ

ん

い
て
い
く
か

 
と
り
あ
え
ず
着
い
て
い
く
か
と
思
い
つ
い
て
い
く
と
動
力
室
ま
で
や

て
来
る

こ
こ
ま
で

と
せ
た
の
か
と
思
い
少
し
感
心
し
た

す
る
と
蓮
達
は
救
助
活
動
を
始
め
る
と
同
時
に
仲
間
が
ど

う
と
か
理
久
兎
が
ど
う
と
か
と
話
始
め
た

 
怠
惰

仲
間

 
懐
か
し
い
記
憶
を
思
い
出
す
自
分
を

め
た

人
で
戦
い
バ
カ
を
し
て
い
た
事
を
だ
が
こ
い

つ
ら
み
た
い
に
そ
こ
ま
で
仲
間
意

は
な
か

た
が

と
い
う
か
こ
い
つ
ら
の

て
る
こ
と
は
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聞
い
て
て
綺

事
す
ぎ
て
頭
が

く
な

て
き
た

 
怠
惰

み

め
買

て
こ
よ
う
か
な

 
等
と
思

て
う
つ
ら
う
つ
ら
と
眠
気
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な

て
い
る
と
蓮
達
は
動
き
出
す

 
怠
惰

や

と
動
い
た
か

さ
て
お
団
子
食
べ
よ
う

分
が

 

ち

 
こ
の
異
変
の
最
中
な
た
め
店
を
閉
め
て
い
た
団
子

に

り
込
み
直
談
判
ま
で
し
て
手
に
入
れ

た
み
た
ら
し
団
子
を
取
り
出
し

ク
リ
と
口
に

る

老

の
昔
な
が
ら
の
こ
の

じ

い

の
味
と
モ
チ
モ
チ
と
し
た
弾
力
の
ハ

モ
ニ

こ
れ
を
不
味
い
と

え
る

が
な
い

 
怠
惰

し
ま

た

お

が
な
か

た

 
お

が
な
い
事
に
気
が
つ
く

気
分
的
に
そ
し
て
お

け
は
み
た
ら
し
団
子
な
ら

う
じ

も
し
な
い
な
ら
最
悪
緑

か

が
飲
み
た
い

現
代
社
会
に
い
る
せ
い
で
自
販
機
は
な
い
か

と
キ

ロ
キ

ロ
と
探
し
て
し
ま

た

 
怠
惰

な
い
か

 

生
め

マ

で
自
販
機
す
ら
置
い
て
い
な
い
こ
の
要
塞
を

々
に

し
て
や
ろ
う
か
と

思

た
自
販
機
ぐ
ら
い
置
い
て
お
け
よ
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怠
惰

て
あ

彼
奴
ら
の
事
を
す

か
り

れ
て
た
ど
こ

 
行

た
ん
だ
ろ

 

に
雷
を

わ
せ
ゴ
ミ
を

や
し

に
変
え
る
と
立
ち
上
が
り
ま
た
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
き
始
め

る 
怠
惰

お

い
何
処
で
す
か

死
ん
で
ま
す
か

 
ま

死
ん
で
た
ら
死
人
に
口
な
し

て

う
か
ら

は
発
し
な
い
と
は
思
う
が
と
り
あ
え
ず
そ

ん
な
事
を

い
な
が
ら
ふ
ら
ふ
ら
と
ふ
ら
ふ
ら
と
自
由
気
ま
ま
に
歩
く

そ
し
て
歩
い
て
い
て
思

い
出
す
大

ぶ

て
る
奴
は
玉
座
の
間
に
い
る
と

 
怠
惰

か
玉
座
の
間

て
何
処
だ

た
か
な

 
等
と
思
い
な
が
ら
方
向

な
が
ら
に

当
に
運
に
任
せ
て
歩
く

す
る
と

 

 

 

び
が
聞
こ
え
る

こ

ち
か
な
と
思
い
な
が
ら
歩
く
と
デ
カ
イ

が
あ

た

 
怠
惰

そ
う
そ
う
こ
こ
だ
こ
こ
だ

 

を

く
り
と
開
け
て
中
へ
と
入
る
と

ち

ん
が
蓮
と
さ
と
り
を

せ
て
空
へ
と

ば
た

き

の
者
達
は
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
な
奴
と
対

ま
た
は
空
か
ら

る

を
食
い

め
て
い
た
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怠
惰

や

て
る
や

て
る
頑

れ
頑

れ

ク
ソ
食
ら
え

 
な
希
望
に
向
か

て
フ

イ
ト

 
安
全
地

で
あ
ろ
う
部

の

に
行
き

転
が
り
な
が
ら

め
る

時
々
こ
ち
ら
に
向
か

て

く
る
弾
幕
は

光
で
消

さ
せ
な
が
ら
彼
ら
彼
女
達
の
戦
い
を
た
だ

め
る

そ
ん
な
事
を
し
て

い
る
と
上
か
ら
理
久
兎
達
が

こ
ち
て
き
た

 
怠
惰

お
や
お
や
や

と
終
わ

た
か

 
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら

め
る

だ
が

問
に
思
う
理
久
兎
が
つ
る
ん
で
い
た
天
使
は
何
処

に
い
る
ん
だ
と

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
も
う
最
後
の
感
動
の
場
面
と
は
な
ら
な
か

た

 
理
 

が
は

 

後
か
ら
何
者
か
に
理
久
兎
が

さ
れ
た
か
ら
だ

見
て
み
る
と
あ
れ
は

 
怠
惰

あ
れ

生
き
て
た
ん
だ
彼
奴
し
ぶ
と
い
な

 
昔

ち

ん
に
手

さ
れ
て
心

を

さ
れ
た
ウ
リ
エ
ル
が
い
た

流

は

て
も
大
天

使
だ

す
る
と
ウ
リ
エ
ル
は
玉
を
い
や
彼
奴
が
持

て
い
る

も
な
く
ま
し
て
や
使
う
べ
き
で
な

い
物
を
取
り
出
し
た

 
怠
惰

進
化
の
秘

何

あ
い
つ
が
あ
れ
を
持

て
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い
る
の
か

ふ
わ

 
持

て
い
る
と
い
う
事
に
対
し
て
は
全
然
興
味
は
な
い

だ
が
何

あ
ん
な

ま
み
れ
と
な

て
い
る
過
去
の

物
が
出
て
く
る
の
だ

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
ウ
リ
エ
ル
は
理
久
兎
を
そ

の
従
者
を
飲
み
込
み
お

ま
し
い
怪
物
へ
と
変

し
た

 
怠
惰

も
し

俺
の

を

そ
う
と
す
る
の
な
ら
そ
の
時

 
は

す
か

 
こ
れ
は

ち

ん
そ
し
て

ち

ん
が
作

た
こ
の
世
界
の
住
人
達
問

で
あ
り
自
分
自
身
の

問

で
は
な
い

あ
く
ま
で

・理
・久
・兎
・達

は
だ

ウ
リ
エ
ル
と
い
う
か
天
使
達
は
元
々
は
自
分
を

め
て

や
古
代
魔
族
達
に
と

て
の
因
縁

手
だ

こ
い
つ
ら
に
や
ら
せ
る
の
は

が

す
ぎ

る

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

ち

ん
が
怪
物
と
変
わ

た
ウ
リ
エ
ル
に

収
さ
れ
そ
う
に

な

て
い
た

 

 

助
け
て
怠
惰

 
あ
の
状
態
は
も
う
ピ
ン
チ
と
判
断
し
た

こ
の
ま
ま
行
け
ば

は
理
久
兎
と
同
じ
二
の
舞
に
な

る
だ
ろ
う

い

を
あ
げ
て
立
ち
上
が
り
体
の
間

や
ら
を

ば
す

 
怠
惰

は

人
の

に
手
を
出
し
や
が

て
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自
身
の
神

シ
レ
ン
テ

ウ
ム
を
取
り
出
し
そ
し
て

を

む
ウ
リ
エ
ル
へ
と
一

で
近
づ

き 
ザ
シ

 

を
切
り

き

を
救
出
す
る

 
ウ
リ

え

キ

 
ウ
リ
エ
ル
の
断
末
魔
の

鳴
が
こ
だ
ま
す

そ
し
て
そ
ん
な
ウ
リ
エ
ル
を

み
な
が
ら

 
怠
惰

人
の

を
何

そ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
雑

天

 
使
が

 
と

き

て
る
よ
う
に
そ
う

う
の
だ

た

 
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま
す

次
回
か
ら
ま
た
あ

ち
を
何
話
か
投
稿
し
ま
す
の

で
お
願
い

し
ま
す

 

え

世
界
そ
こ
に
住
む

達
と
み
た
ら
し
団
子
ど

ち
が
大
切
な
の
か

て

無

論
み
た
ら
し
団
子
の
方
が
天

に
か
け
た
ら

い
で
す

え

何
々

そ
れ
じ

ち

ん
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と
み
た
ら
し
団
子
ど

ち
が

い
か

て

ハ
ハ
ハ

秘
密
で
す

あ

因
み
に
み
た
ら
し
団

子
は
団
子
の
中
だ

た
ら
断
ト
ツ
で

き
な
だ
け
で
す

一
番

き
な
の
は
和

子
な
ら

大

が

き
で
す

そ
れ
で
は
こ
ん
な
何
を

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
後
書
き
は
こ
こ
ま

で
で
す

ま
た
投
稿
し
た

は
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
サ
ラ

バ



 第４０４話 災い降臨

 
第
４
０
４
話
 
災
い
降
臨

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様

ル

ブ
ブ

の
お
気
に

す
ま
ま
に
が

き
す
ぎ
て

画
を
買

て

し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

く
次
の

も
買
い
た
い
け
ど
少
し
お
金
に
余

が
な
い
の

が

で
す

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
た
だ
た
だ
お

ま
し
く
変
わ
り
果
て
断
末
魔
の

鳴
を
上
げ
た
元
大
天
使
⻑
を
見
下
す

 
ウ
リ

様

様
は

ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る

 
怠
惰

ど
う
し
て

て

 
ど
う
し
て
と

わ
れ
て
も
語

力
皆
無
な
自
分
に
ど
う
説
明
し
ろ
と

う
の
だ

 
ウ
リ

こ
こ
は
も
う
私
の
世
界
よ
ど
う
や

て
入

た

 
こ
れ
な
ら

く
説
明
が
出
来
そ
う
で
助
か
る

天
使
に
し
て
は
気
が

く
じ

な
い
か

 
怠
惰

い
や
最
初
か
ら
い
た
ん
だ
け
ど

 
ウ
リ

な
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霊
夢

あ
ん
た

ま
さ
か
ず

と
後
を

 
怠
惰

そ
う
だ
よ

こ
こ
に
侵
入
し
よ
う
と

達
が
特

を

 
仕
掛
け
て
か
ら
ず

と
後
を
つ
け
て
見
て
た
け
れ
ど

 
い
や
は
や
本
当
に
反

が
出
る
ぐ
ら
い
下
ら
な
い

 
を
見
せ
ら
れ
て
頭

が
し
た
か
ら

回

み

め
を

 
持

て
こ
よ
う
か
と
思

た
ぐ
ら
い
だ
よ

 
と

う
が
実

は
神
社
で
ゲ

ム
し
な
が
ら

守
番
す
る
の
に

き
て

い
も
の
が
食
べ
た

く
な

た
か
ら
人
里
に
行

て
団
子

に
直

り
込
ん
で
直
談
判
し
団
子
を
買

て
か
ら

り

込
ん
だ
た
め
最
初
か
ら
と
い
う
の
は
嘘
に
な
る
が
こ
う

て
お
け
ば
何
か
格

い
い
だ
ろ
的
な

感
じ
に
な
り
そ
う
だ

 

 

す
ま
ぬ
な
怠
惰
よ

 
怠
惰

良
い
よ
別
に

 
と
り
え
ず
こ
の
ま
ま
の
体
制
は
自
分
の

が

切
れ
そ
う
な
た
め
地
面
に
降
り
る
と
龍
神
を

す 
天
子

あ
ん
た
闘
い
に

加
し
な
い
と
か

て
た

に
こ
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う
い
う
時
に
し
か
も
私
達
が
や
ら
れ
る
様
を
見
て
る

 
と
か
悪
趣
味
に
も
程
が
あ
る
わ
よ

 
自
分
か
ら
し
た
ら
悪
趣
味
だ
と
か
の

葉
は

め

葉
だ

だ
が
天
子
も

め
こ
の
場
の
全
員

は
何
か
勘
違
い
し
て
い
る
み
た
い
だ

 
怠
惰

う

ん

達
は
何
か
勘
違
い
し
て
る
よ

 
天
子

は

 
怠
惰

俺
は
理
久
兎

達
を

手
に
す
る
の
は

達
と
は

 
か
に

た
け
ど
天
使
ま
で
や
れ
と
は

て
な
い

 
よ

達
だ
と

が

い
だ
ろ
う
し

 
こ
い
つ
ら
に
天
使
の

手
そ
れ
も

ラ
フ

ム
ク
ラ
ス

天
使
の

手
な
ん
て

が

す
ぎ
る

元
々
こ
こ
に
来

た
理
由
と
い
う
の
は
変
わ
り
果
て
怪
物
と
は
な

た
が
ウ
リ
エ
ル
を
完

に
こ
の
世
か
ら
消

さ

せ
る
た
め
に
こ
こ
に
来
た
の
だ
か
ら

 
蓮
 

な

危
な
い

 
蓮
が
そ
う

う
自
分
の

後
で
は
変
わ
り
果
て
た
ウ
リ
エ
ル
が
こ
ち
ら
に
突
進
を
仕
掛
け
て
き

た
が



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
怠
惰

え

何
が

 
ド
ゴ
ン

 
ウ
リ

ぐ

 

い

が
聞
こ
え
ウ
リ
エ
ル
は
そ
の
場
で

ま
る

い
や
強
制
的
に

め
た
と
い
う
の
が
正
し

い
か

地
面
に
降
り
た
そ
の
時
か
ら

を

り

ら
し
て
い
る
の
だ
か
ら

 

こ
れ
は
魔
法

か

 
怠
惰

お
見
事

正
解
だ
よ
魔
理

ち

ん

 

こ
こ
ま
で

明
な
魔
法

は
見
た
こ
と
が

 
お
前
は
一
体
何
者
な
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
今
の
世
の
中
で
は
古
の
魔
法
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
現
代
の
魔
法
が

す
る
こ
の
世

界
で
は
こ
の

雑
な
魔
法

が
物
珍
し
み
た
い
だ

だ
が
何
者
か
な
ん
て

わ
れ
て
も

る
ん

だ
よ
な

と
か
憤
怒
と
か
み
た
い
に

名
な
所
の
奴
じ

な
い
し

 
怠
惰

う

ん
何
て

お
う
か

 
ウ
リ

様
は

様
だ
け
は

 
怠
惰

は

う
る
せ

よ

て
消
え
て
ろ
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ド
ン

 
ウ
リ

ぐ
ふ

 
結
界
を
弾
き
ウ
リ
エ
ル
は
吹

飛
ば
す

子

の
頃
と
か
に
習
わ
な
か

た
の
か

人
が
話

し
て
い
る
の
な
ら
話
さ
な
い
ま
た
は
一

二

ぐ
ら
い
断
れ
と

本
当
に
教
育
が
不

分
だ
な
と

思
い
な
が
ら
デ

ル
式
の
目
覚
ま
し
時
計
を
懐
か
ら
出
し

 
怠
惰

さ
て
と

ち

ん
こ
れ
を
渡
し
て
お
く
よ

 
と

う
が

ち

ん

め
て
皆
は
何
こ
れ
状
態
な
感
じ
だ

無
論
説
明
は
加
え
て
は
い
く
が

 
怠
惰

始
め
る
と
き
は
ス

ト

て

う
か
ら
そ
し
た
ら

 

分
そ
し
て

分

た
ら
合

を
送

て
よ
そ
れ

 
か
ら
結
界
で
も

て
上
空
に
逃
げ
て
な
よ
多
分

 
ち

ん
達
も
ろ
と
も
殺
り
か

な
い
か
ら
あ

そ
れ

 
と

達
に
伝
え
る
け
ど
見
た
く
な
い
な
ら
目
を
反
ら

 
し
て
よ
も
し
見
た
い
の
な
ら
こ
れ
か
ら
の
生
を
歩
む

 
者
と
し
て
こ
の
闘
い
を

に
し
反
面
教
師
と
見
ろ

 
こ
れ
は
外
道
の
道
を
歩
ん
だ
者
の
闘
い
方
だ
か
ら
絶
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対
に
歩
ん
で
は
い
け
な
い
禁
忌
の
道
だ
か
ら

 
自
身
の
封
印
し
て
い
る
力
を

ん
の
少
し
だ
け
解

し
皆
は
見
る
だ
ろ
う

こ
の
お

ま
し
い

怨

の
数
を
本
当
な
ら
こ
れ
は
見
せ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
し
こ
の
世
に
存

す
る
こ
と
事
態
が

許
さ
れ
ざ
る
も
の
な
の

だ
が
そ
れ
で
も
見
せ
た
か

た

も
う
後

り
し
た
く
て
も
出
来
な
い

禁
忌
の
道
を

た
自
分
の
過
ち
を

り
返
さ
せ
な
い
た
め
に

 
蓮
 

な

何
あ
れ

 
妖
夢

あ
れ
は
怨

の

そ
れ
も

当
な
数
の

あ
ん
な
数

 
は
見
た
こ
と
が
な
い

 
さ
と

う
ぐ

う
え

 
こ
い

お
姉
ち

ん

 
さ
と

聞
こ
え
る

死
に
た
く
な
い
殺
し
て

く
死
な
せ
て

 
殺
し
て
や
る

な
ん
な
の
こ
の

は

 
や
は
り
さ
と
り
ち

ん
み
た
い
な
心
の

を
聞
け
る
者
に
は
絶
対
に
見
せ
て
い
け
な
い
な
こ
れ

は
証
拠
に

き
そ
う
に
な

て
る
ん
も
ん

 
ウ
リ

様

様

様

様
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様

て
し

か
り
と
名
前

い
や
名
前
で

て
く
れ
て
な
い
か
ら
良
い
か

と
り
あ
え

ず
聞
き
た
い
こ
と
が

つ
か
あ
る
か
ら
聞
か
な
け
れ
ば
な

 
怠
惰

お
前
に
は

々
と
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
少
し

 
聞
か
せ
て
も
ら
う
と
し
て

分
だ
け
遊
ん
で
や
る

 
よ
来
な

 
ウ
リ

さ
れ
ろ

 
無
数
の
光
の

を
生
成
し

の
よ
う
に
降
ら
せ
て
く
る

 
怠
惰

ち

ん
ス

ト

 

 

う
む

行
く

そ
な
た
ら

 
そ
の

葉
を
合

に

ち

ん
は
結
界
を

り

ら
せ
皆
を
上
空
へ
と
つ
れ
て
い
く

そ
し
て

降
り
か
か
る
無
数
の

を
目
の
前
に
自
分
は
た
だ

む

 
怠
惰

久
々
に

鳴
が
聞
け
そ
う
だ

 
そ
う

い
嬉
々
と
し
て
こ
の
戦
い
を
行
う
の
だ

た
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で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま
す

次
回
は
第
零
章
で
出
て
き
た
神
魔
大
戦
の

⻑
戦

み
た
い
に
な
り
ま
す

え

こ
の
た
め
に
第
零
章
が
あ
る
ん
じ

な
い
か

て

違
い
ま
す
よ

元
々
は

の
ぼ
の
な
話
を
書
い
て
て

生

い
の
が
書
き
た
い
な
と
思

た
の
が

最
初
で
し
た

第
零
章
そ
し
て
今
回
の
章
は

さ
て
そ
れ
で
は
今
回
の
後
書
き
は
少
し
短
い

で
す
が
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ



 第４０５話 怠惰の魔王

 
第
４
０
５
話
 
怠
惰
の
魔
王

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様

よ
う
や
く
明
日
を
頑

れ
ば
休
み
と
い
う
事
で
心
が
少
し
ウ
キ
ウ
キ
し

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

土
日
は
何
を
し
よ
う
か

失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
お

ま
し
い
姿
と
な

た
ウ
リ
エ
ル
は
光
の

を
降
ら
せ
て
く
る
が

 
怠
惰

体
感
時
間
チ

ン

 
自
分
の
体
感
時
間
を
変
え
そ
し
て

文
を
発
す
る

 
怠
惰

ク
イ

ク
＆
ス
ロ

イ
ム

 
一

の
詠
唱
で
自
分
の
時
間
を

高

時
間
に
そ
し
て

り
を

度
に
し
て
向
か

て
く

る
光
の

を
楽
々
と

け

後
へ
と
回
る
と

度
魔
法
の

果
が
切
れ
る

 
ウ
リ

な

 
怠
惰

雷
よ

を

て

 
ウ
リ

が
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魔
力
に
よ

て
出
来
た
雷
雲
か
ら
無
数
の

雷
が

ち
ウ
リ
エ
ル
に
直
撃
す
る

 
ウ
リ

小

し
い
の
よ

 
だ
が
理
久
兎
達
を

収
し
た
こ
と
に
よ

て

性
が
上
が

た
の
か

雷
を
は

除
け
た

雷

が
あ
ま
り

果
が
な
い
の
な
ら
プ
ラ
ン

で

き

す
か

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
⻤
さ
ん
こ
ち
ら

す
る
方
へ

 
ウ
リ

や
り
な
さ
い
黒

 
黒
⻯
の
頭
の

か
ら
ブ
レ
ス
を

て
く
る

を

て

撃
す
る
よ
り
か
は
原
始
的
し

か
し
古

的
な

え
だ
な
と
思
い
つ
つ
魔
力
で

を

り

ド
す
る

 
ウ
リ

い
わ

 
今
度
は
体
ご
と
後
ろ
を

り
向
い
た
ウ
リ
エ
ル
は
手
に
持
つ
大

で

ぎ
に
斬
り
か
か

て

く
る

流

に
こ
の
一
撃
は

で
も
無
理
と
判
断
し

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い

ぎ
し
た
大

の
上
に

り

け
る
と

 
ウ
リ

何
処
に

 
や
は
り
自
分
の

置
を
見
う
し
な

た

無
様
だ
な
と
思
い
な
が
ら
口
を
開
き

 
怠
惰

こ
こ
だ
よ
バ

カ
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一

と
共
に

に
雷
を

わ
せ
ウ
リ
エ
ル
の

面
め
が
け
て

り
飛
ば
す

 
ウ
リ

ぐ

 

面
を

り
飛
ば
さ
れ
龍
の
頭
か
ら
生
え
る
ウ
リ
エ
ル
は
の
け

り
自
分
は
す
ぐ
に
こ
の
場
か

ら
退

す
る

因
み
に
プ
ラ
ン

と
は
何
か
と

う
と
散
々
バ
カ
に
し
て
怒
ら
せ
る
だ
け
怒
ら

せ

静
さ
を
無
く
し
て
ボ
コ
す
と
い
う
作
戦
だ

そ
れ
が

い
た
の
か

 
ウ
リ

ル
フ

ゴ

ル

 
ウ
リ
エ
ル
は
も
う
怒
り
狂

て
い
た

こ
の
作
戦
中
々
上
手
く
い
く
も
の
だ
な
と
思

た

だ

が 
怠
惰

ル
フ

ゴ

ル
か

 
過
去
に
あ
る
者
か
ら

負
わ
さ
れ
名

る
こ
と
と
な

た
こ
の
名
前
を
聞
き
過
去
を
思
い
出

す

正
直
な
話
で
も
う

練
も
な
く

て
た
名
だ
が
懐
か
し
い
名
前
だ

そ
し
て
今
だ
か
ら
こ
そ

聞
い
て
る
と
時
々

し
く
な

て
く
る

そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
間
に
も
ウ
リ
エ
ル
の
下
半
身

に
あ
る
龍
の

そ
し
て
そ
の

に
あ
る
狼
の

が
口
を
大
き
く
開
け
こ
ち
ら
に

み
つ
こ
う
と

し
て
く
る

先
程
の
黒
⻯
の

と
い
い
こ
の

つ
の

と
い
い
恐
ら
く
理
久
兎
達
の

で
あ
る

の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
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理
 

そ
う
か

今
な
ら

約
違
反
に
は
な
ら
な
い
よ
な

 
我
な
が
ら

え
ち
ま

た

 

度
良
い
や

ち

ん
と
結
ん
だ
古
の

約
で

が
創
造
し
た
神
達
や
生
物
達
を
殺
め
る

な
お
か
つ
危

を
加
え
る
事
は
し
な
い
と
い
う

約
だ

た
が
今
は
怪
物
と
な

た
ウ
リ
エ
ル
の

一
部
つ
ま
り
ウ
リ
エ
ル
の
体
の
一
部

ち

ん
を
自
分
の

を

さ
せ
た
理
久
兎
を

く

し
ば
く
チ

ン
ス
だ
と
思

た

 
怠
惰

ウ
リ
エ
ル
と
合
体
し
た
理
久
兎

び
に
そ
の
ア

 
な
部
下
共
と
り
あ
え
ず
死
ん
ど
け
よ

 
手
に
持
つ
大

の
神

シ
レ
ン
テ

ウ
ム
を
一

で

ぎ
に
一

す
る
と

 
龍
頭

が

 
ウ
リ

な

ど
う
し
た
の
理
久
兎

 
狼
頭

が

 
狼
頭

き

ん

 
⻯
頭

が
は

 
ウ
リ

な

が
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つ
の

か
ら
さ
な
が
ら

の

水
の
よ
う
に

が
吹
き
出
て
真

な

の

を
降
ら

す

し
か
し
良
い

鳴
だ
久
々
に
聞
い
く
と
と
て
も
心
地
良
い

も

と
聞
か
せ
て

し
い
も
の

だ 
ウ
リ

時
よ

き
も
ど
れ

 
大
き
な
時
計
が
現
れ
る
と

は

方
向
に

る

そ
の
結
果
吹
き
出
た

や
ら

さ
れ
切

断
さ
れ
た

も
元
通
り
に
な
る

 
ウ
リ

方
は
理
久
兎
達
が
ど
う
な

て
も
良
い
と

う
の

 
私
が
死
ぬ
と
い
う
事
は
理
久
兎
も
た
だ
で
は
す
ま
さ

 
れ
な
い
の
よ

 
無
数
の
光
玉
を

ち

撃
し
て
く
る
が
自
分
か
ら
見
る
と

ス
ロ

モ

シ

ン
で
動
く
た
め

道
が
読
め
て
し
ま
い

な
く
回

が
出
来
て
し
ま
う

そ
し
て
回

し
な
が
ら

 
怠
惰

し

し
か
よ

下
ら
な
い

 
ウ
リ

な

 
怠
惰

俺
か
ら
す
れ
ば
蓮
も
理
久
兎
も
お
前
も
何
を
し
よ
う

 
が
俺
の
不

に
な
る
よ
う
な
事
さ
え
し
な
き

知
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た
事
じ

し
死
の
う
が
生
き
よ
う
が
ど
う
で

 
も
良
い
死
ん
だ
な
ら
そ
れ
が
そ
い
つ
の
運
命
だ

た

 
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事

そ
れ
と
今
さ

き
に
も

 
た
が
俺
の
不

つ
ま
り
俺
の

楽

イ
ム
を

し

 

し
と
い
う

の

ち

ん
を

す
と
い
う
の

 
な
ら

ち

ん
の

子
だ
ろ
う
が
⺟
親
だ
ろ
う
が

 
だ
ろ
う
が
容

な
く
な
ぶ
り
殺
す
の
さ

 
そ
れ
が
自
分
の
も

と
う
だ

自
分
の

楽

イ
ム
を

す
不

き
も
の
に
は
死
を
く
れ
て
や

る

え
そ
れ
が
友
人
の

だ
ろ
う
が
憤
怒
だ
ろ
う
が
全
能
神
だ
ろ
う
が
関
係
な
い

 
ウ
リ

ル
フ

ゴ

ル

 
怠
惰

い
い
加
減
に
そ
の
名
前
で
呼
ぶ
の

め
て
く
れ
な
い

 
か
な

今
の
名
前
は
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

数
少
な
い

 
友
人
の

人
か
ら

た
名
前
な
ん
だ
か
ら
さ

 
向
か

て
く
る
お

ま
し
い
ウ
リ
エ
ル
の

撃
を

け
受
け

め
を

り
返
し
つ
つ

文
を

唱
え
る

そ
し
て

々
と
気
分
が

て
き
た
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怠
惰

ト
リ
ト
ニ
ス
・
ア
プ
ス
・

ノ
ム

 
自
分
の
雷
を
無
数
の
雷
子
の

に
変
え
一

撃
を
仕
掛
け
る

 
ウ
リ

そ
ん
な

撃
な
ど

く
わ
け
が
な
い
の
よ

 
後
ろ
の
黒
⻯
の
頭
の

前
面
の
狼
と

の
狼
の
頭
と
理
久
兎
の

そ
し
て
ウ
リ
エ
ル

は
襲
い
か
か
る

を
撃

し
て
い
く

そ
の

に
ウ
リ
エ
ル
の
真
下
に
入
る
と

 
怠
惰

激

の

治
療
術

 
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
を

ぎ
に
一

し
獣
と
龍
を
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
な
四
つ

を
一
気
に
切

り

く

す
る
と
切
り
口
か
ら
大

の

が
吹
き
出
る

 
龍
頭

が

 
ウ
リ

踏
み

し
て
あ
げ
る
わ

 
怠
惰

サ
ン
グ
イ
ス
・
カ
テ

ナ
・
ラ
ク
エ
ウ
ス

 

前

で
踏
み

し

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

そ
れ
に
合
わ
せ
出

し

る
怪
物
と
な

た
ウ

リ
エ
ル
の

に
魔
法
を
唱
え
す
ぐ
に
ウ
リ
エ
ル
の

後
へ
と
向
か

て

れ
る
と

 
バ
チ

 
狼
頭

が
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狼
頭

ぐ

 
見
事
に
踏
み

き

で
出
来
た

の

が

に
ま
と
わ
り
つ
き

を

つ
け

り

け
る

後
ろ
に
待

し
た
た
め
⻯
の
頭
が

方
に
向
か

て

に
よ
る

き
つ
け

撃
を
し
て
く

る 
怠
惰

撃
が
古

的
過
ぎ
る
ん
だ
よ
魔
法
う
ん
ち
く
し
か

 
し
な
い
ゴ
ミ
ド
ラ
コ

が
よ

 
魔
法
解
説
し
か
や

て
い
な
い
黒
で
あ
ろ
う
⻯
の

を
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
で

座
に
切
断
す

る 
⻯
頭

 
綺

に
斬
れ
そ
し
て
切
り
口
か
ら
多

の
出

を
し
自
分
に

い

が
降
り
か
か
る

口
許

に
つ
い
た

を

ロ
リ
と

め
感
じ
る
久
々
に
味
わ
う
こ
の
高

感
に

感
や
は
り

を

び
る
の
は
月
日
が

ち
前

を

れ
た
今
と
な

て
も
心
地
が
良
い
も
の
だ

 
ウ
リ

影
の
力
よ

り
な
さ
い

 
そ
の

葉
を
合

に
マ
ミ

た
⻯
頭
が
元
に

る
と
先
程
の

の

の

を
引
き
ち
ぎ

り
こ
ち
ら
を
向
く
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ウ
リ

様
は

様
は

ど
こ
ま
で
私
を
こ
け
に
す
れ
ば

 
気
が
す
む
の

 
怠
惰

失
礼
だ
な
チ

ン
ス
を
く
れ
て
や

た
ん
だ
よ
制

 
時
間
ま
で
に

せ
る
よ
う
に
な

 
と

た
そ
の
時
つ
い
に
待
ち
に
待

た

が

く

 

 

怠
惰
よ

分
じ

 
怠
惰

お

と
も
う

な
ら

 
余

そ
う
に
見
え
る
し
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
が

い
た
い

も
う
本
当
に
こ
の
体
も

界
だ
と

や

り
無
理
し
て
不

意
な
前

に
立
つ
も
の
で
は
な
い
な
し
こ
れ
な
ら
後
方

援
で
魔
法
や

ら
を
バ
シ
ン
バ
シ
ン
撃

た
方
が
楽
だ
な
と
感
じ
た

や

り
憤
怒
や

み
た
い
な

役
が

い
る
の
楽
だ

た
な
と
思
い
つ
つ

い
懐
か
ら
秘
密
兵

を
手
に
取
る

す
る
と

 
蓮
 

何
で
怠
惰
さ
ん
が
あ
れ
を

 
紫
 

あ
れ
は
進
化
の
秘

 
結
界
内
で
蓮
達
が
そ
う

て
き
た

そ
う
こ
れ
は
蓮
達
の

う
通
り
先
程
に
ウ
リ
エ
ル
も

使

た
あ
の
進
化
の
秘

で
は
な
く
そ
れ
を
遥
か
に

ぐ
怠
惰
印
の
秘
密
兵

だ
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怠
惰

者
の

知
よ
我
が
命
ず
る
合
わ
さ
り
怪
物
と
な

 
た
バ
カ
共
を
分

せ
よ

 
そ
の
名
を

者
の

知
と
呼
ば
れ
る

に

う
現
代
で
は

課
金
者
達
し
か
持

て
い
な
よ
う

な
ゲ

ム

バ

ラ

ン

ス

世
界
を
変
え
か

な
い
チ

ト
ア
イ
テ
ム
の
力
を
見
せ
る

す
る
と

つ
と
な
り
合
わ
さ

て
い
た
ウ
リ
エ
ル
に
理
久
兎

び
に
そ
の
従
者
達
を
分

さ
せ
る

 
怠
惰

ク
イ

ク
＆
ス
ロ

イ
ム

 
そ
し
て
分

し
た
理
久
兎
達
を
す
ぐ
に
回
収
し

ち

ん
達
の
い
る
結
界
へ
と
運
ぶ
と
同
時
に

魔
法

果
が
切
れ
一

で
自
分
が
現
れ
た
た
め
か
皆
は

い
て
い
た

 
怠
惰

よ

く
開
け
て
く
ん
な
い

 

 

す
ま
ぬ

 
結
界
に

を
開
け
る
と

人
を
結
界
内
に

り
投
げ
る

す
る
と

後
か
ら

 
ウ
リ

天
兵

 
分

し
元
に

た
ウ
リ
エ
ル
が
無
数
の
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
な
天
使
モ
ド
キ
達
を

し

方
へ

と
一

に
襲
い
か
か
る

数
的
に

き
き
れ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
自
分
か
ら

わ
せ
れ
ば
こ
ん

な
の
数
に
も
入
ら
な
い
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ル

楽
療
法
術
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
・
ラ
ラ
バ
イ

 
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
の

に
あ

女
性
の

を
向
け
て

え
る
と
女
性
の
口
か
ら
子
守
り

を

い
だ
す

 

 

耳
を
塞
げ

 
蓮
 

え

 
流

は

ち

ん
良
い
直
感
力
だ

こ
れ
は
命
あ
る
生
者
が
聞
け
ば
深
い
深
い
眠
り
に
つ
か
せ

る
魔
法
だ
が
そ
の

つ
ま
り
命
な
き
死
者
が
聞
け
ば

座
に
昇
天
さ
せ
る
対
ア
ン
デ

ト
必
殺

技
な
の
だ
か
ら

証
拠
に

さ
れ
た
天
兵
達
は
口
か
ら
魂
い
や
ウ
リ
エ
ル
の
魔
力
を

き
出
し

次
々
に
地
へ
と

ち
て
い

た

す
る
と
ゴ
ミ
の
よ
う
に

ち
て
い
く
天
使
達
の
中
か
ら

 
ウ
リ

ル
フ

ゴ

ル

 
ウ
リ
エ
ル
が
大

を

え
て
向
か

て
き
た

 
怠
惰

う
る
さ

 

チ
ン

 
指

チ
ン
を
合

に
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
の

の
先
に
あ
る

を

り
ウ
リ
エ
ル
を

り

け

る

こ
れ
で

々
と
聞
け
そ
う
だ
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怠
惰

さ
て
と
ま
ず
聞
き
た
い
け
ど
お
前
が
使

て
た
進
化

 
の
秘

そ
れ
を
何
処
で
手
に
入
れ
た
の
か
な

事
と

 
返

次
第
だ
と

 
ウ
リ

教
え
る
と
思

て
い
る
の

 
何
処
の
く

殺
せ
だ
よ
お
前
が
や

て
も
何
に
も

え
な
い
し

に
気
持
ち
悪
く
な
り
そ

う
だ

 
怠
惰

ま
だ

い
か
け

は

ま

良
い
か

か
お
前

 
は
悪
魔
そ
れ
も
俺
ら
古
代
悪
魔
が
大
嫌
い
だ

た
よ

  
ウ
リ

だ
か
ら
何
よ

 
怠
惰

な
ら
教
え
て
あ
げ
る
そ
の
進
化
の
秘

を
作

た
の

 
は
俺
だ
よ

 
蓮
 

な

 
霊
夢

あ
れ
を
作

た
で
す

て

 
進
化
の
秘

そ
れ
は
か
つ
て
自
分
が
作

た
物
で
あ
り
戦
争
の

つ
や

つ
の

す
ら
を
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変
え
力
が
あ
る

そ
し
て
皆
が
何

か
分
か
ら
な
い
が
あ
り
え
な
い
と
い
う

を
す
る

ウ
リ
エ

ル
が
す
る
の
な
ら
分
か
る
が
何

に
そ
こ
ま
で

く
の
だ

 
ウ
リ

な

嘘
よ

あ
れ
が

れ
て
い
や

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
や

り
良
い

鳴
は
さ

 
特
に
天
使
が
そ
う
や

て

鳴
を
あ
げ
る
様
は
何
時

 
聞
い
て
も
心
地
が
い
い
や

 
天
使
は
悪
魔
を
嫌
う

に
悪
魔
が
作

た
物
も
当
然
に
嫌
う
し

れ
て
い
る
と
ま
で

う
ぐ

ら
い
だ

本
当
に

別
の
激
し
い
奴
等
だ

 
ウ
リ

あ
の
女

こ
ん
な

れ
た
物
を
よ
く
も

 
あ
の
女
か

と
な
る
と
彼
奴
で
は
な
い
も
し
く
は

が
り
が
あ
る
そ
れ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ

う 
怠
惰

う
よ

 
ウ
リ

や
め

め
な
さ
い

 
ウ
リ
エ
ル
の
懐
を
ま
さ
ぐ
り
進
化
の
秘

を
取
り
出
し

く

そ
し
て
一
目
見
た
だ
け
で

信

し
た
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怠
惰

俺
が
作

た
の
と
違
う

レ
プ
リ
カ
か

 
バ
リ
ン

 
オ
リ

ナ
ル
を
複
製
し
作

た
の
は
間
違
い
な
い
が
自
分
が
作

た
も
の
と
は

く
か
け

れ

て
い
る

こ
ん
な

い
物
な
ど
に

は
な
い
た
め

り

し
て

し
た

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で

聞
き
た
い
事
も
な
く
な

た
な

 
怠
惰

さ
て
と
聞
き
た
い
こ
と
も
終
わ

た
し
そ
ろ
そ
ろ
か

 
な

 
そ
う

た
そ
の
時

待
ち
に
待

た

が
聞
こ
え
だ
す

 
じ

か
ん
だ
よ

じ

か
ん

じ

か
ん
だ
よ

 
時
計
の
ア
ラ

ム
が
鳴

た

つ
い
に
こ
れ
で
こ
の
ク
ソ
ゲ

も
終
わ
り
だ

 

 

怠
惰
よ
時
間
じ

 
怠
惰

さ

て
と
時
間
切
れ
に
な

た
し
そ
ろ
そ
ろ

 
と
ど
め
と
行
こ
う
か

 
ウ
リ

ぐ

 
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
を

り

を

り
ウ
リ
エ
ル
は
地
へ
と

と
す

そ
し
て
同
時
に
自
分
も
地
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へ
と
降
り
る
と

 
怠
惰

俺
に

き
し
負
の
感
情
を
持
つ
者
共
よ

作
り
全
て

 
を
飲
み
込
め
禁
忌
Ｇ

Ｖ

Ｒ

怠
惰

 
大

を
地
面
に
突
き

し

ぶ

す
る
と
自
分
に

く
怨

や
執

や
生

等
を
持
ち
自
分
の

手
に
よ

て
殺

さ
れ
た
者
達
の
負
の
感
情
が
自
分
を
中
心
に
大
地
を

し
侵
食
す
る

そ
し

て

さ
れ
た
大
地
か
ら
無
数
の

が
出
現
し
ウ
リ
エ
ル
を

ん
で
い
く
と
同
時
に
空
に
い
る

ち

ん
達
に
も
向
か

て
い
く
が
何
と
か
回

し
て
く
れ
た
た
め
良
か

た
と
思

た

 
ウ
リ

な

何
よ
こ
れ
は

ら
わ
し
い

 

り

お
う
と
す
る
が
無

だ

こ
い
つ
ら
に

れ
た
時
点
で
Ｇ

Ｖ

Ｒ
だ

 
怠
惰

そ
れ
は
俺
に

い
て
い
る
怨

の
数
々
さ
そ
れ
と

 
い
な

お
前
の
同
士
も
い
る
の
に

 
怨

助
け
て

 
怨

ウ
リ
エ
ル
さ
ま

 
ウ
リ

そ
ん

な

何
て

な
ら
し
い

 

ら
わ
し
い
と
か
本
当
に

い
な

今

い
て
い
る
者
は
元
々
は
お
前
の
部
下
達
な
の
に

と
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り
あ
え
ず
冥
土
の
土
産
に
最
後
に
こ
れ
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て
や
ろ
う
と
思

た

 
怠
惰

そ
し
て
そ
の
怨

は

れ
と
な
り
体
を

み
や
が
て

 

食
さ
せ
る
そ
れ
も
ち

と

れ
た
だ
け
で
も

 
死
の

毒
と
な
る
ん
だ
よ

 
ウ
リ

が

 

々
に
と
ウ
リ
エ
ル
の
体
は
飲
み
込
ま
れ

食
し
て
い
く
と
同
時
に

に
よ

て
引

ら
れ

飲
み
込
ま
れ
て
い
く

あ

そ
う
だ
決
ま
り
文
句
を

う
の
を
す

か
り

れ
て
い
た

 
怠
惰

あ

そ
う
そ
う
姉

に
会

た
ら
伝
え
て
お
い
て
く

 
れ
な
い

悪
い
け
ど
ま
だ
そ

ち
に
は
行
け
な
い

 
て
さ

 
ウ
リ

ル
フ

ゴ

ル

 
と

ん
だ
直
後
ウ
リ
エ
ル
は
負
の
者
達
に
よ

て

み
込
ま
れ
消
え
て
い

た

こ
れ
で
よ

う
や
く
過
去
と
の
戦
い
に
少
し
だ
け
だ
が

り
が
つ
い
た

す
る
と

ち

ん
が
降
り
て
こ
よ
う

と
し
て
く
る
た
め
注
意
し
よ
う
と
思
い

を

り
上
げ
る

 
怠
惰

来
る
な

ち

ん
は
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
待
機
し
て
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て
く
れ

 

 

な

何

じ

 
蓮
 

な

 
蓮
達
も
見
た
だ
ろ
う

に
自
分
の
体
も

食
さ
れ
て
い

て
い
る
事
に

こ
の
禁
術
は
唱
え

た
者
を
も
毒
に
犯
せ
れ
そ
し
て

み
込
ま
れ
る
た
め
も
う
助
か
り
は
し
な
い

 
怠
惰

ち

ん

ス

 

 

お
わ

と
と

 

ち

ん
に
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
と

者
の

知
を

し
自
分
は
ニ
コ
リ
と

て

 
怠
惰

そ
れ
を
持

て
い

て
お
い
て
よ
後
で
受
け
と
る
か

 
ら
さ

 

 

そ
な
た
そ
れ
は
死
亡
フ
ラ
グ
じ

 
ま

か
に
こ
ん
な
の
死
亡
フ
ラ
グ
で
二
度
と
帰

て
こ
な
い
な
ん
て
オ
チ
だ
よ
な

 
怠
惰

問

な
い
さ

さ

そ
ろ
そ
ろ
こ
の
世
界
は
消
え
て

 
な
く
な
る
か
ら

く
逃
げ
な

 

 

そ
な
た
は

る
気
か
本
当
に
死
ぬ
気
か
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怠
惰

大
丈
夫
だ
か
ら

く
行
け

こ
の
ま
ま
だ
と
お
前
ら

 
は
異
次
元
の

界
で

遠
に

う
こ
と
に
な
る

 
と

こ
い
つ
ら
を
逃
が
す
た
め
に
そ
う

ぶ
と
紫
は
コ
ク
リ
と

き

 
紫
 

ス
キ
マ
を
開
く
わ

 
紫
は
ス
キ
マ
を
開
き

し
て
い
る
理
久
兎
達
を
中
へ
と
入
れ
て
い
く

 
怠
惰

大
丈
夫

ら

 

 

絶
対
じ

絶
対
じ

か
ら
な

そ
な
た
達
行

 
く

 
そ
う

い
龍
神
は
ス
キ
マ
に
入
り
皆
が
入

て
い
く

 
怠
惰

俺
の
代
わ
り
は
い
く
ら
で
も
い
る
か
ら

 
と

く
と
ス
キ
マ
は
閉
じ
ら
れ
る

そ
れ
に
合
わ
せ
懐
か
ら
注

を
取
り
出
す
と

 
怠
惰

さ
て
と

久

も
と
い
弾
正
久

み
た
く
派
手
に

 

き
ま
す
か

 
そ
う

き
注

を
体
に
ぶ

す

そ
し
て
体
は

々
に
晴
れ
上
が

て
い
く
と

 
ド
ゴ
ン
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し
自
分
は

絶
え
る
の
だ

た

そ
し
て
場
所
は
変
わ
り
秘
密
の
部

の
ポ

ト
が

つ
開
く

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

た
前
に
実
験
に
使

た
か
ら

 
ク
ロ

ン
が
い
な
か

た
の
す

か
り

れ
て
た

 
と
り
あ
え
ず
グ
リ
モ

ル
と
か
受
け
取
り
に
行
か

 
な
き

な
め
ん
ど
く
せ

 
そ
う

き
自
分
は
部

か
ら
出
て
幻
想
郷
へ
と
急
ぐ
の
だ

た

 
て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま
す

皆
さ
ん
は
も
う

え
を
知

て

え

知
ら
な
い
し

ン
ト
な
ん
て
何
処
に
あ
る
ん
だ

て

実
の
所
こ
の
小
説
が
消
え
る
前
の
後
書

き
等
で

ち

ん
に

を
マ
ミ
ら
れ

く
り
に
さ
れ
体
を

や
さ
れ

に
さ
れ

け
に
さ
れ

た
り
と
ボ
デ

を
何
度
も

メ
さ
せ
れ
て
い
た
ん
で
す
よ

な
の
で
昔
か
ら
見
て
下
さ

て

い
る
読
書
様
な
ら
も
し
か
し
た
ら
分
か

た
か
も
と
い

た
感
じ
だ

た
ん
で
す
よ

命

け

の

グ
を
す
る
の
も
楽
で
は
な
い
で
す
よ

こ
れ
が
ま
た

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
こ
ん
な
話
も
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終
わ
り
に
し
て
次
回
か
ら
ま
た
あ

ち
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
今
回

は
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次
回
投
稿
し
た

は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
読
書
様

ま
た
次
回
サ
ラ

バ



 第４０６話 最悪な目覚め

 
第
４
０
６
話
 
最
悪
な
目
覚
め

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ま
た
今
日
か
ら
こ
ち
ら
を

く
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
と
少
し

要

な
事
を
後
書
き
で

べ
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ

ど
う

 
暗
い

い
そ
ん
な
闇
の
世
界
を
た
だ
た
だ
歩
い
た

何
も
な
い
全
て
が
無
意
味
に
等
し
い
そ
ん

な
世
界
を
た
だ
た
だ
歩
い
た

 

 

御
師
匠
様

 

 

お
い
理
久
兎

 

 

理
久
兎
殿

 

 

総
大
将
こ

ち
で
す
よ

 
皆
の

が
聞
こ
え
る

光

す
そ
の
道
に
皆
の

が
聞
こ
え
る
の
だ

手
を

ば
し
そ
の
道
を

歩
も
う
と
す
る
と
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は
結

そ
の
道
に
い
く
ん
だ

 
理
 

だ

 

 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

は

は

さ

 

人
の
少
年
が
不
気
味
な

い
を
し
な
が
ら
そ
こ
に
い
た

だ
が
分
か
る
こ
い
つ
は
自
分
自

身
だ

 
少
年

結

さ

が

た
か
ら

と

は

じ
り
合

 

た
訳
だ
け
ど
さ

 
理
 

生

覚
え
て
な
い
な
そ
ん
な
事

 
何
の
事
だ

て
い
る
意
味
が
分
か
ら
な
い

こ
い
つ
と

じ
り
合
う
自
分
と
自
分
が
元
か

ら

つ
だ
ろ

自
分
は
自
分
な
の
だ
か
ら

 
少
年

あ

ら
ら
ま

良
い
ん
だ
け
ど

だ
け
ど

か
ら

 
告
し
て
あ
げ
る
目
覚
め
た
先
は
地
獄
だ
よ
事
の
原
因

 
は

か
に
ウ
リ
エ
ル
だ
よ
け
ど

が
や

た
罪
は

 

遠
に
消
え
な
い
か
ら

々

れ
な
い
で

 
理
 

や

た
罪

俺
が
何
を
し
た
と

う
ん
だ



 第４０６話 最悪な目覚め

 
少
年

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

聞
い
て
み
れ
ば
い
い
よ

の
大
切
な

 
大
切
な
仲
間
に

は
恐
れ
る
も
の
が
何
も
な
い

 

で
し

で
も

が
大
切
に
し
て
い
る
者
達
を

 
つ
け
て
し
ま

た
事
は
変
わ
ら
な
い

は
消
え
る
け

 
ど
さ
そ
ん
な
者
達
か
ら

さ
れ
絶
望
さ
れ

ま
れ

 
嫌
わ
れ
る

の
そ
の
姿
を
楽
し
み
に
し
て
る
よ

 
理
 

て
め

 
斬
り
か
か
ろ
う
と
し
た
が
目
の
前
に
真

暗
に
変
わ
る

そ
し
て
目
を
開
く
と
そ
こ
は
見
知
ら

ぬ
天

だ

た

 
理
 

こ
こ
は

 
布
団
に

向
け
で

に
な

て
い
る
の
は
分
か
る

四

も
動
か
せ
る
だ
が
そ
し
て
す
ぐ
に
感

じ
る

体
が

い
と
い
う
か

の

り
が

く

い

 
理
 

ん
ん

 
紫
 

す

 
さ
と

理
久
兎
さ

ん
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い
理
由
が
す
ぐ
に
分
か

た

こ
の

人
が
自
分
の
体
に
突

し
て

て
い
る
の
だ

年

頃
の
娘
達

人
の

心
が
く
る
と
結

た
い
も
の
だ

 
理
 

ふ

 
や
れ
や
れ
と
思
い
つ
つ
天

を
見
上
げ
る

そ
し
て
思
う
何

こ
こ
に
い
る
の
だ
と
明
ら
か
に

こ
こ
は
地
霊
殿
で
は
な
い
の
は

か
で
な
お
か
つ

か
ら
は

の
日

し
が
入
る
こ
と
か
ら
地
上

で
あ
る
の
も
間
違
い
は
な
い

 
理
 

あ
の

キ

 
自
分
が
大
切
な
者
達
を

つ
け
た
ま
さ
か
こ
の

人
を

つ
け
て
し
ま

た
の
か
い
や
そ
ん

な
バ
カ
な

自
分
が
そ
ん
な
愚
行
を
す
る
訳
が
な
い

あ
ん
な
の
単
な
る
夢
だ

す
る
と

が
開

き
そ
こ
か
ら

 
怠
惰

あ
れ
目
覚
め
た
ん
だ
理
久
兎

 
怠
惰
が
い
た
何

に
こ
い
つ
が
こ
こ
に
い
る

 
怠
惰

い
や
は
や
目
覚
め
た
な
ら
良
か

た
と
り
あ
え
ず

 
理
 

な

 
あ
り
え
な
い
光

を
目
に
す
る

い
つ
の
間
に
か
自
分
の

に
大

の
先

が
当
て
ら
れ
て
い



 第４０６話 最悪な目覚め

る
の
だ

 
怠
惰

の

を

さ
せ
た
罪
を

お

か

あ

 
そ
う
そ
う
安
心
し
て
く
れ
て
い
い
よ
彼
女
達
に
は

 

く
ラ
ラ
バ
イ
で
眠

て
く
れ
て
も
ら

て
い
る
か

 
ら

助
け
を

め
て
も
無

だ
よ
無
論

の
⺟
親
も

 
等
し
く
同
様
に

 
そ
の
一

で
気
づ
く

り
の

気
が
可

し
い
事
に

づ
く
世
界
が
真

黒
に
な

て
い

る
そ
し
て
体
が
金

り
に
あ

た
か
の
よ
う
に
動
か
な
い

 
理
 

俺
は
何
か
し
た
の
か

 
怠
惰

あ

そ
う
さ
俺
が
す
ぐ
に
治
療
し
た
か
ら
命
は
助
か

 

た
と
は
い
え
ど

の
⺟
親
つ
ま
る
所
の

ち

ん

 
は
生
死
の

を
さ
ま
よ
い
か
け
た
の
さ

に
心

を

 

か
れ
て
な

 
理
 

そ
ん
な

俺
が

 
ま
さ
か
そ
ん
な
訳
が
い
や
怠
惰
の
目
は

た
く

い

し
で

方
を
見

え
て
い
る

つ
ま
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り
本
当
に

あ
の
少
年
が

た
事
は
事
実
だ

た

本
当
に
地
獄
が
待

て
い
た

 
怠
惰

ま

を
殺
る
と

ち

ん
が
怖
い
か
ら
な

あ

 
で
も
彼
女
達
な
ら
良
い
か
な

 

な

で
怠
惰
は
大

の

を
自
分
に
突

し
て

て
い
る
紫
と
さ
と
り
に
向
け
る

 
理
 

め
ろ

人
は
関
係
な
い
だ
ろ

や
る
な
ら
俺

 

人
だ
け
を
殺
り
や
が
れ

 
怠
惰

ふ

ん
記
憶
は
な
い
み
た
い
だ
し

人
を

 
う
か

な
ら
良
し

 

を
自
分
に
向
け

り
下
ろ
さ
れ
る

を
斬
ら
れ
る
そ
う
思
い
目
を

た
そ
の
時

 
ゴ
ツ
ン

 
理
 

 
お
で
こ
に

み
が
走
る

何
か
と
思
い
見
る
と
怠
惰
は

で
は
な
く

の

を
こ
ち
ら
に
向
け

て
い
た

恐
ら
く
そ
れ
で
小
突
か
れ
た
の
だ
ろ
う

 
怠
惰

俺
は

ち

ん
と

約
し

ら
を
殺
す
事
は
出
来

 
な
い

も
し
こ
の

約
が
な
け
れ
ば
俺
は

を

定
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で
殺
し
た
だ
ろ
う
そ
れ
を

め

め

れ
る
こ
と
な

 
か
れ
よ
理
久
兎

 
理
 

ゴ
ク
ン

 
何
だ
こ
の

気
は

や

が
流
れ
る
の
が

ま
ら
な
い

流

は
怠
惰
の
魔
王
と

わ
れ
た
だ

け
あ
る

 
怠
惰

そ
の

鳴
ら
し
は
イ
エ
ス
と
判
断
し
て
や
る
よ

 
そ
う

う
と
怠
惰
は
大

を
回
す

す
る
と
と
一

で
大

を
消
し
た

そ
し
て
指
を
合
わ

せ 

チ
ン

 
指

チ
ン
を
す
る
と
世
界
に

が

る

 
怠
惰

あ

後
こ
れ
を

ち

ん
に

た
ら
殺
さ
な
い
程

 
度
に
い
た
ぶ
る
か
ら

 
理
 

い

わ

よ

 
怠
惰

は
は

 
と

て
い
る
と

が
開
か
れ
そ
こ
か
ら
蓮
と
霊
夢
が
飛
び
込
ん
で
く
る
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蓮
 

大
丈
夫
で
す
か

 
霊
夢

何
か
変
な
力
が
あ

た
み
た
い
だ
け
ど

 
こ
の

葉
か
ら
し
て
こ
の

だ
け
魔
法
が
か
か

て
い
た
み
た
い
だ

そ
し
て
外
の

見

て

信
す
る
こ
こ
は

遠
亭
か
と

 
怠
惰

ん

さ

何
か
な

あ

多
分
彼
が
目
覚
め
た
か
ら

 
じ

な
い
か
な

 
蓮
 

え

は

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

え

あ
ん
た
起
き
た
の

 
こ
い
つ
て
め

が
や

た
事
を
自
分
に
吹

掛
け
て
き
や
が

た

だ
が
怠
惰
の
話
が
本
当
な

ら

そ
う
思

た
た
め
仕
方
な
く
今
回
は

し
を
少
し
ず
つ
返

し
て
や
ろ
う
と
思

た

 
理
 

あ

あ

こ
こ
は

遠
亭
か

 
蓮
 

え

 
霊
夢

ち

と
紫

そ
れ
に
地
底
妖
怪

 
霊
夢
が
自
分
の
体
に
突

し
て

て
い
る

人
を

さ
ぶ
る

す
る
と
眠
い
目
を
こ
す
り

な
が
ら

人
は
起
き
出
す



 第４０６話 最悪な目覚め

 
さ
と

う

ん

な
ん
で
す
か

 
紫
 

何
よ

霊
夢

 
霊
夢

起
き
た
わ
よ
あ
ん
た
達
が
大
切
に
思
う
神
様
が

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は

方
を
向
く

自
分
は
申
し
訳
な
く
思
い
な
が
ら

い
を
し
て

 
理
 

よ

よ

人
共
お

お
は
よ
う

 
さ
と

り

り

理
久

兎
さ
ん

理
久
兎
さ
ん

 
紫
 

御
師
匠
様

御
師
匠
様

 

人
は

き
な
が
ら
自
分
に

イ
ブ
し

き
つ
く
の
だ

た

 
て
な
わ
け
で
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
当
な
ら
会
話

式
で
い
き
た
い
で
す
が

本
編
に
怠
惰
さ
ん
が
出
て
い
る
し

ち

ん
も
と
い

た
感
じ
で
こ
の
よ
う
な
後
書
き
と
な

て

お
り
ま
す

そ
れ
と
本
当
に
申
し
訳
な
い
の
で
す
が

日
の

日
か
ら
来

の

日
の
月

日

日
の

日
か
ら
そ
の
次
の

の

日
の
月

日
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は
お
休
み
さ
せ
て
下
さ
い
実
は
検
定
が

続
で
あ
り
ま
し
て
受
か
る
た
め
に

強
を
す

る
た
め
小
説
作
り
の
時
間
が
あ
ま
り

け
ず
と
い

た
感
じ
な
ん
で
す

な
の
で
特

な
予
定
と

は
な

て
し
ま
い
ま
す
が
ご
了

を
お
願
い

し
ま
す

な
お
活
動
報
告
に
も
記
載
し
ま
す
の
で

お
願
い

し
ま
す

 
そ
れ
で
は
少
し
⻑
く
は
な
り
ま
し
た
が
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願

い

し
ま
す

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ



 第４０７話 罪悪感と申し訳なさと 

 
第
４
０
７
話
 
罪
悪
感
と
申
し
訳
な
さ
と
 

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

過
ご
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

俺
は
気
づ
い
た
ら
い

つ
の
間
に
か

て
い
て

時
に
な

て
い
た
ん
だ

何
を

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
思
う

が

み
た
い
な
感
じ
で
す

た
だ
や

ち
ま

た
と
い
う
感
じ
で
す

本
当
に
す
い
ま
せ
ん

そ
れ
で
は
気
を
取
り
直
し
て
本
編
へ
ど
う

 

人
に
飛
び

き
か
ら
の

き
つ
か
れ
て

さ
が
更
に
増
し
た
と
同
時
に

 
理
 

う

く

し
い

 
あ
ま
り
に
も
強
く

き
つ
か
れ
胸
は

さ
れ

は

め
上
げ
ら
れ
て

し
い

 
怠
惰

ら
小
娘
と
も
そ
ろ
そ
ろ

れ
な
い
と
ま
た
理
久
兎

 
が
い
な
く
な
る

 
さ
と

は

 
紫
 

ご

ご
め
ん
な
さ
い
御
師
匠
様
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や

と

人
か
ら
解

さ
れ
呼

を
整
え
る
あ

し
か

た

だ
が
こ
の
反

か
ら
し
て

や
は
り
怠
惰
の

葉
は
本
当
だ

た
の
だ
な
と
感
じ
た

 
怠
惰

さ
て
と
俺
は

ち

ん
達
に
も
伝
え
て
く
る
よ

 
そ
う

い
怠
惰
は
部

を
出
よ
う
と
す
る
が

 
理
 

な

俺
の
従
者
達
は
い
る
の
か

 
怠
惰

従
者

あ

あ
の

人
か

の
部

で

か
せ
て
る

 
よ

多
分
も
う
ち

い
し
た
ら
起
き
ん
じ

な
い

 

が
起
き
た
事
だ
し

 
そ
う

う
と
今
度
こ
そ
部

か
ら
出
て
い
く

そ
し
て
霊
夢
は

方
を
見
る
と

 
霊
夢

あ
ん
た
自
分
が
や

た
事
を
覚
え
て
る

 
理
 

す
ま
ん
何
も
分
か
ら
な
い

 
霊
夢

そ
う

 
霊
夢
の

か
ら
し
て
怒

て
い
る
の
は
容

に
分
か
る

そ
し
て

り
程
度
つ
ま
り
⺟
親
を
手

に
か
け
た
と
い
う
事
は
知

た
が
後
は
何
も
わ
か
ら
な
い
の
は
事
実
だ

そ
の
た
め
自
分
が
何
を

し
た
の
か
を
聞
き
た
い
と
思

た



 第４０７話 罪悪感と申し訳なさと 

 
理
 

何
か
を
し
た
の
な
ら
話
し
て
く
れ
な
い
か

俺
が
し

 
た
事
の
全
て
を

悪
行
が
あ
る
な
ら
そ
の
悪
行
を
頼

 
む

 
蓮
 

霊
夢

 
霊
夢

ご
め
ん
蓮

私
は

う
わ
理
久
兎
や
そ
の
従
者
達
が

 
し
た
事
を

み

さ
ず
に

 
そ
う
し
て
霊
夢
は

み

さ
ず
に
話
し
て
く
れ
た

ウ
リ
エ
ル
と
い
う
女
が
自
分
を

し

幻
想
郷
の
皆
に
手
を
だ
し

つ
け
さ
せ
て
し
ま

た
事
⺟
親
の
心

を

き
殺
人

を
し
た

事
世
界
を

し
か
け
た
事
自
分
の
仲
間
で
あ
り
友
で
あ
る
従
者
達
を
道

い
し

て

と

使

た
事

に
も
多
々
と
聞
か
さ
れ
た

到
底
自
分
が
や

た
な
ん
て
思
え
な
い
悪
行
を
全
て

話
し
て
く
れ
た

 
霊
夢

そ
れ
ぐ
ら
い
か
し
ら

私
が
知

て
い
る
事
は

 
理
 

ま
じ
か

 
信
じ
ら
れ
な
い
事
だ
が
信
じ
ざ
る
を

な
い
だ
ろ
う

何
せ

葉
の
一

一

に

力
が
あ
る

し
目
は
真

だ

た
の
だ
か
ら
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理
 

紫
や
さ
と
り
そ
れ
に
蓮
も
何
か
あ

た
ら

て
く

 
れ
な
い
か

 
紫
 

私
か
ら
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん

 
さ
と

私
も
で
す

 
蓮
 

も
な
い
で
す
か

主
に
霊
夢
の

葉
通
り
な
の
で

 

て
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

す
ま
ん

本
当
に

す
ま
ん

 
た
だ

し
か

た
し
自
分
が
情
け
な
か

た

外
部
か
ら
の

の
策
略
に

ま

て
皆
を

つ

け
て
し
ま

た
事
や

惑
を
か
け
て
し
ま

た
事
が

 
霊
夢

別
に
良
い
わ
よ

あ
ん
た
は
覚
え
て
な
い
か
も
し
れ

 
な
い
け
ど
あ
ん
た
が
紫
を
助
け
た
り
し
た
の
も
事
実

 
だ

た
し

 
蓮
 

そ
れ
に
最
後
は

や
さ
と
り
さ
ん
も
助
け
て
く
れ
ま

 
し
た
し

 
紫
 

そ
う
で
す
よ
御
師
匠
様
だ
か
ら
気
に

め
な
い
で
く
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だ
さ
い
悪
い
の
は
全
部
あ
の
女
で
す
か
ら

 
さ
と

え

 
理
 

だ
が
俺
が
や

た
事
は

 
と

て
い
る
と
ド

ド

と

下
を
歩
く

が
聞
こ
え
る

そ
し
て
部

の
前
で

ま
る

と

子
が

い
よ
く
開
か
れ
お
ふ
く
ろ
が
⻤
の
よ
う
な

で
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

 

 

バ
カ

子

 
馬

り
に
さ
れ
胸
ぐ
ら
を

ま
れ
る

 

て
龍
神
様
お
や
め
く
だ
さ
い

 
輝
夜

め
る
わ
よ

 

仙

は

は
い

 
て

え

い
ど
う
に
で
も
な
れ

 
紫
 

め
て
く
だ
さ
い

 
さ
と

な

お
義
⺟
様
理
久
兎
さ
ん
を

つ
け
な
い
で
下

 
さ
い

 

人
は
お
ふ
く
ろ
を

さ
え
つ
け
よ
う
と
四

を

束
し
よ
う
と
す
る
が
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さ
ん
か

 

ぐ

 
輝
夜

き

 

人
は
い
と
も
容

く
吹

飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
お
ふ
く
ろ
は
自
分
の

を
見
つ
め
な
が

ら 

 

こ
の
バ
カ

子
が

シ
を
心

さ
せ
る
で
な
い

 
わ
そ
な
た
は
本
当
に

本
当
に

 

を

え
て
く
る

殴
ら
れ
る
覚
悟
は
と
う
に
で
き
て
い
る

そ
の
ぐ
ら
い
の
事
を
自
分
は
し

た
の
だ
か
ら
当
然
だ

だ
が

は
当
た
ら
な
か

た

何

な
ら

を
解
い
た
か
ら
だ

 

 

心

さ
せ
よ

て
そ
な
た
は
本
当
に
ア

う
じ

 
理
久
兎

 
理
 

ご
め
ん

本
当
に
ご
め
ん
な

 

 

良
か

た

て
き
て
く
れ
て
良
か

た

 
お
ふ
く
ろ
は
そ
の
ま
ま

き
つ
い
て
く
る
そ
し
て
感
じ
る

紫
さ
と
り
に
比
べ
る
と

さ
は

い
が
と
て
も

か
い
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怠
惰

良
か

た
じ

ん

ち

ん

大
切
な

子

が
帰

 

て
き
て
く
れ
て
さ

 

 

う
む

怠
惰
よ
そ
な
た
に
も
礼
を

う
あ
り
が
う
と

 
う
な

 
怠
惰

バ
カ
だ
な

ち

ん
は
こ
れ
は

ち

ん
は

論

 
だ
け
ど

に
も
蓮
く
ん
達
の
奮
闘
に
さ
と
り
ち

ん

 
達
が

を

手
に
体
を

た
か
ら
じ

な
い
礼

 
を

う
な
ら
そ
の
子
達
に

い
な
よ

 

 

そ
う
じ

な

 
怠
惰

だ
け
ど
も
し
俺
に
礼
が
し
た
い
な
ら
使

た
分
の
薬

 

と
か
手
術

び
処
置
の
手
技
料
と
か
の

を

 

 

さ
て

シ
は
皆
に
理
久
兎
が
起
き
た
こ
と
を
伝
え

ば

 
な

で
は
な

 
そ
う

い
お
ふ
く
ろ
は
嬉
し
そ
う
に
そ
し
て
そ
そ
く
さ
と
外
へ
と
出
て
い

た

 
怠
惰

料
金
を
踏
み

さ
れ
ち

た
よ
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や
は
り
料
金
を
踏
み

さ
れ
た
み
た
い
だ

先
程
の

動
で
す
ぐ
に
行
動
に

し
た
か
ら
も
し

や
と
思

た
が

 
霊
夢

あ
ん
た

メ
ツ
イ
わ

 

そ
れ
に

方
は
会
計
で
き
る
の

 
怠
惰

何
を
い
う
ん
だ

元
闇

者
だ

俺
は
さ
だ
か
ら
俺

 
の
気
分
次
第
で
料
金
は
変
わ
る
よ
俺
の
治
療
料
金
を

 
決
め
る
の
は
法
や
理
久
兎
の
ル

ル
じ

俺
自

 
身
が
決
め
る
こ
と
さ

 

仙

こ

こ
こ
ま
で

々
し
い
ク

が
い
る
と
は

 

て
い
る
事
は
本
当
に
ク

だ
が
し
か
し
そ
の
生
き
様
や
心
の
強
さ
は
見
て
い
て
面
白
い
と

思

た

 
理
 

な

さ
と
り
彼
奴
に
報

金
を
出
し
て
も
良
い
か

 
無
論
俺
の
小
遣
い
で
さ

 
さ
と

良
い
ん
じ

な
い
で
す
か

方
が
そ
れ
で
良
い
の

 
な
ら
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理
 

あ

な

怠
惰

 
怠
惰

何
だ

元
シ

 
理
 

が
シ

だ

 
全
員

い
や
あ
ん
た
だ
よ

 
何
こ
の
皆
か
ら
の
ツ

コ
ミ

ま
さ
か
自
分
が
お
か
し
く
な

て
い
る
時
の
姿

て
お
ふ
く
ろ

と
同
じ
よ
う
な
子

だ

た
と
で
も

う
の
か

 
理
 

て
そ
う
じ

な
く
て

な

俺
か
ら
お
前
に
報

 
金
を
出
し
た
い
ん
だ
が
良
い
か

 
怠
惰

お
前
が

 
理
 

あ

５
０
０

ぐ
ら
い
な
ら
す
ぐ
に
何
と
か
出
来
る

 
が

 

金
の
金

を

え
て

て
い
る
の
は
約
５
０
０

程
だ

そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
何
と
か
出
せ

る
が
そ
れ

上
と
な
る
と
ち

と
今
は

え
な
い
か
ら

金

い
に
な
る
な
と
思

て
い
る

と 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
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怠
惰
は
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と

い
な
が
ら
自
分
の
頭
に
手
を

せ
る

 
怠
惰

そ
れ
じ

り

 
理
 

な

な
ら

 
怠
惰

だ
が
よ
て
め

の
お
陰
で
俺
の

に
つ
い
て
少
し
だ

 
が
知
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
よ
安
く
し
て
１
０
０

 
に
負
け
て
や
る
よ

 
と

楽
し
そ
う
に

う
が

と
は
一
体
ど
う
い
う
事
だ

 
霊
夢

あ
ん
た

て
そ
う
い
え
ば
そ
の
進
化
の
秘

の
時

 
に

て
た
わ
よ

俺
が
作

た
物
じ

な
い

て

 
そ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
し
て
く

 
怠
惰

悪
い
が
秘
密

こ
こ
か
ら

人
情
報
だ
か
ら
さ

 
そ
う

い
怠
惰
も

を
開
け
て
そ
そ
く
さ
と
逃
げ
て
い

た

 
紫
 

 
理
 

彼
奴
に
も

え
な
い
何
か
が
あ
る
ん
だ
ろ

 
さ
と

そ
う
で
す

か

で
す
が
理
久
兎
さ
ん
が
元
に



 第４０７話 罪悪感と申し訳なさと 

 

て
く
れ
て
良
か

た
で
す

 
紫
 

え

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
紫
と
さ
と
り
の
頭
を

で
な
が
ら

で

え
る

そ
し
て
蓮
や

達
の
方
を
向
き

 
理
 

そ
れ
か
ら
蓮
や

も
ご
め
ん
な

 
蓮
 

良
い
で
す
よ
こ
う
し
て
生
き
て
る
ん
で
す
し

 

え

け
ど
理

こ

ち
も

ド
代
金
と
る
か
ら

 
覚
悟
を
し
て
ち

う
だ
い

理

 
理
 

う

怖

 
そ
ん
な
何
気
な
い
そ
し
て
楽
し
い
会
話
を
し
な
が
ら
部

は
明
る
く
な
る
の
だ

た

だ
が
そ

の
部

の

下
で
は

 
怠
惰

姉

も
う
少
し
だ
け
待

て
て
く
れ
よ
す
ぐ
に
彼

 
奴
を
送

て
今
度
は
俺
も
行
く
か
ら
よ

 
ロ

ト
の
写
真
に

で

る
女
性
に
そ
う
語
り
か
け
怠
惰
は
前
を
向
く

そ
し
て

 
怠
惰

今
日
は
見
逃
し
て
や
る
よ
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と

訳
が
分
か
ら
な
い
事
を

き
自
室
に

る
の
だ

た

 
で
は
で
は
今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
し
て
マ

で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

過

ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た

最
初
は
ず

と
起
き
て
い
た
の
に

る
間

の
記
憶
が
な
い
状
態
で

す

は

失
礼
そ
れ
で
は
ち

と
短
い
で
す
が
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
な
り
ま
す

ま
た
次

回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
４
０
８
話
 
耶
狛
復
活

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様

友
人
に
ド

ル

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
を

め
ら
れ
や

て
み
た
結
果

き
な
Ｓ

Ｇ
の

ク

Ｖ

が
手
に
入

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に
そ
れ
を
間
近

で
見
て
い
た
友
人
は
発
狂
し
て
ま
し
た

ま

な
ん
で
チ
マ
チ
マ
や

て
い
こ
う
か
な
と
思

い
ま
し
た

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
お
ふ
く
ろ
が
皆
を
呼
び
に
行

た
数
時
間
後

 
理
 

ど
う

え
ば
良
い
か

 
皆
に
ど
う
謝
罪
を
し
や

た
罪
を

え
ば
良
い
の
か
と

み
に

ん
で
い
た

い

そ
の
事
で

切

し
て

う
ま
た
は
目
を
く
り

い
て

す
な
ど
な
ど

え
る
が

 
霊
夢

別
に
そ
ん
な
心

し
な
く
て
も
謝
れ
ば
良
い
ん
じ

 
な
い

し
も
あ
ん
た
だ
け
が
悪
い
ん
じ

な
い
ん

 
だ
し
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蓮
 

そ
う
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い

だ
が
そ
れ
じ

自
分
自
身
を
許
せ
な
い
の
だ

そ
ん

な
事
を
思

て
い
る
と
目
の
前
の

子
が
開
き
そ
こ
か
ら

 
耶
狛

水

が

い
た
よ

 

級

ラ

画
の
悪
霊
み
た
く

を
地
面
に

ら
し
な
が
ら
耶
狛
が

て
出
て
き
た

 
紫
 

耶
狛

 
さ
と

耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

へ

あ
れ
れ
皆

い
で
ど
う
し
た
の

 

仙

耶
狛
さ
ん

は

 
と

仙
は
突
然
小
学

年
生
か
ら
学
び
始
め
る
よ
う
な
九
九
の
計

を

て
く
る

何
し
て
ん
だ
と
思

て
い
る
と

 
耶
狛

え

え

と

 
理
 

嘘
だ
ろ

 
そ
の

え
と
な
る
と

が

え
で

の
計

式
だ
と

の

え
だ
ろ
な
ど
と
心
で
ツ

コ
ミ
を
す
る
と
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紫
 

元
に

て
る
わ

良
か

た

 
輝
夜

頭
脳
は
前
の
方
が
良
か

た
よ
う
な

 
何
か

変
異
し
て
い
た
時
は
耶
狛
が
頭
脳
明

だ

た
と
で
も

う
の
か

そ
れ
な
ら

か

に
今
の
こ
の
脳
と
変
え
た
方
が
良
い
か
も
と
密
か
に
思

た

 
さ
と

ま

か
に
皆
さ
ん
が
そ
う
思
う
の
も
無
理
は
あ
り

 
ま
せ
ん
よ

所
で
耶
狛
さ
ん
亜
狛
さ
ん
と
黒
さ
ん

 
そ
れ
か
ら

で
こ
い
し
が
い
る
と
思

た
の
で
す

 
が

 
耶
狛

え

あ

お
兄
ち

ん
は
起
き
た
け
ど
私
と
同
じ

 
で

が

く
て
体
が
動
か
な
く
て
黒

は
こ
い

 
し
ち

ん
と
ま
だ

て
る
よ

 
ど
お
り
で

だ
け
使

て
地
面
を

い
つ
く
ば

て
来
た
の
か

 
蓮
 

間
だ
か
ら
良
い
で
す
け
ど
あ
の
普
通
に
怖
い
ん
で

 
す
け
ど

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ

ご
め
ん
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と

て
い
る
と
蓮
の
胸
ポ

ト
が
急
に

が
り
そ
こ
か
ら

か
狗
神
だ

た
か
が
飛
び

出
し
て
く
る

 
蓮
 

狗
神

 
狗
神

悪
い
が
あ

ち
に
行
か
せ
て
も
ら
う

 
そ
う

い
狗
神
は
亜
狛
が

て
い
る
で
あ
ろ
う

室
に
向
か
う

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
良
い
友
達
持

た

そ
れ
よ
り
も

 

い
た
よ

 
輝
夜

う
ど
ん
げ
水
を

ん
で
き
て
ち

う
だ
い

 

仙

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い

仙
は
水
を

み
に
向
か

た

紫
と
霊
夢
は

い
つ
く
ば
る
耶
狛
を
立
た
せ
る

 
紫
 

大
丈
夫

 
耶
狛

う
ん
ま
だ

が
ふ
ら
つ
く
け
ど
何
と
か
あ
り
が
と
う

 
紫
ち

ん
霊
夢
ち

ん

 
霊
夢

は
い
は
い

 

人
は
耶
狛
を

に

り
か
か
る
よ
う
に
座
ら
せ
る
と

度
の

イ
ミ
ン
グ
で
水
が
入

た
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コ

プ
を
持

て

仙
が
帰

て
く
る

 

仙

ど
う

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

 
水
の
入

た
コ

プ
を
受
け
と
る
と
耶
狛
は
一
気
に
水
を
飲
み

す

 
耶
狛

は

生
き
返
る

 
理
 

耶
狛
は
し
た
な
い

 
耶
狛

い
や

だ

て

が

く
カ
ラ
カ
ラ
だ

た
ん
だ

 
も
ん
マ
ス

 
何
か
マ
ス

て

わ
れ
る
の
が

く
久
々
な
気
が
し
た

こ
こ
ま
で
久
々
な
感
じ

て
事

は
お
か
し
く
な

て
い
る
時
は
何
て
呼
ん
で
い
た
ん
だ
ろ
う

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
聞
き
ま
す
が
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
か

 
分
か
り
ま
す
か

 
耶
狛

あ

そ
の
事
に
つ
い
て

い
た
い
こ
と
が
あ

て

 
紫
ち

ん
そ
れ
か
ら
皆

あ
り
が
と
う
私
に
そ
れ
と

 
お
兄
ち

ん
や
黒

に
マ
ス

を
も
う
目
覚
め
な
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い
か
も
し
れ
な
か

た
悪
夢
か
ら
救

て
く
れ
て

 

く
感
謝
し
て
る
よ

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

て

 
紫
 

や

耶
狛

女
ま
さ
か

 
耶
狛

ふ
ふ

少
し
だ
け
な
ら
覚
え
て
る
ん
だ
か
ら

 
蓮
 

す

い

 
元
か
ら
記
憶
の

に
入

て
い
る
物
が
少
な
す
ぎ
る
た
め
か
ち

と
し
た
事
は
覚
え
て
い
る

の
だ
な

 
耶
狛

ど
や

 
理
 

な
ら
耶
狛

聞
き
た
い
事
が
あ
る
俺
は
お
前
に
何
か

 

い
事
を
し
た
ん

だ
よ
な

 
耶
狛

え

え

と
う

ん

う

ん
分
か
ん
な
い

 

コ

 
あ
ま
り
の
バ
カ
み
た
い
な
口
調
で
明
る
く

う
も
の
だ
か
ら
自
分

め
て
皆

コ

て
し

ま

た
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理
 

覚
え
て
る
ん
じ

な
い
の
か
よ

 
耶
狛

て
へ

 
や

り
脳
は
ポ
ン
コ
ツ
だ
ろ

少
し
シ
リ
ア
ス
に
話
し
て

し
た
気
分
だ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

ま

仕
方
な
い
で
す
よ
皆

々
と
お
か
し

 
く
な

て
い
た
ん
で
す
し

 
理
 

は

 
チ
ラ
リ
と
さ
と
り
を
見
る
と
さ
と
り
は
少
し

ん
の
少
し
だ
け

し
い

を
耶
狛
に
向
か

て
し
て
い
た

こ
の

か
ら
本
当
は
耶
狛
は
知

て
い
る
が

え
て

て
い
な
い
ん
じ

な

い
か

も
し
く
は
本
当
に
分
か
ら
な
く
て
そ
れ
に
対
し
て
さ
と
り
は

て
い
る
の
か
ど
ち
ら
に

せ
よ
さ
と
り
の
こ
ん
な

や
皆
の
そ
ん
な

が
見
れ
て
良
か

た
と
思

て
い
る
と

 
亜
狛

あ

す

す
み
ま
せ
ん
そ
こ

に

 
狗
神

こ

こ
う
か

 

の
部

で
亜
狛
と
狗
神
の

が
聞
こ
え
て
く
る

何
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
な
が
ら
皆
を
見

る
と
皆
の
目
が
ネ

を
見
つ
け
た

ナ
リ
ス
ト
み
た
く
キ
ラ
め
い
て
い
た

 
さ
と

亜
狛
さ
ん
も

に
置
け
ま
せ
ん
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理
 

え

何
が

 

ふ
ふ

そ

と
し
て
お
き
ま
し

う

 
理
 

い
や
だ
か
ら
な
ん
だ
よ

 
一
体
何
を
そ
ん
な
楽
し
そ
う
に
話
す
の
だ

ま

た
く
訳
が
わ
か
ら
な
い

 
霊
夢

ま

く
だ
け
な
ら
良
い
わ
よ

 
蓮
 

霊
夢

 
耶
狛

メ
だ
よ
霊
夢
ち

ん
今
邪
魔
し
た
ら
後
で

れ
な

 
い
じ

ん

 
な
ん
だ
つ
ま
り

き
た
い
と
か

り
た
い
と
か
そ
ん
な
会
話
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る

と 
バ

ン

 

が

い
よ
く
開
か
れ
る

開
か
れ
た

を
見
る
と
文
が
立

て
い
た

 
理
 

ん

文
じ

ん

 
文
 

り

理
久
兎
さ
ん
達
が
目
覚
め
た
と
聞
い
て
飛
ん
で

 
き
ま
し
た
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一

で
近
づ
く
と
自
分
の
体
の
部

を
み
て
く
る

 
理
 

ど

ど
う
か
し
た
か

 
文
 

い
え
何
も
異
常
は

 

 

こ
ら
文

理
久
兎
殿
に
失
礼
だ
ろ

 
文
の

を

み
持
ち
上
げ
ら
れ
た

見
て
み
る
と
そ
れ
は
風

だ

 
風

無
事
で
何
よ
り
だ
理
久
兎
殿

 
理
 

あ

あ

 

 

理
久
兎
は
い
る
か

 
ま
た
客
が
部

に
や

て
来
た

今
度
は
美
寿
々
に
そ
れ
か
ら
地
底
妖
怪
の
面
々
が
集
ま

て

く
る

 
美
 

無
事
か

 
理
 

え

無
事
だ
け
ど

 
お
空

お
⺟
さ
ん

 
お

⺟
さ
ん

 
耶
狛

お

お
空
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と

ま
た
や

て
来
る

 
等
と

て
い
る
と
今
度
は
聖
が
や

て
来
た

 
聖
 

ご
無
事
み
た
い
で
す

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

あ

黒
な
ら

の
部

に
い
る
よ

 
聖
 

そ
う
で
す
か
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
聖
は
黒
の
い
る
部

へ
と
向
か
う

そ
ん
な
事
を
し
て
い
る
間
に
も
ど
ん
ど
ん
と
客
が
入

て

く
る

そ
し
て
皆
は

い
も

て
自
分
の
無
事
を

か
め
て
く
れ
る

 
理
 

こ
れ
は

は
は

 
紫
 

御
師
匠
様

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

お
礼

し
な
い
と
な

 

く
動
け
る
よ
う
に
な

て
皆
に
お
礼
を
し
な
い
と
な
と
思
い
な
が
ら
こ
の

か
い
空
気
に

れ
る
そ
し
て
こ
こ

遠
亭
に
か
つ
て
な
い
程
の
者
達
が
殺
到
し
た
の
は

う
ま
で
も
な
い
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で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
し
て
前
回

前
々
回
ぐ
ら
い
か
ら
お
伝

え
し
て
お
り
ま
す
通
り
明
日
か
ら
月

日
ま
で
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

々
と
勝
手
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
了

を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
こ
ん
な

務

み

た
い
な
感
じ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
月

日
に
見
て
く
だ
さ
る
と
嬉

し
い

り
で
す

そ
れ
で
は
サ
ラ

バ
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第
４
０
９
話
 
退
院
そ
し
て
宴
会

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

お
久
々
で
す
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

検
定

目
が
終

た
の
も

束
の
間
で
今

も
あ
る
と
い
う
絶
望
的
感
覚
で
す

勘

し
て

し
い

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ

ど
う

 

遠
亭
で
の
入
院
生
活
を

く
し
自
分
達
の
退
院
の
日
と
な

た

 
理
 

⻑
か

た
よ
う
な

か

た
よ
う
な

 
耶
狛

だ

 
亜
狛

で
す
が

だ
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

自
分
達
が
皆
に

 
襲
い
か
か

た
な
ん
て

 
黒
 

俺
に

て
は

ン
ク

だ

た
と
か
な

 
理
 

あ

立
つ

 
ま

た
く
そ
の
通
り
だ
何

に
こ
ん
な
事
に
な

た
の
だ
ろ
う

そ
の
ウ
リ
エ
フ
だ
か
ウ
リ
エ
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ル
だ
か
ど

ち
で
も

わ
な
い
が
そ
い
つ
を
殴
り
た
い
と
今
も
心
か
ら
思

て
い
る
始
末
だ

 

ふ
ふ

理

そ
ん
な
事
が
い
る
な
ら
回
復
は

分
そ

 
う

 
理
 

ん

あ

何
と
か
な

 

そ
う
良
か

た

 
し
か
し
こ
う
し
て

に
心

さ
れ
る
の
は
何
時
ぶ
り
だ
ろ
う
か

も
う
か
れ
こ
れ
ど
の
く
ら

い
か
な
と

定
し
て
い
る
と

 

理

年
の
事
を

え
た
ら
分
か

て
る
わ
よ

  
理
 

い
や

待
て

か
に

え
た
が
俺
よ
り
年
下

 
だ
ろ
お
前
よ
く

え
ろ
よ

 

そ
う

代
と

代
ぐ
ら
い

は
あ
る
わ

  
理
 

そ

そ
う
だ
よ

 
耶
狛

そ
う
な
る
と
私
達
と

ち

ん
を

え
る
と
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代
と

代
ぐ
ら
い
の

だ
よ

お
兄

 
ち

ん

 
黒
 

お
ま

 
亜
狛

ば

ば
か

 
物

い
殺
気
を
感
じ

や

が
流
れ
る

無
論
そ
れ
を
感
じ
た
の
は
自
分

外
の
亜
狛
と
黒
も

感
じ
た
の
か

が

き
つ

て
い
た

ぎ
こ
ち
な
く
自
分
達
は

を
見
る
と

の
口
元
は

か
に

て
い
た

あ
く
ま
で
口
元
は
だ

 

耶
狛

が

代
で
す

て

 
耶
狛

ん

ち

ん
が

 
こ
い
つ
勇
者
と
書
い
て
愚
か
者
と
読
む
奴
だ

た
よ

あ
る
意
味
で
耶
狛
の
そ
の
天
然
な
所
は

す
る

 

そ
う

 
耶
狛

え

え

 
こ
の
時
の
事
を
耶
狛
は
後
に
こ
う
語
る

今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番
怖
い
人
物
は
理
久
兎

だ
が
そ
の
次
に
怖
い
の
は
八
意

だ

た
と
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耶
狛

き

 

遠
亭
に

鳴
が
こ
だ
ま
す

そ
れ
に
気

き
ド

ド

と

か
が
走

て
く
る

ま

予

は
つ
く
が

 
輝
夜

ど
う
し
た

の

 

仙

何
事
で
す

か

 

人
は
見
て
し
ま

た
だ
ろ
う

こ
の
見
る
も
恐
ろ
し
い
現
場
を

 

耶
狛

が

代
で
す

て

 
耶
狛

ま

マ
ス

で
す

 

耶
狛

私
は
嘘
が
大
嫌
い
な
の
よ

も
う
一
度
だ
け

 
チ

ン
ス
を
あ
げ
る
わ

私
の
年
を

て
み
な
さ

 
い

 
耶
狛

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
と

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
耶
狛
が

き
な
が
ら
謝

て
い
る

で
自
分
達
は
と
い
う
と

 
理
 

に

逃
げ
る

こ
の
ま
ま
行
く
と
俺
達
に
ま
で
火
の

 

が
降
り
か
か
る
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亜
狛

さ

成
で
す

 
黒
 

あ

 
命
の
危
険
を
感
じ
た
た
め
亜
狛
と
黒
に
提
案
し
輝
夜
達
が
開
け
た

子
か
ら
逃
げ
よ
う
と
決
心

し
影
を
薄
め
る
た
め
に
布
団
に
く
る
ま
り

の
よ
う
に

て

下
へ
と
逃
げ
よ
う
と
す
る

が 
耶
狛

元
は
と

え
ば
マ
ス

だ
よ

 
理
 

お

お
い

 

か
に
そ
う

理

 
耶
狛
は

き
な
が
ら
も
勝

を

信
し
た

を
し
た

つ
ま
り
道

れ
に
し
や
が

た

 
理
 

待
て

少
な
く
て
も
亜
狛
と
黒
も
ツ

コ
ミ
し
た
よ

 
な

 
亜
狛

マ
ス

 
黒
 

あ

主
ま
さ
か

 
そ
う
そ
の
ま
さ
か
さ

て
め

ら
だ
け
逃
が
す
わ
け

だ
ろ

耶
狛
共
々
に
道

れ
だ

そ

し
て
自
分
だ
け
助
か

て
や
る
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そ
う

な
ら

人
ま
と
め
て

し
ま
し

う
か

 
懐
か
し
い
わ

理

あ
の
頃
が

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

助
け

 

子
を
見
る
が
輝
夜
と

仙
は
静
か
に
閉
め
た

道

れ
に
す
る
だ
け
し
て
自
分
だ
け
逃
げ
よ

う
と
し
た
が
そ
う
は
い
か
な
さ
そ
う
だ

そ
し
て
思
い
出
す

こ
れ
ま
で
生
き
て
き
て
学
ん
だ
事

を
そ
れ
は

 

人

あ

 
女
は
怒
ら
せ
る
と
と
ん
で
も
な
く
怖
い
と
い
う
事
と
そ
の
中
で
も
断
ト
ツ
で
怖
い
の
は

だ

と
い
う
事
だ

を
受
け
て

時
間
後

 
怠
惰

で

こ
の
惨
状
は
ど
う
い
う
事
な
の

先
生

 

ち

と

め
事
に
な
り
ま
し
て

 
怠
惰

め
事

に
し
て
は

き
に
さ
れ
て
た
り
で

 
ボ
ロ
ボ
ロ
な
ん
だ
よ
な

主
に
理
久
兎

達
が

 
一
時
間
の
内
に
自
分
達

人
は

人
に
フ
ル
ボ

コ
に
さ
れ
た

や
は
り
何
時
に
な

て
も

は
強
い
し
怖
い
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は

反

は
し
て
る
わ

 
怠
惰

ま

俺
は
別
に
ど
う
で
も
良
い
け
ど

ち

ん
が
い

 
な
く
て
良
か

た
よ

い
た
ら
怒

て
た
か

 
い
や

ろ

先
生
を

援
し
た
か
も

 

あ
ら
理
由
は

 
怠
惰

理
久
兎
に
何
時
も

て

わ
れ
て
る
か
ら

 

か
に
今
こ
の
状

だ
か
ら

え
る
と

自

自

じ

と
か

わ
れ
そ
う
だ

 

女
性
に
対
し
て
失
礼

理

 
理
 

あ

あ

 
怠
惰

返
事
は
あ
る

た
だ
の

死
状
態
の
よ
う
だ
あ

 

先
生
も
し
理
久
兎

死
ん
だ
ら
死
体
は
下
さ
い

 
よ
実
験
材
料
に
す
る
の
で

 
理
 

だ

が
死
ぬ
か

 
よ
ろ
よ
ろ
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る

こ
い
つ
の
モ
ル
モ

ト
に
な

て
た
ま
る
か

 
怠
惰

う
わ

し
ぶ
と
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理
 

え
方
が
違
う
ん
だ
よ

え
方
が

 
あ
る
時
は
お
ふ
く
ろ
に
グ

ン
で
殴
ら
れ
ま
た
あ
る
時
は
紫
に

ア
ハ

ク
か
ら
の

さ

れ
あ
る
時
は
さ
と
り
に

ロ

弾
幕
を
当
て
ら
れ
ボ
コ
さ
れ
ま
た
今
回
の
よ
う
に

に
フ
ル

ボ

コ
さ
れ
と
数
々
の
修
羅
場
を
潜
り

け
今
日
ま
で
体
や

神
を

え
生
き
て
き
た
の
だ

め

て

て
は

る

 
怠
惰

ま

良
い
け
ど
そ
れ
と
理
久
兎

表
に
迎
え
が
来

 
て
る
か
ら
行

て
あ
げ
な

 
理
 

迎
え

 
一
体

が
迎
え
に
来
た
の
だ
ろ
う
か

 
怠
惰

そ
こ
で

び
て
る
従
者
達
も

れ
て
い
け
よ
な
何
時

 
ま
で
も

び
ら
れ
て
る
と
邪
魔
だ
か
ら
そ
れ
じ

お

 
大
事
に
理
久
兎

 

も
う
こ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
引
き

め
な
さ
い

 
前
み
た
い
に
死
な
れ
て
も
後
味
が
悪
い
か
ら

関
で

 
待

て
る
か
ら

度
な
さ
い
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理
 

あ

あ

 
そ
う

い

し
怠
惰
と

は
部

か
ら
出
て
い
く

と
り
あ
え
ず

に
よ

て
フ
ル
ボ

コ
に
さ
れ
た

人
を
起
こ
し

遠
亭
の

関
へ
と
向
か
う

 
黒
 

あ

あ
の
女

容

だ
ろ

 
亜
狛

治
療
し
た

な
の
に
ま
た
怪
我
を
し
ま
し
た

 
耶
狛

い
よ

 
理
 

ま

こ
う
い
う
事
も
あ
る
さ

 

関
に
来
る
と

仙

輝
夜

て

が
待

て
い
た

 

お
大
事
に

 
輝
夜

も
う
怪
我
と
か
で
来
な
い
よ
う
に

 

仙

そ

そ
れ
と
師
匠
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に

 
て

勇
者
と
い
う
か
ア

ウ
だ
よ

 
面
目
な
い

り
だ

自
分
達

人
は
頭
を
下
げ

 
理
 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 
亜
狛

ま
た
い
つ
か
お
礼
を
持

て
き
ま
す
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耶
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
黒
 

惑
を
か
け
た

 
そ
う

い
一
礼
し
て
自
分
達
は

遠
亭
を
出
る
と

 
さ
と

や

と
来
ま
し
た

理
久
兎
さ
ん

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん

い
よ

 
お

お
父
さ
ん
待

て
た
よ

 
お
空

お
⺟
さ
ん
元
気

 

人
が
自
分
達
を
出
迎
え
て
く
れ
た

そ
れ
に
対
し
自
分
達
は

を
作
り

 
耶
狛

も
ち
ろ
ん
元
気
だ
よ

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
な
お

 
黒
 

ふ
ん

く
な

た

 
理
 

さ
と
り

た
だ
い
ま

 
と

う
と
皆
各
々
に

き
つ
い
て
い
く

そ
し
て
さ
と
り
は
一

 
さ
と

お
帰
り
な
さ
い
理
久
兎
さ
ん

さ

行
き
ま
し

う

 
私
た
ち
の
家
に
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理
 

あ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
家
で
あ
る
地
霊
殿
に
帰
る
の
だ

た

帰
る
の
だ

た
が

 
さ
と

所
で
何
で
理
久
兎
さ
ん
達
ボ
ロ
ボ
ロ
な
ん
で
す

 
理
 

ま

ち

と
な

 
さ
と

ふ

ん

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
理
由
を

魔
化
す
の
が
大
変
だ

た
の
は

う
ま
で
も
な
か

た
の
だ

た
 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
あ
り
ま
す

 

そ
し
て
ま
た
呼
ば
れ
た
の
よ

 

仙

そ
れ
で
何
を
話
せ
ば

 
怠
惰

う

ん
あ

そ
う
い
え
ば
う
ど
ん
げ
ち

ん

て

 
人
の
波
⻑
が
見
れ
る
ん
だ

た
よ

 

仙

え

見
れ
ま
す
よ



 第４０９話 退院そして宴会

 

的

に
わ
か
る
わ
よ
こ
の
子
の
波
⻑
読
み
は

 
怠
惰

な
ら
俺
の
波
⻑

て
ど
ん
な
感
じ

 

仙

え

と
う

ん

⻑
く
て

短
い

え

何
こ

 
の
安
定
し
な
い
波
⻑

で
す
か

 
怠
惰

は

は

意
味
が
わ
か
ら
ん

 

仙

短
期
で
も
あ
る
し
マ
イ

ス

て
感
じ
で
す
か

  
怠
惰

そ
ん
な
短
期
か
な

本
は
キ
レ
な
い
よ
う
に
し

 
て
る
け
ど

 

龍
神
様
が

た
通
り
で
た
だ
の

ぼ
け

て

 
感
じ

 

仙

え

師
匠
な
に
が
で
す
か

 

い
い
え
知
ら
な
い
方
が
イ
メ

を

さ
な
い
も

 
の
よ
う
ど
ん
げ

 

仙

え

え
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怠
惰

先
生
の

う
通
り
か
も

さ
て
と
そ
れ

 
じ

時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ

 
う
か

 

仙

そ
う
で
す

 

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
怠
惰

に
つ
い
て
き
た
よ
で

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ



 第４１０話 おかえりは宴会と共に

 
第
４
１
０
話
 
お
か
え
り
は
宴
会
と
共
に

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
少
女
全

を
や

て
い
て

こ
れ
の
提

の
資

問

て
こ
ん
な
感

じ
な
ん
だ
な
と
思

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

リ
ア
ル
暴
食

の

み
が
少
し
分
か

た
気
が

し
ま
し
た

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
久
々
に
通
る
気
が
す
る
こ
の
地
底
の
道
を
飛
び
な
が
ら
自
分
は
思
う

く
久
々
に
通
る
よ
う

な
気
が
す
る
い
や
実

本
当
に
久
々
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
思
う
事
が
あ

た

 
理
 

な

何
で
亜
狛
の

け
目
を
使
お
う
と
し
な
い
ん

 
だ
よ

 
そ
う
亜
狛
の

け
目
を
使

て

動
し
た
方
が
何

も

い
の
に
と
思
い

う
と

 
こ
い

秘
密

 
黒
 

お
い
お
い
秘
密

て
よ

 
黒
に

さ
れ
て
い
る
こ
い
し
は
楽
し
そ
う
に

う

そ
れ
に
続
き



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
お
空

秘
密
だ
よ

 
お

ご

こ
め
ん

理
久
兎
様

 
亜
狛

秘
密

 
耶
狛

何
だ
ろ
う

 
大
体
す
ぐ
に
嘘
だ
と
バ
レ

ネ

バ
ラ
し
を
し
て
く
れ
る
お

と
お
空
の

人
も
内

と

い

る

そ
れ
を
聞
き
ま
す
ま
す
気
に
な

て
く
る

 
さ
と

私
も
気
は
進
ま
な
い
し

け
目
を
使

た

動
が

 
し
た
い
と
い
う
の
は
事
実
で
す
で
す
が
分
か

て
下

 
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

分
か

て
下
さ
い

て

 
こ
の

人
は
何
を

し
て
い
る
の
だ

最
悪
な
事
は
な
い
と
は
思
い
た
い
が
も
し
か
し
た
ら

現

地
霊
殿
に
と
ん
で
も
な
い
奴
が
い
て
そ
れ
を

け
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
歩
い
て
い
る

は

な
さ
そ
う
だ
な

現
に
こ
い
し
は
と
も
か
く
お
空
が
ニ
コ
ニ
コ
と

て
い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

何
が
出
る
や
ら

 
⻤
が
出
る
か
は
た
ま
た
悪
魔
い
や
悪
魔
も
出
て
る
し
⻤
な
ん
て
見

れ
て
る
か

何
が
出
る
の
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や
ら
と
思
う
中

ル
ス

が

理
す
る

近
く
に
来
る
と

 
耶
狛

何
か
変
な

い
が
す
る

 
理
 

と
い
う
と

 
耶
狛

う

ん
地
底
の

い
に
地
上
の

い
が

じ

た
み

 
た
い
な

 
亜
狛

い
は
と
も
か
く

は
聞
こ
え
ま
す

そ
れ
も
前
か

 
ら
聞
く
地
底
の
者
の

よ
り
も
多
い
で
す

 
流

は
自
分
の
耳
と
な
り

と
な
る
者
達
だ

つ
ま
り
何
か
が
待

て
い
る
そ
の

で
良
い

だ
ろ
う

 
理
 

人
と
も
臨
戦
体
制
を

意

襲
わ
れ
た
ら
す
ぐ
に

 
で
も
戦
え
れ
る
よ
う
に
準
備
を
し

 
お

い
や

嫌
々
嫌
々

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
お

ち

ん

 
お

物
騒
す
ぎ
る

て
ば

そ
ん
な
危
険
な
事
じ

な

 
い
よ
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は
た
し
て
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か

突
然

後
か
ら

で
殴
り
か
か

て
く
る
女
が
幻
想

郷
に
い
る
の
だ

そ
れ
ぐ
ら
い
の

え
は
当
た
り
前
だ
ろ
う

そ
れ
に
自
分
が
犯
し
た
罪
は
結

大
き
い
の
も
事
実
だ

つ
ま
り
復
讐
を
し
よ
う
と
す
る

も
い
な
い
と
も

い
切
れ
な
い

 
理
 

お
前
達
は
解
い
て
良
い
よ
た
だ
し
俺
は

を
解
か

 
な
い
か
ら
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
対
人
不
信
に
な

て
ま
せ
ん

 
理
 

ど
う
だ
か
な

 
そ
ん
な
事
を

き
つ
つ
自
分
達
は
旧
都
の
入
り
口
を
潜
る
と
そ
の

間

  

上
が

た

見
て
み
る
と
旧
都
に
無
数
の
妖
怪
が
自
分
達
に

を
送

て
く
れ

て
い
た
の
だ

更
に

人
か
の
人
が
見
え
そ
の
中
に
は
蓮
や
霊
夢
と
い

た
者
達
も
い
た

 
理
 

な

何
だ
こ
れ

 
亜
狛

み

耳
に

き
ま
す

 
耶
狛

い

 
黒
 

こ
れ
の
た
め
の
秘
密

か



 第４１０話 おかえりは宴会と共に

 
黒
の

う
通
り
こ
れ
を

し
て
い
た
と

う
こ
と
で
良
い
の
だ
ろ
う

 
さ
と

本
当
な
ら
静
か
に
さ
さ
や
か
に
や
り
た
か

た
ん
で

 
す
け
ど

理
久
兎
さ
ん
の
退
院
祝
い
と
お
か
え
り
と

 
い
う

葉
を

え
て

で
す
が
皆
さ
ん
が
異
変
後
の

 
宴
会
を
し
た
い
と

う
の
と
前
の
異
変
で
私
達
が
地

 
上
で
宴
会
に

加
し
た
の
で
せ

か
く
と
い
う
事
で

 
今
回
は
地
底
で
行
わ
れ
る
事
に
な

た
ん
で
す

 
理
 

ふ

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
そ
う
か
あ
り
が
と
う
な

 
さ
と
り
の
頭
を

で
前
へ
と
歩
く

す
る
と

の
手
す
り
に
座
る

ル
ス

と
目
が
合
う

 

ル

お
か
え
り
理
久
兎

 
理
 

あ

な

ル
ス

俺
達
の
事
を

 

ル

え

ま
し
く
は
思

て
る
わ
よ

 
理
 

え

 

ル

あ
ん
な
事
を
し
た
の
に
こ
う
し
て
私
や
皆
が
あ
ん
た

 
に

を
送
る
の
よ
そ
こ
が

ま
し
い
と

わ
ず
し



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
て
何
て

え
ば
い
い
の

 
怒

て
い
る
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
み
た
い
だ

証
拠
に
ク
ス
ク
ス

て
い
る
の
だ
か
ら

 

ル

行
き
な
さ
い
な

 
そ
う

わ
れ
ま
た
歩
き
出
す
と

々
な

達
が
出
迎
え
て
く
れ
て
更
に

お
か
え
り

や

と

て
き
た
か

等
々

て
く
れ
る

 
亜
狛

マ
ス

よ
か

た
で
す

 
理
 

あ

 
と

て
い
る
と
美
寿
々
に
風

に
ゲ
ン

イ
達
が
や

て
来
る

 
美
 

よ

 
風

や

と
来
た
か

 
ゲ
ン

総
大
将
お
そ
い
で
す
よ

 
理
 

な

お
前
ら
は
な
ん
で
そ
こ
ま
で
俺
の
記
憶
に

 
は

て
い
な
い
が
お
前
ら
に

い
事
を
し
た
ん
だ

 
ろ
な
の
に
な
ん
で
ま
た

 
美
 

バ
カ
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と
突
然
バ
カ

よ
ば
わ
り
さ
れ
ビ

ク
リ
す
る

そ
し
て
美
寿
々
は
自
分
の

を

み

真

な
目
で
自
分
の

を
み
る

 
美
 

か
に
お
前
が
や

た
こ
と
は
許
さ
れ

か
も
し

 
れ
な
い
け
ど
な
お
前
が
全
部
悪
い
訳
じ

ん
だ

 

理
久
兎

 
風

散
々
な
目
に
は
あ

た
の
は
事
実

だ
が
こ
う
し
て

 
反

を
し
て
い
る
の
な
ら
良
い
ん
じ

な
い
か

 
ゲ
ン

え

そ
れ
に
は

定
で
す
な

 
理
 

お
前
ら

 

つ
け
た

本
人
で
あ
る
自
分
を
許
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
か

何
て
お
気
楽
な
頭
な
の
や

ら

す
る
と
紫
が
自
分
の
も
と
に
歩
い
て
く
る

 
紫
 

御
師
匠
様

こ
れ
が
御
師
匠
様
が

き
上
げ
て
き
た

 
も
の
な
ん
で
す
わ

不
思
議
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

 
ん
が
皆
は
御
師
匠
様
の
事
を
ず

と
思

て
い
て
く

 
れ
た
ん
で
す
よ
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理
 

い
て
き
た
も
の
か

 
嬉
し
さ
の
あ
ま
り

み
が
こ
ぼ
れ
そ
し
て
気
持
ち
が
少
し
だ
け
楽
に
な

た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
美
 

ふ
ん

さ

お
前
達

今
日
は
と
こ
と
ん
飲
ん
で

 
食
う

何
せ
理
久
兎
が
全
部

て
く
れ
る
か
ら

 
な

 
理
 

え

 
何
を

い
出
す
ん
だ
美
寿
々
は
そ
ん
な
事
は
一

も

い
や
そ
れ
ぐ
ら
い
は
し
な
い
と

メ

か
な

 
理
 

あ

と
こ
と
ん
飲
め

て
や
る

 
全
員

お

 
そ
う
し
て
地
底
で
の
大
宴
会
は
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で



 第４１０話 おかえりは宴会と共に

 

仙

し
か
し

い
で
す

龍
神
様

 
怠
惰

ま

仕
方
な
い
よ

ち

ん
今
は
天
界
に
行

て
る

 
か
ら
少
し
か
か
る
ん
だ
よ

 

 

せ
い
や

 

仙

き

 
怠
惰

う
わ

可
愛
い
お
子
様
な
下
着
だ
こ
と

 

仙

て

 
て

い
よ

仙

 

仙

こ
の

待
ち
な
さ
い

 

は

あ
の
子
は

そ
う
い
え
ば

方
と
龍
神
様
は

 
ど
の
く
ら
い
の

き
合
い
な
の

 
怠
惰

そ
う
だ

ら
が
こ
の
世
界
に
創
造
さ
れ
る
よ

 
り
も

と
前
か
ら
知
り
合

た
か

あ
の
頃
の

 

ち

ん
の
古
風
な

葉
使
い
が
た
ど
た
ど
し
か

 
た
の
を
思
い
出
す
よ
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昔
は
違
う
の
か
し
ら

 
怠
惰

う
ん
昔
は
ま
だ
彼
女
が
ピ
チ
ピ
チ
の

年

の
頃

 
は
俺
に
向
か

て
ク
ソ

と
か
生
意
気
に
も
道
が

 
分
か
ら
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で

め
し
て
き
た

 
り
と
か
あ

た
ん
だ
よ

懐
か
し
い
な

 

仙

は

は

す
み
ま
せ
ん
お
見

し
い
所
を

 
て

ご
め
ん

て

仙

 
怠
惰

良
い
よ
良
い
よ

そ
れ
で
ど
こ
ま
で
だ

け
あ

 

ち

ん
は
昔
は
ピ
チ
ピ
チ
だ

た

て
所
か

 

 

う
昔
は

が
ピ
チ
ピ
チ
じ

と

 
怠
惰

だ
か
ら

ち

ん
が

 

 

今
も

シ
は
ピ
チ
ピ
チ
じ

 
チ

ン

 
怠
惰

あ

あ
う
あ
う
あ

あ

あ

あ
う

 

仙

う
わ

そ
う
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て

も
ろ
に
一
撃
が

の
急
所
に
入

た

 

ど
う
も
龍
神
様

 

 

う
む
来
た

そ
な
た
ら
準
備
は

か
の

 

え

で
は
行
き
ま
し

う
か

 

仙

で
す

そ
れ
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 
ま
し
た

 
て

次
回
も
見
ろ
よ

 

そ
れ
で
は

 
怠
惰

ま

ま
た
次
回
も
よ

よ
ろ
ち
く

 

 

で
は
さ
ら
ば
じ



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
第
４
１
１
話
 
地
底
は
お
祭
り
騒
ぎ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
ま
た
明
日
か
ら
来

の
月

日
ま
で

投
稿
は
お
休
み
し
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
地
底
全
土
は
現

地
上
か
ら
来
た

達
と
で
お
祭
り
騒
ぎ
に
な

て
い
た

そ
ん
な
お
祭
り

騒
ぎ
に
な

て
い
る
地
底
の
と
あ
る
居
酒

の

で
自
分
達
は
飲
ん
で
い
た

 
理
 

こ
ん
だ
け
飲
み
食
い
さ
れ
る
と
い
く
ら
か
か
る

 
か
な

 
居
酒

か
ら
地
底
を
見
渡
す
と
も
う
お
祭
り
で
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ

そ
の
中
に
は
妖

達
や
天

狗
は
た
ま
た
河
童
も
ま
じ
り
と
地
底
じ

中
々
見
ら
れ
な
い
光

だ
が
自
分
達
の
い
る
居
酒

の

下
で
は
幽
々
子
達
を

め
た
皆
が
食
べ
物
や
酒
に
夢
中
な
た
め
地
底
の
食
料

び
に
自
分
の

布

の
中
身
が
な
く
な
り
そ
う
だ

 
理
 

修

に
宴
会

そ
れ
か
ら

頭

く
な

て
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き
た

 
ど
う
し
よ
う
か

こ
の
ま
ま
だ
と
旧
都
が
見
事
な
真

な
数

も
と
い

で

に

な

て
し
ま
う

今
回
の
件
で
ポ

ト
マ
ネ

も
使
い
き

て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
援
助
を

め

よ
う
に
も
地
獄
の
裁
判
所
は
絶
対
に
し
て
く
れ
な
い
し

 

 

と
さ
ん

 
理
 

ヘ
カ

テ

ア

り
に
う

ん

 
ヘ
カ

テ

ア

り
に
頭
を
下
げ
る
か
い
や
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
旧
都
の

な

材
を
ヘ

ド
ハ
ン
テ

ン
グ
さ
れ
そ
う

い
や

に

え
る
ん
だ
美
寿
々
が
い
な
く
な
れ
ば

問

が

消
え
る
ん
じ

な

嫌
々
そ
ん
な
事
を
思

た
ら

メ
だ

 

 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

 
何
だ
と
思
い

を
向
け
る
と
さ
と
り
が
心

そ
う
な
目
で
み
て
い
た

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

て
ど
う
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

旧
都
の

が

に
な
る
か
な

て
さ
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さ
と

あ

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
と

て
い
る
と
さ
と
り
は
あ
ぐ
ら
を
か
き
な
が
ら
座

て
い
る
自
分
の

の
上
に
ち

こ

ん
と
座
る

 
さ
と

ど
う
に
か
な
る
と
は
思
い
ま
す
よ

だ

て
何
時
も

 
ピ
ン
チ
を
切
り

け
て
る
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

だ
と
良
い
ん
だ
け
ど
な

 
本
当
に
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
不
安
だ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
体
の

合
は
大
丈
夫
で
す
か

 
と

蓮
と
霊
夢
が

手
に
コ

プ
を
持

て
や

て
来
た

 
理
 

あ

蓮
か
ま

何
と
か
な
そ
れ
よ
り
お
前
ら
は
良
い

 
の
か

俺
に

て
よ
り
夫

の

み
的
な
事
し
た

 
方
が
良
い
ん
じ

の

 
霊
夢

な
ん
で
そ
う
な
る
の
よ

 
蓮
 

本
当
で
す
よ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

は
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い
た
い
が
そ
れ
よ
り
も
今
後
が
心

で
た
め

が
出
て
し
ま
う

 
さ
と

い
や
理
久
兎
さ
ん

う
か
た
め

ど

ち
か
に
し
て

 
下
さ
い

 
理
 

た
め

も
つ
き
た
く
な
る
さ

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

 
蓮
も

い
を

か
べ
て
い
る
と
奥
の

子
が
開
き
そ
こ
か
ら
お
ふ
く
ろ
を

頭
に

達

遠
亭
一
行
そ
し
て
天
子
に
⻯

の
使
い
に

じ
り
怠
惰
が
眠
そ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
く
る

 
理
 

お
前
ら
も
来
た
の
か

 

え

龍
神
さ
ま
の
お
誘
い
よ

 
天
子

と
く
け
ど
私
は
あ
ん
た
を
許
す
気
は

 
頭
な
い
か
ら

 

 

こ
れ
天
子

 
理
 

あ

あ

 
ま

こ
の
子
に
は
散
々
な
事
を
し
た
だ
ろ
う
か
ら
そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
は
な
い
と
は
思
う

 
怠
惰

こ
ら
こ
ら
天
子
ち

ん
そ
う

う
事
は

た
ら
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メ
だ
よ

 
天
子

ふ
ん

 
ツ
ン

と
し
た
態
度
を
と
る
と
少
し

れ
た

に
座
る

 
怠
惰

あ
り

ま
こ
れ
は
俺
も
嫌
わ
れ
て
る
よ
な

 

う

ん
そ
う
で
も
な
い
と
は
思
い
ま
す
よ

嫌

て

 
い
る
な
ら
ま
ず
こ
こ
に
来
る
間
で
も

方
の

は
歩

 
き
ま
せ
ん
か
ら

 
怠
惰

う

 
怠
惰
が
間

け
な

を
あ
げ
た
そ
の

間

 

 

ふ
ん

 
怠
惰

ぐ
ふ

 
お
ふ
く
ろ
が
怠
惰
の

に
向
か

て

打
ち
を
か
ま
し
た

あ
ま
り
の
一
撃
だ

た
の
か
怠

惰
は

を

さ
え
て
い
た

 
怠
惰

な

何
す
ん
の

さ

き
の
玉

り
と
い
い

 

 

怠
惰
と
よ
楽
し
く
飲
ん
で
く
れ

れ

れ
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怠
惰

あ

ち

と

 

ふ
ふ

そ
れ
で
は
理
久
兎
様

 
理
 

あ

 
怠
惰
を

し
や
り
そ
れ
に

は
着
い
て
い

た

そ
し
て
お
ふ
く
ろ
は
一
仕
事
終
え
た
か
の

よ
う
な

を
し
な
が
ら
帰

て
く
る

何
を
し
た
い
ん
だ
お
ふ
く
ろ
は

 
理
 

で

ま
さ
か
こ
ん
な

を
見
せ
に
来
た
訳
じ

な

 
い
よ
な

 

 

ち

う
わ
い

 
蓮
 

何
か
本
当
に

師
み
た
い

 

 

い
い
加
減
に
せ
い
童

 
理
 

は
い
は
い

と
り
あ
え
ず
飲
め
よ
お
ふ
く
ろ
も
よ

 
と

く
り
を
持
ち
そ
う

う
と
お
ふ
く
ろ
は
お

口
を
持

た
た
め
酒
を
注
ぐ

 
さ
と

何
か

徳
感
を
感
じ
ま
す

 

 

そ
れ
は
そ
な
た
も
じ

ろ
う

 
そ
う

い
一
気
に
グ
ビ
リ
と
飲
む
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し
か
し

本
当
に
良
か

た
こ
う
し
て
そ
な
た
の

 

を
皆
の
楽
し
そ
う
な

が
見
れ
て

 
理
 

ま
た
そ
の
話
し
か
よ

 
蓮
 

良
い
じ

な
い
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

も
こ
う
し
て

 
飲
め
て
楽
し
い
で
す
よ

 
や
れ
や
れ

そ
う

て
く
る
と
嬉
し
く
な
る
と
同
時
に
つ
い
つ
い
か
ら
か
い
た
く
な

て
し

ま
う

 
理
 

蓮

俺
は
ノ
ン

だ
か
ら
な

 
蓮
 

何
で
そ
う
な
る
ん
で
す
か

 
霊
夢

気

 
蓮
 

違
う
か
ら

だ
か
ら

を
し
ま

て
霊
夢

 
蓮
の
恋
人
は

変
わ
ら
ず
怖
い
な

だ
が
そ
れ
は
自
分
も
同
じ
だ
が

 
さ
と

ま

た
く
理
久
兎
さ
ん
は

 
理
 

悪
い
悪
い

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

談
が
き
つ
い
で
す

て
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理
 

ハ
ハ

ま

で
も
俺
も
楽
し
い

も
し
お
前
達
の

 
話
が
本
当
な
ら
も
う
二
度
と
こ
ん
な
楽
し
い
事
は
な

 
か

た
か
も
な

あ
り
が
と
う
な

 
彼
ら
彼
女
達
に
は
感
謝
し
き
れ
な
い
し
申
し
訳
な
く
思
う

だ
が

い
た
か

た
自
分
の
こ
の

感
謝
の
気
持
ち
を

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

 
蓮
 

え

 
さ
と

ふ
ふ

 
理
 

さ
て
気
に
し
な
い
で
ど
ん
ど
ん
飲
ん
で
食

て
く
れ

 
俺
の

り
だ
か
ら
な

 
ま
だ
⻑
い
⻑
い
夜
の
宴
会
を
自
分
達
は
た
だ
た
だ
楽
し
む
の
だ

た
が

 
理
 

 
自
分
が
許
さ
れ
て
良
い
の
か

そ
の
時
の
記
憶
は
な
い
が
皆
を

ら
せ

し
め
た
と
い
う
事

実
が
罪
悪
感
と
な
り
心
に

る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
し
か
し

 
い
な

ち

ん

た
ら
あ
の
子
こ
の
今
の

体

 
が
消
え
た
ら
ど
う
し
て
く
れ
る
の
か
な

 
天
子

あ
ん
た
の
そ
の

体
が
死

ば
も
う
蘇
ら
な
い
の

 
よ

 
怠
惰

う
ん
こ
の

体
に
何
か
あ
れ
ば
も
う
絶
命
だ

 

怠
惰
さ
ん
ク
ロ

ン
で
し
た

け

そ
れ
を
作
る

 
と
し
た
ら
や
は
り
⻑
い
ん
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
だ

約

体
作
る
の
に

月
ま

で
も

 
ポ

ト
を
同
時
進
行
さ
せ
れ
ば

体
と
も

月

 
で
作
れ
る
か
ら
良
い
ん
だ
け
ど
た
だ
材
料
と
か
さ

 

持

が
大
変
な
ん
だ
よ

水
道
代
に

ス
代

 
が
も
う
掛
か
る
掛
か
る
で
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あ
れ

気
代

て
い
う
の
も
あ
る

で
す
が

 
怠
惰

そ
れ
は
俺
の
自
家
発

で

の

で
す

 
天
子

あ
ん
た
の

気
は
あ
る
意
味
で

 
怠
惰

い

そ
の
事
で
怠
惰
さ
ん
の

運

の
ス
テ
を
使

 

て

当
て
よ
う
か
な
そ
う
す
れ
ば

ス
代

 
が

く
し
何
な
ら
水

の
あ
る
場
所
に
引

せ

 
ば
水
道
代
が
な
く
な
る
か

 
天
子

が
め
つ
い
わ

 
怠
惰

生
き
る

て
大
変
だ
か
ら

天
子
ち

ん
が
思

 

て
る
程
今
の
現
世
は

く
な
い
の
さ

さ
て
と

 
⻑
く
な

た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

ま
た
次
回
を
投
稿
し
た

は
お
願
い
し
ま
す

 
天
子

明
日
は
休
み
だ

け

だ
か
ら

れ
な
い
で
よ

 
そ
れ
じ

あ

読
者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ
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第
４
１
２
話
 
再
戦
試
合
の
提
案

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
々
で
す

読
者
様

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

よ
う
や
く

く
は
心

の
安

が
続
き
そ
う
で
す

ま

月
に
な

た
ら
ま
た
検
定
が
あ
り
ま
す
が

失
礼
そ
れ

で
は
本
編
へ
ど
う

 
皆
が
酒
と
料
理
で
盛
り
上
が
る
中
だ
が
自
分
は
皆
の

を
見
て
楽
し
む
楽
し
む
の
だ
が
や
は

り
あ
ま
り
気
分
が

ら
な
い

 
霊
夢

蓮
あ
ん
た
は
飲
ま
な
い
で

 
蓮
 

え

何
で

 

お
前
は
飲
む
な

お
前
が
酒
を
飲
む
と

々
と
や
ら

 
か
す
か
ら
な

 
等
と
蓮
達
は
楽
し
そ
う
に
そ
ん
な
話
を
す
る

や
は
り
見
て
い
て
面
白
い
と
思

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
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理
 

ん

ど
う
か
し
た
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
楽
し
め
て
ま
す
か

 
理
 

正
直
な
話
で
気
分
が

ら
な
い
ん
だ
よ
な

 
や

り
思
う
の
だ

皆
を

し
め
る
だ
け

し
め
た
男
が
こ
の
場
に
い
て
も
良
い
の
か
と

紫
や
さ
と
り
は
ウ
リ
エ
ル
が
悪
い
と
は

う
が
や
は
り
自
分
の
心
の
弱
さ
も

ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
だ

 

 

ふ
む
話
は
聞
か
せ
て
も
ら

た

理
久
兎

 
と

話
を
聞
い
て
い
た
の
か
お
ふ
く
ろ
が
や

て
来
た

 
理
 

何
だ
よ
お
ふ
く
ろ

 

 

な
ら
ば
そ
な
た
が
元
気
に
な
る
事
を
し
よ
う
か
の

 
怠
惰
よ
来
て
く
れ
ぬ
か

 
怠
惰

何
だ
よ

ち

ん

 
と
怠
惰
を
呼
ぶ
と
怠
惰
は
嫌
々
な
が
ら
や

て
来
る

あ
れ
こ
れ
デ

ブ
な
ん
じ

な
い

か
と
思

た

だ
が

 
理
 

さ
と
り
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さ
と

 

は
ポ

カ

フ

イ
ス
で
偽

て
は
い
る
が
珍
し
く
さ
と
り
が

え
て
い
る

証
拠
に
自
分

の
服
の

を
強
く

て
い
る

ま
さ
か
怠
惰
が
怖
い
と
で
も

う
の
か

 

 

怠
惰
よ
そ
な
た
に
頼
み
た
い
ん
じ

が
理
久
兎
と
試

 
合
を
し
て
は
く
れ
ぬ
か

 
怠
惰

は

 
理
 

試
合

て

 

 

そ
な
た
ら
の
試
合
は
か
つ
て
高
天

原
で
や

た
が

 
決
着
が
つ
か
な

た
で
あ
ろ
う

に
決
着
を
つ
け
る

 
と

う
意
味
で
や
ら
ぬ
か

度
良
い
気
晴
ら
し
に

 
も
な
る
じ

ろ
う
し
の

 
お
ふ
く
ろ
は
何
を

え
て
い
る
ん
だ

一
体
そ
ん
な
事
を
し
て
何
に
な
る
ん
だ

自
分
は

わ

な
い
が
怠
惰
が
や
ら
な
い
だ
ろ
う

そ
ん
な
風
に
思

て
い
る
と

 
怠
惰

良
い
よ

酒
を
飲
む
の
も

き
て
き
た
し

 

 

う
む

理
久
兎
は
ど
う
じ
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理
 

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
無
理
に
し
な
く
て
も

 
理
 

い
い
や

や
る

お
前
と
は
決
着
を
つ
け
た
い
し
な

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
自
分
の

か
ら
さ
と
り
は
立
つ
と
自
分
も
立
ち
上
が
る

お
ふ
く
ろ
は
ニ
コ
リ
と

う
と

 

 

う
む
な
ら
ば
表
に
出
よ
う

 
理
 

そ
の
前
に
美
寿
々
達
の
許
可
を

 
と

て
い
る
と
美
寿
々
が
待

て
ま
し
た
と

わ
ん
ば
か
り
に
楽
し
そ
う
に
近
づ
い
て
く

る 
美
 

喧
嘩
か
い
理
久
兎

良
い

場
所
を
開
け
て
や
る
よ

 
存
分
に
暴
れ
て
き
な

 
そ
う

う
と

の
出

か
ら
美
寿
々
は
飛
び
降
り
下
へ
と
向
か

た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
戦
う
ん
で
す
か

 
霊
夢

あ
い
つ
と

 
理
 

あ

彼
奴
と
は
決
着
を
つ
け
な
い
と
な
と
思

て
い
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た
か
ら
な

 
と
天
子
達
と
話
す
怠
惰
を
見
つ
め
美
寿
々
の
準
備
が
終
わ
る
の
を
待
つ

そ
し
て

子
が
開

か
れ
口
許
を

め
た
美
寿
々
が
楽
し
そ
う
に
入

て
く
る

 
美
 

良
い

理
久
兎

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
頑

て
く
だ
さ
い

 
蓮
 

援
し
ま
す

 
理
 

あ

行

て
く
る
そ
れ
と

援
頼
む
な

 
そ
う
し
て
自
分
も
美
寿
々
と
同
様
に
出

か
ら
外
へ
と
出
る

そ
れ
に
続
き
怠
惰
も
出
て
く

る

下
に
来
る
と
皆
が
道
を
開
け
観
客
と
な

て
い
た

そ
の
中
に
な

 
紫
 

御
師
匠
様
頑

て
く
だ
さ
い

 
幽
 

理
久
兎
さ
ん
頑

て

 
亜
狛

マ
ス

 
耶
狛

頑

れ

 
黒
 

死
ぬ
ん
じ

な
い

主
よ

 
と

皆
が

援
の

を
上
げ
て
く
れ
る

そ
し
て
怠
惰
と
目
を
合
わ
せ
る
と
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こ

ん

マ
イ
テ
ス

な
ら
マ
イ
テ
ス

は

い

 
て
は
お
る
の

よ
し

こ
れ
よ
り
理
久
兎

怠
惰

 
の
試
合
を
始
め
る

な
お
こ
の
戦
い
は
か
つ
て
高
天

 

原
で
行
わ
れ
互
い
に

勝

敗

引
き
と
な

て

 
お
る

に
決
着
を
つ
け
る
試
合
と
な
る

 
何
こ
の
ノ
リ
と
い
う
か
馬
鹿
げ
て
い
る
実

だ
が
そ
ん
な
実

に
妖
怪
達
は
と
い
う
と

 
妖
怪

す
げ

理
久
兎

手
に
引
き
分
け
だ
と

 
妖
怪

馬
鹿
げ
て
る
だ
ろ

 
美
 

彼
奴
強
い
の
か

お
い
な
ら
後
で
一
戦

 
怠
惰

う
ん
断
る

 
美
 

 
と
様
々
な

が
上
が
る

ど
ん
だ
け
盛
り
上
が
り
た
い
ん
だ
か
し
か
も
美
寿
々
は
少
し
自

し
て

し
い

 

 

な
お
こ
こ
で

れ
た
物
件
等
の
修

は

シ
が
持

 
つ

に
双
方

き
な
だ
け
暴
れ
て
く
れ

そ
し
て
双
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方
の
試
合
時
間
は
合

を
だ
し
て
か
ら

分
ま
で

 
と
す
る
か
ら
の
よ
ろ
し
く
頼
む

 
理
 

そ
れ
は
助
か
る
か

 
怠
惰

こ
う
い
う
時
だ
け
金

い
が
良
い
こ
と
ま

分

 
の
制

時
間
な
ら

リ

リ
か
な
体
力
的
に

 
今
こ
こ
旧
都
の

は

に
到
達
し
そ
う
で

え
て
い
た
所
だ

た
た
め
あ
り
が
た
い

と

い
う
か
ま
だ
体
力
不

は
治

て
な
い
の
か
よ

 

 

さ
て
こ
れ
に
て
説
明
は

上
じ

そ
れ
で
は
双
方
共

 
に
準
備
を
せ
い

 
そ
う

わ
れ
と
り
あ
え
ず
自
分
は
断
罪
神
書
を

か
せ
る

そ
し
て
怠
惰
は
何
処
か
ら
と
も
な

く
大

い
や
神

シ
レ
ン
テ

ウ
ム
を
出
現
さ
せ

え
る

や
は
り
見
て
い
て
あ
の
大

は
少
々

不
気
味
だ

 
怠
惰

ま

気
晴
ら
し
に
頑

て
よ
理
久
兎

 
理
 

因
み
に
何
で
お
前
は
こ
ん
な
戦
い
を
普
通
な
ら
し
な

 
い
よ
な
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問
に
は
思

て
い
た

あ
の
面

く
さ
が
り
な
怠
惰
が
酒
に
飲
み

き
た
だ
け
で
こ
ん
な
試

合
を
す
る
の
か
と

す
る
と
怠
惰
は
気
持
ち
悪
い
ぐ
ら
い
の

な

で

 
怠
惰

だ

て

試
合
と
い
う
名
目
な
ら
お
前
を
ボ
コ
せ
る

 
じ

な
い
か

 
理
 

や

り
て
め

は
ク

だ
な
怠
惰

 
怠
惰

何
と
で
も

い
な
よ

々

を
か
か
な
い
程
度
に
や

 
ろ
う
や
互
い
な

 
や
は
り
こ
い
つ
は
ど
こ
か

け
て
て
信

な
ら
な
い

信

は
な
ら
な
い
が
何

か
さ

き
の

に
違
和
感
を
覚
え
た

何
せ
若

だ

た
か
も
し
れ
な
い
が
キ
レ
て
る
時
の
怠
惰
を

遠
亭

で
見
て
い
る
の
だ
か
ら

だ
か
ら
さ

き
の
凶
気
じ
み
た

が
作
り

い
な
よ
う
な
気
が
し
た

の
だ

 

 

者
と
も
準
備
は
良
い
な

 
怠
惰

何
時
で
も

 
理
 

あ

問

な
い
お
ふ
く
ろ

 

 

そ
う
か

な
ら
初
め
じ
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そ
う
し
て

分
間
と
い
う
⻑
く
そ
し
て
短
い
怠
惰
と
の
再
戦
試
合
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
天
子

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
よ
そ
れ
と
今
回
は
彼

 
奴
や
龍
神
様
が
い
な
い
か
ら
私
と

が
や
る
か

 
ら
よ
ろ
し
く

 

ふ
ふ

し
か
し
ま

総
領
娘
様
も
案
外

直
で
は

 
な
い
で
す

 
天
子

な
に
が
よ

 

い
い
え
別
に

 
天
子

意
味
わ
か
ん
な
い

ま

で
も
あ
の
理
久
兎
を
一

 
発

フ
ン

て

わ
せ
て

し
い
わ

 

ま
だ

に
持

て
い
る
ん
で
す
か

 
天
子

え

そ
う
よ

彼
奴
に
ボ
コ
さ
れ
そ
の
後
に
は
龍

 
神
様
に
は
説
教
さ
れ
た
の
よ
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総
領
娘
様

失
礼
な
が
ら

わ
せ
て
も
ら
い
ま
す

 
が
し
つ
こ
い
者
程
嫌
わ
れ
る

向
が
あ
り
ま
す
の

 
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

 
天
子

失
礼

あ
ん
た

ま

良
い
わ
よ
さ
て
と
そ
ろ
そ

 
ろ
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

ま
た
次
回
も
お
願
い

し
ま
す

 
天
子

そ
れ
じ

あ
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第
４
１
３
話
 
再
戦
 
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様

よ
う
や
く

の
キ

ラ
の

ク
が

て
き
た
と
感
じ
る
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
し
何
時
も
思
う
ん
で
す

手
の

き

に
頼
ら
な
い
戦
い
方
を
し
て

い
る
と
下
手
打
つ
な

て

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
怠
惰
と
の
試
合
が
始
ま
る

普

な
ら
合

と
共
に
斬
り
か
か
る
が
今
回
は
後
手
に
回
ろ
う
と

思
い
待
機
す
る
と
何
と
怠
惰
も
動
か
な
い

 
理
 

動
か
な
い
の
か
よ

 
怠
惰

 
た
だ
た
だ

し
て
い
る

下
手
に

め
て
も
彼
奴
に
は
ム
カ
つ
く

動
と
共
に

け
ら
れ
れ

て
し
ま
う
た
め
動
か
な
い
で
待
機
し
よ
う
と

え
た
が
本
当
に
動
か
な
く
て
ど
う
す
る
か
と

ん

で
い
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
後
ろ
で
す
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理
 

 
こ
の
時
自
分
は

は
か
だ

た
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
同
時
に
さ
と
り
に
感
謝
し
た

何

な
ら
怠
惰
と

う
名
の
死
神
が
大

を

え
て

後
に
立

て
い
た
か
ら
だ

 

ン

 
何
と
か
大
断
罪
神
書
を

に
し
て
防
ぐ
が
後
少
し
反

が

れ
て
た
ら
斬
ら
れ
て
い
た
だ
ろ

う

恐
ら
く
目
の
前
に
立

て
い
た
の
は
怠
惰
の
高

動

え
に

た

だ
ろ
う

あ
そ

こ
ま
で
く

き
り

す
と
は

 
理
 

あ

あ
ぶ

 
怠
惰

理
久
兎

な
ら
も
う
知

て
る
か
も
だ
け
ど
教

 
え
て
上
げ
る
戦
場
で
下
ら
な
い
事
を

え
る
前
に
体

 
を
動
か
し
な

じ

な
い
と
死
ぬ
よ

 
と

た
そ
の

間
目
の
前
に
怠
惰
が
い
る

な
の
に
後
ろ
に

て
い
る
怠
惰
の

動
き
だ
し
大

で
斬
り
か
か

て
き
た

 
理
 

ど
う
い
う
原
理
だ

 
魔
力
の

撃
波
を

ち
怠
惰
を
弾
き
飛
ば
す
と
光
の

子
と
な

て
消
え
る

そ
し
て
向
か
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て
く
る
怠
惰
に
は
断
罪
神
書
か
ら
黒

を
取
り
出
し
大

と
つ
ば

り
合
う

 
怠
惰

ら
俺
に
ば

か
り
視

を
向
け
て
る
か
ら

り
が

 
見
え
て
な
い

 
空
に
無
数
の
注

が

か
ん
で
い
る
異
様
な
光

を
見
て

い
て
し
ま
う

怠
惰
が
ニ

リ

と

た

間

無
数
の
注

が

の
よ
う
に
降
り
注
ぐ

 
理
 

し

ら
く
せ

 
ま
た
怠
惰
を
弾
き

座
に
断
罪
神
書
か
ら
空
紅
を
出
し
刀
身
に
宿
る

火
で
注

を

や
し

す
る

だ
が

が
め
く
れ
て
い
く

か
な
一

だ

た
が
断
罪
神
書
の

に
見

れ
な
い
物
が
入

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
た

 
怠
惰

や
る

な
ら
こ
れ
は
ど
う
対
処
す
る
か
な
理
久
兎

  
と

楽
し
そ
う
に

う
と
今
度
は

を

さ
ず
に
一

で
消
え
た

そ
し
て
そ
の

間

 
理
 

ぐ

 
ザ
シ

 
突
然

が
切
ら
れ

が
吹
き
出
た

そ
し
て
す
ぐ
に
気
づ
く
無
数
の
斬
撃
が
襲
い
か
か

て
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く
る
事
に

 
理
 

ぐ

 

ン

ン

ン

ン

ン

 
斬
撃
を
さ
ば
く
の
が
や

と
だ

何
処
だ

何
処
に
い
る
の
だ

そ
し
て
そ
ん
な
中
で
思
い

出
す

さ

き
怠
惰
が

た
こ
と
を

か
視

を
向
け
て
い
る
か
ら

り
が
見
え
て
い
な
い

だ

た
よ
な

 
理
 

や

て
み
る
か

 

撃
を
受
け
な
が
ら
目
を

り

神

一
を
す
る

怠
惰
を
見
る
の
で
は
な
い

の
怠
惰

の
魔
力
を
追
う

々
に

々
に
と
見
え
て
く
る

そ
し
て

え
た

 
理
 

そ
こ

 

ン

 
黒

と
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
が
ぶ
つ
か
り
合
う

無
論
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
の
先
に
は
怠
惰
が
い

た 
怠
惰

や
る

け
ど
ま
だ
ま
だ
か
な
理
久
兎

 
も
う

方
の
手
に
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
か
ら

び
る

を
手
に
取
り

の
よ
う
に
し
て

撃
し
て
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く
る

 
怠
惰

え
盛
れ

 
空
紅
の

で

し

を
弾
く

だ
が
そ
の

に
怠
惰
は
後
退
し

を
お
い
た

 
怠
惰

危
な
い
な

も
う
少
し
で

ス
ト
み
た
く
真

黒
に

 
な
る
所
だ

た
よ

 
理
 

怠
惰
て
め

本
気
を
出
し
て
な
い
だ
ろ

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

あ

そ
う
さ
俺
は
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
本

 
気
を
出
し
た
事
は
覚
え
て
る

り
で

回
さ
全
能
神

 
を
殺
す
時
そ
し
て
実
兄
と
の
絶
縁
喧
嘩
し
か
本
気
を

 
出
し
た
事
は
な
い
よ

 
や
は
り
何
だ
こ
い
つ
は
そ
こ
ま
で
聞
い
て
な
い
事
を

ラ

ラ
と

た

だ
が
分
か

た
の

は
怠
惰
に
は
兄
が
い
て
な
お
か
つ
本
気
を
出
し
た
事
は

回
し
か
な
い
と

う
こ
と
だ

 
怠
惰

で
も
理
久
兎

こ
ん
な
話
を
し
て
て
大
丈
夫
か
い

 

元
に
は
気
を

け
た
方
が
良
い
よ

 
理
 

な
に
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元
に
何
が
あ
る

チ
ラ
リ
と
見
て
分
か
る
の
は
自
分
の

が
少
し

て
い
る
事
ぐ
ら
い
だ

が 
怠
惰

サ
ン
グ
イ
ス
・
カ
テ

ナ
・
ラ
グ
イ
エ
ル

 
と
不
思
議
な
詠
唱
を
し
た
時
だ

地
面
に

る
自
分
の

は

を
出
す

そ
し
て
自
分
の

が

が

か
れ
た

と
な
り
襲
い
か
か

て
く
る

 
理
 

手
の

を
変
化
さ
せ
る
だ
と

 
怠
惰

お
ま
け
だ
よ
理
久
兎

ト
リ
ト
ニ
ス
・
ア
プ
ス
・

 

ノ
ム

 
怠
惰
の

り
で
光
る

光
が

と
な
り

と
共
に
襲
い
か
か

て
く
る

 
理
 

霊
力

仙
術
七
式
神
仏

殺

 
か
つ
て
の
高
天

原
で
の
戦
い
の
よ
う
に

子

を

し
向
か

て
く
る

は
黒

で

り

う

だ
が

り

た
直
後

 
怠
惰

が
多
い
よ

 
理
 

が
は

 

り

た
直
後
を

わ
れ
雷
を

た

り
で

り
さ
れ
地
面
へ
と

き
つ
け
ら
れ
地
面
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に

ち
る

こ
こ
ま
で
こ
い
つ
強
か

た
か

高
天

原
の
時
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

 

 

怠
惰
よ
も
う
時
間
じ

が

 
怠
惰

分

⻑
し
て
く
ん
な
い

も
う
少
し
遊
び
た
く

 
な

て
き
ち

た
よ

 
そ
う

う
と
怠
惰
は
懐
か
ら

の
薬

が
入

た
注

を
出
す
と

元
に
一
気
に

し
込

み
薬

を
注
入
す
る

 
怠
惰

う

ん

い
い

ら

 
理
 

 
そ
し
て
も
う

本
同
じ
よ
う
薬

が
入

て
い
る
で
あ
ろ
う
注

を
投
げ
渡
さ
れ
る

 
怠
惰

満

し

だ
ろ
理
久
兎

こ
の
ま
ま
負
け
る
と
か

 
さ

 
理
 

ち

 
怠
惰
と
同
じ
よ
う
に
注

を

元
に
打
つ

す
る
と
不
思
議
と

れ
が
消
え
て
い
き
力
が
み

な
ぎ

て
く
る

 
怠
惰

さ

て
休
憩
も
こ
こ
ま
で
に
し
て

来
な
よ

そ
し
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て
俺
を

し
て
み
ろ
よ

二

 
理
 

こ
の
年
で

二

か

 
怠
惰

俺
か
ら
見
れ
ば
ま
だ
ま
だ

い
マ

キ

 
理
 

上
等
だ
キ

ピ

イ
変
態
ド
ク

 
怠
惰

送
禁

語
を
使
う
ん
じ

よ

 
怠
惰
と
ぶ
つ
か
り
合
う

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
を

発
は
ぶ
ん
殴
る
か
斬
り
つ
け
る
を
目
的

に
黒

と
空
紅
で
斬

て
斬

て
斬

て
斬
り
つ
け
る

だ
が
そ
ん
な

撃
は
無
意
味
と

わ
ん

ば
か
り
に

け
ら
れ
弾
か
れ
と

り
返
さ
れ
る

 
理
 

道
は
読
ま
れ
て
や
が
る
か

 
怠
惰

ど
う
し
た
の

ら

ら
頑

て
よ

二

 
理
 

が

二

だ

 
し
か
し
ど
う
す
る
か

こ
の
ま
ま
い

て
も

が
明
か
な
い

な
ら
意
外
な
行
動
に
出
れ
ば
い

い
だ
け
の
話
だ

 
理
 

で
り

あ

 
怠
惰

力
任
せ
に

る
い
す
ぎ
だ
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ン

 

た
い
一
撃
は
弾
か
れ
黒

と
空
紅
は

を
舞
う

そ
の

間
断
罪
神
書
か
ら
第
三
の
武

の
天

を
取
り
出
し
理
久
兎
に
突
き
か
か
る

 
怠
惰

成
る
程
行
動
を
変
え
て
き
た
か

 
理
 

ち

 

を

げ

け
ら
れ
た

だ
が
そ
の
ま
ま

刀
の
よ
う
に

て

撃
を
す
る
が
そ
れ
に
合
わ

せ

転
を
さ
れ

け
ら
れ
た

と
い
う
か
よ
く
あ
ん
な
無
理
な
体
制
か
ら
よ
く

け
れ
た
な

 
怠
惰

あ
れ
終
わ
り
か

な
ら
今
度
は
俺
の

ン

 
理
 

ぐ

 

転
し

け
た
怠
惰
は
一

で
自
分
の

を

て
転
ば
せ
る

そ
し
て
体
制
が

れ
た
所
を

て
大

を

り
下
ろ
し
て
く
る

 
理
 

 
す
ぐ
さ
ま
転
が
り
大

を

け
立
ち
上
が
る

先
程
ま
で
自
分
が
い
た
所
に
大

の

が
め
り

込
ん
で
い
た

 
理
 

あ
ぶ
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怠
惰

気
を

き
す
ぎ
だ
よ
理
久
兎

 
理
 

い
つ
の
ま
に

 
大

は
そ
こ
に
あ
る

目
の
前
に
は

光
を
発
す
る

を
怠
惰
は

え
て
い
た

つ
ま
り
体
術

で
襲
い
か
か

て
き
た
の
だ

 
怠
惰

本
当
は
前
衛
向
き
じ

な
い
ん
だ
け
ど
な

 
理
 

嘘
つ
け

 
ド
ゴ
ン

 
何
と
か
天

で
受
け

め
る
が
弾
か
れ
し
か
も

撃
が
追
加
で
入
り
手
を
少
し
だ
が

き

が
し
て
き
た

 
理
 

く

 

を

さ
え
て

す
る

 
怠
惰

ち

ん
後
何
分

 

 

り

分
じ

 
怠
惰

オ

ラ
イ
で
も
も
う
積
み
か
な

の

仙
術
だ

 
た

け

そ
の
技
と
俺
の
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
の
一
撃
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ど

ち
が
上
か
な

 
手
に
大

を

え
た
怠
惰
が
不
気
味
な

い
を
す
る
と
斬
り
か
か

て
き
た

恐
ら
く
あ
の

の
前
で
は
仙
術
の
防
御
技
な
ど
は
無
意
味
に
近
い
し

撃
も

け
ら
れ
る
の
が
オ
チ
だ

防
ぐ
に

し
て
も
武

は
な
い

あ

て
も
断
罪
神
書
を

に
し
て
の
防
御
だ
が

続

撃
が
ま
た
来
た
ら

え
ら
れ
る

証
は
な
い

ど
う
す
る
ど
う
す
れ
ば
い
い

い
や

だ
け
見
た
こ
と
の
な
い

ア
イ
テ
ム
が
断
罪
神
書
に
入

て
い
た
の
を
思
い
出
す

恐
ら
く
武

で
あ
ろ
う
が
も
う
そ
れ
に

け
る
し
か
な
い

 

ン

 
怠
惰

ま
た
防
御
か
い

そ
ん
な
の
で
ど
う

え
る
の
か
な

 
理
久
兎

 

後
に
気

を
感
じ
る
今

奴
は

後
に
い
る

 
理
 

め
る
な
よ
怠
惰

断
罪
神
書

 
断
罪
神
書
に
指

を
出
し

の
ア
イ
テ
ム
が
入

て
い
る

を
開
か
せ
る

そ
し
て

に
手
を
突

込
み
す
ぐ
に
分
か
る

状
か
ら
し
て
こ
れ
は

だ

 
怠
惰

下
ら
な
い

い
な
ど
無
意
味
だ
諦
め
て
楽
に
な
り
な
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よ
理
久
兎

 
理
 

生

諦
め
る
の
は
嫌
い
な
ん
だ
よ

 

か
ら
そ
れ
を
引
き

き

後
い
る
怠
惰
に
向
け
る

そ
し
て
そ
の

を
初
め
て
見
る

な
の
に
何

か
名
前
や
使
い
方
が
う

す
ら
と
だ
が
分
か
る
気
が
し
た

 
怠
惰

お
前
そ
れ

 
理
 

死
の

美

を

え
レ
ク
イ
エ
ム

 
怠
惰

ち

 
バ
キ

ン

バ
キ

ン

 

回
の
引
き
金
で

発
の
散
弾
が
飛
び
散
る

そ
れ
に
怠
惰
が
当
た
る
と
そ
の
場
に
何
も
い

な
か

た
か
の
よ
う
に
怠
惰
が
消
え
断
罪
神
書
で

え
て
い
た
怠
惰
も
消
え
る

何
処
に
と
思
い

探
す
と
少
し
先
の
方
で
後
退
し
て
い
た

 
怠
惰

そ
れ
を
使

て
く
る
か

つ
つ

 
怠
惰
の

を
見
る
と

が
上
が

て
い
た

つ
ま
り

弾
し
た
と

う
こ
と
だ
ろ
う

 
理
 

何
か
は
分
か
ら
な
い
が

成

転
か

 
怠
惰

だ
と
良
い
け
ど
な

理
久
兎
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理
 

 
怠
惰
の

気
が
変
わ

た

体
に

り
つ
く
よ
う
何
か
を
感
じ
る

そ
し
て
自
分
は
目
に
し

た

怠
惰
の

り
を
無
数
の
何
か
が

い
て
い
る
こ
と
を
そ
し
て
す
ぐ
に
分
か

た

あ
の

く

何
か
は
こ
の
世
界
に
い
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と

 
怠
惰

ア
ニ
ム
ス
・
イ
リ

オ
ン
・
イ
ン
ク
ブ
ス

 
理
 

 
黒
い

が
立
ち
込
め
自
分
の

り
を

う

す
る
と

の
中
か
ら
何
人
も
の
怠
惰
が
襲
い
か

か

て
き
た

 
理
 

 

に
霊
力
を

わ
せ
怠
惰
を
殴
り

け
る
が
す
り

け
た

 
理
 

幻

 
怠
惰

そ
の
通
り
だ
だ
か
ら
こ
う
い
う
使
い
方
だ

て
出
来

 
る
ん
だ

 
と
怠
惰
が

う
と

の
中
か
ら
あ
り
え
な
い
者
達
が
出
て
き
た

そ
れ
は
試
合
観
戦
し
て
い

る

の
蓮
や
霊
夢
そ
れ
に
紫
や
さ
と
り
と
数
多
く
の
者
達
が
出
て
き
た
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理
 

こ
れ
は
偽
物
だ
ろ

 
怠
惰

か
に
偽
物
だ
と
も

だ
が
今
の

に

え
れ
る
の

 
か
な

 
と

怠
惰
が

た
時

皆
の
口
が
開
く
と

 
蓮

理
久
兎
さ
ん

何

あ
な
た
は
皆
を

つ
け
る
ん
で

 
す
か

何
で
罪
の
な
い
皆
を

 
霊

最

な
ク

あ
ん
た

 
さ

ど
う
し
て
私
を

私
は

方
を
愛
し
て
い
た
の
に
ど

 
う
し
て
心

を

い
た
ん
で
す
か

 
紫

御
師
匠
様

幻
想
郷
は

方
と
私
の
夢
だ

た
の
で

 
は
な
い
ん
で
す
か

 
幻
だ
と
い
う
の
は
簡
単
に
分
か
る

分
か
る
が
も
う

め
て
く
れ

耳
を
塞
い
で
も
聞
こ
え
て

く
る

皆
の

み
が

し
み
が

た

が
頭
に

い
て
く
る

 
怠
惰

い
よ
な

自
分
を
許
せ
な
い

て
さ

理
久
兎

 
も
う
諦
め
ち

て
楽
に
な
ろ
う

こ
ん
な

を
聞
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く
の
は
嫌
だ
ろ

 
理
 

れ

 
怠
惰
を
殴
る
が

と
な

て
消
え
る

だ
が
そ
ん
な
事
を
し
て
も
皆
の

が

く

め
て
く

れ
こ
れ

上
は
本
当
に

 
怠
惰

楽
に
な
る
方
法
は
簡
単
だ
よ

 

キ
ン

 

が

き
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
自
分
の
愛
刀
の
黒

が
あ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
自
分
の

を
斬
り
な
よ
そ
う
す
れ
ば
楽
に
な

 
れ
る
よ
理
久
兎

 
楽
に
な
り
た
い
こ
ん
な

は
聞
き
た
く
な
い

自
分
は
黒

に
手
を
か
け
そ
し
て

に

元
を

当
て
る

聞
き
た
く
な
い
楽
に
な
り
た
い

 

 

あ

あ
や

り

に
は
無
理
だ

た
か

 

が
し
見
て
み
る
と
少
年
が
楽
し
そ
う
に

方
を
見
て
い
た

 
少
年

良
い
の

そ
ん
は
事
を
し
て
も

は
結

は
蘇

て

 
ま
た
同
じ
よ
う
に

し
む
だ
け
だ
よ
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理
 

何
が
分
か
る

 
少
年

分
か
る
よ

は

だ
か
ら

 
こ
い
つ
は
自
分

も
う
頭
ま
で
イ
カ
れ
て
き
て
い
る
の
だ
な

 
少
年

い
や

が
や

た
罪
は
消
え
な
い
け
ど

わ
ず

 
し
て
逃
げ
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
よ

 
理
 

逃
げ

る

 
少
年

ア
ハ
ハ
せ
い

い
頑

て

 
何
を
や

て
い
た
の
だ

こ
ん
な
ま
や
か
し
の

に
耳
を

け
て
自
分
は
愚
か
だ
と
思

た

皆
は
自
分
を
助
け
て
く
れ
て
な
お
か
つ
許
し
て
く
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず

自
分
が
従
者
が
こ
こ

に
帰

て
く
る
と
い
う
だ
け
で
こ
ん
な
会
ま
で
開
い
て
く
れ
た
ん
じ

な
い
か

 
怠
惰

理
久
兎

 
理
 

ク
ク

ア
ハ
ハ
ハ

お
り

 
怠
惰

 
一
撃
に
全
て
を
の
せ
こ
の

の
世
界
を
吹
き
飛
ば
す

そ
し
て
自
分
は
旧
都
の

道
に
立

て

い
た
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怠
惰

い

あ
れ
を

り

え
る
ん
だ

 
理
 

て
め

の
趣
味
は
本
当
に
最
悪
だ
な

こ
の
イ
カ
れ

 
ド
ク

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ
結

拷
問
官
を
や

て
い
た
身
か
ら
し

 
た
ら

め

葉
だ
よ
理
久
兎

 
理
 

ふ

て
め

は

回
殴
ら
れ
ろ

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ

嫌
な
こ

た

 
黒

の
影
の
一
撃
と
怠
惰
の
シ
レ
ン
テ

ウ
ム
の
一
撃
が
お
互
い
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
た
そ

の

間

 

 

そ
こ
ま
で
試
合
は
終
了
じ

 

つ
の
武

が
当
た
る
直
前
で

ま
る

 
怠
惰

お

れ
様

理
久
兎

 
理
 

ち

 
殴
れ
な
か

た
こ
と
が

し
い

と
な
り
試
合
は
終
了
し
た
の
だ

た
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天
子

て
こ
と
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

あ
ら
あ
ら
ム
ス

と
し
て
ま

 
天
子

何
よ

 

い
い
え

 
天
子

ま

良
い
わ
て
い
う
か
彼
奴
結

引
き
分
け
じ

な

 
い
勝
て

て

た
の
に

 

ご
不
満
な
ご
様
子
で

で
す
が

い
の

葉
は
必
要

 
で
す
よ

 
天
子

分
か

て
る
わ
よ

 

ま

た
く

直
じ

な
い
で
す

 
天
子

う
る
さ
い
わ
よ

 

さ
て
今
回
は

い
で
す
が
こ
こ
ま
で
に
し
ま
し

 
う
か

 
天
子

そ
う

て
こ
と
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
よ

 

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
で
す
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天
子

じ

あ



 第４１４話 引き分けで終わる

 
第
４
１
４
話
 
引
き
分
け
で
終
わ
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ド
ル
フ
ロ
で

２
０
０
０
を
ゲ

ト
し
て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

し
か
し

の

は
ど
れ
も

が
特

的
だ
な
と
見
て
て
思
い
ま
す

ル

ン
三
世
も
そ
う

で
す
し

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
旧
都
を
静

が

み
込
む

お
ふ
く
ろ
の
一

で
試
合
が
終
わ
り
け

き

く
勝
負
が
つ
か
な

か

た
事
に

し
さ
と
憤
り
を

せ
ず
怠
惰
を

む

 
怠
惰

こ
ん
な
試
合
で

し
が
る
と
か
理
久
兎

も
だ
い
ぶ

 
お
子
ち

う

 
怠
惰
の

は

ら
み
一

で
口
を

手
で

え
る

や
は
り
案
の
定
で
こ
う
な

た
か

 

 

れ
怠
惰

 
怠
惰

あ

あ
り
が
オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 
結

前
回
の
高
天

原
の
試
合
後
と
同
様
に
お
ふ
く
ろ
か
ら

た
ビ
ニ

ル

に
ゲ
ロ
リ
や
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が

た

 
理
 

お
前
は
い
い
加
減
体
力
を
増
や
し
た
ら
ど
う
だ

 
怠
惰

断

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 
い
や

る
か

く
か
ど

ち
か
に
し
ろ
よ

り
の
奴
等
の

を
見
て
み
ろ
よ

何
が
起
き
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
か

然
し
て
る
じ

か

 

 

や
れ
や
れ

そ
な
た
ら

め
に
し
て
も
良
い
か

 
怠
惰

あ

俺
は
も
う
体
力
切
れ
だ
か
ら
良
い
よ

 
理
 

あ

だ
い
ぶ
吹

切
れ
た

 

 

そ
う
か

 
お
ふ
く
ろ
は

を

げ
る
と
地
底
全
土
に
伝
わ
る
ぐ
ら
い
の

を
あ
げ
る

 

 

試
合
は
こ
れ
に
て
終
了
じ

な
お
結
果
は
双
方
共
に

 

戦
中

勝

負

引
き
の
結
果
と
な

た

 
と

お
ふ
く
ろ
が

た
と
き
地
底
か
ら

が
盛
り
上
が
り
の

が
聞
こ
え
出
す

 
⻤
 

す
げ

彼
奴

 
⻤
 

あ
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勇
儀

理
久
兎
と
互

と
は
や
る

 
萃
香

喧
嘩
し
て
み
た
い

 
美
 

お
い
そ
こ
の
ゲ
ロ
大
将
よ

私
ら
と
も
う
一
戦

 
怠
惰

う

に
断
オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 

人
 
 

 
ゲ
ロ
リ
な
が
ら
断
ら
れ
た

人
は
何
と
も
く
え
な
い

を
す
る

そ
の

に
は

 
文
 

何
な
ん
で
す
か
あ
の
男
は

 
紫
 

師
匠
様
と
互

だ
な
ん
て

 

流

は
魔
王

中
々
の
戦
い
だ

た

最
後
は
不

 
だ
が

 
多
種
多

に
様
々
な

が
し
て
く
る

す
る
と
大

の
人

み
の
中
か
ら

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

う

と

さ
と
り

 
さ
と
り
が
空
か
ら

イ
ブ
し
て
き
た
た
め
胸
で
受
け

め
る

 
さ
と

さ

き
の
あ
の
黒
い

の
中
に
消
え
た
時
は
心

し
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た
ん
で
す
よ

 
理
 

悪
か

た
よ

 
と

う
と
怠
惰
は
立
ち
上
が
り
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

ど
う
や
ら
や

と

は
治
ま

た

み
た
い
だ

だ
が
さ
と
り
の
手
が

え
て
い
る

怠
惰
が
怖
い
の
か

 
怠
惰

理
久
兎

は
結

最
後
ま
で
諦
め
な
か

た

 
教
え
て
く
れ
な
い

て
た
ら
楽
な
も
の
を
何
で
こ

 
う
し
て

負
い
ま
た
は
持
ち
続
け
る
の
か
さ

 
理
 

皆
が

き
だ
か
ら
そ
し
て
友
達
と
俺
は
思

て
い

 
る
か
ら
さ

 
怠
惰

バ
カ
バ
カ
し
い
回

だ
こ
と

裏
切
ら
れ
て
終
わ
り

 
だ
と
思
う
け
ど

俺
は

 
さ
と

怠
惰
さ
ん

方
は

友
達
な
ん
て
い
な
い
と
思

 
て
い
る
ん
で
す
か

さ
ん
や

の

人
の
方
々

 
だ

て

 
そ
う
だ

友
達
な
ん
て

て
ろ
と
と
か

う

に
は
こ
い
つ
に
は

に

人

上
の
友
達
が
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い
る
は
ず
だ

だ
が
怠
惰
は
や
れ
や
れ
と

を

に

る
と

 
怠
惰

さ
と
り
ち

ん
は
何
か
勘
違
い
し
て
る

あ
れ
ら
は

 
友
達
な
ん
か
じ

な
い

戦
の
仲
間
だ
よ

 
理
 

戦
の
仲
間

 
怠
惰

あ

仲
間

て
の
は
友
達
と
は
訳
が
違
う
友
達
な
ん

 
て
の
は
所
詮
は
口
約
束
に
過
ぎ
な
い
も
の
さ

だ
が

 
仲
間

て
の
は
違
う
ま

そ
り

裏
切
ら
れ
る
な
ん

 
て
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
真
の
仲
間

て
の

 
は
絶
対
に
裏
切

た
り
な
ん
か
は
し
な
い
も
の
さ
話

 
が

レ
た

も
う
一
度
だ
け
問
う
よ
何

に

て

 
た
方
が
楽
な

 
理
 

て
る
だ
ろ
俺
は
俺
の
友
を
大
切
に
し
た
い
そ
れ

 
が

え
お
前
が

う
よ
う
に
裏
切
ら
れ
る
か
も
し
れ

 
な
い

だ
が
そ
れ
で
も
俺
は
こ
い
つ
ら
を
信
じ
た
い

 
ど
ん
な
結
果
に
な

た
と
し
て
も
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自
分
よ
り
も
何

も
生
き
て
い
る
先

の
意
見
だ
と
し
て
も
自
分
の
信

や
思
い
を

て

た
く
は
な
い

 
怠
惰

そ
う

ま

お
前
が
歩
む
生
の
道
を
ど
う
こ
う

う

 

合
い
は
な
い
が
せ
め
て
も
と
し
て

て
お
く
よ

 
後

し
な
い
道
を
歩
め
よ

じ

な
い
と
俺
と
同
じ

 
道
を

て

か
大
切
な
者
を
失
う
か
も
し
れ
な
い

 
か
ら
さ

 
理
 

ど
う
い
う
事
だ
よ

 
さ
と

怠
惰
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い

方
は
何
を
失

た
ん

 
で
す
か

 
怠
惰

秘
を

か
せ
て
も
ら
う
よ
こ
ん
な
大

の
面

 
前
で

う
事
じ

な
い
だ
ろ
普
通

 

か
に
秘
密
に
し
て
お
き
た
い

し
事
を
こ
ん
な
所
で
は

え
な
い
か

 
怠
惰

ま

頑

れ
よ
理
久
兎

少
な
く
て
も

ち

ん

 
よ
り
結

下
だ
け
ど
お
前
の
こ
れ
か
ら
に
少
し
ば
か



 第４１４話 引き分けで終わる

 
し
興
味
が
あ
る
か
ら
さ
ク
ク

ア
ハ
ハ
ハ

 

い
な
が
ら
怠
惰
は
空
へ
と

け
上
が
り
先
程
の
居
酒

の

に
入

て
い

た

 
理
 

く
失
礼
だ
な
彼
奴

 
さ
と

何

か
理
久
兎
さ
ん
と
怠
惰
さ
ん

て
ま
す
よ

 
あ

い

た
感
じ
が

 
理
 

お
い
お
い

談
は

し
て
く
れ
よ
さ
と
り
流

に
気

 
持
ち
悪
い

て

 
彼
奴
と

て
い
る
と
か
マ

メ
に
勘

し
て

し
い

か
ら
の
性

ク

＆
⻤

と

い

し

と
か

 

 

さ

さ
て
と
そ
な
た
ら
こ
れ
に
て
試
合
は
終
了
じ

 

き
に
飲
ん
で
く
れ

 
お
ふ
く
ろ
の
一

で
見
物
者
達
は
散

て
い
く

と
り
あ
え
ず
自
分
も
さ
と
り
を

れ
て
店
へ

と

る

 
紫
 

御
師
匠
様
お
つ
か
れ
さ
ま
で
す

 
理
 

あ

あ
り
が
と
う
な
紫
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紫
の
頭
に
手
を

せ
お
礼
を

う

 
幽
 

紫

次
は
あ

ち
の
お
店
に
行
き
ま
し

う
か

 
紫
 

は

も
う
幽
々
子
は

 
理
 

楽
し
ん
で
お
い
で
俺
が

え
る
義
理
じ

な
い
け
ど

 
さ

 
紫
 

え

論
で
す
わ

 
そ
う
し
て
紫
は
幽
々
子
と
共
に
人

み
の
中
に
消
え
て
い

た

 
怠
惰

さ
て
と
飲
み
直
し
ま
す
か

 
さ
と

え

 
自
分
は
さ
と
り
と
共
に
ま
た
居
酒

に

り
飲
み
か
け
て
い
た
酒
を
飲
見
直
す
の
だ
が

 
理
 

は

も
う
一

 
さ
と

大
丈
夫
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

大
丈
夫
だ
さ
と
り

と
い
う
か
こ
ん
な
の
飲
ま

 
な
き

や

て
ら
れ

ん
だ

 
ち

と
先
の

で
酒
を
飲
む
怠
惰
を
見
つ
つ
酒
を
飲
む
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理
 

次
こ
そ
は
勝

て
や
る
か
ら
な

 
と
怠
惰
に
向
か

て

き
酒
を
飲
み
時
に
外
の
宴
会
で
盛
り
上
が
る
旧
都
を
見
な
が
ら
ク
ス

リ
と

い
楽
し
む
の
だ

た

 
怠
惰

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

久
々
の
後
書
き
じ

な

 
怠
惰

 

 

し
て
怠
惰
よ
そ
の

を

 
怠
惰

内

 

 

は

ま

良
い
わ
い

 
怠
惰

ま

で
も
ぶ

ち

け
た
話

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

 
の
身
の
上
話
も
と
い
体
験
談
が
所
々
で

ざ

て

 
は
い
る

て
事
は
伝
え
て
お
く
よ

 

 

つ
ま
り
本
当
の
事
実
が
少
し

ま
れ
て
お
る
と
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怠
惰

う
ん
ま

そ
れ
を
小
説
だ
か
ら
ち

と
大

 
に
し
て
る
け
ど

大

に
し
な
け
れ
ば

 

 

リ
ア
ル
な
話

 
怠
惰

そ
う

因
み
に
前
回
小
説
内
で
兄

と
か

た

 
と
思
う
け
ど
こ
れ

リ
ア
ル
な
話
に
な
る
け
れ
ど

 
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
の
兄
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
ん

 
だ
よ

 

 

何
と

 
怠
惰

だ
か
ら
よ
く
リ
ア
ル
は
兄
弟
喧
嘩
も
し
た
よ

 

 

い
た
ん
じ

な
怠
惰
に

 
怠
惰

ま

さ
て
こ
ん
な
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を

発

 
し
た
け
ど
そ
ろ
そ
ろ
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
話
し
は

 
怠
惰

語
る
と
は
思
う
よ
気
が
向
け
ば

 

 

そ

そ
う
か
う
む
分
か

た



 第４１４話 引き分けで終わる

 
怠
惰

さ
て
そ
れ
じ

次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

で
は
さ
ら
ば
じ
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第
４
１
５
話
 

つ
の
毒
花
の

つ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

よ
う
や
く
三

休
で
少
し
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

や

と
だ

何
し
よ
う
な

失
礼
し
ま
し
た

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
宴
会
が
終
わ

て
翌
日

旧
都
の
地
霊
殿
こ
と
自
宅
で
は
何
時
も
の
よ
う
な
日
常
に

 
理
 

な

何
じ

こ
り

 
な
ら
な
か

た

何

な
ら
自
分
の

ク
デ
ス
ク
に
は
１
０

ぐ
ら
い
の
書

の
山
が

近
く
出
来
て
い
た
の
だ

 
さ
と

く
私
達
仕
事
に

け
て
な
か

た
で
す
か
ら

 
私
の
デ
ス
ク
も
こ
こ
ま
で
は
な
い
で
す
が
こ
の
書

 
の
山
は

あ
り
ま
す

 
理
 

期

て

か

 
さ
と

来
月
の

日
ま
で
な
の
で
送
り
日
を

く
と
後
本
当



 第４１５話  つの毒花の つ

 
に

間
し
か
な
い
で
す

 
理
 

不
味
い
な
そ
れ

 
さ
と
り
の

も

え
る
と

間
で
終
え
れ
る
の
か

終
わ
ら
な
い
で
来
月

置
な
ど
に
な

た
ら
地
獄
か
ら

金
が
送
ら
れ
な
か

た
り
と
旧
都
の
生
活
が
危
う
く
な
る
た
め
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

普

な
ら
こ
こ
ま
で

め
た
事
が
な
い
た
め
よ
く
分
か
ら
な
い
が
終
わ
れ
る
の
か

と
不
安
に
な

て
い
る
と
部

の

が
開
き

 

 

理
久
兎
よ
少
し

シ
達
と
遊
ぼ
う

 
お
ふ
く
ろ
が
入

て
き
た

因
み
に
怠
惰
と
お
ふ
く
ろ
は
現

こ
こ
地
霊
殿
に
宿
泊
し
て
い

る

そ
の
た
め
こ
う
し
て
来
れ
る
の
だ

 
理
 

今
は
そ
れ
所
じ

よ

 

 

う
こ
れ
は
こ
れ
は
ま
た

い

じ

の
う

シ

 
の
気
持
ち
が
分
か
る
か

 
理
 

知
ら

し

と
い
う
か
分
か
り
た
く
も

よ

 
は

 
た
め

を

き
な
が
ら
も
デ
ス
ク
の

子
に
座
り
書

の

び
に
検
印
等
々
の
作

を
開
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始
す
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず

間
は
無
理
だ
俺
も
さ
と
り
も

 
さ
と

ご
め
ん
な
さ
い
お
義
⺟
様

 

 

む

仕
方
な
い
の

 

そ
う
に

は
部

か
ら
出
て
い

た

 
理
 

さ
と
り
も
こ
こ
で
や
る

だ
し
そ
の
方
が
互
い

 
の
検
印
と
か
の
た
め
の

動
も
楽
に
な
る
し

 
さ
と

そ
う
で
す

そ
う
し
ま
し

う
か
な
ら
持

て
き

 
ま
す

 
そ
う

い
さ
と
り
は
書

を
取
り
に
向
か

た

 
理
 

さ
と
り
が
来
る
ま
で
に

は
減
ら
せ
る
か

 
そ
ん
な
事
を

き
種

を

く

に

け
て
い
く

そ
う
し
て
約

程
を

け
る

と

が
開
く

 
さ
と

持

て
き
ま
し
た
理
久
兎
さ
ん

 
お

て
な
訳
で
お

け
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お
空

う
に

 
さ
と
り
と
お

と
お
空
は
そ
れ

れ
書

を
部

に
置
く
と
お

と
お
空
は
頭
を

コ
リ
と
下

げ 
お

そ
れ
で
は
頑

て
く
だ
さ
い
理
久
兎
様
さ
と
り
様

 
御
武
運
を

て
る
よ

 
お
空

援
す
る
か
ら

 
そ
う

い
部

を
出
て
い

た

あ
り
が
た
い

ま
し
の
一

だ
が
終
わ
る
よ
う
な
気

が
な

い

最
悪
は
亜
狛
の

け
目

達

で
送
る
と

え
れ
ば

日
の

⻑
は
可
能
だ
が
本
当
に
終

わ
る
か
ど
う
か
が
心

だ

 
理
 

さ
と
り

だ
が
こ
の
書

に
検
印
を
し
た
ら
そ
こ

 
の

に
置
い
て
お
い
て
く
れ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
約

時
間

何
と
か
自
分
の
所
の
書

の
山
は

つ
消
せ
た

 
理
 

ふ

さ
と
り
ど
う
だ
そ

ち
は

 

を
回
し
な
が
ら
聞
く
と
さ
と
り
は
少
し

い

を
す
る
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さ
と

私

人
で
や
る
と
し
た
ら

度

間
で
全
部
終
わ

 
り
ま
す
か

 
理
 

も
う
少
し
頑

た
ら
休
憩
し
よ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
共
に
ま
た

い
続
け
る

時
に
は
小
話
を

み
つ
つ
時
に
は
体
を

ば
し

な
が
ら
と
少
し
の
間
を
入
れ
て
や

て
い
く

そ
う
し
て
気
づ
く
と
仕
事
を
や
り
初
め
て
か
ら

時
間
が

過
し
書

の
山
が
ま
た

つ
消
え
て
い
た

さ
と
り
の
方
も
書

の
山
が

つ
何
と

か
消
え
た

 
理
 

ふ

少
し
休
憩
し
よ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
理
 

紅

は
ア

サ
ム
で
良
い

 
さ
と

え

お
願
い
し
ま
す

あ

か
ア

サ
ム
で
し
た

 
よ

そ
れ
な
ら
出
来
れ
ば
ミ
ル
ク
は

け
れ
ま
す

 
か

 
理
 

あ

良
い
よ
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自
室
の

か
ら

と
ア

サ
ム
の

葉
を
出
し
そ
し
て
ポ

ト
に
は
魔
法
で
水
を
入
れ

さ
せ
て
い
く

そ
の
間
に
断
罪
神
書
か
ら
ミ
ル
ク
を
取
り
出
す

 
理
 

よ
し

と

 
テ

ポ

ト
に
紅

の

葉
を
入
れ
そ
こ
に
お

を
注
ぐ

そ
し
て
別
の
容

に
そ
れ

れ

ミ
ル
ク

を
入
れ
さ
と
り
の
座
る
テ

ブ
ル
ま
で
運
ぶ

 
理
 

れ

 
さ
と

ど
う
も

 
ミ
ル
ク
を
紅

に
入
れ
た
さ
と
り
は
紅

を
飲
み
一

つ
く

自
分
も
紅

に
ミ
ル
ク
と
ハ
チ

ミ
ツ
を
入
れ
て
飲
み
な
が
ら
一

つ
く

 
理
 

に
し
て
も
何
時
に
な

た
ら
終
わ
る
の
か

 
さ
と

こ
の
ま
ま
理
久
兎
さ
ん
が
や
れ
ば

日
で
終
わ
る
よ

 
う
な
気
が
し
ま
す
け
ど

 
理
 

嫌
々

夕
食
だ

た
り
作
る
か
ら

そ
れ
に

眠

 
も
取
ん
な
い
と
明
日
に

く

 
さ
と

私
な
ら
何
と
か
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理
 

さ
と
り
は

な
さ
い
た
だ
で
さ

弱
体
力
な
ん
だ
か

 
ら

過

死
さ
れ
て
も

る

 
と

う
と
さ
と
り
は

ロ

と

み
目
を

て
た
め

を
は
い
て
紅

を
飲
ん
で
い
く

す
る
と

 

チ

 

が
開
く

が
し
て
向
く
と

 
怠
惰

あ
り

こ
こ
ト
イ
レ
じ

な
か

た
的
な
感
じ

 

か
ら
怠
惰
が

だ
け

か
せ
る

と
い
う
か
ト
イ
レ
と
ど
う
間
違
え
る
ん
だ
よ

 
理
 

あ

ト
イ
レ
じ

ト
イ
レ
な
ら

真

直
ぐ
で

 
突
き
当
た
り
を

に
行
け
ば
ト
イ
レ
だ

 
怠
惰

サ
ン
キ

 

が
閉
ま
り
ま
た
静

が

る

 
理
 

な

さ
と
り
教
え
て
く
れ
な
い
か
何
で
怠
惰
に

え

 
て
い
る
ん
だ

 
さ
と

え

そ

そ
ん
な
事

い
え
本
当
は
怖
い
で
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す
怠
惰
さ
ん
は

か
に
理
久
兎
さ
ん
を
助
け
る
助

 
力
だ

た
り
は
し
て
く
れ
ま
し
た
で
す
が
彼
は

し

 
て
く
れ
て
は
い
ま
す
が
あ
の
時
に
見
た
怨

や

し

 
み
を

く
怨
霊
が
不
気
味
で
怖
く
て

あ
れ
は
こ
の

 
世
に
存

す
る
こ
と
事
態
が

 
理
 

分
か

た
も
う
良
い

ち
着
け

な

 
さ
と

す
み
ま
せ
ん
取
り
乱
し
ま
し
た

 
怨
霊
程
度
な
ら

に
す
る
あ
の
さ
と
り
が
バ
イ
ブ
レ

シ

ン
す
る
ぐ
ら
い

え
る
と
は
流

に
予
想
外
だ

だ
が
そ
の
怨
霊

旧
都
で
戦

た

に
見
た
あ
れ
な
の
だ
ろ
う
か

だ
と
し

た
ら
彼
奴
は

と
思

て
い
る
と
ま
た

が
開
か
れ

 
怠
惰

い
や

あ
り
が
と
う

教
え
て
も
ら

ち

て

 
お
陰
で

の
危
機
は
回

で
き
た
よ

 
理
 

あ

な

も
し
嫌
じ

な
か

た
ら
で
良
い
お
前

 
の
事
を
少
し
教
え
て
く
れ
な
い
か

 
さ
と
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さ
と
り
も

え
は
し
て
は
い
る
が
気
に
な
る
の
か

が

び
た

す
る
と
怠
惰
の
ア

い

気
が
急
に

や
や
か
で

た
い

気
に
な
る

 
怠
惰

知
り
た
い
の

 
理
 

あ

 
怠
惰

ふ

ん
な
ら

く
選

を
与
え
よ
う
か

 
さ
と

選

 
怠
惰

あ

選

さ

 
そ
う

う
と
怠
惰
は
懐
か
ら

つ
の
花
を
出
す

か
ら

い
ア
ネ
モ
ア

彼

花

寿

の

つ
だ

 
さ
と

ど
れ
も
毒
花
じ

な
い
で
す
か

 
怠
惰

あ

そ
う
さ

人
で

談
し
て

本

き
な
物
を

 
選
び
な
よ

 
選
べ
と

わ
れ
て
も
正
直

む
し
意
味
が
分
か
ら
な
い

 
理
 

ど
れ
に
す
る

 
さ
と

分
か
り
ま
せ
ん

で
す
が
何
と
な
く
で
良
い
で
す
か
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理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

 
そ
う

う
と
さ
と
り
は

寿

を
指

し
た

 
怠
惰

因
み
に
何
で

寿

な
ん
だ
い

 
さ
と

名
前
か
ら
し
て
ま
と
も
か
と
思

た
の
で

 
怠
惰

成
る
程

か
に

寿

の
花

葉
は

せ
を

く

 
と
か
で
日
本
で
は
大
変
あ
り
が
た
い
花
と
し
て
は
知

 
ら
れ
て
は
い
る

が
一
方
で
海
外
の
方
で
は

し
み

 
の
記
憶
と
い
う
花

葉
に
変
わ
る
の
さ

 
そ
う

う
と

べ
た
花
は

然
と
姿
を
消
す

怠
惰
は
遠
く
を
見
る
よ
う
な
目
を
し
て
天

を

見
上
げ
る

 
怠
惰

も
う

か
れ
こ
れ
何

と
か
そ
ん
ぐ
ら
い
に
な
る
の

 
か
な
俺
は

大
切
な
人
を
失

た
の
さ

 
理
 

大
切
な
人

 
さ
と

な
ん
で
す
か
そ
れ
は



 第二十四章 禍と共に現れし凶変者達

 
怠
惰

俺
の
姉
さ

 
ど
う
や
ら
怠
惰
に
は
姉
が
い
た
み
た
い
だ

つ
ま
り
宴
会
の
時
に
聞
い
た
話
を
合
わ
す
と
怠
惰

の
上
に
は
兄
と
姉
が
い
た
み
た
い
だ

 
怠
惰

姉

は
と

て
も
聡
明
で
美
し
く
魔
力
に

て
は

 

を

べ
ら
れ
る
者
な
ん
て

々
い
な
い
ぐ
ら
い
強

 
く
そ
し
て
何
よ
り
も
俺
や
兄

を
大
切
に
し

来
を

 
思

て
く
れ
る

し
い
姉

だ

た
よ

 
理
 

う

 
怠
惰

け
ど

姉

は
体
が
と
て
も

弱
で

自
身
が
一
番

 

意
と
し
最

生
と
ま
で

わ
れ
た
毒
の
魔
法
で
す

 
ら
使
う
だ
け
で

の

と
な
り

大
な
魔
力
は

 
弱
だ

た
体
に
よ
り
負

を
か
け
る
結
果
と
な

た

 
そ
の
た
め
何
時
も

ド
の
上
で
の
生
活
だ

た
余

 
命
ま
で
宣
告
さ
せ
ら
れ
た
ぐ
ら
い
さ

 
さ
と

怠
惰
さ
ん
間
違

て
い
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
そ
れ
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て
ま
さ
か
本
物
の

ル
フ

ゴ

ル
で
す
か

 
さ
と
り
は
何
を

い
出
す
ん
だ

本
物
の

ル
フ

ゴ

ル

て
目
の
前
に
い
る
だ
ろ
う

だ

が
怠
惰
は

い
を
す
る

 
怠
惰

ま

う
ん

て
お
く
が
俺
も

ル
フ

ゴ

ル

 
だ

た
と

う
の
は
間
違
い
は
な
い
だ
が
俺
は
あ
く

 
ま
で
二
代
目
だ
そ
し
て
さ
と
り
ち

ん
の
お
察
し
の

 
通
り
先
代

ル
フ

ゴ

ル
は
姉

の
名
前
だ

た

 
も
の
さ

 
理
 

だ

た

 
怠
惰

あ

話
を
続
け
る

俺
は
姉

の
死
と
い
う
運
命
を

 
塗
り
替
え
よ
う
と
俺
は

力
し
た
で
も
そ
の
先
に
あ

 

た
結
果
は
姉

を

大

き
だ

た
姉

を
俺
自

 
ら
の
手
で
殺
す
結
果
と
な

て
終
わ

た

 
さ
と

そ
ん
な

 
こ
い
つ
自
分
の
姉

に
手
を
か
け
た
の
か

ま
る
で
小
説
の
キ

ラ
ク

み
た
い
な

劇
物
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語
を
語

て
て
恐
い

 
怠
惰

最
後
は
あ

け
な
か

た
も
の
さ
何
て

た
と
思

 
う

自
由
に
生
き
て

だ

だ
か
ら
俺
は
自
由

 
に
生
き
る
事
に
し
た
よ

元
の
俺
の
名
を

て
姉

 
の
名
前
を

い
で
な
そ
の
後
は
家

と
か
そ
ん
な
下

 
ら
な
い
も
の
は
全
て

て
自
由
に
な

た
そ
し
て
同

 
時
に
多
く
の
事
を
学
ん
だ
の
さ

し
た
か

 
理
 

あ
ま
り
に
も

い
話
で
引
く
所
の
騒
ぎ
じ

 
怠
惰

で

な

理
久
兎
は

 
さ
と

え

ま
さ
か
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
か

 
ど
う
や
ら
さ
と
り
は
続
き
が
気
に
な

て
い
る
の
か
そ
ん
な
事
を

く

怠
惰
は
ニ
コ
リ
と

う
と

 
怠
惰

さ
と
り
ち

ん
は

寿

を
選
ん
だ
で
し

だ
か

 
ら
こ
の
話
は
こ
こ
ま
で
さ

 
理
 

ま
さ
か
選
ぶ
花
に
よ

て
話
が
変
わ

た
の
か
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怠
惰

そ
う
だ
よ

ま
さ
か
こ
れ
だ
け
し
か
な
い
と
思

た

 
の
理
久
兎

は

 
そ
う

う
事
か

こ
い
つ
⻑
く
な
る
の
を
見
通
し
て
話
を

つ
に
分
け
て
や
が

た

寿

外
の
選

だ

た
ア
ネ
モ
ア
と
彼

花
は
ま
た
別
の
話
に
な

て
い
る
と
は

 
怠
惰

花

葉
通
り

し
い
思
い
出
で
あ
る
の
は

論
だ
け

 
れ
ど
反
面
で
も
う

て
は
こ
な
い

な
思
い
出

 
だ

た
の
さ

ま

で
も
こ
う
し
て

ち

ん
と
知

 
り
会
え
出
会
え
た
か
ら
あ
る
意
味
で
良
か

た
の
か

 
も
し
れ
な
い
よ

さ
て
と
⻑
く
な

た

人

 
共
仕
事
し
な
く
て
い
い
の

 
そ
れ
を
聞
い
た
自
分
達
は
時
計
を
見
る
と
も
う

時
に
な

て
い
る
事
に
気
が
つ
く

 
理
 

や
べ

 
さ
と

し
ま

た

 
怠
惰

ハ
ハ

ま

ま
た
気
が
向
い
た
ら
話
に
来
て
や
る

 
よ
理
久
兎
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そ
う

い
立
ち
上
が
る
と
怠
惰
は
部

か
ら
出
て
い

た

自
分
と
さ
と
り
は
そ
ん
な
の
気
に

せ
ず
に

ま

た
仕
事
に
再
度
取
り
か
か
る

 
理
 

彼
奴
の

た
裏
切
り
と
か

て

 
と

怠
惰
の

葉
が
気
に
な
り
な
が
ら
も
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

い

 
怠
惰

め
ん
ご
め
ん
ご

 

 

や
れ
や
れ

 
怠
惰

で
ま

と
り
あ
え
ず
ぶ

ち

け
コ

ナ

的

 
な
感
じ
だ
け
ど
こ
の
小
説
内
の
姉
に
つ
い
て
少
し

 
リ
ア
ル
話
を
ま
じ
え
て
話
す
よ

 

 

姉

て

お
る
の
か

 
怠
惰

ま

小
説
内
で
は
こ
う
語

た
け
ど
リ
ア
ル
話
に
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な
る
と

こ
の
世
界
に
産

を
上
げ
る

だ

た

 

て
の
が
正
解
な
ん
だ
よ

 

 

ど
う
い
う

そ
う
か
流
産
か

 
怠
惰

そ
う

読
者
様
か
ら
し
た
ら
嘘
話

と
か

て

 
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
前
回
に
書
い
た
通
り
に

 
こ
れ
は
リ
ア
ル
話
を
所
々
で
交
え
て
る
か
ら
こ
れ

 
は
マ

な
話
だ
よ

 

 

じ

あ
リ
ア
ル
は
兄
だ
け
と
い
う
事
か

 
怠
惰

ま

そ
れ
で
は
話
を

す
け
ど
小
説
内
の
姉
の

 
コ
ン

プ
ト
は
も
し
本
当
に
姉
が
い
た
ら

て

 
の
を
コ
ン

プ
ト
に
し
て
リ
ア
ル
で
亡
く
な

て

 
し
ま

た
の
を

め
て
小
説
に
ま
と
め
た

て
感

 
じ
だ

 

 

う

会

て
は
み
た
か

た
か
リ
ア
ル
で
は

 
怠
惰

ま

会

て
は
み
た
か

た
か
な
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そ
う
か

 
怠
惰

う
ん

あ

そ
れ
と

り

つ
花
は
ど
ん
な
話
し

 
に
な

て
い
た
の
か

て
の
は
ネ

ト
な
り
で
花

 

葉
を
検
索
し
て

予

し
て
み
て

 

 

説
明
せ
ん
か

 
怠
惰

い
や

ま

多
分
い
ず
れ
小
説
内
で
も
語
る
か
ら

 
さ

さ
て
と

々
と
ぶ

ち

け
話
を
し
た
所
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

突
に
終
わ
る
の
う

ま

良
い
が

で
は
次
回
も

 
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
ん
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第４１６話 良い事があれば悪い事がある

 
第
４
１
６
話
 
良
い
事
が
あ
れ
ば
悪
い
事
が
あ
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

三

休

日
目
は

人
引
き
こ
も

て

を
し
て
い
た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

新
チ

プ

が
来
て
い
て
今
度
は
ど
ん
な
キ
ラ

が
来
る
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
今
日
こ
の
頃

そ
し
て
今
日
は
久
々
に
な
る
日
常
回
み
た
い
な
感
じ
で
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

ま
り
に

ま

た
仕
事
を

け
始
め

日
が

過
し
つ
い
に

 
理
 

お

終
わ

た

 
自
分
の
仕
事
を
何
と
か
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
成

し
た

⻑
か

た

⻑
期
休
み
の
最
後
の
方

に
な

て
ま
と
め
て
や
ろ
う
と
す
る
学
生
の
気
持
ち
を
味
わ

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は
終
わ

た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

さ
と
り
の
方
は
後
ど
の
く
ら
い

 
さ
と

こ
の
ぐ
ら
い
は
あ
り
ま
す
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見
る
と
書

の
山
が

つ
あ

た

こ
れ
な
ら
今
日

日
あ
れ
ば
終
わ
る
だ
ろ
う

 
理
 

な
ら

つ
や
る
よ

 
さ
と

え

で
も

 
理
 

く
や

て

く
出
さ
な
き

な
ら
ん
だ
ろ

 
さ
と

そ
う
で
す

お
願
い
し
ま
す

 
理
 

は
い
よ

 
書

の
山
を

つ
受
け
取
り

に
起
き
仕
事
を
始
め
る

さ
と
り
の
主
な
仕
事

務
は

務

な
た
め
そ
う
い

た
種

が
多
い
の
は
従

知
は
し
て
は
い
る
が
記
載
さ
れ
て
い
る

金

を
見
る
と
あ
ま
り
の

で
一

意

が
飛
び
そ
う
に
な
る

 
理
 

こ
れ
は
旧
都
の
修

か
面

だ
か
ら
お
ふ

 
く
ろ
に
負

し
て
も
ら
う
か

 

コ

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん

 

コ

を
し
た
の
は
さ
と
り
み
た
い
だ

し
か
も
珍
し
い
事
に

を

み

し
た
よ
う
な

い
し
て
い
て
ポ

カ

フ

イ
ス
が
出
来
て
い
な
い
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理
 

ど
う
し
た
よ

 
さ
と

そ
れ
は

目
な
ん
じ

 
理
 

良
い
ん
じ

な
い

だ

て
宴
会
の
時
の

葉
は

 
れ
た
物
は

シ
が
負

す
る
と
か

て
た
じ

ん

 
だ
か
ら
お

葉
に

え
る
の
さ

 
さ
と

い
理
久
兎
さ
ん
を
見
る
の
は
久
々
な
気
が
し
ま
す

  
と
り
あ
え
ず
お
ふ
く
ろ
の
手
印
で
も
良
い
か
ら
必
要
だ
な

お
ふ
く
ろ
が

て
い
る
所
に
侵
入

し
て
手
印
を
勝
手
に

そ
う
か
と

え
る

な
お
こ
れ
は
犯
罪
な
た
め
で
や

て
い
け
な
い
と

う
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
さ
と

談
は
し
た
方
が
い
い
で
す
よ
変
な

解
を
生
ま
な

 
い
た
め
に
も

 
理
 

し
な
き

メ

 
さ
と

え

そ
の
方
が
良
い
で
す
と
い
う
か
し
て
下
さ
い

 
理
 

へ
い
へ
い
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仕
方
な
い
と
思
い
な
が
ら
こ
の
書

は
後
回
し
に
別
の
書

に
手
を
つ
け
て
い
く

そ
う
し
て

数
時
間
が

過
し
て
よ
う
や
く
書

が
終
わ
る

さ
と
り
の
方
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と
さ
と
り
も
今

書
い
て
い
る
書

が
ラ
ス
ト

い

そ
し
て
さ
と
り
の

が

ま
り

に
置
く
と

 
さ
と

終
わ

た

 
理
 

お

れ
ち

ん

 
さ
と

え

 
返
事
を
し
た
さ
と
り
は
楽
な
体

に
な
る

こ
れ
で
何
と
か
と
思
う
が
自
分
の

の

に
置
い

て
あ
る
書

に
目
が
い
く

そ
う
だ
お
ふ
く
ろ
と

談
し
な
い
と

 
理
 

や
れ
や
れ

 
さ
と

何
処
へ
行
く
ん
で
す
か

 
理
 

お
ふ
く
ろ
の
所
さ

 
さ
と

あ

な
ら
つ
い
て
い

て
も

 
理
 

わ
な
い
け
ど
大
丈
夫
か

恐
ら
く
近
く
に
は
怠
惰

 
が
い
る

 
さ
と
り
は
怠
惰
が

手
な
た
め

の
た
め
に
話
す
が
さ
と
り
は

を

に

り
立
ち
上
が
る
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さ
と

い
い
え
行
き
ま
す

 
理
 

そ
う

な
ら
行
こ
う
か

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
共
に
お
ふ
く
ろ
の
元
へ
と
向
か
う

そ
う
し
て
お
ふ
く
ろ
を
探
し
探
し
を

り
返
し
第
一
リ
ビ
ン
グ
ル

ム
に

り
着
く

 
理
 

こ
こ
か

 
と

い
て
い
る
と

 

 

良
い
の
や
は
り

 
亜
狛

あ
う
ん

 
耶
狛

だ

だ
め

だ

て

 
怠
惰

そ
う

う
な

て

 

が
聞
こ
え
る
た
め
や
は
り
こ
こ
に
い
る

い

と
い
う
か
何
や

て
ん
だ
こ
い
つ
ら
は

を
開
け
中
に
入
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は
怠
惰
と
お
ふ
く
ろ
に

で
ら
れ
ま
く

て
い
た

 
耶
狛

や

し

こ
り

め

 
怠
惰

う
良
い

だ
こ
と

 
亜
狛

殺
す
絶
対
に
ぶ
ち
殺

ア
ウ
ン
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こ
れ
こ
れ
そ
ん
な
に

を

る
で
な
い
わ

 
何
こ
れ

だ
け
だ
と

い

解
を
生
み
そ
う
だ
が
目
で
見
て
る
と
た
だ
動
物

き
な
奴
が

れ
あ

て
い
る
だ
け
の
よ
う
な
感
じ
だ

 
亜
狛

ま

マ
ス

た

助
け
あ
ぐ

 
耶
狛

み

う

メ

 
怠
惰

お
い
お
い
格

よ
く
ゲ

ム
仕
掛
け
て
こ
れ
か
よ

 
よ
く
見
て
み
る
と
ト
ラ
ン
プ
が
そ
れ

れ
の

で

ま
で

べ
ら
れ
て
い
た
事
か
ら

べ

り
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

そ
し
て

人
に
負
け
た
亜
狛
と
耶
狛
は
モ
フ
ら
れ
て
い

た
と
い

た
感
じ
か

 

 

し
て
理
久
兎
よ
何

か
の

 
理
 

あ

実
は
お
ふ
く
ろ
に
頼
み
が
あ

て
な

 

 

う
頼
み
と
は

 
理
 

資
金
援
助
し
て
く
ん
な
い

 
と

う
と

く
の

が
続
く

そ
し
て

 

 

様
は

シ
が
や
る
と
思
う
か
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理
 

だ

て
数
日
前
に
お
ふ
く
ろ

か
に

た
よ
な

 
修

は
出
し
て
く
れ
る

て
さ

 
怠
惰

か
に
そ
れ
は

て
た

ち

ん

 

 

そ
そ
そ
そ
う
じ

た
か

 
お
ふ
く
ろ
の

が

を

み

し
た

い

を
す
る

更
に
お
い
う
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う

に 
怠
惰

ち

ん
何
時
も

て
る
よ

た
こ
と
に

 
関
し
て
は
必
ず
守
れ
よ

て
さ

 

 

く

か
に

 
ど
う
い
う
訳
か
珍
し
い
事
に
怠
惰
が
味
方
を
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

 

 

分
か

た

た
こ
と
は
事
実
じ

し
の

で

 
い
く
ら
じ

 
理
 

約
２
０
０

 

 

ま

安
い
も
ん
か
分
か

た
帰
り
次
第
で
や

て
お

 
く
わ
い

そ
の
く
ら
い
か
理
久
兎
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理
 

あ

良
い
の
か
本
当
に

 
あ
る
意
味
で

い
な
や
り
方
だ
が
本
当
に
良
い
の
か
と
聞
く
と
お
ふ
く
ろ
は
ニ
コ
リ
と

む
 

 

う
む

あ
ま
り
親
に
頼
み
ご
と
を
あ
ま
り
し
て
こ
ん

 

子
か
ら
の
頼
み
じ

し
な

 
さ
と

そ
う
な
ん
で
す
か

 

 

う
む

昔
か
ら
こ
や
つ
は
頼
み
事
な
ど
は
し
て
こ
ん

 
し
更
に
は
何
時
も
喧
嘩
を
売

て
く
る
と
も
う
散
々

 
じ

わ
い

ま

今
は
地
上
の
者
達
そ
し
て
そ
な

 
た
達
の
お
陰
で
理
久
兎
も
だ
い
ぶ

く
は
な

て
は

 
お
る
が
の

 
理
 

う
る
せ
い
や
い

 

く
な
ど
な

て
は
い
な
い
自
分
は
昔
か
ら
自
分
の

だ

 

 

さ
と
り
よ
今
後
も
こ
の
バ
カ

子
が

惑
を
か
け
る

 
と
は
思
う
が

頼
め
る
か



 第４１６話 良い事があれば悪い事がある

 
さ
と

え

論
で
す
お
義
⺟
さ
ん

 

 

本
当
に
気
の

い
奴
じ

が
ま

良
い
わ
い
じ

が

 
理
久
兎
よ
援
助
し
て
や
る
ん
じ

少
し

シ
達
と
の

 
遊
び

手
に
な
れ
い

 
怠
惰

そ
い
つ
は
良
い

の
従
者
達

人
は
弱
す
ぎ
て

 
話
に
な
ら
な
か

た
所
だ

あ

そ
う
だ

さ
と
り

 
ち

ん
も
や
ろ
う
よ

理
久
兎
と
組
ん
で
く
れ
て
も

 

わ
な
い
か
ら
さ

 
負
け
た
ら
何
か
さ
れ
る
の
は
目
に
見
え
る
が
援
助
し
て
く
れ
る
た
め
や
ら
な
い
と
失
礼
で
は
あ

る

つ
ま
る
所
の

な
ん
て
も
の
は
な
い

そ
れ
を
知

て
い
た
の
か
怠
惰
は

う
か
の

よ
う
に

て
い
る

 
理
 

い
い

や

て
や
る
よ

 
さ
と

亜
狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん
の

は
取
ら
せ
て
も
ら
い
ま

 
す
よ

 
怠
惰

な
ら

べ
で
い
こ
う
か
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い
い
や
そ
れ
じ

た
ら

 
と

⻑
話
が
続
き
に
続
い
た
が
結

は

べ
と
な

た

 
怠
惰

ス

 

 

ぐ
ぬ
ぬ

ス

 
さ
と

ス

で
す

 
理
 

ス

 
も
う
最
終

面
と
な
り

イ

の

か
ら
先
が
進
ま
な
い

 
怠
惰

ス

で
俺
の
勝
ち

 
そ
う

え
と

り

の

つ
ま
り

め
ら
れ
て
い
る

の

を
見
せ
ら
れ
る

 

 

お
の
れ

い

怠
惰

 
怠
惰

勝
負
は
勝
て
ば
良
い
の
だ
よ
勝
て
ば
な

 
理
 

ま
だ
負
け
て
た
ま
る
か

 
さ
と

 
こ
う
し
て
そ
の
後
も
怠
惰
と
お
ふ
く
ろ
そ
し
て
さ
と
り
の

人
と
勝
負
し
あ
る
時
は
バ
バ

き
あ
る
時
は
大

と
な

た
が
結

怠
惰
の

人
勝
ち
が
続
き
自
分

お
ふ
く
ろ

さ
と
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り
は
コ
テ
ン

ン
に
さ
れ
た

 
理
 

く

 

 

こ
や
つ
は

 
さ
と

イ
カ
サ
マ
し
て
ま
せ
ん
よ

 
怠
惰

し
て
な
い
よ
れ

き
と
し
た
運
の
力
さ

で
ど
う
す

 
る

め
る
か
い

人

 
こ
い
つ
の
こ
の

め
き

た

が

い
イ
ラ

と
く
る

ゲ

ム
で
こ
こ
ま
で
イ
ラ

と
し
た

の
は
久
々
だ

 
理
 

や

て
や
る
よ

こ
い
よ

 
怠
惰

な
ら
花

で
勝
負
し
よ
う
か

因
み
に

試
合
で

 
五
文
と

て
理
久
兎
が
逃
げ
に
成

し
た
ら
俺
は

 

服
を
脱
い
で
や
る
よ
俺
は

り
と
し
て
十
文

 

ぐ
ま
で
こ
い
こ
い
し
て
や
る
よ

 
理
 

い
い

の

た

え
ず
ら
か
く
な
よ

 
そ
う
し
て
今
度
は
１
Ｖ
Ｓ
１
で
の
戦
い
が
始
ま

た

始
ま

た
の
だ
が
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怠
惰

鹿

短

計
十
二
文

 
理
 

な

 
と
ん
で
も
な
い
運
が
彼
奴
に
見
方
を
し
て
い
る
の
か
さ

き
か
ら
ボ
ロ
敗
け
が
続
い
た

や
が

て 
理
 

怠
惰

俺
の
敗
け
だ

だ
か
ら
流

に

 
怠
惰

逃
げ
る
の
は
無
し
だ

理
久
兎

そ
ん
じ

こ
れ

 
で

め
な
理
久
兎

五
光

更
に
カ
ス
で
一
文

 
二
文

で
計
十
二
文
で
上
が
り

 
理
 

あ

あ
り
え

 

え
て

お
う

今
の
こ
の
現
状
は

ン
ツ

だ
と

う
こ
と
を

つ
ま
り

に
さ
れ

た 
理
 

さ

さ
と
り

お
ふ
く
ろ

後
ろ
を
向
い
て
て
く

 
れ

か

 
さ
と

は

は
い

 

 

容

な
い
の
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怠
惰

あ

い
い
や
む
さ

し
い
男
の
下
半
身
と
か
治
療

 
外
で
見
た
く

や

 
や
べ

こ
い
つ
に
対
し
て
の
怒
り
が
マ

で

み
上
が

て
く
る

脱

花

の
意
味
あ

た

か
こ
れ

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん
が
珍
し
く
怒

て
ま
す

 
理
 

は

は

怒

て
な
ん
か

よ
さ
と
り

 
怒

て
な
ん
か
い
な
い

た
だ
何
時
か
こ
い
つ
を
ボ
コ
す
と

う
こ
と
し
か

え
て
な
い
よ

 
怠
惰

ま

で
も
学
ん
だ
で
し

理
久
兎

手
を

え
て

 
勝
負
す
る

て
事
が
さ

 
理
 

覚
え
て
ろ
よ
怠
惰

月
の
出
て

夜
は
気
を
つ
け

 
ろ
よ

 
怠
惰

あ

気
を

け
る
よ

 

 

物
騒
な
会
話
じ

な

 
い
つ
か
こ
い
つ
を

々
な
意
味
で
絶
対
に

き

す
と
心
に
決
め
た
の
だ

た
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怠
惰

そ
ん
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
な

 

 

う

う
む

 
怠
惰

そ
ん
で
身
ぐ
る
み

が
さ
れ
た
理
久
兎
感
想
は

 
理
 

何
時
か
ボ
コ
す
か
ら
覚
悟
し
て
お
け
よ

 
怠
惰

う
わ

ま

良
い
か

 

 

そ
な
た
の
運
は
何
処
か
ら
来
る
ん
じ

 
怠
惰

ま

ら
悪
い
事
が
起
こ
る
と
そ
の
次
は

運
が

 
降
る
も
の
だ
よ

 

 

う

 
怠
惰

運

て

良
い
こ
と
も
悪
い
事
も
紙
一

で
起
こ

 
る
ん
だ
よ

 
ゴ
ン

 
怠
惰

い

て

の
小
指
や

た

 

 

本
当
じ

運
の
後
に
悪
運
が
き
た
の

 
怠
惰

い
て
て

ま

そ
ん
な
も
ん
さ



 第４１６話 良い事があれば悪い事がある

 

 

皆
も
良
い
こ
と
が
あ
る
と
必
ず
悪
い
事
が
あ
る
と

 

う
の
を

れ
る
で
な
い

 
怠
惰

今
回
の
話
を
教
訓
に
し
て
み
て

そ
れ
じ

今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
の

 
怠
惰

サ
ラ

バ

い
て
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第
４
１
７
話
 
お
ふ
く
ろ
達
の
帰
宅

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

モ
ン
ス
ト
の

に

だ
勝
て
て
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
い
け
れ
ど
感
覚
当
て
シ

ト
の
怠
惰
さ
ん
に
は

し
い
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の

で
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
お
ふ
く
ろ
か
ら
の
援
助
の
依
頼
を
し
て

日
が

過
す
る

今
日
は
つ
い
に
お
ふ
く
ろ
と
怠

惰
が
帰
る
日
と
な
り
自
分
を

め
た
皆
が

神
社
に
集
ま
る

因
み
に
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
は
ま

だ
修

や
ら
が
あ
る
た
め

に

守
番
中
だ

 
理
 

案
外
に
集
ま

た
な

 
ま
さ
か
お
ふ
く
ろ
の
た
め
に
こ
こ
ま
で
集
ま
る
と
は
思
わ
な
か

た
と

い
た
い
ぐ
ら
い
の
者

が
集
ま

た

 

 

そ
な
た
達
少
々
⻑
く
な

た
が
世
話
に
な

た
の

 
蓮
 

⻑
か

た
よ
う
な
短
か

た
よ
う
な
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霊
夢

本
当

 

ま

で
も
伝
説
上
の
魔
王
と
呼
ば
れ
た
男
に
も
会
え

 
た
し
満

だ

 
怠
惰

 
と

魔
理

が

て
い
る
の
で
怠
惰
を
見
る
が
珍
し
く

て
い
る
な
と
思

た

 
ア
リ

聞
い
て
る
の

 

夜

あ
の
こ
れ
ま
さ
か

 
こ
い

あ

て
る

 
怠
惰

 

な
奴
だ

立

た
ま
ま

れ
る
と
は
そ
う
い
え
ば

日
は
お
ふ
く
ろ
と
深
夜
も
ず

と
遊

ん
で
い
た

か

た
が
そ
れ
が
原
因
だ
ろ

 
理
 

お
い
お
い

お

い
起
き
ろ
怠
惰

 
仕
方
な
い
か
ら
起
こ
そ
う
と
思
い
近
づ
く
と

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

め
た
方
が

 
天
子

こ
い
つ
を
こ
の
ま
ま
起
こ
す
と
ま
た
天
変
地
異
が
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起
こ
る
わ
よ

 
何
が
天
変
地
異
だ

そ
ん
な
た
か
が
起
こ
す
だ
け
で
そ
こ
ま
で
さ
れ
た
ら
た
ま

た
も
の
で
は

な
い

 
理
 

大
丈
夫
だ
ろ

ら
起
き
ろ

 
体
を

ら
し
怠
惰
を
起
こ
そ
う
と
す
る
と

 
怠
惰

だ
俺
の
眠
り
を
覚
ま
そ
う
と
す
る
愚
か
な
者

 
は

殺
る

 
理
 

 
こ
の
殺
気
は
な
ん
だ

試
合
の
時
よ
り
も
あ
り
え
な
い
殺
気
を

び
本
能
が

く

危
険
だ
と

そ
の
た
め
す
ぐ
さ
ま
後
退
す
る

し
か
も
何

か
皆
は
案
の
定
と
い

た

を
し
て
い
た

す
る

と

に
い
る
お
ふ
く
ろ
は

 

 

怠
惰
よ
起
き
ぬ
か
帰
る

 
怠
惰

は

う

は

眠
い

 
一

で
怠
惰
は
眠
い
目
を

り
な
が
ら
体
を

ば
し
た

あ
る
意
味
で
お
ふ
く
ろ
は
強
い
な
と

感
じ
た
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

あ

さ
と
り
の
気
持
ち
が
少
し
分
か

た

 
不
意
打
ち
の
殺
気
は
本
当
に
勘

し
て

し
い

と
り
あ
え
ず
体
制
を
整
え
て
蓮
達
の
方
へ
と

行
く

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
蓮
く
ん
に
聞
き
た
い
事
が
あ

た
ん
だ

 

た
よ

 
蓮
 

聞
き
た
い
こ
と

 
怠
惰

あ

お
前
の
そ
の

な
ら
恐
ら
く
俺
の
友
人
が
満

 
し
そ
う
だ
か
ら
な

蓮
く
ん

次
第
だ
け
ど

つ

 
の
大
罪
最
強
の

士
と

わ
れ
た
男
と
戦

て
み
た

 
く
な
い
か

戦
い
た
い
な
ら
口

え
ぐ
ら
い
な
ら
し

 
て
あ
げ
る
よ
た
だ

来
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど

 

つ
の
大
罪
最
強
の

士
そ
れ
は

と
も
一
度
手
合
わ
せ
を
し
て
み
た
い

 
霊
夢

そ
い
つ
が
来
て
あ
ん
た
が
や

た
あ
の

何
だ

 

け
え

と
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Ｇ

Ｖ

Ｒ
で
す
か

 
霊
夢

そ
う
そ
れ

そ
れ
を
使

た
り
と
か
こ
の
幻
想
郷
を

 

ぼ
す
と
か
は
な
い
わ
よ

 
何
だ
そ
の
技
は
聞
い
て
て

く
厨
二

い
技
名
だ
と
思

た

だ
が
そ
の
技
を

ど
が
恐
れ

て
い
る
の
は
何

だ
ろ
う
か

 
怠
惰

大
丈
夫
そ
い
つ
は
俺
や

と
は
違

て

度
を
持

 

て
る
Ｓ

値

だ
か
ら

 
蓮
 

そ
れ
は
良
か

て

全
く
も

て
良
く
な
い
で

 
す
よ

そ
れ

 

不
定
的
狂
気
を

り

え
て
治
療
不
可
能
じ

な
い

 
で
す
か

 

か
に
そ
れ
は
怖
い

前
に
文
を

か
し
た

に

く
発
狂
し
て
い
た
が
そ
れ
を
上
回
る
発
狂

な
ど
さ
れ
て
は

々
と

る

 
霊
夢

Ｓ

値

て
何

 
紫
 

Ｓ

値
は
通

正
気
度

て

て
私
達
の
今
の



 第４１７話 おふくろ達の帰宅

 
状
態
が
一

的
に
正
気
つ
ま
り
正
常
と

え
て
そ
れ

 
が

い
と
凶
変
し
た
御
師
匠
様
達
み
た
い
に
何
を
し

 
で
か
す
が
分
か
ら
な
い
状
態
に
な
る
事
よ

い
き
な

 
り
何
し
ら
の
原
因
で

ニ

ク
に
な

て

味
方
が

 

別
つ
か
ず
仲
間
を

つ
け
た
り

れ
な
く
な

た

 
り

い
が

ま
ら
な
く
な

た
り
な
ん
か
が
良
い

 
よ

 
理
 

紫

俺
に
は
説

力
が
な
い
か
ら
あ
ま
り

え
な
い

 
が
よ
俺
や
従
者
達
を

に
す
る
の
は
勘

し
て
く
れ

 
よ

 
反
論
の
余
地
は
な
い
の
は
分
か
る

分
か
る
に
は
分
か
る
が
自
分
を

え
に
し
て

う
の
は

め
て

し
い

結

今
も
グ
サ
リ
と
く
る
の
だ
か
ら

 
霊
夢

ま

大
体
は
分
か

た
け
ど
そ
ん
な
の

れ
て
来
ら

 
れ
た
ら
私
達
が
死
ぬ
じ

な
い

 
怠
惰

大
丈
夫
だ
と
思
う
よ

何
か
あ
れ
ば

が

め
る
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て

約
も
あ
る
よ
な

幻
想
郷
の

者
様
よ

 
今

て

た
か
怠
惰
の
奴

一
番
会
い
た
い
悪
魔
に
紫
は
会

て
い
る
の
か

の

魔
王
ル
シ
フ

に

 
紫
 

で
も
口
だ
け
の
話
で
し

本
当
に
信
じ
ら
れ
る
と

 
う

証
は
あ
る
の
か
し
ら

 
怠
惰

者
様
は
何
か

解
し
て
る

 
紫
 

何
で
す

て

 
怠
惰

俺
ら
ま

現
代
の
魔
族
は
知
ら

が
古
代
種
魔
族

 
そ
し
て

天
使
は
結
ん
だ

約
は
絶
対

守
す
る
の

 
さ
俺
ら
は

約
と
い
う
も
の
は

金
と
同
等

値
と

 
思

て
い
る
か
ら
な

 
紫
が

う
の
は
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
が
怠
惰
の

う
こ
と
は
事
実
だ

正
式
な

約
を
結
ん
だ

悪
魔

ど
心
強
い
奴
は
い
な
い
と
自
分
も
自
負
で
き
る
ぐ
ら
い
な
の
だ
か
ら

 
紫
 

な
ら
守

て
く
れ
る
と

 
怠
惰

あ

そ
れ
に
よ

が
自
分
か
ら

約
を

う
の
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は
中
々
な
い
ん
だ

珍
し
く
て
少
し

い
た
の
ぐ

 
ら
い
だ
か
ら
な

 
蓮
 

そ
う
な
ん
で
す
か

 
怠
惰

あ

俺
ら

人
は
あ
ま
り
関
わ
り
を
持
た
な
い
よ
う

 
生
活
し
て
る
か
ら
な

だ
か
ら
本
当
に
珍
し
い
ん
だ

 

そ
れ
も
激
運
レ

ル
で
な

 
紫
達
が

ま
し
い
と
心
か
ら
思

た

自
分
も
出
会
え
た
な
ら

と
も
異
界

魔
法
を
伝

授
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
な
の
だ
が

 
怠
惰

で

ど
う
す
る
よ
そ
う
い

た

険
込
み
だ
け
ど

 
う

わ
な
い

チ

イ
ス
プ
リ

 
蓮
 

皆
は
そ
の

 
霊
夢

良
い
わ
よ
別
に

そ
う
い

た

険
が
あ
る
な
ら

 
理
 

お
前
に
は
世
話
に
な

た
か
ら
な
お
前
の
願
い
な
ら

 
俺
も
協
力
さ
せ
て

し
い

 

私
も
良
い

そ
れ
よ
り

が
く
る
ん
だ
よ
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の
機
会
だ

蓮
の

験
に
な
る
の
な
ら
そ
の
ぐ
ら
い
な
ら
安
い
も
の
だ

そ
れ
に
助
け
て

た

も
返
し
た
い

し
か
し
魔
理

の

う
通
り

が
来
る
の
だ
ろ
う
か

 
怠
惰

て
奴

 

レ
ビ

ア

ン
か

 
怠
惰

イ
エ
ス

 
ア
リ

レ
ビ

ア

ン

絶
対
零
度
に
近
い
温
度
と
さ
れ
る

 
魔
海
を

し
た
あ
の
悪
魔

 
何
そ
の
悪
魔
の
伝
説
完
全
に
厨
二

の

み
た
い
だ
な
と
思

た

だ
が
怠
惰
と
同
じ
実
力

だ
と
し
た
ら
一
体
ど
の
く
ら
い
強
い
の
だ
ろ
う
か
気
に
な

て
し
ま
う

 
怠
惰

ま

呼
ぶ
と
い
う
方
向
性
で

 

わ
な
さ
そ
う
だ

な
ら
口

え
は
し
て
お
い
て

 
お
く

 
だ
が

や

も
見
て
み
た
い
と
は
思
う
が
や
は
り
今
自
分
が

え
る
べ
き

だ
と
し
た

ら 
理
 

怠
惰
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怠
惰

何
か
な
理
久
兎

 
理
 

次
こ
そ
は
俺
が
勝
つ
か
ら
な

を

て
待

て
お

 
け
よ

 
こ
の
男
を
一
発
殴
り
飛
ば
す
そ
れ
が
目

だ

 
怠
惰

ま

気
が
向
け
ば

手
は
し
て
や
る
よ

 
ニ

リ
と

う
と
自
分
も
ニ

リ
と

う

絶
対
に

え
て
や
る
と
心
の
奥
底
か
ら
強
く
思

た 

 

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
の

 
怠
惰

だ
な

じ

あ
な
お
前
ら

 
そ
う

う
と
怠
惰
と

は
空
高
く
飛
び
果
て
の
な
い
空
へ
と
消
え
て
い

た

 
蓮
 

ど
う
な
る
か
な

 
理
 

も
し
戦
う
な
ら
頑

れ
よ
蓮

 
蓮
 

え

 
蓮
に
せ
め
て
も
の

援
を
送
り
自
分
達
は

神
社
か
ら
去
り
我
が
家
で
あ
る
地
霊
殿
に
帰
る

の
だ

た
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怠
惰

我
が
家
よ
私
は
帰

た
来
た

 

 

ふ
う

々
と
あ

て
⻑
か

た
の

 
怠
惰

さ
て
と

ち

ん
久
々
に
テ
レ
ビ
ゲ

ム
で
も

 

 

シ
は

る

流

に

れ
た
わ
い

 
怠
惰

え

そ
ん
な

な

 

 

で
は
の

 
怠
惰

本
当
に
行

ち

た
よ

仕
方
な
い

に

 
し
て
み
る
か

さ
て
こ
の
章
も
結

な
ぐ
ら
い
に

 
⻑
く
な
り
ま
し
た
が
こ
こ
ま
で
で
す

ま
た
次
か
ら

 
は
普
通
の
ド
ロ
ド
ロ
と
し
な
い
話
に
な
る
の
で
よ
ろ

 
し
く
お
願
い
し
ま
す

ま

で
も
次
か
ら
は
あ

ち

 
を
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
読

 
者
様
ま
た
投
稿
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
で
は
サ
ラ



 第４１７話 おふくろ達の帰宅

 
バ
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第
４
１
８
話
 
お
叱
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
お
久
々
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
じ
き
で
怠
惰
さ
ん

の
学

も

休
み
を
迎
え
約

月
は
休
み
な
の
か
な
と
い

た
感
じ
で
す

楽
し
み
な
反
面

で
年
を
と
り
た
く
は
な
い
な
と
思
う
こ
の
頃
で
す

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
怠
惰
達
が
帰

て
か
ら
数
日
が

過
し
地
底
も
元
の
生
活
に

り
つ
つ
あ
る
今
日
の
こ
の
頃

そ
ん
な
地
底
に
自
分
が

 

姫

そ
れ
で

い
訳
な
ら
聞
き
ま
す
よ

 
理
 

本
当
に
申
し
訳
な
い

 
い
る
わ
け
も
な
く
地
底
の
先
に
あ
る
幻
想
郷
の
地
獄
に
あ
る
裁
判
所
に

き

姫
に
事
の
理
由

を

べ
つ
つ
説
教
さ
れ
て
い
た

 

姫

し
か
し
理
久
兎
さ
ん
と
あ
ろ
う
お
方
が

の
策
略
に

 

ま
る
と
は
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理
 

そ
う
な
ん
だ
よ
し
か
も
そ
の
時
の
記
憶
が
何
に
も
な

 
く
て
な

後
か
ら
聞
け
ば
お
ふ
く
ろ
を
殺

し

 
た
と
か
幻
想
郷
と
こ
ろ
か
世
界
を

ぼ
し
か
け
た
と

 
か
シ

だ

た
と
か
も
う
訳
が
分
か
ら
ん
の
よ

 

姫

理
久
兎
さ
ん
の

た
こ
と
は
事
実
で
す
よ

 
や
は
り
事
実
と

う
か

と
い
う
か

姫
に
下
ら
な
い
嘘
を
つ
い
た
所
で
良
い
こ
と
な
ど
な
い

た
め
嘘
な
ど
つ
か
な
い

 
理
 

姫
お
前
に
嘘
を
つ
い
て
何
に
な
る

 

姫

か
に
お

し

り
た
い
事
は
分
か
り
ま
す

方

 
は

は
そ
れ
な
り
真
面
目
な
の
は
分
か

て
ま
す
か

 
ら
そ
の

い
分
は
信
じ
ま
し

う
そ
れ
と

の
神
達

 
に
は
恐
ら
く
龍
神
様
を
通
し
て
伝
わ
る
と
は
思
い
ま

 
す
し

 
理
 

あ

 

し
い
が
自
分
が
犯
し
た
失
態
は
も
れ
な
く
全
神
達
に
伝
わ
る
こ
と
だ
ろ
う
が
反
面
で

々
と
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自
分
に
も
の
申
し
て
来
る
奴
が
い
そ
う
で
怖
い

ま

そ
う
な

た
ら
そ
の
時
に

え
る
が

 
理
 

な

姫

の

で
地
上
の
事
を
見
て
い
た

 
よ
な

 

姫

え

そ
れ
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

そ
の
時
の

て
あ
る

 

姫

そ
う
で
す

少
し
お
待
ち
を

 
そ
う

う
と
手

を
持

て
何
か
を

じ
る

そ
し
て
そ
の
手

を
自
分
に
見
せ
る
と
そ
こ
に

は
前
々
か
ら
自
分
の
前
に
現
れ
る
少
年
が
お
ふ
く
ろ
の
体
を
手

し
蓮
に

で
発

し
た
り
と

や

て
い
た

 
理
 

こ
の

キ
が

俺
だ

た
ん
だ
よ
な

 

姫

え

お
気
の
毒
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
う
で
す

 
理
 

頭
が

く
な

て
き
た
よ

 
こ
ん
な

常
と
も

え
る
現
実
を
見
せ
ら
れ
る
と
自
分
も
脱
力
し
て
し
ま
う

覚
悟
は
し
て
い

た
が
こ
こ
ま
で

い
と
は

 

姫

と
り
あ
え
ず
は

方
の
処
分
に
つ
い
て
は
後
日
に
閻
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魔
殿
か
ら
お
叱
り
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
の
で
お
願

 
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い

 

生

自
分
や
従
者
達
を
罠
に

め
た
ウ
リ
エ
ル
と
か

う
奴
を
ぶ
ん
殴
り
た
い
と
強
く
思

た

し
か
し
ど
ん
な
お
叱
り
が
来
る
の
か
も
し
か
し
た
ら
旧
都

理
の

を

さ
れ
る
か
ま

た
は

熱
地
獄
に
入
れ
ら
れ

さ
れ
る
か
ど
う
な
る
の
だ
と
思

て
い
る
と

 
小
町

姫
様

 

姫

何
で
す
か
小
町
騒
々
し
い
で
す
よ

 
小
町

違
う
ん
で
す
よ

こ
れ
が
送
ら
れ
て
き
て

 
そ
う

う
と

物
に
さ
れ
た
物
を

姫
に
渡
す
と

姫
は
そ
れ
を
見
て

い
て
い
た

 

姫

閻
魔
殿

 
理
 

ピ

と
同
等
で

過
ぎ
る
だ
ろ

 
小
町

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
は

ち

メ
な
や
つ

 
だ
が
今
は
ど
ん
な
内
容
な
の
か
が
気
に
な
る

姫
と
目
で
開
け
る
よ
う
指

す
る
と

姫
は

き

物
を
開
き
見
せ
て
く
る
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理
 

 
そ
れ
を
受
け
取
り
中
を
見
る
と

  
理
久
兎
殿
こ
の
度
は
不

が
続
い
た
よ
う
で
災

だ

た
だ
ろ
う
と
思
う

だ
が

方
も
そ

れ
な
り
に

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
た
め
許
し
て

し
い

な
お
手
紙
は

殿
の
処

内
容

び
に
龍
神
様
か
ら
の
援
助
金
の
同
意
書
が
入

て
い
る
そ
の
た
め
す
ぐ
返
還
す
る
事

な
お
始
末

書
は
地
霊
殿
に
直

送
す
る
た
め
翌
月

日
ま
で
に
提
出
す
る
事
と
す
る

 

処

内
容

 
始
末
書
の
提
出

謹
慎
処
分

月

そ
の
後
は

惑
を
か
け
た
者
に
謝
罪
を
し
に
行
く

こ
と

 

同
意
書

 
旧
都
に
援
助
金
と
し
て
２
０
０

を
援
助
す
る

 
印

  
と
書
か
れ
て
い
た

ま
さ
か
の
始
末
書
提
出
と
謹
慎
処
分
で
許
さ
れ
る
の
な
ら

い
も
の
だ

ろ
う
か

に

月
間
は

に
な
り
そ
う
だ
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姫

龍
神
様
の
口

え
も
あ
り
そ
う
で
す

 
理
 

だ
ろ
う
な
そ
れ
が
無
か

た
ら
こ
ん
な

く
は
な
い

 
だ
ろ
多
分
旧
都
の
全

を

さ
れ
て
追

ぐ
ら
い

 
は
い

た
ん
じ

な
い
か

 

姫

あ
り
え
ま
す

 
小
町

そ
う
な

た
ら

し
く
な

て
た

 
こ
の

は
本
当
に
お
ふ
く
ろ
に
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
な

 
理
 

し
か
し

月
は
あ
る
意
味
で

禁
状
態
か

 

姫

こ
こ
で
理
久
兎
さ
ん

方
が
何
か
し
た
ら
も
う
旧
地

 
獄
の

理
者
の

の

び
に
追

は
覚
悟
し

 
た
方
が
良
い
の
か
と

 
執
行

予
を
与
え
ら
れ
た
者
の
気
持
ち
が

く
分
か
る

何
か
な
け
れ
ば
良
い
の
だ
が

 
理
 

だ
よ
な

小
町
ち

ん
何
か
あ

た
ら

す
る

 
か
ら
食
材
買

て
き
て
く
ん
な
い

無
論
夕
食
は
お

 
ご
る
か
ら
さ
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小
町

合
点

 

姫

こ
ら
小
町

そ
れ
に
理
久
兎
さ
ん

 
小
町

き

ん

 

姫
の
怒

が

く

ま
さ
か
怒
ら
れ
る
と
は
予

し
て
な
か

た
の
か
小
町
が
一

び

る
 
理
 

ま

怒
る
な

て

姫
ち

ん
も
来
る

だ
し

 

姫

え
て
お
き
ま
す

 
あ

そ
こ
は

定
し
な
い
の

案
外
に
も
地
霊
殿
が
気
に
入

た
感
じ
だ
ろ
う

あ
れ
何
時

か
ら
地
霊
殿

て

テ
ル

は
旅

に
な

た
ん
だ

け

ま

良
い
か

 
理
 

さ
て
と

よ

と

 
指
先
を

く
切
り

を
出
す
と
紙
に

し

け

印
す
る

こ
れ
で
援
助
金
は
成
立
し
た

 
理
 

姫
ち

ん
よ
ろ
し
く

 

姫

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

さ
て
と
そ
れ
じ

俺
も

件
は

ま
せ
た
し
お

す

 
る
よ
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そ
う

い
立
ち
上
が
り
体
を

ば
す

 

姫

理
久
兎
さ
ん
謹
慎
の
間
な
に
も
起
こ
さ
な
い
で
下
さ

 
い

方
と

う
存

を
失
う
の
は

手
な
の
で

 
理
 

へ
い
へ
い
あ
り
が
と
う
な

そ
れ
じ

あ

 
そ
う

い

か
ら
部

を
出
て

下
を
歩
く

 
理
 

謹
慎
期
間
ど
う
す
る
か
本
当
に

 
マ

で
ど
う
し
よ
う
か
と

み

え
な
が
ら
旧
都
へ
と
帰
る
の
だ

た

そ
う
し
て
⻑
い

を

え
な
が
ら
歩
き
時
に
は
飛
び
よ
う
や
く
我
が
家
で
あ
る
地
霊
殿
に

り
着
く

 
理
 

た
だ
い
ま

 

関
を
開
け
て
中
へ
と
入
る
と

 
耶
狛

あ

マ
ス

お
帰
り

そ
れ
と

物
が

い
て
い

 
た
よ

 
耶
狛
が
指

す
方
向
を
見
る
と

然
し
た

何

な
ら
１
０

程
の
紙
の
束
が

つ
そ
れ
も

に

ら
れ
て
置
か
れ
て
い
た
の
だ
か
ら

す
る
と
全
部
始
末
書
だ

し
か
も

日

て
今

日
い
れ
て

か
し
か
な
い
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理
 

こ
れ
を
や
れ

て
か
閻
魔
殿
の
奴
等
は
ド

か
よ

 
は

な

耶
狛

 
耶
狛

何

 
理
 

ま

本
当
に
も
し
だ
が
何
か
あ

た
ら
お
前
に

く

 
主
人

は

け
る
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
耶
狛

え

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
や

た

 
と

を

と

て
喜
び
な
が
ら
耶
狛
は

下
を
走

て
い

た

 
理
 

は

と
り
あ
え
ず
夕
飯
の

度
し
て

け
る
と
す

 
る
か
な

 
そ
う
し
て
ま
た
自
分
は
紙
の
束
と
格
闘
を
す
る
事
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

 

が

れ
る
わ
い
本
当
に

 
怠
惰

で

ど
う
だ

た
の
閻
魔
殿
は
さ
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の
部

で
話
に
聞
き
耳
を
た
て
て
お

た
が

 
か

た

理
久
兎
か
ら

を

と
か
の

 
怠
惰

ま

ど
う
に
か
な

た
ん
で
し

何
時
も
の
一

 
で
さ

 

 

う
む
そ
れ
は
そ
う
じ

し
か
し
そ
な
た
も

れ

 
て
行
く
べ
き
じ

た
か
の

事
に
は

事
で

 

け
る
の
が

度
よ
い
し
の

 
怠
惰

い
や
だ
か
ら
危

を
加
え
れ
な
い
か
ら

 

 

シ
が
許
す

 
怠
惰

こ
れ
が
本
当
の
職

乱

だ
よ

 

 

ち

ち

ち

ち

う
わ
い

職

乱

等
せ
ん

 

シ
は

 
怠
惰

は
い
は
い

さ
て
と
時
間
も
良
き
頃
合
い
な
ん
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

じ

な

で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
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む

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま
た
次
回
ま
た
な



 第４１９話 始末書という名の拷問

 
第
４
１
９
話
 
始
末
書
と
い
う
名
の
拷
問

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て

日
は
申
し
訳
な
い
で
す

体
調
が

れ
ず
帰

て

々
で

ト
で
く
た
ば

て
ま
し
た

日
投
稿
が
で
き
な
か

た
代
わ
り
に

明
日
特
別
に
投
稿
を
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
大

の
始
末
書
が
送
ら
れ
な
お
か
つ
謹
慎
処
分
を
く
ら

て
数
日
が

過
す
る

 
理
 

ふ

ふ
は
は
は

え

き
た

 
大

の
始
末
書
に

ま
れ
体
が
真

白
に
な

て
い
た

何
日
も
何
日
も
こ
ん
な
事
を
続
け
て

い
る
と
気
が
お
か
し
く
な

て
く
る

こ
れ
は
新
手
の
拷
問
か
何
か
な
の
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
し

か
り
し
て
く
だ
さ
い
ま
だ
後
何
束

 
か

て
い
ま
す
よ

 
理
 

こ
れ
を
後

日
で
や
れ
と
か
可

し
い
だ
ろ

 
翌
月
の

日

て
も
う

り

日
だ

閻
魔

に
い
る
奴
等
は
ド
が
つ
く
程
の
サ
デ

ス
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ト
し
か
い
な
い
の
か

 
さ
と

何
時
も
み
た
い
に

と
は
終
わ
ら
な
い
ん
で
す

  
理
 

い
や
あ
れ
が

く
終
わ
る
理
由

て

は
読
ん
で

 

し
て
判
子
を

す
だ
け
で
あ

て
書
く
こ
と
が

 
あ
ま
り
な
い
か
ら
だ
か
ら

 
さ
と

ま

そ
う
で
す
け
ど

 

に
久
々
な
の
だ

こ
こ
ま
で
し

か
り
し
た
書

を
書
く
の
は
本
当
に
都
で

族
を
や

て

い
た
時

来
だ

 
理
 

は

 
こ
う
何
と
い
う
か

き
て
く
る

そ
れ
が
原
因
で
ど
ん
ど
ん

ス
が

ち
て
き
て
い
る
の
は

事
実
だ

 
理
 

さ
と
り

面
白
い
話
と
か

て
な
い

 
さ
と

急
に
無
理

を
吹

掛
け
て
き
ま
し
た

あ
り

 
ま
せ
ん
よ
そ
ん
な
話

く
読
書
も
で
き
て
い
な
い
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の
で

 
理
 

ま

そ
う
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
さ

何
か
こ
う
気
分
転

 

的
な
事
な
い
か
な

 
さ
と

ふ
む

短
時
間
で
何
か

ま

こ
れ
は
あ
ま
り

 
果
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
が

 
そ
う

う
と
さ
と
り
は

方
へ
と
歩
い
て
く
る
と
自
分
の

の
上
に
チ

コ
ン
と
座
る

い
や

何
が
し
た
い
の

 
理
 

ど
う
し
た
よ

 
さ
と

闘
魂
注
入
で
し
た

け

 
理
 

い
や
俺
は
ノ

マ
ル
だ
か
ら
な

 
さ
と

今
こ
の
場
で
零

弾
幕
を
撃
ち
ま
す
よ

 
理
 

マ

で
す
ん
ま
せ
ん
し
た

 
前
の
よ
う
な
身
の
前
だ
け
は
ご
め
ん
だ

仕
方
な
い
か
ら
こ
の
ま
ま
仕
事
を
開
始
し
よ
う
と
し

た
が
気
づ
く

あ
れ
こ
れ
何
時
も
と
違

て
感
じ
が
違
う
し
面
白
い
な
と

 
さ
と

は

邪
魔
で
し

う
し

れ
ま
す
よ
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と

さ
と
り
は

れ
よ
う
と
す
る
が

で
さ
と
り
が

れ
よ
う
に

き
つ
く

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

も
う
少
し
こ
の
ま
ま
で
頼
む

 
さ
と

ふ
ふ

少
し
だ
け
で
す
よ

 
そ
う
し
て

に
さ
と
り
を
座
ら
せ
た
状
態
で
仕
事
を
開
始
し
た

 
理
 

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
こ
な
ら

び
の
一

を
い
れ
つ
つ
や

 
る
の
が
良
い
で
す
よ

 
理
 

だ
な

 
や

て
み
て
何
だ
が
結

徳
感
が
あ
る
と
感
じ
る

し
か
し
あ
ま
り
こ
う
や

て
さ
と
り
と

直
に

れ
合
う
機
会
が
あ
ま
り
な
か

た
た
め
か
こ
う
し
て
見
る
と

が
ス

ス

し
て
い
て

が

に

る
た
め
こ
そ
ば

い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

は
い
は
い

 
こ
そ
ば

い
が
シ

ン
プ

か
ま
た
は
リ
ン
ス
か
は
分
か
ら
な
い
が
良
い
香
り
だ



 第４１９話 始末書という名の拷問

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

大
丈
夫
だ
問

な
い

 
さ
と

見

れ
ま
し
た
か

 
理
 

ま

な

 
さ
と

そ
う
で

今
な
ん
て

 
と

う
が
自
分
は
ク
ス
リ
と

て
始
末
書
を
書
き
出
す

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

め
ろ

て
イ
ン
ク
が
飛
ぶ
か
ら

 
さ
と

今
の

葉
を

う
ま
で

ら
し
続
け
ま
す

 
こ
う
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
さ
と
り
は

変
わ
ら
ず
弱
い
な

と
い
う
か
仕
事
が
進
ま
な
い
ん
だ

が
ど
う
し
よ
う
か

す
る
と

  
と

が
開
く

に
気
づ
き
み
る
と
こ
い
し
が
に
ニ
コ
ニ
コ
と

て
部

に
入

て
き
た

 
理
 

こ
い
し
ち

ん
ど
う
し
た
の

 
さ
と

こ
い
し
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こ
い

晩
は
お
楽
し
み
で
し
た

 
さ
と

違
う
わ
よ

 
理
 

晩

て
ま
だ
こ
の
状
態

持
を

分
も
し
て
な

 
い
か
ら

 
こ
い

ハ
ハ
ハ
状
態
だ
よ

 
と
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら

談
と

う

ま

た
く
こ
う
い

た
人
を
か
ら
か
う
所
は
姉

妹

て
と
い

た
感
じ
か

 
理
 

そ
れ
で
こ
い
し
ち

ん
後
ろ
に
何
を
持

て
い
る
の

 
か
な

 
こ
い

あ

バ
レ
ち

た

ふ

ふ

じ

ん

 
と

こ
い
し
は
後
ろ
か
ら
お
面
を
取
り
出
し

げ
て
見
せ
る

 
理
 

ま
た
お

か
い

 
こ
い

う
ん

見
て
て
結

面
白
く
て

 

か
に
子

の
面
み
た
い
で
見
て
て
面
白
い

そ
れ
に
古
い
な
が
ら
も
綺

で
こ
れ
は
こ
れ
で

味
の
あ
る
お
面
だ
と
少
し

れ
て
見
て
い
る
が
そ
う
感
じ
た



 第４１９話 始末書という名の拷問

 
理
 

で
も
ど

か
で
見
た
よ
う
な

 
さ
た

気
の
せ
い
で
は

 
理
 

気
の
せ
い
な
の
か
な

 
気
の
せ
い
な
ら
良
い
か

し
か
し
こ
い
し
は
嬉
し
そ
う
だ
な

 
こ
い

私
も
い
つ
か
理
久
兎
お
兄
ち

ん
み
た
い
に
コ
レ
ク

 

に
な
ろ
う
か
な

 
理
 

え

 
こ
い

だ

て
地
下
の

の
一
室
は
理
久
兎
お
兄
ち

ん

 
の
コ
レ
ク
シ

ン
ル

ム
だ
よ

 
い
や
コ
レ
ク

に
な

た
覚
え
は
な
い
し
夢
を

す
よ
う
で
悪
い
が

ろ
収

の
邪
魔
だ
か

ら
置
い
て
あ
る
だ
け
な
ん
だ
が

そ
れ
に

て
れ
た
ら

て
た
い
が

々
と
危
険
な

果
な
物
が

多
い
た
め

て
る
に
も

る

む
し
ろ
あ
ん
な
ゴ
ミ
を
売

て
金
に
出
来
る
な
ら

く
や
り
た
い

が
売
ろ
う
に
も
買
い
手
が
見
つ
か
ら
ず
で

る
無

の
⻑
物
と
い

た
所
な
の
だ

 
こ
い

何
時
か
私
も
理
久
兎
お
兄
ち

ん
み
た
い
な
コ
レ
ク

 
シ

ン
ル

ム
を
作
る
ん
だ
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理
 

お

お

そ
う
か
頑

て
な

 
こ
い

う
ん

 
ニ
コ
ニ
コ
と
喜
び
な
が
ら
こ
い
し
は
部

を
出
て
い

た

そ
の
様
子
を
さ
と
り
は

と

ト
目
で
下
か
ら
見
て
く
る

 
さ
と

何
時
か
ら
コ
レ
ク
シ

ン
ル

ム
に
な

た
ん
で
す

 
か

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

う
る
せ

や
い

こ
い
し
ち

ん
の
夢
を

定
す

 
る
事
を

い
た
く
な
か

た
だ
け
だ
よ

 
さ
と

し
い
で
す

変
わ
ら
ず

 
理
 

と
け
い

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
も
仕
事
を
再
開
す
る

だ
が
こ
の
時
の
自
分
は
ま
だ
知
ら
な
い

 
こ
い

何
処
に
置
こ
う
か
な

 
こ
の
お
面
を

て
一

着
あ
り
少
し

し
い
気
持
ち
に
な
る
の
を
ま
だ
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た
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怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
す

 

 

お
ん
し
体
は
大
丈
夫
か

 
怠
惰

日
ぐ

す
り

た
か
ら
何
と
か

あ

そ
れ
と

 

日
は
こ
ち
ら
の
都
合
で
勝
手
に
休
ん
で
し
ま

た

 
た
め
特
別
に
明
日
も
投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま

 
す

 

 

う
む

 
怠
惰

で
ま

話
を
変
え
て
皆
さ
ん
も
こ
い
し
ち

ん
の

 
お
面
で
気
づ
い
た
で
し

う
ま
さ
し
く
次
の
異
変

 
は

 

 

あ
れ
じ

ろ
ス
ク
ナ

コ
ナ

少

名
命
の
異
へ

 
怠
惰

違
う

あ
れ
の
前
に
実
は
入
る
ん
で
す
よ

の

 
の
異
変
が

 

 

ん

そ
ん
な
の
あ

た
か
の

 
怠
惰

ン
ト

こ
い
し
ち

ん
の

ン
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ん

え

と
こ
い
し
ち

ん
は
表
情
は
あ

て

 
感
情
が
こ
も

て
な
い
じ

か
ら

そ
の

は
つ
ま

 
り
ポ

カ

フ

イ
ス
で
感
情
が
あ
る
か
の

 
怠
惰

も
う

ち

ん
は

え
を

て
し
ま

た
か
ら
俺

 
は

え
な
い
よ

さ
て
ま

知
ら
な
い

て
方
は

 
が
黒
幕
な
の
か

え
て
み
て
く
だ
さ
い

 

 

分
か
ら
ん
の

 
怠
惰

で
は
⻑
く
な

た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
で
は
サ
ラ

バ



 第４１９話 始末書という名の拷問



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
第
二
十
五
章
 
耶
狛
の
冒
険
記

 
第
４
２
０
話
 
従
者
立
つ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
お
伝
え
す
る
事
が
あ
り
ま
し
て
来

ま

明
日
か
ら
で
す
が
検
定
の
た
め
再
来

ま
で
お
休
み
し
ま
す

何
度
も
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
何
と

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
始
末
書
を
書
き
提
出
日
と
な

た
今
日

 
理
 

ぐ

 
さ
と

だ
い
ぶ
グ
ロ

キ

で
す

理
久
兎
さ
ん

 
自
分
は
も
う
死
に
か
け
て
い
た

夜
を
し
て
始
末
書
を
書
き
続
け
て
い
た
た
め
手
や
頭
が
も

う

ン
ク
し
て
い
る
の
か

い

 
理
 

さ
と
り

亜
狛
を

れ
て
き
て

こ
れ
全
部
送
る
か
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ら
さ

 
さ
と

は

は
い

 
そ
う

い
さ
と
り
は
部

を
出
た

も
う

く
の
は
ご
め
ん
だ

く
は
安

な
生
活
が
し
た

い 
理
 

は

 
無
自
覚
で
記
憶
に
は

て
は
い
な
い
と
は
い
え
閻
魔
殿
の
奴
等
は
無
理
さ
せ
過
ぎ
な
ん
だ

よ

そ
れ
だ
か
ら
人
手
不

に
も
な
る
し
お
ま
け
に

料
も

く
い
か
ら

き
た
い
と
思
う
奴
が

出
て
こ
な
い
ん
だ
よ

 
理
 

十
王
達
を

く

て
俺
が
新
た
な
地
獄
の
王
に
な

 
ろ
う
か
な

 
と

そ
ん
な
下
ら
な
い

談
を

人
で
ぶ
つ
ぶ
つ
と

て
い
る
と

 
断
罪

断
罪

断
罪

断
罪

判
決

 
断
罪
神
書
の
ア
ラ

ム

が
鳴
り

く

こ
の
ア
ラ

ム
は

姫
か

断
罪
神
書
を

げ
る
と

で

姫
の

が
ド
デ

ン
と
大
き
く
出
て
く
る

 
理
 

も
し
も

し

姫
ど
う
し
た
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姫

こ
ん
に
ち
は
理
久
兎
さ
ん
実
は

て

ど
う
し
ま

 
し
た
理
久
兎
さ
ん
そ
ん
な
グ
ロ

キ

で

 
理
 

ド

な
閻
魔
殿
の
奴
等
に

て
く
れ

 

姫

て
こ
と
は
始
末
書
で
す
か

 
理
 

あ

今
さ

き
終
わ
ら
せ
て
な

で

件
は

 
ま
た
仕
事
か

も
う
勘

し
て
く
れ
と
思
い
な
が
ら

の

姫
の

を
見
る
と

 

姫

え

実
は
地
上
で
何
か
起
き
て
い
る
よ
う
な
の
で
報

 
告
を
と
思
い
ま
し
て

 
理
 

て
こ
と
は
ま
た
異
変
か

は

良
い
な

キ
共

 
は

気
で
さ

 

ま
し
い
な
あ
ん
ま
り

任
が
な
い
奴
等
だ
け
あ

て
本
当
に

ま
し
い
な

も
う
こ
の
仕
事

を

め
よ
う
か
な

い
や

め
た
ら
生
活
に

る
か

 
理
 

で
何

調
査
し
ろ

て

 

姫

い
え
こ
こ
は
小
町
に
調
査
さ
せ
よ
う
か
と
思

て
い

 
ま
す
そ
れ
に
理
久
兎
さ
ん
今
謹
慎
処
分
中
で
す
か
ら
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そ
こ
は

れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ
謹
慎
処
分
中
だ

け

 

し
く
て

れ
て
い
た
が
謹
慎
処
分
中
だ

た
け

こ
ん
な
楽
し
い
イ

ン
ト
を
取
り
逃
が
す

と
は

だ
が

姫
が

し
て
き
た

て
事
は
恐
ら
く

 
理
 

で
も
よ

姫
ち

ん
ど
う
せ
小
町
が
見
つ
か
ら
な

 
い
ん
だ
ろ

 

姫

え

ま
た
何
処
か
で
サ
ボ

て
い
る
み
た
い
で

 
理
 

は

だ
ろ
う
と
思

た
よ

 
ま

小
町
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

な
ら
ど
う
す
る
か
探
す
や
こ
の
異
変
の
調
査
と
し
て
も
謹
慎

処
分
中
だ
し
な

す
る
と

  
と

が
開
き
さ
と
り
と
亜
狛
が
入

て
き
た

 
亜
狛

マ
ス

書

送
し
ま
す

 
理
 

あ

頼
む
そ
れ
と

は
し
な
よ

 
亜
狛

え

あ

姫
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
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さ
と

ど
う
も

 

姫

え

ご

様
で
す

 
理
 

待
て
よ

 
そ
う
か

何
だ
簡
単
じ

な
い
か
こ
ん
な
の
も
思
い

か
べ
れ
な
い
と
は
年
を
と

た
な

自

分
が

メ
な
ら
ば
亜
狛
達
を
使
え
ば
良
い
ん
じ

な
い
か

 
理
 

亜
狛
こ
の
後
に
予
定
は
あ
る
か

 
亜
狛

え

あ

す
い
ま
せ
ん
こ
の
後
は

ト
達
の

 

理
が

 
理
 

そ
う
か
な
ら
黒
は

 
亜
狛

黒
さ
ん
は
今
買
い
物
に
出
掛
け
て
い
ま
す
よ

 

人
は
無
理
か

と
な
る
と
耶
狛
な
ら
何
と
か
な
る
か

 

姫

理
久
兎
さ
ん

 
さ
と

何
を

え
て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

い
や

な
ら
耶
狛
は

 
亜
狛

耶
狛
は
そ
う
で
す

多
分
大
丈
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と

亜
狛
が

い
か
け
る
と

が

い
よ
く
開
か
れ
耶
狛
が
出
て
く
る

 
耶
狛

マ
ス

呼
ん
だ

 
理
 

う
わ

良
い

イ
ミ
ン
グ
で
来
る
な

 
亜
狛

耶
狛
失
礼
だ
ろ

 
理
 

い
や

度
良
い
耶
狛
は
予
定
は
空
い
て
る
よ
な

 
耶
狛

う
ん
ま

そ
う
だ

ま

や

て
も
掃
除
ぐ
ら
い

 
か
な

 
な
ら
ば
良
し
だ

掃
除
と
か
な
ら
俺
が
や
れ
ば
良
い
だ
け
だ
か
ら
な

 
理
 

姫
ち

ん

か
閻
魔
殿
の
奴
等
は
こ
う
書
い
た
よ

 

俺
は
謹
慎
処
分
だ

て

 

姫

か
に
理
久
兎
さ
ん
は

成
る
程
そ
う
い
う
事
で
す

 
か

 
さ
と

て
い
る
事
か
ら
大
体
は
予

で
き
ま
す

 

姫
や
さ
と
り
も
理
解
し
た
か

そ
う
そ
う

う
こ
と
だ

 
理
 

あ

耶
狛
お
前
に
指
命
を

い
渡
す
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耶
狛

え

 
理
 

地
上
で
起
き
て
い
る
事
を
調
査
し
て
こ
い
生

な
話

 
で
今
俺
は
謹
慎
処
分
で
出
れ
な
い
そ
し
て
亜
狛
や
黒

 
も
同
様
に
仕
事
で
無
理
だ
だ
か
ら
お
前
に
頼
み
た
い

 
が
出
来
る
か

 
亜
狛

マ
ス

そ
れ
は
流

に
耶
狛
に
は

す
ぎ
ま
せ
ん

 
か

そ
れ
な
ら
私
が

 
と

亜
狛
が

い
か
け
る
が
亜
狛
の

を
耶
狛
が

む

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

こ
の
仕
事
や
り
た
い

 
亜
狛

耶
狛

 
理
 

そ
う
か

そ
う

う
こ
と
だ

姫
ち

ん

 

姫

分
か
り
ま
し
た
な
ら
そ
ち
ら
は
一
任
し
ま
す
そ
れ
で

 
は

 
そ
う

い
断
罪
神
書
の

は
消
え
自
分
は
断
罪
神
書
を
し
ま
う

 
理
 

耶
狛
な
ら
ば
頼
む

そ
れ
と
今
回
は
俺
や
亜
狛
そ
れ
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か
ら
黒
も

も
い
な
い

的
な
任
務
に
な
る
や
も

 
し
れ
ん

に
何
か
が
起
こ

て
も
救
え
な
い
か
ら
な

 
覚
悟
は
す
る
ん
だ

 
耶
狛

う
ん
任
せ
て
よ
マ
ス

深
常
耶
狛
は
こ
の
任
務

 
を
こ
な
し
て
く
る
よ

だ
か
ら
お
兄
ち

ん
も

援

 
し
て

 
亜
狛

耶
狛

大
き
く
な

た
な

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛
は

目
に
な
り
な
が
ら
耶
狛
の
頭
を

で
る

何
こ
の

ぎ
に
行
く
娘
を
見
送
る
父
親
み

た
い
な

気

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
た
か
が
地
上
に
行
く
だ
け
で
す
よ

 
理
 

ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど
さ

本
的
に
耶
狛
は
亜
狛
と

 

ど
一

な
ん
だ
よ

 
さ
と

あ

つ
ま
り

人
任
務
は
初
で
す
か

 
理
 

そ
う
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と
か

て
い
る
と
亜
狛
は
耶
狛
を

す

 
亜
狛

頑

る
ん
だ

 
耶
狛

う
ん
行

て
く
る

お
兄
ち

ん
さ
と
り
ち

ん

 
マ
ス

 
そ
う

い

か
ら
出
て
い

た

や

と
こ
の

番
も
終
わ

た
か

 
理
 

さ
て
と
亜
狛
こ
の
書

を

送
し
て
く
れ
本
当
に
期

 

が
危
な
い
ん
だ
よ

 
亜
狛

 
理
 

亜
狛

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
耳
を
塞
い
で
下
さ
い

 
理
 

な

 
す
ぐ
に

わ
れ
た
通
り
に
耳
を
塞
ぐ
と

 
亜
狛

ン

 
亜
狛
は
大
き
な
遠

え
を
し
た

知

て
は
い
た
が
ど
ん
だ
け
妹
大

き
な
シ
ス
コ
ン

な

ん
だ
よ
と
思

た
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亜
狛

ぐ

耶
狛
に
何
か
あ

た
ら

に

も
う
そ
し

 
て
冥
界
で
楽
し
く

 
理
 

お
い
お
い
お
前
ら
死
な

だ
ろ
と
い
う
か
さ

さ

 
と
運
べ
亜
狛
お
前
ら
の
食

と
か
が

げ
な
く
な
る

  
亜
狛

は

は
い

 
そ
う
し
て
書

を

送
し
終
え
自
分
は
耶
狛
の
や
り
べ
き
仕
事
だ

た
掃
除
へ
と

る
の
だ

た

そ
し
て
地
霊
殿
を
飛
び
出
し
た
耶
狛
は

 
耶
狛

今
お
兄
ち

ん
の
遠

え
が
聞
こ
え
た
よ
う
な

 
ま

良
い
か

さ

て
頑

て
い
く
よ

 
こ
う
し
て
耶
狛
は
異
変
解
決

に
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
次
の
投
稿
か
ら
耶
狛
視
点
で
の
冒
険
記

 
が
始
ま
る
訳
だ
け
ど
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大
丈
夫
か
の

 
怠
惰

ま

耶
狛
だ
か
ら

 

 

因
み
に
何

に
理
久
兎
で
は
な
い
ん
じ

 
怠
惰

た
ま
に
は
従
者
達
に
も
視
点
を
当
て
て
い
き
た
い

 
か
な

て
さ

 

 

成
る
程
の

 
怠
惰

そ
れ
に
皆
様
も
見
て
み
た
い
で
し

耶
狛
の
実
力

 

て
や
つ
を

 

 

い
の
か

 
怠
惰

う
ん
と
ん
で
も
な
く

で

え
ば
霊
夢
と
魔
理

 
を
思
い

か
べ
て

し
い
か
な

 

 

む

女
と
魔
女
を
か

思
い

か
ぬ
が

 
怠
惰

ま

簡
単
に

う
と
霊
夢
は

能
派
で
全
然
特
訓

 
な
ん
か
し
て
な
く
て
も
強
い
と
い
う
天

そ
ん
で

 
一
方
の
魔
理

は

の

力
派
で

力
を

や
し
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て
霊
夢
達
と

を

べ
る

な
ん
だ
よ
そ
れ
を

 
亜
狛
や
耶
狛
に
当
て
は
め
る
と
亜
狛
は
魔
理

と

 
同
じ

力
派
の

で
耶
狛
は
霊
夢
と
同
じ
で

 
能
派
の
天

て
事
か
な
ま

耶
狛
の
場
合
は

 
バ
カ
と
天

の
紙
一

だ
け
ど

 

 

う

う
む

じ

が
耶
狛
に

能
な
ん
て
あ
る
の

 
か

 
怠
惰

あ
る
よ

あ
る
意
味
で
理
久
兎
や
霊
夢
と
同
じ
で

 
人
や
妖
怪
や
神
を
引
き

け
る

能
が

 

 

う

そ
れ
が
見
れ
る
と
い
う
事
か
の

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
お
楽
し
み
に

て
な
訳
で
⻑
く
は

 
な

た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で
次
回
は
前
書
き
で

 
書
い
た
通
り
で
再
来

の
月

日
か
ら
ま
た
投
稿

 
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に

 

 

で
は
の
読
者
様



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
怠
惰

再
来

ま
で
サ
ラ

バ



 第４２１話 地上はお祭り騒ぎならば行こう

 
第
４
２
１
話
 
地
上
は
お
祭
り
騒
ぎ
な
ら
ば
行
こ
う

 
お
久
々
で
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

検
定
を
受
け
て
あ

こ
れ

ち
た
な
と
問

で

信
し

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

授

や
ら
で
出
た
こ
と
の
な
い

式
で
こ
れ
は
無
理
と

信
し
ま
し

た

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
マ
ス

か
ら
指

を
受
け
て
私
は
地
底
を
歩
い
て
い
た

歩
い
て
い
て
思
う
の
だ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
に
送

て
も
ら
え
ば
良
か

た
か
な

 
何
か
流
れ
的
に
こ
う
し
て
地
底
を
飛
ん
で
き
て
い
る
が
お
兄
ち

ん
に
頼
め
ば
一
歩
進
め
ば
も

う
地
上
と

狸
の
道

ど
こ
で
も
ド
ア
み
た
い
に
進
め
た
の
に

あ

で
も
狸
と
聞
く
と
ご
飯
食

べ
た
く
な

て
き
ち

た

 
耶
狛

う

ん
何
処
か
ら
調
べ
よ

か
な

 
等
と

え
て
い
る
と
も
う
地
上
へ
の
入
り
口
に
つ
い
て
し
ま

た

今
回
は
キ
ス
メ
ち

ん
に

マ
メ
ち

ん
は
い
な
か

た
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耶
狛

よ

と

久
々
の
地
上
は
気
持
ち
い
い

 
大
き
く

を

い
と
り
あ
え
ず
は
人
里
で
情
報
収
集
し
よ
う
と
思
い
人
里
ま
で
飛
ぶ
の
だ

た

人
里
に
つ
く
と
人

み
が
多
く
中
に
は
妖
怪
達
も
い
る
の
に
気
づ
く

 
耶
狛

何
や

て
ん
だ
ろ

 
降
り
て
み
る
と
そ
こ
で
は

か
マ
ス

の
友
人
の
神
子
ち

ん
が

人
で
弾
幕
を
バ
ン
バ

ン
と

て
い
た

何
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い

視
す
る
と
そ
こ
に
は
こ
い
し
ち

ん
が
い

た

ど
う
や
ら
弾
幕
ご

こ
し
て
い
る
み
た
い
だ

 
耶
狛

こ
い
し
ち

ん
弾
幕
ご

こ
し
て
る
ん
だ

 

 

う
そ
な
た
は
理
久
兎
の
所
の

 
耶
狛

ん

あ

か

天
然
ち

ん
の

 

 

が
天
然
ち

ん
じ

物
部
布
都
じ

 
あ

そ
う
だ
布
都
ち

ん
だ

た

あ
ま
り
会
話
を
し
た
こ
と
な
く
て

れ
て
い
た

 
耶
狛

何
し
て
る
の
皆
そ
ろ

て

 
布
都

う
む
宗
教
戦
争
じ

よ

 
耶
狛

宗
教
戦
争
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布
都

そ
う
宗
教
戦
争
じ

神
教

仏
教

道
教
と

つ
の

 
派

が
今
こ
う
し
て
戦
い
信
者
を
増
や
し
信

を
増

 
や
そ
う
と
し
て
お
る

に
太
子
様
や

も
奮
起
し
て

 
お
る
の
じ

よ

 
耶
狛

へ

 
信
者
か

宗
教
の
事
は

え
た
こ
と
な
か

た
な

マ
ス

が
あ
ま
り
そ
ん
な
の
に
興
味

を

さ
な
か

た
の
が
主
な
理
由
だ

そ
う
だ
マ
ス

の
信

も
上
が
る
し
つ
い
で
に
そ
れ
を

や
り
な
が
ら
今
回
の
件
も
調
査
で
き
る
と

え
た
た
め
こ
の
宗
教
戦
争
に

加
し
て
み
よ
う
か
な

と
思

た

 
耶
狛

な
ら
布
都
ち

ん

手
し
て
よ

布
都
ち

ん
も
神

 
子
ち

ん
の
た
め
に
頑

り
た
い
で
し

 
布
都

う

い
よ
る
の

よ
か
ろ
う

 
耶
狛

な
ら
ば
戦
争
よ

 
そ
う

い
布
都
へ
と
弾
幕
を

つ
が
布
都
は
す
ぐ
に

け
空
中
へ
と
逃
げ
る

す
ぐ
さ
ま
空
中

へ
と
飛
び
弾
幕
を

ち
な
が
ら
追
い
か
け
る
が
布
都
は

け
て
は
反
撃
で
弾
幕
を

て
く
る
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布
都

あ
ま
い

小
娘

 
耶
狛

う

 
布
都

行
く

風

 
三
輪
の

 
反
撃
で
向
か

て
き
た

弾
幕

を

で

い
の
け
布
都
へ
と
近

戦
を
し
か
け
る
が
す

ぐ
に

け

を
投
げ
て
く
る
が
ま
た
そ
れ
ら
を

で

す
る

 
耶
狛

お

は
大
切
に
し
な
き

メ
だ
よ

 
布
都

や
か
ま
し
い
わ
い

 
と

う
と

て
い
た

を
布
都
は

き

る
と
先
程
よ
り
も
何
か
強
く
な

た
よ
う
な
感

じ
が
す
る

 
布
都

行
く

 
耶
狛

わ

 
先
程
よ
り
も
急
に
ス
ピ

ド
が
上
が

て
い
る

何
が
原
因
だ
ろ
う
か

あ

さ

き

を
自

分
で

き

て
い
た
か
ら
つ
ま
り
あ
の

を

れ
ば
強
く
な
る
と
い
う
事
だ
ろ
う
か

 
耶
狛

へ

布
都
ち

ん
は
あ
る
意
味
で
カ
ウ
ン

を

 
決
め
て
く
る
ん
だ
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布
都

そ
な
た
見

た
と
申
す
の
か

 
耶
狛

さ

ど
う
だ
ろ
う

 
布
都
を

い
除
け
る
と
自
身
の
神
力
を
使
い
白
い
狼
を
出
現
さ
せ
る

 
耶
狛

狼
に
は
ご

心

 
布
都

何
が

 
指
で
布
都
を
指
す
と
作
り
出
し
た
狼
は
布
都
へ
と
一

に
襲
い
か
か
る

 
布
都

そ
ん
な
も
の

 
無
数
の

を
投
げ
て
狼
と
交
戦
す
る
が
そ
ん
な
の
は

え

み

 
耶
狛

レ

ツ
プ
レ
イ

 
そ
の
葉
を
う
と
狼
は
向
か
て
く
る
を
さ
な
が
ら
フ
リ
ス
ビ
の
よ
う
に
ん
で
キ

チ
し
て

方
へ
と
持

て
き
た

 
布
都

様
は
調
教
師
か

 
耶
狛

違
う
よ
遊
ん
で
る
だ
け

 
持

て
き
た

を

グ
リ
ン
グ
し
な
が
ら

え
る
と
布
都
は

に

を
出
す
と

 
布
都

 
太

真
火
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空
で
何
回
転
か
し
て

を

つ
と
そ
れ
は
火

と
な

て
向
か

て
く
る

 
耶
狛

お

大
道

な
ら
私
も
や
ら
せ
て
も
ら
う

布

 
都
ち

ん

 

を
空
中
へ
と
投
げ
る

そ
し
て
手
に
神
力
を

わ
す

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
神
力
の

で
火

を
防
ぎ
つ
つ
そ
の

に
自
分
が
作
り
出
し
た
狼
と
共
に

り
火

を
波
に

え
て
サ

フ

ン
を
開
始
す
る

そ
し
て
空
中
に
投
げ
た

を
キ

チ
し
ま
た

グ
リ
ン
グ

を
開
始
す
る

 
布
都

何
と

 
耶
狛

私
に

れ
な
い
波
な
ん
て
あ
ま
り
な
い

て

 
布
都

ク
リ
も
良
い
所
じ

な

 

の
波
に

る
自
分
に
向
か

て
弾
幕
を

て
く
る

だ
け
ど
そ
ん
な
の
は
弾
幕
ご

こ
に

お
い
て
予
想
で
き
る
の
だ

 
耶
狛

そ
ら

 

グ
リ
ン
グ
に
使
う

を
使
い
布
都
の
弾
幕
を

殺
さ
せ
る

そ
し
て
そ
の
ま
ま
一
気
に
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の
波
に

り
布
都
へ
と
近
づ
く

 
布
都

な

何
と

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

そ

れ

 
バ
コ
ン

 
布
都

キ

ビ
ン

 
ピ
チ

ン

 
布
都
の

に
向
か

て

で
一
撃
を
与
え
る
と

鳴
を
あ
げ
て

弾

が
鳴
り

き
布
都
は

地
面
に

ち
て
い
く
と

も
消
え
た

 
耶
狛

あ
れ
れ
勝

ち

た

う

ん
ブ
イ

 

サ
イ
ン
を
し
て
喜
ぶ

す
る
と
大

が
上
が

た

よ
く
見
て
み
る
と
い
つ
の
間
に
か

観
戦
者
が

山
い
た
の
に
気
が
つ
く

 
耶
狛

あ
り

り

い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
に

 
ど
う
し
よ
う
か
見
て
く
れ
た
こ
の
観
戦
者
に
お
礼
を

う
か

 
耶
狛

皆

見
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

私
こ
と
深
常
耶
狛

 
は
皆
の
観
戦
で
勝
て
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
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と
一

で

が
大
き
く
上
が
る
ち

と
気
持
ち
が
良
い

こ
れ
が
外
の
世
界
の
テ
レ
ビ

で
見
た
ア
イ
ド
ル
達
の
気
持
ち
な
の
か
も
し
れ
な
い

 
耶
狛

そ
れ
じ

さ
い
な
ら

 
狼
達
を
消
し
す
ぐ
さ
ま

地
裏
へ
と
逃
げ
込
む

 
耶
狛

ふ

気
持
ち
い
い
か
も

 
こ
の
高
ぶ
る
気
持
ち
が
心
地
よ
い
と
少
な
か
ら
ず
感
じ
る

久
々
だ
こ
ん
な
高

感
は

 
耶
狛

良
い
土
産
話
が
で
き
た
し
お
兄
ち

ん
に
自

す
る

 
が
楽
し
み
だ
な

 
そ
う

き
な
が
ら
ニ
コ
リ
と

む
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す

 

 

こ
う
し
た
理
久
兎

外
の
者
に

点
を
当
て
る
の
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も
た
ま
に
は
良
い
か
の

 
怠
惰

た
ま
に
は

て
が

 

 

し
か
し
始
ま

て

々
で
バ
ト
ル
と
は
の

 
怠
惰

ま

今
回
の
話
も

め
て
こ
の
異
変
に
関
し
て
は

 
皆
は

戦
的
に
な

て
る
か
ら
バ
ト
ル
も
よ
り
多

 
く
な

て
る
よ
そ
ん
で
こ
の
異
変
ラ
ス
ト
バ
ト
ル

 
も

え

な
ん
て

成
に
す
る
つ
も
り
だ

 
か
ら
よ
ろ
し
く

 

 

ど
ん
な
戦
い
に
な
る
ん
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

さ
て
さ
て
で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う

 
か
な

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

読
者
様
ま
た
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第
４
２
２
話
 
現
れ
る
魔
女

子

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

休
み
を
満
喫
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
と

ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

た
だ
デ
カ
イ
口
内

が
ま
た
出
来
て

み
に

え
て
い
る
始
末
で
す

さ
て
こ
ん
な

話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
布
都
ち

ん
に
勝

た
土
産
話
が
出
来
た

そ
れ
は
良
い
だ
が
ど
う
し
よ
う
か
と
耶
狛
は

ん

で
い
た

 
耶
狛

う

ん
何
か
良
い
案
は
な
い
か
な

 
何
処
か
ら
ど
う
調
べ
よ
う
か

そ
ん
な
事
を

え
な
が
ら

地
裏
を
歩
く

だ
が
思
う
お

す

い
た
な
と

 
耶
狛

当
に
何
処
か
で
ご
飯
食
べ
よ
う
か
な

 
表
通
り
に
出
て
何
か
ご
飯
を
提

し
て
く
れ
る
所
は
な
い
か
な
と
キ

ロ
キ

ロ
と
探
す

 
耶
狛

な
さ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
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こ
れ
は
な
い
な

ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
か
今
思

た
が

 
耶
狛

布
が
な
か

た

ク

ン

 
こ
れ
じ

ご
飯
が
食
べ
れ
な
い
や

今
思
う
と

人

て
案
外
心

い
し
何
よ
り
も
昔
に
お

兄
ち

ん
を

り

に
待

た
の
を
思
い
出
す

 
耶
狛

マ
ス

に
は
感
謝
し
き
れ
な
い
や

 
あ
の
時
に

て
く
れ
た

マ
ス

理
久
兎
に
は
本
当
に
感
謝
す
る
ば
か
り
だ

 
耶
狛

は

よ
し

異
変
調
査
し
な
き

 
自
分
の

を
バ
チ
ン

と

手
で

き

を
入
れ
る

 
耶
狛

よ
し

 
と
り
あ
え
ず
探
そ
う
と
思
い
歩
き
出
し
た
そ
の
時

 

 

よ

耶
狛

 
耶
狛

ん

あ

魔
理

ち

ん
や

 
魔
理

が

に

が

て
降
り
て
き
た

す
る
と

り
を
キ

ロ
キ

ロ
と
見
回
す
と

 

あ
れ

お
前

外
に
い
な
い
の
か

 
耶
狛

う
ん
今
回
は
私
だ
け
だ
よ
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へ

珍
し
い
こ
と
も
あ
る
も
ん
だ
な

 
耶
狛

ふ
ふ

ま

 
と

て
い
る
と
ザ

ザ

と

り
が
騒
ぎ
始
め
る

い
つ
の
間
に
か
人
間
の
人
達
に

ま

れ
て
い
た

 

こ
ん
な
に
人
が
集
ま

ち
ま

た
か

や
る
事
は
分

 
か
る
よ
な

 
耶
狛

ま

大
方
は

 
こ
れ
は
も
う
お
決
ま
り
の
あ
れ
だ

 

そ
う
か

な
ら
私
に
華

に

さ
れ
た
な
耶
狛

 
耶
狛

そ
う
は
い
か
な
い
か
な

 

行
く

レ

ツ

 
耶
狛

勝
負

 
そ
う

い
弾
幕
を
何
処
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る
緑
と

と

と

と
紫
の

を
作
り
投

す

る 

て
ち
げ

だ
ろ
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で

よ

よ
弾
幕
を
弾
き
ツ

コ
ミ
を
い
れ
て
き
た

や
は
り
お
兄
ち

ん
と
同
じ
で
ツ

コ
ミ
の

能
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ
ハ

 

ち

調
子
狂
う
ん
だ
よ
な
お
前
と
の
勝
負
は

 
そ
う
し
て
魔
理

と
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た

 

い
く

 

ス
ピ

ド
で
飛
び
回
り
無
数
の
星

の
弾
幕
を

の
よ
う
に

と
し
て
く
る

そ
れ
を
回

し
つ
つ
魔
理

に
弾
幕
を

つ
が
ス
ピ

ド
が

す
ぎ
て
弾
幕
が
当
た
ら
な
い

 
耶
狛

い
な

ん

ス
ン
ス
ン

 
こ
の
星

の
弾
幕
か
ら

い
お

子
の
匂
い
が
す
る
の
に
気
づ
く

弾
し
な
い
よ
う
に
手
に

神
力
を

わ
せ
降

て
く
る
星

の
弾
幕
を
キ

チ
し
て
口
に

む
と

の

さ
が

が

る

こ
れ
は
金
平

の
味
が
し
て

党
に
は
た
ま
ら
な
い

 
耶
狛

く
て
美
味
し
い

 

て
人
の
弾
幕
を
食

て
ん
じ

よ

 

で
体
当
た
り
を
仕
掛
け
て
き
た
が

な
く

け
降

て
く
る
星

の
弾
幕
を

り
続
け
る
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こ
い
つ
ち

こ
ま
か
と

 
耶
狛

う

ん
魔
理

ち

ん
そ
の

葉
は
そ
れ
そ

く
り

 
そ
の
ま
ま
返
す
よ

そ
れ
と
失
礼
か
も
だ
け
ど
私
や

 
マ
ス

は

論
だ
け
ど
お
兄
ち

ん
に
黒

も
こ

 
の
ぐ
ら
い
の
カ
ト
ン
ボ
が
飛
ぶ

度
の

撃
な
ん
て

 
簡
単
に
回

で
き
ち

う
よ

 

バ
カ
に
す
る
な

 
あ

こ
れ
完

に
怒

た
よ

マ
ス

の
戦
い
を
見
て
き
て
知

て
は
い
る
が
怒
り
に
身
を

任
せ
た
先
に
あ
る
の
は
自

で
あ
る

今
ま
さ
に
魔
理

は
そ
の

の
中
に
い
る
の
だ

 

星
 
ブ
レ
イ

ン
グ
ス

 
先
程
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
の

度
で
突

込
ん
だ
来
た

だ
が

え
て

お
う

マ
ス

の
方
が
神

で
あ
る
と

 
耶
狛

小

 
魔
理

に
向
か

て
そ
う

う
と
魔
理

の

が
一

で
消
え
る

 

て
う
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惑

て
い
る
な
ら
体
を
反
ら
し
て

け
れ
ば
簡
単
に

け
れ
る

つ
い
で
に

小
し
小
さ
く

な

た

に
手
を
か
ざ
し

 
耶
狛

大

 
と

唱
え

を
元
に

す

そ
し
て
自
分
を
通
り
す
ぎ
て
い

た
魔
理

は

 
ド
ゴ
ン

 
見
事
に
⺠
家
の

に
激
突
し

を
開
け
た

や
は
り

が
ブ
レ

キ
代
わ
り
だ

た
よ

 

耶
狛

 
耶
狛

や
れ
や
れ
魔
理

ち

ん
怒

た
ら

メ
だ

て
黒

 

か
ら
習
わ
な
か

た
の

 
そ
う

い
服
の
ポ

ト
に
小
さ
く
し
て

し
て
い
る

を
元
の
大
き
さ
に

し
て
出
し

 
耶
狛

大
小
 
大
き
な
葛

と
小
さ
な
葛

 
大
き
さ
が
異
な
る
葛

の
弾
幕
を
作
り
魔
理

へ
と

つ

 

そ
ん
な
も
ん

 
魔
理

は

で
大
き
な
葛

を

き
中
身
を
空
け
た

そ
の
直
後
箱
の
中
か
ら
無
数
の

の

弾
幕
が
出
現
し
魔
理

を
襲
う
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な
ん
の

 
ま
た

に
ま
た
が
り
空
を
飛
ん
で

け
る
が
ま
だ
こ
の
弾
幕
は
終
わ

て
な
い

何
せ
小
さ
な

葛

が

て
い
る
の
だ
か
ら

 
耶
狛

開
封

 

を

る
い
箱
を
開
封
さ
せ
る
と
中
か
ら
ち

こ
い
黒

が
生
ま
れ
た
て
の
小
鹿
の
よ
う
に

を

わ
せ
な
が
ら
出
て
く
る

 

外
れ
か
よ

 
耶
狛

お

と
こ
れ
は
劇
レ
ア
ち

ん
だ

 

何
処
が
劇
レ
ア
ち

 

 

が

 

は
巨
大
に
な
り
凶
変
し

を
あ
げ
る
と

の
先
を
目
掛
け
て

み
つ
く

 

ぎ

 
耶
狛

魔
理

ち

ん
運
良
い

そ
の
子
が
出
る

て

 

０
０
１

な
の
に

い

 

こ
ん
な
所
で
運
を
使
い
た
く
は

や
い
て
か

せ
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や

 
黒

グ
ル
ル
ル
ル
ル
ル

 
因
み
に
こ
の
劇
レ
ア
ち

ん
も
と
い
本
名
は
ヘ
ル
ハ
ウ
ン
ド
か
つ
て

葉
を
失

て
い
た

に

出
会

た

ン
ち

ん
で

く
愛

が
あ
る

な
の
だ

現
に
魔
理

ち

ん
に
も
じ

れ
つ
い

て
る
し

 

マ

で

せ
や

が

れ
る
だ
ろ
が
こ
の

 
バ
キ
ン

 
黒

キ

イ
ン

 
ぶ

か
れ
た
劇
レ
ア
ち

ん
は
小
さ
く
な
り
小
さ
な
葛

に
入

て
消
え
て
い

た

ま

強
さ
序
盤
の
ス
ラ
イ
ム
み
た
い
な
も
ん
だ
が
出
た
ら
ラ

キ

み
た
い
な
感
じ
だ

 
耶
狛

う
わ

な
い
な

動
物

く
と
か
さ

 

あ
れ
の
何
処
が
動
物
だ
よ

 
と

て
い
る
と

が
ど
ん
ど
ん
上
が

て
い
く

す
る
と
何

か
力
が

き
出
て
く
る

 

覚
悟
し
ろ
耶
狛

恋

 
マ
ス

ス

ク

 
魔
理

が
巨
大
な
レ

ザ

を

て
く
る

だ
が
そ
ん
な

撃
な
ど
今
の
こ
の
熱
狂
に

ま
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れ
た
私
こ
と
耶
狛
に
は
無
意
味
だ

 
耶
狛

魔
理

ち

ん
ゲ

ム
オ

バ
だ
よ

 

を

る
い
一
体
の
獣
も
と
い
自
分
の

で
あ
る
オ
ル
ト
ロ
ス
を

す
る

 
耶
狛

行
く
よ
オ
ル
ち

ん

 
オ
ル

が
う

 
耶
狛

ラ
ス
ト

ド
 

ナ
テ

オ

ゲ

ト

 
神
力
に
よ
る
前

十
三
式
空

を
自
分
と
オ
ル
ト
ロ
ス
に

り

ら
せ
魔
理

の
マ
ス

ス

ク
目
掛
け
て
突
撃
す
る

 

い
や
が

た
か
終
わ
り
だ

 
だ
が
魔
理

の
そ
の

葉
は
無
意
味
と
変
わ
る

何

な
ら
オ
ル
ト
ロ
ス
ま
し
て
や
そ
れ
に

が
る
耶
狛
は
無

で
直
進
す
る
か
ら
だ

 

何
だ
と

そ
ん
な
の
反
則
レ

ル
じ

か

 
耶
狛

だ
か
ら
ラ
ス
ト

ド
な
ん
だ
よ

魔
理

ち

ん

 

め
だ
よ

 
オ
ル

ウ

ン
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ち
き
し

う

 
自
身
の

と
オ
ル
ト
ロ
ス
の
二
頭
が
一

に
魔
理

へ
と
襲
い
か
か

た

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
大
き
な

弾

が
鳴
り

く

こ
の
勝
負
の
勝
者
は
無
論

 
耶
狛

ブ
イ
だ
よ

 
耶
狛
に
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

因
み
に
耶
狛
の
ラ
ス
ト

ド
の
訳
を
教
え

 
て
く
れ
ぬ
か

 
怠
惰

訳
は

狩
り
対
象

ま

ハ
ン
テ

ン
グ

ゲ

 
ト

て

う
の
が
無

か
な

そ
れ
を
耶
狛
風
も
と

 
い
ラ
テ
ン
語
風
に

た
結
果
が
ご

の
あ
り
さ
ま

 
で
す
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か
地
霊
殿
に

中
に
ち

こ
ち

こ
と

葉
を

 
教
え
て
お

た
な

 
怠
惰

魔
法
語

黒
く
ん
は

く
上
達
し
た
け
ど
亜
狛
と
耶

 
狛
は
あ
ん
ま
り
良
い
結
果
に
は
な
ら
な
か

た

 

 

そ
の
せ
い
で
変
な

葉
に

 
怠
惰

か
も
し
れ
な
い
ご
め
ん
耶
狛

人

 

 

ま

過
ぎ
て
し
ま

た
事
は
仕
方
な
い
次
に
回
そ
う

  
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
ま

今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
頼
む

 
怠
惰

で
は
で
は
サ
ラ

バ
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第
４
２
３
話
 
命
蓮
寺
へ
調
査

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
も
う
じ
き
ク
リ
ス
マ
ス
が
始
ま
る
な
と
思
う
と
同
時
に
今
年
も
彼
女
で

き
な
か

た
な
と

し
む
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

出
来
な
く
て
も
良
い
ん
で
す

年
を

し

か
り
生
活
で
き
れ
ば

で
は
こ
ん
な

し
い
話
も

め
に
し
て
本
編
へ
ど
う

 
視
点
は
一
時

り
こ
こ
地
霊
殿
で
は

 
理
 

こ
ん
な
も
ん
だ
よ
な

 
任
務
に
出
掛
け
た
耶
狛
の
代
わ
り
に
地
霊
殿
の
掃
除
を
し
て
い
た

こ
う
し
て
思
う
と
こ
ん
な

に

い
所
を
亜
狛
や
耶
狛
に
黒
は
掃
除
し
て
い
た
の
か

 
理
 

次
は
風
呂
掃
除
に
そ
れ
か
ら
ト
イ
レ
掃
除
に
後
バ
ル

 
コ
ニ

と
結

あ
る
な

 
や

た

所
な
ん
て
ま
だ

と

の

下
だ
け
だ

や
は
り
こ
の

は
改
め
て

い

と
感
じ
ざ
る

な
い
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理
 

ふ

 
掃
除
し
て
い
て
常
々
と
思
う

耶
狛
に
行
か
せ
て
良
か

た
の
か
と

こ
れ
が
報
告
と
か
の

に
小
学
生
の
作
文
発
表
み
た
い
な
事
に
な
る
と
後
が

て
仕
方
が
な
い

 
理
 

大
丈
夫
か
な

耶
狛
は

 
理
久
兎
は
耶
狛
は
無
事
に

お
つ
か
い

任
務
が
出
来
る
か
心

を
し
な
が
ら
掃
除
を
す
る
の
だ

た

そ
し

て
心

の
対
象
で
あ
る
耶
狛
は
と
い
う
と

 
耶
狛

イ

イ

 
魔
理

に
勝
ち

援
を
し
て
く
れ
た
観
客
達
に
せ
め
て
も
の
お
礼
と
し
て
満
面
の

で

サ
イ
ン
を
し
て
い
た

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

そ
れ
と
オ
ル
ち

ん
も

て
良

 
い
よ

 
オ
ル

ば
う

 
オ
ル
ト
ロ
ス
は

回

え
る
と
光
の

子
と
な

て
消
え
る

そ
し
て
お
礼
を

べ
て
い
る

と
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た
魔
理

が
起
き
上
が
り

方
を
見
て
く
る

 

調
子
狂
う
し
あ
る
意
味
で
反
則
だ
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耶
狛

ふ
ふ
ん

あ

魔
理

ち

ん
金
平

弾
幕
ご
ち

 
そ
う
さ
ま

 

お
前
と
い
い
月
の
神
降
ろ
し
使
い
と
い
い
体
は

 
ど
う
な

て
ん
だ
よ

 
耶
狛

ど
う

て

不
老
不
死

 
ど
う
な

て
い
る
と
聞
か
れ
る
と
不
老
不
死
で
す
と
し
か

え
れ
な
い

魔
理

は
や
れ
や
れ

と

を

に

る

 

不
死
身

の
奴
は
こ
れ
だ
よ

 
耶
狛

よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど

そ
れ
と
魔
理

ち

ん
に

 
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
今
日
こ
の
日
を

め
て
何
か
し

 
ら
変
わ

た
事

て
あ
る

 

ど
う
し
た
ん
だ
よ
急
に

 
耶
狛

ま

ち

と

何
か

な
事
で
も
良
い
か
ら

 
教
え
て

し
い
な

 
こ
の
異
変
の
調
査
の
た
め
聞
き
込
み
を
す
る
と
魔
理

は

を

げ
て

え
る
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う

ん
何
か
あ

た
か
な

す
ま
ん
が
分
か
ら
な
い

 
か
な

 
耶
狛

そ
う

 

だ
が
も
し
か
し
た
ら
命
蓮
寺
の
奴
等
な
ら
何
か
し

 
ら
知

て
る
か
も
し
れ

 
耶
狛

命
蓮
寺
か

う
ん

分
か

た
あ
り
が
と
う

 
魔
理

ち

ん

 

お
う

 
お
礼
を

べ
て
空
を
飛
び
命
蓮
寺
へ
と
向
か
う
の
だ

た

命
蓮
寺
に
つ
く
と
こ
こ
も
人
里
と

同
じ
よ
う
に
人
や
妖
怪
が
多
い
事
に
気
が
つ
く

 
耶
狛

や

り
こ
こ
も
人
が
い
る
な

 
何

に
こ
ん
な
に
も
人
や
妖
怪
が
多
く
集
ま

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

後
で
マ
ス

に
報
告

し
て
助

を

お
う
か
な
と

え
て
い
る
と

 

 

お
や
お
客
人
い
や
お
客
獣
か
な

 
耶
狛

お
よ
お
よ
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を
か
け
ら
れ
見
て
み
る
と
そ
こ
に
は
巨
大
な
入
道
を
従
え
た

さ
ん
が
現
れ
た

か
こ
い

し
ち

ん
の
知
り
合
い
の

 
耶
狛

え

と
ア
イ
ザ

ク

シ

ナ
イ

と
バ
ル
ム
ン

 
ク

フ

ザ
リ
オ
だ

け

 

 

何
で
や

ん

ど
う
し
て
そ
ん
な
⻑
く
て

い
に

 
く
い
名
前
に
な
る
の
か
な

私
は
雲
山
一
輪
そ
れ

 
で
後
ろ
に
い
る
見

し
入
道
が
雲
山
だ
よ

 
雲
山
 

 
あ

そ
う
だ
そ
う
だ

か
に
そ
う
だ

現
世
で
買

た

Ｖ

レ
コ

の
ア
ニ
メ
の
せ
い

で
つ
い
つ
い
間
違
え
ち

た

で
も
良
い
ツ

コ
ミ
だ

や
は
り
お
兄
ち

ん
に
負
け
な
い

な
ツ

コ
ミ
人
材
が
地
上
に
は
多
い
な

 
耶
狛

テ
ヘ
ヘ
ご
め
ん
ち

い

 
一
輪

ま

た
く

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
の
従
者
の

女
が

 
何

で
す
か

 
耶
狛

う

ん

一
輪
ち

ん
そ
れ
か
ら
雲
山
さ
ん
聞
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き
た
い
ん
だ
け
ど
何
か
身
の
回
り
で
変
わ

た
事

 
て
な
い
か
な

 
一
輪

変
わ

た
事

 
雲
山
 

 

人
は

を

げ
て

え
る

 
一
輪

布
教
活
動
が
上
手
く
い

て
い
る
の
か
信
者
が
増
え

 
た
か
な

 
雲
山
 

 
耶
狛

成
る
程

 
や
は
り
こ
う
し
た
人
が
関
係
あ
る
そ
れ
は
事
実
な
の
や
も
し
れ
な
い

そ
れ
に
私
の

が

て
い
る
の
だ
こ
れ
は
何
か
あ
る
と

 
耶
狛

そ
の

に
変
わ

た
こ
と
は

 
一
輪

う

ん
雲
山
は
何
か
あ
る

 
雲
山
 

 
一
輪

え

そ
う
か
な
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耶
狛

ど
う
し
た
の

 
一
輪

私
も

め
て
皆
の
性
格
が
少
し

い
気
が
す
る
と

 
ま

耶
狛
さ
ん

女
は
変
わ
ら
な
い
と

て
ま
す

 
け
ど

 

わ
れ
て
み
る
と
自

に
皆
は

戦
的
だ

た
こ
と
に
気
が
つ
く

何
で
あ
そ
こ
ま
で

戦
的

な
の
か
ま
し
て
や
何

に
こ
こ
命
蓮
寺
の
者
を

め
て
神
道
仏
教
道
教
の
者
達
は
争
い
始
め

た
の
だ
ろ
う

 
耶
狛

本
的
に
な

ち

う
け
ど
ど
う
し
て
そ
こ
ま

 
で
し
て
宗
教
戦
争
な
ん
て
し
て
る
の

 
一
輪

そ
れ
聞
い
ち

う

方
も
宗
教
家
で
し

 
耶
狛

宗
教
家
と
は
違
う
か
な
マ
ス

そ
ん
な
の
に
無
関

 
心
だ
し

 
一
輪

そ
う

な
ら
話
す
わ

今
こ
の
幻
想
郷
は

救
い
を

 

め
て
い
る
の
よ

 
耶
狛

救
い
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あ

こ
れ
訳
が
分
か
ら
な
い
よ
う
な

し
い
話
の
よ
う
な
気
が
し
て
き
た

な
け
れ
ば
良
い

の
だ
が

 
一
輪

こ
こ
最
近
に
な

て
天
災
や

女
達
が
引
き
起
こ
し

 
た
異
変
に
よ

て
人
間
達
は

那
的
に
な

て
い
る

 
の
よ
そ
れ
を
救
う
が
た
め
に
聖
が
活
動
を
始
め
た
の

 
よ

 
耶
狛

へ

 
一
輪

だ
け
ど
そ
れ
を
邪
魔
す
る
か
の
よ
う
に
道
教
の

火

 
魔
バ
カ
と
か
地
獄
耳
女
と
か
金
銭

メ
ツ
イ

女

 
と
か
が

て
る
始
末
な
ん
だ
よ

 
そ
れ

て

火
魔
バ
カ

布
都
ち

ん

地
獄
耳
女

神
子
ち

ん

金
銭

メ
ツ
イ

女

霊
夢
ち

ん

て
事
で
良
い
の
か
な

 
一
輪

本
当
に
け
し
か
ら
ん
の
よ

宗
教
を
人
々
を
何
だ
と

 
思

て
い
る
の
よ

 
耶
狛

う

え

と

ご
め
ん
分
か
ん
な
い
や
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一
輪

か

こ
れ
だ
か
ら
無

着
者
は

 
耶
狛

え

 
一
輪

え
て
た
ら
頭
に
来
た
わ
一
戦
や
れ

 

 
何
こ
の
強
情

り
は
後
ろ
の
雲
山
さ
ん
は

を
や
れ
や
れ
と

に

て

れ
て
る
始
末

だ
よ

 
耶
狛

ま

で
も
挑
ま
れ
た
か
ら
に
は
や
ら
せ
て
も
ら
う

 
よ

そ
の

い
が
試
合
中
に
ず

と
続
く
と
良
い

 
楽
し
ま
せ
て
よ
一
輪
ち

ん
雲
山
さ
ん

 
一
輪

行
く
よ

雲
山

 
雲
山
 

 
そ
う
し
て
命
蓮
寺
で
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

仲
が
悪
い
の
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怠
惰

ま

ラ
イ
バ
ル
み
た
い
な
も
ん
だ
か
ら

ち

ん

 
が
こ
う
美
容
院
を
や

て
る
と
す
る
じ

ん
そ
こ
の

 
目
の
前
で
チ

ン
美
容
院
な
ん
て
開
か
れ
お
客
が

 
そ
こ
に

ん
だ
ら
ど
う
思
う
よ

 

 

あ
ま
り
良
い
気
は
し
な
い
の

 
怠
惰

そ
う
い
う
事
だ
よ
お
互
い
に
幻
想
郷
と
い
う
小
さ
な

 

の
中
で
信
者
を
増
や
そ
う
と
必
死
な
の
さ

 

 

し
か
し
何
で
ま
た
い
き
な
り
宗
教
家
達
は
動
い
た
の

 
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
見
て
い
け
ば
追
々
と
分
か
る
と
思
う
か

 
ら
さ

あ

因
み
に
何
時
も
の
事
だ
と
思
う
け
れ
ど

 
特
に
こ
の
章
は
頭
を
空

に
し
て
見
た

う
が
良

 
い
か
な
耶
狛
が
主
人

て
る
か
ら
耶
狛
の

え

 
が
見
え
ち

う
か
ら
さ

 

 

ツ

コ
ミ
が
必
要
じ

な
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怠
惰

ま

ツ

コ
ミ
は
対
戦

手
に
よ
る
け
ど

下
手
し

 
た
ら
ツ

コ
ミ
不

の
カ
オ
ス
待

た
な
し
に
な
り

 
か

な
い
よ

 

 

ボ

＆
ボ

る
な
危
険
と
同
じ
じ

な

 
怠
惰

ま

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
は
書
い
て
は
い
き
た
い

 
か
な

て
所
で
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 

 

突
じ

が
ま

良
い
じ

ろ
う
ま
た
次
回
も
よ
ろ

 
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
２
４
話
 

頑
固
親
父
組

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ス
イ

チ
を
買
お
う
か
な
と

望
を

い
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

た
だ
買
う
に
し
て
も
安
く
な
ら
な
ら
い
の
で
年
明
け
に
買
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と
思

て

い
ま
す

も
し
く
は
リ

ン

で
マ
リ
オ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
３
の
リ
メ
イ
ク
新
作
が
出
る
の
で
そ

ち
を

買

て
も
い
い
か
な
と
思

て
い
た
り
し
て
い
ま
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど

う 
観
客
の
熱
気
が
上
が
る
人
里
で
は
な
く
こ
こ
命
蓮
寺
で
耶
狛
は
一
輪
＆
雲
山
の

ア
と
戦

て

い
た

 
一
輪

ど
り

あ

 
雲
山

ふ
ん

 
耶
狛

見
え
る
見
え
る

頑
固
親
父
の
ス

ピ

ド
が

 
一
輪

々
と

る
な
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だ

て
本
当
に
一
輪
に
べ

た
り
と

い
て
い
て

撃
し
て
る
も
ん
だ
か
ら
ス

ピ

ン
ド
と

て
も
可

し
く
は
な
い
と
思
う

 
耶
狛

そ
ん
な
も
ん
な
の

近

し
か
強
く
な
い

 
と
か
ど
ん
だ
け
脳

な
の

 
一
輪

う
て
は
な
ら
な
い
事
を

た
な

 
あ
れ

ま
さ
か
の
地
雷
発

し
て
し
ち

た
か
な

 
一
輪

雲
山

 
雲
山
 

 

 
一
輪

く
ら
え

 
一
輪
の
動
き
に
合
わ
せ
雲
山
が
自
分
に
無
数
の
ラ

シ

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

 
耶
狛

よ

そ
い

 
だ
が
そ
れ
を

な
く
普
通
に

け
後
ろ
へ
と
一
気
に
後
退
し

を
開
け
る
と

 
耶
狛

そ

れ

 

を

り
無
数
の
弾
幕
を
飛
ば
す
が
そ
の
弾
幕
を

 
雲
山

ふ
ん
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ま
さ
か
の

と
い
う
力

で

い
除
け
打
ち

と
し
た

 
耶
狛

い

 
一
輪

ま
だ
ま
だ

 
雲
山

ふ
ん

 
と
い
う
か
怒
り
で
こ
こ
ま
で
出
来
る
と
か
あ
る
意
味
で

能
だ

マ
ス

の
場
合
は
大

手
を
怒
ら
せ
る
だ
け
怒
ら
せ
て
華

に
勝

を
決
め
る
た
め
真

し
て
み
た
い
が
や
は
り
私
に

は
向
い
て
は
な
さ
そ
う
だ

 
耶
狛

私
な
り
の
戦
い
方

て
何
だ
ろ

 
一
輪

勝
負
の
最
中
に
何
を

え
て
る

 
耶
狛

う

ん

 
一
輪

こ
の

 
雲
山
 

ノ

 
一
輪

当
た
ら
な
い

何
が
ど
う
し
て

 
ど
う
し
よ
う
か

何
時
か
マ
ス

に
も
う
一
度
修
行
を
し
て
も
ら

た

う
が
良
い
の
か

な
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一
輪

こ
の

 
耶
狛

ん

 
キ
ン

キ
ン

 

え
て
る
間
に
何
処
か
ら
か

輪
が
向
か

て
き
た
た
め
そ
れ
を
全
て

で
弾
く

弾
か
れ

た

輪
は
一
輪
の
元
へ
と

る

と
い
う
か
一
輪
の

が
上
が

て
る
気
が
す
る

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
そ
ん
な
に

を
あ
げ
て

 
一
輪

女

あ
る
意
味
で

能
が
あ
る
と
思
う
よ

 
耶
狛

う

 

能

て
な
ん
の

能
な
の
だ
ろ
う
か

戦
闘
面
で
の

能
だ
と
し
た
ら
嬉
し
い
に
は
嬉
し
い

が
そ
れ
だ

た
ら
獣

的
な

能
の
方
が

し
い
か
な

 
雲
山
 

 
一
輪

ご
め
ん
雲
山
そ
う
だ
よ

耶
狛
の

ス
に

せ

 
ら
れ
た
ら
敗
け
だ
よ

 
耶
狛

ス

て

 
一
輪

そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
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近

に
よ
る
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕
掛
け
て
く
る
が
何
処
か
ら

が
来
る
の
か
が
分
か

て
し
ま

う
と

け
る
の
が
簡
単
だ

 
一
輪

や

り
当
た
ら
な
い
か
な
ら
い
く
よ
雲
山

 
一
輪
の
一

で
雲
山
の

が

巨
大
に
な
り
同
時
に

手
も
巨
大
と
な

た

 
一
輪

 
仏

の

分
雲

 
そ
し
て
ス

ル
を
唱
え
る
と
巨
大
と
な

た
雲
山
が
無
数
に

を
作
り
さ
な
が
ら
マ
シ
ン

ン

い
や

ト
リ
ン
グ
の
よ
う
な
ラ

シ

を
仕
掛
け
て
き
た

 
耶
狛

わ

派
手
だ

小

 
だ
が
そ
ん
な
巨
大
な

を
自
分
に
当
た
る

前
で

小
さ
せ
て
楽
々
と
回

す
る

 
雲
山
 
 

 
一
輪

そ
ん
な
の
あ
り

 
耶
狛

論

弾
幕
ご

こ
は

本
な
ん
で
も
あ
り
な
ん
だ

 
か
ら
さ

行
く
よ
大
小
 
大
き
な
葛

と
小
さ
な
葛

  
何
が
出
る
か
分
か
ら
な
い

ン
ブ
ル
ス

ル
を

つ

し
た
一
輪
と
雲
山
は
下
が
る
が
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大
き
な
葛

が
先
に
開
封
さ
れ
る

大
き
な
葛

か
ら
は
無
数
の
レ

ザ

弾
幕
が

た
れ
後
退

し
た
一
輪
に
襲
い
か
か
る

 
一
輪

雲
山

 
雲
山
 

 
一
輪
の
合

で
雲
山
は
目
か
ら
ビ

ム
を

ち

た
ビ

ム
弾
幕
を
撃
ち

と
す

 
耶
狛

ま
だ
ま
だ
開
封

 
そ
し
て
小
さ
な
葛

が
開
か
れ
る

す
る
と
中
か
ら

 

き

る

 
耶
狛

あ

サ
ラ
ち

ん

 
お

と
さ

き
の
ク
ロ
ち

ん
に
続
い
て

の
サ
ラ
ち

ん
が
出
て
き
た

今
日
は
ラ

キ

が
続
く

 
一
輪

 
耶
狛

一
輪
ち

ん
雲
山
さ
ん
逃
げ
た
方
が
い
い
よ

 
一
輪

何
を

て

 
と

た
る
間
に
も
サ
ラ
ち

ん
が

を
大
き
く

ら
ま
せ
る
そ
し
て
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が

 
一
輪
に
向
か

て

火
を

き
出
し
た

の
サ
ラ
ち

ん
は

し
た
地

で
サ
ラ
マ
ン

と
恐
れ
ら
れ

だ
け
で

を
一
夜
に
し
て

け

原
に
変
え
た
武
勇
伝
持
ち
の
子
な
の
で

す 
一
輪

 
雲
山

ふ
ん

 
一
輪
を

む
か
の
よ
う
に
雲
が

う

そ
し
て
サ
ラ
ち

ん
は

い

い
に

め
た

を

出
し
終
え
る
と

 

キ

ル
ル

 
葛

に

り
帰

て
い

た

そ
し
て
雲
に

わ
れ
た
一
輪
が
出
て
く
る

 
一
輪

危
な
か

た

何
で
す
か
今
の
は

 
耶
狛

何

て

サ
ラ
ち

ん

 
一
輪

本
当
に
ふ
ざ
け
て
ま
す

女
は

 
耶
狛

ふ
ざ
け
て
な
い
よ

遊
ん
で
る
の

 
一
輪

そ
れ
が
ふ
ざ
け
て
る
ん
で
す
よ

頭
に
き
ま
し
た
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よ
流

の
私
も

 
見
て
わ
か
る

人
の
怒
り
が
頂
点
に
達
し
た
の
か
先
程
よ
り
も
更
に

い
ラ

シ

を
仕

掛
け
て
き
た
が
あ
ま
り
に
も

過
ぎ
て
簡
単
に
回

が
出
来
る

や
は
り
マ
ス

の
地
獄
特
訓

を
味
わ

て
き
た
た
め
か
感
覚
が

し
て
る
の
だ
ろ
う
か

 
一
輪

さ

き
か
ら
ど
う
し
て

 
耶
狛

何
で
だ
ろ
う

 
と

て
い
る
と

が
上
が
り
場
が
更
に
盛
り
上
が

て
い
く

 
耶
狛

さ
て
と
一
輪
ち

ん
雲
山
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ

め
と
い

 
こ

か

 
一
輪

さ
せ
る
か

 
雲
山

ふ
ん

 
巨
大
な
手
が
四
方
八
方
か
ら

て
来
る

ど
う
や
ら
本
気
で

し
に
か
か

て
き
た

だ
が

そ
ん
な
の
は
通

し
な
い

 
耶
狛

行
く
よ

オ
ル
ち

ん

 
オ
ル

ア

ン
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オ
ル
ト
ロ
ス
を

し

が
る
と
一
気
に
突

込
む

 
一
輪

何
て
無
謀
な

 
耶
狛

無
謀
か
な
本
当
に

 

を

げ
ス

ル
を

ラ
ス
ト

ド
を
唱
え
る

 
耶
狛

ラ
ス
ト

ド
 

ナ
テ

オ

ゲ

ト

 
オ
ル

が

 
自
分
達
に
空

を

与
し
雲
山
の
手
を

通
し
一
輪
に
突
撃
を
仕
掛
け
る

 
一
輪

負
け
な
い
負
け
て
た
ま
る
も
の
か

 
雲
山

ふ
ふ
ん

 
私
達
の
突
撃
と
雲
山
の

と
で
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
そ
ん
な
程
度
の

で
は
私
達
を

め
る

こ
と
な
ん
て
で
き
な
い

 
耶
狛

い

け

 
雲
山
 

 
一
輪

雲
山
が

力
負
け
し
た

 
雲
山
を

し

け
一
輪
へ
と
突
撃
し
そ
し
て
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ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
怒

の
三

激
が
一
輪
に
直
撃
し

弾

を
鳴
ら
す

そ
し
て
こ
の
勝
負
は
耶
狛
達
の
勝

に

終
わ
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

耶
狛
の
ス

ル
は
怪
物
レ

ル
で
怖
い
の

 
怠
惰

ま

ン
ブ
ル
要

が
強
い
か
ら

そ
う
い

 
う
の
怠
惰
さ
ん

き
だ
よ

 

 

や
れ
や
れ

 
怠
惰

今
の
所
は
ヘ
ル
ハ
ウ
ン
ド
と
サ
ラ
マ
ン

が
出

 
て
き
た
け
ど
後

体
こ
の
章
で
は
出

す
る
予
定

 
だ
よ

 

 

何
が
出
る
ん
じ

そ
れ
に

体
し
か
出
さ
ぬ
の

 
か
珍
し
い
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怠
惰

あ
ん
ま
り
出
す
の
も

 

 

ま

そ
う
か

 
怠
惰

で
ま

大
き
な
葛

と
小
さ
な
葛

は
皆
さ
ん
が

 
大

き
で
あ
ろ
う

チ

が
モ
デ
ル
と
な

て
お

 
り
ま
す
た
だ
の
小

の
弾
幕
と
か
は
ノ

マ
ル
で

 
レ

ザ

は
レ
ア
そ
し
て
ヘ
ル
ハ
ウ
ン
ド
と

 
サ
ラ
マ
ン

は
ウ
ル
ト
ラ
レ
ア
そ
し
て
最
後
の

 
出

獣
が
レ

ン

リ

み
た
い
な
感
じ
に
な

 

て
い
て
レ
ア
度
が
上
が
れ
ば
強
さ
も

て

 
え
て
く
れ
れ
ば
良
い
か
な

 

 

恐
ろ
し
や
恐
ろ
し
や

し
か
し
運
で
出
て
き
て

 

メ

か

あ
る
意
味
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

 
て
お
る
な

 
怠
惰

だ
か
ら

え
て
そ
う
い
う
風
に
し
て
あ
る
の
さ

 
さ
て
と
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
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か

 

 

次
回

り
は

が
出
る
ん
じ

 
怠
惰

さ

だ
ろ
う

で
は
で
は
ま
た
次
回

 

 

ま

良
い
か

で
は
さ
ら
ば
じ
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第
４
２
５
話
 
化
か
し
合
い
は
程
々
に

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

送
さ
れ
て
い
た

ム
ア
ロ

ン
を
見
て
て
懐
か
し
い
な
と
感
じ
た

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

小
学
生
時
代
に
ビ
デ
オ

で

り
て

来
で
す

コ
メ
デ

は
何
時

見
て
も
面
白
い
で
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
一
輪
に
勝

に
自
分
は
決
め
ポ

を
取
る

そ
の
お
陰
か

り
か
ら
は

が
上
が
る

 
耶
狛

い
や

勝

ち

い
ま
し
た

 
一
輪

耶
狛
あ
ん
た
は
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
強
い
ん
だ

 
何
で
そ
こ
ま
で

て

多
分
マ
ス

の
地
獄
特
訓
の
お
陰
か
な

 
耶
狛

う

ん
マ
ス

の
地
獄
特
訓
の
お
陰

 
一
輪

何
し
た

て
の
よ

 
耶
狛

え

と
キ
ツ
く
て
覚
え
て
な
い
け
ど
何
回
か
は
死
に

 
か
け
た
よ
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あ
の
頃
は
本
当
に
地
獄
だ

た

訓
練

訓
練

訓
練

訓
練

楽

訓
練
と

日
が
地
獄

だ

た

 
一
輪

お
前
ら
の
強
さ
の
秘
密
が
分
か

た
気
が
す
る

 
耶
狛

ア
ハ
ハ

 
と
り
あ
え
ず
は
分
か
る

り
で
は
分
か

た
の
は
皆
は
自

に

戦
的
で
あ
る
と
い
う
の
だ
け

は
分
か

た

 
耶
狛

次
は
何
処
に
い
こ
う
か
な

 
今
度
は
何
処
に
調
査
し
に
行
こ
う
か

く
調
べ
る
だ
け
調
べ
て
こ
の
原
因
を
探
ら
な
け
れ

ば 
一
輪

そ
う
い
え
ば
さ

き
聞
い
て
き
た
が
何
か
調
査
し
て

 
い
る
の
か

 
耶
狛

う
ん
閻
魔
ち

ん
か
ら
の
依
頼
で

 
一
輪

え

閻
魔
天

 
え

何

姫
ち

ん

て
結

名
な
の
か
な

あ

か

姫
ち

ん

て
閻
魔
は
閻
魔

で
も

中

者
だ

た
け
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耶
狛

と
い

て
も
中
間

理
者
だ
け
ど

 
一
輪

成
る
程

で
も
そ
れ
な
ら
理
久
兎
さ
ん
が

 
聞
い
て
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
ま

い
い
か

 
耶
狛

今
マ
ス

は

前
の
異
変
の

で
謹
慎
処
分
を
受

 
け
て
家
で
家
事
し
て
る
よ

 
一
輪

そ
れ
で

女
が

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ
よ

 
マ
ス

に
は
悪
い
か
も
だ
け
ど
今
回
の
任
務
は
少
し
い
や

く
楽
し
い

人
で
心

い

に
は
心

い
が
そ
れ
を
勝
る
ぐ
ら
い
に

ク

ク

ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
の
だ

 
耶
狛

一
輪
ち

ん
雲
山
さ
ん
こ
の
後
に
調
査
を
す
る

 
と
し
た
な
ら
何
処
に
行
け
ば
い
い
か
な

 
一
輪

え

雲
山
は
分
か
る

 
雲
山
 

 
一
輪

う

ん
分
か
ら
な
い
か

 
と
一
輪
達
が

ん
で
い
る
と
門
か
ら

か
が

方
に
向
か

て
歩
い
て
く
る

を
察
知
す
る
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耶
狛

ん

 
一
輪

あ

聖
様

 
そ
れ
は
こ
こ
命
蓮
寺
の
住
職
こ
と
聖
白
蓮
だ

聖
は
自
分
と
一
輪
そ
し
て
雲
山
を
見
る
と

 
聖
 

ふ
む

こ
れ
は
ど
う
い
う
惨
状

 
耶
狛

な
ん
か
違
う

 
目
の
前
の
聖
が
何
時
も
と
お
か
し
い
事
に
す
ぐ
に
気
づ
く

 
一
輪

耶
狛
さ
ん
が
客

ま

挑
戦
者
と
し
て
迎
え
撃

て

 
い
て
そ
の

負
け
た
所
で
す

 
聖
 

か

情
け
な
い
な
お
前
さ
ん
は
こ
れ
じ

仏
や
ら

 
は
守
れ
ぬ

仏

定
じ

 
一
輪

な

 
雲
山
 

ロ

 
こ
の
目
の
前
の
人
は
何
を
い

て
る
の
や
ら

一
輪
の
前
に
手
を
か
ざ
し

 
耶
狛

女
は

聖
ち

ん
と
は

い
が
全
然
違
う

 

さ

き
か
ら
獣

特
の
獣

が
す
る
ん
だ
け
ど
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正
体
を
見
せ
た
ら
ど
う
か
な

 
一
輪

え

 
雲
山
 

 
聖

は

を
う
つ
む
か
せ
る

そ
し
て

 
聖
 

ク
ク
ク
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
と

を

ま
せ
る
程
の

で
高

い
す
る

そ
し
て
ド
ロ
ン
と

が
上
が
る

が

む

と
そ
こ
に
聖
は
無
く
そ
こ
に
は

を
か
け
獣
い
や
狸
の

を

ら
す
女
性
が
い
た

 

 

ま
さ
か
バ
レ
て
し
ま
う
と
は
の

し
か
も
バ
レ
方
が

 

い
と
は
恐
れ
入

た

 
こ
の
人
い
や
妖
怪
を
見
た
こ
と
あ
る

か
昔
に
マ
ス

に
挑
ん
だ
の
は
良
い
も
の
の
こ

ど
く
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
化
け
狸
だ

 
耶
狛

昔
に
マ
ス

に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
狸
だ

 

 

シ
は
二
ツ

マ
ミ
ゾ
ウ
じ

そ
ん
な
覚
え
方
を
す

 
る
で
な
い
わ
い

 
そ
う
だ
そ
う
だ
マ
ミ
ゾ
ウ
狸
だ

し
か
し
狸
か
そ
ん
な

葉
を
聞
い
て
る
と
お

減
る
な
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マ
ミ

し
か
し
ま
さ
か
理
久
兎
の
所
の
バ
カ
狼
が
こ
こ
に
来

 
る
と
は
の

 
耶
狛

バ
カ
じ

な
い
よ
ア

だ
よ

 
マ
ミ

ど

ち
も
一

じ

ろ

 
発

的
に
違
う
よ

 
一
輪

お
前

聖
様
に
化
け
る
と
は
い
い
度
胸
だ
な

 
マ
ミ

化
か
さ
れ
る
の
が
悪
い
ん
じ

よ

 
一
輪

む

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の
一

で
一
輪
の

に
シ

が
よ

た

 
マ
ミ

と
り
あ
え
ず
小
娘
よ
理
久
兎
は
ど
こ
い
に
る

 
耶
狛

マ
ス

は
い
な
い
よ

 
マ
ミ

な
ん
じ

と

 
流

は
狸

執

が

大

の
レ

ル
じ

な
い

 
マ
ミ

ち

と
ん
だ
無

か
人
里
で
お
主
を
見
て
奴
も
来

 
て
い
る
と
思

た
ん
じ

が
な
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耶
狛

狸
さ
ん
マ
ス

に
仕
返
し
を
し
た
と
し
て
ど

 
う
す
る
の

 
マ
ミ

無
論
あ
の
男
を

フ
ン
と

わ
せ
た
ら

シ
が
妖

 
怪
の
中
で
も
最
強
に
な
る
そ
う
な
れ
ば

シ
を
頼
り

 
に
妖
怪
が
集
ま
り

シ
の
百
⻤
夜
行
が
出
来
上
が
る

 
と
い
う

法
じ

し
か
し
そ
の
た
め
に
は
理
久
兎

 
が
邪
魔
な
ん
じ

よ

 
今
の
発

は
マ
ス

に
と

て
の

対
発

と
い
う
事
で
良
い
の
か
な

 
耶
狛

ふ

ん

狸
さ
ん
は
ま
だ

り
て
な
い
み
た
い
だ

  
マ
ミ

何

 
耶
狛

マ
ス

が

女
を

か
ら

さ
せ
な
く
し
た
理

 
由

て

女
の

が
生
ん
だ
末

だ
よ
無
謀
に
も

 
マ
ス

を
皆
を

め
き

た
結
果

だ
か
ら
そ
れ

 
は
八
つ
当
た
り
だ
と
私
は
思
う
け
ど
な
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実

に
マ
ス

や
皆
の
実
力
を

く
見
す
ぎ
た
か
ら

か
ら

れ
な
く
さ
れ
た
そ
れ
は
事

実
の
出
来
事
で
あ
り
八
つ
当
た
り
さ
れ
る
の
は
少
し

惑
な
た
め
そ
う

う
と

 
マ
ミ

い
お
る
の
小
娘
ど
う
や
ら
ま
ず
お
主
を
ボ
コ
し
た

 
方
が
良
さ
そ
う
じ

な

 
今
の
発

で

レ
し
た
の
か
や
る
気
満
々
と

た
感
じ
に
な
る

 
耶
狛

知

て
る
狸
さ
ん
お
兄
ち

ん
と
私
は
動
物
を
し
つ

 
け
る
の
も
仕
事
の

つ
な
ん
だ
よ

だ
か
ら

女
を

 
し
つ
け
て
あ
げ
る
よ

 
マ
ミ

様
な
ど
に
負
け
て
な
る
も
の
か

 
耶
狛

行
く
よ

 
そ
う
し
て
狼
少
女
と
狸
少
女
に
よ
る
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

耶
狛
の

覚
は

い
の
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怠
惰

亜
狛
く
ん
は

覚
が

い
け
ど
妹
の
耶
狛
ち

ん
は

 

覚
が

い
ん
だ
よ

 

 

普
通
の
狼
と
じ

た
ら
ど
の
く
ら
い
か
の

 
怠
惰

狼
の

は
い
く
ん
じ

な
い

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
だ
か
ら

い
と
か
に
は

い
気
を
つ
か
う
ん

 
だ
よ
耶
狛
ち

ん
は

 

 

う

と
か
は
や
は
り

 
怠
惰

嫌
い
じ

な
い
と
思
う
よ

ま

そ
れ
だ

た
ら

 
お

と
か
の
方
が
喜
ば
れ
る
け
ど

 

 

匂
い
は
食

を
増
進
さ
せ
ま
た
は
減
少
さ
せ
る
か
ら

 
の

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

だ
か
ら
食
い
し
ん

な
ん
だ
よ

 

キ

ラ
的
に

 

 

う

て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

な
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怠
惰

あ
り

ま

な
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
で
は
ま
た
次
回
グ

バ
イ
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第
４
２
６
話
 
狸
の
大
将

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

朝
の

時
に

て
起
き
た
の
が

後

時
だ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

見
事
に

夜

転
生
活
を
送

て
い
ま
す

ま
だ
起
き
て

時
間
し
か

て
な
い
が

こ
れ
い
か
に

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
マ
ミ
ゾ
ウ
と
引
き
続
き
の
命
蓮
寺
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
り
互
い
に
弾
幕
を

ち
時
に
は

け
と

り
返
し
て
い
た

 
耶
狛

そ
れ
そ
れ

 
マ
ミ

何
の
そ
れ
し
き

 
や
は
り
今
更
な
が
ら
こ
う
し
て
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る
か
ら
分
か
る
が
佐
渡
だ

た
か
そ
ん

な
国
を

治
し
て
い
た
だ
け
あ
り
結

強
い
妖
力
だ
と
思
う

 
耶
狛

狸
ち

ん

 
マ
ミ

マ
ミ
ゾ
ウ
じ

バ
カ
狼



 第４２６話 狸の大将

 
耶
狛

バ
カ
じ

な
い
も
ん
ア

だ
も
ん

そ
れ
よ
り
も
今

 
だ
か
ら
思
う
け
ど
何
で
マ
ス

に
喧
嘩
打

た
の

 
か
教
え
て
く
れ
な
い

 
マ
ミ

こ
の
開
き
直
り
お

て

は
理
久
兎
と

う
男
が

 

本
的
に
気
に
食
わ
ん
た
だ
そ
れ
だ
け
じ

 
キ

ル
を
吹
き

を
上
げ
る
と
そ
の

は

の
弾
幕
に
変
化
し

方
へ
と

と
な

て
向
か

て
く
る

 
耶
狛

何
で
そ
ん
な
に
気
に
く
わ
な
い
の

小

 
向
か

て
く
る

の
弾
幕
を

レ

ル
ま
で
小
さ
く
し
て

を

り

て
打
ち
消
し

つ

か
の

い
弾
幕
を
作
り
狼
の
姿
へ
と
変
化
さ
せ
て
マ
ミ
ゾ
ウ
に

つ

 
マ
ミ

そ
な
た
は
知
り
た
が
り
じ

な

様
は
理
久
兎
が

 
何

に
百
⻤
夜
行
を
作

た
か
知

て
お
る
か

 
大
き
な
酒

を

り

て
マ
ミ
ゾ
ウ
は
そ
ん
な
事
を

て
く
る

 
耶
狛

え

う

ん

 
作

た
理
由

て
な
ん
だ

け

か
マ
ス

の
記
憶
を

く
見
せ
て

た
け
ど
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あ

そ
う
だ
紫
ち

ん
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
だ

た
け

 
耶
狛

紫
ち

ん
の
夢
を

え
る
た
め
で
し

 
マ
ミ

そ
う
部
下
に
密

を
頼
み
今
そ
な
た
が

た
こ
と

 
を
聞
い
た

そ
れ
が
許
せ
ん
の
じ

何
の

任
も

 
な
く
部
下
を
持
つ
こ
と
が

大
将
を
名

る
か
ら
に

 
は
そ
れ

の
覚
悟
が
い
る
し
部
下
の
皆
を

負
う

 
だ
け
の

が
い
る

じ

が
ど
う
じ

様
の
主
人

 
は

覚
悟
は
あ

た
か

 
耶
狛

そ
こ
は
マ
ス

に
聞
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
か
な

 

け
ど

マ
ス

は
百
⻤
夜
行
の
皆
を
部
下
と
は

 
思

て
な
か

た
よ

人

人
が
友
達
ま
た
は
仲
間

 
と
思

て
た
よ

 
マ
ミ

何

 
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
マ
ス

は
皆
を
大
切
に
思

て
い
た

だ

総
大
将
と
い
う

書
き
を

て
裏
切
り
と
か
は
ご
く

に
あ

た
り
し
た
時
は

底
的
に

し
て
た
み
た
い
だ
が

対
な
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ん
て
し
な
け
れ
ば
ど
ん
な
者
だ

て
平
等
に
友
と
し
て

し
て
い
た

だ

 
マ
ミ

か

様
と
話
し
て
る
と
頭
が

く
な

て
く

 
る
わ
い

 
そ
う

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
ス

ル
カ

ド
を

え
唱
え
た

 
マ
ミ

百
⻤
夜
行

 
と
唱
え
る
と
大
き
な

居
を
作
り
出
す

す
る
と
そ
こ
か
ら
無
数
の
妖
怪
が
現
れ

方
へ
と

向
か

て
く
る

 
耶
狛

行
く
よ

大
小
 
大
き
な
葛
と
小
さ
な
葛

 
大
小
が
異
な
る
葛
を

し
ま
ず
は
小
の
葛
を
開
く

小
さ
な
葛
か
ら
は
無
数
の
レ

ザ

が

飛
び
出
し
百
⻤
夜
行
の
妖
怪
に
当
た

て
い
く

そ
し
て
当
た

た
妖
怪
は
狸
に
な

て
地
へ
と

ち
て
い
く

 
耶
狛

狸
の
化
か
し
合
い
だ

 
マ
ミ

ま
だ
ま
だ
出
て
く
る
か
ら
の

 
ま
だ

居
か
ら
妖
怪
に
化
け
た
狸
達
が
出
て
く
る

ま
ず
は
あ
れ
を

し
た
方
が
良
さ
そ
う

だ

次
に
大
き
な
葛
を
開
封
し
た
そ
の

間

り
は
黒
い

が

み
込
む
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マ
ミ

何
じ

こ
の
異
様
な
気

は

 
耶
狛

こ
れ

バ
イ
か
も

 
大
き
な
葛
か
ら
明
ら
か
に
体
積
が
違
う
よ
う
な

の
怪
物
が
出
現
す
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
そ
し
て
そ

の
部
下
達
を
見
下
ろ
す

 
マ
ミ

か

体
が
動
か
ぬ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
そ
し
て
部
下
は

に

ま
れ
た

の
よ
う
に
体
が

直
し
て
い
た

す
る
と
そ
の

は
マ
ミ
ゾ
ウ
が
出
し
た

居
を
体
当
た
り
し

す
る
と
葛
の
中
に
帰

て
い

た

 
部
下

 
部
下

ご
め
ん
な
さ
い

 
部
下
達
は
元
の
狸
の
姿
に

る
と
散
り
散
り
に
逃
げ
て
い

た

 
マ
ミ

何
じ

あ
の
怪
物
は

 
耶
狛

ル
ち

ん

 

ル
ち

ん
も
と
い
ミ

ド

ル
ド
に
住
ま
う
大

こ
と

ル
ム
ン

ル
ド

冒
険
し
て
い
る

時
に
出
会

て

か
お
兄
ち

ん
と
私
の

を
見
て
兄
を
思
い
出
す
と
か
で
協
力
し
て
く
れ
る

よ
う
に
は
な

た
が
下
手
し
た
ら
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
達
が
死
ぬ
所
だ

た
か
も
し
れ
な
い
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マ
ミ

理
久
兎
と

い

様
と

い
常
外
を

し
た
奴
し
か

 
お
ら
ん
の
か

 
耶
狛

い

マ
ス

よ
り
マ
シ
だ
よ

 
と

て
い
る
一
方
で
地
底
で
は

 
理
 

ブ

ク
シ

 
黒
 

風
邪
か

 
理
 

い
や

こ
の
く
し

み
か
ら
し
て
耶
狛
だ
な

 
そ
ん
な
会
話
が
あ

た
の
だ
が
耶
狛
が
知
る
わ
け
な
い

 
耶
狛

て
お
く
け
ど
こ
れ
運
に
よ

て
出
て
く
る
の
が

 
変
わ
る
だ
け
だ
か
ら

 
マ
ミ

お
前
は

ン
ブ
ラ

か

 
耶
狛

違
う
よ
地
底
の
国

ア

テ

ス
ト
獣

だ
よ

 
マ
ミ

本
当
に
頭
が

い
わ
い

と
い
う
か
ご
ち

ご
ち

 

る
出
な
い

 
弾
幕
を

ち
な
が
ら
マ
ミ
ゾ
ウ
は

て
く
る

だ
が

ン
ブ
ラ

何
か
じ

な
い

本
当
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に
ア

テ

ス
ト
だ
し
獣

な
ん
だ
か
ら
少
な
く
て
も
私
は
そ
う
思

て
る

 
耶
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
そ
れ
ぐ
ら
い
で
頭
が

く
な
る
な

 
ら
マ
ス

や
私
に
は
到
底
か
な
わ
な
い
よ

 
マ
ミ

う
の
小
娘

 
耶
狛

だ

て
事
実
だ
も
ん

 
ス

ル
カ

ド
を

え
ス

ル
を
唱
え
る

 
耶
狛

理

 
理
神
の
狼

女

 
マ
ミ

力
の

が
上
が

た
じ

と

 
ス

ル
カ

ド
か
ら
物

い
力
が
自
分
を

み
込
み
強
く
さ
せ
る

こ
れ
は
自
分
の
主
人
で
あ

る
マ
ス

の
力
を

り
る
こ
と
で

分
の
間
だ
け
あ
ら

る
力
を
ド

ピ
ン
グ
さ
せ
る
ス

ル
だ

 
耶
狛

こ
れ
を
使
う
と
手
加
減
で
き
な
い
か
ら
気
を
つ
け
て

 
よ

狸
ち

ん

 
マ
ミ

つ

 
そ
う

い
弾
幕
を
無
数
に

つ

そ
れ
も
先
程
よ
り
も
密
度
大
き
さ
輝
き
そ
れ
ら
が
格
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に
ア

プ
し
た
弾
幕
を

 
マ
ミ

こ
れ
し
き
で
や
ら
れ
て
な
る
も
の
か

 
耶
狛

良
い

そ
れ
な
ら

 

巨
大
な
弾
幕
を
出
現
さ
せ
る

す
る
と
そ
の
弾
幕
か
ら
狼
の
よ
う
な
体
格
の
龍
が
何
体
も
出

現
さ
せ
る

 
耶
狛

狼
龍
ち

ん
達
い
け

狸
狩
り
だ
よ

 
と
指

を
出
す
と
マ
ミ
ゾ
ウ
に
向
か

て
一

に
狼
龍
の

れ
は
襲
い
か
か
る

 
マ
ミ

く

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は
逃
げ
る
が
無
理
だ
よ

狼
は

た

物
を
逃
が
さ
な
い
か
ら

 
マ
ミ

追

か

 
耶
狛

そ
れ
じ

フ

ナ

レ

大

 
狼
龍
は

大
の
一

で
１
０

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
へ
と
変
わ
り
マ
ミ
ゾ
ウ
の

を
取
り

ん

だ 
マ
ミ

お

お
の
れ

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン
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何
度
も

弾
す
る

が

き
渡
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
白

を

た

つ
ま

り
こ
の
勝
負
は
私
の
勝
ち
に
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

眠
そ
う
じ

な

 
怠
惰

う
ん

マ

で
眠
い

 

 

朝
の

時
ま
で
何
し
て
お

た
ん
じ

 
怠
惰

中
古
ゲ

ム
を
久
々
に
初
か
ら
プ
レ
イ
し
て
た

 

 

は

お
主
は

 
怠
惰

ふ
わ

眠
い

 

 

ま

た
く
そ
な
た
は
も
う
少
し
シ

ン
と
せ
い

 
怠
惰

へ
い
へ
い

 
月
に
は

雲

華
に
な
風
を

 

 

着
メ
ロ
な

て
お
る
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怠
惰

あ

本
当
だ

珍
し
い
暴
食
か
ら
だ
悪
い

ち

ん

 

め
て
お
い
て
く
れ
な
い

 

 

仕
方
な
い
の
コ

ン

そ
れ
で
は
読
者
ま
た
次
回

 
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

は
い
は
い
ど
う
し
た
よ
暴
食
く
ん

は

だ
か
ら
何

 
が
ど
う

人
と

ト
が
合

き

状
態

 

 

で
は
ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ
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第
４
２
７
話
 
丑
三
つ
時
に
何
か
あ
る

 
メ
リ

ク
リ
シ
ミ
マ
ス
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
し
か
し
か
し
本
当
に
こ
の
時

期
を
迎
え
る
と
思
い
出
し
ま
す

不
慮
の
事

で
こ
の
小
説
が

の
よ
う
に
消
え
た
あ
の
事

を

失
礼
し
か
し
あ
れ
か
ら

年

て
の
も

い
も
の
で
す

さ
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 

後
書
き
に

り
物
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す

 
マ
ミ
ゾ
ウ
に
勝

し
高
く

を
上
げ
て

サ
イ
ン
で
ア
ピ

ル
す
る

や
は
り
こ
う
し
た
注

目
集
め
は
楽
し
い

 
マ
ミ

か

常
外
を

し
て
る
奴
と
の
戦
い
は
本
当
に
勘

 

じ

こ

ち
の
体
が
持
た
ん

た
ら
あ
り

し
な

 
い
わ
い

 
耶
狛

お
や
お
や
マ
ミ
ゾ
ウ

さ
ん
は
も
う
そ
ん
な
年
で
す
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か

 
マ
ミ

こ
の
古
風
な

い
方
は
口

そ
し
て

様
等
み
た
い

 
な
奴
等
と
戦
い
す
ぎ
た
ら
体
が
持
た
な
い
と
い
う
意

 
味
じ

 
耶
狛

さ

き
か
ら

い

 

い
て
良
い
か
な

マ
ス

や
お
兄
ち

ん
や
黒

な
ら
そ
ん
な

葉
は
あ
る
意
味
で
大

迎
だ
ろ
う
け
ど
私
は
可
愛
い
と
か
綺

と
か

て

葉
の
方
が
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
な

 
マ
ミ

ま

良
い
わ
い

理
久
兎
の
所
の
従
者
に
教
え
る
の

 
は

じ

が
お
前
さ
ん
も

の
宗
教
家
達
の
よ
う
に

 
皆
か
ら
希
望
を
集
め
て
お
る
の
か

 
耶
狛

希
望

あ

 
希
望

て
何
だ
ろ

あ
れ
か
な

職
希
望
の
調
査
表
み
た
い
な

そ
れ
だ

た
ら
地
底
の

国

ア

テ

ス
ト
獣

て
書
き
た
い
な

 
耶
狛

は
い

地
底
の
国

ア

テ

ス
ト
獣

が
い
い
で

 
す
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マ
ミ

お
主
は
何
か
勘
違
い
し
て
お
ら
ん
か

 
耶
狛

え

違
う
の

 
マ
ミ

教
え
る
の
が
不
安
に
な

て
き
た
わ
い
な
ら
そ
な
た

 
は
何

に
こ
こ
に
お
る

 
何

て
そ
れ
は
マ
ス

に
主
人

の
座
を

く

て
も
ら

て
い
る
か
ら
だ
け
ど

あ

つ
ま
り

し
く
話
せ

て
事
か
な

 
耶
狛

え

と
マ
ス

が
謹
慎
処
分
を
受
け
て
動
け
な
い

 
か
ら
代
わ
り
に
調
査
し
て
ま

す

 
マ
ミ

そ
う
か
そ
う
か
理
久
兎
め
ざ
ま

み
ろ

 
耶
狛

で
マ
ス

を
バ
カ
に
す
る
た
め
に
聞
い
た
の

 
マ
ミ

違
う
わ
い

聞
い
て
る
と
主
は
理
久
兎
の
代
わ
り
に

 
調
査
し
に
来
て
な
お
か
つ

の
宗
教
家
達
と
は
違

 
た
目
的
と
い
う
の
は
分
か

た
わ
い
じ

が
そ
な
た

 
達
は
幻
想
郷
を
土
台
か
ら
守

し
て
お
る

に
話
し

 
て
や
ろ
う
丑
三
つ
時
じ



 第４２７話 丑三つ時に何かある

 
耶
狛

丑
三
つ
時

 
丑
三
つ
時

て
あ
れ
だ
よ

白
装
束
に
手

を

か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
頭
に

本
を
立

て
て
金

と

人

で
の

い

ト
が
活

す
る
あ
の
丑
三
つ
時
で
合

て
る
の
か
な

そ
う

え
ば
昔
に
夜
空
を
見
に
兄
と
山
に

た
ら

理
桜

と
書
か
れ
た

人

が
あ

た
け

 
マ
ミ

様
が
何
か
変
な
事
を

え
て
お
る
と

で
物

く

 
分
か
る
の

ま

深
夜

時
頃
だ
と
思

て
く
れ
れ

 
ば
良
い
そ
の
時
間

り
で
人
々
の
あ
る
感
情
が
消
え

 
て
い

て
お
る
ん
じ

 
耶
狛

つ
ま
り
そ
れ
が

 
マ
ミ

う
む
そ
の
通
り
で
希
望
の
感
情
じ

に

つ
の
派

 

の
宗
教
家
達
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
希
望
を
少
し
で

 
も
多
く
か
き
集
め
て
お

た
ん
じ

よ
し
か
し
そ
の

 
希
望
を

て
い
る
黒
幕
ま
で
は
見
つ
け
れ
て
は
お

 
ら
ん
の
が
現
状
じ

が
の

 
何
だ
希
望

て
感
情
の
希
望
か

々
と

を
か
い
ち

た
よ
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マ
ミ

そ
れ
も
そ
の
希
望
が
失
わ
れ
る
時
間
は
ど
ん
ど
ん
⻑

 
く
な

て
き
て
お
る
こ
の
ま
ま
行
け
ば
希
望
と

う

 
名
の
感
情
は
幻
想
郷
か
ら
消
え
て
し
ま
う
そ
う
な
れ

 
ば
ど
う
な
る
か

 
耶
狛

感
情
が

つ
で
も

す
れ
ば
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
が

 
乱
れ
る
そ
う
な

た
ら
感
情
の
全
て
が
消
え
無
感
情

 
の
生
き
た
人

状
態

て
感
じ
か
な

 
マ
ミ

き

急
に

く
な
り
お

て

 
あ
の
時
の
私
は
感
情
や
命
を
持
た
な
い
人

達
に
生
と
感
情
を
与
え
る
実
験
を
し
て
い
た
ん
だ

も
ん

そ
の

で
あ
る
の
な
ら
簡
単
に
理
解
で
き
ち

う
よ

 
マ
ミ

こ
れ
が
バ
カ
と
天

の
紙
一

と
い
う

葉
な
の
や

 
も
知
れ
ぬ
の

 
耶
狛

ド

 
マ
ミ

く

て
お
る
の
に

が
立
つ
わ
い

 
え

あ
れ

だ

た
の

て

き
り

め

葉
だ
と
思

て
い
た
の
に
結

シ

ク
な
ん
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だ
け
ど

 
マ
ミ

ま

良
い
わ
い

シ
は
伝
え
る
こ
と
は
伝
え
た
か
ら

 
の
良
い
か

深
夜
の

時
頃
に
人
里
じ

 
耶
狛

で
も
案
外
に
も
お

だ
よ

 
マ
ミ

う
る
さ
い
わ
い
理
久
兎
の
と
こ
ろ
の
バ
カ
狼
に

わ

 
れ
て
も
何
ら
嬉
し
く
な
い
わ
い

 
耶
狛

ま
た
ま
た

れ
ち

て
可
愛
い
な

 
マ
ミ

く

が

我

じ

あ
の
バ
カ
狼
を
負
か
す
そ
の

 
時
ま
で
の

 
プ
ル
プ
ル

え
ち

て
そ
ん
な
に

れ

し
し
て
る
の
か
な

 
マ
ミ

覚
え
て
お
れ
よ

 
そ
う

い

を

く
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
消
え
た

し
か
し
深
夜

時

て
結

な
時
間
が
あ
る

の
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

と
り
あ
え
ず
は
下
に
降
り
る

  
耶
狛

一
輪
ち

ん
雲
山
さ
ん
ご

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
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そ
し
て
場
所
の
提

を
あ
り
が
と
う

 
一
輪

い
え
い
え
し
か
し
マ
ミ
ゾ
ウ
を
退
か
せ
る
と
は
本
当

 
に

い
な

 
耶
狛

そ
う
か
な

昔
に
も
こ
ん
な
事
が
あ

た
け
ど

く

 

散
ら
し
て
た
よ

 
一
輪

流

は
妖
怪
総
大
将
の
従
者

 
私
的
に
は
マ
ス

を

め
て
く
れ
て
嬉
し
い
け
ど
私
と
し
て
耶
狛
て
し
て

め
て
は

し
い

か
な

 
耶
狛

さ
て
と
私
も
行
こ
う
か
な

で
も
ど
う
し
よ
う
か

 
な
 
 
深
夜

時
ぐ
ら
い
ま
で
ま
だ
ま
だ
時
間
あ
る

 
し
な

そ
う
だ

た
ま
に
は
河
童
達
の
所
に
で
も
行

 

て
み
よ
う
か
な
面
白
い
発
明
品
が
あ
る
か
も
だ
し

  
進

は

さ
れ
た

向
か
う
は
河
童
達
の

武
の

だ

 
一
輪

自
由
気
ま
ま
で
す



 第４２７話 丑三つ時に何かある

 
雲
山
 
 

 
耶
狛

ま

そ
れ
が
こ
の
深
常
耶
狛
ち

ん
で
す
か
ら

 
胸
を

り
な
が
ら
手
で

く
が
胸
が
弾
ん
で
結

い

 
一
輪

お
胸
も
よ
ろ
し
い
よ
う
で

 

て
い
る
が
一
輪
の

が
怖
い

私
は
何
か
し
た
の
か
な

 
耶
狛

そ

そ
れ
じ

行
く
場
所
も
決
ま

た
し
私
は
行
く

 

そ
れ
じ

あ

一
輪
ち

ん
雲
山
さ
ん

 
そ
う

い
空
を
飛
ぶ

久
々
に
会
う
河
童
達
は
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
な
と
心
を

ら
せ
な
が
ら

武
の

ま
で
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

う
む

 
怠
惰

さ
て
と

ち

ん
ク
リ
ス
マ
ス
だ
し
こ
れ
を
プ
レ

 

ン
ト
し
よ
う
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お

流

は
デ
ビ
ル
ク
ロ

ス
じ

な

ど
れ

 
ど

 
怠
惰

あ

ご
め
ん
間
違
え
た
そ
れ
は

だ

た

 
こ

ち
が
本
物
だ
よ

 

 

み

見
た
く
も
な
い
物
を
見
た
気
が
す
る
が
ま

 
良
い
じ

ろ
う

し
て
こ

ち
は

お

 
怠
惰

ち

ん
に
Ｐ
Ｓ
４
を
プ
レ

ン
ト
し
て
あ
げ
よ

 
う

 

 

夢
か

夢
な
ら

く
覚
め

 
怠
惰

夢
ち

う
よ

れ
も
な
く
現
実

因
み
に
カ

 

ト
と
し
て

を
入
れ
て
あ
る
か
ら
良
け
れ

 
ば
や

て
よ

 

 

れ
り

く
せ
り
じ

な

大
切
に
使
わ
せ
て

 
う

怠
惰
よ

 
怠
惰

そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
イ
チ

つ
く
リ
ア

に
は



 第４２７話 丑三つ時に何かある

 
死
を
く
れ
て
や
る

 

 

め
か

後
で
そ
れ
ら
を
全
て
処
分
し
て
や
る

 
か
ら
の

 
怠
惰

ち

バ
レ
な
け
れ
ば
な

あ

そ
う
そ
う
今
回
は

 
ち

と
特
別
に
読
者
様
に
も
プ
レ

ン
ト
を
上

 
げ
よ
う
か
な

て
思

て
さ

 

 

お

何
じ

 
怠
惰

６
７
４
１
４
３
９
７
４

 

 

何
じ

よ
そ
の
意
味
不
明
な
数

は

 
怠
惰

ま

覚
え
て
お
い
て
よ

そ
ん
で

日
の

前

 

時
の
夜
に
怠
惰
さ
ん
の
マ
イ

ま

こ
の

 
小
説
で
も
あ

ち
の
小
説
で
も
良
い
か
ら

い

 
で
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
と
書
か
れ
て
い
る
所
を
ク
リ

 

ク
ま
た
は

チ
し
て
い
け
る

に
行

 
て
み
て
よ

り
物
が
あ
る
か
ら
さ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

 

あ
れ
か

 
怠
惰

そ
う
あ
れ
さ
気
に
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
怠

 
惰
さ
ん
の

一

の

り
物
だ
よ

 

 

ま
さ
か
や
る
と
は
の

ま

良
い
か

 
怠
惰

う
ん

そ
れ
と
次
回
は
あ

ち
を
投
稿
す
る
か
ら

 
よ
ろ
し
く

 

 

つ
い
に
あ

ち
か
ま

そ
ろ
そ
ろ
じ

し
な

 
怠
惰

う
ん

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
今
回
は
こ
こ
ま
で
に

 
し
よ
う
か
な

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の
読
者
様

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ



 第４２８話 河童の里での買い物交渉

 
第
４
２
８
話
 
河
童
の
里
で
の
買
い
物
交
渉

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
明
け
ま
し
て
の
方
は
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

さ

そ
く
初
買
い
で
ド
ラ
ビ
ル

を
買

て
し
ま
い
ま
し
た

に

や
り
た
か

た
ん
や

さ
て
で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
空
を
飛
び
妖
怪
の
山
の

近

へ
と
向
か
う

 
耶
狛

こ
こ
だ

 
遥
か
彼
方
の
昔
に
数
回
ぐ
ら
い
マ
ス

に

れ
ら
れ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
た
め
簡
単
に
分

か

た

た
だ
今
目
の
前
に
あ
る
の
は

と
見
は
小
さ
な
水

ま
り
だ
が

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
空

を
使
い
自
身
の

り
に

を
作
り
水

ま
り
へ
と
入
る

実
は
こ
の
水

ま
り
は

い
よ

う
に
見
え
て
底
は

く
深
い

何
よ
り
も
深
い
底
の
近
く
に
は
通

が
あ
り
そ
こ
を
通
ら
な
け
れ

ば
河
童
達
の
本
拠
点
に
は
行
け
な
い
の
だ
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耶
狛

こ
こ
を
通

て

 
そ
う
し
て
通

を
通
る
と
上
に
光
が

し
込
む

そ
の
ま
ま

上
し
水
か
ら
出
る

 
耶
狛

う
ん
つ
い
た
つ
い
た

 
水
か
ら
出
て
空

を
解
除
し
て

り
を
見
る
と
河
童
達
が
口
を
ポ
カ
ン
と
開
け
て
こ
ち
ら
を
見

て
い
た

 
河
童

で

で
た

 
河
童

す
ぐ
に
知
ら
せ
ろ

 
河
童

あ
の
女
ま
た
来
や
が

た
の
か

 
耶
狛

あ

そ

か

月
ぐ
ら
い
前
に
来
た

け

 
う
ろ
覚
え
だ
け
ど
お
兄
ち

ん
と
黒
く
ん
と
来
た

け

河
童
達
を

底
的
に

め

け
て

し
た
の
を
思
い
出
す

 
河
童

こ
の
女

 
河
童

い
け
し

し

と
来
や
が

て

 
耶
狛

う
わ

く
ド
ラ
イ
な
対

で

し
い
で
ご
ざ
い
ま

 
す
よ
私
は



 第４２８話 河童の里での買い物交渉

 
河
童
達
は
一

に

を
向
け
て
く
る

ま

別
に
死
な
な
い
か
ら
撃
た
れ
て
も
体
は
大
丈
夫
だ

け
ど
心
が

れ
そ
う

 
耶
狛

ち

ち

と

私
は

し
い
狼
だ
よ

 
河
童

嘘
つ
け

 
河
童

狼

て
の
は
嘘
つ
き
の
代
名

て

葉
を
知
ら
な

 
い
の
か

 
耶
狛
 

 
も
う

き
そ
う
な
所
の
一
歩
手
前
な
ん
だ
け
ど

い
て
良
い
か
な

い
て
良
い
よ

 

 

何
や

て
ん
だ
お
前
ら
は

 
と

そ
ん
な
時
に

を
か
け
る
者
が
現
れ
る

 
河
童

あ

に
と
り
さ
ん

 
河
童

こ
の
前
に
私
た
ち
を

ぶ

た
奴
が
侵
入
し
て
き
て

 
い
る
ん
で
す
よ

 
河
城

ん

あ

理
久
兎
の
所
の
狼

 
耶
狛

え

そ
の

気
に
匂
い

ゲ
ン

イ
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少
し
変
化
は
し
て
い
る
が
懐
か
し
い
匂
い
が
す
る

し
か
も
あ
の

ま
い
か
ら
ゲ
ン

イ
か
と

思

た
が
見
た
目
が
女
性
だ

 
河
城

ア
ハ
ハ
ハ
私
は
そ
の
孫
だ
よ

 
耶
狛

え

そ
う
な
の
性
転

と
か
じ

な
く
て

 
河
城

彼
奴
は
侵
入
者
だ
さ

さ
と

 
耶
狛

ご
め
ん

て
ば

 
あ
た
ふ
た
と
し
て
謝
る

や
れ
や
れ
と

を
上
げ
て
に
と
り
は

れ
る

 
河
城

こ
い
つ
は
無

だ
か
ら
皆
も

し
な
く
て
も
大
丈

 
夫
だ
よ

 
河
童

け
ど

 
河
城

大
丈
夫

大
丈
夫

あ
の
時
と
は
全
然
違
う
み
た
い

 
だ
し

 
耶
狛

そ
の

は
本
当
に
ご
め
ん
ち

い

 
私
も

め
て
マ
ス

も
お
兄
ち

ん
も
黒
く
ん
も
変
な
テ
ン
シ

ン
だ

た
ん
で
す

本
当

に
ご
め
ん
な
さ
い
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河
童

そ
こ
ま
で

う
な
ら

 
そ
う

い
河
童
達
は
散
り
散
り
に
な

て
い
く

に
と
り
は

方
を
見
る
と

 
河
城

で

何
し
に
来
た
の
か
な

 
耶
狛

え

と
発
明
品
を
見
に
来
ま
し
た

 
河
城

発
明
品

え
ば

 
耶
狛

ゲ
ン

イ
さ
ん
が
作

た

り
機
と
か

 
河
城

何

か
け
ご
飯
で
も
作
る
の

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

 
あ
れ
が
あ
れ
ば
マ
ス

の

手

り
み
た
い
に
綺

に

れ
る
か
ら
結

き
な
ん
だ
よ

そ
れ
に
秘
密
の
夜
食
で
食
べ
る

か
け
ご
飯
が
美
味
し
い
ん
だ
よ
こ
れ
が

 
河
城

な
ら
そ
う
だ

出

が
出
る

り
機
と
か

 
ど
う
か
な

 
耶
狛

出

か

良
い

え
た
だ
け
で
も
美
味
し
そ

 
う
だ
よ

 
河
城

な
ら
そ
れ
に
め
ん
つ

が
出
る
機
能
も
お
ま
け
で
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け
て
あ
げ
る
よ

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
に
と
り
ち

ん

 
こ
れ
で
秘
密
の
夜
食
が
美
味
し
く
な
り
そ
う
だ

た
だ
何

か
夜
食
で

か
け
ご
飯
を
食
べ
た

翌
日
は
私
だ
け

品
か
ら

品
少
な
い
の
だ
が
何

な
の
か
な

 
河
城

ま

で
も
そ
の
発
明
品
を
作
る
の
は
良
い
け
ど
お
金

 
あ
る
の

 
耶
狛

え

え

と
お
金
と
る
の

 
河
城

当
た
り
前
だ
よ
旅
立
つ
資
金
が
な
い
と
や
る
気
が
で

 
な
い
し
い
く
ら

ン
ク
品
を
解
体
し
て

格
で

 
作
る
と
は
い
え
ど
そ
れ
ら
の
材
料
と
か

え
な
い
と

 
だ
し

 
耶
狛

因
み
に
い
く
ら
ぐ
ら
い
な
の

 
河
城

そ
う
だ

 
に
と
り
は
リ

ク
か
ら
そ
ろ
ば
ん
を
取
り
出
し

チ

チ
と
弾
い
て
い
く
と
見
せ
て
く
る

 
河
城

強
い
て
こ
の
ぐ
ら
い
は
最

で
も

し
い
か
な
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耶
狛

に
と
り
ち

ん

て
い
い
か
な

 
河
城

何
だ
い

こ
れ

上
は
下
げ
れ
な
い
よ
こ
れ
が

 

格
だ
し

 
耶
狛

い
や
あ
の

そ
れ

前
に
そ
ろ
ば
ん
の
見
方
と
か

 
分
か
ん
な
い
ん
だ
よ

た
は

 

コ

 
盛
大
に
に
と
り
は

コ

た

ま
ず

数
と
か
嫌
い
だ
し
簡
単
な

し

と
引
き

は
出
来

る
と
い
え
ど
か
け

わ
り

と
何
か
は
も
う

し
い
の
レ

ル
な
ん
で
す

 
河
城

お
い
お
い

理
久
兎
の
従
者
で
し

書

作
り
と
か

 
ど
う
し
て
る
の
さ

 
耶
狛

私
は
戦
力
外
だ
か
ら

本
は

掃
除
と
か
し
か

 
や

て
な
い
よ

 
河
城

ま
さ
か
理
久
兎
し
か

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

 
に
と
り
の
お
い
お
い
と
い

た

を
す
る
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河
城

こ
れ
が
天

と
の
紙
一

な
の
か
な

 
耶
狛

安
く
な
ら
な
い

 
河
城

そ
う
だ

な
ら
す
る
事
は
分
か
る
で
し

 
そ
う

た
に
と
り
の
リ

ク
か
ら
プ
ロ

ラ
が
現
れ
回
転
す
る
と
に
と
り
は
空
を

き
出

す

つ
ま
り
は
あ
れ
で
い
い
の
か
な

 
耶
狛

弾
幕
ご

こ
で
良
い
ん
だ
よ

 
河
城

あ

そ
う
さ
買

た
ら
安
く
し
て
１
０
０
０

で
売

 

て
あ
げ
る
よ

 
元
の
値
は
分
か
ら
な
い
が
結

リ

ナ
ブ
ル
な
お
値

に
な
る
ん
だ

こ
れ
は
や
ら
な
い

訳
に
は
い
か
ん
で
し

 
耶
狛

良
い
で
し

う

そ
の
勝
負
の

た
よ

 
河
城

さ

そ
の
身
を
も

て
体
感
し
な
よ
河
童
の

学
は

 
世
界
一
で
あ
る
と
い
う
事
を

 
耶
狛

な
ら
地
底
の

女
ち

ん
で
あ
る
私
の
頭
脳
を
体
感

 
し
て
い

て
よ
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河
城

よ
く

う
よ

 
何

に
そ
こ
ま
で

う
の
だ

い

ク
な
の
に

 
耶
狛

ま

い
い
や
行

く
よ

 
河
城

来
い

 
そ
う
し
て
河
童
の
里
で
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た

 

 

で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う
の

 
怠
惰

え

ち

ん
は

り
機

し
い

 

 

い
ら
ん
わ
い

 
怠
惰

で
す
よ

な
ら
ド
ラ
ビ
ル
は

 

 

や

て
み
た
い
の

も
し
や

 
怠
惰

え

買

て
き
て
あ
る
よ

特
別
に
や
ら
し
て
し
ん

 

よ
う

 

 

お
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怠
惰

そ
う
だ
何
時
か
だ
け
ど
蓮
が
主
人

の
小
説
で
後
書

 
き
を

当
し
て
い
る

人
を
交
え
て
ゲ

ム
で
も
し

 
よ
う
か

 

 

面
白
そ
う
じ

の
う
何
を
す
る

 
怠
惰

う

ん

で
も
や
る

怠
惰
さ
ん
が
キ
ラ

を

 
や
る
か
ら
さ

 

 

何
を
使
う
気
じ

様

 
怠
惰

レ

オ
ン
と
か
ピ

グ
と
か

ち

ん
と
か

 

 

ど
が
心

に
悪
い
キ
ラ

じ

 
怠
惰

あ

因
み
に
怠
惰
さ
ん
は

ち

ん
を
よ
く
使
う
か

 
ら

定
で
出
す
よ

 

 

や

や
り
た
く
な
い
の

 
怠
惰

戦
し
て

回
生
存
す
る
ご
と
に

を

 

買

て
や
る
よ
無
論
で
あ

ち
の

人
に
も
こ

 
の
ル

ル
は

さ
れ
る
よ
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よ
し
や
ろ
う

 
怠
惰

ま

で
も
あ

ち
の

人
が
そ
れ
な
り
に
強
く
な
ら

 
な
い
と

平
じ

な
い
か
ら
も
う
少
し
先
だ
け
ど

 
そ
れ
ま
で

々
強
く
な

て
く
れ
た
ま
え

 

 

立
つ
の

絶
対
に

を

お
ご
ら

 
せ
て
や
る
わ
い

 
怠
惰

そ
の
イ
キ
そ
の
イ
キ

さ
て
と
で
は
で
は
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
に
し
ま
し

う
か

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
４
２
９
話
 
値
下
げ
バ
ト
ル
 

河
城
に
と
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ド
ラ
ビ
ル
が
面
白
く
て
は
ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
も

本
当
に
見
て
て
思
う
ハ

ゴ
ン

て
あ
ん
な
チ
ビ
だ

た

け

と

身
⻑
も
そ
れ
な
り
に

あ

て
な
お
か
つ

を
投
げ

て
て
近

戦
闘
仕
掛
け
て
く
る
イ
メ

が
あ
る
ん
で
す
が
気
の

せ
い
か
な

失
礼

々
と
脱

し
ま
し
た

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

武
の

に
あ
る
河
童
達
の
住
み
か
こ
と
河
童
の
里
で
は
耶
狛
と
に
と
り
に
よ
る
値
切
り
を

け
た
弾
幕
ご

こ
が

発
し
て
い
た

 
河
城

河
童
の
水

光

だ

 

を
取
り
出
す
と

発
し
て
水
弾
を
撃

て
く
る

 
耶
狛

ち

ち

ち

 
何
あ
の

は

し
い
ん
だ
け
ど

 
河
城

お
ら
お
ら
お
ら



 第４２９話 値下げバトル  河城にとり

 
あ
そ
こ
ま
で

発
で
き
る

て

い

昔
の
火

と
は
大
違
い
だ

あ

で
も

か
外
の
世

界
の
テ
レ
ビ
で
見
た

で
あ
ん
な
感
じ
の

を

し
て
い
た

が
あ

た

け

 
河
城

そ
ん
な

け
る
だ
け
な
ら
格

の
的
だ
よ

 
耶
狛

な
ら
ハ
ン

程
度
の

じ

手
に
余
ら
な
い
ぐ
ら

 
い
の
狼
ち

ん
達
を
ご

し
ち

う
よ

 

け
な
が
ら
弾
幕
を
出
し
設
置
す
る

そ
し
て

を

る
う
と
弾
幕
は
狼
へ
と
変
わ
り
に
と

り
に
向
か

て
一

に

け
出
し
た

 
河
城

へ

へ

ん
な
ら
こ
ん
な
程
度
の
狼
ぐ
ら
い

と
狩

 
り
し
て
や
ん
よ

 
そ
う

い
に
と
り
は
見
事
な
機
動
力
で
狼
達
の

を

け
な
が
ら
発

し
狼
達
を

ち

と

し
て
い
く

 
耶
狛

や
ん
や
や
ん
や

プ
ロ
の
ハ
ン

み
た
い
だ

 
今

た
狼
達
を

し
た
に
と
り
に

手
を
送
り
な
が
ら

う
と

 
河
城

ま

山
童
共
を
追

う
の
に
も
よ
く
使
う
か
ら
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耶
狛

へ

そ
う
な
ん
だ

 
河
城

あ

だ
か
ら
試
し
て
み
た
か

た
ん
だ
よ

河
童

 
外
の

手
に
さ

 
そ
う

い
ま
た

で
乱

し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
地
上
に
降
り
そ
こ
い
ら
の

を
に
と
り
へ
と

飛
ば
し

 
耶
狛

大

 
と

ぶ
と

飛
ば
し
た
小

は

々
に
大
き
く
な
り

レ

ル
ま
で

大
さ
せ
る

 
河
城

こ
の

 
に
と
り
は

飛
ば
し
た

を
水

で

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

を

え
る

座

に
空
中
へ
と
飛
び
に
と
り
へ
と
近
づ
く

 
河
城

お
り

 
ド
ゴ
ン

 
に
と
り
は
見
事
に

を

し
た
が
そ
れ
は
フ

イ
ク
だ

し

が
上
が
る
中
を
一
気
に

通
り

け

を

え
る

 
河
城

な
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耶
狛

チ

ス
ト

 

を
に
と
り
へ
と

る
う
が
に
と
り
は
リ

ク
の

面
に
あ
る

を
引
く
と
バ

ク
の
何

処
か
ら
か
は
分
か
ら
な
い
が

ン
チ
グ
ロ

ブ
が
自
分
め
が
け
て
ア

カ

ト
し
て
き
た

 
ゴ
ン

 

い

が
す
る

に
と
り
に
当
た
る

リ

リ
で

ン
チ
グ
ロ

ブ
に
ブ
ロ

ク
さ
れ
た

 
河
城

そ
の
程
度
の

撃
な
ん
て

か
な
い
よ

 
今
度
は
マ
ス

の
骸
達
が
持
つ
よ
う
な

を

え
て
く
る

座
に
後
退
す
る
と
追
撃
と
し

て
発

し
て
く
る

 
耶
狛

何
の

 

を
回
転
さ
せ

に
す
る
と
発

し
て
き
た
水

を
全
て
弾
き
飛
ば
す

 
河
城

バ
カ
だ
け
ど
流

は
百
⻤
夜
行
時
代
を
生
き
た
従
者

 
だ
け
あ
る

 
耶
狛

バ
カ
じ

な
く
て
ア

な
の

 
河
城

い
や
そ
れ

か
⻄
か
で

い
方
が
違
う
だ
け
で
意
味

 
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
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そ
れ
で
も
バ
カ
と

わ
れ
る
よ
り
か
は
ア

と

わ
れ
た
方
が
ア

の
子
と
し
て
親
し
み
あ
る

葉
に
な
る
じ

な
い
か

 
河
城

あ
ん
ま
り
話
し
た
こ
と
は
な
か

た
け
ど
こ
こ
ま
で

 
変
わ
り
者
と
は

昔
に
お

父
ち

ん
が

て

 
た
よ
総
大
将
が

れ
て
き
た
狼
の
妖
怪
は
あ
る
意
味

 

波

て

 
耶
狛

い
や

れ
る
な

 
河
城

メ
だ
こ
り

 
一
体
何
が

メ
な
ん
だ
ろ
う
か

と
い
う
か
思
う
の
だ
が
結

お
口
が
悪
い

 
耶
狛

で
も
結

お
口
が
悪
い
よ

そ
ん
な
悪
い
子
に
は
天

 

を
下
し
ち

う

 
ス

ル
カ

ド
を

え
て
唱
え
る

 
耶
狛

大
小
 
大
き
な
葛

と
小
さ
な
葛

 

つ
の
葛

が
出
現
し
ま
ず
大
き
な
葛

が
開
か
れ
る
と
無
数
の
レ

ザ

が
に
と
り
に
向

か

て

た
れ
た
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河
城

こ
の

 

で
レ

ザ

を
迎
え
撃
つ
な
か
で
今
度
は
小
さ
な
葛

を
開
く

こ
れ
ま
で
出
て
き
た
の
は

ヘ
ル
ハ
ウ
ン
ド
サ
ラ
マ
ン

ル
ム
ン

ル
ド
と
い

た
子
達
だ

た
が
今
度
は
何
が
出

る
か
と
思

て
い
た
が
巨
大
な

弾
が
導

に
火
を
つ
け
た
状
態
で
出
て
き
た

あ

こ
れ
大
凶

の
ハ

レ
だ

 
耶
狛

シ

ト

か
ら
の

大

 
だ
が
そ
ん
な
ハ

レ
も
使
い
方
次
第
で
は
大
当
た
り
だ

 
河
城

く

 
撃
て

バ
ブ
ル
ド
ラ
ゴ
ン

 
ま
た
違

た

を
取
り
出
す
と
そ
こ
か
ら
大
き
な

が
出
て
く
る
と

弾
を

み
込
む

そ
し

て 
ぼ
ん

 

の
中
で

発
し

は
弾
け
と
ん
だ

 
耶
狛

や
る

 
河
城

ま
だ
ま
だ

戦
機
 
飛
べ

三
平
フ

イ
ト

 
リ

ク
が
変

し

と

ト
エ
ン

ン
が
出
て
く
る
と
高

で
飛
び
回
り
な
が
ら
突
進
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撃
を
仕
掛
け
て
く
る

 
耶
狛

小

 
自
身
を

小
さ
せ
に
と
り
の

撃
を

々
と
回

し
て
い
く

 
河
城

食
ら
い
や
が
れ

 
高

で
飛
び
な
が
ら

弾
を

と
し
て
く
る

今
の
こ
の
状
態
で

弾
を
食
ら
え
ば
た
だ
で
は

ま
な
い
だ
ろ
う

ま

あ
く
ま
で
も
対
策
が
で
き
な
け
れ
ば
の
話
だ
が

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 

を

り
防
御
体
制
を
と
る

そ
し
て
に
と
り
が

と
し
た

弾
は

発
し
何
本
も
ん
の
水

が
上
が

た

 
河
城

ど
ん
な
も
ん
だ
い

 
耶
狛

ふ
は
は
は
は
は

か
ぬ

か
ぬ

て

 
河
城

嘘
で
し

 
水

が
消
え
る
と

た
空

を
消
し
体
を
元
に

す

に
と
り
も
あ
り

な
い
と
い

た

を
し
て
い
た

 
耶
狛

行
く
よ
皆
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弾
幕
で
狼
を
再
び
作
り
上
げ
一

に

に
と
り
へ
と
襲
い
か
か
ら
せ
る

 
河
城

ま
だ
ま
だ

 
水

を

え
狼
達
に
向
か

て
発

し
消
し
て
い
た
が
こ
こ
で
様
子
が
変
わ
る

 
河
城

く

 
先
程
よ
り
も
水

の
火
力
が
弱
い
よ
う
に
感
じ
た

も
し
か
し
て
あ
れ

て

料
切
れ
な
ん

じ

な
い
か
と
思

た

 
河
城

な

な

耶
狛

Ｇ

ト
を
も

と
安
く
し

 
て
売

て
あ
げ
る
か
ら
勝
負
は
こ
こ
ま
で
に

 
耶
狛

に
と
り
ち

ん
良
い
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
る
勝
負
に

 
勝

て
こ
そ
食
べ
る
ご
飯
が
最
高
な
ん
だ
よ

 
河
城

い
や
あ
の
そ
ろ
そ
ろ

料
が

 
や

り
予
想
通
り
の

料
切
れ
か

そ
れ
に
勝
負
を
始
め
る
前
に
値
切
り
バ
ト
ル

て

た
も
ん

ど

ち
み
ち

め
て
も
勝

て
も
変
わ
ら
な
い
な
ら
こ
の
ま
ま
お

を

え
つ
つ
勝

た
方
が
良
い

 
耶
狛

そ
れ
じ

に
と
り
ち

ん
覚
悟
を
し
て
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河
城

に

逃
げ
る
ん
だ
よ

 

中
を
見
せ
て
逃
げ
て
い
く
が
狩
り
の
最
中
で

中
を
見
せ
る
と
い
う
行

は
死
を
意
味
す
る

よ 
耶
狛

理

 
理
神
の
狼

女

 
ス

ル
を
唱
え
マ
ス

の
力
を
自
身
に
上

せ
さ
せ
る

そ
し
て
空
気
を
思
い

き
り

飛

ば
し
逃
げ
て
い
く
に
と
り
を
追
撃
す
る

 
河
城

ち

ち

と

 
耶
狛

じ

あ

 

で

く
頭
を
殴
る
と

 
ピ
チ

ン

 

弾

が
鳴
り

き
に
と
り
は
地
面
に

ち
て
い

た

そ
う
し
て
こ
の
勝
負
も
自
身
が
勝

を

め
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す
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う
む

 
怠
惰

そ
ん
で
ど
う
ゲ

ム
の
方
は

 

 

出
来
て
お
る

や

と
モ
ン
ゾ

ラ
を
ク
リ
ア
し
た

 
所
じ

わ
い

 
怠
惰

ま
だ
ま
だ
冒
険
は
始
ま

た
ば
か
り
気
を
引
き

め

 
な
い
と

 

 

う
む

 
怠
惰

因
み
に
皆
さ
ん
は
も
し
も
世
界
の
半
分
を
や
る
か
ら

 
我
が

門
に
下
れ
な
ん
て

わ
れ
た
ら
下
る

下
ら

 
な
い

 

 

何

に
⻯
王

 
怠
惰

何
と
な
く
聞
い
て
み
た
く

で
も
怠
惰
さ
ん

い

 
た
事
が
あ
る
ん
だ
よ

ビ
ル

ス
や

て
て

 

 

何
じ

 
怠
惰

ハ

ゴ
ン

て
あ
ん
な
小
さ
か

た

け
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何
を

て
お
る
あ
れ
が
普
通
じ

ろ

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
の
記
憶
だ
と
結

身
⻑
あ

て

と
か
を

 
投
げ

て
て
近

戦
闘
仕
掛
け
て
く
る
イ
メ

が

 
あ

て
さ

 

 

何
じ

そ
れ

 
怠
惰

気
の
せ
い
か
な

ま

良
い
や

て
ド
ラ
ク
エ
の
話

 
し
か
し
て

け
ど

え

と
と
り
あ
え
ず
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 

 

次
回
は
し

か
り
後
書
き
出
来
る
よ
う
に
頑

る
か

 
ら
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
３
０
話
 
食
べ
物
を
探
し
て

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

日
は

ち
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

マ

で
す
ん
ま
せ
ん
し

た

で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す
の
で
今
回
も
ど
う

 
に
と
り
と
の
戦
い
に
勝

し

サ
イ
ン
を
決
め
る

そ
し
て
こ
の
弾
幕
ご

こ
を
見
て
い
た

河
童
達
も

手

を
送

て
れ
た

と
り
あ
え
ず
地
上
に
降
り
て
に
と
り
を

す
る
と

 
河
城

た
た
た

聞
い
て
は
い
た
し
理
久
兎
の
戦
い
も
知

 
て
は
い
た
け
ど
同
じ
よ
う
に
容

な
い

 
耶
狛

ま

 
河
城

や
れ
や
れ

は

い
に
く
い
こ
と

 
耶
狛

と
り
あ
え
ず

Ｇ

ト
を
出
来
る

り
安
く
し

 
て
下
さ
い
な

 
最
新

か
け
ご
飯
機
を
要

す
る
と
に
と
り
は

手
を
上
げ
て

い
す
る
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河
城

ま

勝
負
す
る
前
に
も

た
け
ど
さ

弾
幕
ご

 

こ
を
中
断
し
て
く
れ
れ
ば

に
し
て
あ
げ
よ
う

 
か
と
思

た

て
の
に

 
耶
狛

う

ん
マ
ス

く
で

程
怖
い
も
の
は
な
い

 

て

て
た
か
ら

 
河
城

ま

そ
り

そ
う
だ

売
す
る
上
で

程
怖
い
物

 
は
な
い

分
か

た
本
来
は

す
る
所
を

 
で
良
い
よ

 
耶
狛

わ

い

 
こ
れ
で
夜
食
の

か
け
ご
飯
が
よ
り
美
味
し
く
な
る

 
河
城

そ
れ
じ

完
成
し
た
ら
地
霊
殿
ま
で

達
さ
せ
る
よ

 
お
金
は

意
し
て
お
い
て

 
耶
狛

オ

 
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
買
い
物
は

ん
だ
し
ど
う
し
よ
う
か
な

そ
う
だ
マ
ス

に

を
入

れ
て
こ
れ
ま
で
の
報
告
を
し
よ
う
か
な

そ
し
た
ら
そ
の
後
の
指

を

ご
う
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耶
狛

決
め
た

に
と
り
ち

ん

事
が
で
き
た
か
ら
行
く

 

そ
れ
じ

Ｇ
機
は
頼
む

 
河
城

は
い
は
い
約
束
は
守
り
ま
す
よ

 
そ
う

い
ま
た
行
き
と
同
じ
よ
う
に

の
中
に

イ
ブ
す
る
の
だ

た

深
い

底
か
ら
出
て

空
を
へ
と
飛
ぶ
と
目
を
閉
じ
て

じ
る

 
耶
狛
マ
ス

聞
こ
え
て
ま
す
か

ど
う

 
と

話
を
飛
ば
す
と
返
事
が
帰

て
き
た

 
理
 
あ

聞
こ
え
る

そ
れ
で
調
査
は
ど
う
だ

ど
う

 
耶
狛
そ
れ
が
結

複
雑
み
た
い
で
さ

 
理
 
そ
う
か
知

て
る

で
大
雑

で
も
い
い
か
ら
教

 
え
て
く
れ
ど
う

 
耶
狛
そ
れ
じ

教
え
ち

う

 
そ
う
し
て
マ
ス

に
説
明
を
始
め
る

今
起
き
て
い
る
神
道
仏
教
道
教
の
者
達
に
よ
る

宗
教
戦
争
の
事
マ
ミ
ゾ
ウ
お

ち

ん
か
ら
教
え
て
も
ら

た
幻
想
郷
か
ら
希
望
と
い
う
感
情

が
消
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

う
こ
と

そ
し
て
そ
の
黒
幕
が
丑
三
つ
時
つ
ま
る
所
の
深
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夜

時
頃
に
人
里
に
現
れ
る
事
等
々
を
説
明
す
る

 
耶
狛
そ
ん
な
感
じ
か
な

 
理
 
成
る
程
な
地
上
だ
と
そ
ん
な
面
白
そ
う
な
事
が
起
き
て

る
の
か
よ
良
い
な

行
き
て

な

謹
慎
な
か

た
ら

行

て
た
の
に
な

 
耶
狛
私
は
こ
の
後
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
な

 
理
 
お
前
の

き
に
す
れ
ば
い
い
こ
こ
で
切
り
上
げ
て
帰
る

も
良
し

て
そ
の
真
の
黒
幕
と
や
ら
を

め
上
げ
る

 
も
良
し

き
に
決
め
な
よ

ど
う

 
と

わ
れ
た
が
や
る
こ
と
は
決
ま

て
い
る

 
耶
狛
も
ち
ろ
ん
私
は

て
黒
幕
を

め
上
げ
る
よ

 
理
 
そ
う
か
い
な
ら
こ
の
件
は
俺
か
ら

姫
に
報
告
し
て
お

く
よ
改
め
て

う
が
耶
狛
こ
の
件
は
全
て
お
前
に
一
任

す
る
後

の
な
い
選

を
し
ろ
よ
ど
う

 
耶
狛
ウ
イ

ス
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理
 
へ
い
へ
い
そ
ん
じ

通
信
切
断

 
マ
ス

の

が
消
え
る

こ
れ
で
や
る
べ
き
事
は
決
ま

た

そ
の
異
変
の
黒
幕
を

く

り
あ
げ
て
や
ろ
う

 
耶
狛

そ
う
と
決
ま

た
ら
ど
う
し
よ
う
か
な

 
時
間
的
に
ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
魔
理

ち

ん
の
弾
幕
と
い
う
お
や
つ
を
食
べ

て
少
し
は
お

が
ふ
く
れ
た
が
そ
れ
で
も
空

な
の
は
間
違
い
な
い

 
耶
狛

下
に
降
り
て
食
べ
れ
そ
う
な
物
を
探
そ
う

 
下
に
降
り
お
兄
ち

ん
に
負
け
た
こ
と
の
な
い

覚
を
使
い
食
べ
物
が
な
い
か
を
探
す

匂

い
を

い
で
い
る
と

特
な
香
り
が
し
て
く
る

こ
れ
は

の
匂
い
だ

 
耶
狛

こ
れ
は

か
な

 
マ
ス

の
作
る

に
は
必
ず

が
入

て
い
る
た
め
す
ぐ
に
分
か
る

更
に
何
か
少
し

い
匂
い
が
漂

て
く
る

 
耶
狛

何
の
匂
い
だ
ろ

 

心
と
興
味
に
負
け
て
そ
の
方
向
へ
と
歩
く
と

の

か
ら
匂
い
が
漂

て
る

調
べ
て
み

る
と
白
い
じ

が
い
も
み
た
い
な
物
か
ら

を

ま
み
た
く
な
る
ぐ
ら
い
の
強

な
匂
い
が
す
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る 
耶
狛

何
こ
れ
く
ち

い

 
前
に
マ
ス

が
買

て
き
た
ド
リ
ア
み
た
い
な
あ
ん
な
変
な
匂
い
が
し
て
き
て
何
か
無
理

だ

す
る
と

 

 

そ
れ
は

 
何
か
口
を
マ
フ
ラ

で

す
男
が

む
ら
か
ら
出
て
き
て
こ

ち
に
や

て
来
た

そ
の
男
の

人
は
私
の
持
つ
激

の
何
か
を
見
つ
め
る
と

 
男
性

す
ま
ん
が
そ
れ
を

て
く
れ
な
い
か

 
耶
狛

え

こ
ん
な
激

物
を

 
男
性

俺
は
知
ら
な
い
が

き

き
が
あ
る
代
物
み
た
い
だ

 
な
ボ

い
や
仲
間
が

華
で

な
物
が
物
が
食
べ

 
た
い
わ
と
か

い
出
し
て
な
仲
間
の

前
が
ト
リ

 
フ
を
取

て
き
て
れ
と

わ
れ
て
こ
う
し
て
取
り
に

 
来
た
わ
け
だ

 
耶
狛

災

だ

こ
ん
な
く
ち

い
物
を
取
り
に
行
け
と
か



 第４３０話 食べ物を探して

 
さ

 
可
愛
そ
う
だ
な
と
思

て
し
ま
う

ま

く
激

物
と
は
お
さ
ら
ば
し
た
い
か
ら

論
な
話

で

る
つ
も
り
だ

 
耶
狛

私
に
必
要
な
い
か
ら

る
よ

そ
れ
に
く
ち

い
し

  
男
性

そ
う
か
助
か
る

 
男
性
に
ト
リ

フ
を
渡
す

す
る
と
男
性
は
ポ

ト
か
ら

布
を
取
り
出
し
お
金
を
取
り
出

す
と

 
男
性

せ
め
て
も
の
礼
だ
受
け
取

て
く
れ

 
耶
狛

い
い
の

 
男
性

あ

生

な
話
で
こ
う
い

た
物
の
匂
い
が
分
か
ら

 
な
く
て
な
探
す
の
が
一

だ

た
所
だ
そ
れ
に

 
か
が
見
つ
け
て
い
た
ら
買

て
こ
い
と
か

わ
れ
て

 
金
も
持

て
い
る
次
第
だ
か
ら
な

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ
な
ら

り
が
た
く

う
よ

お
金
が
あ
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れ
ば
人
里
で

と
か
食
べ
れ
る
し

 
男
性
か
ら
お
金
を

う
と
ポ

ト
に
し
ま
う

 
男
性

さ
て
と
ト
リ

フ
は
見
つ
か

た
か
ら
な
俺
は
行
か

 
せ
て
も
ら
う

じ

あ
な

 
そ
う

い
男
性
は
マ
フ
ラ

を
な
び
か
せ
な
が
ら
去

て
い

た

 
耶
狛

不
思
議
な
人
だ
な

ま

良
い
か
人
里
で
お

 
を
食
べ
て
時
間
ま
で

て
よ

 
そ
う
し
て
資
金
を

た
耶
狛
は

を
食
べ
に
人
里
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
あ
り
が
と

 

 

お
い
コ
ラ
怠
惰

 
怠
惰

ヘ
ブ
ラ

シ
ブ

 

 

様
ま
た

ち
し
た
な

 
怠
惰

ご
め
ん

て
ば
久
々
の
学

登

で

れ
て

ち
ま



 第４３０話 食べ物を探して

 

た
ん
だ
よ

約

時
に

て
起
き
た
の
朝
の

時

 
だ

た
よ

 

 

お
主
な

れ
て
も
の
も

え
ぬ
わ
い

 
怠
惰

ん
と
う
に
め
ん
ぼ
く
な
い

 

 

は

 
怠
惰

え

と
こ
ん
な

に
な

た
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま

 
で
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
第
４
３
１
話
 
遭
遇
の
黒
幕
は
無
表
情
娘

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

こ
こ
最
近
に
な

て

ち
が
激
し
く
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

や

り
自

生
活
か
ら
一
変
す
れ
ば
こ
う
な
る
の
か
な

失
礼
そ
れ
で
は

く
な
り
ま

し
た
が
本
編
に
ど
う

 

を
食
べ
終
え
た
耶
狛
は
深
夜
ま
で
時
間
が
あ
る
た
め
人
里
か
ら
出
て

ス
ポ

ト
を
探

し
て
い
た

 
耶
狛

何
処
に
し
よ
う
か
な

 
何
処
に

よ
う
か

そ
う
い
え
ば
昔
に
マ
ス

が

ノ
上
で

て
た
と
か
何
と
か
昔
に

て
た
よ
う
な

そ
れ
な
ら
と
思
い
あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
気
を
見
つ
け
登

て
太
い

の
上
で

そ
べ
る

 
耶
狛

ご
つ
ご
つ
し
て
て

に
く
い
な

 
ど
う
し
よ
う
か

よ
く
マ
ス

は
我

も
時
に
は
必
要
と

て
た
し
我

を
し
よ
う
か
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な 
耶
狛

私
に
は
無
理
だ
よ

 
仕
方
な
く
下
に
降
り
て

の

を

に
し
て
眠
る

 
耶
狛

い
い
気
分

 
さ

き
に
比
べ
て
と
て
も

や
す
く

花
の
香
り
が
心
地
よ
い

そ
う
し
て
深
夜
ぐ
ら
い
に
な

る
ま
で

て
過
ご
す
の
だ

た

日
が

ん
で
い
き
夕

け
空
へ
と
変
わ
り
更
に
日
が

ん
で
夜

と
な
り
人
々
の

が
聞
こ
え
な
く
な

て
深
夜
へ
と
変
わ
る

 
耶
狛

う

ん
は

 
よ
く

た
な
と
思
う

何
時
も
は
家
事
や
ら
す
る
た
め
に

な
ん
て
出
来
た
も
の
で
は
な
い

が
た
ま
に
は
こ
う
い

た
事
が
出
来
る
の
が
楽
し
か

た
り
す
る

 
耶
狛

今
何
時

 
何
て

い
な
が
ら

の

を

る
と
⻑

が
グ
ル
ン
グ
ル
ン
に
乱
れ
更
に
は

で

い
こ
と

に
な

て
い
る
の
が
容

に
分
か
る

 
耶
狛

い
ち
大
事
だ
こ
れ

 
と

訳
の
分
か
ら
な
い
事
を

き
つ
つ
目
を

り
な
が
ら
起
き
上
が
る

何
時
も
な
ら
お
兄
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ち

ん
や
さ
と
り
ち

ん
ま
た
は
運
が
良
い
と
マ
ス

に

の

と
か
は
手
入
れ
を
し
て
く
れ

る
た
め
あ
ま
り
自
分
で
や

た
事
が
な
い
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

水

び
し
て

を
直
そ
う

 
近
く
の

へ
と
向
か
う

物
を
起
き
服
を
脱
ぎ
そ
し
て
本
当
の
正
体
で
あ
る
狼
の
姿
へ
と
体

を
変
化
さ
せ

へ
と
飛
び
込
む

 
耶
狛

あ

こ
れ

き
し
か
出
来
な
い
や

 
手
が
プ
ニ
プ
ニ

に
な

て
い
る
た
め

き
し
か
出
来
な
い
こ
と
に
気
づ
く

と
い
う
か

お
兄
ち

ん
み
た
い
に
本
来
の
姿
に
あ
ま
り
な
ら
な
い
か
ら
感
覚
を

れ
て
し
ま
う

と
い

て

も
体
が
大
き
い
た
め

が
地
面
に
つ
く
か
ら

き
す
る
必
要
も
な
い
が

 
耶
狛

ふ
へ

や

り
温
泉
が
い
い
な

 
サ
バ
イ
バ
ル

み
た
い
な
感
じ
だ
か
ら

は
無
し
に
し
な
い
と

か
ら
出
て
体
を

り

て
い
る

を
脱
水
さ
せ

か
せ
る

 
耶
狛

ふ

 
元
の
人

に

り

の

の
水
気
を
手
で

り
と
り
服
を
着
る

 
耶
狛

完
・
全
・
復
・
活
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マ
ス

お
兄
ち

ん
さ
と
り
ち

ん
お

ち

ん

く
で
人
と
会
う
や

す
る
と
き

は
身
な
り
に
気
を
使
う
べ
し
と

わ
れ
て
い
る
か
ら
し

か
り
し
な
け
れ
ば

 
耶
狛

よ

し
異
変
解
決
し
ち

お
う

 
そ
う
し
て
準
備
を
整
え
て
決
戦
の
地
で
あ
る
人
里
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
耶
狛

わ

い
や
こ
れ

 
人
里
か
ら
不

な
空
気
が
漂
い
自
分
の

生
の
直
感
が
騒
ぐ

こ
れ
は
危
険
で
あ
る
と

す
る

と
人
里
の
方
に
人
影
が
見
え
る

 
耶
狛

出
た
な
妖
怪

覚
悟

 

で
そ
の
影
へ
と
殴
り
か
か

た
そ
の

間

 

キ
ン

 

の
一
撃
は

さ
え
つ
け
ら
れ
た

何
事
と
思
う
と
同
時
に
月
明
か
り
が
そ
の
者
を

ら

す 
蓮
 

て
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

あ

蓮
く
ん
だ

 
つ
ば

り
合
う
の
を

め
て
互
い
に

え
を
や
め
る



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
蓮
 

何
し
て
い
る
ん
で
す
か
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

そ
う

う
蓮
く
ん
だ

て
何
し
て
る
の

こ
こ
は
危

 
な
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

や

り
耶
狛
さ
ん
も
感
じ
て
い
る
ん
で
す

こ
の

 
不

な
空
気
を

 
耶
狛

ま

そ
れ
も
あ
る
け
ど
何
よ
り
も

生
の
直
感

て

 
の
が
あ
る
か
ら

そ
れ
に
さ

き
か
ら
変
な
匂
い

 
が
す
る
ん
だ
よ

い
と
い
う
か
古
く

も
れ
た

 

品
の
匂
い
が

 
と
匂
い
の
す
る
方
向
を
向
く
も
そ
こ
に
は
お
面
を

頭
部
に
着
け
た
女
の
子
が
立

て
い
た

 

 

だ
お
前
ら
は

 
お
面
が
い
つ
の
間
に
か
チ

ン

し
少
女
は

だ
と
聞
い
て
き
た

 
耶
狛

私

私
は
バ
ル
ム
ン
ク

フ

ザ
リ
オ

 
蓮
 

え

え

と
あ

ア
イ
ザ

ク

シ

ナ
イ

で

 
良
い
の
か
な
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あ
れ
か
光
の

子
と

黒
の
風
の

 
蓮
 

て

違
い
ま
す
よ

て
い
う
か
何
で
現
世
の

 
ネ

を
知

て
い
る
ん
で
す
か

 
流

は
お
兄
ち

ん
も
密
か
に

め
る
ツ

コ
ミ

当
だ

そ
う
い
う
所
は
し

か
り
ツ

コ

ミ
を
し
て
く
れ
る
か
ら

き
な
だ
け

グ
が

え
る
よ

 

 

そ
う
か
な
ら
私
は
⻑

 
蓮
 

わ
せ
な
い
し
や
ら
せ
ま
せ
ん
よ

 

 

 
お
面
が
お

さ
ん
の

い
た

の
よ
う
な
感
じ
に
な

た

あ
れ
ど
う
や

て
お
面
を
変
え
て

る
の
か
な

ま
さ
か
彼
女
は
現
世
の

で
聞
く
エ
ン

テ
イ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
の
マ

シ

ン
な

の
か
な

 
蓮
 

女
は
い

た
い
ど
ち
ら
様
で
す
か

 

 

こ
こ
ろ

秦
こ
こ
ろ

 
お
面
が
お
多

に
変
わ
る

ど
ん
な
感
じ
で
変
わ

て
い
る
の
か
な
あ
れ
は

 
蓮
 

妖
怪

で
良
い
ん
で
す
よ
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秦
 

女
の
そ
の
刀
と
同
じ
種
族

て
所
か
な

 
蓮
 

つ
ま
り

つ
く
も
が
み神

て
事
で
す
よ

 
秦
 

そ
う
そ
の

神
で
も
お
面
の

神

 
へ

こ
の
子
お
面
の

神
な
ん
だ

だ
か
ら
お
面
を
コ
ロ
コ
ロ
変
え
れ
て
る
の
か
な

今
は

白

を
塗

た
女
性
の

だ
が

 
秦
 

そ
れ
よ
り
も
私
の
希
望
の
面
を
知
ら
な
い
か

こ
の

 
ま
ま
だ
と
感
情
が
暴
走
し
て
人
里
い
え
こ
の
世
界
か

 
ら
感
情
が

 
蓮
 

お
面
で
す
か

 
秦
 

そ
う
お
面

 
耶
狛

お
面

 
あ

た
か
な
お
面
な
ん
て

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
が

は

 
耶
狛

お
面

お
面

お
面

 
い
や
で
も
何
処
か
で
お
面
な
ら
見
た
こ
と
あ
る

か
マ
ス

が
始
末
書
に
追
わ
れ
て
い
て
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そ
れ
で
こ
い
し
ち

ん
が

そ
う
だ
こ
い
し
ち

ん
が
お
面
ら
し
き
物
を
持

て
た
な

 
耶
狛

お
面

て
あ
れ
か
な

 
秦
 

何

知

て
い
る
の
か

 

が
変
わ
ら
な
い
が
お
面
が
口
が
空
い
た

の
よ
う
な
お
面
に
変
わ

た

あ
れ

て
表
情
の

変
わ
り
に
変
え
て
る
の
か
な

 
耶
狛

う
ん
マ
ス

の
義
妹
ち

ん
に
当
た
る
子
が
私
の

 
コ
レ
ク
シ

ン

て

て
た
な

て

 
蓮
 

こ
い
し
ち

ん
が
持

て
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

多
分

そ
れ
が
こ
の
子
の
探
し
て
る
面
と
は

ら
な

 
い
け
ど

 
秦
 

返
せ

返
し
や
が
れ

 

人

う

 
蓮
く
ん
と
ハ
モ

ち

た
け
ど
何
か
突
然
キ
レ
出
し
た
ん
だ
け
ど
あ
の
子

は
無
表
情
だ

が
キ
レ
た
証
拠
に
お
面
が
⻤
み
た
い
な
お
面
に
変
化
し
て
る

そ
ん
な
に
大
切
な
物

い
や
大

切
か
人
の
感
情
が
消
え
て
し
ま
う
と
か

う
の
だ
か
ら
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秦
 

う

こ
の
ま
ま
だ
と
本
当
に

ぐ

 
蓮
 

大
丈
夫
で

 
耶
狛

蓮
く
ん
危
な
い

 
蓮
を

さ
せ
る
と
無
数
の
気
の

が

び
立

た

そ
し
て

刀
を

え
る
た
こ
こ
ろ
は
何

処
か
ら
と
も
な
く
お
面
を
大

に
出
現
さ
せ
た

 
秦
 

返
せ

返
せ
返
せ

 
こ
れ
は
や
る
気
満
々

て
所
で
良
い
の
か
な

ど
う
や

て

め

い
や

め
る
と
ま
で
は

行
か
な
く
て
も

急
処
置
と
い
う
方
法
が
あ
る

そ
れ
を
す
れ
ば
少
し
は
ま
と
も
に
な
る
か

 
耶
狛

蓮
く
ん
協
力
し
て
あ
の
子
を
助
け
る
た
め
に

 
蓮
 

え

分
か
り
ま
し
た
協
力
し
ま
す

 

人
の
知

よ
り

人

人
と
合
わ
さ

た
文

の
知

の
方
が

て
事
を
教
え
て
あ

げ
よ
う

 
秦
 

返
せ

 
そ
う
し
て
人
里
の
真
夜
中
の
戦
い
は
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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お
ぬ
し
な

 
怠
惰

マ

で
す
ん
ま
せ
ん

 

 

い
く
ら

ド
が
気
持
ち
よ
す
ぎ
る
と
い
え
ど

 
続
し
て
や
ら
れ
る
と
の

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

や

り

掛
け
布
団
の
強
さ
が
分

 
か
る
よ

 

 

し
ば
き
あ
げ
る

 
怠
惰

す
ん
ま
せ
ん

 

 

ま

た
く

そ
れ
で
次
の
話
は
つ
い
に
黒
幕
と
の

 
対
決
じ

な

 
怠
惰

え

黒
幕
こ
と
秦
こ
こ
ろ
ち

ん

は
無
表
情
だ

 
け
れ
ど
も
仕

な
ど
が
可
愛
い
と
の
事
で
人
気
が

 
あ
る
キ

ラ
で
ご
ざ
い
ま
す

 

 

う

や
は
り
実
力
は

 
怠
惰

え

あ
る
よ

そ
れ
に
技
が
意
外
に
も
こ
ん
な
面
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ま
で

み
た
い
な
お

い
要

的
な
技
が
あ

 
た
り
と
見
て
い
て
可
愛
い
ら
し
い
キ

ラ

て
感

 
じ
だ
よ

 

 

そ
う
い
え
ば
そ
な
た

方
キ

ラ
じ

と

が

 
怠
惰

俺
は
平
等
主
義
者
で
皆

き
だ
よ

 

 

聞
い
た
の
が
バ
カ
じ

た
わ
い

 
怠
惰

い
な

ま

で
も
次
回
の

こ
こ
ろ
を
お
楽
し

 
み
に

そ
れ
で
は
深
夜
の
投
稿
と
な
り
ま
し
た
が

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
３
２
話
 
協
力
対
決
 

秦
こ
こ
ろ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

流

に

続
は

ち
し
な
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

流

の

続
と
な
る
と
救
い
よ
う
が
な
い
で
す
よ

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
今
回
も
ど
う

 
真
夜
中
の
丑
三
つ
時
と
な

た
人
里
で
人
々
の
運
命
を

け
た
戦
い
が
始
ま

て
い
た

 
耶
狛

い
け

狼
ち

ん

 
蓮
 

神
楽

 
弾
幕
か
ら
作
り
だ
し
た
狼
ち

ん
達
と
蓮
く
ん
が
作

た
強
面
の
⻤
が
こ
こ
ろ
へ
と
向
か

て

い
く

だ
が

 
秦
 

邪
魔

 
何
処
か
ら
と
も
な
く

刀
を
出
し
た
か
と
思
う
と
狼
を

散
ら
し
蓮
く
ん
の
強
面
の
⻤
の

を

切
り

と
す

 
耶
狛

う
わ

容

な
い
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蓮
 

耶
狛
さ
ん

が
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕
掛
け
ま
す
な
の

 
で
援

を
お
願
い
し
ま
す

 
耶
狛

任
さ
れ
た
よ

 
蓮
く
ん
が
刀
を

え
て
こ
こ
ろ
へ
と

を

め
た

私
は

わ
れ
た
通
り
に
援

の
た
め
の

弾
幕
狼
達
を
大

に
出
現
さ
せ
る

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん

 
こ
こ
ろ
を
弾
き
飛
ば
し
た
の
を
見
計
ら
い

を

え
て

 
耶
狛

行

て
皆

 
狼
達

あ

ん

 
弾
幕
狼
達
は
こ
こ
ろ
へ
と

を
向
け
て
空
を

け
て
い
く

 
秦
 

獣
が
近
づ
く
な

 
だ
が
こ
こ
ろ
は
弾
き
飛
ば
さ
れ
た
状
態
で

手
に
扇
を

え
る
と

楽
の
よ
う
に
回
転
し
狼

を
退
け
る

 
蓮
 

少
し

が

れ
る

手
で
す

 
耶
狛

大
丈
夫

私
は

れ
て
も
サ
ク

と
治
る
か
ら
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蓮
 

い
や
あ
の

意
味
分
か

て
ま
す

 
耶
狛

が

れ
る
ん
で
し

 
あ
れ
何
か
間
違
え
た
か
な

間
違

て
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
秦
 

お
い
コ
ラ
私
を
無
視
し
て
ん
じ

な
い

 

い
て
話
を
し
て
い
た
の
が
気
に
く
わ
な
い
の
か
こ
こ
ろ
は
強
い
口
調
で

て
く
る

 
耶
狛

は
無
表
情
だ
け
ど
感
情
の
レ

ト
リ

が
多
く

 
あ

て
面
白
い

 
秦
 

め
る
な

ず
か
し
い
だ
ろ

 

て
る
お
じ
さ
ん
の
お
面
に
な
り

を

し
た

こ
い
し
ち

ん
と
は
あ
る
意
味
で
真

な

感
じ
だ
な
と
思

た

だ
が

れ
て
は
な
ら
な
い

こ
れ
は
弾
幕
ご

こ
の
最
中
で
あ
る
と
い
う

事
を

 
耶
狛

あ
り

 

れ
て
る

を

い

を

ば
し
突
き

撃
を
仕
掛
け
る
が
サ

と

リ

リ
で

け
ら
れ

た 
秦
 

だ
な
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の
お
面
に
一

な

た
か
と
思
う
と
ま
た
⻤
の
お
面
に

る

 
蓮
 

本
当
に

で
す
よ
そ
れ
は

 
耶
狛

蓮
く
ん
や
こ
こ
ろ
ち

ん
に
教
え
て
あ
げ
る
勝

た

 
ら
勝
者
だ
よ

 
蓮
 

い
や
あ
の
そ
れ
ア
リ
に
向
か

て
ア
リ
の
よ
う
だ
と

 

う
の
と
同
じ
で
す
よ

 
あ
れ
ま
た
間
違
え
た
か
な

日
本
語
の

葉

て

し
い
よ

 
秦
 

勝

た
ら
勝
者
な
ら
勝

て
み
せ
よ
う

 
老

の
お
面
を

る
と
こ
こ
ろ
は
ス

ル
を
唱
え
た

 
秦
 

面
 

人
地
を

う

 
と

唱
え
た
そ
の
直
後

自
分
と
蓮
く
ん
の

元
が
輝
き
だ
す
の
に
に
気
づ
く

 
耶
狛

け
る
よ
蓮
く
ん

 
蓮
 

 
呼
び
掛
け
を
し
て
す
ぐ
に
後
退
す
る
と
下
か
ら
お
面
と

い
気
の

が
現
れ
天
へ
と
上
が

て

い

た

あ
や
う
く
当
た
る
と
こ
ろ
だ

た
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秦
 

や
る
な

 
耶
狛

み
掛
け
る
よ

 
蓮
 

は
い

 
蓮
く
ん
と
共
に
今
度
は

人
で

み
掛
け
る

 
秦
 

 
だ
が
こ
こ
ろ
も
負
け
じ
と
老

の
お
面
に
な
る
と
無
数
の
弾
幕
を

て
き
た

 
耶
狛

蓮
く
ん
私
の
後
ろ
に

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
蓮
が
後
ろ
に
行
く
の
を
見
計
ら
い

で
棒
回
し
し
て
弾
幕
を
弾
く

を
作
り
上
げ
る

 
耶
狛

そ
ら

そ
ら

そ
ら

そ
ら

 
蓮
 

い

 
秦
 

こ
れ
な
ら
ど
う
だ

 
女
の
よ
う
な
お
面
に
な
る
と
巨
大
な
弾
幕
を
高

で

て
く
る

 
耶
狛

蓮
く
ん

 
蓮
 

え
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棒
回
し
を

め
て

を

え
る
と

 
耶
狛

か

と
び

ム
ラ
ン

 

を
思
い

き
り
フ
ル
ス
イ
ン
グ
で

り
弾
幕
を
こ
こ
ろ
へ
と
弾
き
飛
ば
す

そ
れ
を
合

と
分
か

た
の
か
蓮
く
ん
は
弾
い
た
弾
幕
の
後
ろ
に

れ
つ
つ
目
の
前
へ
と
入
り
こ
こ
ろ
へ
と
向

か

て
い
く

 
秦
 

こ
れ
ぐ
ら
い
造
作
も
な
い

 
ま
た
お
面
が
⻤
み
た
い
な
お
面
に
変
化
す
る
と

刀
で
真

二
つ
に
し
た

間
に
蓮
く
ん
が
斬

り
か
か

た
が

 

キ
ン

 
蓮
く
ん
の
刀
と
こ
こ
ろ
の

刀
が
ぶ
つ
か
り
合
う

空
か
さ
ず
小
さ
な
弾
幕
を
こ
こ
ろ
へ
と

つ 
耶
狛

蓮
く
ん

け
て

 
蓮
 

な

 
一

で
蓮
が
す
ぐ
に
後
退
す
る
を

し

を

る
い

 
耶
狛

大



 第４３２話 協力対決  秦こころ

 

た
弾
幕
を

大
さ
せ
巨
大
弾
幕
へ
と
変
化
さ
せ
る

 
秦
 

く

ま
だ
だ

 
蓮
く
ん
と
同
様
に
巨
大
化
弾
幕
か
ら
逃
げ

び
た
こ
こ
ろ
は
狐
の
よ
う
な
お
面
に
変
化
さ
せ
る

と 
秦
 

怒
面
 
怒
れ
る
忌
狼
の
面

 
気
を

て

無

に
こ
ち
ら
に
向
か

て
来
る

 
耶
狛

仕
方
な
い
私
が

め
ま
す
か

 
蓮
 

い
え
耶
狛
さ
ん
こ
こ
は

が

め
ま
す
の
で
追
撃

 
を
お
願
い
し
ま
す

 
そ
う

た
蓮
く
ん
は
前
へ
と
出
て
何
か
紙
を

え
る

 
秦
 

な
ら
お
前
か
ら
だ

 
蓮
 

式

 

流
反
撃
必
殺

 
式
神
の

か

だ

た
け
が

に

大
な
霊
力
を

て
現
れ
た

 

グ

バ
イ

 
ド
ゴ
ン
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秦
 

く

 
強

か
つ
美
し
い

跡
を

す

り
は
見
事
に
こ
こ
ろ
に
命
中
し
た
に
は
し
た
が
と

さ
に

手
の
扇
子
で

ド
し
た
た
め
吹

飛
ば
さ
れ
る
だ
け
と
な

た

 

い
反

神

 
秦
 

お
の
れ

 
蓮
 

て

 
そ
う

う
と

を
手
元
に

し
た

こ
う
見
る
と

士
い
や
ポ

ピ

モ
ン
ト
レ

ナ

み
た

い 
秦
 

お
の
れ

ま
だ

ま
だ
負
け
な
い

お
面
を
取
り

 
す
そ
の
時
ま
で

 
狐
の
面
と
な

て
い
る
こ
こ
ろ
は

手
に
扇
子
を

え
る
と

り
出
す

だ
が
あ
の

り
か
ら

は
嫌
な
感
じ
が
す
る

 
耶
狛

く
る
よ
蓮
く
ん

 
蓮
 

え

 
秦
 

ラ
ス
ト

ド
 
モ
ン
キ

ポ

シ

ン
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り
と
共
に
無
数
の
弾
幕
が
飛
び
交
い
始
め
る

 
蓮
 

不
規
則
す
ぎ
て

 
耶
狛

よ

と

 

に
美
し
く
舞
い
な
が
ら
の
弾
幕
は
見
て
い
て
楽
し
い
が
い
ざ
受
け
る

と
な
る
と
話
は
別

だ
よ

で
弾
き
続
け
て
い
る
け
ど
き
り
が
な
い

 
耶
狛

蓮
く
ん

を
作
れ
る

 
蓮
 

ど
の
く
ら
い
で
す
か

 
耶
狛

 
蓮
 

そ
こ
は
増
や
さ
な
い
で
減
ら
す
の
が

で
す
よ

 
耶
狛

な
ら

だ
け
で
い
い
か
ら

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
蓮
は
ま
た
紙
を

え
こ
こ
ろ
へ
と
イ
ン
フ

イ
ト
を
仕
掛
け
た

そ
の
間
に
少
し
で

も

く
行
動
で
き
る
よ
う
に

を

る
い
続
け
る

 
蓮
 

い
け

狗
神

 
狗
神

が
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狗
神
ち

ん
の

が

く
と
向
か

て
く
る
弾
幕
が
全
て
か
き
消
え
る

目
を
閉
じ
一
転
集

中
を
し

に
こ
の

日
で

め
た
希
望
の
感
情
を
与
え
る

そ
し
て
回
転
を

め
て

え
る

 
耶
狛

行
く
よ

 
そ
し
て
一
気
に
こ
こ
ろ
へ
と

近
す
る

 
秦
 

こ
の

 
弾
幕
が
向
か

て
く
る
が

い
や
い
つ
の
間
に
か
変
化
し
て
る

刀
で
弾
幕
を

す
る

 
蓮
 

あ
の

刀
は

て
い
や
今
は
後
だ

狗
神

 
狗
神

仕
方

な

 
弾
幕
を
斬

て

し
て
い
る
と
狗
神
ち

ん
が
こ

ち
に

け

て
く
る
と
私
を

中
に

せ
る

 
狗
神

り

と
さ
れ
る
な
よ

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

 
狗
神
ち

ん
は
弾
幕
に

す
る
こ
と
な
く
果

に
突

込
ん
で
行
く

 
秦
 

来
る
な

 
狗
神

い
け
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狗
神
ち

ん
が
私
を
思
い

き
り
投
げ
飛
ば
す

刀
を

え
そ
し
て

 

キ
ン

ピ
チ

ン

 
一

と
同
時
に

弾

が
鳴
り

く

こ
の
勝
負
は
私
と
蓮
く
ん
と
の
勝

と
な

た
の
だ

た
 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

流

に
今
日
は
し

か
り
し
て
お
る
な

 
怠
惰

ま

続
の
失
敗
を
す
れ
ば

 

 

や
は
り
そ
な
た
は

ド
の
誘
惑
に
は
勝
て
ぬ
よ
う

 
じ

の

 
怠
惰

自
然
と
す

と
い
く
ん
だ
よ

不
思
議
は
事
に

  

 

や
れ
や
れ
じ

な

 
怠
惰

本
当
に
す
ん
ま
せ
ん
後

も
し
て
い
る
し
反

も
し
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て
ま
す

 

 

れ
て
も
の
も
い
え
ぬ

 
怠
惰

ハ
ハ

そ
れ
と
明
日
も
投
稿
は
し
ま
す

日
に

 

ち
し
て
サ
ボ

ち

た
か
ら

 

 

当
た
り
前
じ

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
訳
な
ん
で
お
願
い
し
ま
す
そ
れ
で
は
そ

 
ろ
そ
ろ
今
回
は
終
わ
り
に
し
ま
す
か

 

 

う
む

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
サ
ラ

バ



 第４３３話 神道と仏教と道教

 
第
４
３
３
話
 
神
道
と
仏
教
と
道
教

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ド
ラ
イ
ブ
と

さ
れ
つ
れ
回
さ
れ

て

分
程
で

酔
い
し
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に
中
学
時
代
は

て

分
で
酔
う
と
い
う

り
物
が
大
嫌
い
と

い
う
ぐ
ら
い

り
物
酔
い
が
激
し
い
で
す

さ
て
こ
ん
な
リ
ア
ル
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
本
編
へ

ど
う

 
こ
こ
ろ
を

し
深
夜
の
人
里
に
ま
た
不

で
は
な
い
静
け
さ

る

 
耶
狛

ざ

と
こ
ん
な
も
ん
か
な

 
蓮
 

見
事
で
す

 
耶
狛

ま

 
そ
れ
に
蓮
く
ん
が
い
た
か
ら
案
外
に
も
簡
単
に
勝
て
た
の
が
大
き
い

 
蓮
 

で
も

本
的
な
解
決
に
な

た
の
か
な

 
耶
狛

何
が
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蓮
 

だ

て
希
望
が
な
い
か
ら
暴
走
し
て
た
の
に
弾
幕
ご

 

こ
で
勝

た
か
ら

て
そ
の
暴
走
が
消
え
る

て

 
訳
じ

 
耶
狛

か
に
普
通
な
ら

け
ど
私
が
最
後
に
し
た
あ
れ

 
は
違
う
ん
だ
よ

 
と

て
い
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
こ
こ
ろ
が

い
て

方
に
や

て
く
る

そ
れ
を
見

た
蓮
く
ん
は
刀
の

に
手
を

え
る

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
よ

意
は
な
い
で
し

 
秦
 

う
ん

何
か
さ

き
よ
り

ち
着
い
た
感
じ
な
く
な

 

て
た
希
望
が
少
し

い
て
く
る

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
何
を
し
た
ん
で
す
か

 
耶
狛

そ
れ
は

私
が
集
め
た
希
望
を
こ
こ
ろ
ち

ん
に
注

 
入
し
た
の

 

刀
を
見
せ
な
が
ら

う
と
蓮
く
ん
は
案
の
定
で

い
た

を
し
た

こ
の

刀
の
本
来
の
力

は
物

に
感
情
や
命
を
与
え
る
代
物

だ
か
ら
こ
そ
元
々
は
命
が
な
か

た
こ
こ
ろ
ち

ん
だ
か
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ら
こ
そ
こ
の

刀
が
使
え
た

た
だ
問

も
あ

た
り
は
す
る
が

 
耶
狛

で
も
こ
ん
な
の
気
休
め
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
何
と

 
か
し
て
こ
こ
ろ
ち

ん
の
お
面
を
見
つ
け
な
い
と
い

 
け
な
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

急
処
置

て
所
で
す
か

 
蓮
く
ん

う
通
り
所
詮
は

急
処
置
だ

だ
か
ら
何
と
か
し
て
こ
こ
ろ
ち

ん
の
お
面
を
取
り

す
必
要
が
あ
る

 
秦
 

そ
う
か

 
お

さ
ん
の
よ
う
な
面
に
な
る
と
今
度
は

て
い
る
お
面
に
な
る

 
秦
 

で
も
あ
り
が
と
う

 
耶
狛

う
う
ん

て
い
る
な
ら
お
互
い
様
だ
よ

 
蓮
 

し
か
し

く
こ
い
し
ち

ん
を
見
つ
け
な
い
と

 
耶
狛

で
も
こ
い
し
ち

ん

が

い
し
そ
れ
に
お
面

 
を
見
つ
け
て
さ
と
り
ち

ん
や
マ
ス

に
自

し

 
て
た
こ
い
し
ち

ん
を
見
る
と
お
面
を
取
る
に
取
れ
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な
い
ん
だ
よ

 
だ
か
ら

る

こ
い
し
ち

ん
が
可

想

て
の
も
あ
る
け
ど
こ
こ
ろ
ち

ん
も
可

想

て

の
も
あ

て

む
に

ん
で
し
ま
う

 
蓮
 

い

い
で
す

そ
れ

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ
よ

マ
ス

な
ら
こ
う

と

 
解
決
し
ち

う
ん
だ
ろ
う
け
ど
私
は

 
こ
う
い
う
時
に
マ
ス

だ

た
ら
と
思

て
し
ま
う

い
や

メ
だ

メ
だ

こ
れ
は
マ
ス

が
私
に
課
し
た
任
務
な
ん
だ
か
ら
私
が
し

か
り
最
後
ま
で

け
な
い
と
で
も

ん
で
し

ま
う

 
耶
狛

う

ん
そ
う
だ
こ
う
い
う
時
は
読
者
様
の

に
任
せ

 
よ
う
か
な

先
は
こ
れ
か
ら
下
に

 
蓮
 

ア
ウ
ト

絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い

 
秦
 

そ
れ
は

め
方
が
良
い

 
流

に
不
味
か

た
か

な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な

 
秦
 

な
ら
私
が
そ
い
つ
と
対
決
し
て
勝

て
入
手
す
れ
ば
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事
解
決
だ
ろ

 
狐
面
と
な

た
こ
こ
ろ
は

に
手
を
当
て
て
向
け
を

り
な
が
ら
ム
フ

と
ド

を
し
て
く

る

ま

そ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
の
か
な

 
蓮
 

そ
れ
が
良
い
の
か

 
耶
狛

ど
う
な
の
か

 
蓮
 

う

ん
ど
う
し
た
も
の
か

 
蓮
く
ん
と
私
は

み
に

ん
で
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

見
つ
け
た
わ

 

 

こ
の
子
が

 

 

う

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が

人
聞
こ
え
る

そ
の
方
向
を
私
達
は
見
る
と
そ
こ
に
は
幻
想
郷

の

女
こ
と

霊
夢

命
蓮
寺
の
高

で
あ
る
聖
白
蓮

解
仙
の
豊
聡
耳
神
子
の

人
が

や

て
来
て
い
た

 
蓮
 

霊
夢

そ
れ
に
聖
さ
ん
に
神
子
さ
ん
も
ど
う
し
て

 
こ
こ
に
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霊
夢

蓮

あ
ん
た
こ
そ
何
で
こ
こ
に
い
る
の
よ

 
蓮
 

そ
れ

の
台

だ
よ

今
ま
で
何
処
に
行

て
た

 
の

 
霊
夢

何

て

い

異
変
解
決
よ

 
蓮
 

嘘
だ
よ

完

に
宗
教
戦
争
を
し
て
た
よ

 
霊
夢

ク

 
何
か
夫

喧
嘩
が
始
ま

ち

た
ん
だ
け
ど

 
耶
狛

は

や
れ
や
れ

 
神
子

も
う

い
た

の
か

 
耶
狛

う
ん
終
わ

た
よ

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

 
こ
の
人
達
の
出
番
は
も
う
な
い
と
思
う

何

な
ら
異
変
解
決
は
終
わ
り
そ
う
だ
し

 
神
子

お
前
は
何
処
か
で

あ
は
た
の
か
わ
か
つ

秦
河
勝
の
面
か

 
耶
狛

え

知

て
る
の

 
神
子

あ

か
狸
か
ら
希
望
が
ど
う
の

て

わ
れ
た
が
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何
が
ど
う
な

て
い
る
ん
だ

 
秦
 

私
の
面

 
耶
狛

う

ん
と
何
処
か
ら
話
そ
う
か
な

 
知

て
い
る
事
を
で
き
る

り
で

し
く
そ
し
て
私
が
し
た
事
を
神
子
ち

ん
と
聖
ち

ん
に

話
す

霊
夢
ち

ん
は
蓮
く
ん
と
口
喧
嘩
中
の
た
め
聞
い
て
な
い

 
耶
狛

て
感
じ

 
聖
 

耶
狛
さ
ん
ご

様
で
す

 
神
子

あ

を

う

し
か
し
面
か

よ
し
な
ら
そ
の
面

 
を
私
が
新
し
く
作

て
や
ろ
う

元
を
た
だ
せ
ば
私

 
が
河
勝
に
作

て
送

た
の
だ
か
ら
な

 
秦
 

え

 
そ
れ
が
本
当
な
ら
こ
い
し
ち

ん
が

し
む
事
も
な
い
し
こ
こ
ろ
ち

ん
も
お
面
が

て
と

事
解
決
だ

 
耶
狛

良
か

た

こ
こ
ろ
ち

ん

 
秦
 

あ

感
謝
す
る
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お
面
が

と
こ
に
な

て
口
調
も
明
る
い

そ
れ
ぐ
ら
い
嬉
し
い
の
だ
ろ
う

 
聖
 

ふ
ふ

事
解
決

と
は
ま
だ
い
き
そ
う
も
な

 
い
で
す

あ
れ
を
見
て
い
る
と

 
神
子

本
当
に
な

 
聖
ち

ん
と
神
子
ち

ん
が
見
る
方
向
を
見
る
と

 
霊
夢

だ
か
ら
神
社
の

者
を
増
や
す
た
め
に

 
蓮
 

そ
う
だ

た
ら

め
に
一

こ
と
わ

て
か
ら

 

て
く
れ
る
か
な

そ
れ
が
普
通
だ
よ
霊
夢

 
霊
夢

何
よ
あ
ん
た
だ

て
今
日
は
い
な
り
寿

を
食
べ

 
た
ん
で
し

私
は
今
日
な
に
も
食
べ
て
な
い
わ

 
よ

 
蓮
 

だ
か
ら
何
さ

 
と

何
か
見
て
て
心
が

ん
で
く
る

で
見
る
神
子
ち

ん
と
聖
ち

ん
の

を
見
て
よ

何
と
も

え
な
い

れ

を
し
て
る
よ

 
耶
狛

め
よ
う
か
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聖
 

出
来
る
ん
で
す
か

 
耶
狛

う
ん

 
と
り
あ
え
ず
喧
嘩
す
る

人
の
間
に

て
入
る

 
耶
狛

は
い
は
い
そ
こ
ま
で
そ
こ
ま
で

 
霊
夢

あ
ん
た
邪
魔
よ

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
少
し
引

込
ん
で
も
ら
え
ま
す
か

 

い
こ
こ
ま
で

わ
れ
る
な
ん
て

 
耶
狛

ま

ま

そ
ん
な
に
お
互
い
が
許
せ
な
い
な
ら
弾

 
幕
ご

こ
し
て
決
着
つ
け
れ
な
良
い
ん
じ

な
い
か

 
な

 
霊
夢

え

 
蓮
 

 

人
は
お
互
い
に

み
合
う

こ
れ
は
弾
幕
ご

こ
が

発
し
そ
う
だ

 
耶
狛

だ
し
霊
夢
ち

ん
聖
ち

ん
神
子
ち

ん
と
で

 
チ

ム
組
み
な
よ

私
と
こ
こ
ろ
ち

ん
は
蓮
く
ん
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の
チ

ム
と
し
て

加
す
る
か
さ

 
霊
夢

つ
ま
り
チ

ム
対

弾
幕
ご

こ

て
訳

 
神
子

待
て

私
達
は
や
る
だ
な
ん
て

 
秦
 

私
は
や
る
楽
し
そ
う
だ
か
ら

 
聖
 

あ
ら
こ
こ
ろ
さ
ん
ま
で

 
こ
の
時
に
私
は
マ
ス

の
あ
る

葉
を
思
い
出
し
た

を
大
切
に
す
る
者
な
ら
簡
単
に

怒
ら
せ
れ
る
と
い
う

葉
を

 
耶
狛

あ
れ
れ

怖
い
の

ま

無
理
も
な
い
よ

異
変
が

 
起
き
て
い
る
の
に
初
め

か
ら
気
づ
か
ず
宗
教
戦
争

 
な
ん
て

れ
た
事
し
か
出
来
な
い
宗
教
家
達
の
頭
だ

 
と
こ
れ
が

界
か

自
機
を
降
り
た
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
霊
夢

聖

神
子
の
頭
に

が

か
ん
だ

こ
れ
は
オ
コ
だ

 
霊
夢

良
い
わ
よ
蓮
共
々
あ
ん
た
達
を
退
治
し
て
や
る
か
ら

 
覚
悟
し
な
さ
い

 
神
子

愚

し
た
罪
は
デ
カ
イ
か
ら
な
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聖
 

耶
狛
さ
ん

た
事
に

任
を
感
じ
て
下
さ
い

 
や
る
気

分
で
戦
う

の
私
も
嬉
し
い

り
だ

 
蓮
 

な
ら
霊
夢
が
間
違

て
い
た

て
事
を
教
え
て
あ
げ

 
る
よ

 
秦
 

面
白
そ
う

 
耶
狛

そ
ん
じ

行
く
よ

 
そ
う
し
て
３
Ｖ
Ｓ
３
に
よ
る
団
体
戦
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
も
あ
り
が

う

 

 

れ

 
怠
惰

す
ま
な

オ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

 

 

ま

た
く

こ
や
つ
は

 
怠
惰

ご
め
ん
ま
だ
酔
い
が
覚
め
な
く
て

 

 

り
物
に
弱
い
の

じ

が
そ
れ
よ
り
も

女
と
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若
造
と
の
間
に

く

が
入

た
の

 
怠
惰

か
に

ど
ん
な
に
仲
が
良
く
て
も
喧
嘩
は
あ

 
る
も
の
だ
よ

 

 

ま

か
に
の

 
怠
惰

さ
さ
い
な
事
で

レ
が
生
じ
て

な
ん
て
こ
の

 
世
で
は
ザ
ラ
だ
か
ら

 

 

怖
い
の

 
怠
惰

皆
さ
ん
は
こ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
し

か
り
と
修

 
復
を
し
よ
う

 

 

う
む

 
怠
惰

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
こ
の

で
終
わ
ろ
う

 
か

 

 

じ

な

そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
３
４
話
 
団
体
戦
 

霊
夢
・
聖
・
神
子

 
こ
ん
に
ち
は
読
者
様

話
飛
ば
し
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
事
を
や
ら
か
し
て
し
ま

た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

本
当
に
申
し
訳
な
く
思
い
反

し
て
お
り
ま
す

そ
し
て
今
回
の
話
は
一

部
の
ス

ル
の
改
変
そ
し
て
オ
リ
ス

カ
が
あ
る
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
久
々
の
最

投
稿
で
の
飛
ば
し
て
し
ま

た
話
を
ど
う

 
深
夜
の
人
里
で
本
日
第
二
回
の
弾
幕
ご

こ
が

り

げ
ら
れ
て
い
た

 
霊
夢

あ
ん
た
達

大
人
し
く
退
治
さ
れ
な
さ
い

 
蓮
 

嫌
だ

 
主
に
こ
の

人
が
中
心
と
な

て
起
き
て
い
る
が

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ
見
え
る

見
え
る

物
理
と

う
名
の

 
弾
幕
と
デ
リ

ト
過
ぎ
て
弱
い
弾
幕
が

 
聖
 

物
理
は
余
計
で
す
耶
狛
さ
ん
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神
子

デ
リ

ト
で
弱
い
も
余
計
だ

 
秦
 

こ
う
や

て
挑
発
し
た
ら
怒
る
ん
だ
な

 
と

耶
狛
が
蓮
と
霊
夢
と
い
う
火
種
に

を
注
ぎ

上
し
て
い
る
の
が
現
状
だ

 
耶
狛

行

け

狼
ち

ん
達

 
援

で
無
数
の
狼
を
出
現
さ
せ
霊
夢
ち

ん
聖
ち

ん
神
子
ち

ん
に
一

に

つ

そ
れ
を

見
た
蓮
く
ん
と
こ
こ
ろ
ち

ん
は
す
ぐ
さ
ま
後
退
す
る

 
霊
夢

邪
魔
よ

 
神
子

ど
け

 
聖
 

ふ
ん

 
だ
が
流

は
幻
想
郷
の
宗
教
家

頭
格
だ
け
あ

て
こ
ん
な
程
度
は

で
も
な
い
と

わ
ん
ば

か
り
に
狼
ち

ん
達
が
消
し
飛
ん
だ

 
耶
狛

や
る

 
蓮
 

こ
こ
は

が

神
楽

 
秦
 

私
も
行
く

 
刀
を

え
る
と
強
面
の
⻤
が

体
現
れ

人
に
襲
い
か
か
り
そ
れ
に
続
き
狐
面
の
こ
こ
ろ
ち
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ん
が

刀
を

え
て
続
く

 
聖
 

で
り

 
神
子

こ
の

 
聖
ち

ん
は
⻤
と

勝
負
で
つ
ば

り
合
い
と
な
り
神
子
ち

ん
は
刀
で
⻤
と
交
戦
す
る

そ
し
て
こ
こ
ろ
ち

ん
は

た
霊
夢
ち

ん
に

刀
で
交
戦
し
だ
す

こ
う
な
る
と
私
が
や
れ

る
事
は
ち

と
し
た
援

の
み
だ

 
耶
狛

大

 
一

を

き
能
力
を

る
う
と
蓮
く
ん
の
出
し
た
強
面
の
⻤
達
は
巨
大
化
す
る

 
聖
 

く

 
神
子

 
蓮
 

力
が

 
あ
ま
り
の
力
に
聖
ち

ん
も
神
子
ち

ん
も
吹

飛
ば
さ
れ
た
だ
ろ
う

だ
が
私
に
出
来
る
の

は
そ
れ
だ
け
じ

な
い
の
だ
よ

⻤
達
が
更
な
る
追
撃
を
す
る
が
た
め
に
殴
り
の
姿

を
取

た

間
 
耶
狛

小
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と

一

を

き
能
力
を
使
う
と
目
に

ま
ら
ぬ

さ
で

人
を
殴
り
か
か

た

こ
の
仕

掛
け
の

ネ
は
単

に
間
合
い
つ
ま
り

を

小
さ
せ
る
こ
と
に
よ

て
殴
る
動
作
を

く
し

て
い
る
の
だ

因
み
に

 
霊
夢

く
な

た

 
秦
 

い

 
こ
こ
ろ
ち

ん
に
も
作

さ
れ
て
い
る
の
か

い

 
聖
 

耶
狛
さ
ん
を

め
に

し
ま
し

う

 
神
子

そ
の
意
見
に
は

同
す
る

 
聖
 

な
ら
ま
ず
あ
の
怪
物
を
お
願
い
で
き
ま
す
か
私
は

 
霊
夢
さ
ん
を
助
け
て
き
ま
す

 
神
子

良
い
だ
ろ
う

 
何
か
私
が
真

先
に

さ
れ
る

的
に
な

た

い
ん
だ
け
ど

神
子
ち

ん
は

を

え
る

と 
神
子

人

 

悪
は
古
の
良
き

な
り

 

か
ら
巨
大
な
レ

ザ

が
発

さ
れ
蓮
く
ん
の
強
面
の
⻤
達
を

き
消
し
飛
ば
す

そ
し
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て 
蓮
 

と

 
耶
狛

い

力

 
自
分
達
の
方
に
ま
で
向
か

て
き
た
た
め
す
ぐ
さ
ま

け
る

 
聖
 

霊
夢
さ
ん

け
て
く
だ
さ
い

 
霊
夢

よ

と

 
秦
 

う
わ

と
と

 
聖
の
飛
び

り

リ

リ
で

け
た
こ
こ
ろ
は

方
へ
と

る

 
耶
狛

や
る

 
霊
夢

な
ら
こ
れ
は
ど
う

 
そ
う

い
霊
夢
ち

ん
は
お

い
棒
を

え
る
と

 
霊
夢

手
を

し
な
さ
い
よ
仙
人

 
神
子

女
に
手
を

す
の
は

だ
が
良
い
だ
ろ
う

 
そ
う

う
と

人
は
同
時
に
口
を
開
き

 

人

信

心
増
大

願
の
儀
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何
こ
の

人
い
つ
の
間
に
合
体
ス

ル
な
ん
て
作

た
の

神
子
ち

ん
が
無
数
の
小

弾

幕
を

つ
と
同
時
に
霊
夢
ち

ん
が
お

弾
幕
を

て
く
る

 
耶
狛

何
時
作

た
の

 
神
子

何
時

て

 
霊
夢

今

度
よ

 
何
こ
の

人
え
ら
く
意
見
が
合
う

な
ら
や
る
こ
と
は

方
も

つ
だ
け
か
な

 
耶
狛

蓮
く
ん
力
を

し
て

 
蓮
 

え

 
耶
狛

行
く
よ

 
蓮
 

来
た
れ
狗
神

 
蓮
く
ん
と
私
は
同
時
に
口
を
開
き

 

人

狗
と
狼
の
凶

 
ス

ル
を
唱
え
る
と
私
と
蓮
く
ん
は
狗
神
に

り
弾
幕
を

ち
な
が
ら

無

に

け
回

る 
耶
狛

ご
め
ん

狗
神
ち

ん
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狗
神

わ
ん

そ
れ
よ
り
も
お
前
の
兄
に
我
の

姿
を
伝

 
え
て

し
い

 
耶
狛

え

あ

う
ん

 
ま
さ
か
死
ぬ
気
か
死
ぬ
気
な
の
か
な
そ
れ
は

る
ん
だ
け
ど

 
蓮
 

狗
神
そ
れ
は
後

 
狗
神

後
で
頭
か
ら

る
か
ら
覚
悟
し
て
お
け
小

 
仲
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で

弾
を
撃
ち
な
が
ら

り
を
見
る
と
こ
こ
ろ
ち

ん
は
聖
と
一

討

ち
を
し
て
い
て
聖
ち

ん
の
強

な
一
撃
が
来
そ
う
だ

た
た
め
援

と
し
て
弾
幕
を

る

 
聖
 

く
つ

 
秦
 

す
ま
な
い

 
こ
れ
で
良
し

そ
し
て

手
を
し
て
い
る
霊
夢
ち

ん
と
神
子
ち

ん
へ
と
近
づ
き
蓮
く
ん
は

刀
を
私
は

を

る
う

 
神
子

や
る
な

 
霊
夢

仲
が
良
い
わ

蓮

本
当
に

 

け
た

人
と
い
う
か
霊
夢
ち

ん
の

が
⻤

み
た
く
な

て
い
て
怖
い
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耶
狛

え

え

と
ご
め
ん

蓮
く
ん
は
私
の

イ
プ
じ

 
な
い
か
ら
安
心
し
て

で
良
い
ん
だ
よ

 
蓮
 

さ
り
げ
な
く
デ

ス
る
の

め
て
も
ら

て
良
い
で

 
す
か

 
因
み
に
私
の

イ
プ
は
お
兄
ち

ん
み
た
い
に
真
面
目
で
私
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
人
が
良
い

な 
霊
夢

イ
チ

イ
チ

し
て
ん
じ

な
い
わ
よ
蓮

 
神
子

八
つ
当
た
り
し
て
る
み
た
い
だ
な

 
等
と

う
が
霊
夢
ち

ん
の
弾
幕
は
物

い
密
度
を

る

そ
し
て
ス

ル
を

え
る
と

 
霊
夢

 
陰
陽
飛

 
巨
大
な
陰
陽
玉
を

方
へ
と

て
き
た

 
狗
神

ち

 
狗
神
ち

ん
が
急
降
下
す
る
が

 
ピ
チ

ン

 
狗
神

く

小

い
け
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私
達
を

り

う
と
ド
ロ
ン
と

を
上
げ
て
消
え
た

そ
の

イ
ミ
ン
グ
を

て
か

 
聖
 

天

 

の
五
行
山

 
巨
大
な
手
の
弾
幕
が
上
か
ら
私
達
に
目
掛
け
て
チ

プ
し
て
き
た

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
ゴ
ン

 
耶
狛

う
ぐ

 
あ
ま
り
の

撃
に
空

に

ビ
が
入

た

何
て
恐
ろ
し
い

力
だ
こ
ん
な
の
ま
と
も
に
受
け

た
ら

と
た
ま
り
も
な
い
よ

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん

 
神
子

い

少
年

 
蓮
 

く

 
蓮
く
ん
は
向
か

て
き
た
神
子
ち

ん
と
つ
ば

り
合
い
を
始
め
た

 
耶
狛

こ
の

 
聖
 

耶
狛
さ
ん
覚
悟
を

 
霊
夢

そ
ら
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霊
夢
ち

ん
が
弾
を
撃

て
き
た

こ
の
ま
ま
だ
と

弾
す
る

 
秦
 

面
 

人
地
を

う

 
聖
ち

ん
の

元
か
ら

い

の

が
上
が
る

 
聖
 

 
体
制
を

し
た
た
め
巨
大
な
手
が
消
え
る

す
ぐ
さ
ま

を

る
い
弾
幕
を

開
し
霊
夢

ち

ん
の

撃
を
防
ぐ

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
こ
こ
ろ
ち

ん

 
秦
 

さ

き
の
礼
だ

 

撃
を

け
た
聖
ち

ん
は
霊
夢
ち

ん
と
合
流
す
る

 
霊
夢

白
蓮

 
聖
 

え

 
霊
夢
ち

ん
は
お

を
聖
ち

ん
は

を

え
る
と

 

人

二
大
宗
教
九

身
法

 
と
口
を
合
わ
せ
て

う
と
聖
ち

ん
が
目
に
も

ま
ら
ぬ

さ
で

動
し
な
が
ら

撃
し
霊

夢
ち

ん
が
お

を
飛
ば
し
て
く
る
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耶
狛

ぐ
ぬ
ぬ

 
秦
 

私
も
合
体
ス

ル
や

て
み
た
い

 
耶
狛

え

う
ん
良
い
よ
な
ら
や
ろ
う

 
こ
こ
ろ
ち

ん
と

を
合
わ
せ
同
時
に

 

人

面
を

り
し
狼
の
本
性

 
私
と
こ
こ
ろ
ち

ん
が
見
え
な
く
な
る
ぐ
ら
い
の
密
度
の
巨
大
な
弾
幕
を

開
し

く
り
と

し
た

度
で

つ

 
聖
 

こ
の

 
霊
夢

そ
ん
な
も
ん

 
霊
夢
ち

ん
と
聖
ち

ん
は
案
の
定
で
巨
大
な
弾
幕
を

そ
う
と
挑
ん
で
く
る

に
立
つ
こ

こ
ろ
ち

ん
と

を
合
わ
せ

 
耶
狛

行
こ
う
か

 
秦
 

テ
ン

 

を

刀
に
変
え
そ
し
て
こ
こ
ろ
ち

ん
も

刀
を
作
り

え
る
と
一
気
に
突
進
す
る

 
耶
狛

小
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巨
大
な
弾
幕
を

小
さ
せ
小
さ
く
し
た

間
に
私
は
霊
夢
ち

ん
に
こ
こ
ろ
ち

ん
は
聖
ち

ん
に
襲
い
か
か
る

 
秦
 

覚
悟

 
聖
 

な

 
霊
夢

か
に
面
を

た
狼
の
本
性

 
耶
狛

め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
霊
夢

め
て
な
い

 
何
だ

め
て
な
か

た
ん
だ
ち

と

し
い
な

 
聖
 

く

 

方
に
向
か

て
聖
ち

ん
が
吹

飛
ば
さ
れ
て
き
た

聖
ち

ん
の
胸
ぐ
ら
を

み

 
耶
狛

そ
ら

 
思
い

き
り
霊
夢
ち

ん
に
向
か

て
聖
ち

ん
を
投
げ
飛
ば
す

 
霊
夢

ち

 
投
げ
飛
ば
し
た
聖
ち

ん
を
霊
夢
ち

ん
が
受
け

め
た
そ
の
直
後

 
神
子

ぐ



 第４３４話 団体戦  霊夢・聖・神子

 
聖
 

ぐ
ふ

 
霊
夢

あ
ん
た
ま
で

 
神
子
ち

ん
ま
で
飛
ん
で
き
て
霊
夢
ち

ん
の

み
に
よ

て

人
は
掘

立
て
小

に
突

込
み
掘

立
て
小

は

し
た

霊
夢
ち

ん
が

人
の
下

き
に
な

て
た
か
ら
結

そ
う

 
耶
狛

蓮
く
ん
と
こ
こ
ろ
ち

ん
は
大
丈
夫

 
秦
 

問

な
い

 
蓮
 

え

大
丈
夫
か
な
霊
夢

 
等
と

て
い
る
そ
の
時

 

人

悪
童
共
大
調

 
掘

立
て
小

か
ら

人
の

が
聞
こ
え
る
と

し
た
掘

立
て
小

が
吹

飛
び

人

が
弾
幕
を

ち
な
が
ら
現
れ
る

 
霊
夢

よ
く
も
や

た
わ

 
聖
 

も
う
加
減
は

し
ま
せ
ん
よ

 
神
子

宗
教
家
達
を
怒
ら
せ
た
事
を
思
い
し
れ
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こ
れ
は
完

に
オ
コ
だ

無
理
も
な
い
か
掘

立
て
小

に
突

込
ま
さ
れ
た

げ
句
に
全
身

や

ま
み
れ
に
な
れ
ば

と
い
う
か

人
の

撃
が
え
げ
つ
な
く
私
達
を
取
り

む
か
の
よ

う
に
結
界
が

ら
れ
聖
ち

ん
と
神
子
ち

ん
が

く
近

撃
を
行
い
霊
夢
ち

ん
が
弾
を

ち
と

の
な
い

撃
が
襲
い
か
か

て
く
る

 
秦
 

ふ
ん

 
蓮
 

こ
の
ま
ま
時
間
切
れ
ま
で
や
る
と
な
る
と
持
ち
ま

 
せ
ん
よ

 
耶
狛

こ
う
な

た
ら

け
る
し
か
な
い
よ

 
蓮
 

け
る

て
何
を
す
る
ん
で
す
か

 
何
を

け
る

て
そ
ん
な
も
の
決
ま

て
る
で
し

 
耶
狛

大
小
 
大
き
な
葛

と
小
さ
な
葛

 
こ
れ
で
あ
の
子
が
く
れ
ば
何
と
か
な
る

ま
ず
は
小
さ
な
葛

を
開
封
さ
せ
る
と
箱
か
ら
小

の
弾
幕
が
出
て
く
る
と
向
か

て
く
る
弾
に
当
た
り
消

さ
せ
る
が

な
事
に
大
し
た

力
に

な

て
な
い

 
秦
 

本
当
に
大
丈
夫
か
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耶
狛

ま
だ

ま
だ
終
わ

て
な
い
よ

 
最
後
の
思
い
を

し
て
大
き
な
葛

を
開
封
さ
せ
る

 
霊
夢

い
い
加
減
に
し
な
さ
い
よ

 
神
子

頭
を

れ
ろ

 
聖
 

そ
し
て

な
さ
い

 
負
け
な
ん
て

め
て
た
ま
る
か

す
る
と
大
き
な
葛

か
ら
黒
い

気
が

れ
た

 
耶
狛

来
た

蓮
く
ん
こ
こ
ろ
ち

ん

て

 
蓮
 

え

 
秦
 

何
だ
こ
の
気
は

 
耶
狛

ふ

ふ

ふ

行
く
よ

ル
ち

ん

 
大
き
な
葛

か
ら
巨
大
な

こ
と

ル
ち

ん
が
現
れ
る

す
ぐ
さ
ま
蓮
く
ん
と
こ
こ
ろ
ち

ん
の

を

み

ル
ち

ん
の
頭
に
載
る

ル
ち

ん
の
出
現
に
よ
り

て
い
た
結
界
は

さ
れ
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な

た

 
霊
夢

な

何
あ
の

 
聖
 

こ
ん
な
殺
気
を
出
せ
る
な
ん
て
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神
子

気
を

け
ろ
彼
奴
は

大
き
い

じ

な
い

 

ル
ち

ん
は

人
を
見
下
す
と
口
を
開
く

 

ル

度
は
耶
狛
さ
ま
の
願
い
に
よ
り

上
し
た
我
が

 
名
は
ミ

ド

ル
ド
の
大

ル

 
耶
狛

ル
ち

ん
や

ち

て

 

ル

知

 

ル
ち

ん
の
巨
体
を
生
か
し
た
突
進
が

人
を

か
せ
そ
し
て
吹

飛
ば
す

 
霊
夢

そ
ん
な
の
あ
り

 
神
子

こ
ん
な
者
を

し
て
い
た
と
は

 
聖
 

こ
の

 

人
が
弾
幕
を

開
す
る
が
無

だ
よ

ル
ち

ん
の

い

に
は
そ
ん
な
ち
ん
け
な

撃
な
ん
て
通

し
な
い
ん
だ
か
ら

 
蓮
 

耶
狛
さ
ん
こ
れ
は
一
体
な
ん
で
す
か

 
耶
狛

ル
ち

ん
だ
よ

 
秦
 

て
こ
ん
な
感

な
ん
だ
な
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耶
狛

と
り
あ
え
ず

ル
ち

ん
と
ど
ろ
を

い
て
彼
女
達

 
の
動
き
を
封
じ
て

 

ル

了
解
い
た
し
た

 

人
を

い

む
か
の
よ
う
に

ル
ち

ん
が
動
き
見
事
に

人
を
巨
体
で

い

む
と

 
耶
狛

蓮
く
ん
こ
こ
ろ
ち

ん
行
く
よ

 
蓮
 

わ
か
り
ま
し
た

 
秦
 

分
か

た

 

ル
ち

ん
か
ら
飛
び
出
し

い

む

人
に
向
か

て
近

撃
を
仕
掛
け
る

 
霊
夢

や

て
く
れ
る
わ

 
耶
狛

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
神
子

こ
れ
も
計
画
の
う
ち
か
い

 
蓮
 

さ

て
分
か
り
ま
せ
ん

 
秦
 

耶
狛
に
は

か
さ
れ
る
ば
か
り
だ

 
聖
 

そ
う
み
た
い
で
す

 
と

い
な
が
ら
ぶ
つ
か
り
合

て
い
る
と

ル
ち

ん
は

々
に
と
巨
体
を

め
上
げ
て
い
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く 
耶
狛

脱
す
る
よ

 
一

で
蓮
く
ん
と
こ
こ
ろ
ち

ん
と
私
は

脱
を
す
る

そ
し
て
霊
夢
ち

ん
達
が
追
い
か
け

て
く
る
所
で

ル
ち

ん
が

き

き

め
上
げ
た

 
耶
狛

終
わ
り
か
な

 
秦
 

勝

た
な

 
蓮
 

い
や
ま
だ
で
す

 
蓮
く
ん
が

た
そ
の
時

 

人

最
後
の
ト
リ
ニ
テ

リ
リ

ン

 

め
上
げ
た
中
で

人
の

葉
が
聞
こ
え
る
と

ル
ち

ん
の
巨
体
が

飛
ば
さ
れ
た

 

ル

く

申
し
訳
な
い
耶
狛
さ
ま
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
ご

 
ざ
い
ま

す

 
と

ル
ち

ん
は
謝
罪
の

葉
を

う
と
大
き
な
葛

に

い
込
ま
れ
消
え
て
い

た

 
耶
狛

お

と

 
ま
さ
か

ら
れ
る
と
は

か
に
最
後
の

て
事
は
つ
ま
り
ラ
ス
ト

ド

て
事
か
な

全
力
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技
で
あ
る
ラ
ス
ト

ド
な
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
な

 
霊
夢

危
な
か

た
わ
本
当
に

 
神
子

だ
が
こ
れ
で
終
わ
り
だ

 
聖
 

お
覚
悟
を

 
霊
夢
ち

ん
は
追

弾
幕
を
聖
ち

ん
は
回
転
し
な
が
ら

が
る
弾
幕
を
神
子
ち

ん
は
レ

ザ

を
と

人
の
弾
幕
が
向
か

て
く
る

さ

き
の
調

よ
り
か
は
世
話
し
な
く
は
な
い
た

め
と
り
あ
え
ず
時
間
切
れ
ま
で
何
と
か

え
る
し
か
な
い
か
な

 
蓮
 

 

は
い
は
い

 

ち

ん
が
現
れ
る
と

を
ば
ら
ま
く
と
霊
夢
ち

ん
の
弾
幕
が
全
て

ち

ん
が

た

分
目
掛
け
て
飛
ん
で
い
く

 
耶
狛

な
ら
私
は
神
子
ち

ん
の
弾
幕
を

し
ま
す
か

 
秦
 

そ
れ
な
ら

さ
ん
の
弾
幕
は
任
せ
ろ

 
私
は
ス

ル
を

え
て
そ
し
て
詠
唱
す
る

 
耶
狛

理

 
理
神
の
狼

女
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マ
ス

の
力
を

り
て
向
か

て
く
る
レ

ザ

を

で
全
て
弾
き
飛
ば
す

そ
し
て
こ

こ
ろ
ち

ん
は
何
処
か
ら
か
正
月
と
か
で
見
る

子
舞
の
面
を

る
と

を
吹
き
出
し
弾
幕
を
消

さ
せ
る

 
神
子

レ

ザ

を
弾
き
飛
ば
し
た
だ
と

 
聖
 

で
消
す
と
は

 
霊
夢

る
わ

そ
れ
と
蓮
あ
ん
た
本
当
に
覚
悟
し
な

 
さ
い
よ

 
蓮
 

勝
負
は
い
か
る
な
る
と
き
も
全
力
だ
よ

 
耶
狛

ご
も

と
も
だ

 
秦
 

全
力
か

 
追

弾
幕
を
回

し
レ

ザ

を
弾
き
回
転
弾
幕
を
消

さ
せ
た
り
と
防
御
を
と

て
い
る
と

人
の

撃
が

ま
る

 
霊
夢

な

 
聖
 

時
間
切
れ
で
す

 
神
子

こ
こ
で
か
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ど
う
や
ら
時
間
切
れ
み
た
い
だ

私
は
蓮
く
ん
と
こ
こ
ろ
ち

ん
と

を
合
わ
せ

く

 
耶
狛

な
ら
見
せ
て
あ
げ
る

 
蓮
 

こ
れ
が
本
当
の
ラ
ス
ト

ド

 
秦
 

覚
悟
し
ろ

 

人
各
々
で
最
後
の
ス

ル
で
あ
る
ラ
ス
ト

ド
を
唱
え
る

 
耶
狛

ラ
ス
ト

ド
 

ナ
テ

オ

ゲ

ト

 
秦
 

ラ
ス
ト

ド
 

面

心
舞
 
暗
黒
能
楽

 
蓮
 

ラ
ス
ト

ド
 
金

舞

 
こ
こ
ろ
ち

ん
は
神
子
ち

ん
に
向
か

て
お
面
を
投
げ
つ
け
一
気
に
近

り
蓮
く
ん
は
金

の
姿
に
な
り
霊
夢
ち

ん
へ
と
間
合
い
を

め
よ
り
上
空
へ
と

き
上
げ
そ
し
て
私
は
オ
ル
ち

ん
に

か
り
聖
ち

ん
へ
と
突
進
す
る

 
聖
 

私
だ
け
で
も

 
耶
狛

狼
は
決
し
て

た

物
は
逃
さ
な
い
ん
だ
よ

 
聖
 

は

 
聖
ち

ん
と
オ
ル
ち

ん
が
ぶ
つ
か
り
合
う

だ
が
そ
こ
は

に
間
合
い
だ

す
ぐ
さ
ま
聖
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ち

ん
の

後
へ
と

り

 
耶
狛

さ
よ
う
な
ら

 
聖
 

し
ま

 

に
よ
る
強

な
一
撃
を
聖
へ
と

ち
そ
し
て
そ
の
後
に
オ
ル
ち

ん
に
よ
る

続

撃
が
決
ま
る

そ
し
て
同
時
に
こ
こ
ろ
ち

ん
は
と
い
う
と

 
神
子

め

目
が
回
る

 
秦
 

と
ど
め

 
何
を
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
い
る
神
子
ち

ん
に

刀
の
一
撃
が
入

る

最
後
に
上
空
で
は

 
霊
夢

覚
え
て
な
さ
い
よ
蓮

 
蓮
 

で
り

 
霊
夢
ち

ん
に
強

な
一
刀

断
が
決
ま

た

そ
し
て

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
人
里
に
三
回
の
大
き
な

弾

が
鳴
り

い
た

こ
の
勝
負
は

 
耶
狛

勝
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秦
 

勝

た

 
蓮
 

比
べ
る
と

い
テ
ン
シ

ン

 
私
達
の
チ

ム
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
そ
し
て
大

 
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 

 

そ
な
た
な

今
年
に
入

て
何
度
目
じ

 
怠
惰

や
ら
か
す
と
ど
ん
ど
ん
増
え
る
よ

も
し
か

 
し
た
ら

年
か
な

 

 

そ
ろ
そ
ろ
斬

す
る
覚
悟
は
あ
る
か
の

 
怠
惰

勘

よ
う
や
く
新
し
く
ボ
デ

が
出
来
た
の
に

 
す
ぐ
に
減
ら
さ
れ
た
ら

に
な
ら
ん
よ

作
る

 
の
に
も
マ
ネ

が
発
生
す
る
ん
だ
か
ら

 

 

や
は
り
や
る
か
の
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怠
惰

だ

待
て
待
て

流

に
勘

し
て

 

 

次
は
な
い
か
ら
の

 
怠
惰

分
か

て
ま
す
よ

多
分

 

 

死
ぬ
か

 
怠
惰

分
か

た
か
ら

と
り
あ
え
ず
解
説
さ
せ
て

 

 

や
れ
や
れ

で
解
説
と
は

 
怠
惰

は
い
は
い
解
説
の

つ
目
は
霊
夢
達
が
使

た
合
体

 
ス

ル
の
悪
童
共
大
調

に
つ
い
て

 

 

う

ど
う
変
化
し
た
ん
じ

 
怠
惰

元
々
は
悪
童
共
じ

な
く
て
面
霊
気
だ

た
ん
だ
け

 
れ
ど
そ
れ
を
怠
惰
さ
ん
は
変

さ
せ
た
ん
だ
よ

本

 
来
は
こ
こ
ろ
ち

ん
が
宗
教
家
達
の

人
と

対

 
の
戦
い
の
時
に
使

す
る
か
ら
面
霊
気
な
ん
だ
け
れ

 
ど
も
怠
惰
さ
ん
の
オ
リ

ナ
ル
要

的
に
耶
狛
そ
し

 
て
蓮
が

入
す
る
か
ら
面
霊
気
に
な

て
し
ま
う
と
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こ
こ
ろ
ち

ん
オ
ン
リ

に
な
る
か
ら
悪
童
共
つ
ま

 
り
イ

ラ
小

共
み
た
い
な
変

に
な

て
い
ま

 
す

 

 

成
る
程
の

そ
れ
と
大
調

は
こ
ら
し
め
る
と
い
う

 
意
味
じ

か
ら
イ

ラ
小

共
を
こ
ら
し
め
る
と

 
い
う
意
味
に
な
る
の

 
怠
惰

そ
の
通
り

そ
し
て
耶
狛
を
中
心
と
し
た
合
作
の
オ

 
リ

ナ
ル
ス

ル
に
つ
い
て
耶
狛
が
こ
の
面
子
の
リ

 

的
な
ん
で
あ
ん
な
感
じ
に
耶
狛
が
中
心
に
作

 
ら
れ
て
い
ま
す
狗
と
狼
は

葉
通
り
に
耶
狛
狼
と

 
狗
神
狗
の
共
闘
を
表
す
た
め
に
ス

ル
ネ

ム
は

 
共
闘
に
し
よ
う
か
と
思

た
け
れ
ど

 

 

け
れ
ど

 
怠
惰

そ
れ
だ
と

り
が
な
い
か
ら
狗
神
の
凶
暴
性
か
ら
も

 
じ

て
凶

に
な

た

て
感
じ
だ
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う

  
怠
惰

そ
し
て
こ
こ
ろ
ち

ん
と
の
合
作
の
面

り
し
狼
の

 
本
性
は
狼
は
嘘
つ
き
と
い
う

葉
か
ら
作
ら
て
い
ま

 
す

 

 

う
し
か
し
珍
し
く
製
作
者

ら
し
い
発

を
聞
け

 
た
の

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
が
伝
え
た
か

た
か
ら

こ
ん
な

に
な

 

た
け
れ
ど

 

 

じ

な

本
当
に
気
を

け
ろ
よ

 
怠
惰

あ
い

そ
れ
で
は
⻑
く
な

た
け
れ
ど
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
で
す

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
頼
む

読
者
様

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
３
５
話
 
異
変
終
了
の
お
知
ら
せ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ド
ラ
ビ
ル
の
建

を
し
て
い
て
常
々
と
建

家

ン
ス
が
皆
無
だ
な
と

感
じ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ
が
現

主
人

し
て
い
る
耶
狛
だ

た
ら

い
の
作
れ
た

ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
深
夜
の
人
里
で
の
弾
幕
ご

こ
に
完
全
勝

し
た
耶
狛
達
は
喜
ん
で
い
た

 
耶
狛

勝
て
た
よ

 
秦
 

こ
う
し
て
改
め
て
み
る
と
面
白
い
な

 
蓮
 

大
丈
夫
か
な

 
と

蓮
く
ん
が
心

し
て
い
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

人
は
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ん
で
き
た

 
聖
 

ま
さ
か
負
け
る
と
は
本
日

度
目
で
す

 
神
子

蓮
さ
ん
に

回
も
負
け
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
よ
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聞
い
て
い
る
と
蓮
く
ん
に
本
日

回
も
負
け
て
た
み
た
い
だ

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
当
の
本

人
で
あ
る
蓮
く
ん
は

い
し
て
い
た

 
霊
夢

 
だ
が
霊
夢
ち

ん
は
不
機
嫌
な
の
か

く

方
を

ん
で
き
て
態
度
が
あ
ま
り
よ
ろ
し
く
な

い 
蓮
 

霊
夢
あ
の
さ

 
霊
夢

も
う
知
ら
な
い

あ
ん
た
な
ん
か
勝
手
に
す
れ
ば
良

 
い
じ

な
い

 
蓮
 

え

い
や
だ
か
ら

 
霊
夢

満

満

か
し
ら
私
達
に
勝
て
て

 
蓮
 

そ
ん
な
満

と
か

て
な
い
じ

ん

 
ま
た
こ
の

人
は
喧
嘩
し
だ
し
た
よ

見
て
い
る

方
の
心
が

み
そ
う

 
神
子

や
れ
や
れ

話
喧
嘩
な
ら
よ
そ
で
し
て
く
れ
な
い

 
か

 
聖
 

そ
う
で
す
よ
仲
良
く

し
ま
し

う
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と

人
が
仲
裁
を
し
よ
う
と
試
み
た
が

 
霊
夢

さ
ん
と
仙
人
は

て
て
く
れ
な
い

 
蓮
 

す
み
ま
せ
ん
が
静
か
に
し
て
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 
神
子

な

 
聖
 

い

何
時
も
の
蓮
さ
ん
じ

な
い

 

人
の
怒

に
ビ
ビ

て
後
ず
さ

た

こ
れ
は

め
る
の
は
無
理
そ
う
か
な

そ
れ
に
静

か
に

て

う
け
ど

人
が
静
か
に
し
た
方
が
良
い
と
思
う
だ

て
深
夜
だ
し

 
秦
 

お
互
い
共
に
怒
り
だ
な

な
ら
私
が

め
に

 
耶
狛

ま

あ
れ
だ
と
関
わ
ら
な
い
方
が

策
だ
よ

 
秦
 

そ
う
か

 
耶
狛

う
ん
昔
に
マ
ス

え

と
私
の
主
人
が

話
喧
嘩

 
を
し
た
時
も
あ
ん
な
感
じ
に
近

り
が
た
い

気

 
だ

た
け
ど
時
間
と
共
に
仲
直
り
し
た
か
ら

て

 
お
い
て
時
間
に
身
を

る
の
が
一
番
だ
よ

 
秦
 

そ
ん
な
も
ん
か
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と
こ
こ
ろ
ち

ん
に
話
し
て
い
る
と
気
に
な

た
の
か
神
子
ち

ん
と
聖
ち

ん
も
近

て
き
た

 
聖
 

え

え

と
理
久
兎
様
も

話
喧
嘩
を

 
神
子

あ
の
理
久
兎
が
な

 
耶
狛

ま

あ
の
時
は
マ
ス

は
土
下
座
覚
悟
で
謝

て

 
た
け
ど
さ
と
り
ち

ん
が
中
々
許
さ
な
く

て
大
変

 
だ

た
よ

 
秦
 

ど
こ
も
大
変
そ
う
な
ん
だ
な

 
等
と

て
い
る
が
ど
ん
ど
ん
蓮
く
ん
と
霊
夢
ち

ん
の
喧
嘩
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
く

そ

し
て

 
霊
夢

も
う
帰

て
く
ん
な
こ
の
ボ
ン
ク
ラ

 
蓮
 

全
然

わ
な
い
よ
霊
夢
こ
そ
勝
手
に
し
な
よ

の

 
方
こ
そ
も
う

れ
た
よ

 
霊
夢

あ

そ
う
じ

あ

見
ず
知
ら
ず
の
流

人

 
蓮
 

こ
ち
ら
こ
そ

金
銭

＆

物
が

メ
ツ
イ

女
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様

 
お
互
い
に

中
を
向
き
合
う
と
霊
夢
ち

ん
は
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
び
去

て
い

た

 
聖
 

あ

あ
ら
ぬ
方
向
に

 
神
子

お

お
い
や

り

め
た
方
が
良
か

た
ん
じ

 
な
い
か

 
耶
狛

め
よ
う
と
し
た
ら
蓮
く
ん
と
霊
夢
ち

ん
の
怒
り

 
の

ブ
ル

ン
チ
を
食
ら

て
た
か
も
よ

 
秦
 

そ
れ
は
嫌
だ
な

 
頭
を

手
で

え
る
動
作
を
し
て
こ
こ
ろ
ち

ん
は
少
し

え
る

す
る
と

話
喧
嘩
が
終

わ

た
蓮
く
ん
が

方
に
向
か

て
く
る

 
蓮
 

お
騒
が
せ
し
ま
し
た

 
聖
 

良
か

た
ん
で
す
か

 
蓮
 

良
い
ん
で
す

人
が
心

し
て
い
れ
ば
あ

で
も
な

 
い
こ
う
で
も
な
い

て

そ
れ
に
今
回
の
霊
夢
は
勝

 
手
し
す
ぎ
た
ん
で
自

自

で
す
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何
て

う
け
ど
こ
れ
怒
り
が
治
ま

た
ら
後

す
る
オ
チ
が

々
と
見
え
る

そ
れ
に
蓮
く
ん

帰
る
家
が
な
い
け
ど
ど
う
な
る
の
か
な

 
耶
狛

蓮
く
ん
帰
る
家
が
な
い
け
ど
ど
う
す
る
の

 
蓮
 

わ
れ
て
み
る
と

え
て
ま
せ
ん
で
し
た

 
聖
 

な
ら
内
の
寺
に
来
ま
す
か

 
神
子

い
や
そ
れ
だ

た
ら
私
の
所
に
来
な
い
か

 

人
が
蓮
く
ん
に

う
と

を
組
ん
で

え
て
い
る
蓮
く
ん
は
口
を
開
き

 
蓮
 

う

ん
流

に
そ
こ
ま
で
世
話
に
な
る
訳
に
は
い
き

 
ま
せ
ん
の
で
仕
方
な
い
ん
で
今
日
は
寺
小

に

泊

 
ま
り
し
よ
う
か
な
と

 
神
子

深
夜
だ
が
大
丈
夫
な
の
か

 
蓮
 

え

先
生
は
何
時
も
自
分
の
家
で

て
い
ま
す

 
し
夜
中
の
寺
子

は

本
的
に

も
い
な
い
ん
で
す

 
よ

 
聖
 

そ
う
な
ん
で
す
か
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聞
い
て
い
る

り
で
は
大
丈
夫
そ
う
な
感
じ
か
な

あ
く
ま
で
聞
い
て
い
る

り
は
だ
け
ど

 
聖
 

そ
う
で
す
か
も
し

た
ら
何
時
で
も
家
に
来
て
下

 
さ
い

 
神
子

私
も

わ
ん
か
ら
な

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

無
理
そ
う
な
ら

り
ま
す

 
蓮
く
ん
は

い
し
て
る

多
分
今
に
な

て

静
に
な

て
き
て
い
る
か
ら
な
の
か
や

て
し
ま

た
事
の
後

が

に
現
れ
ど
ん
よ
り
し
て
き
て
い
た

 
耶
狛

と
り
あ
え
ず
や
る
事
も
や

た
し
帰
ら
な
い

夜
中

 
だ
し

で
さ
こ
こ
で
暴
れ
ち

て
る
か
ら

く

 
帰
ら
な
い
と
皆
こ
こ
に
居
づ
ら
く
な
る
ん
じ

な
い

 
か
な

 
全
員

あ

 
今
に
な

て
気
づ
い
た
か
も
だ
け
ど
掘

立
て
小

を

し
た
り
し
て
い
る
た
め

く
帰

た

方
が
良
い
と
思
う

 
神
子

だ
な

く
帰
る
か

面
霊
気
は
私
達
が

で

わ
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な
い
よ
な

 
聖
 

え

面
が
で
き
る
ま
で
は
よ
ろ
し
い
か
と

 
耶
狛

そ
れ
は

成
だ

そ
れ
と
出
来
る

り

く
作

て

 

じ

な
い
と
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
か
ら

 
秦
 

面
を
頼
む

 
神
子

任
せ
て
お
け

と
び

き
り
の
を
作

て
や
る

 
自
信
満
々
に

う
が
本
当
に
大
丈
夫
か
な

ま

聞
い
た
感
じ
だ
と
作

て
送

た

て
い
う

な
ら
大
丈
夫
な
の
か
な

と
り
あ
え
ず
最
後
の

を
し
な
い
と

 
耶
狛

そ
れ
じ

今
晩
は
あ
り
が
と
う

そ
れ
じ

あ
ま

 
た

 
聖
 

そ
れ
で
は

 
神
子

あ

 
秦
 

ま
た
な

 
蓮
 

お
気
を
つ
け
て

 
そ
う
し
て
私
達
は
こ
こ
か
ら
す
ぐ
に

れ
解
散
し
私
は
地
霊
殿
に
帰
る
の
だ

た
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怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
な
り
ま
す

 

 

う
む

し
か
し
若
造
は
大
丈
夫
か
の

 
怠
惰

一
時
の

情
や
激
情
に
身
を
任
せ
る
と
大
変
な
後

 
を
す
る
事
に
な
る
か
ら

 

 

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
皆
も
常
々
と

進
す
る
事

 
じ

な

 
怠
惰

で
も
や

り
さ
蓮
く
ん
の
話
と
か
を
書
い
て
て
思

 
う
け
ど
真
面
目
な
回
が
多
す
ぎ
て
そ
ろ
そ
ろ
ふ
ざ
け

 
た
く
な

て
き
た

 

 

め
ぬ
か

 
怠
惰

ま

グ
を
書
い
て
な
ん
ぼ
だ
か
ら

さ
て

 
と
と
り
あ
え
ず
次
回
か
ら
理
久
兎
の
視
点
に

る
か
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ら
そ
の
つ
も
り
で

 

 

う
む
つ
い
に

る
の
か

 
怠
惰

ま

さ
な
い
と

元
々
は
彼
奴
が
こ
の
小
説
の
主

 
人

は
訳
だ
し

で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
３
６
話
 
深
夜
の
帰
還

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
ろ
そ
ろ
期
末
テ
ス
ト
の
時
期
と
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も

う
ち

い
し
た
ら
ま
た
休
み
を
取
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
ご
了

を
下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ

ど
う

 
深
夜
と
な
り

道
の
明
か
り
も
消
え
た
旧
都
を
理
久
兎
は
部

の

か
ら

め
て
い
た

 
理
 

耶
狛
は
大
丈
夫
か
な

 
時
々
に
自
分
の
力
を
伝
達
さ
せ
て
い
る
が
し

か
り
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

 

を
ち
ら
り
と
見
る

そ
こ
に
は
に
と
り
が
置
い
て
い
き

げ
句
に
料
金
ま
で
と
ら
れ
た
機

が
あ
る

か

Ｇ
機
も
と
い

か
け
ご
飯
機
だ

た
か

こ
ん
な
物
ま
で
買

て
く
る
始

末
で
不
安
に
な
る
の
は
仕
方
な
い

 
理
 

や
れ
や
れ
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本
当
に
仕
方
な
い
奴
だ
今
回
は
多
目
に
見
よ
う

ま
た
夜
中
に
夜
食
し
た
ら
お
か
ず
を

品
減
ら
し
て

だ
け
に
す
れ
ば

事
解
決
だ
し

と
い
う
か
秘
密
に
夜
食
を
す
る
な
ら
せ
め
て

使

た
食

や
食
材
の
後

け
と
か
し
て

し
い

 
理
 

は

 
た
め

を

き
な
が
ら
外
を

め
て
い
る
と
黒
い
何
か
が

方
に
向
か

て
く
る

目
を

ら

し
て
見
て
み
る
と

 
理
 

耶
狛

や

と
帰

て
き
た
の
か

 
や

と
耶
狛
が
帰

て
き
た
か

地
霊
殿
へ
と
帰
る
の
を

す
る
と

子
に
座
る

数
分

後

下
を
歩
く

が
聞
こ
え
て
く
る

か
ら
し
て

方
に
向
か

て
き
て
い
る

そ
し
て
部

の
前
で

ま
る
と

が
開
か
れ
耶
狛
が

を

か
せ
た

 
耶
狛

起
き
て
る

 
理
 

あ

入
り
な
さ
い
耶
狛

 
と
一

を
か
け
る
と
耶
狛
が
部

に
入
り
自
分
の
前
に
立
つ

し
か
し
ニ
コ
ニ
コ
と
耶
狛
は

て
い
る

 
理
 

で

成
果
を
聞
こ
う
じ

な
い
か
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耶
狛

は
い
は
い

 
そ
う
し
て
耶
狛
か
ら
成
果
に
つ
い
て
聞
く

地
上
で
起
き
て
い
た
異
変
は
し

か
り
と

け

た
事
そ
の
異
変
を
起
こ
し
て
い
た
の
は
お
面
の
妖
怪
だ

た
事
宗
教
家
達
を

手
に
戦

た

事
そ
し
て
蓮
が
霊
夢
と

を
迎
え
て
別
れ
た
事
等
々
を
聞
い
た

 
理
 

そ
う
か

 
耶
狛

で
も
意
外
だ

た
か
な
蓮
く
ん
が
霊
夢
ち

ん
と

 

す
る
な
ん
て

 
実

本
当
に

を
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

問
は

る

彼
奴
等
の
記
憶
が

か
な
ら
オ

シ
ド
リ
も
と
い

の
よ
う
に
互
い
を

え
あ

て
い
て

性
的
に
も
良
い

人
が

を
迎
え

る
と
は
世
も
末
で
恐
ろ
し
い
も
の
だ

 
理
 

ま

そ
の
話
は
置
い
て
お
い
て

そ
の
異
変
の
黒
幕

 
の
面
の
妖
怪

多
分

面
霊
気
は
ど
う
な

た

 
耶
狛

え

と
神
子
ち

ん
が
お
面
が
出
来
る
ま
で

く

 
か
る

て

 
理
 

そ
う
か

ま

神
子
ち

ん
な
ら
何
と
か
し
て
く
れ
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る
か
ら

々

か
な

何
時
か
お
礼
の
酒
を
持

て

 
行
か
な
い
と
な

 
神
子
ち

ん
な
ら
信

で
き
る
し
そ
の
面
霊
気
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う

そ
れ
に

度
の
件
は

方
に
も

が
あ
る
に
は
あ
る

だ
か
ら
そ
れ

に
礼
を
し
な
け
れ
ば

 
理
 

ま

何
は
と
も
あ
れ
ご

だ

た
こ
の
結
果
は
し

 

か
り
と

姫
に
も

し
て
お
く
よ

 
耶
狛

や

た

 
喜
ぶ
姿
は
ま
る
で

み
た
い
だ
が
ま

そ
こ
は
置
い
て
お
い
て
と
り
え
あ
え
ず

に
置

い
て
あ
る
機

を

に
置
く

 
耶
狛

マ
ス

そ
れ
は

 
理
 

に
と
り
か
ら

い
た
何
だ

け

Ｇ
機
だ

た

 

け

お
前
の
品
だ
ろ

 
そ
れ
を
聞
く
や

や
耶
狛
は
喜
び
の
表
情
を
見
せ
る
が
す
ぐ
に
ど
ん
よ
り
と
暗
く
な
る

 
耶
狛

え

え

と
マ
ス

お

怒

て
る

 
理
 

い
い
や
全
然
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何

か
耶
狛
は

歩
後
ろ
へ
と
下
が
る

何
そ
の
態
度
ま
さ
か
ビ
ビ

て
る
の
か

 
耶
狛

ご

ご
め
ん
な
さ
い

 
部

か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
を

り
向
い
た
何

に
逃
げ
る
ん
だ

子
か
ら
立
ち

上
が
り

 
理
 

雷

 
一
気
に

を

動
し
耶
狛
の

後
へ
と
回
り
込
み
通
せ
ん
ぼ
を
す
る

 
耶
狛

 
理
 

何
逃
げ
よ
う
と

 
耶
狛

い
や

 
今
度
は

を
突
き

て
逃
げ
よ
う
し
て
い
る
の
か

の
方
へ
と
全

力
で

シ

し
出
し

た 
理
 

い
い
加
減
に
お
と
な
し
く
し
ろ

 
深
夜
に
騒
が
し
く
し
た
ら
地
霊
殿
で
眠
る
さ
と
り
達
に

惑
だ

魔
力
へ
と
切
り
替
え
断
罪
神

書
か
ら

を
出
現
さ
せ
耶
狛
を

る

 
耶
狛

い
や

勝
手
に
買

て
ご
め
ん
な
さ
い
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と
り
あ
え
ず

人

の
ソ
フ

に
座
ら
せ
逃
げ
な
い
よ
う
に
手

を
す
ぐ
さ
ま
固
定
さ
せ

る 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い

ご
め
ん
な
さ
い

 
ソ
フ

が

と

れ
る

た
か
が

ま

数

は
取
ら
れ
た
け
ど
そ
ん
な
に

え

る
か
普
通
よ

 
理
 

だ
か
ら
何
で
謝
る
ん
だ
よ

 
耶
狛

え

 
キ

ト
ン
と
し
た

に
な
る
と

を
か
し
げ
る

こ
い
つ
は
何
を
思

て
い
た
ん
だ

 
耶
狛

お

怒

て
な
い
の

 
理
 

別
に

だ

て
お
前
が
今
さ
ら
夜
食
し
よ
う
が
し
な

 
か
ろ
う
が
知

て
る
し
な

 
耶
狛

ば

バ
レ
て
た

 
バ
レ
て
た

て
今
更
か
よ

や
ら

の

け
や
ら
そ
う

た
事
の
後

け
を
完

に

し
て
か
ら
バ
レ
た
と

え
よ

と
い
う
か
バ
レ
る
の
前
提
て
で
や

て
い
る
の
か
と
思

た

よ
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理
 

ま

あ
れ
だ
夜
食
を
食
べ
る
の
は
良
い
け
ど
食
べ
た

 
と
分
か

ら
明
日
の
朝
食
と
か
の
品
が

品
減

 
る
と
思
え
よ

 
耶
狛

夜
食
を
食
べ
た
何
時
も
の
翌
日
だ

 
ま

た
く
や
れ
や
れ
だ

そ
ろ
そ
ろ

ち
着
い
た
頃
だ
と
思
い

束
を
解
き

を
し
ま
う

 
理
 

と
り
あ
え
ず
だ
せ
め
て
夜
食
と
か
バ
レ
な
い
よ
う
に

 
や
り
な
よ

俺
が

う
の
も
ど
う
か
と
思
う
け
ど

 
耶
狛

ア
イ

 
ま

た
く

れ
て
や
れ
や
れ
と
し
か
出
来
な
い

に
置
い
た
機

を
手
に
取
り
ソ
フ

に

座
る
耶
狛
に

し
出
す

 
理
 

ら
今
日
の
報

だ

 
耶
狛

え

い
い
の

 
理
 

頑

て
く
れ
た
み
た
い
だ
し
な

そ
れ
に
今
回
は

 
そ
れ

に
規
模
が
大
き
く
な
る
前
に
今
回
の
異
変

 
を

せ
た
か
ら
そ
の
報

だ
ま

こ
れ
じ

り
な
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い
よ
な

な
ら
今
日
も
特
別
に
休
ん
で
良
い

 
耶
狛

え

本
当
に
良
い
ん

だ
よ

 
し
つ
こ
い
な
俺
が
良
い
と

た
ん
だ

そ
れ
ぐ
ら
い
良
い
に
決
ま

て
る
だ
ろ
う
に

 
理
 

俺
が
嘘
を
つ
く
と

 
耶
狛

思
い
ま
す

 
理
 

し
て
良
い

 
耶
狛

あ

談
だ
よ

だ
か
ら

さ
な
い
で

 
ま

異
変
の
起
こ
す
と
き
の
前

が
あ
る
か
ら
仕
方
な
い
と

え
ば
仕
方
な
い
か

だ
が
大

で
な
お
か
つ
手
を
上
げ
て

う
な
よ

ず
か
し
い

 
理
 

は

ら

 
耶
狛

お

と
と

マ
ス

あ
り
が
と
う

 
理
 

お
う

 
頭
を

で
て
や
る
と

を

と

て
嬉
し
そ
う
だ

 
理
 

耶
狛
は
そ
ろ
そ
ろ

な
も
う
深
夜

い
や
明
け
方
だ

 
し
な
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を

く
と
も
う
⻤
達
を
初
め
と
し
た
妖
怪
達
が
外
に
出
て
い
た

 
耶
狛

う

ん
そ
う
だ

な
ら

る
よ
何
か
気
が

ん
だ

 
ら
眠
く
な

て
き
た
し

 
理
 

あ

ろ

ろ

 
耶
狛

そ
れ
じ

お
や
す
み
な
さ

い

 
そ
う

い
耶
狛
は
部

を
出
て
い

た

出
て
い

た
の
を

す
る
と
部

に
置
い
て
あ
る

テ

ポ

ト
に

葉
と
お

を
入
れ

で
紅

を
作
り
外
の

を
見
な
が
ら
飲
む

 
理
 

ふ

さ
て
と
今
日
も
や
り
ま
す
か

 
と

一

を

き

夜
で
今
日
に
備
え
る
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

こ
れ
で
耶
狛
が
主
人

の
話
は
終
わ
り
な
ん
じ

ろ

 
怠
惰
よ

 
怠
惰

ま

心
綺
桜
は
こ
こ
ま
で
だ
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し

か
し
耶
狛
の
思

は
こ
う
し
て
み
る
と
あ
る
意

 
味
で
カ
オ
ス
じ

た
な

 
怠
惰

ま

あ
る
意
味
で
ご

う
さ
に
近
い
頭
だ
よ

 

 

町
の
国

バ
リ
ス

士
を
良
い
感
じ
に

ク
り

 
お

て
か
ら
に

 
怠
惰

そ
う
そ
う

ク

た

地
底
の
国

ア

テ

 
ス
ト
獣

だ

た
よ

 

 

本
当
に
カ
オ
ス
じ

た
わ
い

 
怠
惰

耶
狛
の
話
は

頭
を
空

に
し
な
い
と

メ
だ
よ

 
だ

て
あ
る
意
味
で
ボ

し
か
な
い
カ
オ
ス
な
ん
だ

 
か
ら
さ

 

 

本
当
に
幻
想
郷
の
者
達
に
は
感
謝
じ

な

 
怠
惰

あ
る
意
味
で
ツ

コ
ミ
役
が
結

い
た
か
ら

だ
か

 
ら
そ
れ
を

め
て
対
戦

手
を

え
て
い
る
ん
だ
け

 
れ
ど
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何
時
も
の
運
命

イ
ス
で
は
な
か

た
の
か

 
怠
惰

ま

に
と
り
に
一
輪
に
マ
ミ
ゾ
ウ
に
布
都
と

 
い
ツ

コ
ミ
が
多
々
と
い
た
か
ら

因
み
に

 
布
都
ち

ん
は
ボ

と
思
い
き
や
心
綺
桜
だ
と
真
面

 
目
ち

ん
キ

ラ
だ
か
ら

ど

ち
か
と

う
と

 
そ
の
ボ
ス
の
神
子
が
ボ

当
に
な

て
い
る
と

 
う
感
じ
な
ん
だ
よ

 

 

う
そ
う
な
の
か

 
怠
惰

ま

そ
こ
が
太
子
様
の
お

目
な
ん
で
し

う
さ
て

 
で
は
で
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
ま
す
か

そ
れ

 
と
次
回
か
ら

く
は
あ

ち
を
投
稿
し
続
け
ま
す
の

 
で
お
願
い

し
ま
す
そ
れ
で
は
⻑
く
な
り
ま
し
た
が

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

さ
ら
ば
じ
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第
４
３
７
話
 
謹
慎
処
分
に
よ
る

日

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
久
々
の
方
は
御
久
々
で
す
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
か
ら

ま
た
投
稿
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
耶
狛
が
異
変
を

け
数
日
の
時
が
流
れ
る

自
分
達
は
何
時
も
の
よ
う
に

イ
ニ
ン
グ
で
食

事
を
取

て
い
る
が

 
耶
狛

か
け
ご
飯
お
い
し
い

 
理
 

や
れ
や
れ

 
地
上
に

て
勝
手
に
買
い
物
し
て

げ
句
に
代
金
ま
で

わ
さ
れ
た
何
だ

け

Ｇ
機
も

と
い

か
け
ご
飯
機
を
見
る

何
で
こ
ん
な

ラ
ク

を
買

て
き
た
の
だ
ろ
う
か

 
黒
 

耶
狛

そ
れ

ラ
ク

だ
ろ

 
耶
狛

ラ
ク

じ

な
い
よ

 
い
や
黒
の

う
通
り

の

ラ
ク

に
し
か
見
え
な
い
ん
だ
が



 第４３７話 謹慎処分による 日

 
亜
狛

そ
れ
よ
り

ツ
ク
な

も
取
ら
な
い
ん
だ
か
ら

 
耶
狛

は

い

 
お

お
⺟
さ
ん
嬉
し
そ
う
だ

 
お
空

そ
う
だ

 
だ
が
耶
狛
が
ご
機
嫌
の
せ
い
な
の
か
共
に
食
事
を
取

て
い
る
お

や
お
空
も
ご
機
嫌
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
あ
れ
い
く
ら
し
た
ん
で
す
か

 
理
 

か
に
と
り

く
で
値
引
き
し
て

と
か
だ

た

 
か
な

 
さ
と

教
養
の
た
め
に
本
を
買

た
方
が

で
す

 
理
 

俺
達
か
ら
し
た
ら
な

 
ま

で
も
耶
狛
は
嬉
し
そ
う
に
食
事
を
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
良
か

た
と
思
う
べ
き
か
無

と
思
う
べ
き
か
人
そ
れ

れ
の

値
観

て

特
だ

い
や
耶
狛
達
は
人
じ

な
く
て
元
は
動
物

か 
耶
狛

マ
ス

お
か
わ
り

 

を

し
出
し
て
く
る

の

を
余
所

て
入
れ
耶
狛
に
返
す
と
耶
狛
は

と
ご
飯
を
入
れ
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た

を
機

に

ト
す
る
と

は
綺

に

れ
中
身
が
ど
ん
ぶ
り
に

ち
る
と
機

の
ス
イ

チ
を
耶
狛
が

す
と
何
か
ソ

ス

い
や
香
り
か
ら
し
て
め
ん
つ

が

に
か
か
る

 
耶
狛

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
ま
た

ツ
キ
始
め
た

恐
ら
く
耶
狛
か
ら
し
た
ら

の
あ
る
買
い
物
だ

た
の
だ

ろ
う
代
金
を

た
の
自
分
だ
が

そ
う
し
て
自
分
達
は
食
事
を
終
え
て
後

け
を
始
め
る

 
理
 

耶
狛
な
に
し
て
ん
だ

 
耶
狛

機

の
メ
ン
テ

 
メ
ン
テ
す
る
ぐ
ら
い
大
切
な
の
か
よ

と
い
う
か
ム

な
ク

し
て
手
間
が
か
か
る
機

だ

な

ま

耶
狛
が
楽
し
そ
う
だ
か
ら
良
い
か

そ
う
し
て

け
を
終
え
て
自
分
は
部

に

る 
理
 

後

り
数
日
で
謹
慎
解
除
か

 
こ
の
数
日
間
は
本
当
に
す
る
事
が
な
く
て

だ

た
が
も
う
じ
き
で

な
時
間
か
ら
解

さ
れ

る

そ
う
し
た
ら
さ
と
り
を

れ
て
散
歩
に
で
も
出
よ
う
か
な

 
理
 

そ
う

え
ば

 
今
だ
か
ら
思
う
事
が
あ
る

断
罪
神
書
か
ら
レ
ク
イ
エ
ム
と
か
い
う

を
取
り
出
す
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理
 

こ
れ

の
だ

 
怠
惰
と
の
一
戦
で
使

て

来
で

れ
て
い
た
が

の

な
ん
だ
よ

し
か
も
装

が

華
と

え
ば

華
だ
が
何
の

ク
テ

カ
ル
ア
ド
バ
ン
テ

も
な
い
観

の

て
感
じ
だ

と

い
う
か
装

の
趣
味
が
悪
い

 
理
 

改
造
し
よ
う
か
な

 

く
改
造
し
て
い
ら
な
い
装

部
分
を
取
り
除
く
か
と

え
装

部
分
に

れ
て
気
づ
く

 
理
 

こ
れ
は

 
装

部
分
に
は
複
雑
な
無
数
の
魔
法
文

が

ま
れ
て
い
て

え
る

こ
れ
は
こ
の
ま
ま
の
方

が
良
い
の
で
は
と
魔
法
文

が

ま
れ
て
い
る
の
な
ら
そ
れ
を

活

し
た
方
が
い
い

 
理
 

趣
味
は
悪
い
け
ど
ま

良
い
か

 
何
か
で
使
え
る
か
な
と
思
い
そ
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
思
う

 
理
 

は

 
だ
が
本
当
に
や
る
こ
と
が
な
い

趣
味
の

は
も
う
見
た
し
本
も
見
る
だ
け
見
た
し

く
外

出
し
た
い

そ
ん
で
も

て
紫
達
に
無
自
覚
だ
が
自
分
が
や

て
し
ま

た
罪
を
改
め
て
謝
罪
し

た
い
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理
 

紫
や

そ
れ
に
神
奈
子
や
諏
訪
子
達
の
地
上
の
者

 
達
は
元
気
か
な

 
等
と

え
て
も
良
知
が
明
か
な
い
た
め
仕
方
な
く
裁

道

を
取
り
出
し
て

 
理
 

ぬ
い
ぐ
る
み
で
も
作
る
か

 
こ
こ
最
近
は
ま
た
裁

に
目
覚
め
ち

く
ち

く
と
作
る
の
だ

今
回
は
何
を
作
る
か
と

え

る 
理
 

そ
う

え
ば
前
に

 
そ
う
だ
さ
と
り
が
前
に
こ
い
し
を
心

し
て
ま
た

夜
を
し
そ
う
に
な

て
い
た
か
ら
恋
し
く

な
い
よ
う
に

こ
い
し
に

せ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
で
も
作
る
か

 
理
 

こ
こ
を
こ
う
し
て
そ
れ
か
ら

 
黒
い
生
地
そ
れ
か
ら

い
生
地
を
切
り

て
と
や

て
い
く

そ
う
し
て

金
を
入
れ
亜
狛

と
耶
狛
の

期
に
取

た

消

み
を

に
し
て
ぬ
い
ぐ
る
み
の
生
地
に
入
れ
て
完
成

す
る

 
理
 

出
来
た

こ
い
し
ぬ
い
ぐ
る
み

 
黒
い

ル
シ

ぬ
い
ぐ
る
み
に
こ
い
し
の
特

で
あ
る
閉
じ
た
第
三
の
目
を

け
そ
し
て
黒
い
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子
を

い
合
わ
せ
て

せ
て
完
成
で
あ
る

 
理
 

こ
れ
は
会
心
の
出
来
だ
な

 
自
分
に
し
て
は
上
手
く
出
来
た
と
自
負
し
て
い
い
ぐ
ら
い
完
成
度
が
高
い

実

に
こ
い
し
自

身
を

せ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作

て
も
と
は
思

た
が
流

に
そ
れ
は
引
か
れ
る
か
な
と
思
い

え
て
こ
の

に
し
た

 
理
 

さ
と
り
は
喜
ん
で
く
れ
る
か
な

 
と

き
な
が
ら

を
立
ち
さ
と
り
の
部

へ
と
向
か
う

 
理
 

さ
と
り

入
る

 
一

こ
と
わ
り
部

へ
と
入
室
す
る
と

子
に
座

て
本
を
読
ん
で
い
た
の
か

を
か
け
た

さ
と
り
が

方
を
見
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

あ

ど
う
よ
こ
れ

 

し
の
趣
味
で
作

た

こ
い
し
ぬ
い
ぐ
る
み
を
見
せ
る

さ
と
り
は

を
か
し
げ
て

 
さ
と

何
で
す
こ
れ

 
理
 

こ
い
し
ぬ
い
ぐ
る
み
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さ
と

え

と

子
と

い
サ

ド
ア
イ
で
こ
い
し
だ
と
分
か

 
る
の
で
す
が
何
で
ま
た

 
理
 

お
前
の
こ
い
し
シ

ク
を
少
し
で
も

減
さ
せ
よ
う

 
か
と
な

 
そ
う

い

に
置
く
と
さ
と
り
は
こ
い
し
ぬ
い
ぐ
る
み
を
手
に
取
り
感

を

か
め
る

 
さ
と

ふ
わ
ふ
わ
で
す

 
理
 

１
０
０
点
満
点
中
の

点
は

 
さ
と

点
で
す

 
意
外
に
も
高

点
だ

り
の

点
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か

 
さ
と

因
み
に

点
は
も
う
少
し
こ
い
し
に

せ
て

し

 
か

た
で
す

 
理
 

せ
る

 
頭
の

を
こ
い
し
と
同
様
に

の
あ
る
ミ
デ

ア
ム

マ
に
で
も
す
れ
ば
良
か

た
か
な

ま

そ
ん
な
事
を

い
つ
つ
も

 
さ
と
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案
外
に
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
か

と

き
し
め
て
い
た

 
さ
と

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

良
い
よ
趣
味
と

を
持
て
余
し
て
作

た
だ
け
だ
か

 
ら
さ

 
さ
と

ふ
ふ

や

り
理
久
兎
さ
ん
は
そ
う
で
な
い
と

 

ち
着
き
ま
せ
ん

 
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

え

何
が

 
さ
と

内

で
す

 
理
 

体

る
な

 
さ
と

ふ
ふ

 
そ
う
し
て
そ
ん
な
事
を
し
な
が
ら
も

を
持
て
余
す
が
こ
の
数
日
後
に
更
な
る

し
と
な
る

者
が
来
る
の
を
ま
だ
分
か
る

も
な
い
の
だ

た
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怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 
 

 
怠
惰

ど
う
し
た
の
そ
ん
な
ム
ス

と
し
て

 

 

べ

つ
に

出
番
が
少
な
く
て
不
服
と
か
じ

な
い

 
か
ら
の

 
怠
惰

わ

悪
か

た
よ

 

 

謝
ら
ん
で
も
良
い

シ
は
天
子
達
と
遊
ん
で
お

 

た
か
ら
の

ポ

モ
ン
で
も
出
番
な
く
て
も
全

 
然

わ
ん

 
怠
惰

分
か

た
か
ら
明
後
日
に
ポ

モ
ン

話
投
稿
し
て

 
や
る
か
ら
機
嫌
直
せ
よ

 

 

う

何
じ

と

も
う
作

た
の
か

 
怠
惰

然
に
も
気
が
進
ん
で

 

 

う

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
置
い
て
お
い
て
だ
理
久
兎

の
趣
味
が
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く
少
女
趣
味
す
ぎ
た
よ
な

 

 

ま

じ

か
ら
な

あ
や
つ
は

て
あ

も

 
う
良
い
機
嫌
は
直
す

 
怠
惰

良
か

た
よ

さ
て
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
に

 
し
ま
す
か

 

 

う
む

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ
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第
４
３
８
話
 
ま
た
弟
子
が
増
え
た

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
Ｐ

Ｖ

の

が
来
て
い
た
た
め
新
し
く
新
調
し
た
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

で
す
が
も
う
販
売
中

と
な

て
い
た
た
め
に
ネ

ト
で
は
プ
レ
ミ
ア
に
な

て

い
て
仕
方
な
く

気

に
行

て
新
し
く
買
い
ま
し
た

二

で
買
え
た
の
は
良
か

た
で

す

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
謹
慎
処
分
を
食
ら

て

間
近
く
が

過
す
る

後

り
数
日
で
謹
慎
処
分
は
終
わ
る
た

め
晴
れ
て
自
由
の
身
に
な
れ
る

 
理
 

う

ん
は

 

く
自
由
の
身
に
な
り
た
い
と
思
う

月
近
く
外
出
は
出
来
な
い
か
と
い

て
や
る
事

も
な
い
と

な
時
間
が
続
い
た
が
つ
い
に
そ
れ
と
も
お
さ
ら
ば
だ

 
理
 

く
時
間
が
た
た
な
い
か
な

 
と

ぼ
や
い
て
い
る
と

が
開
き
黒
が
入

て
く
る
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黒
 

主
よ

 
理
 

黒
ど
う
し
た
ん
だ

ま
た
耶
狛
が
何
か
や
ら
か
し
た

 
の
か

 
黒
 

い
や
今
日
は
し

か
り
と
仕
事
を

て
そ
う
じ

い

 
主
に
客
人
だ

 
理
 

客
人

だ
い

た
い

ま

良
い
や
部

に
通
し

 
て
く
ん
な
い

 
黒
 

知
し
た

 
そ
う

い
黒
は

を
閉
め
て
部

を
出
て
い

た

し
か
し
客
人
と
は

だ
ろ
う
か

ま
さ
か

閻
魔

の
奴
等
が
宣
戦
布
告
と

う
名
の
解

通
知
を
渡
し
に
来
た
か

は
た
ま
た
地
上
の

か

が
自
分
に
会
い
に
来
た
の
か

ど
ち
ら
か
と

え
ば
後
者
が
良
い
な
と
思
い
な
が
ら
客
人
の
た
め

に
紅

を
準
備
し
て
い
る
と
ま
た

が
開
く

 
黒
 

主
よ

れ
て
き
た

 
理
 

あ

入
り
な

 
そ
う
し
て
黒
が
入
室
す
る
と
そ
れ
に
続
き
客
人
が
入

て
き
た
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蓮
 

お

お
邪
魔
し
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

蓮
じ

な
い
か

 
ま
さ
か
の
客
人
は
蓮
だ

た

い

た
い
何
し
に
来
た
ん
だ
ろ
う
か

 
理
 

ま

良
い
や
と
り
あ
え
ず
そ
こ
の
ソ
フ

に

掛

 
け
な
よ

蓮
お
前
は
紅

な
ら
ミ
ル
ク
か
レ
モ
ン
か

 
そ
れ
と
も

ど
れ
を
入
れ
る

 
蓮
 

え

と
レ
モ
ン
で

 
理
 

あ
い
よ

黒
お
前
も
紅

を
飲
ん
で
い
く
か

 
黒
 

葉
に

え
よ
う

で
頼
む

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
紅

を
準
備
し
て
テ

ブ
ル
に
運
び

に
座
る

 
理
 

さ
て
と
蓮
お
前
は
何
し
に
こ
こ
へ

 
出
し
た
紅

を
飲
む
蓮
に
聞
く
と
蓮
は
真

直
ぐ
と
自
分
を
見
る
と

 
蓮
 

失
礼
だ
と
思
い
ま
す
が
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

な

何
だ
よ
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い
き
な
り

を

げ
て
ビ

ク
リ
し
た
が
な
ん
だ
よ

 
蓮
 

間
だ
け
で

い
ま
せ
ん

と
も

に
戦
い
方

 
等
を
指
南
を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 
理
 

は

 
え

何
し
に
来
た
の
と
思
え
ば
指
南

て
つ
ま
り
自
分
を
師
に
し
て
そ
の
元
で
弟
子
に
な

て

修
行
し
た
い
と

い
た
い
の
か

 
黒
 

小

お
前
は
知
ら
な
い
の
か

主
は
今
現

謹

 
慎
処
分
を
受
け
て
外
に
出
れ
る
状
態
で
は
な
い
ん
だ

  
蓮
 

や

り

目
で
し

う
か

 
理
 

ま

待
て
待
て
黒

そ
ん
で
蓮
に
聞
き
た
い
が
何
で

 
ま
た
俺
の
元
で
指
南
を
受
け
た
い
ん
だ

そ
れ
に
何

 

に

間
だ
け
な
ん
だ

 
蓮
 

え

と
ま
ず

間
と

う
の
は
寺
子

で
取

た

 

が

り

間
し
か
な
い
と

う
の
と
こ
れ
ま
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で
指
南
を
受
け
さ
せ
て

た
神
奈
子
さ
ん
に
華
扇

 
さ
ん
風

さ
ん
が
理
久
兎
さ
ん
の
事
を
話
し
て
い
た

 
の
も
あ
り
ま
す
が

が
戦

て
き
た
中
で
も
理
久
兎

 
さ
ん

方
の
戦
い
方
も

晴
ら
し
い
と
思

た
か
ら

 
こ
こ
に
来
ま
し
た

 
成
る
程
つ
ま
り
要
約
す
る
と
彼
奴
ら
俺
に

し

け
て
い
き
や
が

た
な

 
理
 

成
る
程

 
紅

を
飲
み
な
が
ら

え
る

ま

別
に
や

て
も
良
い
か
ど
う
せ
謹
慎
処
分
も

り

日
程

度
で
終
わ
る
し
そ
れ
に

度

を
持
て
余
し
て
ま
た
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作
り
そ
う
に
な

て
た
し

 
理
 

良
い
よ
お
前
の
指
南
を
し
て
や
る
よ

 
黒
 

な

 
蓮
 

良
い
ん
で
す
か

 
理
 

あ

 
そ
れ
に
頼
み
方
が
昔
の
紫
に
そ

く
り
だ

自
分
の
戦
い
方
を
見
て
そ
の
上
で
弟
子
に
な
り
た

い
と

う
の
な
ら

む
理
由
も
な
い
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黒
 

だ
が
教
え
る
に
し
て
も
ど
う
す
る
と
い
う
の
だ

 
理
 

ま

数
日
待

て
く
れ
れ
ば
本
格
的
な
修
行
な
ら
俺

 
が
す
る
だ
か
ら
黒
お
前
は
亜
狛
と
耶
狛
と
普

か
ら

 
や
る
修
行
に
こ
い
つ
を
入
れ
て
や

て
く
れ

 
黒
 

正
気
か

我
や
亜
狛
と
耶
狛
な
ら
ま
だ
し
も
こ
の

 
若
造
が
や

た
ら
死
ぬ

 
理
 

そ
ん
な
も
ん
蓮
の
自

任
だ
ろ

な

 
蓮
 

え

と

死
な
な
い
よ
う
頑

り
ま
す

 
何
だ
今
の
間
は
今
の
で

く
不
安
に
な

て
き
た

 
黒
 

や
れ
や
れ

お
い
小

 
蓮
 

は

は
い

 
黒
 

我
等
が
や
る
修
行
は
お
前
が
し
て
き
た
修
行
と
は

 
違
い
の
レ

ル

い
や
下
手
し
た
ら
不
死
身
じ

な

 
い
お
前
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
で
も
や
る
の

 
か

引
き
返
す
の
な
ら
今
だ
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蓮
 

や
り
ま
す
少
し
で
も
こ
の
手
で
守
れ
る
も
の
が
増
え

 
る
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら

 
こ
い
つ
の
こ
の
や
る
気
は
何
処
か
ら
出
て
く
る
ん
だ

だ
が
何
か
し
ら
の
き

か
け
で
強
く
な

り
た
い
と
い
う
意

は
し

か
り
と
伝
わ

た

 
黒
 

そ
う
か

た
だ
も
し
お
前
が
帰
り
た
い
も
う
無
理
そ

 
し
て

め
た
い
等
と

た
れ
た
事
を

て
み
ろ

 
そ
の
時
は

い
な
く

の
海
に

め
て
や
る
か

 
ら
な

 
蓮
 

の

望
む
所
で
す

 
覚
悟
は
決
ま

た
み
た
い
だ
な

黒
は

方
を
見
る
と
自
分
は

く

 
黒
 

そ
う
か

そ
れ
な
ら
我
も

め
る

 
理
 

あ
い
よ
黒
お
前
は
さ
と
り
達
に
こ
の
件
を
伝
え
て
お

 
い
て
く
れ

 
黒
 

知
し
た

 
そ
う

い
カ

プ
を
置
い
て
黒
は
外
に
出
て
い

た
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理
 

さ
て
と
今
日
は
本
格
的
に
は
し
な
い
か
ら
そ
う
だ
な

 

よ
し
蓮
お
前
の
式
神
を
全
員
出
せ

 
蓮
 

あ

は
い

 
そ
う

い
蓮
は
式
神
の

か
狗
神
に
神
楽
そ
し
て

の

体
を
出
す

 
狗
神

理
久
兎

 
何
で
か
狗
神
は

方
に

を
向
け
て

し
て
く
る
が
ま

良
い
や

 
理
 

と
り
あ
え
ず
蓮
お
前
は
今
か
ら
こ
の

体
の
式
神
を

 
地
霊
殿
に
い
る
間
は
ず

と

状
態
を

持
さ
せ

 
よ
う
か

 
蓮
 

え

 
や
は
り

く
か

ま

無
理
も
な
い
か
常
人
な
ら
⻑
く
は
持
た
な
い
か
ら
な

 
神
楽

待

て
く
だ
さ
い

そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
蓮
さ
ん
の

 
霊
力
が

 
理
 

そ
れ
が

い
だ
か
ら

て
い
る
ん
だ
お
前
ら
自
身

 
の
妖
力
で
出
て
き
た
所
で
蓮
の
修
行
に
は
何
も

点
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が
な
い
の
は
明
白
だ
か
ら

え
て
蓮
の
霊
力
で

 
さ
せ
た
の
さ

 

さ
て
は
晴
明
か
ら
式
神
の

造
を
聞
い
た
て
た

理

 
久
兎

 

う
通
り
さ
蓮
の
先

で
あ
り
自
分
に
と

て
人
間
の
数
少
な
い
友
人
の
晴
明
か
ら
式
神
の

造
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
聞
い
て
い
た
か
ら
な

 
理
 

あ

そ
う
さ

式
神
の

に
は
二
種

あ
る

つ

 
は
式
神
と
な

た
者
の
自
身
の
力
で
外
に
出
る
方
法

 
そ
し
て
も
う

つ
は
使
役
者
の
力
で
強
制
的
に

 
さ
せ
る
方
法
の
二
種

が
あ
る
の
は
聞
い
て
た
か
ら

 
な

そ
れ
に
後
者
の
方
は
式
神
は
時
間
と
共
に
無
意

 

に
使
役
者
の
力
を

い
と

て
い
く
だ
か
ら
こ
そ

 
で
あ
る
意
味
で
良
い
修
行
な
の
さ

 

え
る
な
ら
バ

テ
リ

が
良
い

だ
ろ
う

蓮
と
い
う
バ

テ
リ

に
式
神
と
い
う

ブ

ル
を

せ
ば

ブ
ル
に

気
が
流
れ
る

わ
ば
そ
の

気
こ
そ
が
蓮
の
霊
力
で
あ
り

し
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続
け
る
と
い
う
行

は
常
に

気
が
流
れ
る
状
態
つ
ま
り
霊
力
が
流
れ
続
け
る
状
態
な
の
だ

 
蓮
 

成
る
程

使
う
霊
力
の

を
ど
れ
だ
け
制
御
で
き
る

 
の
か
そ
し
て
同
時
に
使
え
る
霊
力
の

を
大
き
く
し

 
て
い
く
修
行

て
訳
で
す
か

 
理
 

話
が

く
て
助
か
る
よ
蓮
く
ん

 
理
解
が
よ
く
て
深
く
説
明
し
な
く
て
も
助
か
る
の
は
あ
り
が
た
い
話
だ
な

 
狗
神

ま
さ
か

る
時
も

 
理
 

ま

出
来
れ
ば

無
理
な
ら
や
ら
な
く
て
も
良
い

 
よ

休
め
る
時
は
休
め
な
い
と
体
が

れ
ち
ま
う
か

 
ら

 
挑
発
気
味
に

う
と
蓮
の

間
が
ピ
ク
リ
と
動
く

 
蓮
 

良
い
で
す
よ
な
ら
自
分
の

界
を

え
て
み
せ
て
上

 
げ
ま
す
よ

 
理
 

良
い

そ
う
こ
な
く

ち

な
蓮
く
ん

 
や

り
こ
ん
な
小
手
先
の
挑
発
に
引

掛
か
る
と
は
バ
カ
な
の
だ
ろ
う
か

だ
が
そ
ん
な
こ
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ん
な
で

し
と
し
て
蓮
と
い
う
一

間
弟
子
を
迎
え
る
こ
と
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

し
か
し
小
童
が
弟
子
入
り
の

 
怠
惰

先
人
の
知

を
取
り
組
み
リ
ス

ク
ト
し
て
い
く
の

 
も
戦
い
で
は
案
外
に
も
必
要
な
ん
だ
よ

 

 

か
に
一
理
あ
る
の
し
か
し
良
く

女
が

め
た
の

 

い
や
待
て
よ

か
喧
嘩
を
し
て
い
た
ん
じ

た

 
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う

関
係
性
の

が
狂

た
み
た
い
だ

 
そ
の
結
果
が

ま

 

 

う
む

仲
直
り
し
て

し
い
も
の
じ

の
う

の
う

 
怠
惰
よ

 
怠
惰

そ
う
だ

も
う
二
度
と
そ
の
関
係
性
が
修
復
不
可
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能
に
な
る
な
ん
て
の
は
良
く
あ
る
話
だ
よ

 

 

あ

た
の
か

 
怠
惰

ま

生
き
て
い
く
中
で
は
あ
る
と
思
う
よ

中
の
人

 
な
ん
て
何
人
か
に
裏
切
ら
れ
て
た
し

も
う
そ
こ
か

 
ら
関
係
な
ん
て
悪
化
の
一
方
だ
よ
し
か
も
そ
の
内
の

 
何
人
か
は
近
所
だ
か
ら
最
悪
だ
よ

 

 

う

う
む
む

怖
い
の

 
怠
惰

ま

ど
う
い
う
生
を
送
る
か
な
ん
て
の
は
所
詮
は
人

 
そ
れ

れ
だ
か
ら
読
者
様
も
後

の
な
い
よ
う
に

 

 

じ

な

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か
の

 
怠
惰

あ
い
よ
そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
の
読
者
様

 
怠
惰

グ

バ
イ
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第
４
３
９
話
 
次
の
修
行

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

の

時
ま
で

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
の
せ
い
か
今

も
頭
が

い
ボ

と
し
て
い
ま
す

さ
て
そ
れ
は
さ
て
お
き
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
が
弟
子
入
り
を
し
て
か
ら

日
が

過
す
る

 
蓮
 

は

は

 

食
の
時
間
と
な
り
皆
が
集
ま
る
が
た
だ

人

蓮
だ
け
は

は
上
が

て
い
た

無
理
も

な
い
こ
こ
に
来
て
式
神
を

し
た
の
は
修
行
の
合
間
の
み
そ
れ

外
で
は

回
も

し
て
は
い

な
い
の
だ
か
ら

 
理
 

で

ど
う
よ
お
前
ら
か
ら
し
た
ら
さ

 
ま
だ
謹
慎
処
分
の
た
め
外
に
出
れ
な
い
自
分
は
蓮
の
修
行
を
手
伝

て
い
る
亜
狛
耶
狛
黒

の

人
に
聞
く
と

 
亜
狛

そ
う
で
す
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耶
狛

何
て

う
か
危
な

か
し
い
よ

 
黒
 

最
初
な
ん
か
は
亜
狛
が
助
け
な
か

た
ら
吹
き
出
し

 
た

に
直
撃
し
て
い
た
か
ら
な
こ
い
つ

 
亜
狛

ま

ま

 
や
は
り
予
想
通
り
ま
ず
ま
ず
と
い

た
感
じ
か

だ
が
自
分
が
よ
く
知

て
い
る

し
も
最
初

は
こ
ん
な
も
の
だ

そ
れ
は
自
分
が
見
て
き
た
者
達
依
姫
や
紫
そ
し
て
目
の
前
に
い
る
亜
狛
も

耶
狛
も
黒
も
同
じ
こ
と

し
も
初
の
修
行
だ
と
か
で
の
失
敗
な
ん
て

き
物
だ

 
黒
 

だ
が

ツ
は
あ
る

日
の
修
行
も
つ
ま
ず
き
な

 
が
ら
も
必
死
に
や

て
い
た
か
ら
な

 
耶
狛

だ

 
亜
狛

そ
こ
は

め
れ
る
所
で
す

 

人
の
口
か
ら
そ
ん
な

葉
が
出
る
と
は

き
だ

修
行
と
は
日
々
の

進
で
あ
り
そ
し
て

ど
う
や

て
必
死
に

え
る
か
が
課

で
あ
り
頑

り
所
で
も
あ

た
り
す
る

蓮
は
し

か
り

と
そ
の

え
の
元
で
や
れ
て
い
る
よ
う
で
安
心
し
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
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理
 

ん

 
さ
と
り
が
耳
元
で

い
て
き
た
た
め
耳
を

け
る

 
さ
と

蓮
さ
ん
の
体
は
か
な
り

鳴
を
上
げ
そ
う
で
す
よ

 
理
 

だ
な
そ
ん
な
の
俺
で
も
見
て
分
か
る
さ

こ
こ
は
休

 
み
を
少
し
と
ら
せ
る
か

 

け
る
の
を

め
て
蓮
を
見
る
と

 
理
 

な

蓮
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
が
良
い

 
か
な

 
蓮
 

な

何
で
す
か

 
理
 

後
で
食
料
を
旧
都
で
買

て
き
て
く
れ
な
い

そ
れ

 
と
そ
の
間
は
式
神
を
し
ま

て
休
み
な
よ

 
修
行
で
自
身
を

底
的
に
追
い
込
む
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
が
追
い
込
み
す
ぎ
て
身
を

ぼ
し
て

は
意
味
が
な
い

休
め
る
時
に
は
休
ま
な
い
と
や

て
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
な

 
蓮
 

ま
た
挑
発
で
す
か

 
黒
 

無
理
す
る
な
と
主
は

て
い
る
ん
だ
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耶
狛

そ
う
そ
う
休
め
る
時
に
休
め
な
い
と
体
を

し
ち

 
う
よ

 
と

人
が

う
と
蓮
は
式
神
達
と
で
話
始
め
た

 
理
 

亜
狛
お
前
も
お
使
い
に
つ
い
て
や

て
く
れ

 
亜
狛

自
分
が
で
す
か

 
耶
狛

私
も
行
き
た
い

 

を

り
上
げ

を

と

て

う
が

 
理
 

う
ん
耶
狛
は

メ
だ

 
耶
狛

何
で

 
理
 

お
前
が
行
く
と
道

を
食

て
予
定
よ
り
も

の
時

 
間
が
か
か
る
か
ら
な
そ
れ
に
亜
狛
は
お
前
に

過
ぎ

 
る
か
ら
一

に
な

て
時
間
を
食
う
し
な

 

ま
じ
り
に

う
と
亜
狛
か
ら

い
た

い
が
出
て
く
る

 
亜
狛

あ

ア
ハ
ハ
ハ

葉
も
な
い
で
す

 
耶
狛
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い
く
ら
シ

ボ

ン

し
て

を

れ
下
げ
て
も

メ
な
も
の
は

目
だ

 
理
 

安
心
し
ろ
耶
狛
と
黒
に
は
や

て
も
ら
い
た
い
仕
事

 
が
あ
る
か
ら
な

 
耶
狛

え

そ
う
な
の

く

て
よ
マ
ス

 
黒
 

う

 
耶
狛
は
表
情
と
同
じ
よ
う
に
ま
た

を

と

り
だ
す

黒
は
表
情
に
は
出
さ
な
い

が

が

ら

ら
と
動
い
て
い
る
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
嬉
し
い
の
だ
ろ
う

 
理
 

そ
れ
と
そ
う
だ
な

お
空

 
お
空

ど
う
し
た
の
理
久
兎
様

 
理
 

今
日
の
間

泉

ン

の
熱

は

 
お
空

う

ん
熱
す
ぎ
る
か
ら
今
日
は

ま
す
よ

 
そ
れ
な
ら
亜
狛
と
一

に
彼
女
を
同
行
さ
せ
て
お
つ
か
い

で
散
歩
さ
せ
る
か

 
理
 

お

 
お

今
度
は
あ
た
い
で
す
か

 
理
 

あ

亜
狛
と
同
行
し
て
蓮
に
旧
都
を
案
内
し
て
や



 第４３９話 次の修行

 
て
く
れ
間

泉

ン

の
予
定
的
に
死
体
の

も

 
今
日
は
あ
ま
り
減
ら
な
い
か
ら
な

 
お

分
か

た
よ
お
父
さ
ん
と
行
く
ん
だ
も
ん
大
船
に

 

た
つ
も
り
で
い
て
よ

 
と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
で
今
日
の
役
回
り
は
決
定
だ
な

 
蓮
 

え

と
亜
狛
さ
ん
と
お

さ
ん
で
行
く
で
良
い
ん
で

 
す
よ

 
亜
狛

え

 
お

よ
ろ
し
く

お
父
さ
ん
と
あ
た
い
と
で
旧
都
を
案
内

 
す
る
か
ら

蓮
さ
ん

 
と

を

ま
せ
つ
つ

食
を
食
べ
終
え
る
と
蓮
達
は
旧
都
に
向
か

て
い

た

 
理
 

さ
て
と
耶
狛
そ
し
て
黒

 
耶
狛

何

 
黒
 

何
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
修
行
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
う

後
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で
亜
狛
と
も
話
を
合
わ
せ
て
お
け
よ

 

か
つ
計
画
的
に
修
行
す
る
に
あ
た

て
の
作
戦
会
議
を
始
め
よ
う
と
思
う
後

日
で
自
分

の
謹
慎
処
分
は
終
わ
る

そ
う
な
れ
ば

り
の

日
は
本
格
的
な
自
分
の
特
訓
が
出
来
る

そ

れ
ま
で
は
ど
う
し
た

て
皆
の
指
南
に
頼

て
し
ま
う
か
ら
な

 
耶
狛

お

そ
れ
で
ど
う
す
る
の

 
理
 

そ
れ
を
今
か
ら
話
し
合
う
の
さ
と
り
あ
え
ず
場
所
も

 
場
所
だ
し
俺
の
部

に
行
く

 
そ
し
て
場
所
を

し
自
分
の
部

に
行
き
作
戦
会
議
を
始
め
る

 
理
 

そ
れ
で
ま
ず
ど
う
す
る
か
だ
が

人
か
ら
し
て
蓮

 
に

り
な
い
も
の
は
何
だ
と
思
う

 
黒
 

そ
う
だ
な

こ
れ
は
今
の
平
和
な
世
で

た
ら
終

 
わ
り
か
も
し
れ
な
い
が
明
ら
か
な
実

験
の

だ

 
な

 
耶
狛

そ
れ
は

え
る
か
も
私
や
お
兄
ち

ん
そ
れ
に
黒

 
そ
し
て
マ
ス

も

つ
も
の
死

を
潜
り

け
た
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け
ど
蓮
く
ん
が
潜
り

け
た
死

て
数
え
て
数

 
ぐ
ら
い
し
か
な
い
か
ら

 
や
は
り
そ
う
か

死
と

り
合
わ
せ
の
戦
い
を
こ
な
し
た
者
だ
け
が

ら
れ
る
実

験
の

は
今
の
世
で
は
中
々

れ
る
も
の
で
は
な
い
よ
な

 
耶
狛

う

ん
そ
う
だ
あ
れ
な
ら
死
と

り
合
わ
せ
か
も
し

 
れ
な
い
よ

 
黒
 

あ
れ
と
は
何
だ

 
理
 

組
手
か

 
耶
狛

そ
う
そ
れ

 
昔
に

案
し
た
特
訓
で
飛
行
禁

で
マ
グ
マ
の
中
で

か
ぶ

を

場
に
し
て
行
う
組
手
だ

無
論
で

ち
た
ら
不
老
不
死
と
は
い
え
ど

で
は

ま
さ
れ
な
い

案
し
実

し
た
も
の
の

果
は

か
に
あ

た
に
は
あ

た

だ
が

人
が

ち
た
ら
熱
く
て
再
生

と
の
事
で
結

は
撤

し
た
特
訓
だ

し
か
し
耶
狛
の

う
通
り
そ
れ
な
ら
ば
蓮
も
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る
よ
な

 
黒
 

な
ら
ば
耶
狛
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耶
狛

ん

 
黒
 

お
空
の
時
間
次
第
に
は
な
る
が
も
し
空
い
て
い
た
ら

 
反

神

を

え
る
特
訓
も
あ
り
じ

な
い
か

 
耶
狛

か
に

お
空
ち

ん
も
力
を

り
余
ら
せ
て
い

 
る
し
そ
れ
に
弾
幕
の
密
度
も

い
か
ら

り
だ

 
理
 

ま

え
て
や
ろ
う
と
い
う
意

は
大
切
が
が

の

 
た
め
に

う

蓮
を
殺
す
な
よ

 
ぶ

ち

け
た
話
で
こ
れ
ま
で
の
修
行
を
さ
せ
て
手

取
り

く
強
く
さ
せ
る
上
で

え
た
結

論
は
弟
子
は
生
か
さ
ず
殺
さ
ず
と
い
う

神
の
元
で
や
る
の
が
一
番

的
だ
が
死
ん
だ
ら

元
も
こ
も
な
い

 
耶
狛

分
か

て
る
よ

 
黒
 

任
せ
て
お
け
主
に
彼
奴
を
任
せ
る
ま
で
に

性
か
ら

 
全
て

き
直
し
て
や
る

 
理
 

そ
い
つ
は
楽
し
み
だ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
蓮
を

生
か
さ
ず
殺
さ
ず

の

神
を
持

て
修
行
を

え
行
う
こ
事
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な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

小

は
大
丈
夫
か
の

 
怠
惰

ま

結
果
は
ご
存
知
の
通
り
で
す

 

 

お

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

あ
ち
ら
を
見
て
い
な
い
な
ら
ど
う
な
る
か
は

 
お
楽
し
み
に

 

 

う
む

そ
う
い
え
ば
ポ

モ
ン
は
何
時
に
投
稿
す
る

 
の
じ

 
怠
惰

時
に
は
投
稿
す
る
よ

 

 

う
そ
う
な
の
か

 
怠
惰

ま

だ
か
ら
お
楽
し
み
に

 

 

う
む
分
か

た
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怠
惰

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に

 
し
よ
う
か

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ



 第４４０話 修行失敗

 
第
４
４
０
話
 
修
行
失
敗

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
遊
戯
王
が
や
り
た
く
な
り

グ
フ

ス
ス

シ

ル
を
買

て
し

ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
う
し
て
や

て
み
る
と
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す

失
礼
そ

れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
蓮
へ
の

生
か
さ
ず
殺
さ
ず

の

神
の
も
と
に
修
行
を

え
決
行
し
て
か
ら

日
が

過

す
る

 
蓮
 

ド
ナ

ド
ナ

ド
ナ

 
何
時
も
の

食
の
場
で
蓮
は

え

き
た
の
か
真

白
に
な

て
い
た

し
か
も
口
か
ら
白
い

的
な
何
か
が
出
て
い
る

 
狗
神

小

し

か
り
し
ろ

 

帰

て
き
て
蓮
く
ん

 
神
楽

蓮
さ
ん
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人
の
式
神
達
が
蓮
を

さ
ぶ
り

た
い
た
り
し
て
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
が
ま
だ
真

白
だ

 
理
 

お
前
ら
や
り
過
ぎ
た
ん
じ

な
い
か

 
こ
ん
な
に
な
る
と
は
予
想
外
だ

た
た
め
修
行
か
ら
帰

て
き
た

人
に
聞
く
と

 
黒
 

い
や

え
た
修
行
の
元
に
や

て
い
る

 
耶
狛

う
ん

わ
れ
た
通
り
に

組
手
を
数
時
間
し
か

 
し
か
し
て
な
い
よ

 
理
 

み
た
い
だ
よ
な

 
だ
よ
な
そ
ん
ぐ
ら
い
し
か
や

て
い
な
い
の
な
ら
ど
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
ん
だ

 
亜
狛

マ
ス

方
は
⻤
で
す
か
そ
れ
よ
か
蓮
さ
ん
を

 
殺
す
気
で
す
か

 
理
 

え

 
亜
狛

え

て

ま
さ
か
人
間
の

界
と
妖
怪
達
の

界
を

 
間
違
え
て
ま
せ
ん
か

 

わ
れ
て
み
る
と

か
に
そ
こ
は

え
て
な
か

た
な

こ
れ
ま
で
妖
怪
は
た
ま
た
神
の
指
南
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し
か
し
て
こ
な
か

た
か
ら

界
を

て
い
た
か
も
し
れ
な
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ど
う
し
た

 
さ
と

え

と
蓮
さ
ん
の
心

が

 
そ
れ
は
流

に
ま
ず
い
と
り
あ
え
ず
指
を
な
ら
し
て
蓮
に
近
づ
き

 
理
 

チ

ス
ト

 
蓮
 

ぐ
ふ

 
思
い

き
り

に
向
か

て
殴
り
飛
ば
す

 
狗
神

お
前
は
バ
カ
か

 
理
 

大
丈
夫
だ
問

な
い

 

問

し
か
な
い
よ

 
と

て
い
る
と
殴
り
飛
ば
し
た
蓮
が
起
き
上
が
る

 
神
楽

蓮
さ
ん

 
式
神
達
が
す
ぐ
に
蓮
に
近
づ
く

自
分
達
も
近
づ
く
と

 
蓮
 

こ
こ
は

は
ど
こ
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こ
い
つ
は
何
を

的
な
記
憶

失
者
み
な
い
な
事
を

い
出
し
て
い
る
ん
だ

 
理
 

何
を

的
な
事
を

て
ん
だ
こ
こ
は
地
霊
殿
で

 
お
前
は
葛
ノ
葉
蓮
だ

 
蓮
 

え

あ

あ

そ
う
で
し
た

そ
う
い
え
ば
理

 
久
兎
さ
ん
小
町
さ
ん

て
何
時
も
何
処
に
い
る
ん
で

 
す
か

 
理
 

は

ど
う
し
て
ま
た

 
蓮
 

い
や
さ

き
ま

多
分

夢
だ

た
の
か
な

死
ん

 
だ

ち

ん
が

を

ん
だ
向
こ
う

で
こ

ち
に

 
来
て
は

メ

て

て
て
そ
れ
で
そ
の

に
小
町

 
さ
ん
が
船
に

そ
べ

て

を
流
れ
て
行

た
の
を

 
見
た
も
の
で

 
こ
い
つ

に
な
ら
な
い
こ
と
を

い
や
が

て
だ
が
あ
る
意
味
で
お
手

だ

中
々
見
つ

け
れ
な
い
サ
ボ

て
い
る
小
町
を
見
つ
け
た
の
だ
か
ら

ど
う
や
ら
三

の

で
サ
ボ

て
い

る

て
の
が
良
く
分
か

た

後
で

姫
に
報
告
し
て
引

ら
え
て
も
ら
お
う
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理
 

夢
だ
よ
蓮

お
前
は
し

か
り
と
朝
の
修
行
を
し
て

 

れ
て
果
て
た
の
か

ち
ま

た
ん
だ
よ
ま

れ

 
て
れ
る
か
ら
そ
ん
な
夢
を
見
た
ん
だ
気
に
す
る
必
要

 
は
な
い
ん
だ

 
蓮
 

そ

そ
う
で
す
よ

そ
れ
よ
り
も
し

か
り
と
出

 
来
た
ん
で
す

 
理
 

あ

あ

だ
よ
な

 
修
行
を

当
し
た

人
に
力
強
く
聞
く
と

人
は

い
を
し
な
が
ら

 
黒
 

あ

小

は
良
く
頑

た

 
耶
狛

う
ん

頑

た
と
私
は
思
う
よ

そ
う
だ
よ

 
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

も

論

 
流

は
俺
の
従
者
の

人
だ

そ
う
い

た
フ

ロ

は
バ

チ
リ
だ

 
さ
と

い
や
あ
の
さ

き
死
に
か
け

 
理
 

あ

あ

聞
こ
え
な
い
な

え

何
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シ

コ
ラ

の
ス
イ

ツ
が
食
べ
た
い
だ

て

 
仕
方
な
い
な

さ
と
り
は

 
狗
神

お
い
コ
ラ
話
を
そ
ら

 
理
 

え

亜
狛
と
耶
狛
と
で
お

り
し
た
い
の

良
い

 
よ
話
し
て
く
れ
て
も

 
と

う
と
何

か
狗
神
は

を
真

に
さ
せ
て

た

 
さ
と

本
当
に
意
外
で
す

 
狗
神

心
を
読
む
な

ど
う
せ
お
前
も
元
は
同
じ

の

 
だ
ろ
う
が

 

て
い
る
事
は
良
く
分
か
ら
な
い
が
と
り
あ
え
ず
口

め
料
と
し
て
今
回
は
チ

コ
レ

ト

フ

ン
デ

を
作
る
か
と

え
た

だ
が
亜
狛
の

い
分
通
り
自
分
は
人
間
の

界
点
を
過
大

し
過
ぎ
た
そ
こ
は
反

し
て

り
の
日
数
で
ど
う
検
討
す
る
か

 
理
 

う

ん

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

つ
案
を
出
し
ま
し

う
か

 
理
 

因
み
に
そ
の
案

て



 第４４０話 修行失敗

 
さ
と

で
の
特
訓
は

か
に
死
と

り
合
わ
せ
で
す
ぐ

 
強
く
は
な
れ
る
で
し

う
し
か
し
彼
の

神
が

え

 
れ
な
か

た

に
こ
の
よ
う
に
な

て
し
ま

た

 
理
 

か
に

く
幽
体

脱
し
て
た
よ
な

 

全
な
る
魂
は

全
な
る

神
と

全
な
る

体
に
宿
る
と

う
か
ら
な

わ
ば

体
と
魂

と
い
う

を

げ
る

が

神
だ
と
し
た
の
な
ら
そ
の

神
が
決

し
た
か
ら
蓮
は
幽
体

脱
す

る

目
に
な

た
の
は
事
実
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
の

え
た
特
訓
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で

 
は
な
い
ん
で
す
た
だ

界
点
を

え
て
し
ま

た
だ

 
け
な
ん
で
す
よ

 
理
 

ふ
む

な
ら
も
う
少
し
手
加
減
を
さ
せ
る
か

 
だ
が
す
ぐ
に
思
い

く
か
な

恐
ら
く
短
時
間
で
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と

う
恐
怖
を

界
点

で
味
わ
い
続
け
た
結
果
が
こ
の

り
様
だ

 
さ
と

そ
れ
も
そ
う
で
す
が
彼
の

を
少
し
ず
つ
で
も
良
い

 
の
で

れ
る
特
訓
を
さ
せ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
で
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す
そ
の
た
め
に
は
理
久
兎
さ
ん
自
身
が
見
え
る

 
で
な
け
れ
ば
そ
の
点
に
関
し
て
は
恐
ら
く

 
理
 

あ
の

人
が
一
番
見
て
い
る
か

 
今
の
自
分
よ
り
も
あ
の

人
が
良
く
見
て
い
る

な
ら
ば
今
の
自
分
が
や
れ
る
事
は
こ
れ
し

か
な
い
か

 
理
 

そ
う
か
分
か

た

 
亜
狛

耶
狛

黒
の
元
へ
と
向
か
う

 
理
 

お
前
達

人
に
蓮
の
新
た
な
修
行
メ
ニ

を
教
え

 
る
心
し
て
聞
け
よ

 

人
は
ビ
ク
ビ
ク
と
し
つ
つ

れ
む
よ
う
な
目
を
す
る

流

に
反

し
て
も
う
あ
ん
な
事

は
し
な
い

分
に
蓮
は
死
と

り
合
わ
せ
の
特
訓
を
達
成
し
た
か
ら
な

何
よ
り
も
自
分
は

々
と
急
ぎ
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
な
ら
ば
少
し
ず
つ
強
く
な
れ
る
方
法
を
見
つ
け
る

た
め
に
も
こ
れ
し
か
な
い

 
理
 

お
前
ら
に
指

す
る

り
数
日
で
蓮
の
今
の

界
の

 

を

れ
る
特
訓
を
し
て
く
れ
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黒
 

な

 
理
 

分
か

て
い
る

か
ら
見
た
ら
お
前
達
に
蓮
を
当
て

 
つ
け
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
だ
が
こ

 
の
数
日
間
で
蓮
の
特
訓
を
見
て
き
た
の
は

で
も
な

 
く
お
前
達
だ

だ
か
ら
こ
そ
お
前
ら
な
ら
今
の
俺
よ

 
り
も
蓮
に

実
し
た
修
行
を
さ
せ
る
事
が
で
き
る
だ

 
ろ
う

 
耶
狛

で
も
本
当
に
良
い
の

ど
を
私
達
に
任
せ
て

 
理
 

あ

お
前
ら
は
俺
よ
り

深
い
だ
ろ
じ

な
き

 
蓮
の
修
行
な
ん
て
断

て
る
だ
ろ

 
さ
と
り
と
話
す
蓮
を

め
る

本
当
な
ら
蓮
の
修
行
を
見
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
修
行
さ
せ

る
の
か

え
た
い
が
そ
れ
は
今
は
無
理
な
話
だ

自
分
の
目
の
代
わ
り
と
な
る
骸
達
で
見
る
こ
と

は
出
来
た
と
し
て
も
修
行
す
る
者
の
正

な
状
態
な
ど
を

す
る
事
は
出
来
は
し
な
い
の
だ
か

ら 
理
 

無
論
で
俺
も
サ
ポ

ト
は
す
る
必
要
な
事
だ

た
り
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ア
ド
バ
イ
ス
だ

た
り
が

し
い
な
ら
俺
に
聞
い
て

 
く
れ

 
そ
う

う
と

人
は
お
互
い
に
見
合
う
と
自
分
を
見
て

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

り
の
分
を

ら
で
し

か
り
と
や

 
り
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん

今
よ
り
も
強
く
さ
せ
る
か
ら

 
黒
 

あ

小

は
見
て
て
面
白
い
か
ら
な
し

か
り
と

 
て
や
る

 
理
 

あ

頼
む

 
そ
う

う
と

人
は
蓮
の
元
へ
と
向
か

て
い

た

人
が
蓮
へ
と
向
か
う
と
さ
と
り
が

て
く
る

 
さ
と

上
手
く
い
く
と
良
い
で
す

 
理
 

あ

り
数
日
だ
そ
れ
ま
で
蓮
を
頼
む

 
蓮
の
修
行
の
た
め
に
頑

る

人
を

め

り
数
日
と

う
⻑
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な
謹
慎

処
分
を
受
け
る
の
だ

た

な
お
小
町
の
件
に
つ
い
て
は
し

か
り
と

姫
に

を
い
れ
た
の
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は

う
ま
で
も
な
い

 
怠
惰

で
は
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

あ
や
つ
も

か
に
頼
る
と
い
う
事
を
覚
え
た
の

 
怠
惰

頼
る

 

 

う
む
良
く

う
じ

ろ
人
と
い
う

は
人
と
人
が

 
え
合
う
か
ら
人
じ

と

 
怠
惰

い
や
俺
が
習

た
の
と
は
違
う

 

 

何

 
怠
惰

人

て

は
人
が

人
で
歩
く
か
ら
人

て

じ

 
な
か

た

け

 

 

こ
や
つ
は
ク
ソ
じ

な

 
怠
惰

何
を
今
さ
ら

 

 

は

立
つ
の
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怠
惰

ア
ハ
ハ
ハ

 

 

も

も
う
良
い
わ
怠
惰
よ
終
わ
る

 
怠
惰

は
い
は
い
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
月

日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
ニ

ラ



 第４４１話 本格的な修行へ

 
第
４
４
１
話
 
本
格
的
な
修
行
へ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
起
き
て
ま
だ

時
間
し
か
活
動
し
て
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

起

き
た
の
が

後
の

時
で

過
ぎ
た
と

く
後

し
て
い
ま
す

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本

編
へ
ど
う

 
蓮
が
来
て
か
ら

日
が

過
し
自
分
は
時
計
を
見
て
い
た

 
理
 

 
何
で

か
ら
見
て
こ
ん
な
馬
鹿
げ
た
事
を
し
て
い
る
か
と

う
と
つ
い
に

り
数

で
自
分
の

謹
慎
が
解
け
る
の
だ

 
理
 

終
わ

た

 
ぐ

と

び
し
て

か
ら

を
出
す

つ
い
に
自
分
は
自
由
の
身
に
な
れ
た

 
理
 

自
由
と
は
何
て

晴
ら
し
い
の
だ
ろ
う
か

 
思
え
ば
こ
の
一

月
は
身
に
覚
え
も
な
い
罪
を

う
た
め
に
謹
慎
を
受
け
や
る
こ
と
も
な
く
た
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だ
た
だ
何
気
な
く
変
化
の
な
い

日
を
過
ご
し
て
い
た
が
つ
い
に
そ
ん
な
ク
ソ

た
れ
な
謹
慎

と
も
お
さ
ら
ば
だ

 
理
 

さ

て
と
蓮
の
修
行
を
見
に
行
く
か

 
亜
狛
達
の
気
を
探

て
何
処
に
い
る
か
と

す
る
と
灼
熱
地
獄
の
間

泉

ン

に
い
る

み
た
い
だ

 
理
 

さ

て
行
き
ま
す
か

 
地
霊
殿
の
中

へ
と
向
か
い
そ
こ
か
ら
灼
熱
地
獄
へ
と
入
る

そ
し
て

い
マ
グ
マ
の
空
を

通

て
い
き
間

泉

ン

へ
と
向
か
う

 
理
 

こ
こ
だ
よ
な

 
間

泉

ン

か
ら

人
の
気
に
プ
ラ
ス
し
て
お
空
と
お

そ
し
て

心
の
蓮
の
霊
力
が

伝
わ
る

や
は
り
こ
こ
に
い
そ
う
だ

 
理
 

彼
奴
等
は
上
手
く
や

て
る
か
な

 
等
と
思
い
な
が
ら
間

泉

ン

へ
と
入
る
と
突
然
自
分
め
が
け
て
無
数
の
ク
ナ
イ
と
斬
撃

波
が
飛
ん
で
き
た

 
理
 

レ
ク
イ
エ
ム
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断
罪
神
書
か
ら

を
取
り
出
し

の
発

し
弾
幕
で
打
ち
消
す
が
一
体
な
ん
だ
と

問
に
思

い
な
が
ら
進
む
と

 
亜
狛

そ
ら

 
蓮
 

そ
れ
し
き

 
蓮
と
亜
狛
が
組
手
を
行

て
い
た

ど
う
や
ら
さ

き
の
弾
幕
は
所

流
れ
弾

て
所
だ
ろ

う
か

 
お
空

理
久
兎
様
だ

 
耶
狛

え

あ

マ
ス

 
黒
 

な

主
よ

 
お

理
久
兎
様
こ

ち
で
す

 
観
戦
し
て
い
る

人
が
手
を

て
く
れ
る

と
り
あ
え
ず

人
の
元
へ
と
向
か
う

 
黒
 

主
が
こ
こ
に
い
る
と
い
う
事
は

 
理
 

あ

謹
慎
が
終
わ

た
か
ら
来
た
の
さ

 
お

⻑
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な
そ
ん
な

月
を
お

れ

 
様
で
す
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お
空

お

れ
様

 
理
 

お
う
あ
り
が
と
う
な

そ
れ
で
蓮
は
ど
ん
な
感
じ
に

 
仕
上
が

て
る

 

心
の
蓮
が
ど
の
よ
う
に
仕
上
が

て
い
る
の
か
と
聞
く
と

 
黒
 

問

な
く
育

て
る

あ
の
小

の
成
⻑

度
は
目

 
に
余
る
な

 
耶
狛

本
当
だ
よ

私
達
が
教
え
た
事
を
最
初
は
出
来
な
か

 

た
と
は

え
ど
も
う
出
来
る
よ
う
に
な

て
い
る

 
か
ら

 

う
そ
こ
ま
で
仕
上
が

て
い
る
の
か

因
み
に
蓮
の
仕
上
が
り
方
に
よ

て
は
亜
狛

耶

狛

黒
の

人
の
師
と
し
て
の
力

も
分
か
る

 
理
 

そ
れ
は
楽
し
み
だ

 
ど
の
よ
う
に
仕
上
が

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
亜
狛
と
組
手
す
る
蓮
を
見
守
る

動
き
観
察
予

と
い

た
要

が
戦
い
で
は
必
要
に
な

て
く
る
が
見
て
い
る

り
で
は
何

ら
問

は
な
さ
そ
う
だ
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お
空

お
⺟
さ
ん
時
間
は

 
耶
狛

え

あ

え

と

り

分
だ

 
戦
い
で
の

分
と
い
う
時
間
は
と
て
も

で
あ
る

こ
の

分
を
大
切
に
使
え
な
い
者
は

戦
う
資
格
な
ど
な
い
と
自
分
は
思

て
い
る

 
お

お
父
さ
ん
そ
れ
は
反

だ
よ

 
理
 

亜
狛
の
動
き
を
予

し
た
か

 
い
い
動
き
と

察
力
だ

恐
ら
く
亜
狛
も
手
加
減
を
し
て
動
い
て
い
る
た
め
か
普

よ
り
も
動

き
は

い
が
そ
れ
で
も
亜
狛
の
動
き
を
予

し

撃
で
き
た
の
だ
か
ら

 
耶
狛

り

 
耶
狛
の
一

で
亜
狛
の
動
き
が
よ
り

く
な
る

手
が
全
力
で
の
ラ
ス
ト
ス

ト
へ
と

持

て
き
た
時
ど
う
立
ち
回
る
の
だ
ろ
う
か

蓮
が
と

た
動
き
は
刀
を

に

し
た

 
お
空

諦
め
た

 
理
 

い
や
違
う

お
空

あ
れ
は

 

に

し
た
刀
の

を

り
そ
し
て
ク
ナ
イ
を
持

て
突
撃
す
る
亜
狛
と
の

イ
ミ
ン
グ
を
合

わ
せ
て
一
気
に

刀
し
斬
り

け
た
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耶
狛

い

 
黒
 

中
々
の

だ

 
理
 

刀
術
の
居
合
い
か

 
全
力
で
力
を

る

て
く
る
の
な
ら
ば
自
分
は

静
に
な

て
居
合
い
を
し
た
か
見
て
い
て

中
々
面
白
い
判
断
だ

だ
が
亜
狛
も
そ
の
一
撃
を
上
手
く
い
な
し
二
撃
目
を
与
え
よ
う
と
し
蓮
は

何
と

で
亜
狛
と
同
様
に
二
撃
目
を
与
え
よ
う
と
し
た
そ
の

間

 
耶
狛

イ
ム
ア

プ

 
と

一

で
お
互
い
は

と

が
当
た
る

リ

リ
で

ま

た

中
か
ら
し
か
見
れ
な

か

た
が
良
い
組
手
だ

た

人
は
降
り
て

方
に
向
か

て
く
る
と
自
分
は

手
し
て
迎

え
た

 
理
 

良
い
試
合
だ

た

人
共

 
亜
狛

マ
ス

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
が
こ
こ
に
い
る

て
事
は
謹
慎
は

 
理
 

あ

つ
い
さ

き
終
わ

た
か
ら
ど
ん
な
感
じ
か
を

 
見
に
来
た
の
さ

そ
れ
で
ど
う
だ
蓮

強
さ
は
実
感
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出
来
る
か

 
実
感
が
あ
る
の
か
と
聞
く
と
蓮
は

を
か
し
げ
て

い
を
す
る

 
蓮
 

実
感
は

あ
ま
り

き
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
か

 
実
感
が
あ
る
と
そ
れ
を

に
更
に
強
く
な
れ
る
が
ど
う
や
ら
そ
う
い

た
修
行
の
し
か
た
は
蓮

に
は

し
そ
う
だ

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず

達
の
役
目
は
こ
こ
ま
で
で
す
か

 
耶
狛

う

ん
そ
れ
を
聞
く
と

し
い

 
黒
 

ま

後
は
主
に

 
理
 

何
を

て
ん
だ
お
前
等
は

た
ろ
頼
む

て

 
お
前
等
も
最
後
ま
で

任
も

て
見
て
や
れ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は
目
を
点
に
し
た

そ
れ
に
こ
い
つ
ら
に
頼
ん
だ
時
か
ら
最
後
ま
で
見

て
も
ら
う
予
定
だ

た
た
め
今

何
気
な
く

た
の
だ
が
ま
さ
か
こ
こ
ま
で

か
れ
る
と
は

 
理
 

ま

そ
れ
に
亜
狛
と
蓮
の
組
手
を
見
て
い
て
の
感
想

 
と
し
て
は
蓮
に
レ

ル
を
合
わ
せ
て
戦

て
い
た
の
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は
分
か
る
が
亜
狛
お
前
そ
こ
し

ん
で
る
だ
ろ

 
亜
狛

な

 
チ
ラ
リ
と
見
る
と
耶
狛
と
黒
が
目
を
そ
ら
す

 
理
 

そ
れ
に
耶
狛
に
黒

今
の
発

で
目
を
そ
ら
し
た
の

 
は
ど
う
い
う
意
味
か
な

 
耶
狛

ク

 
黒
 

 

星
そ
し
て
話
を

ら
わ
そ
う
と
空
気
の

け
る
よ
う
な
口

を
吹
く

そ
ん
な
ん
で

魔
化

せ
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ

 
理
 

蓮
の
修
行
成
果
を
見
な
が
ら
蓮
共
々
で
久
々
に
俺
が

 
お
前
達
に

古
を
つ
け
て
や
る
よ

お

こ
れ
を
頼

 
む

 
ア
ロ
ハ
シ

ツ
を
脱
ぎ
お

に

け
に
行
き
お

と
お
空
の
耳
元
で

 
理
 

彼
奴
等
が

ち
そ
う
に
な

た
ら
回
収
を
頼
む
な

 
お

え

が

合
点
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お
空

分
か

た

 

け
終
え
上

に
な

て

り
向
き

を
回
し
な
が
ら
蓮
亜
狛
耶
狛
黒
を
見
る
と

人

は

や

を
か
い
て
い
た

 
蓮
 

え

え

 
亜
狛

ま
ず
い
こ
れ
は
本
気
だ

 
耶
狛

あ

あ
の
時
の
地
獄
特
訓
よ
る
持

が

 
黒
 

 
何
を
そ
ん
な
に

え

く
の
だ

普

の
通
り
に
修
行
を
し
て
い
れ
ば
亜
狛
達
な
ら
ば
何
ら
問

は
な
い

だ

そ
れ
に
蓮
の
事
も

え
て
こ

ち
は

手
で
戦
う
の
だ

度
良
い
ハ
ン
デ
だ

ろ 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
組
手
の
間
の
み
俺
の
力
の

 

を

解
除
す
る

 
力
の

を
解
い
て
少
し
力
を
引
き
出
す

そ
し
て

と

を
こ
の
場
に
出
し
空
へ
と

ば
た

く 
理
 

さ

て
め

ら
の
実
力
を
出
し
て
み
ろ
因
み
に
久
々
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に
力
を

る
う
か
ら
な
手
加
減
で
き
ず
に

に
し
た

 
ら

ゴ
メ
ン
な

 

人

し

に
な
ら
な
い

 
こ
う
し
て
１
Ｖ
Ｓ
４
に
よ
る

組
手
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

し
か
し

過
ぎ
じ

 
怠
惰

仕
方
な
い

過
ぎ
た
ん
だ
か
ら

 

 

や
れ
や
れ
じ

な

 
怠
惰

ま

そ
れ
が
怠
惰
さ
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い

 

 

は

そ
う
い
え
ば
怠
惰
よ
こ
の
ゲ

ム
は

 
怠
惰

あ

こ
れ

遊
戯
王
だ
よ

 

 

遊
戯
王

て
あ
れ
か

光
指
す
道
に
な
れ
的
な

 
怠
惰

そ
の
台

懐
か
し
い
な

ま

や

て
み
る
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う
む

シ
的
に
は
⻯
を
使
い
た
い

 
怠
惰

は
い
は
い
勝
手
に
ど
う

は

さ
て
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 

 

怠
惰
よ
こ
のブ

ル

ア
イ

イ
ト
ド
ラ
ゴ
ン

の
白
⻯

て
可
愛
い
イ
ラ
ス

 
ト
な
ん
じ

な

 
怠
惰

分
か

た
か
ら
本
当
に
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
イ

 
ナ
ラ
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第
４
４
２
話
 
従
者
と
弟
子
と
の
組
手

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ポ

モ
ン
の
作
品
設
定
を
ミ
ス

て
い
て

面
真

に
な

た
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
を
ミ
ス

た
の
か
が
気
に
な
る
の
な
ら
活
動
報
告
を
ど
う

気
に
な
ら

よ
と
い
う
方
は
今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
間

泉

ン

に
て
現

 
理
 

い

と
ろ
い

い

て
め

ら
そ
の
程
度
な
の

 
か

や

り
た
る
ん
で

ゴ
ラ

 
亜
狛
耶
狛
黒
の
動
き
が
前
に
も
増
し
て

い

こ
い
つ
ら
ち

と
程
の

ス
で
修
行

を
サ
ボ

て
や
が

た
な

 
亜
狛
と

こ
の

 
ク
ナ
イ
を
投

し
て
き
た
が

く

手
で
ク
ナ
イ
を
キ

チ
し
て
回
収
す
る

 
亜
狛

な
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耶
狛

次
は
私

 
神
力
に
よ

て
作
ら
れ
た
狼
を
自
分
目
掛
け
て

て
く
る

そ
れ
に
向
か

て
先
程
に
回
収

し
た
ク
ナ
イ
を
投

し
狼
の

間
に
当
て
消

さ
せ
る

 
耶
狛

う

そ
ん

 
黒
 

ち

ど
け
耶
狛

け
影

 
地
上
か
ら
黒
が
自
身
の
影
を

り
無
数
の

に
変
化
さ
せ
自
分
へ
と

を

つ
が
手
を

げ

 
理
 

ち
ろ
雷

 
自
身
の
能
力
を

い
て
上
空
に
雷
雲
を
発
生
さ
せ

雷
で
黒
の
影

を
打
ち
消
す

 
黒
 

あ
り
え
ん

 
や

り

み
す
ぎ
て
る
昔
の
方
が
ま
だ
良
か

た

特
に
動
き
が
本
当
に

い
こ
ん
な
の
台

所
に
出
現
し
た

を

り

で

み

除
す
る
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
簡
単
だ

 
蓮
 

覚
悟

 

刀
術
に
よ
る
神

の
一
太
刀
を
自
分
に
向
け
て
使
お
う
と
す
る
が

座
に
後
ろ

り
で
蓮
の

刀
の

を

え
一
太
刀
を

す
る

 
蓮
 

こ
ん
な
の
あ
り
で
す
か



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
理
 

蓮
お
前
の
動
き
は
単
調
す
ぎ
る
ん
だ
よ

 

に
霊
力
を

わ
せ
て
一
気
に
吹

飛
ば
す

す
る
と
自
分
の

い
込
み
か
の
よ
う
に
亜
狛

耶
狛

黒
が

ぶ
と
亜
狛
は
何
処
か
ら
と
も
な
く

本
の
刀
を
耶
狛
は

刀
を
黒
は
大
き
な
戦

を

え
て
一

に
襲
い
か
か

て
き
た

 
理
 

は

 

を
大
き
く

き
出
し
て
集
中
し
そ
し
て

 
理
 

雷

 
一
気
に
高

動
で
亜
狛

耶
狛

黒
の

人
の

中
を

り
飛
ば
す

 
亜
狛

が
は

 
耶
狛

う
ぎ

 
黒
 

ぐ
ふ

 

人
は
一

に
ぶ
つ
か
り
合
い
地
に

ち
て
い

た

 
理
 

何
だ
こ
の
動
き
す
ら
見
れ
な
い
の
か
お
前
ら
は

こ
れ

 
は

く
特
訓
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
な

 
蓮
 

く
ら
え
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斬
撃
波
が

方
へ
と
飛
ん
で
く
る
た
め

を

い
て
弾
き
飛
ば
す
が
斬
撃
波
の
後
ろ
に

れ

て
い
た
の
か
蓮
が
斬
り
か
か

て
来
た

だ
が

時
に

る
う
刀
の

道
を
読
み
取
り

イ
ミ
ン

グ
を
合
わ
せ
て
人

し
指
と
中
指
で
刀
の

を

み

め
る

 
蓮
 

 
理
 

お
前
は
さ

き
か
ら
思

た
だ
ろ
異
変
の
時
よ
り
も

 
強
い
と

そ
れ
は
そ
う
だ
あ
ん
な
の
手
加
減
の
内
に

 
入
る
お
遊
び
だ

た
か
ら
な

本
来
の
俺
の
本
気
は

 
自
身
の
気
だ
け
で

り
に
あ
る
も
の
全
て
を
無
に
返

 
し
ち
ま
う
ぐ
ら
い
強
い
だ
か
ら
何
時
も
は
制
御
で
き

 
な
い
力
は
封
印
し
て
い
る
の
さ
そ
う
し
な
い
と

り

 
に

惑
を
か
け
ち
ま
う
か
ら
な

 
恐
ら
く
自
分
が
こ
の

を
外
す
日
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

出
来

れ
ば
来
て
は

し
く
は
な
い
な

 
理
 

と
り
あ
え
ず
身
の
程
を
知
り
な
蓮

 

の
方
で

ら

ら
と

ら
め
く

を

の
よ
う
に
し
な
ら
せ
る
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蓮
 

え

何

ぐ
ふ

 
そ
し
て

を

よ
う
に

い
蓮
の

面
に
直
撃
さ
せ
吹

飛
ば
す

何
時
も
は
料
理
と
か

座
る
時
と
か
は
邪
魔
で
し
ま
う

だ
が

が
あ
る
と
戦
い
に
お
い
て
は

だ
な
と
感
じ

た 
理
 

あ
れ
そ
う
い
え
ば

人
は
ど
こ
行

た
ん
だ

 

り
を
見
て
み
る
と
亜
狛

耶
狛

黒
の

人
が
い
な
い
事
に
気
づ
く

逃
げ
た
訳
で
は
な

さ
そ
う
だ
し
お

と
お
空
を
チ
ラ
リ
と
見
た
感
じ
だ
と

に

ち
た
訳
で
も
な
さ
そ
う
だ

そ

う
な
る
と
何
処
に
行

た
ん
だ

 
耶
狛

ふ
ふ

マ
ス

 
亜
狛

少
し
一

に

に

ち
ま
し

う
か

 
黒
 

熱
く
て
主
は
昇
天
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
な

 
理
 

な

 
死
な
な
い
体

を

し
て
こ
い
つ
ら

に

と
す
気
か

人
が
自
分
の

と

を
亜
狛
と
耶
狛
が

み
そ
し
て

を
黒
に

束
さ
れ
る
と
真

さ
ま
に

ち
る

こ
い
つ
ら
ま

る
で
亡
者
み
た
い
な

を
し
て
や
が
る

だ
が

束
し
た
所
で
意
味
は
な
い
が
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理
 

収

 

を
し
ま
い

束
が

ん
だ
所
で

り

ど
く

 
亜
狛

し
ま

た

 
耶
狛

キ

 

人
を

り

ど
き
体
を
回
転
さ
せ
て
今
度
は
黒
を

り

ど
く

 
黒
 

う

 

れ
た
の
を

し

座
に

文
を
詠
唱
す
る

 
理
 

エ
ア
ビ
デ

 

に
風
を

わ
せ
て
空
を
飛
ぶ
と

 
蓮
 

神
楽

 
理
 

来
る
か

 
来
る
か
と
思
い

え
る
と
蓮
の
出
し
た
⻤
み
た
い
な
奴
等
は
通
り
す
ぎ
て
い
き
下
へ
と
向
か

て
い

た

 
理
 

何

 
何
だ
と
思
い
見
る
と

体
の
⻤
は

を
交

さ
せ
る
と
亜
狛
達
は
そ
の
交

さ
せ
た

を
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場
に
し
て
一
気
に

け
上
が

て
向
か

て
き
た

 
耶
狛

リ
メ
ン
バ

・
ミ

 
黒
 

リ

ン

だ

 
亜
狛

カ
ウ
ン

 
何
こ
い
つ
ら
カ

カ
ナ

語
を

い
な
が
ら
向
か

て
き
た
よ

と
い
う
か
亜
狛
お
前
が
ボ

た
ら
ツ

コ
ミ
が
黒
し
か

い
や
最

ツ

コ
ミ
と
い
う

な
ど
な
い
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

へ

 
蓮
 

だ

て
い
ま
す
よ

 
四
方
八
方
か
ら

め
て
く
る

そ
う
だ
そ
う
来
な
く
て
は
つ
ま
ら
な
い
よ
な

本
来
な
ら
仙
術

で

と

け
る
が
こ
こ
は

え
て
使
わ
ず
に
自
身
の
龍

を

げ
亜
狛
と
耶
狛
の
一
撃
を

防
ぎ
そ
し
て
黒
の
一
撃
を
龍

で

さ
え

け
る

 
耶
狛

固
い

 
亜
狛

ぐ

こ
こ
ま
で
固
い
と
は

 
黒
 

う

動
か
な
い

 

後
か
ら
向
か

て
く
る
蓮
に
は

の

を

し
て
一
撃
を

え
る
が
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蓮
 

ま
だ
だ

 

に
よ
る
二

え
の

撃
を
行

て
き
た

良
い
動
き
だ
な
ら
ば
こ
れ
は
ど
う
か
な

 
理
 

 
た
だ
た
だ
蓮
を

む

い
や
違
う
な
こ
れ
ま
で
の
蓮
で
は
味
わ
え
な
か

た
で
あ
ろ
う
あ
る
気

を

出
す
る

 
蓮
 

 
蓮
の
動
き
が

ま
る
と
同
時
に

人
の

が
な
く
な
る
と
す
ぐ
に

人
は
下
が

た

 
亜
狛

い
い

今

 
耶
狛

く

を
斬
ら
れ
た
気
が
し
た

 
黒
 

き

気
の
せ
い

 
蓮
 

ふ

え
が

 
こ
れ
は
少
し
強
め
に
出
し
す
ぎ
た
か

た
気
は

に

う
殺
気
で
あ
る

大

の
奴
の

殺
気
な
ん
か
は

手
が
ビ
ビ
る
程
度
だ
が

練
さ
れ

さ
れ
た
殺
気
は

に
等
し
い
も
の
で
あ

る
と
同
時
に

手
に
強

な
イ
メ

を

き
込
ま
せ
る
事
が
出
来
る

的
な
存

で
あ
る

と
イ
メ

を
さ
せ
れ
れ
ば
勝
手
に

手
は
引
い
て
い
く

こ
れ

ど
楽
な
戦
法
は
な
い
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理
 

ど
う
し
た
お
前
達

ま
さ
か
こ
の
程
度
の
事
で
ビ
ビ

 

た
の
か

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

 
挑
も
う
と
し
て
く
る
が
今
度
は
更
に
強
め
に
殺
気
を

つ
と

人
は

下
し
て
い
き
間

泉

ン

の

場
に

ち
る

 
蓮
 

う

動
け
な
い

 
亜
狛

久
々
だ
と
キ
ツ
イ

 
耶
狛

あ

ア
バ
バ
バ

 
黒
 

変
わ
ら
ず
な
殺
気

 

人
共
こ
の
程
度
の
殺
気
で
動
け
な
い
と
は
ま
だ
ま
だ

い
な

 
理
 

ふ
む

終
わ
り
か

 
蓮
 

う

 

び
を
上
げ
て
蓮
は
体
を
狐
の
よ
う
な
姿
へ
と
変
え
て
立
ち
上
が
る

 
亜
狛

な

い

 
耶
狛

マ
ス

の
こ
の
殺
気
で
立
つ
な
ん
て
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黒
 

や

り
あ
の
小

は
た
だ
も
ん
じ

 
金

に
光
る
蓮
は
刀
を

え
一
気
に

を

め
て
斬
り
か
か

て
き
た

こ
の
光

を
自
分

は
知
る
は
ず
も
な
い
の
に
何

か
見
た
こ
と
が
あ
る
気
が
し
て
な
ら
な
い

所

デ

ブ
と

い
う
の
が
正
し
い
の
か

 
理
 

お
前
の

性

か
に
見
た

 
そ
の

性
に

意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な

気

を
魔
力
に
変
え
向
か

て
く
る
蓮
に
向
か
い
巨

大
な
魔
力
の
玉
を
作
り
上
げ
唱
え
る

 
理
 

エ
ゴ
・
メ
サ
イ
ア

 
巨
大
な
玉
は
無
数
に
分

し
レ

ザ

と
な

て
蓮
へ
と
襲
い
か
か
る

 
蓮
 

じ

り

 
だ
が
向
か

て
い
く
レ

ザ

を
全
て
切
り

き
自
分
へ
と
向
か

て
く
る

そ
う
だ
俺
が

し
か

た
の
は
こ
う
い

た
必
死
な
行
動
だ

刀
で
自
分
へ
と
斬
り
か
か
る
が
そ
れ
を

な
く
人

し
指
と
中
指
で

み

め
る

 
蓮
 

な

 
理
 

い

蓮

だ
が
そ
の
必
死
に
動
く
そ
の
様
は
良
い
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動
き
だ

 
刀
を
弾
き
自
分
は
手
を

き

て
い
た
殺
気
を
し
ま
い
こ
む

 
理
 

よ
し
見
た
い
も
の
は
大
方
は
見
た
し
こ
こ
ま
で
な

 
そ
れ
を
聞
き
金

に
輝
い
て
い
た
蓮
は
元
の
姿
に

た

 
蓮
 

ふ

れ
た

 
理
 

お

れ
さ
ん

 

を
つ
き
蓮
は

れ
る

よ
く

え

い
た
も
の
だ

そ
し
て
組
手
が
終
わ
る
と
お

と
お
空

は
亜
狛

耶
狛

黒
の

人
に

け

る

そ
う
だ
彼
奴
等
に
伝
え
な
い
と
な

 
理
 

そ
れ
と
お
前
ら

 
従
者
達

人
は
ビ
ク
ン

と

き
自
分
を
見
る
と

 
理
 

お
前
ら
が

分
に

ん
で
い
た
の
は
よ
く
分
か

た

 

く
は
俺
が

修
し
て
修
行
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
な

 
お
前
ら

前
よ
り
も
キ
ツ
イ
の
を

意
し
て
や
る
か

 
ら
お
楽
し
み
に
な

 
ニ
コ
リ
と

ん
で

う
と

人
は
固
ま
る
と
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亜
狛

 
耶
狛

我
関
せ
ず

我
無
な
り

 
お
空

お
⺟
さ
ん
が

れ
た
よ

 
黒
 

は

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
お

黒
さ
ん
し

か
り
し
て

 
お
う
お
う
楽
し
そ
う
に
し
ち

て
そ
ん
な
に
楽
し
み
か

 
理
 

ま

修
行
仲
間
が
増
え
て
良
か

た
な
蓮

 
蓮
 

え

え

と
そ

そ
う
で
す

 
理
 

ア

ハ

ハ

ハ

ハ

ハ

 
と
そ
ん
な
こ
ん
な
で
今
日
か
ら
自
分
が
修
行
の
正
規
的
に
指
南
を
す
る
事
と
な
た
の
だ
た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も

 

 

怠
惰
よ
聞
い
た

古

的
な
バ
カ
な
ミ
ス
し
た
み
た

 
い
じ

の
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怠
惰

う
る
せ
い
や
い

 

 

し
か
も
そ
れ
を
知
ら
ず
に

月
近
く
や

て
し
ま

 

た
訳
じ

か
ら
の

も
う
わ

い
が

ま
ら
ん

  
怠
惰

マ

で
や
ら
か
し
た

 

 

 
怠
惰

立
つ
な

そ
の

い
方

 

 

し
か
し
そ
な
た
は
ミ
ス
ば

か
り
じ

の
う

 
怠
惰

リ
ア
ル
は
ア
ナ
ロ
グ
人
間
だ
か
ら

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

小
学
生
の
時
な
ん
か
学

の

ソ
コ
ン

台
ぐ
ら
い

 
殺

ち
ま

た
て
る
か
ら

 

 

い
や
そ
れ

に
な
ら
ん

 
怠
惰

ま

そ
の
本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

 

 

や
れ
や
れ

と
り
あ
え
ず
は
今
日
は
終
わ
ろ
う
か
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の

 
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
今
日
は

ま
で
で
す

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら
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第
４
４
３
話
 
技
の
伝
授

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
大
き
な
中
古
シ

プ
に
行

て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し

て
ゲ

ム
を

つ
か
買

た
の
は
良
い
ん
で
す
が

金
の
事
を

れ
会
計
に
出
し
合
計
が
７
０
０

０

近
く
に
な

て
い
て
リ
ア
ル
で

と

い
て
し
ま
い
ま
し
た

さ
て
そ
れ
で
は
こ
ん

な
下
ら
な
い
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
謹
慎
が
解
け
て
か
ら
翌
日
の

時

 
理
 

ら
て
め

ら
俺
を

せ
な
い
と
飯

き
だ

 
耶
狛

そ
れ
だ
け
は
い
や

 
亜
狛

こ
の

 
黒
 

お
り

 
蓮
 

そ
れ
だ
け
は
さ
せ
ま
せ
ん
よ

 

人
の
従
者
を

手
し
つ
つ
蓮
の
修
行
に
着
手
し
て
い
た

朝
の
準
備
運
動
か
ら
始
ま
り
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の
こ
の
特
訓
へ
と
持

て
い
く
の
が
自
分
流
だ

な
お

の
組
手
で
自
分
を

せ
な
け
れ
ば
夕
飯

は

き
と
い
う

件
で
や

て
い
る
の
は

う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
蓮
 

じ

り

 
理
 

無

だ
蓮

 
蓮
の
一
太
刀
を

手
を

化
さ
せ
て
防
ぐ

だ
が
恐
ら
く
次
は

に
よ
る
二
太
刀
目
が
来
る

そ
し
て
そ
の
予

通
り
に

持
つ

手
が
ピ
ク
リ
と
動
く

を
し
な
ら
せ
蓮
の

手
持
ち
に

よ
る

の
二
太
刀
目
を
防
ぐ

 
理
 

見
え
て
い
る

 
蓮
 

そ
ん
な
の
お
見
通
し
で
す
よ

 
と

う
と

を
持
つ
の
を

め
自
身
の
胸
ぐ
ら
に
目
掛
け
て
手
を
出
す
が

手
で

さ
え

け
る

 
理
 

成
る
程

目
な
ら
ば
体
術
で
勝
負
か
そ
の
転

は

 
大
切
だ
な

 
蓮
 

え

お
陰
で
理
久
兎
さ
ん
は

を

ん
で
く
れ
て
い
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る
の
で
助
か
り
ま
す
よ

 
理
 

何

 
何
だ
と
思

て
い
る
と
蓮
の
霊
力
の
流
れ
が
変
わ
る

何
を
す
る
気
だ
と
思

て
い
る
と
蓮
の

体
が
白
く
発
光
す
る

 
蓮
 

こ
の

で

さ
え
つ
け
て
い
る
の
な
ら
逃
げ
れ
ま

 
す
か

 
理
 

 

め
込
ん
だ
霊
力
を
一
気
に

つ
つ
も
り
か

そ
の

撃
は

わ
ば

ロ

で

弾
を
使
う

の
と
同
じ
で
あ
る

し
か
も
使

た

手
は
無

で

む
と
い
う
と
ん
で
も
技
だ

 
理
 

ち

 
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
そ
れ
と
同
時
に
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
は
自
分
の
間

を

さ
え
つ
け
た

 
耶
狛

ご
飯

き
は
勘

だ
か
ら

 
黒
 

あ

 
亜
狛

日
と
同
じ
と
思

た
ら
大
間
違
い
で
す
よ

 

か
に
亜
狛
の

う
通
り

日
よ
り
も
し

か
り
と

さ
え
つ
け
ら
れ
て
逃
げ
る
の
は
容

で
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は
な
い
な

し
か
も

り

と
し
な
あ
で
蓮
の
一
撃
が
入
る

そ
れ
に

日
み
た
い
に

を

開

す
れ
ば

け
れ
る
が
今
日
は
そ
れ
が
目
的
で
は
な
い
た
め
使
え
な
い
し

こ
れ
は
受
け
る
し

か
な
い
か

 
蓮
 

霊

 
と

一

を

べ
た

間
に
霊
力
に
よ
る
大

発
が
起
こ
る

 
理
 

く

 
吹

飛
ば
さ
れ
た
が

を

げ

風
に

し
て
受
け
身
を
と
る

 
理
 

ふ

 
だ
が
蓮
は
ミ
ス
を
し
た
な

恐
ら
く
こ
れ
は
弾
幕
ご

こ
で
使
う

に
設
計
し
て
あ
る
の
か

メ

は
な
か

た
が

風
が

か

た
だ
け
だ

も
し
も
こ
れ
が
弾
幕
ご

こ
な
ら
今
の
は

実
に
負
け
て
い
た
だ
ろ
う

 
理
 

中
々
や
る
じ

な
い
か

亜
狛
そ
し
て
耶
狛
に
黒
お

 
前
達
の
バ

ク
ア

プ
も
良
か

た

 
と

た
直
後

 
お
空

終
了
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終
了
の
時
間
と
な
り
合

で
お
空
が

ぶ

度
時
間
通
り
だ

た
な

 
耶
狛

マ
ス

夕
飯
ち

う
だ
い
よ

 
夕
飯

き
が
本
当
に
嫌
な
の
か
耶
狛
が

き
面
に
な
り
か
け
た

で

を

ん
で
き
た

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛

 
黒
 

そ
ん
で
ど
う
な
ん
だ
よ

 
理
 

ど
う

 

が

し
い
た
め
試
し
に

を
思
い

き
り

て
み
る
と

 
耶
狛

や

め
て

 

い
必
死
に

ん
で

さ
な
い

食
事
へ
の
執
着
が
恐
ろ
し
い
こ
と
こ
の
う
え
な
い

ま

今

回
の
蓮
へ
の
バ

ク
ア

プ
す
る
動
き
は
良
か

た
か
ら
飯

き
は
勘

し
て
や
る
か

 
理
 

分
か

た
か
ら
い
い
加
減
に

せ
よ

そ
う
し
な
い

 
と
耶
狛
お
前
だ
け
飯

き
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は

く
手
を

す

そ
し
て
自
分
は
蓮
の
元
へ
と
行
く
と

 
蓮
 

は

は

 
や
は
り
あ
の

発
技
は
蓮
の
霊
力
を
結

消

さ
せ
た
の
か
霊
力
が
弱
く
な

て
い
た
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理
 

お

れ
ち

ん

 
蓮
 

え

 
理
 

今
日
の
動
き
は
中
々
良
か

た

撃
の
切
り
返
し

 
が
特
に
良
か

た
必
ず
し
も
そ
の

撃
が

手
に
通

 
じ
る
訳
で
は
な
い

手
を
観
察
し
ど
う
行
動
す
る
の

 
か
を
見

め
る
の
か
が
大
切
だ
そ
れ
と
さ

き
の

 
発
技
だ
が
も
う
少
し
状

を
見
て
使

て
み
る
と
良

 
い

た
だ
で
さ
こ
こ
に
来
て
か
ら
霊
力
の
消

が

 
激
し
い
ん
だ
か
ら
な

 
蓮
 

ハ
ハ
ハ

注
意
し
ま
す

 

か
ら
し
て

れ
て
い
る
の
は
明
白
だ

と
り
あ
え
ず
休
憩
さ
せ
る
か

の
上
よ
り
か
は
マ

シ
と
は
い
え
ど
体
力
は

リ

リ
と

ら
れ
る
か
ら
な

 
理
 

と
り
あ
え
ず
一
休
憩
な

 
こ
の
時
に
ふ
と
自
分
は
思

た

蓮
な
ら
ば
も
し
か
し
た
ら
あ
の
技
の
ど
れ
か

つ
を
習

さ
せ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

そ
れ
に
そ
ろ
そ
ろ
黒
も
良
い
頃
合
い
だ
し
黒
は
本

を
入
れ
な
が
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ら
教
え
る
が
蓮
は
と
り
あ
え
ず
は
お
試
し
体
験
と
し
て
や

て
み
る
か

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛
お
前
達
は
今
日
は
上
が

て
良
い

 
亜
狛

え

 
耶
狛

黒
く
ん
と
蓮
く
ん
は

 
理
 

こ
の

人
に
は
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

て
な

何
だ

 
特
訓
が
し
た
り
な
い
の
か

 
ニ
コ
リ
と

み
が
ら

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

は
真

に
さ
せ
る

 
亜
狛

い

い
え

耶
狛
す
ぐ
に
帰
る

 
耶
狛

り

了
解
だ
よ
お
兄
ち

ん

 
そ
う

い

人
は

け
目
を
作

て
地
霊
殿
に
帰

て
い

た

た
黒
と
蓮
を
見
て

 
理
 

さ
て
と
こ
こ
か
ら
本
当
に
自
主
ト
レ
に
な
る
か
も
だ

 
か
ら
先
に
行

て
お
く

お
前
ら
は
仙
術
に
興
味
は

 
あ
る
か

 
黒
 

な

 
蓮
 

仙
術

て

理
久
兎
さ
ん
が
よ
く
使
う
あ
れ
で
す
よ
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理
 

そ
う
黒
は
そ
ろ
そ
ろ
頃
合
い
だ
か
ら
教
え
て
や
ろ
う

 
と
思

て
な

黒
お
前
は
受
け
る
か

受
け
な
い
の

 
な
ら
亜
狛
達
と
同
様
に
帰

て
良
い

 
黒
 

い
や
や
ら
せ
て
も
ら
う

 

い
か
け
た

中
で
黒
は

を

に

り
決
断
を

た

黒
は
や
る
と
い
う
の
が
分
か

た

が
次
に
蓮
の
方
向
を
向
い
て

 
理
 

分
か

た

つ
い
で
だ
か
ら
蓮
も
さ
わ
り
程
度
で
良

 
い
な
ら
や

て
み
る
か

正
直
な
話
で
お
前
だ
と
出

 
来
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

 
蓮
 

や

や
り
ま
す

や
ら
せ
て
く
だ
さ
い

 

い
て
い
る
の
か
少
し

葉
が
固
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
ま

良
い
か

 
理
 

よ
し
な
ら
教
え
て
や
る
よ

そ
う
だ
な
黒
は
ど
ん
な

 
の
が
良
い

 
黒
 

そ
う

わ
れ
て
も
な
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理
 

う

ん
亜
狛
が

し

で
耶
狛
は

防
一
体

だ
し

 
な

 
と

え
て
い
る
と
黒
は
何
か
決
心
し
た
よ
う
な

を
す
る

何
を
覚
え
る
か
決
ま

た
か
な

 
黒
 

な
ら
ば
十
七
式
骸
の

を
頼
む

 
理
 

こ
れ
ま
た

い
の
を
注
文
し
て
き
た
な

て

 
お
く
が
亜
狛
と
か
耶
狛
と
は
ま
た
違

た
意
味
で
大

 
変
だ

 
黒
 

察
し
て
い
る

 
理
 

あ
り

そ
う
な
の

 
ま

覚
悟
が
あ
る
の
な
ら

い
か

次
に
蓮
の
方
向
を
向
い
て

 
蓮
 

え

と

の
は
理
久
兎
さ
ん
が
決
め
て
く
だ
さ
い

 
理
 

へ

あ

う
ん

そ
う
だ
な

 
蓮
を
見
て
い
て
思

た
の
は
一
撃
に
掛
け
る

イ
プ
で
は
な
い
な

持
ち
前
の

さ
で

し
つ
つ

手
を

し
て
い
く
の
が
蓮
の

イ
プ
な
の
は
間
違
い
な
い

そ
れ
に
さ

き
の
霊
力

発
か
ら

え
て
恐
ら
く
金
狐
の
状
態
に
な
る
の
と
あ
の

発
が
最
後
の
決
定
打
で
あ
る
の
は
間
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違
い
な
い

な
ら
ば
あ
れ
が

度
良
い
か

 
理
 

な
ら
そ
う
だ

お
前
に
は
十
五
式
断

斬
を
教

 
え
て
や
る
よ

 
蓮
 

そ
れ

て
鷺
麿
の
夢
で
使

た
あ
れ
で
す
か

 
理
 

あ

あ
れ
の
元
の
技
だ
が
な

 
こ
れ
で
蓮
の
火
力
不

は
少
し
は

減
で
き
る
だ
ろ
う

だ
が
ニ
コ
ニ
コ
と
し
て
い
る
の
は
何

だ

ま

良
い
か

 
理
 

よ
し
そ
う
と
決
ま
れ
ば

や

て
い
く
か

 
断
罪
神
書
か
ら

体
の

人

も
と
い
デ
ク

１
０
０

を
出
す

 
理
 

黒
お
前
に
は
こ
の
デ
ク

１
０
０

を
使

て
特
訓

 
し
て
も
ら
う
よ
骸
の

は

あ
る
も
の
に
自
身
の
気

 
と
魂
を
分
け
て
自
分
の
分
身
と
し
て
動
か
す
技
だ
無

 
論
こ
れ
に
失
敗
す
れ
ば
魂
が

け
元
の

体
に

れ

 
る
と
い
う

証
は
な
い
か
ら

心
の
注
意
を
持

て

 
や
る
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黒
 

了
解
し
た

 
理
 

そ
し
て
蓮
に
教
え
る
断

斬
は

大
な
気
を
使
う

 
お
前
が
さ

き
使

た
霊
力

発
な
ん
て
お
遊
び
と

 
思
え
る
ぐ
ら
い
の
気
を
使
う
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
い

 
ろ
よ

 
蓮
 

は

は
い

 
そ
う
し
て
蓮
と
黒
の
仙
術
指
南
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

怠
惰
よ
今
の

布
の
中
身
は

 
怠
惰

す

か
ら
か
ん

 

 

じ

よ
な

 
怠
惰

ま

こ
ん
な
事
も
あ
る
さ

 

 

こ
や
つ
開
き
直
り
お

た

因
み
に
そ
の
中
古
店
は
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何
駅
先
な
ん
じ

 
怠
惰

駅
ぐ
ら
い

 

 

遠

わ
ざ
わ
ざ
行

た
の
か

 
怠
惰

そ
だ
よ

近
く
の
店

は
小
さ
い
か
ら
品
数
に
も

 
度
あ
る
し
そ
れ
な
ら
遠
く
て
も
大
き
い
所
な
ら
そ
れ

 

に
品
が
あ
る
か
ら

 

 

ま

そ
れ
は
の

 
怠
惰

読
者
様
も
買
い
物
に
は
気
を

け
て

 

 

で
な
い
と
こ
や
つ
み
た
く

布
が
空

に
な

て

 
し
ま
う
か
ら
の

 
怠
惰

さ
て
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

こ
ん
な
下
ら
ん
話
で
使

て
し
ま
う
と
は

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
４
４
話
 
修
行
は
続
く

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ニ
コ
ニ
コ
で
ク
ト

ル
フ
動
画
に
は
ま
た
ま
り
出
し
て
い
る
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

あ

い

た
ゲ

ム
を
見
て
い
る
と
面
白
い
で
す

さ
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど

う 
蓮
に
自
身
の
技
の

つ
で
あ
る
断

斬
を
伝
授
さ
せ
る
た
め
に
修
行
を
開
始
し
て
い
た

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
 
断

斬

 

を
合
わ
せ

げ
て
巨
大
な
霊
力
の

を
作
り
出
し
蓮
は
自
分
に
向
か

て
気
の

を

り

下
ろ
し
て
き
た
が

 
理
 

お
い
蓮
な
ん
だ
そ
の
技
は

 
蓮
 

な

 

手
で

り

い
蓮
の
一
撃
を
消
し
飛
ば
す

こ
ん
な
の
断

斬
な
ど
で
は
な
い

に
ま

で
気
が
こ
も

て
な
い
た
め
た
だ
の
見
か
け

し
も
良
い
と
こ
ろ
だ



 第４４４話 修行は続く

 
理
 

て
お
く
が
そ
ん
な
程
度
じ

断

斬
な
ん
か

 
名

れ
な
い

も

と

の

に
ま
で
霊
力
を
込

 
め
ろ

 
蓮
 

は
い

 
何
度
も
何
度
も
同
じ
よ
う
に
ぶ
つ
け
て
く
る
が
こ
の
度
に

手
で

り

う

日
か
ら
こ
の

修
行
は
始
め
て
い
る
が
や
は
り

の

度
レ

ル
で

く
り
と
教
え
て
い
く
事
が
大
切
そ
う

だ 
蓮
 

は

は

 
だ
が
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
蓮
は

を
上
げ
て
い
た

蓮
か
ら
流
れ
る
霊
力
に
乱
れ
が

あ

た
事
か
ら

い
霊
力
切
れ
を
起
こ
し
て
き
て
い
る
み
た
い
だ

 
理
 

何
だ
へ
ば

た
か

 
蓮
 

へ
ば

て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
よ

 
自
分
を
見
て

ぶ
と
ま
た
断

斬
の

え
を
と
る

す
る
と

 
お

理
久
兎
様
ど
う
で
す
調
子
は

 
間

泉

ン

の
入
り
口
か
ら
お

が
や

て
来
た

蓮
の
調
子
は
と

わ
れ
た
た
め
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を
あ
げ
て

を
ふ
る

 
お

あ
り

り

蓮
さ
ん
も
大
変
だ

 
理
 

そ
れ
で
お

は
何
し
に
こ
こ
へ

 
お

お

と
そ
う
だ

た
さ
と
り
様
か
ら
伝

で
書

を

 
ま
と
め
た
か
ら
後
で

し
て
と
の
事
で
す

 
書

か

し
か
し
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
こ
こ
に
来
た
と
い
う
の
か

 
理
 

何
だ
そ
の
た
め
に
来
た
の
か

 
お

い
い
え

蓮
さ
ん
が
ど
こ
ま
で
頑

て
る
か
み
た

 
く
て
来
た
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
蓮
の
様
子
を
見
た
い
が
た
め
に
来
た
み
た
い
だ

ま

ま
だ
ま
だ
上
手
く
は
い

て

な
い
が

 
お

に
し
て
も
大
丈
夫
か
い
蓮
さ
ん
ず
い
ぶ
ん
ボ
ロ
ボ
ロ

 
に
な

て
る
け
ど

 

か
に
結

修
行
で

め

け
た
か
ら
な

そ
ろ
そ
ろ
蓮
の
た
め
に

め
に
す
る
の
も
あ
り

か
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理
 

う

ん

ど
う
す
る
今
日
は

め
る
か

 
蓮
 

ま
だ
ま
だ

 
闘
志
を
内
に
秘
め
た
目
を
し
て

え
を
と
る
こ
れ
は
良
い

性
し
て
る

こ
れ
は

き
合
わ
な

い
方
が

暮
だ

 
理
 

お
前
は
そ
の

ツ
は

め
て
や
る
よ
な
ら
後
数
分

 
は

手
し
て
や
る
来
な

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 
巨
大
な
気
の

を

り
下
ろ
し
て
く
る

と
り
あ
え
ず
近
く
に
い
る
お

に
も
し
が
あ
る
と

る
た
め
下
が
ら
せ
る
か

 
理
 

お

は
下
が

て
な
さ
い

 
お

は
い
は
い

 
お

は
下
が
る
の
を

す
る
と

手
で
蓮
の
一
撃
を

り

い
か
き
消
す

こ
れ
で
は
全
然

だ
な

 
理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な

 
蓮
 

く

ま
だ
だ
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理
 

蓮
お
前
の

ツ
は
良
い
ん
だ
が
よ
イ
メ

し

 
て
使

て
る
か

深
く
イ
メ

し
ろ
お
前
は
霊
力

 
だ
け
で
出
来
て
い
る

を
持

て
い
る
そ
の

で
俺

 
を
一
刀

断
す
る
と
い
う
イ
メ

を
も
て

 
蓮
の

ツ性
は
と
て
も

晴
ら
し
い
と
思
う

だ
が
反
面
で
そ
れ
が

に
な

て
い
る
気
が
す
る

の
が

い
所
だ

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 
理
 

さ

き
よ
り
か
は
良
く
な

た
な

 
先
程
よ
り
か
は
見
て
ま
と
も
に
な

て
い
る
と
思

た

だ
が
あ
ま
で
も
先
程
よ
り
は
の
話

だ

手
で

り

い
ま
た
か
き
消
す

 
蓮
 

く

ま
だ

ま

 
と

突
然
の
事
だ

た

蓮
は
ふ
ら
ふ
ら
と
体
を

ら
し
た
か
と
思
う
と
う
つ

せ
に

れ

た

ま
ず
い
と
思
い
蓮
へ
と
急
い
で
近
づ
く
と
蓮
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
な

を
た
て
て
い
た

 
理
 

よ
く
頑

た
な
蓮

今
日
は
も
う
休
め

 
目
に
余
る
ぐ
ら
い
に
頑

り

れ
た
蓮
に

意
を

し
て
そ
う

く

そ
し
て

れ
た
蓮
を
お



 第４４４話 修行は続く

ん
ぶ
す
る

 
お

理
久
兎
様

私
が
運
び
ま
し

う
か

 
理
 

い
い
や
俺
が
運
ぶ
よ
こ
の
ぐ
ら
い
は
し
て
や
ら
な
い

 
と
な

あ

で
も
お

に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る

 
お

何
で
す

 
理
 

お
空
に
伝
え
て
お
い
て
く
れ
間

泉

ン

の
温

 
度
が
上
が

て
き
て
る
か
ら
そ
の
対
処
を
頼
む

て

 
な

 
今
日
の
修
行
を
開
始
し
た
時
よ
り
も
間

泉

ン

の
温
度
が
上
が

て
き
て
い
る
た
め
か

く
感
じ
た
た
め
そ
ろ
そ
ろ
温
度
調

が
大
切
だ
と
思

て
い
た

そ
の
た
め
間

泉

ン

を

理
で
き
る
お
空
に
調
整
の
指

を
す
る
よ
う
に
と
お

に
伝
え
る
と
お

は
ニ
コ
ニ
コ
と

い
な
が
ら

礼
を
す
る

 
お

了
解

理
久
兎
様

 
理
 

あ

頼
む

こ
こ
が

発
し
た
ら
諏
訪
子
達
が
ぐ

 
ち
ぐ
ち
う
る
さ
く
な
る
か
ら
な
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そ
う
し
て
お

は
お
空
を
探
し
に
向
か
い
自
分
は
地
霊
殿
へ
と

り
蓮
が

泊
ま
り
す
る
部

に
行
き
蓮
を

か
し
つ
け
る

 
理
 

こ
れ
で
よ
し

 
と

く
と
ド
ア
が
開
き
さ
と
り
が

き
こ
ん
で
く
る

 
理
 

ど
う
し
た
さ
と
り

 
さ
と

い
え
蓮
さ
ん
を
お
ぶ

て
中
に
入
る
の
を
見
た
も
の

 
で

れ
た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

霊
力
切
れ
起
こ
し
た
み
た
い
で
な

 

か
し
つ
け
た
蓮
を
見
た
さ
と
り
は
若

で

れ
な
が
ら

 
さ
と

は

や
り
過
ぎ

て
訳
じ

な
い
で
す
よ

 
理
 

こ
い
つ
の

ツ
が

か

た
だ
け
だ
よ

 
蓮
の

ツ
は
目
に
余
る
ぐ
ら
い

い

し
か
も
後
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
俺
達
を
助
け
る
た
め

に
危
な
い

ま
で
渡

た
ら
し
い
し
な

こ
い
つ
は
俺
よ
り
も

性
が
座

て
る

 
さ
と

ま

今
の
で
大
体
は
察
し
が
つ
き
ま
し
た

な
ら
私

 
は
蓮
さ
ん
の

を
し
て
お
き
ま
す

あ

理
久
兎



 第４４４話 修行は続く

 
さ
ん
お

か
ら
聞
い
て
ま
す

 
理
 

あ

書

だ
ろ

け
て
お
く
よ

 
さ
と

部

に
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ
い
よ

 
し
か
し
さ
と
り
が

す
る
と
申
し
出
る
な
ん
て
珍
し
い
事
も
あ
る
も
の
だ

ま

恐
ら
く
蓮

と
何
か
話
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う

な
ら
俺
は
邪
魔
だ
ろ
う
し
退
場
す
る
か

 
理
 

頼
む
な

 
さ
と

え

 
そ
う
し
て
部

を
出
て
自
室
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
も
あ
り
が
と
う

 

 

う
む
し
か
し
小

は
大
丈
夫
か
の

 
怠
惰

さ

ま

で
も
彼
は
火
事
場
の
馬
鹿
力
は

い
け

 
ど
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そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
俺
の
時
も
火
事
場
の
馬
鹿
力
で

し
き

た
し

  

 

う

因
み
に
ど
ん
な
事
し
た
ん
じ

 
怠
惰

な
ず
に
出
来
る
か
な
チ
キ
チ
キ
薬
取
ろ
う
ゲ

ム

 

て
修
行

 

 

聞
い
て
て
怪
し
さ
満
点
な
修
行
じ

な

 
怠
惰

ま

で
も
彼
は
頑

た
よ

 

 

怠
惰
が
修
行
の

だ
に
イ
メ

が
つ
か
ん

 
怠
惰

失
礼
だ
な

ち

ん
は

て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

じ

な
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
ん
じ

読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ



 第４４５話 黒の修行はというと

 
第
４
４
５
話
 
黒
の
修
行
は
と
い
う
と

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
友
達
と
遊
び
に
行

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

遊
ぶ
だ
け
遊
び

歩
き

れ
て
し
ま
い
ま
し
た

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
さ
と
り
が
蓮
を

を
し
始
め
て
か
ら
数
時
間
程

過
す
る

 
黒
 

は

仙
術
七
式
骸
ノ

 
と
黒
が
唱
え
る
と

れ
て
い
る

１
０
０

は
動
き
出
す

現

何
を
し
て
い
る
の
か

と

う
と
黒
に
教
え
て
い
る
仙
術
七
式
骸
ノ

を
教
え
な
が
ら
書

に
目
を
通
し
印

を

し
て

い
た

 
理
 

お

良
い
じ

ん

 
そ
う

う
と
突
然

黒
は

れ

れ
て
い
る

１
０
０

が
立
ち
上
が
り

 

そ
う
で
あ
ろ
う
主
よ

 

的
に
黒
だ
よ
な

こ
い
つ

だ
な
幽
体

脱
し
た
か
と
思

た
ら

に
黒
の
魂
が
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入

た

い

 
理
 

う
ん
前

撤
回
だ
黒
お
前
は
下
を
見
ろ

 

ん

な

わ

我
が

れ
て

て

な

何
だ
こ

 
れ
は

 
よ
う
や
く
今
の
現
状
に
気
づ
い
た
か

 
理
 

や
れ
や
れ

 
や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら
黒
の
魂
が
入

た

１
０
０

に
近
づ
き

 
理
 

チ

ス
ト

 
思
い

き
り
頭
を
ぶ
ん
殴
り

を

ら
わ
す

 

あ
が

 
と

の

を
上
げ
る
と

１
０
０

か
ら
白
い
何
か
が
出
て
く
る

座
に

み

ぶ

れ
て
い
る
黒
に

き
つ
け
る
と
白
い
何
か
は
黒
の
体
の
中
に
ス

と
入

て
い

た

 
理
 

こ
れ
で
良
し

 
す
る
と

れ
て
い
た
黒
は
起
き
上
が
る

 
黒
 

す

す
ま
ん
主
よ



 第４４５話 黒の修行はというと

 
理
 

た
だ
ろ
魂
の
半
分
を
分
け
与
え
る
感
じ
で
や
れ

 

て
こ
れ
は
や
り
す
ぎ
だ

 
実

な
話
で
今
み
た
い
に
失
敗
は
あ
り
え
る

あ

な
る
と
す
ぐ
に

さ
な
い
と
魂
は
元
の

体
が

れ
な
く
な

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
こ
の
修
行
を
す
る

に
は
目
が

し
に
く
い
の

だ 
理
 

そ
ん
じ

も
う
一
回
や

て
み
な

 
黒
 

あ

 
そ
う
し
て
黒
は
骸
ノ

を
使
う
が
何
度
も
失
敗
を

り
返
す

 
黒
 

し
い
な

 
理
 

そ
ん
な
簡
単
に
は
い
か

よ
蓮
も
そ
う
だ
け
ど
よ

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
小

は
大
丈
夫
な
の
か

 
理
 

あ

さ
と
り
が

し
て
く
れ
て
る
よ

 
印

を

し
書

を

け
な
が
ら
話
す
と
黒
は

る

 
理
 

ん

ど
う
し
た
黒
ま
さ
か
ま
た
魂
が

け
た
か

 
黒
 

い
や
大
丈
夫
だ

男
女
が
同
じ
部

か
何
か
間
違
い
が
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な
け
れ
ば
い
い
が
な

 
理
 

さ
と
り
に

て
そ
れ
は
な
い
だ
ろ

 
バ
カ
だ
な
黒
は
流

に
そ
れ
は
な
い
だ
ろ

だ
が
さ
と
り
の

す
る
と
い
う

葉
の
本

当
の
意
味
が
あ

た
と
し
た
ら

話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
予

し
た
が
何
を
話
す
の

か
ま
で
の
内
容
は
予

つ
か
な
い

何
せ
さ
と
り
な
の
だ
か
ら

 
黒
 

主
よ
大
丈
夫
か

 
理
 

あ

問

な
い
よ

 
と
り
あ
え
ず
仕
事
集
中
し
な
い
と
な

書

を
見
つ
つ
黒
の
修
行
を
見
る

見
る
の
だ
が
頭
か

ら
何

か
さ

き
の
黒
の

葉
が
引

掛
か
り
を
見
せ
て
仕
方
な
い

 
理
 

ふ

 
こ
れ
で
は
書

仕
事
に
も
手
が
回
ら
な
い
な

 
黒
 

お

ど
う
だ

 
そ
う

う
と
黒
は

リ
と

れ
口
か
ら
白
い
何
か
が
飛
び
出
て
く
る

 
理
 

ま

た
く

お
前
は

り
な
い
な

 
口
か
ら
出
て
き
た
白
い
物
を
キ

チ
し
黒
へ
と

き
つ
け
る
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黒
 

ゴ

ゴ

 
理
 

黒
お
前
は
少
し
休
憩
し
な
そ
れ
も
大
切
だ

 
黒
 

あ

あ

何
処
に
行
く
ん
だ

 
理
 

さ

 
部

か
ら
出
て
こ
の

に
あ
る

と
は
反
対
の
ル

ト
へ
と
行
く

そ
し
て
蓮
が

泊
ま
り
す

る
部

の
前
で
立
ち

ま
る

 
理
 

こ

こ
れ
は
あ
れ
だ

気
に
な

た
と
か
じ

な
く

 

何

て
ん
だ
俺
は

 
や
れ
や
れ
と
思
い
蓮
の
様
態
を
見
る
た
め
そ
う
あ
く
ま
で
蓮
の
様
態
を
見
る
た
め
に
部

へ
と

入
ろ
う
と
す
る
と
部

か
ら

が

れ
て
く
る

 
蓮
 

あ
の
事
件
で
す
か

 
さ
と

え

理
久
兎
さ
ん
達
は
無
自
覚

ま

耶
狛
さ
ん
は

 
ち

と

外
に
近
い
で
す
が

ど
の
事
を
覚
え
て

 
は
い
ま
せ
ん
で
す
が
彼
は
そ
れ
が
許
せ
な
か

た
自

 
分
の
手
で
友
人
達
を

つ
け
た
事
を
だ
か
ら
そ
ん
な
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自
分
を

め
て
く
れ
た

方
達
に
少
し
で
も

を
返

 
し
た
い
と
も
思

て
い
る
ん
で
す
よ

無

話
を
し

 
す
ぎ
ま
し

あ
ん
ま
り

う
と
理
久
兎
さ
ん
に
怒
ら

 
れ
て
し
ま
い
ま
す

 
と

う

が
聞
こ
え
て
き
た

ど
う
や
ら
蓮
は
起
き
た
み
た
い
で
さ
と
り
と
会
話
し
て
い
る

み
た
い
だ

 
理
 

返
し

 
し
か
し

々
と
さ
と
り
は

て
く
れ
る
よ
な

だ
が
蓮
の
指
南
を
引
き
受
け
た
本
当
の
理
由

は
さ
と
り
の

う
通
り
か
も
し
れ
な
い

自
分
の
中
の
何
処
か
で

び
を
し
た
い
気
持
ち
が
あ

た

ま

ど
う
や

て
謝
る
か
が
分
か
ら
ず
で
こ
ん
な
事
を
し
ち
ま

て
る
訳
だ
が

 
理
 

ち

ん
と
謝
ら

と
な

 
謹
慎
が
解
け
た
ら
皆
に
謝
ろ
う

そ
し
て
今
度
こ
そ
は
自
分
達
も
力
に
な
れ
る
事
が
あ
る
な
ら

力
に
な
ら
な
い
と
な

 
さ
と

え

そ
れ
な
り
に
あ
り
ま
す
よ

 
蓮
 

あ
る
ん
で
す
か
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さ
と

え

ま

大
体
は
悪
か

た
方
が
先
に
謝
る
感
じ
で

 
す

ど
理
久
兎
さ
ん
で
す
が

そ
う
で
す

 

互
い
が
悪
い
の
で
あ
れ
ば
互
い
に
謝
れ
ば
良
い
ん

 
じ

な
い
で
す
か

 
何
を
話
し
て
い
る
ん
だ

さ
と
り

て
心
に
思

た
こ
と
を
読
め
る
か
ら
そ
れ
で
会
話
が
出
来

る
ん
だ

た
な

お
陰
で
何
を
ど
う
会
話
し
て
る
の
か
分
か
ら
な
い
な

 
さ
と

ま

か
に

女
は
気
も
我
も
強
い
で
す
が

手
も

 

方
と
同
じ
気
持
ち
な
ら
ば
謝
る
と
思
い
ま
す
け
ど

 

あ
く
ま
で

験
上
の
話
で
す
が

 
蓮
 

そ
う
で
す
か

い
え
そ
う
で
す

地
上
に
帰

た
ら

 
謝

て
み
ま
す

 
ど
う
や
ら
蓮
は
ま
だ
霊
夢
と
の
喧
嘩
を
引
き
ず

て
る
み
た
い
だ
な

そ
し
て

さ
と
り
の

て
る
事
は
合

て
お
り
そ
れ
ま
で
を

り
返
る
と

ど
俺
か
ら
謝

て
い
る
よ
な

 
理
 

ま

俺
か
ら
謝
ら
な
い
と
機
嫌
が
直
ら
な
い
か

 
ら
な
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と
い
う
か
自
分
か
ら
謝
ら
な
い
と
さ
と
り
の
機
嫌
は
中
々
直
ら
な
い
か
ら
先
に
謝

て
い
る
の

が
事
実
だ

 
さ
と

ふ
ふ

頑

て
下
さ
い
蓮
さ
ん

さ
て
そ
ろ
そ

 
ろ
理
久
兎
さ
ん
も
書

チ

ク
は
完
了
し
て
い
る

 
と
思
い
ま
す
の
で
行
き
ま
す

 
と

聞
こ
え
る
と
さ
と
り
の

が
ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
く
る

 
理
 

 
自
然
を
装
う

で
今
来
た
よ

気
を
出
す
た
め
に
部

か
ら

れ
る
と

度
さ
と
り
は
部

か
ら
出
て
来
き
た
た
め
近
づ
く

 
理
 

よ

蓮
の
調
子
は
ど
う
よ

 
さ
と

あ

理
久
兎
さ
ん
え

大
丈
夫
そ
う
で
す
よ

 
理
 

そ
う
か
な
ら
良
し
か
な

 
話
を
聞
い
て
い
て
自
分
が
思

た

ど
変
な
話
は
し
て
な
く
て
良
か

た
か
な

 
さ
と

所
で
理
久
兎
さ
ん
書

は

 
理
 

あ

後

か
な
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さ
と

そ
う
で
す
か
な
ら

め
に
終
わ
ら
せ
て
下
さ
い

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う

い
さ
と
り
は
自
分
の

を
通
り
す
ぎ
て
行

た

 
理
 

ふ

さ
て
い
ら
ぬ
心

し
て
時
間

し
ち
ま

た

 
し
書

作
り
を
再
開
し
ま
す
か

 
そ
う
し
て
自
室
へ
と

り
黒
の
修
行
を
見
つ
つ
書

を

け
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
あ
の
魔
⻯
の
小

の
魂
が

け
る
と
は

 
の

 
怠
惰

ま

彼

一
時
期
は
魂
だ
け
で
過
ご
し
て
い
た
か
ら

 
そ
の
影

か
魂
が

け
や
す
く
な

て
い
る
の
か
も

 
し
れ
な
い

 

 

そ
れ
大
丈
夫
か
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怠
惰

大
丈
夫
じ

な
い

臨
死
体
験
し
た
奴
も
い
る
ん
だ

 
し

 

 

あ
の
小

か

 
怠
惰

そ
う
そ
う
そ
れ
に
比
べ
れ
ば

 

 

ど
ち
ら
に
せ
よ

が
悪
い

 
怠
惰

だ
よ

俺
は
ご
め
ん
だ
わ

 

 

い
や
お
ん
し
も
同
じ

ま

良
い
か

 
怠
惰

気
に
し
な
い

気
に
し
な
い

さ
て
と
そ
れ
じ

少

 
し

い
け
ど
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第４４６話 泥棒騒動

 
第
４
４
６
話
 
泥
棒
騒
動

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
昔
に
買

た
ゲ

ム
が
や
り
た
く
な
り
家
中
を
探
し
て
も
見
つ
か

て

い
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

暴
食

り
に

し
た
の
か
ま
た
は

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ

ど
う

 
翌
日

つ
い
に
蓮
の

間
指
南
も
最
終
日
と
な
り
朝

く
か
ら
技
の

古
に
入

て
い
た

そ
し
て
そ
の
練
習
を
見
た
い
と
の
事
で
亜
狛

耶
狛

黒

お

お
空
の

人
が
観
戦
す
る

中
で
行

て
い
た

 
蓮
 

仙
術
十
五
式
断

斬

 

を
合
わ
せ
巨
大
な
霊
力
の

を

げ
自
分
へ
と

り
下
ろ
し
て
く
る

だ
が

 
理
 

 

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
回
し

り
を
し
霊
力
の

を

り
飛
ば
し
消

さ
せ
る

 
理
 

ま
だ
ま
だ
だ
な
蓮
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蓮
 

今
の
を
百
点
満
天
で

う
と

 
百
点
満
点
で
何
点
か

う

ん
回
し

り
程
度
で

れ
る
ん
だ

た
ら

 
理
 

点
代
だ
な

 
本
来
の
断

斬
は
あ
ん
な
回
し

り
程
度
じ

消

は
し
な
い

に

点

り
が

当

だ

だ
が
そ
れ
を
聞
い
た
蓮
は
気
に

ん
で
い
る
の
か
少
々

ち
込
ん
で
い
た

 
理
 

別
に
気
に

む
必
要
は
な
い

蓮

第
一
に
亜
狛
と

 
耶
狛
だ

て
覚
え
る
の
に

当

し
て
る
か
ら
な

 
す
ぐ
に
動
向
で
き
る
よ
う
な
も
の
じ

な
い
自
分
の

 

ス
で
や
る
も
の
さ

 
蓮
 

で
す
が
今
日
が
最
終
日
で
す
少
し
で
も
近
づ
き
た
い

 
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

お
前
の
そ
の
気
持
ち
は
分
か
る
だ
が
お
前
の

度
で

 
覚
え
学
ん
で
や
る
も
の
さ

 
蓮
 

は

 
数
日
前
の
失
敗
に
よ
り
改
め
て
学
ん
だ
事
そ
の
者
の
学
習

度
は
そ
れ

れ
で
あ
る

だ
か
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ら
そ
の
者
に
合

た

度
を
見

め
る
必
要
が
あ
り
そ
れ
を
見

れ
ば
前
回
と
同
じ
失
敗
だ

 
蓮
 

も
う
一
度
お
願
い
し
ま
す

 
だ
が
こ
う
し
て
蓮
を
見
て
い
て
思
う
の
は

よ
り
も

ツ性
は
あ
る

恐
ら
く
は
自
分
が
見
て
き

た
者
の
中
で
蓮
ぐ
ら
い

ツ
が
あ

た
者
は
あ
ま
り
い
な
か

た

い
て
も
依
姫
だ
と
か
ぐ
ら

い
な
も
の
だ
か
ら
教
え
我
意
が
あ
る
も
の
だ

 
理
 

あ
い
よ

来
な

 
そ
う
し
て
蓮
は
自
分
に
向
か

て
何
度
も
何
度
も
断

斬
を

て
く
る
が
こ
の
度
に
一
撃

を
無
力
化
さ
せ
て
い
く

数
時
間
に
も

ぶ
時
間
の
中
蓮
は
霊
力
切
れ
を
起
こ
し

し
て
い

た 
蓮
 

は

は

 
理
 

う

ん
今
の
で

点
ぐ
ら
い

 
つ
い
に
回
し

り
で

け
な
い
ぐ
ら
い
の

さ
に
な

て
き
た

こ
の
調
子
で
な
ら
数
年
も
か

か
ら
ず
に
こ
の

を
取

す
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

や

と
半
分

 

れ
が
出
て
き
て
い
る
の
か
蓮
は
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
た

ま

こ
ん
な
灼
熱
地

の
場
所
で
は
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無
理
は
な
い
だ
ろ
う

熱
中

だ
と
か
に
な

て
死
な
れ
る
と

る
し
と
り
あ
え
ず
休
憩
さ
せ
る

か 
理
 

う

ん
一
休
み
し
よ
う
か

 
蓮
 

え

 
そ
う
し
て

意
し
て
あ
る

子
に
座
ら
せ
自
分
も
座
る
と
こ
の
練
習
を
観
戦
し
て
い
た
亜
狛
と

耶
狛

 
亜
狛

お

れ
様
で
す

 
耶
狛

お

れ

 
黒
 

よ
く
頑

て
る
じ

な
い
か
小

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
修
行
仲
間
と
し
て
親
近
感
が
出
て
き
て
い
る
の
か

人
と
だ
い
ぶ
打
ち
解
け
れ
て
る
気
が
す

る

最
初
は
ど
う
な
る
か
と
思

た
が
良
か

た
良
か

た

 
お

理
久
兎
様
も
お

れ
様

今
す
ぐ
水
を

て

 
お

の
後
ろ
で
は
お
空
が
何
か

の
よ
う
な
物
を
手
に
持

て
ラ

飲
み
し
て
い
た

 
お
空

は
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お

お
空
そ
れ
皆
の
水

 
お
空

え

と
ご
め
ん
全
部
飲
ん
じ

た

 
お

何
し
て
ん
の

 
全
部
飲
ん
じ

た
か

ま

そ
う
な

た
ら
仕
方
が
な
い

 
理
 

あ
り

ま

 
亜
狛

仕
方
な
い
な

す
ぐ
に
取

て
き
ま
す

 
理
 

悪
い
な

頼
む

 
そ
う
し
て
亜
狛
は
水
を
取
り
に

け
目
を
開
き
中
へ
と
入
り
地
霊
殿
へ
と

て
行

た

 
お
空

う
に

 
耶
狛

ド
ン
マ
イ
お
空
ち

ん

し
も
ミ
ス
は
あ
る
よ

 
黒
 

お
前
の
場
合
は
ミ
ス
し
か
な
い
だ
ろ
う
が

 
ま

か
に

書
室
の
本

を
ド
ミ
ノ

し
み
た
く

発
さ
せ
て

し
た
り
雑

を
踏
ん
で

て

か
ら

ち
た
り

を
数
十

た
り
と
録
な
事
が
な
い
な

 
耶
狛

あ

聞
こ
え
な
い

聞
こ
え
な
い

 
頑

て
耶
狛
は

魔
化
そ
う
と
し
て
い
る
所
を

れ
な
が
ら

め
て
い
る
と
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蓮
 

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん

 
突
然

蓮
が
話
し
か
け
て
き
た

 
理
 

ん

何
だ

 
蓮
 

い

れ
て
た
ん
で
す
が
華
扇
さ
ん
が
今
度
何
か
を

 

り
ま
す

て

 
華
扇
が
食
事

あ

あ
の
時
の
団
子

の
時
に
勝
手
に
帰

た
の
を
家
に
帰

て
思
い
出
し

た
の
だ
ろ
う

ま

そ
う
い
う
事
な
ら
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
て
お
く
か

 
理
 

華
扇
が
食
事
を

あ

あ
の
時
の
事
か
分
か

 
た
そ
の
時
は
集
ら
せ
て
も
ら
う
よ

 
蓮
 

そ
れ
と
仙
術

て
ど
う
や

て
学
ん
だ
ん
で
す
か

 
神
子
さ
ん
達
み
た
い
な
仙
人
か
ら
で
す
か

 
理
 

う

い
や

学
で
勝
手
に
覚
え
て
勝
手
に
名
前
を

 

け
た
だ
け
だ
が

本
当
な
ら
指
南
書
と
か
を

 
の
所
で
居
候
し
て
い
た
時
に
読
み
書
き
練
習
で
作

 
た
が
な
く
し
ち
ま

て
な
本
来
な
ら
そ
れ
を
読
め
ば
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も

と
簡
単
に
教
え
れ
た
か
も
な

 
元
々
は
こ
の
星
に
降
り
立

た

に

り
暮
ら
し
を
し
て
い
く
過
程
で
生
き

く

に
必
要
と

判
断
し
た
が
た
め
に
覚
え
か
つ
勝
手
に
命
名
し
た
し
な

教
え
て
も
ら

て
は
い
な
い
か
な

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
れ

 
と
蓮
が
何
か
を

お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

目
の
前
に

け
目
が
現
れ
亜
狛
が

て
た

で

出
て
き
た

 
亜
狛

大
変
で
す

 
何
が
あ

た
ん
だ

さ
て
は
会
話
て
き
に
何
か
耶
狛
が
や
ら
か
し
て

し
た
物
が
見
つ
か

た

か 
理
 

今
度
は
ど
う
し
た
耶
狛
が

し
た
何
か
が
見
つ
か

 
た
の
か

 
耶
狛

ち

と
待

て
マ
ス

こ
こ
最
近
は
何
も

 
し
て
な
い
よ

 
そ
れ
じ

何
な
ん
だ
よ
と
思

て
い
る
と
亜
狛
は

て
な
が
ら

 
亜
狛

い
や
そ
う
じ

な
く
て

地
霊
殿
に
泥
棒
が
侵
入
し
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て
い
て
さ
と
り
さ
ん
が
防
衛
で

し
て

 
理
 

な
に

 
泥
棒
だ

地
霊
殿
に
盗
み
を

き
に
来
る
愚
か
者
が
い
る
と
は
良
い
度
胸
し
て
る
じ

な
い

か

そ
れ
も
さ
と
り
に
手
を
か
け
る
と
し
ば
か
れ
る
覚
悟
が
あ
る
み
た
い
だ

 
理
 

は

 
亜
狛

ま
だ

は

 
理
 

分
か

た
さ
と
り
が
や
ら
れ
る
前
に
行
か
な
い
と
い

 
け
な
い
な
蓮
す
ま
な
い
が

 
今
は
さ
と
り
が
心

な
た
め
急
行
し
よ
う
と
す
る
と
蓮
は
立
ち
上
が
り

 
蓮
 

も
行
き
ま
す

い
え
行
か
せ
て
く
だ
さ
い

 
蓮

外
の

り
の
皆
を
見
る
と
各
々
は
自
分
の
指

を
待

て
い
る
感
じ
だ

ま

数
は
多
い

に

し
た
事
は
な
い
か

 
理
 

数
は
多
い
方
が
良
い
か
分
か

た
お
空
は
こ
こ

 
で
間

泉

ン

の

理
を
亜
狛

耶
狛

黒
の

 

人
は
も
し
泥
棒
が
外
に
逃
げ
た

に

す
る
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意
を
し
ろ
蓮
そ
し
て
お

は
俺
と
来
い
泥
棒
を

き

 
の
め
す

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
お

あ
い
さ

 
亜
狛

な
ら
ゲ

ト
を
開
き
ま
す

耶
狛

 
耶
狛

あ
い
な

 
亜
狛
と
耶
狛
は
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な

け
目
を
作
り
出
す
と
地
霊
殿
の

下
が

り

だ
す

 
理
 

い
く

 
蓮
 

は
い

 
お

了
解

 

け
目
へ
と
入
る
と
地
霊
殿
の
⻄

の

下
へ
と
一

で

り
着
い
た

り
を
見
渡
し

何
処
に
い
る
か
と

え
て
い
る
と

 
ド

ン

 
と

今
い
る
場
所
の
近
く
か
ら

発

が

き
渡

た
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理
 

こ
の

か
ら
し
て
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か

 
お

行
き
ま
し

う
蓮
さ
ん

 
蓮
 

え

 

発

が
あ

た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
走

て
向
か
う
と
そ
こ
に
は

 
理
 

さ
と
り

 
服
が
所
々
が
は
だ
け
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
目
を
回
し
な
が
ら

で

れ
て
い
る
さ
と
り
を
見

つ
け
た

そ
し
て
上
を
見
る
と
さ
と
り
を
負
か
し
た
者
が
姿
を
見
せ
た

 

ど
ん
な
も
ん
だ
い

や

り
弾
幕
は
火
力
に

る

 

げ

お
前
が
何
で
こ
こ
に

 
ど
う
や
ら
地
上
の
盗
人
魔
法
使
い
が
泥
棒
を
し
に
わ
ざ
わ
ざ
地
上
か
ら

い
て
い
て
み
た
い

だ 

覚
妖
怪
よ
ろ
し
く
お
前
は

守

て

 
理
 

う
ま
だ
盗
み

り
な
い
か
魔
法
使
い

う
ち
の
女

 
に
も
手
を
出
し
た
ん
だ
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
る
気
は
あ

 
る
よ
な

で
お
仕
置
き
部

送
り
に
し
て
や
る
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か
ら
安
心
し
ろ
よ

 

を
コ
キ
コ
キ
鳴
ら
し
て
怖
が
ら
せ
な
い
よ
う
ニ
コ
リ
と

む
と
魔
理

は
ま
る
で
化
け
物

を
見
た
か
の
よ
う
な

を
し

く
さ
せ
る

 

お
前
が

手
だ
と

に
な
ら

逃
げ
る
ん
だ

 
よ

 
理
 

ち

あ
れ

 
魔
理

が
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
た
め

座
に
近
づ
こ
う
と
思

た
そ
の
時
に
気
づ
く

に
い

た

の
蓮
が

に
い
な
か

た

す
る
と

 

な

と
と

こ
の
技

 
蓮
 

待

て
魔
理

 
魔
理

の
逃
げ
道
に
蓮
が
立
ち
は
だ
か

て
い
た

蓮
に
意

し
て
い
る
な
ら
こ
れ
は
チ

ン

ス
だ

 
理
 

 
お

あ
い
さ

 
自
分
と
お

は
一
気
に
魔
理

へ
と
組
み

く
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に

 
組
み

き
間

を
決
め

へ
と

と
し

束
す
る

  
理
 

逃
が
さ

か
ら
な

 
そ
う
し
て
地
霊
殿
に
不
法
侵
入

盗
を
し
よ
う
と
し
た
魔
理

を

し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
あ
の
魔
法
使
い
は
命
知
ら
ず
じ

な

 
怠
惰

ま

あ
る
意
味
で
ト
レ

ハ
ン

だ
よ

 

 

い
や
泥
棒
じ

ろ

 
怠
惰

で
も

え
て
み
な
よ
紅
魔

な
ん
か
だ
と
無
数
の

 
弾
幕
の
防
衛
戦
を
潜
り

け
本
と
い
う
お

を
取

 
り
に
行
く
ん
だ
よ
彼
女
は

 

 

お
ん
し
は
そ
れ
を
や
ら
れ
た
ら
嫌
じ

ろ
う
に
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怠
惰

い
い
や

怠
惰
さ
ん
は
温

だ
か
ら

本
的
に

 
ゲ

ム
で
決
め
る
よ

ま

ハ
ン
デ
の
意
味
も
あ

 
る
け
ど

 

 

強
者
た
る
余

と
で
も

 
怠
惰

い
や
い
や
ま
さ
か

を
も
て
余
す
者
達
か
ら
し

 
た
ら
あ
の
ぐ
ら
い
の

激
が
恋
し
く
な
る
も
の
な

 
の
さ

 

 

つ
ま
り
は
遊
び

手
と

い
た
い
の
か

 
怠
惰

そ
う
そ
う

勝
者
に
は

美
を
敗
者
に
は

を

 
て
の
が
俺
ら
の
ゲ

ム
ル

ル
さ

 

 

因
み
に

て

え
ば

 
怠
惰

う

ん
そ
れ

れ
じ

な
い

な
ら
表
で
は

 
着
れ
な
い
服
を
着
さ
せ
て
写
真
撮
影
と
か
暴
食
な

 
ら
記
憶
を

た
り
と
か
人
そ
れ

れ
だ
か
ら

 

 

因
み
に
怠
惰
は
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怠
惰

秘
密

 

 

む

気
に
な
る
の

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
い
ず
れ
話
せ
れ
ば

さ
て
そ
れ
で

 
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
月

日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
４
７
話
 
そ
し
て
帰
還
し
て
い
く

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

さ
て
今
回
は
あ
ま
り

う
こ
と
は
な
い
の
で

本
編
へ
ど
う

 
魔
理

を

し
て
約

分
ぐ
ら
い
が

過
す
る

と
り
あ
え
ず
魔
理

を

し
現

は

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
の

子
に
四

を

束
し

め
て
い
た

 

お
い
コ
ラ

い
い
加
減
に
解
き
や
が
れ

 
な
お
さ
と
り
は
気
絶
か
ら
復
帰
し
服
を
着
替
え
蓮
と
共
に
こ
の
部

に
い
る

そ
し
て

り

の
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
と
お

は
魔
理

に
よ

て

さ
れ
た
装

品
や
備
品
を

け
て
い

る

本
当
に
掃
除
さ
せ
ら
れ
る
こ

ち
の
身
に
も
な

て

し
い
も
の
だ

 

て
い
う
か
何
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
蓮
 

何
で

て

 

さ
て
は
お
前
ま
さ
か
地
上
か
ら
地
底
に
住
む
気
か
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安
心
し
ろ

ま
だ

も
お
前
を
嫌

て
は
い
な
い

 
だ
か
ら

 
つ
ま
り
蓮
は
嫌
わ
れ
て
こ
こ
に
来
て
い
る
み
た
い
に
思

て
い
る

て
事
な
の
か

ま

こ
こ

旧
都
は
嫌
わ
れ
者
の
最
後
の
楽

み
た
い
な
も
ん
だ
か
ら
な

チ
ラ
リ
と
動
物
達
の
方
を
見
る
と

魔
理

が
騒
が
し
く
し
て
い
る
せ
い
か
若

不
機
嫌
に
な

て
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
さ
と
り
さ
ん

く
し
ば
き
あ
げ
た

 
方
が

 
さ
と
り
と
目
を
合
わ
せ
る
と
コ
ク
リ
と

く

ん
で
い
な
い

て
事
は

し
を
か
け
ろ

て
事
か

な
ら

く
だ
が

す
か

 
理
 

よ
し
き
た
さ

て
ど
う
い

た
方
法
が
良
い
か
な

 
魔
理

ち

ん

ど
れ
が
良
い

さ
と
り
に

遠
と

 

ず
か
し
い
エ
ピ
ソ

ド
を
暴

さ
れ
る
の
と
容

 
の
な
い
狼
兄
妹
に
拷
問
さ
れ
る
か

は
黒
の

に
体

 
を

め
て

料
に
な
る
か
選
ば
せ
て
や
る
よ

 
さ
と

ふ
ふ

い

そ
の
こ
と
全
部
も
あ
り
で
す
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さ
と
り
の
お
仕
置
き
は

神
的
に

く
キ
ツ
く
亜
狛
と
耶
狛
の
お
仕
置
き
は

体
的
に
キ
ツ
く

黒
の
お
仕
置
き
は

か
ら
出
る
ま
で

遠
と
そ
の
場
の

置
と
ど
れ
も
こ
れ
も
キ
ツ
イ
も
の
ば
か

り
だ
が
選
ぶ
と
し
た
ら
ど
れ
を
選
ぶ
の
か
な

 

お
い
待
て
悪
か

た

話
を
聞
か
ず

ら
な
か

た

 
の
は
悪
い

な

は
ら
こ
う
し
よ
う

蓮

 
蓮
 

何
さ

 

レ

 

レ

て

何
だ

け

ス

と
さ
と
り
の
方
へ
と
近
づ
き

 
理
 

な

さ
と
り

レ

て
何

 
さ
と

え

と

レ

と

う
の
は
海
賊
同
士
が
行
う
取

 
引
と
思
え
ば
良
い
と
思
い
ま
す
何
で
も
そ
れ
を
宣

 
し
た
ら
宣

し
た
者
の
安
全

が
取
引
中
な
ら

 
証
さ
れ
る
み
た
い
で
す
よ

 
理
 

へ

 
あ
れ
で
も
蓮
や
魔
理

て
海
賊
だ

け

と
い
う
か
幻
想
郷
に
海
な
ん
て
な
い

な
の
だ
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が
と
思

て
い
る
と

 

友
達
の
私
も
心
が

ん
じ
ま
う

だ
か
ら
頼
む

蓮

 
霊
夢
と
仲
直
り
し
て
く
れ
よ

 
何
時
の
間
に
か
話
が
結

進
ん
で
る

す
る
と
蓮
は
チ
ラ
リ
と
自
分
達
の
方
を
見
て
く
る

さ

と
り
は
コ
ク
コ
ク

く

今
の
感
じ
か
ら
嘘
か
ど
う
か
を
見
分
け
て

し
い

て
事
な
の
だ
ろ
う

か

そ
れ
よ
り
も
話
し
て
る
内
容

て
あ
れ
だ
よ
な
蓮
と
霊
夢
の
関
係
修
復
の
頼
み
だ
よ
な

 
蓮
 

論
や
る
よ

も
そ
ろ
そ
ろ
謝
ん
な
い
と
い
け

 
な
い

て
思

て
た
し

 

本
当
か
そ
れ
は
良
か

た

な

な
ら
私
の
こ
の

 

束
も

 
と

魔
理

が

い
か
け
る
と

の
さ
と
り
な

い
を
し
出
し
た

あ

こ
れ
ま
さ
か

 
蓮
 

因
み
に
魔
理

さ

き

レ

て

た
け
ど

 

達
は
海
賊
じ

な
い
し
そ
れ
に

は
逃
が
す
な
ん

 
て
一

も

て
な
い
け
ど

 

え
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お
い
お
い
や

り
か

さ
と
り
の
感
じ
か
ら
し
て
そ
う
だ
ろ
う
と
は
思

た
が

か
ら

束

は
解
く
つ
も
り
は
な
い
の
か
よ

も
う
こ
れ
に
は

い
し
か
出
来
な
い

と
い
う
か
そ
の
内
心

の

黒
さ
は
さ
と
り
と
良
い
勝
負
だ

 
理
 

お
前
と
良
い
勝
負
じ

 
さ
と

人
聞
き
が
悪
い
で
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
い
や
い
や
絶
対
に
良
い
勝
負
だ
と
思
う

 
蓮
 

そ
れ
じ

魔
理

こ
れ
ま
で
の
事
を

り
返
り
な

 
が
ら
頑

て

 

お

お
い

後
で
覚
え
て
お
け
よ
蓮

 

な

び
を
あ
げ
る
魔
理

を
後
ろ
に
蓮
は
自
分
達
の
方
へ
と
近

る
蓮
の

に

を
か
け

て
前

み
に
な
り
小

で
会
話
を
始
め
る

 
理
 

お

お
い
お
い
蓮
お
前
は
勘
違
い
し
て
る
か
も
だ
が

 
彼
奴
を
置
く
の
は
勘

し
て
く
れ
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
は

談
の
つ
も
り
で

て
ま
す
か
ら

 

蓮
さ
ん
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流

に
拷
問
部

と
か
は
あ
る
に
は
あ
る
け
ど
使
う
機
会
と
か
ま
ず
な
い
か
ら
掃
除
さ
れ
て
な

い
し

い
だ
と
か
強

だ
か
ら
魔
理

を
収
容
す
る
部

な
ん
て
な
い
た
め

う
と

 
蓮
 

い
や
い
や
そ
の
ぐ
ら
い
分
か
り
ま
す
よ
あ
く
ま
で

 
し
で
す
よ

あ

で
も
し
な
い
と
魔
理

の
盗
み

 
は
治

る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど

 
自
分
達
は
チ
ラ
リ
と
魔
理

を
見
る
と
魔
理

は

と

子
を

ら
し
て
騒
い
で
い

た

何
か

々
と
面

に
な

て
き
た
な

 
理
 

い

そ

眠

を
飲
ま
せ
て
追
い

ぎ
し
て
か
ら
地

 
上
に

て
る
か

 
そ
う
す
れ
ば
魔
理

も

り
る
か
も
し
れ
な
い
が
皆
か
ら
の

が
急

し
そ
う
で
怖
く

な

て
き
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
れ
は
外
道

い
え
私
達
が

え
る
事

 
じ

な
い
で
す

 
蓮
 

え

と
な
ら

れ
て
帰
り
ま
し

う
か

当
に

 
い
訳
し
て
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理
 

そ
う
す
る
か

 
さ
と

で
す

な
ら
お
願
い
し
ま
す

 
作
戦
を
終
え
て
立
ち
上
が
る
と
蓮
は
魔
理

へ
と
近
づ
く

 

何
だ
よ
こ
の
裏
切
り
者

 
蓮
 

良
い
の
魔
理

せ

か
く
口

え
し
た
の
に

 

お
前
は
逃
が
す
気
な
い
だ
ろ
う
が

 
ま

そ
れ
は
あ
ん
な
手
の

ら
返
し
す
れ
ば
怒
る
わ

自
分
も
怒
る
も
ん

 
蓮
 

魔
理

さ

き

は
逃
が
す
と
は

て
な
い
し
逃

 
が
さ
な
い
と
も

て
な
い
よ

ま

達
は
海
賊

 
と
か
じ

な
い
か
ら

レ

は
意
味
な
い
け
ど

 

じ

あ
逃
が
し
て
く
れ
る
の
か

 
蓮
 

み
た
い
だ
よ

 
自
分
の
方
を
向
き

う
と
や
れ
や
れ
と

れ
つ
つ
魔
理

の
前
に
立
ち

む

 
理
 

因
み
に
次
こ
こ
に
盗
み
を

き
に
来
た
ら
ど
う
な
る

 
か
は

分
か
る
よ
な
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何
か

エ
ロ
同
人
み
た
い
な

開
か

 
こ
い
つ
は
面
白
い
事
を

う
な

 
理
 

ハ

ハ

ハ

面
白
い

談
を

う
な

き

 

て
知

て
る
か
な
魔
理

ち

ん

Ｒ
１
８
で
も
Ｒ
１
８
Ｇ
レ

ル
の
行

を
す
る
と

す
と
魔
理

は

を

く
さ
せ
る

 

分
か

た
こ
こ
に
は
も
う
盗
み
は

か

よ

 
理
 

よ
ろ
し
い

 
因
み
に

き

と
は

の
暴
れ

に
そ
れ

れ
の
四

を

束
さ
せ
手

を
さ
よ
な
ら
バ

イ
バ
イ
さ
せ
る

で
あ
る

流

に
そ
れ
は

バ
イ
と
思

た
の
か
大
人
し
く
な

た

と
り
あ

え
ず
魔
理

の
手

を

束
す
る

を
解
く
と
魔
理

は

子
か
ら
立
ち
上
が
り
体
を

ば
す

 

そ
う
い
え
ば
お
前
は
何
時
帰
る
ん
だ
よ

 
蓮
 

今
日
に
は
地
上
に

待

て
今
の
時
間

て

 
時
計
を
見
た
蓮
は

を
暗
く
さ
せ
る

見
て
み
る
と
予
定
し
て
い
た
指
南
の
時
間
は
当
に
過
ぎ

て
い
た

 
蓮
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理
 

蓮
お
前
が
良
い
な
ら
も
う
少
し

き
合
お
う
か

 
流

に
こ
れ
は
イ
レ

ラ

な
事
も
あ

た
た
め

⻑
し
よ
う
か
と

を
か
け
る
と
蓮
は

を

に

る

 
蓮
 

い
え
こ
れ

上
は
失
礼
で
す
し
今
回
は
帰
り
ま
す

 
何
か
ま
た
変
な
所
で
終
わ

ち
ま

て
こ
ち
ら
も

く
申
し
訳
な
く
思
え
て
き
た

 
蓮
 

で
す
が
そ
の

ま
た
指
南
を
し
て
下
さ

て
も

い

 
ま
せ
ん
か

 
理
 

あ

お
前
が
望
む
な
ら
そ
し
て
俺
の
都
合
が
合
え
ば

 
何
時
で
も
指
南
し
て
や
る
よ

 
そ
れ
な
ら
何
時
で
も

迎
し
て
や
る

こ
い
つ
に
返
せ
る

返
し
な
ん
て
そ
れ
ぐ
ら
い
し
か
思

い

か
な
い
し
な

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
だ
帰
る
な
ら
彼
奴
等
に
も
教
え
な
い
と
な

彼
奴
等
も
何
だ
か
ん
だ
で
蓮
と
仲
良
か

た

し 
理
 

な
ら
待

て
ろ
亜
狛
達
を

れ
て
く
る
か
ら
よ
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そ
う

い
部

を
出
て

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
向
か
う
と
だ
い
ぶ
掃
除
が
さ
れ

い
て
い

た 
耶
狛

あ

マ
ス

 
亜
狛

ど
う
か
な
さ
い
ま
し
た
か

 
理
 

あ

蓮
が
地
上
に
帰
る
み
た
い
だ
か
ら
見
送
り
の
た

 
め
に
な

 
黒
 

そ
う
か
分
か

た
な
ら
行
こ
う

 
お

そ
う
で
す

 
亜
狛

耶
狛

黒

お

の

人
を
を

れ
て
部

へ
と

る
と
見
た
感
じ

さ
と
り
は

に
見
送
り
の

葉
を
か
け
た
感
じ
み
た
い
だ

 
耶
狛

蓮
く
ん
帰
る
ん
だ

て

 
亜
狛

し
く
な
り
ま
す

 
黒
 

あ

 
お

お
空
と
か

の
動
物
に
は
伝
え
て
お
く

 
と

人
は
見
送
り
の
一

を

え
て
い
く

さ
と
り
も
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
自
分
も
し
な



 第４４７話 そして帰還していく

け
れ
ば
な

 
理
 

ま

何
だ

何
時
で
も
来
い
よ

 
さ
と

え

 
蓮
と
か
な
ら
何
時
で
も

迎
だ

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

皆
さ
ん

 

お
う
ま
た
来
る

 
ち

と
待
て
何
で
魔
理

が
そ
れ
を

う
ん
だ
よ

ま
だ

り
て
な
い
の
か
と

れ
を
通
り

し
あ
る
意
味
で

し
て
し
ま
う

ま

し
は
か
け
て
お
か
な
い
と
な

 
理
 

魔
理

ち

ん

次
は
分
か

て
る
よ
な

 

分
か

て
る

て

談
だ
か
ら
よ

 

談
な
ん
か
じ

な
い
だ
ろ
絶
対
に

ま

泥
棒
じ

な
い
な
ら

迎
は
し
て
や
る
け
ど
な

 
蓮
 

ア
ハ
ハ

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 
蓮
は
自
分
達
に
頭
を
下
げ
て
礼
を

べ
て
く
る

そ
ん
な
頭
を
下
げ
ら
れ
る
よ
う
な
事
は
し
て

は
な
い
が
ま

良
い
か

 
理
 

亜
狛

耶
狛
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亜
狛

分
か

て
ま
す
よ

 
耶
狛

そ
ん
じ

行
く

 
そ
う

う
と

人
は
大
き
な

け
目
を
作
り
出
す

け
目
か
ら

る
風

的
に
こ
こ
は
魔

法
の

い
な

恐
ら
く
こ
の

人
は
蓮
を
気
遣

た
感
じ
か
な

 
理
 

こ
こ
を

け
れ
ば
魔
法
の

に

り
着
け
る

 
蓮
 

何
か
ら
何
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

そ
ん
じ

お

さ
き

 
そ
う

い
置
い
て
あ
る

を
手
に
持
ち
魔
理

は

け
目
へ
と
入

て
い

た

 
蓮
 

そ
れ
じ

も
行
き
ま
す

 
理
 

あ

あ

そ
れ
と
夜
頃
に
な
る
か
も
だ
が

神

 
社
に
行

て
も

わ
な
い
か

 
蓮
 

え

何
で
ま
た

 
理
 

謝
罪
と
お

び
の
品
を
渡
し
た
く
て
な

惑
か

 
何
だ
か
ん
だ
で
蓮

外
の
者
達
に
も
世
話
に
な

た
し
せ
め
て
手
土
産
を

え
て
謝
罪
を
し
よ

う
と

え
て
い
た
た
め
聞
く
と
蓮
は
ニ
コ
リ
と

い
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蓮
 

え

い
ま
せ
ん
よ

そ
の
ぐ
ら
い
な
ら
多
分
大
丈

 
夫
だ
と
思
う
の
で

 
理
 

お
前
の

闘
を

る
よ

 
蓮
 

え

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
そ
れ
で
は

 
理
 

あ

ま
た
後
で
な

 
そ
う
し
て
蓮
は

け
目
を

け
る
と

け
目
は
跡

も
な
く
消
え
た
の
だ

た

 
理
 

さ
て
と
俺
は

び
の
手
土
産
を
作
る
か
お
前
達
は
引

 
き
続
き
で
頼
む
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

オ

行
こ
う
お

ち

ん
黒

 
黒
 

は
い
は
い

 
お

分
か
り
ま
し
た

 

人
は
そ
う

い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
向
か

て
い

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
手
伝
い
ま
す
よ

 
理
 

あ

頼
む
よ

さ

て
や
り
ま
す
か



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
さ
と

え

 
そ
う
し
て
自
分
達
も
作

に
取
り
か
か
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
怠
惰

そ
れ
と
こ
こ
で
伝
え
る
け
ど

 

 

な

何
じ

 
怠
惰

突
然
だ
け
ど
明
日
投
稿
し
て

日
間
は
休
み
ま
す

 

 

は

 
怠
惰

日
間
休
み
ま
す

 

 

い
や
も
う
そ
れ
は
良
い

し
て
な

じ

 
怠
惰

水

日
か
ら
リ
ア
ル
が
と
て
つ
も
な
く

し
く
な
る

 
こ
と
が
分
か

て

 

 

そ
ん
な
に
か
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怠
惰

ま

あ
ん
ま
り

し
く
は

え
な
い
け
ど
リ
ア
ル
で

 

ち

と
あ

て

そ
ん
で
実

行
き
た
く
な

 
い
ん
だ
け
ど
行
か
な
い
と
い
け
な
く
な

て

 

 

そ

そ
う
か

 
怠
惰

ま

申
し
訳
な
い
ん
で
す
が

日
間
は
休
み
ま
す
の

 
で
恐

で
す
が
お
願
い
し
ま
す

 

 

す
ま
ぬ
な

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま

と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
４
８
話
 
品
作
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
花

で

し
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

目
が

く
て

く

て

い
の
一

で
す

さ
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
作

を
初
め
て
数

分
が

過
す
る

自
分
と
さ
と
り
は
地
上
の
者
達
へ
の

び
の
手
土
産

と
し
て
お
手
製
の
料
理
を
作

て
い
た

 
理
 

喜
ん
で
く
れ
る
と
思
う
か

 
は
た
し
て
こ
れ
で
喜
ん
で
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か

ま
た

嫌
い
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
料
理
を

作

て
い
て
不
安
に
な

て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ
ら
は
気
持
ち
の
問

で
す
よ

 
理
 

ま

そ
う
な
ん
だ
け
ど
や

り
不
安
に
な

て
く

 
る
よ
な

 
さ
と

そ
う
小
さ
な
所
で
神

で
す

理
久
兎
さ
ん
は
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そ
う
は

て
も
不
安
に
な
る
も
の
な
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

記
憶
に
は
無
く
て
も
皆
を
殺
し

か
け
た
の
だ
か
ら

 
さ
と

そ
れ
で
次
は
ど
う
し
ま
す
シ

フ

 
理
 

は
い
は
い

そ
の
生
地
は
一

は

に
入
れ
て

 
そ
の
間
に
中
身
を
作
る
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
因
み
に

び
の
手
土
産
と
し
て
作

て
い
る
も
の
そ
れ
は
サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
に

い
ク

リ

ム
が
口
に

が
る
ク

キ

シ

と
呼
ば
れ
る
物
を
作

て
い
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

か
シ

ク
リ

ム

て
カ
ス

 
ド
ク
リ

ム
が

本
で
す
よ

何
で
ま
た
き
な

 
や

が

そ
れ
に
さ

き
も
バ

じ

な
く
て

 
マ

リ
ン
を
使

て
ま
し
た
よ

 
理
 

あ

命
蓮
寺
の
人
達
は

本
的
に

進
料
理
し
か
食

 
わ
な
い
み
た
い
だ
か
ら
な
だ
か
ら
少
し

夫
し
て
る

 
の
さ
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さ
と

あ

成
る
程
そ
う
い
う
事
で
す
か

 
宗
教
的
に
食
べ
れ
な
い
物
が
あ
る
の
は
仕
方
は
な
い
が
だ
か
ら
と

て

け
も
の
は
な
し

だ

皆
に
平
等
的
に
渡
し
た
い
の
が
本
心
だ

 
理
 

さ
て

さ
と
り
は
カ
ス

ド
の
方
を
頼
む
よ
俺
は

 

き
な

ク
リ

ム
を
作
る
か
ら

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
作

を
再
開
さ
せ
る

さ
と
り
は
少

の

に

を
加
え

自
分
は

い

と
き
な

を

て
い
く

 
さ
と

カ
ス

ド
の
香
り
そ
し
て

か
ら
は
和
を
感
じ
さ

 
せ
る
香
り
が
心
地
よ
い
で
す

 
理
 

あ

女
性

が
多
い
か
ら
喜
ん
で
く
れ
る
と
良
い
け

 
ど
な

 
女
性
は

い
物
が

き

て

う
が
実

は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

な

さ
と
り

て

い
物
と
か

て

き
か

 
さ
と

そ
う
で
す

嫌
い
で
は
な
い
で
す
よ
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理
 

ふ

ん

 
何
か
こ
れ
渡
し
て
も
喜
ば
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い

い
や
ま

こ
こ
は
気
持
ち
の

問

だ
よ
な

そ
ん
な
事
を
思
い
つ
つ
作

を
し
て
い
る
と
時
間
は
あ

と
い
う
間
に
過
ぎ

ク
リ

ム
が
完
成
す
る

 
理
 

ど
う
よ

 
ス
プ

ン
で

ん
の
少
し
だ
け
取
り
さ
と
り
に
食
べ
さ
せ
る

さ
と
り
は

く
味
わ
う
と

 
さ
と

良
い
で
す

私
も
お
願
い
し
ま
す

 
カ
ス

ド
ク
リ

ム
を
ス
プ

ン
に
少
し
取
り

し
出
す

そ
れ
を

い
味
見
す
る
と

な

味
が

が
る

 
理
 

良
い

な
ら
こ
れ
ら
も

に
入
れ
よ
う
か

 
ク
リ

ム
を

に
入
れ

や
し
次
の
行
程
へ
と

る

 
理
 

そ
ん
じ

次
は
下
生
地
に
行
く
よ

 
さ
と

は
い

 
理
 

使
う
の
は
こ
ち
ら
で
す

 
そ
う

い
材
料
を
断
罪
神
書
か
ら
取
り
出
し
て
い
く
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さ
と

理
久
兎
さ
ん

が
あ
り
ま
せ
ん
が

 
理
 

代

で
こ
ち
ら

の
実
を
使
う
よ

 
さ
と

食

禁

の
あ
れ
で
す

 
理
 

そ
う
い
う
事
だ
そ
れ
じ

や
る
よ

 
そ
う
し
て

な
し
で
の
生
地
作
り
を
開
始
す
る

そ
れ
ら
を

い
れ
次
に

合
わ
し
と

り
返
し
下
生
地
が
出
来
る

 
理
 

そ
し
た
ら
下
生
地
を

で
シ

ト
に

く
そ
ん
で

 
さ

き
作

た
こ
の
ク

キ

生
地
こ
れ
は

で
く

 
り
ぬ
い
て

い
た
下
生
地
の
上
に
置
い
て
い
く

 
さ
と

こ
れ
で
良
い
で
す
よ

 
理
 

そ
う
そ
う
良
い
よ

 
そ
し
て
シ

ト
い

い
に

き

め
る
と
火
が

る

の
中
に
い
れ
る

こ
れ
で
数
分
か

な 
理
 

ふ

 
さ
と

後
は
ク
リ

ム
を
入
れ
て
容

に
入
れ
れ
ば
完
成
で
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す

 
理
 

あ

 
時
間
を
見
る
と
も
う

時
だ

ク
リ

ム
入
れ
は
出
来
る

り
で
急
が
な
け
れ
ば
な

あ
ん

ま
り

く
に
行

て
も

惑
だ
し

 
理
 

な

さ
と
り

 
さ
と

何
で
す

 
理
 

だ
か
ら
謝
り
に
行
く
つ
い
で
に
地
上
を
散
歩
し

 
な
い
か

 
さ
と

で
す
が
あ
ま
り
人
に
は

 
理
 

分
か

て
る
だ
が
時
間

的
に
は
夜
だ
か
ら
人
に
は

 
出
会
わ
な
い
し
も
し
か
し
た
ら
何
か
面
白
い
も
の
が

 
見
れ
る
か
も
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は

く

え
る

頑
固
者
な
さ
と
り
を

れ
て
い
く
の
は

く
手
間
が

か
か
る
に
は
か
か
る
が
案
外
に
チ

ロ
い
所
が
あ
る
か
ら
上
手
く
誘
導
す
れ
ば
行
け
た
り
し
ち

う
の
だ
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さ
と

そ
れ

て
デ

ト
で
す
か

 
理
 

そ
う
な
る
の
か
な

 
さ
と

ふ
む

良
い
で
す
よ

で
す
し
た
ま
に
は
地
上
の

 
夜
空
を
見
る
の
悪
く
は
な
い
で
す
し

 
決
ま
り
だ
な

な
ら
謝
罪
プ
ラ
ス
お

び
の
品
を

け
終
え
た
ら
一

に
歩
く
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ

て
ま
さ
か
楽
し
み
な
ん
で

 
す
か

 
理
 

ん

ま

な

 
さ
と

そ

そ
う
で
す
か

 
い
や
さ
と
り
が

を

く
し
て
ど
う
す
る
ん
だ
よ

今
の
発

で

ず
か
し
い
の
俺
な
ん
だ
か

ら
さ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
良
さ
げ
で
す
よ

 
理
 

お

ど
れ
ど
れ

 

か
ら
取
り
出
す
と
綺

な
狐

に
生
地
が

き
上
が

て
い
た

 
理
 

そ
し
た
ら
こ
れ
を
少
し

ま
し
ま
す
そ
の
間
に
使
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た

を

け
よ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
使

た
調
理

を
水
と

で

い
始
め
る

 
さ
と

に
し
て
も
本
当
に
何
時
も
思
う
ん
で
す
が
手

が
良

 
い
で
す
よ

理
久
兎
さ
ん
は

 
理
 

ま

生
き
る
た
め

て
の
も
あ
る
け
ど
⻑
年
趣
味
で

 
や

て
る
か
ら

 
最
初
な
ん
て

き
物
し
か
作
れ
な
か

た
が
そ
の
後
に

に
出
会
い
料
理
を
学
び
作

て

い

た
か
ら
な

そ
れ
が
楽
し
く
て
今
で
は
趣
味
の

つ
な
ん
だ
よ
な

 
さ
と

験
の

で
す

 
理
 

そ
う
い
え
ば
さ
と
り
達
は
ど
う
し
て
た
ん
だ

 
今
だ
か
ら
思
う
が
さ
と
り
達
は
ど
ん
な
食
生
活
し
て
た
ん
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る
と

 
さ
と

地
上
に
い
た
時
は
畑
か
ら
調
達
し
て
ま
し
た

 
あ
れ
畑
な
ん
て
持

て

あ

泥
棒
し
て
た
の

 
さ
と

地
上
に
い
た
時
ま

今
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
嫌
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わ
れ
妖
怪
だ

た
の
で

も

手
に
し
て
は
く
れ
ま

 
せ
ん
で
し
た

一
ま
と
も
に
私
達
を

手
し
て
く

 
れ
て
受
け
れ
て
く
れ
た
の
は
理
久
兎
さ
ん
達
や
そ
の

 
ご
友
人
達
ぐ
ら
い
で
し
た

 
理
 

そ
う
な
ん
だ

 
ま

手
し
た

て
い
う
よ
り
自
分
は
種
族
な
ん
て
関
係
な
く
そ
の
者
達
の
本

を
見
る

そ

の
か
い
あ

て
今
は
こ
う
し
て
さ
と
り
達
と
楽
し
く
暮
ら
せ
て
る
わ
け
だ
が

 
さ
と

今
さ
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
教
え
て
く
だ
さ
い
何

あ

 
の
時
に
私
達
を
こ
こ
へ

れ
て
き
た
ん
で
す
か

 
理
 

あ
れ

昔
に

わ
な
か

た
け

空
か
せ
て
餓
え

 
て
る
姿
を
見
る
に

え
れ
な
か

た

て

 
さ
と

も
し
も
そ
の
時
に
私
達
が
餓
え
て
な
か

た
ら

 
理
 

多
分
だ
け
ど
置
き
去
り
に
し
て
た
か
も
な
先
に
戦
い

 
を
吹

掛
け
て
き
た
の
そ

ち
だ

た
し

 
先
に
挑
ん
で
き
た
の
は
さ
と
り
達
だ

そ
の
時
に

の

が
鳴
ら
な
け
れ
ば
助
け
は
し
な
か
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た
か
も
し
れ
な
い
な

 
さ
と

ま

か
に
文
句
の

き
所
も
な
い
で
す

 
理
 

だ
が
今
は
さ
と
り
達
を

れ
て
き
て
良
か

た
と
思

 

て
る
よ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
そ
の

葉
は
本
心
だ

今
だ
か
ら
こ
そ
あ
の
時
に

れ
て
き
て
良
か

た
と
心
か
ら
思

て
い

る

そ
し
て
シ

生
地
も
そ
ろ
そ
ろ

め
て
き
た
感
じ
だ

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
か
な

ク
リ

ム
を
頼
む
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
さ
と
り
は
二
種

の
ク
リ

ム
を
持

て
き
て
く
れ
る

 
理
 

も
う
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
楽
な
作

だ
よ

 
ビ
ニ

ル

を

つ
取
り
出
し

の
下
の
先

ち

を
切
り
専

の
ノ

ル
を
着
け
ク
リ

ム
を
そ
れ

れ
の

に
入
れ
る

 
理
 

そ
れ
じ

入
れ
て
く
よ

 
さ
と
り
に
ノ

マ
ル
の
ク
リ

ム
が
入

た

を
渡
し

つ
生
地
を
手
に
取
り
生
地
の
下
に
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ノ

ル
を

し
込
み
ク
リ

ム
を
入
れ
完
成
さ
せ
る

 
さ
と

こ
う
で
す
よ

 
自
分
を
お
手
本
に

に
力
を
い
れ
て
生
地
に
ク
リ

ム
を
入
れ
完
成
さ
せ
る

 
理
 

そ
う
そ
う
こ
れ
を
全
部
や

て
く
よ

 
さ
と

は
い

 
ク
リ

ム
を
生
地
の
中
に
入
れ
て
を

り
返
し
つ
い
に
お

び
の
品
を
完
成
さ
せ
た

 
理
 

完
成
だ

つ
ず
つ
食
べ
て
み
る
か

 
さ
と

え

と
そ
れ
な
ら

 
そ
う

い
シ

ク
リ

ム
を

つ
手
に
取
り
さ
と
り
は
食
べ
る
と
普

か
ら
ポ

カ

フ

イ
ス
を
装
う
さ
と
り
は

せ
そ
う
に

む

 
理
 

良
さ
そ
う
だ

 
さ
と

え

と
理
久
兎
さ
ん
の
は

い

 

き
か
ら

む

自
分
の
も
上
手
く
で
き
た
感
じ
だ
な

時
間
を
見
て
み
る
と

時
を
回

て
い
た

 
理
 

急
ぐ
か

箱
に

む
よ
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さ
と

は

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
作

た
ク

キ

シ

を
箱
に

み
準
備
に
取
り
か
か
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
て
明
日
か
ら

日
休
む
の
じ

ろ

 
怠
惰

ま

日
か
ら

て
ま
す
が
大
変
申
し
訳
な
く

 
思

て
ま
す

 

 

リ
ア
ル
な
ら
あ
る
意
味
で
仕
方
が
な
い
か
の

 
怠
惰

今
年
は
結

な
ぐ
ら
い
に
休
ん
で
る
よ

 

 

ど

ち
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
な
ん
で
す
よ

何
時
も
何
時
も

度
の
事

 
な
が
ら

 

 

仕
方
が
な
い
奴
じ

わ
い

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

さ
て
で
は
で
は
少
し

い
け
ど
今
回
は
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こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
土

日
ま
で
サ
ラ

バ
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第
４
４
９
話
 
事
件
の
匂
い

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
や

と
家
に

て
こ
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
本
当
に
面

く
さ
い

日
間
を
泊
ま
り
で
過
ご
し
て
と
散
々
で
し
た

お

と
そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ

れ
な
の
で
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
お

び
の
品
を
作
り
終
え
つ
く
え
に
お
か
れ
た
紙
箱
の

を
見
て
改
め
て
思
う

 
理
 

結

作

た
な

 

の
ク

キ

シ

を
入
れ
た
紙
箱
が

に
何
十
箱
あ
り
結

作

た
な
と
自
覚
す
る

 
さ
と

人
で
作
り
ま
し
た
か
ら

 
理
 

い

そ
の
事
で
旧
都
に
ス
イ

ツ
店
で
も
開
こ
う
か

 

い
や
よ
そ
う
こ
こ
は
ス
イ

ツ
よ
り
酒
か

 
さ
と

で
す

 
旧
都
に
開

し
て
も
ま

た
く
売
れ
な
さ
そ
う
な
感
じ
が
す
る
か
ら

め
て
お
こ
う

も
し
開
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く
な
ら
ま
た
地
上
で
か
つ
人
里

り
で
出
せ
ば
多
く
収

が

れ
そ
う
だ

 
さ
と

で
も
開
く
ん
で
す
か

 
理
 

熱
い
要
望
が
あ
れ
ば
か
な

ま

そ
の
時
は
旧
都
の

 

理
者

め
る
事
に
な
る
と
思
う
け
ど

 
さ
と

そ
れ
は
許
し
ま
せ
ん
よ

 
ニ
コ
リ
と
ふ
ざ
け
る
な
よ
と

で

え
て
く
る

や
は
り
さ
と
り
は

葉
に
出
さ
ず
と
も
表
情

で

す
の
も
上
手
い
な

 
理
 

じ

談
だ
よ

 
さ
と

ま

た
く
そ
う
受
け
取

て
お
き
ま
す
よ

 
等
と
話
し
て
い
る
と
ド
ア
が

く
り
と
開
き
耶
狛
が

を

く
つ
か
せ
て
や

て
来
る

 
耶
狛

く
て
良
い
香
り

こ
れ
バ
ニ
ラ

 
理
 

あ

ク

キ

シ

を
作

た
か
ら
な

 
耶
狛

ク

キ

シ

 
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
て

を

と
動
か
し
て
近

て
く
る

 
理
 

何
食
い
た
い
の
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耶
狛

論
だ
よ

 
さ
と

ふ
ふ

耶
狛
ら
し
い
で
す

 
理
 

ま

こ
こ
に
は
お
前
ら
の
分
は
な
い
け
ど
な

 
耶
狛

え

 
と
気
が

け
た

を
し
て
耶
狛
は
世
界
の
終
わ
り
を
知

た
か
の
よ
う
絶
望
し
た

を
し
て

を
つ
き

れ
る

無
論
で

も

ラ
ン
と

れ
下
が

た

 
耶
狛

 
普
通
そ
こ
ま
で
騒
ぐ
か

と
い
う
か
こ
い
つ
最
後
ま
で
人
の
話
を
聞
け
よ

 
理
 

耶
狛
お
前
は
人
の
話
を
聞
け
や

 
耶
狛

ふ

 
さ
と

皆
さ
ん
の
分
は
し

か
り
キ

チ
ン
に
別
で
作

て

 
あ
り
ま
す
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は
絶
望
し
死
ん
だ

の
よ
う
な
目
か
ら
一
転
し
ま
た
目
を

め
か
せ

も
ブ
ン
ブ
ン
動
か
す

 
耶
狛

そ
れ

く
行

て
よ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
理
 

い
や

う
前
に
だ
な

い
い
や
と
り
あ
え
ず
耶
狛
は

 
亜
狛
を
呼
ん
で
こ
い

 
耶
狛

何
処
か
行
く
の

 
理
 

あ

神
社
に
行
く
約
束
し
て
る
か
ら
な

 
耶
狛

オ

な
ら
お
兄
ち

ん
呼
ん
で
く
る

 
そ
う

い
耶
狛
は
走

て
部

か
ら
出
て
い
き
亜
狛
を
呼
び
に
向
か

た

 
理
 

さ
て
こ
の
間
に

と

 
断
罪
神
書
を
開
き
そ
の
中
に
作

た
ク

キ

シ

を
収

し
て
い
く

そ
し
て

箱
だ

け

す

 
さ
と

そ
れ
が
蓮
さ
ん
達
の
分
で
す
か

 
理
 

そ
う
だ
よ
ま

う
て
亜
狛
と
耶
狛
の
直
通

プ

 
で

番
に
行
く
か
ら
し
ま
う
必
要
性
も
感
じ
な
い
か

 
ら

 
さ
と

か
に
そ
う
で
す

し
ま

た
ら

に
面

で
す
し
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と

て
い
る
と
ド
ア
が
開
き
亜
狛
と
耶
狛
が
や

て
来
た

 
亜
狛

お
呼
び
で
す
か

 
理
 

あ

神
社
ま
で
頼
む
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
な
ら
開
き
ま
す

耶
狛

 
耶
狛

了
解
だ
よ

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
作
る
と

神
社
の

居
前
の
光

が

る

置
い
て
あ

る
紙
箱
を
手
に
取
る

 
理
 

さ
て
と
行
き
ま
す
か
あ

そ
れ
と
俺
達
を
送

た
ら

 
キ

チ
ン
に
ク

キ

シ

が
あ
る
か
ら
皆
で
食

 
べ
て
て
良
い

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
マ
ス

に
さ
と
り
ち

ん

 
さ
と

そ
れ
で
は
い
き
ま
し

う

 
理
 

だ
な

 
そ
う
し
て
ま
ず
自
分
が
先
に

け
目
を
潜
り
ぬ
け
た
そ
の

間

 
亜
狛

ふ

フ

ク
シ

ン
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理
 

え

 
亜
狛
の
く
し

み
が
し
た
か
と
思
う
と
自
分
は
何
と
あ
り
え
な
い
事
に

神
社
の

居
前
に

出
た

な
の
に
何

か
空
中
に
自
分
は
い
た

 
理
 

亜
狛
の
奴
く
し

み
で

が
ず
ら
し
た
な

 
と

く
と
真

さ
ま
に
自
分
は

ち
て
い
く

 
理
 

く

 
作

た
ク

キ

シ

が

で

れ
ぬ
よ
う
に
し
て
持
ち
な
が
ら

を
下
に
真

直
ぐ

ち

て
い
く
と
下
に
は
白
狐
を

き

え
る
蓮
と
そ
れ
に
向
か
い
合
う
よ
う
に
妖
夢
と

夜
が
い
た

 
理
 

こ
れ
は
邪
魔
す
る
事
に
な
る
か
な

ま

こ
う
な

 
た
ら

び
を
入
れ
れ
ば
良
い
か

 
そ
う

き
地
面
へ
と
上
手
く
降
り
て
着
地
す
る

 
理
 

と
と

悪
い

び
の
品
を
作

て
た
ら

れ
ち
ま

 
た
が
今
は
大
丈
夫
か

 

夜

な

方
は

 
妖
夢

り
り
り
理
久
兎
様
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や
は
り
突
然
空
か
ら
自
分
が

ち
て
く
れ
ば
ビ

ク
リ
す
る
よ
な

と
り
あ
え
ず
空
に
あ
る

け
目
に
向
か

て

 
理
 

お

い
亜
狛

座

ミ
ス

て
ん
じ

か
そ
こ

 
は
し

か
り
し
ろ

み
の
奴
じ

な
か

た
ら
す

 
ぐ
お

仏
だ

 
と

ぶ

本
当
に
自
分
じ

な
か

た
ら

に
判
断
で
き
ず
に
地
面
に

だ
ら
け
の
ハ
グ

を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

そ
し
て
空
の

け
目
か
ら

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん

 
と
亜
狛
の
謝
罪
す
る

が
聞
こ
え
る
と

け
目
は
消
え
た

さ
と
り
は

か
自
分
の
後
か
ら

入
る

だ

た
か
ら
も
う
じ
き
し
た
ら
来
る
よ
な

と
り
あ
え
ず
見
渡
し
て
見
る
と
蓮
と
妖
夢
そ

し
て

夜
は
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
武

を

え
て
臨
戦
態

を
取

て
い
た

 
理
 

そ
ん
で
蓮
い
ま
は
大
丈

夫
な
の
か

 
紙
箱
を
見
せ
つ
つ
聞
く
が
こ
れ
本
当
に
ど
ん
な
状

な
ん
だ
よ

と
い
う
か
蓮
の
奴
は
さ

き

地
霊
殿
で
別
れ
た
時
よ
り
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る
し
そ
れ
に
そ
の

何
だ
自

に
霊
夢
に

て
い
る
狐
を

き

え
て
る
し
で
見
て
い
て

々
と
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
く
な

て
き
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い
や
も
う
ど
ん
な
状

な
の
か
分
か
ら
ん
な

す
る
と
蓮
は
口
を
開
け
て

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

に
協
力
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か

 
と
意
味
不
明
な
事
を
突
然

て
き
た

何
そ
の
協
力

て
一
体
何
が
ど
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
と
い
う
の
だ

 
理
 

は

ど
う
い
う

 
こ
の
状

下
か
ら
し
て
何
か
ま
た

事
が
起
き
て
い
る
匂
い
を
こ
の
時
の
自
分
は
感
じ
と

た
の
だ

た

 
怠
惰

日
ぶ
り
で
す
が
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む
し
か
し
ど
う
し
て
こ
ん
な
状

に
な

た
と

 

う
ん
じ

 
怠
惰

ま

ど
う
し
て
こ
う
な

た
か
は
あ

ち
を

 
と
い
う
事
で
そ
れ
と
月

日
か
ら
は
あ

ち
を
ま

 
た

く
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
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う
む

 
怠
惰

あ

因
み
に
明
日
は
ち

こ
ち

こ
書
い
て
い
る

 
ポ

モ
ン
が
出
来
た
か
ら
そ

ち
を
投
稿
し
ま
す

 
の
で
ご
了

を
お
願
い
し
ま
す

 

 

も
う
出
来
た
の
か

 
怠
惰

ま

ち

こ
ち

こ
書
い
て
る
か
ら

 

 

そ

そ
う
か

 
怠
惰

な
の
で
お
願
い
し
ま
す

 

 

あ

ち
こ

ち
で

し
い
の
怠
惰
は

 
怠
惰

申
し
訳
な
い
と
は
思

て
ま
す
よ

 

 

や
れ
や
れ

 
怠
惰

で
は
お
知
ら
せ
す
る
事
も
し
た
の
で
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
で
す

 

 

ま
た
次
に
投
稿
し
た
ら
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
サ
ラ

バ
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第
４
５
０
話
 
ゴ
エ
テ

ア
の
悪
魔

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た
少
し
の
間
は

方
を
投
稿
す
る
の
で
お

願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
現
時
点
で
何
か
良
か
ら
ぬ
事
が
起
き
て
い
る

そ
れ
だ
け
は
分
か

た
が
そ
れ

外
が
ま

た

く
も

て
分
か
ら
な
い
状
態
だ

 
妖
夢

理
久
兎
様

蓮
さ
ん
は
そ
の
白
狐
に

ら
れ
て
い
る

 
み
た
い
な
ん
で
す

だ
か
ら
今
の
蓮
さ
ん
の
話
に
耳

 
を

し
て
は
な
り
ま
せ
ん

 
本
当
に
ど
う
い
う
状
態
な
ん
だ

蓮
が

ら
れ
て
る

て
一
体
ど
う
や

て
そ
れ
を
判
断
し
た

ん
だ

 
理
 

お
い
お
い
ど
う
い
う
状

な
ん
だ
よ

な

そ
れ
を

 

が

た
ん
だ
よ
妖
夢
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妖
夢

霊
夢
さ
ん
で
す

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
そ
の
霊
夢
が
偽
物
な
ん
で
す

 

夜

そ
れ
は

方
が

ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
う
思

て
い

 
る
だ
け
で
は

 
何
な
の
こ
い
つ
ら
そ
れ
に
頭
に

が
上
り
す
ぎ
て
い
る
の
か
激
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
る

こ
こ

は

静
に
対
処
さ
せ
な
け
れ
ば
と
思
い
や
り
た
く
は
な
い
が

く
殺
気
を
出
し

さ
せ

 
理
 

い
い
加
減
に
し
ろ

 
一

を

べ
る
と
皆
は
自
分
を

視
し
て
後
ず
さ
る

だ
が
そ
れ
で
も
妖
夢
は
自
分
に
向
か

い 
妖
夢

で
す
が

 
と

て
く
る
た
め
と
り
あ
え
ず
話
を
整
理
さ
せ
る
た
め
に
静
か
に
さ
せ
よ
う
と
思

た

 
理
 

妖
夢

お
前
の

さ
ん
と
は
知
り
合
い
だ
か
ら

う

 
が
今
俺
は
い
い
加
減
に
し
ろ
と

た
ん
だ

そ
の

 
意
味
が
分
か
ら
な
い
か

 
妖
夢
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む
と
妖
夢
は
そ
の
場
に

を
つ
く

そ
し
て
武

を
持

て
の
対
話
は
平
和
で
は
な
い
た

め
一
度
武

を
下
ろ
さ
せ
る

 
理
 

そ
れ
と
そ
こ
の
メ
イ
ド
お
前
も
ナ
イ
フ
を
し
ま
え

 
を
向
け
る

て
事
は
ど
う
い
う
意
味
か
分
か

て
や

 

て
い
る
の
か

 

夜

 

夜
は

し
方
な
い
と
い

た
表
情
で
ナ
イ
フ
を
し
ま
う

そ
れ
に
続
き
蓮
も

む
と

 
蓮
 

も
ち
ろ
ん

も
し
ま
い
ま
す
よ

 
そ
う

い
刀
を

に

刀
す
る

こ
れ
で
お
互
い
に
話
し
や
す
く
な

た
な

 
理
 

良
し
ま
ず
は

ち
着
い
て
話
を
整
理
し
た
方
が

策

 
だ
と
思
う
し
な

少
し
待

て
ろ
最
強
の
見
た
目
は

 
小

ロ
リ
中
身
は

ド

の

問
官
の
さ

 
さ
と
り
が
来
れ
ば
よ
り
整
理
し
や
す
く
な
る
と

い
か
け
た
次
の

間

 
ピ
チ

ン

 
突
然

後
か
ら

か
の

襲
で

撃
さ
れ
ぶ

れ
る

そ
し
て
自
身
の

後
か
ら
殺
気
を
感
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じ
る

 

 

が
見
た
目
は
小

ロ
リ
中
身
は

ド

で
す

て

 
理
久
兎
さ
ん

 

か
ら
し
て
さ
と
り
か

亜
狛
が
す
ぐ
に

け
目
を
開
き
来
て
い
た
所
で
今
の
発

を
聞
か
れ

る
と
は

 
妖
夢

り
り
り
理
久
兎
様

 
蓮
 

れ

霊
夢
と
同
じ
で
容

な
い
な

 
白
狐

 
理
 

ま

ま
さ
か
恋
人
に

後
か
ら

さ
れ
る
と
は

本

 
来
の

は
仲
間
の
中
に

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
下
ら
な
い

番
は
そ
こ
ま
で
に
し
て
下

 
さ
い

 

番
で
は
な
い
の
だ
が
と
思
い
な
が
ら
も
ノ
ソ
リ
と
立
ち
上
が
る

自
分
の
女
の
性
格
が
時
々

キ
ツ
く
て

い
や

 
理
 

彼
女
の
性
格
が
キ
ツ
い
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と

た

間
さ
と
り
か
ら

談
は
そ
こ
ま
で
に
し
ろ
と
い
う

を
受
け
る

話
を
元
の

に

さ
な
く
て
は

 
理
 

て
そ
う
じ

な
く
て
よ
と
り
あ
え
ず
は
状

整
理

  
そ
う

い
か
け
た
直
後
に
上
か
ら
何
か
の
光
が
輝
く

い
や
予
感
が
し
す
ぐ
に
さ
と
り
を

き

え
る
と

し

れ
る
と
自
分
達
が
い
た
場
所
に
無
数
の
光
弾
が

ち
て
き
た

 
蓮
 

な

 
妖
夢

 
い
き
な
り
不
意
打
ち
と
は
良
い
度
胸
し
て
や
が
る

 
理
 

大
丈
夫
か

 
さ
と

問

あ
り
ま
せ
ん

 
安

の

を
し
て
い
る
と
空
か
ら
ま
た

か
が
降
り
て
き
た

そ
れ
は
何
と
霊
夢
だ

た

 
霊
夢

あ
ん
た
達
は
何
を
し
て
ん
の
さ

さ
と
こ
ん
な
乱
入

 
者
ぐ
ら
い
退
治
し
な
さ
い
よ

 
妖
夢

で
す
け
ど
理
久
兎
様
は
性
格
が
少
々

く
れ
て
い
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ま
す
が

 
理
 

お
い
こ
ら

 
失
礼
だ
な

の
性
格
が

く
れ
て
い
る

て

う
ん
だ

く
れ
て
は
な
い
だ
ろ

 
妖
夢

私
の
主
人
の
古
く
か
ら
の
御
友
人
で
す
無
闇
に
斬
り

 
か
か
る
の
は

 
い
や
そ
れ
友
人
じ

な
か

た
ら
斬
り
か
か
る

て
事
だ
よ
な

て
る
こ
と
が
物
騒
で
怖

い

た
ら
あ
り

し
な
い

と
り
あ
え
ず
蓮
の

へ
と
生
き
さ
と
り
を
降
ろ
す
と

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
さ
と
り
さ
ん
お
願
い
し
ま
す

 
お
願
い
し
ま
す

つ
ま
り
霊
夢
の
内
心
を
探
れ

て
意
味
だ
ろ
う

 
理
 

さ
と
り
あ
の

女
の
内
心
を
探

て
く
れ
る
か

 
さ
と

え

論
で
す

 

し
た
さ
と
り
は
指
輪
を
外
し
偽
物
の
霊
夢
を
見
る
と
す
ぐ
さ
ま
口
を
開
き

 
さ
と

全
員

え
て
く
だ
さ
い
そ
こ
に
い
る
の
は
霊
夢
さ
ん

 
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 
妖
夢

な
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夜

 
そ
の
一

の

葉
で
霊
夢
の

に
い
た

夜
と
妖
夢
は
す
ぐ
さ
ま

を
と

た

や
は
り
霊

夢
で
は
な
か

た
か

 
霊
夢

ち

ち

と
ま
さ
か
あ
ん
な
奴
の

葉
を
信
じ

 
る
気

 
妖
夢

霊
夢
さ
ん
あ
の
子
い
え
あ
の
方
は
旧
地
獄
を

 
理
す
る
覚
妖
怪
で
す
そ
し
て
覚
妖
怪
は

手
の
心
を

 
探
る
事
が
出
来
る
ん
で
す
よ

 
ぶ

ち

け
物
覚
え
が
そ
れ

に
良
い
霊
夢
な
ら
分
か
る

だ
ろ
う
そ
れ
に
面

は
あ
る

だ

そ
し
て
さ
と
り
が
ど
う
い
う
妖
怪
で
ど
う
恐
れ
ら
て
い
る
の
か
ぐ
ら
い
な
ら
知

て
い
る
は

ず

そ
れ
を
知
ら
な
い
と
な
る
と
さ
と
り
の

う
通
り
偽
物
だ

 

 

あ
り

り

面

な
能
力
を
お
持
ち
で
本
当
な
ら

 

者
は

の

女
と
妖
怪
の

者
そ
れ
と
目
撃

 
者
そ
し
て

然
に
も
出
会
え
た
我
ら
の

ぐ
ら
い
で

 

ま
そ
う
と
し
た
ん
す
け
ど
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突
然
女
性
的
だ

た

か
ら
一
転
し
男
性
の

へ
と
変

を

げ
る

何
よ
り
も
紫
に
ま
で

手
を
出
そ
う
と
し
て
い
や
が

た
の
か
こ
い
つ

 

夜

が
変
わ

た

 
蓮
 

お
前
は
何
が
目
的
な
ん
だ

 

 

わ
が
主
人
の
復
活
が
た
め

て
感
じ

す
か

 
お
前
に

お
前
に
我
が
主
人
は
封
印
さ
れ
た
か
ら
な

 
ザ

我
が
主
人
の
目
を
返
せ
そ
し
て
我
が

 
主
人
の

い
を
解
き
や
が
れ

 
こ
い
つ
は
い
き
な
り
キ
レ
だ
し
た

そ
れ
は

に
向
か

て

て
い
る
ん
だ

そ
し
て
そ
の

心
な
名
前
が
よ
り
に
も
よ

て
何

か
不
思
議
な
力
が

い
て
い
る
の
か
聞
き
取
れ
な
い

 

 

お
前
が
生
き
て
こ
こ
に
い
る
こ
と
が
罪
な
ん
だ
よ

 
何

我
が
主
人
で
は
な
く
お
前
な
ん
だ

何
で
我
が

 
主
人
は

し
ん
だ
の
に
も
関
わ
ら
ず

様
は

て

 
い
ら
れ
る

オ
ル
家
を
追

さ
れ
た
獣
が

 
蓮
 

お
前
は
御

は
ど
う
で
も
良
い

霊
夢
を
ど
こ
に
や
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た
の
か
教
え
ろ

 

 

お
前
じ

な
い

す
よ

私
の
名
は
元
ソ
ロ
モ
ン
の

 
悪
魔

に
し
て
序

は
第

に

臨
し
た

 
そ
の
名
を
オ

そ
れ
が
名
前

す
よ
下
等
種
族
共

 

夜

リ
ア
ル
と
同
じ
ゴ
エ
テ

ア
の
悪
魔

 
悪
魔

て
そ
れ
は
つ
ま
り
怠
惰
と
同
じ
古
代
種
族

て
事
か
こ
い
つ

 
オ

お
前
は

女
が
何
処
に
行

た
と
か

て
た
が

 
教
え
て
や
る

す
よ

 
オ

と
名

た
悪
魔
は
蓮
の

き

え
る
白
狐
を
指

し
た

 
オ

本
当
な
ら

女
は
記
憶
処
理
や
ら
し
て

に

す

 
だ

た

だ
が
そ
の
女
狐
は
あ
ろ
う
事
か

し
て

 
私
の
手
を

み
逃
走
し
や
が
り
や
が

て
探
す
の
に

 

し
て
た
ん
す
よ

 
蓮
 

そ
ん
な
ま
さ
か

こ
の
子
が
霊
夢

 
白
狐

キ

ン
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一
目
見
た
と
き
か
ら
霊
夢
に

て
る
な
と
は
思

た
が
ま
さ
か
本
人
だ

た
と
は

こ
ん
な
姿

に
な

て
い
た
ら

も
気
づ
か
な
い
よ
な

 
オ

ま

で
も
狐
に
し
て
力
や
ら

た
ん
で
何
が
出
来

 
る
訳
も
な
い
ん
で
見
逃
そ
う
と
も
思

た
ん
す
け
ど

 
ま
さ
か
こ
う
も
仲
間
を
集
め
て
く
る
と
は
や

り

 
先
に
始
末
を
す
る
べ
き
だ

た
す

 
蓮
 

許
さ
な
い

お
前
は
許
せ
な
い

 
オ

下
ら
な
い

す

ま

で
も
本
来
な
ら
こ
う

 
た

ネ
は
教
え
な
い
ん
す
よ
だ

て
私
の
ポ
リ
シ

 
に
反
し
ち
ま
う
す
か
ら

 
と

た
直
後
に
オ

の

り
に
何
処
か
ら
と
も
な
く
無
数
の

が
現
れ

達
は

を
向
け

て

る

 
オ

だ

て
証
拠
を

す
る
た
め
に
口
封
じ
す
る
必
要

 
が
あ
る

す
か
ら

 
そ
の

葉
を
合

に
無
数
の

が
襲
い
か
か

て
く
る

こ
い
つ
が
や

た
こ
と
そ
し
て
こ
れ
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か
ら
行
お
う
し
て
い
る
事
に

が
立

て
き
た

殺
気
を

出
し
オ

を

み
つ
け
る

 
理
 

て
め

の
そ
の
立
ち

舞
い
断
固
と
し
て
許
し
ち
ま

 
う
事
は
出
来

な

い

が
そ
れ
と
お
前
に
は
聞

 
き
た
い
事
が
多
く
で
き
た

て
め

紫
に
も
ち

 
か
い
を
出
そ
う
と
は
良
い
度
胸
じ

か

 
オ

へ

全
て
に
無
関
心
を

き
興
味
を

こ
う
と
す
ら

 
し
な
い
お
前
が
珍
し
い

そ
う

す

ま
ず
は
お

 
前
か
ら
殺
し
て
や
り
ま
し

う
か

 
発

的
に
さ

き
か
ら

て
る

ザ

て
奴
と
自
分
を

て
い
る
の
か

達
は
自

分
に
向
か

て
一

に
襲
い
か
か
る

そ
れ
な
ら
ば
反
撃
す
る
だ
け
だ

 
理
 

ふ

 
断
罪
神
書
か
ら
空
紅
と
黒

を
出
し
一

で
斬
り

達
は

す

 
オ

お
前
は
本
当
に

ザ

す
か

 
理
 

さ

き
か
ら

だ
よ
そ
い
つ
は
俺
は
理
久
兎
だ

 
オ

正
し
ま
し

う
お
前
は

ザ

と
は
違
う



 第４５０話 ゴエティアの悪魔

 
み
た
い

す

彼
奴
は
刀
な
ん
て
使
い
や
せ
ん

 
そ
う

う
と
無
数
に

が
や
た
現
れ
る

す
る
と
蓮
は
さ
と
り
に
向
か

て

 
蓮
 

さ
と
り
さ
ん
霊
夢
を
お
願
い
し
て
も
い
い
で
す
か

 
さ
と

戦
う
気
み
た
い
で
す

 
白
狐

ン

ン

 
何
か
意
を
決
し
た
表
情
を
し
て
蓮
は
自
分
の

に
立
ち
刀
を

え
る

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

も
戦
わ
せ
て
く
だ
さ
い
こ
い
つ
は
許

 
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
そ
れ
に
霊
夢
を

す
に
は
こ
の

 

チ
モ
ン

を

さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら

 

夜

私
達
も
や
る
わ
私
達
を
良
い
よ
う
に

て
た
の
が

 

立
つ
わ

 
妖
夢

私
だ

て

 
さ
と

霊
夢
さ
ん
は
お
任
せ
を

 
蓮
の
一

で
皆
が
鼓
舞
さ
れ
た
の
か
各
々
が
や
る
気
と
な
り
オ

に
向
か
い

を
向
け
る

 
理
 

分
か

た
な
ら
こ
の
外
来
種

は
さ

さ
と

除
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し
な
い
と
な

 
オ

に

る
な
よ
下
等
種
族
共
が

 
こ
う
し
て
こ
の
外
来
種

を

す
た
め
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む
し
か
し
怠
惰
と
同
じ
悪
魔
が
出
た
の

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
強
く
は
な
い
け
ど

 

 

え

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
ま

能
力
的
に
は
暴
食

の
ス
キ
ル
コ
ピ

と

 

の
見
た
目
コ
ピ

を

方

せ
持

て
る

 

 

そ
れ
普
通
に
お
ん
し
ら
よ
り
も

 
怠
惰

だ
け
ど
彼
奴
は
弱
い
と
い
う
か
元
々
の
ス
テ

ス

 
が
暴
食
や

と
比
べ
る
と
天
と
地
の

が
あ
り
す

 
ぎ
る
か
ら
弱
い
ん
だ
よ
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じ

が
変
装
と
か
な
ら

 
怠
惰

ま

変
装
な
ら

た
だ

は
コ
ピ

し
た
者

 
の

だ

た
り
記
憶
だ

た
り
を
つ
い
で
に
コ
ピ

 
出
来
る
け
ど
彼
奴
は
そ
の

は
出
来
な
い
し
出
来
て

 
技
の
コ
ピ

し
か
出
来
な
い
か
ら
あ
る
意
味
で
使
い

 
に
く
い

 

 

そ
う
か
の

 
怠
惰

う
ん
潜
入
で
技
コ
ピ

使
え
た
所
で
あ
ん
ま
り
意
味

 
な
い
し

だ
か
ら

化
ま
た
あ
る
意
味
で
強
い

 
て
感
じ
に
な
る
の
か
な

ま

変
装
か
ら
の
潜
入

 
だ

た
ら

が
断
ト
ツ
一
番
だ
よ

 

 

う

そ
う

わ
れ
る
と
任

ピ

の
ま
ん

ピ
ン
ク

 
の
暴
食
悪
魔
が

 
怠
惰

そ
れ

上
は
い
け
な
い

 

 

そ

そ
う
か
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怠
惰

さ
て
ま

ち

と
⻑
め
に
な

た
け
ど
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

さ
い
な
ら
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第
４
５
１
話
 
反
撃

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
花

の
せ
い
で

に

が

ん
で

が
可

し
く
な

て
い
る
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
か
こ
う
引

掛
か

て
る
感
じ
が
し
て

に

ち
着
か
な
い
ん
で
す
よ

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
月
の
光
が
満
ち
る
夜

外
来

獣
の
オ

と
の
激
闘
が

り

げ
ら
れ
て
い
た

 

夜

ど
き
な
さ
い

 
妖
夢

近
づ
く
な

 
さ
と

次
に

 

夜

妖
夢

さ
と
り
の

人
は
向
か

て
く
る
オ

の
分
身

の

達
を

手
に
し
蓮
と

自
分
は
オ

に

め
よ

て
い
た

 
蓮
 

霊
夢
の
力
を
返
せ

 
オ

嫌
な
こ

た

す
よ
計
画
が

し
か
け
て
い
る
今
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と
な

て
は
こ
れ
は
手
土
産
に
す
る
ん
す
か
ら

 
手
土
産

紫
を
襲
え
な
か

た
か
ら
そ
の
土
産
と
し
て

女
の
力
を
強

し
て
い
く
つ
も
り

か

そ
ん
な
事
は
元
だ
が
妖
怪
総
大
将
と
し
て
や
ら
せ
て
な
る
も
の
か

す
る
と
オ

は
お

い

棒
を

え
る
と

 
オ

夢

 
封
魔

 
お

い
棒
を

げ
る

す
る
と
オ

中
心
に
結
界
が
現
れ
蓮
の
一
太
刀
を
弾
き
吹

飛
ば
す

こ
の
気
か
ら
し
て
霊
夢
の
力
を
行
使
す
る
事
が
出
来
る
み
た
い
だ

 
オ

ど
う
だ

な

ど
う
よ

女
の
力
で
や
ら
れ
る
気
分

 
は
さ

 
理
 

う

な
ら

て
み
よ
う
か

 
だ
が
自
分
か
ら
し
た
ら
こ
ん
な
結
界
な
ど
合

て
無
い
よ
う
な
も
の

そ
れ

に

 
理
 

仙
術
四
式

き

 
バ
リ
ン

 

発
の

で
結
界
を

快
な

と
共
に

す
る

そ
し
て

し
た
と
同
時
に
一
直

に

蓮
は
自
分
を
通
り
す
ぎ
オ

へ
と
ぶ
つ
か

て
い

た
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オ

し
つ
こ
い
小

す

 
と

う
と
同
時
に
お

い
棒
が
サ

ル
へ
と
代
わ
り
蓮
の
一
撃
を
防
ぐ

 
オ

力
が
弱
く
な

た
と
は
い
え
こ
れ
を
使
わ
せ
る
と
は

 
中
々
の

材

す

ど
う
す
か

私
ら
の

門
に
お

 
前
ら
加
わ
ら
な
い

す
か

 
蓮
 

が
加
わ
る
か

 
理
 

て
め

は
⻯
王
か

 
オ

何
時
か
ら
ド

ピ

ク
エ
に
な

た
す
か

 
断
罪
神
書
か
ら
天

を
取
り
出
し
蓮
と

ぼ
同
時
に
オ

へ
と

め

る

 
オ

し

か
し

そ
う
す

か

す

 
天

の

続
突
き
と
蓮
の
斬
撃
を

い

き
に
よ

て
弾
か
れ
続
か
れ
る
が

手
の

を

い
な
が
ら
何
度
か
突
き

 
理
 

お
ら

 
力
を

め
突
き
を

つ
が
サ

ル
に
よ

て

か
れ
た
が
一
気
に

を

め
れ
た

流
さ

れ
つ
つ

手
を

え
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理
 

龍
終

 
神
力
を
使
い
龍
の

の
よ
う
に
手
を
変
化
さ
せ
オ

を
引
き

こ
う
と
す
る
が
身

に

け
後

退
し
た

す
る
と
オ

は
さ
と
り
達
の
方
を
向
く

ま
さ
か
と
思

た
そ
の
時
オ

は
何
か
を

信
し
た
か
の
よ
う
に

た

 
オ

は

は

ん

あ
の
女
狐
を
持
つ
女
ご
と
や

ち

 
ま
い
な

 
下
が
る
オ

は
そ
う

く
と
オ

の
体
か
ら

け

ち
る
か
の
よ
う
に
何
体
も
の

が
現
れ
さ

と
り
に
向
か

て
襲
い
か
か

た

こ
の
ま
ま
で
は
数
的
に
霊
夢
を

え
て
い
る
さ
と
り
が
危
な

い 
理
 

蓮
は
そ

ち
を
や
れ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
す
ぐ
に
さ
と
り
の
前
へ
と
入
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

ぎ

 
理
 

こ
い
つ
ら
に

を
一
本
た
り
と
も

れ
さ
せ
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は
し

よ

 
天

で
一

に
よ
る

い
で

達
を

ぎ

す
が

 

 

ぎ

 

 

が

 
だ
が

か
ら

ず
つ

が
自
分
に

を
向
け
て
飛
び
か
か

て
き
た

 
理
 

じ

か
し
い

 
天

で

の

の

元
を

き

か
ら
来
る

に
は
断
罪
神
書
物
を
大
き
く
し

に
し
て

撃
を
防
ぐ

だ
が
今
度
は
前
か
ら

が
襲
い
か
か

て
く
る

 
理
 

 

手
は
ふ
さ
が
り
使
え
ず

手
は
使
え
る
が
断
罪
神
書
は
今
は
使
え
な
い
た
め
無
論
で
武

は
な
い

後
を
見
る
と
霊
夢
を

え
た
さ
と
り
は
自
分
を
見
て
い
た

 
理
 

ふ

 
自
分
が
こ
こ
で

け
れ
ば
後
ろ
に
い
る
さ
と
り
達
が
危
な
く
な
る

仙
術
を
唱
え
る
間
も
も
う

な
い

こ
こ
は
仕
方
が
な
い
が

本
ぐ
ら
い
く
れ
て
や
る
か
と
思
い

手
で
防
ご
う
と
す
る

と
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ザ
シ

 
突
然

真

か
ら
何
か
が
飛
ん
で
き
て

の

に

さ
り
そ
の
ま
ま

は

れ
動
か
な
く
な

る

見
て
み
る
と

の

近
く
に
は
ナ
イ
フ
が

さ

て
い
た

恐
ら
く
ナ
イ
フ
か
ら
し
て

 

夜

大
丈
夫
で
す
か

 
や
は
り

夜
が
助
け
て
く
れ
た
み
た
い
だ

 
理
 

あ

大
丈

し

が
め

 

夜
の

後
に

が

よ
り

を
向
け
る
の
を
見
つ
け
す
ぐ
さ
ま
し

が
む
よ
う
に
指

し
天

を
投

し
よ
う
と
し
た
そ
の
時

 
ザ
シ

 

は
一

の
一
太
刀
に
よ

て

が
飛
ん
だ

が

れ
た
先
に
は
刀
を

い
妖
夢
が
自
分
達

を
見
て

 
妖
夢

そ
ち
ら
も
大
丈
夫
で
す
か

 

夜

え

お
陰
さ
ま
で
助
か

た
わ

 
異
変
解
決
に

り
出
す
機
会
が
彼
女
達
は
多
い
の
か
そ
れ
な
り
の

が
取
れ
て
い
て
年

者
の
自
分
は
も
う
ビ

ク
リ
だ
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理
 

俺
も
年
を
取

た
か
な

 
こ
の
年
に
な

て
く
る
と
あ
ん
な
事
は
出
来
そ
う
に
も
な
い
よ
な

 
さ
と

し

か
り
し
て
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

は
い
は
い

 
と

て
る
間
に
も

達
は
次
々
に
襲
い
か
か

て
く
る

 
理
 

お
前
ら
俺
の
後
ろ
に
来
い

 

夜

何
す
る
気

 
理
 

簡
単
さ

 
天

を

げ
神
力
に
よ
る

し
た
玉
を
作
り
出
す

そ
の
間
に
霊
夢
を

え
た
さ
と
り

妖
夢

夜
は
自
分
の

後
へ
と
来
る

だ
が
同
時
に

達
と
の

も

リ

リ
に
な

て
き

て
い
た

 
妖
夢

理
久
兎
さ
ま

 

夜

迎
撃
す
る
わ
よ

 
さ
と

待

て
く
だ
さ
い

 
さ
と
り
が
飛
び
出
し
そ
う
な

人
を

め
て
く
れ
て
助
か

た

だ

て
こ
れ
に

て
は
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下
手
し
た
ら
彼
女
達
に
も

が

び
か

な
い
技
だ
か
ら
な

 
理
 

せ
め
て

み
を
知
ら
ず
消
え
ろ

 
向
か

て
く
る

達
全
て
を
ロ

ク
オ
ン
し

 
理
 

秘
技
 
創
生
の
裁
き

 
と
一

を

く
と

し
た
神
力
の
玉
か
ら
無
数
の
レ

ザ

が

た
れ
向
か

て
く
る

達
の

間
を
撃
ち

く

だ
が

 

 

グ
ル
ル
ル
ル

 

達
は
立
ち

ま
り

か
な
い
と
い

た
感
じ
で

り

を
あ
げ
る

 
妖
夢

り
り
り
理
久
兎
様

 

夜

ま
さ
か
失
敗
し
た
な
ん
て

 
技
の
失
敗
だ
と

そ
ん
な
事
は
俺
が
す
る
戦
い
に
お
い
て
あ
る
訳
な
い
だ
ろ

何
せ
こ
れ
の
恐

ろ
し
さ
は
こ
こ
か
ら
だ

 
さ
と

あ
れ

達
が

 
妖
夢

さ

き
よ
り

ら
ん
で

 
霊
夢

き
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気
づ
い
た
か
た
だ
こ
れ
か
ら
エ
グ
い
光

が
入
る
た
め
後
ろ
を
向
き

 
理
 

お
前
ら
目
を

れ

 

夜

 
妖
夢

は

は
い

 
さ
と

ど
う
い
う

 
霊
夢

キ

 

人
が
目
を

た
そ
の
直
後

バ
ン

と

を
た
て
て
風
船
の
よ
う
に

ら
ん
だ

達

は
体
を

し
た

 
妖
夢

え

な

 

夜

達
が
一

で

 
何
を
し
た

て
感
じ
だ
な

こ
れ
は
た
だ
単

に
天

の
力
を
フ
ル
活

し
た
技
だ

天

は

進
さ
せ
る
程
度
の
能
力
を
宿
し
て
い
る

そ
れ
を
活

し

達
の

を

界
ま
で
活
性

化
さ
せ

さ
せ
る
事
で
体
を

さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い

に
こ
れ
が
当
た
れ
ば
命
な
ん
て
な

い
に
等
し
く
な
る
の
だ

 
妖
夢

理
久
兎
様
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理
 

ん

ち

し
つ
こ
い
奴
等
だ

 

し
た

達
と
は
別
に
ま
た

達
が

き
出
て
く
る

こ
い
つ
ら
本
当
に
何
処
か
ら
出
て
き
て

ん
だ
か

チ
ラ
リ
と
蓮
を
見
る
と
オ

に
刀
を
向
け
て
つ
ば

り
合
い
を
し
て
い
た

あ
の
ま
ま

人
で
や
ら
せ
る
に
は
流

の
蓮
も
キ
ツ
イ
だ
ろ
う
し
加

し
た
い
が
こ
の

達
が
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
恐
ら
く
本
体
の
オ

を
や
ら
な
い
事
に

 
は
無

ル

プ
が
続
く
か
と

 
理
 

だ
が
俺
が

れ
て
大
丈
夫
か

 

夜

問

な
い
わ
よ

 
妖
夢

理
久
兎
様
と
蓮
さ
ん
が
決
着
を
つ
け
る
ま
で
は
持
た

 
せ
て
み
せ
ま
す
よ

 
心
強
い
者
達
だ
な
そ
こ
ま
で

う
な
ら
こ
こ
は

し
て
も
大
丈
夫
そ
う
か

そ
れ
に
俺
は
守
り

よ
り
も

め
の
方
が
し

く
り
来
る
ん
だ
よ
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

 
さ
と

霊
夢
さ
ん
の

わ
れ
た
力
を
何
と
か
取
り

せ
な
い
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で
し

う
か

こ
の
戦
い
に
霊
夢
さ
ん
も
加
わ
る
事

 
が
出
来
れ
ば

 
理
 

戦
力
も
上
が
り

獣

に
も
一

吹
か
せ
れ
る

 
て
所
か
な
ら

度
良
い
技
が
あ
る
俺
が
合

し
た
ら

 
上
空
に
向
か

て
霊
夢
を
投
げ
飛
ば
せ
よ

 
そ
う

い
な
が
ら
天

を
オ

へ
と

い
を
定
め
る
と

 
オ

ま

私
が

え
る
こ
と
じ

け
ど
し
つ
こ
い
と

 
嫌
わ
れ
る

す
よ

 
と

て
い
た

し
つ
こ
い
と
嫌
わ
れ
る
と
は

う
が
ど

ち
か
と

え
ば
霊
夢
の
力
を
返

そ
う
と
し
な
い
オ

の
方
が
嫌
わ
れ
て
る
と
思
う
が
な

等
と
思
い
な
が
ら
天

を
投

す
る

が
後
一
歩
と
い
う
所
で
当
た
り
そ
う
だ

た
が
外
れ
て
し
ま

た

 
理
 

ち

任
せ
た

お
前
ら

 

夜

え

 
妖
夢

魂

妖
夢
い
き
ま
す

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
御
武
運
を
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そ
れ
だ
け

い

達
を
高

で
通
り

け
オ

に
向
か

て

け
出
し
た
な
が
ら
断
罪
神
書
か

ら
空
紅
と
黒

を
取
り
出
し
近
づ
く

 
理
 

へ

嫌
わ
れ
る

な
ら
お
前
は
嫌
わ
れ
そ
う
だ

 
よ
な

 
オ

 
二
刀
を

え
斬
り
か
か
る

そ
れ
に
続
い
て
蓮
も
刀
で
斬
り
か
か
る

 
オ

あ
の

共
を
や

ち
ま

た
す
か

 
理
 

案
外
に
弱
か

た

お
前
み
た
い
に
な

 
弱
す
ぎ
て
彼
女
達
に
任
せ
て
も
全
然
大
丈
夫
だ

た
た
め

う
と
オ

は

ロ
リ
と

み

 
オ

そ
い
つ
は

す

 
と

い
十
代
の
華

な
女
性
に
は

合
わ
な
い
大
き
な
サ

ル
を

々
と

る

て
自
分

達
を
弾
く

 
理
 

 
蓮
 

く

 
自
分
達
を
弾
い
た
オ

は
ニ

リ
と
こ
ち
ら
を
見
て

た
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オ

夢
想
天
生

 
と

か
霊
夢
が
俺
と
の
戦
い
に
も
使

た
あ
の
チ

ト

み
た
技
を
唱
え
て
き
た
の
だ

 
蓮
 

霊
夢
の
最
終
奥
義
を

 
妖
夢

な

 

夜

不
味
い
わ

 
夢
想
転
生
は

か
に
チ

ト

み
て
る
技
で
は
あ
る
け
ど
あ
く
ま
で
自
分
の
前

外
な
ら
の
話

だ 
理
 

蓮

俺
な
ら
あ
の
技
を

れ
る
が

 
蓮
 

そ
う
か

 
思
い
出
し
た
か

現
に
一
度
だ
け
あ
の
技
を
完
封
し
た
事
が
あ
る
た
め
あ
の
技
の

略
方
法
な

ら
知

て
る
の
だ

だ
か
ら
こ
そ
俺
が
あ
の
技
を

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
理
 

だ
か
ら
俺
が

た
ら
彼
奴
と
一

討
ち
す
る
な
り

 
し
て
少
し
だ
け
で
良
い
動
き
を

め
ろ
こ
の
作
戦
が

 
上
手
く
い
け
ば

 
蓮
 

従
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん
の

え
な
ら
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理
 

そ
う
か
な
ら
そ
の
後
は
流
れ
に
身
を
任
せ
ろ

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た

 
物
分
か
り
が
良
く
て
助
か
る

さ
て
あ
の

獣

に
一

吹
か
せ
て
や
る
か

空
紅
と
黒

は
断
罪
神
書
へ
と
し
ま
い
代
わ
り
に
懐
か
ら
身
代
わ
り

人

を
取
り
出
し
空
へ
と
投
げ

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ

の
間
で
俺
の

手
に

 

れ
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い

 
と

う
と

の

が

に

れ

手
を

り
し
め

 
理
 

雷

 
一
気
に
オ

へ
と
近
づ
く
と
案
の
定
で
オ

は
突
然
現
れ
た
自
分
に
ビ

ク
リ
し
て
い
た

 
オ

お
前
さ
ん
は
知
ら
な
い

す
か

こ
の
技
は

 
理
 

あ

知

て
る
さ
無

に
な
れ
る
技
だ

た
よ
な

 
あ
く
ま
で
俺

外
な
ら
な

 
思
い

き
り

面
に
向
か

て

手
で
ぶ

飛
ば
す

 
オ

ぐ

 
理
 

行
く

蓮
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そ
し
て

手
で
胸
ぐ
ら
を

み

方
へ
と
投
げ
飛
ば
す
と
蓮
と
オ

は
ぶ
つ
か
り
合
う
良
い
感

じ
で
気
を
引
い
て
く
れ
て
る

こ
れ
な
ら
す
ぐ
に

み
そ
う
だ

手
に
霊
力
を
込
め
る
と

 
蓮
 

そ
ら

 
オ

ぬ

 
蓮
は
オ

を
弾
き
飛
ば
す
と

方
へ
と
オ

が
向
か

て
き
た
た
め

座
に
オ

の
後
頭
部
を

ア
イ
ア
ン
ク
ロ

で

み
に
地
面
へ
と

き
つ
け
る

 
オ

が

 
理
 

く
ら

と
け
仙
術
八
式
脱
気

 
そ
の

葉
と
共
に
オ

の
体
か
ら
霊
夢
の
力
が

つ
も
の
白
い
玉
と
な

て
オ

か
ら

け
出

て
空
を

き
始
め
る

す
ぐ
に
さ
と
り
の
方
を
向
き

 
理
 

さ
と
り
今
だ

空
に
向
か

て
霊
夢
を
投
げ
ろ

 
さ
と

行

て
霊
夢
さ
ん

 
霊
夢

キ

ン

 
思
い

き
り
さ
と
り
は
霊
夢
を
白
い
玉
が

か
ぶ
空
に
向
か

て
投
げ
飛
ば
し
た

す
る

 
オ

が

不
味
い

す

こ
ら
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理
 

こ
い
つ

 
こ
れ
で
と
安

し
た
一

で
力
が

け
オ

は
自
分
を
弾
き
飛
ば
す
と
空

い
や
霊
夢
に
向

か

て
飛
ぼ
う
と
す
る
が

 
蓮
 

行
か
せ
ま
せ
ん
よ

 
オ

ど
け

す

 

ン

 
蓮
が
前
へ
と
出
て

え
よ
と
し
た
み
た
い
だ
が
火
事
場
の
馬
鹿
力
な
の
か
蓮
を
弾
き
飛
ば
し
霊

夢
を
追
い
か
け
に
向
か
お
う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 

 

秘
法
 
九

し

 
オ

が

何
す
か

 
聞
き
覚
え
の
あ
る

が
す
る
と

つ
も
の
レ

ザ

が
現
れ
る
と
オ

の
動
き
を

め
た

の
し
た

の
方
を
見
る
と

 

私
た
ち
を
コ

に
し
て
友
達
を

わ
さ
せ

つ
け
さ

 
せ
た
分
で
す

 
何
と
あ
の

が
い
た
の
だ

見
た
感
じ
か
ら
し
て
助
け
に
来
て
く
れ
た
み
た
い
だ
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オ

役
立
た
ず
の

共
が

 

そ
ん
な

 
だ
が
オ

は

が

た
弾
幕
を
強
引
な
力
で
ぶ
ち

た

し
か
し
体
制
を
立
て
直
す
に

は

分
に
時
間
を

い
で
く
れ
た

一
気
に

し
オ

の
前
へ
と
入
り
断
罪
神
書
か
ら
空
紅
と

黒

を

刀
し
斬
り
か
か
る
が

 
オ

の
悪
魔
は
伊
達
じ

な
い

す
よ
加

 
あ
り

な
い
事
に

高

で
自
分
が
通
り

け
ら
れ
た
の
だ

そ
の

さ
は

雷
を
遥
か
に
上

回
る

度
だ

た

 
理
 

し
ま

た

 
だ
が
あ
の
技
は
⻑
時
間
は
使
え
な
い
の
か
自
分
と
の

を

し
元
の

度
に

て
い
た

ま
ず
い

雷
を
使

て
も
間
に
合
わ
な
い

だ

だ
が
そ
の
時
だ

た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
何
と
下
か
ら
蓮
が

高

で

方
に
向
か

て
き
た
の
だ

こ
こ
は
蓮
に

け
て
み
る
か

 
理
 

行
け

蓮

 

本
の
刀
を

し
手
を

る
と
蓮
は
そ
こ
に

を
か
け
て
一
気
に

し
オ

へ
と
向
か
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た

自
分
は
す
ぐ
に

し
た

本
の
刀
を

り
地
面
へ
と
降
り
空
を
見
る
と
そ
こ
に
は

 
理
 

あ
れ
は

 
そ
れ
は
自
分
が
知

て
い
る
よ
り
も
遥
か
に
小
さ
か

た
が
こ
の
数
日
間
で
蓮
に
何
度
も
教

え
て
い
た
断

斬
だ

た

蓮
は
そ
の
一
撃
を
オ

の

へ
と
直
撃
さ
せ
地
へ
と

と
し
た

 
理
 

や
る
な
彼
奴

 
そ
し
て
気
づ
く

空
を

い
て
い
た
霊
夢
の
力
の
玉
が
な
く
な

て
い
る
事
に

だ
が
そ
の
代

わ
り
に
助
け
よ
う
と
し
て
い
た
霊
夢
が
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む
し
か
し
何

に
も
オ

は

女
の
力
と
い
い

 
幻
想
の

者
を

し
よ
う
と
し
た
ん
じ

ろ
う

 
か
の

 
怠
惰

さ

ま

思
い
当
た
る

は
あ
る
け
ど

 

 

ん

何
か

た
か
の
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怠
惰

い
い
や
何
も

 

 

し
か
し

オ
ル
家
の

怠
惰
は
知
ら
ぬ
の
か

 
怠
惰

知

て
る
よ

名
だ
し
古
代
種
の
魔
族
達
で

オ
ル

 
家
を
知
ら
な
い
奴
は
い
な
い

て
ぐ
ら
い
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん

オ
ル
家
は
代
々
か
ら
強
い
魔
力
を
持
つ
魔
族

 
の

を
持

て
る
家

で

に
王
族
の
家

と

 
も

わ
れ
て
た
り
す
る
ぐ
ら
い

名
だ
よ

 

 

へ

と
い
う
こ
と
は
当
主
は

い
と
い
う
事
に
な

 
る
の
か
の

 
怠
惰

ま

そ
り

あ

そ
れ
に

オ
ル
家
は
代
々
か
ら

 
実
力
で
当
主
を
決
め
る
だ
か
ら
兄
だ
か
ら
と
か
弟
だ

 
か
ら
と
か
そ
ん
な
の
は
関
係
な
い
男
女
問
わ
ず
当
主

 
の
資
格
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
さ

 

 

そ
れ
は

い
家

じ

の
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怠
惰

家

を
強
く
す
る
に
は
弱

強
食
に
し
た
方
が
後
の

 
子
孫
達
に
も
そ
の
強
さ
は

伝
し
て
い
く

て

え

 
が
あ
る
か
ら
そ
う
い
う
制
度
を
と

て
る
の
さ

 

 

 
怠
惰

だ
け
ど

あ
る
時

オ
ル
家
に

惨
な
事
件
が
降
り

 
か
か

た
ん
だ
よ

 

 

な

そ
の
事
件
と
は
一
体

 
怠
惰

そ
れ
は
秘
密

後
々
に
本
編
で
語
ら
れ
る

だ
し
そ

 
れ
を
待

て
て

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か

 
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

お
主
は
ま
た
気
に
な
る
所
で

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様
ま
た
次
回

 

 

仕
方
な
い
の

さ
ら
ば
じ
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第
４
５
２
話
 
地
獄
の
門
番
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
つ
い
に
学

が
始
ま

て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

最
後
の

学
生
生
活
を
楽
し
く
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
空
の
光
が

み
そ
こ
に
は
正
真
正

の
本
物
の
霊
夢
が
い
た

そ
し
て
そ
ん
な
霊
夢
に
蓮
は
近

づ
き
思
い

き
り

き

め
て
い
た

 
理
 

見
て
る
こ

ち
が

ず
か
し
く
な
る
な

 
さ
と

私
か
ら
し
た
ら
恋
愛
小
説
を
見
て
い
る
の
と
同
じ
で

 
す
け
ど

 
蓮
の
刀
を
持

て
近
づ
い
て
き
た
さ
と
り
は
そ
う

く

ま

か
に
そ
う
思
い
な
が
ら
見
れ

ば
少
し
は
変
わ
る
の
か
な

 
理
 

所
で
さ
と
り
は
怪
我
と
か
大
丈
夫
か

 
さ
と

問

あ
り
ま
せ
ん
よ

そ
れ
よ
り
理
久
兎
さ
ん
こ
そ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

あ

問

な
い

 
と
話
し
て
い
る
と
そ
う
し
て
い
る
と
蓮
と
霊
夢
は

き
つ
き
な
が
ら
下
へ
と
降
り
て
来
る
と

達
と
戦

て
い
た

夜
と
妖
夢
そ
し
て
援

し
て
く
れ
た

は
蓮
と
霊
夢
と
い

て
も
霊
夢

の
方
へ
と
近
づ
い
て
い
く

 
さ
と

行
き
ま
し

う

 
理
 

あ

 
自
分
達
は
蓮
の
方
へ
と
向
か
う

近
づ
き
さ
と
り
は
刀
を

し
出
し
な
が
ら

 
さ
と

見
事
で
し
た
よ
蓮
さ
ん

 
と

う
と
蓮
は
受
け
取
り

る

さ
と
り
を
見
習

て
自
分
も

の

葉
を
か
け
る
か
か

 
理
 

あ

中
々
だ

た

さ

き
の
あ
の
技
は

 
蓮
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
ま

で
も
あ
ん
な
の
ま
だ
ま
だ
断

斬
と
は
ま
だ
ま
だ

い
が
た
い
も
の
だ
が
出
だ
し
の

歩
と
し
て
は

分
だ

 

夜

た
の
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妖
夢

良
か

た
で
す
霊
夢
さ
ん

 

大
丈
夫
で
す
か
霊
夢
さ
ん

 

人
は
霊
夢
の
心

を
し

葉
を
か
け
る

 
霊
夢

え

大
丈
夫
よ

そ
れ
よ
り
も
彼
奴
は

 
彼
奴

あ

そ
う
い
え
ば
オ

の
事
を
す

か
り

れ
て
い
た
な

ち
た
方
を
見
る
と

 
オ

許
さ

す
下
等
種
族
が
コ

に
し
や
が

て

 
蓮
 

な

そ
の
姿
は

 
霊
夢

 
姿
に

は
先
程
の
霊
夢
い
や
人

だ

た
と
き
よ
り
も

性
が
強
く
な
り
体

は
生
え

と
体

の

は
変
化
し
そ
の
姿
は
さ
な
が
ら

の
獣
人
と
い

た
姿
に
な

て
い
た

 
オ

こ
こ
ま
で
コ

に
し
た
の
は
ア
ス
モ
師
匠
ぐ
ら
い

 

す
よ
本
当
に

 
こ
れ
は

動
か
ら
し
て
完

に
お
怒
り
だ
な

 
霊
夢

こ
ん
な
変
態

に
負
け
て
狐
に
さ
れ
て
た
な
ん
て

 
末
代
の
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理
 

狐

女

て
か

 
少
し
ツ
ボ

て

い
そ
う
に
な

ち
ま

た

そ
れ
を

で

ト
目
で
見
て
い
た
さ
と
り
は
口

だ
け

て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

悪
か

た
か
ら

 
こ
の
真

な
場
面
で

う
の
は
良
く
な
い
よ
な

ま

作
戦
が
な
け
れ
ば
た
だ
の
無

な
動
作

だ
が

 
オ

お
い

ザ

に

て
い
る
奴

私
が
話
し
て
い

 
る
時
に
下
ら
な
い
話
を
す
る
と
は
良
い
度
胸
じ

な

 
い
す
か

怒
ら
せ
た
い
ん
す
か

あ

ん

 
理
 

わ
ざ
と
や

て
る
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 

間
か
ら

が
吹
き
出
す
ぐ
ら
い
に

き
出
さ
せ

方
を
見
て
く
る

短
気
な

だ
な

 
蓮
 

オ

お
前
は
こ
こ
で

す

 
オ

や

て
み
る

す
か

良
い
度
胸
じ

な
い
す
か

 
何
な
ら
も
う
一
度
そ
の

女
の
力
を

い
受
け
い
や
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お
前
ら
全
員
は
あ
の
御
方
の

物
と
な

て
も
ら
い

 
ま
す
よ

 
オ

が
復
活
し
た
か
ら
か
消
え
て
い
た
無
数
の

達
が
次
々
に
現
れ
る

ま

た
く
こ
う
な

て
く
る
と
多
数
を

手
に
す
る
か
ら
面

く
さ
い
ん
だ
よ
な

 
オ

い
け

お
前
ら

の
時
間

す
よ

 
無
数
と
も

え
る

達
が
オ

の

令
を
合

に

け
出
し
襲
い
か
か

て
く
る

各
々
で

え
た
そ
の
時

 

 

魔

 
ラ
プ
ラ
ス
の
魔

 
知

て
い
る

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と

達
を
ま
し
て
や
オ

を
も
取
り

む
か
の
よ
う
に

ス
キ
マ
現
れ
中
か
ら
目
玉
が
出
て
く
る

 
オ

な

何
す
か

 
そ
し
て
そ
れ
ら
の
目
玉
は
発
光
す
る
と
大

発
を
引
き
起
こ
し
オ

も
ろ
と
も
一

で

す

る 
理
 

お

と
こ
の

は

や

と
来
た
か

 
霊
夢

い
の
よ
紫
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蓮
 

え

 

発
が

み
ス
キ
マ
が
開
か
れ
紫
と

が
出
て
く
る

今
の
今
ま
で
何
処
を

つ
き
歩
い
て

い
た
ん
だ

 
紫
 

私
達
が
旅
行
に
行

て
い
る
間
に
何
が
起
こ

て
い

 
た
の
か
し
ら

 
理
 

旅
行

て
お
前
は
な

 

者
仕
事
し
ろ
よ
と
思
い
な
が
ら

を
だ
し
見
つ
め
る

 
蓮
 

で
も
紫
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
良
か

た

 
ま

か
に

手
も
数
は
多
く

え
て
く
る
し

方
も

人
で
も
多
く
い
た
こ
と
に

し
た

こ
と
は
な
い

そ
れ
も
紫
や

ち

ん
な
ら

更
に
だ

 

 

紫
様

 
紫
 

み
た
い

 

が

み
分
か
る
の
は

達
は

し
た
み
た
い
だ
が

心
の
オ

は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が

ら
も
そ
の
場
に
立

て
い
て
ニ

リ
と

た

 
オ

や

と
会
え

た
す
よ
妖
怪
の

者
さ
ん
よ

私
と
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来
て
も
ら

て
も
良
い
す

か

 
紫
 

あ
ら

に
お
断
り

し
ま
す
わ

 
こ
い
つ
よ
り
に
よ

て
自
分
が
娘
と
思

て
い
る
ぐ
ら
い
大
事
な
愛
弟
子
を
自
分
の
目
の
前
で

ナ
ン

す
る
と
は
な

決
め
た
こ
い
つ
が
命

い
し
よ
う
が

を
要

し
よ
う
が
関
係
な
い

フ
ル
ボ

コ
に
し
て
灼
熱
地
獄
に
突
き

と
し
て
や
る

 
理
 

お
い
お
い
お
父
さ
ん
の
目
の
前
で
娘
を
ナ
ン

と
は

 
良
い
度
胸
じ

か

キ

と

め
る

 
オ

な
ら
ば
強
引
な
が
ら
に
な
り
ま
す
が
来
て
も
ら
い
ま

 
し

う
か
あ
の
御
方
の
た
め
に
も

 
と
オ

が

う
が
自
分
は

い
や
こ
の
場
に
い
る
全
員
が
気
づ
い
た
だ
ろ
う

空
が
急
に

れ
出
し
雷
雲
が
鳴
り

き

が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
降
り
始
め
そ
し
て
そ
ん
な
中
に
い
る

な
の

に
も
関
わ
ら
ず

り
の
空
気
が
気
持
ち
悪
い
ぐ
ら
い
生

か
い
事
を

 
理
 
何
だ
こ
れ
は

 
と
思

て
い
る
と
皆
は
自
分
を
見
て
く
る

ま
さ
か
自
分
が
や

た
と
で
も

い
た
い
の
か

 
理
 

い
や
待
て
俺
は
何
も
し
て
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今
回
は
断
じ
て

で
あ
り
何
も
能
力
は
行
使
し
て
は
い
な
い

 
蓮
 

え

そ
れ
じ

あ

 
霊
夢

じ

あ
何
よ
こ
れ

 
さ
と

こ
れ
は
い

た
い

 
と

て
い
る
と
オ

の
近
く
に
雷
が

ち
マ
グ
マ
が
吹
き
出
し
そ
し
て
小

と
な

て
い

た

が
強
く
降
り
始
め
た

 
オ

げ

ま
さ
か
バ
レ
ち

た

な
感
じ
す
か

 
と

何
か
不
味
い
と
い

た

を
す
る
と
自
分
は
そ
の
光

に

 
理
 

マ

か
よ

 
そ
う

い
て
し
ま
う

オ

を

い

む
か
の
よ
う
に
マ
グ
マ
か
ら

の
少
女

雷
か
ら

金

の
少
女

強
い

の
中
か
ら

の
少
女
が
と
合
計
で

人
の
少
女
が
現
れ
た

 

 

見
つ
け
た
よ
オ

 

 

あ
の
御
方
が
呼
ん
で
る
の

 

 

く
来
な
い
と

お
仕
置
き

 
だ
が
不
思
議
な
こ
と
に

は

ど
同
じ
な
の
だ

こ
れ
は
恐
ら
く
三
つ
子

て
や
つ
な
の
か
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そ
し
て
オ

は

人
の
少
女
に

え
て
い
る
と
感
じ
た

 
オ

い
や

で
す
け
れ
ど

 

 

ル

ス

 

 

う
ん

ル

 

 

 
少
女
達
は
オ

を

い
込
み

に
エ
ル
ボ

を

に

り
を

に

ン
チ
を

続
し
て
ぶ
つ

け
た

 
オ

い

い

い

す

に
な
ら
な
い

す
遊
び
で

 
や

た
ら

メ
な
技

す
よ

 

 

く
来
る
の
オ

 
オ

分
か

た

す
よ

 
こ
い
つ
ら
逃
げ
る
気
満
々
の
台

を

い
て
や
が
る

逃
が
す
気
な
ん
て

頭
な
い
と

う
の

に 
蓮
 

待

て
下
さ
い
逃
が
す
気
は
な
い
で
す
よ

 

 

え

そ
ん
な
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逃
が
し
て
く
れ
る
な
ら

ご
め
ん
思
い

か
な

 
い

 

 

ス

た
ら
そ
う

う
の
は
逃
が
し
て
や
る

て

 

た
方
が
良
い
の

 
逃
が
し
て
や
る

こ
い
つ
ら
今
の
自
分
達
の
立
場
を
分
か

て

て
い
る
の
か

 
オ

い
や
あ
の
私
が

え
る
事
じ

と
は
思
い
ま
す

 
が
マ

で
手
を
引
い
た
方
が
良
い

す
よ
こ
の
方
達

 
を
怒
ら
せ
る
の
は

策
じ

な
い

す
よ

 
こ
い
つ
ま
で
何
を

い
出
す
か
と
思
え
ば
引
け
と
か
そ
ん
な
バ
カ
な
事
す
る
と
思

て
る
の

か 
理
 

お
前
は

て
ろ

動
物

 
オ

あ

お
前

て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を

 

 

う
る
さ
い
オ

は

 
空
気
が
変
化
し

た
く
な
る

こ
い
つ
ら

々
と
俺
達
に
向
か

て
殺
気
を
飛
ば
し
て
き
や

が

た
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蓮
 

 
理
 

う

殺
気
か

 
霊
夢

こ
れ
は

い
わ

 
殺
気
を
飛
ば
し
た

人
の
少
女
達
は
殺
気
を
も
ろ
と
も
し
な
い
自
分
達
を
見
て

は
ニ
コ

ニ
コ
と

い
な
が
ら

の
子
は
興
味
あ
り
げ
に

は
無
表
情
を

い
た

 

 

亡
者
を

手
に
す
る
バ
イ
ト
も

き
て
き
た
し
そ
ろ

 
そ
ろ
生
者
を
殺
し
て
も
良
い
よ

久
々
に
楽
し
め

 
そ
う

 

 

私
も
彼
奴
ら
に
興
味
あ
る
の

で
も

メ
な
の
あ
の

 
御
方
に
怒
ら
れ
ち

う
の

 

 

ル
の
発

一
理
あ
る

 

 

ち

 
自
分
達
を
下
と
見
る
そ
の
態
度
は
や
は
り
気
に
く
わ
な
い

怠
惰
も
そ
う
だ
が
こ
い
つ
ら
も

め
す
ぎ
だ
ろ

す
る
と
近
く
に
い
る

が
口
を
開
く

 

え

と
さ

き
か
ら

女
達
は

ル

ル

ス

と
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て
ま
す
が

 

 

は
い
は

い

ル
だ
よ

 

 

ル
な
の

 

 

ス

 
と

が

ル

が

ル

が
ス

て
名
前
か

待
て
よ

ル

ル
ス

て
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
単
語
だ
な

 

ル

ル

ス

ル

ル
ス

は

 

ル

ロ
ス

 

ル

ロ
ス

て

か
日
本
外
の
地
獄
そ
れ
も
ヘ
カ

テ

ア

の
地
獄
の
門
番
じ

か 

ル

お

私
達

名
み
た
い
だ
よ

 

ル

み
た
い
な
の

 
ス

嬉
し
い

 
仕
事
を
サ
ボ

て

つ
き
歩
い
て
る
が
わ
ざ
わ
ざ
オ

を
回
収
す
る
た
め
だ
け
に
⻄

か
ら

こ
こ
大
和
の

地
ま
で
来
た

て
の
か
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ス

そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と

怒
ら
れ
そ
う

 
先
生
も

れ
き
ら
す

 

ル

そ
れ
は
不
味
い

ら
行
く
よ
オ

 
オ

へ

へ
い

す

 
逃
が
し
は
し

こ
い
つ
ら
は
今
こ
の
場
で

き

し
て
今
回
の
件
は
全
て
へ
カ

テ

ア

に
報
告
し
て
や
る

 
理
 

さ
せ
る
か
よ
紫

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
紫
に
合

を
送
り
ス
キ
マ
を
開
か
せ
る

座
に
中
へ
と
入
り

人
の

後
へ
と
飛
び
出
し
天

で
突
き

す
が

 

ル

邪
魔
な
の

 

ル

ロ
ス
の

人
が

手
で
突
き
を
受
け

め
ら
れ
る

だ
が
そ
れ
だ
け
で
か
つ
投
げ
飛

ば
さ
れ
る
な
ら
ま
だ
良
い
が
受
け

め
た

ル

ロ
ス
の

人
は
体
か
ら

光
が
出
し
た
か
と

思

た
そ
の

間

し
て
き
た

 
理
 

く
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感

し
体
に
結

な

を

る

流
が
流
れ
て
く
る

大

の
人
間
だ
と
か
な
ら
こ
れ
を
受

け
た
ら
死
ぬ
だ
ろ
う

だ
が
あ
く
ま
で
普
通
の
生
身
の
人
間
な
ら
だ

自
分
か
ら
し
た
ら
こ
の
ぐ

ら
い
少
し

れ
る
ぐ
ら
い
で

む

そ
し
て

し
終
え
自
分
を
投
げ
飛
ば
す
が

座
に
受
け
身

を
取
り
体
制
を
立
て
直
す

 

ル

い

ル
の

を
受
け
て
も
受
け
身
と
れ
る

 
て
中
々
い
な
い
よ

 

ル

殺
す
気
で
や

た
の
に
ま

良
い
の

ル

ス

 

く
行
く
の

 
ス

う
ん

 

ル

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ

 
水
と

を

ち
そ
れ
ら
が
合
わ
さ
る
と

レ

ル
の
水

気
が

人
を

し
た

 
理
 

 
そ
し
て
水

気
が
消
え
る
と
そ
の
場
に
は

ル

ロ
ス
ま
し
て
や
オ

も
が
消
え
て
い
た

逃

げ
ら
れ
た
か

だ
が
逃
が
し
て
な
る
も
の
か

 
理
 

彼
奴
ら

紫
に

あ
の
不

き
者
共
を
追
え
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紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

探
す
わ
よ
彼
奴
ら
を

 
し
に
で
き
な
い
わ

 

 

は

 
紫
と

に
指

を
出
す
と

人
は
了

し
ス
キ
マ
に
入
り

ル

ロ
ス
と
オ

を
追

て
い

た

先
程
の

流
で
体
は

れ
る
が
何
と
か
立
ち
上
が
る
と
皆
が

け
つ
け
て
き
た

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

あ

問

な
い

し

か
し
ピ
リ
リ
と
来
た

 

談
を
交
え
つ
つ
問

な
い
と

う
と
皆
は
自
分
の

を
見
て
吹
き
出
し
始
め
た

 
蓮
 

ア
ハ
ハ
理
久
兎
さ
ん
そ
の

 

て

て
み
る
と
何
か
不
思
議
な
感

が
す
る

何
か

み
が
あ
る
よ
う
な
感
じ

だ

恐
ら
く

流
の
せ
い
で
ア
フ
ロ
の
よ
う
な
感
じ
に

発
し
た
の
だ
ろ
う
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 
理
 

お
前
ら
な

う
な

て

 

が
⻑
す
ぎ
る
の
も
問

か

短

に
で
も
し
よ
う
か
な
と
心
か
ら
思

た

 
霊
夢

で
も

逃
げ
ら
れ
た
わ
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理
 

あ

後
は
紫
達
に
任
せ
る
し
か
な
い
な

 

し
て
い
る
紫
達
な
ら
も
し
が
あ

て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

何
か
あ
れ
ば
自
分
を
ス
キ
マ
か

ら

す
る
だ
ろ
う
し
問

な
い
だ
ろ
う

す
る
と

夜
と
妖
夢
は

 

夜

こ
の
事
は
お

様
達
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

 
の
で
私
は
こ
れ
で

 
妖
夢

私
も
幽
々
子
様
に
伝
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
行
き

 
ま
す

 
そ
う

い

人
は
空
を
飛
び
帰

て
い

た

自
分
達
の
主
人
に
こ
の
事
を
報
告
し
に
い
く

と
は
従
者
と
し
て
し

か
り
し
て
い
る
な

だ
が
俺
と
さ
と
り
も
散
歩
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
さ

そ
う
だ
な

 
理
 

こ
れ
は
散
歩

て
訳
に
は
い
か
な
い
な

 
さ
と

そ
う
で
す

ル

ロ
ス
は
⻄

地
獄
の

だ

た

 

で
す

私
達
も
帰

て
す
ぐ
に
調
べ
な
い
と

 
理
 

だ
な
悪
い
が
俺
等
も

回
帰
る

 
蓮
 

わ
か
り
ま
し
た



 第４５２話 地獄の門番 現る

 
そ
う

い
さ
と
り
と
共
に
空
を
飛
び
地
底
へ
と

る

 
理
 

あ

本
当
に
何
で
こ
う
な
る
の
か
な

 
さ
と

仕
方
な
い
で
す
よ
そ
れ
よ
り
も
亜
狛
さ
ん
に

し

 
た
方
が

 
理
 

だ
な

 
そ
う
し
て
自
分
達
も
地
底
へ
と
帰
り
事
の
件
を
手
紙
と
し
て
⻄

地
獄
へ
と
送
る
事
と
と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む

 
怠
惰

そ
し
て
つ
い
出
た

ル

ロ
ス
だ
け
ど
実
は

ル

 
ロ
ス
は
し

か
り
と
妹
も
い
た
り
す
る
ん
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か
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怠
惰

う
ん
し
か
も
本
編
に
度
々
と
出
て
る
よ

 

 

え

じ

 
怠
惰

耶
狛
が
使
役
し
て
る
オ
ル
ト
ロ
ス
だ
よ

 

 

な

何
じ

と

 
怠
惰

ま

一

こ
の
作
中
設
定
的
に

う
と

い
年
の

 
が
あ
る
か
ら

ル

ロ
ス
の
事
は
あ
ん
ま
り
分
か

 
て
は
い
な
い
け
ど

 

 

そ
う
な
の
か

し
か
し

ル

ロ
ス
と
オ

と
い
い

 
関
係
性

て
あ
る
の
か

 
怠
惰

あ
る
よ

実
は

ル

ロ
ス
に
は
裏
の
名
前
が
あ

 
て

そ
れ
が
悪
魔
ネ

ム
だ
よ

 

 

う
そ
う
な
ん
じ

な
因
み
に
名
前
は

 
怠
惰

そ
こ
は
ま

い
ず
れ
本
編
で
出
る
け
ど
気
に
な
る
方

 
は

調
べ
て

し
い
か
な

 

 

い
や
調
べ
れ
る
の
か
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怠
惰

調
べ
れ
る
よ

ル

ロ
ス
悪
魔

て
や
れ
ば

 

 

世
の
中
は

じ

の
う

 
怠
惰

だ
よ

俺
も
常
々
と
思
う
よ

さ
て
そ
れ
と
だ
け

 
ど
明
日
は
ポ

モ
ン
を

話
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し

 
く

 

 

う
む

か
後
編
じ

た
か
の

 
怠
惰

そ
う
だ
よ

ま

見
て
い
る
方
は
よ
ろ
し
く

 

 

う
む
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

し
終
わ
ろ
う
か
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
５
３
話
 
返
信
文

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

に

が

み
そ
し
て

と

の

が
つ
ま
り

も

く
な

て
い
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

夜
は

く

よ
う
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た

さ
て
で
は
で
は
本
編
へ
ど

う 
手
紙
を
送

た
数
日
後
仕
事
部

で
自
分
は

地
獄
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
本
を
見
て

い
た

 
理
 

 
見
て
分
か

た
の
は

地
獄
の
獄

達
は
⻤
や
ら
も
い
る
に
は
い
る
み
た
い
だ
が
そ
の
中
に

は
魔
界
か
ら
来
た
と
い
う
魔
族
な
ん
か
も
い
る
ら
し
い

 
理
 

魔
界
か

 
こ
の
変
は
神
綺
に
で
も
聞
け
ば
簡
単
に
分
か
り
そ
う
な
事
だ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

が
開
き
さ
と
り
が
入

て
き
た
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さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
手
に
は
手
紙

の
小
さ
な
封

が

ら
れ
て
い
た

恐
ら
く
⻄

地
獄
か
ら
来
た
み
た
い
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う

 

子
に
座
る
と
さ
と
り
は
自
分
の

の
上
に
チ

コ
ン
と

る

つ
ま
り
一

に
見
る
と
い
う

事
で
良
い
の
か
な

封

を
受
け
取
り
中
を

す
る
と

 
報
告
書
 
⻄

地
獄
門
番

ル

ロ
ス
に
つ
い
て
そ
の
者
そ
の
時
間
に

務
に
当
た

て
い

る

何
か
の
間
違
い
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

の

い
掛
か
り
は

め
ろ

次
こ
の
よ
う
な

い
掛
か

り
を
す
る
の
な
ら
閻
魔

に
報
告
す
る

 
 
⻄

地
獄
人
事
課

 
何
だ
こ
の
ふ
ざ
け
ま
く

て
る
文
章
は
つ
ま
り
俺
の
娘
を
ナ
ン

し
誘

し
よ
う
し
た

げ

句
の
果
て
に
は
喧
嘩
を
吹

掛
け
て
く
る
と
は
良
い
度
胸
し
て
や
が
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

な

さ
と
り

地
獄
の

つ
が
消
え
て
も

も

 
文
句

わ
な
い
よ
な

 
さ
と

ス
ト

プ
で
す

 
理
 

メ
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さ
と

事
で
解
決
は

メ
で
す
そ
れ
に
無
関
係
な
者
達
だ

 

て
い
る
ん
で
す
か
ら

 

目
か

何
な
ら
さ
と
り
が

て
る
間
に
サ
ク

と

い
て

リ
シ

神

の
悪
夢
を
思
い
出

さ
せ
て
や
ろ
う
か
な

こ
の
理
久
兎

大
能
神
を
怒
ら
せ
た
事
が
ど
う
い
う
事
か
を
思
い
知
ら
せ

て
や
る
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
悪
巧
み
は

め
て
く
だ
さ
い

 
理
 

う

し

し
て
な
い
し
て
な
い

 
さ
と

ま

た
く

ん

こ
れ
は

 
何
か
に
気
づ
い
た
さ
と
り
は
封

を

さ
に
す
る
と
何
か
小
さ
な
カ

ド
の
よ
う
な
物
が
出
て

き
た

開
け
て
見
て
み
る
と

 
理
久
兎
へ
こ
の
度
は
ご
め
ん
な
さ
い

そ
し
て
手
紙
は
見
た
わ
人
事
課
の
方
に
聞
い
て
み
た
け

ど

ル

ロ
ス
は
い
た
と
い
う
一
点

り
だ

た
わ

だ
け
ど

方
が
嘘
を
つ
き

い
掛
か
り
を

つ
け
る
よ
う
な
神
で
な
い
事
を
私
は
知

て
い
る
わ

だ
か
ら
こ
れ
を
書
い
た
わ

 

だ
こ
れ
と
思
い
最
後
の
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ
と
書
か

れ
て
い
た

こ
れ
を
書
い
た
の
は
ヘ
カ

テ

ア
か

内
容
の
続
き
を
見
る
と
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恐
ら
く
何
処
か
で

職
が
行
わ
れ
て
い
る

よ

の
者
達
の
同
行
を
探
り
な
が
ら

職
を

つ
で
も
多
く
見
つ
け
て
い
く
わ

だ
か
ら
待
つ
こ
と
に
な
る
と
は
思
う
け
ど
待

て
い
て
ち

う

だ
い

 
ヘ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ

 
と
書
か
れ
て
い
た

つ
ま
り
⻄

地
獄
に

て
は
ヘ
カ

テ

ア
ぐ
ら
い
し
か
仲
間
が
い

な
い
と
い
う
事
が
分
か

た

 
理
 

ふ
む

 
さ
と

ヘ
カ

テ

ア
様
も
大
変
で
す

 
理
 

み
た
い
だ
な
吹

飛
ば
す
の
は
無
し
に
す

あ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 

バ
い
う

か
り
口
が

ち
ま

た

悪
巧
み
が
バ
レ
て
し
ま
い
さ
と
り
は
ニ
コ
リ
と

う

が
目
だ
け
は

て
な
か

た

 
理
 

マ

で
す
ん
ま
せ
ん
し
た

 
さ
と

ま

た
く

れ
を
通
り
こ
し
て
ま
た
一

ぐ
ら
い

 

て
ま
た

れ
る
事
に
な
り
そ
う
で
す

 
理
 

い
や

て

も

る
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さ
と

え

ツ

コ
ミ
す
る
の
も
面

な
ぐ
ら
い
に

 
そ
こ
ま
で
面

に
な
る
の
か

こ
れ

上
は
さ
と
り
を
怒
ら
せ
る
と
ま
た
へ
そ

げ
て
機
嫌
を

治
す
の
が
大
変
な
た
め
こ
こ
は
引
く
か

 
理
 

わ

悪
か

た
よ

 
さ
と

ま

た
く
で
す
が

方
が
そ
の
ぐ
ら
い
怒

て
い
る

 
と
い
う
事
は
伝
わ
り
ま
し
た
よ

で
す
が
今
こ
こ
で

 
動
い
て
暴
れ
る
事
と
な
れ
ば

方
は
地
獄
に
い
ら
れ

 
な
く
な
り
ま
す
し
旧
都
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か

 
理
 

う

 

る
通
り
な
こ
と
を

わ
れ
て
反
論
の
余
地
が
な
い

こ
こ
で
俺
が
暴
れ
れ
ば
旧
都
は
ど
う
な

る
の
か
は

え
て
す
ら
い
な
か

た

そ
れ
は
反

す
べ
き
点
だ

 
さ
と

ヘ
カ

テ

ア
様
の
手
紙
に
も
書
い
て
あ
る
通
り
に

 
時
間
を
か
け
ま
し

う

 
理
 

は

近
く
に
お
前
が
い
て
良
か

た
よ

 
本
当
に
一
時
の
激
情
に
身
を
任
せ
る
事
に
な
り
か
け
た

こ
う
し
て
す
ぐ
に
自
分
に
意
見
を
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々
と

え

静
に
判
断
で
き
る
者
が
近
く
に
い
て
く
れ
る
こ
の

に
感
謝
し
な
い
と
な

さ

と
り
の
頭
に
手
を
置
き

し
く

で
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
頭
を

で
終
え
と
り
あ
え
ず
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
を

え
る

ル

ロ
ス
に
つ
い
て
は
何

時
に
伝
え
る
べ
き
か

そ
う
い
え
ば
地
上

て
大
体

異
変
発
生

異
変
を
解
決

宴
会

て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
出
来
て
た
ん
だ
よ
な

そ
う
な
る
と
近
々
に
宴
会
が
あ
る

だ

 
理
 

な

さ
と
り
お
前
も
宴
会
に
来
な
い
か

 
さ
と

え

ど
う
し
て
で
す
か

 
理
 

ど
う
せ
宴
会
が
あ
る

だ
か
ら
よ
そ
こ
で
霊
夢
達
に

 

ル

ロ
ス
の
事
を
あ
る
程
度
は
話
そ
う
と
思

て

 
い
て
な
つ
い
で
に
こ
の
前
に
渡
し
そ
び
れ
た

び
の

 
品
も

々
と
渡
し
て
く
て

 
因
み
に
作

た
物
は
今
も
断
罪
神
書
に

し
て
あ
る
た
め

る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
が

く

渡
し
た
い
の
だ
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さ
と

私
は
あ
ま
り
行
く
気
に
は
な
り
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う

う
な
よ
こ
の
前
は

々
と
ご
た
つ
い
て
散
歩

 

て

て
も
出
来
な
か

た
ら
今
回
こ
そ
は
一

 
に

て
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
と

う
と
さ
と
り
は

に
手
を
置
き

て
深
く

え
出
す

そ
し
て

え
が
ま
と
ま

た

の
か

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
そ
の
か
わ
り
エ
ス
コ

ト
し
て
下
さ

 
い

 
理
 

論
さ
そ
の
ぐ
ら
い
は
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

 
お
姫
様

 
さ
と

が
お
姫
様
で
す
か
ま

た
く
か
ら
か
わ
な
い
で
下

 
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
う
か

強
ち
間
違

て
な
い
と
思
う
け
ど
な

 
だ

て
実

の
所
は
旧
地
獄
つ
ま
る
所
こ
こ
地
底
の

領
な
訳
だ
し
間
違

て
は
な
い

な

の
だ
が

す
る
と
さ
と
り
は

を
少
し

く
さ
せ
る
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さ
と

そ

そ
う
で
す
か

そ
し
た
ら
理
久
兎
さ
ん
は

 
理
 

ん

何
か

た
か

 
さ
と

て
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
か
変
な
の

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
今
日
を
過
ご
す
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む
し
か
し

い
の

 
怠
惰

感

が
あ

う
か
ら
変
に

く
な
る
ん
だ
よ

 

 

し
か
し
昔
と
変
わ
ら
ず
で
安
心
し
た
わ
い

 
怠
惰

へ

ど
こ
が

 

 

自
身
の
信

を

い
て
お
る
と
こ
ろ
じ

 
怠
惰

信

俺
に
は

や

 

 

そ
う
か
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怠
惰

強
い
て

え
ば

因
縁

 

 

と
い
う
と

 
怠
惰

う

ん
ま

々
と

 

 

本
当
に
そ
な
た
は
そ
う
い

た
所
を
は
ぐ
ら
か
す
の

 
が
悪
い

な
ん
じ

 
怠
惰

そ
れ
が
怠
惰
さ
ん
な
の
さ
常
に
観
察
者
の
立
ち

置

 
で
い
る
事
を

底
し
た
い
の
さ

 

 

変
わ

た
奴
じ

わ
い

 
怠
惰

ま

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
５
４
話
 
義
娘
の
も
と
へ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
こ
こ
最
近
は
ア
ニ
メ
を
見
る
事
が
楽
し
く
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

し
か
も
何

か

ど
の
作
品
が

画

イ
ム
き
ら
ら
の
作
品
と
い
う
事
に
気
づ
き
ま
し

た

日
常

ア
ニ
メ
は
や

り
そ
の

が
多
い
の
か
な

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ

ろ
本
編
へ
ど

う 
数
日
が

過
し
今
日
は
地
上
で
の
宴
会
日
と
な

た

 
理
 

う
ん
じ

行
き
ま
す
か

 
エ
ン
ト
ラ
ス
に
は
宴
会
に

加
す
る
メ
ン
バ

と
い

て
も
何
時
も
と
大

変
わ
ら
な
い
が
自

分
に
亜
狛

耶
狛

黒

お

お
空

さ
と
り
の
自
分
を

め

人
が
集
合
し
て
い
た

 
亜
狛

そ
れ
じ

開
き
ま
す

 
耶
狛

行
く
よ

 
そ
う
し
て

人
は

け
目
を
作
り
出
し
自
分
達
は

け
目
へ
と
入
る
の
だ

た

け
目
を
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出
る
と

神
社
で
は
宴
会
が
開
か
れ

わ
い
を
見
せ
て
い
た

 
理
 

さ
て
と
ど
の
場
所
に
す
る

 
さ
と

出
来
れ
ば
四

の
方
で

 
理
 

予

し
て
た
よ

そ
れ
で
異
論
な
い

 
皆
に
聞
く
と

を

に

る
の
を

し
自
分
達
は
四

の
方
へ
と

動
し
場
所
を
取
る

 
理
 

し
か
し
ま

わ

て
る
な

 
こ
う
し
た

わ
い
事
は
本
当
に

月
ぶ
り
だ

月
な
ん
て
短
い
だ
ろ
何
て
思

て
い

た
時
期
も
あ

た
が
や
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い

な
時
間
が
多
い
中
だ
と
つ
ま
ら
な
く
⻑
く
感
じ

て
し
ま
う

 
黒
 

だ
な

 
お

宴
会
は
こ
う
で
な
く

ち

 
お
空

そ
う
だ

 
理
 

さ
て
と
さ
さ

と
作

て
き
た
の
を
出
し
て
俺
達
は

 
や
る
事
を
し
て
く
る
よ
亜
狛
に
耶
狛
に
黒
お
前
ら
も

 
や

て
く
れ
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亜
狛

え

と
こ
の
前
の
ゴ

ゴ

で
出
来
な
か

た
品
送

 
り
で
す
よ

 
耶
狛

私
達
に
も

任
あ
る
し
そ
れ
ぐ
ら
い
は
や
り
た
い
よ

  
黒
 

見
に
覚
え
が
な
い
が
そ
う
み
た
い
だ
し
な

 
断
罪
神
書
か
ら
宴
会

の
料
理
と
送
る
よ
う
に
箱
に

め
た
ク

キ

シ

を
取
り
出
し
置

く
と

人
は
料
理
を

べ
そ
れ

れ

つ
か
の
箱
を
持
ち
各
々
の
者
達
に
送
り
に
向
か
う

す

る
と
箱
が

つ
だ
け

た
の
に
気
づ
く

皆
は

々
な
者
達
の
元
に
行

て
い
る
し
俺
は
紫

と
蓮
達
の
方
へ
と

け
る
か

 
理
 

さ
と
り
少
し
待

て
て
く
れ
俺
も

け
て
く
る
か
ら

 
さ
と

え

気
と
か
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
理
 

し

よ

そ
こ
ま
で
女

ラ
シ
じ

な
い
よ

 
と

ツ

コ
ミ
を
入
れ
る
と
さ
と
り
は
ク
ス
リ
と

う

 
さ
と

知

て
ま
す
よ
た
だ

う
だ
け
は

て
お
か
な
い

 
と
取
ら
れ
そ
う
な
の
で



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

に
取
ら
れ
る
ん
だ
よ

流

に
こ
ん
な
お

ち

ん

手
に
そ
れ
は
な
い

て
の
に

 
理
 

ま

行

て
く
る

 
さ
と

え

 
そ
う
し
て
座

を

れ
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
探
す
と
紫
達
が
飲
ん
で
い
る
の
を

す

る

亜
狛
達
は
自
分
に
気
を
使

て
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
来
て
い
な
い
み
た
い
だ

 
理
 

行
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て
紫
達
の
い
る
所
へ
と
行
く
と

 
紫
 

御
師
匠
様
に
何
て

い
ま
し

う
か

 

 

紫
し

ま
そ
ん
な
元
気
を

て

か
が
来
る
よ

 

 

ん

は

 

 

え

と

に

 
紫
 

ど
う
し
た
の
よ

そ
ん
な

え

 
自
分
を
見
た
紫
と

と

は
案
の
定
で

い
て
い
た

 
理
 

よ

 
紫
 

お

御
師
匠
様
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り

理
久
兎
様

そ

そ
ん
な
立

て
て
は
こ
ち
ら

 
へ
ど
う

 

め
て

を
空
け
て
く
れ
た
た
め
何
か
座
ら
な
い
と

惑
だ
よ
な
と
思
い
座
る
と

は
酒
を

口
に
酒
を
注
ぎ
渡
し
て
き
た

気
遣
い
が
よ
く
出
来
る
子
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

そ
う
そ
う
お
前
ら
に
こ
れ
を
渡
し

 
た
く
て
な

 
持

て
い
る
紙
箱
を

し
出
す
と
紫
は
そ
れ
を
受
け
取
り
な
か
を

す
る

 
紫
 

こ
れ
は
シ

ク
リ

ム

 

 

に

シ

ク
リ

ム

て
外
界
の

 
は
し

ぎ
出
し
た

は
シ

ク
リ

ム
を
取
る
と

を
口
に

り
食
べ
出
し
た

 

 

お
い
し
い

 

 

こ
ら

失
礼
だ

 
理
 

気
に
す
ん
な
気
に
す
ん
な

お
前
ら
も
食
べ
て
み
て

 
く
れ
よ

 
食
べ
る
よ
う
に
進
め
る
と

人
も

つ
食
べ
る
と
ニ
コ
リ
と

て

方
を
見
て
く
る
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変
わ
ら
ず
の

前
で
す

理
久
兎
様

 
紫
 

本
当

く
お
い
し
い
わ

 
と

喜
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
で
良
か

た

と
り
あ
え
ず
自
分
は
頭
を
下
げ
て

 
理
 

前
に
も

た
と
は
思
う
が
俺
達
が
お
前
達
に
し
た

 
仕
打
ち
は
計
り
知
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
許
し
て
く

 
れ
と
も

わ
な
い
だ
が
改
め
て

わ
せ
て
く
れ
す
ま

 
な
か

た

 
紫
 

御
師
匠
様

頭
を
上
げ
て
ち

う
だ
い

 

 

そ

そ
う
で
す
も
う
終
わ

た
こ
と
で
す
よ

 

 

紫
し

ま
も

し

ま
も
こ
う
し
て

て
き
て
ま

 
す
し
謝
ん
な
く
て
も
良
い
で
す
よ
理
久
兎
し

ま

 
い
や
そ
う

う
訳
に
も
い
か
な
い
そ
れ
で
は
自
分
の
気
が
収
ま
ら
ん
の
だ

 
紫
 

御
師
匠
様

本
当
に

を
あ
げ
て
く
だ
さ
い

 
そ
う

わ
れ

を
あ
げ
る
と
紫
は
ニ
コ
リ
と

み

 
紫
 

私
や
皆
は
普

の
御
師
匠
様
の

し
さ
を
知

て
い
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ま
す
わ
だ
か
ら
気
に

め
な
い
で
下
さ
い
そ
し
て
自

 
分
を
許
し
て
あ
げ
て
下
さ
い

 
理
 

そ
う
か

俺
が

う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
が
ま

 
あ
れ
だ

あ
り
が
と
う
な

 
紫
 

え

さ

楽
し
み
ま
し

う
と

い
た
い
け
ど

 
の
話
を
し
た
い
ん
で
す
が
よ
ろ
し
い
で
す
か

 

の
話
つ
ま
り
オ

と

ル

ロ
ス
に
つ
い
て
と

う
事
で
良
い
ん
だ
よ
な

そ
れ
な
ら
一
番

の

者
達
で
あ
る
蓮
と
霊
夢
も
こ
の
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
よ
な

 
理
 

な
ら
よ
蓮
と
霊
夢
も
交
え
て
話
さ
な
い
か

つ
い
で

 
に

び
の
品
も
置
い
て
い
き
た
い
し
さ

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

そ
う
し
ま
し

う
か

そ
れ
に

 

 

は
い
行

て
ら

し

い
ま
せ

 

 

行

て
ら

し

い
紫
し

ま

 
そ
う
し
て
紫
は
立
ち
上
が
り

口
を
持

て
蓮
と
霊
夢
の
元
へ
と
向
か
う
と
蓮
と
霊
夢
は
楽
し

そ
う
に
会
話
を
し
て
い
た
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紫
 

楽
し
そ
う

霊
夢

 
理
 

よ

ち

と
良
い
か

 
と

う
と

人
は
気

き
自
分
達
を
見
て
く
る

 
蓮
 

紫
さ
ん
理
久
兎
さ
ん

 
霊
夢

何
の

よ

 
理
 

ま

酒
を
飲
も
う
と
な
つ
い
で
に
こ
れ
も
な

 
ク

キ

シ

が
入

た
紙
箱
を

だ
し
受
け
取
ら
せ
る
と
自
分
と
紫
は
酒
を
注
い
で
チ
ビ

チ
ビ
と
飲
み
始
め
る

 
霊
夢

こ
れ

 
理
 

あ

ま

あ
れ
だ

び
の
品
だ
と
思

て
く
れ
後

 
出
来
れ
ば
今
食
べ
て

し
い
ん
だ
が
良
い
か

 

人
は

問
に
思
う
よ
う
な

を
し
て
箱
を
開
け
る
と
蓮
は
口
を
開
く

 
蓮
 

シ

ク
リ

ム
だ

 
霊
夢

そ
れ

て
外
界
の

 
理
 

あ

ま

食
え
ば
分
か
る
さ
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紫
 

ふ
ふ

と

て
も
美
味
し
い
わ
よ

 

人
は
若

い
な
が
ら
も
一
口

食
べ
る
と
目
を
点
に
し
て
一
気
に

つ
を
た
い
あ
げ

る 
蓮
 

美
味
し
い

 
霊
夢

本
当

 
そ
う

て
く
れ
る
と
作

た
こ

ち
も
嬉
し
い
も
の
だ

作

て
良
か

た

す
る
と
蓮
は

自
分
を
見
て

 
蓮
 

そ
う
い
え
ば
さ
と
り
さ
ん
は

 
理
 

あ

さ
と
り
な
ら

れ

 
さ
と
り
達
が
い
る
方
向
を
指

す

そ
れ
を

し
た
蓮
と
霊
夢
は
何

に
と
い

た

を
し

た
た
め
理
由
を
説
明
す
る

 
理
 

お
前
ら
と
話
し
た
い
事
が
あ

た
か
ら
少
し
別
行
動

 
を
と
ら
せ
て
も
ら

た

 
霊
夢

そ
れ
は
紫
と

気
か
し
ら

 
理
 

お

お
い
お
い
変
な

談
は

せ
よ
さ
と
り
に
殺
さ
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れ
ち
ま
う
よ

 
紫
 

ふ
ふ

御
師
匠
様
が
良
い
な
ら
何
時
で
も

い
ま

 
せ
ん
わ
よ

 
理
 

紫
も
そ
う

う
事
を

う
な

て
ば

 
何

だ
ろ
う
か

後
ろ
か
ら

物
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
殺
気
を
感
じ
る

後

ろ
を

り
向
け
ば
何
か

わ
れ
そ
う
な

気
が
あ
る
た
め
知
ら
な
い

り
を
し
よ
う
と
そ
し
て

頭
の
中
で
さ
と
り
に
ご
め
ん
と
復
唱
し
な
が
ら
謝
罪
を
し
て
い
る
と

 
霊
夢

そ
れ
で
何
の

よ

 
紫
 

の

共
に
つ
い
て

か
し
ら

 

談
も
終
わ

た
の
か
本

に
な

て
く
れ
そ
う
だ

 
理
 

俺
も
そ
れ
に
つ
い
て
だ

 
と

べ
て
紫
に
目
で
お
先
に
と
合

を
送
る
と

き
紫
は
口
を
開
く

 
紫
 

ま
ず
逃
げ
た
先
を
追

た
結
果
だ
け
ど

な
が
ら

 
幻
想
郷
か
ら
逃
げ
た
み
た
い

そ
れ
も
外
の
世
界
を

 

て
る

大
結
界
に
は
何
の

跡
も
な
か

た
の
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よ
ま
る
で
最
初
か
ら
そ
こ
に
い
な
か

た
か
の
よ
う

 
に

 
霊
夢

つ
ま
り
逃
げ
ら
れ
た

て
事

 
紫
 

え

だ
け
ど
恐
ら
く
な
話
に
な
る
け
ど

大
結
界

 
に
何
の

跡
も
な
く

え
た

て
事
は
私
や
亜
狛
み

 
た
い
な
空
間
を

る
者
が
い
そ
う

 
案
の
定
で
逃
げ
ら
れ
た
の
は
明
白
か

伊
達
に
古
代
種
の
魔
族
な
だ
け
な
い
か

 
理
 

成
る
程
な

 
紫
 

御
師
匠
様
は

 
と
り
あ
え
ず
ど
う
話
す
か

ヘ
カ

テ

ア
の
事
は
も
し
の
事
が
あ
る
か
ら
内

に
し
て
手
紙

に
記
載
さ
れ
て
い
た
あ
ら
か
た
の
事
を
話
す
か

 
理
 

俺
は

ル

ロ
ス
に
つ
い
て
だ
地
獄
の
方
に
手
紙
で

 
問
い
た
だ
し
た
が
結
果
は
あ
り
え
な
い
と
の
事
だ

 
蓮
 

ど
う
い
う
事
で
す
か

 
理
 

内
容
に
よ
る
と
そ
の
日
は
ず

と
地
獄
の
門
に
い
た
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ら
し
い
ん
だ

 
こ
ん
な
事
を

べ
れ
ば
信
じ
ら
れ
な
い
と
い

た

を
や

り
す
る
よ
な

 
理
 

し
て
る
と
思
う
だ
ろ
俺
も
そ
れ
は
思
う
そ
れ
と

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
予

の
話
に
な
る
が
地
獄
の
主

 
神
に
俺
達
が
出
し
た
手
紙
は
渡

た
に
は
渡

た
が

 
そ
の
後

か
に
偽
の
情
報
が
地
獄
の
主
神
に
流
れ

 
た
の
か
結
果
は
ご

の
通
り

て
感
じ
か

 
実

ヘ
カ

テ

ア
は

方

だ
が
も
し
こ
の
話
が

れ
る
と
ヘ
カ

テ

ア
の
立
場
が
危
な

く
な
る
た
め

え
て
あ

ち
の
手
の
上
で
あ
る
と
い
う
事
を
ア
ピ

ル
し
つ
つ
話
す

 
蓮
 

そ
ん
な

で
も
実

に

 
理
 

あ

ル

ロ
ス
は
こ
こ
に
は
い
た

だ
が
あ

ち

 
は
そ
ん
な

は
な
い
の
一
点

り
だ
よ
恐
ら
く
地
獄

 
の
人
事
課

り
の

か
が

職
し
て
る
の
は
間
違
い

 
な
い
だ
ろ
う
な

 
蓮
 

ど
う
に
か
な
ら
な
い
ん
で
す
か
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理
 

俺
も
ど
う
に
か
し
た
い
に
は
し
た
い
だ
が
こ
れ

上

 
俺
が

を
突

込
む
と
閻
魔

の
奴
等
が

て
な

 
く
て
な

た
だ
で
さ
え
知
ら
な
い
内
に
俺
は
事
件
を

 
起
こ
し
ち
ま

て
る
訳
だ
し
な
だ
か
ら

く
目
を
つ

 
け
ら
れ
だ
ろ
う
し
こ
の
状
態
で
下
手
に
行
動
す
れ
ば

 
旧
地
獄
が
消
え
る
事
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
そ
う
な
る

 
と
そ
こ
に
住
む
奴
等
が

頭
に

う
事
に
な
る

 
蓮
 

そ
ん
な

 
昔
な
ら
何
で
も
か
か

て
こ
い
や
と
い
う
感
じ
だ

た
が
今
は
そ
ん
な
事
を
流

に
や
れ
る

ど
の
自
由
が
な
い

あ
く
ま
で
旧
都
は
地
獄
の
者
達
が
切
り

て
た
土
地
で
は
あ
る
が
地
獄
の

で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い

そ
の
た
め
自
分
達
の
都
合
で
関
係
の
な
い
奴
等
が

て
し
ま
う

の
だ

 
理
 

お
ふ
く
ろ
か
ら
話
を
通
せ
ば
あ
る
い
は

だ
が
こ
の

 
ゴ

ゴ

に
お
ふ
く
ろ
を

き
込
み
た
く
な
い
こ
こ

 
最
近
は
世
話
に
な
り

な
し
だ
し
な
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紫
 

た
も
の

 
霊
夢

が

い
わ

 
理
 

ま

た
く
だ

だ
が
俺
は
こ
れ
か
ら
も
出
来
る

り

 
で

地
獄
の
方
に
は
コ
ン

ク
ト
は
と

て
み
る

 
そ
ん
で
も

て
裏
を
暴
い
て
や
る
よ

友
人
そ
し
て

 
俺
の
娘
に
ま
で
ち

か
い
を
出
し
た
ん
だ

で

 
は

ま
さ
ん

同
じ
い
や
そ
れ

上
の

を
与
え

 
て
手
を
出
し
た
こ
と
を
後

さ
せ
て
や
る

 
彼
奴
等
に
受
け
た
こ
の

は
何

に
も
返
し
て
や
る

そ
れ
が
自
分
な
り
の
お
返
し
だ

 
紫
 

ふ
ふ

や
は
り
御
師
匠
様
は

し
い
で
す

私
は

 
そ
ん
な
御
師
匠
様
が
大

き
で
す
よ
私
は

 
理
 

よ
せ
や
い

ま

こ
こ
は
宴
会
の
場
だ
し
こ
ん
な
話

 
は

暮
だ
な
飲
も
う

 
蓮
 

え

と
水
で
よ
ろ
し
け
れ
ば

 
霊
夢

え
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そ
う
し
て
自
分
達
は
皆
で
宴
会
を
楽
し
む
が

 
理
 

何
処
を
回
ろ
う
か
な

 
こ
の
宴
会
が
終
わ
り
を
迎
え
そ
う
に
な

た
ら
さ
と
り
と
何
処
を
回
ろ
う
か
と

え
る
の
だ

た
 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む

し
て
怠
惰
よ

 
怠
惰

ん

 

 

そ
の
ビ
デ
オ
テ

プ
は
何
じ

 
怠
惰

あ

こ
れ

こ
れ
は

幻
想
郷
で
の
霊
夢
ち

ん

 
だ

た
り
魔
理

ち

ん
だ

た
り
の

 

 

 

ま
さ
か
盗
撮
か

 
怠
惰

う

ん
ま

盗
撮
に
な
る
の
か

 

 

す

す
ぐ
に
１
１
０
番
を
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怠
惰

着
替
え
動
画
そ
の
盗
撮
と
か
じ

な
い
か
ら

 

 

え

じ

あ
何
じ

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
来
て

い

 
逃
れ
を
す
る
訳
で
は
な
い
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

な
ら
見
て
み
れ
ば
良
い
よ

 

 

そ
こ
ま
で

う
な
ら

ん

こ
れ
は

  
霊
夢

霊

 
夢
想
封
印

 

恋

 
マ
ス

ス

ク

  
怠
惰

こ
れ
は
全
部
彼
女
達
の
戦
闘
デ

だ
よ

 

 

え

何

に
そ
ん
な
物
を

 
怠
惰

ち

と
使
う
か
ら
さ
あ

因
み
に
な
話
だ
け
ど

 
ド
ロ

の
チ
ラ
見
せ

と
か
は
入

て
な

 
い
か
ら

そ
の
編
集
で
カ

ト
し
た
か
ら
さ

 

 

お
主
は
技
フ

チ
か
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怠
惰

ど

ち
か
と
い
え
ば

て
何
を

わ
せ
ん
だ
よ

 

 

ど
う
せ
胸
じ

ろ

 
怠
惰

ふ
ん
胸
な
ど
に
興
味
は
な
い

俺
は

て

わ
な

 
い
か
ら
な

 

 

く

こ
や
つ
は

 
怠
惰

た
く
こ
ん
な
事
し
て
る
間
に
も
時
間
だ
よ
さ
て
と

 
そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

何
時
か
見

い
て
や
る

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
５
５
話
 
酔

た
お
姫
様
は
大
変

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
今
回
は
結

な
ぐ
ら
い
に
キ

ラ

が

ま
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
宴
会
も
終
盤
と
な
り

 
蓮
 

す

す

 
霊
夢

う

ん

 

グ
ヘ
ヘ

 
大
方
の
者
達
が
酔
い

れ
て

静
ま
り
ま
た
は

 
萃
香

は

良
い
飲
み

り
だ

 
黒
 

ま
だ
だ

ま
だ
負
け
ん

 
ま
だ
ま
だ
夜
は
こ
れ
か
ら
だ
と

わ
ん
ば
か
り
に
飲
み
続
け
る
強
者
達
も
い
た

ま

静
か
で

あ
る
の
は
変
わ
り
は
な
い
が
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理
 

こ
こ
ま
で
静
か
に
な
る
と
は
な

 
百
⻤
夜
行
時
代
に
何
度
か

験
は
し
て
は
い
る
が
こ
こ
ま
で

静
ま
る
と
懐
か
し
さ
を
覚
え

る

大
体
の
奴
は
皆

い
も

て
酔
い

れ
て
た
し
な

一
部
の
者
は
飲
み
続
け
た
が

 
理
 

そ
ん
で
さ
と
り
は
散
歩
に
行
け
る
か

 
自
分
の

中
を

に
し
て
⻤
こ
ろ
し
と
書
か
れ
た
一

を

き

え

そ
べ

て
い
る

さ
と
り
に
聞
く
と

 
さ
と

だ
い
し

う
ぶ
で

す
よ

 
酒
が
弱
い
く
せ
し
て
無
理
し
て
酒
を
飲
ん
だ
せ
い
か
呂

が
回

て
な
い
し

が
火

て

く
な

て
目
ま
で
泳
い
で
る
け
ど
大
丈
夫
な
の
か

 
理
 

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

 
さ
と

だ
い

う
ぶ
で

す
よ

 
理
 

お
前
が
無
理
な
ら
良
い
ん
だ
が

 
さ
と

だ

か
ら

だ
い
し

う
べ
で

す

 
普

か
ら
思

し
動
い
て
る
せ
い
か
や
は
り
酒
が
入
る
と
思

が

ち
て
少
々
い
や
結

け

た
正

に
な
る
が
頑
固
な
の
は
変
わ
り
な
い
か
ら

る
と
こ
ろ
だ
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理
 

分
か

た
か
ら

で
も
歩
け
る
の
か

 
さ
と

あ
る
へ

ま

す

 
と

い
な
が
ら
立
ち
上
が
る
が

元
が
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
て
見
て
い
て
大
丈
夫
じ

な
い
気

が
し
て
き
た

 
理
 

や
れ
や
れ

 
さ
と
り
の
手
を

ぐ

そ
れ
を
見
た
さ
と
り
は
ボ

と
し
つ
つ
自
分
を
見
つ
め
て
く
る

 
理
 

行
く
よ
お
姫
様

 
さ
と

 
コ
ク
リ
と

き
自
分
と
さ
と
り
な
夜
の
地
上
の
散
歩
を
始
め
た

夜
の
星
々
は
光
輝
き
夜
の
な

に
も
若

明
る
い
た
め
夜
道
が
何
と
か
分
か
る
か
ら
助
か
る

 
理
 

さ
て
何
処
に
行
く

 
さ
と

ど
こ
へ

で
も

 
理
 

う

ん

だ
し

々
な
所
を
見
て
回
ろ
う
か

間

 
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
光

も

山
あ
る
し

 
さ
と

さ
ん
し

い
で

す
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理
 

 
呂

が
回
ら
な
す
ぎ
て

い
そ
う
な
る
が
何
と
か

え
る

も
し
も
ま
と
ま
な
時
の
さ
と
り
が

今
の
こ
の
状

の
さ
と
り
を
見
た
ら
と
ん
な
反

す
る
の
か
興
味
が
で
で
く
る

恐
ら
く

を

真

に
さ
せ
て

に
で
も

を

も
ら
せ
る
の
だ
ろ
う

そ
れ
を

え
る
と
本
当
に

い
た
く

な

て
く
る

 
さ
と

な
に

わ
ら

へ

る
ん
で

す
か

 
理
 

い

い
い
や
何
も

 

目
だ
本
当
に
面
白
く
て

て
し
ま
い
た
く
な
る

だ
が
こ
こ
は
大
人
と
し
て
我

し
な
く

て
は

 
理
 

と
り
あ
え
ず
そ
う
だ
な

人
里
を
歩
こ
う
か

 
さ
と

は

い

 
そ
う
し
て
近
く
に
あ
る
人
里
へ
と
向
か
う

人
里
は
深
夜
に
な

て
い
て
里
の
住
人
達
は
深
い

眠
り
に
つ
い
て
い
る
の
か
明
か
り
は
な
く
暗
く
静

に

ま
れ
た
世
界
へ
と
変
化
し
て
い
た

 
理
 

静
か
だ
な

ま

さ
と
り
に
は
う

て
つ
け
か

 
さ
と

き
れ

で
し
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星
空
を

め
つ
つ
人
の
い
な
い
里
を
散
策
す
る

普

の
活
気
あ
る
人
里
と
は
違
い
こ
う
し
た

夜
の

を
楽
し
む
の
も
一
興
な
も
の
だ

 
理
 

静
か
な
ぶ
ん

々
し
て
て
良
い
な

 
さ
と

 
星
空
を

め
さ
と
り
は
ボ

と
し
て
い
た

ま

地
下
に
あ
る
旧
都
で
は
星
空
な
ん
て
見
れ
な

い
し
物
珍
し
く
感
じ
る
の
は
仕
方
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
理
 

さ
と
り
が
良
け
れ
ば
も

と
高
い
所
で
星
を
見
な
い

 
か

 
さ
と

し

う
で
す

 
ま

た
く
何
時
に
な

た
ら
酔
い
が
覚
め
る
の
や
ら

多
分
今
の
さ
と
り
を
空
へ
と
飛
ば
し

た
ら
地
上
へ
と
真

さ
ま
に

ち
そ
う
で
危
な
い
し
な

仕
方
が
な
い
が
お
ん
ぶ
し
て
行
く

か 
理
 

さ
と
り

中
に

り
な

 
さ
と

は

い

 

中
に

か
る
の
を

し
普

か
ら
し
ま

て
あ
る

を

ば
た
か
せ
空
へ
と
飛
び
立
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つ

そ
し
て
大
空
へ
と
飛
び
星
が
も

と
も
綺

に
見
え
る
場
所
ま
で
や

て
く
る

 
理
 

こ
こ
な
ら
綺

に
見
え
る
か
な

 
等
と

い
て
い
る
と

中
が
よ
り

く
な
る

チ
ラ
リ
と
後
ろ
を
向
く
と

 
さ
と

す

す

ん
ん
理
久
兎
し

ん

 
さ

き
ま
で
起
き
て
い
た
さ
と
り
が
も
う

し
て
い
た

と
い
う
か

る
の
が

す
ぎ
だ

ろ

ま
だ
空
高
く
来
て

分
も
た

て
な
い

て
の
に

 
理
 

や
れ
や
れ
今
日
は
お
開
き
か
な

 
仕
方
な
い
な
と
思
い
地
上
へ
と
降
り

を
し
ま
う

ま

ま
た
何
時
か
一

に
来
れ
ば
良
い

か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
理
 

ん

 
気

を
感
じ

を
見
る
と
そ
こ
に
は

人
の
男
性
が

に
座
り
な
が
ら
星
を

め
て
い
た

 
理
 

先
客
か

 
男
性

お
や
星
空
を

め
に
来
て
み
れ
ば
珍
し
い

 
そ
の
男
の
特

と
し
て
は
ラ
フ
な
格

だ
が
一
番
気
に
な
る
の
は

の

半
分
は

面
を
着
け

か
ら

に
掛
け
て
は

で
ぐ
る
ぐ
る

き
に
な

て
い
る
幻
想
郷
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
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特

を
し
て
い
る

 
理
 

こ
ん
な
夜
更
け
に

人
か

 
男
性

あ

星
を
見
た
く
な

て

知
り
合
い
が

め
て

 
く
れ
た
ん
だ
よ
こ
こ
の
星
は
綺

て

 
理
 

そ
う
な
の
か

て
か
お
前
こ
こ
は
危

妖
怪

 
に
食
わ
れ
ち
ま
う
か
も
し
れ

ん
だ
か
ら
帰

た

 
方
が
身
の
た
め
だ

 

の
た
め
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る
と
男
は
ニ
コ
リ
と

ん
だ

 
男
性

俺
の
心

を
し
て
く
れ
る
な
ん
て

あ
り
が
と
う

 
そ
の
気
持
ち
だ
け
受
け
取

て
お
こ
う

で
も
俺
は

 
大
丈
夫
さ

に
は
自
信
あ
る
か
ら

 
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か

こ
い
つ
厨
二

を

て
て
そ
ん
な
事
を

て
い
る
ん
じ

と
も
思

た

 
男
性

に
し
て
も

は

て
い
る

 
理
 

は

に
だ
よ
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男
性

絶
縁
し
た
弟
に

俺
の
心

を
し
て
く
れ
て
い
る

 
の
に
も
関
わ
ら
ず
内
心
は
厨
二

者
と
か

て

 
い
て
デ

ス

て
る
所
と
か
さ

 
理
 

そ
う
か
い

 
何

こ
い
つ
は
俺
の
内
心
の

え
が
分
か

た
ん
だ

さ
と
り
や
神
子
は
た
ま
た

姫
で
す
ら

分
か
ら
な
い

な
の
に

 
男
性

ま

あ
れ
だ
理
久
兎
く
ん
こ
そ
気
を

け
ろ
よ
今
回

 
や

前
の
事
件
は
た
ま
た
ま
運
や

の
お
友
達
が

 
然
に
も
味
方
し
た
か
ら
助
か

た
ん
だ
助
け
ら
れ
た

 
そ
の
命
を
無
闇
に
使
わ
な
い
よ
う
に
な
じ

な
い
と

 

ま

そ
こ
ま
で

た
ら
俺
が

暮
だ
な

 
そ
う

い
男
は
自
分
を
通
り
す
ぎ
立
ち
上
が
り

み
の
方
へ
と
向
か

て
い
く

待
て
よ
何
で

こ
い
つ
は
俺
の
名
前
ま
で
知

て
い
る
ん
だ

名
前
ま
で

た
覚
え
は
な
い
の
に

 
理
 

な

あ
ん
た

 
す
ぐ
に
後
ろ
を

り
向
く
が
そ
こ
に
は
先
程
の
男
は
い
な
か

た

み
の

れ
る

す
ら
聞
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こ
え
ず
に
立
ち
去

た
と
い
う
の
か

あ
れ
は
間
違
い
な
く

者
で
は
な
い
と
い
う
の
は
よ
く
わ

か

た

 
理
 

何
だ

た
ん
だ

 
さ
と

う

ん

 
理
 

お

と

く
帰
る
か
こ
の
ま
ま
だ
と
さ
と
り
に
も
悪

 
い
し
な

 
そ
う

き
あ
の
男
の
事
は
気
に
な
る
が
と
り
あ
え
ず
は
こ
の
場
を
後
に
す
る
の
だ

た

そ
し

て
星
空
が
輝
く
上
空
で
は

 
男
性

本
当
に
あ
の
バ
カ
に

過
ぎ
て
て
怖
い
な

 

 

我
が
主
人
よ
そ
ろ
そ
ろ

 
男
性

あ
り

り

バ
レ
ち

た
そ
れ
と
事
の
処
理
に

 
つ
い
て
は

 

 

無
論
で
完
了
し
て
お
り
ま
す
れ
ば
ア

に
は
き

ち

 
り
と
御

を

え
て
お
り
ま
す

 
男
性

そ
う
流

は
俺
の
懐
刀
だ

そ
れ
じ

帰
ろ
う
か
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は

 
男
性

そ
れ
じ

あ

理
久
兎
く
ん

 
そ
う
し
て
そ
の
者
達
も
こ
の
幻
想
郷
か
ら
姿
を
消
す
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で

 

 

う
む

 
怠
惰

さ
て
さ
て
最
後
に
出
て
き
た
あ
の
キ

ラ
達
は
た
し

 
て

な
の
か

 

 

こ
れ
か
ら
も
出
て
き
た
り
す
る
の
か

 
怠
惰

予
定
だ
と
出
る
よ

 

 

し
か
し
見
た
目
が
厨
二

全
開
じ

が
実

は
ど
う

 
な
ん
じ

 
怠
惰

う

ん
そ
こ
は
秘
密

て
事
で

そ
れ
と
あ
れ
は
仕

 
方
が
な
い
の
さ
だ

て
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な

何
じ

よ

 
怠
惰

こ
こ
は
何
も

わ
な
い
で
お
き
ま
し

う
か

 

 

な

何
な
ん
じ

さ

き
か
ら

 
怠
惰

ネ

バ
レ
し
て
も
面
白
く
も
な
い
で
し

 

 

う
ぐ
ぐ

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
感
じ
な
ん
で

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

さ
て
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う

う
む
そ
れ
じ

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ
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第
４
５
６
話
 
魔
女

子
再
び

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

チ

の
課
金

動
に
か
ら
れ
る
事
が
多
々
と
あ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔

で
す

チ

で
良
い
の
が
で
な
い
と
つ
い
つ
い
も
う

回

て
な

て
し
ま
う
ん
で
す
よ

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
宴
会
か
ら
翌
日
が

過
し
地
霊
殿
の
仕
事
部

で
は

 
さ
と

は

 
さ
と
り
は

に
手
を
当
て
て

め

を

い
て
い
た

仕
事
の
書

整
理
を
す
る
た
め
仕
事
部

で
さ
と
り
と
仕
事
を
し
て
い
る
が
何

か
さ
と
り
の
元
気
が
な
い

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
さ
と

い
え
ま

日
の
記
憶
が

で

 
ま

呂

が
回
ら
な
い
ぐ
ら
い
酔

て
愛

動
物
み
た
い
か
感
じ
に
な

て
た
し
仕
方
が

な
い
か

だ
が
何
時
も
の
仕
返
し
で

く

て
や
る
か
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理
 

日
の
さ
と
り
は
そ
れ
は
そ
れ
は

か

た

 
さ
と

え

 
と

マ

な

を
上
げ
る
と
自
分
に

め

る

 
さ
と

ど

ど
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
か

 
理
 

さ

仕
事
の
続
き
を

 
さ
と

ち

と
理
久
兎
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い

 
体
を
ぐ
ら
ぐ
ら
と

さ
ぶ

て
く
る

 
理
 

え

何

日
の
事
を
聞
き
た
い
の

 
さ
と

気
に
な
る
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

ふ

ん

本
当
に
良
い
の

 
さ
と

う
ぐ

何
で
す
そ
の

み
の
あ
る

い
方
は

 
こ
の
時
に
さ
と
り
は
思

て
い
る
だ
ろ
う

自
分
理
久
兎
と
い
う
者
の
心
が
読
め
た
ら
ど

れ
だ
け
良
か

た
か
と

 
理
 

聞
き
た
い

聞
き
た
い

 
さ
と

お

し
て
ま
す
よ
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理
 

さ

ど
う
だ
ろ
う

 
さ
と

い

良
い
で
し

う
教
え
て
く
だ
さ
い

 
お

さ
と
り
の
頑
固
が
発
動
し
た
か

な
ら
ま

教
え
て
あ
げ
る
か

 
理
 

な
ら
特
別
に
さ
と
り
の

意
分

で
教
え
て
あ
げ
る

 
よ

 
さ
と

意
分

 
身
代
わ
り

の
束
を
取
り
出
し
上
へ
と
投
げ
る

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る

分
間
だ
け
自
身
が
制
定
し
た

 
ル

ル
を
無

化
す
る

 
と

う
と
束
の
中
の

の

の
何

か
は

れ
何

か
は
の
こ
る

 
理
 

ら
今
な
ら
俺
の
心
や
記
憶
を

け
る

さ
と
り

 
の

意
な
読
心
術
で
見
て
み
る
と
良
い
さ

 
さ
と

え

嘘

い
や
嘘

 

夜
に
体
験
し
た
自
分
の
記
憶
を
見
た
の
か
さ
と
り
は

を
真

に
さ
せ
る

そ
し
て
そ
れ

が

界
点
に
達
し
た
の
か
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さ
と

わ

れ
て
く
だ
さ
い

 
体
を
更
に

さ
ぶ

て

目
に

う
が

に

る

を
見
て

 
理
 

ア
ハ
ハ
空
が
綺

だ

 
さ
と

何
を

魔
化
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
理
 

あ

あ
ん
な
所
に
魔
法
使
い
が

 
さ
と

だ
か
ら

魔
化
さ
な
い
で
下
さ
い

 
い
や

魔
化
し
て
る
訳
じ

な
く
て
本
当
に

に

が

た
魔
女
が
こ
こ
に
来
て
い
る
ん
だ
け

ど

す
る
と
魔
女
は
自
分
達
の
い
る
部

の

ま
で
来
る
と

 
コ
ン
コ
ン

 
と

を

く

を
開
け
る
と
そ
こ
に
は

 

よ

本
を

り
に
来
た

 
魔
理

が
や

て
き
た

魔
理

は
自
分
達
の
光

を
見
て

 

取
り
込
み
中
か

 
理
 

い
い
や
さ
と
り
を
か
ら
か

て
遊
ん
で
た
所
さ

 
さ
と

本
当
に

ン
を
頭
に
突
き

し
ま
し

う
か
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そ
れ
は
い
く
ら
な
ん
で
も

メ
な
や
つ
だ

し
か
も

の

を

立
て
て

年

を

え
て

る

こ
れ
で
は
頭
が
大
変
な
事
に
な
り
そ
う
な
た
め

手
を
見
せ
つ
つ

 
理
 

ド

ド

ち
着
け

ち
着
け

な

 

馬
か

 
さ
と

本
当
に
馬
に
で
も

ら
れ
て
下
さ
い

 
理
 

悪
か

た

て

 
流

に

り
す
ぎ
た

さ
と
り
の
頭
を

で
つ
つ
魔
理

を
見
て

 
理
 

で
何
の

だ
よ

 

あ

面
白
そ
う
な
魔
道
書
と
か
な
い
か
な

て
さ
前

 
は
ま

あ

た
か
ら
よ
お
前
を

手
に
す
る
時
は

 
一

は
断

て
か
ら

り
よ
う
と
思

て
な

 
そ
れ
は

勝
な
心
掛
け
な
事
で

そ
れ
な
ら
こ
の
前
の
事
も
水
に
流
し
か
つ

し
て
も
い
い

か 
理
 

そ
の
心
が
け
を
買

て
こ
の
前
の
は
水
に
流
そ
う

 

お
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理
 

だ
が
次
に
変
な
事
を
し
た
ら
そ
の
時
は
分
か

て
る

 
よ
な

 

な

何
す
ん
だ
よ

 
理
 

そ
う
だ

神
と

神
を
と
り

か
せ
よ

 
う
か

 
因
み
に
こ
れ
ら
の
神
に
と
り

か
れ
れ
ば
そ
の
先
に
あ
る
の
は
不

し
か
な
い
人
生
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う

金
や
地

は

論
の
事
で
家
や
友
人
関
係
な
ど
の
全
て
が
消
え
る
と
い
う

な
神

達
だ

 

何
だ
そ
の
嫌
な
コ
ン
ビ
ネ

シ

ン

 
理
 

嫌
な
ら
変
な
真

は
す
る
な

て
事
さ

 

ま

そ
う
さ
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
い
え
ば
昔
に
黒
か
ら
魔
理

に
は

び
代
が
あ
る
だ
の
何
だ
の

て

て
た
な

あ
の

黒
が
そ
こ
ま
で

う
ん
だ
し
こ
の
先
の
彼
女
が
ど
う
成
⻑
す
る
の
か
少
し
気
に
な

て
き
た

少

し
ぐ
ら
い
な
ら
援
助
し
て
や
る
か

 
理
 

ふ
む

良
し
さ
と
り
少
し

を
外
し
て
い
い
か
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そ
う

い

か
ら
立
ち
上
が
る
と
さ
と
り
は

を
か
し
げ
る

 
さ
と

何
処
に
行
く
ん
で
す
か

 
理
 

あ

の
機
会
だ
し
秘

の
本
を

し
て
や
ろ
う

 
か
と
思

て
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
魔
理

の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と
新
し
い

を
見
つ
け
た
子

み
た
い
な
目
に

な

て
い
た

 

マ

で
か

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
さ
と
り

ら
来
な
魔
理

 

動
し

を
開
け
て
部

を
出
る
と
魔
理

は
部

へ
と
入
り

 

あ

 
自
分
の
後
に
続
き
部

を
出
る
の
だ

た

そ
う
し
て

下
を
歩
い
て
い
る
と
魔
理

は

問

に
思

た
の
か

 

し
か
し
何
で
ま
た

 
と

聞
い
て
き
た

無
理
も
な
い
か
秘

の
本
を

す
だ
な
ん
て
突
然
に

え
ば

問
に
思
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う

そ
の

も

め
て
説
明
し
て
や
る
か

 
理
 

若
い
子
は

び
代
が
あ
る
か
ら

何
処
ま
で

び
る

 
か
見
て
み
た
く
な

た
の
さ
そ
れ
に
黒
か
ら
聞
い
た

 
が
魔
女
と
し
て
成
⻑
し
た
い
ん
だ
ろ

 

あ

あ

 
理
 

そ
れ
に
魔
理

ち

ん
と
俺
は
知
ら
な
い
仲
じ

な

 
い
し
な
魔
道
書
や
ら
本
を

す
や
ら
そ
の
ぐ
ら
い
の

 
援
助
は
し
て
や
る
よ

 

や
べ

後
光
で
目
が
見
え

 
調
子
の
い
い
奴
だ

盗
み

は
と
も
か
く
と
し
て
魔
理

は
中
々
に

め
な
い
キ

ラ
な
ん
だ

よ
な

 
理
 

て
い
う
か
俺
が
読
み
た
く
な

た
り
し
た
ら
本
は
し

 

か
り
返
せ
よ

 

わ

分
か

て
る
や
い

 
そ
ん
な
事
を

い
な
が
ら
も
秘

の
本
が
眠
る
地
下

の

の
前
へ
と
や

て
来
る
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理
 

解

 
神
力
を

に

わ
せ
そ
う
唱
え
ド
ア
ノ
ブ
を
回
し

を
開
け
て
中
へ
と
入
る

 
理
 

こ
こ
が
秘

の
本
や
ら
が

し
て
あ
る
部

だ

 

す

す
げ

 
部

い

い
の
本

に
収

さ
れ
て
い
る
魔
道
書
を

げ
流
し
読
み
で
数

ぐ
ら
い
読
む

 

ど
れ
も
こ
れ
も
表
に
は
出
せ

も
の
ば
か
り
じ

 

か
紅
魔

で
も
こ
ん
な
の
は
な
い

 
理
 

表
に
出
す
と

々
と
あ
る
物
が
多
い
か
ら

 
表
に
出
し
て
て
さ
と
り
や
ら
が
読
ん
で
Ｓ

チ

ク
で
す

み
た
い
な
事
に
な

て
も

る
危
険
な
魔
道
書
だ
と
か
も
あ
る
か
ら
こ
う
し
て
結
界

き
の
別
室
で

し
て
い
る
の
だ

し

か
し
そ
ん
な
の
は
気
に
せ
ず
魔
理

は
本
を

る
の
に
夢
中
と
い

た
感
じ
だ

 

へ

魔
界
の
本
も
あ
る
の
か

 
理
 

あ

神
綺
達
か
ら

た
り
し
て
る
の
も
中
に
は
あ

 
る
か
ら

 
そ
れ
を
聞
い
た
魔
理

は

と
し
た

を
す
る
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お
前

彼
奴
と
知
り
合
い
な
の
か

 
理
 

ま

そ
れ
な
り
に

 

そ
う
い
え
ば
変
態
執
事

コ

ン

黒
は
魔
界
の

 
生
ま
れ
だ

た
よ
な

 
理
 

ま

暴
れ
て
た
の
を
俺
と
亜
狛
と
耶
狛
と
で
フ
ル

 
ボ

コ
に
し
て

れ
て
き
た
か
ら
な

 

あ
の
影
の
暴
虐
を
フ
ル
ボ

コ

て

に
な
ら
な

 
い

た
ら
あ
り

し

そ
う
い
ば
普

の
彼
奴

 
は
何
を
し
て
ん
だ
よ

 
何
を
し
て
る
か
か

そ
う
だ
な
主
に
黒
が
し
て
る
の

て

 
理
 

う

ん
造

 

え

 
理
 

い
や
だ
か
ら
造

だ
よ
中

は
分
か
る
だ
ろ
彼
処
の

 

花
だ
と
か
の

ど
を
黒
が
育
て
た
ん
だ
よ
今
も
趣

 
味
で
彼
奴
は

花
を
育
て
て
い
る
ん
だ
よ
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と

あ
り
の
ま
ま
の
事
を

う
と
魔
理

は

を

ら
ま
せ
て

 

プ

フ
ハ
ハ
ハ
ハ

見
た
目
に
合
わ

 
も
う
大

で
あ
る

か

面
は
合
わ
な
い
と

わ
れ
て
も
仕
方
は
な
い
だ
ろ
う
が
そ
れ
で

も
黒
か
ら
し
た
ら
正
に
合

て
る
ん
だ
よ
な
こ
れ
が

 

い
や

た

 
理
 

ま

う
の
は

わ
な
い
け
ど
そ
ろ
そ
ろ
持

て
く

 
本
を
決
め
ろ
よ
俺
も
仕
事
が
あ
る
か
ら
さ

 

あ

悪
い
な
そ
う
だ
な

な
ら
こ
れ
と
こ
れ
そ
れ

 
か
ら
こ
れ
も
後
は
そ
れ
も
か

 
そ
う

い
な
が
ら
約

の
本
を
ま
と
め
る
と
座

に
積
め
て

中
に

負
う

 

こ
ん
だ
け

り
て
く

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
部

か
ら
出
て
自
分
達
は
ロ
ビ

へ
と
向
か
う

 
理
 

悪
い
な
亜
狛
と
耶
狛
は
外
出
中
で
な

 

わ
な
い

そ
ん
じ

ま
た

し
て
く
れ
よ
な
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理
 

あ

そ
れ
と
次
に

り
に
来
る
時
に
今
日

し
た
本

 
は
持

て
こ
い
よ
持

て
こ
な
か

た
ら

さ
な
い

 
か
ら
な

 

し
い

だ
が
ま

仕
方

か
そ
ん
じ

あ
な

 
と
魔
理

は
去

て
い
く
時
に
ふ
と
思

た

そ
う
だ

だ
し
代
金
の
代
わ
り
と
し
て
魔

理

か
ら
あ
れ
を
教
え
て
も
ら
う
か

 
理
 

魔
理

 

う
ん

 
理
 

ち

と
良
い
か

 
そ
う
し
て
魔
理

と
ち

と
し
た
こ
と
を
話
し
合
う
と
魔
理

は
意
外
そ
う
な

を
す
る

 

お
前
が
あ
れ
を
か

 
理
 

そ
う
そ
う
や
り
方
は
あ
る
か

 

う

ん
こ
う
バ

と

め
て

ド

ン
と
一
気
に

 

つ
感
じ
か
な

 
何
か
説
明
が

ま

何
と
な
く
の
イ
メ

は
出
来
た

後
は
こ
れ
を
ち

こ
ち

こ
と
試
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し
て
見
て
実

し
て
み
る
か

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
教
え
て
く
れ
て
よ

 

お
前
な
ら

わ
な
い

 
理
 

そ
う
か
い

ま
た
面
白
そ
う
な
本
が
手
に
入

た
時

 
は

し
て
や
る
よ

 

楽
し
み
に
し
て
る

理
久
兎

 
と

て
い
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
良
い
で
す
か

 

下
の
手
す
り
か
ら
不
機
嫌
そ
う
な

を
し
た
さ
と
り
が

を

か
せ
て
呼
び
出
し
を
受
け

る

そ
ろ
そ
ろ
仕
事
に

ら
な
い
と
な

 
理
 

あ

悪
い
す
ぐ
行
く
よ

魔
理

も
時
間
と
ら
せ
て

 
悪
か

た
な

 

良
い

て
事
よ

じ

あ
な

 
そ
う
し
て
今
度
こ
そ
魔
理

は

関
か
ら
外
へ
と
出
て
行

た

し
か
し
ま

日
の
今
日
と

で
元
気
な
子
だ
な

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら

を
登
り
さ
と
り
と
合
流
す
る
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理
 

悪
い
な

そ
れ
よ
か
機
嫌
を
治
せ
よ
な

 
さ
と

う
る
さ
い
で
す

 
そ
う
し
て
さ
と
り
か
ら
ち

こ
ち

こ
と
悪
態
自

自

を
受
け
な
が
ら

り
の
仕
事
を

け
る
た
め
に
さ
と
り
と
共
に
仕
事
へ
と
取
り
か
か
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

理
久
兎
の
奴
は
何
を
教
わ

た
ん
じ

 
怠
惰

さ

 

 

ム
ム
ム

あ

そ
れ
と
次
回
は
ま
た
あ

ち
で
お

 
た
よ
な

 
怠
惰

え

あ

ち
を
ま
た
少
し
投
稿
し
た
ら
こ

ち
を
投

 
稿
す
る
よ

 

 

そ
う
か
そ
う
か

そ
れ
と
話
は
変
わ
る
が
怠
惰
よ
何

 
か
面
白
い
ゲ

ム
は
な
い
か
の



 第４５６話 魔女っ子 再び

 
怠
惰

お

ち

ん
は

し
い
事
を
聞
い
て
く
る
な

ま

 
で
待

て
な
さ
い
な
ポ

モ
ン
出
る
ん
だ
し

 

 

嫌
じ

嫌
じ

な
の
は
嫌
じ

す
ぐ
に
何

 
か
面
白
い
ゲ

ム
を
や
ら
せ
よ

 
怠
惰

々

子
か

と
い
う
か
年
を

え
ろ

 

 

あ

え
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を

こ
れ
で
も
ま
だ

 

シ
は
ピ
チ
ピ
チ
じ

 
怠
惰

だ
か
ら

子
に
悪
態
を
つ
け
ら
れ
る
ん
だ
よ

 

 

ム
キ

こ

こ
の
マ

な
ア

め

 
怠
惰

あ

ち

ち

ん

ま

た
く
あ
の
子
は

 
ま

く
し
た
ら
帰

て
く
る
だ
ろ
う
け
ど
後
書
き

 
を

り
や
が

て

コ

ン

で
は
読
者
様
ま

 
た
投
稿
を
し
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
で
は
ま

 
た
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第
４
５
７
話
 
怒
れ
る
地
底

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
こ
の

間
を

り
き
れ
ば

日
の
休
み
と
な
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

し
か
し
こ
の

間
は
地
獄
で
す
が

さ
て
そ
ん
な
話
も
と
も
か
く
で
本
編
へ
ど
う

 
数
日
が

過
し
地
霊
殿
に
は
何
気
な
い
日
常
と
な

て
た

 
理
 

の
ん
び
り
だ
な

 
さ
と

ど
う
し
た
ん
で
す
か
急
に

 
仏
頂
面
と
な

て
い
る
さ
と
り
は
聞
い
て
く
る

ま
だ
前
回
に

た
事
を

に
も

て
る
か

ら

る
と
こ
ろ
だ

 
理
 

ま

こ
う
平
和
だ
か
ら

そ
れ
よ
か
ま
だ

た

 
事
を
怒

て
る
の
か
よ

 
さ
と

怒

て
ま
せ
ん
よ
元
々
こ
ん
な

で
す
か
ら

 
理
 

は
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可
愛
い
反

す
る
か
ら
つ
い
つ
い

り
た
く
な

て
し
ま
う
の
は
仕
方
無
い
こ
と
だ
が
ま
さ
か

こ
こ
ま
で

に
持
つ
と
は
な

 
理
 

ら

ら
さ
と
り
に
は

が

合
う
ん
だ
か
ら
も

 
う
少
し

え

て

 
さ
と
り
の

を
さ
さ

と
く
す
ぐ
る

 
さ
と

ち

あ

ハ
ハ
ハ
ハ
理
久
兎
さ
ん

た
ら

 
そ
う
し
て
く
す
ぐ
り

く
す
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
う
い
う
ふ
ざ
け
て
る
所
を
治
し
て
下

 
さ
い

て

て
ま
す
よ

 
理
 

わ

悪
か

た
よ

 

を

か
れ
て
正
座
で
謝
罪
す
る
こ
と
な

た

 
さ
と

昔
の
理
久
兎
さ
ん
は
も

と
こ
う
知
的
で
物
静
か
で

 

て
感
じ
だ
と
思

た
ん
で
す
け
ど

 
理
 

う

ん

の
せ
い
か
な

 
さ
と

そ
れ
は
つ
ま
り
私
が
子

だ
か
ら
と

い
た
い
ん
で
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す
か

 
理
 

あ
れ
れ

何
で
こ
ん
な
に
意

も
容

く
怒
る
の
だ

 
ろ
う
か

 
今
日
の
さ
と
り
に
は

々
な

葉
が
怒
り
の
ト
リ

に
な
る
感
じ
が
す
る

は
て
さ
て
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
や
ら

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

下
か
ら
バ

バ

と

が
し
て
く
る
と

 
ド
ゴ
ン

 
と

が

い
よ
く
開
か
れ
亜
狛
が
現
れ
る

 
亜
狛

マ
ス

大
変
で
す

 
理
 

う
ん
大
変
だ

俺
が

 
さ
と

何
で
す

て

 
理
 

え

ア
ハ
ハ
か

勘

し
て

や

 
亜
狛

そ
う
じ

な
く
て
外
を
見
て
く
だ
さ
い

 
何
な
ん
だ
よ
こ

ち
も
頭
に

が
生
え
る
か
も
し
れ
な
い
と

う
の
に

と
り
あ
え
ず

を

開
け
て
外
を
見
る
と

 
⻤
 

お
ら
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⻤
 

や
ん
の
か
ゴ
ラ

 
妖
怪

ぶ

殺
す

 
妖
怪

て
め

が
死

や

 
何

か
⻤
達
が

気
盛
ん
に
殴
り
合
い
と
い
う
か
騒
動
を
起
こ
し
て
い
た

 
理
 

ど
う
し
た
ん
だ

 
亜
狛

そ
れ
が
⻤
達
を

め
て

の
妖
怪
達
が
急
に
暴
れ
だ

 
し
ま
し
て

 
妖
怪
達

て
ま
さ
か
と
思
い

く
り
と
さ
と
り
を
見
る
と
さ
と
り
も

を
持

て

い

で
見
て
く
る

 
さ
と

理

久

兎

さ

ん

 
何
こ
の

ン
デ
レ
感
の
あ
る
さ
と
り
は

怖
い
ん
だ
け
ど
外
の

気
盛
ん
な
妖
怪

達
も
そ
う
だ
が
さ
と
り
も
可

し
く
な

て
る

 
亜
狛

お

ち
つ
て
下
さ
い
さ
と
り
さ
ん

 
さ
と

亜
狛
さ
ん
こ
そ
大
人
し
く
し
て
下
さ
い

こ
れ
は
私

 
と
理
久
兎
さ
ん
と
の
問
だ
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今
な
ら
亜
狛
に
気
を
と
ら
れ
て
る
チ

ン
ス
だ

座
に
さ
と
り
の

後
へ
と

り

 
ト
ン

 
と

手
刀
で
後
ろ

を

く

 
さ
と

あ
う

 

れ
る
さ
と
り
を
キ

チ
し
て
危
な

か
し
い

を
取
り
上
げ
る

 
理
 

ナ
イ
ス
亜
狛

 
亜
狛

い

い
え
し
か
し
さ
と
り
さ
ん
も
で
す
か

 
理
 

平
和
だ
と
か

て
お
い
て
あ
れ
な
ん
だ
が
あ
れ
は

 
嘘
だ
状
態
だ

て
の

 
ソ
フ

に
さ
と
り
を
そ

と

か
し
つ
け
る

 
理
 

亜
狛

 
亜
狛

は
い

 
理
 

知

て
る

り
で
今
の
状

を
報
告

 
亜
狛

は
い
先
程
に
も
申
し
た
通
り
旧
都
で
騒
動
が
起
き
て

 
お
り
そ
し
て
お

や
お
空
と
も

が
取
れ
て
は
い
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ま
せ
ん
そ
し
て
地
霊
殿
の

は
今
の
所
は
あ
り
ま

 
せ
ん
が
も
し
か
し
た
ら

 
理
 

そ
う
か

 
こ
の
ま
ま
騒
ぎ
が
続
き
地
霊
殿
に

が

ぶ
の
は

論

食
い

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
が
何
よ
り
も
心

な
の
は

し
た
物
件
だ
と
か
の
修

が
バ
カ
に
な
ら
な
い
事
だ

こ
れ

上
は
出

を
出
す
訳
に
は
い
か
な
い

 
理
 

亜
狛

耶
狛
と
黒
を

集
し
て
ロ
ビ

に
集
合
さ
せ

 
ろ
そ
れ
と
準
備
も
し
て
お
け
と
伝
え
て
お
け

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
亜
狛
は

け
目
へ
と
入
り
部

を
後
に
し
た

 
理
 

さ
て
と
こ
こ
で
お
姫
様
を

か
せ
る
の
も
あ
れ
だ
し

 
部

に

れ
て
い
く
か

 
さ
と
り
を

き

え
て
自
分
も
部

を
出
て
さ
と
り
の
部

へ
と
向
か
う

さ
と
り
の
部

に

入
り

き

え
る
さ
と
り
を

ド
に

か
し
つ
け
る

 
理
 

大
人
し
く
し
て

て
て
く
れ
よ
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を

で
て

む

 
理
 

行

て
く
る

 
そ
う
し
て
部

を
出
て
ロ
ビ

へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は
準
備
を

ま
し
た
で
あ
ろ
う
亜
狛
に

耶
狛
そ
し
て
黒
の

人
が

に
い
た

 
理
 

準
備
は
大
丈
夫
か

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
問

な
い

 

 
黒
 

そ
れ
問

が
あ
る
や
つ
だ
か
ら
な
耶
狛

 
亜
狛

こ
ち
ら
も
大
丈
夫
で
す
た
だ
マ
ス

や
耶
狛
に
黒

 
さ
ん
に
も
伝
え
て
お
き
ま
す
外
は
世

末
に
近
い
状

 
態
で
す

 
世

末

て
大

だ
な

そ
ん
な

ハ

が
そ
こ
ら
で
物
を

し
て
る
と
か
じ

な
い

ん
だ
か
ら

 
理
 

大

だ
な

そ
ん
な

え

 
亜
狛

 
亜
狛
が
真

な
目
で

バ
イ
で
す

マ

で

バ
イ
で
す
と

え
て
く
る

え

何
そ
ん
な
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に

チ
で

バ
い
や
つ
な
の

 
理
 

亜
狛
そ
れ
は
マ

か

 
亜
狛

マ

で
す

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
が
そ
こ
ま
で

う
な
ん
て

 
黒
 

あ
る
意
味
で
あ
れ
だ
よ
な
フ

ル
だ
よ
な

 
フ

ル

て
何
だ
よ

そ
れ
を

う
ん
だ

た
ら

 
亜
狛

そ
れ
は
フ

ラ
ル
で
す
よ
黒
さ
ん

 
理
 

だ
な

 
フ

ラ
ル
つ
ま
り
は

生
化
だ

生
化
も

ハ

も
大

は
変
わ
ら
な
い
た
め
合

て

る
に
は
合

て
る
か

だ
が
そ
う
な

て

る
の
は
自
分
だ

 
理
 

は

修

は
い
く
ら
に
な
る
ん
だ

 
本
当
に
い
い
加
減
に
し
て

し
い

修

だ

て
バ
カ
に
な
ら
な
い
ん
だ

人
件

は

だ
か
ら
ま
だ
良
い
が
材
料

が
バ
カ
に
な
ら
な
い

て
の
に

本
当
に
た
め

し
か
で

や 
亜
狛

あ

で
も
そ
う
い
え
ば
私
達
総
出
で
旧
都
の

に
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出
掛
け
た
ら

が
地
霊
殿
を
守
る
ん
で
す
か

 
理
 

そ
れ
な
ら
問

な
い

 
ポ

ト
の
断
罪
神
書
を
取
り
出
し

を
開
く
と
そ
こ
か
ら
骸
達

人
が
出
て
く
る

 
理
 

こ
い
つ
ら
に
地
霊
殿
に
任
せ
る
か
ら
問

な
い

 
耶
狛

成
る
程

 
理
 

あ

各
自
散
開
し
異
常
が
あ
り
次
第
に

し
ろ

 
骸
達

カ

 
骸
達
は

礼
と
共
に
地
霊
殿
に
散
開
し
た

 
理
 

さ
て
と
お
前
ら
は
準
備
は
良
い
か

 
耶
狛

う
ん

 
黒
 

久
々
に

が

き
立
つ

 
亜
狛

程
々
に
で
す
よ

 

人
と
も
準
備
は
良
さ
そ
う
だ

関
の
門
を
開
け

 
理
 

な
ら
暴
徒

に
向
か
う

 

人

お
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そ
う
し
て
自
分
達
は
突
然
に
起
こ

た
暴
徒

に
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ふ
ん

 
怠
惰

こ

ち
も
こ

ち
で
ま
だ
怒

て
る
よ
面

い

 
な

月
し
た
ら
Ｓ

買
う
か
ら
や

 
ら
せ
て
あ
げ
よ
う
と
思

た
の
に

 

 

な

何
じ

と

 
怠
惰

う
わ

食
い
つ
い
て
き
た

 

 

因
み
に
何
を
買
う
ん
じ

 
怠
惰

一

は
ル

ン
フ

ク
ト
リ

の
リ
メ
イ
ク
を

 
買
う
予
定
だ
よ
そ
ん
で
来
年
に
は
そ
の
新
作
を
買

 
う
よ

 

 

な

何
じ

と

ゲ

ム
会
社
と
い
う
か
プ
ロ
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ク
ト
チ

ム
は

か
も
う
解
散
し

産
し
た

 

じ

ろ

 
怠
惰

そ
れ
が
正
式
な
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

イ
ト
ル
の

を
発

 
表
し
た
ん
だ
よ

 

 

そ
う

な
の
か
つ
い
に
こ
の
時
が

フ

ン
に
は
嬉

 
し
い

報
で
は
な
い
か

 
怠
惰

だ

ま

発
表
し
た
の
数

間
前
だ
け
ど

 

 

楽
し
み
じ

な

 
怠
惰

だ

て
も
う
こ
ん
な
事
を

て
る
間
に
も

 
時
間
と
い
う
名
の

が

は

と
り
あ
え
ず
今
回

 
は
こ
こ
ま
で
だ

 

 

す

す
ま
ん
え

と
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様

ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
５
８
話
 
加
減
ミ
ス
祭
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

書
の

書
を
ミ
ス
り
ま
く

て
Ｓ

値
が
ゴ
リ
ゴ
リ

ら
れ
て

い

て
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う
勘

し
て
く
れ

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で

本
編
へ
ど
う

 

を
開
け
て
外
へ
と
出
る
と
そ
こ
は
火
の
手
が
上
が
り
黒

を
上
げ
ま
た
⻤
や
妖
怪
達
の

が

騒
々
し
く
そ
し
て
互
い
に
殴
り
合
い
と
そ
の
光

は
本
当
に
世

末
と
い

た
感
じ
だ

 
理
 

こ
い
つ
は
す
げ

 
耶
狛

本
当
に
世

末
だ

 
黒
 

あ

ち
げ

 
亜
狛

マ
ス

指

を
お
願
い
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し

 
う
か

 
と
亜
狛
に

わ
れ
我
に
返
る

と
り
あ
え
ず
は
暴
れ
て
い
る
暴
徒
共
を

し
て
い
く
事
か
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ら
始
め
て
火
を

火
か
ら
の
負

者
手
当
て
と
行

て
い
く
か

 
理
 

そ
う
だ
な

ス
を

め
る
た
め
に
各
自
散
開
し
て

 
亜
狛
は

か
ら
耶
狛
は
⻄
そ
し
て
黒
は
南
で
待
機
し

 
ろ
俺
は
北
か
ら
行
く
が

い
光
玉
が
上
が

た
ら

 

め
込
め
そ
ん
で

め
込
ん
だ
ら
暴
徒
共
は
五
体

 
満

殺
さ
な
い
程
度
で

き

せ
そ
れ
か
ら
火
の
手

 
を
こ
れ

上

め
な
い
た
め
に

火
し
つ
つ
最
後
に

 
負

者
の
手
当
て
を
し
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解
だ
よ

 
黒
 

あ

 
そ
う

い

人
は
各
々
散
開
し
て
旧
都
へ
と
向
か

た

そ
れ
に
続
い
て
自
分
も
旧
都
へ
と

向
か
う

そ
し
て
宣

し
た
通
り
旧
都
の
北
か
ら
旧
都
へ
と
来
る
と
喧
嘩
し
て
い
る
⻤
達
が
存

に
気

き
自
分
の

り
を
取
り

む

 
⻤
 

ハ
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⻤
 

お
う
お
う
理
久
兎
さ
ん
じ

か

 
本
当
に
も
う
世

末
と
い
う

葉
し
か
で
な
い

や
れ
や
れ
と

れ
な
が
ら

を

り
上
げ

て 
理
 

て
め

ら
こ
れ
は
何
の
真

だ

て
め

ら
が

し

 
て
る
建
物
の
修

や
ら
は

が

て
る
と
思

 
て
ん
で
す
か

あ

 
⻤
 

う
る
せ

な

俺
達
は
自
由
に
暴
れ
て

ん
だ
よ

 
⻤
 

俺
ら
さ
自
由
に
や

て
ん
だ
よ

 
⻤
 

そ
ん
で
邪
魔
な

は

き

し
て
ん
だ
よ

 
ど
う
や
ら
こ
い
つ
ら
に
は
少
し

を
す
る
必
要
が
あ
る
み
た
い
だ

そ
し
て

れ
て
い
る
み
た

い
だ
か
ら
ま
た
再
び
教
え
て
や
ら
な
い
と
な

か
つ
て
お
前
ら
が
恐
れ
た
絶
対
的
な
力
の
持
ち
主

が

な
の
か
を

ア
ロ
ハ
シ

ツ
を

し
た
く
な
い
た
め
脱
ぎ
断
罪
神
書
に
入
れ
て
殺
気
を

つ 
⻤
 

 
⻤
 

な

な
ん
だ
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⻤
達
は
何
が
起
こ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
み
た
い
だ

や
れ
や
れ
と

れ
つ
つ

葉
に

み
を
か
け
て

 
理
 

て
め

ら
に

告
す
る

に
こ
の
騒
動
を

め
な

 
い
と
い
う
な
ら
こ
ち
ら
も
武
力
を
も

て

す
る

 

な
お
こ
れ
は
最
後
の

告
だ
か
ら
な

 
⻤
 

理
久
兎
さ
ん
こ
そ

め
て
ん
で
す
か

 
⻤
 

や
る
気
な
ら
や

ち
ま
う

  
説

は
不
可
能
か

な
ら
ば
や
り
た
く
は
な
い
が
仕
方
が
な
い

合

の

い
光
弾
を
空
へ
と

つ
 
⻤
 

あ
ん
だ
こ

 
と

い
か
け
て
る
⻤
の

に
向
か

て

を

る
う

 
⻤
 

ぐ
ふ

 
⻤
 

な

て
め

 
理
 

な
い

戦
場
で
の
戦
い
で
綺

も

な
い
も
な
い
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だ
ろ

何
を

て
ん
だ

て
め

ら

み
す
ぎ
だ

 
ろ

 
と

て
い
る
と
奥
の
方
で

発
が
起
こ
る

人
も
暴
れ
始
め
た
み
た
い
だ
な

手
の

指
を
鳴
ら
し
て

 
理
 

さ

て
お
前
ら
小

は

ま
せ
た
か

神
様
や
仏
に

 

り
と

は
し
た
か

部

の

で

 
え
て
命

い
す
る
心
の
準
備
は
良
い
よ
な

 
こ
れ
は
弾
幕
ご

こ
な
ん
て
生

し
い
も
の
で
は
な
い

こ
れ
は
恐
ら
く
喧
嘩
ま
た
は
一
方
的

な
弾
幕
当
て
に
な
る
だ
ろ
う
な

 
⻤
 

 
⻤
 

か

数
は
こ

ち
が
上
だ
や

ち
ま
え

 
⻤
 

お

 
⻤
達
は
一

に
襲
い
か
か

て
く
る

と
り
あ
え
ず
自
分
の
近
く
に
い
る
⻤
を
見
つ
け

 
理
 

お
前
に
決
め
た

 
⻤
 

え

あ
が
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近
く
に
い
る
⻤
の

を

み
⻑
い
棒
を

り
回
す
よ
う
な
感
覚
で
⻤
を

る
い
向
か

て
く
る

⻤
達
を

ぎ

う

 
⻤
 

あ
が

 
⻤
 

う
ぐ

 
理
 

ア
ハ
ハ

面
白
い
な
ま
る
で
現
世
の
無
双
ゲ

ム
と

 
か

て
い
う
ゲ

ム
を
し
て
る
み
て

だ

 

ん
で
い
る
⻤
を

の
⻤
達
へ
と
投
げ
飛
ば
し
追
撃
と
し
て
無
数
の
レ

ザ

を
お
み
ま
い
さ

せ
る

 
⻤
 

ぐ

 
⻤
 

む
な

 
ま
だ
⻤
達
は
向
か

て
く
る

を

え
地
面
を

発
だ
け
殴
る
と
大
き
く
地
面
が

れ

出
す

 
⻤
 

う

 
⻤
 

じ

地
面
が

 
地
面
は

れ

な

と
な

て
向
か

て
く
る
⻤
達
を
撃
退
す
る

無
論
近
く
の
建
物
も
少
し
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だ
け

れ
る

 
理
 

ん

ま
ち
が

た
か
な

 
ま

こ
の
ぐ
ら
い
じ

大
丈
夫
だ
ろ

こ
の

戦
が
終
わ

て

つ
け
ら
れ
た
ら

当
に

ま
せ
て
美
寿
々
達
に
ツ

て
お
こ
う

 
⻤
 

こ

こ
の
や
ろ
う

 
⻤
 

ぐ

 
理
 

天
下
無

の
⻤
達
は
こ
の
程
度
か

も

と
楽
し
ま

 
せ
て
く
れ
よ
じ

な
き

楽
し
め

じ

か

 
よ

 
立
ち
上
が
り
挑
発
を
交
え
て

う
と
⻤
達
は

を
変
え

な

と
な

た
地
面
を

り

え

向
か

て
く
る

そ
れ
に
合
わ
せ
今
度
は

に
霊
力
を
込
め
て
思
い

き
り
地
面
を
踏
む
と
そ
れ

は
波

と
な

て
自
身
を
中
心
に

が
り
向
か

て
く
る
⻤
達
を
吹
き
飛
ば
す

だ
が

 

ゴ
ン

 

り
の
建
物
の

ど
は

し
て
し
ま

た

ど
う
や
ら
加
減
を
ミ
ス

て
し
ま

た

 
理
 

あ

や
べ

俺
は
悪
く

か
ら
な
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俺
は
悪
く

挑
ん
で
き
た
⻤
達
が
悪
い
ん
だ

良
し
そ
う
説
明
す
れ
ば

本
単

な
⻤
達

は
そ
う
信
じ
込
む
し
修

は

わ
な
く
て

み
そ
う
だ

 

 

あ
れ
れ

意
外
に
も
小
物
み
た
い
な
台

を

く
ん

 
だ

理
久
兎
さ
ん

 

の
す
る
方
を
向
く
と
そ
こ
に
は

マ
メ
と

ル
ス

が
立

て
い
た

 

ル

私
達
の
せ
い
に
す
る
と
か
あ
る
意
味
で

く
れ
て
い

 
る
わ

ま
し
い

 
黒

私
達
が
証

す
れ
ば
ど
う
な
る
か
な

 

う
俺
を

手
に

し
を
か
け
て
く
る
か
面
白
い
奴
だ

 
理
 

う

俺
に
向
か

て

し
を
か
け
る
と
は

 

マ
メ
ち

ん
に

ル
ス

ち

ん
も
意
気
が
良
い

  
ニ
コ
リ
と

み
空
気
を

く
こ
ず
く

 
ド
ゴ
ン

 
す
る
と

こ
ず
い
た

の
建
物
は
見
る
影
も
な
く

々
に

さ
れ
た
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理
 

俺
に

し
を
か
け
た
奴
の
数
分
後
は
こ
れ
だ
け
ど

 
無
論
こ
う
な
る
事
が
分
か

て
て
か
つ
そ
の
覚
悟
が

 
あ

て
そ
の
発

を
し
た
ん
だ
よ

 
そ
れ
を
見
て
い
た

マ
メ
と

ル
ス

は
目
を
点
に
し
て

方
を
見
て
い
た
が
我
に
返

た

人
は

ん
で
く
る

 
黒

こ

怖
く
な
ん
か
な
い
か
ら

手
が
あ
の
理
久
兎

 
さ
ん
で
あ

て
も

 

ル

今
の
私
た
ち
な
ら

じ

な
い
わ

 
そ
の
強
気
な
感
情
は
一
体
ど
こ
か
ら

き
出
て
く
る
ん
だ
か

だ
が

か
に

で
は
な
い

だ
ろ
う
な

恐
ら
く

０
０
０
０
１

ぐ
ら
い
の
勝

な
ら
あ
る
ん
じ

な
い
か
な

 
理
 

ア
ハ
ハ
良
い

そ
の
覚
悟
を
し
か
と
受
け

め
た
よ

 
死
な
な
い
程
度
に
は
手
加
減
し
て
や
る
よ
あ
く
ま
で

 
死
な
な
い
程
度
に
は

な

 
黒

ど

ち
が
悪
役
だ
が
分
か
ら
な
い
台

を

 
ど

ち
が
悪
役
だ
と

そ
ん
な
の
関
係
な
い

互
い
に
正
義
を

い
互
い
が
悪
で
あ
る
と
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い

る

悪
に
お
い
て
な
ん
て
分
か
ら
な
い
の
に
な

 

ル

や
る
わ
よ

マ
メ

 
黒

や

て
や
ら

 
理
 

来
な
よ

そ
し
て

く
あ
し
ら
わ
れ
ろ

 
そ
う
し
て
騒
動
と
な

て
い
る
旧
都
で
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む

く
な

て
し
ま

て
す
ま
ぬ
の

 
怠
惰

書
で
手
が
回
ら
な
い
ん
で
す

 

 

ま

た
く

そ
れ
で
ま
だ
や
る
の
じ

ろ

 
怠
惰

は
い
ま

そ
う
で
す

 

 

や
れ
や
れ

ま
ぬ
が
今
回
は

め
じ

が
こ
こ
ま

 
で
じ

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
明
日
ポ

モ
ン
投
稿
す
る
の
で
見
る
方
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は
ど
う

 

 

い
や
今
日
と
い
う
の
が
正
し
い
が
の

 
怠
惰

だ

ま

そ
ん
な
訳
な
ん
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

 
ま
す
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
４
５
９
話
 
暴
徒
と
化
し
た
妖
怪
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

日
投
稿
す
る
つ
も
り
が
い
つ
の
間
に
か

に

れ
て
い
た
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

い
つ
の
間
に
か

で

て
い
て
起
き
た
ら
ビ

ク
リ
し
ま
し
た

さ
て
で
は

れ

ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
旧
都
で
の
北

暴
徒
と
化
し
た
妖
怪
達
の

の
た
め
に

き

ル
ス

と

マ
メ
と
の
戦

闘
が

発
し
て
い
た

 

ル

花

 
シ
ロ
の

 
黒

 

の

の

 
前
座
を
せ
ず
に
無
数
の
弾
幕
を

開
さ
せ
て
自
分
に
向
か

て

撃
し
て
く
る

人
は
す

ぐ
に
で
も
自
分
を

し
て
お
き
た
い
み
た
い
だ
が
そ
の
目
論
み
は

し
て

つ

し
を
か
け
て

や
る
か

断
罪
神
書
を
開
き
い
つ
の
間
に
か
手
に
入
れ
て
い
た
レ
ク
イ
エ
ム
を
取
り
出
す
と
ふ
と

気
づ
く
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理
 

何
だ

 
レ
ク
イ
エ
ム
も
そ
う
だ
が
断
罪
神
書
か
ら
も
変
な
オ

ラ
が
出
て
い
る
事
に
気
づ
く

だ
が
今

は
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
い
い
か

ま
ず
は
向
か

て
く
る
火
の

を

い
除
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
な

 
黒

そ
ん
な

み
た
い
な

で
何
が
で
き
る
の

 

ル

ふ
ふ

理
久
兎
さ
ん
に
し
て
は
お
可
愛
い
わ

 
理
 

そ
う
か
な
ら
こ
ん
な

み
た
い
な

が
お
前
ら
に

 
恐
怖
を
植
え

け
る
と
し
た
ら
ど
う
思
う

 
黒
 

負
け

し
み

 
理
 

さ

ど
う
だ
が
モ

ド

魔
力

 
た
だ
の

で
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
や
ら
な
い
と
な

魔
力
に
切
り
替
え

に
魔
力
を
込
め

る

そ
し
て
引
き
金
に
指
を
か
け
て

 
理
 

恋

 
マ
ス

ス

ク

 
と

唱
え
引
き
金
を
引
き
チ

し
た
魔
力
を

太
レ

ザ

へ
と
変

さ
せ
て

つ

 
黒

う
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ル

 

人
は
間
一

で

け
た
が

け
た
マ
ス

ス

ク
は
⺠
家
を

し

太
レ

ザ

は
消
え
た

 
理
 

あ
ち

お
前
ら
が

け
ち
ま
う
か
ら

し
ち
ま

 
た
じ

か
ど
う
し
て
く
れ
ん
だ
小
娘
共

 
黒

し
か
も
当
て

け
た
よ

 

ル

あ
ん
た
や

て
る
事
が
最

ク
ザ
よ

 
い
く
ら
俺
で
も
そ
こ
ま
で
は

く
は
な
い

で
も
今
回
は
暴
動
を
起
こ
し
た
お
前
ら
が
悪
い

の
は
変
わ
ら
な
い
た
め
当
て

ゲ
フ
ン
ゲ
フ
ン

そ
う

て
る
だ
け
だ

 
黒

そ
れ
よ
り
も
そ
れ

て

か
魔
法
使
い
の
技
だ
よ

 
何
時
そ
ん
な
の
覚
え
た
の

 
理
 

つ
い
最
近

 
前
に
本
を

り
に
来
た
魔
理

か
ら
使
い
方
だ
け
習

て
今
日
初
め
て
実

し
て
み
た
が
案

外
に
良
い
火
力
だ
な

下
手
し
た
ら
魔
理

よ
り
も
レ

ザ

の

が
上
か
も
し
れ
な
い

 
黒

ル
ス
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ル

分
か

て
る
わ
よ

 
そ
う

う
と

ル
ス

は

人
に
分

す
る

そ
し
て

人
の

ル
ス

は

を
合
わ
て

 

ル

切

 
大
き
な
葛
と
小
さ
な
葛

 
黒

行
く
よ
理
久
兎
さ
ん

 

人
の

ル
ス

は
ス

ル
を

ち
弾
幕
を
再
度

開
し

マ
メ
は

を
使
い
自
身
へ
と
特

を
仕
掛
け
て
く
る

 
理
 

ふ

生
ぬ
る
い
わ

 
思
い

き
り
地
面
を
踏
み

撃
波
を

ち
向
か

て
く
る
弾
幕
を
消

さ
せ

ル
ス

の
分
身

を
消
し
そ
し
て
向
か

て
く
る

マ
メ
を
弾
き
飛
ば
す

 
黒

う
ぐ

 

ル

分
身
が
そ
ん
な
の
も
あ
り
な
の

 
理
 

あ

い

れ
て
い
た
が
今
回
は
お
前
ら
の
暴
動
を

 

に

め
る
た
め
に
俺
の

は

つ
外
し
て
い
る

 
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
に
黒
に
は
五
体
満

殺
さ
な
い

 
程
度
で

き

せ
と
も
命
令
し
て
い
る
訳
だ
が
そ
れ
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が
ど
う
い
う
意
味
な
の
か

い
お
前
達
に
な
ら
分
か

 
る
よ
な

 
実
は
こ
こ
に
く
る

中
で

の
た
め
に

つ
だ
け

を
外
し
て
い
た
の
だ

そ
の
せ
い
か
⻤

達
は
簡
単
に

せ
て
し
ま

た
が

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た

ル
ス

と

マ
メ
の

は
真

に
な

て
い
た

こ
の

人
は
恐
ら
く
話
で
し
か
俺
の
本
気
遊
び
レ

ル
を
聞
い
た
こ
と

が
な
い
か
ら
な
の
か
少
し
ビ
ビ

て
る
感
じ
が
す
る

 
理
 

ら
聞
こ
え
る
だ
ろ

⻄
南
か
ら

発

と

 
共
に
聞
こ
え
る
断
末
魔
が
さ

 

ル

わ

私
達
を

本
気
で

き

す
気

 
黒

大
人
げ
な

 
理
 

大
人
げ
な
く
て
結

普

は
本
気
は
出
さ
な
い

 
に

手
を
す
る
が
今
回
は
違
う
か
ら
な

 
そ
れ
に

く

さ
な
い
と
旧
都
の
修

が
加

さ
れ
か

な
い

そ
う
な
る
と
ど
う
せ
俺

が

う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
し
そ
れ
な
ら
ば
安
く

ま
せ
た
い
だ
け
の
事
だ

 
理
 

く
な
ら
頑

て

け
よ
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魔
力
を
レ
ク
イ
エ
ム
に
チ

さ
せ

口
を
空
に
向
け
る

 

ル

マ
メ

あ
れ
を

め
て

 
黒

了
解

 

マ
メ
が
向
か

て
く
る
が
も
う

い

引
き
金
を
引
き
な
が
ら

 
理
 

凶
王
 
サ
デ

ス
テ

ク
・
ハ

ト

 
と
ス

ル
を

ち
引
き
金
を
引
き

口
か
ら
巨
大
な
魔
力
の
玉
が
現
れ
る
と
大
玉
か
ら
無
数

の
黒
く

な

の
ハ

ト
が
飛
び
出
し

ル
ス

と

マ
メ
へ
と
向
か

て
い
く

 

ル

 
黒

う
わ

 
そ
れ
ら
は
追

し
逃
げ
回
る

人
に
襲
い
か
か
る
が
悪

き
と

わ
ん
ば
か
り
に
回

を

し
て
い
く

 
黒

こ
ん
な
程
度
た
い
し
た
事
な
い

 

ル

リ

リ
で

け
れ
る
し
ま
し
て
や
そ
の
魔
力
玉
は

 
が
ら
空
き
な
の
よ

 
そ
う

い

人
は
負
け
じ
と
弾
を

ち
魔
力
玉
に
当
た

た

間
に
弾
幕
の

い
が
弱
ま
り
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だ
す

 

ル

あ
ら
大
し
た
こ
と
な
い
の

こ
れ
な
ら
す
ぐ
に
私

 
達
が

に
な
る
わ

 
黒

本
当
に
理
久
兎
に
し
て
は

点
を

理
久
兎
に
し
て

 
は

は

 

ル

マ
メ

え

ま
さ
か

 
ど
う
や
ら
気
づ
い
た
み
た
い
だ
な

俺
が
こ
ん
な
の
を
予

し
て
作

て
い
た
な
ん
て
事
を

暴
走
し
凶
王
と
な

た
者
が
負
け
て
い
き
そ
し
て
そ
の

い
が
弱
ま

た
時
の
最
後
は
決
ま

て

近
く
に
い
る
者
の
裏
切
り
で
終
わ
る
の
だ

 
理
 

 
暴

の
最
後

 
サ
デ

ス
テ

ク
・
ハ

ト
を

つ
魔
力
玉
に

口
を
向
け
引
き
金
を
引
き
魔
力
弾
を
ぶ
ち

こ
む

そ
し
て
サ
デ

ス
テ

ク
ハ

ト
を

つ
魔
力
玉
は
更
な
る
光
を

つ
と
無
数
の

を

つ
 

ル

な

今
度
は
何

 
黒

何
が
な
ん
な
の
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理
 

暴

の
最
後
は
本
当
に

し
い
も
ん
だ
よ
な

 
と

く
と

た
れ
た

は

し
く
発
光
す
る

 
理
 

チ

ク
メ
イ
ト

 
そ
れ
と
同
時
に
魔
力
玉
が

発
し
同
時
に

た
れ
た

も
誘

さ
れ

発
を
引
き
起
こ
す

 

ル

キ

 
黒

そ
ん
な

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
と

無
数
に
も

弾

が
鳴
り

い
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

お
主
な

 
怠
惰

い
や
本
当
に
ご
め
ん
リ
ア
ル
が

し
す
ぎ
て
体
が

 
つ
い
て
い
か
ず

れ
た
み
た
い
で

 

 

あ
ま
り
無
理
す
る
で
な
い

小
説
を
投
稿
し
た
り
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し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
じ

か
ら
な

 
怠
惰

ま

た
く
そ
の
通
り
で
す

さ
て
で
は
ま

本
気

 
を
出
し
た
理
久
兎
く
ん
だ
け
れ
ど
も

 

 

あ
や
つ
い
つ
の
間
に
マ
ス

ス

ク
を
習

 
し
た
ん
じ

 
怠
惰

恐
ら
く
魔
理

が
地
霊
殿
に
来
た

に
大
ま
か
な

 
や
り
方
を
聞
い
て
後
は

学
で
身
に
つ
け
た

て

 
感
じ
じ

な
い

 

 

成
る
程
の

そ
し
て
わ
ざ
わ
ざ
い
つ
の
間
に
か
手

 
に
い
れ
て
お

た
あ
の

で
撃
つ
と

何
時
か
ら

 
こ
の
小
説
は

に
な

た
ん
じ

 
怠
惰

こ
の
小
説
は
主
に
魔
法
や
信

と
か
が
主
体
で
あ

 
り
決
し
て
近

来
要

は

ま

何
処

の

 
ち

ん
が
来
れ
ば
話
は

て

て
も
あ
り

 
か
も
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ち

ん

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
後
々
の
話
だ
よ

そ
ん
で
魔
理

か

 
ら
教
わ

た
火
力
魔
法
こ
と
マ
ス

ス

ク

 
理
久
兎
が
使
え
ば
そ
の

力
は
魔
理

の
最
終
技

 
の
代
名

フ

イ
ナ
ル
ス

ク
と
同
等
レ

ル

 
と
い
う

本
家
を

え
か

な
い
火
力
な
ん
だ
よ

 

こ
れ
が

 

 

あ
や
つ
は
力
が
強
い
か
ら
仕
方
な
い
の

 
怠
惰

ま

９
９
の
魔
法
使
い
の

レ

ル
魔
法
は

 
中
レ

ル
魔
法
と
同
等

て

う
し

 

 

そ
の
通
り
じ

な
そ
れ
で
い
て

も

シ
と
同

 
じ
で
無

み
た
い
な
も
の
じ

か
ら
使
い
た
い

 

な
ん
じ

よ

 
怠
惰

流

は

て
も
神
様
だ
よ

 

 

そ
う
な
ん
じ

よ
な

て

を
使
い
す
ぎ
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て
お
る
が
大
丈
夫
か
の

 
怠
惰

あ

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ら
な
い
と

そ
れ
で

日
の

 
分
に
つ
い
て
は
日

日
に
そ
の
分
を
投
稿
し
ま
す

 
の
で
お
願
い
し
ま
す
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

う
む

で
は
さ
ら
ば
じ
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第
４
６
０
話
 
旧
都
乱
闘

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
十

休
と
な
り
少
し
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

た
だ
志
望
動
機
が
書
け
ず
で
返
礼
さ
れ
続
け
て
い
ま
す

デ
ム

失

礼
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
白
い
光
の

発
が
消
え
る
と
そ
こ
に
は
無
惨
に
も
ピ
チ

ら
れ
て
目
を
回
す

ル
ス

と

マ

メ
そ
し
て

惨
に
も

き
込
み
を
食
ら

た
⻤
や
数
多
の
妖
怪
が

れ
て
い
た

そ
し
て

れ
る

⻤
が
動
く
と
そ
こ
か
ら

 
理
 

ふ

危

危

 
理
久
兎
は

こ
り
と

を
出
し

り
を
見
て
自
分
を

い

さ
る
⻤
を
退
け
て
立
ち
上
が

る 
理
 

自
分
が

た
弾
幕
で
や
ら
れ
る
と
か

に
な
ら

 

わ
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発
の

間
近
く
で
ピ
チ

て

れ
て
い
た
⻤
を

に
し
て
防
い
だ
が
自
身
が

た
弾

幕
で

弾
と
か
や

て
お
い
て
あ
れ
だ
が

に
な
ら

や

 
理
 

ふ

し

か
し

 
断
罪
神
書
に
レ
ク
イ
エ
ム
を
し
ま
い
改
め
て

発
後
の
光

を
見
て

く
絶
句
す
る

何

な

ら
近
く
の
建
物
の

ど
が

し
て
い
る
の
だ
か
ら

こ
れ
は
本
当
に

い
話
じ

な
い

 
理
 

は
出
そ
う
か
な

 
流

に
こ
こ
ま
で
や

て
お
い
て

わ
な
い
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
だ
ろ
う
し
せ
め
て

は

出
そ
う
と
思

た

し
か
し

く
だ
が
力
を
出
し
た
と
い
え
ど
や
り
過
ぎ
た
か
な

 
理
 

北
口
は
も
う
終
わ
り
か
な
何
か
味
気
が

な

 
も
う
少
し
は

が
あ
り
そ
う
な

が
い
る
か
と
思

 

た
ん
だ
け
ど
な

 
と
わ
ざ
と
ら
し
く
か
つ

そ
う
に
大

に

う
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
巨
大
な

が

飛
ん
で
き
た

 
理
 

は

や
れ
や
れ

 
向
か

て
く
る
巨

を

で

す
る
と
同
時
に

の
影
に

れ
て
い
た
者
が
自
分
に
向
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か

て

り
を
入
れ
て
き
た

 
理
 

 
す
ぐ
に

を

げ
て

り
を
ブ
ロ

ク
し
そ
の
者
の
姿
を
見
る

成
る
程
ど
う
や
ら
新
た
な

挑
戦
者
が
来
た
み
た
い
だ

 
理
 

う
今
度
の

手
は
お
前
か

ル
ス

と
か

マ
メ

 
と
か
三
下
の
⻤
よ
り
か
は
少
し
は
楽
し
め
そ
う
じ

 

か

 
と
理
久
兎
は
そ
の
者
に
そ
う

う
の
だ

た

視
点
は
変
わ
り
理
久
兎
が

ル
ス

と

マ

メ
を

手
を
し
て
い
る
時
間

に

る

南
方
向
で
は

 
⻤
 

な
ん
か
つ
け
て
ん
じ

よ
伊
達

 
⻤
 

本
体
の

ご
と

き

て
や
ろ
う

 
暴
徒
と
化
し
た
⻤
達
が
黒
へ
と
殴
り
か
か
る

 
黒
 

が
本
体

だ
雑

共

 
向
か

て
く
る
者
達
の
影
を

り
無
数
の
影
の

を
作
り
上
げ
殴
り
つ
け
る

 
⻤
 

ぐ
ふ
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⻤
 

ぎ

ふ

 
こ
い
つ
ら
は
勝
手
に
向
か

て
き
て
勝
手
に
自

し
て
く
れ
る
か
ら
そ
ん
な
に
手
を
加
え
な
く

て

む
か
ら
楽
だ
な

 
妖
怪

中
が
が
ら
空
き
だ

 
黒
 

な
ど
な
い

影
魔
人

 
妖
怪

な

 
自
身
の
影
を

り
人

の
怪
物
を
作
り
上
げ
そ
の
怪
物
の

で
向
か

て
き
た
妖
怪
の

に

向
か

て
ア

カ

ト
を
食
ら
わ
す

 
妖
怪

が
ふ

 
ぶ

飛
ば
さ
れ
た
妖
怪
は
地
底
の
天

に
突
き

さ

た

そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た

の
妖

怪
達
は

を

わ
せ
な
が
ら

を

え
る

 
黒
 

面

だ
さ

さ
と

け
さ
せ
て
も
ら
う

 
影
魔
人
を

り
一
気
に
妖
怪
達
と
の

を

め
よ
り

く

い
無
数
の

ラ

シ

を

つ 
妖
怪

が
は
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妖
怪

本
体

と
か

て
さ

せ
ん
し
た

 
妖
怪

ぎ

 
主
に
は
五
体
満

殺
さ
な
い
程
度
に
ぶ
ち
の
め
せ
と
は

わ
れ
た
が
加
減
が
本
当
に
出
来
て
い

る
の
か
不
安
に
な

て
く
る

だ
が
ま

こ
い
つ
ら
の
生
命
力
は
主
の

み
の
生
命
力
に
は

負
け
る
が
そ
れ
で
も
雑

ぐ
ら
い
の
生
命
力
は
あ
る
か
ら
少
々
手

に
な

て
も
何
と
か
な
り
そ

う
だ

 
黒
 

ふ
ん

 
影
魔
人
を
し
ま
い

に
暴
徒
と
化
し
た
妖
怪
や
ら
が
い
な
い
か
を
探
し
回
る
が
妖
怪
達
が
見
当

た
ら
な
い

何
処
に
行

た
ん
だ
等
と
思

て
い
る
と

か
が

方
に
向
か

て
歩
い
て
く
る

 
黒
 

そ
う
か
お
前
も
い
た
ん
だ

た
な

 
そ
の
者
は
大
き
な

に
満

の
酒
を
入
れ
そ
れ
を

手
に
持
ち

我

と

わ
ん
ば
か
り
に

道
の
真
ん
中
を

々
と
歩
い
て
や

て
来
た

そ
の
者
の
特

と
し
て
は

に
は
大
き
な

本

そ
し
て
大
き
な
体
格
に

い
着
物
を
着
込
む
女
性
で
あ
り
こ
の
旧
都
を
取
り
仕
切
る
者
の

人

⻤
の
四
天
王
の
星

勇
儀
だ

 
勇
儀

こ
り

ま
た
派
手
に
や

た
み
た
い
だ
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ん
で

れ

び
て
い
る
妖
怪
達
を
見
る
と
立
ち
上
が
り

方
を
見
て
く
る

 
黒
 

お
前
も
暴
徒
か

 
勇
儀

暴
徒

違
う

私
は
そ
こ
い
ら
の
⻤
や
妖
怪
と

 
は
訳
が
違
う
の
さ
変
な
気
だ
と
か
に
私
は
惑
わ
さ
れ

 
た
り
は
し
な
い
の
さ

 
黒
 

う

な
ら
お
前
に

は
な
い

 
そ
う

い
勇
儀
の

を
通
ろ
う
と
し
た
そ
の
直
後
に
何
が
自
分
の

面
に
向
か

て
く
る

す

ぐ
さ
ま
影
に
潜
み

を
取

て
出
て
見
る
と
自
分
が
い
た

置
に
は
勇
儀
が
太
い

で
ラ
リ

ア

ト
し
て
い
た

 
黒
 

何
の
真

だ
星

勇
儀

俺
は
暴
徒
と
化
し
て

 
な
い
お
前
と
戦
う
義
理
や
意
味
な
ど
な
い
と
思
う
の

 
だ
が

 
勇
儀

そ
う
さ

 
現
に
戦
う
意
味
な
ん
て
あ
り
は
し
な
い

何

な
ら
ば
そ
れ
は
時
間
の
無

で
あ
る
か
ら
だ

暴
徒
と
な

て
い
な
い
者
を

手
す
る
よ
り
暴
徒
と
化
し
た
者
を

手
に
し
た
方
が

が
少
な
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く
て

む

合
理
的
な

え
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
何

に
こ
い
つ
は
邪
魔
を
す
る
と
い
う
の
だ

そ
し
て
勇
儀
は

を
満
た
し
て
い
る
酒
を
飲
み
な
が
ら

 
勇
儀

た
だ
単
に
私
ら
の

楽
を

し
て
く
れ
て
る
の
に

 
が
た

た
だ
が
何
よ
り
も
私
の
同

に
ま
で
手
を
出

 
し
た
ん
だ
お
め
お
め
と
は
い
ど
う

と

を
通
ら
せ

 
る
な
ん
て

く
は
な
い
さ

 
黒
 

う
つ
ま
り

討
ち
と
い
う
事
か

 
勇
儀

ま

そ
う
な
る

ラ
じ

な
い
け
ど

 
そ
う

い
勇
儀
は
酒
を
飲
み

し
た

を
投
げ
て

に
置
く
と

を
回
し

を
動
か
し
つ
つ

 
勇
儀

私
か
ら
の
勝
負
は
無
論
で
受
け
る
よ

 
そ
う

い

え
る

ど
う
や
ら
簡
単
に
は
通
し
て
く
れ
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
だ

 
黒
 

仕
方
な
い
お
前
は
今
こ
こ
で

さ
な
け
れ
ば

 
に
な
り
か

ん
し
な

こ
こ
で

除
し
て
お
こ
う

 
勇
儀

お

そ
う
こ
な
く

ち

な
ら
加
減
は
い
ら
な

 
い
よ
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殺
気
を

ち
つ
つ
そ
う

く

加
減
と
か

う
が

か
ら
加
減
な
ど
す
る
気
な
ど
な
い
く
せ
て

よ
く

う

加
減
す
る
な
ら
今
ご
ろ
は

を

手
に
持

て
い
る
し
な

そ
し
て
勇
儀
に
対
し
て

の
返

は

 
黒
 

あ

大
丈
夫
だ
が

ろ
手
加
減
す
る
気
な
ど
な
い
だ

 
ろ

 
勇
儀

バ
レ
た
か

ま

そ
う
い
う
こ
と
さ

一

は

 
て
お
こ
う
と
思

て

と
り
あ
え
ず
い

ち

死
ん

 
で
き
な

 
死
ん
で
き
な
か

こ
の
元
魔
界
の
頂
点
に

臨
し
て
い
た
俺
に
そ
ん
な
事
を

て
く
る
と
は

面
白
い

 
黒
 

良
い
だ
ろ
や

て
み
ろ

 
そ
う
し
て
南
口
で
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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⻄
南
北
と
争

て
お
る
の

そ
れ
よ
か
理
久
兎

 
で
は
な
く
黒
の
視
点
な
の
じ

な

 
怠
惰

ま

理
久
兎
が
こ
の
時
に
こ
れ
を
し
て
い
た
間
に

 

の
従
者
達
は
何
を
し
て
い
た
の
か

て
事
を
書

 
き
た
く
な

て

 

 

う

 
怠
惰

や
が
て
話
は
ど
ん
ど
ん

が

て
く
る
よ

 

 

そ
う
か
し
か
し
何

ま
た
地
底
の
妖
怪
達
が

 
怠
惰

変
な
気

て
勇
儀
の

御
は

た
け
ど
実
は
こ

 
れ
は

 

 

な

何
じ

 
怠
惰

ネ

バ
レ
は
嫌
だ
か
ら

わ
な
い
で
お
こ
う

 

 

お
主
の

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ
さ
て
と
ま

日
と
か
は

を
使
い
す
ぎ

 
た
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か
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ま

た
く
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼

 
む

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ
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第
４
６
１
話
 
影
と
⻤
の
四
天
王

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
の

日
目
を

け
に
使

た
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

も
う

け
は
嫌
や

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
南
口
で
は
黒
と
勇
儀
に
よ
る

な
戦
い
が

り

げ
ら
れ
て
い
た

 
勇
儀

お
ら

 
黒
 

く

 
勇
儀
の
一
撃
の

を
ブ
ロ

ク
し
少
し
ぶ

飛
ば
さ
れ
た
後
ろ
へ
と
後
退
す
る
が
何
と
か
持
ち

こ
た
え
る

 
黒
 

次
は
俺
だ

 
影
を

り

を
作
り
出
し
勇
儀
へ
と
殴
る
が
勇
儀
は

な
く

手
で

さ
え
つ
け
る

 
勇
儀

く
て
手

え
が
な
い

 
黒
 

ま

そ
れ
は
な
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更
に
影
を

り
勇
儀
が

さ
え
つ
け
た

は
分

し
無
数
の

へ
と
変
え
て
殴
り
か
か
る
が
そ

れ
を

 
勇
儀

ふ
ん

 

を

り

て
意

も
容

く
消
し
飛
ば
す

流

は
怪
力
乱
神
と

わ
れ
る
だ
け
あ

て

物

い
力
だ

 
勇
儀

何
だ
い

本
当
に
終
わ
り
か
い
な

 
黒
 

は

少
し
謝
ろ
う
俺
は
お
前
を

く
見
す
ぎ
て

 
い
た

 
勇
儀

急
に
失
礼
な
事
を

う

 
黒
 

だ
か
ら
少
し
本
気
を
だ
す

 
主
か
ら

た

を
外
し
自
身
が
制
御
す
る
魔
力
の
制
御
を

め
魔
力
を
発
す
る

⻤
の
四

天
王
が

手
な
ら
半

な
小

な
ど
は
通

は
し
な
い
だ
ろ
う

真

向
か
ら
戦
わ
な
け
れ
ば

や
ら
れ
る
の
は
こ
ち
ら
だ

 
勇
儀

へ

こ
こ
ま
で
と
は

 
黒
 

行
く
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に
生
え
る

を
一
気
に
む
し
り
取
り
そ
れ
を
代

に
し
て

 
黒
 

ロ
ス
ト
・

ラ
デ

ス
ス

 
と
唱
え
る
と
自
身
の
い
る

置
を
中
心
に

元
に
魔
方

が
現
れ
そ
れ
は
少
し

れ
て
い
る

勇
儀
の

元
ま
で

び
る

 
勇
儀

何
を

ん
で
る
か
は
し
ら
な
い
が
そ
ん
な
事
は
さ
せ

 
は
し
な
い
よ

 

気
を

て
い
る
か
の
よ
う
な

を

つ

が
向
か

て
く
る

だ
が
そ
れ
を
受
け
る
前

に
影
を

へ
と
変
化
さ
せ
無
数
の
影
の

で
勇
儀
へ
と

撃
す
る

 
勇
儀

 
ザ
シ

 
そ
の
う
ち
の

発
が
勇
儀
の

に
直
撃
し

を

く

す
ぐ
さ
ま
勇
儀
は
後
ろ
へ
と
後
退

す
る
と
突
き

さ
れ
た

を

え
る

 
勇
儀

中
々
だ

 
黒
 

あ

だ
が
見
て
み
ろ

 
そ
う

う
と
勇
儀
は

を
見
て
違
和
感
あ
る

を
し
た

無
理
も
な
い
だ
ろ
う
何

な
ら
突
き
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し
た

は
無

な
の
だ
か
ら

こ
の
ロ
ス
ト

ラ
デ

ス
ス
と
い
う
魔
法
は
こ
の
魔
方

の

中
に
い
る
時
に
受
け
た

は
全
て
な
か

た
事
に
な
る

こ
ん
な
魔
法
は
本
来
の
自
分
な
ら
必
要

す
ら
な
い
魔
法
だ
が

手
を
殺
さ
ず
に

ウ
ン
さ
せ
る
な
ら
こ
れ
が
必
要
に
な

て
く
る
た
め
に

え
て
覚
え
た
の
だ

 
勇
儀

不
思
議
も
ん
だ

は
な
い
の
に

み
が

る
と

 
は

 
黒
 

そ
う
い
う
魔
法
だ
か
ら
な

 
た
だ
し

メ

は
し

か
り
と

さ
れ
る
た
め
死
に
は
し
な
い
が

メ

は
あ
る

 
黒
 

こ
こ
で
な
ら
俺
も
本
気
で
や
れ
る
か
ら
な
お
前
も
弾

 
幕
ご

こ
と
か
い
う
遊
び
も

き
て
き
た
頃
だ
ろ

 
な
ら
ば
こ
の
少
な
い
時
間
で
死
ぬ
事
が
許
さ
れ
な
い

 
ど
ち
ら
か
が
力

き
気
絶
す
る
ま
で
戦
い
を
続
け
る

 
サ
ド
ン
デ
ス
試
合
を
し
よ
う
じ

か

 
勇
儀

良
い

そ
れ
は
気
に
い

た
よ

 
そ
う

い
勇
儀
は

を

た

を
再
度
ぶ
つ
け
て
く
る

す
ぐ
さ
ま
影
を

り
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黒
 

影
魔
人

 
影
を

り
人

を

し
勇
儀
の

を

で

殺
す
る

 
勇
儀

そ
ん
な
ち

ち
な

人

で

め
れ
る
と
思
わ
な

 
い
こ
と
だ

 
黒
 

か
ど
う
か
は
戦

て

え
ろ

 
互
い
の

と

が
ぶ
つ
か
り
合
い

殺
し
あ
う

 
勇
儀

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

 
黒
 

無

無

無

無

無

無

 

な
戦
い
に
な
り
ぶ
つ
か
り
合
う

の

だ
け
で

り
の
物
の
全
て
を

ぎ

し

さ

せ
る

だ
が
そ
れ
で
も
こ
の
戦
い
が
面
白
く
て
仕
方
が
な
い

思
い
出
さ
せ
る
の
だ
魔
界
で
愚
か

に
も
自
分
に
向
か

て
き
た
者
共
と
の
戦
い
を

久
し
く

れ
て
た
こ
の
真
な
る
戦
い
の
一
時
の

興
奮
な
の
だ
か
ら

 
黒
 

い
い

そ
う
こ
な
く
て
は
な

 
勇
儀

久
々
だ

こ
ん
な
奴
と
戦
え
る
と
は

 
互
い
に
同
じ
地

に
住
ん
で
い
る
者
同
士
に
も
関
わ
ら
ず
こ
う
し
た
小

り
合
い
は
今
ま
で
な
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か

た
た
め
こ
う
し
て
勇
儀
と
戦

た
の
は
実

の
所
で
初
め
て
だ
が
こ
の

チ
な
殺
し
合
い
レ

ル
の
戦
い
で
こ
こ
ま
で
や
れ
る
奴
だ

た
と
は
思
わ
な
か

た

 
黒
 

ふ
は
は
は

そ
う
こ
な
く
て
は
な

 
勇
儀

良
い

に
な

て
き
た

 
影
魔
人
の

面
に
勇
儀
の

が

す
る
と
同
時
に

 
黒
 

ぐ
ぶ

 
殴
ら
れ
た
所
と
同
じ
場
所
に

み
が
走
る

そ
し
て
お
返
し
に
勇
儀
を
ぶ

飛
ば
す

 
勇
儀

ぐ

 

を

る
と

が
流
れ
て
い
た

ま
さ
か

発
の

で

を
出
さ
せ
る
と
は
こ
ん
な
に

い

は
主
の

発
か
聖
の

発

来
の
一
撃
だ

 
勇
儀

お
前
さ
ん
そ
い
つ
と

動
し
て
る
の
か
い

 
黒
 

あ

そ
う
さ
こ
れ
ま
で
の
俺
は
せ
い

い
自
動

作

 
で
影
を

て
い
た
が

き

せ
や
追
い
か
け
ろ
と

 
い

た
簡
単
な
命
令
し
か
出
来
な
か

た
が
主
の
特

 
訓
に
よ
り
俺
は
自
身
の
魂
を
半
分
分
け
る
技
を
身
に
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け
た
の
さ
そ
う
す
る
こ
と
で
よ
り

さ
れ
た
動

 
き
が
出
来
る
か
ら
な
だ
が
そ
の
反
面
で
魂
を
半
分
に

 
分
け
る
た
事
で
こ
い
つ
が
受
け
る

メ

は
俺
に

 
も
入
る
の
さ

 

だ
に
完
全
に
習

出
来
て
い
な
い
骸
ノ

主
の
仙
術
を
習
う
過
程
で

然
に
も
身
に

け

た
こ
の
技
は
自
身
の
動

イ
プ
の
影
魔
法
と

く

性
が
良
い
の
だ

こ
ら
ま
で
出
来
な
か

た

な
動
き
も
出
来
る
よ
う
に
な
り

前
よ
り
も
使
い
や
す
く
な

た
の
だ

お
陰
で
こ
う
し
て

ス
ピ

ン
ド
み
た
く

え
れ
る
よ
う
に
は
な

た

 
勇
儀

な
ら
そ
い
つ
を
ぶ
ち
の
め
せ
ば
あ
ん
た
も

ウ
ン

 

て
事
だ
よ

 

を

え
一
気
に

を

め
よ
り

を

つ

が
向
か

て
く
る

す
ぐ
に
影
魔
人
の

を

く
し

撃
を

け
る

 
勇
儀

が
変
わ

た

 
黒
 

影
に
は
決
ま

た

な
ど
な
い
か
ら
な

 
勇
儀
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を
メ
リ

ン
サ

ク
に
変

さ
せ
て
勇
儀
に
殴
り
か
か
る
が
そ
れ
を
上
手
く

を
反
ら
せ
て

回

さ
れ
る

 
黒
 

今
さ

き

た
だ
ろ
影
に
決
ま

た

な
ど
は

 
な
い
と

 
メ
リ

ン
サ

ク
の

を
変
化
さ
せ

に
変
え
る
と

は
勇
儀
へ
と
向
か

て

を
向
け
る

 
勇
儀

じ

か

し
い

 

で
影
を
吹

飛
ば
す
と
今
度
は

力
と
体
格
を
合
わ
せ
た

り
が
自
分
に
向
か

て
く

る

空
い
て
い
る

手
を
動
か
し
勇
儀
の
影
を

ば
し

を
作
り

り
を

ド
す
る

 
勇
儀

私
の
影
ま
で
使
う
と
は

 
黒
 

中
が
が
ら
空
き
だ

 

で
吹

飛
ば
さ
れ
た
影
を
収
束
さ
せ

後
に
影
魔
人
を
作
り
出
し
勇
儀
に
殴
り
か
か
る
が

勇
儀
は
体
制
を
直
し
何
と
自
分
の

を

み

 
勇
儀

せ
い
や

 
黒
 

ぐ

 
影
魔
人
に
向
か

て
自
分
を

負
い
投
げ
す
る

影
魔
人
を

り
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
へ
と
変
化
さ
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せ
着
地
し
体
制
を
立
て
直
し
て
一
気
に
バ
ウ
ン
ド
し

み
掛
け
る

 
勇
儀

ア
ハ
ハ
面
白
い

良
い
よ

そ
う
で
な
く

ち

つ

 
ま
ら
な
い
か
ら

 
黒
 

ざ
い
て
ろ

 
互
い
の

と

が
ぶ
つ
か
り
合
い

み
合
う

そ
し
て
互
い
に
弾
き
飛
ば
し
体
制
を
整
え

み

け
る

す
る
と

 
ド
ゴ

ン

 
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
大

発
す
る

が

き
渡
る

見
て
み
る
と
少
し
先
の
建
物
が
巨
大

な
レ

ザ

に
よ

て
建
物
を

し
て
い
た

し
か
も
そ
の
レ

ザ

は
何
処
か
魔
理

の
マ

ス

ス

ク
を

想
さ
せ
る
レ

ザ

だ

 
勇
儀

派
手
に
や

て
る

 
黒
 

み
た
い
だ
な

 
魔
理

が
こ
こ
に

い
や
そ
ん
な

は
な
い
だ
ろ
う

だ
が

一
分
か
る
の
は

々
に

け
な
け
れ
ば
主
の
使
命
が
実
行
す
る
事
が
で
き
な
い
と
い
う
事
だ

そ
ろ
そ
ろ

を
つ
け
な
け
れ

ば
な
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黒
 

悪
い
が
俺
も
仕
事
が
あ
る
ん
で
な

さ
せ
て
も
ら
う

  
勇
儀

れ
な
い

そ
う

う
な
ら
そ
の
前
に
あ
ん
た
を

 
ぶ
ち
の
め
そ
う
か

 
勇
儀
は

え
る
と

を
高
く
あ
げ
て

 
勇
儀

四
天
王
奥
義
 
三
歩
必
殺

 
物

い

が

方
に

て
く
る

真

向
か
ら
来
る
な
ら
こ
ち
ら
も
小

な
し
の
真

向
勝
負
だ

 
黒
 

暴
虐
 
魔
神
殺
し

 
神
綺
に
受
け
た
過
去
の

を
怒
り
に
変
え

に
魔
力
と
共
に
込
め
る

 
勇
儀

一
歩

 
勇
儀
の
一
歩
で

い
地

が
起
こ
る

だ
が
そ
ん
な
の
ど
う
で
も
良
い
事
だ

 
黒
 

は

 
深
く
深
く

を

き
殺
意
を
高
め
更
に

に
魔
力
を
込
め
る

 
勇
儀

二
歩
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先
程
よ
り
も
大
き
な
地

が
起
こ
り
勇
儀
の

後
の
地
面
が

れ
る

歩
目
で
向
か

て

く
る
な
ら
ば
自
分
も

歩
目
で
ぶ
ち
殺
す

そ
し
て

 
勇
儀

三
歩
必
殺

 
地
面
を
大
き
く

け

と
共
に
殴
り
か
か

て
く
る

だ
が
そ
れ
は
自
分
も
同
じ
こ
と
だ

 
黒
 

に
な

て
死
に
去
ら
せ

 

に

め
に

め
た
魔
力
を
解
き

ち
殺
気
と
共
に
勇
儀
へ
と

を

え
て
突

込
む

 
黒
 

が

 
勇
儀

じ

り

 
互
い
の
強
大
な
一
撃
を

せ
た

と

が
ぶ
つ
か
り
合
い

り
に
あ
る
建
物
を

し

れ
る

⻤
達
を
吹
き
飛
ば
す

撃
波
と
な
り
大
き
な

発
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
黒
の
あ
の
技
は

シ
か
ら
し
た
ら
ス

 

ン
ド
で
は
な
く

ル
ピ

ナ
み
た
い
じ

な
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怠
惰

そ
れ
を

ピ

ソ
ナ
フ

ン
に

た
ら
ぶ

飛

 
ば
さ
れ
る
気
が
す
る

 

 

そ
こ
ま
で
か

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
そ
こ
は
置
い
て
お
い
て
一

ア

 
ト
ラ
ス
さ
ん
は

ピ

の
作
者
様
に
許
可
を

 

て
か
ら

ル
ソ
ナ
第

作
目
こ
と
異
文
録
を
作

 

た
み
た
い
だ
よ
だ
か
ら

ピ

が
モ
デ
ル
で

 
ピ

ソ
ナ
が
出
来
た
と
か

 

 

う
そ
ん
な

が

 
怠
惰

そ
う
だ
か
ら
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
け
ど
も

 
フ

ン
に
は
失
礼
だ
か
ら
気
を

け
る
よ
う
に

 

 

う
む

 
怠
惰

ま

で
も
黒

の
あ
の
技
は

か
に
そ
の

つ
を

 
モ
デ
ル
に
作

た
ん
だ
け
ど

と
い
う
か

り
取

 
る
者
を
出
し
た
時
点
で
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か
に
あ
や
つ
は
そ
こ
か
ら
の

 
怠
惰

ま

後

は
し
て
な
い
け
ど

さ
て
そ
ろ
そ
ろ

 

的
に
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
の

で
終
わ
ろ
う

 
か

 

 

う
む
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
６
２
話
 
狼
兄
妹
と
義
娘
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ス
マ

ゲ

ム
の
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
特
別

チ

を
引
き
に
引
き

ま
く

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

な
お
全
て

死
し
ま
し
た

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な

の
で
数
日
前
に
投
稿
し
な
か

た
分
の
話
を
ど
う

 
黒
と
勇
儀
が
ぶ
つ
か
り
合
い
を
初
め
理
久
兎
が

ル
ス

＆

マ
メ
を

手
に
し
だ
し
て
い
る

頃

中

場
で
は

 
亜
狛

あ
れ

俺
が
一
番

り
か
な

 

で
暴
徒
と
化
し
て
い
た
⻤
や
妖
怪
達
を

調
に

ぎ

し
て
い
き
集
合
場
所
の

場
へ
と

や

て
来
た
が
ど
う
や
ら
自
分
が
一
番

り
み
た
い
だ

 
亜
狛

マ
ス

達
が

い

て
事
は
何
か
が
あ

た
の
か

 
な

そ
う
い
え
ば
遠
く
で

発
と
か
し
て
た
し

 
所
々
で

発

が
聞
こ
え
て
き
た
り
し
た
が
何
か
あ

た
の
だ
ろ
う
か

ま
さ
か
マ
ス

や
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黒
さ
ん
や
耶
狛
に

て
何
か
物
を

し
た
り
と
か
は
し
て
な
い
よ
な

ま

耶
狛
は
と
も
か
く

と
し
て
マ
ス

や
黒
さ
ん
は

度
が
あ
る
し
大
丈
夫
だ
よ
な

 
亜
狛

し
か
し

も
来
な
い
な

 
一
体
だ
れ
が
自
分
の
次
に
来
る
の
か
と
思

て
い
る
と

 

ン

 
亜
狛

ん

お

と

 
真
上
か
ら
何
か
が

ち
て
き
た
た
め
す
ぐ
に

け
る
と
自
分
の
い
た
場
所
に

ち
て
く
る

そ

れ
は
大
き
な

だ

た

す
る
と
そ
の

か
ら

 
キ
ス
 

一

 
キ
ス
メ
が
不
服
そ
う
な

で
出
て
き
た

 
亜
狛

俺
を

い
ま
し
た

 
キ
ス
 

 
ど
う
や
ら
自
分
を

て
や

て
来
た
み
た
い
だ

つ
ま
り

の
者
達
と
同
じ
暴
徒
と
化
し
て

い
る

な
ら
ば
手
加
減
な
ん
て
す
る
訳
な
い

 
亜
狛

ふ
ん
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ク
ナ
イ
を
投
げ
つ
け
る
と
キ
ス
メ
は
サ

と
上
空
へ
と
飛
ん
で

け
る
が

け
目
を
作
り
投

し
た
ク
ナ
イ
を
中
へ
と
入
れ
る

そ
し
て
キ
ス
メ
の
死

に

け
目
を

開
さ
せ
る
と

 
ピ
チ

ン

 
投

し
た
ク
ナ
イ
が
見
事
に
キ
ス
メ
の

中
に
命
中
し
キ
ス
メ
は

ち
て
く
る

 
キ
ス
 

 
そ
し
て
目
を
回
し
な
が
ら

れ
た

急
所
は

え
て
外
し
た
し
問

は
な
い

し
た
ク
ナ
イ

を
回
収
し
キ
ス
メ
に
処
置
を

す

 
亜
狛

ら
起
き
て
く
だ
さ
い

 
キ
ス
 

ロ

 
起
き
た
キ
ス
メ
は
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
る

ピ
チ

た
影

で
記
憶
が

け
て
い
る

の
か
な

 
亜
狛

キ
ス
メ
さ
ん

つ
お
願
い
し
て
も
良
い
で
す
か

 
キ
ス
 
 

・

 
亜
狛

怪
我
を
し
て
い
る
妖
怪
達
を
地
霊
殿
ま
で
運
ん
で
下

 
さ
る
と
助
か
る
ん
で
す
が
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先
程
か
ら
す
る

発

で
怪
我
人
が
い
る
だ
ろ
う
し
そ
れ
に
人
手
は
多
い
に

し
た
こ
と
は
な

い

そ
し
て
自
分
の
要

を
聞
い
た
キ
ス
メ
は
コ
ク
コ
ク
と

く

 
亜
狛

そ
れ
で
は
お
願
い
し
ま
す

 
キ
ス
 

 
ニ
コ
リ
と

い
な
が
ら

き
空
を
飛
ん
で
去

て
い

た

 
亜
狛

さ
て
と
救
助
の
手
は
回

た
し
後
は

 

 

お

い

 
と
少
し
先
の
方
か
ら

が
聞
こ
え
る

の
す
る
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
元
気
な

で

手
を

る
耶
狛
が
い
た

や

と
来
た
か
待
ち
く
た
び
れ
た

そ
し
て
見
た
感
じ
か
ら
し
て
耶
狛

し
か
い
な
い
み
た
い
だ

と
り
あ
え
ず
返
事
と
し
て
手
を

る
い
な
が
ら

 
亜
狛

耶
狛

こ

ち
だ

 
と

ぶ
と
耶
狛
は

け

で

方
へ
と
来
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
が
一
番

り

 
亜
狛

あ

マ
ス

も
黒
さ
ん
も
ま
だ
来
て
な
い
み
た
い

 
だ
よ
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耶
狛

ふ

ん
そ
う
い
え
ば
さ

き
か
ら
そ
こ
か
し
こ
で

 
発
す
る

が
聞
こ
え
る
け
ど
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

い
い
や
俺
は

本
的
に
物
は

し
て
な
い
し

す
前

 
に

を
つ
け
る
よ
そ
れ
を

う
な
ら
耶
狛
の
方
が

 
人
的
に
は
怪
し
い
ん
だ
け
ど

 
そ
の

葉
を
聞
き
耶
狛
は
ブ
ン
ブ
ン
と

を

に

る
う

 
耶
狛

う
う
ん

私
も
暴
徒
達
を
退
治
す
る
に
当
た

て
何

 
も

し
て
な
い
よ
本
当
だ
よ

 
真

な

で

方
を
見
て
く
る

耶
狛
は

本
的
に
嘘
を
つ
く
の
が
下
手
な
た
め
す
ぐ

や

行
動
に
出
る
の
お

み
だ

だ
か
ら
こ
の

そ
し
て
動
作
も

ち
着
い
て
い
る
た
め
本
当
に
何

も

し
て
な
い
み
た
い
だ

 
亜
狛

て
こ
と
は

 
耶
狛

う
ん
十
中
八
九
で
マ
ス

か
黒
く
ん
が
大
暴
れ
し

 
て
る
よ

 
自
分
の
中
で
は
マ
ス

と
黒
さ
ん
は
ス
マ

ト
に
仕
事
を
こ
な
す
よ
う
な
イ
メ

が
あ
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た
が
違

た
み
た
い
だ

ま

マ
ス

な
ら
当
た
り
前
か
も
し
れ
な
い
け
ど

 
亜
狛

ま

た
く
マ
ス

に
黒
さ
ん
は

そ
れ
よ
か
マ
ス

 

は
散
々

修

や
ら
ど
う
の

て

て
た

 
の
に
自
分
か
ら

し
て
ど
う
す
る
ん
だ
か

 
耶
狛

う

ん

は

き

と
リ
フ

ム
だ
よ

 
亜
狛

何
と
い
う
事
で
し

う
⻤
達
が
作

た
建
造
物
や
ら

 
が
綺

さ

り
な
く
な
り
瓦
礫
へ
と

変
わ
り

 

て
そ
れ

に
な
ら
な
い
か
ら

 
耶
狛

だ
よ

 
流

に
そ
れ
は
無
理
が
あ
る
し

に
な
ら
な
い

と
い
う
か
絶
対
に
マ
ス

こ
こ
最
近

暴
れ
る
機
会
が
少
な

い
や
な
り
に
あ

た
け
ど
絶
対
さ
と
り
さ
ん
と
の
関
係
性
に

れ
が
出

て

さ
晴
ら
し
し
て
る
よ
な

 
耶
狛

で
も
マ
ス

達
が

い

て
こ
と
は
何
か
あ

た

 

て
事
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
な
る
よ
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あ
の

人
が

い

て
事
は
大
方
そ
う
い
う
事
だ
ろ
う

あ
の

人
な
ら
問

は
な
い

だ

て
マ
ス

の
生
命
力
は

み
黒
さ
ん
の
生
命
力
は
ム
カ
デ

み
に
あ
る
の
だ
か
ら

 
耶
狛

で
も

だ
よ

 
亜
狛

文
句
は

わ
な
い
も
ん
だ

耶
狛

 
だ
が
実

の
所
は
耶
狛
の

う
通
り
で

な
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

そ
う
だ

な
ら
マ
ス

と
黒
く
ん
の
加

を
し
た

 
ら
ど
う
か
な

 
亜
狛

う

ん
で
も
あ
の

人

て
意
外
に
も
戦
闘
狂
だ
し

  

ろ

邪
魔
だ
退
け

と
か

わ
れ
そ
う
な
イ
メ

し
か

か
な
い
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

め
た
方
が
良
い

 
耶
狛

う

ん
そ
れ
だ
と

だ
よ

 
亜
狛

そ
う

わ
れ
て
も
な

都
合
良
く
自
分
達
の

手
を

 
し
て
く
れ
る
妖
怪
な
ん
て
い
る
の
か
な

 
ち

と

く
に
来
れ
ば
キ
ス
メ
さ
ん
と
戦
え
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
な

ま

で
も
キ
ス
メ
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さ
ん
と
戦

て
も
耶
狛
か
ら
し
た
ら
不
完
全

か

 
耶
狛

希
望
を
持
て
ば
き

い
る
よ

 
亜
狛

希
望

て

 
い
や
そ
の
自
信
は
何
処
か
ら
来
る
ん
だ
よ

だ
が
ま

そ
ん
な
ポ

テ

ブ
思

は
耶
狛
の
自

分
の
妹
の
良
い
所
だ

 
亜
狛

本
当
に
ポ

テ

ブ
だ
よ
な

 
耶
狛

え
へ
へ

 
亜
狛

い
や

め
て
は

 
耶
狛

何
で
す
と

 
こ
う
も
性
格
が
違

た
り
す
る
と
絶
対
に

か
ら
見
た
ら
兄
妹
だ
な
ん
て
思
わ
れ
な
い
だ
ろ
う

な

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
耶
狛
を
見
て
い
る
と
ふ
と
何
か
自
分
達
に
危
機
が

て
い
る
と

い
う
第
六
感
が

く

そ
れ
は
耶
狛
も
同
じ
な
の
か
真

な

に
な

て
い
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

分
か

て
る
合

で

け
る

 
と

て
い
る
と

々
に
と
危
険
が
向
か

て
く
る
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亜
狛

今
だ

 
耶
狛

と

 
す
ぐ
に
そ
の
場
を

け
る
と
何
か
が

ス
ピ

ド
で
自
分
達
の
い
た
地
点
を
通

て
い

た

さ

き
の
キ
ス
メ
と
い
い

襲
が
流
行

て
い
る
の
か

 
亜
狛

何
な
ん
だ
今
の

 
耶
狛

ふ
ん

ふ
ん

こ
の
匂
い
は

 
そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
自
分
達
が

け
た
何
か
が

方
に
ス
ピ

ド
を

と
し
な
が
ら
向

か

て
く
る

そ
の
通

た
者
は
手

し

を

し
な
が
ら
歩
い
て
き
た
が
何
よ
り
も

に
御

下
げ
そ
し
て

耳
と
い
う
特

で
見
て
す
ぐ
に
分
か

た

 
亜
狛

お

 
耶
狛

お

ち

ん
こ
ん
な
所
で
何
し
て
ん
の

 
と

方
へ
と
向
か

て
き
た
お

は
自
分
達
を
見
て

 
お

何
か
こ
う
暴
れ
た
く
な

ち

い
ま
し
て

 
後
頭
部
を

り
な
が
ら
テ
ヘ

ロ
と
し
て
く
る

 
耶
狛

へ

そ
う
な
ん
だ
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亜
狛

な

ん
だ

て
そ
う
じ

な
い

 
嫌
々

暴
れ
た
く
な

ち

た

て
何
だ
よ

と
い
う
か
テ
ヘ

ロ
で

ま
す
な
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
こ
れ

 
亜
狛

完

に

の
妖
怪
達
と
同
じ
現
象
だ
な

 
ま
さ
か
お

も
こ
う
な

て
い
る
と
は

妖
怪
達
が
暴
徒
な

て
い
た
か
ら
も
し
か
し
て
と

思

て
は
い
た
が
実

に
こ
う
な

て
い
る
と
は

 
お

あ

そ
れ
と
あ
た
い
だ
け
じ

な
い
よ
お
父
さ
ん
お

 
⺟
さ
ん

 
と

た
直
後
今
度
は
空
か
ら
巨
大
な
玉
が
さ
な
が
ら

火
し
た
火
山
か
ら
降
り
注
ぐ
火

山

み
た
く

方
へ
と
降
り
注
い
で
き
た

 
亜
狛

耶
狛

俺
の
後
ろ
へ
行
け

 
耶
狛

こ
こ
は
私
が

 
亜
狛

良
い
か
ら

 
後
ろ
へ
と
耶
狛
が
行
く
と
い
つ
の
間
に
か
所
持
を
し
て
い
た

つ
の
刀
を
交

さ
せ
て

 
亜
狛

刀
 
不
協
和
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と
唱
え
て

り
合
わ
さ
せ
地
面
へ
と
突
き

す
と
無
数
の
白
い
怪
物
が
地
面
か
ら
現
れ
降
り

注
ぐ
弾
幕
に
向
か

て
い
き

殺
さ
せ
る

 
耶
狛

お

お
兄
ち

ん
何
時
か
ら
そ
ん
な

が
で
き
る

 
よ
う
に
な

た
の

 
亜
狛

何
時
か
ら
だ
ろ

 
そ
う
い
え
ば
何
時
か
ら
こ
ん
な
技
を
使
え
る
よ
う
に
な

た
の
だ
ろ
う
か

だ
が
そ
ん
な
の
は

後
だ

空
を
見
る
と
大
き
く
黒
い

を

ば
た
か
せ

に
は
キ

ノ
ン

を

え
る
お
空

が
い
た

 
お
空

あ
り

り

け
ら
れ
ち

た
よ

 
耶
狛

お
空
ち

ん
ま
で

 
お

お
空
そ
こ
は
し

か
り
と
仕

め
な
き

 
お
空

ご
め
ん
ご
め
ん

 
お
空
も
暴
徒
と
化
し
て
る
み
た
い
だ

ま
た
何
処
か
ら
か

撃
さ
れ
な
い
か
不
安
な
た
め
全
神

を

立
て
る
と

 
耶
狛

お

ち

ん

お
空
ち

ん
ま
さ
か
反

期
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コ

 
集
中
し
て
る
所
で
そ
ん
な
ボ

を
さ
れ

コ

て
し
ま
う

 
亜
狛

な
わ
け
あ
る
か

 
耶
狛

え

 
お

は

そ
う
か
こ
の
気
持
ち
は
反

期
な
ん
だ

 
お
空

お

そ
う
な
ん
だ

 

あ
れ

何
か
勝
手
に

し
て
る
ん
だ
け
ど

と
い
う
か
育
て
の
親
を

で
引
き

殺
そ
う
と
し
た
り
無
数
の
巨
大
な
弾
幕
で
襲
い
か
か

て
き
た
り
と
か
そ
ん
な
反

期
は
絶
対
に

な
い

だ
が
親
と
し
て
最

の
常

は
再
度
教
育
し
て
や
る
か

 
亜
狛

耶
狛
や
れ
る
か

 
耶
狛

う
ん

娘
達
の
た
め
な
ら
時
に
は
仏
に
な
る
よ

 
亜
狛

そ
れ
を

う
な
ら
⻤
な

ま

今
の
お

達
に
は
⻤

 
な
ん
か
よ
り
修
羅
の
方
が
合

て
る
か
も
だ
け
ど

 
お

と
お
空
も
や
る
気
満
々
に

方
を
見
て
く
る

や
り
た
く
は
な
い
が
こ
う
な

た
ら
手

だ
が
ま
と
め
て

手
し
て
ボ
コ
し
て

す
か
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亜
狛

行
く

お
前
達

 
耶
狛

ボ
コ
し
て
あ
げ
る

 
お

反

期
の
力

 
お
空

見
せ
ち

う
よ

 
そ
う
し
て
中

場
で
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

  
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
こ
の

兄
妹
の

手
が
ま
さ
か
の

 
火

と
八

と
は
の

 
怠
惰

ま

義
親
子
対
決
だ
よ

手
は
地
霊
殿
の

面

 
ボ
ス
と

面
ボ
ス
だ
か
ら

手
と
し
て
不

は
な

 
い
と
思
う
よ
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か
に
の

 
怠
惰

そ
れ
と
こ
の

ア
で
救
い
な
の
は
ボ

に
対
し
て

 
の
ツ

コ
ミ
が
し

か
り
い
る
所
だ
よ

 

 

ま

か
に
ボ

だ
け
じ

と
カ
オ
ス
じ

し
の

 
か
と
い

て
ツ

コ
ミ
だ
け
で
は
た
だ
う
る
さ
い

 

い
合
い
じ

し
の

 
怠
惰

そ
う
お

に
亜
狛
と
い
う
ツ

コ
ミ
が
い
て
く
れ

 
て
助
か
る
よ
書
く

と
し
て
は

 

 

メ

い

 
怠
惰

失
礼
コ

ン

で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
し
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
６
３
話
 
狼
兄
妹

義
娘
達

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ハ
ン

ル
ド
が
や
り
た
く
な
り
ソ
ロ
で
一
か
ら
ス

ト
し
た

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

気
づ
い
た
ら
朝
の

時
を
回

て
ま
し
た

そ
し
て

く
引
退
し
た

せ
い
か

が
下
が

て
て
ビ

ク
リ
し
ま
し
た

昔
の
俺
は
も
う
少
し
動
け
て
い
た
よ
な
何
て

思
い
こ
の
年
に
も
関
わ
ら
ず
年
を
取

た
と
思

て
し
ま
う
こ
の
頃

お

と
失
礼
そ
れ
で
は
そ

ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
そ
こ
か
し
こ
で
す
る

発

が

く
今
日
の
旧
都
そ
こ
の

場
で
は
亜
狛
と
耶
狛
の
兄
妹
と

お

と
お
空
と
の

対

の
戦
い
が
幕
を
開
け
て
い
た

 
お
空

で
り

 
お

行
く
よ

 
地
上
で
の
近

で
は
お

が

を

し
て
突
撃
と
強
襲
を
し
遠

で
は
お
空
の
容

な
い

援

撃
で
制
空

を
取
る
と
と
い

た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
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耶
狛

お
わ

と

 
亜
狛

流

は
娘
達
だ

 
向
か

て
く
る
お

を

け
飛
び
交
う
巨
大
弾
幕
は
自
分
達
も
弾
幕
を
使
い

殺
さ
せ
て
回

す
る
が
こ
れ
で
は
空
に
飛
べ
や
し
な
い
し
戦
い
の
主
導

を
彼
女
達
に
取
ら
れ
て
じ
り

だ

何
よ
り
も
こ
れ
で
は
自
分
達
は
受
け
に
回
り
す
ぎ
て
る

 
亜
狛

耶
狛
こ
の
流
れ
を
変
え
る

 
耶
狛

え

ど
う
す
る
の

 
亜
狛

シ

ト
作
戦

 
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
の

は
ニ

リ
と

う

安

な
名
前
だ
が
上
手
く
伝
わ

た
み
た
い

だ 
耶
狛

イ
ミ
ン
グ
は
よ
ろ
し
く

 
亜
狛

も
ち
ろ
ん
だ

 
お

お
父
さ
ん
に
お
⺟
さ
ん
こ
れ
で
も
話
を
す
る
余

が

 
あ
る
か
い

 
そ
う

う
と
お

は
手
を

げ
て
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お

 
怨
霊

依
妖

 
と
ス

ル
を
唱
え
る
と

で
お

が

ス
ピ

ド
で
突
進
し
て
く
る
と
同
時
に
何
処
か
ら

出
て
き
た
の
か
怨
霊
達
そ
し
て
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

達
を
従
え
て
突
撃
し
て
き
た

 
亜
狛

あ

大
い
に
あ
る
さ

 
懐
か
ら
玉
を
取
り
出
し
地
面
へ
と

き
つ
け
る
と
視
界
を

う

が
上
が
る

 
お

玉

 

に

れ
て
近
く
に

ち
て
る
手
頃
な

を
集
め
つ
つ
そ
の
場
か
ら
逃
げ
る
と

 
お
空

見
え
た

 
無
数
か
つ
巨
大
な
弾
幕
を

開
さ
せ
て
空
か
ら

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

す
る
と

の
中
か

ら 
耶
狛

そ
ら

 
と
耶
狛
の

が
聞
こ
え
る
と

の
中
か
ら
何
か
が
飛
び
出
す

そ
れ
は
お

と
共
に
い
た
ゾ

ン
ビ
フ

ア
リ

が
耶
狛
に
よ

て
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
み
た
い
だ

そ
し
て
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
ゾ

ン
ビ
フ

ア
リ

達
は
お
空
が

開
し
た
弾
幕
に
当
た
り
ピ
チ

た
と
同
時
に
当
た

た
玉
も

消
え
る
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お

あ
た
い
の
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

 
を

し
て
く
る
と
は

 
耶
狛

ま
だ
ま
だ
な
の
だ
よ

 
消
え
か
か

て
い
る

か
ら
お

と
耶
狛
が
出
て
く
る
と
耶
狛
は
自
分
の
前
へ
と
来
る

今
が

チ

ン
ス
だ

 
亜
狛

行
く

耶
狛

 
耶
狛

 
近
く
に
あ

た

を

け
目
へ
と
入
れ
る
が

つ
だ
け

し
そ
し
て

く
上
へ
と
投
げ

イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

 
亜
狛

シ

ト

 
耶
狛

か
ら
の

大

 

り
飛
ば
し
た

は
耶
狛
の
能
力
で
巨
大
化
し
お

に
向
か

て
い
く

 
お

う
わ

 
お
空

さ
せ
な
い
よ

 
お

へ
と
当
た
る
直
前
で
お
空
が

て
入
り

手
の
キ

ノ
ン

で
巨
大
化
し
た

を

い
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の
け
る
と

は

に
な

て
消
え
る

 
耶
狛

あ
わ
わ

お
兄
ち

ん
次
の
作
戦

 
亜
狛

も
う
打

て
あ
る

 
耶
狛

え

ど
う
い
う

て
そ
う
い
う
事

 
ど
う
や
ら
耶
狛
は
気
づ
い
た
み
た
い
だ

た

を

け
目
へ
と
入
れ
地
底
の
天

の

リ

リ
か
ら

と
し
て
い
る
事
に

そ
し
て
そ
の
下
に
は
無
論
で
お
空
と
お

が
い
る
の
だ

 
耶
狛

大

 
と

う
と

ち
て
い
く

は
巨
大
な
大

へ
と
変
わ
り
お

と
お
空
に
向
か

て
降
り
注
ぐ

 
お

ん
に

 
お
空

こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら

 

を
打
ち

と
そ
う
と
し
て
き
た
た
め
刀

手
に

え
一
気
に

を
つ
め
る
と
そ
れ
に
続
き

耶
狛
も

刀
を
持

て
向
か

て
い
く

 
亜
狛

お

お
空

 
耶
狛

と
マ
マ
を
出
し

こ
う
だ
だ
な
ん
て

年
ぐ

 
ら
い

い
よ
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一

人
が

つ
か
な
い
よ
う
に
刀
を
峰
に
し
て
斬
り
つ
け
耶
狛
も
峰
に
し
て
斬
り
つ
け

る 
お
空

う

と

 
キ

ノ
ン

を

に
し
て
自
分
達
の
一
撃
を
防
ぐ
が
そ
ん
な
チ
ン

ラ
し
て
い
て
良
い
の
か

々
と

が

ち
て
き
て
い
る
と
い
う
の
に

 
お

こ
の
ま
ま
だ
と

が

 
亜
狛

さ

ど
う
す
る

 
お

 
お
空

お
父
さ
ん
お
⺟
さ
ん
⻤

で
し

 
け

結

心
に
グ
サ
リ
と
く
る

葉
だ
な

だ
が
そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は

 
耶
狛

ご
め
ん

人
共

勝
負
な
ら
話
は
別
だ
よ

 
と

あ
る
意
味
で

り
き

た
返

を
し
た

あ
れ
グ
サ
リ
と
き
て
ふ
の

て
俺
だ
け

い

や
そ
ん
な
事
は
な
い
よ
な

だ
が
耶
狛
を
見
習

て

り
切
る
の
も
大
切
か

 
亜
狛

も
う
時
間
が
な
い
が
ど
う
す
る
ん
だ

 
お
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お
空

そ
ん
な
の
な
い
よ

 
耶
狛

覚
悟
は
決
め
て

 
こ
の

は
ど
う
回

す
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
た
そ
の
時
だ

た

何
処
か
ら
と
も

な
く
光
の
レ

ザ

が
現
れ

ち
て
い
く

に
直
撃
す
る
と

を
消

さ
せ
た

 
耶
狛

う

 
亜
狛

何
が
起
き
た
ん
だ

 
突
然
の
事
で
ビ

ク
リ
し
た

レ

ザ

が
飛
ん
で
き
た
方

か
ら
し
て

ま
た
マ
ス

か 
お

何
か
分
か
ん
な
い
け
ど
チ

ン
ス

 
お
空

そ
れ

 
亜
狛

く

 
耶
狛

う

と
と
と

 

撃
を
弾
か
れ

人
は

を
取
る

そ
し
て

 
お

霊
 
食
人
怨
霊

 
お
空

核
熱
 
核
反

制
御
不
能
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物

く
嫌
な
ア
ラ

ム

と
明
ら
か
に
危
険
な
注
意
マ

ク
が
現
れ
た
か
と
思
う
と

巨
大
な

弾
幕
そ
し
て
そ
の
間
に
は
無
数
の
小

の
弾
幕
が
入
り
交
じ
り
自
分
が

え
る
事
じ

な
い
が

り
の
事
な
ど
お

い
な
し
と

わ
ん
ば
か
り
に
襲
い
か
か
る

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

は
い
な

仙
術
十
三
式
空

 
空

が
自
分
達
を

み
込
み
ト

チ
カ
さ
れ
防
御

と
な
り

り
く
る
弾
幕
に
当
た
る
が
全
て

ブ
ロ

ク
し
て
打
ち
消
す

 
耶
狛

け

こ
う

い
か
も

 
亜
狛

仕
方
な
い
上
に
逃
げ
る

 
耶
狛

う
ん

 
能
力
で

け
目
を
作
り
そ
れ
を
耶
狛
が

大
に
よ
る
強
化
で
自
分
達
が
入
れ
る
よ
う
な
大
き
さ

へ
と
変
化
さ
せ
る

 
亜
狛

行
く

 
耶
狛

は
い
な

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

け
目
へ
と
入
り
お
空
と
お

の

後
へ
と
出
る
と

人
は
す
ぐ
に
自
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分
と
耶
狛
の
存

に
気
が
つ
い
た
の
か
目
を
点
に
し
て
見
て
い
た

 
お

ん
に

 
お
空

う

 
亜
狛

今
度
は
俺
と

 
耶
狛

私
の

ン

 
手
に
神
力
を
集
中
さ
せ
巨
大
な
手
裏

を
作
り
耶
狛
は
何
か
ミ
サ
イ
ル

と
で
も

え
ば
良

い
の
か
そ
ん
な
物
を
気
で

山
作
り
出
す

 
亜
狛

秘
技
 
巨
大
分

反

十
方
手
裏

 
耶
狛

大
小
 
ど
ん
ぐ
り
の

比
べ
対
決

 
ス

ル
を
唱
え
思
い

き
り
手
裏

を
投

し
耶
狛
も
作

た
様
々
な

の
ど
ん
ぐ
り
を

た 
お
空

そ
ん
な

撃
な
ん
て
消
し

に
す
る
よ

 
お

行

て
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

達

 
お
空
は

手
の
キ

ノ
ン

か
ら
ビ

ム
を
出
し
手
裏

を

撃
し
お

は
ま
た
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

達
を
出
現
さ
せ
耶
狛
の
弾
幕
に
迎
え
撃
つ

だ
が
耶
狛
は
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
そ
ん



 第４６３話 狼兄妹 義娘達

な
の
は
想
定
内
だ

 
お
空

う
に

 
お

え

 
だ

て
こ
の
手
裏

は

殺
ま
た
は
何
処
か
に
当
た

た
時
が
本
来
の

果
が
発
揮
さ
れ
る
の

だ
か
ら

 
耶
狛

わ

手
裏

が
い

い

 
そ
れ
は
巨
大
手
裏

が

さ
れ
た

間
に
無
数
の
手
裏

が
襲
い
か
か
る
代
物
だ
か
ら
だ

 
お

だ

だ
け
ど
こ
の
ぐ
ら
い
な
ら

 
亜
狛

は
た
し
て
そ
う
か
な

 
お

え

ふ

 
分

な
ら
ま
だ
可
愛
い
か
も
な

だ

て
こ
の
ス

ル
は
追
加
で

回
の
反

す
る
の
だ
か

ら

し
か
も
耶
狛
が

た
ど
ん
ぐ
り
弾
幕
そ
し
て
お

の
指

で
向
か

て
き
た
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

の
そ
れ
ら
に
当
た

て
反

し
起
動
は
予

不
可
能
な
の
だ
か
ら

 
お
空

そ
ん
な
物
は

し
て
進
む

 
キ

ノ
ン

を
チ

さ
せ
な
が
ら

え
レ

ザ

を

ち
手
裏

や
ど
ん
ぐ
り
弾
幕
の
大



 第二十五章 耶狛の冒険記

半
を
消

さ
せ
更
に
は

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
ゾ
妖

き

 
ゾ
妖

ま
せ

は
ん
た

ク

 
ゾ
ン
ビ
フ

ア
リ

と
も
ピ
チ

ら
し
た

 
お

そ
れ
た
だ
の
脳

じ

ん

だ
け
ど
そ
れ
し
か
な

 
い
よ

お
父
さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
と
や
り
あ
う
な
ら

 
成
る
程
防
御
は
せ
ず

て
身
で
来
る
か

な
ら
ば

方
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て

き

す
の
み

だ 
亜
狛

な
ら
そ
れ
を
迎
え
撃
つ

 
耶
狛

か
か

て
き
な
よ

人
共

 
と

た
そ
の
直
後
だ

た

突
然
自
分
達
の
い
る
場
所
は
大
地

が
起
き
建
物
を

し
天

か
ら
は

が
降
り
注
い
で
く
る

 
耶
狛

な

何

 
亜
狛

何
が



 第４６３話 狼兄妹 義娘達

 
お

ど
う
な

て
る
ん
だ
い

 
お
空

う
に

 
何
が
起
こ

て
い
る
ん
だ

ま
さ
か
ま
た
マ
ス

が
や
ら
か
し
た
の
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
た
次
の

間

 
ド
ゴ

ン

 
と

大

発
が
北
で
起
こ

た
か
と
思
う
と

巨
大
な
弾
幕
が

し

せ
て
き
た

 
耶
狛

何
こ
れ

 
亜
狛

な

 
お

ふ

 
お
空

う
に

 
直
感
が

く
あ
れ
は
危
険
だ
と

す
ぐ
に
自
分
達
は
南
へ
と
逃
げ
よ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

逃

げ
た
先
の
南
か
ら
と
て
つ
も
な
い

撃
波
が

し

せ
て
き
た

 
亜
狛

あ
ぐ

 
耶
狛

キ

 
お

に
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お
空

ふ
ぐ

 

撃
波
に
吹

飛
ば
さ
れ
そ
し
て

後
か
ら

り
く
る
巨
大
な
光
弾
に
自
分
達
は
直
撃
し

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
大
き
な

弾

が

回

き
渡

た

 
亜
狛

が
は

 
耶
狛

う

 
お

ど

ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に

 
お
空

キ

 
力

き
自
分
達
は
地
上
へ
と

下
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

怠
惰
よ
最
後
の

て

 
怠
惰

ま

そ
れ
ら
は
次
回

降
を
見
れ
ば
分
か
る
よ

 

 

あ
の
光
玉
は
恐
ら
く
じ

が
あ
の

撃
波

て
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怠
惰

ま

物
事
は

が

て
い
く
か
ら

 

 

ふ

不

な
奴
等
じ

わ
い

 
怠
惰

ま

仕
方
な
い

 

 

大
変
じ

な

 
怠
惰

ま

彼
は
後
が
大
変
だ
ろ
う
け
ど

 

 

か
に
ボ
コ
ら
れ
は

定
じ

な
し
か
し
本
当
に

 

な
の
は
何

ま
た
急
に
妖
怪
達
は

 
怠
惰

ま

そ
れ
も
見
て
い
け
ば
分
か
る
さ
恐
ら
く
あ

 
ち
を
一

に
見
て
く
れ
て
い
る
読
者
様
な
ら
も
し

 
か
し
た
ら
分
か
る
か
も

 

 

何
か
起
こ

て
お
る
の
か

 
怠
惰

さ

ど
う
で
し

う

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
そ

 
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か

 

 

ぐ
ぬ
ぬ
仕
方
な
い
の
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ

 
し
く
頼
む
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怠
惰

そ
ん
じ

ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
６
４
話
 
立
ち
塞
が

た
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

つ
い
に
今
日
で
平
成
も
終
わ
り
と
な
り
数
時

間
後
に
は
令
和
と
な
り
ま
す

新
年

に
な

て
も
こ
の
小
説
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま

す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
時
間
は
少
し
前
旧
都
の
南

で
は
黒
と
勇
儀
の

突
に
よ
り

撃
波
が
生
ま
れ

り
の
建
物

は
全
て

し
瓦
礫
の
山
へ
と
変
わ

て
い
た

そ
し
て

心
の
黒
は
と
い
う
と

 
黒
 

つ
つ

 
自
分
の
上
に

か
る
瓦
礫
を
退
か
し
起
き
上
が
る

こ
の
時
に

り
を
見
て
一
気
に
火

て
る

の
体
が

え
る

何

な
ら

 
黒
 

ま

ま
ず
い

 
手
加
減
し
て
建
物
を

さ
ぬ
よ
う
に
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
南

の
建
物
の

ど
が

し
て
い
た
か
ら
だ

こ
れ
は
下
手
し
た
ら
主
の

が
自
身
の
頭
に
向
か

て

た
れ
る
に
違
い
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な
い

 
黒
 

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

 
と

て
い
る
と
近
く
の
瓦
礫
が
動
き
だ
し
そ
こ
か
ら

 
勇
儀

ふ

 
先
程
ま
で
戦

て
い
た
勇
儀
が
現
れ
る

 
勇
儀

し

か
し
私
達
が
暴
れ
て

し
た
と
は
い
え
こ
れ
は

 

い
惨
状
だ

 
黒
 

勇
儀

俺
は
今
日
死
ぬ
か
も
し
れ
ん

 
勇
儀

は

ど
う
し
て
ま
た

 
黒
 

恐
ら
く
主
の

で
頭
を

か
れ
る
だ
ろ
う

だ
か

 
ら
せ
め
て

を

し
て
お
こ
う
と

 
恐
ら
く
自
分
に
と

て
今
日
が
最
後
の
日
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
そ
う

う
と
勇
儀
は

ラ

ラ
と

う

 
勇
儀

大

だ

理
久
兎
は
そ
こ
ま
で
小
者
じ

な
い

 
し

だ

て
大
き
い
ん
だ
そ
の
ぐ
ら
い
じ
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黒
 

い
い
や
主
に
は
建
物
は

さ
な
い
よ
う

わ
れ
て
い

 
て
な

 
勇
儀

だ
か
ら
大

だ

て

ま

あ
れ
だ
よ
後
で
私
も

 
一

に
謝

て
や
る
か
ら
さ

 
黒
 

そ
の
時
に
な

た
ら
頼
む

 
何

だ
か
こ
い
つ
が
心
強
く
思
え
た

し
か
し
さ

き
と
比
べ
る
と
大
人
し
く
な

た
な

 
黒
 

お
前
は
何
で
挑
ん
で
き
た
ん
だ

 
勇
儀

ん

た
ろ
私
達
の
部
下
を

ぎ

し
て
い
く
の

 
に

が
立

た

て
部
下
達
の
喧
嘩
を
見
な
が
ら
酒

 
を
飲
ん
で
楽
し
ん
で
る
所
に
お
前
さ
ん
が
乱
入
し
て

 
来
た
か
ら

く

て
や
ろ
う
と
思

て
な

 
黒
 

そ
う
か

 
こ
こ
で
戦
闘
狂
め
と

い
た
い
所
だ
が
そ
れ
は
自
分
も
ま
た
同
じ
た
め

い
返
せ
な
い
な

楽

し
み
を

わ
れ
る

さ
は
良
く
分
か
る
の
だ
か
ら

 
勇
儀

し

か
し
こ
れ
ど
う
す
る
か

部
下
達
も
こ
の
下
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に

も
れ
て
る
訳
だ
し

 
黒
 

あ

 
ど
う
す
る
べ
き
か
と
思
い
な
が
ら

り
を
見
て
い
る
と
地
面
か
ら
何
か

の
よ
う
な
物
が
生
え

て
い
る
の
に
気
が
つ
く

し
か
も
見
た
目
は
も
ふ
も
ふ
と
し
て
い
て
何
処
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る

だ
 
黒
 

 
近
づ
き
そ
れ
を
思
い

き
り

む
と

 

 

キ

イ
ン

 
と
何
か
小
さ
な

鳴
が
聞
こ
え
る

と
り
あ
え
ず

か
の
体
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
の
は
分

か

た
た
め
そ
の

の
何
か
を
引

る
と

 
耶
狛

い

 
地
面
か
ら
引

こ

き

へ
と
上
が

た
者
を
見
る
と
そ
れ
は
耶
狛
だ

た

ど
う
や
ら
地
面

か
ら
生
え
て
い
た
の
は
耶
狛
の

だ

た
み
た
い
だ

耶
狛
は
空
中
で
受
け
身
を
と
り
地
面
へ

と
着
地
す
る

 
耶
狛

う

ん

が

黒

だ
よ

私
の

を
引
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た
の

て

レ
デ

に
と

て

は

 
と

て
も
デ
リ

ト
な
ん
だ
か
ら

 
黒
 

悪
い
な

 
だ
が

い
た
い

レ
デ

に
と

て
と

う
が
獣
が

じ

て
る
レ
デ

が
こ
の
世
界
の

大
半
を

め
る
な
ら
そ
れ
を

て
も
可

し
く
は
な
い
が

ど
の
女
性

て

は
生
え
て
な

い
だ
ろ

 
勇
儀

お
や
耶
狛
じ

な
い
か

 
耶
狛

勇
儀
ち

ん
だ

て

そ
れ
よ
り
も
お

 
兄
ち

ん
や
お

に
お
空
は

 
黒
 

一

だ

た
の
か

 
耶
狛

う
ん
さ

き
ま
で
戦

て
て
そ
し
た
ら
北
か
ら
大
き

 
な
弾
が
飛
ん
で
く
る
し
南
か
ら
は

撃
波
が
飛
ん
で

 
く
る
し
も
う
散
々
だ
よ

 
北
か
ら
大
き
な
弾
か

主
は
一
体
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
黒
 

ま

分
か

た
と
り
あ
え
ず
亜
狛
達
を
探
そ
う
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耶
狛

だ

 
勇
儀

私
も
部
下
達
を
引

ら
な
い
と

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
各
々
で
皆
の
救
助
を
始
め
る
の
だ

た

そ
し
て
今
か
ら
数
時
間
前
に

る

マ
メ
と

ル
ス

の

ア
を

し
た
理
久
兎
の
前
に
何
者
か
が
立
ち
は
だ
か
る

 
理
 

う
今
度
の

手
は
お
前
か

ル
ス

と
か

マ
メ

 
と
か
三
下
の
⻤
よ
り
か
は
少
し
は
楽
し
め
そ
う
じ

 

か

 
と

立
ち
は
だ
か

た
者
い
や
こ
の
旧
都
を
治
め
る
者
こ
と
美
寿
々
に
向
か

て

う

 
美
 

ア
ハ
ハ
ハ
ま
さ
か
こ
う
し
て
ま
た
お
前
と
対

す
る

 
時
が
来
る
と
は

理
久
兎

 
理
 

で

何
で
ま
た
お
前
は
俺
の
前
に
立
ち
塞
が

た

 
そ
し
て
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

お
う
じ

 
な
い
か
美
寿
々

事
と
返

に
よ

て
は
お
前
で
も

 

き
の
め
す

 
美
 

そ
う
さ

私
も
ど
う
し
て
こ
う
な

た
か
は
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な
が
ら
分
か
ら
な
い
の
さ
部
下
達
の
⻤
や
妖
怪
達

 
は
勝
手
に
暴
れ
だ
し
た
か
ら

私
は
そ
れ
を
見
物

 
し
な
が
ら
酒
を
飲
ん
で
い
た
の
さ

 
こ
い
つ

め
も
し
な
い
で
酒
を
飲
み
な
が
ら
観
戦
と
は
は
良
い
度
胸
し
て
や
が
る

流

は
⻤

の
頭
領
と

い
た
い
が
治
安

持
の
仕
事
を
し
ろ
と
心
で
思

た

 
美
 

そ
し
た
ら
お
前
さ
ん
が
暴
れ

て
部
下
達
だ

た

 
り
妖
怪
達
だ

た
り
私
の
飲
み
友
達
を

し
て
い
く

 
か
ら

討
ち
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
仕
返
し

 
そ
し
て
何
よ
り
も

 
理
 

 
ブ
ロ

ク
し
て
あ
る

に
力
を
入
れ
て
き
た

す
ぐ
に
ブ
ロ

ク
す
る
の
を

め
て
下
が
る
と

美
寿
々
は
ニ
コ
リ
と

た

 
美
 

何
よ
り
も

私
は
お
前
と
久
々
に
戦
い
た
か

た
の

 
さ
こ
こ
最
近
は

チ
で
お
前
と
は
戦

て
な
か

た

 
か
ら
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美
寿
々
の

歩
で
地
面
が

れ
出
す

ど
う
や
ら
マ

で
一
戦
や
る
気
み
た
い
だ

ま

挑

ん
で
く
る
者
を

む
気
は
な
い

ろ
全
身
全
霊
で
挑
ん
で
く
る
美
寿
々
を

き

す
だ
け
だ

 
理
 

な
ら
今
一
度
お
前
に

き
込
ん
で
や
る
よ
旧
都
の

 
理
者
の

と
し
て
て
め

が

ん
で
る
事
を

 
美
 

う
じ

な
い
か

な
ら
今
度
こ
そ
お
前
は
私
の

 
下
で
強
制
土
下
座
を
さ
せ
て
あ
げ
る
よ

 
そ
う
し
て
自
分
の
前
に
立
ち
塞
が

た
美
寿
々
と
の
バ
ト
ル
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
平
成
最
後
の
投
稿
は
こ
こ
ま
で

 

 

次
回
は
新
年

の
令
和
か

 
怠
惰

だ

 

 

し

か
し
書

と
か
書
く

に
令
和
と
間
違
え
て

 
平
成
と
書
い
て
し
ま
い
そ
う
じ

の
う
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怠
惰

あ
る
あ
る
だ
よ

 

 

そ
う
い
う
の
が
あ
る
か
ら
不

じ

よ
な

 
怠
惰

ま

で
も
お
め
で
た
い
事
だ
か
ら

直
に
祝
わ
な

 
い
と

 

 

じ

な

 
怠
惰

そ
れ
と
前
書
き
で
書
い
た
と
は
思
う
け
れ
ど
年

 
が
変
わ

て
も
こ
の
小
説
し
い
て
は

の
小
説
も

 
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 

 

ま

末
で
す
ま
ぬ
が
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

さ
て
で
は
そ
ろ
そ
ろ
平
成
最
後
の
投
稿

 
を
終
わ
ろ
う
か

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
令
和
で
の
さ
ら
ば
じ
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第
４
６
５
話
 

美
寿
々

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

過
ご
し
て
き
た
ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
を

り
返
る
と

間
は
雑

夜
は
ゲ

ム
し
か
し
て
な
い
な
と
感
じ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

に
や
る
こ
と
が
な
い
の
か

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ
れ
し
か
な
い
で
す
よ

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど

う 

り
で
は
地

だ

た
り
建
物
が

れ
る

だ

た
り
断
末
魔
の

鳴
だ

た
り
が
起
こ
る

現

旧
都
の
北

で
は

 
美
 

そ
う
だ
よ
こ
の
興
奮
だ
よ

弾
幕
ご

こ
と
な
ん

 
て
い
う
遊
び
と
は
訳
が
違
う

れ
か
け
て
い
た
こ

 
の
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
気
持
ち
が
た
ま
ら
な
い

 
理
 

そ
う
か

弾
幕
ご

こ
も
大

変
わ
ら
ん
だ
ろ

 
美
寿
々
と
ぶ
つ
か
り
合

て
い
た

そ
し
て
自
分
か
ら

わ
せ
れ
ば
弾
幕
ご

こ
も
昔
み
た
い
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な

引
き
が
あ
る
し
大

変
わ
ら
な
い
気
が
す
る

ま

戦
い
で
死
ぬ

は

チ
バ
ト
ル
よ
り

少
な
い
が

 
美
 

理
久
兎
お
前
は
分
か

て
な
い
な
私
は
こ
の
殴
り

 

り
合
う
こ
の
戦
い
が
何
よ
り
も

き
な
の
さ

 
理
 

へ
い
へ
い
そ
う
で
す
か

 
そ
ん
な
事
を

べ
な
が
ら
美
寿
々
の

面
め
が
け
て
殴
る
が

え
ら
れ
反
面
で
美
寿
々
が

り

て
く
る
が

な
く
防
ぎ
と
戦
い
は
一
種
の
泥

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
た

何
せ
互
い
に
決

定
打
が
な
く
ぶ
つ
か
り
合
い
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら

と
い
う
か
美
寿
々
の
奴
前
よ
り
も

分

か
強
く
な

た
よ
う
な
気
が
す
る

 
理
 

前
よ
り
強
く
な

て
な
い

 
美
 

そ
う
思
う
か
い

そ
れ
は
そ
う
さ
お
前
と
戦

た
あ

 
の
日
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
そ
こ
ら

の
⻤
達
を
ボ
コ
し

 
な
が
ら
強
く
な

て
い

た
か
ら

 

を

え

を

せ
て
殴
り
か
か

て
く
る

だ
が
そ
の

を
平
手
で
受
け

め
る

改
め
て

わ
れ
る
と

か
に

み
が
あ
る

こ
れ
で

面
を
殴
ら
れ
れ
ば

が

け
る
ぐ
ら
い
じ

ま
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な
い
レ

ル
だ

 
理
 

か
に

い
な

 
お
返
し
に
美
寿
々
の

面
め
が
け
て
殴
る
が
美
寿
々
も
同
様
に
一
撃
を
受
け

め
る

 
美
 

や
る
じ

な
い
か

 

の

を
ピ
ク
ピ
ク
動
か
し
な
が
ら

て

て
く
る

だ
が
こ
の

を
見
た
だ
け
で
分

か
る

美
寿
々
の
奴
意
外
に
も

せ
我

し
て
る
と

ま

く
力
を
解

し
て
る
か
ら
仕
方

は
な
い
が

ぐ
ら
い
で
こ
こ
ま
で
と
な
本
気
の
１
０
０

に
な

た
ら

い
や
よ
そ
う

そ

ん
な
事
を
す
れ
ば
こ
の
自
分
の
力
に

え
れ
ず

発
四
散
は
愚
か
世
界
ま
で
も
が

発
四
散
だ

 
美
 

何
を

お
け
て
る
ん
だ
い
理
久
兎

 
理
 

う
お

 
自
分
の

を

み
思
い

き
り
投
げ
飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
に
受
け
身
を
と
る

 
理
 

ふ

危
な
い
危
な
い

 
美
 

お
前
が

手
な
ら
出
し

し
み
は
無
し
に
し
な
い
と

 
い
け
な
い
か

 
上
着
を
脱
ぎ

て
サ
ラ
シ
で

か
れ
た
胸
が

に
な
る
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美
 

私
を
楽
し
ま
せ
て
お
く
れ
よ
理
久
兎
さ
も
な
い
と
す

 
ぐ
に

り

し
て
や
る
か
ら
さ

 

力
が
自
分
の
体
に
か
か
る

そ
し
て
美
寿
々
の

体
に
は
変
化
が
現
れ
る

体
に

つ
も
の

ラ
イ
ン
が
現
れ

に
も
ラ
イ
ン
が

び
る

さ
な
が
ら

ト

の
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
そ

の
ラ
イ
ン
は

い
紅

の
光
を

ち
ラ
イ
ン
を
輝
か
せ
る

 
美
 

て
お
く
が
こ
れ
は
ま
だ
お
前
に
し
か
見
せ
て
な

 
い

何

な
ら
ば
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
強
大
で

 
り
に
あ
る
物
を
全
て
に

し
ち
ま
う
か
ら

 
た

た
の

め
の
一
歩
だ
け
を
踏
み
出
し
た
そ
の
直
後
地
面
は

れ
だ
し
美
寿
々
を
中
心
に

地
面
は

び

れ
地

変
動
を
起
こ
す

 
理
 

成
る
程

り
に
建
物
が
な
い
な
ら
や

て
も

 

て

え
か

 
美
 

あ

そ
う
さ
お
前
が

マ
メ
と

ル
ス

と
の
戦
い

 
で

し
て
く
れ
た
か
ら

そ
れ
に
お
前
さ
ん
は
気

 
づ
か
な
か

た
の
か
い
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理
 

は

何
に

あ
れ

 

わ
れ
て
み
て
よ
う
や
く
気
づ
い
た

先
程
ま
で
戦

て
い
た
⻤
に
妖
怪
達
は
愚
か

マ
メ
と

ル
ス

が
消
え
て
い
た
の
だ

 
美
 

お
前
と
殴
り
あ

て
い
た
時
に
彼
女
達
は
⻤
や
妖
怪

 
達
を
運
ん
で
逃
げ
て

た
よ

 
理
 

へ

お
前
に
し
て
は

え
た
じ

ん
か

 
つ
ま
り
先
程
ま
で
の
殴
り
合
い
は
誘
導

そ
し
て
本
命
は
彼
女
達
を
逃
が
す
た
め
だ

た
か

 
美
 

い
や
勝
手
に
逃
げ
て

た
だ
け
だ
け
ど

 

コ

 
理
 

お

お
い
お
い

 
変
な
予

を
し
て
し
ま

た
自
分
が
た
だ
単
に
格

悪
い
じ

な
い
か

 
美
 

ま

結
果
的
に
こ
れ
を
使
え
る
か
ら

々

だ
け
れ

 
ど

 
大
き
く

歩
を
踏
み
出
し
彼
女
は

を

え
て
殴
り
か
か

て
き
た

先
程
と
同
様
に

を

平
手
で
受
け

め
る
の
だ
が
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理
 

 
先
程
と
は
打

て
代
わ
り
半

じ

な
い
ぐ
ら
い

が

く

い
て
し
ま
う

し
か
も
受
け

め
た

か
ら

が
吹
き
出
し
た
の
だ

 
美
 

が

ラ
空
き
だ
よ

 
理
 

 
す
ぐ
に

え
た

を

り

て
後
退
し
美
寿
々
の

り
を

け
る

を
見
て
み
る
と
あ
り

え
な
い
方
向
を
向
い
て
お
り
力
が
上
手
く
入
ら
な
い

こ
れ
は

チ
で

し
た
み
た
い
だ

し

か
も
手
の

に
は
ま
る
で
弾

で
ぶ
ち

か
れ
た
か
の
よ
う
な

ま
で
空
い
て
い
て
今
も
な
お

が

れ
出
て
い
た

 
理
 

お
い
お
い
マ

か
よ

 
結

い

と
い
う
か
こ
ん
な
に
も

み
を
感
じ
る
と
は
思
わ
な
か

た

し
か
し
何

だ
ろ

う
か
何
十
何
百
年
と
い
う
久
々
の
身
体
の

み
な
の
に
つ
い
最
近
も

み
が
あ

た
気
が
す
る
の

は

た
が
そ
ん
な
の
は
後
だ
今
は

急
処
置
を
し
な
い
と

 
美
 

お
ら

 
だ
が
そ
ん
な
事
は
や
ら
せ
な
い
と

わ
ん
ば
か
り
に
美
寿
々
は

れ

ち
大
き
な
瓦
礫
と
な
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た
家
の
一
部
を

手
で
持
ち
上
げ
投
げ
飛
ば
し
て
く
る

 
理
 

い

 
普

か
ら
し
ま

て
い
る

を

開
し

で
飛
ん
で
く
る
瓦
礫
を

い
除
け

を

ば
た
か
せ

空
を
飛
び

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る

間
の
間
の
み
自
身
の
再

 
生
能
力
を

化
さ
せ
る

 
そ
う

い
身
代
わ
り

を
投
げ
る
と
束

つ
が

れ
て
な
く
な
る
と

を
受
け
て
い
る

は

を
び

し
り
と
生
や
し
手
の

か
ら

ま
で

い
や
が
て

が

け

ち
る
と

し

が

開
い
た

は
元
通
り
だ

 
理
 

や
れ
や
れ

 
し
か
し
と
ん
だ
出

に
な

ち
ま

た

し
か
も

り
の
建
物
と
い
い
修

や
ら
で
目
が
回

り
そ
う
だ

何
よ
り
も

を
書
い
て
い
る
さ
と
り
は
あ
ま
り
の
出

に

合
を
悪
く
し
て

込

む
か
も
し
れ
な
い

そ
れ
だ
け
は
何
と
し
て
も

し
な
く
て
は

 
美
 

お
前
は

な
手
品
を
使
い
や
が

て

 
理
 

手
品

違
う
な
こ
れ
は

な
能
力
さ

そ
れ
と
な
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美
寿
々
こ
こ
か
ら
は
少
し
本
気
を
出
す
か
ら
な

 
出

を

え
る
た
め
に
も
は
ど
う
す
る
の
か
そ
ん
な
の
簡
単
だ

事
態
が
よ
り

く
な
る
前
に

き

す

の

を

上
空
へ
と
投
げ

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
戦
い
の
間
の
み
自
身
の
力

 
の

を

解

す
る

 
と
そ
の
一

と
共
に

り
一

は
地

が
起
き
た
か
の
よ
う
に

れ
出
す

そ
れ
を
見
た
美

寿
々
は
ニ

リ
と
楽
し
そ
う
に
口
許
を

め
自
分
を
見
上
げ
る

 
美
 

さ

私
を
楽
し
ま
せ
て
お
く
れ
よ
理
久
兎

 
理
 

悪
い
が
美
寿
々
こ
こ
か
ら
は
戦
い
な
ん
て
感
じ
の
生

 

し
い
も
の
じ

な
い
こ
れ
は

 
一
気
に
空
を

け
て
美
寿
々
の

ぼ
目
の
前
へ
と

を

め
よ
り
霊
力
を

わ
せ
た

を

え
て

 
美
 

 
理
 

一
方
的
な
暴
力
だ

 
そ
う

い
美
寿
々
を
思
い

き
り
ぶ

と
ば
す
が

が
当
た
る
直
前
に

で
ブ
ロ

ク
さ
れ
た
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た
め

を
殴
れ
な
か

た
が
そ
れ
で
も
美
寿
々
は
何
百
メ

ト
ル
先
ま
で
吹

飛
ん
で
い
き
激
突

し
た
建
物
は

通
し

れ
て
い

た

 
理
 

こ
ん
な
の
は
コ
ラ
テ
ラ
ル
だ

 

し
方
な
い

こ
と
コ
ラ
テ
ラ
ル

メ

で
あ
る
と

い
聞
か
せ
な
が
ら
ぶ

飛
ん
だ

方
向
に
向
か

て

を

り

み
空
気

を
出
来
る

り
で
無
く
し
た
状
態
で
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ

ス

ト
体
制
を
取
る

 
理
 

よ

い

ど
ん

 
そ
さ
て
一
気
に

け
美
寿
々
に
追
撃
を
与
え
に
向
か
い
数
十
メ

ト
ル
先
で

 
美
 

や
り
や
が
る

 
美
寿
々
は
起
き
上
が

て
い
た

そ
れ
を
見
計
ら
い

 
理
 

雷

 
仙
術
の

雷
で
空
気
を
更
に

り
恐
ら
く
は
目
に
見
え
ぬ

度
で
一
気
に
近
づ
き
頭
に
ア
イ
ア

ン
ク
ロ

で

む

 
美
 

が

 
突
然
の
事
で
美
寿
々
は
う
な
り

を
あ
げ
る
が
そ
ん
な
の
関
係
な
し
だ

そ
の
ま
ま
地
面
に
向
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か

て
美
寿
々
を

し

 
理
 

チ

ウ
ン

 
ど
ご

ん

 
美
寿
々
の
後
頭
部
を
地
面
に
激
突
さ
せ
る
と
土

が
上
が

た

だ
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い

そ

の
ま
ま
美
寿
々
を
地
面
に

し
た
ま
ま
直
進
し
引
き
ず
る

 
美
 

ぐ

 
理
 

飛
ん
で
け

 
そ
し
て
引
き
ず
り
か
ら
美
寿
々
を
持
ち
上
げ
投
げ
飛
ば
す
が
美
寿
々
は
何
と
体
を
回
転
さ
せ
受

け
身
を
と
る
と

 
美
 

調
子
に
の
る
な
よ
理
久
兎

 
大
き
な
気
弾
を

て
く
る

で
そ
の
気
弾
を
弾
き
飛
ば
す
と
そ
こ
に
は
美
寿
々
が

を
こ

ち
ら
に
向
か

て

え
て
い
た

 
美
 

お
返
し
だ

 
理
 

仙
術
四
式

 
す
ぐ
に

を

く
さ
せ
一
撃
を

手
で

ん
で
防
ぐ

今
度
は
出

せ
ず
に
防
げ
た
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美
 

流

は
理
久
兎
だ
そ
う
こ
な
く

ち

も

と

 
私
と
ぶ
つ
か
り
合
お
う
じ

な
い
か

 
理
 

悪
い
が
そ
ん
な

⻑
に
し
て
る
時
間
は
な
い
ん
で

 
こ
ん
な
事
を
し
て
た
ら
旧
都
が
な
く
な

ち
ま
う
か

 
も
し
れ
な
い
し
な
す
ぐ
に

を
つ
け
て
や
る
よ

 

さ
え
て
い
る

手
を

方
へ
と
引

る

 
美
 

な

 
理
 

少
し

い
が
覚
悟
し
ろ
よ

 

手
で
美
寿
々
の

を
目
掛
け
て
下
か
た
ら
突
き
上
げ
殴
り
飛
ば
す
と

 
ゴ
キ

 
と

い

が
な
る
と
美
寿
々
の

が
あ
ら
ぬ
方
向
に

が
る

 
美
 

ぐ

 
理
 

お
ま
け
だ

 

手
を

し
引

た

に
出
た
遠
心
力
を

に
回
し

り

ち
美
寿
々
の

面
に
ぶ
つ

け
吹

飛
ば
す
が
動
く

で
地
面
を

み
受
け
身
を
と
る
と
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美
 

い
い
気
に
の
る
な

 
美
寿
々
の
体
に

か
れ
る
ラ
イ
ン
が
更
に
真

な
光
を

だ
す

そ
し
て

的
と
も
い
え

る
よ
う
な
妖
力
が
目
に
見
え
る
程
の
オ

ラ
を
出
す

 
美
 

全
て

さ
れ
ぶ

れ
ち
ま
い
な

 
そ
の
オ

ラ
は
地
底
の
空
へ
と
向
か

て

た
れ
る
と
大
き
な
玉
を
作
り
上
げ
る

だ
が
そ
の

玉
は
何
と
一
気
に
小
さ
く
な
り
小
さ
な
玉
へ
と
変
化
す
る

 
美
 

理
久
兎
お
前
な
ら
分
か
る
だ
ろ
こ
の

力
が

 
分
か
る
さ

そ
の
玉
に
は
美
寿
々
の

す
る
力
が

さ
れ
て
い
る
物

い
わ
ば
全
て
を

す
る
格

弾
と
大

変
わ
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
か
そ

ん
な
危
険
な
技
を

て
く
る
な
よ

 
美
 

秘
技
 

 
心
の
ツ

コ
ミ
空
し
く
美
寿
々
は
そ
れ
を

る
と
大
き
く

り
か
ぶ

て
投
げ
飛
ば
す
し
て

々
に
自
分
へ
と

て
く
る

自
分
が

け
た
て
し
て
も
地
面
に
当
た
れ
ば
こ
の
旧
都
全
体
が

さ
れ

々
に
な
る
こ
と
は

定
だ

 
理
 

仕
方

な
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今
出
せ
る
力
を
最
大

に
出
し
全
神

を
集
中
し
少
し
大
き
め
な
弾
を
作
り
出
す

 
理
 

 
ス

ロ
ウ
カ
ウ
ン

 
ス

ル
を
唱
え
美
寿
々
が

た
玉
に
目
掛
け

つ
と
美
寿
々
が

た
全
て
を

す
る

核

弾
を

み
込
む

 
美
 

め
た
だ
と

 
理
 

ま

め
た
に
は

め
た
が
そ
れ
だ
け
じ

な
い

 
そ
う
だ

て
わ
ざ
わ
ざ
カ
ウ
ン

て
い
う
名
前
が
う
い
て
い
る
ん
だ

そ
れ
だ
け
で
終
わ

る
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う

美
寿
々
の
一
撃
を
取
り
込
ん
だ
玉
は
ふ
わ
ふ
わ
と
美
寿
々
へ
と
向
か

て
い
く
と
自
分
は

く
り
と

手
を

て
い
く

 
美
 

ま
さ
か

 
す
ぐ
さ
ま
美
寿
々
は
後
ろ
へ
と
後
退
し
よ
う
と
す
る
が
も
う

い

を

り
終
え
た
と
同
時

に
弾
は

し
光
の

が

り
を

み
込
む

ス

ロ
ウ
カ
ウ
ン

そ
れ
は

手
の
エ
ネ
ル

の
技
を

収
し

収
し
た
分
だ
け
の
一
撃
を

手
に
返
す
技
な
の
だ

 
美
 

ち

ぐ

 
返

て
き
た
一
撃
を
美
寿
々
は
気
の

を
作
り

ド
す
る
が
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理
 

ま

少
し
大
人
げ
な
い
が
悪
く
思
う
な
よ

 
そ
う

い
小
さ
な
玉
を
光
の

へ
と

つ
と
光
の

は
よ
り
大
き
な
力
と
な
り
旧
都
を
更
に

み
込
む

 
美
 

が

 
ピ
チ

ン

 
と

弾

が
鳴
り

く
が
光
の

は
自
分
を
も

み
込
も
う
と
し
て
い
た

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 

に
空

を
使
い
光
の

か
ら
身
を
守
る

だ
が

 
ピ
チ

ピ
チ

ピ
チ

ピ
チ

 
と

更
に

弾
し
ピ
チ

る

が

き
渡
る

 
理
 

こ
れ
マ

で
や
り
過
ぎ
た
か
な

 
等
と

き
な
が
ら
身
を
守
り
数
分
す
る
と
光
の

が
消
え
旧
都
が
写
し
出
さ
れ
る

 
理
 

あ

あ
ち

 
そ
し
て

し
出
さ
れ
た
旧
都
の

上
に
も
う
そ
れ
し
か

う
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

つ
い
に
あ
の
⻤
は
常

を

し
た
の

 
怠
惰

ま

元
か
ら
常

を

し
て
る
け
ど

 

 

し
か
し
あ
や
つ
も
あ
ん
な

し
玉
が
あ
る
と
は
の

 
怠
惰

ま

で
も
あ
れ
は
元
々
は
な
か

た
ん
だ
け
ど
こ
こ

 
に
来
た
と
き
に
理
久
兎
を

手
に
し
て

が
立
た
な

 
い
事
を
自
覚
し
た
美
寿
々
は
自
分
な
り
に
修
行
し
て

 
い
た
ん
だ
け
ど
そ
の
後
に
凶
変
し
た
理
久
兎
達
に

 
れ
て
美
寿
々
な
り
に
反

し
て
更
に
修
行
し
強
さ
に

 

き
を
か
け
て
身
に

け
た

て
の
が
設
定
な
ん
だ

 
よ

 

 

う

か
に
あ
の
時
の
理
久
兎
は
可

し
か

た
か

 
ら
の

 
怠
惰

ま

あ
の
時
の
理
久
兎
は
ぶ

ち

け
た
話
し
に
な

 
る
け
ど
ノ

マ
ル
Ｖ

と
比

す
る
と
大
し
て
強
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く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど

 

 

う

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
怠
惰
さ
ん
の
意
見
に
な
る
け
ど
人

ま

理
久

 
兎
は
神
な
訳
だ
け
ど
そ
れ
ら

て
力
を

る
う
に
あ

 
た

て
大
き
く
分
け
る
と

つ
の

が
あ
る
ん
だ
よ

  

 

つ
の

 
怠
惰

そ
う

る
た
め
に
使
う
力
そ
し
て

す
た
め
に
使
う

 
力
の
二
種

そ
ん
で
理
久
兎
と
か
蓮
は
前
者
に
当
て

 
は
ま
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
急
に
前
者
か
ら
後
者
に
切

 
り
変
え
て
戦
え
だ
な
ん
て
無
理
な
話
だ
よ

 

 

つ
ま
り
分
か
り
や
す
く

え
ば
空
手
家
に
明
日
ま
で

 
に

道
家
に
な
れ
と

う
の
と
同
じ
事
か
の

 
怠
惰

そ
う
だ

 

 

う
む

か
に
そ
れ
は
無
理
じ

な
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怠
惰

そ
れ
に

ち

ん
は
あ
の
時
に
無
意

に
手
加
減
し

 
た
よ

 

 

う

 
怠
惰

だ
か
ら

を

か
れ
る
ん
だ
よ

ち

ん
が
あ
そ
こ

 
で
本
気
で
殺
そ
う
と
す
れ
ば
理
久
兎
も
一

で
殺
れ

 
た
の
に

 

 

こ
れ

上
は

う
で
な
い

シ
の

子
に
そ
ん
な
事

 
を
こ
れ

上
と

う
の
で
あ
れ
ば

様
と
て
容

せ

 
ぬ

 
怠
惰

分
か

た
よ
ま

で
も
そ
う
い
う
事

て
覚
え
て
お

 
い
て

時
に
は

に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
時

 
も
あ
る

て
さ

さ
て
⻑
く
な

た
け
ど
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 

 

う
む

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様
ま
た
次
回



 第４６５話  美寿々

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
６
６
話
 
改
め
て
見
る
と
そ
こ
は
瓦
礫
の
山

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
う

か
り

て
し
ま
い
そ
し
た
ら
何

か
夢
で
知
ら
ぬ
奴
と
遊
戯
王
を

し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

す
ぐ
に
起
き
れ
ま
し
た
が
そ
の
時
の
手

に
は
カ
オ
ス

が
い
ま
し
た

失
礼
そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
の
で
本
編
へ
ど
う

 
改
め
て

り
を
見
渡
し
て
み
る
と

い
惨
状
に
な

て
い
て
ビ

ク
リ
し
て
い
た

先
程
ま
で

の
あ

た
建
物
は
全
て

し
て
い
て
ま
る
で
最
初
の
頃
の
旧
地
獄
に

た
か
の
よ
う
な
感
じ

だ 
理
 

ど
う
し
よ
う
こ
れ

 
本
当
に
ど
う
し
よ
う
の
レ

ル
だ

ま
さ
か
こ
こ
ま
で

く
な
る
と
は
思
わ
な
か

た

地
上

へ
と
降
り

れ
て
い
る
美
寿
々
を
見
て

 
理
 

は

 
た
め

が
出
て
し
ま
う

本
当
に
ど
う
す
る
の
だ
こ
れ
ま
さ
か
自
分
が
こ
れ
ら
全
て
の
出

を
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決

す
る
の
か

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
ど
う
す
る
か
を

く

え
て
い
る
と

 

 

お

い
マ
ス

 
理
 

ん

 

が
聞
こ
え
そ
の
方
向
を
向
く
と
そ
こ
に
は
耶
狛
が
手
を

り
な
が
ら

方
へ
と
走

て
や

て
来
る

し
か
も
そ
れ
だ
け
じ

な
い

 
亜
狛

こ
れ
は
黒
さ
ん
よ
り

い
こ
と
に

 
黒
 

あ

大
変
な
事
に
な

て
や
が
る
な

 
黒
と
亜
狛
も
耶
狛
の
後
ろ
に
続
い
て
や

て
く
る

し
か
も

人
と
も
何

か
服
が
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な

て
い
た

 
理
 

お
う
お
前
ら

 
亜
狛

マ
ス

こ
れ
全
部
マ
ス

が

 
理
 

い
い
や

俺
も
ま

あ
る
け
ど
美
寿
々
が
変
な

 
し
な
き

こ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
だ
か
ら
俺

 
は
悪
く

 
と
は

た
が
実

の
所
は
美
寿
々

自
分
理
久
兎

と

ど
自
分
が

し
て
い
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る
の
は

う
ま
で
も
な
い
が

え
て

い
た
い

美
寿
々
が
向
か

て
こ
な
け
れ
ば
こ
ん
な
事
に

は
な
ら
な
か

た
と

 
黒
 

お
い
お
い

 
耶
狛

う
わ

任
の

り

け
が

い

 
亜
狛

流

に
そ
れ
は

 
何
で
だ
ろ
う
従
者
達
が
主
人
を
見
る
目
で
は
な
く

れ
み
を
込
め
ま
た
は

ん
だ
目
で

方
を

見
て
く
る

そ
ん
な
目
で
見
な
い
で

し
い
ん
だ
け
ど

何
か

く
申
し
訳
な
く
思
う
じ

ん

 
理
 

ど
俺
が

し
ま
し
た
マ

す
ん
ま
せ
ん

 
亜
狛

ら
や

り

 
耶
狛

マ
ス

正
直
な

神
は
必
要
だ
よ

 
黒
 

だ
な

 
主
人
の

い
が
雑
じ

な
い
か

こ
の

人
は
俺
の
従
者
な
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
し
た

て

い
が

い

 
理
 

所
で
お
前
達
に
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
こ
の
暴
動
の
原

 
因
に
つ
い
て
何
か
し
ら
分
か

た
事
は
何
か
し
ら
あ
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る
か

 
こ
の
暴
動
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
た
め
聞
く
と
亜
狛
と
耶
狛
は

を

げ
る
が
黒
は
口
を
開

き 
黒
 

勇
儀
が

て
い
た
ん
だ
が
い
き
な
り
⻤
達
や
妖
怪

 
達
が
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
ら
し
い
そ
れ
を

に
し
て
勇

 
儀
そ
し
て
そ
こ
で

び
て
る

⻤
は
酒
を
飲
ん
で
い

 
た
み
た
い
だ

 
理
 

う

 
ニ
コ
リ
と

い
な
が
ら

び
て
い
る
美
寿
々
を
見
る

美
寿
々
は
何
気
な
い

で

れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が

い

を
し
て
い
た

こ
い
つ
絶
対
に
も
う
起
き
て
る
よ
な

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛
ど

か
異
次
元
に
こ
の

び
て
る
⻤
を

 
ぶ
ち
こ

 
と

い
か
け
る
と

れ
て
い
る
美
寿
々
は
飛
び
起
き

 
美
 

だ

起
き
て
る

起
き
て
る
か

い

て

 

し
た

を

さ
え
な
が
ら
美
寿
々
は

え
る

を
さ
す
り
な
が
ら
起
き
出
し

座
を
か
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い
て
座
る

見
て
み
る
と
先
程
ま
で
あ

た
ラ
イ
ン
は
綺

さ

り
消
え
て
い
た

と
い
え
か

や

り
起
き
て
た
や
が

た
つ
ま
り
狸

入
り
し
て
た

て
事
か

 
理
 

お
い
コ
ラ
美
寿
々
そ
こ
ん
と
こ
に
つ
い
て

し
く
聞

 
こ
う
じ

な
い
か

 
美
 

わ

分
か

た
よ

た
だ
単
に
久
々
で
楽
し
か

た

 
の
さ

 
理
 

楽
し
い

 
こ
ん
な
暴
動
の
何
処
が
楽
し
い
と

う
の
だ

 
美
 

あ

昔
み
た
い
な
ど
ん
ち

ん
騒
ぎ
そ
し
て

 
る
殴
り
合
い
そ
ん
な
光

は
見
れ
な
く
な

ち
ま

 
た
か
ら
久
々
で
楽
し
か

た
の
さ

 
理
 

い
や
そ
う

い

に
は
生
意
気
な
⻤
達
を
ボ
コ
し
て

 
い
た
よ
な

 
美
 

そ
ん
な
も
ん
戦
い
な
ん
か
じ

な
い
私
の

う
戦
い

 
は
強
者
と
の
戦
い
は
た
ま
た
勇

な
者
と
の
戦
い
さ
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昔
は
お
前
だ

た
り
天
狗
だ

た
り
は
た
ま
た
別
の

 
領
土
を
治
め
て
る
妖
怪
達
そ
し
て
勇

な
人
間
そ
れ

 
ら
と
の

を

る
戦
い
は
も
う
な
い
か
ら

だ
か

 
ら
こ
そ
こ
ん
な
に
も
や
る
気
の
あ
る
奴
等
と
の
ぶ
つ

 
か
り
合
い
を
見
る
の
が
楽
し
く
て

 
つ
ま
り
は
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
た
か
ら
こ
の
暴
動
を

め
な
か

た

て
事
か

 
理
 

あ
の
な

昔
を
思

て
い
て
も
昔
に

れ
る
訳
じ

 
な
い
ん
だ

 
美
 

分
か

て
る
さ

け
ど
や

り
昔
を
懐
か
し
ん
じ

 
ま
う
の
さ

 
理
 

そ
れ
に
お
前
と
か
勇
儀
が

め
れ
ば
こ
ん
な
に
も

 

が

ま
る
こ
と
も
な
か

た
ん
だ

 
美
 

い
や

し
た
の

て

ど
が
理
久

 
何
だ
と
こ
い
つ

サ

と
美
寿
々
の

後
に
回
り
込
み
頭
を

で
グ
リ
グ
リ
す
る

 
美
 

い
た
た
た
た
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理
 

え

何
か
な

全
然

聞
こ
え
な
い
な

 
美
 

分
か

た
分
か

た

私
が
悪
か

た
よ

 
耶
狛

大
人
げ
な
い

 
亜
狛

こ
ら

 
黒
 

だ
が
一
理
あ
り
だ

 
こ
い
つ
ら
こ
こ
最
近
に
な

て

た
く
な

た
よ
な

昔
は
あ
ん
な
に
自
分
に

い
て
来
て
た

の
に

と
り
あ
え
ず
グ
リ
グ
リ

撃
を
を

め
て

す
と
グ
リ
グ
リ
さ
れ
た
所
を

り
な
が
ら
半

べ
そ
状
態
で
美
寿
々
は
見
て
く
る

 
理
 

は

ま

お
前
の

い
た
い
こ
と
は
分
か

た
よ

 
そ
ん
な
に
恋
し
い
な
ら
地
底
ル

ル
と
し
て
半
年
に

 

回
ぐ
ら
い
は
喧
嘩
行
事
で
も
や
れ
ば
良
い
さ

 
美
 

本
当
か
い

 
理
 

た
だ
し

の
者
も
全
会
一

で
の

成
さ
せ
る
こ
と

 

等
で
強
引
に

成
さ
せ
な
い
こ
と
そ
し
て
旧
都

 
の
治
安
は
し

か
り
守
れ
良
い
な
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美
 

あ

あ

 
ま

開
く
の
は
勝
手
に
開
い
て
く
れ
て

わ
な
い

そ
れ
を
見
物
し
な
が
ら
酒
を
飲
む
の
も
一

興
だ
し
な

た
だ
修

や
ら
を

う
と
は
一

た
り
と
も

て
は
い
な
い
け
ど
な

 
理
 

な
ら
よ
し
お
前
ら
美
寿
々
の
怪
我
を

急
処
置
し
て

 
や

て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

良
い
よ

 
そ
う

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
手

れ
た
手

き
で
美
寿
々
の
体
の

所
に
あ
る

に

急
手
当

を
し
て
い
く

 
黒
 

ら
よ

 
そ
し
て
最
後
に
黒
が
自
身
の

を
影
を

作
し
簡

の

プ
ス
を
作
り
美
寿
々
の

に
当
て
自

分
は
断
罪
神
書
か
ら
い
ら
な
い
布
を
取
り
出
し
美
寿
々
の

に
か
け

プ
ス
で
固
定
さ
せ
た

を

せ
る

 
美
 

日
ぐ
ら
い
で
治
る
と
は
い
え
す
ま

 
理
 

ま

こ
の
ぐ
ら
い
は
な
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美
 

や

り
お
前
は

し
い
な

々
と
よ

 
理
 

う
る
せ
い
や
い

 
そ
う
し
て
美
寿
々
の

急
手
当
を
終
え
る
と
美
寿
々
の

を

ぎ
起
き
上
が
ら
せ
る

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛
に
黒

の
妖
怪
達
が

し
て
る
所

 
に
案
内
し
て
く
れ

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

そ
れ
な
ら
こ

ち
だ
よ

 
黒
 

あ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
一
度

場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
所
で
怠
惰
よ

 
怠
惰

ん

 

 

こ
こ
最
近
に
な

て

を
上
げ
る
こ
と
が
多
く
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な

た
が
大
丈
夫
か
の

 
怠
惰

う

そ
ん
な
に
あ
げ
て
な
い
よ

 

 

い
や
い
や
夜
な
夜
な
に
な

て

生

と
聞
こ
え

 
る
の
で
な

 
怠
惰

あ

多
分
そ
れ

チ

で

死
し
て
る
か
ら
か

 
な

 

 

く

下
ら
な
ぬ
理
由
じ

た

 
怠
惰

い
や

死
が

く
て
さ

新
キ

ラ
を

て

 
回
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
出
な
か

た
り
で

 

 

じ

か
ら

て

を
あ
げ
る
の
は

惑
じ

本

 
当
に
夜
な
夜
な
と

日
な
ん
て

と
か
聞

 
こ
え
て
お

た
し
の

 
怠
惰

日

そ
れ
は
俺
じ

な
い
よ

日
は

し
て

 
た
し

 

 

ふ

な

な
ら
一
体
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怠
惰

さ

あ

こ
ん
な
下
ら
な
い
話
は
そ
ろ
そ

 
ろ
終
わ
り
に
し
て

 

 

ま

待
て

こ
の
空
間
に

シ
達

外
の

か
が

 
い

い
る
の
か

 
怠
惰

知
ら
ん
が
な
と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ

も
危
う
い

 
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

た

怠
惰
よ

談
は
程

ど
に

 
怠
惰

談
も
と
も
か
く
も

と
り
あ
え
ず

め
の

 

し
て
よ

 

 

う

ま

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

バ
イ
バ
イ



 第４６７話 口は災いの元

 
第
４
６
７
話
 
口
は
災
い
の
元

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
Ｐ
Ｓ
３
の
コ
ン
ト
ロ

ラ
を

た
ら
ぶ

れ
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

Ｐ
Ｓ
３
の
コ
ン
ト
ロ

ラ

れ
る
の
こ
れ
で

台
目
で
す
よ

と
い
う
か
今
の
時

代
に
売

て
る
の
か

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
に
案
内
さ
れ
皆
が

さ
れ
て
い
る
場
所
へ
と
案
内
さ
れ
る

そ
こ
は

何
処
か
と

う
と

 
理
 

地
霊
殿
じ

か

 
そ
れ
は
自
分
達
の
家
で
あ
る
地
霊
殿
だ

た

り
に
は
無
数
の
⻤
達
が
御
座
を
引
い
て
怪
我

の

急
処
置
を
さ
れ

込
ん
で
い
る
者
も
い
れ
ば
は
た
ま
た
簡

的
な
小

を
作

て
料
理
を

作

て
い
た
り
と
そ
れ
は

い
事
に
な

て
い
る

 
亜
狛

え

と

や

せ
ず
無
事
に

て
い
た
建
物

 

て
旧
都
と
地
上
へ
の
道
を

げ
る

そ
れ
か
こ
こ
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地
霊
殿
し
か
な
く

て

 
耶
狛

う
ん
旧
都
の
建
物
は

ど

れ
ち

た
し

 

と
自
分
と
黒
を
耶
狛
は
見
つ
め
る

あ

ま
さ
か
黒
も
自
分
と
同
じ
で
同
罪
か

 
理
 

お
前
も
か

 
黒
 

ち

違
う

勇
儀
が
挑
ま
な
け
れ
ば
主
よ
り
も
仕
事

 
を
ス
マ

ト
に
こ
な
せ
た
の
だ

に
物
事
を
大
事

 
に
し
て
い
く
主
よ
り
も

だ

 
そ
こ
ま
で

う
の
か

と
い
う
か
皆
自

に
ぶ

ち

け
る
な

も
う
俺
の
心
の
ラ
イ
フ
は

ロ
に
近
い

生
め

 
理
 

お
前
ま
で
裏
切
る
か
よ
ブ
ル

ス

 
黒
 

が
ブ
ル

ス
だ

 
と
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と

を

し
て
い
る
美
寿
々
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
な

を
し
な

が
ら

 
美
 

な

な

そ
ん
な
事
を

す
前
に
だ
よ
私
を
下
ろ
し

 
て
く
れ
る
と
助
か
る
ん
だ
け
ど



 第４６７話 口は災いの元

 
理
 

あ

悪
い

れ
て
た

 
美
 

お
前
も

分
に

 
と
り
あ
え
ず

い
て
あ
る
御
座
ま
で
運
び

か
せ
る
と

の
者
達
も
集
ま

て
く
る

 
⻤
 

美
寿
々
だ

 
⻤
 

美
寿
々
様

 
そ
う
し
て
集
ま

て
く
る
者
の
中
に
は

 
勇
儀

お

理
久
兎
じ

な
い
か
そ
れ
に
お
前
ら
も
帰

て

 
き
た
ん
だ
な

 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て

や
ら
を

い
て
い
る
勇
儀
が
や

て
く
る

と
い
う
か
何
で
ま
た
そ

ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
な
ん
だ

 
理
 

よ

そ
の
怪
我
は
ど
う
し
た

 
勇
儀

あ

お
前
の

に
や
ら
れ
て
な

 
黒
 

あ
そ
こ
で
退
け
ば
そ
ん
な
怪
我
は
せ
ず
に

ん
だ
ん

 
だ

 
勇
儀

は

は

は

が

れ
ば
戦
い
の

章
に
な
る
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の
さ

 
流

は
脳

一
派
の
⻤
達
だ

え
て
い
る
事
が
脳

す
ぎ
る
し
女
性
が
そ
れ
を

て
し
ま

う
と
ヘ

レ
な
男
達
の
ラ
イ
フ
に
も

メ

が
あ
り
そ
う
だ

 
理
 

昔
か
ら
思
う
け
ど
よ
美
寿
々
と
い
い
お
前
と
い

 
い
も
う
少
し
女
性
ら
し
く
は
出
来
ん
の
か

 
勇
儀

お
い
理
久
兎
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
い

し
く

 
で
語
り
合

て
聞
こ
う
じ

な
い
か

 
美
 

こ
の
怪
我
が
治

た
ら
リ

ン

で
ボ
コ
し
て
や
る

 
か
ら
覚
え
て
お
き
な
よ

 
お

怖
い
怖
い

と
い
う
か
俺
は
そ
う

う
所
を

て
い
る
ん
だ
け
ど
な

 
理
 

そ
う
い
う
所
だ

て
の
女
子
力

の
ゴ
ミ
共

 
美
 

が
女
子
力

だ

て

 
勇
儀

な
り
に
は
あ
る

 
こ
い
つ
ら
の
た
め
に
こ
れ
だ
け
は

て
お
く
か

 
理
 

て
お
く
が
耶
狛
で
す
ら



 第４６７話 口は災いの元

 
耶
狛

因
み
に
私
の
女
子
力
は

だ
よ

 
理
 

は

 
耶
狛

い

 
い
や
だ

て
現
に
耶
狛
の
女
子
力

て
そ
の

た
数
値
の
１
０
０
０
０
分
の

ぐ
ら
い
だ

ろ

マ

で
こ
い
つ
ら
に
現
実
を
教
え
た

う
が
良
い
よ
な

 
理
 

因
み
に
お
前
ら
は
料
理

て
出
来
る
の

 
美
 

え

い
や

 
勇
儀

私
は
ま

手
の
込
ん
だ
物
は
出
来
な
い
け
ど

く
と
か

 

る
と
か
ぐ
ら
い
な
ら
出
来
る
よ

 
耶
狛

う
ん
出
来
な
い

 
美
寿
々
と
耶
狛
は
出
来
ず
怪
し
い
が
勇
儀
は
出
来
る
と

の

問
を
聞
い
て
み
る
か

 
理
 

家
事
や
ら

は

 
美
 

そ

そ
れ
ぐ
ら
い

 
勇
儀

い
や
美
寿
々
さ
ま
そ
れ
あ
ん
ま
り
出
来
て
ま
せ
ん
よ

 

本
的
に
私
が
た
ま
に
家
に
行

て
ま
と
め
て
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や

て
ま
す
よ

 
耶
狛

家
事
に

は
何
時
も
や

て
る
よ

 
こ
れ
は
美
寿
々

外
は
出
来
て
る
と

最
後
に

 
理
 

そ
れ
で
い
て
男
の
目

を
気
に
し
た
り
と
か
は

 
耶
狛

気
に
し
て
な
い
よ

 
美
 

う

う
ん
し
て
は
い
な
い

 
勇
儀

だ
な

 
こ
れ
ら
を

め
て
の
女
子
力
数
値
を
総
合
計
し
て
ま
と
め
て
分
か

た

 
理
 

う
ん
勇
儀
お
前
に
女
子
力

と
い

た
の
は

正
し

 
よ
う
お
前
は
そ
れ
よ
り
上
だ

 
勇
儀

だ
か
ら

た
ろ

 
勇
儀
の
女
子
力
は

々

の
間
ぐ
ら
い
だ
な

 
美
 

わ

私
は

 
理
 

美
寿
々
お
前
は
論
外
だ

 
美
 

こ

こ
い
つ
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理
 

お
前
は
女
子
力
よ
り

武
士
力
の
方
が
強
い

 
そ
れ
を
聞
い
た
美
寿
々
は
ピ
ク
ピ
ク
と

間
に
シ

を

せ
る

そ
し
て

り
の
⻤
達
や
妖
怪

は
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
者
も
い
れ
ば

い
を

え
る
者
が
い
た
り

 
黒
 

 
耶
狛

だ

メ
だ
よ
く

黒
く
ん

 
亜
狛

こ

コ
ラ

 
も
う
決

し
て

て
し
ま
い
そ
う
な
奴
等
も
い
た
り
と

い
事
に
な

て
る

 
美
 

く

良
い

な
ら
女
子
力
を
あ
げ
て
や
ら

 
理
 

頑

れ

頑

て
目
指
せ
さ
と
り
の
女
子
力

 

 

あ
ら
理
久
兎
さ
ん
因
み
に
私
の
女
子
力
は

 
理
 

ん

さ
と
り
の
女
子
力

大
方

と
か
じ

 
な
い
か
な

ま

ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
な

 

 

へ

そ
う
で
す
か

 

て
あ
れ

俺
は

と
話
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う

と
い
う
か
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
の

が
真

に
な

て
い
て
美
寿
々
と
勇
儀
も

え
た

を
し
て
る
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黒
 

お

お
い

 
勇
儀

り

理
久
兎

 
亜
狛

ま

マ
ス

 
耶
狛

う

後
ろ

 
美
 

こ

こ
え

 
し
か
も

り
の
妖
怪
達
も

を

く
さ
せ
中
に
は
サ
サ

と
逃
げ
る
者
ま
で
出
た

こ
の
時

中
が
急
に

く
な

て
嫌
な
予
感
が
し
た

く
り

く
り
と
後
ろ
を
向
く
と

 
さ
と
 
 

 
さ
と
り
が
ニ
コ
リ
と

い
な
が
ら

間
に
シ

を

せ
ド
ス
黒
い
オ

ラ
を
発
し
て
い
た

 
理
 

あ

あ
れ

さ
と
り
お

起
き
て
た

の

 
さ
と

え

お
陰
さ
ま
で

 
い
つ
の
間
に
起
き
て
い
た
の
だ

す
る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
ナ
イ
フ
を
手
に
取
り

 
さ
と

せ
い
や

 
ザ
シ

 
理
 

ア
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頭
に
ナ
イ
フ
を

さ
れ
転
げ
回
る

バ
い

い
ん
で
す
け
ど

半

じ

な
い
ぐ
ら

い

い
ん
で
す
け
ど

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
の
女
子
力
は

つ
で
す
か

 
理
 

え

と

は
あ
り
ま
す

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
は
嘘
が
大
嫌
い
な
ん
で
す
よ

も
う

 
一
度
だ
け
聞
き
ま
す
が
私
の
女
子
力
を

て
み
て

 
下
さ
い

 
理
 

う
う

さ

さ
と
り
様
い
や
本
当
に
か

勘

し
て

 

い
ぎ

 
そ
う
し
て

さ
と
り
に

を
さ
れ
る
こ
と
数
十
分
後

 
理
 

マ

で
ご
め
ん
な
さ
い
調
子
に
の
り
す
ぎ
ま
し
た

 
さ
と

え

ま
た

ま
れ
口
を

く
な
ら
そ
の
口
を

ぎ

 
取
り
ま
す
の
で

 
こ
こ
最
近
さ
と
り
も

た
い
気
が
す
る

こ
の
異
変
の
せ
い
か
な

異
変
そ
う
か
こ
い
つ
ら
が

急
に
暴
れ
だ
し
た
の

て
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理
 

な

お
前
ら
さ

 
と

聞
こ
う
と
し
た
そ
の
時

 
断
罪

断
罪

断
罪

断
罪

判
決

 
と

ポ

ト
の
断
罪
神
書
か
ら

楽
が
流
れ
出
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

因
み
に
今
回
の
教
訓
は
口
は
災
い
の
元
じ

 
怠
惰

皆
様
も
気
を

け
て

 

 

う
む
そ
う
じ

こ
や
つ
は
特
に

い
か
ら
の

 
怠
惰

ま

定
で
き
な
い
の
が

い
よ

 

 

こ

こ
や
つ
は

 
怠
惰

だ
か
ら
皆
さ
ん
も
気
を

け
な
い
と
理
久
兎

み

 
た
い
に
と
は
い
か
な
い
け
ど

惨
な
事
に
な
る
か

 
ら
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あ
や
つ
は
本
当
に

子
の
せ
い
で

シ
が
情
け

 
な
く
な

て
き
お
る

 
怠
惰

そ
う
い
う
事
は

わ
な
い
の
ま

た
く

に

た

 
の
か

 

 

知
る
か

 
怠
惰

は
い
は
い

て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

な
ら
今
回
は

 
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
バ
イ
バ
イ
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４
６
８
話
 
犯
人
の
追
跡
開
始

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

や
る
ゲ

ム
が
な
く
て
少
し

に
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

Ｓ

買

て
遊
戯
王
や
ろ
う
か
な

失
礼
そ
れ
と
次
回
か
ら
は
ま
た
あ

ち
を

投
稿
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す

で
は
そ
ら
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
断
罪
断
罪
と
い
う

楽
が
流
れ
る

こ
の
着
メ
ロ
は

姫
か
ら
か

断
罪
神
書
を
開
く
と

姫

の

が

に
な

て
現
れ
る

 
理
 

よ

姫

 

姫

こ
ん
に
ち
は
理
久
兎
さ
ん

て
ど
う
し
た
ん
で
す

 
か
そ
の
生

の
数
々
は

 
理
 

あ

ま

ち

と
内
の
さ
と

 

み
が
あ

た
方
を
向
く
と

姫
か
ら

度
見
え
な
い
死

か
ら
さ
と
り
が
ニ
コ
リ
と

い
な

が
ら

を
つ

て
い
た

要
約
的
に

な
事
を

た
ら
と
い
う
さ
と
り
の

が
脳
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内
に

い
て
く
る

 

姫

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

い

い
や
何
で
も
な
い

 

姫

そ
う
で
す
か

 
因
み
に
美
寿
々
達
と
の
戦
い
で
も

は
負

た
が
せ
い

い

り

や
打
ち
身
だ

た
り
と

メ

は
少
な
か

た
が

中
の
生

の
大
半
は
さ
と
り
に
よ

て
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
も
の

だ 

姫

ま

大
丈
夫
な
ら

い
ま
せ
ん
が

 
理
 

あ

あ

そ
れ
で
仕
事
の
話
か

 

姫

え

理
久
兎
さ
ん
こ
の

の
人
物
は
ご
存
じ
で
し

 
う
か

 
そ
う

い

姫
の

は
消
え
る
と
代
わ
り
に
別
の
女
性
の

が
現
れ
る

小
さ
な

を
持
ち
一

部
の

に

い
メ

シ

を
い
れ
た
頭
ゲ
ス
い

い
方
を
し
て
い
る
女
性
だ

 
理
 

こ
い
つ
⻤
か

 
勇
儀

い
い
や
こ
ん
な
奴
は
見
た
こ
と
な
い

そ
れ
に
⻤
と
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は
違
う

 
美
 

う

ん
恐
ら
く
天
邪
⻤
だ

 
理
 

天
邪
⻤

て
あ
の
天
邪
⻤
か

 
天
邪
⻤
も
と
い
通

く
れ
妖
怪
と

わ
れ
て
い
る

⻤
と

く

に
は
⻤
み
た
く
力
が
あ

る
訳
で
は
な
く

ろ
少
し
弱
い
妖
怪
で
あ
る

だ
が
そ
の

く
れ
た
性
格

か
人
間
に
は

く
嫌
わ
れ
妖
怪
か
ら
も
嫌
わ
れ
た
り
す
る
ち

と
可

想
な
妖
怪
だ

だ
が

 
理
 

昔
だ

た
ら

し
い
人
材
だ

た
な

 
美
 

お

お
前
は
変
わ

て
る

 
勇
儀

本
当
に
な

 

人
的
な
意
見
か
ら
し
た
ら
そ
う
い

た

く
れ
た
奴
は
百
⻤
夜
行
に

し
い
人
材
つ
ま
り

そ
の

値
が
あ

た
と
い
う
の
は

う
ま
で
も
な
い

く
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

の
者
と
は

違

た
視
点
で
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

し
か

た

材
だ

た
の
だ

 

姫

て
何
を

て
い
る
ん
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

う

 
何

急
に

て
だ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
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姫

ま

た
く
皆
様
が

う
よ
う
に
天
邪
⻤
ま
た
の
名
を

 
⻤
人
正
邪
と

い
ま
す
が
彼
女
は
現

指
名
手

 
推

に
値
す
る
妖
怪
な
ん
で
す

 
理
 

う

し
く
聞
か
せ
て
み
ろ

 

姫

え

こ
の
正
邪
と
い
う
者
は
現

地
上
で
悪
事
を

 
き
異
変
を
起
こ
し
て
い
ま
す
そ
れ
も
幻
想
郷
全
土
を

 

る
し
か

な
い
大
き
な
異
変
で
す

 
幻
想
郷
全
土
を

る
が
す
か

何
を
し
た
ん
だ

 
理
 

何
を
し
て
い
る
だ
そ
い
つ
は

 

姫

え

こ
い
つ
が
犯
し
た
事
そ
れ
は

命
で
す

 
理
 

命

 

姫

え

幻
想
郷
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
は
理
久
兎
さ
ん
も
ご

 
存
じ
で
す
よ

 
理
 

あ

 
主
に
神

妖
怪

人
間
こ
の

つ
の
種
族
は
互
い
の

が

た
れ
そ
し
て
何
よ
り
も
全
体
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の

者
と
い
う

主
が
い
な
い
世
界
こ
そ
が
幻
想
郷
だ

し
か
し
何
で
ま
た
こ
ん
な
話
を

命
を
起
こ
そ
う
と
し
た
い
る
つ
ま
り
そ
う
い
う
事
か

 
理
 

つ
ま
り
そ
の
⻤
人
正
邪
だ

け

は
幻
想
郷
の

本

 
に
あ
る
バ
ラ
ン
ス
を

そ
う
と
し
て
い
る

て
事
な

 
の
か

 

姫

は
い
彼
女
は
何
処
か
ら

ぎ

け
た
の
か
打
ち
出
の

 
小

を
使
い
幻
想
郷
の
バ
ラ
ン
ス
を

め
て
い
る
ん

 
で
す

 
打
ち
出
の
小

お
い
待
て
そ
れ

て
過
去
に
持
ち
出
し

禁

て

て
お
い
た
⻤
達
の
秘

の

つ
の
あ
の
打
ち
出
の
小

か

何
で
そ
ん
な
物
が
あ
る
ん
だ
よ

 
理
 

打
ち
出
の
小

て
あ
の
小

か

お
い
美
寿
々
に

 
勇
儀
そ
れ

て

か
さ
お
前
等
の
持
ち
物
だ

た
よ

 
な

遥
か
昔
に

た
よ
な
あ
れ
は
外
部
に
持
ち

 
出
す
な
よ

て
さ

 
ニ
コ
リ
と

い
な
が
ら
美
寿
々
に

む
と
勇
儀
を

め
た
⻤
は

と
美
寿
々
を
見
る

そ
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し
て

心
の
美
寿
々
は

を

く
さ
せ

 
美
 

い

い
や

て

あ
れ
は
萃
香
が
原
因
だ
か
ら

 
私
達
じ

な
い
よ

 
理
 

ど
う
い
う
事
だ
よ

 
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
昔
を
思
い
出
し
て
い
る
の
か
美
寿
々
は
空
を
向
き
話
し
出
す

 
美
 

彼
奴
が
飲
み
友
と
か
い

て
何
処
か
ら
か
女
を

れ

 
て
き
て
酒
を
飲
ま
せ
て
た
ら
小
さ
な
小
人
が
喧
嘩
を

 
吹

掛
け
て
き
て
な
そ
の
時
の
私
達
は
気
分
が
良
く

 

て

く

散
ら
し
た
ら
ま

そ
い
つ
が
面
白
い
奴

 
で
よ
面
白
い
戦
い
を
見
せ
て
く
れ
た
か
ら
そ
の
女
を

 
返
し
て
そ
ん
で
打
ち
出
の
小

を
プ
レ

ン
ト
し
た

 
訳
で
さ

 
理
 

因
み
に
あ
げ
た
の
は

 
美
 

私
だ

 
理
 

結

お
前
じ

か
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最
終
的
に
は
美
寿
々
が
悪
い
ん
じ

か

な
に
萃
香
に
罪
を

り

け
て
ん
だ

 
さ
と

そ
ん
な
に
危
険
な
物
な
ん
で
す
か

 
理
 

あ

そ
う
だ
あ
れ
は
こ
の
世
に
存

し
て
ら

目
な

 
物
の

つ
だ

 
黒
 

ど
ん
な

果
が
あ
る
ん
だ

 
耶
狛

え

と

か
私
の
力
に

て
て
物
を
大
き
く
し
た
り

 
小
さ
く
し
た
り
す
る
事
が
で
き
る
よ

 
そ
う
か
こ
い
つ
ら
は
あ
ん
ま
り
分
か
ら
な
い
か

な
ら

く
説
明
し
て
や
る
か

 
理
 

耶
狛
の

て
い
る
事
は
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
だ
そ

 
の
小

は
物
の
大
き
さ
変
え
る
力
が
あ
る

 
亜
狛

物
語
と
か
だ
と
一

法
師
の
物
語
に
も
出
て
き
ま
す

 
よ

 
理
 

あ

だ
が
あ
く
ま
で
大
き
さ
を
変
え
る

て
の
何
し

 
も
物
だ
け
で
は
な
い
ん
だ

 
そ
う
悪
ま
で
変
え
れ
る
の
は
物
の
大
き
さ
だ
け
で
は

ま
ら
な
い
の
が
あ
の
小

の
恐
ろ
し
い
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所
な
の
だ

 
さ
と

え

は

ま
さ
か

 
ど
う
や
ら
さ
と
り
は
理
解
し
た
み
た
い
だ
な

 
理
 

そ
う
物
だ
け
で
は
な
い
自
身
の
大
き
さ
だ

た
り
は

 
た
ま
た
自

強
化
も
可
能
な
ん
だ
望
む
が
ま
ま
に
力

 
を
つ
け
る
事
が
出
来
る
し
も
し
か
し
た
ら
世
界
を
大

 
き
く

動
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
当
時
の
俺
は
そ
れ
を

 

て
理
解
し
た

に
俺
は
あ
れ
を
門
外
不
出
と
し

 

に
も

ら
ず
小

の
存

を

遠
に

れ
さ
せ
る

 
方

を
と

た
ん
だ
よ
け
れ
ど

 
チ
ラ
リ
と
美
寿
々
を
見
る
と
美
寿
々
は
面
目
な
い
と
い

た

を
す
る

ま

も
う
起
き
て
し

ま

た
事
は
仕
方
が
な
い

 
理
 

は

 
だ
が
お
陰
で
⻤
達
や
妖
怪
達
が
暴
れ
て
る
原
因
が
理
解
で
き
た

恐
ら
く
小

か
ら

れ
だ
し

た
力
が
原
因
で
さ
と
り
達
や

の
妖
怪
達
に
も
影

が
出
た
の
だ
ろ
う
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姫

ま
さ
か

本
の
原
因
は
こ
こ
の
者
の
せ
い
だ

た
と

 
は

 
美
 

す

す
ま
な
い

 
理
 

仕
方
な
い
当
事
者
の
美
寿
々
は
怪
我
し
て
る
か
ら
な

 
俺
が
そ
れ
を
回
収
し
て
く
る
そ
ん
で
つ
い
で
に
そ
の

 
正
邪
だ

け

を

く

ら
し
め
て

れ
て
く
れ
る

 
な
ら
お
前
の
前
に

れ
て
き
て
や
る
よ

 

姫

お
願
い
し
ま
す
理
久
兎
さ
ん
そ
し
て
彼
女
を

め
て

 
下
さ
い
も
し
彼
女
の

望
が
成

さ
れ
れ
ば

 
そ
ん
な
事
は
さ
せ
は
し
な
い
さ

何
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
の
俺
が
頑

た
と
思

て
い
る
ん

だ 
理
 

分
か

て
る
そ
れ
と

の
た
め
に
聞
く
が
こ
の
件
は

 
俺
が
一
任
し
て

わ
な
い
ん
だ
な

 

姫

は
い

い
ま
せ
ん
現
時
点
を
持

て
理
久
兎
さ
ん
に

 
一
任
し
ま
す
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理
 

了
解

後
は
任
せ
な

 
そ
う

い
通
信
を
切
る
と

姫
の

が
消
え
る

断
罪
神
書
を
ポ

ト
へ
と

め
て
大
き
く

体
を

ば
す

 
理
 

て
な
訳
だ
俺
は
ち

く
ら
仕
事
し
て
く
る
そ
れ
ま

 
で
に
行
方
不
明
妖
怪
の
捜
索
だ

た
り
怪
我
人
の
運

 

や
処
置
と
か
頼
む
な

人
も
こ
の
仕
事
に
専

し

 
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

う
ん

 
黒
 

あ

 
と

人
は
返
事
を
す
る
と
そ
れ
に
続
き

 
美
 

あ

そ
の
ぐ
ら
い
は
怪
我
人
の
私
も
や

て
や
る
さ

 
お
前
さ
ん
に
私
の

い
さ
せ
ち
ま

て
る
し

 
勇
儀

あ

お
前
ら
聞
い
た
通
り
だ
や
る
よ

 
⻤
達

お
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そ
う

い
⻤
達
は
自
分
の
指

に
従
い
行
動
を
開
始
し
た

 
亜
狛

マ
ス

送
り
ま
す
よ

 
理
 

い
や
良
い
行
き
な
が
ら

に
暴
れ
て
る

を
ボ
コ

 
ボ
コ
に
し
な
が
ら
行
き
た
い
し
な
亜
狛
は
俺
の
事

 
よ
り
も

の
奴
の
救
助
を
頼
む
な

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
お
気
を
つ
け
て

 
そ
う

い
耶
狛
と
黒
に
合
流
し
去

て
い

た

を

ば
た
か
せ
向
か
お
う
と
す
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

 
突
然
さ
と
り
に
呼
び

め
ら
れ
る

何
事
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 
さ
と

お
気
を
つ
け
て

 
理
 

あ

も
う
不

な
お
姫
様
を

人

し
て
勝

 
手
に
い
な
く
な

た
り
は
し
な
い
か
ら
安
心
し
ろ

 
さ
と

も
う

理
久
兎
さ
ん

た
ら

 
理
 

ハ
ハ
ハ

そ
ん
じ

行

て
く
る
よ
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そ
う

い

を

ば
た
か
せ
空
を
飛
び
旧
都
を

け
て
地
上
へ
と
続
く

へ
と
入
る

 
理
 

さ

て
ど
ん
な
奴
な
の
か
見
定
め
て
や
る
か

 
は
た
し
て
幻
想
郷
全
土
を

に
回
す
よ
う
な
事
を
し
た
天
邪
⻤
が
ど
ん
な
奴
な
の
か
そ
し
て

思

て
い
る
程
の

値
が
あ
る
の
か
そ
ん
な
事
を

え
楽
し
み
に
し
な
が
ら
地
上
へ
と
向
か
う
の

だ

た

 
怠
惰

て
な
わ
け
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
怠
惰

所
で

ち

ん

 

 

何
じ

 
怠
惰

ル

ン
フ

ク
ト
リ

や

て
良
い
か
な

 

 

お
い
コ
ラ

あ
れ
は
リ
メ
イ
ク
が
出
る
じ

ろ
う
が

 
そ
の
た
め
に
我

す
る
と

た
じ

ろ

 
怠
惰

だ

て

な
ん
だ
も
ん
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こ
や
つ
は

そ
う
い
え
ば
怠
惰
の
デ

は
何
処
ま

 
で

ま

て
お
る
ん
じ

 
怠
惰

え

と

か
裏

ン

ン
の
伝
説
ド
ラ
ゴ
ン
達
を

 
全
部
仲
間
に
し
た

り
か
な

 

 

な

な
り
に
や
り
こ
ん
で
お
る
わ
い

 
怠
惰

い
や
い
や
本
当
に
や
り
こ
ん
で
る
よ
う
な
奴
は
ア
イ

 
ド
ル
ド
ラ
ゴ
ン
ち

ん
を
解

し
た
り
別
荘
を
解

 
し
た
り
し
て
る
奴
だ
か
ら
俺
な
ん
て
全
然
だ
よ

 

 

シ
は
第
三
部
に
行
け
な
く
て
諦
め
た
わ
い

 
怠
惰

あ
れ
は
出
す
の
に
俺
も

し
た
よ

ど
の
イ

は

 
あ
れ
を
出
す
の
に
ク
リ
ア
し
て

た
し

 

 

て
か
怠
惰
は
第
三
部
は
ク
リ
ア

 
怠
惰

し
て
ま
す
と
も

た
だ
あ
れ
を
初
見
で
や
る
と
マ

 

度
で
ビ

ク
リ
す
る
一
撃
で
御

仏
は
よ
く
あ

 
る
話
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そ
こ
ま
で
か

 
怠
惰

う
ん
そ
こ
ま
で

て
こ
ん
な
話
は

め
よ
う
か
そ

 
れ
と
次
回
か
ら
ま
た
あ

ち
を
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ

 
し
く

 

 

ま
た
休
み
じ

の
う

 
怠
惰

ま

く
は

く
り
し
て
て

そ
れ
じ

時
間

 
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
の
投
稿
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ
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第
４
６
９
話
 
聞
こ
え
る
メ
ロ
デ

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
の
方
は
お
久
々
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
で
は

ま
た
今
回
は

く
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

を

け

を

ば
た
か
せ
空
を
飛
び
地
上
を

す
る
と

 
理
 

な
ん
じ

あ
り

 
こ
こ
ら
一

は
晴
れ
夕

け
空
が
見
え
て
は
い
る
が
少
し
先
の
空
に
は
何

か

天
の
雲
が
空

を

て
い
た

 
理
 

ど
う
な

て
ん
だ

 
ど
う
し
て
あ
ん
な
空
に
な

て
い
る
ん
だ

ま

大
方
の
理
由
は
恐
ら
く
あ
の
天
邪
⻤
が
原
因

で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
理
 

行

て
み
ま
す
か

 

を

ば
た
か
せ
更
に
空
へ
と
飛
び
空
中
で
一
回
転
か
ら
の

を
た
た
み
一
気
に
そ
の
場
所
へ
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と
向
か
う

 
理
 

良
い
風
だ

 
地
底
で
は
感
じ
る
事
の
で
き
な
い
新

な
空
気
と
風
が
心
地
よ
い

地
底
で
や
る
と
熱
気
と
か

で
少
し
気
持
ち
悪
い
し
天

は
あ
る
し
で
少
し

だ
が
や
は
り
空
を

々
と
飛
ぶ
な
ら
地
上
だ

な

た
ま
に
は

を

げ
大
空
を
飛
ぶ
の
も
大
切
だ
な
と
感
じ
た

 
理
 

気
持
ち
い
い
な

ん

 
風
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
て
い
る
そ
の
時
だ

た

風
に

て
不
思
議
な
メ
ロ
デ

が
流
れ

て
く
る

こ
う
心
の
底
か
ら
気
分
が
盛
り
上
が

て
く
る
よ
う
な
メ
ロ
デ

が
聞
こ
え
て
く
る

の
だ

 
理
 

何
処
か
ら
聞
こ
え
て
い
る
ん
だ

 
異
変
の

謀
者
の
事
や
は
た
ま
た
打
ち
出
の
小

の
回
収
や
ら
の
仕
事
が
あ
る
た
め
そ
ち
ら
を

最

先
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
ど
う
も
気
に
な

て
し
か
た
が
な
い
の
だ

 
理
 

少
し
の
道

な
ら
良
い
か
ど
う
せ
こ
の
件
は
も
う
俺

 
の
仕
事
に
な

た
し
な

 
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
問

な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
そ
の
ま
ま
メ
ロ
デ

が
聞
こ
え
る
方
向
へ
と
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進
む

 
理
 

こ

ち

だ
よ
な

 

楽
が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
い
い
の
だ
が
何
処
か
ら
流
れ
て
い
る
の
や
ら

り
は

や
ら

あ

て
分
か
り
に
く
く
て
仕
方
な
い

 
理
 

う

ん

 
ど
こ
か
ら
な
の
か
と
思
い
な
が
ら
目
を

り
耳
に
全
神

を
集
中
さ
せ
る
と

 

 

本
当
に
マ
ス

は
や
り
た
い

だ
な

 

 

修

だ
の

て
た
の
に

し
た
の

て

ど
が

 
マ
ス

だ
し

 

 

ま

こ
れ
は
俺
も
悪
い
ん
だ
が
な

 
等
と
聞
こ
え
て
く
る

何

だ

を

て
い
る

な
の
に
聞
き
覚
え
の
あ
る
奴
等
が
自
分
の

悪
口
を

て
い
る
の
が
聞
こ
え
る
の
は

 
理
 

や
め
た

 
こ
の
ま
ま
全
神

を
耳
に
集
中
し
た
ら
ま
た
自
分
の
悪
口
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
嫌
だ

こ
う

な
れ
ば
勘
を
頼
り
に
し
な
が
ら
メ
ロ
デ

の
発
生
地
を
探
す
か
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理
 

う

ん

 
人

し
指
を
立
て
て
風
が
吹
く
方
向
を

し
風
が
吹
く
方
向
に
向
か

て
飛
ぶ

そ
う
し
て

い
く
と
少
し
開
け
た
場
所
が
見
え
て
く
る
と
そ
の
下
で
楽

を
鳴
ら
す

人
の
女
性
達
が
い
た

下
へ
と
降
り
る
と
そ
の
女
性
達
は
自
分
に
気

き

楽
を

め
る

 

 

あ
り

お
客
さ
ん

 
と

人
の
女
性
の
内

に
シ

ト
ヘ
ア

の
リ

格
の
女
性
は
聞
い
て
く
る

 
理
 

お

と
邪
魔
し
ち
ま

た
か

 

 

い
い
え
大
丈
夫
よ
所
で

方
は

 
理
 

お

と
名
前
を
名

ら
な
か

た
の
は
失
礼
だ

た

 

俺
は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
だ

 

 

ご
親
切
に
ど
う
も
私
は

雷
鼓
よ
そ
れ
で
こ
の

人

 
は

 

 

は

い
九
十
九
八

で

す

 

 

姉
の
九
十
九

々
よ

 
え

と
リ

的
な
の
が
雷
鼓
で

を
持

て
い
る
の
が

々
そ
し
て
元
気
な
子
が
八
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う
ん
何
と
な
く
だ
と
思
う
け
ど
覚
え
た

 

々

因
み
に
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
理
 

あ

な

が
聞
こ
え
て
き
て

良
い

だ

 

た
よ

 
八

本
当

嬉
し
い
な

 
雷
鼓

そ
う

め
て
く
れ
て

直
に
嬉
し
い
わ

 
え

と
雷
鼓
は
太
鼓
い
や
現
代
の
楽

の
ド
ラ
ム
か

そ
れ
に

々
が
無
論
で

そ
ん
で

八

が
え

も

を
着
け
て
る
か
ら

で
良
い
の
か
な

 
理
 

し
か
し
変
わ

た

成
だ
な
現
代
楽

と
古
い
楽

 
で
メ
ン
バ

組
ん
で
る
と
は
な

 
雷
鼓

あ

こ
れ

 

い
て
い
る
ド
ラ
ム
を
指

す
た
め
自
分
は

を

る

 
雷
鼓

実
は
私
は
元
か
ら
ド
ラ
ム
の

神
じ

な
く
て

 
古
い
和
太
鼓
の

神
な
の
よ

 
理
 

え

で
も
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雷
鼓

い
た
い
事
は
分
か
る
わ
け
ど

私
は
気
づ
い
た
の

 
よ
今
こ
こ
で
起
き
て
い
る
何
ら
か
の
力
に
よ

て
私

 
達
は
目
覚
め
動
き
出
し
た
そ
し
て
そ
の
力
は
私
達
の

 
自
我
に
ま
で
影

を
与
え
て
い
る
わ

 
何
ら
か
の
力

恐
ら
く
そ
れ
は
回
収
す
る
打
ち
出
の
小

で
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う

ま

さ
か
そ
の
力
で
物
か
ら

神
ま
で
も
生
み
出
す
と
は
な

 
雷
鼓

そ
れ
で
私
は
思

た
の
こ
の
力
に

さ
れ
続
け
て

 

り
人

に
な

て
惨
め
に
動
き
そ
し
て
最
後
は
こ

 
の
力
も
消
え
て
し
ま
え
ば
私
達
は
動
く
こ
と
は
愚
か

 
話
す
こ
と
も
出
来
な
い
道

に

り

て

そ
れ

 
で
私
は
そ
ん
な
事
に
な
ら
な
い
が
た
め
に
あ
る

法

 
を

え
た
の
よ
そ
れ
こ
そ
が
依
り
代
を
変
え
る
と
い

 
う

神
と
し
て

ブ

じ
み
た
事
を
や

て
の
け

 
た
訳
よ
ま

こ
ん
な
の
運
要

し
か
な
い
大

打
だ

 

た
け
ど
何
と
か
成

し
て
良
か

た
わ
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つ
ま
り
依
り
代
を
変
え
て
何
と
か

神
と
し
て
生
き

い
た
と
い
う
事
か

こ
い
つ
案
外

チ

ラ
い
く
せ
し
て
雑

魂
を
持

て
る
よ
な

 
理
 

へ

い
雑

魂
だ

 
雷
鼓

当
た
り
前
よ

方
だ

て
余
命
宣
告
さ
れ
た
ら
少
し

 
で
も
生
き
た
い

て
思
う
で
し

 
理
 

ま

な

と
い

て
も
俺
は
不
完
全
な
が
ら
も
不
老

 
不
死
み
た
い
な
も
ん
だ
け
ど
な

 
雷
鼓

そ
う
な
の
と
い
う
か
不
完
全

て
何
よ

 
理
 

ま

そ
こ
は

々
と
な

 
そ
う
い
え
ば
復
活
し
た
の

て
何
年
前
だ

た
か
な

も
う
５
０
０
年
は
楽
勝
で
行

て
る
と

思
う
け
ど

い
や
よ
そ
う

え
て
る
と

し
く
な

て
く
る
だ
け
だ

 
雷
鼓

と
も
か
く
私
は
そ
の

法
を
彼
女
達
に
教
え
た

て

 
訳
よ

 
八

教
わ
り
ま
し
た

 

々

え

本
当
は
神
楽
お
姉
様
に
も
こ
の

法
を
教
え
た
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か

た
ん
だ
け
ど

 
雷
鼓

本
当
よ

あ
の
子
が
私
達
の
元
に
来
て
く
れ
た
ら

 

望
に
も
近
づ
け
た
の
に

 
神
楽

て
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
な
あ
る
名
前
だ
な

ま

こ
ん
な

な
感
じ
な
ら
自
分
か

ら
し
た
ら
覚
え
る

ど
の
者
で
は
な
い

て
事
か
な

と
い
う
か

望

て

た
か
こ
い
つ

 
理
 

望

ど
ん
な

望
さ

 
雷
鼓

ふ
ふ

聞
い
て

き
な
さ
い
な
私
達
の

望
は
道

 
が

す
る
楽

を

く
こ
と
よ
変
な
力
を
出
し
た

 
奴
等
が

げ
た
弱
者
が

す
る
世
界
だ
な
ん
て
私

 
は
許
さ
な
い
わ

道

が
こ
の
世
界
を

す
る
事

 
こ
そ
が
私
達
の

げ
る

望
よ

 
理
 

つ
ま
り
こ
の
幻
想
郷
の
バ
ラ
ン
ス
を

そ
う

て

 
え
て
る
訳
だ
よ
な

 
雷
鼓

そ
う
な
る
わ

 
そ
う
か
道

て
本
来
は
無

に
時
間
を

や
す
行

に
等
し
い
か
ら
や
る
の
は
良
く
な
い
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と
い
う
が
今
回
は
道

を
く

て
良
か

た

何

な
ら
そ
の
お
陰
で
今
俺
が
や
る
こ
と
が
決

ま

た
の
だ
か
ら

 
理
 

そ
う
か
な
ら
そ
の

望
は

だ
け
れ
ど
も
今
日
で

 
終
わ
り
に
し
て
も
ら
う
か
な

 
雷
鼓

や
る
気

 
理
 

あ

俺
の
仕
事
は
お
前
ら
に
力
を
与
え
た
小

の

 
回
収
そ
し
て
幻
想
郷
に
何
ら
か
の

を
も
た
ら
そ

 
と
す
る
奴
を
影
で

す
の
が
仕
事
だ
か
ら
な

 
雷
鼓

そ
う

々
に
八

そ
こ
で
見
て
い
て
ち

う
だ
い

 
今
か
ら
こ
い
つ
と
一

討
ち
す
る
か
ら

 
八

は
い
は
い

 

々

頑

て

 
そ
う

い

人
は

れ
る
と
雷
鼓
は
ド
ラ
ム
を

く
ス
テ

キ
を

え
る

 
理
 

う
一

討
ち
か

良
い
の
か

 
雷
鼓

え

方
に
負
け
る
気
が
し
な
い
も
の
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理
 

そ
う
か
い

な
ら
そ
の

心
の
先
の

来
を
す
ぐ
に

 
見
せ
て
や
る
よ
来
な

 
雷
鼓

上
等
よ

 
そ
う
し
て
雷
鼓
と
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

は
い
は
い
久
々
の
投
稿
で
し
た
が
今
回
は
こ
こ
ま

 
で
す
と

 

 

う
む
読
者
様
し
か
し
ま
さ
か
理
久
兎
の
話
で

 
キ

ラ
と
戦
う
こ
と
に
な
る
と
は

 
怠
惰

ま

理
久
兎
は

ス
テ

は
雷
鼓
な
ん
だ
け

 
ど
蓮
の
場
合
は

ま

そ
こ
は
ま
た
あ

ち
を
投

 
稿
し
た
ら
見
て

 

 

成
が

い
の

 
怠
惰

因
み
に
理
久
兎
が
こ
こ
で
戦

て
る
訳
で
し
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う
む
そ
う
じ

の
う

 
怠
惰

そ
れ
な
ら
上
空
は

度

城
内
で
の
戦
闘
に
な

 
て
い
る
か
な

 

 

う
ど
う
や
ら
あ
の
若
造
は
頑

て
お
る
よ
う

 
じ

の
う

 
怠
惰

え

そ
れ
に
負
け
じ
と
ト
ラ
ブ
ル
メ

カ

ま
た
を

 
フ
ラ

の
理
久
兎

も
頑

て
く
れ
る
だ
ろ

 
う

 

 

う
む
ま

そ
の

つ
名
の

み
が

い
が
や

て
く

 
れ
る
じ

ろ
う
な

 
怠
惰

楽
し
み
だ

て
事
で
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
じ

読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
７
０
話
 

雷
鼓

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

食
植
物
デ

キ
を
作
る
た
め
に
若

奮
闘
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

も
良
い
け
ど

食
植
物
だ
と
か
で
使
い
や
す
い
ス

も

力
な
ん
で
す
よ

お

と
失
礼
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
異
変
が
起
き
て
い
る
地
上
で
現

自
分
は
こ
の
幻
想
的
郷
の
バ
ラ
ン
ス
を

そ
う
と
し
て
い
る

雷
鼓
と
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た

 
雷
鼓

さ

私
の
ビ

ト
を
聞
い
て

て
お
く
れ
よ

 
そ
う

い
ド
ラ
ム
ス
テ

ク
を
回
す
と
ド
ラ
ム
を

き
始
め
る

く
力
強
い

が
聞
い

て
い
て
心
を
ウ
キ
ウ
キ
さ
せ
る

だ
が
雷
鼓
が
ド
ラ
ム
を

い
た

間
無
数
の
弾
幕
が
自
分
に

向
か

て
襲
い
か
か
る

 
理
 

よ

と

 
回
り
に

く
小
太
鼓
を

く
と
共
に
現
れ
る
弾
幕
か
ら
し
て
恐
ら
く
は
あ
の
ド
ラ
ム
を

す
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れ
ば

ン
チ

ン
あ
り
か
な

 
理
 

な

所
で
よ
武

て
使

 
雷
鼓

別
に

わ
な
い
よ
私
は

 
理
 

あ

そ
う
な
の

な
ら
そ
の
お

葉
に

え
る
よ

 
モ

ド
魔
力

 
魔
力
に
切
り
替
え

撃
を

け
な
が
ら
断
罪
神
書
を

げ
そ
こ
か
ら
レ
ク
イ
エ
ム
を
取
り
出
し

雷
鼓
へ
と

口
を
向
け

 
理
 

恋

 
マ
ス

ス

ク

 
ス

ル
を
唱
え
引
き
金
を
引
く
と
聖
女
の
口
を
模
様
し
た

口
か
ら
巨
大
な
レ

ザ

が
雷
鼓

に
目
掛
け
て

た
れ
る

 
雷
鼓

う
お

と

 
ド
ラ
ム
に

か
り
空
を
飛
ぶ
と
マ
ス

ス

ク
を
回

さ
れ
る

 
雷
鼓

初
手
か
ら

を
ぶ

な
し
て
く
る
普
通

 
理
 

あ

因
み
に

て
お
く
け
ど
本
家
の
マ
ス

ス

 

ク
は

発
か

発
が

度
な
ん
だ
け
ど
こ
れ
は
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弾

の

は

つ
あ
る
ん
だ
け
ど
そ
の
意
味
が
分

 
か
る
か
な

 
雷
鼓

ま

ま
さ
か

 
理
 

御
名

合
計

発
は
撃
て
る
ん
だ
よ

 

え
て

お
う

マ
メ
と

ル
ス

を

手
に
使

た
自
分
の
マ
ス

ス

ク
は
加
減

し
て
い
た
と

本
家
マ
ス

ス

ク
こ
と
魔
理

ス

ク
は

発
に
全
て
を

け
る
た

め
使

し
て
か
ら
約

間
は
持
続
し

程

も
大
分

い
が
弾

は

い
レ

ザ

が

た

れ
る

だ
が
自
分
の
マ
ス

ス

ク
は

発
に
分
け
て

た
れ
る
た
め
持
続
時
間
は

か
つ

程

も

い
が
弾

は
本
家
よ
り
も
上
と

点
も
あ
る
が
メ
リ

ト
も
あ
る

撃
だ

そ
れ

に

ネ
を
明
か
し
防

の
た
め
に
彼
処
は

え
て

発
で
撃

た
の
だ

 
理
 

ら

ら
ま
だ
ま
だ
い
く
か
ら
な

 
雷
鼓
を

い
を
定
め
引
き
金
を
引
き
マ
ス

ス

ク
を

発

す
る

 
雷
鼓

う

う
わ

 
だ
が
そ
の
マ
ス

ス

ク
を
も
の
の
見
事
に

け
て
み
せ
る

中
々
良
い
動
き
を
す
る

じ

な
い
か
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理
 

こ
れ
は
ど
う
か
な

 
ま
た
マ
ス

ス

ク
を

発
だ
け

ち
マ
ス

ス

ク
の
影
に

れ
な
が
ら
そ
の

ま
ま
雷
鼓
へ
と

を

め
る

 
雷
鼓

発
ぐ
ら
い
な
ら
も
う

け
れ
る

 
理
 

そ
う
か
な
ら
こ
れ
も

け
れ
る
よ
な

 
雷
鼓

な

 

た
マ
ス

ス

ク
が
消
え
る
と
同
時
に

ぼ

ロ

で
雷
鼓
に
向
か

て
レ
ク
イ

エ
ム
を

え
引
き
金
を
引
く

 
雷
鼓

な
ん
の
そ
れ
し
き

 
だ
が

い
こ
と
に
当
た
る

リ

リ
で
体
を
反
ら
し

け
た

流

は
生
き
る
た
め
に
大

打

を
し
た

神
だ

そ
こ
は

め
て
や
り
た
い

 
雷
鼓

こ
れ
で

発

次
は
私
の

ン
よ

 
そ
う

い
雷
鼓
は

を
取
る
と
ド
ラ
ム
を

き
出
す

 
雷
鼓

一
鼓
 
暴
れ

太
鼓

 
と

く
と
共
に
無
数
の
和
太
鼓

が
空
か
ら

の
よ
う
に

ち
て
く
る
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理
 

ど
ん
な
弾
幕
だ
よ
そ
れ

 
雷
鼓

た
で
し

元
は
太
鼓
の

神
だ

て

 

か
に

た
け
ど
ま
さ
か
こ
ん
な
ス

ル
が
飛
ん
で
く
る
と
は
予
想
外
も
良
い
と
こ
ろ
だ

す
ぐ
に
レ
ク
イ
エ
ム
を
断
罪
神
書
に
し
ま
い

 
理
 

モ

ド
霊
力

 
霊
力
に
切
り
替
え
る

そ
し
て

ち
て
て
く
る
和
太
鼓
に
向
か

て
霊
力
を

わ
せ
た

で
殴

り
ぶ

す

 
雷
鼓

リ

ム
が
変
わ

た

 
理
 

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

オ
ラ

 
太
鼓
の
鳴
る

が
鳴
る
と
共
に
ど
ん
ど
ん

し
て
い
く

ま
る
で
リ

ム
ゲ

ム
を
し
て
る
感

覚
だ
な

 
雷
鼓

上
手
く
決
ま
ら
な
い
わ

な
ら
こ

ち
も
リ

ム

 
を
変
え
ま
し

う
か

 
理
 

リ

ム
を
変
え
る

て

 
雷
鼓

二
鼓
 
怨
霊
ア

ノ
ツ

ミ
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ま
た
ド
ラ
ム
を

く
リ

ム
が
変
わ
る
と
今
度
は
無
数
の
小

の
弾
幕
が

開
さ
れ
襲
い
か

か

て
く
る

 
理
 

な
ら
そ
れ
に
不
協
和

を
い
れ
て
や
る
よ

 
雷
鼓

何
で
す

て

 
大
き
く
行
き
を

い
込
み
そ
し
て

 
理
 

仙
術
二
式

 
大
き
く

び
を
あ
げ
る
と
無
数
に

開
さ
れ
た
弾
幕
は
一
気
に
消

す
る

 
雷
鼓

本
当
に
不
協
和

と
い
う
か
う
る
さ
い

 
理
 

そ
ん
な
耳
を
塞
い
で
て
い
い
の
か

斬

 

に
霊
力
を

わ
せ
思
い

き
り

り
上
げ
斬
撃
波
を
飛
ば
す

だ
が
雷
鼓
は
そ
れ
を
耳
を
塞

ぎ
な
が
ら
も
回

す
る

 
雷
鼓

そ
ん
な
不
協
和

で
乱
さ
れ
て
も
私
の
ビ

ト
は

 

ま
ら
な
い

 
そ
う

い
ス
テ

ク
を
回
転
さ
せ
更
に
ド
ラ
ム
を

き
出
す

 
雷
鼓

三
鼓
 

前
零
時
の
ス
リ

ス
ト
ラ
イ
ク
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ま
た
ス

ル
を
唱
え
る
と

つ
の
大
き
な
和
太
鼓
が
現
れ
自
分
の
方
に
面
を
向
け
る

そ
し

て
雷
鼓
が
ド
ラ
ム
を
大
き
く

く
と
そ
の

つ
か
ら
大
き
な
弾
が
飛
び
出
し
て
く
る

 
理
 

お
ま

こ
れ
完

に
ド

ピ

キ

コ
ン
グ
名
物
の

 

大

じ

か

任
ピ

に
著
作

侵

で

 
え
ら
れ
る

 
雷
鼓

メ
メ

て
い
う
か

大

じ

な
い
わ
よ

 
せ
め
て
み
た
い

て

い
な
さ
い
よ

 
理
 

お

お
う

 
ま

ま

か
に
良
く
見
て
み
る
と
違
う
の
か
な

多
分
き

と
恐
ら
く

こ
れ
は
俺
の
心
が

い
か
ら
そ
う
見
え
る
の
だ
ろ
う

何
で
だ
ろ
う
心
が

い

と
り
あ
え
ず
あ
の
弾
幕
を
消
す

か 
理
 

龍
終

 

撃
を

け
つ
つ
霊
力
を

に

わ
せ
こ
ち
ら
を

て
く
る
和
太
鼓
を
引
き

き

す

る 
雷
鼓

ま
た

ら
れ
た
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理
 

お
い
お
い
も
う
終
わ
り

 
雷
鼓

め
る
ん
じ

な
い
わ
よ

 
そ
う

う
と
今
度
は
力
強
く

が
鳴
り

く

 
雷
鼓

死
鼓
 
ラ
ン
ド

カ
ス

 
力
強
い

と
共
に
大
き
な
玉
が
現
れ
る
と
そ
れ
は
弾
け
無
数
の
小

の
弾
幕
と
な

て
向
か

て
く
る

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 
向
か

て
く
る
小

弾
幕
を
空

で
防
ぎ
つ
つ
雷
鼓
へ
と
突
撃
す
る

 
雷
鼓

な

何
を

え
て
る
の
よ

 
理
 

何
を

て

こ
う
い
う
事
さ

 
そ
し
て
空

の
派
生
技
こ
と

を
発
動
さ
せ
空

を

発
さ
せ
る
と

撃
波
が
起
こ
る

 
雷
鼓

く

 
理
 

う

と

 
自
分
も
吹

飛
ば
さ
れ
た
が

手
の
ス

ル
は
ブ
レ
イ
ク
で
き
た

 
雷
鼓

く

本
当
に
邪
魔
ば

か
り
し
て

だ
け
ど

方
に
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何
度
も

め
ら
れ
よ
う
と
も
私
も

ま
る
気
は
な
い

 
わ

 
そ
う

う
と
今
度
は

く
ド
ラ
ム
を

き
出
す

 
雷
鼓

五
鼓
 
デ
ン
デ
ン
太
鼓

 
と
ス

ル
を
唱
え
る
と
雷
鼓
が
ド
ラ
ム
を

く
と
同
時
に

と
大
弾
が
現
れ
自
分
に
襲
い

か
か

て
く
る

 
理
 

モ

ド
魔
力

断
罪
の

 
魔
力
に
切
り
替
え
断
罪
神
書
の

を
開
き
無
数
の

を
出
現
さ
せ
向
か

て
く
る
大
玉
は

弾
き
飛
ば
し

は
全
て

へ
と
向
か

て
い
き

収
さ
れ
る

 
雷
鼓

な

で
弾
く
ど
こ
ろ
か

雷

の
代
わ
り
に

 

撃

の
技
は
こ
れ
に

る

元
々
は
怠
惰
対
策
に

え
た
が
ま
さ
か
こ
ん
な
所
で
役
に
立

つ
と
は

 
理
 

そ
ん
で

お
前
の
技
は
封
じ
た
け
ど

 
雷
鼓

ま
だ
よ

 
ド
ラ
ム
を

き
雷
鼓
の
ビ

ト
は
更
に
加

し
て
い
く
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雷
鼓

六
鼓
 
オ
ル

ネ
イ
ト
ス
テ

キ
ン
グ

 
自
分
を

い

む
か
の
よ
う
に
弾
幕
が

ら
れ
る
と
四
方
八
方
か
ら

り
く

の
よ
う
に
向

か

て
く
る

 
理
 

う

神
に
し
て
は
な
り
の
力
は
あ
る
じ

な
い

 
か

 
断
罪
神
書
か
ら
飛
び
出
し
た

を
元
に

し
そ
し
て

を

り
あ
る

を
開
き
手
を

突

込
む

 
雷
鼓

こ
れ
な
ら

方
だ

て

 
理
 

そ
れ
は
ど
う
か
な

 
雷
鼓

な
ん
で
す

て

 
理
 

お
前
は
も
し
か
し
た
ら
運
が
良
い
か
も
な

 
そ
ん
な
事
を

い
な
が
ら
断
罪
神
書
か
ら
⻑
い
棒

い
や
イ
ザ
ナ

か
ら

た
天

を

取
り
出
す

 
雷
鼓

そ
ん
な

で
何
が

 
理
 

た
だ
の

じ

な
い
よ
こ
れ
は
伝
説
の

こ
と
天
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さ

モ

ド
神
力

 
神
力
に
切
り
替
え
そ
し
て
力
を

め
て

え
る

 
雷
鼓

天

て
あ
の

 
理
 

ふ

切
り

 

め
た
力
を
一
気
に
解
き

ち
天

を

ぎ
に
一

す
る
と
無
数
の
斬
撃
が
弾
幕
を
か
き

消
し
消

さ
せ
る
と
花
火
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と

多
切
り
に
し
た
弾
幕
の

が

ち
る

 
雷
鼓

そ

そ
ん
な
の
あ
り
な
の

 
理
 

あ
り
だ
ろ

 
雷
鼓

く

何
で
さ

き
か
ら
こ
う
も
上
手
く
い
か
な

 
い
の
か
し
ら

 
理
 

俺
が

め
て
る
か
ら
と
し
か

え
な
い
よ
な

 
だ

て
実

に
そ
れ
し
か
い
な
い
し
な

す
る
と
ド

ン
と
大
き
な

が
鳴
り

く

 
雷
鼓

七
鼓
 
高

和
太
鼓
ロ

ト

 
と
ス

ル
を
唱
え
る
や
い
な
や
雷
鼓
の
回
り
を

か
ぶ
小
ド
ラ
ム
は
光
輝
く
と
そ
れ
か
ら
無

数
の
和
太
鼓
が
出
て
く
る

そ
し
て
そ
れ
ら
は
自
分
に
向
か

て
飛
ん
で
く
る
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理
 

し

ら
く
せ

 
天

を
回
転
さ
せ

せ
な
が
ら
向
か

て
く
る
和
太
鼓
を
斬
り

い
突
き
で
全
て

す

 
雷
鼓

本
当
に

方
は
反
則
と
い
う

葉
が

合
う
わ

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

 
雷
鼓

こ
れ
な
ら
ど
う

 
小
ド
ラ
ム
の
輝
き
が
消
え
る
と
激
し
く
も
力
強
い
ビ

ト
を

で
だ
す

 
雷
鼓

八
鼓
 
雷
神
の
怒
り

 
そ
の
一

と
共
に
無
数
の
雷
が
空
か
ら
自
分
目
掛
け
て

ち
て
く
る

先
程
の
デ
ン
デ
ン
太
鼓

と
は
比

に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
の

雷
の

で
ビ

ク
リ
す
る

 
理
 

へ

ま
だ
こ
ん
な

し
玉
が
あ
る
と
は

な
ら
見

 
せ
よ
う
か
天

の
強
さ
を

 
回
転
さ
せ

手
に
持
ち
変
え
地
面
目
掛
け
て
投

す
る

 
雷
鼓

方

気
が
狂

た
の

 
理
 

違
う
さ
天

は
世
界
を
作
る
た
め
そ
の
役
目
を
全

 
う
し
た
訳
だ
が
そ
れ
は
何
か
分
か
る
か
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雷
鼓

な

何
よ

 
理
 

元
々
世
界
を
作
る
と
し
た
ら
も

と
か
か

て
い
た

 
だ
が
あ
の

の
力
で
最
短
化
さ
れ
た
の
さ

 
と

た
直
後

地
面
の
方
か
ら
何
か
が

ス
ピ

ド
で
雷
鼓
の
へ
と
向
か

て
い
く

 
雷
鼓

き

 

リ

リ
で
回

さ
れ
た
が
ス

ル
を
ブ
レ
イ
ク
す
る
事
に
は
成

し
た

さ
て
で
は
何
が

元
か
ら
現
れ
た
の
か
そ
れ
は

 
雷
鼓

こ
れ
は

 
そ
う
そ
れ
は
大
き
な
大

だ

は
１
０
０
年
近
く
の
大
き
な
大

が
向
か

て
き
た
の

だ

で
は
何

そ
ん
な
物
が
と
い
い
た
い
だ
ろ
う
が
こ
れ
は
先
程
に
投

し
た
天

の
力
だ

あ
れ
は
物
を

進
さ
せ
る
力
が
あ
る

つ
ま
り
地
面
に
突
き

さ

た

間
土
に

ま
る
種
ま

た
は
元
か
ら
生
い

る

の
ど
れ
か
に
当
た
り
成
⻑

度
が

進
さ
れ
あ
ん
な
こ
と
に
な

た
の

ど
ろ
う

や
が
て
巨

と
な

た

は

れ
て
な
く
な

た

 
理
 

あ
り

り

力
の
使
い
方
を
ミ
ス

た
か
な

も
う

 
少
し
手
加
減
し
な
い
と
な

ス
ナ

チ
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手
を
か
ざ
し
一

唱
え
て
投

し
た
天

を
自
分
の

手
に

す

 
雷
鼓

何
度
も

何
度
も
私
を

め
て
く
れ
ち

て
お
陰

 
で
私
の
熱
も

ト
ア

プ
し
た
わ

 
そ
の
一

と
共
に
ス
テ

ク
を

げ

本
の
ス
テ

ク
を
カ
ン
カ
ン
と

く

 
雷
鼓

ン

ツ

ス
リ

フ

 
そ
う

い
ド
ラ
ム
を

快
な
リ

ム
で

き
だ
す
何
を
し
て
く
る
気
だ

 
雷
鼓

ブ
ル

レ
デ

シ

 
そ
の
一

と
共
に
無
数
の

弾
幕
が

開
さ
れ

を
な
し
四
方
八
方
か
ら

め
て
く
る

天

を
回
し
な
が
ら
向
か

て
く
る

を

い
除
け
る
が
そ
れ
で
も
容

な
く
襲
い
か
か

て

く
る

 
理
 

こ
こ
は
小
回
り
の

く
物
か

 
断
罪
神
書
に
天

を
し
ま
い
そ
し
て
更
に

を
め
く
り

 
理
 

モ

ド
妖
力
そ
し
て
来
い
空
紅
に
黒

 
自
身
の
愛
刀
を
取
り
出
し
空
紅
を

手
に
黒

を

手
に

え
る

そ
し
て
向
か

て
く
る
弾

を

手
の
黒

の
斬
撃
で
弾
き
飛
ば
す

だ
が
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
ず

リ

リ
で
回

を
す
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る 
雷
鼓

そ
う
よ
良
い
わ

最
高
に
ハ
イ

て
や
つ
よ

 
理
 

お
前
は

ピ

か

て
い
う
か
リ

ム
が
変
わ

 
た

 
突
然
の
ハ
イ
状
態
は
と
も
か
く
と
し
て
突
然
リ

ム
が
変
わ
り
だ
し
た
の
だ

ま
た
何
か
仕
掛

け
て
く
る
気
か

 
雷
鼓

さ

行
く
わ
よ

そ
し
て
こ
れ
が
私
の

一

の
全

 
力
よ

 
そ
う

い
力
強
く
も
心
に

き
渡
る
よ
う
に
ド
ラ
ム
を

き
出
す

 
雷
鼓

プ
リ
ス
テ

ン
ビ

ト

 

弾
幕
は
弾
け
飛
び
雷
鼓
が
ド
ラ
ム
を

く
と
同
時
に
高

で

が
飛
ん
で
く
る
す
ぐ
に

黒

で
弾
き
飛
ば
す
が
そ
れ
に
続
き
無
数
の
小

弾
も
飛
ん
で
く
る

 
理
 

き

く
せ
空
紅

 
空
紅
を
発
火
さ
せ

の
斬
撃
波
で
向
か

て
く
る
弾
幕
を
消
す
が
ま
だ
ま
だ
そ
の

い
は

ま

る
こ
と
を
知
ら
な
い
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雷
鼓

最
高
よ

え

本
当
に
最
高
な
の
よ

 
自
分
の
ビ

ト
に
熱
が
入
り
す
ぎ
て
狂
い
だ
し
た
か

ま

無
理
も
な
い
だ
ろ
う
力
が
手
に

入

た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
使
い

れ
て
は
い
な
さ
そ
う
だ
し
な

 
理
 

も
う
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ら
す

 
雷
鼓

嫌
よ

ま
だ
ま
だ
終
わ
ら
せ
な
い
わ

 
理
 

い
い
や
終
わ
ら
す

空
紅
の
全
発
火
能
力
を
解

 
空
紅
の
刀
身
を
黒

の
刀
身
に
合
わ
せ
そ
し
て
一
気
に

り
つ
け
る
と
火
の

は
桜
の
花

と
な
り
舞
い

ち
る

そ
し
て
空
紅
は
大
き
く
発
火
し
紅

の

は

を

き
な
が
ら
刀
身
に
宿

る 
理
 

紅
カ
グ

チ

 
そ
し
て
空
紅
を
雷
鼓
へ
と

る
う
と
紅

の

火
が
雷
鼓
へ
と

た
れ
る

 
雷
鼓

そ
ん
な

撃
が

く
と
で
も

 
そ
う

い
雷
鼓
は

け
る

だ
が
そ
ん
な
ん
で
終
わ
る
わ
け
が
な
い
だ
ろ

 
理
 

良
い
こ
と
を
教
え
て
や
る
紅
カ
グ

チ
は
単
に

く

 
だ
け
じ

な
い
桜
の
花

の

を
持

た
火
の

は
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空
中
を
舞
い

 
雷
鼓

へ

え

 
理
 

や
が
て

発
す
る

 
ド
ゴ

ン

 

く
と
同
時
に
舞

た
火
の

は
大

発
を
起
こ
し
た

そ
れ
と
同
時
に

 
ピ
チ

ン

 

弾

が
鳴
り

き
雷
鼓
は

か
ら

け
地
面
に

ち
て
い

た

そ
う
し
て
こ
の
勝
負
は
自

分
の
勝

に
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
怠
惰
よ

シ
は
思
う
ん
じ

 
怠
惰

何

 

 

こ
れ
ま
で
を
通
し
て
思

た
こ
と
そ
れ
は
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怠
惰

そ
れ
は

 

 

神
だ
と
か
の
元
物

の
者
達
の
バ
ト
ル
だ
と

 
か
が

遇
さ
れ
過
ぎ
で
は
な
い
か

 
怠
惰

そ
う
か
な

 

 

う
む

 
怠
惰

ま

何
と
い
う
か
さ
こ
う

と
か

て

 
ス

ル
が
数

に

が

て
る
の
つ
い
つ
い
全

 
部
出
し
ち

う
ん
だ
よ

 

 

あ

成
る
程
の

 
怠
惰

そ
れ
に
多
分
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

て
物
に
対
し
て

 
の
思
い
入
れ
が
無
意

に
強
す
ぎ
る
の
か
も

 

 

そ
う
か
の

 
怠
惰

う
ん
恐
ら
く

神
達
の
バ
ト
ル
が
自

に
⻑
い

 
の

て
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
が

か
も

 

 

そ
う
か
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怠
惰

で
も
物
を
大
切
に
使
う
の
は
大
事
だ
よ

生
活
の

 

ど
は
物
に

え
ら
れ
て
い
る
か
ら

 

 

か
に
の

 
怠
惰

だ
か
ら
物
は
大
切
に

て
の
が
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

 
の

い
た
い
事
な
の
か
も

 

 

奥
が
深
い
よ
う
な

す
ぎ
る
よ
う
な

 
怠
惰

は

は

は

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
か
な

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
７
１
話
 
情
報
収
集

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
今
日
は
と
こ
と
ん
つ
い
て
な
か

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

々
と

不

が
加

さ
れ
も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
雷
鼓
を

し
た
自
分
は

ち
て
い

た
雷
鼓
の
元
へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は

々
と
八

の
互

い
の
太

に
頭
を
の
せ
る
ボ
ロ
ボ
ロ
の
雷
鼓
が
い
た

 

々

あ

来
た
わ

 
八

方
も
お

れ
様

 
と

て
く
れ
る
が
こ
の
光

を
見
る
と
つ
い
つ
い

い
た
く
な

て
し
ま
う
台

が
あ
る

 
理
 

お
や
お
や

晩
は
お
楽
し
み
で
し
た

 
雷
鼓

ち

と
変
な

解
を
生
む
か
ら
そ
の

み
の
あ
る

 

い
方
は

め
て

え
る

 
そ
う

い
な
が
ら
雷
鼓
は
体
を
起
こ
す
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理
 

い
や

こ
の
光

を
見
る
と

 

々

方

て
イ

メ

子
キ

ラ

 
理
 

失
礼
だ
な
俺
は
ど
ち
ら
か
と

え
ば
弱
者
の
味
方
だ

 
け
ど

 
八

ウ
ト

 
理
 

う
わ

い

 
と
い
う
か
そ
れ
は

れ
も
な
い
事
実
な
ん
だ
け
ど

強
い
奴
が
弱
い
奴
を

め
て
る
様
を
見
る

の
は
全
然
面
白
く
も
な
い

そ
れ
に
見
て
い
て

い
か
ら
こ
そ

本
的
に
弱
い
者
い
じ
め
は
し
な

い

ま

手
が
意
気
が

て
挑
ん
で
く
る
な
ら
返
り
討
ち
に
す
る
の
は
仕
方
は
な
い
が
な

 
雷
鼓

ま

そ
こ
は
お
い
て
お
い
て

方
の
お
陰
で
今
の
私

 
の
実
力
が
ど
の
程
度
な
の
か
あ
る
程
度
は
分
か

た

 
わ
あ
り
が
と
う

 
理
 

い
い
よ
別
に
と
い
う
か
お
前
ら
の
処
遇
を
ど
う
す
る

 
か

 

々

ま

ま
さ
か
元
の
道

に

す
と
か

わ
な
い
わ
よ
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八

そ
れ
だ
け
は
嫌

 
嫌
と

わ
れ
て
も
ま
だ
ど
う
す
る
か
な
ん
て

え
て
な
い
し
な

 
理
 

う

ん
お
前
ら
が
こ
の
先
こ
の
幻
想
郷
の
不

に

 
な
る
よ
う
な
事
さ
え
し
な
け
れ
ば
別
に
こ
の
ま
ま
で

 
も
良
い
ん
じ

 
雷
鼓

あ
ら
意
外
と

士
な
対

 
理
 

ま

こ
の
件
に
つ
い
て
は
俺
に
任
さ
れ
て
る
か
ら
な

 
だ
か
ら
現
場

の
俺
が
決
め
る
事
だ
し
な

だ
が

 
今
も

た
通
り
変
な
気
は
起
こ
す
な
よ
も
し
起
こ

 
し
た
ら
そ
の
時
は
道

に

す
だ
け
じ

な
く
そ
の

 
道

を

々
に

す
る
か
ら
な

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は

を
真

に
し
て
コ
ク
コ
ク
と

く

こ
れ
な
ら
も
う
変
な
気
は

起
こ
そ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う

 
雷
鼓

そ

そ
う
い
え
ば
仕
事
と
か

て
る
け
ど
何
を
し
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て
る
の

妖
怪
の

者
の
使
い
走
り

い
や
で
も

 
方
み
た
い
に
強
い
人
を

々
と
部
下
に
出
来
る
か
し

 
ら

 
理
 

あ

て
な
か

た

け

俺
の
仕
事
先
は
地
獄

 
の
裁
判
所
で

わ
ば
死
神
が
手
を

わ
せ
る
よ
う
な

 
問

を
地
獄
に
送

た
り
す
る
仕
事
か
な

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は
互
い
に
目
を
合
わ
せ
て
キ

ト
ン
と
す
る

あ

そ
う
か
元
道

に

地
獄
の
事
を

て
も
仕
方
な
い
か

大

こ
れ
を

う
と

き
は
す
る
し
愚
者
の
場
合
は
皆
し

て
土
下
座
や
ら
し
て

地
獄
に
だ
け
は

と
か

ご

を

と
か

私
は

人
だ

と
か
下
ら
な
い
事
を

べ
る
が
こ
の

人
は
知
ら
な
い
た
め
か

わ
な
い
の
か

 
理
 

ま

雑

仕
事
み
た
い
な
も
ん
だ
よ

 
雷
鼓

そ

そ
う

に
し
て
も

方
さ

き
天

て

 

た
け
ど
そ
れ
本
物
か
し
ら

 
理
 

あ
り
知

て
る
の
天

 
雷
鼓

知

て
る
も
何
も
こ
の
世
界
に
お
い
て
道

の
間
で
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は
始

と

わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
伝
説
の
神

じ

な

 
い
の

 
へ

そ
こ
ま
で
知

て
る
の
か

ま

そ
れ
な
ら
あ
る
程
度
の
事
を
話
し
て
も
い
い
か

 
理
 

あ

え

と
ま

天

の
持
ち
主
に

談
し
て

 

り
て
ん
だ
よ

何

年
も
返
し
て
な
い
け
ど

 
雷
鼓

方
そ
れ

当
な

当

普
通
に

え
て

方
み
た

 
い
な
妖
怪

に

し
て
く
れ
る
の
か
し
ら

 
理
 

ま

俺
は

り
た
け
ど

 

り
た
と
い
う
よ
り
最

強

に
近
い
が

り
た
に
は

り
た
か
ら
問

な
い

あ
れ

や

て
る
事
が
泥
棒
魔
女
こ
と
魔
理

と

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
は

い
や
気
に
し
な

い
で
お
こ
う

 
雷
鼓

そ
れ
な
ら

い
交
渉
術

 
理
 

お

お
う

て
そ
う
だ

 
話
や
弾
幕
ご

こ
に
夢
中
に
な

て
い
て

れ
て
い
た
が
仕
事
の
道

を
し
て
い
た
の
を
思
い

出
す

と
り
あ
え
ず
天
邪
⻤
が
何
処
に
い
る
の
か
を

し
な
け
れ
ば
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理
 

な

お
前
ら
に
聞
き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
よ
こ

 
の
異
変
を
起
こ
し
た
天
邪
⻤
を
見
て
な
い
か

 
雷
鼓

そ
れ
だ

た
ら

々
と
八

が

し
い
わ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た

々
は
静
か
に
そ
し
て
八

は
元
気
よ
く
互
い
に
立
ち
上
が
る

 
八

う
ん
恐
ら
く
い
る
所
な
ら
分
か
る
よ

 

々

え

 
知

て
い
る
と
は
こ
れ
は
心
強
い

な
ら
そ
の
天
邪
⻤
は
何
処
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

因
み
に
そ
い
つ
は
何
処
に
い
る
の

 
何
処
に
い
る
の
か
と
聞
く
と

々
と
八

は
同
じ

イ
ミ
ン
グ
か
つ
同
時
に
口
を
開
き

 

人

あ
そ
こ

 
と

わ
れ
指

す
方
向
を
見
る
と
そ
れ
は

い
大
空
が

が
る
所
に

所
だ
け
大
き
な

天
が
空
を

う
場
所
だ

た

や
は
り
自
分
の
見
立
て
は
正
し
か

た
み
た
い
だ

 
八

あ

で
も
今
は

 

々

え

恐
ら
く
異
変
解
決
を
し
に
向
か

た
子
と
戦

 
て
い
る

で
す
よ
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理
 

異
変
解
決
者

 
つ
ま
り
定
番
の
彼
奴
等
が
動
き
出
し
て
い
る
わ
け
か

ま

そ
う
だ
よ
な
そ
う
で
な
か

た
ら

今
頃
は
職
務
怠

の
天

と
し
て
神
社
に
雷
を

と
し
て
る
所
だ

 
理
 

女
か

 
八

う
う
ん

刀
を
持

た
男
の
子

 
理
 

な
ん
だ
彼
奴
か

 
結

は
蓮
か

ま

彼
奴
な
ら

か
に

先
し
て
動
く
か
霊
夢
と
か
は
ぐ
う
た
ら
し
て
そ
う
だ

し 

々

あ
の
人
は
今
頃

神
楽
お
姉
さ
ま
と
出
会
え
た
か
し

 
ら

 
八

会
え
た
と
信
じ
た
い
か
な

 
神
楽

神
楽

あ

思
い
出
し
た
蓮
の
刀
の
名
前
で
式
神
と
し
て
も
使
役
し
て
い
た
子
だ

け

何
か
あ

た
の
か

ま

あ
ま
り
プ
ラ
イ

ト
に
口
を

む
の
は
あ
れ
だ
し
そ

と
し
て

お
こ
う

 
理
 

成
る
程

大
体
は
分
か

た
つ
ま
り
あ
そ
こ
に
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行
け
ば
良
い
訳
だ
な

 

々

そ
う
な
る
わ

 
理
 

そ
う
か
い
情
報
提

を
感
謝
す
る
よ

 

を

げ

き

人
に
ニ
コ
リ
と

み
な
が
ら
断
罪
神
書
物
か
ら
通
行
書
を
取
り
出
し

人
に
投
げ
る

 
雷
鼓

と
と
こ
れ
は

 
理
 

通
行
書
さ
何
か
あ

た
ら
地
底
に
あ
る
地
霊
殿
に
来

 
な
よ
出
来
る

り
手
助
け
は
し
て
や
る
か
ら
さ

 
雷
鼓

え

え

 
出
来
る
こ
と
な
ん
て

ら
れ
る
が
な
り
に
は
手
助
け
は
し
て
や
ろ
う

情
報
提

の
礼
だ

 
八

分
か

た
何
か
あ

た
ら

る

 

々

お
気
を
つ
け
を

 
雷
鼓

そ
れ
か
ら
次
は
負
け
な
い
わ
よ

 
理
 

あ

何
時
で
も
挑
戦
を
受
け
る
よ
じ

あ
な

 
そ
う

い
手
を

り

を

ば
た
か
せ

天
の
空
へ
と
向
か
う
の
だ

た
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怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ふ
む
ふ
む
と
な
る
と
次
回
は
つ
い
に

 
怠
惰

え

恐
ら
く
異
変
の

謀
者
が
出
て
く
る
で
し

う

 
か

 

 

ど
ん
な
奴
か
楽
し
み
じ

わ
い

 
怠
惰

そ
れ
と
あ

ち
を
見
て
く
れ
て
い
る
方
な
ら
分
か
る

 
と
は
思
う
け
れ
ど

謀
者
の
今
の
状
態
は

 

 

な

何
じ

 
怠
惰

こ
こ
は

て
お
こ
う

 

 

ま
た
こ
れ
か

 
怠
惰

ネ

バ
レ
は

て
な
訳
で
今
回
は
少
し

い
け
ど

 
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の
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怠
惰

で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
第
４
７
２
話
 
天
邪
⻤
と
の
遭
遇

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ス
ト
レ
ス
で

に

が
空
き
そ
う
に
な

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

は

失
礼
で
は
気
分
を
変
え
て
今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

を
大
き
く

ば
た
か
せ
雷
鼓
達
に

わ
れ
た
場
所
へ
と
向
か
う

 
理
 

こ
う
し
て
改
め
て
見
る
と
大
き
い
な

 

天
の
空
の
大
き
さ
に

き
つ
つ
も
そ
の
先
が
ど
う
な

て
い
る
の
か
は
ま

た
く
も

て
分

か
ら
な
い

気
を
引
き

め
て
向
か
わ
な
け
れ
ば

そ
う
思
い
な
が
ら

天
の
空
へ
と
突

込
も

う
と
し
た
そ
の
時
だ

た

 
理
 

ん

 

天
の
空
に
何
か
突
起
が
出
来
る

や
が
て
そ
の
突
起
の
先

か
何
か
が

ス
ピ

ド
で
地
上

の

へ
と

ち
て
い

た

 
理
 

あ
れ
は
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一

で
は
あ

た
が
そ
れ
を
一
目
だ
け
見
て
何
な
の
か
は
見
て
す
ぐ
分
か

た

そ
れ
は
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な

て
は
い
る
が
自
分
が
探
し
て
い
る
天
邪
⻤
だ

た
か
ら
だ

だ
が
何

に
ボ
ロ
ボ
ロ

な
ん
だ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
さ

き
蓮
が
行

て
る
と
か

て
た

 
な

て
こ
と
は
彼
奴
に
ボ
コ
さ
れ
た
の
か

 
ど
う
や
ら
蓮
に
こ

ど
く
や
ら
れ
た
み
た
い
だ

だ
が
そ
の
異
変
の

本
人
を
逃
が
し
て
し

ま
う
と
は
蓮
も
ま
だ
ま
だ
み
た
い
だ
な

 
理
 

や
れ
や
れ

ま

こ
こ
か
ら
は
俺
の
仕
事
か
な

 

を

り

み

空
か
ら
の

ス
ピ

ド
で
天
邪
⻤
が

ち
て
い

た

へ
と
向
か
う

 
理
 

彼
奴
は
ど
こ
ま
で

ち
た
ん
だ

 
何
処
に

ち
た
の
か
探
し
て
い
る
と

レ

レ
と
だ
が

の

を
手
を
当
て
な
が
ら
不

な

く
歩
い
て
い
る
天
邪
⻤
を
見
つ
け
る

 
理
 

い
た
い
た

 

く
り
と
太
い

の

へ
と
降
り
立
ち
天
邪
⻤
を
見
下
ろ
し
な
が
ら

 
理
 

お
前
が
天
邪
⻤
だ
よ
な
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な

何
処
に

 
と

呼
び
掛
け
る
と
ピ

リ
と
立
ち

ま
り
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
渡
し
始
め
る

 
理
 

こ
こ
だ
よ

こ

こ

 
ま
た
呼
び
掛
け
る
と
よ
う
や
く
気
づ
い
た
の
か
自
分
を
見
上
げ
る

 

 

さ

き
か
ら
私
を
呼
ん
で
る
の
は
お
前
か

 
理
 

そ
う

そ
れ
で
え

と

が
天
邪
⻤
の

変
人
邪
心

 
だ

け

 

 

違
う

⻤
人
正
邪
だ

ど
う
や

た
ら
そ
う
な
る
ん

 
だ
よ

と
い
う
か
私
は
変
人
で
す
ら

 
い
や
こ
ん
な
大
そ
れ
た
事
を
や

た
奴
は
自
分
か
ら
し
た
ら
変
人
の
部

だ

て
の

 
正
邪

て
い
う
か
お
前
は

だ
名
を
名

れ

そ
の
前
に
私

 
を
見
下
ろ
す
ん
じ

よ

 
と
り
あ
え
ず

の

に
座
り
ニ
コ
リ
と

み
な
が
ら

 
理
 

お

と
失
礼

俺
は
幻
想
郷

部
地
獄
裁
判
所
の
雑

 

を
し
て
い
る
深
常
理
久
兎

て
も
ん
だ
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正
邪

深
常
理
久
兎

は

 

い
た

を
し
た
正
邪
は
急
に

を
真

に
さ
せ
る

 
正
邪

お

お
前
ま
さ
か
あ
の
理
久
兎
か

 
理
 

と
い
う
と

 
正
邪

八
雲
紫
の
師
で
あ
り
幻
想
郷
の

盤
を
作
り
上
げ
更

 
に
は
妖
怪
の
頂
点
ぬ
ら
り

ん
と
し
て
名
を

せ

 
た
理
久
兎
か

て
聞
い
て
ん
だ

 
お
や
お
や
ま
た
懐
か
し
い
こ
と
を
話
す
な

ま

全
部
合

て
る
か
ら

定
す
る
こ
と
も
な
い

け
ど
な

 
理
 

間
違

て
な
い
な
よ
そ
の
理
久
兎
さ

 
正
邪

バ
カ
な
お
前
は
死
ん
だ
は
ず
だ
ろ
何
で
ま
だ

 
理
 

お
前
は
何
時
の
話
を
し
て
ん
だ
よ

も
う
と

く
に

 
俺
が
生
き
て
た
何
て
事
は
幻
想
郷
の

ど
の
奴
が

 
に
知

て
る
け
ど
な

 
ま
ず
文
達
が
発
行
す
る
新
聞
や
ら
で

に
情
報
は
行
き

い
て
い
る
と
思

た
が
ま
さ
か
ま
だ
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知
ら
な
い
奴
が
い
た
と
は
な

 
正
邪

知
る
か

私
は

え
て
新
聞
な
ん

取

て
な
い
ん

 
だ
よ

 
理
 

嫌
々

も
し
く
は
口
コ
ミ
と
か
さ

 
正
邪

そ
ん
な
奴
が
い
る
と
思

て
ん
の
か

 
自
分
か
ら

て
お
い
て
あ
れ
だ
が
こ
の
子
あ
れ
だ

完

に
ボ

チ
だ

 
理
 

何
で
だ
ろ
う
目
か
ら

が

 
正
邪

変
な
同
情
を
す
ん
じ

よ
私
ま
で

し
く
な

 
て
き
た
だ
ろ
う
が

て
私
は

え
て
友
達
を
作

 
ら
な
い
だ
け
だ
か
ら
な
勘
違
い
す
ん
じ

 
理
 

う
ん
う
ん
も
う

わ
な
く
て
こ
れ

上
余
計
な
話
を

 
し
た
ら

し
く
自

す
る
だ
け
だ

 
正
邪

マ

で
ム
カ
つ
く
な
お
前

 
人
が
せ

か
く

て
や

て
ん
の
に

あ

そ
う
だ
こ
い
つ
か
ら

き
上
げ
る
物
が
あ

た

な
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理
 

ま

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
だ
お
前
さ
ん
打
出
の
小

 
を
持

て
る
だ
ろ
そ
れ
を
出
し
て
く
ん
な
い

 
正
邪

へ

生

な
話
で
今
は
持

て
な
い
ん
だ
よ

し

 
て
小
人
に
持

て
か
れ
ち
ま

た
か
ら
よ
お
生

様

 
だ
な

 
理
 

そ
こ
を
強
が

て

う
な
よ
た
だ
で
さ
え
そ
の
ボ
ロ

 
ボ
ロ
の
姿
で
無
理
が
あ
る

て
の
に

に
弱
く
見
え

 
る
だ
け
だ

 
正
邪

う
る
さ
い

う
る
さ
い

お
前
み
た
い
な
強
者
に
は

 

遠
と
分
か
ら

だ
ろ
う
よ

 
つ
い
に
は

レ
を
し
だ
し
た

本
当
に
そ
れ
じ

的
な
弱
い
奴
の

じ

か
よ

そ
れ

前
に
こ
い
つ
に
は
俺
が
思

て
た
程
の

値
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
ん
な

思
い
込
み
過

ぎ
た
か
な

と
い
う
か
何
時
か
ら
俺
は
強
者
と
か

た
ん
だ
ろ
う
な

 
理
 

て
お
く
が
そ
れ
は
弱
い
奴
の

だ
な

 
正
邪

何
を
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理
 

そ
れ

前
に
お
前
は
何
か
勘
違
い
し
て
な
い
か

 
正
邪

し
て
る
も
ん
か

 
理
 

は

や
れ
や
れ

 
変
に
テ
ン
シ

ン
が
上
が

て
激
情
状
態
の
奴
を

ち
着
け
る
な
ら
手

取
り

い
方
法
で
サ

ク

と

ち
着
け
た
方
が
い
い
よ
な
こ
れ
は

 
理
 

そ
こ
ま
で

う
な
ら
俺
と
や

て
み
る
と
良
い
さ

 
つ
い
で
に
お
前
を
お

に
し
て
閻
魔
の
前
に
引

立

 
て
る
の
も
俺
の
仕
事
だ
し
な

 
正
邪

閻
魔
の
前
に
引

立
て
る

て

 
理
 

嫌
な
ら
勝

て
み
ろ
よ
⻤
人
正
邪
ち

ん
や
れ
る
も

 
の
な
ら

な

ま

俺
か
ら
見
た
ら
お
前
に
は
俺
が

 
思

て
た
程
の

値
が
あ
る
か
は
分
か
ら
ん
け
ど

 
正
邪

ち

ん

け
し
て
ん
じ

よ
理
久
兎

そ
れ
に

 
何
が

値
だ
よ

 
理
 

な
ら
や
る
か

そ
の
代
わ
り
こ
の
決
闘
で
逃
げ
た
ら
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値
が
な
い
所
か
負
け

い
や

ま
せ

だ

 
正
邪

が
負
け

で

ま
せ

だ

 
こ
う
や

て
挑
発
で
も
し
て
お
け
ば
逃
げ
も
せ
ず
バ
カ
み
た
い
戦
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

こ

い
つ
も
案
外
チ

ロ
す
ぎ
て

が
出
て
き
そ
う
だ

 
理
 

な
ら
勝
負
を
挑
む

て
事
で
良
い
ん
だ
な

 
正
邪

あ

そ
し
て
最
強
の
座
か
ら
引
き
下
ろ
し
て
や
る
よ

 
理
久
兎

 
だ
か
ら
最
強
に
な

た
覚
え
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

り
の
奴
が
勝
手
に
そ
う
思

て

い

て
る
だ
け
だ
し
な

だ
が
こ
い
つ
は
自
分
に
少
し

て
る
所
が
あ
る

 
理
 

な
ら
来
な
⻤
人
正
邪
お
前
を
今
こ
こ
で
閻
魔
の
代
わ

 
り
に
見
定
め
て
や
る
よ
お
前
の

値
を
な

 
こ
い
つ
が
何
処
ま
で
出
来
る
の
か
を
見
定
め
て
み
た
い

思

て
い
た
程
の

値
が
な
い
と
判

断
す
れ
ば
そ
こ
ま
で
の
存

だ
そ
れ
な
ら
閻
魔
に
引

立
て
る

だ
が

値
が
あ
る
と
判
断
す
れ

ば

楽
し
み
だ
こ
い
つ
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か

 
正
邪

や

て
や
る
そ
し
て
お
前
に
勝

て
下

上
を

げ
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て
や
る

 
理
 

良
い

そ
の

だ

 
そ
う
し
て
⻤
人
正
邪
と
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

し
か
し
手
負
い
の

手
と
戦
う
と
は
の

 
怠
惰

ま

で
も
こ
う
い
う

葉
が
あ
る
じ

ん

 

 

何
じ

 
怠
惰

追
い
込
ま
れ
た
狐
は

カ
ル
よ
り
も
狂
暴
だ

 

て

 

 

い
や
そ
れ
を

う
な
ら

は

を

む
じ

ろ

 
そ
れ
は
メ

ピ

ル

ア
じ

 
怠
惰

ま

ま

意
味
は
大

は
同
じ
だ
し

 

 

し
か
し
あ
の
天
邪
⻤
は
本
当
に
大
丈
夫
か
の

何
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か
あ

い
う
奴

ど

援
し
た
く
な
る
ん
じ

 
よ
な

 
怠
惰

さ

ど
う
だ
ろ
う

彼
女
は
果
た
し
て
理
久
兎

 
の
お

に

う
の
か
次
回
に
ご
期
待

て
事
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

や
れ
や
れ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

う
む
さ
ら
ば
じ
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第
４
７
３
話
 
天
邪
⻤
の
見
定
め

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

リ
ア
ル
の

し
さ
に

き
た
く
な
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
時

に
な

た
ら
前
み
た
く
平

に
な
る
の
だ
ろ
う
か

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど

う 

々
が
生
い

る

現

そ
こ
で
は
い
く
つ
も
の
光
の

発
が

き
起
こ

て
い
た
何

な

ら 
正
邪

は

は

 
正
邪
と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
た
か
ら
だ

そ
し
て
手
負
い
な
の
か
少
し
動
い
た
だ
け

で
飛
ん
で
い
る
正
邪
は

を
切
ら
し
て
い
た

 
理
 

お
い
お
い
高
々
少
し
動
い
た
だ
け
で
こ
れ
か

お
前

 
を
ぶ
ち
の
め
し
た
小

の
方
が
ま
だ
動
け
た

 

を

ば
た
き
な
が
ら

を
交

さ
せ
て

く
挑
発
を
込
め
て

う
と
正
邪
は

に
シ

を
作



 第４７３話 天邪⻤の見定め

る 
正
邪

う
る
せ

 
そ
う

い
正
邪
は
無
作

に
弾
幕
を

て
く
る

そ
れ
ら
を
余

を
も

て
回

す
る
が

 
正
邪

反
転

 
と
正
邪
が
唱
え
た
そ
の
時
真

直
ぐ
に
飛
ん
で
い

た
弾
幕
の
数
々
が
後
ろ
か
ら

て

き
た

だ
が
そ
れ
を

後
を
見
ず
に
気
を
察
し
つ
つ

け
る

 
正
邪

こ

こ
い
つ
後
ろ
を
見
ず
に

 
理
 

ま

け
る
の
は
簡
単
だ
か
ら
な

 
正
邪

こ
の

 
四
方
八
方
に
弾
幕
を

開
し

て
く
る
が
霊
力
を
込
め
て
思
い

き
り
地
面
を
踏
む
と
自
分

を
中
心
に

撃
波
が

て
ら
れ
弾
幕
を
打
ち
消
す

 
正
邪

嘘
だ
ろ

 
理
 

お
前
な
ら
ま
だ
ま
だ
出
来
る
だ
ろ

 
正
邪

ば

バ
カ
に
し
や
が

て

 
そ
う

う
と
正
邪
は
ま
さ
か
の
自
殺
行

に
も
近
い
行
動
に
出
た

そ
れ
は
自
分
を
中
心
に
四
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方
八
方
に
弾
幕
を

開
さ
せ
る
と

た
本
人
つ
ま
り
正
邪
に
向
か

て
い
く
の
だ

 
理
 

自
殺
行

て
ま
さ
か
そ
こ
ま
で
で

ん
で

 
正
邪

バ

ロ

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ
う
が
こ
う
す
る
ん
だ

 
よ

 
自
分
へ
と
手
を

ば
し
ニ

リ
と
ゲ
ス
い

を

か
べ
る
と

 
正
邪

反
転

 
と

高
ら
か
に
唱
え
た
が

し
か
し
何
も
起
こ
ら
な
か

た

 
正
邪

あ

あ
れ

て
う

 
そ
し
て
殺
意
の
高
い
弾
幕
が
正
邪
へ
と
襲
い
か
か

た

さ
て
は
自
分
を
対
象
に
自
分
と
正
邪

の

置
を
入
れ

え
る
気
だ

た
の
か

だ

た
ら
悪
い
こ
と
し
ち
ま

た
な

 
理
 

悪
い

い

れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
さ
俺
を
対
象

 
に
す
る
能
力
は
全
て
シ

ト
ア
ウ
ト
さ
れ
る

て

 
い
う
事
を
す

か
り

い

れ
て
た
悪
い
な

 
正
邪

お
前
そ
れ

く

え
よ

 
悪
態
を
つ
け
な
が
ら
も
正
邪
は

リ

リ
で
自
身
が

た
弾
幕
を

け
は
た
ま
た
何
処
か
ら
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出
し
た
の
か
紫
と
白
の

イ

の
布
を
取
り
出
し

ラ
リ

ラ
リ
と
弾
幕
の
起
動
を
ず
ら
し
た

り
し
て
全
て
の
弾
幕
を

え

く

 
正
邪

は

は

 
理
 

何
か
悪
い
な

 
正
邪

こ

コ

に
し
や
が

て

 
す
る
と
正
邪
は
何

か

さ
ま
に
な
る
と
今
度
は

を
地
に
向
か

て

げ
る

そ
し
て

 
正
邪

 
天
下
転

 
と
ス

ル
を
唱
え
て
き
た

何
が
起
こ
る
と
思
い
き
や
何
と
自
分
と
正
邪

外
の
全
て
の
上

下
が
反
転
し
た

分
か
り
や
す
く

え
ば
空
と
地
が

さ
ま
に
な

た
の
だ

 
正
邪

げ

お
前
ま
で
反
転
す
る
と
は
や

り
嘘
じ

な

 
い
ん
だ
な

 
理
 

お
前
の
能
力
は
面
白
い
な

 
そ
れ
を
面
白
い
と
思

て
い
る
と
無
数
の
弾
幕
が
前
と
後
ろ
か
ら

を
な
し
て

て
き
た

の
だ

 
正
邪

お
前
は
こ
の

の
弾
幕
を
ど
う
回

す
る
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理
 

ど
う
や

て

 
回

の
方
法
は

山
あ
る
が
あ
ま
り
や
り
過
ぎ
る
と
こ
い
つ
の
見
定
め
が
出
来
な
い
し
な

ま

こ
こ
は
王
道
か
つ
無

す
ぎ
て
つ
ま
ら
な
い
が
気
合
い
で
回

す
る
か

 
正
邪

な

ス

ル
も
使
わ
ず
に
回

だ
と

 
理
 

け
る
の
は
簡
単

て

そ
れ
に
俺
は

た

だ

 
お
前
を
見
定
め
る

て
な

 
正
邪

め
る
の
も
大

に
し
や
が
れ

 
理
 

め
て
な
ん
て
な
い
さ

 

撃
を

け
て
い
く
と
突
然
弾
幕
が
消
え
反
転
し
た
世
界
が
元
に

る

ど
う
や
ら
ス

ル
の
終
了
時
間
に
な

た
み
た
い
だ

 
正
邪

あ

あ
り
え

ま
だ
小

の
力
が

て
い
る

 
私
の

撃
を
ス

ル
な
し
で

け
き
る
な
ん
て
あ
り

 
え

 
小

の
力
が

て
い
る
か

成
る
程
な
通
り
で
美
寿
々
達
が
弱
い
と
か

て
た

に
は

々
に
強
い
わ
け
か

こ
れ
で

が
い

た
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理
 

正
邪
ち

ん

 
正
邪

負
け
て
た
ま

ハ

ハ

 
や

り
か
無
理
し
て
弾
幕
ご

こ
に
発

さ
せ
て
し
ま

た
が
た
め
に
正
邪
の

体
に

が
来
は
じ
め
て
る

 
理
 

正
邪
ち

ん
よ

の
ボ
ロ
ボ
ロ
の

体
は

界
に
ま

 
で
達
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
動
け
て
い
る
理
由

 
そ
れ
は
恐
ら
く
小

の
影

だ

 
正
邪

は

は

か
も
し
れ
な
い
な

 
弾
を

て
き
た
が
そ
れ
を
霊
力
を

わ
せ
た
手
で

り

い
打
ち
消
す

 
理
 

成
る
程

 
恐
ら
く
こ
の
ま
ま
無
理
を
さ
せ
過
ぎ
た
状
態
で
動
き
続
け
れ
ば
小

の
力
で
の
ド

ピ
ン
グ

果
が
切
れ
た
そ
の
時
は
恐
ら
く
彼
女
は
無
事
で
は

ま
さ
れ
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
に
小

の
力
は

彼
女
に
は
使
い
こ
な
せ
て
な
ど
い
な
い

身
の
丈
に
合
わ
な
い
力
を
使
え
ば
反
動
大
き
く
な
る

 
理
 

正
邪
ち

ん

て
お
い
て
あ
れ
だ
が
下
手
し

 
た
ら
お
前
の

体
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正
邪

う
も
ん
か

て
め

に
負
け
て
地
獄
に
行
く
よ
り

 
も
私
は
て
め

を
負
か
し
私
の
下

上
を
こ
の
幻
想

 
郷
に
知
ら
し
め
て
か
ら
死
ん
だ
方
が
マ
シ
だ

 
理
 

そ
う
か
お
前
の
覚
悟
は

か
に
見
た

 
自
分
を

に
し
て
ま
で
自
分
の
信

を

こ
う
と
す
る
意
思
そ
れ
は
あ
ま
り
良
い

は
出

来
な
い
な

だ
が
そ
の
覚
悟
は

で
き
る
も
の
だ

 
正
邪

う
る
せ

お
前
に
私
の
覚
悟
が
分
か

て
た
ま

 
る
か

 
更
に
弾
幕
を

開
し

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

そ
れ
を

け
な
が
ら

 
理
 

あ

分
か
ら
ん

だ
か
ら
こ
そ
お
前
を
見
定
め
た
ん

 
じ

な
い
か

モ

ド
神
力

 
神
力
に
切
り
替
え
断
罪
神
書
か
ら
天

を
取
り
出
し
向
か

て
く
る
弾
幕
を

い
の
け
な
が

ら
突
き
進
ん
で
い
く

 
正
邪

反
転

反
転
し
ろ
よ

 

々
と

静
さ
を
失

て
き
て
い
る
の
か
注
意
し
た

な
の
に
も
関
わ
ら
ず

置
を
入
れ

え
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よ
う
と
す
る
が
無

だ
そ
ん
な
能
力
は
通

は
し
な
い

そ
し
て
手
の

く

ま
で
来
る
と

 
理
 

と
り
あ
え
ず
そ
の
ド

ピ
ン
グ

果
は
消
さ
せ
て
も

 
ら
う

ル

ル
を
制
定
す
る

 
正
邪

来
る
な

 

ぼ

近

で
弾
を

て
く
る
が
当
た
る

リ

リ
で
回

し

 
理
 

間
の
間
だ
け
俺
の

手
が

れ
た
者
は
全
て
の

 

与
さ
れ
た
力

び
に

果
は

遠
に
消

す
る

 
胸
に
あ
る
身
代
わ
り

が

れ
る

が

く

そ
し
て

手
で
正
邪
の

に
目
掛
け
て

 
理
 

秘
技
と
う
こ
ん
打
ち

 
バ
チ
ン

 
ピ
チ

ン

 
正
邪

フ

 

跡
が

る

度
で
思
い

き
り
と
う
こ
ん
打
ち
で

く
と

弾

が
鳴
り

い
た

 
正
邪

ち

く
し

う

 
そ
う

き
な
が
ら
正
邪
は
地
面
へ
と

ち
て
い

た

 
理
 

見
定
め
た

⻤
人
正
邪
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そ
う
し
て
自
分
も
正
邪
を
追
い
か
け
て
地
上
へ
と
降
り
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
闘
魂
打
ち
と
は
の

 
怠
惰

別
名
は

従
者
お
仕
置
き
カ
ツ
入
れ
奥
義

 

 

何
時
か

法
や
ら
で

え
ら
れ
る

 
怠
惰

因
に
理
久
兎
の
元
で

く
に
当
た

て

生
な

 
ど
と
い
う

し
い
も
の
は
な
い

た
だ
恐
ら
く
休
み

 
は
あ
る
と
は
思
う
け
ど

 

 

そ
れ
は
当
た
り
前
だ
と
思
う
が
の

 
怠
惰

因
に
居
候
時
代
は

の

衛
と
は
名
高
い
も
の
の

 

ぼ
仕
事
が
入
ら
な
い
か
ら
ニ

ト
だ
よ

 

 

そ
ん
な
主
人

は
嫌
じ

 
怠
惰

ま

そ
う
見
せ
て
も

グ
で
終
わ
る
よ
う
に
頑



 第４７３話 天邪⻤の見定め

 

た
け
ど

ま

理
久
兎
の
元
で

く
な
ら
ば

 

先
生
の
元
で

い
た
方
が
良
い
か
も

学

は

 
問
う
と
思
う
け
ど

 

 

え
る
の

て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

 
怠
惰

だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
７
４
話
 
小
悪
党

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
大

が

い
の
に
も
関
わ
ら
ず
学

に
強
制
通
学
さ
せ
ら
れ
た
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

あ
ん
な

な
ん
だ
か
ら
少
し
は
状

を
見
ろ
よ
と
心
の
中
で
ツ

コ
ミ
し
て
ま

し
た

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
正
邪
に
勝

し
た
自
分
は
地
上
へ
と
降
り
小

の
力
を
失

た
せ
い
か
力
が
入
ら
な
い
の
か

向
け
で

れ
て
い
る
正
邪
に
近
づ
く

 
正
邪

ち
き
し

う

や

り

メ
じ

か

 
こ
い
つ
は

々
と
間
違

た
方
向
で

え
て
る
な

 
理
 

な

お
前
さ

々
と
間
違

た
方
向
で

え
過
ぎ
て

 
な
い
か

 
正
邪

何
だ
よ
惨
め
な
奴
へ
の

め
か
よ

 
理
 

違
う

て
の
お
前
は

々
と

に

え
る
な
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正
邪

当
た
り
前
だ
ろ

た
だ
で
さ
え
負
け
る
と
分
か

て

 
る
戦
い
な
ん
て
意
味
な
い
だ
ろ

 
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
と
思

た

今
し
た
戦
い
は
意
味
な
ど
な
か

た
の
だ
ろ
う
か

自
分

は
そ
う
は
思
わ
な
い
け
ど
な

だ
が
思

た
の
は
負
け
る
と
分
か

て
い
た
な
ら
本
来
の
奴
は
諦

め
て
し
ま
う
そ
れ
は
自
分
の
弟
子
で
あ
る
紫
や
蓮
だ

て
そ
の

人
だ

だ
が
こ
い
つ
は
そ
ん

な
戦
い
で
も
諦
め
よ
う
と
は
し
な
か

た

ろ
体
が
こ
こ
ま
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
戦

た
そ
う
い

た
事
が
気
に
入

た
の
だ

そ
し
て
何

そ
こ
ま
で
強
い
意
思
が
あ

た
の
か
気
に

な

た

 
理
 

や
れ
や
れ
そ
う

え
る
な
ら
お
前
の

値
は
そ
こ
ま

 
で
だ

し
か
し
お
前
は
さ

き
の
戦
い
で
諦
め
よ
う

 
と
は
し
な
か

た
よ
な

 
正
邪

 
目
を
そ
ら
し
て
無

を

く

て
事
は
満
更
で
も
な
さ
そ
う
だ

そ
し
て
無

の
意
味
は
つ
ま

り

定

て
意
味
で
良
い
だ
ろ
う

 
理
 

教
え
て
く
れ
な
い
か
何

お
前
は
諦
め
な
か

た
の
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か
を

勝
て
る
見
込
み
が
な
い
と

う
な
ら

本
は

 
諦
め
る
が
お
前
は
し
な
か

た
そ
の
訳
を
さ

 
正
邪

私
は
諦
め
る
の
は
大
嫌
い
な
ん
だ
よ

え
そ
れ
が
負

 
け
る

が
大
き
く
た

て

く
り
返
し
て
や
る

 
の
さ

だ
が
お
前
と
の
戦
い
や
さ

き
の

二

と

 
の
戦
い
で
は

く
り
返
せ
ず
負
け
ち
ま

た
け
ど

 
な

 
理
 

う

 
面
白
い
こ
と
を

う

や

り
こ
い
つ
は
自
分
に

て
い
る
と
思

た

そ
し
て
あ
ま
り
に

も
面
白
く
て

 
理
 

く
く

ア
ハ
ハ
ハ

 
大
き
く

て
し
ま

た

こ
い
つ
は

姫
や
紫
は
た
ま
た
霊
夢
達
の
前
に
引

立
て
る
に
は

し
い
存

だ
と
思

た

 
正
邪

何
が
可

し
い
ん
だ
よ

 
理
 

悪
い
悪
い

お
前
は
や

り
俺
に

て
る
よ
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正
邪

は

ふ
ざ
け
る
な
お
前
は
強
者
で
私
は

 
理
 

て
お
く
が
俺
も
ど
ち
ら
か
と

え
ば
弱
者
の
部

 

だ
か
ら
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
正
邪
は
し
か
め
た

を
す
る

近
く
の

の

に

を
持
た
れ
て
座
り

 
理
 

俺
は
よ
昔
に
何
度
も
お
ふ
く
ろ
に
下

上
を
仕
掛
け

 
た
の
さ

 
正
邪

何
を

て

 
理
 

そ
し
て
何
度
も
仕
掛
け
て
何
ど
も

に
さ
れ
何
度

 
も
引
き
分
け
と
な

た

ち
ま
え
ば
お
ふ
く
ろ
を

 

手
に
白
星
な
ん
て
全
然
な
い

第
一
お
ふ
く
ろ

 
は
加
減
を
知
ら

か
ら
よ

 
そ
う
し
て
自
分
の
昔
話
を
淡
々
と

て
い
く

そ
れ
を
正
邪
は
何
も

わ
ず

て
聞
い
て

い
く

 
理
 

そ
ん
で
ま

々
と
あ

て
こ
う
し
て
い
る
訳
さ

 
正
邪

お
前
は
下

上
を
諦
め
た
の
か
よ
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理
 

い
い
や
お
ふ
く
ろ
に
会

た
ら

本
は
突

掛
か
る

 
よ

た
だ
下

上
を
し
て
も
そ
の
先
に
は
何
が
あ
る

 
の
か
分
か
ら
な
く
て
な

し
か
も
今
の
暮
ら
し
が
こ

 
れ
ま
た

な
も
ん
で
な

 
正
邪

け

本
当
に
お
前
は
意
味
が
わ
か
ら

 
そ
う

い
な
が
ら
も
正
邪
は
空
に
向
か

て

手
を

ば
し
手
を

り
し
め
る

 
正
邪

お
前
は
地
獄
か
ら
の
使
い
だ
ろ
こ
う
な
れ
ば
も

 
う
私
も
終
わ
り
だ
が
最
後
に
下
ら

話
が
聞
け
て

 
良
か

た

 
立
ち
上
が
り
正
邪
へ
と
近
づ
き

 
理
 

ふ

ん

い
ん
だ

 
そ
う

う
が
正
邪
は
こ

そ
り
と

手
を
動
か
し
て
い
る
の
を
見
て
し
ま
う

や
る
な
ら
も
う

少
し

夫
し
ろ
よ
な
霊
夢
と
か
な
ら
見

け
ず
か
も
し
れ
な
い
が
俺
な
ら
見

け
ち
ま
う

 
理
 

ま

で
も
お
前
の

値
は
分
か

た
よ
方
向
性
は

 
と
も
か
く
と
し
て
お
前
は
何
事
に
も
諦
め
な
い
姿
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は
特
に

し
て
や
る
よ
だ
か
ら
そ
の

手
を
動
か

 
し
て
逃
げ
る
た
め
の
道

を
取
り
出
す
の
は

め
て

 
お
け
よ
や

て
も
俺
か
ら
は
逃
げ
れ
な
い

 
正
邪

バ
レ
て
や
が
る
の
か
よ

 
理
 

俺
に
小

し
よ
う
だ
な
ん
て
何

年
と

い

 
正
邪

本
当
に
行
く
事
に
な
り
そ
う
だ

こ
う
な
れ
ば
本
当

 
に

る
で
も

く
な
り

き
に
し
や
が
れ

 
そ
う

い
ふ
て
ぶ
て
し
く
大
の

に
な

て

そ
べ
だ
す

だ
が
し
か
し
本
当
に
勘
違
い
を
し

て
る
よ
な

 
理
 

つ
い
で
に

て
お
い
て
や
る
が
こ
の
件
の
仕
事

 
ま

現
場

は
俺
な
ん
だ
よ

 
正
邪

ど
う
い
う
事
だ
よ

 
理
 

俺
が
見
逃
す
と

え
ば
と
り
あ
え
ず
お
前
は
地
獄
へ

 
は
行
か
な
く
て
も

む

て

て
る
の
さ
お
前
の

 

値
は

分
に
見
た
か
ら
な
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正
邪

ま
さ
か

 
理
 

あ

お
前
の
そ
の

値
を
無

に
す
る
の
は

体
な

 
い
と
判
断
し
た
の
さ

 
こ
い
つ
が
勘
違
い
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
は
地
獄
へ
と

れ
て
い
く
事
だ

そ
ん
な
下
ら
な
く
面

な
事
な
ど
す
る
つ
も
り
な
ど

頭
な
い

正
邪
の
前
で

み
ニ

リ
と

う

 
理
 

お
前
を
見
て
い
て
少
な
く
て
も
思

た
の
は
弱
い
奴

 
を
い
じ
め
て
喜
ぶ
よ
う
な
カ
ス
じ

な
い

て
事
は

 
分
か

た
し
そ
の
諦
め
の
悪
さ
は
特
に
良
か

た

 
も
し
も
ま
だ
百
⻤
夜
行
が
存

し
て
い
た
な
ら
俺
が

 
直
々
に

い
て
ス
カ
ウ
ト
し
て
た
だ
ろ
う
な

 
正
邪

な

ふ
ざ
け
る
な

が
お
前
の

門
な
ん
か
に
加

 
わ
る
か
よ

そ
れ
よ
か
勝
手
に
決
め
つ
け
る
な
よ

 
私
は
よ
お
前
が
思

て
る
程
の
奴
じ

ん
だ
よ

 
馬
鹿
は
散
々
と

し
い
ら
な
く
な

た
ら
ポ
イ

 

て
感
じ
な
ん
だ
よ
ど
う
だ
そ
れ
で
も
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理
 

俺
は
ポ
イ

ま
で
は
し
な
か

た
が

は
し
た
よ

 
な

当
時
の
俺
は
嘘
ま
で
つ
い
て
そ
い
つ
ら
の
輪

 
に
入

て
た
し
な

 
あ
の
頃
を
思
い
出
す
な

自
分
の
真
実
の
姿
を
知

て
し
ま

た
時
に
皆
は
ど
ん
な

を
し
た

の
か
ど
ん
な

し
方
に
な

て
い
た
の
か
そ
れ
に
ビ
ク
ビ
ク
し
て
た
も
ん
な

 
正
邪

ど

ど
ん
だ
け
お
前
は
ポ

テ

ブ
思

な
ん
だ
よ

 
気
持
ち
悪
い
し
気

悪
い

だ
な

 
流

は
天
邪
⻤
そ
こ
ま
で

ま
れ
口
を

て
く
れ
る
と
は

に

々
し
い
レ

ル
だ

 
理
 

ハ
ハ
ハ

本
当
に
お
前
は
面
白
い
や

 
そ
う

い
な
が
ら
断
罪
神
書
か
ら

つ
の
物
を
取
り
出
す

つ
は
地
底
へ
の
通
行
書
そ
し

て
も
う

つ
は
黒

の

材
に
も
使

た
黒
の

を
渡
す

 
正
邪

な

何
だ
よ
こ
れ
は

 
理
 

恐
ら
く
お
前
が
し
た
今
回
の
件
は
幻
想
郷
の
中
で
も

 

悪
中
の

悪
行

だ
そ
れ
で
お
前
は
命
を

わ
れ

 
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
そ
の
時
に
な

た
ら
こ
の

を
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使
う
と
良
い
さ

 
正
邪

な

情
け
な
ん

か
け
ん
じ

 
理
 

い
い
や
俺
は
ゴ
ミ
を

て
た
ら
お
前
が
そ
れ
を

然

 
に
も

た

そ
う
だ
ろ

 
情
け
を
か
け
て
る
訳
で
は
な
い

た
だ
こ
ん
な
に
も
面
白
い
奴
を
ミ
ス
ミ
ス
殺
し
て
も
何
ら
面

白
く
は
な
い

そ
れ
な
ら
ば
と
思

て
の
事
だ

そ
れ
に
見
て
み
た
く
な

た
の
だ
こ
い
つ
が
幻

想
郷
で
も
指

り
レ

ル
の
奴
を

手
に

う
そ
の
姿
を

 
正
邪

け

 
そ
う

い
正
邪
は
自
分
の
手
か
ら
そ
れ
を
強
引
に
取
る

 
理
 

そ
れ
と
も
う

つ
の
は
地
底
へ
の
通
行
書
だ
も
し
地

 
上
に
嫌
気
が
さ
し
た
ら
地
底
の
旧
都
に
あ
る
地
霊
殿

 
に
来
な
そ
の
時
は
客
と
し
て

迎
し
て
や
る
よ

 
正
邪

ど
う
し
て
お
前
は
私
な
ん
か
に

 
理
 

た
ろ
お
前
は
俺
に

て
る

て
な

向
か
う
姿

 

は
俺
よ
り
も
ク

の
一

に

き
る
が

に
面
白
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い
の
さ

 
あ

い

た
小
悪
党
の

人
や

人
は

か
ら
の
悪
が
あ
ま
り
い
な
い
こ
の
幻
想
郷
に
は

必
要
な
存

で
あ

た
り
す
る
の
だ

に
少
し
情
け
と
ま
で
は
い
か
ず
も
手
助
け
し
た
く
な
る

の
だ

そ
う
し
て
立
ち
上
が
り
正
邪
に

を
向
け
て
歩
き
だ
す

 
理
 

ま

々
頑

て
生
き

び
な
が
ら
俺
を
楽
し
ま

 
せ
ろ
よ

 
正
邪

な

お
い
私
は
お
前
の
思
う
よ
う
に
は
動
か

か

 
ら
な

 
理
 

結

そ
れ
が
お
前
の
道
な
ら

更
な

 
そ
う

い
自
分
は

を

げ
大
空
へ
と
飛
び
立
つ
の
だ

た

 
正
邪

変
わ

た

 
そ
う

き
正
邪
は

に
な

て
目
を

る
の
だ

た

そ
し
て
大
空
へ
と
飛
び
立

た
理
久
兎

は 
理
 

さ
て

姫
に
は
何
て
報
告
し
よ
う
か
な

 
今
回
の
件
は
俺
が
勝
手
に
決
め
て
し
ま

た
た
め

姫
達
の
幻
想
郷
を
見
守
る
者
達
か
ら
し
た
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ら
面
白
く
は
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
に
つ
い
て
も
何
と
か
説

し
な
け
れ
ば
な
と

え
な
が
ら
地
底

へ
と

る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
正
邪
を
助
け
る
意
味
な
ど
あ
る
の
か
が

 

じ

わ
い

 
怠
惰

ま

理
久
兎
は
何
を

え
て
あ
ん
な
事
を
し
た
の
か

 
は
分
か

て
は
い
く
と
は
思
う
よ

 

 

ん

自
分
と
少
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か

 
怠
惰

そ
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど

に
そ
れ
だ
け
で
あ
の

 
理
久
兎
が
小
悪
党
を
助
け
る
と
思
う

 

 

わ
れ
て
み
る
と

 
怠
惰

恐
ら
く
さ

き
の

て
い
る
が

そ
れ
な
ら

 

り
は

て
事
さ
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そ
こ
が
い
ず
れ
分
か

て
は
く
る
と
い
う
事
か

 
怠
惰

そ
う
い
う
事
さ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
切
り
も
良
い
か
ら

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
７
５
話
 
必
要
悪

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

書
が
何
と
か

完
成
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

本
当
に

々
と
面

く
さ
か

た
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
正
邪
を
見
定
め
た
自
分
は
そ
の
ま
ま
地
底
へ
の
帰

に
つ
い
て
い
た

 
理
 

い
た
種
が
ど
こ
ま
で
成
⻑
す
る
の
や
ら

 
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
彼
処
ま
で

く
れ
た
キ

ラ
は
見
た
こ
と
が
な
い

だ
か
ら
こ

そ
面
白
い
の
だ

 
理
 

し
か
し
本
当
に
ど
う
説
明
す
る
か
な
ん
だ
よ
な

 

姫
が

え
て
い
る
事
は
恐
ら
く
自
分
が
見
事
に
小

に
回
収
し
そ
し
て
正
邪
を
引

ら
え

て
く
る
と
思

て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
の

え
を
大
き
く
外
す
行

を
し
ち
ま

た
訳
だ
が
そ

れ
を
ど
う

魔
化
す
か
な
ん
だ
よ
な

 
理
 

え
て
も
仕
方
な
い
し

す
る
か
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と
り
あ
え
ず
は

当
に
は
ぐ
ら
か
し
な
が
ら
報
告
す
る
か

そ
う

え
飛
び
な
が
ら
断
罪
神
書

を
開
き

姫
へ
と

を
す
る

 

姫

は
い

方
は
四
季

姫
・

マ
ザ
ナ
ド

で
す

 
理
 

う
い

す

 

姫

あ

理
久
兎
さ
ん
ど
う
で
し
た
か
正
邪
は

 
理
 

う

ん
と
り
あ
え
ず
は

く
ボ
コ
し
て
お
い
た
よ

 
そ
ん
で

に
つ
い
て
だ
が
す
る
程
の
奴
じ

な
か

 

た
な

だ
か
ら
ボ
コ
し
て
小

の
力
は
全
て

散

 
さ
せ
た

 

て
る
事
は
全
部
事
実
で
あ
る

見
定
め
る
た
め
に

く
は
ボ
コ
し
た
し

す
る
程
つ

ま
り
正
邪
は
俺
に

さ
れ
る
よ
う
な
子
で
は
な
い
と
い
う
意
味
だ

そ
れ
を
聞
い
た

姫
は

に
手
を
当
て
て

 

姫

そ
う
で
す
か

そ
れ
で
小

の
方
は

 
理
 

あ

小

の
件
だ
が
ど
う
や
ら
小

の
持
ち
主
が
い

 
る
み
た
い
で
正
邪
は
そ
れ
を

し
て
こ
の
異
変
を
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引
き
起
こ
し
た
み
た
い
だ

そ
れ
に
も
う
持
ち
主
が

 
い
る
ん
だ

た
ら
こ
こ
で
回
収
と

し
て

う
の
は

 

策
じ

な
い
か
ら
様
子
見
だ
な

 

姫

ふ
む

か
に
私
も
理
久
兎
さ
ん
立
場
な
ら
そ
の
判

 
断
に

り
ま
す

し
か
し
理
久
兎
さ
ん
聞
か
せ
て

 
下
さ
い
ま
せ
ん
か

ど
う
し
て
正
邪
を

せ
ず
に

 
ボ
コ
し
て
終
わ

た
の
で
す
か

 
や
は
り
そ
こ
を
聞
い
て
き
た
か

何
と
か
真
実
を

り

な
が
ら

魔
化
さ
な
い
と
な

 
理
 

ま

そ
れ
に
つ
い
て
だ
が

姫
ち

ん

え
て
み
な

 
よ

地
上
の
者
達
が
正
邪
を
こ
の
ま
ま

て
お
く

 
と
思
う
か

 

姫

思
い
ま
せ
ん

 
理
 

だ
か
ら
こ
そ
正
邪
を

す
る
の
さ

 

姫

つ
ま
り
必
要
悪
で
す
か

 
理
 

そ
う
そ
の
必
要
悪
に
地
上
の
者
達
は
向
か

て
い
く
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当
然
正
邪
も
や
ら
れ
た
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
反
撃

 
を
す
る

そ
れ
に
追
い
込
ま
れ
た
奴

ど
強
い
奴
は

 
い
な
い
の
さ

そ
れ
を

手
に
す
る

て
事
は

 

姫

成
る
程
そ
う
い
う
事
で
す
か

 
ど
う
や
ら

姫
は
自
分
の
あ
る
意
味
で
の

え
が
分
か

た
み
た
い
だ

 

姫

ふ
ふ

理
久
兎
さ
ん

方
は
意
外
に
も
回
り
く
ど
い

 
で
す
し
中
々
に
食
え
ま
せ
ん

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

 

姫

分
か
り
ま
し
た
正
邪
の
件
に
つ
い
て
の
書

の
方
は

 

方
の
方
で
や

て
お
き
ま
す

 
理
 

あ
い
よ
頼
ん
だ
よ

姫
ち

ん

 

姫

え

そ
れ
で
は

 
そ
う
し
て
通
話
が
終
わ
り
静
け
さ
が

る

地
底
へ
と
続
く
通

を

け
旧
都
へ
と
帰
る
と
⻤

達
や
妖
怪
達
が
せ

せ
と
修

作

を
行

て
い
た

 
理
 

や

て
る
な
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さ

き
ま
で
あ
ん
な
に
暴
れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る

な
の
に
よ
く
動
け
る
も
の
だ

流

は
地
底
の
妖
怪
達
と
い
い
た
い

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
地
霊
殿
へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は

修

作

を
し
て
い
る
妖
怪
達
よ
り
も

な
怪
我
を
負

た
妖
怪
達
が
御
座
で

て
い
た
り
ま

た
元
気
な
者
達
は
怪
我
を
負

た
者
達
の

に

し
ん
で
い
た

す
る
と
怪
我
を
負

て
い
る

人
の
美
寿
々
が
自
分
の
事
に
気

き
手
を

て
く
る

 
美
 

理
久
兎

 
と
り
あ
え
ず
呼
ば
れ
た
た
め
向
か
う
と
美
寿
々
は
意
外
そ
う
な

を
す
る

 
美
 

あ
れ
お
前
も
う
終
わ

た
の
か
い

 
理
 

あ

今
回
は

く
に

い
た
か
ら
な
だ
が

い
た

 

も
う
修

作

を
始
め
て
る
の
か
よ

 
美
 

あ

救
助
作

も

く
終
わ

て
な
あ
ん
ま
り
こ

 
こ
に
⻑
居
す
る
訳
に
も
い
か
な
い

て
い
う
意
見
が

 
あ

て
元
気
な
妖
怪
達
や
⻤
達
が

先
し
て
修

作

 

を
始
め
た
よ

 
理
 

う
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や
は
り
比

的
に
動
け
る
者
達
は
動
き
そ
う
で
な
い
者
達
は
こ
こ
で
療
養
か

ま

そ
れ
が

当
と
い
え
ば

当
か

 
美
 

で

お
前
が
退
治
し
に
行

た
天
邪
⻤
は
ど
う
だ

 
た
よ

 
理
 

あ

う
ん
ま

そ
ん
な
に
は

て
感
じ
だ

た
な

 
本
当
に

し
い
奴
だ
よ

 
美
 

う
そ
う
か
い

つ
ま
り
殺
し
ち

い
な
い

て
所

 
だ

 
見

ら
れ
た
か

流

は
お
気
楽
な
性
格
と
は

え
ど
⻤
の
頭
領
を

る
だ
け
の
事
は
あ
る

な 
理
 

あ

結

な
俺
が
思

て
い
た
程
の

異
は
な
く
ま

 
し
て
や

姫
の

え
す
ぎ
な
所
と
い
い
そ
う
い

た

 
の
を
見
定
め
て

く
ボ
コ
し
て
き
た
だ
け
だ
な

 
美
 

成
る
程

 
理
 

ま

そ
れ
に
ま
た
何
か
し
ら
の
悪
事
を
起
こ
そ
う
と
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い
う
な
ら
そ
の
時
は
な
り
の
制
裁
を
俺
自
ら
が
与
え

 
に
行

て
や
る
さ

 
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
彼
奴
に
だ
け
は
負
け
る
気
が
絶
対
に
な
い
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

 
美
 

そ
う
か
い

 
理
 

あ

 
と

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
⻤
が
走

て

方
に
向
か

て
や

て
来
る

恐
ら
く
美

寿
々
に

が
あ
る
と
み
た

 
理
 

お
前
も

し
そ
う
だ
し
ま
た
後
で

る
よ

 
美
 

お
う

 
そ
う
し
て

れ
る
と
や
は
り
先
程
走

て
き
た
⻤
は
美
寿
々
と
話
を
始
め
た

と
り
あ
え
ず

の
者
達
の
仕
事
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
地
霊
殿
へ
と
入
る
と
お

は

に
大

の

オ
ル
を

せ
て

方
へ
と
走

て
く
る

 
お

あ

理
久
兎
様
お
か
え
り
な
さ
い

 
理
 

た
だ
い
ま
お

手
伝
い
か

 
お

え

作

を
し
て
い
る
方
々
も

を

う
頃
だ
と
思
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い
ま
し
て

 
理
 

気
が

く
じ

な
い
か

 
そ
う
い

た
所
は
本
当
に
育
て
の
親
の
亜
狛
に
そ

く
り
何
だ
よ
な

 
お

そ
れ
よ
り
も

い
で
す

 
理
 

ま

な
案
外
に
も

く
に

い
た
か
ら
な

て
俺

 
と

気
に
話
し
て
て
良
い
の
か

 
お

あ

そ
う
だ

た

 
道
を
開
け
る
と
お

は

コ
リ
と
頭
を
下
げ
て

 
お

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う

い

を

し
て
外
へ
と
出
て
い

た

を
閉
め
て
か
ら

を
登
り
仕
事
部

の

前
へ
と
向
か
う

 
理
 

ふ

れ
た

 
手
こ
ず
り
は
し
な
か

た
が
何
か

れ
た

ド
ア
を
開
け
て
中
へ
と
入
る
と

を
か
け
た
さ

と
り
が

に
向
か

て
仕
事
を
し
て
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お
か
え
り
な
さ
い
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理
 

あ

た
だ
い
ま

見
積
も
り
か

 
も
し
か
し
て
と
思
い
聞
く
と
さ
と
り
は

れ
た

を
し
て

く

 
理
 

お
よ
よ

 
歩
い
て
さ
と
り
の

に
立
ち
見
積
も
り
を

す
る
と
そ
こ
に
は

い

が
記
載
さ
れ
て
い

た 
理
 

お

こ
れ
マ

な
話
か

 
さ
と

え

 
そ
の
総

は
ざ

と
１
０
０
０

と
自

に
高

に
な

て
い
る

 
さ
と

完
全
に
直
す
な
ら
こ
の

は
必
要
か
と

 
理
 

う
へ

こ
れ
は
キ
ツ
い
な

 
流

の
ポ

ト
マ
ネ

で
す
ら
も

え
て
１
０
０

ざ

と

分
の

の

し
か

え
ん

し
こ
ん
な

を
ど
う
や

て

え
ば
良
い
ん
だ
よ

 
理
 

こ
れ

て
材
料

か

 
さ
と

い
い
え
材
料

は
あ
ま
り
掛
か
ら
な
い

で
す
何
せ

 

ど
の
家
は

造
に

で
す
の
で
か
か

て
も

の
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や

子
や
で
使
う
和
紙
そ
し
て
建

に
必
要
な

 

だ
と
か
で
す
の
で

 
ま

か
に

だ

た
ら
最
悪
は
現
世
の

か
ら
調
達
は
出
来
る
し
紙
や

だ

て
そ
ん
な
に

は
高
く
は
な
い
し
な

な
ら
何
が
原
因
で
こ
こ
ま
で
の

に
な

た
ん
だ

 
さ
と

今

何
が
原
因
で
こ
の

て
思
い
ま
し
た

 
理
 

う
げ

バ
レ
て
ら

し

る

 
さ
と

ふ
ふ

見
事
に
予

が
当
た
り
ま
し
た

そ
れ
で

 
何
が
原
因
か
と

い
ま
す
と

わ
ば
消

品
ま

食

 
料
だ

た
り
酒
な
ど
の

品
だ

た
り
と
い

た

 
物
々
が
こ
の
騒
動
で
食
べ
れ
な
い
飲
め
な
い
と
い
う

 
状
態
に
な

て
し
ま

た
が
た
め
に
買
い
直
す
た
め

 
に
は
こ
れ
程
の

に
な

て
し
ま
う

て
事
で
す

 
理
 

成
る
程
な

 
旧
都
の
人
口
は
な
り
に
い
る
か
ら
そ
の
分
の
食

が
こ
こ
ま
で
か
か
る
と
は
な

そ
れ
は
予
想

外
だ

た
な
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理
 

こ
の

は
何
と
か
す
る
必
要
が
あ
る
な

分
か

た

 
そ
れ
は
何
と
し
よ
う

 
最
悪
は
最
終
手

と
し
て
の
策
は
あ
る
に
は
あ
る
か
ら
そ
れ
で
何
と
か
す
る
し
か
な
い
か

ま

こ
の
手

だ
け
は
本
当
に
奥
の
手
で
し
た
か

た
が
仕
方
な
い
よ
な

 
さ
と

ふ
む

な
ら
そ
こ
は
理
久
兎
さ
ん
に
任
せ
ま
し

う

 
そ
う
い
え
ば

姫
さ
ん
の
依
頼
は
ど
う
な
り
ま
し
た

 
か

 
理
 

あ

そ
れ
な
ん
だ
け
ど
よ

 
さ
と

ま
さ
か
逃
げ
ら
れ
た
ん
で
す
か

 
理
 

ま

逃
げ
ら
れ
た
と
い
う
か
逃
が
し
た
と
い
う
か

 
そ
れ
を

う
と
さ
と
り
の
目
が

ト
目
に
な
る

そ
し
て
た
め

を

く
と

 
さ
と

ま

た
く
何
を
し
て
る
ん
で
す
か

 
理
 

い
や

何
か
彼
奴
を
見
て
る
と
昔

ま

今
も
だ
け

 
ど
自
分
と

て
な

 
さ
と

そ
う
な
ん
で
す
か
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理
 

あ

手

は

い
が
中
々
に
面
白
い
奴
だ

た
か

 
ら
さ

 
そ
れ
を
聞
い
た
さ
と
り
は
何

か
ム
ス

と
し
た

を
す
る

あ
れ
何
か
不
味
い
こ
と
を

た
の
か
な

 
さ
と

そ
う
で
す
か

さ

か
し
お
気
に
入
り
み
た
い
で
す

  
理
 

は

あ
の
な

て
お
く
が
今
は
お
前
と
い
る

 
方
が
気
楽
だ
か
ら
な

 
さ
と

そ

そ
う
で
す
か

 
理
 

あ

何
か
改
め
て

た
こ
と
が

ず
か
し
く
な

 

て
き
た
な

 
自
分
に
し
て
は

い
こ
と
を

ち
ま

た
な

し
か
も
ま
た
さ
と
り
の
表
情
が
変
わ

て
今

度
は

く
な

て
る
し

こ
こ
は
フ

ロ

を
い
れ
る
か

 
理
 

ま

そ
の
何
だ

 

葉
に
出
そ
う
と
し
た
時
さ
と
り
は
ニ
コ
リ
と

て
自
分
の
口
元
に
人

し
指
を
当
て
て
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く
る

 
さ
と

そ
れ

上
は
良
い
で
す
よ

そ
の
え

と
嬉
し
か

 
た
の
で

 
理
 

そ
う
か
い

 
な
ら
そ
れ

上
の
事
は

う
ま
い

 
さ
と

え

ふ
ふ

今
の
理
久
兎
さ
ん
の

葉
で
少
し
だ

 
け
元
気
が
出
ま
し
た

 
理
 

そ
う
か
い

な
ら
ま

こ
の
種

の
整
理
を
俺
も
や

 
る
か
ら

人
で
ち

ち

と

け
よ
う

 
さ
と

え

 
そ
う
し
て
自
分
と
さ
と
り
は
山
と
な

て
い
る
書

を
終
わ
ら
す
た
め
に
奮
起
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
必
要
悪
か
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怠
惰

ま

正
義
も
悪
も
ど

ち
み
ち

つ
な
け
れ
ば
意
味

 
が
な
い
か
ら

正
義
し
か
な
い
世
界
は
あ
る
意
味

 
で
の
絶
対
的
な
規

で

ら
れ
る
悪
し
か
な
い
世
界

 
は
あ
る
意
味
で
の
無
法
地

だ
か
ら
ど

ち
し
か
な

 
い

て
の
は

目
な
ん
だ
よ

 

 

か
に
そ
れ
は

え
る
の

 
怠
惰

理
久
兎
は
そ
れ
が
分
か

て
る
の
か
も

陰
謀

 

く
平
安
京
に
い
た
訳
だ
し

 

 

ス

ス
し
て
そ
う
じ

な

 
怠
惰

だ
よ

そ
う
い
う
空
気
は
あ
ん
ま
り

き
じ

 
な
い
ん
だ
よ

 

 

シ
も
じ

さ
て
怠
惰
よ
そ
ろ
そ
ろ

 
怠
惰

だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
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さ
ら
ば
じ



 第４７６話 資金集め

 
第
４
７
６
話
 
資
金
集
め

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

し
さ
で
目
が
回
り
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

き
が
全
然

で
き
て
い
ま
せ
ん

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
旧
都
の
再
建
を
初
め
て
数
日
が

過
す
る

こ
こ
地
霊
殿
の
ロ
ビ

で
は
あ
る
事
が
行
わ
れ
て

い
た

 
理
 

ふ

整

か
ら
の
番

 
と

高
ら
か
に

を

り
上
げ
て

う
と

 
耶
狛

 
亜
狛

え

と

 
黒
 

 
美
 

あ
い

 
勇
儀

だ
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と

自
分
の
目
の
前
に
い
る

人
の
者
達
は
番

を
の
べ
る

 
理
 

よ
し
全
員
い
る

 
美
 

て
理
久
兎
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ
い

 
勇
儀

ま
さ
か
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
や
ら
せ
る
た
め
に
私
ら
を

 
呼
ん
だ
わ
け
じ

な
い
よ

 
そ
ん
な
面

な
事
を
す
る
訳
な
い
じ

な
い
か

必
要
だ
か
ら
こ
そ
呼
ん
だ
ん
だ

 
理
 

違
う
よ

 
亜
狛

そ
れ
じ

何
を

 
耶
狛

あ

は
い
は
い
は
い

 
理
 

期
待
は
し
て
な
い
が

は
い
耶
狛

 
耶
狛

い

 
だ

て
こ
れ
ま
で
を

り
返

て
も
こ
の
手
の
事
で
手
を
上
げ
る
耶
狛
に
関
し
て
期
待
し
て
は

い
な
い
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い

 
耶
狛

も
う

え

と
や
る
事

て
も
し
か
し
て
あ
れ

 
理
 

あ

あ
れ
だ
な
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耶
狛

あ
れ
何
だ

 
理
 

そ
う
だ
あ
れ
だ

 
黒
 

て
お
い

さ

き
か
ら

・あ
・れ

し
か

て
な
い
だ

 
ろ
う
が

 

か
に
あ
れ
し
か

て
な
い
な

の
た
め
に
耶
狛
に
聞
い
て
み
る
か

 
理
 

因
み
に
あ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
ろ

 
耶
狛

う

え

え

と

 
理
 

因
に
下
ら
な
い
事
で
そ
ん
な

番
を
い
れ
た
の
な
ら

 
ど
う
い
う
結
末
に
な
る
か
は
分
か
る
よ
な

 
ニ
コ
リ
と
怖
が
ら
せ
な
い
よ
う
に

み
な
が
ら

う
と
何

か
耶
狛
は
バ
イ
ブ
レ

シ

ン

し
な
が
ら

え
出
す

 
亜
狛

耶
狛

謝
る
な
ら

 
耶
狛

え

え

と
そ
の
は

掘

 
黒
 

お
い
お
い
そ
ん
な

体

な
ん

す
る
と
思

 
て
い
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理
 

正
解
だ
な

 
黒
 

何

 
そ
う
今
回
す
る
こ
と

そ
れ
は

の

掘
だ
耶
狛
に
し
て
は
見
事
な
正
解
だ
な

 
耶
狛

よ

良
か

た
当
た

た
よ

 
勇
儀

へ

そ
れ
と
私
ら
が
ど
う
関
係
す
る
ん
だ
い

 
理
 

ど
う
だ
と

ハ

ハ

ハ

勇
儀
は
面
白
い
事
を

 
う
な

 
勇
儀

へ

 
理
 

お
前
ら
が
騒
動
を
起
こ
し
た
せ
い
で
食
え
な
く
な

 
た
食
料
や
酒
だ
と
か
の

品
だ
と
か
を

す
る

 
の
に
金
が
い
る
ん
だ
よ
金
が

と
い
う
か
そ
れ
ら
は

 
全
部
お
前
ら
旧
都
の
奴
等
の
分
だ
か
ら
な

 
主
に
こ
い
つ
ら
の
た
め
に

を

に
い
く

て
の
に
そ
ん
な
訳
が
分
か
ら
な
い
よ
み
た
い
に

わ
れ
る
と
流

の
俺
も

が

か
び
上
が
り
そ
う
に
な
る

 
勇
儀

め

珍
し
く
お
怒
り
だ
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理
 

い
い
や
怒

て
は
な
い
さ

た
だ
一

だ
け
お
前
ら

 
の

品
の
購
入
の
案
を
を
無
く
そ
う
と
は

え
た

 
け
ど
な

 
美
 

お
い
お
い
理
久
兎

前
に
も

た
ろ
私
達
は
そ
ん

 
な
じ

談
は

 
理
 

こ
れ
が

談
に
聞
こ
え
る
な
ら
お
前
の
頭
は
お
め
で

 
た
い

美
寿
々

 
因
に
今
さ

き
の

葉
に

談
な
ん
て
も
の
は
１

単

と
も
入

て
は
い
な
い

 
美
 

こ

怖
い

理
久
兎
そ
れ
に
私
は
怪
我

 
理
 

治

て
る
よ
な

 
美
 

あ

は
い

 
数
日
が

過
し
た
だ
け
で

が
治
る
と
は
流

は
⻤
の
生
命
力
は
伊
達
じ

な
い
な

 
黒
 

主
よ
そ
の

が
怖
い

 
理
 

い
な

 
皆

て

い
な

し
く

て
い
る
の
に
そ
ん
な
に

わ
れ
る
と
流

の
俺
も

き
た
く
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な

て
く
る

 
耶
狛

え

え

と
マ
ス

ど
う
や

て

を

掘
す

 
る
の

 

 
理
 

そ
れ
は
そ
こ
に
ピ

ル
や
ら
が
あ
る
か
ら

を

 
掘
る
ん
だ
よ

 
耶
狛

そ
れ

て
ま
さ
か
彼
処

 
理
 

あ

あ
そ
こ
だ
な

 
亜
狛

何
か
昔
を
思
い
出
し
ま
す

 
黒
 

本
当
だ
な

 
今
で
は
こ
う
し
て
事
務
作

ば
か
り
だ
が
実
は
ま
だ
旧
都
い
や
さ
と
り
達
が
出
来
る
前
に
資

金
集
め
と

し
て
地
底
の

か
ら
金

や

と
い

た

値
の
あ
る

へ
と
変
わ
る

の

原

の
数
々
を

掘
を
し
て
い
た
の
だ

地
底
で
は
数
々
の

が
あ
る
た
め
一

金
を

て
大
金
持
ち
に
だ

て
な
れ
る

ま

そ
の
分
封
印
さ
れ
て
い
る
妖
怪
に
出
会

た
が
最
後
に

な
る
が

 
美
 

へ

や
ら
の
場
所
を
知

て
い
る
ん
だ
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勇
儀

意
外
だ

 
理
 

ま

な

だ
が
俺
達
は
そ
の

や
ら
か
ら
結

な

 
数
の
金

の

か
ら

掘
し
ち
ま

た
か
ら

 
数

年
近
く
は
眠
ら
せ
よ
う
と
思

て
な

 
資

は

で
あ
る
が
た
め
に
取
り
す
ぎ
は
良
く
は
な
い
と
そ
の
時
の
自
分
は
判
断
し
必
要
分

だ
け
取

て
後
は

を
眠
ら
せ
る
選

を
し
た
の
だ

今
の
こ
の

イ
ミ
ン
グ
み
た
く
必
要
に

な
る
時
に
な

て

が

れ
て
い
た
ら
元
も
こ
も
な
い
か
ら
だ

 
理
 

そ
れ
で
人
選
と
し
て
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
は
な
り
の
戦

 
力
に
な
る
し
美
寿
々
と
勇
儀
は
⻤
の
中
で
も
飛
び

 
け
て
力
も
あ
る
か
ら
こ
う
い

た
仕
事
は

任
そ
れ

 
に
だ
あ
ま
り
多
人
数
で
行

て
こ
の
秘
密
の

の

 
場
所
が
知
れ
渡
り
で
も
す
れ
ば
こ

て

の

 
掘
が
始
ま
る
そ
う
な
れ
ば

が
消
え
か

な
い
か

 
ら
な

 
こ
の
人
選
の

件
と
し
て
力
も
そ
う
だ
が
何
よ
り
も
信
頼
だ

従
者
達

人
は

論
の
事
で
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信

で
き
る
し
美
寿
々
や
勇
儀
も
昔
か
ら
知

て
い
る
か
ら
こ
そ
信

で
き
る
の
だ

 
美
 

つ
ま
り
裏
を
返
せ
ば
私
ら
を
信

し
て
い
る

て
事

 
か
い

 
理
 

あ

だ
か
ら
こ
そ
呼
ん
だ
の
さ
お
前
ら
な
ら
信

 
出
来
る
し
な

 
美
 

て
く
れ
る
じ

な
い
か

な
ら
私
達
も
手
助
け

 
は

し
ま
ず
す
る
よ

 
勇
儀

と

て
も

し
た
の

て

ど
は
美
寿
々
様
と

 
理
久
兎
だ
か
ら

 
そ
れ
を

わ
れ
る
と
反
論
が
で
き
な
い
な

そ
れ
は
美
寿
々
も
同
感
な
の
か
天

を
向
い
て
知

ら
ん

り
し
て
る

 
理
 

ま

と
も
か
く
出
発
す
る

各
自
で
ピ

ル
を
持

 
て
よ

 
そ
う

う
と
各
々
は
ピ

ル
を
手
に
取
る

 
亜
狛

場
所
は

の
場
所
で
す
よ
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理
 

そ
う
だ
よ

 
耶
狛

そ
れ
じ

や
ろ
う
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

 
そ
う
し
て

人
は

け
目
を
作
り
出
す

自
分
達
は
出
来
た

け
目
へ
と
突
入
す
る
の
だ

た

け
目
を
出
る
と
そ
こ
は
暗
い
闇
の
中
だ

 
理
 

ラ
イ
ト

 
光
の
魔
法
で
小
さ
な
光
を

し

り
を

す
る
と
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
物
を
見
つ
け
る

 
理
 

金

が
あ
る
な

 
黒
 

え

本
当
だ

 
ど
う
や
ら
⻑
い
年
月
を

て
ま
た
金
が
生
成
さ
れ
た
み
た
い
だ

 
美
 

し
か
し
理
久
兎
そ
の
明
か
り
だ
け
じ

暗
く
て
見

 
え
な
い
よ

 
理
 

そ
れ
も
そ
う
だ
な
黒

 
黒
 

了
解
し
た

ア

ク
ラ
イ
ト

 
と
黒
が

文
を
唱
え
る
と
自
分
が
使

た
ラ
イ
ト
よ
り
も
目

い
光
が

ら
す

そ
し
て



 第二十五章 耶狛の冒険記

ら
し
た
光
に
よ

て

り
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
だ
す

 
勇
儀

こ
れ

て
ま
さ
か

 
耶
狛

全
部
金
だ

 
ま
さ
か
お
お
よ
そ
１
０
０
０
年
近
く
で
こ
こ
ま
で
復
活
す
る
と
は
恐
れ
入
る

 
理
 

こ
こ
は

つ
に
分
か
れ
よ
う
か
美
寿
々
は
勇
儀
と
組

 
む
と
し
て
亜
狛
と
耶
狛
で
黒
は
俺
と
だ

 
美
 

お
う
よ

な
ら
勇
儀
ど

ち
が
多
く
と
れ
る
か
勝
負

 
し
な
い

 
勇
儀

良
い
よ
美
寿
々
様
そ
の
代
わ
り
負
け
た
ら

で
す

 
よ

 
美
 

そ
り

こ

ち
の
台

だ
よ

 
そ
う

い

人
は
近
く
を
掘
り
始
め
る

 
耶
狛

な
ら
私
達
も
や
ろ
う

 
亜
狛

な
ら
負
け
た
方
は
今

中
ト
イ
レ
掃
除
な

 
耶
狛

負
け
な
い
よ
お
兄
ち

ん
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そ
う
し
て
狼
兄
妹
も

掘
を
始
め
た

た
黒
は
自
分
を
見
て
く
る
が

 
理
 

ま

俺
達
は
普
通
に
や
ろ
う

 
黒
 

だ
な

 
自
分
と
黒
は

争
は
せ
ず
に
普
通
に
金

の

掘
を
開
始
す
る

 
黒
 

ふ
ん

 
理
 

よ
い
し

 
ピ

ル
で

て

掘
し
た
金

は

に

め
ど
ん
ど
ん
掘
り
進
め
て
行
く

 
理
 

そ
う
い
え
ば
黒

 
黒
 

何
だ

 
理
 

お
前
こ
こ
最
近
ど
う
よ

 

ン

と

が
鳴
る
と
黒
は

を
か
し
げ
て

 
黒
 

何
の
事
だ

 
理
 

何

て
命
蓮
寺
の
和

さ
ん
と
だ
よ

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
あ
ま
り
会
い
に
行
け
て
な
い
な

 

ま
し
た

で

う
が
目
が
若

だ
が
泳
い
で
い
た
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理
 

そ
う
か
い
な
ら
何
時
か
休
み
を
与
え
て
や
る
か
ら
行

 

て
き
な

 
黒
 

な

良
い
の
か

 
理
 

あ

亜
狛
や
耶
狛
に
だ

て
休
み
を
与
え
た
り
し
て

 
い
る
ん
だ

だ
か
ら
た
ま
に
は
お
前
も
自

申
告
で

 
休
む
な
り
し
ろ
よ
じ

な
い
と
力
が
入
り
す
ぎ
た

 
か
ら
力
が

け
な
い

 
こ
れ
は

人
の
主
人
と
し
て

そ
し
て

人
の
男
が

行
も
出
来
ず
に
い
る
者
へ
し
て
や
れ

と

て
る
よ
う
な
も
の
だ

 
黒
 

あ

す
ま
な
い
な

 
理
 

良
い
よ
気
に
す
ん
な

 
と

て
い
る
と
遠
く
か
ら

 
耶
狛

大
き
な

ゲ

ト

 
亜
狛

こ

ち
も
な
り
の
物
を
ゲ

ト

 
勇
儀

じ

り
り



 第４７６話 資金集め

 
美
 

オ
ラ

 
バ

コ
ン

キ
ン
と
金

が
何
か
に
ぶ
つ
か
り
合
う

だ

た
り
大

で

ぶ

が
聞
こ

え
て
く
る

 
理
 

こ

ち
も
や
ろ
う

 
黒
 

あ

 
そ
う
し
て
自
分
達
も
ピ

ル
で

の

掘
を
再
開
し
た

数
時
間
近
く

掘
を
し
自
分
達

は
先
程
の

置
へ
と

て
く
る
と
そ
こ
に
は

山
の

が
置
か
れ
て
い
た

 
亜
狛

マ
ス

そ
の

の
中
身
も
仕
訳
し
て
も
大
丈
夫
で

 
す
か

 
理
 

あ

頼
む
よ

 
耶
狛

そ
れ
じ

や

ち

お
う

 
亜
狛
と
耶
狛
に
仕
訳
を
任
せ

り
を
見
る
と
先
程
よ
り
も
結

な
数
の

が
空
い
て
い
た

美

寿
々
達
や
亜
狛
達
が
次
々
に
開
け
た
の
だ
ろ
う

 
理
 

こ
れ
は
ま
た

く

掘
を

え
る
か

 
と

い
て
い
る
と
良
い
仕
事
を
し
た
と

わ
ん
ば
か
り
に

の

を

い
な
が
ら
美
寿
々
と
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勇
儀
が
出
て
き
た

そ
し
て
そ
の
手
に
は
大
き
な

が
多
く

が
れ
て
い
た

 
美
 

い
よ

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

 
亜
狛

ち

ち

と
や
る
か

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が

定
す
る
こ
と

時
間
近
く
が

過
す
る

 
耶
狛

終
わ

た
よ

 
亜
狛

え

 
そ
う

わ
れ
自
分
達
は
立
ち
上
が
り
見
て
み
る
と

に
は
整
理
さ
れ
た
金

が
あ

た
が

先
程
よ
り
も

が
か
な
り
減

た
な

そ
の
近
く
に
は
ク

の
山
が
あ

た
た
め

ど
は
あ

れ
で
消
え
た
の
だ
ろ
う

だ
が
代
わ
り
に
金

が
入

た

の

に
あ
る
小
さ
な

に
は

白
く
く
す
ん
で
い
る

が
見
え
た

ん
で
見
て
す
ぐ
に

信
す
る

 
理
 

お
い
お
い
こ
れ

イ

モ
ン
ド
の
原

か

 
亜
狛

や

り
マ
ス

も
そ
う
思
い
ま
す
よ

 
耶
狛

意
外
に
も
大
当
た
り
だ
よ

 
そ
れ
も
か
な
り
の
数
の

イ

モ
ン
ド
原

が
あ

た

そ
れ
意
外
に
も

値
の
あ
る

も
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多
々
と
あ

て
そ
れ
に
金

の
分
も
合
わ
せ
て
こ
れ
な
ら

か
ら
脱

で
き
そ
う
だ

 
理
 

美
寿
々
に
勇
儀

 
美
 

ん

 
勇
儀

ど
う
し
た
ん
だ
い
理
久
兎

 
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
口
が

ん
で
し
ま
う
が

人
に

 
理
 

予
想

上
に
取
れ
た
か
ら
数
日
後
に
今
回
の
仕
事
の

 
報

を

う
と
同
時
に

を
つ
け
て
お
く
よ

 
美
 

う

良
い
の
か
い

 
理
 

あ

現
世
で
売
れ
ば
高
値
だ

 
勇
儀

お
い
お
い

ま

で
も
酒
代
が
手
に
入
る
な
ら
悪
い

 
気
は
し
な
い
な

 
理
 

ま

正
当
な
対

だ
か
ら
な

 
そ
れ
に

の
加

な
ら
何
と
な
る

に

け
は
全
て
自
分
達
の
も
の
だ

に
手
伝

て

く
れ
た
彼
女
達
に
も
報

を

い
た
い
の
だ

 
理
 

上
手
く
売
れ
た
ら

人
に
も
な
り
の
こ
づ
か
い
を
や
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る
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
れ
よ

 
耶
狛

わ

い

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
マ
ス

 
黒
 

助
か
る

 

人
も
よ
く
頑

て
れ
た
し
こ
の
ぐ
ら
し
て
も
バ
チ
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う

ま

自
分

が
バ
チ
を
与
え
る

な
ん
だ
け
ど
な

 
理
 

ま

良
い

て
こ
と
よ

さ
て
と
俺
達
も
そ
う
だ
が

 
美
寿
々
達
も
仕
事
が
あ
る
ん
だ
し
さ

さ
と
帰
ろ
う

  
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

入
り

を
断
罪
神
書
に

め
て

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

き

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
じ

開
き
ま
す

 
耶
狛

い

い

 
そ
う
し
て

け
目
が
開
か
れ
自
分
達
は
地
霊
殿
の
ロ
ビ

へ
と

る

 
美
 

さ
て
と
期
待
し
て
る

理
久
兎

 
勇
儀

ま
た
何
か
あ

た
ら
呼
ん
で
く
れ
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理
 

あ

今
日
は
あ
り
が
と
う
な

 
そ
う

い

人
は
旧
都
へ
と
帰

て
い

た

 
亜
狛

そ
れ
じ

自
分
達
も

務
に

り
ま
す

 
理
 

あ
い
よ

り
の
仕
事
も
頼
む
な

 
黒
 

了
解
し
た

 
耶
狛

う
い
う
い

 
そ
う
し
て

人
も
元
の
平
常

務
へ
と

て
い

た

 
理
 

さ
て
と
こ

ち
も
や
る
こ
と
を
や

ち
ま
う
か

 
そ
う

き
自
分
も
仕
事
に
取
り
か
か
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
怠
惰

因
に

ち

ん
は

だ

た
ら
何
が

き

 

 

シ
か

シ
は

に
は
興
味
な
い
の
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怠
惰

そ
う

 

 

怠
惰
は

 
怠
惰

俺
は
何
だ
ろ
う
な

 

 

聞
い
て
お
い
て
そ
れ
か

 
怠
惰

い
や
ま

知
り
合
い
に

大

き
な
子
が
い
て

  

 

成
る

ど
の

 
怠
惰

ま

ぶ

ち

け
た
話
で

に
は
あ
ん
ま
り
興
味

 
は
な
い
ん
だ
け
ど

 

 

身
も
蓋
も
な
い
奴
じ

わ
い

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
あ

因
に
だ
け
ど
次
回
か
ら
ま
た
あ

ち
を

 
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 

 

そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ
じ

し
な

 
怠
惰

そ
う
そ
う
投
稿
し
な
い
と

あ

ち
も
良
い
と
こ
ろ

 
で
終
わ

て
る
し
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う
む
分
か

た

 
怠
惰

話
す
こ
と
も
な
い
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う

 
か
な

 

 

う
む
ま
た
投
稿
し
た
ら
も
よ
ろ
し
く
の
読
者
様

 
怠
惰

そ
れ
じ

サ
ラ

バ
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第
４
７
７
話
 
正
邪
討
伐
依
頼

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
で
す
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

く
は

方

を
投
稿
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 

掘
か
ら
数
日
が

過
し
こ
こ
地
霊
殿
の
自
室
で
は

 
理
 

さ
て
さ
て

い
た
種
は
ど
う
な

た
か
な

 
断
罪
神
書
を

げ

の

が
写
し
出
さ
れ
る

 
理
 

 
断
罪
神
書
に
力
を
送
り
見
た
い
者
の
イ
メ

を
送
る
と

と
な

て
い
る
そ
の

が
変

わ
り

人
の
少
女
の

が
写
し
出
さ
れ
る

そ
れ
は
数
日
前
に
手
負
い
な
が
ら
も
自
分
に
挑
ん

で
き
た
少
女
こ
と
⻤
人
正
邪
だ

 
理
 

は
て
さ
て
ど
こ
ま
で
ド
ン

チ
し
て
る
の
か

 
ア

プ
さ
れ
て
い
る

の

を
下
げ
て
全
体
が
見
渡
せ
ら
れ
る
よ
う
に
調
整
す
る
と

度
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グ

ド

イ
ミ
ン
グ
で
彼
女
は
弾
幕
ご

こ

い
や
普

の
弾
幕
ご

こ
よ
り
も
遥
か
に
激
し

い
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る
最
中
だ

た

 
理
 

や

て
る

や

て
る

 
見
た
感
じ
で
正
邪
の

手
は
異
変
解
決
の

に
は
必
ず
定
番
で
い
る

霊
夢
そ
し
て

魔

理

は

論
の
事

そ
れ
か
ら
妖
夢
や
幽
々
子
だ

た
り
紅
魔

の
メ
イ
ド
の

夜
や
白

に
妹
紅
そ
し
て
よ
く
見
る
と
本
当
に

サ
イ

の
小
さ
な
女
の
子
も
い
た
り
と
結

な
数
を

正
邪
は

手
し
て
い
た

 
理
 

こ
う
し
て
見
る
と
現
代
の
リ
ン
チ
を
見
て
る
見
て

 
だ
な

 
何

に
こ
う
な

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
第
三
者
の
者
か
ら
し
た
ら
リ
ン
チ
に
見
え
る
だ
ろ

う

だ
が
何

に
こ
う
な

て
い
る
の
か
分
か

て
い
る
自
分
か
ら
し
た
ら
正
邪
が
や

た
事

は
こ
れ
だ
け
の
者
達
を

手
す
る
事
を
し
た
の
だ

そ
の
た
め
当
然
の
報
い
で
は
あ
る
が
本
当
に

集
団
リ
ン
チ
に
し
か
見
え
な
い
ん
だ
よ
な

 
理
 

そ
う
い
え
ば
蓮
の
奴
が
い
な
い
な

 
ふ
と
気
づ
い
た
が
蓮
が
見
当
た
ら
な
い

彼
奴
の
事
だ
か
ら
こ
の
リ
ン
チ
に

加
し
て
い
る
と
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思

た
の
だ
が
検
討
違
い
だ

た
か

だ
が
ま

良
い
こ
れ
だ
け
の
数
の
手
練
れ
達
が
一
同
に
討

伐
目

で
あ
る
正
邪
を

そ
う
と
奮
起
し
て
い
る
姿
そ
し
て
そ
ん
な
退
治
さ
れ
る
運
命
か
ら
逃

れ
よ
う
と
必
死
に

う
正
邪
の
姿
そ
れ
ら
の
姿
を

め
な
が
ら
楽
し
む

 
理
 

か
ら
見
た
ら
こ
れ
趣
味
悪
い
な

 

か
ら
見
た
ら
集
団
リ
ン
チ
に
な
る
よ
う
に
な
る
よ
う
に
動
か
し
て
し
ま

た
自
分
が
一
番
趣

味
が
悪
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
気
の
せ
い
か
な

い
や
だ
が
彼
処
で
正
邪
を
助
け
な
け
れ
ば
今
頃

は
と
思
う
と

ど
ち
ら
に
せ
よ
こ
う
な
る
運
命
だ

た
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を

え
て
い

る
と
正
邪
は
自
分
が
与
え

い
や

て
た
ア
イ
テ
ム
を
手
に
取
る

 
理
 

う

 
そ
れ
を
使
う
や

や
そ
れ
は
な
り
の
大
き
さ
の

と
な
り
黒
い
波
動
を

う
と
大
き
く
回
転
し

一

す
る

そ
の

間
黒
い
斬
撃
波
は
光
を
食
ら
う
闇
の
よ
う
に
侵
食
し
異
変
解
決
組
の
面
々

を
飲
み
込
ん
だ

そ
し
て
数

も
し
な
い
内
に
侵
食
し
た
闇
か
ら
霊
夢
に
魔
理

と
い

た
正
邪

に
戦
い
を
挑
ん
だ
者
達
は
地
に

ち
て
い
く

そ
し
て
侵
食
し
て
い
た
闇
は
一

で
消
え
る
と
そ

こ
に
は
正
邪
た
だ

人
が
立

て
い
た

ど
う
や
ら
あ
の
ア
イ
テ
ム
を
自
分
な
り
に
ア
レ
ン

し
て
使
い
こ
な
し
て
い
る
よ
う
で
安
心
し
た



 第４７７話 正邪討伐依頼

 
理
 

ふ
ふ

ブ
ラ
ボ

だ
⻤
人
正
邪

 
中
々
に
良
い
戦
い
が
見
れ
た

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
戦
う
者
も

く
は
現
れ
な
さ
そ
う
な
た
め

い

た
ん
断
罪
神
書
を
閉
じ
る

 
理
 

や
は
り
見
立
て
通
り
に
な
り
そ
う
だ

 
と

い
た
直
後

こ
の
部

に
自
分

人
し
か
い
な
い

な
の
に
も
関
わ
ら
ず
何
処
か
ら

か
気

を
感
じ
る

こ
の
気

か
ら
し
て
恐
ら
く
は

 
理
 

こ
そ
こ
そ
し
て
な
い
で
出
て
き
た
ら
ど
う
だ

大
方

 
⻤
人
正
邪
に
つ
い
て
だ
ろ

紫

 
そ
の
一

で
自
分
の
目
の
前
に

け
目
が
出
来
上
が
り
い
き
な
り
紫
の
上
半
身
が
飛
び
出
て
く

る 
理
 

う

 
い
る
と
は
分
か

て
は
い
た
が
突
然
バ

と
出
て
こ
ら
れ
る
と
び

く
り
し
ち
ま
う

 
紫
 

流

は
御
師
匠
様
で
す
わ

私
の
存

ま
し
て
や

 

談
し
た
い
事
す
ら
見

く
と
は

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

そ
れ
で
何
だ

⻤
人
正
邪
の
討
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伐
の
手
伝
い
か

 
紫
 

え

お
察
し
の
通
り

 
恐
ら
く
紫

い
や
秩
序
を

ん
じ
る
幻
想
郷
の

者
と
し
て
逃
げ
回
る
正
邪
が

な
の
だ

ろ
う

そ
の
た
め
俺
に

談
そ
れ
も
正
邪
の
討
伐
を
手
伝

て

し
い
と
い

た
感
じ
来
た
の
だ

ろ
う

 
紫
 

あ
の
天
邪
⻤
は
あ
ま
り

し
に
は
で
き
ま
せ
ん
わ

 

あ
の
思
想
は
凶
悪
そ
れ
に
今
回
の
異
変
で
彼
女
は

 
小

の
力
を

す
る
所
か
ハ
ン

達
を
あ
し
ら

 
て
し
ま
う
あ
の
凶
悪
な
ア
イ
テ
ム
と
手
が
つ
け
ら
れ

 
ま
せ
ん
わ

 
理
 

そ
れ
は
幻
想
郷
の
秩
序
の
た
め

と

い
た
い
の
か

 
な

 
紫
 

え

 
ま

ぶ

ち

け
た
話
で
今
の
正
邪
に
は
小

の
力
な
ん
て
こ
れ

ち
も
な
い
け
ど
な

ま

あ
の
ア
イ
テ
ム
を
渡
し
た
の
は

か
に
俺
だ
が
あ
れ
は
発
動
さ
せ
る
に
は

々
の

件
が
あ
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る
た
め
そ
ん
な
凶
悪
な
ア
イ
テ
ム
じ

な
い

正
邪
の
使
い
方
に
は
よ
る
が

ろ
正
邪
に
挑
ん
だ

奴
等
は

断
や
満
身
と
か
し
な
き

勝
て
る
よ
う
に
あ
の
ア
イ
テ
ム
は
調
整
し
て
あ
る
の
だ
が
そ

れ
で
負
け
る

て
事
は
そ
う
い
う
事
だ

 
理
 

手
伝
い
た
い
の
は
山
々
だ
が

 
紫
 

だ
が
何
で
す
の

 
理
 

外
を
見
て
み
ろ
よ

 
そ
う

う
と
紫
は
外
を
見
る
と

い
た

を
す
る

無
理
も
な
い
だ
ろ
う
だ

て
外
に
は
ま
だ

怪
我
し
た
妖
怪
は
わ
ん
さ
か
い
る
し
そ
れ
に
旧
都
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
終
わ

て
な
い
の
だ
か

ら 
紫
 

何
が
あ
り
ま
し
た
の

 
理
 

あ

突
然

旧
都
の
妖
怪
達
が
暴
れ
だ
し
て
な
そ
れ

 
で
俺
達
が

作

し
た
ん
だ
が

ま

加
減
ミ
ス

 
し
ち
ま

て
な

主
に
俺
が

 
あ
れ
だ
け
自
分
か
ら
こ
れ

上
の

は

と
か

て
い
た

に
は

し
た
の

て

ど
が

俺
な
ん
だ
よ
な
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紫
 

そ
れ
で
現

は
復
興
作

中
と

 
理
 

そ
う
い
う
事
だ
見
積
書
や
ら
報
告
書
や
ら
で

々
と

 
手
が
回
ら
な
く
て
な

 
紫
 

り
ま
し
た
わ

 
本
当
は
正
邪
の
件
も
あ

て
あ
ま
り
出
撃
し
た
く
は
な
い
ん
だ
よ
な

だ
が
こ
の
ま
ま
紫
を
手

ぶ
ら
で
帰
さ
せ
る
の
も
申
し
訳
な
い

な
ら
ば
こ
こ
は
自
分
の
手

を
使
う
か

 
理
 

そ
う
だ

な

紫

 
紫
 

何
で
し

う
か

 
理
 

お
前
が
嫌
じ

な
き

俺
の
従
者
達

人
を
使

て

 
く
れ
て
も

わ
な
い

 
紫
 

人

て
ま
さ
か

 

子
か
ら
立
ち
上
が
り

を
開
け
て
上
半
身
を
前
の
め
り
に
な

て
出
し
て
大
き
く

を

い 
理
 

亜
狛

耶
狛

黒

仕
事
だ
集
合
し
ろ

 
と

大
き
く

び

を
閉
め
る

す
る
と

か

程
で
部

に

け
目
が
現
れ
そ
こ
か
ら
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亜
狛
と
耶
狛
が
現
れ
そ
し
て

り
で
に
動
め
く
影
か
ら
黒
が
現
れ
る

 
亜
狛

マ
ス

仕
事
と
は

 
耶
狛

仕
事

て

 
黒
 

簡
単
か
面

か

 
と

仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
聞
い
て
く
る

 
理
 

ま

簡
単
じ

な
い
か

 
紫
 

え

の
妖
怪
を
退
治
す
る
だ
け
で
す
わ

 
理
 

あ

 
待
て
よ

か
こ
の

人

て
俺
が
正
邪
を
ぶ
ち
の
め
し
に
行

た
の
を
知

て
る
よ
な

紫

が
正
邪
の
名
前
を

う

俺
の
件
を

く

問
い
た
た
せ
ら
れ
る

オ

と
い
う
こ

の
方
程
式
が
出
さ
れ
紫
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
し
ま
う

何
と
か
し
な
け
れ
ば

 
理
 

あ

そ
う
だ
ち

と
こ
い
つ
ら
に
話
し
た
い
事
が

 
あ

た
の
を
思
い
出
し
た

 
紫
 

え

 
理
 

す
ま
な
い
け
ど
紫
は
先
に
討
伐
対
象
を

す
た
め
の
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策
を
練

て
お
い
て
く
れ
や
恐
ら
く
最
初
の

え
は

 
俺
が
い
く
事
を
前
提
で
組
ん
で
い
た
ん
だ
ろ

そ
れ

 
な
ら
俺
は
行
け
ず
変
わ
り
に
こ
の

人
が
行
く
ん
だ

 

を
組
ま
せ
れ
ば
心
強
い
こ
と
こ
の
上
無
い

だ

 
そ
う
な
る
と
策
を
改
め
て

え
る
必
要
が
あ
る

だ

 
ろ

 
紫
 

か
に
そ
う
で
す
わ

 
理
 

こ
い
つ
ら
に
は
こ

ち
で
今
回
の
事
は
伝
え
て
お
く

 
か
ら
こ
い
つ
ら
が
最
大

の

プ
レ
イ
を
し
や
す

 
い
よ
う
作
戦
を

え
て
お
い
て
く
れ
や

 
と

し

れ
か
つ
若

無
理
矢
理
気
味
だ
が
そ
う

う
と
紫
は

し
た
の
か

き

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

な
ら
そ
う
し
ま
す
わ
後
で
私
の

 

に
集
合
し
て

て
も

 
理
 

あ

わ
な
い
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ
そ
れ
で
は
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そ
う

い
紫
は
ス
キ
マ
に
入
り
消
え
て
い

た

 
理
 

ふ

一

去

た

 
黒
 

そ
れ
で
仕
事
の
話
と
は

 
理
 

あ

な
ら
話
す
な

 
そ
う
し
て
今
回
の
仕
事
の
件
に
つ
い
て

人
に
話
し
た

こ
の
前
に
正
邪
の

に
向
か

た
が
逃
が
し
た
事
や
今
回
の
討
伐
依
頼
そ
れ
ら
を

め
て
話
す

 
亜
狛

成
る
程

 
耶
狛

マ
ス

こ
れ
は
私
も

れ
る
よ

 
黒
 

ま

た
く
だ
な

 
理
 

い
や

ご
め
ん

ご
め
ん

そ
ん
で
お
前
ら
は
と
り

 
あ
え
ず
は
紫
の
指

に
従

て
行
動
し
て
く
れ
そ
れ

 
と
正
邪
と
戦
う

に
殺
す
気
で
行

て
も

わ
な
い

 
が
ち

と
は
加
減
し
て
や
れ
よ

 
手
を

い
て
や
る
と

察
力
の

い
紫
に
は
す
ぐ
に
バ
レ
て
し
ま
う
か
ら
な

 
耶
狛

と
な
る
と
家
事
や
ら
は
良
い
の
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理
 

あ

そ
こ
は
俺
が
何
と
か
す
る
と
り
あ
え
ず
お
前
達

 
に
は
紫
が
満

す
る
ま
で
は

き
合

て
や

て
く

 
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
黒
 

あ
い
よ

 
耶
狛

う

う

 

人
の
返
事
を
聞
き
時
計
を
み
る
と
か
れ
こ
れ

分
程

過
し
て
い
た

そ
ろ
そ
ろ
行
か
せ

な
い
と
な

 
理
 

そ
れ
じ

お
前
達

後
は
頼
む
な

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

泥
船
に

た
気
で
い
て

 
黒
 

そ
れ
は

む
だ
ろ
う
が

 
そ
う

い
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
開
く
と
中
へ
と
入

て
い

た

人

た
自
分
は

子
に

掛
け
天

を
み
る

 
理
 

さ
て
と
俺
も
仕
事
を
し
ま
す
か
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そ
う
し
て
自
分
も
ま
だ

て
い
る
仕
事
そ
し
て

人
の
分
の
仕
事
を
開
始
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
怠
惰
よ
理
久
兎
は

々
と
や
ら
か
す

 
の

 
怠
惰

ま

仕
方
な
い

ち

ん
の

子
だ
か
ら

 

 

そ
こ
ま
で

シ
は

く
は
な
い

 
怠
惰

は
い
は
い

 

 

ぐ
ぬ
ぬ

そ
れ
よ
か
怠
惰
よ

 
怠
惰

何
さ

 

 

何
か
面
白
い
ゲ

ム
は
な
い
の
か

 
怠
惰

で
た
よ
ゲ

ム
は
な
い
の
か

て
い
う
催

 

 

う
る
さ
い
わ
い

そ
れ
で
ど
う
な
ん
じ

 
怠
惰

仕
方
な
い
な

ら
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と
と
何
じ

こ
れ
は

 
怠
惰

ゲ

ム
だ
よ
ま

カ

ド
ゲ

ム
だ
け
ど

 

 

て
こ
れ
は

 
怠
惰

明
日
ま
で
に
大
方
の
ル

ル
は
覚
え
て
き
て

 

 

ま
さ
か
こ
れ
を
や

て
お
る
の
か

 
怠
惰

ま

趣
味
の

内
で
や
り
始
め
た
の
さ

 

 

し
か
も
こ
れ
は

良
い
の
か
こ
ん
な
カ

ド
の
数
々

 
を

て
も

 
怠
惰

あ
げ
な
い
よ

す
だ
け
だ
よ

 

 

な

チ
じ

な

 
怠
惰

嫌
な
ら

 

 

や
ら
ぬ
と
は

て
お
ら
ぬ

明
日
ま
で
に
ル

ル

 
を
覚
え
て
く
る
か
ら
勝
負
じ

 
怠
惰

は
い
は
い
分
か

た
分
か

た
さ
て
時
間
も
時
間
だ

 
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
だ
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う
む
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
第
４
７
８
話
 
厨
房
掃
除

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

が

し
て
通
学
に
不

と
感
じ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

に

が

な
り
散
々
な

日
で
し
た

さ
て
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

人
に
仕
事
を
一
任
し
た
後

自
分
は
地
底
で
や
る
べ
き

人
の
仕
事
に
プ
ラ
ス
し
て
自
分

の
仕
事
を
行

て
い
た

 
理
 

そ
れ
で
こ
う
し
て

こ

ち
は
良
し

 
事
務
仕
事
を
終
え
て

下
へ
と
出
て

く
歩
き
あ
る
一
室
の

の
前
に
立
つ

 
理
 

そ
ろ
そ
ら
出
来
て
る
よ
な

 

の

を
開
け
て
中
へ
と
入
る

そ
こ
は

々
な
古
文
書
や
レ
シ
ピ
等
々
が

め
ら
れ
た
本

が
何

か

び
部

の
中

に
は
大
き
な
大

が
数

あ
る
そ
ん
な
部

に
い
う
調
合
部

だ 
理
 

ラ
イ
ト
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光
の
魔
法
で
部

を

ら
し
中
入
り
そ
こ
に
あ
る
大

の

つ
の
蓋
を
開
け
中
を

く
と
金

に
光
る
ド
ロ
ド
ロ
し
た

体
が
あ

た

 
理
 

よ
し
よ
し

 
蓋
を
閉
め
て
裏
手
に
あ
る

口
を

る
と

明
な
チ

ブ
が
金

に
変
わ
る

そ
し
て
そ
の

チ

ブ
の
先
に
あ
る
の
は
特

な
加

が

さ
れ
た
金

だ

そ
こ
に
金

の

体
が
流
れ
て

い
く

 
理
 

よ
し
よ
し

 

の
大

の

口
を

り
入

て
い
る

体
を
流
し
入
れ
て
い
く

そ
う
し
て
大

に
入

て

い
る

体
を
流
し
入
れ
終
え
る

 
理
 

ふ

ア
イ
シ
ク
ル

 
今
度
は

の
魔
法
を

ち

間
的
に

や
し
金

を
開
く
と
そ
こ
に
は
中
々
の
大
き
さ
の
金

へ
と
姿
を
変
え
る

そ
う
こ
れ
は
数
日
前
に

掘
し
た
金
だ

そ
れ
を

か
し
不

物
等
を
取
り

て
金
の

べ
棒
に
し
た
の
だ

因
に
製
法
は
過
去
に

が
持

て
い
た
本
か
ら

然
に
も

学
べ
そ
れ
を
魔
法
で

し
て
作

た
の
だ

 
理
 

出
来
は
良
い
な
こ
れ
な
ら
良
い
値
で
売
れ
そ
う
だ
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今
の
現
代
で
は
金
の
ト
レ

ド
に
は

場
が
あ
る
ら
し
く

日
そ
の

場
は
変
化
す
る
ら
し

い

度
良
い

イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
金

を
ト
レ

ド
に
し
行
か
な
い
と
な

と
り
あ
え
ず
出
来

上
が

た
ず

し
り
と

い
金
の

べ
棒
を
断
罪
神
書
に

め
る

 
理
 

こ
れ
で
良
し

 
大

等
の

け
を
し
て
部

を
出
て
ド
ア
に
再
び

を
か
け
る

を
し
ま
い
次
の
仕
事
の

た
め
目
的
地
に
向
か
う

 
理
 

次
は

 
だ
が

人
が
仕
事
に
向
か

て
か
ら
家
事
や
ら
の
仕
事
は

論
の
事

自
分
の
仕
事
も
大
方

は
終
わ

て
い
る
の
だ

な
ら
ば
後

て
い
る
事
は
何
か
と

う
と

 
理
 

着
い
た

 
ド
ア
を
開
け
て
中
へ
と
入
り
使
わ
れ
て

わ
れ
て
い
な
い
食

こ
の
惨
状
を
見
る

 
理
 

分
と

ま

た
よ
な

 
こ
こ
数
日
間
は
自
分

外
に
も
こ
の
厨
房
を
使
う
者
が
多
か

た
た
め
こ
の
よ
う
な
惨
状
に

な

て
い
る

と
い
う
か
使

た
の
な
ら

け
ろ
よ
特
に
人
様
の
物
な
ら

更
に
さ

け

ず
に

置
さ
れ
て
い
た
た
め
か
悪

が
漂

て
る

こ
の
前
ま
で
は
綺

な
厨
房
が

魔
殿
み
た
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く
変
わ

て
て
気
絶
し
そ
う
に
な
る
が
何
と
か
持
ち
こ
た
え
る

 
理
 

た
く

 
不

れ
て

け
な
い
と
い
う
選

は
ど

ち
み
ち

け
よ
う
と
す
る
者
は
絶
対
に
現

れ
な
い
た
め
仕
方
な
く
調
理
場
の

け
を
開
始
す
る
が

 
理
 

だ

だ
よ

物
を
使

た
奴
は

 

げ
物
と
か
に
使

た
で
あ
ろ
う

が
あ

た
が
何
と

き
な
事
に

固

を
使
わ
な
い
で

シ
ン
ク
の
中
に

置
さ
れ
て
い
た
た
め
ビ

ク
リ
し
た

こ
の
ま
ま

せ
ず
に
水
に
流
せ
ば

水

は

ま
る
し
何
よ
り
も

に
悪
い

こ
う
い
う
の
は
普
通
は

固

で
固
め
る

も
し

く
は
固
め
は
し
な
く
て
も

て
て
も
良
い
容

や
ら
に
入
れ
て
封
を
し
て
か
ら

え
る
ご
み
に

て
る
と
か
す
る
だ
ろ
う
が

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

 
理
 

水
に

け
て
お
く

て
い
う
脳
す
ら
な
い
の
か
こ
こ

 
の
妖
怪
共
は

 
水
に

け
て
い
な
い
た
め

げ
た

体
が

置
さ
れ
続
け
た
た
め
し
つ
こ
く
こ
び
り
つ
い
て

い
て

て
も

ち
な
い

流

の
耶
狛
や
お
空
も
使

た
食

は
水
に

け
た
り
す
る

て
い

う
の
に
そ
れ
す
ら
し
な
い
と
は

々
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
た

だ
が
ま
だ
そ
こ
ま
で
な
ら
良
い
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奴
が
ま
だ
出
て
き
て
な
い
の
だ
か
ら

ま
だ
許
せ
れ
る

 
理
 

た
く

 
悪
態
を
所
々
で
つ
き
な
が
ら

け
を
行

て
い
る
と
自
分
が
入

て
き
た
ド
ア
が
開
き
さ
と

り
が

を

か
せ
る

 
さ
と

ど
う
し
た
ん
で
す
か
そ
ん
な
に
大

を
出
し
て

 
理
 

あ

見
て
く
れ
よ
こ
の
惨
状
を
さ

 
さ
と

う

こ
れ
は

い
で
す

そ
れ
に
悪

も

 
理
 

な

さ
と
り
さ

旧
都
を
も
う

回
ぶ

し
て

 
き
て
も
良
い
か
な

 
さ
と

談
で
も

め
て
く
だ
さ
い
ま
た
出

が

な
る
だ

 
け
で
す
よ

 
い
や

談
で
は
な
く
本
気
で

た
ん
だ
け
れ
ど
な

し
か
し
さ
と
り
の

い
分
は
ご
も

と
も
だ

こ
れ

上

余
計
な
出

を

る
の
は
よ
ろ
し
く
は
な
い

 
理
 

は

 
さ
と

仕
方
な
い
で
す

私
も
手
伝
い
ま
す
よ
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理
 

え

い
や
お
前
ま
だ
仕
事
が

 
さ
と

大
丈
夫
で
す
よ
後
ち

と
終
わ
る
の
で

そ
れ
に

 
理
久
兎
さ
ん
何
時
も

て
ま
し
た
よ

に
向

 
か
い
す
ぎ
る
の
も

メ
だ

て

 
理
 

か
に

な
ら
頼
も
う
か
な

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
さ
と
り
と
共
に
厨
房
の

け
を
開
始
す
る

何
と
か

た
食

調
理

を

渡
し
へ
そ
れ
を
さ
と
り
が

き
し
ま
う
と
い
う
単
調
な
が
ら
も
手
間
が
か
か
る
作

を
進
め
て
い

く 
さ
と

本
当
に

が

で
す

 
理
 

ま

た
く
だ

彼
奴
等
は

け
る
事
を
知
ら

 
の
か
よ

 
さ
と

ま

ま

 
と

そ
ん
な
事
を

い
な
が
ら
も
何
と
か
食

を

け
る

 
理
 

そ
し
た
ら
次
は

と

に
シ
ン
ク
の
掃
除
に
な
る
訳
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だ
が

良
し
さ
と
り
は

を
や

て
く
れ
俺
は

の

 
掃
除
を
し
な
が
ら
シ
ン
ク
の

け
を
す
る
か
ら

 
断
罪
神
書
か
ら
モ

プ
を
取
り
出
し
渡
す

そ
れ
に
続
い
て
雑

と

に
バ

ツ
を
取
り
出

す 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 

の
掃
除
を
初
め
た
た
め
そ
れ
に
続
き

を
つ
け
た
雑

で

に
つ
い
た

れ
を

き

取

て
い
く

 
理
 

良
し
良
し

調

調

 
と

い
た
そ
の
時
だ

た

 
カ
サ
カ
サ
カ
サ
カ
サ
カ
サ
カ
サ
カ
サ
カ
サ

 
何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が

い
て
く
る

そ
れ
に
さ
と
り
も
気
づ
い
た
の
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ

て

 
理
 

み
た
い
だ
な

 
も
し
も
の
時
よ
う
に
厨
房
に
常
備
し
て
あ
る

り

を
取
り
出
し

え
る

何
処
に
い
や
が

る

カ
サ
カ
サ
と
鳴
る

を
頼
り
に
目
を

り
神

を
一
転
に
集
中
さ
せ
る

す
る
と
ブ

ン
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と

を

ば
た
か
せ
る

が
聞
こ
え
る

そ
れ
は

方
に
近
づ
い
て
き
て
い
る

の
鳴
る
方
向

に
向
か

て

り

を

か
さ
ず
に
使
う
と
手

え
を
感
じ
る

目
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は

 

 

デ
ム

 
名
状
し
が
た
き
黒
く
お

ま
し
く
そ
し
て
料
理
人
や
主

達
や
主
夫
達
に
と

て
宿

の
中
の

宿

で
あ
る
奴
こ
と

が

り

に

ま
れ
て
い
た

 
理
 

え

き
ろ
ゴ
ミ
が

 

 

 
魔
力
の

で
一
気
に

り

ご
と

や
し

に
す
る

こ
れ
で

除
は
完
了
だ

 
さ
と

よ

容

な
い
で
す

 
理
 

彼
奴
等
は
料
理
人
達
に
と

て

悪
だ
か
ら
な
不

 

な

ネ

ミ
と
同
じ
だ

 
因
に
地
霊
殿
で
は
ネ

ミ
も
い
る
が
亜
狛
と
耶
狛
が
風
呂
に
入
れ
た
り
食
べ
物
と
い

て
も

悪
霊
だ
と
か
だ
が
に
も
気
を
使

て
い
る
た
め

に
し
て
あ
る

そ
の
た
め
ウ

ル
ス
だ
と

か
の
心

は
な
い
が
さ

き
の
お

ま
し
き
者
に

て
は
救
い
よ
う
が
な
い

 
さ
と

し
か
し

ま
で
が
華

な
手

き
な
事
で
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理
 

ま

な

こ
の
ま
ま
旧
都
も

や
し
て
く
る
わ

 
人
の
厨
房
城
を

し
更
に
は
こ
ん
な
お

ま
し
き
者
ま
で

さ
せ
た
そ
の
罪
は
大
き
い

か
ら
な

だ
が

 
さ
と

そ
れ
は

め
て
く
だ
さ
い

 
理
 

う

 
当
然
の
よ
う
に
さ
と
り
に

め
ら
れ
た

そ
し
て
決
心
し
た
本
当
に
も
う
二
度
と
地
霊
殿
の
者

外
の
部
外
者
に
こ
こ
を
使
わ
せ
る
も
の
か
と

 
さ
と

で
す
が
理
久
兎
さ
ん
さ

き
の
あ
れ
は

見
た
ら

 

は
い
る
と
思
え

て

い
ま
す
よ

 
理
 

今
で
は
こ
ん
な

魔
殿
み
た
く

い
け
ど
一

 
こ
こ
は
厨
房
だ

 
さ
と

あ

そ
の
す
み
ま
せ
ん

 
理
 

ま

そ
の
通
り
だ
な
注
意
し
て
掃
除
を
し
て
い
か
な

 
い
と
な

 
そ
う
し
て
そ
の
後
は
何
も
事
件
も
な
く
掃
除
を
続
け
て
い
き
や
が
て

れ
て
い
て

魔
殿
み
た
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く
な

て
い
た
厨
房
は
か
つ
て
数
日
前
の
姿
を
取
り

し
た

 
理
 

や

と
綺

に
な

た
な

 
さ
と

そ
う
で
す

 
理
 

服
や
ら
も

れ
た
し
風
呂
に
入
る
か

 
と
り
あ
え
ず
服
や
ら
体
や
ら
が

れ
た
た
め
さ

り
し
た
い

す
る
と
さ
と
り
は
モ

モ

と
し
な
が
ら

 
さ
と

え

え

と
理
久
兎
さ
ん
私
も
ご

ご
一

し
て
も

 

い
ま
せ
ん
か

 
と

誘

て
き
た

今
日
の
所
は
従
者
達

人
は
い
な
い
し
お

や
お
空
も
ま
だ
帰

て
は

き
て
い
な
い
し

お
邪
魔
は
い
な
い

な
ら
ば

た
ま
に
は
一

に
入
る
か

 
理
 

良
い
よ
な
ら
入
ろ
う
か
つ
い
で
に

中
を
流
し

 
て
や
る
よ

 
さ
と

わ

私
も
流
し
ま
す
よ

 
理
 

あ

頼
む
な

 
そ
う
し
て
自
分
と
さ
と
り
は
風
呂
に
入
り
に
向
か
う
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
理
久
兎
は
大
変
そ
う
じ

の
う

 
怠
惰

読
者
様
も

人
の
厨
房
を
使
う

に
は
後

け

 
な
ど
を
し

か
り
と
し
ま
し

う

 

 

う
む
そ
こ
は
マ
ナ

じ

か
ら
な

 
怠
惰

そ
う
そ
う
厨
房
を

さ
れ
る
の
は
料
理
人
に
と

 
て
は
城
を

さ
れ
る
の
と
一

だ
か
ら

 

 

う
む

か
に
の

所
で
怠
惰
よ
ル

ル
は

方
は

 
分
か

た
訳
じ

し
や
ら
ぬ
か

 
怠
惰

良
い
け
ど
勝
て
る
と
思

て
る
の

 

 

無
論
じ

ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る

 
怠
惰

オ

分
か

た
な
ら
と
り
あ
え
ず
終
わ
ら
せ

 
よ
う
か
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う
む

そ
れ
で
は
読
者
様

今
回
も
見
て
く
れ
て

 
あ
り
が
と
う
な
の
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

で
は
読
者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ

 

 

よ
し

で
は
怠
惰
よ
デ

エ
ル
じ

 
怠
惰

来
な
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第
４
７
９
話
 
見
物

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
検
定
も
と
り
あ
え
ず
は
終
わ
り
一

し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

で
す
が
ま
だ

月
に
大
き
な
の
が
あ
る
ん
で
す
よ

だ

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ

ど
う

 
地
霊
殿
の
掃
除
も

方
は
終
わ
り
翌
日
と
な
る

外

に
た
む
ろ

て
い
た
妖
怪
達
も
自
分
達

の
家
が
出
来
上
が
り
散

て
い
き
静

が

る

 
理
 

ふ
む

 
そ
ん
な
静

に

り
つ
つ
あ
る
中
で
自
分
は

子
に
座
り
断
罪
神
書
を

げ
て
地
上
の
様
子
を

観
察
し
て
い
た

今
回
の
対
戦
は
正
邪

多
人
数
と
中
々
の
戦
い
だ

し
か
も
そ
の
中
に
は
愛

弟
子
の
紫
を
初
め
と
し
て
自
分
の
従
者
の
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
の

人
に
紅
魔

の

⻤
と
執

事
異
変
解
決
の
プ
ロ
中
の
プ
ロ
の
霊
夢
に
魔
理

そ
し
て
こ
の
前
は
い
な
か

た
蓮
も
来
て
い

た
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理
 

う

う
良
い
試
合
が
見
れ
そ
う
だ

 
こ
う
し
ち

い
ら
れ
な
い

す
ぐ
に
部

か
ら
出
て
酒

に
向
か
い

か
せ
て
あ

た

イ

ン
を

本
手
に
取
り
す
ぐ
に
部

に

る

か
ら
グ
ラ
ス
を
取
り
出
し

イ
ン
を
注
ぎ
断
罪

神
書
か
ら

存
食
と
し
て
入
れ
て
お
い
た
チ

に

製
に
し
た

を
取
り
出
し

で
食
べ
や

す
い
大
き
さ
に
カ

ト
し
て

に
盛
り

に

べ

子
に
座

て
観
戦
を
再
開
す
る
と

度
戦

闘
が
始
ま

た

 
理
 

グ

ド

イ
ミ
ン
グ

 
我
な
が
ら
良
い

イ
ミ
ン
グ
だ

イ
ン
を

手
に
つ
ま
み
を
食
べ
な
が
ら
観
戦
を
す
る

恐

ら
く
こ
れ
は
戦

て
い
る
当
事
者
達
か
ら
し
た
ら
ぶ

と
ば
し
た
く
な
る
光

だ
ろ
う
な

 
理
 

や

り

存
食
は

製
料
理
に

る

 

特
の

し
料
理
が
こ
れ
ま
た

に
な
る

そ
れ
に
チ

を

と
つ
ま
み
し
て
か
ら
の

イ

ン
で
流
す
の
が
た
ま
ら
な
い

 
理
 

は

 
自
分
に
と

て
さ
さ
や
か
な

だ

大
体
耶
狛
が
い
る
と

い
を

ぎ

け
て
つ
ま
み
を

食
べ
に
来
る

食
べ
に
来
る
分
に
は

わ
な
い
が
俺
の
つ
ま
み
の

を
食
べ

く
し
て
い
く
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か
ら

る
ん
だ
よ
な

だ
か
ら
こ
そ
耶
狛

り
が
い
な
い

イ
ミ
ン
グ
で
こ

そ
り
と
や
る
こ
の

楽
し
み
が
た
ま
ら
な
い

 
理
 

ふ

 
こ
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
と
蓮
と
霊
夢
が
正
邪
に
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
れ
に
続
き
後
方

援

と
し
て

の
者
達
は
弾
幕
を

開
さ
せ
追
い
込
ん
で
い
く

だ
が
そ
ん
な

を

リ

リ
で
正

邪
は
回

し
つ
つ

を

る
い

撃
を
弾
き
と
い

た
動
き
を
す
る

 
理
 

し
か
し
彼
奴
の
動
き
中
々
に
出
来
る
な

 
あ
の
動
き
で
何

に
蓮
に
負
け
た
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を

え
て
い
る
と
突
然

が

現
れ
正
邪
を

こ
う
と
す
る
が
蓮
を

り

い

の
上
に

か
る

だ
が
そ
れ
を
合

に
亜

狛
と
耶
狛
と
黒
の

人
の

が
襲
い
か
か
る

 
理
 

良
い
動
き
だ

 
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
の

人
の

は

わ
ば

の
呼

レ

ル
に
到
達
し
て
い
る
と

行

て
も
過

で
は
な
い

そ
ん
な

人
の

を
正
邪
は
巧
み
に
数
々
の
反
則
ア
イ
テ
ム
を

使

て
回

し
て
い
く

ア
イ
テ
ム
を
使

て
い
る
と
は
い
え
ど
あ
の

人
の

を

け
る

と
は
中
々
だ
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理
 

あ
の

人
の
動
き
に
ム
ラ
が
あ
る
な

加
減
し
て
そ

 
う
な

て
る
だ
け
だ
よ
な

 
加
減
せ
ず
に
あ
れ
だ

た
ら
修
行
の
し
直
し
だ
な

そ
ん
な
事
を

い
て
い
る
と
後
ろ
の
ド
ア

が
開
き
さ
と
り
が
入

て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
の
書

に
サ
イ
ン
を

て
何
を
し

 
て
ら

し

る
ん
で
す
か

ま
だ
ま
だ

務
が
あ
る

 
と
い
う
の
に
お
酒
な
ん
て
飲
ん
で
し
ま

て

方
は

 
ア
ル
コ

ル
中
毒
者
で
す
か

 
理
 

い
な

て
お
く
が
ア
ル
コ

ル
中
毒
な

 
の
は
お
酒
信
者
の
⻤
達
で
あ

て
俺
は
違
う

面
白

 
い
試
合
を
見
る
に
当
た

て
酒
と
つ
ま
み
が
か
か
せ

 
な
い
だ
ろ

 
さ
と

方
は
お

さ
ん
で
す
か

 
理
 

い
や
俺
こ
う
見
え
て
も
う
お

さ
ん
だ
か
ら

 
だ

て
何

と
生
き
て
い
れ
ば

だ

て
お

さ
ん
に
な
る
だ
ろ
う
が
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さ
と

え

あ

そ
う
で
す

 
理
 

め
て
そ
ん
な

れ
み
な
目
で
見
る
の

 
何

年
と
い
う
年
月
を
生
き
て
き
た
か
ら

い
た
い
が
そ
ん
な

れ
み
な
目
で
見
な
い
で

し

い 
さ
と

い
や
そ
の
こ
こ
最
近
は
そ
の
若
々
し
い
よ
う
な
見
た

 
目
に

さ
れ
て
い
た
の
で

 
理
 

そ
ん
な
若
々
し
く
な
く
な
い

 
だ

て
も
う
人
間
で

え
ば
高

期
ぐ
ら
い
だ
し
全
然
若
く
は
な
い
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
な

 
さ
と

い
え
あ
の

は

も
う
良
い
で
す

そ
れ
よ
り
も
こ

 
の
種

に
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

へ
い
へ
い

 
近
く
に
お
い
て
あ
る

ン
を
取
り
出
し
内
容
を
大
ま
か
に
見
て
サ
ラ
サ
ラ
と
サ
イ
ン
を
書
く

 
理
 

は
い
よ

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
種

を
受
け
取

た
さ
と
り
は
部

を
出
て
行
こ
う
と
す
る

そ
う
だ

だ
し
さ
と
り
に
も
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き
合
わ
せ
る
か

 
理
 

な

さ
と
り

 
さ
と

何
で
す
か

 
理
 

良
か

た
ら
こ
の
試
合
を
観
戦
し
な
が
ら
少
し
飲
ま

 
な
い

 
さ
と

ま
だ
仕
事
中
で
す
よ

 
理
 

分
か

た
ブ
ド
ウ

ス
が
あ
る
か
ら
そ
れ

 
で
ど
う
だ

 

と
見
つ
め
て
く
る

す
る
と

め

を

い
て

に
書

を
起
き
自
分
の

の
上
に

か
る

 
さ
と

ち

と
だ
け
で
す
よ

そ
れ
と
こ
の
特
等

で
な

 
ら

き
合
い
ま
す

 
理
 

良
い

俺
の

の
上
な
ん
か
で
良
け
れ
ば
な

 

の

に
お
い
て
あ
る
小

の

か
ら

や
し
た
グ
ラ
ス
と
一

の
ブ
ド
ウ

ス

を
取
り
出
し
グ
ラ
ス
に
注
い
で
渡
す
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理
 

れ

 
さ
と

ど
う
も

そ
れ
で
こ

ち
は
ど
ん
な
状

な
ん
で

 
す
か

 
理
 

あ

正
邪

人
を

手
に
皆
が
頑

て
奮
起
し

 
て
い
る
状
態
さ

 
す
る
と

人
は
一

に
そ
こ
か
ら

れ
る
と
そ
れ
に
続
き

⻤
が

を
投

し
執
事
が

の
斬
撃
波
を

つ
が
市

模
様
の
布
を
取
り
出
す
と
闘

士
み
た
く

え
る

す
る
と
ま
る
で

そ

ち
に
誘
導
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

と
斬
撃
波
が
向
か

て
い
き
正
邪
は
そ
れ
を
余

に

ラ
リ
と

け
る

こ
い
つ
何
処

の

狸
ロ
ボ

ト
か
よ

 
さ
と

ド
ラ

ピ

も
ん
で
す

 
理
 

そ
れ
は
同
意
見
だ

 
し
か
し
反
則
的
な
ア
イ
テ
ム
を
使

て

戦
し
て
い
る
と
は
い
え
ど
愛
情
を
込
め
時
に

し
く

育
て
上
げ
た
愛
弟
子
の
紫
に
自
分
の
手

と
も

え
る
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
の

人
の
従
者
の

撃
そ
し
て
自
分
と
戦

た
蓮
と
霊
夢
の

を
防
ぎ
と
中
々
で
き
る

何
よ
り
も
こ
の
戦
い
は
正

邪
を
討
伐
す
る
た
め
の
戦
い
な
だ
け
あ

て
弾
幕
や
近

戦
闘
に
殺
意
が
込
も

て
る
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理
 

や
は
り
生
か
し
て
お
い
て
正
解
だ

た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
に
そ
こ
ま
で

わ
せ
る
何
て

そ
ん

 
な
に
絶

な
ん
で
す
か

 
理
 

ま

絶

と
ま
で
は
い
か
ず
と
も
あ

い

た
奴

 
は
こ
の
幻
想
郷
じ

中
々
に

を
見
な
い
ぐ
ら
い

 
珍
し
い
か
ら

す
る
の
さ

 
何
よ
り
も
自
分
に

て
い
た

自
身
よ
り
も
強
い
と
分
か

て
い
て
も
挑
む
そ
の
反

神

諦
め
を
知
ら
な
い
心
の
強
さ
そ
れ
ら
が
彼
女
を
こ
う
し
て
生
か
す
理
由
と
な

た

だ
が
何
よ

り
も
今
の
幻
想
郷
に
は
毒
が
な
い
の
だ

数
日
前
に
も

姫
に
伝
え
た
必
要
悪
と
い
う
の
が

近
い

い
回
し
だ
ろ
う

秩
序
と
い
う
正
義
に
従

て
生
き
る
そ
れ
は

め
ら
れ
る
事
で
は
あ
る

が
全
員
が
秩
序
に

ら
れ
て
い
て
は
新
た
な
発
見
な
ど
な
い
し
や
が
て
そ
ん
な
正
義
な
ど
は
や
が

て

て
い
く

だ
か
ら
こ
そ

ら
せ
な
い
よ
う
な

激
的
な
毒
と
な
る
正
邪
の
よ
う
な
者
が
こ

の
幻
想
郷
に
は
必
要
と
い
う
の
が
自
分
の

え
な
の
だ

 
理
 

昔
は
俺
も

者
と
し
て
地
上
の
奴
等
と
度
々
に
ド
ン

 

チ
し
て
た
が
も
う
そ
れ
も
出
来
な
い
か
ら
な
だ
か
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ら
そ
彼
奴
は
第

の

者
と
し
て
活

で
き
る
と
も

 
思

た
の
さ

 
さ
と

意
外
に
も
あ
の
時
は
楽
し
ん
で
ま
し
た
も
ん

 
理
 

ま

な

 
だ

て
皆
の
成
⻑
を
直
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
な

悪
役
に
な
り
き
れ
ば
そ
れ
だ
け
そ
の
悪

を

そ
う
と
奮
起
す
る

だ
か
こ
そ
全
力
で
向
か

て
く
る
者
達
の
実
力
を
計
れ
る
と
い
う
も
の

だ

そ
ん
な
事
を

て
い
る
と
正
邪
は
真

黒
な

を

え
る
と

が
暗
転
し
出
し
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
こ
れ

て

 
理
 

あ

終
わ
り
み
た
い
だ
な

 
と

く
と
共
に
真

暗
と
な

た

は
元
の

を
写
し
出
す
と
正
邪

外
の
者
は
い
な

く
な

て
い
た

ど
う
や
ら
も
う
終
わ
り
み
た
い
だ

 
理
 

あ
り

り

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
あ
の
妖
怪
を
助
け
た
が
ば

か
り
に

 
何
時
か
そ
の

を

き
む
し
ら
れ
ま
す
よ

 
理
 

そ
れ
は
楽
し
み
だ
な
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そ
ん
な

談
を

い
な
が
ら
断
罪
神
書
を
閉
じ
る

 
理
 

さ
て
と
俺
は
や
る
こ
と
を
や

て
く
る
よ

 
さ
と

や
る
事
で
す
か

 
理
 

あ

少
し
な

 
立
ち
上
が
り
体
を

ば
す

恐
ら
く
正
邪
を
助
け
な
い
と
こ
の
先
の

来
は
な
い
だ
ろ
う

何

せ
雑

の
よ
う
な
し
ぶ
と
さ
を
持
ち
追
跡
か
ら
の

に
⻑
け
て
い
る
自
分
の
従
者
達

人
が

い
る
の
だ
か
ら

 
理
 

そ
ん
じ

少
し
外
出
す
る

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
気
を
つ
け
て
下
さ
い

 
理
 

あ
い
よ

 
そ
う
し
て
自
分
は

か
ら
飛
び
出
て

を

げ
地
底
の
空
を

ば
た
き
急
い
で
地
上
へ
と
向
か

う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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う
む

 
怠
惰

ま
だ

て
る
の

 

 

じ

て

シ
が

シ
が
頑

て

え
た

 
ブ
ル

ア
イ

達
が
全
員
こ
と
ご
く

さ
れ
れ

 
ば

じ

て
こ
う
な
る
わ
い

 
怠
惰

ま

遊
戯
王
は
そ
ん
な
も
ん
だ

こ
れ
が
Ｓ

 
の
レ

シ

に
な

た
ら
地
獄
だ

 

 

何

じ

 
怠
惰

だ

て

制

の
エ
ク
ゾ
デ

ア
が

ず
つ

 

載
さ
れ
禁

の
強

の

か
ら
天
使
の

し
で

 
ド
ロ

さ
れ
光
の

で
時
間

ぎ
さ
れ
た
り

 
と
し
て
く
る

Ｐ

が
い
て

チ
な
所
見
殺
し
で

 
勝
て
る
気
が
し
な
い

 

 

何
じ

そ
の
嫌
な
デ

キ
は
チ

ト
じ

 
怠
惰

こ
れ
ゲ

ム
じ

な
か

た
ら
喧
嘩
待

た
な
し
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だ
よ

流

の
怠
惰
さ
ん
も
Ｓ

を
ぶ
ん
投

 
げ
た
く
な

た
よ

 

 

勝

た
の
か

 
怠
惰

何
と
か

こ

ち
も
キ
レ
た
か
ら
魔
法
除
去

 
の
カ

ド
と
か
で

リ

リ
の
勝

 

 

嫌
じ

な

そ
ん
な
デ

キ

 
怠
惰

だ
か
ら
ま
だ
マ
シ
な
ん
だ
よ
だ

て

た
か
が

 
ス

と
ス
キ

ド
に
よ
る
コ
ン
ボ
で
ブ
ル

 
ア
イ

を

し
ま
く
る
コ
ン
ボ
な
ん
て
ま
だ
ま

 
だ
可
愛
い
も
ん
だ

 

 

そ
れ
が
嫌
じ

と
い

て
お
る
ん
じ

 
怠
惰

は

や
れ
や
れ

て
も
う
時
間
だ

ち

ん

 
め
に
入
る
よ

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ
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 第４８０話 逃走援助

 
第
４
８
０
話
 
逃
走
援
助

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

う
こ
と
も
大
し
て
な
い
の
で
そ
れ
で
は
今

回
も
ど
う

 
旧
都
か
ら
地
上
へ
と

ぐ

本
道
を

を

ば
た
か
せ
な
が
ら
急
い
で
地
上
へ
と
向
か
う

そ

う
し
て
暗
い
地
底
の
道
か
ら
地
上
へ
と
飛
び
出
す
と
そ
の
ま
ま
空
を
飛
び
蓮
達
が
正
邪
と
交
戦
し

て
い
た

い
の

近
へ
と
向
か
う
と

 
理
 

お

い
た
い
た

 
そ
こ
に
正
邪
が

方
へ
と
向
か

て
飛
ん
で
き
て
い
た

立
ち

ま
る
と
正
邪
も
自
分
に
気
づ

い
た
の
か
そ
の
場
で

遊
し
つ
つ
立
ち

ま
る

 
正
邪

げ

何
で
お
前
が
こ
こ
に

 
理
 

何
た
だ
の
手
助
け
さ
来
な

 
正
邪

は

今
は
そ
れ
所
じ
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理
 

良
い
か
ら

 
正
邪

 
不
服
そ
う
な

を
し
な
が
ら
正
邪
は

く
と
自
分
は
そ
の
ま
ま
地
上
へ
と
向
か

て

降
す

る

正
邪
も
自
分
に
続
き

降
し
て
後
を

い
て
く

 
理
 

お
前
さ
ん
の
今
の
状

は
大
方
だ
が
推

つ
く

 

人
の
面
子
に
追
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ

 
正
邪

な

何
で
そ
れ
を

 
理
 

や

り
な

 

人
の
面
子
つ
ま
り
自
分
の
従
者
達
の
亜
狛

耶
狛

黒
の

人
だ

亜
狛
は
そ
の

い
ま

れ
な
る

察
力
耶
狛
は

れ
て
い
て
も

い
に
感
づ
く

覚
そ
し
て
黒
は
逃
げ
る

手
を

実

に

す
る
そ
の
影
の
力
そ
れ
ら
が
あ
る

に
正
邪
に
は

が

い
だ
ろ
う
と

え
た
結
果
そ
れ

な
ら
ば
と
思
い
こ
う
し
て
手
助
け
を
し
に
き
た
次
第
だ

本
当
な
ら
説

と
か
で
や

て
も
良
い

が
彼
奴
等
の

な
所
は
嘘
を
つ
く
ま
た
は
は
ぐ
ら
か
し
な
が
ら
真
実
を

べ
る
の
が
下
手
く

そ
過
ぎ
て
紫
に
追

さ
れ
か

な
い
た
め
こ
う
し
て
助
け
る
し
か
な
い
ん
だ
よ
な

 
正
邪

お

お
い
こ
ん
な
地
面
す
れ
す
れ
だ
と

ま
る
だ
ろ
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そ
れ
だ

た
ら
空
に

 
理
 

め
て
お
け
そ
の
内
の

人
は

察
力
と
投

 
の
プ
ロ
だ
空
に
逃
げ
よ
う
も
の
な
ら
ク
ナ
イ
や
手
裏

 

の

で
地
面
に

ち

と
さ
れ
る
そ
れ
に
こ
こ
な

 
ら

い
が
定
ま
り
に
く
い
し
何
よ
り
も
こ
こ
は

の

 
密
集
地
だ

者
の
影
も
こ
こ
じ

使
え
な
い
の
さ

 
そ
う
な
る
と

人
の
内
の

人
は
こ
の
場
で
断

す

 
す
る
そ
し
て

る
の
は

覚
が

い
子
だ
が
そ
い
つ

 
に

て
は
頭
の
ネ

が

本
は

け
て
る
子

 
だ
か
ら
追
跡
は
す
ぐ
に

め
る

だ

 
そ
う

き
な
が
ら
意

を
集
中
さ
せ
自
分
を
中
心
と
し
た
場
所
か
ら
数

先
ま
で
の

を
聞

き
取
る
と

を

ら
す

が

つ

方
へ
と
向
か

て
き
て
い
る

や
は
り
予
想
通
り
耶
狛
だ

け
に

て
き
た
か

だ
が
耶
狛
に
し
て
は
物
珍
し
く
し
つ
こ
い
な

 
理
 
さ
て
ど
う
す
る
か

て
お
い
お
い

 
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

に

を

け
て
い
た

ま
ず
い

を

け
た
の
が
耶
狛
に
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気
づ
か
れ
れ
ば
そ
こ
か
ら

さ
れ
亜
狛
と
黒
が
や

て
来
る

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思

て
い
る
と
ポ
チ

ン
と

が
し
た

ま
さ
か
と
思
い
神

を

ら
せ
て
集
中
す
る
と
水
の
流
れ
る

が
す
る

こ
の
近
く
に

が
あ
る
な

 
理
 

お
い
正
邪

 
正
邪

何
だ
よ

 
理
 

ま
ん
で

を
大
き
く

て
お
け
よ

 
正
邪

は

何
で
だ
よ

 
こ
う
す
る
か
ら
だ

そ
う

い
正
邪
の
後
ろ
に

く
と
そ
の
ま
ま
正
邪
の
体
を

き

え
る

 
正
邪

て
お
い

何
を

 
理
 

い
く

 
一
気
に

度
を
上
げ
て
水
の

が
し
た
場
所
へ
と
一
気
に
向
か
う

そ
し
て
案
の
定
で

が
見

え
た

 
理
 

を

め
ろ

 
正
邪

は

ち

や

 
そ
の
ま
ま

へ
と
向
か

て
一
気
に

イ
ブ
す
る
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正
邪

グ

ボ
ボ
ボ
ボ
ボ
ボ

 
理
 
だ
か
ら
あ
れ

ど

を

め
ろ

て

た
の
に

 
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら
高

で

を
泳
ぐ

こ
う
す
れ
ば
流

の
耶
狛
と
い
え
ど
匂
い
で
の

追
跡
は
こ
れ

上
は
不
可
能
だ
か
ら
な

そ
う
し
て
約
２
０
０

程
を
泳
い
だ

り
で

か
ら

上
し
正
邪
を

に

す

 
正
邪

ハ

ゲ

ゲ

ゲ

 
水
を

い
す
ぎ
た
の
か

き
込
ん
で
い
た

 
正
邪

て

て
め

私
を
殺
す
気
か

 
理
 

お
前
な
ん

の
小
物
を
殺
し
て
も

姫
達
の
面

ご

 
と
が
増
え
る
だ
け
だ
か
ら
殺
さ

よ

 
正
邪

お
い
コ
ラ

小
物
と
か

て
ん
じ

よ

 
仕
方
が
な
い
だ

て
本
当
に
小
物
な
ん
だ
か
ら

 
理
 

ま

お
前
が
も
う
少
し
大
物
に
な

た
ら
俺
が
直
々

 
に

い
て
殺

て
や
る
よ
そ
ん
で
そ
の
ま
ま
十
王
達

 
の
元
に
お
前
を

行
し
て
や
る
よ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
正
邪

な

ふ
ざ
け
る
な

て
い
う
か
人
の
体
を

り
や

 
が

て
て
め

十
王
達
の
前
で

さ
れ
た
と

え

 

て
や
る
か
ら
な

 
理
 

が

だ

お
前
あ
の
ま
ま
だ

た
ら

ま

 
て
そ
の
ま
ま
紫
の
ス
キ
マ

ル

ム
に
ご

待
さ

 
れ
て
た
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
か
ら
な

 
正
邪

へ

そ
ん
な
も
ん
怖
く
も
な
い

 
い
や
そ
の
強
が
り
は
絶
対
に
⻑
く
は
続
か
な
い
な

だ

て
そ
の

を
教
え
た
の

れ
も
な

く
自
分
だ
し

因
み
に
そ
の

の
実

は
中

妖
怪
程
度
な
ら

日
で

き

ぶ

だ

 
正
邪

ふ
ん
だ
が
ま

そ
の
あ
れ
だ

 
何

そ
ん
な
に
も
モ

モ

し
て
い
る
ん
だ

あ

つ
ま
り
そ
う
い
う
事
か
せ
め
て

い
や
す

く
し
て
や
る
か

 
理
 

所
で
正
邪
く
ん
俺
に
何
か

う
こ
と
あ
る
だ
ろ

 
正
邪

あ
ん

そ
ん
な
も
ん

 
理
 

ら

ら
感
謝
を
込
め
て

え
よ
正
邪
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わ
ざ
と
勝
ち

た
ド

を
し
な
が
ら

う
と
正
邪
は

と
自
分
の

を
見
つ
め
そ
し
て

を

み

し
た
か
の
よ
う
な

を
し
て

 
正
邪

ど

も

あ
り
が
と

ご
じ

い
ま
し
だ

 
う
わ

う

こ
い
つ

だ
が
そ
の
変

に
つ
い
つ
い
ク
ス
リ
と

て
し
ま
う

 
正
邪

て
め

何
を

て
ん
だ
よ

 
理
 

悪
い
悪
い

そ
の
変

が
あ
ま
り
に
も
ブ
サ
イ
ク
だ

 

た
も
ん
で
つ
い
な

 
正
邪

ふ
ざ
け
ん
な

 
ま

こ
ん
だ
け
元
気
良
く

え
る
な
ら
問

な
い
だ
ろ

そ
れ
に

い
た
い
こ
と
も

え
て

ス

キ
リ
と
し
た
表
情
に
な

て
る
し
な

 
理
 

ア
ハ
ハ

さ
て
と

 
ア
ロ
ハ
シ

ツ
の
水
を
思
い

き
り

り
出
し
再
び
着
る

 
理
 

ま

頑

り
な
よ
お
前
さ
ん
の
逃
走
劇
を
さ

 
そ
う

い

を

げ
て
空
を
飛
ぶ

 
正
邪

あ

ち
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と
正
邪
の

が

か
な
が
ら
に
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
だ
が

気
の
せ
い
だ
ろ
う

と

え
ず
空
を
飛
び

 
理
 

さ
て
と

地
上
に
来
た
し
買
い
物
を

ま
し
て

 

人
を
回
収
し
て
帰
り
ま
す
か

 
そ
う

え
と
り
あ
え
ず
買
い
物
を

ま
せ
る
た
め
に
人
里
に
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
怠
惰

そ
う
い
え
ば

ち

ん

 

 

何
じ

 
怠
惰

カ

ド
ゲ

ム
で
ふ
と
思

た
け
ど
オ

ロ
ニ
ア
と

 
か
ま
だ
や

て
る

 

 

ふ

ふ

や

て
お
る

様
に
勝
つ
た
め
に

シ
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は
あ
れ
か
ら
更
に
特
訓
を

た
か
ら
の

 
怠
惰

へ

な
ら

だ
し
や
る

 

 

ふ
ふ

良
か
ろ
う

様
を
ぶ
ち
の
め
し
て
や
る
わ

 
い

 
数
分
後

 
怠
惰

ち

ん
そ
の
置
き
方
は

メ
だ
よ

チ

ク
メ

 
イ
ト

 

 

許
し
を
こ
い
な
さ
い

 

 

ど
さ
く
さ
に

れ
て

 

 

我
の

は

な
る
海
の

 

 

ふ

 
怠
惰

う
わ
す
げ

メ

ち

ん
大
丈
夫

 

 

チ

ト
じ

そ
な
た
は
チ

じ

 
怠
惰

い

そ
ん
な
奴
等
と
一

に
す
る
な
よ

 

 

何
じ

そ
の

の
え
げ
つ
な
さ
は

と
い
う
か
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ど
の
キ

ラ
が
入
手

な
キ

ラ

て
ど
う
い

 
う
事
じ

 
怠
惰

こ
れ
が
俺
の

シ
ノ
魔
デ

キ

 

 

シ
の
神
デ

キ
が

 
怠
惰

ま
だ
ま
だ
修
行
が

り
ぬ
な
せ
め
て
上

ク
ラ
ス

 
に
な

た
ら
特
訓
し
た
と

え
る
な

 

 

ぐ
ぬ
ぬ

も
う

回
じ

 
怠
惰

は
い
は
い

さ
て
こ
ん
な
事
を
し
て
る
間
に
も
時

 
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

ま
た
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第
４
８
１
話
 
必
要
悪
の
可
能
性

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
遊
戯
王
カ

ド
を
箱
買
い
し
て
メ
ル
カ
リ

り
で
レ
ア
カ

ド
を
売
れ

ば
プ
ラ
マ
イ

ロ
に
な
る
ん
じ

と

え
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま

そ
こ
ま
で
人
生

は
あ
ま
く
は
な
い
か

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
人
里
へ
と
降
り
た
自
分
は
市
場
を
物

し
だ
す

や
は
り
地
底
と
は
違

て
物
の
行
き
交
い
が

盛
ん
だ
な

こ
う
い
う
所
を
少
し
ず
つ
で
も
良
い
か
ら
旧
都
の
市
場
に
も
取
り
入
れ
て
は
い
き
た

い
な

 
理
 

活
気
が
な
り
に
あ

て
良
い
も
ん
だ

 
遥
か
昔
に
霊
夢
や
魔
理

を
助
け
た
時
よ
り
も

ん
の
少
し
だ
け

わ

て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
の
は
気
の
せ
い
か
な

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
物

し
て
い
る
と

 
店
員

今
日
の

は
新

な

れ
た
て
だ

さ

買

た

 
買

た
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と

が
聞
こ
え
る

見
て
み
る
と
そ
こ
に
な

か
に
新

な

が

べ
ら
れ
て
い
た

 
店
員

お

そ
こ
の

男
な
兄
ち

ん
良
け
れ
ば
ど
う
だ
い

 
こ
の
イ

ナ
な
ん
か
は
お
す
す
め
だ
よ

 
イ

ナ
か

亜
狛
と
耶
狛
が
結

き
な
ん
だ
よ
な

特
に

き
で
じ

く
り
と

い
た
も

の
な
ん
か
は
良
い
酒
の
つ
ま
み
に
な
る
し
な

決
め
た

だ
し
今
日

れ
た
イ

ナ
を
全
部
と

数

程
を
購
入
す
る
か

 
理
 

な
ら
今
日

れ
た
そ
の
イ

ナ
を
全
部
そ
し
て
そ
こ

 
の

を

そ
れ
か
ら
そ
れ
と
そ
れ
を

ず
つ

 
頼
む
よ

 
店
員

へ
い

ま
い
ど
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
や
し
た

 
理
 

会
計
は

 
店
員

こ
ん
な
に
買

て
く
れ
た
な
ら
少
し
安
め
に
し
ま
し

 
て

数
切
り

て
て

で
ど
う
で
す
か
い

 
理
 

は
い
よ

 

を
取
り
出
し
手
渡
す
と
店
員
は
嬉
し
そ
う
に

の

意
を
す
る

そ
し
て
準
備
が
終
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わ
る
と
手
渡
し
て
く
る

 
店
員

お
待
ち
よ

 

い

い
の

に

か
さ
れ
る

数

と
思

て
い
た
が
ま
さ
か
こ
ん
な
に
あ
る
と
は

 
理
 

こ
ん
な
に
良
い
の
か

 
店
員

あ

親
父
か
ら

わ
れ
て
て
な
大

買
い
し
て
く
れ

 
る
奴
に
は
お
ま
け
し
ろ

て
な
昔
に
親
父
の
代
の
頃

 

上
で
船
や
ら
が
ボ
ロ
ボ
ロ
で

が
あ
ま
り
出
来

 
ず

だ

た
ん
だ
が
た
ま
た
ま
店
の
全

品
を
買

 

て
く
れ
る
奴
が
い
た
み
た
い
で
よ
そ
い
つ
の
お
陰

 
で
こ
う
し
て
今
も

売
で
き
て
る
の
さ

 
理
 

う

 
店
員

ま

そ
い
つ
が
い
な
か

た
ら
俺
も
い
な
か

た
か

 
も
な

お

と
悪
い
な
こ
れ
が

品
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
こ
ん
な
に
く
れ
て
あ
り
が
た
く
受
け

 
取

て
お
く



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

を

負
い

コ
リ
と
頭
を
下
げ
そ
の
場
を
去
る

 
理
 

良
い
買
い
物
し
た

 
昔
に
大

買
い
し
た
奴
に
は
本
当
に
感
謝
だ
な

 
理
 

さ
て
と

 
と
り
あ
え
ず
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に
向
か
い
こ
れ
を
収

す
る
か

裏
通
り
に
入
り
断
罪
神

書
に
購
入
し
た

を
収

す
る

 
理
 

こ
れ
で
良
し

 
体
を

ば
し
次
は
ど
う
す
る
か
を

え
る

そ
う
だ

だ
し
正
邪
と
い
う
小
物
に
勝
て
る
と

意
気
込
ん
で
い
た

中
の

で
も
見
に
行
く
か

今
な
ら

当
な
良
い

を
し
て
い
る
に
違
い
な

い
し
な

 
理
 

ど
ん
な

し
て
る
か
な

 

を

ば
た
か
せ
空
を
飛
び
彼
奴
等
が
ど
こ
に
い
る
の
か
を
探
る
た
め
目
を

り
意

を
一
転

に
集
中
す
る

す
る
と

神
社
の
方
か
ら
複
数
の
反

が
あ
る
事
を

す
る

そ
の
中
に
は

亜
狛
や
耶
狛
や
黒
の
反

も
あ
る

 
理
 

場
所
も
分
か

た
し
行
く
か
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そ
う
し
て

神
社
へ
と
向
か
う
の
だ

た

神
社
に
着
き

居
に
座
り
様
子
を
見
て
い

る
と
紫
が
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
に
何
か
を
話
し
て
い
た

 
理
 

し
が

て
る
か
な

 
等
と

き
な
が
ら
も
観
察
し
て
い
る
と
何

か

り
に
い
る

中
も
何
か
し
ら
の
事
を
話
し
て

い
た

 
理
 

何
を
話
し
て
ん
だ

 
い

た
い
全
体
で
何
を
話
し
て
い
る
の
か
と
思
い
な
が
ら
見
て
い
る
と
紫
は
亜
狛
と
耶
狛
と
黒

に
向
か

て

怒
り

を
す
る

あ
れ
こ
れ

ン
チ

ン
正
邪
に
関
与
し
た
こ
と
が
バ
レ
て

る
的
な
や
つ
な
の
か
な

そ
う
だ
と
し
た
ら
こ
こ
に
い
た
ら

実
に
殺
ら
れ
る

自
分
の
命
が
危

な
い
た
め

々
に
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
だ

 
黒
 

や
れ
や
れ

主
よ
弟
子
が
主
を
ご
所
望
だ
が

 
と
黒
が

ぶ

あ
の

俺
が
近
く
に
い
る
こ
と
を

に
察
知
し
て
や
が

た
な

り

の
者
が
自
分
の
事
を
探
し
て
る

仕
方
な
い
何
と
か

魔
化
し
な
が
ら
も
対
処
す
る
か

 

 

お
い
お
い
バ
ラ
す
な
よ
黒

 

え
て
余

を
装
い
な
が
ら
そ
う

ぶ
と
皆
は
一

に

居
へ
と

り
自
分
を
見
て
く
る
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紫
 

御
師
匠
様
そ
ん
な
所
に
い
ら
し
た
の
で
す
か

 
実

お
前
達
の

を
見
る
た
め
に
い
た
ん
だ
か
ら
い
る
に
決
ま

て
い
る
だ
ろ
う

こ
こ
じ

話
が
し
ず
ら
い
た
め

居
か
ら
降
り
紫
達
の
方
へ
と
向
か

て
歩
く

 
理
 

ま

な
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
の
迎
え
に
来
た
ら
自

 
に

気

く
て
な
で
る
に
も
出
れ
な
く
て
な

 
そ
れ
も
あ
る
に
は
あ
る
が
実

は
様
子
見
と
い
う
の
が

ま
れ
て
は
い
る
が
な

す
る
と
何

か
は
分
か
ら
な
い
が

⻤

の
執
事
が

に

負
う

物
を

こ
う
と
す
る
が

⻤
に
よ

て
静

さ
せ
ら
れ
る

ど
う
や
ら
自
分
は
こ
い
つ
ら
か
ら
し
た
ら

と
い
う

い
み
た
い
だ
な

そ
し
て
蓮
と
霊
夢
は
自
分
が
近
づ
く
と

に
よ
り
道
を
開
け
て
く
れ
る

真
ん
中
を
通
り
中

に

い
る
紫
の
前
へ
と
立
つ

 
紫
 

御
師
匠
様

聞
い
て
も
よ
ろ
し
い
か
し
ら

 
理
 

ま

大
方
は
正
邪
の
事
だ
ろ

 
も
う
大

の
事
は
分
か

て
い
る
だ
ろ
う
か
ら

え
て
名
前
を
出
し
て

う
と
紫
は
や
は
り
と

い

た

を
す
る

 
紫
 

え

御
師
匠
様
で
す
よ

正
邪
に
あ
の

を
与
え
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た
の
は

嘘
や
偽
り
な
し
で
話
し
て
下
さ
い
ま
す
で

 
し

う
か

 

て
あ
れ
か

あ
ん
な
も
ん
与
え
た
覚
え
な
ど
は
な
い

ぶ

ち

け
た
話
で
恐
ら
く
あ

の

は
自
分
の

が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
が
俺
が
与
え
た
と
い
う

か

て
た
の
は

で
あ
り

で
は
な
い
し

ろ
与
え
る
所
か

て
た
の
だ
か
ら
与
え
て
す
ら
い
な

い 
理
 

な
ら

つ
か
に
分
け
て
話
そ
う
か

ま
ず
は
正
邪
に

 

だ

け
を
与
え
た
か

か

え
は

 
紫
 

な
ら
正
邪
を
何
処
で
知
り
ま
し
た
の

 
理
 

そ
れ
は

地
底
の
暴
動
を

え
た
直
後
に
裁
判
所
か

 
ら

が
入

て

暴
動
を
引
き
起
こ
し
た

本
人

 
ま

正
邪
な
ん
だ
け
ど
そ
い
つ
を
退
治
ま
た
は

 
し
て
来
い

て

姫
ち

ん
か
ら
指

が
あ

て

 
そ
れ
で
ボ
コ
し
に
行

て
知
り
合

た
ん
だ
よ

 
嘘
を
つ
い
た
所
で
ど
う
せ
勘
の
良
い
紫
達
に
は
す
ぐ
に
分
か

て
し
ま
う

そ
れ
な
ら
ば
紫
が
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た
通
り
に
嘘
偽
り
な
く
話
す
に

る

 
霊
夢

で
も
あ
ん
た
が
あ
ん
な
小
物
を
取
り
逃
が
す
な
ん
て
 

 
珍
し
い
わ

 
紫
 

え

可

し
い
で
す
わ

 
理
 

う

ん
ま

ボ
コ
ボ
コ
に
し
て

と
も
思

た
よ

 
け
れ
ど

興
が

が
れ
ち

て
さ

 

興
だ

 
理
 

そ
う
あ
ん
な
小
物
を

ま
え
た
だ
け
で
も
地
獄
の

 
中
に
は
負

に
な
る
ん
だ

そ
れ
だ

た
ら
大
物

 
と
か
に
な

て
く
れ
な
い
と
な

 
で
も
こ
れ
本
当
に
事
実
的
な
意
見
な
ん
だ
よ
な

姫
は
ま

と
も
か
く
だ
が
問

な
の
は
そ

の
し
た

ま

小
町
や
ら
に
負

が
か
か
る
の
は
事
実
な
ん
だ

 
紫
 

御
師
匠
様
に
聞
き
ま
す
が

方
は
こ
の
幻
想
郷

 
の

で
は
な
い
で
す
わ
よ

 
理
 

ハ

ハ

ハ

で
も
な
け
れ
ば
味
方
で
も
な
い
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て
し
ま
え
ば
そ
う
だ
な

俺
は
願
望
を
も

 

と
も
強
く
思
う
奴
の
味
方
さ

 

き
そ
う
な
願
い
に
一

し
二

し
す
る
の
が
俺
の
役
目
だ

紫
や
さ
と
り
蓮
や
美
寿
々
と

そ
い
つ
ら
に
は
願
い
が
あ

た
か
ら
こ
そ
味
方
す
る
の
さ

 
紫
 

そ
う
で
す
か

ど
う
や
ら
そ
の

が

て
い
る
訳

 
で
は
な
い
み
た
い
で
す

 
理
 

ま

な

 
緊

し
た
空
気
は

々
に

ら
か
く
な

て
い
く

大
方

紫
も
自
分
の
行
動
に

れ
て
き

た

て
感
じ
だ
ろ
う

 
蓮
 

な
ら
聞
き
た
い
で
す
が
正
邪
は
何
を
強
く
願

た
ん

 
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

彼
奴
が
願

た
も
の
は
単

に

え
ば
力
も

と

 
し
く

え
ば
お
前
達
を
見
返
す
力
だ

 
霊
夢

見
返
す
力

 
理
 

そ
う
ま

彼
奴
は
全
て
を

し
て
自
分
の
世
界
を
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作
ろ
う
と
い
う
願
望
が
あ

た
訳
だ
が
し
か
し
だ

 
そ
れ
を
蓮
お
前
が

し
た
ん
だ
ろ

 
蓮
 

え

ま

 
理
 

そ
の
結
果

彼
奴
の
願
望
は
そ
の
願
望
を
上
回
る
願

 
望
が
生
ま
れ
た
の
さ
そ
れ
こ
そ
が
自
分
を

め
た
奴

 
へ
の
仕
返
し
つ
ま
り
は
真
の
下

上
だ

 
か
つ
て
の
自
分
も
そ
う
だ

た
か
ら
こ
そ
分
か
る

昔
は
よ
く
お
ふ
く
ろ
を

手
に
下

上
を

し
て
親
子
喧
嘩
に
発

し
て
ど

ち
が
主
神
に
な
る
か
を
争

た
も
の
だ
か
ら
だ

ま

結
果
は

わ
ず
と
知
れ
ず
で
自
分
の
敗
け
が
多
く
お
ふ
く
ろ
を

す
力
を

し
た
が
た
め
に
そ
し
て
こ

の
星
が
気
に
入

た
か
ら
こ
そ
こ
の
星
へ
と
降
り
旅
に
出
た
の
だ

ま

今
と
な

て
は
こ
ん
な

生
活
を
し
て
は
い
る
け
ど
な

 
少
名

真
の
下

上

て

 

て
か
よ
聞
い
て
る
と
結

は
お
前
が
力
を
与
え
た
ん

 
じ

な
い
か

 
理
 

魔
理

ち

ん
は
失
礼
だ
な
俺
は
何
も
与
え
ち

い
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な
い
こ
れ
は

れ
も
な
い
事
実
さ

 

々
ゴ
ミ

を

て

と
し
て
し
ま

た
ぐ
ら
い
で
何
も
し
て
い
な
い
こ
れ
は
本
当
の
事
実
な

の
だ

そ
れ
に
あ
れ
は
願
い
一

し
二

し
す
る
た
め
の
物
に
過
ぎ
な
い

彼
女
達
が
負
け
た
の

は

本
的
な
も
の
が
あ
る
の
だ

 
理
 

因
み
に
お
前
ら
さ

手
が
正
邪
だ
か
ら

て

く
見

 
た
だ
ろ

 
レ
ミ

ど
う
い
う
意
味
か
し
ら
そ
れ

 
理
 

葉
通
り
さ

ン

イ
ア
レ
デ

そ
れ
と
さ
紫

 
ち

ん
に
聞
き
た
い
け
ど
俺
の
教
え
は
覚
え
て
る
よ

 
な

 
紫
 

手
が
自
身
よ
り
も
格
下
で
あ

て
も

く
見
る

 
事
な
ら
ず
で
す
わ
よ

 
理
 

そ
う
だ
そ
れ
を
踏
ま
え
て
お
前
達
に
聞
き
た
い
け
ど

 
結

は
ど
う
だ

た
の

手
が
自
身
よ
り
格
下
だ

 

客
を
送
り
つ
け
て
も
生
き
て
い
る
の
は
運
が
良
い



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
か
ら
だ
と
か
一
度
は
勝

し
て
る
だ
か
ら
勝
て
る
と

 
か
ま
さ
か
そ
ん
な
安
直
な

え
し
て
な
い
よ
な

 
と

う
と
皆
は

り
だ
す

 
小
人

そ

そ
ん
な
事
な
い

な
い
よ

皆

 
黒
 

え
て

う
が
俺
は
な
い

 
耶
狛

私
も
な
い

 
亜
狛

自
分
も
で
す

 
た
だ
は
蓮
の

で
そ
う

ぶ
小
人
や
自
身
の
従
者
達

外
は
皆

た
ま
ま
だ

ど
う
や
ら

そ
れ

外
は

め
た
挑
ん
だ
み
た
い
だ
な

そ
れ
が

本
的
な
敗
因
だ

 
理
 

そ
れ
が
愚
行
と

て
い
る
だ
よ

そ
ん
な
ん
じ

 
正
邪
を

す
所
か

や
り
で
後
ろ
か
ら
サ
ク

と

 
さ
れ
て
終
わ
り
だ

 
蓮
 

ご
も

と
も
で
す

 

せ

正
論
を

べ
や
が

て

 
霊
夢

う
ざ
い
け
ど

い
返
せ
な
い
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理
 

ま

そ
の

え
を
見
直
せ
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
勝
て

 
る
よ
う
に
は
な
る
と
思
う
け
ど

 
戦
闘
に
お
い
て
自
分
自
身
の

心
や
思
い
込
み
等
々
そ
う
い

た

い
気
持
ち
こ
そ
が
一
番
の

で
あ
る

そ
れ
は

人
時
代
や
百
⻤
夜
行
時
代
そ
し
て
今
も
な
お
変
わ
ら
ぬ

で
あ
る

そ
れ

さ
え
分
か

て
い
れ
ば
生
存

だ

て
大

に
上
が

た
の
だ

に
彼
女
達
は
正
邪
に
負
け

た
の
で
は
な
い

自
分
達
の
心
に
負
け
た
の
だ

 
理
 

ま

今
一
度
そ
の

え
を
改
め
る
ん
だ
な

 
と

き
な
が
ら
空
を
見
る
と
も
う
空
は
夕

け
の
空
へ
と
変
わ

て
い
た

 
理
 

お

と
時
間
も
時
間
か
紫
す
ま
な
い
が

人
を

れ

 
て
帰
る

 
紫
 

え

い
ま
せ
ん
わ
た
だ
御
師
匠
様

 
理
 

何
だ

 
紫
 

私
に
は
彼
女
を
生
か
す
理
由
が
あ
ま
り
理
解
で
き
ま

 
せ
ん
わ

 
理
由
が
分
か
ら
な
い
か

ま

か
に
目
の
上
の
た
ん
こ
ぶ
を
生
か
す
理
由
な
ん
て
普
通
じ
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え
れ
な
い
よ
な

 
理
 

生
か
す
理
由

て

と
り

く

え
ば

激
的

 
な
毒
が

人

人
は
こ
の
幻
想
郷
に
は
必
要
な
の
さ

 
じ

な
い
と
悪
役
が
い
な
け
れ
ば

ロ

だ

た

 
り

ロ
イ
ン
は
活

で
き
な
い
だ
ろ

 
紫
 

つ
ま
り
必
要
悪
と
い
う
事
で
す
か

 
理
 

ま

そ
う
い
う
事
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と
皆
は

い
た

を
し
て

る

 
理
 

ま

こ
れ
は
あ
く
ま
で
俺
の
意
見
だ
お
前
達
に
は
お

 
前
達
の
意
見
が
あ
る
だ
か
ら
そ
の

は
ま
た

え
な

 
よ

ま
た
手
助
け
が
必
要
に
な

た
ら

援
に

え

 
て
や
る
か
ら
さ

亜
狛

耶
狛

黒

仕
事
も
終
わ

 

た
し
帰
る

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

了
解
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黒
 

あ
い
よ

 
そ
う

い

人
は

け
目
を
作
る

 
理
 

そ
ん
じ

あ
な

 
そ
う

き
自
分
達
は
旧
都
へ
と
帰
還
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

し
か
し
必
要
悪
の

 
怠
惰

そ
う
何
事
に
お
い
て
も
時
に
必
要
悪
は
大
切
だ
と

 
思
う
ん
だ
よ

意
見
が
違
い
対
立
す
る
者
達
が
そ

 
の
悪
を

そ
う
と
協
力
し
合
う
事
が
出
来
た
り
と

 
か

 

 

か
に
の

 
怠
惰

そ
れ
に
戦
隊

だ
と
か
に
も
出
て
く
る

ロ

 
と
か
も
怪
人
が
い
る
か
ら
活

し
て
注
目
を
集
め
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れ
る

だ
ろ

 

 

そ
れ
も
ま
た
事
実
じ

な

し
い
話
じ

わ
い

 
怠
惰

あ
る
意
味
で
必
要
悪

て
身
近
に
も
あ

た
り
す

 
る
ん
だ
よ

怖
い
な

 

 

ま

シ
の
す
ぐ
近
く
か
つ

に
お
る
が
の
そ
れ

 
も
ド
ス
黒
い
奴
が
の

 
怠
惰

は

は

 

 

て

魔
化
す
で
な
い
わ
い

 
怠
惰

ま

ま

因
み
に
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

く
今
回

 
は
特
に

走
し
た
な
と
の
事

 

 

そ
れ
ど
う
な
ん
じ

 
怠
惰

仕
方
な
い

怠
惰
さ
ん
の
リ
ア
ル
は
若

イ
カ
れ

 
て
る
か
ら

 

 

お
い
お
い
自
分
で
自
分
を

定
す
る
で
な
い

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
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に
し
よ
う
か

 

 

う
む
そ
れ
も
そ
う
じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回

 
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
さ
ら
ば
じ
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第
４
８
２
話
 
ま
さ
か
の
来
客

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

チ

で
の

死
が

い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

チ

運
が

き

て
き
て
る
な

お

と
失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
正
邪
の
件
か
ら
数
日
が
た
ち
地
霊
殿
は
ま
た
何
時
も
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
日
常
へ
と

て
い

た 
理
 

ふ
む

 
何
時
も
の
よ
う
に
自
分
は
読
書
を
し
て
い
た

そ
し
て

下
か
ら
は

 

チ

ン

 
耶
狛

あ

ま
た
や

ち

た
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

バ
カ

す
ぐ
に
雑

を
持

て
こ
い

 
等
と

が
聞
こ
え
る

う
ん
何
時
も
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
日
常
だ
な

 
理
 

平
和
だ
な
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何
て
思
い
な
が
ら
も
読
書
を
す
る

あ
れ
か
ら
数
日
が

過
し
た
訳
だ
が
地
上
の
奴
等
は
正
邪

を
見
事
に

せ
た
の
だ
ろ
う
か

あ
れ
か
ら

も
な
い
し
大
方
諦
め
た
か
な

そ
れ
な
ら

そ
れ
で
選

の

つ
だ
か
ら
良
い
ん
だ
け
ど
正
直
そ
う
な
る
と

な
ん
だ
よ
な

 
理
 

ま
た
新
た
な

激
を
探
さ
な
い
と
な

 
そ
ん
な
事
を

き
な
が
ら
ど
う
す
る
か
と

え
て
い
た
そ
の
時
だ

ト

ト

と

方
に

か

が
向
か

て
走

て
く
る

が
す
る

そ
し
て

が
開
か
れ
る

見
て
み
る
と
黒
が
い
た

 
黒
 

主
よ
客
人
だ

 
ど
う
や
ら
自
分
を
訪

て

か
が
来
た
み
た
い
だ

し
か
し
一
体

な
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

そ
う
か

通
し
て
く
れ

 
黒
 

分
か

た

 
そ
う

い
黒
は

を
閉
め
部

を
出
て
い
く

本
に

を

み
客
人
を
も
て
な
す
準
備
を
す

る

す
る
と

が
開
き
黒
が
再
び
入

て
く
る

 
黒
 

れ
て
き
た

 
一
体

な
の
だ
ろ
う
か
と
思

て
い
る
と
通
さ
れ
て
き
た
の
は

 
理
 

お
前
か
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正
邪

よ

 
ま
さ
か
の
正
邪
だ

た

く
れ
者
の
正
邪
が
こ
こ
に
来
る
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
風
の
吹

き
回
し
だ
ろ
う
な

 
理
 

ま

座
り
な
よ

 
そ
う

う
と
正
邪
は
ド
サ

と
ソ
フ

に
座
る

目
で
黒
に
持
ち
場
に

れ
と
指

を
出
す

と
黒
は
一
礼
し
て
部

か
ら
出
て
い
く

 
理
 

そ
ん
で
紅

コ

 
正
邪

ふ
ん

そ
ん
な
お

な
ん
て
い
ら

そ
れ
な
ら
酒

 
を
持

て
こ
い
よ

 
理
 

た
く

間

か
ら
酒
か
よ

 
酒
な
ん
て
飲
ま
す
と
酔
い
が
回

て
変
に

け
上
が
る
だ
け
だ

そ
れ
な
ら
ば
前
に
お
ま
け
で

た
あ
れ
を
飲
ま
す
か

そ
う

え
た
自
分
は
部

に
完
備
し
て
あ
る
小

か
ら
ノ
ン

ア
ル
コ

ル
チ

ハ
イ
を
取
り
出
し
正
邪
に
渡
す

 
正
邪

何
だ
こ
れ

 
理
 

一

酒
そ
の
つ
ま
み
を
持
ち
上
げ
る
と
容

の
飲
み
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口
が
開
く
仕
組
み
だ

 
正
邪

ふ

ん

 
説
明
し
た
通
り
に
開
け
る
と
正
邪
は
ノ
ン
ア
ル
コ

ル
チ

ハ
イ
を
飲
み
始
め
る

 
正
邪

た
る
い
酒
だ
な

 
理
 

酒
と
い
う
よ
り

ス
だ
け
ど
な

 
実

ノ
ン
ア
ル
コ

ル

て
お
酒
が
飲
め
な
い
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
酒
だ
か
ら
あ
る
意
味

で

ス
な
ん
だ
よ
な

ま

普
通
の

ス
と
ノ
ン
ア
ル
コ

ル
チ

ハ
イ
だ

た
ら

普
通
に

ス
を
飲
ん
だ
方
が
美
味
し
い
け
ど
な

 
理
 

そ
ん
で
何
し
に
こ
こ
へ
来
た
の

 
正
邪

あ

て
そ
れ
よ
り
も
何
で
こ
の
前
の
彼
奴
等
が
こ

 
こ
に
い
る
ん
だ
よ

 
理
 

あ

亜
狛
と
耶
狛
と
黒
の
事

 
正
邪

そ
う
だ

 
理
 

何
で

て

わ
れ
て
も
俺
の
従
者
だ
か
ら
な
い
る
に

 
決
ま

て
る
だ
ろ
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そ
れ
を
聞
き
正
邪
は
身

え
る

恐
ら
く
こ
い
つ
は

と
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

だ
が
前

に
も
紫
達
に
話
し
た
通
り
で
自
分
は
平
等
派
な
ん
だ
が
な

 
理
 

そ
う
身

え
る
な
俺
が
殺
れ
な
ん
て

わ
な
い

り

 
何
も
し
て
こ
な
い
よ

本
は

 
ま

バ
カ
に
す
る
よ
う
な
事
さ
え
し
な
け
れ
ば
何
ら
無

な

中
だ
か
ら
な

 
正
邪

そ
う
か

な
ら

て
い
い
か

 
理
 

ま

い
た
い
こ
と
は
分
か

て
は
い
る
が
因
み
に

 
何
か
な

 
正
邪

お
前
の

葉
で
も
う

に
私
は
殺
ら
れ
そ
う
な
ん
だ

 
が

 
正
邪
の

後
に
は
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
が
そ
れ

れ

物
を
持

て

え
て
い
た

 
理
 

お
前
達
は
持
ち
場
に

れ

ら

 
亜
狛

了
解
で
す

 
耶
狛

は

い

 
黒
 

ち
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そ
う

い

人
は
何

か

そ
う
に
部

か
ら
出
て
い

た

そ
し
て
同
時
に
思
う

俺

て
こ
こ
最
近

彼
奴
等
の
俺
へ
の
対

が
あ
ま
り
に
も

た
い
な
と

 
正
邪

や

り
て
め

彼
奴
等
に
私
を
殺
る
よ
う
に
指

 
を
し
て
や
が

た
な

 
理
 

違
う
よ
そ
の
時
に
あ
の
子
達
に
は

つ
の
指

を
し

 
た
の
さ

つ
は
殺
す
気
で
挑
み
加
減
を
し
ろ
そ
し
て

 

つ
目
は
紫
の
指

に
従
え

て
な

 
正
邪

や

り
殺
す
気
は
何
か
あ
る
よ
う
で
な
い
指

だ

 
な

 
理
 

そ
れ
が
俺
の
指

だ
か
ら
な
で
だ

話
は

々
と

 
レ
に

レ
た
訳
だ
が

件
を
聞
こ
う
じ

な
い
か

 
正
邪

あ

そ
う
だ

た

 
紅

を
飲
み
な
が
ら
聞
く
と
正
邪
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
黒
い

を
出
し
テ

ブ
ル
に
置
く

 
正
邪

お
前
に
こ
れ
を
返
し
に
来
た

 
理
 

ん

今
な
ん
て

た
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正
邪

だ
か
ら
返
し
に
来
た
ん
だ
よ

 
ま
さ
か

儀
に
も
こ
れ
を
返
し
に
来
る
と
は
な

 
正
邪

そ
れ
を
使

て

感
し
た

そ
れ
は
私
の
手
に
あ
ま

 
る

て
な

 
理
 

手
に
余
る

 
正
邪

あ

そ
れ
に
よ
私
は

か
ら
の

援
は
受
け
な

 
自
分
だ
け
の
力
で
強
者
を

す
そ
れ
が
私
の
信

な

 
の
さ

 
理
 

ふ

ん
つ
ま
り
強
く
て
ニ

ゲ

ム
は
お
嫌
い

 
と
い
う
事
か
な

 
正
邪

ま

な
ニ

ゲ

ム
す
る
ん
だ

た
ら

よ
り
も

 
弱
く
て
初
め
て

た
奴
を
全
員
見
返
し
て
や
る

 
そ
れ
が
楽
し
い
ん
じ

か

 
理
 

そ
う
か

く
く

か
に
そ
う
だ
な

 
や
は
り
面
白
い
見
込
ん
だ
通
り
い
や
そ
れ

上
の

値
を
持
つ
奴
だ
と
い
う
の
は
よ
く
分
か
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た

本
当
に
今
の
時
代
に
百
⻤
夜
行
が
は
い
の
が

や
ま
れ
る

り
だ

も
し
も
あ

た
ら
こ
い

つ
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
た
の
に
な

 
正
邪

そ
ん
じ

話
す
こ
と
は
話
し
た
し
私
は
帰
る

 
理
 

待
て
よ
正
邪
こ
れ
か
ら
お
前
ど
う
す
る
ん
だ

 
正
邪

こ
れ
か
ら
そ
ん
な
も
ん
決
ま

て
る
だ
ろ

 

い
よ
く

り
向
き
ド

を
し

を
見
せ
て

う

 
正
邪

勝
ち
た
い
奴
を
と
り
あ
え
ず
ボ
コ
し
た
そ
れ
な
ら
ば

 
次
に
や
る
こ
と
そ
れ
は
今
度
こ
そ
こ
の
幻
想
郷
を

 

く
り
返
し
て
や
る
の
さ

そ
し
て

の

女
に

 
神

の

士
に
幻
想
郷
の

者
達
そ
い
つ
ら
を
私
だ

 
け
の
力
だ
け
で
必
ず
打
ち

し
最
後
に
お
前
を
私
の

 
前
に
お
前
を

ま
つ
か
せ
て
や
る

理
久
兎

 
理
 

俺
を

す

そ
い
つ
は
楽
し
み
だ

 
自
分
も
や
れ
る
も
の
な
ら
や

て
み
ろ
と

て

う
と
正
邪
は
ニ

リ
と

て
部

か
ら

出
て
い

た

そ
し
て
置
か
れ
た

を
手
に
取
り
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理
 

ま

正
直
な
話
で
こ
れ

て
よ
う
か
な
と
も
思

た

 
け
ど

記

に
持

て
お
い
て
や
る
よ

 
そ
う

き

子
に
深
く
こ
し
か
け
る
の
だ

た

 

 

う
む
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

し
か
し
こ
う
し
て
蓮
く
ん
の
方
と
か
を
見
て
い
る
と

 
思
う
の
は
か
れ
こ
れ
９
０
０
近
く
ま
で
投
稿
し
た
ん

 
だ
よ

 

 

わ
れ
て
み
る
と
の

 
怠
惰

始
め
た
の
が
今
か
ら
約

年
前
だ
か
ら
結

書
い
て

 
き
た
よ

 

 

ま
だ
投
稿
は
続
け
る
じ

ろ

 
怠
惰

ま

そ
の
つ
も
り
だ
よ
昔
か
ら

て
る
け
ど
完
結

 
は
さ
せ
た
い
か
ら
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じ

な
そ
れ
は
し
て
く
れ
ぬ
と

シ
も

る
わ
い

 
怠
惰

ま

あ
や
ふ
や
に
は
し
た
く
な
い
か
ら

俺
も
さ

 

 

う
む
頼
む

怠
惰
よ

 
怠
惰

論
さ

さ
て
今
回
は
こ
の
変
で

 

 

て
怠
惰
よ
ス
マ

が
バ
イ
ブ
レ

シ

ン
し
て
お

 
る

 
怠
惰

え

あ

本
当
だ
ご
め
ん

先
や

て
て

 

 

う
む
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

は
い
は
い
も
し
も
し

あ

お
前
か
ど
う
し
た
の

 
え

の
奴
に
会
い
た
い

て

な
ら
そ
う
だ

 

 

で
は
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

そ
れ
で
は
読
者
様

 
ま
た
次
回

さ
ら
ば
じ
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第
４
８
３
話
 
悪
魔
と
の
会
談

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
の
投
稿
で
ま
た

く
は

方
を
お
休
み

す
る
の
で
ご
了

下
さ
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
正
邪
が
来
訪
し
て
か
ら
数
日
が

過
す
る

 
美
 

え

コ

ン
旧
都
は
無
事
に
復
興
し
た
皆
の

力

 
に
感
謝
す
る
よ
そ
し
て
今
日
は
そ
の
復
興
祝
い
の
宴

 
だ
皆
全
員
で
楽
し
く
飲
ん
で
く
れ
た
だ

あ
ま
り
に

 

目
を
外
し
す
ぎ
る
と

 
チ
ラ

と
美
寿
々
が
自
分
を
見
て
く
る

失
礼
な
や
つ
だ
な

楽
し
い
宴
で
い
ち
い
ち
そ
ん
な

こ
と
に

て
ら
れ
る
か

た
だ
物
を

し
た
そ
の
時
は

て
感
じ
だ
け
ど
な

 
美
 

ま

あ
れ
だ
今
日
は
楽
し
く
飲
む

 
全
員

オ
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美
寿
々
の
一

で
皆
は
楽
し
く
酒
盛
り
を
始
め
る

今
日
つ
い
に
旧
都
の
復
興
が
終
了
し
そ
の

祝
い
で
皆
と
共
に
酒
盛
り
を
す
る
事
と
な

た
の
だ

無
論

自
分

外
に
も

 
お
空

い
た
だ
き
ま
す

 
お

て
そ
れ
あ
た
い
の
天

羅

 
耶
狛

う

ん
美
味
し
い

 
亜
狛

人
の
イ

ナ
の

き
を
取
る
な
耶
狛

 
こ

ち
は
親
子

て

て
い
る
よ
な

 
黒
 

騒
が
し
い

中
だ
な

 
こ
い

そ
う
だ

黒
お
兄
ち

ん

 
黒
 

な

こ
い
し

て
き
た
の
か

 
こ
い

う
ん

 
そ
し
て
こ
い
し
が
珍
し
く
地
底
に

て
き
て
い
た
り

 
美
 

さ

飲
め
飲
め

 
勇
儀

ら
萃
香
も

ル
ス

や

マ
メ
も
キ
ス
メ
も
飲
め

 

て
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萃
香

わ
れ
ず
と
も
飲
む
よ

 

ル

あ
ん
た
達
は
少
し
ぐ
ら
い
加
減
し
な
さ
い
よ

 
黒

 
キ
ス
 

 
こ
ち
ら
は

方
で
何
時
も
の
メ
ン
バ

で
飲
ん
で
い
た
り
と
そ
れ

れ
が
楽
し
く
酒
盛
り
を
楽

し
ん
で
い
た

 
理
 

や
か
だ
な

 
さ
と

そ
う
で
す

 
そ
し
て
自
分
も
さ
と
り
と
共
に
飲
ん
で
い
た

因
み
に
自
分
が
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
る
所
で
さ
と

り
が
自
分
の

を
座
布
団
に
し
て
座

て
い
る
感
じ
だ

 
理
 

こ
こ
最
近
さ
と
り
の
お
気
に
入
り
場
所
だ
よ
な

 
さ
と

何
が
で
す

 
理
 

俺
の

の
上

 
さ
と

お

ち
着
く
だ
け
で
す

 
い
や
そ
れ
が
お
気
に
入
り
の
場
所

て
感
じ
じ

な
い
の
か
よ
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理
 

ま

良
い
け
ど
な

 
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
ん
び
り
と

ぐ

本
当
に
地
底
の

中
は
皆
元
気
と
い
う
か
は

ち

け
て
る
と
い
う
か
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
元
気
だ
よ
な

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
も
皆
を

見
て
い
る
と
突
然

目
の
前
が
真

暗
に
な
る

 
理
 

ん

 

 

だ

れ
だ

 
耳
元
で
小
さ
く

が

く

こ
の

い

か
ら
し
て
恐
ら
く

 
理
 

こ
い
し
だ
な

 

 

だ
な
理
久
兎
く
ん

 
理
 

 
こ
い
し
の

か
ら
い
き
な
り
ゲ
ス
い

へ
と
変
わ
る

バ

と

り
向
く
と
そ
こ
に
は
こ
い
し

で
は
な
く

こ
こ
に
は
い
る

の
な
い
男
が
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

な

方
は

 
怠
惰

元
気
に
し
て
た
か
な
理
久
兎
く
ん
に
そ
れ
に
さ
と
り

 
ち

ん
も
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そ
れ
は
何
度
か
自
分
や
皆
を
サ
ポ

ト
し
て
く
れ
て
い
た
怠
惰
だ

何

こ
い
つ
が
こ
こ
に
い

る
ん
だ

 
理
 

て
め

何
の

だ
よ

 
怠
惰

何

少
し

と
話
し
た
く
て

 
目
の
前
に
座
る
と
怠
惰
は
外
の
世
界
で
普
通
に
販
売
さ
れ
て
い
る
チ

ハ
イ
を

つ

し

出
す

そ
れ
も

に
リ

チ
と
つ
い
て
い
る
か
ら
少
し
お
高
い
や
つ
だ
な

 
怠
惰

安
心
し
ろ
毒
な
ん
か
入

て
な
い
よ
ま
だ
開
け
て
も

 
い
な
い
し
な

 
さ
と

は

 
怠
惰

た
く
よ

 
一
気
に
飲
ん
で
い
る
酒
を

に
流
し
込
み
チ

ハ
イ
を
受
け
取
る

さ
と
り
も
同
様
に
受
け

取
り
酒
を
飲
み
出
す

 
理
 

で

何
の

だ
よ

 
怠
惰

嫌
だ
な
そ
ん
な
邪
険
に

う
よ
う
な
目
で
見
な
い
で

 
よ

虐
心
が

す
ぶ
ら
れ
る
じ

な
い
か



 第４８３話 悪魔との会談

 
理
 

談
は
程
々
に
し
ろ
よ

と
い
う
か
さ
と
り
が
お
前

 
を
怖
が
る
ん
だ
よ

 
現
に
さ
と
り
の
体
が
プ
ル
プ
ル
と

え
て
い
る
の
だ

そ
れ
に
前
に
さ
と
り
か
ら
聞
い
た
が

 
怠
惰

あ

そ
ん
な
感
じ

 
さ
と

え

と
そ
の
え

 
怠
惰

安
心
し
て
よ
今
回
は
ク
ロ

ン

体
だ
か
ら
さ

 
安
心
で
き
る
か

こ
い
つ

か
ク
ロ

ン
で
も
強
い
み
た
い
じ

な
い
か

 
理
 

と
り
あ
え
ず

件
を

え

 
怠
惰

あ

は
い
は
い
実
は

に

り
入

て
話
ま

頼
み

 
が
あ

て
来
た
の
さ

 
理
 

頼
み

お
前
が
か

 
怠
惰

あ

少
し
地
上
で
ド
ン

チ
す
る
か
ら

て
い
て

 

し
い

て
い
う
簡
単
な
頼
み
さ

 
ド
ン

チ

て
一
体
何
を
す
る
気
だ

 
怠
惰

何
を
す
る
気

て

人
共
思

て
る

す
る
事
な
ん
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て
簡
単
さ
地
上
に
い
る
蓮
く
ん
と
一

討
ち
し
た
い

 

て
い
う
奴
が
い
て
な

く
蓮
く
ん
達
に

ン
カ
を

 
売
る
た
め
に
少
し
地
上
を
騒
が
し
く
す
る

う
な
れ

 
ば
そ
れ
だ
け
さ

 
蓮
と
一

討
ち
が
し
た
い

て
一
体
何
者

い
や
心
当
た
り
が
あ
る

か
怠
惰
が
お
ふ
く

ろ
と
共
に
帰
り

に

て
い
た
事
が
今

思
い
返
せ
ば
あ

た
な

 
理
 

お
前
の
仲
間
か
そ
れ
は

 
怠
惰

ピ
ン
ポ

ン
ピ
ン
ポ

ン

大
正
解
さ

 

か

だ

た
け

ま

怠
惰
の
仲
間

て
事
は

々
と
お
か
し
い
奴
な
ん
だ
ろ
う
な

 
理
 

お
い
そ
れ
死

者
や
ら
は
出
る
の
か

 
怠
惰

で
な
い
よ
う
に
調
整
は
す
る
よ
そ
れ
や

た
ら

 
に
怒
ら
れ
る
し

 
ま

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
か

そ
う
だ
怠
惰
が

い
る
ん
だ
こ
の
前
の
事
を
聞
い
て
み
る
か
と

思
い
聞
こ
う
と
す
る
と

 
さ
と

そ
う
い
え
ば

す
み
ま
せ
ん
が
怠
惰
さ
ん
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怠
惰

ん

何
か
な

 
さ
と

怠
惰
さ
ん
は
オ

と
い
う
悪
魔
と

ル

ロ
ス
と
い

 
う
悪
魔
は
ご
存
知
で
す
か

 
先
に
さ
と
り
に

わ
れ
て
し
ま

た

や
は
り
俺
よ
り
し

か
り
し
て
る
よ
な

す
る
と
そ
れ

を
聞
く
と
怠
惰
の

間
が
ピ
ク
リ
と
動
く

し
か
も
一

だ

た
が
目

き
が
変
わ

た
気
が
し

た 
怠
惰

ど
こ
で
そ
れ
を
知

た
の

 
さ
と

前
回
に
オ

と
い
う
悪
魔
が
霊
夢
さ
ん
の
力
を

 
て
成
り
変
わ

て
紫
さ
ん
を

け

て
い
た
ん
で

 
す
そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
に
対
し
て

オ
ル
家
を
追

 
さ
れ
た
獣
と

て
い
た
の
で

 
怠
惰

 
交
互
に
自
分
達
を
見
る
と
怠
惰
は
た
め

を

く

 
怠
惰

ま
さ
か

達
か
ら
そ
の

葉
が
出
て
く
る
と
は

 
理
 

知

て
い
る
の
か



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
怠
惰

あ

俺
達
の

界
で
そ
の
家
の
名
を
知
ら
な
い
奴
は

 
い
な
い

オ
ル
家
そ
れ
は
代
々
か
ら
続
く
家
計
で
あ

 
り
先
代
か
ら
存

す
る
魔
王
を

え
て
き
た
一
族
だ

 
か
ら

ま

に
い
う

２
の
立
場
に
い
た
一
族

 

て

え
ば
良
い
の
か
な

 
ど
う
や
ら
自
分
達
に

ン
カ
を
売

た
奴
は
と
ん
で
も
な
い

中
み
た
い
と
い
う
の
は
そ
の
話

だ
け
で
よ
く
分
か

た

 
理
 

魔
王

て
書
物
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
お
前
ら
の

 
元
上

の
魔
法
使
い
の
事
か

 
昔
に
神
綺
の

書

で
見
た
こ
と
が
あ
る
が

か
ソ
ロ
モ
ン
だ
と
か

た

だ
よ
な

だ
が

怠
惰
は

を

に

る

 
怠
惰

い
い
や
あ
ん
な
の
ヘ

ポ
コ
の

イ

イ
と
い
う
か

 

な
カ
ス
と
い
う
か
あ
ん
な
奴
の
一
族
が
王
と
か

 

め
て
る
だ
ろ

 
さ
と

カ
ス

て
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怠
惰

だ

て
そ
う
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

 
こ
い
つ
も

分
な
カ
ス
い
や
ゲ
ス

だ
が
こ
い
つ
が

う
か
ら
に
は
よ
り
ゲ
ス

な
ん
だ

ろ
う
な

 
怠
惰

で
ま

そ
の
先
代
の
魔
王
ま

憤
怒
の
親
な
ん
だ
が

 
そ
の
一
族
に
代
々
か
ら

え
て
い
た
の
さ

 
さ
と

え

じ

何
で
憤
怒
さ
ん
は
王
に

 
怠
惰

々
あ

た
み
た
い
だ
よ

し
く
は
知
ら
な
い
け
ど

 
で
ま

続
き
の
話
に
な
る
ん
だ
が
そ
の

オ
ル
家
に

 
は

実
な

つ
の
一
族
が
仕
え
て
い
る
の
さ

 
さ
と

そ
れ

て
オ

や

ル

ロ
ス
の
事
で
す
か

 
怠
惰

そ
う
オ

は
ウ

ル
テ

ド
家
そ
し
て

ル

ロ
ス

 
は
ト
リ
ニ
テ

家

て
い
う
一
族
だ
後
は
キ

ロ
ル

 
家
そ
し
て
レ
ム
レ

ス
家
の

つ
の
家

が

オ
ル

 
家
を

持
し
絶
対
の

を

て
い
る
の
さ

 
理
 

つ
ま
り

て
事
か
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怠
惰

簡
単
に

え
ば
そ
う
な
る

 
つ
ま
り
自
分
達
が

手
す
る
の
は

オ
ル
家
だ
け
で
な
く
そ
の

に
も

つ
の
一
族
と
も
対

立
す
る
事
に
な
る
と
い
う
か

 
さ
と

怠
惰
さ
ん
そ
の

り
の
家
の
当
主
の
名
と

オ
ル
家

 
の
当
主
の
名
前
を
教
え
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か

 
怠
惰

え

と

か

キ

ロ
ル
家
は
グ
レ
モ
リ

だ

た

 
か
な

レ
ム
レ

ス
は
フ
ル
カ
ス
て
い
う
魔
族
が
当

 
主
だ
よ
フ
ル
カ
ス

に
は
昔
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た

 
よ
な

 
理
 

お
前
が

 
怠
惰

ま

昔
だ
け
ど

 
あ
の
怠
惰
を
ボ
コ
ボ
コ
に
す
る

て
一
体
全
体
で
ど
ん
な
奴
な
ん
だ
よ

 
怠
惰

そ
し
て

オ
ル
家
は
分
か
ら
ん

な
が
ら

 
さ
と

分
か
ら
な
い

て

 
怠
惰

オ
ル
家
の
当
主
は
昔
に
殺

さ
れ
て
る
ん
だ
よ
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殺

さ
れ
て
る
と
な
る
と
そ
れ
だ
と

が
オ

や

ル

ロ
ス
を
従
わ
せ
て
い
る
ん
だ

 
理
 

死
ん
で
る
の
か

 
怠
惰

あ

オ
ル
家
に
は
あ
る
ル

ル
が
あ

て
な
子

 
は
必
ず

人

上
は
生
ま
な
け
れ
ば
な
ら
い
そ
し
て

 
そ
の
子

達
の
中
か
ら
最
も
強
い
力
を
持
つ

人
が

 
家

を

ぐ
そ
う
す
る
事
で
代
々
か
ら

オ
ル
家
は

 
名
を

せ
て
き
た
の
さ
だ
が
先
代
の

オ
ル
家
は
処

 

さ
れ

た

人
の
子
の

人
は
殺

さ
れ

り

 
の

人
は
行
方
不
明
な
の
さ

 
理
 

そ
う
な
る
と
よ
行
方
不
明
の
奴
が

オ
ル
家
を

 
つ
ま
り
は
そ
う
な
る
よ
な

だ
が
怠
惰
は

を

に

る

 
怠
惰

そ
れ
は
な
い
な

そ
こ
だ
け
は
俺
で
も

定
で
き
る

 
話
だ
か
ら

 
さ
と

何

そ
ん
な
に
ま
で

定
が

 
怠
惰

ま

そ
い
つ
と
は
知
り
合
い
だ
か
ら
か
な
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何
な
ん
だ
今
の
少
し
の
間
は

怠
惰
は
何
か
を

し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 
怠
惰

ま

そ
れ
ら
全
部
を

め
て
俺
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

 
は
あ
ま
り
奴
等
に
関
わ
る
な
変
に

を
突

込
め
ば

 
大
切
な
者
を
失
い
か

な
い
か
ら
さ

 
そ
う

い
酒
を
一
気
に
飲
む
と
怠
惰
は

を
立
つ

 
怠
惰

ま

人
生
の
先

と
し
て

う
が
選

は
慎

に
し

 
な
よ

 
そ
う

い
怠
惰
は
自
分
達
を
通
り
過
ぎ
る

後
ろ
を

り
向
く
が
そ
こ
に
は
も
う
怠
惰
の
姿
は

な
か

た

 
理
 

何
だ

た
ん
だ
彼
奴

 
さ
と

で
す
が
分
か

た
の
は
恐
ら
く

 
理
 

さ
と
り
も
思

た
か
彼
奴
は

オ
ル
家
と
何
か
し
ら

 
の
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ

 
さ
と

恐
ら
く
は

 
彼
奴
は
関
わ
る
な
と

た

だ
が
も
し
も
ま
た
自
分
の
大
切
な
者
達
に

を
向
け
た
の
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な
ら
そ
の
時
は

底
的
に

き

す

 
さ
と

何
も
な
け
れ
ば
良
い
の
で
す
が

 
理
 

だ
な

 
そ
う

き
な
が
ら
も
こ
の
宴
会
を

め
る
の
だ

た

 

 

う
む
読
者
様

今
回
も
あ
り
が
と
う
な
の
じ

 

て

も
お
ら
ぬ

怠
惰
は
何
処
じ

 

 

す
い
ま
せ

ん

 

 

ん

客
人
か
の

は
い
は
い
ど
な
た
じ

 

 

あ

ど
う
も
え

と

ち

ん
だ
よ

 

 

う
む

て
あ

そ
な
た
は

か
怠
惰
の

 

 

あ

う
ん
暴
食
で
す

所
で
怠
惰

は
い
な
い
の

 
か
な

 

 

あ
や
つ
な
ら
何
処
か
に
行

て
し
ま

た
わ
い
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暴
食

え

そ
う
な
の

た
な

 

 

ど
う
し
た
ん
じ

 
暴
食

い
や

そ
の
知
り
合
い
が
そ
の
行
方
不
明
で
さ

 

 

知
り
合
い

 
暴
食

う
ん

昔
の
友
達
で

バ
イ
ク
の
後
ろ
に

せ
て

 
ツ

リ
ン
グ
し
て
た
ら
何
時
の
間
に
か
そ
い
つ
が

 
い
な
く
て
さ
ど
う
や
ら
ど

か
に

こ
と
し
て

 
き
た
み
た
い
で
怠
惰

に
捜
索
を
手
伝

て

お

 
う
か
な

て
思

た
ん
だ
け
ど
ど
う
や
ら

守
み

 
た
い
だ

 

 

う
む

す
ま
ぬ
の

 
暴
食

あ

仕
方
な
い
よ
な
ら

伝
で
後
で

す
る
よ

 
う
に
伝
え
て
く
れ
な
い

 

 

う
む
任
さ
れ
よ

 
暴
食

あ
り
が
と
う
そ
れ
じ

あ
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う
む

て
も
う
時
間
か
仕
方
が
な
い
が
今
日
は

 
終
わ
る
か
の
そ
れ
で
は
読
者
様
え

と

か
次
か

 
ら
は
あ

ち
の
投
稿
に
な
る
か
ら

く
は
休
み
で

 
あ
る
か
ら
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
の

そ
れ
で
は

 
さ
ら
ば
じ
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第
４
８
４
話
 
不
可
解
な
原
因

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

そ
し
て
お
久
ぶ
り
な
方
は
お
久
し
ぶ
り
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

そ
れ
で
は
ま
た
今
回
か
ら
投
稿
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

で
は

本
編
へ
ど
う

 
宴
か
ら
数
日
が

過
す
る

こ
こ
地
底
で
は
異
様
な
事
に
な

て
い
た

 
理
 

何
か
今
日
は

い
な

 
そ
れ
は
可

し
な
事
に
普

か
ら
温

な
気
候
の
地
底
が
自

に

い
の
だ

 
さ
と

か
に
底

え
し
て
ま
す

 
耶
狛

ヘ
ク
チ

 
亜
狛

ら
耶
狛
こ
れ
を
着
ろ

て

 
黒
 

異
様
だ
な

 
恐
ら
く
数
日
前
に
怠
惰
が

て
い
た
地
上
で
ド
ン

チ
だ
の

て
い
た
事
と
関
係
が
あ
る
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の
だ
ろ
う

一
体
彼
奴
は
何
を
し
た
ん
だ

す
る
と

 
お
空

大
変

大
変

一
大
事
だ
よ

 
お

大
変
で
す

 
い
き
な
り

人
が

を

い
良
く
開
け
て
部

へ
と
入

て
く
る

 
理
 

ど
う
し
た
ん
だ
そ
ん
な
に

て
て

 
お

そ
れ
が

 
お
空

大
変
な
の

 

え
て

う
が
神
子
ち

ん
み
た
い
な

能
は
俺
に
は
な
い

そ
の
た
め

人
し
て
話
さ
れ

て
も
頭
が
こ
ん
が
ら
が
る
だ
け
だ

 
理
 

ち
着
け

人
ず
つ
話
せ

 
お

は

は
い

 
お
空

う
に

 
理
 

よ
ろ
し
い
ま
ず
は
お

か
ら
だ
何
が
あ

た

 
と

聞
く
と
お

は
真

な
目
で
話
を
始
め
る

 
お

そ
れ
が
地
上
が
季

外
れ
の
と
て
つ
も
な
い

吹
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で
数
年
前
に
起
き
た

の
時
よ
り
も

く
て

 
亜
狛

え

そ
れ
は
本
当
な
の
か
お

 
お

嘘
じ

な
い
よ
お
父
さ
ん

 

か
今

て

月
頃
で

入
り
が
始
ま
る
頃
だ
よ
な

そ
れ
な
の
に
も
関
わ
ら
ず

そ
れ

も

吹

と
は
な

つ
ま
り
こ
の

さ
の
原
因
は
そ
れ
か

 
お

吹

が
あ
ま
り
に
も

す
ぎ
て
死
体
の
回
収
が
出
来

 
な
い
よ
理
久
兎
様

 
理
 

そ
う
か

分
か

た
次
に
お
空

何
が
あ

た

 
お
空

え

と
そ
れ
が

灼
熱
地
獄
が
変
な
の

 
さ
と

変

 
お
空

う
ん

い
の
に
灼
熱
地
獄
の
温
度
だ
け
は
異
様
な
程

 
に
上
が

て
て
熱
が
下
が
ら
な
い
の

 
こ

ち
は

に
温
度
が
上
が

て
い
る
の
か

一
体
全
体
で
ど
う
な

て
い
る
ん
だ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
恐
ら
く
は

 
怠
惰

あ

地
上
の
吹

に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
の
検
討
は
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つ
く
そ
れ
に
つ
い
て
は
心

し
な
く
て
も
良
い
お
お

 
余
所
の
検
討
は
つ
い
て
る
か
ら
な

 
お

そ
う
な
ん
で
す
か

 
理
 

あ

だ
が
灼
熱
地
獄
に
関
し
て
は
分
か
ら
な
い
ん

 
だ
よ
な

 
数
日
前
に
怠
惰
は
蓮
達
に
か
ま
か
け
る
と

て
い
た

つ
ま
り
は
地
上
の
吹

の
原
因
は
怠

惰
が
原
因
な
の
は
分
か
る

だ
が
灼
熱
地
獄
に
関
し
て
は
怠
惰
か
ら
は
何
も
話
さ
れ
て
い
な
い

つ
ま
り
怠
惰
が
原
因
で
は
な
い
何
か
が
起
き
て
い
る

 
亜
狛

マ
ス

自
分
達
が
調
査
を
し
て
き
ま
し

う
か

 
耶
狛

や
る
な
ら
引
き
受
け
る
よ
泥
船
に

た
つ
も
り
で

 
い
て
よ

 
黒
 

そ
れ
を

う
な
ら

造
船
な

 
い
や
そ
れ
は
大
船
だ
ろ

何
か
今
の
一

で
心

に
な

て
き
た
な

そ
れ
に
何
か
こ
う
若

だ
が
自
分
の
勘
が
嫌
な
感
じ
を
感
じ
取

た

な
ら
や
る
こ
と
は

つ
だ

 
理
 

仕
方
な
い
亜
狛

耶
狛

黒
お
前
達
は

守
番
し
て
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い
て
く
れ
俺
が
出
る

 
亜
狛

マ
ス

が
で
す
か

 
理
 

あ

正
直
な
話
で
耶
狛
と
黒
の
一

で
変
に
心

に

 
な

ち
ま

た

 
耶
狛

い

 
黒
 

俺
も
か

 
と
い
う
か
何
か
引

掛
か
る
し
何
よ
り
も
何

と
生
き
て
き
た
自
分
の
第
六
感
が

く
の
だ

こ
の

人
に
は

が

す
ぎ
る
何
か
が
あ
る
と

 
理
 

お
空
か
ら
し
て
何
処
が
お
か
し
か

た

 
お
空

え

と
全
体
的
に
だ
け
ど
奥
に
行
け
ば
行
く
程
に
熱

 
く
な

て
き
た
よ

 
つ
ま
り
は
間

泉

ン

近
で
何
か
が
起
き
て
い
る

て
事
か

そ
れ
な
ら
ば

め
に
行

か
な
い
と
大
惨
事
に
な
る

何
せ
間

泉

ン

に
は

大
な
エ
ネ
ル

が

積
さ
れ
て
い

る

そ
れ
が
も
し
も

発
な
ん
て
し
よ
う
も
の
な
ら
旧
都
は

論
だ
が
地
上
も
火
の
海
へ
と

変

わ
り
だ
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理
 

さ
と
り
俺
が
い
な
い
間
の
指

は
頼
む
な

 
さ
と

え

え

 
不
安
そ
う
な

を
し
て
く
る

も
し
か
し
た
ら
危
険
か
も
し
れ
な
い

て
事
が
少
し
見

か
れ

た
か

だ
が
そ
れ
で
も
行
く
し
か
な
い

 
理
 

お

と
お
空
は
待
機
に
な
る
が
さ
と
り
の
指

に
従

 

て
く
れ

 
お

了
解

 
お
空

ラ

 
理
 

最
後
に
亜
狛

耶
狛

黒
お
前
達
は
も
し
も
俺
に
何

 
か
が
あ

た
ら
地
霊
殿
そ
し
て
旧
都
の

中
を
何
時

 
で
も

さ
せ
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
れ

 
耶
狛

マ
ス

た
ら
大

じ

な
い
の
こ
れ

 
黒
 

主
の
あ
の

は

チ
だ
な

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
準
備
は

全
に
し
て
お
き
ま
す

 
こ
れ
で
良
し

こ
い
つ
ら
な
ら
俺
の

た
仕
事

上
の
成
果
を
あ
げ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
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さ
と

理
久
兎
さ
ん
無
事
に
帰

て
き
て
く
だ
さ
い

て

 
お
き
ま
す
が
こ
れ
は
絶
対
で
す
か
ら

 
理
 

心

す
る
な
お
前
達
の
指

は

の
た
め
の

険
さ

 
俺
も

々
と
死
ぬ
つ
も
り
は
な
い
さ

 
さ
と

分
か

て
ま
す
が
こ
う
で
も

て
お
か
な
い
と

 
方
は

な
し

み
た
い
に
す
ぐ
何
処
か
へ
行

て
し

 
ま
う
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

や
れ
や
れ
今
の
俺
の
帰
る
場
所
は
こ
こ
だ
安
心
し
ろ

 
よ

 
断
罪
神
書
を
手
に
取
り
ポ

ト
に
入
れ
る

 
理
 

そ
ん
じ

行

て
く
る
後
は
頼
む

 
そ
う

い
部

を
出
る

そ
し
て
地
霊
殿
の
中

へ
と
向
か
い
そ
こ
に
あ
る

の

の
前
に
立

ち

に

を

し
込
み

を
開
け
る

 
理
 

行
く
か

 
そ
う
し
て

を
く
ぐ
る
と
オ

ト
ロ

ク
に
な

て
い
る

は
閉
ま
り

が
自
動
で
か
か
る



 第４８４話 不可解な原因

そ
し
て
⻑
い
道
を
歩
き
灼
熱
地
獄
に
入
る
の
だ
が

 
理
 

か
に
異
様
な
ま
で
に

い
な

 
普

よ
り
も
遥
か
に

い
事
に
気
が
つ
く

 
理
 

調
査
し
て
み
る
か

 
そ
う
し
て
灼
熱
地
獄
の
調
査
を
開
始
し
た
の
だ

た

そ
し
て
理
久
兎
が
動
き
出
し
た
同
時

の
灼
熱
地
獄
の
間

泉

ン

の

近
で
は

 

 

ふ

中
々
の
熱
加
減
だ
こ
の
体
に

わ
り
つ
く

 
熱
気
に
こ
の

と
最
高
だ

こ
こ
に
来
て
良
か

 
た

 
と

そ
の
者
は
そ
う

く
の
だ

た

 

 

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

が

 

 

ど
う
か

し
ま
し
た
か

 

 

う
む

え
て

お
う
何

に
怠
惰
で
は
な
く
そ
な
た
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が
こ
こ
に
お
る
ん
じ

暴
食
殿

 
暴
食

い
や

怠
惰
く
ん
に

い
れ
た
ら
少
し
の
間
だ

 
け
後
書
き
を
任
す

て

わ
れ
て

 

 

あ
や
つ
は

 
暴
食

え

と
怠
惰
く
ん
み
た
い
な
事
は
あ
ま
り

え
な
い

 
け
れ
ど
よ
ろ
し
く

 

 

う

う
む
あ
や
つ
は
何
を
し
て
お
る
ん
じ

 
暴
食

さ

怠
惰
く
ん
の
行
動
は
昔
か
ら

だ
か
ら

 

 

そ
う
な
の
か

 
暴
食

う

ん

強

な
ら
何
か
知

て
い
る
か
も
し
れ
な

 
い
ん
だ
け
ど

 

 

そ
う
な
の
か

 
暴
食

う
ん
強

く
ん
は
昔
に
怠
惰
の
元
で
居
候
し
て
た
か

 
ら

 

 

意
外
じ

の
う

て
か
居
候

て
あ
や
つ
は

宿
を



 第４８４話 不可解な原因

 
し
て
い
た
と
か
聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
じ

が

 
違
う
の
か

 
暴
食

あ

彼
奴

使
わ
れ
な
く
な

た

院
を
拠
点
に

 
闇

者
と
し
て
活

し
て
た
か
ら

ら
彼
奴
お

 

者
と
し
て
表
に
出
れ
な
か

た
か
ら

 

 

そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
話
し
も
あ

た
の

 
暴
食

う
ん
そ
う
そ
う

て

ち

ん
時
間
は
大
丈
夫
な

 
の
か
な

 

 

は

し
ま

た
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

な
そ
れ
で
は

 
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
暴
食

そ
れ
で
は
怠
惰
く
ん
に
変
わ

て
読
者
様
ま
た
次
回

 
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
さ
ら
ば
じ
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第
４
８
５
話
 
灼
熱
地
獄
の
奥
地
に
潜
む
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

日
休
ん
で
し
ま

た
理
由
は
後
書
き
に
て
説
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
気
に
な
る
よ
う
で
し
た
ら
ど
う

そ
し
て

土

日
か
ら
月

日
は
お
休
み
さ
せ
て
下
さ
い

そ
ち
ら
の
理
由
も
後
書
き
に
て
あ
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
調
査
を
開
始
し
て
か
ら
約

分
が

過
す
る

普

も

分
な
程
に
地
獄
的
な

さ
を

る

灼
熱
地
獄
が
よ
り
一

と

い
中

自
分
は

を

ば
た
か
せ
空
を
飛
ぶ

 
理
 

あ
ち

 
半

な
い

さ
に
体
力
を
ど
ん
ど
ん

わ
れ
て
い
く

こ
の
ま
ま
で
は
頑
丈
な
体
と
は
い
え
ど

で
体
の
水
分
は
全
て

わ
れ
脱
水

状
を
起
こ
し
て
ミ
イ
ラ
に
な

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い 
理
 

持

て
き
て
お
い
て
良
か

た
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断
罪
神
書
に
収

し
て
あ
る
魔
法

を
取
り
出
し
中
に
入
れ
て
あ
る
水
を
一
気
に
飲
み

す

 
理
 

ふ

 
本
当
に
こ
の
異
常
的
な

さ
は
何
が
原
因
な
ん
だ
ろ
う
な

と
り
あ
え
ず
間

泉

ン

に

行
け
ば
何
か
し
ら
の
事
は
分
か
る
と
は
思
う
が
奥
に
進
め
ば
進
む
程
に

さ
も
上
が

て
く
る
た

め
出
来
る

り
で

急
に

を
つ
け
な
け
れ
ば
な

 
理
 

行
く
か

 
ま
た

を

ば
た
か
せ
奥
へ
と
進
む

そ
う
し
て
奥
に
進
ん
で
い
き
後
数
分
で
間

泉

ン

に
着
く
所
で

 
理
 

何
だ
こ
の
熱
気
は

 

さ
に

じ

て

が

し
く
な
る
よ
う
な
熱
気
が
上
が
る

熱
気
は
真

白
の
水

気
の

と
な
り
も
う
見
え
る
で
あ
ろ
う
間

泉

ン

を

し
て
い
た

本
当
に
ど
う
な

て
い
る
と

い
う
の
だ

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
目
を

ら
し

り
を
探
す

す
る
と

 

 

ふ

 
と

か
の

が
聞
こ
え
る

こ
ん
な
灼
熱
地
獄
に
人
や
妖
怪
が
い
る
の
か
と

問
に
な
る
が

明
ら
か
に
聞
こ
え
た
の
は

か
の

だ
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理
 

下
か

 
下
へ
と
下
降
す
る
と
そ
こ
に
は
と
ん
で
も
な
く
大
き
な

が

に

い
て
い
た

こ
れ
が
水

気
の
原
因
か

だ
が
何
よ
り
も

く
べ
き
事
は

の
中
に
ど
で
か
い

が
あ
る
こ
と
だ

普

通
な
ら

は
一
気
に

け
る

な
の
に

け
る
気

が
全
然
な
い
の
だ

 
理
 

ど
い
つ
が
こ
ん
な
事
を

 
と
思

て
い
る
と

が

く

の
近
く
に

え
て
固
ま
り

場
と
な

て
い
る

の
上

に

か
が
い
た

と
り
あ
え
ず
そ
の

場
に
降
り
そ
の
者
を
見
る

 
理
 

お
前
か
こ
れ
を
や

た
の

は

 

 

ん

 
そ
の
者
の
姿
を
見
て
ビ

ク
リ
す
る

姿
は
自
分
と
同
じ
人

な
の
だ
が
特

的
な
の
は
そ
の

大
き
な

そ
し
て
⻑
く

々
し
い

を
生
や
し
そ
の

体
は
バ
キ
バ
キ
の

な
体
を
持
ち

は
金

の
義
手
が

め
ら
れ
て
い
る
男
性
だ

た

だ
が

く
の
は
そ
こ
じ

な
い
問

は
そ

い
つ
の
服
だ

こ
い
つ
が
身
に

て
い
る
の
は

に
バ
ス

オ
ル

だ
け
な
の
だ

 

 

こ
ん
な
所
に
若
造
が
来
る
と
は
な
世
の
中
は
酔
狂
な

 
も
ん
だ
な
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理
 

が
若
造
だ
お
前
こ
こ
は
関
係
者

外
立
ち
入
り
禁

 

な
ん
だ
が

 
本
来
こ
こ
に
い
る
べ
き
者
は
自
分
達
み
た
い
な
地
獄
の
関
係
者
ま
た
は
裁
か
れ
る
罪
人
の
み

だ

だ
が
こ
い
つ
は
完
全
な
生
身
の

体
を
持
つ
た
め
に
罪
人
で
は
な
い
し
見
た
目
的
に
地
獄
の

関
係
者
と
も
思
え
る
が
関
係
者
達
は
こ
ん
な

に

を
ぶ
ち
こ
む
と
い

た
大
そ
れ
た
事
は
し

な
い

に
こ
い
つ
は
部
外
者
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

 

 

お
い
お
い

が
そ
ん
な
ル

ル
を
決
め
た
ん
だ
若
造

 
ま
さ
か
お
前
な
訳
な
い
よ
な

 
理
 

な
が
ら
こ
れ
は
世
の
理
な
の
さ

 

 

理

 
ニ

リ
と

た
か
と
思
う
と
突
然
の

力
が
自
分
の
体
に
か
か
る

同
時
に
こ
の
男
に
同
調

す
る
か
の
よ
う
に

り
の
温
度
は
更
に
上
昇
し

か
ら
無
数
の
火

が
上
が
り
地
面
が

れ
出

す 
理
 

 

 

ク
ク
ク

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

面
白
い
事
を

う
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じ

か
若
造

 
盛
大
に
高

い
を
し
だ
す

今
の

力
か
ら
し
て
こ
い
つ
は
自
分
と
同
等
い
や
そ
れ

上
は

定

下
手
す
れ
ば
お
ふ
く
ろ
を

く

え
る
存

だ

 

 

い
や

悪
い
な
観
光
が
て
ら
来
て

度
良
い
所
に

 

が
あ

た
も
ん
だ
か
ら
サ
ウ
ナ
し
た
く
な

ち
ま

 

て
な

 
理
 

サ
ウ
ナ

て
お
い
お
い

 
断
罪
神
書
か
ら
体
温
計
を
取
り
出
し

す
る
と
温
度
は
１
０
０
０

を

く

え
た
温
度
に

な

て
お
り
ビ

ク
リ
す
る

こ
い
つ
は
化
け
物
か
何
か
な
の
か

 

 

 

し
か
し
ま
さ
か
こ
こ
が
立
ち
入
り
禁

と
は
な

 
理
 

と
い
う
か
お
前
そ
の

は
何
処
か
ら
持

て
き
た
ん

 
だ
よ

 

 

地
上
か
ら
だ
が

 
そ
う
い
え
ば
地
上
は

吹

ら
し
い
な

そ
こ
か
ら
出
来
た

を
持

て
き
た
の
か

と
い
う

か

の
熱
に

え
る

て
ど
ん
な

だ
よ
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し
か
し
彼
奴
が
吹

を
起
こ
し
て
く
れ
て
良
か

た

 

お
陰
で
サ
ウ
ナ
も
楽
し
め
た
し
な

 
理
 

灼
熱
地
獄
で
サ
ウ
ナ
を
す
る
な

 
と
い
う
か
さ

き
の

で
の
変
化
と
い
い
灼
熱
地
獄
の

さ
の
原
因
は
恐
ら
く
こ
い
つ
で
間

違
い
な
い
は
な
い
だ
ろ
う

だ
が
気
に
な
る
の
は
ち

と
の

で
地

が
あ
れ
狂
う
よ
う
な

存

感
を

つ
こ
い
つ
は
一
体
何
者
な
の
だ
ろ
う
か

く

を
し
て
い
る
と
そ
い
つ
は
近
く

に
置
い
て
あ
る
リ

ク
か
ら
水

を
取
り
出
し
ラ

飲
み
を
し
だ
す

そ
し
て

や
頭
に
水

の
水
を
か
け
る

 

 

マ
イ
ナ
ス
な
点
は
水
風
呂
が
な
い
事
だ
な

 
理
 

だ
か
ら
こ
こ
は
サ
ウ
ナ
で
も

し
ま
し
て
や
そ
う

 
い
う

設
で
も

 
こ
い
つ
は
ど
ん
だ
け
サ
ウ
ナ
を
満
喫
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
よ

 

 

お
い
お
い
そ
ん
な
キ
レ
る
な
キ
レ
る
時
は
戦
闘
の
時

 
だ
け
に
し
て
お
け
よ
若
造

 
理
 

キ
レ
て

よ

れ
て
ん
だ
よ
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だ

て
本
当
に

れ
る
事
し
か
出
来
な
い
か
ら
な
こ
い
つ
の
行
動
は
サ
ウ
ナ
を
楽
し
み
た
い
か

ら

け
な
い

を
ぶ

む
と
か
イ
カ
れ
て
ん
だ
ろ

す
る
と
男
性
は
水

を
し
ま
い
体
を

ば

す 

 

体
も
良
い
感
じ
に
あ

た
ま

た
し

つ
動
き
た

 
い
所
だ
な
な

お
い
若
造
お
前
は

に
自
信
は
あ

 
る
の
か

 
理
 

そ
れ
は
つ
ま
り
戦
い
の
意
味
で

て
事
か

 

 

あ

 
理
 

ま

あ
る
程
度
は
な

 
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て

ま
さ
か

 

 

そ
う
か
な
ら
楽
し
め
そ
う
だ
少
し

き
合
え
よ

 
ニ

リ
と

う
と
男
が
立
つ
地
点
を
中
心
に
突
然

が
一
転
し
変
わ
る

先
程
ま
で
体
力

を

わ
れ
続
け
る

地

に
い
た

な
の
に
今
立

て
い
る
場
所
は

え
て
固
ま

た

の

大
地
で
は
な
く
装

き
ら
び
や
か
な
大
き
な

間
で
あ
り
熱
さ
は
何
も
な
く

度
良
い
温
度
だ

 

 

さ
て
と
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男
の
服
は

バ
ス

オ
ル
か
ら
変
化
し
ノ

ス
リ

ブ
シ

ツ
に
動
き
や
す
そ
う
な
ス
ラ

ク

ス
に
ブ

ツ
に
変
化
す
る

 

 

こ
れ
で
良
い
だ
ろ

若
造
少
し
は
楽
し
ま
せ
ろ
よ

 
理
 

ま
だ
や
る
と
は

て
な
か

た
ん
だ
が
な

だ
が

 
こ
ん
な
事
を
し
て
し
ま
い
に
は
喧
嘩
を
吹

掛
け
て

 
き
た
ん
だ

や
る
か
ら
に
は

で

む
と
は
思
う
ん

 
じ

 

 

そ
の

だ

若
造
こ
の
憤
怒
の
サ

ン
を
楽
し
ま
せ

 
ろ
よ

 
そ
う

ぶ
と
共
に
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

そ
し
て

日
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

 
え

何
で
休
ん
だ
の
か

て

は
い
実
は
現

検
定
の
た
め
の

強
で
だ
い
ぶ

れ
が
あ

た
の
か

日
は

に
突

し
て

て
し
ま
う
と
い
う
大
惨
事
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た

強
プ
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リ
ン
ト
が

レ
で

れ
た
の
は
内

で
す

 
そ
し
て
伝
え
る
事
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
土

日
か
ら

日
つ
ま
り
は
来

の
火

日
ま
で
お
休
み
さ
せ
て
く
だ
さ
い

理
由
は
検
定
が
あ
り

で

時
間
近
く
の

を

動

す
る
た
め
恐
ら
く

れ
で
投
稿
が
で
き
な
い
た
め

強
を
し
た
い
た
め
で
す

論
火

日

は
投
稿
い
た
し
ま
す
の
で
御
安
心
を
下
さ
い

 
そ
し
て
火

日
に
ポ

モ
ン
の
方
も
投
稿
で
き
る

な
の
で
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い

そ
れ
で
は

い
文
章
で
す
が
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第４８６話  憤怒

 
第
４
８
６
話
 

憤
怒

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
検
定
も
終
わ
り
一

を
つ
い
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

で
す

が

休
み
に
実
習

間
も
の
実
習
と
い
う
面

な
行
事
が
あ
り

で
す

さ
て
こ
ん
な
話

も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
高
ら
か
に
サ

ン
と
名

た
男
は
楽
し
そ
う
に

い

を

え
る

サ

ン
こ
い
つ
が
あ
の

最
強
の
悪
魔
の

人
と
し
て
名
高
い
あ
の
サ

ン
な

怠
惰
の
話
で
よ
く
出
て
き
た
て
い
た
た

め
ど
ん
な
奴
か
と
思

て
い
た
ら
こ
ん
な
奴
だ

た
と
は
な

昔
に
神
綺
の
所
の
本
で
見
た
こ
と

が
あ
る
が
同
じ
仲
間
で
あ
る
ル
シ
フ

と
互

に
渡
り
歩
い
た
と
か

て
い
う
伝
説
も
あ
る
奴

だ

た

だ

 
憤
怒

お
い
何
を

け
て
い
る
ん
だ

 
と

が
し
た
か
と
思
う
と
憤
怒
は

に
目
と

の
先
に
立
ち

で
殴
り
か
か

て
く
る

 
理
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を
交

さ
せ
憤
怒
の

を
ブ
ロ

ク
す
る
が
思
い

き
り
吹

飛
ば
さ
れ
る

 
理
 

何
て

さ
だ

 
す
ぐ
さ
ま
受
け
身
を
取
り
体
制
を
立
て
直
す
が
こ
い
つ
の

発
の

は
あ
り
え
な
い
ぐ
ら
い

に

い

萃
香
や
勇
儀
の
一
撃
は
こ
い
つ
の
一
撃
の
前
で
は

子
の
一
撃
と
変
わ
ら
ず
ま
し
て
や

チ
モ

ド
の
美
寿
々
の
一
撃
よ
り
も
遥
か
に

い

 
理
 

つ
つ

 
現
に

を
受
け
た
自
分
の

に

く
だ
が

ビ
が
入

た
か
の
よ
う
な
感
覚
が
す
る

 
憤
怒

う
俺
の
一
撃
を
受
け
て
体
制
を
立
て
直
す
の
か

 
ど
う
や
ら
本
当
に
出
来
る
み
た
い
だ
な

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

 

々
に
と
自
身
の

の

ビ
が
治

て
い
き
何
と
か

を
動
か
せ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を

し 
理
 

な
ら
次
は
俺
の

ン
だ

 
地
面
を

り
一
気
に
憤
怒
の
懐
へ
と
入
り

 
理
 

龍
終
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霊
力
を

に
一
転
集
中
さ
せ
憤
怒
の
体
に
目
掛
け
て

り
下
ろ
し
見
事
に
命
中
す
る
の
だ
が

 
理
 

な

 

か
に
命
中
し
た
何

だ
か
分
か
ら
な
い
が
手

え
が
何
も
な
い

当
た

た
感
覚
は
あ
る
に

は
あ
る
の
だ
が
ま
る
で
と
ん
で
も
な
く

い
金

を
殴

た
か
の
よ
う
な
感
覚
だ

 
憤
怒

ど
う
し
た
若
造

 
見
て
み
る
と
憤
怒
の
体
に
は

一
つ

つ
い
て
い
な
い
所
か
キ

ト
ン
と
し
て
い
た

 
憤
怒

よ
く
分
か
ら
ん
が
俺
の
番
だ
な

 

を

え
た
憤
怒
は
ま
た
殴
り
か
か

て
く
る

あ
れ
を
受
け
た
ら
流

に
不
味
い

す
ぐ
さ

ま
回

を
す
る
が

の
風

で
飛
ば
さ
れ
る

 
理
 

何
な
ん
だ
こ
い
つ

 
こ
い
つ
ど
こ

の
ハ
ゲ

ロ

の

族
か
何
か
な
の
か

空
中
で
回
転
し

い
を
弱
め
て
地

面
に
着
地
す
る

 
憤
怒

つ
聞
き
た
い
が
お
前
ま
さ
か
加
減
し
て
な
い

 
か

 
理
 

何
で
だ
よ
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憤
怒

い
や
な
お
前
の
体
の
奥
底
に
あ
る
力
が
見
え
た
も
ん

 
だ
か
ら
な
も
し
や
と
思

て
聞
い
た
ん
だ
が
な

 
理
 

 
実

は
力
を

さ
え
て
い
る
の
は
事
実
だ

だ
が
解

な
ん
て
す
れ

 
ば
自
分
の
力
の

力
で
全
て
が

し

さ
れ
る

に
し
た
く
て
も
出
来
な
い
の
だ

 
憤
怒

は

定
の
意
と
し
よ
う

安
心
し
ろ
こ
こ
な
ら

 

き
な
だ
け
本
気
に
な
れ
る

 
理
 

何
か

れ
た
り
は

 
憤
怒

あ
る
と
し
た
ら
全
力
を
出
さ
な
け
れ
ば
お
前
は
俺
に

 
よ

て

さ
れ
る

て

え
ば
良
い
か

 
理
 

上
等
だ

 
そ
ん
な
に

う
な
ら
や

て
や
ろ
う
じ

な
い
か

た
ま
に
は
自
身
の

ス

き
も
し
な
い
と

や

て
ら
れ
な
い
か
ら
な

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
戦
い
が
終
わ
る
ま
で
の
間

 
の
み
自
身
の
力
の

を

本
解

す
る
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と
り
あ
え
ず
は
様
子
見
で

の

を
１
０
０
０
本
解

す
る

久
々
に
力
を
解

し
た
が
た
め

に
こ
の
高

感
が
心
地
良
い

 
憤
怒

う
オ

ラ
が
強
く
な

た
な

 
理
 

ぶ

飛
び
や
が
れ

 

に
霊
力
を
込
め
て
地
面
を

る
よ
う
に
殴
り
霊
力
を
地
面
に
流
し
込
む

そ
し
て
同
時
に
地

面
か
ら
光
の

が
無
数
に
上
が
り
そ
の
内
の

つ
が
憤
怒
の
立
つ
地
面
か
ら
上
が
り
憤
怒
を

み
込
む

 
憤
怒

う

 
だ
が

を

い
光
の

を
か
き
け
す

や
は
り
こ
の
ぐ
ら
い
じ

ビ
ク
と
も
し
な
い
の
は
目
に

見
え
て
い
る
よ
な

地
面
を

り
飛
ば
し
一
気
に
間
合
い
へ
と
再
び
入
り
憤
怒
に
殴
り
か
か
る

だ
が
憤
怒
は
そ
の
一
撃
に
対
し

で
ブ
ロ

ク
す
る

 
憤
怒

終
わ
り
か

 
理
 

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ

 
無
数
の

と

り
に
よ
る

打
を

り
出
し
憤
怒
へ
と

撃
を
仕
掛
け
る
が
憤
怒
は

ま
し
た

で

な
く
自
身
の

撃
を
ブ
ロ

ク
し
続
け
る
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理
 

ふ
ん

 

を
出
し
回
転
か
ら
の

り

い
を
す
る
が
憤
怒
に

を

ま
れ
る

 
憤
怒

次
は
俺
の

ン
だ

若
造

 

を

ま
れ
引

ら
れ
る

 
理
 

な

 
ド
ゴ
ン

ド
ゴ
ン

ド
ゴ
ン

ド
ゴ
ン

 
そ
し
て
何
度
も
何
度
も
地
面
に

き
つ
け
ら
れ
る

 
理
 

が
は

 
最
後
に

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
で

り
回
さ
れ
投
げ
飛
ば
さ
れ
る

 
理
 

ま
だ
ま
だ

 

を

げ

い
を
弱
め
飛
行
し
た
そ
の

間
に
憤
怒
は

を

え
て
目
の
前
に
現
れ
る

 
憤
怒

小

に
教
え
て
お
い
て
や
る
殴
る

る
と
い
う
動
作

 

つ

つ
に
気
を
一
点
に
集
中
さ
せ
そ
し
て
殺
気
を

 
込
め
て
殴
る
ん
だ
こ
う
い
う
風
に
な

 
そ
う

い
憤
怒
は
真

黒
の

気
を

つ

で
殴
り
か
か

て
く
る

た
だ
の

ン
チ
の

な
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の
に
も
関
わ
ら
ず
な
ん
だ
こ
の

感
は
ま
る
で
死
が

て
く
る
か
の
よ
う
な
感
覚
だ

を

に
し
て
防
ぐ
が
無
数
の

打
が
襲
い
か
か
る

 
理
 

ぐ

 

い

に

わ
れ
て
い
る

の

は
激
し
い

打
で
ど
ん
ど
ん

が
れ

ち
ミ
シ
リ
と

を
た

て
る

 
憤
怒

そ
ら
よ

 
フ

ニ

シ

の
一
撃
が

る

代
わ
り
に
し
て
い
た

を

開
し
憤
怒
に

わ
れ
た
通
り

に

に
一
点
集
中
し
迎
え
撃
つ

 
理
 

じ

り

 
憤
怒
の
一
撃
と
自
身
の
一
撃
が
ぶ
つ
か
り
合
い

撃
波
を

つ

互
い
に
互

と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い

だ
が
自
身
の

か
ら

に
か
け
て
バ
キ

と
聞
こ
え
て
は
な
ら
な
い

が

き
出

す
と
共
に

え

い

み
が
襲
い
来
る

 
理
 

ぐ

 
そ
し
て
ま
た
吹

飛
ば
さ
れ
今
度
は

に
激
突
す
る

 
理
 

あ
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に
め
り
込
ん
だ
状
態
か
ら
地
面
に

ち
る

立
ち
上
が
り

を
見
て
み
る
と

は

が
れ

ち
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
た

 
理
 

 
こ
い
つ
マ

で
強
い

や
な
り
魔
王
の

人
と
し
て
名
高
い

だ

こ
う
な

た
ら
本
当

に
出
し

し
み
無
し
で
や
ら
な
い
と
不
味
い

 
憤
怒

お
い
お
い
終
わ
り
か
と
ん
だ
期
待
外
れ
だ
な

 
理
 

く
く

ア
ハ
ハ
始
め
て
だ
よ
本
気
で
や
り
た
い
と
思

 

た
の
は
さ

ル

ル
を
改

す
る
自
身
の
力
の

 
を
１
０
０
０
本
か
ら
全

の

分
の

に
す
る

 
そ
う
唱
え
た
直
後
に
体
の
奥
底
で
何
か
が

れ
る
よ
う
な

が

く
と
同
時
に
と
て
つ
も
な
い

快
感
が
体
を
襲
う

そ
し
て
自
分
を
中
心
に
フ

ル
ド
の
地
面
は

け
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は

れ
だ
す

し
か
し
本
当
に
心
地
良
い

 
憤
怒

お
前

そ
の
す

 
今
な
ら
何
で
も
出
来
そ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い

一
気
に
近
づ
き

を

え
る

 
憤
怒
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理
 

お
返
し
だ

 

わ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
通
り
に

一
点
に
霊
力
そ
し
て
殺
気
を
込
め
て

撃
を

つ

 
憤
怒

前
よ
り
も

く
な

た
じ

か

 
理
 

そ
ら

 

を
し
な
ら
せ

の
よ
う
に

る
い
憤
怒
の

に
直
撃
さ
せ
る

 
憤
怒

く
く

良
い
一
撃
だ

 
頭
突
き
を

面
で
受
け
る
が

性
で
踏
ん

り
そ
の
ま
ま
頭
突
き
で
返
す

 
憤
怒

良
い

そ
の

だ

 
あ
れ
だ
け
殴

て

て
と
し
て
い
る
が
憤
怒
の
体
に
は

つ
も

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

に
ビ

ク
リ
す
る

力
を
半
分
解

し
て
も
こ
れ
と
は

 
理
 

頑
丈
な

だ

 
憤
怒

ク
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

々
と
熱
く
な

て
き
た

 
憤
怒
の
体
か
ら
黒
い

気
が
現
れ
吹

飛
ば
さ
れ
る

す
ぐ
さ
ま
受
け
身
を
と
り
憤
怒
を
見
る

と
黒
い

気
は
憤
怒
を

み
込
む

 
憤
怒

若
造

俺
を
こ
こ
ま
で
熱
く
さ
せ
た
ん
だ
本
気
の
一



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
撃
を
見
せ
ろ
よ

俺
も
少
し
本
気
を
出
す
か
ら
よ

 
そ
う

い

を

え
る

あ
の
感
じ
か
ら
し
て
ど
う
や
ら
一
撃
で
仕

め
る
気
み
た
い
だ

良

い
だ
ろ
う
そ
の

え
が
ど
れ
だ
け
愚
か
な
の
か
を
教
え
て
や
る

 
理
 

仙
術
五
式
 
龍
始

 

を
龍
化
さ
せ
大
き
な

を
生
や
し

め
か
せ
る

普

か
ら
使
う
龍
終

は

わ
ば
こ
れ

の

化
版
で
あ
り
簡

化
さ
せ
た
も
の
だ
が
こ
れ
は
そ
の
龍
終

を
遥
か
に
上
回
り
加
減
が
出
来

な
い
ん
だ
よ
な

 
憤
怒

怒
り
の

を
受
け
ろ

若
造

 
理
 

反

を

い
て
く
た
ば
れ
よ

 
互
い
の
一
撃
と
一
撃
が
ぶ
つ
か
り
合
い
光
の

が

き
起
こ
り
自
分
達
を

み
込
む
の
だ

た

 

 

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
暴
食

え

 

 

し
か
し
憤
怒
と
や
ら
は

い
の
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暴
食

彼
は

い
よ
ス
バ

け
て
高
い
戦
闘
能
力
そ
し
て

 

に
も
引
け
を
取
ら
な
い
カ
リ
ス
マ
性
そ
れ
ら

 
が
あ
る
こ
ら
こ
そ
憤
怒
は
正
真
正

の
魔
王
と
し

 
て
名
を
知
ら
し
め
た
か
ら

 

 

う
怠
惰
と
だ

た
ら
ど

ち
が

い
か
の

 
暴
食

う

ん

彼
奴
も
自
分
達
と
は
違

て
イ
レ

 
ラ

な
存

だ
か
ら
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
暴
食

う
ん
ま

あ
ん
ま
り

も
そ
こ
ま
で

し
く
は
知

 
ら
な
い
し
怠
惰
く
ん
話
を
反
ら
す
か
ら
結

は
聞

 
か
ず
じ
ま
い
な
ん
だ
よ

だ
け
ど
彼
も
強
い
の
は

 

か
だ

 

 

そ
う
な
の
か

お

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
じ

の

 
暴
食

み
た
い
だ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

そ
れ
と
し
ば
ら
く
し
な
い
間
に
ポ

モ
ン
も
投
稿
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す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
の

 
暴
食

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
８
７
話
 
魔
王
の
宿
泊

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
明
日
に
こ
の

か
ら

京
ま
で
行
く
こ
と
と
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

都
会
は
行
き
た
く
な
い
な

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
あ
れ
こ
こ
何
処
だ

け

不
思
議
と
何
も
な
い
暗
闇
の
世
界
が

が
る

こ
の
感
じ
は
前
に

も
何
処
か
で
あ

た
よ
う
な
気
が
す
る

 

 

ど
う
調
子
は
さ

 

が
聞
こ
え
見
る
と
小
さ
な
子

が
い
た

は
影
で
見
え
な
い
が

の
調
子
か
ら
し
て

て
い
る
の
は
分
か
る

 
理
 

だ
よ
お
前
は

 

 

は
ザ

さ

 
こ
い
つ
の
名
前
は
ま
る
で

の
よ
う
な
ノ
イ

で
何
も
消
こ
え
な
か

た

い
や
意

し
て

聞
こ
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
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あ

そ
う
か
ま
だ
今
の

じ

聞
こ
え
な
い
か

 
理
 

ど
う
い
う
意
味
だ
よ

 

 

全
て
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い

に
は

ま

 
と
そ
の
子

が
何
か
伝
え
よ
う
と
す
る
が
白
い
光
が

い

く
す

気
づ
く
と
自
分
は
地
面

で

そ
べ

て
い
た

全
身
は
大
激

が
走
る
が
何
と
か
起
き
上
が
る
と

 
憤
怒

お

や

と
起
き
た

助
だ
な
若
造

 
憤
怒
が
楽
な
姿

で
自
分
の

に
座

て
い
た

そ
う
か
こ
い
つ
と
殴
り
あ

て
気
絶
し
た
の

か

し
か
し
変
な
夢
を
見
た
も
の
だ

 
憤
怒

中
々
の

だ

た

若
造
よ
久
々
に
楽
し
め
た

 
と
か

う

に
は
こ
い
つ
無

な
ん
だ

今
ま
で
殴

た
中
だ
と
断
ト
ツ
で
恐
ろ
し
い
奴
だ

と

し
た

 
理
 

た
く
始
め
て
だ

お
ふ
く
ろ

外
に
こ
こ
ま
で
ボ
コ

 
ボ
コ
に
さ
れ
た
の
は
よ

 

を
回
し
な
が
ら
起
き
上
が
る

だ
が
何

だ
ろ
う
か
お
ふ
く
ろ

外
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た

の
は
初
め
て
な

な
の
に
初
め
て
じ

な
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る

弾
幕
ご

こ
は
所
詮
は
遊
び
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の
部

な
た
め
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
大
敗
し
た

と
か
は
思
わ
な
い
ん
だ
が
何
で
だ
ろ
う
な

 
憤
怒

そ
う
い
え
ば
若
造
の
名
前
を
聞
い
て
な
か

た
な

 
お
前
の
名
は

 
理
 

俺
か

俺
は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
だ

 
憤
怒

理
久
兎
か
良
い
名
だ
な

ん

今
お
前
は
理
久
兎
と

 

た
よ
な

 
理
 

あ

だ
か
ら
何
だ
よ

 
憤
怒
は

い
た

を
す
る
と
高

い
を
し
だ
す

 
憤
怒

そ
う
か

そ
う
か

お
前
が
理
久
兎
か

い
や
な

 
怠
惰
か
ら
お
前
の
話
を
聞
い
た

々
と
ハ

チ

 

て
る
み
て

じ

か
よ

 
や
は
り
怠
惰
の
知
り
合
い
か

す
る
と
憤
怒
は
何
か
紙
を
取
り
出
す
と

 
憤
怒

怠
惰
か
ら
お
前
に
こ
れ
を
渡
せ

て

わ
れ
て
い
て

 
な

れ

 
理
 

彼
奴
か
ら
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何
な
ん
だ
と
思
い
な
が
ら
そ
の
紙
を
見
る
と
そ
れ
は

り

ま
れ
て
い
た
た
め
開
く
と

い
文

で
び

し
り
と
何
か
文
が
書
か
れ
て
い
た

 
理
 

だ
な

 

れ
な
が
ら
読
ん
で
み
る
と

 
理
久
兎

へ

今
頃
こ
の
手
紙
を
見
て
い
る
な
ら
恐
ら
く
憤
怒
と
や
り
合

た
後
だ
ろ
う
な

 
理
 

こ
い
つ
エ
ス

か
何
か
か
よ

 
当
た

て
い
て
ビ

ク
リ
す
る

と
り
あ
え
ず
続
き
を
読
む
と

 
実
は
こ
れ
を
書
い
た
の
は

で
も
な
い
憤
怒
に
つ
い
て
だ

日
ぐ
ら
い
こ
い
つ
を
泊
め
て

や

て
く
れ
な
い
か

別
に

し
て
く
れ
て
も

わ
な
い

そ
れ
な
ら
ば
何
処
か
宿
を

し

て
や

て

し
い

一

幻
想
郷
の
通

は
な
り
の

を
持
た
せ
て
い
る
か
ら
な

た
だ
こ
い
つ

を
泊
め
る
事
は
お
前
に
と

て
は
良
い

点
に
な
る
と
俺
は
思

て
い
る
が
そ
こ
は
お
前
次
第

だ

こ
い
つ
の
事
を
任
せ
る

理
久
兎

 
と
書
か
れ
て
い
た

つ
ま
り

に
い
る
憤
怒
を
泊
め
さ
せ
て
く
れ

て
事
か

ま

別
に
部

は
結

な
ぐ
ら
い
に
余

て
い
る
か
ら
問

は
な
い
が

点
と
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
な

 
理
 

ん
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最
後
の
方
に
ま
だ
何
か
書
か
れ
て
い
た

読
む
と

 
追

憤
怒
を
絶
対
に
怒
ら
せ
る
な
よ

本
こ
い
つ
は
知
的
で
キ
レ
な
い
が
も
し
こ
い
つ

が
キ
レ
た
ら
俺
じ

め
ら
れ
な
い
し

お
前
所
か
地
底
ま
し
て
や
幻
想
郷
が
消
え
る
か
ら
な

そ
ん
じ

任
せ
た

理
久
兎
く
ん

 
こ
い
つ
最
後
の
最
後
で
と
ん
で
も
な
い
文
章
を

し
て
い
き
や
が

た

怒
ら
せ
た
ら
終
わ

り

て
ど
ん
な
サ

ビ
ス
し
ろ

て
ん
だ
か

 
憤
怒

ど
う
か
し
た
か

 
理
 

い
い
や

 
と
り
あ
え
ず
ポ

カ

フ

イ
ス
を
装
う

下
手
に
感
ず
か
れ
て
怒
ら
せ
た
ら
本
当
に
終
わ
り

だ

と
り
あ
え
ず
さ
り
げ
な
い
よ
う
に
誘
う
か

 
理
 

な

憤
怒

 
憤
怒

何
だ

 
理
 

お
前
は
泊
ま
る
所
と
か
決
め
て
ん
の
か

 
そ
れ
を
聞
く
と
憤
怒
は

に
手
を
置
き

く

え
る
と
自
分
の

を
見
て

 
憤
怒

決
め
て
な
い
か
ら

宿
だ
な
ま

金
は
な
り
に
あ
る



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
か
ら
宿
も
あ
り
だ
な

た
だ
そ
う
な
る
と
近
く
に
温

 
泉
が

し
い
所
だ
が
な
い
な
ら

宿
し
よ
う
と
は
思

 

て
い
る
な

 
う
ん
や

り
こ
い
つ
は
ぶ

飛
ん
で
や
が
る

何
処
が
知
的
な
の
か

と
も
議
論
し
た

い 
憤
怒

所
で
そ
れ
に
は
何
て
書
い
て
あ

た
ん
だ
エ
ス

 
だ
と
か

て
い
た
が

 
理
 

あ

ま

こ

ち
の
話
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ

 

も
し
も
だ

お
前
が
良
け
れ
ば
俺
達
の

に
来

 
な
い
か

 
憤
怒

お
前
達
の

 
理
 

あ

部

な
ら
だ
い
ぶ
あ
る
か
ら
な
宿
で
泊
ま
る
よ

 
り
も
俺
達
の

で
泊
ま

た
方
が
良
い
と
思

て

 
な

そ
れ
に

 
憤
怒

そ
れ
に
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理
 

俺
達
の

は
常
に
温
泉
が

き
出
て
る

 
そ
れ
を
聞
く
と
憤
怒
は
ニ

リ
と

う

 
憤
怒

決
ま

た

く
世
話
に
な
る

理
久
兎

 
自
分
の
手
を

て

む

い

断

決
だ
な
本
当
に
良
い
の
か

も
し
も
の
事
も

え

て
お
く
か

 
理
 

そ
れ
と
俺
達
の

だ
が
結

な
ぐ
ら
い
に
動
物
が

 
い
る
が
大
丈
夫
か

 
憤
怒

わ
な
い

動
物
は

き
だ
し
な

 
意
外
に
も
動
物
は

き
み
た
い
だ
な

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
そ
う
だ
な

 
憤
怒

良
し
な
ら
さ

さ
と
行
こ
う
じ

か

 
そ
う

い
立
ち
上
が
る
と
憤
怒
は
思
い

き
り
地
面
を
踏
み

く

す
る
と
地
面
や

に

ビ

が
入

て
い
く
と
一

で

さ
れ
元
の
灼
熱
地
獄
へ
と

る

 
理
 

常

外
れ
な

だ

 
と

し
て
ま
だ
激

が
走
る
体
で
何
と
か
立
ち
上
が
り
体
を

ば
し
て

を

げ
る

先

程
に

が
れ
た

や

は
再
生
し
て
い
た
た
め
こ
れ
な
ら
何
と
か
飛
べ
そ
う
だ
な
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理
 

お
前
は
飛
べ
る
か

 
憤
怒

あ

短
い

な
ら
な

 
そ
う

う
と
憤
怒
も

を

げ
る
の
だ
が
憤
怒
の

は

し
か
な
く
い
わ

る

だ

た 
理
 

か

 
憤
怒

あ

昔
に
少
し

々
と
あ

て
な

ま

そ
ん
な
訳

 
で
飛
べ
て
も

時
間
ぐ
ら
い
が

界
だ
な

 
理
 

そ
う
か
い
ま

そ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

 
こ
こ
か
ら
な
ら

時
間
も
あ
れ
ば
行
け
る
だ
ろ
う

だ
が
ま
だ
や
る
べ
き
事
が
あ
る

そ
れ

は
憤
怒
が
ぶ

込
ん
だ

け
な
い

の
処
理
だ

 
憤
怒

お

と
そ
う
だ

れ
る
所
だ

た

 
そ
う

う
と
憤
怒
は

け
な
い

に
向
か

て
手
を

げ
た
状
態
で

ば
し
そ
し
て
手
を

た
そ
の

間

大
き
な

は
き
ら
び
や
か
な
結

と
な

て

け
た

 
理
 

お
い
お
い

あ
の

は

け
な
い
ん
だ
ろ

 
憤
怒

安
心
し
ろ
よ
あ
そ
こ
ま
で

け
ば

時
間
で
全
部
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け
る
か
ら
よ

 
そ
れ
な
ら
良
い
か

け
な
か

た
ら
問

に
な
る
が

け
る
な
ら
大
丈
夫
だ

 
憤
怒

さ
て
と
お
前
の

ま
で
案
内
頼
む

理
久
兎

 
理
 

ま

あ
ん
ま
り
期
待
は
す
る
な
よ

 
そ
う
し
て
自
分
は
憤
怒
を

れ
て
地
霊
殿
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 

 

で
は
こ
こ
ま
で
じ

 
暴
食

は
い

 

 

そ
う
い
え
ば
そ
な
た
は
怠
惰
と
ち

こ
ち

こ
と

 

を
入
れ
る
仲
な
の
は
分
か

て
は
お
る
が
ど

 
の
く
ら
い
の
仲
な
ん
じ

 
暴
食

え

う

ん
学

の
同
級
生

 

 

そ
う
な
の
か

 
暴
食

う
ん
彼
奴
は

て
る
か
俺
が

を

い
て
た
り
す
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る
と
見
物
し
に
来
て
た
よ

 

 

う

所
で
ふ
と
思

た
の
じ

が
良
い
か

 
暴
食

何
か
な

 

 

そ
な
た

か
ル
シ
フ

の
ク
ラ
ブ
会
員
と
か
聞

 
い
た
ん
じ

が
実

は
ど
う
な
の
じ

 
暴
食

ま

う
ん
そ
う
だ

最
初
に
出
会

た
と
き
に

 

々
と
話
が
合

て

そ
の
ま
ま
意
気
投
合
し
て

 
た
ら
何
時
の
間
に
か

て
感
じ
か
な

 

 

う
因
み
に
話

は
や
は
り

 
暴
食

ま

う
ん

士

女
の

愛
の
な
い
話
さ

 

 

 
暴
食

そ
れ
は
さ
て
お
き
憤
怒
く
ん
の
実
力
だ

た
り
は

 

々
と
次
回
ぐ
ら
い
に
お
話
し
し
よ
う
か
な

 

 

お

つ
い
に
ス
テ
解
禁
か
の

 
暴
食

ま

あ
ん
ま
り

う
と
怠
惰
く
ん
に
怒
ら
れ
そ
う
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だ
か
ら
程
々
に

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 
だ
よ

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
暴
食

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
８
８
話
 
料
理
人
と
し
て

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

京
か
ら
帰

て

を
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や

は
り
人

み
が

く
こ
の
気

の
影

か

頭

そ
し
て
目
が
回
り
ま
し
た

も
う
行
き
た
く

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
憤
怒
を

れ
て
灼
熱
地
獄
を
通
り
何
と
か
地
霊
殿
へ
と
続
く

へ
と
た
ど
り
着
く

 
理
 

熱
い
な
や

り

 
憤
怒

そ
う
か

普
通
だ
ろ
こ
ん
な
も
ん

 
こ
い
つ
ら
の
常

は

々
と

レ
て
い
る
た
め
も
う
何
も

う
ま
い

 
憤
怒

所
で
こ
の

の
先
か

 
理
 

あ

こ
の
先
だ

 
憤
怒

う
楽
し
み
だ
な
お
前
の

う

は
ど
ん
な
所
な

 
の
か
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理
 

期
待
す
る
な

て

た
だ
ろ
う
に

 
そ
ん
な
事
を

き
つ
つ

を
登
り
門
の
前
に

り
着
く

 
憤
怒

ふ
ん

だ

 
そ
し
て
憤
怒
は

を
開
け
よ
う
と
す
る
が
ビ
ク
と
も
し
て
い
な
い

そ
れ
は
そ
う
だ
こ
ち
ら

か
ら
で
も

が
い
る
オ

ト
ロ

ク
式
に
変
え
た
の
だ
か
ら

 
憤
怒

仕
方

な

す
か

 
理
 

め
ろ
や

少
し
待

て
ろ
開
け
る
か
ら

 

を
開
け
て
門
を
開
け
奥
の

を
少
し
登
る
と
地
霊
殿
の
中

へ
と
出
る

 
憤
怒

う

空
は

だ
に
地
底
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
花
は

 

き

も

び
る
の
だ
な

 
理
 

あ

俺
の
従
者
の

人
が
こ
こ
を
育
て
て
い
る
か
ら

 
な

 
憤
怒

う

 
そ
ん
な
事
を

い
な
が
ら
憤
怒
は
花

を

め
て
い
る
と
地
霊
殿
の
中

の

が
開
き
亜
狛
と

耶
狛
そ
し
て
黒
が
出
て
く
る

人
は
自
分
を
見
る
と

け
向
か

て
来
る
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耶
狛

お
帰
り
な
さ
い
マ
ス

 
亜
狛

お

れ
様
で
す
ど
う
で
し

ん

 
黒
 

な

そ
こ
に
い
る
の
は

 

人
は
憤
怒
が

な
の
だ
ろ
う
と
い
う

を
し
黒
に

て
は
指
を

す
と
憤
怒
は
ニ
コ
リ

と

い

 
憤
怒

あ

日
ぐ
ら
い
世
話
に
な
る
事
に
な

た
憤
怒
と

 
い
う
者
だ
よ
ろ
し
く
頼
む

理
久
兎
の
従
者
達

 
憤
怒
は
手
を

し
出
す
と
亜
狛
と
耶
狛
と
黒
の

人
は
そ
れ

れ
手
を

る

 
亜
狛

お
客
人
で
し
た
か
こ
れ
は
失
礼
を

 
耶
狛

よ
ろ
し
く

 
黒
 

憤
怒
と

た
よ
な
ま
さ
か
お
前
は
こ
の
前
の

 
怠
惰
と
同
じ
か

 
憤
怒

あ

そ
う
だ
前
は
俺
の
同

が
世
話
に
な

た
な
俺

 
も
怠
惰
と
同
じ
メ
ン
バ

人
そ
の
名
を
サ

ン
だ

 
よ
ろ
し
く
な



 第４８８話 料理人として

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は
度

を

か
れ
た

を
す
る

ま

無
理
も
な
い
か

特
に
亜
狛
と

耶
狛
は
怠
惰
に

み
く
ち

に
さ
れ
モ
フ
ら
れ
て
た
し
な

 
耶
狛

へ

方
み
た
い
な
人
も
そ
う
な
ん
だ

 
憤
怒

俺
み
た
い

て
の
は
ど
う
い
う
意
味
だ

 
耶
狛

何
と

う
か

ン
デ

だ

け

な
お
じ
さ
ん

 
て
感
じ
が
す
る
か
ら
さ

 
こ
い
つ
は
と
ん
で
も
な
い
事
を
サ
ラ
リ
と

う
な

亜
狛
と
黒
は
耶
狛
の
一

で
更
に
あ
た
ふ

た
し
て
る

 
憤
怒

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

中
々
と
面
白
い
事
を

う
な
こ
の

 
お

ち

ん
は

ま

か
に
お
前
ら
か
ら
見
た
ら

 
俺
な
ん
か
は
お
じ
さ
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
憤
怒

わ
ん

わ
ん

気
に
す
る
な

 
耶
狛

怠
惰
さ
ん
と
違

て
サ
ン

さ
ん
は

い
人

だ
よ
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憤
怒

サ
ン

さ
ん
じ

サ

ン
だ
そ
れ
と

て
お

 
く
が
怠
惰
が

々
と
特

な
だ
け
で
俺
は
普
通
だ
し

 
そ
れ
と
人
じ

な
く
て
魔
族
そ
れ
か
ら
出
来
れ
ば
憤

 
怒
と
で
も
呼
ん
で
く
れ
や

 

え
て

い
た
い
が
魔
族
は
お
い
て
お
く
と
し
て
何
処
が
普
通
な
ん
だ

灼
熱
地
獄
で
サ
ウ

ナ
し
た
り
温
泉
の
近
く
に
宿
が
な
い
だ
け
で

宿
と
か

て
る
よ
う
な
男
だ

と
も
そ

こ
は
口
論
し
た
い
所
だ

 
憤
怒

お

何
だ
理
久
兎

文
句
あ
る
な
ら
聞
く

 
理
 

い
い
や
な
い
か
ら
安
心
し
ろ

 
憤
怒

そ
う
か

 
そ
れ
に
勘
が

い

流

は
魔
王
と
唱
わ
れ
た
だ
け
あ
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
部

を

意
し
な
い
と
な
亜
狛
に
耶
狛

 
そ
れ
か
ら
黒
ど
こ
か
空
い
て
る
部

を

に

 
け
て
く
れ
そ
し
た
ら
何
時
も
の

務
に

て
く
れ

 
て

わ
な
い
か
ら



 第４８８話 料理人として

 
と

指

を
す
る
と

人
は

を

に

り

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

は
い
は
い

 
黒
 

あ
い
よ

 
そ
う

い
部

の

意
を
し
に
向
か

て
い

た

 
憤
怒

家
事
は
従
者
達
が
し
て
る
の
か

 
理
 

ま

一
通
り
は
な
料
理
だ
け
は
俺
が
作

て
る

 
憤
怒

う
お
前
は
料
理
人
か

 
理
 

ま

一

だ
が
な

 
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
ニ

リ
と
不

に
憤
怒
は

た

何
だ
急
に
不

に

い
だ
し
て

ど
う
し
た
の
だ

 
理
 

ど
う
し
た
急
に

 
憤
怒

い
い
や
何
で
も
な
い

 
理
 

そ
う
か
な
ら

を
一
通
り
案
内
す
る
よ

 
憤
怒

お
う
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そ
う
し
て
地
霊
殿
へ
と
入
り
案
内
を
開
始
す
る

 
理
 

ま
ず
こ
こ
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
だ

 
憤
怒

う
良
い
装

だ
な
こ
れ
を
作

た
奴
は
中
々
の

 
を
持

て
い
る
な

 
そ
れ
を
美
寿
々
に
聞
か
せ
て
や
り
た
い
な
と
思

た

恐
ら
く

れ

そ
う
に

う
の
が

く

想

で
き
る

 
理
 

そ
ん
で
こ

ち
が

 

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
に
入
り
中
を
見
せ
る

 
理
 

こ

ち
が

イ
ニ
ン
グ
ル

ム

ま

食

て

 
う
の
が
近
い
か
も
だ
け
ど

 
憤
怒

う

と
な
る
と

は
厨
房
か

 
理
 

あ

 
憤
怒

見
せ
て

て
も
良
い
か

 
理
 

わ
な

 
そ
う

う
前
に
憤
怒
は
食

へ
と
入

て
い

た

最
後
ま
で
人
の
話
を
聞
け
よ
な
と
思
い
な
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が
ら
食

に
行
く
と
憤
怒
は
食

を
マ

マ

と
見
て
シ
ン
ク
か
ま
ど
魔
力
レ
ン

コ
ン

ロ
を

め
る

 
憤
怒

良
い
厨
房
だ
な

設
備
は

論
だ
が
掃
除
が
行
き

 
い
て
や
が
る
理
久
兎
こ
れ
は
お
前
の
従
者
達
が
掃
除

 
を
し
て
い
る
の
か

 
理
 

い
い
や
こ
こ
だ
け
は
従
者
に
頼
ら
な
い
で
俺
が
し
て

 
い
る
な

 
憤
怒

そ
う
か
シ
ン
ク
に
水

は
な
く

か
ま
ど
は
使

た

 
後
が
あ
る
が

や
ス
ス
は
な
く
レ
ン

に
も

れ
は

 
な
い

ど
う
や
ら
料
理
人
と
し
て
の

は
良
い
み

 
た
い
だ
な

 
シ
ン
ク
を

し
く

れ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

う

 
理
 

ど
う
い
う
事
だ
よ

 
憤
怒

料
理
を
す
る
と
い
う
事
に
お
い
て
調
理

は

 
ト
ナ

で
あ
り
そ
れ
が

う
厨
房
は

わ
ば
城
で
あ
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る

そ
れ
を

ろ
に
し
て
料
理
を
し
よ
う
だ
な
ん
て

 
い
う
不

き
な

は

に
俺
は
ぶ
ち
の
め
し
て

 
い
た
か
ら
な

 
こ
い
つ
分
か

て
や
が
る

ま
さ
か
こ
い
つ
は

 
理
 

お
前

料
理
人
か

 
憤
怒

い
い
や
お
前
と
同
じ
で
一

さ

小
隊
時
代
は
俺
が

 

人
の
飯
を
作

て
い
た
そ
れ
だ
け
さ

 
憤
怒
も
そ
う
な
の
か

も
し
か
し
た
ら
こ
い
つ
と
は
意
外
に
も
話
が
合
う
か
も
な

 
理
 

料
理
を
す
る
に
お
い
て
大
切
な
事
は

 
憤
怒

無
論
な
話
で
食
べ
て
も
ら
う
奴
の
事
を

え
る
事
だ

 
な

俺
か
ら
も
良
い
か
料
理
人
に
お
い
て

界
は
あ

 
る
と
思
う
か
理
久
兎

 
理
 

な
い
な
常
に
フ
ロ
ン
テ

ア
を
探

す
る
の
が
味
の

 
探
索
者
で
あ
る
の
が
料
理
人
だ
か
ら
な

 
憤
怒

そ
う
か



 第４８８話 料理人として

 

く
の

が
続
く
と
互
い
に

手
を
す
る

 
憤
怒

俺
も
そ
う
思
う

 
理
 

俺
も
な

 
憤
怒
と
は
仲
良
く
や
れ
そ
う
な
気
が
し
て
き
た

 
憤
怒

料
理
人
は
よ

 
理
 

あ

 
と
話
が
ど
ん
ど
ん
と

ト
ア

プ
し
て
い
き
自
分
達
は
時
間
を

れ
会
話
を
し
続
け
る
の

だ

た

 
暴
食

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む
そ
れ
で
は
暴
食
殿
よ
予
告
通
り
に
憤
怒
の
事

 
を
少
し
ば
か
し
教
え
て
く
れ
ぬ
か

 
暴
食

は
い
は
い
教
え
ら
れ
る

は
ま
ず
憤
怒
く
ん
の

 
戦
闘
ス

イ
ル
に
つ
い
て

彼
の
戦
闘
ス

イ
ル
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は
御
分
か
り
の
通
り
バ
リ
バ
リ
の
近

戦
闘
派
で

 
主
に

と
同
じ
前
衛
職
を

当
し
て
い
た
ん

 
だ
よ

 

 

う

 
暴
食

何
よ
り
も
憤
怒
く
ん
は
と
て
つ
も
な
く
頑
丈
で

 

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
の
メ

ル

と
同
等
レ

ル

 
の
固
さ
を

り
体
力
な
ん
か
は
そ
ん
な
の
と
は
比

 

に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
あ
る
か
ら
あ
る
意
味
で
不

 
死
身
な

体

て
感
じ
か
な

そ
の
せ
い
で

大

 

の

撃
は
全
部
弾
か
れ

い
た
と
し
て
も
少
し

 
し
か

メ

が
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う

劇
が

 
起
こ
る
ん
だ
よ

 

 

お

恐
ろ
し
い
の

 
暴
食

そ
れ
か
ら
本
編
だ
と
憤
怒
く
ん
は

手
戦
闘
だ
け

 
れ
ど
本
来
は

の
ウ
ル
テ

オ

て
い
う



 第４８８話 料理人として

 
神

を

う
ん
だ
け
ど
そ
れ
を
持

た
ら
手
が
つ

 
け
れ
な
く
な
る
し
で

 

 

か
ラ
テ
ン
語
じ

と
復
讐
じ

た
よ
な

 
暴
食

そ
う
だ

そ
し
て
そ
れ
は
憤
怒
く
ん
の
固

能
力

 
と
の

性
も
良
い
ん
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
暴
食

そ
う
憤
怒
く
ん
の
能
力
は

わ
ば
反
撃

の
能
力

 
で

撃
を
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
に
怒
り
で
自
身

 
の
力
を
底
上
げ
し
て
い
く
ん
だ
よ
そ
し
て
怒
り
が

 
最
高

に
な

た
そ
の

間
に
憤
怒
く
ん
の
一
撃

 
必
殺
技
が
と
ん
で
く
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
事
が

 

 

お

お
い
お
い

 
暴
食

そ
し
て
ウ
ル
テ

オ

も
ま
た
使

者
が

を
受

 
れ
ば
一
撃
の

力
が
底
上
げ
さ
れ
る
て
い
く
と
い

 
う

メ

を
与
え
た
ら

目
だ
よ
ゲ

ム
が
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始
ま
る
わ
け
な
ん
だ
よ

 

 
 

 
暴
食

と
り
あ
え
ず
こ
れ
が

が

え
る

か
な

 

 

や
は
り
常

が
可

し
い

中
と
い
う
の
は
良
く

 
分
か

た
わ
い

 
暴
食

ア
ハ
ハ

お

と
時
間
だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ

 
こ
ま
で

ま
た
明
日
も
少
し
教
え
て
あ
げ
る

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
暴
食

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第４８９話 更なる案内

 
第
４
８
９
話
 
更
な
る
案
内

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
投
稿
で
き
ず
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

リ
ア
ル
で

々

と
立
て
込
ん
で
し
ま
い
投
稿
で
き
ず
で
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

 
な
の
で
せ
め
て
と
思
い
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

本
当
に
申
し
訳
な
い
で
す

そ
れ
で

は

日

日
空
け
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
憤
怒
と
厨
房
で
話
し
始
め
て
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
た

た
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

そ
れ
で
よ

げ
物
の

を

て
ず
に
シ
ン
ク
に
流
し

 
入
れ
や
が

て
よ

 
憤
怒

そ
れ
は
ふ
ざ
け
ん
な
だ
な
俺
だ

た
ら
ど
い
つ
が
や

 

た
か
を
探
し
だ
し
て
ぶ

殺
す
な

 

だ
に
談

が
続
い
て
い
た

こ
い
つ
と
は
や
は
り

々
と
話
が
あ
う

 
理
 

し
か
し
こ
こ
ま
で
話
が
盛
り
上
が

た
の
は
初
め
て
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だ

 
憤
怒

俺
も
だ

り
に
料
理
人
が
い
な
い
か
ら
な

 
そ
う
い
え
ば
俺
も
そ
う
だ
よ
な

り
に
そ
う
い

た
奴
が
あ
ん
ま
り
い
な
い
か
ら
あ
ん
ま
り

た
こ
と
も
な
か

た
な

 
理
 

本
当
に
お
前
と
は
ま
だ
ま
だ
語
れ
そ
う
だ
な

 
憤
怒

俺
も
だ

 
と

話
を
し
て
い
る
と
厨
房
の

が
開
か
れ

 
お

あ
れ
理
久
兎
様

 
お
空

と
お
客
様
だ

 
お

と
お
空
の

グ
が
や

て
来
た

 
理
 

ど
う
か
し
た
か

 
お

い
え
お
父
さ
ん
達
に
準
備
が
で
き
た
か
ら
理
久
兎
様

 
を
見
つ
け
て
報
告
を
し
て
お
い
て
く
れ
と

わ
れ
ま

 
し
た
の
で

 
お
空

そ
し
た
ら
厨
房
か
ら

が
し
て
来
た
ん
だ
よ



 第４８９話 更なる案内

 
成
る
程

そ
う
い
う
事
か

時
計
を
見
て
み
る
と
か
れ
こ
れ

時
間
は

く

過
し
て
い
た

 
理
 

て
ま
だ

で
き
て
な
い
所
が
結

あ
る
の
に
な

 

そ
ろ
そ
ろ

動
す
る
か

 
憤
怒

お

そ
う
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
教
え
て
く
れ
た
お

と
お
空
の
頭
を

で

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
教
え
て
く
れ
て
そ
れ
と
灼
熱
地
獄
の

 
件
は

い
た
か
ら
お
前
達
も
何
時
も
の

務
に

 

て
く
れ

 
お

は

は
い

 
お
空

了
解

 

人
は
ニ
コ
ニ
コ
と

て
厨
房
か
ら
出
て
い

た

 
理
 

そ
ん
じ

部

の
案
内
の
続
き
を
す
る

 
憤
怒

頼
む

 
そ
う
し
て
自
分
達
も
厨
房
か
ら
出
て

々
と
案
内
を
し
て
い
く

や

楽
室
は
た
ま
た
地

下
室
の
通

等
々

案
内
を
し
て
い
く



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
理
 

そ
れ
で
こ
こ
が

書
室
だ

 
憤
怒

う

も
し
か
し
た
ら
夜
に
使

す
る
か
も
し
れ
な

 
い
が

わ
な
い
か

 
理
 

わ
な
い
よ
本
を
大
切
に
使

て
く
れ
る
な
ら
な

 
憤
怒

そ
う
か
な
ら
使
わ
せ
て

う

 
理
 

あ

そ
ん
で
中
だ
が

 

書
室
に
入
り
中
を
見
せ
る

憤
怒
は
マ

マ

と

め

 
憤
怒

々
と
あ
る
ん
だ
な

 
理
 

あ

主
に
物
語
だ
と
か
推
理
小
説
が
多
い
な

 
憤
怒

う

き
な
の
か

 
理
 

い
や
俺
は
そ
う
じ

な
い
ん
だ
が

 
と

て
い
る
と

書
室
の

が
開
き
さ
と
り
が
本
を

え
て
現
れ
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
帰

て
き
て
い
た
ん
で
す
か

 
理
 

あ

て

人
か
ら
と
か
お

や
お
空
か
ら
聞
い

 
て
な
い
の
か



 第４８９話 更なる案内

 
さ
と

え

部

に
こ
も

て
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
か
ら

 

所
で
そ
ち
ら
の
方
は

成
る
程
お
客
人
の
憤
怒

 
さ
ん
で
す
か

 
憤
怒

お

俺
の
名
前
は

た
覚
え
は
な
い
ん
だ
が
な

 

ど
う
し
て
分
か

た

 
や
は
り
初
対
面
だ
と
こ
う
い
う
キ

ト
ン
と
し
た

を
す
る
よ
な

変
な

解
を
生
ま
せ
な
い

た
め
に
も
説
明
し
て
お
く
か

 
理
 

あ

さ
と
り
は

人
の
心
を
読
め
る
能
力
が
あ
る
の

 
さ

て
憤
怒
は
読
め
る
の
か
さ
と
り

 
さ
と

え

え

ど
う
し
た
ん
で
す

そ
ん
な
に

い
た

 

を
し
て

 
だ

て
俺
の
お
ふ
く
ろ
や
怠
惰
の
心
は
読
む
こ
と
が
出
来
な
か

た

な
の
に
憤
怒
は
読
め

る
の
は
ど
う
い
う
事
な
の
だ
と
思

て

い
て
し
ま

た
の
だ

 
理
 

因
み
に
だ
が
こ
の
憤
怒
は
怠
惰
と
同
じ

大
罪
の
悪

 
魔
の

人
だ
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さ
と

え

 

い
た

を
す
る
と
数
歩
後
退
り
を
す
る

 
憤
怒

怠
惰
の

に
何
か
さ
れ
た
の
か

 
さ
と

い

い
え

彼
か
ら
は
何
も
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が

 
そ
の
彼
の

り
の
怨

と
い
う
か
何
と
い
う
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
憤
怒
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
な

を
す
る

 
憤
怒

そ
れ
は
悪
か

た
な

だ
が
許
し
て
や

て
く
れ
彼

 
奴
も
そ
れ
を
簡
単
に
は
制
御
で
き
る
訳
じ

な
い
ん

 
だ

 
理
 

ど
う
い
う
事
だ
よ

 
憤
怒

ま

分
か
り
や
す
く

え
ば
禁
忌
を
犯
し
た
が

 
に

負

て
し
ま

た
代

と
で
も

え
ば
良
い
の

 
か

 
禁
忌
を
犯
し
た
か

や
は
り
彼
奴
に
は
何
か
し
ら
の
秘
密
が
あ
る
の
だ
な

 
さ
と

そ
の
秘
密
は
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憤
怒

あ
ん
ま
し
心
は
見
な
い
で

し
い
ん
だ
が
な

あ

 
何
の
禁
忌
を
犯
し
た
の
か

恐
ら
く

ち
ま

た

 
禁
忌
は
同
族
の
共
食
い
だ
ろ
う
な

 
理
 

共
食
い

 
憤
怒

あ

い

え
れ
ば
カ
ニ
バ
リ

ム
と

う
の
か

 
あ
の

違
い
の
魔
力
そ
し
て
無
数
の
怨

そ
れ
ら
は

 
禁
忌
を
犯
し
た
奴
に
起
こ
る
も
の
何
よ
り
も
彼
奴
の

 
あ
の
状
態
か
ら
し
て
恐
ら
く
は

だ
け
ど
な

 
彼
奴
は
本
当
に
何
を
し
た
ん
だ

憤
怒
は
さ
と
り
の
頭
に
手
を
起
き

 
憤
怒

ま

あ
ん
ま
り
口
外
し
な
い
で
や

て
く
れ
そ
れ

 
か
ら
俺
も
こ
れ

上
の
事
は
あ
ん
ま
し
知
ら

ん

 
だ
よ

 
さ
と

え

え

 
憤
怒

に
し
て
も
こ
の
お

ち

ん
は
そ
ん
な
小
さ
な
成
で

 

々
と
心
を
読
ん
で
く
る
と
は
な
カ

ド
ゲ

ム
と
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か
ら
負
け
な
し
だ
な

 
さ
と

ど

ど
う
も

 
理
 

お
い
お
い
人
の
女
を
ナ
ン

す
る
な
よ

 
と

う
と
憤
怒
は

い
た

を
し
て
さ
と
り
か
ら
手
を

し
自
分
と
さ
と
り
を
交
互
に
見

る

す
る
と

 
憤
怒

お

お
前
ま
さ
か
ロ
リ

 
理
 

違
う
よ

た
だ
愛
し
た
女
性
が
ロ
リ
だ

た
そ
れ
だ

 
け
の
事
だ
か
ら
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
そ
こ
の
所
を

し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ

 
き
ま
し

う
か

 

間
に
シ

を

せ
た
さ
と
り
は
本
の

を

え
て
く
る

あ
れ
は
結

い
や
つ
だ

ニ
コ

ニ
コ
と
近

て
く
る

 
理
 

ま

待
て
さ
と
り

ち
着
こ
う

 
さ
と

ふ
ふ

 

バ
い

バ
い
マ

で
や
ら
れ
る

す
る
と
こ
の
光

を
見
た
憤
怒
は
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憤
怒

何
か
お
前

怠
惰
と

て
る
な

 
と

う
と
さ
と
り
は
近

る
の
を

め
る

と
い
う
か
何
処
が

て
い
る
ん
だ
よ

 
理
 

は

何
処
が
だ
よ

 
憤
怒

そ
う
い
う
所
さ
ラ
ス
ト
ミ

シ

ン
の
時
も

の

 
少
女
を
ナ
ン

し
て
し
か
も
殺
さ
ず
に
生
か
し
た
か

 
ら
な

 
彼
奴
ロ
リ
コ
ン
か
よ

共
食
い
に
ロ
リ
コ
ン
に

げ
句
の
果
て
に
は
拷
問
官
だ
ろ

も
う
完
全

に
お

り
さ
ん
に

ま
る

 
憤
怒

因
み
に
そ
の
少
女

て
の
が
お
前
の
⺟
親
だ

 
理
 

ぶ

 
お
ふ
く
ろ
か
よ

何
を
思

て
彼
奴
は
お
ふ
く
ろ
を
ナ
ン

し
て
ん
だ
よ

 
さ
と

つ

て
良
い
で
す
か

 
憤
怒

お

何
だ

 
さ
と

さ

き
か
ら
ロ
リ

ロ
リ
と
私
は
ロ
リ
じ

な
い
で

 
す

こ
れ
で
も
し

か
り
と
し
た
女
性
な
ん
で
す
け
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れ
ど

 
理
 

 
憤
怒

 
さ
と
り
に
は
大
変
申
し
訳
な
い
が
現
世
だ

た
ら
近
所
の
小
学
生
と
遊
ん
で
い
て
も
何
も
違
和

感
を
感
じ
な
い

つ
ま
り
は
ロ
リ
と
同
じ
だ
と
ず

と
思

て
い
た
ん
だ
が
違
う
の
か

 
さ
と

何
で
す
そ
の

は

 
憤
怒

い
や
何
で
も
な
い

 
理
 

あ

悪
い
が
さ
と
り
憤
怒
の
案
内
が
あ
る
か
ら
行
く

  
さ
と

え

え

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

書
室
を
出
る

た
さ
と
り
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
後
で
覚
え
て
い
て
下
さ
い
よ

 
と
ボ
ソ
リ
と

く
の
だ

た

そ
う
し
て
出
た
自
分
達
は
次
に
憤
怒
が
喜
び
そ
う
な
所
へ
と

向
か
う

 
理
 

そ
ん
で
こ
こ
が
待
ち
に
待

た
風
呂
場
だ
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憤
怒

お

中
に
入

て
良
い
か

 
理
 

あ

 
入
り
脱

場
を
過
ぎ
風
呂
場
を
見
た
憤
怒
は
大
興
奮
す
る

 
憤
怒

本
当
に
温
泉
な
の
か
こ
れ

 
理
 

あ

正
真
正

の
温
泉
だ

 
何
せ
能
力
を
使

て

き
出
さ
せ
た
か
ら
な

今
で
は
地
底
の
観
光

産
の

つ
だ

は

何
か

て

酒
と
喧
嘩
と

ぐ
ら
い
じ

な
い
か
な

 
憤
怒

お

入

し
て
も
良
い
か

 
理
 

わ
な
い
が
ま
だ
旧
都
と
か
を
案
内
で
き
て
な
い
け

 
れ
ど

 
憤
怒

そ
ん
な
も
ん
後
だ

今
は

を
流
し
て
た
い
の
さ

 
そ
う

う
と
憤
怒
は

に
な
り
体
に
温
泉
を
か
け
て
入

を
す
る

 
憤
怒

ふ

 
理
 

や
れ
や
れ
な
ら
上
が

た
ら
旧
都
を
案
内
す
る
か
ら

 

楽
室
で
待

て
い
て
く
れ
よ
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憤
怒

あ
い
よ

 
そ
う

い
自
分
は
風
呂
場
か
ら
出
て

下
に
出
る

 
理
 

さ
て
と
今
の
う
ち
に
プ
ラ
ン
を
立
て
て
お
く
か

 
そ
う
し
て
憤
怒
の
た
め
に
旧
都
の
観
光
プ
ラ
ン
を

え
る
た
め
執
務
室
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
そ
れ
で
は
今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
来
な
ら
暴
食
と

ち

ん
の
会
話
な
の
で

す
が
謝
罪
の
意
を
現
し
今
回
は
こ
の
よ
う
な

と
し
ま
す

 
前
書
き
で
も
書
い
た
通
り
リ
ア
ル
で

々
と
た
て
こ
ん
で
し
ま
い
投
稿
で
き
ず
で
申
し
訳
な

い
で
す

リ
ア
ル
事
情
テ
ス
ト

活
の
た
め
の

書
作
り
と
立
て
込
ん
で
し
ま
い
そ
の
結

果

れ
は
て
て

ウ
ン
し
て
作
品
作
り
も
出
来
ず
投
稿
で
き
ず
じ
ま
い
で
し
た

も
し
か
し
た

ら
ま
た
こ
の
よ
う
な
事
が
起
こ
り
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ
の
時
は
本
当
に
す
い
ま
せ
ん

で

す
が
最
後
ま
で
や

て
い
く
つ
も
り
で
す
失

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
こ
ん
な

い
文
と
な
り
ま
し
た
が
見
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た



 第４８９話 更なる案内

 
追

 
次
回
か
ら
ま
た
何
時
も
の

ち

ん
と
暴
食

と
の
会
話

式
に

り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
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第
４
９
０
話
 
旧
都
へ
の
観
光

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
天
気
の
せ
い
で

頭

が
よ
く
起
こ
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
う

本
当
に

が
明
け
て

し
い
で
す

さ
て
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
憤
怒
が
入

し
て
か
ら
数
時
間
が

ち
こ
ち
ら
も
ど
う
い
う

序
で
行
く
の
か
の
プ
ラ
ン
が
練

れ
た

 
理
 

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ

楽
室
に
行
く
か

 
立
ち
上
が
り
部

か
ら
出
て

楽
室
へ
と
向
か
う

楽
室
に
は
名
の
通
り

々
な

楽
な
も

の
が

て
い
る

ビ
リ

ド
に

ツ
ボ

ド
ゲ

ム
だ

た
り
も
そ
う
だ
が
中
に
は
水

で

写
す
る
水

写
機
な
ど
も
あ
り

ト
達
や
亜
狛
と
耶
狛
は
結

そ
れ
に

て
い

る

黒
は

わ
ず
と
知
れ
ず
ビ
リ

ド
ば
か
り
だ
が

 
理
 

来
て
る
か
な

 
と

き

楽
室
に
入
る
と
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憤
怒

こ

こ
ら
や

め
ろ

て

 
憤
怒
は

ト
達
に

ま
れ
じ

れ
つ
か
れ
て
い
た

仕
方
な
い
少
し
助
け
て
や
る
か

 
理
 

ら
お
前
達
そ
ろ
そ
ろ

れ
ろ
よ

 
と

く
と

ト
達
は
少
し

そ
う
に

れ
て
い

た

 
憤
怒

ふ

い

だ

た

 
理
 

悪
い
な
家
の

ト
達
が

 
憤
怒

気
に
す
ん
な
よ
あ
る
意
味
で
モ
フ
モ
フ

テ

 
だ

た
か
ら
よ

 
そ
う

い
立
ち
上
が
る

 
憤
怒

そ
れ
と
良
い

だ

た

 
理
 

そ
れ
は
良
か

た
な
ら
次
は
観
光
す
る
か

 
憤
怒

お
う
よ

観
光

て
い
う
と
彼
処
か

 
憤
怒
は

か
ら
見
え
る
旧
都
を
指

す

 
理
 

あ

そ
う
だ
所
で
さ
憤
怒
は

し
は
強
い
の
は

 
分
か

た
が
加
減
と
か
は
出
来
る
よ
な
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憤
怒

多
分
な

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か

 
理
 

あ

旧
都
な
ん
だ
が

 
と

た
直
後
旧
都
か
ら
大
き
な
土

が
上
が
る

ま
た
彼
奴
達
が
何
か
や
ら
か
し
て
い

る
の
か

 
理
 

彼
処
は
喧
嘩
の
名
産
地
み
た
い
な
も
ん
だ
か
ら
さ

 
憤
怒

う
そ
れ
は
楽
し
み
だ
な

 
指
を
な
ら
し
憤
怒
は
楽
し
そ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
と

う

や
は
り

事
は

き
み
た
い
だ
な

そ

し
て
何

に
手
加
減
が
出
来
る
か
と
聞
い
た
理
由
は

て
シ
ン
プ
ル
で
喧
嘩
を
吹

掛
け
て
き

た
奴
を

殺
な
ん
て
事
に
な
り
か

な
い
か
ら
な

 
理
 

準
備
が
良
い
な
ら
行
こ
う
か

 
憤
怒

お
う
よ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
バ
ル
コ
ニ

に
出
て

を

げ
空
へ
と

ば
た
き
旧
都
へ
と
向
か
う
の

だ

た

 
理
 

お
う
お
う
や

て
る
な

 
憤
怒

わ

て
る
な
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旧
都
は
何
時
も
と
同
じ

わ
い
を
見
せ
物
の
売
り
買
い
や
喧
嘩
が
日
常

飯
事
で
起
き
て
い

た 
理
 

そ
れ
と
こ
こ
で
気
を

く
な
よ

 
憤
怒

ん

ど
う
し
て
だ

 
そ
う

い
な
が
ら
地
上
へ
と
降
り
た
そ
の
時
だ

 
⻤
 

ど

 
⻤
が

方
に
向
か

て
飛
ん
で
く
る

を

え
る
と
憤
怒
も

を

え
る

お
互
い
に

ク
ザ
キ

ク
で
飛
ん
で
く
る
⻤
に
向
か

て

り
を
い
れ
て

さ
え
る

 
⻤
 

ぐ
ふ

 
ミ
シ
リ
と
変
な

が
鳴

た
が
ま

大
丈
夫
だ
ろ
う

そ
し
て
互
い
に

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

て
力
を
入
れ
て
思
い

き
り
⻤
を
吹

飛
ば
す
と
⻤
は
見
事
に
頭
か
ら

イ
ブ
し
て
地
面
に

が

め
り
込
む

 
理
 

と
ま

こ
ん
な
事
が
ち

こ
ち

こ
と
起
こ
る
ん
だ

 
よ
こ
こ
は

 
憤
怒

し
な
さ
そ
う
な
所
だ
な
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理
 

ま

な

 

は

か
に
し
な
い
な

だ
が
反
面
で
騒
が
し
く
て
時
々
夜
と
か
に
な
る
と

惑
な
の
だ

が
な

 
憤
怒

ん

 
理
 

ど
う
し
た

 
憤
怒
が
向
く
方
向
か
ら

か
が
歩
い
て
く
る

そ
れ
は

わ
ず
と
知
れ
ず
の
彼
奴
だ

 
理
 

や

り
お
前
か

 
美
 

う

す
理
久
兎

 
美
寿
々
が

い
な
が
ら
や

て
来
る

大
体
は
こ
い
つ
の
原
因
な
ん
だ
よ
な

 
理
 

お
前
な
も
う
少
し
加
減
し
て
や
れ
よ
そ
れ
よ
か
危
な

 
い
だ
ろ

 
美
 

い
や
ま

悪
い
と
は
思
う
よ

け
れ
ど
反

は
し

 
な
い
し
後

も
し
て
な
い

 
理
 

こ
い
つ

 
前
み
た
く
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
ろ
う
か
な

す
る
と
美
寿
々
は

の
憤
怒
を
見
る



 第４９０話 旧都への観光

 
美
 

そ
い
つ
は

だ
い

 
憤
怒

俺
は
憤
怒
だ
訳
あ

て

日
ぐ
ら
い
理
久
兎
の
所
で

 
世
話
に
な

て
る
者
だ

 
訳
あ

て
と
は

う
が
観
光
だ
ろ

何
処
が
訳
あ

て
な
の
だ
ろ
う
か

 
美
 

へ

そ
の

の

そ
れ
は

戦
の
古

て
所

 
か
い

 
憤
怒

い
い
や

戦

て
程
で
は
な
い
な
た
だ
単
に
何
時
の

 
間
に
か
負

て
い
た
も
の
さ

 
そ
れ
を
聞
く
と
美
寿
々
は
お
も
ち

を
見
つ
け
た
子

の
よ
う
に

に
な
る

あ
れ
こ
れ
ま

さ
か

 
美
 

良
い

私
の
強
者
レ

が
ビ
ン
ビ
ン
鳴

て
い

 
る
よ
ど
う
だ
い
一
戦
し
な
い
か
い

 
や

り
か

こ
れ
は

め
な
い
と
流

に
不
味
い
よ
な

 
理
 

憤
怒
こ
れ
は
無
理
に
と
は

 
憤
怒

い
い
や
売
ら
れ
た
喧
嘩
は
買
う
も
の
だ
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も
う
手

れ
だ

た
よ

せ
め
て
こ
れ
だ
け
は
伝
え
な
い
と

 
理
 

加
減
は
し
ろ
よ

 
憤
怒

分
か

て
る

て
の

 
美
 

加
減
と
は
良
い
度
胸
だ

な
ら
私
も

 
理
 

お
前
は
加
減
す
る
な

 
美
 

ど
う
し
て
だ
い

 
ニ
コ
リ
と

を
込
め
て

う
と
美
寿
々
は
察
し
た
の
か
憤
怒
を
見
て

え
だ
す

 
美
 

武
者

い
が
し
て
き
た
よ

だ
が
楽
し
そ
う
だ

 
美
寿
々
の
体
に
ラ
イ
ン
が

か
び
上
が
る

チ
で
や
る
気
み
た
い
だ

そ
れ
に
合
わ
せ
て

り
に
旧
都
に
住
ま
う
妖
怪
達
が
こ
の
戦
い
を
観
戦
し
出
す

 
憤
怒

う
良
い

来
な

 
美
 

な
ら
遠
慮
な
く

 
美
寿
々
の

が
憤
怒
の

面
に
直
撃
し
憤
怒
の
後
ろ
の
地
面
が
大
き
く
地

れ
が
起
き
大
き
く

け
る

俺
も
加
減
し
て
挑
ん
だ

に
は

に

ビ
は
入

た
あ
の

だ
が
果
た
し
て
憤
怒
に
は

い
た
の
だ
ろ
う
か

り
で
観
戦
す
る
も
の
も

ソ

ソ
と
話
し
出
す

何

け
な
い
何
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防
が
な
い
等
々
と
聞
こ
え
る

だ
が
俺
は
知

て
い
る
あ
の
男
が

常
じ

な
い
事
を

 
美
 

な

 
何
せ
俺
の
一
撃
す
ら
も
決
定
的
な

メ

を
入
れ
な
か

た
の
だ
か
ら

 
憤
怒

良
い

だ
な
女

だ
が
そ
れ
じ

俺
に
は

メ

 
は
入
ら

な

 
そ
う

い
憤
怒
は
見
た
感
じ

く
美
寿
々
の
頭
を
小
突
く
と
あ
り
え
な
い
事
に
そ
の
ま
ま
地
面

に
め
り
込
ん
だ

そ
の
光

を
見
て
い
た
観
戦
者
達
は

り
出
す

 
理
 

お

い
美
寿
々

生
き
て
る
か

 
美
 

は

あ

何
と
か
生
き
て
る
よ

 
フ
ラ
フ
ラ
と
し
た

取
り
で
立
ち
上
が
れ
そ
う
に
も
な
い
た
め
美
寿
々
を

み
立
ち
上
が
ら
せ

る 
美
 

お
前
さ
ん
強
い

 
憤
怒

そ
ん
な
事
は
な
い

お
や

 
と

て
い
る
と
憤
怒
は

か
ら

を
流
し
た

ど
う
や
ら
美
寿
々
の

は

い
て
い
た
の

か
外

は
な
い
の
だ
が
内
面
に
は

メ

は
入

て
い
る
よ
う
だ
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憤
怒

女

お
前
の
名
前
は

 
美
 

美
寿
々
さ
こ
こ
旧
都
を

理
し
て
い
る
者
の

人
さ

 
憤
怒

そ
う
か
覚
え
て
お
こ
う

 
そ
う

い
手
を

し
出
す
と
美
寿
々
も
手
を

る

し
か
し
美
寿
々
を

ン

ン
で

め
る
と

は
や
は
り

者
で
は
な
い
な

 
理
 

さ
て
と
憤
怒
お
前
は
行
き
た
い
と
こ
ろ

て
あ
る

 
憤
怒

そ
う
だ
な

あ
ん
ま
り

え
て
は
な
い
な

 
理
 

な
ら

当
に

々
と
案
内
し
て
や
る
よ

ら
お
前
達

 
も
散

た
散

た

 
そ
う

う
と

り
の
者
達
は
散

て
い

た

 
美
 

旧
都
の
案
内
な
ら
見
回
り

て
私
も
し
て
あ
げ
る

 
よ

 
理
 

そ
ん
な

な
の
に
出
来
る
の
か
よ

 
美
 

へ

こ
ん
な
も
ん
平
気
だ

 
い
や
絶
対
に
先
程
の
一
撃
で
脳
を

ら
さ
れ
て
脳
し
ん
と
う
を
起
こ
し
て
い
る
く
せ
し
て
良
く
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う
な

 
理
 

ま

そ
こ
ま
で

う
な
ら
無
理
は
す
る
な
よ

 
美
 

分
か

て
る
よ

 
理
 

な
ら

的
に
は
こ
う
回
れ
ば
良
い
と
思
う

 
そ
う

い
作

た

を
美
寿
々
に
見
せ
る
と
美
寿
々
は

し
た

を
す
る

 
美
 

了
解
な
ら
こ

ち
だ
来
な

 
憤
怒

お
う

 
理
 

や
れ
や
れ
元
気
だ
な

 
そ
う

き
な
が
ら
旧
都
の
案
内
が
始
ま

た
の
だ

た

 
暴
食

で
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

う
む

し
か
し
憤
怒
に
は

撃
が
通
り
に
く
い
ん
じ

 
の
う

 
暴
食

ま

固
い
か
ら

恐
ら
く
本
編
み
た
く
内
面
か
ら
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メ

を
与
え
れ
る
技
が
あ
れ
ば
も
し
か
し
な
く

 
も
な
い
か
な

 

 

絶
対
に
戦
争
と
か
で

を
お

て
な
い
じ

ろ

 
暴
食

い
や
そ
う
で
も
な
い
よ

一
こ
れ
ま
で
の

で

 
憤
怒
に
決
定
的
な

メ

を
与
え
た
の
は

で
も

 
な
い

な
ん
だ

 

 

あ
や
つ
か

 
暴
食

彼
女
の
能
力
は

わ
ば
こ
の
世
の
全
て
の

し
か

 
な
い
力
が
あ
る
そ
れ

に
憤
怒
は
常

を

さ
れ
て

 

メ

を
負
う
だ
け
ど
そ
の

も
し
か
り
で

 
に

メ

を
与
え
る
事
が
出
来
た
の
は
憤
怒
く
ん

 
ぐ
ら
い
だ
よ
彼
は
全
て
を
怒
り
の
ま
ま
に

す
る

 
そ
の
結
果
は

の

し
た
常

を

す
る
の
さ

 
だ
か
ら
互
い
に
良
い
バ
ト
ル
を
し
た
ん
だ
よ

 

 

そ
れ
が

か
第
一
次
神
魔
大
戦
か
の
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暴
食

そ
う
だ

あ
の
頃
は
バ
イ
ク
に

て
戦
場
を

け

 

て

候
し
た
も
ん
だ
よ

 

 

う

怠
惰
は
そ
の
時
に
何
か
し
て
お

た
の
か
の

 
あ
や
つ
教
え
て
く
れ
ぬ
の
じ

よ

 
暴
食

か
そ
の
時
の
彼
奴
は
技
術
開
発

の

⻑
を
し
て

 
い
た

だ
よ

 

 

あ
ん
な

モ
男
が
か

嘘
じ

ろ

 
暴
食

い
や
本
当
だ
よ

々
な
兵

を
彼
奴
は
作

て
い
た

 
か
ら

キ
マ
イ
ラ
だ
と
か
の
生
物
兵

か
ら

性

 
の
回
復
薬
だ

て
そ
う
だ
し
後
は

材
と

材
と
で

 
怪
物
を
作
り
出
す
な
ん
て
事
も
し
て
い
た
と
か

 

 

な

何
が
あ

た
ん
じ

 
暴
食

さ

俺
も
分
か
ら
な
い
な

さ
て
時
間
み
た
い
だ
し

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の
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暴
食

そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら



 第４９１話 バトルマニア

 
第
４
９
１
話
 
バ
ト
ル
マ
ニ
ア

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

の

記
試
験
に
合
格
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

後
は
面

の
み
で
す
が
面

て
嫌
い
な
ん
で
す
よ

は

暴
食
の

だ
失
礼
そ
れ
で
は
今
回
も
ど

う 
美
寿
々
の
案
内
で
自
分
達
は
旧
都
の

々
な
所
へ
と
向
か
う

居
酒

だ

た
り
土
産
物

だ

た
り
と
そ
う
い

た
所
を
案
内
さ
れ
る

 
美
 

そ
ん
で
こ
こ
が
地
底
と
地
上
を

ぐ
正
面

関
み
た

 
い
な
場
所
さ

 
と

美
寿
々
が

う
先
に
は

ル
ス

と
勇
儀
が
何
か
話
し
合
い
を
し
て
い
た

 
憤
怒

こ
こ
は
カ

プ
ル
と
い
う
者
達
の
デ

ト
ス
ポ

ト

 
的
な
も
の
な
の
か

 
理
 

い
や
憤
怒
な
に
か
勘
違
い
し
て
る
か
も
だ
が
彼
処
の
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人
は
女
性
だ

 
憤
怒

や
暴
食
か
ら
百
合
カ

プ
ル
に
つ
い
て

遠

 
と
聞
か
さ
れ
続
け
た
の
が
原
因
か
も
な

 
理
 

 
美
 

 
憤
怒
は
目

を

さ
え
て
下
を
向
く

つ
の
大
罪

て
怠
惰
と
い
い
マ
シ
な

中
が
い
な

い
よ
な

す
る
と

で
何
か
を
話
し
合

て
い
た

人
は

方
に
気

き
近
づ
い
て
く
る

 
勇
儀

お

理
久
兎
に
美
寿
々
様

な

こ
こ
に

 

ル

見
知
ら
ぬ
人
も
い
る
わ

 
美
 

あ

こ
い
つ
の
案
内
さ

 
と

美
寿
々
が

う
と
憤
怒
は
手
を

し
出
し

 
憤
怒

俺
は
憤
怒
だ
よ
ろ
し
く
頼
む

 
勇
儀

こ
ち
ら
こ
そ

 

ル

え

 

手
を
し
て
憤
怒
は
下
が
る

そ
し
て
美
寿
々
を
見
て
よ
う
や
く
気
づ
い
た
の
か

を
か
し
げ
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た 
勇
儀

所
で
何
で
ま
た
土

だ
ら
け
な
の
さ

 
美
 

ん

あ

ま

あ
れ
だ
よ
ち

い
と
こ
い
つ
と
殺

 
り
合

た
ら

ン

ン
チ
で

め
ら
れ
て
な

 
勇
儀

ン

ン
チ

 

ル

事
実
な
の
よ

そ
れ

 
美
 

あ

い
や
本
当
に

た
よ

 
あ
れ
で
も
加
減
し
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
な

俺
と
や

た
時
な
ん
か
は
あ
れ
よ
り
も
激
し

か

た
し
な

 
勇
儀

へ

な
ら
私
と
も
一
戦
や

て
も
ら
お
う
か

 
憤
怒

喧
嘩
な
ら
買
う

 
と
ま
た
喧
嘩
を
起
こ
し
そ
う
な

気
に
な
る

だ
が

ル
ス

と
美
寿
々
が
勇
儀
を

さ

え
る

 

ル

待
ち
な
さ
い
勇
儀

 
美
 

あ

め
て
お
き
な
こ
い
つ
は
常

外
な
奴
だ
よ
そ
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う
さ

前
に
理
久
兎
と
や
り
合

て
い
た
大

を

 
持

た
男
と
同
等
ま
た
は
そ
れ

上

て
所
だ

 
憤
怒

そ
れ
怠
惰
だ
よ
な

 
理
 

あ

 
俺
と
戦

て
大

を
持

た
奴
な
ん
て
小
町
か
怠
惰
ぐ
ら
い
だ

そ
れ
に
男
に
な
る
と
怠
惰
に

ら
れ
る
ん
だ
よ
な

 
勇
儀

そ
れ
で
も
ど
の
く
ら
い
か
や

て
み
た
い

 
憤
怒

そ
れ
な
ら
明
日
や
ろ
う

今
は
観
光
し
た
い
気
分
だ

 
し
な

 
勇
儀

分
か

た
な
ら
明
日
な
約
束
だ
か
ら
な

 
憤
怒

お
う
よ

 
互
い
に

を
合
わ
せ

う

こ
の
光

を
見
て
い
る
と
本
当
に
バ
ト
ル
マ
ニ
ア
な

中
だ
よ

な 
美
 

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か

 
理
 

だ
な
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憤
怒

お
う
そ
ん
じ

あ
な

 
勇
儀

あ

 

ル

え

 
そ
う
し
て
勇
儀
と

ル
ス

と
別
れ
ま
た
歩
き
出
す

そ
う
し
て
あ
る
程
度
の
案
内
が
終
わ

る 
美
 

と
ま

こ
ん
な
も
ん
か

 
憤
怒

旧
都
も

々
と
面
白
い
な

 
理
 

ま

な

 
面
白
い
と

え
ば

か
に
面
白
い

々
と
騒
動
を

き
起
こ
し
て
く
れ
る
か
ら

更
に
な

け
れ
ど
時
々

頭
を

え
た
く
な
る
時
も
あ
る
け
れ
ど
な

 
美
 

さ
て
と
私
も

方
の

備
は
終
わ

た
し
一
度

る

 
と
し
ま
す
か

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
美
寿
々

 
憤
怒

世
話
に
な

た
な

 
美
 

良
い
よ
つ
い
で
だ

た
か
ら

そ
れ
じ

私
は
行
く
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よ
明
日
は
頼
む
よ

 
そ
う

い
美
寿
々
は
自
分
達
と
別
れ
旧
都
へ
と

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

お
前
も

々
と
あ

た
し

れ
た
ろ

 
憤
怒

い
や
別
に
そ
こ
ま
で
は
な
い

 
理
 

そ
う
か

ま

と
り
あ
え
ず
は
ま
た
温
泉
に
で
も

 
か

て
来
た
ら
ど
う
だ

そ
の
間
に
晩
飯
の

度
を

 
す
る
か
ら
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
憤
怒
は

お

と
い

た

を
す
る

 
憤
怒

そ
れ
は
楽
し
み
だ
理
久
兎
お
前
の
料
理
に
期
待
し
て

 
い
る

 
理
 

変
に
ハ

ド
ル
を
上
げ
る
な
よ
俺
は
所
詮
一

の

 
な
ん
だ
か
ら

 
憤
怒

ハ
ハ
ハ
そ
う

う
な
よ

ま

お
前
さ
ん
の

う

 
通
り
に
温
泉
に

か
ら
せ
て

う

 
理
 

あ
い
よ
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そ
う
し
て
自
分
達
は
地
霊
殿
へ
と
入
り
憤
怒
は
風
呂
場
へ
と
向
か
う

自
分
は
料
理
の

度
の

た
め
厨
房
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
と

 
理
 

お

 
さ
と

あ

 
さ
と
り
と
ば

た
り
と
出
会
う

さ
と
り
は
ニ
コ
リ
と

む
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

つ
聞
き
た
い
の
で
す
が

 
理
 

ん

 
さ
と
り
か
ら
静
か
な
怒
気
を
感
じ
て
し
ま

た

こ
れ
ま
さ
か
さ

き
の
ロ
リ
発

を
絶
対
に

気
に
し
て
い
る
よ
な

 
さ
と

私
が
ロ
リ
と
い
う
事
に
つ
い
て

し
く
お
聞
か
せ
願

 
い
ま
し

う
か

 
さ
と
り
は

め
よ
り
そ
の
ま
ま

に
追
い
や
ら
れ
る

と

と
り
あ
え
ず
何
と
か
し
な
け
れ

ば 
理
 

い
や
だ

て
そ
の
体

身
⻑
か
ら
し
て

 
さ
と

そ
う
で
す
か
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バ
い
今
の
一

で
更
に
怒
気
が
増
し
さ
と
り
の

間
に
シ

が
よ
る

こ
れ
は

し
に
し

た
ら
明
日
の
自
分
は
サ
ボ
テ
ン
に
な

て
い
る
か
も
し
れ
な
い

く
な
だ
め
な
け
れ
ば

 
理
 

だ

だ
が

 
さ
と

だ
が
何
で
す

 
さ
と
り
を

と

き
し
め
る

 
さ
と

ふ

 
理
 

別
に
俺
か
ら
し
た
ら
ロ
リ
だ
と
か
は
関
係
な
い
ん
だ

 
よ

ろ
俺
を
知

て
な
お
そ
の
気
持
ち
を
伝
え
て

 
く
れ
た
さ
と
り
が
大

き
だ

 
さ
と

 
一

だ

た
が
さ
と
り
の

が

く
な
る
と
自
分
の
胸
元
で

を

す

だ
が
自
分
が

た

事
は
真
実
だ

そ
れ
は
自
分
年

え
か
ら
し
た
ら
こ
の
世
界
の

ど
は
ロ
リ
み
た
い
な

も
の
だ
し
な

た
だ
し

お
ふ
く
ろ
だ
と
か
の

外
は
い
る
け
ど

 
理
 

ま

そ
れ
と
悪
か

た
よ
気
に
し
て
い
た
な
ら
謝
る

 
か
ら
よ
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さ
と

い
え
も
う
気
に
し
て
は
い
ま
せ
ん

 
理
 

そ
う
な
の
か

 
さ
と

え

か
に
理
久
兎
さ
ん
の

う
通
り
で
は
あ
り
ま

 
す
し

で
す
が

神
的
な

メ

の

と
し

 
て
そ
の

 
理
 

ん

 
何
を
要

す
る
気
だ

ま
さ
か

ン
デ
レ
み
た
く

を

せ
と
か

わ
な
い
よ
な

少
し

不
安
に
な

て
い
る
と

 
さ
と

も
う
少
し

も
う

く
だ
け
こ
の
ま
ま
で
い
さ
せ
て

 
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
な

な
ん
だ
そ
ん
な
事
か

ま

悪
か

た
の
は
自
分
だ
し

く
は
こ
の
ま
ま
で
い
よ
う
か

な

さ
と
り
の
頭
を

で
な
が
ら

 
理
 

良
い
よ

 
と

き

く
だ
け
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
も
う
少
し
だ
け

持
す
る
の
だ

た
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暴
食

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

所
で
そ
な
た
百
合
は

 
暴
食

大

き
で
す

百
合
は
良
い

 

 

や
は
り

と
同
じ
で
危
険
な

い
が

 
暴
食

ア
ハ
ハ

そ
れ
じ

今
回
は
何
か
聞
き
た
い
事
は

 
あ
る
か
な

 

 

そ
う
じ

な

そ
な
た
の
事
を
教
え
て
は
く
れ
ぬ

 
か
の

 
暴
食

ん

の
事
か
い

 

 

そ
う
じ

 
暴
食

う

ん
あ
ん
ま
り
教
え
れ
る
事

て
な
い
ん
だ
よ

 
な

自

て
中
々
に
思
い
つ
か
な
い
し

 

 

そ
う
な
の
か

 
暴
食

う
ん
だ
か
ら
次
回
に
は

の

棒
を

れ
て
く
る

 
よ

彼
女
な
ら
説
明
し
て
く
れ
る
か
も
だ
し
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わ
ざ
わ
ざ
す
ま
ぬ
の

 
暴
食

気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

あ

で
も
そ
う
い
え

 
ば
な
ん
だ
け
ど

 

 

何
じ

 
暴
食

の
奴
等
が

に
つ
け
た

つ
名
み
た
い
な
の
は

 
あ

た
な

か
ぼ
う
し

く
の
き

う
こ
う
じ

暴
食
の
恐

子
だ

た
か
な

 

 

ま

ま
た

い
名
じ

の
う

 
暴
食

ま

の
奴
等
が
つ
け
た
あ
だ
名
だ
か
ら

さ
て

 
時
間
も

度
良
い
し
今
回
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う

 
か

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様

今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

  
暴
食

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
暴
食

ま
た
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第
４
９
２
話
 
晩
飯
の
時
間

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
リ
ア
ル
の

と
遊
戯
王
を
し
て
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

や
は

り

練
者
だ
け
あ

て
強
か

た

因
み
に
怠
惰
さ
ん
が
使

た
デ

キ
は

て
こ
ん
な

話
も
あ
れ
で
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
さ
と
り
の
怒
り
を
何
と
か
静
め
た
自
分
は
厨
房
で
今
日
の
晩
飯
の

意
を
し
て
い
た

 
理
 

こ
ん
な
も
ん
だ
な

 
ス

プ
を
味
見
し
次
に
メ
イ
ン
と
な
る
物
の
準
備
を
整
え
る
た
め
フ
ラ
イ

ン
に

ネ
を

置
き

に
入
れ
る

今
日
の
メ
ニ

は
お
客
も
い
る
事
だ
し
ハ
ン
バ

グ
オ
ニ
オ
ン
グ
ラ

ン
ス

プ

け
合
わ
せ
と
し
て
人

ブ
ロ

コ
リ

等
の
温

そ
し
て

の

ン
と

い

た
メ
ニ

だ

 
理
 

よ

と

 

を
一
気
に
切
り

に
入
れ

し
て
い
く

そ
し
て
ハ
ン
バ

グ
ソ

ス
で
作
り
置
き
し
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て
あ
る

ぎ

し
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ

ス
を
断
罪
神
書
か
ら
出
し
火
に
か
け
て

め
そ
の
間
に

ト

ス

モ

ド
に
し
た
魔
力
レ
ン

か
ら
狐

と
な

た

ン
を
取
り
出
す

ス

プ
を

に
人
数
分
盛
り

き
上
げ
た

ン
を

せ
チ

を

せ
る

 
理
 

そ
し
た
ら
そ
ろ
そ
ろ
だ
な

 

か
ら
ハ
ン
バ

グ
を
取
り
出
し
代
わ
り
に
ス

プ
を
入
れ
空
い
て
る
ス

ス
に
主
食
の

ン
も
入
れ

き
上
げ
て
い
き
取
り
出
し
た
ふ

く
ら
ハ
ン
バ

グ
は

に
盛
り

け

の

蓋
を
開
け

し

を
盛
り

け
最
後
に
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ

ス
を
か
け
る

 
理
 

中
々
だ
な

 
そ
う
し
て
ス

プ
と

ン
も
出
来
上
が
り
ハ
ン
バ

グ
と
ス

プ

ン
を
カ

ト
に

せ
今

日
の
料
理
は
完
成
だ

 
理
 

お
前
達

作

た
料
理
を
運
ん
で
く
れ

 
と

う
と

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
へ
と
続
く

が
開
き
亜
狛
と
耶
狛
が
入

て
く
る

 
耶
狛

お

や

り
今
日
は
ハ
ン
バ

グ
だ

 
亜
狛

お

が
空
き
ま
す
よ

 

人
は

を
物

い

い
で

と

る

喜
ん
で
く
れ
て
い
る
み
た
い
で
何
よ
り
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だ 
耶
狛

運
べ
ば
良
い
ん
だ
よ

 
理
 

あ

頼
む
よ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
理
 

そ
れ
か
ら

の
な
い
よ
う
に
な

 
と

を
込
め
て

う
と

人
は

き
カ

ト
を

し
て

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
へ
と
向
か

た

そ
し
た
ら
後
は
食
事
で
飲
む
お

と

イ
ン
を
取
り
出
し
自
分
も

イ
ニ
ン
グ
へ
と
向
か

う 
憤
怒

う
ハ
ン
バ

グ
か

そ
う
だ
な

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

ど
う
よ
こ
れ
は

 
憤
怒

そ
れ
も
い
た
だ
く

 

イ
ン
を
グ
ラ
ス
に
注
い
で
い
く

 
お
空

く
食
べ
よ
う
よ

 
黒
 

急
か
す
な
よ

も
取
り
は
し
な
い
ん
だ
か
ら
な

 
お

さ
と
り
様
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さ
と

ふ
ふ

 
因
み
に
さ
と
り
は
何

か
知
ら
な
い
が
嬉
し
そ
う
に
ニ
コ
や
か
に

て
い
た

機
嫌
は
ど
う

や
ら

た
よ
う
だ
が
更
に
ご
機
嫌
に
な

た
み
た
い
だ

 
憤
怒

何
か
あ

た
か

 
理
 

ま

少
し
な

そ
れ
じ

全
員
で
食
べ
よ
う
か

 
飲
み
物
を
渡
し

に
つ
き

 
全
員

い
た
だ
き
ま
す

 
と

う
一

で
食
事
を
始
め
る

 
耶
狛

お
い
し
い

 
亜
狛

や
は
り
こ
れ
で
す

 
お

そ
う
だ

お
父
さ
ん

 
お
空

お
か
わ
り

 
黒
 

た
く
食
う
の
が

す
ぎ
る

空

 
と
皆
か
ら
の

が
上
が
る

黒
に

て
は

つ
か
の

を
持

て
調
理
場
に
向
か
う
始
末

だ

恐
ら
く
定
番
の
よ
う
に
お
か
わ
り
コ

ル
を
さ
れ
仕
方
な
く
向
か

た
の
だ
ろ
う
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憤
怒

う

ん

い
な
中
々
な
味
だ

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
だ
が

に
助
け
ら
れ
る
だ
け
さ

 
実

本
当
に

々
な

に
助
け
ら
れ
て
る
の
は
事
実
だ

そ
う
じ

な
か

た
か
ら
こ
こ

ま
で
の
品
は
出
来
な
い

 
憤
怒

す
る
な
よ
理
久
兎

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
そ
う
し
て
自
分
も
食
べ
て
み
る
と
良
く
で
き
た
味
だ
な
と
感
じ
た

自
分
に
し
て
は
よ
く
出
来

た
方
だ
な

 
憤
怒

所
で
よ
あ
そ
こ

ち

ん
食
べ
て
な
い
が

 
理
 

あ

う
ん
余

に

て
る
所

悪
い
け
ど
食
べ

 
さ
せ
な
い
と
な

 
さ
と
り
は

だ
に
夢
見
心
地
な
の
か

せ
そ
う
な

を
し
て
い
た

か
ら
立
ち
さ
と
り
の

を
指
で
つ
つ
く

 
理
 

お

い
さ
と
り
さ

ん
や

い
飯
を
食
わ
な
い
と

 
目
だ
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亜
狛
や
耶
狛
に
黒
は
た
ま
た
お

や
お
空
は
何
時
も
食
べ
て
い
る
た
め
問

は
な
い
が
さ
と
り

な
食
べ
さ
せ
な
い
と
ど
ん
ど
ん
食
べ
さ
せ
な
い
と
た
だ
で
さ
え
食
が

い
の
も
あ
る
が
こ
い
し

シ

ク
な
ら
ぬ
心

性
の
た
め
す
ぐ
に

ド
で

込
み
そ
の
ま
ま
不

生
活
に
ま

し
ぐ
ら

と
い
う
不
生
活
を

り
返
す
た
め
食
べ
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
の
だ

 
さ
と

は

私
は
何
を

 
理
 

さ
と
り

飯
を
食
わ
な
い
と

目
だ

 
さ
と

え

え

と
い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う

い
食
事
を
と
り
始
め
る

こ
れ
な
ら
問

は
な
い
だ
ろ
う

に

り
自
分
も

イ
ン

を
飲
み
出
す

 
憤
怒

本
当
に
怠
惰
に

て
る
よ
な

 
理
 

彼
奴
と
一

に
す
る
な

 
憤
怒

ふ

 

い

イ
ン
を
飲
み
出
す

俺
と
彼
奴
の
何
処
が

て
い
る
ん
だ
か

少
な
く
と
も
俺
は
ロ
リ

コ
ン
じ

な
い

き
合

た
女
性
が
た
ま
た
ま
見
た
目
が
ロ
リ
だ

た

た
だ
そ
れ
だ
け
の
事

だ
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憤
怒

そ
う
い
え
ば
そ
こ
の

せ

だ

た

ち

ん

 
さ
と

何
で
す
か

 
憤
怒
は

り
さ
と
り
を
じ

と
見
つ
め
る
と
さ
と
り
は
た
め

を

き

 
さ
と

写
真
撮
影
は
さ
れ
ま
し
た
が
そ
れ

外
は
何
も
さ
れ

 
て
い
ま
せ
ん
よ
妹
共
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 
憤
怒

そ
う
か

 
一
体

何
の
話
を
し
て
い
た
ん
だ

 
理
 

何
を
話
し
た
ん
だ
よ

 
憤
怒

あ

俺
の
仲
間
が
変
な

を
し
て
な
い
か
を
聞
い

 
た
だ
け
さ

 
理
 

何
か
あ

た
の
か

 
さ
と

い
え
理
久
兎
さ
ん
に
は
そ
の

ず
か
し
く
て

え
ま

 
せ
ん

 
本
当
に
何
が
あ

た
ん
だ

憤
怒
は

ラ

ラ
と

い
酒
を
飲
む

 
憤
怒

女
に
は
秘
密
に
し
た
い
事
が
い
く
つ
も
あ
る
も
の
と
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い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
よ

い
わ
く
だ
が
な

 
理
 

 
女
心
と
い
う
か

女
心
と
い
う
か
そ
れ
ら
は
今
も
あ
ん
ま
り
よ
く
分
か
ら
な
い
な

 
憤
怒

そ
れ
と
も
し
も

と
か
怠
惰
が
し
つ
こ
い
な
ら
俺

 
に

し
ろ
そ
の
時
は

ら
せ
て
や
る
か
ら
よ

 
理
 

そ
う
い
え
ば
お
前

の
ル
シ
フ

と
互

に

 
殺
り
合

た
と
か
文

に
書
い
て
あ

た
が
実

に

 
ど
う
な
ん
だ

 

々
と
お
ふ
く
ろ
か
ら
聞
い
た
り
文

か
ら
調
べ
た
り
し
て
い
る
た
め
聞
い
て
み
る
と
憤
怒
は

天

を
見
上
げ
少
し
間
を
置
く
と

 
憤
怒

殺
り
合

た

結

は
決
着
つ
か
ず
そ
れ
で
い
て

 

々
と
事
件
が
あ

て
な
そ
こ
で
義
兄
妹
の

を
交

 
わ
し
て
小
隊
を
結
成
し
た
か
ら
な

 
恐
ら
く
そ
の
小
隊
こ
そ
が

つ
の
大
罪
な
の
だ
ろ
う

つ
ま
り
は
憤
怒
や

が
い
な
か

た
ら
お
ふ
く
ろ

で
今
の
世
は
な
か

た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
な
の
か
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憤
怒

さ
て
と
こ
ん
な

生

く
て

気

い
話
は
な
し
に

 
し
て

い
飯
を
食

て
明
日
に
備
え
る
か

 
理
 

お
い
お
い
あ
ん
ま
り
派
手
に
暴
れ
る
な
よ

 
憤
怒

分
か

て
る

て
の

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
憤
怒
と
い
う
客
人
と
共
に
夜
を
過
ご
す
の
だ

た

過
ご
す
の
だ

た
が

そ
の
後
に
ち

と
し
た
事
件
が
起
こ
る
の
だ
が
そ
れ
を
今
の
理
久
兎
達
は
知
る
よ
し
も
し
な
い

の
だ

た

 
暴
食

そ
れ
じ

こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う
む
そ
れ
で
そ
な
た
の

棒
と
い
う
の
は

 

 

え

と
そ
の
出
て
き
て
も
よ
ろ
し
い

で
す
か

 
暴
食

あ

良
い
よ
お
い
で

 

 

し

失
礼
し
ま
す

 

 

そ
な
た
な

か
ロ
ン

ス
じ

た
か
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は

は
い
暴
食
様
の
神

を

め
さ
せ
て
い
た
だ
い

 
て
い
る
ロ
ン

ス

で
す

 
暴
食

え

と
こ
の
子
は

で

あ
ま
り
怒
鳴
ら
い
で
あ

 
げ
て

ち

ん

 

 

う

う
む

え

と
そ
な
た
と
暴
食
と
の
関
係
を
教

 
え
て

し
い
の
と
暴
食
の
自

で
き
る
所
を
教
え
て

 
は
く
れ
ぬ
か

 
ロ
ン

は

は
い
暴
食
様
は
あ
る
計
画
の
最
中
で
私
を
助
け

 
て
く
れ
た

人
な
ん
で
す

 

 

あ
る
計
画

 
ロ
ン

は
い
四
天
使

ブ
リ
エ
ル
が
立
案
し
た
聖

計
画
と

 
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
そ
こ
で
創
ら
れ
た
の
が
私
な
ん

 
で
す

 
暴
食

彼
奴
は
許
さ
れ
ざ
る
事
を
し
た
か
ら

人
的
に
も

 

い

手
だ

た
ん
だ

彼
奴
の
実
験

設
を

い
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撃
ち
に
し
て

し
て
い

て
い
る
過
程
で

然
に

 
も
こ
の
子
を
見
つ
け
て

が

す
る
と
共
に

の

 
神

に
な

た
ん
だ
よ

 

 

そ
う
じ

た
か
す
ま
ぬ
な

 
暴
食

ち

ん
が
謝
る
事
じ

な
い
よ

 
ロ
ン

え

そ
し
て
暴
食
様
の
自

の
点
は
や
は
り
全
て
で

 
す

 

 

そ

そ
れ
は
説
明
に
な

て
は
お
ら
ぬ
の

も
う

 
少
し

体
的
に

 
ロ
ン

え

と
ど
う

え
ば
良
い
か

 
暴
食

え

と
取
り
込
み
中
の
所
だ
け
れ
ど
ご
め
ん
時
間
が

 
そ
ろ
そ
ろ

 

 

は

気
づ
け
ば

な
ら
ば
次
回
ま
で
に
ま
と
め
る
の

 
じ

 
ロ
ン

は

は
い
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う
む
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
暴
食

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
ロ
ン

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
４
９
３
話
 
起
き
た
ら
事
後

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
待
ち
に
待

た
ル

ン
フ

ク
ト
リ

を
プ
レ
イ
し
て
い
る
怠
惰
の

ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
ず

い
た
の
は

ブ
の

で
す

３

時
代
は

つ
し
か
な
か

た
ス
ロ

ト
が

上
に
な

て
い
て
ビ

ク
リ
し
ま
し
た

こ
れ
は
デ

消
さ
ず
に
全
キ

ラ
を
コ
ン
プ
リ

ト
で
き
る
よ
や

た

と
い
う
運

の

葉
が
聞
こ
え
ま
し
た

さ
て
こ

ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
憤
怒
達
と
で
飲
み
合
い
を
し
た
そ
の
後
の
事

 
理
 

ふ
わ

 
起

し
体
を
起
こ
し
て
ボ

と
す
る

 
理
 

い
つ
の
間
に

た
ん
だ

 

日
の
晩
飯
の
後
か
ら
の
記
憶
が
ま

た
く
な
い

と
い
う
か

え
て
み
る
と
自
分
は
服
を
着

ず
に
真

だ

ど
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
ん
だ
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理
 

 
と
い
う
か
自
分
の

で
布
団
が
こ
ん
も
り
と
盛
り
上
が

て
る

布
団
を

る
と

 
さ
と

す

す

 
さ
と
り
が

て
い
た

 
理
 

 
待
て

待
て
待
て
待
て

ま
さ
か
事
後
な
の
か

チ
な
事
後
な
の
か

い
や
そ
ん
な
バ
カ
な

俺
に

て
そ
ん
な
事
が
あ
る
訳
な
い
だ
ろ

 
理
 

オ

オ

静
に
な
れ
俺

か

日

 
は

メ
だ
思
い
出
せ

や

 
マ

で
ど
う
す
る
か
と
思

て
い
る
と
気
づ
く

さ
と
り
は

マ
は
着
て
い
る
事
に
一

で

元
の
方
の
布
団
を

す
る

う
ん
こ
れ
は
大
丈
夫
だ
な

だ
と
し
た
ら
何
が
原
因
で
こ
う

な

て
い
る
ん
だ

 
理
 

ん

 

を
見
て
み
る
と
お

と
お
空
が
大
の

で

れ

て
い
て
更
に
そ
の
奥
に
は
耶
狛
と
思
わ
れ

る
物
が
テ

ブ
ル
の
上
で

て
お
り
そ
の
下
に
は
亜
狛
と
思
わ
れ
る
者
が

て
い
た

だ
が
ま
だ
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そ
れ
な
ら
良
い

く
べ
き
こ
と
に
黒
が

に
め
り
込
ん
で
い
た

と
い
う
か
よ
く
よ
く
見
て
み

る
と
こ
こ
は
自
分
の
部

ど
こ
ろ
か
さ
と
り
の
部

で
す
ら
な
く

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
だ

 
理
 

何
だ
こ
の
カ
オ
ス

 
起
き
上
が
り
体
を

ば
す

と
り
あ
え
ず
断
罪
神
書
を
探
す
と
自
分
の
後
ろ
に
あ

た

ど
う

や
ら
こ
れ
を

か
わ
り
に

て
い
た
み
た
い
だ

本
を
開
き
服
を
取
り
出
し
て
着
る

 
理
 

こ
れ
で
よ
し

 
さ
と
り
に
布
団
を
か
け
て

を
み
る

か
ら
し
て
元
気
そ
う
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
な

そ
し

た
ら
と
り
あ
え
ず

に
め
り
込
ん
で
い
る
黒
を
引

り
だ
し
地
面
に

か
せ
る

黒
は
気
絶
し

て
い
る
の
か
引

り
出
し
て
も
起
き
や
し
な
い

し
か
し
こ
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の

を
後
で
美
寿
々

に
頼
ん
で
修

し
て
も
ら
わ
な
い
と
な

だ
が
こ
の
時
に
な

て
ふ
と
気
づ
く

 
理
 

憤
怒
の
奴
は
何
処
に

 
そ
う
憤
怒
が
こ
の
場
に
い
な
い
の
だ

一
体
ど
こ
に
と
思
い
探
し
だ
す

地
霊
殿
の
部

と
い

う
部

を
探
し
そ
し
て
風
呂
場
を
探
す
が
見
つ
か
ら
な
い

恐
ら
く
旧
都
に
向
か

た
の
か

 
理
 

こ
う
し
ち

い
ら
れ

 
あ
ん
な
と
ん
で
も
な
い
奴
を

し
に
は
で
き
な
い

し
に
し
よ
う
も
の
な
ら
下
手
せ
ず
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と
も
旧
都
が

に
な

て
し
ま
う

す
ぐ
さ
ま
地
霊
殿
を
飛
び
出
し
旧
都
へ
と
向
か
う
の
だ

た

旧
都
へ
と

り
着
い
た
そ
の

間

 
ド
ゴ

ン

 
と

大
き
く

発
す
る

が
聞
こ
え
る

そ
こ
へ
と
向
か
う
と

 
勇
儀

は

は

 
憤
怒

な
か
な
か
出
来
る
じ

か

 
そ
こ
に
は
勇
儀
と
憤
怒
が
い
た

ど
う
や
ら
喧
嘩
の
真

最
中
み
た
い
だ

 
勇
儀

四
天
王
奥
義
 
三
歩
必
殺

 
勇
儀
の
最
後
の
奥
の
手
を

ぶ

歩
目
で
大
き
く
地
面
が

れ
る

歩
目
で
更
に
地
面

が
大
き
く

れ
だ
す

そ
し
て

歩
目
で
一

で
憤
怒
へ
と
間
合
い
を

め
よ
り
そ
の

を
憤

怒
の

体
目
掛
け
て

ち
見
事
に
命
中
す
る
の
は
見
え
た
が
そ
の

間
に
土

が
上
が
る

を

外
し
て
い
な
い
自
分
は
あ
れ
に
吹

飛
ば
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
が
は
た
し
て
憤
怒
は

と
思
い

土

が

み
そ
の
姿
を
見
る

 
憤
怒

何
だ
今
の
は

 
勇
儀
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ま
さ
か
の
無

で
そ
の
場
に
立

て
い
た

あ
ま
り
の
光

に
そ
の
場
の
者
達
は
絶
句
し

る 
憤
怒

な
ら
次
は
俺
の

ン
だ
が
受
け
る
か
女

 
勇
儀

ふ

あ

来
な

 
憤
怒

い
い
心

え
だ
な

 
そ
う

う
と
憤
怒
は

を

え
勇
儀
へ
と
殴
り
か
か
る

何
の
変

も
な
い

な

な
の
だ
が

や
は
り
あ
の

は
自
分
か
ら
見
た
ら
死
が

て
く
る
よ
う
な
感
覚
だ

そ
れ
は
外

か
ら
見
て

い
て
も
そ
う
思
え
る
の
だ

勇
儀
は
憤
怒
の
一
撃
を

の
交

で
ブ
ロ

ク
す
る
の
だ
が
見
事
に

吹

飛
ば
さ
れ
数
々
の
家
を
突
き

け
果
て
の
方
ま
で
吹

飛
ん
で
い

た

 
憤
怒

や
り
過
ぎ
ち
ま

た

 
理
 

お
い
お
い

 
や
れ
や
れ
と
思
い
仕
方
な
く
勇
儀
が
吹

飛
ん
で
い

た
方
向
に
向
か

て

え

 
理
 

戦
術
十
八
式

雷

 
一
気
に
地
面

り
加

し
て
勇
儀
の
も
と
へ
と
向
か
う
と
勇
儀
は

だ
に
吹

飛
ば
さ
れ
て
い

た

す
ぐ
さ
ま
勇
儀
を

み
回
収
す
る
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勇
儀

う

て
理
久
兎

 
理
 

動
く
な
よ
つ
い
で
に

る
な

を

む

 

雷
で
ま
た
来
た
道
を

り
先
程
の
場
所
へ
と

る

 
勇
儀

助
か

た

 
理
 

良
い
よ

そ
れ
よ
か
憤
怒
こ
れ
は
や
り
過
ぎ
だ

て

 
の

 
憤
怒

い
や
す
ま

結

え
ち
ま

て
よ

そ
こ
の

 
ち

ん
も
悪
か

た
な

心
か
ら
謝
罪
す
る

 
勇
儀

わ
な
い
よ
喧
嘩
だ

た
ん
だ
し

 
楽
し
そ
う
に

い
勇
儀
は
手
を

し
出
す

そ
れ
を
憤
怒
は

り
互
い
に

手
す
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず
帰
る

あ
ん
ま
し
暴
れ
る
と
こ

ち
が

 
た
ま

た
も
ん
じ

な
く
て
な

 
憤
怒

お

と
悪
い

そ
れ
じ

あ
ま
た
な

 
勇
儀

あ

戦

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
そ
う
し
て
勇
儀
と
別
れ
地
霊
殿
の
帰

へ
と
つ
く
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理
 

あ
ん
ま
り
暴
れ
る
な
よ
な

 
憤
怒

悪
い

あ

す
ま
な
い
け
ど
よ
土
産
を
見
て
い

て

 
も
良
い
か

 
理
 

土
産

 
憤
怒

あ

の
奴
に

ろ
う
と
思

て
な

 
理
 

分
か

た
よ
な
ら
そ
う
だ
な

 
と
り
あ
え
ず
土
産

で
思
い

い
た
場
所
へ
と
向
か
う

そ
こ
は

々
な
物
が
売

て
い
る
雑

だ

つ
い
で
に
地
獄

頭
だ

た
り
⻤
の
ぬ
い
ぐ
る
み
こ
と
⻤
ぐ
る
み
と
若

コ
ア
な
物
ま

で
あ
る

因
み
に
⻤
ぐ
る
み
は
勇
儀
と
萃
香
が
モ
デ
ル
と
な

た
物
だ

た
り
し
て
い
た
り
す

る 
店
主

い
ら

し

い
ま
せ

あ

理
久
兎
さ
ん
こ
ん
に

 
ち
は

 
理
 

よ

 
こ
こ
の
店
主
は
無
論
の
⻤
だ

何
で
も
美
寿
々

く
で
術
の

い
は
中
々
の
も
の
と
の
事
ら

し
い

つ
い
で
に
自
分
の
使
う

は
こ
こ
で
購
入
し
て
い
る
の
だ



 第４９３話 起きたら事後

 
憤
怒

う
こ
れ
は
こ
れ
は

 

さ
れ
た
土
産
を
憤
怒
は
物

し
出
す

 
店
員

所
で
何
時
も
の
あ
れ
は
買
い
ま
す
か

 
理
 

そ
う
だ
な

悪
い
今
日
は
持
ち
合
わ
せ
は
な
く
て
な

 
ま
た
今
度
に
で
も
買
わ
せ
て
も
ら
う
よ

 
店
員

そ
う
で
す
か

で
す

 
と
会
話
を
し
な
が
ら
憤
怒
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と
憤
怒
は
何
か
耳
に
当
て
て
何
か
を
話
し
て
い

た 
憤
怒

そ
う
そ
う
土
産
だ

え

い
ら
な
い
の
か

そ
う

 
か
分
か

た
な
ら

の
奴
等
の
分
だ
け
買
う

 
そ
う

う
と
耳
に
当
て
て
い
た
物
を
ポ

ト
に
入
れ
る
と
代
わ
り
に

布
を
取
り
出
す

 
憤
怒

こ
の
地
獄

頭

て
の
と
⻤
く
る
み

萃
香

を
買

 
わ
せ
て

う

 
店
員

度
あ
り

 
地
獄

頭
は
分
か
る
が
何

ま
た
⻤
く
る
み
な
ん
だ
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憤
怒

て
お
く
が
こ
れ
は
俺
の
趣
味
じ

か
ら
な

 

方
が
ロ
リ
コ
ン
で
こ
う
い
う
の
が
喜
ぶ
の
さ

 
理
 

そ

そ
う
な
の
か

 
そ
れ
完

に
犯
罪

い
や
ま

俺
も
人
の
事
を

え
な
い
か

 
店
員

お
会
計
が

方
に
な
り
ま
す

 
憤
怒

こ
れ
で

 
店
員

ち

う
ど
で
す

度
あ
り

 
買

た
土
産
を
持
つ

 
理
 

な
ら
行
く
か

 
憤
怒

そ
う
だ
な

 
そ
う
し
て
地
霊
殿
に
向
か

て
歩
き
始
め
る

そ
う
い
え
ば

日
の
事
を
も
し
か
し
た
ら
憤
怒

な
ら
覚
え
て
い
る
か
な

 
理
 

な

憤
怒

 
憤
怒

ど
う
し
た

 
理
 

お
前
さ

日
の
晩
飯
の
後
の
記
憶

て
覚
え
て
い
る
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か

 
憤
怒

か

 
そ
う
し
て
憤
怒
は

日
の
事
を
語
り
出
す

日
の
晩
飯
後
理
久
兎
と
憤
怒
ま
し
て
や

の

者
達
も
酒
を
飲
む
だ
け
飲
ん
で

界
を

え
た
の
か
皆
が
皆
で
酔

ら

て
い
た
の
だ

 
憤
怒

な

理
久
兎

 
理
 

ク

ん
だ
よ

 
憤
怒

じ

ん
け
ん
す

ん

ん
対
決
し
よ
う

 
理
 

う
面
白
そ
う
だ
そ
れ
じ

つ
ま
ら

な

も
う

 
少
し

ゲ

ム
増
や
そ
う

 
憤
怒

な
ら
脱
ぐ
も
の
な
く
な

た
ら
女
物
の
服
を
着
る

 
て
の
は
ど
う
よ

 
理
 

ま
だ
ま
だ

も
う
少
し

だ

 
憤
怒

よ
し
な
ら
そ
れ
を
写
真
に

め
て
ば
ら

く

て
の

 
は
ど
う
や

 
理
 

お

し

た
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と

語

て
く
れ
る

そ
れ
を
聞
い
た
自
分
は
あ
ま
り
の
と
ん
で
も
発

に
絶
句
し
た

 
理
 

ま

マ

な
の
か
そ
れ

 
憤
怒

あ

か
そ
う
だ

た

だ

 
理
 

そ
こ
か
ら
先
は

 
憤
怒

悪
い
そ
こ
か
ら
覚
え
て

や
起
き
た
時
に
は
時
間

 
だ

た
か
ら
急
い
で
旧
都
に
向
か

た
か
ら
な

 
理
 

そ
う
か

 
俺
は

だ

た
し
憤
怒
も

日
と
同
じ
服
だ
か
ら
恐
ら
く
は

と
り
あ
え
ず
何
も

え
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
自
分
達
は
地
霊
殿
へ
と
帰
る
の
だ

た

一
方

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
で

は 
耶
狛

ア
ハ
ハ
お
兄
ち

ん
何
そ
の
格

 
黒
 

あ

亜
狛
お
前

そ
ん
な
趣
味
が

 
亜
狛

ち

違

 
皆
は
目
覚
め
亜
狛
は
絶
望
の

に
立
た
さ
れ
て
い
た

 
さ
と

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
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お
空

お
父
さ
ん
可
愛
い
よ

 
お

そ
の
ご
め
ん

お
父
さ
ん

 
亜
狛

ま

待

て
く
れ
本
当
に
違
う
ん
だ

 
亜
狛
が

イ
シ

ツ
に
ニ

ト

ス
ト
か
ら
の
ス
カ

ト
と
ブ
レ
ザ

ス

イ
ル
に
な

て
い

て

わ
れ
時
に

ま
さ
れ
幻

さ
れ
て
い
る
の
を
理
久
兎
と
憤
怒
は
ま
だ
知
る
よ
し
も
な
か

た
の
だ

た

 

 

で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
暴
食

は
い

 
ロ
ン

そ
れ
で
は
前
回
の
続
き
で
す

 

 

う
む
頼
む

 
ロ
ン

は
い

え

と
暴
食
様
と
私
は
互
い
に
リ
ン
ク
し
て

 
い
る
ん
で
す

 

 

リ
ン
ク
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ロ
ン

は
い

わ
ば
一
心
同
体
み
た
い
な
感
じ
で
す

 
暴
食

そ
う
す
る
事
で
ロ
ン

ス
の
感
情
を

は
知
れ
る

 
そ
し
て

の
感
情
も
ロ
ン

ス
は
知
る
事
が
出
来

 
る
み
た
い
な
感
じ
か
な

 

 

う

 
ロ
ン

は
い
そ
し
て
そ
れ
は
自

強
化
も
同
様
で
す

 

 

自

強
化

て
何
を
す
る
ん
じ

 
ロ
ン

食
で
す

 

 

食
か

食
じ

と

 
暴
食

そ
う

は
ロ
ン

ス
が
食
し
た

手
の

で
記

 
憶
を
読
み
取
り
ロ
ン

ス
は
食
し
た

手
を
取
り

 
込
む
事
で
一
時
的
に
力
を
解

で
き
る
だ
か
ら

性

 
が
良
い
ん
だ
よ

 

 

う

 
暴
食

そ
し
て
リ
ン
ク
で
互
い
を

げ
て
る
か
ら
ロ
ン
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ス
が

食
し
自
強
化
さ
れ
れ
ば

も
強
化
さ
れ
る

 
ロ
ン

そ
し
て
暴
食
様
が
読
み
取

た
技
を
回
数
は

ら
れ

 
ま
す
が
私
が
真

る
事
も
可
能
な
の
で
す

 

 

す

い
の
互
い
が
互
い
を

て
お
る
の
と
い
う

 
か
ま
る
で
ゴ

ピ

イ

じ

な

 
暴
食

い
や
本
当
に
そ
れ
だ
よ

 
ロ
ン

そ
う
で
す

 

人

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 

 

 
暴
食

 
ロ
ン

え

と
時
間
で
す
し
終
わ
り
ま
し

う
か

 

 

じ

な
無

な
ら
そ
の
方
が
良
い
し
の

 
暴
食

だ

そ
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
ロ
ン

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
去
ら
ば
じ
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第
４
９
４
話
 
見
た
の
は
女
装
狼

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

帰

て
き
て
す
ぐ
さ
ま

て

時
間
の

を
し
て
い
た
怠
惰
の
ク

ソ
悪
魔
で
す

い
き
な
り

く
な

た
り
で
体
が
バ
テ
ま
す
よ

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の

で
本
編
へ
ど
う

 
自
分
達
は
ご
た
つ
い
た
な
何
と
か
地
霊
殿
へ
と
帰
還
し

関
を
開
け
中
へ
と
入
ろ
う
と
す
る

と 

 

き

 
理
 

う

 

か
が
自
分
と
ぶ
つ
か
り
後
ろ
へ
と

れ
出
す

す
ぐ
さ
ま
手
を
引
き

れ
な
い
よ
う

え

る

そ
し
て
そ
の
者
が

だ
か
分
か
る

 
理
 

お

 
お

り

理
久
兎
様
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そ
れ
は
お

だ

た

し
か
し
お

の

は
悪
い
し
で
何
が
あ

た
ん
だ

と
り
あ
え
ず

立
ち
上
が
ら
せ
る

 
理
 

何
か
あ

た
の
か

 
憤
怒

あ

見
た
所
で

が
悪
い
け
ど
な

 
お

そ

そ
れ
が

 
と

お

が

お
う
と
す
る
と
奥
か
ら

か
が
走

て

方
に
向
か

て
く
る

 

 

待

て
く
れ
お

本
当
に
違
う
ん
だ

 
そ
れ
は
自
分
の
従
者
の
亜
狛
だ

た
の
だ
が

 
理
 

ぶ

 
憤
怒

な

何
じ

あ
り

 
自
分
の
知

て
い
る
亜
狛
と
は
ま
た
違

て
い
た

外
の
世
界
の
女
子
ブ
レ
ザ

を
着
た
亜
狛

み
た
い
な
子
だ

た

 
お

に

 
憤
怒

な

お
い
あ
れ

て
よ
お
前
の
従
者
だ
よ
な

か

 
彼
奴

て
男
だ
よ
な
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理
 

あ

立
派
な

狼
だ
な

 
彼
奴
は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
か

と
り
あ
え
ず
お

の
前
に
空
か
さ
ず
入
り

 
理
 

チ

ス
ト

 

イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
上

り
を

つ

だ
が
亜
狛
は
身
体
能
力
を

使
し
て
回

し
後
ろ

へ
と
下
が
る

 
亜
狛

ま

マ
ス

 
理
 

亜
狛

と
り
あ
え
ず

ち
着
け
お
前
の
そ
の
格

で

 
お

が
怖
が

て
る
か
ら

 
亜
狛

は

そ
う
だ
お

聞
い
て
く
れ

こ
れ
は
何
か
の

 
間
違
い
で

 
お

間
違
い

て
お
父
さ
ん
そ
れ
を
間
違
い

て

え
る

 
の
か
い

 
い
き
な
り
女
装
す
れ
ば

だ

て
こ
う
な
る
よ
な

し
か
も
お

か
ら
し
た
ら
心
か
ら

て

い
た
育
て
親
が
こ
う
な
れ
ば

ニ

ク
に
だ

て

る

て

 
亜
狛

だ
か
ら
俺
は
こ
の
服
を
着
た
記
憶
が
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理
 

よ
し
よ
し
お
前
ら
ま
ず
は

ち
着
け

お

も
そ
う

 
だ
が
ま
ず
は
話
を
聞
こ
う

な

 
お

え

え

 
自
分
の

に
立
つ
が
ま
だ

ニ

ク

て
い
る
の
は
明
ら
か
だ

 
理
 

そ
れ
で
亜
狛

そ
の
服
の
理
由
や
ら
を
聞
こ
う
か
お

 
前
は
何
時
か
ら
そ
の

男
の
娘

性
と
い
う
か
女
装

 
趣
味
に
目
覚
め
た
ん
だ

 
亜
狛

男
の
娘

て
何
で
す
か

そ
れ
に
女
装
趣
味
に
も

 
目
覚
め
て
い
ま
せ
ん
し
全
然
違
い
ま
す
か
ら

 
理
 

そ
れ
じ

そ
の
格

は

 
亜
狛

起
き
た
ら
こ
の
格

で
そ
れ
で
皆
が

た
り
怖
が

 

た
り
し
て
そ
れ
に

元
も
ス

ス

す
る
の
で
よ

 
く
見
た
ら
こ
の
格

で

 
何
か

い
朝
の
あ
の
光

と
同
じ
事
を

う
な

待
て
よ

そ
う
い
え
ば
憤
怒
の
話
の
下
り

で
女
装
が
ど
う
の

て
あ

た
な



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
理
 

お
前
は

日
の
記
憶
あ
る
か

 
亜
狛

え

え

と

あ

そ
う
い
え
ば

日
マ
ス

と

 
憤
怒
さ
ん
の
じ

ん

に
黒
さ
ん
と

加
し
て
服
を

 
脱
い
だ
記
憶
が

そ
れ
で

か
何
か
服
を
着
た
記
憶

 
が
無
き
に
し
も

 
お

や

り
お
父
さ
ん

 
亜
狛

本
当
に

解
な
ん
だ

 
成
る
程
や

り
か

憤
怒
と

を
合
わ
せ
目
で
ア
イ
コ
ン

ク
ト
を
す
る

亜
狛
に
対
し
と

り
あ
え
ず
頭
を
下
げ
る

 
亜
狛

え

 
理
 

ア
ハ
ハ
悪
い

そ
れ
多
分

俺
の
せ
い

か
な

 
憤
怒

あ

悪
か

た
よ

 
と
り
あ
え
ず
亜
狛
に
ど
う
い
う

で
知

た
の
か

酔

て
い
た

に
し
て
い
た
事
を
話

す 
亜
狛

あ
ん
た
達
の
せ
い
か
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理
 

悪
い
悪
い

 
憤
怒

あ

 
亜
狛
の

間
に
は
シ

が

つ
も
よ

て
い
た
が
ま

こ
れ
で

解
は
解
け
た
だ
ろ
う

 
お

よ

良
か

た
よ

本
当
に
お
父
さ
ん
が
そ
う
な

 
て
い
た
ら
あ
た
い
は
も

と

ニ

ク
に
な

て
い

 
た
よ

 
理
 

お

も
悪
か

た
な

ま

で
も
ア
コ
ち

ん
そ
の

 
格

は
中
々
に

合

て
る

 
亜
狛

余
計
な
お
世
話
で
す

と
い
う
か
次
に
そ
の
ア
コ

 
ち

ん
な
ん
て

た
ら
ク
ナ
イ
を

し
ま
す
か
ら

  
だ
が
実

に

合

て
る
か
ら
仕
方
な
い

ぶ

ち

け
亜
狛
の

て
中
性
的
な

を
し
て

る
し
身
⻑
も
男
性
の
中
だ
と

め
だ
か
ら
女
装
さ
せ
て
知
ら
な
い
者
に
見
せ
れ
ば
恐
ら
く
女
性
と

わ
れ
る
と
思
う

 
亜
狛

は

と
り
あ
え
ず
服
を
着
な
き
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理
 

そ
う
だ

 

だ
し
こ
れ
を
記
憶
し
て
お
く
か

断
罪
神
書
か
ら
写
真
機
を
取
り
出
し

 
理
 

亜
狛

 
亜
狛

何
で

 
理
 

お
手

 
と

手
を

し
出
し

う
と
亜
狛
は
本
当
に
お
手
を
す
る

 
亜
狛

わ
ふ

ん

 
カ
メ
ラ
を

え
ら
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
が
も
う

い

す
ぐ
に
も
う

方
の
手
で

え
た

カ
メ
ラ
の
ボ

ン
を

す

 

シ

 
こ
れ
で
亜
狛
の

ず
か
し
い
黒

写
真
を

め
れ
た

や
ら
れ
た
亜
狛
の

は
真

に
な

る 
理
 

良
い
の
が
撮
れ
た
な

 
亜
狛

ま

マ
ス

方

て
人
は

 
理
 

ま

の
記

に
な
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亜
狛

そ

そ
れ
を

 
理
 

お

と
強
引
に
取
ろ
う
と
す
る
な
ら
こ
れ
を
耶
狛
に

 
渡
す

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
は
さ

と
出
し
た
手
を

え
て
下
が
る

亜
狛
の
意
外
な
る
弱
点
そ
れ
は

耶
狛
に
は
と
ん
で
も
な
く
弱
い
の
だ

 
理
 

安
心
し
ろ
記

に
撮

た
だ
け
だ
か
ら
な

の
奴
に

 
は
渡
さ
な
い
よ

 
亜
狛

本
当
に

方

て
人
は

 
憤
怒

や

り
お
前
は
怠
惰
に

て
る
な

 
理
 

は

何
処
が

 
憤
怒

そ
う
い
う

し
を
か
け
る
所
さ

 
あ
ん
な
奴
と
は
一

に
し
な
い
で

し
い

亜
狛
は

め
し
そ
う
に

方
を
見
て
く
る

 
理
 

そ
ん
な

す
る
な
よ

本
当
に
見
せ
は
し
な
い
よ

 

な
思
い
出
作
り
さ

 
亜
狛

気
に
し
ま
す
か
ら
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お

お
父
さ
ん

ち
着
い
て

て

 
亜
狛

こ
れ
に

て
は
俺
の
存

意
義

び
今
後
の
俺
の

 
キ

ラ
が
変
な
方
向
に
決
ま
る
か
ら
な

 
ま

た
く
大

な
奴
だ
な

そ
ん
な
事
が
本
当
に
起
こ
る
と
思

て
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
理
 

分
か

た
分
か

た
今
日
は
お
前
の

き
な
寿

を

 

て
や
る
か
ら
そ
れ
で
許
せ
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
は

い
た

を
す
る
が

間
に
シ

を

せ
て

 
亜
狛

そ

そ
ん
な
で
買
収
し
よ
う
だ
な
ん
て

 
理
 

因
み
に

コ
ハ小

と
か
光
り
物
も

る
つ
も
り
だ
が

 

を

ら
め
て
て
そ

を
向
く

 
亜
狛

ま

ま

そ
れ
な
ら

 

と

を

て
る
か
ら
嬉
し
い

て
い
う
の
が
ま
る
分
か
り
何
だ
よ
な

因
み
に

亜
狛
の

き
な
ネ

は
小

耶
狛
は

子
黒
が

ラ
メ
と
い
う
感
じ
だ

因
み
に
俺
は

だ

な 
お

は
い
は
い

あ
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理
 

何
だ
お

 
お

ま
た
マ
グ
ロ
の
解
体
シ

は
や
る
の

 
理
 

い
や
流

に
そ
れ
は

 
あ

た
ら
や

て
も
良
い
が
生

な
話
で
マ
グ
ロ

々

は
な
い
ん
だ
よ
な

前
に
現
世

で
買
い

け
た

に
は
マ
グ
ロ
ま
で
は
な
か

た
か
ら
な

す
る
と

 
憤
怒

マ
グ
ロ

あ

あ
の
デ
カ
イ

か
あ
る

 
理
 

そ
う
か

は

 
そ
う

う
と
憤
怒
は

を

え
て
空
を
切
る
よ
う
に
殴
る
と
そ
こ
に

け
目
が
現
れ
る

そ
こ

に
手
を
突

込
み
何
か
を
引

り
出
す

そ
れ
は

り

ま
れ
ま
た

の
よ
う
な
物
だ

 
憤
怒

あ

こ
れ
は
ウ
ル
テ

オ

だ
間
違
え
た

 
再
び
そ
れ
を
突

込
み

サ
ゴ
ソ
と
探
す
と
ま
た
何
か
を
い
や
あ
の

び
れ
は
ま
さ
か

 
憤
怒

そ
ら
よ

と

 
憤
怒
は
取
り
出
し
た
物
は
正
真
正

の
マ
グ
ロ
だ

し
か
も

く
で
か
い

 
憤
怒

前
に
買

た
ん
だ
が
食
う
機
会
が
な
く
て
な
良
け
れ
ば

 
使

て
く
れ
な
い
か
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理
 

良
い
の
か

 
憤
怒

あ

だ
が
飛
び
き
り
の
頼
む

 

論
だ
客
の
期
待
に

え
て
こ
そ
料
理
人
だ
か
ら
な

 
理
 

あ
い
よ
亜
狛
す
ぐ
に
着
替
え
て
準
備
し
ろ
そ
ん
で
耶

 
狛
と
黒
に
も
伝
え
ろ
お

も

の
者
達
に
伝
え
て
お

 
い
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
お

あ
い
に

 
そ
う

い

人
は
去

て
い

た

 
理
 

さ
て
と
俺
も

飯
だ
と
か
の
準
備
し
な
い
と
な

 
憤
怒

理
久
兎
や

り
俺
に
も
や
ら
せ
ろ
よ

 
理
 

お
前
が

 
憤
怒

あ

見
て
み
た
く
な

た
ア
シ
ス

ン
ト
は
す
る
か
ら

 
よ

 
そ
う

う
と
開
い
て
い
る

け
目
か
ら
調
理

を
数
々
取
り
出
す

そ
れ
は
一
目
で
分
か
る
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ぐ
ら
い
の
手
入
れ
が
行
き

い
た

や

に
ま
な

と
い

た

だ

 
理
 

な
ら
頼
む

 
憤
怒

お
う
よ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
調
理
す
る
マ
グ
ロ
や
必
要
な
物
を
持

て
調
理
場
へ
と
向
か
う

そ
の
道

中 
理
 

な

憤
怒

 
憤
怒

ん

 
理
 

少
し
結

し
な
い
か

 
憤
怒

う
何
を
だ

 
ち

と
し
た
計
画
を

べ
る
と
憤
怒
は
楽
し
そ
う
に

う

 
憤
怒

お
前
は
意
外
に
も

ル

い
な

 
理
 

ま

彼
奴
達
に
も

は
さ
せ
る
か
ら
な
そ
の
く
ら

 
い
は
な

 
憤
怒

だ
が

た

俺
も
そ
の
部

と
か
は

き
だ
か
ら

 
な
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理
 

話
が

く
て
助
か
る

 
そ
う
し
て
計
画
を
練
り
つ
つ
厨
房
へ
と
急
ぐ
の
だ

た

 

 

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
暴
食

え

 
ロ
ン

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

 

所
で
そ
な
た
達
は
前
回
に

に
な

た
り
と
か

 
て
お

た
が

 
暴
食

な
ら
そ
れ
を
少
し
見
せ
よ
う
か
ロ
ン

ス
モ

ド

 
聖

 
ロ
ン

は
い

 

 

し

て
本
当
に

に
な

て
お
る

 
暴
食

こ
の

身
の

術
的
な

の

ど
れ
を
と

て
も

 
最
高
だ
よ
そ
し
て
ロ
ン

ス
に
は
も
う

つ
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態
が
あ

て

食
モ

ド

 

 

う
お

て
怖

と
い
う
か
ま
ん
ま
ゴ

ピ

イ

 

じ

な

 
暴
食

ま

か
に

あ
り
が
と
う
ロ
ン

ス

 
ロ
ン

は
い

 

 

そ
し
て
す
ぐ
に
人

に
な

た
り
と

い
の

 
暴
食

ア
ハ
ハ
そ
れ
が

の

棒
さ

 
ロ
ン

め
て
く
だ
さ
い
よ
暴
食
様

 

 

を

ら
め
て

女
か

と
い
う
か
今
ま
で
見
て

 
き
た
オ
リ
キ

ラ
の
中
で
も
狗
神
に
次
ぐ

女
の
よ

 
う
な

を
し
お

て
か
ら
に

 
暴
食

ま

ロ
ン

ス
の
秘
密
は
い
ず
れ

て
事
で

 

 

気
に
な
る
の

 
暴
食

さ
て
時
間
も
時
間
で
す
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 
ロ
ン

見
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
さ
ら
ば
じ
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第
４
９
５
話
 
協
力
食
事
作
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

夜
し
て
ゲ

ム
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

日
気
づ
い

た
ら
朝
の

時
に
な

て
い
ま
し
た

流

に
や
り
過
ぎ
た
な
と
思
い
ま
し
た

さ
て
こ
ん

な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
地
霊
殿
の
厨
房
で
は
現

憤
怒
と
共
に
寿

を

る
下
ご
し
ら
え
を
行

て
い
た

 
憤
怒

そ
ら
よ

と

 

い

さ
ば
き
で

の

を

が
し
さ
ば
い
て
い
く

そ
の
間
に
こ

ち
は

飯
の
準
備

を
し
て
い
く

 
理
 

流

だ
な
そ
の
手

 
憤
怒

あ
り
が
と
う
よ

 

飯
の
準
備
が
終
え

り
の
必
要
な
海

や
ネ

を

意
し
た
頃
に
は
憤
怒
は
も
う

に

を

さ
ば
き
終
え
て
い
た
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理
 

そ
し
た
ら

の
部

に
持

て
い
く
よ

 
憤
怒

い
き
た

 
そ
う
し
て
準
備
を
終
え

イ
ニ
ン
グ
へ
と
運
ぶ
と
皆
は
待
ち
に
待

た
と
い
う

を
し
て
待

て
い
た

 
理
 

う

し
な
ら

ら
せ
て

う
よ
食
べ
た
い
ネ

を

 

て
い
け

 
憤
怒

マ
グ
ロ
は
頼
む
な
よ

後
で
解
体
し
て
か
ら

る

 
か
ら
な

 
と

う
と
皆
は
一

に
各
々
の
食
べ
た
い
ネ

を

い
だ
す

 
亜
狛

予
告
し
た
小

 
耶
狛

マ
ス

私
は

 
お

カ
ン

チ
を
お
願
い
し
ま
す

 
お
空

 
黒
 

た
こ
を
頼
む

 
さ
と

え

と
太
刀

で
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各
々
で

て
く
る
な

と
り
あ
え
ず
小

勘
八

太
刀

か

 
理
 

は
い
よ

 
憤
怒

い
ネ

が
多
い
な

 
理
 

ま

昔
か
ら
時
々
で
食
わ
せ
て
る
か
ら
な

 
そ
の
せ
い
な
の
か
や
た
ら
と
一
部
は
通
な
ネ

を
チ

イ
ス
し
て
く
る
ん
だ
よ
な

 
憤
怒

成
る
程

と
り
あ
え
ず

る
か

 
理
 

だ
な

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

飯
を
取
り
手

よ
く

て
い
く

 
理
 

あ
い
お
待
ち

 
憤
怒

こ

ち
も
だ

 
そ
う
し
て
出
し
た
寿

を
受
け
取
り
皆
は
食
べ
始
め
る

こ

ち
も

口
に
酒
を
注
ぎ
憤
怒
に

渡
す

 
理
 

れ

 
憤
怒

サ
ン
キ

 
あ

ち
が
食
べ
て
こ

ち
が
食
べ
な
い
の
は
も

た
い
な
い
か
ら
な

酒
を
飲
む
と
皆
は
食
べ
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終
え
た
の
か

 
耶
狛

マ
ス

お
か
わ
り

 
亜
狛

こ

ち
も
お
願
い
し
ま
す

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
お
す
す
め
の
物
を
お
願
い
し
ま
す

 
黒
 

俺
も
頼
む

 
お

は
い
は
い
私
も

 
お
空

私
も
お
願
い
理
久
兎
様

 
こ
い
つ
ら

い
食
う
な

憤
怒
と

を
合
わ
せ
や
れ
や
れ
と
い
う
ポ

を
す
る
と
自
分
達
は

寿

を

る
の
だ

た

そ
う
し
て
あ
る
程
度
の

も
な
く
な

て
き
た
所
だ
し
そ
ろ
そ
ろ
本
番

の
あ
れ
を
や
る
か

 
理
 

さ
て
と

 
断
罪
神
書
か
ら
憤
怒
か
ら

り
受
け
た
マ
グ
ロ
を
取
り
出
し
台
に
置
く

そ
の
大
き
さ
に

の

者
達
も

を
あ
げ
る

 
理
 

そ
し
て
こ
れ
を

く
の
は
こ
れ
だ

 
そ
し
て
更
に
断
罪
神
書
か
ら
マ
グ
ロ
を
解
体
す
る
た
め
だ
け
に
存

す
る
マ
グ
ロ
解
体

を



 第４９５話 協力食事作り

取
り
出
す

 
憤
怒

そ
ん
な
も
ん
ま
で
あ
る
の
か

 
理
 

た
り
め

よ

だ
し
や

て
み
る
か

 
憤
怒

あ

と
も
や
ら
せ
て
く
れ

 

だ
し
憤
怒
に
も

験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
た
め
や
ら
せ
る
事
に
す
る

を
渡
す

 
理
 

な
ら
ま
ず
は

を

と
し
て
く
れ

 
憤
怒

あ
い
よ

 
そ
う

う
と
マ
グ
ロ
の

を
一

で
切
断
す
る

 
理
 

そ
し
た
ら
次
は
頭
を

と
す
が

 
憤
怒

任
せ
ろ
よ

 
そ
う

う
と
手

よ
く
頭
を

と
す

そ
の
動
作
は
流
れ
る
よ
う
な
動
作
で
ビ

ク
リ
す
る

 
憤
怒

こ
う
し
て
や

て
み
る
と
面
白
い
な

 
理
 

そ
う
い
え
ば
や

た
こ
と
な
い
ん
だ

た
よ
な

 
憤
怒

あ

マ
グ
ロ
の
解
体
だ
と
か
は
主
に

が
や

て

 
い
た
か
ら
な
俺
は
あ
く
ま
で
も
調
理
の
み
だ

た
の
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さ
だ
か
ら
こ
う
い
う
の
が
新

で
な

 
動
作
か
ら
そ
う
は
思
え
な
い
ん
だ
よ
な

 
理
 

そ
し
た
ら
そ
こ
に
切
り
込
み
を
い
れ
て
後
は

 
と

指

を
し
て
い
き
憤
怒
は
マ
グ
ロ
を
解
体
し
終
え
る

 
憤
怒

ふ

楽
し
か

た

 
理
 

お
つ
か
れ

さ

て
今
か
ら
マ
グ
ロ
の

り
寿

を

 

山
食
わ
せ
て
や
る
か
ら
な

 
全
員

お

 
そ
う
し
て

飯
を
取
り
憤
怒
が
解
体
し
て
く
れ
た
身
を
裁
き
寿

を

て
い
く

 
憤
怒

な

理
久
兎
こ
の

と
テ

ル
に

そ
ん
で
カ
マ

 
最
後
に
ハ

モ
ニ
カ
は

て
良
い
か

 
理
 

良
い

そ
こ
は
寿

に
は
使
わ
な
い
か
ら
な

成
る

 
程

そ
う
い
う
事
か

 
憤
怒

お
察
し
の
通
り
だ

頼
む

理
久
兎

 
理
 

あ

任
せ
ろ
よ
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そ
う

う
と
憤
怒
は

式

ス
コ
ン
ロ
を
何
処
か
ら
取
り
出
す
と
着
火
し
火
を
つ
け
る

そ

こ
に

力

フ
ラ
イ

ン

を
取
り
出
す
と
各
々
の
調
理
を
始
め
る

そ
の
間
に

り
は

論
の
事
だ
が

火

き
ネ

ト
ロ

な
ど
な
ど
を
作
り
更
に
時
に
は
火
魔
法
で
身
を

た

物
に

を
少
し
か
け

り
マ
グ
ロ

く
し
の
寿

が
完
成
す
る

 
理
 

ら
食
え
食
え

 
耶
狛

い
た
だ
き

う

ん

 
亜
狛

こ
れ
は

 
黒
 

う
め

 
さ
と

が

て
ま
す

 
お
空

お
い
し
い

 
お

本
当
だ

 
皆
は
満

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
何
よ
り
だ

だ
が

え
て

お
う

こ
れ
は
フ

イ
ク
だ

と
憤
怒
が
寿

で
使
わ
な
い
ネ

を
使

て
調
理
を
開
始
し
た
時
か
ら
こ
れ
は
始
ま

て
い
た
の

だ 
耶
狛

も

も
う
食
べ
れ
な
い
よ
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亜
狛

満

で
す

 
黒
 

あ

 
さ
と

私
も
で
す

 
お

に

 
お
空

ご
ち
そ
う
さ
ま

 
そ
う

の
者
達
が
満

に
な
る
こ
の

間
を

 
憤
怒

お

し
出
来
た

 
そ
う

い
憤
怒
は
余

た
部

を
ふ
ん
だ
ん
に
使

た
料
理
を
出
す

の

け
カ
マ
の

ぎ
ま

テ

ル
の
ス
テ

キ
ハ

モ
ニ
カ
の

き

の

あ
え
と
中
々
に

そ
う
だ

 
耶
狛

も

も
う
流

に
お

が

 
理
 

何
を

て
ん
だ
こ
れ
は
俺
と
憤
怒
が
食
う
ん
だ
よ

 
そ
の
た
め
に
お
前
達
に
は
大
ト
ロ
だ
と
か
を
あ
げ
た

 
じ

な
い
か

 
黒
 

ま

ま
さ
か
主
は
元
よ
り
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亜
狛

そ
れ
ら
を
食
べ
る
た
め
に
わ
ざ
と

達
に
ト
ロ
等
の

 
部
分
を

 
ニ

リ
と

い

く
と
そ
の
場
の
者
達
は

い
た

を
す
る

正
直
に

う
と
マ
グ
ロ
の
部

で
美
味
し
い
の
は
世
間
一

か
ら
す
れ
ば

身
中

ち
中
ト
ロ
大
ト
ロ
の
部

が

ど
だ

ろ
う

し
か
し
俺
か
ら
す
れ
ば
そ
ん
な
部

よ
り
も
美
味
し
い
の
は
そ
の

の
部

つ
ま
り
は

カ
マ
テ

ル
等
の
部

な
の
だ
よ

前
に
異
変
を
起
こ
し
た

に
出
し
た
マ
グ
ロ
も
寿

で
は
使
わ
な
い
部

は
俺
が
調
理
し
て
美
味
し
く
頂
い
た
し
な

 
理
 

さ
て
と
俺
達
も
そ
ろ
そ
ろ
食
う
か

 
憤
怒

そ
う
だ
な

 
耶
狛

マ
ス

の
策
略
に
は
ま

た

 
お

い
流

は
理
久
兎
様
き
た
な
い

 
お
空

う

う
ぐ

 
満

と
な

た
者
達
は

に

れ
満

し
て
い
る
の
か
眠

て
い

た

何
と
で
も

え

美

味
し
そ
う
に
寿

を

た
だ
ろ
う

こ
れ
で
何
も
食
わ
せ
ず
に
自
分
達
だ
け
食
べ
て
た
な
ら

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
が
お

い

い
食
べ
た
ろ

そ
れ
も
大
ト
ロ
だ
と
か
の
高
級
な
部

も
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た
ら
ふ
く
に
な
俺
達
も
食
わ
な
き

だ

そ
う
し
て
自
分
達
も
調
理
さ
れ
た
品
を
食
べ
る
た
め

酒
を

意
し
注
い
で
い
る
と
さ
と
り
が
近
づ
い
て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
少
し
頂
い
て
も
良
い
で
す
か

 
理
 

な

ま
さ
か
食
べ
る
の
か
満

な

 
待
て
よ
そ
う
い
え
ば
さ
と
り
が
食
べ
た

は

の
者
達
よ
り
も
少
な
か

た
気
が
し
た
よ
な

ま
さ
か

 
さ
と

憤
怒
さ
ん
の
心
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

 
憤
怒

お

お
い
お
い

 
や
は
り
そ
う
き
た
か

恐
ら
く
憤
怒
が
調
理
を
開
始
し
た

に
不
信
に
思

た
さ
と
り
は
心
を

見
た
の
だ
ろ
う

も
う
少
し
自
然
に
や
る
べ
き
だ

た
な

 
さ
と

お
二
人
共

け

け
は
さ
せ
ま
せ
ん
よ

 
憤
怒

理
久
兎
こ
れ
は
俺
達
の
敗
け
だ

 
理
 

み
た
い
だ
な

 
完
敗
だ
さ
と
り
の
頭
を

で
自
分
の

の
上
に
座
ら
せ
る

 
理
 

俺
の
分
を
分
け
て
や
る
か
ら
客
で
あ
る
憤
怒
の
分
は
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食
う
な
よ

 
さ
と

ふ
ふ

大
丈
夫
で
す
よ
本
当
に
少
し
で
す
の
で

 
憤
怒

や
れ
や
れ

ち

ん
の
度
胸
は
中
々
だ

 
理
 

だ
な

ま

と
り
あ
え
ず

 
憤
怒

い
た
だ
き
ま
す

 
理
 

い
た
だ
き
ま
す

 
さ
と

い
た
だ
き
ま
す

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
憤
怒
の
料
理
を
食
べ
る

そ
し
て
そ
の
美
味
し
さ
に

く

の

込
み

や

の

和
え
は

み
が
あ
る

の
部

の

な
の
だ
が

み
は
な
く

ろ
生
か
し
な
が

ら

い
を
中
和
さ
せ

味
を
だ
し
テ

ル
は

度
の
火
加
減
で

か
れ
香

の
香
り
が
酒
を
す

す
ま
せ
る

ハ

モ
ニ
カ
の

き
は
生

の
物
と

と

子

の
も
の
が
あ
り
ど
ち
ら

も
口
の
な
か
で

味
が

が
る

カ
マ
の

ぎ
ま

は
カ
マ
の

と
ネ

の

ば
し
い
味
が
体
を

め
る

正
直
に

お
う
料
理
で
感
動
し
た
の
は
久
々
だ
と

 
理
 

完
敗
だ

々
と
な

 
憤
怒

ん

な
に
が
だ
よ
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理
 

々
と
さ

い
か
さ
と
り

 
さ
と

え

で
す
が
私
は
や

り
理
久
兎
さ
ん
の
料
理
が

 
食
べ
な
れ
て
い
る
の
で
そ

ち
の
方
が
と
い
う
の
は

 
あ
り
ま
す

 
そ
れ
を
聞
く
と
憤
怒
は

ラ

ラ
と

い
出
す

 
憤
怒

そ
う
か
そ
う
か

ま

味
覚
な
ん
て
人
そ
れ

れ
料

 
理
人
は
そ
ん
な
客
の
我
が

を
見

め
る
の
に
時
間

 
を

す
る
し
な
俺
も
ま
だ
ま
だ

て
所
だ
な

 
さ
と
り
の
頭
に
手
を
置
い
て

で
る

 
理
 

俺
も
も
う
少
し

進
し
な
い
と
な

 
さ
と

ふ
ふ

援
し
て
ま
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
憤
怒
の
料
理
を
食
し
な
が
ら
酒
を
飲
む
の
だ

た

 

 

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ
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暴
食

え

 

 

お
や
ロ
ン

ス
は

 
暴
食

コ
ン
ビ
ニ
に
行
か
せ
た
よ
お

の
時
間
だ
し

 

 

そ
う
な
の
か

 
暴
食

う
ん
あ
の
子
こ
こ
だ
け
の
話
で

が
よ
ろ
し
く

 
な
く
て

い
ピ
ン
ク
の
悪
魔
と
同
じ
ぐ
ら
い
ご

 
飯
を
食
べ
る
か
ら

月
の
食

が

 

 

そ

そ
れ
は
そ
れ
は

 
暴
食

本
当
に
強

く
ん
を
見
つ
け
な
い
と
な

 

 

そ
れ
と
強

が
ど
う
関
係
す
る
ん
じ

 
暴
食

強

く
ん
は

そ
こ
い
ら
の
土
と
か

と
か
で
金

 
を
作
れ
る
ん
だ
よ

 

 

金
じ

と

 
暴
食

そ
う

達

人
の

資
金
だ
と
か
は
全
部
強

 
が

て
く
れ
て
た
の
さ
ロ
ン

ス
の
食

も
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彼
か
ら

て

て
い
た
し

 

 

そ
う
じ

た
の
か

か
行
方
不
明
な
ん
じ

よ

 
な

 
暴
食

う
ん
コ
ミ

の
帰
り
で
ど

か
に

と
し
て
き
た

 
み
た
い
で

 

 

大
丈
夫
な
の
か
そ
れ

 
暴
食

問

な
い
よ
彼
奴
こ
れ
で
も
大
罪
加
入

前
の
当

 
時
は
怪
盗
と
し
て
仕
事
し
て
た
し

 

 

怪
盗

て

々
と
可

し
な
話
し
じ

な
金
を
作

 
れ
る
の
な
ら
金
だ
と
か
は
問

な
い
じ

ろ

 
暴
食

そ
う
だ

そ
こ
は
次
回
に
で
も
話
そ
う
か
そ
ろ

 
そ
ろ
時
間
だ
し

 

 

も
う
そ
ん
な
時
間
か
す
ま
ぬ
が
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
じ

 
暴
食

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
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そ
れ
で
は
読
者
様

 
暴
食

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
４
９
６
話
 
帰
還
の
前
に

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ハ
ン
ア
イ
ス
ボ

ン
が
発
売
さ
れ
る
た
め
復
帰
し
て
初
め
か
ら
プ

レ
イ
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

と
り
あ
え
ず

ノ
さ
ん
は

し
た
け
ど

モ
ス

し
て
装
備
が

し
い
な
と
思

て
い
る
今
日
こ
の
頃

こ
ん
な
雑

と
や

て
く
れ
る
人
な
ん
て

い
る
の
だ
ろ
う
か

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
憤
怒
が
訪
れ
て

日
近
く
が

過
す
る

あ
れ
か
ら

々
な
事
が
あ

た

時
に
は
料
理
勝

負
を
し
た
り
時
に
は
灼
熱
地
獄
の
間

泉

ン

を
見
学
し
た
り
時
に
は
地
獄
の
出
店
に

い

た
り
と

々
な
事
を
し
た

 
憤
怒

ふ

も
う
思
え
ば

日
近
く
か
そ
ろ
そ
ろ

時
だ
な

 

楽
室
で
ビ
リ

ド
を
打

た
憤
怒
は
そ
う

く

 
理
 

何
が
だ
よ

 
憤
怒

あ

そ
ろ
そ
ろ
迎
え
が
来
る
な
と
思

て
な
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憤
怒
が

た
通
り

に

日
が

過
し
て
い
た
な

そ
う
い
え
ば
迎
え

て

が
く
る
ん

だ
ろ
う
か

 
理
 

な

迎
え

て

が

 

 

私
だ

 
理
 

う

 
突
然

が
し
て
後
ろ
を

り
向
く
と
怠
惰
が
立

て
い
た

 
怠
惰

理
久
兎
く
ん
ど
つ
か
れ
さ
ん

憤
怒
の
迎
え
に
来
た

 
よ

 
さ
り
げ
な
く
突
然
後
ろ
か
ら
現
れ
や
が

て
気

が
な
い
か
ら
ビ

ク
リ
し
た
じ

か

 
憤
怒

お
前
に
し
て
は

い
な
怠
惰

 
怠
惰

う
る
せ

や
い

く
帰
ら
な
い
と

ち

ん
が
う
る

 
さ
い
の
と
ロ
リ
コ
ン
に
お
守
り
さ
せ
て
る
か
ら
不
安

 
な
の
さ

 
理
 

オ
イ
コ
ラ
人
の
お
ふ
く
ろ
に
向
か

て
ロ
リ
コ
ン
を

 
お
守
り
に
す
る

て
ど
う
い
う
了
見
だ
こ
の
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と
い
う
か
お
ふ
く
ろ
も
そ
こ
ま
で

キ
じ

な
い

だ
き

と

恐
ら
く

い
や
多
分
だ
が

 
怠
惰

仕
方
な
い

ち

ん

人
だ
と
出
来
な
い
仕
事
を
さ

 
せ
て
る
か
ら

ど
う
し
て
も
も
う

人

人
は

し

 
い
の
さ

 
一
体
ど
ん
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
る
だ
こ
い
つ
は

 
怠
惰

さ
て
と
理
久
兎
く
ん
憤
怒
く
ん
と
い
て
楽
し
め
た
の

 
か
な

 
理
 

ま

な
最
初
は
大
変
だ

た
が

中
か
ら
は
楽
し
く

 
な

た
よ

 
憤
怒

俺
も
最
初
は
こ
の
若
造
が
と
か
思

て
い
た
が
久
し

 
く
話
せ
る
奴
と
会
え
た

 
怠
惰

料
理
人
同
士
で
変
な

が
出
来
上
が

て
る
な

 
変
と
は
失
礼
な
奴
だ
な

こ
れ
は
し

か
り
と
し
た
友
情
だ

 
憤
怒

そ
う
い
え
ば
お
前
も
観
光
と
か

て
た
が
何
処
か

 
に
行

た
の
か
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怠
惰

い
い
や
最
初
は
観
光

て
思

た
け
ど
面

く
さ
く

 
な

た
か
ら
天
子
ち

ん

ま

天
人

て
い
う
死

 
を
回

す
る
術
を
身
に

け
て
る
種
族
な
ん
だ
け
ど

 
そ
の
種
族
で
知
り
合
い
が
い
る
か
ら
そ
の
子
の
家
に

 
転
が
り
込
ん
で
ゲ

ム
し
て
た
よ

 
天
子

て
何
処
か
で
聞
い
た
な

あ

思
い
出
し
た
あ
の
不
良
天
人
か

お
ふ
く
ろ
が

て

た
も
ん
な

 
理
 

ふ

ん
仲
が
良
い
ん
だ
な

 
怠
惰

ま

な
り
に
は

家
に
遊
び
に
来
た
時
に
は
天

 
子
ち

ん
は

論
の
事
で

き

い
の

さ
ん
に

 

ち

ん
を
入
れ
て

人
で
モ

ピ

ハ
ン
し
た
り
と
か

 
す
る
し

 
理
 

あ
の

は
本
当
に
年

も
な
く
遊
び
や
が

 
て

 
本
当
に
元
気
と
い
う
か
そ
れ

上
に
ア
グ
レ

シ
ブ
な
⺟
親
を
持
つ
と

々
と

す
る
な
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怠
惰

理
久
兎
く
ん
そ
れ

た
ら
俺
と
か
憤
怒
は
ど
う
な

 
の
か

 
憤
怒

一

に
す
る
な
よ
怠
惰

子

の
様
に
遊
ん
で
る
の

 
は
お
前
と

く
ら
い
だ

 
怠
惰

遊
ん
で
な
か

た
分
こ
う
し
て
遊
ん
で
る
の
さ
反
動

 
だ
よ
反
動

ま

で
も

一
度
こ
う
い
う

を
覚

 
え
ち
ま
う
と
後
は

ち
て
い
く
だ
け
だ

 
こ
れ
を
見
て
思

た

こ
ん
な
奴
み
た
い
に
は
な

て
は

メ
だ
と

と
り
あ
え
ず
怠
惰
を
反

面
教
師
に
し
よ
う

 
怠
惰

何
そ
の
幻

し
て
る
か
の
よ
う
な

は

 
理
 

幻

前
に

れ
て
ん
だ
よ

 
怠
惰

勝
手
に

れ
て
ろ
よ

俺
は
俺
だ
か
ら
な

 

手
を
水
平
に

げ
高
ら
か
に

う

こ
れ
に
は
憤
怒
も
や
れ
や
れ
と

を

に

る

 
憤
怒

昔
は
こ
ん
な
奴
じ

な
か

た
ん
だ
が
な

 
理
 

そ
う
な
の
か
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憤
怒

あ

昔
は

淡
で

対
者
ま
し
て
や
味
方
に
も

 
恐
れ
ら
れ

に

遠
の
眠
り
を
送
る
そ
の
姿
か
ら
禁

 
忌
を
犯
し
た

眠
を
送
る
者
な
ん
て

う
名
前
が
あ

 

た
ん
だ
が

 
怠
惰

ル
い
な

い
も
ん
食
い
て

な

 
憤
怒

今
じ

こ
う
し
て

く
そ
を

じ
り
な
が
ら
カ

ノ

 
だ
と
か
に
入
り

た
る
よ
う
な

し
た
ア

に
な

 

ち
ま

た
よ

 
憤
怒
の
話
と
今
の
怠
惰
を
比
べ
る
と
そ
の

は

然
レ

ル
だ
な

何
が
あ

た
こ
ん
な
ア

に
な

ち
ま

た
ん
だ

 
怠
惰

憤
怒
さ
失
礼
す
ぎ
る

流

に
カ

ノ
に
は
入
り

 
ら
な
い
よ

金
に

た
ら
行
く
ぐ
ら
い
で

 
理
 

お
前
そ
ん
な
事
し
て
も
勝
て

だ
ろ

ろ
減

 

て
い
く
一
方
じ

か

 
怠
惰

い
な
俺
は
こ
れ
で
も
カ

ノ
に
は
強
い
の
だ
よ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
憤
怒

あ

昔
か
ら
こ
い
つ
運
だ
け
は

い
か
ら
な

こ
い

 
つ
と

ン
ブ
ル
す
る
と

り
金
を
全
部
も

て
か

 
れ
る
ん
だ

 
怠
惰

楽
し
て

ぐ
こ
れ
大
事

 
本
当
に
ク

の
意
見
と
い
う
か
性

が

り
に

て
い
る
と
い
う
か
本
当
に
何
で
こ
ん
な
男

に
な

た
ん
だ
こ
い
つ
は

 
怠
惰

遊
び
人
は

モ
ン
ス

と
戦
う
と
し
た
ら

人
で

 
遊
び
出
す
使
え
な
い
ポ
ン
コ
ツ
だ
よ

け
れ
ど
戦
場

 
い
や
戦
い
の
場
が

ン
ブ
ル
に
な
れ
ば
百
戦

 
な
の
さ

に
カ

ノ
こ
そ
遊
び
人
の
戦
場
な
の
だ
よ

 
理
久
兎
く
ん

 
理
 

ご
め
ん
何
を

て
る
か
分
か
ら

や

 
憤
怒

安
心
し
ろ
理
久
兎

俺
も
だ

ろ
遊
び
人
や
る
ぐ
ら

 
い
な
ら

で
戦
士
や

た
方
が
全
然
マ
シ
だ

 
怠
惰

あ
ま
り
の
人
気
の
な
さ
だ
な
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こ
れ
憤
怒

外
の

の
面
子
も
怠
惰
の
印
象

て
ア

て
い
う
イ
メ

が
あ
る
の
だ
ろ
う

か

と
い
う
か
い
き
な
り

Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ

ム
の
話
を
す
る
な

 
怠
惰

さ
て
と
こ
ん
な
話
も
さ
て
お
き
で
憤
怒

帰
る
準
備

 
は
出
来
て
い
る
か

 
憤
怒

い
や
帰
る
日
が
今
日
だ

た
の
を

れ
て
て
ま
だ
出

 
来
き
て

や

 
怠
惰

な
ら
さ

さ
と

ま
せ
て
く
れ
よ
ま
だ
こ
の
後
に
は

 
ヘ

レ

士
の
回
収
も
あ
る
ん
だ
か
ら
さ

 
ヘ

レ

士

て
あ

前
に
地
上
で
騒
ぎ
を
起
こ
す
と
か
何
と
か

て
た
あ
れ
か

 
憤
怒

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な
分
か

た
す
ま
な
い
が

 

け
し
て
く
る

 
理
 

あ

 
そ
う
し
て
憤
怒
は
宿
泊
し
て
い
た
部

に
向
か
う
た
め
に

楽
室
を
後
に
し
た

 
怠
惰

さ
て
と
理
久
兎
く
ん
憤
怒
は
怒
ら
せ
て
は
い
な
い
よ
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理
 

怒
ら
せ
て

よ

 
怠
惰

そ
う
な
ら
良
し
良
し

そ
れ
で
憤
怒
は

れ
て
帰
る

 
訳
だ
け
ど
何
か
伝
え
た
い
と
か
や
り
た
い
と
か
は
な

 
い
か
い

 
と
聞
い
て
く
る

何
か
な
い
か
か

そ
う
だ
も
し
か
し
た
ら
や

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な

い
し
頼
ん
で
み
る
か

 
理
 

な

怠
惰
あ
の
さ

 
怠
惰

ん

 
そ
う
し
て
怠
惰
に
や
り
た
い
事
を
伝
え
る

怠
惰
は

た
な
と
い
う

を
す
る
と

 
怠
惰

分
か

た

そ
の
代
わ
り
せ
め
て

時
間

に
し
て

 
く
れ
よ
ま
だ
や
る
事
あ
る
ん
だ
か
ら

 
理
 

あ

す
ま
な
い
な

 
怠
惰

良
い
よ
別
に
こ

ち
も

々
と

し

け
た
か
ら
な

 
こ
れ
ぐ
ら
い
な

と
り
あ
け
ず
は
そ

ち
も
準
備
と

 
か
し
て
お
け
よ
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理
 

わ
れ
な
く
て
も
分
か

て
る

て
の

 
そ
う
し
て
自
分
も
準
備
を
す
る
た
め
に
一
度
部

に

る
の
だ

た

 
暴
食

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
ロ
ン

ハ
ム
ハ
ム

 

 

し
か
し
お
主
は
よ
く
食
べ
る
の

 
暴
食

ま

こ
れ
ば

か
り
は
仕
方
な
い
よ

 
ロ
ン

は

す
い
ま
せ
ん

後
書
き
の
コ

ナ

で
し
た

 
食
事
を
し
て
い
て
申
し
訳
な
い
で
す

 

 

ま

わ
ん

こ
こ
の
後
書
き
コ

ナ

な
ん
て
怠

 
惰
の
遊
び
場
と
化
し
て
お
る
か
ら
の

 
暴
食

フ
リ

ム
だ

 

 

ま

な
お
陰
で
ゲ

ム
機
や
ら
は
あ
る
し
ク

ラ
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も

い
て
お
る
し
テ
レ
ビ
は
見

じ

し
ス
マ

 
も
い
じ
り

と

楽
に
は

ら
ん
か
ら
の

 
暴
食

そ
ん
な
に
や

て
て

気
代

あ

そ
う
か
怠
惰

 
自
家
発

出
来
る
ん
だ

け

 

 

う
む

に

気
代
は
一

で

じ

な

 
暴
食

え

エ
コ
だ
な

 

 

そ
れ
に

ス
代
な
ん
て
風
呂
で
使
う
ぐ
ら
い
じ

し

 
そ
ん
な
に
は
掛
か
ら
ん
の
水
道
も
近
く
の

か
ら

 
む
ポ
ン
プ

げ
て
水
を

過
す
る
装
置
や
ら
も
あ
る

 
し
で
水
道
代
も
か
か
ら
ん
の

 
暴
食

何
か

々
と

い

 
ロ
ン

そ
う
で
す

 

 

ま

じ

か
ら
な
因
み
に

も
完
備
じ

 
暴
食

昔
よ
り
も
良
い
生
活
し
て
な
い

て
い
う
か

達

 
よ
り
も
良
い
生
活
し
て
る
よ
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ロ
ン

で
す

 

 

ま

の
特

じ

な
さ
て
こ
ん
な
話
を
し
て
お

 

た
ら
時
間
じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様

今
回
は
こ

 
こ
ま
で
じ

 
ロ
ン

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
暴
食

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
さ
よ
う
な
ら
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第
４
９
７
話
 
再
戦
の
火
蓋

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ド
で

に
な
り
天

を
向
く
と
子

が

り

い
て
い
る
の
を

見
か
け
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

な
ら

置
で
も
良
か

た
ん
で
す
が
よ
く
見
る

と

近
く
の
子

が
い
た
た
め
流

に
何
じ

こ
り

と

き

座
に
テ

シ

を

え
ま
し
た

さ
て
こ
ん
な
話
し
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
準
備
を
終
え
呼

を
整
え
部

を
出
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

さ
と
り
か

 
さ
と

ど
う
し
た
ん
で
す
か
そ
ん
な
改
ま

た

を
し
て
あ

 

そ
う
い
え
ば
憤
怒
は
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
け
ど

 
今
日

帰
ら
れ
る
ん
で
す
よ

 
理
 

あ

悪
い
な

い
そ
び
れ
て
た
な
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さ
と

い
え
皆
さ
ん
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
集
ま
る
の
で
私
達
も

 
行
き
ま
し

う

 
理
 

だ
な

 
そ
う
し
て
さ
と
り
の
後
に
続
き
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
向
か
う
と
そ
こ
に
は
憤
怒
と
怠
惰
そ
の

に
も
自
分
の
従
者
達
や

ト
達
も
集
ま

て
い
た

 
憤
怒

い

理
久
兎
な
に
し
て
た
ん
だ
よ

 
理
 

あ

ち

と
な

 
怠
惰

そ
れ
じ

や
り
ま
す
か

 
黒
 

や
る

 
耶
狛

何
を
す
る
の

 
亜
狛

ん

 
そ
う

う
と
怠
惰
は
大

を
何
処
か
ら
か
取
り
出
す
と
大

の
先

を
地
面
に
当
て

 
怠
惰

案
内
し
よ
う
俺
の

暗
い
実
験

設
へ

 
そ
の

間

り
の

が

み
そ
し
て

暗
く
無
数
の

が

れ
下
が
る
場
所
へ
と

は

変
わ
り
自
分
と
憤
怒
と
怠
惰

外
の

り
に
い
る
さ
と
り
や
自
分
の
従
者
達
そ
し
て

ト
達
は
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に
閉
じ
込
め
ら
れ
天

に
つ
る
さ
れ
る

 
さ
と

な

何
で
す
か
こ
れ
は

 
亜
狛

ど
う
い
う
事
で
す
か
怠
惰
さ
ん

 
耶
狛

お
空
ち

ん
や

の

ト
達
は
と
も
か
く
私
達

 
は

じ

な
い
よ

 
黒
 

ど
う
し
て
そ
う
な
る
耶
狛

 
お

に

か

固
い

 
お
空

ビ
ク
と
も
し
な
い
よ

 
皆
は

た

を
し
て

を
怖
そ
う
と
し
て
い
る
が
恐
ら
く
無

だ
ろ
う

憤
怒
は

問
に

思

た
よ
う
な

を
す
る
と

 
憤
怒

こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ

 
怠
惰

ど
う
も
こ
う
も
理
久
兎
く
ん
の
強
い
御
希
望
さ

 
と
り
あ
え
ず
邪
魔
な
上
着
を
脱
い
で
上

に
な
り

 
理
 

憤
怒

最
後
に
俺
と
手
合
わ
せ
を
し
て
く
れ

 
憤
怒

う
俺
に
戦
い
を
挑
む
と
い
う
こ
と
か
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し
き
口
調
に

が
か
か
り
だ
す

和
や
か
な

気
か
ら
一
転
し
戦
う
者
の
目
と
な
り
自
分

を
見
つ
め
る

 
理
 

あ

次
は
何
時
に
来
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
な
数
日

 
前
の
リ

ン

さ
せ
て
く
れ
よ

 
憤
怒

う

 
さ
と

そ
れ
と
私
達
が
何
の
関
係
が
あ
る
ん
で
す
か

 

か
に
手

通
り
だ

た
ら
俺
と
憤
怒
そ
し
て
来
る
な
ら
怠
惰
と
い
う
手

だ

た
の
だ
が
ど

う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か

 
怠
惰

い
や

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
来
る
と
は
思
わ
な
く

て

 
さ
俺
の
こ
の
技
は
自
分
の

り
の
奴
を
問

無

で

 

れ
て
行
く
か
ら

人
だ
け

て
の
は
出
来
な
く
て

 
さ

テ
ヘ

 
黒
 

気
持
ち
悪
い

 
お

と
い
う
か
な
ら
こ
れ
は
何
な
の
さ

 
怠
惰

ま

ま

ち
着
い
て
よ
こ
れ
は

達
の
た
め
な
ん
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だ
か
ら
さ
そ
れ
と
黒

て
め

後
で
解

な

 
と

ド
ス
を

か
せ
て
怠
惰
は

う
と
黒
は

い

を
し
て

た

 
亜
狛

自
分
達
の

 
耶
狛

た
め

 
怠
惰

あ

そ
う
さ
そ
の

は
い
わ
ば

所
さ
恐
ら
く

 
撃
波
だ
と
か
も

い
か
ら

 
ニ

リ
と
怠
惰
は

て
自
分
達
を
見
る

そ
れ
を
察
し
た
の
か
憤
怒
も
口
も
と
を

め
る

 
憤
怒

成
る
程
な

ま
さ
か
お
前
が
そ
ん
な
事
を
す
る
と
は

 
少
し

き
だ

 
怠
惰

ま

こ
い
つ
は

要
な

客
だ
か
ら
な
こ
い
つ
が
い

 
な
く
な
る
と
資
金

が
な
く
な

ち
ま
う
か
ら
な

 
俺
は
こ
い
つ
の

布
に
な

た
覚
え
は
な
い
ん
だ
が
な

 
憤
怒

ふ
ん

理
久
兎
や
る
か
ら
に
は
死
ぬ
気
な
の
だ
ろ
う

 
な

今
回
は
前
み
た
い
な
遊
び
は
し
な
い

 
怠
惰

断
然
そ
の
つ
も
り
だ
そ
う
じ

な
き

挑
ま

よ
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俺
は
よ
特
に
お
前
み
た
い
な
強
者
は
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
憤
怒
は
楽
し
そ
う
に

う
と

を

え
空
を
切
る
よ
う
に

を

る
う
と
ま
る

で
そ
こ
に

明
の

が
あ

た
か
の
よ
う
に

ビ
が
入
る

そ
し
て

が
空
く
と
そ
こ
か
ら

り

ま
れ
た
大
き
な

の
よ
う
な
物
を
取
り
出
す

 
憤
怒

怠
惰
こ
こ
の
観
戦
し
て
る

中
達
に
は

だ
と
か

 
は
当
然
な
い
ん
だ
ろ
う
な

 
怠
惰

論
な
い
そ
し
て
怪
我
し
た
場
合
の
ア
フ

サ

 
ビ
ス
も

全
さ

人
共
大
暴
れ
し
て
く
れ
て

わ
な

 
い
よ

 
憤
怒

そ
れ
は
そ
れ
は

 
怠
惰

俺
は

す
る
か
ら
御
勝
手
に
ど
う

 
そ
う

う
と
怠
惰
は
高
く

ン
プ
し

も
入

て
い
な
い

の
上
に

か
る

そ
し
て

目
の
前
に
立
つ
憤
怒
は
ニ

リ
と

う
と

り

ま
れ
た

を
金

と
共
に

開
す
る

 
憤
怒

今
回
は
俺
も
武

を
使
う
だ
か
ら
理
久
兎
お
前
も
使

 
う
な
ら
使

て
く
れ
て

わ
な
い
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理
 

な
ら

々
と
使
わ
せ
て

う
よ

 
断
罪
神
書
を
取
り
出
し
自
分
の

で

か
せ
る

し
か
し
憤
怒
の
持
つ
あ
の
武

は
何
か
こ
う

異
様
な
気

を
漂
わ
せ
る

ま
る
で
怠
惰
が
使
う
あ
の

と
同
じ
よ
う
な
感
じ
の
気

が
す
る

 
憤
怒

気
に
な
る
の
か
こ
れ
が

 
理
 

あ

ま

な

 
憤
怒

こ
い
つ
は
ウ
ル
テ

オ

俺
愛

の

で
な
ま

 
強
さ
実

で

し
て
く
れ
や

 
ニ

ニ

と
憤
怒
は
楽
し
そ
う
に

い
ウ
ル
テ

オ

と
呼
ん
だ

を

る
う
と
大
き
な
⻯

が
起
こ
り
と
ん
で
も
な
い
風

が
自
分
に
襲
い
か
か
る

 
理
 

 
た

た
一

り
で
こ
れ
だ
け
の
力
が
あ
る
の
か

 
さ
と

キ

 
耶
狛

れ
る
よ

 
亜
狛

ぐ

 
黒
 

う
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今
の
風

は

の
者
達
の

を
大
き
く

ら
す
が
す
ぐ
さ
ま
静

す
る

 
怠
惰

大
暴
れ
し
て
く
れ
て
も
と
は

た
け
ど
観
客
達
を

 
あ
ん
ま
り

ら
せ
る
な
よ

 
憤
怒

お

と
す
ま
な
い
な
久
々
に
こ
い
つ
を
使
う
も
の
で

 
な
楽
し
み
で
楽
し
み
で
仕
方
な
い
の
だ
よ

 
理
 

久
々

て

 
憤
怒

こ
れ
を
使
う
と
大

の
奴
は
す
ぐ
に
お

仏
に
な

 
ち
ま
う
か
ら
つ
ま
ら

の
さ

だ
が
理
久
兎
お
前

 
な
ら
こ
れ
を
使

て
も
い
い
と
思

た
お
前
な
ら
少

 
し
は
楽
し
め
そ
う
だ
か
ら
な

 
理
 

少
し

生

負
け
る
気
は
な
い
ん
だ
が

 
憤
怒

そ
れ
で
良
い

そ
う
じ

な
い
と
つ
ま
ら

か
ら

 
な

 

ま
じ
い

が
か
か
る

自
分
も
胸
ポ

ト
に
あ
る

の

を
取
り
出
し
そ
の
ま
ま
頭
上
へ

と
投
げ
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理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の
戦
い
間
の
み
俺
は
力
の

 
を
全
て
を
解

す
る

 
投
げ
た

の

が
弾
け
飛
び
更
に
は
自
身
の
体
に

が
走
り

が
吹
き
出
す

 
憤
怒

う
良
い
じ

か
よ
ビ
リ
ビ
リ
と
く
る
な

 
お
い

 
今
な
ら
体
が
こ
の
力
に

え
れ
な
い
の
か
全
身
の

が

け
て
い
く
感
覚
が
す
る

だ
が
そ
れ

に
合
わ
せ
て

 
理
 

仙
術
一
式
 
龍
我
天
昇

 
更
に
解

し

り
な
く
自
分
の
原
初
の
姿
に
近
い
存

に
体
を
変
化
さ
せ
る

力
を
解

す
る

だ
け
解

し
た
せ
い
な
の
か

み
よ
り
も
解

感
の
方
が
何

も

い

今
な
ら
憤
怒
と
も
や
り

あ
え
そ
う
だ

 
亜
狛

な

あ
れ
マ
ス

な
の
か

 
黒
 

何
だ
よ
あ
の
姿

 
耶
狛

あ
れ

て

 
お

あ
わ
わ
わ
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お
空

理
久
兎
様
が

 
さ
と

そ
ん
な
あ
れ
は

 

り
か
ら

々
な

が
聞
こ
え
る

だ
が
そ
ん
な
も
の
は
今
は
関
係
な
い

目
の
前
の

手
に

集
中
す
る
の
み

 
憤
怒

準
備
は
良
い
み
た
い
だ
な

 
理
 

あ

来
い
よ

 
憤
怒

な
ら
遠
慮
な
く
や
ら
せ
て
も
ら
う

 
そ
う
し
て
憤
怒
と
の
リ

ン

バ
ト
ル
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
暴
食

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

本
編
は

い
こ
と
に
な

て
お
る
の

 
暴
食

憤
怒
く
ん
と
殺
り
合
お
う
な
ん
て
自
殺
行

も
良
い

 
所
だ
よ

 

 

ま
だ
負
け
た
訳
で
は
な
い
じ

ろ
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ロ
ン

暴
食
様
そ
の
教
え
て
あ
げ
た
方
が

 
暴
食

う
ん

彼
奴
は
前
に
も
話
し
た
通
り
戦
闘
に
お
い
て

 
の
弱
点
は

ぼ
無
い
に
等
し
い
ん
だ
よ
強

か
つ
最

 
強
の

体
そ
し
て
そ
の

的
な
力
と
魔
力
や
能
力

 
そ
れ
だ
け
じ

な
い
そ
の
カ
リ
ス
マ
性
そ
の
数
々
が

 
憤
怒
く
ん
を
最
強
つ
け
る
物
な
ん
だ
よ

 
ロ
ン

そ
し
て
戦
闘
で
ウ
ル
テ

オ

を
一
度

れ
ば

 
様
を
除
き
暴
食
様
達
を
入
れ
た

り
の

人
の
方
々

 
で
す
ら

め
る
事
は
不
可
能
に
近
い
存

な
の
で
す

 
よ

 

 

そ
れ

て
怠
惰
も
か

 
暴
食

う
ん
怠
惰
く
ん
で
も

め
る
の
は
無
理
か
も
し
れ
な

 
い
ん
だ
よ

同
じ
近

職
の

く
ん
で
す
ら
も

 
憤
怒
く
ん
に
決
定
的
な

メ

を
与
え
れ
て
な
い

 
か
ら
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し

死
な
な
い
じ

ろ
う
か

 
暴
食

大
丈
夫

ラ

職
の
怠
惰
く
ん
が
い
る
か
ら

 
ロ
ン

き

と
で
す
け
れ
ど

 

 

不
安
じ

 
暴
食

多
分
大
丈
夫
だ
よ
さ
て
時
間
も
時
間
で
す
し
今
回

 
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
ロ
ン

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
９
８
話
 
再
戦
 
憤
怒
の
魔
王

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

の
テ

マ
が
決
ま
ら
な
い
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
も

テ

マ
の
提
出
日
が
明
日
と
い
う

劇
で
す

書
く
だ
け
な
ら
良
い
さ

こ
れ
に
加
え
て

ポ

で
発
表
も
あ
る
ん
や
で

何
で
こ
ん
な
下
ら
な
く
も
嫌
な
も
の
が
あ
る
ん
だ
ろ

失
礼
そ
れ
で
は

本
編
へ
ど
う

 

発

そ
れ
ら
が

暗
く
不
思
議
な
フ

ル
ド
で
起
こ
る

そ
の
原
因
と
な

て
い
る

自
分
と
憤
怒
は
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
い
を
し
て
い
た

 
理
 

仙
術
四
式

き

 
憤
怒

ふ
ん

 
憤
怒
の

ン
ト
レ

ト

わ
れ
た

と
自
分
の

が
ぶ
つ
か
り
合
い

発
を
起
こ
し
自
分

は
空
中
へ
と
吹

飛
ば
さ
れ
る

 
憤
怒

ハ
ハ
ハ
ハ

良
い

そ
う
で
な
い
と
な
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大
き
く

を
斬
り
上
げ
大
き
な

撃
波
を

て
く
る

を

げ
体
制
を
立
て
直
し

 
理
 

空
紅

黒

 
断
罪
神
書
か
ら

刀
を
取
り
出
し
回
転
斬
り
を
行
い

撃
波
を

殺
す
る

そ
し
て
空
紅
を

発
火
さ
せ

の
斬
撃
波
を
飛
ば
し
見
事
憤
怒
に
直
撃
さ
せ
る
が
憤
怒
は

一
つ
負
う
こ
と
な
く

そ
の
場
に
立

て
い
た

 
憤
怒

良
い

も

と
だ
も

と
熱
く
さ
せ
ろ

 

を
地
面
へ
と
突
き

し
地
面
を

く
と
と
そ
の
ま
ま

り
上
げ
瓦
礫
を
投
げ
飛
ば
し
て
く

る

手
に
持
つ
黒

を

る
い
真

二
つ
に
す
る
が

 
憤
怒

が
ら
空
き
だ

 
瓦
礫
の
影
に

れ
て
い
た
憤
怒
が

を

る

て
く
る

 
理
 

断
罪
神
書

 
す
ぐ
さ
ま
断
罪
神
書
で
ブ
ロ

ク
す
る
が

ま
じ
い

撃
で
そ
の
ま
ま
断
罪
神
書
ご
と
吹

飛

ば
さ
れ
る

 
理
 

ち

ス
ナ

チ

 

も
入

て
い
な
い

に
着
地
し
す
ぐ
さ
ま
断
罪
神
書
を
手
元
に

プ
さ
せ
る
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憤
怒

ボ
サ

と
し
て
る

が
あ
る
の
か
理
久
兎

 

ン
ト
レ

ト
が

う

手
を

げ
巨
大
な

を
作
り
出
し
自
分
に
向
か

て
投

し
て
く

る 
理
 

仙
術
十
三
式
 
空

 
空
紅
と
黒

を

に

し
込
み
空
気
を

し
た

を
作
り
あ
げ
て
大
き
な
火
玉
を
防
ぐ
が

発
で
空

を

さ
れ
る

や
は
り
憤
怒
の
一
撃
は
特
別
と
ん
で
も
な
い

力
だ

⻑
期
戦
に

な
れ
ば
こ

ち
が
不

だ

 
憤
怒

そ
ら
よ

 
ま
た
火
玉
そ
し
て
瓦
礫
を
飛
ば
し
て
く
る

に
力
を
込
め

 
理
 

雷

 
一
気
に

け
て
憤
怒
を

う
よ
う
に
回

し

か
ら

へ
と

動
を
し
て
い
く

 
憤
怒

風

 
風
な
ん
か
じ

な
い
こ
れ
は

 
理
 

能
力
解

 
⻯

よ
起
こ
れ

 
⻯
高

で

け

け
風
を
起
こ
し
⻯

を
起
こ
し
憤
怒
を
閉
じ
込
め
た
の
だ

そ
し
て

イ
ミ
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ン
グ
を
見
計
ら
い

 
理
 

魔
力

の
雷

 
魔
力
の
雷
を
⻯

に
向
か

て

つ
と
無
数
の
雷
が
⻯

の
中
で

れ
狂
い
光
の

と
な

て

憤
怒
へ
と
向
か

て
い
く

 
憤
怒

中
々
に
面
白
い

当
だ

だ
が

い

 
そ
う

う
や

や
憤
怒
は
思
い

き
り
地
面
を
踏
み

く
と
大
き
な

撃
波
が
発
生
し
⻯

を

消
し
飛
ば
す

だ
が
そ
ん
な
の
は
分
か
り
き

て
い
る
ん
だ
よ

一
気
に
間
合
い
を

め
よ
り

 
理
 

仙
術
十
六
式
内
核

 

大

の
事
じ

こ
い
つ
は
死
な
な
い

そ
れ
な
ら
ば

の

つ
や

つ
は

す
る
ぐ

ら
い
で
い
か
な
い
と
な

そ
れ
に
こ
れ
は
さ

き
の
お
返
し
だ

 
憤
怒

さ
せ
る
か
よ

 

ン
ト
レ

ト
に

わ
れ
た

で
迎
え
撃
た
れ

と

が
激
突
す
る

そ
し
て

ン
ト
レ

ト
の
異
様
な
ま
で
の

さ
に

に

わ
れ
て
い
る
自
分
の

か
ら

が
吹
き
出
る

 
理
 

ぐ

 
憤
怒

ふ

ど
ん
な
も
ん
だ
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だ
が
内
核

は
外

を

通
し
内
部

を
起
こ
す

証
拠
に
憤
怒
の

ン
ト
レ

ト
か
ら

不
快
な
機

が
鳴
り

き
手

か
ら
先
が

さ
れ
地
に

ち

や

ツ
が
飛
び
散

た 
憤
怒

マ

か
よ

 
理
 

 
流

に
負

し
た
状
態
で
ラ

シ

を
か
け
て
も
手

い
反
撃
を
受
け
か

な
い
た
め
バ

ク

ス
テ

プ
で
後
退
す
る

 
憤
怒

や
る
じ

か
こ
れ
で

人
目
だ

俺
の

 
こ
の

手
を

し
た
の
は
よ

 
理
 

そ
れ
は
義
手
だ

た
の
か

 
て

き
り

ン
ト
レ

ト
の
中
に

が
あ
る
か
と
思

た
ら
完

な
義
手
だ

た
み
た
い
だ

 
憤
怒

や
れ
や
れ
ま
た
怠
惰
に
調
整
し
て
も
ら
わ

と
な

 

本
当
に
よ

 
突
然

々
し
い
怒
気
を

め
た
口
調
へ
と
変
わ
る

更
に
憤
怒
を
中
心
に
と
て
つ
も
な
い
殺

気
そ
し
て

が
入
り
一

全
身
を

え
さ
せ

が
立
ち

や
や
か
な

を
流
す
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憤
怒

あ

久
々
だ

俺
を
怒
ら
せ
た
奴
は
よ
理
久
兎

 
簡
単
に
く
た
ば
る
ん
じ

簡
単
に
く
た
ば

 
ち
ま

た
ら
つ
ま
ら

か
ら
な

 
理
 

 

び
と
共
に
自
分
が
立
つ
地
面
が
大
き
く

れ
る

ど
う
や
ら
憤
怒
は

チ
に
な

た
よ
う

だ

自
分
の

手
を
動
く
か
ど
う
か
の

を
す
る
と

も
治
り

も
生
え
て
い
た

こ
の
ま
ま

地
面
に
立

て
い
て
も
ま
に
な
ら
な
い
た
め

を

ば
た
か
せ

遊
す
る

 
憤
怒

は

 
深
く
大
き
な
呼

す
る

が

い
た
次
の

間

憤
怒
は
自
分
の
前
に
突
然
現
れ
る

 
憤
怒

ぶ

れ
ろ

 
理
 

い

 

跡
が

る

度
で

を

り
下
ろ
し
て
く
る

だ
が
動
き
が
単
調
な
た
め
当
た
る
前
に

に
回

を
す
る
が
流
れ
る
よ
う
な
動
作
で
憤
怒
の
回
し

り
が

し
自
分
の

大

に
直
撃
す

る 
理
 

ぐ
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ミ
シ
リ
バ
キ
ン

と
聞
こ
え
て
は
な
ら
な
い

が
聞
こ
え
な
が
ら
吹

飛
ば
さ
れ

に
激
突

す
る

 
理
 

ハ

 

大

は

れ
て
し
ま

て
い
る
の
か
激

が
走
り
動
か
な
い
状
態
に
な

て
し
ま

た

や

は
り

発
が
本
当
に
危
険
だ
な

だ
が
そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
憤
怒
は
追
撃
を
す
る
た
め
か

と
な

て
い
る

で

ば
た
き

手
に

を

え
な
が
ら
間
合
い
を

め

て
く
る

 
理
 

断
罪
神
書

天

 
断
罪
神
書
の

が
開
か
れ
天

が
飛
び
出
し
て
く
る

そ
れ
を
手
に
取
り

を

ば
た

か
せ
憤
怒
を
迎
え
撃
つ

 
憤
怒

俺
と

し
で
や
る
気
か
上
等
だ

理
久
兎

 

を
一

し
て
く
る
が
す
ぐ
さ
ま
天

で

ド
し
太
刀
の

様
で

り
下
ろ
し

に

見
事
に
命
中
す
る
が
あ
ま
り
の

さ
に
弾
か
れ
る

 
憤
怒

か

な

 
理
 

な

が

 
思
い

き
り
頭
突
き
を

面
で
受
け
て
し
ま
い
頭
が
ふ
ら
つ
き
体
が
動
か
な
い
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憤
怒

し

 

を

え
思
い

き
り
自
分
の

体
は
斬
ら
れ

が
大
き
く
吹
き
出
す

 
理
 

ぐ

 
だ
が
今
の
で
ふ
ら
つ
き
が
消
え
た
た
め

を
取
り
天

の
上
に
立
つ

 
理
 

 
殴
ら
れ
る
よ
り
も
遥
か
に

い

そ
れ
に

の
治
り
が
あ
ま
り
に
も

す
ぎ
る

そ
う
か
憤
怒

の

は
切
れ
味
が
半

な
い
ぐ
ら
い
に
悪
く

状
の

が

ザ

ザ
し
て
い
る
た
め

や

を

引
き

い
た
一
撃
に
な
る

そ
の
た
め

い

で
斬
ら
れ
る
よ
り
も

の
治
り
が

く
な
る
の
か

だ
に

い
よ
く
出

し
て
る

 
憤
怒

理
久
兎
ま
さ
か
怖
じ
け
つ
い
た
訳

よ
な

 
理
 

そ
ん
な
訳

だ
ろ

 
天

を

え
ま
た
一
気
に

め
る

 
憤
怒

ま
た
同
じ
手
な
ど
通

す
る
と
思
う
な

 
と
ん
で
も
な
い

が
襲
い
か
か
り
吹

飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る

え
よ
と
す
れ
ば
斬
ら
れ
た

所
か
ら
出

す
る

に
な

て
意

が
遠
退
き
そ
う
だ
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憤
怒

え
て
ば
か
り
じ

意
味

ん
だ
よ

 
憤
怒
の
一
撃
が

て
く
る

何
と
か

ド
を
し
よ
う
と
天

を

え
た
そ
の

間

 

 

 
不
思
議
な

が
聞
こ
え
る

そ
し
て

り
を
見
渡
す
と
自
分
は
何
も
な
い
無
の
よ
う
な
世
界
に

い
た

 

 

 
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は
見
た
こ
と
の
あ
る
少
年
が
立

て
い
た

 

 

は
無

す
る
よ

 
理
 

や
る
か
ら
に
は
や
る
の
さ
皆
を
守
る
ぐ
ら
い

 
に
な
る
ま
で
な

 
自
分
は
常
々
と
思

て
い
た

オ

や

ル

ロ
ス
の
出
現
そ
し
て
迎
え
撃

た
自
分
が
あ
ま

り
に
も

力
だ

た
事
を

感
し
た

の
策
に

ま
り
皆
を

つ
け
た
事
を
ま
だ
許
せ
な
い
で

い
た
の
だ

だ
か
ら
こ
そ
絶
対
的
な
力
も

し
い
に
は

し
い
昔
は
そ
う
思

て
い
た

だ
が
今

は
そ
ん
な
力
な
ん
か
よ
り
も
皆
を
守
れ
る
力
の
方
が

し
い
そ
う
思

て
い
る
の
だ

 

 

ふ

ん
聞
い
て
る
と
下
ら
な
い

生

な
話
で
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は
そ
ん
な
に
熱
く
は
な
れ
な
い
な

 
理
 

何
と
で
も

え
よ
俺
は
俺
の
道
を
進
む
だ
け
だ

 

 

何
が
守
る
力
だ

的
な
力
こ
そ
が

達
に

し

 
い
と
思
わ
な
い
の

は

 
そ
れ
を
聞
き
皆
が
恐
れ
た
自
分
を
想

し
て
し
ま
う

を

に

り

 
理
 

的
な
力

そ
ん
な
身
に
余
る
力
を
持
て
ば
力
に

 

れ
て
し
ま
う
だ
け
だ

過
去
に
そ
れ
で
罪
を
犯
し

 
た
か
ら
な

 

 

怖
い
の

 
理
 

あ

怖
い
さ
だ
が
な

そ
れ
で
も
そ
の
恐
怖
を

え

 
な
き

な
ら
な
い
ん
だ

 

 

は
変
わ

て
る
よ

と
は
真

だ
よ

 
理
 

 
前
々
か
ら
常
々
と
思

て
い
た
が
や
は
り
そ
う
か
こ
い
つ
は

 
理
 

お
前
の
名
前
を
聞
か
せ
て
く
れ
よ
も
し
か
し
て
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お
前
は
俺
な
の
か

 
そ
れ
を
聞
く
と
少
年
は
ニ
コ
リ
と
不
気
味
に

う

 

 

今
な
ら
聞
こ
え
る
の
か
な

は
理
久
兎

狂
神
・

 
理
久
兎

大
能
神

 
や
は
り
そ
う
か

こ
い
つ
は
自
分
で
あ
り
自
分
は
こ
い
つ
だ

そ
し
て
狂
神
の
意
味
は
恐
ら

く 
理
 

お
前
は
俺
の
能
力
の
災

を

る
程
度
の
能
力
か
ら

 
生
ま
れ
た
存

だ
ろ

 
狂
理

そ
う
だ
よ
そ
し
て

は
理
を

り

う
程
度
の
能
力

 
つ
ま
り
は

 
理
 

理
神
だ
ろ

 
俺
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
が
俺
自
身
に
は

つ
の

が
あ
る
と
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

つ
は
秩
序
の
理
神
と
し
て
の
表
の

そ
し
て
も
う

つ
は
災
い
を
起
こ
す
禍
神
と
し
て
の
裏

の

が
あ
る
と

恐
ら
く
裏
の
自
分
こ
そ
が
こ
い
つ
の
な
の
だ
ろ
う

 
狂
理

達
は
あ
る
時
を

に

つ
に
別
れ
た
そ
し
て

は
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を
取
り
込
も
う
と
し
た
け
ど

は

い
中

半

 
に

じ
り
あ

た
が
た
め
に

々
と
不

合
が
起
き

 
て
し
ま

た
の
さ

 
理
 

何
を

て
い
る
ん
だ
よ

 
狂
神

だ
け
れ
ど

を
思
う
者
達
の
お
陰
で

じ
り
合

た

 

達
は
ま
た
別
れ
た
そ
し
て
今

ま
た
ど
ち
ら
が
理

 
久
兎
と
し
て
存

す
る
の
か
と
い
う
分
か
れ
道
に
い

 
る
の
さ

 
つ
ま
り
は
こ
い
つ
が
出
れ
ば
皆
に

惑
が
か
か
る
と
い
う
事
か

 
狂
理

い
い
や
も
う

は
興
味
な
い
の
さ

の
お
友
達
に
も

 

惑
を
か
け
る
つ
も
り
は
な
い

の
覚
悟
そ
し
て

 
は
見
て
し
ま

た
か
ら

を
思
う
者
達
を

だ
か

 
ら
も
う
い
い
ん
だ

一
度

じ
り
合
い

つ

 
に
な
ろ
う

 
不

に

う
が
嘘
と
は
思
え
な
か

た

何

だ
か
分
か
ら
な
い
が
俺
は
こ
い
つ
だ
か
ら
な
の
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か
分
か
る
の
だ

 
理
 

俺
は
お
前

 
狂
神

は

だ

 

子
と
な

て
小
さ
な
自
分
は
自
分
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い

た

そ
し
て
暗
転
し
た
世
界

は

暗
い
世
界
へ
と
変
わ
る

自
分
は
天

を

り
し
め
て
い
た

そ
し
て
目
の
前
に
は
憤
怒

が

を

る

て
く
る

皆
が
自
分
の
名
前
を
呼
ぶ

今
な
ら
分
か
る
狂
神
が

つ
な

た

事
が
そ
し
て
彼
の
戦
い
方
が

 
理
 

れ
空
紅

黒

 
と

ぶ
と
空
紅
と
黒

が
ま
る
で
意
思
を
も

た
か
の
よ
う
に
憤
怒
へ
と
斬
り
か
か
る

 
憤
怒

邪
魔
だ

 
回
転
斬
り
で
弾
き
飛
ば
す
が
そ
の

を
突
き
天

で
憤
怒
の

に
目
掛
け
て
突
く

 
憤
怒

お
前
程
度
の
一
撃
で
何
に
な
る

 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
俺
は
こ
の
戦
い
の
間
の
み

さ

 
に
関
係
な
く
全
て
の
一
撃
は
必
ず
通
る

 

か
ら
思
い

き
り

が
吹
き
出
る

代

の

が
な
い
た
め
か
ど
う
や
ら

が
代

を
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負

た
み
た
い
だ
が
関
係
な
い

 
理
 

う

 
ザ
シ

 
天

に
よ
る
一
撃
は
見
事
に
憤
怒
の

を
突
き

し
た

 
憤
怒

や
る
じ

か
よ

 
と
ん
で
も
な
い

が
更
に
か
か
る

だ
が
こ
の

近

で
こ
い
つ
が

け
れ
る
か
な

 
理
 

レ
ク
イ
エ
ム

 
断
罪
神
書
か
ら
聖

レ
ク
イ
エ
ム
が
飛
び
だ
す

天

を

し
レ
ク
イ
エ
ム
を

り

 
理
 

天
女
の

美

よ
魔
な
る
者
を

化
し
ろ

 
バ
キ

ン

 
天
女
の
口
か
ら

弾
が

た
れ
憤
怒
の

体
に
着
弾
す
る

 
憤
怒

ぐ

て
め

調
子
に
の
る
な

 
理
 

 
と
て
つ
も
な
い
気

で
吹

飛
ば
さ
れ
る

す
ぐ
さ
ま
体
制
を
立
て
直
し

 
理
 

仙
術
十
九
式
 
理
久
兎

大
能
神
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持
て
る
力
を
使
い
自
分
の
分
身
で
あ
る
巨
龍
を
作
り
出
す

そ
し
て

人

し
指
で
憤
怒
を
指

す
と
作
り
上
げ
ら
れ
た
巨
龍
は
憤
怒
へ
と
襲
い
掛
か
る

そ
し
て

手
を
動
か
し
弾
き
飛
ば
さ

れ
た
空
紅

黒

天

を
動
か
し
憤
怒
へ
と

撃
を
仕
掛
け
る

 
憤
怒

し

ら
く
せ

 

的
な
魔
力
で
巨
龍
は
お
ろ
か
投

し
た
武

を
全
て
弾
き
飛
ば
す

だ
が
か
き
消
さ
れ
と

思
わ
れ
た
巨
龍
は
再
び

を
な
し
て
憤
怒
の

に
食
ら
い
つ
く

 
憤
怒

こ
い
つ

 
そ
れ
は
俺
の
分
身
だ

に
し
つ
こ
さ
も
ま
た
同
等
だ

レ
ク
イ
エ
ム
に
込
め
れ
る
だ
け
の
魔

力
を
弾

に
込
め
憤
怒
に

準
を
合
わ
せ

 
理
 

ま
が
つ
り
し
ん

禍
理
神
の

判
を
受
け
ろ

 
引
き
金
を
引
き

し
た
自
身
の
気
を
一
気
に
打
ち
出
す

そ
れ
は
弾
道
は

跡
と
な

て

る
そ
の
弾

は
光
の

さ
を

え
全
て
を

き

実
に

手
に
命
中
さ
せ
る

 
憤
怒

 

弾
す
る
と
同
時
に
大

発
が
起
こ
り

が
上
が
る

流

に
こ
れ
で
や

た
だ
ろ
う

そ

う
思

た
が
本
当
の
恐
怖
は
の
こ
こ
か
ら
だ
と
す
ぐ
に
知
る
事
に
な
る

が

む
と
そ
の
光
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に

く

何
と
憤
怒
は
ス
ス
だ
ら
け
な
り
な
が
ら
も

王
立
ち
し
て
立

て
い
た
の
だ

そ
し

て
気

と
怒
り
を
持

た
目
で

方
を

ん
で
く
る

 
憤
怒

中
々
の
一
撃
だ

た

理
久
兎
な
ら

様
に

意
を

 

い
全
て
を
無
に
返
し
て
や
る
技
を
見
せ
て
や
ろ
う

 
じ

な
い
か

 
そ
う

う
と
憤
怒
は

を

り
投
げ

を

げ
て
思
い

き
り

す
る

何
を
す
る
気
な

の
だ

 
憤
怒

世
界
よ

全
て
の
生
き
と
し
生
き
る
者
共
よ

れ

 
て
な
く
な
り
無
と
な
れ

 
何
だ
本
当
に
何
を
す
る
気
な
の
だ

 
憤
怒

Ｇ

Ｖ

Ｒ

憤
怒

 
と

大
き
く

ぶ

そ
の

間

怠
惰
が
自
分
の
前
に
現
れ
る

 
怠
惰

あ
の
脳

バ
カ
が

理
久
兎

最
大
出
力
で
結
界

 
な
り

を
出
せ

 
理
 

は

何
で
だ
よ
て
い
う
か
邪
魔
を
す
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怠
惰

良
い
か
ら

く
し
ろ

あ
れ
だ
け
は
流

に
俺
も

 

置
は
出
来
な

ん
だ
よ

 
怠
惰
が
そ
こ
ま
で

う
と
は
本
当
に
無
視
で
き
な
い
技
な
の
だ
ろ
う

 
理
 

ち

仙
術
十
三
式
空

 
仕
方

と
思
い
な
が
ら
空

そ
し
て
更
に

複
さ
せ
結
界
を
出
す
と
怠
惰
も
何

に
も

を

開
し
た
そ
の

間
遥
か
空
か
ら
何
か
が
降

て
く
る

見
て
み
る
と
そ
れ
は
怒
り
に
身
を

が
す
程
の
力
に

ま
れ
た
憤
怒
が
ミ
サ
イ
ル

い
や

の
よ
う
な

度
で

を

え
降

て
き
て
い
た
の
だ

 
怠
惰

踏
ん

れ
よ
理
久
兎
じ

な
い
と
て
め

の
仲
間
達

 
が

惨
な
事
に
な
る
か
ら
な

 
理
 

て
め

は
本
当
に
な

 
そ
し
て
憤
怒
の
一
撃
と
自
分
達
の
結
界
が
ぶ
つ
か
り
合
い
光
の

が
そ
の
場
を

み
込
む
の

だ

た



 第４９８話 再戦 憤怒の魔王

 
暴
食

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

お
い
待
て

理
久
兎
は
ど
う
な

た
ん
じ

 
暴
食

そ
こ
は
次
回
に
な
る
ん
じ

な
い
か
な

 
ロ
ン

し
か
し
彼
は

い
で
す

憤
怒
さ
ん
の
怒
り
を
最

 
高

に
さ
せ
る
と
は

 
暴
食

あ

本
当
に

 

 

ど
う
い
う
事
じ

 
暴
食

憤
怒
く
ん
は
怒
り
に
よ

て
強
さ
が
変
わ
る
ん
だ

 
け
ど
所

レ

ル
が

つ
あ
る
ん
だ
よ

 

 

レ

ル
が

つ

 
暴
食

怒
り
の
レ

ル
が
上
が
れ
ば
上
が
る
程
に

り
に

 
も
大
き
な
影

を
与
え
て
い
く
ん
だ
よ

え
ば
で

 

え
ば
レ

ル

は

み
を

か
す
だ
け
で

手

 
を

さ
せ
る
の
に
対
し
て
レ

ル

と
か
に
な

 
る
と

り
の

で

し

さ
れ
る
み
た
い
な
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お

お
い
お
い

 
ロ
ン

何
よ
り
も
恐
ろ
し
い
の
は
憤
怒
様
は
怒
り
レ

ル

 
が

に
到
達
し
た
そ
の

間
に
問

無

で
最
終

 
技
の
Ｇ

Ｖ

Ｒ
を

て
く
る
ん
で
す

 
よ

 
暴
食

別
名
は
星

き
な
ん
て

わ
れ
る
技
だ

 

 

名
前
か
ら
し
て
も

に
な
ら
ん

 
暴
食

ま

で
も

本
的
に
は
レ

ル

に
は
な
ら
な
い

 
の
が
現
状
な
ん
だ
よ

あ
く
ま
で
も
怒
り
レ

ル

 
が
上
が
る

件
は
身
体
へ
の

メ

積

で

 
大
き
く
変
わ
る
か
ら

 
ロ
ン

憤
怒
様
は
元
々
か
ら
体
が

く
頑
丈
な
方
で
す
の

 
で

メ

が
な
い
ん
で
す
よ

 

 

つ
ま
り

性
は
そ
ん
な
に
よ
ろ
し
く
は
な
い
と
い

 
う
事
か
の
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暴
食

ま

普
通
は
そ
う
な
る
け
ど

手
が
自
分
よ
り
も

 
強
け
れ
ば
簡
単
に
撃
て
る
ん
だ
よ

そ
う
で
な
い

 
雑

は
一

で

散
ら
さ
れ
る
だ
け
だ
し

 

 

そ
れ
を
聞
く
と
の

 
暴
食

だ
か
ら
強
い
ん
だ
よ

憤
怒
く
ん

さ
て
時
間
も

 
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

じ

な

 
ロ
ン

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
４
９
９
話
 
終
幕

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様
成

表
が

ら
れ
結
果
を
見
た
所

点
は
回

で
き
た
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

こ
れ
で

く
は
安

で
す

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
目
が
覚
め
る
と
自
分
は
見

れ
た
地
霊
殿
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

れ
て
い
た

起
き
上
が
る
と

憤
怒
は
ボ

と
座

て
お
り
そ
し
て

り
に
は
さ
と
り
や

の
者
達
も

れ
て
い
た

 
理
 

な

お
い

お
前
は
大
丈
夫
か

 
と

聞
く
が
返
事
が
な
く
憤
怒
は
ボ

と

て
座

た
ま
ま
だ

 
理
 

お
い
大
丈
夫
か

 
起
き
上
が
る
と
体
が
ふ
ら
つ
く

見
て
み
る
と
自
分
の

体
に
は

が

か
れ
て
い
た

に
は

の

で
固
定
さ
れ
て
い
た
り
と
結

な
怪
我
だ
な

 
怠
惰

あ

目
覚
め
た

 
理
 

ん

怠
惰
か
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怠
惰
が

イ
ニ
ン
グ
ル

ム
か
ら
現
れ
る

 
理
 

怠
惰
こ
れ
は

 
怠
惰

あ

お
前
は
覚
え
て
な
い
の

 
理
 

ま

た
く
も

て

 
怠
惰

あ
の
時
に
俺
と
お
前
と
で
結
界
と
魔
力

を

 
て
憤
怒
の
一
撃
を
何
と
か
食
い

め
た
ん
だ
が
お
前

 
は
そ
れ

前
に
受
け
た

で
ぶ

れ
て
な

 
成
る
程
な

そ
れ
で
怠
惰
に
治
療
し
て

て
今
に

る
訳
か

 
理
 

な

さ
と
り
達
は
大
丈
夫
な
の
か

 
だ
が
問

な
の
は
自
分
じ

な
い

さ
と
り
や
皆
だ
も
し
も
彼
女
達
に
何
か
あ

た
ら

 
怠
惰

心

す
る
な
よ
あ
の

に
は

々
と

し
て
あ

 
る
か
ら
な

々
の

撃
じ

れ

し
中
に
入

 
て
る
奴
等
も
全
員
五
体
満

無
事
に
生
き
て
る
よ

 
理
 

そ
う
か

良
か

た

 
そ
れ
な
ら
良
か

た

何
か
あ

た
ら
ど
う

え
ば
良
か

た
か
分
か
ら
な
い
か
ら
な
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怠
惰

だ
が
理
久
兎
お
前
が
受
け
た

は
少
し

で
な

 
く
は

た
き
り
に
な
り
そ
う
だ

 
理
 

ま

そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
覚
悟
し
て
た
よ

所
で
よ
憤

 
怒
は
何
で
ボ

と
し
て
る
ん
だ

 
怠
惰

あ

こ
い
つ
さ

き
の
あ
の
一
撃
必
殺
を

つ
と

 
く
は
無
気
力
状
態
に
な

ち
ま
う
の
さ
怒
り
の
エ
ネ

 
ル

を
全

出
す
る
か
ら

る
の
は
無
感
情
だ
け

 
な
の
さ

 
だ
か
ら
ボ

と
し
て
い
る
の
か

 
怠
惰

ま

く
す
れ
ば
元
に

る
よ
そ
の
間
に
俺
は
こ
れ

 
だ
け
や

ち

わ
な
い
と
な

 
そ
う

い
怠
惰
は

箱
の
よ
う
な
物
を
何
処
か
ら
出
し
た
の
か
分

  
理
 

そ
れ

て
お
前
が
作

た
も
の
な
の
か

 
怠
惰

ん

あ

ま

な

こ
い
つ
が
最
初
に
俺
の

院
に
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来
院
し
た
時
に

が
切
断
さ
れ
て
い
た
か
ら
な
本

 
人
も
不

そ
う
だ

た
か
ら
提

し
た
の
さ
こ
う
い

 
う
の
は
あ
ん
ま
し
専
門
じ

な
い
が

し
に
作

 
て
た
か
ら
な

 
そ
れ
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か

聞
い
て
る
と

い
不
安
に
な

て
く
る
な

 
怠
惰

し
か
し
今
回
み
た
い
な

さ
れ
方
は
久
々
だ
よ
内
部

 
か
ら
イ
カ
れ
て
る
や
が
る
本
当
に
流

の
一

だ

 
た
よ
理
久
兎

義
手

は
愚
か
あ
の
憤
怒
を
怒
ら

 
せ
た
ん
だ
か
ら
な
そ
れ
に
吹

切
れ
た

し
て
る

 
戦
い
で
何
か
し
ら
の
事
が
分
か

た
か

 
理
 

ん

あ

ま

な

 
自
分
を
受
け

め
許
す
か

こ
い
つ
が
前
に

て
ろ
と
か

て
い
た
意
味
が
少
し
だ
け
分

か

た
気
が
す
る

そ
れ
に
も
し
か
し
た
ら
こ
こ
数

月
間
の
満
ち

り
な
い
こ
の
感
情
は
そ

れ
だ

た
の
か
も
な

す
る
と

 
さ
と

ん
ん

こ
こ
は
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理
 

さ
と
り
起
き
た
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

は

理
久
兎
さ
ん

 
飛
び
起
き
自
分
の
体
の

々
を
見
て
く
る

 
理
 

ど

ど
う
し
た

 
さ
と

さ

き
理
久
兎
さ
ん
が
ま
た
あ
の
時
の
理
久
兎
さ
ん

 
に
な

て
い
て
そ
れ
で

 
理
 

あ
の
時

 
一
体
ど
の
時
な
の
だ
ろ
う
か

さ
と
り
は

を

げ

 
さ
と

分
か
ら
な
い
ん
で
す
か

 
理
 

い
や
ま

自
分
を
見
る

て

が
あ
れ
ば
ま
だ
し
も

 
な

 
さ
と

そ

そ
う
で
す
よ

 
さ
と
り
が
不
安
そ
う
な

を
し
て

え
る

恐
ら
く
凶
変
し
た
自
分
に
対
し
て
の
ト
ラ
ウ
マ
が

あ
る
の
だ
ろ
う
な

さ
と
り
に

し
く

き
つ
き
頭
を

し
く

で
る

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん
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理
 

安
心
し
ろ
も
う
俺
は
何
が
あ

て
も
前
を
見
続
け
る

 
そ
し
て
お
前
達
を
守

て
み
せ
る
だ
か
ら

ち
着
い

 
て
く
れ
さ
と
り

 
さ
と

嘘
つ
か
な
い
で
下
さ
い
よ
嘘
を
つ
い
た
ら

方

 
の

に

い
え

を
突
き

し
ま
す
か
ら

 
理
 

上
等
だ

ん
じ
て
受
け
る
よ

 
も
う
二
度
と
彼
女
達
に
ト
ラ
ウ
マ
を
植
え

け
る
よ
う
な
事
は
し
な
い

い
や
さ
せ
な
い
た
め

に
も
初
心
に

り

歩
で
も
踏
み
出
さ
な
い
と
な

 
怠
惰

う

嫌
だ
嫌
だ

た
る
い
事
を

い
や
が

 
て
反

が
出
そ
う

強

ぶ

か
け
て
い
い

 
理
 

う
る
せ

く
れ

 
怠
惰

良
い
も

ん
だ

さ
て
こ
れ
で
良
し

 
そ
う

い
義
手
を

く
と
立
ち
上
が
り

箱
は
消
え
る

そ
し
て
憤
怒
の

後
へ
と
回
る

と 
怠
惰

お
い
起
き
ろ
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そ
う

い
思
い

き
り

に
手
を
ぶ

し
た
次
の

間

 
憤
怒

ぶ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
憤
怒
は
突
然
ぶ

れ
た
か
の
よ
う
に

い
だ
す

そ
し
て
体
を
よ
じ
ら
せ
前
へ
と

れ
る

 
憤
怒

お
い
コ
ラ
怠
惰

て
め

人
の

を
く
す
ぐ
る
な
と

 
あ
れ
程
に

て
い
る
だ
ろ
が
て
め

の

く
す
ぐ

 
り
地
味
に

い
ん
だ
よ

 
怠
惰

う
る
せ

あ
の
状
態
の
お
前
を

す
の
に
手

取
り

 

い
の
は
こ
れ
な
ん
だ
よ
何
な
ら

気
シ

ク
の

 
方
が
良
い
ん
で
す
か
こ
の

 
理
 

ん

い

て

 
あ
れ
だ
け
の

撃
が
通

し
な
い

て
い
う
の
に
こ
ん
な
の
は

メ

が
あ
る
の
か

 
怠
惰

あ

て
な
か

た
け
こ
い
つ
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の

 
や
エ
ン
ド
ル
フ

ン

が
人
一

く
て
な
戦
闘
に

 
な
る
と
一
気
に
そ
れ
が
出
る
か
ら

み
を

和
す
る

 
の
さ

の

さ
と
そ
れ
が
あ
る
か
ら

メ

は
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な
い
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
が

が
固
い
か
ら
な
の

 
か
は
知
ら
ん
が
意
外
に
も
く
す
ぐ
り
に

弱

 
い
ん
だ
よ

 
憤
怒
に
そ
ん
な
弱
点
が
あ

た
と
は
意
外
な
弱
点
だ
な

 
怠
惰

意
外
な
弱
点

て
思

た
だ
ろ
う
け
ど
こ
の
世
に
は

 
完

人
な
ん
て
者
は
い
な
い
の
さ
必
ず
俺
や
憤
怒

 
だ

て
そ
う
だ
が
弱
点
が
な
い
奴
な
ん
て
の
は
い
な

 
い
そ
れ
は
断

し
て
や
る
よ

 
理
 

お
前
に

わ
れ
る
と

な
説

力
か
あ
る
よ
な

 
怠
惰

だ
ろ

 
現
に
こ
い
つ
戦
い
の
後
は

座
に
ゲ
ロ
る
か
ら
な

そ
れ
を

え
る
と
弱
点

て
あ
る
ん
だ

な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

て
い
る
者
達
は
次
々
に
起
き
出
し
始
め
る

 
亜
狛

こ
こ
は

 
耶
狛

眠
い

 
黒
 

い
て
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従
者
達
が
目
覚
め

 
お

つ
つ

お
空
は
大
丈
夫
か
い

 
お
空

問

は
な
い
よ

皆
も
大
丈
夫
そ
う
だ

 

ト
達
が
目
覚
め
て
と
こ
の
場
の
者
達
は
全
員
起
き
だ
す

 
さ
と

皆
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

 
さ
と
り
が

を
か
け
る
と
皆
は
ハ

と
し
た
表
情
を
し
だ
す

 
耶
狛

は

マ
ス

は

 
理
 

生
き
て
る
よ

 
と

き
な
が
ら
手
を

る

 
亜
狛

て

じ

な
い
で
す
か
そ
れ

 
お

そ
れ
よ
り
も
さ

き
の
戦
い
で
理
久
兎
様
が

 
お
空

そ
う
そ
う
子

み
た
い
に
な

て

 
黒
 

何
が
ど
う
な

て
ん
だ
主
よ

 
理
 

知
ら
な
い
よ
け
れ
ど
後
で
何
と
な
く
だ
け
れ
ど
説
明

 
は
す
る
よ
だ
か
ら

ち
着
け
よ
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そ
う

う
と
皆
は

り
静
か
に
な
る

 
憤
怒

ハ
ハ
ハ

の
良
い
奴
等
だ

 
怠
惰

全
く
だ
こ
い
つ
ら
を
見
て
る
と
昔
を
思
い
出
す
よ

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

所
で
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
と
か

 
行

て
た
が
良
い
の
か

 
そ
れ
を
聞
く
と
怠
惰
は
懐
か
ら

み
た
い
な
物
を
取
り
出
し
み
る
と

ラ

ラ
と

か
ら

を

流
す

 
怠
惰

そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と

正
直
な
話
で
彼
奴

 
の
迎
え
に
行
く
の
面

く
さ
い
か
ら
置
い
て
い

て

 
も
良
い
か
な

 
憤
怒

迎
え
に
行

て
や
れ

 
怠
惰

分
か
り
ま
し
た
よ
ま

た
く

 
指

チ
ン
を
す
る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く

が
出
現
す
る

 
怠
惰

さ
て
と
俺
達
は
お
い
と
ま
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
理
 

へ
い
へ
い

憤
怒
ま
た
来
い
よ
そ
の
時
は
ま
た
一
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に
飯
を
作
ろ
う

 
憤
怒

良
い

そ
れ
と
ま
た
さ

き
み
た
い
な
熱
い
戦
い

 
を
し
よ
う

 
共
に

手
を
す
る

や
は
り
こ
い
つ
と
は
馬
が
合
う
な

そ
う
し
て
憤
怒
は
手
を

り
怠
惰
が

作

た

に
入

て
い

た

 
怠
惰

さ
て
と
俺
も
や
る
こ
と
あ
る
し
行
き
ま
す
か
理
久
兎

 
無
理
な
運
動
だ
と
か
は

目
だ
け
ど
リ
ハ
ビ
リ
を

 

て
少
し
は
動
い
て

じ

な
い
と

が

て

 
動
け
な
く
な
る
か
ら
さ

 
理
 

あ

分
か

た
よ

 
怠
惰

そ
れ
か
ら
守
り
た
い
者
が
あ
る
な
ら
ち

ん
と
守
れ

 
よ

 
そ
う

き
怠
惰
も

へ
と
入

て
い

た

わ
れ
な
く
て
も
守

て
や
る
さ

 
理
 

さ
て
と

そ
ん
じ

お
前
達
に
も
俺
の
分
か
る

 
で
説
明
す
る
よ
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さ
と

お
願
い
し
ま
す

理
久
兎
さ
ん

 
そ
う
し
て
自
分
も
分
か
る

内
で
皆
に
説
明
を
始
め
る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
憤
怒

何
し
て
ん
だ
怠
惰

気

悪
い

 
怠
惰

嫌

こ
こ
最
近
は

ち

ん
と
暴
食
し
か
後
書
き
に

 
出
て
な
い
だ
ろ
う
か
ら
さ

 
憤
怒

ま

た
く
お
前
は

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
で
ど
う
だ

た
理
久
兎
く
ん
は

 
憤
怒

あ

そ
う
だ
な

も
し
も
昔
だ

た
ら
あ
ん
な

い

 
性
格
だ
と
す
ぐ
死
ん
で
た
な

 
怠
惰

意
外
に

な
意
見
だ

 
憤
怒

た
だ
実
力
は
中
々
だ
当
時
の
王
様
時
代
だ

た
ら
俺

 
の
直

の
部
下
に
し
た
い
ぐ
ら
い
だ

た
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怠
惰

今
度
は
意
外
な
高

 
憤
怒

あ

な

理
久
兎
の
あ
の
姿
は
常
に
起
こ
る
の
か

 
怠
惰

 
怠
惰

知
ら

な
ぶ

ち

け
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
良

 
い
俺
か
ら
し
た
ら

要
な
事
で
す
ら

 
憤
怒

お
い
お
い

 
怠
惰

た
だ
彼
奴
は

々
と
可

し
い
の
は

か
だ
憤
怒
は

 
悪
魔
殺
し

て
い
う
ウ

ル
ス
は
知

て
る
か

 
憤
怒

知
ら

な
そ
ん
ぐ
ら
い
の
時
に
は
俺
は
地
下
深
く

 
で

房
獄
中
生
活
し
て
た
ん
で
な

 
怠
惰

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

な
ら
良
い
や

 
憤
怒

お
い
お
い

い
か
け
て
そ
り

だ
ろ

 
怠
惰

説
明
が
め
ん
ど
い
か
ら
な

さ
て
と
後
書
き
の
時
間

 
も
そ
ろ
そ
ろ
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
憤
怒

は

し
か
し
楽
し
か

た
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怠
惰

そ
れ
じ

読
書
様
ま
た
次
回

さ
ら
ば
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第
５
０
０
話
 
怪
我
の
療
養

 
こ
ん
ば
ん
は
読
書
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
を
投
稿
し
て
次
回
か
ら
は
ま
た
あ

ち

を
投
稿
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
し
て
活
動
報
告
に
て
ア
ン

ト
を
実

し
ま
し
た
の
で
そ
ち
ら
も
よ
ろ
し
け
れ
ば
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
憤
怒
が
去

て
翌
日
と
な
る

憤
怒
か
ら
受
け
た

は
ま
だ

え
ず

に
み
ま
わ
れ
て
い

る
自
分
は
部

で
仕
事
を
行

て
い
た

 
理
 

あ

 
久
々
に
本
気
を
出
し
た
た
め
な
の
か

が
激
し
く
そ
し
て
憤
怒
か
ら
受
け
た

が
ま

た

く
と

て
も
良
い
ぐ
ら
い
に

え
な
い
た
め

だ
に

い

 
理
 

本
当
に
久
々
だ

 

子
の

も
た
れ
に
体

を
か
け
て

る

本
当
に
こ
こ
ま
で

メ

が

る
と
は
思
い
も

し
な
か

た

し
か
し
後

は
し
て
は
い
な
い

何

な
ら
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
見
つ
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め
れ
る
良
い
機
会
に
な

た
し
そ
れ
に
憤
怒
と
更
に
強
い

で
結
ば
れ
た
気
が
す
る
か
ら
だ

 
理
 

や
る
事
を
や

ち
ま
う
か

 
そ
う
し
て
や
る
こ
と
を
開
始
し

く
す
る
と
執
務
室
の

が
開
き
さ
と
り
が
数

の
紙
を
持

て
入

て
く
る

 
さ
と

す
み
ま
せ
ん
が
こ
の
書

に
目
を
通
し
て

え
ま
す

 
で
し

う
か

 
理
 

あ

良
い
よ
見
せ
て

 
さ
と
り
か
ら
紙
を
受
け
取
り
中
身
の

を
す
る

主
に
旧
都
の
出

だ
な

ま
た
修

が

あ
る
の
は
最

ご
愛

だ

 
さ
と

所
で
理
久
兎
さ
ん
そ
の
ま
だ

み
ま
す
か

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ
心

す
る
な

こ
ん
な
の
へ

ち

ら

 
さ

 

ン

と
ま
だ
療
養
中
の

を

く

正
直
に

う
と

い
し

り

を
あ
げ
た
く

な
る

し
か
し
さ
と
り
を
心

さ
せ
な
い
た
め
に
も
こ
こ
は
無
理
し
な
け
れ
ば

 
さ
と

嘘
で
す

理
久
兎
さ
ん

に

や

が
流
れ
て
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い
ま
す
よ

 
理
 

勘
の
良
い
奴
め

あ

そ
う
だ
よ

い
よ

 
だ
か
ら
何
だ
よ
ち
く
し

う
め

 
さ
と

何

に
ま
た
喧
嘩
口
調
な
ん
で
す
か

無
理
は
し
な

 
い
で
下
さ
い

て
私
は

い
ま
し
た
よ

 
理
 

い
や
ま

 
だ

て
さ
と
り
に
心

か
け
さ
せ
る
と
す
ぐ
に
不
眠

に
な
る
ん
だ
も
ん

そ
こ
か
ら
何
時
も

の
定
番
の
悪

の
ス

ト
だ

そ
う
な

た
ら
こ

ち
も
お
ち
お
ち
と
休
め
な
い
か
ら
な

し
か
し
そ
れ
を

う
と
ま
た
喧
嘩
に
な
り
か

な
い
た
め

て
い
る
の
だ

 
さ
と

ま

た
く

無
理
は
し
な
い
で
下
さ
い
理
久
兎
さ
ん

 
お
願
い
で
す
か
ら

 
理
 

そ
こ
は
わ
き
ま
え
て
る
か
ら
安
心
し
ろ

 
さ
と

そ
れ
本
当
で
す
か

 
理
 

い
や
ま

う
ん
多
分
き

と

 

ト
目
で

方
を
見
て
く
る

頼
む
か
ら
そ
ん
な
ゴ
ミ
を
見
る
よ
う
な
目
で
み
な
い
で
く
れ
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理
 

分
か

た

無
理
は
し
な
い

て

 
さ
と

本
当
に
約
束
で
す
よ

 
理
 

へ
い
へ
い

 
さ
と
り
に
は

わ
な
い
や

し
か
し
常
々
と
思
う
の
は
紫
と
い
い

と
い
い
ど
う
し
て
こ
う

も
俺
の

り
の
女
達
は

々
と
勘
が
良
い
と

う
か
無

の

し
て
く
る
子
が
多
い
の
か

正

直
な
話
で
怖
く
て
チ
ビ
り
そ
う
だ

 
理
 

や
れ
や
れ
と
り
あ
え
ず
書

に
は
目
を
通
し
た
し
印

 
も

し
た
か
ら
後
は
任
せ
る
よ

 
さ
と

は
い

 
書

を
渡
す
と
さ
と
り
は
そ
れ
を
手
に
取
る

そ
し
て
ふ
と
思
い
さ
と
り
に

 
理
 

な

さ
と
り

日
の
説
明
で
皆
は

し
て
く
れ

 
た
の
か
な

 
さ
と

ど
う
で
す
か

亜
狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
や
黒
さ
ん

 
は

は
し
て
は
い
ま
し
た
が
お

や
お
空
は
ま
だ

 
気
持
ち
の
整
理
が
つ
い
て
い
な
い
と
い

た
感
じ
で
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し

う
か

 
理
 

そ
う
か

 
皆
に
は

日

憤
怒
と
の
戦
い
で
も
う

人
の
自
分
と
の
事
を
話
し
た

そ
し
て
そ
れ
に
つ

い
て
皆
は

い
よ
う
な

を
し
て
い
た
た
め
今
日
さ
と
り
に
聞
い
た
の
だ

 
理
 

さ
と
り
は

し
て
く
れ
て
な
い
よ
な

 
さ
と

そ
う
で
す

理
久
兎
さ
ん
が
あ
の
姿
に
な
る
こ
と

 
そ
れ
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
あ
れ
は
も
う
完
治
し

 
た

方
に
は
も
う
関
係
が
な
い
と
思

て
い
ま
し
た

 
か
ら

 
皆

く
俺
は
小
さ
な
子

の
姿
に
変
化
し
て
い
た
み
た
い
だ

恐
ら
く
そ
の
姿
は
俺
と
再
び

じ
り
あ

た
狂
神
の
姿
な
の
だ
ろ
う

俺
の

え
で
は
後

と
は
思

て
は
い
る
が
も
し
か

し
た
ら
新
た
な

能
の
開
花
な
の
で
は
と
も
思

て
い
た
り
も
し
て
い
る
の
が
現
状
だ

ど
ち
ら

に
せ
よ
手
に
い
れ
た
こ
の
力
は

に
使
わ
な
い
と
な

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

何
だ
さ
と
り
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さ
と

今
日
の
夕
食
は
ど
う
し
ま
し

う
か

 
そ
う
い
え
ば

え
て
な
か

た
ん
だ
よ
な

日
は
何
と
か
気
力
で
作

て
今
日
の

飯
分
ま

で
は
何
と
か
な

た
が
夕
食
か
ら
は
作
り
置
き
は
な
い

そ
う
な
る
と
作
る
必
要
が
あ
る
が

 
理
 

そ
う
だ
な

何
に
し
よ
う
か

 
さ
と

動
け
る
ん
で
す
か

 
理
 

何
と
か
踏
ん

れ
ば
な

 
正
直
に

う
と
今
日
は
安
静
に
し
て
い
た
い

し
か
し

の

中
の
食
事
の
催

が
あ

た
り

も
す
る
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
食
べ
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
た
め
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

 
理
 

よ

こ
い
せ
と

 

子
か
ら
立
ち
上
が

た
そ
の

間
に
全
身
か
ら
激

が
走
る

 
理
 

い
て
て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

何
だ
少
し
待

て
く
れ

 
さ
と

い
え
私
が
作
り
ま
し

う
か

 
う
ん

今
さ
と
り
が
作
る
と
聞
い
た
気
が
す
る
が
気
の
せ
い
か
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理
 

今

作
る

て

た
か

 
さ
と

は
い

い
ま
し
た
よ

 
理
 

作
れ
る
の
か
本
当
に

 
さ
と

失
礼
で
す

作
れ
ま
す
よ

方
の

で

方
の
料

 
理
の
技
術
は
何
度
も
見
て
い
ま
す
の
で

 
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
な

し
か
し
流

に
こ
の
激

の
中
で
の
料
理
は
正
直
は
し
た
く
は
な

い

こ
こ
は

け
て
み
る
か

 
理
 

分
か

た
な
ら
頼
む
よ

 
さ
と

ふ
ふ

任
せ
て
下
さ
い

そ
れ
で
は
書

を
部

に

 
置
い
て
作

て
き
ま
す

 
理
 

あ
い
よ
あ

さ
れ
と
食
材
だ
け
ど

部

の

 
と
か

き
な
の
使

て
良
い
か
ら

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
と
り
あ
え
ず

く
り
と
再
び

子
に

掛
け
る
と
さ
と
り
は
部

か
ら
出
て
い
く

 
理
 

大
丈
夫
か
な
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少
し
心

し
な
が
ら
も
さ
と
り
の
料
理
を
待
つ
の
だ

た

そ
う
し
て

時
間
ぐ
ら
い
が

た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か

執
務
室
の

が
開
き
さ
と
り
が
料
理
を

に

せ
て
持

て
く
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い

 
理
 

あ
い
よ

 
こ
の

時
間
で
覚
悟
を
決
め
た

も
し
も
ま
ず
く
て
も
オ
ブ
ラ

ト
に

い

え
な
が
ら
も

め
よ
う
と

そ
う
し
て

に

を
置
く

立
は
白

に
味

そ
し
て
小

の

し
に

の
ハ
ン
バ

グ
と
家

的
な

立
だ

 
理
 

そ
れ
じ

い
た
だ
き
ま
す

 
さ
と

は
い

 
と
り
あ
え
ず
小

を
一
口
食
べ
る

う
ん
自
分
が
作
る

し
に
近
い
味
だ

続
い
て

の

ハ
ン
バ

グ
を
食
べ
る

ソ

ス
は
さ

り
と
し
た
ポ
ン

ス
の
ソ

ス
に
シ
ン
プ
ル
な

の
ハ
ン
バ

グ
に
良
く
合
う

ア
ク

ン
ト
の
大
葉
と
大

も
い
い
感
じ
だ

味

は
な

め
こ

か

出

と
な
め
こ
が
良
い

性
だ

う
ん
ど
れ
も
こ
れ
も
中
々
の
味
だ

 
さ
と

ど
う
で
し

う
か

 

ず
か
し
そ
う
に

べ
る
さ
と
り
に

み
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理
 

う
ん
お
い
し
い
よ

よ
く
出
来
た
じ

な
い
か

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
手
を
見
て
み
る
と
先
程
ま
で
な
か

た

の

が
大

に
あ
り

創

や

が

か
れ
て

い
た

ま

た
く
こ
の
子
は
人
に
散
々
と
無

を
す
る
な
と
か

て
お
い
て
無

を
し
た
ん
だ

な

激

が
走
る
が
そ
ん
な
も
ん

性
で
踏
ん

て
立
ち
上
が
り
さ
と
り
の
頭
を

で
る

 
さ
と

へ

 
理
 

大
変
よ
く
出
来
ま
し
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

と
り
あ
え
ず
さ
と
り
も
俺
に

わ
ず
皆
と
食
べ
て
お

 
い
で

俺
は
食
べ
終
わ

た
ら

の

に

は
置
い

 
て
お
く
か
ら
さ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
そ
の
代
わ
り
全
部
食
べ
て
下
さ

 
い
よ
良
い
で
す

 
理
 

分
か

て
る
よ

 
そ
う

い
さ
と
り
は
部

か
ら
出
て
い
く
が
去
り

の
さ
と
り
の

は

く

ず
か
し
そ
う
に
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て
い
る
を
見
て
し
ま

た

 
理
 

俺
に

め
ら
れ
る
の
が
そ
ん
な
の
に
嬉
し
い
も
の
な

 
の
か
な

つ
つ

 

に
手
を
置
き
な
が
ら

く
り
と

動
し
て

子
に

掛
け
夕
食
を
食
べ
る
の
だ

た

 

 

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

な

 
暴
食

だ

 
ロ
ン

暴
食
様
そ
ろ
そ
ろ
で
す
よ

 
暴
食

う
ん
多
分

さ

き

あ

た
か
ら

 

 

 

何
が
じ

 
暴
食

そ
れ
は

 

 

た
だ
い
ま
よ

 

 

こ
の

は
ま
さ
か

 
暴
食

や

と
か



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
怠
惰

う

す

ち

ん
元
気
し
て

 

 

死

 
怠
惰

う

ぶ

い
き
な
り
飛
び

り
し
て

 
く
る
普
通

 

 

う
る
さ
い

様

ど
こ
行

て
お

た

 
怠
惰

え

え

と
天
子
ち

ん
の
家
で
天
子
ち

ん
と

 

さ
ん
と
で
古
龍
退
治
し
て
た

い
や

び
た

 
ク
シ

ル
さ
ん
は
強
い
よ

 

 

様
モ
ン
ハ
ン
し
て
お

た
な

 
暴
食

や
れ
や
れ
怠
惰
く
ん
も
変
わ

た
よ

 
怠
惰

そ
れ
憤
怒
と
か

か
ら
も

わ
れ
た
よ
あ
り
が
と

 
う

々
と

 
暴
食

あ

報

は

え
よ

 
怠
惰

分
か

て
る

目
も
つ
け
と
く

 
暴
食

あ
り
が
と
う
そ
れ
じ

行
こ
う
か
ロ
ン

ス
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ロ
ン

は
い

そ
れ
で
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
暴
食

バ
イ
バ
イ

 
怠
惰

変
わ
ら
ず

け
目

な

 

 

シ
が
頑

て
る
間
に
も

様
は

 
怠
惰

後
で
ア
イ
ス
買

て
や
る
か
ら
お
と
し
な
く
な

 

 

む

高
い
ア
イ
ス
を
買
わ
せ
て
や
る

 
怠
惰

買

て
や
る
か
ら

さ
て
と
今
回
で
憤
怒
来
訪
も

 
終
わ
り
次
回
か
ら
新
章
ス

ト
の
前
に

 

 

な

何
じ

 
怠
惰

実
は
読
者
様
方
に
ア
ン

ト
を
と
り
た
く
て

 
活
動
報
告
の
方
に
出
し
て
お
く
か
ら
よ
け
れ
ば
や

 

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
な

 

コ

 

 

お

お
主
は
の

 
怠
惰

あ

そ
れ
と
次
回
か
ら
あ

ち
の
投
稿
を
し
て
い
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く
か
ら
よ
ろ
し
く

 

 

々
と
ぶ

込
み
す
ぎ
じ

 
怠
惰

ま

ま

さ
て
そ
れ
で
は
⻑
く
な

た
け
ど
今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

す
ま
ぬ
が
明
日
か
ら
こ

ち
は
休
み
じ

か
ら
の

 
間
違
え
る
で
な
い

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
サ
ラ

バ
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第
５
０
１
話
 
調
査
派
遣

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
何
と
か
生
き
て
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

土
日
は
休
み
で
し
た
が
リ

ア
ル
行
事
で

し
く
投
稿
で
き
ず
で
申
し
訳
な
い
で
す

そ
し
て
こ
の

間
は
先

と
同
じ

に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
数
日
が

過
し
こ
こ
地
霊
殿
の

下
で
は

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か

 
理
 

あ

こ
の
前
よ
り
は
な

 
憤
怒
か
ら
受
け
た

も

々
と
だ
が

え
て
は
き
て
い
た

後

り
数
日
も
し
な
い
う
ち
に
怪

我
も
治
る
だ
ろ
う

し
か
し
こ
こ
ま
で
が
本
当
に

か

た

歩
く
動
か
す
と
い

た
動
作
は

お
ろ
か

部
の

を

ぎ

と
す
よ
う
に
斬
ら
れ
た
た
め
呼

す
る
だ
け
で
も

い
の
だ
か
ら

よ
く
こ
こ
ま
で

え
れ
た
も
ん
だ
と
自
分
を

め
て
や
り
た
い

 
理
 

と
り
あ
え
ず
久
々
に
風
呂
に
入
り
た
い
や
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さ
と

怪
我
の
せ
い
で
入
れ
て
ま
せ
ん
で
し
た
し

 
理
 

あ

 
そ
れ
に
風
呂
に
も
入
れ
て
な
い
か
ら
入
り
た
い

負

部

か
ら

が
流
れ
て
し
ま
う
と
衛
生

的
に
も
よ
く
な
い
た
め

オ
ル
で
体
を

く
生
活
が
続
い
た
た
め
久
々
に
風
呂
に

か
り
た
い

 
理
 

な

ま
さ
か

い
か
俺

 
さ
と

し

か
り
と

い
て
い
る
の
か
そ
う
で
も
と
い

た

 
所
で
す
が
少
し
は
匂
い
ま
す
よ

 
う
ん
や

り

く
風
呂
に
入
り
た
い

そ
う
思
い
な
が
ら

下
を
歩
い
て
い
る
と
少
し
先
の

が

い
よ
く
開
か
れ
る

 
耶
狛

だ
か
ら
こ
れ
は
私
の
だ
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

耶
狛
そ
れ
を

く

て
ろ

て
嫌
な
気

が
す
る
ん

 
だ
か
ら

 
亜
狛
と
耶
狛
が
何
か
を

い
争

て
い
る
み
た
い
だ

さ
と
り
と
目
を
合
わ
せ
互
い
に

を

か
す

と
り
あ
え
ず

人
に
近
づ
く

 
理
 

何
し
て
ん
だ
お
前
達
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亜
狛

あ

マ
ス

マ
ス

か
ら
も

て
下
さ
い

 
よ

 
耶
狛

嫌
だ
よ
こ
れ
は
私
の

 
理
 

ま

待
て
待
て
話
を

し
く
聞
こ
う
じ

な
い
か
ま

 
ず
は
そ
れ
か
ら
だ

な

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は

る

そ
し
て
互
い
に

を
合
わ
せ
て

く

 
耶
狛

そ
れ
じ

ま
ず
は
私
か
ら

マ
ス

こ
れ
分
か
る

 
か
な

 
と

う
と
耶
狛
は
紫

の
玉
を
取
り
出
す

 
理
 

そ
れ
が
ど
う
か
し
た
の
か

 
耶
狛

う
ん
こ
れ
を
手
に
取

て
気
づ
い
た
ん
だ
よ
不
思
議

 
と
力
が

く

て

 
う
ん
明
ら
か
に
普
通
の
ア
イ
テ
ム
じ

な
い
な

 
耶
狛

そ
れ
で

て
る
の
は

体
な
い

て
思

て

 
理
 

成
る
程

亜
狛
の
意
見
は
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亜
狛
の
意
見
を
聞
く
と
亜
狛
は
自
身
の

え
を

べ
る

 
亜
狛

自
分
の
意
見
と
し
て
は
そ
れ
は

に

て
る
べ
き

 
と

え
て
い
ま
す

か
に
そ
の
ア
イ
テ
ム
は
使
い
方

 
次
第
で
は
強
い
ア
イ
テ
ム
で
す
し
か
し
身
に
余
る
力

 
は
自

と
マ
ス

が

て
た
じ

な
い
で
す
か

 
そ
の
た
め
に

て
ろ

て

て
い
る
ん
で
す

 
耶
狛

そ
ん
な
の

体
な
い
よ

 
亜
狛

体
な
い
の
問

じ

な
い
そ
ん
な
物
は

て
る
べ

 
き
だ

耶
狛

 
成
る
程

耶
狛
の
意
見
も
分
か
る
が
亜
狛
の
意
見
も
分
か
る

こ
う
な
る
と
ど
う
し
た
も

の
か
な

 
理
 

少
し
そ
れ
を
見
せ
て

て
も
良
い
か

 
耶
狛

い
い
よ

 
そ
う

い
耶
狛
は
渡
し
て
く
る

そ
れ
に
手
を

れ
た

間

脳
裏
に
何
か
過
る

巨
大
な

真

な
ハ
サ
ミ
を
持
ち
無
数
の
手
と
手
が

な
る
禍
々
し
い
何
か
が
一

だ
け
見
え
る
が
す
ぐ
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に
亜
狛
と
耶
狛
の

が
写
る

 
理
 

今
の
は
何
だ

 
不
気
味
な
光

だ

だ
が
見
え
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
先
程
に
見
え
た
巨
大
な
ハ
サ
ミ
を
持

つ
何
か
そ
し
て
不
気
味
な
怪
物
と
そ
れ
に

た
巨
大
な
何
か

最
後
に

と

の
リ
ボ
ン
が
見
え

た
の
は
何
な
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
亜
狛

な
ら
マ
ス

決
断
を
く
だ
さ
い

 
耶
狛

う
ん

て
る
か

て
な
い
か
は
マ
ス

の
決
断

 
に
私
も
従
う
よ

 
と

て
く
る

待
て
話
を
聞
い
て
な
か

た
ん
だ
が

こ
い
つ
等
は
俺
を

き
込
ん
で
き

た

い
き
な
り
そ
ん
な
事
を

わ
れ
て
も
な

チ
ラ
リ
と
さ
と
り
を
見
る
と
さ
と
り
も

手
を

上
げ
て
お
手
上
げ
の
ポ

を
す
る

つ
ま
り
俺
に
任
せ
る
と

い
た
い
の
だ
ろ
う

 
理
 

ふ
む
ど
う
し
た
も
ん
か

ん

 
少
し
先
の
方
で
こ
い
し
が
ニ
コ
ニ
コ
と

て
い
る
の
が
見
え
た

 
理
 

こ
い
し
何
し
て
ん
だ

 
さ
と

え
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こ
い

も

う

ま
た
存

を
話
す
ん
だ
か
ら
理
久
兎
お
兄

 
ち

ん
は

 
存

を
現
し
た
こ
い
し
は
テ
ク
テ
ク
と
こ
ち
ら
に
近
づ
く

 
さ
と

こ
い
し
帰

て
き
て
た
の

 
こ
い

今
さ

き

そ
れ
よ
り
も
何
を
話
し
て
い
る
の

 
亜
狛
お
兄
ち

ん
と
耶
狛
お
姉
ち

ん
は
何
を

い

 
争

て
る
の

 
理
 

あ

そ
れ
が
な

 
と
り
あ
え
ず
こ
い
し
に
事
の
成
り
行
き
を
話
す

こ
い
し
は
頭
に
指
を
置
き
少
し
の

を
す

る
と

 
こ
い

そ
う
い
え
ば
地
上
だ
と
そ
の
玉
を

て
大
乱
闘
し

 
て
る

 
耶
狛

そ
う
な
の

 
こ
い

う
ん
何
で
も
全
部

え
る
と
願
い
が

う
と
か

 
亜
狛

そ
れ
完

に
ド
ラ

ピ

ン
ボ

ル
で
す
よ
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か
に
な

ま
じ
め
な
蓮
が
こ
の
事
を
知

た
ら
著
作

が
ど
う
の
と
か

て
突

か
か

て
き
そ
う
だ
な

 
さ
と

し
か
し
願
い
が

う
で
す
か

 
理
 

現
実
そ
ん
な
も
ん
あ
る
の
か

 
さ
と

あ
り
ま
す
よ

 
こ
い

う
ん
あ
る

 
理
 

は
い

あ
る
の
本
当
に

 
さ
と
り
と
こ
い
し
は
互
い
に

を

に

る

 
さ
と

現
に
私
と
こ
い
し
は
そ
の
者
の
所
に

く
い
ま
し
た

 
し

 
こ
い

で
も

い
親
切
だ

た
よ

子

い
け
ど

い

 

が
あ

た
し

 
さ
と

え

子

い
所
は
と
も
か
く
と
し
て
あ
の
カ
リ

 
ス
マ
性
は
見
習
い
た
い
で
す

 
そ
れ

て
ま
さ
か
男
か

男
な
の
か

そ
う
だ
と
し
た
ら
結

シ

ク
な
ん
だ
け
ど
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さ
と

ど
う
か
し
ま
し
た
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

別
に

 
そ
こ
は
後
で
こ

そ
り
さ
り
げ
な
く
さ
と
り
か
ら
聞
き
出
す
か

そ
れ
で
ま

俺
よ
り
も
良
い

男
な
ら

 
さ
と

大
丈
夫
で
す
か
本
当
に

 
理
 

問

な
い
よ

 
亜
狛

し
か
し
願
い
を

え
る
で
す
か

 
耶
狛

そ
れ
が
現
実
だ
と
し
て
も
し
も
悪
い
子
え

と
あ
の

 

く
れ
て
い
た
子

名
前
な
ん
だ

け

 
理
 

正
邪

 
耶
狛

そ
う
そ
う

そ
ん
な
子
が
願
い
な
ん
て

え
た
ら

 
ま

正
邪
は
や
ら

い
や
も
し
か
し
た
ら
や
る
か
も
な

ボ

ル
集
め
は
自
力
で
や

た
と

え
る
し
な

そ
こ
は
置
い
て
お
い
て

か
に
耶
狛
の

い
分
は
も

と
も
だ
な

な
ら
ば

方

か
ら
動
く
か

 
理
 

亜
狛
そ
し
て
耶
狛
お
前
達
に
任
務
を
受
け
て
も
ら
い
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た
い
ん
だ
が
良
い
か

 
耶
狛

任
務

 
亜
狛

自
分
も
で
す
か

 
理
 

あ

内
容
は
主
に
そ
の
ボ

ル
の
回
収
そ
し
て
こ
の

 
裏
で

を
引
い
て
る
奴
を
見
つ
け
て

と
し
前
を
つ

 
け
さ
せ
ろ

 
と

う
と
こ
の
場
の
皆
は

を

げ
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
何
で
ま
た
そ
れ
に
裏

て

 
理
 

え
て
み
ろ
よ
い
き
な
り
こ
ん
な
物
が
現
れ

げ
句

 
の
果
て
に
は
大
乱
闘
だ
ろ

然
に
し
ち

出
来
す
ぎ

 
て

か

そ
れ
に

が

め
た
ん
だ
ろ
う
な
や

 
た
事
す
ら
な
い
願
い
が

う
な
ん
て
い
う

話

 
さ
と

は

 
さ
と
り
も
気
づ
い
た
か

目
的
は
何
か
は
ま
だ
分
か
ら
ん

だ
が

か
が
裏
で

を
引
い
て
い

る
の
は

定
だ
ろ
う
な

と
り
あ
え
ず
今
は
こ
の
件
を

け
な
い
と
な
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耶
狛

つ
ま
り
ボ

ル
回
収
し
て
ボ
コ
せ
ば
良
い
ん
だ
よ

 
マ
ス

 
理
 

あ

そ
う
だ

 
耶
狛

オ

 
亜
狛

生
死
は

 
理
 

出
来
れ
ば
生
か
せ
も
し
も
の
時
は

う
な
よ

 
亜
狛

御
意

 
本
当
な
ら
俺
が
行
け
れ
ば
良
い
が
ま
だ
ま
だ
本
調
子
で
は
な
い
か
ら
な

無
理
す
る
と
さ
と
り

に
怒
ら
れ
ち
ま
う

 
理
 

そ
れ
じ

頼
む

お
前
達

 
耶
狛

行

て
き
ま
す

 
亜
狛

報
を
お
待
ち
く
だ
さ
い

マ
ス

 
そ
う
し
て

人
は

け
目
を
通
り
こ
の
場
か
ら
姿
を
消
し
た

そ
し
て
よ
く
よ
く
見
て
気
づ

く 
理
 

あ
れ
こ
い
し
は
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さ
と

わ
れ
て
み
れ
ば

 
さ

き
ま
で
い
た
の
に
な

ま
た
旅
に
で
も
出
た
の
か
な

 
理
 

や
れ
や
れ

 
チ
ラ
リ
と
さ
と
り
を
見
る
と
さ
と
り
は
た
め

を

き
暗
い

を
す
る

頭
に
手
を
お
き

 
理
 

ま

あ
れ
だ
可
愛
い
子
に
は
旅
さ
せ
ろ

て

う
だ

 
ろ
さ
と
り

 
さ
と

そ
う
で
す

ま
た
帰

て
き
て
く
れ
ま
す
よ

 
理
 

大
丈
夫
だ
よ
あ
の
子
は
強
い
子
だ
か
ら

と
り
あ

 
え
ず
俺
は
風
呂
に
入
る
よ

 
さ
と

あ

な
ら
私
も

 
理
 

あ
い
よ
な
ら
行
こ
う

 
そ
う
し
て
さ
と
り
を

ま
し
自
分
達
は
風
呂
場
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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生
き
て
お
る
か

 
怠
惰

何
と
か
生
き
て
ま
す

さ
て

く
空
い
た
け
ど
後

 
書
き
し
て
い
き
ま
す
か

 

 

う
む
所
で
こ
れ
は
深
秘
録
で
良
い
の
じ

な

 
怠
惰

は
い
そ
う
で
す
そ
し
て
次
回
か
ら
は
理
久
兎
で
は

 
な
く
亜
狛
と
耶
狛
が
主
人

と
し
て
異
変
解
決
に

 

り
出
し
ま
す

 

 

心
綺
桜
と
同
じ
で
耶
狛
な
ん
じ

な

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

実

の
所
で
心
綺
桜
の
続
編
み
た

 
い
な
も
ん
だ
か
ら

深
秘
録
は
た
だ
前
作
と
は
違

 
う
の
は

オ
カ
ル
ト

不
思
議
技
が
あ
る
こ
と
だ

 

 

あ
れ
じ

ろ

チ

ン
ピ

ル
だ
と
か

ピ

だ

 
と
か

ピ

だ
と
か
じ

ろ

 
怠
惰

々
と
ぶ

込
ん
で
い
く

ま

う
ん
そ
う
だ

 

そ
う
い
う
の
だ
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し
か
し
理
久
兎
の
は
何
な
ん
じ

あ
ん
な
の
当

 
て
は
ま
る
不
思
議
は
な
い
じ

ろ

 
怠
惰

え

と
で
す

理
久
兎
は
だ
い
ぶ
特

な
不
思
議

 
に
な

て
お
り
ま
し
て
普
通
に
検
索
し
て
も
ま
ず

 
な
い
で
す

 

 

て
こ
と
は
オ
リ

ナ
ル
か

 
怠
惰

い
や
い
や
オ
リ

ナ
ル
で
も
な
い
よ

そ
う
だ
な

 
メ

い
話
か
つ
ネ

バ
レ
に
な
る
け
れ
ど
本
当
に

 
ど
う
し
て
も
気
に
な

て
仕
方
が
な
い

て
方

 
は
理
久
兎
く
ん
が
見
た
光

そ
の
も
の
を
検
索
す

 
る
と
理
久
兎
く
ん
の
不
思
議
は
出
て
は
く
る
よ

 
実

そ
れ
や

て
検
索
結
果
に
出
た
か
ら

 

 

な
に

 
怠
惰

ま

ネ

バ
レ
が
嫌
な
方
は
検
索
し
な
い
方
が
良

 
い
で
す
よ
と
だ
け

て
は
お
き
ま
す
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う
む
む
気
に
な
る
の

 
怠
惰

そ
れ
で
一

理
久
兎
く
ん
の
出
番
は
あ
る
か
な

 
い
か
は
検
討
中
で
す
立
ち

置
的
に
は
Ｐ

４
の

 
深
秘
録
の

仙
と
同
じ
立
ち

置
つ
ま
り

ウ
ン

 
ロ

ド
キ

ラ
み
た
い
な
立
ち

置
な
た
め
も
し

 
か
し
た
ら
あ
る
か
も

と
い
う

で
い
て
下
さ

 
い
お
願
い

し
ま
す

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

そ
し
て
最
後
に
追
加
キ

ラ
に
つ
い
て
の
ア
ン

 
を
取

た
ん
だ
け
ど

め
切
り
が
近
い
の
で
ど
う

 
か
ア
ン

に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

て
事

 
で
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
か
な

 

 

う
む
後
書
き
だ
け
で
だ
い
ぶ
使

て
お
る
し
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

久
々
の
投
稿
と
な
り
ま
し
た

 
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
出
来
る

り
で
投
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稿
す
る
よ
う
に
頑

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 

 

う
む
す
ま
ぬ
が
頼
む

読
者
様
よ
で
は
そ
ろ
そ
ろ

 
時
間
じ

し
さ
ら
ば
じ

 
怠
惰

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
５
０
２
話
 
狼
兄
妹
調
査
開
始

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
々
で
す
読
者
様
実
習
を
生
き

び
ま
た
投
稿
を
再
開
し
た
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

し
か
し
ま
た
地
獄
の
実
習
第
二
回
が
始
ま
る
た
め
心
身

れ
そ
う
で
す

さ

て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
ア
ン

ト
の
結
果
の
視
点
は

下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
お
願

い

し
ま
す

そ
れ
で
は
ど
う

 
日
の
光
が

し
込
む
地
上
に
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
か
ら
現
れ
る

 
耶
狛

う

ん
日
の
光
が

し
い

 
亜
狛

だ
な

 
こ
う
し
て
地
上
に
来
る
の
は
本
当
に
久
々
だ

 
亜
狛

な

耶
狛

 
耶
狛

ん

 
亜
狛

今
の
地
上
は
ど
ん
な
感
じ
な
ん
だ
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自
分
自
身
こ
こ
地
上
に
来
る
の
は
宴
会
の
時

来
の
た
め
久
々
な
ん
だ
が
耶
狛
は
半
年
ぐ
ら

い
前
に
異
変
解
決
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
地
上
に

い
て
い
る

そ
の
た
め
ど
ん
な
感
じ
に

な

て
い
る
の
か
聞
く
と

 
耶
狛

う

ん

大
し
て
変
わ

て
な
い
よ

 
亜
狛

お

お
う

そ

そ
う
な
の
か

 
や
は
り
自
分
の
時
間
感
覚
は
可

し
い
ん
だ
よ
な

ま

無
理
も
な
い
自
分
も
そ
し
て
目
の
前

の
耶
狛
も
不
老
不
死

そ
の
た
め
に

の
者
と
の
時
間
感
覚
が

く
な

て
く
る
ん
だ

 
耶
狛

ま

お
兄
ち

ん
の

え
も
分
か
る
よ
だ

て
お

 
兄
ち

ん
引
き
こ
も
り
だ
も
ん

 
亜
狛

耶
狛
お
前
は
何
時
か
ら
俺
が
引
き
こ
も
り
に

 
な

た
と
思

て
い
る
ん
だ

 
耶
狛

え

だ

て
お
兄
ち

ん

て
影
薄
い

 
亜
狛

そ
れ
は

ん
で
い
る
か
ら
だ

 

び
と
は
常
に
マ
ス

を
引
き
立
て
か
つ
表

に
な

て
も
地
味
な
仕
事
を
影
で

け

る

そ
れ
が

び
だ
そ
の
た
め
に
わ
ざ
と

ん
で
い
る
ん
だ
決
し
て
影
が
薄
い
訳
じ

な
い
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耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

何
だ
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

ん
で
な
い
よ

 
亜
狛

何
を

て

 
い
や
待
て
よ
耶
狛
の

う
通
り
な
の
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
か

ぶ
所
か
派
手
に
暴
れ
て
る

よ
な

つ
ま
り
そ
れ
ら
全
て
を
踏
ま
え
る
と

 
亜
狛

俺

て
ま
さ
か
本
当
に
影
が
薄

 
嫌
々

何
を

て
い
る
ん
だ

自
信
を
持
た
ず
で
何
が

だ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
影
う
す

お
兄
ち

ん
は
影
う
す

 
フ
ラ

ン
ス
を

ル

ル
に
し
た
感
じ
で
耶
狛
は
影
薄
を
若

略
し
て

い
な
が
ら

り
出

す

そ
れ
を
見
て
い
る
と
少
し
い
や

結

イ
ラ

と
し
て
き
た

 
亜
狛
 

 

を
作
り
そ
し
て
耶
狛
の
頭
の
上
に

け
目
を
作
り
そ
し
て
自
分
の
近
く
に
も

け
目
を
作
る

と
そ
の

に
目
掛
け
て
多
少
は
加
減
を
し
つ
つ
殴
る
と

 
ゴ
ツ
ン
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と

い

が

く
と

け
目
か
ら

を
出
す

そ
し
て
耶
狛
は
頭
を

さ
え
な
が
ら
う
ず
く

ま
る

 
耶
狛

い

た

い

 
亜
狛

耶
狛
あ
ま
り
か
ら
か
う
と
に
今
み
た
い
に
そ
の
反
動

 
が
自
分
に
返

て
く
る
か
ら
な

 
耶
狛

う

ん
お
兄
ち

ん
の
バ
カ

 
何
て
会
話
を
し
て
い
る
が
と
り
あ
え
ず
は
マ
ス

か
ら
の
仕
事
を
さ

さ
と
終
わ
ら
せ
な
い

と
な

 
亜
狛

ら
立

て
耶
狛
さ

さ
と
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て

 
味

り
に
行
こ
う

 
耶
狛

う

ん

は

い
物
を
買

て
く
れ
る
の

 
亜
狛

ま

大

ぐ
ら
い
な
ら

 
耶
狛

わ

い

耶
狛
ち

ん
復
活

 
天
真

そ
の

葉
が

合
う
よ
う
な

を
し
て

し
な
が
ら
立
ち
上
が
る

う
ん
や
は

り

か
ら
見
る
と
耶
狛
は
バ
カ
に
し
か
見
え
な
い
よ
な

だ
が
自
分
は
知

て
い
る
耶
狛
が
本
気
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を
出
す
ば

ど
れ
だ
け
怖
い
の
か

そ
し
て
自
分
よ
り
も
恐
ろ
し
く
執

深
い
と
い
う
事
を

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
さ

さ
と
こ
ん
な
ボ

ル
集
め
な
ん
て

 
終
わ
せ
ち

お
う
よ

 
亜
狛

あ

だ
が
こ
の
ボ

ル
が
何
処
に
あ
る
の
か
そ
れ

 
が

要
な
ん
だ
よ

 
問

は
こ
の
ボ

ル
が
何
処
に
あ
る
の
か
だ

々
簡
単
に
見
つ
か
る
物
で
は
な
い
の
は
事

実
だ

何
処
か
ら
探
す
か
そ
う
だ

か
こ
い
し
は
こ
れ
を

て
バ
ト
ル
が
起
こ

て
い
る
と

て
い
た
な

つ
ま
り
こ
の
ボ

ル
は

ち
て
い
る
の
を
探
す
と
い
う

え
よ
り
も

か
し
ら

が
持

て
い
る
の
強

す
る
と
い
う

え
の
元
で
動
い
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

な
に

 
亜
狛

恐
ら
く
は

か
し
ら
の
持

て
い
る
ボ

ル
を
強

 
す
る
事
に
な
る
か
も
な

 
耶
狛

あ
り

り

で
も
そ
れ

て
リ
ス
ク
あ
る
よ

 
亜
狛

ま

な
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リ
ス
ク

負
け
た

に
は
今
あ
る
ボ

ル
は

手
に
渡
る

そ
し
て
不

き
な
者
に
も
し
も

渡
れ
ば
一
体
ど
う
な

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
な

だ
が
一

も

く
に
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は

か
で
あ
る
た
め
リ
ス
ク
を
負

て
も
や
ら
な
い
と
な
ら
な
い
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

リ
ス
ク
は
百
も

知
だ
し
か
し
な
こ
れ
は
一

も
集

 
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
だ

 
耶
狛

か
に

く
集
め
な
い
と

い
物
は
食
べ
れ
な
い
し

  
亜
狛

そ
う
じ

な
い
か
ら
な

何
で
い
き
な
り

い
物
に

 
な
る
ん
だ
耶
狛

 
耶
狛

だ

て
大

を
１
０
０

２
０
０

ぐ
ら
い

て

 
く
れ
ん
で
し

 
亜
狛

さ
り
げ
な
く
１
０
０

に
す
る
な

か
に
俺

 
は

る
と
は

た
が
一

は
そ
の

い
物
が
食
べ

 
れ
る

て
い
う

え
を

て
ろ

 
耶
狛

え
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本
当
に
耶
狛
に
は
食
べ
る

遊
ぶ

る
と
い
う
三

子
し
か
頭
に
な
い
た
め

れ
る

同
じ

で

が

て
い
る
の
に
ど
う
し
て
こ
う
な

た
ん
だ
ろ
う
な

 
亜
狛

願
い
が

う

わ
な
い
は
と
も
か
く
と
し
て
こ
ん
な

 
危
険
な

気
の
ボ

ル
を
そ
の
ま
ま

置
す
る
訳

 
に
は
い
か
な
い
だ
ろ

 
耶
狛

ま

気
は

 
自
分
達
は
元
々
は
狼
と
い
う
獣
だ

そ
の
た
め
に

生
の
勘
が

く
の
だ

こ
の
ボ

ル
は
存

し
て
は
な
ら
な
い
と

 
亜
狛

そ
れ
に
願
い
が

う

わ
な
い
と
は

た

だ
が

 
も
し
も
願
い
が

え
ら
れ
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
そ
れ

 
で

置
は
出
来
な
い
だ
ろ

 
耶
狛

悪
い
子
が
何
で
も
願
い
を

え
ら
れ
る

て
聞
い
た

 
ら
絶
対
に

な
事
に
は
使
わ
な
い
よ

 
そ
の
通
り
だ

も
し
も
本
当
に
願
い
が

う
と
し
た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

置
は
で
き
な
い
話
な

の
だ

だ
か
ら
マ
ス

も
危

し
て
い
た
の
だ
ろ
う

そ
れ
に
し
て
も
マ
ス

も

て
い
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た
が
こ
ん
な
事
を
す
る
意
味
は
何
な
ん
だ
ろ
う
な

 
亜
狛

は

や
れ
や
れ

 
耶
狛

で
も

り
出
し
に
は

ち

う
け
ど
ボ

ル
ど
こ

 
に
あ
る
の
か
な

 
亜
狛

う

ん

々
と
探
し
て
み
る
か

 
耶
狛

そ
う
だ

そ
れ
し
か
な
い
よ

 
そ
う

く
と
自
分
達
は
少
し

き

空
飛
行
を
し
て
進
み
だ
す

 
耶
狛

と
り
あ
え
ず
は
お
兄
ち

ん

も
な
く
ボ

ル
を
探

 
す
感
じ
な
の
か
な

 
亜
狛

あ

そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ

 
耶
狛

だ
よ

 
そ
う
し
て
自
分
と
耶
狛
は
ボ

ル
探
し
の
た
め
地
上
を

も
な
い

動
を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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う
む
そ
な
た
も
お

れ
様
じ

な

 
怠
惰

い
え
い
え

そ
れ
で
視
点
は
亜
狛
と
な
り
ま
し
た

 

 

じ

な
兄
妹
で
動
い
て
お
る
が
妹
の
方
の
視
点
も
や

 
る
の
か

 
怠
惰

戦
闘
の
時
だ
け

本
は
亜
狛
の
視
点

先
と
だ
け

 
思

て
い
て
よ

 

 

う
む

し
か
し
前
回
の
時
は
耶
狛
だ
け
じ

た
が

 
今
回
か
ら
亜
狛
も

戦
と
は
な

 
怠
惰

耶
狛
の

し
い

人
ボ

が
な
く
な
り
そ
う
だ

 

 

ま

か
に
の

ツ

コ
ミ
の
な
い
ボ

は
カ
オ
ス

 
の
一

じ

し
の

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

ま

そ
の
分
で
前
回
の
対
戦
す

 
る

手
は
ツ

コ
ミ

当
な
子
達
ば
か
り
だ

た
ん

 
だ
け
ど

ま

ロ
ボ

ト
だ
と
か
を
作
る
河
童
の

 
女
の
子
は
お
い
て
お
い
て
だ
け
ど



 第５０２話 狼兄妹調査開始

 

 

か
に

わ
れ
て
み
る
と
そ
う
じ

な

 
怠
惰

ま

亜
狛
が
加
わ

た
と
い
え
今
回
も
ゴ

ゴ

に

 
な
る
か
も

 

 

そ
れ
が
こ
の
小
説
じ

ろ

 
怠
惰

ま

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
こ
こ
ま
で
に
し

 
よ
う
か

 

 

う
む
あ

怠
惰
よ
あ
れ
は

わ
な
く
て
良
い
の
か

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

た

時

分
か
ら
ポ

モ
ン

 
を
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

 

 

前
後
す
る
か
も
し
れ
ぬ
が
投
稿
は
す
る
か
ら
の

 
怠
惰

で
は
で
は
今
度
こ
そ
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
明
日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様
ま
た
次
回
サ
ラ
だ
バ
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第
５
０
３
話
 
ぼ

た
く
り
ボ

ル
販
売

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
明
日
投
稿
と
い

て
お
き
な
が
ら
投
稿
が
で
き
な
か

た
怠
惰
の
ク
ソ

悪
魔
で
す

本
当
に
申
し
訳
な
い
で
す

そ
れ
で
は
投
稿
が

く
な
り
ま
し
た
が
ど
う

 
行
動
を
開
始
し
も
し
か
し
た
ら
探
し
て
い
る
ボ

ル
が
地
面
に

ち
て
い
る
の
か
も
と
思
い

空
飛
行
で
探
し
な
が
ら

も
な
く
耶
狛
と
共
に

動
を
し
て
い
た

 
耶
狛

う

ん
お
兄
ち

ん

ち
て
な
い
よ

 
亜
狛

だ
な

 
あ
わ
よ
く
ば
と
思

て
い
た
が
や
は
り
見
つ
か
ら
な
い
か

も
し
か
し
た
ら
自
分
達
と
同
じ
よ

う
に
あ
わ
よ
く
ば
と
思
い
な
が
ら
探
す
者
も
い
る
の
だ
ろ
う
か

 
亜
狛

こ
れ
は

か
か
ら
強

し
た
方
が
手

取
り

い
の

 
か
な

 
耶
狛
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そ
う
な
る
と
持

て
い
る
奴
を

で
も
い
い
か
ら
探
さ
な
い
と
な

だ
が
そ
れ
に
つ
い
て
も
問

が
あ
る

 
亜
狛

だ
が

も
い
な
い

 
耶
狛

そ
う
な
ん
だ
よ

 
人
は
ま

仕
方
な
い
と
は
い
え
妖
怪
す
ら
い
な
い

て
ど
ん
な
状

な
ん
だ
こ
れ
は

こ
い
し

く
で
大
乱
闘
が
起
き
て
い
る
ん
じ

な
い
の
か

そ
れ
に
し
て
は

も
い
な
さ
す
ぎ
る

 
耶
狛

ど
う
し
よ
う
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

本
当
に
な

 
こ
の
ま
ま
見
つ
か
ら
ず
そ
し
て
そ
の
ま
ま
結
果
と
し
て
何
の
成
果
を
上
げ
れ
な
い
と
な
る
と
自

分
達
に
待

て
い
る
の
は

 
亜
狛

耶
狛
も
う
少
し

気
を
出
し
て
い
く

 
耶
狛

え

何
で

 
亜
狛

も
し
も
成
果
を
上
げ
れ
ず
帰
れ
ば
マ
ス

か
ら

 
葉
に
な
ら
な
い
お
仕
置
き
が

 
耶
狛

そ

そ
う
だ

た
よ
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マ
ス

は
普

は

し
そ
う
に
見
え
る
方
で
通
常

務
家
事
や
掃
除
な
ど
の
失
敗
は

れ
つ
つ
も
許
し
て
れ
る
が
仕
事
特

務
に

て
は
⻤
い
や
そ
れ
を
上
回
る

し
さ
が
あ

る

死
ぬ
気
で
頑

て
の
失
敗
な
ら
ま
だ
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
そ
う
で
な
い
と
生
き

め

に
さ
れ
お
仕
置
き
さ
れ
て
し
ま
う

 
耶
狛

ア
バ
バ
バ
バ

 
亜
狛

さ

探
す

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
自
分
と
耶
狛
は

ス
を
上
げ
ボ

ル
を
探
す

だ
が

ス
を
上
げ
て
数
十
分

後 
耶
狛

見
つ
か
ん
な
い
よ

 
亜
狛

そ
れ
に
人
も

も
い
な
い
と
き
た

 
本
当
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

と
い
う
か

も
い
な
さ
す
ぎ
だ
ろ

 
亜
狛

せ
め
て

か
い
れ
ば

 
耶
狛

そ
れ
だ

た
ら
お
兄
ち

ん

か
い
て
そ
れ
で
そ
の

 

か
さ
ん
が
ボ

ル

て
売

て
た
り
し
て
く
れ
れ
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ば
良
い
ん
だ
け
ど

 
亜
狛

耶
狛
そ
れ
は
都
合
が
良
す
ぎ
る
だ
ろ
そ
ん
な
も
ん
あ

 
る
訳
が

 
何
て

て
い
る
そ
の
時
だ

た

 

 

ボ

ル

ボ

ル
は

い
ら
ん
か

 
と

が
聞
こ
え
て
き
た

そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と
し
だ
し
自
分
は

然
す

る 
耶
狛

ボ

ル
売

て
る
み
た
い
だ
よ

 
亜
狛

う

そ

ん

 
売

て
る

て
何
だ
よ

か
売
る
に
く
る
奴
が
い
る
の
か

そ
ん
な
バ
カ
な
話
が

 

 

ボ

ル
の
買
い
取
り

売
り
取
り

談
す
る
よ

 
ボ

ル
は
い
ら
ん
か

 
亜
狛

て
買
い
取
り
す
る
ん
か
い

 
買
い
取
り
す
る
ん
か
い

と
い
う
か

散

い
に
も
程
が
あ
り
す
ぎ
る
だ
ろ

こ
ん
な
も
ん
買

い
に
行
く
バ
カ
な
ん
て
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耶
狛

は
い
は

い
ボ

ル
を
下
さ
い
な

 
手
を
上
げ
そ
う

い
な
が
ら

の
す
る
方
へ
と

け
て
い

た

 
亜
狛

い
た
よ
バ
カ
が

 
ま
ん
ま
目
の
前
に
い
ち

た
よ

あ
ま
り
の
出
来
事
に
頭
が

く
な

て
き
た

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
耶
狛
を
追
い
か
け
る
か

 

の
す
る
方
へ
と

け
て
い

た
耶
狛
の
元
へ
と
向
か
う
と
そ
こ
は

に
な

て
お
り
そ
の
近

く
に
は

 
に
と

ボ

ル
は

 

か
ゲ
ン

イ
の
孫
の
河
城
に
と
り
だ

た
か
が

を
上
げ
ボ

ル
の
売
り
買
い
を
宣

し
て

い
た

そ
し
て
そ
の
近
く
に
は
案
の
定
で

 
耶
狛

ボ

ル
を
下
さ
い
な

 
と

バ
カ
の
代
名

と
も

え
る
妹
が
に
と
り
に
そ
う

う
と

 
に
と

は
い
は
い

度

 
そ
う

い
そ
ろ
ば
ん
を
取
り
出
し
カ
チ

カ
チ

と
い
じ
り
出
す

自
分
も
近
づ
く
と

 
に
と

そ
ん
じ

こ
れ
が
領
収
書
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そ
う

い
紙
を
出
し
て
き
た
た
め
見
る
と
そ
の

に

す
る

 
耶
狛

ど
れ
ど
れ

へ

 
亜
狛

た

か

 
あ
ま
り
の
高

な
値

に
ビ

ク
リ
す
る

本
当
に

談

き
で
半

じ

な
い

な
ん
だ

い
く
ら
と
は

い

い
が
こ
の

な
ら
地
霊
殿
の

ト
達
の
食

月
分
に

当
す
る
値

な
の
だ

 
耶
狛

こ
れ
は
い
く
ら
な
ん
で
も
高
す
ぎ
る

て
に
と
り

 
ち

ん

 
に
と

当

格
さ
今
こ
れ
が
流
行
な
ん
だ
ろ

 
そ
う

い
ポ

ト
か
ら
明
ら
か
に
偽
物
の
ゴ
ム
ボ

ル
を
出
し
て
く
る

流

に
こ
れ
に
は

自
分
も

間
に
シ

が
よ
る

 
亜
狛

に
と
り
さ
ん
そ
れ
偽
物
と
分
か

て
出
し
て
い
る
の

 
な
ら

方
は
明
日

自
分
達
の
食

に

ぶ
事
に
な

 
り
ま
す
が
よ
ろ
し
い
ん
で
す
よ

 
出
来
る

り
で
ニ
コ
ニ
コ
と
し
な
が
ら
ク
ナ
イ
を
取
り
出
し

う
と
に
と
り
は

て
な
が
ら
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に
と

あ

こ
れ
は
間
違
い

こ

こ

ち
だ
か
ら

 
そ
う

い
ま
た
ポ

ト
か
ら
ボ

ル
を
取
り
出
す

こ
の

生
の
勘
に

え
か
け
る
よ
う
な

こ
の
感
じ
か
ら
ま
さ
し
く
探
し
て
い
た
ボ

ル
だ

 
に
と

理
久
兎
さ
ん
の
従
者
に

い
物
な
ん
て
送
り
は
し
な

 
い

て

 
耶
狛

そ
れ

て

 
亜
狛

自
分
達
で
な
い
な
ら

い
物
を
買
わ
せ
た
と

 
こ
の
河
童

当

い

売
を
し
て
い
る
み
た
い
だ

こ
う
い
う
奴
を
見
る
と
つ
い
つ
い
ボ
コ

し
た
く
な

て
く
る
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

そ
う
で
す

な
ら

つ
ち

と
し
た

談
を
し
ま

 
せ
ん
か

 
に
と

談

 
亜
狛

え

弾
幕
ご

こ
を
し
て

方
が
勝
て
ば
提

し
た

 

の
値

で
そ
れ
を
買
い
ま
し

う

 
に
と

な
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亜
狛

そ
の
代
わ
り
自
分
が
勝
て
ば
そ
れ
は

で

て

 
も
ら
い
ま
す
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
に
と
り
は

を
組
み

く

え
込
む
と

 
に
と

し
か
し
い
や
で
も
今
な
ら
あ
れ
が
あ
る
し

良
し
決

 
ま

た

そ
の
勝
負
を
受
け
よ
う
じ

な
い
か
当
然

 
そ

ち
は
お
前
さ
ん

人
な
ん
だ
よ

 
亜
狛

え

耶
狛

悪
い
が
観
戦
し
て
い
て
く
れ

 
耶
狛

は
い
は
い

 
そ
う

い
耶
狛
は

れ
る

そ
れ
を

す
る
と
に
と
り
は

中
に

負
う
リ

ク
か
ら
大

き
な
プ
ロ

ラ
が
現
れ
回
転
す
る
と
空
を

き
出
す

 
に
と

さ
て
や
ろ
う
か
こ
の
ボ

ル
良
い
値
で
買

て

い

 
ま
し

う
か

 
亜
狛

そ
ん
な

い

売
を
し
て
い
る
事
を
今
こ
の
場
で
後

 

さ
せ
て
あ
げ
ま
し

う

 
そ
う
し
て
に
と
り
と
の
ボ

ル
値
引
き
対
決
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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怠
惰

て
な
訳
で
次
回
か
ら
亜
狛
の
戦
闘
回
で
す
が

 

 

お
主

う
こ
と
が
あ
る
じ

ろ

 
怠
惰

は
い
本
当
に
申
し
訳
な
い
で
す

 

 

ま

た
く
そ
な
た
は

 
怠
惰

ま

俺
の

い
分
も
聞
い
て
よ

日
は

職
希
望
先

 
の

に
行

て
き
た
ん
だ
よ
そ
れ
も
何
時
間
も
こ

 
の

天
下
の
中
で
さ

 

 

そ
れ
で

れ
て

て
し
ま

た

と

 
怠
惰

え

ま

そ
し
て
因
み
に
今
日
は
先
生
か
ら
あ
る

 
意
味
で
お
叱
り
を
く
ら
い
気
分
が

入

て
ま
す

 

 

何
を
し
た
ん
じ

リ
ア
ル
の
お
前
は

 
怠
惰

希
望
し
て
る

に
内
定
の
サ
イ
ン
で
少
し
待

て

 
下
さ
い
と

た
結
果
が
ご

の
あ
り
さ
ま
で
す
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バ
カ
じ

ろ

 
怠
惰

仕
方
な
い
サ
イ
ン
し
た
ら
イ
ン

ン
で
て
く
れ
る

 
よ

み
た
い
な
感
じ
で
そ
の

に

職
す
る
の

 
が

定
み
た
い
な
感
じ
だ

た
ん
だ
か
ら

 

 

お
主

ま
さ
か

 
怠
惰

ま

希
望
は

つ
あ

て

つ
は
先

と
か
で
実

 
習
に
行

た

で
も
う

つ
は
こ
れ
か
ら
実
習
が

 
あ
り

日

説
明
を
受
け
た

な
ん
だ
よ

 

 

う

と
い
う
か
そ
れ
全
部

い
訳
じ

ろ

 
怠
惰

ま

た
く
そ
の
通
り
で
す

い
訳
し
て
す
い
ま
せ
ん

 
で
し
た

 

 

は

本
当
に
頭
が

く
な

て
き
た
わ
い

 
怠
惰

ま
じ
す
ん
ま
せ
ん
し
た

ま

多
分
明
日
は
投
稿
で

 
き
る

で
す
は
い

 

 

や
れ
や
れ
本
当
に
頼
む



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
怠
惰

は
い
ま

頑

り
ま
す
そ
れ
で
は
見
て
く
だ
さ
り
あ

 
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
次
回
の
亜
狛
の
戦
闘
を
お

 
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

さ
よ
う
な
ら



 第５０４話 ネッシーと異世界の駅

 
第
５
０
４
話
 
ネ

シ

と
異
世
界
の
駅

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

日
も
投
稿
で
き
ず
じ
ま
い
だ

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

主
な
理

由
と
し
て
は

職
内
定
を

し
た
ら

任
に
は
ふ
ざ
け
ん
な
じ

ク
ソ

キ
と
い
う

よ
う
な
オ

ラ
を
出
さ
れ
な
が
ら
説
法
さ
れ

神
的
に

た
た
め
で
す

本
当
に
申
し
訳
な

い

流

に
何
回
も
投
稿
し
な
い
の
も
ま
ず
い
の
で
今

は
日

日
も
特
別
に
投
稿
い
た
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
に
と
り
と
の
弾
幕
ご

こ
が
開
始
さ
れ

 
に
と

先
手
必
勝
こ
れ
で
も
く
ら
え

 
河
童
が

自
に
開
発
し
た
で
あ
ろ
う

を
取
り
出
し
引
き
金
を
引
く
と
無
数
の
水
を
弾

の
よ

う
に
発

を
し
て
く
る

 
亜
狛

い

 
ク
ナ
イ
を
す
ぐ
さ
ま

手
に
持
ち
撃

て
き
た
水
弾
を
斬
り
つ
け
弾
く
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に
と

ま

だ
と
は
思

た
よ

 
そ
う

い

る

を
し
ま
い
今
度
は

手
に
小

の

を
持
ち
二

状
態
に
な
る
と
先
程

よ
り
も

く
引
き
金
を
何
度
も
引
き
発

し
て
く
る

 
亜
狛

耶
狛
と
違

て
自
分
に
は
遠

撃
な
ん
て
無

 

で
す
よ

 
能
力
で

け
目
を
目
の
前
に
作
り
撃

て
き
た
水
弾
を
防
ぐ
と
共
に

け
目
へ
と
送
る

そ
し

て

心
の
送

た
先
は
当
然

 
に
と

ん

ふ

 
に
と
り
の
真
上
だ

気
づ
い
た
に
と
り
は
プ
ロ

ラ
を
よ
り
高

に
回
転
さ
せ
返
し
た
水
弾
を

防
ぐ

 
に
と

あ

ぶ
な

そ
う
い
え
ば
聞
い
て
た
よ
妖
怪
の

者

 
程
で
は
な
い
が
空
間
を

る
者
が
い
る

て

 
亜
狛

程
で
は
な
い
は
余
計
で
す

 

か
に
紫
さ
ん
と
比
べ
れ
ば
自
分
の
能
力
は

て
い
る
の
は
正
論
で
あ
り
間
違
い
な
い

だ

が
正
論
を

わ
れ
れ
ば
普

は

す
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
イ
ラ

と
し
た
の
は
何

だ
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亜
狛

ふ
ん

 
ク
ナ
イ
を

当
に
乱
れ
撃
ち
し
て

つ

 
に
と

そ
ん
な

撃
な
ん
か
当
た
ら
な
い

て

 
乱
れ
撃
ち
し
た
ク
ナ
イ
を

々
と

け
て
い
く
が
そ
ん
な
の
わ
ざ
と

け
や
す
い
よ
う
に
乱

れ
撃
ち
し
た
に
決
ま

て
る
だ
ろ

 
亜
狛

 
乱
発
し
た
ク
ナ
イ
を

本

本

け
目
に
い
れ
て
回
収
す
る

 
亜
狛

こ
ん
な
の

け
れ
る
と

う
の
で
し
た
ら

方
の
方

 
も

と
も

け
て
み
て
下
さ
い

 
そ
し
て

に
と
り
の
回
り
に
無
数
の

け
目
を
作
り
出
す

 
に
と

な

て

 
無
数
に
作
り
出
し
た

け
目
か
ら
回
収
し
た
ク
ナ
イ
が
四
方
八
方
に
に
と
り
目
掛
け
飛
ん
で
い

く 
に
と

な
ん
の
そ
れ
し
き

 

負
う
リ

ク
か
ら

い
何
か
を
取
り
出
す
と

ら
ま
せ
る

見
た
感
じ
か
ら
あ
れ
は
風
船
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か

そ
れ
を

手
に
持
つ
と

 
に
と

ど

せ
い

 
昔
に
マ
ス

か
ら
の
お
仕
置
き
と
し
て
や
ら
れ
た

イ
ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
を
し
て
四
方
八

方
か
ら
飛
ん
で
い
く
ク
ナ
イ
を
弾
き
飛
ば
す

 
に
と

せ
い
や

 
弾
き
終
え
る
と

ら
ま
せ
た
風
船
を
投
げ
飛
ば
し
て
く
る

す
ぐ
さ
ま

に
仕
込
ん
で
い
る

本
あ
る

き
ク
ナ
イ
の

本
を
取
り
出
し

え

投
げ
て
き
た
風
船
目
掛
け
ク
ナ
イ
を
投

し
命
中
す
る
と
当
然

風
船
は
弾
け
飛
ぶ
が
中
か
ら
無
数
の
水
弾
幕
も
弾
け
飛
ん
で
く
る

 
亜
狛

成
る
程

風
船
は
ブ
ラ
フ
で
す
か

 

き
ク
ナ
イ
を

り
水
弾
幕
を
弾
い
て
い
く

す
る
と

後
に
気

を
感
じ

り
向
く
と

 
に
と

後
ろ
が
が
ら
空
き

 
先
程
と
は
ま
た
違
う

外
の
世
界
で

う
所
の
光

み
た
い
な

を

え
る
と

 
に
と

撃
て

バ
ブ
ル
ド
ラ
ゴ
ン

 
光

で
は
な
く
大
き
な

を

ぼ

近

で

ち
自
分
を

の
中
へ
と
閉
じ
込
め
る

 
亜
狛

な
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に
と

あ

て
お
く
け
ど
そ
の

は
そ
こ
ら
の

な

 
じ

な
い

す
に
も
時
間
が
か
か
る
だ
が
そ
の
少
し

 
の

か
な
時
間
が
あ
れ
ば

分
だ

 
ポ

ト
か
ら
外
の
世
界
の
ラ

コ
ン
の
リ
モ
コ
ン
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
ニ

ニ

と

う
と

 
に
と

そ

れ
ポ
チ

と
な

 
リ
モ
コ
ン
の
ボ

ン
を
古
め
か
し
い
台

と
共
に

す
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
物

い

が
聞

こ
え
だ
す

の
原
因
を
探
ろ
う
と
し
た
が
そ
ん
な
も
の
一
目

然
で
分
か
る

の
原
因
が
あ

た

そ
れ
は

に
あ
る

か
ら
水
飛

が
上
が

て
い
る
の
だ

そ
し
て
水
飛

の
正
体
が
現
れ

る 
に
と

ネ

シ

出

 
そ
れ
は

本
な
ど
で
語
ら
れ
る
存

の
ネ

い
や
違
う
な

何

か
と

え
ば
あ
の
ネ

シ

は
ネ

シ

ら
し
く
な
い

頭
に
は
河
童
の

そ
し
て
所
々
に
は
ボ
ル
ト
の
よ
う
な
物
は
見

え
る
し
あ
れ
は
ネ

シ

に

せ
た
何
か
だ

 
に
と

く
ら
う
覚
悟
は
あ
る
よ
な
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リ
モ
コ
ン
を

作
し
た

間

現
れ
た
ネ

シ

は

に
体
を

け
る
と
身
体
中
の

る
所
か
ら

火

が
出
現
す
る

 
亜
狛

な

 
に
と

フ
ル
フ

イ

 
と

び
ボ

ン
を
再
び

す
と

か
ら
は
レ

ザ

が

手

か
ら
は
機
関

の
弾

が

体
か
ら
は
ミ
サ
イ
ル
が

そ
の

に
も
無
数
の

火

に
よ
る
一

撃
が
襲
い
か
か
る

 
亜
狛

や
れ
や
れ

 
恐
ら
く
耶
狛
だ

た
ら
こ
れ
を

け
る
の
は

の
技
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

だ

が
自
分
で
あ
る
な
ら
話
は
別
だ

元
に

け
目
を
作
り
ま
た
別
の
地
点
に
も

け
目
を
作
り
そ

の
中
へ
と
入
る

そ
し
て
別
の
地
点
か
ら
出
る
と
自
分
が
い
た
場
所
は
多
種
多
様
な

火

に
よ

る

の

い
や
ミ
ン
チ
と
い

た
方
が
良
い
の
か

一

撃
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
の

発
で

に
な

て
い
た

 
に
と

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ど
う
よ
私
の
発
明
は

あ

そ
れ
と
だ

 
け
ど
安
心
し
て
よ
火
薬
の

は
弾
幕
ご

こ

に
し

 
て
あ
る
か
ら
死
に
は
し
な
い
と
は
思
う
け
ど
も
し
か
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し
た
ら
手

が
吹

飛
ん
じ

う
か
も
だ
け
ど
許
し

 
て

学
に
は

は

 
亜
狛

き
物
と

い
た
い
ん
で
す
か

 
に
と

そ
う
そ
う

え

 
に
と
り
は
後
ろ
を

り
向
き

く

そ
し
て
先
程
自
分
が
い
た
地
点
を
交
互
に
見
て
少
し
す

る
と
後
退
す
る

 
に
と

ど

ど
う
や

て

 
亜
狛

ま

自
分
自
身
が

け
目
に
入

て
別
の
地
点
へ
と

 

動
す
る
事
も
普
通
に
可
能
で
す
か
ら

所
で
そ

 
の

ラ
ク

ご
と
き
で
私
が

さ
れ
る
と
い
う
の
は

 
実
に
不
快
な
ん
で
す
が
に
と
り
さ
ん
命

い
の
覚
悟

 
は
お

み
で
す
よ

 
ク
ナ
イ
を

時
に
取
り
出
し

え

く
り
と
歩
く
と
に
と
り
も
一
歩
一
歩
と
後
ろ
へ
と
後
ず

さ
る

 
に
と

く

そ
ん
な
ん
で
負
け
る
か
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リ
モ
コ
ン
を
更
に

チ

チ

と

作
し
ま
た
一

撃
を
行

て
く
る

見
て
い
て
思

た
の
は
恐
ら
く
あ
の
玉
い
や
あ
の
玉
と

う
よ
り
か
は
今
の
幻
想
郷
で
は

オ
カ
ル
ト

不
思
議
な
る
も
の
が

が
り
人
や
妖
怪
に

し
て
い
る
の
だ
ろ
う

現
に
自
分
や
耶
狛
も
そ
う
な
の
だ
か
ら

 
亜
狛

こ
い

 
大
き
な

け
目
を
作
る
と
そ
こ
か
ら
大
き
な
何
か
が
自
分
の
目
の
前
に

ち
る
と
に
と
り
の
一

撃
を
防
ぐ

と
な
る

 
に
と

な

 
恐
ら
く
に
と
り
も
気
づ
い
た
だ
ろ
う

そ
れ
が
何
な
の
か
を

そ
れ
は
古
ぼ
け
た

な
の
だ

か
ら

 
亜
狛

よ

と

 
古
ぼ
け
た

の
下
に

け
目
を
作
る
と
そ
の

は

け
目
に
入
り
消
え
て
い

た

 
に
と

な

何
だ
よ
今
の

 
亜
狛

で
す
よ

あ

因
み
で
す
が
に
こ
れ
自
分

 
の

オ
カ
ル
ト

不
思
議
で
す

 
と
は

た
が
あ
ん
な
の
ま
だ
一

に
過
ぎ
な
い

自
分
の
都
市
伝
説
は
あ
ん
な
古
ぼ
け
た
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な
ん
か
で
は
な
い
の
だ
か
ら

 
に
と

良
い
だ
ろ
う
そ
ん
な
に

う
な
ら
見
せ
て
や

 
ろ
う
私
の
不
思
議
の
最
終
技
を

 
そ
う
い
う
と
に
と
り
は
リ
モ
コ
ン
を
し
ま
い

ン
プ
す
る
と

 
に
と

ネ
ス

は
今
こ
こ
に
あ
る

 

ン
プ
し
つ
つ
そ
う

う
と
メ
カ
ネ

シ

の
頭
に

る

そ
さ
て
そ
の
光

を
見
て

く

何
と
メ
カ
ネ

シ

の
頭
が
ハ

チ
に
な

て
お
り
に
と
り
は
中
へ
と
入

て
い

た

 
に
と

私
を
こ
け
に
し
た
事
を
後

し
ろ

 
メ
カ
ネ

シ

の
口
が
開
か
れ

口
が
こ
ち
ら
に
向
く

そ
し
て
口
か
ら
全
て
を

く
程
の

い
あ
る
水
の
ブ
レ
ス
が

さ
れ
る

 
亜
狛

成
る
程
そ
れ
が
奥
の
手
で
す
か

 
走
り

さ
れ
た
水
ブ
レ
ス
を
回

し
て
い
く
が
メ
カ
ネ

シ

は

方
に

て
い
る
の
か

を

げ
追

し
て
く
る

 
亜
狛

し
つ
こ
い
で
す

 

け
目
を
作
り
中
へ
と
入
り
メ
カ
ネ

シ

の
後
ろ
へ
と
回
り
込
む

そ
し
て

き
ク
ナ
イ
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を

し
込
み

ン
プ
し
て
地
面
へ
と
降
り
地
面
か
ら
近
く
の

へ
と
ク
ナ
イ
を

し
込
ん
で
い

く

そ
し
て
わ
ざ
と
メ
カ
ネ

シ

の
前
へ
と
再
び
出
て
走
る

 
に
と

ち

こ
ま
か
と

 
亜
狛

こ
れ
が

の
戦
い
方
な
の
で

 
水
ブ
レ
ス
を
回

し
つ
つ
ク
ナ
イ
を
打
ち
込
む

そ
し
て
準
備
が
整
う
の
を

す
る
と
立
ち

ま
る

 
に
と

降

か
い

な
ら
吹

飛
べ

 
水
ブ
レ
ス
が

て
く
る

イ
ミ
ン
グ
で

に

き

い
て
い
る

を
全
て
引

る

そ
の

間
メ
カ
ネ

シ

の
口
は
真
上
を
向
く

 
に
と

な
に

 
普
通
な
ら
見
え
な
い
よ
な

何
せ
頑
丈
が
売
り
の
土

の

を
目
に
見
え
ぬ
程
の

イ

に
し
て
あ
る
の
だ
か
ら

自
分

外
の
生
身
が

れ
れ
ば
切
り

が
出
来
る
し
そ
れ
に

な
ん
か
は
何

に
も

を

け
ば

 
バ
キ
ン

 

み
や
が
て

さ
れ
て
い
く
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に
と

だ

脱
出

 
と

い
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
無

だ

ハ

チ
も
バ

チ
リ

で
固
定
さ
せ
て
あ
る
た
め
逃

げ
る
の
は
不
可
能
だ

 
に
と

あ

開
か
な
い

 
亜
狛

さ
て
に
と
り
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に

し
ま
し

 
う
か

 

け
目
を
メ
カ
ネ

シ

の
真
下
に
作
り
そ
し
て

を

め

束
を
解
き

 
亜
狛

よ
う
こ
そ

き
さ
ら
ぎ
駅
へ

 
と

唱
え
る
と
メ
カ
ネ

シ

に
と
り

は

け
目
へ
と

ち
て
い

た

そ
し
て
自

分
も

け
目
を
通
り
向
か
う

 
亜
狛

来
て
ま
す

 
き
さ
ら
ぎ
駅
の

ム
に
降
り

に
転
が
る
メ
カ
ネ

シ

そ
し
て

束
を
解
い
た
た
め
か

に
と
り
が
メ
カ
ネ

シ

か
ら
出
て
き
て
立
ち
上
が
る

 
に
と

亜
狛
こ
れ
は

 
亜
狛

あ

ら
も
う
来
ま
す
よ
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に
と

ふ

 

を
指

し
教
え
る
と
淡
い
光
が

方
へ
と
向
か

て
く
る

 
に
と

な

な

さ

き
の
事
は
謝
る
か
ら
さ

 
亜
狛

き
さ
ら
ぎ
駅
の
次
は
や
み

や
み
駅
で
す

 
に
と

え

ち

ま

 
そ
し
て
淡
い
光
が
物

い

度
で
メ
カ
ネ

シ

に
激
突
し

に

し
そ
し
て
同

時
に

 
に
と

う

 
ピ
チ

ン

 
に
と
り
を

飛
ば
す

そ
し
て
飛
ん
で
い
く
に
と
り
の
前
に

け
目
を
作
り
元
の
世
界
へ
と

帰
し
自
分
も
元
の
世
界
に
帰
る
と

 
に
と

お

お
の
れ

ク

 
気
絶
し

れ
る
に
と
り
が
い
た

そ
う
し
て
こ
の
勝
負
は
自
分
の
勝

に
な

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

様
は
ま
た
や
り
お

て

 
怠
惰

い
や
は
や
本
当
に
す
ま
な
い

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

も
う

職
活
動
で
頭
が

い
の
よ
受
け
た
先
が
さ

 
口
コ
ミ
や
ら
親
族
に
聞
く
と
あ
ま
り
に
も
ブ
ラ

ク

 
で
さ
結

シ

ク
が
で
か
く
て

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

が
多
く
て
休
み
少
な
い

金
少
な
い
の
三
点
だ

 
け
れ
ど
行
き
た
い
と
思
う

 

 

嫌
じ

な

 
怠
惰

そ
う
い
う
事
さ
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
が
そ
の

を
見

 
て
思

た
感
想
は

て
感
じ
た

 

 

そ
れ
見
た
目

視
で
中
身
が
空

と
い
う
意
味
で

 
は
い
か
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怠
惰

う
ん
そ
う
い
う
事
だ
よ

月
で
何
人
も

め
て
を

 

り
返
す
と
さ
そ
ん
な

も
あ
る
か
ら
読
者
様
も

 
気
を
つ
け
て
仕
事
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

 
い

 

 

う
む
じ

な
い
と
リ
ア
ル
怠
惰
の
よ
う
に
な
る
か
ら

 
の

 
怠
惰

う
ん
う
ん

さ
て
話
し
は

て
亜
狛
の
不
思
議
が

 
出
た
訳
だ
け
ど

 

 

き
さ
ら
ぎ
駅
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
そ
う

々
な
所
で
語
ら
れ
る
よ

 

 

じ

な
気
づ
い
た
ら
異
世
界

何
て

に
な
ら
ぬ

 
の

 
怠
惰

い
や
そ
れ
さ
今
現

行
方
不
明
の
イ

ブ
イ
を

 
れ
て
る

 

 

ポ

組
の
話
を
す
る
で
な
い
わ
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怠
惰

流

に

談
だ
よ
ま

で
も
き
さ
ら
ぎ
駅
に
も
し
来

 
て
し
ま

た
ら
そ
の
時
は

う
ん
何
と
か
な
る
と
し

 
か
思
わ
な
い
と
や

て
ら
れ
な
い
よ

 

 

帰
り
方
が
分
か
ら
ぬ
し
の

 
怠
惰

そ
れ
か
ら
絶
対
に
き
さ
ら
ぎ
駅
の
次
の
や
み
駅
と
か

 
か
た
す
駅
と
か
に
は
行

た
ら

目
だ
か
ら

 

 

う
む
や
み
駅
そ
し
て
次
の
駅
で
完

に

泉
の
世
界

 
に
行

て
し
ま
う
か
ら
の
そ
こ
に
行

た
ら
最
後
も

 
う
二
度
と

れ
ぬ
か
ら
の

 
怠
惰

そ
の
た
め
頑

て
き
さ
ら
ぎ
駅
で
過
ご
す
し
か
な

 
い

 

 

そ
れ
は
そ
れ
で
嫌
で
は
あ
る
の

 
怠
惰

だ
よ

て
時
間
も
時
間
か
さ
て
そ
れ
で
は
今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
０
５
話
 
兄
も
妹
も
依
存
関
係

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
現

モ
ン
ハ
ン
プ
レ
イ
中
の
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

間
に
少
し

の
家
で
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
彼
奴
コ
ン
ト
ロ

ラ
の
設
定
を
い
じ

て
る
せ
い
で

い
現

そ
れ
の
せ
い
も
あ
り

作
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な

て
い
ま
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な

の
で
本
編
へ
ど
う

 
勝
負
が
つ
く
と
観
戦
し
て
い
た
耶
狛
が

方
に
や

て
く
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
何
処
に

て
た
の

 
亜
狛

ん

あ

き
さ
ら
ぎ
駅
ま
で

 
実
は
こ
こ
だ
け
の
話
に
な
る
が
マ
ス

く
で
き
さ
ら
ぎ
駅
は
遥
か
昔
に

泉
の
世
界
へ

と
行
く
た
め
に
存

し
て
い
た
と
い
う
の
だ

た
だ
今
で
は

れ
で

等
が

化
し
も
う

客

は
い
な
い
所
か
無
人
だ
が

な
事
に
あ

や

て

が
何
の
た
め
な
の
か
分
か
ら
ず
暴
走
し
て

い
る
始
末
な
の
だ
と
か
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耶
狛

お
兄
ち

ん
き
さ
ら
ぎ
駅
の
お
土
産
は

 
亜
狛

な
い
か
ら
な

と
い
う
か
あ

ち
の
物
を
食
べ
た
ら

 

れ
な
い
か
ら
な

そ
れ

前
に
お
前
は
あ
ん
な

 
め
い
た
物
を
食
べ
た
い
と
か
勇
者
と
い
う
か
愚
者
と

 
い
う
か

 
耶
狛

何
事
も
勇
気
そ
れ
大
事

 
い
や
そ
れ
が
命
取
り
で
危
な
い
ん
だ

耶
狛
は
一
度
そ
れ
で

い
目
を
見
た
方
が
良
い
と
思

う 
亜
狛

は

そ
れ
よ
り
も
に
と
り
さ
ん
を
起
こ
し
て
さ

 
さ
と
ボ

ル
を
回
収
す
る

 
耶
狛

あ
い
あ
い

 
そ
う
し
て
気
絶
し
て
い
る
に
と
り
の
元
へ
と
向
か
う

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
ど
う
し
よ
う
か

 
亜
狛

起
こ
す
し
か
な
い
だ
ろ

 
耶
狛

だ
よ

な
ら
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そ
う

う
と
耶
狛
は
気
絶
す
る
に
と
り
に
対
し
て

虐
を

び
た

で
楽
し
そ
う
に
踏
み
つ

け
る

 
に
と

げ
ふ

て
え

え

 
耶
狛

ら

ら

 
に
と

ち

め

め
て

 

が
そ
こ
ま
で
や
れ
と

た
ん
だ

 
亜
狛

は

は

 

を

え
て

を
吹
き
掛
け

を
温
め

 
亜
狛

こ
の
ド
ア

 
ゴ
チ
ン

 

発

耶
狛
の
頭
に

を

き
込
む

 
耶
狛

い

た

い

 
亜
狛

か
に
起
こ
せ
と
は

た

だ
が

が
そ
こ
ま
で

 
女
王
様
プ
レ
イ
し
ろ

て

た
よ

 
耶
狛

だ

て
地
底
に

ち
て
た
エ

チ
な
本
だ
と
こ
れ
が
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お
す
す
め

て

 
亜
狛

そ
ん
な
も
ん

て
て

れ
ろ

 

だ
そ
ん
な
け
し
か
ら
ん
本
を

て
た
奴
は

ま

た
く
後
で
回
収
し
な
い
と
な

そ
ん
な
事

よ
り
も
に
と
り
は
大
丈
夫
か

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す
か
に
と
り
さ
ん

 
手
を

し
出
す
と

に
と
り
は
そ
の

を

ん
だ
た
め
引

り
上
げ
る

 
に
と

ふ

何
と
か
助
か

た
よ
危
う
く
変
な

が
開
き
か

 
け
る
所
だ

た

 
う
ん
そ
れ
は

め
に
助
け
て
正
解
だ

た

 
亜
狛

そ
れ
よ
り
も
玉
を
い
た
だ
け
ま
す
か

 
に
と

う

は

仕
方
な
い

ら

 
玉
を
投
げ
渡
し
て
き
た
た
め

と
さ
な
い
よ
う
に
す
ぐ
に
受
け
取
る

 
に
と

し

か
し
ま

ネ

シ

が

さ
れ
る
と
は
予
想

 
だ
に
し
な
か

た
よ

戦

て
み
て
感
想
あ
る

 
亜
狛

そ
う
で
す

機

は
と
も
か
く
と
し
て
ボ
デ
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が

ら
か
過
ぎ
ま
す

あ
ん
な
程
度
だ

た
ら
耶
狛

 
の

で
も

せ
て
し
ま
い
ま
す

 
そ
れ
ぐ
ら
い
メ
カ
ネ

シ

の
ボ
デ

は

く

か

た
の
だ

耶
狛
は
お
ろ
か
恐
ら
く
マ

ス

の

い

ン
チ
で
も
へ
こ
ん
で
し
ま
う

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
そ
れ
ま
る
で
私
が
怪
力
女
み
た
い

 
な
聞
こ
え
方
な
ん
だ
け
ど

 
に
と

む
む
む

改

の
余
地
あ
り
だ
な

だ
け
じ

な

 
く
て

だ
と
か
も
加
え
た
方
が

 
耶
狛

ち

と
無
視
は

 
亜
狛

な
ら
一
度
マ
ス

に

談
し
て
み
て
は

 
に
と

あ

そ
れ
良
い

 
と

話
を
し
な
が
ら
チ
ラ
リ
と
耶
狛
を
見
る
と
耶
狛
は
ム
ス

と
し
た

を
し
て

 
耶
狛

無
視
し
な
い
で

 
に
と

う

 
亜
狛

ぐ
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を

か
べ
大
き
く

び
だ
す

耶
狛
の

て

撃
の
初
弾
が
出
た
よ

こ
う
な
る
と

々

と

て

撃
が
し
つ
こ
く
な

て
い
く
ん
だ
よ
な

 
亜
狛

ご
め
ん

て
悪
か

た
よ
そ
う
だ
次
の
戦
い
の
時
は

 

て
や
る
か
ら

 
耶
狛

嘘
じ

な
い
よ

 
亜
狛

嘘
じ

な
い
よ

 
耶
狛

な
ら
許
す
よ

 
策
略
で

え
て
面

な

て
ち

ん
を

じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
こ

れ
が

の
耶
狛
だ

そ
れ
も
こ
れ
も

れ
か
ら

て
ら
れ

少
期
の
時
か
ら
自
分
が
面

を
見
て

い
た
た
め
に
こ
う
な

て
し
ま

た

耶
狛
は
自
分
に
少
な
か
ら
ず
依
存
し
て
い
る
が
自
分
も
ま

た
彼
女
に
依
存
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
に
と

か
双
子
な
ん
だ
よ

 
亜
狛

え

ま

 
耶
狛

う
ん

 
に
と

て
い
る
よ
う
で

て
な
い
よ

人
共
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自
分
と
耶
狛
は
互
い
に

を
見
合
わ
せ
る

そ
ん
な
に

て
な
い
か
な

い
い
や
自
分
と
耶
狛

は

て
い
る
よ

 
亜
狛

い
い
え

て
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん

 
性
格
そ
し
て
性
別
は

か
に
違
う

だ
が
互
い
が
互
い
を

め
合
い
互
い
に
あ
る
意
味
で
依
存

し
あ

て
い
る

そ
し
て

人
の
主
に
仕
え
る
そ
れ
は

て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
な

 
に
と

そ
う
か
い

ま

と
り
あ
え
ず
理
久
兎
さ
ん
に

談

 
し
て
み
る
よ

 
亜
狛

え

 
耶
狛

多
分
協
力
は
し
て
く
れ
る
よ
マ
ス

珍
し
い
物
は

 
結

き
な
部

だ
か
ら

 
ま

そ
の
珍
し
い
物
の

ど
が

で

に

も
れ
て
い
る
ん
だ
け
ど
な

 
に
と

そ
う
か
い
な
ら
楽
し
み
に
さ
せ
て
も
ら
う
よ

そ
ん

 
じ

何
の
た
め
に
ボ

ル
を
集
め
て
る
か
は
知
ら
な

 
い
し
興
味
も
な
い
け
ど
頑

り
な
よ
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亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
耶
狛

援
あ
り
が
と
う

 
そ
う

い
に
と
り
は
河
に
入
り
消
え
て
い

た

 
亜
狛

さ
て
と
俺
達
も
次
な
る
場
所
に
行
く
か

 
耶
狛

そ
う
だ

あ

玉
は
ど

ち
が
持
つ

 
亜
狛

こ
れ
は
俺
が
持
つ
よ

 
耶
狛

あ
い
あ

い

 
亜
狛

元
気
だ
な

耶
狛
は
本
当
に

 
そ
う
し
て
自
分
達
も
こ
の
場
か
ら
去
り
次
の
ボ

ル
を
探
し
な
が
ら
ま
た
の
だ

た

 
そ
し
て
そ
れ
か
ら
数
時
間
後
に

に
と
り
が
理
久
兎
の
元
へ
と

く
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

し
か
し
兄
妹
で
依
存
し
合
う
か

 
怠
惰

実

の
作
者
話
で

う
と

も
し
も

方
が
死
ん
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だ
ら
恐
ら
く
も
う

方
も
後
を
追
う
よ
う
に
死
ぬ

 
と
の
こ
と

 

 

兄
妹
愛
が

い
が
別
の

い
方
を
す
る
と

ん
で

 
お
る

 
怠
惰

ま

そ
う
い
う
コ
ン

プ
ト
で
作

た
か
ら

 

 

う

か
本
当
の
初
期
の

え
で
は
兄
妹
に
す
る

 
予
定
で
は
な
か

た
ん
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
だ

最
初
は
兄
妹
と
か
じ

な
く
て

人
で

 
か
つ
狼
と

と
で
喧
嘩
を
し
て
る
最
中
に
理
久
兎

 
が
来
て
ボ
コ
し
て
仲
間
に
す
る

て
い
う
の
が
最

 
初
の

え
だ

た
ん
だ
け
れ
ど
古
代

が
⻑
く
な

 
り
過
ぎ
て

く
か

と
い
う
感
じ
も
あ

た
の
と

 
狼
と

が
喧
嘩
す
る
理
由
が
思
い

か
な
か

た

 

て
の
と
そ
し
て
こ
れ
が
一
番
の
理
由
に
な
る
け

 
れ
ど
メ
ン
バ

に
華
が
な
い

て
の
で
狼
兄
妹
に
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な

た

て
感
じ
な
ん
だ
よ

 

 

⻑
く
な
り
過
ぎ
た
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

そ
う
最
初
の
見
立
て
だ
と
１
０
０
話
に
は
現
代
に

 
突
入
し
て
い
る

だ

た
ん
だ
け
ど
⻑
く
な

た

 
よ

 

 

見
立
て
の

の
話
数
で
つ
い
に
現
代
じ

た

 
か
ら
の

 
怠
惰

 

 

ま

た
く
こ
や
つ
は

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

お
陰
さ
ま
で

年
近
く
が

過
し
て
る

 
今
日
こ
の
頃

 

 

や
れ
や
れ
も
う
５
０
０
話
じ

し
の

 
怠
惰

て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ
れ
じ

今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の
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怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
０
６
話
 
小
人
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
明
後
日
か
ら
ま
た
第

の
実
習
が
始
ま
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

正

直
も
う
行
く
の
は
勘

と
い

た
感
じ
で
す

そ
れ
で
は
投
稿
し
て
い
な
か

た
分
も

め
ど

う 

動
を
開
始
し
た
自
分
達
は
ま
た

も
な
く
ボ

ル
を
探
し
続
け
て
い
た

 
耶
狛

ま
た
こ
れ
だ
よ

 
亜
狛

だ
な

 
先
程
と
同
様
に
ま
た

り
出
し
に

て
い
る

も
し
か
し
て
と
思
い
な
が
ら

空
飛
行
で

ち
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ボ

ル
を
探
し

は
ボ

ル
を
持

て
い
る
奴
を

き

し
て
手
に
い

れ
る
か
と
い
う

本

つ
の
内
ど
れ
か

つ
の
状
態
だ

 
耶
狛

か

ボ

ル
持

て
い
る
な
ら
弾
幕
ご

こ
し
て

 
下
さ
い
な
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亜
狛

嫌
々

流

に
そ
れ
は
も
う
な
い
だ
ろ

 
に
と
り
の
場
合
は
あ
る
意
味
で
異

だ

た
か
ら
手
に
入

た
よ
う
な
も
の
だ

流

に
こ
ん

な
呼
び
掛
け
で

か
来
る
わ
け
が

 

 

達
ボ

ル
を
持

て
る
の

 
と

後
か
ら

が
聞
こ
え
て
き
た

 
耶
狛

あ

ら
来
た
み
た
い
だ
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

嘘
だ
ろ

 
本
当
に
来
て
し
ま
う
の
か

と
り
あ
え
ず

り
向
く
と
そ
こ
に
は

も
い
な
い

 
亜
狛

あ
れ

 
耶
狛

ふ
ん
ふ
ん

あ

で
も
匂
い
は
す
る

 
と

何
処
に
い
る
の
か
と
キ

ロ
キ

ロ
と
探
す
と

 

 

こ

ち
こ

ち
こ
こ
だ
よ

 
下
か
ら

が
聞
こ
え
下
を
向
く
と
そ
こ
に
は
子

よ
り
も
遥
か
に
小
さ
い
女
の
子
が
お

を

子
の
よ
う
に

て
立

て
い
た

 

 

ボ

ル
を
持

て
い
る
ん
で
し

う
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亜
狛

え

あ
り
ま
す
よ

 
耶
狛

は

 

 

あ
る
よ

ら

 
そ
う

う
と
小
さ
な
ビ

玉
の
様
な
物
を
懐
か
ら
取
り
出
す

て
は
い
る
が
自
分
達
が
探
し

て
い
る
の
と
は
全
然

 

 

そ

れ
大
き
く
な
れ

 
と

た
直
後
ビ

玉
は
大
き
く
な
り
探
し
て
い
る
ボ

ル
へ
と
変
わ
る

今
の
こ
の
子
の

力
は
耶
狛
に

て
い
る
な

 

 

見
せ
た
ん
だ
か
ら

方
達
の
も
見
せ
て

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

あ

ら

 
玉
を
見
せ
る
と
目
の
前
の
少
女
は

し
た
の
か

く

 

 

う
ん
な
ら
遊
ぼ
う
か

そ
れ
で
ど

ち
が
私
の

手

 
を
し
て
く
れ
る
の

何
な
ら

人
ま
と
め
て
も

 
中
々
に
強
気
な
事
を

て
き
た
な

だ
が

な
が
ら

人
で
は
な
い

今
回
は
耶
狛
に
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る
約
束
を
し
て
い
る
か
ら
な

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

は
い
は
い

や

と
私
の
番
だ

 
ス
ト
レ

チ
を
し
な
が
ら
耶
狛
は
お

を

る
少
女
を
見
る

す
る
と
少
女
は
自
分
達
を

と
見
て

 

 

達

 
耶
狛

何
か
な

 

 

達
と
私

て
何
処
か
で
会
わ
な
か

た

け

 
亜
狛

え

え

と
会

た
け

 
耶
狛

ど
う
だ

た
か
な

 

 

あ

そ
う
い
え
ば

達

て
正
邪
討
伐
戦
に

 
加
し
て
た
よ

 

か
に
正
邪
討
伐
戦
は
紫
さ
ん
の
願
い
で
も
あ
り
マ
ス

か
ら
の
指

も
あ

た
た
め

加

し
て
い
る

つ
ま
り
そ
の
時
に
会

た
と
い
う
事
か

 
亜
狛

え

し
て
ま
し
た
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や

り
だ

思
い
出
し
た
よ

か

い
決
め
台

 
と
ポ

を
し
て
た
よ

 

め
て
く
れ

あ
れ
は
自
分
か
ら
し
た
ら
黒

に

ま
れ
る
も
の
な
の
だ
か
ら

 

 

格

良
か

た
よ

 
耶
狛

本
当

も
見
る
目
が
あ
る
よ

そ
れ
と

め
て
く

 
れ
て
あ
り
が
と
う

 
と

い
な
が
ら
耶
狛
は
目
の
前
の
少
女
の
小
さ
な
手
を

り

し
く

手
を
し
だ
す

と
い

う
か
あ
れ
の
何
処
が
格

良
い
ん
だ

黒
さ
ん
に

て
は
や
る
気
の
無
さ
が
出
て
グ

グ

自
分
に

て
は

ず
か
し
い
し
で
や
る
意
味
が
あ
る
の
か
す
ら

問
な
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

あ

そ
う
だ

か
蓮
く
ん
や
霊
夢
ち

ん
達
と
い

 
た
よ

 

 

そ
う
そ
う

あ

そ
れ
と
あ
の
時
は
名

れ
て
な
か

 

た
よ

私
は
少
名

て

い
ま
す

 
耶
狛
の
手
か
ら

れ

コ
リ
と
お

儀
を
す
る

そ
れ
に
合
わ
せ
自
分
も
お

儀
し
耶
狛
に

て
は
ボ

と
見
て
い
た
た
め
後
頭
部
を

ん
で
強
制
的
に
お

儀
さ
せ
る
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亜
狛

で
は
私
達
も
名

り
ま
し

う
私
は
深
常
亜
狛
と

 
い
ま
す
そ
れ
で

が

 
耶
狛

は
い
は
い

妹
の
深
常
耶
狛
で
す

気

な
く
で

 
耶
狛
ち

ん
と
か
や

ち

ん
で
良
い
か
ら

 
少
名

亜
狛
さ
ん
と
耶
狛
さ
ん
で
す

こ
ち
ら
こ
そ
お
願
い

 
を

し
ま
す

 
こ
の
子
は

い
礼
儀
の
あ
る
子
だ
な

こ
う
い
う
所
を
耶
狛
は
見
習
う
べ
き
な
ん
だ
け
ど
な

 
耶
狛

う
へ
へ

格

良
い
か

 
亜
狛

は

 
淡
い
期
待
は

め
よ
う

そ
れ
に
変
に
か
し
こ
ま

て
し
ま
う
と
耶
狛
ら
し
く
も
な
い

こ
れ

こ
そ
が
耶
狛
と
い
う
の
が
耶
狛
だ
し
な

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
た
め

な
ん
か

い
て

 
亜
狛

い
い
や
何
で
も
な
い
よ

 
と
り
あ
え
ず
こ
の

え
を

て
よ
う

そ
し
て

を
見
つ
め

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
お

手
は
私
の
妹
の
耶
狛
が
し
ま
す
が
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よ
ろ
し
い
で
す
よ

 
少
名

わ
な
い
よ
何
な
ら

人
い

ん
に
挑
ん
で
き
て

 
て
も
私
は
全
然

わ
な
い
け
ど

 
亜
狛

ハ
ハ
ハ
そ
こ
ま
で
私
達
も
大
人
げ
な
い
事
は

し
ま

 
せ
ん
よ

 
耶
狛

そ
う
そ
う
殺
し
合
い
は
と
も
か
く
だ
け
ど
試
合
な
ら

 
フ

ア

神
が
大
切
な
ん
だ
よ

 
と

う
と

は

を
か
し
げ
て

 
少
名

フ

ア

神

 
亜
狛

え

と

か

平
に
勝
負
を
し
よ
う
み
た
い
な
事
で

 
す
よ

 
少
名

あ

成
る
程
そ

ち
が
そ
れ
で
良
い
な
ら
私
も
異
論

 
は
全
然
な
い
よ

 
そ
う

う
と

は

子
の
お

を
脱
ぎ
お

に

る
と
懐
に
指
し
て
い
る

を

え

く

と
何
処
か
ら
か
お

の
蓋
を
取
り
出
し
頭
に

る

見
た
感
じ
か
ら
し
て
戦
闘
準
備
は

全
み
た
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い
だ

 
亜
狛

耶
狛
こ
こ
は
お
前
に
任
せ
る
よ
さ

き
の
約
束
も
あ

 
る
し
な

 
耶
狛

も
ち
の
ろ
ん
だ
よ

お
兄
ち

ん
と
に
と
り
ち

ん

 
が
戦

て
る
の
見
て
た
ら
私
も
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
る

 
か
ら

 
そ
う

う
と
耶
狛
は

の
前
へ
と
立
ち

の
内
ポ

ト
に
収

し
て
あ
る

を
大
き

く
さ
せ
手
に
持
つ

 
亜
狛

頑

れ
よ

 
そ
う
し
て
自
分
は

れ
耶
狛
の
戦
い
を
見
守
る
事
に
し
た
の
だ

た

そ
し
て

を

え
た

耶
狛
は
不

に

い

 
耶
狛

さ
て
さ
て
私
の
不
思
議
か
ら
逃
げ
れ
る
か
な

 
少
名

そ
ん
な
不
思
議

私
が
ぶ
ち

す
よ

 
耶
狛

ふ

ふ

ふ

な
ら
そ
の
強
気
だ

な
ら
ま
ず

 
は
イ

ポ
ウ
か
ら
始
め
よ
う
か
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少
名

絶
対
に
負
け
な
い
か
ら
見
て
い
て

蓮
さ
ん

方
の

 

術
を
間
近
で
見
て

し
た
私
の

術
を
今
見
せ

 
る
か
ら

 
そ
う
し
て

と
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う

こ
の

こ

こ
の

 
怠
惰

ち

ん
モ

ピ

ハ
ン
も
良
い
け
ど
こ

ち
も
や

て

 
く
れ
な
い
か
な

 

 

す

す
ま
ぬ

ナ
ピ

ク
ル

が

す
ぎ
て

 
怠
惰

や
れ
や
れ

さ
て
さ
て
い
か
が
で
し
た
で
し

う

 
か
次
回
は
耶
狛
の
不
思
議
も
明
ら
か
に
な

て
は

 
く
る
で
し

う
と
い

て
も
耶
狛
が
最
後
の
最
後

 
で

ン
ト
を
出
し
て
い
ま
す
け
ど
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だ

の
負
け
じ

 
怠
惰

ら
こ

き
を
手
伝

て
よ

 

 

す
ま
ぬ
な

 
怠
惰

は
た
し
て
耶
狛
の
不
思
議
は
ど
ん
な
力
が
あ
る
の

 
か
は
次
回
を
お
楽
し
み
に

 

 

う
む

そ
う
い
え
ば
平
行
し
て
明
日
は
ポ

モ
ン

 
投
稿
す
る
と
聞
い
た
が

 
怠
惰

え

予
定
だ
と
明
日
に
投
稿
し
ま
す

 

 

や
け
に
絶

調
じ

な

 
怠
惰

ま

書
く
と
き
は
書
く
の
さ
な
の
で
見
て
下
さ
る

 
方
は
お
楽
し
み
に

 

 

う
む
そ
れ
で
は
時
間
も
時
間
じ

し
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
に
す
る
か
の

 
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
時
間
も
よ
ろ
し
く
の
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怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
０
７
話
 
緑
の
巨
人
と
絶
す
る
箱

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
実
習
が
始
ま
る
た
め

に
な
り
そ
う
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

実
習

に
行
く
な
ら
ゲ

ム
だ

た
り
小
説
を
書
き
た
い

失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
少
名

と
の
弾
幕
ご

こ
が
始
ま
り
空
は
弾
幕
の
光
に

ま
れ
る

 
少
名

せ
い
や

 

で
目
に
見
え
ぬ
程
の

度
で

続
突
き
を
し
て
く
る

し
か
し

 
耶
狛

見
え
る

見
え
る
よ

の

撃
が

 
自
分
か
ら
し
た
ら
あ
ま
り
に
も

く
見
え
た
た
め
回

が
簡
単
に
で
き
て
し
ま
う

こ
れ
な
ら

マ
ス

の

撃
の
方
が

く
て
怖
か

た
な

 
少
名

う

こ
の

 
大
き
く

え
る
と

い
突
き

撃
を

て
き
た

す
ぐ
さ
ま
上
へ
と
飛
び
回

す
る
が

 
少
名

か
か

た
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と

ん
だ
た
め
向
く
と
何
と

き
な
事
に
少
し
大
き
め
の
フ

ク
が
こ

ち
に
向
か

て

て
き
て
い
た
の
だ

 
耶
狛

わ
わ
わ

 
体
を
反
ら
し
て
何
と
か

リ

リ
で
回

を
す
る
が
何

に
フ

ク
な
ん
だ
ろ
う

を

見
る
と

手
に

を
持

て

え
て
い
た

よ
く
見
る
と
そ
の
フ

ム
は
釣
り
を
す
る
者
の

フ

ム
だ

 
耶
狛

て
お
く
け
ど
私
は

じ

な
い
よ

 
少
名

う
う
ん

だ
よ

女
と
い
う

を
釣

て
勝

す
る

 
か
ら

 
耶
狛

オ

 
お
兄
ち

ん
や
マ
ス

そ
れ
に
黒

だ

た
ら
絶
対
に

が
そ
ん
な
上
手
い
こ
と

え
と

た
と
か

い
そ
う
だ
よ

因
み
に
私
は

わ
な
い
け
ど

だ

て
上
手
い
下
手
が
分

か
ら
な
い
し

だ
け
ど
問

な
の
は

 
耶
狛

さ

き
か
ら

女
ば

か
り
ず
る
い
次
は
私
が

撃

 
を
す
る
番
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そ
う
先
程
か
ら

し
か

撃
し
て
な
く
て
自
分
は
何
に
も
出
来
て
い
な
い
の
だ

だ
か
ら

次
は
私
の
番
だ

に
神
力
を
込
め
て
を

る
い
無
数
の
狼
達
を

作
り
出
現
さ
せ
る

 
少
名

狼

 
耶
狛

 
と
指

を
与
え

で

を
指
す
と
無
数
の
追

狼
弾
幕
は

を

て

撃
を

開
始
す
る

 
少
名

何
の
そ
れ
し
き

 

を

る
い
狼
を
撃
退
し
更
に

撃
さ
れ
そ
う
に
な
る
と
お

に

り

撃
を
防
ぐ
と
い

た

行
動
に
出
る

ま
さ
か
お

で
防
ぐ
と
は
私
も
想

つ
か
な
か

た
よ

大
体
は

け
き
る
か

物
で
弾
く
等
が
多
か

た
が
ま
さ
か
あ
ん
な
お

で
防
ぐ
と
は

 
耶
狛

お

い

い

 
狼
弾
幕
が
消
え
る
と
あ
ま
り
の
事
に

手
し
て
し
ま
う

だ

て
お

に

て

撃
を
防
ぐ

な
ん
て
い
う
そ
の
発
想
は
な
か

た
た
め

手
し
て
し
ま
う
の
だ

だ
け
ど
こ
れ
で

 
耶
狛

お

も
う
ニ

ウ

う
う
ん
サ
ン
ポ
ウ
だ

 
少
名

何
を
ぶ
つ
ぶ
つ
と
そ
れ
に

手
は
ま
だ

い
よ
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お

か
ら
飛
び
出
た

は
今
度
は

で
は
な
く
先
程
に

る

た
金

の
小

を

え
る

と 
少
名

小

 
伝
説
の

飯

舞

 
小

を

え
回
り
だ
す
と
金

の
⻯

が
発
生
し
そ
れ
が
自
分
に
向
か

て
近
づ
い
て
く
る

 
耶
狛

仙
術
十
七
式
空

 
神
力
で
組
み
上
げ
た

を

開
し

の

撃
の
防
ぐ

そ
し
て
頃
合
い
を
見
計
ら
い

 
耶
狛

 
空

を
自
ら

し

し
た
空
気
の

発
を
起
こ
し

を
吹

飛
ば
す

 
少
名

う

つ
つ

 
ス

ル
を
ブ
レ
イ
ク
す
る
と

は
少
し
ふ
ら
つ
く
が
す
ぐ
に
態

を
立
て
直
し
て

方
を

向
く

 
少
名

流

だ

 
耶
狛

ふ

ふ

ふ

た
だ
や
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
の
だ
よ

 
そ
う
た
だ

て
や
ら
れ
る
訳
で
は

 

を

る
い

つ
の
大
小
の
箱
を
出
現
さ
せ
る
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耶
狛

大
小
 
大
き
な
葛
と
小
さ
な
葛

 

つ
の
箱
の
内
の

つ
の
大
き
な
葛
が
開
か
れ
る
と
そ
の
中
か
ら

 
ヘ
ル

グ
ル
ル
ル
ル

 
ヘ
ル
バ
ウ
ン
ド
こ
と
ヘ
ル
ち

ん
が
プ
ル
プ
ル
と
体
を

る
わ
せ
な
が
ら
も
出
て
く
る

そ
し

て

を
向
け

に
じ

れ
つ
き
始
め
る

 
少
名

キ

 

は
そ
ん
な
ヘ
ル
ち

ん
か
ら
逃
走
を
始
め
る

 
耶
狛

あ

待

て
よ

ま
だ
小
さ
な
葛
を
開
け
て
な
い
ん

 
だ
か
ら

 
そ
う

い
小
さ
な
葛
を
開
封
し
た

間
真

な

こ
と
サ
ラ
マ
ン

の
サ
ラ
ち

ん

が

を

か
せ
る

そ
し
て
箱
か
ら
飛
び
出
る
と

 
サ
ラ

フ

ボ

 

を
大
き
く

ら
ま
せ

を
吹
き
出
す

 
少
名

今
度
は
こ

ち
か
ら

 
ヘ
ル

キ

イ
ン
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と
ヘ
ル
ち

ん
は
一

に

シ

し
て

か
ら
逃
げ
出
す

や
は
り
ヘ
ル
ち

ん
と

サ
ラ
ち

ん
の

性
は
あ
ま
り
よ
ろ
し
く
な
い
み
た
い
だ

流

に
こ
れ
は
見
て
ら
れ
な
い
た

め 
耶
狛

ハ
ウ
ス

 
と

ぶ
と
サ
ラ
ち

ん
と
ヘ
ル
ち

ん
は
そ
れ

れ
出
て
き
た
葛
へ
と

り
い
な
く
な
る

 
少
名

し

死
ぬ
か
と
思

た

 
耶
狛

大

だ
な

共
じ

れ
て
る
だ
け
だ
よ

 

か
ら
見
た
ら
襲

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
実

の
所

本
当
に

じ

れ
て
い
る
だ
け
な
の
だ

 
少
名

あ
ん
な
の
じ

れ
て
な
い
よ

 

を

え
て
突
く
と

本
の
⻑
い

い

を
模
様
し
た
弾
が
現
れ

方
へ
と
向
か

て
く
る

 
耶
狛

よ

と

 

撃
を
簡
単
に
回

す
る
が

弾
が
通

て
い
た

所
に
レ

ザ

が

し
て
い
た

こ

れ

て
ま
さ
か
裁

を
模
様
し
た
弾
幕
な
の
か
な

 
少
名

な
ん
の
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突
き
を
し
て

弾
を
誘
導
し
て
い
る
の
か
通
り
す
ぎ
て
い

た

弾
が

方
に
向
か

て
く

る 
耶
狛

そ
の
弾
幕
の
発
想
は
な
か

た
よ

 
裁

を
模
様
し
た
弾
幕
な
ん
て
見
た
こ
と
が
な
い
た
め
つ
い
感
想
を

べ
て
し
ま
う

そ
れ
を

聞
い
た

は
嬉
し
そ
う
に
そ
し
て
少
し

ず
か
し
そ
う
に

を

く
さ
せ
る

 
少
名

そ
れ
程
で
も

 
耶
狛

そ
ん
な
面
白
い
も
の
を
見
せ
ら
れ
た
な
ら
私
も
見
せ

 
な
い
と

 
懐
か
ら
お
も
ち

ル
キ

ブ
み
た
い
な
箱
を
取
り
出
す

そ
し
て

 
耶
狛

う

ん
と
あ

も
う
ロ

ポ
ウ
だ
そ
れ
な
ら

 
そ
う

い
妖
力
を
込
め
た

間

箱
が

く
輝
く
と
同
時
に
体
の
奥
底
か
ら
力
が

り
出
す

 
耶
狛

さ
て
と
耶
狛
ち

ん
の
本
気
を
少
し
見
せ
ち

お
う

 
か
な

遊
び

り
な
い
子

の
遊
び

 
箱
を

げ
る
と
無
数
の
四
つ
ん

い
の

ん

や
小
さ
な
子

の

を
模
様
し
た
弾
幕
が

開
さ
れ
る

そ
し
て
子

達
の

は
楽
し
そ
う
に
口
を

め
て

う
と

へ
と
向
か

て
い
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く 
少
名

そ
の
箱
が

女
の
オ
カ
ル
ト

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

 
少
名

そ
う

そ
ん
な
オ
カ
ル
ト
私
の
オ
カ
ル
ト
の
前
で
は

 
意
味
な
い
よ

 
そ
う

い
小

を

る
い
小
さ
な
緑
の
小
人
達
を
出
現
さ
せ
る

 
少
名

緑
の
小
人
が
転
ん
だ

 
と

う
と
小
人
達
は
向
か

て
い
く
子

達
と
で
ぶ
つ
か
る
と
子

と
小
人
達
は
達

さ
ん

が
転
ん
だ
を
や
り
始
め
る

 
少
名

て
え

 
耶
狛

あ
り

り

り

 
ま
さ
か
遊
び
だ
す
と
は
思
い
も
し
な
か

た
よ

し
か
し
本
当
に

無

に
楽
し
そ
う
に
遊

ん
で
る
よ

そ
う
思

て
い
る
と

 
少
名

小
人
 
一

法
師
に
も
五
分
の
魂

 
と
唱
え
る
と

は

く
小
さ
く
な
り
ま
る
で

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
変
化
し

方
へ
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と

を

え
て
向
か

て
く
る

恐
ら
く
服
の
中
に
で
も
侵
入
し
て

で
身
体
中
を

し
て
ボ

ロ
ボ
ロ
に
す
る
ん
だ
ろ
う
が
私
に
は

か
な
い

何

な
ら
ば

 
耶
狛

小

 
自
分
自
身
が
小
さ
く
な
れ
る
か
ら
だ

小
さ
く
な
り
そ
し
て

を
回
転
さ
せ

刀
へ
と
変
化

さ
せ

の
進
行
を

め
る

 
少
名

女
も
小
さ
く
な
れ
る
の

 
耶
狛

な
れ
る
よ

に
大
き
く
も
な
れ
ち

い
ま
す

 

を

る

て
く
る

の

撃
を

刀
で
防
い
で
い
く

 
少
名

さ

き
よ
り
も
何
か
強
く
な

て
る
気
が
す
る

 
耶
狛

あ

気
づ
い
た

そ
う
な
ん
だ
よ
こ
れ
私
の
不
思
議

 
な
ん
だ
よ

 
少
名

箱
ご
と
き
と
思

て
い
た
け
ど

女
の
不
思
議

て

 
何
な
の

 
耶
狛

私
の
不
思
議

女
が
教
え
て
く
れ
る
な
ら
良
い
よ

 
教
え
て
あ
げ
る



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

刀
を

る
い

を
吹

飛
ば
す
と

の
大
き
さ
は
元
に

る

そ
れ
に
合
わ
せ
自

分
の
身
⻑
も
元
に

す

す
る
と

は
少
し

り
口
を
開
く

 
少
名

私
の
不
思
議
は

リ
ト
ル
グ
リ

ン
マ
ン

 
と

て
き
た

リ
ト
ル
グ
リ

ン

て
何

と
い
う
感
じ
な
ん
だ
よ

だ

て
あ
ん

ま
り
聞
か
な
い
し

あ
れ
か
な
お
も
ち

達
が
自
分
達
の
持
ち
主
の
元
ま
で
帰
る
的
な
話
の
や
つ

で
出
て
く
る

エ
イ
リ
ア
ン
的
な
キ

ラ
を
し
た
あ
れ
か
な

 
少
名

ら
私
は

た
よ

女
の
不
思
議
は
な
に

 
耶
狛

私
の
不
思
議
は

コ
ト
リ
バ
コ

だ

た
け

 
そ
れ
を
聞
く
と

の

は
一
気
に

く
な
る

あ
れ
そ
ん
な

く
す
る
程
の
不
思
議
だ

た
か
な

 
少
名

こ

コ
ト
リ
バ
コ

て
あ
の

殺
道

の

 
耶
狛

へ

知

て
る
ん
だ

で
も
私

あ
ん
ま
り

し
く

 
は
知
ら
な
い
ん
だ
よ

 
そ
う

い
コ
ト
リ
バ
コ
を
取
り
出
す
と
更
に
禍
々
し
く
光
輝
く

 
耶
狛

こ
れ
で
チ

ポ
ウ
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と

く
と
更
に
体
の
奥
底
か
ら
力
が

き
出
て
く
る

 
耶
狛

そ

れ

 

刀
を

る
う
と
無
数
の
小

弾
幕
が
と
て
つ
も
な
い

さ
で

へ
と
向
か

て
い
く

 
少
名

と

 
回

し
て
い
く
が

た
小

弾
は
そ
こ
ら
一

に

し

 
耶
狛

大

 
と
唱
え
た

間
普

な
ら

く
り
と

大
し
て
い
く
も
の
が
と
て
つ
も
な
い

度
で

大
し

を

み
込
む

私
の
コ
ト
リ
バ
コ
の
力
は
八

あ
り

が
上
が
れ
ば
上
が
る

ど
に
力

さ
等
の
ス
テ

ス
を
上
昇
さ
せ
る

つ
ま
り
今
の
チ

ポ
ウ
は

目
で
あ

り
普

よ
り
も
断
然
強
い
の
で
す

 
耶
狛

あ
れ

弾
し
た

が
聞
こ
え
な
い
な

 
と

て
い
る
と
何
か
が

方
に
向
か

て
物

い

度
で
転
が

て
く
る

よ
く
見
て
み

る
と
そ
れ
は

の
お

だ

し
か
も
お

の
中
が
チ
ラ
リ
と
見
え
る

見
て
み
る
と

は
お

の
中
で
回
し

の
よ
う
に
走

て

動
し
て
い
た
の
だ

 
耶
狛

わ
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少
名

負
け
る
な
い
か
ら

 
一
気
に

方
へ
と

め
よ
り
走
る
の
を

め
る
と
小

を

え

 
少
名

も
う
こ
こ
な
ら
間
合
い
だ

 
小

が
大
き
く
な
り
発
光
し
だ
す
と
そ
れ
を
上
空
へ
と
投
げ
る
と

 
少
名

緑
の
巨
人
よ

大
き
く
な
れ
よ

 
と
唱
え
た
そ
の

間
そ
こ
に
は
と
ん
で
も
な
く
大
き
な
何
か
が
い
た

そ
の
大
き
さ
は
何
と

ル
ち

ん
と
良
い
勝
負

い
や

ル
ち

ん
の
方
が
⻑
さ
的
に
は
大
き
い
や

 
少
名

さ
よ
う
な
ら

 

を
下
ろ
す
と
共
に
緑

の
大
き
な

が
降

て
き
た

だ
が
こ
ん
な
ん
で
負
け
る

ど
私
は

弱
く
な
い
ん
だ
か
ら

 
耶
狛

転
 
開
け
て

き
ビ

ク
リ
箱

 
そ
う
唱
え
コ
ト
リ
バ
コ
を
投
げ
そ
の
箱
を

大
化
は
せ
る

そ
し
て
箱
が
開
か
れ
そ
の
中
か
ら

先
程
に
出
て
き
た
サ
ラ
ち

ん
ヘ
ル
ち

ん
そ
の

に
も
オ
ル
ち

ん

ル
ち

ん
達
が
現

れ
巨
人
の
一
撃
に
対

し
出
す

 
少
名

無

だ
よ

緑
の
巨
人
は
何
で
も
踏
み

す
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ヘ
ル

キ

ウ
ン

 
サ
ラ

キ

ル
ル

 
オ
ル

 

ル

ぐ

後
は
任
せ
る

耶
狛
殿

 
そ
う

い

体
の
獣
達
は
箱
へ
と
消
え
て
い
く
と
コ
ト
リ
バ
コ
が
禍
々
し
く
光
だ
す

 
耶
狛

ふ
ふ

こ
れ
で
ハ

カ
イ

 
私
の
コ
ト
リ
バ
コ
は
自
分
の
狼
弾
幕
や

ル
ち

ん
達
み
た
い
な
子
達
が
敗
れ
れ
ば
敗
れ
る
程

に
力
を

め
る

そ
し
て

ル
ち

ん
達
の
お
陰
で
つ
い
に

化
状
態
へ
と
突
入
し
た

も
う

こ
う
な
れ
ば

に
も

め
ら
れ
な
い

 
少
名

だ
か
ら
無

だ

て

 
耶
狛

無

じ

な
い
よ
こ
の
子
達
の

や
思
い
は
無

と

 
か
な
ん
か
じ

な
い

 
コ
ト
リ
バ
コ
が

く
禍
々
し
い
輝
き
を

ち
そ
し
て

く
り
と
箱
が
開
か
れ
る

 
耶
狛

生
を
絶
す
る
コ
ト
リ
バ
コ

 
と
唱
え
た
直
後
無
数
の
黒
い
手
が
コ
ト
リ
バ
コ
か
ら
現
れ
緑
の
巨
人
を

み
や
が
て
手
が
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緑
の
巨
人
を
侵
食
し
て
い
く

 
少
名

そ
ん
な
手
ご
と
き

り

ち

え

 
耶
狛

無
理
だ
よ
そ
の

の
数
々
は
怨

の
集
合
体
み
た
い

 
な
も
の
だ
か
ら
一
度

ま
れ
た
ら
普
通
じ

絶
対
に

 

り

え
な
い
ん
だ
よ

 
少
名

な
ら
や
ら
れ
る
前
に
そ
ん
な
箱
な
ん
か

し
て
し
ま

 
う
の
み

 

を

え
コ
ト
リ
バ
コ
へ
と
向
か

て
い
く
が

め
て
お
い
た
方
が
良
い

だ

て
コ
ト
リ

バ
コ
は
全
て
を

う
か
ら

緑
の
巨
大
を
一
気
に
侵
食
し
箱
へ
と
引
き
ず
り
込
ん
だ
そ
の

間
に

は
コ
ト
リ
バ
コ
に

を
突
き

す

 
少
名

私
の
勝

え

 
耶
狛

だ
け
ど
ハ

カ
イ
に
な

た
ら
手

れ
だ
よ

 
コ
ト
リ
バ
コ
に
は

が
あ
る

イ

ポ
ウ
ニ

ウ
サ
ン
ポ
ウ
シ

ウ
ゴ

ウ
ロ

ポ
ウ
チ

ポ
ウ
ハ

カ
イ
と
あ
り
小
さ
い
の
が
イ

ポ
ウ
そ
し
て
最
大
で
ハ

カ
イ
で
あ
る

ハ

カ
イ
に
な

て
し
ま
え
ば
も
う
終
わ
る
ま
で
手
が
つ
け
ら
れ
な
い

箱
か
ら

が

び
そ
し
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て

を

み

 
少
名

え

え

 
そ
の
ま
ま
箱
へ
と
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
い
き
そ
し
て
蓋
が
し
ま

た

間

 
ピ
チ

ン

 

弾
す
る

が
鳴
り

く

地
面
に

ち
て
い
る
コ
ト
リ
バ
コ
を
回
収
し

 
耶
狛

私
の
勝

だ

 
と

耶
狛
は
勝
ち

り
な
が
ら
そ
う

く

そ
し
て
こ
の
勝
負
は
耶
狛
の
勝

と
な

た
の

だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
耶
狛
は
コ
ト
リ
バ
コ
か

 
怠
惰

え

そ
れ
と
コ
ト
リ
バ
コ

て
何
か
知

て
る

 

 

聞
い
て
る
と
恐
ろ
し
い
道

じ

ろ

 
怠
惰

ま

合

て
る
よ
聞
き
た
い
の
は
作
り
方
だ

た
り
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ど
ん
な

術

果
か

て
事
さ

 

 

よ
く
分
か
ら
ぬ
わ
い

 
怠
惰

な
ら
教
え
て
し
ん

よ
う
か

コ
ト
リ
バ
コ
こ
れ
を

 

に
書
く
と
子
取
り
箱

て
読
む
ん
だ
よ
そ
し
て

 
読
ん
で

の
ご
と
く
子

を
取
る

に
殺
す
意
味
が

 
あ
る

 

 

う

 
怠
惰

し
か
も
殺
す
の
は
子

だ
け
で
な
く
そ
の
⺟
親
も
殺

 
す
と
い
う
大
変
危
険
な

い
で
す

 

 

何

そ
の
⺟
親
ま
で

父
親
は
良
い
の
か

 
怠
惰

⺟
親
は
子

を
授
け
る

ま

今
の

葉
で
い
う

 
子

が
あ
る
訳
だ
よ
そ
れ
も
殺
す
ん
だ
コ
ト
リ
バ
コ

 

て
の
は
一
族
を

絶
や
し
に
す
る

殺
道

だ
か

 
ら

 

 

し

に
な
ら
ぬ
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怠
惰

ま

作
り
方
が
エ
グ
く
て

箱
に

生
の

を
注
ぎ

 
満

ン
に
な

た
ら
そ
の
中
に
子

を
入
れ
て
完
成

 
す
る
ん
だ
よ

 

 

も

も
う

で
は
な
い
ん
じ

 
怠
惰

そ
れ
で
そ
の
コ
ト
リ
バ
コ
の
イ

ポ
ウ

ハ

ポ
ウ

 
の
数
値
は

い
の
強
さ
で
そ
の
値
は
コ
ト
リ
バ
コ
に

 
入
れ
た
子

の
数
で
決
ま
る
よ
そ
ん
で

術
士
は

 

本
は
チ

ポ
ウ
ぐ
ら
い
し
か
作
ら
な
い
ん
だ
よ

 

 

え

何

じ

 
怠
惰

ハ

カ
イ
は

練
の

術
士
で
も

い
き
れ
な
い
か

 
ら
だ
よ
や
ろ
う
と
し
た
と
し
て
作

た
ら

本
的
に

 
死
ぬ

だ
か
ら
チ

ポ
ウ
ま
で
が

界
点
な
の
さ

 

 

そ
ん
な

界
に
挑
戦
す
る
で
な
い
わ

 
怠
惰

そ
し
て
こ
の

い
に
か
か
る
と
何
と

が
ネ

切
れ

 
て

し
み
な
が
ら
死
ぬ
ら
し
い
よ
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い
な
が
ら

う
で
な
い
わ

怖
す
ぎ
る
わ
い

 
怠
惰

ま

だ
か
ら
皆
様
は
真

を
し
な
い
よ
う
に

 

 

絶
対
じ

絶
対
じ

か
ら
な

 
怠
惰

は
い
は
い
て
な
訳
で

 

 

待
て
ポ

モ
ン
の
投
稿
す
る
の
と
後

う
こ
と
が

 
あ
る
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
そ
う
実
は
ま
た
明
日
と
い
う
か
今
日
と
い
う
か

 
か
ら
ま
た

間
不
定
期
に
な
り
ま
す
リ
ア
ル
で
行

 
き
た
く
も
な
い
実
習
第

が
あ
る
ん
で
す
よ

 

 

す
ま
ぬ
が
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

本
当
に
す
い
ま
せ
ん
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ポ

モ
ン
も

分

分
で
投
稿
す
る
か

 
ら
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
０
８
話
 
妹
を
思
う
兄
心

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

実
習
で

間
も
失

し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

何
と
か

話
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
勝
負
が
終
わ

た
た
め
耶
狛
へ
と
す
ぐ
に
近
づ
く

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

あ

お
兄
ち

ん
終
わ

た
よ

 
亜
狛

終
わ

た
よ
じ

な
い

く
そ
の
子
を

 
耶
狛

あ

そ
う
だ

た

 
箱
を
少
し
だ
け
開
け

く
り
返
し
て

る
と
そ
の
中
か
ら
ま
ず
小

が
出
て
き
て
そ
の
次

に
戦

て
い
て

が
目
を
回
し
な
が
ら
出
て
く
る

コ
ト
リ
バ
コ
に
霊
力
を

わ
れ
た
の
か

さ

き
よ
り
も
小
さ
く
な

て
る

 
亜
狛

や

り
こ
れ
か
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耶
狛

ご
め
ん
よ
お
兄
ち

ん

 
実
の
所
で
自
分
達
が
こ
の
オ
カ
ル
ト
に
目
覚
め
た
の
は
つ
い
さ

き
ボ

ル
を
地
霊
殿
で

れ

て
か
ら
で
あ
り
耶
狛
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
コ
ト
リ
バ
コ
を
出
現
さ
せ
自
分
は
行

た
事
す
ら
な

い
き
さ
ら
ぎ
駅
の
座

が
頭
に
出
て
き
た
り
と
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ

て
い
る

そ
し
て
何
よ

り
も
耶
狛
の
コ
ト
リ
バ
コ
は
恐
ら
く
最
凶
ク
ラ
ス
の
怪
異
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

そ

の
た
め
不
安
で
心

な
の
だ
そ
ん
な
物
を
耶
狛
が
持

て
い
る
こ
と
が

 
耶
狛

大
丈
夫

 

れ
て
い
る

に
近
づ
い
た
耶
狛
は

し
く

を

チ

チ
し
だ
す

す
る
と

 
少
名

う

こ
こ
は

 
耶
狛

あ

起
き
た

お
は
よ
う

 
少
名

う
わ

 

い
た

は
そ
の
ま
ま
後
退
り
し
て
い
く

 
耶
狛

無
理
し
ち

メ
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
で
す
よ

さ
ん
今
の

女
は
力
を
コ
ト
リ

 
バ
コ
に

わ
れ
過
ぎ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
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少
名

へ

あ

小
さ
く
な

て
る

 
今
の
姿
に
気
づ
い
て
な
か

た
の
か

は

き
な
が
ら
自
分
の
姿
を
見
て
い
た

 
耶
狛

え

と
出
来
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
そ
れ

大

 
と
耶
狛
が
唱
え
る

す
る
と

の
身
⻑
が
少
し
だ
け
大
き
く
な
り
先
程
と
変
わ
ら
ぬ
大

き
さ
に
な
る

だ
が

 
亜
狛

耶
狛

あ
ん
ま
り
そ
れ
を
人
体
に
使
う
な

て

わ

 
れ
て
る
だ
ろ

 
耶
狛

だ

て

 
耶
狛
の

大

小
さ
せ
る
力
は
耶
狛
自
身
に
掛
け
る
の
は
問

な
い
ら
し
い
が

者
の
人
体

な
ど
に
使
う
事
は
マ
ス

く
で
使

た

手
に
悪
影

を
も
た
ら
す
ら
し
い

無
理
に
大
き

さ
を
変
え
れ
ば
体
の
内
部
が

切
れ
た
り
し
て
し
ま
う
ら
し
く
使

て
も
良
い
の
は
体
の
再
生
を

時
に
行
え
る
奴
と
か
不
老
不
死
ぐ
ら
い
に
し
て
お
け
と
の
事
だ

だ
が

 
少
名

お

た
よ
あ
り
が
と
う

 
見
た
感
じ
大
丈
夫
そ
う
だ

恐
ら
く
１
０

ぐ
ら
い
な
ら
問

は
な
さ
そ
う
な
感
じ
だ

マ

ス

が
思

た
い
た
の
は
そ
の
更
に

だ
と
か
し
た
数
値
の
こ
と
を

て
い
た
の
だ
ろ
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う 
亜
狛

は

今
の
は
見
な
か

た
か
ら
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
は
何
時
も

し
い

 
亜
狛

そ
こ
は
余
計
だ

 
こ
れ
を

者
の
人
体
に
使

た
な
ど

え
ば
マ
ス

に
ど
や
さ
れ
る
の
が
オ
チ
だ

そ
の
た

め

せ
れ
る
話
し
は

せ
る
に

る

と
り
あ
え
ず
勝
負
の

け
の
報

を

う
か

 
亜
狛

さ
ん
す
い
ま
せ
ん
が
ボ

ル
を

て
も
ら

 

て
も
良
い
で
す
か

 
少
名

ま

勝
負
だ
し

 
そ
う

う
と
懐
か
ら
ボ

ル
を
取
り
出
し

ち
て
い
る
小

を

い

る
う
と
ボ

ル
は
元
の

大
き
さ
へ
と

る

そ
れ
を
自
分
達
は

い
受
け
る

 
耶
狛

あ
り
が
と
う

し
ん

ち

ん

 
少
名

ち

ん

て

そ
ん
な
事
を

う
と
耶
狛
ち

ん

 
に
な
る
よ

 
耶
狛

全
然
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少
名

良
い
ん
だ

 
ま

耶
狛
は
そ
の

は
全
然
許
容

内
だ

現
に
友
達
と
い
う
友
達
が
あ
ま
り
い
な
い
た

め
出
来
る

り
で
友
達
を

と
も
増
や
し
て

し
い

た
だ
そ
の

し
さ
に

え
る
奴
ま
た
下

心
が
あ
る
奴
と
分
か

た
そ
の
時
は

人
の
兄
と
し
て
問

無

で
地
獄
へ
の

道
切

を
く

れ
て
や
る

 
少
名

な

何
か

ず
か
し
く
な

て
き
た

 
耶
狛

そ
う
か
な

親
し
み

い
と
思
う
け
ど
な

 
亜
狛

友
達
が
ま
た
こ
れ
で
増
え
て
く
れ
た
か
な

 
や
は
り
兄
と
し
て
こ
の
光

を
見
れ
る
の
は
と
て
も
嬉
し
く
思
う

し
か
し
今
は
任
務
を

先

さ
せ
な
く
て
は

 
亜
狛

耶
狛
そ
ろ
そ
ろ
行
く

あ
ま
り
ボ
サ

と
し
て
い
る

 
と
日
が
暮
れ
て
し
ま
う
し
な

 
耶
狛

あ

そ
う
だ

そ
れ
じ

私
達
は
行
く

 
少
名

う
ん
そ
れ
と
次
は
絶
対
に
負
け
な
い
か
ら

 
耶
狛

そ
の
時
は
何
時
だ

て
勝
負
し
て
あ
げ
る
か
ら
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そ
う
し
て
自
分
達
は
空
を
飛
び
そ
の
場
を
後
に
し
た

こ
れ
で
ボ

ル
は

つ
と
な

た
訳

だ
が

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

ん

 
耶
狛

や

り
地
上
は
地
上
で
面
白
い

 
亜
狛

か
も
な

 
も
し
か
し
た
ら
耶
狛
は
変
化
が
あ
ま
り
訪
れ
な
い
地
底
で
く
す
ぶ
る
よ
り
も
常
に
変
化
が
起
こ

る
地
上
で

々
と
自
由
に
生
き
て
い
る
方
が

せ
な
の
か
も
し
れ
な
い
よ
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

う
ん

な
ん
だ

 
耶
狛

ど
う
し
た
の
さ

き
か
ら
ボ

と
し
て
さ
て
は
エ
ロ
い

 
事
を
思
い
出
し
て

 
ゴ
ミ
を
見
る
よ
う
な
目
で
耶
狛
が
見
て
く
る

え
て
い
う
が
そ
ん
な
事
を
思
い

か
べ
る
わ

け
な
い
だ
ろ
う
が

お
前
の
心

を
し
て
い
る
ん
だ
よ

 
亜
狛

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ
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耶
狛

わ

び

く
り
し
た

そ
れ
だ

た
ら
ど
う
し

 
た
の

 
亜
狛

内

だ
内

 
耶
狛

や

り
エ
ロ
い
事
を

え
て
た
ん
だ
お
兄
ち

ん

 
は
ム

ツ
リ
ス

だ
か
ら
な

 
亜
狛

が
ム

ツ
リ
ス

だ

 
何
処
を
ど
う
し
た
ら
ム

ツ
リ
ス

に
な
る
ん
だ

 
耶
狛

え

だ

て
お
兄
ち

ん
の
部

の
本

の
本
の

 
奥
に

か
本
が

 
亜
狛

や

耶
狛

そ
ろ
そ
ろ
何
か
食
べ
な
い
か

 
耶
狛

ふ

て
く
れ
る
の

 
亜
狛

あ

た
い

き

ぐ
ら
い
な
ら
任
務
に

だ
と

 
か
も
な
い
し
な

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
ニ
コ
ニ
コ
と

う

 
耶
狛

わ

い

な
ら

く
人
里
に
行
こ
う
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亜
狛

あ

あ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
人
里
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
本
当
に
久
々
じ

な

 
怠
惰

 

 

そ
れ
で
ど
う
じ

リ
ア
ル
の
方
は

 
怠
惰

も
う
キ
ツ
い
の
な
ん
の

実
習
先
が
も
う

 

職
し
た
く
な
く
な

ち
ま
う
よ

 

 

そ
ん
な
に
か

 
怠
惰

一
部
の
人
は

し
い
ん
だ
よ

け
ど

り
の
達
が
自

 

に
俺
に
対
し
て

た
い
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
て

 

仲
が
良
い
職
場
と
か

て
た
最
初
の
一

は

 
何
だ

た
の
か
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た

大
変
な
ん
じ

な

 
怠
惰

も
う

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
人
間
不

に
な
り
そ
う

 
だ
よ

 

 

元
気
を
出
さ
ぬ
か

 
怠
惰

も
う
何
人
か
別
の
学

か
ら
の
実
習
生
は
い
る
け
ど

 
そ
の
子
達
は
仲
良
く
し
て
る
け
ど

俺
だ
け
に
対
し

 
て
は

た
い
よ

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

こ
れ
か
ら

職
す
る
方
々
に
伝
え
て
お
く
け
ど
ア

 
ト

ム
な
職
場

み
た
い
な
一

は
出
来
る

り

 

た
方
が
良
い
と
だ
け

て
お
く
か
ら

 

 

そ
ん
な
に
か

 
怠
惰

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
は
実
習
先
の
職
場
の

い
方
が
そ

 
う

て
た
け
ど
そ
ん
な
事
は
な
か

た
か
ら

 
て
い
る
の
さ
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あ
く
ま
で
こ
れ
は
怠
惰
の

え
じ

か
ら
な
皆
は
皆

 
の
や
り
方
で
決
め
る
の
じ

 
怠
惰

も
し
も
そ
の

や
ら
を
目
で
見
る
こ
と
が
出
来
る

 
な
ら
見
た
方
が

い
と
も
伝
え
て
お
く
よ

 

 

ま

所
感
を
持
て
る
の
は
大
切
じ

か
ら
な

 
怠
惰

そ
の
通
り
だ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
終
わ
ろ

 
う
か

 

 

う
む
そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
に
な

て
し
ま

て
す
ま

 
ぬ
な
読
者
様
よ
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
ん
じ

さ
い
な
ら
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第
５
０
９
話
 
不
死
者
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
で
す

読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
休
ん
で

い
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

リ
ア
ル
で
主
に

職
の
方
で

々
と

神
的
に
キ
ツ
イ
事
が

つ
も
あ
り
休
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

ま
た

く
は
安
定

し
て
投
稿
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
の
で
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
⻑
く
な
り
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
人
里
へ
と
向
か

た
自
分
達
は
と
り
あ
え
ず

き
を
買
い
近
く
の

ン
チ
に
座
り

き
を

食
べ
る

 
耶
狛

や

り
あ
ん
こ
だ
よ

 
亜
狛

や
れ
や
れ

 
味
は
今

き
と
た
い
さ
変
わ
ら
な
い
ん
だ
け
ど
な

た
だ

が
面
白
い
た
め
耶
狛
の
よ
う
な

女
の
子
等
は
そ

ち
が

ま
れ
る
の
だ
ろ
う
な

と
り
あ
え
ず
自
分
も
食
べ
出
す

 
耶
狛

所
で
お
兄
ち

ん
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亜
狛

な
ん
だ

 
耶
狛

次
は
ど
う
し
よ
う

 
亜
狛

え
は
い
な
か

た
な

 
本
当
に
ど
う
す
る
か

に
と
り

か
ら
ボ

ル
を
頂
戴
し
た
た
め

り
は
恐
ら
く

ぐ
ら
い
だ
ろ
う

だ
が
問

な
の
は
も
う

ち
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
だ

恐
ら
く

か

の
持

て
い
る
ボ

ル
を
勝
ち
取
る
と
い
う
戦
法
に
な
る
だ
ろ
う
な

 
耶
狛

う

ん
私
の
見
立
て
を

て
も
良
い

 
亜
狛

聞
こ
う
じ

な
い
か

 
耶
狛
は

き
を
一
気
に

り
何
回
か

し
て
立
ち
上
が
り
自
分
の
前
に
立
つ
と

 
耶
狛

私
は
思
う
ん
だ
よ
恐
ら
く
ボ

ル
は
も
う

ち
て
な

 
く
て

か
が
持

て
る

て

 
亜
狛

う
ん

だ
か
ら
ど
う
し
た
ん
だ

 
だ

て
そ
れ
は
今
さ

き

え
た
ば

か
り
だ

何
を

い
出
し
て
い
る
ん
だ

 
耶
狛

恐
ら
く
な
話
だ
け
ど
人
が
多
く
集
ま
る
所
な
ら
も
し

 
か
し
た
ら
ボ

ル
を
持

て
い
る
人
も
多
い
か
も
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亜
狛

そ
こ
は

け
て
た
な

 
そ
の

い
分
は
正
し
い

何
せ

人

は
持

て
い
る
と
い
う

え
方
を
す
れ
ば
人
が
集

ま
る
よ
う
な
場
所
で
あ
れ
ば

山
の
ボ

ル
を
回
収
で
き
る
か
ら
だ

 
亜
狛

え
た
じ

な
い
か

い

耶
狛

 
耶
狛

エ
ヘ
ヘ

 
こ
の

が
ま
た
可
愛
い
ん
だ
よ
な

と
な
る
と
何
処
に
向
か
う
の
が
良
い
の
か

 
亜
狛

耶
狛
お
前
な
ら
何
処
に
い
く

 
耶
狛

私

私
だ

た
ら

ん

 
と
耶
狛
が

い
か
け
る
と

葉
が

ま
り
固
ま
る

何
だ
と
思
い
後
ろ
を
向
く
と

を

ん

だ
そ
の
先
に

 
耶
狛

あ

も
こ
た
ん
だ

お

い
も
こ
た
ん

 
そ
こ
に
は
白
い
⻑

に
シ

ツ
と
も
ん

を

い
て
い
る
妹
紅
が
い
た

耶
狛
の

が
聞
こ
え

た
の
か
妹
紅
は

方
を
見
て

い
た

を
し
て
近
づ
い
て
く
る

 
妹
紅

亜
狛
さ
ん
に
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

お
久
し
ぶ
り
だ

も
こ
た
ん
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妹
紅

だ
か
ら
も
こ
た
ん
は

め
て
と

て
る

ま
す
よ

  
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
立
ち
上
が
り
頭
を
下
げ
る

妹
紅
は

て
つ
つ
ブ
ン
ブ
ン
と

を

り

 
妹
紅

そ
ん
な
頭
を
下
げ
な
い
で
下
さ
い
よ

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛

親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り

て

葉
が

 
あ
る
だ
ろ

 
耶
狛

え

だ

て
妹
紅

て

う
よ
り
も
も
こ
た
ん
の

 
方
が

き
的
に
も
可
愛
い
の
に
な

 
妹
紅

か

か
か
可
愛
い

 

を
真

に
し
て

た
感
じ
に

う

本
当
に
妹
が

惑
を
か
け
て
し
ま

て
い
る
た
め

申
し
訳
な
い

 
亜
狛

え

と
お

怒

て
ま
す
か

 
妹
紅

い

い
や

可
愛
い
な
ん
て
あ
ん
ま
り

わ
れ
た

 
事
が
な
く
て
め

が
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頭
を
ポ
リ
ポ
リ
と
人

し
指
で

き
な
が
ら

ず
か
し
そ
う
に

う

 
妹
紅

ま

ま

も
こ
た
ん
で
も
良
い
か
な

そ
の
私
の
中

 
だ
と
数
少
な
い
友
人
だ
し

そ
れ
に
理
久
兎
も

 
て
い
る
し
な

 
耶
狛

ら

 
亜
狛

お
前
は
な

 
ド

と
い
う

で
こ

ち
を
見
て
く
る

ま

た
く
こ
の
世
間
知
ら
ず
と
き
た
ら

 
耶
狛

あ

そ
う
い
え
ば
も
こ
た
ん
は
何
し
て
た
の

 
妹
紅

え

あ

さ

き
弾
幕
ご

こ
で
家
を

い
ち
ま

 
コ

ン

い
て
し
ま
い
ま
し
て
そ
の
修

が
今

 
さ

き
終
り
ま
し
て

 

葉
を

な

い
方
に

え
た
な

別
に
そ
ん
な
事
を
し
な
く
て
も
良
い
の
に

 
亜
狛

あ

そ
ん
な

い
替
え
な
く
て
も

い
ま
せ
ん
よ
自

 
分
の

で

て
く
だ
さ
い
そ
の
方
が

方
も
気
が

 
楽
な
の
で
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妹
紅

す

す
ま
ん

 
亜
狛

い
え
い
え
し
か
し
妹
紅
さ
ん
昔
よ
り
も
た
く
ま
し
く

 
な
り
ま
し
た

 
妹
紅

ア
ハ
ハ
ま

女
と
し
て
は
あ
る
意
味
で
終
わ

て
い

 
る
か
も
な

 

い
で
そ
う

う
と
耶
狛
は
た
め

を

き
な
が
ら

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
女
の
子
に
た
く
ま
し
い
何
て

た
ら

 

目
だ
よ

そ
う

う
な
ら

実

て

て

 
あ
げ
た
方
が
良
い
ん
だ
よ

 
亜
狛

え

え

 
何
で
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
耶
狛
が

く
か
し
こ
く
な

て
い
る
ん
だ
け
ど

さ

き
ま
で

の
バ
カ
に
し
か
見
え
な
い
妹
は
何
処
に
旅
行
し
に
行

た
の
だ

 
妹
紅

い
や
そ
れ
も

 
耶
狛

違
う
よ

実

は

か
に
た
く
ま
し
い
な
ん
て
意

 
味
も
あ
る
よ
け
ど

気
が
強
い
と
か

が
し

か
り
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し
て
る

て
意
味
も
あ
る
ん
だ
か
ら

 
妹
紅

ふ

そ

そ
う
な
の
か

 
亜
狛
 

 

て
る
こ
と
に
対
し
て

然
し
て
し
ま
う

本
当
に
こ
れ
耶
狛
な
の
か

さ

き
ま
で
の
バ

カ
な
耶
狛
は
何
処
に
旅
行
し
て
い
る
ん
だ
頼
む
か
ら

く
帰

て
き
て
く
れ

 
耶
狛

と

さ
と
り
ち

ん
が

て
い
た
の
を
そ
の
ま
ま

 

い
ま
し
た

 
亜
狛

て
お
前
が

え
た
ん
じ

な
い
の
か
い

 
通
り
で
可

し
い
訳
だ

し
か
し

に
そ
れ
を
思
い
出
し
て

え
る
の
は
や
は
り

い
に
は

い
 
妹
紅

て

れ
ち
ま
う
だ
ろ

 
プ
イ

と
そ

を
向
き

を
真

に
さ
せ
る

や
は
り

直
な
所
を
必
死
で

そ
う
と
す

る
の
は
変
わ
ら
な
い
な

 
耶
狛

ま

で
も
元
気
そ
う
で
良
か

た
よ

 
妹
紅

あ

ま

あ
り
が
と
う
な
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嬉
し
そ
う
な
反
面
で
少
し

れ
て
い
る
よ
う
な

を
す
る

 
亜
狛

大
丈
夫
で
す
か
妹
紅
さ
ん

 
妹
紅

あ

あ

実
は
さ

き
の
弾
幕
ご

こ
で
家
を

い

 
た
と

た
ろ

 
亜
狛

え

ま

 
妹
紅

そ
の
時
に
私
の
友
達
が

り
込
ん
で
き
て
弾
幕
ご

 
こ
を
中
断
さ
せ
ら
れ
て
不
完
全

で

 
つ
ま
り
は
暴
れ
た
り
な
い
と
い
う
事
か

耶
狛
の

を
見
る
と
耶
狛
は

く

や
れ
や
れ
仕
方

な
い
こ
こ
は
昔
の
よ
し
み
で
少
し

き
合
う
か

 
亜
狛

な
ら
お

手
し
ま
し

う
か

 
妹
紅

へ

良
い
の
か

て
お
く
が
私
は
ボ

ル
な
ん

 
て
持

て
な
い
ん
だ

 
耶
狛

そ
れ
で
も
良
い
よ
そ
れ
に
私
達
と
会
わ
な
い
間
も
こ

 
た
ん
が
何
処
ま
で
成
⻑
し
た
の
か
見
た
い
し

 
妹
紅

そ
う
い
え
ば
耶
狛
と
最
後
に
戦

た
の
は
あ
の
時
だ
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た
な

 
耶
狛

ふ

戦

た

け

 
妹
紅
は

を

に

り
ニ

リ
と

う

 
妹
紅

い
い
や
あ
の
時
は
ノ

カ
ン
か

 
あ
の
時

て
ど
ん
な
時
な
ん
だ

ま

え
て
も
仕
方
な
い
か

 
亜
狛

そ
れ
で
ど
う
し
ま
す

自
分
と
耶
狛
ど
ち
ら
と
戦

 
い
た
い
で
す
か

 
耶
狛

ど

ち

 
と

聞
く
と
妹
紅
は
ニ

リ
と

う

 
妹
紅

当
然

人
だ

 
耶
狛

ふ

 
亜
狛

え

そ
れ

て

対

と
い
う
事
で
す
か

 
妹
紅

あ
る
意
味
で
こ
れ
は
私
と
お
前
達
と
の
リ

ン

だ

 
だ
か
ら

人
い

ん
に
戦
う
の
さ

 
勇
気
の
あ
る

葉
だ
な

ま
さ
か
自
分
達
兄
妹

人
と
戦
い
た
い
と
は
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耶
狛

も
こ
た
ん
後

し
な
い

 
妹
紅

す
る
か
よ

え
る

が
高
い
方
が

え
る
だ
ろ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
そ
こ
ま
で

う
の
で
し
た
ら
私
達
が

 
お

手
し
ま
し

う

 
妹
紅

頼
む

と
り
あ
え
ず
よ
こ
こ
だ
と
ま
た
火
事
に
な
り

 
そ
う
だ
か
ら

動
し
な
い
か

 
そ
う
だ

た
妹
紅
は
さ

き
家
を

い
た
と

て
い
た
な

そ
れ
な
ら

動
を
す
る
か

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
耶
狛

 
耶
狛

は
い
は
い
そ
れ
じ

行
く
よ

 

け
目
を
作
り
開
け
た
場
所
へ
と

げ
る

妹
紅
は
ク
ス
リ
と

い
中
へ
と
入
り
自
分
達
も
続

い
て
中
へ
と
入
り

け
目
を
閉
じ
た
の
だ

た

そ
う
し
て
開
け
た
場
所
へ
と
出
る
と
お
互
い
に

え
る

 
妹
紅

か
つ
て
の
リ

ン

だ

え
て
き
た

 
耶
狛

ふ
ふ

何
処
か
ら
で
も
ど
う

私
達
兄
妹
の

を

 
亜
狛

見
せ
て
あ
げ
ま
し

う



 第５０９話 不死者 登場

 
そ
う
し
て
妹
紅
と
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

次
回
は
妹
紅
と
の
戦
い
か

 
怠
惰

え

因
み
に
妹
紅
の
話
に
出
て
き
た
家
を

い
た

 
的
な
話
は
狐
組
を

と
も
見
て
く
だ
さ
い
見
れ

 
ば
全
容
が
分
か
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

 

 

狐
組

 
怠
惰

そ
う
そ
う
あ

こ

ち
は
龍
組
だ
か
ら

 

 

あ

も
う

つ
の

方
小
説
の
方
か

 
怠
惰

そ
の
通
り

分
か
り
や
す
い
で
し

 

 

完
全
に

ピ

Ｒ

Ｇ
じ

ろ

 
怠
惰

ま

そ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
た

組
と

組
み
た

 
い
な
感
じ
だ

た
か
ら
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ま

あ

ち
と

う
よ
り
も

い
や
す
い
か

 
怠
惰

で
し

そ
れ
と

く
失

し
て
い
て
申
し
訳
あ

 
り
ま
せ
ん
で
し
た
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
の
Ｓ

値

 
が
マ

ハ
で
あ
る
意
味
で
一
時
的
狂
気
だ

た
た

 
め
休
み
続
け
て
し
ま
い
ま
し
た
そ
こ
は
謝
罪
を

 
し
ま
す

 

 

す
ま
ぬ
が
ま
た
こ
の

な
事
は
起
こ
る
か
も
し
れ

 
ぬ
た
め
ご
了

を
頼
む

読
者
様

 
怠
惰

出
来
る

り
で
投
稿
は
し
て
い
き
ま
す
の
で
お
願

 
い

し
ま
す
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で
今

 
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
１
０
話
 
不
死
者
＆
不
死
者

不
死
者

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

書
を
書
い
て
い
た
ら

く
な

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

書
は
も
う
嫌
や

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
妹
紅
と
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
自
分
は
ク
ナ
イ
を
耶
狛
は
小

弾
幕
で

撃
を
す
る

 
妹
紅

ま
だ
だ

ま
だ
私
は
熱
く
な
れ
る

 

を

る
う
と

が
現
れ
小

弾
幕
を

き
消
し
ク
ナ
イ
を
弾
く

 
耶
狛

わ

も
こ
た
ん

の

い
お
上
手

 
亜
狛

な
ら
俺
も
少
し
見
せ
よ
う
か

 
ク
ナ
イ
を
し
ま
い
体
に
仕
込
ん
で
い
る

本
の
小
太
刀
を

き

え
て

 
亜
狛

火

 

狼

舞

 

本
の
小
太
刀
を
発
火
さ
せ

け
目
を
作

て
中
へ
と
入
り
妹
紅
の

後
へ
と
一
気
に
間
合

い
を

め
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亜
狛

ふ
ん

 

舞
を
す
る
よ
う
に
妹
紅
へ
と
斬
り
か
か
る

 
妹
紅

く
か

 
妹
紅
の

中
か
ら

が
吹
き
出
す
と
そ
れ
は
ま
る
で

の
よ
う
に
自
分
の

撃
を
お
さ
え
る

 
亜
狛

な

 
耶
狛

ま
だ
ま
だ
行

て
皆

 
耶
狛
の

援

撃
で
無
数
の
狼
弾
幕
が
妹
紅
へ
と
襲
い
か
か
る

だ
が
妹
紅
は
ど
こ
か
ら
と
も

な
く

を
出
す
と
的

に
狼
達
の

間
目
掛
け
て
お

を
飛
ば
し
狼
を
消
し
て
い
く

 
亜
狛

二
刀
一

 
回
転
し

続
で
妹
紅
を
斬
る
が
そ
の
度
に

が

と
な
り

撃
を
防
い
で
い
く

 
妹
紅

こ
の

 
火
玉
が
降
り
注
ぎ
自
分
達
に
向
か

て
降

て
く
る

座
に

け
目
を
作
り

し
耶
狛

は 
耶
狛

小

 
火
玉
を
小
さ
く
し
て

け
る

け
目
か
ら
出
た
自
分
は
す
ぐ
に
耶
狛
と
合
流
す
る
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亜
狛

そ

ち
は
大
丈
夫
か

 
耶
狛

う
う
ん
全
然

お
兄
ち

ん
が
前
衛
を
引
き
受
け
て

 
く
れ
て
る
か
ら
何
に
も
な
い
よ

 
亜
狛

そ
う
か

 
と

て
い
る
と
妹
紅
は

中
の

を
更
に

げ
る
一

で

う
の
な
ら
今
の
妹
紅
の
姿

は
ま
る
で
不
死

の
よ
う
だ

 
妹
紅

で
や

 
そ
し
て

を

い

方
へ
と
突

込
ん
で
き
た

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

ア
イ
ア
イ
サ

 
小
太
刀
を

刀
し
て
す
ぐ
さ
ま
自
分
は
耶
狛
の
後
ろ
へ
と
下
が
る
と
耶
狛
は
突

込
ん
で
く
る

妹
紅
へ
と

を

え

 
耶
狛

仙
術
十
七
式
空

 
唱
え
た

間
に

明
な

が
出
現
し
妹
紅
を

め
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
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そ
の
直
後
に
耶
狛
は
体
を
前
に
上
半
身
を

し

に
な
る

つ
ま
り
私
を
土
台
に
上
か
ら

撃
し
ろ
と
い
う
意
味
か

 
亜
狛

了
解
し
た

 

と
な

て
い
る
耶
狛
の

中
に

を
か
け
て

け
上
が
り
ク
ナ
イ
を

え
る

 
亜
狛

そ
ら

 
そ
し
て
神
力
を
込
め
て
一
気
に

つ

 
妹
紅

ち

こ
ざ
い
ん
だ
よ

 

中
の

の

を

ば
た
か
せ
ク
ナ
イ
を
弾
き
飛
ば
す

そ
し
て

に
お

を

え
る
と
こ

ち
ら
に
向
か

て
投
げ
て
く
る

 
亜
狛

何
の

 

に
仕
込
ん
で
あ
る

き
ク
ナ
イ
を

座
に
出
し
向
か

て
く
る
お

を
全
て
切
り

く

そ
れ
と
同
時
に

 
耶
狛

 
妹
紅

な

 
耶
狛
は
空

を

さ
せ
る
と
妹
紅
は
吹

飛
ん
で
い
く
の
だ
が
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妹
紅

そ
の
程
度

 
体
を
何
度
も
回
転
さ
せ

い
を
殺
し
態

を
立
て
直
す
と

手
に
お

を

え

 
妹
紅

 
無

別
発
火
の

 
ス

ル
を
唱
え
一
気
に

方
へ
と
向
か

て
投
げ
つ
け
る
と
そ
の

は
自
分
達
の

り
に

す
る

 
耶
狛

お

こ
れ
何
か
な

 
亜
狛

 
一

だ
が
見
え
て
し
ま
う

の

が
発
光
し
だ
し
て
い
る
の
だ

ま
さ
か
こ
れ
は

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

う

 
す
ぐ
さ
ま

け
目
を
作
り
耶
狛
を
そ
の

け
目
へ
と
投
げ
入
れ
も
う

つ

け
目
を
作
り
自

分
も
中
に
入

た
そ
の

間

 
チ

ド

ン

 
と

発

が
聞
こ
え
出
し
た
の
だ

け
目
へ
と
入

た
自
分
達
は
少
し

れ
た

置
に
出

て

す
る
と
自
分
達
が
い
た
場
所
は

が
上
が

て
い
た
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亜
狛

あ

ぶ
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
ナ
イ
ス

 
あ
の
ま
ま
気
づ
か
ず
に

を
か
し
げ
て
い
た
ら

弾
を
し
て
い
た
な

 
亜
狛

耶
狛
お
前
は
も
う
少
し
危
機
感
を
だ
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
耶
狛
が

を
上
げ
る
と
自
分
の

後
か
ら
何
か
が

ス
ピ

ド
で

て
く
る

そ
れ
は
よ
く

見
て
み
る
と
火
玉

い
や
違
う
あ
れ
は

 
妹
紅

え

き
ろ

 
妹
紅
が

を

て

方
に
向
か

て
突

込
ん
で
き
た
の
だ

耶
狛
と
互
い
に

を
合
わ

せ 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

 
す
ぐ
さ
ま
自
分
は
二
刀
の
小
太
刀
を

刀
し
耶
狛
は

を
回
転
さ
せ

刀
へ
と
変
化
さ
せ
向

か

て
く
る
妹
紅
に
向
か

て

る
い
ぶ
つ
か
り
合
う

 
妹
紅
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耶
狛

も
こ
た
ん
私
と
お
兄
ち

ん
に
真

向
か
ら
挑
ん
で

 
来
た
こ
と
は

め
て
あ
げ
る

け
ど

お
兄
ち

ん

 
と
私
は

人
で
一
人
前
な
ん
だ
か
ら

 
亜
狛

本
当
は

人
が
一
人
前
に
な

て

し
い
ん
だ
け
ど

 
な

け
ど
耶
狛
と
共
に
戦
う
の
な
ら
遊
び
と
い
え
ど

 
も
俺
も
負
け
る
気
は
し
な
い

 
何

な
の
か
そ
れ
は
ず

と
共
に
戦

て
き
た
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
が
一
番
の
理
由
は
最

愛
の
妹
で
あ
る
耶
狛
の
目
の
前
で
兄
の
格

悪
い
所
な
ん
て
見
せ
れ
な
い
だ
ろ

 
妹
紅

ハ
ハ
ハ

そ
う
だ
よ

や

り
亜
狛
さ
ん
も
耶
狛

 
さ
ん
も
そ
う
で
な
い
と

 
妹
紅
の
体
が
発
光
し
だ
す

こ
の
感
じ
か
ら
し
て
ま
さ
か

い
や
妹
紅
な
ら
や
り
か

な
い

妹
紅
は
自

す
る
気
だ

 
亜
狛

耶
狛

妹
紅
さ
ん
自

す
る
気
だ

 
耶
狛

わ

も
こ
た
ん
そ
う
い
う
命
を

ろ
に
す
る
よ
う
な
事
し
た
ら

メ
だ
よ

 
耶
狛
の
胸
の

間
か
ら
箱
が
飛
び
出
て
く
る
と
そ
こ
か
ら

悪
な
無
数
の

子
が
現
れ
妹
紅
に
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わ
り
つ
く

 
妹
紅

な

こ
の

あ

こ
い
つ
ら
も
ろ
と
も
消
し

 
に
な
れ

 
亜
狛

退

 
耶
狛

う
ん

 

け
目
を
再
び
作
り
耶
狛
を
入
れ
次
に
自
分
が
中
に
入
る
と
妹
紅
は
大

発
を
起
こ
す

け

目
か
ら
出
た
自
分
達
は
そ
れ
を
見
て

し
て
し
ま
う

 
亜
狛

妹
紅
さ
ん
ま
さ
か
自

し
て
く
る
と
は

 
耶
狛

も
こ
た
ん

私
の

お
は

 
亜
狛

め
ろ

 
そ
れ
は
い
く
ら
何
で
も

々
な
意
味
で

に
な
ら
な
い

と
い
う
か
そ
れ

前
に
も
妹
紅
に

も
失
礼
す
ぎ
る

そ
れ
に

 
妹
紅

私
を
勝
手
に
殺
す
な

 

か
ら
妹
紅
が
現
れ
る

何
せ
妹
紅
は
自
分
達
と
同
じ
不
老
不
死
な
の
だ
か
ら

 
耶
狛

て
へ
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亜
狛

は

 
本
当
に
頭
が

く
な
る

不
老
不
死
に
は
弾
幕
ご

こ
に
お
い
て
再
生
が

く
こ
と
が

ど

だ

そ
の
た
め
自
分
達
は
中
々

れ
る
事
は
な
い

だ
か
ら
こ
そ
不
老
不
死
と
不
老
不
死
と
の

戦
い
は
時
間
が
か
か
る
の
が
常
だ

 
妹
紅

気
に
な
る
事
が
多
々
と
あ
る
が
こ
の
勝
負
に
勝

 
た
ら
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
か

 

を

に

い
思
い

き
り

り
上
げ
る
と
無
数
の

が

え
上
が
り
そ
の

の
姿
は
ま
る
で

獣
の

の
よ
う
だ

 
亜
狛

下
が
れ
耶
狛

 
耶
狛

分
か

た
よ

 
耶
狛
を
下
げ
さ
せ

本
の
小
太
刀
を
交

さ
せ
一
撃
を
防
ぐ

そ
し
て

 
亜
狛

束

 

と
刀
身
と
刀
身
を

り
合
わ
せ
耳
を

ぎ
た
く
な
る
程
の
不
快
な

が

き
渡
る

だ
が
そ
の

間

刀
身
か
ら
無
数
の
白
い

悪
体
が
現
れ
妹
紅
へ
と
襲
い
か
か
る

 
妹
紅

ど
け
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だ
が
そ
れ
を

を

た
一

り
で
大
半
を
討
ち

ぼ
し

り
の
大
半
は

を

う
妹
紅
の

発
の

で
全
て

に
さ
れ
る

 
耶
狛

次
は
私
の

ン

 
箱
を
手
に
取

た
耶
狛
は
上
へ
向
か

て
投
げ
飛
ば
す
と

 
耶
狛

転
 
開
け
て

き
ビ

ク
リ
箱

 
と

く
と
箱
が
開
か
れ
光
を

つ

そ
こ
か
ら
物

法
則
を
無
視
し
た
か
の
よ
う
な

で
金

の

を
持
つ
鹿
の
よ
う
な
生
物
が
現
れ
る

 
妹
紅

お

リ

ネ
ち

ん
だ
お
久

 
鹿
 

キ

ン

 
亜
狛

あ
れ

て

 

か

謝
料
と
し
て

リ
シ
ア
神

か
ら

た

リ

ネ
イ
ア
の
鹿
だ

た

だ

 
耶
狛

レ

ツ
ゴ

 
鹿
 

キ

 

リ

ネ
イ
ア
の
鹿
は
光
の

さ
で
妹
紅
へ
と
そ
の

を
向
け
突

込
ん
で
い
く

 
妹
紅

う
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を

え
る
光
の

さ
で

無

に

け
回
り
妹
紅
を

し
つ
つ

撃
を
す
る
が
妹
紅

も
と
ん
で
も
な
い
反

神

で
そ
の

撃
を

け
て
い
く

 
亜
狛

お
ま
け
で
す
よ
裏
の
駅
を
暴
走
す
る

 

け
目
を
作
る
と
そ
の
中
か
ら
裏
の
世
界
を
暴
走
す
る

が
飛
び
出
し
妹
紅
へ
と
突

込
ん

で
い
く

 
妹
紅

そ
ん
な
ん
じ

私
は

め
ら
れ

よ

 
大
き
く

を
吹
き
出
し
暴
走

を
ぶ

飛
ば
し
更
に
は

リ

ネ
イ
ア
の
鹿
も

に
当
て
ら

れ
火
だ
る
ま
に
な
る

 
耶
狛

リ

ネ
ち

ん

て

 
亜
狛

 
暴
走

と

リ

ネ
イ
ア
の
鹿
を

す
と
妹
紅
は

方
を
見
て

 
妹
紅

良
い
感
じ
に
あ

た
ま

て
き
た

そ
ろ
そ
ろ
終
わ

 
り
に
し
て
や
る
よ

 
そ
う

う
と
更
な
る

火
が
自
分
達
の

り
を

り
を

み
込
む

す
る
と
妹
紅
の
体
が
白
く

発
光
す
る

ま
さ
か
ま
た
や
る
き
か
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耶
狛

お
兄
ち

ん
こ
れ

 
亜
狛

ま
さ
か
ま
た
自

を

 
妹
紅
は
ニ

リ
と

い
口
を
開
く

 
妹
紅

亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん

今
度
の

発
は
さ

き
と
は

 
比

じ

か
ら
な

を
食
い

た
方
が
良

 
い

 
妹
紅
は

火
に

ま
れ
て
い
き
そ
し
て

 
妹
紅

こ
ん
な
世
界

え

き
て
し
ま
え

 
と

ぶ
や

や
大
き
な
大

発
が
起
こ
り
光
の

が

方
へ
と

て
く
る

け
目
を
作

り
耶
狛
の
服
を

む

 
耶
狛

え

 
亜
狛

お
前
は
生
き

れ

 

け
目
を
作

て
も
逃
げ
ら
れ
る
の
は

人
だ

何

な
ら
ば
自
分
の

け
目
は

つ
に
つ

き

人
し
か
通
れ
な
い
か
ら
だ

耶
狛
と
協
力
し
て

人

上
の
人
数
を
通
る
事
が
出
来
る
が

そ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
い

だ
か
ら
妹
を

耶
狛
を
助
け
る
だ
け
だ

け
目
へ
と
耶
狛
を
投



 第５１０話 不死者＆不死者 不死者

げ
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

し

か
り
や
れ
よ
耶
狛

 
と

た
直
後

け
目
は
閉
じ
ら
れ
自
分
は
光
の

に

ま
れ

 
ピ
チ

ン

 

弾

が
鳴
り

く
の
だ

た

そ
し
て

け
目
か
ら
耶
狛
が
飛
び
出
す

発
か
ら
生
き

た
耶
狛
は
地
上
へ
と

ち
て
い
く
亜
狛
を
見
つ
け
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
地
上
へ
と

ち
た
亜
狛
は
気
絶
し
て
い
る
の
か
動
か
な
か

た

そ
し
て
自

し
た
妹
紅
は
再

び
蘇
る

 
妹
紅

こ
れ
で
後
は
耶
狛
さ
ん
だ
け
だ
な

 
耶
狛

 
妹
紅

さ

覚
悟
し
や

 

を
手
に

わ
せ

葉
を

い
か
け
た
そ
の

間

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
を

し
た



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
妹
紅

は

 
耶
狛

そ
の
罪
は
大
き
い
よ

 
妹
紅

へ

 
あ
ま
り
の
殺
気
に
妹
紅
は

を

く
し
後
ず
さ
る

耶
狛
の

り
に
は
黒
い

気
の
よ
う
な
も

の
が

み
込
む

 
耶
狛

ぶ
ち

レ
の
ハ

ポ
ウ

 
一
気
に
ハ

ポ
ウ
へ
と
な

た
そ
の

間

箱
を
取
り
出
し

 
耶
狛

全
て
を
絶
す
る
コ
ト
リ
バ
コ

 
と

唱
え
る
や

や
箱
が
開
き
無
数
の
黒
い
手
が
現
れ
妹
紅
へ
と

み
か
か
る

 
妹
紅

こ
の

 

け
て
を

り
返
し

で
退
け
よ
う
と
す
る
が
黒
い
手
は

け
て
も
な
お
追

し

に
当
て
ら

れ
て
も

む
こ
と
な
く
追
い
か
け

 
妹
紅

し
ま

た

 
服

体

を
無
数
の

が

み
箱
の
中
へ
と
引

る

 
妹
紅

う
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む
な
し
く
妹
紅
は
箱
の
中
へ
と
引

り
込
ま
れ
そ
し
て

 
ピ
チ

ン

 
と

大
き
く

弾

が
鳴
り

く

こ
の
勝
負
は
耶
狛
の
勝

と
な

た
の
だ
が

 
耶
狛

は

お
兄
ち

ん

 
勝

し
た
耶
狛
は
す
ぐ
さ
ま
箱
を

え

と
な

た
兄
の
亜
狛
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
耶
狛
が
ぶ
ち

レ
る
と
は
の

 
怠
惰

本
的
に
は
ニ
コ
ニ
コ
と

て
い
る
天
然
キ

ラ

 
が
ぶ
ち

レ
た
ら
怖
い

て
の
は
常

だ
よ

 

 

し
か
し
怒
り
の

点
が
あ
ま
り
分
か
ら
ぬ
の

 
怠
惰

ま

耶
狛

と
い

て
も
亜
狛
も
そ
う
だ
け
れ
ど
も

 

神
面
が
少
し

い
か
ら

だ
か
ら
子

と
同
じ
で

 
よ
く
分
か
ら
な
い
所
で
怒
り
だ
す
ん
だ
よ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

 

か
に
の

し
か
し
今
回
は
亜
狛
が
や
ら
れ
た
事
で

 
ぶ
ち

レ
た
ん
じ

ろ

 
怠
惰

ま

そ
う
な
る

耶
狛
に
と

て
亜
狛
は
頼
れ
る
兄

 
で
あ
り
主
人
の
理
久
兎
よ
り
も
信

し
て
い
る
か
ら

  

 

う
そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
理
久
兎
は
主
人
で
も
あ
り
自
分
達
を
救

て
く

 
れ
た
存

だ
か
ら
信
頼
し
て
い
る
け
れ
ど
い
ざ
天

 
に
か
け
た
ら

 

 

か
に
の

 
怠
惰

耶
狛
の
理
解
者
は
亜
狛
で
あ
り

に
亜
狛
の
理
解
者

 
は
耶
狛
な
の
さ

 

 

に
ブ
ラ
コ
ン
＆
シ
ス
コ
ン
と
な

て
依
存
し
あ
う

 
と
い
う
事
か

 
怠
惰

ま

そ
う

う
こ
と
だ

さ
て
時
間
も

度
良
い



 第５１０話 不死者＆不死者 不死者

 
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様
よ
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

  
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
さ
ら
ば
じ
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第
５
１
１
話
 
目
を
開
け
る
と

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
現

京
に
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

法
事
の
た
め
に

れ
て
来

ら
れ
ま
し
た

や
る
こ
と
が
終
わ

た
後
は

け
出
し
て
ゲ

ン
に
行

て
い
た
の
は
内

で

す

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
光
が

に
当
た
り
目
が
覚
め
る
と
自
分
は

空
を
見
て
い
た

 
亜
狛

そ
う
か
自
分
は

 
妹
紅
の
一
撃
か
ら
耶
狛
を
守
る
た
め
に
身
代
わ
り
に
な

た
ん
だ

そ
う
い
え
ば
耶
狛
は
と
思

い
上
半
身
を
起
こ
し
見
渡
す
と

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
箱
を

え
た
耶
狛
が

方
に
向
か

て
走

て
き
て
い
た

立
ち
上
が
り

 
亜
狛

耶
狛

 
と

耶
狛
の
名
前
を
呼
ぶ
と
耶
狛
は
思
い

き
り

し



 第５１１話 目を開けると

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
の
バ
カ

 

を

げ
て

き
つ
き

イ
レ
ク
ト
ア

ク
を
し
て
き
た

 
亜
狛

う

 
直
撃
し

さ
れ
そ
う
に
な
る
が
踏
ん

り
何
と
か

え
る

 
亜
狛

つ
つ

い
き
な
り
何
だ
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

不
老
不
死
だ
か
ら

て
私
の
た
め
に

 
自
分
を
な
い
が
し
ろ
に
し
な
い
で

 
何

か

目
を

か
べ
上
目
遣
い
で

方
を
見
て
く
る

 
亜
狛

あ
の
な
お
前
の
た
め
な
ら
少
し
ぐ
ら
い
無
理
は
す
る

 
さ

お
前
は
俺
に
と

て

な
ん
だ
か
ら

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

そ
れ
と

悪
か

た
な
心

さ
せ
て

 
耶
狛

う
う
ん

 
ニ
コ
リ
と

う
耶
狛
を

で
な
が
ら
ふ
と
思
う

あ
れ
妹
紅

て
何
処
に
い
る
ん
だ
ろ
う
か

と
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亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

ん

 
亜
狛

妹
紅
さ
ん
は

 
耶
狛

も
こ
た
ん

も
こ
た
ん
な
ら

あ

 
箱
を
見
つ
め

い
た

を
す
る

ま
さ
か
ま
た
な
の
か

 
亜
狛

す
ぐ
に
出
せ

 
耶
狛

も
こ
た
ん

 
箱
を
耶
狛
は
箱
を
開
け

く
り
返
し
大
き
く
上
下
に

る
う

す
る
と

 
妹
紅

ど
け
ふ

 
物
理
法
則
を
無
視
し
て
妹
紅
が
箱
か
ら
出
て
く
る

と
は
違
い
体
は

ん
で
は
い
な
さ

そ
う
だ
な

 
耶
狛

も
こ
た
ん
大
丈
夫

 
妹
紅

て
て

あ

何
と
か
な

 
立
ち
上
が
り
シ

ツ
と
も
ん

に
つ
い
た

を

い
自
分
達
を
み
る

 
妹
紅

し
か
し
耶
狛

い
や
耶
狛
さ
ん

て
ぶ
ち

レ
る
と



 第５１１話 目を開けると

 
あ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
な

 
耶
狛

え

ご
め
ん
よ
く
覚
え
て
な
い
や
気
づ
い
た
ら
何

 
で
か
終
わ

て
て
お
兄
ち

ん
の
元
ま
で

シ

 
し
て
た
か
ら

 
妹
紅

 
お
い
お
い
と
い

た

を
し
て
妹
紅
は

れ
る

ま

無
理
も
な
い
だ
ろ
う

耶
狛
は
キ
レ
る

と
大
体
は
そ
ん
な
感
じ
な
の
だ
か
ら

と
り
あ
え
ず
お

び
で
頭
を
下
げ
な
く
て
は

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
妹
紅

い
や
ま

耶
狛
さ
ん
ら
し
い

て
の
は
分
か

た
か

 
ら
全
然

 
耶
狛

え
へ
へ
私
ら
し
い
か

 
亜
狛

お
前
は
少
し
自

し
ろ

 
耶
狛

わ

 
妹
紅

ま

ま

亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
に
聞
き
た
い
こ
と

 
が
あ
る
ん
だ
が
良
い
か
い
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と

妹
紅
は
真

な

で
そ
う

く

何
を
聞
く
の
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
と

 
妹
紅

人
は
私
と
同
じ
不
老
不
死
な

だ
そ
れ
な
ら
何

 
不
老
不
死
ら
し
い
戦
い
方
を
し
な
い
ん
だ

 
耶
狛

不
老
不
死
ら
し
い

 
亜
狛

戦
い
方

 
妹
紅

あ

死
ぬ
こ
と
も
な
い
私
達
に
し
か
で
き
な
い

撃

 

で

う
な
ら
自

特

み
た
い
な

 

か
に
そ
れ
は
不
老
不
死
ら
し
い
戦
い
方
で
あ
る
の
は
事
実
だ

死
ぬ
こ
と
も
な
い
自
分
達
は

そ
う
い

た
事
も

論
可
能
だ

だ
が
自
分
達
に
そ
の
選

は
な
い

何

な
ら
ば

 
耶
狛

自

特

と
か

て
マ
ス

に
禁

さ
れ
て
い
る

 
か
ら

 
亜
狛

え

耶
狛
の

う
通
り
な
ん
で
す
よ

 
そ
う

な
ら
ぬ
マ
ス

が
自

特

は
禁

し
て
い
る
の
だ

く
不
老
不
死
と
は
い

え
ど
命
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
戦
法
は
出
来
る

り

め
ろ
と
の
こ
と
だ

そ
ん
な
事

を
し
て
い
れ
ば
そ
の

み
で
可

し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
心

の
元
な
の
だ
ろ
う

そ



 第５１１話 目を開けると

の
た
め
自
分
達
は
そ
う
い

た
戦
法
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ

 
妹
紅

禁

て

不
老
不
死
と
し
て
は
少
し

を
し
て
い

 
る
気
が

 
亜
狛

良
い
ん
で
す
よ
そ
れ
で

 
耶
狛

う
ん
そ
う
じ

な
い
と
死
に
た
い
と
思
え
る
ぐ
ら
い

 
の
マ
ス

の
お
仕
置
き
が
待

て
る
か
ら

 
亜
狛

や

め
ろ
そ
れ
を

う
な

こ

ち
も
怖
く
な

 
て
き
た
だ
ろ
う
が

 
そ
れ

前
に
マ
ス

が

に
怖
い
の
だ

そ
の
た
め
こ
の
戦
法
の
選

は
な
い
に
等

し
い
の
だ

す
る
と
そ
ん
な
事
を

て
い
る
そ
の
時
だ

 
妹
紅

ク
ク

ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

 
妹
紅
は

を

え
て

い
出
す

何
処
か
に
面
白
い
所
な
ん
て
あ

た
の
だ
ろ
う
か

 
亜
狛

妹
紅
さ
ん

 
耶
狛

も
こ
た
ん
大
丈
夫

 
不
安
に
な
り
大
丈
夫
か
と
聞
く
と

い

を

い
妹
紅
は
自
分
達
を
見
て
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妹
紅

あ

大
丈
夫
だ
よ
た
だ
や

り
亜
狛
さ
ん
と
耶
狛

 
さ
ん
だ
な

て
思

て

 
亜
狛

ど
う
い
う
事
で
し

う
か

 
妹
紅

あ

前
に
と
い

て
も
亜
狛
さ
ん
や
耶
狛
さ
ん
は
覚

 
え
て
る

も
な
い
け
ど
あ
の
時
は

人
ら
し
く
も
な

 
か

た
か
ら
さ

こ
う
し
て

る
と
や

り

人

 
ら
し
い
な

て

 
本
当
に
ど
う
い
う
事
な
ん
だ

自
分
達
ら
し
く
も
な
い

て

あ

そ
う
い
う
事
か

恐
ら

く
妹
紅
が

て
い
る
の
は

 
亜
狛

狂
変
し
て
い
た
時

で
す
よ

 
妹
紅

あ

て
ま
さ
か
覚
え
て

 
亜
狛

い
え
私
は
そ
の

な
が
ら

 
耶
狛

う

ん

ん
の
少
し
は
覚
え
て
る
け
ど
も
こ
た
ん
の

 
事
は

ご
め
ん

 
前
々
か
ら
耶
狛
は
そ
の
少
し
覚
え
て
い
る
事
を
時
々
だ
が
話
し
て
く
れ
る

何
で
も
マ
ス



 第５１１話 目を開けると

が
あ
の
憤
怒
と
戦

た
時
と
同
じ
よ
う
な
少
年
の
姿
と
な

て
世
界

を

い
そ
れ
に

心

も
な
く
た
だ

の
一

だ
け
で

き

う
自
分
達
は
友
人
や
家
族
に
も

を
向
け
た
と

と
て

も
信
じ
ら
れ
る
話
で
は
な
い
が
耶
狛
は
恐
怖
で

え
な
が
ら
そ
う
語

て
い
る
の
を
思
い
出
す

 
妹
紅

そ
う
か

な
ら
良
い
ん
だ
そ
れ
は
そ
れ
だ
か
ら
な
私

 
が

い
た
い
の
は

人
が
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
そ
の

 
姿
が
見
れ
て
私
は

 

ロ
リ
と

を

か
べ
ニ
コ
リ
と
妹
紅
は

う

 
妹
紅

良
か

た
ん
だ

 
耶
狛

も
こ
た
ん
そ
こ
ま
で
私
達
を

 

と
耶
狛
は
妹
紅
に

き
つ
く

そ
こ
ま
で

わ
れ
る
と
こ

ち
も

ず
か
し
く
な
る
し

覚
え
て
い
な
い
の
が
申
し
訳
な
い

 
亜
狛

妹
紅
さ
ん
そ
の

ま
た

々
と
御

惑
を
お
か
け
し

 
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
妹
共
に

 
⻑
い
ご

き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す

 
妹
紅

お
う
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を
見
る
と
本
当
に
昔
の
妹
紅
を
思
い
出
す
な

あ
れ
か
ら
も
う
１
０
０
０
年
近
く
が

過

し

葉
遣
い
等
は
若

だ
が

性
味
を

び
て
は
き
て
い
る
も
の
の
妹
紅
は
変
わ
ら
ず
で
妹
紅
だ

な 
妹
紅

そ
う
い
え
ば
玉
集
め
す
る
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

う
ん
そ
う
だ

 
妹
紅

だ

た
ら
よ
宗
教
家
達
の
所
を
当
た

て
み
た
ら
ど

 
う
だ

人
や
ら
妖
怪
や
ら
が
集
ま
る
か
ら
も
し
か
し

 
た
ら
玉
が
あ
る
か
も
な

 
亜
狛

か
に

 
人
や
妖
怪
や
ら
が
集
ま
る
か

そ
こ
は
あ
る
意
味
で

点
だ

た

な
ら
次
は
そ
こ
ら
を
あ
た

る
か

 
耶
狛

も
こ
た
ん
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

 
妹
紅

気
に
し
な
い
で
く
れ

た
だ

 
亜
狛

た
だ

 

葉
を

め
自
分
と
耶
狛
の
手
を

り



 第５１１話 目を開けると

 
妹
紅

ま
た

手
を
し
て
く
れ
よ

に
住
ん
で
い
る
か
ら

 
さ

 
と

て
き
た

つ
ま
り
ま
た
遊
び

手
に
な

て
く
れ
と
い
う
意
味
だ
な

 
亜
狛

え

そ
の
時
は

 
耶
狛

私
達
が
お

手
す
る

 
妹
紅

あ

頼
む
な

さ
て
こ
こ
で

人
を

め
し
続
け

 
る
も
あ
れ
だ
し
な
私
は
そ
ろ
そ
ろ

る
よ

 
そ
う
し
て
手
を

す
と
耶
狛
は
妹
紅
の
頭
に
手
を
置
き

し
く

で
て

 
耶
狛

ま
た

も
こ
た
ん

 
と

う

そ
う
い
え
ば
昔
ま
だ
妹
紅
が
小
さ
い
頃
に
こ
う
し
て
い
た

け

自
分
も
手
を
置

き 
亜
狛

さ
よ
う
な
ら
妹
紅
さ
ん

 
そ
う

う
と
妹
紅
は

を
真

に
さ
せ

 
妹
紅

う
う

こ

子

い
す
る
な

 
そ
う

び
な
が
ら
妹
紅
は
去

て
い

た
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耶
狛

も
こ
た
ん

れ

さ
ん
な
ん
だ
よ

 
亜
狛

そ
う

だ
な

 
そ
う
し
て
自
分
達
も
次
の
目
的
地
と
し
て
宗
教
家
達
が
集
う
場
所
を

ゲ

ト
に
進
む
の

だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
反

が
ま
た
可
愛
い
ら
し
い
の

 
怠
惰

ま

妹
紅

て
原
作
で
も
ぶ

き
ら
ぼ
う
な
感
じ
は

 
あ
る
け
ど
意
外
に
も
可
愛
い
所
が
あ
る
ん
だ
よ

 

 

う

 
怠
惰

物
に
つ
ら
れ
た
り
と
か

 

 

不
安
じ

 
怠
惰

を

て

い
た

に
は

か
の

の
ポ
イ

 

て
と

い

て
文
ち

ん
を

し
た
り



 第５１１話 目を開けると

 

 

不
良
じ

ろ

 
怠
惰

そ
れ
か
ら
あ

そ
う
そ
う
彼
女
は
自

し
て
る
み
た

 
い
で
料
理
を
作

た
り

物
を

け
た
り
と
い

た

 
家

的
な
所
も
あ
る

 

 

て
い
き
な
り
主

か

 
怠
惰

そ
し
て
そ
の
料
理
の

材
は
時
々

毒
が
あ

た
り

 
な
か

た
り

 

 

そ
れ

メ
な
や
つ
じ

 
怠
惰

そ
れ
が
妹
紅
ち

ん
だ

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

そ
れ
と
そ
う
い

た
所
は
原
作
的
な
所
を

し
て

 
こ

ち
で
反

さ
せ
て
ス
ト

リ

を
作
る
と
妹
紅

 
が
自

や
ら
す
る
よ
う
に
な

た
の
は
理
久
兎
の
影

 

が
大
き
い
よ

 

 

そ
う
か
そ
う
い
え
ば
理
久
兎
が
作

た
料
理
を
食
べ
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て
お

た
な

 
怠
惰

そ
う
そ
う
あ
る
意
味
で
ビ

ク
リ
し
た
と
思
う
よ

 
ま
さ
か

族
の

を
持

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
や

 

て
い
る
事
が
当
時
の
使

人
と
大

変
わ
ら
な
い

 
事
を
し
て
い
た
か
ら

食
材
の
買
い
出
し
と
か
調
理

 
と
か

 

 

か
に
そ
れ
は
影

が
あ
る
わ
い

 
怠
惰

そ
う
そ
の
イ
ン

ク
ト
で

て
の
が
こ
こ
の
妹
紅
が

 
自

や
ら
す
る
理
由
な
の
か
も

 

 

面
白
い
話
じ

な

て
怠
惰
よ
時
間
じ

 
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う
む
そ
れ
か
ら
来

の
月

日
じ

が

職
関

の

 
事
が
あ
る
か
ら
休
む
ん
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

面

と
か
の
た
め
休
む
の
で
お
願

 
い

し
ま
す



 第５１１話 目を開けると

 

 

す
ま
ぬ
が

知
を
頼
む

読
者
様

 
怠
惰

お
願
い

し
ま
す
で
は
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
１
２
話
 
仏
教
＆
道
教

 
こ
ん
に
ち
は
読
者
様
気
づ
い
た
ら

ち
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

い
や
は
や
申

し
訳
な
い

そ
れ
で
は

く
な
り
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
妹
紅
と
別
れ
た
自
分
達
は
そ
の
ま
ま
宗
教
家
達
が
い
る
で
あ
ろ
う
場
所
へ
と
向
か

て
い
た
の

だ
が

 
耶
狛

ど

ち
に
行
く
の

 
亜
狛

そ
こ
な
ん
だ
よ
な

 
実
の
と
こ
ろ
で
何
処
に
行
く
が
で

て
い
る

聖
の
命
蓮
寺
そ
れ
と
も
神
子
の
道
場
そ
の
ど

ち
ら
に
行
く
か
で

ん
で
い
る
の
だ

因
み
に

神
社
と
守
矢
神
社
の
選

は

な
が
ら

な
い

何

か
と
い
う
と

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
神
社

て
案
は

 
亜
狛

な
い
な
ま
ず
人
は
来
な
い
し
妖
怪
も

き
者
は
別
だ
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け
ど
普
通
は
来
な
い
か
ら
な

 
そ
れ
は
人
が
来
な
い
か
ら
だ

そ
れ
も
守
矢
神
社
に

て
は
天
狗
や
河
童
は
別
だ
が
立
地
的

に

々
の
妖
怪
ま
し
て
や
人
は
も

て
の

で
ま
ず
来
な
い
た
め
行

て
も
成
果
は

ら
れ
な
い

し

神
社
は
恐
ら
く
異
変
解
決
に
出
て
い
る
た
め
も
の
け
の
空
そ
れ
な
ら
ば
寺
か
道
場
か
の
ど

ち
ら
か
だ

 
亜
狛

だ
か
ら
ど

ち
を

め
る
か
だ

 
耶
狛

う

ん
な
ら
お
寺
に
行
こ
う

 
亜
狛

因
み
に
そ
の
心
は

 
と

聞
く
と
耶
狛
は

手
に
神
力
の

を
作
る

ま
さ
か

 
耶
狛

行

て

き
討
ち
す
る
に
決
ま

て
る
じ

ん
お
兄

 
ち

ん

 
亜
狛

め
ろ

 
妹
は
何
時
か
ら
悪
名
レ

ル
の
戦
国
大
名
に
な

た
ん
だ

と
い
う
か
そ
う
い
う
こ
と
は
し
て

は

目
だ

 
耶
狛

談
だ
よ

ら
命
蓮
寺
な
ら
近
い
し
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亜
狛

ま

そ
う
だ
け
ど

 

談
の
つ
も
り
だ
ろ
う
が
耶
狛
そ
し
て
マ
ス

が
そ
う

う
と
本
当
に

談
に
は
聞
こ
え
な

い
ん
だ
よ

 
耶
狛

そ
れ
に

お
寺
に
行
け
ば
お

の
き
な

と
黒

 

え
デ
ザ

ト
が
食
べ
れ
る
と
思
う
し

 
亜
狛

結

は
食
い
意
地
か
い

 
結

耶
狛
は
食
い
意
地
な
ん
だ
よ
な

本
当
に
不
老
不
死
の

体
じ

な
か

た
ら
恐
ら
く

は

だ
ら
け
の
メ

ボ
に
な

て
る
所
だ

そ
ん
な
耶
狛
は
見
た
く
は
な
い
が
少
し

を

に

に
す
る
ぐ
ら
い
は

て
何
を

え
て
い
る
ん
だ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
大
丈
夫

 
亜
狛

え

あ

あ

あ

大
丈
夫
だ
よ

 

ト
目
で
耶
狛
は
見
て
く
る
が
こ
こ
は
無
視
だ

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
命
蓮
寺
で
良
い
ん
だ
な

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛

了
解
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そ
う
し
て
自
分
達
は
命
蓮
寺
へ
と
向
か
う
の
だ

た

そ
う
し
て
数

分
程
か
け
て
命
蓮
寺

の
近
く
ま
で
き
た
そ
の
時
だ

自
分
達
に
向
か

て
無
数
の

の

の
弾
と

が
飛
ん
で
き
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

分
か

て
る

 
自
分
は

手
に
ク
ナ
イ
を

手
に

え
耶
狛
は

を

え
る
と
向
か

て
く
る
弾
幕
を
弾
き

飛
ば
す

 
亜
狛

も
な
し
に

撃
と
は

 
耶
狛

そ
れ
お
兄
ち

ん
が

う

 
亜
狛

わ
れ
て
み
る
と

か
に
な

 
不
意
打
ち
何
て
良
い
度
胸
を
し
て
る
が
し
か
し
耶
狛
の

う
通
り
で
不
意
打
ち
暗
殺
だ

た

り
を
生

と
す
る

者
の
自
分
が

た
ら
元
も
こ
も
な
い
か

 
耶
狛

う

ん
で
も
命
蓮
寺

て
何
時
か
ら
暴
力
寺
に
な

 
た
ん
だ
ろ
う

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
行

て
み
る
か

 
耶
狛

そ
だ
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亜
狛

何
か

立
つ
な
そ
の
返
事

ま

良
い
か
弾
幕
が
ま

 
た
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

し
な
が
ら

 
行
く

 
耶
狛

論

 
ま
た
弾
幕
が
飛
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
た
め

し
つ
つ
命
蓮
寺
の
門
ま
で
向
か
う

そ
の

間
に
弾
幕
は
飛
ん
で
は
来
な
か

た
た
め

々
と
門
ま
で

り
着
く

 
亜
狛

何
も
な
い
か
い

 
耶
狛

そ
こ
は
何
か
あ

て

し
い
よ

じ

な
い
と

々

 
と
美
味
し
く
な
い
よ

 
亜
狛

お
前
は
メ

発

を

 
何
て

い
な
が
ら
も
命
蓮
寺
と
書
か
れ
た

が

ら
れ
て
い
る
門
を
潜
り

け

地
へ
と
入

る
と

 
亜
狛

頼
も

 
耶
狛

の
き
な

と
黒

え
ス
イ

ツ
を
食
べ
に
来

 
ま
し
た
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亜
狛

そ
れ
は
違
う
本
当
に
い
い
加
減
に
そ
の

え
を

め

 
ろ

て

 
耶
狛

え

楽
し
み
に
し
て
た
の
に
な

 
何
て

て
い
る
と
突
然
日
の
光
が
陰
り
だ
す

何
事
と
思
い
空
を
見
上
げ
る
と
自
分
達
の

遥
か
上
の
頭
上
を
見
て
目
が
点
に
な
る

何

な
ら
遥
か
上
か
ら
大
き
な

が
降

て
く
る
の
だ

か
ら

 
亜
狛

ト
ラ

プ
だ

 
耶
狛

な
ら
こ

ち
も
リ
バ

ス
カ

ド
を

 
亜
狛

そ
れ
は
違
う
ト
ラ

プ
だ

と
い
う
か
ふ
ざ
け
て
る

 
場
合
か

耶
狛
す
ぐ
に
結
界
を
頼
む

 
耶
狛

リ
バ

ス
カ

ド
オ

プ
ン
カ
ウ
ン

ト
ラ

プ

 
仙
術
十
七
式
空

 
そ
う

い
空

を

る
と
降

て
く
る
巨
大
な

を

さ
え
込
む

と
い
う
か
今
度
は
何
の

画
か
ア
ニ
メ
に
影

さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
か

 
耶
狛

撃
を
無

に
し
て

手
に
そ
の

力
と
同
等
の
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力
で
返
す

 
空

が

発
し

は

々
に
な

て
消
え
る

だ
が
そ
の
直
後
に
無
数
の

が

の
よ
う
に

降

て
く
る

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず

々
と
引
き
ず

て
る
事
に
対
し
て
の

 
ツ

コ
ミ
を
入
れ
た
い
け
ど
あ
れ
を
ど
う
に
か
し
て

 
か
ら
だ
な

 

に
仕
込
ん
で
あ
る

き
ク
ナ
イ
を
取
り
出
し
命
蓮
寺
の

地
に
あ
る

や
門
そ
し
て
地
面

に
ク
ナ
イ
を
打
ち
込
み
自
分
達
を

み
込
む
よ
う
に

目
状
の
ト

チ
カ
す
る
と

は

に
当

た

た

間
に

々
に

け
て
い
く

 
耶
狛

お

い

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

ま

た
く

と
い
う
か
さ

き
の
も

め
て
本
当
に

 
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
耶
狛

 
耶
狛

も
う
お

目
な
の
に

 
や
り
過
ぎ
る
と
コ

ピ

ミ
に
怒
ら
れ
る
だ
ろ
う
が

の

が

む
と

を
引
き
ク
ナ
イ
を
手
元

に
引

り

に
し
ま
う

し
か
し
さ

き
か
ら
何
な
ん
だ
と
思

て
い
る
と
再
び
上
か
ら
今
度
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は

つ
の
影
が

ち
て
き
て
目
の
前
に
降
り
立
つ

そ
の
影
の
正
体
は

 
一
輪

道
教
の

し
て
や
る
じ

な
い

 
雲
山

 
布
都

ふ
ん

こ
の
ぐ
ら
い
朝
飯
前
じ

 
そ
れ
は
一
輪
＆
雲
山
と
布
都
だ

ど
う
や
ら
見
た
感
じ
か
ら
し
て
ず

と
弾
幕
ご

こ
を
し
て

い
た
み
た
い
だ

恐
ら
く
は

人
の
弾
幕
ご

こ
に
よ
る
流
れ
弾
が
自
分
達
に
降
り
か
か

て

き
た
の
だ
ろ
う

 
一
輪

邪
教
は
こ
こ
で

す

 
布
都

や

て
み
よ

 

人
は
ま
た
ぶ
つ
か
り
そ
う
な

気
だ

と
い
う
か
こ
の

人
は
玉
を

け
て
の
弾
幕
ご

こ
な
の
か
す
ら
も
分
か
ら
な
い

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
耶
狛

人
共
さ

き
か
ら
危
な
い
じ

な
い

 
と

耶
狛
が

ぶ
と
一
輪
＆
雲
山
と
布
都
は

と
し
て
自
分
達
を
見
つ
め
る

 
一
輪

な

亜
狛
さ
ん
に
耶
狛
さ
ん

 
布
都

そ
な
た
達
い
つ
か
ら
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耶
狛

何
時
か
ら
と
か
じ

な
い
よ

い
き
な
り
弾
幕
が

 

と
こ

ち
に
降

て
き
た
ん
だ
け
ど

私
や
お
兄

 
ち

ん
と
か
じ

な
か

た
ら
怪
我
し
て
た
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と
一
輪
と
布
都
は
互
い
に

を
見
合
わ
せ
る

す
る
と

 
雲
山
 

 
雲
山
は

コ
リ
と
頭
を
下
げ
た

つ
ま
り
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か

 
一
輪

雲
山

た
ら

ご
め
ん
な
さ
い

 
布
都

う
む
む

す
ま
な
か

た
わ
い

 
耶
狛

良
い
け
ど
気
を

け
て

 
と

て
い
る
と
雲
山
は
一
輪
の
近
く
に
立
つ
と

 
一
輪

う
ん

何
か
お

び
し
た
方
が
良
い
よ

雲
山

 
雲
山
 

 
お

び

て
別
に
自
分
達
は
お

び
を
受
け
と
る
気
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

だ
が
そ
れ
を
聞
い

た
耶
狛
は
ム
フ

と

う
と

 
耶
狛

な
ら
今
こ
こ
ら
で
流
行

て
る
玉
を
頂
戴
な
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亜
狛

て
今
度
は
真
面
目
か
よ

 
と
玉
を
要

す
る

そ
こ
は
さ

き
の
ス
イ

ツ
を

て
自
分
が
ツ

コ
ミ
を
入
れ
る
も

の
か
と
思

た
が
そ
こ
ま
で
耶
狛
は
バ
カ
で
は
な
い
み
た
い
だ

一
輪
と
雲
山
そ
し
て
布
都
は

た

を
し
て

 
布
都

い

い
や
そ
の
何
じ

 
一
輪

今

そ
れ
を

け
て
私
達
は
戦

て
い
る
の
よ

そ

 
れ
も
私
達
は
玉
を
取
ら
れ
な
い
た
め
に

 
布
都

う
む

シ
に

て
は
今
は
持

て
お
ら
ぬ
が
な

 
雲
山
 

 
ど
う
や
ら
こ

ち
も
玉
を

け
て
戦

て
い
る
み
た
い
だ

と
な
る
と
簡
単
に
は
渡
し
て
は
く

れ
な
い
か

 
耶
狛

む
む

作
戦

イ
ム

 
一
輪

め
る
わ

 
と

わ
れ
る
と
耶
狛
は

を
自
分
の

に
近
づ
け

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
ど
う
し
よ
う
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亜
狛

な
ら
い

そ
の
こ
と
で

人
ま
と
め
て

手
し
た
方

 
が

と

い
た
い
が

布
都
さ
ん
今

玉
を
持

て

 
は
い
な
い
し
な

 
耶
狛

で
も
私
的
に
は
ま
だ
戦
い

り
な
い
な

 
亜
狛

俺
も
だ
よ

 
も
う
玉
集
め
よ
り
も
自
分
達
の
戦
闘
本
能
が
戦
い
た
い
と

て
い
る
の
だ

久
々
の
地
上
で

弾
幕
ご

こ
を
す
れ
ば
高

感
に

ま
れ
て
し
ま
う
か
ら
か
も
し
れ
な
い
な

 
耶
狛

な
ら
や
る

 
亜
狛

だ
な

 

り
向
き
自
分
達
は
ニ
コ
リ
と

う

 
耶
狛

な
ら
ま
と
め
で
か
か

て
き
て
よ

 
亜
狛

実
は
私
達
も
玉
集
め
し
て
い
ま
す
し

 
そ
う

い
集
め
た
玉
を
見
せ
る
と
一
輪
と
布
都
は

く

 
一
輪

人
だ
け
で
も
う
そ
ん
な
に

 
布
都

こ
れ
で

シ
が
勝
て
ば
太
子
様
に
良
い
手
土
産
を
持
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て
い
け
る
の

 
一
輪

い
い
え
私
が
全
て

い
ま
す

 
布
都

何
を

 
ま
た
喧
嘩
を
す
る
よ
う
な
流
れ
な
ん
だ
が

こ
こ
は

つ
提
案
す
る
か

 
亜
狛

自
分
達
に
勝

た
ら
後
の
事
を

え
て
は

何
で
す

 
か

 
一
輪

成
る
程

人
に
勝

た
ら
後
は
こ
の
道
教
徒
と

 
で
勝
負
し
ろ
と

 
布
都

シ
は
そ
の
意
見
に

成
じ

 
一
輪

え

文
句
は
な
い
わ

 
そ
う

い

人
は

え
る

ど
う
や
ら
あ

ち
も

気
盛
ん
な
よ
う
だ

 
亜
狛

耶
狛
や
れ
る
か

 
耶
狛

論
だ
よ

 
玉
を
し
ま
い
自
分
達
も

え
る

 
耶
狛

そ
れ
じ

始
め
よ
う
か
私
達
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亜
狛

兄
妹
の

を
見
る
が
良
い

 
一
輪

ふ
ん
邪
教
徒
と
手
を
組
む
の
は
文
句
を

い
た
い
け

 
ど
こ
れ
も
聖
の
た
め
だ
か
ら
行
く
よ
雲
山

 
雲
山
 

 
布
都

シ
も
太
子
様
の
た
め
じ

 
そ
う
し
て
一
輪
＆
雲
山
と
布
都
と
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は

く
な
り
ま
し
た
が
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

れ
て
す
ま
ぬ
な
読
者
様
よ

 
怠
惰

そ
し
て
次
回
は
仏
教
と
道
教
の
信
者
達
と
戦

て

 
い
く
か
ら

 

 

う
む
し
か
し
あ
の

人
は

は
合
う
が

性
は
ど

 
う
か
の

 
怠
惰

ま

あ
れ
を
見
ち

う
と
不
安
に
は
な
る
よ
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ま

で
も
案
外
そ
れ
が

性
的
に
は
良
い
の
か
も

 
し
れ
な
い
け
ど

 

 

そ
う
な
の
か
の

 
怠
惰

現
に

性
も

え
方
も
バ
ラ
バ
ラ
だ

た
自
分
達

 

人
だ

て
仲
良
く
や

て
た
し

ま

時
々

 
殺
し
合
い
に
発

し
た
け
ど

 

 

仲
良
く
な
い
じ

ろ
う
が

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

あ

そ
れ
か
ら

大
罪
の
魔
王
達
で
ま

 
だ
出
て
い
な
い
者
も
い
ま
す
が
い
ず
れ
本
編
に
は

 
出
す
予
定
な
の
で
お
楽
し
み
に

 

 

不
安
じ

そ
な
た
達
は
ま
と
も
で
は
な
い
か
ら

 
の

 
怠
惰

失
礼
だ
な

ま

々
と
反
論
が
で
き
な
い
の
も

 
事
実
だ
け
ど

 

 

れ
や

り
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怠
惰

う
る
さ
い
よ

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は

 
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼

 
む

 
怠
惰

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ



 第５１３話  一輪＆布都

 
第
５
１
３
話
 

一
輪
＆
布
都

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
モ
ン
ハ
ン
の

上
げ
に

し
ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

中
々

上
が
ら
ず
で

し
つ
つ
モ
ン
ス

を
狩
り
殺
す
今
日
こ
の
頃

失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ

ど
う

 
現

自
分
達
は
一
輪
＆
雲
山
そ
し
て
布
都
を

手
に
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

て
い
た

 
布
都

食
ら
え

 
火

を

ち

方
へ
と

撃
を
仕
掛
け
て
く
る

す
ぐ
に
耶
狛
が
自
分
の
前
に
入
る
と

 
耶
狛

そ

れ

 

を

手
で
持
ち
バ

テ

ン
グ
フ

ム
で

え
思
い

き
り

る
い
火

を
空
に
向

か

て
打
ち
返
す

だ
が
そ
の
直
後
に

 
一
輪

 
仏

の

分
雲

 
ス

ル
を
宣

し

を

え
る
と
雲
山
も
同
じ

え
で

を

え
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一
輪

そ
ら

そ
ら

そ
ら

そ
ら

 
雲
山

 
一
輪
の
動
き
に
合
わ
せ
雲
山
が
そ
の
巨
大
な

で
何
度
も
殴
り
か
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま

の

本
の
小
太
刀
を

刀
し
耶
狛
の
前
へ
と
入
り

 
亜
狛

火

い

 
神
力
の

を

わ
せ
空
に
向
か

て
斬
り
上
る
と
雲
山
の

は
上
へ
と
上
が

て
い
き
消
え
て

な
く
な
る

 
一
輪

な

 
雲
山
 

 
何
が
起
こ

た
の
か
分
か
ら
な
い
一
輪
と
雲
山
は

惑
を
す
る

や

た
事
は
簡
単
な
話
で
上

昇
気
流
を
作
り
そ
の
気
流
の
力
で
雲
を
流
す
と
い
う
簡
単
か
つ
単

な
事
を
行

て
防
い
だ
だ
け

だ 
布
都

や
り
お
る
の
お
主
じ

が
こ
れ
は

け
る
か

 

を
何
処
か
ら
か
は
分
か
ら
な
い
が
取
り
出
す
と

 
布
都

風

 
三
輪
の
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無
数
の

が

開
さ
れ
布
都
を
中
心
に
回
り
な
が
ら
向
か

て
く
る

あ
ん
な
程
度
ご
と
き

し
て
や
ろ
う
と
小
太
刀
を

え
た

間

耶
狛
が

を
水
平
に
上
げ

え

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
あ
れ
は

し
た
ら

メ
だ
よ

 
亜
狛

何
で
だ
よ

 
耶
狛

布
都
ち

ん
は

を

せ
ば

す

ど
面

な
ん
だ

 
か
ら

 
何
そ
の
酒
を
飲
め
ば
飲
む
程
に
強
く
な
る
み
た
い
な
感
じ
な
ん
だ

酔

か
何
か
か

と
り
あ

え
ず

わ
れ
た
通
り

は

さ
ず
に
回

に
専

し

を

け
る

 
布
都

む

し
て
は
く
れ
ぬ
の
か

 
し
か
も
何
か
を
目
で

え
て
く
る
よ
う
な

し
を
向
け
て
く
る
ん
だ

そ
ん
な
に

し
て

し
い
の
か

 
亜
狛

す
み
ま
せ
ん
が

し
ま
せ
ん
よ

 
布
都

む
む

 
一
輪

ど
け
ド

能
バ
カ

 
そ
う

い
一
輪
が
輪
を

り
な
が
ら

り
下
ろ
す
と
雲
山
が
そ
の
動
き
に

動
し
て

を

り
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下
ろ
し
て
く
る

 
亜
狛

回

 
耶
狛

う
ん

 
す
ぐ
に
自
分
達
は
回

し
た
そ
の
時

 
バ
キ
ン

 
と
変
な

が
鳴
り

く

何
だ
と
思

て
い
る
と
そ
れ
は
雲
山
が

で

を

て
い
た
の

だ 
一
輪

彼
奴
等
が

ら
な
い
な
ら
私
達
が

る

 
布
都

お
い
コ
ラ

が
ド

能
バ
カ
じ

と

 
一
輪

お
前
だ
よ

 
布
都

何
を

 
一
輪
と
布
都
は
互
い
に
い
が
み
合
う

 
耶
狛

わ

い

コ
ン
ビ

 
亜
狛

だ
な

 
互
い
が
互
い
に
い
が
み
合

て
る

だ
が
そ
れ
に
し
て
は

に

が
合

て
い
る
も

か
だ
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し
か
し
そ
ん
な
流

に
喧
嘩
し
て
い
る
と
自
分
達
に

を

か
れ

い
や

ま
れ
る

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

 

の
ポ

チ
に
収

し
て
あ
る
手
裏

を

つ
か
取
り
出
し

人
目
掛
け
て
投

す
る

そ

し
て
そ
れ
に
合
わ
せ

 
耶
狛

大

 
耶
狛
の
力
で
手
裏

は
大
き
く
な
り
一
輪
と
布
都
に
向
か

て
飛
ん
で
い
く
が

 
一
輪

邪
魔
を

 
布
都

す
る
で
な
い
わ

 
一
輪
は
手
に
持
つ
輪
で
布
都
は
気
を

り
手
裏

を
弾
き
飛
ば
す

や

り

は
あ

て
い

る
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

ま

た
く
だ

 
共
闘
し
て
い
る
の
か
し
て
い
な
い
ん
だ
か
分
か

た
も
の
で
は
な
い

だ
が
こ
ん
な
戦
い
は

嫌
な
の
か
耶
狛
の

間
に
シ

を

せ

を
大
き
く

い
込
み
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耶
狛

人
共

協
力
し
て
戦
う
気
が
な
い
な
ら
ボ

ル
を

 
置
い
て
消
え
て
く
れ
な
い
か
な

 
と

耶
狛
の
一

で

人
は

る
と
互
い
に

み
合
う
と

 
一
輪

女
と
は
後
で

く
り
と
決
着
を
つ
け
る
の
で
そ

 
の
お
つ
も
り
で

 
布
都

ぬ
か
せ
そ
ん
な
も
の
百
も

知
じ

 
そ
う

い

人
は
ふ
て

れ
な
が
ら
も

方
を
向
く

や

と
少
し
は
終

し
た
の
か
な

と

い
う
か
ボ

ル
を
置
い
て
去
れ

て
今
の
所
ボ

ル
の
持
ち
主
は
一
輪
だ
よ
な

そ
こ
は
ツ

コ

ミ
を
入
れ
た
ら
負
け
か

 
耶
狛

や
る
の

や
ら
な
い
の

ど

ち

 
布
都

ま
さ
か
神
道
の
者
に
そ
う

わ
れ
る
と
は
の

 
一
輪

ま

た
く
馬
鹿
馬
鹿
し
く
な

て
き
ま
す
よ

雲
山

 
あ
の

人
を
さ

さ
と

す
よ

 
と

一
輪
の
一

で
再
び
雲
が

り
を
漂
い
収
束
し
雲
山
へ
と
変
わ
る

 
雲
山
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指
を
な
ら
し
戦
闘
体
制
を
と
る

よ
う
や
く
こ
れ
で
仕
切
り
直
し
も
終
わ
り
そ
う
だ
な

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
な
耶
狛

 
耶
狛

う
う
ん

せ

か
く
や
る
な
ら
気
持
ち
よ
く
や
り
た

 
い
し

 
亜
狛

だ
な

 

本
の
小
太
刀
を

の

か
ら

き

手
で

え
耶
狛
も

を

え
る

 
亜
狛

援

頼
む

 
耶
狛

了
解

 
一
気
に
空
を

け
雲
山
を
す
り

け
一
輪
と
布
都
の
間
合
い
へ
と
入
る

 
布
都

な

 
一
輪

は
や

 
亜
狛

ふ
ん

 
回
転
し

続
で
斬
り
か
か
る
が

人
の
体
に
は
当
た
ら
な
か

た
が
一
輪
の
頭

に
斬
り
込

み
を
い
れ
布
都
に

て
は
後
ろ
に
結
ぶ

を
少
し
だ
け
斬
る
事
に
は
成

し
た

 
一
輪

こ
の
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布
都

く
ら
え

 

人
は
体

を
立
て
直
し
一
輪
は
輪
で
布
都
は

を
持

て
殴
り
か
か

て
来
る

す
ぐ
に

小
太
刀
の
刀
身
と
刀
身
を
合
わ
せ

 
亜
狛

不
協
和

 
思
い

き
り
力
を
入
れ
て

る
と
耳
を
塞
ぎ

え
た
く
な
る
ぐ
ら
い
の
金

が
鳴
り

く

 
布
都

う

 
一
輪

耳
が

 
一
輪
と
布
都
は
耳
を

え
激
し
く
体
を

さ
ぶ
る

不

か
つ
鼓

を

る
の
で
は
と
い
う

よ
う
な

は

く

い

だ
が
一
番

い
の
は
こ
れ
を
間
近
で
聞
く
一
輪
で
も
布
都
で
も
な
い

そ
れ
で
は

な
の
か
と
い
う
と

 
亜
狛

う

 
正
直
こ
れ
を
や
る
自
分
が
一
番

い
ん
だ

何
せ
耳
を
防
ぐ
事
が
出
来
な
い
の
だ
か
ら

金

に

え
て
い
る
と
突
然
耳
に
変
な
違
和
感
を

い
た
と
思
う
と
不

な

そ
し
て
一
輪
と

布
都
の

鳴
が
聞
こ
え
な
く
な
る

 
亜
狛

ん
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後
ろ
を

り
向
く
と
耳

を
し
て
い
る
耶
狛
が
ニ
コ
ニ
コ
と
自
分
の
耳
を
指

す

が
塞

が

た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
た
め
恐
ら
く
耳

を
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
な

 
ニ
コ
リ
と

む
と
耶
狛
も
楽
し
そ
う
に

う
が
そ
の

間
に
耶
狛
が
口
を
開
け
後
ろ
を
指

し
な
が
ら
何
か
を

び
出
す

何
だ
と
思

て
い
た
そ
の

間

 
ド
ゴ
ン

 

 
亜
狛

ご
ふ

 
ピ
チ

ン

 
何
か
強
い

撃
を
受
け
吹

飛
ば
さ
れ
る

そ
し
て
耶
狛
に
し
て
も
ら

た
耳

も
耳
か
ら

ち

が
聞
こ
え
出
す

 
一
輪

あ
り
が
と
う
雲
山

 
ど
う
や
ら
雲
山
の

を
受
け
て
ぶ

飛
ん
だ
み
た
い
だ
な

 
亜
狛

リ
ザ
レ
ク
シ

ン

 
不
死
者
の
専
売
特
許
で
あ
る
リ
ザ
レ
ク
シ

ン
を
使
い
す
ぐ
に
受
け
た

体
の

を
再
生
さ
せ

体

を
立
て
直
し
た

間



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
ピ
チ

ン

 
と

ま
た

弾
す
る

が
聞
こ
え
向
く
と

 
耶
狛

キ

 
耶
狛
の

鳴
を
あ
げ
な
が
ら
こ

ち
へ
向
か

て
吹

飛
ん
で
き
た

 
亜
狛

耶
狛

 
す
ぐ
さ
ま
胸
で
受
け

め
る
と
耶
狛
も
多
少
の

メ

が
あ

た
事
か
ら

弾
し
た
の
は
耶

狛
か

 
耶
狛

ご
め
ん
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

す
ぐ
に
リ
ザ
レ
ク
ト
を
し
ろ

 

し
て
そ
う

う
と
耶
狛
は

き

 
耶
狛

だ

再
生
 
リ
ザ
レ
ク
ト

 
耶
狛
も
受
け
た

体
に
受
け
た

メ

を
再
生
さ
せ
る

メ

が
治

た
の
を

し

前
を
見
る
と

 
一
輪

こ
れ
が
輪

の
輪
を

し
た
不
死
の
力

 
雲
山
 



 第５１３話  一輪＆布都

 
布
都

流

の
仙
人
で
も
こ
れ
は
出
来
ぬ

 
耶
狛

ふ

ふ

ふ
ん
不
老
不
死
な
め
な
い
で
よ

 
亜
狛

え

そ
れ
じ

仕
切
り
直
し
て
第
二
ラ
ウ
ン
ド
と
い

 
き
ま
し

う
か

耶
狛

 
耶
狛

了
解
お
兄
ち

ん

 
自
分
達
は
常
に

し
て
い
る
神
力
と
妖
力
を
全
て
出
す

 
一
輪

 
雲
山
 

 
布
都

な

こ
ん
な
力
を
ま
だ

し
て
お

た
の
か

 

し
て
な
ん
て
い
な
い

た
だ
自
分
達
は

本
的
に
本
気
を
出
さ
な
い
だ
け
だ

一
本
気
を

出
す
と
き
は
決
ま

て
マ
ス

の
特
訓
を
受
け
る
と
き
だ
け
だ

 
亜
狛

さ
て

方
も
手
加
減
な
く
一
輪
さ
ん
雲
山
さ
ん
布
都

 
さ
ん
を

き

し
ま
し

う
か

 
耶
狛

受
け
た
事
は

返
し
に
し
な
い
と

 
亜
狛

耶
狛
そ
れ
は
も
う
古
い
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耶
狛

良
い
ん
だ
よ
記
憶
に

る
の
な
ら

そ
れ

 

刀
を

る
い
狼
い
や
何
時
も
の
狼
に
し
て

や

が
発
達
し
人
の
動
き
と
同
じ
よ
う
な
動
き

を
す
る
狼
達
い
や
こ
れ
は

う
な
ら
ば
人
狼
が
耶
狛
の
神
力
と
妖
力
に
よ

て
作
ら
れ
る

 
耶
狛

行

て
そ
し
て

を
食
い
散
ら
か
せ

 
と

耶
狛
が
指

を
す
る
と
人
狼
達
は
布
都
と
一
輪
へ
と
襲
い
掛
か

て
い
く

 
一
輪

雲
山

 
雲
山
 
 
・

・

 
雲
山
を

り
人
狼
達
を

そ
う
と
す
る
が
物

い
身
の
こ
な
し
を
す
る
人
狼
達
は
回

し
て
更

に
突

込
ん
で
い
く

 
布
都

さ
せ
る
か

 
何
処
か
ら
と
も
な
く

を
取
り
出
し

を
引
き
矢
を

る

た
れ
た
矢
は
見
事
に
人
狼
達
の

間
に
直
撃
し
消

し
て
い
く

 
亜
狛

耶
狛

後
ろ
は
頼
む
よ

 
耶
狛

行

て
ら

し

い
お
兄
ち

ん

 
空
を

け

さ
れ
て
い
く
人
狼
を

け
な
が
ら

を

え
再
び
斬
り
か
か
る
が
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一
輪

同
じ
手
は
二
度
も
受
け
な
い
わ
よ

 
雲
山
 

 

 
そ
の
の
後
ろ
に
雲
山
が

を

え
て
現
れ
る

 
一
輪

固
 

の
殺
風

 
ス

ル
を
唱
え
た
そ
の
直
後
に
雲
山
の

を
引
き
一
気
に

ス
ト
レ

ト
で
殴
り
か
か

て

く
る

 
亜
狛

な
ら
こ
れ
は
ど
う
で
す
か

 
目
の
前
と
一
輪
の
後
ろ
に

け
目
を
作
る
と
雲
山
の

は

け
目
に
入
り
そ
の
ま
ま
一
輪
の
後

ろ
に
作

た

け
目
か
ら
雲
山
の

が
現
れ
殴
り
か
か
る

 
一
輪

 
だ
が
中
々
の
反

神

で

け
ら
れ
て
し
ま
う
が
そ
の
ま
ま
雲
山
の

に
し
が
み
つ
き

け
目

へ
入
り

け
目
か
ら
出
る
と
一
輪
へ
と
斬
り
か
か
る

 

ン

 
一
輪
の
輪
と
自
分
の

が
ぶ
つ
か
り
合
う

 
一
輪

や
り
ま
す
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亜
狛

え

 
と

ぶ
つ
か
り
あ

て
い
る
一
方
で
耶
狛
は
と
い
う
と

 
耶
狛

布
都
ち

ん
そ
ん
な
ん
で
対
処
で
き
て
る
の

 
人
狼
ち

ん
達
は
皆

退
治
さ
れ
て
し
ま

た
た
め

 
布
都

う
る
さ
い

な
ら
ば
目
に
も
の
を
見
せ
て
や
ろ
う

 
か
の

 

く

ン
プ
す
る
と
布
都
の

元
に
船
が
現
れ
そ
れ
に
布
都
は
着
地
す
る
と
船
は
弾
幕
の
波

と
共
に
自
分
に
向
か

て
突

込
ん
で
く
る

そ

ち
が

り
物
で
来
る
な
ら
私
も
ラ
イ
ド
だ

 
耶
狛

獄
獣
 
オ
ル
ト
ロ
ス

 
オ
ル

オ

ン

 
オ
ル
ト
ロ
ス
を

し
そ
の
上
に

か
り

刀
を
布
都
へ
と
向
け
る
と
走
り
出
す

 
布
都

そ
ん
な
獣
で
何
が

 
耶
狛

ハ

カ
イ

 
と

く
と
オ
ル
ト
ロ
ス
の

度
が
上
が
り
四

の

も

し

打
ち
出
す
と
突

込
ん

で
く
る
布
都
の
船
を

々
と

ン
プ
で

け

り
向
き
船

を

つ
の
頭
で

み

き
そ
こ
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か
ら

ビ
が
入
り
船
を

々
に
す
る

 
布
都

何
と

お
主
や
り
お

た
な

 
耶
狛

こ
れ
で
終
わ
り

 
オ
ル
ト
ロ
ス
の
追

に
よ
る

ン
プ
と
共
に

刀
を

る
う
が

 
布
都

 
太

真
火

 
空
中
で
一
回
転
し
た
布
都
は
ス

ル
を
唱
え

を
投
げ
て
く
る

す
ぐ
さ
ま

刀
を

る
い

を
弾
き
飛
ば
す
が
布
都
に
は
当
た
ら
な
か

た

そ
し
て
布
都
は
退

し
て
い

た

視
点
は

り
自
分
と
一
輪
は

歩
も
引
か
ぬ
つ
ば

り
合
い
を
行

て
い
た

 
亜
狛

ふ

と
べ

 
一
輪

ぐ

 
一
輪
を
吹

飛
ば
す
が
雲
山
が
現
れ
ぶ

飛
ば
し
た
一
輪
を
キ

チ
し
地
面
へ
と
降
ろ
す
と

耶
狛
が
戦

て
い
た
布
都
が
一
輪
に
合
流
す
る

ま
た
自
分
の
所
に
も

 
耶
狛

ご
め
ん
お
兄
ち

ん
布
都
ち

ん
し
ぶ
と
く

て

 
オ
ル
ト
ロ
ス
に

て
耶
狛
が
自
分
の
元
に
来
る
が
オ
ル
ト
ロ
ス
は
時
間
切
れ
な
の
か
光
と

な

て
消
え
る
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耶
狛

あ
り

り

時
間
切
れ
だ
よ

 
亜
狛

ま

仕
方
な
い
よ

そ
れ
に
そ
ろ
そ
ろ
自
分
達
も
決

 
着
の
時
だ
よ

 
一
輪
＆
雲
山
そ
し
て
布
都
は
自
分
達
を
見
る
と

 
亜
狛

続
け
て
い
た
い
こ
の
戦
い
で
す
が
そ
ろ
そ
ろ
決
め
ま

 
せ
ん
か

 
一
輪

う
つ
ま
り
私
達
の
不
思
議
と
戦
う
と

 
耶
狛

み
た
い
だ

 
布
都

な
ら
見
せ
て
や
ろ
う
か
の

シ
の
不
思
議
を

 
と

い
自
分
達
は

え
る

そ
し
て

 
耶
狛

全
て
を
絶
す
る
コ
ト
リ
バ
コ

 
一
輪

２
６
５

ン
チ
の
魔
人
現
る

 
亜
狛

よ
う
こ
そ

き
さ
ら
ぎ
駅
へ

 
布
都

死
ん
で
も

り
な
い

 
こ
の
場
の

人
の
怪
ラ
ス
ト

ド
が
唱
え
ら
れ
る
と
一
輪
の

後
に
は
八

も
あ
る
大
女
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が
現
れ
布
都
は

を

投
げ
る
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
白
装
束
の
女
性
が
現
れ

撃
を
仕
掛

け
て
く
る

 
亜
狛

な
ら
一
輪
さ
ん
そ
の
女
性
も
ろ
と
も
き
さ
ら
ぎ
駅
に

 
ご

待

し
ま
し

う

 
耶
狛

わ

物
語
で
見
た
こ
と
あ
る
お

さ
ん
だ

け
ど

 
そ
ん
な

い
じ

私
の

い
に
は

わ
な
い
よ

 

け
目
を
作
り
そ
の
中
へ
と
入
り
大
女
の

撃
を
回

し
耶
狛
に

て
は
コ
ト
リ
バ
コ
を
開

け
て
お

さ
ん

布
都
は
そ
の
箱
か
ら

び
る
手
で
襲
い
か
か
る

 
布
都

ぬ

 

ま
れ
た
布
都
は

々
に
と

い
込
ま
れ
て
い
く

 
一
輪

な

仕
方
な
い
で
す

そ
れ
な
ら
そ
の

女
を

 
亜
狛

さ
せ
ま
せ
ん
よ

 
上
空
へ
と

し
た
自
分
は

を

え
一
回
転
か
ら
の

と
し
を
一
輪
の
頭
め
が
け
て

つ 
一
輪

な
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を
交

さ
れ
防
が
れ
た
が

い
は
そ
れ
で
は
な
い

り
し
め
た
ク
ナ
イ
を

す
と

が
一

輪
に

わ
り
つ
く

 
一
輪

方

い

た
い
何
を

 
亜
狛

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
許
し
て
く
だ
さ
い

 
一
輪

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
と

た

間

 
一
輪

今
度
は

 
自
分
の

か
ら
巨
大
な

が
飛
び
出
し
地
面
へ
と

ち
て
い
く
と
同
時
に

 
一
輪

キ

 

に

ま

た
一
輪
は

ち
て
い
く

に
引

ら
れ
る
よ
う
に

ち
て
い

た

ど
う
い
う

原
理
か
と
い
う
と

け
目
を

に
作
り
そ
の
先
に
あ
る

で
く
く
り
つ
け
た

を

と
す
と
い
う

古

的
な
ト
ラ

プ
の

だ

ち
て
い
く
一
輪
を
助
け
よ
う
と
大
女
と
雲
山
が
向
か
う
が

 
亜
狛

そ
れ
で
は

名
様
ご

待
で
す

 

つ
き
ク
ナ
イ
を
複
雑
に

め
て
投

す
る
と
そ
れ
は
ネ

ト
の
よ
う
な

目
と
な
り
雲
山
そ

し
て
大
女
に

わ
り
つ
く

最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
一
輪
と
雲
山
と
大
女
を

け
目
へ
と

と
し
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自
分
も
き
さ
ら
ぎ
駅
へ
と
向
か
う

降
り
た
駅
に
あ
る

に
は

に

ま

て
い
る
一
輪
雲

山

大
女
が
逃
げ
よ
う
と
も
が
い
て
い
た

 
一
輪

な

な
に
こ
の

は

 
亜
狛

そ
れ
は
土

の

で
す
よ

よ
り
も

く
加

の

 
仕
方
に
よ

て
は
自

の

性
を

る

で
す
な

 
の
で

々
の
力
づ
く
で
は
絶
対
に
斬
れ
な
い

な
ん

 
で
す
よ

 
と

て
い
る
と

奥
の

に
淡
い
光
が
点
る

も
う
来
る
の
か

 
亜
狛

そ
れ
で
は
次
は
闇

闇
駅
で
ご
ざ
い
ま
す

 
一
輪

え

ち

 
雲
山
 

 
そ
う

い
た
そ
の

間

こ
の
世
と
あ
の
世
の
間
で
暴
走
す
る

が
一
輪
達
に
直
撃
し

 
ピ
チ

ン

 

弾

と
共
に

飛
ば
さ
れ
る

す
ぐ
さ
ま

け
目
で
現
世
へ
と
返
す

 
亜
狛

ご

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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と

き

け
目
か
ら
自
分
も
現
世
へ
と
帰
る
の
だ

た

そ
し
て
耶
狛
は
と
い
う
と

 
布
都

ま
だ
じ

ま
だ
負
け
ぬ

 
耶
狛

も

し
つ
こ
い
よ

 
布
都
と
お

さ
ん
は
何
と
か
逃
げ
よ
う
と

し
て
い
る
が

々
に
と
箱
へ
と
引
き

せ
ら
れ

て
い
く

 
耶
狛

ま

た
く
も
う

さ
れ
た
皆
が
ん
ば
れ

 
と

ぶ
と
箱
か
ら
更
に

が
増

し
布
都
と
お

さ
ん
を

み
と
ん
で
も
な
い
力
で
引

る 
布
都

ぬ

も

も
う

き

 
布
都
と
お

さ
ん
は
箱
へ
と
引

ら
れ
中
へ
と
入

て
い

た

そ
し
て
そ
の
ま
ま
箱
を
手

動
で
閉
じ
た
そ
の

間

 
ピ
チ

ン

 
と

が
鳴
り

く

 
耶
狛

う
ん
こ
ん
な
も
ん
だ

 
そ
う
し
て
こ
の
弾
幕
ご

こ
は
狼
兄
妹
達
の
勝

と
な

た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

こ
や
つ
達
は
本
当
に

コ
ン
ビ
じ

な

 
怠
惰

で
も

メ

い
話
に
な
る
け
ど
こ
れ
が

後
々
の
異

 
変
で
活

す
る
ん
だ
け
ど

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
後
に
こ
の

人
が
ま
さ
か
の

い
や
こ
れ

上

 
は
無
し
に
し
よ
う
か

 

 

お
い
コ
ラ

わ
ぬ
か

 
怠
惰

だ
が
断
る

 

 

こ
や
つ
気
に
な
る
所
で

 
怠
惰

あ
ん
ま
り

い
過
ぎ
る
と
ネ

バ
レ
に
な
る
か
ら
あ

 
ま
り

え
な
い
ん
だ
よ

 

 

ム
ム
ム

な
ら
ば
仕
方
が
な
い
の
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怠
惰

ア
ハ
ハ
ま

許
し
て

さ
て
次
回
は
つ
い
に
宗
教
家

 
達
の
ト

プ
に
立
つ
聖
と
神
子
が
登
場
し
ま
す
の
で

 
お
楽
し
み
に

 

 

じ

な
で
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か
の

 
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
１
４
話
 
宗
教
家
達
の
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
新
た
に
内
定
を
手
に
入
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

と
り
あ
え
ず
こ

れ
で

後
は
ニ

ト
に
な
ら
ず
に

み
そ
う
で
す

い
や
は
や
良
か

た
良
か

た

さ
て
そ

れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
一
輪
＆
雲
山
そ
し
て
布
都
に
勝

し
自
分
は

け
目
か
ら
出
る
と
す
ぐ
に
耶
狛
の
元
に
向
か

う 
亜
狛

耶
狛

大
丈
夫
か

 
耶
狛

私
は
全
然
平
気
だ
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

そ
う
か

 
耶
狛
が
無
事
で
何
よ
り
だ

地
上
を
見
る
と
一
輪
と
雲
山
が
目
を
回
し
な
が
ら

れ
て
い
た

ど
う
や
ら
あ

ち
も
帰
れ
た
み
た
い
だ
な

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
耶
狛

布
都
さ
ん
は
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耶
狛

あ

ま
た

れ
て
た
よ

 
亜
狛

お
前
は
な

本
当
に
さ

さ
と
出
せ

 
懐
か
ら
コ
ト
リ
バ
コ
を
取
り
出
し
耶
狛
が
開
け
よ
う
と
し
た
そ
の

間
コ
ト
リ
バ
コ
の
箱
が

い
良
く
開
く

 
耶
狛

う
わ

 
亜
狛

何
だ

 

い
て
い
る
と
開
い
た
箱
か
ら

 
布
都

お
り

 
布
都
が
お

さ
ん
と
共
に
出
て
き
た
の
だ

ま
さ
か
あ
の
コ
ト
リ
バ
コ
か
ら
自
力
で
脱
出
し
た

の
か

 
布
都

は

は

危
う
く
一
部
に
な
る

 
所
じ

た

 

を
切
ら
し
な
が
ら
布
都
は
そ
う

く

本
当
に
コ
ト
リ
バ
コ
の
中
は
ど
う
な

て
い
る
ん

だ

出
て
き
た
お

さ
ん
は
光
の

子
と
な

て
消

し
布
都
だ
け
が

た

 
耶
狛

布
都
ち

ん

い
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布
都

本
当
に
あ
の
箱
の
中
は
最
悪
の
一

じ

た
わ
い

 

を
つ
い
て
座
り
込
み
安

し
つ
つ
そ
う

て
く
る

想

が
出
来
な
い

最
悪
と
い
う

事
な
の
か

 
布
都

所
で
一
輪
は

 
キ

ロ
キ

ロ
し
て
一
輪
を
探
し
出
す

自
分
は
一
輪
が

れ
て
る
場
所
を
指

し
布
都
は
そ

こ
を
向
く
と

 
布
都

や
は
り
負
け
て
お

た
か

 
亜
狛

え

勝
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

 
耶
狛

私
達
兄
妹
に

は
な
し

 
い
や
自
分
達
を

々
と

散
ら
す
マ
ス

と
い
う
存

が
い
る
だ
ろ
う

と

き
た
い
が
そ

れ
を

う
と
ま
た
耶
狛
が
面

く
さ
い
方
向
に
話
が
進
む
た
め
何
も

わ
ず

々
と

く

 
布
都

し
か
し
神
道
の
者
そ
れ
も
お
主
に

度
も
負
け
る
と

 
は

前
の
宗
教
戦
争
の
時
と
い
い
我
な
が
ら
に
情
け

 
な
い
も
の
じ

 
耶
狛

え

と
お
兄
ち

ん
こ
れ
は

た
方
が
良
い
の
か
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な

 
亜
狛

う

ん
ま

な

 
耶
狛

え

と

布
都
ち

ん

か
に
私
達
の
マ
ス

は

 
神
様
だ
け
ど

 
亜
狛

正
直
な
話
で
宗
教
だ
と
か
に
興
味
が
な
い
ん
で
す
よ

  
現
に
マ
ス

自
身
を
を
信

す
る
者

て
本
当
に
数
少
な
い

だ
し

い
た
と
し
て
も
そ
れ

は
邪
教
的
な
カ
ル
ト
教
団
と
か
だ
ろ
う

 
布
都

お
主
ら
は
宗
教
に
は
興
味
が
な
い
と
申
す
の
か

 
亜
狛

神
様
だ

た
り
信

が
必
要
な
方
々
は
生
き
る
た
め

 
に
は
必
要
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど

 
耶
狛

正
直
な
話
で
マ
ス

を
見
て
る
と

 
さ
と
り
さ
ん
に
脳
天
か
ら

を

さ
れ
て
も

さ
ん
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
も
ゴ
キ
ブ
リ

み
の
生
命
力
で
生
き
て
る
か
ら
な

あ
の
神
様
は

 
布
都

あ
る
意
味
で
理
久
兎
は
お
か
し
い
ん
じ

な
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耶
狛

そ
う
な
ん
だ
よ

 
亜
狛

そ
う
で
す

 
主
人
の
悪
口
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
あ
る
意
味
で
常

外
な
ん
だ
よ
な

因
み
に
そ
れ
は
黒
さ

ん
は
愚
か
さ
と
り
さ
ん
も
も
そ
う
思

て
い
る
の
は

う
ま
で
も
な
か

た
り
し
て
い
る

 
布
都

お
主
達
も
大
変
な
ん
じ

な

 
耶
狛

ま

 
亜
狛

あ
ん
ま
り
こ
ん
な
事
を

て
い
る
と
怒
ら
れ
そ
う

 
で
す
け
ど

 
何
て

て
い
る
と

を

り
な
が
ら

れ
て
い
た
一
輪
と
そ
の
後
ろ
に
は
雲
山
が

り

い

こ
ち
ら
へ
歩
い
て
き
た

 
一
輪

負
け
ま
し
た

 
耶
狛

お

れ
様
一
輪
ち

ん

 
亜
狛

一
輪
さ
ん
も
雲
山
さ
ん
も
大
丈
夫
で
す
か

 
一
輪

え

何
と
か

そ
れ
よ
り
も
さ

き
の

と
い
い

 
異
世
界

動
と
い
い
箱
と
い
い
何
な
ん
で
す
か

方
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達
の
不
思
議
は

 
何
な
の
か

き
さ
ら
ぎ
駅
と
コ
ト
リ
バ
コ
と
し
か

え
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
耶
狛

な
ら

問
を

問
で
返
す
か
も
だ
け
ど

人
の
不
思

 
議

て
何
か
な

 
亜
狛

わ
れ
て
み
る
と

か
に
布
都
さ
ん
の
は
恐
ら
く

 

の
お

さ
ん
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
一
輪

 
さ
ん
の
不
思
議
は
何
な
ん
で
す
か

 
あ
の
大
女
の
不
思
議
は
本
と
か
で
も
見
た
こ
と
が
な
い
た
め
聞
く
と
布
都
は

き
一
輪
は
不
思

議
そ
う
な

を
し
て

 
布
都

良
く
分
か

た
の

シ
の
は
不
思
議
は
お

さ
ん
で

 
合

て
お
る

 
一
輪

私
の
不
思
議
は
八

様
で
す

 
布
都
の
不
思
議
は
や
は
り
お

さ
ん
か

そ
し
て
八

様
か

耶
狛
の

を
見
る
と

を
か

し
げ
る
事
か
ら
や
は
り
分
か
ら
な
い
み
た
い
だ
な

恐
ら
く
マ
ス

な
ら
何
か
知

て
い
た
か

も
し
れ
な
い
け
ど
な
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一
輪

あ

そ
う
い
え
ば

こ
れ
を
渡
す
約
束
だ

た

 
そ
う

い
な
が
ら
一
輪
は
懐
か
ら
玉
を
出
す

 
一
輪

勝
負
に
勝

た
ん
で
す
受
け
取

て
く
だ
さ
い

 
亜
狛

あ

そ
う
で
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
お
礼
を

べ
て
玉
を
受
け
取
る

 
一
輪

て
お
き
ま
す
が
次
は
負
け
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

ふ
ふ
ん
私
達
兄
妹
は
何
時
で
も

の
挑
戦
で
も
受
け

 

け
る
よ

 
亜
狛

え

 
耶
狛
の

う
通
り
何
時
で
も
挑
戦
は
受
け

け
る

む
し
ろ
挑
戦
し
て
く
れ
る
な
ら

方
と
し

て
も
技
を

く
事
が
出
来
る
し
⻑
く
生
き
て
る
た
め
か

え
る
よ
う
な
事
だ
と
か
が
あ
る
と
あ
り

が
た
い

り
な
の
だ

 
布
都

う
な
ら
次
は

シ
も
挑
み
に
行
か
せ
て

お
う
か

 
の

 
耶
狛

良
い
よ
良
い
よ

何
時
で
も
ウ

ル
カ
ム
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亜
狛

そ
の
時
は
私
も
お

手
い
た
し
ま
す
よ

 
と
楽
し
く
会
話
を
し
て
い
て
ふ
と
思

た

一
輪
と
布
都
の
上

に
あ
た
る
聖
や
神
子
は
何

処
に
行

て
い
る
の
だ
ろ
う
と

 
亜
狛

所
で

人
に
聞
き
た
い
ん
で
す
が
聖
さ
ん
そ
れ
か
ら

 
神
子
さ
ん
は
ど
ち
ら
に

 
布
都

お
い
コ
ラ

神
子
さ
ん
で
は
な
く
太
子
様
と
呼
ば
ぬ

 
か

 
耶
狛

ま

ま

そ
れ
で
何
処
に
い
る
の

 
一
輪

え

と
聖
は

か
ボ

ル
を
探
す
と

て
外
に
出

 
ま
し
た

 
布
都

太
子
様
も
そ
う
じ

た
な

 
と
な
る
と

人
も

ゲ

ト
に
入
る
な

宗
教
家
達
の
ト

プ
と
な
る
と
恐
ら
く
玉
を
所

持
し
て
い
る
の
は

実
だ
ろ
う

た
だ
問

な
の
は
場
所
を
告
げ
ず
に
行

た
事
だ

そ
う
な
る

と
探
す
の
が
大
変
な
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

探
す
の
大
変
だ
よ
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亜
狛

は
た
し
て
何
処
に
い
る
の
か

 
と

く
と
何
か
が
近
づ
い
て
く
る

が
聞
こ
え
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

ど
う
や
ら
探
す
必
要
は
な
く
な
り
そ
う
だ
な

 
耶
狛

え

 
命
蓮
寺
の
門
か
ら

つ
の
影
が
見
え
た

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
探
そ
う
と
し
て
い
た
聖
と
神
子

だ 
聖
 

た
だ
い
ま

り
ま
し
た

 
神
子

布
都
は
来
て

い
る
み
た
い
だ
な

 
一
輪

聖
お
帰
り
な
さ
い

 
布
都

太
子
様

布
都
は
こ
こ
に
お
り
ま
す

 
そ
れ
は
探
そ
う
と
し
て
い
た
命
蓮
寺
の
住
職
こ
と
聖
白
蓮
と
豊
聡
耳
神
子
だ

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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つ
い
に
出
お

た
な
宗
教
家
達
の
ト

プ
が

 
怠
惰

々
と
ネ

に
定

の
あ
る

人
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
神
子
さ
ん
は
神
綺
桜
か
ら
調
子
に

り
出
し
て

 

々
と
暴
走
す
る
し
聖
に

て
は
こ
の
深
秘
録
か

 
ら
新
た
な
伝
説
的
な
ネ

を
作
る
か
ら

 

 

う
そ
う
な
の
か
そ
れ
も
秘
密
な
ん
じ

ろ

 
怠
惰

ま

あ
ん
ま
り
ネ

バ
レ
に
な
る
か
ら

う
と

 
し
た
ら
次
回
か
そ
の
次
だ

 

 

成
る
程
な
ま

お
主
こ
と
じ

か
ら
そ
う
で
あ
ろ
う

 
と
は
思

た
わ
い

 
怠
惰

ま

さ
て
先
に
次
回
に
つ
い
て
少
し
だ
け

べ

 
る
と
次
回
は

々
と
キ

ラ

が
あ
り
ま
す
の
で

 
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 

 

そ
ん
な
に
か
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怠
惰

ま

々
と

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な

 
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
１
５
話
 
そ
し
て
火
蓋
は
き
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ポ

モ
ン
小
説
を
書
く
の
に
あ
た

て
資
料
集
め
と
い
う
名
目
で
ポ

モ
ン

を
見
だ
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

見
て
い
て
思

た
こ
と
は

あ
れ
何
か
普
通

に
面
白
く
な
い

と
い

た
感
じ
で
す

因
み
に
怠
惰
さ
ん
は
ゲ

ム
は

イ

世
代
で
ア

ニ
メ
は
ア
ド
バ
ン
ス

ネ
レ

シ

ン
世
代
で
す

お

と
こ
ん
な
話
も
あ
れ
で
す

そ
れ

で
は
本
編
へ
ど
う

 
一
輪
そ
し
て
布
都
に
勝
ち
こ
れ
か
ら
そ
の

人
の
上

に
あ
た
る
聖
白
蓮
そ
し
て
豊
聡
耳
神

子
の

人
が
や

て
来
た

一
輪
と
布
都
は
返
事
を
す
る
や

や
聖
と
神
子
の
前
へ
と
出
る

 
布
都

し
か
し
太
子
様
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
神
子

自
古
か
ら
こ
こ
に
い
る
と
聞
い
て
な

 
一
輪

聖
は
ど
う
し
て
こ
の
邪
教
徒
な
ん
か
と
一

に
い
る

 
の
で
す
か
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聖
 

葉
を
慎
み
な
さ
い
一
輪

か
に
私
に
と

て
は

 

う
事
な
き

で
す
し
か
し
今
は
そ
う
い
う
事
を

 

て
い
る
場
合
で
は
な
い
ん
で
す

そ
れ
よ
り
も

 
女
達
ど
う
し
て
そ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
に

 
そ
う

い
聖
は
一
輪
と
神
子
を
見
て
自
分
達
を
見
る
と

 
神
子

成
る
程

人
と
勝
負
し
て
負
け
た
と
い

た
所
み

 
た
い
だ
な

 
耶
狛

わ

い

察
力
だ

女
は
探

か
何
か

 
布
都

様
達

太
子
様
と
呼
べ
と

た
じ

ろ
う
が

 
亜
狛

あ

え

と
す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
神
子

ハ
ハ
ハ

良
い
ん
だ
よ
布
都

私
は

わ
ん
よ
そ
れ

 
よ
り
も
探

そ
れ
は
そ
れ
で
良
い

き
だ

 
何
か
前
と
比
べ
る
と
神
子
さ
ん
が
お
馬
鹿
キ

ラ
に
見
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
は

気
の
せ
い
な
の
か
な

い
や
も
し
く
は
わ
ざ
と
そ
う

る
舞

て
い
る
の
か

そ
う
だ
と
し
た
ら

策
士
だ
な



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
神
子

い

そ
の
こ
と
で
探

も
し
て

 
と

い
か
け
る
と
聖
は
真

で

 
聖
 

そ
れ
本
気
で

て
ま
す

 
真

の
聖
に
そ
う

わ
れ

る
と
自
分
を
見
て
く
る
が

 
亜
狛

え

と
や
り
づ
ら
く
て
ツ

コ
ミ
を
ど
う
す
れ
ば
良

 
い
の
か

 

 
神
子
 

 
ど
う
し
て
そ
こ
で
シ

ボ

ン
す
る
の
だ

も

と
こ
う
ノ
リ
で
ツ

コ
ミ
を
し
て

し
か

た
の
か

 
神
子

談
だ
か
ら
な

 
聖
 

ら
わ
し
い
で
す

 
耶
狛

あ

そ
う
い
え
ば
聖
ち

ん

 
聖
 

何
で
し

う
か
耶
狛
さ
ん

 
恐
ら
く
耶
狛
は
ボ

ル
に
つ
い
て
聞
い
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

な
ら
そ
れ
に
つ
い
て

け

し

し
た
方
が
良
い
所
は

け

し
し
な
い
と
な
と
思

て
い
る
と
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耶
狛

最
近

黒
く
ん
と
は
上
手
く
い

て
る

 
亜
狛

ぶ

 
ボ

ル
の
事
じ

な
い
の
か

と
い
う
か
何
で
そ
こ
で
黒
さ
ん
が
出
て
く
る
ん
だ

 
聖
 

へ

え

え

と
黒
さ
ん
で
す
か

 
神
子

珍
し
い
な
お
前
が
そ
ん
な

て
る
と
は
な

 
聖
 

あ

て
て
な
ん
て

 
一
輪

因
み
に
だ
が
耶
狛
さ
ん
上
手
く
い

て
る
の
意
味
は

 
何
で
す
か

 
耶
狛

そ
り

的
な
意
味
だ
け
ど

 
耶
狛
が
口
走
る
と
聖
か
ら

み
た
い
な
も
の
が
出
て
く
る

バ
い
あ
れ
絶
対
に
怒

て
る
や

つ
だ

そ
れ
に
一
輪
の

が

若
み
た
く

ん
で
ら

し

る

 
亜
狛

こ

こ
ら
耶
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が

 
耶
狛

い

い

 
亜
狛

し

か
り
頭
を
下
げ
ろ

 
と
り
あ
え
ず
謝
ら
な
い
と
い
け
な
い
た
め
耶
狛
の
頭
を

み
に
し
て
強
制
的
に
頭
を
下
げ
さ
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せ
自
分
も
頭
を
下
げ
る

 
一
輪

や
れ
や
れ

て
お
き
ま
す
が
黒
さ
ん
は

か
に
私

 
達
に
と

て
は
友
人
の

人
で
す
し
か
し
恋

に

 
な
ど
な
り
ま
せ
ん
し
第
一
に
聖
は
そ
ん
な
に
思

て

 
も
い
ま
せ
ん
で
す
よ

聖

聖

 
神
子

住
職
な
ら
こ
の
通
り
だ

 
布
都

先
か
ら
口
を
開
け
て
ボ

と
し
て
お
る

 
聖
 

 
あ

目
だ

聖
は
怒
り
だ
と
か
の
感
情
で
頭
が
シ

ト
し
た
に
違
い
な
い

だ

て
そ
う

で
な
け
れ
ば
ポ
カ
ン
と
口
な
ど
開
け
な
い
に
決
ま

て
る

 
一
輪

聖
ま
さ
か

女

 
聖
 

え

い
や
違
い
ま
す
よ

え

そ
ん
な
事

 
耶
狛

因
み
に
黒
く
ん

か

取

て
聖
ち

ん
の
所
に

 
行
こ
う
か
な

て

て
た
よ

 
聖
 

え

本
当
で
す
か
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一
輪

聖

て
き
て
く
だ
さ
い

そ
れ
と
耶
狛
さ
ん

 
あ
ま
り
変
な
事
は

わ
な
い
で
く
だ
さ
い

 
何

だ
ろ
う

々
と
カ
オ
ス
に
な

て
い

て
る
気
が
す
る

そ
れ
も
そ
の
カ
オ
ス
を
作

て
い
る
の
は

 
耶
狛

え

事
実
を

べ
て
る
だ
け
な
の
に

 
自
分
の
妹
だ
と
い
う
事
だ

 
亜
狛

て
良
い
事
と
悪
い
こ
と
ぐ
ら
い
あ
る
だ
ろ

 
耶
狛

黒

の

て
た
事
を

べ
た
だ
け
な
の
に

 
亜
狛

え

い
や
ま

 

か
に
そ
の

だ
と
悪
い
感
じ
は
な
い
よ
な

あ
れ
そ
れ
だ
と
何

に
一
輪
は
怒

て
い
る
ん

だ 
布
都

何
と
い
う
か
お
主
は
変
わ
ら
な
い
の

 
神
子

本
当
で
す

女
は

変
わ
ら
ず
の
マ
イ

ス
み

 
た
い
で
す

 
耶
狛

ふ

ふ
ん
そ
れ
が
耶
狛
ち

ん
で
す
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い
や
お
前
の
そ
の
マ
イ

ス
な
所
は

者
す
ら

き
込
む
ん
だ
か
ら
な

現
に
聖
を
見
て
み

ろ
ま
だ
上
の
空
状
態
じ

な
い
か

 
神
子

そ
の

を
見
る
と

方
は
だ
い
ぶ

し
て
い
る
み

 
た
い
で
す

 
亜
狛

え

ま

 
耶
狛
の
事
も
そ
う
だ
が
マ
ス

だ

た
り
黒
さ
ん
だ

た
り
さ
た
ま
た
お
空
や
お

と

々

と
気

が
絶
え
な
い
ん
だ
よ
な

も
し
も
不
老
不
死
じ

な
か

た
ら
今
ご
ろ
は

と
い
う

が

け
て

げ
て
い
る
か

は
白

に
な

て
い
だ
ろ
う
な

 
神
子

所
で
何
時
ま
で

け
て
い
る
つ
も
り
だ
白
蓮

 
聖
 

は

私
と
し
た
こ
と
が

 
た

た
の
一

で
聖
が
我
に
返

た

 
神
子

ま

た
く

さ
て
布
都

達
に
勝
ち
玉
も

つ
か
は

 
持

て
い
る
ん
だ
ろ

そ
れ
を

け
て
勝
負
を
し
よ

 
う
じ

な
い
か

 
耶
狛

は
い
は
い

神
子
ち

ん
私
と
お
兄
ち

ん
ど

ち
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と
戦
い
た
い

も
し
く
は
聖
ち

ん
と

グ
組
ん

 
で
戦

ち

う

 
神
子

聖
と

グ
だ
と

 
聖
の

を
神
子
は

と
見
る
と
聖
は

け
た
感
じ
か
ら
一
転
し
て
平
常
な
何
時
も
の
お

と
り
し
た

つ
き
と
な
る
と

 
聖
 

女
と
で
す
か

私
は

い
ま
せ
ん
よ
前
に
も
霊
夢

 
と

女
と
で
共
同
戦

し
ま
し
た
し

 
神
子

か
に
今
更
か

良
い
だ
ろ
う
布
都
の

討
ち
と
ま

 
で
は
い
か
な
い
が
布
都
が
世
話
に
な

た
み
た
い
だ

 
し
な

 
聖
 

私
も
一
輪
が
お
世
話
に
な

た
よ
う
で
す
し
や
ら
せ

 
て
い
た
だ
き
ま
し

う
か

 
神
子
は

の
刀
に
手
を

え
聖
は
エ
ア

物
を

開
す
る

こ
れ
は
つ
ま
り
先
程
と
同
様
に

グ
バ
ト
ル
と
い
う
事
か

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
準
備
は
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亜
狛

全
だ

 
こ

ち
も
準
備
は

に
出
来
て
い
る

そ
れ
を
聞
い
た
耶
狛
は
楽
し
そ
う
に

う
と

 
耶
狛

そ
れ
じ

前
の
時
の
リ

ン

こ
の
耶
狛
ち

ん
が

 
受
け
て
し
ん

よ
う

 
亜
狛

そ
の
時
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
妹
と
共
に
や
ら
せ
て

 
い
た
だ
き
ま
す

 
神
子

あ

 
聖
 

そ
れ
で
は
勝
負

 
そ
う
し
て
今
度
は
聖
と
神
子
と
で
弾
幕
ご

こ
が
始
ま

た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

次
回
は

グ
バ
ト
ル
か

 
怠
惰

え

そ
う
で
す
因
み
に
次
回
の
バ
ト
ル
も
所
々
で

 
ツ

コ
ミ
が
起
こ
る
の
は

う
ま
で
も
な
い



 第５１５話 そして火蓋はきる

 

 

狐
組
は
真
面
目
に
や

て
お
る
の
に
何

に
こ

 
ち
は

グ
バ
ト
ル
に
な
る
ん
じ

ろ
う
か

 
怠
惰

仕
方
な
い
特
に
耶
狛
が
ふ
ざ
け
出
す
ん
だ
か
ら

 

 

元
凶
は
耶
狛
じ

な

 
怠
惰

ま

た
く
そ
の
通
り
だ
よ

 

 

そ
れ
よ
か
理
久
兎
よ
り
も
主
人

し
て
い
る
よ
う

 
な
気
が
す
る
の
は
気
の
せ
い
か
の

 
怠
惰

あ

ま

ち

う
と

耶
狛

て
最
初
の

 
設
定
だ
と
立
ち

置
的
に
は
名
前
あ
り
の
ネ

ム

 

Ｐ

み
た
い
な
感
じ
だ

た
ん
だ
よ
け
れ
ど

 
リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
が
書
い
て
い
く
う
ち
に

こ
の

 
ふ
ざ
け
た
感
じ
で
主
人

に
し
た
ら
面
白
く
な
い

 
か
な

み
た
い
な
事
を
思

た
結
果
ポ

シ

ン

 
が
ネ

ム

Ｐ

か
ら
サ
ブ
主
人

に
昇
格
し
た

 
と
い
う
感
じ
な
ん
だ
よ
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ま
さ
か
の
裏
話
に
発

し
お

た

 
怠
惰

ま

そ
し
て
そ
の
初
舞
台
こ
そ
心
綺
桜
な
ん
だ

 
よ

 

 

成
る
程
の
う

て
怠
惰
よ
時
間
が

 
怠
惰

お

と
そ
う
だ

そ
れ
で
は
読
者
様
そ
ろ
そ
ろ
お

 
時
間
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
１
６
話
 

聖
＆
神
子

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
数
日
前
に

ノ
ン
ザ

ド
を
イ
ン
ス
ト

ル
し
て
い
た
た
め
プ
レ
イ
を

始
め
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に
選
ん
だ
キ

ラ
は

ニ

ト

の

ナ
リ
ア
ち

ん

で
す

そ
し
て

て
い
る
事
に
何

か
共
感
が
持
て
る
の
は
何

だ
ろ
う
か

失
礼
そ
れ

で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 

々
に
と
日
が
陰

て
い
く
幻
想
郷
の
空
で
は

 
亜
狛

流

は
命
蓮
寺
の
住
職
と
だ
け
は
あ
り
ま
す

 
聖
 

こ
の

は
出
来
な
く
て
皆
は
守
れ
ま
せ
ん
よ

 

本
の
ク
ナ
イ
を

手
持
ち
し
聖
の
乱
打
を
受
け
流
し
て
い
た

し
か
し
聖
の

体
は

か

な
に
か
な
の
か

ク
ナ
イ
で
受
け
流
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず

は

か
な
い
所
か
ク
ナ
イ
の

が

け
て
い

て
い
る
ん
だ

 
聖
 

は
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強

な

ス
ト
レ

ト
を

て
き
た
た
め
ク
ナ
イ
を
交

さ
せ
て
防
ぐ
が

 
バ
キ
ン

 
亜
狛

な

 
何
と
つ
い
に
は
ク
ナ
イ
が

に

け
散

た
の
だ

聖
は

を

座
に
引
き
そ
の

い
を

し
た
回
し

り
を
し
て
く
る
が
体
を
後
ろ
へ
反
ら
し
回

し
バ
ク
転
を
し
な
が
ら
後

退
し

 
亜
狛

ふ
ん

 
導
火

に
火
が

て
い
な
い

弾
を
何

か
投
げ
る

 
聖
 

弾

 
亜
狛

そ
ら

 
そ
し
て
ク
ナ
イ
で

つ
の

弾
の
導
火

を

め
た
そ
の

間
に

で
発
火
し
導
火

に

火
が
点
火
そ
れ
た

間
に
導
火

は
黒
ず
み
と
な
り

発
す
る

 
聖
 

く

 
だ
が
今
の
は
誘

さ
せ
る
た
め
の
起

装
置
に
過
ぎ
な
い

つ
の

弾
が

発
し
一
気
に

無
数

弾
が

発
を
起
こ
し
大

発
が
起
こ
る
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亜
狛

初
め
て
や

て
み
た
け
ど
上
手
く
い
く
ん
だ
な

 
実

初
め
て
や

て
み
た
が
上
手
く
い
く
の
だ
な

流

の
聖
も
あ
れ
で
は
た
だ
で
は

ま
な

い
だ
ろ
う
と

そ
の
時
は
そ
う
思

て
い
た
が

 
亜
狛

何
だ
こ
の

 
変
な

が

の
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

す
る
と

の
中
か
ら
光
が
点
り
だ
す
と

か
ら

ま
さ
か
の
バ
イ
ク
が
出
て
き
た

そ
れ
も
原
チ

リ
等
み
た
い
な
可
愛
い
物
で
は
な
く
ラ
イ

が

き
そ
う
な
大

バ
イ
ク
が
だ

 
聖
 

 
亜
狛

ぬ
わ

 
し
か
も
そ
の
バ
イ
ク
に
は
聖
が

し
て
い
る
の
だ

イ

の
前
輪
が

リ

リ
当
た
り
そ

う
に
な
る
が
何
と
か

へ
と

け
回

す
る
と
聖
は
半
ド
リ
フ
ト
で

方
を
向
く
と
バ
イ
ク
か
ら

降
り
る

そ
し
て
バ
イ
ク
は
案
の
定
で
消
え
る

 
亜
狛

何
で
す
か
今
の

 
聖
 

バ
イ
ク
で
す
が

 
亜
狛

い
や
そ
れ
は
分
か
り
ま
す
よ
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ど
う
し
て
バ
イ
ク
と
い
う
結
論
に

た
ん
だ

 
聖
 

し
か
し
流

は
手
練
れ
で
す

 
亜
狛

え

ま

伊
達
に

者
を
や

て
い
ま
せ
ん
の
で

 

方
の
懐
か
ら
ク
ナ
イ
を
取
り
出
し

手
に
持
つ
と
再
び
聖
へ
と
斬
り
か
か
る
の
だ

た

そ

し
て
耶
狛
は
と
い
う
と

 
耶
狛

狼
ち

ん
達

神
子
ち

ん
を

ち

え

 
神
力
と
妖
力
で
作
り
上
げ
た
狼
弾
幕
を

開
し
神
子
に
向
か

て

つ
が

 
神
子

か
ぬ
な

 
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ
る
と
無
数
の
レ

ザ

が
現
れ
狼
達
の

間
を

き
消

さ
せ
て
い
く

 
神
子

あ
の
晩
お
前
達
に
負
け
た
後
も
自
分
な
り
に
お
前
達

 
を

し
て
い
る
の
で
な

 
耶
狛

わ

い

強
熱
心

そ
れ
よ
り
も
神
子
ち

ん

 
狼
ち

ん
達
の

し
方
が
動
物

団
体
の
方
々
の

 
怒
り
を
買

て
告

さ
れ
ち

う
よ

 
神
子

て
メ

い
わ



 第５１６話  聖＆神子

 

に

す
刀
を

刀
し

を
積
め
て
斬
り
か
か

て
く
る

す
ぐ
さ
ま

を

え

 
耶
狛

ニ

ウ

 
と

き

で
神
子
の
一
撃
を
受
け

め
る

 
神
子

け
な
く
て
良
い
の
か

 
耶
狛

へ

え

 
何
と
神
子
の
マ
ン
ト
が
生
き
て
る
か
の
よ
う
に
動
き
自
分
を

束
い
や

そ
う
と
し
て
襲
い
掛

か

て
く
る

 
耶
狛

獄
獣
 
オ
ル
ト
ロ
ス

 
す
ぐ
さ
ま
オ
ル
ち

ん
を
自
分
と
神
子
の
間
に

し
神
子
を
吹

飛
ば
す

 
神
子

や
り
ま
す

 
耶
狛

ふ
ふ
ん

ゴ

フ

イ
ト

 
と

指

を
出
す
と
オ
ル
ち

ん
は

気
盛
ん
に
神
子
へ
と

を
向
け
る
が

 
神
子

い

 
マ
ン
ト
を

げ
た

間
無
数
の

が
現
れ
オ
ル
ち

ん
が

し
に
さ
れ
て
し
ま
い
そ
の
ま

ま
消

す
る
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耶
狛

神
子
ち

ん
容

な
い
し

い

 
神
子

い
も
何
も
あ
る
か

 
耶
狛

だ
け
ど
こ
れ
で
サ
ン
ポ
ウ

 
オ
ル
ち

ん
の

は
無

に
は
し
な
い

コ
ト
リ
バ
コ
を
懐
か
ら
取
り
出
し

 
耶
狛

み
ん
な
あ
の
お
姉
ち

ん
が
遊
ん
で
く
れ
る

て

 
と

と

う
と
無
数
の

子
や
子

が
出
現
し
一

に
神
子
へ
と
特

を
仕
掛
け
る

 
神
子

お
前
は

か

 
耶
狛

違
う
も
ん

ン
シ

オ
ク

イ
じ

な
い
も
ん
こ
れ

 
は
コ
ト
リ
バ
コ
だ
も
ん

 
神
子

そ
れ
も

目
な
や
つ
だ
ろ

 
無
数
の

子
や
子

に
も
容

な
く
弾
幕
を

ち
消

さ
せ
る

 
耶
狛

容

な
い
よ

 
神
子

そ
れ
を
教
え
た
の
は
お
前
達
の
主
人
だ

 
あ

そ
う
か

こ
の
容

の
な
さ
は
マ
ス

そ

く
り
と
思

た
け
ど
マ
ス

直
伝
だ

た
よ



 第５１６話  聖＆神子

 
耶
狛

で
も

神
子
ち

ん
私
の
弾
幕
は

は
生
き
物
そ
し

 
て
そ
の
原
動
力
と
し
て

初
め
の
命
が
あ
る
の
は
分

 
か
る

 
神
子

ど
う
い
う

 
耶
狛

こ
れ
で
シ

ウ

 
だ

て
生
き
物
の

を
し
た
弾
幕
を
消
せ
ば
消
す

ど
に
コ
ト
リ
バ
コ
の
レ

ル
が
上
が
る
の

だ
か
ら

そ
ん
な
戦
い
を
耶
狛
と
神
子
は
し
て
い
た

 
亜
狛

ま

た
く

ど
う
し
た
も
の
か

 
聖
 

あ
ら

も
う
ク
ナ
イ
は
飛
ば
さ
な
い
ん
で
す
か

 
亜
狛

 
飛
ば
し
た
い
に
は
飛
ば
し
た
い
ん
だ
が
生

な
話
で
も
う
ク
ナ
イ
が
な
い
に
等
し
い
の
だ

何

な
ら
ば
聖
が
い
ら
ぬ
世
話
で

本

本

で

し
て
い

た
た
め
だ

お
陰
で
も
う
ク

ナ
イ
が
な
い
ん
だ
よ

こ
ん
な
こ
と
な
ら
予
備
で
ク
ナ
イ
を
後
数
十
本
程
持

し
て
く
れ
ば

良
か

た

後
ろ
の

に

す
二
本
の
小
太
刀
を
引
き

手
で

き

え
斬
り
か
か
る

 
聖
 

小
太
刀
ま
で
使
う
ん
で
す
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亜
狛

え

い
つ
の
間
に
か
所
持
し
て
い
た
の
で

 
コ
マ
の
よ
う
に
回
転
し

続
し
て
聖
を
斬
り
つ
け
る
が
聖
は
何
処
か
ら
と
も
な
く
金

を

え

撃
を
防
が
れ
る

 
亜
狛

こ
の

撃
も
も
の
と
も
し
な
い
と
は

 
聖
 

き
ま
せ
ん
よ

 
亜
狛

ぐ

 

撃
波
で
弾
き
飛
ば
さ
れ
た
直
後

 
聖
 

イ
ン
ド
ラ
の
雷

 
聖
は
金

を

げ
る
と
空
か
ら

雷
が
自
分
目
掛
け
て

ち
て
き
た

 
亜
狛

そ
れ
し
き

 
す
ぐ
さ
ま

け
目
を
作
り
中
へ
と
入
り
回

し
そ
の
ま
ま
耶
狛
の

へ
と
出
る

 
亜
狛

耶
狛
そ

ち
は
大
丈
夫
か

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
け
ど
神
子
ち

ん
が
前
よ
り
も
断
然
的
に

 
に
し
ぶ
と
く
な

て
い
る
ん
だ
よ

 
と

て
い
る
と
聖
も
神
子
に
合
流
す
る
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神
子

私
達
を

手
に
や
る
じ

な
い
か

 
聖
 

前
は
負
け
ま
し
た
が
今
日
は
勝
ち
ま
す
よ

 

い
強
気
に
出
て
く
る
な

耶
狛
の

を
見
る
と
耶
狛
は

く

仕
方
が
な
い
が
あ
れ
を
や
る

か 
耶
狛

な
ら
私
達
も

 
亜
狛

全
身
全
霊
で

し
ま
す
よ

 

え
て
い
る
妖
力

神
力
を
一
気
に

出
す
る

 
神
子

本
気
を
出
し
て
き
た
か

 
耶
狛

本
気

違
う
よ
こ
ん
な
の
本
気
な
ん
か
じ

な
い

 
亜
狛

本
気
で
や

た
ら

女
方
を

く

て
し
ま
う

 
の
で

 
一
気
に

け
出
す
と
同
時
に
耶
狛
は
人
狼
弾
幕
を
作
り
上
げ
自
分
と
共
に
向
か

て
い
く

 
神
子

こ
こ
は
私
が
や
る

 
マ
ン
ト
を

げ
た
神
子
は
手
を

げ

え
る
と

 
神
子

道

 

の
上
の
天
道
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体
が
現
れ
そ
こ
か
ら
無
数
の
小

の
弾
幕
が
現
れ
人
狼
達
に
直
撃
し
消

さ
せ
て
い
く

だ

が
こ
こ
で
終
わ
り
な
訳
が
な
い
だ
ろ

 
亜
狛

楽

術
 
弾
幕
分
身

 
弾
幕
で
自
身
の
分
身
を
作
り
上
げ
る

 
神
子

な

 
聖
 

い
つ
の
間
に
あ
ん
な
技
を

 

さ
れ
て
い
く
人
狼
達
の

を

え
神
子
へ
と
斬
り
か
か
る

 
聖
 

さ
せ
ま
せ
ん

ハ

マ

ン
の
舞

 
金

か
ら
光
の

が
出
る
と
そ
れ
を

跡
が

る

度
で

る
い
分
身
達
を

し
て
い
く

だ
が
自
分
は
も
う
そ
こ
に
は
い
な
い
何

な
ら
ば

 
亜
狛

さ
ら
ば

 
神
子

 
聖
 

い
つ
の
間
に

後
へ

 

に

け
目
を
使
い
神
子
の

後
に
回

て
い
る
か
ら
だ

そ
れ
に
感
づ
い
た
神
子
は
す
ぐ
さ

ま

れ
小
太
刀
の
斬
撃
を
回

す
る
が
こ
れ
で
ス

ル
は

し
た
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亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

は
い
は

い

 

を
回
し

刀
へ
と
変
化
さ
せ

え
る
と
無
数
の
人
狼
達
が
出
現
す
る

 
耶
狛

マ
ス

力
を

し
て

理

 
理
神
の
狼

女

 
と
ス

ル
を
唱
え
た

間
耶
狛
の
金

の

は
更
な
る
光
を

び
だ
す

更
に
は
人
狼
弾

幕
は
光
だ
し
そ
の
姿
を
狼
の
特

を
持
つ
狼
の
姿
へ
と
変
化
さ
せ
る

 
耶
狛

行

て
狼
龍
達

 
そ
の

令
で
狼
龍
達
は
神
子
と
聖
へ
と
そ
の

を
向
け
て
襲
い
掛
か
る

 
聖
 

ま
た
遠

か
ら

 
神
子

な
ら
ば
も
う
一
度

 
亜
狛

さ
せ
ま
せ
ん
よ

 
聖
と
神
子
が
何
か
を
す
る
前
に

座
に

つ
き
ク
ナ
イ
を

ち
神
子
と
聖
を

束
す
る

 
神
子

 
聖
 

く

 

に

ま
り
身
動
き
が
で
き
な
く
な

た

人
は

す
る
が



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
亜
狛

 

が
服
に
食
い
込
み
何
か
こ
う
い
け
な
い
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
て
し
ま
う

と

い
う
か

徳
感
が

い

 
神
子

こ
の

 
聖
 

詠
唱

は

 
ブ
チ

 
何
と

人
は

を
引
き
ち
ぎ
り

座
に

れ
狼
龍
達
の

撃
を
回

し
聖
は

り
で
神
子
は

で
狼
龍
達
を

し
消

さ
せ
る

そ
し
て
耶
狛
は
自
分
の
も
と
へ
と
来
る
と

 
耶
狛

あ
ち

回

さ
れ
ち

た
よ

お
兄
ち

ん

 
ど
う
し

て
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

へ

 

を

る
と

が

れ
て
い
た
す
ぐ
さ
ま

を

う

い
つ
出
た
ん
だ
ろ
う
な

 
耶
狛

も
う
ム

ツ
リ
な
ん
だ
か
ら

 
亜
狛

ち
ち
違
う

 
何
処
が
ム

ツ
リ
な
ん
だ

す
る
と
回

し
た

人
は
自
分
達
を
見
て
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神
子

そ
ろ
そ
ろ
戯
れ
も
終
わ
り
に
し
よ
う
か

 
聖
 

え

そ
う
で
す

 

人
は

方
を
見
下
ろ
し
そ
う

い
は
な

て
く
る

 
亜
狛

耶
狛
コ
ト
リ
バ
コ
は

 
耶
狛

も
う
ハ

カ
イ
だ
よ

 
亜
狛

な
ら
こ

ち
も
決
め
る

 
耶
狛

う
ん

 
自
分
は
小
太
刀
を
し
ま
い

え
耶
狛
は
コ
ト
リ
バ
コ
を
取
り
出
す

そ
し
て
自
分
達

人
は

同
時
に
最
後
の
ス

ル
を
唱
え
た

 
聖
 

１
０
０
キ
ロ
で
空
を

け
ろ

 
神
子

特
別
に

方
選
ば
せ
て
や
ろ
う

 
亜
狛

よ
う
こ
そ

き
さ
ら
ぎ
駅
へ

 
耶
狛

全
て
を
絶
す
る
コ
ト
リ
バ
コ

 
聖
は
何
処
か
ら
と
も
か
く
現
れ
た
バ
イ
ク
に

り
し
か
も
服
も
ラ
イ

ス

ツ
に
着
替
え

方
へ
と
突
進
を
仕
掛
け
神
子
は

と

の
マ
ン
ト
が
出
現
さ
せ

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
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亜
狛

聖
さ
ん
は
こ

ち
で
や
る

 
耶
狛

分
か

た
よ
神
子
ち

ん
は
任
せ
て

 
向
か

て
く
る
聖
の
前
に
身
を
の
り
だ
し

 
聖
 

ま
さ
か
何
も
せ
ず
に
自
殺
で
す
か

 
亜
狛

そ
ん
な
訳
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
目
の
前
に

け
目
を
出
現
さ
せ
る
と

 
聖
 

な

 
す
ぐ
さ
ま
ド
リ
フ
ト
し
て

け
よ
う
と
し
た
み
た
い
だ
が
間
に
合
わ
ず
中
へ
と
入

て
い

た

そ
し
て
自
分
も
き
さ
ら
ぎ
駅
へ
と
向
か
う

た
耶
狛
は
と
い
う
と

 
神
子

う

が

た
か

 
耶
狛

う
ん

そ
れ
と
神
子
ち

ん
さ

き

方
選
ば
せ
て

 
あ
げ
る

て

た
け
ど
何
を
選
ば
せ
え
く
れ
る
の

 
か
な

 
神
子

無
論
で

か

か
だ
さ

方
選
ば
せ
て
や
ろ
う

 

と

の
マ
ン
ト
が

方
へ
と
向
か

て
く
る

だ
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
返

は
も
う
決
ま
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て
い
る

 
耶
狛

な
ら
私
は
黒

を
選

し
よ
う
か
な

 
と

た
と
同
時
に
箱
を
開
け
る
と
黒
い
無
数
の
手
が
出
て
き
て
神
子
の
マ
ン
ト
を

み

に
し
て
箱
へ
と
引
き
ず
り
出
す

 
神
子

な

 

す
る
み
た
い
だ
し
最
後
の
引
導
だ

け

を
渡
さ
な
い
と
な

引
き
ず
ら
れ
る
神
子
へ

と
向
か

て
ニ
コ
リ
と

い

 
耶
狛

神
子
ち

ん

 
神
子

何
だ

 
耶
狛

神
子
ち

ん
何
時
か
ら
バ
カ
の
子
か
ら
聡
明
キ

ラ

 
に
転
職
し
た
の

 
神
子

へ

 
耶
狛

だ

て
自
分
の
キ

ラ
が
ぶ
れ
て
る
の
に
気
づ
い
て

 
な
い
の

 
神
子

お
前
メ
メ

い

て

な
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気
を
反
ら
し
た
た
め
に
変
に
力
を
力
ま
せ
た
結
果
神
子
は
コ
ト
リ
バ
コ
へ
と

い
込
ま
れ
箱

が
閉
じ
ら
れ

 
ピ
チ

ン

 
と

弾

が
鳴
り

い
た

 
耶
狛

ふ
ふ
ん

耶
狛
ち

ん
の
勝

 
そ
う
し
て
神
子
を

し
耶
狛
の
勝

と
な

た
の
だ

た

そ
し
て
き
さ
ら
ぎ
駅
へ
と
送
ら
れ

た
聖
は
と
い
う
と

 
聖
 

こ
こ
は

 
聖
は

の
上
を

走
し
て
い
た

そ
し
て
目
の
前
に
光
が
点
り
そ
の
先
に
は

が

方
に

向
か

て
直
進
し
て
き
て
い
た

そ
し
て
そ
の

の
上
に
は

 
亜
狛

聖
さ
ん
こ
れ
で
決
着
と
し
ま
し

う
か

 
亜
狛
が

の
上
で

を
組
な
が
ら
立
つ

そ
う
聖
は
バ
イ
ク
で

走
し
き
さ
ら
ぎ
駅
の
前
の

駅
で
あ
る
か
た
す
駅
と
き
さ
ら
ぎ
駅
を

ぐ
間
の

に
い
た
の
だ

そ
の
た
め
仕
方
な
く
自

分
は

の
上
に

動
し
た
の
だ

 
亜
狛

覚
悟
を
し
て
く
だ
さ
い
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聖
 

逃
げ
て
も
そ
の

度
で
追
い

か
れ
る
の
な
ら

く

 
真

向
か
ら
勝
負
し
ま
し

う

 

度
を
上
げ
て
聖
は

方
へ
と
突

込
ん
で
き
た

ど
う
や
ら
本
気
で
真

向
勝
負
す
る
気

だ 
亜
狛

暴
走

暴
走
バ
イ
ク
で
す
か

 
ま
る
で

級

画
の

名
だ
な

だ
が
そ
の
散
り

を
し
か
と
見

け
よ
う

そ
し
て
バ
イ

ク
と

は
近
づ
い
て
い
き
や
が
て

 
ド
ゴ

ン

ピ
チ

ン

 

い

突

が
聞
こ
え
る
と
聖
が
空
を
舞
い

飛
ば
さ
れ
て
い
た

す
ぐ
に

け
目
を
作
り

聖
を
元
の
世
界
へ
と
返
す

 
亜
狛

こ
れ
で
自
分
の
勝

で
す

聖
さ
ん

 
そ
う
し
て
こ
の
勝
負
は
亜
狛
の
勝

と
な
り
亜
狛
も
元
の
世
界
へ
と

る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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う
む
し
か
し
今
回
は
聖
が
だ
い
ぶ

れ
た
の

 
怠
惰

ま

深
秘
録
だ
と
こ
ん
な
感
じ
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
は
書
く
に
あ
た

て
そ
の

存
キ

ラ
達

 
の

リ
フ
は
調
べ
て
大
体
こ
ん
な
感
じ
か
な

て
い

 
う
の
で
書
い
て
る
か
ら

 

 

そ
し
て
聖
は

 
怠
惰

原
作
で
も
バ
イ
ク
で
暴
走
し
て
い
ま
す

 

 

お
ふ

 
怠
惰

更
に
は
怪
ラ
ス
ト

ド
の
カ

ト
イ
ン
だ
と
楽
し

 
そ
う
に
バ
イ
ク
で
突
撃
し
て
く
る
か
ら

 

 

楽
し
み
す
ぎ
じ

ろ
こ
の
住
職

 
怠
惰

神
子
ち

ん
に

て
は
前
回
の
心
綺
桜
よ
り
か
は

 
真
面
目
か
つ
聡
明
に
な

た
ん
だ
よ

 

 

前
回
は

々
と
聡
明

じ

た
も
ん
な
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怠
惰

そ
う
そ
う
あ

そ
れ
と
レ
ア
台

が
神
子
ち

ん
だ

 
と
あ

て

と

じ

な
く
て

を
選
ん
だ
ら

 
ミ
カ
ン
を
あ
げ
よ
う
か
な
み
た
い
な
台

が
あ
る
み

 
た
い
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん

外
に
も
お

目
な
所
が
あ
る
ん
だ
よ

 

 

じ

な

 
怠
惰

さ
て
時
間
も
時
間
も
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ

 
う
か

 

 

う
む
そ
れ
と
怠
惰
よ

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

た

日

日
と
い

て
も
今
日
に
な

 
る
の
か
な

の

時
ぐ
ら
い
に
ポ

モ
ン
を
投
稿

 
す
る
の
で
よ
ろ
し
く

 

 

う
む
見
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
お
楽
し
み
に
な

 
怠
惰

で
は
今
度
こ
そ
今
回
は
こ
こ
ま
で
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ま
た
次
回
の
月

日
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第５１７話 宗教家達との戦いを終えて

 
第
５
１
７
話
 
宗
教
家
達
と
の
戦
い
を
終
え
て

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

方
キ

ノ
ン
ボ

ル
を
見
て
や

て
み
よ
う
と
思
い
や
り
だ
し
た
怠

惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

チ

で
は
妖
夢
と
レ
ミ
リ
ア
が
出
ま
し
た

そ
し
て
新
キ

ラ
と
し
て

文
や
美

に
ル
ナ
サ
そ
し
て

に
ル

ミ
ア
と
出
て
く
る
み
た
い
で
す

こ
れ
か
ら
先

々

と
キ

ラ
が
増
え
て
い
き
そ
う
で
す

さ
て
こ
ん
な
話
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
て
そ
れ
で
は

本
編
へ
ど
う

 
き
さ
ら
ぎ
駅
か
ら

け
目
を
通
り
元
の
幻
想
郷
へ
と

る
と
そ
こ
に
は

 
耶
狛

よ
い
し

 
耶
狛
が
コ
ト
リ
バ
コ
を
開
け

く
り
返
し
て
い
る
光

が
目
に
は
い
る

ど
う
や
ら
神
子
に

は
勝

し
た
み
た
い
だ
な

 
亜
狛

神
子
さ
ん
を
出
し
て
い
る
の
か

 
耶
狛

あ

お
兄
ち

ん
そ
う
だ
よ
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そ
し
て

く
り
返
し
コ
ト
リ
バ
コ
を

さ
ぶ
る
と
そ
の
中
か
ら

 
ポ
ロ

 
耶
狛

何
こ
れ

 
亜
狛

ミ
カ
ン

 
何

か
は
分
か
ら
な
い
が
ミ
カ
ン
が
ポ
ロ
リ
と
出
て
く
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
こ
れ

ま
さ
か

 
亜
狛

い

嫌
々

な
い
だ
ろ
絶
対
に
な
い
だ
ろ

 
ま
さ
か
神
子
さ
ん
は
ミ
カ
ン
に
成
れ
の
果
て
な
の
か

い
や
そ
ん
な
バ
カ
な
ど
ん
な
メ
ル
ヘ
ン

な
話
だ
よ

だ
が
待
て
よ

か
霊
夢
は
狐
の
姿
に
さ
れ
て
成
り
代
わ
り
を
さ
れ
て
い
た

だ

つ

ま
り
そ
れ
を

え
る
と

 
亜
狛

嘘
だ
ろ

 
耶
狛

神
子
ち

ん
本
当
に

 
こ
れ
ど
う
説
明
を
す
れ
ば
良
い
ん
だ

そ
う
思

て
い
る
と

 
布
都

お

い

 
と
布
都
の

が
聞
こ
え

り
向
く
と
そ
こ
に
は
布
都
は

論
の
事
で
一
輪
に

を

さ
れ
歩
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く
聖
も
い
た

そ
れ
を
見
た
自
分
と
耶
狛
は

や

が

ラ

ラ
と
流
れ
出
す

 
布
都

お
主
達
こ
こ
に
お

た
か

 
一
輪

そ
れ
と
亜
狛
さ
ん
聖
を
投
げ
出
す
と
か
危
な
い
じ

 
な
い
で
す
か

 
聖
 

私
は
大
丈
夫
よ
一
輪

そ
れ
よ
り
も

 
布
都

う
む
太
子
様
は
ど
こ
に
お
る
ん
じ

 
一
輪

わ
れ
て
み
る
と

 
聖
や
布
都
ま
し
て
や
一
輪
ま
で
も
が
神
子
を
探
し
キ

ロ
キ

ロ
と
し
だ
す

や

で
服
が

ビ
チ

ビ
チ

に
な
る

 
布
都

所
で
何

そ
こ
ミ
カ
ン
が

 
亜
狛
 

 
耶
狛
 

 
ど
う
し
よ
う

本
当
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
ん
だ

布
都
さ
ん
の
主
人
は
ミ
カ
ン
に
な

て
し

ま

た
何
て
口
が

け
た
と
し
て
も

え
な
い

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら

や

を
流
し
て

い
る
と



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

 

う

 
と

る

が
聞
こ
え
だ
す

す
る
と
耶
狛
が
持
つ
箱
か
ら
何
か
が
飛
び
出
す

 
耶
狛

わ

 
亜
狛

な

 
何
だ
と
思

て
い
る
と
そ
れ
は
ミ
カ
ン
に
な

て
い
た
か
と
思

て
い
た
神
子
だ

 
神
子

ふ

や

と
出
れ
た
な

 
ヘ

ド

ン
を
か
け
直
し
な
が
ら
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ
て
神
子
が

に
い
う
ス

イ
リ

シ

な
感
じ
で
出
て
き
た
の
だ

 
布
都

お

太
子
様
ご
無
事
で
し
た
か

 
神
子

あ

 
亜
狛

な

耶
狛

 
耶
狛

う
ん

く

ら
わ
し
い

 
自
分
達
が

や

を
流
し
た
の
が
馬
鹿
馬
鹿
し
く
思
え
て
く
る
じ

な
い
か

ど
う
し
て
く
れ

る
ん
だ
こ
の
聖
徳
太
子
は

グ

の
世
界
に
送

て
や
ろ
う
か

 
神
子

あ

そ
う
そ
う
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そ
う

い
神
子
は

ち
て
い
る
ミ
カ
ン
を

い
耶
狛
へ
と

し
出
す

 
神
子

か

か
で
黒
と

え
た
か
ら
な
面
白
か

た
か
ら

 
ミ
カ
ン
を
や
ろ
う

 
耶
狛

わ

い

 
亜
狛

て
な
ん
で
そ
う
な
る
ん
で
す
か

 
神
子

は

は

は

別
の

を

え
た
ら
ミ
カ
ン
を
や

 
ろ
う
と
思

て
い
た
か
ら
な

因
み
に
次

え
る
な

 
ら
出
来
れ
ば

と

え
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
ん
だ

 
が
な

 
耶
狛

は

い

え
ま

す

 
そ
う

い
受
け
取

た
ミ
カ
ン
の

を

き
食
べ
始
め
る

 
聖
 

ま

た
く

女
は
ふ
ざ
け
す
ぎ
で
す
よ

 
神
子

い
や
そ
れ
は
お
前
だ
け
に
は

わ
れ
た
く
な
い
ん
だ

 
が
な
白
蓮

 
亜
狛

そ
れ
は

え
ま
す



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
聖
 

ふ

ど
こ
が
で
す
か

 
ど
こ

て

さ

き
の
弾
幕
ご

こ
を

り
返

て
み
ろ

バ
イ
ク
に
よ
る
特

そ
し
て

キ

ラ
の
変

と
ツ

コ
ミ
出
来
る
所
が
多
々
と
あ
る
じ

な
い
か

 
一
輪

聖
そ
の

申
し
訳
に
く
い
け
ど
今
回
は
亜
狛
さ
ん
と

 
そ
こ
の
仙
人
が
正
し
い
で
す
よ

 
聖
 

一
輪
ま
で

 
シ

ク
を
受
け
た

を
す
る
が
ぶ

ち

け
事
実
な
ん
だ
よ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る

と 
耶
狛

キ

し

い

 

い
の
か
耶
狛
が

を
す
ぼ
め
る

ど
う
や
ら

た
ミ
カ
ン
は

か

た
み
た
い

だ 
亜
狛

ま

た
く
大
丈
夫
か

 
耶
狛

大
丈
夫

 
神
子

は

は

は

ま

そ
ん
な
時
も
あ
る
さ

 
耶
狛
か
ら
も
良
い
教
訓
に
な

た
だ
ろ
う

無
闇
や
た
ら
と
宗
教
家
達
か
ら
物
を

て
は
い



 第５１７話 宗教家達との戦いを終えて

け
な
い
と

 
耶
狛

う
う

ん

所
で

人
の
オ
カ
ル
ト

て
何

 
そ
れ
は
自
分
も
気
に
な
る
な

バ
イ
ク
を

り
回
す
オ
カ
ル
ト
な
ん
て
あ

た
か
な

そ
れ
に

あ
の

と

の
マ
ン
ト
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
な

そ
し
て
聞
か
れ
た
聖
と
神
子
は
楽
し
そ
う
に

語
り
出
し
た

 
聖
 

私
は

ボ
バ
バ
ア
で
す

 
神
子

私
は

マ
ン
ト
と

マ
ン
ト
だ

 
亜
狛

何
か
名
前
か
ら
し
て
そ
の

 
耶
狛

え
と

マ
ン
ト
と

マ
ン
ト

て
完

に
変
態
な

 
オ
カ
ル
ト
だ
よ

そ
れ
と

ボ
バ
バ
ア
は

 
 
バ
バ
ア

ふ
ふ
ふ

 

い
だ
し
た
耶
狛
を
見
た

人
は
不
服
そ
う
な

を
し
だ
す

 
亜
狛

こ

こ
ら
耶
狛

す

す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
聖
 

い
え
い
え

 
神
子

あ

全
然
怒

て
な
い
か
ら
気
に
す
る
な
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い
や
完

に

間
に
し
わ

せ
て
怒
る
の
我

し
て
い
る
よ

 
亜
狛

謝
れ

 
耶
狛

ご
め
ん
な
さ
い

 
頭
を
下
げ
さ
せ
謝
ら
せ
る

こ
の

人
と
仲
を
悪
く
さ
せ
る
と
マ
ス

に
も

惑
が
か
か

る
か
ら
な

 
神
子

ま

許
そ
う
耶
狛
は
耶
狛
だ
し
な

 
聖
 

悪
気
は
あ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
耶
狛
さ
ん
で
す

 
か
ら

 
耶
狛
の
人
徳
い
や
狼
徳
は

い
な

 
耶
狛

え
へ
へ

 
亜
狛

や
れ
や
れ

所
で
聖
さ
ん
神
子
さ
ん
自
分
達
は
勝

 
し
ま
し
た
よ

そ
れ
な
ら
玉
を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

 
し

う
か

 
と

う
と
聖
と
一
輪
は

い

を
し

た

を
す
る
と
神
子
は
懐
か
ら
玉
を
取
り
出
し
渡

さ
れ
る
が



 第５１７話 宗教家達との戦いを終えて

 
耶
狛

あ
れ
た

た
の

 
亜
狛

何
か
あ

た

て
感
じ
で
す
か

 
神
子

あ

さ

き
化
け
狸
に
化
か
さ
れ
て
な

 
聖
 

ア
ハ
ハ

 
こ
の

人
は
本
当
に
宗
教
家
の
ト

プ
な
の
か
ど
う
な
の
か
不
安
に
な

て
き
た
な

と
い

う
か
化
け
狸
か

 
耶
狛

化
け
狸

て
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん

 
聖
 

え

ま

 

 
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん

二
ツ

マ
ミ
ゾ
ウ
だ

た
か
な

か
遥
か
昔
に
マ
ス

を

手
に

無
謀
な
喧
嘩
を
吹

掛
け
て

に
さ
れ
た
狸
が
い
た
な

そ
の
せ
い
か
今
で
も
マ
ス

を
目

の

に
し
て
い
る
ん
だ

た
よ
な

 
耶
狛

ま
た
何
か
し
て
い
る
ん
だ
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん

 
聖
 

え

そ
の
よ
う
で

 
神
子

つ
か
取
ら
れ
て
な

 
だ
が
マ
ミ
ゾ
ウ
は
あ
れ
で
も
佐
渡
の
大
将
を
し
て
い
た
妖
怪
だ

恐
ら
く
何
か
し
ら
の
理
由
が
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あ
る
の
だ
ろ
う

 
聖
 

所
で
御

人
は
何

ま
た
あ
ん
な
ボ

ル
を

 
耶
狛

マ
ス

の
命
令
だ
よ

 
神
子

理
久
兎
さ
ん
の

 
亜
狛

え

集
め
て
ど
う
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
こ
れ

 
を
ば
ら
ま
い
た
黒
幕
を
引

り
出
す
の
が
仕
事
で

 
す
か

 
こ
の
面
々
に
な
ら
自
分
達
の
目
的
を
話
し
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
話
す
と

 
神
子

黒
幕
を
引

り
出
す

 
耶
狛

そ
う
多
分
こ
れ
を
ば
ら
ま
い
た
の
は
何
か
陰
謀
が
あ

 
る
と
マ
ス

は
思

た
か
ら
だ
と
思
う
ん
だ
そ
れ

 
で
こ
れ
を
ば
ら
ま
い
た
黒
幕
を
引

り
出
し
て

 
問
し
て
と

と
し
前
を
つ
け
さ
せ
る
と
思
う
よ

 
一
輪

て
る
事
が

ク
ザ
み
た
い
だ
な

 
布
都

し
か
し
黒
幕
の



 第５１７話 宗教家達との戦いを終えて

 
耶
狛

所
で

人
は
何
で
こ
れ
を
集
め
て
た
の

 
と

耶
狛
が
聞
く
と
聖
と
神
子
は
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
出
す

 
神
子

私
は
こ
れ
を

活

し
よ
う
と
思

て
な

 
聖
 

私
は
そ
の

で
こ
れ
を
封
印
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し

 
た

そ
し
て
神
子
と
私
と
で
意
見
が

れ
弾
幕
ご

 
こ
で
対

を
し
て
い
た
ら

 
神
子

あ
の
狸
に
乱
入
さ
れ
て
持

て
い
か
れ
て
な

 
成
る
程
そ
う
い
う
こ
と
か

し
か
し
話
を
聞
い
て
る
と
調
査
に
来
る
前
の
自
分
達
み
た
い
だ

な 
亜
狛

つ
ま
り
玉
は
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
が
所
持
し
て
い
る
と
い

 
う

で
大
丈
夫
な
ん
で
す

 
聖
 

え

 
神
子

だ
と
思
う
が
な

 
耶
狛

成
る
程

お
兄
ち

ん
次
の
目
的
が
決
ま

た
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亜
狛

だ
な

 
次
の
目
的
は
マ
ミ
ゾ
ウ
を
探
す
こ
と
だ
な

 
亜
狛

だ
と
し
た
ら
自
分
達
は
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
耶
狛

う
ん
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
に
聞
き
た
い
事
が
出
来
た
か

 
ら

 
と
り
あ
え
ず
マ
ミ
ゾ
ウ
に
会
い
何
の
目
的
で
玉
を
回
収
し
て
い
る
の
か
を
聞
か
な
い
と
な

 
神
子

そ
う
か
な
ら
そ

ち
は
任
す

 
聖
 

お
願
い

し
ま
す

 
布
都

太
子
様
に
任
せ
ら
れ
る
じ

光

に
思
う
じ

 
一
輪

態
度
が
で
か
い

て

 
耶
狛

ふ
ふ
ん
泥
船
に

た
つ
も
り
で
い
て
よ

 
と

耶
狛
が

う
と
皆
は

り
不
安
そ
う
な

を
す
る

ま

か
に
泥
船
だ
よ
な

た
だ

 
亜
狛

泥
船
は
泥
船
で
も

の
よ
う
に

い
船
で
す
け
ど

  
耶
狛

お
兄
ち

ん

う
ん
そ
う
だ
よ



 第５１７話 宗教家達との戦いを終えて

 
自
分
と
耶
狛
は

人
で

つ
だ

だ
か
ら

に
も
負
け
る
気
が
し
な
い
ん
だ

外
で
マ
ス

だ
と
か
を
除
い
て
は
だ
が
な

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

 
神
子

良
い
兄
妹
だ
な

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
耶
狛

ふ
ふ
ん

そ
れ
じ

行
こ
う
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
マ
ミ
ゾ
ウ
を
探
す
た
め
に
幻
想
郷
の
空
へ
と
上
が
り
命
蓮
寺
か
ら
去
る
の

だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
神
子
と
聖
の
オ
カ
ル
ト
は
一
体
な
ん

 
な
ん
じ

 
怠
惰

え

と
ま
ず

ボ
バ
バ
ア
は
ネ

み
た
い
な
名
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前
を
し
て
る
け
ど
立
派
な
都
市
伝
説
で

道

を

 
走

て
い
る
と

の

を

い
て
き
て

か
し
て

 
く
る
お

さ
ん
の
オ
カ
ル
ト
だ

因
み
に
バ
イ
ク

 
と
か
じ

な
く
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

 

 

う

て
走

て
る

の

を

く

て
ど
の

 

の

度
で
走

て
お
る
ん
じ

 
怠
惰

さ

そ
し
て
神
子
ち

ん
の
オ
カ
ル
ト
に
つ
い

 
て

マ
ン
ト
と

マ
ン
ト
こ
れ
は
ま

い
紙
と

 

い
紙
と
怪
人

マ
ン
ト
を
合
わ
せ
た
か
の
よ
う

 
な
感
じ
だ
よ

 

 

何
か
ご

ち

じ

な

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

で

マ
ン
ト

て
の
は
学

 
の
女
子
ト
イ
レ
に

れ
て
女
子
が
来
た

間
に
飛

 
び
出
し
て
誘

か
ら
の
暴
行
で
殺
す

て
の
が

 
マ
ン
ト
だ

昔
は
こ
の
話
を
信
じ
た
お

り
さ
ん
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達
で
見
回
り
ま
で
起
き
た

 

 

う

そ
う
な
の
か
お

り
さ
ん
に

と
て
は

 
惑
な
話
じ

な

 
怠
惰

ま

こ
れ
は

和
と
か
昔
だ
け
ど

そ
し
て

い

 
紙
と

い
紙
こ
れ
も
学

の
怪
談
で
知
ら
れ
て
る

 
都
市
伝
説
で
ト
イ
レ
で
お
花
を

ん
で
い
る
と

 
い
紙
と

い
紙
ど

ち
が

し
い
な
ん
て

問
さ

 
れ
て

い
紙
を
選
ぶ
と

り
を

で
真

に

 
す
る
よ
う
な
殺
さ
れ
方
を
さ
れ

い
紙
と

え
る

 
と
全
身
の

を

わ
れ

度
の

を
起
こ
さ
れ

 
て
真

に
な

て
死
ぬ

て
の
が
お
決
ま
り
だ

  

 

つ
ま
り
そ
の

つ
を

し
た
の
が

 
怠
惰

そ
う
神
子
ち

ん
の
オ
カ
ル
ト
の

マ
ン
ト
と

 
マ
ン
ト
だ

こ
れ
は
紙
の
代
わ
り
に
マ
ン
ト
に
な
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て
ま
た
出
て
く
る
の
は
女
子
ト
イ
レ

て
い
う

 

ま

そ
う
い

た
都
市
伝
説
だ
よ

 

 

う
人
間
達
は
よ
く
こ
ん
な

を

え
る
の

 
怠
惰

そ
う
だ

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

 

 

お

と
そ
う
じ

そ
れ
で
は
読
者
様

今
回
は
こ

 
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
さ
ら
ば
じ
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第
５
１
８
話
 
狸
の
大
将
の
捜
索

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

モ
ン
ス
ト
の

年
記

で

チ

の
た
め
に

を
さ
さ

と
ク
リ

ア
し
て
い

て
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

皆
さ
ん
は
良
い
キ

ラ
は
出
ま
し
た
で
し

う
か

怠
惰
さ
ん
は
ま
だ
回
し
て
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
良
い
キ

ラ
が

し
い
で
す

そ
れ
で
は

そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
聖
と
神
子
と
の
戦
い
に
勝

し
自
分
達
は
情
報
に
あ

た
マ
ミ
ゾ
ウ
を
探
す
た
め
に
捜
索
を
開

始
し
て
い
た

 
耶
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
ど
こ

 
亜
狛

こ
こ
に
も
な
し
か

 
し
か
し
マ
ミ
ゾ
ウ
は
何
処
に
も
見
つ
か
ら
な
い

や
ら

や
ら
を
見
た
が
何
処
に
も
い
な
い

ん
だ
よ
か

 
耶
狛

う

ん
お
兄
ち

ん
ど
う
し
よ
う
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亜
狛

あ

 
見
つ
か
ら
な
い
と

る
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
マ
ミ
ゾ
ウ
が
黒
幕
の
存

に
つ
い
て
は
恐
ら
く
知

る

一
の
存

だ
ろ
う

黒
幕
を
引

り
出
す
た
め
に
は
ど
う
あ
が
い
て
も
マ
ミ
ゾ
ウ
の
力
が

い
る
ん
だ

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
耶
狛
お
前
は
前
に
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
と
戦

 

て
た
よ
な

 
耶
狛

え

あ

う
ん
そ
う
だ

 
前
の
騒
動
で
耶
狛
が
動
い
た

の
結
果
報
告
で
耶
狛
が
マ
ミ
ゾ
ウ
と
戦

て
い
た
事
を
話
し
て

い
た
の
を
思
い
出
し
た
の
だ

 
亜
狛

お
前
な
ら
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
の
匂
い
と
か
分
か
ら
な
い

 
か

 
耶
狛

匂
い
か

 
自
分
は

覚
に
は
自
信
が
あ
る
が
耶
狛
は

覚
に
お
い
て
は
地
霊
殿
一
だ
と
自
負
で
き
る
程
に

感
だ

そ
の
た
め
も
し
か
し
た
ら
と
思
い
聞
い
て
み
た
の
だ

 
耶
狛

う

ん
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
の
匂
い

性
味
を



 第５１８話 狸の大将の捜索

 
び
た
匂
い
に
プ
ラ
ス
し
て
お
酒
の
匂
い
が
あ

た
け

 
れ
ど
そ
れ
は
幻
想
郷
だ
と
普
通
に
近
い
し

 

か
に
幻
想
郷
の
妖
怪
の
中
に
は
動
物
か
ら
妖
怪
に
な

た
者
な
ん
て
ざ
ら
に
い
て
珍
し
い
も

の
な
ど
い
な
い

だ
が
そ
の
匂
い
を
頼
り
に
探
し
て
も
良
い
ん
じ

な
い
か
と
思

た
の
だ

当

て
ず

う
に
探
す
よ
り
断
然
良
い

 
亜
狛

だ
が
当
て
ず

う
に
探
す
よ
り
か
は
断
然
に
良
い

 
と
思
う
が
な

 
耶
狛

む
む
む

か
に
お
兄
ち

ん
の

い
分
は
も

と

 
も
だ
よ

う
ん
分
か

た
な
ら
探
し
て
み
る
よ

 
そ
う

い
耶
狛
は

を
ピ
ク
ピ
ク
と
動
か
し

⻄
南
北
と
向
き
を
向
け
て
匂
い
を

ぐ
と

 
耶
狛

こ

ち
か
ら
そ
ん
な
匂
い
が
す
る

 
そ
う

い
指

す
方

は
南

を
指

す

あ
の
方

は

か

い
の

が
あ
る
方

だ

な 
亜
狛

よ
し
な
ら
行

て
み
る
か

 
耶
狛

で
も
お
兄
ち

ん
当
た
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ
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本
当
に
良
い
の

 
亜
狛

だ
か
ら

た
だ
ろ
当
て
ず

う
に
探
す
よ
り
か
は

 
こ

ち
が
良
い

て
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

う
ん

な
ら
行
こ
う

 
亜
狛

あ

 
そ
う
し
て
耶
狛
が

し
た
方
向
へ
と
向
か

て
飛
ん
で
い
く
の
だ

た

地
上
ま
た
は
空
に
マ

ミ
ゾ
ウ
が
い
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
探
し
つ
つ
自
分
達
は

い
の

の
近
く
へ
と
や

て
来

る 
亜
狛

つ
い
ち
ま

た
な

い
の

に

 
耶
狛

だ

 
亜
狛

そ
れ
で
ど
う
だ

匂
い
は
あ
る
か

 
耶
狛

う

ん

 

を
再
び
ピ
ク
ピ
ク
と
動
か
す
と
耶
狛
は
北

を
指

す

 
耶
狛

こ

ち
か
ら
さ

き
よ
り
も
強
く
匂
う
よ

 
亜
狛

ふ
ん
ふ
ん

あ

か
に
狸

特
の
匂
い
に
酒
が
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じ

た
匂
い
が
す
る
な

 
自
分
も
匂
い
が
し
て
く
る
の
に
よ
う
や
く
気
が
つ
く

と
い
う
か
本
当
に
耶
狛
の

覚
は

変

わ
ら
ず

い
な

 
耶
狛

今
日
の
晩
御
飯
は
狸

か
な

そ
れ
と
も
狸

を
使

 

た

き

で
も

 
亜
狛

俺
達
は
良
い
け
ど
黒
さ
ん
や
さ
と
り
さ
ん
は
あ
の
味

 
に

が

る
と
思
う
か
ら
な

 
狸
の

は
結

な

に

性
味
を

び
て
い
る
味
の
た
め

き
嫌
い
が
大
き
く
別
れ
る

自
分

と
耶
狛
は
昔
な
が
ら
の
味
の
た
め
平
然
と

ま
で
し

ぶ
れ
る
が

の

ト
達
は
食
べ
た
り
し

な
い
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

だ
よ

け
ど

 
亜
狛

久
々
に
食
べ
た
い
よ
な

 

少
の
頃
に
食
べ
た
あ
の

の
味
が
中
々
に

れ
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

マ
ス

に
頼
ん
で
美
味
し
く
調
理
し
て

お
う
よ

 
お
兄
ち

ん
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亜
狛

そ
れ
は
良
い
な

 
マ
ス

な
ら
美
味
し
く
調
理
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
も
あ
る
意
味
で
本
望
だ

ろ
う

て
耶
狛
の

ス
に

せ
ら
れ
過
ぎ
だ

 
亜
狛

い
や
今

思

た
が
食
べ
ち

だ
め
だ
ろ

 
耶
狛

え

お
兄
ち

ん
ノ
リ
ノ
リ
だ

た
じ

ん

 
亜
狛

い
や
食
べ
た
ら
こ
れ
か
ら
先
の
関
係
に

ま
ら
な
い

 

が
出
来
る
か
ら
な

と
い
う
か
マ
ス

か
ら

 
と
ん
で
も
な
い
お
仕
置
き
が

 
耶
狛

 
そ
う
な

た
ら
マ
ス

に

を

か
れ
成
れ
の
果
て
と
な

た
マ
ミ
ゾ
ウ
の

が
外

的
方

法
で
取
り
出
さ
れ
る
の
が
が
オ
チ
と
し
て
見
え
て
し
ま

た

 
耶
狛

む

し
か
た
な
い
か

 
亜
狛

い
や
初
め
か
ら
食
べ
よ
う
と
す
る
な
よ
な

 
そ
う

い
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
そ
の
先
か
ら

 

 

ま

と
り
あ
え
ず
こ
ん
だ
け
集
め
れ
ば
後
は
や

て
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く
れ
る
じ

ろ
う

 
と

聞
こ
え
て
く
る

耶
狛
と

を
合
わ
せ
て

 
亜
狛

察
す
る
合

で
動
い
て
く
れ

 
耶
狛

了
解

 

れ
気

そ
れ
ら
に
気
を
つ
け

の
上
か
ら

く
と
そ
こ
に
は
大
き
な

に
頭
に
は

葉
を

せ

を

え
る
女
性
が
い
た

間
違
い
な
い
あ
れ
は
探
し
て
い
た
二
ツ

マ
ミ
ゾ
ウ

だ

そ
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
が
向
く
方
向
に
は

つ
の
ボ

ル
が
転
が

て
い
た

 
亜
狛

あ
の
中
に
は
聖
さ
ん
や
神
子
さ
ん
か
ら
取

た
物
も

 
あ
る
ん
だ
ろ
う
な

 
し
か
し
マ
ミ
ゾ
ウ
は
何
の
た
め
に
回
収
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

い
や
そ
れ
は
直

聞
い

た
方
が

い
な

手
で
行
け
の
合

を
耶
狛
に
送
る
と
耶
狛
は

を
た
て
て
直
進
し
て
い
く

自

分
も

か
ら
降
り
て
耶
狛
の

に

び

む
ら
か
ら
出
る

 
マ
ミ

ん

げ

お
主
ら
は

 
自
分
達
を
見
た
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を

み

し
た
か
の
よ
う
な
表
情
を
す
る

 
亜
狛

こ
ん
に
ち
は
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
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耶
狛

や

マ
ミ
ち

ん
元
気
し
て
る

 
マ
ミ

元
気
し
て
る
か
じ

と

お
主
達
を
見
た
だ
け
で
今

 

が
ム
カ
ム
カ
と
し
だ
し
た
わ
い

 
と

マ
ミ
ゾ
ウ
は
こ
ち
ら
を

み
な
が
ら
そ
う

う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
所
で
怠
惰
よ
面
白
い
ゲ

ム
は
何
か
な
い
か
の

 
退

な
ん
じ

よ

 
怠
惰

面
白
い
ゲ

ム

度
良
い

明
日
ぐ
ら
い
に
注

 
文
し
て
お
い
た
ゴ

ス
ト
リ
コ
ン
が

く
か
ら
一

 
に
や
ろ
う
か

 

 

お

ゴ

ス
ト
リ
コ
ン
と
な

つ
い
に
購
入
か

 
怠
惰

ま

マ
ル
チ
で

人
ま
で
出
来
る
し
天
子
ち

ん

 
と

さ
ん
で
も
誘
お
う
か
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名
案
じ

な

よ
し
な
ら
ば
呼
び
に
行

て
く
る

 
そ
れ
で
は
な

 
怠
惰

あ

ち

ち

ん

ま

た
く
も
う
ま

良
い
か

 
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 
お
願
い

し
ま
す
そ
れ
で
は
読
者
様
サ
ラ

バ
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第
５
１
９
話
 
協
力
者
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ま
た

日
は
投
稿
で
き
ず
で
す
い
ま
せ
ん
で

し
た

理
由
は
ま

そ
の

ち
し
ま
し
た

は
い

申
し
訳
な
い
で
す

そ
れ
で
は
改
め
ま

し
て
本
編
へ
ど
う

 

を

み

し
た
か
の
よ
う
な

で
マ
ミ
ゾ
ウ
は

方
を
見
て
大
き
く
た
め

を

く

 
マ
ミ

何

ま
た
お
主
達
が
出
て
く
る
ん
じ

 
耶
狛

う

ん
と

マ
ス

か
ら
の
指

 
マ
ミ

ど
う
せ
そ
う
だ
ろ
う
と
思

た
わ
い

 
と
大
き
く
マ
ミ
ゾ
ウ
は
ツ

コ
ミ
を
い
れ
て
き
た

感
じ
か
ら
し
て
や
は
り

嫌
い
さ
れ
て

い
る
な

 
マ
ミ

そ
れ
に
耶
狛
の
次
は
そ
こ
の
兄

の
方
ま
で
来
る
と

 
は

お
主
達
は
何
が
目
的
い
や

わ
ず
と
も
分
か
る
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こ
れ
が
目
的
じ

ろ

 
そ
う

い
マ
ミ
ゾ
ウ
は
少
し
だ
け
退
き
そ
の
先
に
あ
る
ボ

ル
を
見
せ
る

 
亜
狛

え

そ
の
通
り
で
す
自
分
達
兄
妹
の
目
的
は
そ
れ
で

 
す
よ

 
耶
狛

う
ん

で
も
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
は
何
で
ま
た
こ
ん
な

 
玉
を
集
め
て
る
の

 
と

耶
狛
が
聞
く
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
頭
を

き
そ
し
て

を
吹
か
せ
る
と

 
マ
ミ

ま

々
と
な

は

で
手
を
組
ん
で
お
る
者
が
お

 
る
ん
じ

よ

 
亜
狛

つ
ま
り
協
力
者
と
い
う
事
で
す
か

 
マ
ミ

ま

そ
ん
な
所
じ

 
手
を
組
ん
で
い
る
者
か

恐
ら
く
そ
の
者
と
マ
ミ
ゾ
ウ
で
玉
を
集
め
て
何
か
を
す
る
気
で
い
る

と
い
う
の
は
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
な

 
マ
ミ

こ

ち
は
話
し
た
ん
じ

そ

ち
も
何

ま
た
こ
ん

 
な
ボ

ル
を
集
め
て
お
る

ま

理
久
兎
の
奴
の
事
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じ

か
ら
何
か
あ
る
の
は
間
違
い
は
な
さ
そ
う
じ

 
が
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

こ
こ
は
俺
が

う
か
ら
良
い
よ

 
耶
狛
の
頭
を

で
マ
ミ
ゾ
ウ
に
向
き
合
い
マ
ス

が

え
て
い
る
事
を
話
す
こ
と
に
し
た

 
亜
狛

マ
ス

も
あ
る
意
味
で
勘
づ
い
て
い
る
ん
で
す
よ

 
何
処
か
ら
出
た
か
も
分
か
ら
な
い
ボ

ル
を
を

え

 
た
ら
願
い
が

う
と
か
い
う
下
ら
な
い

話
ま
ず

 
え
た
者
が
こ
の
幻
想
郷
に
い
る

も
な
い
と

え
ら

 
れ
ま
し
た
そ
し
て
そ
れ
を

慮
し
た
上
で
マ
ス

 
は
自
分
達
に
こ
の
ボ

ル
を
ば
ら
ま
き

を
流
し
た

 
黒
幕
を
特
等

か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
せ
と
指

を
下

 
し
た
ん
で
す
よ

 
マ
ミ

う
理
久
兎
も
そ
こ
ま
で
勘
づ
い
て
お

た
か
流

 
は
生

の
宿

じ

所
で

心
の
理
久
兎
は
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耶
狛

マ
ス

な
ら
こ
の
前
に

を

状
の

で
お

を

 

か
れ
て
療
養
中
だ
よ

 
マ
ミ

ど
う
し
て
そ
う
な

た

ま
た
あ
や
つ
は
女
の
事

 
で
問

で
も
起
こ
し
た
の
か

 
何

ま
た
そ
ん
な
身
内
的
な
話
を
知

て
い
る
ん
だ

 
耶
狛

わ

何
処
か
ら
知

た
の
そ
ん
な
話

 
マ
ミ

部
下
達
が

し
て
お

た
わ
い
妖
怪
総
大
将
ぬ
ら
り

 

ん
は
常
日
頃
か
ら
女

の

が
出
て
お
る
と
な

 

違
う
の
か

 
亜
狛

い
や
ま

 
耶
狛

う
ん

 
い
や
ま

か
に
マ
ス

は
常
に
女

の

に
見
回
れ
て
い
る
よ
な

さ
と
り
さ
ん
も
そ
う

だ
し
紫
さ
ん
や

先
生
と
事
あ
る
ご
と
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
る
も
ん
な

そ
う

え
て
い
る

一
方
で
地
霊
殿
で
は

 
理
 

ふ

く
し

ん

あ
た
た
た
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さ
と

大
丈
夫
で
す
か
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

ど
い
つ
か
は
知
ら
な
い
が
俺
の

を
し
て
や
が

 
る
な

 
さ
と

え
す
ぎ
で
す
よ

そ
れ
よ
り
も
こ

ち
に
も
印
を

 
お
願
い
し
ま
す

 
理
 

あ

は
い
は
い

 
何
て
事
が
起
き
て
い
る
が
こ
の
場
の
者
達
に
知
る
よ
し
も
な
い

 
マ
ミ

そ
の
感
じ
か
ら
し
て
や
は
り
か

 
耶
狛

ま

昔
か
ら
マ
ス

て
勝
手
す
ぎ
る
所
が
あ
る

 
か
ら

 
亜
狛

か
に
な

 
そ
の
せ
い
か
皆
に
い
ら
ぬ
心

を
さ
せ
て
そ
の

界
点
に
到
達
し
た
結
果
ボ
コ
ボ
コ
な
ん
て
の

が
ザ
ラ
だ
よ
な

今
は
そ
れ
で
も
さ
と
り
さ
ん
が
マ
ス

と
い
う
暴
れ
ん

に
手

を

て

く
れ
て
る
か
ら
ま
だ
安
心
な
ん
だ
け
ど

 
マ
ミ

う
こ
れ
は
こ
れ
で
面
白
い
話
が
聞
け
た
わ
い
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亜
狛

て
何
で
こ
ん
な
下
話
に
な

て
い
る
ん
で
す
か

 
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん

女
は
何
が
目
的
で
こ
ん
な
ボ

ル

 
を

 
と

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

と

い
だ
す

 
マ
ミ

さ
て
何

じ

ろ
う
な

 
耶
狛

と
ぼ
け
て
る
と

製
に
で
も
し
て

ち

う
け
ど

 
良
い
ん
だ
よ

 
マ
ミ

変
わ
ら
ず
お
主
は
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
物

い
を
す

 
る
の

一

は

ロ
イ
ン
な
ん
じ

か
ら
も
う
少
し

 
オ
ブ
ラ

ト
に

ま
ぬ
か

 
亜
狛

メ
メ

 

て
る
こ
と
が
メ
メ

過
ぎ
る

 
耶
狛

わ

で
も

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
何
時
か
ら
私
が

 

ロ
イ
ン
だ
と
思

た
の

 
マ
ミ

な

何
じ

そ
の

み
の
あ
る

い
方
は
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耶
狛

私
は

 
も
う
面

に
な

て
き
た
な

シ

リ
と
耶
狛
の
頭
を

し
く

く

 
耶
狛

あ
だ

も
う
何
よ
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

話
が

レ
る
か
ら
お
前
は

て
ろ

 
耶
狛
 

 
耶
狛
は

る
と
改
め
て
マ
ミ
ゾ
ウ
の

を
見
る

 
亜
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
の
目
的
は
恐
ら
く
自
分
達
と
同
じ
で

 
黒
幕
を
引

り
出
す
気
で
す
よ

 
マ
ミ

う
そ
の
心
は

 
亜
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
は
マ
ス

と
同
等
で
と
て
も
聡
明

 
な
方
で
す
理
由
が
な
い

り
は
行
動
は
し
な
い
と
思

 

て
い
る
か
ら
で
す
よ

 
と

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
複
雑
そ
う
な

を
す
る

 
マ
ミ

理
久
兎
と
同
じ
と
い
う
の
は

に

る
が
ま

良
し

 
と
し
て
や
ろ
う

を
聡
明
と

え
た
お
主
は
中
々
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に
見
る
目
が
あ
る

 
亜
狛

そ
れ
は
ど
う
も

そ
れ
で
さ

き
聞
こ
え
ま
し
た
が

 
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん

か
と
協
力
し
て
い
ま
す
よ

 
と
協
力
を
し
て
い
る
ん
で
す
か

 
マ
ミ

お
主

聞
い
て
お

た
の
か

 
亜
狛

者
は
情
報
収
集
し
て
こ
そ
な
ん
ぼ
で
す

そ
れ
か

 
ら
こ
こ
か
ら
は
自
分
の

説
な
ん
で
す
が

さ

き

 
か
ら

女
の

動
は
不
自
然
な
ん
で
す
よ

自

に

 
耶
狛
の

ス
に

か

て
い
ま
し
た
し

大
方

 
は
そ
の
協
力
が

方
に
来
る
た
め
の
時
間

ぎ
の
つ

 
も
り
で

て
い
ま
し
た
よ

 
と

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を
吹
か
せ
ニ

リ
と

う
と

 
マ
ミ

や
は
り
お
主
は
見
る
目
が
養

て
お
る
わ
い

お
主

 
が
良
け
れ
ば

の
百
⻤
夜
行
に
加
わ
ら
ぬ
か

 
亜
狛

い
い
え
断
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

ま
み
れ
に
な
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た
と
し
て
も
主
人
は
マ
ス

だ
け
な
ん
で

 
耶
狛

は

る
の
も
う

界

 

る
の
が
も
う

え
ら
れ
な
い
の
か
耶
狛
は
そ
う

ぶ
が
無
視
だ

マ
ミ
ゾ
ウ
は
や
れ
や
れ
と

を

に

る
と
表
情
が
変
わ
る
の
を
見
逃
さ
な
か

た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
別
の
匂
い
が
物

い

い
で

て
き

 
て
い
る
よ

 
そ
う
耶
狛
が

た

間

空
か
ら

つ
の
影
が
降
り
て
き
た

見
て
み
る
と
そ
れ
は

の
シ

ト
ヘ
ア

に

手
が

で
グ
ル
グ
ル

き
に
な

て
い
る
女
性
が
降
り
て
き
た

 
マ
ミ

か

た
で
は
な
い
か

 

 

え

集
め
る
の
に
手
間
取
り
ま
し
て

 
そ
れ
は
か
つ
て
の
面
影
は

て
い
て
も
姿
が
だ
い
ぶ
変
わ

て
い
る
者
だ

た

 

 

あ
な
た
達

え

 
耶
狛

え

え

 
亜
狛

華
扇
さ
ん

 
そ
れ
は

発
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
た
茨
城
華
扇
だ

た
の
だ

た



 第５１９話 協力者現る。

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

こ
や
つ
は

ち
し
て
お

て
か
ら
に

 
怠
惰

申
し
訳
な
い

 

 

ま

た
く
と
り
あ
え
ず
天
子
達
を
呼
ん
で
き
た
が

 
天
子

あ

ム
カ
つ
く

ま
た
死
ん
だ

 

総
領
娘
様
バ
カ
み
た
い
に
突
進
し
す
ぎ
で
す
よ

 
天
子

だ

て
こ
れ
撃
ち
ゲ

て

て
た
で
し

 

い
や
ス
テ
ル
ス
ゲ

ム

て
聞
い
た
よ
う
な

 

 

も
う
こ
ん
な
感
じ
な
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

あ
り

り

ま

仕
方
な
い

今
作
の
ゴ

ス
ト

 
の

度
は
普
通
で
す
ら
ハ

ド
モ

ド
レ

ル
と

 
い
う

度
レ

ル
だ
か
ら

 

 

そ
ん
な
に
か
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怠
惰

ノ

マ
ル
の
ソ
ロ
で
行

た
ら
も
う
ボ
コ
ボ
コ
に
さ

 
れ
た
ん
だ
け
ど

 

 

 

 
怠
惰

ま

俺
達
も

ざ
る
か

 

 

じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ



 第５２０話 元⻤組

 
第
５
２
０
話
 
元
⻤
組

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
投
稿
が

れ
て
申
し
訳
な
い
と
思

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ス
マ

の

切
れ
を
起
こ
し
ま
し
て

す
る
た
め
に

置
し
て
ゲ

ム
し
て
い
た
ら
い

つ
の
間
に
か
こ
の
時
間
で
す

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
姿
を
現
し
た
華
扇
に
は

で
空
い
た
口
が
閉
じ
れ
な
い

ま
さ
か
マ
ミ
ゾ
ウ
と
手
を
組
ん
で

い
た
の
が
華
扇
だ

た
と
は
思
い
も
し
な
か

た

 
華
扇

ど
う
し
て
あ
な
た
達
が

 
耶
狛

そ
れ
は
こ

ち
の
台

だ
よ
華
扇
ち

ん
何
で
華
扇

 
ち

ん
が
こ
ん
な
所
に

か

発
し
て
行
方
不
明

 

て
さ
れ
て
た
よ

 
と

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
が

を
か
し
げ
る

 
マ
ミ

発

行
方
不
明

ど
う
い
う
事
じ
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華
扇

あ

あ

あ

聞
こ
え
な
い
わ

 

て
な
が
ら
華
扇
は

で
グ
ル
グ
ル

き
に
な

て
い
る

手
を
耶
狛
へ
と
向
け
る
と
何
と

そ
の

が
ま
る
で
ロ

ト

ン
チ
み
た
い
に
飛
び
出
し
耶
狛
の
口
を
塞
い
だ
の
だ

 
耶
狛

む

 
華
扇

あ
な
た
方
は
何
か
勘
違
い
し
て
る
の
よ
そ
う
き

と

 
そ
う
よ

 
亜
狛

え

い
や
で
も

 
華
扇

そ
う
で
す
よ

 
と
て
つ
も
な
い

を
か
け
て
く
る

つ
ま
り
余
計
な
事
を

た
ら

な
く
殺
る

と

い
う
意
志
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た

 
亜
狛

え

え

と
す
い
ま
せ
ん
勘
違
い
で
し
た

 
華
扇

そ
う
よ

ア
ハ
ハ

 

い

し

れ
な

い
だ
な

昔
の
ク

ル
だ

た
頃
の
華
扇
は
何
処
へ
旅
立

た
の
か

耶

狛
の
口
を

さ
え
る

を
外
す
と
元
の

に
す

り
と
は
ま
る

と
い
う
か
華
扇
の

が
な
く
な

て
い
て
少
し
ば
か
り
ビ

ク
リ
し
た
が
余
計
な
事
を

う
と
後
が
怖
い
た
め

て



 第５２０話 元⻤組

い
よ
う

 
耶
狛

も
う

い
な

危
う
く

死
し
ち

う
所
だ

た

 
よ

華
せ

ム
グ

 
ま
た

ら
れ
る
と

る
た
め

座
に
耶
狛
の
口
を
塞
ぐ

ま

た
く
耶
狛
に
は

た
も
の

だ 
亜
狛

し
か
し
昔
の
知
り
合
い
に

て
い
た
も
の
で
そ
れ
な

 
ら
ば
ど
う
お
呼
び
す
れ
ば

 
華
扇

そ
う
で
す

そ
の
方
が
何
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

 
私
は
仙
人
の
茨
城
華
扇

そ
う
お
呼
び
な
さ
い
決
し

 
て
⻤
だ
と
か
で
は
な
い
で
す
か
ら

 
い
や
そ
れ
自
分
で

え
を

て
い
る
よ

ま

で
も
こ
こ
は
ノ
リ
に

て
お
か
な
い
と
怖

い
か
ら
な

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
よ
華
扇
仙
人

 
華
扇

仙
人

そ

そ
う
よ
そ
れ
で
良
い
ん
で
す
よ

 
何
で
ま
た
こ
ん
な
嬉
し
そ
う
な
ん
だ

も
う
訳
が
わ
か
ら
な
い
よ
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耶
狛

は

て
結

そ
れ
ど

ち
も
華
扇
ち

ん

 
じ

ん

 
お
う
お
う
ま
た
メ

い
事
を

ち

た
よ

 
華
扇

そ
れ
は
ま

そ
の

 
ど
う
す
る
ん
だ
よ

に

て
き
た
話
が
ど
ん
ど
ん
や
や
こ
し
く
な

て
き
た
よ

 
マ
ミ

待
て
待
て

々
と
や
や
こ
し
く
な

て
き
て
収
集
が

 
つ
か
ぬ

お
主
達
は
知
り
合
い
か
そ
れ
と
も
知
り

 
合
い
で
は
な
い
の
か
ど

ち
じ

 
と

マ
ミ
ゾ
ウ
が
改
め
て
聞
い
て
く
る

そ
れ
に
は
自
分
と
華
扇
も

き
耶
狛
の
耳
元
で

 
亜
狛

良
い
か
耶
狛

頼
む
か
ら
違
う

て

え
よ

 
耶
狛

え

何

 
亜
狛

い
い
か
ら
そ
れ
が
華
扇
さ
ん
の
た
め
だ
か
ら
だ

 
そ
う

う
と
耶
狛
は

々
と

を
う
な
ず
か
せ
る

そ
し
て
自
分
達
は

 
亜
狛

い
い
え
知
り
合
い
に
そ

く
り
で
し
た
が
違
い
ま
し

 
た
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耶
狛

う
ん

 
華
扇

私
も
初
め
て
で
す

 
耶
狛
は

く
不
服
そ
う
な

を
す
る

無
理
も
な
い
か
嘘
は
嫌
い
だ
も
ん
な

だ
け
ど
人
を

思

て
す
る
嘘
と
人
を
追
い

め
る
嘘
は
全
然
違
う
ん
だ

 
マ
ミ

な
ら
そ
れ
で
良
い
じ

ろ

 
華
扇

え

そ
れ
で

あ
な
た
達
は
ど
う
し
て
こ
こ
へ
来

 
た
の
か
し
ら

 
と

華
扇
が
聞
い
て
く
る

自
分
は
耶
狛
の

に
立
ち

 
亜
狛

女
達
が
回
収
し
て
い
る
そ
の
ボ

ル
を
自
分
達
が

 
回
収
す
る
た
め
で
す
よ

 
マ
ミ

気
を

け
ろ
よ
こ
や
つ
達
は

達
の
ラ
イ
バ
ル
み
た

 
い
な
者
達
じ

か
ら
な

 
華
扇

聞
い
て
い
る
と

か
に
そ
の
よ
う

 

と
自
分
達
を
華
扇
は
見
て
く
る

襲
い
掛
か
ら
れ
て
も
す
ぐ
に
対

が
出
来
る
よ
う
に
刀

に

を

め
れ
る
よ
う
に
心

え
る
と
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耶
狛

人
は
こ
の
ボ

ル
を
ば
ら
ま
い
た
黒
幕
を
引

 
き
ず
り
だ
す
た
め
に
動
い
て
い
る
ん
だ
よ

 
華
扇

え

そ
う
よ
そ
れ
が
ど
う
か
し
た

 
耶
狛

マ
ス

も
そ
う
だ

た
け
ど
何
で
引
き
ず
り
出
そ

 
う
と
し
た
の
か
な

て

 
華
扇

何
で

そ
れ
は
こ
の
ボ

ル
は
幻
想
郷
を

ぼ
し

 
か

な
い
物
だ
か
ら
よ

 
あ
れ
何
か
話
が
急
に

大
に
な
り
始
め
た

何
で
ま
た
幻
想
郷
が

ぶ
こ
と
が
前
提
に
な
る

ん
だ

 
華
扇

女
達
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
こ
の
玉
を

 

つ
集
め
た
ら
ど
う
な
る
か

そ
の

間
に
幻
想
郷

 
を

う
現
実
と
幻
想
を
分
け
る

大
結
界
に

が

 
開
く
の
そ
し
て

が
も
し
も
無
数
に
開
け
ば
ど
う
な

 
る
か
分
か
る

 
亜
狛

結
界
は

て
所
で
す
か
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マ
ミ

そ
の
通
り
じ

 
耶
狛

で
も
何
で
ま
た

大
結
界
を

そ
う
と
し
て
る
い

 
る
の
か
な

や
る
意
味
が
あ
る
の
そ
れ

 

か
に
そ
れ
を
や
れ
ば
怖
れ
に
よ

て
生
ま
れ
た
妖
怪
達
は
も
れ
な
く
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ

う

だ
が
は
た
し
て
そ
の
た
め
な
の
か
と
い
う

問
も

る
ん
だ
よ
な

 
華
扇

恐
ら
く
そ
こ
ま
で
大
そ
れ
た
方
法
で

し
て
妖
怪
を

 
殺
す
と
い
う
よ
り
か
は
一
部
に

を
開
け
て
行
き
来

 
す
る
の
が
目
的
だ
と
推

し
て
い
ま
す

 
亜
狛

行
き
来

 
マ
ミ

う
む
こ
ん
な
物

は
幻
想
郷
に
は
な
い
し
普
通
で
は

 
作
れ
ん
こ
れ
ら
に
は
外
の
世
界
で
い
う
不
思
議
な
力

 
の
あ
る
場
所
そ
れ
も
あ
り
と
あ
ら
や
る
場
所
の
力
が

 
込
め
ら
れ
て
お
る

に
幻
想
郷
で
作
る
の
は
不
可
能

 
な
ん
じ

そ
う
な
る
と
で
は
こ
れ
は
何
処
か
ら
来
た

 
の
か
と
い
う
話
じ
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つ
ま
り
そ
れ
ら
を
当
て
は
め
る
と
ま
さ
か

 
亜
狛

ま
さ
か
外
の
世
界
か
ら
で
す
か

 
マ
ミ

そ
の
通
り
じ

理
久
兎
は
分
か
ら
な
か

た
か
も
し

 
れ
ぬ
が

シ
は
元
は
外
界
に
住
ん
で
お

た
か
ら
な

 
そ
し
て
そ
こ
の
仙
人
は
す
ぐ
に
こ
の
ボ

ル
が
こ
の

 
幻
想
郷
に
は
な
い
物

と
見

い
た
程
の

力
じ

 
そ
れ
を
互
い
に
知

た
上
で
協
力
し
て
こ
の
ボ

ル

 
を
幻
想
郷
に
ば
ら
ま
い
た
黒
幕
に
は
一

食
わ
せ
て

 
や
ろ
う
と
思

て
の

 
華
扇

え

幻
想
郷
に
住
む
者
と
し
て
の
仕
返
し
で
す

 
成
る
程

自
分
の
嫌
な
感
じ
は
そ
う
い
う
事
だ

た
の
か

 
亜
狛

成
る
程

あ
る
程
度
は
理
解
し
ま
し
た

 
マ
ミ

そ
う
か

な
ら
ば
お
主
達
の
ボ

ル
を

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 

か
に
こ
こ
で
ボ

ル
を
渡
す
の
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い

だ
が
そ
の
選

は
自
分
い
や
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耶
狛
に
も
な
い

 
亜
狛

で
す
が
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん

 
華
扇

何

で
す
か

 
亜
狛

自
分
達
は
マ
ス

に
信
頼
の
元
で
動
い
て
い
ま
す

 
こ
こ
で

人
に

す
と
マ
ス

の
信
頼
を
無
下
に

 
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

う
ん
そ
う
だ
よ

ご
め
ん

だ
か

 
ら
ボ

ル
は

れ
な
い
ん
だ
よ

 
マ
ス

は
自
分
達
を
信
頼
し
て
こ
の
仕
事
を

し
て
く
れ
た
ん
だ

そ
の
信
頼
を
無
下
に
は

絶
対
に
し
な
い

結
果
を

し
て
こ
そ
マ
ス

は
喜
ぶ
ん
だ

そ
し
て
自
分
達
の
意
見
を

う

と
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
少
し

た

を
す
る

 
華
扇

そ
う
で
す
か

で
す

 
マ
ミ

そ
う
な

て
し
ま
う
と
お
主
達
か
ら
力
づ
く
で

う

 
し
か
な
く
な

て
し
ま
う
の

 
つ
ま
り
お
決
ま
り
の
弾
幕
ご

こ
で
決
着
を
つ
け
る
と
い
う
事
か

耶
狛
と

を
合
わ
せ
互
い
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に

き

 
耶
狛

良
い
よ

手
し
て
あ
げ
る

 
亜
狛

元
よ
り
そ
の
覚
悟
で
す
の
で

 
マ
ミ

な
ら
ば

仕
方
な
い
の

 
華
扇

す
い
ま
せ
ん
が

し
ま
す
の
で

 
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
臨
戦
態

を
と
る

自
分
は
耶
狛
を
見
つ
め

 
亜
狛

や
る

耶
狛

 
耶
狛

う
ん
お
兄
ち

ん

 
そ
う
し
て
夕
暮
れ
時
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

こ
ち
ら

ン
サ

こ
の

度
な
ら

の

を
葬
れ
る

 
け
ど
ア
サ
ル
ト
そ

ち
は

 
天
子

ア
サ
ル
ト

て
何
よ

ま

良
い
け
ど

は
や
れ
る

 
わ
よ
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怠
惰

オ

ラ
イ

シ

そ

ち
は

 

シ

方
か
ら
な
ら

は

撃
可
能
で
す

 
り

コ

ン
え

と
メ
デ

ク
は
大
丈
夫
で
す
 
 
 

 
か

 

 

う
む
問

な
い

カ
ウ
ン
ト
の
合

で
撃
つ
ん
じ

  
天
子

当
た

た

て
近

し
て
る
ん
だ
け
ど

 
怠
惰

天
子
ち

ん

は
大
切
だ
よ

 

方
は

撃
は
大
丈
夫
で
す
そ
ち
ら
は

 

 

う
む

け
た

 
怠
惰

ク
リ
ア
よ
し
物
資
あ
さ
り
だ

 

 

 
天
子

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
良
い
の
来
い

 

て
私
も
取
る
ん
で
す
か
ら
待

て
い
て
下
さ
い

 
怠
惰

い
や

皆
や
る

本
当
に
俺
と
同
じ
で
初
心
者
な
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の
か

 
天
子

こ
ん
な
の
朝
飯
前
よ

 

え

思

た
よ
り
か
は

 

 

そ
う
思
う
じ

ろ

 
天
子

へ

 
怠
惰

ソ
ロ

が
ど
れ
だ
け
プ
ラ
ン
を
練

て
や

て
い
る

 
の
か
分
か
ら
ん
よ

一
度
の
ミ
ス
で

座
に
戦
死

 

定
ル

ト
だ

特
に
今
作
の
は

 

 

そ
れ
に
ま
だ

度
は
お
主
達
の
た
め
に
イ

 
モ

ド
じ

か
ら
な

 

え

と
怠
惰
さ
ん
と
龍
神
様
は
普

は

 
怠
惰

俺
は
今
の
所
は
ノ

マ
ル
だ

 

 

シ
は
ハ

ド
じ

な

 
天
子

な

な
ら
そ
こ
ま
で

う
な
ら

度
を
上
げ
よ
う

 
じ

な
い
の
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怠
惰

は
い
は
い

度
を
上
げ
て

 

 

う
む

て
怠
惰
よ
カ
メ
ラ
が

 
怠
惰

え

あ

後
書
き
が
始
ま

て
る
ん
で
す
け
ど

 
え

と
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

れ
そ
な
た
達
に

る

 

え

と
そ
れ
で
は
読
者
様
は
い
総
領
娘
様

 
天
子

え

え

と

ま

ま
た
見
な
さ
い
よ
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第
５
２
１
話
 

華
扇
＆
マ
ミ
ゾ
ウ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

く
な

て
し
ま
い
す
い
ま
せ
ん

で
ス
マ

の

が
で
き
ず

で
ボ

と
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ス
マ

ゲ

ム
を
や
り
過
ぎ
て

切
れ
起
こ
し

て

げ
句
の
果
て
に

と
は

し
か
も

中
ま
で
書
い
て
い
た
小
説
が
自
動

存
さ
れ
て
な
く

て
で

惨
で
し
た

皆
様
台
風
は
大
丈
夫
で
し
た
か

私
の
所
は

で

し
み
ま
し
た

マ

で
台
風
ふ
ざ
け
ん
な

失
礼
そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
自
分
達
や
そ
の

の
者
達
そ
れ
ら
の
行
動

は
そ
れ

れ
だ

マ
ミ
ゾ
ウ
と
華
扇
は
こ
の
異
変

を
起
こ
し
た
者
を
引
き
ず
り
降
ろ
し
こ
ら
し
め
る
た
め
に
動
い
て
い
る

そ
し
て
自
分
達
は
マ
ス

の
信
頼
の
元
で
依
頼
さ
れ
た
事
を
行

て
い
る

そ
れ
ら
の
思
い
は
弾
幕
ご

こ
と
い
う

で
ぶ
つ
か
り
合

て
い
た

 
華
扇

打

 
華
扇
は

を

げ
る
と
空
か
ら

が

を

ば
た
か
せ

の

を

め
か
せ
襲
い
か
か

て
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く
る

 
耶
狛

狼
ち

ん

の
時
間
だ
よ

 
耶
狛
は
神
力
を
練
り
上
げ
て
狼
を
作
る
と
狼
達
は

打
と
呼
ば
れ
た

に
目
掛
け
て

を
向
け

け
出
す

狼
達
の

撃
を

け
き
れ
な
い
と
思

た
の
か

打
は
上
昇
し
後
退
す
る

 
華
扇

な
ら
ば
行
き
な
さ
い

務
光

 

と
呼
ば
れ
た
で
あ
ろ
う

が
何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
強

な
前

と

で
狼
達
を
引
き

き

み
つ
い
て
い
き
そ
の
上
に
は

気
を

う
姿
は
ま
る
で
ピ

ピ

チ

ウ
み
た
い
だ
が
そ
れ

に
比
べ
て

て
は
い
な
い

気
を

う

の
務
光
が
飛
び
出
し
そ
の

撃
で
狼
達
を

き

が
さ

れ 
耶
狛

わ

に
そ
れ
か
ら
ピ

ピ

チ

ウ
ま
で
い
る
ん
だ

 

い

 
華
扇

ピ
カ

ピ

ウ

違
い
ま
す

こ
の
子
は
雷
獣
で
す
よ

 
耶
狛
さ
ん

 
耶
狛

ふ

ん
ま

ど

ち
で
も
良
い
や
そ

ち
が
そ
ん

 
な

い
子
達
を
使
う
な
ら

ふ
ふ

私
も
使
わ
な
い
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と

リ

ネ
ち

ん
サ
ラ
ち

ん

 

を

る
う
と
耶
狛
の
後
ろ
に
金

の

を
持
つ

リ

ネ
イ
ア
鹿
の

リ

ネ
ち

ん
と

サ
ラ
マ
ン

の
サ
ラ
ち

ん
が
現
れ

リ

ネ
ち

ん
は

と
ぶ
つ
か
り
合
い
サ
ラ
ち

ん

は

を
吹
き
務
光
の

撃
と
ぶ
つ
か
り
合
う

 
華
扇

な

女
も
動
物
を
そ
れ
も
火

に
金

の

を

 
持
つ
鹿

 
耶
狛

ふ

ふ

ふ

地
底

ト
使
い
で
あ
る
私

 
こ
と
耶
狛
ち

ん
の
実
力
を
見
よ

 

リ

ネ
ち

ん
の

で

は
吹

飛
ば
さ
れ
サ
ラ
ち

ん
の

で
務
光
は

か
れ
後
退
し

て
い
く

因
み
に
普

は

し

い
し
て
あ
る
の
は

う
ま
で
も
な
い

 
華
扇

や
り
ま
す

私
の
動
物
達
が
こ
う
も

も
容

く

 
や
ら
れ
て
し
ま
う
と
は

打

 
と

ぶ
と
先
程
の

が
や

て
来
て
華
扇
の

で
飛
ぶ
と

 
華
扇

 

ク
ビ

コ
ン

 
ス

ル
を
唱
え
大
き
な
光
玉
を

つ
と
そ
れ
に
向
か

て

打
は
突

込
み
体
当
た
り
す
る
と
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大
き
な
光
玉
は
弾
け
無
数
の
弾
幕
が
飛
び
交
う

そ
れ
を

け
よ
う
と
し
て

リ

ネ
ち

ん
と

サ
ラ
ち

ん
は

け
る
が
密
度
の
せ
い
か

け
れ
ず
見
事
に
直
撃
し
消
え
る

 
耶
狛

あ

ん

い
な

 
華
扇

そ
の

で

を
打
ち

け

 
と

華
扇
が

ぶ
と
今
度
は
龍
が
現
れ
口
を

ら
ま
せ
ブ
レ
ス
を

い
て
き
た

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
空

を

り

撃
を
防
ぎ

度
を
変
え

へ
と
受
け
流
す

だ
が
華
扇
は

か
ら
び
た

を

え
る
と

 
華
扇

正
直

て
あ
な
た
達
に

て
る
程
の
時
間
は
な

 
い
ん
で
す
よ

逃
れ
ら
な
い

の
手

 
と

唱
え
る
と
そ
の

が
妖
力
を

て
巨
大
化
し
一
気
に
近
づ
く
と
自
分
を

む

 
耶
狛

ふ

 
華
扇

や
り
な
さ
い

 

は
口
を

ら
ま
せ
ブ
レ
ス
を
は
い
て
く
る

こ
れ
じ

動
け
な
い
よ

 
耶
狛

理

 
理
神
の
狼

女
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マ
ス

の
力
を
少
し
だ
け
授
け
て

い
一
気
に

を

り

ど
き
ブ
レ
ス
を
回

す
る

 
華
扇

今
の
は

 
耶
狛

ふ
ふ
ん
耶
狛
ち

ん
を
な
め
な
い
で
よ

 
そ
ん
な
戦
い
を
耶
狛
は
行

て
い
た

そ
し
て
亜
狛
は
と
い
う
と

 
マ
ミ

れ

お
主
達

シ
の
た
め
に
来
い

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の

令
で
何

も
の
化
け
狸
達
が
出
て
く
る

こ
れ
は
ま
さ
か
マ
ミ
ゾ
ウ
の
部
下
達

か 
マ
ミ

ま
ず
は

と

 

の
化
け
狸
が
お
化
け
提

へ
と
化
け
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
そ
れ
を

み

る
う
と
無
数
の

弾
幕
が
飛
び
出
し
て
く
る

 
亜
狛

二
刀
一

 

に

す
二
刀
を

手
で
す
ぐ
さ
ま

刀
し
向
か

て
く
る
弾
幕
を
切
り

く

そ
し
て
回
転

し 
亜
狛

弾
幕
か
ま
い
た
ち

 
無
数
の
斬
撃
波
を

ち
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と

撃
す
る
が
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マ
ミ

く
か

 
お
化
け
提

と
な

て
い
る
化
け
狸
を
ぶ
ん
投
げ
マ
ミ
ゾ
ウ
は
巨
大
な

体
を
取
り
出
し
ぶ
ん

投
げ
そ
れ
を

に
し
て
か
ま
い
た
ち
を

け
る

 
マ
ミ

妖
怪
つ
る
べ

変
化

 
先
程
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
マ
ミ
ゾ
ウ
の
部
下
が
高
く

ン
プ
し
自
分
の
頭
上
に
来
る
と
今
度

は
つ
る
べ

と
し
に
変
化
し
降

て
く
る

そ
の

間
に
弾
幕
で
代
わ
り
身
を
作
り
す
ぐ
さ
ま

け
目
を
作
り
逃
げ
る
と
つ
る
べ

と
し
と
な

た
部
下
は
代
わ
り
身
に

撃
し
た
同
時
に
見
事
に

ピ
チ

て

ち
て
い

た

 
マ
ミ

な

 
亜
狛

弾
幕

術
 
代
わ
り
身
の
術

 
マ
ミ

う

妹
と
い
い
お
主
と
い
い
面
白
い
戦
い
方
を
す

 
る
の
じ

な

 
亜
狛

そ
れ
は
ど
う
も

 
刀
を

に

め

手
を

げ
つ
つ

げ
て
神
力
を
練
り
上
げ
て
巨
大
な
手
裏

を
作
り

 
亜
狛

そ
ら
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り
か
ぶ

て
投

す
る

マ
ミ
ゾ
ウ
は

を
吹
か
せ
て

ラ

ラ
と

い
な
が
ら

 
マ
ミ

そ
ん
な
大
そ
れ
た

撃
は
簡
単
に

け
れ
て
し
ま
う

  
そ
う

い
す
ん
な
り
と

け
る
が
こ
れ
は
ま
だ
序
の
口
だ

け
目
を
作
り
手
裏

を
入
れ
る

と

座
に
マ
ミ
ゾ
ウ
の

後
に

け
目
を
作
る
と
中
へ
と
入

て
い

た
手
裏

が
飛
び
出
し
て

く
る

 
マ
ミ

ん

の
わ

 
気
づ
い
た
マ
ミ
ゾ
ウ
は

リ

リ
で

け
る
が
ま
た

け
目
を

り
手
裏

を
入
れ
る

そ
し

て
そ
れ
を

り
返
し
て
い
く

 
マ
ミ

お
主
や

て
お
る
事
が
地
味
に

い

 
亜
狛

く
て
結

で
す
よ
主
人
の

れ
仕
事
を
す
る
の
が

 

者
な
の
で

 
マ
ミ

い
切
り
お

た

こ
い

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の
部
下
が

か
ア
ミ
キ
リ
だ

た
か
な

そ
ん
な
妖
怪
に
変
化
し
そ
の

の
ハ
サ

ミ
で
手
裏

を

し

座
に
退
場
す
る
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マ
ミ

や

て
く
れ
お

た
な
お
主

そ
う
な
れ
ば
こ
れ
は

 
ど
う
じ

 
そ
う

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
大
き
な

居
を
作
り
出
し
上
に

り

を
吹
か
せ
な
が
ら

々
と

す
る
と

 
マ
ミ

変
化
 
百
⻤
妖
怪
の
門

 
ス

ル
を
唱
え
る
と
そ
の
門
か
ら
無
数
の
妖
怪
達
が
現
れ

方
へ
向
か

て

シ

し
て
き

た

二
刀
を

き
刀
身
と
刀
身
を
合
わ
せ
て

 
亜
狛

強

 
刀
身
か
ら
無
数
の
白
い
異

が
現
れ
向
か

て
く
る
妖
怪
達
と
ぶ
つ
か
り
合
う

異

は

さ

れ
て
い
く
と
消
え
て
い
き
ま
た
妖
怪
達
は

さ
れ
る
と
狸
に
な

て
地
面
へ
と

ち
て
い
く

て
こ
れ
も
部
下
達
か
よ

そ
し
て
全
員
出
し
終
え
た
の
か
マ
ミ
ゾ
ウ
は

居
を
消
す
と
自
分
も
異

を
刀
へ
と
し
ま
う

 
マ
ミ

そ
の
刀
は
何
じ

何
時
か
ら
そ
ん
な
物
を

 
亜
狛

よ
く
覚
え
て
は
い
な
い
ん
で
す
よ

 
刀
と
刀
を

り
合
わ
せ
発
火
さ
せ
火
種
を
作
り
出
し
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亜
狛

術
 

狼
の

 
そ
の
火
種
に
刀
を

え
て
突
進
し
自
分
に

を

わ
せ
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と
向
か

て
突

込
む

 
マ
ミ

自

特

か

な
ら
ば

 
ま
た
マ
ミ
ゾ
ウ
の
部
下
が
現
れ
る
と
今
度
は
大
き
な

に
返
信
し
マ
ミ
ゾ
ウ
は
す
ぐ
さ
ま
全

に
な
る
と
そ
の
中
へ
と
入
り

 
マ
ミ

変
化
 
分

熱

風
呂

 
熱
気
を

び
た
風
呂
と
ぶ
つ
か
り
合
う

そ
し
て
見
て
し
ま
う

 
亜
狛

ぶ

 
マ
ミ

う

意
外
じ

な

 
亜
狛

 
す
ぐ
さ
ま

幕
を

り
後
退
し

を
整
え
る

何
な
ん
だ
あ
の

つ
の
物
は
あ

な
と
ん
で

も
な
い
物
は
見
な
れ
て
な
い
た
め

て
し
ま
う

 
マ
ミ

う

う
お
主
は
ど
う
や
ら
ム

ツ
リ
ス

と
み

 
た
の

 
亜
狛

が
ム

ツ
リ
だ
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り
向
く
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

に
服
を
着
て
い
て
く
れ
て
い
た

こ
れ
な
ら
目
の
や
り
場
が
少
な

く
て
助
か
る

 
マ
ミ

い
や
そ
の

を
た
ら
し
て
お
る
と
説

力
は
な
い

 
に
等
し
い
ん
じ

が

 
亜
狛

な

 
い
つ
の
間
に
か

が
た
れ
て
い
た

す
ぐ
さ
ま

で

い
と
る

 
マ
ミ

し
か
し

み
た
い
な
年
で

を
た
ら
す
と
は
の

 
中
々
に
可
愛
い
所
が
あ
る
ん
じ

な

 
亜
狛

い
や
あ
の

多
分
年

は
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
よ

 
だ

て
俺
と
耶
狛

て
平
安
時
代
よ
り
前
に
生
ま
れ
て
る
し
な

多
分
年

は
同
じ
か
そ
れ
よ

り
も
下
だ
ろ
う

だ
か
ら
ま
だ
若
い
と
は
思
う
け
ど
な

 
マ
ミ

そ
う
じ

と
し
た
ら
お
主
は

当
な
と

ち

ん

 
や
じ

の
う

 
亜
狛

が
と

ち

ん

や
だ

 
マ
ミ

さ
て
少
し
化
け
狸
ら
し
く
し
て
み
よ
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う
か

 
服
を
外
界
で

う
レ
デ

ス
ス

ツ
へ
と
変
化
さ
せ
メ

ネ
を
ク
イ

と
上
げ
た

間
先

程
に
仕
掛
け
た
ま
ま
と
な

て
い
た
玉
が
開
き
そ
こ
か
ら

で
い
う
グ
レ
イ
が

盤
に

て

い
数
で
襲
い
か
か

て
き
た

 
亜
狛

今
度
は
何
の
真

で
す
か

 

て
い
る

つ
き
ク
ナ
イ
を

ち
グ
レ
イ
達
の

間
に
直
撃
さ
せ
る
と

が
上
が
り
狸
へ
と

な
る
と
地
面
に
向
か

て

ち
て
い
く

 
亜
狛

術
 
水
狼
の
強
襲

 

け
目
を
作
り
大

の
水
を

出
し
だ
す
と
そ
の
中
に
刀
身
を
入
れ
一
気
に
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と

る
う
と

い
の
あ
る
水

が
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と
向
か

て
い
く

 
マ
ミ

う
や
り
お
る
の

そ
う
で
な
く
て
は
な

 
と

た
時
に
気
づ
く
自
分
の
回
り
に
は

山
の
カ
プ

ル
が
い
つ
の
間
に
か
設
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
に

い
つ
の
間
に
こ
ん
な

を

 
マ
ミ

化
け
狸
は
化
か
し
て
な
ん
ぼ
じ

よ

 
カ
プ

ル
が
開
封
し
無
数
の
エ
イ
リ
ア
ン
が
現
れ

方
へ
と
向
か

て
く
る

と
い
う
よ
く
見
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て
み
る
と
エ
イ
リ
ア
ン
達
に
狸
の

が
あ
る

こ
れ
絶
対
に
マ
ミ
ゾ
ウ
の
部
下
の
化
け
狸
達

だ 
亜
狛

ふ

雷
狼
の

 

け
目
か
ら
雷
を
出
現
さ
せ

り
の
化
け
狸
達
に
直
撃
す
る
と
黒

げ
と
な

て
地
面
へ
と

ち
る

 
マ
ミ

そ
の

け
目
は
中
々
に
チ

ト
と
見
た

 
亜
狛

さ
て
そ
れ
は
ど
う

 
何
て

て
い
る
次
の

間

自
分
達
に
向
か

て
何
か
が
飛
ん
で
き
た

 
亜
狛

な

 
マ
ミ

ぬ

 
す
ぐ
さ
ま

け
る
が
何
だ

た
ん
だ

す
る
と
ま
た
飛
ん
で
き
た
方
向
か
ら
ま
た
何
か
が
飛
ん

で
き
た

す
ぐ
さ
ま
回

し
見
て
み
る
と

 
耶
狛

う

と
と

 
耶
狛
が
吹

飛
ば
さ
れ
て
き
た

そ
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
の

に
は
華
扇
が
た
つ

 
亜
狛

大
丈
夫
か
耶
狛
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耶
狛

う
ん
な
ん
と
か

華
扇
ち

ん
強
い
よ

 
あ
の
耶
狛
に
元
気
が
感
じ
ら
れ
な
い

や
は
り
さ

き
の
嘘
で
少
し

し
て
い
る
の
か

 
華
扇

そ

ち
は

 
マ
ミ

や
り
お
る
わ
い
じ

が

略
法
は
見
つ
け

 
華
扇

そ
う
で
す
か
そ
れ
は
何
よ
り
で
す

 
マ
ミ

ふ
む

 
あ

ち
も
も
う
自
分
達
を

そ
う
と
し
て
い
る
な

こ
こ
は
耶
狛
の
た
め
に
も
俺
が
華
扇
さ
ん

と
話
し
合
い
を
し
な
い
と
な

 
亜
狛

耶
狛
お
前
は
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
を
頼
む

 
耶
狛

え

う

う
ん

 
華
扇

あ
ら

な
ら

方
か
ら
先
に
や
り
ま
し

う
か

 
そ
う

い

か
ら
び
た

を
取
り
出
し

 
華
扇

の
手
よ

を

り
つ
ぶ
せ

 
と

ぶ
と

か
ら
び
た

は
禍
々
し
く
大
き
な
り
自
分
を

り

そ
う
と
襲
い
か
か

て
く

る

す
ぐ
さ
ま

け
目
を
作
り
中
へ
と
入
り
華
扇
の

後
へ
と
立
つ



 第５２１話  華扇＆マミゾウ

 
亜
狛

な
ら
華
扇
さ
ん
少
し
話
し
ま
し

う
か

 
華
扇

な

 
亜
狛

よ
う
こ
そ

き
さ
ら
ぎ
駅
へ

 

け
目
へ
華
扇
を

と
し
す
ぐ
に
自
分
も
き
さ
ら
ぎ
駅
へ
と
向
か
う
の
だ

た

た
耶
狛

と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
と
い
う
と

 
マ
ミ

お
主
さ

き
の
元
気
は
ど
う
し
た

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
う
ん

 
ま
だ

て
い
る

あ
の
嘘
は
果
た
し
て
良
か

た
の
か
と

そ
れ
に
華
扇
ち

ん
は
自
分
達

を
も
う
友
達
と
は
思

て
は
く
れ
て
い
な
い
の
か
な

何
だ
か

し
い
な

 
マ
ミ

か

変
な

え
を
し
て
お
る
と

が
お
主
を

す

  
そ
う

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

方
へ
と
一
気
に

を

め
る
と

 
マ
ミ

お
主
の
そ
の
記
憶
を
消
し
て
や
ろ
う

 
耶
狛

え

え

 
マ
ミ
ゾ
ウ
に
酒

等
で
フ
ル
ボ

コ
に
さ
れ
る
と
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マ
ミ

宇

機
密

洩

直
ち
に
処
置
せ
よ

 
と

ぶ
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
い
つ
の
間
に
か
ス

ツ
に
着
替
え
そ
の

に
は
光
る
棒
が

ら
れ
て

い
た

そ
し
て
そ
れ
が
発
光
す
る
と
同
時
に

 
ピ
チ

ン

 

弾
し
吹

飛
ば
さ
れ
る

友
達

て
何
な
ん
だ
ろ
う
自
分
が
し
て
き
た
こ
と
は
意
味
が
あ

た
の
か

問
に
思
え
て
き
て
し
ま
う

嫌
そ
ん
な
事
な
い

私
達
が
狂

た
時
皆
は

や

を

流
し
な
が
ら
も
助
け
て
く
れ
た
ん
だ
も
ん

 
マ
ミ

心
の
無
い
戦
い
は
こ
こ
ま
で

し
い
と
は

 
耶
狛

リ
ザ
レ
ク
シ

ン

 
奥
の
手
を
使
い

座
に
怪
我
を
直
す

そ
し
て
自
分
の

を
バ
チ
ン
と

き
活
を
入
れ
る

 
マ
ミ

な

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
少
し
気
が
楽
に
な

 
た
よ

 
マ
ミ

そ
う
か
そ
う
か

 
耶
狛

と
り
あ
え
ず
こ
の

メ

分
の

と
し
前
で
こ
の
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箱
に
取
り
込
ま
れ
て

 
マ
ミ

へ

 
懐
か
ら
コ
ト
リ
バ
コ
を
取
り
出
し

え

 
耶
狛

全
て
を
絶
す
る
コ
ト
リ
バ
コ

 
と
唱
え
る
と
箱
の
蓋
が
開
き
無
数
の
禍
々
し
い

が
出
現
し
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と
向
か

て
い
き

マ
ミ
ゾ
ウ
の
四

や
体
を

み

き
ず
り
だ
す

 
マ
ミ

く

お
主
そ
こ
は
こ
う
も

と
バ
ト
ル

み
た

 
い
に
ま
と
め
る
所
じ

ろ

い
き
な
り

道
物
に

 
し
お

て

 
耶
狛

だ

て
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
さ
な
き

 
マ
ミ

こ

こ
の
外
ど

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は
コ
ト
リ
バ
コ
へ
と
引
き
ず
ら
れ
蓋
が
し
ま
る

そ
し
て

 
ピ
チ

ン

 
と

が
鳴
り

く

コ
ト
リ
バ
コ
を

い
あ
げ
て

 
耶
狛

あ
り
が
と
う
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
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こ
の
勝
負
は
耶
狛
の
勝

と
な

た
の
だ

た

そ
し
て
き
さ
ら
ぎ
駅
へ
と
行

た

人
は

と
い
う
と

 
華
扇

こ
の

 
亜
狛

 

ら
れ
吹

飛
ば
さ
れ
る
が
す
ぐ
さ
ま
駅
の

ム
に
自
分
達
は
着
地
す
る

 
華
扇

こ
こ
は

 
亜
狛

あ
の
世
と
こ
の
世
の

界
に
あ
る
場
所
き
さ
ら
ぎ
駅

 
で
す

こ
こ
で
な
ら
話
せ
ま
す
か
ら

 
自
分
は
ど
う
し
て
も
華
扇
に

い
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ

 
亜
狛

華
扇
さ
ん

女
が
何
を
し
よ
う
が
何
の

み
が
あ
ろ

 
う
が
知

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
す
が
せ
め
て

 
妹

耶
狛
に
一

だ
け
謝

て
下
さ
い
あ
の
子
が
友

 
達
じ

な
い
な
ん
て
嘘
を
つ
く
の
は
自
分
の
ル

ル

 
に
反
す
る
行

な
ん
で
す
だ
か
ら
一

だ
け
で

い

 
ま
せ
ん
謝

て
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
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耶
狛
は
友
達
を
と
て
も
大
切
に
す
る

そ
れ

に
嘘
で
あ

て
も
友
達
じ

な
い
な
ん
て
何
て

事
は
絶
対
に

わ
な
い

そ
ん
な
事
を

え
ば

た
本
人
で
あ
る
耶
狛
自
身
の
心
が

つ
く
か

ら
だ

だ
か
こ
そ
耶
狛
は
頑

た
ん
だ

 
華
扇

処
し
ま
し

う

 
亜
狛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
奥
の
方
か
ら
光
が

り
だ
す

ど
う
や
ら

が
向
か

て
き
て
い
る
み
た
い
だ

一
気
に
華

扇
へ
と
近
づ
き

す

だ
が
華
扇
は
何
の

も
な
く

さ
れ

へ
と

ち
て
い
く

 
亜
狛

な

 
華
扇

亜
狛
さ
ん
こ
れ
は
私
な
り
の
け
じ
め
で
す
か
ら
勘

 
違
い
し
な
い
で
下
さ
い

 
そ
う

う
と
華
扇
は

に
激
突
し
吹

飛
ば
さ
れ

 
ピ
チ

ン

 
と
大
き
く

弾
す
る

が
鳴
り

い
た

す
ぐ
さ
ま

け
目
を
作
り
華
扇
を
元
の
世
界
へ
と

帰
し

 
亜
狛

そ
う

う
所
は
昔
と
変
わ
り
ま
せ
ん
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そ
う

き

う
の
だ

た

そ
う
し
て
こ
の
勝
負
は
亜
狛
の
勝

と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

お
主
ま
ず
は

う
事
が
あ
る
じ

ろ

 
怠
惰

あ

は
い
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

で
ス
マ

を
使

 
う
に
も

切
れ
だ

た
も
の
で
皆
様
は
台
風
は
大

 
丈
夫
で
し
た
か

私
の
住
む
場
所
は
見
事
に
ぶ
ち
当

 
た
り
ま
し
て
お
陰
で

で
し
た
今
は

気
は

 
て
ま
す
が
何
と
か
な
り
な
り
ま
し
た

 

 

も
う
少
し

め

め
に
投
稿
を
せ
ぬ
か

 
怠
惰

切
れ
起
こ
し
ち

て
ス
マ

が

か
な
く
て

 

い
た
ら

い
た
で
自
動

存
さ
れ
て
い
た
部

 
分
が
ク
リ

ン
ナ

プ
さ
れ
て
た
か
ら
書
い
て
た
ん
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だ
よ

 

 

ま

た
く
こ
ん
な
話
を
し
て
い
て
も
仕
方
な
い
し
の

 
小
説
の
話
を
し
よ
う

所
で
マ
ミ
ゾ
ウ
の
あ
の
不
思

 
議
は
何
な
ん
じ

ま
ん
ま

名

画
の
メ

ピ

 
・
イ
ン
・
ブ
ラ

ク
じ

た
ろ

 
怠
惰

え

そ
う
だ
よ
あ
れ
は

 

 

う

 
怠
惰

ま

し
い
事
は
次
回
に
で
も
話
す
け
ど
実

に
そ

 
れ
な
ん
だ
よ

元
々
は
ア
メ
リ
カ
産
の
オ
カ
ル
ト
だ

 

た

で
そ
れ
を

材
に
し
て
作
ら
れ
た

画
こ
そ

 

ん
ど
の
人
が

き
な
メ
ン
・

ピ

ン
・
ブ
ラ

ク
で

 
す

 

 

う

と
い
う
か
こ
れ
ま
ん
ま

画
を
モ
デ
ル
に
し

 
て
お
る
よ
な

 
怠
惰

だ
ろ
う

だ

て
ま
ん
ま
ニ

ピ

ラ
イ
ザ

な
ん
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だ
も
ん

 

 

何
か
久
々
に
見
た
く
な

た
わ
い

 
怠
惰

Ｖ

な
ら
そ
こ
に
あ
る
か
ら

 

 

う
む

 
怠
惰

さ
て
と
時
間
も
良
い
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

サ
ラ

バ
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第
５
２
２
話
 
狐
の
侍
登
場

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

の
勇
者
の
成
り
上
が
り
を
見
て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
時
間

に
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

い
や
は
や
異
世
界
カ
ル
テ

ト
の
新
キ

ラ
で
出
る
み

た
い
な
の
で
見
よ
う
か
な
と
思

て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
時
間
に

す
ん
ま
せ
ん
し

た

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
き
さ
ら
ぎ
駅
か
ら
帰
り

け
目
か
ら
出
る
と
そ
こ
に
は

 
耶
狛

よ
い
し

よ
い
し

よ
い
し

 
コ
ト
リ
バ
コ
を

さ
ま
に
し
て
上
下
に
激
し
く

て
い
た

そ
の
姿
は
さ
な
が
ら
何
処
か
怪

し
げ
な
宗
教
み
た
い
だ

し
か
し
ど
う
や
ら
こ

ち
は
し

か
り
と

し
た
み
た
い
だ

 
亜
狛

終
わ

た
の
か

 
耶
狛

あ

お
兄
ち

ん
う
ん
終
わ

た
よ

 
ニ
コ
リ
と

い
耶
狛
は
更
に
激
し
く
上
下
に

る
う

そ
う
し
て
い
る
と
箱
か
ら
葉

や
メ
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ネ
や
徳

は
た
ま
た
何
か
グ
ラ
サ
ン
を
掛
け
た
人
間
が
エ
イ
リ
ア
ン
達
と
戦
う

画
で
出

て
く
る
マ
イ
ク
み
た
い
な
物
が

ち
て
く
る

 
耶
狛

う

ん
し
ぶ
と
い
な

 
更
に
激
し
く

が

る

度
で

た
そ
の

間

 
マ
ミ

キ

フ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
が
コ
ト
リ
バ
コ
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た

し
か
も

 
亜
狛

ぶ

 
耶
狛

わ

意
外
に
も
グ
ラ
マ

 
マ
ミ

つ
つ

て
な
ん
じ

こ
れ
は

 
全
身
が
真

で
だ

胸
や
ら
下
を

手
で

し
な
が
ら
す
ぐ
さ
ま

ち
て
い
る
葉
を
頭
に

せ
る
と

が
上
が
り
元
の
服
を
着
た
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と

る

 
マ
ミ

お

お
主
達
は

の
身
ぐ
る
み
を

い
で
こ
ん
な

 

な
こ
れ
は
エ
ロ
同
人

か
何
か
か

客
受
け

 
は

い
マ
イ
ナ

的
な
同
人

に
な
る

 
耶
狛

何
で
そ
う
な
る
の
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
お
兄
ち

ん
違
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う
よ

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

お

お
う

 
中
々
に
立
派
な
物
を
お
持
ち
で
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
耶
狛

も
う
お
兄
ち

ん
の
エ

チ

 
バ
チ
ん

 
亜
狛

そ
げ
ぶ

 
何
だ
何
が
起
き
た
ん
だ
ろ
う
か

気
づ
い
た
ら
自
分
は

を
舞

て
何
回
か
回
転
し
地
面
に

ち
た

 
亜
狛

つ
つ

何
が
ど
う
な

て

 
耶
狛

本
当
に
お
兄
ち

ん
は
ム

ツ
リ
な
ん
だ
か
ら

 
亜
狛

が
ム

ツ
リ
だ

 
本
当
に
い
い
加
減
に
し
ろ
よ

が
ム

ツ
リ
だ
俺
は
ム

ツ
リ
で
も
オ

プ
ン
で
も
な
い

ノ

マ
ル
そ
う
た
だ
の
ノ

マ
ル
な
ん
だ

異
論
は

め
な
い

 
マ
ミ

先
か
ら
お
主
そ
の

か
ら

れ
て
い
る
も
の
で
説

 
力
は
皆
無
に
等
し
い
ん
じ

が
な



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
亜
狛

え

 

を

て
見
る
と
何
か
が
手
に
つ
く
感

が

る

見
て
み
る
と
そ
れ
は

だ

ま
さ
か
ま

た

を
出
し
た
の
か

す
ぐ
さ
ま

で

い

を

く

 
耶
狛

ラ

キ

ス

が
多
い
よ

お
兄
ち

ん

も
し

 
か
し
て
エ
ロ
同
人

の
主
人

か
何
か
な
の
そ
れ
と

 
も
そ
の
世
界
か
ら
時
空
を
渡

て
来
た
の

ど
う
な

 
の
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

違
う

て

そ
れ
に
そ
ん
な
怖
い
こ
と
を

う
な

 
よ

 
俺

て
エ
ロ
同
人

と
か
か
ら
来
た
キ

ラ
で
は
な
い
よ
な

絶
対
に
違
う
と
思
い
た
い
ん
だ

が

そ
れ
と
ラ

キ

ス

は
余
計
だ

 
マ
ミ

し
か
し
こ
の
年
の

体
で
興
奮
さ
れ
て
も
少
し
所
か

 
ド
ン
引
き
な
レ

ル
な
ん
じ

が
な

 

い
を

か
べ
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を
少
し

く

い
や
さ

き
も

た
と
思
う
が
自
分
達
よ

り
も
年
下
ま
た
は
同
い
年
く
ら
い
だ
ろ
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耶
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん

て
私
達
と
同
い
年
く
ら
い
ま
た

 
は
少
し
年
下
だ
よ

 
マ
ミ

に
し
て
は
お
主
達
に
は

が
な
い
の

 
亜
狛

そ
こ
は
余
計
で
す

 
そ
れ
は
仕
方
が
な
い

不
老
不
死
に
な

て
何

年
と
過
ご
せ
ば

も
あ

た
も
ん
じ

な

い
ん
だ
か
ら

と
い
う
か
見
た
目
が
現
代
の
中
学
生
で

ま

て
い
る
自
分
は
少
し
は
身
⻑
や
ら

つ
き
が
成
⻑
し
た
い
と

ん
で
い
る
ん
だ
か
ら
な

 
マ
ミ

ふ
む

そ
な
た
が
良
け
れ
ば
や
は
り

の
下
に
来
な

 
い
か

と
い
う
か

任
と

 
亜
狛

遠
慮
し
て
お
き
ま
す

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
は
渡
さ
な
い
よ

 
マ
ミ

く

じ

な

 
数
時
間
前
に
も

た
が
マ
ミ
ゾ
ウ
の

門
に
下
る
気
は
更
々
な
い

 
耶
狛

所
で
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
の
オ
カ
ル
ト

て
何

 
あ
ん
な
ヘ
ン
テ
コ
な
機

を
取
り
出
す
ん
だ
か
ら
そ
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れ

の
オ
カ
ル
ト
だ
よ

 
マ
ミ

ま

良
い
か

の
オ
カ
ル
ト
は

じ

 

て
ま
ん
ま
前
に
地
霊
殿
で
見
た

画
メ

ピ

・
イ
ン
・
ブ
ラ

ク
の
略
だ
ろ

国
内
を

ぶ

飛
ん
で
ハ
リ
ウ

ド
に
怒
ら
れ
る

 
マ
ミ

何
じ

そ
の
諦
め
き

た
そ
の
目
は

 
亜
狛

い
や
そ
の
怒
ら
れ
そ
う
だ
な

て

 
マ
ミ

怒
ら
れ
る
も
何
も
あ
る
か

 
耶
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
は
エ
イ
リ
ア
ン
を
何
体

 
退
治
し
た
の

 
マ
ミ

そ
う
じ

な
退
治
は
し
て
は
お
ら
ぬ
が
エ
イ
リ
ア
ン

 
と
い
う
か
幻
想
郷
の
エ
イ
リ
ア
ン
と
い
う
の
か
と
は

 
友
達
じ

な

 
幻
想
郷
の
エ
イ
リ
ア
ン
か
地
上
に
は
そ
ん
な
者
が
い
る
ん
だ
な

 
耶
狛

ふ

ん

 
マ
ミ

お
主
も
何
じ

そ
の
表
情
は
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耶
狛

何

て
そ
ろ
そ
ろ
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
も

い
た
い
事

 
は

た
か
な

て

 
マ
ミ

そ
れ
は
ど
う
い
う

 
あ
れ
何
で
だ
ろ
う
か
耶
狛
の

が
何
か
怖
い

耶
狛
は
ニ
コ
リ
と

む
と

 
耶
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
は
今
日

私
に
解
体
さ
れ
て
食

 
に

ぶ
か
ら
さ

 
マ
ミ

お

お
い

談
じ

よ
な

 
亜
狛

さ

さ

 
こ
の
感
じ
か
ら
し
て
恐
ら
く
は

チ
だ
な

し
か
し
何
で
ま
た
こ
う
な
る
ん
だ

 
マ
ミ

お

お
主
ら
は

 
耶
狛

良
し
今
日
は
狸

だ

 
亜
狛

お
い
お
い

談
が

 
耶
狛

こ
れ

談
に
聞
こ
え
る
の

 
す
い
ま
せ
ん
全
然

談
な
話
に
聞
こ
え
ま
せ
ん

と
い
う
か
本
当
に
耶
狛
は

ロ
イ
ン
と
し

て
あ
る
ま
じ
き
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な

動
が
こ
こ
最
近
に
な

て
よ
り
一

に
目
立
つ
よ
う
に
な
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た
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

後
か
ら
何
か
変
な

が
な
る

そ
れ
に
は
耶
狛
も
気
づ
い

た
の
か
後
ろ
を

り
向
く
と
そ
こ
に
は

 

 

え

あ

 
⻑
い

を
結
び

に
は
刀
を

し

も
ち
は
ど
こ
か

さ
を

す
少
年
が
い
た

い
や
あ
れ
は

自
分
達
も
よ
く
知
る
者
だ

 
マ
ミ

お

お
前
さ
ん
は

 
耶
狛

ん

 
亜
狛

あ

方
は

 
そ
こ
に
は
地
上
に
存

す
る

神
社
に
住
み

度
と
マ
ス

を
退
け
て
き
た
者
こ
と
蓮
が

そ
こ
に
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

し
か
し
こ
れ
は
全
年

対
象
の
小
説
じ

よ
な

 
怠
惰

え

そ
う
で
す
よ

と
い
う
か
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん
は
原
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作
の
心
綺
桜
や
深
秘
録
そ
し
て

依
華
と
か
で
も

 
一
で
サ

ビ
ス
シ

ン
を
提

し
て
く
れ
る
キ

ラ

 
だ

 

 

う

 
怠
惰

因
み
に
聞
い
た
話
だ
と
マ
ミ
ゾ
ウ
に
化
け
た
部
下
の

 
子
狸
は
本
当
の
マ
ミ
ゾ
ウ
よ
り
も
胸
を
大
き
く
し
て

 
化
け
て
出
た

間
に
本
物
に

ら
れ
て
退
場
さ
せ
ら

 
れ
る

て
い
う
バ
ト
ル
登
場
シ

ン
が
あ
る
と
か
な

 
い
と
か

 

 

シ
と
同
じ

性
を
感
じ
る
の
に
こ
う
も
違
う
と

 
う
の
か

く

や
は
り
お

気
な
の
か

 
怠
惰

そ
こ

し
が
ら
な
い
そ
ん
で

に
つ
い
て
こ
れ

 
は
ま

分
か
る
通
り
で
本
当
に
そ
の

画
を

材
に

 
し
て
い
る
の
か
ニ

ピ

ラ
イ
ザ

が
出
て
き
た
り

 
マ
ミ
ゾ
ウ
の

が
グ
ラ
サ
ン
に
化
け
た
り
と
結
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た

出
を
す
る
ん
だ
よ
服
も
ス

ツ
だ
し

 

 

う

そ
れ
と
幻
想
郷
の
エ
イ
リ
ア
ン
と
は

じ

 

た
か
の

 
怠
惰

そ
れ
は
封
獣
ぬ
え
ま
た
の
名
を
ぬ
え
ち

ん
だ

 

 

そ
う
じ

た
な

 
怠
惰

も
し
か
し
た
ら
星
蓮
船
で
こ
の
ネ

に
な

た
の
か

 
も
し
れ
な
い

様
の

え
は
深
い
か
ら

 

 

神
主
様

さ
ま
さ
ま
じ

な

 
怠
惰

だ

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に

 
し
よ
う
か

 

 

う
む

 
ス

 
怠
惰

は
い
そ
こ

を
見
せ
な
い
ロ
リ
バ
バ
ア

性
の
お

 
気
と
か

要
あ
る
と
思

て
る

 

 

様
は

う
て
は
な
ら
ぬ
事
を
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怠
惰

で
は
読
者
様
サ
ラ

バ

 

 

待
て
コ
ラ
怠
惰
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第
５
２
３
話
 
作
戦
説
明

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

オ
チ
し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
こ
最
近
学

に
行
く

の
が
嫌
に
な

て
き
て
い
る
こ
の
頃
で
す

主
に
友
人
関
係
が

く
て

失
礼
そ
れ
で
は
本
編

へ
ど
う

 
現
れ
た
蓮
に
自
分
達
は
ビ

ク
リ
す
る

と
い
う
か
何
で
蓮
さ
ん
が
こ
ん
な
所
に
来
た
ん
だ

 
亜
狛

蓮
さ
ん
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 
蓮
 

え

と
空
を
飛
ん
で
い
た
ら
光
弾
が
見
え
た
も
の
で

 
し
て
何
か
と
思

て
き
て
み
た
ら
と
い
う
事
で
す
か

  
ど
う
や
ら
自
分
達
が
ド
ン

チ
し
て
い
た
の
目
撃
し
て
来
た
み
た
い
だ

 
耶
狛

わ

い
目
が
良
い
ん
だ

 
蓮
 

あ
の
耶
狛
さ
ん
さ
り
げ
な
く

を
デ

ス

て
い
ま
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せ
ん
か

 

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛

す
い
ま
せ
ん
蓮
さ
ん

 
耶
狛
の
頭
を

み
頭
を
下
げ
さ
自
分
も
下
げ
る

 
蓮
 

い
え
そ
ん
な
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
よ

 
亜
狛

そ
う

て
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す

 
蓮
さ
ん
と
の
友

関
係
を
も
し
絶

て
し
ま
う
行

を
し
よ
う
も
の
な
ら
自
分
達
は
マ
ス

の
手
に
よ

て

で

に
な
る
ま
で

込
ま
れ
る
の
が
オ
チ
だ

 
蓮
 

あ

い
え
全
然
気
に
し
て
ま
せ
ん
よ

所
で

人
も

 
ボ

ル
集
め
で
す
か

 
耶
狛

う
ん
そ
う
だ
よ

 
亜
狛

え

 
蓮
さ
ん
は
こ
の
事
を
い
や
こ
の
異
変
の
全

を
知

て
い
る
の
か

い
や
知

て
い
よ
う
が
い

な
か
ろ
う
が
話
す
義
務
が
あ
る

何

な
ら
ば
蓮
さ
ん
は
れ

き
と
し
た
異
変
解
決
者
の

人

な
の
だ
か
ら

 
亜
狛

蓮
さ
ん
は
こ
の
異
変
の
事
に
つ
い
て
も
う
分
か

て
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い
ま
す
か

 
蓮
 

こ
の
異
変
の
事

そ
れ

て
そ
の
玉
を
ば
ら
ま
い
た

 
黒
幕
が
い
る
み
た
い
な
話
で
す
よ

 
ど
う
や
ら
知

て
い
る
み
た
い
だ
な

そ
れ
な
ら
話
が
助
か
る

 
耶
狛

つ
ま
り
私
達
と
同
じ
場
所
に
い
る

て
事
だ
よ

 
蓮
 

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が

は
華
扇
さ
ん
あ

え

と

 

神
社
に
よ
く
来
る
仙
人
の
方
に
頼
ま
れ
て
い
ま

 
し
て
そ
れ
で
ボ

ル
集
め
を
し
て
い
ま
す
が

 
そ
れ
を
聞
き
耶
狛
と

を
合
わ
せ
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

え
て
は
お
け
よ

 
つ
ま
り
蓮
は
マ
ミ
ゾ
ウ
そ
し
て
華
扇
の
グ
ル

プ
の
仲
間
と
い
う
事
だ
ろ
う

こ
れ
は
す
ぐ
に

で
も
争
い
事
に
な

て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
心

え
だ
け
は
し
て
お
こ
う

そ
う
い
え
ば
華
扇
は

何
処
に
行

た
の
か

け
目
か
ら
外
に
出
し
て

く

つ
が
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

近
く
の

む
ら
が

れ
華
扇
が

を

さ
え
て
出
て
く
る
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華
扇

ふ

私
と
し
た
こ
と
が
少
し
眠
り
す
ぎ
た
わ

 
ど
う
や
ら
暴
走

に
は

ら
れ
て
気
絶
し
て
い
た
み
た
い
だ

た
の
か
よ
う
や
く
出
て
き
た

と
い
う
事
か

 
蓮
 

華
扇
さ
ん

そ
れ
に
何
で
そ
ん
な
ボ
ロ
ボ
ロ
に

 
華
扇

さ

き
そ
こ
の

人
と
で
弾
幕
ご

こ
を
し
た
も
の

 
で

 
マ
ミ

結
果
は
ご

の
あ
り
さ
ま
じ

が
な

 
そ
れ
を
聞
く
と
蓮
は
自
分
達
と
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
を
交
互
に
見
て

 
蓮
 

つ
ま
り
ボ

ル
は

 
華
扇

え

取
ら
れ
た
わ

 
そ
う
い
え
ば

け
的
に
は
自
分
達
が
ボ

ル
の
所
持
者
に
な
る
の
か

と
い
う
か
ボ

ル

て

い
く
つ
あ
る
ん
だ
よ

マ
ミ
ゾ
ウ
達
の
と
合
わ
せ
て

ぐ
ら
い
あ
る

聞
い
た
話
だ
と

集
め
れ
ば
良
い
と
か

て
話
し
は
ど
う
な

て
る
ん
だ

 
蓮
 

す
い
ま
せ
ん
が
そ
れ
は
必
要
な
も
の
な
ん
で
す
が

 
返
し
て
は

い
た
だ
け
ま
せ
ん
よ
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刀
の

に
手
を
か
け
て
蓮
は
そ
う

て
く
る

や
は
り
や
る
し
か
な
い
の
か
な

 
亜
狛

え

こ

ち
も
こ

ち
で
マ
ス

に
信
頼
さ
れ
て

 
こ
の
仕
事
を
や

て
い
る
ん
で

 
耶
狛

蓮
く
ん
そ
の
刀
に
手
を
か
け
る

て
事
は
私
達
と

 
争
す
る

て
意
味
が
あ
る

て
い
う
事
で
良
い
ん
だ

 
よ

 
や
る
な
ら

底
的
に
だ

蓮
さ
ん
に
は
悪
い
け
ど
こ
こ
で

く
眠

て
も
ら
う
か

自
分
は
後

ろ
に

す
小
太
刀
を

え
よ
う
と
し
耶
狛
は

め
て
あ
る

を
取
り
出
し
た

間

 
華
扇

待
ち
な
さ
い

 
華
扇
が
自
分
達
の
間
に
入
り

め
に
入

た

 
華
扇

あ
な
た
達
そ
し
て
私
達
の
目
的
は
同
じ
そ
う
わ
よ

 
亜
狛
に
耶
狛

 
と

聞
か
れ
た
た
め
耶
狛
と

を
合
わ
せ
自
分
達
は
武

を

え
る
の
を

め

 
亜
狛

え

自
分
達
の
目
的
は
こ
の
ボ

ル
を
ば
ら
ま
い
た

 
黒
幕
を
引
き
ず
り
出
す
事
で
す
が
そ
れ
が
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華
扇

そ
う

な
ら
蓮
さ
ん
は

 
蓮
 

も
亜
狛
さ
ん
と
同
じ
で
す
黒
幕
の
正
体
を
突
き

 
め
て
こ
ん
な
事
を

め
さ
せ
る
つ
も
り
で
す

 
華
扇

そ
れ
な
ら
こ
こ
に
い
る
私
達
は
同
じ

手
が

て

 
事
な
ら
手
を
取
り
合
う
べ
き
じ

な
い
か
し
ら

 
そ
う

わ
れ
蓮
さ
ん
と

を
合
わ
せ
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

こ
こ
は
大
人
に
な
ろ
う

 
前
へ
と
踏
み
出
し
蓮
に
手
が

く

ま
で
行
く
と
手
を

し
出
す

 
亜
狛

蓮
さ
ん
共
闘
と
い
き
ま
せ
ん
か

 
蓮
 

亜
狛
さ
ん

分
か
り
ま
し
た

 
刀
に
手
を

え
て
い
た
手
を

し
出
し
互
い
に

手
を
す
る

 
華
扇

こ
れ
な
ら
問

は
な
さ
そ
う

 
マ
ミ

お
主
達
と

手
し
た

力
を
返
し
て

し
い
ん
じ

 
が
な



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
耶
狛

だ

て
そ
れ
は

人
が
先
に
喧
嘩
を
売

て
き
た
よ

  
そ
れ
を

わ
れ
た
マ
ミ
ゾ
ウ
と
華
扇
は

し

れ
な
表
情
で

を
そ
ら
す

耶
狛
の

い
分
は

も

と
も
だ
先
に
そ

ち
か
ら
共
闘
を
申
し
込
め
ば
戦
う
必
要
は
な
か

た
よ
な

 
蓮
 

ま

ま

 
亜
狛

そ
れ
よ
り
も
華
扇
仙
人
さ
ん
何
か
策
は
あ
る
ん
で
す

 
か

 
耶
狛

お

お
兄
ち

ん

 
と

わ
ざ
と
仙
人
と
つ
け
て

う
と
華
扇
は

や

を
流
し

を
作
り
口
に
当
て

 
華
扇

コ

コ

ン

な
ら
作
戦
を
話
ま
し

う
で
す
が
ま

 
ず
は
蓮
さ
ん
に
こ
の
作
戦
を
す
る
に
当
た

て
の
黒

 
幕
は
何
処
に
い
る
こ
か
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

 
か
の
説
明
を
さ
せ
て
頂
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
し

う

 
か

 
蓮
 

黒
幕

て
そ
れ
じ
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華
扇

そ
こ
も

め
て
話
い
ん
で
す
が

 
亜
狛

い
ま
せ
ん
よ

 
華
扇

す
い
ま
せ
ん
で
は

 
そ
う
し
て
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
自
分
達
に
話
し
た
事
を
蓮
さ
ん
に
も
話
す
の
だ

た

 
蓮
 

そ
う
い
う
事
で
す
か

 
華
扇

え

そ
う
い
う
事
で
す

そ
し
て
こ
の
作
戦
は
外
界

 
に
出
て
黒
幕
を

方
に
誘
き
だ
す
た
め
に
あ
る
事
を

 
し
て

し
い
と
い
う
事
で
す

 
亜
狛

あ
る
事
と
は

 
マ
ミ

こ
れ
じ

よ

 
そ
う
い
い
マ
ミ
ゾ
ウ
は
ボ

ル
を

つ
取
り
出
し
て
見
せ
て
く
る

こ
れ
で
何
を
す
る
ん
だ

 
耶
狛

て
そ
こ
に
あ
る
ボ

ル
と
何
が
違
う
の

 
マ
ミ

こ
れ
は

の
手
作
り
で
黒
幕
が
作

た
物
と
は
全
然

 
違
う
ん
じ

よ

 
華
扇

え

こ
れ
ら
の
ボ

ル
に
は
外
の
世
界
に
あ
る

わ
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ば

ス
ポ

ト
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
そ
こ
に

 
あ
る

な
ど
を

め
込
ん
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

 
る
ん
で
す

な
ら
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

し
て
幻
想

 
郷
の
力
を
封
し
た
こ
の
ボ

ル
を

手
の
黒
幕
へ
と

 
送
り

手
を

方
に
来
さ
せ
る
と
い
う
事
で
す

 
マ
ミ

ま

い
話
こ
れ
は
幻
想
郷
へ
の

道
切

み
た
い

 
な
も
ん
じ

 
い
や
そ
れ
だ

た
ら
自
分
と
か
紫
さ
ん
に
頼
ん
だ
方
が

い
気
が
さ
る
ん
だ
が
な

い
や
で
も

そ
れ
は
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
に
は
出
来
な
い
か

こ
の

人
か
ら
し
た
ら
紫
さ
ん
と
マ
ス

の

人
と
は
対
立
し
合
う
関
係
に
な
る

何
せ
幻
想
郷
の
ル

ル
を

る
行

に
等
し
い
の
だ
か
ら

そ
れ

に
頼
み
に
く
い
か
ら
作

た
ん
だ
ろ
う
な

 
耶
狛

へ

で
も
何
で
ま
た
幻
想
郷
に

れ
て
く
る
の

 
あ

ち
で
殺

ち

え
ば
良
く
な
い

 
蓮
 

や

殺
る

 
亜
狛

殺
る

て
お
い
お
い
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何
か
本
当
に

て
い
る
事
が
物
騒
だ
な

そ
ん
な
事
す
れ
ば
外
界
は
大
き
く
騒
ぐ
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
が

マ
ミ
ゾ
ウ
と
華
扇
は
ニ
コ
リ
と

う
と

 
マ
ミ

外
の
世
界
の
黒
幕
は
幻
想
郷
に
住
ま
う

達
に
喧
嘩

 
を
売

た
ん
じ

か
ら
の

少
し
は
こ
ら
し
め
な
い

 
と
の

 
華
扇

え

少
し
は
幻
想
郷
の
怖
さ
を
知

て
も
ら
お
う
と

 
思
い
ま
し
て

 
成
る
程

か
に
力
を
持
た
ぬ
者
そ
れ
も
外
の
世
界
と
い
う
事
は
人
間
で
あ
る
可
能
性
が
高

い

つ
ま
り
幻
想
郷
の
妖
怪
達
か
ら
し
た
ら
幻
想
郷
の
ル

ル
を
知
ら
な
い
外
来
人
は
格

の

食
と
い
う
事
か

 
蓮
 

え

ま
さ
か
本
当
に
殺
す
気
な
ん
で
す
か

 
華
扇

ま
さ
か
殺
し
は
し
ま
せ
ん
よ
た
だ
臨
死
体
験
に
だ
い

 
ぶ
近
い

で
す
け
ど

 
亜
狛

い
や
そ
れ
近
い

て

う
よ
り

 
蓮
 

最

臨
死
体
験
と
こ
ろ
か
走
馬

を
見
て
死
ん
で



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
し
ま
い
ま
す
よ

 
自
分
達
み
た
い
な
不
老
不
死
な
ん
か
で
は
な
い

一
度
死
ん
だ
ら
も
う
終
わ
り
だ

 
マ
ミ

安
心
せ
い

の
部
下
に

視
さ
せ
る
か
ら
の

 
耶
狛

う

ん
何
か
泥
船
に

た
気
分
だ
よ

 
マ
ミ

お
い
コ
ラ
そ
こ
の
妹
そ
れ
は

か

 
華
扇

ま

ま

そ
れ
で
作
戦
な
ん
で
す
が
そ
の
ボ

ル
を

 
黒
幕
に
渡
さ
な
け
れ
ば
話
し
は
進
み
ま
せ
ん
の
で

 
亜
狛

わ
ざ
と
負
け
る
な
り
し
て
渡
せ

て
事
で
す

 
そ
う

う
と
華
扇
は

き
マ
ミ
ゾ
ウ
は
ニ

リ
と

う

な
ら
そ
の
道
化
を
自
分
達
が
や

て

や
る
か

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
な
ら
そ
の
役
は
自
分
と
耶
狛
で
や
り

 
ま
し

う
耶
狛

協
力
し
て
く
れ
る
か

 
耶
狛

う
ん
良
い
よ

 
マ
ミ

な
ら

は
見

け
人
と
し
て
つ
い
て
行
こ
う
か
の

 
つ
ま
り
外
の
世
界
に
行
く
の
は
自
分
と
耶
狛
そ
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
の

人
は
決
ま
り
だ
な
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華
扇

分
か
り
ま
し
た
な
ら
蓮
さ
ん
は
私
と
こ
こ
に

て

 
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 
蓮
 

い
ま
せ
ん
が
何
で
ま
た

 
華
扇

も
し
も
の
た
め
の
実
行
隊
と
し
て
動
く
た
め
で
す
よ

 
そ
れ
に
も
う
夕
暮
れ
で
す
が
霊
夢
は
大
丈
夫
な
ん
で

 
す
か

 
蓮
 

は

 
一
気
に
蓮
の

が

の
気
を
引
き
真

に
な
る

ど
う
や
ら
蓮
さ
ん
か
ら
し
た
ら
霊
夢
は
怖

い
み
た
い
だ
な

何
か
マ
ス

に

て
い
る
な

 
華
扇

霊
夢
を
な
だ
め
さ
せ
る
事
が
出
来
る
の
は

方
だ
け

 
で
す
か
ら

そ
れ
と
霊
夢
達
に
も
話
す
と
し
た
ら
そ

 
ろ
そ
ろ
都
合
も
い
い
頃
合
い
で
す
の
で
話
し
て
も
ら

 

て
き
て
も
良
い
で
す
か

 
蓮
 

分
か
り
ま
し
た
な
ら
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
華
扇

お
願
い
し
ま
す

蓮
さ
ん
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蓮
 

は
い
そ
れ
で
は

 
そ
う

い
蓮
は

に
去

て
い

た

た
自
分
達
は

 
マ
ミ

そ
れ
じ

後
少
し
待

て
い
て
く
れ

り
の
調
整
を

 
し
て
し
ま
う
か
ら
の

 
そ
う

い
マ
ミ
ゾ
ウ
は
座
り
ボ

ル
を
手
に
取
り
作

を
開
始
す
る

自
分
は
華
扇
の

を
見

て
ニ
コ
リ
と

み
そ
し
て
一
気
に
表
情
を
変
え
て

む

そ
れ
を
見
た
華
扇
は

た

を
す

る
と
た
め

を

き
出
す

 
華
扇

は

耶
狛
ち

と
良
い
か
し
ら

 
耶
狛

え

あ

で
も

 
亜
狛

て
お
い
で
何
か
あ

た
ら
呼
ぶ
か
ら

 
耶
狛

う

う
ん

 
そ
う
し
て
耶
狛
を
送
る

人

た
自
分
は

 
亜
狛

華
扇
さ
ん
俺
は
別
に

女
が
ど
う
し
よ
う
が
ど
う
で

 
も
良
い
ん
で
す
よ
た
だ
耶
狛
を

つ
け
た
の
な
ら
そ

 
の
時
は
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と

い
か
け

め
る

こ
れ

上
は

て
何
に
も
な
ら
な
い
か
ら
な

日
が

む
空
を

め
な
が
ら
準
備
が
終
わ
る
の
を
待
つ
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

亜
狛

て
あ
ん
な
キ

ラ
か

 
怠
惰

何
時
も
は

グ
で
コ
ミ
カ
ル
に
書
い
て
る
だ
け
で

 
実

に
シ
リ
ア
ス
に
書
く
と
あ
ん
な
性
格
だ
よ

 

 

意
外
じ

な

 
怠
惰

ま

本
的
に
は
耶
狛
と
同
じ
で
社
交
的
な
ん
だ

 
け
れ
ど
耶
狛
と

本
的
に
違
う
の
は
あ
ま
り
人
を
信

 

し
な
い
ん
だ
よ

そ
う
い

た
意
味
で
は
耶
狛
と

 
は
真

だ
よ

 

 

う

 
怠
惰

ま

遇
と
か
も
あ
る
け
ど
元
々
の
性
格
が
結
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り
深
い
か
ら

 

 

一
心
を
開
い
て
い
る
の
は
理
久
兎
達
ぐ
ら
い
な
の

 
か
の

 
怠
惰

ま

そ
う
だ

話
し
方
も

本
は
下
か
ら
出
て

 
に
話
す
け
ど

人
と
か
耶
狛
だ
け
な
ら

の
口
調
が

 
出
て
く
る
ん
だ
よ

 

 

か
に

人
と
か
だ
と
俺
と
か

て
お
る
の

 
怠
惰

で
も
マ
ス

で
あ
る
理
久
兎
く
ん
に
は

い

意

 
を
表
し
て
る
か
ら
一
人

は
自
分
と
か

て

て

 
い
る
ん
だ
よ
そ
れ
と
今
の
所
で
耶
狛

外
で
仲
が
良

 
い
の
は
同

者
で
後

に
あ
た
る
黒

と
か
昔
か
ら

 
の

み
で
妹
紅
と
か
と
は
仲
は
良
か

た
り
す
る

 
よ

後
は
ツ

コ
ミ
仲
間

同
じ

人
と
し
て
蓮

 
く
ん
と
も
仲
は
良
い
方
な
ん
だ
よ

 

 

聞
い
て
る
と
意
外
じ

な
本
編
で
は
や
る
気
満
々
で
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あ

た
の
に

 
怠
惰

因
み
に
読
者
様
が
気
に
な
る
で
あ
ろ
う
狗
神
さ
ん
は

 
ど
う
思

て
い
る
か
と

う
と

 

 

う
と

 
怠
惰

内

 

 

こ
や
つ

 
怠
惰

そ
れ

た
ら
つ
ま
ら
ん
よ
さ
て
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な

 
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
２
４
話
 
い
ざ
外
界
へ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
眠
気
に
負
け
て
し
ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

度

度
と

投
稿
で
き
ず
で
す
い
ま
せ
ん

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
日
も
暮
れ
て
夕

け
空
か
ら
夜
の
闇
へ
と
空
は
変
わ
る

耶
狛
は
華
扇
に
つ
い
て
い
き
少
し

れ
た
場
所
に
来
る

 
耶
狛

ま
だ
歩
く
の

 
と

聞
く
と
華
扇
は
立
ち

ま
り
こ
ち
ら
を

り
向
く

 
華
扇

 
そ
し
て

て

く
立
ち

く
し
だ
す

華
扇
ち

ん
は
何
が
し
た
い
の
か
な

す
る
と
頭
を

下
げ
て

 
華
扇

さ

き
は
ご
め
ん
な
さ
い

 
耶
狛

ふ
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華
扇

だ
か
ら
そ
の
突
き

す
よ
う
な
事
を

て
し
ま

 
た
事
よ

 
つ
ま
り
呼
び
出
し
た
の
は
こ
れ
を
伝
え
る
た
め

て
事
だ

た
ん
だ

で
も
気
に
な
る
の
は
何

で
ま
た
突
き

す
よ
う
な
事
を

た
ん
だ
ろ
う

 
耶
狛

華
扇
ち

ん
何
で
ま
た
私
や
お
兄
ち

ん
を
突

 
き

す
よ
う
な
事
を

た
の

 
華
扇

え

そ
れ
は

 
ぐ
る
ぐ
る

き
に
な

て
い
る

を

み
目
を
そ
ら
す

も
し
か
し
た
ら
伝
え
に
く
い
理
由

な
の
か
な

 
耶
狛

や

り
良
い
や

 
華
扇

え

 
耶
狛

伝
え
た
く
な
い
事
は

わ
せ
る
な

て
何
時
も
お
兄

 
ち

ん
や
マ
ス

に

わ
れ
て
る
か
ら

だ
か

 
ら

わ
な
く
て
良
い
よ
そ
れ
に
華
扇
ち

ん
も

い

 
に
く
い
で
し

う
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華
扇

耶
狛

 
耶
狛

た
だ
改
め
て
私
と
友
達
に
な

て
下
さ
い
華
扇
ち

 
ん

 
嘘
偽
り
の
な
い

で
手
を

し
出
す

華
扇
は

惑

た
よ
う
な

を
す
る
が

く
り
と

手
を

る

だ
が
そ
の
時
に
な

て
気
づ
い
た

あ
の
頃
み
た
い
な
華
扇
ち

ん
か
ら
⻤
と
し
て

の
力
が
あ
ん
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ

 
華
扇

耶
狛

 
耶
狛

う
う
ん
あ
り
が
と
う

 
だ
が
力
あ
ろ
う
が
無
か
ろ
う
が
華
扇
ち

ん
は
華
扇
ち

ん
だ

そ
れ
は
変
わ
る
こ
と
は
な

い

手
を
し
て
互
い
に
手
を

す

 
華
扇

り
ま
し

う
か
そ
ろ
そ
ろ
準
備
も
終
え
て
る
頃
だ

 
と
思
う
し

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
耶
狛
と
華
扇
は
亜
狛
と
マ
ミ
ゾ
ウ
が
待
つ
場
所
へ
と

る
の
だ

た

一
方
そ
の
亜

狛
は
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亜
狛

何
か
狸
が
多
く
な

た
な

 

ろ

ろ
と
狸
妖
怪
達
が
マ
ミ
ゾ
ウ
の
行

て
い
る
作

を

き
に
来
て
い
た

と
い
う
か

き
に
来
す
ぎ
だ
ろ

し
ま
い
に
は

 
狸
 

キ

ハ
ハ

 
狸
 

わ

い

 
自
分
が
座
る

場
の
近
く
で
遊
び
だ
す
始
末
だ

元
気
が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
だ
が
こ
う
い

う
の
親
分
と
し
て
し

か
り
と
教
育
し
て
お
け
よ
な

 
マ
ミ

う
む
こ
ん
な
も
ん
じ

ろ

 
立
ち
上
が
り
大
き
く
体
を
そ
ら
し

ば
し
始
め
る

 
亜
狛

終
わ

た
ん
で
す
か

 
マ
ミ

う
む

お
主
達
そ
ろ
そ
ろ
遊
び
は

め
ぬ
か

 
そ
う

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
の
部
下
達
は
ピ
ン
と
立
ち

ま
り
そ
そ
く
さ
と

の
中
へ
と

け
て

い

た

 
亜
狛

そ
れ
上

と
し
て
教
育
し
て
ま
す
か

 
マ
ミ

う
る
さ
い
わ
い

こ
こ
最
近
は

生

い
事
が
少
な
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く
な

た
か
ら
自

れ
て
お
る
だ
け
じ

よ

 
そ
う
い
う
事
な
ら

と
も
地
底
に
来
て

し
い

そ
ん
な

た
る
い

え
は
す
ぐ
に

け

る

だ
が
今
の
地
上
で
は
そ
の

の
方
が

度
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

マ
ミ
ゾ
ウ
の

う
通

り

で

を

う
時
代
な
ん
か
で
は
な
い

そ
ん
な
時
代
は
も
う
と
う
に
過
ぎ
た
の
だ
か
ら

 
マ
ミ

何
を
そ
ん
な

て
お
る

 
亜
狛

い
い
え

時
代
の
流
れ
を
感
じ
た
も
の
で

 
マ
ミ

そ
う
か
先
程
の

が
な
い
と

た
が
取
り

 
消
そ
う
お
主
に
は

が
あ
る
わ
い

 
亜
狛

そ
う
で
す
か

 
ま
さ
か
そ
ん
な
台

が
マ
ミ
ゾ
ウ
か
ら
出
て
く
る
と
は

耶
狛
の
話
だ
と
自
分
達
を

嫌
い
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
た
が
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
だ
な

 
マ
ミ

し
か
し
あ
や
つ
達
は
何
時
に
な

た
ら

て
く
る

 
の
か

 
亜
狛

多
分
そ
ろ
そ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が

 
そ
う

い
な
が
ら
待
つ
こ
と
数
分
後
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耶
狛

た
だ
い
ま

 
華
扇

れ
ま
し
た

 

人
が

て
き
た

そ
れ
も
耶
狛
は
最
初
の
時
み
た
い
に
元
気
い

い
に
な

て
だ

見

た
感
じ
か
ら
し
て
ど
う
や
ら
仲
直
り
は
出
来
た
み
た
い
だ
な

 
亜
狛

お
帰
り
耶
狛

 
耶
狛

う
ん

 
頭
を

で
て
ニ
コ
リ
と

む

本
当
に
元
気
に
な

て
く
れ
て
良
か

た
よ

も
し
元
気
に

な

て
な
か

た
ら
そ
の
時
は
無

な

が
流
れ
て
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

そ
ん
な
事
が
起

き
な
く
て
良
か

た

 
マ
ミ

何
処
に
行

て
お

た
ん
じ

 
華
扇

ま

そ
の
少
し

 
マ
ミ

そ
う
か
ま

良
い
わ
い
そ
れ
で
そ
な
た
達
は
準
備
は

 
大
丈
夫
な
の
か

 
大
丈
夫
か
と
聞
か
れ
た
た
め

で
る
の
を

め
て
マ
ミ
ゾ
ウ
の

を
見
て

 
亜
狛

え

こ

ち
は
何
時
で
も
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耶
狛

こ

ち
も
何
時
で
も

 
と

返
事
を
す
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

く

そ
し
て
華
扇
の
方
を
向
く
と

 
マ
ミ

と
り
あ
え
ず
任
す

 
華
扇

え

と
り
あ
え
ず
そ
ろ
そ
ろ
蓮
さ
ん
が
何
か
し
ら
の

 
ト
ラ
ブ
ル
に

き
込
ま
れ
て
そ
う
だ
か
ら
収

を
し

 
て
く
る
わ

 
マ
ミ

う
む

 
そ
う

い
華
扇
は
去
ろ
う
と
す
る
と
耶
狛
は
前
へ
と
出
て

 
耶
狛

華
扇
ち

ん

 
華
扇

何
で
す
か

 
耶
狛

ま
た

 
そ
う

い
手
を

る

そ
れ
を
見
た
華
扇
は

み

 
華
扇

え

さ
よ
う
な
ら

 
そ
う

て
華
扇
は
夜
空
へ
と
飛
び
上
が
り

神
社
が
あ
る
方

へ
と
向
か

て
飛
ん
で

い

た
の
だ

た
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マ
ミ

さ
て
と
そ
れ
で
は
行
く
か
の

 
亜
狛

え

そ
れ
じ

送
り
ま
し

う
か

 
そ
う

い

け
目
を
出
そ
う
と
す
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を

に

る

 
マ
ミ

そ
ん
な
も
の
は
不
要
じ

よ

 
耶
狛

え

そ
う
な
の

 
マ
ミ

う
む

そ
ら

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は
地
面
に
思
い

き
り
手
を
つ
く
と
大
き
な

が
現
れ
る

 
亜
狛

な

 
耶
狛

わ

 
マ
ミ

こ
れ
で
い

き
に
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
ご
と
外
界
へ
と

 
送
る
か
ら
の

 
自
分
達
は
光
に

ま
れ
て
い
く

そ
の
時

耶
狛
は
手
を

し
出
し
て
き
た

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

あ

 
不
安
な
の
か
も
な
耶
狛
も
自
分
も
お
互
い
に

し
出
さ
れ
た
手
を

り

く
と
耶
狛
は
楽
し
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そ
う
に

ん
だ

そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
は
光
の
中
へ
と
飲
ま
れ
そ
の
場
か

ら
跡

も
な
く
消
え
た
の
だ

た

そ
し
て
そ
の
同
時

地
霊
殿
の
一
室
で
は
理
久
兎
は
突
然

立
ち
上
が
る

 
理
 

 
突
然

亜
狛
と
耶
狛
の

人
の
気
の
反

が
幻
想
郷
か
ら
ロ
ス
ト
し
て

い
た

あ
の

人

に
い

た
い
何
が
あ

た
ん
だ

 
黒
 

主
よ
ど
う
か
し
た
の
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

え

あ

あ

大
丈
夫
だ

 
と
り
あ
え
ず
目
立
つ
た
め
座
り

え
る

死
ぬ
こ
と
は
な
い
と
は
絶
対
に
な
い

の

人
の

反

の
ロ
ス
ト
は
何
か
あ

た
の
か

 
理
 

亜
狛

耶
狛

頼
む
か
ら
無

は
す
る
な
よ

 
信
じ
て
送
り
出
し
た
ん
だ
最
後
ま
で
信
じ
な
け
れ
ば
な

地
底
の
空
を

め
そ
う

き
理
久
兎

は

人
を
心

す
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

も
う

シ
は
ツ

コ
ま
ん

そ
れ
で
次
回
は
つ
い

 
に
黒
幕
の
登
場
か

 
怠
惰

は
い
そ
う
で
す
次
回
つ
い
に
黒
幕
が
登
場
で
す

 

 

因
み
に
そ
の
黒
幕
を
一

で
表
す
な
ら

 
怠
惰

ボ

チ
な
オ
カ
ル
ト

子
ち

ん

 

 

め
ん
か

 
怠
惰

な
ら

式
が

め
た

子
ボ

チ

 

 

じ

か
ら

め
ん
か

 
怠
惰

と
ま

黒
幕
は
正
直
な
話
で
ボ

チ
で
す
今
の
と

 
こ
ろ
は

 

 

お
主
は
い
い
加
減
に
せ
ん
と
フ

ン
か
ら

々
と

 

情
が
来
る

 
怠
惰

そ
の
時
は
怒
ら
れ
ま
す

で
も

ち

ん
ボ

チ

 
に
は

つ
の

ン
が
あ
る
ん
だ
よ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

 

何
じ

い
き
な
り
語
り
だ
し
て

 
怠
惰

つ
は
い
つ
の
間
に
か
ボ

チ
に
な

て
い
る

 

つ
目
は
自
分
か
ら
ボ

チ
に
な
る

の

つ
の

 

ン
が
あ
る
ん
だ
今
回
の
黒
幕
と
リ
ア
ル
の

 
怠
惰
さ
ん
は
後
者
の
方
の
ボ

チ

イ
プ
だ

 

 

め
ん
か

 
怠
惰

た
だ

い
の
は
学
生
時
代
の

は
い

ア
組
ん
で

 

の
一

が
拷
問
だ

た
け
ど

 

 

こ

心
が

ら
れ
る
の

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

高

が
一
番
楽
し
か

た
な
中
学
時
代

 
は
裏
切
り
が
多
か

た
か
ら

 

 

何
が
あ

た
ん
じ

怠
惰
よ

い
て

良
い
ん

 
じ

 
怠
惰

う
る
せ

や
い

と
り
あ
え
ず
時
間
も
時
間
だ
し

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
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う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
２
５
話
 
秘
封
倶
楽
部
初
代
会
⻑
 
現
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ド
ラ
ビ
ル

に
久
々
に
は
ま

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

久
々

に
や
る
と
こ
れ
が
ま
た
楽
し
い
ん
で
す
よ

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど

う 
光
に

ま
れ
て
か
ら

く
し
て
光
が

み
目
を
開
け
る
と
そ
こ
は
先
程
の
風

と
は

し
て
い

た

が

が

て
い
た

 
耶
狛

わ

 
マ
ミ

成

じ

な

 
亜
狛

来
た
ん
で
す

外
界
へ

 
無
数
に
建
ち

ぶ
ビ
ル
の

天

と
薄
暗
い
夜
空
は
と
て
も
マ

チ
し
て
い
た

こ
の
光

は

か
つ
て
マ
ス

が
地
上
の
者
達
と
の
戦
い
の
場
と
し
て

い
た
楽

の
エ
レ

ン
に
と
て
も

し
て
い
た

し
か
し
マ
ス

の

い
た
エ
レ

ン
の
方
が
昔
な
が
ら
の
風

も
取
り
入
ら
れ
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た
り
し
て
い
る
た
め
あ

ち
の
方
が

み
だ
な

 
耶
狛

せ

か
く
だ
し
外
の
世
界
の
お

服
を
見
て
み
た
い

 
な

 
亜
狛

耶
狛
こ
れ
は
遊
び
で
も
な
ん
で
も
な
い
仕
事
だ
か
ら

 
な

そ
こ
は

れ
る
な
よ

 
耶
狛

は

い

 
本
当
な
ら

方

い
た
ら
買
い
物
と
か
も
さ
せ
て
は
や
り
た
い
が

れ
て
な
い
だ
ろ
う
か

こ
こ
は
幻
想
郷
で
も
地
底
で
も
な
い

そ
の
た
め
通

が
全
然
違
う
か
ら
買
い
物
な
ん
て
も
の
は

出
来
な
い

せ
め
て
マ
ス

が
い
た
ら
外
界
の
通

を
持

て
い
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
な

 
マ
ミ

う
服
に
興
味
あ
る
ん
じ

な

 
耶
狛

あ
る
よ
女
の
子
だ
も
ん

ま
さ
か
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん

 
は
な
い
の

 
マ
ミ

じ

じ

か
ら
何
じ

 
耶
狛

そ
れ
は
現
代
の
女
の
子
と
し
て
終
わ

て

 
亜
狛

コ
ラ
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ピ
シ

リ
と
耶
狛
の
頭
を

き
す
ぐ
さ
ま
頭
を
下
げ
さ
せ
自
分
も
頭
を
下
げ
る

そ
れ
は
失
礼

す
ぎ
る
だ
ろ

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん

本
当
に
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
耶
狛

い

た

い

 
マ
ミ

い

い
や

そ
う
か

終
わ

て
る
か

 
遠
い
目
を
し
て
闇
夜
の
空
の
先
を

め
動
か
な
く
な
る

あ

こ
れ

メ
な
や
つ
だ

 
亜
狛

終
わ

て
ま
せ
ん
か
ら
も

と
気
を
持
ち
ま
し

う

 
マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん

 
耶
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
お
兄
ち

ん
で
す
ら
女
装
し
た
ん

 
だ
か
ら
頑

ろ
う
よ

大
丈
夫
だ
よ
私
こ
れ
で
も

 
コ

デ

ネ

ト
に
自
信
あ
る
ん
だ
か
ら

 
マ
ミ

そ
う
か

て
何
か
不

な

ド
が
な
か

た
か

 
の

 
亜
狛

て
ち

と
待
て

何
時
ど
こ
で
知

た

 
そ
の

遠
に
封
印
し
た
い
そ
の
黒

を
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本
当
に
そ
の
黒

を
ど
こ
で
知

た
ん
だ

マ
ス

に
は
あ
れ
程
な
ま
で
に
口
封
じ
す
る

よ
う
に

た

な
の
に

耶
狛
は
ニ
コ
リ
と
楽
し
そ
う
に

い

を
そ
ら
す

 
亜
狛

な

な

そ
れ
を
本
当
に
何
処
で
知

た
ん
だ
よ

 
な

耶
狛
さ
教
え
ろ
よ

 
耶
狛

え

と

 
と

耶
狛
が
話
そ
う
と
し
た
そ
の

間

ど
こ
か
ら
か
風
を
切
る

が
聞
こ
え
だ
す

 
亜
狛

何
の

だ

 
マ
ミ

 
全
神

を
耳
に
集
中
さ
せ
て
神

を

ら
せ
耳
を

ま
す
と
何
か
が
風
を
切
る

を
立
て
て
向

か

て
き
て
い
た

 
亜
狛

待

 
マ
ミ

な

 
耶
狛

ふ

 
と
指

を
し
耶
狛
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
す
ぐ
さ
ま

け
た

間
真

か
ら
⻑
い
何
か
が
飛
ん
で

き
て
自
分
の

を
か
す
め
た
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耶
狛

何
な
の
今
の

て
お
兄
ち

ん
大
丈
夫

 
亜
狛

あ

平
気
だ

 
何
だ

た
ん
だ
と
思

て
い
る
と

 

 

あ
ち

今
の
を

け
ち

う
か

 
そ
う

い
な
が
ら

人
の
怪
し
い
奴
が
自
分
達
と
同
じ
よ
う
に
空
を
飛
び
な
が
ら
出
て
き
た

そ
の
風

は
マ
ン
ト
に

そ
し
て
大
き
な
黒
い

子
を

て
い
た

何
よ
り
も

か
ら
し
て

女
性
だ

 
亜
狛

お
前
か
異
変
の
黒
幕
は

 

 

黒
幕

何
を

て
ん
の
私
は
秘
封
倶
楽
部
そ
し
て

 
そ
の
初
代
会
⻑

宇
佐
美
菫
子
そ
の
人
よ

 
と

高
々
に
話
す

そ
れ
を
見
た
耶
狛
は
菫
子
と
名

た
子
を
指

し
て

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
変
人
だ
よ
変
人
が
い
る
よ

 
亜
狛

こ
ら
指

し
た
ら

メ
だ
よ
変
人
が

る
か
ら

 
あ
ん
な
の
を
指

し
た
ら
変
人
が

る

た
だ
で
さ
耶
狛
は
不
思
議
キ

ラ
な
ん
だ
こ
れ

上

変
な

性
が
増
え
て
も

る
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菫
子

が
変
人
よ

 
耶
狛

え

と
な
ら

彼
処
に
厨
二

の

い
子
が

 
菫
子

厨
二

じ

な
い
わ
よ

 
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ
る
と
そ
の
内

に
見

れ
た
文

が
見
え
る

あ
れ
は
マ
ス

の
断
罪

神
書
の
文

と
同
じ
ル

ン
文

だ

つ
ま
り
そ
れ
を
知

て
書
い
て
い
る
と
す
る
な
ら

手
は

な
り
の
手
練
れ
か

気
を
引
き

め
な
い
と
な

 
菫
子

そ
れ
よ
り
も
よ
あ
な
た
達
を
見
た
感
じ

女
と

者

 
と

人
か
し
ら

あ
れ
あ

ち
の
世
界
は

時

 
代
か
何
か
な
の

 
亜
狛

て
お
き
ま
す
が

時
代
は

に
終
わ

て
い

 
ま
す

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

 
マ
ミ

そ
れ
と

は

人
で
は
な
い
の

 
菫
子

ふ

ん

な
ら
そ
の
格

は
コ
ス
プ
レ
な
の
か
し

 
ら
そ
の
服
と
い
い
耳
と

と
い
い
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コ
ス
プ
レ
な
訳
が
な
い
だ
ろ

コ
ス
プ
レ
だ

た
ら
仕
込
み
暗

だ
と
か
出
な
い
だ
ろ

そ
れ

か
ら

と
耳
が
な
い
と
か
動
物
と
し
て
キ
ツ
い
だ
ろ

 
亜
狛

コ
ス
プ
レ
じ

な
い
で
す
よ
証
拠
に

ら

 
耳
と

を
動
か
す
と
菫
子
は

を
ク
イ
上
げ
し
て
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る

 
菫
子

へ

そ
れ
じ

ち

ん
と
し
た
妖
怪
な
ん
だ

 
マ
ミ

う
お
主
は

達
を
見
て
妖
怪
と
は
中
々
に
察
し
が

 
良
い
で
は
な
い
か

 
菫
子

そ
り

あ

さ

き
も
魔
女
だ
と
か
白

の
不
老

 
不
死
の
娘
だ
と
か
小
さ
く
て
可
愛
い
一

法
師
の
娘

 
と
か
も
来
て
た
し

 
魔
女
に
白

の
不
老
不
死

恐
ら
く
空
き

常
習
犯
の
魔
理

と
人
里
で
戦

た
妹
紅
そ
し

て

ま
で
も
が
来
て
い
た
の
か

と
い
う
か
妹
紅
は
ボ

ル
が
な
い
と
か

て
い
た
し

は
自
分
達
に
負
け
て
ボ

ル
が
な
く
な

た

な
の
に
も
関
わ
ら
ず
自
分
達
よ
り
も

く
集

め
た
と
で
も

う
の
か

 
耶
狛

そ
れ
よ
り
も
さ

き
の
危
な
い
じ

ん

当
た

た
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ら
ど
う
し
て
く
れ
る
の

 
菫
子

そ
れ
は

ら
あ
ん
な
の
に
当
た
る
レ

ル
だ

た
ら

 
戦
う

値
も
な
い
雑

て
事
に
な
る
じ

な
い

 
マ
ミ

う
雑

と
は
戦
わ
ぬ
と

 
菫
子

え

雑

に

て
い
て
も
時
間
の
無

な
の
よ
私

 
は

を
解
き
明
か
す
の
よ
あ
な
た
達
の
住
む
世
界
の

 

を

そ
し
て
見
つ
け
る
の
消
え
た
あ
の
人
を

 
そ
う

う
と
菫
子
は
不

に

た
か
と
思
う
と
ビ
ル
の
建
設

中
と
な

て
い
る
場
所
に
手

を
向
け
る
と
無
数
の

が
菫
子
へ
と
引
き

せ
ら
れ

に
ふ
わ
ふ
わ
と

き
だ
す

 
菫
子

さ

て
結
界
が

れ
れ
ば
私
は
あ
な
た
達
の
世
界
へ

 
と
行
け
る
そ
の
邪
魔
を
す
る
な
ら
こ
こ
で

に
で
も

 
な
り
な
さ
い

 
不

に

い
強
者
の
余

を
見
せ
て
く
る

人
間
に
し
て
あ
そ
こ
ま
で
の
余

は

に
値
す

る

蓮
さ
ん
で
す
ら
あ
ん
な
余

は
な
か

た
の
だ
か
ら

 
マ
ミ

分
か

て
お
る
な
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亜
狛

え

お
任
せ
を

 
耶
狛

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
に
は
後
々
の
交
渉
を
し
て
も
ら
う

 
か
ら
下
が

て
て
よ

 
マ
ミ

な
ら
任
せ
る

 
そ
う

い
マ
ミ
ゾ
ウ
は

と
共
に
消
え
る

 
菫
子

あ
ら

人
で
来
な
い
の

 
亜
狛

女
程
度
な
ら
妹
と
自
分
だ
け
で

分
な
の
で

 
そ
う

い
自
分
達
は
臨
戦
態

を
と
る

 
菫
子

そ
う
な
ら
異
界
の
者
に

意
を

し
こ
こ
で
果
て

 
な
さ
い

 
菫
子
は
そ
う

い
無
数
の

を

方
へ
と

て
き
た

 
耶
狛

こ
の
常
闇
の
空
と

 
亜
狛

光
輝
く

天

を
見
つ
つ

 
耶
狛

異
界
へ
と

を

 
亜
狛

踏
み
い
る
こ
と
な
く
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そ
こ
ま
で

い
自
分
と
耶
狛
は
呼

を
整
え
て

 

人

こ
こ
で
散
れ

 
と

い
自
分
は
二
刀
を
耶
狛
は

を

え
向
か

て
く
る

へ
と
突

込
む

そ
う
し

て
菫
子
と
の
外
界
で
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
怠
惰

や

と
出
て
き
た
菫
子
ち

ん
実
は
狐
組
の
方
だ
と

 
少
し
名
前
が
出
て
い
た
り

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

ま

菫
子
ち

ん
は
龍
組
よ
り
も
狐
組
と
の

 
み
が
楽
し
み
な
キ

ラ
の

人
だ

た
す
る
ん
だ
よ

 

怠
惰
さ
ん
的
に
は
だ
け
ど

 

 

う
し
か
し
狐
組
の
方
が

々
と

み
合
い
多
い
気
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が
す
る
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

ま

あ

ち
は
地
上
だ
か
ら
仕
方
な
い

 

 

そ
れ
は

そ
う
な
ん
じ

が
な

 
怠
惰

ま

そ
れ
で
も
理
久
兎
を
目
当
て
で
来
た
り
す
る
客

 
も
多
い
け
ど

 

 

 

旧
都
の
住
人
達
か
ら
始
ま
り
地
上
だ
と

今
の
所
で

 
客
人
と
し
て
来
た
の

て
若
造
と
天
邪
⻤
と
か
ゲ
ス

 
な
河
童
達
と
か
エ

新
聞
記
者
ぐ
ら
い
な
気
が
す
る

 
の
は
気
の
せ
い
で
は
な
い
よ
な

 
怠
惰

理
久
兎
の
人
望
は
理
禍

異
変
で

ち
た
か
ら

 
仕
方
な
い

 

 

め
ん
か

 
怠
惰

そ
の
時
は
死
ん
だ

い
だ

た
さ
ら
あ
る
意
味
で
神

 
聖
視
さ
れ
て
た
け
ど
生
き
て
ま
し
た
か
ら
の
さ
と
り

 
の

や
ら
で
カ
リ
ス
マ
ブ
レ
イ
ク
し
た
か
ら
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し
ま
い
な
は

め
と

わ
ん
ば
か
り
に

ち

ん
が

 
乱
入
し
て
更
に
キ

ラ

を
加

さ
せ
た
の
が
原

 
因
だ
か
ら

 

 

う

悪
か

た
の

 
怠
惰

ま

で
も

き
合
い
だ

た
り
元
来
の
性
格
は
変
わ

 
ら
な
い
か
ら
皆

て

し
て
る
ん
だ
よ

 

 

本
当
か
の

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
人
そ
れ

れ
だ
か
ら

さ
て
そ
ろ
そ

 
ろ
頃
合
い
だ
か
ら
こ
こ
ま
で

 

 

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
２
６
話
 

宇
佐
美
菫
子

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ド
ラ
ビ
ル
が
楽
し
く
て

し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

月

は
休
み
だ

た
の
で
も
う

し
て
ま
す

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
闇
夜
に
光
る
ビ
ル

の

天

に

ら
さ
れ
る
中
自
分
と
耶
狛
は
黒
幕
で
あ
る
菫
子
を

手

に
八
百
⻑
弾
幕
ご

こ
を
行

て
い
た

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

は
い
は
い
そ
れ

小

 
向
か

て
く
る

を
耶
狛
が
能
力
に
よ
る

小
で
小
さ
く
し

々
と

け
菫
子
へ
と
間
合
い

を

め
る

 
菫
子

そ
ん
な
の
あ
り

 
亜
狛

散
れ

 
二
刀
を

手
持
ち
し
て
菫
子
へ
と
斬
り
か
か
る
が
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菫
子

う
わ

と

 

リ

リ
の
所
で
回

さ
れ
る

や
は
り
戦
い

れ
し
て
な
い
の
か

け
方
が
ド

人
だ

そ

の
証
拠
に

け
方
に
無

な
動
作
が
多
い

 
亜
狛

耶
狛

 
斬
る
の
を

め
す
ぐ
さ
ま

れ
る
と
耶
狛
は
妖
力
を
使
い
無
数
の
狼
弾
幕
を

成
し

 
耶
狛

行

て

 
と
指

を
し
た
と
同
時
に
狼
達
が
菫
子
目
掛
け
て
襲
い
か
か
る

だ
が
菫
子
は

て
立
ち

く
す
と
ニ

リ
と

う

 
菫
子

テ
レ
ポ

テ

シ

ン

 
狼
達
が

を
向
け

み
つ
こ
う
し
た
と
同
時
に
菫
子
は
そ
う
唱
え
る
と
一

で
姿
を
消
し
た

 
亜
狛

な

 
耶
狛

何

今
の

 
そ
れ
よ
り
も
何
処
に
行

た
ん
だ

探
そ
う
と
し
た
そ
の
時
布
が
な
び
く

が
近
く
で
聞
こ

え
る

こ
の

か
ら
し
て
下
に
い
る

 
亜
狛

術

幕
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す
ぐ
さ
ま

幕
を

ち
耶
狛
と
共
に

に

れ
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

し

静
か
に
し
て
匂
い
を

れ

 
こ
の

の
中
な
ら

々
に
や
ら
れ
な
い
そ
う
思

て
い
た
が

 
菫
子

無

よ

エ
ア
ロ
キ
ネ
シ
ス

 
突
然
の
突
風
が

幕
を
消
す

が
晴
れ
る
と
そ
こ
に
は
自
信
あ
り
げ
に
菫
子
が
立

て
い

た 
菫
子

い
て
か
ら
の

技
も
中
々
に
大
変

 
亜
狛

あ
の

け
方
は

技
だ

た
と
で
も

 
そ
う
だ
と
し
た
ら
自
分
を

す
レ

ル
と
い
う
事
に
な
る
た
め

い
役
者
だ

 
菫
子

そ

そ
う
よ
あ
れ
も

技
よ

 
あ

こ
れ
は
嘘
だ
な

つ
ま
り
さ

き
の
一

の

動
の
時
に
見
せ
た
不

の

い
が

技
と

い
う
こ
と
か

つ
ま
り
元
々
は
回

す
る

は

間

動
で
行

て
い
た
た
め

チ
の

リ

リ

け
を
し
て
い
な
か

た
ん
だ
な

 
菫
子

そ
れ
よ
り
も
そ
ん
な
ボ
サ

と
し
て
る
と
火

す
る
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わ
よ

 
亜
狛

ど
う
い
う

な

 
耶
狛

何
時
の
間
に

 
い
つ
の
間
に
か
自
分
達
の

り
に
無
数
の
火

が
あ
り
今
に
も

発
し
そ
う
な

気
な
の

だ 
菫
子

イ
ロ
キ
ネ
シ
ス

 
菫
子
の
一

で
火

は
更
に
光
だ
し

発
し
た

 
耶
狛

仙
術
十
三
式
空

 
だ
が
そ
の
直
後
に
耶
狛
が
空

を

り
に

り

ら
せ

発
を
防
ぐ

 
亜
狛

や
る
じ

な
い
か

 
耶
狛

ま

お
兄
ち

ん
反
撃
よ
ろ
し
く

 
亜
狛

あ
い
よ

 
そ
う

う
と
耶
狛
は
結
界
を
解
く
と

の
中
へ
と
自
分
は
突

込
む

そ
し
て
刀
身
と
刀
身
を

り
合
わ
せ
な
が
ら
進
み

か
ら
出
る

 
菫
子

な
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亜
狛

進

 
刀
身
か
ら
無
数
の
白
い
化
け
物
達
が
出
現
し
菫
子
へ
と
そ
の
不
気
味
な

を

ば
し

も
う
と

す
る
が

 
菫
子

力
 
サ
イ
コ
キ
ネ
シ
ス
ア
プ
リ

 

の
よ
う
な
物
を
取
り
出
し
指
で
何
か
の

作
を
す
る
と
無
数
の
ボ
ロ
ボ
ロ
な
テ
レ
ビ
等
の

化
製
品
や

材
ま
し
て
や
家

な
ど
の
所

大
ゴ
ミ
が
こ
ち
ら
に
向
か

て
飛
ん
で
き
た

 
亜
狛

 
す
ぐ
さ
ま
刀
を

る
リ

ム
を
変
え
向
か

て
く
る

大
ゴ
ミ
に

を

ば
し

々
に

し

て
い
く

 
菫
子

そ
ん
な

撃
じ

当
た
ら
な
い
当
た
ら
な
い

 
耶
狛

な
ら
こ
の

撃
は
当
た
る
か
な

お
兄
ち

ん
頭
を

 

り
る

 
亜
狛

頭
を

り
る

て

 
ど
う
い
う
事
だ
ろ
う
と
思

た
そ
の

間

 
ゴ
ン
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亜
狛

げ
ぶ
し

 
頭
に
何
か

撃
が

き

り

を
出
し
て
し
ま
う

何
が
起
き
た
ん
だ

上
を
視
る
と
耶
狛
が

高
く
ハ
イ

ン
プ
し
て
い
た

つ
ま
り
自
分
の
頭
を
踏
み
台
に
し
て
ハ
イ

ン
プ
し
た
の
か

俺
の
妹
は

 
耶
狛

大
小
 
大
き
な
葛
と
小
さ
な
葛

 

つ
の
葛
が
出
現
し
耶
狛
は

で

つ
の
大
小
異
な
る
葛
を

れ
る
と
そ
れ
ら
は
開
き
中

か
ら
無
数
の
弾
幕
や
レ

ザ

が

た
れ
る

 

 
耶
狛

あ
り

り

外
れ
だ
よ

 
亜
狛

お
い
耶
狛

人
の
頭
を
踏
み
台
に
す
る
な

 

中
は
と
も
か
く
頭
は
普
通
は
無
い
だ
ろ

人
な
ら

の

が

れ
て

て
る

 
耶
狛

テ
ヘ

 

変
わ
ら
ず
反

の

が
見
え
な
い
な

ま

耶
狛
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
か

 
菫
子

そ
ん
な
話
し
込
ん
で
る
と
風

が
空
く
わ
よ

 

た
弾
幕
を
回

し
な
が
ら
見
た
感
じ
か
ら

の

を

手
持
ち
し

え
る
と

 
菫
子

 

プ
リ
ン

ン
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引
き
金
を
引
き
発

す
る
と
と
ん
で
も
な
い

さ
で
弾

が
飛
ん
で
く
る

 
亜
狛

ち

 

け
目
を
作
り
そ
こ
か
ら
大

の
水
を
出
現
さ
せ

 
亜
狛

術
 
水
狼
の
強
襲

 
ス

ル
を
唱
え
な
が
ら
水
に
刀
身
を
入
れ
一
気
に

る
い
水
流
を
菫
子
へ
と

つ
と
向
か

て

き
た
高

の
弾

は
水
に

も
れ
て
消
え
そ
の
ま
ま
菫
子
へ
と
向
か

て
い
く

 
菫
子

水
に
は
水
で
対

よ

ハ
イ
ド
ロ
キ
ネ
シ
ス
 
マ
ン

 

ル

 

を
上
へ
と

る
う
と
下
か
ら
水
が
吹
き
出
し
自
分
の

た
水
を
防
ぐ

 
亜
狛

な

 
菫
子

ふ
ふ
ん
ど
う
よ

 
耶
狛

か
ら
の

ス
イ

チ

 
と
ま
た
耶
狛
が
意
味
の
分
か
ら
な
い
事
を

う

今
度
は
何
を
す
る
気
だ
と
思

て
い
る
と

 
耶
狛

理

 
理
神
の
狼

女

 
耶
狛
の
体
が
神
々
し
く
光
輝
く
と
一
気
に
菫
子
へ
と
間
合
い
を

め

を

る
う
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菫
子

う
わ

ち

あ
ぶ
な

 
つ
ま
り
今
度
は
自
分
が
援

し
ろ
と

う
の
か

仕
方
な
い
が
な
け
な
し
の
数
少
な
い
ク
ナ

イ
を
全
て
使
う
か

刀
を

刀
し
て

り
の
ク
ナ
イ
を
取
り
出
し
投

す
る

 
菫
子

今
度
は
ク
ナ
イ
あ

も
う

 
菫
子
は

を

る
い
ク
ナ
イ
を
不
思
議
な
力
で
弾
き
飛
ば
す

だ
が

い

今
投
げ
た
の
は

き
ク
ナ
イ
だ

弾
か
れ
た
ク
ナ
イ
は

等
に
突
き

さ
り
複
雑
に

み
合
い

イ

ト

ラ

プ
と
な
る

 
亜
狛

耶
狛

 
耶
狛

じ

あ

菫
子
ち

ん

 
合

と
共
に

け
目
を
耶
狛
の

元
に
作
る
と
そ
の
中
へ
と
入
る

耶
狛
を
逃
が
し
自
分
の

に
来
る
と
共
に

け
目
が
閉
じ
た

間
に

を
引
く
と

イ

ト
ラ

プ
が
菫
子
へ
と

る

 
菫
子

い
ん
じ

な
い
の
テ
レ
ポ

テ

シ

ン

 
耶
狛

あ

ま
た
逃
げ
た

 
そ
う

い
ま
た
消
え
て
い
な
く
な
る

だ
が
そ
れ
を
見

し
て
こ

ち
も
や

て
い
る
ん
だ

よ

神

を

ら
せ

を
頼
り
に
探
す
と
マ
ン
ト
が
な
び
く

が
聞
こ
え
る

今
度
は
後
ろ
か
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グ
イ

と

を
引

る

 
菫
子

こ
れ
で
終
わ

な

 
気
づ
い
た
だ
ろ
う

手
は
恐
ら
く
自
分
達
の
近
く
に
出
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い

何

な

ら
耶
狛
と
自
分
は
す
ぐ
近
く
に
い
る
の
だ
か
ら

そ
こ
を
一
気
に

き
た
い
は
ず

そ
れ
こ
そ
が

罠
な
の
だ
よ

だ

て
四
方
に

り

ら
し
た
特
別
な
ク
ナ
イ
を
引
け
ば

な
ど
の
大
き
な
物

が
こ
ち
ら
に
飛
ん
で
く
る
の
だ
か
ら

 
菫
子

力
 
テ
レ
キ
ネ
シ
ス

波

 
向
か

て
く
る

を
何
と
そ
れ
よ
り
も
大
き
な

波

が

れ
て
く
る
と
そ
れ
を

に
し
て

ド
さ
れ
弾
き
飛
ば
さ
れ
る
と
共
に

が
ブ
チ
切
れ
て
し
ま
う

菫
子
は
ド

を
し
て
こ

ち
を
見
て
く
る

正
直
な
感
想
と
し
て
は
ウ
ザ
い

 
耶
狛

し
ぶ
と
い
な

 
菫
子

し
ぶ
と
く
て
結

よ
チ

イ
ン
メ

ル

 
無
数
の
怪
し
く
光
る

が

方
に
向
か

て
飛
ん
で
く
る

刀
を

き
全
て
斬
る
と
気
づ

く

い
つ
の
間
に
か
菫
子
が
い
な
い
事
に

 
耶
狛

あ
れ
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亜
狛

今
度
は
何
処
に

 
と

探
し
て
い
る
と
耶
狛
は
自
分
の

を
ク
イ
ク
イ
と
引

て

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

あ
れ

 
亜
狛

何
だ

よ

 
上
空
を
見
て

く

真

暗
な
空
に
光
が
見
え
る
の
だ

そ
し
て
そ
の
近
く
の
高
い

に
菫
子

は

手
を

げ
て
立

て
い
た

ま
さ
か
大
技
を
打
つ
気
か

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
作
戦
は
覚
え
て
る
よ

 
亜
狛

あ

も
う
少
し
続
け
た
か

た
が
仕
方
な
い
か

 
自
分
達
は
何
も
せ
ず
そ
の
場
で
そ
の
光
を

め
な
が
ら

 
亜
狛

耶
狛

怪
我
を
治
す

意
は
し
て
お
け
よ

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
こ
そ

 
そ
う

い
あ

て
い
る
と
菫
子
の

り
に
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
が

き
出
す
と

が
直

頭
の

中
に

い
て
く
る

 
菫
子

幻
視
せ
よ

異
世
界
の
狂
気
を

 
と

い
た

間
に
光
が
自
分
達
に
降
り
注
ぎ
そ
し
て
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ピ
チ

ン

 
ピ
チ

ン

 
自
分
達
は

弾
し
こ
の
勝
負
と
い
う
か
八
百
⻑
試
合
と
し
て
菫
子
が

初
め
の
勝

を

め
た

の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
八
百
⻑
試
合
か

 
怠
惰

ボ

ル
を
渡
す
の
が
仕
事
だ
か
ら

た
だ
八
百
⻑
す

 
る
も
の
大
変
な
ん
だ
よ

八
百
⻑
だ
か
ら

て
手
を

 

く
と
怪
し
ま
れ
る
か
ら

 

 

か
に
の

 
怠
惰

そ
う
い

た
意
味
だ
と
菫
子
よ
り
も
亜
狛
と
耶
狛
の

 
方
が
役
者
だ

た
か
も

 

 

し
か
し
あ
の
娘
の
能
力
は
何
じ

何
と
か
キ
ネ
シ
ス

 
と
か

て
お
る
が
ま
さ
か
エ
ス

な
の
か
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怠
惰

そ
の
通
り
彼
女
は
正
真
正

の
エ
ス

少
女
な
ん

 
で
す

 

 

う

 
怠
惰

た
だ
ボ

チ
な
の
か
世
間
体
的
に

レ
て
る
け
れ
ど

  

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん

ン

カ

に

て
受
け

て
く
る
し

 

 

あ
の
成
り
で
そ
れ
は
の

 
怠
惰

だ
か
ら

レ
て
る
の
さ

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
そ

 
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様

今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

さ
ら
ば
じ

何
て

 

 

そ
れ
は

シ
の
台

じ
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第
５
２
７
話
 
女
子
高
生
は
幻
想
郷
へ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ド
ラ
ビ
ル

を
や
ろ
う
か

ん
で
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

も
面
白
か

た
た
め

も
面
白
い
よ
な
と
思

て
い
る
次
第
で
す

そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ

れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
光
の

に
飲
ま
れ
た
後

 
亜
狛

つ
つ

 
目
を
覚
ま
し
た
自
分
は

り
を
見
る

す
る
と

に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
耶
狛
が
眠

て
い
た

 
亜
狛

お
い
耶
狛

 
耶
狛

う

ん

も
う
少
し

 
ま

た
く
ま
だ
眠
る
気
な
の
か

や
り
た
く
な
い
手
だ
が
仕
方
な
い
あ
の
方
法
で
起
こ
す
か

 
亜
狛

耶
狛

悪
い
マ
ス

か
ら
俺
と
お
前
は
解

だ

 
て
知
ら
せ
が
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耶
狛

う

ん

へ

 
飛
び
起
き
耶
狛
は

く

ど
の

を
流
し
な
が
ら
キ

ロ
キ

ロ
と

り
を
見
だ
す

 
耶
狛

マ
ス

ご
め
ん
な
さ
い

て
な
い
で

 
亜
狛

談
だ

談
だ
か
ら

ち
着
け

て

 
耶
狛

ふ

 

ち
着
い
た
耶
狛
は
自
分
を
見
て

を

む
と

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
よ

解

さ
れ
て
な
い
よ

 
亜
狛

し
て
な
い

し
て
な
い

そ
れ
に
マ
ス

が
俺
達

 
を

て
る
わ
け
無
い
だ
ろ

 
耶
狛

だ

だ
よ

 
耶
狛
は
力
が

け
た
の
か
へ
た
り
こ
む

そ
し
て
安

の

を

ら
す

自
分
達
の
マ
ス

へ
の

義
は
今
も

れ
た
こ
と
は
な
い

だ
か
ら
こ
そ

い
ら
な
い

解

な
ん
て

わ
れ

た
日
に
は
耶
狛
と
共
に

イ
ブ
す
る
か
も
し
れ
な
い

 
耶
狛

て
お
兄
ち

ん
そ
ん
な

談
つ
か
な
い
で
よ

 
心

が

ま
る
か
と
思

た
よ
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亜
狛

ご
め
ん
と
い
う
か
お
前
が
起
き
な
い
か
ら
だ

 
耶
狛

う

う

ん

 
耶
狛
は
目
を
そ
ら
し

を

く
何
時
も
の

だ
な

 
亜
狛

そ
れ
よ
り
も
菫
子
さ
ん
は

 
耶
狛

わ
れ
て
み
る
と

そ
れ
よ
り
も
再
生
し
な
い

 
亜
狛

だ
な

リ
ザ
レ
ク
ト

 
耶
狛

リ

ネ

シ

ン

 
自
分
達
は

や
服
を
元
に

し
改
め
て
菫
子
を
探
す
と

 

 

あ
ら
や

と
目
覚
め
た
の

 

が
し
て
向
く
と

水

ン
ク
の
上
に
菫
子
が
楽
し
そ
う
に
ニ

ニ

し
な
が
ら
座

て
い

た 
菫
子

ど
う
私
の
実
力
は

 
耶
狛

う
ん

い

 
亜
狛

え

 

て

い
棒
読
み
で
耶
狛
は

う
よ
な

ま

仕
方
な
い
か
だ

て
自
分
達
が
し
た
試
合
は
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こ

ち
が
負
け
る
よ
う
に
仕
組
ん
だ
弾
幕
ご

こ
だ

た
か
ら
な

 
菫
子

そ
う
で
し

う

そ
う
で
し

う

 
棒
読
み
な
の
に
気
づ
い
て
な
い
の
か
菫
子
は

と
嬉
し
そ
う
に

う

棒
読
み
で

め

ら
れ
て
嬉
し
い
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
か
気
づ
け
よ

や
れ
や
れ
と

れ
て
い
る
と

 

 

う
中
々
に
見
事
じ

た

 

チ

チ
と

手
す
る

と
共
に

が
聞
こ
え
る

す
る
と
菫
子
の
後
ろ
に
マ
ミ
ゾ
ウ
が
楽
し

そ
う
に

い
な
が
ら
飛
ん
で
い
た

そ
し
て
ビ
ル
へ
と
降
り
る
と
ニ
コ
や
か
に

み
の
あ
る
よ
う

な

を
す
る

 
菫
子

ど
う
よ

女
の
子
分
達
は
ち

ち

い
と

け
た

 
わ
よ

 
耶
狛

む

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
の
子
分
じ

な
い
の
に

 
亜
狛

ち
着
け
後
で

え
ば
良
い
だ
ろ

 
耶
狛

う
ん

 
こ
こ
で
ぶ
ち

し
た
ら
作
戦
が
台
無
し
だ

 
マ
ミ

し
て

そ
の

い
方
じ

と
お
主
は

と
の
戦
い
を
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望
む
と
で
も
い
う
の
か

 
菫
子

ま

女
が
や
る
な
ら

 

を
あ
げ
て
見
下
し
た
か
の
よ
う
な
表
情
で

う

恐
ら
く
マ
ミ
ゾ
ウ
を

く
見
て
い
る
な

と
い
う
か
マ
ミ
ゾ
ウ
は
と
も
か
く
自
分
達
を

く
見
ら
れ
て
い
る
事
に
イ
ラ

と
く
る
な

 
マ
ミ

ま

待
て
待
て
流

に
お
主
の
実
力
は
分
か

た
か

 
ら
の
そ
れ
で
挑
む
の
は

暮
で
も
あ
る
そ
れ
に
お
主

 
の
先
程
の

動
か
ら
幻
想
郷
に
行
き
た
い
と

て

 
お

た
が

 
菫
子

え

そ
れ
よ
り
も
戦
う
気
は
な
い
と

う
の

 
マ
ミ

う
む
お
主
の
実
力
で
は
到
底
に

ば
な
い
と
判
断
し

 
た
か
ら
の

 
手
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
て
変
な

技
を
し
だ
す

何
が
実
力
で
は
到
底
に

ば
な
い
だ
よ

耶
狛

の

を
見
る
と
耶
狛
も
若

な
が
ら
に

れ
て
し
ま

て
い
た

 
菫
子

フ

フ

そ
う
よ

何
せ
私
み
た
い
な
サ
イ
キ

 
カ

少
女
は
強
い
も
の

も
の
の
け
な
ん
て
の
は
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元
の
存

よ

 
マ
ミ

中
々
に
勝
ち
気
じ

の

な
ら
そ
ん
な
お
主
に
は
こ

 
れ
を

ろ
う
か
の

 
そ
う

い
マ
ミ
ゾ
ウ
は

の
ボ

ル
を
菫
子
へ
と
渡
す

 
菫
子

こ
れ
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
じ

な
い

で
も
私
が
作

 
た
の
と
は
違
う
性

 
マ
ミ

ご
名

そ
れ
は
幻
想
郷
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
じ

そ

 
れ
を
使
え
ば
幻
想
郷
に

 
菫
子

行
け
ち

う

て
訳

 
嬉
々
と
し
て
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
を

げ
て
楽
し
そ
う
に
く
る
く
る
と

る

 
マ
ミ

ま

に

す
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
事
じ

 
菫
子

そ
う

ま

も
う

は
し
な
い
で
あ
げ
る
わ
よ

 
そ
ん
じ

 
そ
う

い
菫
子
は

る
の
を

め
ボ

ル
を

げ
た
そ
の

間
光
輝
い
た
か
と
思
う
と
菫
子

は
光
の
中
へ
と
消
え
こ
の
場
か
ら
い
な
く
な

た
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耶
狛

あ
り

り

 
亜
狛

こ
れ
は
幻
想
郷
に
行

た
と
い
う
事
で
良
い
ん

 
で
す
よ

マ
ミ
ゾ
ウ
さ
ん

 
マ
ミ

う
む

ま

こ
れ
で
あ
の
娘
に
と

て
⻑
く
て

い

 
夜
が
始
ま
る
と
い
う
訳
じ

な

 
ニ

ニ

と

い
な
が
ら
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を
大
き
く

い

め
て
大

の

を
吹
く

 
マ
ミ

し

か
し
上
か
ら
目

な
娘
じ

た
な

 

動
か
ら
し
て
若

だ
が
イ
ラ
つ
い
て
い
た
み
た
い
だ
な

ま

か
に
上
か
ら
目

で
の
物

い
は
あ
ま
り
感
心
し
な
い
な

 
亜
狛

現
代
人
は
皆
あ
ん
な
何
で
す
か

 
耶
狛

か
に

 
そ
う
だ
と
し
た
ら
今
の
現
代
は
昔
よ
り
も
人
の
心
は

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

と

い

て
も
昔
も
昔
で

か

た
け
ど
な

 
マ
ミ

ま

後
は
あ

ち
の
者
達
に
任
せ
る
か
の

そ
ん
で

 
も

て
時
間
が
来
た
ら
様
子
見
だ
け
し
よ
う
か
の
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亜
狛

人
だ
け
高
見
の
見
物
で
す
か

 
マ
ミ

ま

の
全
て
を
出
し

き

す
の
が
化
け
狸
の
大
将

 
じ

か
ら
の

 
や

り
マ
ミ
ゾ
ウ
は
食
え
な
い
な
性
格
し
て
い
ら

し

る

そ
こ
は
あ
る
意
味
で
マ
ス

と
は
違
う
よ
な

 
耶
狛

は
い
は
い

 
と

突
然

耶
狛
が
手
を

げ
て

ん

ん
と

る

 
マ
ミ

何
じ

狼
の
妹

 
耶
狛

仕
事
し
た
ん
だ
か
ら
何
か
ご

美
を
受
け
と
る

 
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま

す

 
マ
ミ

こ
や
つ
は

ま

良
い
か
何
じ

服
で
も
買
え
と
で

 
も

う
の
か

 
耶
狛

う
ん
買

て

 

し
い
満
面
の

で
そ
う

う
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

を

と
し
固
ま
る

 
マ
ミ

ま

ま

あ
れ
じ

良
い
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え
な
が
ら
に

と
し
た

を

う
と

の
中
身
を

て
服
の
内
ポ

ト
に
し
ま
う

 
耶
狛

わ

い

 
亜
狛

は

耶
狛
が
す
い
ま
せ
ん

 
マ
ミ

ま

一
理
は
あ
る
か
ら
の

そ
れ
で
は
さ

さ
と
行

 
く

そ
ん
で
さ

さ
と
帰
る

 
耶
狛

お

 
亜
狛

は

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
ビ
ル
を
降
り
て
夜
の

を
歩
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
あ
の
菫
子
な
る
者
は
大
丈
夫
な
の
か

 
不
安
に
な
る
の

 

 
怠
惰

ま

幻
想
郷
を

め
て
か
か
る
と
死
ぬ
か
ら

 

 

か
に
の
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怠
惰

因
み
に
幻
想
入
り
し
て
し
ま

た
ら
会

た
方
が

 
良
い
子
と

メ
な
子
そ
し
て
行
く
べ
き
場
所
と
行

 

て
は

メ
な
場
所
を

し
よ
う
か

 

 

う

 
怠
惰

会

た
方
が
良
い
子
は

先
生
に
妹
紅
ち

ん

 
そ
れ
か
ら

仙
に
ア
リ
ス
そ
し
て
聖
に
神
子
達
と

 
い

た
宗
教
組
だ

た
り

や
霊
夢
と
い

た

 

合
か
な

 

 

そ
の
理
由
は

 
怠
惰

そ
れ
は

神
社
に

れ
て
い

て
く
れ
る
か

 
ら
だ
よ
外
来
人
達
は

神
社
ま
で
来
て
や

と

 
帰
れ
る
か
ら

ア
リ
ス
と
か
妹
紅
そ
れ
か
ら
聖
や

 
神
子
に
な
る
と
家
に
泊
め
て
も
く
れ
る

だ
よ

 

 

う

 
怠
惰

で
行

た
方
が
良
い
場
所
は

神
社
を

頭
に
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命
蓮
寺
か
人
里
に
な
る
か
な

そ
こ
で
な
ら
殺
し

 
は
ご
法
度
だ
し

 

 

成
る
程
な
そ
れ
で
会

た
ら

メ
な
者
と
場
所
に

 
つ
い
て
は

 
怠
惰

え

と
会

た
ら

メ
な
子
は

で

て
し
ま

 
う
と
ル

ミ
ア
だ
と
か

姉
妹
だ
と
か
だ

た

 
り
と
か
後
は

幽
香
だ
と
か
に
な
る
の
か
な

 

 

食
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
じ

な

 
怠
惰

そ
う
い
う
事

会

た
ら
真

先
に
夕
食
に
な
る

 
か
ら

幽
香
の
場
合
は

殺
し
に
来
る
よ

 

 

そ
れ
で
場
所
は

 

 
怠
惰

あ

場
所
と
し
て
は
上
記
の
行
く
べ
き
場
所

外
と

 

べ
れ
ば
良
い
の
か
な

た
だ
そ
れ
で
も
も

と
も

 
行

て
は

メ
な
の
は
紅
魔

と
妖
怪
の
山
と
魔
法

 
の

そ
し
て
地
底
と
か
に
な
る
よ
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妖
怪
の
山
は
侵
入
す
れ
ば
天
狗
な
ど
の
妖
怪
に
襲
わ

 
れ
て
紅
魔

に
な
れ
ば
食
事
に
さ
れ
魔
法
の

と
な

 
る
と
妖
怪
が
潜
ん
で
い
た
り
地
底
に
な
る
と
そ
れ
よ

 
り
も
狂
暴
な
妖
怪
が
お
る
し
の

 
怠
惰

そ
う
だ
か
ら

本
行

た
ら

メ
な
ん
だ
よ

食
わ

 
れ
て
終
わ
る
か
な
ぶ
り
殺
さ
れ
る
か
ら

 

 

じ

な

て
怠
惰
よ
時
間
が

 
怠
惰

バ

オ

バ

し
す
ぎ
た
そ
れ
で
は
読
者
様
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
２
８
話
 
現
代
を
満
喫

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
リ
ア
ル
強

に
モ
ン
ス
ト
の
人
気
投

チ

の
結
果
を
見
せ
た
ら

デ
ム
と

わ
れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に
出
た
の
は
シ

ロ

ク
・

ム

で
し
た

マ
ル
チ

チ

で

ト
ソ
ン
も
当
た

て
い
た
の
で

ム

探

メ
ン
バ

が
集

ま

た
か
の
よ
う
な
感
覚
で
す

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
菫
子
を
見
事

幻
想
郷
人
間
に
と

て
こ
の
世
の
地
獄
へ
と
送

た
た
自
分
達
は
現

 
耶
狛

わ

 
亜
狛

こ
ら
あ
ん
ま
り
で
し

ば
る
な
よ

 
マ
ミ

変
わ
ら
ず
元
気
じ

な

狼
の
妹
は

 
現
代
で

う
シ

ピ
ン
グ

ン

な
る
も
の
に
来
て
い
た

と
い
う
か
時
間
的
に
こ
こ

し
か
空
い
て
な
か

た
た
め
来
た
と
い
う
の
が
正
し
い

 
マ
ミ

そ
れ
と
そ
ん
な
走
り
回
る
で
な
い
術
が
解
け
る
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耶
狛

は

い

 
因
み
に
自
分
達
の
服
は

装
束
と

女
服
の
た
め
悪
目
立
ち
し
て
し
ま
う
た
め
マ
ミ
ゾ
ウ
の
術

で
服
を
現
代
の
服
へ
と
変
化
さ
せ
て

て
い
る
の
だ

因
み
に
耳
と

は

 
亜
狛

耶
狛

を
動
か
す
の
は
我

し
ろ

 
耶
狛

う

ん
無
理
だ
よ

 

は
服
の
な
か
に

し
耳
は

子
の
中
に

し
て
い
る

そ
の
せ
い
か

々
と

だ
し
耳

を

し
て
い
る
た
め

が
地
味
に
聞
こ
え
に
く
い
の
だ

 
マ
ミ

お
主
達
も
変
化
の
術
ぐ
ら
い
は
使
え
る
よ
う
に
な

 
て
お
け
ば

々
と

じ

 
因
み
に
マ
ミ
ゾ
ウ
は
変
化
の
術
の
プ
ロ
な
の
か
自
身
の
耳
と

を
完

に

し
て
お
り
そ
の

姿
は
人
間
と
何
一
つ
変
わ
ら
な
い
姿
を
し
服
は
ハ
イ
カ
ラ
な
着
物
を
着
て
い
た

こ
れ
を
見
る
と

覚
え
る

値
は

分
に
あ
る
よ
な

 
耶
狛

う

ん
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
や

り

と
か
は

 

せ
な
い
の

 
マ
ミ

自
分
が
変
化
す
る
の
は

れ
て
お
る
が

人
を
変
化
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さ
せ
る
の
に

れ
て
な
い
ん
じ

よ

 
亜
狛

耶
狛
わ
が
ま
ま
ば
か
り

う
な
よ

 
耶
狛

そ
う
だ
よ

 

人
を
変
化
さ
せ

れ
て
い
な
い
の
は
仕
方
な
い
だ
ろ

何
せ
マ
ミ
ゾ
ウ
の

り
に
い
る
の
は

化
け
狸
達
だ

変
化
さ
せ
る
者
が
ま
ず
身
近
に
い
な
い
の
だ
か
ら

 
亜
狛

そ
れ
よ
り
も
こ
ん
な
所
で
話
し
て
る
と
買
う
時
間
が

 
な
く
な
る

 
耶
狛

あ

そ
う
だ

た

お
兄
ち

ん
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん

 

く
行
こ
う

 
マ
ミ

こ

こ
れ
そ
ん
な
引

る
な

 
亜
狛

そ
う

て
る
な

て

 
こ
う
し
て
耶
狛
に
手
を
引

ら
れ
な
が
ら
自
分
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は
シ

ピ
ン
グ

ン

る
の
が
ス

ト
さ
れ
た

 
耶
狛

お

夜
だ
か
ら
か
お
客
さ
ん
が
少
な
い

 
マ
ミ

ま

こ
う
い
う
所
は

間
は
多
い
が
夜
に
近
づ
け
ば
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人
は
減
る
も
の
じ

か
ら
な

 
人
は
少
な
く
店
の
従

員
達
も
時
間
も
時
間
な
の
か

け
の
準
備
に
取
り
か
か
ろ
う
と
す
る

者
が
多
か

た

 
耶
狛

う

ん
と
あ

あ

ち
行
こ
う
よ

 
手
を
引

ら
れ

れ
て
こ
ら
れ
た
先
は
男
女
の
服
を
取
り

う
店
だ

た

 
店
員

こ
ん
ば
ん
は
何
か
お
探
し
で
す
か

 
耶
狛

う
ん

つ
か
見
さ
せ
て
も
ら
う

 
店
員

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
そ
れ
で
は
ご

く
り

 
そ
う

い
店
員
は
下
が
る
と
耶
狛
は
ハ
ン

に
か
け
ら
れ
て
い
る
服
を

り
始
め
る

そ
の

つ
き
は
ま
る
で
プ
ロ
の
ス

イ
リ
ス
ト
か
何
か
の
よ
う
な

だ

 
マ
ミ

表
情
の
変
わ
り
方
が

い
の

 
亜
狛

ま

耶
狛
で
す
か
ら

 

 
何
か
を

り

け
る
何
か
を
作
る

の
コ
ン

プ
ト
作
り
な
ら
恐
ら
く
地
底
で
は
⻤
達
と

ぶ
実
力
だ
ろ
う

た
だ
し
耶
狛
の
場
合
は
作
る
も
そ
う
だ
が

り

け
る
そ
れ
が
耶
狛
の
一
番
の

強
み
と
も
自
分
は
思

て
い
た
り
し
て
い
る

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
耶
狛
は

つ
か
服
を
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選
び
試
着
室
へ
と
入
り
数
分
す
る
と

 
耶
狛

ど
う
か
な

 
試
着
室
の
カ

テ
ン
を
開
け
そ
の
姿
を
見
せ
る

半

の
何
か
文

が

ま
れ
て
い
る
シ

ツ
に
下
は
短

ン

が
見
え
る
程
の
生
地
の
少
な
い

ン
に
頭
に

子
を
着

し
て
い
る

フ

シ

ン
だ

 
マ
ミ

う
中
々
に

合

て
お
る
な

 
亜
狛

あ

 
耶
狛

え
へ
へ

 
だ
が

合

て
は
い
る
が
多
方
面
か
ら
男

の
視

を
集
め
そ
う
で
嫌
だ
な

そ
ん
な

視

を
送

た

げ
句
に
ナ
ン

な
ん
て
し
て
こ
よ
う
と
す
る
奴
は
地
獄
へ
の

道
切

い
や
き

さ
ら
ぎ
駅
へ
の

道
切

を
く
れ
て
や
る

 
耶
狛

う
ん
こ
れ
は
流
行
り
そ
う
だ
よ

 
マ
ミ

か
に
注
目
は
集
め
そ
う
じ

が
幻
想
郷
で
そ
の
格

 

は
す
る
で
な
い

変
な

に
つ
か
れ
る

 
耶
狛

わ

オ
カ
ン
な
台

だ

ま

そ
れ
も
そ
う
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だ
よ

外
行
き

か
な
だ

ま

で
も
今
は
外
だ
し

 
帰
る
ま
で
は
こ
れ
で
良
い
や
店
員
さ
ん

こ
れ
を
そ

 
の
ま
ま
着
て
い
き
た
い
か
ら
お
会
計
よ
ろ
し
く

後

 
そ
れ
か
ら
紙

も
頂
戴

 
店
員

は
い
た
だ
い
ま

 
そ
う

い
店
員
は
す
ぐ
さ
ま
紙

を
耶
狛
へ
と
渡
す
と
耶
狛
は
試
着
室
に
入
り
着
て
い
た

女

服
を
し
ま
い
そ
し
て
変
化
の

体
と
し
て
使
わ
れ
た
葉
を
マ
ミ
ゾ
ウ
へ
と
返
す

 
マ
ミ

う
む

か
に

そ
れ
よ
り
も
値

は

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は
値

を

す
る
と

り
深
く

え

 
マ
ミ

外
に
も
安
い
ん
じ

な

 
耶
狛

ま

耶
狛
ち

ん
の
コ

デ
は
お

布
に
も
お

 
し
い
コ

デ
だ
か
ら

 
マ
ミ

な
ら
買
う
物
は
買

た
し
そ
れ
で
は

 
耶
狛

何
を

て
る
の
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
は

 
マ
ミ

へ
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こ
の
耶
狛
の

は
何
か
を

ん
で
る

だ
な

マ
ミ
ゾ
ウ
の
手
を
す
ぐ

み
そ
の
ま
ま
試
着

室
へ
と

れ
込
む

 
マ
ミ

な

何
を

 
耶
狛

そ
れ
じ

こ
れ
着
て
み
て

 
そ
う

い
マ
ミ
ゾ
ウ
に
服
を
何
処
か
ら
持

て
き
た
の
か
一
式
渡
し
カ

テ
ン
を
閉
め
る

 
亜
狛

何
を
渡
し
た
ん
だ
よ

 
耶
狛

ふ

ふ
ん
見
て
の
お
楽
し
み

 
そ
う
し
て

く
す
る
と

 
マ
ミ

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は

て
カ

テ
ン
を
開
け
る

そ
の
服
は

い
感
じ
の

と
白
の
ボ

服
に

レ

ス
の
ロ
ン
グ
ス
カ

ト
そ
し
て

も
か
か
と
が
地
味
に
高
い

に
カ
ン
カ
ン

子
と
い

た

フ

シ

ン
に
な

て
い
た

 

 
亜
狛

へ

 
耶
狛

お

合
う

合
う

元
か
ら
あ
る

と
の

 

性
も
バ

チ
リ
な
シ
ン
プ
ル
か
つ
カ

ア
ル
に
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ま
と
め
て
み
ま
し
た

 
マ
ミ

何
か
悪
い
と
も

え
ぬ
が
本
当
に

合

て
る
の
か

 
も
分
か
ら
ん
わ
い

 
耶
狛

大
丈
夫

こ
れ
で
も
私
は
地
底

の
フ

シ

ン

 

ン
ス
の
持
ち
主
な
ん
だ
か
ら

 
亜
狛

お

い
嘘
を
つ
く
な
よ

初
耳
だ

 

か
に

ン
ス
は
あ
る
が
先
程
の
発

は
初
め
て
聞
い
た

 
マ
ミ

因
み
に
こ
れ
値

は

 
耶
狛

大
丈
夫

安
く

さ
え
て
あ
り
ま
す
か
ら

 
亜
狛

因
み
に
こ
の
全
身
コ

デ
で
い
く
ら
な
ん
だ
よ

 
耶
狛

え

と
私
の
が
閉
め
て

ち

い
く
ら
い
で
マ
ミ

 
ゾ
ウ
ち

ん
は
そ
れ
に
５
０
０
０

ぐ
ら
い

し
た

 
感
じ
の

だ

た

だ
よ

 
お
い
お
い
そ
れ
は
安
い
な

意
外
に
も
マ
ミ
ゾ
ウ
の
お

布
を
気
遣

て
い
る
ん
だ
な

 
耶
狛

何
せ
こ
こ
は
安
く
良
い
品
が

う
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亜
狛

名
前
は
出
し
た
ら

メ
だ
か
ら
な

 
マ
ミ

流

に
本
気
で
怒
ら
れ
る

 
耶
狛

ま

で
も
安
い
で
し

 
マ
ミ

そ
れ
は
な

お
主
と
同
様
に
外
界
に
行

た
ら
こ
の

 
服
は
ま
た
着
よ
う
か
の
す
ま
ぬ
が
こ
れ
も
買
う

 
ど
う
や
ら
買
う
み
た
い
だ
な

そ
れ
を
聞
い
た
店
員
は
ニ
コ
ニ
コ
と

 
店
員

は
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て
服
を

め
て
マ
ミ
ゾ
ウ
は
紙

を
手
に
持
つ
と
耶
狛
は
そ
れ
を
マ
ミ
ゾ
ウ
か
ら

う

と
耶
狛
の
紙

と
マ
ミ
ゾ
ウ
の
紙

を
自
分
に
渡
し
て
く
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
持

て

 
亜
狛

お
い
お
い
自
分
で
そ
の

は

 
耶
狛

こ
う
い
う
の
は
男
性
が
エ
ス
コ

ト
す
る
も
の
な
ん

 
だ
か
ら

 
亜
狛

は

や
れ
や
れ

 
仕
方
な
い
な
と
思
い
な
が
ら

々
と

物
持
ち
を
受
け
る
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耶
狛

と
り
あ
え
ず
店
員
さ
ん
お
会
計

 
店
員

か
し
ま
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て
会
計
を

ま
せ
た
自
分
達
は
店
を
出
て

く
耶
狛
に
引
か
れ
な
が
ら
歩
き
ま
た
別
の

服

に
入
る

 
店
員

い
ら

し

い
ま
せ

 
亜
狛

お
い
お
い

 
明
ら
か
に
あ

ち
よ
り
も
高
そ
う
な
服
が

ん
で
い
る

チ
ラ

と

ン
の
値

を
見
る

と
６
０
０
０

レ

ル
の
物
が
あ

た
り
と
目
が
回
り
そ
う
だ

 
耶
狛

う

ん
と
こ
れ
と
そ
れ
か
ら
こ
れ
か
な

 

つ
か
の
服
を
取
り
自
分
に

し
出
し
て
く
る

 
耶
狛

着
て
み
て
よ

 
亜
狛

お
い
お
い
高
い
だ
ろ
ど
う
み
て
も

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
が
今
回
で
一
番
頑

た
か
ら

 
亜
狛

そ
ん
な

俺
は

 
頑

た
つ
も
り
な
ん
て
何
に
も
な
い
の
に
な

仕
方
が
な
い
が
着
て
み
る
か

服
を
受
け
取



 第二十五章 耶狛の冒険記

る
と
耶
狛
は
紙

を
変
わ
り
に
持
つ
と
自
分
は
試
着
室
に
入
り
服
を
着
る

 
亜
狛

ど
う
だ

 

や
か
な
白
服
に

ぐ
ら
い
の
カ

ゴ

ン
ツ
そ
し
て

の

り
に
キ

ス

ト

子
と

カ

ア
ル
か
つ
自
然
的
な
フ

シ

ン
だ
な

カ

テ
ン
を
開
け
る
と
耶
狛
は
キ
ラ
キ
ラ
し

た
目
で
見
て
く
る

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
格

い
い

 
マ
ミ

合

て
お
る
じ

な
い
か

 
亜
狛

ど

ど
う
も

 
因
み
に
値

を
見
る
と

上
は
す
る
ん
だ
け
ど

 
亜
狛

俺
だ
け
高
く
て
良
い
の
か
よ

 
耶
狛

良
い
の

お
兄
ち

ん
が
一
番
頑

た
ん
だ
か
ら
そ

 
の
ご

美
だ
よ

 
マ
ミ

ま

一
理
は
あ
る
の

そ
の

は

く
も

く
も
な
い

 
わ
い

 
ニ
コ
ニ
コ
と

人
は

う

何
か
い
が
み
合

て
い
た

な
の
に
耶
狛
が
中
心
に
立
つ
と
そ
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ん
な
の
ど
う
で
も
よ
く
な
る
の
か
な

ク
ス
リ
と

い

 
亜
狛

な
ら
い
た
だ
き
ま
す

 
マ
ミ

う
む
そ
れ
で
は
こ
れ
を

 
そ
う
し
て
自
分
の
服
も
購
入
し
元
の

装
束
を
紙

に
入
れ
変
装

の
葉

を
マ
ミ
ゾ
ウ
に

返
す

 
耶
狛

だ
か
ら
ス
イ

ツ
だ
け
で
も
食
べ
て

 
行
こ
う
よ

 
マ
ミ

金
を

う
の
は

じ

 
耶
狛

良
い
じ

ん

マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
は

大
き
い
ん
で

 
し

 
マ
ミ

そ

そ
れ
は
の

 
ム
フ

と

う
マ
ミ
ゾ
ウ
は
何
処
か
嬉
し
そ
う
だ

 
亜
狛

た
だ
し
食
べ
過
ぎ
る
な
よ

ク
レ

プ

つ
と
か
に

 
し
て
お
け
よ

 
耶
狛

は

い
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そ
う
し
て
自
分
達
は

ん
の
も
う
少
し
だ
け
現
代
を
満
喫
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
こ
う
し
て
見
る
と
マ
ミ
ゾ
ウ
は

者
み
た
い

 
じ

な

 
怠
惰

ま

し

く
り
し
て
る
か
ら

あ
る
意
味
で
イ

 

ど
う
し
で
仲
が
良
い
の
か
も

 

 

そ
う
い
え
ば
狸
も
イ

じ

た
な

 
怠
惰

そ
う
そ
う

 

 

そ
う
い
え
ば
怠
惰
よ
イ

と
い
え
ば

て
み
た

 
い

と
か
お
る
の
か

 
怠
惰

そ
う
だ

か
な

 

 

ま
た
リ

チ
な

を

 
怠
惰

因
み
に

ち

ん
は
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シ
か

シ
は
も
う
高
天

原
に

神
の

が

 
お
る
か
ら
満

し
て
お
る
わ
い

 
怠
惰

わ

す
げ

 

 

因
み
に

の

神
の
神
獣
も
お
る

 
か
ら
の
動
物
天
国
と
ま
で
い
か
ず
と
も
夢
見
心
地
な

 
世
界
で
は
あ
る
の

 
怠
惰

楽
し
そ
う
で
何
よ
り
何
よ
り
さ
て
時
間
も
時
間
だ
し

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

お

と
そ
う
じ

な
そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も

 
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
バ
イ
バ
イ
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第
５
２
９
話
 
亜
狛
と
耶
狛
の
帰
還
報
告

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
実
習
の
日
時
が
決
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
回
は
そ
れ
で
も

駅

つ
な
ん
で
ま
だ
近
く
て
楽
な
ん
で
良
か

た
で
す

恐
ら
く
投
稿
は
前
よ
り
か
は
出
来
る

か
な
と
思

て
は
お
り
ま
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
服
を
買
い
そ
の
後
に
フ

ミ
レ
ス
で
季

デ
ザ

ト
な
る
も
の
を
食
べ
た
を
終
え
た
自
分
達
は

人
の
気

を
感
じ
な
い

地
裏
へ
と
や

て
来
る

 
マ
ミ

お
主
達

本
当
に
大
丈
夫
か

 
亜
狛

え

行
き
は
や

て
く
れ
た
の
で
帰
り
は
自
分
達
が

 
送
り
ま
す
よ

 
耶
狛

う
ん

 
行
き
は
マ
ミ
ゾ
ウ
が
送

て
く
れ
た
か
ら
帰
り
は
自
分
達
が
送
ろ
う
と
思
い
こ
こ
に
来
た
の

だ
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マ
ミ

ま

良
い
が

ど
の
よ
う
に
し
て
帰
る
と

 
亜
狛

こ
う
す
る
ん
で
す
よ

 
手
を

へ
と
向
け

け
目
を
作
る

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
何
処
に
お
り
ま
す
か

 
マ
ミ

そ
う
じ

な

先
に
送

た
あ
の
小
娘
の
様
子
を

 

し
た
い
か
ら
の
そ
の
近
く
で
降
り
る
事
は
可
能
か

 
の

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

ふ

 
菫
子
の
近
く
で
下
ろ
す
か

深
く
呼

を
し
て

け
目
に
全
神

を
集
中
さ
せ
気

を
た
ど

る

そ
し
て
菫
子
の
い
る
場
所
の

が

け
目
に

が
る

生
い

る

々
に
ど
こ
か
ら
か
満

ち
て

れ
る
魔
力
は
間
違
い
な
い
魔
法
の

だ

 
マ
ミ

こ
こ
に
お
る
の
か

 
耶
狛

う
う
ん
あ
く
ま
で
こ
の
近
く
だ
と
思
う
よ

 
マ
ミ

そ
う
か
ま

探
せ
ば
良
い
し
こ
こ
ま
で
の

力
も
な

 
い
か
ら
全
然
マ
シ
じ

な

そ
れ
で
こ
の
中
に
入
れ
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ば
良
い
ん
じ

よ
な

 
亜
狛

え

 
マ
ミ

そ
う
か

 
そ
う

い
マ
ミ
ゾ
ウ
は

け
目
へ
と

く
り
と
手
を

ば
し

を
中
へ
と
入
れ
る

 
マ
ミ

面
白
い
能
力
じ

お
主
達
え

と
あ
れ
じ

々

 
と
楽
し
か

た

理
久
兎
の
従
者
と
し
て
の

え
は

 

き
と
し
て
な

 
耶
狛

私
も
楽
し
か

た
よ
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん
ま
た
遊
ん
で

  
マ
ミ

ふ
ん

ま

た
ま
に
な
ら

え
て
も
よ
い
か

 
ク
ス
リ
と

い
マ
ミ
ゾ
ウ
は

け
目
へ
と
入
る
と

 
マ
ミ

世
話
に
な

た
わ
い

 
と

う

を
最
後
に

け
目
が
閉
じ
ら
れ
る

そ
れ
を

し
た
自
分
達
は
大
き
く
体
を

ば
す

 
耶
狛

う

ん
は

楽
し
か

た
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亜
狛

良
か

た
な

 
マ
ミ
ゾ
ウ
は

々
と
マ
ス

へ
の
不
満
は

ら
し
て
は
い
た
が
ど
こ
と
な
く

動
の

つ

つ
は
マ
ス

を

め
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
た

マ
ミ
ゾ
ウ
に
と

て
マ
ス

は

え
る
べ
き

と
い
う
存

な
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
亜
狛

そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
マ
ス

も
心

し
て

 
い
る
だ
ろ
う
し

 
耶
狛

う
ん

土
産
話
が

山
で
き
た

お
兄
ち

ん

 

 
亜
狛

ふ

そ
う
だ
な

 
耶
狛
の
前
向
き
な
所
は
見
習
わ
な
け
れ
ば
な

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
も
自
分
達
は

け
目

を
作
り
中
へ
と
入
り
外
界
か
ら
帰
還
を
す
る
の
だ

た

同
時

頃
の
地
底
で
は

 
理
 

く

は

 
座

て
書

と
の

め

こ
が
終
わ
り
体
を
大
き
く

ば
す

 
さ
と

ふ

こ
ち
ら
も
終
わ
り
ま
し
た

 
黒
 

こ

ち
も
書

の
整
理
を
終
わ
ら
せ
た

 
理
 

お
つ
か
れ
さ
ん

人
共



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
先
月
の
決

を
ま
と
め
更
に
は
美
寿
々
達
が

し
た
物
や
建
物
の

な
ど
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
た

本
当
に
頼
む
か
ら
物
を

す
な
よ
な

 
理
 

黒
こ
れ
も
ま
と
め
て
お
い
て
く
れ

 
黒
 

あ

か
る

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

さ
と
り
は
も
う
あ
が

て
良
い

 
さ
と

そ
う
で
す

分
か
り
ま
し
た
な
ら
私
は
こ
れ
で

 
そ
う

い

記

な
ど
を

け
て
立
ち
上
が
り
部

の

を
開
け
て
出
て
い

た

 
理
 

と
り
あ
え
ず
黒
そ
れ
も
も
う
終
わ
る
だ
ろ

終
わ
り

 
次
第
に
上
が
れ

り
の
後

け
は
し
て
お
く
よ

 
黒
 

良
い
の
か

主
も

れ
て
い
る
だ
ろ
そ
れ
に
怪
我
も

 
あ
る
だ
ろ

 
理
 

い
い
や
今
は
そ
ん
な
事
は
な
い
さ

 

み
も
朝
に
比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ

ち
着
い
て
き
て
い
る
の
だ

や
は
り
地
底
の
温
泉
の

能
は

流

の
一

だ
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黒
 

そ
う
か

分
か

た
そ
れ
な
ら

 
と

黒
が

い
立
ち
上
が

た
そ
の

間

 

 

 
黒
 

ぐ
あ

 
上
か
ら
何
か
が

ち
て
き
た

そ
れ
は
よ
く
見
て
み
る
と

 
耶
狛

着
き
ま
し
た

 
耶
狛
だ

し
か
も
何

か
服
が
現
代
か
ぶ
れ
し
て
い
る

黒
と
い
う
ク

シ

ン
か
ら

れ
る

と 
黒
 

こ

こ
の

 
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
そ
の
直
後

 

 

お

と

 
黒
 

ご
ふ

 
ま
た
上
か
ら

ち
て
き
た

そ
れ
は
耶
狛
と
同
様
に
現
代
か
ぶ
れ
し
た
服
を
着
て
い
る
亜
狛

だ 
亜
狛

あ
れ
何
だ
こ
の
感
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黒
 

い
い
加
減

俺
を
ク

シ

ン
に
す
る
な

 
亜
狛

あ

黒
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い

 
す
ぐ
さ
ま

れ
る
と
黒
は

間
に
シ

を

せ
な
が
ら
立
ち
上
が
り
服
の

を

う

 
理
 

お

お
い
大
丈
夫
か
黒

 
黒
 

あ

何
と
か
な

 
し
か
し
一
気
に

い
不
機
嫌
に
な

た
な

 
耶
狛

黒
く
ん
ど
う
し
た
の
そ
ん
な
に
怒

て

 
黒
 

亜
狛
こ
い
つ
に
ブ
レ
ス

い
て
良
い
よ
な

 
亜
狛

あ

す
い
ま
せ
ん
妹
が

ら
お
前
も
謝
れ

 
耶
狛

よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
ご
め

ん

 
黒
 

あ

良
い

俺
の
心
は

ロ

大

の
よ
う
に

 

大
で

い
か
ら
な

 
い
や
黒
お
前
の
心
の

さ
は

ロ

大

に
あ
る
バ
チ
カ
ン
市
国
な
み
に

い
だ
ろ

本

当
に
そ
の
く
ら
い
あ

た
ら

間
に
シ

を
よ
せ
な
い

て

 
理
 

と
り
あ
え
ず
上
が

て
く
れ
黒
こ
い
つ
ら
か
ら
話
を
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聞
く
か
ら
な

 
黒
 

知
し
た

 
そ
う

い
黒
は
一
礼
し
て
部

か
ら
出
て
い

た

 
理
 

さ
て
そ
れ
じ

お
前
達
の
報
告
を
聞
こ
う
じ

な
い

 
か

々
と
話
し
て
く
れ
亜
狛
に
耶
狛

 

子
に

掛
け
な
が
ら

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
口
を
開
き

 
耶
狛

え

と

 
亜
狛

ま
ず
異
変
に
つ
い
て
で
す
が

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
異
変
の
全
容
を
語
り
マ
ミ
ゾ
ウ
と
華
扇
そ
し
て
蓮
と
で

し
て
異

変
に

を
つ
け
て
い
る
事

そ
し
て
今
現

で
黒
幕
が
こ
こ
幻
想
郷
に
来
て
い
る
事
や
マ
ミ
ゾ
ウ

と
外
界
で
遊
ん
だ
こ
と
を
語

た

 
理
 

成
る
程
な

 
亜
狛

え

な
の
で
ボ

ル
を
ば
ら
ま
い
た
黒
幕
の
宇
佐
美

 
菫
子
は
現

は
幻
想
郷
で
地
獄
を
見
て
い
る

で
す

 
よ
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耶
狛

お
望
み
な
ら
私
達
が

と
し
前
つ
け
さ
せ
に
行
く
け

 
れ
ど

 
と

う
が
自
分
は

を

に

る

 
理
 

い
や
必
要
な
い
だ
ろ
マ
ミ
ゾ
ウ
と
華
扇
が

を
つ
け

 
る
と

た
ん
だ
か
ら
な
あ
の

人
は
頭
は
良
く
切

 
れ
る
か
ら
な

 
華
扇
は
⻤
の
中
で
は
知

レ

ル
で
頭
が
良
く
マ
ミ
ゾ
ウ
も
佐
渡
の
方
で
は
総
大
将
を
務
め

た
程
の
実
力
者
だ

そ
の
た
め
あ
の

人
な
ら
全
然
問

な
い
だ
ろ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

は

い

 
理
 

そ
れ
よ
り
も
そ
の
服
を
マ
ミ
ゾ
ウ
に
買

て

た

 
と
聞
い
た
が
し

か
り
お
礼
は

た
か

 
耶
狛

論

 
亜
狛

え

そ
こ
は
神
使
と
し
て
当
然
で
す
よ

 
そ
う
か
そ
れ
な
ら
良
い

何
時
か
マ
ミ
ゾ
ウ
に
何
か
珍
し
い
土
産
で
も
持

て
い
く
か
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理
 

そ
う
か

報
告
を
ご

様
お
前
達
も

れ
て
い
る

 
だ
ろ
う
し
も
う
上
が

て
良
い

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た
そ
れ
で
は

 
そ
う

い

人
も
一
礼
し
て
部

を
出
て
い
く

人
書

に

た
自
分
は
天

を
見
上

げ 
理
 

は

楽
し
そ
う
だ
な

 
亜
狛
と
耶
狛
が
楽
し
く
冒
険
し
出
会
い
を
す
る
の
を
聞
い
て
少
な
か
ら
ず

ま
し
い
な
と
思

て
し
ま
う

 
理
 

こ
ん
な
事
を
思
う

て
事
は
俺
も

だ
な

 
そ
う

き
黒
に
頼
も
う
と
思

て
い
た
書

整
理
を
行
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
て
怠
惰
よ
次
回
は
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怠
惰

う
ん
久
々
に
狐
組
だ

も
う
何

月
ぶ
り
だ
よ

て

 
話
だ
け
ど

 

 

つ
い
に
狐
組
の
投
稿
か

 
怠
惰

こ

ち
も
一

は
つ
い
た
か
ら

 

 

じ

な

 
怠
惰

そ
れ
と
来

の
月

日
か
ら
怠
惰
さ
ん
は
ま
た
実
習

 
で
す

 

 

ま
た
か

 
怠
惰

回
目
は
学

に
強
制
さ
れ

回
目
は
自
分
か
ら
行

 

た
け
ど
変
な

に

れ
が
つ
い
て

わ
れ
て
嫌

 
に
な

た
か
ら
内
定
を

り
飛
ば
し
そ
し
て

回
目

 
は
つ
い
に
内
定
を
決
め
て
先
方
か
ら
実
習
に
来
て
と

 

わ
れ
て

て
感
じ
か
な

 

 

う

 
怠
惰

専
門
学

だ
か
ら

職
課
な
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
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け
れ
ど

職
課
は
内
定
を

て
す
ぐ
に
新
た
に

 
内
定
を
取

た
か
ら
お
前
も
う
少
し

し
め
よ

 
と
か

わ
れ
た
よ

 

 

て
ど
の
く
ら
い
じ

た
か
の

 
怠
惰

え

と

日
目
に
は
決
ま

た
よ

 

 

う
わ

い
の

 
怠
惰

ま

だ
か
ら

人
手
が

り
な
い
の
さ

 
さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
投
稿
を
し
た
ら
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
３
０
話
 
も
う

つ
の
姿

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

元
か
ら
の

日
だ

た
た
め
ド
ラ
ビ
ル

で
建

し
ま
く

て
い
た

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
れ
が
ま
た
楽
し
く
て
楽
し
く
て

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編

へ
ど
う

 
亜
狛
と
耶
狛
が
調
査
か
ら
帰
還
し
た
翌
日
の
事

理
久
兎
は
風
呂
場
の

の
前
に
立

て
い

た 
理
 

ふ

ル

ル
を
制
定

力
の

を

解

 
持

て
き
た
身
代
わ
り

の
束
を
投
げ
る
と
束
が
弾
け
飛
ぶ

そ
れ
を
代

に
力
を
解

し

そ
の
後
は
ル

ル
に
頼
ら
ず
に
自
力
で
力
を

え
そ
の
姿
を
見
る

そ
の

に

て
い
た
の
は

何
時
も
の
自
分
の
姿
で
は
な
く
あ
の
暗
い
世
界
で
話
し
た
も
う

人
の
自
分
こ
と
災
禍
を
も
た

ら
す
狂
神
の
姿
に
な

て
い
た

 
理
 

こ
れ
が
さ
と
り
達
が
恐
れ
る
姿
か
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こ
の
姿
こ
そ
が
さ
と
り
紫
蓮
と
い

た
者
達
に
と

て
恐
怖
の
象

に
な

て
い
る
姿
な

の
か

に

れ
体
の
あ
ち
こ
ち
を

り
不
思
議
な
感
じ
に
な
る

そ
し
て
改
め
て
見
て
み
る
と

目

が
何
時
も
よ
り
も
下
に
な

て
い
て
何
と
も
不
思
議
な
感
覚
だ

 
理
 

 
そ
し
て
同
時
に

む

こ
の
姿
に
出
来
る

り
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
の
か

そ
れ

と
も
こ
の
姿
に
ち

こ
ち

こ
と
な

て
皆
を

れ
さ
せ
た
方
が
良
い
の
か

前
者
は

人
か
ら

嫌
わ
れ
ず
に

む
が
自
分
を
偽

て
い
る
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い

後
者
は
手

し
た
く
な
い
と

思
え
る
か
け
が
え
の
な
い
者
達
が

れ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
が
し
て
し
ま
う

自
分
に
と

て
ど

の
選

こ
そ
が
正
し
い
の
か
分
か
ら
な
く
な

て
し
ま
う

 
理
 

は

 
た
め

を

き
な
が
ら

に
再
び

か
り
こ
の
状
態
で
力
を

制
す
る

そ
し
て

を
さ
す

り
な
が
ら
思
う

憤
怒
の
怪
我
は
だ
い
ぶ

え

み
も

々
と
引
い
た
き
た
た
め
風
呂
に
も

か

れ
る

に
は
回
復
し
た
が
無
理
は
ま
だ
で
き
な
い
よ
な
と

 
理
 

ど
う
し
た
も
の
か
な

 
何
て

べ
て
い
る
と
風
呂
場
の

が
開
き
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亜
狛

や

り
一
仕
事
を
終
え
た
ら
風
呂
で
す

 
黒
 

だ
な

 
と

べ
な
が
ら

人
が
入

て
き
て
自
分
を
見
て

ま
る

 
亜
狛

え

え

と

 
黒
 

主

だ
よ
な

 
理
 

あ

ら
こ
れ
で
分
か
る
だ
ろ

 
頭
に
生
え
る
龍

を
ポ
ン
ポ
ン
と

り
更
に
は

し
て
い
る

と

を
見
せ
る

 
亜
狛

み
た
い
で
す

そ
れ
よ
り
も
何
で
そ
の
姿
な
ん
で

 
し

う
か

 
理
 

ま

ち

と
な

と
り
あ
え
ず
体
を
流
し
て

 
か
れ
よ

 
黒
 

そ
う
す
る
か

 
亜
狛

で
す

 
そ
う
し
て

人
は

で
体
を
流
し
風
呂
へ
と

か
る

 
亜
狛

ふ
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黒
 

そ
れ
で
ど
う
し
て
そ
の
姿
な
ん
だ

 
理
 

々
と

だ
よ
そ
し
て
今
は
ど
う
す
る
べ
き
か
と

 

ん
で
い
る
所
だ

 
そ
れ
を
聞
い
た

人
は

を
か
し
げ
る

こ
れ
は
一
か
ら
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
か
な

 
理
 

ま

あ
れ
だ
よ
さ
と
り
や

の
者
達
に
と

て
は

 
こ
の
姿
は
恐
怖
の
象

み
た
い
で
な
凶
変
し
い
た
時

 
は
今
の
姿
で
暴
れ
て
い
た
の
が
今
も
印
象
に

て

 
い
る
と
し
た
ら

の

中
は
こ
の
姿
を
見
た
ら
恐
れ

 
て
俺
か
ら

れ
て
い

て
し
ま
う
の
か
な
と
思

て

 
い
て
な

 
黒
 

そ
れ
は
心

し
す
ぎ
だ
ろ

 
亜
狛

え

 
理
 

そ
う
な
ん
だ
け
ど
な

 
し
か
し
皆
の
心
に
ト
ラ
ウ
マ
を
植
え

け
た
こ
の
姿
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
不
安
な
ん

だ

こ
の
姿
を
見
た
ら
皆
は
恐
ら
く
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亜
狛

す
と
い
う
案
は

 
理
 

そ
れ
も

え
て
は
い
る
ん
だ

し
か
し
そ
れ
を
や

 
て
い
る
と
自
分
を
偽

て
い
る
ん
じ

な
い
か
と
か

 
思

て
し
ま
う

い
や
思

て
い
る
の
間
違
い
か

 
黒
 

俺
達
に
は
良
く
分
か
ら
ん
そ
ん
な
子

の
姿
な

 
ど
見
て
も
何
ら
怖
く
な
ど
な
い
か
ら
な

 
亜
狛

え

現
に
マ
ス

と
同
じ
で
そ
の
時
の
記
憶
な
ん

 
て
ぶ

飛
ん
で
ま
す
し

な
の
で
そ
の
姿
を
見
て

 
も
怖
い
と
は
思
い
ま
せ
ん

恐
ら
く
は
知
ら
な
い
か

 
ら
と
い
う
の
が
正
し
い
ん
で
し

う
が

 
理
 

そ
う
か

 
そ
れ

れ
の
感
性
の
違
い
か

初
め
て
会
う
奴
な
ら
こ
の
姿
を
普
通
に
見
せ
れ
る
が

に
知

て
い
る
者
に
は
ど
う
な
る
な
の
か
分
か
ら
な
い
な

 
亜
狛

い

そ
の
事
で
ま
ず
は

さ
と
り
さ
ん
や
紫
さ
ん
に

 

さ
ん

り
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
み
た
ら
い
か
が
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で
す
か

 
理
 

さ
と
り
と
紫
に

に
か

 
亜
狛

え

さ
と
り
さ
ん
と
紫
さ
ん
後
は

さ
ん
だ

り

 
な
ら
絶
対
に
そ
の
姿
の
マ
ス

も
受
け
入
れ
て
く

 
れ
る

で
す
よ

 
黒
 

紫
だ
と
か

だ
と
か
そ
れ
ら
の
人
物
は
そ
ん
な
に

 

し
く
は
知
ら
な
い
が
さ
と
り
な
ら
受
け
入
れ
て
く

 
れ
る
と
は
俺
も
思
う

主
よ

 
理
 

 
そ
ん
な
に

う
な
ら
や

て
み
る
か

絶
さ
れ
た
な
ら
さ
れ
た
で
後
で

え
る
の
が
一
番
だ

な 
理
 

分
か

た

あ
り
が
と
う
な

談
に
の

て
く
れ
て

 
よ

 

 
立
ち
上
が
り

か
ら
出
る
と
共
に

と

を
し
ま
う

 
黒
 

な

そ
の
姿
で
着
る
服
は
あ
る
の
か
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理
 

ん

あ

ま

大
丈
夫
だ
ろ

 
手
を
か
ざ
す
と
断
罪
神
書
が
現
れ
そ
の
中
に
手
を
突

込
み

る
と
中
か
ら
小
学
生

中
学
生

く
ら
い
の
服
が
出
て
く
る

 
理
 

気

し
す
ぎ
る
な

 
ま
た
手
を
突

込
み
な
か

た
事
に
す
る

 
黒
 

な
い
ん
だ
な

 
理
 

ま

さ
さ

と
ア
ロ
ハ
シ

ツ
を
作

て
着
る
か

 
亜
狛

結

ア
ロ
ハ
シ

ツ
で
す
か

 
理
 

お

そ
の
ツ

コ
ミ
は
ど
う
い
う
意
味
だ

ア
ロ
ハ

 
シ

ツ
を
バ
カ
に
し
て
る
の
か
亜
狛

 
ア
ロ
ハ
シ

ツ
な
め
る
な
よ

動
き
や
す
さ
丈
夫
さ
更
に
は
こ
の
地
底
の
気
候
と
も
マ

チ
し

て
る
服
だ

こ
れ

上
に
着
心
地
の
良
い
服
の
何
処
が
い
け
な
い
と
い
う
の
だ

 
亜
狛

い
え
そ
う
い
う
訳
で
は
な
い
で
す
が
ア
ロ
ハ
シ

ツ

 
に
対
し
て
の
こ
だ
わ
り
強
く
な
い
で
す
か

 
理
 

そ
う
か

普
通
だ
け
ど
な
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流

に
外
界
に
出
る
時
に
は
少
し
は
オ
シ

レ
す
る

ハ

イ
と
か
グ
ア
ム
な
ら
ま
だ
し
も

京
の
ド
真
ん
中
で
ア
ロ
ハ
シ

ツ
だ
と
変
に
目
立
つ
か
ら
な

 
亜
狛

ま

た
く

せ
め
て
少
し
は
そ
の
姿
に
合

た
服
を

 
着
た
ら
ど
う
で
す
か

 
黒
 

か
に
な

 
理
 

う

ん

分
か

た
よ
な
ら
な
り
に

え
て
は
お
く

 

て

 
と
り
あ
え
ず
ど
う
あ
れ
服
を
作
ら
な
い
と
な

変
に
気

し
い
服
だ
と
こ

ち
が

れ
る
し

な 
理
 

談
に
の

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な

 
亜
狛

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
黒
 

頑

れ
よ

 
そ
う
し
て
自
分
は
と
り
あ
え
ず
力
を

制
し
て
普

の
姿
へ
と

り
一
度
部

へ
と

る
の

だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
狂
神
と
し
て
の
姿
か

 
怠
惰

あ
る
意
味
で
理
久
兎
に
と

て
は
コ
ン
プ
レ

ク
ス

 
に
な
り
か
け
て
る
部
分
だ
よ

 

 

み
た
い
じ

な

 
怠
惰

果
た
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
だ

 

 

う
む
む
不
安
じ

 
怠
惰

ま

あ
の
姿
で
殺
人

を
バ
リ
バ
リ
犯
し
て
る
か

 
ら

し
ま
い
に
は
さ
と
り
ち

ん
や

ち

ん
に

 

て
は
胸
を
手
で

か
れ
て
い
る
し
あ
る
意
味
で

 
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
よ

 

 

か
に
の

あ
れ
は
今
も
少
し

え
て
お
る
わ
い

 
し
か
し

シ
は

跡
も
な
く
治

た
が
の

 
怠
惰

俺
様
の

療
技
術
は
魔
界

番

あ

因
み
に

す

 
の
も
大
の

意
だ
よ
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自

す
る
で
な
い
わ
拷
問
官

 
怠
惰

元

今
は
し
が
な
い
ニ

ト
さ

 

 

あ
の
頃
の

は

も
う
な
い
か
の

 
怠
惰

ハ

ハ

ハ

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
だ
か
ら
終
わ
ろ
う
か

 

 

 

う
む
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
え

と
実
習
中
な
の

 
で
今

降
は

日
投
稿
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

 
し
く

 

 

う
む
で
は
投
稿
さ
れ
る
ま
で
さ
ら
ば
じ
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第
５
３
１
話
 
受
け
入
れ
ら
れ
る
喜
び

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

何
と
か
投
稿
で
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

後

り

日
で
実
習

も
終
わ
り
だ

失
礼
そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も
あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 
自
室
へ
と

た
自
分
は
手

よ
く
服
を
作

て
い
た

 
理
 

こ
う
し
て

そ
れ
か
ら
こ
れ
を

金

に
ぶ
ち
こ

 
み
ま
し
て
と

 

方
の

を
作
り
最
後
に

金

に
ぶ
ち
こ
ん
で
各
種
の

材
と
合
わ
せ
た
ら
完
成
だ

 
理
 

約

分
か

 
出
来
る
ま
で
の

分
間
ど
う
す
る
か
な

さ
と
り
達
に

う

葉
を

え
る
か
い
や
台

を

え
た
所
で
意
味
は
な
い
な

こ
う
い
う
の
は

直
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
べ
き
だ
し
な

そ
う
な
る
と
ど
う
す
る
か

と
り
あ
え
ず
紫
や

に
こ
の
姿
を
見
せ
る
の
は
そ
う
だ
が
問

は

の

中
だ

で

え
ば
蓮
や
霊
夢
達
だ

彼
奴
等
は
こ
の
姿
を
見
て
何
と
思
う
の
か
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理
 

簡
単
に
は
受
け
入
れ
て
は
く
れ

よ
な

 
何
て

き
な
が
ら
頭
を

い
て
い
る
と
チ

キ
ン

と
い
う

が
鳴
り

く

ど
う
や
ら
服

が
で
き
た
み
た
い
だ
な

 
理
 

ル

ル
を
制
定

分
の
間
だ
け
力
の

を

つ
解

 

す
る

 
指
を

で
少
し
切
り

を
流
す
代

で
力
を
少
し
解

し
て
も
う

つ
の
姿
へ
と
変
化
す
る

そ
し
て
そ
の
状
態
で
力
を

制
す
る

そ
し
て

金

を
開
け
て
出
来
た
服
を
取
り
出
し

着

替
え
る

カ

ア
ル
に
半

と
短

ン
そ
し
て
⻯
の

の
ネ

ク
レ
ス
を
着
け
る

そ
し
て
部

の

で

す
る

 
理
 

中
々
だ
な

 
お
か
し
く
は
な
い
な

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
い

て
み
る
か

 
理
 

ル

ル
を
制
定

こ
の
姿
に
な
る
時
は
服
は
自
動
で

 
こ
の
服
に
な
る

 
と

き
な
が
ら
置
い
て
あ
る
身
代
わ
り

の
束
を
投
げ
る
と
そ
の
束
の
内
の

が
弾

け
飛
び

り
を
キ

チ
す
る
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理
 

こ
れ
で
良
し
さ
て
行
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て
部

を
出
る
と
同
時
に
何
時
も
の
普

と
変
わ
ら
ぬ
姿
へ
と
変
化
し
た
の
か
視

の

高
さ
が
元
に
変
わ
る

ど
う
や
ら

度

分
か

 
理
 

ふ

 
深
く
呼

を
し
て
さ
と
り
の
部

へ
と
歩
き
出
す
の
だ

た

そ
う
し
て
さ
と
り
の
部

の
前

へ
と
来
る

ノ

ク
し
よ
う
と
手
を
出
す
が

 
理
 

 
ノ

ク
で
き
ず
に

ま

て
し
ま
う

俺
に
し
て
は
珍
し
く
緊

し
て
ビ
ビ

て
い
る
の
だ
ろ

う

だ
が
緊

し
て
い
て
も
ビ
ビ

て
い
て
も
先
に
は
進
め
な
い

 
理
 

よ
し

 
覚
悟
を
決
め
て
ノ

ク
を

回
す
る

す
る
と

 
さ
と

ど
う

 
と

さ
と
り
の

が

く

を
開
け
て
中
へ
と
入
る

 
理
 

邪
魔
す
る
よ

 

を
開
け
て
中
へ
と
入
る
と
さ
と
り
は

に
向
か

て
本
を
読
ん
で
い
た
の
か

を
か
け
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子
に
座
り
な
が
ら

方
を
向
い
て
い
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
で
し
た
か
何

で
す
か

 
理
 

え

あ

ま

そ
の
何
だ

 
さ
と

あ

ま
さ
か
書

の
方
に
不
備
が

 
理
 

嫌
そ
う
じ

な
い

書

に
不
備
な
ん
て
な
か

た

 
か
ら
な

 

葉
が
で
な
い
や

り
台

を

え
る
べ
き
だ

た
か

嫌
そ
れ
が
通
じ
る
の
は
プ
レ

ン

ぐ
ら
い
だ
し
い
ざ
と
い
う
時
に
も

え
な
い
し
ど

ち
に
し
て
も
無

だ
な

 
さ
と

ど
う
し
た
ん
で
す
か

そ
ん
な
に
固
ま

て
い

 
て

 
そ
う

い
立
ち
上
が
る
と
さ
と
り
は

方
へ
と
近
づ
い
て
く
る

そ
し
て

先
立
ち
を
し
て
手

を
自
分
の

に

せ
る

 
さ
と

熱
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
な
い
で
す

 
理
 

熱
じ

て

う

ん

な

さ
と
り
に
聞
き

 
た
い
ん
だ
け
ど
よ
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さ
と

何
で
す
か

 
理
 

前
に

ら
俺
の
あ
の
少
年
の
姿
が
恐
い

て
と
か
そ

 
う

て
た
ろ

 
さ
と

え

ま

恐
い
に
は
恐
い
で
す
が
何

ま
た

 

し
て
少
し
後
ろ
に
下
が
り
そ
し
て

 
理
 

ル

ル
を
制
定

力
の

を

解

 
先
程
と
同
様
に
身
代
わ
り

の
束
を

つ
取
り
出
し
投
げ
た

間
に

け
散
る
と
視

が

く
な
り
さ
と
り
と
同
じ
く
ら
い
に
な
る
の
を

し
て
力
を
自
力
で

制
す
る

そ
し
て
さ
と

り
の

を
見
る
と
さ
と
り
は

い
た

を
し
て
い
た

 
理
 

や

り
お
前
に
と

て
は
こ
の
姿
は
恐
い
よ
な

 
ご
め
ん
な
変
な
事
を
聞
い
て
よ

 
や

り
受
け
入
れ
て
は
く
れ
そ
う
に
も
な
い
よ
な

正
直
な
話
で
分
か

て
い
た
ど
う
せ
受

け
入
れ
て
は
く
れ
な
い
と

元
の
姿
に

ろ
う
か
と
思

た
そ
の
時
さ
と
り
は
近
づ
い
て
く
る

と 
さ
と

恐
い
に
は
恐
い
で
す
よ

で
す
が
あ
の
時
み
た
い
に
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狂
気
に

ま

て
一
方
的
に

者
を

つ
け
る
よ
う

 
な
事
を
し
て
い
た
理
久
兎
さ
ん
と
は
全
然
違
い
ま
す

 
か
ら

だ
か
ら
私
は
平
気
で
す

 
理
 

 
さ
と

昔
に
理
久
兎
さ
ん
は
私
や
こ
い
し
が
嫌
わ
れ
て
い
る

 
覚
妖
怪
だ
と
知

て
も
受
け
入
れ
て
く
れ
た
じ

な

 
い
で
す
か
だ
か
ら
今
度
は
私
の
い
い
え
私
達
の
番
で

 
す
私
は

方
の
そ
の
狂
神
と
し
て
の
姿
も
受
け
入

 
れ
ま
す

 
真

な

で
そ
う

う
と
ニ
コ
リ
と

ん
だ

何

だ
ろ
う
か

わ
れ
た
か

た

葉
の

な
の
に
目
か
ら

が
出
て
き
た

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
ま
さ
か

い
て

 
理
 

ハ
ハ
ハ
違
う
よ
目
に
ゴ
ミ
が
入

た
だ
け
さ
あ

 
ど
う
し
て
こ
う

イ
ミ
ン
グ
よ
く
目
か
ら

が
出
て

 
き
た
の
か
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目
を

り
な
が
ら

う
と
さ
と
り
も
楽
し
そ
う
に

う

 
さ
と

そ
れ
に
視

が
同
じ
だ
と
見
上
げ
な
く
て
も
良
い
で

 
す
し
後
は

 
そ
う

う
と
手
を

し
く

る
と

 
さ
と

手
も

り
や
す
い
で
す
し

 
こ
れ
ま
で
視

が
高
か

た
た
め
か
気
づ
か
な
か

た
が
こ
う
し
て
同
じ
視

の
高
さ
ぐ
ら
い

に
な
る
と
さ
と
り
の

た

て
こ
ん
な
に
も
可
愛
い
も
ん
な
ん
だ
な

 
さ
と

ど
う
か
し
ま
し
た
か

 
理
 

え

あ

い
い
や
何
で
も
な
い
よ
ま

あ
れ
だ
よ

 
あ
り
が
と
う
な
受
け
入
れ
て
く
れ
て

 
さ
と

ふ
ふ

ど
う
い
た
し
ま
し
て

 
さ
と
り
は
受
け
入
れ
て
は
く
れ
た

し
か
し

の
者
は
受
け
入
れ
て
は
く
れ
る
の
か
不
安
だ

だ
が
今
は
受
け
入
れ
て
く
れ
た
事
が

直
に
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い

す
る
と
さ
と
り
は
ハ

と

し
た

を
す
る

 
さ
と

そ
う
い
え
ば
理
久
兎
さ
ん

に
手
紙
が
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理
 

手
紙

 

か
ら
だ
ろ
う
と
思

て
い
る
そ
の
時
だ

た

突
然

後
の

が

い
よ
く
開
き
そ
こ
か

ら
耶
狛
が
現
れ
る

 
耶
狛

大
変
だ
よ
マ
ス

に
さ
と
り
ち

ん
侵
入
者
が
来

 
た
よ

 
と

耶
狛
は

び
な
が
ら
入

て
き
た
の
だ

た

 

 

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

な

 
怠
惰

は
い
は
い

 

 

し
か
し
良
か

た
と
同
時
に
心

し
て

し
た

 
怠
惰

ま

 

 

 

狂
神
の
姿
か

シ
も
受
け
入
れ
な
く
て
は
な

 
怠
惰

ま

少
し
ず
つ
受
け

め
て
い
け
ば
良
い
と
は
思
う

 
け
ど
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う
む

 
怠
惰

そ
し
て
因
み
に
な
話
で
理
久
兎
に
新
し
く
狂
神
状
態

 
が
使
え
る
よ
う
に
な

た
訳
だ
け
ど
実

こ
れ

後

 

け
設
定
だ

た
り
し
て
い
る
ん
だ
よ

 

 

ふ

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

そ
う

ら
狐
組
の
蓮
く
ん
い
る
で
し

 

 

う
む
お
る
な

 
怠
惰

あ
れ
が
ど
ん
ど
ん
強
化
さ
れ
て
い

て
い
る
か
ら

 
理
久
兎
に
も
テ
コ
入
れ
し
な
い
と
な

何
て
思

て

 
い
た
ら
し
い
ん
だ
よ

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
は

 

 

テ
コ
入
れ
の

 
怠
惰

そ
う
亜
狛
や
耶
狛
に
黒
は
ど
ん
ど
ん
テ
コ
入
れ
さ
れ

 
て
い

て
る
の
に
メ
イ
ン
主
人

の
理
久
兎
が
テ
コ

 
入
れ
さ
れ
な
い
の
は
な

と
い
う
事
で
あ
の
狂
神
の

 
姿
の
テ
コ
入
れ
が
入

た

て
い
う
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や
は
り
狂
神
状
態
に
な
る
と

 
怠
惰

ま

小
さ
く
な

た
分

小
回
り
や
弾
幕
だ
と
か

 
の

弾

も
大

に

ウ
ン
す
る
か
ら
当
た
り
に
く

 
い
し
理
久
兎
の
挑
発
が
入
れ
ば
あ
る
意
味
で
回

 
み
た
い
な
立
ち
回
り
が
出
来
る
か
も

 

 

う

 
怠
惰

そ
れ
と

は

の
解

で
あ
の
姿
に
変
化
か
つ
自

 
力
で
力
を

制
す
る
の
に

れ
れ
ば
通
常
の
理
神
の

 
姿
と
狂
神
の
姿
を
バ
ト
ル
内
で
も
変
え
れ
た
り

 

 

意
味
あ
る
か

 
怠
惰

ま

で
も
あ
ま
り

し
く
話
す
と
つ
ま
ら
な
い
か
ら

 
理
久
兎
の
バ
ト
ル
回
に
な

た
ら

し
く
説
明
し
て

 
い
こ
う
か
な

 

 

じ

な
さ
て
時
間
も
時
間
じ

し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
じ

な
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怠
惰

は
い
は
い
で
は
で
は
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様
さ
ら
ば
じ
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第
５
３
２
話
 
来
た
る
秘
封
倶
楽
部
初
代
会
⻑

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
実
習
と
い
う
名
の
ハ
デ
ス
を

し
安

の
休
み
を
満
喫
し
て
い
た
怠
惰

の
ク
ソ
悪
魔
で
す

よ
う
や
く
終
わ

た
⻑
か

た
よ
う
な
短
か

た
よ
う
な

失
礼
そ
れ
で

は
久
々
に
本
編
へ
ど
う

 

い
よ
く
開
か
れ
た

か
ら
耶
狛
が
侵
入
者
と

い
な
が
ら
や

て
き
た

 
さ
と

耶
狛
さ
ん

 
理
 

そ
れ
に
侵
入
者
だ

 
耶
狛

そ
う
侵
入

て
え

 

い
た

を
す
る
と
耶
狛
は

方
へ
と
近
づ
き

や
ら
体
を

と

り
更
に
は

を
動

か
し
匂
い
ま
で
か
ぎ
だ
す

そ
し
て

 
耶
狛

ま
さ
か
の
ま
さ
か
で
マ
ス

 
理
 

あ

そ
の
ま
さ
か
の
ま
さ
か
で
な

と
い
う
か

れ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
て
く
れ
な
い
か

 
と
い
う
か
い
い
加
減
に

と

る
な

と
い
う
か
身
⻑
が

く
な

て
い
る
か
ら
お
前

の
胸
の

が
当
た

た
り
し
て

し
い

た
ら
な
い

 
耶
狛

わ

ご
め
ん

ま
さ
か
マ
ス

が
子

の
よ
う

 
な
姿
に
な

て
い
る
と
は
思
わ
な
く

て
そ
れ
に

 
そ
の
姿
だ
か
ら
ま
さ
か
と
思

て

 
そ
う
い
え
ば
耶
狛
は
少
し
覚
え
て
い
る
だ
の

て
た
も
ん
な

な
ら
こ
の
姿
に
ト
ラ
ウ
マ
を

持
つ
者
の

人
な
ん
だ
よ
な

こ
れ
は
耶
狛
に
も

れ
さ
せ
る
し
か
な
い
か
な

 
さ
と

そ
れ
よ
り
も
耶
狛
さ
ん
侵
入
者
と
は

 

 
耶
狛

わ

そ
う
だ

た
侵
入
者
が
え

と

日
報
告

 
し
た
あ
の
秘
封
倶
楽
部
初
代
会
⻑
が

 
理
 

あ

か
絶

お
仕
置
き
中
の
小
娘
か

 
耶
狛

そ
う
そ
う

そ
の
子
が
地
霊
殿
に
入

て
き
て
そ
れ

 
で
も
う

り
を
物

し
ま
く

て
て

 
お
い
お
い
黒
だ
と
か
亜
狛
は
何
を

そ
う
だ
彼
奴
ら
ま
だ
風
呂
に
入

て
い
る
ん
だ

た



 第５３２話 来たる秘封倶楽部初代会⻑

 
理
 

や
れ
や
れ

さ
と
り
悪
い
が

事
が
出
来
た
み
た
い

 
だ
な

 
さ
と

そ
の
よ
う
で
す

 
理
 

と
り
あ
え
ず
そ
の
小
娘
は
何
処
に
い
る

 
耶
狛

え

と
ま
だ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

 
理
 

分
か

た
俺
が
直
々
に
行
く
よ

 
そ
の
秘
封
倶
楽
部
初
代
会
⻑
と
や
ら
に
は
亜
狛
と
耶
狛
が
世
話
に
な

た
み
た
い
だ
し
な

は
し
て
お
か
な
い
と
な

 
さ
と

い
て
い
き
ま
す

 
耶
狛

あ

私
も

 
理
 

な
ら
行
く
か

 
力
を
更
に
自
力
で

制
し
元
の
姿
へ
と

る
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
向
か
う

そ
う
し
て
向

か

て
い
る
と

 

 

わ

こ
ん
な
所
に
も
あ
ん
な
所
に
も

ち

ん
に

 

が

え

あ
れ

て
ま
さ
か
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
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と

が
聞
こ
え
て
く
る

ど
う
や
ら
地
霊
殿
の

ト
達
に

い
て
い
る
み
た
い
だ
な

エ

ン
ト
ラ
ン
ス
へ
と
出
る
と
そ
こ
に
は
動
物
達
を
観
察
す
る
変
な
服
装
に
マ
ン
ト
を
着

し
そ
し
て

を
か
け
る
女
子
が

の
よ
う
な
物
で
何
か
を
し
て
い
た

 
理
 

へ

が
侵
入
者
か

 

 

え

あ
ん
た

よ

 
理
 

お

と
そ
の
前
に
自
分
か
ら
名

る
の
が

だ
と

 
思
わ
な
い
か
い

 

 

そ
れ
普
通
な
ら
私
の
台

よ

 
理
 

ま

こ
う
い
う
の
は
レ
デ

フ

ス
ト
だ

く

 

え
よ

 
そ
う

う
と

少
女
は
ク
イ

と

を
直
す
と
マ
ン
ト
を
な
び
か
せ

 

 

な
ら
ば

い
ま
し

う
私
は
秘
封
倶
楽
部
初
代
会
⻑

 
に
し
て
世
界
の
神
秘
や

を
探
し

め
る
者
そ
の
名

 
を
宇
佐
美
菫
子
よ

 
自
信
満
々
に
そ
う

う
が

か
報
告
が
正
し
い
と
し
た
ら
こ
の
菫
子
と

た
娘
は
絶

幻
想
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郷
に
幽
閉
さ
れ
て

子
に
な

て
る

れ
な
子

の
黒
幕
だ

た

だ

 
菫
子

名

た
ん
だ
か
ら
あ
ん
た
達
の
名
を

 
耶
狛

や

 
菫
子

げ

何
で
あ
ん
た
が
こ
こ
に

 
耶
狛
を
見
た
菫
子
は
そ
う

い
固
ま
る

と
り
あ
え
ず
名

て
は
お
く
か
さ
と
り
を
見
て
お

先
に
ど
う

と
ア
イ
コ
ン

ク
ト
を
す
る
と
さ
と
り
が
前
へ
と
出
て

 
さ
と

私
は
こ
の
地
霊
殿
そ
し
て
旧
地
獄
の

理
を
し
て
い

 
る
古
明
地
さ
と
り
で
す

 
耶
狛

も
う
知

て
る
だ
ろ
う
け
ど
私
は
深
常
耶
狛
で

す

 
レ
デ

フ

ス
ト
だ
か
ら
先
に

い
ま
し
た

 
そ
れ
と
お
久
び
さ
だ

菫
子
ち

ん

 
と

人
が
自

を
終
え
る
を

し
最
後
は
自
分
が
名

る

 
理
 

そ
ん
で
俺
は
さ
と
り
と
同
様
に
旧
地
獄
と
幻
想
郷
の

 
間
の
外
交
官
を
し
て
い
る
深
常
理
久
兎

て
も
ん
だ

 
お
前
の
事
は
俺
の
神
使
の
耶
狛
と
そ
の
兄
の
亜
狛
か
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ら

々
と
聞
い
て
い
る

 
菫
子

え

あ
ん
た
と
あ
の

者
は

か
性
悪

キ

 
の
部
下
で
し

 
耶
狛

え

い
な

あ
れ
は
主
人
で
も
何
で
も
な
い
よ

 
あ
く
ま
で
友
人

悪
友

と
し
て
マ
ミ
ゾ
ウ
ち

ん

 
の
手
伝
い
し
た
だ
け
だ
よ
そ
れ
に
狸
ご
と
き
に
私
達

 
狼
が
従
う
訳
が
な
い
よ

 
サ
ラ
リ
と
毒
を

い
て
い
く
な

本
当
に

ロ
イ
ン
の

人
と
は
思
え
な
い

 
菫
子

そ
れ
じ

真
の
ラ
ス
ボ
ス
は
あ
ん
た

 
理
 

ハ
ハ
ハ
ラ
ス
ボ
ス
と
か

い
な

 
自
分
に
指

し
て
ラ
ス
ボ
ス
と
か

て
き
た
よ

地
味
に
失
礼
な
奴
だ
な

す
る
と

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ど
う
し
た

 

 
小

で
さ
と
り
が
呼
ん
で
き
た
た
め
耳
を

け
る
と

 
さ
と

ど
う
や
ら
彼
女
は
こ
こ
に
来
る
ま
で
に

当
な
数
と
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戦

て
心
身
共
に

て
る
み
た
い
で
す

そ
の
せ

 
い
な
の
か
先
程
か
ら
ソ

ソ

し
て
い
る
ん
で
す
よ

  
理
 

わ
れ
て
み
る
と

 

わ
れ
て
み
る
と

か
に
ビ
ビ

て
い
る
の
か
ソ

ソ

キ

ロ
キ

ロ
も
し
て
い
る
な

こ

れ
は
結

な
ぐ
ら
い
に

え
て
い
る
み
た
い
だ
な

 
理
 

少
し
カ
マ
か
け
て
み
る
か
何
か
し
ら
の
事
情
が
あ
り

 
そ
う
な
ら
コ
ン

ク
ト
頼
む

 
さ
と

は
い

 
小

で
話
す
の
を

め
菫
子
を
見
て
ニ

リ
と

い

 
理
 

お
前
の
事
は

々
と
報
告
で
聞
い
て
い
る

化
け
狸

 
に
化
か
さ
れ
て
幻
想
郷
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ん
だ

 
て
な

何
で
ま
た
お
前
は
罠
か
も
し
れ
な
い
の
に

 
関
わ
ら
ず
幻
想
郷
に

 
菫
子

あ
ん
た
に
は
関
係
な
い
で
し
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若

だ
が

葉
に
怒
り
が

て
い
る
な

こ
れ
は
何
か
し
ら
の
事
情
が
あ
る
と
み
た

さ
と

り
を
チ
ラ
リ
と
見
る
と
ア
イ
コ
ン

ク
ト
し
て
く
る

や
は
り
事
情
は
あ
る
み
た
い
だ
な

 
理
 

ま

そ
こ
は
別
に
ど
う
い
で
も
良
い
問

は
ど
う
し

 
て
こ
ん
な
危
険
で
無
法
的
な
地
底
に

 
菫
子

知
ら
な
い
わ
よ

逃
げ
て
た
ら
い
つ
の
間
に
か
こ
こ

 
へ
と
来
て
た
ん
だ
か
ら

 
成
る
程

地
上
で
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る

に

て
こ
こ
へ
と
来
て
し
ま

た
と
い
う
事

か

し
か
し
そ
の
道
中
の
間
で
よ
く
も
ま

無
事
で
来
れ
た
も
の
だ

そ
こ
は

め
て
や
り
た

い 
菫
子

こ
こ
に
来
る
に
も
殺
さ
れ
る
か
と
思

た
し
も
う
本

 
当
に
嫌
に
な

て
き
ち

う

あ
の
人
も
も
し
か
し

 
た
ら

 
あ
の
人
か

ど
う
や
ら
そ
の
事
情
は
あ
の
人
と
い
う
者
に
か
か
わ
り
合
い
が
あ
る
と
み
た

再

び
チ
ラ
リ
と
さ
と
り
を
見
る
と
今
度
は

く

ど
う
や
ら
ビ
ン
ゴ
み
た
い
だ
な

 
理
 

ま

し
い
事
は
知
ら

が
こ
こ
に
人
間
な
ん
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い
な
い

い
る
の
は
嫌
わ
れ
た
妖
怪
だ
と
か
交
渉

 
な
ん
て
通

し
な
い
奴
達
だ
け
だ
か
ら
な

わ
ば
人

 
間
の
お
前
な
ん
か
は
妖
怪
の

物
だ

 
菫
子

た

食
べ
る
気

 
理
 

生

な
話
で
俺
は
人

を
食
べ
る
趣
味
は
な
い
ん
で

 
な
安
心
し
な

 
菫
子

そ

そ
う

地
上
に
い
え
外
界
に
帰
れ
る

 
方
法
な
ん
て
何
か
な
い

 
あ
る
に
は
あ
る
ん
だ
よ
な

現
に
亜
狛
が
そ
の
一

だ
か
ら
な

だ
が
教
え
る
わ
け
に
は
い
か

な
い

教
え
た
り
し
て
帰
す
と
こ
い
つ
は

り
ず
に
ま
た
し
で
か
し
て
来
そ
う
だ
か
ら
な

 
耶
狛

え

と
帰
れ
る
方
法
は

 
理
 

耶
狛

 
ニ
コ
リ
と

む
と
耶
狛
は

を

く
し
て

る

あ
れ
そ
ん
な
に
怖
い
か
俺
の

 
理
 

コ

ン

ま

外
界
に
つ
い
て
は
皆
目
検
討
は
つ

 
か
な
い
が
地
上
に
は
帰
し
て
や
れ
る
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菫
子

そ
れ
本
当

 
理
 

あ

た
だ

 
ニ

リ
と

う
と
さ
と
り
と
耶
狛
は
ま
さ
か
と
い

た

を
す
る

流

は
察
し
が
良
い
な

 
理
 

俺
の
リ
ハ
ビ
リ
に

き
合
え
よ
こ
こ
最
近

動
い
て

 
な
く
て
な

 
ど
の
く
ら
い
の
力
で
や
れ
る
か
リ
ハ
ビ
リ

て
試
し
た
い
ん
だ
よ
な

ま

所
詮
は
弾
幕

ご

こ
つ
ま
り
ご

こ
遊
び
だ
け
ど
な

 
菫
子

へ

そ
の

に

合
わ
ず

い
事
を

う
の

 
理
 

ア
ハ
ハ

か
ら
見
た
ら
い
く
つ
に
見
え
る

 
菫
子

う

ん

方
も
妖
怪
よ

 
理
 

さ

ど
う
だ
ろ
う

 
菫
子

大
方
は
高
く
見
積
も

て
３
０
０
０

 
お
や
こ
れ
は
こ
れ
は
嬉
し
い
事
を

て
く
れ
る
な

こ
れ
に
は
少
し
ニ
コ
ニ
コ
し
て
し
ま

う

ま
だ
そ
ん
な
若
く
見
え
る
の
か
そ
う
か
そ
う
か

少
し
加
減
し
て
や
ろ
う
か
な

 
さ
と

因
み
に
理
久
兎
さ
ん
は
幻
想
郷
の
中
で
も

指
い
え
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番
の
年

り
で
す
よ

 
菫
子

う

 
理
 

え

さ
と
り
い
き
な
り
何
な
の

 
さ
と
り
の

は
不

れ
気
味
な

を
し
て
い
た

何
あ
れ
か

き

か

き

な
ん
で
す

か 
菫
子

え

と
そ
う
な
る
と
６
０
０
０

と
か

 
さ
と

い
え

く

は
行

て
い
ま
す
し
世
界
の
誕
生

 
を
こ
の
目
で
見
て
い
る
方
で
す

 
菫
子

 
理
 

さ

さ
と
り
さ

ん

く
人
の
ま

人
じ

な
い
け

 
れ
ど

を

う
の
は

め
て

て
も
良
い
か
な

 
さ
と
り
は
何

か
楽
し
そ
う
に
ク
ス
リ
と

う

あ
れ
ど
こ
に

う
要

が
あ
る
ん
だ
ろ
う

 
耶
狛

マ
ス

と
さ
と
り
ち

ん
は
や

り
仲
が
良
い

 
よ
う
で

 
菫
子

て
こ
と
は
世
界
の
全
て
を
知
る
全
知
全
能
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理
 

そ
れ
は
俺
じ

な
い
な
ま

い
い
や
と
り
あ
え
ず

 
手
を
頼
む

小
娘
こ

ち
は
出
来
る

り
で
手
加
減

 
し
て

 
菫
子

ま

わ
な
い
わ
そ
れ
か
ら

て
お
く
け
ど
私
は

 
年
季
の
入

た
お

ち

ん
に
負
け
る

ど
の
心
の

 

さ
は
な
い
し

し
く
も
な
い
わ
よ

 
こ
い
つ

う
て
は
な
ら
ぬ
事
を

い
や
が

た
な

手
加
減
し
て
や
ろ
う
か
と
思

た
が

め

た

ら
し
く
加
減

き
で

き

す

 
理
 

良
し
分
か

た
お
前
に
は
手
加
減

き
で
ボ
コ
ボ
コ

 
に
し
て
や
ろ
う

 
菫
子

え

 
耶
狛

マ
ス

大
人
げ
な
い
な

 
さ
と

耶
狛
さ
ん
と
り
あ
え
ず
下
が
り
ま
し

う

き

え

 
を
受
け
ま
す
よ

 
耶
狛

は

い
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大
人
げ
な
い

結

だ

喧
嘩
を
売
ら
れ
た
ら
買
う
の
が
俺
の
主
義
だ

そ
れ
に
ま
だ
会

て
も
数
分
も
満
た
な
い
小
娘
に
年
季
の
入

た
お

ち

ん
と

わ
れ
た
の
は
流

に
俺
も
少
し

キ
レ
る

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
無
理
し
な
い
程
度
で
や

て
下
さ
い

 

口
が
開
い
た
り
し
て
も

り
ま
す
の
で

 
理
 

へ
い
へ
い

 

人
が

れ
る
の
を

し
自
分
は
菫
子
を
見
て

う

俺
に
お

ち

ん
呼
ば
わ
り
し
て

喧
嘩
を
売

た
事
を

く
後

さ
せ
て
や
ろ
う

 
理
 

さ

て
め

の
勇
気

知

力
を
全
て
を
持

て

 
俺
に
挑
め
そ
し
て
お
前
の

値
を
俺
が
見
定
め
て
や

 
る
よ

 
菫
子

方
ご
と
き
に
私
の

値
を
見
定
め
て
も
ら
お
う
気

 
な
ん
て
更
々
な
い
私
の

値
を
知
る
の
は
私
だ
け
で

 

分
よ

 
そ
う
し
て
地
底
で
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
理
久
兎
も
つ
い
に

呼
ば
わ
り
か

 
怠
惰

ま

仕
方
な
い
ま
だ
こ
の
時
の
菫
子
は
若

な
が

 
ら
も
理
久
兎
達
い
や
幻
想
郷
の
住
人
達
を

め
て

 
る
か
ら

そ
れ
に
従
者
達
を

し
た

て
い
う
の

 
も
あ

て
か
そ
の
主
人
も
弱
い
な
ん
て
思

て
い

 
る
の
か
も

 

 

あ
や
つ
死
ん
だ
な

 
怠
惰

ま

恐
ら
く
リ
ハ
ビ
リ
が
て
ら
で
や
ら
れ
る
よ

 

 

や
れ
や
れ

し
て
次
回
は
や
は
り

 

 
怠
惰

え

戦
闘
回
で
す
そ
し
て
つ
い
に
こ
れ
ま
で
後
書

 
き
に
て
語
ら
て
い
た
理
久
兎
の
オ
カ
ル
ト
が
分
か

 
る
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お

 
怠
惰

ま

そ
ん
な
ん
も
あ
る
か
ら
次
回
に
狂
神
だ

た

 
り
オ
カ
ル
ト
に
つ
い
て
語

て
い
こ
う
か

 

 

う
む
楽
し
み
に
し
て
お
る

 
怠
惰

あ
い
あ
い

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ

 
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う
む
で
は
読
者
様
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

さ
よ
う
な
ら
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第
５
３
３
話
 
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
名
の
お
仕
置
き

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
今
回
は
本
来
あ
る

の
な
い
都
市
伝

説
が
出
て
き
た
り
菫
子
が
ゲ

ム
に
は
な
い
よ
う
な
技
を
使

て
き
ま
す
が
そ
こ
は
場
所
が
場
所

と
い
う
の
で
ご
察
し
を
お
願
い

し
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
地
底
で
の
弾
幕
ご

こ
が
幕
を
明
け
た
同
時
に

 
菫
子

先
手
必
勝
よ

 
菫
子
は
置
い
て
あ
る
家

な
ど
を

か
せ
て

方
へ
と
ぶ
ん
投
げ
て
き
た

だ
が

 
理
 

人
の
家
の
家

を
武

に
使
う
な

 

を

ち
物
を

め
下
へ
と
強
制
的
に
降
ろ
す

 
菫
子

な

な
ら

イ
ロ
キ
ネ
シ
ス

 
人

し
指
に
火
が

さ
れ
た
か
と
思
う
と
そ
の
火
は

れ
狂
う

へ
と
姿
を
変
え

方
へ
と

し
て
き
た

手
を
龍
化
さ
せ
て
霊
力
を

わ
せ
て

を
受
け

め
る
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菫
子

な

何
で

か
な
い
の
よ

 
理
 

何
で

簡
単
だ

的
な
年
季
の

だ
小
娘

 
受
け

め
火
玉
へ
と
収

さ
せ
た

を
そ
の
ま
ま
菫
子
へ
と
返
す

は
自
分
の
霊
力
と

み

合
い
火
龍
の
姿
と
な

て
菫
子
へ
と

の

を
向
け
襲
い
か
か
る

 
菫
子

サ
イ
コ

 
理
 

さ
せ
る
か
よ

 
返
し
た
火
龍
よ
り
も

く
動
き
菫
子
の
前
へ
と
一
気
に

動
す
る

 
菫
子

へ

 
理
 

こ
こ
じ

あ
れ
だ
か
ら
な
表
に
出
ろ

 
そ
う

い
気
を

た

を
菫
子
の
体
に
当
た
ら
ぬ
よ
う
に
打
つ

 
菫
子

え

え

キ

 
打

た

か
ら
気
が

た
れ

撃
波
と
な
り
菫
子
を

関
か
ら
地
霊
殿
の
外
へ
と
追
い
出
す

そ
し
て

 
理
 

や
れ

 

み
合

た
霊
力
を

り
火
龍
は
菫
子
を
追
い
か
け

関
か
ら
飛
び
出
す

そ
れ
を
追
い

関
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を
出
る
と

 
菫
子

ハ
イ
ド
ロ
キ
ネ
シ
ス
温
泉

 

 
旧
都
の
温
泉
宿
の
温
泉
か
ら
水
⻯

を
お

し
火
龍
の

撃
を
防
ぐ
と
共
に
火
龍
は
消

す

る 
菫
子

ま
さ
か
私
の
火
を

し
て
く
る
と
は

 
理
 

使
え
る
も
の
は
何
で
も
使
う
の
が
流
儀
だ
た
だ
人
様

 
に

惑
を
か
け
て
ん
じ

よ
小
娘

 
流

の
俺
も

を
踏
み
台
に
し
た
り
と
か

と

い
つ
つ
建
物
を

し
た
り
と
か

だ

た
が

い
の

に

弾
幕
を

と
そ
う
と
し
た
り
と
か
し
て
い
る
た
め
人
に

え
な

く
な
い
と
内
心
思

た

 
菫
子

何
を
ぼ
さ

と
し
て
い
る
の
か
し
ら

 
そ
う

わ
れ
ハ

と
す
る
と
菫
子
の
手
に
は
河
童
の
水

み
た
い
な

い

が

ら

れ
て
い
た

菫
子
は
ニ

リ
と

い
な
が
ら
引
き
金
を
引
き

 
菫
子

部
 

プ
リ
ン

ン

 
引
き
金
を
引
き
き
る
と
バ
キ

ン
と
い

た
発

が
鳴
り

き

弾
が

方
へ
と
向
か

て
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く
る
が

く

く
見
え
る

 
理
 

や
れ
や
れ
断
罪
神
書
レ
ク
イ
エ
ム

 
断
罪
神
書
を
呼
び
レ
ク
イ
エ
ム
を
注
文
す
る
と

い
よ
く
レ
ク
イ
エ
ム
を

き
出
す

 
理
 

モ

ド
魔
力

 
魔
力
へ
と
切
り
替
え
す
ぐ
さ
ま
に
レ
ク
イ
エ
ム
を
手
に
取
り

 
理
 

恋

 
マ
ス

ス

ク

六

 
引
き
金
を
引
く
と
弾

が
回
転
し

口
か
ら
マ
ス

ス

ク
を

ち
向
か

て
く
る

弾

を
消
し

に
し
て
菫
子
へ
と
向
か

て
い
く

 
菫
子

く

そ
れ

て
あ
の
魔
女
の

 
理
 

う
魔
理

を
知

て
い
る
の
か

 
菫
子

え

回
戦

て
る
か
ら

 
理
 

そ
う
か

ま

こ
れ
は
彼
女
か
ら
教
わ

た
の
さ
代

 
わ
り
に
本
を

し
て
と
Ｇ

＆

し
て

 
な

 
菫
子

そ
う
だ
け
ど
そ
の
技
は
見

て
い
る
わ

そ
れ
は
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高
火
力

え
に

発
し
か
撃
て
な
い

 
そ
う

い
菫
子
は
無
数
の

を

か
せ
投
げ
飛
ば
し
て
く
る

ま

か
に
普
通
の
マ
ス

ス

ク
は

発
し
か
撃
て
な
い
な

た
だ
そ
れ
は
あ
く
ま
で
た
だ
の
マ
ス

ス

ク

な
ら
の
話
だ

俺
の
マ
ス

ス

ク
は
改
造
を

し
た
た
め

で
き
る
ん
だ
よ

再

び
引
き
金
を
引
き
マ
ス

ス

ク
を

つ

投
げ
た

を

き
菫
子
へ
と
向
か
う
が
そ
れ
を

リ

リ
で
回

さ
れ
る

 
菫
子

嘘

で
し

発
だ
け
の

じ

 
理
 

俺
の
マ
ス

ス

ク
は

程

び
に

力
を

 
と
す
事
で

を
上
げ
そ
し
て

で
き
る
よ
う

 
に
改
造
し
て
あ
る
ん
だ
よ

 
引
き
金
を

続
で

回
引
き
無
数
の
マ
ス

ス

ク
を

つ

だ
が
そ
れ
を

 
菫
子

う

う
わ

と
と

 
ぎ
こ
ち
な
く
明
ら
か
に

サ
い

け
方
だ
が

リ

リ
で
レ

ザ

を

け
て
い
く

 
菫
子

こ
の

ア

バ
ン
サ
イ
コ
キ
ネ
シ
ス

 
無
数
の
瓦
礫
や

な
ど
の
ゴ
ミ
更
に
は
無
数
の

物
を
ぶ
ん
投
げ
て
く
る

ま
た

り
ず
に
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物
を
投
げ
て
き
た
か

 
理
 

モ

ド
妖
力

空
紅

黒

 
レ
ク
イ
エ
ム
を
断
罪
神
書
へ
と
し
ま
い
妖
力
へ
と
切
り
替
え
て
空
紅
と
黒

を
取
り
出
し
向

か

て
く
る
物
を
全
て

切
り
に
し
て
い
く

だ
が
投
げ
て
き
た
物
を
全
て

に
し
て
気
づ
く

菫
子
の
姿
が
消
え
て
い
る
の
だ

 
理
 

あ
い
つ
何
処
に

 
何
て
思

て
い
る
と
上
か
ら
気

を
感
じ
見
る
と
そ
こ
に
は

 
菫
子

オ
カ
ル
ト
ボ

ル

 
無
数
の
ボ

ル
が

く
と
そ
れ
ら
は
一

に
レ

ザ

を

て
く
る

密
度
が

く
間
が

く

い
が
ど
う

け
る
か

 
理
 

だ
試
さ
せ
て
も
ら
う

 
二
刀
を
投
げ
て
力
の

制
を
少
し
解
除
し
狂
神
の
姿
へ
と
変
化
し
て

を

ば
た
か
せ
レ

ザ

へ
と
向
か

て
い
き

 
理
 

い

 

を

り

み

い
レ

ザ

と
レ

ザ

の
間
を

リ

リ
の
所
で
潜
り

け
な
が
ら
菫
子
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へ
と
間
合
い
を

め
る

 
菫
子

な

何
よ
そ
の
姿

 
理
 

い
て
る
間
が
あ

た
ら
回

に
専

し
た
ら
ど
う

 
だ

 
菫
子
へ
と

を

ば
す
と
先
程
に
投
げ
た
空
紅
と
黒

が
菫
子
に
め
が
け
て
直
進
し
て
い
く

 
菫
子

サ
イ
コ
キ
ネ
シ
ス

 
と

い
空
紅
と
黒

を
そ
の
場
で

め
る
が
自
分
自
身
は
ま
だ

ま

て
い
な
い

 
理
 

手
と

と

の
あ
る
物
を
渡
せ

 
霊
力
妖
力
魔
力
神
力
を
合
わ
せ
深
紅
の
巨
大
な
ハ
サ
ミ
を
作
り
出
し

な
り
あ
う

を

げ
菫
子
の

を
目
掛
け
て

撃
を
す
る

 
菫
子

テ
レ
ポ

テ

シ

ン

 
だ
が
一

で
姿
を
消
し
た
た
め
閉
じ
た

は
空
を
切

て
し
ま
う

を

に

せ
て
気

の

す
る
方
に
体
を
向
け
る
と
菫
子
は
不
思
議
そ
う
な

を
し
て
見
て
く
る

 
菫
子

そ
れ
が

方
の
オ
カ
ル
ト
よ

 
理
 

ど
う
だ
ろ
う
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菫
子

そ
の
オ
カ
ル
ト
で
体
ま
で

む
な
ん
て

 
理
 

そ
れ
は
特
異
体

な
だ
け
さ

 
力
を

制
し
元
の
姿
へ
と

る

ハ
サ
ミ
を

手
で
持
ち
な
が
ら

 
理
 

ス
ナ

チ

 

い
た
ま
ま
の
空
紅
と
黒

を
指
と
指
の
間
に

を

む
よ
う
に
持
ち
断
罪
神
書
へ
と
し
ま

う 
菫
子

方
の
そ
の
ハ
サ
ミ
と
い
い
私
が
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

 
い
そ
し
て
見
た
こ
と
の
な
い
オ
カ
ル
ト
み
た
い

 
理
 

へ

そ
う
な
の
か

 
オ
カ
ル
ト
そ
れ
は
外
界
の

ラ

的
の
都
市
伝
説
だ

亜
狛
と
耶
狛
の
報
告
で
は
そ
の
都
市
伝

説
と
な

て
い
る
も
の
を
使
い
弾
幕
ご

こ
を
し
て
い
る
の
だ
と
か

そ
し
て
ど
う
や
ら
俺
の
オ

カ
ル
ト
は
そ
の
黒
幕
す
ら
も
知
り
え
な
い
も
の
み
た
い
だ
な

 
菫
子

良
い
わ

そ
の
不
思
議
を
も

と
見
せ
て
ち

う
だ

 
い
よ

 
理
 

お
い
お
い
生

な
話
で
俺
も
あ
ん
ま
り
知
ら

ん
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だ
よ
な

モ

ド
霊
力

 
霊
力
へ
と
切
り
替
え
て

を

え

 
理
 

雷

 

高

動
で
一
気
に
菫
子
の

後
へ
と
回
り

 
理
 

い

小
娘

 
菫
子

な

 
ハ
サ
ミ
の

を

げ
再
び
そ
の

に
向
か

て
斬
り
か
か
る

 
菫
子

ど
わ

 

続
で
何
回
も
ハ
サ
ミ
を
開
い
て
は
閉
じ
て
を

り
返
し
斬
ろ
う
と
す
る
が
絶

な

イ
ミ
ン

グ
で

サ
回

さ
れ
る

 
理
 

反

神

が
良
い
な

 
菫
子

こ
れ
で
も
私
は

文
弱
な
ん
だ
け
ど

 
理
 

ア
ハ
ハ
面
白
い

談
が

え
る
じ

な
い
か

 
総

で
約
１
０
０
０

の
家

を
持
ち
上
げ
た
り
何

も
の
温
泉
で
火
龍
を
撃
退
し

た
り

わ
ず
と
も

た
い

や
建
材
を
持
ち
上
げ
た
り
と
し
て
い
て
何
処
が

文
弱
だ

全
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国
の

文
弱
に
謝
れ

 
菫
子

い

な
ら

 
先
程
に
動
物
達
に
向
け
て
い
た
不
思
議
は

を
取
り
出
し

え
る
と

 
菫
子

力
 
サ
イ
コ
キ
ネ
シ
ス
ア
プ
リ

 
そ
う

い
指
で
そ
の

を

作
す
る
と
無
数
の
瓦
礫
や

な
ど
が

方
へ
と
四
方
八
方
か
ら
向

か

て
く
る

 
理
 

や
れ
や
れ

ふ
ん

 

制
す
る
の
を

め
て
狂
神
と
な
り
四
方
八
方
か
ら
飛
ん
で
く
る
ゴ
ミ
の
数
々
を

撃
波
で

吹

飛
ば
す

 
菫
子

そ

そ
ん
な
の
も
あ
り
な
の

 
理
 

あ
り
だ

 
ハ
サ
ミ
を
閉
じ
た
状
態
で

え
菫
子
の

を
目
掛
け
て
突
く

 
菫
子

う
わ

 
だ
が
ま
た
し
て
も

サ
回

さ
れ
て
し
ま
う

本
当
に
反

神

は

晴
ら
し
い
な

な
ら

ば
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理
 

恐

 
伝

す
る
絶
望

 
巨
大
な

が
口
か
ら

を

き
な
が
ら
出
現
し
菫
子
へ
と
そ
の
大
き
な
口
を
開
き

み
つ
き

を
お
こ
な
う

 
菫
子

 
だ
が
す
ぐ
さ
ま
後
退
さ
れ
回

さ
れ
て
し
ま
う
が
そ
れ
こ
そ
が

い
な
の
だ

み
つ
い
た
同

時
に

は
弾
け
飛
び
無
数
の

が
菫
子
を
一
点

い
し
て
襲
い
か
か
る

 
菫
子

チ

イ
ン
メ

ル

 
マ
ン
ト
を

か
せ
手
紙
封

の
弾
幕
を
ば
ら
ま
き

達
を

殺
さ
せ
る

 
理
 

ま
だ
そ
ん
な
手
を

し
て
い
た
ん
だ

 
菫
子

え
て

い
ま
し

う
か

そ
ろ
そ
ろ

界
な
ん
だ

 
け
ど

 
何
だ
よ

界
な
の
か
よ

な
ら
さ

さ
と
楽
に
な
れ
ば
い
い
の
に
な

 
理
 

な
ら
さ
さ

と
お
前
の

か
手

を
渡
せ
よ
大
丈
夫

 
綺

に
こ
の
ハ
サ
ミ
で
断

て
や
る
よ
た
だ

の

 
水
は
出
る
か
も
な
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菫
子

恐
い

 
ハ
サ
ミ
の
先
に
よ
る
突
き
の

撃
や

開
か
ら
の
断
ち
斬
り
ま
た
は
峰
を

し
た

い
を
す

る
が

 
菫
子

ん

と
う

き
つ

い

 
こ
い
つ
の
回

能
力
は

チ
で

ま
じ
い
な

す
る
と
菫
子
は
手
を
上
へ
と

う
と
下
か
ら
四

に

体
そ
し
て

の
あ
る

り
の

り
人

を
投
げ
て
く
る

 
理
 

 
そ
の
人

は
不
味
い

持

て
い
る
ハ
サ
ミ
は
菫
子
よ
り
も
そ
の
人

へ
と

を

開
し
人

の

手
を
ち

ん
切
る
と
ハ
サ
ミ
は
消

し
て
し
ま
う

そ
れ
を
見
た
菫
子
は
一
気
に
後
ろ
へ
と

下
が
る

 
菫
子

ふ

ふ

 
理
 

あ
り

り

 
菫
子

人

を
切

た
と
同
時
に
消
え
る
い
え
四

あ
る
物

 
を
切

て
満

し
た

た
し
か
そ
ん
な
不
思
議
が
あ

 

た

そ
う
地
方
に
伝
わ
る
え

と
何
だ

た
か
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し
ら

う

ん

メ
だ
思
い
出
せ
な
い

 
こ
の
不
思
議
を
知

て
い
る
と
で
も
い
う
の
か

な
ら
ば
バ
レ
る
前
に
さ

さ
と

さ
な
い
と

な

こ
の
ハ
サ
ミ
い
や
俺
の
不
思
の
弱
点
こ
そ

葉
通
り
の
手
と

と

の
あ
る
物
を
渡
せ
な
の

だ
か
ら

 
理
 

神

 
理
神
に
仕
え
る
従
者

 

制
し
元
の
理
神
へ
と

り
玉

の
弾
幕
を
大

開
す
る

そ
し
て
大

開
し
た
無
数
の

弾
は
小
さ
な
狼
の

や
⻯
の

へ
と
変
わ
り

を
向
け
て
突
撃
し
て
い
く

 
菫
子

エ
ア
ロ
キ
ネ
シ
ス

 
突
風
を
お

し
弾
幕
を
消
し
て
い
く
が
生
き

た
弾
幕

が
物

い
執

で
襲
い
か
か

て

い
く

狼
と
⻯
と
い
う
単
語
で
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
黒
を

想
し
て
作

た
の
は

う
ま
で
も
な

い 
菫
子

テ
レ
ポ

テ

シ

ン

 
ま
た
し
て
も
消
え
て
い
な
く
な
る
が
無

だ

こ
の
ス

ル
は
亜
狛
や
耶
狛
に
黒
の
執
着
心
を

現
化
し
て
出
来
た
ス

ル
だ

間

動
で
逃
げ
よ
う
が
こ
い
つ
ら
追
い
か
け
る

弾
幕

は

真

に
方
向
転

し
向
か

て
い
く



 第５３３話 リハビリという名のお仕置き

 
菫
子

ま
だ
追
い
か
け
て
く
る
の

 
理
 

終
わ
り
か
小
娘

 
正
直
な
話
で
出
切
る
な
ら
後

な
い
と
ハ
サ
ミ
の
ク

ル

イ
ム
が
終
わ
ら
な
い
ん
だ
よ

な 
菫
子

サ
イ
コ
キ
ネ
シ
ス
 

 

ち
て
い
る

を
大

に
持
ち
上
げ
狼
達
と
⻯
達
へ
と
投
げ
飛
ば
し
直
撃
し
た
弾
幕

は
消
え

て
な
く
な
る

 
菫
子

け
ら
れ
な
い
な
ら
真

向
か
ら
ブ
ロ

ク

 
理
 

う

小
娘
い
や
た
し
か
菫
子
だ

た
な
お
前
に
は

 

意
を
現
そ
う
遊
び
と
は
い
え
こ
こ
ま
で
持

た
ん

 
だ
か
ら
な

 
菫
子

ふ
ふ

ん
ど
う
よ

 
理
 

そ
の

意
を

し
て
教
え
て
や
る
よ
俺
の
不
思
議
は

 

コ
ト

リ
様

だ

 
そ
れ
を
聞
い
た
菫
子
は

る
と

え
何
か
を
思
い

い
た

を
し
た
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菫
子

そ
う
よ
た
し
か
手
と

と

の
あ
る
物
を

ん
で
切

 

て
し
ま
う
深
紅
の
巨
大
ハ
サ
ミ
を
持
つ
怪
異

 
理
 

よ
く
知

て
い
た
な

た
だ
半
分
は
不
正
解
だ
怪
異

 
で
は
な
い
ん
だ
よ

そ
う
怪
異
と
は
な

 
ク

ル

イ
ム
も
終
わ
り
再
び
ハ
サ
ミ
を
出
現
さ
せ

え
一
気
に
菫
子
へ
と
間
合
い
を

め

る 
菫
子

 
そ
し
て
ハ
サ
ミ
を

る
い
菫
子
を
上
へ
と
吹

飛
ば
す

 
理
 

コ
ト

リ
様
が
断
つ
の
は
手
と

と

の
あ
る
物

 
ま

当
た

て
い
る
が
実

は
違
う
コ
ト

リ
様
は

 
そ
の
者
の
縁
を
断
ち
前
へ
と
進
ま
せ
る
こ
と
こ
そ
が

 
コ
ト

リ
様
の
真
の

り
方
だ

 
力
を
解

し
狂
神
へ
と
姿
を
変
え
る

 
理
 

そ
ろ
そ
ろ
フ

ナ

レ
と
行
こ
う
か

 
そ
し
て
ハ
サ
ミ

え
ぶ

飛
ば
し
た
菫
子
の
方
へ
と
向
か
う
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菫
子

私
の
縁
を

勝
手
に
断
つ
な

 
空
か
ら
無
数
の

を

と
し
て
く
る
が
ハ
サ
ミ
で
全
て
を

々
に

 

し
な
が
ら
直
進
し

 
理
 

安
心
し
ろ
断
つ
の
は
お
前
を
取
り

く
悪
縁
だ
け
だ

 
か
ら
な

良
縁
は
断
た
な
い
よ

 
手
を
菫
子
の
方
へ
と
向
け

黒
い

を
発
生
せ
て
菫
子
を

み
込
む

そ
し
て

 
理
 

さ

も
う
嫌
だ
と

て
ご
ら
ん

 
最
後
の
ス

ル
を
宣

し
自
分
も

黒
い

の
中
へ
と
突

込
む

そ
し
て
そ
こ
に

か
ぶ
菫

子
へ
と
深
紅
の
巨
大
な
ハ
サ
ミ
を

げ

 
理
 

そ
の
悪
縁
は
断
つ

 

キ
ン

 
ピ
チ

ン

 
ハ
サ
ミ
で
断
つ
と
同
時
に

弾

が
鳴
り

く

そ
し
て

ち
な
い
よ
う
に
菫
子
の

を
持
ち

上
げ
る
と

が
晴
れ
る

 
理
 

ま

ざ

と
こ
ん
な
も
ん
だ
な

 
ハ
サ
ミ
の
刀
身
を

に
当
て
な
が
ら
理
久
兎
は
ニ

リ
と

い
な
が
ら
そ
う

う
の
だ

た
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そ
う
し
て
こ
の
弾
幕
ご

こ
は
理
久
兎
の
勝

と
な

た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

コ
ト

リ
様
か

 
怠
惰

え

因
み
に
コ
ト

リ
様
は
実

に
は
オ
カ
ル
ト
と

 
し
て
は
存

は
し
ま
せ
ん

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

も
し
か
し
か
ら

ス
に
な

た
も
の
が
あ
る
か
も

 
し
れ
な
い
け
ど
コ
ト

リ
様
じ
た
い
元
々
は
深
夜

 

て
い
う
ゲ

ム
に
出
て
く
る
キ

ラ
だ
し

 

 

う

 
怠
惰

理
久
兎
と
名
前
が

て
る
と
か
そ
の

り
方
が

て

 
い
る
だ
と
か

々
と
共
通
点
が
あ

た
り
と
か
し
た

 
か
ら
使

た

て
の
が
理
由
か
な
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そ
う
じ

た
か

し
か
し
コ
ト

リ
様
は
手

と

 

の
あ
る
物
を
渡
せ
と
と
か

て
意
味
は

 
怠
惰

そ
こ
は

と
も
ゲ

ム
を
見
て

し
い
ん
だ
け
ど

 
コ
ト

リ
様
の

物
み
た
い
な
も
ん
な
ん
だ
よ

元

 
来
は
人
の
悪
縁
を
断
つ

て
の
が
仕
事
だ

た
ん
だ

 
け
れ
ど
人
間
の

い
心
が
コ
ト

リ
様
を

め
て
い

 

て
し
ま

た
た
め
に

神
に
な

た
と
か

 

 

信

を
意
味
を
間
違
え
れ
ば
自
ず
と
そ
う
な
る
の

 
怠
惰

そ
の
た
め
手

と

の
あ
る
者
す
な
わ
ち
人
間
を
断

 
つ
み
た
い
な
感
じ
に
な

た
と
思
わ
れ
る
か
な
た
だ

 

こ
れ
み
た
い
な
も
の
で
は
な
く
て
悪
縁
の
あ
る
者

 
を
執

的
に
追
い
か
け
る
ん
だ
け
ど

た
だ
そ
の
身

 
代
わ
り
と
し
て
手

が
あ
り
頭
が
あ
る
人

だ
と
か

 
を
あ
げ
れ
ば
そ
の
場
し
の
ぎ
だ
け
ど
退
散
し
て
く
れ

 
る
ん
だ
よ
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そ
れ
見
つ
け
る
の
大
変
じ

ろ

 
怠
惰

え

大
変
で
す
よ
し
か
も
中
に
は
ゴ
ミ

て
場
か
ら

 
ロ
ボ

ト
の

ツ
を
見
つ
け
て
組
み
立
て
な
が
ら

 
コ
ト

リ
様
の

を

け
な
い
と
い
け
な
い
よ
う

 
な
場
面
も
あ
る
か
ら

大
変
だ
よ
そ
れ
と
見
た
目
の

 

に
は

い

深
い
神
様

て
い
う
設
定
な
ん
だ

 
け
ど

人
の
心
が

神
に
し
て
し
ま
う

て
怖
い
よ

  

 

う
む

か
に
の

所
で
そ
の
キ

ラ
は
人
気
な
の
か

 
の

 
怠
惰

う
ん
ま

そ
う
だ

そ
の
キ

ラ
が
ま
た
不
気
味
な

 
モ
ン
ス

感
を
漂
わ
せ
て
格

良
い
ん
だ
よ

し

 
か
も
後
日
談
が
ま
た
コ
ト

リ
様
の
性
格
を
知
れ
た

 
り
も
す
る
か
ら

 

 

う

や

て
み
よ
う
か
の
そ
の
ゲ

ム
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怠
惰

や
る
な
ら
お
小
遣
い
で
や

て

さ
て
時
間
も
時

 
間
だ
か
ら
今
回
は
こ
こ
ま
で
次
回
は
理
久
兎
の
戦
闘

 
に
つ
い
て
語

て
い
く
か
ら
よ
ろ
し
く

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
５
３
４
話
 
と
り
あ
え
ず
帰
す

 
こ
ん
に
ち
は
読
者
様
小
説
を
書
い
て
る
最
中
に

ち
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

い
や
は
や
申
し
訳
な
い

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
弾
幕
ご

こ
に
勝

し
た
自
分
は
理
神
へ
と

り
菫
子
を
持
ち
な
が
ら
地
霊
殿
の

関
前
へ
と

降
り
ハ
サ
ミ
を
消
す

す
る
と

 
耶
狛

お
帰
り
マ
ス

 
さ
と

お

れ
様
で
す
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

い

人
が
出
迎
え
て
く
れ
る

 
理
 

出
迎
え
あ
り
が
と
う
な

 
さ
と

所
で
理
久
兎
さ
ん
そ
の
怪
我
は

 
理
 

ん

あ

 

を
回
し
な
が
ら
調
子
を

か
め
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理
 

大
丈
夫
そ
う
だ
な

し
か
し
良
い
リ
ハ
ビ
リ
に
な

 
た

 
動
か
し
た
感
じ
そ
し
て
先
程
の
弾
幕
ご

こ
の
結
果
を

慮
し
て
こ
の
く
ら
い
動
け
れ
ば
も
う

大
丈
夫
そ
う
だ
な

 
さ
と

そ
う
で
す
か
何
事
も
な
く
て
良
か

た
で
す

 
耶
狛

 
と

て
く
れ
て
い
る
所
を
悪
い
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す

 
理
 

そ
う
い
え
ば
家
の
中
が
散
ら
か

て
る
ん
だ

た
よ

 
な

 
そ
う
菫
子
が
家

を

か
せ
て
ぶ
つ
け
て
こ
よ
う
と
し
た
た
め
め
ち

く
ち

に
な

て
い
る

の
だ

ま

た
く
こ
い
つ
は
ど
れ
だ
け
人
様
に

惑
を
か
け
れ
ば
気
が

む
の
か

 
さ
と

そ
れ
な
ら
問

は
あ
り
ま
せ
ん
よ

 
理
 

え

 
ど
う
い
う
事
だ
と
思

て
い
る
と

関
の

が
開
き
そ
こ
こ
ら

 
亜
狛

あ

マ
ス

お
帰
り
な
さ
い
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黒
 

帰

て
き
た
か
主
よ

 
お

理
久
兎
様
お
帰
り
な
さ
い

 
と

人
が
出
て
き
た

チ
ラ
リ
と

関
の

か
ら
中
を

く
と
綺

に
物
が

い
て
い

た

ど
う
や
ら
皆
が

け
て
く
れ
た
み
た
い
だ
な

 
理
 

け
を
や
ら
せ
ち
ま

て
す
ま

な

 
亜
狛

い
い
え

そ
れ
よ
り
も

 
黒
 

あ

 
皆
は
自
分
が

ん
で
い
る
菫
子
を
見
る

菫
子
は

だ
に
気
絶
し
て
い
る
の
か
ピ
ク
リ
と
も
動

か
な
い

あ
れ
こ
れ
ま
さ
か

 
耶
狛

こ
れ
死
ん
で
な
い

 
理
 

嫌
々
そ
れ
は
流

に

 

か
せ
て
手

を

り

か
め
る
と
心

は
あ
る

こ
れ
は
普
通
に
生
き
て
い
る
な

 
理
 

普
通
に
生
き
て
る

 
亜
狛

な
ら
良
か

た

そ
れ
や

た
ら
華
扇
さ
ん
だ
と

 
か
の

だ
と
か
が
水
の

で
す
よ
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耶
狛

 
さ
と

そ
の
話
は
聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
本
当
に
死
ん
で
い

 
た
ら
大
問

で
す
よ

 
ま

そ
う
な

た
ら
仕
方
な
い
と
は
思
う
け
ど
な

そ
れ
に
地
上
の
ル

ル
と
地
底
の
ル

ル

は

て
は
い
る
が
全
然

な
る
の
だ
か
ら
な

結
論
的
に
は
地
底
に

た
菫
子
が
悪
い

 
お

と
り
あ
え
ず
こ
の
子
ど
う
し
ま
す

 
黒
 

聞
い
て
い
た
話
か
ら
し
て
地
上
に
帰
す
ん
だ
ろ

 
理
 

ま

帰
す
に
は
帰
す
が

の

人
に

惑
を
か
け
ま

 
く

た
か
ら
な

く

し
を
か
け
て
も
良
い
と
思
う

 
け
ど
な

 
自
宅
の
家

を
投
げ
て

そ
う
と
し
た
り
温
泉
宿
の
温
泉
を
使

て

撃
し
て
き
た
り
瓦
礫
だ

と
か
も
旧
都
に
散
乱
さ
せ
た
り
と
こ
い
つ
地
味
に

惑
を
か
け
ま
く

て
い
る
か
ら
な

少
し
ぐ

ら
い

し
た
所
で

も
怒
り
は
し
な
い
だ
ろ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

が
黒
い
で
す
よ

 
黒
 

流

は

虐
に
定

の
あ
る
主
だ
な
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耶
狛

マ
ス

て
意
外
に
も
ド

だ
よ

 
亜
狛

異
論
な
い
な

 
お

か
に

 
こ
い
つ
ら
俺
を
何
だ
と
思

て
い
る
ん
だ

自
分
自
身
が

う
の
も
あ
れ
だ
け
ど
よ
こ
れ
で

も

愛
と

し
さ
や
情
が
あ
る
ん
だ
か
ら
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
菫
子

う

ん

 
菫
子
の
目
が
し

ぼ
し

ぼ
と
動
き
出
し
て
い
た
た
め
こ
れ
は
起
き
そ
う
だ
と
思

た

し

が
み
菫
子
の

に
自
身
の
不
思
議
で
あ
る
ハ
サ
ミ
を

げ

 
理
 

お
は
よ
う
菫
子
ち

ん

 
菫
子

え

こ
こ

え

 
理
 

お

と
動
く
と
ハ
サ
ミ
で

を
ち

ん
切
る
よ

 
菫
子

 
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら

ま
る

と
り
あ
え
ず

間

動
さ
せ
な
い
た
め
に

 
理
 

そ
れ
と

間

動
し
た
な
ら
お
前
の

を
ち

ん

 
切
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
頼
む
な
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菫
子

お

⻤

 

が
⻤
だ
自
分
で

え
る
の
も
あ
れ
だ
が
こ
れ
で
も

し
さ
と

愛
に
満
ち

れ
て
る
神
様

だ 
理
 

と
り
あ
え
ず
さ

う
こ
と
が

つ
か
あ
る
よ
な

 
菫
子

う
こ
と

て

 
理
 

人
様
の
家
の
家

を
投
げ
て
き
た
り
と
か

売
道

 
を
投
げ
て
き
た
り
と
か
初
対
面
の
俺
に
向
か

て

 
呼
ば
わ
り
し
た
事
と
か
な

 
菫
子

ち

調
子
に

て
し
ま

て
本
当
す
い
ま
せ
ん

 
で
し
た

 
と
高
々
に

ん
だ

今
頑

て

意
を
見
せ
て
も
人
間
ま
し
て
や
妖
怪
も
神
だ
と
か
も

す
ぐ

れ
る

そ
の
た
め
も
う
少
し
だ
け

し
を
か
け
る
か

 
理
 

ま

そ
こ
ま
で

う
な
ら
許
し
て
や
ろ
う
た
だ
し
次

 
俺
の
目
が
黒
い
内
に
そ
ん
な
事
を
し
た
ら
そ
の
時
は

 

そ
う
だ
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ニ
コ
リ
と

う
と
菫
子
は
再
び
気
絶
し
て
し
ま

た

 
理
 

あ
れ

 
た
だ

た
だ
け
な
の
に
気
絶
す
る
と
は
失
礼
な
奴
だ
な

 
理
 

な

お
い
菫
子
が
気
絶

 
そ
う

い
な
が
ら
皆
の
方
を
見
る
と

や

を
流
す
者
や
目
を
反
ら
す
者
や

れ
て
い
る
者
な

ど
が
い
て
若

だ
が
先
程
よ
り
も

を
置
か
れ
て
い
た

 
理
 

お

お

い
ど
う
し
て

を

 
少
し
近
づ
く
と
さ
と
り

外
の
者
は
少
し
後
ろ
へ
と
下
が
る

あ
れ
こ
れ

て
あ
れ
か
な

や
り
過
ぎ
た
的
な
感
じ
な
の
か
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
や
り
過
ぎ
で
す

 
理
 

で

で
す
よ

 
何
時
も
の
魔
理

と
同
じ
よ
う
な
ノ
リ
で
や

た
が
外
界
の
者
に
は

激
が
強
か

た
の
か
も

し
れ
な
い
な

と
い
う
か
魔
理

の
場
合
は
こ
れ
で
も
反

し
な
い
か
ら

し
を

え
る
の
一

な
ん
だ

 
理
 

は

ま

た
く
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ハ
サ
ミ
を
消
し
菫
子
の
胸
ぐ
ら
を

み

ら
す

 
理
 

お
い
起
き
ろ

頼
む
か
ら
起
き
ろ

 
菫
子

う

う

う

ん
こ
こ
は

私
は
ど
こ

 
こ
い
つ
は
何
を
急
に

的
な
記
憶

失
者
み
た
い
な
事
を

い
出
し
て
い
る
ん
だ

 
理
 

お
前
は
こ
こ
の
住
み
込
み

者
だ

 
記
憶

失
し
て
る
な
ら

く

り
込
み
し
て

力
を
増
や
そ
う
と
試
み
る
と

 
菫
子

て
そ
ん
な
訳
な
い
で
し

う
が

 
綺

な
ノ
リ
ツ

コ
ミ
を
か
ま
し
て
き
た

こ
い
つ
亜
狛
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
ツ

コ
ミ
の

能

が
あ
る

と
い
う
か
記
憶

失
で
は
な
い
み
た
い
で
少
し

だ

 
理
 

ち

 
菫
子

何
そ
の

打
ち

あ
ん
た
ま
さ
か
私
の
か

 
理
 

て
お
く
が
俺
に
は
も
う

に
心
に
決
め
て
い
る

 
子
が
生

は
話
で
い
る
ん
で

単

に
人
手
不

を

 

う

力

し
さ
だ
よ

 

の
た
め
に

の
意
味
を
込
め
て
チ
ラ

と
さ
と
り
を
見
る
と

を
真

に
さ
せ
小
さ
な
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サ

ド
ア
イ
で

を
必
死
に

す
仕

を
し
て
い
た

 
菫
子

え

ま
さ
か

え

あ
ん
た

チ
の
ロ
リ

 
コ
ン
的
な

 
理
 

が
ロ
リ
コ
ン
だ

 
と
い
う
か
俺
か
ら
見
た
ら

ぼ
老
若
関
わ
ら
ず
全
員
が
ロ
リ
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
な

 
さ
と

あ
ら

が
ロ
リ
で
す

て

 
ニ
コ
リ
と

み
な
が
ら
向
か

て
く
る
た
め
す
ぐ
さ
ま
さ
と
り
の
後
ろ
へ
と

動
し

ル

ド
す
る

 
理
 

さ
と
り
さ

ん
何
を

え
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
け

 
れ
ど
流

に

め
よ
う
な

頼
む
か
ら

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

グ

正

て

葉
を
ご
存
じ
で
す

 
よ

 
い
や
そ
れ
は
俺
と
か
地
霊
殿
の
面
々
だ
か
ら

グ

正
が

く
だ
け
で
あ

て
そ
れ

外
に

や

た
ら
下
手
し
な
く
て
も
殺

現
場
の
出
来
上
が
り
だ

 
理
 

お

お
い
菫
子

す
ぐ
に
謝
れ
じ

な
い
と
お
前
の



 第５３４話 とりあえず帰す

 
頭
に
ナ
イ
フ
だ
と
か
が

さ
る

 
菫
子

え

え

と
ご
め
ん
な
さ
い

 
さ
と

は

ま

今
回
だ
け
で
す
よ
そ
れ
か
ら
ナ
イ
フ

 
な
ん
て

し
ま
せ
ん
よ
た
だ
あ
な
た
を

り
つ
け
て

 
大

の
面
前
で
こ
れ
ま
で
の
黒

を

遠
と
を
読

 
み
上
げ
る
つ
も
り
だ

た
ん
で
す
よ

 
菫
子

単

に
え
げ
つ
な
い

 
身
体
的
に
無

だ
が
心
に
は
物

い
大

メ

が
入
る
や
つ
だ

か
に
ナ
イ
フ
で

す
よ

り
も
え
げ
つ
な
い

 
さ
と

と
り
あ
え
ず
帰
す
ん
で
す
よ

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

 
お

理
久
兎
様
そ
れ
は

れ
て
は
い
け
な
い
や
つ
で
す
よ

 
ま

す

か
り

れ
て
い
た
ん
だ
よ
な

 
菫
子

そ
こ
は

れ
な
い
で
も
ら
え
な
い

 
理
 

ま

ま

亜
狛
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亜
狛

え

だ
と
思
い
ま
し
た
よ
地
下
へ
の
入
り
口
で
良
い

 
で
す
よ

 
理
 

あ

そ
の

り
で
良
い
だ
ろ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
返
事
を
し
て
亜
狛
は

け
目
を
作
る

 
理
 

そ
れ
に
入
れ
そ
う
し
た
ら
地
下
へ
の
入
り
口
に
出
る

 
か
ら
よ

 
菫
子

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
理
 

良
い
よ
別
に

そ
れ
と
最
後
に
も
う
一
度
だ
け

告

 
し
て
お
く

こ
こ
で
は
あ
る
程
度
の
常

を
か
な
ぐ

 
り

て
ろ

手
の
見
た
目
に
は

さ
れ
る
な
よ
ロ
リ

 
み
た
い
な
見
た
目
し
て
い
て

断
す
る
と
生
き

を

 
全
て
す
す
ら
れ
て
ミ
イ
ラ
に
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

 
か
ら
な

 
案
外
に
も
菫
子
は
幻
想
郷
や
地
底
だ
と
か
を

め
て
い
る
し
妖
怪
達
も
下
に
見
る

向
が
あ
る
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と
思

た
た
め

な
良
心
で

告
を
す
る

 
菫
子

つ
ま
り
見
た
目
に

さ
れ
る
な
と

 
理
 

そ
う
い
う
事
だ
そ
れ
と

を
気
に
し
て
い
る
奴
は

 
山
い
る
無
下
に

を
ネ

に
し
て

る
と
死
ん
だ
方

 
が
マ
シ
と
思
え
る
地
獄
を
味
わ
う

目
に
な
る
か
ら

 
気
を
つ
け
ろ
よ

 
菫
子

つ
ま
り
さ

き
み
た
い
な

 
理
 

そ
う
い
う
事
だ

ま
た
俺
を

手
に
ま
た

を
ネ

 
に
し
て

る
よ
う
な
発

し
て
み
ろ
よ
ら
お
前
の

 
久

職
先
は
ミ
ン
チ

か
ら
の

ト
フ

ド

定

 
だ
か
ら
な

 
因
み
に
こ
れ
は

チ
の

験
談
だ

特
に
女
性

に
対
し
て

ネ

を
い
れ
る
と
命
は
な
い

 
菫
子
 

 

し
が

い
た
の
か
菫
子
は

を

く
さ
せ
な
が
ら

え
だ
す

こ
の
く
ら
い

し
て
お
け
ば

魔
理

と
違

て
も
う
し
な
い
だ
ろ
う
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理
 

分
か

た
な
ら
行
き
な

 
菫
子

ど

ど
う
も

え

と

告
か
ら
何
か
ら
何
ま
で
あ

 
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

コ
リ
と
頭
を
下
げ
て
菫
子
は

け
目
へ
と
入
る
と

け
目
は
閉
じ
ら
れ
た

 
理
 

さ
て
と

 
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
一

去

た
な

く
り
し
た
い
な
ん
て
思

て
い
る
と

 
黒
 

そ
う
い
え
ば
主
よ
さ
と
り
の
部

で
こ
ん
な
物
を
見

 
つ
け
た
ん
だ
が

 
理
 

ん

何
だ
さ
と
り
の
黒

ノ

ト
か

 
さ
と

何
で
す

て

 

く

ク
を
交
え
た
ん
だ
が
さ
と
り
に
は
受
け
な
か

た
み
た
い
だ

と
い
う
か
そ
の

や
や
か
な

気
を

し
出
す
の
は
や
め
て

 
理
 

え

い
や
何
で
も
な
い
で
す

そ
れ
で
何
だ

 
黒
 

こ
れ
だ

主
が
い
な
い
か
ら
探
し
回

て
い
る
時
に

 
見
つ
け
て
な
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そ
う

い
黒
は
手
紙
が
入

て
い
る
で
あ
ろ
う
封

を

し
出
し
て
き
た

 
さ
と

そ
う
そ
う
理
久
兎
さ
ん

な
ん
で
す
よ

 
理
 

さ

き
手
紙
が
ど
う
こ
う

て
た
も
ん
な

 
菫
子
の
来
訪
で

れ
て
い
た
な

手
紙
を
受
け
取
り
見
る
と

か
に
俺

に
な

て
る

し
か

し

出
人
の
名
が
な
い
チ
ラ
チ
ラ
と
表
裏
を

く
り
返
し
な
が
ら

し
よ
う
や
く

出
人
が

分
か

た

 
理
 

月
の
封

か

 
恐
ら
く
こ
れ
を

し
出
し
た
の
は
十
中
八
九
で
姪
の
ツ
ク

ミ
だ
ろ
う
な

し
か
し

出
人
を

書
か
な
い
と
は
ツ
ク

ミ
に
し
て
は
珍
し
い
な

こ
う
い
う
の

て
大
体
は
嫌
な
知
ら
せ
に
な
る

フ
ラ
グ
な
ん
だ
よ
な

封
を
開
け
て
手
紙
を
取
り
出
し
内
容
を

す
る

 
理
 

 
お
い
お
い
嘘
だ
ろ
こ
れ
が
本
当
な
ら

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
黒
 

ど
う
か
し
た
の
か

 
亜
狛

マ
ス
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耶
狛

ど
う
し
た
の

 
お

そ
の

か
ら
し
て
嫌
な
予
感
が

 
お

の

て
る
こ
と
は
正
解
だ

書
い
て
あ
る
内
容
は
あ
る
意
味
で
と
ん
で
も
な
い
事
で
あ

り
大
惨
事
ま

た
無
し
の
内
容
な
の
だ

 
理
 

亜
狛

耶
狛

す
ぐ
に
菫
子
を
帰
し
た
地
底
の
入
り

 
口
に

 
と

て
い
る
と
そ
の
時
だ

 

 

理
久
兎
さ
ん

 

 

あ
ん
た
達
そ
ん
な
所
で
な
に
し
て
ん
の
よ

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
だ
す

そ
の
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
本
来
な
ら
地
上
に
い

る
べ
き

の
蓮
と
霊
夢
が
こ
ち
ら
へ
と
向
か

て
き
て
い
た
の
だ

た

 
怠
惰

て
な
訳
で
今
回
は
予
告
し
た
戦
闘
ス

イ
ル
だ
と
か

 
に
つ
い
て

べ
て
い
く
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う
む
頼
む

 
怠
惰

は
い
は
い
ま
ず
は
狂
神
状
態
に
つ
い
て
も
う
分
か
る

 
通
り
で

く
な
り
同
時
に

や

も
短
く
な
る
つ
ま

 
り
は

ち

ん
と
同
じ
く
ら
い
の
体
格
に
な
る
わ
け

 
だ
そ
う
な
る
と
普

か
ら
使
う
刀
と
か

は
体
格
的

 
に

い
に
く
い
し
リ

チ
も
短
く
な
る
ま

ぶ

 
ち

け
る
と
使
い
に
く
い
体
格
に
合

て
な
い
ん
だ

 
よ

 

 

う
む

シ
は
そ
れ
を
何
度
も

験
し
て
お
る
た
め
そ

 
う
な
ん
じ

よ
い
か
ん
せ
体
格
が
童
体
格
な
た
め
に

 

す
る
ん
じ

飛
ば
な
い
と
自
販
機
の
一
番
上
の

 
ボ

ン
す
ら
も

せ
ぬ
し
の

 
怠
惰

そ
こ
で
理
久
兎
の
狂
神
状
態
は

れ
で
る
自
身
の
気

 
で
刀
や

だ
と
か
を

か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

 
に
な
る
ん
だ
よ
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そ
う
な
る
こ
と
で
武

を
ビ

ト
ン
の
よ
う
に

え

 
た
り
す
る
訳
な
ん
じ

よ
な

 
怠
惰

そ
の
通
り
そ
れ
こ
そ
が
狂
神
理
久
兎
の
戦
闘
の

に

 
な
る
訳
な
ん
だ
よ

空
紅
と
黒

そ
し
て
天

が

 
意
思
あ
る
か
の
よ
う
に

り
出
し
て

撃
し
て
く
る

 
か
ら
見
た
か
ん
じ
が

ン
シ
ン
グ
カ
ト
ラ
ス
み
た
い

 
な
ん
だ
よ

 

 

ま

反
面
で
弱
点
に
な
る
と
同
時
に

作
す
る
た
め

 

作
が
結

大
変
な
ん
じ

  
怠
惰

流

は
同
じ

の
戦
闘
ス

イ
ル
な
だ
け
あ
る
よ

 

そ
し
て
体
術
に
つ
い
て
こ
れ
は
正
直
な
話
で
理

 
神
の
方
が
強
い

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん

と

の
⻑
さ
の
リ

チ
を

え
る
と
理
神
の
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方
が

だ
か
ら
物
理
を
使
う
時
は
理
神
に
な
る
か

 
な

 

 

成
る
程
の

そ
う
い
え
ば
あ
の
ハ
サ
ミ

て
ど
の
く

 
ら
い
の
大
き
さ
が
あ
る
ん
じ

 
怠
惰

え

と
女
の
子
を

人
真

二
つ
に
出
来
る
大
き
さ

 
だ
か
ら
結

あ
る
よ

 

 

そ
ん
な
大
き
さ
の
物
を
理
久
兎
は
狂
神
状
態
で
よ
く

 
持
て
た
の

 
怠
惰

あ
れ
は
理
久
兎
の
気
で
作

た
物
だ
か
ら

さ
は
な

 
い
に
等
し
い
ん
だ
よ
だ
か
ら
突
き

断
ち

い
が

 

さ
な
ん
て
な
い
か
ら
簡
単
に
行
え
る
そ
う
い

た

 
意
味
を

め
る
と
狂
神
状
態
で
も
余

で

り
回
す

 
事
が
可
能
な
ん
だ
よ

 

 

成
る
程
の

 
怠
惰

更
に
理
久
兎
は
分

技
も
持

て
る
か
ら
本
当
に
原
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作
の
コ
ト

リ
様
み
た
い
な
事
が
分
身

撃
も
行
え

 
た
り
も

 

 

あ
れ
で
分
身
は
え
げ
つ
な
い

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
理
久
兎
が
加
減
し
て
く
れ
る
か
し
て
く

 
れ
な
い
か
だ
か
ら

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

く
な

て
し
ま

て
す
ま
ぬ
な
そ
れ
で
は
読

 
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
バ
イ
ニ

ラ
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第
５
３
５
話
 
異
変
の
真
実

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
現

は

京
に
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

因
み
に

間
は

葉
原

に
行

て
気
に
入
り
そ
う
な
物
は
な
い
か
な
と
探
し
て
お
り
ま
し
た

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ

本
編
へ
ど
う

 
自
分
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
蓮
と
霊
夢
が
向
か

て
く
る

何
で
ま
た
こ
い
つ
ら
が
こ
こ
に
来

た
ん
だ

 
耶
狛

あ

蓮
く
ん
霊
夢
ち

ん

 
亜
狛

蓮
さ
ん
に
霊
夢
さ
ん
ど
う
し
て
こ
こ
へ

 

人
は
お
出
迎
え
ム

ド
だ
が
今
は
そ
れ
所
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

 
理
 

何
の

だ
お
前
達

 
蓮
 

え

と
お
聞
き
し
た
い
事
が
あ
る
ん
で
す
こ
こ
に

 
異
変
の
黒
幕

て
来
て
ま
せ
ん
か
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霊
夢

化
け
狸
達
が
こ
こ
へ
と
逃
げ
た
と
か

て
い
た

 
み
た
い
で
わ
ざ
わ
ざ
来
た
の
よ

 
つ
ま
り
菫
子
に

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か

な
ら

だ
が
も
う
彼
奴
は
地
上
に
帰
し
ち
ま

た 
理
 

生

な
話
で
彼
奴
な
ら
地
上
に
返
し
ち
ま

た
所

 
さ

後
数
分

け
れ
ば
な

 
ま

と
い

て
も
ま
た
彼
奴
に
ち

と
し
た

が
出
来
た
か
ら
別
れ
た
直
後
に
ま
た
会
い
に

行
く
ん
だ
け
ど
な

 
蓮
 

そ
う
で
し
た
か

 
霊
夢

な
ら
安
心

 

 
理
 

ま

そ
う
と
も

え
な
い
け
ど
な

 
霊
夢

ど
う
い
う
意
味
よ
そ
れ

 
ど
う
い
う
意
味
か

ま

こ
の

人
と
い
う
か
霊
夢
は
よ
く
知
ら
ん
が
蓮
は
関
わ

て

い
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が

て
た
か
ら
な

だ
か
ら
知
る

は
あ
る
な

こ
の
異
変
に

さ
れ

た
真
実
と
い
う
も
の
が
何
な
の
か
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理
 

さ
と
り
に
お

す
ま
な
い
が

人
は

を
外
し
て
く

 
れ
な
い
か

 
お

ん
に

 
さ
と

私
も
で
す
か

 

 
理
 

あ

こ
の
話
は
少
し
危
険
が

う

ま

ど
の

 

で
大
丈
夫
だ
と
思
う
が
も
し
も
何
か
あ

た
ら
の

 
た
め
だ

だ
か
ら
さ
と
り
頼
む
か
ら

を
外
し
て
く

 
れ
な
い
か

 
と

う
と
さ
と
り
は

め

を

き

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
で
す
が
約
束
で
す
か
ら

そ
ん
な
下

 
ら
な
い

通
り
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い

 
理
 

あ
い
あ
い

 
さ
と

行
き
ま
す
よ
お

 
お

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い

人
は
下
が

て
い

た

そ
し
て
待
た
せ
た
蓮
と
霊
夢
に

を
向
け
て
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理
 

そ
れ
じ

話
そ
う
か

俺
の
知

て
い
る

り
の
話

 
を

ま
ず
事
の
発

は
黒
幕
で
あ
る
彼
女
が
こ
の
幻

 
想
郷
に
ボ

ル
を
ば
ら
ま
き
そ
し
て
こ
こ
へ
と
入
る

 
事
こ
そ
が
発

で
あ
り
彼
女
の
目
的

違
は
な
い

 
な
亜
狛
と
耶
狛

 
亜
狛

え

実

に
彼
女
か
ら
そ
う
聞
い
て
お
り
ま
す

 
耶
狛

う
ん

 
霊
夢

で

そ
れ
が
何
な
の
よ

面

だ
か
ら
い
ち
い
ち

 
り
く
ど
い

い
方
し
な
い
で
サ
ク

と

て
も
ら

 
え
な
い
か
し
ら

 
蓮
 

霊
夢

た
ら

い
方
が

 

か
ら
そ
の
つ
も
り
だ
が

の
た
め
に
も
お
さ
ら
い
を

め
て

て
い
る
の
だ
か
ら
な

も

う
少
し
聞
い
て

し
い
も
の
だ

 
理
 

ま

も
う
少
し
だ
け
な

こ
れ
は
黒
幕
を

ら
し
め

 
無
事
に
外
の
世
界
へ
と
送

て
異
変
は
終
わ
り

の
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だ

た
の
さ
あ
る
一
点
を
外
し
て
な

つ
い
先
程

 
に
信
じ
ら
れ
な
い
事
が
書
か
れ
た
手
紙
が
俺

に

 
い
た
ん
だ

 
そ
う
そ
れ
こ
そ
が
こ
の
異
変
の
や

て
は
い
け
な
い
事
な
の
だ

 
黒
 

さ

き
の
か

 
理
 

そ
う
送
り
主
は

名
で

え
な
い
が
書
い
て
あ
る
事

 
は
信
じ
ら
れ
る
も
の
だ

 
霊
夢

内
容
は

 
理
 

簡
単
に
直
結
で

う
な
ら
現

起
き
て
い
る
幻
想

 
郷
の
異
変
に
あ
る
者
達
が

入
を
し
て
し
ま

た
そ

 
の
た
め

方
に
は
そ
の

入
者
達
の

て
を

け

 
て

し
い
で
な
け
れ
ば
過
去
の
過
ち
が
ま
た

り
返

 
さ
れ
る
と
な

 
と
い

て
も
こ
れ
は
ま
だ
手
紙
の
半
分
に
満
た
な
い
内
容
だ

全
て
を
こ
こ
で

え
ば
恐
ら
く

乱
が
起
こ
る

そ
の
た
め
今
の
状

を
知
ら
せ
る
こ
と
だ
け
を
話
す
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蓮
 

過
ち

 
理
 

そ
う
か
つ
て
妖
怪
達
が
仕
掛
け
た
大
き
な
戦
争
そ
れ

 
は
そ
の

力
と
妖
怪
達
と
で

を
流
し
あ

た
程
の

 
戦
い
が
ま
た

り
返
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
さ

 
霊
夢

で
も
そ
ん
な
戦
争
を
妖
怪
達
に
仕
掛
け
て
も

 
理
 

い
や
十
中
八
九
で
妖
怪

は
負
け
る
だ
ろ
う
な

 
そ
れ
を
聞
い
た
全
員
は

く

い
や
亜
狛
と
耶
狛
お
前
達
は
少
し
だ
け

験
し
て
い
る
ん
だ
か

ら

く
な
よ

 
理
 

話
を
整
理
す
る
と
幻
想
郷
と
地
底
も

ま
れ
る
か
は

 

だ
が
そ
れ
ら
の
第
一

力
と
黒
幕
と
い
う
第
二

 
の

力
そ
し
て
そ
れ
ら
の
対
決
で

夫
の

を
し
よ

 
う
と
し
て
い
る
第
三
の

力
が
い
る

て
い
う
事
だ

 
ま

そ
こ
ま
で
は
マ
ミ
ゾ
ウ
も
聡
明
と

う
華
扇
す

 
ら
も
予
想
が
つ
か
な
か

た
だ
ろ
う
な
現
に
俺
も
ま

 

た
く
も

て
気
づ
か
な
い
わ
け
だ
し
な
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霊
夢

あ
ん
た
で
す
ら
も
気
づ
か
な
か

た
て

と
い
う
か

 

夫
の

て
何
よ
そ
れ

ど
こ
の

が
こ
ん
な
こ

 
と
を

 
ど
こ
の

普
通
は
そ
う

う
よ
な
何
せ
普
通
な
ら
地
上
だ
と
か
に
は
い
る

の
な
い
奴

達
な
ん
だ
か
ら

 
理
 

お
前
達
は
俺
の
弟
子

い
や
こ
う
い
え
ば
良
い
か

 
八
雲
紫
が
中
心
に
な

て
起
こ
し
た
大
き
な
大
戦
争

 
第
一
次
月
面
戦
争
は
知

て
い
る
か

 
そ
れ
を
聞
い
た
皆
は
ま
さ
か
と
い
う

を
す
る
が
霊
夢
と
黒
だ
け
は
キ

ト
ン
と
い

た

を

し
て

を
か
し
げ
る

黒
は
知
ら
な
い
の
は
と
も
か
く
霊
夢
は

女
な
ん
だ
か
ら
そ
の

は
頭
に

入
れ
て
お
け
よ
な

 
亜
狛

ま

マ
ス

 
耶
狛

そ
れ

て

 
蓮
 

つ
ま
り
そ
の

夫
の

を

う
の
は
月
の
都
の
⺠
達

 

て
事
で
す
か
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理
 

そ
の
通
り
だ

 
流

は
頭
の
回
転
が

く
て
助
か
る

と
り
あ
え
ず
霊
夢
達
に
も
分
か
り
や
す
く
話
す
か

 
理
 

分
か
ら
な
そ
う
だ
か
ら
ざ

く
り
と
教
え
る
と
第
一

 
次
月
面
戦
争
そ
れ
は
紫
を
中
心
と
し
た
当
時
の
百
⻤

 
夜
行
と
月
の
⺠
達
で
起
き
た
大
戦
争
だ
そ
の
結
果
は

 
紫
達
の
大
敗
で
幕
を
閉
じ
た

 
霊
夢

あ
の
紫
が
負
け
た

て

 
理
 

そ
し
て
次
に

々
と
話
を
聞
い
て
知

た
が
お
前
達

 
は
月
に
行

た
ん
だ
よ
な

 
霊
夢

え

 
理
 

そ
こ
で
戦
争
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
月
の
⺠
と
戦

 
た
ま

そ
れ
が
い
わ

る
第
二
次
月
面
戦
争

て
や

 
つ
な
の
さ
こ

ち
か
ら
進

し
て
い
る
ん
か
ら
な

 
そ
の
時
は
少
し
だ
け

い
た
も
の
だ

ま
さ
か
月
に
行

て
無
事
に
帰
れ
る
と
は
思
わ
な
か

た
か
ら
な

だ
が
こ
ん
な
思
い
出
に

て
い
る
場
合
で
は
な
い
な
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理
 

そ
し
て
こ
の
異
変
と
そ
れ
ら
は
ど
う
関
わ
る
の
か

 
そ
れ
は
第
三
次
月
面
戦
争
の
発

と
な
り
か

な
い

 

て
事
な
の
さ

 
霊
夢

そ
れ

て
前
み
た
い
な
弾
幕
ご

こ
と
か
じ

 
理
 

な
い
な
恐
ら
く
今
度
は
奴
等
が
武

を
手
に
持
ち
な

 
が
ら
進

し
て
く
る
か
ら
な
奴
等
が
こ
こ
に
進

し

 
て
く
れ
ば
一
方
的
な
虐
殺
で
終
わ
る
だ
ろ
う

 
蓮
 

ど

ど
う
し
て
ま
た
そ
ん
な
事
に

 
ど
う
し
て
か

そ
れ
は
ま
だ

え
な
い
こ
と
だ

う
と
こ
い
つ
ら
の
頭
の
要
領
的
に
オ

バ

し
て

乱
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う

だ
か
ら
こ
そ
こ
こ
は
は
ぐ
ら
か
す
か

 
理
 

今
は
そ
れ
よ
り
も
奴
等
は
ど
う
や

て
進

し
て
く

 
る
と
思
う

彼
奴
ら
は
地
上
の

れ
を
嫌
う
訳
だ
が

 
ど
う
す
る
と
思
う
よ

 
そ
れ
を
聞
く
と

人
は

る

す
る
と

 
黒
 

俺
だ

た
ら
自
分
に

し
た

に
し
て
進

を
開
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始
す
る
な

 
理
 

う

黒

百
点
満
点
の
回

だ

 
亜
狛

え

 
耶
狛

ど
う
い
う
こ
と
な
の

 
だ

て
そ
う
だ
ろ

自
分
達
に

さ
な
い

な
ら
変
え
た
て

と
り

い
の
さ

 
理
 

お
前
ら
だ

て
そ
う
だ
ろ

自
分
達
に

さ
な
い

 

で
不

に
な
る
よ
う
な
ら
自
分
達
に
合

た

 
に
し
て

に
戦
う
の
が
一
番
と
思
わ
な
い
か

 
霊
夢

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど

 
蓮
 

で
も
出
来
る
ん
で
す
か
そ
ん
な
こ
と
が

 
理
 

あ

霊
夢
と
黒
は
と
も
か
く
お
前
達

人
は
知

て

 
い
る
だ
ろ
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
が
何
で
出
来
て
い
る
の

 
か
だ

 
そ
れ
を
聞
く
と
亜
狛
と
耶
狛
は
分
か

た
よ
う
な

を
す
る

そ
し
て
蓮
も

い
た

を
す

る



 第５３５話 異変の真実

 
蓮
 

ボ

ル
の
材
料
は

ス
ポ

ト
の

な
ど
で
作

 
ら
れ
て
い
る

つ
ま
り

 

 
理
 

そ
う
あ

た
ん
だ
よ
普
通
で
は
到
底

り
つ
く
の
は

 
不
可
能
な
イ
レ

ラ

的
ス
ポ

ト
が

つ
だ
け

 
そ
れ
こ
そ
が
月
の
都
い
や
月
の
裏

に
あ
る

だ
と

 
か
で
作
ら
れ
た
ボ

ル
だ

 
霊
夢

待

て

か
話
に
よ
る
と
そ
れ
で
結
界
に

を
開
け

 
て
た
の
よ

 
理
 

あ

黒
幕
の
作

た
物
な
ら
そ
う
だ
ろ
う
な
た
だ
し

 
月
の
都
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
は
恐
ら
く
違
う
だ
ろ
う

 
推

に
な

ち
ま
う
が
そ
の
ボ

ル
の
エ
ネ
ル

 
と

り
の
黒
幕
の
作

た
ボ

ル
の
エ
ネ
ル

を

 
合
わ
せ
て
幻
想
郷
に
第
二
の
月
の
都
の
土
台
を
作
る

 
み
た
い
な
計
画
だ
ろ
う
な

 
も
し
も
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
大
惨
事
に
な
り
か

な
い

今
度
は
地
上
で
月
の
都
の
⺠
達
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と
の
争
い
が
起
き
る

 
霊
夢

そ
れ
不
味
い
じ

な
い

 
理
 

あ

そ
れ
も
ま
ず
い
に
は
ま
ず
い
が
更
に
ま
ず
い
の

 
は
そ
の
ボ

ル
を
黒
幕
が
持

て
い
て
そ
れ
を
現
世

 
へ
と
運
ん
だ
ら

こ
れ
ば

か
り
は
月
の
都
の

中

 
も
予
想
外
だ

た
だ
ろ
う
な
ま
さ
か
黒
幕
が
こ
こ
に

 

り
込
ん
で
く
る
と
は
思
わ
な
か

た
だ
ろ
う

 
霊
夢

そ
う
な
る
と
外
界
と
月
の
都
と
で
争
い
が
起
き
る
か

 
も
し
れ
な
い

て
こ
と

 
理
 

あ

そ
う
い
う
事
だ
そ
う
な
れ
ば
ど
ち
ら
に
せ
よ
で

 
大

の

が
流
れ
る
争
い
が
起
き
る
だ
ろ
う
な

 
全
員
は
一
気
に

を

く
さ
せ
る

だ
か
ら
こ
そ
彼
女
を
何
と
し
て
で
も

め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛

出
る

け
目
を

げ

 
亜
狛

り

了
解
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耶
狛

あ
い
あ
い

 
そ
う

い

人
は
大

て
で
準
備
を
始
め
る

 
理
 

黒
お
前
は

守
番
を
頼
め
る
か

俺
ら
の
代
わ
り
に

 
頼
む

あ

後
さ
と
り
達
に
は
出
か
け
る
と
伝
え
て

 
く
れ

 
黒
 

知
し
た

 
そ
う

い
黒
は
中
へ
と
地
霊
殿
の
中
へ
と
入

て
い

た

蓮
と
霊
夢
の
方
を
向
き

 
理
 

ま

あ
れ
だ

お
前
達
の
手
を

り
た
い
手
を

し

 
て
く
れ
な
い
か

 
霊
夢

当
然
よ
何
せ
私
は

女
だ
し

 
蓮
 

手
助
け
し
ま
す
よ
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

何

か
な

心
強
い

た
ら
あ
り

し
な
い
な

 
蓮
と
霊
夢
は
何

か
心
強
く
感
じ
て
し
ま
う
な

そ
う
し
て
い
る
と

 
亜
狛

準
備
で
き
ま
し
た

 
耶
狛

こ

ち
も
良
い
よ
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人
の
準
備
が
完
了
し
地
下
へ
の
入
り
口
の
場
所
へ
と

け
目
が

が
る

 
理
 

あ

亜
狛
に
耶
狛
お
前
ら
も

い
て
こ
い
よ

 
亜
狛

え

 
耶
狛

当
然

 
こ
の

人
は
終
始
で
異
変
に
関
わ

た
か
ら
こ
そ
来
さ
せ
る
意
味
が
あ
る

そ
れ
に
も
し
か

し
た
ら
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
な

 
理
 

な
ら
行
く

 
蓮
 

は
い

 
霊
夢

え

 
耶
狛

レ

ツ
ゴ

 
亜
狛

あ

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
争
い
の
火
種
を

絶
す
る
た
め
に
地
上
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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は
い

 
怠
惰

あ
れ

さ
ん

ち

ん
と
天
子
ち

ん
は

 

そ
れ
で
し
た
ら

 

 

く
が

 
天
子

が
絶

で
す

て

 
怠
惰

ま

た
く

ち

ん
と
天
子
ち

ん
は

ま

旅
行

 
で
は
し

い
だ
か
ら
仕
方
な
い
か

 

え

そ
れ
よ
り
も

葉
原
は
コ
ス
プ
レ
者
が
多
い
と

 
い
う

が
あ
り
ま
し
た
が
い
な
い
ん
で
す

 
怠
惰

ま

そ
れ
は

見
と
ど
こ

の
脱
が
し
ゲ

ム
に
影

 

さ
れ
す
ぎ
だ
よ
そ
り

お
祭
り
だ
と
か

葉
で
は

 
な
い
け
れ
ど

神
社

大
祭
み
た
い
な
コ
ミ

が

 
行
わ
れ
た
り
す
れ
ば
多
い
け
ど

 

へ

 
怠
惰

た
だ
ア
ニ
メ
だ
と
か
の

楽
文
化
発

の
地
で
あ
る
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の
は
間
違
で
は
な
い
と
思
う
け
ど

 

成
る
程

 
怠
惰

さ
て
と

人
共

ち

た
し
良
け
れ
ば
晩

に

 

き
合

て
も
ら
え
る

 

い
ま
せ
ん
よ

 
怠
惰

な
ら
お
願
い
し
ま
す

と
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
時
間

 
な
の
で
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
怠
惰

で
は
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ

グ

 
怠
惰

い
な

 

て
い
て
も

る
気
な
い
で
す

え

と
そ
れ
で

 
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第５３６話 親友のもとへ

 
第
５
３
６
話
 
親
友
の
も
と
へ

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

京
か
ら

へ
と
行
き
そ
の
旅
行
の

れ
で

し
て
し
ま
い
や

と
投
稿
で
き
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
ポ

モ
ン
を
注
文
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず

や
り
た
さ
の
あ
ま
り
に

の
現
地
で
ポ

モ
ン
を
買

て
や

て
し
ま
う
と
い
う
愚
行
を
し
て

い
ま
す

や
べ

よ
ポ

モ
ン
の
グ
ラ
フ

ク
が
良
す
ぎ
て

ま
ら

よ

そ
し
て
短
時

間
に
し
て
は
手
持
ち
が
少
し

華
に
な

た
か
な
と
思
い
ま
す

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編

へ
ど
う

 

け
目
を
通
り
自
分
達
は
地
上
へ
と
出
る
と
亜
狛
と
耶
狛
が
通
り

け
目
は
閉
じ
ら
れ
る

 
霊
夢

そ
の
能
力

 
耶
狛

ふ
ふ
ん
ど
や

 
亜
狛

い
や
ま

か
に
耶
狛
の
力
も
あ
る
が

ス
は
俺

 
だ
か
ら
な
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か
に
耶
狛
が
ド

る
事
で
は
な
い
な

と
り
あ
え
ず
行
動
に

さ
な
い
と
な

内
容
を
話
し

て
い
た
ら
結

な
く
ら
い
に
時
間
が
過
ぎ
て
る
し
な

 
理
 

さ
て
と
行
動
方

だ
が

亜
狛
に
耶
狛
お
前
達
は
蓮

 
と
霊
夢
に
同
行
し
て
菫
子
を
追
跡
し
ろ

 
亜
狛

え

マ
ス

は

 
理
 

俺
は
単

で
探
し
な
が
ら

暮

を

ま
せ
て
く
る

 
だ
か
ら
お
前
達
は
そ
の
持
て
る
力
を
全
て
使

て
蓮

 
と
霊
夢
に
協
力
し
て
や
れ

 
と

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は
最
初
は

惑

た

を
し
て
い
た
が
互
い
の

を
見
て

き

 
耶
狛

う
ん

 
亜
狛

マ
ス

も
お
気
を
つ
け
て

 
理
 

あ

頼
む
な

蓮
に
霊
夢
こ
い
つ
達
を
頼
む
な

 
蓮
 

ま

お
世
話
に
な
る
の
は

達
か
も
で
す
け
ど

 
霊
夢

ま

世
話
に
な
る
わ

 
こ
の

人
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
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理
 

そ
れ
じ

頼
む
な

 
そ
う
し
て
自
分
は

を

げ
て

ば
た
き
空
へ
と
飛
び
立
つ
の
だ

た

空
を
飛
び

を

ば

た
か
せ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
彼
処
に
行
く
か

 

を
無
く
す
た
め
に
狂
神
の
姿
へ
と
変
え
一
気
に
加

し
と
あ
る
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た

目
的
地
の
近
く
ま
で
来
る
と

空
し
地
面
へ
と
着
地
す
る

 
理
 

さ
て
着
い
た

 

を
回
し
な
が
ら
そ
う

く

今
い
る
場
所
は

い
の

に
あ
る

そ
れ
は

に
輝
夜

が
住
む

遠
亭
だ

し
か
し
こ
こ
に
来
る
の
は
久
々
だ
な
最
後
に
来
た
の
は
た
し
か
退
院
し
た
日

だ

た
な

そ
ん
な
事
を

べ
つ
つ
歩
い
て
い
る
と
そ
の
時
だ

突
然
空
か
ら
何
か
風
を
切
る

が
聞
こ
え
て
く
る

 
理
 

龍
終

 

を
変

さ
せ
空
に
向
か

て

ぎ

う
と
何
か
が
当
た
る
感

が
し
弾
き
飛
ば
す

見
て
み

る
と
そ
れ
は
金

の
ナ
イ
フ
だ

 

 

子

だ
と
思

た
が
ど
う
や
ら
違
う
み
た
い
だ
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の
し
た
方
向
を
見
る
と
そ
こ
に
は
不
思
議
な
感
じ
の

男
が
瓦

の
上
に
立

て
い
た

ど
う
や
ら
彼
奴
が
こ
の
ナ
イ
フ
を
投
げ
て
き
た

本
人
か

 
理
 

だ
お
前

 

 

は

と
名

て
い
る
者
さ

こ
そ
何
者
だ

 
い

 
理
 

俺
は
理
久
兎

深
常
理
久
兎
で
八
意
見

の
友

 
人
の

人
だ

 
そ
う

う
と
そ
の

男
は

と

方
を
見
つ
め
る
と
下
へ
と
降
り

 

そ
う
か

そ
れ
は
無
礼
を

い
た

 
理
 

あ

そ
れ
は

 

と
名

た
男
は

か
ら

物
を

時
に
取
り
出
し
斬
り
か
か

て
き
た

す
ぐ
さ
ま

け
て
後
ろ
へ
と
下
が
る

 
理
 

何
の
真

だ

 

深
常
理
久
兎
だ

た
よ

彼
と

の
姿
は
聞
い
た
話

 
通
り
で
あ
る
な
ら
ば

て

な
る
姿
だ

理
久
兎
と
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う
者
は
⻑
身
で
白

じ
り
⻑

だ
と
聞
い
て
い
る

 
け
ど

 
あ

い
け

そ
う
い
え
ば
姿
が
狂
神
だ

た
た
め
全
然
違
う
ん
だ

た

は
て
さ
て
ど
う
す
る

か
恐
ら
く
元
の
姿
に
な

て
も
化
け
た
だ
け
と
か

わ
れ
て
信

さ
れ
な
い
し
な

ど
う
し
た
も

ん
か
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 

 

ふ
わ

 
あ
く
び
を
し
な
が
ら
縁

を
歩
く
者
が
い
た

⻑
く

や
か
な
黒

の

に
整

た

そ
れ
は

現
代
人
か
ら
し
た
ら

を
上
げ
る
で
あ
ろ
う
姿
を
持
つ
少
女
こ
と
蓬
莱
山
輝
夜
だ

 
輝
夜

ど
う
し
た
の

さ
ん

 

輝
夜
さ
ん
不

き
者
が

 
輝
夜

不

き

え

え

 
ど
ん
ど
ん
輝
夜
の

が
真

に
変
化
し
て
い
く

あ
の
感
じ
か
ら
し
て
恐
ら
く
は

 
輝
夜

大
変
よ

 
大

を
上
げ
て

ぶ

十
中
八
九
で
俺
の
姿
を
見
て
あ

な

て
い
る
よ
な

す
る
と
輝
夜
の

を
聞
い
た
の
か
あ
ち
こ
ち
の

子
が
開
か
れ
そ
こ
か
ら
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仙

姫
様
ど
う
か

 

ど
う
し
嘘

そ
ん
な
何
で

 

仙
や

達
が
出
て
き
て
俺
の

を
見
て

く
さ
せ
る

 

何

何

ま
た
理

が
狂
神
に

 
輝
夜

も
う
終
わ

た

な
の
に
何

ま
た

 

仙

て
こ
と
は
理
久
兎
さ
ん
は

 
全
員
は
臨
戦
態

を
と
り
だ
す

 

先
生
こ
い
つ
は

 

え
て

さ
ん
狂
神
は
危
険
よ

 
や

り
こ
れ
だ
よ

と
り
あ
え
ず
手
を
上
げ
て

意
が
な
い
事
を

す
が

は

を

え

仙
は
メ

ン
の
よ
う
な
物
を

え

と

ん
で
く
る
し

と
名

た
男
も
金

の
ナ

イ
フ
を

え
て
く
る
し
で
ど
う
し
た
も
ん
か
と
り
あ
え
ず
説

す
る
か

 
理
 

ま

ま

待
て

と
り
あ
え
ず
話
を
し
よ
う

 
俺
に

意
な
ん
て
も
の
は
な
い
か
ら
な

 

の
た
め
に
懐
の
断
罪
神
書
も
地
面
へ
と
置
く
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仙

し

信
じ
ら
る
も
の
で
す
か

 
輝
夜

だ
け
ど

 
こ
の

人
は

メ
か
す
る
と

は
目
を

め
て

 

そ
う
な
ら
聞
く
わ

方
は
私
達
が
知
る
理
神
と
し

 
て
の
理

な
の

そ
れ
と
も
災
い
を
も
た
ら
す
禍

 
神
の
狂
神
と
し
て
の
理

ど

ち
な
の
か
し
ら

 
理
 

事
と
返

に
よ

て
は

 

容

な
く
全
身
に
風

が
開
け
て
あ
な
た
を
完

に

 
治
す
わ

 

者
ら
し
い
台

だ
が
あ
え
て

お
う

物
騒
す
ぎ
る
だ
ろ
も
う
少
し
は
人

ま

人
じ

な
い
け
ど
話
を
聞
こ
う

と
り
あ
え
ず
ど
う
返

す
る
か
思
い
の
ま
ま
に

う
し
か
な
い
か

 
理
 

ど

ち
も

と
い
う
の
が

え
に
な
る
の
か

深
常

 
理
久
兎
ま

俺
は
世
界
に
秩
序
を
も
た
ら
す
理
神
で

 
も
あ
り
同
時
に
世
界
に

災
も
た
ら
す
狂
神
で
も
あ

 
る
そ
れ

に
ど
ち
ら
も
俺
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
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こ
れ
で
満

か

  

て

は

え
出
す

そ
の
間
に
も

仙
と

は

リ

リ
と
近
づ
い
て
く
る

こ
の

状

は
サ
バ
ン
ナ
の
弱

強
食
を

い
て
い
る
か
の
よ
う
に

覚
し
ち
ま
う
な

 

そ
う
よ
く
分
か

た
わ

仙
そ
れ
に

さ
ん

 
え
る
の
を

め
て
良
い
わ
よ

 
そ
う

い

は

を
下
ろ
す
と
そ
れ
に
続
き
し
ぶ
し
ぶ
と

人
も
武

を
お
ろ
す

助
か

た

こ
の
ま
ま
戦
闘
に
な

た
ら
時
間
の
無

だ
し
な

 
輝
夜

そ
の
大
丈
夫
な
の

 

え

問

な
い
で
す
よ

だ

て
彼
は
私
達
の
知
る

 
理

で
す
も
の
恐
ら
く
あ
の
時
の
よ
う
は
狂
神
の
時

 
は
私
達
の
名
前
な
ん
か
呼
び
ま
せ
ん
し
そ
れ
に
私
の

 
知
る
理

は
昔
か
ら

え
事
を
す
る
時
は
何
時
も

 

だ
け
が
異
様
に

が
る

が
あ
る
も
の

 
理
 

え

そ
れ
嘘
だ
ろ

そ
れ
を

く

て
く
れ
な
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い
か
な

 
そ
れ
初
耳
な
ん
だ
け
ど

そ
こ
は
気
を

け
な
い
と
な

 

そ
れ
に
あ
ん
な

き
方
も
す
る
と
思
い
ま
す

 
輝
夜

な
い
わ

 
理
 

だ
か
ら
俺
は
俺
だ

て

 
今
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思

た
た
め
そ
う

い
な
が
ら
力
を

制
し
元
の
理
神
と
し
て
の
姿

に

る

 

仙

何
時
も
の
理
久
兎
さ
ん
だ

 

先
生
が

べ
た
情
報
通
り
で
す

申
し
訳
な
い

 
理
久

い
え
理

さ
ん

 
理
 

ど

ち
で
も
良
い
よ

き
な
方
で
呼
び
な

 
し
か
し

か

本
当
に
変
わ

た

気
が
漂
う
男
だ
よ
な

何
者
な
ん
だ
こ
い
つ

 
輝
夜

と
り
あ
え
ず

々
と
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
何
で
今
に

 
な

て
狂
神
の
姿
に

 
理
 

あ

何
て

え
ば

い
か
少
し

む
ん
だ
よ
な
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当
に
や

た
ら
な
れ
る
よ
う
に
な

た

て
の
が
正

 
し
く
て
よ

 
現
に
ど
う
や

て
こ
う
な

た
の
か
も
理
解
し
が
た
い
ん
だ
よ
な

そ
の
た
め
説
明
が
で
き
な

く
て

る

 
理
 

ま

お
前
達
の
反

を
見
る
と
あ
の
姿
は
い
や

 
だ
よ
な

 
と
聞
く
と
輝
夜
と

仙
は

し
い

を
し
て
目
を
そ
ら
す

無
理
も
な
い
よ
な

あ
る
意
味

で
こ
い
つ
ら
に
と

て
も
ト
ラ
ウ
マ
な
ん
だ
し

す
る
と

 

あ
ら
別
に

姿
は
ど
う
あ
れ

方
は

方
よ
理

 

先
生
が

る
な
ら
私
は
怖
く
も
な
ん
と
も

 
輝
夜

あ

も
う
馬
鹿
馬
鹿
し
い
わ

私
だ

て
怖
く
は
な

 
い
わ
よ

え

さ

き
の
は
単

に
少
し

い
た
だ

 
け
よ

 

仙

え

と
私
は
そ
の
怖
い
に
は
怖
い
で
す
が
少
し
ず

 
つ

れ
て
い
け
れ
ば
な

な
ん
て
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理
 

そ
れ
で
も

わ
な
い
よ

 
空
を
見
上
げ
本
当
に
思
う

の
一

で
皆
が

し
て
し
ま
う
と
は
な

 
理
 

は

や

旧
知
の
女
共
に
は

わ
な
い
や

 
旧
知
の
女
集
に
は
何
時
に
な

て
も
勝
て
る
気
が
し
な
い
や

し
か
も
そ
れ
ら
を
ず
ば

け

は

よ
り
も

が
あ
る
し
な

そ
れ
を

え
る
と
や
は
り
互
い
に
年
を

 

理

前
み
た
い
に

ぶ
ら
れ
た
い
の
か
し
ら

 
理
 

 
何
時
か
ら

は
覚
妖
怪
に
な

た
ん
だ
と
常
々
と
思
う

と
り
あ
え
ず

え
る
は

め
よ

う 

そ
れ
で
理
久
兎
さ
ん
ど
の
よ
う
な
ご

件
で

 
理
 

あ

こ
れ
さ

 
そ
う

い
受
け
取

た
手
紙
を
懐
か
ら
取
り
出
し
真

な

で
こ
の
場
の
全
員
を
見
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

お
主
だ
け
ず
る
い

 
天
子

ち

と
そ
れ
私
に
も
や
ら
せ
な
さ
い
よ

 
怠
惰

お

だ

ま

り

 

龍
神
様
に
総
領
娘
様
こ
こ
は

テ
ル
で
す
よ
お
静
か

 
に
し
て
く
だ
さ
い

 

 

じ

て

 
天
子

て
何
で
あ
ん
た
平
然
と
ゲ

ム
や

て
る
の

 
怠
惰

あ

さ
ん

イ
マ

ク
ス
使
い
ま
す

 

お
願
い
し
ま
す

 

 

て
お
い

シ
達
を

き
に
や
る
で
な
い

 
怠
惰

ち

ん
と
天
子
ち

ん
の
は

く
で
し

う

 
ま

俺
も
だ
け
ど

あ

終
わ

た

 

 

こ
や
つ
は

 

 
天
子

す
こ
し
は
や
ら
せ
な
さ
い
よ
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仕
方
な
い
で
す

バ
ト
ル
も
終
わ
り
ま
し
た
し

 
ど
う

 
怠
惰

は

さ
ん
が
渡
す
な
ら
俺
も
大
人
に
な
ろ
う
か

 

ら
少
し
だ
け
な

 
天
子

や
り

 

 

そ
う
で
な
く
て
は

て
お
主
は
何
時
の
間
に
こ
の

 
ポ

モ
ン

え
た

 
怠
惰

い
や

や

て
れ
ば

た
だ
サ
ザ
ン
ド
ラ
が

 
ソ

ド
に
し
か
出
な
い
か
ら
さ

し
い
ん
だ
け
ど

  

あ
げ
ま
し

う
か

 
怠
惰

い
や
い
い
や
帰

た
ら

く
し

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

ま

と
り
あ
え
ず
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し

 
よ
う
か
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そ
う
で
す

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

ポ

モ
ン
と
じ

れ
合
え
る
の
は
え

の

 
天
子

あ

カ
レ

作
り
失
敗
し
た

 
怠
惰

え

と
こ

ち
は

て
お
い
て
そ
れ
で
は
読
者

 
様

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



 第５３７話 手紙の書き主

 
第
５
３
７
話
 
手
紙
の
書
き
主

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
お
久
々
で
す
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

度
の
高
熱
が

間
近
く
続
き

込
ん
で
い
ま
し
た

の

さ
に
は
勝
て
ず
で
帰

て

々
に
頭

に

切

れ
に

と

水
に

さ
ら
に
全
身

で
し
ま
い
に
は

者
の

断
で

歩

歩
手
前

の
検
査
結
果
だ

何
て

わ
れ

日
の
点

に
飲
み
薬
と
薬

け
の

間
は
三

の

を

渡
り
か
け
て
い
ま
し
た

久
々
に

い
風
邪
で
し
た

失
礼
そ
れ
で
は
久
々
の
本
編
へ
ど
う

 
送
ら
れ
た
手
紙
の
内
容
そ
れ
は

 
深
常
理
久
兎

大
能
神

愛
あ
り
嘘
を
嫌
う
神
の
中
の
神
の

方
に
頼
み
が
あ
る

今
現

で
月
の
都
は

化
し
た

れ
を
持
つ
地
獄
よ
り
の
い
で
し
者
の
集
団
に
取
り

ま
れ
月
の
住
人
達

は
と
あ
る
場
所
へ
と

し
て
い
る

し
か
し
こ
の
状
態
は
⻑
く
は
持
た
な
い

そ
の
た
め
私
達

が
生
き
る
た
め
に
都
を
地
上
へ
と

都
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
建
て
て
い
る

そ
の

に
そ
こ
で

結
界
を

そ
う
と
す
る
者
の
動
き
を
知
り

を
月
の
都
を

都
す
る
に

し
い
よ
う
に
す
る
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よ
う
ボ

ル
を
作
成
し
た

そ
れ
が
上
手
く
い
け
ば
都
を
そ
ち
ら
へ
と

都
す
る
だ
ろ
う

だ
か

ら
こ
そ

方
に
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
す
る
た
め
に
そ
れ
を

め
て

し
い

で
な
け
れ
ば
過
去

の
戦
争
が
ま
た
起
こ
り

て
し
ま
う

変
な
願
い
だ
が
ど
う
か
よ
ろ
し
く
頼
む

 
と

書
か
れ
て
い
る
手
紙
を
取
り
出
し

へ
と
渡
す

 

こ
れ
は

 
理
 

ま

見
れ
ば
分
か
る
さ

 
そ
う

う
と

は
そ
れ
を
見
る

そ
う
し
て
数
分
し

は
手
紙
を
読
み
終
え
目
を
閉
じ
て

る
 

仙

え

と
そ
れ
何
な
ん
で
す

 
理
 

手
紙

 

仙

あ

な
る
程
ら
手
紙
で
す
か

て
そ
う
じ

な
い

 
で
す
よ

内
容
で
す
よ
内
容

 
理
 

内
容
は

ま

少
し

い
に
く
く
て
な

 
全
部
を
説
明
す
る
と

る
ん
だ
よ
な

目
を
閉
じ
て

て
い
た

は
目
を
開
き

方
を
見

る
と
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ど
う
や
ら
ま
た

々
と
面

ご
と
に

き
込
ま
れ
た

 
み
た
い

理

 
理
 

そ
う
な
ん
だ
よ

所
で

そ
れ

の

か

 
分
か
る
か
い

 
実
は
こ
れ
ツ
ク

ミ
の

だ
と
思

て
い
た
の
だ
が
全
然
違
う
の
だ

何
せ
ツ
ク

ミ
の

は

そ
の

達

み
た
い
な

だ

た
が
こ
れ
は
違
く
と
て
も
見
や
す
い

で
書
い
て
あ
る
事

も

し
い
の
だ

そ
の
た
め
こ
れ
は

の

か
訪

る
と

 

こ
れ
は
サ
グ
メ
の

 
理
 

サ
グ
メ

 

え

神
サ
グ
メ

 
何
か
ど

か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
な
い
よ
う
な
名
前
だ
な

思
い
出
せ
な
い

て

事
は
会

て
は
い
な
い
な

 

仙

さ
さ
さ
さ
サ
グ
メ
様

 

仙
は
知

て
い
る
の
か

い
て
い
た

輝
夜
は
楽
し
そ
う
に

い

 
輝
夜

懐
か
し
い
わ
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と

く

輝
夜
も
知

て
い
て

仙
が

て
る
よ
う
な
存

か

恐
ら
く

が
名
前
に
さ

ん
と
か
様
を

け
な
い
事
か
ら
同
じ

の
立
ち

置
つ
ま
り

者
の

人
か
そ
れ
に
近
い
者
と

い
う
事
だ
ろ
う
な

 
理
 

ま

そ
の
サ
グ
メ
だ

た
か

が
何
で
ま
た

て

 
い
れ
ば
自
分
達
が

す
る
の
に
何

に
不

な
事

 
を
書
い
て
手
紙
に
出
し
た
ん
だ

 
そ
こ
が
よ
く
分
か
ら
な
い

は
真

な

で

 

彼
女
は
聡
明
で
あ
り

で
は
あ
る
け
れ
ど
そ
こ
い

 
ら
の
月
の

と
は
訳
が
違
う
の
よ

そ
れ
に
私
達

 
が
こ
こ
に
逃
げ
て
来
れ
た
の
も
あ
る
意
味
で
彼
女
の

 
お
陰
な
の
か
も
し
れ
な
い
わ

 
つ
ま
り

で
は
な
い
と
い
う

で
良
い
の
だ
ろ
う
か

だ
け
れ
も
そ
こ
い
ら
の

な

で
は
な
い
月
人

昔
か
ら

達
は

で
自

中
心
的
な
奴
は
多
か

た
が
そ
の
サ

グ
メ
と
や
ら
と
は
仲
良
く
な
れ
る
か
ど
う
か
だ
な

 
理
 

ふ

ん
仲
良
く
な
れ

か
な
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方
な
ら
な
れ
る
わ
よ

月
の
都
の
事
を
一
番
に

 
え
て

儀
な
子
よ

 

仙

た
だ
ク

ル
に
見
え
て
ち

と
お

ち

こ
ち

 
い
な
方
で
す
け
ど

 

い
し
な
が
ら
そ
う

く

ク

ル
に
見
え
て
お

ち

こ
ち

い

あ
れ

何
で
か

な
何
時
も
そ
ん
な
の
は
見

れ
て
い
る
気
が
す
る
ん
だ
よ
な

 

へ

 
理
 

所
で
お
前
は
え

と

だ

た
か

 

あ

え

と
は
い

先
程
は
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

 
理
 

あ

良
い
ん
だ
気
に
す
ん
な
と
り
あ
え
ず
よ
ろ
し
く

 
な

 

こ
ち
ら
こ
そ
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

い

手
を
す
る
と

は
突
然
固
ま

た
か
の
よ
う
に
動
か
な
く
な

た
か
と
思
う

と
突
然
ふ
ら
つ
き
だ
す

 
理
 

お

お
い
ど
う
し
た
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う

え

あ

い
や

何
か
ど
こ
か
懐
か
し
い
感
じ

 
が
し
 
て
い
て

何
で
だ
ろ
う

す
ら
と

方
の

 
に
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

 
理
 

て
お
く
が
お
前
と
は
初
対
面
だ

 

そ
う
で
す
か

 
何

か

そ
う
な

を
し
て
手
を

す

ど
う
い
う
事
だ
と
思
い

を
見
る
と

 

実
は
彼
は
記
憶

失
な
の
よ

 
理
 

記
憶

失
な
の
か
お
前

 

え

ま

 
だ
が
見
覚
え
と

わ
れ
て
も
こ
い
つ
と
は
初
対
面
な

な
ん
だ
が
な

地
底
で
も
こ
い
つ
を
見

た
こ
と
は
な
い
し
な

 
輝
夜

感
じ
か
ら
し
て
理
久
兎
さ
ん
も
知
ら
な
い
み
た
い

 
理
 

あ

す
ま
な
い
な

 

い
え
い
え

 
理
 

ま

お
前
の
そ
の
容
姿
を
見
た
こ
と
な
い
か
く
ら
い
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な
ら
地
底
の
奴
等
に
聞
い
て
お
く
よ

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
結

儀
な
感
じ
だ
な

出
来
る

り
で
協
力
は
し
て
や
り
た
い
な

 

そ
れ
よ
り
も
こ
の
手
紙
に
異
変
と
書
か
れ
て
い
る
け

 
ど

方
は
動
か
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の

 
理
 

今

動
い
て
る
真

最
中
さ

の
所
に
来
た
の
は

 

で
も
な
い
そ
の
地
獄
の
集
団
に
対

す
る
た
め
の

 
策
を

え
て

し
い
の
さ

 

策

て

 
理
 

な
が
ら
俺
自
身
は
動
け
な
い
何

な
ら
そ
の
戦

 
い
に
は
地
獄
の
者
が
関
わ

て
い
る
か
ら
だ

 
こ
こ
で
地
獄
の
者
達
を

に
回
す
と
旧
都
が
危
な
い
の
だ

 

仙

理
久
兎
さ
ん
が
出
れ
な
い
と
な
る
と
ど
う
す
る
気
だ

 
と

う
ん
で
す
か

 
出
れ
な
い
か
ら
と
い

て
月
の
都
の
⺠
を

ろ
に
は
し
た
く
は
な
い

そ
の
た
め
に

え
た
事
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が
あ
る

 
理
 

蓮
や
霊
夢
を
行
か
せ
よ
う
と
思

て
い
る
ん
だ

 

あ
の

人
を

 
理
 

あ

彼
奴
等
な
ら
こ
の
事
件
に

を
つ
け
て
く
れ
る

 
と
思

た
か
ら
な

 

そ
れ
と
私
に
策

て
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の

 
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
か

ま
だ
推

の

だ
が
話
せ
る
こ
と
は
話
す
か

 
理
 

こ
れ
は
恐
ら
く
な
話
に
な
る
が
そ
の
地
獄
の
集
団
の

 
指
揮
を
と

て
い
る
の
は
へ
カ

テ

ア
と
呼
ば
れ

 
る
地
獄
の
女
神
だ
そ
い
つ
は
三
界
の
地
獄
を

べ
る

 
程
の
実
力
を
持
つ
女
神
だ
俺
な
ら
と
も
か
く
蓮
や
霊

 
夢
だ
と
下
手
を
す
れ
ば
殺
さ
れ
る

 

そ
こ
で

え
て

し
い
と
い
う
事

 
理
 

あ

任
せ
れ
る
か

 

理

こ
の
私
を

と
思

て
い
る
の

こ
れ
で
も
私
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は
元
月
の
頭
脳
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
よ

 
ニ
コ
リ
と

い
な
が
ら

て
く
る

ど
う
や
ら
や

て
く
れ
そ
う
だ
な

 
理
 

そ
う
だ

た
な

頼
む

頭
脳

当

 

そ

ち
こ
そ

体

当

 

を

し
出
す
と

も

を

し
出
す

そ
し
て
互
い
に

を
当
て
合
う

こ
う
し
て
い
る

と
昔
を
思
い
出
す
な

ま
だ

の

の

が
黒

だ

た
時
の
こ
と
を

し
か
し
白

に
な

た
の
か
や
は
り

 

ふ
ふ

え
い

 
理
 

ゲ
ブ
シ

 
強

な

フ

ク
が

に
命
中
し

る

 

次

変
な
事
を

え
た
ら
こ
の

で
ぶ

飛
ば
す
か

 
ら

理

 
理
 

変
わ
ら
ず
良
い

を
お
持
ち
の
よ
う
で

 
本
当
に

は
ど
う
や

て
見

て
い
る
ん
だ

ま
さ
か
さ

き
み
た
い
に

で
見
分
け
て

い
る
の
か
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な
ん
か
良
い
な
あ
ん
な
関
係
に
な
れ
て

 
理
 

い
や
良
い
も
ん
じ

な
い

た
だ
の

れ
縁
な
だ

 
け
だ
か
ら
な

 

い
や
そ
の

 
何

に

ず
か
し
そ
う
に

こ
い
つ
ま
さ
か
そ
う
い
う
事
か

の

に
自
身
の

を
置

き 
理
 

少
し
こ
い
つ

り
る

 

え

え

 
少
し
だ
け

れ
た

置
ま
で
来
る
と

 
理
 

お
前
の
本
命

て
ま
さ
か
彼
奴
か

 

あ

ア
ハ
ハ

分
か

ち

い
ま
す

 
理
 

あ

ま

お
前

て
ま
さ
か
年
上

き
か

 

そ
う
で
す

 
な
ら
せ
め
て
こ
れ
だ
け
は
伝
え
て
お
か
な
い
と
な

 
理
 

ま

あ
れ
だ
彼
奴
の
場
合
は

わ
な
い
と
無
理
だ
か
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ら
な

 

し
い
ん
で
す

 
理
 

ま

な

 
彼
奴
と
は
い
た
時
間
は
さ
と
り
や
紫
と
同
じ
く
ら
い
⻑
い
か
ら
な

だ
か
ら
大
体
は
分
か
る
ん

だ
よ
な

 
理
 

そ
れ
と
も
う
と
ん
で
な
い

物
女
だ
か
ら
気
を
つ
け

 
ろ
よ

や
る
な
ら

踏
ん
で
計
画
的
に
行
か
な
い

 
と

略
は
無
理
だ
か
ら
な

ま

お

に
な
る
が

 
何
か
協
力
し
て

し
い
な
ら
し
て
や
る
か
ら
よ
こ
の

 
件
も
記
憶
の
件
も
な

 

あ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
そ
う
し
て

を
置
く
の
を

め

達
の
も
と
へ
と

る

 
輝
夜

何
を
話
し
て
い
た
の
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ま

少
し
な

な

 

そ

そ
う
で
す

ア
ハ
ハ
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仙

は

 

そ
れ
で
理

あ
な
た
こ
の
異
変
を

け
る

て

 
い
う

事
は
な
い
の

 
そ
う
い
え
ば
菫
子
の
事
を
す

か
り

れ
て
い
た
な

 
理
 

お

と
そ
う
だ

た

す
ま
な
い
が
俺
は
行
く

 

さ
え
て
い
る
力
を
少
し
解

し
狂
神
状
態
へ
と
な
り
龍

を

開
す
る

 

と
り
あ
え
ず
依
頼
の
件
は

け
負

た
わ
そ
れ
か
ら

 
ま
た
元
気
な
姿
で
来
な
さ
い
よ

 
理
 

あ

ま
た
来
る
さ
そ
れ
と
依
頼
の
件
は
任
せ
た

 
そ
う

い

を

ば
た
か
せ
空
を
飛
び
空
を

り
一
気
に
加

し
て
空
を
飛
ぶ

 
理
 

と
り
あ
え
ず

神
社
に
で
も
行

て
み
る
か

 
そ
う
し
て
目
的
地
を

神
社
に
合
わ
せ
て
飛
ん
で
い
く
の
だ

た

 

 

て
な
訳
で
こ
こ
ま
で
じ
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怠
惰

ゴ

ゴ

う
い

す

 

 

は
大
丈
夫
か

 
怠
惰

え

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん
は

度
も

を
見
た
こ
と
の

 
な
い
リ
ア
ル
姉

が
三

の

が
流
れ
て
る

原
で

 
ハ
イ
ハ
イ
し
て
い
る
の
を
見
た
と
か
な
ん
だ
と
か

 

 

の
河
原
と
か

に
な
ら
ん
わ
い

 
怠
惰

そ
し
て
治

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
今
は

で

 
ま
た

が

れ
て
ま
す

 

 

ど
ん
だ
け
体
を

せ
ば
気
が

む
ん
じ

 
怠
惰

も
う

原
因
は

の
コ

ツ
船
だ

 

 

そ
れ
は
そ
う
じ

い
中
で
上

し
か
着
な
い
で

 

船
す
れ
ば
風
邪
を

く
わ
い

 
怠
惰

い
や
は
や
本
当
に
死
に
か
け
た
読
者
様
も
風
邪
だ

 
た
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
は

全
に
し
て

か

 
く
し
て

て
く
だ
さ
い
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で
な
い
と
こ
や
つ
み
た
い
に
な
る
か
ら
の

 
怠
惰

は
い

で
は
で
は
時
間
も
時
間
な
の
で
今
回
は
こ
こ

 
ま
で

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
バ
イ
ニ

ラ
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第
５
３
８
話
 
到
着
す
れ
ば
ま
た
怖
が
ら
れ
る

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
ポ

モ
ン
で
現

サ
ザ
ン
ド
ラ
を
育
成
し
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

ル

ル
ド
は
終
わ

た
か
ら
次
は
サ
ザ
ン
ド
ラ
育
成
し
て
か
ら
ミ
ミ

キ

そ
し
て
リ

ザ

ド
ン

り
を
育
て
よ
う
か

こ
う
な

て
く
る
と
ク
レ

リ
ア
ア
ロ

ラ
キ

ウ
コ
ン
と
か

の
起
点
要
員
も

し
い
ん
で
す
が
内
定
さ
れ
て
な
い

だ
し
な

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本

編
へ
ど
う

 

を
時
々

ば
た
か
せ
つ
つ
も

を

り

み
高

で

動
し
つ
つ
菫
子
を
探
し
な
が
ら

神
社
を
目
指
し
飛
行
て
い
た

 
理
 

彼
奴
達
は
上
手
く
や

て
く
れ
た
の
か

 
菫
子
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
上
手
く
や

て
く
れ
た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
と

神
社
の
方
か
ら
何
か
騒
ぐ
よ
う
な

が
聞
こ
え
る

 
理
 

ふ
ん
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空
を

り
飛
ば
し

度
を
上
げ
そ
し
て
一
気
に
地
面
へ
と

空
し
て
着
地
し

を

り

む

 
理
 

つ
い
た
つ
い
た

 
土

が
や
む
と
そ
こ
に
は
神
子
に
聖
そ
し
て
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
が
い
た

 
耶
狛

マ
ス

た
ら
や

と
来
た
よ

 
亜
狛

い
で
す
よ

 
い
や
は
や
待
た
せ
て
悪
か

た
な

自
分
の
姿
を
見
た
亜
狛
と
耶
狛
そ
し
て
華
扇

外
は

い

を
し
す
ぐ
に
臨
戦
態

を
と

て
き
た

 
聖
 

り

理
久
兎
さ
ん
が
ま
た
狂
神
に

 
神
子

 
マ
ミ

に
は
聞
い
て
は
お

た
が
た
だ
ら
ぬ

気
じ

 
ま
る
で
本
物
の

 
理
 

化
け
物
と
で
も

い
た
い
の
か
マ
ミ
ゾ
ウ

そ
れ
か

 
ら
神
子
ち

ん
に
聖
さ
ん

え
る
の
を

め
て

え

 
な
い
か
な

 
と

出
来
る

り
で
物

ら
か
く

う
と

人
は

き

問
の
あ
る
よ
う
な

を
し
て
固
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ま
る

 
理
 

あ

あ
れ
だ
俺
は

じ

な
い
ん
だ
が

ま

そ
の

 
感
じ
か
ら
し
て
信

は
な
い
よ
な

 
聖
 

で
は
な
い
と
い
う

証
が

し
い
ん
で
す
が

 
神
子

ふ
む

か
こ
の
時
の
理
久
兎
さ
ん
は
私
達
の
事
は

 
み
ん
な

れ
て
い
る

だ
よ
な

 
な
る

ど
こ
の
時
の
俺
は
記
憶

失
み
た
い
な
感
じ
だ

た
訳
か

な
ら

え
る
こ
と
を
全

て

て
や
る

 
理
 

そ
う
だ
な

ま
ず
聖
ち

ん
は

物

で
酒
は

 
飲
ま
な
い
か
ら
宴
会
の

と
か
だ
と

き
ま
く
り
な

 
人
で
か
つ
変
わ
り
者
で

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

 
理
 

神
子
ち

ん
は
気
取

た
よ
う
な
感
じ
だ
け
れ
ど
実

 

は
物

い
お

ち

こ
ち

い
で
人
よ
り
も
感
覚

 
の

レ
が
激
し
く
て
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神
子

い

う
じ

な
い
か

 
理
 

マ
ミ
ゾ
ウ
は

ふ

 
マ
ミ

何

だ
け

で

う

 

人
は

間
に
シ

を

せ
な
が
ら
も

き
つ

た

を
見
せ
る

 
聖
 

そ
の

ま
れ
口
は
ど
う
や
ら
本
当
に
理
久
兎
さ
ん
み

 
た
い
で
す

 
神
子

そ

そ
の
よ
う
だ
な

 
マ
ミ

だ
け

で

い
お

て
か
ら
に

 
理
 

で

証
拠
は
見
せ
た
け
ど
判
決
的
に
は
信

し
て
く

 
れ
た
み
た
い
だ

 
そ
れ
を

う
と

人
は

い
て
く
れ
る

や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら
理
神
の
姿
へ
と

る

 
神
子

そ
の
方
が
安
心
と
信
頼
の
姿
だ
な

 
聖
 

そ
ち
ら
の
方
が

み
あ
り
ま
す

 
マ
ミ

ど

ち
に
せ
よ

た
ら
し
い
姿
に
は
変
わ
ら
な
い
が

 
な
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た
ら
し
い
と
は
な
ん
だ

た
ら
し
い
と
は

自
分
で

う
の
も
あ
れ
だ
が
理
神
は

々
し
い

し
狂
神
は
愛
く
る
し
い
見
た
目
じ

な
い
か

ど
こ
が

た
ら
し
い
ん
だ

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
亜
狛
に
耶
狛

状

の
報
告
を
頼

 
め
る
か

 
と

う
と

人
は

礼
し

 
亜
狛

は
い
ま
ず
黒
幕
の
菫
子
に
関
し
て
で
す
が

 
耶
狛

現
世
に
帰

ち

た
よ

 
理
 

ふ
む

 
現
世
に
帰

た
か

て
お
い
ち

と
待
て
そ
れ
一
番
や

て
は

メ
な
奴
だ

 
理
 

お
前
ら
ま
さ
か
間
に
合
わ
な
か

た
の
か

 
亜
狛

え

と
そ
れ
な
ん
で
す
が

 
耶
狛

蓮
く
ん
と
霊
夢
ち

ん
が
現
世
に

 
理
 

あ
ち

 
お
い
お
い
ま
さ
か
現
世
に
ま
で
行
く
こ
と
に
な
る
と
は
な

こ
れ
な
ら
最
初
に
サ
グ
メ
か
ら
の

手
紙
を
読
ん
で
お
け
ば
こ
ん
な
事
に
は
な
ら
な
か

た
の
に
な

す
る
と
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華
扇

理
久
兎
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
今

現

で
何
が
ど

 
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
の
か

 
理
 

良
い

教
え
て
や
る
よ
ど
う
し
て
俺
達
が
動
き

 
蓮
や
霊
夢
が
菫
子
を
追

て
現
世
に
ま
で
行

た
の

 
か
そ
し
て
こ
の
異
変
に

さ
れ
た
真
実
を

 
そ
う
し
て
蓮
と
霊
夢
に
教
え
た
通
り
に
話
す

当
然
だ
が
サ
グ
メ
の
事
や
月
の
都
が
ど
の
よ
う

な
危
機
に

て
い
る
の
か
そ
の

は
上
手
く
ご
ま
か
し
な
が
な
ら
話
す

 
神
子

月
か
ら
の

入
か

 
聖
 

に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
で
す
が

 
マ
ミ

そ
の
話
し
は
本
当
な
ん
じ

ろ
う
な
理
久
兎

 
理
 

あ

俺
で
す
ら
さ
え
気
づ
か
な
か

た
ん
だ
月
の

 
中
も
俺
達
が
気
づ
く
と
は
思
わ
な
か

た
ろ
う
な

  
華
扇

し
か
し
理
久
兎
さ
ん

つ
か

問
が
あ
る
ん
で
す

 
ど
う
し
て
そ
れ
を
知

た
ん
で
す
か
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華
扇
の
奴

要
ら
ぬ
事
を

い
や
が

て
そ
ん
な
こ
と
を

え
ば

 
神
子

か
に

わ
れ
て
み
る
と

 
聖
 

ど
う
し
て
知

た
ん
で
す
か

 
マ
ミ

怪
し
い

お
主

 
理
 

う

 

と
こ

ち
を
見
て
く
る

華
扇
め
何
時
か
仕
返
し
に
家
の
中
に
⻤
達
が
共
通
し
て

手
な

の
頭
と

の
葉
の

り
を
大

に
ば
ら
ま
い
て
や
ろ
う
か

 
理
 

あ
れ
だ
よ
俺
の

方
が
気
づ
い
て
な

 
さ
と
り
本
当
に
す
ま
な
い

魔
化
す
た
め
に
名
前
を
使
わ
せ
て
く
れ

だ

て
間
違

て

は
い
な
い
手
紙
が
来
て
い
た
事
に

・気
・づ
・い
・た

の
は
さ
と
り
だ
か
ら
な

 
華
扇

あ

地
霊
殿
の

 
理
 

あ

そ
れ
と

に
地
底
嫌
い
み
た
い
な

す
る
な

 
よ
な

 
亜
狛
の
報
告
か
ら
何
と
な
く
は
聞
い
て
は
い
た
が
ど
う
や
ら
華
扇
は
単
に
地
底
嫌
い
な
感
じ
だ

な

そ
れ
は
嫌
わ
れ
者
達
の

だ
か
ら
仕
方
は
な
い
け
ど
さ
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神
子

ま

し
か
し
彼
女
が
気
づ
い
た
な
ら

 
聖
 

何
と
な
く
は

し
ま
す

 
マ
ミ

聞
い
て
お
る
と
お
主
よ
り
し

か
り
し
て
そ
う
じ

 
し
な

 

 
理
 

そ
い
つ
は
ど
う
も

 
何
時
か
こ
い
つ
ら
の
頭
上
に

ラ
イ
を

と
し
て
や
る

そ
ん
で
も

て
大

の
信
者
や
部
下

の
前
で

を
か
か
せ
て
や
る

 
華
扇

ま

大
体
の
事
は
分
か

た
の
で
良
い
で
し

う

 
理
 

そ
ん
で
ど
う
す
る
か
な
ん
だ
よ
な

 
マ
ミ

ど
う
す
る
か

 
理
 

あ

だ

て

 
と

い
か
け
た
次
の

間

幻
想
郷
の
空
に

け
目
が
現
れ
る
と
そ
こ
か
ら

 
蓮
 

う
わ

 
菫
子

き

 
霊
夢
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蓮
と
霊
夢
そ
し
て
菫
子
が
そ
の

け
目
か
ら

ち
て
き
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
怠
惰

そ
れ
と
次
回
か
ら
は
狐
組
な
の
で
お
楽
し
み
に

 

 

つ
い
に
か

 
怠
惰

え

そ
ろ
そ
ろ
投
稿
し
な
い
と

 

 

じ

な

 
怠
惰

そ
う
い
え
ば
ポ

モ
ン
ど
う

 

 

ふ

ふ

ふ

聞
い
て

け
メ

モ
ン
の
高

体
値

 
が
出
て
の
育
成
が
楽
し
く
て
の

 
怠
惰

う
わ

ま
し
い
な
ち
く
し

う
め

 

 

ゲ

ム
で
な
ら
負
け
る
気
は
せ
ん
わ

 
怠
惰

な
ら
リ
ア
ル
で
勝
負
す
る

俺
の
ポ

モ
ン
達
が
す
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ぐ
に
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
あ
げ
る
よ

 

 

お
主
の
場
合
は
え
げ
つ
な
さ
過
ぎ
る
わ
い

 
怠
惰

ま

棒
が
あ
れ
だ
か
ら

 

 

 
怠
惰

あ

悪
い
け
ど
お
前
は
そ

ち
で
掃
除
し
て
て

 

 

 

 

お
主
の
は

ク
ラ
イ
は
感
情
豊
か
じ

な

 
怠
惰

お

と
名
前
は

て
は
い
け
な
い
か
ら
こ
れ

 

方
だ
か
ら

 

 

メ
メ

イ
し
今
更
か

 
怠
惰

さ
て
メ

い
話
が
多
く
な
り
そ
う
だ
か
ら
今
回
は
こ

 
こ
ま
で
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

終
わ
ら
せ
方
が

ま

良
い
わ
そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
５
３
８
話
 
蓮
と
菫
子
の
関
係

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

夜

転
生
活
が

に
つ
い
て
き
て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ

の
生
活
が

め
ら
れ
な
い

ま
ら
な
い
ん
で
す
よ

因
み
に
リ
ア
ル
暴
食

と
夜
中
の

時

時
ま
で

で
楽
し
く
会
話
し
て
た
り
し
て
い
ま
す

失
礼
そ
れ
で
は
こ
ん
な
話
も

あ
れ
な
の
で
本
編
へ
ど
う

 

鳴
と
共
に
蓮
に
霊
夢
そ
し
て
黒
幕
の
菫
子
が
空
か
ら
地
上
に
向
か

て
ま

さ
ま
に

ち

て
く
る

 
理
 

お
い
お
い

 
彼
奴
ら
俺
と
違

て
簡
単
に
空
を
飛
べ
る
だ
ろ
う
が

何
て
思
う
が

ち
て
し
ま

て
死
ん
だ

な
ん
て

に
も
な
ら
な
い
た
め

 
理
 

仕
方

な

 
自
身
の
気
で

す
る
レ

ザ

を

ち

道
を
コ
ン
ト
ロ

ル
し
て
大
き
な
ネ

ト
を
作
る
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と
そ
こ
へ
向
か

て

人
は
見
事
に

ち
る
と
そ
の
ネ

ト
が
ク

シ

ン
に
な
り

人
は

て
地
面
に

ち
る

 
霊
夢

あ
だ

 
菫
子

ぐ
ふ

 
蓮
 

と

 
霊
夢
は

か
ら

ち
菫
子
は

中
か
ら

ち
そ
し
て
蓮
は
見
事
に
一
回
転
し
て
地
面
に
着
地
す

る

そ
こ
は
蓮
も
失
敗
し
て

人
魂
的
な
も
の
を
見
せ
て
く
れ
よ
と
内
心
思

た
が

て
お
こ

う 
マ
ミ

お
主
は
そ
ん
な

当
も
出
来
る
の
か

 
理
 

ま

こ
れ
で
も
編
み
物
は

意
だ
か
ら

 
聖
 

あ
の
こ
れ
編
み
物
と
は
違
う
よ
う
な

 
神
子

聖
こ
の
人
い
や
こ
の
神
を

手
に
ツ

コ
ミ
し
た
ら

 
負
け
だ

 
う
ん
神
子
ち

ん
は
さ
り
げ
な
く

い
な

ネ

ト
を
消
し
て

人
に
近
づ
き

 
理
 

お

れ
さ
ん
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蓮
 

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

で
だ

ど
う
な

た

 
月
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
に
つ
い
て
聞
く
と
蓮
は
何
と
も

え
な
い
よ
う
な

を
し
て
懐
か
ら

真

二
つ
に
な

た
ボ

ル
を
見
せ
る

 
蓮
 

そ
の
何
と
か

め
れ
た
ん
で
す
が
そ
の

ボ

ル
が

 
真

二
つ
に
な

て
し
ま

て

 
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
し
て
い
る
蓮
に
自
分
は
ニ
コ
リ
と

む
と

 
理
 

い
い
や
別
に
良
い
さ
真

二
つ
に
な

て
も
し

か

 
り
と
封
印
す
れ
ば
何
に
も

と
か
は
な
か

た
ん

 
だ
ろ

 
蓮
 

ま

た
だ
斬

た
時
に
上
へ
と
光
が
昇

て
い

て

 
い
た
の
で
ど
う
な
の
か
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て

 
恐
ら
く
そ
れ
は
ボ

ル
が

さ
れ
た
り
し
た
時

そ
れ
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
な

月
の
⺠
達

て
結

心
深
い
か
ら
な

 
理
 

ま

問

は
な
い
と
思
う
が
な
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蓮
 

だ
と
良
い
ん
で
す
が

 
た
だ
月
の
⺠

て
地
上
に
い
た
時
か
ら
結

執

深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
な

恐
ら
く
は

何
か
し
ら
の
強
行
手

を

い
る
か
も
し
れ
な
い
な

 
理
 

ま

は
い
れ
て
お
け
よ

 
蓮
 

論
で
す

 
何
て
話
し
て
い
る
と
菫
子
と
目
が
合
う
と
菫
子
は
ド
キ

と
し
た
表
情
を
取
る
と
サ
サ

と
蓮

の
後
ろ
に

れ
る

 
蓮
 

ど
う
し
た
の
菫
子

 
菫
子

さ

さ

き
そ
い
つ
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て

 
理
 

そ
れ
は
お
前
が
悪
い

 
罪
状
は

物

初
対
面
な
奴
自
分
に
向
か

て

呼
ば
わ
り
し
た
事
だ

に

方
は
菫
子
が
悪
い

 
菫
子

 
蓮
 

理
久
兎
さ
ん

さ
な
い
で
下
さ
い
よ

 
菫
子

そ
そ
そ
れ
に
そ
こ
の

乱
ピ
ン
ク
と
か
お

ち

ん
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い
狸
と
か
に
も
ボ
コ
さ
れ
て

 
と

た

間
に
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
の

間
に
シ

が
よ
る

 
華
扇

が

乱
ピ
ン
ク
で
す

て

 
マ
ミ

お

ち

ん

い
は
余
計
じ

小
娘

 
菫
子

ご
め
ん
な
さ
い

 
出
会

た
と
き
よ
り
も
更
に
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
な

だ
い
ぶ

り
た
み
た
い
だ
な

し
か
し

何
か
菫
子
は
初
対
面
の

の
蓮
に
懐
い
て
る
な

す
る
と

 
耶
狛

何
か

人
の

い
が

て
る
気
が
す
る

 
亜
狛

あ

か
に
な

 

い
が

て
る

て

と
い
う
か
霊
夢
が
怒

た
か
と
思
え
ば

惑

た

し
た
り
と
何
と

も

え
な
い
よ
う
な

し
て
い
る
ん
だ
が
本
当
に
ど
う
し
た

 
神
子

ふ
む

ど
ん
な
関
係
な
ん
だ

 
聖
 

ま
さ
か
二

な
ん
て

 
蓮
 

し
ま
せ
ん
よ

 
ま

こ
い
つ
に

て
そ
れ
は
皆
無
だ
な

現
に
霊
夢
が

若
み
た
い
な

で
怒
る
と
か
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て
る
し
な

し
か
し
よ
く
見
て
み
る
と

が
に
て
い
る
よ
う
な

 
蓮
 

そ
の

菫
子
が

々
と

惑
を
か
け
て
し
ま

て
本

 
当
に
ご
め
ん
な
さ
い

か
ら
も
謝
罪
し
ま
す

 
菫
子

惑
を
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い

 
と
蓮
は
頭
を
下
げ
る

そ
れ
に
続
き
菫
子
も
頭
を
下
げ
る
が
い

た
い
ど
ん
な
関
係
な
ん
だ

 
理
 

ま

惑
だ

た
が
別
に
な

そ
れ
よ
り
と
お
前
ら

 
ど
ん
な
関
係
な
ん
だ
よ

 
耶
狛

う
ん
う
ん

 
そ
う

う
と
蓮
と
菫
子
は
互
い
に

を
合
わ
せ
て

 
蓮
 

え

と
何
と

え
ば
良
い
の
か
菫
子
は

の
親

と

 
い
う
か
再
従
姉
妹

て

え
ば
い
い
ん
で
し

う
か

  
理
 

へ

 
全
員

再
従
姉
妹

 
霊
夢
そ
し
て
自
分

外
の
皆
が

く

ま
さ
か
菫
子
が
蓮
の
再
従
姉
妹
だ

た
と
は

そ
の
再
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従
姉
妹
が
こ
の
異
変
を
起
こ
し
て
い
た
と
は
思
わ
な
か

た

 
耶
狛

通
り
で

い
が

て
い
た
ん
だ

 
亜
狛

か
に
よ
く
見
て
み
る
と

持
ち
は
何
と
な
く

て

 
い
る
気
が
す
る

 
マ
ミ

特
に

を
外
す
と
目
の
当
た
り
と
か
が
若

な
が

 
ら

て
い
る
よ
う
な

 
華
扇

に
し
て
は
性
格

々
は

て
は
い
ま
せ
ん
が

 
皆
は
ま
じ
ま
じ
と
蓮
と
菫
子
を
見
比
べ
る
と
菫
子
は
ま
た
蓮
の
後
ろ
に

れ
る

 
聖
 

あ
ら
あ
ら

 
神
子

面
白
い

が
り
な
ん
だ
な

 
蓮
 

ま

 
何
て

て
い
る
と

れ

面
に
な
り
か
け
て
い
る
霊
夢
が
菫
子
に

 
霊
夢

ち

と

蓮
に
く

つ
き
す
ぎ
よ
あ
ん
た

 
と

恐
ら
く
は

き
も
ち
を

い
た
の
か

て
く
る

 
菫
子

ち

え

と
蓮
お
兄
ち

ん
と

女

て
そ
う
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え
ば
ど
ん
な
関
係
な
の
よ

さ

き
の
弾
幕
ご

こ

 
と
か
だ

て

が
合

て
た
し

 
霊
夢

え

そ
れ
は

 
蓮
 

菫
子
こ
れ
だ
よ
こ
れ

 
小
指
を
立
て
て

う
と
菫
子
は
蓮
と
霊
夢
を
何
度
も
見
て

い
た

を
す
る

 
菫
子

嘘
あ
の
蓮
お
兄
ち

ん
に
こ
れ
が

 
霊
夢

そ
う
よ
悪
い

 
菫
子

い
や
悪
い
こ
と
は
な
い
け
ど
行
方
不
明
に
な

て
い

 
る
間
に
彼
女
を
作
る
と
か
リ
ア

に
な

た
な

て

 
思

て

 
現
代
の

葉
は
よ
く
分
か
ら
ん
な

リ
ラ

リ
ア
ル

実
的
な
意
味
な
の
か

た
し
か
に

蓮
は

実
し
て
い
る
な

だ
が
俺
と
同
じ
で

ご
と
に
常
々
と

き
込
ま
れ
る
が

 
理
 

ま

そ
れ
は
さ
て
お
き
で
だ

 
霊
夢

そ
う

 
自
分
達
は
菫
子
を
見
る
と
菫
子
は

目
に
な
り
な
が
ら

え
蓮
の
服
の

を

む
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理
 

こ
い
つ
を
ど
う
す
る
か
な
ん
だ
よ
な

 
そ
う
自
分
は

き
ど
う
す
る
か

む
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
ま
た
今
日
か
ら
龍
組

 
が
ス

ト
で
す

 

 

う
む
所
で
怠
惰
よ

 
怠
惰

何
か
な

 

 

そ
ろ
そ
ろ
ク
リ
ス
マ
ス
じ

が
何
か
予
定
は
あ
る

 
の
か

 
怠
惰

な
い
よ

あ

て
も
ポ

モ
ン
を
投
稿
で
き
る
か

 
出
来
な
い
か
の

に
立

て
る
く
ら
い
だ
か

 
ら

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

そ
れ
り

リ
ア
ル
は

年
ボ

チ
だ
し
仕
方
な
い
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よ

 

 

お
主
は
自
由
じ

な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ま

で
も
ボ

チ
に
は
ボ

チ
な
り

 
の
楽
し
み
方
が
あ
る
か
ら
良
い
ん
だ
よ

 

 

 

ど
う
せ
ゲ

ム
じ

ろ

 
怠
惰

う
る
せ

や
い

ま

た
く
も
う

お

と
失
礼

 
さ
て
さ
て
で
は
今
回
は
少
し

い
け
ど
こ
こ
ま
で

 
に
し
よ
う
か

 

 

う
む
そ
れ
で
は
読
者
様

今
回
も
見
て
く
れ
て
あ

 
り
が
と
う
じ

わ
い

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
３
９
話
 
判
決

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
深

の

龍
が

し
い
な

と
思
い
つ
つ

布
の
中
身
を
見
て
い
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

デ

キ
を
作

て
あ
る
の
で

し
い
ん
で
す
よ

失
礼
そ
れ
で

は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
先
程
ま
で
の
和
や
か
な
空
気
か
ら
一
変
し
場
は

り
積
め
た
よ
う
な
空
気
へ
と
変
わ
る

こ
れ

か
ら
菫
子
の
運
命
が
決
ま
ろ
う
と
し
て
い
た

 
神
子

せ

か
く
帰
し
た
と
い
う
の
に
な

 
聖
 

ど
う
し
ま
し

う
か

 
理
 

 
正
直
な
話
で
こ
う
な
る
の
だ

た
ら
さ
と
り
を

れ
て
来
れ
ば
良
か

た
と
後

す
る

さ
と

り
の
読
心
術
で
こ
の
場
の
者
達
の

え
を
読
み
取
り
判
決

て
の
が
簡
単
だ
か
ら
だ

こ
う
な
る

と

人

人
と
意
見
を
聞
い
て
い
く
し
か
な
い
ん
だ
よ
な

そ
う
思

て
い
る
と
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そ
の
話
に
私
も

加
さ
せ
ろ

 
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

が
聞
こ
え
て
く
る
と
空
か
ら
何
か
が
降

て
き
て
土

を
上
げ
た

土

に

か
ぶ
シ
ル
エ

ト
そ
し
て
先
程
に
聞
い
た
こ
と
の

か
ら
し
て
も
う
定
番
と
な
り
つ
つ
あ

る
魔
理

だ

 
霊
夢

ま
た
面

な
の
が

 

が
面

だ
と
霊
夢

 
菫
子

あ
ん
た
こ
の
前
の

 

よ

久
し
い
な

ま

た
く
受
け
た

を

す
の
に

 
時
間
を
く

た

 
受
け
た

て
何
だ
よ

ま
た

り
ず
に
魔
理

は
ド
ン

チ
し
て
い
た
の
か

そ
う
思
う
と

変
わ
ら
ず
だ
し

え
る
の
は
よ
そ
う

土

を

い
な
が
ら
自
分
の
方
へ
と
歩
き

 

こ
い
つ
の
処
分
に
つ
い
て

え
て
い
る
ん
だ
ろ

 
理
 

あ

俺
は
ど
う
で
も

わ
な
い
が
皆
の
各
々
意
見
を

 
ま
ず
は
聞
こ
う
と
思

て
い
て
な

 

う
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ど
う
や
ら
魔
理

も

加
し
た
い
み
た
い
だ
な

な
ら
先
に
こ
の
真
実
の
異
変
を

け
た
蓮

と
霊
夢
そ
し
て
勇
気
あ
る
乱
入
を
し
て
く
れ
た
魔
理

か
ら
意
見
を
聞
く
か

 
理
 

ま

々
と
聞
き
た
い
わ
け
だ
が
そ
う
だ
な
乱
入
し

 
て
く
れ
た
魔
理

そ
れ
か
ら
蓮
く
ん
に
霊
夢
ち

ん

 

達
の
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
か

あ

皆
に

 
も
聞
く
け
ど
決
し
て
多
数
決
と
か
で
は
決
め
な
い
よ

 
意
見
を

い
理
由
を

べ

さ
せ
る
の
が
大
切
だ

 
か
ら

 
と
緊

さ
せ
ず
に

な
が
ら
聞
く

こ
い
つ
ら
の
事
だ
か
ら
そ
う
す
れ
ば
変
な

解
を
勝

手
に
し
て
慎

に
意
見
を

べ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

す
る
と
蓮
は
口
を
開
き

 
蓮
 

は
帰
し
た
い
と
思

て
い
ま
す

 
そ
う

え
る
と
そ
れ
に
続
き

 
霊
夢

私
的
に
も
帰
し
た
方
が
い
い
と
思

て
い
る
わ

 

お

遇
だ
な
私
も
だ

 
霊
夢
と
魔
理

も
そ
う

べ
て
き
た

ど
う
や
ら

人
は
帰
す

み
た
い
だ
な
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理
 

う
な
ら

人
共
に
そ
の
理
由
は

 
帰
し
た
い
理
由
を
聞
く
と
霊
夢
そ
し
て
魔
理

は
互
い
に

を
合
わ
せ
て

 
霊
夢

元
々

私
は
帰
す
つ
も
り
だ

た
の
よ
そ
れ
に
彼
女

 
は
外
来
人
よ
外
来
人
は
自
分
が

り
た
い
と

う
な

 
ら
話
は
別
だ
け
ど

本
は
帰
還
さ
せ
る
そ
れ
が

女

 
で
あ
り
人
間
の
味
方
で
あ
る
私
の
仕
事
よ

 

私
は
こ
い
つ
と

回
だ
け
だ
が
弾
幕
ご

こ
し
て
い

 
る
が
こ
こ
幻
想
郷
で
の
弾
幕
ご

こ
で
こ
い
つ
ビ
ク

 
ビ
ク
し
な
が
ら
し
て
い
て
よ
本
当
は
家
に
帰
り
た
い

 
の
か
な
ん
て
思

ち
ま

て
な

 
つ
ま
り
霊
夢
の
そ
の

女
と
い
う
立
場
か
ら
魔
理

は
菫
子
の
様
子
を
見
て

て
事
か

 
理
 

な
る

ど

蓮
の
理
由
は

 
蓮
 

は

菫
子
は
外
の
世
界
で
の

来
を

し
て
帰

 
し
た
い
と
思

て
い
ま
す
菫
子
に
は
ま
だ
こ
れ
か
ら

 
先
で
輝
か
し
い

来
が
あ
る
だ
か
ら

は
彼
女
を
帰
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し
た
い
ん
で
す

 

 
そ
し
て
蓮
は
こ
の
後
の

来
を

え
て
か

か
に
霊
夢
の

う
通
り
本
人
が
こ
こ
に
い
る
の

を
望
ま
ず
に

る
の
は
ど
う
か
と
思
う
し
魔
理

の
話
を
聞
き
菫
子
を
見
る
と
目
を
泳
い
で
い
て

恐
怖
し
て
い
る
感
じ
は
あ
る

そ
し
て
蓮
の

う

来
そ
れ
を

え
れ
ば

か
に
帰
す
の
が

策
で
は
あ
る
な

何
せ
こ
ち
ら

と
あ
ち
ら

で
は
ル

ル
が
違
う

て
の
が
理
由
だ

 
理
 

な
る

ど
な
る

ど

と
な
る
と
聖
に
神
子
ち

ん

 

達
の
先
の
話
的
に
は
菫
子
を
外
界
へ
と
帰
す
と
い

 
う

え
で
良
い
ん
だ
よ

 
先
程

聞
い
た
話
的
に
は
こ
の

人
は
菫
子
を
現
世
に
帰
し
た
と
聞
い
て
い
た
た
め
あ
ち
ら

に
帰
す
気
が
あ
る
つ
ま
り
は
蓮
達
と
同
じ
意
見
と
い
う
事
だ
ろ
う
か
ら
聞
く
と

 
神
子

え

そ
の
た
め
に
帰
し
た
ん
で

 
聖
 

蓮
さ
ん
達
の

う
通
り
彼
女
の
こ
れ
か
ら
を

え
れ

 
ば

 
理
 

な
る

ど

 
華
扇

そ
れ
は
同
意
見
で
す
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マ
ミ

元
々
は
そ
う
じ

た
し
な

 
聖
と
神
子
に
続
き
華
扇
と
マ
ミ
ゾ
ウ
も
意
見
を
の
べ
る

ど
う
や
ら
こ
の

人
は
菫
子
を
帰

す
と
い
う
意
見
に

同
み
た
い
だ
な

こ
こ
ま
で
来
る
と
多
数
決
的
に
は
帰
す
と
い
う
意
見

に
な
る
の
だ
が

 
亜
狛

マ
ス

よ
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

お
う

ど
う
し
た

 
亜
狛

彼
女
の
処
分
に
つ
い
て
で
す

 
亜
狛
は
自
分
に
宣

し
て
き
た

ど
う
や
ら
こ
の
感
じ
か
ら
し
て
反
対
意
見
を

べ
る
つ
も
り

か
な

そ
れ
は
楽
し
み
だ
意
見
の
話
し
合
い
に
お
い
て
必
ず
反
対
意
見
が
あ

た
方
が
意
見
を

う
場
と
し
て
は
面
白
い

亜
狛

コ
リ
と
頭
を
下
げ
る
と

 
亜
狛

自
分
的
に
は
帰
す
よ
り
か
は
こ
こ
に
い
て

た
方

 
が
良
い
と
は
思
い
ま
す
彼
女
は

か
に

さ
れ
て

 
い
ま
し
た
し
か
し

さ
れ
て
い
て
も
こ
の
幻
想
郷

 
の
結
界
を

そ
う
と
し
た
の
は

違
は
な
い

で
す

 
そ
れ
に
関
し
て
は
蓮
さ
ん
や
霊
夢
さ
ん
そ
し
て
黒
幕
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の
菫
子
さ
ん
そ
し
て
御

方
共
に

違
は
あ
り
ま
す

 
で
し

う
か

 
蓮
 

な
い
で
す

 
霊
夢

な
い
わ
よ

 
菫
子

あ

あ
り
ま
せ
ん

 
理
 
 

 
お
い
お
い
亜
狛
に
こ

ど
く
や
ら
れ
て
い
る

せ
め
て
何
か

え
よ
な

 
亜
狛

そ
し
て
自
分
や
耶
狛
は
見
ま
し
た
彼
女
の
そ
の
力
を

 
そ
れ
は
マ
ス

も
同
じ

で
す

 
自
分
と
耶
狛
を
見
て
意
見
を
と
い
う

を
し
て
き
た

こ
こ
は
ま

正
直
に

べ
る
か

 
耶
狛

う
ん

か

た
よ

あ
ん
な

た
い
金

を

か
せ

 
た
り
と
か

 
理
 

か
に
常
人
じ

無
理
だ
わ
な

 
亜
狛

え

力
も

み
の
者
の
力
で
は
な
い
そ
う
な

て
く

 
る
と
彼
女
を

し
に
は
で
き
か

ま
す
と
い
う
の



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
が
私
の
意
見
で
す
ま
た
結
界
を

さ
れ
そ
う
に
な

 
て
こ

ち
か
ら

く
事
に
な

た
ら
面

で
も
あ
り

 
ま
す
し

 
立
派
な
反
対
意
見
で

晴
ら
し
い
な

こ
れ
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る
の
か

 
菫
子

も
う

さ
な
い
わ
よ

 
亜
狛

あ
く
ま
で
可
能
性
と
し
て
の
話
で
す
そ
う
と

い
き

 
れ
る
か
が
分
か
ら
な
い
所
で
は
あ
り
ま
す
か
ら

 

て
は
お
く
が
亜
狛
の

て
い
る
事
は

か
に
正
論
バ
カ
か
つ
要
ら
ぬ
直

し
や
が

て

と
思
う
が
亜
狛
な
り
に
心

し
て

て
い
る
の
は
事
実
だ

そ
こ
は
分
か

て
は

し
い

す

る
と

 
霊
夢

か
に
こ
い
つ
が
や

た
事
は
と
ん
で
も
行

で
は

 
あ

た
わ
た
だ
そ
ん
な
の
こ
れ
ま
で
の
異
変
に
な
れ

 
ば
ま
だ
可
愛
い
も
の
よ
中
に
は
反

の

す
ら

さ

 
ず

だ
に
何
処
か
で
逃
亡
し
て
い
る
天
邪
⻤
だ

て

 
い
る
ん
だ
か
ら
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亜
狛

ま

そ
れ
は

え
ま
す

 
理
 

お
う
何
だ
亜
狛
そ
れ
に
つ
い
て
文
句
が
あ
る
な
ら
ば

 

と
も
聞
こ
う
じ

な
い
か

 
亜
狛

い

い
え
文
句
な
ん
て
な
い
で
す

 
ま

で
も

か
に
正
邪
の
や

た
こ
と
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
可
愛
い
と

え
ば
可
愛
い
な

現
に

悪
意
は
な
く
蓮
を
探
す
の
が
目
的

い
し
な

な
ら
こ
こ
は
少
し
カ
マ
を
か
け
て
み
る
か

 
理
 
耶
狛

聞
こ
え
て
る
か

 
耶
狛
聞
こ
え
て
る
よ

ど
う
し
た
の

話
な
ん
か
し
て

 
理
 
あ

内
容
を
話
す
か
ら
少
し
菫
子
を
試
し
て

し
い

 
耶
狛
良
い
よ

 
と
り
あ
え
ず
話
し
て

し
い
内
容
を

や
か
に
分
か
り
や
す
く
話
す

 
理
 
と
ま

こ
ん
な
感
じ
だ
い
け
る
か

 
耶
狛
合
点

 
理
 
そ
ん
じ

頼
ん
だ

 
そ
う
し
て

話
を

め
る
と
耶
狛
は
口
を
開
き
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耶
狛

ま

ま

で
も
菫
子
ち

ん
的
に
は
ど
う
な
の
か

 
な

 
菫
子

え

 
耶
狛

り
た
い
の
か

り
た
く
な
い
の
か
だ
よ

 
耶
狛
に
そ
う

わ
れ
た
菫
子
は

る

そ
し
て
耶
狛
は
更
に
話
を
続
け
て
い
く

 
耶
狛

で
も
帰

ち

う
と
し
た
ら
も
う
蓮

に
は
会
え
な

 
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ

 
菫
子

ど
う
い
う
こ
と
そ
れ

蓮
お
兄
ち

ん
は
帰
る
よ

 

帰
る
よ

 
蓮
 

 
こ
れ
こ
そ
菫
子
の
意
思
を

る
も
の
だ

菫
子
の
目
的
は
蓮
を
外
界
へ
と

れ

す
と
い
う
の

が

え
で
あ
り
理
想
だ

た
の
だ
ろ
う
が
蓮
は
そ
れ
を
望
む

が
な
い

何
せ
蓮
は
も
う
幻
想
郷

の
住
人
で
も
あ
り

て
れ
な
い
者
達
が
多
々
と
い
る
そ
れ

に
蓮
は

る

な
ら
ば
そ
れ
が

え

ら
れ
な
い
と
知

た
菫
子
は
ど
う
で
る

そ
の
意
思
を
知
り
た
い
が
た
め
に
カ
マ
を
か
け
た
さ
せ

た
の
だ
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理
 

蓮
お
前
も

う
こ
と
は

え
よ

 
蓮
 

分
か

て
ま
す
よ

 
こ
れ
は
も
う
菫
子
た
だ

人
の
問

で
は
な
い

蓮
の
意
思
表

も
大
切
だ

だ
か
ら
こ
そ

蓮
に
は
覚
悟
を
決
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

で
な
け
れ
ば
菫
子
は
一
生
の
後

を
し
続
け
る
事

に
な
る
か
ら
だ

蓮
は
菫
子
の
方
を
向
き

 
蓮
 

菫
子
ご
め
ん

今
の

の
居
場
所
は
こ
こ
な
ん
だ

 
だ
か
ら
現
世
に
帰
る
こ
と
は
な
い

 
菫
子

そ
ん

な

 
耶
狛

菫
子
ち

ん
が

め
た
理
想
そ
れ
は
蓮
く
ん
を

れ

 
て
帰
る
こ
と
だ

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど

真
実
と

 
な

た
今
そ
れ
は
も
う

わ
ぬ
夢
そ
れ
で
も
帰
り
た

 
い

 
流

は
こ
う
い
う
カ
マ
か
け
に
関
し
て
は
耶
狛
の
方
が
上
で
は
あ
る
な

だ
か
ら
こ
そ
こ

う
し
た
事
が

え
る
か
ら
な

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん
私
は
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蓮
 

菫
子
お
前
は
帰
る
ん
だ
お
前
な
ら
ま
だ
外
の
世
界
で

 
も
生
き
て
は
い
け
る

 
菫
子

そ
れ
な
ら
蓮
お
兄
ち

ん
だ

て

 
蓮
の
奴
さ

さ
と
自
分
の
思
い
を
ぶ
つ
け
ろ
よ
な

お

立
て
は
し
て
や

た
ん
だ
か
ら

そ

ん
な
事
を
思

て
い
る
と
蓮
は

を

に

る
う

 
蓮
 

人
は
決
め
た
事
に
は
真

直
ぐ
に

く
ん
だ
そ
れ
は

 

だ

て
そ
う
だ
も
う

に
と

て
外
の
世
界
で
の

 
生
活
は

し
く
て

そ
れ
に

 
霊
夢
の
方
を
向
き
蓮
は
ニ
コ
や
か
に

み

 
蓮
 

こ
こ
に

り
た
い
理
由
が
で
き
た
か
ら

 
チ
ラ
リ
と

を
見
る
と
霊
夢
は
ポ

カ

フ

イ
ス
を
装
う
と
し
て
は
い
る
が

面
し
て
い
る

の
が
バ
レ
バ
レ
だ

本
当
熱
々
な
こ
と
で
ま
い
る
よ
な

だ
が
合
格
だ
蓮
は
し

か
り
と
自
分

の
思
い
を
ぶ
つ
け
れ
た
の
だ
か
ら
な

 
菫
子

そ
う

蓮
お
兄
ち

ん
は
や

り
蓮
お
兄
ち

ん

 
だ
よ

は

本
当
に
蓮
お
兄
ち

ん
が
消
え
て
か
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ら
の
こ
れ
ま
で
し
て
き
た
私
の

は
何
だ

た
の

 
か
な

あ

あ

 

 
菫
子
は

く
の
を
我

し
て
満
面
の

で

 
菫
子

れ
て
い
く
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
で
も
会
え
て

 
嬉
し
か

た
よ
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
蓮

 
お
兄
ち

ん

 

 
も
う
あ
ま
り
こ
れ

上
は
カ
マ
を
か
け
る
必
要
も
な
い
な

 
理
 

そ
れ
で
決
ま

た
の
か

式
メ

ネ

 
菫
子

が

式
メ

ネ
よ
お

ち

ん

 
全
員

ふ

 
菫
子

は

 

い
た
い
が
何

に
そ
ん
な
ビ
ビ
る
ん
だ
よ

ま

た
く
仲
が
あ
ま
り
良
く
な
い
奴
に
お

ち

ん
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
の
は
少
し
気
に

る
が
そ
こ
ま
で
キ
レ
な
い

て
の
に
な

失
礼
し
ち

ま
う

 
理
 

大
人
だ
か
ら
キ
レ
は
し
な
い
よ
お
い
お
い
何
を
そ
ん
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な
に

い
て
い
る
の
さ

そ
れ
で
帰
る
で
良
い
の
か

 
菫
子

 
そ
の
結
論
に
つ
い
て
間
違
い
な
い
か
聞
く
と
菫
子
は

き

 
菫
子

う
ん
そ
れ
で
良
い
わ

 
理
 

そ
う
か
い

な
ら
後
は

女
の
仕
事
に
な
り
そ
う
だ

 
な

な
ら
判
決
を

い
渡
そ
う
か
菫
子
お
前

後
で

 
神
社
の
裏
な

 
と

く

談
を
交
え
て

う
と
菫
子
は

を

く
さ
せ

 
菫
子

ボ
コ
ボ
コ
に
せ
れ
る
の

 

て
お
い
お
い

談
だ

て

別
に
そ
ん
な

か
な
く
て
も
良
い
の
に
な

そ
う
だ

だ
し

あ
れ
に
は

加
さ
せ
て
も
良
い
か
も
な

 
理
 

な

ん
て
な

談
だ
よ

ま

だ
し
せ
め
て
も

 
宴
く
ら
い
は

加
し
た
ら
ど
う
よ

 
霊
夢

え

そ
れ
は
良
い
わ

 
菫
子

宴
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蓮
 

う
ん

い
楽
し
い
よ

加
し
よ
う
よ
菫
子

 
菫
子

そ

そ
う
い
う
な
ら

 
せ
め
て
最
後
の
思
い
出
を
作
に
は
良
い
か
も
な

も
う
蓮
に
は
会
え
な
い
だ
ろ
う
し
な

 
理
 

決
ま
り
だ
な

さ
て
と
そ
ろ
そ
ろ
俺
も
帰
る
と
し
ま

 
す
か

あ
ん
ま
り
待
た
せ
る
と
さ
と
り
が
怖
く
て

 
怖
く
て

 
亜
狛

ア
ハ
ハ
で
す

 
耶
狛

う
ん

 
黒
に
任
せ
て
い
る
け
れ
ど
さ
と
り
が
マ

で
怖
い
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
さ

き
か
ら
こ

ち
の

様
子
見
し
て
い
る
奴
と
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
し
な

 
理
 

そ
ん
じ

俺
達
は
帰
る
よ
宴
会
の
日
程
が
決
ま

た

 
ら
知
ら
せ
て
く
れ
よ
楽
し
み
に
し
て
る
か
ら
さ

 
そ
う

う
と
理
久
兎
は

を

げ
て
空
へ
と

ば
た
き
消
え
て
い

た

 
亜
狛

て

け
目
は
使
わ
な
い
ん
で
す
か
マ
ス

 
耶
狛

あ

待

て
よ
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亜
狛
と
耶
狛
も
空
を
飛
び
追
い
か
け
る
の
だ

た

そ
し
て
空
で
は

 
亜
狛

マ
ス

待

て
く
だ
さ
い
よ

 
耶
狛

待

て

 
理
 

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
い
い
な

 
そ
の
場
で

空
し

人
を
見
て

 
理
 

お

れ
さ
ん
亜
狛
に
耶
狛
お
前
達
の
活

で
も
う
菫

 
子
も
あ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う

 

人
に

い
の

葉
を
か
け
る
と
亜
狛
は

れ

そ
う
に
う
つ
む
き
耶
狛
は

い
を

か

べ
る

 
亜
狛

い
え
自
分
は

べ
た
い
事
を

べ
た
だ
け
で
す
し

 
耶
狛

私
の
場
合
は
も
う
訳
わ
か
ん
な
い
か
ら

 
亜
狛

え

お
前
さ

き
良
い
事
を

た
ろ

 
耶
狛

マ
ス

の
指

で

す

 
亜
狛

嘘
だ
ろ

 
そ
れ
を
聞
い
た
亜
狛
の
こ
の

は
つ
い
つ
い

い
た
く
な

ち
ま
う
な

さ
て
こ

ち
も
最
後
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の
仕
事
を
し
ま
す
か

そ
れ
を
感
じ
た
の
か
亜
狛
と
耶
狛
も
キ
リ

と
し
た

に

る

ど
う

や
ら
こ
の

人
も
気
づ
い
て
い
た
み
た
い
だ
な

 
理
 

お
い

さ

き
か
ら

き
見
す
る
と
か
良
い
趣
味
と

 
は

え
な
い
な
紫

 
と

う
と
自
分
の

後
に
ス
キ
マ
が
現
れ
そ
こ
か
ら

 
紫
 

や
は
り
御
師
匠
様
は

い
で
す
わ

 
ま
い

た
よ
う
な

を
し
て
紫
が
ス
キ
マ
か
ら
出
て
く
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

怠
惰
よ

 
怠
惰

ん

 

 

深

の

龍
を

と
も

 
怠
惰

高
い
か
ら

メ

 

 

チ
じ

な
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怠
惰

あ
の
さ

お

布
の
事
を

え
て
も
ら

て
良
い
で

 
す
か

あ
れ
だ
け
で

布
の
金
が
一
気
に
消
え

 
る
か
ら

 

 

 

む

な
ら
ば
デ

エ
ル
で

シ
が
勝
て
ば
買

て

 
く
れ

 
怠
惰

え

そ
れ
な
ら
俺
が
勝

た
ら

 

 

次
回
ま
で

シ
の
名
前
を

き
な
よ
う
に
変
え
る

 

を
く
れ
て
や
ろ
う

ポ
チ
で
も
何
で
も

き
に
す

 
れ
ば
良
い

 
怠
惰

お

強
気
だ

な
ら
ま

や
る
か
そ
の
高
い

 
を

て
あ
げ
る

 

 

こ
い

デ

エ
ル
じ

 
数
分
後

 
怠
惰

ス

・

ノ
ム
・
フ

ン
ド
ラ
ゴ
ン

 
の

撃
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お
の
れ

 
怠
惰

ち

ん
諦
め
た
ら
も
う

敗
し
て
る
ん
だ

 
け
ど

 

 

ま
だ
じ

こ
れ
で
ラ
ス
ト
じ

 
怠
惰

は

や
れ
や
れ

ち

ん
が
し
ぶ
と
そ
う
な
ん
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

読
者
様
よ

援
を
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
バ
イ
バ
イ

 

 

で
は

シ
が
先
行
じ

 
怠
惰

て
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第
５
４
０
話
 
不
規
則
な
弟
子

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て
メ
リ

ク
リ
シ
ミ
マ
ス
読
者
様

ポ

モ
ン
を
書
い
て
い
た
り

し
た
ら
い
つ
の
間
に
か
火

日
に
な

て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

日
は
投
稿
で
き
ず
で

申
し
訳
な
い
で
す

夜

転
生
活
を
し
て
い
る
と
時
間
感
覚
が
狂

て
し
ま
い
ま
す

失
礼
そ

れ
で
は
本
日
も
ど
う

 
ス
キ
マ
か
ら
出
て
き
た
紫
は
自
分
達
を
見
る

そ
し
て
自
分
は
紫
を
見
て
思

た
事
が
あ
り
口

を
開
き

 
理
 

紫

ま
た
少
し
太

た
か

 
紫
 

ん

 
亜
狛

て
え

 
耶
狛

初

な
ら
か
ら
そ
れ
な
の

 
だ

て
久
々
に
見
た
け
ど
本
当
に
そ
う
な
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

す
る
と
そ
の
一

で

き
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つ

た

を
し
た
紫
は
扇
子
で
口
許
を

し
目
を
反
ら
す
と

 
紫
 

さ
さ
さ
さ

な

何
の
こ
と
だ
か

 
理
 

そ
う
か
そ
う
か

そ
う

う
な
ら
何
時
か

間
ぐ

 
ら
い
泊
ま
り
込
み
で
お
前
の

み
き

た
そ
の
体
と

 
心
を

き
直
し
て
や
ろ
う
か

 
紫
 

よ

余
計
な
お
世
話
で
す
わ

と
い
う
か
そ
ん
な
太

 

て
な
ど

て
そ
う
で
な
い
わ

 
コ

ン
と
い
う

ス
チ

で
仕
切
り
直
す
と
紫
は
こ
ち
ら
を
見
て

 
紫
 

ま

た
く

と
り
あ
え
ず
御
師
匠
様
そ
し
て
亜
狛
に

 
耶
狛

あ
な
た
達

人
に
も
お
話
し
た
い
事
が
あ
る

 
の
で
す
が
御
同
行
は
可
能
で
し

う
か

 
可
能
か
だ

て
そ
ん
な
の
決
ま

て
い
る

 
理
 

あ

わ
な
い

か
ら
お
前
と
話
す
つ
も
り
だ

 
た
か
ら
な

 
紫
に
は
話
し
た
い
事
が

つ
か
あ

た
か
ら
な
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理
 

亜
狛
に
耶
狛
お
前
達
も
来
る
か

 
亜
狛

え

少
し
な
ら

い
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

う
ん

 
理
 

だ
と
よ

 
紫
 

分
か
り
ま
し
た
わ

 
そ
う

い
大
き
な
ス
キ
マ
を
開
い
て
く
れ
る

そ
の
中
へ
と
自
分
達
は
入
る
の
だ

た

そ
う

し
て
ス
キ
マ
を
出
た
先
は
紫
達
の
住
む
家
の
縁

へ
と
出
る

 
理
 

久
々
だ
な
こ
こ
に
来
る
の
も

 
何
て

い
な
が
ら
チ
ラ
リ
と
見
る
と

を

う

の
姿
を
発
見
す
る

そ
し
て

も
こ
ち
ら
に

気
づ
い
た
の
か

て
て

く
身
な
り
を
整
え

 

 

理
久
兎
様

そ
れ
に
亜
狛
さ
ん
に
耶
狛
さ
ん
本
日
は

 
よ
う
こ
そ

 
亜
狛

こ
ん
に
ち
は

さ
ん

 
耶
狛

ち

ん
こ
ん
に
ち
は

 
理
 

ど
う
も

紫
か
ら
俺
達
を
こ
こ
に

れ
て
く
る
と
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か

わ
れ
た
感
じ

 

 

え

え

ま

 
理
 

ふ

ん

 
チ
ラ
チ
ラ
と

の
中
を
見
る
と
い
た
る
と
こ
ろ
が

に
不
自
然
な
く
ら
い
に
ピ
カ
ピ
カ
に

な

て
い
た

そ
れ
に

下
の

の
方
に
は
雑

と
バ

ツ
が
あ
り
ど
う
や
ら
俺
達
が
来
る
た
め

に
掃
除
し
て
い
た
み
た
い
だ
な

 
理
 

ち

ん
お
掃
除
ご
く
ろ
う
さ
ま

 

 

え

 
ま

た
く
紫
は
頭
を
使

て
い
る
か
ら
仕
方
な
い
何
て
思

て
い
た
が
や

り
一
回
は
俺
が

指
導
し
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
紫
 

来
て
は
い
ま
す
わ

 
理
 

あ

何
と
か
な

な

紫

つ
聞
い
て
良
い

 
紫
 

あ
ら
何
で
し

う
か

 
理
 

こ
の
掃
除

て

ち

ん
が
や

た
の

 
と

聞
く
と
紫
は
キ

ト
ン
し
た

を
す
る
と

き
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紫
 

え

は

な
式
よ
こ
の
く
ら
い
造
作
も
な
い
わ

  
理
 

そ
う
か
そ
う
か

紫
ち

ん

成
敗

 
そ
う
し
て
紫
の

を

し
く
引

る

 
紫
 

な

に

ん
に

ん
れ
す
ふ

 
理
 

紫

そ
ろ
そ
ろ
ス
キ
マ
に
頼
り
過
ぎ
る
生
活
は

め

 
ろ
と

て
る
よ

 
し
か
し
何
だ
こ
の

に

に
し
た
感

は
ど
う
し
た
ら
こ
う
な
る
ん
だ
よ

 

 

理
久
兎
様
ご
乱
心
は
お

め
く
だ
さ
い

 
亜
狛

マ
ス

め
て
く
だ
さ
い

て

 
耶
狛

流

に
そ
れ
は

め
て
あ
げ
て

 
そ
う

わ
れ
仕
方
な
く

す
と
紫
は

し
そ
う
な

を

か
べ
て

 
紫
 

お

御
師
匠
様
の
変
態

 
理
 

が
変
態
だ

と
い
う
か
お
前
は
本
当
に

み
過

 
ぎ
だ
ろ
平
和
ボ

し
過
ぎ
て
い
な
い
か
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紫
 

失
礼
で
す
わ

昔
か
ら
変
わ
ら
ず
普
通
に
生
活
を

 
し
て

 
と
紫
が

い
か
け
る
が
チ
ラ
リ
と

を
見
る
と

は
サ

と
目
を
反
ら
す

こ
れ
は
何
か
あ

る
な

 
理
 

紫

ち

と
台
所
を
見
せ
て
よ

 
紫
 

え

 
と
り
あ
え
ず
縁

で

を
脱
ぎ

の
台
所
へ
と
向
か
う
と
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
紫
達

も
追
い
か
け
る

台
所
に
は

に
食

な
ど
を
入
れ
る

な
ど
は
あ
る
の
は
知

て
い
る
た

め
と
り
あ
え
ず
真

先
に

を
開
け
て
み
る
と

 
紫
 

本
当
に
何
し
て

 
理
 

お
い

こ
れ
何
だ
よ

 

の
奥
か
ら
箱
を
取
り
出
し
見
て

く

そ
こ
に
は
小
さ
な
容

に
入

た
プ
リ
ン
が

で
て
き
た

更
に

に
は
ア
イ
ス
だ

た
り

い
物
の
オ
ン

レ

ド
で
出
て
く
る

 
理
 

 
紫
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紫
の
方
を
見
る
と

と
同
じ
よ
う
に
サ

と

を
そ
ら
す

主
人
も
従
者
も

て
い
る
よ
な

次
に

を
見
る
と
そ
こ
か
ら
今
度
は
ポ
テ
チ
に
チ

コ
や
ら
と
い

た
お

子
が
大

に
出
て
き

た 
耶
狛

わ

い

 
亜
狛

え

と
こ
れ
は

 
理
 

紫

お
前
さ

き
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
生
活

て

 

た
よ
な

 
扇
子
で

を

し
つ
つ
紫
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
す
る
が

 
紫
 

い

良
い
ん
で
す
の
よ

こ
の
く
ら
い
の
間
食
な
ん

 
て
普
通
で
す
わ

 
こ
い
つ
開
き
直
り
や
が

た

に

た
ん
だ
か

 
理
 

い
や
流

に
こ
れ
を

日
と
食
べ
続
け
て
い
る
と
な

 
る
と
な

 
こ
う
い

た
外
の
お

子

て
高
カ
ロ
リ

だ

た
り

分
が
多
か

た
り
す
る
か
ら
食
べ
て

動
け
ば
良
い
が
食
べ
て
何
も
せ
ず
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
れ
ば

だ

て
太
る

し
か
も

分
で

や
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ら
も

れ
る

こ
れ
は
近
い
う
ち
に
ブ

ト
キ

ン
プ
的
な
感
じ
で
本
格
的
に
修
行
さ
せ
な
い

と

メ
か
も
な

 
紫
 

て

こ
こ
に
御
師
匠
様
を

れ
て
き
た
の
は
こ
ん

 
事
を
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
わ
よ

 
理
 

え

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

 
紫
 

ま

た
く
も
う

本
当
に
御
師
匠
様
は
何
時
も
話
が

 
脱

す
る
ん
だ
か
ら

 
理
 

そ
こ
は
悪
い
な

と
り
あ
え
ず
話
す
か

 
い
や
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
る
け
ど
こ
れ
が
な
か
な
か
直
ら
な
い
ん
だ
よ
な

面
目

な
い
な

 
紫
 

え

お

の

意
を
お
願
い

後
は
お

子

 
理
 

あ

 
紫
 

え

と
御
師
匠
様
達
だ
け
に
出
し
て
頂
戴

 

 

わ

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う
し
て

は
お

の
準
備
を
開
始
す
る
と
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耶
狛

あ

私
も
手
伝
う
よ

 
亜
狛

自
分
も
や
り
ま
す
よ

大
丈
夫
で
す
よ

 
と

亜
狛
が
聞
い
て
く
る

そ
ん
な
の
当
然

決
ま

て
い
る
じ

な
い
か

 
理
 

良
い

行

て
き
な

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

行
こ
う
お
兄
ち

ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は

の
手
伝
い
を
始
め
る

紫
の
方
を
向
き

 
理
 

俺
達
は
先
に
行
こ
う
か
話
す
こ
と
も
あ
る
し

 
紫
 

そ
う
で
す
わ

 
そ
う
し
て
自
分
と
紫
は
先
に
居
間
で
待
つ
こ
と
に
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
メ
リ

ク
リ
シ
ミ
マ
ス
読
者
様

 

 

お
い
前
々
か
ら
何
じ

そ
の
ク
リ
シ
ミ
マ
ス

て

 
ク
リ
ス
マ
ス
じ

ろ



 第５４０話 不規則な弟子

 
怠
惰

怠
惰
さ
ん
は

年
メ
リ

ク
リ
シ
ミ
マ
ス
な
ん
だ

 
よ

 

 

こ
や
つ
は

し
て
何

に

シ
の
名
前
が

に
な

 

て
お
る
ん
じ

 
怠
惰

前
回
の
あ
れ
が
あ
る
か
ら

そ
れ
じ

結
果
発
表

 

ラ

ラ

ラ

ラ

 

 

果

を
つ
け
る
で
な
い
わ

 
怠
惰

だ
ん

 

 

結
果
は
勝

じ

 
怠
惰

は
い
は
い
ま

最
後
の
最
後
で
負
け
し
ま
し
た
よ

 
え

ち

神
宣
を
使
う

イ
ミ
ン
グ
し
く
じ

 
ち
ま

た
か
ら
な

 

 

れ

れ
深

の

龍
を
よ
こ
せ

 
怠
惰

ち

ら
デ
ビ
ル
ク
ロ

ス
か
ら
プ
レ

ン
ト
だ

 
受
け
取
り
な
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と
と

な

装
さ
れ
て
お
る

 
怠
惰

元
か
ら
こ
の
日
に
渡
す
気
だ

た
ん
だ
よ

そ
れ

 
を

い
せ
か
す
か
ら

 

 

怠
惰

 
怠
惰

や
れ
や
れ

嫌
に
な

ち

う
よ

さ
て
そ
れ

 
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

う
む

あ

そ
れ
と
あ
れ
じ

ろ

 
怠
惰

あ

そ
う
そ
う
明
日
の
正

に
ポ

モ
ン
を
投
稿

 
す
る
の
で
よ
ろ
し
く

そ
れ
と
見
る
な
ら
覚
悟

 
し
て
お
い
て

 

 

へ

 
怠
惰

そ
れ
じ

今
回
こ
そ
こ
こ
ま
で

 

 

そ
れ
ど
う
い
う

 
怠
惰

そ
れ
で
は
バ
イ
バ
イ
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第
５
４
１
話
 
弟
子
と
の
会
談

 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

こ
こ
の
と
こ
ろ
投

稿
で
き
ず
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

々
と
リ
ア
ル
が
多

で
多

で

実
家
で
大
掃
除
さ
せ

ら
れ
親
と
喧
嘩
す
る
わ
今
度
は
親
同
士
で

戦
状
態
に
な
る
わ
で

は

最
後
の
最
後
で
勘

し
て

し
か

た
で
す

そ
ん
な
最
中
で
何
と
か
書
け
ま
し
た
の
で
投
稿
し
ま
す

そ
れ
で
は
ど

う 
居
間
へ
と

動
し
た
自
分
と
紫
は

達
を
待
ち
つ
つ
話
を
す
る

 
理
 

そ
ん
で

紫
の
話

て
の
は
な
ん
だ

 
紫
 

え

今
回
の
異
変
に
つ
い
て
か
し
ら

御
師
匠
様
は

 
も
う
気
づ
い
て
い
ら

し

い
ま
す
わ
よ

 
理
 

ど
う
い
う
意
味
だ

直
に

て

し
い
ん
だ

 
け
ど
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そ
ん
な

み
の
あ
る

い
方
を
せ
ず
と
も
昔
み
た
い
に

直
に

え
ば
良
い
の
に
な

こ
れ
が

大
人
に
な

た
と
い
う
こ
と
な
の
か
な

 
紫
 

な
ら

直
に
申
し
ま
し

う
か
月
の
都
の
オ
カ
ル
ト

 
ボ

ル
と

え
ば
よ
ろ
し
い
か
し
ら

普
通
で
は
到

 
底
た
ど
り
着
く
事
が
不
可
能
で
あ
る

の
月
の
裏

 
の
オ
カ
ル
ト
ボ

ル
が
何

に
あ

た
の
か

御
師

 
匠
様
は
も
う

に
気
づ
い
て
い
る
と

い
た
い
ん
で

 
す
わ

 
理
 

拠
は

 
紫
 

様
子
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
と

 

え
ば
よ
ろ
し
い
で
し

う
か

生

な
話
で
私
達

 
は
地
底
へ
の

渉
は
普
通
は
し
ま
せ
ん
で
す
が
地
上

 
に
出
た
御
師
匠
様
は
何
か
し
ら
の
目
的
が
あ

た
か

 
の
よ
う
な
行
動
が
目
立

た
も
の
で
し
て

そ
れ
で

 
聞
い
て
い
る
ん
で
す
わ



 第５４１話 弟子との会談

 
ま

た
く
不
規
則
な
生
活
し
て
い
る
く
せ
し
て
勘
だ
と
か

察
力
だ
と
か
が

変
わ
ら
ず

い

な

こ
こ
は
ど
う
い
う
状

な
の
か
紫
に
も
話
す
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

 
理
 

は

紫
に
は
ま
い

た
よ

ま

お
前
な
ら
話
を

 
し
よ
う
か
こ
の
異
変
の
本
当
の
真
実
を
そ
し
て
何

 
俺
が
そ
れ
を
知
る
事
と
な

た
の
か

 
紫
 

お
願
い
し
ま
す
わ

 
理
 

な
ら
手
紙
の
事
か
ら
話
す
か

 
そ
う
し
て
紫
に
自
身
が
知

て
い
る
事
そ
し
て

察
そ
れ
ら
を
全
て
話
す

紫
は
そ
の
話
を
何

の

問
を

く
こ
と
な
く
聞
き

 
理
 

と
ま

そ
ん
な
訳
な
ん
だ
が

 
紫
 

月
の
都
か
ら
の
手
紙
そ
れ
も

都
す
る
の
を

を

 
し
て

し
い
と
い
う
内
容

ど
う
も
信
じ
が
た
い
話

 
で
は
あ
り
ま
す
わ

あ
の
身
勝
手
で

の

み
た

 
い
な
月
の
都
の

中
が
そ
ん
な
手
紙
な
ん
て

所
で

 

出
人
は
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理
 

サ
グ
メ

て
聞
い
た
け
ど
な
俺
は
知
ら

ん
だ
よ

 

第
一
次
月
面
戦
争
か
ら
関
わ

て
な
い
し

 
そ
う
い
え
ば
も
う
あ
れ
か
ら
数

年
近
く
た
つ
の
か

時
が

つ
の
が
と
て
も

い
な

 
紫
 

ふ
む
サ
グ
メ

そ
の
名
前
を
覚
え
て
お
き
ま
し

う

 
か

そ
れ
で
御
師
匠
様
は
ど
う
な
さ
る
つ
も
り
な
ん

 
で
す
か

 
理
 

と
い
う
と

 
紫
 

こ
の
月
の
都
の

結
に
つ
い
て
で
す
わ
私
か
ら
し
た

 
ら
楽
し
く
て
仕
方
な
い
の
で
す
が
御
師
匠
様
は
ど
う

 
な
さ
る
つ
も
り
な
の
か
し
ら
と

 
理
 

あ

そ
れ
で

て
い
る
ん
だ
よ

 
本
当
に
そ
れ
で
頭
を

え
る
ぐ
ら
い

て
い
る
ん
だ
よ

 
理
 

月
の
都
の

中
は
知
り
合
い
だ

た
り
教
官
時
代
に

 
育
て
た

中
が
い
た
り
し
て
助
け
て
や
り
た
い
ん
だ

 
が

や

手
は
地
獄
の

中
そ
れ
も
恐
ら
く
月
の
都
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に
深
い
因
縁
を
持
つ
で
あ
ろ
う
地
獄
の
女
神
ヘ
カ

 
テ

ア
が
関
わ

て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ん

 
だ
よ

人
の
問

で
地
獄
と
の
関
係
を
悪
化
さ

 
る
と
旧
都
が
危
な
く
て
な

 
そ
れ
に
ヘ
カ

テ

ア
に
は
な
り
の

義
も
あ
る
か
ら
な

だ
か
こ
そ
ど
ち
ら
に
も
つ
け
ず
で

て
い
る

て
所
だ

 
紫
 

な
る

ど

 
理
 

紫

つ
い
い
か

 
紫
 

何
で
し

う
か

 
理
 

蓮
や
霊
夢
達
の
力
を

さ
せ
て
く
れ
な
い
か

 
と

う
と
紫
は

を
か
し
げ
て

 
紫
 

ど
う
し
て
ま
た

 
理
 

恐
ら
く
月
の
都
は
ま
だ

都
す
る
計
画
を
諦
め
て
は

 
い
な
い
そ
う
な
れ
ば
幻
想
郷
に
ま
た

が
出
る
の

 
も
時
間
の
問

だ

に

本
か
ら
直
す
必
要
が
あ
る
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そ
の
た
め
に
は
蓮
や
霊
夢
の
力
が
必
要
で
な

無
論

 
た
だ
と
は

わ
な
い
何
か
し
ら
の
報

は

う
つ

 
も
り
だ

頼
め
な
い
か

 
紫
 

い
ま
せ
ん
わ
そ
れ
に
御
師
匠
様
が
お
願
い
ご
と

 
を
す
る
だ
な
ん
て
珍
し
い
で
す
し

 
理
 

そ
う
か

す
ま
な
い
な

 
紫
 

い
え

 
本
当
に
紫
に
は
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
で
面
目
な
い

り
だ

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
亜
狛

マ
ス

お

の

度
が
終
わ
り
ま
し
た

 
耶
狛

持

て
き
た
よ

 

 

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た

 
そ
う

い

人
は
お

に

大

を
置
く
と
耶
狛
は

で
食
べ
始
め
る

 
亜
狛

こ
ら
耶
狛

 
耶
狛

お
い
ふ

 
理
 

紫
お
前
も
食
え
ば
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そ
う

い
自
分
の

子
を

し
出
す
と
紫
は

を

に

り

 
紫
 

い
え
私
は

 
理
 

今
日
く
ら
い
食

て
お
け
よ

今
日
く
ら
い
は
な

 
そ
う

う
と
紫
の

が

き
つ

た

に
な
る

ど
う
や
ら
意
味
が
理
解
で
き
た
よ
う
だ
な

 
紫
 

は

ま

久
々
に
修
行
の
お

手
を
お
願
い

し
ま

 
す
わ

 
理
 

任
せ
て
お
け

蓮
で
加
減
の
し
か
た
を
覚
え
た
か
ら

 
な

 

 

 

蓮
さ
ん
御

様
で
す

 
そ
う
し
て
お

を
飲
み
な
が
ら
も
会
話
は
進
ん
で
い
く

 
理
 

そ
う
い
え
ば
菫
子
の
後
始
末
は
あ
れ
で
良
か

た
か

 
紫

 
菫
子
の
判
決
に
つ
い
て
聞
く
と
紫
は
お

を
飲
み

 
紫
 

え

い
ま
せ
ん
わ
む
し
ろ
お
礼
を

べ
た
い
所
で

 
す
わ
そ
れ
に
ど
こ

の
天
人
は
反

す
ら
し
て
く
れ
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ま
せ
ん
し
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
可
愛
い
方
で
す

 
理
 

天
人

あ

比
那
名
居
の

キ
か
ま

あ
れ
よ
り

 
か
は
な

 
彼
奴
に

て
は
反

は
し
な
い
悪
び
れ
も
し
な
い
と

級
の
我
が

だ
か
ら
な

せ
め

て
も
う
少
し
は
そ
う
い

た
所
を
直
す
べ
き
な
ん
じ

な
い
か
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
な

お
ふ
く

ろ
は
よ
く
彼
奴
と
遊
ん
で
い
る
ら
し
い
が

あ

お
ふ
く
ろ
も
我
が

だ
か
ら
気
が
合
う
の

か 
紫
 

し
か
し
御
師
匠
様
は
食
べ
な
い
の
で
す
か

 
理
 

あ

今
は
そ
ん
な
気
分
じ

な
く
て
な

 
月
か
ら
の
侵
略
に
地
獄
の
者
達
の

入
も
う
頭
が

く
な
り
そ
う
で
な

と
い
う
か
一
番
恐
れ

て
い
る

ン
が
来
な
い
か
心

で

め

が

ま
ら
な
い
し
食

も
で
な
い
ん
だ
よ

 
理
 

は

 

め

を
交
え
つ
つ
も
自
分
は
紫
達
と
話
し
合
い
を
す
る
の
だ

た

そ
う
し
て
一
通
り
の
話

し
合
い
を
終
え

 
理
 

さ
て
と
そ
れ
じ

そ
ろ
そ
ろ
お
い
と
ま
し
ま
す
か
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亜
狛

耶
狛
た
の
む

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

は
い
は

い

 
そ
う

い

人
は
外
へ
と
出
る
と

け
目
の
準
備
を
始
め
る

 
紫
 

も
う
行

て
し
ま
う
ん
で
す
か

 
と

紫
は

し
そ
う
に

て
く
る

ニ
コ
リ
と

い
な
が
ら

 
理
 

あ

そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い
と
な

ま

ど
う
せ
嫌
で

 
も
数

間
後
に
は
来
る
か
ら
安
心
し
ろ

そ
れ
ま
で

 
に
は
覚
悟
を
決
め
て
は
お
け
よ

 
紫
 

う

そ
れ
は
安
心
し
か

ま
す
し

余
計
に
不
安
に

 
な
る
じ

な
い

 

 

ア
ハ
ハ

 
ま

現
に
そ
の

ん
だ

性
を

き
直
す
ん
だ

そ
れ
く
ら
い
の
覚
悟
は
し
て
お
い
て
も
ら
わ

な
い
と
な

そ
ん
な
事
を

て
い
る
と

 
亜
狛

準
備
で
き
ま
し
た
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耶
狛

行
け
る
よ
マ
ス

 
理
 

お
う

そ
れ
じ

あ
な
紫
ま
た
数

間
後
に
な

 
紫
の
頭
に
手
を

せ
て

し
く

み
か
け
て

し

け
目
へ
と
向
か

て
歩
く
と

 
紫
 

御
師
匠
様

 
理
 

ん

 
紫
 

心
待
ち
し
て
お
り
ま
す
わ

 
理
 

分
か

た
あ
り
が
と
う
な

 
そ
う

い
自
分
は

け
目
へ
と
入
り
そ
れ
に
続
き
亜
狛
と
耶
狛
も
入
り

け
目
は
閉
じ
ら
れ
た

の
だ

た

そ
し
て
地
霊
殿
の
自
室
に
自
分
達
は
出
て
く
る

 
理
 

ふ

お
つ
か
れ
さ
ん

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

で
も
マ
ス

本
当
に
紫
ち

ん
を

手
に
ブ

ト

 
キ

ン
プ
す
る
の

 
理
 

キ

ン
プ

て
程
で
は
な
い
け
ど
泊
ま
り
込
み
で
は

 
や
る
よ

い
か
ん
せ
自

す
ぎ
る
か
ら
な
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台
所
の
お

子
の
山
と
か
紫
の
体

と
か
見
て
こ
れ
か
ら
が
心

で
仕
方
な
い
ん
だ
よ
な

師

匠

い
や
育
て
の
父
親
と
し
て

更
に
な

 
亜
狛

ま

そ
の
行
く
な
ら
前
も

て
さ
と
り
さ
ん
に
も
お

 
伝
え
し
て
く
だ
さ
い

 
理
 

分
か

て
る
よ

と
り
あ
え
ず
お
前
ら
も
持
ち
場
に

 

て
仕
事
を
し
て
く
れ

 
耶
狛

ア
イ
ア
イ
サ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い

人
は
部

か
ら
出
て
い
く

と
り
あ
え
ず
俺
も
帰

て
こ
と
を
さ
と
り
に
伝
え

な
い
と
な

 
理
 

さ
て
俺
も
行
き
ま
す
か

 
そ
う
し
て
自
分
も
部

か
ら
出
て
今
回
の
事
を
報
告
す
る
た
め
に
さ
と
り
の
元
へ
と
向
か
う
の

だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
そ
し
て
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
じ

 
怠
惰

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

 

し
か
し
何

に
ま
た

間
近
く
休
ん
だ

 
怠
惰

リ
ア
ル
が
も
う

し
い
の
よ

発
表
し
ろ

 
だ
の
な
ん
だ
の

て
し
ま
い
に
は
大
掃
除
だ
と
か

 
し
て
て

 

 

な
る

ど
の

 
怠
惰

も
う
本
当
に
嫌
に
な

ち
ま
う
し
ま
い
に
は
年
明

 
け

チ

は

ブ
り
多
い
し
さ

 

 

そ
れ
を

う
で
な
い
わ

 
怠
惰

お

と
失
礼
し
ま
し
た

さ
て
さ
て
年
明
け

発

 
目
か
ら
こ
れ
で
す
が
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

 

し
ま
す
そ
し
て

時
に
ポ

モ
ン
を
投
稿
し
ま

 
す
の
で
そ
ち
ら
も
良
け
れ
ば
ど
う



 第５４１話 弟子との会談

 

 

う
む
さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
す
る
か

 
の

 
怠
惰

あ
い
あ
い
そ
れ
で
は
ま
た
え

と
ポ

モ
ン
を
見

 
る
方
は
ま
た
後
で
そ
う
で
な
い
方
は
ま
た
次
回

 

 

う
む
さ
ら
ば
じ
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第
５
４
２
話
 
恐
れ
て
い
た
事
態

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
そ
し
て

日
ぶ
り
で
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

今
年
は
初

な
か

ら
リ
ア
ル
事
情
が

な
り
に

な

て
散
々
で
し
た

何
時
に
な

た
ら
安

が
訪
れ
る
の
か

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
菫
子
が
起
こ
し
た
異
変
か
ら
数
日
後
自
分
達
は
何
時
も
の
異
変
解
決
後
の
宴
会
に

加
し
て

い
た

 
理
 

ゴ
ク
ゴ
ク

は

 
さ
と

な
か
な
か
い
け
ま
す

 
理
 

だ
ろ

 
趣
味
の

つ
で
あ
る

造
で
よ
う
や
く
完
成
し
た
ビ

ル
を
お

目
も
か

て
持

て
き

て
皆
で
飲
ん
で
い
た

ま

皆
と
い

て
も
地
霊
殿
の
面
々
だ
け
ど
な

そ
れ
も

 
こ
い

う
ん
こ
の
お
酒
な
か
な
か
良
い



 第５４２話 恐れていた事態

 
今
回
は
こ
い
し
も
一

だ

然
に
も
帰

て
き
て
せ

か
く
だ
か
ら
こ
う
し
て
皆
で
飲
む
た

め
に
誘

た
の
だ

こ
い
し
が
い
る
と
シ
ス
コ
ン
の
さ
と
り
も
喜
ぶ
し
な

 
お

良
い
で
す

こ
の

味

 
お
空

お
か
ず
と
合
う

 
亜
狛

人
共
程
々
に
し
て
お
く
ん
だ

 
と

亜
狛
は

人
を
注
意
し

 
黒
 

く

た
ま
ら
ん

 
こ
い

黒
お
兄
ち

ん

た
ら
お

さ
ん

い
よ

 
黒
 

失
礼
だ
な

 
黒
も
帰

て
き
た
こ
い
し
と
仲
良
く
飲
ん
で
い
た

す
る
と

 
黒
 

ん

耶
狛
ど
う
し
た

 
耶
狛

う

う

ん
私
は
合
わ
な
い
か
な

て
こ
の

味
が

 
な

 
ど
う
や
ら
耶
狛
に
は
ビ

ル
は
合
わ
な
か

た
み
た
い
だ

な
ら
別
の
酒
を
渡
す
か

 
理
 

耶
狛
に
は
き
つ
か

た
か

ら

イ
ン
も
持

て
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き
た
か
ら
こ
れ
飲
み
な

 
耶
狛

わ

い

や

り

イ
ン
だ
よ

 
そ
う

い
受
け
取
る
と

イ
ン
を
飲
み
始
め
る

だ
い
た
い
こ
う
い
う
風
に
酒
を
飲
ん
で
い
る

と

か
し
ら
近
づ
い
て
く
る

な
ん
だ
が
今
回
は

も
近
づ
い
て
こ
な
い
な

珍
し
い
酒
も
あ
る

の
に
来
な
い
と
は
な
ん
で
だ
ろ
う
か

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
も
う

お
願
い
し
ま
す

 
理
 

飲
み
過
ぎ
る
な
よ
た
だ
で
さ
え
下

な
ん
だ
か
ら

 
さ
と

む

下

じ

な
い
で
す
よ

 
理
 

よ
く

う

 
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら
ビ

ル
を
注
ぎ
渡
す

あ

そ
う
か
恐
ら
く
さ
と
り
が
い
る
か
ら
皆

は
近

て
来
な
い
の
か

流

は
生
き
た
妖
怪
除
け
だ
け
あ
る
な

 
さ
と

今
な
ん
か
失
礼
な
事
を

え
ま
せ
ん
で
し
た

 
理
 

う

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ

 
さ
と

ふ

ん

 

と
見
つ
つ
も
ビ

ル
を
飲
ん
で
い
く

ま

た
く
こ
こ
最
近
に
な

て
さ
と
り
の
勘
が
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く
て

る

 
理
 

や
れ
や
れ

 
話
し
た
い
の
か
興
味
が
あ
る
の
か
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
く
る
奴
等
は
い
る
が
や
は
り

も
話
し
か

け
て
こ
な
い
な

そ
う
い
え
ば
こ
ん
だ
け
人
が
い
る
が
さ
と
り
は
あ
れ
を
着
け
て
き
た
の
か

 
理
 

な

さ
と
り
シ

ト
ア
ウ
ト
の
指
輪

て

 
さ
と

着
け
て
き
て
ま
す
よ
こ
ん
な
に
妖
怪
や
人
が
い
た
ん

 
じ

ち
着
い
て
お
酒
も
飲
め
ま
せ
ん
し

 
そ
う

い
な
が
ら

手
の
薬
指
に
は
め
た
指
輪
を
見
せ
て
く
る

 
理
 

さ
と
り
さ

ん
薬
指
に
は
め
る
の
は
ま
だ

い
と
は

 
思
う
ん
だ
が

 
さ
と

ま
だ

い
で
す
か

ふ
ふ

そ
う
で
す
か

 
や
け
に
嬉
し
そ
う
だ
が
変
な
こ
と
を

た
か
な

ま

良
い
か

そ
ん
な
事
を
思
い
つ
つ
も

り
を
見
て
い
る
と

と
目
が
合
う
と
手

き
を
し
て
く
る

か
ら
し
て
楽
し
く
お

り

て
訳
じ

な
さ
そ
う
だ
な

 
理
 

さ
と
り
す
ま
な
い
け
ど
少
し

を
外
す
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さ
と

え

え

仕
事
み
た
い
で
す

 
理
 

す
ま
な
い
な
す
ぐ

て
く
る
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
と
り
あ
え
ず
立
ち
上
が
り
さ
り
げ
な
く
親
指
で

の
方
を
指

し

へ
と
向
か
う

そ
し
て

に
入
り

に
よ
り
か
か

て
待
つ
こ
と
数
分
後

 

待
た
せ
た
わ

 
理
 

い
や
こ

ち
こ
そ
な

 

が
来
た
た
め

り
か
か
る
の
を

め
る
と

は
口
を
開
き

 

と
り
あ
え
ず

方
に
伝
え
た
い
事
が

つ
あ
る
け
ど

 
良
い
情
報
か
悪
い
情
報
か
ど

ち
か
ら
聞
き
た
い
か

 
し
ら

 
理
 

あ

う
ん
じ

良
い
情
報
か
ら

 

分
か

た
わ
ま
ず
報
告
と
し
て
は
数
日
も
あ
れ
ば

 
の
道

は
作
れ
そ
う
よ

 
理
 

う
そ
れ
は
そ
れ
は
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そ
れ
は

か
に
良
い
報
告
だ

流

は
か
つ
て
の

棒
だ
け
あ

て
仕
事
が

く
て
助
か
る

な

そ
し
て
悪
い
情
報

て
何
だ
ろ
う

 
理
 

そ
れ
で
悪
い
情
報
は

 

え

こ
れ
よ

 
そ
う

う
と
手
紙
を

し
出
し
て
く
る

先
人
は
月
読
に
な

て
い
た

手
紙
を
開
き
見
る

と 
親
愛
な
る

へ
月
に

れ
を
持
つ
者
達
が

し
私
達
は
夢
の
世
界
へ
と

し
て
い
ま

す

だ
け
ど
も
う
こ
れ

上
は
持
つ
こ
と
が
不
可
能
な
ん
で
す

失
礼
な
の
は

理
解
し
て
は

い
ま
す

け
れ
ど
ど
う
か
私
達

月
の
⺠
を
助
け
て

 
と

書
か
れ
て
い
た

う
ん
流

は

な
姪
だ
け
あ

て
文
面
も

こ
の
う
え
な
い

 
理
 

成
る
程

 

え

だ
か
ら
私
の
所
か
ら
は
ウ
ド
ン
ゲ
を
送
る
つ

 
も
り
で
い
る
わ

 
理
 

そ
う
か

 
や
は
り
月
は
危
機
的
状

み
た
い
だ
な

現

の
月
の
⺠
達
の

ど
は
俺
は

か
な
い

中
ば
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か
り
だ

身
勝
手
で
我
が

で
月
の
⺠

外
の
奴
な
ど
知

た
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
そ
の
心

そ
れ
ら
が
あ
る
た
め
あ
ま
り

か
な
い

だ
が
か
つ
て
共
に
戦

た
月
影
の
部
隊
の

中
や
姪
の

月
読
は
話
は
別
だ

 
理
 

こ
ち
ら
も
何
か
し
ら
の
策
を

え
て
み
る
よ

 

そ
う

で
も

理

今
の

方
に
は
守
る
べ
き
も

 
の
が
あ
る
の
を

れ
て
は

メ
よ

 
理
 

分
か

て
る
さ

だ
が
そ
の
守
る
べ
き
も
の
の
中
に

 
は
お
前
ら
だ

て
入

て
い
る
か
ら
な
そ
こ
を

れ

 
る
な
よ

 

ふ
ふ

変
わ
ら
ず

で
も
ま

そ
こ
が

方

 
の
良
い
と
こ
ろ

 
そ
う

う
と

は
後
ろ
を
向
き

 

月
読

い
い
え
月
の
事
を
ど
う
か
お
願
い

 
理
 

あ

 
そ
れ
だ
け

い

は
帰

て
い

た

お
願
い
か

よ
り
に
よ

て
彼
奴
が
そ
ん
な
事
を
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う
と
は
な

ま

受
け
た

義
は
返
す
だ
け
だ
が
な

そ
う
思
い
な
が
ら
帰
ろ
う
と
す
る
と

 

 

そ
こ
の

方

 
理
 

ん

 

が
聞
こ
え
た
た
め
向
く
と
そ
こ
に
は
小
さ
な
体
に
黒
い

を
生
や
し
妖

が
い
た

こ
の

の

状
か
ら
し
て
恐
ら
く
現
世
の
妖

で
は
な
く
地
獄
の
妖

て
感
じ
だ
な

 
妖

こ
こ
に
理
久
兎

て
い
る

 
理
 

俺
が
そ
う
だ
が

 
妖

そ
う
な
の

な
ら
こ
れ
を
ど
う

 
そ
う

う
と
手
紙
を
渡
し
て
く
る

そ
れ
を
受
け
取
る
と
ニ
コ
リ
と

て
消
え
る

何
な
ん

だ
と
思
い
つ
つ
も
中
を
見
る
と

 
親
愛
な
る
我
が
友
の
理
久
兎
へ
ま

こ
ん
な

し
い
の
は
仕
事
の
手
紙
だ
け
に
し
て
こ
う
し

て

方
に
手
紙
を
書
く
の
は
久
々

も
ち
ろ
ん
こ
の
私
へ
カ

テ

ア
・
ラ
ピ
ス
ラ

リ
の

事
は
覚
え
て
い
る
わ
よ

実
は

方
に
手
紙
を

し
出
し
た
の
は

で
も
な
く
手
伝

て

し

い
案
件
が
あ
る
か
ら
な
の

今
私
は
友
人
そ
し
て
部
下
の
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
を

め
た
地
獄
の

妖

達
を
引
き

れ
ム
カ
つ
く

女
神
の

て
奴
そ
し
て
そ
れ
を
守
る
奴
等
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を
ぶ

殺

く

て
あ
げ
る
た
め
に
動
い
て
い
る
ん
だ
け
ど

中
が
現
世
の
雑

み
た
い
に
し

つ
こ
く
て
出
来
れ
ば

方
に
も
協
力
し
て

し
い
の
よ

 
だ
か
ら
も
し
も

だ

た
ら
来
て
く
れ
な
い
か
し
ら

方
の
返
信
を
心
か
ら
待

て
い
る

わ

 
へ
カ

テ

ア
よ
り

 
と
書
か
れ
て
い
た

と
い
う
か
本
性
と
い
べ
き
か
殺
意
と

う
べ
か
が
現
れ
す
ぎ
て

が

で
て
い
て

を
引
い
て
る

こ
れ
結

チ
な
感
じ
だ
な

と
い
う
か
恐
れ
て
い
た
事
態
が
起

き
た

 
理
 

ど
う
し
よ
う
か

 
本
当
に
ど
う
し
よ
う
か

え
て
も
仕
方
な
い
と
り
あ
え
ず

え
る
の
は

め
よ
う

後
で
こ

れ
は
深
く

え
よ
う
そ
う
し
よ
う

 
理
 

と
り
あ
え
ず

る
か

 
そ
う
し
て

る
と
そ
こ
に
は

 
さ
と

理

久

兎
さ

ん

い
で
す
よ

 

キ
を

手
に
酔

ら

て

楽
に
な

て
い
る
さ
と
り
が
い
た

だ
か
ら
あ
れ
程

飲
み
過
ぎ
る
な
よ

て
注
意
し
た
の
に
な
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こ
い

ご
め
ん

理
久
兎
お
兄
ち

ん
お
姉
ち

ん
変
に
飲

 
み
過
ぎ
ち

て

 
や

り
下

じ

な
い
か

こ
い
し
が
い
る
せ
い
か
楽
し
く
て
飲
み
過
ぎ
た
か
な

 
理
 

や
れ
や
れ

 
だ
が
こ
う
い
う
風
に
皆
と
飲
む
の
も
悪
く
な
い
な
と
思
う

だ

て
楽
し
い
ん
だ
か
ら
な

 
理
 

ふ

 

々
と
あ
る
が
今
は
皆
と
こ
の
時
間
を
も

と
楽
し
も
う
と
思
い
自
分
も
再
び
酒
を
の
だ

た

 
怠
惰

今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

う

う
む

怠
惰
よ
大
丈
夫
か

 
怠
惰

大
丈
夫
う
ん

大
丈
夫

 

 

こ
の

日
間
お
主
に
何
が
あ

た
ん
じ

 
怠
惰

い
や

今
年
か
ら
仕
事
が
始
ま
る
か
ら
そ
れ
に

 
向
け
て
の
リ
ア
ル
事
情
が

な

て

々
と

し
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く
て

 

 

正
月
か
ら
大
変
そ
う
じ

な
リ
ア
ル
怠
惰
は

 
怠
惰

お
陰
で
ス
ラ
ン
プ
に
な

て
る
始
末
で
す
え

本

 
当
に

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

ま

あ
れ
で
す
投
稿
は
頑

て
い
く
ん
で
よ
ろ
し

 
く
お
願
い
し
ま
す

 

 

う
む

 
怠
惰

と
り
あ
え
ず
終
わ
ろ
う
か

 

 

そ

そ
う
じ

な
そ
れ
で
は
今
回
は

い
が
こ
こ
ま

 
で
じ

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

で
は
さ
ら
ば
じ



 第５４３話 女子高生のお見送り

 
第
５
４
３
話
 
女
子
高
生
の
お
見
送
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
学

が
始
ま
り

な
気
分
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

本
当
に
何
が

楽
し
い
の
や
ら

失
礼
そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
宴
会
の
翌
日

自
分
は
あ
る
意
味
で

地
に
立
た
さ
れ
て
い
た

 
理
 

ど
う
す
る

 
ま
じ
め
な
話
で

的
な
二

つ
は
月
読
達
の
月
の
⺠
達
に
力
を

し
て
へ
カ

テ

ア
達
の
地
獄

団
を
追
い

う
か

つ
目
は

に
へ
カ

テ

ア
達
の

に
協
力
し
月
の
⺠

を

め

と
か

う
女
神
を

す
か

 
理
 

は

 
だ
が
ど
ち
ら
を
選

し
て
も

大
な

失
が
出
て
し
ま
う

月
の
⺠
に
協
力
す
れ
ば
へ
カ

テ

ア
達
を

め
地
獄
の

中
に
目
を
つ
け
ら
れ
旧
都
の

持
が

し
く
な
る

に
へ
カ

テ

ア
達
に
協
力
す
れ
ば
月
読
に
嫌
わ
れ

げ
句
の
果
て
に
は
そ
れ
は
高
天

原
に
い
る
自
分
の
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弟
や
姪
に

と
い

た
奴
等
に
目
を
つ
け
ら
れ
何
か
し
ら
の
処

が
下
る

そ
れ
に

 
理
 

ど
ち
ら
に
も
な
り
の

が
あ
る
か
ら
な

 
ど
ち
ら
に
も

が
あ
る

に
無
下
に
し
た
く
な
い

だ
か
ら
こ
そ

む
の
だ

 
理
 

マ

で
ど
う
し
よ
う

 
い

そ
の
こ
と
で
協
力
を

つ
共
に
断
る
か

嫌
々
そ
う
す
れ
ば

と
の
約
束
は

る
こ

と
に
な
る
し
へ
カ

テ

ア
達
か
ら
文
句
を

わ
れ
る
だ
ろ
う
し

こ
れ
が
八
方
塞
が
り

て
や

つ
か

 
理
 

う

ん

 
と

え
て
い
る
と
部

の

が
開
き
そ
こ
か
ら
亜
狛
と
耶
狛
が
入

て
き
た

 
理
 

ん

ど
う
か
し
た
か
お
前
達

 
亜
狛

マ
ス

今
日
が
何
の
日
か
覚
え
て
ま
せ
ん
か

 
理
 

え

え

と

な
ん
だ

け

 
耶
狛

も
う

菫
子
ち

ん
の
お
見
送
り
す
る
日
だ
よ

 
あ

そ
う
い
え
ば
今
日
彼
奴
は
帰
る
ん
だ

た
な

こ
の
案
件
に

ん
で
い
た
た
め
す

か

り
頭
か
ら

れ
て
い
た
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理
 

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

た
な

な
ら
見
送
り
に
行
く

 
と
し
ま
す
か

 
耶
狛

な
ら
作
る

 
亜
狛

や
り
ま
す
か

 
立
ち
上
が
る
と
亜
狛
と
耶
狛
は

け
目
を
作
り
出
す

そ
し
て
そ
の
作

た

け
目
へ
と
自
分

達
は
入
る
の
だ

た

そ
し
て

け
目
を
通
り
出
る
と
そ
こ
に
は
菫
子
や
蓮
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら

に
は
泥
棒
で
お

み
の
魔
理

に
聖

神
子
に
華
扇
や
マ
ミ
ゾ
ウ
と

い
踏
み
だ

た

 
亜
狛

今
日
お
帰
り
と
の
こ
と
で
見
送
り
に

り
ま
し
た

 
耶
狛

来
た
よ

 
理
 

こ
れ
は
こ
れ
は
幻
想
郷
の

力
者
達
が

い
踏
み
の

 
よ
う
で

 
そ
う
い
え
ば
霊
夢
は
ど
こ
だ
と
思
い
探
す
と
神
社
の
本
殿
の
方
へ
向
か

て

て
意

を
集

中
さ
せ

想
し
て
い
た

恐
ら
く
菫
子
を
帰
す
た
め
の
何
か
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

 
菫
子

私
な
ん
か
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ

 

お
い
お
い

観
す
る
な
よ
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魔
理

の

う
通
り
な
ん
か

観
し
た

い
方
を
す
る
な

ま

も
う
初
対
面

て
訳
で
は
な

い
か
ら
な

 
理
 

だ
な

ま

お
前
が
ど
う
思
お
う
が
知

た
事
で
は

 
な
い
が

が
り
方
は
ど
う
で
あ
れ
お
前
と
こ
こ
に
い

 
る
奴
達
が
い
や
お
前
と
関
わ

た
奴
達
は
何
か
し
ら

 
の
不
思
議
な

で

が

て
い
る
の
さ

俺
は
そ
れ

 
を
良
く
知

て
い
る
そ
れ
を
教
え
た
の
は

で
も
な

 
く
こ
い
つ
だ
か
ら
な

 
チ
ラ

と
蓮
を
見
る
と
蓮
は

を

く
し
て

れ

そ
う
に

を

け
る

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん
が

 
理
 

あ

俺
は
こ
い
つ
の
そ
の

が
り
の
強
さ
を

度
と

 
見
せ
つ
け
ら
れ
て
き
た
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
の
さ

 
が
り
は
力
に
な
る

て
な
そ
れ
に
一
度

が

ち
ま

 
う
と

て
て
も

て
き
れ
な
い
も
ん
だ

 
現
に
そ
の

が
り
で
俺
は

度
と
敗
れ
時
に
は
救
わ
れ
た
り
し
て
い
る
か
ら
な

だ
か
ら

が



 第５４３話 女子高生のお見送り

り
は
と
て
も
強
い
力
だ

 
菫
子

が
り

う
こ
と
が
本
当
に
コ
ト

リ
様
な
の

 
か

て

問
に
思
う
け
ど

 
理
 

う
る
せ

や
い
断
つ
の
は
悪
縁
だ
け
だ

て
の

 
断
つ
者
だ
か
ら
こ
そ

そ
の

が
り
を
語
れ
る
の
だ
よ

た
だ
断
つ
だ
け
が
取
り

じ

な

い

て
の

 
蓮
 

え

と
さ

き
か
ら
何
の
話
を
そ
れ
に
コ
ト

リ
様

 

て

 
理
 

俺
の
オ
カ
ル
ト
さ

だ
か
ら
気
に
す
ん
な
よ

 
こ
い
つ
の
表
情
か
ら
し
て
気
に
な
る

て
感
じ
で
見
て
く
る
な

ま

い
ず
れ
機
会
が
あ

た

ら
見
せ
れ
る
か
も
な

機
会
が
あ
れ
ば
の
話
だ
け
ど

 
菫
子

日
も
思

た
け
ど

か
と
話
す
の

て
面
白
い
も

 
の
な
の

え
直
す
必
要
が
あ
る
わ

あ
り
が
と

 
う
少
し
く
ら
い
人
と
話
し
て
は
み
る
わ
よ

 
蓮
 

お

菫
子
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良
い

向
に
向
か

て
い
き
そ
う
だ
な

こ
こ
で

た
幻
想
郷
の
住
人
達
と
の

が
り
を

と
も
現
世
で
も

に
使

て

し
い
な

と
い
う
か
菫
子
に
対
す
る
蓮
の
バ
カ

り
は

て
し
ま
う
よ
な

 
菫
子

も
う
大

よ

 
蓮
 

だ

て
さ

 
だ
が
そ
れ
く
ら
い
菫
子
の
身
を
案
じ
て
い
る
の
は
容

に
分
か
る
な

菫
子
は
面
白
く
そ
し
て

良
い

が
り
を

た
ん
だ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

想
し
て
い
た
霊
夢
は
こ
ち
ら
へ
と

り
返
る
と

 
霊
夢

準
備
で
き
た
わ

 
ど
う
や
ら
準
備
は
完
了
の
よ
う
だ
な

 
菫
子

そ
う

や

と
の
思
い
で
見
つ
け
た
お
兄
ち

ん
は

 
こ

ち
で

せ
に
暮
ら
し
て
い
る
そ
れ
を
取
り
上
げ

 
る

は
私
に
は
な
い

け
ど
や

り

し
い

 
蓮
に
対
し
て
最
後
の
別
れ
の

葉
を

い
出
す
と
霊
夢
は

文
を
唱
え
出
す

す
る
と
菫
子
の

体
は

々
に
と
光
の

子
と
な

て
消
え
て
い
く
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理
 

へ

 
亜
狛

ど
ん
ど
ん

け
て
い

て
い
ま
す

 
耶
狛

お

面
白
い

 
正
規
で
帰
す
方
法

て
こ
ん
な
に
も
幻
想
的
で
や
ら
れ
た
ら

ニ

ク
に
な
り
そ
う
な
感
じ
な

ん
だ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
蓮
 

菫
子

は
今
と

て
も

せ
だ
よ
皆
が
い
て
菫
子

 
が
こ
う
し
て
成
⻑
し
て
く
れ
て

は
と
て
も

せ
者

 
だ
よ
だ
か
ら
菫
子

同
じ
よ
う
に

せ
に
な

て
よ

 

の
事
を
思
い
出
し
て
も
良
い
か
ら
さ

 
そ
う

う
と
蓮
は

し
く
菫
子
の
手
を

る
と

し
み
を

え

ん
で
い
る
の
が
容

に
分

か
る
表
情
を
す
る

す
る
と
菫
子
は

く
り
と
蓮
へ
と

を
近
づ
け

 
菫
子

蓮
お
兄
ち

ん

 
蓮
 

菫

 
大

に
も
蓮
の
口
に
キ
ス
を
す
る

突
然
の
事
で
俺
も
ビ

ク
リ
す
る

 
菫
子

ん
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蓮
 

 
霊
夢

な

 

お

お

お

お
う

 
理
 

お

 
こ
れ
を
見
て
い
て
思
う
の
は
今
の
人
間
そ
れ
も
女
達

て
昔
に
比
べ
る
と
大

に
な

た
ん
だ

な 
菫
子

何
年
も
の
私
の
思
い
受
け
取

て
よ

 
蓮
 

そ
れ

て

 
菫
子

ふ
ふ
ん

内

よ
蓮
お
兄
ち

ん
大

き
だ
よ

 
そ
う

い
菫
子
は
ニ
コ
リ
と

う
と
光
の

子
と
な

て
消
え
た

し
か
し
蓮
は
罪
作
り
な
奴

だ
な

何
時
か

合
地
獄
に
で
も

ち
る
ん
じ

な
い
か

 
聖
 

へ

へ
へ

 
神
子

お

お
お

ち
着
け

数
を
だ
な

 
華
扇

だ

大

な
こ
と
す
る
わ

 
マ
ミ

い
や

じ

な
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れ
て
な
い
奴
は

を

く
さ
せ

ニ

ク
に
な
り
見

れ
た
奴
達
は
俺
と
同
じ
よ
う
な
感
じ

で

静
だ
な

 
耶
狛

面
白
か

た

お
兄
ち

ん
お
兄
ち

ん

 
亜
狛
 

 
理
 

お
い
お
い

 
亜
狛
に

て
は

が
無
さ
す
ぎ
て
何
時
も
と
同
じ
よ
う
に
気
絶
し
て
い
る
始
末
だ

ま

た
く
何

年
と
生
き
て
い
る
ん
だ
か
ら
少
し
は

れ
ろ
よ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 

お

お
い
こ
い
つ
立

た
ま
ま
気
絶
し
て
や
が
る

 
と
魔
理

が

う
た
め
向
く
と
そ
こ
に
は
立
ち

く
し

動
だ
に
し
な
い
霊
夢
の
姿
が
あ

た

し
か
し
よ
く
見
る
と
霊
夢
の
目
は
光
を
失

て
い
た

 
蓮
 

え

 
理
 

く
く
く

ま

マ

か
よ

 

な
奴
だ
な

と
い
う
か
そ
れ
く
ら
い
シ

ク
を
受
け
た
の
か
よ

も
う
こ
れ
に
は

う

こ
と
し
か
で
き
な
い
な

 
理
 

ア
ハ
ハ
ハ
面
白
い
な

お
前
達
は
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蓮
 

い
事
じ

な
い
で
す
よ
も
う

 
そ
う
し
て

人
の
高

生
が
起
こ
し
た
波
乱
な
異
変
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

た
が
視
点
は
変

わ
り

結
さ
れ
て
い
る
月
の
都
で
は

 

事
態
は
悪
く
な
る

 
と

の

人
の
少
女
が
そ
う

く

そ
れ
を
見
て
聞
い
て
い
た
仲
間
で
あ
ろ
う
マ
イ

ス
な
感
じ
の
少
女
と

身
の
男
性
は

 

 

や
れ
や
れ
こ
れ
で
事
態
が
収
集
す
る
と
良
い
ん
で
す

 
け
れ
ど

 

 

そ
う
で
す

し
か
し
サ
グ
メ
様
の
能
力
は

ま
じ
い

 
の
一

で
す

ド
レ
ミ

様

 

 

ま

そ
れ
と
ド
レ
ミ

で
良
い
で
す
よ

方

 
の
方
が
全
然

立
場
は
上
で
す
か
ら
仲

さ
ん

 
こ
こ
月
の
都
の
都
に
お
い
て
知

た
る
者
で
あ
る
月
の

者
の

人
こ
と

禍
を
も
た
ら
す

女
神

神
サ
グ
メ
そ
し
て
夢
を

す
る
ド
レ
ミ

ス
イ

ト
そ
し
て
現
月
の
都
の

の
半

分
を
受
け
持
つ

任
者
の

人
で
あ
る
大
将
の
一

仲

と
い

た
面
々
が

結
さ
れ
て
い
る
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月
の
都
に
集
ま

て
い
た

 
ド
レ

し
か
し
八
意
見
様
は
ど
う
い
う
援

を
出
す
の
か
ど

 
ち
ら
に
せ
よ
何
と
か
し
な
い
と

は

る
だ
け

 
仲

で
す

 

神

 

結
さ
れ
た
月
の
都
で
は

度
の

れ
を
も
つ
妖

が
は
び
こ
り

し
て
い
た

こ
れ
ら
が

の
⺠
に

れ
を

さ
せ
る
前
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば

 
仲

と
り
あ
え
ず
私
は
ま
た
門
の

に
入
り
ま
す
の
で

 
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ま
た

を

 
ド
レ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

神

頼
む
よ

 

コ
リ
と
お

儀
し
仲

は
外
へ
と
で
る

た
サ
グ
メ
と
ド
レ
ミ

は

結
し
た
都
を

め 
ド
レ

ど
う
に
か
な
る
と
良
い
で
す

 

神

え
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そ
う
し
て
何
時

来
る
の
か
分
か
ら
ぬ
助
け
を
た
だ
待
つ
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
月
は
大
変
な
事
に
な

て
お
る
の

 
怠
惰

何
か
報
告
あ

た

 

 

う
む
ま

イ
ザ
ナ

か
ら

々
と
聞
い
て
は
お
る
が

 
月
読
も
立
派
な
大
人
じ

か
ら
の

自
分
の
事
ぐ
ら

 
い
は
自
分
で
や

て
も
ら
わ

ば

る
わ
い

 
怠
惰

で
も
最
悪
は
手
を

す
ん
で
し

う

 

 

本
当
に
最
後
の
手

じ

が
の

 
怠
惰

や
れ
や
れ

い

 

 

ふ
ん

う
で
な
い
わ

 
怠
惰

ま

で
も
理
久
兎
く
ん
も
大
変
だ

 

 

じ

な
ど

ち
に
つ
く
か
と

え
さ
せ
ら
れ
る
と
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は
な

 
怠
惰

俺
は

不
断
す
ぎ
て
決
め
れ
な
い
ん
だ

 
よ

こ
う
い
う
の

 

 

じ

ろ
う
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
カ

ド
ゲ

ム
と
か
な
ら
サ
ク
サ
ク

て

 
決
め
れ
る
ん
だ
け
ど

 

 

世
の
中
は

く
な
い
か
ら
の

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

と
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ

そ

 
れ
じ

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
４
４
話
 
解
決
策

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

い
ス
ラ
ン
プ
に

て
い
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

小
説
が
書
け

な
く
て
書
け
な
く
て

失
礼

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
菫
子
が
帰

た
翌
日

自
分
は
ま
た

の
案
件
に
頭
を

ま
せ
て
い
た

 
理
 

マ

で
ど
う
す
ん
だ
よ
こ
れ
さ

 
月
の

中
に
協
力
は
す
る
が
そ
う
す
れ
ば
へ
カ

テ

ア
達
そ
し
て
地
獄
の
頭
の
固
い

中
に

に
白
い
目
で
見
ら
れ
る
し
へ
カ

テ

ア
達
に
協
力
す
れ
ば
月
の
⺠
も
と
い
自
分
の
姪
そ
し
て

を
裏
切
る
よ
う
な
も
の
だ
し
ど
う
す
ん
だ
よ
こ
れ

 
理
 

は

 
こ
ん
だ
け

む
と
十

ハ
ゲ
が
出
来
そ
う
だ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
部

の

が
開

き 
亜
狛

マ
ス

大
丈
夫
で
す
か
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耶
狛

こ
こ
最
近

や
つ
れ
て
い
る
感
じ
だ

た
か
ら
見
に

 
来
た
よ

 
黒
 

主
よ
無
事
か

 
心
か
ら
信
頼
す
る
従
者
達

人
が
部

に
入

て
き
た

人
に
心

さ
せ
な
い
た
め
に
作

り

い
を
し
て

 
理
 

ま

大
丈
夫

大
丈
夫
だ
か
ら

 
黒
 

絶
対
に
大
丈
夫
じ

な
い
な

 
耶
狛

何
を

ん
で
る
の

 
亜
狛

教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

 
従
者
達
に
そ
う

わ
れ
た
た
め
流

に
教
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
な

 
理
 

分
か

た
な
ら
教
え
る
よ

 
そ
う
し
て
今
自
分
が
お
か
れ
て
い
る
状

に
つ
い
て
話
す

月
の
都
の
事
に
へ
カ

テ

ア

の
こ
と
そ
れ
ら
を

み

さ
ず
に

べ
る

 
理
 

と
ま

そ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
よ

 
亜
狛

な
る

ど
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耶
狛

あ
り

り

 
黒
 

そ
れ
で

ん
で
い
る

て
こ
と
か

 
理
 

あ

 
お
陰
で
こ
の
ざ
ま
だ
よ
本
当
に
ど
う
し
た
も
ん
か
な

 
黒
 

な

双
方
共
に
主
の
力
を

し
て
い
る

て

 
事
な
ん
だ
よ
な

 
理
 

そ
う
な
る
な

 
黒
 

な
ら
ば
主
は

さ
な
け
れ
ば
良
い
だ
け
だ
ろ

 
理
 

は
い

 
黒
 

さ

き
の
話
で
あ
の
薬
師
は
自
分
の
部
下
を
送
る
の

 
だ
ろ
う

な
ら
ば
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に

 
そ
う
か

か
に
そ
れ
が
あ

た
な

ニ

リ
と

い

 
理
 

あ
り
が
と
う
な
黒
お
陰
で
解
決
策
は
分
か

た
ん
だ

 
が
亜
狛
に
耶
狛
に
黒
お
前
達
は
俺
の
た
め
に
命
を

 
け
れ
る
か
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そ
れ
は
ど
う
い
う
事
な
の
か

簡
単
に

う
な
ら
俺
自
身
は
手
を

さ
な
い

あ
く
ま
で
も

す
の
は
自
分
の
従
者
達
と
い
う
事
だ

そ
れ
と
月
に
地
獄
の
双
方
の
派

に
従
者
を
送
る
と
い
う

意
味
だ

そ
し
て
自
分
の

葉
を
聞
い
た

人
は

い
な
が
ら

 
亜
狛

マ
ス

は
何
を

て
い
る
ん
で
す
か
自
分
達
は

 
も
う
死

な
い
ん
で
マ
ス

の
仕
事
に
命
ぐ
ら
い

 

け
れ
ま
す
よ

 
耶
狛

ま

た
だ
黒
く
ん
は
ど
う
か
な

 
黒
 

な
め
る
な
簡
単
に
は
死
な
ぬ
そ
れ
に
お
前
達
が
不
老

 
不
死
な
ら
俺
は
不
死
身
だ

 
い
や
お
前
の
場
合
は
不
死
身
で
は
な
い
よ
な

か
に
決
定
的
な
一
撃
さ
え
気
を

け
れ
ば
不

死
身
で
は
あ
る
が
不
死
身
で
は
な
い
だ
ろ
う
が

ま

で
も
嬉
し
い
に
は
嬉
し
い
か

 
理
 

あ
り
が
と
う
な

 
亜
狛

い
い
え

 
耶
狛

う
ん

 
黒
 

そ
れ
で
ど
う
す
る
ん
だ
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ど
う
す
る
か

と
り
あ
え
ず
送
る
な
ら
送
る
で
双
方
共
に
ど
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
の

か
の
調
査
お
よ
び
に
内
部
事
情
等
々
も
調
べ
ら
れ
る
良
い
機
会
だ
か
ら
な

だ
が
人
選
を
謝
れ
ば

そ
こ
ま
で
は
到
達
は
不
可
能
な
話
だ

 
理
 

恐
ら
く
蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
だ
亜
狛
と
耶
狛
は
月
の
⺠

 
達
か
ら
し
た
ら
異

も
良
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
な

 
月
の
派

に
は
黒
お
前
が
行

て
く
れ
つ
い
で
に
俺

 
の
分
身
で
あ
る
骸
共
も
お
前
に

す
だ
か
ら

に

 
活

し
て
く
れ

 
黒
 

分
か

た

 
亜
狛

と
な
る
と
地
獄
の
方
は
自
分
と

 
耶
狛

私
だ

 

 
理
 

あ

 
と
り
あ
え
ず
人
選
は
そ
れ
で
決
ま
り
だ
な

後
は
何
を
ど
う
す
る
か
の
指

だ
な

 
理
 

亜
狛
に
耶
狛
お
前
達
は
地
獄
の
派

に
い
く
訳
だ
か

 
ら
ど
う
し
て
こ
う
な

て
い
る
の
か
そ
し
て
前
に
報
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告
し
た

ル

ロ
ス
に
つ
い
て
も
何
か
あ
り
そ
う
か

 
調
べ
て
く
れ

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
耶
狛

あ
い
あ
い

 
次
に
黒
へ
の
仕
事
の
内
容
の
指

だ
な

 
理
 

黒
お
前
に
や

て
も
ら
い
た
い
仕
事
は
亜
狛
と
耶
狛

 
と
同
様
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に
な

た
の
か
そ
し

 
て
月
の
内
部
事
情
に
つ
い
て
そ
し
て
今
回
の
裏
で
行

 
わ
れ
て
い
た

都
計
画
を
こ
こ
に
し
た
の
か
と
い
う

 
の
も
調
べ
て
く
れ

 
黒
 

了
解
し
た

 
と
り
あ
え
ず
派
遣
先
は
大
丈
夫
そ
う
だ
な

後
は
双
方
に
手
紙
を
書
く
と
し
ま
す
か

 
理
 

と
り
あ
え
ず
明
後
日
頃
に
は
出
発
で
き
る
よ
う
に

 
準
備
を
頼
む
な
俺
は
さ
さ

と
手
紙
を
書
い
ち
ま

 
う
か
ら
さ
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黒
 

あ
い
よ

 
耶
狛

は

い

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い

人
は
部

を
出
て
い
く

そ
う
し
て
自
分
は
月
読
そ
し
て
へ
カ

テ

ア

の

手
紙
を
書
き
だ
す
の
だ

た

そ
し
て
時
間
は

ち
明
後
日

地
霊
殿
の

関
で
は

人
を
見

送
る
た
め
さ
と
り

お

お
空
も
集
ま

て
い
た

 
理
 

さ
て
お
前
達

準
備
は

か

 
亜
狛

は
い

 
黒
 

あ

 
耶
狛

大
丈
夫
だ
問

な
い

 
と
り
あ
え
ず
耶
狛

外
は
問

な
さ
そ
う
だ
な

 
理
 

そ
う
か

 
耶
狛

あ
れ
ス
ル

ス
ル

な
の

お
願
い
だ

 
か
ら
突

込
ん
で
よ

 
突

込
ん
で
よ
と

わ
れ
て
も
な

い
ち
い
ち
ツ

コ
ミ
す
る
の
ご
面

く
さ
い
ん
だ
よ
な
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さ
と

や
れ
や
れ
で
す

 
お

ア
ハ
ハ

 
お
空

え

と

何
で
や

ん

 
さ
と
り
と
お

は

れ
お
空
は

の

び
を
あ
げ
る
耶
狛
を
思

て
か
ツ

コ
ミ
を
い
れ

る 
耶
狛

一
で
ツ

コ
ミ
し
て
く
れ
る
の
は
お
空
ち

ん
だ

 
け
だ
よ

 
亜
狛

ま

た
く

お

に
お
空
し
ば
ら
く
俺
達
は
い
な
い

 
か
ら
そ
の
間
マ
ス

や
地
霊
殿
の
事
を
頼
む
な

 
お

任
せ
て
よ
父
さ
ん

 
お
空

う
ん

何
か
来
て
も

発
で

す
か
ら

 
黒
 

何

だ
か
安
心
で
き
ん

 
ま

ま

最
悪
は
俺
が
い
る
か
ら
問

な
い
さ

恐
ら
く
き

と
多
分
だ
け
ど

 
理
 

ま

何
と
か
な
る
だ
ろ
う
よ
亜
狛
に
耶
狛
に
黒
も
し

 
何
か
あ

た
り
危
な
く
な

た
ら
逃
げ
ろ
ぶ

ち
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け
た
話
で
任
務
の
達
成
も
大
切
だ
が
何
よ
り
も
お
前

 
ら
が
無
事
で
帰

て
く
る
事
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
も

 
の
だ
か
ら
な

 
亜
狛

は
い

 
耶
狛

頑

て
五
体
満

で
帰

て
く
る

 
黒
 

死
な
ず
に
帰
る
さ

 
理
 

あ

頼
む
な

 
そ
う
自
分
が

う
と
亜
狛
と
耶
狛
は

き

け
目
を
作
る

 
亜
狛

黒
さ
ん
は
こ
ち
ら
へ

 
黒
 

分
か

た

行
く

骸
共

 
そ
う

う
と
黒
は

を
向
け
骸
達
を

れ
て

け
目
へ
と
歩
き
出
す

 
理
 

無
事
に
帰

て
こ
い
よ
黒

 
さ
と

黒
さ
ん
が
い
な
い
間
は

の
事
は
や

て
お
き
ま

 
す

 
お
空

頑

て
黒
さ
ん
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お

い

て
ら

し

い
黒
さ
ん

 
と

皆
が
送
り
の

葉
を

う
と
黒
は

方
を
向
き

 
黒
 

行

て
く
る
そ
れ
と

は
頼
む
な

 
そ
う

い

け
目
へ
と
入

て
い
く
と

け
目
は
消
え
る

そ
し
て
ま
た
新
た
に
亜
狛
と
耶
狛

は

け
目
を
作
る

 
亜
狛

そ
れ
じ

俺
達
も
行
く
か

 
耶
狛

そ
う
だ

 
そ
う

い
黒
と
同
様
に

け
目
へ
と
歩
い
て
い
く

 
理
 

気
を

け
て
な

 
さ
と

亜
狛
さ
ん
耶
狛
さ
ん
ど
う
か
ご
無
事
で

 
お

い

て
ら

し

い
父
さ
ん
⺟
さ
ん

 
お
空

お
土
産
を
楽
し
み
に
し
て
る

 
と

う
と

人
は

て

 
亜
狛

行

て
き
ま
す

 
耶
狛

お
土
産
を
楽
し
み
に
し
て
て
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そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
も

け
目
を
通
り
い
な
く
な
る
の
だ

た

 
理
 

さ
て
と
い
な
い
間
は
俺
達
が

人
の
仕
事
を
す
る

 
け
ど

 
お

そ
れ
じ

私
は
お
父
さ
ん
の
仕
事
を
や
る
よ

 
お
空

な
ら
私
は
お
⺟
さ
ん
の
仕
事
を
す
る

 
さ
と

そ
れ
で
は
予
告
通
り
私
は
黒
さ
ん
の
仕
事
を

任
し

 
ま
す

理
久
兎
さ
ん
は
も
し
も
私
達
に
何
か
あ

た

 
ら
バ

ク
ア

プ
を
お
願
い
し
ま
す

 
バ

ク
ア

プ

だ
け
ど
お

も
お
空
も
や
る
気
に
な

て
い
る
し
こ
こ
は
さ
と
り
の

う
通
り
バ

ク
ア

プ
に
ま
わ
る
な

 
理
 

了
解
し
た
そ
れ
じ

や
り
ま
す
か

 
さ
と

は
い

 
お

お

 
お
空

う
ん

 
そ
う
し
て
従
者
達
は
旅
立
ち
自
分
は
従
者
達
の
仕
事
を
や
り
な
が
ら
自
分
達
の
仕
事
を
こ
な
す
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の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
こ
こ
最
近
に
な

て
投
稿

度
が

ち

 
て
お
る

 
怠
惰

い
や

ス
ラ
ン
プ
に

て
前
よ
り
も

け
出
す

 
の
に
時
間
が
か
か
る
ぐ
ら
い

く
て
さ

 

 

お
い
お
い

 
怠
惰

今
回
は
も
う
本
当
に
ス
ラ
ン
プ
か
ら

け
出
す
の
に

 

し
て
ん
だ
よ

 

 

ま

こ
ん
だ
け
書
い
て
く
る
と
余
計
に
か

 
怠
惰

う
ん

 

 

こ
こ
ま
で
く
る
と
無
理
せ
ず
に
の
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怠
惰

あ
い

 

 

す
ま
ぬ
が
し
ば
ら
く
不
定
期
に
な
る
や
も
し
れ
ぬ

 
が
許
し
て
く
れ

 
怠
惰

す
い
ま
せ
ん

 

 

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
ら
さ
ら
ば
じ



 第５４５話 旅立った後

 
第
５
４
５
話
 
旅
立

た
後

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

ポ

モ
ン
の
追
加
な
ど
で
少
し
興
奮
気
味
な
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

人
的
に
は
ク
レ

フ

り
が

し
か

た
な

何
て
思

て
い
た
り
し
て
い
ま
す

失
礼

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
従
者
達
が
旅
立

た
地
霊
殿
で
は

 
お

に

こ
ら

逃
げ
る
な

 
お
空

う
に

 
理
 

そ
う
い
え
ば
今
日

て
検

日
だ

た
な

 
亜
狛
と
耶
狛
が
不

の
間

務
を
引
き

い
だ
お

と
お
空
だ
が
今
日
は

ト
達
の
検

日
で

状
態
の
チ

ク
や
メ
ン

ル
チ

ク
を
行
う
日
だ

た
の
だ

こ
の
手
の
仕
事
に

人
は
あ
ま
り
手

れ
て
は
い
な
い
感
が
あ
る
な

 
理
 

大
丈
夫
か
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お

え

皆
や
ん
ち

で

ち

う
よ

 
お
空

口
を
開
け
て

 
ま

や
ん
ち

な
の

て

し

い
し
て
い
る
の
が
原
因
な
ん
だ
よ
な

し

い
す
る
な

て

い
た
い
だ
ろ
う
が

し

い
し
て
お
か
な
い
と
旧
都
に
悪
霊
が

す
る
か
ら
だ

ト

達
の
食
事
は
実
は
悪
霊
達
で
あ
り
悪
霊
達
を
食
す
こ
と
に
よ

て
動
物
は
妖
怪
化
す
る

そ
う
す

る
こ
と
で
お

や
お
空
の
よ
う
な

ト
が
出
て
く
る
訳
な
の
だ

ま

そ
れ
が

に
な

た
の

か
や
ん
ち

に
な

て
る
け
ど
な

 
理
 

無
理
は
し
な
い
よ
う
に
な

 
お
空

は

い

 
お

論
だ
よ

 

ト
の
中
に
は
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
出
身
の

食
獣
も
い
る
た
め
注
意
し
な
い
と

ブ
リ

と

死
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な

 
理
 

気
を

け
て
な

 
そ
う
し
て
次
は
黒
の
仕
事
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
さ
と
り
の
様
子
を
見
に

へ
と
出
る
と

 
理
 

や

て
る
か
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さ
と

あ

理
久
兎
さ
ん

 

の
グ
ロ

ブ
を
着
け
て
水
や
り
を
し
て
い
た

チ
ラ
リ
と
見
る
と

に
は
雑

が
小
さ

な
山
と
な

て
置
い
て
あ

た
た
め
さ
と
り
が

い
た
の
だ
ろ
う
な

 
さ
と

こ
う
し
て
植
物
を
育
て
る
の
は
不
思
議
な
感
じ
が
し

 
ま
す

 
理
 

ま

何
時
も
事
務
仕
事
に
読
書
と
室
内
で
や
れ
る
事

 
く
ら
い
し
か
し
て
な
い
も
ん
な

 
さ
と

そ
う
で
す

し
か
し
黒
さ
ん
の
作

た

は

 
い
の

葉
し
か
出
ま
せ
ん

最
初
は
あ
れ
だ
け

れ

 
果
て
て
い
た
の
に
今
で
は
緑
と
な

て

ト
達
の

 
憩
い
の
場
に
も
な

て
い
ま
す
し

 
理
 

だ
な

 
本
当
に
黒
は

い
ん
だ
よ

と
い
う
か
あ
る
意
味

い
の
は
黒

て
今
の
趣
味
は

だ
け

ど
昔
の
趣
味
は
生
き
て
る
奴
を

し
に
し
た
り
真

二
つ
に
し
た
り
と
殺

大

き

の
気

も
多
い
趣
味
の
持
ち
主
だ

た
が
今
で
は

が
趣
味
に
な

て
い
る
ん
だ
も
ん
な

の
変
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化

て
怖
い
な

 
さ
と

そ
れ
に

い
の
は
事

か
く
植
物
に
あ
げ
る

料
の

 
種

に
水
の
分

が
書
い
て
あ
る
メ
モ
が
置
い
て
あ

 

た
り
と

当

手
を
込
ん
で
い
ま
す

 
理
 

彼
奴
そ
う
い
う
所
は

か
い
か
ら
な

 
本
当
は

も
も
う
少
し

か
く
書
け
れ
ば
良
い
ん
だ
け
ど
な

 
理
 

さ

き
お

や
お
空
に
も

て
き
た
が
無
理
は
し

 
な
い
よ
う
に
な

 
さ
と

は
い

何
か
あ

た
ら
頼
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

 
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

そ
れ
じ

俺
は
仕
事
を

け
て
く
る
よ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
さ
と
り
は
再
び
水
を
あ
げ
始
め
る

自
分
は
部

へ
と

り
自
分
の

務
を
全
う
す

る
の
だ

た

そ
し
て
時
は

り
月
へ
と

動
し
た
黒
は
と
い
う
と

 
黒
 

う
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魔
界
と
も
地
底
と
も
変
わ
る
こ
の
大
地
の
感

そ
し
て
闇
夜
の
よ
う
な
空
な
の
に
も
関
わ
ら
ず

明
る
い
世
界
そ
し
て
果
て
の
方
に
は
現
世
に
し
か
な
い

の
海
が
あ

た
り
と
こ
の
光

を
見
て

み
を

か
べ
る

 
黒
 

お

と

と
り
あ
え
ず
都
と
や
ら
に
行
く
か
骸
共
は

 
俺
の
後
に
続
け

 
骸
達

カ

 
骸
達
を
引
き

れ
空
を
飛
び
都
へ
と
向
か
う

そ
し
て
何
事
も
な
く
大
き
な

へ
と
や

て
来

る 
黒
 

も
し
か
し
た
ら
と
思

た
ん
だ
が

も
い
な
い
か
等

 
と

う
と
で
も
思

た
か

 

の

魔
法
を
気

の
す
る
方
へ
と

つ
と
一

で

は
か
き
消
さ
れ
る

す
る
と
先
程
ま

で
い
た
場
所
に
見
た
目
は

男
と
い

た
感
じ
の
男
が

手
に
珍
し
い
武

ト
ン
フ

ブ
レ

ド
を

え
て
出
て
く
る

 

 

ま
さ
か
見

る
と
は

 
黒
 

見
事
だ

た
俺
で
な
け
れ
ば
見
逃
し
て
い
た
か
も
し
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れ
ぬ
な

し
て
お
前
は
俺
の

か

そ
れ
と
も
見
方

 
か
ど

ち
だ

 

 

自
分
は
月
影
の
部
隊
の
リ

を
し
て
い
る
一

 
仲

と

い
ま
す
そ
し
て

級
に
つ
い
て
で
す
け
ど

 
ま
だ
日
は

い
で
す
が
大
将
を
し
て
い
ま
す

 
仲

と
い
う
名
を
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
な
い
よ
う
な

ま

ど
う
で
も

い
い
か

と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
は
月
の
⺠
の

人
で
間
違

て
は
な
い
だ
ろ
う
な

 
黒
 

う
な
ら
仲

と
や
ら
サ
グ
メ
と
や
ら
は
ど
こ
に
い

 
る
ん
だ

 
仲

待

て
く
だ
さ
い
自
分
は
ま
だ

方
の
事
を
知
り
ま

 
せ
ん

方
の
お
名
前
は

そ
し
て

方
こ
そ
自
分
達

 
の

に
あ
た
る
地
獄
の
者
で
す
か

 
と
聞
い
て
き
た

ま

こ
こ
は
地
獄
と
い

て
も
旧
地
獄
の
者
だ
が
変
な

解
を
生
む
の
も

あ
れ
だ
か
ら

わ
な
い
で
お
き
自
身
の
名
と

で
は
な
い
こ
と
伝
え
る
か

 
黒
 

俺
は
黒

そ
し
て
俺
は

で
は
な
く

う
な
れ
ば
援
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と
で
も

え
ば
良
い
の
か

 
仲

援

方
が
で
す
か

談
だ
と
か
下
ら
な
い
嘘

 
は

き
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か

 
と
り
あ
え
ず
こ
い
つ
は
何
時
か
殺
す
リ
ス
ト
に
加
え
て
お
く
か

む
な

ま

ま
だ
怪
し
ん
で

い
る
だ
け
だ
ろ
う
か
ら
こ
こ
は
我

し
て
お
こ
う

 
仲

援

と
い
う
な
ら

方
は
何
処
の
部
隊
で
す
か

 
黒
 

俺
は
月
の
⺠
で
は
な
い
そ
し
て
俺
の
主
は

様
共
も

 
王
で
あ
る
月
読
の
伯
父
に
あ
た
る
理
久
兎

大
能
神

 
の
神
使
だ

 
仲

理
久
兎

大
能
神
だ
と

 
黒
 

あ

そ
れ
を
知

て
も
な
お
そ
の
狼

を

き
そ
し

 
て
そ
の
物

い
を

う
の
な
ら
ば
俺
は
今
こ
の
場
で

 

様
を
執
行
官
の
名
の
元
に
処

す
る

 
仲

お
前
み
た
い
な
の
が
神
使
と
は
理
久
兎

大
能
神
も

 
地
に

ち
た
も
の
だ
な

あ
の
妖
怪
に
力
を

し
た
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事
と
い
い
本
当
に
災
い
し
か
呼
ば
ぬ
な

 
黒
 

主
へ
の

は

死

い
や
死
に
た
い
と
思
え
る
程

 
の
絶
対
的
な

し
み
を
与
え
て

く
り
と
処

を

 
し
て
や
る

骸
共
お
前
ら
は
手
を
出
す
な
よ
こ
い
つ

 
は
俺
の

対
象
だ
か
ら
な

 
殺
気
を
込
め
て

う
と
仲

は
ト
ン
フ

ブ
レ

ド
の

を
向
け
て

え
て
く
る

自
身
も
影

を
使
い
ハ
ル
バ

ド
を
作
り

え
た
そ
の
直
後

 

 

仲

さ
ん
そ
こ
は
少
し

に
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か

  
と

が
し
た
方
を
向
く
と
何
か

立
つ

を
し
た
女
が
上
か
ら
こ
ち
ら
へ
と
降
り
て
き
つ
つ

そ
う

て
き
た

 
仲

し
か
し
ド
レ
ミ

さ
ん

 
ド
レ
ミ

と

わ
れ
た
女
は
気
取

た
お

儀
を
す
る
と

 
ド
レ

失
礼
し
ま
し
た

私
は
ド
レ
ミ

ス
イ

ト
と

う

 
者
で

で
す

後
お
見
知
り
お
き
を
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黒
 

う
そ
こ
の
奴
よ
り
か
は
ま
だ
マ
シ
な
対

を
す
る

 
よ
う
だ
な
俺
は
黒
そ
し
て

 
ド
レ

え

話
し
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た
よ
サ
グ
メ
様
を
知

 

て
い
る
更
に
は
理
久
兎

大
能
神
の
使
い
と
ま
で

 
は
聞
い
て
お
り
ま
す
が
せ
め
て
証
拠
と
な
る
物
は
ご

 
ざ
い
ま
す
か

 
黒
 

あ

ら
主
か
ら
の
手
紙
だ

 
そ
う

い
手
紙
を

し
出
す
と
そ
れ
を
受
け
取

た
ド
レ
ミ

ス
イ

ト
は
手
紙
を
開
け
て
読

む 
ド
レ

成
る
程

仲

さ
ん
ど
う
や
ら
彼
は
本
当
に
理
久
兎

 

大
能
神
の
使
い
の
よ
う
で
す
よ

 
仲

そ
う
で
し
た
か

 
そ
う

い
ト
ン
フ

ブ
レ

ド
を
お
ろ
す
と
自
分
も
武

を
し
ま
う

 
ド
レ

ま

こ
こ
で
の
話
も
あ
れ
な
の
で
ど
う

 
そ
う

う
と

を
開
け
る

ど
う
や
ら
こ
の
先
に

の
サ
グ
メ
と
や
ら
は
い
る
み
た
い
だ
な
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黒
 

あ

 
ド
レ

た
だ
そ
こ
の

人
は
少
し
待

て
い
て
く
れ
る
か
な

 

て
い
る
訳
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
も
し
も
の
た
め

 
に

 
少
な
か
ら
ず
で

し
て
い
る
み
た
い
だ
な

ま

骸
な
ど
は
お
ま
け
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら

な

自
分

人
で

分
だ

 
黒
 

良
い
だ
ろ
う
俺

人
で

分
だ

 
ド
レ

な
ら
ど
う

仲

さ
ん
頼
み
ま
す

 
仲

は
い

 
そ
う
し
て
自
分
は

の
中
へ
と
入
る
の
だ

た

そ
し
て
ま
た
視
点
は
変
わ
り
亜
狛
と
耶
狛
は

と
い
う
と

 
耶
狛

う

ん
久
々
の
月
の
空
気
だ

 
亜
狛

ま

な

 
実
に
亜
狛
と
耶
狛
が
月
へ
と
来
た
の
は
も
う
数

年
ぶ
り
だ
ろ
う
な

 
亜
狛

さ
て
俺
達
も
仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
か
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耶
狛

だ

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
地
獄
の

特
な
匂
い
を

り
つ
つ
も

を
怠
ら
ず
に
進
む

と 
妖

キ

ハ
ハ
ハ

 
妖

わ

い

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
あ
れ

て

 
亜
狛

あ

地
獄
に
生

す
る
妖

達
だ
な

 
や
は
り
こ

ち

に
い
る

て
感
じ
だ
よ
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

の
妖

が

方
に
近
づ
い
て
く
る

そ
の
妖

は

と
き
わ
目
立
つ

と

の
ハ
デ
ハ
デ
な
道
化
師
の
よ
う

な
服
を
着
て

手
に

明
を
持
つ
妖

の
少
女
そ
れ
は

 
ク
ラ

あ
れ

お
前
達

て
ど
こ
か
で

 
ヘ
カ

テ

ア
の
部
下
の
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
だ

過
去
に
耶
狛
に

さ
れ
お
ご
ら
さ
れ
た
時

に
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
る

 
亜
狛

お
久
し
ぶ
り
で
す

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
さ
ん

 
耶
狛

や

ク
ラ
ち

ん
元
気
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ク
ラ

あ

や

り
そ
う
だ
理
久
兎
の
と
こ
ろ
の

 
ど
う
や
ら
や

と
思
い
出
し
た
み
た
い
だ
な

 
ク
ラ

何
で
こ
ん
な
所
に
い
る
ん
だ
い

な
に

発
狂
し
て

 
来
て
る
の

 
亜
狛

ま

あ
る
意
味
で
正
気
の

で
は
な
い
で
す

 
耶
狛

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
ち

ん
ヘ
カ
ち

ん
は

 
何
処
に
い
る
の

マ
ス

か
ら
手
紙
を

て
い

 
る
ん
だ
け
ど

 
ク
ラ

お

な
ら
こ

ち
だ
着
い
て
き
な

 
そ
う

う
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は
案
内
を
始
め
る

 
亜
狛

行
こ
う
か

 
耶
狛

う
ん

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
も
ま
た
動
き
始
め
る
の
だ

た
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怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
こ
う
み
る
と
和
や
か
な
感
じ
じ

な
黒
⻯
の

 
小

は
除
い
て

 
怠
惰

黒
さ
ん
は
仕
方
な
い

元
か
ら

の
気
の
多
い
男

 
だ
か
ら

 

 

い
や

の
気
が

す
ぎ
て
月
の
者
も

し
て
お

 
る
じ

ろ

 
怠
惰

正
直
な
話
で

う
と

黒
さ
ん
が
一
番
の
問

 
だ
か
ら
仕
方
な
い

 

 

耶
狛
で
は
な
い
ん
じ

な

 
怠
惰

あ
れ
は
礼
儀
を
覚
え
な
い
だ
け
だ
し
亜
狛
は
初
対

 
面
の
者
に
は

本
的
に
は
不
信
そ
し
て
黒
は
ム
カ

 
つ
け
ば
す
ぐ
殺
る
ん
だ
よ

 

 

い
や
怖
す
ぎ
じ

ろ

 
怠
惰

だ
か
ら
理
久
兎
達
に
関
わ
る
な
ら
出
来
れ
ば
耶
狛
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か
ら
関
わ
る
こ
と
が
お
す
す
め
だ
よ
ま

や
り
す

 
ぎ
る
と
亜
狛
に

ら
れ
る
け
ど

 

 

救
い
が
な
い
の

 
怠
惰

仕
方
な
い

理
久
兎
の
従
者
達
は
ど
い
つ
も
こ
い

 
つ
も

の
気
が
多
す
ぎ
る
か
ら

さ
て
時
間
も
そ

 
ろ
そ
ろ
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

じ

な
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
４
６
話
 
地
霊
殿
は
大
惨
事

 
こ
ん
ば
ん
は
そ
し
て
お
久
し
ぶ
り
で
す
読
者
様
何
十
日
近
く
失

し
て
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪

魔
で
す

リ
ア
ル
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
事
が
多
々
と
あ

た
た
め
気
が

ら
ず
ず

と
書
い
て

ま
せ
ん
で
し
た

本
当
に
申
し
訳
な
い
で
す

そ
の
理
由
は
後
書
き
に
あ
り
ま
す
が
最

愚

に
な

て
お
り
ま
す
の
で
見
た
く
な
い
な
ら
飛
ば
し
て
く
だ
さ
い

そ
れ
で
は
久
し
ぶ
り
に
本
編

へ
ど
う

 
や
る
べ
き
事
務
仕
事
を
終
え
た
自
分
は
大
き
く

中
を

ば
す

 
理
 

う

ん
は

終
わ

た

 
こ
う
い

た
事
務
仕
事
は
も
う

れ
て
は
い
る
が
や
は
り
多
い
と
面

く
さ
い

そ
う
い
え
ば

さ
と
り
達
は
あ
の
後

来
な
か

た
け
ど
大
丈
夫
か
な

 
理
 

様
子
見
を
し
て
お
く
か

 
と
り
あ
え
ず
立
ち
上
が
り
皆
の
様
子
を
見
る
た
め
に
部

の

を
開
け
た
直
後
自
分
の
目
の
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前
を
無
数
の
動
物
達
が

シ

で

断
す
る

そ
し
て
動
物
達
が
去

た
後
か
ら

 
お

コ
ラ

暴
れ
ま
わ
る
な
ら
外
で
や

て

 
お
空

う
こ
と
聞
か
な
い
と
こ
れ
を
撃
つ

 
そ
う

う
と
制
御
棒
を

え
る
と
先
が
光
輝
き
始
め
る

彼
奴
こ
こ
で
あ
ん
な
物
を
ぶ

な

す
気
か

正
気
の

じ

 
理
 

お

に
お
空
そ
こ
で

ま
れ

 
と

ぶ
と

人
は
ピ

リ
と

ま
る

そ
し
て

方
を

や

を
流
し
な
が
ら
見
て
く
る

 
理
 

何
し
て
ん
だ
お
前
た
ち

 
お

い

い
え

ト
達
が
運
動
会
を
始
め
ま
し
て

 
お
空

そ
し
た
ら
地
霊
殿
の
中
が

で

 
お

お

お
空

 

て

チ
ラ
リ
と
後
ろ
を
見
る
と

ト
達
の

跡
が
カ

ト
を

し

は

だ
ら
け
で

紙
は

れ
更
に
は
置
物
な
ど
も

れ
て
た
り
と
も
う
目

だ

 
理
 

 
お

え

え

と
ご
め
ん
な
さ
い
直
し
て
お
き
ま
す
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お
空

ご
め
ん
な
さ
い
理
久
兎
様

 
理
 

い
や
俺
は
良
い
ん
だ
が
さ
と
り
が
な

 
さ
と
り
が
何
て

う
か
だ
よ
な

そ
れ
に
お

と
お
空
で
は

紙
だ
と
か
は
直
せ
な
い
し
そ
れ

は
専
門

者
⻤
達
に
頼
む
し
か
な
い
か
ら
な

 
理
 

そ
こ
は
後
日
に
俺
が

者
に
依
頼
し
て
お
く
だ
か
ら

 

人
は

ト
達
を
地
霊
殿
の
外
に
追
い
出
せ
そ
れ

 
か
ら

方
は

け
て
く
れ

 
お

了
解

 
お
空

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

て
い
る
と

ト
達
が
再
び
こ
ち
ら
へ
と

シ

で
向
か

て
く
る

や
れ
や
れ

と
思
い
な
が
ら

 
理
 

て
め

ら
外
で
や
れ

 
と
殺
気
を

く

め
て

た

間

ト
達
は

え

え
な
が
ら
後
ろ
へ
と
向
か

て

シ

し
て
い

た

 
理
 

た
く
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お

お

お

か
な
い

理
久
兎
さ
ま
は

 
お
空

う

う
ん

 
い
や
お
前
達
ま
で
ビ
ビ

て
た
ら

目
だ
ろ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
後
は
頼
む
な
期
待
し
て
る
よ

 
と

う
と
お

と
お
空
は

い
た
か
の
よ
う
な
表
情
を
し
て
互
い
に
目
を
合
わ
せ

く
と

 
お

は
い

お
任
せ
下
さ
い
理
久
兎
様

 
お
空

う
ん
任
せ
て

 
そ
う

い

ト
達
を
追
い
か
け
て
い

た

 
理
 

や
れ
や
れ

と
り
あ
え
ず
さ
と
り
に
報
告
だ
な

 
と

き

に
い
る
で
あ
ろ
う
さ
と
り
の
元
へ
と
向
か
う

そ
し
て

に
出
る
と

 
理
 

な

何
じ

こ
り

 
先
程
ま
で
の
整

た

か
ら
一
変
し
禍
々
し
い

へ
と
変
化
し
て
い
た

花
々
は
毒
々
し
く
不

気
味
な

に
変
化
し
中
に
は

を
変
え
て
い
る
も
の
も
あ
り
そ
の
見
た
目
は
ま
る
で
食

植
物
の

よ
う
な
見
た
目
に
な

て
い
た

 
理
 

て
さ
と
り
は
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こ
の
原
因
を
作

た
で
あ
ろ
う
さ
と
り
を
探
す
と
少
し
先
に
見

れ
た

が

だ
け

ち
て

い
た

そ
の
上
を
見
上
げ
る
と
そ
こ
に
は

を
出
し
な
が
ら
大
き
く

を

ら
ま
せ
た
植
物
が

あ
り
口
ら
し
き
部
分
か
ら
見
た
こ
と
の
あ
る

下
が

か
れ
て
い
る

が

方
だ
け
出
て
い
た
が

チ

ル
リ
と

わ
れ
モ
グ
モ
グ
と
植
物
が
動
き
出
す

 
理
 

お

お
い
お
い
ま
さ
か

 

 

 
ま
さ
か
だ
と
は
思
う
が
思
い
た
く
は
な
い
ん
だ
け
ど
な

を

り
上
げ
て

 
理
 

さ
と
り
そ
こ
に
い
る
の
か

お

い

い
る
な
ら

 
返
事
を
し
て
く
れ

 
と

を
あ
げ
る
と
そ
の

は
大
き
く
暴
れ
る

ど
う
や
ら
や

り
そ
こ
に
い
る
み
た
い
だ

な 
理
 

待

て
ろ
す
ぐ
助
け
る

 
断
罪
神
書
か
ら
黒

を
取
り
出
し
一
気
に

け
出
し

 
理
 

ふ
ん

 
そ
の
植
物
の

を
切
断
す
る

斬

た
感
想
と
し
て
は

く

シ
リ
と
し
た
感
じ
で
ま
る
で

大
き
な

を
斬

た
か
の
よ
う
な
感
覚
だ

そ
し
て
斬

た
植
物
は
地
面
に

ち
る

そ
の
ま
ま
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す
ぐ
に

を
斬
る
と
中
か
ら

 
さ
と

う

う
う

 
全
身

ま
み
れ
の
さ
と
り
が
出
て
き
た

や

り

食
さ
れ
て
い
た
み
た
い
だ

 
理
 

大
丈
夫
か
さ
と
り

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 
と
り
あ
え
ず
手
を

す
と
さ
と
り
は
自
分
の
手
を

み
立
ち
上
が
る

ま
み
れ
に
な

て

い
る
さ
と
り
の
手
は
ぬ
る
ぬ
る
と
し
て
い
て
何
と
も

え
な
い
感

だ

そ
れ
に
さ
と
り
か
ら
流

れ
る
妖
力
が
少
な
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る

 
理
 

本
当
に
大
丈
夫
か

 
さ
と

え

少
し
ふ
ら
つ
き
ま
す
が

そ
れ
よ
り
も

ト

 

ト
の
ぬ
る
ぬ
る
で
そ
れ
に

い
も

 
理
 

後
で
風
呂
に
入
ろ
う
か

 
そ
こ
は
さ
て
お
き
で
少
し
ふ
ら
つ
く
か

恐
ら
く
妖
力
を

収
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
な

そ
し
て

う
だ
け

た
ら
最
後
は

か
す
な
り
し
て
お
い
し
く
い
た
だ
く

て
感
じ
の
植
物
な
ん
だ
ろ

う
な

し
か
し
何
で
ま
た
あ
ん
な
物
が
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理
 

何
が
あ

た

 
さ
と

水
を
あ
げ
終
え
て

料
を
あ
げ
て
い
た
ら
突
然

視

 
界
が
真

暗
に
な

た
と
思

た
ら
気
づ
い
た
ら
あ

 
の
中
に
い
ま
し
て

 
つ
ま
り

後
か
ら

ク
リ
と
や
ら
れ
た

て
感
じ
か

チ
ラ
リ
と
花

の
近
く
見
る
と

が

ち
て
い
た

 
理
 

あ
の

は

 
さ
と

料

で
す
元
気
が
な
さ
そ
う
な
の
が
あ

た
の
で

 

料
を
あ
げ
た
ら

 
理
 

料

そ
う
い
え
ば

 
こ
こ
で
ふ
と
思
い
出
す

昔
に
黒
が
特

料
を
作

た
と
か
い
う
話
を

れ
た
植
物
を
再

び
元
気
に
さ
せ
る
が
あ
げ
す
ぎ
る
と
大
変
な
事
に
な
る
と
ん
で
も

料
の
話
を

恐
ら
く
そ
れ
を

て
使

た
結
果
が
あ
れ
か

す
る
と
斬

た
植
物
か
ら
再
び
花
が

く
と

を

か
せ

方

へ

え
て
く
る

 
さ
と

な

何
て
生
命
力
な
ん
で
す
か
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理
 

こ
れ
は
雑

よ
り

で

な

 
あ
の
植
物
を
あ
の
ま
ま

し
に
す
れ
ば

ト
達
に
も

が

び
か

な
い

こ
こ
で
処

理
し
た
方
が
良
い
な

 
理
 

ち

ど
う
や
ら
こ
れ
は
俺
が
後

け
す
る
し
か
な

 
さ
そ
う
だ
な

さ
と
り
は
下
が
れ

 
さ
と

い
え

手
伝
い
ま
す
こ
れ
は

い
た
私
が
自
分
で

 
り
取
ら
な
け
れ
ば

 

 
理
 

だ
が
今
の
お
前
に
何
が

 
さ
と

そ
れ
で
も
で
す

 
チ

ロ
い
く
せ
し
て
こ
う
な
る
と
頑
固
だ
か
ら
な

下
が
れ
と
い

て
も
こ
う
な

た
さ
と
り

は
絶
対
に
聞
か
な
い
ん
だ
よ
な

 
理
 

は

分
か

た

た
だ
し
無
理
だ
け
は
す
る
な
よ

 
無
理
だ
と
思

た
ら
下
が
れ

 
さ
と

え

分
か

て
ま
す
よ
私
も

て
理
久
兎
さ
ん
の

 

手
ま
と
い
に
な
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
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理
 

気
の
強
い
こ
と
で

な
ら
や
る

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
地
霊
殿
で
は
名
状
し
が
た
き
植
物
と
の
戦
い
が
幕
を
開
け
た
の
だ

た

 
怠
惰

お
久
々
で
す
皆
様

 

 

怠
惰
よ
何
が
あ

た
ん
じ

何
十
日
も
失

し
て

 
お

て
か
ら
に

 
怠
惰

い
や

ハ
ハ
ハ
ま

リ
ア
ル
で

々
と
あ

て

 
そ
れ
が
原
因
で
ス
ラ
ン
プ
に
な

て

 

 

前
書
き
通
り
の
ス
ト
レ
ス
か

 
怠
惰

え

ま

ク
ソ
ゴ
ミ

当
教
師
の

分
け
で

 
の
自
分

上
主
義
の
ゴ
ミ

と
組
ま
さ
れ
て

 
そ
い
つ
の
ウ
ザ

た
い
文
句
の
数
々
や

そ
れ
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か
ら
人
の
意
見
を
全

定
し
て
い
ら
ぬ
修
正
等
々

 
で

き
込
ま
れ
て
怒
ら
れ
ク
ソ
ゴ
ミ
エ
コ

イ
キ

 

当
教
師
か
ら
は
嫌
み
を

わ
れ
続
け
ス
ト
レ
ス

 
が

ま
り
続
け
て

 

 

う
わ

 
怠
惰

こ
こ
で

う
の
も
あ
れ
だ
け
ど

わ
せ
て
も
ら
う

 

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

く
殺
意
の
波
動
に
目
覚

 
め
か
け
た

何
度

か
ら
突
き

と
し
て

 
や
ら
う
か
と
思

た
ぐ
ら
い
に

 

 

お
い
お
い

が
怖
い

 
怠
惰

因
み
に
そ
い
つ
ら
の
不

が
あ

た
ら
聞
こ
え
る

 
よ
う
に

で

た
り
も
し
て
や

た
け
ど

 

 

も
は
や
愚

じ

な

 
怠
惰

ま

ま

そ
れ
も
も
う
終
わ
り
だ
か
ら
少
し
は

 
楽
に
な

た
け
ど
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な
ん
か
や

て
る
事
が
子

じ

な

 
怠
惰

子

じ

な
い
や
い

あ

そ
い
つ
ら
思
い
出
し

 
た
だ
け
で
も
ム
カ
つ
い
て
き
た
と
り
あ
え
ず
こ
ん

 
な
感
じ
だ
け
ど
終
わ
り
に
し
よ
う
か

 

 

じ

じ

な

う
む
そ
う
し
よ
う

そ
れ
で
は

 
読
者
様

今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

明
日
も
こ
れ
ま
で
通
り
投
稿
す
る
の
で
よ
ろ
し
く

 
お
願
い
し
ま
す

 

 

そ
れ
で
は
読
者
様

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
５
４
７
話
 
植
物
退
治

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
バ
イ
オ
の
リ
メ
イ
ク
新
作
が

月
に
出
る
の
を
知
り
ネ
メ
シ
ス
か

と

い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

オ

ラ
ク
で
戦

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が

ト
リ
ン
グ
が

い
ん
だ
よ
な

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
旧
都
に
あ
る
地
霊
殿
そ
こ
は
普

は
静
か
で
聞
こ
え
て
も
動
物
達
の
鳴
き

ぐ
ら
い
な
の
だ
が

今
は
違
う

 
植
物

 
さ
と
り
の
ち

と
し
た
手
違
い
で
誕
生
し
た
こ
の
怪
物
プ
ラ
ン
ト
は

を
上
げ

び
る

を

る
い

の
よ
う
に

撃
し
て
く
る

 
理
 

け
る

 
さ
と

は
い

 
お
互
い
に

の

撃
を

け
る
と
自
分
は
断
罪
神
書
か
ら
レ
ク
イ
エ
ム
を
取
り
出
し
そ
の
ま
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ま
引
き
金
を
引
き
発

し
さ
と
り
は
弾
幕
を

つ

そ
れ
ら
は
見
事
に
怪
物
プ
ラ
ン
ト
に
直
撃
す

る 
さ
と

や
り
ま
し
た
か

 
理
 

さ
と
り

そ
れ
は
お
約
束
的
な
あ
れ
だ
か
ら

わ

 
な
い
で
も
ら

て
も
良
い
か
な

 
さ
と

あ

 

が
な
く
な
る
と
弾
け
飛
ん
だ
植
物
は
再
び
再
生
し
気
味
の
悪
い

を
し
た
ラ
フ
レ
シ
ア
の

よ
う
な
花
を
再
び

か
せ

 
植
物

 

を
飛
ば
し
な
が
ら
再
び
大
き
な

を
上
げ
る

と
い
う
か
見
て
み
る
と
花

の
場
所
に

は

が
ぎ

し
り
と
生
え
て
い
て
さ
な
が
ら
何
か
の
ウ

ル
ス
で
発
生
し
た
植
物
モ
ン
ス

み

た
い
だ

 
さ
と

 
理
 

さ
と
り

あ
の
怪
物
を
簡
単
に

け
る
方
法

 
が
あ
る
け
ど
や

て
良
い
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さ
と

と

い
ま
す
と

 
理
 

こ
う

空
紅
で

く

 
さ
と

メ
で
す

そ
し
た
ら
こ
こ
ら
一

が

け

原

 
に
な
り
ま
す

 
理
 

で
す
よ

 
空
紅
の
全
発
火
能
力
の
解

の
火
力
は

ン
ト
ツ
的
だ
が
問

は

の

が
規
格
外
に
大

き
く
こ
こ
で
撃
て
ば
地
霊
殿
は
火
事
で

け
跡
に
な
る
ん
だ
よ
な

何
て
事
を

い
つ
つ

え
て

い
る
と
怪
物
プ
ラ
ン
ト
は
そ
の
花

か
ら
無
数
の
何
か
を
飛
ば
し
て
く
る

 
理
 

天

 
さ
と

く

 

座
に
レ
ク
イ
エ
ム
か
ら
天

へ
と
代
え
弾
き
飛
ば
し
さ
と
り
は

リ

リ
回

で

け

る 
理
 

大
丈
夫
か

 
さ
と

え

リ

リ
で
し
た
が

て

 
理
 

ん

う
げ
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先
程
の
飛
ば
し
た
何
か
は
地
面
で
発

し
ム
ク
ム
ク
と
巨
大
化
し
植
物
の
人

へ
と
進
化
す

る

は
人
だ
が
異

的
な
大
き
な
花

の

は
花
開
き
そ
の
気

悪
い

を
の

か
せ
る

一

で

う
な
ら
不
気
味
な
怪
物
だ

 
理
 

さ
と
り

こ
こ
は
お
空
の
核

合
の
一
撃
で

 
さ
と

そ
れ
こ
そ

目
で
す

そ
ん
な
の
撃

た
ら
旧
都

 
は
綺

さ

り
消
し
去
り
ま
す
よ

 
理
 

だ
よ

と

 
花
人

グ

ル
ル
ル

 
花
人
間
達
は
怪
物
プ
ラ
ン
ト
同
様
に
体
の

を

ば
し
て

撃
し
て
く
る
が
当
た
る

リ

リ

で
体
を
反
ら
し
て

け
る

だ
が
追
撃
と

わ
ん
ば
か
り
に
怪
物
プ
ラ
ン
ト
が
さ
と
り
へ
と
目
掛

け
て
紫

の

を
飛
ば
し
て
く
る

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 
当
た
る

リ

リ
で
空

を

開
さ
せ
さ
と
り
を
守
る

 
さ
と

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

あ

て
お
い
お
い
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空

へ
と
当
た

た
紫

の

体
は

を
上
げ
地
面
へ
と

た

体
は
ま
た

を
上
げ
地
面

の

イ
ル
を

か
す

こ
れ
は
ま
さ
か
強

的
な

毒
だ
よ
な

あ
ん
な
も
ん
当
た

た
ら

ど
こ
ろ
か

ま
で

か
し
て

に
な
る

こ
れ
を
間
近
で
見
た
さ
と
り
は

を

く
さ
せ
る

 
さ
と

り

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

こ
れ
は

バ
イ

 
ど
う
に
か
し
て
打
開
策
を

え
な
い
と

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
間
に
も
花
人
間
達
は
体
か

ら
無
数
の

を
生
や
す
と
そ
れ
を
容

な
く
飛
び
散
ら
せ
て
く
る

 
理
 

ざ
け
ん
な

 
天

を
回
し

を
弾
く
が
そ
れ
に
続
い
て
怪
物
プ
ラ
ン
ト
が
強

毒
を

て
く
る

そ
れ

を
天

で
弾
き
飛
ば
し
植
物
人
間
に
当
て
る
と

 
花
人

グ

 
花
人
間
の
花
は

れ
や
が
て

れ
る
と

に
な

て
消
え
る

 
さ
と

そ
う
で
す

元
々
は
植
物
す
な
わ
ち

 
理
 

除

か

 
そ
う
だ

た
こ
い
つ
ら
は
こ
ん
な
気
持
ち
悪
い
見
た
目
だ
が
元
々
は
植
物

つ
ま
り

学
的
な
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薬
物
で
あ
る
除

は
弱
点
だ

 
さ
と

し
か
し
た
だ
の
除

が

 
理
 

大
丈
夫
そ
れ
な
ら

え
が
あ
る

だ
が
問

な
の
は

 
ど
う
や

て
除

を
取
る
か
だ

 
さ
と

え

あ
る
ん
で
す
か

 
理
 

あ

料
部

の
奥
だ

 
そ
う
除

が
あ
る
の
は
こ
の
先
の

料
な
ど
が
置
い
て
あ
る
部

の
一
番
奥
だ

何

一

番
奥
な
の
か

簡
単
だ
ま
ず
使
わ
な
い
か
ら
だ

も
し
か
し
た
ら
使
う
か
も
と
思
い

だ
け

買

て
あ

た
ん
だ
が
結

は
使
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
奥
に
と
い
う
事
な
の
だ

だ
が

心
な
の
は

そ
こ
じ

な
い

ま
ず
ど
う
や

て
行
く
か
だ

な
に
せ

 
植
物

 
怪
物
プ
ラ
ン
ト
が
そ
の

の
す
ぐ
近
く
で
そ
の
花

を

か
せ
て
い
る
か
ら
だ

そ
れ
に
花
人

間
達
の

も
あ
り
容

に
は
突

で
き
な
い

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
私
が
除

を
引

り
出
し
ま
す

 
だ
か
ら
そ
れ
ま
で
の
援

を
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
で
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し

う
か

 
理
 

や
れ
や
れ
そ
れ
し
か
な
い
よ
な
分
か

た
援

 
す
る

 
さ
と
り
へ
と
近
づ
き
空

を
解
き

き

え
一
気
に

け
出
す

花
人
間
達
は
そ
の

を

ば

し

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
が

 
さ
と

想
起
 
反
す
る
者
へ
の
執
行

 
さ
と
り
は
ス

ル
を
唱
え
る
と
自
分
の

り
に
黒
い

が

つ
か
か
生
成
さ
れ
る
と
飛
び
交
い

そ
れ
ら
は
花
人
間
達
の
頭
に
突
き

さ
り
花
人
間
達
を

し
て
い
く

 
理
 

や
る

 
さ
と

伊
達
に
皆
さ
ん
の
心
は
読
ん
で
ま
せ
ん
よ

 
と
な
る
と
こ
れ
は
元
々
は
黒
の
ス

ル
だ
な

そ
れ
を
想
い
起
こ
し
た

て
事
か

流

は
さ

と
り
だ

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
間
に
も

へ
と
近
づ
い
て
く
る
が
そ
の
上
に

く
怪
物
プ
ラ

ン
ト
は
強

毒
を
無
数
に
花

か
ら

て
く
る

 
理
 

そ
れ
し
き

断
罪
の

 
断
罪
神
書
か
ら
魔
法
の

を
出
現
さ
せ
強

毒
を
弾
き
飛
ば
す
が
そ
の
飛

が
服
に

着
し



 第５４７話 植物退治

を
上
げ
て

も
少
し

か
し
て
く
る

 
理
 

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

安
心
し
ろ
お
前
に
は
吹

掛
け
な
い
よ
う
守
る
か
ら

 
な

 
そ
し
て
そ
の
ま
ま
一
気
に
突

切
り

に
向
か

て
ラ
イ

キ

ク
を
ぶ
ち
当
て

し
さ

と
り
を

り
投
げ
る

 
理
 

頼
む

 
さ
と

は
い

 
奥
へ
と
向
か
う
の
を
見
送
り

り
替
え
る
と
花
人
間
達
が

く
り

く
り
と
お
ぼ
つ
か
な

い

取
り
で
近
づ
い
て
く
る

 
理
 

こ
れ
が
バ
イ
オ

ザ

ド
な
ら
死
ん
で
る
か
も
な

 
来
い

 
さ
と
り
が
除

を
出
す
ま
で
時
間
を

ぐ

そ
の
た
め
に
も
こ
こ
か
ら
先
へ
は
一
歩
た
り
と

も
進
ま
せ
な
い

花
人
間
達
は
体
か
ら
無
数
の

を
生
成
さ
せ
飛
散
さ
せ
る
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理
 

断
罪
神
書

 
断
罪
神
書
を
巨
大
化
さ
せ
そ
れ
を

に
し
て

撃
を
防
ぐ

そ
し
て
今
度
は
植
物
プ
ラ
ン
ト

が
強

毒
を

て
く
る

断
罪
神
書
を

げ
再
び
レ
ク
イ
エ
ム
を
取
り
出
し

 
理
 

く
ら
う
か

 
飛
ん
で
く
る
毒

に
レ
ク
イ
エ
ム
を
発

し

撃
を
防
ぐ

 
理
 

さ
と
り
ま
だ
か

 
さ
と

あ
り
ま
し
た
よ
理
久
兎
さ
ん

 
そ
う

い
さ
と
り
は
大
き
な
プ
ラ
ス
チ

ク
の
容

を
持

て
く
る

そ
れ
に
は
強
力
除

と
書
か
れ
て
い
た

間
違
い
な
く
そ
れ
だ
な

 
理
 

そ
の
蓋
を
開
け
ろ

 
さ
と

は
い

 
蓋
を
開
け
た
の
か
強

な
薬
品

が
漂
う

座
に
人

し
指
を
指
で

み
切
り

を
出
す

と 
理
 

ル

ル
を
制
定
す
る
こ
の

る

は

を

う
力

 
を

る
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と

う
と
胸
ポ

ト
の

が
何

か

れ

る

は
光
輝
く

 
理
 

そ
れ
を
蓋
ご
と
く
れ

 
さ
と
り
か
ら
そ
れ
を

い
薬
品
の
中
に
自
身
の

を
入
れ
蓋
を
閉
め
て

て

る

そ
し

て 
理
 

さ
と
り
今
度
は
お
前
が
援

を
し
て
く
れ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た

 
そ
う

い
レ
ク
イ
エ
ム
と
薬

の
入

た
プ
ラ
ス
チ

ク
容

を
持

て

け
出
す

花
人
間

達
が

や

を
使
い
自
分
の
進
む
進

を

し
て
く
る
が

 
さ
と

想
起
 
飛
行
中
ネ
ス
ト

 
無
数
の
光
の
玉
が
出
現
し
そ
れ
ら
は
花
人
間
へ
と
直
撃
し
て
い
き
道
が
切
り
開
か
れ
る

 
さ
と

行

て
く
だ
さ
い

 
理
 

あ
い
よ

 
一
気
に

け
て
怪
物
プ
ラ
ン
ト
の
前
へ
と
来
る
と

し
そ
の
口
に
目
掛
け
て

 
理
 

そ
ら
よ

 
薬

が
入

た
プ
ラ
ス
チ

ク
容

を
花

に
目
掛
け
て
ぶ
ん
投
げ
る

そ
し
て
レ
ク
イ
エ
ム
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を

え

 
理
 

く
た
ば
り
や
が
れ

 
バ

ン

 
引
き
金
を
引
き
発

し
プ
ラ
ス
チ

ク
容

に
直
撃
さ
せ
る
と
そ
れ
は

発
四
散
し
薬

が
飛

び
散
る
と
そ
の
薬

は
怪
物
プ
ラ
ン
ト
を

ら
し
て
い
く

 
植
物

 
物

い

び
を
上
げ
て
怪
物
プ
ラ
ン
ト
は

れ
て
消
え
去
り
同
時
に
花
人
間
達
も

々
に

れ

消
え
て
な
く
な
り

り
は

れ
た

が

る

 
理
 

こ
ん
な
も
ん
だ
な

 
さ
と

え

 
ふ
ら
つ
き

れ
そ
う
に
な
る
さ
と
り
を
す
ぐ
さ
ま

き

え
る

 
理
 

お

と
大
丈
夫
か

 
さ
と

は
い

少
し

れ
が

 
無
理
も
な
い
怪
物
プ
ラ
ン
ト
に
妖
力
を

わ
れ
更
に
は
こ
の
戦
い
で
妖
力
を
使

た
か
ら
な

 
理
 

少
し
休
も
う
か

部

ま
で
送
る
か
ら
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さ
と

は
い

で
す
が
黒
さ
ん

し
み
ま
す
よ

 
理
 

あ

 
こ
れ
は
ど
う
す
る
か
だ
な

最
悪
の
奥
の
手
も
あ
る
が
や
り
た
く
な
い
ん
だ
よ
な

だ
が
ま

帰

て
き
た
黒
が

し
む
姿
を
想

す
る
と
や
る
し
か
な
い
か

 
理
 

ま

何
と
か
し
て
み
る
よ

 
さ
と

何
と
か
な
る
ん
で
す
か

 
理
 

ま

 
何
と
か
は
な
る
だ
ろ
う

と
り
あ
え
ず
ま
ず
は
さ
と
り
を
休
ま
さ
せ
な
い
と
な

 
理
 

と
り
あ
え
ず
行
こ
う

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

へ
と

る
の
だ

た

 
怠
惰

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
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怪
物
プ
ラ
ン
ト
の

 
怠
惰

因
み
に
こ
れ
の
モ
デ
ル
は
バ

ピ

オ
ハ
ザ

ド
だ

た

 
り
し
て
い
ま
す

 

 

じ

と
思

た
わ
い
あ
の
見
た
目
か
ら

 
怠
惰

ま

バ
ピ

オ
ハ
ザ

ド
に
出
て
く
る
プ
ラ
ン
ト

 
そ
し
て
プ
ラ
ン
ト

を
モ
デ
ル
に
し
ま
し
た
あ

 
そ
れ
と
あ
く
ま
で
モ
デ
ル
に
し
た
だ
け
で
す
よ
な
の

 
で
サ
ボ
テ
ン
み
た
く

と
か
は
飛
ば
さ
な
い
で
す
の

 
で
ご
安
心
を

 

 

そ
こ
ま
で
聞
い
て
お
ら
ん
わ
い
し
か
し
あ
れ
か

 

で
出
て
く
る
奴
等
じ

よ
な

 
怠
惰

そ
う
だ

因
み
に
余
談
だ
け
ど
プ
ラ
ン
ト

は

 
リ
メ
イ
ク
前
と
後
で
は
だ
い
ぶ
姿
が
変
わ

て
い
た

 
り
し
て
い
ま
す

 

 

え

そ
う
な
の
か

シ
は
リ
メ
イ
ク
後
し
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か
や

て
お
ら
ん
か
ら
分
か
ら
ん
か

た

あ
の

 
植
物
人
間
で
は
な
か

た
の
か

 
怠
惰

当
時
の
姿
は
下
半
身
は
人
間

上
半
身
は

と
ツ

 

て
感
じ
な
ん
だ
よ

 

 

そ
う
じ

た
の
か

 
怠
惰

実
は
そ
う
な
ん
だ
よ
昔
に
動
画
で
リ
メ
イ
ク
前
の
物

 
を
見
て
た
か
ら

因
み
近

で
負
け
る
と
頭
を

か

 
さ
れ
る
と
い
う

撃
的
な
ゲ

ム
オ

バ

を
見
る

 
こ
と
に

 

 

お

お
う

 
怠
惰

し
か
し
バ
イ
オ
は
思
い
出
す
な

リ
ア
ル
怠
惰
さ
ん

 
が
小
学
生
の
時
に
父
親
が
バ
イ
オ

を
や

て
た
の

 
を

で
見
て
て
さ
ラ
ス
ボ
ス
が
勝
て
な
く

て
俺
に

 
コ
ン
ト
ロ

ラ

を
渡
し
て
き
た
の
を
今
で
も
思
い

 
出
す

そ
れ
が
ま

バ
イ
オ
デ
ビ

戦
だ

た
け
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ど

 

 

勝

た
の
か

 
怠
惰

最
初
は
負
け
た
け
ど
ま

目
玉
だ
と
か
に
シ

ト

 

ン
を
ぶ
ち
か
ま
し
て
本
体
の
目
玉
を
ナ
イ
フ
で

 
す
の
を

り
返
し
て
後
は
流
れ
に
任
せ
て
ロ

ト

 
ラ
ン
チ

で
エ
ン
ド
だ

た

 

 

よ
く
勝
て
た
の

 
怠
惰

あ
れ
は
ま
だ
簡
単
だ
よ
バ
イ
オ

の
ラ
ス
ボ
ス
戦
に

 
入
る
前
を

え
れ
ば

 

 

あ
れ
は

打
が

れ
る
か
ら

ス
じ

 
怠
惰

俺
も
だ
さ
て
時
間
も
過
ぎ
て
る
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
だ

 

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

ま
た
次
回

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
４
８
話
 
月
で
の
各
々
の
行
動

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様

オ

ロ
ニ
ア
の

チ

で
見
事
に
大

死
し
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

何

と
こ
ら
か

す
ら
来
な
い
の
か

ち
き
し

う
め

失
礼

そ
れ
で

は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
地
霊
殿
で
植
物
の
反
乱
が
起
こ

て
い
る
一
方
で
月
の
都
で
は

 
ド
レ

サ
グ
メ
様
は
こ
の
先
で
す
よ

 
黒
 

う

 
つ
い
に
サ
グ
メ
と
の
対
面
だ

わ
れ
た
先
へ
進
む
と
そ
こ
に
は

で
白

の
女
が
こ
ち
ら

を
見
て
い
た

 
黒
 

お
前
が
サ
グ
メ
か

 

神

 

て
こ
ち
ら
を
見
て

く
し
て

く
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黒
 

お
前
が
我
が
主

理
久
兎

大
能
神
に
手
紙
を
送

 
た
事
に

違
は
な
い
な

 
と

聞
く
と

て

く

 
黒
 

そ
う
か

お
前
少
し
は

た
ら
ど
う
だ

 
そ
う

う
と
後
ろ
に
い
る
ド
レ
ミ

が
申
し
訳
な
そ
う
に

 
ド
レ

申
し
訳
な
い
ん
だ
け
ど
サ
グ
メ
様
は
能
力
の
せ
い
で

 
あ
ま
り

り
た
が
ら
な
い
で
す
よ

 
黒
 

能
力

 
ド
レ

え

サ
グ
メ
様
の
能
力
は
口
に
出
す
と
事
態
を

転

 
さ
せ
る
程
度
の
能
力
で
し
て
無
闇
や
た
ら
に
発

を

 
す
れ
ば

々
と

転
し
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

 
黒
 

成
る
程

そ
れ
な
ら
ば
仕
方
な
い
な

 
な
ら
ば
仕
方
は
な
い

も
し
も
訳
も
知
ら
ず
に
こ
の
ま
ま
話
を
続
け
る
気
な
ら
キ
レ
て
殺

ち

ま
う
と
こ
ろ
だ

た

 
ド
レ

と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
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ド
レ
ミ

は
サ
グ
メ
に
主
か
ら
の
手
紙
を
渡
す

そ
れ
を
読
ん
だ
サ
グ
メ
は

い
た

を
す
る

と

方
を
見
て

 

神

そ
う

方
が

 
と

を
発
す
る

そ
の

は

き
通
る
程
の
な
め
ら
か
な

だ

聞
い
て
い
て
心
地
良
い

だ 
黒
 

う
聞
い
て
み
る
と
良
い

を
し
て
い
る
ん
だ
な

 

神

 

を

く
し
て
少
し
後
ろ
へ
と
下
が
る

い

た
い
何
な
ん
だ

 
ド
レ

う
わ

口
説
き

と
し
に
い
く

 
口
説
き

と
し
た
つ
も
り
は
な
い
ん
だ
が
な

 
黒
 

悪
い
が
口
説
い
て
は
い
な
い
た
だ
正
論
を

べ
た
だ

 
け
だ

 

神

そ

そ
う
そ
れ
よ
り
も
来
て
く
れ
た
事
に
感
謝
を

 
し
ま
す

え

と

 
黒
 

黒

そ
れ
だ
け
の
名
だ



 第二十五章 耶狛の冒険記

 

神

そ
う
で
す
か

 

コ
リ
と
頭
を
下
げ
て
き
た
た
め
自
分
も
会

程
度
で
下
げ
る

 
ド
レ

そ
れ
で
黒
さ
ん
現

の
月
の
状

は
分
か

て
は
い

 
ま
す
よ

 
黒
 

あ

主
か
ら
の

方
は
聞
い
た
そ
し
て
お
前
達
か
ら

 
し
た
ら
月
か
ら
幻
想
郷
へ
の

都
は
望
ん
で
い
な
い

 
と
い
う
こ
と
も
な

 
ド
レ

話
が

く
て
助
か
り
ま
す

ま

そ
の

都
す
る

 
に

た

が

 
ド
レ
ミ

の
向
け
る
視

の
先
を
見
る
と
そ
こ
に
は
地
獄
に
い
る
妖

達
が
飛
び
回

て
い

た 
黒
 

奴
等
か

 
ド
レ

え

普

は

狐

て
い
う

な
神
霊
が
い
て

 
そ
れ
が
度
々
に
襲
い
か
か

て
く
る
ん
だ
け
ど
月
の

 

者
達
が
何
と
か
知

を

り

て
追
い
返
す
ん
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だ
け
ど

 
黒
 

ど

 
ド
レ

今
回
は
更
に

な
事
に
地
獄
の

中
と
手
を
組
ん

 
で
い
て

奴
等
が
黒
く
光

て
い
る
の
は
見
え
る

 
か
い

 
遠
く
の
方
で
楽
し
そ
う
に
飛
ん
で
い
る
妖

を
見
て
み
る
と
そ
れ
は
黒
い
光
を

て
い
た

 
黒
 

あ

黒
く
禍
々
し
い
光
だ
ろ

 
ド
レ

そ
う
あ
れ
こ
そ

れ
だ
よ

れ
は
こ
こ
の
⺠
に
と

 
て
は
嫌
悪
感
を
与
え
る
物
が
で

あ
れ
を
受
け
る
訳

 
に
も
い
か
な
い
た
め
に
今
は
⺠
達
を
夢
の
世
界
に

 

さ
せ
て
い
る
ん
だ
け
ど

 
黒
 

も
う

界
に
近
い

だ
ろ

夢
と
は

神
を

ん
で

 
い
く
か
ら
な
そ
れ
も
生
身
な
ら

更
に
な

 
そ
う

う
と
ド
レ
ミ

は

い
た

か
ら
関
心
を

し
た

を
す
る

 
ド
レ

し
い
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黒
 

た
よ
う
な
事
を
し
た
か
ら
な

 
ま

お
陰
で
聖
に
会
え
た
ん
だ
が
な

 
ド
レ

あ
の
数
の

れ
は
月
の
⺠
に
は

毒
で

者
達
も

 
無
闇
に
手
が
出
せ
な
い

て
こ
と
さ

 
成
る
程
な

そ
れ
で
あ
の

れ
か
ら
逃
げ
る
た
め
に

都
す
る
計
画
や
ら
を
行

た
と
い
う
事

か

と
り
あ
え
ず
は
彼
奴
ら
を
追
い
出
す
の
が

先
的
に
な
り
そ
う
だ
な

 
黒
 

簡
単
に
よ
う
や
く
す
れ
ば
奴
等
を
追
い
出
せ
ば
良
い

 
だ
ろ

 
ド
レ

そ
の
通
り
な
ん
だ
け
ど

 
と

て
い
る
と

れ
を

た
妖

達
が
波
の
よ
う
に

の
方

か
ら
大

で

し

せ

て
く
る
の
が
見
え
る

こ
の
ま
ま
行
く
と
こ
の

に
ぶ
つ
か
る
な

 
黒
 

と
り
あ
え
ず
話
し
は
後
だ
こ

ち
に
来
て
る
妖

共

 
を

け
る

 
ド
レ

う
流

は
援

そ
れ
じ

仲

さ
ん
と

 
黒
 

い
ら
ん
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ド
レ

そ
う
い
ら

え

 
俺
が

め
た
者

で

え
ば
主
や
仲
間
の
亜
狛
や
耶
狛
達
な
ら
ま
だ
し
も
あ
ん
な
文
句
ば
か

り

い
そ
れ
で
い
て
実
力
も
よ
く
分
か
ら
ん
あ
ん
な
奴
な
ど

手
ま
と
い
だ

と
り
あ
え
ず
そ

の
ま
ま
飛
び
降
り
地
面
へ
と
着
地
す
る
と

 
仲

う

 
近
く
に
い
た
仲

が

く

 
黒
 

ふ
ん

 

で

い
自
身
の

を
影
で
変
化
さ
せ
ハ
ル
バ

ド
を
作
り
あ
げ

え
る
と

れ
を

た
妖

達
が
近
づ
い
て
く
る

ハ
ル
バ

ド
の
先

を

え

 
黒
 

理
に
反
す
る
者
は
全
て
こ
の
執
行
者
で
あ
る
俺
が
処

 

し
て
や
る
骸
共
こ
の
ゴ
ミ
共
を

け
る

 
骸
達

カ

 
仲

な
ら
私
も

 
黒
 

お
前
は
見
て
ろ
文
句
し
か

わ
ぬ

手
ま
と
い
風
情

 
が
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仲

な

 
黒
 

さ

執
行
の
時
間
だ

 
そ
う
し
て
黒
は
こ
の
戦
闘
も
と
い
執
行
を
行
う
の
だ

た

そ
し
て
時
間
は
少
し

り
月
の
海

が
あ
る
方

で
は

 
ク
ラ

こ
の
先
だ
よ

 
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
に
案
内
さ
れ
亜
狛
と
耶
狛
は
ヘ
カ

テ

ア
の
元
へ
と
向
か

て
い
た

そ

し
て
案
内
さ
れ
た

中
で
無
数
の
地
獄
の
妖

達
が
楽
し
く
遊
ん
で
い
た

 
耶
狛

わ

い
数

 
亜
狛

あ

異
常
レ

ル
で
な

 
こ
の
数
は
あ
る
意
味
で

と
し
か

え
な
い

数
百
う
ん
ぬ
ん
の
話
で
は
な
い

恐
ら
く

は
い
る
だ
ろ
う
な

 
ク
ラ

ら
こ

ち
こ

ち

 
亜
狛

あ

 
耶
狛

は

い

 
そ
し
て
こ
こ
か
ら
更
に
少
し
歩
き
先
へ
と
進
む
と
そ
こ
に
は

い
⻑

に
変
な
シ

ツ
そ
し



 第５４８話 月での各々の行動

て

つ
の
惑
星
の
よ
う
な
大
き
な
ア
ク

サ
リ

を
身
に
つ
け
た
女
性
が
立

て
い
た

 
ク
ラ

御
主
人
お
客
を
つ
れ
て
き
ま
し
た
よ

 

 

あ
ら
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
そ
れ
に

あ
ら

 
そ
の
者
の
匂
い
に
特

は
間
違
い
な
く
か
つ
て
旧
都
に
訪
れ
た
ヘ
カ

テ

ア
そ
の
も
の
だ

 
ヘ
カ

亜
狛
に
耶
狛
じ

な
い
お
久
し
ぶ
り

 
耶
狛

ヘ
カ

テ

ア
さ
ん
お
久
し
ぶ
り

金

に

め
た

 

て
事
は
イ
メ
チ

ン
を
し
た
の

 
ヘ
カ

ん

あ

こ
れ

こ
れ
は

 
頭
の
上
に

て
い
る

い

体
を
外
し

い

体
を

せ
る
と

が
知

て
い
る

へ
と
変
化
す
る

 
ヘ
カ

こ
う
い
う
こ
と
よ

せ
て
る
世
界
に
よ

て
私
の

 

や
性

も

ラ
リ
と
変
わ
る
の
よ

 
耶
狛

わ

そ
れ
じ

服
に
合
わ
せ
て

め
で
き
る
ん

 
だ

 
ヘ
カ

え

お
気
に
の
服
に
合
わ
せ
て
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亜
狛

お
気
に
の
服

て

 
ど
う
み
て
も
同
じ
変
な
シ

ツ
だ
よ
な

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は

い
し
な
が
ら
耳
元
で

 
ク
ラ

因
み
に
御
主
人
の
服
は
み
ん
な
あ
ん
な
感
じ

 
亜
狛

で
す
よ

 
や
は
り
そ
う
か

と
い
う
か
ま
と
も
な
服
は
な
い
の
か
よ

 
耶
狛

で
も
そ
の
服
そ
れ
も
特
に
そ
の
シ

ツ
の

ン
ス
は

 
良
い
よ

 
ヘ
カ

あ
ら

流

は
耶
狛

女
の

ン
ス
は
バ

チ
リ

 
じ

な
い

そ
う
だ

何
時
か
こ
れ
に

た
の
を
あ

 
げ
る
わ
ん

 
耶
狛

本
当

な
ら
何
時
か
外
界
に
行
こ
う
よ
そ

 
こ
な
ら
シ

ツ
に
合
う
小
物
と
か
も
あ
る
し

 
ヘ
カ

あ
ら
良
い
わ

 
と
耶
狛
と
ヘ
カ

テ

ア
の

ル

ト

ク
は
続
い
て
い
く

と
り
あ
え
ず
何
と
か
終
わ

ら
せ
て
話
を
進
め
な
け
れ
ば
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亜
狛

あ

え

と
ヘ
カ

テ

ア
さ
ん

 
ヘ
カ

ん

ど
う
か
し
た

 
亜
狛

ヘ
カ

テ

ア
さ
ん
に
こ
れ
を

 
そ
う

い
手
紙
を

し
出
す
と
ヘ
カ

テ

ア
は
受
け
取
り
そ
れ
を
見
る

 
ヘ
カ

ふ
む

理
久
兎
は
急

で
来
れ
な
い
と

 
亜
狛

え

な
の
で

 
耶
狛

私
達
が
来
ち

い
ま
し
た

 
ヘ
カ

そ
う

理
久
兎
が
来
れ
な
か

た
の
は

だ
け
ど

 
で
も
理
久
兎
が
心
か
ら
信
頼
す
る
従
者
を

人
も
よ

 
こ
し
て
く
れ
た
も
の
そ
れ
だ
け
で
も
嬉
し
い
わ

 
満
面
な

で
ヘ
カ

テ

ア
は
ニ
コ
リ
と

う

変
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
な
何
て
思

て

い
た
そ
の

間
ゾ

と
自
分
の

に
悪

が
走
る

り
向
く
と
そ
こ
に
は

 

 

ヘ
カ

テ

ア
そ
の
子
達
は

 
ヘ
カ

あ
ら

狐

 
⻑
い
金

の
女
性
こ
と

狐
と
呼
ば
れ
た
女
性
が
無
表
情
で

方
へ
と
や

て
く
る



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
亜
狛

 
亜
狛
は
無
意

に
も
後
ろ
へ
と
後
退
し
て
し
ま
う

 

狐

あ
ら

 
こ
の
時
に
亜
狛
は
思

た

生
で

て
き
た
勘
が
危
険
と
判
断
す
る
ぐ
ら
い
の

狐
は

で

れ
な
き
殺
気
の
持
ち
主
で
あ
る
と

こ
れ
は
下
手
す
れ
ば
マ
ス

の
殺
気
を

々
と

え
か

な
い
程
の

な
殺
気
で
あ
り
何
よ
り
も
自
分
の
手
は

え

や

が

ま
ら
な
い
の

だ 
ヘ
カ

ふ
ふ

す
る
わ

こ
の
子
達
は
私
の
友
人
の

 
理
久
兎

て
い
う
神
様
の
神
使
達
よ

 

狐

う
ヘ
カ

テ

ア
の

 
耶
狛

は

い

私
は
深
常
耶
狛
ち

ん
で
す

そ
れ
で

 

お
兄
ち

ん

 
亜
狛

し

深
常
亜
狛
で
す

 
無
表
情
で

方
を

と
見
て
く
る

と
て
つ
も
な
い
ぐ
ら
い
に
怖
す
ぎ
る

 
ヘ
カ

出
来
る

り
で

さ
せ
て
い
る

狐
の
殺
気
に

い
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わ

 
耶
狛

え

殺
気
な
ん
て
あ
る
の

 
ヘ
カ

 
ク
ラ

マ
イ

ス
だ

耶
狛

 
本
当
に
そ
の
マ
イ

ス
な
所
が

ま
し
い

り
だ

す
る
と

狐
は
ニ
コ
リ
と

い

 

狐

ふ
ふ

気
に
入

た
わ

出
来
る

り
で

し
て
い

 
る
の
だ
け
ど
そ
の
殺
気
に
気
づ
く
勘
の

さ
と
て
も

 

い
わ

 
亜
狛

え

あ

ど

ど
う
も

 
ニ
コ
ニ
コ
と

み
な
が
ら
こ
ち
ら
へ
と
近
づ
き

し
く
頭
を

で
て
く
る

な
殺
気
で

恐
れ
て
し
ま
う
が
そ
の
手
は
不
思
議
な
こ
と
に
と
て
も

し
い
手
で
気
持
ち
い
い

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
だ
け
ず
る

い

 

狐

ふ
ふ

い
ら

し

い

で
て
あ
げ
る
わ

 
耶
狛

わ

い

 
そ
う
し
て
自
分
達
は

狐
に
頭
を

で
ら
れ
る
と
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ヘ
カ

コ

ン
そ
ろ
そ
ろ
良
い
か
し
ら

 

狐

あ
ら
そ
う

 
そ
う

い
手
を

す
が

狐
は
何

か
ま
だ

り
た
そ
う
に
し
て
い
る
の
は
何

だ
ろ
う

 
ヘ
カ

意
外
に
も
気
に
入

た
の

 

狐

兄
妹

て

惑
の

り
心
地
だ

た
わ

 
そ
ん
な

り
心
地
が
良
い
も
の
な
の
か

 
耶
狛

エ
ヘ
ヘ
ヘ

 
亜
狛

そ
れ
で
ヘ
カ

テ

ア
さ
ん
話
し
と
は

 
ヘ
カ

え

話
し
は
簡
単
よ
月
の
都
を
本
格
的
に

め
る
わ

 
今
な
ら
亜
狛
に
耶
狛
も
い
る
し

 
耶
狛

ふ
む
ふ
む

 
亜
狛

分
か
り
ま
し
た

 
と

返
事
を
す
る
と

人
は
楽
し
そ
う
に

う

 

狐

な
ら
亜
狛
に
耶
狛

人
も

化
さ
せ
て
あ
げ
る

 
亜
狛

化
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ヘ
カ

ま

分
か
り
や
す
く
い
う
と
強
化
的
な

 
耶
狛

わ

 

狐

ふ
ふ

 
そ
う
し
て

狐
か
ら

た
れ
た
光
が
自
分
達
を

み
込
む
と
黒
く

い
光
が
体
か
ら
出
て
く

る 
耶
狛

う
ん
不
思
議
と
力
が
出
て
く
る

 
亜
狛

だ
な

 

狐

そ
れ
じ

ヘ
カ

テ

ア

 
ヘ
カ

え

進

す
る
わ
よ
ん
月
の
都
へ

 
そ
う
し
て
月
の
都
へ
と
進

が
開
始
さ
れ
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し

れ
た
の

 
怠
惰

い
や

ち

と

々
と
設
定
の
問

で
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ま

た
く
こ
や
つ
は

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

 

 

し
か
し

狐
か

で
聞
い
て
は
お

た
が
や
は
り

 
危
険
じ

な

 
怠
惰

ち

ん
が
危
険

て

う
の
珍
し
い

 

 

あ
や
つ
の
強
さ
は

が
違
う
ん
じ

あ
の
月
読
で
す

 
ら
恐
れ
て
お
る

異
の

つ
じ

か
ら
な

 
怠
惰

へ

 

 

ま

理
久
兎
達
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
思

て
は

 
お
る
が
な

 
怠
惰

ま

そ
こ
は

 

 

う
む

し
か
し
怠
惰
よ

チ

で
大

死
し
た
と
聞

 
い
た

プ

 
怠
惰

う

え

そ
う
で
す
よ

死
し
た
よ
そ
れ
が
何

 
だ
よ
こ
の
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う
わ

こ
や
つ
開
き
直
り
お

た

 
怠
惰

ち

ん

久
々
に
俺
の

チ
デ

キ
で
ボ
コ
ボ
コ

 
に
し
て
や
る
よ
選
び
な
よ
ど
の
デ

キ
が
良
い
か

 

 

こ
や
つ
大
人
げ
な
い

 
怠
惰

ハ
ハ
ハ

知
ら
ん
な

さ

来
い
せ
め
て

い
続
け

 
る
だ
け

て
楽
し
ま
せ
ろ
よ

最
後
は

し
ま
せ

 
な
が
ら
無
様
に
敗
北
さ
せ
て
や
る
よ

 

 

く

読
者
様
よ

シ
の
勇
姿
を
見
て
い
て
く
れ

 
そ
ん
な
訳
で
今
回
は
こ
こ
ま
で
じ

 
怠
惰

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く

 

 

そ
れ
で
は
さ
ら
ば
じ

 
怠
惰

バ
イ
バ
イ
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第
５
４
９
話
 
対
立
 
月
影
の
部
隊

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
専
門
学
生
生
活
も
も
う
じ
き
終
わ
り
を
迎
え
る
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で

す

そ
し
て
こ
れ
か
ら
先
は
仕
事
と
少
し

に
な
り
そ
う
で
す

何
は
と
も
あ
れ
高

生
活
が
一

番

楽
し
か

た
な

失
礼

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
理
久
兎
達
が
奮
闘
し
て
い
る
頃
月
の
都
で
は
黒
が

れ
を

た
妖

達
を

手
に
奮
闘
を

し
て
い
た

 
黒
 

失
せ
ろ

級
の
雑

妖

共
が

 
ハ
ル
バ

ド
を

る
い
突
風
を

き
起
こ
し
妖

達
を
吹
き
飛
ば
す

だ
が

 
妖

キ

ハ
ハ

 
妖

ス
ト
ロ
ン
グ

 
妖

ナ
ブ
リ

コ
ロ
シ
マ

ス

 

い

の

語
と
い
う
か

語
で
す
ら
な
い

葉
を

ち
な
が
ら

な

れ
を
持

た
妖
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達
が
再
び
向
か

て
く
る

雑
兵
の
ク

し
て
し
つ
こ
い

中
だ

 
黒
 

骸
共
フ

メ

シ

ン

 
骸

カ

 

い
身
の
こ
な
し
で

動
し
妖

達
を

い

む
よ
う
に

置
す
る
と

 
黒
 

シ

ド

モ
ン
ス

 
ハ
ル
バ

ド
を
突
き

し
能
力
を
解

す
る
と
骸
達
の
影
は

ら
め
く
と
そ
れ
は

き
出
て
異

の
怪
物
と
化
す

 
妖

オ

マ
イ
ゴ

ド

 
妖

イ
ン
ポ
シ
ボ

 
と
怪
物
達
に
ビ
ビ

て
い
る
が
そ
ん
な

⻑
に

い
て
い
て
い
い
い
の
や
ら

能
力
で
影
の

怪
物
を
動
か
し
妖

達
に
そ
の

を

る
う

 
ピ
チ

ン

ピ
チ

ン

 
妖

キ

 
妖

ク
レ
イ

 
妖

撤
退

撤
退
よ
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と

断
末
魔
の

鳴
を
あ
げ
な
が
ら
ピ
チ

ら
れ
た
妖

達
は
回
れ

を
し
て
逃
げ
て
い
く

 
黒
 

ふ
ん
造
作
も
な
い

 
ハ
ル
バ

ド
を
引
き

く
と
異

的
な
影
の
怪
物
達
は
骸
達
の

元
へ
と
消
え
元
の
影
へ
と

る 
黒
 

て
こ
い

 
と
指

を
出
す
と
骸
達
は

座
に
後
ろ
へ
と

び
隊

を
組
む
と

礼
を
す
る

見
た
感
じ

か
ら

は
な
し
ミ

シ

ン
コ
ン
プ
リ

ト
だ
な

そ
し
て
遠
く
で
見
て
い
る
仲

へ
と

り

返
り

 
黒
 

ふ
ん

こ
れ
が
俺
の
力
の
末

そ
れ
も
本
気
の

の

 

す
ら
な
い
末

的
な
力
な
訳
だ
が
俺
の
力
を

定

 
し
た

様
に
感
想
を
聞
こ
う
じ

な
い
か

 
仲

 
不
機
嫌
そ
う
な

を
し
た
仲

は
た
め

を

き

 
仲

実
力
だ
け
は

め
は
し
ま
す

 
黒
 

ふ
ん

結

だ
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互
い
に

み
合
う

ど
う
も
こ
い
つ
と
は
馬
が
合
い
そ
う
に
な
い

最
初
に
会

た
時
の
あ
の

態
度
そ
し
て
今
の
態
度
は
ど
う

え
て
も
俺
を
下
に
見
て
い
る

そ
し
て
主
へ
の

は
絶
対
に

許
さ
ん

こ
の
件
が

き
次
第
こ
い
つ
を
地
獄

底
の
奈

に

き

と
し
て
や
る

そ
う

思

て
い
る
と

 
ド
レ

お
見
事
お
見
事

 

チ

チ
と

い

の

手
を
し
つ
つ
ド
レ
ミ

が
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と

ち
て
く
る
と
地
面
に

着
地
す
る

 
ド
レ

い
や
は
や
あ
の
大

を
撤
退
さ
せ
る
と
は

 
黒
 

造
作
も
な
い

 
ド
レ

た
だ
仲

さ
ん
と
も
う
少
し
仲
良
く

 
黒
 

こ
ん
な
奴
と
は
あ
り
え
ん

 
仲

ド
レ
ミ

さ
ん
申
し
訳
な
い
で
す
が
な
い
で
す

 
と

た

間
に

間
に
シ

を

せ
双
方
は
再
び

み
合
う

 
仲

に

ら
な
ら
い
方
が
よ
ろ
し
い
で
す
よ

 
黒
 

お
前
が
な

そ
れ
と
そ
の
台

を

の
前
で
そ

く
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り
そ
の
ま
ま

て
こ
い

 
や
は
り
こ
い
つ
と
な
気
が
合
わ
な
い

 
ド
レ

ま

ま

と
り
あ
え
ず
は
サ
グ
メ
様
の
所
に

り
ま

 
し

う

方
の
事
は
信

は
し
ま
す
の
で

そ
れ
と

 
仲

さ
ん
も
来
て
く
だ
さ
い

 
仲

え

何

で
し

う
か

 
ド
レ

そ
ろ
そ
ろ
帰

て
く
る
頃
だ
と
思
う
の
で

 
仲

成
る
程
た
し
か
に
そ
う
で
す

か
し
こ
ま
り
ま
し

 
た

 
上

に
対
し
て
は
こ
れ
か

も
う
少
し

の
奴
に
対
等
に

せ
な
い
の
か

と
い
う
か
上

に

対
し
て
の
発

か
ら
思
う
の
は
主
の
元
で

け
て
良
か

た
と
常
々
と
思
う

あ
ん
な

し
す

ぎ
る

葉
遣
い
と
か
自
分
に
は
合
わ
な
い
か
ら
な

 
ド
レ

そ
れ
じ

行
き
ま
し

う
か

 
黒
 

あ

骸
共
は
こ
こ
で

し
て
い
ろ

 
と

骸
達
に
指

を
出
す
と

は
そ
れ

れ
散
開
す
る
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ド
レ

え
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

 
黒
 

ま

な

 

か
骸
達
の

は
元
々
は
月
の
⺠
達
の

み
た
い
だ
が

て
お
く
か

そ
う
し
て
自
分
達
は

サ
グ
メ
の
元
へ
と
向
か
う
の
だ

た

一
方

亜
狛
と
耶
狛
は
と
い
う
と

 
亜
狛

こ
う
し
て
み
る
と
京
の
都
を
思
い
出
す
な

 
耶
狛

 
ヘ
カ

テ

ア
達
に

れ
ら
れ
月
の
都
の
す
ぐ
近
く
へ
と
来
て
い
た

そ
し
て
目
に
写
る
都
の

を
見
て
京
の
都
を
思
い
出
し
懐
か
し
む

 
ヘ
カ

ふ
ふ

昔
の
日
本
は
こ
ん
な
感
じ
だ

た
と
聞
く

 
わ
よ
ん

 
耶
狛

う
ん
大
き
な
都
は

 
亜
狛

小
さ
な
所
で
は
こ
こ
ま
で
は

 
何
て

て
い
る
と
妖

達
の
大

が
都
か
ら

方
へ
と
向
か

て
く
る

そ
れ
に
ク
ラ
ウ
ン

ピ

ス
が
近
づ
き
そ
の
妖

達
と
何
か
を
話
す
と
こ
ち
ら
へ
と

て
く
る

 
ク
ラ

ご
主
人

候
部
隊
か
ら
報
告
だ
よ
あ
そ
こ
の
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に

神
と
そ
の
部
下
達
を
発
見
と
の
こ
と
な
ん
だ

 
け
ど

 
ヘ
カ

け
ど
何

 
ク
ラ

そ
の

候
達
が
月
で
は
見
た
こ
と
の
な
い

人
に

 
ボ
コ
さ
れ
て
撤
退
し
て
き
た

て

 
見
た
こ
と
の
な
い

人

ど
う
み
て
も
黒
さ
ん
だ

ど
う
や
ら
上
手
く
取
り
入

た
み
た

い
だ
な

 
耶
狛

わ

 
ヘ
カ

あ
ら
ら

ど
う
す
る
ん

狐

 
と

ヘ
カ

テ

ア
は

る

狐
に
聞
く
と
薄

い
を

か
べ
る

 

狐

変
わ
ら
な
い
わ
私
達
の
邪
魔
を
す
る
の
な
ら

が

 

手
で
も
殺
す
わ

 
そ
の
一

に
ゾ

と
す
る

狐
の

り
つ
く
よ
う
な

た
い
殺
気
は
正
直
な
話
で
気
味
が
悪

い

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
ヘ
カ

亜
狛
に
耶
狛
に
聞
き
た
い
わ
そ
の

人
に
月

の
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大
将
そ
し
て
第
一
目

の

神
に
勝
て
る
と
思
う

 
か
し
ら

 
あ
れ
こ
れ
ま
さ
か
ヘ
カ

テ

ア
に
は
バ
レ
て
い
る
の
か

だ
と
し
た
ら
自
分
達
の
行
動
も
と

え
る
と
耶
狛
は
口
を
開
き

 
耶
狛

行
け
る
と
思
う
よ

だ

て
ヘ
カ

テ

ア
さ
ん

 
も

狐
さ
ん
も
ク
ラ
ち

ん
そ
れ
に
お
兄
ち

ん

 
も
強
い
も
ん
行
け
る
よ

 
と

う
と

人
は
ニ
コ
リ
と

う

ど
う
や
ら
バ
レ
て
は
な
さ
そ
う
だ
な

 
ヘ
カ

そ
う

な
ら
指

を
出
す
わ
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス

 

方
は
妖

達
の
本
体

を

れ
て
都
を

め

 
と
し
な
さ
い

そ
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
そ
の

の

 
た
つ

人
を
お
願
い
す
る
わ

 
ク
ラ

了
解

ご
主
人
そ
し
て
御
友
人
の
た
め
に
あ
た
い

 
が
道
を
切
り
開
く
よ

 
耶
狛

任
せ
て
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亜
狛

え

多
分
大
丈
夫
で
し

う

 
最
悪
は
黒
さ
ん
と
戦

て
い
る
フ
リ
を
し
て
情
報
交

を
す
る
か

 
ヘ
カ

ふ
ふ

心
強
い
わ

 

狐

そ
う

 
と

わ
れ
る
と
嬉
し
い
な

だ
が
こ
の
時
に
変
な

が
聞
こ
え
だ
す

聞
い
た
こ
と
の
あ
る

不
思
議
な
金

の

れ
る
よ
う
な

こ
れ
は

か
蓮
さ
ん
が

刀
す
る
時
と
同
じ
よ
う
な

だ 
耶
狛

ど
う
し
た
の
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

静
か
に

 
つ
ま
さ
き
で
地
面
を

く

り
意

を
集
中
さ
せ
る
と
近
く
で

方
へ
と
向
か

て

か
が

走

て
く
る

が
聞
こ
え
だ
す

方
向
か
ら
し
て

い
は

 
亜
狛

そ
こ
で
何
を
し
て
い
る

 
ク
ナ
イ
を
そ
の
方
向
へ
と
飛
ば
し
た

間

 
カ
キ
ン

 
と
金

と
金

が
ぶ
つ
か
り
合
う

い

と
共
に
ク
ナ
イ
が
弾
か
れ
る

そ
し
て
ク
ナ
イ
を
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投

し
た
方
向
か
ら
刀
を
手
に
し
た

人
の
女
性
が
出
て
く
る

 

 

ど
う
や

て
今
の
を

 
妖
夢
よ
り
も
⻑
い
ミ
デ

ア
ム
く
ら
い
の

を
し
た
女
性
だ

か
マ
ス

の
記
憶
で
見

た
こ
と
が
あ
る

 
亜
狛

あ
れ
は
マ
ス

の

 
耶
狛

え

と
花
ち

ん
だ

た
よ

 
亜
狛

あ

か
な

 
間
違
え
て
い
な
け
れ
ば
そ
う
だ

の
た
め
に
も
聞
い
て
み
る
か

 
亜
狛

名
を
名

れ
雑
兵
が

 
花
 

雑
兵

私
達
は
雑
兵
で
は
な
い
わ

私
は
月
影
の

 
部
隊
の

隊
⻑
の
花
よ

 
や

り
花
だ

た

そ
し
て
そ
れ
を
聞
い
た

狐
は

を
し
か
め

 

狐

面

な
の
が
来
た
わ

 
亜
狛

面

 
ヘ
カ

え

そ
う
よ
月
影
の
部
隊

聞
い
た
情
報
で
は

人
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と
い
う
少
数
な
が
ら
そ
の
実
力
は
月

が

る
最
強

 
と

わ
れ
る

小
隊

 
つ
ま
り
少
数

そ
ん
な
の
が
い
る
ん
だ
な

そ
れ
も
あ
れ
は

隊
⻑
と
で
た

ま

正
直
な

話
で
自
分
は
耶
狛
や
黒
さ
ん
と
比
べ
る
と
あ
ま
り
争
い
は

ま
な
い
方
な
ん
だ
け
ど
な

 
花
 

狐

こ
こ
は
お
前
や
そ
の
地
獄
の
女
神
が
い
て
良

 
い
場
所
で
は
な
い
わ

こ
こ
か
ら
去
り
な
さ
い

 
ヘ
カ

で
す

て

狐

 

狐

愚
か
な

な
ら

様
か
ら
殺
し
て
や
ろ
う

勇
な
る

 
月
人
よ

 
ヘ
カ

決
ま
り

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス

 
ク
ラ

は

い

み
ん
な
こ
い
つ
が

れ
る
ま
で
遊
ん
で

 
良
い

て
よ

 
と

た

間
に
妖

達
は

喜
し

い
そ
の

で
舞
う

だ
が
こ
の
時
に

か
だ
が
風
切

り

が

く
の
を
耳
に
し
た

間
に

狐
の

ぼ
目
の
前
で

が
出
現
し

狐
へ
と
向
か

て
い

く
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亜
狛

な

間
に
あ
わ
な

 
耶
狛

せ
な
い
よ

 
近
く
に
い
た
耶
狛
が
身
を
て
い
し
て

と
な
り

で

部
を

か
れ
吹

飛
び

が

を

通

し
た
状
態
で
地
面
に
突
き

さ
る

 

狐

 
ヘ
カ

耶
狛
ち

ん

 
花
 

な

あ
の
不
意
打
ち
を
し
か
も
身
を
て
い
し
て

 
ク
ラ

殺
す
お
前
達

彼
奴
を
惨
た
ら
し
く

に
な

 
る
ま
で
ぶ
ち
殺
し
ち

え

 
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
の

令
で
妖

達
が
一

に
襲
い
掛
か
り
花
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ぐ
ら
い

の
数
が

が
る

だ
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
数

も
し
な
か

た
だ
ろ
う
か

突
然
の
突
風
が

き

起
こ
り
妖

達
は
ぶ

飛
び
地
面
に

れ
る
と
目
を
回
し
な
が
ら
気
絶
す
る

 
ク
ラ

何

 
ヘ
カ

月
影
の
部
隊

 
先
程
の
花
が
い
た
場
所
に
は
突

を

え
た
男
性
に
大

を

え
た
ゴ
リ
マ

チ

に
持
た
ざ
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る
者
の
男
が
花
を
守
る
よ
う
に
立

て
い
た

成
る
程
ど
う
や
ら
彼
奴
達
も
月
影
の
部
隊
み
た
い

だ
な

か
突

を
持

て
い
る
の
が

大

を
持

て
い
る
の
が
力
そ
し
て
何
も
持
た
ざ

る
者
が

だ

た

だ

こ
の

人
が
か
つ
て
マ
ス

と
共
に
死

を
潜
り

け
た
戦
友
達

か 
花
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
皆
さ
ん

 

 

ま
さ
か

に
な

て
受
け
る
と
は

 
力
 

変
わ
ら
ず

い
な
お
前
は

 

 

ま

ま

人
や
れ
れ
ば

 
そ
う

が

た
そ
の

間
に

人
は

 
全
員

い
い
わ
け

だ
ろ
こ
の
ナ
ル
シ
ス
ト

 

人
は
大

で

を

び
せ
る

こ
の
人
達

て
マ
ス

の
戦
友

て
の
は
知

て
い

る
が

人
じ

な
く
て

人
か
何
か
か
な

す
る
と

 
ヘ
カ

亜
狛
ち

ん
耶
狛
ち

ん
が
殺
ら
れ
た
と
い
う
の
に

 
や
け
に

静

 
ヘ
カ

テ

ア
が
心

そ
う
な

を
し
て
聞
い
て
く
る

そ
う
い
え
ば
ヘ
カ

テ

ア
達
は
知
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ら
な
い
ん
だ

た
よ
な

 
亜
狛

ま

自
分
達
か
ら
し
た
ら
死
な
ん
て
怖
く
な
い
の

 
で

だ

て

 
何
て

て
い
る
と

 
耶
狛

い

た

い

 
と

い
な
が
ら
地
面
に

さ

て
い
る

を
引
き

き
耶
狛
が
立
ち
上
が
る

こ
れ
に
は
自

分

外
の
者
達
は
目
を
点
に
す
る

 
ク
ラ

く

ク
レ
イ

 
花
 

う

嘘

 
力
 

お
い
お
い
何
だ
あ
の

女

 

 

こ

殺
し
て
る
よ

 

 

当
た
り
前
だ
ろ

あ
れ
は
奥
の
手
中
の
奥
の
手
の

 
必
中
必
殺
な
ん
だ

 
と

こ
の
場
の
全
員
は

き
ま
く
る

 

狐

ど
う
い
う
事
か
し
ら
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ヘ
カ

亜
狛

説
明
し
て
く
れ
る

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば

て
ま
せ
ん
で
し
た
よ

え

と

 
地
霊
殿
へ
来
訪
し
て
い
る
時
よ
り
も

前
か
ら
耶
狛

 

い
え
自
分
達
兄
妹
は
こ
の
世
の
理
を

て
生
き

 
て
い
る
不
老
不
死
な
ん
で
す
よ

 
何
て

て
い
る
と
耶
狛
は

に

さ

た

を
引
き

き
な
が
ら

方
へ
と

て
く
る

 
耶
狛

あ

か

た

て
こ
の

女
服
に
ま
た

が
空
い

 
ち

た
よ

お
気
に
入
り
の

女
服
な
の
に

 
空
い
た

の

は
す
ぐ
さ
ま
塞
が
る
と
耶
狛
は

を
取
り
出
し
回
転
さ
せ
る
と

刀
へ
と
変

化
さ
せ
る

と
い
う
か
キ
レ
る
理
由
が
そ
れ
か
よ

 
耶
狛

も
う
怒

た
よ

ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る
ん
だ
か
ら

  
ク
ラ

な

な
ら
あ
た
い
も

 
亜
狛

い
え

で
す
し
自
分
達
の
力
を
少
し
見
せ
ま
す
よ

 

狐
さ
ん
や
ヘ
カ

テ

ア
さ
ん
達
に
自
分
と
耶
狛
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の
実
力
を
見
せ
て
少
し
で
も
信

さ
せ
な
け
れ
ば
い

 
け
ま
せ
ん
か
ら

 
ヘ
カ

へ

面
白
そ
う

 

狐

そ
こ
ま
で

う
の
な
ら
や

て
み
て
ち

う
だ
い

 
亜
狛

は
い

さ
て
や
る

耶
狛

 
耶
狛

う
ん
ボ
コ
ボ
コ
の

チ

ン

チ

ン
し
て
あ
げ
る

 
か
ら

 
や
る
気
が
あ

て
よ
ろ
し
い
こ
と
だ

俺
も
や
る
時
は
や
ら
な
い
と
な

 
亜
狛

自
分
達
の
実
力
を
こ
の
場
の
皆
様
に
少
し

を

 
し
ま
し

う
か

 
力
 

て
め

ら

人
で
勝
て
る
と
思

て
る
の
か

 

 

め
ら
れ
た
も
の
だ

 

 

い
や
え

と
自
分
は

を

 
花
 

く
取

て
き
な
さ
い
そ
の
間
に

け
て
お
く

 
か
ら
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て
く
れ
る
じ

な
い
か

 
亜
狛

い
ま
す

は

な
ら
数
分
で
お
前
達
を

し

 
て
見
せ
て
や
ろ
う
か
本
当
の
格
の
違
い

て
の
を
な

 
そ
し
て
俺
達
の
た
め
に
引
き
立
て
役
に
な
れ

 
耶
狛

お

お
兄
ち

ん
も
本
気
だ

な
ら
私
も

 

に

す
二
刀
の

者
刀
を

き

え

制
し
て
い
る
力
を
解

す
る
だ
け
解

す
る

そ
し

て
同
様
に
耶
狛
も
力
を
解

す
る

 
亜
狛

さ

狩
ら
れ
る
覚
悟
を
し
ろ
よ
妹
に
手
を
出
し
た
ん

 
だ
か
ら
な

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
簡
単
に
は
死
な
な
い
で

 
そ
う
し
て
亜
狛
と
耶
狛
は
月
影
の
部
隊
の

人
と
戦
闘
を
開
始
し
た
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
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怠
惰

し
か
し
月
の
都
で
は
大
乱
闘
だ

 

 

じ

な

過
去
の
理
久
兎
の
戦
友
達
と
現

理
久
兎

 
の
従
者
達
と
で
対
立
と

で
頭
が
お
か
し
く
な
り

 
そ
う
じ

 
怠
惰

 

 

大
乱
闘
と
い
え
ば
結

お
主
に
勝
て
な
か

た
な

 
怠
惰

ア
ハ
ハ
ま

こ
れ
が
格
の
違
い
さ

 

 

く

ム
カ
つ
く
の

 
怠
惰

⻯

魔

神

バ
ラ
ン
ス
と
ど
れ
に
対
し
て

 
も
負
け
て
た

ら

ら
勝
者
の
名
前
を

 
て
み
な
よ

 

 

く

本
当
に
ム
カ
つ
く
の

と
い
う
か
お
主
の

 
デ

キ
は
何
な
ん
じ

シ
が
予

し
た
の
と
は

 
大
き
く
違

た
で
は
な
い
か

 
怠
惰

ま

⻯

と
か
単

な
殴
り
神

と
か

シ
ノ
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の
魔

と
か
に
は
少
し

き
て
た
か
ら

そ
れ

 
に

俺
の
勝
負
は
ラ
イ
フ
の

け
引
き
が
あ
る
か
ら

 
こ
そ
面
白
い
じ

ん

ま

魔

に

て
は
単

 
に

ち

ん
を
一
方
的
な
サ
ン
ド
バ

グ
に
さ
せ
て

 
た
け
ど
さ

 

 

本
当
に
覚
え
て
お
く
の
じ

リ

ン

し
て
や

 
る
か
ら
の

 
怠
惰

心

れ
る
ま
で
何
度
も
挑
ん
で
く
る
と
良
い

 

 

は

立
つ
の

 
怠
惰

ア
ハ
ハ

さ
て
時
間
も
時
間
だ
し
今
回
は
こ
こ
ま
で

 
で
す

 

 

う
む

そ
う
い
え
ば
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
じ

ろ

 
怠
惰

あ

そ
う
だ

た

明
日
と
い
う
か
今
日
の

時

 
に
ポ

モ
ン
投
稿
す
る
の
で
お
楽
し
み
に

因
み
に

 
後
書
き
で
ち

と
し
た
お
知
ら
せ
も
あ
る
か
ら
よ
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ろ
し
く

 

 

ま

そ
こ
は
ポ

モ
ン
で
の

さ
て
そ
れ
で
は
読
者

 
様

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
頼
む

 
怠
惰

そ
れ
じ

バ
イ
バ
イ
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第
５
５
０
話
 
月
で
の
戯
れ

 
今
晩
は
読
者
様

日
は

れ
き

て

ち
し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

投
稿

で
き
ず
す
い
ま
せ
ん
で
し
た

そ
れ
で
は

れ
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 
戦
闘
が
始
ま
り
自
分
達
は
月
影
の
部
隊
な
る
者
達
に

を
向
け
る

 
力
 

あ
の
女
な
ん
な
ん
だ

 

 

知
り
ま
せ
ん
よ

 
耶
狛

ど
う
し
た
の

話
し
込
ん
で
い
て
大
丈
夫

 
な
の
か
な

 
気
を
練
り
合
わ
せ
狼
弾
幕
を
作
り

 
耶
狛

ゴ

 

令
す
る
と
狼
達
は

人
に
向
か

て
襲
い
掛
か
る

 
力
 

と
り
あ
え
ず
て
め

は

を
回
収
し
て
こ
い
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え

ち

あ

 

を
ぶ
ん
投
げ
る
と
大
き
な

を

る
い
そ
の
一
撃
で
狼
達
を
吹
き
飛
ば
す

 
耶
狛

わ

い

バ
カ
な
ん
だ

 
力
 

が

バ
カ
だ

 
大

を
上

で

え
思
い

き
り

り
下
ろ
す
と
地
面
に

が
生
ま
れ
地

れ
を
引
き
起
こ

す
と

方
へ
と

が
向
か

て
く
る

 
耶
狛

わ
わ
わ
わ

 
す
ぐ
さ
ま

へ
と

ン
プ
し
て

け
る
が

 
力
 

今
だ
や
れ

 

 

本
当
に
人
使
い

い
ん
だ
か
ら
な

 
そ
の
合

と
共
に

を

え
た

が

方
へ
と
突
進
し
て
く
る

も
う
ま
だ
立

て
な
い
の
に

な 
耶
狛

カ
モ
ン

オ
ル
ち

ん

 
と

オ
ル
ち

ん
を
呼
ぶ
と
何
処
か
ら
と
も
な
く
オ
ル
ち

ん
が
現
れ
自
分
の

を

み

突

走
り

撃
を

け
る
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な

け
ら
れ
た

 
力
 

本
当
に
何
な
ん
だ
よ
お
前

 
耶
狛

ア
ハ
ハ
ハ

そ
ん
な
ん
じ

耶
狛
ち

ん
は

せ
な

 
い
ん
だ
な

さ

て
皆
様
お
待
ち
か

 
オ
ル
ち

ん
の

を

く

く
と

を

む
の
を

め
て

す

そ
し
て

刀
を
大
き
く

る
い

 
耶
狛

獣

 
フ
レ
ン

モ
ン
ス

レ

ド

 
と
唱
え
る
と
自
分
の

り
に
友
達
の

ル
ち

ん

リ

ち

ん
サ
ラ
ち

ん
レ
ア

ち

ん
そ
し
て

論
の
事
で
オ
ル
ち

ん
も
だ
が
そ
の
面
々
が

び
立
つ

そ
し
て
オ
ル
ち

ん

の

に

り

 
耶
狛

み
ん
な

行
く
よ

 
と

合

を
送
る
と
全
員
で

シ

し

人
に
向
か

て
突
撃
す
る

 
力
 

何
な
ん
だ
彼
奴
は

 

 

に

逃
げ
ろ

 
そ
ん
な
ふ
ざ
け
た
戦
い
が

き
起
こ
る
一
方
で
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花
 

 

 

は

い

 
亜
狛

い

す
ぎ
る

 
亜
狛
は

人
を

手
に

え
上
げ
た
そ
の

で

手
を

し
斬
撃
の

を
お
み
ま
い
さ
せ

る

手
の

人
は
見
た
感
じ
で
は
防
戦
一
方

て
感
じ
だ
が
は
て
さ
て
ど
う
な
る
か
と
思

て
い
る
と

は
花
の
守
る
よ
う
な
立
ち
回
り
で

撃
を
防
い
で
い
く

そ
し
て

心
の
花
は
目
を

り
深
く
呼

を
し
だ
す

 
花
 

ふ

見
切

た

 

ン

 
突
然
斬
撃
の

は

高
い
金

で

ま
る

何
と
ま
さ
か
と

い
た
い
事
に
刀
と

で
自

分
の

を

め
た
の
だ

そ
し
て
そ
の

を

い

 

 

は

 
突

で
自
分
の

を
目
掛
け
て
突
い
て
く
る

見
事
な

プ
レ
イ
だ

そ
こ
は
感
服
せ
ざ

る
え
な
い
な

普
通
の
者
な
ら
こ
こ
で
絶
命
す
る
だ
ろ
う
が
自
分
は
違
う

 
亜
狛

仕
方
な
い
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あ
ん
ま
り
や
り
た
く
は
な
い
が
耶
狛
と
同
じ
よ
う
に
見
せ
て
や
る
か

生
死
の
理
か
ら
外
れ
た

者
の
力
を

そ
の
突
き
を
自
分
は
わ
ざ
と
受
け

目
の

は

れ

と

リ

的
な
物
が

じ

て
吹
き
出
す

 

 

ど
う
だ
い

い
だ
ろ
う

 
亜
狛

ま

い
で
す
よ
そ
れ
は

 
花
 

 
花
の

面
に

り
を
入
れ
て
突

を
目
か
ら

き
そ
の
ま
ま

楽
の
よ
う
に
回
転
し
斬
撃
を

き
い
れ
る

 

 

危
な
い

 
だ
が
そ
の

撃
を

に
防
が
れ
て
し
ま
う
が
す
ぐ
さ
ま
お
手
製

弾
を

か
ら

と
し

元

に
転
が
せ

 
亜
狛

元
に
は
気
を

け
ろ
よ

 

 

こ
れ
は

 
一
気
に
回
転
を

め
火
花
を
散
ら
さ
せ
る

 
花
 

ま
さ
か

さ
ん
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散

た
火
花
は

弾
へ
と
引
火
し
そ
し
て

発
し
そ
れ
が
誘

と
な

て

の

弾
も

発
を
起
こ
し

発
を
起
こ
す

 

 

が

 
花
 

 
亜
狛

く

 
本
当
は
こ
の
や
り
方
は
マ
ス

は
望
ん
で
は
い
な
い

だ
が
こ
い
つ
ら
を
生
か
し
て
撤
退
さ

せ
る
に
は
こ
れ
し
か
な
い
か
ら
な

さ

き
は
あ
ん
な
事
を

た
が
本
当
な
ら
戦
わ
ず
し
て
任

務
を

行
し
た
い
ん
だ
が
な

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら

発
で

と
な

た
状
態
で
地
面
に

着
地
す
る

そ
し
て

が
消
え
る
と
そ
こ
に
は

 
花
 

く

 

 

ぐ
ふ

 

だ
ら
け
と
な

て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

て
い
る

人
が
立

て
い
た

 
亜
狛

ま
だ
や
り
ま
す
か

 
花
 

そ
れ
を

方
が

い
ま
す
か

は

方
し
か
な
く

 
目
も

れ
た
そ
の
状
態
で
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亜
狛

何
の
こ
と
で
す
か

 
花
 

何
を

て

て

 

 

う

嘘
だ
ろ

 

人
は
目
に
す
る
だ
ろ
う

ふ

飛
び
消
え
た

は

々
に
再
生
し
て
元
に

り
そ
し
て

れ
さ
て
閉
じ
て
い
る

目
は
も
う

さ
れ
て
い
る
た
め

く
り
と
開
く
と

人
が

き

え
て
い
る
表
情
が
よ
く
見
え
る

 
花
 

ま
さ
か

方
も
不
老
不
死

 
亜
狛

え

妹
と
同
様
に

 

 

不
老
不
死
そ
う
か

ま
さ
か
お
前
達
は

 
と

い
か
け
た

間

大
き
な
絶

が

き
た
わ
た
る

そ
の
方
向
を
向
く
と

 
力
 

ざ
け
る
な

 

 

 
耶
狛

待
て
待
て

 
そ
こ
に
は
逃
げ
る
力
と

そ
し
て
そ
れ
を
追
い
か
け
る
耶
狛
と
そ
の
友
達
達
が
い
た

彼
奴
は

こ
う
い
う

チ
な
戦
い
で
は
必
ず
シ
リ
ア
ス
ブ
レ
イ
ク
し
て
く
る
よ
な

お
陰
で
シ
リ
ア
ス
な



 第５５０話 月での戯れ

気
が
シ
リ
ア
ル
に
な

て
い
る
始
末
だ

ま

そ
こ
は
百
歩

て
良
い
ん
だ

問

な
の
は

そ
こ
で
は
な
く

 
亜
狛

て
お

お
い
こ

ち
に
来
る
な

 
花
 

え

え

 

 

お
い
お
い
お
い
お
い

 
そ
う

問

は
こ

ち
に
ま
で

が

ん
で
い
る
ん
だ

 
耶
狛

ス
ト

プ

ス
ト

プ

お
兄
ち

ん
に
ま
で

 

が
で
ち

う
か
ら

 
と

い
な
が
ら
こ

ち
に
向
か

て
く
る

何
な
ん
だ
よ
本
当
に

月
影
の
部
隊
の

中
と

走
し
な
が
ら

シ

し
て
逃
げ
る

 

 

 
力
 

お
前
の
妹
は
ど
う
な

て
ん
だ
よ

 
亜
狛

妹
が
本
当
に
す
い
ま
せ
ん

 
花
 

と
い
う
か
何
で

方
ま
で

仲
間
じ

な
い
ん
で

 
す
か
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そ
れ
よ
り
も
死
な
な
い
の
に
何

に

 
亜
狛

女
達
は
外
道
で
す
か

い
か
ら
に
決
ま

て

 
ま
す
よ

 
不
老
不
死
だ
か
ら

さ
れ
て
も
死
な
な
い

だ
が
半

じ

な
く

い
か
ら
く
ら
い
た
く
は

な
い
ん
だ
よ

こ
の
状

を
見
て
察
し
ろ

何
て
思
い
つ
つ

シ

し
て
い
る
と

 
耶
狛

も
う
強
制
帰
還
し
ち

え

 
と

唱
え
る
と
耶
狛
の
フ
レ
ン

は
消
え
て
い
な
く
な
る

そ
れ
を
見
た
直
後
に

 
亜
狛

 
す
ぐ
さ
ま
耶
狛
の

に
来
る
と
ピ
シ

リ
と
頭
を

く

く

 
耶
狛

い

 
亜
狛

あ
ん
な
の
ま
と
も
ち
受
け
た
ら
こ
の
１
０
０

は

 
い
か
ら
な

 
耶
狛

ご
め
ん

て
ば

 
ま

た
く
本
当
に
勘

し
て
く
れ

と
い
う
か
こ
れ
絶
対
に
俺

人
の
方
が
ス
マ

ト
に
こ

な
せ
て
る
よ
な
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力
 

さ

き
か
ら
ふ
ざ
け
や
が

て

 
花
 

力
さ
ん
こ
こ
は
引
き
ま
し

う

 
力
 

あ

ん
何
で
だ
よ

 
花
 

さ
ん
の

も
あ
り
ま
す
が
こ
の

人
を

手
に
す

 
る
の
は

策
で
は
な
い
で
す
そ
れ
に

し
た
と
し
て

 
も
恐
ら
く

し
ま
す
そ
こ
を

狐
達
に
や
ら
れ
る

 
だ
け
で
す

 

 

あ

そ
れ
に
あ
の

人
は
自
分
の
見
立
て
が
正
し
け

 
れ
ば
と
ん
で
も
な
い
事
に
な
る
こ
れ
は
仲

く
ん
や

 
サ
グ
メ
様
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
ど
う
や
ら
撤
退
し
て
く
れ
そ
う
だ
な

そ
れ
な
れ
計
画
通
り
に
進
み
そ
う
だ
な

 
耶
狛

え

帰

ち

う
の

私
の
服
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に

 
し
た
そ
の
仕
返
し
が

 
亜
狛

耶
狛
あ
の

人
は
撤
退
さ
せ
ろ

あ
ん
な
ん
だ
け
れ

 
ど
マ
ス

の
元
戦
友
な
ん
だ
か
ら
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耶
狛

ち

 
地
上
に
帰

た
ら
機
嫌
直
し
に
地
獄
の

台
で
何
か
買

て
や
る
か

す
る
と

 
力
 

ち

て
め

ら
次
に
会

た
ら
覚
え
て
お
け
よ

 

 

そ
ら

 
何
か
を
投
げ
る
と
強

な

光
が
走
る

そ
し
て
そ
の
後
に

が
上
が
る
と

人
を

み
込

む

そ
し
て

が
消
え
る
と

人
は
い
な
く
な

て
い
た

 
耶
狛

良
か

た
の

 
亜
狛

あ

と
り
あ
え
ず

狐
さ
ん
達
の
所
に
行
こ
う
か

 
耶
狛

は

い

 
そ
う
し
て
戦
い
と
い
う
よ
り
戯
れ
を
終
え

狐
達
の
元
へ
と

る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

し
か
し
不
老
不
死
は
改
め
て
見
る
と

い
の

 
怠
惰

ま

ち
果
て
て
も
死
な
ず
に
リ
ボ

ン
す
る
か
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ら

 

 

そ
れ
を

え
る
と
や
は
り
月
人
達
よ
り
も
実
力
は
上

 
に
な
る
の
か

 
怠
惰

か
も

た
だ
そ
ん
な
の
は
一

兵
士
と
か
に
し
か

 
通

し
な
い
と
思
う
け
ど

 

 

何

じ

 
怠
惰

え
て
み
な
よ

ち

ん
月
の
都
に
は
月
読
を
初
め

 
と
し
た
神
達
が
わ
ん
さ
か
い
る
ん
だ
い
く
ら
死
な
ず

 
の
不
老
不
死
で
も

手
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
う
け

 
ど

 

 

か
に
の

 
怠
惰

多
分

戦
力
的
に
は
月
と
地
獄
の

の

は
大

 
変
わ
ら
な
い
と
思
う
け
ど

 

 

そ
う
か

 
怠
惰

う
ん
だ

て
黒
の
能
力
が
あ
れ
ば
使
い

て
兵
士
は
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作
り

だ
か
ら
数
は

ぼ
互

そ
し
て
月
の

 
に
は
サ
グ
メ
様
も
い
る
か
ら

 

 

か
に
そ
う

え
る
と

度
良
い
の
か
も
し
れ
ぬ

 
の

 
怠
惰

ま

ど
う
転
ぶ
の
か
は
こ
れ
か
ら
や

て
く
る
者
達

 
の

入
で
変
わ

て
く
る
か
ら

分
か
ら
な
い
ん
だ

 
よ

 

 

な
る

ど
そ
う
い
う
事
か

 
怠
惰

え

そ
う
い
う
事
で
す

さ
て
時
間
も
時
間
な
の
で

 
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
５
１
話
 
各
々
の
行
動

 
ど
う
も
読
者
様
小
説
を
書
い
て
い
た
ら
投
稿
が

れ
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

え

ま

さ
か

夜
し
て
る
の
か

て

は
い
現

夜
中
で
す

と
い
う
よ
り

日
は
バ
イ
ト
で

れ

て

く

過
ぎ
て

時
く
ら
い
に
目
覚
め
た
ら
眠
れ
な
く
な

て
し
ま
い
し
て

お

と
失
礼

し
ま
し
た

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
戦
い
も
終
わ
り
見
守

て
い
た

狐
達
の
元
へ
と
向
か
う
と

 
ク
ラ

な

何
と
も
な
い
の

 
ク
ラ
ウ
ピ

ス
は
自
分
と
耶
狛
の
体
を

と

り

し
て
く
る

 
亜
狛

え

せ
い

い
服
が

メ
に
な
る
ぐ
ら
い
で
す
よ

 
ク
ラ
ウ
ピ

ス
さ
ん

 
耶
狛

は

の
お
気
に
の

女
服
な
の
に
な

 
何
て
さ

き
か
ら

て
い
る
が
実

の
所
で
耶
狛
の

女
服
は
何
度
も
何
度
も

れ

メ
に
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な

て
い
く
た
め
マ
ス

が

産
し
て
約

着
近
く
あ
る
か
ら

着

メ
に
な

て
も
実
は

全
然
平
気
な
ん
だ
よ
な

ま

そ
れ
を

う
と
耶
狛
が
う
る
さ
い
か
ら

て
お
こ
う

 
耶
狛

あ

そ
う
い
え
ば

狐
さ
ん
大
丈
夫

 
亜
狛

そ
う
い
え
ば
大
丈
夫
で
し
た
か

 
と

聞
く
と

狐
は

て
目
を

り
少
し
た
つ
と

み

 

狐

え

あ
り
が
と
う
身
を

し
て
守

て
く
だ
さ
り

 
ま
し
て

 
耶
狛

エ
ヘ
ヘ
こ
ん
な
の
日
常

飯
事

 
亜
狛

こ
れ
に
は
突

込
め
な
い
自
分
が
い
る

 
現
に
マ
ス

に
何
か
あ
れ
ば

先
し
て

に
な
る
覚
悟
は
あ
る
か
ら
な

だ
か
ら
あ
る
意

味
で
本
当
に
日
常

飯
事
な
ん
だ
よ
な

 
ヘ
カ

そ
う
頼
も
し
い
わ

そ
れ
か
ら

々
と
聞
か

 
せ
え
も
ら
え
な
い
か
し
ら

 
と

わ
れ
耶
狛
と

を
合
わ
せ
て

 
亜
狛

ま

話
せ
る

り
で
で
す
が



 第５５１話 各々の行動

 
耶
狛

う

ん
と

こ
れ
は
も
う
何

年
前

 
亜
狛

違
う

何

と
か
た

て
な
い
か
ら

 
そ
ん
な
ツ

コ
ミ
を
交
え
て
話
し
て
い
く

自
分
達
は
蓬
莱
の
薬
を
飲
ん
だ
蓬
莱
獣
で
あ
る

事

そ
れ

に
死
と
い
う
選

が
な
い
と
い
う
事
を
話
す

 
亜
狛

そ
ん
な
感
じ
で
す
か

 
耶
狛

い
や

あ
れ
は
ス
テ
ル
ス
ミ

シ

ン
だ

た

 
ヘ
カ

蓬
莱
の
薬

で
も
月
人
が
人
間
に
送

た
そ
の

 
薬
を
強

し
て
飲
む
だ
な
ん
て
や
る
わ

 
ク
ラ

で
も
後

し
て
な
い
の

 
耶
狛

全
然

 
亜
狛

 
そ
う
か
耶
狛
に
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
な

見
送
る
と
い
う
意
味
の

し
さ

し
さ

し

さ
そ
れ
ら
を
知
ら
な
い
か
ら

え
る
ん
だ
よ
な

出
来
る
な
ら

人
の
兄
と
し
て
は
知

て
は

し
く
は
な
い
と
思
う
が
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
複
雑
な
感
じ
だ

そ
ん
な
耶
狛
の
心

を
し
て
い
る
と
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狐

ふ
ふ

方
は
良
い
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

え

 
少
し

本
当
に

ん
の

か
な
一

だ

た
が
楽
し
そ
う
に

狐
は

た

 
耶
狛

え

え

ど
う
い
う
事

 

狐

ふ
ふ

耶
狛
ち

ん
に
は
少
し

い
か
も
し
れ
な
い

 
わ

 
耶
狛

え

そ
ん
な

 
そ
ん
な
光

を
見
て
い
る
ヘ
カ

テ

ア
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は

 
ク
ラ

何
か
ご
友
人

楽
し
そ
う
だ

 
ヘ
カ

え

あ
ん
な
楽
し
そ
う
に

う

狐
は
久
々

 
何
て
事
を

べ
て
い
た

そ
し
て
自
分
達
は
月
の
都
を
見
て

 
亜
狛

一
度

引
く
の
が

命
か
と
妖

達
の
回
復
の
事
も

 

え
て

 
耶
狛

そ
れ
は
私
も
思
う
よ
た

た
の

人
で
あ
の
数
の
妖

 

達
が
数

も
せ
ず
に
や
ら
れ
ち

た
し
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と

う
と

狐
は
仕
方
な
い
と
い
う

を
し
て

 

狐

人
に
は

義
が
あ
る
し
こ
こ
は
従
う
わ

 
ヘ
カ

そ
う

現
に
数
で

し
き

て
い
る
私
達
と
し
て
は

 
こ
こ
は
引
く
べ
き

な
ら
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
妖

 
達
を
頼
め
る
か
し
ら

 
ク
ラ

お
ま
か
せ

 
そ
う
し
て
皆
は
一
時
撤
退
の

意
を
始
め
る

 
亜
狛

と
り
あ
え
ず
は

か

 
耶
狛

だ

 
あ
の

人
の
事
は
黒
さ
ん
に
任
せ
よ
う
か

と
り
あ
え
ず
何
処
か
で
黒
さ
ん
と
情
報
交

を

出
来
る
場
所
を
作
ら
な
い
と
な

 
亜
狛

耶
狛
と
り
あ
え
ず
俺
達
は
俺
達
で
出
来
る
事
を
す
る

  
耶
狛

ア
イ
ア
イ
サ

 
そ
う
し
て
自
分
達
も
一
時
撤
退
の
手
伝
い
を
す
る
の
だ

た

視
点
は
変
わ
り
月
の
都
の

で
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は

黒
は
妖

達
を
撃
退
し
サ
グ
メ
の
い
る

へ
と

て
い
た

 

神

撃
退
に
感
謝
し
ま
す

 
黒
 

わ
ん
お
前
ら
の
手
助
け
を
し
ろ
と
主
か
ら

わ
れ

 
て
い
る
か
ら
な

 
実

の
所
で
そ
れ
は
事
実
だ

亜
狛
と
耶
狛
に
は
ヘ
カ

テ

ア
達
を
手
助
け
し
ろ
と
い
う
指

が
下
り
自
身
は
月
の
都
の
者
の
手
助
け
を
し
ろ
と
指

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
な

ま

こ
い

つ
ら
の
裏
を
探
る
の
も
指

さ
れ
た
仕
事
の

つ
だ
が
な

 
ド
レ

し
か
し

の
部
下
達
は

い

あ
ん
な
の
出
せ
る
と

 
は

 
黒
 

何
を

て
い
る
ん
だ
お
前
は

あ
れ
は
俺
の
能
力

 
だ

 
そ
う

い
自
身
の
影
を

り

か
ら
見
た
ら
禍
々
し
い

を
出
し
て
見
せ
る

 
仲

そ
の
性
格
に

合

た

だ
こ
と
で

 
黒
 

だ
ろ
う
が
俺
か
ら
し
た
ら

め

葉
だ

 
キ

と

ん
で
く
る
が
知

た
こ
と
で
は
な
い
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ド
レ

影
を

べ
る
者

て
と
こ
ろ
か
な

 
黒
 

悪
く
な
い
な
そ
の

つ
名

 
い
ず
れ
そ
の
よ
う
に
名

て
み
る
か

そ
れ
よ
り
も

々
と
聞
い
て
い
み
る
か

 
黒
 

そ
れ
で

つ
か

問
し
た
い
ん
だ
が
良
い
か

 
ド
レ

え
れ
る

で
な
ら

 
黒
 

そ
う
か

今

戦
え
る
者
は
俺
と
骸
達
を

め
て
何

 
人
だ

 
ド
レ

そ
れ
は
仲

さ
ん
か
ら

え
て
も
ら
い
ま
し

う
か

 
お
願
い
で
き
ま
す
か

 
と

ド
レ
ミ

の
一

で
仲

は

き
口
を
開
く

 
仲

現

で
戦
え
る
の
サ
グ
メ
様
に
ド
レ
ミ

様
そ
れ

 
か
ら
私
そ
し
て
私
達
の
部
隊
の

人
で
す
が
サ
グ
メ

 
様
と
ド
レ
ミ

様
は
い
わ
ば
最

要
人
物
達
で
あ
り

 
私
達
の

衛
対
象
で
も
あ
る
た
め
戦
わ
せ
た
く
な
い

 
と
い
う
の
が
本

で
す
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黒
 

成
る
程

一

頭
数
に
入
れ
る
と
し
て
俺
達
を

 
め
て

人
か

の
数
は

 
仲

数

の
数
と
思

て
い
ま
す
そ
こ
に

狐
に
ヘ
カ

 
テ

ア
を

め
る
と
そ
の
戦
力

は

 
最

的
だ
な

ま

数
の

を
う
め
る
程
度
な
ら
俺
の
影
で
ど
う
に
か
な
る
が
最
後
に

た

人
が
問

と
い

た
感
じ
か

狐
と
や
ら
知
ら
な
い
が
問

は
ヘ
カ

テ

ア
だ

度
だ
け
会

た
こ
と
が
あ
る
が

気
で
分
か
る
あ
れ
は

か
に
危
険
な
存

だ
な

そ
れ

に
も

と
も

な
の
は
そ
の
戦
力

で
亜
狛
と
耶
狛
の

人
が

し
て
い
る
と
い
う
事
だ

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と

 
黒
 

侵
入
者
か

 
下
の

か
ら

が
聞
こ
え
て
く
る

下
に
い
る
の
は
骸
達
の
み
そ
れ
も
骸
達
は
指

が
な
け
れ

ば
絶
対
に
動
か
な
い

つ
ま
り
は
侵
入
者
と
い
う
事
だ

す
る
と
仲

は

を

に
降
り

 
仲

い
い
え
恐
ら
く
こ
の

の
数
か
ら
し
て
ど
う
や
ら

 
帰

て
き
た
み
た
い
で
す

 
と

て
い
る
と

か
ら

人
の
月
人
が
登

て
く
る

そ
の
内
の

人
は
男
で

人
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は
女
そ
し
て
男
の

人
は
怪
我
を
負

て
い
る
た
め
か

を

さ
れ
な
が
ら
登

て
き
て
い
た

 
仲

皆
さ
ん

 
月
人

よ

帰

た

 
こ
の
数
か
ら
し
て
恐
ら
く
先
に

べ
た
部
隊
の

人
か

 
仲

て
大
丈
夫
で
す
か

 
月
人

問

な
い
よ

た
だ

 
月
人

え

な
事
に
な
り
ま
し
た
が

 
月
人

そ
う

す

所
で
仲

隊
⻑
そ
の
方
は

 
と

人
が

う
と
皆
は
俺
を
見
て
く
る

 
仲

あ

え

と

 
黒
 

自
分
で
や
る

俺
の
名
は
黒

我
は
理
久
兎

大
能

 
神
の
神
使
だ

 
そ
の
一

で

人
の

が
変
わ
る

そ
の

は
一

で

え
る
な
ら

た
ら
し
い
と
い

た

だ

だ
が
仲

は

た
よ
う
な

で

を

る
と

人
は
無
理
し
無
表
情
を
作
る

 
仲

え

と

し
ま
す
私
達
の
月
影
の
部
隊
の
隊
員
達
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の

 
月
人

御

 
花

 
月
人

天
夢
 

 
月
人

火

美
 

 
月
人

大
門

 
力

 
と

人
は
各
々
の
名
前
を

え
る

こ
の

の
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

マ
ス

の
戦
友
だ

た

だ
な

 

 

そ
れ
で

理
久
兎

大
能
神
の
神
使
が
何

に
ま
た

 
こ
こ
に

 
黒
 

様
達
の
援

を
し
ろ

と
な

し
く
は
サ
グ
メ
と

 
や
ら
に
聞
い
て
く
れ

 
花
 

様
を
つ
け
ろ
地
上
の
者

 
黒
 

う

の
神
使
か
を
知

た
上
で
喧
嘩
を
売
る
気

 
な
の
か
小
娘

 
力
 

や
る
気
か

サ
黒



 第５５１話 各々の行動

 
こ
い
つ
今
何
と

た

サ
黒

だ
と

主
の

主
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
の

り

物
に
対
し
て

サ
い
と

た
か

殺
す
た
だ
殺
す
だ
け
で
は
な
く
死
ぬ

う
が
楽
と
思
わ
せ
る

ぐ
ら
い
の
絶
望
を
与
え
て
か
ら
殺
し
て
や
る

 

 

え

い
や
争
い
は

め
よ
う

て

 
花
 

ど
う
や
ら

手
は
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
で
す
よ

 
喧
嘩
を
売

て
き
て
い
る
月
影
の
部
隊
の

中

人
の
影
を

り

 
黒
 

シ

ド

ゲ
ン

 
そ
の
者
達
と
同
じ
姿
と

を
し
た
影
人
を
作
る

 
力
 

こ
い
つ

 
黒
 

主
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
の

り
物
を

し
た

様

 
達
は

死
に
値
す
る
今
こ
の
場
を
持

て
断
罪
し
て

 
や
る

 

人
は
武

を
各
々
に

え
る

だ
が

 
黒
 

ふ

仕
事
も
こ
な
せ
ぬ
よ
う
な
雑

達
が
俺
に
勝

 
て
る
と
思

て
い
る
の
か
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こ
ん
な

中
に
負
け
る
程

俺
は
弱
く
は
な
い
の
で
な

 

 

い
い
度
胸
だ

 
力
 

ぶ

殺
す

 
花
 

 

 

ち

め
よ
う

て

 
と

て
い
る
と
サ
グ
メ
と
仲

が
間
に
入
る

 
仲

お
前
達
い
い
加
減
に
し
ろ

 

神

黒
さ
ん
彼
ら
の
失
礼
な
対

ま
こ
と
に
申
し
訳
ご
ざ

 
い
ま
せ
ん
代
わ
り
に
私
が
頭
を
下
げ
ま
す

 
仲

な

サ
グ
メ
様
こ
こ
は

不
行
き

き
で
あ

た

 
自
分
の
ミ
ス
で
す
こ
こ
は
自
分
が
頭
を

 
全
員

な

 
全
員
が

く
中

サ
グ
メ
そ
し
て
仲

が
頭
を
下
げ
よ
う
と
す
る
が

 
黒
 

そ
ん
な
事
を
せ
ず
と
も
良
い

こ
い
つ
ら
の
上
に

 
立
つ
存

が
そ
ん
な
事
を
す
る
な
だ
が
そ
の
気
持
ち
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は
受
け
取

て
は
お
く

 

神

そ
う
で
す
か

 
仲

申
し
訳
な
い

 
黒
 

あ

た
だ
し
主
を

す
る
事
を
ま
た

て
み

 
ろ
そ
の
時
は
そ
い
つ
ら
全
員
を

し
に
で
も
し
て

 

を

き

物
を
引
き
ず
り
出
し
て
や
る
か
ら
な

 

人
は

方
を

ん
で
く
る
が
知

た
こ
と
で
は
な
い

主
の
戦
友
と
聞
い
て
少
し
ば
か
り

ど
ん
な
者
達
か
と
思
い
期
待
し
て
い
た
の
だ
が

常
に

で
仕
方
な
い

影
を
元
に

す
と
全

員
は
臨
戦
態

を
解
く

 
ド
レ

ふ

危
機
一

て
感
じ

そ
れ
じ

聞
か
せ

 
て
も
ら
え
る
か
い

何

狐
の
討
伐
に
失
敗
を

 
し
た
の
か
を

 
花
 

は
い

 
そ
う
し
て

人
は
何
が
あ

た
の
か
を
治
療
を
交
え
な
が
ら
話
し
始
め
る

狐
お
よ
び
に

ヘ
カ

テ

ア
の
討
伐
に
失
敗
し
た
事
そ
し
て
そ
れ
を
こ
の

り
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
獣
人
の
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兄
妹
に

め
ら
れ
た
と
い
う
事
を
話
す

 
花
 

と
い
う
訳
な
ん
で
す

 
仲

兄
妹
の
獣
人
か

 
ど
う
や
ら
亜
狛
と
耶
狛
も
派
手
に
暴
れ
て
い
る
み
た
い
だ
な

 

 

え

そ
れ
が
普
通
の
獣
人
な
ら
良
か

た
ん
で
す
け

 
ど

 
ド
レ

と
い
う
と

 

は
思
い

め
た

を
し
な
が
ら

 

 

そ
の
兄
妹

部
を

で

か
れ
更
に
は

が
も
げ

 
て
も

座
に

異
的
な

度
で
自

再
生
を
し
た
ん

 
で
す
よ

 
ド
レ

な
に
そ
れ

 
仲

そ
れ
は
本
当
の
話
し
な
の
か

 
力
 

あ

間
違
い

こ
の
目
で
見
た

 

 

現
に

命

は

れ
な
い
一
撃
だ

た
ん
だ
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ど
う
や
ら
こ
い
つ
ら
亜
狛
と
耶
狛
の

脱
し
た
再
生
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
み
た
い
だ
な

良
い
反

だ

後
の
報
告
会
で

人
に
教
え
て
や
る
か

 
花
 

そ
し
て

さ
ん
は
そ
こ
か
ら
導
く

え
を
帰
り

に

 
話
し
て
く
れ
ま
し
た
そ
の
獣
人
達
は
月
の
都
で
禁
忌

 
と
さ
れ
る
蓬
莱
の
薬
の
服

し
た

 

 

蓬
莱
人
で
す

 

神

 
ド
レ

な

 
サ
グ
メ
と
ド
レ
ミ

は

い
た

を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
こ
う
も
喧
嘩

に
な
る
と
は
な

 
怠
惰

理
久
兎
が

ま
れ
る
の
は
仕
方
な
い
何
せ
第
一
次
月

 
面
戦
争
で
暴
れ
て
る
か
ら
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か
戦
術
十
九
式
で
名

て
お

た
の

 
怠
惰

ま

そ
こ
か
ら

し
み
対
象

て
事
だ
よ

 

 

そ
れ
は
も
う
理
久
兎
が
悪
い
の

 
怠
惰

そ
の
シ

せ
が
現

黒
に
降
り
か
か

て
る
け

 
ど

 

 

は

⻯
の
小

が
何
も
せ

ば
良
い
が
な

 
怠
惰

ま

そ
れ
は
願
う
ば
か
り
だ

 

 

じ

な

 
怠
惰

さ
て
と
前
ま
で
は

々
と
後
書
き
も
⻑
か

た
か
ら

 
今
回
は
こ
こ
ま
で
に
し
よ
う
か

 

 

そ
う
じ

な
コ

ン

そ
れ
で
は
読
者
様
ま
た
次
回

 
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第５５２話 次に向けて

 
第
５
５
２
話
 
次
に
向
け
て

 
こ
ん
ば
ん
は

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
読
者
様

夜

転
生
活
が

に
つ
き
始
め
て
い
る

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
れ
と

夜

転
生
活
は
体
に
悪
い
の
で
皆
さ
ん
は
真

は
し
な
い
で

下
さ
い

風
邪
な
ど
を
引
く
と
そ
の
代

が
返

て
き
ま
す
の
で

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ

ど
う

 
蓬
莱
の
薬
と
い

た

間
こ
の
場
の

気
が
一
気
に

た
い
空
気
に
な
る

 
仲

蓬
莱
の
薬
を
ど
こ
で

 

か
亜
狛
と
耶
狛
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

昔
に

遠
亭
に
住
む
輝
夜
の
置
き
土
産
の
蓬

莱
の
薬
を
人
間
達
か
ら
強

し
不
老
不
死
と
な

た
だ
と
か

そ
ん
な

は
ど
う
あ
れ
蓬
莱
の

薬
の
事
を
聞
い
て
は
い
た
が
こ
こ
月
で
は
禁
忌
と
し
て

わ
れ
て
い
る
の
か

お
り
あ
え
ず
空
気

を
変
え
る
か
こ
ん
な
い
ず
ら
い

 
黒
 

そ
ん
な
の
ど
う
で
も
良
い
今
は
目
の
前
の
事
に
集
中
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し
た
ら
ど
う
だ

 
と

う
と
皆
は
各
々
に
互
い
の

を
見
て

く

 
仲

良
い
こ
と
を

い
ま
す

 
黒
 

当
た
り
前
の
事
を

べ
た
に
す
ぎ
ん

 
ド
レ

た
だ

で
す

 

神

 
皆
は

り
出
す

不
老
不
死
と
は

で
あ
る
の
は
分
か
る
が
そ
こ
ま
で
危
険
な
物
な
の
か

 
黒
 

何

に
お
前
ら
は
蓬
莱
の
薬
を
禁
忌
と
す
る
の
だ

 
と

聞
く
と
仲

は
口
を
開
き

 
仲

こ
の
世
に
出
回

て
は
な
ら
な
い
物
だ
か
ら
で
す

 
ド
レ

蓬
莱
の
薬
が
出
回
れ
ば
ど
う
な
る
と
思
う
よ

 
そ
れ
は
亜
狛
と
耶
狛
が
い

い

い

い

目
だ
想

し
た
ら
気
持
ち
悪
く
な

て
き
た

と
い
う
か
耶
狛
が
い

い
と

え
た
だ
け
で
も
頭
が

く
な
る

 
黒
 

す

す
ま
ん

 
ド
レ

は

し
か
し
こ
れ
は
ま
た
運
命
な
の
か
何
な
の
か



 第５５２話 次に向けて

 
黒
 

ど
う
い
う
事
だ

 
ド
レ

黒
さ
ん
に
は
話
し
て
お
き
ま
し

う
か

狐
そ
し
て

 
ヘ
カ

テ

ア
が

て
い
る
の
が
何
な
の
か

 
と
ド
レ
ミ

が

い
か
け
る
と
サ
グ
メ

外
の

人
が
動

す
る

そ
の
中
で
も
花
が

て
入
り

 
花
 

ド
レ
ミ

様
そ
れ
は

 
ド
レ

花
さ
ん
こ
れ
は
黒
さ
ん
に
も
知

て

わ
な
け
れ
ば

 
な
ら
な
い
事
だ
か
ら

 
そ
う

う
と
花
は
下
が
る

ド
レ
ミ

は
こ
ち
ら
を
向
き

 
ド
レ

話
し
ま
す
と
月
の
都
に
は
あ
る
月
の
女
神
が
幽
閉
さ

 
れ
て
い
ま
す

 
黒
 

月
読
で
は
な
く
て
か

 

 
ド
レ

違
い
ま
す

ま
ず
話
を

す
と
蓬
莱
の
薬
そ
れ
を

 
作

た
の
は
八
意
見
様
で
す
そ
し
て
そ
れ
に
協
力
を

 
し
た
者
が

人
存

し
て
お
り
ま
す

人
は
月
の
姫
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で
あ
る
蓬
莱
山
輝
夜
様
そ
し
て
も
う

人
は
先
に
も

 

べ
た
幽
閉
さ
れ
て
い
る
女
神
で
す

 
黒
 

因
み
に
名
前
は

 
ド
レ

様
で
す

 
今
何
て

た
ん
だ

ま

た
く
も

て
聞
き
取
れ
な
い

語
だ

た
ん
だ
が

よ
く
分
か

ら
ず
黒
は

を
か
し
げ
て
い
る
と

 
ド
レ

お

と
失
礼
し
ま
し
た
こ
れ
は
月
の
⺠
達
の
み
し
か

 

え
ぬ
名
前
で
す

地
上
で
は

じ

う
が

と
呼
ば
れ
て
お

 
り
ま
す

 
黒
 

に
す
ま
な
い
は
つ
ま
り

狐
や
ヘ
カ

テ

ア

 
は
そ
い
つ
を

て
い
る
と
い
う
事
か

 
ド
レ

え

そ
の
通
り
で
す

 
な
る

ど
な

こ
れ
が
ど
う
い
う

で
起
き
て
い
る
の
か
は
大
体
は
理
解
し
た

ど
こ
か
で

亜
狛
と
耶
狛
と
で
情
報
を
交

し
な
い
と
な

そ
の
た
め
に
も
こ
い
つ
ら
に
亜
狛
と
耶
狛
を
戦
わ

せ
る
訳
に
は
い
か
な
い

そ
れ
に
あ
の

人
は
仲
間
で
あ
る
た
め
戦
う
意
味
す
ら
な
い
と
か
ら
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な

と
り
あ
え
ず
こ
こ
は
上
手
く
事
を
運
べ
れ
る
よ
う
に
す
る
か

 
黒
 

そ
の
蓬
莱
の
薬
の
服

者
は
俺
が
殺

て
も

わ

 
な
い
か

 
仲

何
を

て

 
黒
 

実
は
俺
も
不
老
不
死
み
た
い
な
も
の
で
な

 

う
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
た
め
試
し
に
自
分
の

を

で
引
き

切
る

切
れ
た

か
ら
は

が
さ
な
が
ら

水
の
よ
う
に
吹
き
出
す

 
力
 

お

お
前
な
に
し
て
ん
だ

 
黒
 

見
て
お
け

い
や
影
を
よ
く
見
て
み
ろ

 

 

影

て

え

え

 

 

な

 
皆
は

く
だ
ろ
う

何
せ
自
分
の
影
は

が
し

か
り
と
引

い
て
い
る
の
だ
か
ら

試
し

に
引
き

切

た

を

と
す
と

は
ム
ク
ム
ク
と
動
き

切
れ
た
先
へ
と
く

つ
く
と
一
気
に

口
か
ら
再
生
し
元
に

る

 
花
 

ば

化
物
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ド
レ

い
特
技
を
お
持
ち
で

 
黒
 

ま

俺
は
不
老
不
死
で
は
な
く
不
死
身
な
だ
け
だ
か

 
ら
な

 
魔
力
生
命
体
で
も
あ
る
か
ら
実

不
老
み
た
い
な
も
の
だ
し
寿
命
死
な
ん
か
も
な
い

た
だ

あ
る
と
し
た
ら
全
身

き

に
で
も
な
ら
な
け
れ
ば
ま
ず
死
に
は
し
な
い
な

 
黒
 

と
り
あ
え
ず
だ
そ
の
兄
妹
は
俺
が
や
る

の
面
子
は

 
お
前
ら
に
任
せ
る

そ
れ
で
良
い
か

 
力
 

な

ち

 
仲

異
論
は
な
い
で
す

 
花
 

良
い
ん
で
す
か

 
仲

え

黒
さ
ん
の
性
格
だ
と
か
は
と
も
か
く
と
し
て
で

 
す
が
実
力
は
本
物
で
す
そ
れ
に
さ

き
の
を
見
せ
ら

 
れ
る
と

了

せ
ざ
る

ま
せ
ん

 
そ
れ
を

う
と
皆
は
仕
方
な
い
と
い

た

を
す
る

話
が

く
て
助
か
る
な

 
黒
 

助
か
る
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仲

勘
違
い
は
し
な
い
で
下
さ
い
あ
く
ま
で
も
自
分
達
を

 

め
皆
が
助
か
る
道
を
進
む
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
よ

 
そ
の
道
中
で
余
計
な
私
怨
を
持

て
行
動
し
よ
う
も

 
の
な
ら
身
の

で
す
の
で

 
黒
 

ふ
ん

だ
が
互
い
の

の
一

は
変
わ
ら
ん
だ
ろ

 
仲

 
仲

え

そ
こ
は
間
違
い
な
く

 
亜
狛
と
耶
狛
を
こ
い
つ
ら
に
ぶ
つ
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
か
ら
な

あ
の

人
に
当
た

て

変
に

ま
れ
る
と
絶
対
に
逃
げ
ら
れ
な
い

奴
等
の

覚
視
覚

覚
な
ど
を

使
さ
れ
追
い

か
れ
て
殺
さ
れ
る
だ
け

そ
れ
に
亜
狛
は
と
も
か
く
耶
狛
が
変
に
口
を

り
か

な
い

ろ

う
も
の
な
ら
任
務
は
失
敗
ど
こ
ろ
か
月
の
⺠
そ
し
て
地
獄
の

中
と
の
仲
は
最
悪
に
な
る

そ
う

な
れ
ば
こ
れ
か
ら
先
の
事
を

え
る
と
マ
ス

共
々
不

に
な
る
か
ら
な

 

神

黒
さ
ん

が

れ
る
仕
事
に
な

て
し
ま
い
ま
す
が

 
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

 
黒
 

了
解
し
た
と
り
あ
え
ず
次
に
向
け
て
の
作
戦
を

え
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た
ら
ど
う
だ

 
仲

で
す

 
ド
レ

な
ら

え
ま
し

う
か

 
そ
う
し
て
黒
達
は
次
の
侵

に
備
え
作
戦
を

る
の
だ

た

視
点
は
代
わ
り
地
獄

で

は 
ヘ
カ

う
ん

合

て
る
わ

 
耶
狛

良
い

こ
の
ラ
フ
な
感
じ

 
耶
狛
は

れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
着
る
に
は
着
れ
る
が

出
が
多
く
危
な
い

女
服
と
な

た

服
を
脱
ぎ
ヘ
カ

テ

ア
に
と
り
あ
え
ず
の
間
に
合
わ
せ
と
し
て
服
を

し
て
も
ら

て
い
た

当
然
そ
の
服
は
ヘ
カ

テ

ア
の
着
て
い
る
シ

ツ
と

ん
ど
同
じ
の
シ

ツ
だ

そ
し
て
下
は

ヘ
カ

テ

ア
が
着
て
い
る
ス
カ

ト
と
は
違
い
金

が
所
々
に
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
ス
カ

ト

だ 
耶
狛

ど
う
ど
う
お
兄
ち

ん

 
亜
狛

合

て
る
が
シ

ツ
の

出
が
な

 
だ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な

た

女
服
よ
り
か
は
マ
シ
だ
が
へ
そ

さ
ら
に
は

も
と
か
ら

く
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胸
の

間
と
い
い

出
が
結

と
あ
る
ん
だ
よ
な

 
耶
狛

う

ん
そ
う
な
る

て
く
る
と

ン
が

し
い

 
な

後
は
こ
の
フ

シ

ン
に
合
わ
せ
て
ニ

ト

 

と
か
ア
ク

も

し
い
な

 
亜
狛

ま
た
小
遣
い
を

め
て
買
い
な
さ
い

 
耶
狛

は

い
所
で
お
兄
ち

ん
何
で
狼

態
な
の

 
因
み
に
今
の
自
分
は
人

で
は
な
く
獣

と
い
う
よ
り
本
来
の
姿
に
な

て
い
る

理
由
は
耶

狛
と
同
様
に
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

た
た
め
だ

つ
ま
り
現

な
の
だ

 
亜
狛

の
面
前
で
人

の
男
の

を
見
せ
る
だ
と
か

 
バ
カ
だ
と
は
思
わ
な
い
か

 
耶
狛

え

え

う
ん
ご
め
ん

 
亜
狛

ま

そ
う
い
う
事
だ

 

を
見
せ
る
な
ら
人

よ
り
も
マ
シ
な
の
だ

だ
が
問

な
こ
と
も
あ
る
ん
だ

そ
れ
は

 
ク
ラ

い
モ
フ
モ
フ

 
妖

わ
ん
わ
ん
お
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妖

わ
ん
わ
ん
お

 
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
を

め
た
妖

達
が

し
て
く
れ
な
い
の
だ

て
お
く
が
俺
そ
し
て
耶

狛
も

め
人

か
ら
狼

態
に
な
る
と
大
き
さ
は
全
⻑
で

近
く
あ
り
立

た
状
態
で
の
大
き
さ

は

と
黒
さ
ん
の
⻯

態
に
は

ば
な
い
が
大
き
い
部

だ

そ
れ
で
い
て
自
分
達
は
ち

と

⻑

な
た
め
こ
う
や

て
モ
フ
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が

お
う
決
し
て
わ
ん
わ
ん
お
で
は
な
い

 
ヘ
カ

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
そ
れ
に

女
達
も
亜
狛
ち

ん
に

 

惑
か
け
ち

メ
よ
ん

 
ク
ラ

ご
主
人
こ
の
感

を
知
る
と

め
ら
れ
な
い
よ

 
亜
狛

い
満
喫
し
て
る
な

 
耶
狛

お
兄
ち

ん
の

て
意
外
に
も

惑
の

り
心
地

 
な
ん
だ
よ

 
亜
狛

い
や
そ
れ
は
お
前
だ
ろ

 
昔
に

た
が
耶
狛
の
方
が
ふ
ん
わ
り
感
は
断
然
上
だ

そ
れ
に
俺
よ
り
も
手
入
れ
を

か
さ

な
い
た
め
上

な

で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
な

 
ク
ラ

お

な
ら
耶
狛
の

も
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耶
狛

あ

本
的
に
私
は

だ
か
ら
ご
め
ん

 
ク
ラ

 
ヘ
カ

ピ

ス

そ
の
神
は
今

女
の
目
の
前
に
い
る
ん

 
だ
け
ど

 
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は

い
を

か
べ
な
が
ら
頭
を

く

ま

本
的
に
耶
狛
へ
の
お

り
は

禁
だ

何

て

え
て
み
ろ

い
き
な
り
女
性
に
対
し
て
体
を

ら
せ
て
く
だ
さ

い

て

て
い
る
も
の
だ

 
ク
ラ

う

ん

て
み
た
い
な

 
耶
狛

気
が
向
い
た
ら

 
何
て

て
い
る
と

狐
が

方
へ
と
歩
い
て
や

て
来
る

 

狐

亜
狛
さ
ん

 
そ
し
て
そ
の
手
に
は
自
分
が
着
て
い
た

者
装
束
が
あ

た

く
り
と
立
ち
上
が
り
見
る

と
マ
ス

程
で
は
な
い
が
綺

な
修

が
さ
れ
て
い
た

 

狐

何
と
か
亜
狛
さ
ん
の
は
直
せ
た
わ
耶
狛
ち

ん
の
は

 
も
う
少
し
待

て
い
て
く
れ
な
い
か
し
ら
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亜
狛

狐
さ
ん

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
獣
か
ら
人

へ
と

り

座
に

玉
で
身
を

し

を

ば
し

狐
か
ら

者
装
束
を
受
け
取

り
す
ぐ
さ
ま
着
替
え
る

 
亜
狛

ふ

や
は
り
こ
れ
で
す

 
耶
狛

お
兄
ち

ん

ラ

服
な
ん
か
も

 
亜
狛

絶
対
に
着
な
い
か
ら
な

 
あ
の
ト
ラ
ウ
マ
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
じ

な
い

そ
ん
な
ツ

コ
ミ
を
入
れ
て
い
る
と

い

が
聞
こ
え
て
く
る

 
ヘ
カ

本
当
に
仲
が
良
い
わ

 
耶
狛

エ
ヘ
ヘ
お
兄
ち

ん
と
は
こ
れ
か
ら
先
も
ず

と
仲

 
良
し
だ
よ

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
兄
妹
話
に
な

て
し
ま

て

 
ヘ
カ

い
い
の
よ
ん
見
て
い
て
和
む
し
そ
れ
に

 
ヘ
カ

テ

ア
は

狐
を
見
る

狐
の

を
見
る
と

 

狐

ふ
ふ
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狐
は
楽
し
そ
う
に

ん
で
い
た
が
す
ぐ
さ
ま
真

に
な
り

 

狐

何
か
し
ら

 
ヘ
カ

い
い
え
何
も

 
ヘ
カ

テ

ア
さ
ん

て

狐
さ
ん
の
事
を
ず

と
気
に
か
け
て
い
る
ん
だ
な

狐
を
初
め

て
見
た
時
に

い
た
感
情
は
恐
怖
の

と
い
う
感
じ
だ

た

だ
が
こ
う
し
て
改
め
て
見
て
い
く

と
恐
怖
の
奥
底
に
は

し
さ
が
あ
る
ん
だ
と
思

た

 

狐

そ
う
何
も
な
い
な
ら
い
い
わ
と
り
あ
え
ず
妖

達
が

 
復
帰
し
だ
い
ま
た

め
る
わ

そ
れ
と
耶
狛
ち

ん

 
そ
れ
ま
で
に
は
直
し
て
お
く
わ

 
耶
狛

う
ん
あ
り
が
と
う

狐
さ
ん

 

狐

ふ
ふ

 

み
を
こ
ぼ
し

狐
は

り
返
り
去

て
い

た

 
ク
ラ

友
人
様

今
日
は
よ
く

う
な

 
ヘ
カ

本
当
に

彼
女
の
あ
ん
な

を
見
る
の
は
久
々

 

あ
な
た
達

兄
妹
に
は

し
ち

う
わ
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亜
狛

そ
ん
な

す
る
よ
う
な
こ
と
は

 
耶
狛

何
で

な
の

 
ヘ
カ

ふ
ふ

で
も
あ
り
が
と
う
亜
狛
に
耶
狛

 
そ
う

い
ヘ
カ

テ

ア
は

狐
と
同
様
に

み
を

か
べ

 
ヘ
カ

出
撃
ま
で
時
間
が
あ
る
か
ら
そ
れ
ま
で

く
り
し

 
て
い
て
頂
戴

 
耶
狛

な
ら
ク
ラ
ち

ん
と
遊
ん
で
い
い

 
ク
ラ

あ
た
い
も
遊
ん
で
い
た
い

 
ヘ
カ

次
の
出
撃
に

を
き
た
さ
な
い
程
度
な
ら
良
い
わ

 
よ
ん

 
と

う
と
耶
狛
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は
互
い
の

を
見
て
大
喜
び
し
て
ハ
イ

チ
を
す
る

 
耶
狛

そ
れ
じ

遊
ぼ
う

 
ク
ラ

う
ん

 
そ
う
し
て
耶
狛
と
ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
は
遊
び
だ
す

 
亜
狛

す
い
ま
せ
ん
妹
が
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ヘ
カ

良
い
の
よ

耶
狛
ち

ん
を
大
切
に

 
亜
狛

は
い

 
そ
う
し
て
ヘ
カ

テ

ア
は

狐
の
後
を
追

て
去

て
い

た

ク
ラ
ウ
ン
ピ

ス
と
遊
ぶ

耶
狛
を

め
な
が
ら
次
の
出
撃
に
備
え
休
養
を
と
る
の
だ

た

 
 

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む

 
怠
惰

と
こ
ろ
で

ち

ん
は
そ
の
幽
閉
さ
れ
て
い
る
神
に

 
つ
い
て
は
知

て
る
の

 

 

あ

月
読
か
ら
話
し
は
聞
い
て
は
お
る
が
会

た

 
こ
と
は
な
い
の

 
怠
惰

な
る

ど

 

 

い

た
い
ど
ん
な
神
な
ん
じ

ろ
う
か
の

 
怠
惰

ち
な
み
に

方
の
産
み
の
親
で
あ
る

様
の
話
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だ
と
そ
の
姿
は

べ
ら
れ
い
る
み
た
い
だ
よ

 

 

そ
う
な
の
か

 
怠
惰

う
ん
ま

そ
こ
は

だ
と
か
で
見
て

し
い
ん
だ

 
け
ど

こ
こ
で

う
と

 

 

ま

そ
う
じ

の
う

 
怠
惰

ま

気
に
な
る
方
は

と
も

な
ど
で
検
索
を

 
し
て
み
て
下
さ
い

 

 

う
む
さ
て
時
間
も
時
間
じ

し
こ
こ
ま
で
に
す
る
か

 
の

 
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
読
者
様

今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
バ
イ
ニ

ラ
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第
５
５
３
話
 
本
心
と
こ
れ
か
ら
の
育
み

 
ど
う
も
お
久
し
ぶ
り
で
す
読
者
様
風
邪
で

込
ん
で
い
た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

ポ

モ

ン
の

選
作

の

夜

夜

転
生
活
が

と
な
り
ま
し
た

や

て
い
る
と
つ
い
つ
い
時
間

を

れ
て
や

て
し
ま
う

失
礼

そ
れ
で
は
久
々
に
本
編
へ
ど
う

 
視
点
は
変
わ
り
地
獄
の
地
霊
殿
で
は

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
良
し

 
さ
と

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
理
久
兎
さ
ん

 
理
 

良
い

て
こ
と
よ
気
に
す
ん
な

 
現

怪
物
プ
ラ
ン
ト
に
よ

て

ま
み
れ
に
な

た
さ
と
り
を
風
呂
に
入
れ
て
体
を

て
い
た

 
さ
と

人
で
出
来
れ
ば

 
理
 

ま

仕
方
な
い
こ
れ
ば

か
り
は
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怪
物
プ
ラ
ン
ト
に
妖
力
を

わ
れ
更
に
そ
の
後
に
は
強
情
を

り
無
理
し
て
戦
闘
を
し
た
た
め

状
態
に
な
り
か
け
て
い
る
感
じ
だ

そ
の
た
め
上
手
く
体
を
動
か
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
こ
う

し
て

て
い
る
と
い

た
感
じ
だ

 
理
 

と
り
あ
え
ず
体
を

い
て

の

を

か
す

 
さ
と

は
い

 
申
し
訳
な
さ
と

し
さ
が
入
り
交
じ
る
よ
う
な
表
情
で
返
事
を
す
る
の
だ

た

そ
う
し
て

の

を

か
し
体
を

き

マ
に
着
替
え
さ
せ
て

中
に
お
ぶ
り
部

ま
で
運
ぶ

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
聞
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

う
ん
何
だ

 
さ
と

私
の

を
見
て
も
何
も
感
じ
ま
せ
ん
か

 
理
 

こ
れ
と
い

て
何
も

 
さ
と

ム

 
何
で
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
突
然
俺
の

耳
を
さ
と
り
は

と
強
く
引

て
く

る 
理
 

い

い

い
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さ
と

ど
う
せ
私
み
た
い
な
ロ
リ
体

な
ん
か
に

力
を
感

 
じ
る
わ
け
な
い
で
す
よ

 
理
 

ど
う
し
た
ん
だ
よ
急
に

 
さ
と

も
う
い
い
で
す

 
何
で
そ
ん
な
ツ

ン
と
し
た
態
度
な
ん
だ
よ

本
当
に
女
心

て
の
は
何
時
ま
で

て
も
分

か
ら
な
い
も
ん
だ
な

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
さ
と
り
の
部

ま
で

り
着
く

を
開
け
て

中
へ
と
入
り

さ
と
り
を

ド
に

か
せ
る

 
理
 

と
り
あ
え
ず

合
は
大
丈
夫
か

 
さ
と

え

問

な
い
で
す
よ

 
本
当
に
何
で
ま
た
急
に
そ
ん
な
ツ

ン
と
し
た
態
度
に
な
る
ん
だ

何
か
変
な
事
を

た
か

な 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

方
に
は
ま
だ
仕
事
が
あ
る
と
思
い
ま

 
す
し
部

か
ら
出
て
い

て

て
も

い
ま
せ
ん

 
よ

 
理
 

い
や
ま

や
る
こ
と
は

方
は
何
と
か
な

て
る
か
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ら
問

な
い
ん
だ
よ

 
さ
と

下
だ
と
か
の
惨
状
は
ど
う
す
る
つ
も
り
で
す
か

 

て
お
き
ま
す
が
そ
の
ま
ま
は
許
し
ま
せ
ん
よ

 
理
 

そ
こ
は
今
日
中
に
⻤
達
へ
依
頼
す
る
か
ら
問

な
い

 
そ
れ
に

だ

て
ま

あ
ん
ま
り
頼
り
た
く
は
な
い

 
け
れ
ど

は
あ
る
に
は
あ
る
か
ら
そ
い
つ
に
依
頼
を

 
し
よ
う
と
思

て
い
る
か
ら
な

 
何
て

い
な
が
ら
断
罪
神
書
か
ら
お
手
製
ア
ロ
マ
ス
ト

ン
を
取
り
出
し

ド
の

の
テ

ブ
ル
に
置
き
調
合
し
た
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を

ら
す

 
さ
と

そ

そ
う
で
す
か

も
う
そ
こ
ま
で
計
画
を

て
る

 
と
は
仕
事
が

い
で
す

 
理
 

ま

な

 
次
に
断
罪
神
書
か
ら
テ

ポ

ト
と
小
さ
な

平

そ
し
て

飲
み
を
取
り
出
し

か
せ

る

ま
ず

平

に
魔
法
で
水
を
入
れ
そ
の
後
に
人
指
し
指
に
火
を

し
て
下
か
ら
温
め
そ
の

間
に
昔
に

か
ら

た
気
力
回
復
の

果
が
あ
る
ブ
レ
ン
ド

方

の

葉
を
取
り
出
し
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テ

ポ

ト
に
入
れ

し
た
お

を
ポ

ト
に
注
ぐ

 
さ
と

そ
れ
は

 
理
 

方

さ
今
の
さ
と
り
に
は
も

て
こ
い
の
物
だ

 
そ
う
し
て

ら
し
た
お

を
取
り
出
し
た
カ

プ
に
お

を
入
れ
て
さ
と
り
に
渡
す

 
理
 

ら

 
さ
と

い

い
た
だ
き
ま
す

 

気
が
立
ち
上
る
お

を
少
し
ず
つ
飲
ん
で
い
く

そ
の
間
に
使

た
道

を
断
罪
神
書
に

め
る

そ
し
て
全
て
飲
み
終
え
る
と

と
一

つ
き

 
さ
と

ふ

何
と
い
う
か

味
の
あ
る
お

で
す

 
理
 

と
り
あ
え
ず
安
静
に
し
て

て
な
よ
そ
の
方
が
妖
力

 
も

く
回
復
す
る
か
ら

 
さ
と

は
い

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

ん

何
だ

 
さ
と

少
し
だ
け
で
良
い
で
す
本
当
に
少
し
だ
け

理
久
兎

 
さ
ん
は
私
の
事
を
ど
う
思

て
い
る
の
か
聞
か
せ
て
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下
さ
い
ま
せ
ん
か

 
と

て
き
た

と
り
あ
え
ず

ド
に
座
り

 
理
 

ど
う
思

て
い
る
か

恋
人

 

コ

 
さ
と
り
は
前
へ
と

れ
る
が
す
ぐ
に
体

を
立
て
直
し

 
さ
と

い
え
ま

そ
う
で
す
け
れ
ど
も

と
こ
う

体
的
に

 
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か

 
理
 

体
的

体
的

て

 
そ
う

わ
れ
て
も
何
て

え
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と

む
ん
だ
よ
な

ど
う

う
か

ん
で
い

る
と

 
さ
と

な
ら
理
久
兎
さ
ん
は
私
の
事
を
ど
う
思

て
い
ま
す

 
か

 
理
 

そ
れ
を
つ
ま
り

し
く

え

て
こ
と

か

 
さ
と

は
い

 
ど
う
す
る
か
な

嘘
を
つ
く
の
は
嫌
い
だ
し
こ
こ
は
思

た
こ
と
を
口
に
出
す
か
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理
 

大
切
な
存

で
あ
り
手

し
た
く
な
い
存

か
な

 
さ
と

と
い
い
ま
す
と

 

掘
り
葉
掘
り
と
聞
い
て
く
る
気
だ
な

仕
方
な
い
告
白
を
受
け
た
あ
の
時
に
思

た
本
当

の
事
を
伝
え
る
か

 
理
 

実
は
な
お
前
か
ら
告
白
を
受
け
た
時

俺
は
嬉
し
か

 

た
と
同
時
に
あ
る
事
を
思

た
ん
だ

 
さ
と

あ
る
こ
と

 
理
 

あ

う
ん

最
終
的
に
は
俺
に
愛
想
つ
か
し
て
俺

 
よ
り
も
良
い
男
を
見
つ
け
る
の
か
な

て

そ
れ

 
な
ら
そ
れ
で

わ
な
い

て
最
初
は
思

て
い
た
ん

 
だ
け
ど

 
自
分
よ
り
も
い
い
男
を
見
つ
け
る
の
で
は

何
て
事
を
実
は
心
の
内
で
は
思

て
い
た

俺

て
対
し
て
何
も
し
て
や
れ
ず
の
つ
ま
ら
な
い
奴
だ
か
ら

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
別
れ
て
も
さ

と
り
が

せ
な
ら
問

な
い
と
も
思

て
い
た
ん
だ
よ
な

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

そ
こ
ま
で
私
は

女
で
は
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理
 

あ

分
か

て
る
か
ら

最
後
ま
で

わ
せ
ろ

 
さ
と

続
け
て
く
だ
さ
い

 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は

々

知
は
し
て
い
る

だ
が
あ
く
ま
で
も
し
の
話
で
思

て
い
た
だ

け
だ

 
理
 

だ
が
な
お
前
と
結
ば
れ
関
わ

て
い
く
事
に
あ
る
感

 
情
が
込
み
上
げ
て
き
い
た

紫
に
対
し
て
も
な
か

 
た
あ
る
も
の
が
心
か
ら
込
み
上
げ
て
き
た
か
な

 
さ
と

そ
そ

そ
れ

て
恋
愛
感
情

で
す
か

 
モ

モ

と

を
紅
く
さ
せ
て

て
く
る

可
愛
い
表
情
だ
な

恋
愛
感
情
に

て
い
る
け

ど
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
が

て

し
そ
う
だ
し

て
お
く
か

 
理
 

そ
う
と
も

う
か
も
し
れ
な
い
が
少
し
違
う
か
な

 
込
み
上
げ
た
も
の
そ
れ
は

 

を
さ
と
り
へ
と
近
づ
け
ニ
コ
リ
と

み

 
理
 

か
な

 
さ
と

ふ
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を
近
づ
け
る
の
を

め
元
の
体

に

り

 
理
 

た
ろ
大
切
な
存

で
あ
り
手

し
た
く
な
い
存

 

だ

て

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

 
理
 

そ
れ
に
お
前
と
い
る
内
に
俺
の

は
更
に
強
く

 
な

た
気
が
す
る
ん
だ

不
思
議
な
事
に
な

 
実

手

し
た
く
は
な
い
ん
だ
よ
な

前
に
も
そ
ん
な
不
安
な
気
持
ち
に
も
な

て
い
る
し

な

さ
と
り
の

を
見
る
と
さ
と
り
は

を
真

に
さ
せ

を
吹
か
せ
て
う
つ
む
い
て
い
た
が

キ

と

み

 
さ
と

な

な
ら

私
の

を
見
て
も
何
も
思
わ
な
い

て

 
ど
う
な
ん
で
す
か
何

な
ん
で
す
か

理
久
兎
さ
ん

 
か
ら
見
て
も
や

り
こ
ん
な
子

体

は

 
と

を

げ
最
後
は

し
そ
う
に

て
く
る

最
後
の
方
の

葉
の
強
さ
か
ら
し
て
恐
ら

く
コ
ン
プ
レ

ク
ス
に
な

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
な

ど
う
や
ら
部

に
向
か
う

中
で
の

俺
の
何
気
な
い

葉
で
不
機
嫌
に
な

て
い
た

い
な

さ
て
何
て

う
べ
き
か
な
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理
 

う

ん
俺

て
さ

そ
う
い

た
事
に
は

く
て
な

 

を
見
た
か
ら
と
い

て
も

の
男
性

と
は
違

 
て
何
と
も
思
え
な
く
て
な

そ
れ
が
愛
す
る
お
前
で

 
あ

た
と
し
て
も

な

 
現
に
そ
れ
は
事
実
だ

こ
う
し
て
⻑
く
生
き
過
ぎ
て
い
る
と
そ
う
い

た
事
に
対
し
て
も

し

い
事
に
何
も
思
え
な
く
な

て
く
る
ん
だ
よ
な

そ
れ
に
俺
か
ら
し
た
ら
皆
年
下
で
あ
る
た
め

余
計
に
何
も
感
じ
れ
な
い
の
だ

 
さ
と

そ
う
な
ん
で
す
か

 
理
 

だ
が
勘
違
い
は
す
る
な
よ
そ
れ
は

で
あ

て
も
だ

 
か
ら
な

そ
し
て
さ

き
も

た
通
り
俺
は
お
前

 
の
事
を
大
切
に
思

て
い
る
そ
れ
は
ま
ご
う
事
な
き

 
事
実
だ

 
さ
と

大
丈
夫
で
す
知
り
た
か

た
事
は
分
か
り
ま
し
た

 
か
ら
ど
う
や
ら
私
は

々
と

解
を
し
て
い
た
み
た

 
い
で
す
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吹

切
れ
た
よ
う
な

を
し
て
さ
と
り
は

 
さ
と

で
す
の
で
理
久
兎
さ
ん
私
は

方
に
そ
う
い

た
感

 
情
を

か
せ
て
み
せ
ま
す
見
て
い
て
く
だ
さ
い

 
ま
さ
か
な
事
を

て
き
た

こ
れ
に
は
面
白
く
つ
い

 
理
 

ク
ク

ア
ハ
ハ
ハ

そ
う
か

な
ら
楽
し
み
に
し
て

 
い
る
よ
さ
と
り

 
さ
と

は
い

 
や

り
面
白
い
そ
う
で
な
い
と
つ
ま
ら
な
い
よ
な

 
理
 

さ
て
と
り
あ
え
ず
気
力
の
回
復
も
あ
る
か
ら

に
な

 
り
な
よ

 
さ
と

え

 

飲
み
を

り
断
罪
神
書
に
入
れ
る

そ
し
て
さ
と
り
布
団
を
か
け
よ
う
と
し
た
時
に
思
う

さ

き
の
突
然
の
耳
引

り

撃
の
仕
返
し
を
し
て
な
か

た
な
と

く
仕
返
し
し
て
や
る

か 
さ
と

理
久
兎
さ
ん
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理
 

そ
う
い
え
ば
さ
と
り

て
さ
今

普

よ
り
も
体
が

 
動
か
な
い
ん
だ

た
よ
な

 
さ
と

ま

ま

々
と
力
が
入
る
よ
う
に
は
な

て
き
ま

 
し
た
が
そ
れ
が

 
さ
と
り
が

い
か
け
る
前
に

ド
ド
ン
な
る
行

を
し
て

し

す

 
さ
と

ふ

 
理
 

体
も
あ
ま
り
動
か
せ
な
い
そ
し
て
さ

き

が

 
強
く
な

た

て

た
じ

ん
そ
れ
な
ら

俺
に

 
何
か
さ
れ
ち

う
か
も

 
さ
と

ふ

あ

え

え

 

を
紅
く
さ
せ

う
る
う
る
と
し
た

が
自
分
の
見
つ
め

ず
か
し
そ
う
に
す
る
さ
と
り
の

が
と
て
も
可

だ

ク
ス
リ
と

て
さ
と
り
の
耳
も
と
に

を
近
づ
け
る

こ
こ
で
何
て

と

お
う
と
し
た
が

 
さ
と

理
久
兎
さ
ん

遊
び
が
過
ぎ
ま
す
よ

 
理
 

お
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さ
と
り
に
そ
う

わ
れ
す
ぐ
さ
ま

ド
ド
ン
を

め
る

さ
と
り
は

ト
目
で

方
を
見

て 
さ
と

さ

き
理
久
兎
さ
ん
か
ら
あ
ん
な
話
を
聞
い
て
ド
キ

 
ド
キ
す
る
訳
な
い
じ

な
い
で
す
か

 
理
 

あ
ち

バ
レ
た
か

 
さ
と

ま

た
く
も
う

 
理
 

ご
め
ん
ご
め
ん

ら
今
度
こ
そ
布
団
を
け
て
や
る

 
か
ら
さ

 
そ
う
し
て
さ
と
り
を
今
度
こ
そ

か
せ
布
団
を
か
け
る

 
理
 

そ
れ
じ

俺
は
行
く
な
ま
た
様
子
は
見
に
来
る
か
ら

 
そ
の
時
に
何
か
あ

た
ら

て
く
れ

 
さ
と

は
い

 
そ
う
し
て
部

を
出
て
体
を
グ

と

ば
す

 
理
 

ま

あ
ん
な
の
さ
と
り
か
ら
し
た
ら
バ
レ
バ
レ
だ
よ

 
な
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チ

ロ
い
か
ら
上
手
く
引

掛
か

て
く
れ
る
か
な
何
て
思

た
が
引

掛
か

て
く
れ
な
く

て

だ

せ
め
て

面
し
て
気
絶
ぐ
ら
い
し
て
く
れ
た
ら
面
白
か

た
ん
だ
け
ど
な

 
理
 

さ
て
と
ま
ず
は
彼
奴
ら
の
と
こ
ろ
に
行
く
か

 
そ
う
し
て
自
分
は
あ
る
場
所
へ
と
向
か
う
の
だ

た
が

さ
と
り
の
部

で
は

 
さ
と

ど

ド
キ
ド
キ
し
た

 
先
程
の
理
久
兎
の
悪
戯
は

果

だ

た
み
た
い
だ

 
さ
と

な

何
と
か
真

に
な
れ
ま
し
た
が
は

は
た
し
て

 
理
久
兎
さ
ん
か
ら
見
て
真

だ

た
の
か

う

 
理
久
兎
さ
ん
の
バ
カ

 
理
久
兎
の

を
思
い
だ
し
布
団
を
深
く
か
ぶ
り

え
な
が
ら
も
さ
と
り
は
気
力
回
復
の
た
め

眠
り
に
つ
く
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す

 

 

お
主
の
リ
ア
ル

こ
こ
最
近

弱
す
ぎ
ぬ
か
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怠
惰

俺
も
思
う
よ

 

 

ど
う
せ
あ
れ
じ

ろ
ポ

モ
ン

選
作

を
し
て
い

 
て

夜
し
ま
く

て
風
邪
引
い
た
ん
じ

ろ

 
怠
惰

も
う
正
解
だ

ブ
イ

選
か
ら
ラ
プ
ラ
ス

選

 
と
遊
び
に
遊
ん
で
い
た
ら
風
邪
引
い
て

込
ん
だ
み

 
た
い

 

 

回
リ
ア
ル
の
お
主
を
シ
バ
気
に
行
く
か
の

 
怠
惰

め
て

そ
ん
な
事
し
た
ら
小
説
が
今
度
こ
そ

 
ま
る
か
ら

 

 

ま

た
く

そ
う
い
え
ば
お
主
に
こ
れ
を
や
ろ
う

 
怠
惰

何
こ
れ

 

 

チ

コ
じ

よ

れ
た
が
の

 
怠
惰

お

あ
り
が
と
う

 

 

今
回
は
リ
ア

を

と
か

わ
ぬ
の
じ

な

 
怠
惰

ま

何
か
知
ら
な
い
け
ど
ポ

モ
ン
世
界
の

棒



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
と
か
手
持
ち
の
ポ

モ
ン
か
ら

の
実
と
か
チ

コ

 
と
か

た
か
ら

 

 

そ

そ
う
か

 
怠
惰

ど
う
し
た
の
何
か
複
雑
そ
う
な

を
し
て

 

 

な

何
で
も
な
い
わ
い

 
怠
惰

そ
う

ま

あ
り
が
と
う

 

 

う
む

と
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か

 
怠
惰

だ

そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

明
日
も
投
稿
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
の

投
稿
す
る
ん

 
じ

よ
な

し
な
い
と

分
か
る
よ
の

 
怠
惰

流

に
し
ま
す

て

え

と
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ



 第５５４話 ⻤の住みかへ

 
第
５
５
４
話
 
⻤
の
住
み
か
へ

 
皆
様
ど
う
も

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

 
何
と
か
出
来
上
が

た
の
で
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
れ
で
は
本
編
へ
ど
う

 
さ
と
り
を

か
せ

す
ぐ
に
理
久
兎
は
地
霊
殿
を
出
て
旧
都
へ
と

い
て
い
た

 
理
 

彼
奴
ら
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ
か

 
何
時
も
の
居
酒

に
来
て
み
た
が
奴
等
の
姿
は
な
か

た

そ
の
た
め
ま
た
探
し
な
が
ら
ふ
ら

ふ
ら
と
歩
い
て
い
る
と

 

 

あ
ら
常

の
理
久
兎
様
じ

な
い
で
す
か

 
と
聞
き

れ
た
女
性
の

が
聞
こ
え
見
る
と
そ
こ
に
は

を
か
け
た
知
的
な
見
た
目
の
女

性
い
や
何
時
も
お
世
話
に
な

て
い
る

よ
ろ
ず

の
店
主
が
い
た

 
理
 

こ
れ
は
ハ

ゲ
ン
テ

さ
ん
こ
ん
に
ち
は

 
ハ

ゲ
ン
テ

何
時
か
ら
こ
こ
地
底
に
来
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
彼
女
の
売
る
ア
イ
テ
ム
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の
数
々
は
珍
し
い
品
が
多
く
多
種
多
様
の
ア
イ
テ
ム
を
売

て
い
る

金
術
書
や
魔
法
の
ア
イ

テ
ム
を
等
も
取
り

て
お
り
そ
の
中
に
は
俺
の
使
う
身
代
わ
り

な
ん
か
も

て
い
る
程

だ 
ハ

そ
う
そ
う
理
久
兎
様

方
の
使
う
身
代
わ
り

を

 
ま
た
入

し
ま
し
た
わ

 
理
 

お

そ
れ
は
嬉
し
い
報
告
だ
な
あ
る
だ
け
で
い
く
ら

 
に
な
る

 
ハ

そ
う
で
す
わ

 
懐
か
ら
そ
ろ
ば
ん
を
取
り
出
し
カ
チ
カ
チ
と
動
か
し

 
ハ

入

し
た
分
は
ざ

と

で
７
０
０

と
い

た

 
所
で
す
が
何
時
も
ご

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

 
す
の
で

を
つ
け
て
５
０
０

で
ど
う
で
す
か

 
理
 

買

た

 
断
罪
神
書
か
ら
金

を
取
り
出
し

ず
つ
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
束
を

束
取
り
出
す

 
理
 

頼
む
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ハ

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 

ラ

ラ
と
束
を

し
ハ

ゲ
ン
テ

は

き

 
ハ

か
に
い
た
だ
き
ま
し
た
わ
品
は
家
に

け
れ
ば
よ

 
ろ
し
い
で
す
か

 
理
 

あ

何
時
も
の
よ
う
に
頼
む
な

 
ハ

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

 
受
け
取

た
金
を
懐
へ
と
し
ま
う

そ
う
だ
も
し
か
し
た
ら
ハ

ゲ
ン
テ

な
ら
美
寿
々
達
の

場
所
を
知

て
い
る
か
も
な

 
理
 

な

ハ

ゲ
ン
テ

さ
ん
美
寿
々
達
を
何
処
か
で
見

 
て
い
な
い
か

 
と

聞
く
と
ハ

ゲ
ン
テ

は

に
手
を
置
き

え
る
と

 
ハ

そ
う
で
す

そ
う
い
え
ば

日

酒

を
勇
儀

 
さ
ん
と
萃
香
さ
ん
と
で
買

て
い
ま
し
た

そ
の

 

に
も
仲
の
良
い
妖
怪
達
が

物
だ

た
り
を
買

 
て
い
ま
し
た

お
そ
ら
く
そ
れ
ら
か
ら
推
察
す
る
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と
宅
飲
み
で
は
な
い
で
す
か

 
理
 

宅
飲
み

 
と
い
う
か
そ
ん
な
小
さ
な
事
を
よ
く
覚
え
て
ら
れ
る
な

し
か
し
宅
飲
み
と
な
る
と
何
処
で
飲

ん
で
る
ん
だ

 
理
 

う

ん
せ
め
て
何
処
で
飲
ん
で
る
か
が
分
か
れ
ば

 
ハ

多
分

美
寿
々
さ
ま
の
お
家
で
す
よ
彼
女
の
家
の
大

 
き
さ
は
理
久
兎
様
達
の
家
に
比
べ
れ
ば
小
さ
な
平

 
な
も
の
の
人
が
集
ま
る
に
は
集
ま
り
や
す
い
大
き
さ

 
の
家
で
す
か
ら

 
理
 

う

て
彼
奴
に
家

て
あ

た
ん
だ

 
ハ

え

 
し
か
し

え
て

い
た
い

美
寿
々
に
家
が
あ

た
の
か
と

ぶ

ち

け
彼
奴
は
居
酒

と
か
で
飲
ん
で
る
た
め
そ
こ
を
宿
代
わ
り
に
し
て
い
る
ま
た
は
酒

を

え
て

地
裏
で

泊

ま
り
し
て
い
る
等
と
ず

と
思

て
い
た
た
め
家
な
ん
て
あ
る
と
は
思

て
も
み
な
か

た

 
ハ

理
久
兎
様

て
意
外
に
も
失
礼
な
発

を
し
ま
す
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そ
れ
を
本
人
の
前
で

た
ら

メ
で
す
よ

 
理
 

そ
こ
は

論
の
こ
と
で
分
か

て
い
ま
す
よ

 
し
か
し
ハ

ゲ
ン
テ

は
俺
よ
り
年
下
の

な
の
だ
が
何
か
こ
う
俺
よ
り
も
年
上

て
感
じ
が

時
々
す
る
ん
だ
よ
な

 
ハ

そ
の
感
じ
か
ら
し
て
場
所
も
分
か

て
は
い
な
さ
そ

 
う
な
の
で
よ
ろ
し
け
ば
案
内
を
し
ま
し

う
か

 
理
 

本
当
で
す
か
な
ら

お

葉
に

え
さ
せ
て
い
た
だ

 
き
ま
す
よ

 
ハ

分
か
り
ま
し
た
ど
う

こ
ち
ら
へ

 
そ
う
し
て
ハ

ゲ
ン
テ

に
案
内
さ
れ
美
寿
々
の
家
へ
と
向
か
う

そ
こ
は
旧
都
中
心
地
か
ら

れ
じ

か
ん
北

の
場
所
そ
こ
に
は
か
つ
て
平
安
の
都
の

れ
家
と
し
て
使

て
い
た

と
同
じ
く
ら
い
の

が
あ

た

 
理
 

こ
こ
で
す
か

 
ハ

え

で
は
案
内
し
ま
し
た
の
で
私
は
こ
れ
で

 
理
 

え

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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互
い
に
一
礼
を
し
て
ハ

ゲ
ン
テ

は
旧
都
へ
と
帰

て
い

た

 
理
 

さ
て
と

 
と
り
あ
え
ず

の

を
開
け
て
中
へ
と
入
る
と

い

が
聞
こ
え
て
く
る

い

の
す
る
方

向
へ
と
向
か
う
と

 
美
 

さ

飲
め
飲
め

 
萃
香

プ
ハ

良
い
酒
だ

 
勇
儀

あ

今
日
は
本
当
に
つ
い
て
る

 
縁

と
す
ぐ
近
く
の
部

で
酒
や
つ
ま
み
を
食
べ
る
美
寿
々
達
や

 
黒

つ
ま
み
も
良
い
感
じ

 

ル

え

 
キ
ス
 

 

ル
ス

マ
メ

キ
ス
メ
の

人
が
い
た

ど
う
や
ら
仲
の
良
い

中
達
だ
け
で
の
宅

飲
み
会

て
感
じ
み
た
い
だ
な

と
り
あ
え
ず
さ
り
げ
な
く
入

て
い
く
か

く
り
と
歩
を

進
め

 
理
 

楽
し
そ
う
な
事
を
し
て
る
じ

な
い
か
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と

う
と

人
は
自
分
に
気
づ
く
と

 
美
 

理
久
兎

 
萃
香

う

 
勇
儀

珍
し
い
な
お
前
が
こ
こ
に
来
る
な
ん
て

 
理
 

ま

な

 
美
寿
々
達
に
近
づ
く
と
美
寿
々
は
ニ
カ

と

う
と

 
美
 

だ
お
前
も
い

い
や

て
い
け
よ

 
と
楽
し
そ
う
に
誘

て
く
れ
る

だ
が
地
霊
殿
に
は
ま
だ
少
し
の

助
が
必
要
な
さ
と
り

も
い
る
し
晩
飯
の
事
も
あ
る
た
め
⻑
く
は
い
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
な

 
理
 

せ

か
く
の
誘
い
だ
が
ま
だ
や
る
こ
と
が
あ

て
な

 
少
し
だ
け
な
ら

加
さ
せ
て
も
ら
う
よ

 
萃
香

お

珍
し
い

理
久
兎
の
事
だ
か
ら
仕
事
の
話
か
と

 
思

た
ん
だ
け
ど
な

 
理
 

い
や
仕
事
の
話
だ
が

 
萃
香
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勇
儀

ま

ま
さ
か
ま
た

 
仕
事
と
聞
い
た

間
こ
の
場
の
空
気
が

や
や
か
な
空
気
へ
と
変
わ
る

そ
し
て
美
寿
々
は

方
を

め
た
目
で
見
て
く
る

そ
し
て
楽
し
く
飲
ん
で
い
た
者
達
は

 

ル

ま
た
理
久
兎
が

 
黒

ど

ど
う
す
ん
の
こ
れ

 
キ
ス
 

 
勇
儀

何
か
あ

た
ら
す
ぐ
に
皆
を

さ
せ
る
よ

 
萃
香

分
か

て
る

 
何
て

が
上
が
る

正
直
な
話
で
そ
こ
ま
で

し
な
く
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
が
な

 
美
 

て
お
く
が
も
う

き
は
し
な
い
よ

 
理
 

流

に
前
回
の
分
で
チ

ラ
に
な

て
る
か
ら
そ
こ

 
は
安
心
し
な

 
美
 

 
美
寿
々
の

か
ら
の

め
で

方
を

ん
で
く
る

美
寿
々

外
の
面
々
が
ぎ
こ
ち
な
く

中
に
は

や

を
流
す
者
も
い
た

せ

か
く
楽
し
ん
で
い
た

気
を
ぶ
ち

し
て
し
ま
い
申
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し
訳
な
い
な

そ
ん
な
事
を
思

て
い
る
と
美
寿
々
は
ご
機
嫌
な

で

 
美
 

な

だ
そ
う

う
の
は

め
に

え
よ
な

 
と

楽
し
そ
う
に

て
く
る

そ
れ
を
聞
い
た

の

人
は

と
胸
を

で
下
ろ
す

 
美
 

で

今
回
は
何
の
仕
事
だ
い

 
理
 

ま

そ
れ
よ
り
も

つ
ま
み
が
少
な
い
な
し

う
が

 
な
一
品

俺
が
何
か
作

て
や
る
よ

 
そ
れ
を
聞
い
た
皆
の
目
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
だ
す

 
美
 

本
当
か
い

 
理
 

あ

良
い
酒
に
は
良
い
つ
ま
み
が
な
い
と
な
厨
房
を

 

り
る

 
美
 

お
う

何
で
も
使

て
く
れ

 
理
 

な
ら
遠
慮
な
く

ま
ず
こ
れ
を
使
わ
せ
て

う
よ

 
置
い
て
あ
る
も
う
空
に
な

て
い
る
酒

を
取
り
本
当
に

ん
の

か
な

の
酒
を
飲
む

こ

れ
な
ら
あ
れ
が
よ
さ
そ
う
だ
な

 
理
 

う
ん
作
る
物
が
決
ま

た
待

て
な



 第二十五章 耶狛の冒険記

 
美
 

お
う

 
そ
う
し
て
自
分
は
美
寿
々
の
家
の
厨
房
を

り
て
料
理
を
始
め
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
し
か
し
ま
た
新
キ

ラ
を

 
怠
惰

ち
な
み
に
ハ

ゲ
ン
テ

て
検
索
す
る
と

 

 

何
じ

よ

 
怠
惰

ま

そ
こ
は
自

任

て
こ
と
で

 

 

こ
や
つ
は

 
怠
惰

ま

ま

し
か
し
前
回
の
あ
れ
は
変
に
入
れ
込
み

 
過
ぎ
た
か
な

 

 

ど
深
夜
テ
ン
シ

ン
で
作

て
お

た
じ

ろ

 
怠
惰

ま

そ
れ
と
し
つ
こ
い
よ
う
だ
け
ど
こ
の
小
説

 
の

方
キ

ラ
達
の
性
格
が

々
と
お
か
し
く
な
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て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了

を

 

 

そ
の
結
果

さ
と
り
だ
と
か
の
性
格
が

 
怠
惰

ま

で
も
案
外
に
も

に
見
え
る
の
も
能
力

 
だ
か
ら
か
も

本
来
は
大
人
し
い
子
だ
よ

 

 

大
人
し
い

 
怠
惰

ま

理
久
兎
の
バ
カ
で

化
し
て
い
る
け
ど

 

 

良
い
影

な
の
か
悪
い
影

な
の
か

 
怠
惰

ど

ち
つ
か
ず
だ

さ
て
と
り
あ
え
ず
今
回
は
こ

 
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
５
５
話
 
美
寿
々
宅
で
の
依
頼

 
こ
ん
に
ち
は
読
者
様

く

し
て
し
ま

た
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

そ
し
て
こ
こ
最

近
ポ

モ
ン
に
も
は
ま

て
い
ま
す
が

ソ
コ
ン
が
手
に
入
り
昔
に
親
の

ソ
コ
ン
で
や

て

い
た
幻
想
人

舞
を
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す

今
こ
の
値

を
見
た
ら
ア
マ
ゾ
ン
で

上

も
し
て
ビ

ク
リ
し
て
い
た
り
し
て
い
ま
す

続
き
の
夢
の

も
や
り
た
い
け
ど
何
処
も
売

て
な
い
ん
で
す
よ

失
礼
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
美
寿
々
の
家
の
厨
房
を

り
理
久
兎
は
今
回
の
酒
に
合
う

品
を
作

て
い
た

 
理
 

こ
の
ぐ
ら
い
が

度
良
い
固
さ
だ
な

 
大
き
な

に
は

し
た
お

そ
し
て
そ
こ
に
は

が

か
ぶ

を
持
ち
上
げ
ザ
ル
へ
と
お

ご
と

を
流
し
込
み
す
ぐ
さ
ま
流
水
で

ま
さ
せ
る

そ
し
て

で
て
い
る
時
に
下
ご
し
ら
え

等
を

ま
せ
て
い
る

し

ん
だ
大
葉

の
さ
さ
み
を
近
く
に

せ

や
し
た

ス

を
盛
り

け
そ
の
上
に
先
程
の
材
料
を
の
せ
最
後
に

や
し
た
和
風
出

を
少
し
か
け
て
完
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成
だ

 
理
 

出
来
上
が
り
と

 
自
身
を
除
い
た
人
数
分
の

を

に

せ
て
美
寿
々
達
の
元
へ
と
運
ぶ

 
理
 

ら
出
来
た

 
料
理
を
テ

ブ
ル
へ
と

せ
る
と
各
々
は

ず
つ
持

て
い
く

 
萃
香

こ
の

や
か
な
香
り
は

し
だ

 
勇
儀

あ

 
理
 

そ
の

を

で

し
て

の
薬
味
と
一

に
食
べ
て

 
み
て
く
れ

 
そ
う

う
と
皆
は

で

を

す
と

の

や
か
な
香
り
が
自
分
の

を
つ
く

 
黒

良
い
香
り

 

ル

か

香
り
は
と
も
か
く
味
よ

 
美
 

だ

 
キ
ス

い

い
た
だ
き

ま
す

 
皆
は
一

に

を
す
す
る
と
目
を

め
か
せ
て
も
く
も
く
と
食
べ
進
め
て
い
く
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美
 

う
め

ま
さ
か

 
何
を
思

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
酒
を
ク
イ

と
飲
む
と

く

せ
そ
う
な

を
す
る

そ

れ
を
見
て
い
た

の
者
達
も
酒
を
飲
む
と

せ
そ
う
な

を
す
る

 
理
 

ど
う
よ
お
味
の
感
想
は
さ

 
美
 

間
違
い
な
く
う
め

 
理
 

今
回
は
酒
が
何
時
も
よ
り
も
良
い
酒
だ
か
ら
な
料
理

 
に
合
わ
せ
ず
酒
に
合
わ
せ
て
み
た
の
さ

 

ル

だ
か
ら
さ

き
飲
ん
だ
の

 
理
 

そ
う
い
う
こ
と
さ

 
飲
ん
だ
あ
の
酒
に

て
い
た

た
さ
外
に
あ
る
水
が
入

た

ラ
イ
か
ら
恐
ら
く
外
の

ラ
イ
は

水
だ

た
の
だ
ろ
う

そ
こ
に
酒

を
入
れ
て

酒
と
し
て
飲
ん
で
い
た
ん
だ
ろ
う

な

て
い
た
酒
が
や
け
に
口
当
た
り
が
良
か

た
か
ら
な

 
黒

へ

え
て
い
る
ん
だ

 
理
 

ま

な
家
に
は

き
づ
め
の
奴
が
多
か

た
り
変
な

 
心

事
だ
と
か
で

養
失
調
に
な
る
奴
と
か
い
る
か
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ら
少
し
で
も

養
を
つ
け
て

う
た
め
に

々

夫

 
し
て
い
る
ん
だ

 
ま

俺
は
地
獄
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
資
料
の

け
と
か
し
か
や
ら
な
い
か
ら
家
事
や
ら
は
全

然
し
な
い
か
ら
な

だ
か
ら
こ
そ
あ
ん
な
デ
カ
イ
家
の
家
事
や
ら
を
し
て
く
れ
る
者
達
に
は

養

を
つ
け
て
も
ら
わ
な
い
と
な

そ
れ
に

た
通
り
で

の
妹
を
心

し
す
ぎ
て

養
失
調

に
な
る
よ
う
な
恋
人
も
い
る
し
な

 
萃
香

や
だ

イ

メ
ン

 
理
 

が
イ

メ
ン
だ

て
の

そ
ん
な

談
は
や
め
て

 
く
れ
や

 
酒
を
飲
み
味
の
余

に

り
な
が
ら
そ
ん
な
事
を

く

す
る
と
美
寿
々
は
満

げ
な

か
ら

一
転
し

 
美
 

さ
て
と
仕
事
に
つ
い
て
聞
こ
う
じ

な
い
か

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば
そ
う
だ

 
料
理
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て

れ
る
所
だ

た

と
り
あ
え
ず
仕
事
の
話
を
す
る
か

 
理
 

ま

と
り
あ
え
ず
明
日
ぐ
ら
い
に
見
積
も
り
に
来
て
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く
れ
な
い
か

 
美
 

見
積
も
り

て
何
す
る
ん
だ
い

 
理
 

実
は
ま

 
と
り
あ
え
ず
美
寿
々
達
に
は
地
霊
殿
の
惨
状
を
話
し
て
お
く
か

そ
う
思
い
あ
り
の
ま
ま
の
事

を
話
す

ト
達
の
大
運
動
会
に
よ
り

紙
は
お
ろ
か

や
ら
も

れ
た
こ
と
や

然
だ

た

が
怪
物
プ
ラ
ン
ト
が
生
ま
れ
そ
こ
か
ら
出
た

そ
れ
ら
を
話
す

 
理
 

と
ま

そ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
よ

 
美
 

な
る

ど

何
か
お
前
も
大
変
だ
な

 
理
 

ま

な

 
美
 

と
り
あ
え
ず
は
分
か

た
明
日
の

ま
で
に
は
向
か

 
う
と
す
る
よ

 
理
 

す
ま
な
い
が
頼
む
な

 
美
 

良
い

て
こ
と
よ

さ

さ

も

と
飲
み
な
よ

 
そ
う

い
酒

を
渡
し
て
く
る

に
酒
を
注
い
で
も
ら
い
一
気
に
飲
み

す

 
美
 

お

良
い
飲
み

り

も
う
い

い
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理
 

悪
い
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
さ
と
り
が
怖
く
て
な

 
そ
う

う
と
皆
は

そ
う
な

を
す
る
が

い

た

を
す
る

 
萃
香

ま

理
久
兎
か
ら
し
た
ら
恐
い
か

 
勇
儀

人
の
女
に
そ
こ
ま
で
恐
れ
る
と
は
か
つ
て
妖
怪
達

 
に
総
大
将
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
た
男
と
は
本
当
に
思

 
え
な
い

 
理
 

年
を
く

て

く
な

た
だ
け
さ
そ
う

た
だ
単

 
に

 
菫
子
に

呼
ば
わ
り
さ
れ
た
が
実

の
所

で
あ
る
の
は

定
は
出
来
な
い
か
ら
な

ま

初
対
面
の
奴
に

呼
ば
わ
り
は
さ
れ
た
く
は
な
い
が
な

そ
れ
に

て
お
く
が
昔
か
ら
怖
か

た
女
な
ん
て
何
人
も
い
た
か
ら
な

紫
諏
訪
子
神
奈
子

と
も
う
あ
の

は
怒
ら
せ
た

ら
怖
い
の
何
の

 
理
 

さ
て
と
そ
ん
じ

俺
は
行
く
よ

 
美
 

お
う
ま
た
明
日
な

 
理
 

あ

頼
む
な
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そ
う
し
て
部

を
出
て
美
寿
々
の
家
か
ら
出
る
と
地
霊
殿
へ
と
帰
る

 
理
 

さ
て
と
ま
ず
は
こ
れ
で
良
し
後
は

 
何
て

て
い
る
と

関
に

箱
が
置
か
れ
て
お
り
そ
の
上
に
は

の
紙
が
置
か
れ
て
い

た 
理
 

ハ

ゲ
ン
テ

か
ら
の

物
か

 
紙
を
見
る
と

物
は

け
ま
し
た
と
書
か
れ
て
お
り
下
に
は
ハ

ゲ
ン
テ

の
サ
イ
ン
と
印
が

さ
れ
て
い
た

 
理
 

間
違
い
な
い
な

 

箱
の
蓋
を
こ
じ
開
け
る
と
中
に
は
注
文
し
て
い
た
身
代
わ
り

が
大

に
入

て
い
た

 
理
 

よ
し
よ
し

 
そ
れ
ら
を
断
罪
神
書
へ
と
入
れ

箱
も
中
へ
と
い
れ
る

 
理
 

こ
う
い
う
の
は
物
入
れ
に

な
ん
だ
よ
な

 
何
て

べ
な
が
ら
中
へ
と
入
る
と

 
お

お
帰
り
な
さ
い
理
久
兎
様

 
お
空

お
帰
り
理
久
兎
様
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と

お

と
お
空
が

で
迎
え
て
く
れ
る

 
理
 

お
う
た
だ
い
ま

掃
除
か

 
お

え

あ
と
少
し
で
終
わ
り
で
す
よ

 
お
空

あ
と
少
し
だ
よ

 
理
 

そ
う
か
そ
う
か
あ
り
が
と
う
な

 
何
て

て
い
る
と
お

は
少
し
か
し
こ
ま

た
表
情
に
な
る
と

 
お

え

と
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

理
久
兎
様
が

 

守
の
間

掃
除
そ
し
て
出
来
る

で
後

け

 
し
て
お
り
ま
し
た

 
お
空

後
は
さ
と
り
様
を
ト
イ
レ
に
も

れ
て
い

た
よ

 
理
 

あ

そ
う
だ

た
の
か
掃
除
と
さ
と
り
の

助
を
あ

 
り
が
と
う
な

 

人
は

め
ら
れ
て
嬉
し
そ
う
だ

お
空
は

中
の

を

と
動
か
し
お

は

本

の

を
ピ
ン
と

ば
す

だ
が
す
ぐ
に

人
の
表
情
は
暗
く
な
り
お
空
の

も
動
か
な
く
な
り

お

の

は
小

み
に
動
く
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お
空

理
久
兎
様

さ
と
り
様
は
ず

と
あ
ん
な
感
じ
な
の

 
か
な

も
う
前
み
た
い
に
普
通
に
歩
け
な
い

 
お

実

の
所
で

ど
う
な
ん
で
す
か

 
さ
と
り
の
事
を
案
じ
て
い
て
く
れ
る
な
ん
て
亜
狛
と
耶
狛
は
良
い
娘
達
を
持

た
な

 
理
 

安
心
し
ろ
妖
力
を

わ
れ
た
直
後
で
無
理
し
て
あ
ん

 
な
感
じ
に
な

て
る
だ
け
だ
か
ら
す
ぐ
良
く
な
る
よ

 
だ
か
ら
心

す
る
な

そ
れ
に
妹
だ
と
か
を

し
て

 
く
た
ば
る
よ
う
な
女
じ

な
い
よ
第
一
に
俺
を
動
か

 
し
た
女
な
ん
だ
か
ら
な

 
と

う
と

人
は
胸
を

で
下
ろ
す

そ
れ
に
続
き
自
分
は
口
を
開
き

 
理
 

ご
め
ん
な
亜
狛
や
耶
狛
み
た
い
に
気
の
き
い
た
こ
と

 
を

え
な
く
て
頼
り
な
い
主
人
だ
よ
な

 
お

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ

 
お
空

う
ん
理
久
兎
様
は
頼
り
に
な
る
よ

 
理
 

そ
う

て
く
れ
る
と
少
し
は
楽
に
な
る
よ
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ニ
コ
リ
と

み

人
の
頭
を
な
で

 
理
 

さ
て
俺
は
俺
の
仕
事
を
し
ま
す
か

り
の
仕
事
を
頼

 
む
な

 
お

は
い

 
お
空

う
ん

 
そ
う
し
て
自
分
達
は
自
分
達
が
や
れ
る
事
を
す
る
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
所
で
怠
惰
よ
こ
れ
を
選
ぶ
な
ら

が
良
い
ん

 
じ

 
怠
惰

え

あ

最
初

で
も
良
い
ん
じ

な

 
い

コ
ン

プ
ト
は

キ

ラ
と
プ
レ
イ

て
の

 
が
コ
ン

プ
ト
だ
し

 

 

そ
う
じ

の
う

リ
ア
ル
の
お
主
は

を
選
ん
だ
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の
か
の

 
怠
惰

リ
ア
ル
の
俺

リ
ア
ル
の
怠
惰
さ
ん
は

か
神

 
綺
を
選
ん
だ
よ

 

 

何

に
ま
た

 
怠
惰

い
や

何
か
感
じ
る
こ
と
が
あ

た
ん
じ

な
い

 
か
な

 

 

何
じ

感
じ
る
こ
と
と
は

 
怠
惰

さ

あ

で
も
人

舞
で
使
い
た
い
キ

ラ

 
が
い
な
い

て
時
は
と
り
あ
え
ず
神
綺
を
選
べ

 
て
の
は
あ
る
よ

 

 

そ
ん
な
に
強
い
の
か

 
怠
惰

う
ん

に
強
い
夢
の

だ
と
弱
点
が
増
え
て

 
弱
体
化
し
た
に
は
し
た
け
ど
そ
れ
で
も
強
い

 

 

う

良
し
決
ま

た

シ
は
天
子
を
選
ぼ
う
か

 
の
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怠
惰

結

天
子
ち

ん
な
の

 

 

み
は
深
い
か
ら
の

 
怠
惰

良
い
ん
じ

な
い

き
な
の
を
選
べ
ば
さ

 

 

う
む

さ
て
そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
ろ
う
か
の

 
怠
惰

あ
い
あ
い
そ
れ
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の

 
怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

ま
た
の
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第
５
５
６
話
 
見
積
も
り

 
こ
ん
ば
ん
は
読
者
様
怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

度

度
と
投
稿
で
き
ず
で
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん

く
な
り
ま
し
た
が
本
編
へ
ど
う

 

々
な
事
が
起
こ

た
翌
日

も
う
少
し
で
お

時
の
時
間
で
は

 
理
 

さ
と
り
無
理
し
な
く
て
も
良
い
ん
だ

 
さ
と

大
丈
夫
で
す
よ
私
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も

 
多
い
た
め
お
ち
お
ち

て
ら
れ
ま
せ
ん
よ

 
理
 

そ
う
か

 

日
ぐ

す
り
と
眠
り
療
養
し
た
た
め
か
さ
と
り
は
体
も
動
か
せ
れ
る
よ
う
に
な

た
み
た
い

だ

本
当
な
ら
も
う

日
は

て
い
て
も
良
い
ん
だ
が
な

 
さ
と

そ

そ
れ
に

助
生
活
は
も
う
嫌
な
の
で

 
理
 

気
持
ち
は
分
か
る
が
た
だ
頼
む
か
ら
無
理
だ
け
は
し
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な
い
で
く
れ
よ

 
さ
と

ふ
ふ

大
丈
夫
で
す

て
理
久
兎
さ
ん
は
心

性
で

 
す

 
心

性
い

ん
に
チ

ロ
い
く
せ
し
て
変
な
所
で
頑
固
だ
か
ら

て
い
る
ん
だ
よ

 
理
 

や
れ
や
れ

 
何
て

て
い
る
自
分
達
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
そ
ろ
そ
ろ
約
束
の
時
間
の
た
め
ロ

ビ

で
美
寿
々
を
待

て
い
る
の
だ

す
る
と

が
開
き

 
美
 

お

す
理
久
兎

約
束
と
お
り
来
た
よ

 
と

美
寿
々
が
入

て
く
る

自
分
と
さ
と
り
は
会
話
を

め

 
理
 

う

す
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
な

 
美
 

気
に
す
ん
な
仕
事
だ
か
ら
な

 
さ
と

美
寿
々
さ
ん
今
回
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 
美
 

あ

任
せ
な
よ
そ
れ
よ
り
も

 
美
寿
々
は
何
か
を

い
か
け
る
が

さ
と
り
は

座
に
心
を
読
ん
だ
の
か

 
さ
と

え

合
は
問

あ
り
ま
せ
ん
よ

日
は
し

か
り
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と
眠
り
ま
し
た
の
で

 
美
 

そ
う
か
無

 
さ
と

は
し
ま
せ
ん
よ

心
遣
い
を
感
謝
し
ま
す
そ
れ
よ
り

 
理
久
兎
さ
ん
あ
ま
り

り
に

わ
な
い
で
も
ら
え
ま

 
す
か

 

ト
目
で
こ
ち
ら
を
見
て
く
る

こ
れ
に
は
目
を
そ
ら
し

い
を

か
べ
る
こ
と
し
か
出
来

な
い

 
理
 

い
や
つ
い

 
さ
と

ま

い
ま
せ
ん
け
ど

お

と
失
礼
し
ま
し
た

 
美
寿
々
さ
ん
理
久
兎
さ
ん
か
ら

方
の
事
は
聞
い
て

 
お
り
ま
す
見
積
も
り
で
す
よ

 
美
 

あ

ど
こ
ま
で

が
あ
る
の
か
そ
し
て
そ
れ
を
直

 
す
材
料

や
ら
の
計

し
な
き

な
ら
な
い
か
ら

 
何
処
が

れ
て
る
か
見
せ
て
も
ら
え
る
か
い

 
理
 

あ
い
よ
着
い
て
き
な
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そ
う
し
て
自
分
達
は
美
寿
々
に
地
霊
殿
の

状

を
見
せ
る

そ
う
し
て
数
時
間
後

 
理
 

と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
も
ん
だ
な

 
美
 

ふ
む
ふ
む

ラ
ス

の

に
新
た
に

 
る

紙
の
面
積
合
計
そ
し
て

の
備
品
や
ち

と

 
し
た
所
の
修
理
を
全
て

め
て
こ
の

だ
な

に
何

 
か
し
ら
の
注
文
は
あ
る
か
い

 
理
 

だ

た
ら

に
レ
ン

の
道
を

き
た
い
ん
だ
が
そ

 
れ
も
や

て
く
れ
る
か

 
美
 

あ
い
よ
レ
ン

の
道

な
ら
ま
ず
は

を
見
せ
て
く

 
れ
る
か
い

 
理
 

あ

も
ち
ろ
ん
だ

 

へ
と
出
る
と
美
寿
々
は
キ

ト
ン
し
た

を
す
る
と

 
美
 

話
で
は
聞
い
て
は
い
た
し

か
ら
も

い
て
見
て
は

 
い
た
か
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
植
物
が

れ
る
と
は

 
理
 

ア
ハ
ハ

ま

仕
方
な
か

た
よ
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さ
と

本
当
に
す
い
ま
せ
ん

 
理
 

そ
ん
な
謝
ん
な
く
て
も
良
い
よ
わ
ざ
と
じ

な
い
ん

 
だ
し
な

 
正
直
な
話
で
俺
に
謝
ら
れ
て
も

る
ん
だ
よ
な

そ
こ
は
し

か
り
と
黒
に
謝

て

し
い

 
理
 

ま

は
あ
る
か
ら
な

 
美
 

う

ど
う
な
る
か
楽
し
み
に
さ
せ
て

お
う

 
か

 
理
 

ま

見
て
お
き
な
よ

 
美
 

ハ
ハ
ハ
あ

さ
て
ど
う
い
う
感
じ
で
レ
ン

の
道

 
を

く
ん
だ
い

 
理
 

そ
う
だ

 
と
り
あ
え
ず
お
お
ま
か
に

く
所
を
教
え
る
と
美
寿
々
は
設
計

を
書
く
と

 
美
 

う
ん
こ
ん
な
も
ん
だ

 
理
 

良
い
感
じ
じ

ん

 
美
 

お

め
の

葉
を
あ
り
が
と
う
な

そ
ん
で
注
文
は
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こ
れ
で
全
部
か
い

 
と

に
注
文
が
な
い
か
を
聞
い
て
く
る

と
り
あ
え
ず
は
注
文
は
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
な

 
理
 

あ

 
さ
と

そ
う
で
す

 
美
 

あ
い
よ
ち

と
待

て
な

 
そ
う

い
見
て
サ
サ

と
計

し
す
る
と
見
積
書
を
見
せ
て
く
れ
る

そ
の

は
あ
る
程
度
は

予

で
き
て
い
た

だ

た
が

 
理
 

あ
る
程
度
は
予

内
の

だ
が
少
し
安
す
ぎ
や

 
し
な
い
か

 
さ
と

そ
う
で
す

 

は
予

の

よ
り
少
し
安
か

た
の
だ

そ
の
た
め
聞
く
と
美
寿
々
は

い
な
が
ら

 
美
 

ま

日
だ
と
か
世
話
に
な

た
か
ら
な
少
し
だ
け

 
だ
が

を
つ
け
て
お
い
た
よ

 
理
 

そ
ん
な
ん
で
本
当
に
良
い
の
か
よ

 
美
 

ハ
ハ
ハ
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い

だ
が
金
だ
け
は
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先
に

て

し
い
ん
だ
レ
ン

だ
と
か

り
替
え

 
の

だ
と
か
の
材
料
を
発
注
す
る
の
に
も
金
が
か
か

 
る
か
ら

 
理
 

そ
れ
な
ら
お
安
い
ご

だ
よ

 
断
罪
神
書
か
ら
見
積
書
で
要

さ
れ
た
金

を
取
り
出
し
美
寿
々
に
渡
す

 
理
 

の
た
め
に
数
え
て
み
て
く
れ

 
美
 

あ
い
よ

ふ

み

 
渡
し
た
金
を
美
寿
々
は

に
数
え
て
い
く

そ
し
て
数
え
終
え
る
と

で

 
美
 

か
に
受
け
取

た
よ

 
理
 

あ

そ
う
い
え
ば

事
は
何
時
か
ら
す
る
ん
だ

 

心
な

事
は
何
時
す
る
の
か
を
聞
き

れ
た
た
め
聞
く
と
美
寿
々
は

に
手
を

え
て

 
美
 

そ
う
さ

ラ
ス
だ
と
か
レ
ン

の
発
注
だ
と

 
か
も
あ
る
か
ら

日
後
に
な
る
か

 
理
 

日
後

了
解
し
た

 
さ
と

美
寿
々
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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と

さ
と
り
は

コ
リ
と
頭
を
下
げ
る
と
美
寿
々
は
ニ
カ

と

い

 
美
 

あ

任
せ
て
お
き
な
よ

そ
ん
じ

私
は
行
く
よ
こ

 
の
後
は
皆
で
飲
む
約
束
が
あ
る
か
ら

 
理
 

あ
い
よ
そ
ん
じ

日
後
よ
ろ
し
く
な

 
美
 

お
う

 
そ
う

い
美
寿
々
は

を
潜
り
出
て
い

た

 
さ
と

と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
で
何
と
か
な
り
そ
う
で
す

 
理
 

あ

後
は
こ
の

だ
な

 
さ
と

そ
う
い
え
ば

え
が
あ
る
と

て
い
ま
し
た
が
何

 
を
す
る
ん
で
す
か

 

え
が
何
か

て

昔
の
古
い
友
人
に
助
力
し
て
も
ら
い
に
行
く
だ
け
さ

 
理
 

ち

と
友
人
に
頼
ろ
う
か
と

す
ま
な
い
け
ど

 
俺
は
今
か
ら
地
上
に
行
く
よ

 
さ
と

え

い
ま
せ
ん
け
ど
何
時

帰
り
ま
す
か

 
理
 

出
来
る

り
で
す
ぐ
に
帰
る
よ

く
な

て
も
夕
方
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く
ら
い
に
は
帰
る
さ

 
さ
と

分
か
り
ま
し
た
気
を

け
て
く
だ
さ
い

 
理
 

大
丈
夫
だ

て

そ
ん
じ

行

て
く
る
な

 
そ
う
し
て
自
分
も
昔
の
友
人
に
会
い
に
地
上
へ
と
向
か
う
の
だ

た

 
怠
惰

で
は
で
は
今
回
は
こ
こ
ま
で

 

 

も
う

シ
は
お
主
の

メ
な
所
に
は
ツ

コ
ミ
は

 
せ
ぬ
か
ら
な

 
怠
惰

い
や
は
や
本
当
に
す
ん
ま
せ
ん

 

 

ま

た
く

し
か
し
こ
う
し
て
思
う
の
じ

が
聞

 
い
て
も
良
い
か

 
怠
惰

な
に
か
な

 

 

さ
と
り
は
実

の
所
で
強
い
か
弱
い
か
と
い
わ
れ

 
た
ら
ど
う
な
ん
じ
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怠
惰

あ

な
る

ど

な
ら
そ
こ
の
所
を
怠
惰
さ
ん

 
の

察
で

え
よ
う
か

皆
大

き
な
さ
と
り

 
ち

ん
だ
け
ど
そ
こ
ま
で

弱
で
は
な
い
よ
た
だ

 
戦
闘
に
つ
い
て
は
不

意

て
感
じ
か
な

 

 

不

意

て
そ
う
で
も
な
い
気
が

 
怠
惰

さ
と
り
妖
怪
の
十
八
番
の
能
力
で
あ
る
読
心
術
が

 
あ
る
か
ら
こ
そ
さ
と
り
ち

ん
は
恐
れ
ら
れ
て
い

 
る

て
の
が
事
実
な
ん
だ
よ
戦
闘
に
な
れ
ば

手

 
の
心
を
読
み
取

て

手
の
ト
ラ
ウ
マ
だ
と
か
を

 

し
た

神

撃
だ
と
か
を

意
と
し
て
い
る

 
け
ど
そ
れ
を
除
い
た
戦
闘
能
力
は

い
ん
だ
よ

 
こ
れ
が
ま
た

 

 

何

に

い
と

い
き
れ
る
の
じ

 
怠
惰

理
由
と
し
て
は

画
の
茨
華
仙
で
魔
理

の
イ
メ

 
ト
レ
と
し
て

さ
と
り
が
出
て
く
る
け
ど
そ
こ
で
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殺
さ
れ
て
ピ

て
い
た

て
の
が
理
由
に
な

 
る
の
か
な

 

 

な
る

ど
の

 
怠
惰

ま

そ
り

普
通
の
ご
く
ご
く
一

の
人
間
が
戦

 
お
う
も
の
な
ら

殺
さ
れ
る
の
が
オ
チ
だ
け
れ
ど

 
霊
夢
だ
と
か
魔
理

み
た
い
な
人
間
に
な

て
く

 
る
と
そ

ち
の
方
が
分
が
あ
る
よ

 

 

あ
や
つ
達
は
手
練
れ
て
お
る
か
ら
の

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
け
ど

と
も
う
こ
ん
な
時
間
か

 
そ
れ
と
次
回
か
ら
は
狐
組
を
投
稿
し
ま
す

 

 

月
は
サ
ボ

て
お
る
じ

ろ

 
怠
惰

そ
う
な
ん
だ
よ

だ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
と
思

て

 
な
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
そ
れ
で
は
今
回

 
は
こ
こ
ま
で

 

 

う
む
ま
た
次
回
も
よ
ろ
し
く
の
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怠
惰

そ
れ
で
は
読
者
様

 

 

さ
ら
ば
じ
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第
５
５
７
話
 
突
然
の
襲
撃

 
皆
様
お
久
し

り
で
ご
ざ
い
ま
す

怠
惰
の
ク
ソ
悪
魔
で
す

い
や
は
や
本
当
に
お
久
し

り
で
す

実
は
龍
組
を
投
稿
す
る
の
は

年
近
く
久
し
ぶ
り
だ

た
り
し
て
い
ま
す

置

し
て
し
ま

て
申
し
訳
な
い
で
す

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
本
編
へ
ど
う

 
地
霊
殿
を
出
た
理
久
兎
は
現

地
上
と
地
底
を

ぐ
地
下

を
飛
行
し
て
い
た

 
理
 

亜
狛
が
い
な
い
と
や

し
不

だ
な

 
亜
狛
が
い
れ
ば
も
う
少
し
楽
だ

た
ん
だ
が
な

と
思
い
な
が
ら
も
進
ん
で
い
く

正
直
な
話

で
買
い
物
が
あ
る
と
か
な
ら
別
に
良
い
ん
だ
が

た
だ
直
行
す
る
の
は
面

で
嫌
に
な
る

 
理
 

は

 
た
め

を

き
な
が
ら
も
進
ん
で
い
る
と
目
の
前
に
光
が

し
込
む

ど
う
や
ら
も
う
外
へ
と

出
れ
る
み
た
い
だ
な

 
理
 

そ
う
い
え
ば

マ
メ
と
キ
ス
メ
に
会

て
な
い
な
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だ
い
た
い
こ
の
通

に
い
る
ん
だ
が
な

あ

そ
う
い
え
ば
さ

き
美
寿
々
が
飲
む
約
束
と
か

て
た
か
ら
飲
ん
で
い
る
の
か
な

待
て
よ
そ
れ

て

日

続
で
飲
ん
で
る

て
こ
と
か

 
理
 

彼
奴
達
は

日

ち

ん
の
飲
み
会
で
よ
く
も
ま

 

き
な
い
も
の
だ
な

 
何
て

し
な
が
ら
外
へ
と
出
る

外
は

時
と
な

て
お
り
太
陽
の
日

し
が

し
く
地
底

の
灼
熱
地
獄
に
は

ば
な
い
が

い
な

そ
う
か
季

的
に
は
も
う

な
の
か

 
理
 

こ
う
し
て

え
る
と
季

の

り
変
わ
り
そ
し
て

 
時
間
の
流
れ
も

い
も
ん
だ
な

 
時
間
の
流
れ
か

気
づ
い
た
ら
蓮
や
霊
夢
に
魔
理

と
か
も
シ

だ
ら
け
の

さ
ん
や

さ

ん
に
な
る
の
か
な

そ
う

え
る
と
時
間
の
流
れ
と
は

常
に

だ
よ
な

 
理
 

お

と
い
け

こ
ん
な
事
を

え
る
と
は
俺
も

 
も
う
ろ
く
し
た
も
の
だ
な

 
友
人
で
あ
る
の
は
変
わ
り
な
い
が
俺
は

て
も
理
神
で
あ
り
世
界
の
秩
序
を

つ
役

が
あ

る

に
そ
こ
は
仕
方
の
な
い
事
だ
と

り
き
ら
な
け
れ
ば
な

 
理
 

さ
て
と
や
る
こ
と
を
や
ら
な
い
と
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何
て

い
て
い
る
と
何
か
気

を
感
じ
る

気

の
す
る
方
向
を
向
い
た

間
何
か
小
さ
な

物
が
こ
ち
ら
へ
飛
ん
で
く
る

 
理
 

 
す
ぐ
さ
ま
回

す
る
と
何
か
は
地
面
に
当
た
り
小
さ
な

げ
跡
を
作
る

見
た
感
じ
か
ら
し
て

こ
れ
は
弾

だ

 
理
 

何
者
だ

 
と

ぶ
と
空
か
ら

人
近
く
の
ス

ツ
を
着
た
黒
ず
く
め
が
現
れ
る

 
理
 

俺
に
何
の

だ

 
黒
ス

は
消

さ
れ
て
い
る

に
よ
る

弾
を
回

そ
の

 
実
力
は

知
数

各
自

し
目
撃
者
を
や
れ

 
と

人
の
黒
ず
く
め
の
指

で

り
の

人
は
外
の
世
界
の
近
代
兵

で
あ
る
ア
サ
ル
ト

ラ
イ
フ
ル
を

え
る

何
者
か
は
分
か
ら
な
い
が
俺
に

対
し
た

て
の
は
容

に
分
か

た

 
理
 

俺
は
こ
れ
で
も

し
い
方
だ

に
一
度
だ
け

告
を

 
す
る

に
こ
の
場
か
ら
去
れ
で
な
け
れ
ば
こ
の

 
場
は
真

に

ま
る
こ
と
に
な
る
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の
た
め
に

う
と
黒
ず
く
め
達
は
引
き
金
を
引
き
一

に
発

し
て
く
る

 
理
 

や
れ
や
れ

ま

た
く
な

 

を

開
し
自
分
を

み
込
み

弾
の

か
ら
身
を
守
る

だ
が
受
け
て
み
て
感
じ
た
こ
と
が

あ
る

 
理
 

こ
れ
は
魔
力
か
成
る
程
ど
う
や
ら
あ
の

中
は

 
た
だ
単
に

を
ぶ

な
す

中
で
は
な
い

て
事

 
だ
な

 
近
代
兵

に
頼
る
弱
い
人
間
だ
と
か
な
ら
加
減
し
よ
う
と
思

た
が
た
だ
者
で
は
な
い
の
は
よ

く
分
か

た

そ
う
な
れ
ば
加
減
な
く
や
る
か

を

え

 
理
 

ふ
ん

 
思
い

き
り
地
面
を
殴
り

り
の
地
面
を

る
と

れ
た
地
面
は
大
地
の

と
な

て
黒
ず
く

め
へ
と
向
か

て
い
く
が
黒
ず
く
め
達
は
見
事
な
フ

ト

ク
で
回

す
る

ど
う
や
ら
身
の

こ
な
し
も
普
通
で
は
な
さ
そ
う
だ
な

 
理
 

ふ

仙
術
十
八
式

雷

 

加

に
よ
る

と
高

動
一
気
に

動
し
黒
ず
く
め
の

人
の

後
へ
と
回
り
込
み
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理
 

く
ら

と
け

 

を
目
掛
け
て
霊
力
を
込
め
た

り
で
思
い

き
り

り
飛
ば
す

 
黒
ス

 

り
が

し
黒
ス

ツ
を
地
面
へ
と

き
つ
け
る

そ
し
て
龍

を

し
近
く
の

へ
と
飛

び

を
か
け

 
理
 

雷

 
再
び

か
ら
の
高

動
で
次
な
る
黒
ず
く
め
へ
と

い
を
定
め

 
理
 

そ
ら
よ

 
黒
ス

く

 
ま
た

人

地
面
へ
と

き
つ
け
る
の
だ
が

 
黒
ス

対
象
目
掛
け
機

掃

 
そ
の

間
を

て
黒
ス

ツ
の

人
は
マ
シ
ン

ン
を

り
の

人
は
ど
こ
か
ら
と
も
な

く

ト
リ
ン
グ

を
取
り
出
し
自
分
へ
と

を
向
け
乱

し
て
く
る

 
理
 

仙
術
十
三
式
空

 

体
状
に
自
分
を

み
込
む
よ
う
に
空

を

り

ら
せ

て
き
た
弾

を

さ
え
込
む
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理
 

た
く
彼
奴
ら
ど

か
ら
あ
ん
な
も
ん
を

 
物
理
法
則
を
無
視
し
や
が

て
と
思
い
つ
つ
待

て
い
る
と
発

が
鳴
り

む

 
理
 

 
そ
れ
を
見
計
ら
い
空

を

発
さ
せ

さ
え
込
ん
だ
弾

を
全
て
弾
き
飛
ば
す

 
黒
ス

ラ
イ
オ
ネ

ト
シ

ル
ド

 
黒
ス

ぐ

 
黒
ス

お

お
の
れ

 
黒
ず
く
め
は
す
ぐ
さ
ま
ラ
イ
オ
ネ

ト
シ

ル
ド
を
取
り
出
し
弾
き
飛
ば
し
た
弾

を
防
ぐ
が

そ
の
内
の

人
は
反

が

れ
弾

が
体
を

い
て
い
く

空

が
消
え
地
面
へ
と
降
り
る
と

り

人
と
な

て
い
た

 
理
 

そ
ん
で

ま
だ
俺
と
遊
ぶ
か
気
か
い

 
黒
ス

 
何
て
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	　第２７６話　比那名居邸潜入
	　第２７７話　制裁
	　第２７８話　決戦　VS比那名居天子
	　第２７９話　１ＶＳ多数
	　第２８０話　親子再会
	　第２８１話　何時もの日常へ
	　第２８２話　一刀最強
	　第２８３話　共に風呂へ

	　第十九章　高天ヶ原に居しは母と悪魔
	　第２８４話　神々の集い
	　第２８５話　悪魔現る
	　第２８６話　　余興
	　第２８７話　VS怠惰のクソ悪魔
	　第２８８話　怠惰のトリックの種
	　第２８９話　宴も終盤へ
	　第２８９.5話　過去のおさらい
	　第２９０話　帰還
	　第２９１話　地底の惨状
	　第２９２話　料理とちょっとした異変
	　第２９３話　理久兎流の推理

	　第二十章　魔界への冒険
	　第２９４話　断罪神書の秘密記録
	　第２９５話　神綺の伯母
	　第２９６話　黒の自分探し
	　第２９７話　再び魔界へ
	　第２９８話　神綺と侵入者
	　第２９９話　魔界生体録
	　第３００話　緊急 救え空飛ぶ船
	　第３０１話　魔獣決戦
	　第３０２話　黒の激戦　無数のキマイラ
	　第３０３話　新たな陰謀
	　第３０４話　魔界よまた去らば

	　第二十一章　因果と運命に導かれて
	　第３０５話　舞台の設定
	　第３０６話　悪巧みの準備
	　第３０７話　黒の危険な仕事
	　第３０８話　舞台は整う
	　第３０９話　その前日
	　第３１０話　暗夜の理想郷
	　第３１１話　役者達
	　第３１２話　役者集結
	　第３１３話　作戦会議
	　第３１４話　異変開始
	　第３１５話　異変だよ全員集合
	　第３１６話　観戦
	　第３１７話　影が動く
	　第３１８話　闇に会いに行く
	　第３１９話　黒から与える試練
	　第３２０話　黒の消えた追憶
	　第３２１話　次の作戦
	　第３２２話　従者達はやはり愉快
	　第３２３話　不死の狼兄妹
	　第３２４話　不老不死は諦めが悪い
	　第３２５話　罪悪感
	　第３２６話　西行妖は3度封印される
	　第３２７話　晒す真実
	　第３２８話　目で見えるものだけが真実ではない
	　第３２９話　因縁の対決 蓮＆霊夢＆紫
	　第３３０話　やはり恋人は怖かった
	　第３３１話　彼女の機嫌を直す
	　第３３２話　彼女は意外にも可愛かった
	　第３３３話　宴の準備
	　第３３４話　模様替え
	　第３３５話　皆は来た
	　第３３６話　解体ショーは波乱だらけ
	　第３３７話　世界規模の親子喧嘩
	　第３３８話　ある意味での終わり
	　第３３９話　子を思うは母の心

	　第二十二章　バザーでのお仕事
	　第３４０話　交渉
	　第３４１話　再びの交渉
	　第３４２話　取材
	　第３４３話　天狗2人の取材
	　第３４４話　バザーの店
	　第３４５話　店の建設
	　第３４６話　久しく会う茨
	　第３４７話　店の完成
	　第３４８話　オープン
	　第３４９話　バザー開催
	　第３５０話　休憩も大切
	　第３５１話　カップル登場
	　第３５２話　カフェ奮闘劇
	　第３５３話　簡単チンピラ撃退方法
	　第３５４話　バザー2日目開始
	　第３５５話　約２０００年前の友
	　第３５６話　珍客登場
	　第３５７話　バザー最終日

	　第二十三章　古に眠りし友の復活
	　第３５８話　遥か昔の約束
	　第３５９話　太古の約束
	　第３６０話　ようやくやって来た
	　第３６１話　翌日は勝負
	　第３６２話　神子復活のため
	　第３６３話　またこいつらか
	　第３６４話　目覚めた友達
	　第３６５話　奥へといけば
	　第３６６話　決戦VS豊聡耳神子
	　第３６７話　印象は悪かったようだ
	　第３６８話　佐渡のマミゾウ
	　第３６９話　VSマミゾウ＆ぬえ
	　第３７０話　宗教争いの予感
	　第３７１話　結論女は怖い
	　第３７２話　弟子に会おう
	　第３７３話　紫の生活ぶり

	　第二十四章　禍と共に現れし凶変者達
	　第３７４話　弟子は成長していく
	　第３７５話　災禍は訪れる
	　第３７６話　狂神降臨
	　第３７７話　戦火舞う旧都
	　第３７８話　裁定という名の侵略
	　第３７９話　弱者の上に強者立つ
	　第３８０話　世界の頂に座る者
	　第３８１話　親子喧嘩
	　第３８２話　生きていた者
	　第３８３話　囚われし者達
	　第３８４話　彼女達の話
	　第３８５話　強がる者達
	　第３８６話　淡く薄い記憶
	　第３８７話　思い出せない名前の数々
	　第３８８話　復讐者達は動く
	　第３８９話　陰謀
	　第３９０話　愚かな従者達
	　第３９１話　罠作り
	　第３９２話　追憶
	　第３９３話　空中要塞
	　第３９４話　要塞の防衛戦
	　第３９５話　敗北し裏切る従者達
	　第３９６話　天使の虐殺
	　第３９７話　玉座の間にて
	　第３９８話　侵入者達との戦い
	　第３９９話　許しなし
	　第４００話　希望の光を持つ者
	　第４０２話　行いは返ってくる
	　第４０３話　本当の災いを呼ぶ者
	　第４０４話　災い降臨
	　第４０５話　怠惰の魔王
	　第４０６話　最悪な目覚め
	　第４０７話　罪悪感と申し訳なさと　
	　第４０８話　耶狛復活
	　第４０９話　退院そして宴会
	　第４１０話　おかえりは宴会と共に
	　第４１１話　地底はお祭り騒ぎ
	　第４１２話　再戦試合の提案
	　第４１３話　再戦　怠惰のクソ悪魔
	　第４１４話　引き分けで終わる
	　第４１５話　3つの毒花の1つ
	　第４１６話　良い事があれば悪い事がある
	　第４１７話　おふくろ達の帰宅
	　第４１８話　お叱り
	　第４１９話　始末書という名の拷問

	　第二十五章　耶狛の冒険記
	　第４２０話　従者立つ
	　第４２１話　地上はお祭り騒ぎならば行こう
	　第４２２話　現れる魔女ッ子
	　第４２３話　命蓮寺へ調査
	　第４２４話　VS頑固親父組
	　第４２５話　化かし合いは程々に
	　第４２６話　狸の大将
	　第４２７話　丑三つ時に何かある
	　第４２８話　河童の里での買い物交渉
	　第４２９話　値下げバトル　VS河城にとり
	　第４３０話　食べ物を探して
	　第４３１話　遭遇の黒幕は無表情娘
	　第４３２話　協力対決　VS秦こころ
	　第４３３話　神道と仏教と道教
	　第４３４話　団体戦　VS霊夢・聖・神子
	　第４３５話　異変終了のお知らせ
	　第４３６話　深夜の帰還
	　第４３７話　謹慎処分による1日
	　第４３８話　また弟子が増えた
	　第４３９話　次の修行
	　第４４０話　修行失敗?
	　第４４１話　本格的な修行へ
	　第４４２話　従者と弟子との組手
	　第４４３話　技の伝授
	　第４４４話　修行は続く
	　第４４５話　黒の修行はというと
	　第４４６話　泥棒騒動
	　第４４７話　そして帰還していく
	　第４４８話　品作り
	　第４４９話　事件の匂い
	　第４５０話　ゴエティアの悪魔
	　第４５１話　反撃
	　第４５２話　地獄の門番 現る
	　第４５３話　返信文
	　第４５４話　義娘のもとへ
	　第４５５話　酔ったお姫様は大変
	　第４５６話　魔女っ子 再び
	　第４５７話　怒れる地底
	　第４５８話　加減ミス祭り
	　第４５９話　暴徒と化した妖怪達
	　第４６０話　旧都乱闘
	　第４６１話　影と鬼の四天王
	　第４６２話　狼兄妹と義娘達
	　第４６３話　狼兄妹VS義娘達
	　第４６４話　立ち塞がった者
	　第４６５話　VS美寿々
	　第４６６話　改めて見るとそこは瓦礫の山
	　第４６７話　口は災いの元
	　４６８話　犯人の追跡開始
	　第４６９話　聞こえるメロディー
	　第４７０話　VS雷鼓
	　第４７１話　情報収集
	　第４７２話　天邪鬼との遭遇
	　第４７３話　天邪鬼の見定め
	　第４７４話　小悪党
	　第４７５話　必要悪
	　第４７６話　資金集め
	　第４７７話　正邪討伐依頼
	　第４７８話　厨房掃除
	　第４７９話　見物
	　第４８０話　逃走援助
	　第４８１話　必要悪の可能性
	　第４８２話　まさかの来客
	　第４８３話　悪魔との会談
	　第４８４話　不可解な原因
	　第４８５話　灼熱地獄の奥地に潜む者
	　第４８６話　VS憤怒
	　第４８７話　魔王の宿泊
	　第４８８話　料理人として
	　第４８９話　更なる案内
	　第４９０話　旧都への観光
	　第４９１話　バトルマニア
	　第４９２話　晩飯の時間
	　第４９３話　起きたら事後
	　第４９４話　見たのは女装狼
	　第４９５話　協力食事作り
	　第４９６話　帰還の前に
	　第４９７話　再戦の火蓋
	　第４９８話　再戦　憤怒の魔王
	　第４９９話　終幕
	　第５００話　怪我の療養
	　第５０１話　調査派遣
	　第５０２話　狼兄妹調査開始
	　第５０３話　ぼったくりボール販売
	　第５０４話　ネッシーと異世界の駅
	　第５０５話　兄も妹も依存関係
	　第５０６話　小人現る
	　第５０７話　緑の巨人と絶する箱
	　第５０８話　妹を思う兄心
	　第５０９話　不死者 登場
	　第５１０話　不死者＆不死者VS不死者
	　第５１１話　目を開けると
	　第５１２話　仏教＆道教
	　第５１３話　VS一輪＆布都
	　第５１４話　宗教家達の登場
	　第５１５話　そして火蓋はきる
	　第５１６話　VS聖＆神子
	　第５１７話　宗教家達との戦いを終えて
	　第５１８話　狸の大将の捜索
	　第５１９話　協力者現る。
	　第５２０話　元鬼組
	　第５２１話　VS華扇＆マミゾウ
	　第５２２話　狐の侍登場
	　第５２３話　作戦説明
	　第５２４話　いざ外界へ
	　第５２５話　秘封倶楽部初代会長　現る
	　第５２６話　VS宇佐美菫子
	　第５２７話　女子高生は幻想郷へ
	　第５２８話　現代を満喫
	　第５２９話　亜狛と耶狛の帰還報告
	　第５３０話　もう1つの姿
	　第５３１話　受け入れられる喜び
	　第５３２話　来たる秘封倶楽部初代会長
	　第５３３話　リハビリという名のお仕置き
	　第５３４話　とりあえず帰す
	　第５３５話　異変の真実
	　第５３６話　親友のもとへ
	　第５３７話　手紙の書き主
	　第５３８話　到着すればまた怖がられる
	　第５３８話　蓮と菫子の関係
	　第５３９話　判決
	　第５４０話　不規則な弟子
	　第５４１話　弟子との会談
	　第５４２話　恐れていた事態
	　第５４３話　女子高生のお見送り
	　第５４４話　解決策
	　第５４５話　旅立った後
	　第５４６話　地霊殿は大惨事
	　第５４７話　植物退治
	　第５４８話　月での各々の行動
	　第５４９話　対立　月影の部隊
	　第５５０話　月での戯れ
	　第５５１話　各々の行動
	　第５５２話　次に向けて
	　第５５３話　本心とこれからの育み
	　第５５４話　鬼の住みかへ
	　第５５５話　美寿々宅での依頼
	　第５５６話　見積もり
	　第５５７話　突然の襲撃


